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第 1 戸籍情報システムの範囲と基準書について  

 

1 システムの範囲  

(1)システム開発の目的と方針  

 戸籍事務のコンピュータ処理に関する調査研究の 5 年間の成果である「平成元年度報告

書」において指摘された現行戸籍事務の問題点とその対応への方途，及び「平成 2 年度報

告書」における事務改善の要望事項とその解決策をふまえて，システム化の機能要件は把

握され，かつシステム処理の方法についても構想化された。  

 概観的には，戸籍事務の『トータル的なシステム』を具体化するため，各自治体で一般

的に利用されている「オフィス・コンピュータ」または「汎用コンピュータ」と「ワーク

ステーション」，「端末装置」等のハードウェアを用いた，戸籍法規に準拠し即時処理とす

る『オンライン・リアルタイム方式』のコンピュータ組織を最大限に活用することが，本

システムの大きな特長となる。  

 なお，システム開発の基本的な目的や狙いは，つぎのとおりに集約される。  

 第一に，行政サービスの向上を図ることである。  

①届出事件の処理時間の大幅な短縮，及び謄抄本や受理証明書等の速やかな交付を可

能にすること。  

②また，支所あるいは出張所を持つ自治体では，端末装置の設置により本庁と同様の

サービスを可能にすること。  

 第二に，情報の一元処理を可能にすることである。  

①戸籍事務のみならず，附票，住民基本台帳，人口動態，相続税等の戸籍関連事務に

ついても一元的に処理することにより，事務の大半を占める記載，転記の作業及び

点検作業を極力合理化すること。  

②さらに，この関連事務の処理時間を大幅に短縮すること。  

 第三に，事務処理の正確性等を確保することである。  

①システムに届書の『審査機能』を付加することにより，審査事務の的確性を確保す

るとともに，自動的な戸籍の『記載機能』によって，戸籍の記載の迅速性とより正

確性を確保すること。  

②さらに，帳簿類のブックレス・ペーパーレス化によって，戸籍の編綴作業や見出し

の記載作業を廃止し，戸籍管理業務を容易にすること。  
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③戸籍の『即時検索機能』によって，検索時間の大幅な短縮を可能にすること。  

④届書送付用の封筒作成や統計，報告事務などの戸籍周辺事務についてもシステム化

することによって，事務処理の効率化と正確化を図ること。  

 このほか，①誤字   の発生の防止，②執務環境の向上，及び③人的・物的面の『費

用対効果』改善など，総合的な『事務改善』への波及効果の実現を可能にする。  
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(2)システム化と戸籍事務の流れ  

 現行事務の流れに基づき，システム化に伴い変更する事務は，次のとおりである。  

 

(注)　　　 　はシステム化する事務，　      はシステム化により不要となる事務

　　　　　　 はシステム化になじまない事務である。

市 区 町 村 届書目録

受理証明書

埋火葬許可書

届 書

届 書

謄抄本等

交付申請書

謄 抄 本

受

領

戸

籍

検

索

審

査

受

理

処

分

受

附

帳

記

載

作

成

入

口

動

態

調

査

票

戸

籍

記

載

副

本

作

成

校

合

戸

籍

附

票

処

理

住

民

票

通

知

戸

籍

見

出

作

成

戸

籍

編

綴

除

籍

見

出

作

成

除

籍

編

綴

通

知

作

成

相

続

税

法

条

事

件

表

作

成

副

本

整

理

編

綴

届

書

整

理

編

綴

送付分届書

作

成

届

書

送

付

用

封

筒

作

成

戸

籍

法

違

反

通

知

58

届

書

目

録

作

成

副

本

目

録

作

成
事 件 票

副本目録法 務 局

附票通知

市 区 町 村

非

本

籍

届

書

保

管

税

務

署

住

民

記

録

市

区

町

村

簡

易

裁

判

所

市

区

町

村

保

健

所

不

受

理

処

分

戸

籍

発

収

簿

記

載

返

戻

戸

籍

検

索

交

付

謄

抄

本

作

成

戸 籍 簿 除 籍 簿

証

明

書

作

成

送付分
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(3) システム化の範囲  

 システム化する事務とその処理形態をオンライン，バッチ (含むオンライン・バッチ)及

び手作業の区分にまとめたものである。なお，△は補助または補完のための機能である。  

 
 

 
 

 

1. 

戸 
 

 
 

 

籍 
 

 
 

 

事 
 

 
 

 

務 

事務 個  別  事  務 オンライン処理 バッチ処理 手作業 

 
 

 

1. 

届 
 

 
 

 
 

 
 

 

出 

 1.届書受付(入力) ○   

 2.届書審査  一線式 ○  △ 

二線式 ○  △ 

 3.出生届出済証明書    ○ 

 4.関連市町村送付用封筒(宛名シール)等作成 △ ○  

 5.戸籍法違反通知書  △  ○ 

 6.受理(処理 )伺い △  ○ 

 7.届書等逓送簿   △ ○ 

 8.届書送付目録作成   ○  

 9.不受理申出処理  ○  △ 

10.家裁事件通知書処理 △  ○ 

11.戸籍相談  △  ○ 

12.便宜訂正通知書発行   ○ 

13.便宜訂正通知書受領分処理  ○  △ 

2. 
記 

 

載 

 1.戸籍記載  ○   

 2.校合認印(決裁) ○  ○ 

 3.戸籍訂正  ○  ○ 

 4.除籍の作成  ○   

 5.送付用副本目録の作成   ○  

3. 

証 
 

明 

 1.戸籍・除籍謄抄本の発行  ○   

 2.記載事項証明の発行 ○  ○ 

 3.受理・不受理証明書の発行  ○  ○ 

 4.届書預り証明書  ○   

 5.廃棄滅失証明書の発行    ○ 

そ 

の 

他 

4. 

統 

計 

 1.戸籍事件表、その他統計   ○ ○ 

 2.高齢者抽出処理   ○  

 3.土地の名称・地番の変更処理   ○ △ 
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2. 

戸 
 

 
 

 

籍 
 

 
 

 

関 
 

 
 

 

連 
 

 
 

 

事 
 

 
 

 
務 

事務 個  別  事  務 オンライン処理 バッチ処理 手作業 

1. 

記 
 

載 

 1.死産届書  ○  △ 

 2.附票処理      (住 19-1) ○   

 3.住民票記載事項通知(住 9-2)  ○  

 4.戸籍照合通知   (住 19-2)   ○ 

 5.本籍転属通知   (住 19-3)  ○  

2. 

証 
 

 
 

 
 

明 

 1.死体埋火葬許可証の発行  ○  ○ 

 2.死胎埋火葬許可証の発行  ○  ○ 

 3.死体火葬許可交付証明書の発行    ○ 

 4.死胎火葬許可交付証明書の発行    ○ 

 5.改葬許可証の発行    ○ 

 6.不在籍証明の発行    ○ 

 7.身分証明書の発行  ○   

 8.要件具備証明書の発行    ○ 

 9.相続税法第 58 条通知  ○  

動
態 

3.
人
口 

 1.人口動態調査票の作成  △ ○  

 2.人口動態調査送付票の作成  △ ○  

4. 

民 
 

刑 
 

事 
 

務 

 1.民刑通知及び民刑関係収受簿    ○ 

 2.既決犯罪人名簿    ○ 

 3.禁治産者・準禁治産者・破産者名簿    ○ 

4
見 

出 

し 

1.既決犯罪人名簿  

 見出し・目録の作成  

  ○ 

2.禁治産者・準禁治産者・破産者  

 名簿見出し・目録の作成  

  ○ 

5
照
会
証
明 

1.身上照会  ○  ○ 

2.身分調書回答    ○ 

3.公職選挙法第 11 条通知  △ ○ 

4.民刑事項異動通知   △ ○ 

 6.統計   ○ 
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2 基準書（標準仕様書）の遵守について  

 戸籍を磁気媒体化し，かつ事務処理をシステム化した場合，コンピュータ・システムそ

のものが戸籍の機能を有し，事務処理方法を具現化することになる。しかも，戸籍事務が

全国統一的にシステム処理として実施され，適正に運用されなければならない。  

 さらに，今後の戸籍情報システムの評価や認容の基準と方法，及び法改正に伴うシステ

ムの変更方法と即応できる体制等を確立し，制度化する必要性が求められている。  

 したがって，これらの制度・条件を基本的に保障するため，全国釣に統一し標準化する

仕様に係わる次の事項は，原則的に遵守されるべきこととする。  

①データベース及び各種ファイルのデータ項目と検索キー  

②入出力帳票の様式と出力形態  

③オンラインの画面展開 

④画面の表示項目（エラーメッセージ等を含む）  

⑤入出力するデータ項目 

⑥コード化された項目  

⑦「要件定義書」等の処理ロジック等について  

・入力チェック，審査チェック，記載項目の編集，エラー処理，戸籍 DB のロック  

・データベース及び各種ファイルの更新処理  

 

 

 なお，詳細な部分において，メーカー又は各市区町村に一任する事項は，各ドキュメン

トに個々記述されている。  
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第 2 新事務処理(戸籍事務)の概要 

 

1 戸籍 

 システムの戸籍は,戸籍特定ファイル･戸籍事項ファイル･氏名ファイル･個人特定ファ

イル･身分事項ファイルの計 5 つのファイルで構成されるデータ･ベースである。おのお

のファイルに記録すべき戸籍情報の概要を以下に説明する。  

 

(1) 戸籍特定ファイル  

 戸籍特定ファイルは ,戸籍法第 9 条に定める｢戸籍の表示｣と戸籍データ･ベースを管理

するための情報を記録するファイルである。戸籍特定ファイルに記録する情報の概要は

次のとおりである。  

 

戸籍番号  編製年月日  改製年月日  回復年月日  消除年月日   

 

 本籍 筆頭者 記載者数  在籍者数  除籍者数  戸籍除区分   

 

 戸籍異動区分  

 

 ｢本籍｣･｢筆頭者｣は,戸籍法施行規則第 3 条に定める｢戸籍の編綴順序｣と同法第 6 条に

定める｢見出帳｣と相まって戸籍を検索するためのキー情報となっている。そこでシステ

ムでも戸籍データベースを検索するためのキー項目とした。｢本籍｣･｢筆頭者｣は,行政区

画の変更･土地の名称変更･管内転籍届･氏の変更届などがあったときには上書きし ,従前

の情報は戸籍事項として戸籍事項ファイルに記録する。  

 現行の戸籍制度で戸籍事項に記載すべき｢編製年月日｣･｢改製年月日｣･｢回復年月日｣･

｢消除年月日｣を記録しているが ,これらは｢戸籍番号｣･｢戸籍除区分｣･｢戸籍異動区分｣と

同様にシステムが戸籍データ･ベースを管理するための情報である。戸籍事項欄に記載す

べき｢編製年月日｣や｢改製年月日｣は次の(2)で述べる戸籍事項ファイルの戸籍事項項目

として記録する。また｢記載者数｣･｢在籍者数｣･｢除籍者数｣は戸籍データ･ベースの情報を

検索したときに画面に出力され ,検索した戸籍の状況を知るうえでの補助となる情報で
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ある。 

 

(2) 戸籍事項ファイル  

 戸籍法施行規則 34 条･37 条･40 条･42 条に定める｢戸籍事項欄に記載すべき事項｣を記

録するファイルである。戸籍事項ファイルに記録する情報の概要は次のとおりである。  

 

戸籍番号  事件コード  事件発生年月日  戸籍事項項目  

 

 氏の変更届や管内転籍届など現行の戸籍事項欄に記載すべき届出があるたびにそれぞ

れの事項を追加して記録する。戸籍の証明書および画面への出力は記録の順序による。

すなわち現行の戸籍事項欄の記載順序と同じである。  

 ｢戸籍番号｣と｢事件発生年月日｣はシステムが戸籍データ･ベースを管理するためのも

のである。  

 

(3) 氏名ファイル  

 戸籍法第 13 条に定める｢戸籍の記載事項｣のうちの｢氏名｣を記録するファイルである。

現行の戸籍制度では氏は筆頭者氏名欄にのみ記載し ,名欄には｢名｣だけを記載している

が,氏名ファイルには｢氏｣と｢名｣両方を記録する。氏名ファイルに記録する情報の概要は

次のとおりである。  

 

個人番号  カナ氏名  漢字氏名  

 

 ｢カナ氏名｣･｢漢字氏名｣ともに戸籍データ･ベースを検索するためのキー項目である。

カナ氏名は戸籍の検索の効率性を確保するために設けたものである。現行の戸籍制度で

は原則として氏名にふりがなを記載しないが ,この理由からシステムの戸籍ではカナ氏

名と漢字氏名を記録する。ただし｢カナ氏名｣は,戸籍としての記録すべき情報でないこと

に変わりはない。したがって各種証明書には出力しない。また ,名の変更･氏の変更があ

った者を旧氏名でも検索できるように変更前の｢カナ氏名｣･｢漢字氏名｣も履歴として記
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録する。  

 

(4) 個人特定ファイル  

 戸籍法第 13 条に定める｢出生の年月日｣･｢実父の氏名｣･｢実母の氏名｣･｢実父母との続

柄｣･｢養父の氏名｣･｢養母の氏名｣･｢養父母との続柄｣･｢夫である旨｣･｢妻である旨｣を記録

するファイルである。個人特定ファイルに記録する情報の概要は次のとおりである。  

 

個人番号  戸籍番号  入籍年月日  除籍年月日  性別 生年月日   

 

 筆頭者区分  配偶者区分  父の氏名  母の氏名  父母との続柄   

 

 養父の氏名  養母の氏名  養父母との続柄  前個人番号  個人除区分  

 

 生年月日は氏名ファイルの｢カナ氏名｣と同様に戸籍を検索するときの効率性を図るた

めに検索キー項目とした。  

 個人特定ファイルに記録されている情報に訂正･更正･変更などが生じたときには上書

きし,それに応じた身分事項を身分事項ファイルに記録する。従前の情報はその身分事項

のなかに従前の記録として記録する。  

 ｢個人番号｣･｢戸籍番号｣･｢入籍年月日｣･｢除籍年月日｣･｢性別｣･｢生年月日｣｢筆頭者区

分｣･｢前個人番号｣はシステムが戸籍データ･ベースを管理するためのものであり ,戸籍と

しての記録情報ではない。  

 

(5) 身分事項ファイル  

 戸籍法第 13 条及び戸籍法施行規則第 30 条･35 条･36 条･第 39 条･第 40 条に定める｢身

分事項に記載すべ記事項｣を記録するファイルである。身分事項ファイルに記録する情報

の概要は次のとおりである。  
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個人番号  事件コード  事件発生年月日  身分事項項目  

 

 戸籍の届出を受理したときには ,その届出事件に応じた身分事項を追加して記録する。

戸籍の証明および画面への出力は記録の順序による。すなわち現行の身分事項の記載順

序と同じである。  

 ｢個人番号｣･｢事件発生年月日｣はシステムが戸籍データ･ベースを管理するためのもの

であり,戸籍としての記録情報ではない。したがって戸籍の証明書には出力しない。  

 

(6) 戸籍の編製  

 戸籍法は,第 6条に｢戸籍は,市町村の区域内に本籍を定める 1の夫婦及びこれと氏を同

じくする子ごとに,これを編製する。ただし ,日本人でない者(以下｢外国人という。)と婚

姻した者又は配偶者がいない者について新たに戸籍を編製するときは ,その者及びこれ

と氏を同じくする子ごとに ,これを編製する。｣と戸籍の編製基準を定めている。  

 システムにおいてもこの編製基準に基づいて戸籍を編製するものとした。  

 

(7) 氏名の記載順序  

 戸籍法第 14 条は氏名の記載順序を次のように定めている。  

 ｢氏名を記載するには次(原文は『左』 )の順序による。  

第 1 夫婦が,夫の氏を称するときは夫 ,妻の氏を称するときは妻  

第 2 配偶者 

第 3 子 

② 子の間では,出生の順序による。  

③  戸籍を編製した後にその戸籍に入るべき原因が生じた者については ,戸籍の末

尾にこれを記載する。｣ 

システムでも戸籍の証明を出力したり ,戸籍データ･ベースの記録情報を画面に出力す

るときはこの順序にしたがう。  
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(8) 戸籍の記載文字  

 戸籍法施行規則第 31 条は｢戸籍の記載をするには,略字又は符合を用いず,字画を明ら

かにしなければならない。②年月日を記載するには、壱,弐,参,拾の文字をもちいなけれ

ばならない。｣と定めている。  

 また子の名に用いることのできる文字として戸籍法第 50 条は｢子の名には常用平易な

文字を用いなければならない。②常用平易な文字の範囲は ,命令でこれを定める。｣とし,

常用平易な文字の範囲として戸籍法施行規則第 60 条に｢戸籍法第 50 条第 2 項の常用平易

な文字は,次に掲げるものとする。1 昭和 56 年内閣告示第 1 号常用漢字表に掲げる漢字

(括弧書きが添えられているものについては ,括弧の外のものに限る。 )2 別表第 2 に掲

げる漢字 3 片仮名又は平仮名(変体仮名を除く。)｣と定めている。  

 さらに外国人については ,本人が本国において氏名を漢字で表記する者である場合に

は正しい日本文字としての漢字を用いるときに限って ,氏･名の順序により漢字で記載し

てさしつかえない(昭和 56 年 9 月 14 日民二 5537 号通達･昭和 59 年 11 月 1 日民二第 5500

号通達)。としている。このことからシステムで戸籍の証明を出力する場合に次の 2 つの

問題点をあげることができる。  

 まず第 1 に,戸籍法施行規則第 31 条の｢字画の明らか｣についての問題がある。コンピ

ュータでは対応する漢字の文字フォントを作成して画面やプリンターで出力することに

なる。漢字をデザインした文字フォントの形状は ,極論すると作成者の個性があらわれて

いる。そうすると各メーカーのフォントについては戸籍の文字として使用に耐えられる

か検証する必要がある。検証方法については導入編による。 

 なお,｢年月日を記載するには,壱,弐,参,拾の文字をもちいなければならない。｣と定め

ているが,戸籍法施行規則第 73条第 5項に従い,戸籍の証明ではアラビア数字 (算用数字)

を用いて出力する。  

 第 2 は,子の名に用いることのできる文字の問題である。現在では上記の戸籍法及び戸

籍法施行規則により使用できる文字の範囲が明確になっているが ,昭和 23 年に戸籍法が

制定される前は特に制限がなかった。したがって ,システムで扱わなければならない戸籍

の文字は制限がないというのが現状である。  

 コンピュータで使用することのできる文字は,メーカーにより若干の違いはあるが ,概

ね 1 万 5000 文字程度である。コンピュータ文字は ,2 バイト構成文字といい,1 バイトは

8 ビットであるから単純計算をすると 2 の 16 乗で 131,072 文字の種類を表すことができ



 

2-1-6 

るはずである。しかし ,実際はハード･ウェア及びソフト･ウァアの制約から 1 万 5000 文

字程度になっている。  

 現在一般的にメーカーで用意している文字は ,JIS 第 1 水準 2965 文字,JIS 第 2 水準

3390 文字の合計 6355 文字とメーカー独自で調査した使用頻度の高い文字を合わせ

て,8000 文字程度である。残りは約 7000 文字となるが,その他にアルファベットや記号 ,

各自治体独自で既に追加しているユーザーの漢字がある。したがって ,新たに文字を加え

ることはできないといってよい。  

 そこで昭和 61 年度の｢戸籍コンピュータ化調査研究会｣では,この問題について特に重

点的に調査研究が行われたところである。このときの調査研究報告書は甲市を例に実態

調査を行っている。甲市の戸籍数 45,540 戸籍,戸籍人口 138,540 人であり,JIS 規格以外

の文字の種類は 3,061 文字使用されていた。このことから甲市と同程度の規模の戸籍数

及び戸籍人口であれば現在のシステムでもコンピュータ化は可能であるとした。しかし ,

一方では JIS 規格以外の文字の使用数は戸籍数 ,戸籍人口,地域の特性等があるのでこの

調査結果から一概に可能であるとは言うことができないと結論付けている。  

 平成 4 年度｢戸籍事務コンピュータ化調査研究会｣ではこの問題について具体的に解決

策を講じるべくセット･アップ分科会の検討項目に設定した。その結果 ,参加している多

数のメーカーから｢フォントの作成やコンピュータへの登録に時間を要するので即時に

は無理であるが,戸籍の記載に必要な全ての漢字について対応することが可能である。｣

との回答を得た(詳細はセット･アップ分科会報告書参照 )。これを受けて文字の問題は ,

コンピュータにない文字ができるまでの間の戸籍の取り扱いをどのようにするか ,作成

した文字の管理をいかにするか ,という 2 つの問題になった。  

 それでコンピュータに用意していない漢字を使用する届出があったときは ,次の処理

で対応するものとする。届出の受理 ,不受理の決定を行うだけで戸籍の記載はしない。戸

籍を直ちに記載することができない旨を届出人に伝え ,受理証明書の請求があるときは

手書きで対応するものとする。その後文字を作成し ,コンピュータに登録したら届書の情

報を入力する。  

 つまり戸籍データ･ベースは情報が完全な状態でなければ更新してはならないという

ことであり ,便宜的に ,その文字をブランクや記号に置き換えて戸籍データ･ベース更新

して,取り敢えずその文字を手書きで埋めることによって証明書を交付し ,後に文字を作

成･登録した段階で整合性をつけるような行為はしてはならないということである。  
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 外字の管理については外字の対応がメーカーによって異なるので ,システムを導入す

る自治体とシステムを提供するメーカーとの間の問題となる。したがって ,文字の作成経

費の負担と速やかな事務処理の方法と合わせて充分協議することになる。  

 なお,誤字･俗字の取り扱いについては｢平成 2 年 10 月 20 日法務省民二第 5200 号民事

局長通達｣,｢平成 2 年 10 月 20 日法務省民二第 5202 号民事局第二課長依命通知｣及び｢平

成 6 年 11 月 16 日法務省民二第 7005 号民事局長通達｣｢平成 6 年 11 月 16 日法務省民二第

7006 号民事局第二課長依命通知｣が適用される。  

 

(9) 文末認印について  

 戸籍法施行規則第 32 条第 1 項に｢戸籍の記載をするごとに,市町村長は,その文の末尾

に認印を押さなければならない。｣と,また第 2 項では｢市町村長の職務を代理する者が ,

戸籍の記載をするときは ,その文末に代理資格を記載して ,認印をおさなければならな

い。｣と定めている。戸籍の記載の文末に認印を押す意味は 2 つある。一つは記載への加

筆防止であり ,もう一つは記載した者の責任の所在を明らかにすることにある。  

 システムでは戸籍事項および身分事項が記録されるごとにそれぞれの事項に 4 桁の管

掌者コード(戸籍法施行規則第 77 条における｢識別番号｣に相当)を記録することにより

文末認印にかわるものとした。コードは 4 桁で,上 2 桁がシステムを導入してからの歴代

管掌者ごとの通し番号で表し ,管掌者が選挙で選出されるごとに 1 を加える。下 2 桁は管

掌者と代理資格を表す。01 が区長,02 が助役,03 が吏員とするようにした。なお ,市町村

によっては第 2 助役をおいている場合もあるので ,市町村で明確に意味付けを行ない ,割

り当てなければならない。  

 なお,システムでは戸籍データ･ベースの改ざん防止策として次のような処置を講じて

いる。 

 戸籍データ･ベースの更新はパスワードを持った決裁 (校合)担当者のみ行なうこと

ができる。  

② 戸籍データ･ベースに記録されている情報は任意に変更できない。情報を変えようと

する場合は訂正事項 ,更正事項等の戸籍事項または身分事項を記録しなければならな

い。 

③ 受付ファイル(詳細は受付ファイルの項参照 )を作成しないで記録情報の追加･変更･

訂正を行なうことはできない。また受付ファイルは決裁 (校合)担当者が戸籍データ･
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ベースを更新するときに必ず見なければならない。  

 

(10)記載すべき欄と記載方法(記載例の項目化) 

 戸籍法施行規則第 33 条は戸籍の記載すべき欄及び記載方法について定めている。記載

すべき欄については戸籍データ･ベースを構成する各ファイルの項で既に述べた。ここで

は記載方法に対する記録方法 ,さらに戸籍の証明書と画面への出力について述べる。なお

説明の内容を具体的にするために父母婚姻中の嫡出子の出生届出を例にとってのべる。  

 届書の記載事項については戸籍法第 29 条(届書の記載事項通則)･戸籍法第 30 条(特別

の記載事項)で定めている。これによると出生届書記載事項は次のようになる。  
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出生届出書記載事項  

 

届出書記載項目  具体的記載事項例  

①届出事件名  出生届 

②届出年月日  平成 4 年 1 月 14 日 

③子の氏名  甲野啓太郎  

④父母との続柄  長男 

⑤生まれたとき  平成 4 年 1 月 10 日 

⑥生まれたところ  東京都千代田区平河町一丁目 1 番地 

⑦住所 東京都千代田区平河町一丁目 10 番地 

⑧父の氏名  甲野義太郎  

⑨父の生年月日  昭和 40 年 6 月 21 日 

⑩母の氏名  甲野梅子  

⑪母の生年月日  昭和 41 年 1 月 8 日 

⑫本籍 東京都千代田区平河町一丁目 10 番地 

⑬筆頭者の氏名  甲野義太郎  

⑭届出人の資格  父 

⑮届出人の生年月日  昭和 40 年 6 月 21 日 

⑯届出人の住所  東京都千代田区平河町一丁目 10 番地 

⑰届出人の本籍  東京都千代田区平河町一丁目 10 番地 

⑱届出人の筆頭者の氏名  甲野義太郎  
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 現行の戸籍制度では出生届書に基づいて戸籍を記載する場合には ,戸籍法施行規則

第 33 条に定める附録第 7 号記載例に従い文章の形式に引き直して記載している。しか

し,システムの戸籍では届書の記載事項をそのままデータ項目として記録することに

した。それは,システムによる届書の審査と戸籍の自動記録をできうる限り実現しよう

としたところにある。以下現行の戸籍と戸籍データ･ベースとを比較しながら説明する。

なお丸番号は上記の届書記載項目の番号を表す。  

 

ア 入籍すべき戸籍の特定  

 ｢⑫本籍｣と｢⑬筆頭者の氏名｣は出生子が入籍する戸籍の表示である。戸籍を検索し

て入籍戸籍を特定するうえで必要な届書記載事項である。  

 現行の戸籍でも戸籍データ･ベースでもこの情報の取扱いは同じである。  

 

イ 子の氏名等の記載または記録  

 現行の戸籍では｢①子の氏名｣は名欄に ,｢⑧父の氏名｣は父欄に,｢⑩母の氏名｣は母欄

に, ｢④父母との続柄｣は父母との続柄欄にそれぞれ記載する。  

 戸籍データ･ベースでは｢①子の氏名｣は氏名ファイルに ,｢⑧父の氏名｣･｢⑩母の氏

名｣･｢④父母との続柄｣は個人特定ファイルの当該記録域に記録する。  

 

ウ 身分事項の記載または記録(附録第 7 号の記載例 1 に該当する届出とする) 

 現行の戸籍での身分事項の記載は次のとおりである。  

 

 ｢⑤平成四年壱月拾日⑥東京都千代田区で①出生②同月拾四日⑭父届出入籍㊞｣ 

 

 戸籍データ･ベースでは身分事項ファイルに記録する。身分事項ファイルの定められ

た記録域に次のように記録される。  
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①事件名  ⑤出生年月日  ⑥出生地  ②届出年月日   

出生 平成 4 年 1 月 10 日 東京都千代田区  平成 4 年 1 月 14 日  

 

 管掌者コード  

 管掌者コード  

 

エ 戸籍データ･ベースの記録情報の出力  

 戸籍データ･ベースの記録情報を戸籍の証明書 (画面 )に出力する場合には次のよう

になる。  

【出生日】平成 4 年 1 月 10 日 

【出生地】東京都千代田区  

【届出日】平成 4 年 1 月 14 日 

【届出人】父  

 

(11)戸籍の証明のひな形 

 戸籍データ･ベースに記録した情報の出力方法を戸籍法施行規則に定める戸籍の記

載のひな形を例に示せば次のとおりである。  
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附録第六号様式  戸籍の記載のひな形(第 33 条関係) 
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附録第六号様式  戸籍の記載のひな形(第 33 条関係) 
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附録第六号様式  戸籍の記載のひな形(第 33 条関係) 
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附録第六号様式  戸籍の記載のひな形(第 33 条関係) 
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附録第六号様式  戸籍の記載のひな形(第 33 条関係) 
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附録第六号様式  戸籍の記載のひな形(第 33 条関係) 
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附録第八号様式  戸籍の消除(第 42 条関係)  第一 全部の消除 
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附録第八号様式  戸籍の消除(第 42 条関係)  第二 一部の消除 
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附録第八号様式  戸籍の消除(第 42 条関係)  第二 一部の消除 
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附録第九号様式  戸籍の訂正(第 44 条関係)  第一 全部の訂正 
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附録第九号様式  戸籍の訂正(第 44 条関係)  第一 全部の訂正 
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附録第九号様式  戸籍の訂正(第 44 条関係)  第二 一部の訂正 
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附録第九号様式  戸籍の訂正(第 44 条関係)  第二 一部の訂正 
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附録第十号様式  本籍の更正(第 46 条関係) 
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2 事務処理の体系  

 戸籍システムには次の図に示す事務処理機能がある。  

 

  

検索処理  個人検索  個人詳細
表 示 

1 

1.1 

受 付 
ファイル
検 索 

出 生 

1.2 
個人状態
表 示 

不受理申
出表示 

1.1.1 

1.1.2 

1.1.3 
異動処理  2 移記事項  

入力処理  

2.1～2.42 

* 各届出事件  
ごとに処理  

 

決裁用帳
票出力 

移記事項
入力処理  

3 
3.1 

4 決裁処理  

5 証明処理  全部事項
個人事項
証 明 書 

一部事項
証 明 書 

届書受理
証 明 書 

戸 籍 法 
第 41 条
証書提出
の証明書 

届書の預
り証明書 

5.1 

5.2 

5.3 

5.4 

5.5 
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統計処理  6 

帳票出力
処理 

7 

事件表出力  

統計 
ファイル
更新処理  

受附帳 

種類番号帳  

届書送付
目 録 

渉外関係
届書送付
目 録 

届書送達
確認書 

戸籍事務
専用 

宛名シール  

高齢者消除
許可申請  

本籍町名
変更通知  

6.1 

6.2 

7.1 

7.2 

7.3 

7.4 

7.5 

7.6 

7.7 

7.8 

7.9 
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3 戸籍の検索  

(1) 戸籍簿の検索  

 戸籍簿の検索方法は ,戸籍法施行規則第 3 条に定める｢戸籍の編綴順序｣により戸籍を

綴り,戸籍法施行規則第 6 条に定める見出帳を調整することによって確立している。  

 戸籍法施行規則第 3 条(戸籍の編綴順序 ) 

｢戸籍は,市町村長が定める区域ごとに ,本籍を表示する地番号もしくは街区符合の番号

の 順 序 に 又 は そ の 区 域 に 本 籍 を 有 す る 者 の 戸 籍 の 筆 頭 に 記 載 記 載 し た 者 の 氏 の

(あ)(い)(う)(え)(お)の順序に従ってつづるものとする。｣ 

 戸籍法施行規則第 6 条(見出帳･見出票) 

｢市町村長は,附録第 3 号様式によって,戸籍簿及び除籍簿について各別に見出帳を調整

し,これに戸籍の筆頭に記載者の氏の (い)(ろ)(は)順又は (あ)(い )(う )(え)(お)順に従

い,その者の氏名,本籍その他の事項を記載しなければならない。②市町村長は ,相当と認

めるときは,附録第 4 号様式による見出票に前項の事項を記載し ,これを同項に規定する

順序に整序して,見出帳に代えることができる。｣ 

 

(2) 戸籍データ･ベースの検索  

 戸籍又は除籍の検索項目は ,本籍,氏名,仮名氏名,生年月日,筆頭者の氏名,戸籍の編製,

戸籍の消除日 ,入籍日,除籍日及び戸籍又は除籍の別とし ,かつ,これに限る。(平成 6 年

11 月 16 日法務省民二第 7002 号民事局長通達) 

 本書では,本籍,漢字氏名,カナ氏名,生年月日,筆頭者(の漢字氏名 )として,次項以降に

画面展開等の説明を述べる。  
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(3) 戸籍検索の画面展開 

 

 

 

 個人詳細表示画面では検索対象者から同一戸籍構成員内で記録順位が ,前の記録者の

個人詳細表示 ,また次の記録者の個人詳細表示を検索できることにより戸籍への入籍順

序がわかる(戸籍法第 14 条)。 

 検索対象から次の記録者の個人詳細を表示すれば ,検索対象者が前の記載者になる。  

 同様に検索対象者から前の記録者の個人詳細を表示すれば ,検索対象者が次の記録者

になる。  

 

① 
戸籍検索画面  

② 
該当戸籍一覧画面  

 ③ 
戸籍構成員一覧画面  

④ 
次記録者  

個人詳細表示画面  
 

③ 
検索対象者  

個人詳細表示画面  

⑤ 
前記録者  

個人詳細表示画面  

同一画面である。  
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(4) 戸籍検索画面  

 検索キーを入力する画面と ,入力したキーに該当する者を表示する画面である。  
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(4) 該当戸籍一覧画面 (検索画面と同じ画面) 

 検索キーを入力して実行キーを押すと検索キーに該当する次の事項が表示される。  

 

① 本人氏名  

 検索キーに該当する者の｢氏名｣を表示する (氏名ファイルから )。 

② 筆頭者 

 検索キーに該当する者の｢筆頭者｣を表示する(戸籍特定ファイルから)。 

③ 本籍 

 検索キーに該当する者の｢本籍｣を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

④ 生年月日  

 検索キーに該当する者の｢生年月日｣を表示する(個人特定ファイルから)。 

⑤ 編製日 

 検索キーに該当する者が在籍する戸籍の｢編製年月日｣を表示する (戸籍特定ファ

イルから)。 

⑥ 戸籍消除年月日  

 検索キーに該当する者が在籍する戸籍の｢消除年月日｣を表示する (戸籍特定ファ

イルから)。 

⑦ 除籍年月日  

 検索キーに該当する者が｢除籍された年月日｣を表示する (個人特定ファイルか

ら)。 
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(5) 戸籍構成員一覧画面 
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① 編製日 

 戸籍の編製年月日を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

② 消除日 

 戸籍の消除年月日を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

③ 記載数 

 在籍者と除籍者の合計人数を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

④ 在籍数 

 在籍者の人数を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

⑤ 本籍 

 本籍を表示する(戸籍特定ファイルから)。 

⑥ 筆頭者 

 筆頭者の氏名を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

⑦ 戸籍事項  

 戸籍事項を入力年月日順に表示する (戸籍事項ファイルから)。  

⑧ 氏名 

 除籍者も含めて戸籍法第 14 条に定める順番で氏名を表示する (氏名ファイルか

ら)。 

⑨ 生年月日  

 戸籍構成員のそれぞれの生年月日を表示する (個人特定ファイルから)。 

⑩ 除籍日 

 その者が戸籍から除籍された年月日を表示する (個人特定ファイルから)。 

⑪ 続柄 

 父母との続柄を表示する (個人特定ファイルから)。 

⑫ 配偶 

 夫であること ,妻であること ,生存配偶者であることを表示する (個人特定ファイ

ルから)。 

⑬ 家･伺･保･胎･メ  

 個人状態ファイルに記録されている内容を表示する。詳細は個人状態ファイルを

参照されたい。  
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(6) 個人詳細表示画面  
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① 編製日 

 戸籍の編製年月日を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

② 消除日 

 戸籍の消除年月日を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

③ 家･伺･保･胎･メ  

 個人状態ファイルに記録されている内容を表示する。詳細は個人状態ファイルの

項を参照されたい。  

④ 本籍 

 本籍を表示する(戸籍特定ファイルから)。 

⑤ 筆頭者 

 筆頭者の氏名を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

⑥ カナ氏名  

 該当者のカナ氏名を表示する (氏名ファイルから)。 

⑦ 漢字氏名  

 該当者の漢字氏名を表示する (氏名ファイルから)。 

⑧ 生年月日  

 該当者の生年月日を表示する (個人特定ファイルから)。 

⑨ 除籍日 

 該当者が戸籍から除籍された年月日を表示する (個人特定ファイルから)。 

⑩ 父 

 父の氏名を表示する (個人特定ファイルから)。 

⑪ 母 

 母の氏名を表示する (個人特定ファイルから)。 

⑫ 父母との続柄  

 父母との続柄を母の氏名のあとに表示する (個人特定ファイルから)。 

⑬ 養父 

 養父の氏名を表示する(個人特定ファイルから)。 

⑭ 養母 

 養母の氏名を表示する(個人特定ファイルから)。 

⑮ 養父母との続柄  
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 養父母との続柄を養母の氏名のあとに表示する (個人特定ファイルから)。 

⑯ 事件名称  

 戸籍法第 23 条に定める事件の種類を表示する (コード一覧のタイトル･コードを

参照)。事件が多く ,表示しきれないときは画面がスクロールする (身分事項ファイ

ルから)。 

⑰ 身分事項記載項目  

 項目で身分事項を表示する (身分事項ファイルから)。1 身分事項に限り続けて表

示することも可。  
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4 戸籍の証明  

(1) 戸籍の謄抄本･記載事項証明  

 戸籍簿の取扱いにおける戸籍と除籍の証明は｢謄本｣･｢抄本｣･｢記載事項証明書｣(戸籍

法第 10 条･第 12 条の 2)の 3 種類である。｢謄本｣とは文書の原本に記載された内容を原

本と同一様式の書面に一字一句完全に写し取った書面であり ,｢抄本｣とは原本に記載さ

れた内容の一部を原本と同一様式の書面に抜粋(原則として一事項単位)して写し取った

書面である(戸籍法施行規則第 12 条)。また記載事項証明書は戸籍に記載した事項の証明

書である(戸籍法施行規則第 14 条)。 

 

(2) 記録事項証明(システムの戸籍証明) 

 システムでは戸籍情報をデータとしてデジタル信号化して磁気媒体 (戸籍データ･ベー

ス)に記録することになり可視台帳は存在しない。また戸籍の記録情報を証明書として交

付するためにはシステムの機能を使用してプリント･アウトをしなければ人が認識でき

る情報とはならない。したがって戸籍の謄本･抄本と表現するのは適当でなく,記録され

たものを証明するという範疇になる。 (戸籍法第 117 条の 4) 

 システムで作成する戸籍証明の種類 (戸籍法施行規則第 73 条 1 項)を戸籍･除籍の区別

なく次項以降で説明する。なお ,当然に認証文 (戸籍法施行規則第 73 条 3 項で定める附録

第 23 号書式)は付記することとなる。  

 

(3) 全部事項証明  

 ｢戸籍の謄本｣に相当する証明である。戸籍情報として戸籍データ･ベースに記録されて

いるすべての事項を証明するものである。  

 なお ,市区町村長限りの職権訂正は記録としてはあるが証明書に出力しないことにし

た。それは市区町村限りの職権訂正は先例により認められたものに限られること ,またそ

の誤りのために国民としばしばトラブルが生じることにある。市区町村長限りの職権訂

正の証明の交付請求があったときには一部事項証明で対応する。  

 

(4) 個人事項証明  

 ｢戸籍の抄本｣に相当する証明である。証明する事項は個人の全ての記録事項である。

複数人の記録事項をひとつの個人事項証明で証明することもできる。  
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 なお,市区町村長限りの職権訂正は全部事項証明と同様に出力しない。  

 

(5) 一部事項証明  

 ｢戸籍の記載事項証明｣に相当する証明である。基本事項は ,｢本籍｣･｢筆頭者の氏名｣･

｢証明すべき者の氏名｣である。記録事項証明書はこれらの基本項目に一つ又は複数の記

録事項を付加して作成する。  

 また,市区町村長限りの職権訂正も証明事項とする。  

 付加する記録事項の単位は次による。  

戸籍事項ファイルに記録された情報  

 ひとつの戸籍事項を単位とする。たとば｢転籍事項｣･｢氏の変更事項｣がそれぞれ単位

である。ひとつの戸籍事項の中のひとつの記録項目だけでは証明することはしない。

たとえば転籍事項の中の｢【届出日】｣･｢【従前の記録】｣だけでは記録事項の証明単位

にしない。  

個人特定ファイルに記録された情報  

 単独で単位となる情報は｢【生年月日】｣･｢【父】｣･｢【母】｣･｢【養父】｣･｢【養母】｣

である。  

｢父母との【続柄】｣は単独では証明事項の対象にならなず,｢【父】｣か｢【母】｣あるい

は｢【父】と【母】｣の選択が必要となる。  

（｢養父母との【続柄】｣も同様である。）  

個人特定ファイルの記録された情報  

 ひとつの身分事項を単位とする。たとば｢出生事項｣･｢婚姻事項｣がそれぞれ単位であ

る。ひとつの身分事項の中の一つの記録項目だけでは証明することはしない。たとえ

ば出生事項の中の｢【出生地】｣だけでは一部事項の証明単位とはしない。  

 

(6) 戸籍事務専用  

 ｢全部事項証明｣･｢個人事項証明｣には市区町村長限りの職権訂正を出力しない。しかし ,

裁判所･法務局･市区町村等の官公庁で戸籍事務を処理するうえで必要となる場合にはこ

の書面を出力することによって対応する。  
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(7) 全部事項証明･個人事項証明発行における画面展開  

 

 

 

① 
証明書選択メニュー画面 

② 
戸籍検索画面 (証明 ) 

③ 
該当戸籍一覧画面(証明) 

④ 
戸籍構成員一覧画面(証明) 

⑤ 
  検索対象者  
個人詳細表示画面(証明) 

⑥ 
証明書発行確認画面  

同一画面である。  



 

2-4-40 

(8) 証明書選択メニュー画面  

 出力する証明書を選択する。  
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(9) 戸籍検索画面(証明) 

 戸籍を検索するときの画面と同じである。  

 

(10)該当戸籍一覧画面 (証明) 

 検索キーに合致する戸籍が表示される。戸籍を検索するときの｢該当戸籍一覧画面｣と

同じである。この画面で全部事項証明の作成を指示することができる。全部事項証明を

作成する戸籍の選択番号を選択してから作成指示すると発行確認画面へ展開する。戸籍

を確認してから全部事項証明を作成するときあるいは個人事項証明を作成するときには

｢戸籍構成員一覧画面｣への展開を指示する。  

 

(11)戸籍構成員一覧画面(証明) 

 戸籍を検索するときの｢戸籍構成員一覧画面｣と同じである。この画面では全部事項証

明または個人事項証明の作成を指示することができる。全部事項証明のときは単にその

作成を ,個人事項証明のときは作成する者の選択番号を選択して指示すると発行確認画

面へ展開する。  

 

(12)個人詳細表示画面 (証明) 

 戸籍を検索するときの｢個人詳細画面｣と同じである。この画面では全部事項証明  

また 

は個人証明の作成を指示することができる。全部証明のときは単にその作成を ,個人事項

証明のときは作成する者の選択番号を選択して指示すると発行確認画面へ展開する。  
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(13)発行確認画面  
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① 管掌者 

 証明書発行時の戸籍事務管掌者を表示する。戸籍事務管掌者は｢市区町村長｣･｢市

区町村長職務代理者助役｣･｢市区町村長職務代理者吏員｣に逐次変更することがで

きる。 

② 認証日 

 作成時の年月日を表示する。当然のことながら作成年月日を変更することはでき

ない。 

③ 証明書種別  

 ｢全部事項証明｣･｢個人事項証明｣･｢一部事項証明｣の区別を表示する。｢該当戸籍

一覧画面｣･｢戸籍構成員一覧画面｣･｢個人詳細表示画面｣で作成を指示した証明書の

種別が表示される。  

④ 編製日 

 戸籍の編製の年月日を表示する。  

⑤ 消除日 

 戸籍の消除年月日を表示する。  

⑥ 個人除区分  

 個人事項証明のとき対象者がその戸籍に在籍しているときには｢在籍｣を,除籍さ

れているときには｢除籍｣を表示する。  

⑦ 本籍 

 戸籍の本籍を表示する。  

⑧ 筆頭者 

 戸籍の筆頭者を表示する。  

⑨ カナ氏名  

 個人事項証明を作成するときに個人のカナ氏名を表示する。  

⑩ 漢字氏名  

 個人事項証明を作成するときに個人の漢字氏名を表示する。  

⑪ 選択事項名(一部事項証明のみ ) 

 一部事項証明を参照。 
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(14)一部事項証明  

 

 

 

① 
証明書選択メニュー画面 

① 
戸籍検索画面 (証明) 

② 
該当戸籍一覧画面(証明) 

③ 
戸籍構成員一覧画面(証明) 

④ 
戸籍事項選択  

⑦ 
証明書発行確認画面  

同一画面である。  

⑤ 
個人特定事項選択  

⑥ 
身分事項選択  
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(15)戸籍事項選択  
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①編製日  

 戸籍の編製の年月日を表示する。  

②消除日  

 戸籍の消除年月日を表示する。  

③個人除区分  

 個人事項証明のとき対象者がその戸籍に在籍しているときは｢在籍｣,除籍されてい

るときは｢除籍｣を表示する。  

④本籍 

 証明する戸籍の本籍を表示する。  

⑤筆頭者  

 証明する戸籍の筆頭者を表示する。  

⑥カナ氏名  

 個人事項証明を発行するとき個人のカナ氏名を表示する。  

⑦漢字氏名  

 個人事項証明を発行するとき個人の漢字氏名を表示する。  

⑧番号 

 証明する事項を選択する。  

⑨戸籍事項名  

 戸籍事項の事件名を表示する。  

⑩戸籍事項記載項目  

 事件名に対応する戸籍事項を表示する。  
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(16)個人特定事項選択  
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①編製日  

 戸籍の編製の年月日を表示する。  

②消除日  

 戸籍の消除年月日を表示する。  

③個人除区分  

 個人事項証明のとき対象者がその戸籍に在籍しているときは｢在籍｣,除籍されてい

るときは｢除籍｣を表示する。  

④本籍 

 証明する戸籍の本籍を表示する。  

⑤筆頭者  

 証明する戸籍の筆頭者を表示する。  

⑥カナ氏名  

 個人事項証明を発行するとき個人のカナ氏名を表示する。  

⑦漢字氏名  

 個人事項証明を発行するとき個人の漢字氏名を表示する。  

⑧配偶者  

 夫または妻である旨を表示する。  

⑨項目名  

 証明する事項を選択する。  

⑩個人特定事項記載項目 

 事項名を表示する。  

⑪生年月日  

 証明対象者の生年月日を表示する。  

⑫父 

 証明対象者の父の氏名を表示する。  

⑬母 

 証明対象者の母の氏名を表示する。  

⑭父母続柄  

 証明対象者の父母との続柄を表示する。  

⑮養父 
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 証明対象者の養父の氏名を表示する。  

⑯養母 

 証明対象者の養母の氏名を表示する。  

⑰養父母続柄  

 証明対象者の養父母との続柄を表示する。  

 

 なお ,個人特定ファイルの｢養父の氏名｣･｢養母の氏名｣･｢養父母との続柄｣は ,養

子が転縁組をしているときは最後の縁組の状況を表示する。その前の縁組は身分事

項で対応することになる。  
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(17)身分事項選択  
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①編製日  

 戸籍の編製の年月日を表示する。  

②消除日  

 戸籍の消除年月日を表示する。  

③個人除区分  

 個人事項証明のとき対象者がその戸籍に在籍しているときは｢在籍｣,除籍されてい

るときは｢除籍｣を表示する。  

④本籍 

 証明する戸籍の本籍を表示じする。  

⑤筆頭者  

 証明する戸籍の筆頭者を表示する。  

⑥カナ氏名  

 個人事項証明を発行するとき個人のカナ氏名を表示する。  

⑦漢字氏名  

 個人事項証明を発行するとき個人の漢字氏名を表示する。  

⑧番号 

 証明対象身分事項を選択する。  

⑨身分事項名  

 身分事項の事件名を表示する。  

⑩身分事項記載項目  

 事件名に対応する身分事項を表示する。  

 

(18) 発行確認画面  

 全部事項証明･個人事項証明を出力するときと同じ画面である。  
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5 受付ファイル  

 受付ファイルとは受附帳と戸籍発収簿の機能を兼ね備え ,このふたつの帳簿の情報を

記録するファイルである。受付ファイルに受附帳と戸籍発収簿の機能を付与することに

した理由は,｢システムによる届書の一元管理｣を図ったことによる。 

 

(1) 届書の一元管理  

 受附帳について戸籍法施行規則第 21条は｢市町村長は,附録第 5号様式によって毎年受

附帳を調整し ,これにその年度内に受理し又は送付を受けた事件について受附の順序に

従い,次の事項を記載しなければならない。但し ,第 3 号,第 6 号及び第 7 号の事項は,受

理した事件についてのみ記載すればたりる。 (以下省略)｣と定めている。  

 また,戸籍発収簿については戸籍事務取扱準則制定標準で第 34 条に｢届出,申請等の不

受理の処分をしたときは,戸籍発収簿に発収年月日,事件の内容及び不受理の理由を記載

し,届書,申請書を届出人に返戻しなければならない。｣と,また同第 33 条で｢届出,申請等

について即日に受理の決定のできないときは ,届書,申請書等に受領の年月日を記載し ,

戸籍発収簿にその旨を記載しなければならない。2 前項の届出,申請等について ,受理又

は不受理の処分をしたときは ,その旨を戸籍発収簿の備考欄に記載しなければならな

い。｣と定めている。  

 このことから戸籍簿の取扱いにおいて戸籍事務担当職員は届書を受領したならば ,戸

籍や添付の書類と届書の記載内容を照合し ,その内容を関係法令に適用して適法である

かそうでないかの審査を行い ,その結果から受理とした届書については受附帳に搭載し ,

不受理とした届書については戸籍発収簿に搭載する。また関係法令に適用して疑義のあ

る届書については戸籍発収簿に搭載したうえで法務局に指示を仰ぐ。このとから受領し

た届書の処理あるいはその処理経過はこのふたつの帳簿により明確に管理されている。

そこで戸籍情報システムではこの受附帳の情報と戸籍発収簿の情報をひとつの受付ファ

イルに記録し ,届書を一元的に管理することにした。  

(戸籍法施行規則第 76 条,戸籍事務取扱準則制定標準第 68 条) 

 

(2) 受附帳の記載項目と発収簿の記載項目  

 先に述べたように受付ファイルには受領した届書の管理をおこなう機能を持たせる  

ことにしたので ,受附帳の記載項目と戸籍発収簿の記載項目を合わせて記録できるよう
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にした。またその記載内容が一致している項目は記録情報の重複を避けるためにひとつ

にまとめた。  

 受附帳に記載すべき事項は戸籍法施行規則第 21条(附録第 5号様式)と戸籍事務取扱準

則制定標準第 30 条に定めている。一方,戸籍発収簿に記載すべき事項は戸籍事務取扱準

則制定標準第 56 条(附録第 37 号)に定めている。これらの定めをもとに受付ファイルに

記録する項目をあげれば次のとおりである。ただし ,ここにあげた情報は主なものである。

詳細は｢ファイル設計書｣を参照されたい。  

 

受付ファイルの記録情報 意味 

①受領番号  受附帳の｢受附の番号｣と発収簿の｢進行番号｣を兼ねた番

号 

②事件名  受附帳の｢件名］と発収簿の｢書面の要旨｣を兼ねた項目  

③事件本人氏名  受附帳の｢届出事件本人の氏名｣と発収簿の｢差出人｣を兼

ねた項目  

④事件本人本籍  受附帳の｢届出事件本人の本籍｣と発収簿の｢差出人｣を兼

ねた項目  

⑤届出後本籍  受附帳の備考欄の記載  

* 戸籍法第 30 条(届書の特別の記載事項) 

⑥事件本人の国籍  受附帳の｢届出事件本人の国籍｣と発収簿の｢差出人｣を兼

ねた項目  

⑦事件本人の生年月日  受理証明書で使う項目  

⑧届出人の資格  受附帳の｢届出人の資格｣と発収簿の｢差出人｣を兼ねた項

目 

⑨届出人の氏名  受附帳の｢届出人の氏名｣と発収簿の｢差出人｣を兼ねた項

目 

⑩受付日  受附帳の｢受附の年月日｣と発収簿の｢発収の日｣を兼ねた

項目 

*届書･申請書等を受領した年月日である。  
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受付ファイルの記録情報 意味 

⑪受理･送付の別  受附帳の｢受理し又は送付を受けたことの別｣と発収簿の

｢書面の要旨｣を兼ねた項目  

⑫事件発生年月日  受附帳の｢出生の年月日｣･｢死亡の年月日｣･｢死亡とみなさ

れる年月日｣と発収簿の｢書面の要旨｣を兼ねた項目  

⑬事件発生時分  受附帳の｢死亡の時分｣と発収簿の｢書面の要旨｣を兼ねた

項目 

⑭本籍･非本籍の別  受附帳の｢本籍人に関する届出と非本籍人に関する届出の

区別｣ 

⑮発 送 日 受附帳の｢発送の年月日｣ 

*戸籍事務取扱準則制定標準第 38 条 

⑯郵 送 日 受附帳の｢郵送年月日｣ 

* 戸籍事務取扱準則制定標準第 30 条 

⑰発   日 発収簿の｢発収の日｣ 

* 法務局に受理伺い･処理伺いを申請した年月日  

⑱収   日 発収簿の｢発収の日｣ 

* 法務局からの指示書･許可書が到達した年月日  

⑲指 示 日 発収簿の｢書面の要旨｣ 

* 法務局が指示を決定した日で戸籍にも記載される。  

⑳許 可 日 発収簿の｢書面の要旨｣ 

* 法務局が許可を決定した日で戸籍にも記載される。  

㉑関連受領番号  戸籍事務取扱準則制定標準第 35 条に規定する受附帳の整

理のときに使用する項目 

* 詳細は追完届出等を受理した場合の受附帳の整理の項

を参照 
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受付ファイルの記録情報 意味 

㉒処 分 区 分 受理･不受理等の処分行為を入力する区分  

* この区分の記録により受附帳あるいは発収簿との区別

をつける。(詳細は届出の受理･不受理の項を参照) 

㉓決 裁 区 分 届出に係わる戸籍の事務処理がすべて完了したときに入

力する項目  

* 決裁 (校合 )処理で入力され ,これ以降はいかなる理由が

あっても処分区分を変更することはできない。 (詳細は

決裁の項参照 ) 

 

(3) 受附帳の｢備考欄｣について  

 受附帳の備考欄に記載する事項は受付ファイルには記録しないことにした。受附帳の

備考欄に記載する事項を受付ファイルに記録しないことにした主な理由は次のとおりで

ある。 

 

ア 備考欄の記載内容は届出に応じてケース･バイ･ケースであるため情報の類型化が図れ

ないこと。  

イ 本籍人については戸籍データ･ベースの記録内容と同じになってしまい ,データの二重

化となってしまうこと。 

ウ 現行の受附帳は戸籍が滅失したときの再製資料となるが ,受付ファイルは戸籍データ･

ベースのバック･アップ･データとはなりえないこと。受付ファイルは戸籍データ･ベース

と同じ磁気ディスク内に記録することになるので壊れるときは戸籍データ･ベースと一

緒である。(データ保護については別項により示される。 ) 

エ 備考欄の活用として,受理市区町村で非本籍人の届書廃棄後 ,本籍市区町村で届書の未

着を発見したときに受附帳の備考欄の記載項目は戸籍記載の申出書の参考資料となるこ

とがあげられが ,システムでは送達確認ハガキを出力することによって未着防止を図っ

ていること。  

 

 ただし,事件本人の戸籍の表示が届出前と届出後で異なるときの備考欄に記載してい

る｢入籍戸籍の表示｣または｢新戸籍の表示｣は記録することにした。これは届書の特別の

記載事項として戸籍法第 30 条に定められていることによる。
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(4) 受付ファイルの構成 

 受付ファイルは｢受付項目ファイル｣と｢事件本人項目ファイル｣とで構成するものとし

た。｢受付項目ファイル｣には受附帳および発収簿に記載する一般的事項を｢事件本人項目

ファイル｣には事件本人固有の事項を記録する。ファイルをふたつに分けた理由は共同養

子縁組のように事件本人が複数人いる届出でも対応できるようにしたことによる。今後 ,

受付ファイルという場合は｢受付項目ファイル｣と｢事件本人項目ファイル｣を表す。  

 

(5) 受付項目ファイル  

 ｢受付項目ファイル｣に記録する項目の概要は次のとおりである。番号は前述の受付フ

ァイルに記録する事項で示した表の番号を表す。  

 

① 
受領番号  

 
出張所番号  

② 
受付事件コード  

⑩ 
受付日 

⑫ 
事件発生日  

⑬ 
事件発生時分  

 

 

 
⑪ 
受理送付区分  

⑭ 
本非区分  

⑥ 
渉外区分  

⑮ 
発送日 

⑯ 
郵送日 

⑰ 
発日 

⑱ 
収日 

⑲ 
指示日 

⑳ 
許可日 

 

 

 
㉑ 
関連受領番号  

⑧ 
届出人資格区分 1 

⑧ 
届出人資格名称 1 

⑨ 
届出人氏名 1 

 

 

 
⑧ 
届出人資格区分 2 

⑧ 
届出人資格名称 2 

⑨ 
届出人氏名 2 

⑤ 
届出後本籍区分  

 

 

 
⑤ 
届出後本籍コード  

⑤ 
届出後本籍  

⑤ 
届出後戸籍の筆頭者  

 
送達確認  

㉒ 
処分区分  

 

 

 
㉓ 
決裁区分  

 
予備 
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(6) 事件本人項目ファイル  

 ｢事件本人項目ファイル｣に記録する項目の概要は次のとおりである。番号は前述の受

付ファイルに記録する事項で示した表の番号を表す。  

 

① 
受領番号  

 
行番号 

③ 
事件本人区分  

③ 
カナ氏名  

③ 
漢字氏名  

⑥ 
生年月日  

④ 
本籍コード  

 

 

 
④ 
本籍 

 
送達確認 2 

 
予備  

 

(7) ｢受付項目ファイル｣と｢事件本人項目ファイル｣の関係 

 受付項目ファイルに記録した届書情報と事件項目ファイルに記録した届書情報は受領

番号で連絡している。  

 

 

受領番号  受付項目ファイル項目   受領番号  事件本人項目ファイル項目  

   
 

 

   受領番号  事件本人項目ファイル項目  

 

(8) 受領番号と処分区分 

 戸籍法施行規則は第 20 条第 1 項で,｢市町村長は,届書,申請書その他の書類を受理し ,

又はその送付を受けたときは ,その書類に受付の番号及び年月日を記載しなければなら

ない。｣ことを,また,第 22 条で,｢受附番号は,毎年これを更新しなければならない。｣こ

とを規定し,さらに,第 21 条第 4 項では受附帳に受附番号を記載すること定めている。  



 

2-5-58 

 また戸籍事務取扱準則制定標準第 31 条は｢文書を発送又は収受したときは ,その旨を

戸籍発収簿に記載しなければならない。ただし ,他の帳簿に記載した文書はこの限りでな

い。2 前項によって収受した文書には ,附録 20 号ひな形の印判を押し,この各欄に所要

の記載をしなければならない。｣と定め,また第 56 条で発収簿の様式を規定して ,文書の

それぞれに発収番号(進行番号)を記載することとしている。  

 ｢届書の一元管理｣の項で述べたように ,システムでは受付ファイルに受附帳と戸籍発

収簿の一部の機能を持たせてることによって届書や申請書等をシステムで一元管理する

ことにした。このことにより ,受付ファイルに記録される番号は戸籍法施行規則第 20 条

第 1 項で定める｢受附の番号｣と受理決定をしていない届書を記載する戸籍発収簿の｢進

行番号｣も兼ねる,｢届書受領番号｣として記録することにした。  

 この番号は届書を受領し,システムに届書のデータを入力して受付ファイル画面で｢受

理｣･｢不受理｣等の処分区分(処分区分の種類と意味については処分決定を参照 )を入力す

ることにより自動的に付番される (届書処理を参照)。｢受理伺い｣あるいは｢処理伺い｣等

もこのとき一時的に処分区分として入力できるが最終的に届書を処理したときに入力す

る処分区分は｢受理｣･｢不受理｣･｢返戻｣･｢取り下げ｣･｢受理処分の撤回｣の 4 つである。こ

のうち｢受理｣と入力した受付ファイルが現行の受附帳に該当するものであり ,その｢受領

番号｣が現行の受附番号に相当するものである。その他の処分区分を入力した受付ファイ

ルは戸籍発収簿に該当するものであり ,その｢受領番号｣は発収番号 (進行番号 )に相当す

る番号である。したがってこの｢受領番号｣と｢受理｣･｢不受理｣等の処分区分により,記録

した届書の取り扱い方を知ることになる。  

 受付ファイルに記録した情報は戸籍を記録した後には原則として変更削除等の異動は

ないデータである。長い間システムに保管しておく必要性に乏しく ,いずれかの段階でシ

ステムから帳票として出力する必要がある。そのときにはこの処分区分にしたがって｢受

附帳｣と｢発収簿｣とに分けて,それぞれ別に出力することも可能である。  

 

(9) 処分決定 (届出の受理･不受理) 

 市区町村長は届書を受領したときは ,その届出の内容を民法･戸籍法等の関係法令に照

らし合わせて違反をしていないことを認めたうえでなければ ,これを受理することがで

きないとされている(民法第 740 条,民法第 765 条,民法第 800 条,民法第 813 条,戸籍法第

34 条等)。また,届書を受領し届出の内容を審査するにあたって,添付の書類についての
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事実の認定や民法･戸籍法等の関係法令の適用に疑義を生じたときは ,監督法務局長に指

示をもとめることができるとされている (戸籍法施行規則第 71 条)。さらにこれを受けて

戸籍事務取扱準則制定標準には ,届出･申請等について即日に受理の決定ができないとき

は,届書･申請書等に受領の年月日を記載し戸籍発収簿にその旨を記載することとしてい

る。 

 このことによりシステムでは届書の審査の結果を判別するために区分を入力するもの

とした。設けた区分は次の 9 つである。今後はこれらの区分を総称して｢処分区分｣と言

い,入力すべき区分を決めることを｢処分決定｣と言う。  

 

受 理 不 受 理  受 理 伺 い 処 理 伺 い   

返 戻 取 り 下 げ  受理処分の撤回  保 留 誤 処 理 

 

 これらの処分区分のうちシステムの審査機能を活用した場合に自動付設される処分区

分は上段部に記載された区分である (システムの審査機能については届書審査処理を参

照)。しかし,システムの審査機能を利用した場合であっても最終的な受理･不受理の決定

は戸籍担当者が自ら行なわければならない。戸籍の届出は日本国民の身分関係を形成し

それを戸籍に登録公証するするものであるから ,その受理･不受理の処分は戸籍担当者に

より慎重に行われるべきである。そこで ,システムでは,市区町村の窓口での届出処理の

実務実態に合わせて ,システム審査機能によって表示される処分区分に対して定められ

た条件の基に戸籍担当者が変更入力をすることができるようにした。  

 なお,送付された届書についても同様に処分区分を入力することにした。受理した届書

と送付された届書との区別は受付ファイルのデータの｢受理･送付区分｣で判別すること

になる。  

 では,次にそれぞれの処分区分についての意義を述べる。  

 

ア 受 理 

 届書を受領しその届出の内容を関係法令等に照らし合わせて適法であると判断し ,受

理としたときに設定する区分である。  
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イ 不受理 

 届書を受領しその届出の内容を関係法令等に照らし合わせて不適法であると判断し ,

不受理としたときに設定する区分である。  

 

ウ 受理伺い  

 届書を受領しその届出の内容を関係法令等に照らし合わせて受理するのに疑義があり ,

監督法務局長に受理伺いする必要があると判断したときに設定する区分である。  

 

エ 処理伺い  

 受理した届書について処理方法が不明であるため監督法務局長に処理伺いするときに

設定する区分である。他の市区町村長から送付された届書に対して ,不受理申出が提出さ

れていたときや受理した届書について記載方法がわからないので監督法務局長に処理伺

いするときなどがその例である。  

 

オ 返 戻 

 他の市区町村長から送付された届書を受理市区町村長に返戻する場合に設定する。た

とえば,他の市区町村長から送付を受けた届書につて不受理申出があり,監督法務局長に

処理伺いしたところ受理しないのが相当である旨の指示を受け ,受理市区町村長に届書

を返戻する場合や送付された届書に不備があり戸籍の記載ができないため追完の届出を

必要とするときに受理市区町村に届書を返戻する場合などである。  

 

カ 取り下げ  

 届書を受領後,受理･不受理の決定をする前に届出の取り下げがなされたときに設定す

る区分である。  

 

キ 受理処分の撤回  

 受領した届書等につき受理決定した後に当該受理処分に瑕疵があることを発見したた

め,その受理処分の効力を否定した上で不受理処分をしなければならない場合に設定す

る区分である。例えば ,受理した届書等を本籍地へ送付後 ,本籍地に当該届出について不

受理申出が提出されていることが明らかになった場合等がある。  



 

2-5-61 

 この区分は ,あくまで例外的な処分区分の変更であるので ,受付ファイルに履歴として

その経緯を記録する。又,この処分区分の設定行為に対する責任は市区町村長が負わなけ

ればならないことは言うまでもない。  

 

ク 保留 

 戸籍事務取扱準則制定標準第 33 条にあるように即日に受理の決定ができない届出に

対して,受付ファイルを戸籍発収簿の機能として活用する場合に入力する。しかし ,この

区分は一時的なものであるので ,戸籍制度の趣旨からしてできるだけ速やかに監督法務

局長への受理伺い等をなし ,その届出の受理･不受理の決定を行わなければならない。  

 

ケ 誤処理 

 誤認識･誤操作 (選択違い等 )によりいったん誤った処分決定処理を行った場合におい

て,当該処分決定処理をはじめから処理されなかったものと扱って正しい処分決定処理

を新たな処理として行う場合に設定する区分である。  

 この区分における履歴の記録及び設定行為に対する責任等は ,｢受理処分の撤回｣と同

様である。  

 又,この区分の設定及び履歴の記録は ,処分決定処理ではなく決裁 (校合)処理にて行わ

れる。 
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(10)受付ファイルの具体的な作成例  

 受付ファイルの具体的な作成例は次に示すとおりである。例に示した受付ファイルの

情報は受付ファイルの作成例を理解するためだけのものであり ,全てを示すものではな

い。また番号は下記の情報を意味する。  

 

① 受領番号  

② 受領番号の枝番  

③ 事件名 

④ 受理,不受理処分(太い枠で表示 ) 

⑤ 本籍人の届書,非本籍人の届書の別  

⑥ 受理,送付の別 (太い枠で表示) 

⑦ 事件本人の氏名  

⑧ 事件本人の本籍  

⑨ 法務局へ受理,処理の伺い書をあげた日  

⑩ 法務局から指示,許可のあった日  

⑪ 法務局が許可した日 

⑫ 法務局が指示した日 

⑬ 決裁担当者が決裁したことを表す。 (太い枠で表示) 

⑭ 入力データに誤りがあるので修正するように決裁担当者が入力者に対して指示し

たことを表す。  

⑮ 事件本人の選択にあやまりがあるので再処理をすように決裁担当者が入力者に対

して指示したことを表す。  

‥‥‥ その他の記録事項を表す。  
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ア 受付帳としての受付ファイル  

 

(ア) 受理した本籍人の届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 

 

イ 受理した非本籍人の届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
非本籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 

 

(イ) 他の市区町村長から送付分された本籍人の届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
送付 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 

 

 送付された届書については受理･不受理の判断をしないが,受理市区町村長に返戻した

届書と区別するために処分区分｢受理｣を付設する。  

 

イ 発収簿としての受付ファイル  

 

(ア) 不受理処分した本籍人の届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
不受理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 

 

(イ) 不受理処分した非本籍人の届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
不受理  

⑤ 
非本籍 

⑥ 
受理 

 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 
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(ウ) 送付された届書を受理市区町村へ返戻したことを記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
返 戻  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
送付 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 

 

(エ) 受理･不受理の処分を行なう前に届出人が取り下げた届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
取り下げ  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
……………………………… 

⑬ 
決 裁 

 

ウ 一時的に発収簿として,最終的に受付帳として届書を記録する受付ファイル  

 

(ア) 保留から受理となった届書を記録する。  

 

 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
保 留  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

 破線で示した受付ファイルは発収簿として一時的に作成するものである。(以下破線で

表した受付ファイルは一時的なものを表す。 ) 

 保留の届書は取り下げがない限り最終的には受理･不受理の処分をしなければならな

い。受理すると従前の発収簿としての受付ファイルは受付帳としての受付ファイルにな

る。 

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 

 

(イ) 他の市区町村長から送付された届書をいったん保留としたのちに戸籍の記録をする

届書を記録する。  

 

 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
保 留  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
送付 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
送付 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 
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エ 一時的に発収簿として,最終的にも発収簿として届書を記録する受付ファイル  

 

(ア) 保留から不受理となった届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
保 留  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
不受理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 

 

(イ) 保留から取り下げとなった届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
保 留  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
取り下げ  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
……………………………… 

⑬ 
決 裁 

 

(ウ ) 他の市区町村長から送付された届書をいったん保留とし ,最終的に受理市区町村長

に届書を返戻したこと記録する  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
保 留  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
送付 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
返 戻  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
送付 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
………………………………… 

⑬ 
決 裁 
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オ 受附帳と発収簿とを兼ねる受付ファイル  

 

(ア) 受理伺いをしたのち受理した届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受理伺い  

⑤ 
本 籍 

 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
……………………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

 受理伺い書を法務局長宛に発送した年月日を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受理伺い  

⑤ 
本 籍 

 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

⑨ 
発日 

 
……………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

 法務局長の許可年月日と許可書を収受した年月日を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

⑨ 
発日 

⑩ 
収日 

⑪ 
許可日 

 
……… 

⑬ 
決 裁 

 

(イ) 受理した後,処理伺いした届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受理伺い  

⑤ 
本 籍 

 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
……………………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

 処理伺い書を法務局長宛に発送した年月日を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
処理伺い  

⑤ 
本 籍 

 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

⑨ 
発日 

 
……………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

 法務局長の指示年月日と処理伺い書を収受した年月日を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

⑨ 
発日 

⑩ 
収日 

⑪ 
指示日 

 
……… 

⑬ 
決 裁 
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(ウ) 他の市区町村から送付され ,処理伺いした届書を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
処理伺い  

⑤ 
本 籍 

 
送付 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
……………………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

 処理伺い書を法務局長宛に発送した年月日を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
処理伺い  

⑤ 
本 籍 

 
送付 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

⑨ 
発日 

 
……………………… 

⑬ 
未 決 裁 

 

 法務局長の指示年月日と処理伺い書を収受した年月日を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
送付 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

⑨ 
発日 

⑩ 
収日 

⑪ 
指示日 

 
……… 

⑬ 
決 裁 

 

カ 受理処分後に無効要件が発見された場合で ,届書の経過を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

 
……………………………… 

⑬ 
未 決裁 

 

 ① 
100 

② 
 1 

③ 
婚姻 

④ 
受理処分の撤回  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 

⑧ 
本籍 

……………………… 
⑬ 
決 裁  

 

 履歴の関係は受領番号の枝番号で確保される。  

 

キ 誤操作 (選択誤り )により人違いで処理した場合で ,決裁処理にて操作者が｢誤処理｣指

示を行い,正当な対象者の処理を行った時の届書の経過を記録する。  

 

① 
100 

② 
 0 

③ 
婚姻 

④ 
不受理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 A 

⑧ 
本籍 

 
……………………………… 

⑬ 
未 決裁 

 

 ① 
100 

② 
 1 

③ 
婚姻 

④ 
誤処理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 A 

⑧ 
本籍 

 
……………………………… 

⑬ 
未決裁 

 
 

 
 ① 
100 

② 
 2 

③ 
婚姻 

④ 
受 理  

⑤ 
本 籍 

⑥ 
受理 

⑦ 
氏名 B 

⑧ 
本籍 

 
……………………………… 

⑬ 
決 裁  

 

 履歴の関係は受領番号の枝番号で確保される。  
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改訂日付  平成 29 年 3 月 31 日 

版 20 

 

 受付事件(受領事件を含む。)の検索項目は,受付(受領)番号,氏名,仮名氏名,届書等の受

領年月日,届出事件の種別,渉外事件であるかどうかの別及び処分決定における処分の区分

とする。  

(平成 6 年 11 月 16 日法務省民二第 7002 号民事局長通達 ) 

 

① 受領番号  

 届書に記載した受領番号で検索する。  

② 受領年月日  

 受領年月日での検索は ,何年何月何日の届書と日で指定する方法と何年何月何日か

ら何年何月何日までの間に受領した届書と範囲を指定する方法とがある。  

③ 処分区分  

 ｢受理｣･｢不受理｣･｢受理伺い｣･｢処理伺い｣･｢返戻｣･｢取り下げ｣｢受理処分の撤回｣･

｢保留｣･｢誤処理｣の 9 つの処分区分で検索することができる。いずれもコード入力する。 

④ カナ氏名  

 事件本人のカナ氏名で検索する。  

⑤ 漢字氏名  

 事件本人の漢字氏名で検索する。  

⑥ 事件コード  

 ｢出生｣･｢婚姻｣･｢死亡｣等の事件コードを入力することによってメインキーの検索条

件をさらに絞り込む。  

⑦ 渉外区分  

 ｢日本人｣･｢渉外｣･｢外国人｣のコードを入力することによってメインキーの検索条件

をさらに絞り込む。  

⑧ 生年月日  ※20 版で追記  

 事件本人の生年月日で検索する。  

⑨ 受理送付区分  ※ 20 版で追記  

 ｢受理｣･｢送付｣のコードを入力することによってメインキーの検索条件をさらに絞

り込む。  
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(2) 受付ファイル検索の画面展開  

 

 

 

(3) 検索処理メニュー画面  

 戸籍検索のときの検索処理メニュー画面と同じである。  

 

① 

検索処理メニュー画面  

② 

受付ファイル検索画面  

③ 

受付ファイル選択画面  

④ 

受付ファイル表示画面  

同一画面である。  
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改訂日付  平成 29 年 3 月 31 日 

版 20 

 

(4) 受付ファイル検索画面  

 検索キーを入力する画面と ,入力したキーに該当する受付ファイルを表示する画面で

ある。 
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(5) 受付ファイル選択画面  

 受付ファイル検索画面と同じ画面に表示される。  

 

① 受付番号  

 検索キーに該当する受付ファイルの｢受領番号｣を出力する。受領番号で検索した

ときには表示されるのは 1 件である。  

② 事件名 

 ｢出生｣･｢婚姻｣･｢死亡｣等の受付事件名が表示される。  

③ 受送 

 ｢受理｣･｢送付｣の区別が表示される。  

④ 本非 

 ｢本籍｣･｢非本籍｣の区別が表示される。  

⑥ 渉外 

 ｢渉外｣･｢外国人｣が表示される。事件本人が｢日本人｣だけの届書については表示

されない。  

⑦ 受付日 

 届書の｢受領年月日｣が表示される。  

⑧ 決裁 

 ｢決裁｣･｢未決裁｣･｢修正｣の決裁区分を表示する(決裁を参照 )。  

⑨ 事件本人  

 届書の事件本人の｢漢字氏名｣が表示される。  

 

 該当する受付ファイルの NO を入力すると受付ファイル (検索)画面に展開する。  
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(6) 受付ファイル(検索)画面 
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(7) 受付ファイル(検索)画面 

 

① 受付 No 

 ｢受領番号｣を表示する。  

② 受送 

 ｢受理｣･｢送付｣の区別を表示する。  

③ 受付日 

 ｢受領年月日｣を表示する。  

④ 処分 

 ｢受理｣･｢不受理｣･｢受理伺い｣･｢処理伺い｣･｢返戻｣･｢取り下げ｣｢受理処分の撤

回｣･｢保留｣･｢誤処理｣の 9 つの処分区分を表示する。  

⑤ 決裁 

 ｢決裁｣･｢未決裁｣･｢修正｣の決裁区分を表示する(決裁を参照 )。  

⑥ 事件名 

 ｢出生｣･｢婚姻｣･｢死亡｣等の受付事件名を表示する。  

⑦ 事件日 

 ｢事件発生年月日｣を表示する。  

⑧ 時分 

 死亡の｢事件発生時分｣を表示する。  

⑨ 出張所 

 支所･出張所で戸籍事務を行なう場合 ,届書を処理した支所･出張所の番号を表示

する。支所･出張所番号は市区町村で割り当てることになる。  

⑩ 発送日 

 戸籍の記載をする必要のある市区町村へ届書を発送した年月日を表示する。  

⑪ 郵送日 

 戸籍事務取扱準則制定標準第 30 条に定める通信日付印中の年月日を表示する。  

⑫ 本非 

 ｢本籍｣･｢非本籍｣の区別を表示する。  

⑬ 発日 

 監督法務局長へ｢受理伺い｣または｢処理伺い｣をした年月日を表示する。  
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⑭ 収日 

 監督法務局長からの｢許可書｣または｢指示書を｣受領した年月日を表示する。  

⑮ 許可日 

 監督法務局長が受理許可をした年月日を表示する。  

⑯ 渉外 

 事件本人として｢日本人｣･｢渉外｣･｢外国人｣のいずれかの者がある事を表示する。 

⑰ 指示日 

 監督法務局長が処理伺いに対して指示した年月日を表示する。  

⑱ 関連 No 

 戸籍事務取扱準則制定標準第 30 条に定める関連受付ファイルの受領番号が表示

する。 

⑲ 事件本人区分  

 出生届書出あれば｢出生子｣,婚姻届書であれば｢夫｣･｢妻｣,死亡届書であれば｢死

亡者｣の表示をする。  

⑳ カナ氏名  

 事件本人のカナ氏名を表示する。  

○21  漢字氏名  

 事件本人の漢字氏名を表示する。  

○22  生年月日  

 事件本人の生年月日を表示する。  

○23  送達 

 事件本人について戸籍の記載の必要のある市区町村長から届書が届いた旨の確

認通知が返送されてきたことを表示する。  

○24  届出資格  

 届出人の資格を表示する。  

○25  届出人氏名  

 届出人の漢字氏名を表示する。  

○26  届出後本籍  

 届出前と届出後で事件本人の本籍が異なるとき届出後の本籍を表示する。
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7 不受理申出ファイル 

 不受理申出については昭和 51 年 1 月 23 日民 2 第 900 号民局長通達にその取扱いが定

められている。またこの通達についての具体的な事務手続きとして法務省民事局第 2 課

長から法務局長と地方法務局長宛の依命通知 (法務省民 2 第 901 号昭和 51 年 1 月 23 日)

がある。この中の 5 に｢不受理申出がされた場合には ,当該戸籍の直前に着色用紙をとじ

込む等の方法を講ずることは差し支えないが ,戸籍に直接附箋等を貼付することのない

よう配慮するものとする。｣とされている。  

 システムではこの着色用紙に相当するものとして不受理申出ファイルを作成するとに

した。つまりシステム化後も戸籍データ･ベースに直接不受理申出データを記録してはな

らないとした。  

 

(1) 不受理申出ファイルに記録する情報  

 

 不受理申出ファイルに記録する情報は次のとおりである。  

① 不受理処分をする届出の種別  

② 相手方氏名(ひとつの不受理申出について最大 2 名まで記録) 

③ 不受理申出期間の開始年月日  

④ 不受理申出期間の失効する年月日  

⑤ 失効の種別  

終  了=不受理申出期間が終了した。  

取り下げ=不受理申出の取り下げがあった。  

失   効 =不受理申出の相手方以外の者との間の届出があり ,申出の効力がなく

たった。  

⑥ 不受理申出ファイルを作成した年月日  

 

(2) 不受理申出ファイルの概要  

 

個人番号  行番号 出張所番号  不受理申出事件コード  開始日(届出日)  

 

 送付日 失効日 失効区分  作成日(処理日) 相手方氏名 1 相手方氏名 2 
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(3) 不受理申出ファイルと戸籍データ･ベースとの関連  

 不受理申出ファイルに記録した情報は個人番号により戸籍データ･ベースに記録した

個人と関連付けられている。  

 

 

 

個人番号  戸籍データ･ベース 
 

個人番号  不受理申出ファイル  

 

 

(4) 不受理申出ファイルの表示  

 届出事件本人について不受理申出ファイルに記録があるときには ,届書入力処理で事

件本人を特定したときに記録した内容を表示する画面が自動的に出力される。入力者は

不受理申出ファイルの内容を確認して届出の受理･不受理の判断を行なう。  
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(5) 受理申出の検索･更新における画面展開  

 

 

 

① 

戸籍検索画面  

② 

該当戸籍一覧画面  

③ 

戸籍構成員一覧画面  

④ 

個人詳細表示画面  

⑤ 

不受理申出ファイル  
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(6) 不受理申出ファイルの検索  

① 検索画面  

 戸籍検索における検索画面に同じである。  

 

② 該当戸籍一覧画面  

 戸籍検索における該当戸籍一覧画面に同じである。  

 

③ 戸籍構成員一覧画面 

 戸籍検索における該当戸籍一覧画面に同じである。  

 

④ 個人詳細表示画面  

 戸籍検索における個人詳細表示画面と同じである。  
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(7) 不受理申出ファイル更新画面  
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①カナ氏名  

 申出人のカナ氏名を表示する (氏名ファイルから)。 

②漢字氏名  

 申出人の漢字氏名を表示する (氏名ファイルから)。 

③本籍 

 申出人の本籍を表示する(戸籍特定ファイルから)。 

④筆頭者の氏名  

 申出人の筆頭者の氏名を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

⑥項番 

 申出事件順に項番号を表示する。  

⑦出張所  

 処理する支所･出張所番号を表示する。  

⑧受･送 

 申出書を受理したのか,他の市区町村から送付されてきたのかの区別を入力する。  

⑨開始日  

 申出期間の開始年月日を入力する。  

⑩送付日  

 他の市区町村で受領した申出書が送付された年月日を入力する。  

⑪失効日  

 申出期間の失効年月日を入力する。  

⑫失効区分  

 申出が失効した理由を入力する。  

終  了 1 =不受理申出期間が終了した。 

取り下げ 2 =不受理申出の取り下げがあった。  

失   効  3 =不受理申出の相手方以外の者との間の届出があり ,申出の効力がな

くたった。申出人が死亡した等。  

⑬不受理申出事件  

 不受理処分する事件名コードを画面下の表示にしたがい入力する。  

⑭相手方氏名 1 

 不受理処分する事件の相手方の氏名を入力する。相手方を特定していないときは入
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力しない。  

⑮相手方氏名 2 

 不受理処分する事件の相手方がふたりいるときに氏名を入力する。  

⑯処理選択番号を入力する。  

追加 1=新たに申出られた不受理申出書を入力するときに入力する。  

変更 2=すでに入力されている不受理申出の内容を変更するときに入力する。  

削除 3=すでに入力されている不受理申出を削除するときに入力する。  

⑰処理項番  

 処理する不受理申出の項番を入力する。新規に入力するときはすでに入力さている

不受理申出の次の項番を入力する。変更･削除するときは当該不受理申出の画面に表示

される項番を入力する。 
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(8) 不受理申出ファイル表示画面  
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①カナ氏名  

 申出人のカナ氏名を表示する。  

②漢字氏名  

 申出人の漢字氏名を表示する。  

③本籍 

 申出人の本籍を表示する。  

④筆頭者の氏名  

 申出人の筆頭者の氏名を表示する。  

⑥項番 

 申出事件順に項番号を表示する。  

⑦出張所  

 処理した支所･出張所番号を表示する。  

⑧受･送 

 申出書を受理したのか,他の市区町村から送付されてきたのかの区別を表示する。  

⑨開始日  

 申出期間の開始年月日を表示する。  

⑩送付日  

 他の市区町村で受領した申出書が送付された年月日を表示する。  

⑪失効日  

 申出期間の失効年月日を表示する。  

⑫失効区分  

 申出が失効した理由を表示する。  

終  了=不受理申出期間が終了した。  

取り下げ=不受理申出の取り下げがあった。  

失   効 =不受理申出の対象相手方以外の者との間の届出があり ,申出の効力が

なくたった。  

⑥不受理申出ファイルを作成した日  

 不受理申出ファイルを作成した年月日を表示する。  

⑬不受理申出事件  

 不受理処分をする事件名を表示する。  
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⑭相手方氏名 1 

不受理処分をする相手方の氏名を表示する。相手方を特定していないときは表示さ

れない。  

⑮相手方氏名 2 

不受理処分をする相手方の氏名を表示する。ひとつの不受理申出について相手方が

ふたりいるときに表示される。  

⑯不受理申出事件  

不受理処分をする事件名を表示する。不受理申出が複数件あるときに順次表示する。

画面はスクロールする。 

⑰相手方氏名 1 

不受理処分をする相手方の氏名を表示する。相手方を特定していないときは表示さ

れない。  

⑱相手方氏名 2 

不受理処分をする相手方の氏名を表示する。ひとつの不受理申出について相手方が

ふたりいるときに表示される。  
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8 個人状態ファイル  

 

(1) 個人状態ファイルに記録する情報  

 個人状態ファイルは本籍人について個人単位で注意事項を記録するファイルである。  

注意事項とは次の事項である。  

 

① ｢受理伺い｣･｢処理伺い｣･｢保留｣中の届書がある。  

② 母について胎児認知届書がある (戸籍法第 61 条)。 

③ 家庭裁判所から通知がある (家事審判規則第 143 条)。 

④ 禁治産者に該当している  

 (地方自治法第 2 条第 3 項第 16 号･公職選挙法第 11 条)。 

⑤ 準禁治産者に該当している (地方自治法第 2 条第 3 項第 16 号)。 

⑥ 破産宣告を受けている(地方自治法第 2 条第 3 項第 16 号) 

⑦ 既決犯罪人名簿がある(公職選挙法第 11 条) 

⑧ そのほかの注意事項を文章で記録する。 75 文字まで記録が可能である。  

 戸籍訂正許可申請中である。  

 市区町村長の親族である旨を記録する等。  

 

(2) 個人状態ファイルのファイル構成  

 

個人番号  禁治産者区分  準禁治産者区分  破産宣告人区分  裁判所通知区分   

 

 犯歴区分  胎児認知区分  受理伺い区分  保留区分  メモ 

 

※犯歴区分は ,プライバシー問題があるので ,文言及び使用可否等も含め市町村へ委ね

る。又 ,使用する場合は,検索表示であってもパスワード等により ,操作者を限定す

る必要がある。  
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(3) 個人状態ファイルと戸籍データ･ベースとの関連  

 個人状態ファイルに記録した情報は個人番号により戸籍データ･ベースに記録した個

人と関連付けられている。  

 

 

個人番号  戸籍データ･ベース 
 

個人番号  個人状態ファイル  

 

(4) 個人状態ファイルの検索･更新における画面展開  

 

 

 

① 

戸籍検索画面  

② 

該当戸籍一覧画面  

③ 

戸籍構成員一覧画面  

④ 

個人詳細表示画面  

⑤ 

個人状態ファイル  
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(5) 個人状態ファイルの更新  

 

① 検索画面  

 戸籍検索における検索画面と同じである。  

 

② 該当戸籍一覧画面  

 戸籍検索における該当戸籍一覧画面と同じである。  

 

③ 戸籍構成員一覧画面 

 戸籍検索における戸籍構成員一覧画面と同じである。  

④ 個人詳細表示画面  

 戸籍検索における個人詳細表示画面と同じである。  
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(6) 個人状態ファイル更新画面  
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① カナ氏名  

 個人状態ファイル処理対象者のカナ氏名を表示する (氏名ファイルから)。 

② 漢字氏名  

 個人状態ファイル処理対象者の漢字氏名を表示する (氏名ファイルから)。 

③ 本籍 

 個人状態ファイル処理対象者の本籍を表示する (戸籍特定ファイルから)。 

④ 生年月日  

 個人状態ファイル処理対象者の生年月日を表示する (個人特定ファイルから)。 

⑤ 筆頭者 

 個人状態ファイル処理対象者の筆頭者の氏名を表示する。  

⑥ 禁治産者区分  

 禁治産宣告による後見届出があったときは届書入力処理の処分決定で処分区分

を｢受理｣と入力すると自動的に個人状態ファイルが更新される。  

 届出より先に家庭裁判所からの通知があったときは ,この画面を開いて区分を入

力する。  

 禁治産者区分を入力することにより戸籍構成員一覧画面および個人詳細表示画

面の該当欄に反映することができる。また身分証明書を出力するときにその旨が表

示される。  

 禁治産宣告の取り消しがあっときに区分を削除する場合もこの画面で行なう。  

⑦ 準禁治産者区分  

 保佐届出があり届書入力処理の処分決定で処分区分を｢受理｣と入力すると自動

的に個人状態ファイルが更新される。  

 届出よりも先に家庭裁判所からの通知があったときは ,ここに区分を入力する準

禁治産者区分を入力することにより戸籍構成員一覧画面および個人詳細表示画面

の該当欄に反映することができる。また身分証明書を出力するときにその旨が表示

される。  

 準禁治産宣告の取り消しがあっときに区分を削除する場合もこの画面で行なう。 

⑧ 破産宣告人区分  

 家庭裁判所からの通知があったとき ,ここに区分を入力することにより戸籍構成

員一覧画面および個人詳細表示画面の該当欄に反映することができる。また身分証
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明書を出力するときにその旨が表示される。  

 破産宣告の取り消しがあっときに区分を削除する場合もこの画面で行なう。  

⑨ 裁判所通知区分  

 家事審判規則第 143 条により離婚･離縁等の調停が成立もしくは審判が確定した

旨の家庭裁判所から通知があったときに区分を入力する。ここに区分を入力するこ

とにより戸籍構成員一覧画面および個人詳細表示画面の該当欄に反映することが

できる。  

 当該通知に係わる届出があったときにこの画面で裁判所通知区分を削除する。  

⑩ 犯歴区分  

 検察庁から既決犯罪人通知または市区町村長からの民刑事項通知を受けたとき

に特定のパスワード保持者が区分を入力する。システムではこの画面以外はいかな

る画面にも表示しない。届出により該当者について戸籍の異動があったときに市区

町村間の民刑事項通知が滞りなく行なわれるようにするためである。  

 既決犯罪人名簿を閉鎖したときにはこの画面で速やかに区分を削除する。  

⑪ 胎児認知区分  

 胎児認知届出があったときに届書入力処理の処分決定で処分区分を｢受理｣と入

力したときに本籍人の母について個人状態ファイルが自動更新される。この区分を

入力することにより戸籍構成員一覧画面および個人詳細表示画面の該当欄に反映

することができる。  

 胎児認知届書に対応する出生届書または死産届書を入力したときは ,後にこの画

面を開いて区分を消除する。  

⑫ 受理･処理伺い  

 届書入力処理の処分決定で処分区分を｢受理伺い｣もしくは｢処理伺い｣と入力し

たときに自動的に付設される。またこの画面を開いて入力することもできる。  

 ここに区分を入力することにより戸籍構成員一覧画面および個人詳細表示画面

の該当欄に反映することができる。  

 法務局からの許可または指示を受けて届書を処理したときはこの画面を開いて

区分を削除する。区分の削除は自動的には行なわない。それは当該人について複数

の受理伺い中の届出書がある場合でも受理伺い中の届出がある旨しか対応してい

ないからである。  
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⑬ 保留 

 届書入力処理の処分決定で処分区分を｢保留｣と入力したときに自動的に付設  

される。またこの画面を開いて入力することもできる。  

 ここに区分を入力することにより戸籍構成員一覧画面および個人詳細表示画面  

の該当欄に反映することができる。  

 届書を処理をしたときはこの画面を開いて区分を削除する。  

⑭ メモ 

 戸籍法第 24 条による戸籍訂正許可申請中であるとか ,市区町村長の親族であ  

るので職務代理者が戸籍事務を管掌する必要があるとか ,戸籍に対する注意事項  

を全角 75 文字の範囲で入力する。  

 ここに区分を入力することにより戸籍構成員一覧画面および個人詳細表示画面  

の該当欄にメモがある旨を反映することができる。  

 

(7) 個人状態ファイル検索画面  

 

① 検索画面  

 戸籍検索における検索画面に同じである。  

 

② 該当戸籍一覧画面  

 戸籍検索における該当戸籍一覧画面に同じである。  
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(8) 戸籍構成員一覧画面 
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 戸籍検索における戸籍構成員一覧画面で説明しなかった項目について述べる。合

わせて戸籍検索の項を参照願いたい。  

① 家 

 該当戸籍の在籍者について家事審判規則第 143 条による通知の有無を表示する。 

② 伺 

 該当戸籍の在籍者について｢受理伺い｣･｢処理伺い｣中の届書があるか ,ないかを

表示する。  

③ 保留 

 該当戸籍の在籍者について｢保留｣中の届書があるか,ないかを表示する。  

④ 胎 

 該当戸籍の在籍者(母)について｢胎児認知届書｣があるか,ないかを表示する。  

⑤ メ 

 該当戸籍の在籍者について｢メモ｣があるか ,ないかを表示する。  
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(9) 個人詳細表示画面  
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 戸籍検索における個人詳細表示画面で説明しなかった項目について述べる。合わせて

戸籍検索の項を参照願いたい。  

① 家 

 家事審判規則第 143 条による通知の有無を表示する。  

② 伺 

 ｢受理伺い｣･｢処理伺い｣中の届書があるか,ないかを表示する。  

③ 保留 

 ｢保留｣中の届書があるか,ないかを表示する。  

④ 胎 

 ｢胎児認知届書｣があるか,ないかを表示する。  

⑤ メ 

 ｢メモ｣があるか,ないかを表示する。  
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(10)個人状態ファイル表示画面  
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① カナ氏名  

 検索対象者のカナ氏名を表示する (氏名ファイルから)。 

② 漢字氏名  

 検索対象者の漢字氏名を表示する (氏名ファイルから)。 

③ 本籍 

 検索対象者の戸籍の表示のうち ,本籍を表示する(戸籍特定ファイルから)。 

④ 生年月日  

 検索対象者の生年月日を表示する (個人特定ファイルから)。 

⑤ 筆頭者 

 検索対象者の戸籍の表示のうち ,筆頭者の氏名を表示する。  

⑥ 禁治産者区分  

 検索対象者が禁治産者に該当する場合に表示する。  

⑦ 準禁治産者区分  

 検索対象者が準禁治産者に該当する場合に表示する。  

⑧ 破産宣告人区分  

 検索対象者が破産宣告を受けている場合に表示する。  

⑨ 裁判所通知区分  

 検索対象者について家事審判規則第 143 条により家庭裁判所から通知を受けてい

る旨を表示する。  

⑩ 犯歴区分  

 既決犯罪人名簿がある旨を表示する。  

⑪ 胎児認知区分  

 母について胎児認知届書がある旨を表示する。  

⑫ 受理･処理伺い  

 受理伺いまたは処理伺い中の届書がある旨を表示する。この場合受付ファイルも

受理伺いまたは処理伺いで作成されている。  

⑬ 保留 

 処理を保留している届書がある旨を表示する。この場合受付ファイルも保留で作

成されている。  

⑭ メモ 



 

2-8-98 

 戸籍法第 24 条による戸籍訂正許可申請中であるとか ,市区町村長の親族であると

ので職務代理者が戸籍事務を管掌する必要があるとか ,戸籍に対する注意事項を表

示する。  



 

2-9-99 

9 届書の処理  

 届書の処理とは届書に記載された事項を入力して戸籍データ･ベースや受付ファイル

などシステムの各ファイルに必要事項を記録することをいう。  

 届書の処理方法はシステムの審査機能を活用することによって関係法令を原則的に適

用する｢届書審査処理｣と,関係法令を原則的に適用したのでは処理することができない ,

あるいは関係法令の他にさらに先例･通達等を適用しなければ処理することができない

場合の｢届書審査結果入力処理｣,戸籍訂正および追完に関する届書 (申請書 )を処理する

場合の｢戸籍訂正･追完処理｣の 3 つである。  

 これら 3 つの処理方法を設けた理由は ,市区町村の戸籍事務担当職員から事務改善事

項として要望の高かった｢システムによる届書の審査と戸籍の記載｣による(平成元年度

戸籍事務コンピュータ化調査研究会報告書 )。 

 

(1) 届書審査処理  

 届書審査処理は ,届書の審査から戸籍の記載までを画面との対話形式で処理する方法

である。この処理には届書の審査機能と戸籍記載機能を組み込み ,届書審査機能により複

雑多岐に渡る関係法令の適用漏れや適用誤りを防ぎ ,戸籍の自動記載機能によって戸籍

作成の迅速性と正確性を向上させた。  

 

(2) 届書審査結果入力処理  

 届書審査結果入力処理は届書の審査から戸籍の記載までの全ての処理の判断を人手で

行ない,その結果を入力する方法である。この処理は届書審査処理でシステムとの対話処

理により原則的に処理ができないと判断されたもの ,または先例･通達等を適用する必要

があり戸籍の専門的知識が無ければ処理ができないと予め了解できる届書を処理する。  

 

(3) 戸籍訂正･追完処理 

 戸籍訂正･追完処理は｢戸籍法第 24 条｣･｢第 113 条｣･｢第 114 条］･｢第 116 条｣･｢市区町

村長限り職権訂正｣の戸籍訂正と追完届専門の処理方法である。戸籍の訂正は処理の内容

がさまざまであるためシステムで自動的に行なうことはできない。したがって審査結果

処理入力と同様に人手により判断した結果を入力することになる。
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 なおデータ･保護の観点から戸籍の訂正は必ず訂正事項を記録しなければ処理できな

いようにした。つまり戸籍訂正は必ず訂正事項入力を介してから所要の処理することに

した。 

 

(4) 届書審査処理の概念図  

 システムの審査機能を活用した届書の処理の概要を示すと次のようになる。以下各処

理ごとの画面展開を順次説明することにする。  

 

 

 

① 

届出事件選択  

② 

届 書 入 力 

③ 

審   査 

⑤ 

移記事項入力  

⑥ 

決   裁 

④ 
受附帳記載  
(処分決定) 
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(5) 届出事件の選択と届書入力の画面  

 

 

① 届出メニュー画面  

 届出事件の一覧から受領した届書の事件を選択する。届出事件を選択して実行キ

ーを押すと届書入力画面に展開する。  

 

② 届書入力画面  

 事件本人が本籍人のときは戸籍データ･ベースを検索するために戸籍検索画面へ

画面を展開する。事件本人の検索の方法は戸籍の検索のときと同じ方法である。  

① 

届出メニュー画面  

② 
届書入力画面  

次の処理  
届書入力画面  

(届書審査処理) 

③ 
戸籍検索画面  

④ 
該当戸籍一覧画面  

⑤ 
戸籍構成員一覧画面  

⑦ 
個人詳細表示画面  

⑥ 
不受理申出ファイル  
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 事件本人が非本籍人のときは ,画面項目にしたがって届書と添付書類から画面項

目を入力する。  

③ 戸籍検索画面  

事件本人の戸籍を検索するためのキーを入力する。画面と検索キーは戸籍検索

(戸籍検索を参照)と同じである 

④ 該当戸籍一覧画面  

 検索キーに該当する戸籍が出力されるので ,事件本人の戸籍を選択する。画面は

戸籍検索と同じである。 

 ここで検索した事件本人が何に該当するか指示入力をする。婚姻届けを例に取れ

ば,検索した者が｢夫｣である場合は｢夫｣の指示入力を行なう。  

⑤ 不受理申出ファイル画面  

 事件本について不受理申出ファイル (不受理申出ファイル参照 )があるときには ,

不受理申出ファイルが強制的に表示される。不受理申出の内容と届書の内容を照合

して不受理申出事項の該当しないときはこの画面で｢受理｣の区分を ,該当するとき

は｢不受理｣の区分を入力する。  

 ｢不受理｣の区分を入力しても届書入力は行なうことになる。なぜなら受付ファイ

ルは戸籍発収簿の機能 (受付ファイル参照 )を持つからである。  

 もし ,届出と同時に不受理申出の取り下げがあるときは ,届書入力を中止して各

種ファイル更新処理から不受理申出のファイルの更新画面を開いて｢取り下げ｣の

処理をしてから届書入力を行なう。  

⑥ 個人詳細表示画面  

 事件本人の身分事項と届書の内容を確認する。画面は戸籍検索の個人詳細表示画

面と同じである。  

 事件本人が複数人いるときは検索画面に戻り次の人を検索する。  

⑦ 届書入力画面  

 事件本人の戸籍を特定して届書入力画面にもどると戸籍データ･ベースが保有し

ている情報が該当する画面項目に出力される。  

 戸籍データ･ベースから出力されない届書画面項目は届書と添付書類から入力す

る。 

 事件本人が非本籍人のときは ,画面項目にしたがって届書と添付書類から画面項
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目を入力する。  

 届書画面の入力が終了して実行キーをおすと事件本人が本籍人であるときは検

索した戸籍がロックされる。戸籍のロックとは ,届書入力画面で事件本人の戸籍デ

ータ･ベースを検索したときに ,その戸籍について他の届書入力処理ができない ,あ

るいは戸籍の証明が出力されないようにするために ,システム的に戸籍データ･ベ

ースに処理の排他をかけることである。  

 戸籍のロックは届出事件本人個人にかけるのではなく ,戸籍全体にかける。これ

は届書の処理は事件本人だけでなく関連して別のひとも処理されることがあるか

らである。たとえば転籍や氏の変更では届出人は筆頭者と配偶者であるが届出に基

づく処理の対象は在籍者全員である。また婚姻している筆頭者が縁組する場合は配

偶者も追従入籍するし ,父母の婚姻により嫡出の身分を取得する準正子は父母との

続柄が関連訂正対象である。転籍や氏の変更のときは届出の種別を判別して戸籍全

体にロックをかけることは可能であるが ,養子縁組や婚姻では届書の種類ではなく

その届出の内容によって在籍者に影響をあたえるか判別する必要がある。これをシ

ステムでロックするようにすると届書入力画面での入力項目が煩雑になってかえ

って処理効率が悪くなる。したがって ,どの届書処理においても戸籍全体にロック

をかけることにした。  

 戸籍にロックがかかると届書入力画面で事件本人の戸籍を検索するとロックさ

れている旨が表示され ,処理ができないようになる。また戸籍の証明を出力しよう

とするとやはりロックされている旨が表示される。ただし端末操作者の判断により

個人証明を出力することができる。  

 戸籍のロックの解除は戸籍の選択を誤った場合等の例外を除いて原則的に決裁

担当者 (決裁参照 )が仮戸籍 (仮戸籍を参照 )の記録が正しくなされるか確認して戸

籍データ･ベースの更新をしたときに解除される。  
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(6) 届書の審査  

 届書審査の処理画面  

 

 

 

 届書入力画面の入力項目が全て入力されたら実行キーを押すと本籍人の戸籍がロック

されると同時に入力項目の審査が開始する。審査は届書入力画面上で行なわれる。審査

の内容は次のとおりである。  

① 単体チェック  

 入力項目の個々について矛盾がないかチェックする。たとえば年月日はありうる

年月日であることなど。 

 入力項目に矛盾があるとその項目が強調表示される。  

② 関連チェック  

 入力項目の相互に矛盾がないかチェックする。たとえば事件本人が外国人である

ときは生年月日が西暦で本籍が国名であることなど。  

 入力項目の相互に矛盾があると関連する項目が強調表示される。  

③ 法令審査  

 それぞれの届出事件によって民法･戸籍法等の関係法令の審査を行なう。審査内

容に対応したメッセージが画面上に出力される。表示されるメッセージの意味は次

のとおりである。  

エラー･メッージ  

 
前の処理  

届書入力画面  

① 
届書入力画面  

(届書審査処理) 
 

次の処理  
受付ファイル画面  

(処分決定) 
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 システム審査により不受理要件があるとき表示される。  

 婚姻届を例にとり主なエラー･メッセージあげれば次のようなものがある。  

｢重婚です。婚姻届出は受理できません。｣ 

｢婚姻適齢に達していません。｣ 

｢新本籍を入力してください。｣ 

｢新本籍には入力できません。｣ 

 

確認メッセージ  

 システム審査により確認が必要なとき表示される。 Y または N で指示する。  

｢(確)婚姻要件具備証明書等が添付されていますか。｣ 

* 事件本人に外国人がいるとき。  

｢(確)婚姻を証する書面が添付されていますか。｣ 

* 外国の方式で婚姻が成立したとき。  

｢(確)医師の診断書の内容を確認してください。｣ 

* 事件本人が禁治産者であるとき。  

｢(確)未成年者の婚姻ですが同意はありますか。｣ 

* 事件本人が未成年者のとき。  

｢(確)待婚期間が 6 箇月以内ですがよろしいですか。｣ 

* 前婚解消から 6 箇月経過していないとき。  

ガイダンス･メッセージ 

 システムで審査できない法令審査はヘルプ画面等を開くことにより ,表示される。 

｢近親婚ではありませんね。｣ 

｢証人の記載はありますか。｣ 

 

 エラー･メッセージと確認メッセージは出力されても審査を続けることができる。  

それは次の受付ファイル (処分決定 )画面で処分区分を入力して届出の処分を行ない ,届

書の記録を受付ファイルに残さなければならないからである。  

 審査が終了すると受付ファイル画面に展開する。  
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(7) 受付ファイル画面 (処分決定) 

 

 

 

① 受付ファイル(処分決定画面) 

 届書入力画面の入力項目にしたがい受付ファイルが作成される。受付ファイル画

面が出力されるので処分区分を入力する (受付ファイルと処分区分については受付

ファイル参照 ) 

② エラー履歴表示画面 

 届書審査を行なった際に表示去れた｢エラー･メッセージ｣と｢確認メッセージ｣を

一覧で表示する画面である。端末操作者はこの画面を参照しながら処分区分を入力

する。 

③ 仮戸籍選択画面  

 現行制度の仮戸籍は ,関東大震災など天災より戸籍が大量に滅失してしまったと

きや(大正 14 年 2 月 27 日民事 537 回答),終戦直後,本籍を沖縄県に有しており本土

に在住している者の身分登録簿 (昭和 20 年 8 月 28 日民事特甲 350 通達)としてなど、

応急処置の方法として通達や回答で示されている。  

前の処理  
届書入力画面  

(届書審査処理) 

① 
受付ファイル画面  

(処分決定) 

次の処理  
移記戸籍選択画面  
(移記事項処理) 

② 
エラー履歴表示  

画  面 

③ 
仮戸籍選択画面  

④ 
仮戸籍戸籍構成員  

一覧画面  

⑤ 
仮戸籍個人詳細  

画  面 
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 ところで ,ここでいう仮戸籍とは ,システムでの仮戸籍であり ,現行制度における

仮戸籍とは異なる。システムの仮戸籍は ,届出により戸籍データ･ベースに戸籍情報

を記録するとき ,入力情報を確認するために作成する仮の戸籍データ･ベースであ

る。作成は ,戸籍単位で行われ ,その方法は ,届書審査処理とそのほかの処理では異

なり,届書審査処理とそのほかの処理でも新戸籍編製 ,個人の入･除籍など戸籍の処

理方法によって異なる。 

 システム処理 (システムの審査機能を活用する方法 )では ,次のとおりである。届

出により事件本人について新戸籍を編製する場合は、システムが入力情報に基づい

て受理と判定した時に自動的に作成する。届出により事件本人の戸籍内容を変更す

る(入籍･除籍･単なる記載 )場合は ,検索して戸籍を特定した時にその戸籍と同一内

容で作成される。さらに,入力情報により届出を受理と判定した時 ,その届出の事項

が仮戸籍に加えられる。非本籍人については ,作成しない。また ,受理以外のシステ

ム判定では,作成された仮戸籍は,削除される。  

 審査結果入力処理と戸籍訂正･追完処理(届出の審査を人手で行い ,その結果を入

力する方法)では,次のとおりである。新らたに戸籍を作成するときは ,まず第 1 に

戸籍特定情報を入力し ,次に戸籍事項情報 ,さらに ,氏名情報 ,個人特定情報 ,身分事

項情報と順次データ･ベースのファイル構成 (戸籍データ･ベースの項参照 )情報を

入力するたびに対応する当該ファイルが作成される。最後に ,これらのファイル情

報にデータ･ベースとして矛盾が無いかチェックされることによって仮戸籍となる。

届出により事件本人の戸籍内容を変更する (入籍･除籍･単なる記載 )場合は,検索し

て該当戸籍を特定したときに作成する。その後は ,この仮戸籍を対象に戸籍情報の

入力を行う。レアケース処理では ,現行のタイプ･ライターと同じ感覚で戸籍の記載

処理を行うことになる。当然のことではあるが ,非本籍人および受理処分をしない

届出については,この処理はない。  

 仮戸籍を消す時期は ,いずれの処理の場合でも,戸籍データ･ベースを仮戸籍と同

じ内容で更新したときである。  
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(8) 移記事項入力処理  

 移記事項入力は戸籍法施行規則第 37条(管外転籍の場合の記載事項 )と同法第 39条(身

分事項の移記 )に定める事項を戸籍に記録するための入力処理である。  

 処分決定の項で述べたように｢移記戸籍選択画面｣は処分決定から引き続き画面を展開

することもできるし,処分決定以降の処理をいったん中断した場合は ,戸籍メニュー画面

から移記事項処理を選ぶことにより画面を開くこともできる。つまり移記事項の入力は

窓口の担当者が処分決定からの一連の作業として行うこともできるし ,また窓口担当者

は届書の入力と処分決定だけを行い移記事項の入力は事務所内の奥の別の者がすること

もできる。  

 戸籍メニュー画面から画面を開くときには ,移記事項処理を選択する。｢移記戸籍選択

画面｣に展開するので,受付ファイル画面(処分決定)で届書に記載した｢受領番号｣を入力

してキーを押す。｢受領番号｣に関係した仮戸籍の一覧(従前戸籍の仮戸籍も表示される。)

が表示されるので,移記事項を入力する仮戸籍を選択する。処分決定から引き続き処理す

る場合は｢移記戸籍選択画面｣に展開することによりそれまでに処理した仮戸籍が表示さ

れるので,移記事項を入力する戸籍を選択する。  

 移記戸籍選択画面には従前戸籍の仮戸籍も表示される。しかしデータ保護の観点から

従前戸籍の仮戸籍に記録した情報はいっさい処理することはできない。従前戸籍の仮戸

籍は移記事項を確認するために表示のみする。  

 また届書から入力した事項に基づき記録した事項 (戸籍事項･身分事項等 )も変更する

ことができない。届書により記録した事項は受付ファイルにも同様の内容で記録されて

いる。したがって届書入力により記録した仮戸籍の事項を修正するときは再入力となる。 
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(9) 移記事項入力処理の画面展開  

 

 

  

③ 
移記戸籍構成員一覧画面 

① 
移記戸籍選択画面  

② 
移記戸籍選択画面  

⑨ 
移記個人情報表示  

⑩ 
移記身分事項表示画面  

④ 
移記戸籍事項表示画面  

⑤ 
移記事件
メニュー  

画面 

⑦ 
戸籍事項
入力画面  

⑧ 
戸籍事項
並び替え

画面 

⑥ 
戸籍事項
入力画面  

⑫ 
移記事件
メニュー

画面 
 

⑭ 
移記事件
別入力 
画面 

⑮ 
身分事項
並び替え

画面 

⑬ 
移記事件
別入力 
画面 
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ア ①移記戸籍選択画面 

 処分決定で届書に記載した｢受領番号｣を入力する。  

 処分決定から引き続き処理している場合はそのまま実行キーを押す。  

 

イ ②移記戸籍選択画面 

 移記事項を入力する仮戸籍を選択する。  

 事件本人が本籍人であるときには従前戸籍も含めて表示される。この場合入籍戸籍

または新戸籍の仮戸籍を選択する。  

 

ウ ③移記戸籍構成員一覧画面  

 戸籍検索のときの戸籍構成員一覧画面と同じ構成の画面である。  

 戸籍事項へ移記すべき事件があるときには｢移記戸籍事項事件表示画面｣に画面を展

開する。戸籍事項へ移記すべき事件がないときには ,事件本人を選択して｢個人情報表

示画面｣に画面を展開して身分事項の移記をする。  

 

エ ④移記戸籍事項表示画面  

 選択した仮戸籍の戸籍事項の一覧を表示する。この画面で処理を選択する。処理は

｢記録｣･｢修正｣･｢削除｣･｢並べ替え｣の 4 つである。｢記録｣を選択すると｢移記事件メニ

ュー画面｣に,｢修正｣を選択すると｢戸籍事件別入力画面｣に ,｢並び替え｣を選択すると

｢戸籍事並び替え画面｣に展開する。｢削除｣は当該事件をこの画面で削除することがで

きる。 

 

オ ⑤移記戸籍事項事件メニュー画面  

 戸籍事項に移記する事件名を選択する画面である。事件名を選択すると次の画面で

入力する項目が表示されるので ,それにしたがって入力する。記録すべき事件が複数あ

るときは一つの事件を入力し終わるたびにこの画面に戻り次に移記する事件名を選択

する。 

 選択する事件名は次のとおりである。  

 

(ア)氏の変更  
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(イ)戸籍法 107 条 2 項  

(ウ)戸籍法 107 条 3 項  

(エ)戸籍法 107 条 4 項  

(オ)戸籍法 73 条の 2 

(カ)戸籍法 69 条の 2 

(キ)戸籍法 77 条の 2 

(ク)戸籍法 75 条の 2 

 

カ ⑥移記戸籍事項事件別入力画面  

 ⑤移記戸籍事項事件メニュー画面で選択した事件に対応する項目が表示されるので ,

項目にしたがって入力する。  

 移記入力する戸籍事項が複数あるときには ,⑤移記戸籍事項事件メニュー画面に戻

り再度事件を選択する。 

 

キ ⑦移記戸籍事項事件別入力画面  

 ｢移記戸籍事項表示画面｣で修正する事件を選択して｢修正｣を指示するとこの画面に

展開する。戸籍事項の修正は決裁処理で入力の誤りを発見したときに活用する。ただ

し,ここで修正できるのは移記した事件だけである。｢戸籍の編製年月日｣･｢戸籍の消除

年月日｣など受付ファイルにも影響する事項は処理できない。届書入力画面からの再入

力となる。  

 

ク ⑧戸籍事項並び替え画面  

 戸籍事項として移記した事件の順番を替えるときに使う。移記事項の並び替えは｢移

記事件メニュー画面｣で入力順を誤ったときや決裁で順番の誤りが発見され｢修正指

示｣があったときに利用する。  

 

ケ ⑨移記個人情報表示 

 個人特定情報を入力する。通常個人特定情報は届書入力画面で入力するのでここで

の入力はあまりない。転籍届出での父の氏名･母の氏名･父母との続柄は届書入力画面

から入力しないのでここで入力する。また個人特定情報へ養父の氏名･養母の氏名･養
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父母との続柄を移記する場合もこの画面から入力する。  

 

コ ⑩移記身分事項表示画面  

 事件本人の身分事項の一覧が表示される。この画面で処理を選択する。処理は｢記

録｣･｢修正｣･｢削除｣･｢並べ替え｣の 4 つである。｢記録｣を選択すると｢移記事件メニュー

画面｣に,｢修正｣を選択すると｢事件別入力画面｣に,｢並び替え｣を選択すると｢身分事項

並び替え画面｣に展開する。｢削除｣は身分事項を削除するときに選択する。｢削除｣はこ

の画面で行う。なお届書入力により記録された身分事項についてはいっさい処理をす

ることができない。届書から入力した情報は受付ファイルにも同様の内容で記録され

ている。したがって届書入力により記録された身分事項を修正するときには届書入力

画面からの再入力となる。  

 身分事項の移記入力は次の 2 つに大別することができる。  

 

(ア) 従前戸籍が管内であるとき  

 入籍戸籍･新戸籍の仮戸籍に従前戸籍から移記すべき身分事項を自動的に複写する。

従前の戸籍に記録されたものをそのまま複写するので ,移記をする際に引き直しを必

要とする場合には｢移記事件別入力画面｣へ画面展開指示をする。また ,婚姻･養子縁組

などの身分形成事項と離婚･養子離縁などの解消事項が複数あるときには ,システムで

は対応が判別できないので全てを移記してしまう。この場合には移記不要な身分事項

を消除する。  

 

(イ) 従前の戸籍が管外であるとき  

 添付の戸籍謄本･全部証明等から移記事項を入力する。入力は｢移記事件メニュー画

面｣を開いて行なう。  

 

サ ⑫移記身分事項事件メニュー画面  

 戸籍法施行規則第 39 条に定める移記すべき身分事項をこの画面で選択する。事件名

を選択すると次の画面で選択した事件に対応する入力項目が表示されるので ,それに

したがって入力する。記録すべき事件が複数あるときには一つの事件を入力し終わる

たびにこの画面に戻り次に移記する事件名を選択する。  
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 選択する事件名は次のとおりである。  

 

(ア)出生 

(イ)認知(被認知者の記録)･(認知した親に対する記録) 

(ウ)養子縁組  

(エ)特別養子縁組(養子の新戸籍の記録)･(養子の入籍戸籍の記録 ) 

(オ)婚姻 

(カ)親権(管理権) 

(キ)後見 

(ク)保佐 

(ケ)推定相続人排除  

(コ)国籍選択  

(サ)配偶者の国籍喪失  

(シ)外国国籍喪失  

(ス)名の変更  

(セ)外国人配偶者の国籍変更  

(ソ)外国人配偶者の氏名変更  

 

シ ⑬移記事件別入力画面  

 ｢移記戸籍事項表示画面｣で事件を選択して｢修正｣を指示するとこの画面に展開する。

システムが従前戸籍から複写した身分事項を引き直す必要があるとき ,移記身分事項

事件メニュー画面から入力した身分事項を訂正するとき ,決裁処理で入力の誤りを発

見して｢修正｣指示があったときなどの場合にこの画面で処理する。  

 

⑭ 身分事項並び替え画面  

 移記した身分事項の順番を替えるときに使う。移記事項の並び替えは｢移記身分事項事

件メニュー画面｣で入力順を誤ったときや決裁で順番の誤りが発見され｢修正｣指示があ

ったときに利用する。  
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(10) 決裁処理(校合) 

 決裁処理とは現行の戸籍事務のなかの｢校合｣に相当する事務である。校合とは戸籍法

施行規則第 32 条に定める｢文末認印｣の押印とそれに先行して行われる戸籍の記載確認

である。校合担当者は届書とそれに基づいて記載した戸籍を綿密に照合して記載に過誤

がないことを確認した後でなければ文末認印を押印してはならないとされている。これ

は戸籍の記載の責任が事務管掌者である市区町村長に帰属するからである。戸籍の記載

の確認は本籍･氏名･生年月日等の入力データの確認はもちろんのこと事件本人の入籍･

除籍･新戸籍の編製から移記事項の確認まで戸籍の記載処理すべてを含む。またこのこと

から記載の正確性を確保するために市区町村では校合する者と戸籍を記載する者とをそ

れぞれ個別に配置して相互牽制の制度を確立しているのが一般的である。  

 システムによる戸籍への記録方法は｢審査処理｣･｢審査結果入力処理｣･｢戸籍訂正追完

処理｣と 3 つある。｢審査処理｣は届書入力画面で届書からデータを入力すれば事件本人の

入籍･除籍･新戸籍の編製から戸籍の記録までシステムが自動的に行う。ただし移記事項

は別途入力する。｢審査結果入力処理｣･｢戸籍訂正追完処理｣は届書に基づく事件本人の入

籍･除籍･新戸籍の編製から戸籍の記録まで全て入力する。いずれの記録方法であっても

決裁を行うのは言うまでもない。またシステムにおいてもデータ入力者と決裁者の相互

牽制作用を確保するために決裁処理は異動処理および移記事項入力処理から切り離した。

決裁するにはメニュー画面から｢決裁処理｣を選択して決裁の権限を与えられた者のパス

ワードを入力することにより画面を開くこときできる。  

 システムによる決裁処理で入力することのできる決裁区分は｢決裁｣･｢修正｣の 3 つで

ある。以下これらの意味について説明する。但し ,例外的に処分区分の｢誤処理｣は,この

決裁処理で設定する(受付ファイルを参照)。 

 

ア 決裁 

 決裁担当者が届書と戸籍を照合して戸籍の記載に過誤がないことを認めたときに入

力する。決裁担当者が｢決裁｣を入力するとシステムは｢文末認印｣に替わる｢管掌者コー

ド(｢戸籍データ･ベースの文末認印について｣の項参照)を仮戸籍に入力し、仮戸籍と同

じ内容で戸籍データ･ベースを更新する。また同時に受付ファイルにも｢決裁｣が済んで

いる旨を記録する。  
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イ 修正 

 決裁担当者が届書と戸籍を照合して戸籍の記載に過誤を発見したときに入力する。

決裁担当者は｢修正｣を入力したときにはデータを入力した者に届書と添付書類を返戻

してその旨を伝える。この場合届書データ入力者と移記事項データ入力者を別に設け

てシステム運用をしているときには修正すべきデータに応じてその担当者に返戻する

ことになる。  

 届書データに入力の誤りがあったときには担当者は届書に記載されている受領番号

を入力して届書画面を開いて入力データの修正する。なおデータを修正して再度審査

機能を活用した結果が不受理となったとしても ,届書と添付書類に形式的無効原因が

ないかぎり届書を届出人に返戻してはいけない。修正後のデータでそのまま戸籍に記

録する。訂正するのには関係者からの申立てによる家庭裁判所の確定審判を待つこと

になる。これは戸籍制度上当然のことである。  
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(11) 決裁の画面展開  

 

 

 

  

② 

決裁受付ファイル画面  

① 

未決裁一覧表示画面  

④ 

決裁確認表示画面  

③ 

エラー履歴表示画面  

⑤ 

戸籍構成員一覧表示画面 

⑥ 

個人詳細表示画面  
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① 未決裁一覧表示画面 

 決裁処理は戸籍データ保護の観点から他の処理から独立しており ,この画面は戸

籍メニュー画面から｢決裁処理｣を選択して決裁者の資格を持った者のパスワード

を入力することによってしか開くことができない。  

 この画面で実行キーを押すと決裁がなされていない受付ファイルの一覧が受領

番号順に表示される。支所でも戸籍事務を行っている自治体については支所番号を

入力すると ,その支所で記録した決裁がなされていない受付ファイルの一覧が表示

される。また届出事件を特定して受付ファイルを表示したいときには受領番号を入

力する。  

 

② 決裁受付ファイル画面  

 画面は受付ファイル画面と同じである。届書および添付書類と仮戸籍 (決裁用仮

戸籍帳票あるいは画面 )を綿密に照合する。届書および添付書類と仮戸籍を綿密に

照合した結果 ,戸籍の記録に誤りがなければ｢決裁｣を入力する。決裁を入力するこ

とにより戸籍データ･ベースが仮戸籍と同じ内容で更新され ,受付ファイルにも決

裁済みである旨のコードが入力される。戸籍の記録に誤りがあれば｢修正｣を入力す

る。｢修正｣を入力したときには ,その修正個所が届書入力に係わる事項であれば届

書入力者に ,移記事項入力に係わる事項であれば移記事項入力者に届書を返戻して ,

その旨を伝える。事件本人の指定誤りや形式的に判断して無効な届出ある等 ,処理

に根本的な誤りを発見したときには｢誤処理｣を入力して ,届書入力者に届書を返戻

のうえその旨を伝える。 

 

③ エラー履歴表示画面 

 届書入力で表示された｢エラーメッセージ｣と｢確認メッセージ｣の一覧が表示さ

れる。確認メッセージ｣については届書入力者の応答内容も表示される。この画面

を参照して決裁区分を入力するうえでの判断の一助とする。  

 

④ 決裁確認表示画面  

 従前戸籍･入籍戸籍･新戸籍など一つの受領番号に係わる全ての仮戸籍一覧が表

示される。参照したい仮戸籍を選択する  
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⑤ 戸籍構成員一覧表示画面  

 決裁確認表示画面で選択した仮戸籍の構成員一覧画面が表示される。戸籍検索で

の戸籍構成員一覧画面と同じである。この画面で戸籍事項および構成員を確認する。

身分事項を確認するのには事件本人を選択して個人詳細画面へ展開する。  

 

⑥ 個人詳細表示画面 

 選択した事件本人の身分事項が表示される。画面は戸籍検索のときの個人詳細表

示画面と同じである。届出により記録された身分事項 ,移記入力された身分事項を

確認する。  
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10.審査結果入力処理  

 

1 ｢審査結果入力処理｣とは ,｢審査処理｣において自動的に処理できない事件で ,｢訂正･更

正･追完処理｣によって処理するものではない事件についての処理である。  

 したがって ,｢審査結果入力処理｣によって処理する事件は,｢審査処理｣において自動的

に処理できない通常の届出事件 (戸籍訂正･更正･追完事件でないもの)及び通常の届出事

件についての戸籍に記録前の追完事件となり ,次のようなものとなる。  

① ｢審査処理｣によっては,自動的に審査ができない届出事件  

② ｢審査処理｣によっては,自動的に戸籍の編製ができない届出事件  

③ 市区町村長が職権で記録する事件 (戸籍訂正･更正･追完事件でないもの) 

④ 通常の届出事件(戸籍訂正･更正･追完事件でないもの )についての戸籍に記録前の追

完事件 

 なお,戸籍訂正･更正･追完事件(通常の届出事件についての戸籍に記録前の追完事件を

除く。)は,｢訂正･更正･追完処理｣によって処理するものである。  

 

2 ｢審査結果入力処理｣においては,現在のブックシステムにおける戸籍と届書による審査  

受理決定 記載の処理  文末認印の手順と同様にして ,システムにおいても,職員が届書

と画面で検索した戸籍から審査し ,その結果により受理決定して受付帳を作成し ,戸籍の

記録処理を行い,この後に決裁処理を行うこととなる。そして ,この戸籍の記録処理にお

いては,戸籍の変動 (編製,消除,回復等),戸籍における個人の変動(入籍,除籍等),戸籍事

項,身分事項の記録内容などを画面上指示し ,該当事件に関係するすべての仮戸籍を手作

業により作成することとなる。  

 つまり,審査結果入力処理においては ,処分決定後,手作業により受付帳を作成し ,必要

に応じ手作業により仮戸籍を作成し ,それから決裁処理を行うという処理手順となる。  

 

3 ｢審査処理｣とのシステム上の相違点は ,別表のとおりである。  

 

4 ｢審査結果入力処理｣における戸籍の記録処理においては ,通常の｢審査処理｣において予

定する各戸籍の記録処理を手作業により可能とするほか ,通常の届出事件 (戸籍訂正･更

正･追完事件でないもの)についての戸籍に記録前の追完事件についての戸籍の記録処理
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を可能とする。  

 さらに、通常の届出事件 (戸籍訂正･更正･追完事件でないもの )による戸籍の処理が ,

戸籍の訂正事件の系統での処理となる場合に ,その必要とされる戸籍の記録処理をも可

能とすべきものであるが ,これ以外の戸籍の訂正･更正･追完事件処理に可能とされるべ

き戸籍の記録処理はできないものとすべきである。つまり ,戸籍の訂正･更正･追完事件の

処理は,既に記録されている事項についての修正 (置き換え),追加,削除となるため,それ

らの処理は ,｢訂正･更正･追完処理｣において ,必ず,当該訂正･更正･追完処理についての

処理事項を記録し ,この処理をしたことを明示した上でなければできないとするもので

ある。 

 

5 この｢審査結果入力処理｣において可能とされるべき戸籍の訂正･更正･追完事件の系統

での処理の例としては ,次のようなものがある。  

 

① 個人回復  

失踪宣告取消届出事件  

② 戸籍回復  

ア．失踪宣告により除籍となっている後に失踪宣告取消届出事件がだされた場合  

イ．離婚後 300 日以内の嫡出子の出生届出事件で両親の婚姻中の戸籍が子の出生

後届出までの間に除籍となっている場合  

③ 父母との続柄の訂正 

ア．準正の場合の婚姻届出事件 ,認知届出事件に必要  

イ．年少である嫡出子が戸籍にある場合の年長である嫡出子の後れた出生届出事

件 

 

6 ｢審査結果入力処理｣における受付帳の事件名については ,通常の｢審査処理｣において予

定する各処理の事件名と同様に『出生』『認知』等･･の届出事件名を記録する必要がある。

また ,｢審査結果入力処理｣において通常の届出事件 (戸籍訂正･更正･追完事件でないも

の)についての戸籍の記録前の追完事件に関しては ,当該市区町村に追完届出がなされた

場合,受付帳に事件名『追完』として記録する必要がある。  

 なお,｢審査結果入力処理｣における戸籍の記録処理においては ,届書に基づいて処理す
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るのが原則であり,事件名『訂正(市区町村長職権)』等,或いは『更正』となる処理は通

常行うことができず,受付帳にも記録されることはない。  
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別表 

戸 
 

 

籍 
 

 

事 
 

 

務 

個    別 

事    務 

審  査 

処  理 

審査結果入力  

訂正･更正･追完 

受付帳の作成  ○ ○ 

戸籍処理(編製･記録･消除等) ○ ○ 

個人状態情報の更新  ○ × 

不受理申出情報の更新  ○ × 

宛名(届書,住基法通知 )の作成 ○ × 

事件表(統計)の作成  ○ ○ 

戸 
 

 

籍 
 

 
関 

 
 

連 
 

 

事 
 

 

務 

附 
 

 
票 

附票処理  ○ × 

住民票記録事項通知(住 19-2) ○ × 

本籍転属通知 (住 19-3) ○ × 

死体埋火葬許可証の発行  ○ × 

相続税法第 58 条通知の作成  ○ × 

人口動態調査票の作成  ○ □：受領番号のみ  

民刑事務  
○ × 
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11.訂正･更正･追完処理 

 

1 概説 

(1) 訂正･更正･追完処理は,戸籍法第 59 条,第 113 条,第 114 条,第 116 条による戸籍の訂

正の申請,同法第 24 条第 2 項,戸籍法施行規則第 41 条,第 43 条,第 45 条による市区町

村長による職権訂正･更正及び戸籍法第 45 条による追完届についての処理である。  

 訂正･更正･追完処理は,その処理の内容がさまざまであるため ,システムで自動的に

行うことはできない。したがって ,｢審査結果入力処理｣と同様に ,戸籍と申請書等によ

り審査,判断した結果を,手作業により入力して処理することとなる。  

(2) 訂正･更正･追完処理においては ,受付帳の作成及び戸籍の記録の処理は手作業とな

り,記録処理においては,戸籍の変動(編製,消除,回復等),戸籍における個人の変動 (入

籍,除籍等 ),戸籍事項 ,身分事項等の記録内容などを画面上指示し ,該当事件に関係す

るすべての仮戸籍を手作業により作成し ,この後に決裁処理を行うこととなるが ,決裁

処理の段階では ,必ず ,受付帳と仮戸籍が作成されていなければならないものである

(非本の訂正を除く )。 

(3) 訂正･更正･追完処理においては ,既に記録されている事項の修正 (置き換え ),追加,

削除を行うことから ,この処理をしたことを明らかとするため ,必ず ,訂正･更正･追完

処理事項を入力して記録しなければならないものとする (タイトルによる明示)。 

(4) 訂正･更正･追完処理による事件の内容等を ,タイトルを付して大別すれば ,別表 1 の

とおりとなる。  

 

2 訂正･更正･追完処理による修正 (置き換え),追加,消除の具体的処理方法  

(1) 総則 

 訂正･更正･追完処理においては ,この処理をしたことを明らかとするため ,必ず訂

正･更正･追完処理事項を記録し,タイトルにより明示しなければならない。  
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(2) 記録の修正(置き換え) 

 既に記録されている事項を修正 (置き換え)するときは,当該記録を置き換え,従前の

記録は,消除することなく,必ず,訂正･更正･追完処理事項の記録中に ,【従前の記録】

のインデックスの下に存置させるものとする。現行のブックシステムにおける朱線抹

消に類する作業,表示は行わない。  

① 本籍又は筆頭者の記録を修正 (置き換え)するときは,戸籍事項に,訂正･更正･追完

処理事項を,｢訂正｣、｢文字訂正｣、｢更正｣、｢文字更正｣、｢追完］などのタイトルを

付した上で記録する。従前の記録は ,この戸籍事項の訂正･更正･追完処理事項の記

録中に,【従前の記録】のインデックスの下に存置させるものとする (事例 1 を参照。)。 

② ｢戸籍に記録されている者｣に係る記録(父母(養父母)氏名,父母(養父母)との続柄,

名,出生年月日 )を修正 (置き換え )するときは ,身分事項に ,訂正処理事項を ,当該訂

正処理事項のタイトルを、｢訂正｣、｢文字訂正｣と付した上で記録する。従前の記録

は,この身分事項の訂正･更正･追完処理事項の記録中に,【従前の記録】のインデッ

クスの下に存置させるものとする (事例 2 を参照。)。 

③ 戸籍事項又は身分事項の既応の記録を修正 (置き換え )するときは ,当該修正に係

る戸籍事項又は身分事項の次に続けて ,訂正･更正･追完事項を ,｢訂正｣、｢文字関連

訂正｣、｢更正］、｢文字関連更正｣、｢追完｣などの段落ちによるタイトルを付した上

で記録する。従前の記録は,この訂正･更正･追完処理事項の記録中に ,【従前の記録】

のインデックスの下に存置させるものとする (事例 3 を参照。)。  

(3) 追加記録  

 既に記録されている事項に ,記録を一部追加するときは ,追加する記録を所要の場所

に追加記録した上 ,必ず ,訂正･更正･追完処理事項の記録中に ,当該追加した記録の内

容を【記録の内容】のインデックスの下に重ねて記録するものとする。  

① ｢戸籍に記録されている者｣に係る記録(父母(養父母)氏名,父母(養父母)との続柄,

名,出生年月日 )を追加記録する場合は ,追加する記録を所要の場所に追加記録した

上 ,身分事項に ,訂正･追完処理事項を ,｢記録｣又は｢追完｣のタイトルを付した上で

記録する。追加した記録の内容は ,この身分事項の訂正･追完処理事項の記録中に ,

【記録の内容】のインデックスの下に重ねて記録するものとする。  
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② 一戸籍事項又は一身分事項の全部を追加記録するときは (記録処理として、当該記

録についてのタイトル (段落ちでないもの )を付して、一戸籍事項又は一身分事項全

体を記録するときは、それは、当該事件についての記録処理そのものであって、追

加記録処理には当たらない。したがって、ここで、一戸籍事項又は一身分事項の全

部を追加記録するときとは、当該戸籍事項又は身分事項の記録すべてを過誤により

遺漏した場合などにする追加｢記録｣そのものと、他の戸籍の戸籍事項又は身分事項

の記録を、当該記録が本来記録されるべき戸籍の所要の箇所に｢移記｣して記録する

場合である。 ),当該追加記録する戸籍事項又は身分事項のタイトルを付して追加記

録を行った上 ,当該追加記録に係る戸籍事項又は身分事項の次に続けて ,当該訂正

処理事項を、段落ちによる｢記録｣又は｢移記｣のタイトルを付した上で記録する。こ

の場合には ,追加した記録の内容を【記録の内容】のインデックスの下に重ねて記

録する必要はない(事例 4 を参照。 )。 

③ 戸籍事項又は身分事項の記録に ,一部追加記録するときは,追加する記録を所要の

場所に追加記録した上 ,当該追加記録に係る戸籍事項又は身分事項に続けて ,訂正･

追完事項を ,当該訂正･追完処理の区分に応じて ,｢訂正｣,｢追完｣の段落ちによるタ

イトルを付した上で記録する。追加した記録の内容は,この訂正･追完処理事項の記

録中に,【記録の内容】のインデックスの下に重ねて記録するものとする (事例 5 を

参照。)。 

 この場合のタイトルを ,訂正処理の場合は｢訂正｣,追完処理の場合は｢追完｣とす

るのは ,例えば,一訂正申請において ,修正 (置き換え )と一部追加記録の二つの処理

を要する場合に ,この二つの処理を各個の訂正処理により行うとすることが煩瑣で

あるため ,｢訂正｣の一つのタイトルの下に ,一度により処理することとすることに

よるものである。  

 なお、訂正処理と追完処理とを一度により行うことはできないものとする。  

(4) 記録の消除  

 既に記録されている事項を消除するときは ,当該消除する記録を,記録上消除するこ

となく,必ず【従前の記録】のインデックスの下に存置させるものとする。現行のブッ

クシステムにおける朱線抹消及び朱線交叉に類する作業 ,表示は行わない。また ,現行

における朱線抹消及び朱線交叉の区別は行わない。  
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① ｢戸籍に記録されている者｣に係る記録(父母(養父母)氏名,父母(養父母)との続柄,

名,出生年月日 )を消除するときは ,身分事項に ,訂正処理事項を ,｢消除｣のタイトル

を付した上で記録する。消除する記録は ,記録上消除することなく ,必ず ,この身分

事項の訂正処理事項の記録中に ,【従前の記録】のインデックスの下に存置させる

ものとする。 

② 一戸籍事項又は一身分事項の全部を消除するときは ,訂正処理事項を,｢消除｣又は

｢移記｣のタイトルを付した上で記録する。消除する記録がある場合は ,記録上消除

することなく ,必ず ,この訂正処理事項の記録中に ,【従前の記録】のインデックス

の下に存置させるものとするが ,当該消除された戸籍事項又は身分事項のタイトル

は,表示させないものとする (事例 7 を参照。)。 

③  戸籍事項又は身分事項の記録を一部消除するときは ,当該一部消除に係る戸籍事

項又は身分事項に続けて ,訂正･追完事項を ,当該訂正･追完処理の区分に応じて ,

｢訂正｣又は｢追完｣の段落ちによるタイトルを付した上で記録する。一部消除する記

録は ,記録上消除することなく ,必ず,この訂正･追完処理事項の記録中に ,【従前の

記録】のインデックスの下に存置させるものとする (事例 8 を参照。)。 

 この場合のタイトルを ,訂正処理の場合は｢訂正｣,追完処理の場合は｢追完｣と限

るのは ,例えば,一訂正申請において ,修正 (置き換え )と一部消除の二つの処理を要

する場合に ,この二つの処理を各個の訂正処理により行うとすることが煩瑣である

ため ,｢訂正｣の一つのタイトルの下に ,一度により処理することとすることによる

ものである。  

 なお、訂正処理と追完処理とを一度により行うことはできないものとする。  

④  現行のブックシステムにおいて ,個人が除籍されるときは ,システムにおいては

｢戸籍に記録されている者｣の欄に, 除  籍 マークを付すことにより表示するもの

とし,現行のブックシステムにおけて ,個人が消除されるときは ,システムにおいて

は｢戸籍に記録されている者｣の欄に, 消 除 マークを付すことにより表示するも

のとする。したがって ,除籍者が消除されるときは , 消 除 マーク及び  

 除 籍 マークの両方のマークを併記して表示するものとする。現行のブックシス

テムにおける朱線交叉に類する作業 ,表示は行わないものとする (事例 9 を参照。)。 
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(5) 補則 

①  同一の戸籍事項又は身分事項の既に記録されている事項に対して ,修正 (置き換

え),一部追加記録 ,一部消除の処理をすべき訂正･更正･追完処理を重ねて行う場合

には ,当該訂正･更正･追完処理事項の記録は ,当該各処理の時系列により記録する

ものとする。  

② 戸籍事項又は身分事項の既に記録されている事項に対して ,一事件により,二つ以

上の修正 (置き換え ),一部追加記録又は一部消除の処理をする場合は ,当該訂正･追

完･追完処理事項の記録は ,当該訂正･更正･追完処理の区分に応じて ,｢訂正｣,｢更

正｣又は｢追完｣の段落ちによるタイトルを付した上で一件の記録により記録するも

のとする。  

 これは,例えば,一訂正申請において ,修正 (置き換え )と一部消除の二つの処理を

要する場合に ,この二つの処理を各個の訂正処理により行うとすることが煩瑣であ

るため ,｢訂正｣の一つのタイトルの下に ,一度により処理することとすることによ

るものである。  

③ 現行のブックシステムにおいては ,一文の記載により複数箇所の訂正を記述し ,訂

正される事項については ,必ずしも各別に当該訂正に係る記載を表記しない処理を

行っている。しかしながら ,システムにおいては,データ保護の観点から,各修正,追

加,消除を行う場合には ,必ず,各修正 ,追加 ,消除ごとにそれぞれ所要の各処理を要

するものとる。このため ,例えば,父に当たる者の名の文字訂正を行った場合は ,子

に当たる者の父欄の名等を関連して文字訂正する必要があるが ,この文字訂正は ,

基本となる文字訂正に関連するものとして ,基本となる文字訂正と区別し ,この関

連する文字訂正については ,全部事項証明書及び個人事項証明書には出力しないも

のとする。  

 

(6) 次に具体的な処理事例を示す。  

事例 1 本籍の記録の一部の更正 (置き換え) 

事例 2 戸籍に記録されている者に係る記録の修正 (置き換え) 

事例 3 一身分事項の記録の一部の修正(置き換え) 

事例 4 一身分事項の全ての追加記録  

事例 5 一身分事項の一部の追加記録  
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事例 6 一個人の全ての記録の追加記録  

事例 7 一身分事項の記録の全部消除  

事例 8 一身分事項の記録の一部消除  

事例 9 一個人の全ての記録の消除  

 

3 訂正･更正･追完処理におけるタイトルの付し方等についての概略説明  

(1) 訂正事件処理  

① 訂正 

 ｢訂正｣のタイトルを付すのは ,本籍 ,筆頭者の記録又は｢戸籍に記録されている

者｣に係る記録 (父母 (養父母 )氏名 ,父母 (養父母 )との続柄 ,名 ,出生年月日 )を修正

(置き換え)する場合である。  

 ｢(段落ち)訂正｣のタイトルを付すのは ,戸籍事項又は身分事項に記録されている

事項について ,修正 (置き換え),一部追加記録及び一部消除する場合である。  

② 文字訂正  

 ｢文字訂正｣のタイトルを付すのは ,筆頭者欄の氏及び各戸籍に記録されている者

の名欄の名の文字訂正をする場合である (筆頭者についての氏は筆頭者欄の氏を文

字訂正するが ,筆頭者についての名は｢戸籍に記録されている者｣の名欄の名の文字

訂正を行うものとする。)。 

③ ｢文字関連訂正｣ 

 ｢文字関連訂正｣のタイトルを付すのは ,筆頭者の名の文字訂正を行った場合にお

いて,筆頭者欄の筆頭者の名を関連して文字訂正する場合若しくは父の名の文字訂

正を行った場合において ,子の父欄の父の名を関連して文字訂正する場合などであ

る。 

 ｢(段落ち)文字関連訂正｣のタイトルを付すのは ,夫の名の文字訂正を行った場合

において ,妻の婚姻事項における配偶者氏名の夫の名を関連して文字訂正する場合

などである。  
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④ ｢記録｣ 

 ｢記録｣のタイトルを付すのは ,｢戸籍に記録されている者｣に係る記録 (父母 (養父

母)氏名,父母 (養父母 )との続柄 ,名,出生年月日)を過誤により記録漏れとしている

場合に,これに追加記録する場合である。  

 ｢(段落ち)記録｣のタイトルを付すのは ,戸籍事項又は身分事項に記録すべき事項

を,過誤により ,一事項全てが記録漏れとなっている場合に ,当該記録事項のタイト

ルをも付した上で,これを追加記録する場合である。  

 また ,一個人すべてを遺漏したときは ,一個人すべてを追加記録したうえ ,身分事

項の末尾に｢記録｣のタイトルを付した訂正事項を記録すれば足り ,一身分事項ごと

に｢(段落ち)記録｣のタイトルを付す必要はない。  

 なお ,戸籍事項又は身分事項の記録に ,一部追加記録するときは ,当該当該一部追

加記録となる訂正･追完処理の区分に応じて ,｢訂正｣又は｢追完｣の段落ちによるタ

イトルを付すものとする。  

⑤ ｢消除｣ 

 ｢消除｣のタイトルを付すのは ,戸籍事項の記録 ,｢戸籍に記録されている者｣に係

る記録(父母(養父母 )氏名 ,父母 (養父母)との続柄 ,名 ,出生年月日 )又は身分事項の

記録の各一記録の全部を消除する場合である。  

 なお ,戸籍事項又は身分事項の記録を一部消除するときは ,当該当該一部消除と

なる訂正･追完処理の区分に応じて ,｢訂正｣又は｢追完｣の段落ちによるタイトルを

付すものとするので,｢(段落ち)消除｣のタイトルを付す必要はない。  

⑥ ｢移記｣ 

 ｢移記｣のタイトルを付すのは ,戸籍事項又は身分事項の有効な記録を当該記録が

本来記録されるべき戸籍の所要の欄に移記することにより ,当初の記録を消除する

場合,例えば ,親子関係の不存在により ,新たな出生届をもって他の戸籍に入籍した

者について ,従前の戸籍からその者についての婚姻事項を移記する場合において ,

当該婚姻事項を消除するときなどである。  

 ｢(段落ち )移記｣のタイトルを付すのは ,戸籍事項又は身分事項の記録を ,当該記

録が本来記録されるべき他の戸籍の所要の箇所に移記して記録する場合である。  
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⑦ ｢入籍｣ 

 ｢入籍｣のタイトルを付すのは ,誤った戸籍にある者を本来あるべき戸籍に入籍さ

せる場合,例えば,離婚後 300 日以内に出生した子について ,嫡出否認とされ,離婚後

の母の戸籍に入籍させる場合に ,当該入籍させる旨の身分事項を記録する場合など

である。  

 なお ,この場合には ,当該入籍させる者の他の身分事項については ,訂正･更正･追

完処理事項を記録することなく記録する必要が生じる (上記の例における出生事項

など。)ことがあるので注意されたい。  

⑧ ｢子の入籍｣ 

 ｢子の入籍｣のタイトルを付すのは ,例えば,離婚後 300 日以内に出生した子につい

て,嫡出否認とされ ,離婚後の母の戸籍に入籍させる場合において ,子を入籍させれ

ば三代戸籍となるため ,母について新戸籍を編製すべきときにする当該母の従前の

戸籍において母を除籍させる身分事項の記録をする場合及び当該母の新戸籍にお

いて母を入籍させる身分事項の記録をする場合である。  

⑨ ｢除籍｣ 

 ｢除籍｣のタイトルを付すのは ,誤った戸籍にある者を本来あるべき戸籍に入籍さ

せる場合,例えば,離婚後 300 日以内に出生した子について ,嫡出否認とされ,離婚後

の母の戸籍に入籍させる場合に ,婚姻中の父母の戸籍において ,当該子について除

籍させる旨の身分事項を記録するときなどである。  

⑩ ｢戸籍回復｣ 

 ｢戸籍回復｣のタイトルを付すのは ,戸籍消除の記録を消除して戸籍を回復する場

合における,その回復後の戸籍の戸籍事項欄に戸籍回復の記録をする場合である。  

⑪ ｢引取り｣ 

 ｢引取り｣のタイトルを付すのは ,父母が棄児について出生届をした後 ,当該棄児

の戸籍の身分事項に引取りにより消除の旨を記録する場合である。  
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⑫ ｢子の復籍｣ 

 ｢子の復籍｣のタイトルを付すのは ,例えば子が離婚等により母の戸籍に復籍する

場合において ,子を復籍させれば三代戸籍となるため ,母について新戸籍を編製す

べきときにする当該母の従前の戸籍において母を除籍させる旨の身分事項を記録

する場合及び当該母の新戸籍において母を入籍させる身分事項を記録する場合な

どである。  

(2) 更正事件処理  

① ｢更正｣ 

 ｢更正｣のタイトルを付すのは ,本籍 ,筆頭者の記録又は｢戸籍に記録されている

者｣に係る記録 (父母 (養父母 )氏名 ,父母 (養父母 )との続柄 ,名 ,出生年月日 )につい

て,例えば｢行政区画の名称変更｣により本籍の表示を修正 (置き換え )するなどの更

正をする場合である。  

 ｢(段落ち)更正｣のタイトルを付すのは ,戸籍事項又は身分事項に記録されている

事項について ,例えば ,出生届の届出人｢同居者男｣を同人の認知により｢父｣に修正

(置き換え)するなど,更正により当該記録の修正 (置き換え)をする場合である。  

② ｢文字更正｣ 

 ｢文字更正｣のタイトルを付すのは ,筆頭者欄の氏及び各戸籍に記録されている者

の名欄の名の文字更正をする場合である (筆頭者についての氏は筆頭者欄の氏を文

字更正するが ,筆頭者についての名は｢戸籍に記録されている者｣の名欄名の文字更

正を行うものとする。 )。 

③ ｢文字関連更正｣ 

 ｢文字関連更正｣のタイトルを付すのは ,筆頭者の名の文字更正を行った場合にお

いて,筆頭者欄の名を関連して文字更正する場合あるいは父の名の文字更正を行っ

た場合において,子の父欄の父の名を関連して文字更正する場合などである。  

 ｢(段落ち)文字関連更正｣のタイトルを付すのは ,夫の名の文字更正を行った場合

において ,妻の婚姻事項における配偶者氏名の夫の名を関連して文字更正する場合

などである。  
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(3) 追完事件処理  

｢追完｣ 

 ｢追完｣のタイトルを付すのは,本籍,筆頭者の記録又は｢戸籍に記録されている者｣に

係る記録 (父母 (養父母 )氏名,父母 (養父母)との続柄 ,名,出生年月日 )を追完により記

録する場合である。  

 ｢(段落ち)追完｣のタイトルを付すのは ,戸籍事項又は身分事項に記録されている事

項について,追完により当該記録の修正 (置き換え),一部追加記録又は一部消除する場

合である。  

(4) 変更事件処理  

① ｢配偶者の国籍変更｣ 

｢配偶者の国籍変更｣のタイトルを付すのは ,外国人と婚姻している者について ,

その身分事項に当該外国人配偶者の国籍変更の記録をする場合である。  

② ｢配偶者の氏名変更｣ 

｢配偶者の氏名変更｣のタイトルを付すのは ,外国人と婚姻している者について ,

その身分事項に当該外国人配偶者の氏名変更の記録をする場合である。  

 

4 訂正･更正･追完処理における受付帳の事件名については ,『訂正(市区町村長職権 )』等,

『更正』,または『追完』が記録される。｢審査処理｣において記録される届出の『出生』

『認知』･･等の事件名は通常記録されない。  

 

5 証明書に出力されない訂正事項についての概略説明  

 既に記録してある事項の訂正は従来の朱線交叉或いは朱線抹消の方法によらず ,訂正

事項とともに【従前の記録】として必ず記録を残すこととしている。  

 しかし,氏の文字訂正のような戸籍事項には訂正事項を記載し ,子の父母欄等の文字訂

正については格別に訂正事項は記載していない例に対しても ,システム化により変更さ

れた事項がすべて表示されることとなる。これらを踏まえてシステム上訂正事項を必ず

記録するが,全部事項証明書等には特に表示しない特殊な場合をいくつか設ける。  

(1) 文字訂正 ,文字更正にともない訂正或いは更正された際の訂正 (更正)事項は証明書

には出力しない。具体的にはタイトルが｢文字関連訂正｣｢(段落ち)文字関連訂正｣｢文字

関連更正｣｢(段落ち)文字関連更正｣については出力しない。なお ,これらの関連訂正(更
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正)は先に氏或いは名の文字訂正･文字更正後,一連の流れで処理をすべきもので ,単独

で関連訂正(更正)の処理をしてはならない。  

(2) 市区町村長限りの誤記 ,遺漏を事由とする職権訂正についての事項は証明書に出力

しない。具体的にはタイトルが｢訂正｣｢(段落ち)訂正｣｢記録｣｢(段落ち)記録｣で【裁判

確定日】【許可日】【申請日】の各インデックスに記録がなく ,かつ事由が誤記,遺漏の

場合に出力しない。(タイトル｢消除｣｢更正｣は必ず出力すべき事項である。 ) 

(3) 戸籍事務専用の帳票にはこれら特殊な訂正 (更正)事項を含め ,システムで保有して

いる｢戸籍に記録すべき事項｣をすべて出力する必要がある。  



 

2-11-134 

別表 1 

 

但し,④の訂正系の記載事由等の無い身分事項記録として扱う。  

訂正系 ① 訂正 

文字訂正  

文字関連訂正  

記録 

消除 

移記 

入籍 

子の入籍  

除籍 

戸籍回復  

引取り 

子の復籍  

更正系 更正 

文字更正  

文字関連更正  

追完系 追完 

変更系 配偶者の国籍変更  

配偶者の氏名変更  

② 

③ 

④ 
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事例 1 本籍の記録の一部の更正 (書き換え) 

 

 本  籍 
 氏  名 

東京都千代田区平河町一丁目 4 番地 
甲野 義太郎 

戸籍事項   

 戸籍編製  【編製日】昭和 56 年 1 月 1 日 
 更  正 【更正日】平成 2 年 1 月 5 日 
 【更正事項】本籍の表示 
 【更正事由】平成 2 年 1 月 1 日行政区画変更 
 【従前の記録】  

   【本籍】東京都千代田区平河町二丁目 3 番地 
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事例 2 戸籍に記録されている者に係る記録の修正 (書き換え) 

 

  
戸籍に記録～  

【名】義太郎  

【生年月日】昭和 60 年 1 月 1 日 
【父】甲野太郎  
【母】甲野梅子  
【続柄】長男  

 出  生 【出生日】昭和 60 年 1 月 1 日 

      : 

 訂  正 【訂正日】平成 2 年 5 月 5 日 

【訂正事項】父母との続柄  
【訂正事由】平成 2 年 5 月 1 日父が兄幸蔵を認知

届出 
【従前の記録】  
  【続柄】二男  
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事例 3 一身分事項の記録の一部の修正 (書き換え) 

 

 出  生 【出生日】平成 2 年 1 月 2 日 
【出生地】東京都千代田区  
【届出日】平成 2 年 1 月 10 日 
【届出人】父  

   訂  正 【訂正日】平成 2 年 5 月 5 日 
【訂正事由】誤記  
【従前の記録】  
  【出生日】平成 2 年 1 月 1 日 

 

 

※ 上記,訂正事項は証明書に出力されない事項となります (項番 5 参照。)。 
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事例 4 一身分事項の全ての追加記録  

 

  
 出  生 【出生日】昭和 38 年 1 月 2 日 

      : 

 婚  姻 【婚姻日】平成 2 年 5 月 5 日 
【配偶者氏名】乙野梅子 

   記  録 【記録日】平成 3 年 10 月 10 日 
【記録事由】記録遺漏  
【許可日】平成 3 年 10 月 4 日 

 

 

※ 上記,記録事項は証明書に出力されない事項となります (項番 5 参照。)。 
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事例 5 一身分事項の一部の追加記録  

 

 縁  組 【縁組日】平成 2 年 1 月 2 日 
【養父氏名】甲野義太郎 
【養母氏名】甲野梅子   【代諾者】親権者父母  
 
【入籍戸籍】東京都千代田区･･･････ 
      乙川忠二郎 

   訂  正 【訂正日】平成 2 年 5 月 5 日 
【訂正事由】記録遺漏  
【許可日】平成 2 年 4 月 28 日 
【記録の内容】  
  【代諾者】親権者父母  

 

 

※ 上記,訂正事項は証明書に出力されない事項となります (項番 5 参照。)。 
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事例 6 一個人の全ての記録の追加記録  

 

  

戸籍に記録～  
【名】花子  

 【生年月日】昭和 3 年 5 月 10 日 
        : 

  
  
  

 出  生 【出生日】昭和 3 年 5 月 10 日 
【出生地】東京都千代田区  
【届出日】昭和 3 年 5 月 15 日 
【届出人】父  

 婚  姻 【婚姻日】昭和 33 年 1 月 1 日 
【配偶者氏名】甲野義太郎  
【従前戸籍】東京都千代田区平河町一丁目 18 番 

地 乙野忠治  

 記  録 【記録日】平成 5 年 5 月 17 日 
【記録事由】転籍による記録遺漏  
【許可日】平成 5 年 5 月 10 日 

 

 

※ 上記,訂正事項は証明書に出力されない事項となります (項番 5 参照。)。 
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事例 7 一身分事項の記録の全部消除  

 

  

 出  生 【出生日】平成 2 年 1 月 2 日 
     : 

 縁  組 【縁組日】平成 2 年 1 月 2 日 
【養子氏名】甲野義太郎 

 

 

  

 出  生 【出生日】平成 2 年 1 月 2 日 
     : 

 消  除 【消除日】平成 6 年 4 月 4 日 
【消除事項】縁組事項  
【消除事由】養子縁組無効  
【裁判確定日】平成 6 年 3 月 24 日 
【申請日】平成 6 年 4 月 4 日 
【従前の記録】  
 【縁組日】平成 2 年 1 月 2 日 
 【養子氏名】甲野義太郎  
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事例 8 一身分事項の記録の一部消除  

 

 縁  組 【縁組日】平成 2 年 1 月 2 日 
【養父氏名】甲野義太郎 
【養母氏名】甲野梅子  
【入籍戸籍】東京都千代田区･･･････ 
  乙川忠二郎  

   訂  正 【訂正日】平成 2 年 5 月 5 日 
【訂正事由】誤記  
【従前の記録】  
  【代諾者】親権者父母  

 

 

※ 上記,訂正事項は証明書に出力されない事項となります (項番 5 参照。)。 
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事例 9 一個人の全ての記録の消除  

 

  

戸籍に記録～  
【名】花子  

【出年月日】昭和 30 年 1 月 1 日 
     : 

 
  
  

 婚  姻 【婚姻日】平成 2 年 1 月 2 日 
【配偶者氏名】甲野義太郎  
【従前戸籍】京都市上京区小山初音町 18 番地 
  乙野忠治  

 

 

  

戸籍に記録～  
【名】花子  

  消  除   
【出年月日】昭和 30 年 1 月 1 日 
【父】乙野忠治  
【母】乙野冬子  
【続柄】長女  
 

  
  

 消  除 【消除日】平成 2 年 5 月 2 日 
【消除事項】婚姻事項  
【消除事由】婚姻無効  
【裁判確定日】平成 2 年 4 月 28 日 
【申請日】平成 2 年 5 月 2 日 
【申請者】夫  
【従前の記録】  
  【婚姻日】平成 2 年 1 月 2 日 
  【配偶者氏名】甲野義太郎  
  【従前戸籍】京都市上京区小山初音町 18 番 

地 乙野忠治  
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第5.1　新業務処理手順図



第5.1　新業務処理手順図

(1) 作成の目的と要領
　新業務処理手順図は,実態調査及びその分析結果に基づき、開発するシステムの処理
手順を明確にすることを目的としており,現行業務処理手順の調査分析段階の各作業ス
テップを参考にしながら,次の点を考慮して作成作業を行った。
ア　システム開発方針に沿っているか。
イ　事務改善要望事項の方針に沿っているか。
ウ　技術的に対処できるか。
　特に,この処理手順図の作成に当たっては,戸籍情報システムのうちメインとなる異動
業務について,現行業務処理手順の調査･分析に基づき,システム化した場合の処理手順
を明確にした。
　異動業務は,届出事件の内容により処理手順が異なることとなるが,ここでは,全ての
届出事件に共通する異動処理全般,本籍人と非本籍人,人口動態統計を作成するものとし
ないものに分類し,次に示す6パターンについて検討した。
ア　異動処理全般　受理(本籍分)･人口動態有
イ　異動処理全般　受理(本籍分)･人口動態無
ウ　異動処理全般　受理(非本籍分)･人口動態有
エ　異動処理全般　送付･人口動態無
オ　異動処理全般　送付(在外公館からの送付)･人口動態有
カ　異動処理全般　受理(時間外受付分)
　なお,使用した主な記号は,次のとおりである。
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ア. きっかけ イ. 作業の流れ ウ. (作業の流れ)の結合子

エ. 作業 オ. 帳票

カ. データベース(DB) キ. ファイル

(2) 作業手順

　また,コンピュータ処理する部分については,オンラインまたはバッチを区別し,それ
ぞれの作業概要を｢備考｣欄で明らかにした。
　さらに,一線式処理における処理手順と二線式処理における処理手を区分して示し
た。

(3) 新業務処理手順図

　上記の検討を経て作成した各パターンごとの新業務処理手順図は,以下のとおりであ
る。

作業方法は,手作
業,オンライン及
びバッチ処理に分
けている。

台帳イメージで,
磁気ディスクに記
録･格納した関連
するデータの集合
体をいう。

入力データやDBか
ら中間的にデータ
を記録活用する場
合などに用いる。

　前項の各パターンについて,業務開始(きっかけ)から終了(結果)までの処理手順を記
号を用いて示した。
　各作業手順の決定に当たっては,戸籍情報システム開発方針で示されたとおり,届出審
査をシステムで行うため,先に届出内容を入力することとし,システムで審査ができない
事項については問答審査あるいは審査結果処理とした。

帳票名称作業内容

作業方法
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⑤死体埋火葬許
可証等を即時出
力。

②本籍人の特定
(戸籍構成画面か
ら選択)。

③届書の必要項
目を入力し,届出
内容を審査す
る。システムの
自動審査,問答画
面による審査を
行う。目検でも
対応できる。

⑥二線式の場合
の検索。

⑦移記事項を入
力する。

⑧戸籍謄本イ
メージでのリス
ト出力(回避
可)。

電算係 備考

①届出人から提
出された届書と
添付資料を確認
する。

④審査により届
書処分を決定,入
力する。
処分結果に係わ
らず,受領番号が
自動付番され
る。

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

適用業務名 作成日 改定日 版

異動処理　全般　受理(本籍分)･人口動態有 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会 1/2

届 出

届書記載

手作業

添付書類

届 書

届書確認

手作業

①

本籍人の

検索

オンライン

②

添付書類

届 書

1

入力･審査

オンライン

③

中間ﾌｧｲﾙ
(仮戸籍)

中間ﾌｧｲﾙ
(仮受付)

中間ﾌｧｲﾙ
(届書)

1

各種証明書

作成

オンライン

⑤

④
処分決定

オンライン

受理

二線式

【処理終了】

受理伺

保留

取下

【決裁へ】⑨へ

不受理

受理処分

の撤回

死体埋火葬許可証
(届出人)

決裁用帳票
(決裁者)

追加入力の

検索

オンライン

⑥

移記事項入力

戸籍の仮編製

オンライン

⑦

決裁用帳票

出力

オンライン

⑧

2

(

一
線
式)

①へ(

二
線
式)

受付DB

番号

届書

届書

戸籍DB

戸籍DB

仮戸籍

仮戸籍

不受理
申出

個人
状態
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⑩未決裁データ
を一件ずつ決裁
する

⑪戸籍DBが更新
される。

⑮届書,添付書類
を所定の場所に
保管する。

⑫各種ファイル
に種々のデータ
が追加される。

⑬届書記載項目
以外の人口動態
データ(子の体重
死因等)を入力す
る

※
人口動態につい
ては基準書第1-
3-(3)を参照

電算係 備考

⑨未決裁データ
を検索する。
戸籍編製イメー
ジで画面に表示
される。

⑭人口動態調査
表を出力
(日次処理)

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

適用業務名 作成日 改定日 版

異動処理　全般　受理(本籍分)･人口動態有 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会 2/2

2

未決裁分の

検索

オンライン

⑨

決 裁

手作業

⑩

DB更新

オンライン

⑪

各種ファイ

ルへの追加

オンライン

⑫

人口動態

データ入力

オンライン

⑬

3

保 管

手作業

決裁修正

誤処理

【入力･審査】
③へ

決裁不可

人口動態調査表
(保健所) 添付書類

届 書

人口動態関

係帳票出力

バッチ

⑭

3

⑮仮戸籍

戸籍DB

届書 人口

統計

人口

人口
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⑤死体埋火葬許
可証等を即時出
力。

②本籍人の特定
(戸籍構成画面か
ら選択)。

③届書の必要項
目を入力し,届出
内容を審査す
る。システムの
自動審査,問答画
面による審査を
行う。目検でも
対応できる。

⑥二線式の場合
の検索。

⑦移記事項を入
力する。

⑧戸籍謄本イ
メージでのリス
ト出力(回避
可)。

電算係 備考

①届出人から提
出された届書と
添付資料を確認
する。

④審査により届
書処分を決定,入
力する。
処分結果に係わ
らず,受領番号が
自動付番され
る。

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

適用業務名 作成日 改定日 版

異動処理　全般　受理(本籍分)･人口動態無 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会 1/2

届 出

届書記載

手作業

添付書類

届 書

届書確認

手作業

①

本籍人の

検索

オンライン

②

添付書類

届 書

1

入力･審査

オンライン

③

1

各種証明書

作成

オンライン

⑤

④
処分決定

オンライン

受理

二線式

【処理終了】

受理伺

保留

取下

【決裁へ】⑨へ

不受理

受理処分

の撤回

死体埋火葬許可証

(届出人)

決裁用帳票
(決裁者)

追加入力の

検索

オンライン

⑥

移記事項入力

戸籍の仮編製

オンライン

⑦

決裁用帳票

出力

オンライン

⑧

2

(

一
線
式)

①へ(

二
線
式)

仮戸籍

仮戸籍

戸籍DB

戸籍DB

不受理

個人

受付DB

番号

届書

届書

中間ﾌｧｲﾙ
(仮戸籍)

中間ﾌｧｲﾙ
(仮受付)

中間ﾌｧｲﾙ
(届書)
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電算係 備考
　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

⑨未決裁データ
を検索する。
戸籍編製イメー
ジで画面に表示
される。

⑩未決裁データ
を一件ずつ決裁
する

⑪戸籍DBが更新
される。

⑫各種ファイル
に種々のデータ
が追加される。

⑬届書,添付書類
を所定の場所に
保管する。

適用業務名 作成日 改定日 版

異動処理　全般　受理(本籍分)･人口動態無 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会 2/2

2

未決裁分の

検索

オンライン

⑨

決 裁

手作業

⑩

DB更新

オンライン

⑪

各種ファイ

ルへの追加

オンライン

⑫

決裁修正

誤処理

【入力･審査】
③へ

決裁不可

添付書類

届 書

保 管

手作業

⑬

仮戸籍

戸籍DB

届書

統計
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電算係 備考
　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

①届出人から提
出された届書と
添付資料を確認
する。

②本籍地への電
話連絡または住
民記録システム
等で非本籍人を
確認する。

③届書の必要項
目を入力し,届出
内容を審査す
る。システムの
自動審査,問答画
面による審査を
行う。目検でも
対応できる。

④審査により届
書処分を決定,入
力する。
処分結果に係わ
らず,受領番号が
自動付番され
る。

⑤死体埋火葬許
可証等を即時出
力。

⑥未決裁データ
を検索する。検
索後確認画面を
出力する。

⑦未決裁データ
を1件ずつ決裁す
る

適用業務名 作成日 改定日 版

異動処理　全般　受理(非本籍分)･人口動態有 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会 1/2

決裁

届 出

届書記載

手作業

添付書類

届 書

届書確認

手作業

①

非本籍人の

確認

手作業

②

添付書類

届 書

1

入力･審査

オンライン

③

1

各種証明書

作成

オンライン

⑤

④
処分決定

オンライン

受理

二線式

【処理終了】

受理伺

保留

取下

【決裁へ】⑨へ

不受理

受理処分

の撤回

死体埋火葬許可証

(届出人)

未決裁分の

検索

オンライン

⑥

決裁

手作業

⑦

2

(

一
線
式)

①へ(

二
線
式)

修正

後処理

【入力･審査】
③へ

決裁不可

受付DB

番号

届書

届書中間ﾌｧｲﾙ
(仮受付)

中間ﾌｧｲﾙ
(届書)
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第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会 2/2

備考

適用業務名 作成日 改定日 版

異動処理　全般　受理(非本籍分)･人口動態有 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

⑪届書,添付書類
を所定の場所に
保管する。

⑫発送分の届書,
添付資料がない
場合,コピーをと
る。

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

⑧各種ファイル
に種々のデータ
が追加される。

⑨届書記載項目
以外の人口動態
データ(子の体重
死因等)を入力す
る

※
人口動態につい
ては基準書第1－
3－(3)を参照

⑩人口動態調査
表を出力(日次処
理)

電算係

2

各種ファイ

ルへの追加

オンライン

⑧

人口動態関

係帳票出力

バッチ

⑩

3

添付書類

届 書

保管

手作業

⑪

3

⑫

添付書類

届 書

人口動態調査表
(保健所)

届書,添付

資料のコピー

手作業

該当市区町

村へ発送

手作業

人口動態

データ入力

オンライン

⑨

コピー

人口
動態

統計

人口
動態

人口
動態
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　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

適用業務名 作成日 改定日

電算係 備考

①届出人から提
出された届書と
添付資料を確認
する。

②本籍人の特定
(戸籍構成画面か
ら選択)。

③届書の必要項
目を入力し,届出
内容を審査す
る。システムの
自動審査,問答画
面による審査を
行う。目検でも
対応できる。

④審査により届
書処分を決定,入
力する。
処分結果に係わ
らず,受領番号が
自動付番され
る。

⑤届書記載事項
に軽微な誤りが
あった場合,便宜
訂正通知を作成
する

版

異動処理　全般　送付･人口動態無 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会 1/2

添付書類

届 書

届書確認

手作業

①

本籍人の

検索

オンライン

②

添付書類

届 書

1

入力･審査

オンライン

③

1

便宜訂正

通知作成

手作業

⑤

④
処分決定

オンライン

【処理終了】

処理伺
保留

【決裁へ】⑨へ
返戻

便宜訂正通知

(受理市区町村)

2

(

一
線
式)

①
へ(

二
線
式)

他市区町村

からの送付

2

①
へ(

二
線
式)

軽
微
な
誤
り

仮戸籍

戸籍DB

戸籍DB

受付DB

不受理

申出

番号

届書

中間ﾌｧｲﾙ
(仮戸籍)

中間ﾌｧｲﾙ

(仮受付)

中間ﾌｧｲﾙ
(届書)

個人

受理
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⑦移記事項を入
力する。

⑧戸籍謄本イ
メージでのリス
ト出力(回避
可)。

⑨未決裁データ
を検索する。
戸籍編製イメー
ジで画面に表示
される。

⑩未決裁データ
を一件ずつ決裁
する

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

令和　年　月　日 1

第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会 2/2

⑪戸籍DBが更新
される。

⑫各種ファイル
に種々のデータ
が追加される。

⑬届書,添付書類
を所定の場所に
保管する。

⑥二線式の場合
の検索。

適用業務名 作成日 改定日 版

異動処理　全般　送付･人口動態無 平成6年12月 1日

電算係 備考

追加入力の

検索

オンライン

⑥

添付書類

届 書

4

未決裁分の

検索

オンライン

⑨

4

⑫

⑪
DB更新

オンライン

保管

手作業

⑬

二線式

決裁用帳票
(決裁者)

2

⑦

⑧

決裁

手作業

⑩

修正

後処理
③へ

決裁不可 決裁

移記事項入力

戸籍の仮編製

オンライン

決裁用帳票

出力

オンライン

各種ファイ

ルへの追加

オンライン
仮戸籍

仮戸籍

戸籍DB

届書

届書

統計
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⑧戸籍謄本イ
メージでのリス
ト出力(回避
可)。

適用業務名 作成日 改定日 版

異動処理　全般　送付(在外公館からの送付)･人口動態有 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会

①届出人から提
出された届書と
添付資料を確認
する。

④審査により届
書処分を決定,入
力する。
処分結果に係わ
らず,受領番号が
自動付番され
る。

1/2

電算係 備考
　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

②本籍人の特定
(戸籍構成画面か
ら選択)。

③届書の必要項
目を入力し,届出
内容を審査す
る。システムの
自動審査,問答画
面による審査を
行う。目検でも
対応できる。

⑥二線式の場合
の検索。

⑦移記事項を入
力する。

①へ

受理

添付書類

届 書

届書確認

手作業

①

本籍人の

検索

オンライン

②

添付書類

届 書

1

入力・審査

オンライン

③

1

⑥

④
処分決定

オンライン

【処理終了】

受理伺
保留

【決裁】

返戻

⑨を経て監督

法務局へ

在外公館
からの送付

(

二
線
式)

二線式

追加入力の

検索

オンライン

決裁用帳票
(決裁者)

⑧

決裁用帳票

出力

オンライン

⑦

移記事項入力

戸籍の仮編製

オンライン

2

仮戸籍

仮戸籍

戸籍DB

戸籍DB

受付DB

不受理

申出

個人

状態

番号

届書

届書

中間ﾌｧｲﾙ
(仮戸籍)

中間ﾌｧｲﾙ
(仮受付)

中間ﾌｧｲﾙ
(届書)
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令和　年　月　日 1

⑭人口動態調査
表を出力(日次処
理)

⑮届書,添付書類
を所定の場所に
保管する。

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

⑫各種ファイル
に種々のデータ
が追加される。

⑬届書記載項目
以外の人口動態
データ(子の体重
死因等)を入力す
る

※
人口動態につい
ては基準書第1-
3-(3)を参照

電算係 備考

適用業務名 作成日 改定日 版

異動処理　全般　送付(在外公館からの送付)･人口動態有 平成6年12月 1日

⑨未決裁データ
を検索する。
戸籍編製イメー
ジで画面に表示
される。

⑩未決裁データ
を一件ずつ決裁
する

⑪戸籍DBが更新
される。

第5
1 新業務処理手順図

作成者 頁

システム化調査研究会 2/2

未決裁分の

検索

オンライン

⑨

添付書類

届 書

3

3

⑫

⑪
DB更新

オンライン

保管

手作業

⑮

統計

人口動態調査表
(保健所)

2

決裁

手作業

⑩

修正

誤処理

【入力・審査】
③へ

決裁不可 決裁

各種ファイ

ルへの追加

オンライン

人口動態

データ入力

オンライン

⑬

人口動態関

係帳票出力

バッチ

⑭

仮戸籍

戸籍DB

届書 人口
動態

人口
動態

人口
動態
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異動処理　全般　受理(時間外受付) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名 作成日 改定日 版

頁

システム化調査研究会 1/1

第5
1 新業務処理手順図

作成者

電算係 備考
　　　係

きっかけ･結果
戸籍係 電算係 備考

　　　係

きっかけ･結果
戸籍係

①届出人からの
提出により受付
簿に記入する。

②時間外受領届
出件数分の受領
番号を一括確保
する。この後届
出業務開始。

添付書類

届 書

休祝日･夜間分

受領NO取得

オンライン

②

時間外届出

受付簿

時間外受付

簿記入

手作業

①

添付書類

届 書

受付DB
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第5.2　システムの機能体系図



(1) 作成の目的
　システム化対象事務には，どのような機能があるかを把握するとともに，どのような
処理体系であるかを整理する。

(2) 作成方法
　第一の｢システム化の範囲｣及び第五の｢新業務処理手順図｣よりシステム処理を洗い出
し，一致する処理機能をまとめ，階層のレベルが細分化しないように配慮しつつ，シス
テムの全体像が把握できる一覧を作成した。

(3) システムの機能体系図
　上記の検討を経て作成した体系図は，以下のとおりである。

第5.2　システムの機能体系図
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頁

1/1

版

1令和　年　月　日

改定日付

システム化調査研究会

作成者
システムの機能体系図

作成日付

平成6年12月 1日

戸籍情報システム

0.

1.

検索処理

2.

異動処理

3.

移記事項

4.

決裁処理

5. 6.

統計処理

7.

帳票出力処理

8.

各種ファイ

9.

受領番号確保

種
類
番
号
帳

受
付
帳

届
書
送
付
目
録

渉
外
関
係
届
書
送
付
目
録

戸
籍
事
務
専
用

届
書
送
達
確
認
書

宛
名
シ
ー
ル

高
齢
者
消
除
許
可
申
請

事
件
表
出
力

統
計
フ
ァ
イ
ル
更
新
処
理

入
力
審
査

★
各
届
出
別

移
記
事
項
入
力
処
理

決
裁
処
理

受
付
F
更
新

戸
籍
D
B
更
新

個
人
状
態
F
更
新

不
受
理
申
出
F
更
新

夜
間
休
日
受
付

個
人
状
態
検
索

入
力
確
認
★
各
届
出
別

★
事
件
別
入
力

仮
戸
籍
表
示

エ
ラ
ー
履
歴
表
示

受
付
フ
ァ
イ
ル
更
新

戸
籍
D
B
更
新

統
計
フ
ァ
イ
ル
更
新

各
種
フ
ァ
イ
ル
更
新

個
人
検
索

受
付
フ
ァ
イ
ル
検
索

不
受
理
申
出
検
索

未
決
裁
一
覧

処
分
決
定

仮
戸
籍
表
示

エ
ラ
ー
履
歴
表
示

埋
火
葬
許
可
証

住
基
法
9
❘
2
通
知

附
票
関
連
事
務

人
口
動
態
関
連
事
務

身
分
証
明
書

10.

関連業務処理

訂
正
・
更
正
・
追
完
処
理

審
査
結
果
入
力
処
理

★
各
事
件
別

個
人
事
項
証
明

全
部
事
項
証
明

記
録
事
項
証
明

届
書
受
理
証
明

届
書
の
預
り
証
明
書

提
出
の
証
明
書

戸
籍
法

条
証
書

41

住
基
法

❘
3
通
知

19

相
続
税
法

条
通
知

58

証明処理

訂正・更正・追完

11.
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第5.3　オンライン処理の流れ図(詳細)



(2)　処理選択毎に機密保護対策としてのパスワードチェック等の照合を行うこと。

頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

1/1

第5
3

詳細仕様説明書
システム化調査研究会

オンライン処理の流れ図(詳細)

作成者

改定日付

〔留意点〕

(1)　システム動作環境により流れは多少異なるため、ここで示す｢オンラインの流れ｣はサンプル提示とす
る。

(2)　｢第5-5(1)　画面設計書｣で示されている画面名称と一部表現が異なっているものがあるが、該当画面
に置きかえて読み取ること。

(3)　関連業務処理、帳票出力処理など、自治体の運用に合わせて設計(開発)する画面については、｢第5-
5(1)　画面設計書｣を作成していない。オンラインの流れ図では仮名称としているので個別に作成のこと。

(4)　流れ図中に対象となる入出力ファイル(DB)を説明しているが、あくまで参考的なもので中間ファイ
ル、仮戸籍ファイル、戸籍ファイル(DB)の位置づけを明確にし、更新のタイミングを考慮する事。

(5)　便宜上、PFxxの表現があるが実現するための手法については任意とする。

〔順守事項〕

(1)　異動処理における機能の流れは順守とする。

版ドキュメント名称 作成日付

届出入力審査 届書入力確認 処分決定 処分決定確認 ……………… 決裁処理

届出入力および審査処理 処分決定処理
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(1)　作成の目的

沿って分割し,オンライン画面の展開図を作成する。

(2)　作成方法

　ア.処理項目(プロセス) イ.画面

(3)　オンラインの処理の流れ図(詳細)

上記の検討を経て作成した流れ図は,以下のとおりである。

　なお,各画面の処理概要については,その説明を備考欄に示した。

第5.3　オンライン処理の流れ図(詳細)

オンライン
　具体的には,新業務処理手順図の

作業内容
を,コンピュ一タ処理の手順に

　この流れ図は,新業務処理手順図で示されたオンライン処理部分を,さらに詳細な処理
手順の流れに明確化するとともに,新システムのオンライン処理全体を把握する資料と
するものである。

　ここでは,端末を操作する者にとって分かりやすい入力及び検索の画面を考慮した結
果,届書入力を基本とした。
　各処理･作業内容は機能単位で作成し,プログラム規模の統一化や機能の単純化,パ
ターン化を図った。
　使用する記号は,新業務処理手順図で用いたもののほか,次のとおりである。

処理項目名 画面名
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提示の範囲は以下のものです。

1.　業務選択

2.　検索処理

3.　異動処理(処分決定含む)

4.　移記処理

5.　決裁処理

6.　証明処理

7.　統計処理

8.　帳票出力処理

9.　各種ファイル更新処理

10.　受領番号確保

11.　関連業務処理

頁数第5
3

作成者

システム化調査研究会

版

令和　年　月　日

適用業務名

オンライン処理の流れ図(詳細)
0/0

1

改定日付作成日付

平成6年12月 1日
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判定条件
(1) 業務選択番号の誤入力
(2) 検索資格なし
※　4回連続エラー時は,次入力
が出来ない

② 以下の業務に制御を渡す。
1.検索処理
2.異動処理
3.移記事項入力処理
4.決裁処理
5.証明処理
6.統計処理
7.帳票出力処理
8.各種ファイル更新処理
9.受領番号確保処理
10.関連業務処理
11.訂正･追完･更正･審査結果入
力処理

1/30

備考

①
(1) 業務選択番号及びパスワー
ドの入力
(2) 業務選択番号及びパスワー
ドのチェック
※　エラー時はメニュー画面へ
戻る

作成日付 改定日付

頁数

システム化調査研究会

適用業務名 版

第5
3

0.業務選択 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

開始

パスワード

ファイル

1．

検索処理

2．

異動処理

3．

移記事項
入力処理

4．

決裁処理

11．

訂正･追完･

更正･審査結

果入力処理

終了

①

②

戸籍業務メニュー

1 2 3 4 11

業務選択
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞﾁｪｯｸ
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適用業務名

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)

版

1.検索処理

作成者

2/30

頁数

システム化調査研究会

備考

1

作成日付 改定日付

①
(1) 選択番号の入力
(2) 選択番号及び検索資格の
チェック
※エラー時はメニュー画面へ戻
る

判定条件
(1) 選択番号の誤入力
(2) 検索資格なし

②　以下の業務に制御を渡す.
1.01　個人検索
a.個人詳細表示
b.不受理申出表示
c.個人状態表示
.02　受付ファイル検索

開始

パスワード

ファイル

01.

個人検索

02.

受付ファ

イル検索

①

②

1 2

終了

検索処理メニュー

検索業務選択
チェック
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①該当戸籍選択

(1) 検索キー(補助キー)の入力
a.カナ氏名(氏,氏名)
b.漢字氏名(氏,氏名)
c.本籍地(前方一致)
d.生年月日(前方一致)
e.筆頭者(氏名)
［各自治体の判断により異な
る］
※複合検索も可

(2) 戸籍DBを検索し、検索キー
に該当する戸籍の一覧を表示す
る。

(3) 該当番号を入力

(4) 該当戸籍を選択する。

(5) 戸籍構成員一覧へ制御を渡
す。

②戸籍構成員一覧

(1) 個人詳細番号の入力

(2) 中間ファイル(該当番号)の
戸籍番号をキーに戸籍DB,個人
状態ファイルを検索し、戸籍事
項･身分事項等を編集する。

(3) 戸籍構成員の個人番号を
キーに個人状態ファイルを読み
込み編集する。

(4) 戸籍構成員一覧の表示及び
個人詳細表示の選択

(5) 選択された中間ファイル
(個人詳細表示)を編集･出力す
る。

(6) 個人詳細表示へ制御を渡
す。

頁数第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

改定日付

備考

版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 11.検索処理　1.1個人検索(1/2)

システム化調査研究会 3/30

適用業務名 作成日付

開始

中間ファイル
(該当戸籍

一覧)

①

②

該当戸籍一覧

表示

表示用

中間ファイル
(戸籍構成員

一覧)

②

戸籍構成員一覧

表示

戸籍構成員一覧

表示

表示用

該当戸籍一覧
表示

中間ファイル
(該当戸籍

番号)

中間ファイル
(個人詳細

表示)

個人状態
ファイル

戸籍
DB

1
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システム化調査研究会

1.検索処理　1.1個人検索

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

③　個人詳細表示

(1) 中間ファイル(個人詳細表
示)を読み込み個人事項等を編
集する。

(2) 個人詳細表示

(3) 不受理申出･個人状態を表
示するためのパスワードチェッ
ク及びPFキー選択
a.PF10-不受理申出表示
PF11-個人状態表示

④　不受理申出表示

(1) 不受理申出がある場合の
み、表示する。
a.PFキー選択による他画面の選
択
PF9-個人詳細表示
PF11-個人状態表示

⑤　個人詳細表示

(1) 個人状態がある場合のみ表
示する。
a.PFキー選択による他画面の選
択
PF9-個人詳細表示
PF10-不受理申出表示

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

4/30

備考

頁数

中間ファイル
(個人詳細

表示)

③

個人詳細表示

個人状態
ファイル

④

個人詳細表示

不受理申出
ファイル

⑤

終了

不受理申出

表示

個人状態
表示

不受理申出

表示

個人状態

表示

1
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1.検索処理　1.2受付ファイル検索 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

システム化調査研究会

①受付ファイル選択

(1) 検索キーの入力
a.受領番号
b.受領日
c.処分区分
d.カナ氏名(氏,氏名)
e.漢字氏名(氏,氏名)
f.事件コード
g.渉外区分
［自治体の判断により異なる］
※複合検索も可

(2) 検索キーにより受付ファイ
ルを検索し、受付ファイル選択
を表示する。
　但し、検索件数が多すぎる場
合はエラーとする。
(打切り件数は任意)

(3) 該当番号を入力する。

(4) 受付ファイル検索に制御を
渡す。

②受付ファイル表示

(1) 該当番号の受領番号をキー
として受付ファイルを検索し受
領ファイル検索に表示する。

頁数

適用業務名 作成日付 改定日付 版

5/30

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

1

備考

中間ファイル
(受付選択

一覧)

①

受付ファイル
選択

②

受付ファイル
選択

終了

受付ファイル
検索

受付ファイル
検索･表示

開始

受付
ファイル

中間ファイル
(該当受領

番号)
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令和　年　月　日2.異動処理　2.0届出選択 平成6年12月 1日

版適用業務名 作成日付

1

改定日付

システム化調査研究会

第5
3

頁数
オンライン処理の流れ図(詳細)

作成者

6/30

備考

①届出選択
(1) 事件コードの入力
(2) 事件コードのチェック

②　以下の業務に制御を渡す。
　1.出生届
　2.認知届
　3.養子縁組届
　4.養子離縁届
　5.特別養子縁組届
　6.特別養子離縁届
　7.73条の2届
　8.養子離縁届同時73条の2届
　9.婚姻届
 10.離婚届
 11.77条の2届
 12.離婚届同時77条の2届
 13.親権(管理権)届
 14.後見届
 15.保佐届
 16.死亡届
 17.失踪届
 18.復氏届
 19.姻族関係終了届
 20.推定相続人廃除届
 21.入籍届
 22.分籍届
 23.国籍取得届
 24.帰化届
 25.国籍喪失届
 26.国籍選択届
 27.外国国籍喪失届
 28.氏の変更届
 29.107条の2届
 30.107条の3届
 31.107条の4届
 32.名の変更届
 33.転籍届
 34.就籍届
 35.緑組取消届
 36.離縁取消届
 37.婚姻取消届
 38.離婚取消届
 39.失踪宣告取消届
 40.推定相続人廃除取消届

開始

1．

出生届

40.

推定相続人

廃除取消届

届出選択

終了

①

②

届出メニュー

1 2 3 4 40

4．

養子離縁届

3．

養子縁組届

2．

認知届
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備考

第5
3 システム化調査研究会

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

適用業務名 作成日付 改定日付

①届書入力審査

(1)届書の内容を画面入力す
る。

*1.入力の時、以下の補助入力
サブルーチンが使用可
･氏名入力チェック
･本籍住所入力
･国籍国名入力

*2.本籍人の場合は検索し、該
当者を選択する。
戸籍DBの該当データをロックす
る。
不受理申出がある場合その旨画
面に表示する。

(2)入力された項目の単体･関連
チェックを行う。
但し、エラー(単体･関連･法令)
がある場合、届書入力画面に戻
る。

(3)届出審査でのメッセージを
中間ファイル(エラー履歴)へ出
力する。

(4)関連事件の確認を行う。

(5)入力された内容をもとに中
間ファイル(届書)の作成を行
う。

(6)入力確認に制御を渡す。

(7)PF10
　画面入力項目の入力禁止を解
除する。

版

1

頁数

7/30

2.異動処理 2.1届書入力･審査及び処分決定処理(1/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

個人状態
ファイル

①

届出入力審査

＊1

届書入力画面

戸籍構成員
一覧(該当者

選択)

開始

戸籍
DB

中間ファイル

(届書)

2

受付
ファイル

該当戸籍一覧

不受理申出
表示処分入力

個人詳細表示

個人詳細表示

中間ファイル
(エラー履歴)

＊2
本籍人

のみ

PF10

1

氏名入カチェック

本籍住所入力

国籍国名チェック

不受理申出
表示

該当戸籍一覧
表示

戸籍構成員一覧
表示/選択
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適用業務名 作成日付 改定日付

2.異動処理 2.1届書入力･審査及び処分決定処理(2/3)

③処分決定

(1) 処分区分を決定する。

(2) 番号取得ファイルから受領
番号を取得し、更新を行う。
(末番管理)

(3) 中間ファイル(届書)
中間ファイル(仮受付)
中間ファイル(仮戸籍)
中間ファイル(9条2項)
をもとに受付ファイルの更新、
戸籍DB、届書ファイル、仮戸籍
ファイル、仮9条2項ファイルの
作成を行う。

(4) 埋･火葬許可証の出力を行
う。(死亡届のみ)

(5) 処分決定確認に制御を渡
す。

(6) 仮戸籍表示はPFキーで制御
を渡す。

備考

版

②届事入力確認

(1) 審査後の入力内容の確認を
行う。

(2) 入力された内容をもとに中
間ファイル(届書)の更新及び中
間ファイル(仮受付、仮戸籍、9
条2項)の作成を行う。

(3) 処分決定に制御を渡す。

(4) PF5
　届書入力画面に制御を渡す。

頁数第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

システム化調査研究会 8/30

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

(ｴﾗｰがある時のみ)

(本籍人のみ)

番号取得

ファイル

②

届書入力確認

戸籍DB

中間ファイル

(届書)

2

受付ファイル

届書ファイル

PF5

3

仮戸籍表示

1

処分決定
(ｴﾗｰ履歴)

埋・火葬
許可証

仮戸籍

ファイル

仮9条2項

ファイル

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(9条2項)

処分決定
(受付)

処分決定
(仮戸籍)

届書入力確認

③

処分決定
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④処分決定確認

(1) 取得した受領番号の確認を
行う。

(2) PFキー操作により各業務に
制御を渡す。

･移記事項入力(一線式)
･届出メニュー(二線式)

(3) 決裁用帳票の出力を行う。
(必要時に出力指示)

版

備考

1

頁数

9/30

2.異動処理 2.1届書入力･審査及び処分決定処理(3/3)

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

システム化調査研究会

適用業務名

平成6年12月 1日

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

(エラーがある時のみ)

(本籍人のみ)

処分決定
確認

(ｴﾗｰ履歴)

決裁用帳票

処分決定確認
(受付) 処分決定

確認

(仮戸籍)

④

処分決定確認

終了

3
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①
Ⅰ-1.戸籍業務選択から制御
①-1. 移記戸籍選択番号を入力
する
②-2. 入力された受領番号で仮
戸籍ファイルを検索し、存在し
なければエラー表示を行い、存
在すれば画面編集を行い中間
ファイル(仮戸籍)を作成する
･該当戸籍番号の入力
→②に制御を渡す
･処理中止のPFキー
→中間ファイル(仮戸籍)の削除

Ⅰ-2.処分決定処理から制御
(1線式の処理)
①-1. 渡された受領番号で仮戸
籍ファイルを検索し、存在しな
ければエラー表示を行い、存在
すれば画面編集を行い中間ファ
イル(仮戸籍)を作成する
･該当戸籍番号の入力
→②に制御を渡す
･処理中止のPFキー
→中間ファイル(仮戸籍)の削除

n.移記戸籍構成員一覧から制御
①-1. ガイダンスメッセージを
表示する
-PFXX:移記処理終了
-区分=1:帳票要、0:不要
･該当戸籍番号の入力
→②に制御を渡す
･PFXXの押下
→･中間ファイル(仮戸籍)を基
に仮戸籍ファイルを更新後、中
間ファイルを削除する
･区分が1なら決裁用帳票を出力
する
･戸籍業務選択に制御を渡す
･処理中止のPFキー
→中間ファイル(仮戸籍)の削除
②入力された選択番号の戸籍を
中間ファイル(仮戸籍)から編
集、表示する
･戸籍事項の移記選択
→③に制御を渡す
･身分事項の移記選択
→④に制御を渡す
　決裁用帳票の出力を行う。
③戸籍事項の移記処理を行う
④身分事項の移記処理を行う

平成6年12月 1日

頁数第5
3

令和　年　月　日

備考

1

適用業務名

システム化調査研究会 10/30

改定日付 版作成日付

3.移記事項処理

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

開始Ⅰ

1.

戸籍事項
処理

①

③

･住所
･世帯主

追加

移記戸籍選択

n

移記戸籍
構成員一覧

決裁用帳票

決裁用帳票

仮戸籍

ファイル

中間ファイル

(仮戸籍)

届書ファイル

2.

身分事項
処理

④

移記戸籍選択

②

移記戸籍
構成員一覧

1:戸籍事項移記 2:身分事項移記

中間ファイル

(仮戸籍)
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3.移記事項処理　3.1戸籍事項処理 平成6年12月 1日

頁数

システム化調査研究会 11/30

①前プロセスで入力された選択
番号で中間ファイル(移記戸籍)
を検索し、編集、表示する
･記録を選択
→　②に制御を渡す
･修正を選択
→･審査で記載された戸籍事項
は選択不可
･④に制御を渡す
･並べ替えを選択
→　⑤に制御を渡す

②移記:事件メニューを表示す
る
選択番号の入力
→　③に制御を渡す

③移記:戸籍事項入力画面を表
示する
･単体チェック、関連チェック
を行う
･確認後、中間ファイル(仮戸
籍)に追加する

④前プロセスで入力された選択
番号の戸籍事項を表示する
･単体チェック、関連チェック
を行う
･確認後、中間ファイル(仮戸
籍)を訂正する

⑤タイトルの一覧を表示する
･並べ替え処理を行う
･確認後、中間ファイル(仮戸
籍)を訂正する

令和　年　月　日 1

備考

版

作成者

適用業務名 作成日付 改定日付

オンライン処理の流れ図(詳細)
第5
3

開始

①

③

移記:

戸籍事項表示

1

移記:
戸籍事項入力

中間ファイル
(仮戸籍)

移記:
戸籍事項表示

④

移記:
戸籍事項入力

中間ファイル

(仮戸籍)

② ⑤

戸籍事項
並べ替え

戸籍事項

並べ替え
移記:
事件メニュー

1:記録 2:修正 3:並べ替え

1 1

移記:

戸籍事項入力

1

移記:
事件メニュー

移記:
戸籍事項入力
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作成日付 改定日付

3.移記事項処理　3.2身分事項処理(1/2) 平成6年12月 1日

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

適用業務名

第5
3

版

頁数

1

システム化調査研究会 12/30

令和　年　月　日

備考

①前プロセスで入力された選択
番号で中間ファイル(仮戸籍)を
検索し、編集･表示する
･入力処理(父母欄等)
→･確認後、中間ファイル(仮戸
籍)を訂正する
･②に制御を渡す

開始

①

移記:

個人情報表示

2

中間ファイル

(仮戸籍)

移記:
個人情報表示

A
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第5
3 システム化調査研究会 13/30

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

適用業務名 作成日付 版改定日付

1

②中間ファイル(仮戸籍)を検索
し、編集、表示する
･記録を選択
→　③に制御を渡す
･修正を選択(*2)
→･審査で記載された身分事項
は選択不可
･⑥に制御を渡す
･並べ替えを選択(*2)
→　⑦に制御を渡す

③移記:事件メニューを表示す
る
選択番号の入力
→　④に制御を渡す

④前プロセスで入力された選択
番号の移記:事件詳細メニュー
を表示する

⑤移記:身分事項入力画面を表
示する
･単体チェック、関連チェック
を行う
･確認後、中間ファイル(仮戸
籍)に追加する

⑥前プロセスで入力された選択
番号の身分事項を表示する
･単体チェック、関連チェック
を行う
･確認後、中間ファイル(仮戸
籍)を訂正する

⑦タイトルの一覧を表示する
･並べ替え処理を行う
･確認後、中間ファイル(仮戸
籍)を訂正する

3.移記事項処理　3.2身分事項処理(2/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

備考

②

⑤

移記:
身分事項表示

移記:

事件別入力

中間ファイル

(仮戸籍)

移記:
身分事項表示

⑥

移記:
事件別入力

中間ファイル

(仮戸籍)

③ ⑦

身分事項

並べ替え

移記:

事件メニュー

1:記録 2:修正 3:並べ替え

2 2

移記:

事件別入力

2

移記:
事件別入力

A

④

移記:事件

詳細メニュー

移記:事件
詳細メニュー

戸籍事項
並べ替え

移記:
事件メニュー
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作成者

備考

オンライン処理の流れ図(詳細)
頁数

システム化調査研究会 14/30

第5
3

②前プロセスで入力された選択
番号(①-1)または入力された受
領番号(②-2)の受付の内容を表
示する
･決裁処理
仮戸籍ファイルから該当の戸籍
を抽出する
→③に制御を渡す
･誤処理
→④に制御を渡す
･修正処理
→⑤に制御を渡す

※決裁戸籍、エラー履歴、9条2
項ファイルは各PFキーで表示さ
れる

届書レコードが削除されないで
処理を終了する場合は、届書レ
コードの排他を解除する

①｢一覧表示のための入力キー
または受領番号を入力して下さ
い。｣を表示する

①-1未決裁の届書の一覧表示
ア.本庁分の一覧表示
支所No未入力
→届書ファイルの支所NoがZERO
のレコードを抽出し一覧表示す
る
イ.支所分の一覧表示
支所Noに支所コード入力
→届書ファイルの支所Noと一致
するレコードを抽出し一覧表示
する
ウ.全件の一覧表示
支所Noに'99'を入力
→届書ファイルをすべて抽出し
一覧表示する
選択番号の入力
→②に制御を渡す

※受理窓口が本庁のみの自治体
においては｢届書入力処理｣で
『支所No』は未使用のためアも
ウも抽出用件は同じでイは無効
である

①-2未決裁の届書の直接指定受
領番号の入力
→②に制御を渡す

選択された届書レコードに排他
をかける

適用業務名

14.決裁処理

作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

開始

①

③

未決裁一覧

決裁･受付

届書ファイル

中間ファイル

(戸籍)

⑤

未決裁一覧

②

決裁･受付仮戸籍

ファイル

エラー履歴表示

仮戸籍表示

④

終了

2.

届書

誤処理

1．

届書
決裁処理

3.

届書

修正処理
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適用業務名 作成日付 改定日付

平成6年12月 1日

版

令和　年　月　日

作成者 頁数

システム化調査研究会 15/30

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)

1

備考

④(本籍人の場合に処理する)
禁治産者区分、準禁治産者区
分、胎児認知区分に変更がある
場合に更新する
管内→管内異動の場合にその内
容を移記する
胎児認知区分を有している者が
管外へ異動しだ場合に中間ファ
イル(発送)を作成する

⑤(本籍人の場合に処理する)
管内→管内異動の場合にその内
容を移記する
管内→管外異動の場合に中間
ファイル(発送)を作成する

①(本処理で作成された全部の
受付帳に対して処理する)
受付ファイルの決裁区分を決裁
とする
統計の中間ファイルを作成する

②(本籍人の場合に処理する)
｢戸籍番号｣は新戸籍編製の場合
に戸籍に対して採番する
｢個人番号｣は入籍の場合に個人
に対して採番する

③(本籍人の場合に処理する)
『受理』の場合
戸籍に変動があった場合、更新
(作成)を行う
戸籍の異動者数、編製状態等の
統計を取得する

『不受理』の場合
戸籍のロックを解除する

4.決裁処理　4.1 届書決裁処理(1/3)

開始

①

中間ファイル
(統計)

受付データ
ベース処理

番号取得
ファイル

②

戸籍･個人番号
取得処理中間ファイル

(仮戸籍)

受付
ファイル

③

戸籍データ
ベース処理中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(統計)

④

個人状態
ファイル処理届書ファイル

中間ファイル
(発送)

個人状態
ファイル

⑤

不受理申出
ファイル処理届書ファイル

中間ファイル
(発送)

不受理申出
ファイル

A

戸籍
データ
ベース
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頁数

システム化調査研究会

4.決裁処理　4.1 届書決裁処理(2/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

16/30

適用業務名 作成日付

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

改定日付 版

備考

⑥(本籍人の場合に処理する)
管内→管内異動の場合に最終住
所、住定日を移記する
管外→管内異動の場合に附票枠
だけ作成する(19-3通知を待っ
て処理する)
管内→管外異動の場合に附票通
知ファイル(19-3通知)を作成
し、この場合中間ファイル(統
計)と中間ファイル(発送)も作
成する

⑦(本籍人の場合に処理する)
民刑対象者(禁治産者、準禁治
産者、破産者、犯罪者)に戸籍
の変動及び表示の変更(本籍、
筆頭者、氏名、生年月日)が
あった場合、民刑異動ファイル
を作成する

⑨(受理地の場合に処理する)
死亡の届出があった場合に相続
税法58条通知ファイルを作成す
る
相続税法58条通知の統計を取得
する

⑧(受理地の場合に処理する)
戸籍の届出によって住民票の記
載に変更がある場合、本処理を
行う
受理地=住所地:住民票異動ファ
イルの作成
住民票異動数の統計を取得する
受理地≠住所地：住民票通知
ファイルの作成
住民票通知数の統計を取得する
異動先の中間ファイル(発送)を
作成する

B

A

民刑異動
ファイル

⑦

民刑異動
ファイル処理

個人状態
ファイル

届書ファイル

⑧

中間ファイル
(統計)

住民票通知
ファイル

仮9条2項
ファイル

中間ファイル

(発送)

住民票異動

ファイル
住基法9条2項

処理

⑨

相続税法58条
通知処理届書ファイル

中間ファイル

(統計)

相続税法58条

通知ファイル

⑥

中間ファイル
(統計)

附票通知

ファイル

届書ファイル

中間ファイル

(発送)

附票データ
ベース処理

附票
データ
ベース
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システム化調査研究会 17/30

令和　年　月　日 1

適用業務名 作成日付 改定日付

Ⓓ本処理での受領番号に該当す
る届書ファイル、仮戸籍ファイ
ル、エラー履歴ファイル、仮9
条2項ファイルを削除する

本処理で作成した中間ファイル
(各種)を削除する

備考

Ⓐ(受理地の場合に処理する)
出生、婚姻、離婚、死亡の各届
出があった場合に人口動態ファ
イルを作成する

Ⓑ(他自治体に発送がある場合)
非本籍地に届書等(戸籍に関す
る書類)を送付する場合
住所地(住民票記載に関する書
類)に送付する場合
複数の送付先が存在するが、同
一の発送先があるものは一つに
まとめる

Ⓒ(全ての場合)
中間ファイル(統計)の内容を統
計ファイルに反映させる

※事件表の統計
附票の統計
通知書発行の統計

版

4.決裁処理　4.1 届書決裁処理(3/3) 平成6年12月 1日

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

人口動態

ファイル

Ⓐ

人口動態
ファイル処理届書ファイル

Ⓑ

発送ファイル
作成処理届書ファイル

発送ファイル

中間ファイル

(発送)

Ⓓ

ファイル削除

エラー履歴

ファイル

B

終了

統計ファイル

Ⓒ

統計処理中間ファイル

(統計)

仮9条2項

ファイル

仮戸籍

ファイル

届書ファイル

中間ファイル
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適用業務名

作成者 頁数

システム化調査研究会 18/30

第5
3

4.決裁処理　4.2 届書誤処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

作成日付 改定日付

オンライン処理の流れ図(詳細)

版

1

備考

①受付ファイル、届書ファイル
とも決裁区分を誤処理とする

該当の届書レコードの排他を解
除する

②本処理での受領番号に該当す
る仮戸籍ファイル、エラー履歴
ファイル、仮9条2項ファイルを
削除する

届書入力審査処理で作成した中
間ファイル(各種)を削除する

①

受付データ
ベース更新

届書ファイル

受付
ファイル

②

一時ファイル
削除

中間ファイル

仮戸籍
ファイル

エラー履歴
ファイル

仮9条2項
ファイル

開始

終了
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備考

4.決裁処理　4.3届書修正処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

①受付ファイル,届書ファイル
とも決裁区分を修正とする。

頁数

適用業務名 作成日付 改定日付

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

システム化調査研究会 19/30

版

①

受付データ
ベース更新

届書ファイル

受付
ファイル

開始

終了
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令和　年　月　日 1

①証明書選択メニュー

(1) 選択番号を入力する
･選択番号
1:全部･個人事項証明書
2:一部事項証明書
該当戸籍一覧に制御を渡す
･選択番号
3:届書受理証明書
4:戸籍法41条証書提出の証明書
5:届書預り証明書
受付ファイル選択
メニューに制御を渡す

②該当戸籍一覧

(1) 検索キーの入力
a.カナ氏名
b.漢字氏名
c.本籍
d.生年月日
e.筆頭者　等
※複合検索も可

(2) 検索キーにより戸籍DBを検
索し、該当戸籍一覧を表示する

(3) 該当番号を入力し、戸籍を
決定する

(4) 戸籍構成員一覧に制御を渡
す

③戸籍構成員一覧

(1) ②で選択された戸籍番号よ
り戸籍DBを検索し、戸籍事項及
び構成員を表示する

(2) 詳細選択番号を入力し、個
人を決定する

(3) ①で入力した選択番号によ
り、それぞれの処理に制御を渡
す
･選択番号=1:
全部･個人事項証明書
･選択番号=2:
一部事項証明書

作成日付 改定日付 版

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

20/30

頁数

システム化調査研究会

備考

5.証明処理(1/2) 平成6年12月 1日

適用業務名

①

証明書

選択メニュー

該当戸籍一覧

中間
ファイル
(番号選択)

移記:
身分事項表示

②

③

戸籍構成員一覧

戸籍構成員一覧

開始

①

中間
ファイル
(番号選択)

証明書選択
3.届書受理証明書
4.戸籍法41条証書
提出の証明書
5.届書預り証明書

証明書選択

1.全部・個人

事項証明書
2.一部事項証明書

戸籍DB

A

中間ファイル
(該当戸籍

一覧)

中間ファイル
(該当戸籍

番号)

該当戸籍一覧

中間ファイル
(戸籍事項

選択)

中間ファイル
(個人詳細

表示)

中間ファイル
(戸籍構成員

一覧)

戸籍DB

中間ファイル
(選択番号)

1.
全部・個人
事項証明書

2.
一部事項

証明書

A
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版

作成者 頁数

備考

④証明書発行確認

(1) 証明書種別及び戸籍の基本
内容を表示する

(2) 発行部数を入力する

(3) 各中間ファイルより証明書
を出力する

(4) 各中間ファイルを削除する

1

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)

適用業務名 作成日付

システム化調査研究会 21/30

5.証明処理(2/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付

証明書発行確認

④

中間ファイル
(該当戸籍

事項)

中間ファイル
(該当個人

特定事項)

証明書発行確認

中間ファイル

(戸籍法41条

証書提出の証

中間ファイル

(受理証明)

中間ファイル
(該当身分

事項)

中間ファイル
(戸籍構成員

一覧)

A

中間ファイル

(預り証明)

中間ファイル

(個人詳細

表示)

証明書

終了
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システム化調査研究会 22/30

5.証明処理　5.1全部･個人事項証明書 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名

備考

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

作成日付 改定日付 版

①個人詳細表示

(1) 中間ファイルより個人の戸
籍内容を表示する

(2) 身分事項は全て照会可能と
する

(3) PFキー操作により全部事項
証明書、個人事項証明書を決定
し、証明書発行確認に制御を渡
す

個人詳細表示

①

個人詳細表示
中間ファイル
(個人詳細

表示)

終了

開始
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適用業務名 作成日付 改定日付 版

第5
3

備考

③身分事項選択

(1) 中間ファイルより身分事項
一覧を表示する

(2) 身分事項を出力する場合、
選択番号を入力する(複数指定
可)

(3) 選択番号が入力された場
合、該当身分事項を中間ファイ
ルに出力する

(4) 証明書発行確認に制御を渡
す

②個人特定事項選択

(1) 中間ファイルより個人特定
事項一覧を表示する

(2) 個人特定事項を出力する場
合、記録事項を選択する(複数
指定可)

(3) 記録事項が選択された場
合、該当個人特定事項を中間
ファイルに出力する

(4) 身分事項選択に制御を渡す

①戸籍事項選択

(1) 中間ファイルより戸籍事項
一覧を表示する

(2) 戸籍事項を出力する場合、
選択番号を入力する(複数指定
可)

(3) 選択番号が入力された場
合、該当戸籍事項を中間ファイ
ルに出力する

(4) 個人特定事項選択に制御を
渡す

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

23/30

5.証明処理　5.2 一部事項証明書 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

システム化調査研究会

戸籍事項選択

①

中間ファイル
(戸籍事項

選択)

中間ファイル

(該当戸籍

事項)

戸籍事項選択

中間ファイル
(身分事項

選択)

中間ファイル
(該当個人

特定事項)

中間ファイル

(個人特定

事項選択)

中間ファイル

(戸籍構成員

一覧)

開始

個人特定

事項選択

②

個人特定事項
選択

身分事項選択

身分事項選択

③

終了

中間ファイル
(該当身分

事項)
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平成　年　月　日 令和　年　月　日 1

備考

①受付ファイル選択メニュー

(1) 検索しようとするキーを入
力する。

(2) 入力されたキーを基に受付
ファイルを検索し該当データを
表示する。

(3) 一覧画面より、証明書出力
する該当者(事件)を選択し番号
を入力する。

(4) 選択された受付データと証
明書選択番号(種別)の妥当性
チェックを行う。

(5) 正しければ受付ファイル検
索へ制御を渡す。

②受付ファイル検索

(1) 選択した受付ファイルの内
容を確認し、正しければ証明書
発行確認へ制御を渡す。

5.証明処理　5.3 届書受理証明書他

適用業務名 作成日付 改定日付 版

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

システム化調査研究会 24/30

第5
3

受付ファイル

選択メニュー

①
中間ファイル

(受付一覧)

中間ファイル

(該当受領

番号)

受付ファイル
選択メニュー

中間ファイル

(預り証明)

中間ファイル

(戸籍法41条
証書提出の

証明)

中間ファイル

(受理証明)

開始

受付ファイル

検索表示

②

受付ファイル
検索

終了

受付ファイル

受付ファイル
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6.統計処理 平成　年　月　日 令和　年　月　日 1

備考

①統計処理選択メニュー

(1) 選択番号を入力する。
1:事件表出力
2:統計ファイル更新
(2) 選択番号により事件表選
択、統計ファイル更新情報入力
へそれぞれ制御を渡す。

②事件表選択

出力しようとする事件表種別を
選択する。

※日計表、月計表等は自治体に
より運用が異なるため詳細省
略。

③事件表編集出力

統計ファイルから各項目を集計
し、事件表を出力する

④統計ファイル更新情報入力

修正しようとする統計情報の日
付を指定する。

⑤統計ファイル修正入力

指定された統計情報を検索し表
示する。
修正した内容を中間ファイル
(統計)に出力し、確認へ制御を
渡す。

⑥統計ファイル確認

修正した内容を確認し、正しけ
れば更新する。

※統計ファイル更新処理については、自治体の運用に合わせて作成する。

適用業務名

システム化調査研究会 25/30

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

作成日付 改定日付 版

2.統計ファイル更新1.事件表出力

統計処理
選択メニュー

中間ファイル

(選択番号)

統計ファイル

開始

統計ファイル
更新情報入力

④

統計ファイル
更新情報入力

事件表選択

①

統計処理選択

事件表選択

②

事件表編集

③

事件表

統計ファイル

中間ファイル

(事件表)

終了

統計ファイル
修正入力

⑤

統計ファイル
修正入力

統計ファイル

統計ファイル

確認

⑥

統計ファイル
確認

中間ファイル

(統計)
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17.帳票出力処理 平成　年　月　日 令和　年　月　日

備考

①帳票出力選択メニュー

出力する帳票の選択番号を入力
する。

10:受付帳
11:種類番号帳
12:届書送付目録
13:渉外関係届書送付目録
14:届書送達確認書
20:戸籍事務専用
30:宛名シール
40:高齢者消除許可申請証
50:本籍町名変更通知

②選択番号に従い、各帳票の出
力処理へ制御を渡す。

各帳票の出力処理では、出力条
件を入力し該当ファイルを検
索、抽出、編集した後、出力す
る。

版

システム化調査研究会 26/30

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

適用業務名 作成日付 改定日付

開始

①

②

10 11 50

帳票出力選択
メニュー

1．

受付帳

出力処理

9.

本籍町名

変更通知

終了

帳票出力選択
メニュー

2．

種類番号帳

出力処理
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版

平成　年　月　日 1

備考

8.各種ファイル更新処理

①各種ファイル更新選択メ
ニュー

(1) 選択番号の入力
(2) 選択番号及び更新資格の
チェック

②各々のサブ業務へ制御を渡
す。

1:受付ファイル更新処理
2:戸籍DB更新処理
n:その他、自治体において運用
に関連するファイル更新処理

令和　年　月　日

頁数

システム化調査研究会

作成者第5
3

適用業務名 作成日付 改定日付

オンライン処理の流れ図(詳細)
27/30

開始

①

②

1 2 n

各種ﾌｧｲﾙ更新
選択メニュー

1．

受付ﾌｧｲﾙ

更新処理

2．

戸籍DB

更新処理

n.

終了

各種ﾌｧｲﾙ更新
選択メニュー
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備考

①受付ファイル選択

(1) 検索キーの入力
(2) 受付ファイルの該当データ
の検索を行い、一覧画面を表示
する。
(3) 修正しようとする受付デー
タの選択番号を入力する。

②受付ファイル入力･修正

(1) 選択された受領番号をキー
として受付ファイルを検索し、
画面に表示する。
(2) 項目の入力及びチェック。
(3) エラーがなければ、確認画
面へ制御を渡す。

③受付ファイル確認

(1) 修正後の内容を画面表示す
る。
(2) 内容を確認し、受付ファイ
ルを更新する。
(3) 更新前、更新後の受付ファ
イルの内容を変更履歴ファイル
に出力する。

1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者

8.各種ファイル更新処理 8.1 受付ファイル更新処理 平成　年　月　日 令和　年　月　日

第5
3

頁数

システム化調査研究会 28/30

受付ファイル

選択

①
中間ファイル
(該当受領

番号)

中間ファイル
(受付選択

一覧)

受付ファイル
選択

開始

受付ファイル

受付ファイル

入力･修正

②

中間ファイル
(該当受領

番号)

中間ファイル

(受付データ)

受付ファイル
入力・修正受付ファイル

受付ファイル
確認

③
中間ファイル

(受付データ)

変更履歴

ファイル

受付ファイル
確認受付ファイル

終了
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適用業務名 作成日付

9.受領番号確保 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

備考

改定日付 版

①受領番号確保

(1) 項目の入力
a.受領日
b.届書枚数

(2) 受領日の年度をキーとし、
番号取得ファイルを入力する

(3) 今回取得する開始番号と終
了番号を表示する

(4) 届書枚数を受領番号に加算
し、番号取得ファイルを更新す
る

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

システム化調査研究会 29/30

受領番号確保

①

受領番号確保 番号取得
ファイル

終了

開始
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備考

①関連業務選択メニュー

(1) 選択番号を入力

②各サブ業務へ制御を渡す。

各サブ業務では必要に応じメ
ニュー画面を設け関連処理をグ
ループ化し、機能分割する。

10:身分証明書
20:相続税法58条通知
30:附票関連事務

※関連事務処理については今後
更に追加する業務有。(人口動
態業務は現在検討中)

システム化調査研究会 30/30

10.関連業務処理 平成　年　月　日 令和　年　月　日 1

改定日付 版適用業務名 作成日付

第5
3

オンライン処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

開始

①

②

10 20

関連業務
選択メニュー

1.

身分証明書

終了

関連業務
選択メニュー

2.

相続税法

58条通知

30

3.

附票

関連事務
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第5.4　バッチ処理の流れ図(詳細)



改定日付 版ドキュメント名称 作成日付

第5
4

詳細仕様説明書
作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

〔順守事項〕

　なし

〔留意点〕

(1) 一例の処理を示したものである。

(2) 純然バッチ処理または、オンラインバッチ処理など運用にあわせた方式を取っても構わない。
[オンラインバッチ処理]:オンライン画面で処理起動し、バッチ処理をする。

(3) 個人データ保護(プライバシー)の観点から、業務目的以外に個人のデータを抽出することは許されな
い。

バッチ処理の流れ図(詳細) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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ア. イ. ウ.

　上記の検討を経て作成した流れ図は，以下のとおりである。

第5.4　バッチ処理の流れ図

を、コンピュータ処理の手順に沿って分割し作成する。

(3) バッチシステムの流れ図(詳細)

(1) 作成の目的
　この流れ図は，新業務処理手順図で示されたバッチ処理の部分を，さらに詳細な処理手順
を明らかにするとともに、オンライン処理との重複や組込みの要、不要等についての判断資
料とするものである。

　　 新業務処理手順図の

(2) 作成方法
　作業の内容から，コンピュータ処理に必要な機能を把握した。
　つぎに，コンピュータ処理機能を処理の手順に置き換えた。主なコンピュータの処理機能
は，次のとおりである。
　①データチェック　②抽出　③分類・並び替え(ソート)　④計算　⑤印刷等々
  各処理のファイル，帳票などの入出力と処理内容の名称を記入し，また，処理内容につい
ては，その説明を備考欄に示した。
　なお，追加使用した記号は次のとおりである。

作業内容

バッチ

ソート 表テーブルテープ
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第5
4

バッチ処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

1.高齢者消除抽出 平成 6年12月 1日 平成23　年 3月 1日 14

備　　　考

【準備処理】
　全件検索を対象とするDBを順
ファイルに変換する。
(1)戸籍DB → 戸籍ファイル
(2)附票DB → 附票ファイル

高齢者消除抽出(一覧表作成)
①該当データ抽出(戸籍ファイ
ル)
　戸籍ファイルを順次読み込
み、以下の条件に該当するデー
タのみを戸籍ファイル抽出デー
タに出力する。
(ア)満100歳～満119歳の生存者
・現在戸籍
・100歳未満の在籍者がいない
(イ)満120歳以上の生存者
・現在戸籍
・在籍者の判断は不要

②並び替え(ソート)
　附票ファイルと突合せするた
めに、個人番号で昇順に並び替
え(ソート)する。

③該当データ抽出(附票ファイ
ル)
　戸籍ファイル抽出データと附
票ファイルにより個人番号で突
合せを行う。
　附票の記載がないデータ(住
所がスペースまたは消除されて
いるデータのみ)を高齢者消除
データとして出力する。

④帳票出力
　高齢者消除データファイルを
もとに編集し、高齢者消除一覧
表を出力する。

戸籍
ファイル

準備処理

ファイル変換

附票
ファイル

附票DB

準備処理

ファイル変換

戸籍DB
①

②

附票
ファイル

③

④

戸籍
ファイル

該当データ抽出

戸籍ﾌｧｲﾙ
抽出ﾃﾞｰﾀ

ソート

戸籍ﾌｧｲﾙ
抽出ﾃﾞｰﾀ

該当データ抽出

高齢者
消除データ

帳票出力

高齢者消除
該当者一覧
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第5
4

バッチ処理の流れ図(詳細)
作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

2.行政区画変更 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

備　　　考

【事前準備】
　行政区画変更に対する、新旧
テーブルを作成する
・本籍コードと町名称
・分割する場合は地番まで

※事前に戸籍DB→戸籍ファイル
に変換する。

①該当データ抽出(戸籍ファイ
ル)
　戸籍特定の本籍コードと、対
応テーブルとを突き合わせ、該
当データを戸籍ファイル抽出
データへ出力する。

②並び替え(ソート)
　本籍コードで昇順に並び替え
を行う。

③新町名変更チェック
　戸籍ファイルより抽出された
データを、新旧対応テーブルに
よって，変換できるかチェック
を行う。
　変換不能データは、変換不能
リストに出力し、原因調査。変
換可能なデータは、新情報(本
籍コード、町名称)を付加し本
籍町名変更ファイルへ出力す
る。

④帳票出力(確認リスト)
　本籍町名変更ファイルから確
認リストを編集出力する。

　内容確認後、正しければ、戸
籍DBへ反映させるため、更新処
理を行う。

⑤戸籍DB更新
　本籍町名変更ファイルをもと
に、戸籍DBを検索し、戸籍事項
の情報を付加(更新事項)すると
同時に、本籍情報を更新する。
　また、更新ブルーフリストも
出力し、検証に活用する。

⑥帳票出力(本籍町名変更通知)
　本籍の変更を行った戸籍に対
し、その旨を通知する。
　宛名を取り込むため、附票DB
より、筆頭者(在籍者)の住所を
取得する。

②

③

④

戸籍ﾌｧｲﾙ
抽出ﾃﾞｰﾀ

ソート

戸籍ﾌｧｲﾙ
抽出ﾃﾞｰﾀ

帳票出力

確認リスト
新・旧対応表

戸籍
ファイル新旧対応

テーブル

新旧対応
テーブル

新町名変換

チェック

①

該当データ抽出

本籍町名
変更

ファイル

本籍町名
変更

ファイル

⑤

⑥

帳票出力

本籍町名変更
通知(ハガキ)

更新ブルーフ
リスト

戸籍DB更新
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第 5.5 ｢画面｣関係仕様 

 

(目次) 

 

(1) 画面設計書 

 

(2) 画面項目一覧表 

 



第5.5.(2)　画面設計書



(1)　画面の流れは｢第5-1　新業務処理手順図｣および｢第5-3　オンライン処理の流れ図(詳細)｣の通りとする。そ
の他は｢第7-2　要件定義書｣を熟読し,と。

(2)　入出力項目は｢第5-5(1)　画面設計書｣および｢第5-5(2)　画面項目一覧票｣の通りとする。

〔留意点〕

(1)　画面設計書はサンプルであり,入出力項目の長さは任意である。ただし氏名,本籍等全部を入出力できる方策
を講じなければいけない(桁数の設定は任意)。

(2)　画面の項目名は画面設計書の制約から省略形を多く用いているが,省略する場合は意味が理解できる文言を
使用すること。入力項目については順守しなければいけないが,表示項目(コード内容･説明項目等)は任意であ
る。

(3)　画面設計書の制約から内容によっては複数に画面を分割して提示してあるが,単一画面(論理大画面方式等)
を採用しても構わない。項目の順番も任意とする。

(4)　画面設計書にあるガイダンス行はファンクションキー等を使用する場合に用いる。

〔順守事項〕

ドキュメント名称 作成日付 改定日付 版

　｢画面｣関係仕様 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
詳細仕様説明書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-5-(2)-1



(3) 画面設計書

上記の検討を経て作成した画面設計書は,以下のとおりである。

第5.5.(2)　画面設計書

(1) 作成の目的

画面に入出力する項目、位置を明確にするとともに,その後の詳細設計の検討に資
するため,オンラインの流れ図に沿って画面設計書を作成する。

(2) 作成方法

画面のレイアウトは,参考までに一般的パターンである24行/80桁のイメージで作
成したものである。
画面の1行目は画面ID(識別番号),画面名称,コンピュータの処理年月日を出力
し,22～23行目はPFキーガイダンス,24行目はエラーメッセージの出力欄とした。
また,画面上の入出力項目の属性,タイプについては,次のとおりである。
K:漢字(全角)
N:カナ(以下,半角)
X:英数字カナ
9:数字

 5-5-(2)-2



画面番号 画面名 戸籍業務メニュー

適用業務名 作成日付 改定日付 版

0.業務メニュー 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-5-(2)-3



画面番号 画面名 検索処理メニュー

1.検索処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-5-(2)-4



　　　　　　　　　本籍:管内の町丁名以降
　　　　　　　　　NOの下:旧氏名で検索した場合｢旧｣を表示

　　　　　　　　　　　　*検索件数:MAX99件

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理　1-1-1.戸籍検索　該当戸籍一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 該当戸籍一覧

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-5-(2)-5



　　　　　　　　　　配偶:夫,妻,生配(生存配偶者)
　　　　　　　　　　　家:家裁からの通知の有無を表す
　　　　　　　　　　　伺:受理伺いまたは処理伺いの届出の有無を表す
　　　　　　　　　　　保:保留の届出の有無を表す
　　　　　　　　　　　胎:胎児認知の有無を表す
　　　　　　　　　　　メ:メモの有無を表す

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理　1-1-1.戸籍検索　戸籍構成員一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 戸籍構成員一覧

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-5-(2)-6



　　　　　　　　　家　　　　 家裁通知の有無を表す
　　　　　　　　　伺　　　　 受理伺いまたは処理伺いの届出の有無を表す
　　　　　　　　　保　　　　 保留の届出の有無を表す
　　　　　　　　　胎　　　　 胎児認知の有無を表す
　　　　　　　　　メ　　　　 メモの届出の有無を表す
　　　　　　　　　8行49桁目　筆頭者の場合『筆頭者』
　　　　　　　　　8行57桁目　配偶者区分により『夫』『妻』『生存配偶者』
　　　　　　　　　8行69桁目　個人状態Fより破産宣告人の場合『破産者』

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理　1-1-1.戸籍検索　個人詳細表示 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 個人詳細表示

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-5-(2)-7



　　　　　　　　　失効区分:終了、取り下げ、失効を区分する

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理　1-3.不受理申出ファイル検索 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 不受理申出ファイル表示

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-5-(2)-8



画面番号 画面名 個人状態ファイル表示

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理　1-4.個人状態ファイル検索 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-5-(2)-9



検索キー、カナ氏名:事件本人1～4のカナ氏名を検索する
　　　　　　　　　 (但し、氏のみ又は、氏名両方入力の場合は、完全一致)
検索キー、漢字氏名:事件本人1～4の漢字氏名を検索する
　　　　　　　　　 (但し、氏のみ又は、氏名両方入力の場合は、完全一致)
検索キー、処分区分:1=受理、2=不受理、3=受理伺、4=処理伺、5=返戻、6=取り下げ、7=保留、8=受撤
回、9=誤処理

画面名 受付ファイル選択

*補助キー･･･事件コード、渉外区分(SPACE=全事件、1=日本人、2=渉外、3=外国
人)
　　　　　　生年月日、受理送付区分(1=受理、2=送付、SPACE=両方)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理　1-2.受付ファイル検索　受付ファイル選択 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

画面番号

 5-5-(2)-10



　　　　　　　　　事件本人1～2:事件本人区分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 exp.被認知者、認知者　等
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人=届出人の場合、事件本人区分の下に｢届出人｣と表示
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の氏名(カナ,漢字)
　　　　　　　　　　　 　　　　事件本人の生年月日
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の本籍地/筆頭者
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の送達確認1:従前本籍分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〃　　　　2:新本籍分
　　　　　　　　　　*事件本人が3人以上の場合は複数頁になる
　　　　　　　　　届出人1～2:　届出人の資格
　　　　　　　　　　　　　　　 exp.父、母　等
　　　　　　　　　　　　　　　 届出人の氏名
　　　　　　　　　　*事件本人=届出人の場合は表示せず
　　　　　　　　　届後本箱･筆頭者
　　　　　　　　　　*死亡の場合は"死亡日時"項目となり,タイトルも『死亡日時』となる
　　　　　　　　　　 但し,受付DB上は届後本籍の項目欄と共用

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理　1-2.受付ファイル検索　受付ファイル検索 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

画面番号 画面名 受付ファイル検索

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1
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　　　　　　　　　※ 6.特別養子離縁、35.縁組取消届～40.推定相続人廃除取消届
　　　　　　　　　　　 審査結果入力処理

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　2-1.届出メニュー 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 届出メニュー

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-5-(2)-12



　　　　　　　　　本籍:管内の町丁名以降
　　　　　　　　　NOの下:旧氏名で検索した場合｢旧｣を表示

　　　　　　　　　*検索件数:MAX99件

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　本籍人戸籍検索(1/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 該当戸籍一覧(異動)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

 5-5-(2)-13



　　　　　　　　　配偶:夫,妻,生配(生存配偶者)
　　　　　　　　　　家:家裁からの通知の有無を表す
　　　　　　　　　　伺:受理伺いまたは処理伺いの届出の有無を表す
　　　　　　　　　　保:保留の届出の有無を表す
　　　　　　　　　　胎:胎児認知の有無を表す
　　　　　　　　　　メ:メモの有無を表す

　　　　　　　　 19行目～20行目:各届出毎の検索し、個人特定する項目を表示/入力する。

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　本籍人戸籍検索(2/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 戸籍構成員一覧(異動)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

父
入るべき戸籍

EXP.出生届

母

 5-5-(2)-14



　　　　　　　　　家　　　　 家裁通知の有無を表す
　　　　　　　　　伺　　　　 受理伺いまたは処理伺いの届出の有無を表す
　　　　　　　　　保　　　　 保留の届出の有無を表す
　　　　　　　　　胎　　　　 胎児認知の有無を表す
　　　　　　　　　メ　　　　 メモの届出の有無を表す
　　　　　　　　　8行49桁目　筆頭者の場合『筆頭者』
　　　　　　　　　8行57桁目　配偶者区分により『夫』『妻』『生存配偶者』
　　　　　　　　　8行69桁目　個人状態Fより破産宣告人の場合『破産者』

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　本籍人戸籍検索(3/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 個人詳細表示(異動)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

 5-5-(2)-15



出生子項目

出生区分　　　1:嫡出子,2:準正嫡出子,3:非嫡出子,4:棄児
出生地　　　　国内出生の場合、行政区迄の入力。行政区迄の入力かどうかの審査項目はない。
　　　　　　　国外出生の場合も上記同様。
国籍　　　　　出生子が外国人である場合に入力する。但し、任意入力項目であるが、日本人父･外国人母の戸籍
法62条に基づく出生届の場合は、必須入力となる。

届出人項目

　資格名称　　届出人資格が、法定代理人又は、市区町村長の場合に実際の名称を入力する。
　　　　　　　　例:法定代理人→母の親権者　等
　　　　　　　　　 出生区分=4(棄児)の場合
　　　　　　　　　　 届出人資格コード　　→097　　　　　　　　 ←　操作員入力
　　　　　　　　　　 届出人資格コード名称→市区町村長　　　　　←　システムがコードより編集･表示
　　　　　　　　　　 届出人資格名称　　　→△△△県□□□市　　←　操作員入力
　　　　　　　　　　 届出人氏名　　　　　→　---　　　　　　　 ←　未入力

画面番号 画面名 出生届(その1)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

出生 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/4

 5-5-(2)-16



入るべき戸籍項目

嫡出子例外　　　民法772条の規定により嫡出の推定を受ける子につき、例外的な取扱いを指す。
　　　　　　　　　例:昭和39年2月6日　民事甲第276号回答　等
婚姻解消日　　　父母の離婚日又は、婚姻の取消し日。
母前婚姻解消日　父母離婚後、母につき新戸籍を編製した戸籍を入力した場合の離婚日(婚姻解消日)
　　　　　　　　(上記パターンを婚姻解消日に入力すると、関連チェックで婚姻日とのチェックを行っているの
で、母の戸籍には婚姻に関する身分事項はないから入力出来ない。)
　　　　　　　　又は、母が筆頭者で婚姻･離婚を繰り返した場合の、直近の婚姻･離婚日より一つ前の離婚日を
指す。
入籍事件日　　　入籍事由の事件発生日を指す。
　　　　　　　　　例:婚姻した場合、婚姻日,養子縁組をした場合、縁組日　等

画面番号 画面名 出生届(その2)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

出生 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/4
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裁判項目

子の氏変更申出　　嫡出否認･親子関係不存在確認の裁判確定･審判書の添付とともに、子の氏を母の氏とする申
出があった場合に入力。
対象父氏名　　　　裁判の対象となった父の入力。
(生年月日)

画面番号 画面名 出生届(その3)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

出生 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/4
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画面番号 画面名 出生届(ガイダンス)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

出生 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/4

 5-5-(2)-19



画面番号 画面名 　認知届(その1)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　認知届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/4

 5-5-(2)-20



作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 　認知届(その2)

2.異動処理　認知届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/4

適用業務名
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画面番号 画面名 　認知届(その3)

システム化調査研究会 3/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　認知届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

 5-5-(2)-22



作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 　認知届ガイダンス

2.異動処理　認知届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/4

 5-5-(2)-23



画面番号 画面名 養子縁組　縁組形態入力

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子縁組 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/6
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適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子縁組 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 養子縁組(その1)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/6

 5-5-(2)-25



2.異動処理　養子縁組 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 養子縁組(その2)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-5-(2)-26



2.異動処理　養子縁組 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

画面番号 画面名 養子縁組(その3)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-5-(2)-27



2.異動処理　養子縁組 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 養子縁組(その4)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 5/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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6/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子縁組 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会

画面番号 画面名 養子縁組　ガイダンス
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画面番号 画面名 養子離縁届 離縁形態入力 他

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子離縁届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/6

 5-5-(2)-30



適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子離縁届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 養子離縁届(その1)･入力

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/6

 5-5-(2)-31



2.異動処理　養子離縁届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 養子離縁届(その2)･入力

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-5-(2)-32



2.異動処理　養子離縁届 平成6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1

画面番号 画面名 養子離縁届(その3)･入力

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/6

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

 5-5-(2)-33



2.異動処理　養子離縁届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 養子離縁届(その4)･入力

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 5/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-5-(2)-34



6/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子離縁届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会

画面番号 画面名 養子離縁届(その5)･入力

 5-5-(2)-35



画面番号 画面名 特別養子縁組　縁組形態入力

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　特別養子縁組 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/4

 5-5-(2)-36



作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 特別養子縁組(その1)

2.異動処理　特別養子縁組 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/4

適用業務名

 5-5-(2)-37



画面番号 画面名 特別養子縁組(その2)

システム化調査研究会 3/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　特別養子縁組 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

 5-5-(2)-38



作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 特別養子縁組(その3)

2.異動処理　特別養子縁組 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/4

 5-5-(2)-39



画面番号 画面名 戸籍法73条の2届(その1)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　戸籍法73条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

 5-5-(2)-40



作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 戸籍法73条の2届(その2)

2.異動処理　戸籍法73条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

 5-5-(2)-41



適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子離縁同時73条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/6

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2　離縁形態入力　他

 5-5-(2)-42



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子離縁同時73条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2(その1)･入力

 5-5-(2)-43



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子離縁同時73条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2(その2)･入力

 5-5-(2)-44



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/6

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

2.異動処理　養子離縁同時73条の2届 平成6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2(その3)･入力

 5-5-(2)-45



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 5/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子離縁同時73条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2(その4)･入力

 5-5-(2)-46



6/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　養子離縁同時73条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2(その5)･入力

 5-5-(2)-47



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　婚姻届(1/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 婚姻届(その1)

 5-5-(2)-48



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 婚姻届(その2)

2.異動処理　婚姻届(2/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名

 5-5-(2)-49



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　離婚届(1/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 離婚届(その1)

 5-5-(2)-50



2.異動処理　離婚届(2/3) 平成6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

画面番号 画面名 離婚届(その2)

 5-5-(2)-51



2.異動処理　離婚届(3/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 離婚届(その3)

 5-5-(2)-52



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　77条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 77条の2届

 5-5-(2)-53



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　離婚同時77条の2届(1/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 離婚同時77条の2届(その1)

 5-5-(2)-54



2.異動処理　離婚同時77条の2届(2/3)　入力 平成6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

画面番号 画面名 離婚同時77条の2(その2)　入力

 5-5-(2)-55



2.異動処理　離婚同時77条の2届(3/3)　(確認) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 離婚同時77条の2届(その3)　確認

 5-5-(2)-56



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　親権･管理権届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 親権･管理権(その1)

 5-5-(2)-57



2.異動処理　親権･管理権届 平成6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

画面番号 画面名 親権･管理権(その2)

 5-5-(2)-58



2.異動処理　親権･管理権届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 親権･管理権ガイダンス画面

 5-5-(2)-59



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

2.異動処理　未成年後見 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

画面番号 画面名 未成年後見届(その1)

 5-5-(2)-60



2.異動処理　未成年後見届 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

画面番号 画面名 未成年後見届(その2)

 5-5-(2)-61



2.異動処理　未成年後見届 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

画面番号 画面名 未成年後見届(ガイダンス)

 5-5-(2)-62



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　保佐 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 保佐届(その1)

 5-5-(2)-63



2.異動処理　保佐 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 保佐届(その2)

 5-5-(2)-64



2.異動処理　保佐 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 保佐届ガイダンス

 5-5-(2)-65



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

　　　　　　　　　[本籍不分明区分]
　　　　　　　　　　 0:死亡届
　　　　　　　　　　 1:92条Ⅰの報告
　　　　　　　　　　 2:92条Ⅱの報告
　　　　　　　　　　 3:92条Ⅲの届出
　　　　　　　　　　 4:身元不明の死亡届
　　　　　　　　　　 5:本籍分明(本籍分明届、追完届)

　　　　　　　　　[届出人資格]
　　　　　　　　　　 83:同居の親族
　　　　　　　　　　 84:同居していない親族
　　　　　　　　　　 85:同居者
　　　　　　　　　　 86:家主
　　　　　　　　　　 87:地主
　　　　　　　　　　 88:家屋管理人
　　　　　　　　　　 89:土地管理人
　　　　　　　　　　 92:船長からの航海日誌の謄本提出[法93条(55条)]
　　　　　　　　　　 93:公設所の長の届出[法93条(56条)] ○○所長/院長
　　　　　　　　　　 94:公設所の長の報告[法90条] ○○刑務所長/拘置所長
　　　　　　　　　　 95:取調官庁及び公署の報告[法89条] ○○署長/○○知事
　　　　　　　　　　 96:警察官の報告[法92条1項、2項] ○○署長
　　　　　　　　　　 99:その他(公路死亡等)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　死亡届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 死亡届

 5-5-(2)-66



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　死亡届(ガイダンス) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 死亡届(ガイダンス)

 5-5-(2)-67



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

　　　　　　　　　(参考)
　　　　　　　　　　『利害関係者』
　　　　　　　　　　　　･推定相続人
　　　　　　　　　　　　･配偶者
　　　　　　　　　　　　･財産管理者
　　　　　　　　　　　　･受遺者
　　　　　　　　　　　　･保険金受取人

　　　　　　　　　[届出資格]　099:その他　何何企業代表理事

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　失踪届(1/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 失踪届

 5-5-(2)-68



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　失踪届(2/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 失踪届(ガイダンス)

 5-5-(2)-69



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　復氏届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 復氏届(その1)

 5-5-(2)-70



2.異動処理　復氏届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 復氏届(その2)

 5-5-(2)-71



2.異動処理　復氏届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 復氏届(その3)

 5-5-(2)-72



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　姻族関係終了届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 姻族関係終了届

 5-5-(2)-73



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　推定相続人廃除届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 推定相続人廃除届

 5-5-(2)-74



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　入籍届種別入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 入籍届種別入力

 5-5-(2)-75



2.異動処理　入籍届(1/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面名 入籍届(その1)

　　　　　　　　　入籍事由　　　　　1:氏を称する入籍,2:同籍する入籍,3:従前の氏を称する入籍

　　　　　　　　　入籍相手　　　　　1:無,2:父,3:母,4:父母,5:養父,6:養母,7:養父母,8:父及び養母,9:母及び養
父

　　　　　　　　　戸籍変動区分　　　1:既にある戸籍に入る,2:父又は母の新戸籍に入る,3:新しい戸籍をつくる

　　　　　　　　　入籍先本･非区分　 1:本籍,2:非本籍

　　　　　　　　　入籍先個人除区分　0:在籍者,1=除籍者,2:戸籍消除者,3:消除者,4:消除及び除籍者

　　　　　　　　　入籍先筆頭者区分　0:構成員,1:筆頭者

　　　　　　　　　入籍先配偶者区分　スペース:未入力,0:未婚,1:夫,2:妻,3:生存配偶者

画面番号
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入籍人本･非区分　 1:本籍,2:非本籍

入籍人筆頭者区分　0:構成員,1:筆頭者

入籍人配偶者区分　0:未婚,1:夫,2:妻,3:生存配偶者

更正区分 　　　　 1:無,2:父,3:母,4:父母,5:養父,6:養母,7:養父母,8:父及び養母,9:母及び養父

届出人資格　　　　009:配偶者,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母,030:後
見人,098:事件本人,000:未入力

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/4

画面番号 画面名 入籍届(その2)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　入籍届(2/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/4

　　　　　　　　　外国人区分　　0:日本人,1:外国人

　　　　　　　　　配偶者区分　　1:夫,2:妻

　　　　　　　　　更正区分　　　1:無,5:養父,6:養母,7:養父母

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　入籍届(3/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 入籍届(その3)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　分籍届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 分籍届
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　国籍取得届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 国籍取得(その1)･入力
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 国籍取得(その2)･入力

2.異動処理　国籍取得届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名
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適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　帰化届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/6

画面番号 画面名 帰化　帰化種別入力　他
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　帰化届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 帰化(その1)･入力
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　帰化届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 帰化(その2)･入力
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　帰化届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 帰化(その3)･入力
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 5/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　帰化届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 帰化(その4)･入力
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6/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　帰化届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会

画面番号 画面名 帰化(その5)･入力
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･喪失年月日…帰化事実証明書などの添付書類に記録されている国籍喪失年月日

･喪失原因(区分)…該当する喪失原因(区分)を入力
　　　　　　　　 (1)志望により外国国籍を取得した(国11)
　　　　　　　　 (2)重国籍者による国籍離脱(国13,憲法22)
　　　　　　　　 (3)重国籍者の国籍選択(国11-Ⅱ)
　　　　　　　　 (4)国籍選択の催告を受けて選択をしなかった(国15-Ⅲ)
　　　　　　　　 (5)国籍喪失の宣告を受けた(国16-Ⅱ,Ⅳ)

･喪失原因(国名)…喪失原因(区分)が(1),(2),(3)の時、取得･選択した国の国名コードを入力

･届出人資格…事件本人、配偶者又は四親等内の親族が届出人資格を有する(戸103-Ⅰ)
　　　　　　 また、官公署が職務上国籍を喪失した者があることを知ったときは、本籍地の市区町村
長に報告しなければならない(戸105)
　　　　　　 この場合の報告者は居出人資格を｢099:その他｣で対応して、届出人資格名称は届出人氏
名欄に入力する
　　　　　　 届出人資格(006:夫,007:妻,001:父,002:母,098:事件本人,082:親族,099:その他)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 国籍喪失届

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　国籍喪失届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

入力項目の説明

 5-5-(2)-88



･現有外国国籍区分…国籍を選択するものが有しているすべての外国国籍を国名コードにより入力
　　　　　　　　　　[同時に有する外国国籍が通常最大3重国籍と考えられるため、その入力項目を3
項目設定する]
　　　　　　　　　　(戸104の2-Ⅱ)

･届出人資格1･2…国籍を選択しようとする者又は、その者が15才未満のときは、その法定代理人の届
出人資格を入力(国18)
　　　　　　　　　法定代理人が外国に在る外国人であっても届出をすることができる
　　　　　　　　　(昭59.11.1民二5500号通達第3の5の(2))
　　　　　　　　　(1)届出人資格1 (016:親権者父,019:親権者養父,030:後見人,017:親権者母,020:
親権者養母,098:事件本人)
　　　　　　　　　(2)届出人資格2 (016:親権者父,019:親権者養父,030:後見人,017:親権者母,020:
親権者養母,098:事件本人)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 国籍選択届

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　国籍選択届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

入力項目の説明
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･喪失年月日…外国官公署の発行する国籍離脱証明書などの添付書類に記録されている外国国籍喪失年
月日

･国籍喪失国名…国籍を喪失した国の国名コードを入力

･届出人資格1･2…外国の国籍を喪失した本人又は、その者が15才未満のときは、その法定代理人の届
出人資格を入力
　　　　　　　　(1)届出人資格1(016:親権者父,019:親権者養父,030:後見人,017:親権者母,020:親権
者養母,098:事件本人)
　　　　　　　　(2)届出人資格2(016:親権者父,019:親権者養父,030:後見人,017:親権者母,020:親権
者養母,098:事件本人)

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 外国国籍喪失届

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　外国国籍喪失届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

入力項目の説明
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　氏の変更届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 氏の変更届(その1)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 氏の変更届(その2)

2.異動処理　氏の変更届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　107条2項届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 107条2項届
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　107条3項届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 107条3項届
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　107条4項届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 107条4項届
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　名の変更届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 名の変更届(その1)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 名の変更届(その2)

2.異動処理　名の変更届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　転籍届(1/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 転籍届(その1)
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2.異動処理　転籍届(2/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 転籍届(その2)
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2.異動処理　転籍届(3/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 並び変え(転籍届)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　就籍届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 就籍届
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

　　　　　　　　　事件本人1～2:事件本人区分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 exp.被認知者、認知者等
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人=届出人の場合、事件本人区分の下に｢届出人｣と表示
　　　　　　　　　　　 　　　　事件本人の氏名(カナ、漢字)
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の生年月日
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の本籍地
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の送達確認1:従前本籍分
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　〃　　　　2:新本籍分
　　　　　　　　　　　　*事件本人が3人以上の場合は複数頁になる
　　　　　　　　　届出人1～2:　届出人の資格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 exp.父、母　等
　　　　　　　　　　　 　　　　届出人の氏名
　　　　　　　　　　　　*事件本人=届出人の場合は表示せず

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.処分決定処理　処分決定･仮受付 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 処分決定･仮受付
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

　　　　　　　　　事件本人1～2:事件本人区分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 exp.被認知者、認知者等
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人=届出人の場合、事件本人区分の下に｢届出人｣と表示
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の氏名(カナ、漢字)
　　　　　　　　　　　 　　　　事件本人の生年月日
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の本籍地
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の送達確認1:従前本籍分
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　〃　　　　2:新本籍分
　　　　　　　　　　　　*事件本人が3人以上の場合は複数頁になる
　　　　　　　　　届出人1～2:　届出人の資格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 exp.父、母　等
　　　　　　　　　　　 　　　　届出人の氏名
　　　　　　　　　　　　*事件本人=届出人の場合は表示せず

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.処分決定処理　処分決定･受付 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 処分決定･受付
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　エラー履歴処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 エラー履歴一覧
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.処分決定　処分決定確認表示 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 処分決定　確認表示
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2.処分決定　戸籍構成員一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 処分決定　戸籍構成員一覧(処分決定)
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2.処分決定　個人詳細表示 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 処分決定　個人詳細表示(処分決定)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(移記戸籍選択) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(移記戸籍選択)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(移記戸籍構成員一覧) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(移記戸籍構成員一覧)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(個人情報表示) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(個人情報表示)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(移記:戸籍事項表示) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(移記:戸籍事項表示)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(移記:戸籍事項事件メニュー) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(移記:戸籍事項事件メニュー)
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(移記:戸籍事項事件別入力　氏の変更) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(移記:戸籍事項事件別入力　氏の変更)1/2
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 (移記:戸籍事項事件別入力　氏の変更)2/2

3.移記事項入力処理(移記:戸籍事項事件別入力　氏の変更) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名
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第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(戸籍事項並べ替え) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(戸籍事項並べ替え)
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(移記:身分事項表示) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(移記:身分事項表示)
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(身分事項並べ替え) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(身分事項並べ替え)
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記事項入力処理(移記:身分事項事件メニュー) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　(移記:身分事項事件メニュー)

 5-5-(2)-118



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

3.移記処理　事件別入力(出生)子の記録1/4 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 事件別入力(出生)子の記録(その1)

 5-5-(2)-119



3.移記処理　事件別入力(出生)子の記録2/4 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 事件別入力(出生)子の記録(その2)
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3.移記処理　事件別入力(出生)子の記録3/4 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 事件別入力(出生)子の記録(その3)
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5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/4

作成日付 改定日付 版

画面番号 画面名 事件別入力(出生)子の記録(その4)

3.移記処理　事件別入力(出生)子の記録4/4 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

　　　　　　　　　処理方法:1)一覧表の表示後選択番号の入力
　　　　　　　　　　　　　 2)受領番号の直接入力

　　　　　　　　　受領番号の上:処分を表示する
　　　　　　　　　　　　　　　　 exp.受理、不受理、返戻、受理の撤回
　　　　　　　　　事件本人の隣:受付帳が複数ある場合に｢*｣を表示する
　　　　　　　　　　　　　　　　　(同時決裁受領番号を参照)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

4.決裁処理　未決裁一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 未決裁一覧
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

　　　　　　　　　事件本人1～2:事件本人区分
　　　　　　　　　　　　　　　　　 exp.被認知者、認知者等
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人=届出人の場合、事件本人区分の下に｢届出人｣と表示
　　　　　　　　　　　 　　　　事件本人の氏名(カナ、漢字)
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の生年月日
　　　　　　　　　　　　　　　 事件本人の送達確認1:従前本籍分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〃　　　　2:新本籍分
　　　　　　　　　　　 *事件本人が3人以上の場合は複数頁になる

　　　　　　　　　届出人1～2:　届出人の資格
　　　　　　　　　　　　　　　　 exp.父、母　等
　　　　　　　　　　 　　　　　届出人の氏名
　　　　　　　　　　　 *事件本人=届出人の場合は表示せず

適用業務名 作成日付 改定日付 版

4.決裁処理　決裁･受付 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 決裁･受付
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

4.決裁処理　決裁確認表示 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 決裁確認表示
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

4.決裁処理　戸籍構成員一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 決裁　戸籍構成員一覧(決裁)
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

4.決裁処理　個人詳細表示 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 決裁　個人詳細表示(決裁)
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

5.証明発行処理 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12

画面番号 画面名 証明書選択メニュー
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

　　　　　　　　　本籍:管内の町丁名以降
　　　　　　　　　NOの下:旧氏名で検索した場合｢旧｣を表示

　　　　　　　　　*検索件数:MAX99件

適用業務名 作成日付 改定日付 版

5.証明処理　5-3.本籍人戸籍検索(1/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 該当戸籍一覧(証明)
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

　　　　　　　　　配偶:夫,妻,生配(生存配偶者)
　　　　　　　　　　家:家裁からの通知の有無を表す
　　　　　　　　　　伺:受理伺いまたは処理伺いの届出の有無を表す
　　　　　　　　　　保:保留の届出の有無を表す
　　　　　　　　　　胎:胎児認知の有無を表す
　　　　　　　　　　メ:メモの有無を表す

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.証明処理　5-3.本籍人戸籍検索(2/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 戸籍構成員一覧(証明)
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

　　　　　　　　　家　　　　 家裁通知の有無を表す
　　　　　　　　　伺　　　　 受理伺いまたは処理伺いの届出の有無を表す
　　　　　　　　　保　　　　 保留の届出の有無を表す
　　　　　　　　　胎　　　　 胎児認知の有無を表す
　　　　　　　　　メ　　　　 メモの届出の有無を表す
　　　　　　　　　8行49桁目　筆頭者の場合『筆頭者』
　　　　　　　　　8行57桁目　配偶者区分により『夫』『妻』『生存配偶者』
　　　　　　　　　8行69桁目　個人状態Fより破産宣告人の場合『破産者』

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.証明処理　5-3.本籍人戸籍検索(3/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 個人詳細表示(証明)
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

5.証明書発行処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 戸籍事項選択
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

5.証明書発行処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 個人特定事項選択
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

5.証明書発行処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 身分事項選択
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

5.証明書発行処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 証明書発行確認

 5-5-(2)-135



第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

6.統計処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 統計処理選択メニュー
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

7.帳票出力処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 帳票出力選択メニュー
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

10.関連業務処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 関連業務選択メニュー
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

8.ファイル更新処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 ファイル更新処理メニュー
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

　　　　　　　　　失効区分:終了、取り下げ、失効を区分する

適用業務名 作成日付 改定日付 版

8.ファイル更新処理　1.不受理申出ファイル更新 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 不受理申出ファイル更新
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1/1

第5
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(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会

画面名 個人状態ファイル更新

適用業務名 作成日付 改定日付 版

8.ファイル更新処理　2.個人状態ファイル更新 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号
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9.受領番号確保 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 休日･夜間分　受理番号確保

1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

第5
5

(2)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会
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第5.5.(3) 画面項目一覧表



第5.5.(3) 画面項目一覧表

(3) 画面項目一覧表

　　上記の検討を経て作成した一覧表は,以下のとおりである。

(2) 作成方法

　　画面設計書で示した各項目の洗い出しを行った。
　　なお,各欄の記入内容は,次のとおりである。

　　ア　画面名　　　　画面の名称を記入する。

　　イ　項目名　　　　項目の名称を記入する。

　　ウ　桁数　　　　　項目の桁数(長さ)を記入する。

　　エ　タイプ　　　　項目の属性(漢字･数字･カナ)を記入する。

　　オ　入出力　　　　入力項目なら｢入｣、出力項目なら｢出｣と記入する。

(1) 作成の目的

　　入出力項目,ファイル項目を把握する資料とするため,オンラインシステムの流れ図
届書及び画面設計書を参考にして,画面項目を検討し作成する。
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No. 桁数

1 8

2 9

3 2

4 15

5 39

6 39

7 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　戸籍業務メニュー

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　0.業務メニュー 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

業務選択番号 数字 入

パスワード 英数字 入 *自治体固有チェック

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 9

3 2

4 39

5 39

6 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　検索処理メニュー

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　1.検索処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

選択番号 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 60

5 30

6 30

7 7

8 30

9 2

10 14

11 7

12 7

13 7

14 7

15 1

16 14

17 21

18 2

19 39

20 39

21 39

第5
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　該当戸籍一覧

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　1.検索処理　1-1.戸籍検索　該当戸籍一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

カナ氏名 カナ 入

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

生年月日 英数字 入 元号コード入力有

筆頭者 漢字 入 ｢氏△名｣

漢字氏名 漢字 入

本籍 漢字 出

生年月日 英数字 出

編製日 英数字 出

一連番号 数字 出

本人氏名 漢字 出

旧氏名検索表示 漢字 出 検索対象が旧氏名の場合｢旧｣表示

筆頭者 漢字 出

消除日 英数字 出

除籍日 英数字 出

本籍地 漢字 出

*上記9～17を一画面MAX5人表示する　(複数ページ有り)

該当番号 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 2

7 2

8 30

9 30

10 33

11 2

12 14

13 7

14 7

15 3

16 2

17 1

18 1

19 1

20 1

21 1

22 2

23 39

24 39

25 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　1.検索処理　1-1.戸籍検索　戸籍構成員一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　戸籍構成員一覧

項目名 タイプ 入出力 備考

消除日 英数字 出

記録数 数字 出

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出

筆頭者 漢字 出

戸籍事項(1～6) 漢字 出

在籍数 数字 出

本籍 漢字 出

*上記10を一画面MAX6行表示する　(複数ページ有り)

構成員SEQ番号 数字 出

構成員漢字氏名 漢字 出

構成員続柄 漢字 出

構成員配偶者区分 漢字 出

構成員生年月日 英数字 出

構成員除籍日 英数字 出

構成員保留届出有無 漢字 出 保留:1の時｢*｣

構成員胎児認知有無 漢字 出 胎児認知:1の時｢*｣

構成員裁判所通知有無 漢字 出 裁判所通知:1の時｢*｣

構成員伺い届出有無 漢字 出 受理･処理伺い:1の時｢*｣

構成員メモ有無 漢字 出 メモ:NOT SPACEの時｢*｣

*上記11～20を一画面MAX8人表示する　(複数ページ有り)

詳細選択番号 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 1

7 1

8 1

9 1

10 1

11 30

12 30

13 60

14 30

15 7

16 7

17 3

18 5

19 3

20 14

21 14

22 3

23 14

24 14

25 3

26 2

27 8

28 27

29 39

30 39
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面番号 画面名 　個人詳細表示(1/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　1.検索処理　1-1.戸籍検索　個人詳細表示 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

伺い届出有無 漢字 出 受理･処理伺い:1の時｢有｣

保留届出有無 漢字 出 保留:1の時｢有｣

消除日 英数字 出

裁判所通知有無 漢字 出 裁判所通知:1の時｢有｣

本籍 漢字 出

筆頭者 漢字 出

胎児認知有無 漢字 出 胎児認知:1の時｢有｣

メモ有無 漢字 出 メモ:NOT SPACEの時｢有｣

生年月日 英数字 出

除籍日 英数字 出

カナ氏名 カナ 出

漢字氏名 漢字 出

破産宣告人表示 漢字 出 破産宣告人の場合｢破産者｣

父氏名 漢字 出

筆頭者表示 漢字 出 筆頭者の場合｢筆頭者｣

配偶者区分表示 漢字 出

養父氏名 漢字 出

養母氏名 漢字 出

母氏名 漢字 出

父母との続柄 漢字 出

身分事項事件名 漢字 出

身分事項記録項目 漢字 出

養父母との続柄 漢字 出

身分事項事件項番 数字 出

*上記25～27を一画面MAX10行表示する　(複数ページ有り)

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

31 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　個人詳細表示(2/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　1.検索処理　1-1.戸籍検索　個人詳細表示 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

エラーメッセージ行 漢字 出

 5-5-(3)-7



No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 60

5 30

6 30

7 14

8 7

9 2

10 3

11 1

12 7

13 7

14 7

15 1

16 3

17 2

18 20

19 30

20 30

21 39

22 39

23 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　不受理申出ファイル表示

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　1.検索処理　1-3.不受理申出ファイル検索 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

カナ氏名 カナ 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者 漢字 出

生年月日 英数字 出

漢字氏名 漢字 出

本籍 漢字 出

受理･送付別 数字 出 受理分:1,送付分:2

開始日 英数字 出

項番 数字 出

出張所番号 数字 出

失効区分 数字 出 終了:1,取下:2,失効:3

失効区分表示 漢字 出 (上記の内容を表示)

送付日 英数字 出

失効日 英数字 出

不受理申出相手氏名1 漢字 出

不受理申出相手氏名2 漢字 出

不受理申出事件コード 数字 出

不受理申出事件名称 漢字 出

*上記　9～20を一画面MAX2件分示する　(複数ページ有り)

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 60

4 30

5 30

6 7

7 30

8 1

9 1

10 1

11 1

12 1

13 1

14 1

15 1

16 30

17 30

18 30

19 30

20 30

21 39

22 39

23 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　個人状態ファイル表示

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　1.検索処理　1-4.個人状態ファイル検索 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

カナ氏名 カナ 出

漢字氏名 漢字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者 漢字 出

禁治産者区分 数字 出 禁治産者の場合:1

本籍 漢字 出

生年月日 英数字 出

裁判所通知区分 数字 出 裁判所からの通知があった場合:1

犯歴区分 数字 出 犯罪歴がある場合:1

準禁治産者区分 数字 出 準禁治産者の場合:1

破産宣告人区分 数字 出 破産宣告人の場合:1

保留区分 数字 出 保留がある場合:1

メモ1 漢字 出

胎児認知区分 数字 出 胎児認知がある場合:1

受理･処理伺い区分 数字 出 受理･処理伺いがある場合:1

メモ4 漢字 出

メモ5 漢字 出

メモ2 漢字 出

メモ3 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

 5-5-(3)-9



No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 7

7 1

8 3

9 60

10 30

11 2

12 5

13 7

13-1 1

13-2 1

14 3

15 2

16 3

17 10

18 2

19 2

20 3

21 7

22 3

23 7

24 30

25 2

26 39

27 39

28 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理 1-2.受付ファイル検索 受付ファイル選択 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　受付ファイル選択

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日1　　　『範囲指定の場合、開始日』 英数字 入 元号コード入力有

受領日2　　　『範囲指定の場合、終了日』 英数字 入 元号コード入力有

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

受領番号 数字 入

カナ氏名 カナ 入

漢字氏名 漢字 入

処分区分 数字 入

処分名称 漢字 出

生年月日 数字 入 元号コード/西暦入力有

受理送付区分 数字 入

届出事件コード 数字 入

届出事件名称 漢字 出

一連番号 数字 出

処分区分表示 漢字 出

渉外区分 数字 入

渉外区分名 漢字 出

本籍･非本籍区分 漢字 出

渉外区分 漢字 出

事件名 漢字 出

受理･送付区分 漢字 出

受付番号 数字 出

事件本人漢字氏名 漢字 出 事件本人1を表示

受付日 英数字 出

決裁区分 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*上記15～24を一画面MAX6件分示する　(複数ページ有り)

選択番号 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 9

5 2

6 7

7 3

8 15

9 7

10 3

11 3

12 7

13 7

14 2

15 7

16 7

17 7

18 3

19 7

20 7

21 7

22 7

23 7

24 7

25 6

26 48

27 8

28 24

29 1

30 1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理 1-2.受付ファイル検索 受付ファイル検索 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　受付ファイル検索(1/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

受理･送付区分 漢字 出

受付日 英数字 出

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

受付番号 英数字 出 ｢9999999-9｣で編集

事件日 英数字 出

決裁区分 漢字 出

処分区分表示 漢字 出

事件名 漢字 出

郵送日 英数字 出

本籍･非本籍区分 漢字 出

出張所番号 数字 出

発送日 英数字 出

許可日 英数字 出

渉外区分 漢字 出

発日 英数字 出

収日 英数字 出

関連事件番号2 数字 出

関連事件番号3 数字 出

指示日 英数字 出

関連事件番号1 数字 出

事件本人区分 漢字 出

事件本人カナ氏名 カナ 出

関連事件番号4 数字 出

関連事件番号5 数字 出

事件本人漢字氏名 漢字 出

事件本人送達確認区分1 数字 出 注：1画面中2人目にはなし

事件本人生年月日 英数字 出 日本人の場合｢元号コード　年　月　日｣

外国人の場合｢西暦年　月　日｣

事件本人送達確認区分2 数字 出
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No. 桁数

31 3

32

33 5

34 30

35 5

36 30

37 30

38 30

39 39

40 39

41 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　受付ファイル検索(2/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1.検索処理 1-2.受付ファイル検索 受付ファイル検索 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

事件本人届出人同一表示 漢字 出

事件本人本籍/筆頭者 30 漢字 出 K-本籍-K　K‐筆頭者-K　で編集表示する

届出人資格2 漢字 出

届出人氏名2 漢字 出

*上記24～31を一画面MAX2人分示する　(複数ページ有り)

届出人資格1 漢字 出

届出人氏名1 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

届後本籍 漢字 出

届後本籍の筆頭者 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 9

3 2

4 7

5 39

6 39

7 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　届出メニュー

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　届出メニュー 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

該当事件コード 数字 入

受領番号 数字 入

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 15

5 60

6 30

7 30

8 7

9 30

10 2

11 14

12 7

13 7

14 7

15 7

16 1

17 14

18 21

19 2

20 39

21 39

22 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　本籍人戸籍検索　該当戸籍一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　該当戸籍一覧(異動)

項目名 タイプ 入出力 備考

カナ氏名 カナ 入

漢字氏名 漢字 入

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

事件名 漢字 出

筆頭者 漢字 入 ｢氏△名｣

一連番号 数字 出

本籍 漢字 出

生年月日 英数字 入 元号コード入力有

編製日 英数字 出

消除日 英数字 出

本人氏名 漢字 出

生年月日 英数字 出

筆頭者 漢字 出

本籍地 漢字 出

除籍日 英数字 出

旧氏名検索表示 漢字 出 検索対象が旧氏名の場合｢旧｣表示

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*上記10～18を一画面MAX5人表示する　(複数ページ有り)

該当番号 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 15

5 7

6 7

7 2

8 2

9 30

10 30

11 33

12 2

13 14

14 7

15 7

16 3

17 2

18 1

19 1

20 1

21 1

22 1

23 2

24 2

25 2

26 2

27 2

28 39

29 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　本籍人戸籍検索　戸籍構成員一覧(1/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　戸籍構成員一覧(異動)(1/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

編製日 英数字 出

消除日 英数字 出

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

事件名 漢字 出

本籍 漢字 出

筆頭者 漢字 出

記録数 数字 出

在籍数 数字 出

構成員漢字氏名 漢字 出

構成員生年月日 英数字 出

戸籍事項(1～6) 漢字 出

*上記11を一画面MAX6行表示する　(複数ページ有り)

構成員SEQ番号 数字 出

構成員配偶者区分 漢字 出

構成員裁判所通知有無 漢字 出 裁判所通知:1の時｢*｣

構成員除籍日 英数字 出

構成員続柄 漢字 出

構成員胎児認知有無 漢字 出 胎児認知:1の時｢*｣

構成員メモ有無 漢字 出 メモ:NOT SPACEの時｢*｣

構成員伺い届出有無 漢字 出 受理･処理伺い:1の時｢*｣

構成員保留届出有無 漢字 出 保留1:の時｢*｣

数字 入

事件本人3選択番号 数字 入

事件本人4選択番号 数字 入

*上記12～22を一画面MAX6人表示する　(複数ページ有り)

詳細選択番号 数字 入

事件本人1選択番号 数字 入 届出により事件本人名称及び該当者
の入力項目数を変える

事件本人2選択番号

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

30 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　戸籍構成員一覧(異動)(2/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　本籍人戸籍検索　戸籍構成員一覧(2/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 15

5 7

6 7

7 1

8 1

9 1

10 1

11 1

12 30

13 30

14 60

15 30

16 7

17 7

18 3

19 5

20 3

21 14

22 14

23 3

24 14

25 14

26 3

27 2

28 8

29 27

30 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面番号 画面名 　個人詳細表示(異動)(1/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　本籍人戸籍選択　個人詳細表示(1/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ページ 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

事件名 漢字 出 ｢99/99｣で編集

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出

裁判所通知有無 漢字 出

伺い届出有無 漢字 出 裁判所通知:1の時｢*｣

編製日 英数字 出

消除日 英数字 出

メモ有無 漢字 出 胎児認知:1の時｢*｣

本籍 漢字 出 メモ:NOT SPACEの時｢*｣

保留届出有無 漢字 出 受理･処理伺い:1の時｢*｣

胎児認知有無 漢字 出 保留1:の時｢*｣

漢字氏名 漢字 出

生年月日 英数字 出

筆頭者 漢字 出

カナ氏名 カナ 出

配偶者区分表示 漢字 出 筆頭者の場合｢筆頭者｣

破産宣告人表示 漢字 出

除籍日 英数字 出

筆頭者表示 漢字 出

父母との続柄 漢字 出

養父氏名 漢字 出

父氏名 漢字 出 破産宣告人の場合｢破産者｣

母氏名 漢字 出

身分事項事件項番 数字 出

身分事項事件名 漢字 出

養母氏名 漢字 出

養父母との続柄 漢字 出

身分事項記録項目 漢字 出

*上記27～29を一画面MAX10行表示する　(複数ページ有り)

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

31 39

32 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　個人詳細表示(異動)(2/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　本籍人戸籍選択　個人詳細表示(2/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7 *

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1

15 60

16 30

17 8

18 1

19 2

20 30

21 30 *

22 30

23 30

24 6

25 3

26 27

27 30

28 30

29 39

30 39

31 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　出生(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　出生(その1) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所No. 数字 入

受領No. 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード.年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入

在外 数字 入

受領日 英数字 入

送付日 英数字 入

郵送日 英数字 入

動態 数字 入

処理日 英数字 入

本･非本 数字 入

出生子のカナ氏名 カナ 入

出生子の漢字氏名 漢字 入

報告 数字 入

出生証明書区分 数字 入

出生子の続柄コード 数字 入

出生子の出生地 漢字 入

出生子の生年月日 英数字 入 (外国人は西暦入力)

出生子の出生区分 数字 入

出生子の世帯主氏名 漢字 入

出生子の世帯主との続柄コード 数字 入

出生子の国籍 漢字 入

出生子の住所 漢字 入

届出人の資格名称 漢字 入

届出人の氏名 漢字 入

届出人の資格コード 数字 入

届出人の資格コード名称 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*届書にない項目

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7 *

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 7 *

15 1 *

16 1 *

17 7 *

18 7 *

19 30

20 30

21 23

22 1 *

23 8

24 7 *

25 7 *

26 1 *

27 23

28 1 *

29 8

30 7 *

31 7 *

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　出生(その2)　1/2 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード.年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　出生(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入

送付日 英数字 入

支所No. 数字 入

受領No. 数字 出

処理日 英数字 入

本･非本 数字 入

発送元 漢字 入

在外 数字 入

報告 数字 入

入るべき戸籍の婚姻日 英数字 入

郵送日 英数字 入

動態 数字 入

入るべき戸籍の離婚日 英数字 入

入るべき戸籍の母前離婚日 英数字 入

入るべき戸籍の同一人再婚区分 数字 入

入るべき戸籍の嫡出子例外区分 数字 入

入るべき戸籍の父氏名 漢字 入

入るべき戸籍の父筆頭者区分 数字 入

入るべき戸籍の本籍 漢字 入

入るべき戸籍の筆頭者氏名 漢字 入

入るべき戸籍の父除籍日 英数字 入

入るべき戸籍の父配偶者区分 数字 入

入るべき戸籍の父生年月日 英数字 入 (外国人は西暦入力)

入るべき戸籍の父入籍日 英数字 入

入るべき戸籍の母生年月日 英数字 入 (外国人は西暦入力)

入るべき戸籍の母入籍日 英数字 入

入るべき戸籍の母氏名 漢字 入

入るべき戸籍の母筆頭者区分 数字 入

入るべき戸籍の母除籍日 英数字 入

*届書にない項目
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No. 桁数

32 1 *

33 30

34 18

35 8

36 18

37 1 *

38 30

39 18

40 8

41 18

42 1 *

43 1 *

44 7 *

45 7 *

46 39

47 39

48 39
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　出生(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　出生(その2)　2/2 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

届書の父本籍 漢字 入

届書の父生年月日 英数字 入 (外国人は西暦入力)

入るべき戸籍の母配偶者区分 数字 入

届書の父氏名 漢字 入

届書の母氏名 漢字 入

届書の母本籍 漢字 入

届書の父筆頭者氏名 漢字 入

届書の父外国人区分 数字 入

届書の母外国人区分 数字 入

胎児認知区分 数字 出

届書の母生年月日 英数字 入 (外国人は西暦入力)

届書の母筆頭者氏名 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

胎児認知日 英数字 入

関連受領番号 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

*届書にない項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7 *

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 30 *

15 30 *

16 1 *

17 30 *

18 1 *

19 7 *

20 7 *

21 18 *

22 8 *

23 1 *

24 7 *

25 1 *

26 39

27 39

28 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　出生(その3)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.異動処理　出生(その3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所No. 数字 入

受領No. 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード.年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入

在外 数字 入

受領日 英数字 入

送付日 英数字 入

郵送日 英数字 入

動態 数字 入

処理日 英数字 入

本･非本 数字 入

新戸籍の筆頭者氏名 漢字 入

国外出生の国籍留保届出人資格 数字 入

報告 数字 入

新戸籍の本籍 漢字 入

裁判の確定日 英数字 入

裁判の子の氏変更日 英数字 入

国外出生の在外公館名 漢字 入

裁判の区分 数字 入

親権の区分 数字 入

親権の確定日 英数字 入

裁判の対象夫氏名 漢字 入

裁判の対象夫生年月日 英数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

国内遅延理由区分 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

*届書にない項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1

14 1 *

15 1 *

16 8

17 1 *

18 60 *

19 30

20 30

21 30

22 30

23 30

24 2 *

25 4

26 1 *

27 1 *

28 8

29 1 *

30 60 *

31 30

32 30
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面番号 画面名 　認知届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード 年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告的届出区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

被認知者の本非区分 漢字 入

被認知者の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦)

被認知者の区分 数字 入

被認知者の外国人区分 数字 入

被認知者の漢字氏名 漢字 入

被認知者の住所 漢字 入

被認知者の生死区分 数字 入

被認知者のカナ氏名 カナ 入

被認知者の筆頭者 数字 入

被認知者の準正による訂正後の続柄 数字 入

被認知者の世帯主 数字 入

被認知者の本籍地 漢字 入

認知者の本非区分 数字 入

認知者の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外人は西暦)

被認知者の準正による訂正後の続柄名称 漢字 出

認知者の外国人区分 数字 入

認知者の漢字氏名 漢字 入

認知者の本籍地 漢字 入

認知者の生死区分 数字 入

認知者のカナ氏名 カナ 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

33 30

34 39

35 39

36 39

第5
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　認知届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

認知者の筆頭者 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1 *

14 1 *

15 8

16 60 *

17 30

18 30

19 30

20 30 *

21 7 *

22 1

23 1 *

24 7 *

25 7

26 28 *

27 1 *

28 7

29 30 *

30 30 *

31 39

32 39
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面番号 画面名 　認知届(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所番号 数字 出

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード 年.月.日｣で編集

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出

受領日 英数字 出 元号コード有

送付日 英数字 出 元号コード有

郵送日 英数字 出 元号コード有

報告的届出区分 数字 出

処理日 英数字 出 元号コード有

本非区分 数字 出

母の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦)

母のカナ氏名 カナ 入

母の外国人区分 数字 入

母の本非区分 数字 入

母の筆頭者 漢字 入

母の住所地 漢字 入

母の漢字氏名 漢字 入

母の本籍地 漢字 入

審査の準拠法 数字 入

認知成立日 英数字 入 元号コード入力有

母の認知者との婚姻日 英数字 入 元号コード入力有

認知種別 数字 入

裁判成立地 数字 入

審判/判決確定日 英数字 入 元号コード入力有

証書提出日 英数字 出 発号コード有

認知の方式 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

裁判訴提起者 漢字 入

外国の裁判所名 漢字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

33 39

第5
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　認知届(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1 *

14 3

15 20

16 30

17 3 *

18 20 *

19 30 *

20 39

21 39

22 39

第5
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　認知届(その3)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所番号 数字 出

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出

受領日 英数字 出 元号コード有

送付日 英数字 出 元号コード有

郵送日 英数字 出 元号コード有

報告的届出区分 数字 出

処理日 英数字 出 元号コード有

本非区分 数字 出

届出人資格1名称 漢字 入

届出人氏名1 漢字 入

認知を承諾した者 数字 入

届出人資格1 数字 入

届出人氏名2 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

届出人資格2 数字 入

届出人資格2名称 漢字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-27



No. 桁数

1 39

2 39

3 39

第5
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　認知届ガイダンス

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 1 *

4 1 *

5 1 *

6 1 *

7 20

8 30

9 30 *

10 30

11 30 *

12 39

13 39

14 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/8

養子と養父区分 英字 入

養子と養母区分 英字 入

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 養子縁組･縁組形態入力　1/1

項目名 タイプ 入出力 備考

養親配偶者氏名1 漢字 入

表示2 漢字 出

縁組形態名称 漢字 出

表示1 漢字 出

養女と養父区分 英字 入

養女と養母区分 英字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

養親配偶者氏名2 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 8

16 1 *

17 1 *

18 60 *

19 30

20 30

21 30

22 14

23 14

24 14

25 14

26 2 *

27 3

28 1 *

29 3

30 1 *

31 5

第5
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(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/8

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 養子縁組(その1)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

養子の外国人区分 数字 入

養子の本非区分 数字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

養子の漢字氏名 漢字 入

養子の本･国籍 漢字 入

養子の生死区分 数字 入

養子のカナ氏名 カナ 入

養子の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦入力)

養子の婚姻区分 数字 入

養子の母氏名 漢字 入

養子の続柄コード 数字 入

養子の世帯主氏名 漢字 入

養子の父氏名 漢字 入

養子の住所 漢字 入

養子の筆頭者氏名 漢字 入

養子の配偶者 漢字 出

*:届書にない入力項目

養子の筆頭者 漢字 出

養子の配偶者区分 数字 入

養子の続柄 漢字 出 ｢続柄変換SUB｣により変換表示

養子の筆頭者区分 数字 入
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No. 桁数

32 1 *

33 1 *

34 8

35 1 *

36 1 *

37 60 *

38 30

39 30

40 30

41 14

42 14

43 14

44 14

45 2 *

46 3

47 1 *

48 3

49 1 *

50 5

51 1

52 39

53 39

54 39

画面番号 画面名 養子縁組(その1)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/8

養女の生死区分 数字 入

養女のカナ氏名 カナ 入

養女の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦入力)

養女の婚姻区分 数字 入

養女の外国人区分 数字 入

養女の本非区分 数字 入

養女の世帯主氏名 漢字 入

養女の父氏名 漢字 入

養女の住所 漢字 入

養女の筆頭者氏名 漢字 入

養女の漢字氏名 漢字 入

養女の本･国籍 漢字 入

養女の筆頭者 漢字 出

養女の配偶者区分 数字 入

養女の続柄 漢字 出 ｢続柄変換SUB｣により変換表示

養女の筆頭者区分 数字 入

養女の母氏名 漢字 入

養女の続柄コード 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

養女の配偶者 漢字 出

監護者の有無 英字 入

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-31



No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 8

16 1 *

17 3

18 1 *

19 5

20 1 *

21 60 *

22 30

23 30

24 30

25 14

26 14

27 1 *

28 1 *

29 8

30 1 *

31 3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/8

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 養子縁組(その2)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

養父の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦入力)

養父の筆頭者区分 数字 入

養父の外国人区分 数字 入

養父の本非区分 数字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入

養父のカナ氏名 カナ 入

養父の漢字氏名 漢字 入

養父の配偶者 漢字 出

養父の生死区分 数字 入

養父の筆頭者 漢字 出

養父の配偶者区分 数字 入

養母の外国人区分 数字 入

養母の本非区分 数字 入

養父の筆頭者氏名 漢字 入

養父の世帯主氏名 漢字 入

養父の本･国籍 漢字 入

養父の住所 漢字 入

養母の筆頭者 漢字 出

*:届書にない入力項目

養母の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦入力)

養母の筆頭者区分 数字 入
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No. 桁数

32 1 *

33 5

34 1 *

35 60 *

36 30

37 30

38 30

39 14

40 14

41 39

42 39

43 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/8

養母の配偶者区分 数字 入

養母の配偶者 漢字 出

画面番号 画面名 養子縁組(その2)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

養母の住所 漢字 入

養母の筆頭者氏名 漢字 入

養母の漢字氏名 漢字 入

養母の本･国籍 漢字 入

養母の生死区分 数字 入

養母のカナ氏名 カナ 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

養母の世帯主氏名 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1

14 30

15 30

16 7 *

17 7 *

18 30 *

19 7

20 1 *

21 1 *

22 3

23 24

24 1 *

25 30

26 8

27 3

28 24

29 1 *

30 30

31 8

画面番号 画面名 養子縁組(その3)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 6/8

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

縁組成立日 英数字 入

縁組方式 漢字 入

入籍する戸籍または新しい戸籍の筆頭者 漢字 入

裁判確定日 英数字 入

戸籍変動区分 数字 入

入籍する戸籍または新しい戸籍 漢字 入

届出人氏名1 漢字 入

代諾者コード1 数字 入

後見人縁組区分 数字 入

届出人資格コード1 数字 入

証書提出日 英数字 出

同一戸籍縁組 数字 入

代諾者コード2 数字 入

届出人国籍2 漢字 入

届出人資格コード2 数字 入

届出人氏名2 漢字 入

届出人国籍1 漢字 入

届出人生年月日1 数字 入

届出人生年月日2 数字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

32 39

33 39

34 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 7/8

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

画面番号 画面名 養子縁組(その3)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 8

15 60 *

16 30 *

17 30 *

18 14 *

19 14 *

20 2 *

21 3

22 1 *

23 3

24 1 *

25 5

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 8/8

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 養子縁組(その4)　1/1

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

配偶者外国人区分 数字 入

配偶者生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西歴入力)

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

配偶者母氏名 漢字 入

配偶者続柄コード 数字 入

配偶者住所 漢字 入

配偶者父氏名 漢字 入

配偶者カナ氏名 カナ 入

配偶者漢字氏名 漢字 入

配偶者配偶者 漢字 出

配偶者筆頭者 漢字 出

配偶者配偶者区分 数字 入

配偶者続柄 漢字 出 ｢続柄変換SUB｣により変換表示

配偶者筆頭者区分 数字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 1 *

4 1 *

5 1 *

6 1 *

7 20 *

8 1 *

8-1 1 *

8-2 8

9 30

10 30

11 30

12 1

13 3

14 3

15

15-1 1 *

15-2 8

16 30

16-1 30

17 39

18 39

19 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/8

養子と養父区分 英字 入 "Y"か"N"を入力

養子と養母区分 英字 入 "Y"か"N"を入力

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　養子離縁届(離縁形態入力)

項目名 タイプ 入出力 備考

親権･後見人の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

親権･後見人生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養子離縁形態名称 漢字 出

同時届区分 数字 入 0:無　1:親権届　2:後見届

養女と養父区分 英字 入 "Y"か"N"を入力

養女と養母区分 英字 入 "Y"か"N"を入力

同時親権者資格 数字 入

同時親権届出人資格 数字 入

親権･後見人筆頭者 漢字 入

同時親権届の種別 数字 入 1:協議　2:調停　3:審判

親権･後見人氏名 漢字 入

親権･後見人本籍 漢字 入

同時親権届出人本籍 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

同時親権届出人生年月日 英数字 入 元号コード入力有

同時親権届出人氏名 漢字 入

同時親権届出人の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 8

16 1 *

17 3 *

18 60

19 30

20 30

21 30

22 14

23 14

24 14

25 14

26 2 *

27 3

28 1 *

29 3 *

30 1 *

31 5 *

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/8

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　養子離縁届(その1)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

養子の外国人区分 数字 入 0:日本人 1:外国人

養子の本非区分 数字 入 1:本籍人 2:非本籍人

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届 2:報告的届

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届 2:非本籍分届

養子の漢字氏名 漢字 入

養子の本･国籍 漢字 入

養子の生死区分名称 漢字 出

養子のカナ氏名 カナ 入

養子の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養子の生死区分 数字 入 0:生存者 2:死亡者

養子の母氏名 漢字 入

養子の父母との続柄コード 数字 入

養子の世帯主 漢字 入

養子の父氏名 漢字 入

養子の住所 漢字 入

養子の筆頭者 漢字 入

養子の配偶者区分名称 漢字 出

*:届書にない入力項目

養子の筆頭者区分名称 漢字 出

養子の配偶者区分 数字 入 0:未　1:夫　3:生存配偶者

養子の父母との続柄名称 漢字 出

養子の筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者
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No. 桁数

32 1 *

33 1 *

34 8

35 1 *

36 3 *

37 60

38 30

39 30

40 30

41 14

42 14

43 14

44 14

45 2 *

46 3

47 1 *

48 3 *

49 1 *

50 5 *

51 39

52 39

53 39

画面番号 画面名 　養子離縁届(その1)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/8

養女の生死区分名称 漢字 出

養女のカナ氏名 カナ 入

養女の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養女の生死区分 数字 入 0:生存者　1:死亡者

養女の外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

養女の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

養女の世帯主 漢字 入

養女の父氏名 漢字 入

養女の住所 漢字 入

養女の筆頭者 漢字 入

養女の漢字氏名 漢字 入

養女の本･国籍 漢字 入

養女の筆頭者区分名称 漢字 出

養女の配偶者区分 数字 入 0:未　2:妻　3:生存配偶者

養女の父母との続柄名称 漢字 出

養女の筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

養女の母氏名 漢字 入

養女の父母との続柄コード 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

養女の配偶者区分名称 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-39



No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 8

16 1 *

17 3 *

18 60

19 30

20 30

21 30

22 30

23 30

24 1 *

25 1 *

26 1 *

27 8

28 1 *

29 3 *

30 60

31 30

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/8

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　養子離縁届(その2)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

養父の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養父の生死区分 数字 入 0:生存者　1:死亡者

養父の外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

養父の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届　2:報告的届

養父の筆頭者 漢字 入

養父の住所 漢字 入

養父の漢字氏名 漢字 入

養父の本･国籍 漢字 入

養父の生死区分名称 漢字 出

養父のカナ氏名 カナ 入

養母の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養母の生死区分 数字 入 0:生存者　1:死亡者

養母の外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

養母の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

養父の世帯主 漢字 入

養父の縁組成立法区分 数字 入 0:日本法　1:日本法以外

養母の漢字氏名 漢字 入

*:届書にない入力項目

養母の生死区分名称 漢字 出

養母のカナ氏名 カナ 入

 5-5-(3)-40



No. 桁数

32 30

33 30

34 30

35 30

36 1 *

37 1 *

38 39

39 39

40 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/8

養母の本･国籍 漢字 入

養母の筆頭者 漢字 入

画面番号 画面名 　養子離縁届(その2)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

養母の縁組成立法区分 数字 入 0:日本法　1:日本法以外

養父母婚姻区分 数字 入 0:婚姻中でない 1:婚姻中である

養母の住所 漢字 入

養母の世帯主 漢字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1

14 1 *

15 7

16 7

17 7

18 30 *

19 30 *

20 3

21 1

22 1 *

23 30

24 30

25 1 *

26 1 *

27 39

28 39

29 39

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

異動処理 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 6/8

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

図面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 養子離縁届(その3)

項目名 タイプ 入出力 備考

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

裁判確定日 英数字 入 元号コード入力有

離縁許可日 英数字 入 元号コード入力有

離縁の種別 数字 入
1:協議　2:調停　3:審判　4:判決　5:和
解　6:認諾

離縁の申立人区分 数字 入 1:養子　2:養親

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届　2:報告的届

戸籍変動区分 数字 入

氏区分 数字 入

外国裁判所名 漢字 入

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 数字 入

離縁成立日 英数字 入 元号コード入力有

離縁の方式 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

戻る戸籍での筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

届後戸籍での配偶者区分 数字 入 0:未　3:生存配偶者

届後本籍 漢字 入

届後戸籍の筆頭者 漢字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 3

14 3

15 23

16 30

17 30

18 8

19 30

20 30

21 8

22 39

23 39

24 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 7/8

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　養子離縁届(その4)

項目名 タイプ 入出力 備考

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

15歳未満の届出人資格名称 漢字 出

15歳未満の届出人氏名1 漢字 入

15歳未満の届出人資格1 数字 入

15歳未満の届出人資格2 数字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届　2:報告的届

15歳未満の届出人生年月日2 英数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

15歳未満の届出人氏名2 漢字 入

15歳未満の届出人国籍2 漢字 入

15歳未満の届出人国籍1 漢字 入

15歳未満の届出人生年月日1 英数字 入

*:届書にない入力項目

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 3 *

16 1 *

17 5 *

18 60 *

19 30 *

20 30 *

21 30 *

22 2 *

23 3 *

24 8 *

25 30 *

26 30 *

27 30 *

28 3 *

29 39

30 39

31 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 8/8

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　養子離縁届(その5)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

配偶者外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

配偶者筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届　2:報告的届

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

配偶者漢字氏名 漢字 入

配偶者父氏名 漢字 入

配偶者配偶者区分名称 漢字 出

配偶者カナ氏名 カナ 入

配偶者筆頭者区分名称 漢字 出

配偶者配偶者区分 数字 入 0:未　1:夫　2:妻　3:生存配偶者

配偶者住所 漢字 入

離縁後変更養父氏名 漢字 入

配偶者父母との続柄名称 漢字 出

配偶者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

配偶者母氏名 漢字 入

配偶者父母との続柄コード 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

離縁後変更養母氏名 漢字 入

親権移記親権者区分 数字 入
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No. 桁数

1 8

2 7

3 1 *

4 39

5 39

6 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(特別養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/5

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 特別養子縁組･縁組形態入力　1/1

項目名 タイプ 入出力 備考

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

縁組形態区分 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 8

16 1 *

17 60 *

18 30

19 30

20 30

21 14

22 14

23 14

24 14

25 2 *

26 3

27 2 *

28 3

29 1 *

30 3

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(特別養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 特別養子縁組(その1)　1/1

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

養子の外国人区分 数字 入

養子の本非区分 数字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入

養子のカナ氏名 カナ 入

養子の漢字氏名 漢字 入

養子の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦入力)

養子の性別 数字 入

養子の筆頭者氏名 漢字 入

養子の世帯主氏名 漢字 入

養子の本･国籍 漢字 入

養子の住所 漢字 入

父母との続柄コード 数字 入

父母との続柄 漢字 出 ｢続柄変換SUB｣により変換表示

養子の父氏名 漢字 入

養子の母氏名 漢字 入

養子の筆頭者区分 数字 入

養子の筆頭者 漢字 出

養父母との続柄コード 数字 入

養父母との続柄 漢字 出 ｢続柄変換SUB｣により変換表示

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-46



No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 8

16 60 *

17 30

18 30

19 30

20 14

21 14

22 1 *

23 3

24 1 *

25 5

26 1 *

27 1 *

28 8

29 60 *

30 30

31 30

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会

画面番号 画面名 特別養子縁組(その2)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

3/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(特別養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

養父の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦入力)

養父のカナ氏名 カナ 入

養父の外国人区分 数字 入

養父の本非区分 数字 入

養父の住所 漢字 入

養父の筆頭者氏名 漢字 入

養父の漢字氏名 漢字 入

養父の本･国籍 漢字 入

養父の筆頭者 漢字 出

養父の配偶者区分 数字 入

養父の世帯主氏名 漢字 入

養父の筆頭者区分 数字 入

養母の本非区分 数字 入

養母の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦入力)

養父の配偶者 漢字 出

養母の外国人区分 数字 入

養母の本･国籍 漢字 入

*:届書にない入力項目

養母のカナ氏名 カナ 入

養母の漢字氏名 漢字 入
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No. 桁数

32 30

33 14

34 14

35 1 *

36 3

37 1 *

38 5

39 39

40 39

41 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(特別養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/5

養母の住所 漢字 入

養母の筆頭者氏名 漢字 入

画面番号 画面名  特別養子縁組(その2)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

養母の筆頭者 漢字 出

養母の配偶者区分 数字 入

養母の世帯主氏名 漢字 入

養母の筆頭者区分 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

養母の配偶者 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1

14 7

15 30 *

16 1 *

17 3 *

18 1 *

19 39

20 39

21 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

異動処理(特別養子縁組) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/5

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 特別養子縁組(その3)　1/1

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

戸籍変動区分 数字 入

裁判確定日 英数字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入

届出人資格コード 数字 入

配偶者同一戸籍 数字 入

縁組方式 漢字 入

同一戸籍縁組 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 7

15 1 *

16 3

17 1 *

18 5

19 30

20 30

21 30

22 30

23 30

24 30

25 2

26 3

27 20

28 7

29 7

30 1 *

31 30

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/3

画面番号 画面名 73条の2届入力(その1)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有り

送付日 英数字 入 元号コード入力有り

郵送日 英数字 入 元号コード入力有り

カナ氏名 カナ 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有り

本非区分 数字 入

筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

筆頭者名称 漢字 出

漢字氏名 漢字 入

生年月日 英数字 入 元号コード入力有り

本籍 漢字 入 コード入力有り

筆頭者 漢字 入

配偶者区分 数字 入 0:未　1:夫　2:妻　3:生存配偶者

配偶者名称 漢字 出

父氏名 漢字 入

母氏名 漢字 入

住所 漢字 入 コード入力有り

世帯主 漢字 入

離縁前の氏 漢字 入

縁組年月日 英数字 入 元号コード入力有り

父母との続柄コード 数字 入

父母との続柄名称 漢字 出

新本籍 漢字 入 コード入力有り

*:届書にない入力項目

離縁年月日 英数字 入 元号コード入力有り

戸籍変動区分 数字 入 1:変動無し　2:新戸籍編製
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No. 桁数

32 30

33 39

34 39

35 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/3

新戸籍の筆頭者 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

画面番号 画面名 73条の2届入力　(その1)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 3 *

15 1 *

16 5 *

17 60 *

18 30 *

19 30 *

20 30 *

21 2 *

22 3 *

23 8

24 30

25 39

26 39

27 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 73条の2届入力(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有り

送付日 英数字 入 元号コード入力有り

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有り

本非区分 数字 入

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

配偶者筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

配偶者筆頭者区分名称 漢字 出

郵送日 英数字 入 元号コード入力有り

配偶者外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

配偶者カナ氏名 カナ 入

配偶者漢字氏名 漢字 入

配偶者配偶者区分 数字 入 0:未　1:夫　2:妻　3:生存配偶者

配偶者配偶者区分名称 漢字 出

配偶者父母との続柄コード 数字 入

配偶者父母との続柄名称 漢字 出

配偶者父氏名 漢字 入

配偶者母氏名 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

配偶者生年月日 漢数字 入 元号コード入力有

配偶者住所 漢字 入

*:届書にない入力項目

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 1 *

4 1 *

5 1 *

6 1 *

7 20

8 1 *

8-1 1 *

8-2 8

9 30

10 30

11 30

12 1

13 3

14 3

15

15-1 1 *

15-2 8

16 30

16-1 30

17 39

18 39

19 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/8

養子と養父区分 英字 入 "Y"か"N"を入力

養子と養母区分 英字 入 "Y"か"N"を入力

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2届(離縁形態入力)

項目名 タイプ 入出力 備考

親権･後見人の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

親権･後見人生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養子離縁形態名称 漢字 出

同時届区分 数字 入 0:無　1:親権届　2:後見届

養女と養父区分 英字 入 "Y"か"N"を入力

養女と養母区分 英字 入 "Y"か"N"を入力

同時親権者資格 数字 入

同時親権届出人資格 数字 入

親権･後見人筆頭者 漢字 入

同時親権届の種別 数字 入 1:協議　2:調停　3:審判

親権･後見人氏名 漢字 入

親権･後見人本籍 漢字 入

同時親権届出人本籍 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

同時親権届出人生年月日 英数字 入 元号コード入力有

同時親権届出人氏名 漢字 入

同時親権届出人の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

*:届書にない入力項目

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 8

16 1 *

17 3

18 60

19 30

20 30

21 30

22 14

23 14

24 14

25 14

26 2 *

27 3

28 1 *

29 3 *

30 1 *

31 5

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2届(その1)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

2/8

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

養子の外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

養子の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届　2:報告的届

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

養子の漢字氏名 漢字 入

養子の本･国籍 漢字 入

養子の生死区分名称 漢字 出

養子のカナ氏名 カナ 入

養子の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養子の生死区分 数字 入 0:生存者　1:死亡者

養子の母氏名 漢字 入

養子の父母との続柄コード 数字 入

養子の世帯主 漢字 入

養子の父氏名 漢字 入

養子の住所 漢字 入

養子の筆頭者 漢字 入

養子の配偶者区分名称 漢字 出

*:届書にない入力項目

養子の筆頭者区分名称 漢字 出

養子の配偶者区分 数字 入 0:未　1:夫　2:生存配偶者

養子の父母との続柄名称 漢字 出

養子の筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者
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No. 桁数

32 1 *

33 1 *

34 8

35 1 *

36 3

37 60

38 30

39 30

40 30

41 14

42 14

43 14

44 14

45 2 *

46 3

47 1 *

48 3

49 1 *

50 5

51 39

52 39

53 39

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2届(その1)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/8

養女の生死区分名称 漢字 出

養女のカナ氏名 カナ 入

養女の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養女の生死区分 数字 入 0:生存者　1:死亡者

養女の外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

養女の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

養女の世帯主 漢字 入

養女の父氏名 漢字 入

養女の住所 漢字 入

養女の筆頭者 漢字 入

養女の漢字氏名 漢字 入

養女の本･国籍 漢字 入

養女の筆頭者区分名称 漢字 出

養女の配偶者区分 数字 入 0:未　2:妻　3:生存配偶者

養女の父母との続柄名称 漢字 出

養女の筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

養女の母氏名 漢字 入

養女の父母との続柄コード 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

養女の配偶者区分名称 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 8

16 1 *

17 3

18 60

19 30

20 30

21 30

22 30

23 30

24 1 *

25 1 *

26 1 *

27 8

28 1 *

29 3

30 60

31 30

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/8

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2届(その2)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

養父の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養父の生死区分 数字 入 0:生存者　1:死亡者

養父の外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

養父の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届　2：報告的届

養父の筆頭者 漢字 入

養父の住所 漢字 入

養父の漢字氏名 漢字 入

養父の本･国籍 漢字 入

養父の生死区分名称 漢字 出

養父のカナ氏名 カナ 入

養母の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養母の生死区分 数字 入 0:生存者　1:死亡者

養母の外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

養母の本非区分 数字 入 1:本籍人　2:非本籍人

養父の世帯主 漢字 入

養父の縁組成立法区分 数字 入 0:日本法　1:日本法以外

養母の漢字氏名 漢字 入

*:届書にない入力項目

養母の生死区分名称 漢字 出

養母のカナ氏名 カナ 入
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No. 桁数

32 30

33 30

34 30

35 30

36 1 *

37 1 *

38 39

39 39

40 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/8

養母の本･国籍 漢字 入

養母の筆頭者 漢字 入

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2届(その2)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

養母の縁組成立法区分 数字 入 0:日本法　1:日本法以外

養父母婚姻区分 数字 入 0:婚姻中でない 1:婚姻中である

養母の住所 漢字 入

養母の世帯主 漢字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 7

14 20

15 1

16 1 *

17 7

18 7

19 7

20 30 *

21 30 *

22 3

23 30

24 39

25 39

26 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 6/8

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 養子離縁同時73条の2届(その3)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

異動処理 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

縁組年月日 英数字 入 元号コード入力有

縁組前の氏 漢字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届　2:報告的届

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

離縁成立日 英数字 入 元号コード入力有

離縁の方式 漢字 入

裁判確定日 英数字 入 元号コード入力有

離縁許可日 英数字 入 元号コード入力有

離縁の種別 数字 入
1:協議　2:調停　3:審判　4:判決　5:和
解　6:認諾

離縁の申立人区分 数字 入 1:養子　2:養親

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

新本籍 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

外国裁判所名 漢字 入

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 数字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 3

14 3

15 23

16 30

17 30

18 8

19 30

20 30

21 8

22 39

23 39

24 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 7/8

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　養子離縁同時73条の2届(その4)

項目名 タイプ 入出力 備考

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

15歳未満の届出人資格名称 漢字 出

15歳未満の届出人氏名1 漢字 入

15歳未満の届出人資格1 数字 入

15歳未満の届出人資格2 数字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届　2:報告的届

15歳未満の届出人生年月日2 英数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

15歳未満の届出人氏名2 漢字 入

15歳未満の届出人国籍2 漢字 入

15歳未満の届出人国籍1 漢字 入

15歳未満の届出人生年月日1 英数字 入

*:届書にない入力項目

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 3

16 1 *

17 5

18 60 *

19 30 *

20 30 *

21 30 *

22 2 *

23 3

24 8 *

25 30 *

26 30 *

27 30 *

28 3 *

29 39

30 39

31 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　養子離縁同時73条の2届(その5)

項目名 タイプ 入出力 備考

8/8

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

配偶者外国人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

配偶者筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告区分 数字 入 1:創設的届　2:報告的届

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

配偶者漢字氏名 漢字 入

配偶者父氏名 漢字 入

配偶者配偶者区分名称 漢字 出

配偶者カナ氏名 カナ 入

配偶者筆頭者区分名称 漢字 出

配偶者配偶者区分 数字 入 0:未 1:夫 2:妻 3:生存配偶者

配偶者住所 漢字 入

離縁後変更養父氏名 漢字 入

配偶者父母との続柄名称 漢字 出

配偶者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

配偶者母氏名 漢字 入

配偶者父母との続柄コード 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

離縁後変更養母氏名 漢字 入

親権移記親権者区分 数字 入
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1

14 1 *

15 1 *

16 3

17 1 *

19 60

20 30

21 30

22 30

23 14

24 14

25 14

26 14

27 2 *

28 3

29 1 *

30 1 *

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

画面番号 画面名 　婚姻届　その1

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所NO 数字 入

受領NO 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

動態 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本･非本 数字 入

夫の筆頭者区分コード 数字 入

夫の筆頭者区分名称 漢字 出

報告 数字 入

夫の外人区分 数字 入

夫の本･非本 数字 入

18 夫の生年月日 8 英数字 入 元号コード入力有
　　　　　　(外国人は西暦入力)

夫の住所 漢字 入 コード入力有(外国人は国籍入力)

夫の本籍 漢字 入

夫のカナ氏名 カナ 入

夫の漢字氏名 漢字 入 コード入力有

夫の父の氏名 漢字 入

夫の母の氏名 漢字 入

夫の世帯主 漢字 入

夫の戸籍の筆頭者 漢字 入

妻の外国人区分 数字 入

妻の筆頭者区分コード 数字 入

夫の父母との続柄コード 数字 入

夫の父母との続柄名称 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

31 3

32 1 *

34 60

35 30

36 30

37 30

38 14

39 14

40 14

41 14

42 2 *

43 3

44 39

45 39

46 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

妻の筆頭者区分名称 漢字 出

妻の本･非区分 数字 入

画面番号 画面名 　婚姻届(その1)　入力

項目名 タイプ 入出力 備考

妻のカナ氏名 カナ 入

妻の漢字氏名 漢字 入 コード入力有

33 妻の生年月日 8 英数字 入 元号コード入力有
　　　　　　(外国人は西暦入力)

妻の世帯主 漢字 入

妻の戸籍の筆頭者 漢字 入

妻の住所 漢字 入 コード入力有(外国人は国籍入力)

妻の本籍 漢字 入

妻の父母との続柄コード 数字 入

妻の父母との続柄名称 漢字 出

妻の父の氏名 漢字 入

妻の母の氏名 漢字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1

14 1

15 4

16 30

17 1

18 2

19 7

20 1

21 2

22 7

23 1

24 4

25 7

26 32

27 7

28 39

29 39

30 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　婚姻届　その2

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出 元号コード入力有

送付日 英数字 出 元号コード入力有

支所NO 数字 出

受領NO 数字 出

処理日 英数字 出 元号コード入力有

本･非本 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出

報告 数字 出

氏区分コード 数字 入

郵送日 英数字 出 元号コード入力有

動態 数字 出

夫の初･再婚区分コード 数字 入

夫の初･再婚区分名称 漢字 出

氏区分名称 漢字 出

新本籍 数字 入 コード入力有

妻の初･再婚区分名称 漢字 出

妻の離死別日 漢字 入 元号コード入力有

夫の離死別日 英数字 入 元号コード入力有

妻の初･再婚区分コード カナ 入

成立年月日 英数字 入 元号コード入力有

婚姻の方式 漢字 入 外国名はコード入力有

同一人再婚区分コード 数字 入

同一人再婚区分名称 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出

証書提出日 英数字 入 元号コード入力有

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1

14 1

15 19

16 1

17 60

18 30

19 30

20 30

21 14

22 14

23 2

24 8

25 1

26 1

27 19

28 1

29 60

30 30

31 30

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/5

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 離婚届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所NO 数字 入

受領NO 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

報告 数字 入

夫の外国人区分 数字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

動態 数字 入

夫のカナ氏名 カナ 入

夫の漢字氏名 漢字 入

夫の国籍 漢字 入

夫の筆頭者区分 数字 入

夫の父の氏名 漢字 入

夫の母の氏名 漢字 入

夫の住所 漢字 入

夫の世帯主 漢字 入

夫の転婚区分 数字 入

妻の外国人区分 数字 入

夫の父母との続柄 数字 入

夫の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

妻のカナ氏名 カナ 入

妻の漢字氏名 漢字 入

妻の国籍 漢字 入

妻の筆頭者区分 数字 入

妻の住所 漢字 入
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No. 桁数

32 30

33 14

34 14

35 2

36 8

37 1

38 30

39 30

40 39

41 39

42 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/5

妻の世帯主 漢字 入

妻の父の氏名 漢字 入

画面番号 画面名 　離婚届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

妻の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

妻の転婚区分 数字 入

妻の母の氏名 漢字 入

妻の父母との続柄 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

本籍 漢字 入

筆頭者 漢字 入

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1

14 1

15 1

16 7

17 1

18 30

19 30

20 1

21 1

22 15

23 30

24 30

25 30

26 1

27 2

28 3

29 3

30 39

31 39

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

異動処理 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/5

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　離婚届(その2)入力

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出

送付日 英数字 出

支所No 数字 出

受領No 数字 出

処理日 英数字 出 元号コード入力有

本非区分 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出

報告 数字 出

離婚の種別区分 数字 入
1:協議 2:調停 3:審判 4:判決 5:和解 6:
認諾

郵送日 英数字 出 元号コード入力有

動態 数字 出

戸籍変動区分 数字 入

新戸籍 漢字 入

離婚の申立人区分 数字 入

離婚の成立･確定日 英数字 入 元号コード入力有

届後の戸籍の配偶者区分 数字 入

称する氏 漢字 入

新筆頭者 漢字 入

戻る戸籍の筆頭者区分 数字 入

外国裁判所名 漢字 入

親権指定者の有無 数字 入

外国離婚方式 漢字 入

裁判所所在国 漢字 入

届出人資格2 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

未成年の子の人数 数字 入

届出人資格1 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

32 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/5

エラーメッセージ 漢字 出

画面番号 画面名 　離婚届(その2)　入力

項目名 タイプ 入出力 備考
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1

14 60

15 30

16 14

17 14

18 2

19 3

20 8

21 14

22 14

23 2

24 3

25 1

26 39

27 39

28 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 5/5

画面番号 画面名 　離婚届(その3)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所NO 数字 出

受領NO 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出

受領日 英数字 出

送付日 英数字 出

郵送日 英数字 出

動態 数字 出

処理日 英数字 出

本非区分 数字 出

報告 数字 出

未
成
年
者
項
目
　
複
数
件

未成年者nのカナ氏名 カナ 入 未成年者項目は複数件入力可能

未成年者nの漢字氏名

未成年者nの母の氏名 漢字 入

未成年者nの父母との続柄 数字 入

漢字 入 便宜上n件で表現する。

未成年者nの父の氏名 漢字 入

未成年者nの養父の氏名 漢字 入

未成年者nの養母の氏名 漢字 入

未成年者nの父母との続柄名称 漢字 出

未成年者nの生年月日 英数字 入 元号コード入力有

未成年者nの親権者区分 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

未成年者nの養父母との続柄 数字 入

未成年者nの養父母との続柄名称 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8
*

9 7

10 1

11 7

12 60

13 30

14 8

15 1

3

16 1

5

17 1

8

18 7

19 30

20 30

21 30

22 30

23 40

24 20

25 30

26 30

27 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　2.11　77条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　77条の2届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入 出張所Noと同意

受領No 数字 出

発送元 漢字 入

在外送付区分 1 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付,
2:在外公館の直接送付,
3:在外公館の国内経由

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

現カナ氏名 カナ 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

筆頭者区分 数字 入 0:構成員,1:筆頭者

漢字 出

現漢字氏名 漢字 入

生年月日 英数字 入 元号コード入力有

同籍者区分 数字 入 0:無,1:配偶者のみ,
2:配偶者+他構成員,
3:他構成員のみ漢字 出

配偶者区分 数字 入 0:未,1:夫,2:妻,

漢字 出 3:生存配偶者

世帯主 漢字 入

本籍 漢字 入

離婚年月日 英数字 入 元号コード入力有

住所 漢字 入

変更後漢字氏 漢字 入

変更後本籍 漢字 入

筆頭者 漢字 入

変更後カナ氏 カナ 入

変更後筆頭者 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

28 39

29 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　77条の2届

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

2.異動処理　2.11　77条の2届 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1

14 60

15 30

16 30

17 30

18 14

19 14

20 2

21 1

22 8

23 60

24 30

25 30

26 30

27 14

28 14

29 2

30 1

31 8

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/4

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 離婚同時77条の2届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所NO 数字 入

受領NO 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

報告 数字 入

夫のカナ氏名 カナ 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

動態 数字 入

夫の世帯主 漢字 入

夫の父の氏名 漢字 入

夫の漢字氏名 漢字 入

夫の住所 漢字 入

夫の筆頭者区分 数字 入

夫の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

夫の母の氏名 漢字 入

夫の父母との続柄 数字 入

妻の住所 漢字 入

妻の世帯主 漢字 入

妻のカナ氏名 カナ 入

妻の漢字氏名 漢字 入

妻の父母との続柄 数字 入

妻の筆頭者区分 数字 入

妻の父の氏名 漢字 入

妻の母の氏名 漢字 入

妻の生年月日 英数字 入 元号コード入力有
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No. 桁数

32 30

33 30

34 39

35 39

36 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/4

画面番号 画面名 　離婚同時77条の2届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

本籍 漢字 入

筆頭者 漢字 入

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1

14 1

15 1

16 7

17 1

18 30

19 30

20 30

21 30

22 30

23 1

24 2

25 3

26 3

27 39

28 39

29 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/4

画面番号 画面名 離婚同時77条の2届(その2)入力

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　異動処理 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1

支所No 数字 出

受領No 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 出

在外送付区分 数字 出

受領日 英数字 出

送付日 英数字 出

郵送日 英数字 出

動態 数字 出

処理日 英数字 出

本非区分 数字 出

離婚の申立人区分 数字 入

離婚の成立･確定日 英数字 入 元号コード入力有

報告 数字 出

離婚の種別区分 数字 入
1:協議 2:調停 3:審判 4:判決 5:和解 6:
認諾

新筆頭者 漢字 入

外国離婚方式 漢字 入

戸籍変動区分 数字 入

新本籍 漢字 入

親権指定者の有無 数字 入

未成年の子の人数 数字 入

裁判所所在国 漢字 入

外国裁判所名 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

届出人資格1 数字 入

届出人資格2 数字 入

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1

14 60

15 30

16 14

17 14

18 2

19 3

20 8

21 14

22 14

23 2

24 3

25 1

26 39

27 39

28 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/4

画面番号 画面名 　離婚同時77条の2届(その3)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所NO 数字 出

受領NO 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 出

在外送付区分 数字 出

受領日 英数字 出

送付日 英数字 出

郵送日 英数字 出

動態 数字 出

処理日 英数字 出

本非区分 数字 出

報告 数字 出

未
成
年
者
項
目
　
複
数
件

未成年者nのカナ氏名 カナ 入 未成年者項目は複数件入力可能

未成年者nの漢字氏名

未成年者nの母の氏名 漢字 入

未成年者nの父母との続柄 数字 入

漢字 入 便宜上n件で表現する。

未成年者nの父の氏名 漢字 入

未成年者nの養父の氏名 漢字 入

未成年者nの養母の氏名 漢字 入

未成年者nの父母との続柄名称 漢字 出

未成年者nの生年月日 英数字 入 元号コード入力有

未成年者nの親権者区分 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

未成年者nの養父母との続柄 数字 入

未成年者nの養父母との続柄名称 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 3

15 1 *

16 3

17 8

18 60 *

19 30

20 30

21 30

22 1 *

23 3

24 1 *

25 3

26 8

27 60 *

28 30

29 30

30 30

31 3 *

32 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/4

画面番号 画面名 　親権･管理権届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

報告的届出区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

未成年者の本非区分 数字 入

未成年者の本非区分名称 漢字 出

未成年者の外国人区分 数字 入

未成年者の外国人区分名称 漢字 出

未成年者の漢字氏名 漢字 入

未成年者の本籍 漢字 入

未成年者の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦)

未成年者のカナ氏名 カナ 入

親権者の外国人区分名称 漢字 出

親権者の本非区分 数字 入

未成年者の筆頭者名 漢字 入

親権者の外国人区分 数字 入

親権者のカナ氏名 カナ 入

親権者の漢字氏名 漢字 入

親権者の本非区分名称 漢字 出

親権者の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦)

親権者資格 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

親権者の本籍 漢字 入

親権者の筆頭者名 漢字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

33 39

34 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/4

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

画面番号 画面名 　親権･管理権届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 1

14 1

15 7

16 7 *

17 3

18 30

19 3

20 1 *

21 1 *

22 8

23 60 *

24 30

25 30

26 39

27 39

28 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/4

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　親権･管理権届(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出 元号コード有

送付日 英数字 出 元号コード有

支所番号 数字 出

受領番号 数字 出

処理日 英数字 出 元号コード有

本非区分 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出

届出事件 数字 入

種別区分 数字 入

郵送日 英数字 出 元号コード有

報告的届出区分 数字 出

届出人資格1 数字 入

届出人氏名1 漢字 入

審判/調停日 英数字 入 元号コード入力有

関連事件発生日 英数字 入 元号コード入力有

届出人･協議者の本非区分 数字 入

届出人･協議者の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦)

届出人･協議者資格 数字 入

届出人･協議者の外国人区分 数字 入

届出人･協議者の本籍 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

届出人･協議者のカナ氏名 カナ 入

届出人･協議者の漢字氏名 漢字 入

*:届書にない入力項目

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 39

2 39

3 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/4

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

画面番号 画面名 　親権･管理権届ガイダンス

項目名 タイプ 入出力 備考

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 3

14 1 *

15 3

16 8

17 60 *

18 30

19 30

20 30

21 1 *

22 3

23 1 *

24 3

25 8

26 1

27 60 *

28 30

29 30

30 30

31 3 *

32 100

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面番号 画面名 未成年後見届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

異動処理 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

支所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

未成年被後見人の外国人区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

未成年被後見人の本非区分名称 漢字 出

未成年被後見人の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦)

未成年被後見人の外国人区分名称 漢字 出

未成年被後見人の本非区分 数字 入

未成年被後見人の本籍 漢字 入

未成年被後見人の筆頭者名 漢字 入

未成年被後見人のカナ氏名 漢字 入

未成年被後見人の漢字氏名 漢字 入

未成年後見人の本非区分 数字 入

未成年後見人の本非区分名称 数字 出

未成年後見人の外国人区分 数字 入

未成年後見人の外国人区分名称 漢字 出

未成年後見人のカナ氏名 漢字 入

未成年後見人の漢字氏名 漢字 入

未成年後見人の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦)

未成年後見人区分 数字 入

未成年後見人の資格 漢字 入

未成年後見人の住所 漢字 入

未成年後見人の本籍 漢字 入

未成年後見人の筆頭者名 漢字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

33 39

34 39

35 39

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

異動処理 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

画面番号 画面名 未成年後見届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 2

13 7

14 7

15 7

16 1 *

17 30

18 39

19 39

20 39

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

異動処理 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 未成年後見届(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出 元号コード入力有

送付日 英数字 出 元号コード入力有

支所番号 数字 出

受領番号 数字 出

処理日 英数字 出 元号コード入力有

本非区分 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出

開始日 英数字 入 元号コード入力有

就職日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 出 元号コード入力有

届出原因区分 数字 入

届出人氏名 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

終了日 英数字 入 元号コード入力有

届出人資格 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 39

2 39

3 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

異動処理 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

画面番号 画面名 未成年後見届ガイダンス

項目名 タイプ 入出力 備考

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 3

14 1 *

15 3

16 8

17 60 *

18 30

19 30

20 30

21 1 *

22 3

23 1 *

24 3

25 8

26 60 *

27 30

28 30

29 30

30 3 *

31 39

32 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面番号 画面名 　保佐届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

支所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

被保佐人の外国人区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

被保佐人の本非区分名称 漢字 出

被保佐人の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦)

被保佐人の外国人区分名称 漢字 出

被保佐人の本非区分 数字 入

被保佐人の本籍 漢字 入

被保佐人の筆頭者名 漢字 入

被保佐人のカナ氏名 カナ 入

被保佐人の漢字氏名 漢字 入

保佐人の本非区分 数字 入

保佐人の本非区分名称 漢字 出

保佐人の外国人区分 数字 入

保佐人の外国人区分名称 漢字 出

保佐人の漢字氏名 漢字 入

保佐人の本籍 漢字 入

保佐人の生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦)

保佐人のカナ氏名 カナ 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

保佐人の筆頭者名 漢字 入

保佐人資格 数字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

33 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　保佐届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 2

13 7

14 7

15 7

16 30

17 2 *

18 30

19 39

20 39

21 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　保佐届(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出 元号コード有

送付日 英数字 出 元号コード有

支所番号 数字 出

受領番号 数字 出

処理日 英数字 出 元号コード有

本非区分 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出

開始日 英数字 入 元号コード入力有

就職日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 出 元号コード有

届出原因区分 数字 入

届出人資格 数字 入

届出人氏名 漢字 入

終了日 英数字 入 元号コード入力有

前任者氏名 漢字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 39

2 39

3 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　保佐届ガイダンス

項目名 タイプ 入出力 備考

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

9 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 1 *

14 8

15 1 *

16 8

17 7 *

18 60

19 30

20 1

21 2

22 3

23 2

24 2

25 1 *

26 1

27 4

28 1 *

29 4 *

30 1 *

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面番号 画面名 　死亡届

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

出張所番号 数字 入 (支所番号)

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入

在外送付区分 数字 入

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

処理日 英数字 入 元号コード入力有

死亡の場合,｢除籍日｣となる

生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦入力

本籍不分明区分 数字 入

動態区分 数字 入

外人区分 数字 入

カナ氏名 カナ 入

漢字氏名 漢字 入

本籍不分明区分名称 漢字 出

関連受領番号 数字 入

死亡の年 英数字 入 元号コード入力有

　〃　月 英数字 入

性別 数字 入

性別名称 漢字 出

死亡の午前午後区分 英数字 入

　〃　時分 英数字 入

　〃　日 英数字 入

死亡時間推定区分 英数字 入

死亡区分 英数字 入

*:届書にない入力項目

終期の死亡の午前午後区分 英数字 入

　〃　時分 英数字 入
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No. 桁数

31 34

32 30

33 30

34 30

35 30

36 30

37 30

38 3

39 30

40 30

41 30

42 1 *

43 1 *

44 39

45 39

46 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

死亡日時 漢字 入

死亡場所市町村 漢字 入 コード入力有(外国は国名等入力)

画面番号 画面名 　死亡届

項目名 タイプ 入出力 備考

世帯主 漢字 入

本籍 漢字 入 コード入力有(外国人は国籍入力)

死亡場所町丁目 漢字 入 コード入力有(外国は国名等入力)

住所 漢字 入 コード入力有

届出人資格名称 漢字 出

届出人の氏名 漢字 入

筆頭者 漢字 入

届出人資格 数字 入

配偶者外人区分 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

届出人の住所 漢字 入

配偶者有無区分 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 34

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 8

14 60

15 30

16 7

17 7

18 30

19 14

20 30

21 14

22 3

23 30

24 30

25 30

26 1 *

27 1 *

28 39

29 39

30 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　失踪宣告届

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 入

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 漢字 入 コード入力有

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

外人区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

漢字氏名 漢字 入

死亡とみなされる日 英数字 入 元号コード入力有

生年月日 英数字 入 元号コード入力有(外国人は西暦入力

カナ氏名 カナ 入

世帯主 漢字 入 あふれ記号有

本籍 漢字 入 コード入力有(外国人は国籍入力)

確定日 英数字 入 元号コード入力有

住所 漢字 入 コード入力有

届出人資格名称 漢字 出

その他の届出人資格名称 漢字 入

筆頭者 漢字 入 あふれ記号有

届出人資格 数字 入

配偶者外人区分 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

届出人の氏名 漢字 入

配偶者有無区分 数字 入

*:届書にない入力項目

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 7

15 1 *

16 3

17 1 *

18 5

19 30

20 30

21 30

22 30

23 30

24 30

25 2 *

26 3

27 39

28 39

29 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　復氏届(その1)･入力

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 0:本籍分届　1:非本籍分届

発送元 漢字 入

在外送付区分 数字 入 コード入力

漢字氏名 漢字 入

生年月日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

カナ氏名 カナ 入

配偶者区分 数字 入 0:未  1:夫  2:妻  3:生存配偶者

配偶者名称 漢字 出

筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

筆頭者名称 漢字 出

本籍 漢字 入 コード入力有

筆頭者 漢字 入

住所 漢字 入 コード入力有

世帯主 漢字 入

父母との続柄コード 数字 入

父母との続柄名称 漢字 出

父氏名 漢字 入

母氏名 漢字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

13 30

14 30

15 1 *

15-1 1

15-2 1

16 60

17 30

18 7

19 39

20 39

21 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　復氏届(その2)･入力

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

送付日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

出張所番号 数字 出

受領番号 数字 出

処理日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

本非区分 数字 出

発送元 漢字 出

在外送付区分 数字 出

届後本籍 漢字 入 コード入力有

届後戸籍の筆頭者 漢字 入

郵送日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

復籍区分 数字 入 1:もとの戸籍　2:新戸籍編製

復籍戸籍での筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

異動後戸籍での配偶者区分 数字 入 0:未　3:生存配偶者

氏区分 数字 入 1:婚姻前の氏
2:転婚前の氏
3:新しい氏

死亡配偶者死亡日 英数字 入 元号コード入力有

PFガイダンス1 漢字 出

死亡配偶者カナ氏名 カナ 入

死亡配偶者漢字氏名 漢字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 60 *

13 30 *

14 1 *

15 1 *

16 3

17 1 *

18 5

19 7 *

20 30 *

21 30 *

22 2 *

23 3

24 30 *

25 39

26 39

27 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　復氏届(その3)･入力

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

送付日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

出張所番号 数字 出

受領番号 数字 出

処理日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

本非区分 数字 出

発送元 漢字 出

在外送付区分 数字 出

現在配偶者漢字氏名 漢字 入

現在配偶者外人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

郵送日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

現在配偶者カナ氏名 カナ 入

現在配偶者配偶者区分 数字 入 0:未  1:夫  2:妻  3:生存配偶者

現在配偶者配偶者名称 漢字 出

現在配偶者筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

現在配偶者筆頭者名称 漢字 出

現在配偶者母氏名 漢字 入

現在配偶者父母との続柄コード 数字 入 コード入力

現在配偶者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

現在配偶者父氏名 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

現在配偶者父母との続柄名称 漢字 出

現在配偶者住所 漢字 入 コード入力有

*:届書にない入力項目

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 1

15 7

16 30

17 30

18 60

19 30

20 1

21 7

22 1

23 30

24 30

25 39

26 39

27 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　姻族関係終了届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

漢字氏名 漢字 入

外人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

カナ氏名 カナ 入

筆頭者 漢字 入

死亡配偶者カナ氏名 カナ 入

生年月日 英数字 入 元号コード入力有

本籍 漢字 入 コード入力有り

死亡年月日 英数字 入 元号コード入力有

同籍区分 数字 入 0:同一戸籍　1:他戸籍

死亡配偶者漢字氏名 漢字 入

死亡配偶者外人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

死亡配偶者本籍 漢字 入 コード入力有り

死亡配偶者筆頭者 漢字 入

*:届書にない入力項目

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1

13 7

14 60

15 30

16 30

17 30

18 1

19 7

20 3

21 30

22 60

23 30

24 30

25 30

26 1

27 7

28 3

29 30

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面番号 画面名 　推定相続人廃除届

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

被廃除者外人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

被廃除者漢字氏名 漢字 入

被廃除者本籍 漢字 入 コード入力有り

被廃除者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

被廃除者カナ氏名 カナ 入

廃除者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

廃除者資格区分 数字 入 001:父　002:母　010:養父

被廃除者筆頭者 漢字 入

廃除者外人区分 数字 入 0:日本人　1:外国人

廃除者カナ氏名 カナ 入

廃除者漢字氏名 漢字 入

011:養母　099:その他

廃除者資格名称 漢字 入

裁判種別 数字 入 1:調停　2:審判　3:判決

裁判確定日 英数字 入 元号コード入力有

廃除者本籍 漢字 入 コード入力有り

廃除者筆頭者 漢字 入

届出人資格名称 漢字 入

*:届書にない入力項目

届出人資格 数字 入 090:廃除した人　091:遺言執行者

098:事件本人　099:その他
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No. 桁数

30 30

31 39

32 39

33 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

届出人氏名 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

画面番号 画面名 　推定相続人廃除届

項目名 タイプ 入出力 備考

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 1 *

4 1 *

5 39

6 39

7 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/7

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名

項目名 タイプ 入出力 備考

　入籍届種別入力 1/1

同時入籍者数 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

入籍者種別 数字 入 1:入籍人単独
2:配偶者同時
3:入籍人複数

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 数字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1 *

11 7

12 1

13 1

14 8

15 7 *

16 7

17 1

18 11

19 1 *

20 3

21 1 *

22 10

23 1 *

24 3

25 1 *

26 5

27 30

28 30

29 60 *

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/7

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名

項目名 タイプ 入出力 備考

　入籍届(その1) 1/2

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所NO 数字 入

受領NO 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付
2:在外公館の直接送付
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

入籍事由 数字 入 1:氏を称する入籍
2:同籍する入籍
3:従前の氏を称する入籍

許可の審判確定日 英数字 入 元号コード入力有

従前の氏を改めた日 英数字 入 元号コード入力有

入籍相手 数字 入 1:無,2:父,3:母,4:父母
5:養父,6:養母,7:養父母
8:父及び養母,9:母及び養父,入籍相手名称 漢字 出

入籍先の本･非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

入籍先の本･非区分名称 漢字 出

戸籍変動区分 数字 入 1:既にある戸籍に入る
2:父又は母の新戸籍に入る
3:新しい戸籍をつくる戸籍変動区分名称 漢字 出

入籍先の筆頭者区分 数字 入 0:構成員,1:筆頭者

入籍先の筆頭者区分名称 漢字 出

入籍先の個人除区分 数字 入 0:在籍者,1:除籍者,
2:戸籍消除者,3:消除者,
4:消除及び除籍者入籍先の個人除区分名称 漢字 出

入籍先の本籍 漢字 入 コード入力有

入籍先の筆頭者 漢字 入

入籍先の配偶者区分 数字 入 スペース:未入力,0:未婚
　　1:夫,2:妻
3:生存配偶者入籍先の配偶者区分名称 漢字 出

入籍先のカナ氏名 カナ 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

30 30 *

31 30 *

32 30 *

33 30 *

34 30 *

35 2 *

36 3

37 7 *

38 30 *

39 30 *

40 39

41 39

42 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/7

画面番号 画面名

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

　入籍届(その1) 2/2

入籍先の世帯主 漢字 入

入籍先の父の氏名 漢字 入

入籍先の漢字氏名 漢字 入

入籍先の住所 漢字 入 コード入力有

入籍先の父母続柄名称 漢字 出

入籍先の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

入籍先の母の氏名 漢字 入

入籍先の父母続柄 数字 入 10:男～49:十九女

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

新本籍 漢字 入 コード入力有

新筆頭者 漢字 入

エラーメッセージ 数字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1 *

11 7

12 1 *

13 1 *

14 1 *

15 3

16 1 *

17 3

18 1 *

19 5

20 1 *

21 60 *

22 30

23 7

24 30

25 30

26 30

27 30

28 2

29 3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/7

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名

項目名 タイプ 入出力 備考

　入籍届(その2) 1/2

受領日 英数字 出 元号コード入力有

送付日 英数字 出 元号コード入力有

支所NO 数字 出

受領NO 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出 0:受理分,1:国内からの送付
2:在外公館の直接送付
3:在外公館の国内経由

郵送日 英数字 出 元号コード入力有

現在頁 数字 出

処理日 英数字 出 元号コード入力有

本非区分 数字 出 1:本籍,2:非本籍

入籍人の本･非区分名称 漢字 入

入籍人の筆頭者区分 数字 入 0:構成員,1:筆頭者

最大頁 数字 出

入籍人の本･非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

入籍人の筆頭者区分名称 漢字 出

入籍人の配偶者区分 数字 入 スペース:未入力,0:未婚
1:夫,2:妻
3:生存配偶者入籍人の配偶者区分名称 漢字 出

入籍人の更生区分 数字 入

入籍人のカナ氏名 カナ 入

入籍人の住所 漢字 入 コード入力有

入籍人の世帯主 漢字 入

入籍人の漢字氏名 漢字 入

入籍人の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

入籍人の父母続柄 数字 入 10:男～49:十九女

入籍人の父母続柄名称 漢字 出

入籍人の父の氏名 漢字 入

入籍人の母の氏名 漢字 入

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-99



No. 桁数

30 2 *

31 2

32 30 *

33 30 *

34 30

35 30

36
3

5

37 15

38
3

5

39 15

40 39

41 39

42 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 5/7

画面番号 画面名

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

　入籍届(その2) 2/2

入籍人の養父の氏名 漢字 入

入籍人の養母の氏名 漢字 入

入籍人の養父母続柄 数字 入 51:養子,52:養女

入籍人の養父母続柄名称 漢字 出

届出人資格1
数字 入 009:配偶者,　　016:親権者父

017:親権者母,　019:親権者養父,
020:親権者養母,030:後見人,
098:事件本人

漢字 出

入籍人の本籍 漢字 入 コード入力有

入籍人の筆頭者 漢字 入

届出人氏名1 漢字 入

届出人資格2
数字 入 009:配偶者,　　016:親権者父

017:親権者母,　019:親権者養父,
020:親権者養母,030:後見人,
098:事件本人

漢字 出

届出人氏名2 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 数字 出

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-100



No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1 *

11 7

12 60 *

13 30 *

14 8 *

15 30 *

16 30 *

17 2 *

18 3

19 30 *

20 30 *

21 2 *

22 2

23 30 *

24 30

25 1 *

26 3

27 1 *

28 5

29 1 *

30 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 6/7

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名

項目名 タイプ 入出力 備考

　入籍届(その3) 1/2

受領日 英数字 出 元号コード入力有

送付日 英数字 出 元号コード入力有

支所NO 数字 出

受領NO 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出 0:受理分,1:国内からの送付
2:在外公館の直接送付
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 出 元号コード入力有

本非区分 数字 出 1:本籍,2:非本籍

入籍人配偶者の漢字氏名 漢字 入

入籍人配偶者の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 出 元号コード入力有

入籍人配偶者のカナ氏名 カナ 入

入籍人配偶者の父母続柄 数字 入 10:男～49:十九女

入籍人配偶者の父母続柄名称 漢字 出

入籍人配偶者の父の氏名 漢字 入

入籍人配偶者の母の氏名 漢字 入

入籍人配偶者の養父母続柄 数字 入 51:養子,52:養女

入籍人配偶者の養父母続柄名称 漢字 出

入籍人配偶者の養父の氏名 漢字 入

入籍人配偶者の養母の氏名 漢字 入

入籍人配偶者の外国人区分 数字 入 0:日本人,1:外国人

入籍人配偶者の外国人区分名称 漢字 出

入籍人配偶者の住所 漢字 入 コード入力有

入籍人配偶者の世帯主 漢字 入

入籍人配偶者の更正区分 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

入籍人配偶者の配偶者区分 数字 入 1:夫,2:妻

入籍人配偶者の配偶者区分名称 漢字 出

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-101



No. 桁数

32 39

33 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 7/7

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出

画面番号 画面名

項目名 タイプ 入出力 備考

　入籍届(その3) 2/2

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-102



No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 1

3

13 1

5

14 8

15 1

16 1

5

17 8

18 60

19 30

20 30

21 30

22 30

23 30

24 30

25 30

26 2

3

27 30

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　分籍届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入

漢字 出

分籍人の配偶者区分 数字 入 *

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

分籍人の筆頭者区分 数字 入 *

分籍人の婚姻事項の有無 漢字 入 *

分籍人の渉外区分 数字 入 *

漢字 出

分籍人の生年月日 漢字 入 元号コード入力有

分籍人のカナ氏名 カナ 入

分籍人の漢字氏名 漢字 入

漢字 出

分籍人の婚姻日 英数字 入 元号コード入力有

分籍人の本籍 漢字 入 コード入力有

分籍人の筆頭者 漢字 入

分籍人の住所 漢字 入 コード入力有

分籍人の世帯主 漢字 入

分籍人の父母との続柄 数字 入

漢字 出

分籍人の父の氏名 漢字 入

分籍人の母の氏名 漢字 入

分籍人の新本籍 漢字 入 コード入力有

*:届書にない項目

 5-5-(3)-103



No. 桁数

31 39

32 39

33 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　分籍届

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

 5-5-(3)-104



No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 30

15 30

16 7

17 30

18 30

19 2

20 3

21 7

22 1 *

23 1

24 30

25 30

26 1 *

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/3

画面番号 画面名 国籍取得(その1)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

カナ氏名 カナ 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

従前国籍 漢字 入

生年月日 英数字 入 元号コード入力有

漢字氏名 漢字 入

従前氏名 漢字 入

父母との続柄コード 数字 入

父母との続柄名称 漢字 出

父氏名 漢字 入

母氏名 漢字 入

国籍取得年月日 英数字 入 元号コード入力有

国籍取得区分 数字 入 0:国籍法2条
1:国籍法3条
2:国籍法17条1項
3:国籍法17条2項
4:改正法附則5条1項
5:改正法附則6条1項

戸籍変動区分 数字 入 1:父母の戸籍に入籍する
2:父の戸籍に入籍する
3:母の戸籍に入籍する
4:国籍喪失時の戸籍に入籍する
5:新戸籍を編製する

届後戸籍での筆頭者区分 数字 入

*:届書にない入力項目

届後本籍 漢字 入

届後戸籍の筆頭者 漢字 入

 5-5-(3)-105



No. 桁数

27 1 *

28 39

29 39

30 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/3

届後戸籍での配偶者区分 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

画面番号 画面名 国籍取得(その1)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-106



No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 30

13 7

14 7

15 1

16 30

17 6

18 20

19 3

20 3

21 20

22 30

23 30

24 39

25 39

26 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　国籍取得(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

住民日 英数字 入 元号コード入力有

住定日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

住所 漢字 入

世帯主との続柄コード 数字 入

世帯主との続柄名称 漢字 出

世帯主区分 数字 入 1:世帯主　2:世帯員

世帯主名 漢字 入

15歳未満の届出人資格名称 漢字 出

15歳未満の届出人氏名1 漢字 入

15歳未満の届出人資格1 数字 入

15歳未満の届出人資格2 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

15歳未満の届出人氏名2 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 1

*

4 1 *

5 39

6 39

7 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/9

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 帰化(帰化種別入力)

項目名 タイプ 入出力 備考

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

同時帰化者数 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

帰化種別 数字 入 1:単身者の帰化
2:夫婦の片方(日本人配偶者有)
3:夫婦の片方(日本人配偶者無)
4:夫婦の帰化

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-108



No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 30

15 30

16 7

17 1 *

18 5

19 7

20 30

21 30

22 30

23 30

24 2

25 3

26 7

27 7

28 30

29 1

30 6

31 8

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/9

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 帰化(その1)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者従前国籍 漢字 入

帰化者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者漢字氏名 漢字 入

帰化者従前氏名 漢字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者カナ氏名 カナ 入

帰化者父の本･国籍 漢字 入

帰化者母氏名 漢字 入

公示年月日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者父氏名 漢字 入

帰化者配偶者区分 数字 入

帰化者配偶者区分名称 漢字 出

帰化者住定日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者住所 漢字 入

帰化者父母との続柄名称 漢字 出

帰化者住民日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者母の本･国籍 漢字 入

帰化者父母との続柄コード 数字 入

帰化者世帯主との続柄名称 漢字 出

*:届書にない入力項目

帰化者世帯主区分 数字 入 1:世帯主　2:世帯員

帰化者世帯主との続柄コード 数字 入
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No. 桁数

32 30

33 3

34 3

35 10

36 14

37 14

38 39

39 39

40 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/9

帰化者世帯主名 漢字 入

帰化者15歳未満の届出人資格1 数字 入

画面番号 画面名 帰化(その1)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

帰化者15歳未満の届出人氏名1 漢字 入

帰化者15歳未満の届出人氏名2 漢字 入

帰化者15歳未満の届出人資格2 数字 入

帰化者15歳未満の届出人資格名称 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-110



No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 30

15 30

16 7

17 30

18 30

19 30

20 30

21 2

22 3

23 7

24 7

25 30

26 1

27 6

28 8

29 30

30 39

31 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/9

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　帰化(その2)1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

帰化者妻漢字氏名 漢字 入

帰化者妻従前氏名 漢字 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者妻カナ氏名 カナ 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

帰化者妻母氏名 漢字 入

帰化者妻母の本･国籍 漢字 入

帰化者妻父氏名 漢字 入

帰化者妻父の本･国籍 漢字 入

帰化者妻従前国籍 漢字 入

帰化者妻生年月日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者妻住所 漢字 入

帰化者妻世帯主区分 数字 入 1:世帯主　2:世帯員

帰化者妻住民日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者妻定住日 英数字 入 元号コード入力有

帰化者妻父母との続柄コード 数字 入

帰化者妻父母との続柄名称 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

*:届書にない入力項目

帰化者妻世帯主名 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

帰化者妻世帯主との続柄コード 数字 入

帰化者妻世帯主との続柄名称 漢字 出
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No. 桁数

32 39

画面番号 画面名 　帰化(その2)2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/9

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 30

14 30

15 3 *

16 3 *

17 60 *

18 30 *

19 30 *

20 30 *

21 30 *

22 30 *

23 2 *

24 3

25 7 *

26 30 *

27 39

28 39

29 39

画面番号 画面名 　帰化(その3)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 6/9

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

戸籍変動区分 数字 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

養/父母カナ氏名 カナ 入

養/父母漢字氏名 漢字 入

帰化記載者資格1 数字 入

帰化記載者資格2 数字 入

届後本籍 漢字 入

届後戸籍の筆頭者 漢字 入

養/父母父母との続柄コード 数字 入

養/父母父母との続柄名称 漢字 出

養/父母父氏名 漢字 入

養/父母母氏名 漢字 入

養/父母本籍 漢字 入

養/父母筆頭者 漢字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

養/父母生年月日 英数字 入 元号コード入力有

養/父母住所 漢字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 1 *

13 3

14 1

15 1

16 60 *

17 30

18 30

19 30

20 30 *

21 30 *

22 2 *

23 3

24 7

25 30

26 39

27 39

28 39

画面番号 画面名 　帰化(その4)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 7/9

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

連署人筆頭者区分 数字 入 0:構成員　1:筆頭者

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2：非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

連署人漢字氏名 漢字 入

連署人本籍 漢字 入

連署人配偶者名称 漢字 出

連署人カナ氏名 カナ 入

連署人筆頭者名称 漢字 出

連署人配偶者区分 数字 入 1:夫　2:妻

連署人父母との続柄名称 漢字 出

連署人生年月日 英数字 入 元号コード入力有

連署人母氏名 漢字 入

連署人父母との続柄コード 数字 入

連署人筆頭者 漢字 入

連署人父氏名 漢字 入

*:届書にない入力項目

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

連署人住所 漢字 人

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 30

15 30

16 7

17 30

18 30

19 30

20 30

21 2

22 3

23 7

24 7

25 30

26 1

27 6

28 8

29 30

30 3

31 3

画面番号 画面名 　帰化(その5)　1/2

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 8/9

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

出張所番号 数字 入

受領番号 数字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

同時帰化者nカナ氏名 カナ 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍分届　2:非本籍分届

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 コード入力

同時帰化者n父氏名 漢字 入

同時帰化者n父の本･国籍 漢字 入

同時帰化者n従前国籍 漢字 入

同時帰化者n生年月日 英数字 入 元号コード入力有

同時帰化者n漢字氏名 漢字 入

同時帰化者n従前氏名 漢字 入

同時帰化者n住民日 英数字 入 元号コード入力有

同時帰化者n住定日 英数字 入 元号コード入力有

同時帰化者n父母との続柄コード 数字 入

同時帰化者n父母との続柄名称 漢字 出

同時帰化者n母氏名 漢字 入

同時帰化者n母の本･国籍 漢字 入

同時帰化者n世帯主名 漢字 入

同時帰化者n15歳未満の届出人資格1 数字 入

同時帰化者n世帯主との続柄コード 数字 入

同時帰化者n世帯主との続柄名称 漢字 出

同時帰化者n住所 漢字 入

同時帰化者n世帯主区分 数字 入 1:世帯主　2:世帯員

同時帰化者n15歳未満の届出人資格2 数字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

32 10

33 14

34 14

35 3 *

36 3 *

37 39

33 39

39 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 9/9

同時帰化者n15歳未満の届出人氏名2 漢字 入

同時帰化者n帰化記載者資格1 数字 入

同時帰化者n15歳未満の届出人資格名称 漢字 出

同時帰化者n15歳未満の届出人氏名1 漢字 入

画面番号 画面名 　帰化(その5)　2/2

項目名 タイプ 入出力 備考

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

同時帰化者n帰化記載者資格2 数字 入

　　 上記項目　No.12　～　No.36　をMAX　9回繰り返す
　　 (nには1～9の数字のいずれかを代入する)

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目

 5-5-(3)-116



No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 8

15 7

16 30

17 30

18 30

19 30

20 1 *

5

21 1 *

3

22 1

26

23 28

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　国籍喪失届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付,
2:在外公館の直接送付,
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

国籍喪失者氏名 漢字 入

生年月日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

国籍喪失者カナ氏名 カナ 入

世帯主 漢字 入

本籍 漢字 入 コード入力有

喪失年月日 英数字 入 元号コード入力有

住所 漢字 入 コード入力有

漢字 出 3:生存配偶者

配偶者の外人区分 数字 入 0:日本人,1:外国人

筆頭者 漢字 入

配偶者区分 数字 入 0:未,1:夫,2:妻

漢字 出

喪失原因(区分) 数字 入 1:志望により外国国籍を取得したた
め
2:日本国籍の離脱
3:外国国籍の選択
4:国籍選択の催告を受けて選択をし
なかったため
5:国籍喪失の宣告を受けたため

漢字

喪失原因(国名) 漢字 入 国名コード入力有

出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

24 3

28

25 30

26 3

28

27 30

28 39

29 39

30 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　国籍喪失届

項目名 タイプ 入出力 備考

届出人資格1 数字 入

出

000:未入力,006:夫,007:妻,
001:父,002:母,010:養父,
011:養母,098:事件本人,
082:親族(四親等内),099:その他,
016:親権者父,017:親権者母,
019:親権者養父,020:親権者養母,
030:後見人

漢字 出

届出人氏名2 漢字 入

届出人資格2 数字 入 000:未入力,006:夫,007:妻,
001:父,002:母,010:養父,
011:養母,098:事件本人,
082:親族(四親等内),099:その他,
016:親権者父,017:親権者母,
019:親権者養父,020:親権者養母,
030:後見人

漢字

届出人氏名1 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 8

15 30

16 30

17 28 *

18 28 *

19 28 *

20 3

5

21 30

22 3

5

23 30

24 39

25 39

26 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　国籍選択届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付,
2:在外公館の直接送付,
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

国籍選択者漢字氏名 漢字 入

生年月日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

国籍選択者カナ氏名 カナ 入

本籍 漢字 入 コード入力有

筆頭者 漢字 入

現有外国国籍1 漢字 入 国名コード入力有

現有外国国籍2 漠字 入 国名コード入力有

出

届出人氏名1 漢字 入

現有外国国籍3 漢字 入

届出人資格2 数字 入 000:未入力,016:親権者父,
019:親権者養父,030:後見人,
017:親権者母,020:親権者養母,
098:事件本人

漢字 出

国名コード入力有

届出人資格1 数字 入 000:未入力,016:親権者父,
019:親権者養父,030:後見人,
017:親権者母,020:親権者養母,
098:事件本人

漢字

届出人氏名2 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

*:届書にない入力項目

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7

10 1

11 7

12 60

13 30

14 8

15 7

16 30

17 30

18 28 *

19 3

5

20 30

21 3

5

22 30

23 39

24 39

25 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　外国国籍喪失届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付,
2:在外公館の直接送付,
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

外国国籍喪失者漢字氏名 漢字 入

生年月日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

外国国籍喪失者カナ氏名 カナ 入

筆頭者 漢字 入

国籍喪失国名 漢字 入 国名コード入力有

喪失年月日 英数字 入 元号コード入力有

本籍 漢字 入 コード入力有

届出人資格1 数字 入 000:未入力,016:親権者父,
019:親権者養父,030:後見人,
017:親権者母,020:親権者養母,
098:事件本人

漢字 出

届出人氏名2 漢字 入

届出人氏名1 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

届出人資格2 数字 入 000:未入力,016:親権者父,
019:親権者養父,030:後見人,
017:親権者母,020:親権者養母,
098:事件本人

漢字 出

*:届書にない入力項目

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 7

15 1 *

3

16 1 *

5

17 30

18 30

19 30

20 30

21 1 *

3

22 1 *

5

23 30

24 30

25 20

26 15

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/4

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　氏の変更届　その1

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付,
2:在外公館の直接送付,
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

筆頭者氏名 漢字 入

筆頭者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

筆頭者カナ氏名 カナ 入

筆頭者-配偶者区分 数字 入 スペース:未入力,0:未婚,

漢字 出 1:夫,2:妻,3:生存配偶者

筆頭者-個人除区分 数字 入 0:在籍者,1:除籍者

漢字 出

筆頭者世帯主 漢字 入

配偶者氏名 漢字 入

筆頭者本籍 漢字 入 コード入力有

筆頭者住所 漢字 入 コード入力有

配偶者-配偶者区分 数字 入 スペース:未入力,0:未婚,

漢字 出 1:夫,2:妻,3:生存配偶者

配偶者-外人区分 数字 入 0:日本人,1:外国人

漢字 出

変更前カナ氏 カナ 出

変更前氏 漢字 出

配偶者住所 漢字 入 コード入力有

配偶者世帯主 漢字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

27 20

28 15

29 7

30 3

5

31 15

32 3

5

33 15

34 1 *

3

35 2 *

36 39

37 39

38 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/4

漢字 出

画面番号 画面名 　氏の変更届　その1

項目名 タイプ 入出力 備考

変更後カナ氏 カナ 入

変更後氏 漢字 入

届出人氏名1 漢字 入

審判確定日 英数字 入

届出人資格2 数字 入 008:筆頭者,009:配偶者,
016:親権者父,017:親権者母,
019:親権者養父,020:親権者養母,
030:後見人,000:未入力漢字

元号コード入力有

届出人資格1 数字 入 008:筆頭者,009:配偶者,
016:親権者父,017:親権者母,
019:親権者養父,020:親権者養母,
030:後見人,000:未入力

漢字 出

構成員人数 数字 入

出

届出人氏名2 漢字 入

名義使用区分 数字 入 0:未使用,1:夫,2:妻

エラーメッセージ 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

*:届書にない入力項目

*

*
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7

10 1 *

11 7

12 2

13 30

14 14

15 14

16 14

17 14

18 30

19 30

20 1

4

21 2

22 30

23 14

24 14

25 14

26 14

27 30

28 30

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/4

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　氏の変更届　その2

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出

送付日 英数字 出

支所No 数字 出

受領No 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出 0:受理分,1:国内からの送付,
2:在外公館の直接送付,
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 出

本非区分 数字 出 1:本籍,2:非本籍

構成員氏名(その1) 漢字 入

構成員の父の氏名(その1) 漢字 入

郵送日 英数字 出

構成員番号(その1) 数字 出

構成員の養母の氏名(その1) 漢字 入

構成員住所(その1) 漢字 入 コード入力有

構成員の母の氏名(その1) 漢字 入

構成員の養父の氏名(その1) 漢字 入

構成員の世帯主(その1) 漢字 入

構成員更正区分(その1) 数字 入 1:無,2:父,3:母,4:父母,
5:養父,6:養母,7:養父母,
8:父+養母,9:母+養父漢字

構成員の父の氏名(その2) 漢字 入

構成員の母の氏名(その2) 漢字 入

出

構成員番号(その2) 数字 出

構成員氏名(その2) 漢字 入

構成員住所(その2) 漢字 入 コード入力有

構成員の世帯主(その2) 漢字 入

構成員の養父の氏名(その2) 漢字 入

構成員の養母の氏名(その2) 漢字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

29 1 *

4

30 2

31 30

32 14

33 14

34 14

35 14

36 30

37 30

38 1 *

4

39 39

40 39

41 39

4/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

構成員更正区分(その2) 数字 入 1:無,2:父,3:母,4:父母,
5:養父,6:養母,7:養父母,
8:父+養母,9:母+養父漢字 出

画面番号 画面名 　氏の変更届　その2

項目名 タイプ 入出力 備考

構成員の父の氏名(その3) 漢字 入

構成員の母の氏名(その3) 漢字 入

構成員番号(その3) 数字 出

構成員氏名(その3) 漢字 入

構成員住所(その3) 漢字 入 コード入力有

構成員の世帯主(その3) 漢字 入

構成員の養父の氏名(その3) 漢字 入

構成員の養母の氏名(その3) 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

構成員更正区分(その3) 数字 入 1:無,2:父,3:母,4:父母,
5:養父,6:養母,7:養父母,
8:父+養母,9:母+養父漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8 *

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

3

11 7 *

12 60

13 30

14 60

15 30

16 30

17 30

18 30

19 8

20 8

21 1 *

5

22 30

23 30

24 1 *

3

25 1 *

8

26 30 *

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　107条2項届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付,
2:在外公館の直接送付,
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

筆頭者カナ氏名 カナ 入

筆頭者漢字氏名 漢字 入

漢字 出

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

筆頭者本籍 漢字 入 コード入力有

筆頭者住所 漢字 入 コード入力有

変更後カナ氏 カナ 入

変更後漢字氏 漢字 入

筆頭者婚姻年月日 英数字 入 元号コード入力有

筆頭者-配偶者区分 数字 入 0:未,1:夫,2:妻

筆頭者世帯主 漢字 入

筆頭者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

配偶者名 漢字 入

配偶者-外人区分 数字 入 0:日本人,1:外国人

漢字 出 3:生存配偶者

配偶者氏 漢字 入

漢字 出

同籍者区分 数字 入 0:無,1:配偶者のみ
2:配偶者+他構成員
3:他構成員のみ漢字 出

新本籍 数字 入 コード入力有

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

27 39

28 39

29 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

画面番号 画面名 　107条2項届

項目名 タイプ 入出力 備考

エラーメッセージ 漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7 *

10 1 *

3

11 7 *

12 60

13 30

14 60

15 30

16 30

17 30

18 30

19 8

20 7

21 1

5

22 30

23 1 *

8

24 30

25 39

26 39

27 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　107条3項届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付,
2:在外公館の直接送付,
3:在外公館の国内経由

漢字 出

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

変更後カナ氏 カナ 入

変更後漢字氏 漢字 入

筆頭者カナ氏名 カナ 入

筆頭者漢字氏名 漢字 入

筆頭者世帯主 漢字 入

筆頭者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

筆頭者本籍 漢字 入 コード入力有

筆頭者住所 漢字 入 コード入力有

漢字 出 3:配偶者死亡

外人配偶者氏名 漢字 入

筆頭者婚姻解消日 英数字 入 元号コード入力有

107条3項原因 数字 入 1:離婚,2:婚姻解消

新本籍 漢字 入 コード入力有

PFガイダンス1 漢字 出

同籍者区分 数字 入 0:無,1:配偶者のみ
2:配偶者+他構成員
3:他構成員のみ漢字 出

*:届書にない入力項目

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1 *

9 7

10 1

3

11 7

12 60

13 30

14 60

15 30

16 50

17 30

18 30

19 30

20 1

3

21 1

5

22 8

23 7

24 1

2

25 30

26 30

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　107条4項届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付,
2:在外公館の直接送付,
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

氏変更人カナ氏名 カナ 入

氏変更人漢字氏名 漢字 入

漢字 出

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

氏変更人住所 漢字 入 コード入力有

氏変更人世帯主 漢字 入

変更後カナ氏 カナ 入

変更後漢字氏 漢字 入

氏変更人筆頭者区分 数字 入 0:構成員,1:筆頭者

漢字 出

氏変更人本籍 漢字 入 コード入力有

氏変更人筆頭者 英数字 入 元号コード入力有

氏変更人生年月日 英数字 入 元号コード入力有

審判確定日 英数字 入 元号コード入力有

氏変更人配偶者区分 数字 入 0:未婚,1:夫,2:妻,

漢字 出 3:生存配偶者

外国人父母氏名 漢字 入

新本籍 漢字 入 コード入力有

外国人父母区分 数字 入 0:父,1:母

漢字 出 2:養父,3:養母

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

27 1

5

28 1

5

29 30

30 30

31 39

32 39

33 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面番号 画面名 　107条4項届

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

届出人資格1 数字 入 000:未入力,016:親権者父,
017:親権者母,019:親権者養父,
020:親権者養母,030:後見人,
098:事件本人

漢字 出

届出人資格2 数字 入 000:未入力,016:親権者父,
017:親権者母,019:親権者養父,
020:親権者養母,030:後見人,
098:事件本人

漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

届出人氏名1 漢字 入

届出人氏名2 漢字 入

エラーメッセージ 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 60

15 30

16 30

17 30

18 30

19 30

20 8

21 7

22 3

5

23 30

24 3

5

25 30

26 39

27 39

28 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　名の変更届(その1)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分
1 英数字 入

0:受理分,1:国内からの送付
2:在外公館の直接交付
3:在外公館の国内経由

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

名の変更者のカナ氏名 カナ 入

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

変更後の漢字名 漢字 入

名の変更者の住所 漢字 入 コード入力有

名の変更者の漢字氏名 漢字 入

変更後のカナ名 カナ 入

名の変更者の筆頭者 英数字 入

名の変更者の生年月日 英数字 入 元号コード入力有

名の変更者の世帯主 漢字 入

名の変更者の本籍 漢字 入 コード入力有

審判日 英数字 入 元号コード入力有

届出人資格1 数字 入 016:親権者父　 017:親権者母
019:親権者養父 020:親権者養母
030:後見人　　 098:事件本人漢字

漢字 出

届出人氏名2 漢字 入

出

届出人氏名1 漢字 入

届出人資格2 数字 入 016:親権者父　 017:親権者母
019:親権者養父 020:親権者養母
030:後見人　　 098:事件本人

エラーメッセージ行 漢字 出

*:届書にない入力項目

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 30

8 1

9 7

10 1

11 7

12 2

13 30

14 14

15 14

16 14

17 14

18 30

19 14

20 1

2

21 2

22 30

23 14

24 14

25 14

26 14

27 30

28 14

29 1

2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　名の変更届(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出 ｢元号コード　年　月　日｣で編集

送付日 英数字 出 ｢元号コード　年　月　日｣で編集

支所No 数字 出

受領No 数字 出

処理日 英数字 出 ｢元号コード　年　月　日｣で編集

本非区分 数字 出

発送元 漢字 出

在外送付区分 英数字 出

構成員氏名　　　　(その1) 漢字 入

構成員の父の氏名　(その1) 漢字 入

郵送日 英数字 出 ｢元号コード　年　月　日｣で編集

構成員番号　　　　(その1) 数字 出

構成員の養母の氏名(その1) 漢字 入

構成員住所　　　　(その1) 漢字 入

構成員の母の氏名　(その1) 漢字 入

構成員の養父の氏名(その1) 漢字 入

構成員の世帯主　　(その1) 漢字 入

構成員更正区分　　(その1) 数字 入 1:無,2:父,3:母,
5:養父,6:養母

漢字

構成員の父の氏名　(その2) 漢字 入

構成員の母の氏名　(その2) 漢字 入

出

構成員番号　　　　(その2) 数字 出

構成員氏名　　　　(その2) 漢字 入

構成員住所　　　　(その2) 漢字 入

構成員の世帯主　　(その2) 漢字 入

構成員の養父の氏名(その2) 漢字 入

構成員の養母の氏名(その2) 漢字 入

構成員更正区分　　(その2) 数字 入 1:無,2:父,3:母,
5:養父,6:養母

漢字 出
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No. 桁数

30 2

31 30

32 14

33 14

34 14

35 14

36 30

37 14

38 1

2

39 39

40 39

41 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

画面番号 画面名 　名の変更届(その2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

構成員の父の氏名　(その3) 漢字 入

構成員の母の氏名　(その3) 漢字 入

構成員番号　　　　(その3) 数字 出

構成員氏名　　　　(その3) 漢字 入

構成員住所　　　　(その3) 漢字 入

構成員の世帯主　　(その3) 漢字 入

構成員の養父の氏名(その3) 漢字 入

構成員の養母の氏名(その3) 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

構成員更正区分　　(その3) 数字 入 1:無,2:父,3:母,
5:養父,6:養母

漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 34

8 1

9 7

10 1 *

11 7

12 30

13 30

14 60

15 30

16 7

17 1 *

18 3 *

19 1 *

20 5

21 30

22 15

23 1 *

24 5

25 1 *

26 3

27 60

28 30

29 30

30 30

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/4

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　転籍届　その1

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所NO 数字 入

受領NO 数字 出

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分 数字 入 0:受理分,1:国内からの送付
2:在外公館の直接送付
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

新本籍 漢字 入 コード入力有

筆頭者カナ氏名 カナ 入

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

本籍 漢字 入 コード入力有

筆頭者個人除区分コード 数字 入 0:在籍者,1:除籍者

筆頭者個人除区分名称 漢字 出

筆頭者氏名 漢字 入

筆頭者生年月日 英数字 入 元号コード入力有

筆頭者住所 漢字 入 コード入力有

筆頭者世帯主 漢字 入

筆頭者-配偶者区分コード 数字 入 0:未
1:夫,2:妻
3:生存配偶者筆頭者-配偶者区分名称 漢字 出

配偶者外人区分コード 数字 入 0:日本人,1:外国人

配偶者外人区分名称 漢字 出

配偶者-配偶者区分コード 数字 入 0:未
1:夫,2:妻
3:生存配偶者配偶者-配偶者区分名称 漢字 出

配偶者住所 漢字 入 コード入力有

配偶者世帯主 漢字 入

配偶者カナ氏名 カナ 入

配偶者氏名 漢字 入

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

31 7

32 3

33 5

34 3

35 5

36 30

37 30

38 1 *

39 3

40 2 *

41 39

42 39

43 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/4

画面番号 画面名 　転籍届届　その1

項目名 タイプ 入出力 備考

出

008:筆頭者,009:配偶者,
016:親権者父,017:親権者母,
019：親権者養父,020:親権者養母,
030:後見人

*

配偶者生年月日 英数字 入

届出人氏名1 漢字 入

元号コード入力有

届出人資格1コード 数字 入

届出人資格1名称 漢字

届出人氏名2 漢字 入

届出人資格2名称 漢字 出

008:筆頭者,009:配偶者,
016:親権者父,017:親権者母,
019：親権者養父,020:親権者養母,
030:後見人

*

届出人資格2コード 数字 入

構成員人数 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

名義使用区分コード 数字 入 0:未使用,1:夫,2:妻

名義使用区分名称 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 数字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 34

8 1

9 7

10 1

11 7

12 2

13 60

14 30

15 30

16 30

17 7

18 2

19 60

20 30

21 30

22 30

23 7

24 2

25 60

26 30

27 30

28 30

29 7

30 2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/4

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　転籍届　その2

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出

送付日 英数字 出

支所NO 数字 出

受領NO 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出 0:受理分,1:国内からの送付
2:在外公館の直接送付
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 出 元号コード入力有

本非区分 数字 出 1:本籍,2:非本籍

構成員カナ氏名(その1) カナ 入

構成員氏名(その1) 漢字 入

郵送日 英数字 出 元号コード入力有

構成員番号(その1) 数字 出

構成員生年月日(その1) 英数字 入

構成員番号(その2) 数字 出

構成員住所(その1) 漢字 入 コード入力有

構成員の世帯主(その1) 漢字 入

構成員住所(その2) 漢字 入 コード入力有

構成員の世帯主(その2) 漢字 入

構成員カナ氏名(その2) カナ 入

構成員氏名(その2) 漢字 入

構成員カナ氏名(その3) カナ 入

構成員氏名(その3) 漢字 入

構成員生年月日(その2) 英数字 入

構成員番号(その3) 数字 出

構成員生年月日(その3) 英数字 入

構成員番号(その4) 数字 出

構成員住所(その3) 漢字 入 コード入力有

構成員の世帯主(その3) 漢字 入
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No. 桁数

31 60

32 30

33 30

34 30

35 7

36 2

37 2

38 39

39 39

40 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/4

構成員カナ氏名(その4) カナ 入

構成員氏名(その4) 漢字 入

画面番号 画面名 　転籍届　その2

項目名 タイプ 入出力 備考

構成員生年月日(その4) 英数字 入

現在頁 数字 出

構成員住所(その4) 漢字 入 コード入力有

構成員の世帯主(その4) 漢字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 漢字 出

最大頁 数字 出

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3

4 7

5 7

6 7

7 34

8 1

9 7

10 1

11 7

12 2

13 60

14 3

15 3

16 7

17 2

18 2

19 60

20 3

21 3

22 7

23 2

24 2

25 60

26 3

27 3

28 7

29 2

30 2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　並び換え(転籍届)

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 出

送付日 英数字 出

支所NO 数字 出

受領NO 数字 出

発送元 漢字 出 (送付元)

在外送付区分 数字 出 0:受理分,1:国内からの送付
2:在外公館からの直接送付
3:在外公館の国内経由

処理日 英数字 出

本非区分 数字 出 1:本籍,2:非本籍

構成員氏名(その1) 漢字 出

構成員筆頭者区分名称(その1) 漢字 出

郵送日 英数字 出

構成員番号(その1) 数字 出

構成員新記載順位(その1) 数字 入

構成員番号(その2) 数字 出

構成員配偶者区分名称(その1) 漢字 出

構成員生年月日(その1) 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

構成員配偶者区分名称(その2) 漢字 出

構成員生年月日(その2) 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

構成員氏名(その2) 漢字 出

構成員筆頭者区分名称(その2) 漢字 出

構成員氏名(その3) 漢字 出

構成員筆頭者区分名称(その3) 漢字 出

構成員新記載順位(その2) 数字 入

構成員番号(その3) 数字 出

構成員新記載順位(その3) 数字 入

構成員番号(その4) 数字 出

構成員配偶者区分名称(その3) 漢字 出

構成員生年月日(その3) 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集
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No. 桁数

31 60

32 3

33 3

34 7

35 2

36 2

37 60

38 3

39 3

40 7

41 2

42 2

43 60

44 3

45 3

46 7

47 2

48 2

49 2

50 39

51 39

52 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

構成員氏名(その4) 漢字 出

構成員筆頭者区分名称(その4) 漢字 出

画面番号 画面名 　並び換え(転籍届)

項目名 タイプ 入出力 備考

構成員新記載順位(その4) 数字 入

構成員番号(その5) 数字 出

構成員配偶者区分名称(その4) 漢字 出

構成員生年月日(その4) 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

構成員配偶者区分名称(その5) 漢字 出

構成員生年月日(その5) 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

構成員氏名(その5) 漢字 出

構成員筆頭者区分名称(その5) 漢字 出

構成員氏名(その6) 漢字 出

構成員筆頭者区分名称(その6) 漢字 出

構成員新記載順位(その5) 数字 入

構成員番号(その6) 数字 出

構成員新記載順位(その6) 数字 入

現在頁 数字 出

構成員配偶者区分名称(その6) 漢字 出

構成員生年月日(その6) 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ 数字 出

最大頁 数字 出

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 3 *

4 7

5 7

6 7

7 30

8 *

9 7 *

10 1 *

11 7 *

12 60

13 30

14 30

15 30

16 30

17 30

18 30

19 30

20 8

21 2

3

22 7

23 7 *

24 1 *

20

25 1 *

10

26 3

5

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　就籍届

項目名 タイプ 入出力 備考

受領日 英数字 入 元号コード入力有

送付日 英数字 入 元号コード入力有

支所No 数字 入

受領No 数字 出

処理日 英数字 入 元号コード入力有

本非区分 数字 入 1:本籍,2:非本籍

発送元 漢字 入 (送付元)

在外送付区分
1 英数字 入

0:受理分,1:国内からの送付
2:在外公館の直接送付
3:在外公館の国内経由

就籍人漢字氏名 漢字 入

就籍人住所 漢字 入 コード入力有

郵送日 英数字 入 元号コード入力有

就籍人カナ氏名 カナ 入

就籍人筆頭者 漢字 入

就籍人父の氏名 漢字 入

就籍人世帯主 漢字 入

就籍人本籍 漢字 入 コード入力有

就籍人父母続柄 数字 入

漢字 出

就籍人母の氏名 漢字 入

就籍人生年月日 英数字 入 元号コード入力有

就籍人就籍原因 英数 入 スペース:家庭裁判所の許可
　　　 1:国籍の存在確認の審判
　　　 2:親子関係存在確認の審判漢字 出

就籍人裁判確定日 英数字 入 元号コード入力有

就籍人住定日 英数字 入 元号コード入力有

届出人資格 数字 入 098:事件本人　 016:親権者父
030:後見人　　 017:親権者母
029:親権代行者漢字 出

就籍人戸籍変動区分 数字 入 1:新戸籍編製
2:父母の現在戸籍に入る
3:配偶者の戸籍に入る漢字 出

*:届書にない入力項目
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No. 桁数

27 30

28 39

29 39

30 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　異動処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

届出人氏名 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

画面番号 画面名 　就籍届

項目名 タイプ 入出力 備考

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 2

6 7

7 3

8 15

9 7

10 3

11 3

12 7

13 7

14 2

15 7

16 7

17 7

18 7

19 3

20 9

21 9

22 9

23 9

24 9

25 6

26 3

27 48

28 24

29 8

30 1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　処分決定 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　処分決定･仮受付

項目名 タイプ 入出力 備考

受理送付の別 漢字 出

受付日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

受領番号 数字 出

事件発生日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

決裁内容 漢字 出

処分名称 漢字 出

事件名 漢字 出

郵送日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

本籍非本籍の別 漢字 出

出張所番号 数字 出

発送日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

指示日 英数字 入

許可日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発日 英数字 入

収日 英数字 入

関連受領番号2 数字 出

関連受領番号3 数字 出

渉外内容 漢字 出

関連受領番号1 数字 出

事件本人区分内容 漢字 出

届出人表示 漢字 出

関連受領番号4 数字 出

関連受領番号5 数字 出

生年月日 英数字 出 日本人の場合｢元号コード　年.月.日

外国人の場合｢西暦年　月　日｣

カナ氏名 カナ 出

漢字氏名 漢字 出

送達確認1 数字 出
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No. 桁数

31 1

32 30

33 5

34 30

35 5

36 30

37 30

38 30

39 1

40 3

41 30

42 1

43 39

44 39

45 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　処分決定 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

送達確認2 数字 出

本籍 漢字 出

画面番号 画面名 　処分決定･仮受付

項目名 タイプ 入出力 備考

　　*　上記25～32を一画面MAX2人分表示する　(複数ページ有り)　MAX:4人

届出人資格1 漢字 出

届出人氏名1 漢字 出

届後本籍 漢字 出

届後戸籍の筆頭者 漢字 出

届出人資格2 漢字 出

届出人氏名2 漢字 出

埋火葬許可証発行メッセージ 漢字 出 死亡届(受理分)のときのみ出力

埋火葬許可証発行区分 数字 入

変更処分区分 数字 入

変更処分名称 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 2

6 7

7 3

8 15

9 7

10 3

11 3

12 7

13 7

14 2

15 7

16 7

17 7

18 7

19 3

20 9

21 9

22 9

23 9

24 9

25 6

26 3

27 48

28 24

29 8

30 1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　処分決定 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　処分決定･受付

項目名 タイプ 入出力 備考

受理送付の別 漢字 出

受付日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

受領番号 数字 出

事件発生日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

決裁内容 漢字 出

処分名称 漢字 出

事件名 漢字 出

郵送日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

本籍非本籍の別 漢字 出

出張所番号 数字 出

発送日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

指示日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

許可日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

発日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

収日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

関連受領番号2 数字 出

関連受領番号3 数字 出

渉外内容 漢字 出

関連受領番号1 数字 出

事件本人区分内容 漢字 出

届出人表示 漢字 出

関連受領番号4 数字 出

関連受領番号5 数字 出

生年月日 英数字 出 日本人の場合｢元号コード　年.月.日

外国人の場合｢西暦年　月　日｣

カナ氏名 カナ 出

漢字氏名 漢字 出

送達確認1 数字 出
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No. 桁数

31 1

32 30

33 5

34 30

35 5

36 30

37 30

38 30

39 1

40 3

41 30

42 1

43 39

44 39

45 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　処分決定 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

送達確認2 数字 出

本籍 漢字 出

画面番号 画面名 　処分決定･受付

項目名 タイプ 入出力 備考

　　*　上記25～32を一画面MAX2人分表示する　(複数ページ有り)　MAX:4人

届出人資格1 漢字 出

届出人氏名1 漢字 出

届後本籍 漢字 出

届後戸籍の筆頭者 漢字 出

届出人資格2 漢字 出

届出人氏名2 漢字 出

埋火葬許可証発行メッセージ 漢字 出 死亡届(受理分)のときのみ出力

埋火葬許可証発行区分 数字 出

変更処分区分 数字 出

変更処分名称 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 14

5 7

6 7

7 8

8 30

9 2

10 39

11 39

12 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.処分決定　処分決定確認表示 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　処分決定確認表示

項目名 タイプ 入出力 備考

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

筆頭者 漢字 出

編製日 英数字 出

消除日 英数字 出

漢字 出

戸籍編製区分 漢字 出

本籍 漢字 出

*上記4～8を一画面MAX5件表示する　(複数ページ有り)

選択番号 英数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 2

7 2

8 30

9 30

10 33

11 2

12 14

13 7

14 7

15 3

16 2

17 2

18 2

19 39

20 39

21 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.処分決定　戸籍構成員一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　戸籍構成員一覧(処分決定)

項目名 タイプ 入出力 備考

消除日 英数字 出

記録数 数字 出

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出

筆頭者 漢字 出

戸籍事項(1～6) 漢字 出

在籍数 数字 出

本籍 漢字 出

*上記10を一画面MAX6行表示する　(複数ページ有り)

構成員SEQ番号 数字 出

構成員漢字氏名 漢字 出

構成員続柄 漢字 出

構成員配偶者区分 漢字 出

構成員生年月日 英数字 出

構成員除籍日 英数字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

構成員異動区分 漢字 出

*上記11～17を一画面MAX7人表示する　(複数ページ有り)

詳細選択番号 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 30

7 30

8 60

9 30

10 7

11 7

12 3

13 5

14 3

15 14

16 14

17 3

18 14

19 14

20 3

21 2

22 8

23 27

24 39

25 39

26 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　2.処分決定　個人詳細表示 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　個人詳細表示(処分決定)

項目名 タイプ 入出力 備考

消除日 英数字 出

本籍 漢字 出

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出

漢字氏名 漢字 出

生年月日 英数字 出

筆頭者 漢字 出

カナ氏名 カナ 出

配偶者区分表示 漢字 出

破産宣告人表示 漢字 出 破産宣告人の場合｢破産者｣

除籍日 英数字 出

筆頭者表示 漢字 出 筆頭者の場合｢筆頭者｣

父母との続柄 漢字 出

養父氏名 漢字 出

父氏名 漢字 出

母氏名 漢字 出

身分事項事件項番 数字 出

身分事項事件名 漢字 出

養母氏名 漢字 出

養父母との続柄 漢字 出

身分事項記載項目 漢字 出

*上記21～23を一画面MAX10行表示する　(複数ページ有り)

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 15

6 2

7 5

8 1

9 39

10 39

11 39

12 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　エラ―履歴処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　エラー履歴一覧

項目名 タイプ 入出力 備考

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

受領番号 数字 出

届出名 漢字 出

メッセージ項番 数字 出

漢字 出

メッセージコード 英数字 出

応答区分 英字 出

メッセージ内容 数字 出

*上記6～9を一画面MAX7件表示する　(複数ページ有り)

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 15

6 2

7 14

8 7

9 7

10 8

11 30

12 2

13 1

14 39

15 39

16 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　移記戸籍選択

項目名 タイプ 入出力 備考

事件名 漢字 出

明細番号 数字 出

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

受領番号 数字 入

消除日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

戸籍編製区分名称 漢字 出

筆頭者 漢字 出

編製日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

本籍 漢字 出

　　*　上記6～11を一画面MAX5件分表示する　(複数ページ有り)

選択番号 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

決裁用帳票出力区分 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 2

7 2

8 30

9 30

10 7

11 25

12 2

13 14

14 7

15 7

16 3

17 2

18 2

19 1

20 2

21 39

22 39

23 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　移記戸籍構成員一覧

項目名 タイプ 入出力 備考

消除日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

記録数 数字 出

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者 漢字 出

戸籍事項タイトル 漢字 出

在籍数 数字 出

本籍 漢字 出

漢字氏名 漢字 出

生年月日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

戸籍事項 漢字 出

　　*　上記10～11を一画面MAX6件分表示する　(複数ページ有り)

明細番号 数字 出

配偶者区分 漢字 出

異動区分 漢字 出

除籍日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

父母との続柄 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

　　*　上記12～18を一画面MAX7件分表示する　(複数ページ有り)

移記処理区分 数字 入

選択番号 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 2

7 2

8 30

9 30

10 2

11 8

12 28

13 1

14 2

15 39

16 39

17 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　移記:戸籍事項表示

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

在籍数 数字 出

本籍 漢字 出

消除日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

記録数 数字 出

戸籍事項タイトル 漢字 出

戸籍事項 漢字 出

筆頭者 漢字 出

明細番号 数字 出

　　*　上記10～12を一画面MAX13件分表示する　(複数ページ有り)

処理区分 数字 入

選択番号 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 2

7 2

8 30

9 30

10 2

11 39

12 39

13 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　移記:戸籍事項事件メニュー

項目名 タイプ 入出力 備考

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

消除日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

記録数 数字 出

在籍数 数字 出

本籍 漢字 出

筆頭者 漢字 出

選択番号 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 2

7 2

8 30

9 30

10 7

11 1

12 3

13 10

14 30

15 3

16 10

17 30

18 7

19 50

20 39

21 39

22 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

画面番号 画面名 　移記:戸籍事項事件別入力(氏変更1/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

在籍数 数字 出

本籍 漢字 出

消除日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

記録数 数字 出

氏変更の事由 数字 入

届出人1資格区分 数字 入

筆頭者 漢字 出

氏変更日 英数字 入

届出人2資格区分 数字 入

届出人2資格名称 漢字 出

届出人1資格名称 漢字 出

届出人1氏名 漢字 入

受理者 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

届出人2氏名 漢字 入

送付を受けた日 英数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

 5-5-(3)-153



No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 2

7 2

8 30

9 30

10 7

11 7

12 50

13 30

14 7

15 30

16 39

17 39

18 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　移記:戸籍事項事件別入力(氏変更2/2)

項目名 タイプ 入出力 備考

消除日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

記録数 数字 出

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者 漢字 出

許可日 英数字 入

在籍数 数字 出

本籍 漢字 出

従前の記載(氏) 漢字 入

記録日 英数字 入

許可書謄本の送付を受けた日 英数字 入

許可を受けた者 漢字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

特記事項 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 2

7 2

8 30

9 30

10 2

11 2

12 25

13 39

14 39

15 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　移記:戸籍事項並べ替え

項目名 タイプ 入出力 備考

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

消除日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

記録数 数字 出

在籍数 数字 出

本籍 漢字 出

筆頭者 漢字 出

明細番号 数字 出

新明細番号 数字 入

戸籍事項 漢字 出

　　*　上記10～12を一画面MAX13件分表示する　(複数ページ有り)

PFガイダンス1 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 60

4 30

5 7

6 1

7 1

8 7

9 7

10 1

11 3

12 1

13 5

14 30

15 30

16 2

17 5

18 30

19 30

20 2

21 5

22 1

23 3

24 39

25 39

26 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　個人情報表示

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

カナ氏名 カナ 出

漢字氏名 漢字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

性別名称 漢字 出

入籍日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

生年月日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

性別 数字 出

筆頭者区分名称 漢字 出

配偶者区分 数字 出

除籍日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者区分 数字 出

母氏名 漢字 入

父母との続柄 数字 入

配偶者区分名称 漢字 出

父氏名 漢字 入

養母氏名 漢字 入

養父母との続柄 数字 入

父母との続柄名称 漢字 出

養父氏名 漢字 入

個人除区分名称 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

養父母との続柄名称 漢字 出

個人除区分 数字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 30

5 7

6 3

7 5

8 30

9 2

10 8

11 28

12 1

13 2

14 39

15 39

16 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　移記:身分事項表示

項目名 タイプ 入出力 備考

生年月日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者区分名称 漢字 出

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

漢字氏名 漢字 出

明細番号 数字 出

身分事項タイトル 漢字 出

配偶者区分名称 漢字 出

本籍 漢字 出

身分事項 漢字 出

　　*　上記9～11を一画面MAX13件分表示する　(複数ページ有り)

処理区分 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

選択番号 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 30

5 7

6 3

7 5

8 30

9 2

10 39

11 39

12 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　移記:身分事項事件メニュー

項目名 タイプ 入出力 備考

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

漢字氏名 漢字 出

生年月日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者区分名称 漢字 出

配偶者区分名称 漢字 出

本籍 漢字 出

選択番号 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 30

5 7

6 3

7 5

8 30

9 2

10 2

11 25

12 39

13 39

14 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 　移記:身分事項並べ替え

項目名 タイプ 入出力 備考

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

漢字氏名 漢字 出

生年月日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者区分名称 漢字 出

配偶者区分名称 漢字 出

本籍 漢字 出

漢字 出

明細番号 数字 出

新明細番号 数字 入

身分事項 漢字 出

　　*　上記9～11を一画面MAX13件分表示する　(複数ページ有り)

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 30

5 7

6 3

7 5

8 30

9 7

10 50

11 50

12 8

13 50

14 8

15 7

16 7

17 3

18 10

19 30

20 50

21 30

22 39

23 39

24 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/4

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　出生　事件別入力(子1/4)

項目名 タイプ 入出力 備考

生年月日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者区分名称 漢字 出

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

漢字氏名 漢字 出

出生日 英数字 入 元号コード入力有

出生地 漢字 入 (市区町村)まで

配偶者区分名称 漢字 出

本籍 漢字 出

母の国籍 漢字 入

母の生年月日 数字 入

父の国籍 漢字 入

父の生年月日 数字 入

届出人資格区分 数字 入 コード入力有

届出人資格名称 漢字 出

届出日 英数字 入 元号コード入力有

航海日誌謄本提出日 英数字 入 元号コード入力有

届出人の戸籍の筆頭者 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

届出人氏名 漢字 入

届出人の戸籍の本籍 漢字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 30

5 7

6 3

7 5

8 30

9 50

10 8

11 30

12 50

13 30

14 30

15 50

16 30

17 39

18 39

19 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/4

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　出生　事件別入力(子2/4)

項目名 タイプ 入出力 備考

生年月日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者区分名称 漢字 出

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

漢字氏名 漢字 出

届出人の国籍 漢字 入

届出人の生年月日 数字 入

配偶者区分名称 漢字 出

本籍 漢字 出

父の戸籍の筆頭者 漢字 入

母の氏名 漢字 入

父の氏名 漢字 入

父の戸籍の本籍 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

母の戸籍の本籍 漢字 入

母の戸籍の筆頭者 漢字 入

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 30

5 7

6 3

7 5

8 30

9 7

10 3

11 10

12 30

13 50

14 8

15 7

16 50

17 7

18 7

19 50

20 39

21 39

22 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/4

画面番号 画面名 　出生　事件別入力(子3/4)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

漢字氏名 漢字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

配偶者区分名称 漢字 出

本籍 漢字 出

生年月日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者区分名称 漢字 出

国籍留保の届出人資格名称 漢字 出

国籍留保の届出人氏名 漢字 入

国籍留保の届出日 英数字 入 元号コード入力有

国籍留保の届出人資格区分 数字 入 コード入力有

送付を受けた日 数字 入

受理者 漢字 入

国籍留保の届出人の国籍 漢字 入

国籍留保の届出人の生年月日 数字 入

許可を受けた者 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出

許可日 数字 入

許可書謄本の送付を受けた日 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 30

5 7

6 3

7 5

8 30

9 7

10 50

11 30

12 7

13 50

14 50

15 30

16 7

17 50

18 39

19 39

20 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/4

画面番号 画面名 　出生　事件別入力(子4/4)

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　移記事項入力 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

漢字氏名 漢字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

配偶者区分名称 漢字 出

本籍 漢字 出

生年月日 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者区分名称 漢字 出

従前戸籍の筆頭者 漢字 入

除籍日 英数字 入 元号コード入力有

入籍日 英数字 入 元号コード入力有

従前戸籍の本籍 漢字 入

入籍戸籍の筆頭者 漢字 入

記録日 数字 入

新本籍 漢字 入

入籍戸籍の本籍 漢字 入

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

特記事項 漢字 入

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 3

5 7

6 2

7 7

8 5

9 10

10 2

11 2

12 3

13 7

14 3

15 25

16 1

17 2

18 39

19 39

20 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　未決裁一覧

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　決裁 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

入力支所番号 数字 入

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

受領番号 数字 出

処分区分名称 漢字 出

入力受領番号 数字 入

一連番号 数字 出

本非区分名称 漢字 出

渉外区分名称 漢字 出

事件名 漢字 出

受理送付区分名称 漢字 出

事件本人 漢字 出

他受領番号 英字 出 他受領番号があるとき｢*｣

受付日 数字 出

支所番号 数字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

　　*　上記6～16を一画面MAX6件分表示する　(複数ページ有り)

選択番号 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 2

6 7

7 3

8 15

9 7

10 3

11 3

12 7

13 7

14 2

15 7

16 7

17 7

18 7

19 3

20 9

21 9

22 9

23 9

24 9

25 6

26 3

27 48

28 24

29 8

30 1

数字

カナ

漢字

数字

数字

漢字

漢字

出

出英数字

送達確認1

届出人表示

カナ氏名

出

出

出

日本人の場合｢元号コード　年.月.日

外国人の場合｢西暦年　月　日｣

数字

｢元号コード　年.月.日｣で編集

｢元号コード　年.月.日｣で編集

｢元号コード　年.月.日｣で編集

｢元号コード　年.月.日｣で編集

｢元号コード　年.月.日｣で編集

漢字

数字

英数字

漢字

英数字

英数字

英数字

英数字

数字

関連受領番号4

関連受領番号5 出

出

出

事件本人区分内容

関連受領番号2

漢字氏名

生年月日

関連受領番号3

出

出

出

出

本籍非本籍の別

発日

出

出

出

出張所番号

発送日

漢字

数字

英数字

郵送日

収日

指示日

許可日

渉外内容

関連受領番号1

出

出

出

出

出

出

版

｢元号コード　年.月.日｣で編集

｢99/99｣で編集

｢元号コード　年.月.日｣で編集

｢元号コード　年.月.日｣で編集

｢元号コード　年.月.日｣で編集

受付日

処分内容

数字

漢字

英数字

出

出

出

出

出

出

漢字

事件名 漢字

英数字

受領番号

平成6年12月 1日

頁数

システム化調査研究会 1/2

受理送付の別

英数字

事件発生日

決裁内容

出

出

出

システム日付 英数字

現ページ/総ページ

項目名

　決裁

第5
5

(3)

英数字

令和　年　月　日 1

適用業務名 作成日付 改定日付

画面項目一覧表
主管課名

タイプ 入出力 備考

画面番号 画面名 　決裁･受付

画面ID
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No. 桁数

31 1

32 30

33 5

34 30

35 5

36 30

37 30

38 30

39 4

40 20

41 1

42 3

43 39

44 39

45 39

決裁内容

届出人資格2

届出人氏名2

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

管掌者コード

決裁区分

漢字

管掌者

平成6年12月 1日

適用業務名 作成日付

画面名 　決裁･受付

版

　決裁

備考

画面番号

タイプ

令和　年　月　日 1

出

出

出

届出人資格1

届出人氏名1

漢字

入

本籍

出

　　*　上記25～32を一画面MAX2人分表示する　(複数ページ有り)　MAX:4人

漢字

出

出

入

出

漢字 出

出漢字

出

エラーメッセージ行

送達確認2 数字 出

項目名

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

PFガイダンス1

PFガイダンス2

漢字

数字

漢字 出

数字

出

システム化調査研究会 2/2

第5
5

(3)

入出力

頁数

改定日付

画面項目一覧表
主管課名
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 15

6 2

7 14

8 7

9 7

10 8

11 30

12 2

13 39

14 39

15 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　決裁処理(決裁確認表示) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 決裁確認表示

項目名 タイプ 入出力 備考

事件名 漢字 出

一連番号 数字 出

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

受領番号 数字 出

消除日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

戸籍編製区分名称 漢字 出

筆頭者氏名 漢字 出

編製日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

本籍 漢字 出

　　*　上記6～11を一画面MAX5件分表示する　(複数ページ有り)

選択番号 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

 5-5-(3)-167



No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 2

7 2

8 30

9 30

10 7

11 25

12 2

13 14

14 7

15 7

16 3

17 2

18 2

19 2

20 39

21 39

22 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　決裁処理(戸籍構成員一覧) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 戸籍構成員一覧(決裁)

項目名 タイプ 入出力 備考

消除日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

記載数 数字 出

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者 漢字 出

戸籍事項タイトル 漢字 出

在籍数 数字 出

本籍 漢字 出

氏名 漢字 出

生年月日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

戸籍事項 漢字 出

　　*　上記10～11を一画面MAX6行分表示する　(複数ページ有り)

明細番号 数字 出

配偶者区分 漢字 出

異動区分 漢字 出

除籍日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

父母との続柄 漢字 出

　　*　上記12～18を一画面MAX7件分表示する　(複数ページ有り)

詳細選択番号 数字 入

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

 5-5-(3)-168



No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 7

6 30

7 30

8 60

9 30

10 7

11 7

12 3

13 5

14 3

15 14

16 14

17 3

18 14

19 14

20 3

21 2

22 8

23 27

24 39

25 39

26 39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　決裁処理(個人詳細表示) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/3

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

画面番号 画面名 　個人詳細表示(決裁)

項目名 タイプ 入出力 備考

消除日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

本籍 漢字 出

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

編製日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

漢字氏名 漢字 出

生年月日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者 漢字 出

カナ氏名 英数字 出

配偶者区分名称 漢字 出

破産宣告人区分名称 漢字 出

除籍日 数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者区分名称 漢字 出

父母との続柄 漢字 出

養父氏名 漢字 出

父氏名 漢字 出

母氏名 漢字 出

一連番号 数字 出

事件名称 漢字 出

養母氏名 漢字 出

養父母との続柄 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出

エラーメッセージ行 漢字 出

身分事項記載項目 漢字 出

　　*　上記21～23を一画面MAX10件分表示する　(複数ページ有り)

PFガイダンス1 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 9

3 1

4 15

5 39

6 39

7 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　ファイル更新処理メニュー

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　8.ファイル更新処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

選択番号 数字 入

パスワード 数字 入

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 60

5 30

6 30

7 14

8 7

9 2

10 3

11 1

12 7

13 7

14 7

15 1

16 3

17 2

18 20

19 30

20 30

21 1

22 2

21 39

22 39

23 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　不受理申出ファイル更新

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　8.ファイル更新処理　1.不受理申出ファイル更新 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

カナ氏名 カナ 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者 漢字 出

生年月日 英数字 出

漢字氏名 漢字 出

本籍 漢字 出

受理･送付別 数字 入出 受理分:1,送付分:2

開始日 英数字 入出

項番 数字 出

出張所番号 数字 入出

失効区分(コード) 数字 入出 終了:1,取下:2,失効:3

失効区分(漢字) 漢字 出 (上記の内容を表示)

送付日 英数字 入出

失効日 英数字 入出

不受理申出相手氏名1 漢字 入出

不受理申出相手氏名2 漢字 入出

不受理申出事件(コード) 数字 入出

不受理申出事件(名称) 漢字 出

*上記　9～20を一画面MAX2件分示する　(複数ページ有り)

処理選択番号 数字 入

処理項番 数字 入

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 7

3 60

4 30

5 30

6 7

7 30

8 1

9 1

10 1

11 1

12 1

13 1

14 1

15 1

16 30

17 30

18 30

19 30

20 30

21 39

22 39

23 39

第5
5

(3)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　個人状態ファイル更新

項目名 タイプ 入出力 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　8.ファイル更新処理　2.個人状態ファイル更新 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

カナ氏名 カナ 出

漢字氏名 漢字 出

画面ID 英数字 出

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

筆頭者 漢字 出

禁治産者区分 数字 入出 禁治産者の場合:1

本籍 漢字 出

生年月日 英数字 出

裁判所通知区分 数字 入出 裁判所からの通知があった場合:1

犯歴区分 数字 入出 犯罪歴がある場合:1

準禁治産者区分 数字 入出 準禁治産者の場合:1

破産宣告人区分 数字 入出 破産宣告人の場合:1

保留区分 数字 入出 保留がある場合:1

メモ1 漢字 入出

胎児認知区分 数字 入出 胎児認知がある場合:1

受理･処理伺い区分 数字 入出 受理･処理伺いがある場合:1

メモ4 漢字 入出

メモ5 漢字 入出

メモ2 漢字 入出

メモ3 漢字 入出

エラーメッセージ行 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 8

2 9

3 7

4 7

5 2

6 7

7 39

8 39

9 39

タイプ

終了番号 数字

届書枚数

画面項目一覧表
主管課名

適用業務名 作成日付 改定日付

出

頁数第5
5

(3) 1/1

版

画面番号 画面名 　休日･夜間分受領番号確保

システム化調査研究会

　9.受領番号確保 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

PFガイダンス2 漢字

出

PFガイダンス1 漢字

エラーメッセージ行 漢字 出

英数字 出

備考

画面ID

出

入出力

出

入

開始番号 数字

｢元号コード　年.月.日｣で編集

項目名

システム日付

英数字 出

数字

英数字 入 ｢元号コード　年.月.日｣で編集受領日
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第 5.6 ｢帳票｣関係仕様 

 

(目次) 

 

(1) 新帳票一覧表 

 

(2) 帳票設計書 

 

(3) 帳票項目一覧表 

 



 

5-6-1 

第 5 

6 詳細仕様説明書  
作成者 頁数 

システム化調査研究会  1／1 

ドキュメント名称  作成日付  改定日付  版 

  ｢帳票｣関係仕様  平成 6 年 12 月 1 日 令和 年 月 日 1 

 
〔順守事項〕  
 

(1) ｢第 5-6(2) 帳票設計書｣に各帳票の順守範囲を示す。  
 
(2) 但し、法令等で定められる帳票 (｢全部事項証明書｣｢個人事項証明書｣｢一部事項証明

書｣など)は全て順守。  
 
〔留意点〕  
 

(1) 新帳票一覧表に掲げた種類は、規則、準則等で最低必要となる帳票及び戸籍関連事
務に関するものである。その他、自治体で運用上必要となる帳票を出力することはか
まわない。  

 
(2) 一部の帳票においては、関係省庁との事前調整が必要なものもあるため、様式等決

定する上では、注意を要する。  
 
(3) 証明書関係及び外部へ提出する帳票に関しては、用紙サイズを A4 判に統一してい

る。内部帳票に関しては、自治体の運用に合わせて設計すること。  
 
(4) ｢帳票設計書 (レイアウト ) ｣ワークシートは、印刷不能領域をある程度意識してい

る。(但し、原寸大のサイズで表せないため、参考とすること )システム環境により、
合致しない場合の微調整は構わない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 行ピッチ、文字ピッチ  
 

行ピッチ ：  6LPI 
文字ピッチ：  5CPI 又は 10CPI(7 ポ相当、 9 ポ相当) 

 
上記のピッチで設計している。  

 

 帳票設計書  

 

 A4 版 
7.65 インチ  

 

0.3 インチ  

0.3 インチ  

0.35 インチ  0.35 インチ  

印字不能領域 

印字可能領域を 

   設計書に展開 

11インチ 



第5.6.(1)　新帳票一覧表



ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ 備考 補足説明を要する場合に記入する。

(3) 新帳票一覧表
　上記の検討を経て作成した一覧表は、以下のとおりである。

保存期間 上記で定める保存期間を記入する。

処理区分 オンライン処理・バッチ処理の別を記入する。

出力サイクル 出力のタイミング(日次，月次，年次，随時等)を記入する。

旧番号 (旧帳票番号の略で，現行帳票分析時に用いた一連番号)

規格の有無 法規等で様式が定められている場合は，｢有｣と記入する。

根拠法令 上記で定める法規等の名称及び条項を記入する。

帳票名 現在使用されている帳票の場合はその名称を、新規に作
成する帳票の場合は適宜名称を定めて記入する。

第5.6.(1)　新帳票一覧表

(1) 作成の目的
　この一覧表は，新システムで使用する帳票を明確にするとともに、現行事務帳票の調
査分析・整理統合と「システム化の範囲」とを考慮してまとめたものである。

(2) 作成方法
　業務の処理手順に沿って、各システムの流れ図から帳票を抽出する。さらに，抽出し
た帳票は統合整理を行い、新システム帳票一覧表に記入する。
　なお，記入方法は次のとおりである。

項番 帳票番号。新システムで使用する帳票を、概ね業務の処
理手順に沿って，番号を記入する。



項番 規格

有

有

日次

月次

無

頁数

1/3

版

1

第5
6

(1)

種類番号帳1-3

有

バッチ1-7

1-5

1-6

1-4 届書送達確認書

戸籍事務

 3
バッチ

準則(東京法務局) バッチ

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

保存期間
(年)

根拠法令

月次

バッチ有

日次

帳票名
オンライン
バッチ区分

無

出力サイクル

戸籍受付帳

戸籍事務取扱準則38条2項用紙 月次

バッチ 月次

バッチ

随時バッチ27

相続税法58条通知

昭59.6.15
特別区主管課長会

準則

相続税法58条

作成者

システム化調査研究会

適用業務名

新帳票一覧表

作成日付 改定日付

戸規21条

準則

50

戸規48条

1-1

1-2

宛名シール

(高齢者消除)戸籍記載許可申請書 有

無
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項番 規格

随時

オンライン

オンライン 不確定

2-9

2-10 本籍の町名変更についてのお知らせ(証明書)

本籍の町名変更についてのお知らせ(ハガキ)

2-6

2-7

2-8

届書預り証明書(婚姻届受理伺い中，婚姻届以
外の受理伺い中である旨の通知書も含む)

身分証明書

不確定

無

墓地・埋葬法

無

有

バッチ

随時

随時無

2-4

2-5 戸籍法41条証書提出の証明

有届書受理証明
(出生，縁組，離縁，婚姻，離婚，死亡，他)

オンライン

戸規14条有

有

全部事項証明(戸籍謄本)

一部事項証明(戸籍抄本)

記録事項証明(戸籍記載事項証明)

2-1

2-2

2-3

戸規66条

オンライン

オンライン

オンライン

オンライン

有

版適用業務名 作成日付 改定日付

新帳票一覧表
作成者

証明等に係わる業務

随時戸規12条

頁数第5
6

(1)

帳票名 根拠法令
保存期間

(年)
オンライン
バッチ区分

システム化調査研究会

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

2/3

出力サイクル

随時戸規1，2条

随時

随時

死体埋火葬許可証
(死体埋火葬許可交付申請書も含む)

オンライン

随時

オンライン

無

無
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項番 規格

3-1 有

出力サイクル

戸籍事件表 準則 10 バッチ 年次

帳票名 根拠法令
保存期間

(年)
オンライン
バッチ区分

統計事務 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

第5
6

(1)
新帳票一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3
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第5.6.(2)　帳票設計書



(3) 帳票設計書

上記の検討を経て作成した帳票設計書は,以下のとおりである。

第5.6.(2)　帳票設計書

(1) 作成の目的

法令等で定められている様式のほか参考提示できる様式についても,そのレイアウ
トを作成し,帳票の大きさ、出力する項目及び位置を明確にするものである。

(2) 作成方法

帳票の見出し部分と出力部分を記入する。

出力部分の属性,タイプについては,次のとおりである。

　K:漢字(全角)

　N:カナ(以下,半角)

　X:英数字カナ

　9:数字

なお、数字･英字･カナの項目であっても2バイト文字で出力したい場合は、｢K｣で
記入する。
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第5
6

(2)
帳票設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/9

版

証明書発行

適用業務名 作成日付

1令和　年　月　日

改定日付

平成6年12月 1日

帳票名 全部･個人･一部事項証明書･戸籍事務専用(共通ﾌｫｰﾏｯﾄ)記録事項証明書の規格(民二第7002号通達　別紙6)

発行番号 999999

173mm程度

46mm程度

K(12)Ｋ Ｋ

220mm

程
度

K(34)Ｋ Ｋ

K(37)Ｋ Ｋ

K(11)Ｋ Ｋ

K(25)Ｋ Ｋ 職 印

５１明細／頁

K(34)Ｋ Ｋ

ＫＫＫＫＫＫＫ ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ

K(12)Ｋ Ｋ

ＫＫＫＫ

K(12)Ｋ Ｋ K(34)Ｋ Ｋ

K(12)Ｋ Ｋ K(34)Ｋ Ｋ
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△:ブランク(空白文字)を示す

第5
6

(2)
帳票設計書

作成者 頁数

2/9

帳票名

システム化調査研究会

　証明書概要説明での呼称 全部･個人･一部事項証明書･戸籍事務専用(共通ﾌｫｰﾏｯﾄ)

版

　証明書発行 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

作成日付 改定日付適用業務名

(1の1)

△東京都千代田区霞ヶ関～

△△△～　　　　　　　←　空　　　行　→

△河野　義太郎

△△△～　　　　　　　←　空　　　行　→

戸籍事項 △△△～　　　　　　　←　空　　　行　→

　　戸籍編製 【編製日】平成6年12月1日

　　氏の変更 【氏変更日】平成7年2月21日

【氏変更の事由】戸籍法107条～

【従前の記録】

△△【氏】甲野

戸籍に記録されている者 △△△～　　　　　　　←　空　　　行　→

【名】義太郎

△△△～　　　　　　　←　空　　　行　→

【生年月日】昭和36年4月19日△△【配偶者区分】夫

【父】甲野太郎

【母】甲野梅子

【続柄】長男

身分事項 △△△～　　　　　　　←　空　　　行　→

△△出　　生 【出生日】昭和36年4月19日

【出生地】広島県広島市

【届出日】昭和36年4月25日

【届出人】父

△△婚　　姻 【婚姻日】平成元年1月28日

　　･

　　･

　　･

【従前戸籍】京都府～ ～町

△△20番地△甲野太郎

戸籍に記録されている者 △△△～　　　　　　　←　空　　　行　→

身分事項 △△△～　　　　　　　←　空　　　行　→

以下余白

△発行番号　999999

全 部 事 項 証 明

本　　籍

氏　　名

見出し欄

(タイトル表示欄)

項目欄

戸籍の表示欄

戸籍事項欄

個人特定欄

身分事項欄

(個人欄)

～

～

～

～

～

～

～

～

～
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項番

1

3

4

5

7

8

線の種類

2

　証明書の様式、出力条件について以下に示す。証明書の出力条件については、全国統一様式を図るため
詳細項目にわたり基準を定めている。

1. 全部事項証明書(戸籍謄本)
　　一戸籍に記録している全部の事項を証明したもの
2. 個人事項証明書(戸籍抄本)
　　一戸籍内の特定個人の記録についての全部証明したもの
3. 一部事項証明書(記載事項証明書)
　　一戸籍内の特定個人の記録中特定事項についての証明したもの
4. 戸籍事務専用
　　市区町村間の連絡(届書添付)、法務局の問い合わせ、訂正通知等の用途で
使用する。
　　管掌者番号および市区町村長限りの職権訂正事項を含めて、記録されてい
るすべての事項を出力する。
5. 一部証明書
　　戸籍法第126条に基づき、一戸籍内の特定個人の記録中特定事項について証
明したもの

証明書の種類を表すため、様式の右側上部欄外に表示する。

項目

様式

内容

戸籍法施行規則第73条、79条の12を遵守する

日本工業規格A列4番縦

9 外枠、証明書の種類枠及び罫線は固定とする。(戸籍の除籍表示枠は、除籍の場
合のみ表示)他は、罫線(文字の一種として文字分のスペースをとる線)を用いる
1.実線罫線
　･個人の除籍及び消除の表示を囲む線
　･戸籍の表示、戸籍事項及び戸籍に記載されている者の区分け
　･最終行の区切り

文字間隔

6行/インチ(6LPI)

外枠内で区切り罫線も含めて51行(明細)/頁

標準10ポ(ポイント)程度
　但し　 1. 個人の名…………14ポ程度
　　　　　　･2行表示の場合に文字が認識できる程度であり、6行/インチでの
最大文字程度
　　　　　　･全角文字の縦横を等倍にしたもの。縦倍のみ、横倍のみとするこ
とは、著しく字形が変わるため不可とする

　　　　 2. 認証文～認証者…12ポ程度
　　　　　　･特に規定しないが、極力上記に示すサイズで出力する。

改訂日付

12証明書概要説明書 平成6年12月 1日

適用業務名

平成20年 3月 1日

版作成日付

6

行間隔

｢全部事項証明｣　　｢戸籍事務専用｣
｢個人事項証明｣　　｢一部証明｣
｢一部事項証明｣

用紙サイズ

証明書の種類

行数

文字サイズ

作成者

システム化調査研究会

第5
6

(2)
帳票設計書

3/9

頁数

文字数

特に規定はしない。但し、判読しやすいものとする。

文字サイズに依存

KKKKK
K
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項番

10

第5
6

(2)
帳票設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/9

項目 内容

2.破線罫線
　･戸籍に記載されている者の名欄と身分事項の区分け
　･身分事項の事件毎の区分け

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

証明書概要説明書 平成6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12

戸籍の除籍の表示 右記のように外枠の左上に表示する。
1葉目のみに表示し、2葉目以降表示しない。 除籍

本籍

 5-6-(2)-5



項番

11

12

13

14

15

16

第5
6

(2)
帳票設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 5/9

項目 内容

丁数の表示 証明書が複数となる場合は、総数(N)と該当頁(n)を｢(Nのn)｣の様式で表示す
る。
証明書が2枚の場合は、｢(2の1)｣｢(2の2)｣となる。
出力位置は、証明の種類表示の左側に次のように表示する。

適用業務名 作成日付 改定日付 版

証明書概要説明書 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

個人の除籍･消除 個人の除籍･消除に該当する場合は、次の位置に表示する。

空白行の取扱い 1.見出し欄及び項目欄ともに空白のもの(縦罫線は除く)
　･戸籍表示欄の｢本籍｣の次行
　･戸籍表示欄の｢氏名｣の次行
　･戸籍に記録されている者の｢名｣の次行
　･｢以下余白｣の表示以降の行
2.項目欄のみ空白のもの(縦罫線は除く)
　･見出し欄に次のタイトル表示のある行
　　｢戸籍事項｣　｢戸籍に記録されている者｣　｢身分事項｣

罫線の囲みを含めて、除籍マーク、消除マークと呼ぶ。
これらのマークは、一部事項証明書では表示しない。

項目欄の表示 1.戸籍の表示欄
　･本籍、氏名は、2桁目より表示する。
2.その他の項目欄
　･記録の要素項目は、要素項目名を｢【｣と｢】｣で挟んで表示する。
　･基本的に、要素項目名を1桁目より表示し続けてデータを表示する。

戸籍に記録されている者
【名】

【生年月日】
【父】
【母】
【続柄】

折返しの表示 要素項目名の表示及びその内容項目が、対象枠欄の1行に収まらない場合は、項
目欄内の次の行へ折り返して表示する。
その場合の2行目以降の表示を以下に規定する。

1.項目の1行目の先頭表示位置と同位置より表示する項目
　･戸籍表示欄の｢本籍｣｢氏名｣
　　　[例]

配偶者区分の表示 1.｢夫｣｢妻｣の場合のみ表示する。｢生存配偶者｣は表示しない。
2.出力表示位置
　【生年月日】の後に次のように表示する。(固定位置)

(項目欄カラム)････+････10････+････20････+･･･
　　　　　　【生年月日】昭和36年10月30日△【配偶者区分】夫
　　　　　　【生年月日】平成6年1月4日△△△△【配偶者区分】妻

氏　　　名 △河野　義太郎
△△△～　　　　←　空　　　行　→

本　　　籍 △京都府～　　　　　　　　　　　　　　～町
△20番地
△△△～　　　　←　空　　　行　→

消 除

除 籍

全 部 事 項 証 明(10の1)全 部 事 項 証 明(2の1)
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項番

16

17

18

20

適用業務名 作成日付 改定日付 版

証明書概要説明書 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

第5
6

(2)
帳票設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 6/9

空白文字の取扱い 要素項目名の表示及びその内容項目表示には、基本的に空白文字は使用しな
い。
氏名など氏と名が区分けされていても空白文字は詰めて表示する。
但し、以下に示す場合は除外する。
　《例外》
　　 a.戸籍の表示の｢本籍｣｢氏名｣の先頭文字
　　 b.戸籍の表示の｢氏名｣の氏と名の区分け
　　 c.身分事項中の要素項目で、本籍と筆頭者氏名および資格と氏名等との区
分け
　　　　 [例]
　　　　　　 【届出人】親族　甲野啓二朗

(養)父母欄の表示 父母欄に関しては、固定表示とするが、養父母欄は内容が設定されている場合
のみ表示する。
　[例]
　【父】甲野太郎　【父】甲野太郎　【養父】乙川次郎　【養父】乙川次郎
　【母】甲野梅子　【母】　　　　　【養母】乙川花子　【続柄】養女
　【続柄】長男　　【続柄】男　　　【続柄】養女

項目 内容

折返しの表示 2.｢【｣の位置から3桁目(2桁空白)より表示する項目
　･戸籍事項欄及び身分事項欄
　･【名】を除く個人特定欄
　[例]　【従前戸籍】XXX県XXXXXX郡大字XXXX字123
　　　　△△4番地XXX△甲野義太郎

19 一頁内の出力条件
(改頁)

①氏名の記載順序は、戸籍法14条の規定に従い戸籍に記載された順に出力す
る。
②一用紙に複数人を出力する場合は、各個人の記録の間に罫線(実線)を引き、
区切りを明らかにする
③同一ページ内に収まらない場合は、改頁しその続きを冒頭から出力する。
④様式の枠内下部に余白が生じる場合には、罫線(実線)を引いた上｢以下余白｣
の旨を表示する。
　また、証明が複数ページにわたる場合は、右下枠外に｢以下次頁｣と表示す
る。

発行番号 1証明書に対しての固有の管理番号を付設する。(桁数、内容を任意)

　　〔説明〕

･[例1]の(2の1)に太郎の情報が全て収まらないため、改頁し(2の2)の冒頭
から太郎(4)の続きを表示する。
続けて花子の情報を表示する。

(2の1)

　(4)

以下次頁

身分事項

全部事項証明

本　籍

氏　名

　(3)

戸籍に記録･

　(2)

　(1)

戸籍事項

【名】太郎

(2の2)

以下余白

【名】次郎

　(2)

戸籍に記録･

　(1)
身分事項

全部事項証明

　(4)の続き

　(1)

　(2)

身分事項

戸籍に記録･ 【名】花子
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項番

21

22

23

24

25

第5
6

(2)
帳票設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 7/9

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

証明書概要説明書 平成6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14

認証文 戸籍施行規則第73条、79条の12を遵守する

認証印 電子印か朱印を用いる。
電子印(印鑑証明等に用いることの出来る性能を有するハード)を用いる場合
は、地紋入りの用紙を用いること。

項目 内容

認証者の表記 職務代理者が認証する場合は、次に示すように資格敬称を付加して表示する。

　[市区町村長の場合]　何々市区町村長　　　　　　　　　　何某　　職印
　[職務代理者の場合]　何々市区町村長　職務代理者　助役　何某　　職印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資格名称(助役,吏員)

戸籍事務専用 記録された事項単位に管掌者が判別できるようレコード中の管掌者コード等を
出力表示すること。出力位置は、タイトルの左横とする。
[ 例 ]

本　　　　籍
氏　　　　名

戸籍事項
X X X X戸籍編製

身分事項
X X X X出　　生

管掌者を表すコード
(管掌者コードの4桁)

戸籍事務専用帳票は内部資料の位置付けであり法定の帳票ではない。このため
全部事項証明等の法定の帳票とは性質的に異なるため、認証文から認証印まで
の出力項目を下記に示す内容に規定し遵守するものとする。

[出力項目]
　･認証文
　　｢これは,戸籍に記録されている全ての事項を出力したものである。｣
　･作成日
　･市区町村名

　※管掌者、認証印は出力しない
再製した戸籍の証明 申出再製により再製した戸籍を全部事項証明書、個人事項証明書で出力する場

合、再製に関する事項は出力しない。
ただし、一部事項証明で再製に関する事項の証明請求があった場合には出力す
る。
(平成14年12月18日民一第3000号民事局長通達　第6)
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項番

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

証明書概要説明書 平成6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11

第5
6

(2)
帳票設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 8/9

項目 内容

26 法務省民一第440号の対応
(契印不要の際の仕様) (X/X)

本　　籍
氏　　名

発行番号　XXXXXXXXXX-YYYYMMDD-AAAA　市町村名

契印を不要とする際は、毎葉に発行年月日、市町村名、発行端末番号、任意の
発行番号ページ番号及び総ページ数を印刷することとされている
･ページ番号、総ページ数は項番11の｢丁数の表示｣とする
･発行番号、発行年月日、端末番号はハイフンでつなげる
･発行番号、発行年月日、端末番号、市町村名の印刷位置は上記箇所とする
･表示順は発行番号、発行年月日、端末番号、市町村名の順とする
･発行番号の桁数はメーカー任意とする
･端末番号の桁数はメーカー任意とする
･市町村名を()で囲むことはメーカ任意とする

27 個人事項証明 1.改製前に個人除籍となった筆頭者の個人事項証明について
　発行の抑制について、機能としては警告メッセージとし、仕組みについては
メーカー任意とする
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作成者 頁数

システム化調査研究会 9/9

帳票番号 帳票名

　タイトル文字の表示
　　戸籍事項･身分事項のタイトル文字出力について、以下に示す文字数(文字列)により表示する。

適用業務名 作成日付 改定日付 版

証明書発行 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

本籍
氏名

本籍
氏名

本籍
氏名

戸籍事項
転籍
戸籍編製
戸籍消除
戸籍回復
戸籍改製
戸籍再製
氏の変更

戸籍事項
訂正

訂正

文字関連訂正
消除
回復

戸籍事項
追完

追完
記録

戸籍に記録されている者

←　 12文字分　　　　→

身分事項

除籍
引取り
子の復籍
更正

文字訂正
文字関連訂正

戸籍事項
更正

更正
文字更正
文字関連更正

文字関連更正

文字関連更正

更正
文字更正

文字関連更正

身分事項
出生
子の出生
認知
親に対する認知
養子縁組
配偶者の縁組
婿養子縁組
養子離縁
配偶者の離縁
特別養子縁組
民法817条の2
特別養子離縁
婚姻
婿養子縁組婚姻
入夫婚姻
離婚
親権
後見
保佐
死亡
配偶者の死亡
高齢者消除
失踪宣告
配偶者の失踪宣告
復氏
配偶者の復氏
姻族関係終了
推定相続人廃除
入籍
子の入籍
配偶者の入籍
分籍
国籍取得
子の国籍取得
養子の国籍取得

身分事項
配偶者の国籍取得
親の国籍取得
養親の国籍取得
帰化
子の帰化
養子の帰化
配偶者の帰化
親の帰化
養親の帰化
後見人の帰化
保佐人の帰化
国籍喪失
配偶者の国籍喪失
国籍選択
外国国籍喪失
氏の変更
配偶者の氏の変更
名の変更
就籍
養子縁組取消し
配偶者の縁組取消し
養子離縁取消し
配偶者の離縁取消し
婚姻取消し
離婚取消し
失踪宣告取消し
配偶者の失踪宣告取
消し
推定相続人廃除取消
し

身分事項
訂正

訂正
文字訂正
文字関連訂正
文字関連訂正
記録

記録
消除
回復
追完

追完
配偶者の国籍変
配偶者の氏名変更
移記

移記
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版帳票名称 作成日付 改定日付

第5
6

(2)
帳票設計書

システム化調査研究会 1/1

頁数

(届書送付目録と兼用する場合も考えられるため、提出先となる法務局の事務作業を考慮し、準じた様式で作
成すること)

　　(3)出力項目は、受付ファイルに記録されている内容を全て対象とする。

　2.編集条件

　　(1)出力サイクル

随時出力(特に定めない)
但し、受付ファイルの過年度レコードを削除する際に、受付レコードの内容を受付帳として同時出力し保管す
るものとする。

　　(2)抽出条件

　　　 ①受付ファイルから、過年度レコードを削除するものを対象とする。
　　　　 (削除範囲指定方法は、特に規定しない)
　　　 ②同一受領番号が存在する場合には、最新レコード(枝番の大きいもの)。

　　(3)明細出力順位

　　　 ①[受付年月日]………昇順
　　　 ②[受領番号]…………昇順

　3.運用関係

　　(1)発収簿も兼ねるため、内部資料として処分区分による並べ変え、抽出条件を行っても構わない。
　　　 (出張所別でも可)

　　(2)届書送付目録などと兼用する場合の、編集条件は該当帳票の項を参照のこと。

　　(3)システム導入自治体の運用に合わせて、各種条件を取り決めること。

受付帳 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

　1.様式

　　(1)A4版横

　　(2)様式については規定しないが、極力提示した様式に準じること。
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作成日付

平成 6年12月 1日

版

1令和　年　月　日

改定日付 頁

1/1

第5
6

(2) システム化調査研究会

作成者作業名

戸籍受付帳
帳票設計書

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98100102104106108110112114116118120122124126128130132134136138140142144146148150152154156158160162164166168170172174176178180182184186188190192194196198200202204206208210212214216218220

1

2

3

4

5

6 Ｋ

7

8

9

10

11

12

13

14 Ｋ

15

16

17

18

19

20

21

22 Ｋ

23

24

25

26

27

28

29

30 Ｋ

31

32

33

34

35

36

37

38 Ｋ

39

40

41

42

43

44

45

46

戸 籍 受 付 帳

受送 本非 件 名 ： Ｋ ( 1 2 )

ＫＫ９９年９９ 月９９日 ９９９９ページ

受付：Ｘ ．９ ９ ．９ ９． ９ ９ 発 生 ：Ｘ ． ９９ ． ９ ９ ．９ ９ 指 ： Ｘ． ９ ９．９ ９ ． ９ ９ 発：Ｘ． ９９． ９９．９９ 処分：ＫＫＫ 決裁：ＫＫＫ 発送：Ｘ ． ９９ ．９９ ．９９

ＫＫ 渉外：Ｋ Ｋ 出張所：９９９ 郵送：Ｘ ．９ ９ ．９ ９． ９ ９ 発 生 時分 ： ９９ ： ９９ 許 ： Ｘ． ９ ９．９ ９ ． ９ ９ 収：Ｘ． ９９． ９９．９９ 関連：9－(9 )－9 .9－( 9)－ 9.9－(9 )－9 .9－ (9)－ 9.9－(9 )－9

届出後本籍 ／筆頭者 (50) Ｋ／Ｋ (30)

Ｋ Ｋ

送達確認：ＫＫＫ

届出 人（ 資 格 ） Ｋ (30) (11) (30) (11)

(30)

(30)

(30)

(30)

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

(50)

(50)

(50)

(50)

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

9 99 99 99 99

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ ） Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ）ＸＸ９９ ．９９ ．９９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ）ＸＸ９９ ．９９ ．９９Ｋ Ｋ

Ｋ （ Ｋ Ｋ ）

Ｋ

Ｋ Ｋ

受送 本非 件 名 ： Ｋ ( 1 2 ) 受付：Ｘ ．９ ９ ．９ ９． ９ ９ 発 生 ：Ｘ ． ９９ ． ９ ９ ．９ ９ 指 ： Ｘ． ９ ９．９ ９ ． ９ ９ 発：Ｘ． ９９． ９９．９９ 処分：ＫＫＫ 決裁：ＫＫＫ 発送：Ｘ ． ９９ ．９９ ．９９

ＫＫ 渉外：Ｋ Ｋ 出張所：９９９ 郵送：Ｘ ．９ ９ ．９ ９． ９ ９ 発 生 時分 ： ９９ ： ９９ 許 ： Ｘ． ９ ９．９ ９ ． ９ ９ 収：Ｘ． ９９． ９９．９９ 関連：9－(9 )－9 .9－( 9)－ 9.9－(9 )－9 .9－ (9)－ 9.9－(9 )－9

届出後本籍 ／筆頭者 (50) Ｋ／Ｋ (30)

Ｋ Ｋ

送達確認：ＫＫＫ

届出 人（ 資 格 ） Ｋ (30) (11) (30) (11)

(30)

(30)

(30)

(30)

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

(50)

(50)

(50)

(50)

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

9 99 99 99 99

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ ） Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ）ＸＸ９９ ．９９ ．９９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ （ Ｋ Ｋ ）

Ｋ

Ｋ Ｋ

受送 本非 件 名 ： Ｋ ( 1 2 ) 受付：Ｘ ．９９．９９．９９ 発生：Ｘ ．９９．９９．９９ 指：Ｘ．９９．９９．９９ 発：Ｘ．９９．９９．９９ 処分：ＫＫＫ 決裁：ＫＫＫ 発送：Ｘ ．９９．９９．９９

ＫＫ 出張所：９９９ 郵送：Ｘ ．９ ９ ．９ ９． ９ ９ 発 生 時分 ： ９９ ： ９９ 許 ： Ｘ． ９ ９．９ ９ ． ９ ９ 収：Ｘ． ９９． ９９．９９ 関連：9－(9 )－9 .9－( 9)－ 9.9－(9 )－9 .9－ (9)－ 9.9－(9 )－9

届出後本籍 ／筆頭者 (50) Ｋ ／ Ｋ (30)

Ｋ Ｋ

送 達 確 認 ： Ｋ Ｋ Ｋ

届出 人（ 資 格 ） Ｋ (30) (11) (30) (11)

(30)

(30)

(30)

(30)

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

(50)

(50)

(50)

(50)

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

9 99 99 99 99

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ ） Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ）ＸＸ９９ ．９９ ．９９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ （ Ｋ Ｋ ）

Ｋ

Ｋ Ｋ

本非 件 名 ： Ｋ ( 1 2 )受送 受付：Ｘ ．９９．９９．９９ 発生：Ｘ ．９９．９９．９９ 指：Ｘ．９９．９９．９９ 発：Ｘ．９９．９９．９９ 処分：ＫＫＫ 決裁：ＫＫＫ 発送：Ｘ ．９９．９９．９９

ＫＫ 渉外：Ｋ Ｋ 出張所：９９９ 郵送：Ｘ ．９ ９ ．９ ９． ９ ９ 発 生 時分 ： ９９ ： ９９ 許 ： Ｘ． ９ ９．９ ９ ． ９ ９ 収：Ｘ． ９９． ９９．９９ 関連：9－(9 )－9 .9－( 9)－ 9.9－(9 )－9 .9－ (9)－ 9.9－(9 )－9

届出後本籍 ／筆頭者 (50) Ｋ ／ Ｋ (30)

Ｋ Ｋ

送 達 確 認 ： Ｋ Ｋ Ｋ

届出人（資 格） Ｋ (30) (11) (30) (11)

(30)

(30)

(30)

(30)

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

(50)

(50)

(50)

(50)

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

9 99 99 99 99

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ ） Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ （ Ｋ Ｋ ）

Ｋ

Ｋ Ｋ

本非 件 名 ： Ｋ ( 1 2 )受送 受付：Ｘ ．９９．９９．９９ 発生：Ｘ ．９９．９９．９９ 指：Ｘ．９９．９９．９９ 発：Ｘ．９９．９９．９９ 処分：ＫＫＫ 決裁：ＫＫＫ 発送：Ｘ ．９９．９９．９９

ＫＫ 渉外：Ｋ Ｋ 出張所：９９９ 郵送：Ｘ ．９ ９ ．９ ９． ９ ９ 発 生 時分 ： ９９ ： ９９ 許 ： Ｘ． ９ ９．９ ９ ． ９ ９ 収：Ｘ． ９９． ９９．９９ 関連：9－(9 )－9 .9－( 9)－ 9.9－(9 )－9 .9－ (9)－ 9.9－(9 )－9

届出後本籍 ／筆頭者 (50) Ｋ ／ Ｋ (30)

Ｋ Ｋ

送 達 確 認 ： Ｋ Ｋ Ｋ

届出人（資 格） Ｋ (30) (11) (30) (11)

(30)

(30)

(30)

(30)

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

( 1 1 )

(50)

(50)

(50)

(50)

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

9 99 99 99 99

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ （ Ｋ

Ｋ ） Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ）ＸＸ９９ ．９９ ．９９Ｋ Ｋ

Ｋ） Ｘ Ｘ９ ９ ．９９ ． ９ ９Ｋ Ｋ

Ｋ （ Ｋ Ｋ ）

Ｋ

Ｋ Ｋ

受 領 番 号

受 領 番 号

受 領 番 号

受 領 番 号

受 領 番 号

ＫＫ９９年９９月分

ＫＫ９９９．９９９Ｋ

渉外：ＫＫ
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第5
6

(2)

作成者 作成日付

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日
帳票設計書

1/1

作業名 改定日付 版 頁

戸籍受付帳 令和　年　月　日 3

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98100102104106108110112114116118120122124126128130132134136138140142144146148150152154156158160162164166168170172174176178180182184186188190192194196198200202204206208210212214216218220

1

2

3 3

4

5

6

7 . . . .

8 ／

9 （ ） （ ）

10 （ ）

11 （ ）

12 （ ）

13 （ ）

14

15 . . . .

16 ／

17 （ ） （ ）

18 （ ）

19 （ ）

20 （ ）

21 （ ）

22

23 . . . .

24 ／

25 （ ） （ ）

26 （ ）

27 （ ） 到

28 （ ）

29 （ ）

30

31 . . . .

32 ／

33 （ ） （ ）

34 （ ）

35 （ ） 到

36 （ ）

37 （ ）

38

39 . . . .

40 ／

41 （親族 ） （ ）

42 （ ）

43 （ ）

44 （ ）

45 （ ）

46

戸 籍 受 付 帳

受送 本非 件名： 出生

平成 ６年 ２ 月 １日 ５９ページ

受付：４ ． ６． １ ． １２ 発生：４ ． ６ ． １． ７ 指： 発： 処分：受 理 決裁：決 裁 発 送 ：

本籍 渉外： 出張所：００１ 郵送： 発生時分： 許： 収： 関連：

届出後本籍／筆頭者 送達確認：不 要

届出人（ 資格）

1 99 40 00 01 受理

受送 本非 件名：婚 姻

本籍

届出後本籍 ／筆頭者

1 99 40 00 02

平 成 ６ ． １ ． ７ 生

受理

千 代田区 平河 町１丁 目 ４番地

渉外：

受付：４ ． ６． １ ． １２ 発生：４ ． ６ ． １． １２ 指： 発： 処分：受 理 決裁：決 裁 発 送 ：

出張所：００１ 郵送： 発生時分： 許： 収： 関連：

送達確認：不 要

届出人（ 資格）

千 代田区 平河 町３丁 目 １５番地

乙 川 忠 司

春野 梅子

甲野 花子

甲野 啓 太郎

昭 和 ３ ５． ４．１ ９ 生

昭和 ４０．１２．２４生 千 代田区 有楽 町１丁 目 ６番地

乙 川 忠 司

千 代田区 平河 町３丁 目 １５番地

受 領 番 号

受 領 番 号

受送 本非 件名：婚 姻

非本

届出後本籍 ／筆頭者

1 99 40 00 03 受理 渉外：渉外

受付：４ ． ６． １．１３ 発生：４ ． ６． １． ２ 指：４． ６． １．１８ 処分：受 理 決裁：決 裁

出張所：００２ 郵送： 発生時分： 許： 関連：

送達確認：到達済

届出人（ 資格）

広 島 市 南 区 西 旭 町 ５ 番

フォンデンボッシュ ．ウェイン

小泉 今日子

１ ９ ５ ５． １ ０ ． ３ 生

平成３９． ３ ． ３生 広島 市南区西 旭町５番

小泉 今日子

アメリカ 合衆 国

受 領 番 号 発：４ ． ６． １．１３

収：４ ． ６． １．２０

発送：４． ６． １．２１

受送 本非 件名：養 子縁組

本籍

届出後本籍 ／筆頭者

1 99 40 00 04 受理 渉外：

受付：４ ． ６． １．１３ 発生：４ ． ６． １．１３ 指： 処分：受 理 決裁：決 裁

出張所：００１ 郵送： 発生時分： 許： 関連：

送達確認：到達済

届出人（ 資格）

甲野 義 太郎

甲野 ももこ

昭 和 １ ０． ６．１ ８ 生

昭 和 １ ４． ８． ６ 生 千 代田区 永田町４丁 目 ５番地

千 代田区 永田町４丁 目 ５番地

受 領 番 号 発：

収：

発送：４． ６． １．１３

受送 本非 件名：死 亡

非本

届出後本籍 ／筆頭者

1 99 40 00 05 受理 渉外：

受付：４ ． ６． １．１４ 発生：４ ． ６． １．１３ 指： 処分：受 理 決裁：決 裁

出張所：００１ 郵送： 発生時分： ７：３０ 許： 関連：

送達確認：不要

届出人（ 資格）

受 領 番 号 発：

収：

発送：

乙 川 幸助

乙 川 英助

親 権 者父 乙 川 明美

昭 和 ４ ５． １ １．２ ２ 生 群馬県 前橋市千 代田町１丁目 ２７番地

親 権 者母

小 田原 庄 助

小 田原 長十 郎

夫

妻

夫

妻

義 父

義 母

養 子

母

大 正 ２． ８． ８ 生

平成　６年　１月分

合計 ２９６件
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1.様式
　 (1)A4版横
　 (2)出力項目及び様式は規定しないが、極力提示した様式に準ずること。

2.編集条件
　 (1)出力サイクル
　　　月次処理とし、1ヶ月分(1日から末日)を編集する。
　 (2)抽出条件
　　　受付ファイルのレコード中
　　　　　｢処分区分｣=1(受理)かつ｢届書送付目録区分｣=1(有)のレコードを抽出する。
　　　※同一受領番号がある場合には、最新のレコードを対象とする。
　　　　　認知届が｢胎児認知｣かつ｢受理送付区分｣=1(受理)の場合は出力しない。
　　　　　出生届に関連受領番号があった場合、関連受領番号の受付事件名が｢胎児認知｣の場合は、
　　　　　胎児認知を目録に出力する。
　 (3)明細出力順位
　　　①[処理年月日]………昇順
　　　②[受付年月日]………昇順
　　　③[受領番号]
　　　※[処理年月日]は、[発年月日]=スペースのとき、[受付年月日]
　　　　　　　　　　　　[発年月日]≠スペースのとき、[収年月日]

3.運用関係
　 特になし

帳票設計書
作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

第5
6

(2)

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

本籍人届書送付目録 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18
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第5
6

(2)
帳票設計書

システム化調査研究会

作成者作業名

本籍人分届書送付目録 令和　年　月　日

改定日付作成日付

平成 6年12月 1日

頁

1/1

版

1

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98100102104106108110112114116118120122124126128130132134136138140142144146148150152154156158160162164166168170172174176178180182184186188190192194196198200202204206208210212214216218220

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ９９９９ページ

本 籍 人 分 届 書 送 付 目 録

受 領 番 号 区 分 受 付 年 月 日 処 理 年 月 日 事 件 名 事 件 本 人 氏 名 他人数

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30) ９

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

ＫＫ９９．９９９Ｋ

ＫＫ９９年９９月分
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1.様式
　 (1)A4版横
　 (2)出力項目及び様式は規定しないが、極力提示した様式に準ずること。

2.編集条件
　 (1)出力サイクル
　　　月次処理とし、1ヶ月分(1日から末日)を編集する。
　 (2)抽出条件
　　　受付ファイルのレコード中
　　　　　｢渉外区分｣=1(渉外)かつ
　　　　　｢処分区分｣=1(受理)かつ
　　　　　｢届書送付目録区分｣=1(有)のレコードを抽出する。
　　　※同一受領番号がある場合には、最新のレコードを対象とする。
　　　　　認知届が｢胎児認知｣かつ｢受理送付区分｣=1(受理)の場合は出力しない。
　　　　　出生届に関連受領番号があった場合、関連受領番号の受付事件名が｢胎児認知｣の場合は、
　　　　　胎児認知を目録に出力する。
　 (3)明細出力順位
　　　①[処理年月日]‥‥‥‥‥昇順
　　　②[受付年月日]‥‥‥‥‥昇順
　　　③[受領番号]
　　　※[処理年月日]は、[発年月日]=スペースのとき、[受付年月日]
　　　　　　　　　　　　[発年月日]≠スペースのとき、[収年月日]

3.運用関係
　 特になし

帳票設計書
作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

第5
6

(2)

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

渉外届書写送付目録 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18

 5-6-(2)-16



第5
6

(2)
帳票設計書

システム化調査研究会

作成者作業名

渉外関係届書送付目録 令和　年　月　日

改定日付作成日付

平成 6年12月 1日

頁

1/1

版

1

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98100102104106108110112114116118120122124126128130132134136138140142144146148150152154156158160162164166168170172174176178180182184186188190192194196198200202204206208210212214216218220

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

ＫＫ９９年９９ 月９９日 ９９９９ページ

渉 外 関 係 届 書 写 し 送 付 目 録

受 領 番 号 区 分 受 付 年 月 日 処 理 年 月 日 事 件 名 事 件 本 人 氏 名 他人数

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 Ｋ Ｋ９９年９９ 月９９ 日 ９

ＫＫ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 ９

Ｋ Ｋ９ ９( 9 ) ＫＫ９９年９９月９９日 ＫＫ９９年９９月９９日 ９

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ Ｋ(15) Ｋ (30)

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

ＫＫ９９．９９９Ｋ

ＫＫ９９年９９月分
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1.様式

 (1)A4版横

 (2)出力項目及び様式は規定しないが、極力提示した様式に準じること。

2.編集条件

 (1)出力サイクル
　　月次処理とし、1ヶ月分(1日から末日)を編集する。

 (2)抽出条件
　　受付ファイルのレコード中
　　　　「処理区分」=1(受理)かつ
　　　　「届書送付目録区分」=1(有)のレコードを抽出する。
　　※同一受領番号がある場合には、最新のレコードを対象とする。

 (3)明細出力順位
　　①[事件] ････････････････事件表第2表届出事件表の順
　　②[受付年月日]･･･････････昇順
　　③[受領番号]･････････････昇順

3.運用関係

 (1)オプション項目(準則に対して)
　　[受領番号]、[発送年月日]、[受理・送付]、[出張所名]の項目については任意

帳票設計書
作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

第5
6

(2)

帳票名称 作成日付 改定日付 版

種類番号帳 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

 5-6-(2)-18



第5
6

(2)
帳票設計書

システム化調査研究会

作成者作業名

種類番号帳 令和　年　月　日

改定日付作成日付

平成 6年12月 1日

頁

1/1

版

1

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98100102104106108110112114116118120122124126128130132134136138140142144146148150152154156158160162164166168170172174176178180182184186188190192194196198200202204206208210212214216218220

1

2

3

4

5

6 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

7 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

8 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

9 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

10 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

11 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

12 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

13 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

14 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

15 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

16 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

17 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

18 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

19 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

20 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

21 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

22 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

23 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

24 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

25 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

26 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

27 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

28 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

29 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

30 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

31 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

32 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

33 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

34 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

35 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

36 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

37 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

38 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

39 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

40 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

41 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

42 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

43 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

44 ９９９９ ９ ９ ９９ ９９ ９９ Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日 ＫＫＫＫ

45 Ｋ Ｋ９９年 ９９月 ９ ９日

46

ＫＫ９９年９９ 月９９日 ９９９９ページ

種 類 番 号 帳

種 類番号 受 付 年 月 日 受 理 ・ 事 件 本 人 の 氏 名 出 張 所 名

Ｋ Ｋ( 3 0 )

事件名：Ｋ (12) Ｋ

受 領 番 号

発 送 年 月 日 送 付

(20) ＫＫ

備 考

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ(15)

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

Ｋ Ｋ( 3 0 ) Ｋ Ｋ( 3 0 )

ＫＫ９９．９９９Ｋ

ＫＫ９９年９９月分
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事件本人が一時的に記録される、養子縁組･婚姻前の実方戸籍を管理する市町村が届出を受理し
た場合

入籍届

事案

事件本人の日本人配偶者につき新戸籍編製又は日本人配偶者が事件本人の新戸籍に入籍すると
き、事件本人の日本人配偶者の除籍の記録を行う市町村が届出を受理した場合

国籍収得届

帰化届 事件本人の父又は母につき新戸籍が編製されるとき、事件本人の父又は母の除籍の記録を行う
市町村が届出を受理した場合

事件本人の父又は母につき新戸籍が編製されるとき、事件本人の父又は母の除籍の記録を行う
市町村が届出を受理した場合

届出種別

出生届

事件本人の日本人配偶者につき新戸籍編製又は日本人配偶者が事件本人の新戸籍に入籍すると
き、事件本人の日本人配偶者の除籍の記録を行う市町村が届出を受理した場合

事件本人の父又は母につき新戸籍が編製されるとき、事件本人の父又は母の除籍の記録を行う
市町村が届出を受理した場合

事件本人の父又は母につき新戸籍が編製されるとき、事件本人の父又は母の除籍の記録を行う
市町村が届出を受理した場合

(1)届書送達確認書と届書を送付した場合には、受付ファイルメンテナンス処理等により、[発送年月日]
を入力する必要がある。

(2)事件本人を基本として届書送達確認書の要･不要を判定しているため、下記の事案においては届書送
達確認書は出力されない。このような場合においては手書きの運用で対応することとする。また、この
際に受付ファイルの送達確認区分の消し込み確認ができないためこの点も運用で対応する。

1/1

改定日付 版

第5
6

(2)

帳票名称 作成日付

帳票設計書
作成者 頁数

システム化調査研究会

届書送達確認書 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

1.様式

　(1)ハガキ
　　 表(送達確認):送付する届書内容を出力
　　 裏(宛名)　　:送付元市区町村名の宛名･･････プレプリントでも可

　(2)サンプル様式である。

2.編集条件

　(1)出力サイクル
　　 日次処理

　(2)抽出条件
　　 発送ファイルから(全件)抽出する
　　　　 抽出範囲については、運用に合わせて指定する

　(3)出力条件
　　 特になし

3.運用関係
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原寸サイズ:B4
文字ピッチ:5CPI
行ピッチ　:6LPI

帳票設計書
システム化調査研究会

作成者作業名 頁

1/1

版

1

第5
6

(2) 令和　年　月　日

改定日付作成日付

平成 6年12月 1日届書送達確認書

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 23

24 24

25 25

26 26

27 27

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45

46 46

47 47

48 48

49 49

50 50

51 51

52 52

53 53

54 54

55 55

56 56

57 57

58 58

59 59

60 60

128126124108 112 116 122114 118 120 140130 132 134 136 1389878 1101008482 90 104 10680 94 10274 9662 64 72 7668 86 8870 9244 60 665654 585248 50462 4 6 8 342624 28 32161410 12 222018 383630 40 42

( 表 ) (裏 )

(送付兼受領書 )

事 件 名 Ｋ Ｋ( 1 3 )

受領年月日

受領番号

事件本人

ＫＫ９９年９９月９９日

Ｋ Ｋ( 1 3 )
Ｋ Ｋ( 1 3 )
ＫＫＫＫ

９ ９(9)

(8)9 9
上記の届書を送付します。

Ｋ Ｋ( 2 0 )

ＫＫ９９年９９月９９日

上記の届書を受領しました。

①

②

○ ○

ＫＫ 年 月 日

Ｋ Ｋ( 2 0 )

① 送付元市区町村長名

切 手
９ ９ ９ ９ ９

Ｋ Ｋ( 1 5 ) ②
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

行

戸 籍 事 務
○ ○

連 絡 事 項

② 送付元市区町村名宛名＋管轄部署名 (プレ印刷 )

届書送達確認書
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1.様式

　 (1)A4版横

　 (2)サンプル提示
　　 (提示した帳票設計は、東京法務局の確認済み)

2.編集条件
　 (1)出力サイクル
　　　随時(数回/年)

　 (2)抽出条件
　　 100歳以上の年齢を任意で入力できることとする。
　　 但し、抽出は下記条件を満たすこととする。
　　 ①120歳以上(個人特定の出生日)
　　　･住所不明(戸籍の附票に記載がない、附票ファイルの住所がスペース、消除されたデータのみ)
　　　 (平成22年9月6日　法務省民一第2191号)
　　　･戸籍の附票に外国住所が記載されたもの(平成29年9月19日　法務省民一第1132号)

　　 ②100歳以上119歳以下(個人特定の出生日)
　　　･住所不明(戸籍の附票に記載がない、附票ファイルの住所がスペース、消除されたデータのみ)
　　　･該当戸籍内に100歳未満の在籍者がいない

　　 ※基準日を設けての抽出については、任意の機能とする。

　 (3)明細出力条件
　　 特になし
　　 但し、同一戸籍内に複数人該当する場合は、連続して出力すること

3.運用関係
(1)システムで上記条件に合致する該当者を抽出し一覧表を出力する。
その後、高齢者消除の要件に満たしているか職員による調査を行い、法務局に提出する申請書を作成する。
申請書作成以降に関しては、運用に合わせてシステム化を行う。
[ 第7-2(18) 一括処理 ]を参考

(2)高齢者消除該当一覧で許可申請を行う場合は、事前に法務局との確認が必要。

4.その他

高齢者消除で使用する戸籍記載許可申請の訂正･記載の事由及び趣旨の記述内容は、参考記載例171を参考に
している。参考記載例171が見直された場合には、内容に基づいて修正を行う。

高齢者消除該当一覧 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

第5
6

(2)

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

帳票設計書
作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1
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改定日付

令和　年　月　日

頁

1/1

版

1

作成者 作成日付第5
6

(2)

作業名

高齢者消除該当一覧
帳票設計書

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98100102104106108110112114116118120122124126128130132134136138140142144146148150152154156158160162164166168170172174176178180182184186188190192194196198200202204206208210212214216218220

1

2

3

4

5

6 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

7

8 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

9

10 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

11

12 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

13

14 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

15

16 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

17

18 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

19

20 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

21

22 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

23

24 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

25

26 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

27

28 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

29

30 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

31

32 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

33

34 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

35

36 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

37

38 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

39

40 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

41

42 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

43

44 ９９９ ９ Ｋ Ｋ ９ ９年 ９ ９月 ９ ９ 日

45

46

高 齢 者 消 除 該 当 者 一 覧
ＫＫ９９年９９ 月９９日 ９９ ９９ペー ジ

項 番 発 番 号 受 領 番 号 氏 名 生 年 月 日 筆 頭 者 本 籍 照 合 欄

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 )９ ９(10) Ｋ Ｋ( 2 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 1 5 ) Ｋ Ｋ( 2 5 )

ＫＫ９９年分

ＫＫ９９．９９９Ｋ
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改定日付

令和　年　月　日 3

頁版

1/1

第5
6

(2)
帳票設計書

作業名

高齢者消除該当一覧 システム化調査研究会 平成 5年 7月31日

作成者 作成日付

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98100102104106108110112114116118120122124126128130132134136138140142144146148150152154156158160162164166168170172174176178180182184186188190192194196198200202204206208210212214216218220

1

2

3

4

5

6 ４ １ １２３４ ５ 青木 源 三郎 明 治 ２ ５年 １ ０月 １ ０ 日 青木 源三 郎 千代田 区 有楽 町２丁目 ３番 地

7

8 ４ ２ １２３４ ６ 青山 忠 五郎 明 治 ２ ５年 　 ３月 １ ４ 日 青山 忠次 千代田 区 霞ケ 関１丁目 １番 地

9

10 ４ ３ １２３４ ７ 井上 政 志 明 治 ２ ４年 　 ９月 　 ７ 日 井上 政志 千代田 区 神田 錦町２丁 目３ ４ 番 地

11

12 ４ ４ １２３４ ８ 上田 ト ラ 明 治 ２ ６年 １ ２月 ２ ５ 日 上田 正吉 千代田 区 永田 町６丁目 １１ 番 地

13

14 ４ ５ １２３４ ９ 金井 善 吉 明 治 ２ ５年 １ １月 １ ９ 日 金井 善吉 千代田 区 丸の 内２丁目 １番 地

15

16 ４ ６ １２３５ ０ 田之 畑 勇次郎 明 治 ２ ３年 　 ４月 １ ４ 日 田之 畑勇 次 郎 千代田 区 麹町 １丁目１ 番地

17

18 ４ ７ １２３５ １ 中村 ウ メ 明 治 ２ １年 　 ８月 　 ６ 日 中村 正一 郎 千代田 区 大手 町３丁目 ６番 地

19

20 ４ ８ １２３５ ２ 橋本 サ ク 明 治 ２ ５年 １ ０月 　 ３ 日 橋本 寅吉 千代田 区 有楽 町３丁目 １５ 番 地

21

22 ４ ９ １２３５ ３ 三浦 文 明 治 ２ ４年 　 ５月 　 ５ 日 三浦 文 千代田 区 一番 町１丁目 １番 地

23

24 ５ ０ １２３５ ４ 村上 康 雄 明 治 ２ ５年 １ ２月 ３ １ 日 村上 康雄 千代田 区 九段 下２丁目 ９番 地

25

26 ５ １ １２３５ ５ 安田 歌 江門 明 治 ２ ４年 　 ５月 １ ７ 日 安田 孝三 千代田 区 神田 錦町４丁 目２ ２ 番 地

27

28 ５ ２ １２３５ ６ 和歌 山 竜之助 明 治 ２ ４年 　 １月 １ １ 日 和歌 山竜 之 助 千代田 区 竹橋 ６丁目１ 番地

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

高 齢 者 消 除 該 当 者 一 覧
平成 ５年 ８月 １日 ３ページ

項 番 発 番 号 受 領 番 号 氏 名 生 年 月 日 筆 頭 者 本 籍 照 合 欄

５２件合計

平成 ５年分
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帳票設計書
作成者

作業名

高齢者消除

第5
6

(2)

帳票番号

平成30年 3月31日

頁数

システム化調査研究会 1/1

作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 21

帳票名 戸籍記載許可申請

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 Ｋ Ｋ 殿 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 Ｋ 19

20 20

21 21

22 22

23 Ｋ 23

24 Ｋ 24

25 Ｋ 25

26 26

27 27

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45

46 46

47 47

48 48

49 49

50 50

51 51

52 52

53 53

54 54

55 55

56 56

事 件 本 人

本 籍

訂 正 ・ 記 載 の 事 由

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日受 付 年 月 日

受 領 番 号

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

筆 頭 者

氏 名

生 年 月 日

上 記 事 件 本 人 は 、 ９ (3) ９ 歳 以 上 で そ の 所 在 が 明 ら か で

添 付 資 料

訂 正 ・ 記 載 の 趣 旨 上 記 事 件 本 人 に つ い て 、 死 亡 の 記 載 を し て 除 籍 す る 。

－ 記 載 例 －

【 高 齢 者 消 除 の 許 可 日 】 Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

【 除 籍 日 】 Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

第 号

な く 、 す で に 死 亡 し た も の と 認 め ら れ る の で 、 職 権 を も

な お 、 １ ２ ０ 歳 以 上 は 、 戸 籍 の 附 票 が 空 欄 で あ る こ と 、

も し く は 外 国 住 所 で あ る こ と 、 １ ２ ０ 歳 未 満 は 、 戸 籍 の

っ て 死 亡 の 記 載 を す る 。

附 票 が 空 欄 で あ る こ と を 確 認 し た 。

全 部 事 項 証 明 、 戸 籍 の 附 票 （ 写 し ）

戸 籍 記 載 許 可 申 請

戸 籍 記 載記 載 調 査 附 票 住 民 票 通 知

( ) Ｋ Ｋ Ｋ 発 第 ９

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 申 請

（ ） ９ 号

Ｋ ( )

( )Ｋ

Ｋ

Ｋ

( ) Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

( )

( )

( )

上 記 申 請 を 許 可 す る 。

※年齢は、抽出条件で入力した内容を反映する

書 類 調 査
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改定日付 版

システム化調査研究会

作成者 頁数
帳票設計書

帳票名称 作成日付

第5
6

(2)

1.様式

 (1)B4版横、A4版縦(東京国税局管内の様式変更版:平成10年2月提出分から)

 (2)サンプル提示

 (3)一枚目と二枚目以降の様式が異なるので注意のこと

 (4)三枚一組みで出力する

　　　パンチ用
　　　　 提出用　　　　　　　　　 三枚一組み
　　　　　　控え用

2.編集条件

(1)出力サイクル
　 月次

(2)抽出条件
　 相続税法58条ファイルから指定された範囲を全件抽出
　　(範囲指定方法については任意)

(3)出力条件
　 特になし

3.運用関係

 (1)届出人住所の項目は、｢死亡｣届処理で入力されているため出力可。
　　(提示の帳票設計書では、手書き対応となっている)

 (2)システム化に当り、管轄税務署との事前確認を行う必要あり

相続税法58条通知 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

1/1
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1/1

作成日付

平成 6年12月 1日

版

3令和　年　月　日

改定日付 頁数

富士税務署長殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　元年　２月　１日　提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都千代田区長

　No.1　　　　　　　　　　　　　平成　元年　１月分　相続税法第５８条の規定による通知書

1 氏　　名：(25)ｺｳﾉ ﾖｼﾀﾛｳ
　　　　　：(25)甲野　義太郎
　住　　所：(23)東京都千代田区西神田１丁目４番地
　生年月日：(38)１昭和３７年　３月２４日　　　　相続開始年月日：(37)４平成　元年　１月　５日

第5
6

(2) システム化調査研究会

作成者作業名

相続税法58条通知書
　(サンプル)

帳票設計書
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第5
6

(2) システム化調査研究会

作成者作業名

相続税法58条通知書
帳票設計書

1/2

作成日付

平成 6年12月 1日

版

3令和　年　月　日

改定日付 頁数

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 23

24 24

25 25

26 26

27 27

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45

46 46

47 47

48 48

49 49

50 50

51 51

52 52

53 53

54 54

112 11696 12011811410810298 11010676 78 10410064 68 9480 9284 86 88 90 130122 124 126 12814 74 823624 424038 46 66 7256 5818 48 52 5450 62 7016 2220 4430 3426 3228 60122 4 6 8 10

Ｋ Ｋ( 2 0 )
ＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日 提 出

Ｋ Ｋ( 2 0 )

ＫＫ 9 9 年 9 9 月分 相続税法第 5 8 条の規 定による 通知書№

氏 名

住 所
生 年 月 日

xxxx

x

（ 3 8）

Ｋ
（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )
（ 5 0 ）Ｋ

ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日
（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
9 9 99 9 99

Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）
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第5
6

(2)
帳票設計書

作業名 作成者

相続税法58条通知書 システム化調査研究会

作成日付 改定日付 版 頁数

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 3 2/2

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 23

24 24

25 25

26 26

27 27

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45

46 46

47 47

48 48

49 49

50 50

51 51

52 52

53 53

54 54

122 4 6 8 10 1816 2220 4430 3426 322814 74 823624 424038 46 48 52 5450 7256 58 66 7064 686260 130122 124 126 12876 78 10410094 112 11696 10298 110106 12011811410880 9284 86 88 90

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )
（ 5 0 ）Ｋ

ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日
（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
9 9 99 9 99

Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

（ 5 0 ）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
（ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )
（ 5 0 ）Ｋ

ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日
（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

氏 名

住 所
生 年 月 日

x

（ 3 8）

Ｋ
Ｋ
ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日

（ 2 3）
（ 2 5）

（ 3 7）ＫＫＫ 9 9 年 9 9 月 9 9 日相 続 開 始 年 月 日

x
Ｋ
Ｋ

（ 2 5）

9 9 99 9 99

9 9 99 9 99 （ 1 0 0 ：フリガナ）
( 5 0 1 漢字氏名 )
（ 5 0 ）

№x x x x

 5-6-(2)-29



1/1

作成日付

平成 6年12月 1日

版

3令和　年　月　日

改定日付 頁数第5
6

(2) システム化調査研究会

作成者作業名

相続税法58条通知書
　(サンプル)

帳票設計書

2

1

)

)( 1

(

2 )

)

市

区

町

村

民

税

2

固

定

資

産

税

不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

市

区

町

村

民

税

2

2

固

定

資

産

税

不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

(

1

(

1

(

ﾖ1 ﾉｳｺ ﾛ ｳｼ 固

定

資

産

税

)( 1

1

2 )

市

区

町

村

民

税

1

ﾀ
甲 野 義 太 郎

富 士 税 務 署 長 殿

平 成 元 年 ２ 月 １ 日 提 出

東 京 都 千 代 田 区 長

平 成 元 年 １ 月 分 相 続 税 法 第 ５ ８ 条 の 規 定 に よ る 通 知 書№

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 １ 丁 目 ４ 番 地

昭 和 ３ ７ 年 ３ 月 ２ ４ 日

平 成 元 年 １ 月 ５ 日

被 相

続 人

届 出 人 の 住 所

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

年 月 日

年 月 日

被 相

続 人

届 出 人 の 住 所

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円 有

無

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

年 月 日

年 月 日

被 相

続 人

届 出 人 の 住 所

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

有

無

有

無

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

本 籍 ：

相 続 開 始 年 月 日

死 亡 場 所 ：

：

：

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

本 籍 ：

相 続 開 始 年 月 日

死 亡 場 所 ：

：

：

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

本 籍 ：

相 続 開 始 年 月 日

死 亡 場 所 ：

：

：

筆
東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 １ 丁 目 １ 番 地

1 2 3 4 5 6

筆 頭 区 分 ：

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業

1 2 3 4 5 6

筆 頭 区 分 ：

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業

1 2 3 4 5 6

筆 頭 区 分 ：

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 １ 丁 目 ４ 番 地
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第5
6

(2)
帳票設計書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

相続税法58条通知書 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 3 1/2

130122 124 126 128

1

120118

)

)

)

)1

2

)

)

2

2

116

2

1

72 10874

2

102 106

X

114110

X

112

1

92

1

968476 80 8278

(

(

48 6650 6260 1009890886858

X

86 9470

不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

46 52 5654 6426 30

(

10424 36343228 38 4422

9

10

XXX

14 16

9

12

X

2018

X9

40 42

99

99

99

9 99

1

3

2

84 6

7

5

4

12

11

6

23

25

2

54

31

32

46

43

51

44

53

37

39

52

49

38

48

47

50

41

40

42

45

14

27

19

17

18

21

19

18

2020

22

不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

9

9

99

9

1

(

(

13

8

9

10

21

15

X

X

(

2

9

28

36

35

26

24

99

9

29

33

34

30

16

45

38

25

33

32

29

31

16

47

28

27

40

39

30

37

42

1

2

3

4

17

15

10

13

7

9

5

14

8

6

11

12

市

区

町

村

民

税

固

定

資

産

税

固

定

資

産

税

市

区

町

村

民

税

固

定

資

産

税

市

区

町

村

民

税

54

49

50

51

52

53

48

22

24

23

36

26

35

34

43

41

44

46

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

Ｋ

( 6 0 ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ )

Ｋ Ｋ( 2 0 )

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 提 出

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 分 相 続 税 法 第 ５ ８ 条 の 規 定 に よ る 通 知 書№

Ｋ Ｋ( 2 0 )

( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

本 籍 ： Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ Ｋ( 2 0 )

相 続 開 始 年 月 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

被 相

続 人

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業
1 2 3 4 5 6

死 亡 場 所 ： Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

届 出 人 の 住 所

( 2 0 )

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

Ｋ

( 6 0 ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ )

Ｋ Ｋ( 2 0 )

( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ Ｋ( 2 0 )

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

被 相

続 人 1 2 3 4 5 6

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

届 出 人 の 住 所

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円 有

無

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

Ｋ
( 6 0 ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ )

Ｋ Ｋ( 2 0 )

( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ Ｋ( 2 0 )

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

被 相

続 人 1 2 3 4 5 6

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

届 出 人 の 住 所

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

有

無

有

無

：

：

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

本 籍 ：

相 続 開 始 年 月 日

死 亡 場 所 ：

：

：

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

本 籍 ：

相 続 開 始 年 月 日

死 亡 場 所 ：

：

：

筆 頭 区 分 ： Ｋ

筆 頭 区 分 ： Ｋ

筆 頭 区 分 ： Ｋ

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業
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帳票設計書

作業名 作成者

相続税法58条通知書 システム化調査研究会

作成日付 改定日付 版 頁数

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 3 2/2

46

54

53

51

52

50

53

48

49

50

49

54

52

51

2

47

48

942

45

44

43

99

)

( )

43

9

1

XX
1

99 9
不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

市

区

町

村

民

税

46

47

42固

定

資

産

税

44

( 2 45

41

36

37

33

3434

41

39

40

35

37

38

40

39

38

36

28

29

30

929 99 9

32

(

2 )

)

不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

固

定

資

産

税

市

区

町

村

民

税

2 33

35

26

23

21

22

23

22

21

31

( 32

31 1

28

25

27

26

1

27

30

X9 9 9 X

24

25

20

(

2

(

17

18

19

16

13

14

99

20

2

1 17

19

18

916 99 9

)

)1

15

不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

固

定

資

産

税

市

区

町

村

民

税

9 X X

24

13

14

10

11

10

9

15

12

11

不

動

産

明

細

書

等

の

添

付

市

区

町

村

民

税

12

114 118

8

9

4

) 6

1 5(

(

7

)

2

8

6

5

9

7

4

9

2

X

1

2

128 130112108 11611010678

3

122 12412010096 10474 82 9476 1269216

X

4830 36 50 56 585452 7066 80 84

固

定

資

産

税

1

98182 4 106

9 9 9

12

X

9

X

20 2826 62 68

1

14

X9

8

3

2

X

10286 9072 8822 64604234 4624 38 4432 40

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

Ｋ

( 6 0 ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ )

№

Ｋ Ｋ( 2 0 )

( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

本 籍 ： Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ Ｋ( 2 0 )

相 続 開 始 年 月 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

被 相

続 人

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業
1 2 3 4 5 6

死 亡 場 所 ： Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

届 出 人 の 住 所

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

Ｋ

( 6 0 ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ )

Ｋ Ｋ( 2 0 )

( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ Ｋ( 2 0 )

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

被 相

続 人 1 2 3 4 5 6

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

届 出 人 の 住 所

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円 有

無

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

Ｋ
( 6 0 ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ )

Ｋ Ｋ( 2 0 )

( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ Ｋ( 2 0 )

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

被 相

続 人 1 2 3 4 5 6

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

届 出 人 の 住 所

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

有

無

有

無

：

：

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

本 籍 ：

相 続 開 始 年 月 日

死 亡 場 所 ：

：

：

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

本 籍 ：

相 続 開 始 年 月 日

死 亡 場 所 ：

：

：

筆 頭 区 分 ： Ｋ

筆 頭 区 分 ： Ｋ

筆 頭 区 分 ： Ｋ

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業

氏 名 ：

住 所 ：

生 年 月 日

Ｋ

( 6 0 ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ )

Ｋ Ｋ( 2 0 )

( 3 0 ) Ｋ

Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

本 籍 ： Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

Ｋ Ｋ( 2 0 )

相 続 開 始 年 月 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

被 相

続 人

世 帯 の 主 な 仕 事 職 業
1 2 3 4 5 6

死 亡 場 所 ： Ｋ ( 3 0 ) Ｋ

届 出 人 の 住 所

相 続 人 の 住 所

届 出 人 の 氏 名

相 続 人 の 氏 名

相 続 人 数 名

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

※

無 資 格 事 案

第 １ 次 選 別

第 ２ 次 選 別

要 処 理 事 案

※ （ 通 報 署 名 ）

（ 平 . . ）

有 無

課 税 標 準

千 円

税 額

円

有

無

：

：

筆 頭 区 分 ： Ｋ
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

ドキュメント名称 作成日付 改定日付 版

　相続税法第58条通知書(単票) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

No.

被相続人

の職業

平成９９年９９月９９日

千円 円

円 円

固定 資 産 税

の住所被相続人

の世帯の

主な仕事ＮＮＮＮＮ

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

平 成 99 年 99 月 分 相 続 税 法 5 8 条 の 規 定 に よ る 通 知 書

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

)

届出人

相続人戸 籍 係 の 受 付 番 号

被 相 続 人 の 住 所

( 死 亡 場 所 )

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

(

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ( 被 相 続 人 の 氏 名 １ ２ ３

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

)

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

(

)

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

(2)

の住所相続人

届出人( 被 相 続 人 の 本 籍

筆

相 続 開 始 年 月 日 )

非

固 定 資 産 税

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

４ ５ ６

2

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

(1)

無資格事実

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

※ 税 務 署 整 理課 税 標 準

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

税 額

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

相 続 人 数 名

( 明 .大 .昭 . 平 ９ ９ .９ ９ .９ ９ . 生 )

(筆頭者かどうかの区分 ))

(

(

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

参

考

相

続

開

始

前

３

年

以

内

の

異

動

被

相

続

人

の

地

方

税

区 分

財

産

平

・

　

・

　

　

現

在

市 区 町 村 民 税

)

)通 報 署 名

所 在 場 所

1

※ 評 価 額

平 ． ．(

要処理事案

第１次選別

構 造 評 価 額

財産の種別 利 用 区 分 数 量 ※　倍数（単価）

第２次選別

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

９９９９９９９

 5-6-(2)-33



帳票名 相続税法58条通知　(単記式)帳票番号

相続税法58条通知 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

作業名 作成日付 改定日付 版

頁数

システム化調査研究会 1/1

第5
6

(2)
帳票設計書

作成者

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 X X 7

8 X X 8

9 9

10 10

11 10

12 11

13 12

14 13

15 14

16 15

17 16

18 17

19 18

20 19

21 20

22 21

23 22

24 23

25 24

26 25

27 26

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45

46 46

47 47

48 48

49 49

50 50

51 51

52 52

53 53

54 54

55 55

56 56

57 57

58 58

59 59

60 60

61 61

62 62

63 63

事

日 生 )

･平

・

月･平

無

月

年

昭

昭

年

)署報 名通(

次

所

屋

署

利 用 区 分 ・ 構 造

千円

産

税

別

案

※

署

額

・

資

次

格 案

2

固 定 資 産 税 評 価 額

)平 ・

第

価評(単 価)

(

選 別

理

選

事

)1 1

(

場

町

量数所 倍 数 ※

2

処

第 別

村

理

欄

3

民

財 の在 種

準

受

)

考

始 の

前 異

参

3

<

平

年

・

動

開内

続

相

在

>

有

(務

税 標

2

以

現

の 課

定

産 額

・

産

地

1

無税

家 整

財

区市

評

価資

住

続相

農

柄

林

と

山

の

固

所

被

続

税

人

宅 地

Ｋ

ＫＫ

Ｋ Ｋ

Ｋ

人

名

Ｋ

千円

明

明

日 生 )月

年

昭 年 日 生 )

日 生 )月

筆 頭 者 か ど 筆

年

昭

Ｋ

(

昭(

(

※

人

･大･

Ｋ

･大･

明

Ｋ

届

出

氏

日 生 )主帯の

Ｋ

･大･ 日 生 )

月年明 ･大･ ･平な 事仕

日 生 )

月

Ｋ

う か の 区 分

Ｋ

(

明

Ｋ

年昭･大･

続

非

(

･平 月

･平

配

相 偶

･大･

明(

明

昭

･平

･大･ ･平

(

者

人

58

年９

44

Ｋ

Ｋ

（ Ｋ Ｋ 9 9 年 9 9 月 9 9日 生 ）

Ｋ

Ｋ

Ｋ

40

Ｋ

Ｋ受

ナ

名

付

氏

フ

番 号

続

所

被

Ｋ場 所

Ｋ

死 亡

相 続 世人の

Ｋ

の 年月日

Ｋ

6062

９

籍

Ｋ

5456

９ 日月 ９

52485046

柄

86

９

9892947876 90

９

88

９

Ｋ

8074

続

6864 72

名

66 70

相

被

職 業

住

本

3230262422

相 続開始

28201814

籍

10

リ ガ

16

係の

Ｋ

2 4 6 8

戸

12

Ｋ

Ｋ

42343638 11010896 100 104106102

Ｋ

8284

所住

Ｋ

氏

提日９ ９９ 出月９年９

128118120122124126116114112

NO.

( 2 0 )

Ｋ Ｋ 相 続 税 法 ５ ８ 条 の 規 定 に よ る 通 知 書
( 2 0 )

月 分年9 9 9 9XXXX

9 9 9 9 99 9

( 4 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 2 0 )

( 4 0 )

１ ２ ３ ４ ５ ６
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帳票番号 帳票名 相続法58条通知　(連記式)

改定日付 版作業名 作成日付

相続税法58条通知 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

第5
6

(2)
帳票設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

1 1

2 2

3 . 3

4 4

5 5

6 9 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 10

12 11

13 12

14 13

15 14

16 15

17 16

18 17

19 18

20 9 19

21 20

22 21

23 22

24 23

25 24

26 25

27 26

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 9 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45

46 46

47 47

48 9 48

49 49

50 50

51 51

52 52

53 53

54 54

55 55

56 56

57 57

58 58

59 59

60 60

61 61

62 62

63 63

Ｋ

被

Ｋ

Ｋ

（

（

Ｋ

X

（

Ｋ

X

氏

月

所死亡

開続

９

30

99

（

99

Ｋ ９ 年

相 人

年 日

（ ＫＫ 9 9年 9 9 月 9 9日 生 ）

）

始

15（

９

15

フ

）（

・続 リ

X

Ｋ

ガ

30

籍

(1

・Ｋ 6)

6)

6)

係の

相（ 続

被

Ｋ

番 号付

99NO

相

受

）

108102

月

100 10492

定

70 74

Ｋ

産

固

資

Ｋ

8280

９

X

人

農

地

(1 Ｋ

Ｋ

続

Ｋ

人

1281181201221241262224 3028161820 26 60544436383234 565842 5048 52

Ｋ ９９

66

円

Ｋ

141210 40 9676622 4 6 8

日９

72 84868846 90 94 10698

９

64

提

78

Ｋ

112

９ 年

110

Ｋ

出

116114

千宅

68

山

地

届

の

15 ） Ｋ 税

業（ 被相 ）職

所住出人の

頭

続人

相 人

所

４

の

３

帯の世

(1

）続 住相 人

本の

6)(1

(1

(1

6)

6)

(1 6)

NO

（

Ｋ被 ナ名

戸 ） の（

）の

Ｋ

） Ｋ

）

月 ９

）

１

者か

２

Ｋ

相 人 氏

（

）

（

籍

Ｋ

相

15

付

９

Ｋ

９ 日

号 被

筆

被

Ｋ

日

（

Ｋ

（

Ｋ

Ｋ

Ｋ

（

（ ） Ｋ （

）（

X

Ｋ

（

（

Ｋ

15

場

（

Ｋ

Ｋ （15

99

X

（

（

Ｋ

X

Ｋ

の

NO

籍 の

相

開

係

人続

（

X

Ｋ

相

Ｋ

（

（

Ｋ

99

戸

NO

（

Ｋ ９

死

15（

月

（

Ｋ

Ｋ ９

続人

続

Ｋ

X

Ｋ

（ 15

（

死

Ｋ

相

戸

被

亡 場

９

名

番

氏

（

続

Ｋ

（

X

99

所

30

の

（

）

受

死

15（

被相

（

15

（ ＫＫ 9 9年 9 9 月 9 9日 生 ）

Ｋ

年９

場

９

（

（

亡 場

月９ 日

）

番

）

）

開 Ｋ

・氏 名

日

15

９９

頭

１

被

筆

Ｋ

Ｋ

相（

Ｋ

年 ９

（15 ）（

）

Ｋ

Ｋ

）月始

99 99

（

の 付

日

）

年

９

30

９

（

）

相被

ナ ）

）

フ

15 筆Ｋ （

被

Ｋ

15

Ｋ

号

）

）

リ

Ｋ

X

（

（ ＫＫ 9 9年 9 9 月 9 9日 生 ）

15 Ｋ

係籍

（

所

Ｋ

Ｋガ

Ｋ

続相 始

15

月年

Ｋ

亡

開

（

Ｋ

）

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

９

）

）

９

）

被 続

か

） X

者

相

Ｋ

続

30

） 頭

続

(1

）籍

番 ）

ナリガフ

の相（） 人Ｋ

円

Ｋ

千村町

額

区

屋

５

の

）

仕

分

Ｋ

Ｋ事 ）

続

（

相

人 ）

）

続 職人

人数

の

6)

区

Ｋ

Ｋ

筆

Ｋ

Ｋ

Ｋ・

Ｋ

主

所の 住

（

６

Ｋ

ど

(1

う か

6)

相

（

（

Ｋ Ｋ

非

（

（

Ｋ

Ｋ

15

15

15 ）

）

続

（

）

）

Ｋ

（

（

15

相 届・

15

15

15

出

Ｋ

Ｋ

市

家価

税

Ｋ

林評

Ｋ

の

準

業

Ｋ

）

）

）

Ｋ

人 等

）

名

Ｋ

税

民の氏

林

山

地

人

無・有

細

課

明動 産不

農

定

書 付添

宅

地

の

固

標

円千

円千

資

村

民

額

町

課の

税

産

評

15

15

価）

所

Ｋ

）

Ｋ 家

住

）

等

Ｋ

15

15

人

Ｋ

Ｋ

の

標

資

動

税

定 地

農

） 市

）

屋

Ｋ 区

の 税氏 名

準

業

の

(1 6)

6)

の

NO

係

99

戸

人

被（）

6)(1

Ｋ

）

X

Ｋ

30

Ｋ

6)

被

）（

・

15

）

Ｋ

(1

人

（ ）

15

99

続 の

Ｋ

・届 出続相Ｋ

Ｋ

受

6)(1

6)

名

6)

人

被

(1 相

ど か

世人 事仕

筆

Ｋ

・非

(1

Ｋ

・

数

Ｋ

区

籍本

(1

続

相

(1 Ｋ

6)

Ｋ

（

）の

Ｋ

Ｋ

Ｋ

6)

の ）の

う

Ｋ

(1 Ｋ

Ｋ

主 の

）

(1 6)

続

（

所

続

分

６ 相

(1

３

（Ｋ

届

Ｋ

人

（

（

（

円

無（ ） ・15 有

相 固 千宅職

人続

出

（

）

Ｋ

書

） 細

人

Ｋ

産

人

不

添

（

付

の

４

Ｋ

（

明

の

15

１

（

（ 続人

２

）所の

Ｋ

人出届相（ 人

被

５

）の 住

相

6)

帯

99

6) Ｋ 続

X Ｋ

Ｋ

ＫＫ 6)(1

円区 千村Ｋ(1

(1

(1 6)

の

山

価

林

家15

額

Ｋ

Ｋ）

Ｋ

）

屋

（

）

市 町

Ｋ15

）

・

Ｋ

（

（

（

Ｋ

15

地住 産

評

税

）15

15（

Ｋ

人

(1

本続

Ｋ

）

Ｋ

6) Ｋ

Ｋ6)

6)

籍 Ｋ

(1

(1 6)

出（ 続

Ｋ

相 届・人

者

Ｋ Ｋ

（非・か 筆区

税 課の

標

）

Ｋ15 税

人

Ｋ

（

分う の

準

かど ） 不15

名

細産 明動Ｋ

民）

）

仕 ） ）15 Ｋ

定

相

氏の

職

４

人 ）の

（

人

帯の

６ 相 人

続

続 書 の等数

円固 宅業 千（ 被

無

添

・有

付２

住

6)

人被

５

Ｋ事

続相（ の

(1

人の 世続

３

Ｋ

主 の

Ｋ

所受

99

付 ）

（ Ｋ

（ 30 ） ＫX

30

リ

） X

ガ ナ・ Ｋフ

）

）

号

農

地所 産

資

）住Ｋ 出6) 人・人

Ｋ(1 6)

地

(1 の届

Ｋ （

Ｋ籍

日 ）

Ｋ

続相Ｋ （

ＫＫ15 ）

屋

林

家

評

額15 Ｋ

15

Ｋ

本人

(1 6)

日

円Ｋ 市 区 村 千町

）

民

）（

人

15

15

）

） 価

）

課

6)

山税Ｋ

（ 相

Ｋ

続

(1 Ｋ

6)

所 ）

月９ ９年

準

名 ）９９ ９

(1

の

(1始 年月

氏の の

15 Ｋ 被

Ｋ

）

（ ＫＫ 9 9年 9 9 月 9 9日 生 ）

標Ｋ）

6) Ｋ Ｋ 15

Ｋ

（

）

出

（Ｋ6)

（ Ｋ（

(1

15

Ｋ

相 人

6)

続（

筆（

（Ｋ

・届

Ｋ

Ｋ

Ｋ 動） 不

Ｋ

）か

税

無

細

）

Ｋ

有

明産

Ｋ

(1

（ 15

事

区 筆

仕 （

・分

15

税

付

（ 15 非

５

ど

15 Ｋ の 添

・

人

Ｋ

数６

世の 帯

相 等４

被

書２ 続 人

）の Ｋ

者Ｋ

Ｋ （ 15 主

Ｋ

続

３（ １）

人）

）

Ｋ の相

頭 うか の

（

( 2 0 )

Ｋ Ｋ 相 続 税 法 ５ ８ 条 の 規 定 に よ る 通 知 書
( 2 0 )

月 分年9 9 9 9XXXX
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　1.様式

　　(1)サンプル提示

　2.編集条件

　　(1)出力サイクル
　　　 特になし

　　(2)抽出条件
　　　 特になし

　　(3)出力条件
　　　 特になし

　3.運用関係
　　　 特になし

版

宛名シール 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

帳票名称 作成日付 改定日付

頁数

システム化調査研究会 1/1

第5
6

(2)
帳票設計書

作成者

 5-6-(2)-36



第5
6

(2) 令和　年　月　日

改定日付作成日付

平成 6年12月 1日宛名シール

原寸ｻｲｽﾞ  :11×15
文字ピッチ:5CPI
行ピッチ  :6LPI

帳票設計書
システム化調査研究会

作成者作業名 頁

1/1

版

1

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 23

24 24

25 25

26 26

27 27

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45

46 46

47 47

48 48

49 49

50 50

51 51

52 52

53 53

54 54

55 55

56 56

57 57

58 58

59 59

60 60

142 4 6 8 10 12 262016 302818 22 24 34 46 50 60565448 52 58 90 9868 7632 44424036 38 9686 8862 6664 7870 72 74 12480 8482 102 1049492 106100 108 110 112 118 126 140130 132 134 136 138128120 122116114

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )9

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )9

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )9

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )9

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )9

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )9

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

９９９－９９

9
在中

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )
Ｋ Ｋ( 1 5 )

Ｋ Ｋ( 1 5 )

( 1 1 )

Ｋ (8) Ｋ Ｋ (8) Ｋ Ｋ (8) Ｋ Ｋ (8) Ｋ

(8) ＫＫ (8) Ｋ (8) Ｋ (8) Ｋ

(8) Ｋ(8) Ｋ (8) Ｋ (8) Ｋ

(8) Ｋ(8) Ｋ (8) Ｋ (8) Ｋ

9
Ｋ Ｋ Ｋ

9 9

9
Ｋ

9
Ｋ Ｋ Ｋ

9

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ
9 9 9 9
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頁数

システム化調査研究会 1/1

1.様式
　 (1)A4版横
　 (2)出力項目及び様式は規定

2.編集条件
　 (1)出力サイクル
　　 随時
　 (2)編集内容
　　 帳票項目一覧を参照
　　 届出人欄の筆頭者氏名、本籍の実装方法はメーカー任意とする

3.編集条件
　 特になし

第5
6

(2)

適用業務名 作成日付 改訂日付

帳票設計書
作成者

版

受理証明書 平成　6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11
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1/1

作成日付

平成 6年12月 1日

版

11平成19年 3月 1日

改訂日付 頁数第5
6

(2)
帳票設計書

システム化調査研究会

作成者作業名

受理証明書

 1  1

 2  2

 3  3

 4  4

 5  5

 6  6

 7  7

 8  8

 9  9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 23

24 24

25 25

26 26

27 27

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

 2  4  6  8 2010 12 1614 18 30 4238 4034 3624 2622 28 6462565246 6048 5450 5832 44 68 7466 9470 72 8076 78 10482 84 86 88 90 92 10298 10096

(15)Ｋ Ｋ 職 印

Ｋ Ｋ(25)

上 記 の 届 出 は Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 受 理 し た こ と を 証 明 す る 。ＫＫ

受 理 証 明 書

届 出

届

出

人

事

件

本

人

届

出

の

要

旨

届 出 日

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

( 1 5 )Ｋ Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

( 3 0 )Ｋ Ｋ （ Ｋ Ｋ ）(11)

ＫＫＫ Ｋ

( 3 0 )Ｋ Ｋ （ Ｋ Ｋ ）(11)

ＫＫＫ Ｋ

( 3 0 )Ｋ Ｋ （ Ｋ Ｋ ）(11)

ＫＫＫ Ｋ

( 3 0 )Ｋ Ｋ （ Ｋ Ｋ ）(11)

ＫＫＫ Ｋ

( 3 0 )Ｋ Ｋ （ Ｋ Ｋ ）(11)

ＫＫＫ Ｋ

( 3 0 )Ｋ Ｋ （ Ｋ Ｋ ）(11)

ＫＫＫ Ｋ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日

Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

( 4 0 )

( 4 0 )

( 4 0 )

( 4 0 )

( 4 0 )

( 4 0 )

( 1 0 )

( 1 0 )

( 1 0 )

( 1 0 )

( 1 0 )

( 1 0 )
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頁数

システム化調査研究会 1/1

1.様式

 (1)A4版横

 (2)出力項目及び様式は規定

2.編集条件

 (1)出力サイクル
　　随時

 (2)編集内容
　　帳票項目一覧を参照

　　　･｢証書｣:受付事件コードを翻訳
　　　･｢提出日｣:受付日
　　　･｢成立日｣:事件発生日　　　　　　　を出力

3.運用関係
　特になし

第5
6

(2)

帳票名称 作成日付 改定日付

帳票設計書
作成者

版

戸籍法41条証書提出の証明 平成　6年12月 1日 令和　年　月　日 1

 5-6-(2)-40



第5
6

(2)
帳票設計書

システム化調査研究会

作成者作業名

戸籍法41条証書提出の証明 1/1

作成日付

平成 6年12月 1日

版

1令和　年　月　日

改定日付 頁

 1  1

 2  2

 3  3

 4  4

 5 ( 1 5 )  5

 6  6

 7  7

 8 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) )  8

 9  9

10 10

11 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 11

12 12

13 13

14 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 14

15 ( 4 0 ) 15

16 ( 1 0 ) 16

17 17

18 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 18

19 ( 4 0 ) 19

20 ( 1 0 ) 20

21 21

22 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 22

23 ( 4 0 ) 23

24 ( 1 0 ) 24

25 25

26 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 26

27 ( 4 0 ) 27

28 ( 1 0 ) 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 ( 2 5 ) 38

39 ( 1 5 ) 39

40 40

41 41

42 42

0482 84 86 88 90 0200989694927838 6052 58 62 66 6864 7270 803224 5640 4234 36 4430 46 5448 50 74 7614 16 282618 20 221210 2  4  6  8

職 印

Ｋ Ｋ

上 記 の 証 書 の 提 出 が あ っ た こ と を 証 明 す る 。

証 書

届

出

人

事

件

本

人

届

出

の

要

旨

提 出 日

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ

ＫＫ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日

Ｋ

Ｋ Ｋ

証 明 書

Ｋ Ｋ

成 立 日 成 立 方 式

Ｋ

Ｋ Ｋ ＫＫ

Ｋ Ｋ ＫＫ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ

ＫＫ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ＫＫ

ＫＫ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ＫＫ

ＫＫ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ＫＫ
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頁数

システム化調査研究会 1/1

1.様式

 (1)A4版横

 (2)出力項目及び様式は規定

2.編集条件

 (1)出力サイクル
　　随時

 (2)編集内容
　 帳票項目一覧表を参照

3.運用関係
　特になし

第5
6

(2)

帳票名称 作成日付 改定日付

帳票設計書
作成者

版

届書預り証明書 平成　6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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1/1

作成日付

平成 6年12月 1日

版

1令和　年　月　日

改定日付 頁第5
6

(2)
帳票設計書

システム化調査研究会

作成者作業名

届書預り証明書

 1  1

 2  2

 3  3

 4  4

 5 ( 1 5 )  5

 6  6

 7  7

 8 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) )  8

 9  9

10 10

11 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 11

12 12

13 13

14 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 14

15 ( 4 0 ) 15

16 ( 1 0 ) 16

17 17

18 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 18

19 ( 4 0 ) 19

20 ( 1 0 ) 20

21 21

22 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 22

23 ( 4 0 ) 23

24 ( 1 0 ) 24

25 25

26 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) ) 26

27 ( 4 0 ) 27

28 ( 1 0 ) 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 ( 2 5 ) 38

39 ( 1 5 ) 39

40 40

41 41

42 42

0482 84 86 88 9290 96 02009830 9444 5038 42 4834 40 8066 7868 7052 54 2  4  6  8 3610 12 14 22 2416 18 20 26 28 32 46 56 767458 60 62 7264

Ｋ Ｋ

上 記 届 書 の 提 出 が あ っ た こ と を 証 明 す る 。 た だ し 、 Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 法 務 局 長 の 決 定 が あ る ま で 受 否 に つ い て の

届 出

届

出

人

事

件

本

人

届

出

の

要

旨

届 出 日

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

Ｋ Ｋ Ｋ

ＫＫ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日

Ｋ

Ｋ Ｋ

証 明 書

Ｋ Ｋ

Ｋ

Ｋ Ｋ ＫＫ

Ｋ Ｋ ＫＫ

Ｋ Ｋ 職 印

ＫＫ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ＫＫ

ＫＫ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ＫＫ

ＫＫ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日生 年 月 日Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ＫＫ

届 書 預 り

証 明 は で き な い 。
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令和　年　月　日 1

1.様式

 (1)A4版横

 (2)出力項目及び様式は規定しないが、極力提示した様式に準じること。

2.編集条件

 (1)出力サイクル
　　随時

 (2)編集内容
　　帳票項目一覧表を参照

　　･但し書き文を出力する条件
　　 ｢帰化｣の身分事項があり、｢帰化｣後3か月を経過していない場合のみ出力する。

3.運用関係

 (1)身分証明書を発行する前に、次のチェックを行い発行確認画面にメッセージ出力すること

　　･入籍して3か月経過しているか否か

(民刑事務処理が、戸籍異動より事務手続き上遅れて通知される場合があるため、便宜的に3か月の経過期間
を判定し注意を促す)
個人特定の入籍日　+　3か月　 >　 処理日(システム日付)の場合、メッセージ出力

頁数

システム化調査研究会 1/1

第5
6

(2)

帳票名称 作成日付 改定日付

帳票設計書
作成者

版

身分証明書 平成　6年12月 1日

 5-6-(2)-44



第5
6

(2) 1/1

作成日付

平成 6年12月 1日

版

4平成12年 3月 1日

改訂日付 頁
帳票設計書

システム化調査研究会

作成者作業名

身分証明書

Ｋ Ｋ

ＫＫ９９年９９月９９日

職 印

上記のとおり証明する。

身 分 証 明 書

Ｋ Ｋ(１５)

(２５)

Ｋ Ｋ(２３)

本 籍

筆 頭 者

本 人 氏 名

生 年 月 日 ＫＫ９９年９９月９９日

Ｋ Ｋ(２５)

Ｋ Ｋ(１８)

Ｋ Ｋ(１７)

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ(３０)

Ｋ Ｋ(３０)

Ｋ Ｋ(３０)

(２０)
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頁数

システム化調査研究会 1/1

1.様式

 (1)A4版横

 (2)申請書と許可書の二枚一組みを出力する

 (3)サンプル提示

2.編集条件

 (1)出力サイクル
　　随時

 (2)編集内容
　　帳票項目一覧表を参照

　　①申請書と許可書で異なる点
　　　･申請者の住所、氏名
　　　　 申請書:手書き対応とし、印欄を設ける
　　　　 許可書:システム出力
　　　･職印
　　　　 申請書:未出力
　　　　 許可書:システム出力

3.運用関係

 (1)申請者の住所、氏名が届出時の届出人と異なる場合は、許可書の申請者住所、氏名を手書き訂正し発行す
る。

 (2)火葬･埋葬場所の欄について、画面による選択機能を付加しても構わない。
　　(提示した帳票設計書では、手書き対応)

第5
6

(2)

帳票名称 作成日付 改定日付

帳票設計書
作成者

版

死体(埋)火葬許可書(申請書) 平成　6年12月 1日 令和　年　月　日 1

 5-6-(2)-46



1/2

作成日付

平成 6年12月 1日

版

1令和　年　月　日

改定日付 頁第5
6

(2)
帳票設計書

システム化調査研究会

作成者作業名

死体埋火葬許可証

 1  1

 2  2

 3  3

 4  4

 5  5

 6  6

 7  7

 8  8

 9  9

10 ( 3 0 ) 10

11 ( 3 0 ) 11

12 12

13 ( 3 0 ) 13

14 ( 3 0 ) 14

15 15

16 ( 3 0 ) 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 ( 3 0 ) 23

24 24

25 ( 3 0 ) 25

26 ( 3 0 ) 26

27 27

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 ( 2 0 ) 38

39 39

40 ( 2 0 ) 40

41 41

42 42

009472 78 0482 84 86 88 02989680 929058 64 7670 7466 68626056545248 5040 4232 36 463834 4420 282422 302612 16 1814 2  4  6  8 10

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ①

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

死 体 火 葬 許 可 交 付 申 請 書
死 体 火 葬 許 可 証

死 体 埋 葬 許 可 交 付 申 請 書
死 体 埋 葬 許 可 証

① 書 類 名

第 【 手 書 き 】 号

死 亡 者 の 本 籍

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ死 亡 者 の 住 所

Ｋ Ｋ

性 別 及 び 出 生 年 月 日

死 因

死 亡 の 場 所

Ｋ Ｋ死 亡 者 の 氏 名

死 亡 年 月 日 時

Ｋ Ｋ ② ② 男 性 ・ 女 性 ・ 不 詳

「 法 定 伝 染 病 」 「 そ の 他 」

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ③ 【 手 書 き 】

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

③ 火 葬 の 場 所

埋 葬 の 場 所

申 請 者 の 住 所 氏 名

及 び

死 亡 者 と の 続 柄
死 亡 者 と の【 手 書 き 】

住
所

氏
名

Ｋ
続 柄

【 手 書 き 】

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 Ｋ Ｋ ④

Ｋ Ｋ ⑤
④ 交 付 市 区 町 村 名 ⑤ 首 長 名 申 請 書 ⇒ 『 首 長 名 』 ＋ 『 殿 』

許 可 証 ⇒ 『 首 長 名 』

【 手 書 き 】

 5-6-(2)-47



平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/2

作成日付 改定日付 版 頁第5
6

(2)
帳票設計書

作業名 作成者

死体埋火葬許可証 システム化調査研究会

 1  1

 2  2

 3  3

 4  4

 5  5

 6  6

 7  7

 8  8

 9  9

10 ( 3 0 ) 10

11 ( 3 0 ) 11

12 12

13 ( 3 0 ) 13

14 ( 3 0 ) 14

15 15

16 ( 3 0 ) 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 ( 3 0 ) 23

24 24

25 ( 3 0 ) 25

26 ( 3 0 ) 26

27 27

28 28

29 29

30 30

31 ( 3 0 ) 31

32 ( 3 0 ) 32

33 33

34 ( 1 8 ) 34

35 ( 1 2 ) 35

36 36

37 37

38 ( 2 0 ) 38

39 39

40 ( 2 0 ) 40

41 41

42 42

16 40323022 34 36 3826 2818 2420 2  4  6  8 1410 12 42 52 645444 46 48 50 666258 6056 68 7874 80 9492767270 0482 84 86 88 0290 96 98 00

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ①

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

死 体 火 葬 許 可 交 付 申 請 書
死 体 火 葬 許 可 証

死 体 埋 葬 許 可 交 付 申 請 書
死 体 埋 葬 許 可 証

① 書 類 名

第 【 手 書 き 】 号

死 亡 者 の 本 籍

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ死 亡 者 の 住 所

Ｋ Ｋ

性 別 及 び 出 生 年 月 日

死 因

死 亡 の 場 所

Ｋ Ｋ死 亡 者 の 氏 名

死 亡 年 月 日 時

Ｋ Ｋ ② ② 男 性 ・ 女 性 ・ 不 詳

「 法 定 伝 染 病 」 「 そ の 他 」

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ③ 【 手 書 き 】

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

③ 火 葬 の 場 所

埋 葬 の 場 所

申 請 者 の 住 所 氏 名

及 び

死 亡 者 と の 続 柄

死 亡 者 と の

住
所

氏
名

Ｋ

続 柄

【 手 書 き 】

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日 Ｋ Ｋ ④

Ｋ Ｋ ⑤
④ 交 付 市 区 町 村 名 ⑤ 首 長 名 申 請 書 ⇒ 『 首 長 名 』 ＋ 『 殿 』

許 可 証 ⇒ 『 首 長 名 』

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ
Ｋ Ｋ
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頁数

システム化調査研究会 1/1

1.様式

 (1)ハガキ

 (2)サンプル提示

2.編集条件

 (1)出力サイクル
　　随時

 (2)編集内容
　　帳票項目一覧を参照

3.運用関係

　特になし

第5
6

(2)

帳票名称 作成日付 改定日付

帳票設計書
作成者

版

町名変更のお知らせ 平成　6年12月 1日 令和　年　月　日 1

 5-6-(2)-49



1/1

作成日付

平成 6年12月 1日

版

1令和　年　月　日

改定日付 頁第5
6

(2)
帳票設計書

システム化調査研究会

作成者作業名

町名変更のお知らせ

72 80 1074 0690 9486 0488 00841210 2212

3

28 30

2

1

24 2614 20181670 92 96 0898 0276 78182 4 6 8

3

1

2

2016 4644 665232 6248 68423836

8

5034 5414 24 302822 6440 6056 5826 82

4

6

()

7

5

( )4

6

5

7

12

11

9

8

10 10

9

9
11

13

999 9

14

12

16

15

1

13

17

16

15

14

18

)5
5 )
)5

519

(
( 1 17

5

1
( 1 18

21

) 19(

5
1

23

24

20

22

24

22

20

)
)

26

21

25

28

23

27

1
(
(

33

31

30

32

29

34

32

33

1 35

)( ) 36( 52 0
5 )

( )1 0
1

(

2
0(
)
)

( 0
2

25

30

26

31)5

( )1

(

28

27

5
29

)(

( 2 0 )

419

(

36

40

39

1

999 99 9-

1 5 )

99 9

(

9-

34

42

)1 0

35

37

38

99 9

37

38

40

39

42

41 9 9 9 9 9 9 9 9 9

45

43

44

45

44

46

43

46

47

48

47

49

50

51

48

52

53

5454

53

52

49

50

51

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日
本 籍 の 町 名 変 更 通 知

住 居 表 示 実 施 日

い ま ま で の 本 籍

Ｋ Ｋ
Ｋ Ｋ
Ｋ Ｋ

新 し い 本 籍

Ｋ Ｋ
Ｋ Ｋ
Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ ９ ９ 年 ９ ９ 月 ９ ９ 日

表

料 金 後 納

裏

町 名 変 更 の お 知 ら せ

住 居 表 示 実 施 に よ り 、 あ な た の 本 籍 の

町 名 （ 町 ・ 丁 目 ） が 、 （ あ て 名 面 ） の と

お り 変 更 に な り ま し た の で 、 お 知 ら せ し

ま す 。

①

②

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ
③
印

お 問 合 わ せ は

Ｋ Ｋ
Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

電 話

④

⑤

⑥

お 問 合 わ せ は

市 区 町 村 名①

②

③

④

⑤

⑥

送 付 元 住 所

送 付 元 役 所 名

送 付 元 電 話 番 号職 印

首 長 名 （ プ レ 印 刷 ）
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頁数

システム化調査研究会 1/1

1.様式

 (1)A4版横

 (2)出力項目及び様式は規定　　　　戸籍事務取扱準則第18条に示す様式

2.編集条件

 (1)出力サイクル
　　年次

 (2)編集内容
　　[第7-2(16)統計処理]を参照

3.運用関係

 (1)日計、週計、月計、等の集計資料を出力することは構わない

 (2)出力起動方法は特に規定しない。

4.その他

 (1)次頁以降の事件表レイアウトでは、印字桁数等を表したものなので注意のこと。

第5
6

(2)

帳票名称 作成日付 改定日付

帳票設計書
作成者

版

事件表 平成　6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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1/3

作成日付

平成 6年12月 1日

版

1令和　年　月　日

改定日付 頁
帳票説明書

作業名

事件表(その1) システム化調査研究会

第5
6

(2)

作成者

1

5

2

3

4 ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9

戸 籍 事 件 表

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

事 件 の　種　類

（ そ の 1 ）

第 1 表 届 出 事 件 数

総　　　数 計

ZZZ,ZZ9

出 生

認 知

国籍 留保

（ZZZ,ZZ9）

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

養子 離縁

（ZZZ,ZZ9）

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

養子縁組

9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

婚 姻

離 婚

73-2.69-2

10

7

8

 届　出

77-2.75-2

6 ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

11 死 亡

13

18 国籍 取得

ZZZ,ZZ9

17 分 籍 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9） （ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ916 入 籍 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

15

復 氏 ZZZ,ZZ9

14 ZZZ,ZZ9姻族関係〓

相続人消除

ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

12

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

親

権

後

見

嘱

託 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

失 踪 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9甲類

ZZZ,ZZ9

審判

　　計

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

本　籍　人

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

（ZZZ,ZZ9）（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9） （ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

非 本 籍 人

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

届　　　　　　　　出 他市区町村

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

（ZZZ,ZZ9）

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

からの送付

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

号

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

20

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

22

19

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

　107-3

ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9 　24-2

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9

計

帰 化

国籍 喪失

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

不受理申出 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

就 籍 ZZZ,ZZ9

28 追 完 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

30 ZZZ,ZZ9

29 そ の 他

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

25 転 籍

26

24 名の変更

　市〓〓

国籍 選択21

訂

正

・

更

正

 　113等

 　116

計

27

23

氏

の

変

更 　107-4

日記第

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZ9

　107-2

外国籍喪失

　107-1

ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9）

40 計

（ZZZ,ZZ9） （ZZZ,ZZ9）

　　( 注 )　(1)(　　)内は、婚姻、縁組、失踪等の取消事件の内数である。

　　　　　　(2)10欄｢甲類審判｣は、甲類審判の確定件数、｢保全処分｣は、審判前の保全処分件数であ

る。

　　　　　　(3)27欄｢法113条等｣は、戸籍法113条及び114条の申請件数である。

ZZZ,ZZ9

（ZZZ,ZZ9） （ZZZ,ZZ9）

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 Ｋ Ｋ 月 Ｋ Ｋ 日

（ 自 Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 Ｋ Ｋ 月 Ｋ Ｋ 日 ）

（ 至 Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 Ｋ Ｋ 月 Ｋ Ｋ 日 ）

庁 名 Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ
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(その２)

第２表　処理事件表

第３表　諸証明件数

(注) 5欄｢その他｣は、届出の催告、戸籍の記載の錯誤遺漏
通知、管轄局に対する許可の申請である。

庁名　ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ

12

第5
6

(2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日
帳票設計書

作業名 作成者

事件表(その2)

戸 籍 事 件 表

平成20年 3月 1日

作成日付 改訂日付 版 頁数

2/3

(注) (1)8欄｢受理証明等｣の(内数)は、戸籍法施行規則66条2項で定める上質
紙用いる場合の証明の件数である。
(2)9欄｢届書に基づく証明｣は、届書の記載事項証明の件数である。
(3)1欄から3欄までの｢全部事項証明書｣｢個人事項証明書｣｢一部事項証明
書｣は、磁気化されたデータファイルを電子情報処理組織により出力し
た証明書の件数である。
　なお、｢一部事項証明書｣には、戸籍法施行規則第79条の12第2項及び
第4項の書面を含むものとする。
(4)電子情報処理組織を用いた届出又は申請等を処理する市区町村については、届出
総数の事件表のほか、同様式により、オンライン届出事件数の事件表を併せて報告
するものとする。

1

2

3

4

5

6 計 Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

そ の 他

戸 籍 全 部 消 除

違 反 通 知

戸 籍 の再 製･補完

新 戸 籍 編 成

4

Z,ZZZ,ZZ9

2

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

計

除籍

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

個 人 事 項

証　明　書

戸籍

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

件　　 数

①　小　計 Z,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9計 Z,ZZZ,ZZ9

金　　額

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

無 料

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

有 料

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

3

1

戸籍

除籍

計

全 部 事 項

証　明　書

除籍
一 部 事 項

証　明　書

戸籍

Z,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

数
種類

件

9

10

除籍

Z,ZZZ,ZZ9

件　　 数

Z,ZZZ,ZZ95 謄　　本

戸籍

無 料

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

抄　　本

計 Z,ZZZ,ZZ9

除籍

計

Z,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

金　　額

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

有 料

6 Z,ZZZ,ZZ9

戸籍 Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

受 理 証 明 等

7
記 載 事

項 証 明

戸籍 Z,ZZZ,ZZ9

計 Z,ZZZ,ZZ9

閲　　　　　覧

②小　　　　計

内数計

除籍

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9
8

（内　 数）

届書に基づく証明

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

11
Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9
12

Z,ZZZ,ZZ9Z,ZZZ,ZZ9

Z,ZZZ,ZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9

内数合計

合　計（①＋②）

数
種類

件
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版 頁

事件表(その3) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/3

作業名 作成者 作成日付

庁名 ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ

改定日付第5
6

(2)
帳票説明書

戸 籍 事 件 表

（ そ の 3）

本　籍　数

本籍人口数

第４表 本籍数・本籍人口数（ＫＫＫＫ年ＫＫ月ＫＫ日現在）

ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ

ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ

ZZ,ZZ9

総　　数

ZZ,ZZ9

第６表 職員数（ ＫＫ ＫＫ 年Ｋ Ｋ月 ＫＫ 日現 在）

３　年　以　上 10　年　以　上

兼 任 者兼 任 者 総　　数

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

総　　数

計

ZZ,ZZ9ZZ,ZZ9

兼 任 者

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

(注) ｢兼任者｣欄は、兼任者数の内数である。

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

市 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

兼 任 者総　　数

３　年　未　満

町

ZZ,ZZ9区 ZZ,ZZ9

村

計 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

(1)｢市区町村数｣欄の｢総数｣は、総市区町村数であり、｢コンピュータ化庁｣は、総市区町村のうち電子情報処理情報を用いて戸籍事務を処理する市区町村数である。

(2)｢事務所数｣欄の｢総数｣は、事務所数であり、｢実数｣は、総事務所数のうち戸籍事務を扱う事務所数であり、｢コンピュータ｣は、戸籍事務を扱う事務所を数のうち電子情報処理組織

を用いて戸籍事務を処理する事務所数である。

(注)

実　　数 コンピュータ

第 ５ 表 戸 籍 事 務 を 取 り 扱う 市 区町 村 数 及 び 事 務 所 数 （ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ 年 Ｋ Ｋ 月 Ｋ Ｋ 日 現 在 ）

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

総　　数 実　　数 コンピュータ

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

本　　　　　　　庁 支　　　　　　所

事　　　　　　　　　　　　　　　　務　　　　　　　　　　　　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　数

出　　　張　　　所 計

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

コンピュータコンピュータ 総　　数

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

総　　数 実　　数

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

総　　数 実　　数

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

市　区　町　村　数

コンピュータ

化　　　庁

ZZ,ZZ9市 ZZ,ZZ9

総　　　数

ZZ,ZZ9村 ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9区

町

ZZ,ZZ9

計 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9
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第5.6.(3)　帳票項目一覧表



(2) 作成方法

　　帳票設計書で示した各項目の洗い出しを行った。

　　なお,各欄の記入内容は,次のとおりである。

　　ア　帳票名　　　　帳票の名称を記入する。

　　イ　定･汎区分　　 規定用紙は｢定型｣,汎用用紙は｢汎用｣と記入する。

　　ウ　単･連区分　　 単票ならば、｢単票｣,連続用紙は｢連続｣と記入する。

　　エ　寸法　　　　　用紙のサイズ(ハガキ,B4版,A4版等)を記入する。

　　オ　複写枚数　　　複写用紙の場合、複写枚数を記入する。

　　カ　項目名　　　　項目の名称を記入する。

　　キ　桁数　　　　　項目の桁数(長さ)を記入する。

　　ク　編集方法　　　漢字または数字等を記入する。

　　　　　　　　　　　さらに,備考欄に数値等の場合の編集方法(前0を消す｢Z制
　　　　　　　　　　　御｣)を記入する。

(3) 帳票項目一覧表

　　上記の検討を経て作成した一覧表は,以下のとおりである。

第5.6.(3)　帳票項目一覧表

(1) 作成の目的

入出力項目及びファイル項目を把握する資料とするため,帳票の整理統合を踏
まえ,　帳票設計書等を参考に各項目を検討し作成する。
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No.

1

2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

19

20

21

22

23

24

25

26

発生日

作成年月日

ページ数 漢字

'本籍','非本'2

12

漢字

渉外区分

出張所番号

受付日

郵送日

2

3

(10)

(10)

受領番号

18

50

30

発送日

関連受領番号

届出後筆頭者氏名

漢字

漢字

漢字

届出人氏名

届出人資格

発生区分

指示日

許可日

発日

収日

決裁区分 3

3送達確認1区分

最大2

頁数

1/2

版

1

帳票項目一覧表

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

適用業務名

第5
6

(3)

主管課名

システム化調査研究会

受理･送付区分

本非区分

事件名

30 漢字

'決裁'　'未決裁'　'不決裁'

'未到着'　'到着済'　'不要'漢字

元号Z9年Z9月分
横倍角

漢字(9)報告年月

H.Z9.Z9.Z9漢字

処分区分

H.Z9.Z9.Z9

H.Z9.Z9.Z9

最大5つまで

漢字

漢字

(10)

9

3

'受理'　'不受理'　'受理伺'
'処理伺'　'取下'　'返戻'

(11)

4

漢字

届出後本籍

寸法 複写枚数定･汎区分帳票名 単･連区分

元号Z9年Z9月Z9日

'受理','送付'

数字9

戸籍受附帳 汎用 連票 15×11インチ

項目名 桁数 編集方法 備考

2

H.Z9.Z9.Z9

H.Z9.Z9.Z9

H.Z9.Z9.Z9

Z9:Z9

H.Z9.Z9.Z9

H.Z9.Z9.Z9漢字

漢字

漢字

漢字

数字

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

渉外関係のみ'渉外'の出力

数字

最大2

漢字

11

(10)

(5)

(10)

(10)

(10)

(10)

漢字3

 5-6-(3)-2



No.

27

28

30

31

システム化調査研究会 2/2

令和　年　月　日 1

項目名 桁数 編集方法 備考

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

適用業務名 作成日付 改定日付

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

戸籍受附帳 汎用 連票 B4

版

平成6年12月 1日

29 事件本人生年月日 (10) 漢字 最大4
外国人の場合,西暦
日本人の場合,和暦

32 送達確認2区分 1 漢字 最大4
　'未'　'到'　'不'

事件本人本籍 (50)

漢字

漢字 最大4

漢字

漢字

最大4

最大4

最大4　'生'

事件本人氏名

生年月日表示

30

11

1

事件本人資格

 5-6-(3)-3



No.

1

2

4

5

6

7

8

9

10

12 合計件数 6 漢字 最終頁にのみ出力
横倍角

13 件 1 漢字 最終頁にのみ'件'を出力
横倍角

他事件本人数 1 漢字

11 合計 2 漢字 最終頁にのみ'合計'を出力
横倍角

事件名 15 漢字

事件本人氏名 30 漢字

受付年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

処理年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

受領番号 9 漢字

受理・送付区分 2 漢字 '受理' OR '送付'

ページ 4 漢字

3 作成月分 (9) 漢字 元号Z9年Z9月分
横倍角

項目名 桁数 編集方法 備考

作成年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

本籍人分届書送付目録 汎用 連票 15×11インチ

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-4



No.

1

2

4

5

6

7

8

9

10

12 合計件数 6 漢字 最終頁にのみ出力
横倍角

13 件 1 漢字 最終頁にのみ'件'を出力
横倍角

他事件本人数 1 漢字

11 合計 2 漢字 最終頁にのみ'合計'を出力
横倍角

事件名 15 漢字

事件本人氏名 30 漢字

受付年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

処理年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

受領番号 9 漢字

受理･送付区分 2 漢字 '受理' OR '送付'

ページ 4 漢字

3 作成月分 (9) 漢字 元号Z9年Z9月分
横倍角

項目名 桁数 編集方法 備考

作成年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

渉外関係届書写し送付目録 汎用 単票 B4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-5



No.

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

16 合計件数 6 漢字 最終頁にのみ出力
横倍角

17 件 1 漢字 最終頁にのみ'件'を出力
横倍角

備考 手書き

15 合計 2 漢字 最終頁にのみ'合計'を出力
横倍角

事件本人氏名 30 漢字 最大4人

出張所名 15 漢字

受理確認 2 漢字 '受理'

送付確認 2 漢字 '送付'

受付年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

発送年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

種類番号 5 漢字 前ゼロサプレス(シーケンス)

受領番号 7 漢字

事件名 12 漢字

5 報告年月 (9) 漢字 元号Z9年Z9月分
横倍角

ページ数 4 漢字

市区町村名 20 漢字

項目名 桁数 編集方法 備考

作成年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

種類番号帳 汎用 連票 B4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-6



No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

年号 2 漢字

送付先市区町村長名 20 漢字

発送日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

送付元市区町村長名 20 漢字

事件本人氏名 30 漢字 3段編集

整理番号 8 数字

受領年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

受領番号 9 漢字

項目名 桁数 編集方法 備考

事件名 13 漢字

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

届書送達確認書 定型 連票 ハガキ

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-7



No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

許可日 2 漢字 元号のみ

年齢 3 数字 抽出条件で入力した年齢

高齢者消除の許可日 手書き

除籍日 手書き

筆頭者 30 漢字

本籍 50 手書き 2段編集

氏名 30

生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

市区町村名+役職名 15 漢字

首長氏名 10 漢字

発行番号 10 漢字

申請日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

管轄法務局長 10 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

発行部署 3 漢字

項目名 枚数 編集方法 備考

受付年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

戸籍記載許可申請 汎用 単票 A4横

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-8



No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

14 件 1 漢字 最終頁に'件'を出力
横倍角

12 合計 2 漢字 最終頁にのみ'合計'を出力
横倍角

13 合計件数 6 漢字 最終頁に出力
横倍角

本籍 50 漢字(2段編集)

照合欄 手書き

生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

筆頭者氏名 30 漢字(2段編集)

受領番号 手書き

氏名 30 漢字(2段編集)

項番 4 漢字

発番号 10 数字

ページ数 4 漢字

作成年分 (6) 漢字 元号Z9年分　横倍角

項目名 桁数 編集方法 備考

作成年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

高齢者消除該当者一覧 汎用 単票 B4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-9



No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 死亡場所 30 漢字

生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

相続開始年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

本籍 50 漢字 2段編集

筆頭区分 1 漢字

漢字氏名 30 漢字

住所 50 漢字 2段編集

項番 7 数字 ZZZZZZ9

カナ氏名 60 英数字

作成月分 (9) 漢字 元号Z9年Z9月分

　　　NO1～4は先頭ページにのみ出力

ページ 4 数字 ZZZ9

提出日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

市区町村長 20 漢字

項目名 桁数 編集方法 備考

税務署長 20 漢字 税務署長+'殿'

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

相続税法58条通知書 汎用 連票

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-10



No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

相続開始年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

漢字氏名 50 漢字

住所 50 漢字

項番 7 数字 ZZZZZZ9

カナ氏名 100 英数字

作成月分 (9) 漢字 元号Z9年Z9月分

　　　NO1～4は先頭ページにのみ出力

ページ 4 数字 ZZZ9

提出日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

市区町村長 20 漢字

項目名 桁数 編集方法 備考

税務署長 20 漢字 税務署長+'殿'

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

相続税法58条通知書 汎用 連票

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-11



No.

1

2

3

4 書類名 8 漢字

5 整理番号 11 数字 2ケタ(番号種別)+9ケタ
(受領番号)

住所 60 漢字 4段編集

宛先 30 漢字 2段編集

項目名 桁数 編集方法 備考

郵便番号 (6) 漢字 999-99

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

宛名シール 定型 連票 15×11

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-12



No.

1

2

3

4

5

6

8

9

10

11

12

13

14

15

17

18

19

　　　No.19は最大4件

届出人の筆頭者 10 漢字

　　　No.16～18は最大2件

事件本人の筆頭者 10 漢字

16 届出人本籍･国籍区分 2 漢字 日本人の場合、'本籍'
外国人の場合、'国籍'

届出人本籍 50 漢字

首長氏名 15 漢字 横倍角

職印 - 電子印

発行年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

市区町村名+役職名 25 漢字

　　　No.5～9は最大4件

届出の要旨 手書き

受理年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

事件本人本籍 50 漢字 2段編集

事件本人生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

事件本人資格 11 漢字

7 事件本人本籍･国籍区分 2 漢字 日本人の場合、'本籍'
外国人の場合、'国籍'

届出人資格 11 漢字

　　　No.3～4は最大2件

事件本人氏名 30 漢字

届出年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

届出人氏名 30 漢字

項目名 枚数 編集方法 備考

届書名 15 漢字

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

受理証明書 汎用 単票 A4横

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-13



No.

1

2

3

4

5

6

8

9

10

11

12

13

14

15

16 職印 - 電子印

市区町村名+役職名 25 漢字

首長氏名 15 漢字 横倍角

成立方式 手書き

発行年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

　　　NO5～9は最大4件

届出の要旨 手書き

成立年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

事件本人本籍 50 漢字 2段編集

事件本人生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

事件本人資格 11 漢字

7 事件本人本籍･国籍区分 2 漢字 日本人の場合'本籍'
外国人の場合'国籍'

届出人資格 11 漢字

　　　NO3～4は最大2件

事件本人氏名 30 漢字

提出年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

届出人氏名 30 漢字

項目名 桁数 編集方法 備考

証書名 15 漢字

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

戸籍法第41条証書提出の証明 汎用 単票 A4横

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-14



No.

1

2

3

4

5

6

8

9

10

11

12

13

14

15

首長氏名 15 漢字 横倍角

職印 - 電子印

発行年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

市区町村名+役職名 25 漢字

　　　NO5～9は最大4件

届出の要旨 手書き

監督法務局 5 漢字

事件本人本籍 50 漢字 2段編集

事件本人生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

事件本人資格 11 漢字

7 事件本人本籍･国籍区分 2 漢字 日本人の場合'本籍'
外国人の場合'国籍'

届出人資格 11 漢字

　　　NO3～4は最大2件

事件本人氏名 30 漢字

届出年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

届出人氏名 30 漢字

項目名 桁数 編集方法 備考

届書名 15 漢字

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

届書預り証明書 汎用 単票 A4横

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-15



No.

1

2

3

4

8

9

10

11

首長氏名 15 漢字 横倍角

職印 - 電子印

発行年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

市区町村名+役職名 25 漢字

6 証明内容2 10 漢字 ｢1. 破産者である。｣
｢1. 破産者ではない。｣
またはスペース

7 但し書文 23 漢字 ｢但し、帰化の届出受理以降に
ついての証明である。｣

生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

5 証明内容1 19 漢字 ｢1. 禁治産者または凖禁治産者
ではない。｣

筆頭者 30 漢字

事件本人氏名 30 漢字

項目名 桁数 編集方法 備考

本籍 50 漢字 2段編集

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

身分証明書 汎用 単票 A4横

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-16



No.

1

3

4

5

6

7

8

9

11

12

13

14

15

16

17

交付市区町村名 20 漢字

首長名 20 漢字 首長名+'殿'

死亡者との続柄 手書き

申請日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

申請者の住所 手書き

申請者の氏名 手書き

10 埋火葬場所表示 5 漢字 '火葬の場所'
'埋葬の場所'

埋火葬場所 手書き

死亡年月日時 30 漢字

死亡の場所 60 漢字 2段編集

性別 2 漢字 '男性'　'女性'　'不詳'

生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

死亡者の住所 60 漢字 2段編集

死亡者の氏名 30 漢字

2 書類名 11 漢字 '死体火葬許可交付申請書'
'死体埋葬許可交付申請書'

死亡者の本籍 60 漢字 2段編集

項目名 桁数 編集方法 備考

発行番号 手書き

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

死体埋火葬許可交付申請書 汎用 単票 A4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

 5-6-(3)-17



No.

1

3

4

5

6

7

8

9

11

12

13

14

15

16

17

交付市区町村名 20 漢字

首長名 20 漢字

死亡者との続柄 手書き

発行日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

申請者の住所 60 漢字 2段編集

申請者の氏名 30 漢字 2段編集

10 埋火葬場所表示 5 漢字 '火葬の場所'
'埋葬の場所'

埋火葬場所 手書き

死亡年月日時 30 漢字

死亡の場所 60 漢字 2段編集

性別 2 漢字 '男性'　'女性'　'不詳'

生年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

死亡者の住所 60 漢字 2段編集

死亡者の氏名 30 漢字

2 書類名 11 漢字 '死体火葬許可証'
'死体埋葬許可証'

死亡者の本籍 60 漢字 2段編集

項目名 桁数 編集方法 備考

発行番号 手書き

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

死体埋火葬許可証 汎用 単票 A4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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No.

1

2

4

5

6

7

8 整理番号 10 数字

新しい本籍 50 漢字 3段編集

発行年月日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

住居表示実施日 (11) 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

いままでの本籍 50 漢字 3段編集

宛先 60 漢字 4段編集

3 受取人 30 漢字 2段編集
受取人のあとに'殿'を出力

項目名 桁数 編集方法 備考

郵便番号 5 数字

帳票名 定･汎区分 単･連区分 寸法 複写枚数

町名変更のお知らせ 定型 連票 ハガキ

適用業務名 作成日付 改定日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
6

(3)
帳票項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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第5.7.(1)　ファイル一覧表



第5.7.(1)　ファイル一覧表

(1) 作成の目的
　この一覧表は,基本ファイル及び中間ファイル(作業ファイル)のそれぞれの関連とそ
の用途を表すものとして作成した。

(2) 作成方法
　使用するファイルを関連するファイルに分類し,データの流れに着目しながら作成し
たものが「ファイル関連図｣である。
　なお,関連ファイルの分類方法は,次のとおりである。
　ア　一般ファイル(市区町村固有,システム内の使用,発送関連)
　イ　中間ファイル
　ウ　データベース(受附帳,戸籍簿,附票)
　エ　他業務との連絡ファイル
　また,各ファイルの作成目的及び使用の概要を表したものが「概要説明｣である。

(3) ファイル一覧表
　上記の検討を経て作成した一覧表は,以下のとおりである。



　　　共通

頁数

1/1

版

第5
7

(1)

主管課名　　　　　　ファイル一覧表
　　　　　　　　　（ファイル関連図）

作成日付 改定日付

1

システム化調査研究会

適用業務名

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

パスワードファイル

国籍ファイル

住所ファイル

発送ファイル

統計ファイル

住民票通知ファイル

附票通知ファイル

民刑異動ファイル

相続税法58条ﾌｧｲﾙ

戸籍特定

戸籍事項

個人特定

氏名

身分事項

附票データベース

戸
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

住民票異動ファイル

人口動態ファイル

届書ファイル

受付

事件本人

受付
ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽ

一般ファイル
(自治体固有)

発送市区町村の住所

仮戸籍ファイル

エラー履歴ファイル

仮9条2項ファイル

一時ファイル

一般ファイル

インタフェース

番号取得ファイル

管掌者ファイル

不受理申出ファイル

個人状態ファイル

一般ファイル
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NO.

3

5

9

10

11

14

15

16

17

ファイル名

第5
7

(1)

主管課名

令和　年　月　日

概要説明

事件毎にレイアウトが異なる

頁数

システム化調査研究会 1/2

　　　　　　ファイル一覧表
　　　　　　　　　　（概要説明）

事件毎に項目が異なる

　各自治体独自

　未提示

備考

戸籍
データ
ベース

住所ファイル

国籍ファイル

2

他自治体の宛名情報を格納する.

民刑異動ファイル

相続税法58条通知の情報を格納する.

人口動態票を出力する5情報(出生,死亡,死産,
婚姻,離婚)を格納する

19 人口動態ファイル

戸籍事務の種々の統計情報を格納する.統計ファイル

自動付番される以下の項目の識別番号を管理す
る.
･戸籍番号
･個人番号
･受領番号

住所,本籍地のコード及び名称を定義する.
住所変換サブルーチンの辞書として使用する.

国籍のコード及び名称を定義する.

管掌者の変遷を表す.

受付帳の事件本人情報を格納管理する.

戸籍特定

戸籍事項 戸籍事項を格納管理する.
戸籍の編製事項の他,種々の記録されるべき事
項を時系列に記録する.

6

個人特定

氏名

身分事項

受付

パスワードファイル 機密保護のために使用する.
操作員と使用許可業務を限定する.

平成6年12月 1日 1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

1

7

住民票異動ファイル

住民票通知ファイル
(住基法9条2項通知)

事件本人

届書入力審査の後,処分決定された届書につい
て,受領した情報を格納する.

戸籍を特定するための最新の情報を格納管理する.

個人を特定するための最新の情報を格納管理する.

受付
データ
ベース

個人の氏名を格納管理する.
氏名の履歴を時系列に記録する.

個人毎の身分事項を格納管理する.
出生事項の他,種々の記録されるべき事項を時
系列に記録する.

12

8 個人状態ファイル

不受理申出ファイル

届書ファイル

発送ファイル

4

管掌者ファイル

事件毎に項目が異なる

発収簿の一部を兼ねる

番号取得ファイル

※サンプル提示

戸籍事件表をこのファイルから
作成する

※厚生省の「標準仕様書｣を参
照のこと(提示削除)

本籍人の特記事項(禁治産者,準禁治産者,破産
宣告人等8項目及びメモ)を格納する.これによ
り処理の限定を行い,注意を促す.

本籍人の不受理申出情報を格納管理する.

入力された届書の情報をすべて格納する.

住基法9条2項通知(管内分)の情報を格納する.

住基法9条2項通知(管外分)の情報を格納する.

13 附票データベース
(附票ファイル)

民刑対象者の異動情報を格納する.

相続税法58条ファイル

附票通知ファイル 住基法19条3項通知の情報を格納する.

戸籍附票を格納する.
本籍人の住所異動の情報を格納管理する.

18
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NO.

22

21

20

2/2

第5
7

(1)

改定日付

主管課名 頁数

システム化調査研究会

　　　　　　ファイル一覧表
　　　　　　　　　　（概要説明）

作成日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名

ファイル名 概要説明 備考

仮9条2項ファイル 届書入力審査で作成した9条2項情報を格納する.

エラー履歴ファイル 届書入力審査で発生したエラー内容とその応答を格
納する.

仮戸籍ファイル 決裁で戸籍データベースを更新するための戸籍の異
動情報を一時的に格納する.
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第5.7.(2) ファイル仕様書



ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

副次キー項目

媒体

編成

ファイルの1レコードの長さを記入する。

ファイルの中の項目名を記入する。

当該項目の属性及び桁数を記入する。

レコード長

項目名

項目のバイト数

単独で抽出ができないが,メインキーと合わせると抽出が
可能な項目名を記入する。

第5.7.(2) ファイル仕様書

ファイルの編成方法を記入する。

メインキー項目

ファイル名 ファイルの名称を記入する。

単独で抽出ができる項目名を記入する。

ファイルが作られる媒体を記入する。

(1) 作成の目的

　マスターファイルの項目,レコード長等の諸条件を明確にするために作成した。
　なお,中間ファイル(作業ファイル)は,各プロセス間のデータ受渡しのファイル
であるため,仕様書は作成しない。

(2) 作成方法

　ファイルの作成方式,編製方法,レコード長,キー項目等については,戸籍業務の
処理方式を考慮して作成した。
　参考までに,様々なプロセスでファイルを多く必要とするリレーショナル型デー
タベースで設計したので,他のデータベースを利用する市区町村は,不要なデータ
を削除して作成されたい。
　なお,記入内容は次のとおりである。
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ケ

コ 繰り返し個数 当該項目の繰り返し個数を記入する。

(3) ファイル仕様書
　　上記の検討を経て作成した仕様書は,以下のとおりである。

コード化の有無 当該項目のデータがコード化されている場合は、「有」
と記入する。
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〔遵守事項〕

(1) 戸籍DB,受付DB,仮戸籍ファイル,個人状態ファイル,不受理申出ファイル,統計ファイル,番号取得ファイル,管掌者
ファイル,エラー履歴ファイルは戸籍システム上必要なファイルである。これらのファイルは関係しない処理で変更が
加えられないよう独立した形で構築されなければいけない。ただし,ファイルの詳細については「留意点」を参照のこ
と。

(2) 附票システムでのメインファイル(ここでは附票DB),人口動態システムでのメインファイル(ここでは人口働態
ファイル)は,戸籍システムで規定することはできないので,ここで提示したものはサンプルに過ぎない。附票について
は「第7-3(2)　附票部会検討結果報告書」を参照のこと。人口動態については現在厚生省で基準書を作成中であり,予
定では平成6年3月に提供される。遵守事項については関係省庁(附票:自治省･総務省,人口動態:厚生省)と対応をとる
こと。

(3) 戸籍に関する事務(住基法関連通知,相続税58条通知　他)をシステム化する際のファイルは任意とするが,メーカ
でシステム化しない事務(手処理)に関するファイルを構築することは許さない。

(4) その他,プライバシーに係わるファイル,便利機能だけを目途としたファイル等,いわゆる戸籍として不適切なファ
イル(未婚者一覧,民刑者一覧等)を作成してはいけない。
〔留意点〕

(1) ファイル一覧表で示したファイルのうち,他システムと共用できるファイル(パスワードファイル,住所ファイル
等)はそれを使用して構わない。

(2) ファイル仕様書全般においての留意点を下記に示す。
　①一のファイルの構築方法(1ファイルまたは複数ファイル),編成方法(DB(DB種別),索引ファイル,順編成ファイル
等)は任意である。この場合,管理するために必要な項目の追加,削除は認められる。
　②項目のコード化の有無は任意であるが,コード化した場合は「第5-8　コード関係仕様」を参照のこと。
　③項目名,項目順番,レコード長,項目長,キー項目(メイン,副次)は任意とする。項目長はその項目の最大限の長さを
設定すること。
　　また,検索業務での検索キーはファイルのキーとは異なる。検索キーについては「第5-10(2)　検索処理」を参照
のこと。
　④各事項の事件発生日を設定する場合は,備考欄に「事件発生日」が記載されている日付の内,表記上の数値の小さ
いものから優先して事件発生日とする。

(3) 戸籍DBにおいての留意点を下記に示す。
　①戸籍事項,身分事項での項目名および項目順番は遵守とする(証明書,画面表示等においてのインデックス名称印刷
(表示)順番と同じであるため)。

ドキュメント名称

詳細仕様説明書

作成日付 改訂日付

第5
7

(2)

頁数

1/1

版

主管課名

システム化調査研究会

10　ファイル仕様書 平成6年12月 1日 平成18年 3月 1日
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第5
7

(2) 1/2

　戸籍(共通)

　ファイル名:　パスワード

　目的:　戸籍業務使用資格者のチェックを行う。

　概要:　パスワードファイルの項目及び使用方法等は各メーカ(自治体の現状により)の自由とする。
　　　　 資格についても自治体の運用形態が異なることから,設定する資格の内容は自由とする。

頁数

システム化調査研究会
ファイル仕様書

適用業務名

令和　年　月　日

改定日付 版

平成6年12月 1日 1

作成日付

主管課名
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編成

索引

No.

1

2

3

4

5

6

適用業務名

ファイル仕様書

0:適　1:不適有

――

無

決裁

民刑業務 9(  1)

システムメンテナンス 9(  1)

予備 X( 32) ――

ファイル名

パスワード

9(  1)

無

無

異動業務

生年月日

操作員資格区分

無無

無9( 15)

証明業務

9(  1)

パスワード

9( 10)

0:適　1:不適

9(  1)

ディスク 100

9(  8)

項目名

令和　年　月　日

主管課名

　戸籍(共通)

第5
7

(2)

版

有

有

有 無

頁数

平成6年12月 1日

無

改定日付

無

無

無

作成日付

システム化調査研究会

N( 30)氏名(カナ)

2/2

繰り返し個数

1

媒体 レコード長

無

有

メインキー項目

コード化の有無 備考項目のバイト数

職員番号

職員番号

副次キー項目

0:適　1:不適

0:適　1:不適無

0:適　1:不適
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編成

DB

No.

1

2

3

4

5

不受理の理由 K( 123) 無 無

予備 X( 129) - -

返戻年月日 9(　8) 無 無

不受理処分決定日 9(　8) 無 無

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

受領番号 9(　9) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　不受理処分 　受領番号 ディスク 400

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成19年 3月 1日 令和　年　月　日 11

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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　ファイル名:　住所

　目的:　住所コードから対応する本籍,住所および国籍を検索する。

　概要:　自治体ごとに使用している住所ファイルが異なるので,その住所ファイルを使用する。

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2
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編成

索引

No.

1

2

3

4

5

郵便番号 X(　6) 無 無

予備 X( 29) ― ―

無

漢字住所 K( 50) 無 無

カナ住所 N(100) 無 無

丁目コード 9(　3) 有 無

都道府県コード 9(　2) 有 無

市区町村コード 9(　3) 有 無

字コード 9(　3) 有 無

予備 9(　4) 有

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

本籍･住所コード

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

住所 住所コード ディスク 250

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2
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　ファイル名:　番号取得

　目的:　ファイルの一連番号を取得するための番号格納ファイルである。
　　　　 戸籍番号(戸籍),個人番号(戸籍),受領番号(受付)の各々の番号を格納している。

　戸籍番号:　管内に戸籍が新しく編製されるときに取得する。管内転籍では従来どおり本籍の変更だけにとどめ,新
戸籍は編製しない。項目長は市区町村により変動可。

　個人番号:　管内にある戸籍(新戸籍も含む)に個人が入籍したときに取得する。管内の一の戸籍から他の戸籍への異
動によっても新しい個人番号を取得する。項目長は市区町村により変動可。

　受領番号:　上4桁　⇒　西暦年,下5桁　⇒　一連番号(項目長は市区町村により変動可)
　　　　　　 受理しまたは送付を受けた事件について,その審査の結果の如何にかかわらず取得する。
　　　　　　 暦年が変わるごとに受領番号は更新する(1から開姶)。

　その他:　上記の4ファイルの一連番号が他の方法で取得可能であれば,番号取得ファイルを作成する必要は無い。ま
た各々4つの取得ファイルに分別しても可。

　※　1版では不受理申出ファイルの整理番号を取得する役割も持たせていたが,非本籍地に届出られた不受理申出の
処理がシステム外となったため,整理番号は現行の運用通り職員が取得することとなった(本籍地に届出られた不受理
申出も同様)。

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2
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編成

順

No.

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4 予備 X( 20) ―― ――

西暦年 9(  4) 無 無

受領番号 9(  5) 無 無

予備 X( 15) ―― ――

番号種別 9(  1) 有 無 3:受領番号

予備 9(  4) 無 無 『0000』

個人番号 9( 10) 無 無

予備 X( 15) ―― ――

番号種別 9(  1) 有 無 2:個人番号

予備 9(  4) 無 無 『0000』

戸籍番号 9( 10) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

番号種別 9(  1) 有 無 1:戸籍番号

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

番号取得 ディスク 30

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2
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　ファイル名:　管掌者ファイル

　目的:　処理する日の管掌者が誰かを表すファイルである。
　　　　 管掌者が変更になった場合,従前の管掌者は履歴として保存される。

　管掌者コード:　管掌者を表すコード。

　管掌者名称:　管掌者の資格名称

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2
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編成

順

No.

1

2

3

4 予備 X( 76) ― ―

管掌者資格 K( 30) 無 無

管掌者氏名 K( 30) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

管掌者コード 9(  4) 有 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

管掌者 ディスク 200

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2
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1/3

版

1

改定日付

第5
7

(2)

作成日付

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日

適用業務名

令和　年　月　日

　戸籍番号:　1つの戸籍に1つの戸籍番号を付加する。
　本籍:　最新の本籍を格納する。管内転籍等での従前本籍の扱いについては,戸籍事項で管理することとし,本籍の履
歴を持つことはしない。
　　　　 本籍の持ち方は自由(コードと地番で分割,漢字のみ,市区町村名省略　等)。
　筆頭者:　最新の筆頭者を格納する。氏変等での従前筆頭者の扱いについては,戸籍事項で管理することとし,筆頭者
の履歴を持つことはしない。
　戸籍異動区分:　事件の該当者が,戸籍に記載されている個人である場合に,その個人が特定された段階で戸籍をロッ
ク(他の事件で処理できない状態)する。当該事件の決裁が完了した時点または受理,不受理以外の処分決定のときに戸
籍ロックを外す。
　戸籍事項欄:　戸籍事項を格納する。1戸籍事項1レコードする。
　　　　項目　 戸籍事項は文章ではなく,複数の項目で表す。
　　　　　　　 本籍および筆頭者の履歴管理を行うため,今までの戸籍事項とは項目が異なる場合がある。
　個人番号:　1人の在籍者に1つの個人番号を付加する。
　　　　　　 管内の一の戸籍から他の戸籍に異動する場合は,新しい個人番号を付加する。また,他の戸籍から従前の
戸籍に戻ったときも新しい個人番号を付加する。
　性別:
　前個人番号:　直前の他の戸籍(同一管内)での個人番号。
　　　　　　　 直前の戸籍が即座に確定,検索できるために設けた項目。
　審査不可区分:　異動審査が不可能の者を識別する区分。
　　　　　　　　 1:改正国籍法前の渉外婚姻で父母(養父母)の戸籍に在籍している者(配偶者区分無し)
　　　　　　　　 2:昭和32年法務省令による改製作業における申出により夫が筆頭者となっている者
　　　　　　　　　　(夫,妻とも審査不可区分は2となる)
　　　　　　　　 上記の場合にのみ区分を設定し,それ以外は0を設定する。設定は基準書で示される条件に従う
　カナ氏名:　個人の氏と名をカナで格納する(氏と名に分割して格納も可)。
　　　　　　 氏および名の変更があったときは,従前のカナ氏名を履歴して格納する(旧氏名でも検索を可能とするた
め)。
　漢字氏名:　個人の氏と名を漢字で格納する(氏と名に分割して格納も可)。
　　　　　　 氏および名の変更があったときは,従前の漢字氏名を履歴して格納する(旧氏名でも検索を可能とするた
め)。
身分事項欄項目:　身分事項を格納する。1身分事項1レコードする。
　　　　　　　　 身分事項は文章ではなく,複数の項目で表す。
　その他:　提示した項目を満足すればファイルの編成方式,分割等はメーカの任意である。
　　　　　 戸籍事項,身分事項は必要項目しか示さないが,管理等(システム実現)のため必要となる項目はメーカ任意
で追加してもらいたい。
　　　　　 項目長は市区町村で任意であるが,ファイル仕様書で示した項目長が入出力の基本となる。
　　　　　 戸籍で除籍となったものを別ファイルで保存しても構わない。

　ファイル名:　戸籍

　目的:　戸籍情報を格納するファイルである。
　　　　 管内に新戸籍が編製される時に作成する。戸籍の在籍者が全員除籍となりその戸籍が除籍となるときは,戸
籍除区分を1(除籍)にするだけで,レコードを削除することはしない。

　検索キー:　本籍および個人氏名である。ただし,戸籍番号と個人番号も検索キーとなり得るが普通の検索には使用
しない。

　検索補助キー:　筆頭者および個人の生年月日である。

ファイル仕様書
主管課名 頁数

システム化調査研究会
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編成

DB

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

無 無

―― ――

戸籍除区分

予備

9(  1)

0:―― 1:ロック有9(  1)

X( 25)

無

無

無

有 無

無

0:戸籍 1:除籍

戸籍の全人数

除籍された人数

在籍している人数

無 無

無

消除日

無9(  8)

9(  8)

有

無

本籍コード

無K( 50)

筆頭者 K( 30)

9( 15)

回復日

在籍者数 9(  2)

記録者数 9(  2)

本籍

戸籍異動区分

ファイル仕様書

250ディスク

平成6年12月 1日

9(  8)

無

戸籍番号,本籍コード 筆頭者

無

ファイル名

第5
7

(2)

主管課名 頁数

作成日付

システム化調査研究会

無

無

無

無

無

除籍者数 9(  2)

改製日

無

令和　年　月　日　戸籍(共通)

9( 10)

無

備考

版

1

編製日

適用業務名 改定日付

9(  8)

2/3

レコード長媒体

無

繰り返し個数

メインキー項目 副次キー項目

戸籍番号

項目名 項目のバイト数 コード化の有無

戸籍(戸籍特定)
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編成

DB

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

無戸籍事項欄項目

上2桁:事件コード

X(   67)

詳細は別紙のファイル仕
様書(戸籍事項欄項目)参
照

無

有

事件発生日

予備

無

無

無9(    8)

X( 3200)

9(    4)

―― ――

戸籍事項記録コード

管掌者コード

第5
7

(2)
ファイル仕様書

行番号 9(    2) 無

出力区分 9(    1)

9(    4) 有

適用業務名

3300

無 上2桁:事件コード

無9(   10)

戸籍番号

有

行番号 ディスク

無

備考

無

無

コード化の有無

戸籍事項タイトルコード

3/3

頁数主管課名

システム化調査研究会

メインキー項目 副次キー項目 媒体

項目名

戸籍(戸籍事項)

作成日付 改定日付

　戸籍(共通) 令和　年　月　日平成6年12月 1日

戸籍番号

項目のバイト数

版

レコード長ファイル名

1

繰り返し個数

無

0:可　1:不可

9(    4) 有
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移記

00 0001 0001 ×

0002 0002 ×

0003 0003 ×

0004 0004 ×

0005 0005 ×

07 0701 0701 ○

08 0801 0801 ○

11 1101 1101 ○

12 1201 1201 ○

28 2801 2801 ○

29 2901 2901 ○

30 3001 3001 ○

31 3101 3101 ○

33 3301 3301 ×

175

婚氏続称者の氏の変更事
項の記録

107条1項の氏の変更事項
の記録

93,96,99

婚氏取消者(氏変更となる
者)の氏の変更事項の記録

戸籍改製

受付事件名は
｢備考｣参照

(受付)事件コード

戸籍消除事項の記録

戸籍再製

　戸籍編製･改製･消除と理由なる各
届の事件名が｢受付事件名｣となる。
　(例)　『出生』

　　　　『訂正(116条)』

戸籍編製事項の記録

戸籍再製事項の記録

タイトルコード 備考記録コード

69条の2

戸籍編製

氏の変更

縁氏続称者の氏の変更事
項の記録

戸籍回復

戸籍消除

73条の2

受付事件名は
『戸籍法73条
の2』

頁数

システム化調査研究会 1/1

令和　年　月　日戸籍事項〔タイトル/記録コード対応表〕

改定日付作成日付 版

1

作成者第5
7

(2)
補足説明書

平成6年12月 1日

適用業務名

(戸籍事項)

戸籍回復事項の記録

戸籍改製事項の記録

縁組取消者(氏変更となる
者)の氏の変更事項の記録

75条の2

受付事件名は
『戸籍法69条
の2』

氏の変更

氏の変更

氏の変更

受付事件名は
『戸籍法77条
の2』

氏の変更
(107条の1項)

77条の2

受付事件名は
『戸籍法75条
の2』

氏の変更

氏の変更

受付事件名は
『戸籍法107条
1項』

50,53,56

107条2項

受付事件名は
『戸籍法107条
2項』

107条2項の氏の変更事項
の記録

176,178

107条3項

受付事件名
『戸籍法107条
3項』

181

107条3項の氏の変更事項
の記録

氏の変更

･(受付)事件コード:当欄に記載されている事件名が,そのまま『受付事件名』となる。
　　　　　　　　　　(『受付事件名』と同じとならない場合,別途,当欄に『受付事件名』を記載する。)
･記録コード:記載されている数字は法定記載例の番号を示す。(かっこ書きは参考記載例の番号を示す。)
･移記:戸籍法施行規則第37条による移記　(転籍の際に　⇒　○：移記必要,×:移記不要)

107条4項

転籍 転籍事項の記録

107条4項の氏の変更事項
の記録

184受付事件名
『戸籍法107条
4項』

氏の変更

転籍

～
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編成

No.

1 許可

2 編製

3 特記

4

第5
7

(2)

――

頁数

システム化調査研究会 1/1

作成日付 改定日付 版

繰り返し個数

無

ファイル仕様書
主管課名

　戸籍(戸籍事項欄項目･戸籍編製) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

適用業務名

予備

無

項目のバイト数

許可日 9(    8)

レコード長

3200

メインキー項目

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:0001

特記事項

9(    8) 無 無

コード化の有無

1

無

ファイル名

項目名

媒体

備考

副次キー項目

K(  100)

編製日

無

X( 2984) ――
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編成

No.

1 消除

2 特記

3

9(   8)

K(  100) 無

X( 2992)

無

――

特記事項

予備

レコード長

版

平成6年12月 1日

ファイル仕様書
主管課名

作成日付

1/1

頁数

システム化調査研究会

無

副次キー項目

　戸籍(戸籍事項欄項目･戸籍消除)

適用業務名

項目のバイト数項目名

消除日

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:0002

コード化の有無

無

第5
7

(2)

メインキー項目

令和　年　月　日

改定日付

――

備考

3200

媒体ファイル名

1

繰り返し個数

 5-7-(2)-18



編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 特記

15

無

　
送
付

　
許
可

特記事項

送付を受けた日

受理者

許可書謄本の送付を受けた日

備考

K(   50)

備考

無

無

版

無

無

副次キー項目

無

無

無K(   30)

無

メインキー項目

改訂日付

繰り返し個数

主管課名

5

レコード長媒体

システム化調査研究会 1/1

3200

頁数

無

K(   30)

9(   3)　資格

通知を受けた日

無

無

無

無

平成13年 3月 １日平成6年12月 1日

無

事件発生日

無

無

無

無

タイプ（桁数）

ファイル仕様書

回復事項

　戸籍(戸籍事項欄項目･戸籍回復)

ファイル名

K(   50)

9(    8)

　氏名

許可を受けた者

無

無

9(    8)

無

回復事由

9(    8) 無

無

無

9(    8)

無

-

適用業務名

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍記録コード:0003

第5
7

(2)

K(   30)

無

　資格名称

9(    8)

無　
申
請

9(    3)

申請人

　
回
復

　氏名

申請人

K(   30)

9(    8)

有

無

作成日付

K(   50)

無

無

無

9(    8)

K(   30)

-

K(  100)

X( 2338)

無

許可日

申請日

裁判確定日

　資格

　資格名称

項目名

回復日

コード化の有無

有

無
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編製

No.

1

2

3

4 特記

5

K(   30)

　本籍

X( 2732) -

無

備考

ファイル名

改
製

K(   50)

特記事項

従前戸籍

K(  100)

　筆頭者

改製日

改製事由

無 無

無

無

レコード長

使用せず

媒体

K(   50)

第5
7

(2)

副次キー項目

コード化の有無

改訂日付

主管課名

1/1

-

版

5

3200

無

繰り返し個数

無

頁数

平成13年 3月 １日

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍記録コード:0004

無

無

備考タイプ（桁数）

適用業務名

項目名

入
戸
籍

無9(    8)

ファイル仕様書

平成6年12月 1日

作成日付

メインキー項目

　戸籍(戸籍事項欄項目･戸籍改製)

システム化調査研究会
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編製

No.

1

2

3 特記

4

再
製

再製日

再製事由

第5
7

(2)

項目名

使用せず

無

タイプ（桁数） コード化の有無 繰り返し個数

頁数

媒体

平成6年12月 1日

無

-

K(  100)

備考

無

X( 2892) -

特記事項

副次キー項目ファイル名

1/1

改訂日付

無

無

3200

メインキー項目

備考

適用業務名

5

システム化調査研究会

平成13年 3月 １日

ファイル仕様書

版

レコード長

主管課名

K(   50) 無

　戸籍(戸籍事項欄項目･戸籍再製)

9(    8)

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍記録コード:0005

作成日付
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7 記録

8 特記

9 予備

無

無無

K(   50)

9(    8)

――

記録日

氏

特記事項

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:0701

無

K(  100)

X( 2784)

9(    8)

9(    8)

従
前
記
録

K(   30)

　　　　　　　　　　　　　　氏変更により戸籍に変動がない場合に記録する。
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
　　【氏】某……………………………氏変更の【従前の記録】は【氏】のみ.

　　　　　　　　　　　　　【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

繰り返し個数

無

従前の記録

氏変更の事由

許可を受けた者

改定日付

無

無

無

無

――

備考

3200

コード化の有無

1

媒体 レコード長

無

許可書謄本の送付を受けた日

許可日

無

無無

メインキー項目

項目名

氏
の
変
更

ファイル名

氏変更日 9(    8)

主管課名

適用業務名

'戸籍法73条の2の届出'

許
可

平成6年12月 1日

版作成日付

令和　年　月　日

頁数

1/1

第5
7

(2)

項目のバイト数

ファイル仕様書

　戸籍(戸籍事項欄項目･73条2)

K(   12)

副次キー項目

システム化調査研究会

無

無

無
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7 記録

8 特記

9

氏変更の事由

項目のバイト数

許可日

適用業務名

ファイル名

従前の記録

X( 2784)

無

無

――――

無

無

無

許可を受けた者

無

無

無

項目名 備考繰り返し個数コード化の有無

無

ファイル仕様書

　戸籍(戸籍事項欄項目･69条2)

システム化調査研究会

副次キー項目

氏変更日

第5
7

(2)

1

1/1

平成6年12月 1日

無K(   12) 無 '戸籍法69条の2の届出'

無

9(    8)氏
の
変
更

許
可

記録日

レコード長

3200戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:0801

メインキー項目

主管課名

版

頁数

無

媒体

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

9(    8)

無

―――――――――

K(   50)

K(  100)

許可書謄本の送付を受けた日

―― ――

無

従
前
記
録

予備

9(    8)

K(   30)

特記事項

氏

氏変更により戸籍に変動がない場合に記録する。
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【氏】某……………………………氏変更の【従前の記録】は【氏】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

9(    8) 無
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7 記録

8 特記

9

無

頁数主管課名

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:1101

適用業務名

コード化の有無

メインキー項目 媒体

3200

レコード長

1/1

版

第5
7

(2) システム化調査研究会

繰り返し個数

ファイル仕様書

改定日付

　戸籍(戸籍事項欄項目･77条2)

作成日付

無 無

無

無

無

氏変更の事由

ファイル名 副次キー項目

無

許
可

許可日

――――従
前
記
録

従前の記録

無

――――

'戸籍法77条の2の届出'

1

氏
の
変
更

氏変更日

無

備考

K(   30)

無

無

氏

氏変更により戸籍に変動がない場合に記録する。
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【氏】某……………………………氏変更の【従前の記録】は【氏】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

無 無

予備

9(    8)許可書謄本の送付を受けた日

9(    8)

――

記録日 無9(    8)

無

令和　年　月　日平成6年12月 1日

項目名 項目のバイト数

K(   12)

9(    8) 無

―――――

――

K(  100)特記事項

許可を受けた者 K(   50)

X( 2784)
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7 記録

8 特記

9

主管課名

システム化調査研究会 1/1

頁数第5
7

(2)

無

ファイル仕様書

従
前
記
録

従前の記録 ――――― ――――

項目名

ファイル名

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:1201

メインキー項目

コード化の有無

1

適用業務名

レコード長媒体

無

X( 2784)

版作成日付 改定日付

令和　年　月　日

無

無

'戸籍法75条の2の届出'

項目のバイト数

3200

K(   12)

備考繰り返し個数

無

副次キー項目

平成6年12月 1日

氏

無

無

記録日 9(    8) 無

氏変更により戸籍に変動がない場合に記録する。
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【氏】某……………………………氏変更の【従前の記録】は【氏】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

――

無

　戸籍(戸籍事項欄項目･75条2)

氏変更の事由 無

氏
の
変
更

氏変更日 9(    8)

許
可

K(   30)

無

無

無

――――

無

特記事項

許可日 9(    8)

許可を受けた者

9(    8)

K(   50)

許可書謄本の送付を受けた日

予備 ――

K(  100) 無 無
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 記録

12 特記

13

レコード長

頁数

'戸籍法107条1項の届出'

備考

作成日付 版

1

項目のバイト数 コード化の有無

1/1

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:2801 3200

適用業務名

無

無

繰り返し個数

媒体

無

無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

氏変更日

メインキー項目

届出人

項目名

9(    8)氏
の
変
更

主管課名

令和　年　月　日

システム化調査研究会

改定日付

K(   12) 無

副次キー項目

　戸籍(戸籍事項欄項目･氏の変更) 平成6年12月 1日

ファイル名

氏変更の事由

K(   30)

　資格 有

9(    3)

9(    3)

無

無

無

無

送
付

K(   30)

　氏名

K(   30)

9(    8)

K(   50)

無

無K(   30)

9(    8)

9(    8)

許可日 無

無

無

無

届
出

許
可

　資格名称

受理者

届出人

　氏名

送付を受けた日

許可書謄本の送付を受けた日

　資格名称

　資格

K(   50)

無

無

無

無

無

無

無

無

無

――

――――

無

有

――

無

――――

許可を受けた者

氏

無

記録日 9(    8)

X( 2430)予備

【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【氏】某……………………………氏変更の【従前の記録】は【氏】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

無

無

特記事項 K(  100) 無

従
前
記
録

従前の記録 ―――――

K(   30)

 5-7-(2)-26



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7 記録

8 特記

9 予備 ――

無 無

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:2901

従
前
記
録

ファイル名 メインキー項目

主管課名

作成日付

平成6年12月 1日

頁数

3200

'戸籍法107条2項の届出'

レコード長

1

版

システム化調査研究会

許
可

ファイル仕様書
1/1

第5
7

(2)

項目名

氏変更の事由

　戸籍(戸籍事項欄項目･107条2)

適用業務名

氏
の
変
更

氏変更により戸籍に変動がない場合に記録する。
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【氏】某……………………………氏変更の【従前の記録】は【氏】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

無

備考

改定日付

媒体副次キー項目

令和　年　月　日

氏変更日

繰り返し個数

無

コード化の有無

K(   12)

項目のバイト数

9(    8)

無

9(    8)

無

――――

無

従前の記録 ―――――

K(   30)

――――

X( 2784)

無

無

無

許可書謄本の送付を受けた日 9(    8)

無

許可日

無K(   50)

無

9(    8)

許可を受けた者

記録日 無

――

特記事項 K(  100) 無

氏

無
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7 記録

8 特記

9 予備

従
前
記
録

K(   30) 無

無

X( 2784)

特記事項

無

氏

許可書謄本の送付を受けた日 9(    8)

K(  100)

従前の記録 ―――――

許
可

許可日

――

K(   50)

――

無

システム化調査研究会

無

無無

無

氏変更により戸籍に変動がない場合に記録する。
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【氏】某……………………………氏変更の【従前の記録】は【氏】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

無

無

――――

無許可を受けた者

無

9(    8)

記録日 9(    8)

無

――――

氏変更日

頁数
ファイル仕様書

主管課名

適用業務名

氏
の
変
更

氏変更の事由

　戸籍(戸籍事項欄項目･107条3項)

ファイル名

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:3001

作成日付

平成6年12月 1日

レコード長

備考

副次キー項目 媒体

3200

令和　年　月　日

改定日付

無

版

項目名

メインキー項目

項目のバイト数 コード化の有無

第5
7

(2)

9(    8)

1

'戸籍法107条3項の届出'K(   12)

無 無

繰り返し個数

1/1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7 記録

8 特記

9

氏変更により戸籍に変動がない場合に記録する。
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【氏】某……………………………氏変更の【従前の記録】は【氏】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

――

氏変更の事由

9(    8) 無 無

――――

無無9(    8)

氏
の
変
更

氏変更日

許可日

無

従
前
記
録

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:3101

無

ファイル仕様書

項目名 項目のバイト数

適用業務名

ファイル名

第5
7

(2)

副次キー項目 レコード長媒体

作成日付

令和　年　月　日

メインキー項目

　戸籍(戸籍事項欄項目･107条4項)

改定日付

コード化の有無

'戸籍法107条4項の届出'

平成6年12月 1日

頁数主管課名

1

無

繰り返し個数 備考

K(   50)

X( 2784)

9(    8)

1/1システム化調査研究会

版

3200

9(    8)

無K(   12)

特記事項 K(  100)

予備

――――

無

無

無

無

無

氏

――

無

許
可

許可書謄本の送付を受けた日

K(   30)

従前の記録 ―――――

許可を受けた者

記録日

無

無
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編成

No.

1 転籍

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 記録

13 特記

14 予備

無

無

1/1

3200

平成6年12月 1日

頁数

作成日付

無

　戸籍(戸籍事項欄項目･転籍)

コード化の有無

版

戸籍(戸籍事項)　⇨　戸籍事項記録コード:3301

無

改定日付

1

主管課名

令和　年　月　日

レコード長

繰り返し個数

第5
7

(2)

メインキー項目ファイル名 副次キー項目

システム化調査研究会

適用業務名

項目名 項目のバイト数

媒体

9(    3)

9(    8) 無

ファイル仕様書

除戸籍

届
出

備考

無

管外転籍の場合に記録

K(   50)

K(   50)

無

K(   30)

転籍日

入戸籍 従前本籍

新本籍

無

送
付

無

無

無

無

届出人

9(    3)

K(   50)

9(    8)

　資格名称

K(   30)

　資格

送付を受けた日

K(   30)

K(   30)

無

　氏名

無

　氏名

　資格 有

無

無

無

有

9(    8)

無

――――

届出人

無

　資格名称

受理者

無

――――

許可を受けた者

無

無

無

無

本籍

従前の記録 ―――――

記録日

管内転籍の場合に記録する。
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【本籍】東京都･･…………………管内転籍の【従前の記録】は【本籍】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

無

許可日 9(    8)

許可書謄本の送付を受けた日

許
可

K(  100)特記事項

K(   50)

9(    8)

従
前
記
録

K(   50)

X( 2214)

無

無

無

無無

無

―― ――

無
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編成

DB

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

0:在籍者,1:除籍者,2:戸籍消除者,3:消除者,4:除籍及び消除者

審査不可区分 有

予備

個人除区分

第5
7

(2)

コード化の有無

無

9(    2)

備考

戸籍に記載された日

戸籍内の個人記録順序

令和　年　月　日

1/3

戸籍番号

0:未

1:夫

ディスク

繰り返し個数

平成6年12月 1日

主管課名

改定日付

生年月日

9(    1)

戸籍(個人特定)

項目名

除籍日

個人番号

メインキー項目

無

無

無

養母

筆頭者区分

ファイル名

頁数

1

版

システム化調査研究会

無

有

性別

　戸籍(共通)

配偶者区分

K(   30)

K(   30)

9(   10)

9(    8)

戸籍記録順位番号

K(   30)

9(   10)

個人番号,戸籍番号

有

無

9(    8)

入籍日 9(    8)

適用業務名

ファイル仕様書

レコード長

生年月日

媒体

9(    1)

350

無

有

無

項目のバイト数

作成日付

副次キー項目

戸籍から除かれた日

無

無

無

無

無

前個人番号

母

3:生存配偶者

9(    2)

2:妻

無無父

無

無

0:構成員　1:筆頭者

K(   30) 無

有 無

無

9(    1)

養父

父母との続柄

養父母との続柄

X(   45)

9(    2)

無

無

無

有

無

無

無

無

無

――

9(   10) 管内異動の場合に記録

有

無

9(    1)

9(    1)

――
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編成

DB

No.

1

2

3

4

5

無

予備

項目名

行番号

カナ氏名 N(   60)

X(   18)

漢字氏名

繰り返し個数

無

2/3

平成6年12月 1日

コード化の有無

無

備考

9(   10)

頁数

1

項目のバイト数

令和　年　月　日

無個人番号

レコード長

ディスク 150

作成日付 改定日付

副次キー項目

適用業務名

第5
7

(2) システム化調査研究会

ファイル名

　戸籍(共通)

戸籍(氏名)

主管課名
ファイル仕様書

版

無

無

個人番号,カナ氏名,漢字氏名

メインキー項目 媒体

無

9(    2)

――

無

K(   30)

履歴番号

――
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編成

DB

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9 X(   71)

媒体

1

ファイル仕様書

項目名 項目のバイト数

戸籍(身分事項) 個人番号

コード化の有無

行番号

繰り返し個数

改定日付

令和　年　月　日

版

頁数

3/3

主管課名

適用業務名

第5
7

(2)

メインキー項目

平成6年12月 1日

作成日付

ファイル名

　戸籍(共通)

3300

システム化調査研究会

ディスク

有

9(    1)

無

無9(    8)

有

9(    4)

無

出力区分 有

9(   10)

無

無

無

無

無

無身分事項項目

身分事項記載コード

事件発生日

レコード長副次キー項目

上2桁:事件コード

上2桁:事件コード

備考

有

詳細は別紙のファイル仕
様書(身分事項欄項目)参
照

X( 3200)

0:可　1:不可

管掌者コード

個人番号

行番号 9(    2)

身分事項タイトルコード

無

9(    4)

9(    4)

予備

無

無

――――
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移記

01 0101 1 ○

0102 10,12 ×

02 0201 13 ○

(20) ×

0203 ○

03 0301 20,21 ○

19 ×

0302 ×

0303 ○

×

04 0401 35,37 ×

36 ×

0402 ×

05 0501 ×

○

0502 ○

(77),(78) ×

×

06 0601 ×

×

養子の入籍戸籍の記録

･(受付)事件コード:当欄に記載されている事件名が,そのまま『受付事件名』となる。
　　　　　　　　　　(『受付事件名』と同じとならない場合,別途,当欄に『受付事件名』を記載する。)
･記録コード:記載されている数字は法定記載例の番号を示す。(かっこ書きは参考記載例の番号を示す。)
･移記:戸籍法施行規則第39条による移記　(新戸籍または他の戸籍に入籍する際に　⇒　○:移記必要,×:移記不要)

(116),(117),(118),(119) 

0601 養子の記録

昭和60.1.1の改正法施行前に外国
人と婚姻し,父母の戸籍に未だに在
籍している者が養親となる際の新
戸籍の記録

養子の従前戸籍の記録

31

0505

養父母が外国人の場合,第39条
による移記を要する。

養親の新戸籍の記録

養子が外国人の場合の記録

養子が外国人の場合の記録

(120),(121)

養親の記録

特別養子離縁

民法817条の2

特別養子縁組

0503

0602

養親の記録

養子の新戸籍の記録

養親の記録

養子の記録

養子の記録

34

養親の記録　

(50),(54)

従前戸籍の記録は婿養子婚姻事
項に記録され,婿養子縁組縁組
には記録しない。

(86),(89)

養親の記録

養子の配隅者の記録

養子の配偶者の記録

1

被認知者の記録

適用業務名

第5
7

(2)

0302

認知者の記録

0203

(25)'

養子の記録

被認知者の直系卑属の記録　

養子縁組

認知

(受付)事件コード

子の出生

記録コード

出生

タイトルコード

親の記録

補足説明書
頁数

システム化調査研究会 1/6

0202

0201

作成日付 改定日付 版

子の記録

0102

令和　年　月　日

認知

備考

0101出生

身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕 平成6年12月 1日

作成者

養子離縁

配偶者の離縁

0502

(0302)

0403

0402

0501特別養子縁組

特別養子離縁

配偶者の縁組

婿養子縁組

養子離縁

0301

0303

(0301)

0401

養子縁組

親に対する認知

33

0504
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移記

09 0901 ○

0902 ○

0903 ○

10 1001 ×

1002 ×

13 1301
105

○

14 1401
117

○

41 4101 ○

15 1501
127

○

16 1601
129

×

1602
132

×

1603
(166)

×

17 1701
133

×

1702
134

×

18 1801
137

×

1802 ×

19 1901
142

×

20 2001
143

○

21 2101 ×

2102 ×

2103 ×

22 2201 ×

離婚

親権

推定相続人廃除

入籍

2201

夫又は妻の養父母の記録

保佐

配偶者の失踪
宣告

入籍する者の
配偶者の記録 148,151
分籍者の記録

163,164

入籍者の記録

2102

未成年者の後見

養子の離婚

配偶者の入籍 2103

2101

子の入籍

分籍

後見 後見

姻族関係終了

入籍

1802

1701

1603

1702

分籍

復氏

高齢者消除

失踪宣告

配偶者の死亡

推定相続人廃除 2001

夫又は妻の記録

夫又は妻の記録

失踪宣告

保佐

姻族関係終了

入夫婚姻

1901

1801

復氏者の配偶者の記録

復氏

1602

配偶者の復氏

1001 夫又は妻の記
録

死亡死亡

作成者

(受付)事件コード

婚姻 婚姻 0901

第5
7

(2)

適用業務名

59,60,61
夫又は妻の記
録

身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕

タイトルコード

改訂日付

平成19年 3月 1日 11

備考

頁数
補足説明書

1501

1601

未成年後見を受ける者の
記録

4101

1002

平成 6年12月 1日

作成日付

(0901)

(0901)

システム化調査研究会 2/6

版

1401

婿養子縁組婚姻

84,85,86,
88,89

親権(管理権)を受け
る者の記録
後見を受ける者の記
録

1301

離婚

記録コード

145,146
入籍者の父母
の記録 153,155

保佐を受ける者の記
録
死亡者の記録

死亡者の生存配偶者
の記録
高齢者消除となった
者の記録
失踪宣告者の記録

失踪宣告者の生存配
偶者の記録
復氏者の記録

姻族関係を終了した
生存配偶者の記録
推定相続人廃除者の
記録

未成年者の後見

親権(管理権)
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移記

23 2301 2301 ×

2302 2302 ×

2303 2303 ×

2304 2304 ×

2305 2305 ×

2306 2306 ×

2309 2309 ×

24 2401 2401
167

×

2402 2402 ×

2403 2403 ×

2404 2404 ×

2405 2405 ×

2406 2406 ×

2407 2407 ×

2408 2408 ×

2409 2409 ×

25 2501 2501
170

×

2502 2502
(187)

○

26 2601 2601 国籍選択者の記録
169

○

27 2701 2701 ○

32 3201 3201
187

○

外国国籍喪失

国籍選択

名の変更

国籍喪失者の配偶者
の記録

名の変更者の記録

養親の国籍取
得

養子の帰化

国籍取得

帰化者の養父母の記録

帰化者の記録

後見人の帰化 後見人の帰化の記録

帰化者の子の記録

養子の国籍取
得

親の国籍取得

国籍喪失

親の帰化

配偶者の国籍
取得

帰化

養親の帰化

未成年後見人
の帰化

配偶者の国籍
喪失

帰化者の父母
の記録

(173),(17
4)

帰化者の配偶
者の配録

(179),(18
0)

配偶者の帰化

国籍取得者の子の記録

身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕

(受付)事件コード

国籍取得

未成年後見人
の国籍取得

子の国籍取得

タイトルコード

版

システム化調査研究会

頁数

3/6

備考

未成年後見人の国籍取得
の記録

国籍取得者の
養父母の記録

(175),(17
6)

国籍取得者の
配偶者の記録

(179),(18
0)

平成 6年12月 1日

国籍取得者の養子の記録

国籍取得者の
記録 165,(183)
国籍取得者の
父母の記録

(173),(17
4)

保佐人の帰化の記録

国籍喪失

第5
7

(2)

帰化

補足説明書

適用業務名

作成者

改訂日付作成日付

4平成12年 3月 1日

子の帰化

国籍喪失者の記録

未成年後見人の帰化の記録

外国国籍喪失者の記録

帰化者の養子の記録

国籍選択

保佐人の帰化

外国国籍喪失

名の変更
174
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移記

33 ― ― ×

34 3401 3401
192

×

転籍 ――――― ――――――― 戸籍事項欄のみの記録

就籍 就籍 就籍者の記録

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕 平成12年 3月 1日 令和　年　月　日 4

(受付)事件コード タイトルコード 備考

第5
7

(2)
補足説明書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/6
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移記

31 107条4項 3101 氏の変更 3101 107条4項の氏の変更者の
記録

×

受付事件名は
『戸籍法107条
4項』

185,186

30 107条3項 3001 氏の変更 3001 107条3項の氏の変更者の
記録

×

受付事件名は
『戸籍法107条
3項』

182,183

3002 配偶者の氏の
変更

3002 107条3項の氏の変更者の
配偶者の記録

×

29 107条2項 2901 氏の変更 2901 107条2項の氏の変更者の
記録

×

受付事件名は
『戸籍法107条
2項』

177,179,180

28 氏の変更
(107条1項)

― ――― ― ――――――― × 戸籍事項欄のみの記録

受付事件名は
『戸籍法107条
1項』

12 75条の2 1201 氏の変更 1201 婚姻取消者(氏変更となる
者)の記録

×

受付事件名は
『戸籍法75条
の2』 1202 配偶者の氏の

変更
1202 婚姻取消者(氏変更となる

者)の配偶者の記録
×

11 77条の2 1101 氏の変更 1101 婚氏続称者の記録 ×

受付事件名は
『戸籍法77条
の2』

94,95,97,98,100

1102 配偶者の氏の
変更

1102 婚氏続称者の配偶者の記
録

×

08 69条の2 0801 氏の変更 0801 縁組取消者(氏変更となる
者)の記録

×

受付事件名は
『戸籍法69条
の2』 0802 配偶者の氏の

変更
0802 縁組取消者(氏変更となる

者)の配偶者の記録
×

07 73条の2 0701 氏の変更 0701 縁氏続称者の記録 ×

受付事件名は
『戸籍法73条
の2』

51,52,54,55,57

0702 配偶者の氏の
変更

0702 縁氏続称者の配偶者の記
録

×

適用業務名 作成日付 改定日付 版

身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕 氏の変更系 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

(受付)事件コード タイトルコード 記録コード 備考

第5
7

(2)
補足説明書

作成者 頁数

システム化調査研究会 5/6
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移記

35 3501 3501 ×

3502 ×

3502 3503 ×

36 3601 3601 ×

3602 ×

3602 3603 ×

37 3701 3701 ×

38 3801 3801 ×

39 3901 3901 ×

3902 3902 ×

40 4001 4001 ×推定相続人廃
除取消し

推定相続人廃除取消者の
記録

推定相続人廃
除取消し

(137),(138),(139)

失踪宣告取消
し

失踪宣告取消
し

失踪宣告取消者の記録

135

配偶者の失踪
宣告取消し

失踪宣告取消者の配偶者
の記録

婚姻取消し 婚姻取消し 夫または妻の記録

82,83

離婚取消し 離婚取消し 夫または妻の記録

養子離縁取消
し

養子離縁取消
し

養子の記録

(107),(108),(109)

養親の記録 (110)

配偶者の養子
離縁取消し

養子の配偶者の記録

養親の記録 (73)

配偶者の養子
縁組取消し

養子の配偶者の記録

身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕 取消系 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

(受付)事件コード タイトルコード 記録コード 備考

養子縁組取消
し

養子縁組取消
し

養子の記録 (74)

第5
7

(2)
補足説明書

作成者 頁数

システム化調査研究会 6/6

適用業務名 作成日付 改定日付 版

136

144
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

無

無

無無

無

無

項番3と同様。

K( 50)

無

①無国籍者の場合,｢無国籍｣と記録する。
②帰化の際に記録する出生事項:認知の届出の効力のある出生届がされている場合で,父が外国人であ
るときに記録(準正嫡出子を除く)する。
③帰化の際に記録する出生事項:事実主義の法制に基づき親子関係が成立している場合(出生地が国内･
国外に係わらず)で,父が外国人であるときに記録(嫡出子を除く)する。

①無国籍者の場合,｢無国籍｣と記録する。
②日本人男から認知されている外国人女の胎児が出生し,その届出により新戸籍を編製する場合に記録
する。

9(  8)

　本籍

届出日

　筆頭者

無

出生日

出生地

ファイル名

無

無

無

9(  8)

無

無9(  3)

K( 30)

有 旧法:｢祖父｣｢父の後見人｣
等の場合もあり。

無

副次キー項目

無出
生

平成6年12月 1日

項番5と同様。

主管課名

システム化調査研究会

無

無

頁数

父の国籍

9(  8)

K( 50)

無

父の生年月日 無

母の国籍

1/3

3200

レコード長媒体

1

版

繰り返し個数

無

無

航海日誌謄本提出日

届出人

ファイル仕様書

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0101

第5
7

(2)

母の生年月日

無

届
出

届出人の国籍

適用業務名 作成日付 改定日付

事件発生日

K( 50)

無

令和　年　月　日戸籍(身分事項欄項目･出生/子)

外
国
人
父
母

備考

メインキー項目

項目名 項目のバイト数 コード化の有無

無

無

9(  8)

無

無9(  8)

無

9(  8)

無

K( 30)

K( 50)

K( 50)

K( 30)

届出人の生年月日

未成年母の法定代理人の
届出で,その者が外国人の
場合に記録する。

　資格

　資格名称

　氏名

届出人の戸籍
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編成

No.

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

国
籍
留
保

9(  8)

無

許可を受けた者

受理者

平成6年12月 1日

無

無許可日

無

9(  8)

無

無

K( 50)

版

レコード長

無

母の戸籍

無

2/3

無

無

無

　項番9の届出人と同一人
でない場合記録する。

無

無

国籍留保の届出日

K( 30)

　資格名称

　資格 有

国籍留保の届出人

K( 30)

無

日
本
人
父
母

　本籍

　筆頭者

　本籍

　筆頭者

無

9(  3)

国籍留保の届出人の国籍

国籍留保の届出人の生年月日

　氏名

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8)

K( 50)

送付を受けた日

主管課名

副次キー項目

コード化の有無

システム化調査研究会

改定日付作成日付

K( 30)

K( 30)

K( 30)

①旧法の記録:庶子が母の戸籍に入籍しなかった場合に記録する。
　　　　　　 ただし,その後,母と同一戸籍となった場合は記録しない。
②旧法の記録:父の認知のない嫡出でない子が母の戸籍に入籍できないため,一家創立した場合に記録
する。

無

無

項番15と同様。

無

媒体

頁数

無

備考

無

繰り返し個数

3200

戸籍(身分事項欄項目･出生/子)

K( 30)

項目名

K( 50)

項目のバイト数

無

令和　年　月　日

父の戸籍

①旧法の記録:庶子が父の戸籍に入籍できなかった場合に記録する。
　　　　　　 ただし,その後,父と同一戸籍となった場合は記録しない。

父の氏名

1

無

①旧法の記録:庶子が父の戸籍に入籍できなかった場合に記録する。
ただし,その後,父と同一戸籍となった場合は記録しない。
②帰化の際に記録する出生事項:認知の届出の効力のある出生届がされている場合で,父が既に帰化し
ているときに記録(準正嫡出子を除く)する。ただし,父と同籍する場合は記録しない。
③帰化の際に記録する出生事項:事実主義の法制に基づき親子関係が成立している場合で,父が既に帰
化しているときに記録(嫡出子を除く)する。ただし,父と同籍する場合は記録しない。
④父母の婚姻前の出生子について嫡出子とする出生届が誤って受理された後,父から非嫡出子出生の届
出に訂正する追完の届出があった場合に記録する。(62条:認知の効力を有する)

無

メインキー項目

戸籍(身分事項)

許
可

ファイル名

第5
7

(2)

適用業務名

ファイル仕様書

母の氏名

無

無

K( 50)

9(  8)

無

K( 50)

無9(  8)

無

無

国籍留保の届出人
が,外国人の場合記
録する。

無

無

無

無

送
付
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編成

No.

26 入籍

27

28 除籍

29

30

31 記録

32 特記

33 予備

K( 50)

無記録日

無

K( 30)

入籍戸籍

無

無

9(  8)

無

無

特記事項

除籍日

新本籍除
戸
籍

無

コード化の有無

無

繰り返し個数

メインキー項目

備考

レコード長

項目名

媒体ファイル名

システム化調査研究会
ファイル仕様書

第5
7

(2)

主管課名

戸籍(身分事項欄項目･出生/子)

副次キー項目

平成6年12月 1日

適用業務名

K( 50)

X(922)

　筆頭者

　本籍

9(  8)

　筆頭者

無

作成日付 改定日付

3200

――

K(100)

無

無

無

3/3

9(  8)

令和　年　月　日

――

頁数

版

入
戸
籍

無

無

無

1

従前戸籍

戸籍(身分事項)

　本籍

項目のバイト数

無K( 50)

入籍日

K( 30)

無

無
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 特記

16

　除籍日

9(  8)

メインキー項目ファイル名

無

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:0102

無

無

　
届
出

K(100)

無

K( 50)

無

無

-

無K( 50)

予備

特記事項

新本籍除戸籍

無

無

無

無

副次キー項目

　･【許可日】≠空白の場合、項番13の【除籍日】≠空白であること。

無

除籍日

無

9(  8)

繰り返し個数

無

平成13年 3月 1日

備考

主管課名 頁数

-X( 2276)

無

無

9(    8)

無除籍事由

9(    8)

9(    8)

無

版

　･【許可日】≠空白の場合、項番13の【除籍日】=空白であること。

受理指示、記載遅延等の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番5の【除籍日】を使用する〕

　戸籍(身分事項欄項目･出生/親)

9(  8)

K( 50)

タイプ(桁数)

無

媒体

許可記載の際に記録する。〔受理指示、記載遅延等の際の記録は項番13の【除籍日】を使用する。〕

平成 6年12月 1日

1/1

航海日誌の謄本提出日

3200

　･項番5の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

　
送
付

送付を受けた日

入籍事由

無

無

届出日

9(    8) 無

無

入籍日

　本籍

K( 50)

改訂日付

レコード長

5

作成日付

無

無

9(  8)

無K(   50)

入
籍

コード化の有無

システム化調査研究会

適用業務名

項目名

第5
7

(2)
ファイル仕様書

無

無

無

送付がある場合二期録す
る。除籍には記録し新戸
籍には記録しない。受理者 無

除
籍

入
籍
戸
籍

　
許
可

許可日

許可書謄本の送付を受けた日

許可を受けた者

従前戸籍

　筆頭者 無K( 30)

無K( 50)
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

無

備考

平成6年12月 1日　戸籍(身分事項欄項目･認知/被認知者)

無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

事件発生日①　4/4

事件発生日①　1/4

版

1/3

無

令和　年　月　日

無

主管課名

システム化調査研究会

認知届出委託確認の裁判確定日

繰り返し個数

3200

媒体 レコード長

1

事件発生日①　2/4

子の出生当時に父の本国法が事実主義を採用している場合において,父子関係存在確認の裁判が確定し
たときの報告的届出の場合に記録する。
(子または父からの戸籍法第63条の類推適用による届出)

無

9(  8)

作成日付

頁数

改定日付

認知届出の委託確認の審判が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

適用業務名

9(  8)

ファイル名 メインキー項目

無

項目名

副次キー項目

無

無

事件発生日①　3/4

9(  8)

無

項目のバイト数 コード化の有無

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0201

無

認知の裁判等が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

無

認知者が外国人の場合に
記録する。

無

事件発生日②

無

無

無

K( 30) 無

無

無

認
知

無

無

認知日

胎児認知日

認知の裁判確定日 9(  8)

9(  8)

　本籍

9(  8)

無K(  1)

無

K( 50) 無

無

無

認知の方式 無

認知者の戸籍

認知者氏名

認知届出の委託確認の審判が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

'亡'

　氏名

　亡区分

外国の方式で認知が成立した場合に記録する。

無

無

認知者死亡日

K( 30)

裁判所

親子関係存在確認の裁判確定日

K( 50)

K( 50)

　筆頭者

認知者の国籍

認知者の生年月日 9(  8)

K( 50)

外国の裁判所で認知が成立した場合に記録する。
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編成

No.

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

媒体

無

無

有

副次キー項目

3200

無

無

　資格名称

　氏名

無

　戸籍(身分事項欄項目･認知/被認知者) 平成 6年12月 1日

項目のバイト数 コード化の有無

無

届出日

届書提出日

令和　年　月　日

届出人

ファイル仕様書

備考

適用業務名 作成日付

2/3

外国の裁判所,方式で認知
が成立した場合に記録す
る。

1

頁数

版改定日付

レコード長

9(  3)

　氏名

　資格

　資格

無

無

許
可

無

無

無

無

無

無

無

無

　資格名称

　氏名

K( 30)

無

許可日

許可を受けた者

K( 30)

届書提出者

K( 30)

届書提出者

K( 30)

K( 30)

K( 30)

　資格 9(  3)

証書提出者

9(  8)

9(  3)

K( 30)

有

K( 50)

無

K( 50)

9(  8)

9(  3)

K( 30)

無

遺言のよる認知,裁判によ
る認知の場合に記録す
る。

無無

　資格

届
出

証書提出日

無

認知届出の委託確認の審
判が確定し,報告的届とし
て届出された場合に記録
する。

無

無

無

送
付

受理者

9( 8)

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8)

無

無

有

無

戸籍(身分事項)

繰り返し個数項目名

　資格名称

無

　氏名

　氏名

無

無

無

無

無

無

無

無

無

送付を受けた日

9(  8)

無

無

届出人

無

9(  3)

無　資格名称

K( 30)

　資格名称

　資格

主管課名第5
7

(2)

K( 30)

無

9(  8)

ファイル名 メインキー項目

システム化調査研究会
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編成

No.

26 入籍

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40 記録

41 特記

42

K(  5)

版

システム化調査研究会

無

項目名

ファイル名

戸籍(身分事項)

関
連

従
前
記
録

直
系
卑
属

K( 50)

無

予備

無

無

無記録日

民783条2項
死亡した者の認知で,その
者の直系卑属の氏名を記
録する。
ただし,以下の者のみ記録
する。
①未成年者
②認知の承諾のあった成
年者
(10名分保有する)

'父母との続柄'

直系卑属氏名

直系卑属氏名

無 無

無

　父母との続柄

直系卑属氏名

被認知者が嫡出子の身分を取得し,続柄を訂正する場合に記録する。
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【父母との続柄】男(女)…………認知の【従前の記録】は【父母との続柄】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

直系卑属氏名

直系卑属氏名

直系卑属氏名

従前の記録

無

―――――

直系卑属氏名

直系卑属氏名

――――

無

K( 30)

K( 30)

――

項目のバイト数

無

無

―――――

無

直系卑属氏名

関連訂正事項

'男'または'女'

1

レコード長

繰り返し個数

無

無

コード化の有無

　戸籍(身分事項欄項目･認知/被認知者)

3/3

作成日付

主管課名 頁数第5
7

(2)
ファイル仕様書

3200

――

K( 30)

無

無

9(  8)

K( 30)

無K( 30)

K( 30) 無

無

特記事項 K(100)

被認知者が嫡出子の身分を取得し,【父母との続柄】を訂正する場合に記録する。項番36も記録する。

入籍日

K( 30)　筆頭者

入
戸
籍 　本籍

備考

無

無

無

無

無

X(713)

無

平成6年12月 1日

無

直系卑属氏名 K( 30)

K( 30)

無

従前戸籍

無9(  8) 無

適用業務名

メインキー項目

改定日付

令和　年　月　日

副次キー項目 媒体

K( 30)

K( 30)

無

無K( 30) 無

無
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

無

　亡区分

9(  8)

無

3200

1

'亡'

事件発生日①　3/4

無

無

認知した子の死亡日

　筆頭者

事件発生日②

無

　本籍 K( 50)

　氏名

認知した子の氏名

9(  8)

K( 30)

認知した子の戸籍

改定日付

ファイル仕様書

認知届出委託確認の裁判確定日

無

無

無

無

無

レコード長

事件発生日①　2/4

事件発生日①　1/4

備考

システム化調査研究会

　戸籍(身分事項欄項目･認知/認知者)

ファイル名

平成 6年12月 1日

版

頁数

適用業務名 作成日付

令和　年　月　日

媒体

第5
7

(2)

無

1/2

繰り返し個数項目のバイト数

9(  8) 無

副次キー項目

認
知

K( 50)

胎児認知日

届出の性質

無

無

無

認知届出の委託確認の審判が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

認知日

認知の裁判確定日

認知届出の効力を有する出生届が届出され,認知の記載を要する場合に記録する。

9(  8)

届出日

事件発生日①　4/4

K( 30)

無

無

K( 30)

　氏名

　資格

　資格名称

9(  8)

9(  8)

K( 30)

K(  1)

認知届出の委託確認の審判が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

届出日

認知の方式

認知した子の国籍

無

認知した子の母の氏名

認知した子の生年月日

無

無

無 無

無 無

無

無

認知の裁判等が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

無

9(  3) 有

無

認知した子が外国人の場
合に記録する。

外国の方式で認知が成立した場合に記録する。

外国の裁判所で認知が成立した場合に記録する。

無

項番2と同様。‘認知届出の効力を有する出生届出’

9(  8)

主管課名

無

無無

項目名

メインキー項目

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0202

無K( 30)

届出人

K( 50)

K( 50)裁判所

9(  8)

K( 30)

届
出

無

無

コード化の有無

遺言による認知,裁判によ
る認知の場合に記録す
る。

無

無

無 無
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編成

No.

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28 記録

29 特記

30 予備

無

無

無

無

無

無

無

無

許
可

K(  50)

無

9(   3)

有　資格

9(   8)

　氏名

　資格名称

届書提出日

令和　年　月　日

K(  30)

K(  30)

K(  30)

適用業務名

ファイル仕様書

証書提出日

9(   3) 無

K(  30)　氏名

届書提出者

　資格

主管課名

無

送
付

ファイル名

項目のバイト数

無

無

無

有

無

無

無

メインキー項目

改定日付

平成 6年12月 1日

副次キー項目

作成日付

　資格名称

無

有 無

証書提出者

3200

外国の裁判所,方式で認知
が成立した場合に記録す
る。

レコード長

備考

媒体

版

1

　資格

K(  30) 無

繰り返し個数

9(   3)

無

　戸籍(身分事項欄項目･認知/認知者)

第5
7

(2)

届出人

K(  50)

　資格名称

無

戸籍(身分事項)

コード化の有無項目名

送付を受けた日

　氏名

無

9(   8)

　氏名 K(  30)

頁数

2/2

9(   3)

　資格名称

届書提出者

　資格

無

無

特記事項 K( 100)

記録日 9(   8)

許可を受けた者

許可日

許可書謄本の送付を受けた日 9(   8)

9(   8)

受理者

システム化調査研究会

9(   8)

K(  30)

無

K(  30)

無

有

無

無

無

無

無

無

無

――

認知届出の委託確認の審
判が確定し,報告的届とし
て届出された場合に記録
する。

無

無

無

無

――X( 1431)
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

備考繰り返し個数

1/2

コード化の有無

ファイル仕様書

9

頁数

版

主管課名

適用業務名

システム化調査研究会

戸籍(身分事項) ⇒身分事項記録コード:0203

作成日付

平成6年12月 1日

項目名 タイプ(桁数)

戸籍(身分事項欄項目･認知/親に対する)

改訂日付

平成17年 3月 1日

ファイル名 メインキー項目 レコード長

3200

副次キー項目 媒体

第5
7

(2)

事件発生日②　1/2

無

K( 50)

K( 30)

9(  3)

9(  8)

　資格名称

　資格名称

認知された親の戸籍

　氏名

認知届出の委託確認の審判が確定した報告的届出

　届出委託時に,認知された親が死亡している場合に記録する。(認知された親の死亡日を記録する。)

無

無

無

無

　筆頭者

認知者の国籍
認知者が外国人の場合に
記録する。

認知者の生年月日

外国の方式で認知が成立した場合に記録する。

無 事件発生日②　2/2

無

無

K( 30)

認知届出の委託確認の審判が確定した報告的届出

無

無

無

無

無

有

無

無

無

9(  8)

K( 50)

9(  8)

9(  8)

認知の裁判等が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

無

事件発生日①　2/2

認知届出の委託確認の審判が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

無

無

無 無

無

　氏名

認知者死亡日

認知者の戸籍

無

K( 30)

K( 30)

有9(  3)

無

無

　本籍

　筆頭者

認知された親の死亡日

　届出委託時に,認知者が死亡している場合に記録する。(認知者の死亡日を記録する。)

　資格

'亡'

無

無

無

K( 50)

K( 30)

　
認
知

　亡区分

　資格

認知日

　本籍

無K(1)

無

無

無

無

無

認知の裁判確定日

無

無

9(  8)

認知の方式

9(  8)

認知者氏名

事件発生日①　1/2

認知届出委託確認の裁判確定日

認知された親の氏名

K( 50)

K( 30)
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編成

No.

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26 記録

27 特記

28 予備

無

無

届書提出者

届書提出日

　氏名

9(   8)

K(  30)

記録日

届
出

無

無

外国の裁判所,方式で認知
が成立した場合に記録す
る。

　資格

　資格名称

証書提出者

認知届出の委託確認の審
判が確定し,報告的届とし
て届出された場合に記録
する。

無

無

無

無

無

無

無

無K(  50)

送付を受けた日

許
可

受理者

　資格

9(   8)

届書提出者

無無

許可日

許可を受けた者

9(   8)

無　氏名

無

無無

無

3200

無

無

無

無

有

無

無

K(  30)

　資格

　資格名称

X(1336) ―― ――

9(   3)

無

無

特記事項

9(   8)

K( 100)

無

K(  30)

9(   8)

無

　資格名称 K(  30)

　資格

無

送
付

K(  50)

9(   3)

K(  30)

　氏名

無

無

2/2

主管課名 頁数

K(  30)

レコード長

無

メインキー項目

システム化調査研究会

裁判所

有 無

備考

戸籍(身分事項)

適用業務名 作成日付 改定日付

外国の裁判所で認知が成立した場合に記録する。

K(  50)

　戸籍(身分事項欄項目･認知/親に対する) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

版

ファイル名

項目のバイト数

9(   8)

K(  30)

無

無

K(  30)

無

無

無

遺言により認知,裁判によ
る認知の場合に記録す
る。

コード化の有無

媒体副次キー項目

9(   8)

9(   3)

届出人

9(   3)

　資格名称

証書提出日

項目名

届出日

　氏名

許可書謄本の送付を受けた日

無

無

無

無

繰り返し個数

無

第5
7

(2)
ファイル仕様書
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

K(50)

*1:届書委託で養子が死亡している場合,養子の縁組事項の「事件発生日」は未設定となる。(養子の死亡日が事件発生
日)

　資格名称

養母の国籍

養
子
縁
組

養子縁組届出の委託確認の審判が確定した報告的届出
　届出委託時に,養父が死亡している場合に記録する。( 養父の死亡日を記録する。)

縁組の方式

裁判所

　資格名称

無

養親の戸籍

K(30)

無

事件発生日②　2/2　*1

無

無

無

K(50)

外国の方式で養子縁組が成立した場合に記録する。

無

養子の法定代理人が届出
した場合に代諾者として
記録する。

K(50)

事件発生日②　1/2　*1

無

K(30)

共同縁組者

無

無

無

無

養母の生年月日

無

無

無

無

養父氏名

9(8)

9(3)

K(30)

有
代
諾
⑴

無

無

無

K(50)

無無

9(8)

無

無

9(8)

無

無

無

　資格

無

無

外国の裁判所で養子縁組が成立した場合に記録する。

　本籍

9(8) 無

　資格

夫婦がともに縁組をする
場合に記録する。

9(8)

養父の国籍

　筆頭者

養母死亡日

養子縁組の裁判等が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

無

無

無

養父が外国人の場合に記
録する。

レコード長

頁数

養子縁組届出の委託確認の審判が確定した報告的届出
　届出委託時に,養母が死亡している場合に記録する。( 養母の死亡日を記録する。)

K(30)

代諾者

主管課名

システム化調査研究会

無

無

事件発生日①　1/2

項目名 項目のバイト数

第5
7

(2)

無養父死亡日

改定日付

令和　年　月　日

コード化の有無

9(8)

養子縁組届出の委託確認の審判が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

有

縁組日

無

事件発生日①　2/2

養母氏名 K(30)

養母が外国人の場合に記
録する。

繰り返し個数

適用業務名

ファイル仕様書

1

版

9(3)

備考

副次キー項目

平成6年12月 1日

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0301

媒体

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組/養子)

3200

無

養父の生年月日 9(8)

縁組届出委託確認の裁判確定日

縁組の裁判確定日

メインキー項目

K(50)

1/4

作成日付

ファイル名
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編成

No.

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

9(  8)

無

無

K( 30)

無

有

有

無

　資格

K( 30)

無

K( 30)

9(  3)

無

K( 30)

無

代諾者が外国人の場
合に記録する。

レコード長

繰り返し個数

無

代諾者が外国人の場
合に記録する。

有

代諾者が特定できない場合に記録する。(例)後見人　XX,母の親権者　XX

証書提出者

無

有

有

無

外国の裁判所,方式で養子
縁組が成立した場合に記
録する。

無

無

無

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養父　XX

代諾者の国籍

　資格名称

　氏名

無

届出人

K( 30)

9(  8)

K( 50)

代諾者の生年月日

養子縁組の裁判が確定し,
報告的届として届出され
た場合に記録する。

無

無

1令和　年　月　日

無

3200

2/4

平成6年12月 1日

養子の法定代理人が届出
した場合に代諾者として
記録する。無

無

9(  3)

無

K( 30)

　資格

無

K( 50)

届出人

届出人が特定できない場合に記録する。

無

無

　氏名

　資格

証書提出日

無

9(  3)

証書提出者

届
出

無

届出人が特定できない場合に記録する。

9(  8)

K( 30)

K( 30) 無

備考

無

代諾者が特定できない場合に記録する。(例)後見人　XX,母の親権者　XX

　氏名

代諾者の国籍

代諾者

　資格

代諾者の生年月日

無

無

9(  3)

　氏名

　資格名称

無

副次キー項目

9(  3)

無

無

　資格

届出日

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組/養子)

K( 30)

無

無

改定日付作成日付

第5
7

(2)

媒体

　資格名称

版

ファイル仕様書
主管課名

9(  8)

　氏名

頁数

システム化調査研究会

代
諾
⑵

　資格名称

ファイル名 メインキー項目

適用業務名

戸籍(身分事項)

無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無
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編成

No.

28

29

30

31

32

33

34

35

36 入籍

37

38 除籍

39

40

無

無

無

無 無

無

無

無

無

無

項目名 項目のバイト数

　資格名称

　資格名称

9(  3)

従前戸籍

無

許
可

受理者 K( 50)

K( 50)

K( 30)

送
付

無

無

無

無

無

無無

無

無

無

　本籍

除
戸
籍

無

9(  8)

9(  8)

9(  8)

許可日

9(  8)

K( 50)

許可書謄本の送付を受けた日

許可を受けた者

　筆頭者

入籍戸籍

入籍日

入
戸
籍 　本籍

K( 50)

K( 30)

除籍日

新本籍

9(  8)

K( 50)

　筆頭者

第5
7

(2)
ファイル仕様書

K( 30)

無

システム化調査研究会

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組/養子) 平成6年12月 1日

無

版

養子縁組届出の委託確認
の審判が確定し,報告的届
として届出された場合に
記録する。

レコード長

無

無

繰り返し個数

作成日付 改定日付

1

備考

ファイル名

3200

無

無

K( 30)

無

無

9(  8)

無

無

届書提出日

送付を受けた日

　氏名

　資格

無

無無

無

K( 30) 無

K( 30)

K( 30)

無

無

有

　氏名

コード化の有無

　氏名

届書提出者

　資格名称

9(  3) 有

主管課名

令和　年　月　日

媒体

頁数

3/4

　資格

届書提出者

戸籍(身分事項)

メインキー項目 副次キー項目

適用業務名

無

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養母　XX

K( 30)
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編成

No.

41

42

43

44

45 記録

46 特記

47 ――

無

縁
組
追
完

無特記事項

予備

記録日

K(100)

追完届出人

レコード長メインキー項目ファイル名

無

無

無

無

無

K( 30)

無

無9(  8)

――X( 70)

無

無

追完届の送付を受けた日

K( 50)

無

追完届の受理者

無

無

9(  8)

K( 30)

　資格

9(  8)

作成日付

有9(  3)

縁組追完日

　資格名称

項目のバイト数 コード化の有無 備考

無

頁数主管課名

4/4
ファイル仕様書

第5
7

(2)

改定日付 版

副次キー項目

1令和　年　月　日

3200

　氏名

戸籍(身分事項)

項目名

適用業務名

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組/養子)

システム化調査研究会

平成6年12月 1日

繰り返し個数

媒体
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

夫婦の筆頭者が養子とな
る場合に戸籍に変動があ
るが,その際に記録する。

システム化調査研究会

無

平成6年12月 1日

外国の方式で養子縁組が成立した場合に記録する。

無

*1:届書委託で養親が死亡している場合,養親の縁組事項の「事件発生日」は未設定となる。(養親の死亡日が事件発生
日)

第5
7

(2)
ファイル仕様書

縁組の裁判確定日 9(  8)

養子縁組の裁判等が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

無

縁組届出委託確認の裁判確定日

共同縁組者

9(  8)

無

　資格名称 K( 30)

9(  3)

9(  8)

縁組の方式

　本籍

養子の従前戸籍

無

K( 30)

養子の新本籍

K( 50) 無

無

K( 50)

無

無

K( 50)

K( 30)

養子が外国人の場合に記
録する。

無

コード化の有無

無

K( 50)

無

無

1

媒体

無 無

養子縁組届出の委託確認の審判が確定した報告的届出
　届出委託時に,養子が死亡している場合に記録する。( 養子の死亡日を記録する。)

　本籍

養子の国籍

養子の生年月日

K( 50)

無

令和　年　月　日

9(  8) 無

レコード長

備考

3200

有

無

事件発生日①　1/2

メインキー項目

項目のバイト数

副次キー項目

K( 30)

無

養子の戸籍

　筆頭者

無

繰り返し個数

9(  8)

9(  8)

夫婦がともに縁組をする
場合に記録する。

頁数主管課名

事件発生日②　2/2

無

版

1/4

養子氏名 無

無

養
子
縁
組

養子縁組届出の委託確認の審判が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

無

無

K( 50)

K( 30)

無

無

無

　筆頭者

縁組日

無

無

無

無

事件発生日②　1/2　*1

養子が外国人の場合に記
録する。

無

無

事件発生日②　2/2　*1

養子縁組届出の委託確認の審判が確定した報告的届出
　届出委託時に,養子が死亡している場合に記録する。( 養子の死亡日を記録する。)

養子氏名

養子の国籍

養子の生年月日

無

無

無

　資格

項目名

適用業務名

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組/養親)

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0302

作成日付

養子死亡日

9(  8)養子死亡日

改定日付

ファイル名
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編成

No.

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

証書提出日

無

無

無

　資格

無

9(  8) 無

無

無

届出人

　資格 9(  3)

証書提出者

　氏名 K( 30) 無

無

無

K( 30)

K( 30)

K( 30)

代
諾
者
⑵

代諾者が特定できない場合に記録する。

代諾者が外国人の場
合に記録する。

養子縁組の裁判が確定し,
報告的届として届出され
た場合に記録する。

K( 30)

届出日

　氏名

無

届
出

　資格名称

届出人

9(  3)

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養母　XX

無

版

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組/養親) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

副次キー項目

有 無

無

無

　資格

無

無

　氏名

9(  8) 外国の裁判所,方式で養子
縁組が成立した場合に記
録する。

無

無

無

無有

9(  3)

　資格名称

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養父　XX

無

無

有

K( 30)　資格名称

　資格

無

有

無資格名称 K( 30)

無

無

無

代諾者

2/4

繰り返し個数

代諾者の生年月日

無

無

代諾者が外国人の場
合に記録する。

K( 50) 無代諾者の国籍

9(  8)

養子の法定代理人が届出
した場合に代諾者として
記録する。

システム化調査研究会

作成日付 改定日付

媒体

ファイル仕様書
主管課名

適用業務名

第5
7

(2)

9(  3)

代諾者の生年月日 9(  8)

代諾者

K( 30)氏名

9(  3)資格

裁判所

養子の法定代理人が届出
した場合に代諾者として
記録する。有

頁数

無

無

代諾者が特定できない場合に記録する。(例)後見人　XX,母の親権者　XX

代諾者の国籍 K( 50)

K( 50) 無

戸籍(身分事項)

外国の裁判所で養子縁組が成立した場合に記録する。

備考項目名 項目のバイト数 コード化の有無

メインキー項目

3200

ファイル名 レコード長

代
諾
者
⑴

無
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編成

No.

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38 入籍

39

40 除籍

41

42 記録

43 特記

項目名

　資格名称

作成日付

備考

1

3200

無

無

入
戸
籍 無

無

無

　筆頭者

無

無

無

K( 50)

9(  8)

無

無

9(  8)

無

無

無

無

無

無 無

無

無

無

無

　氏名

9(  3)

無

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養父　XX

無

無

新本籍

K( 50)

送
付

受理者

K( 50)

K( 30)

従前戸籍

　本籍

特記事項

9(  8)

K(100)

許可書謄本の送付を受けた日

除戸籍

許
可

除籍日

記録日

許可を受けた者

入籍日

無

9(  8)

無

無

無

無

無

無

許可日

9(  8)

送付を受けた日

　氏名

コード化の有無 繰り返し個数

　資格

9(  3)

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養母　XX

無

9(  8)

K( 50) 無

無

無

無

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組/養親)

無

無

有

無

無

　氏名

届書提出者

ファイル仕様書

無

K( 30)

有

K( 30)

戸籍(身分事項)

9(  3)

届書提出者

システム化調査研究会

有

9(  8)

項目のバイト数

無　氏名

無

　資格名称

媒体

主管課名

適用業務名

第5
7

(2)

証書提出者

副次キー項目

令和　年　月　日

無　資格名称

ファイル名

届書提出日

メインキー項目

改定日付

　資格

K( 30)

K( 30)

K( 30)

　資格

K( 30)

平成6年12月 1日

　資格名称 K( 30)

K( 30)

頁数

3/4

版

養子縁組届出の委託確認
の審判が確定し,報告的届
として届出された場合に
記録する。

レコード長

無
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編成

No.

44

ファイル仕様書

媒体

X(209) ――

繰り返し個数

レコード長

項目のバイト数

平成6年12月 1日

備考

3200

メインキー項目

項目名

システム化調査研究会

副次キー項目

主管課名

1

版

頁数第5
7

(2)

適用業務名

令和　年　月　日

戸籍(身分事項)

改定日付作成日付

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組/養親)

ファイル名

コード化の有無

予備 ――

4/4
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No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11

改訂日付

無

作成日付

5

繰り返し個数

頁数

システム化調査研究会 1/1

無

無

3200

副次キー項目 媒体ファイル名 メインキー項目

無

平成 6年12月 1日

無

無

無

項目名

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組/配偶者)

タイプ(桁数)

除
籍

入
籍

無

無

コード化の有無

主管課名

平成13年 3月 1日

備考

戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:0303

許可を受けた者

除籍事由

許可書謄本の送付を受けた日

無

K( 50)

適用業務名

第5
7

(2)

K( 50)

無

無

無

除戸籍

予備

K( 50)

事件発生日　1/2

事件発生日　2/2

版

レコード長

9( 8)

従前戸籍

無

無

無

K( 30)

無

無

無

入籍日 無

K( 50)

K( 50)

除籍日

　筆頭者

特記事項

新本籍

入
籍
戸
籍

9( 8)

9( 8)

許可日

　本籍

許
可

K(100)

無

入籍事由

ファイル仕様書

-X( 2408) -

無

9( 8)
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

副次キー項目

版改訂日付

　〔通常,【入籍戸籍】等で除籍を表すが,復籍する戸籍がないため【離縁除籍日】で除籍を表す。〕

備考

ファイル名 メインキー項目

頁数

1/3
ファイル仕様書

主管課名

システム化調査研究会

平成16年4月1日

媒体

戸籍(身分事項)

レコード長

K(  1)

養母氏名

K( 30)

無

無

9(  8)

無

無　亡区分

　氏名

無

協
議
者
　
⑴

K( 30)

9(  8)

9(  3)

離縁日 9(  8)

9(  8)

無

無

無

無

無

無

無

本籍不明のまま縁組し,養親戸籍に入籍した者が離縁する場合に記録する。(縁組前無籍と認められた場合)

無

　氏名

裁判所

養父氏名

無

無

無

9(  3)

K( 50)

　資格

離縁の調停成立日

9(  8)

9(  8)

協議者の生年月日

協議者

協議者の国籍

　資格名称

無

無

無

'夫'又は'妻'

無

無

K( 50)

無

'亡'K(  1)

'亡'

無

無

無

無

無

K( 50)

9(  8)

K( 30)

K( 30)

有

養母の国籍

養
子
離
縁

無

無

事件発生日　4/6

無

無

無

有

事件発生日　6/6

コード化の有無

離縁除籍日

離縁の和解成立日

K( 50)

無

無

無

離縁の方式

K( 30)

共同離縁者

養父の国籍

　氏名

　資格

無

　亡区分

K( 50)

8.1

繰り返し個数

平成6年12月 1日

⇒身分事項記録コード:0401 3200

　資格名称

無

事件発生日　5/6離縁の請求認諾日

タイプ(桁数)

事件発生日　1/6

事件発生日　3/6無

離縁の裁判確定日 無

無

事件発生日　2/6

項目名

戸籍(身分事項欄項目･養子離縁/養子)

第5
7

(2)

適用業務名 作成日付

  5-7-(2)-60



編成

No.

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

送
付

ファイル仕様書

媒体

頁数

副次キー項目

無

無

有

無

無

無

無

無K( 30)

K( 50)

戸73条2項により検察官が離縁の訴を提起し,裁判確定後に離縁の記載請求をした場合に記録する。

無

無

無

無

無

無 無

無

版

レコード長

協議者の国籍

有

無

無

主管課名

届出日

無

無

メインキー項目

項目名

第5
7

(2)

　資格

K( 30)

9(  3)

K( 30)

記録請求日

無

無

K( 30)

 
届
出

証書提出者

証書提出者

　資格

届出人

　氏名

証書提出日

9(  3)

K( 30)　資格名称

無　資格名称

送付を受けた日

受理者

9(  8)

無

無

　氏名

無

　資格

9(  3)　資格

9(  8)

K( 30)　氏名

　資格名称

無9(  8)

無

無

無

2/3

9(  3)

繰り返し個数

システム化調査研究会

8.1

K( 30)

協
議
者
　
⑵

コード化の有無

無

協議者

　資格

　資格名称

協議者の生年月日

タイプ(桁数)

3200

無

平成6年12月 1日

改訂日付

9(  8)

無

無

9(  8)

9(  3)

K( 50)

　氏名

無

平成16年4月1日

備考

作成日付

ファイル名

戸籍(身分事項)

適用業務名

戸籍(身分事項欄項目･養子離縁/養子)

無

有

無

無

有

K( 30)

有

届出人

無

K( 30)

　氏名

K( 30)

　資格名称

無
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編成

No.

29

30

31

32 入籍

33

34 除籍

35

36

37

38

39 記録

40 特記

41

 
許
可

除
戸
籍

従前戸籍

K( 50)

K( 30)

K( 30)

K( 50)

K( 50)

　本籍

　筆頭者

新本籍

入
戸
籍

第5
7

(2)

平成6年12月 1日

無

無

無

8.1

記録日

レコード長

称する氏

予備

特記事項

X(599) ――

無

無K(100)

備考

無

復する氏

入籍戸籍

許可を受けた者

戸籍(身分事項欄項目･養子離縁/養子)

適用業務名

9(  8)

無

無

無

無

無

無

無

無

頁数

無

ファイル名 メインキー項目

戸籍(身分事項)

ファイル仕様書

媒体

無

K( 30)

9(  8) 無

K( 50)

無

無

副次キー項目

無

無

タイプ(桁数)項目名

無

作成日付

無

許可日

K( 30)

版

3/3

改訂日付

無

無

3200

主管課名

無

　本籍 無

除籍日 9(  8)

　筆頭者

無

――

許可書謄本の送付を受けた日

9(  8)

コード化の有無 繰り返し個数

平成16年4月1日

入籍日

9(  8)

システム化調査研究会
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

主管課名

8.1

版改訂日付

1/2

無

　
離
縁

無

ファイル名

協
議
者
　
⑴

協議者の生年月日

⇒身分事項記録コード:0402

項目名

メインキー項目

無

無

無

無

無

有9(  3)

K( 50)

無

　資格

K( 30)

協議者の国籍

協議者の生年月日

　氏名

9(  8)

無

頁数

無

協議者の国籍

無無

無

無

無

9(  3)

離縁の方式

無

養子の国籍

裁判所

　資格

養子の国籍

K( 30)

K( 50)

　亡区分

9(  8)

9(  8)

K( 50)

K( 50)

K( 30)

9(  3)

K( 30)

K( 30)

K( 30)　資格名称

協
議
者
　
⑵

無

　資格名称

　資格

離縁の裁判確定日

　亡区分

養子氏名

無

無

事件発生日　3/5

無 '亡'

'夫'又は'妻'

'亡'

無

無

無

無

無 無

無

無

有

無

無

無

無

協議者

　資格名称

養子氏名

K( 30)

離縁の和解成立日

無

9(  8)

9(  8)

無

無有

無

無

K( 50)

共同離縁者

　氏名

事件発生日　1/5

媒体

繰り返し個数 備考

3200

事件発生日　2/5

無

副次キー項目

ファイル仕様書

平成16年4月1日

離縁日

システム化調査研究会

K(  1) 無

無

9(  8)

9(  8)

K(  1)

K( 50)

無

無

コード化の有無

事件発生日　5/5

無

タイプ(桁数)

適用業務名

無

離縁の請求認諾日

無

協議者

　氏名

事件発生日　4/5

レコード長

　氏名

無

無

作成日付

戸籍(身分事項欄項目･養子離縁/養親) 平成6年12月 1日

離縁の調停成立日

戸籍(身分事項)

第5
7

(2)
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編成

No.

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31 記録

32 特記

33

送
付

K(100)

　資格

　資格名称

許可を受けた者

　資格名称

　
届
出

証書提出者

　資格

頁数主管課名

無

媒体

平成16年4月1日

無

無

――

無 無

予備 X( 1163)

特記事項

戸73条2項により検察官が離縁の訴を提起し,裁判確定後に離縁の記載請求をした場合に記録する。

受理者

無

無

無

無

記録日

9(  8)

9(  8)

9(  8)

K( 50)

許可日

――

許可書謄本の送付を受けた日 無

無

無

無

無

備考

2/2

3200

レコード長

8.1

無　
許
可 無

無

9(  8)

無

K( 30)

9(  3)

無 無

無 無

無

無

無

作成日付

システム化調査研究会

無

無

版

無

無 無

無有

繰り返し個数

ファイル仕様書

改訂日付

K( 50)

無

有

9(  8) 無

有9(  3)

無

　氏名

送付を受けた日

K( 30)

記録請求日

K( 30)

9(  8) 無

無 無

K( 30)

K( 30)

9(  3)

メインキー項目

　資格名称

　氏名

　氏名

有

無

K( 30)

9(  3)

無

戸籍(身分事項)

平成6年12月 1日

届出人

　氏名

　資格

　資格名称

　資格

証書提出者

K( 30)

9(  8)証書提出日

副次キー項目

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無

戸籍(身分事項欄項目･養子離縁/養親)

無

K( 30)

第5
7

(2)

届出人

届出日

ファイル名

適用業務名
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11 X( 2408)

除戸籍 K( 50)

予備

9(  8)

9(  8)

入
籍

除
籍

適用業務名

ファイル名

無

繰り返し個数

K( 30)

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:0403

新本籍

特記事項

備考

無

無

K(100)

K( 50)　本籍

　筆頭者

無

入籍日 9(  8)

入籍事由

無

無

改訂日付

無

項目名 タイプ(桁数)

K( 50)

許可書謄本の送付を受けた日

K( 50)

5

3200

無

除籍事由

無

　
許
可

許可を受けた者

許可日

従前戸籍入
籍
戸
籍

無

無

9(  8)

無

無

-

無

作成日付

第5
7

(2)

　戸籍(身分事項欄項目･養子離縁/配偶者)

K( 50)

コード化の有無

1/1システム化調査研究会

主管課名

無

無

頁数
ファイル仕様書

無

-

除籍日

無

メインキー項目 副次キー項目 媒体

無

無

無

無

レコード長

版

平成13年 3月 1日平成 6年12月 1日
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

　資格名称

証書提出日

　資格名称

縁組の方式

養母の生年月日

養母氏名

養母の国籍

K( 50)

9(  8)

K( 30)

届
出

届出日

主管課名

無

9(  8)

無K( 30)

送
付

証書提出者

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養母　XX

無

K( 50) 無

無

無

無

無

9(  8)

届出人

　資格

　資格 9(  3)

K( 30)

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養父　XX

送付を受けた日

　資格名称

　氏名

証書提出者

事件発生日

版

無

K( 30)

無

無

有

K( 50) 無

無無

無 無

頁数

無

無

1

システム化調査研究会

無

無

外国の方式で特別養子縁組が成立した場合に記録する。

K( 30)

無

無

無 無

無

　資格

　氏名

外国の裁判所,方式で特別
養子縁組が成立した場合
に記録する。

無

有

無

レコード長

K( 30)

養父の生年月日

無

戸籍(身分事項欄項目･特別養子縁組/養子の従前戸籍) 令和　年　月　日

特別養子縁組の裁判確定日特
別
養
子
縁
組

K( 50)

裁判所

9(  8)

外国の裁判所で特別養子縁組が成立した場合に記録する。

適用業務名 作成日付

第5
7

(2)

養父氏名

養父の国籍

受理者

K( 50)

K( 30)

無

無

9(  3)

9(  8)

9(  3)

有

1/2

項目のバイト数

9(  8)

無

ファイル仕様書

繰り返し個数

メインキー項目 副次キー項目

無

無

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0501

平成6年12月 1日

コード化の有無

3200

無

無

無

無

無

改定日付

無

媒体

項目名 備考

ファイル名
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編成

No.

17

18

19

20 除籍

21

22

23 特記

24

無

無

無

縁組後の氏

K(100)

K( 50)除
戸
籍

除籍日

備考

作成日付適用業務名

無

無K( 30) 無

無

無

9(  8)

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目

許
可

無

許可日

――

無

――

レコード長

無無

予備

9(  8)

許可書謄本の送付を受けた日

K( 50)

媒体

無

無

版

第5
7

(2)

戸籍(身分事項)

2/2

項目名

1

改定日付

繰り返し個数

頁数
ファイル仕様書

平成6年12月 1日

項目のバイト数 コード化の有無

主管課名

3200

システム化調査研究会

新本籍

X( 1739)

許可を受けた者

戸籍(身分事項欄項目･特別養子縁組/養子の従前戸籍) 令和　年　月　日

9(  8)

特記事項
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16 受理者

無

無

無無

送
付

無

9(  8)

K( 50)

無

無

　氏名

　氏名

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0502

第5
7

(2)
ファイル仕様書

メインキー項目

無

主管課名

無

無

K( 30)

送付を受けた日

　資格名称

証書提出者

　資格

　資格名称 K( 30)

9(  3)

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養父　XX

無

無

外国の裁判所,方式で特別
養子縁組が成立した場合
に記録する。

無

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養母　XX

無

無

有

有

無

養母の国籍

項目のバイト数 コード化の有無

養母氏名

　資格

繰り返し個数

無 無

無 無

有

届出人

システム化調査研究会

頁数

K( 30)

証書提出日

9(  3)

9(  8)

K( 30)

無

無 無 事件発生日

無

無 無

無

無

無

無

無

無

K( 50)

K( 30)

9(  8)

外国の裁判所で特別養子縁組が成立した場合に記録する。

9(  8)

届出日

縁組の方式

無

外国の方式で特別養子縁組が成立した場合に記録する。

無

無

無

無

9(  8)

　資格名称

証書提出者

　資格

9(  3)

3200

版

無養父の生年月日

裁判所

養父の国籍

K( 50)

K( 30)

養母の生年月日

K( 50)

K( 50)

適用業務名

ファイル名

9(  8)

特別養子縁組の裁判確定日

K( 30)養父氏名

作成日付

1/2

1

レコード長副次キー項目 媒体

平成6年12月 1日

改定日付

令和　年　月　日

特
別
養
子
縁
組

届
出

戸籍(身分事項欄項目･特別養子縁組/養子の新戸籍)

無

備考項目名
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編成

No.

17

18

19

20 入籍

21

22 除籍

23

24 特記

25

戸籍(身分事項)

許
可

ファイル名 メインキー項目

無

無

繰り返し個数

無

――

9(  8)

除
戸
籍

項目名

許可書謄本の送付を受けた日

従前戸籍

　本籍

入籍日

特記事項

　筆頭者

入籍戸籍

　筆頭者

K( 50)

K(100)

無 無

無

無

X( 1571)

無

無無

改定日付

主管課名

レコード長

無

予備

入
戸
籍

許可日

　本籍 K( 50)

許可を受けた者 K( 50) 無

無

コード化の有無

媒体

システム化調査研究会

令和　年　月　日 1

2/2

頁数

無

備考

版

副次キー項目

3200

K( 30)

無

――

無

除籍日

無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

9(  8)

9(  8)

項目のバイト数

無

無K( 30)

9(  8)

無

戸籍（身分事項欄項目･特別養子縁組/養子の新戸籍) 平成6年12月 1日

適用業務名 作成日付

  5-7-(2)-69



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 入籍

15

16 特記

証書提出者

無

　資格名称

無K( 50)

無

K( 30)

K( 30)

無

無

無

　資格 有

平成6年12月 1日

版

K( 50)

備考

K( 30)

副次キー項目

1

無

無

外国の裁判所,方式で特別
養子縁組が成立した場合
に記録する。

無

無

無

無

特記事項

　本籍

K(100)

　筆頭者

無受理者

K( 30)

無無

無

K( 50)

許可日

無

入
戸
籍

許可を受けた者

K( 50)

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8)

許
可

送
付

9(  8)

無

縁組の方式

ファイル名 メインキー項目

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0503

民法817条の2による裁判確定日 9(  8)

改定日付

頁数主管課名

システム化調査研究会 1/2

作成日付

無

無

外国の方式で特別養子縁組が成立した場合に記録する。

3200

媒体

無

9(  8)

無

　資格名称

有9(  3)

無

届出日

外国の裁判所で特別養子縁組が成立した場合に記録する。

ファイル仕様書

K( 30)

戸籍（身分事項欄項目･特別養子縁組/養子の入籍戸籍)

項目名 項目のバイト数 コード化の有無

　氏名 無

適用業務名

第5
7

(2)

入籍日

従前戸籍

無

レコード長

令和　年　月　日

繰り返し個数

有

事件発生日

届出人

　資格

無

無

無

無

民
法
8
1
7
条
の
2

裁判所

9(  8)

K( 50)

届
出

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養父　XX

9(  3)

無

無

9(  3)　資格

証書提出日 9(  8)

無

無

無

無

無

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養母　XX

9(  8)

　氏名

無

無

K( 30)

証書提出者

　資格名称

無

無

送付を受けた日

無
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編成

No.

17

レコード長

繰り返し個数 備考

媒体

1

項目のバイト数

3200

2/2

改定日付 版

第5
7

(2) システム化調査研究会

コード化の有無

ファイル名 メインキー項目

項目名

作成日付

戸籍（身分事項欄項目･特別養子縁組/養子の入籍戸籍)

戸籍(身分事項)

適用業務名

平成6年12月 1日

頁数主管課名

X( 2075)予備 ―― ――

令和　年　月　日

副次キー項目

ファイル仕様書
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 記録

18 特記

無

K( 30)

ファイル仕様書

K( 30)

届出日

版

令和　年　月　日

作成日付

　資格

9(  8)

項目のバイト数 備考繰り返し個数

ファイル名

3200

レコード長副次キー項目 媒体メインキー項目

頁数

1/2

1

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0504

事件発生日

第5
7

(2)

無

無

無

無

　資格 無

民
法
8
1
7
条
の
2

無民法817条の2による裁判確定日

共同縁組者

無

無

無

無 無

無

無

システム化調査研究会

無

戸籍（身分事項欄項目･特別養子縁組/養親の記録)

裁判所 無

養子氏名

K( 50)養子の国籍

平成6年12月 1日

主管課名

適用業務名 改定日付

有

コード化の有無

外国の裁判所,方式で特別
養子縁組が成立した場合
に記録する。

無

無

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養父　XX

　資格名称 無

無

送付を受けた日

届
出

9(  8)

無

無

無

無

無

証書提出者

　氏名 K( 30)

　資格名称 K( 30)

届出人が特定できない場合に記録する。(例)養母　XX

9(  3) 有

　資格

無

K( 50)

無

9(  8)

縁組の方式

養子の生年月日

無

9(  3)

外国の方式で特別養子縁組が成立した場合に記録する。

有

K(100)

記録日

許
可

許可日 9(  8)

K( 50)

特記事項

証書提出日

受理者

K( 50)

項目名

許可書の謄本の送付を受けた日

許可を受けた者

9(  8)

K( 50)

証書提出者

無

送
付

無

　資格名称

無

無

無 無

9(  8)

外国の裁判所で特別養子縁組が成立した場合に記録する。

無

無 無9(  8)

K( 30)　氏名

9(  3)

K( 30) 無

無

無

無9(  8)

無

無
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編成

No.

19

作成日付

頁数

改定日付

メインキー項目

――

1

版

レコード長副次キー項目

平成6年12月 1日

3200

令和　年　月　日

ファイル名

第5
7

(2) システム化調査研究会

適用業務名

戸籍(身分事項)

備考

X( 2067) ――

項目名 項目のバイト数

予備

媒体

コード化の有無 繰り返し個数

2/2
ファイル仕様書

主管課名

戸籍（身分事項欄項目･特別養子縁組/養親の記録)
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 特記

15

頁数

5平成13年 3月 1日

3200

副次キー項目

K(   50)

レコード長

無

無入籍事由

繰り返し個数

事件発生日②　2/2

ファイル名 メインキー項目

無

主管課名

事件発生日①入籍日

無

コード化の有無

システム化調査研究会

　･【許可日】≠空白の場合、項番4の【除籍日】≠空白であること。

第5
7

(2)

項目名

戸籍(身分事項欄項目･特別養子縁組/養親の新戸)

ファイル仕様書

戸籍(身分事項)　⇒　身分事項記録コード:0505

除
籍

従前戸籍

送付を受けた日

受理者

送
付

9(  8)

無

許可記載の際に記録する。〔受理指示、記載遅延等の際の記録は項番10の【除籍日】を使用する〕

届
出

無

無

9(    8)

事件発生日②　1/2

　
許
可

9(  8)

K( 50)

無

無

無

無

除籍日 無無

K( 50) 無除籍事由

入
籍
戸
籍

　･項番4の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

作成日付 改訂日付 版

媒体

届出日 9(    8) 無無

タイプ(桁数)

1/1

備考

平成6年12月 1日

適用業務名

入
籍

9(    8)

　本籍

無

無

新本籍 K( 50)

9(  8)

除戸籍

K( 50)

受理指示、記載遅延等の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番4【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番4の【除籍日】≠空白であること。

無

許可書謄本の送付を受けた日

許可を受けた者

9(  8)

K( 50) 無

　筆頭者

　除籍日

-

無

無

無

無

-予備

無

無

無

K( 30)

特記事項 K(100)

X( 2284)

無

無

送付がある場合に記録す
る。除籍には記録し新戸
籍には記載しない。

無

許可日
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 入籍

12

13 除籍

14

15

16 記録

17 特記

18

3200

9(  8)

K( 30)

届
出

送
付

許
可

無

9(  8)

無

コード化の有無

作成日付

戸籍（身分事項欄項目･特別養子離縁/養子

除
戸
籍

繰り返し個数

　本籍

メインキー項目

平成6年12月 1日

改定日付

9(  8)

9(  8)

9(  8)

無

無

令和　年　月　日

1/1

主管課名

システム化調査研究会

特別養子
離縁

　資格

ファイル仕様書

送付を受けた日

項目名 項目のバイト数

届出人

届出日

　氏名

届出人

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0601

副次キー項目 媒体

戸73条2項により検察官が離縁の訴を提起し,裁判確定後に離縁の記載請求をした場合に記録する。

K( 30)

無

　氏名 K( 30)

頁数

無

無

無

無

無

事件発生日

備考

レコード長

適用業務名

ファイル名

第5
7

(2)

有

特別養子離縁の裁判確定日

　資格名称

版

1

9(  3)　資格

無

9(  3)

9(  8)

K( 30)

無

無

無

無

有

無

無

無

無

無

無無

無

無

無

無

無

無

許可日

許可書謄本の送付を受けた日

無

9(  8)

無

無

無

無

無

無

K( 50)

無9(  8)

K( 50)

K( 30)

K( 30)

K( 50)

受理者

無

9(  8)

無K(100)

X( 2002) ――

無

許可を受けた者

入籍日

無

無

無

――予備

離縁後の氏

　筆頭者

入
戸
籍

記録日

入籍戸籍

特記事項

除籍日

新本籍 無

無

無

無

K( 50)

記録請求日

　資格名称

K( 30)

従前戸籍

　本籍

　筆頭者

K( 50)
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 記録

14 特記

15

無

1/1

　戸籍（身分事項欄項目･特別養子離縁/養親

媒体

主管課名

無

項目のバイト数

無

繰り返し個数

有

送
付

　資格

　氏名

届出人

　資格名称

　資格

　資格名称

届出人

届出日

無

無

無

無

備考

1

コード化の有無

頁数

事件発生日

メインキー項目 副次キー項目

項目名

3200

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

システム化調査研究会

9(  8) 無

版

無

無

K( 30)

K( 30) 無

無

無

作成日付

K( 30)

ファイル仕様書

改定日付

レコード長

無

特別養子の国籍

特別養子離縁の裁判確定日

K( 50)

ファイル名

特
別
養
子
離
縁

第5
7

(2)

許可を受けた者

許可日

K( 50)

9(  8)

　氏名

無

無

K( 30)

9(  8)記録日

K( 50)

9(  8)

無

無

無

記録請求日

特別養子の氏名

適用業務名

届
出

9(  8)

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0602

無

無

無

9(  3)

送付を受けた日

戸73条2項により検察官が離縁の訴を提起し,裁判確定後に離縁の記載請求をした場合に記録する。

無

9(  8)

9(  3)

無

無

無

有

無

X( 2338)

無

無

K( 30)

無

無

許
可

特記事項

9(  8)

K(100) 無

――

無

無

――予備

受理者

許可書謄本の送付を受けた日
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

配偶者の死亡日

　筆頭者

主管課名

システム化調査研究会

無

ファイル名

婚姻届出委託確認の裁判確定日

配偶者の戸籍

配偶者氏名

頁数

版

項目名

適用業務名

第5
7

(2)

作成日付

1/2

項目のバイト数

9(  8)

婚姻届出の委託確認の審判が確定した報告的届出の場合に記録する。( 配偶者の死亡日を記録する。)

事件発生日②

無

配偶者が無籍者の場合に
記録する。

無

婚姻届出の委託確認の審判が確定し,報告的届として届出された場合に記録する。

繰り返し個数

令和　年　月　日

備考

3200戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0901

媒体

1

コード化の有無

9(  8)

無

無

無

婚姻の方式

無

無9(  8)

　本籍

無

婚姻日

無

無

副次キー項目

改定日付

平成6年12月 1日

ファイル仕様書

　戸籍（身分事項欄項目･婚姻)

K( 50) 配偶者が外国人の場合に
記録する。

無

届書提出日

外国の裁判所で婚姻が成立した場合に記録する。

無

無

レコード長メインキー項目

配偶者の国籍

証書提出日

無

K( 50)

K( 50)

無

婚
姻

　氏名

9(  8)

無

無

届書提出者

無

無

有

無

　資格名称

外国の裁判所,方式で婚姻が成立した場合に記録する。

無

無

K( 30)

裁判所

届書提出者

無

K( 30)

9(  3)

無

無

無

K( 50)

K( 30)

事件発生日①

配偶者の生年月日 9(  8)

9(  3)

K( 30)

無

外国の方式で婚姻が成立した場合に記録する。

婚姻届出の委託確認の審
判が確定し,報告的届とし
て届出された場合に記録
する。

無

　資格

　資格名称

K( 30)

届
出

有

9(  8)

送
付

無K( 30)

　資格

9(  8)

無

無

無

無

無 無K( 50)

無

無

送付を受けた日

　氏名

受理者
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編成

No.

16

17

18

19 入籍

20

21 除籍

22

23

24

25 記録

26 特記

27

無

――

第5
7

(2)

媒体

平成6年12月 1日

副次キー項目

版

1

2/2

無

項目名 項目のバイト数

無

無

主管課名
ファイル仕様書

頁数

9(  8)

許可を受けた者

9(  8)

コード化の有無

作成日付 改定日付

　入籍日 無無

3200

9(  8)

レコード長

無

無

9(  8)

繰り返し個数

無

無

許可書謄本の送付を受けた日

除籍日

適用業務名

K( 50)

令和　年　月　日

従前戸籍

備考

許可日

戸籍(身分事項)

許
可

無

無

システム化調査研究会

ファイル名

戸籍(身分事項欄項目･婚姻)

メインキー項目

無

――

無

入
戸
籍

X( 1512)予備

　筆頭者

無

無

記録日 無9(  8)

K(  3) 無

無

　本籍

K( 30)

K( 30)

　本籍

称する氏

無K( 50)

　筆頭者

K( 50) 無

入籍戸籍

K( 50)

無

新本籍 無

無

無

無

除
戸
籍

特記事項 K(100)
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

17

18

19

20 入籍

21

22 除籍

項目名 タイプ(桁数)

無

第5
7

(2)

ファイル名 メインキー項目

戸籍(身分事項)

媒体 レコード長

3200

副次キー項目

ファイル仕様書

　資格名称

離婚日 無

有

戸籍(身分事項欄項目･離婚) 平成6年12月 1日

離婚の調停成立日

9(  8)

9(  8)

　資格

適用業務名

主管課名

許可書謄本の送付を受けた日

従前戸籍

　本籍

K( 30)

無

配偶者の国籍

離婚の方式

裁判所

届出人

離婚の裁判確定日 9(  8)

9(  8)

K( 30)

無

K( 50)

届出日

事件発生日 1/6

無

無

繰り返し個数

無

改訂日付作成日付

無

事件発生日 2/6無

K( 50)

K( 50)

9(  8)

無

無

本籍不明のまま婚姻し,相手の氏を称し,入籍した者が離婚する場合に記録する。(婚姻前無籍と認められた場合)

　〔通常,【入籍戸籍】等で除籍を表すが,復籍する戸籍がないため【離婚除籍日】で除籍を表す。〕

事件発生日 3/6

事件発生日 4/6

事件発生日 5/6

無

無

無

無

無

無

無

除籍日

許可を受けた者 K( 50)

無

9(  8)

無

K( 30)

K( 50)

頁数

システム化調査研究会 1/2

備考コード化の有無

8.1平成16年4月1日

版

無

無

⇒身分事項記録コード:1001

事件発生日 6/6

無証書提出日

無

配偶者氏名

無

無 無

無

9(  3)

9(  8)

無

　資格

送付を受けた日

9(  3)

　資格名称

無

無

無

9(  8)

無

無

無

無

無

無

無

無

無

有 無

無

無

　
離
婚

　
届
出

入籍日

送
付

証書提出者

　筆頭者

受理者

許可日 無

無

離婚除籍日

離婚の和解成立日 9(  8)

9(  8)離婚の請求認諾日 無

無

9(  8)

K( 50)

K( 30)

入
戸
籍

　
許
可

9(  8)

9(  8)
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編成

No.

23

24

25

26

27 記録

28 特記

29

無

3200

レコード長媒体

戸籍(身分事項欄項目･離婚) 平成6年12月 1日

項目名 タイプ(桁数)

戸籍(身分事項)

コード化の有無

第5
7

(2)

平成16年4月1日

作成日付適用業務名

ファイル名

8.1

版

システム化調査研究会

　筆頭者

新本籍

称する氏

　本籍 無

メインキー項目

K(  30)

K(  50)

K(  30)

ファイル仕様書

K(  30)

K(  50)

頁数

副次キー項目

主管課名

備考

改訂日付

2/2

無

無K( 100)

X(1662)

無

繰り返し個数

記録日

離婚後の氏

入籍戸籍

無

無

除
戸
籍

無

特記事項

9(   8)

予備 ――

無

無

無 無

無

――

無
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13
除戸
籍

14 特記

15 予備 X(2284) ―― ――

大きな法改正等により第7002号基準書通達を変更した時
点で、本身分事項のシステム対応を行う。

 
除
籍

除籍日 9(   8) 無 無

受理照会、記載遅延の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番4の【除籍日】を使用する〕

 ･【許可日】≠空白の場合、項番12の【除籍日】=空白であること。

新本籍 K(  50) 無 無

特記事項 K( 100) 無 無

 
入
籍
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K(  50) 無 無

　筆頭者 K(  30) 無 無

 
送
付

送付を受けた日 9(   8) 無 無 送付がある場合に記録す
る。除籍には記録し新戸
籍には記録しない。受理者 K(  50) 無 無

 
許
可

許可日 9(   8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(   8) 無 無

許可を受けた者 K(  50) 無 無

 
届
出

届出日 9(   8) 無 無 事件発生日 2/2①

除籍日 9(   8) 無 無 事件発生日 2/2②

許可記載の際に記録する。〔受理照会、記載遅延の際の記録は項番12の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番4の【除籍日】≠空白であること。

　･項番4の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

除籍事由 K(  50) 無 無 '養子の離婚届出'

戸籍(身分事項) ⇒　身分事項記録コード:1002 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

 
入
籍

入籍日 9(   8) 無 無 事件発生日 1/2

入籍事由 K(  50) 無 無 '養子の離婚届出'

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･離婚/養父又は養母) 平成18年3月1日 平成18年3月1日 10

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

1

2

3

6

4

5

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

親権停止の審判取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日 30/30

親権者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

親権喪失の審判取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日 27/30

管理権喪失の審判取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日 28/30

親権停止の審判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日 29/30

管理権執行停止の裁判失効日 9(  8) 無 無 事件発生日 22/30

親権代行者改任の裁判発効日 9(  8) 無 無 事件発生日 23/30

管理権代行者改任の裁判発効日 9(  8) 無 無 事件発生日 24/30

親権喪失の審判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日 25/30

及び代行者選任の裁判発効日

親権者職務執行停止の裁判失効日 9(  8) 無 無 事件発生日 21/30

管理権辞任日 9(  8) 無 無 事件発生日 16/30

親権回復日 9(  8) 無 無 事件発生日 17/30

管理権回復日 9(  8) 無 無 事件発生日 18/30

親権者職務執行停止 9(  8) 無 無 事件発生日 19/30

管理権喪失の審判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日 26/30

無 事件発生日 14/30

親権辞任日 9(  8) 無 無 事件発生日 15/30

共同親権に服した日 9(  8) 無 無 事件発生日　8/30

親権に服した日 9(  8) 無 無 事件発生日　9/30

親権に服さなくなった日 9(  8) 無 無 事件発生日 10/30

親権喪失宣告の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日 11/30

及び代行者選任の裁判発効日

管理権執行停止 9(  8) 無 無 事件発生日 20/30

9(  8) 無 無 事件発生日　4/30

親権者を定める調停成立日 9(  8) 無 無 事件発生日　5/30

親権者変更の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　6/30

親権者変更の調停成立日 9(  8) 無 無 事件発生日　7/30

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) ⇒身分事項記録コード:1301 4000

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

親
権

親権者を定めた日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/30

親権者を定められた日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/30

親権者となった日 9(  8) 無 無 事件発生日　3/30

親権者を定める裁判確定日

管理権喪失宣告の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日 12/30

親権喪失宣告取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日 13/30

管理権喪失宣告取消しの裁判確定日 9(  8) 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･親権) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1
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編成

No.

41

管
理
権
執
行
停
止

管理権執行停止を受けた者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

40

職
務
執
行
停
止

職務執行停止を受けた者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

39

管
理
権
回
復

管理権回復者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

38

親
権
回
復

親権回復者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

37

管
理
権
辞
任

管理権辞任者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

36

親
権
辞
任

親権辞任者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

35

管
理
権
喪
失
取
消

管理権喪失取消者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

34

親
権
喪
失
取
消

親権喪失取消者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

33

管
理
権
喪
失

管理権喪失者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

戸籍(身分事項) 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

32

親
権
喪
失

親権喪失者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･親権) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

42

44

45

46

48

49

51

53

56

57

58

59

60

61

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

記録嘱託日 9(  8) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無

54

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

55

届出人

52

親
権
停
止
取
消

親権停止取消者

　資格 9(  3) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

管理権代行者の国籍 K( 50) 無 無

管理権代行者の生年月日 9(  8) 無 無

50

親
権
停
止

親権停止者

　資格 9(  3) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

親権停止期間 K( 30) 無 無

親権代行者の国籍 K( 50) 無 無

親権代行者の生年月日 9(  8) 無 無

　
管
理
権
代
行

管理権代行者 K( 30) 無 無

47

管理権代行者の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

戸籍(身分事項) 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　
親
権
代
行

親権代行者 K( 30) 無 無

43

親権代行者の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･親権) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

62

63 記録

64 特記

65 予備 X(466) ―― ――

事件発生日がない場合も
ある。
「親権者　母」

従
前
記
録

従前の記録 K(500) 無 無

親権(管理権)喪失宣告取消において先の親権(管理権)喪失宣告の記録を消除する際に記録する。
(例)
【従前の記録】……………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示．
【親権喪失宣告の裁判確定日】平成7年・・
【親権喪失取消者】父
【届出日】平成7年・・
【届出人】親権者母
 
【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカに一任する。

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

戸籍(身分事項欄項目･親権) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

～
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

20

21

22

財産管理者による後見命令発効日 9(  8) 無 無 事件発生日　13/19

財産管理者改任の裁判発効日 9(  8) 無 無 事件発生日　14/19

財産管理者による後見命令失効日 9(  8) 無 無 事件発生日　15/19

18
後見人職務執行停止 9(  8) 無 無 事件発生日　11/19

及び代行者選任の裁判発効日

19
後見監督人職務執行停止 9(  8) 無 無 事件発生日　12/19

及び代行者選任の裁判発効日

後見人辞任許可の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　 7/19

後見監督人辞任許可の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　 8/19

後見人解任の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　 9/19

後見監督人解任の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　10/19

後任の後見人就職日 9(  8) 無 無 事件発生日　 3/19

後任の後見監督人就職日 9(  8) 無 無 事件発生日　 4/19

後見終了日 9(  8) 無 無 事件発生日　 5/19

後見監督終了日 9(  8) 無 無 事件発生日　 6/19

前任の後見監督人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

K( 50) 無 無

前任の後見人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

　
後
見

禁治産宣告の裁判確定日 9(  8) 無 無 *1

後見人就職日 9(  8) 無 無 事件発生日　 1/19

後見監督人就職日 9(  8) 無 無 事件発生日　 2/19

後見開始事由 K( 50) 無 無

後見人更迭事由の発生日 9(  8) 無 無 ＊2

後見監督人更迭事由の発生日 9(  8) 無 無 ＊3

更迭事由

戸籍(身分事項欄項目･後見) 平成6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) ⇒身分事項記録コード:1401 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版
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編成

No.

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

後見監督人職務執行停止の裁判失
効日

　筆頭者 K( 30) 無 無

後見監督人の国籍 K( 50) 無 無

後見監督人の生年月日 9(  8) 無 無

後
見
代
行

後見代行者 K( 30) 無 無

後見代行者の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　
後
見
監
督

後見監督人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称

後見監督人の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

後見人の生年月日 9(  8) 無 無

職
務
執
行
停
止

職務執行停止を受けた者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

後見人の国籍 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

後見人職務執行停止の裁判失効日 9(  8) 無 無 事件発生日　16/19

9(  8) 無 無 事件発生日　17/19

後見代行者改任の裁判発効日 9(  8) 無 無 事件発生日　18/19

後見監督代行者改任の裁判発効日 9(  8) 無 無 事件発生日　19/19

後見人

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･後見) 平成6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) ⇒身分事項記録コード:1401 3200

後見人の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/4
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編成

No.

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56 記録

57 特記

58

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 K(118) - -

　
送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

記録嘱託日 9(  8) 無 無

　
財
産
管
理

財産管理者 K( 30) 無 無

財産管理者の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

財産管理者の国籍 K( 50) 無 無

財産管理者の生年月日 9(  8) 無 無

　
後
見
監
督
代
行

後見監督代行者 K( 30) 無 無

後見監督代行者の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

後見監督代行者の国籍 K( 50) 無 無

後見監督代行者の生年月日 9(  8) 無 無

戸籍(身分事項) ⇒身分事項記録コード:1401 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

　筆頭者 K( 30) 無 無

後見代行者の国籍 K( 50) 無 無

後見代行者の生年月日 9(  8) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･後見) 平成6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

戸籍(身分事項) 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　*1　項番1｢禁治産宣告の裁判確定日｣が記録された場合,事件発生日は項番2｢後見人就職日｣となり,項番2は必ず記録
される．

　*2　項番5｢後見人更迭事由の発生日｣が記録された場合,事件発生日は項番10｢後任の後見人就職日｣となり,項番10は
必ず記録される．

　*3　項番6｢後見監督人更迭事由の発生日｣が記録された場合,事件発生日は項番11｢後任の後見監督人就職日｣となり,
項番11は必ず記録される．

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

戸籍(身分事項欄項目･後見) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

  5-7-(2)-89



編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19 保佐人の生年月日 9(  8) 無 無

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

保佐人の国籍 K( 50) 無 無

保佐代行者改任の裁判発効日 9(  8) 無 無 事件発生日　11/11

保佐人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

9(  8) 無 無 事件発生日　 9/11

保佐人職務執行停止の裁判失効日 9(  8) 無 無 事件発生日　10/11

9(  8) 無 無 事件発生日　 3/11

保佐人辞任許可の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　 4/11

保佐人解任の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　 5/11

保佐人職務執行停止
9(  8) 無 無

事件発生日　 6/11

及び代行者選任の裁判発効日

保佐人の戸籍

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

後任の保佐人就職日 9(  8) 無 無 事件発生日　 2/11

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

　
保
佐

準禁治産宣告の裁判確定日 9(  8) 無 無 *1

保佐人就職日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/11

保佐人更迭事由の発生日 9(  8) 無 無 *2

更迭事由 K( 50) 無 無

前任の保佐人

保佐終了日

財産管理者による保佐命令発効日 9(  8) 無 無 事件発生日　 7/11

財産管理者改任の裁判発効日 9(  8) 無 無 事件発生日　 8/11

財産管理者による保佐命令失効日

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･保佐) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:1501 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/3
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編製

No.

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37 記録

38 特記

39

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 K( 1132) - -

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

記録嘱託日 9(  8) 無 無

　
財
産
管
理

財産管理者 K( 30) 無 無

財産管理者の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

財産管理者の国籍 K( 50) 無 無

財産管理者の生年月日 9(  8) 無 無

　
保
佐
代
行

保佐代行者 K( 30) 無 無

保佐代行者の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

保佐代行者の国籍 K( 50) 無 無

保佐代行者の生年月日 9(  8) 無 無

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

　
職
務
執
行
停
止

職務執行停止を受けた者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･保佐) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:1501 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/3
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編成

No. 項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　*1　項番1｢準禁治産宣告の裁判確定日｣が記録された場合,事件発生日は項番2｢保佐人就職日｣となり,項番2は必ず記
録される．

　*2　項番3｢保佐人更迭事由の発生日｣が記録された場合,事件発生日は項番6｢後任の保佐人就職日｣となり,項番6は必
ず記録される．

適用業務名 作成日付 改定日付 版

戸籍(身分事項欄項目･保佐) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/3

  5-7-(2)-92



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16 除籍

17 特記

18

除籍日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2333) ―― ――

事件発生日
　｢死亡日｣から設定する

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

航海日誌謄本提出日 9(  8) 無 無

無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

報告日 9(  8) 無 無

報告者

X(  1) 無 無

　死亡時分 9(  4) 無 無

　午前午後区分(終期) X(  1) 無 無

　死亡時分(終期) 9(  4) 無 無

K( 50) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:1601 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

死
亡

死亡日 9(  8) 無 無 (事件発生日)

死亡時分

　推定区分 K(  2) 無 無 "推定"のみ

　午前午後区分

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

戸籍(身分事項欄項目･死亡/死亡者) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

死亡日時 K( 50) 無 無

死亡地 K( 30) 無 無

死亡区分 K(  3)
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編成

No.

1

2 婚姻

3

4

5

6 記録

7 特記

8

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2808) ―― ――

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

戸籍(身分事項)　⇨　 身分事項記録コード:1602 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

配偶者の死亡 配偶者の死亡日 9(  8) 無 無 事件発生日

配偶者氏名 K( 30) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

戸籍(身分事項欄項目･死亡/配偶者) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

1

2 除籍

3 特記

4

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2984) ―― ――

戸籍(身分事項)　⇨　 身分事項記録コード:1603 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

高齢者消除 高齢者消除の許可日 9(  8) 無 無 事件発生日

除籍日 9(  8) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

戸籍(身分事項欄項目･死亡/高齢者消除) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 除籍

11 特記

12

　除籍日 9(  8) 無 無

　特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2621) ー ー

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

戸籍(身分事項) ⇒身分事項記録コード:1701 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

失
踪
宣
告

死亡とみなされる日 9(  8) 無 無

失踪宣告の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･失踪宣告/失踪者) 平成6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

1

2 婚姻

3

4

5

6 記録

7 特記

8

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2808) ―― ――

配偶者の
失踪宣告

配偶者の死亡とみなされる日 9(  8) 無 無 事件発生日

配偶者氏名 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

戸籍(身分事項欄項目･失踪宣告/配偶者) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　 身分事項記録コード:1702 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

1 復氏

2

3

4

5

6

7 入籍

8

9 除籍

10

11

12

13 記録

14 特記

15 予備 X( 2264) ―― ――

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

復する氏 K( 30) 無 無

入籍戸籍

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:1801 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

婚姻前の氏に復した日 9(  8) 無 無 事件発生日

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

戸籍(身分事項欄項目･復氏/復氏者) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X(2408) - -

入
籍
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除
籍

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②

除籍事由 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:1802 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日①

入籍事由 K( 50) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･復氏/配偶者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 記録

11 特記

12

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2440) ―― ――

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

死亡配偶者の国籍 K( 50) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:1901 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

姻
族
関
係
終
了

死亡配偶者の親族との 9(  8) 無 無 事件発生日

姻族関係終了日

死亡配偶者氏名 K( 30) 無 無

死亡配偶者の戸籍

　本籍

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･姻族関係終了) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

  5-7-(2)-100



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 記録

12 特記

13

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2501) ―― ――

許可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

送付
送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2001 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

推
定
相
続
人
廃
除

推定相続人廃除の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/2

推定相続人廃除の調停成立日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/2

被相続人

　続柄

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･推定相続人廃除) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 入籍

13

14 除籍

15

16

17

18

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

称する氏 K( 30) 無 無

復する氏 K( 30) 無 無

入籍戸籍

除籍日 9(  8) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

共同届出人

入
籍
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

　
入
籍

届出日 9(  8) 無 無 事件発生日

入籍事由 K( 50) 無 無

除籍事由 K( 50) 無 無

　
届
出

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　戸籍(身分事項欄項目･入籍/入籍者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2101 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版
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編製

No.

19 特記

20

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 1703) - -

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2101 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･入籍/入籍者) 平成6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 特記

15

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2284) - -

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除
籍

　除籍日 9(  8) 無 無

受理指示、記載遅延等の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番4の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番12の【除籍日】=空白であること。

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

許可記載の際に記録する。〔受理指示、記載遅延の際の記録は項番12の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番4の【除籍日】≠空白であること。

　･項番4の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

除籍事由 K( 50) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無 送付がある場合に記録す
る。除籍には記録し新戸
籍には記載しない。受理者 K( 50) 無 無

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日①

入籍事由 K( 50) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無 事件発生日②　1/2

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②　2/2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･入籍/父又は母) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2102 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 特記

13

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2288) - -

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

称する氏 K( 30) 無 無

復する氏 K( 30) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

届出による入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日①

入籍事由 K( 50) 無 無

除
籍

届出による除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②

除籍事由 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･入籍/配偶者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2103 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編成

No.

1 分籍

2

3

4

5

6

7 入籍

8

9 除籍

10

11 特記

12

除籍日 9(  8) 無 無

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2492) ―― ――

入籍日 9(  8) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2201 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

分籍日 9(  8) 無 無 事件発生日

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･分籍) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 入籍

13

14

15

16

17

18

19 記録

20 特記

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

除
籍

除籍日 9(  8) 無 無

除籍事由 K( 50) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

称する氏 K( 30) 無 無

入籍戸籍

入
籍
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

従
前
記
録

取得の際の国籍 K( 50) 無 無

従前の氏名 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2301 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

国籍取得 国籍取得日 9(  8) 無 無 事件発生日

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･国籍取得/取得者) 平成6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編製

No.

21

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2301 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

予備 X( 1750) - -

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･国籍取得/取得者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 記録

18 特記

19

記録日 9(  8) 無 無

特配事項 K(100) 無 無

予備 X( 2045) - -

除
籍

　除籍日 9(  8) 無 無

受理指示、記載遅廷等の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番7の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番15の【除籍日】=空白であること。

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無

除籍日 9(  8) 無 無

許可記載の際に記録する。〔受理指示、記載遅延の際の記録は項番15の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番7の【除籍日】≠空白であること。

　･項番7の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

除籍事由 K( 50) 無 無

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無

入籍事由 K( 50) 無 無

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2302 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

子
の
国
籍
取
得

子の国籍取得日 9(  8) 無 無

子の氏名

　続柄 9(  3) 有 無

　氏名 K( 30) 無 無

子の新本籍

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･国籍取得/子) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

  5-7-(2)-109



編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 記録

18 特記

19

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2048) - -

除
籍

　除籍日 9(  8) 無 無

受理指示、記載遅延等の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番7の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番15の【除籍日】=空白であること。

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無 事件発生日②　1/2

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②　2/2

許可記載の際に記録する。〔受理指示、記載遅延の際の記録は項番15の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番7の【除籍日】≠空白であること。

　･項番7の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

除籍事由 K( 50) 無 無

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②

入籍事由 K( 50) 無 無

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

養
子
の
国
籍
取
得

養子の国籍取得日 9(  8) 無 無 事件発生日①

養子氏名 K( 30) 無 無

養子の新本籍

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･国籍取得/養父養母) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2303 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7 婚姻

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 記録

18 特記

19 予備 X( 2148) - -

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

称する氏 K( 30) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

　
除
籍

　除籍日 9(  8) 無 無

受理指示、記載遅延等の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番5の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番14の【除籍日】=空白であること。

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

許可記載の際に記録する。〔受理指示、記載遅延の際の記録は項番14の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番5の【除籍日】≠空白であること。

　･項番5の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

除籍事由 K( 50) 無 無

配偶者氏名 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②

入籍事由 K( 50) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無 事件発生日③　1/2

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日③　2/2

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2304 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

配偶者
の国籍
取得

配偶者の国籍取得日
9(  8) 無 無

事件発生日①

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･国籍取得/養父養母) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 記録

11 特記

12

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2552) ―― ――

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2305 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

親
の
国
籍
取
得

父の国籍取得日 9(  8) 無 無 事件発生日1/2

母の国籍取得日 9(  8) 無 無 事件発生日2/2

父の新本籍 K( 50) 無 無

母の新本籍 K( 50) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･国籍取得/子) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 記録

11 特記

12

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2552) ―― ――

無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2306 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

養
親
の
国
籍
取
得

養父の国籍取得日 9(  8) 無 無 事件発生日1/2

養母の国籍取得日 9(  8) 無 無 事件発生日2/2

養父の新本籍 K( 50) 無 無

養母の新本籍 K( 50)

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･国籍取得/養子) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

No.

1 帰化

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 記録

13 特記

14

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2346) ―― ――

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

従
前
記
録

帰化の際の国籍 K( 50) 無 無

従前の氏名 K( 30) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2401 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

帰化日 9(  8) 無 無 事件発生日

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･帰化/帰化者) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 記録

18 特記

19

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2045) - -

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除
籍

　除籍日 9(  8) 無 無

受理指示、記載遅延等の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番7の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番15の【除籍日】=空白であること。

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

許可記載の際に記録する。〔受理指示、記載遅延の際の記録は項番15の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番7の【除籍日】≠空白であること。

　･項番7の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

除籍事由 K( 50) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②

入籍事由 K( 50) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無 事件発生日③　1/2

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日③　2/2

K( 30) 無 無

子の新本籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2402 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

　
子
の
帰
化

子の帰化日 9(  8) 無 無 事件発生日①

子の氏名

　続柄 9(  3) 有 無

　氏名

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･帰化/父又は母) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 記録

18 特記

19

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2048) - -

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除
籍

　除籍日 9(  8) 無 無

受理指示、記載遅延等の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番7の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番15の【除籍日】=空白であること。

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

許可記載の際に記録する。〔受理指示、記載遅延の際の記録は項番15の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番7の【除籍日】≠空白であること。

　･項番7の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

除籍事由 K( 50) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

K( 30) 無 無

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②

入籍事由 K( 50) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無 事件発生日③　1/2

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日③　2/2

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2403 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

養
子
の
帰
化

養子の帰化日 9(  8) 無 無 事件発生日①

養子氏名 K( 30) 無 無

養子の新本籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･帰化/養父又は養母の記録) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7 婚姻

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 記録

18 特記

19

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2148) - -

除
籍

　除籍日 9(  8) 無 無

受理指示、記載遅延等の際に記録する。〔許可記載の際の記録は項番5の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番14の【除籍日】=空白であること。

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

称する氏 K( 30) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

配偶者氏名 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無 事件発生日③　1/2

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日③　2/2

許可記載の際に記録する。〔受理指示、記載遅延の際の記録は項番14の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番5の【除籍日】≠空白であること。

　･項番5の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

除籍事由 K( 50) 無 無

配偶者
の帰化

配偶者の帰化日
9(  8) 無 無

事件発生日①

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②

入籍事由 K( 50) 無 無

　戸籍(身分事項欄項目･帰化/配偶者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2404 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 記録

11 特記

12

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2552) ―― ――

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

親
の
帰
化

父の帰化日 9(  8) 無 無 事件発生日1/2

母の帰化日 9(  8) 無 無 事件発生日2/2

父の新本籍 K( 50) 無 無

母の新本籍 K( 50) 無 無

　戸籍(身分事項欄項目･帰化/子) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2405 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 記録

11 特記

12

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2552) ―― ――

無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2406 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

養
親
の
帰
化

養父の帰化日 9(  8) 無 無 事件発生日1/2

養母の帰化日 9(  8) 無 無 事件発生日2/2

養父の新本籍 K( 50) 無 無

養母の新本籍 K( 50)

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･帰化/養子) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9 記録

10 特記

11

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2540) ―― ――

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2407 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

後
見
人
の
帰
化

後見人の帰化日 9(  8) 無 無 事件発生日

後見人

　氏名 K( 30) 無 無

後見人の新本籍

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･帰化/後見人) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9 記録

10 特記

11

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2450) ―― ――

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

保
佐
人
の
帰
化

保佐人の帰化日 9(  8) 無 無 事件発生日

保佐人

　氏名 K( 30) 無 無

保佐人の新本籍

　戸籍(身分事項欄項目･帰化/保佐人) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2408 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編製

No.

1

2

3

4 婚姻

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 除籍

16 特記

17

除籍日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2138) - -

報告者 K( 50) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

報告日 9(  8) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

国
籍
喪
失

国籍喪失日 9(  8) 無 無 事件発生日

喪失時の外国籍 K( 50) 無 無

喪失事由 K( 50) 無 無

配偶者氏名 K( 30) 無 無

　戸籍(身分事項欄項目･国籍喪失/喪失者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:2501 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版
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編成

No.

1

2

3

4

5 記録

6 特記

7

　記録日 9(  8) 無 無

　特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2776) ―― ――

事件発生日なし

配偶者の国籍喪失 配偶者の国籍 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　戸籍(身分事項欄項目･国籍喪失/配偶者) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2502 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 記録

11 特記

12

　記録日 9(  8) 無 無

　特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2506) ―― ――

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2601 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

国籍選択 国籍選択の宣言日 9(  8) 無 無 事件発生日

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･国籍選択) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 記録

12 特記

13

　特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2401) ―― ――

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　記録日 9(  8) 無 無

　資格 9(  8) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

外
国
国
籍

喪
失

外国籍喪失日 9(  8) 無 無 事件発生日

喪失した外国籍 K( 50) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･外国国籍喪失) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2701 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

  5-7-(2)-125



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11

【従前の記録】………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.
【名】XX…………………………名の変更の【従前の記録】は【名】のみ.

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

　名 K( 30) 無 無

　特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2462) ―― ――

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

従
前
記
録

従前の記録 ――――― ――――― ――――

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

届
出

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3201 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

名の変更 名の変更日 9(  8) 無 無 事件発生日

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･名の変更) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

特記　特記事項 K(100) 無 無

予備 K( 2597) ― ―

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

記録　記録日 9(  8) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

9(  8) 無 無 事件発生日　4/4

届
出

届出日 9(  8) 無 無

就籍届出日 9(  8) 無 無

届出人

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) ⇒身分事項記録コード:3401 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

就
籍

就籍許可の裁判発効日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/4

就籍許可の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/4

国籍存在確認の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　3/4

親子関係存在確認の裁判確定日

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･就籍) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8 入籍

9

10 除籍

11

12

13 記録

14 特記

15

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2400) ―― ――

　除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

称する氏 K( 30) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

氏
変
更

氏変更日 9(  8) 無 無 事件発生日

氏変更の事由 K( 12) 無 無 '戸籍法73条の2の届出'

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　戸籍(身分事項欄項目･戸73条の2/事件本人 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0701 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2408) - -

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/2

入籍事由 K( 50) 無 無

除
籍

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/2

除籍事由 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸73条の2/配偶者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:0702 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8 入籍

9

10 除籍

11

12

13 記録

14 特記

15

　特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2400) ―― ――

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

称する氏 K( 30) 無 無

　記録日 9(  8) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

氏
変
更

氏変更日 9(  8) 無 無 事件発生日

氏変更の事由 K( 12) 無 無 '戸籍法69条の2の届出'

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸69条の2/事件本人 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:0801 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2408) - -

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/2

入籍事由 K( 50) 無 無

除
籍

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/2

除籍事由 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸69条の2/配偶者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:0802 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8 入籍

9

10 除籍

11

12

13 記録

14 特記

15

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2400) ―― ――

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

称する氏 K( 30) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

氏
変
更

氏変更日 9(  8) 無 無 事件発生日

氏変更の事由 K( 12) 無 無 '戸籍法77条の2の届出'

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸77条の2/事件本人 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:1101 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2408) - -

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/2

入籍事由 K( 50) 無 無

除
籍

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/2

除籍事由 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸77条の2/配偶者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:1102 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8 入籍

9

10 除籍

11

12

13 記録

14 特記

15

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2400) ―― ――

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

称する氏 K( 30) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

氏
変
更

氏変更日 9(  8) 無 無 事件発生日

氏変更の事由 K( 12) 無 無 '戸籍法75条の2の届出'

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸75条の2/事件本人 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:1201 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2488) - -

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/2

入籍事由 K( 50) 無 無

除
籍

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/2

除籍事由 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸75条の2/配偶者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:1202 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8 入籍

9

10 除籍

11

12

13 記録

14 特記

15

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2400) ―― ――

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

変更後の氏 K( 30) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

氏
変
更

氏変更日 9(  8) 無 無 事件発生日

氏変更の事由 K( 12) 無 無 '戸籍法107条2項の届出'

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸107条2項) 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:2901 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

  5-7-(2)-136



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8 入籍

9

10 除籍

11

12

13 記録

14 特記

15

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2400) ―― ――

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

変更後の氏 K( 30) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

氏
変
更

氏変更日 9(  8) 無 無 事件発生日

氏変更の事由 K( 12) 無 無 '戸籍法107条3項の届出'

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸107条3項) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3001 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2408) - -

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/2

入籍事由 K( 50) 無 無

除
籍

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/2

除籍事由 K( 50) 無 無

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸107条3項/配偶者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　 ⇒身分事項記録コード:3002 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

  5-7-(2)-138



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 入籍

11

12 除籍

13

14

15 記録

16 特記

17

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2154) ―― ――

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

変更後の氏 K( 30) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

氏
変
更

氏変更日 9(  8) 無 無 事件発生日

氏変更の事由 K( 12) 無 無 '戸籍法107条4項の届出'

届
出

届出人

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･戸　107条4項) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3101 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

  5-7-(2)-139



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 入籍

14

15 除籍

16

17

18 記録 記録日 9(  8) 無 無

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

入籍戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

共同届出人

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

養
子
縁
組
取
消
し

縁組取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日

養父氏名 K( 30) 無 無

養母氏名 K( 30) 無 無

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組取消し/養子) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3501 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2
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編成

No.

19 特記

20 予備 X( 1887) ―― ――

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3501 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

特記事項 K(100) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組取消し/養子) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 記録

14 特記

15

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2323) ―― ――

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

共同届出人

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3502 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

養
子
縁
組
取
消
し

縁組取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日

養子氏名 K( 30) 無 無

養子氏名 K( 30) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組取消し/養親) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11 予備

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

X( 2408) - -

入
籍
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除
籍

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②

除籍事由 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:3503 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日①

入籍事由 K( 50) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･養子縁組取消し/配偶者) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 入籍

14

15 除籍

16

17

18 記録 記録日 9(  8) 無 無

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

入籍戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

共同届出人

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3601 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

養
子
離
縁
取
消
し

離縁取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日

養父氏名 K( 30) 無 無

養母氏名 K( 30) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･養子離縁取消し/養子) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

19 特記

20 予備 X( 1887) ―― ――

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3601 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

特記事項 K(100) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･養子離縁取消し/養子) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 記録

14 特記

15

特記事項 K(100) 無 無

予備 K( 2323) ―― ――

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

共同届出人

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3602 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

養
子
離
縁
取
消
し

離縁取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日

養子氏名 K( 30) 無 無

養子氏名 K( 30) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･養子離縁取消し/養親) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特記

11

除戸籍 新本籍 K( 50) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2408) - -

入
籍
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

除
籍

除籍日 9(  8) 無 無 事件発生日②

除籍事由 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:3603 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

入
籍

入籍日 9(  8) 無 無 事件発生日①

入籍事由 K( 50) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･養子離縁取消し/配偶者) 平成6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 入籍

12

13 除籍

14

15

16 記録

17 特記

18

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2125) ―― ――

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

新本籍 K( 50) 無 無

入籍戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

戸75条2項により検察官が婚姻取消の訴を提起し,裁判確定後に婚姻取消の記載請求をした場合に記録する

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

記録請求日 9(  8) 無 無

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3701 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

消
し

婚
姻
取

婚姻取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日

配偶者氏名 K( 30) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･婚姻取消し) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

  5-7-(2)-148



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 入籍

11

12 除籍

13

14 記録

15 特記

16

記録日 9(  8) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2293) ―― ――

除籍日 9(  8) 無 無

除
戸
籍

入籍戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

入
戸
籍

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

消
し

婚
姻
取

離婚取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日

配偶者氏名 K( 30) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･離婚取消し) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3801 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 特記

13

従
前
記
録

従前の記録 X( 500) 無 無

先の失踪宣告の記録を消除する。
【従前の記録】………………………………【従前の記録】中のインデックスを表示する際には段落ちで表示.
【死亡とみなされる日】平成7年･･
【失踪宣告の裁判確定日】平成7年･･
【届出日】平成7年･･
【届出人】親族･･

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカに一任する。

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2069) ―― ――

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

消
除

消除日 9(  8) 無 無

消除事項 K( 30) 無 無 '失踪事項'

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

失踪宣告
取消し

失踪宣告取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･失踪宣告取消し/取消者) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3901 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

～
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編成

No.

1

2

3

4

5 消除

6

7 特記

8 予備 X( 2316) ―― ――

消除事項 K( 30) 無 無 '配偶者失踪の事項'

従
前
記
録

従前の記録 X( 500) 無 無

先の配偶者失踪宣告の記録を消除する。
【従前の記録】……………………………【従前の記録】中のインデックスを表示する際には段落ちで表示.
【配偶者の死亡とみなされる日】平成7年･･

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカに一任する。

特記事項 K(100) 無 無

配偶者の失踪宣告 消除日 9(  8) 無 無 事件発生日

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

　戸籍(身分事項欄項目･失踪宣告取消し/配偶者) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:3902 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

～
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 記録

12 消除

13

14 特記

15 予備 X( 1938) ―― ――

消除事項 K( 30) 無 無 '推定相続人廃除事項'

従
前
記
録

従前の記録 X( 500) 無 無

先の推定相続人廃除の記録を消除する。
【従前の記録】……………-………………【従前の記録】中のインデックスを表示する際には段落ちで表示.
【推定相続人廃除の裁判確定日】平成7年･･
【被相続人】父･･
【届出日】平成7年･･
【届出人】父

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカに一任する。

特記事項 K(100) 無 無

許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

記録日 9(  8) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

推
定
相
続
人
廃
除
取
消
し

推定相続人廃除取消しの裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/2

推定相続人廃除取消しの調停成立日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/2

被相続人

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(身分事項欄項目･推定相続人廃除取消し) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:4001 3200

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

～

  5-7-(2)-152



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

代行者選任の裁判発効日

未成年後見監督人解任の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　14/32

未成年後見人職務執行停止及び 9(  8) 無 無 事件発生日　15/32

代行者選任の裁判発効日

未成年後見監督人職務執行停止及び 9(  8) 無 無 事件発生日　16/32

未成年後見人辞任許可の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　11/32

未成年後見監督人辞任許可の裁 9(  8) 無 無 事件発生日　12/32

判確定日

未成年後見人解任の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　13/32

の発生日

地位喪失事由 K( 50) 無 無

未成年者の後見終了日 9(  8) 無 無 事件発生日　9/32

未成年者の後見監督終了日 9(  8) 無 無 事件発生日　10/32

無 無 事件発生日　5/32

後任の未成年後見監督人就職日 9(  8) 無 無 事件発生日　6/32

未成年後見人地位喪失事由の発生日 9(  8) 無 無 事件発生日　7/32

未成年後見監督人地位喪失事由 9(  8) 無 無 事件発生日　8/32

前任の未成年後見監督人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

9(  8) 無 無 *2

更迭事由 K( 50) 無 無

前任の未成年後見人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

　
未
成
年
者
の
後
見

未成年後見人就職日 9(  8) 無 無 事件発生日　1/32

未成年後見監督人就職日 9(  8) 無 無 事件発生日　2/32

未成年後見人選任の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　3/32

未成年後見監督人選任の裁判確定日 9(  8) 無 無 事件発生日　4/32

未成年者の後見開始事由 K( 50) 無 無

未成年後見人更迭事由の発生日 9(  8) 無 無 *1

未成年後見監督人更迭事由の発生日

後任の未成年後見人就職日 9(  8)

戸籍(身分事項項目･未成年者の後見) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) ⇒　身分事項記録コード:4101 5000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/6

適用業務名 作成日付 改訂日付 版
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編成

No.

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

未成年後見監督人職務執行停止の裁判失
効日

未成年後見監督代行者改任の裁判発効日

未成年後見人の権限を財産に関する権限
に限定する定めの裁判確定日

未成年後見監督人の権限を財産に関する
権限に限定する定めの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限単独行
使の定めの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限単
独行使の定めの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限分掌行
使の定めの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限分
掌行使の定めの裁判確定日

未成年後見人の権限を財産に関する権限
に限定する定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の権限を財産に関する
権限に限定する定めの取消しの裁判確定
日

未成年後見人の財産に関する権限単独行
使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限単
独行使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限分掌行
使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限分
掌行使の定めの取消しの裁判確定日

9(  8) 無 無 事件発生日　32/32

9(  8) 無 無 事件発生日　30/32

9(  8) 無 無 事件発生日　31/32

9(  8) 無 無 事件発生日　28/32

9(  8) 無 無 事件発生日　29/32

9(  8) 無 無 事件発生日　26/32

9(  8) 無 無 事件発生日　27/32

9(  8) 無 無 事件発生日　24/32

9(  8) 無 無 事件発生日　25/32

9(  8) 無 無 事件発生日　22/32

9(  8) 無 無 事件発生日　23/32

未成年後見代行者改任の裁判発効日 9(  8) 無 無 事件発生日　19/32

9(  8) 無 無 事件発生日　20/32

9(  8) 無 無 事件発生日　21/32

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

未成年後見人職務執行停止の裁判失効日 9(  8) 無 無 事件発生日　17/32

9(  8) 無 無 事件発生日　18/32

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項項目･未成年者の後見) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) 5000

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/6
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編成

No.

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

　筆頭者 K( 30) 無 無

未成年後見監督人の国籍 K( 50) 無 無

未成年後見監督人の生年月日 9(  8) 無 無

　
未
成
年
者
の
後
見
監
督

未成年後見監督人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

未成年後見監督人の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

職
務
執
行
停
止

職務執行停止を受けた者

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

　資格 9(  3) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

解任された未成年後見人

　資格 9(  3) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

未成年後見人の生年月日 9(  8) 無 無

未成年後見人の住所

　住所 K( 50) 無 無

辞任した未成年後見人

未成年後見人の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

未成年後見人の国籍 K( 50) 無 無

戸籍(身分事項) 5000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

未成年後見人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/6

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項項目･未成年者の後見) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

記録嘱託日 9(  8) 無 無

未
成
年
者
の
後
見
監
督
代
行

未成年後見監督代行者 K( 30) 無 無

未成年後見監督代行者の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

未成年後見監督代行者の国籍 K( 50) 無 無

未成年後見監督代行者の生年月日 9(  8) 無 無

未
成
年
者
の
後
見
代
行

未成年後見代行者 K( 30) 無 無

未成年後見代行者の戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

未成年後見代行者の国籍 K( 50) 無 無

未成年後見代行者の生年月日 9(  8) 無 無

解任された未成年後見監督人

　資格 9(  3) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

未成年後見監督人の住所

　住所 K( 50) 無 無

辞任した未成年後見監督人

　資格 9(  3) 無 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

戸籍(身分事項項目･未成年者の後見) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) 5000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/6

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

  5-7-(2)-156



編成

No.

68

69

70

71

72 記録

73 特記

74

未成年後見(監督)人の財産に関する権限が取消され、先の財産の権限に関する記録を消除する際に記録する。
(例)

　特記事項 K( 100) 無 無

予備 X( 358) ―― ――

従
前
記
録

従前の記録 K( 500) 無 無

【従前の記録】……………………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.

【未成年後見人の権限を財産に関する権限に限定する定めの裁判確定日】平成24年･･
【未成年後見人】･･
【記録嘱託日】平成24年･･

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカに一任する。

　記録日 9(   8) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　
許
可

　許可日 9(   8) 無 無

　許可書謄本の送付を受けた日 9(   8) 無 無

　許可を受けた者 K(  50) 無 無

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項項目･未成年者の後見) 平成6年12月 1日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) 5000

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/6
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編成

No. 項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

*1　項番6「未成年後見人更迭事由の発生日」が記録された場合,事件発生日は項番11｢後任の未成年後見人就職日｣と
なり,項番11は必ず記録される．

*2　項番7｢未成年後見監督人更迭事由の発生日｣が記録された場合,事件発生日は項番12｢後任の未成年後見監督人就職
日｣となり,項番12は必ず記録される．

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項項目･未成年者の後見) 平成12年 3月 1日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) 5000

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 6/6
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9 記録

10 特記

11

特記事項 K( 100) 無 無

予備 X(2540) ―― ――

　
許
可

許可日 9(   8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(   8) 無 無

許可を受けた者 K(  50) 無 無

記録日 9(   8) 無 無

　本籍 K(  50) 無 無

　筆頭者 K(  30) 無 無

　
送
付

送付を受けた日 9(   8) 無 無

受理者 K(  50) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) ⇒　身分事項記録コード:2309 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

未
成
年
後
見
人
の
国
籍
取
得

未成年後見人の国籍取得日 9(   8) 無 無 事件発生日

未成年後見人

　氏名 K(  30) 無 無

未成年後見人の新本籍

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項項目･国籍取得/未成年後見人の国籍取得) 平成12年 3月 1日 令和　年　月　日 4
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9 記録

10 特記

11

特記事項 K( 100) 無 無

予備 X(2540) ―― ――

　
許
可

許可日 9(   8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(   8) 無 無

許可を受けた者 K(  50) 無 無

記録日 9(   8) 無 無

　本籍 K(  50) 無 無

　筆頭者 K(  30) 無 無

　
送
付

送付を受けた日 9(   8) 無 無

受理者 K(  50) 無 無

　
未
成
年
後
見
人
の
帰
化

未成年後見人の帰化日 9(   8) 無 無 事件発生日

未成年後見人

　氏名 K(  30) 無 無

未成年後見人の新本籍

戸籍(身分事項項目･帰化/未成年後見人の帰化) 平成12年 3月 1日 令和　年　月　日 4

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項) ⇒　身分事項記録コード:2409 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版
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移記 *1

50 5001 × 戸

身

5002 × 戸

身

5011 × 戸

身

5012 × 戸

身

5013 × 身

5014 × 身

補足説明書

記録コードタイトルコード

適用業務名

第5
7

(2)

戸籍/身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕訂正系1/3 平成6年12月 1日

作成者

事件コード

令和　年　月　日

備考

1

頁数

システム化調査研究会 1/6

作成日付 改定日付 版

訂正

②文字訂正

基本事項の文字訂正の記
録

(5011)

5001訂正

5011文字訂正

②訂正 (5001)

基本事項の訂正の記録

文字関連訂正

⇒訂正事項は記録しない

(5011)②文字関連訂正 ※1,※2の文字訂正による基本
事項中,氏名の訂正の記録

名の文字訂正(※2)が筆頭者の場合
の戸籍特定事項の訂正の記録

･筆頭者欄の名

※1,※2の文字訂正による個人
特定事項の訂正の記録
･(養)父母氏名の訂正事項

身分事項の文字訂正の記録
･身分事項中,氏及び名

戸籍特定事項の文字訂正の記録

･氏(筆頭者欄の氏)
戸籍事項の文字訂正の記録
･戸籍事項中,氏及び名(筆頭者)

身分事項の訂正の記録
(インデックスの追加,削除,訂
正)

*1：‘戸’⇨戸籍事項への記録　‘身’⇨　身分事項への記録
②：タイトルの表示の際に,2段(2カラム)右に下げて表示する。

※1：氏の文字訂正
　　〔訂正の及ぶ範囲〕
　　　･氏の文字訂正した者の(養)子：(養)父母の氏の訂正 ………………………………※4
　　　･婚姻の際に相手の氏を称した配偶者：婚姻事項中,配隅者の氏の訂正　…………※5
　　　･氏の文字訂正した者の養子：養子縁組中,養親の氏の訂正　………………………※5
　　　　　　　　　 他に,認知事項等もあり。
　　　･同一呼称上の氏：(養)父母の氏の訂正 　……………………………………………※4
　　　･同一呼称上の氏：身分事項中の氏の訂正　 …………………………………………※5
※2：名の文字訂正
　　〔訂正の及ぶ範囲〕
　　　･戸籍の表示：筆頭者の名の訂正　 ……………………………………………………※3
　　　　　 ⇨　 名の文字を訂正した者が筆頭者の場合
　　　･名の文字訂正した者の(養)子：(養)父母の名の訂正　 ……………………………※4
      ･配偶者：婚姻事項中,配偶者の名の訂正　……………………………………………※5
　　　･名の文字訂正した者の養子：養子縁組中,養親の名の訂正　………………………※5
　　　　　　　　　 他に,認知事項等もあり。

基本事項の文字訂正の記
録

戸籍事項の訂正の記録

戸籍特定事項の訂正の記録
･本籍,筆頭者

個人特定事項の訂正の記録
･(養)父母氏名,(養)父母との続
柄,名,出生年月日の訂正

文字訂正による関連訂正
の記録

⇒訂正事項/事由は記録し
ない
⇒証明には未出力

文字訂正による関連訂正
の記録
⇒訂正事項/事由は記録し
ない
⇒証明には未出力

(5011)

基本事項の訂正の記録

身分事項の文字訂正の記録
･身分事項中,氏及び名

※2

※1

※3

※4

※5

※2
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移記 *1

51 5101 × 身

5102 × 戸

身

52 5201 × 戸

身

53 5301 × 身

5302 × 身

54 5401 × 身

5402 × 身

55 5501 × 身

56 5601 × 身

57 5701 × 身

第5
7

(2)

頁数

基本事項の記録

戸籍/身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕訂正系2/3 平成6年12月 1日

補足説明書

事件コード タイトルコード 記録コード

令和　年　月　日

記録

1

版適用業務名 作成日付

5101

システム化調査研究会 2/6

記録

②記録

消除

親子関係不存在の際の移記によ
る身分事項の消除の記録
(移記前の戸籍の記録)

移記による基本事項の消
除の記録

基本事項の記録

個人特定事項の消除の記録
･(養)父母氏名,養父母との続柄
身分事項の消除の記録

(5101)

基本事項の消除の記録

戸籍事項の記録

身分事項の記録

戸籍事項の消除の記録

作成者

備考

個人特定事項の記録
･(養)父母氏名,養父母との続柄

改定日付

5301移記

消除

②移記

5402

5201

引取り

(5301)

移記

5401

除籍

引取り

回復

入籍入籍

除籍事項の回復の記録
転籍により除籍となっている場
合の回復の記録

棄児引取りによる出生事
項の消除の記録

除籍

回復

事件コード　:　50～57の｢受付事件コード｣は通常訂正系の｢受付事件コード｣となる。
　　　　　　　　　　　　　　　訂正(市区町村長職権)
　　　　　　　　　　　　　　　訂正(24条2項)
　　　　　　　　　　　　　　　訂正(113条)
　　　　　　　　　　　　　　　訂正(114条)
                              訂正(116条)
　　　　　　　　ただし,54,55,56の｢受付事件コード｣は通常系の｢受付事件コード｣となる場合もある。

棄児の引取りによる戸籍訂正の
申請があった場合の記録

移記による基本事項の記
録

親子関係不存在の際の移記によ
る身分事項の記録
(移記後の戸籍の記録)

※の際に,子の入籍となる(養)
父母の入除籍の記録

子の入籍

嫡出否認等による除籍の記録

子の入籍による(養)父母
の入除籍の記録

5701

入籍の記録

除籍の記録

回復の記録

5501

嫡出否認等による入籍の記録
※
皇室典範11条･13条による入籍
の記録

5601

(18)
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移記 *1

58 子の復籍 5801 × 身

1

5801子の復籍

システム化調査研究会

作成日付適用業務名

事件コード タイトルコード

平成6年12月 1日

子の復籍により3代戸籍となる
場合の父母の入除籍の記録

版改定日付

記録コード

頁数

令和　年　月　日

補足説明書
作成者第5

7
(2) 3/6

備考

戸籍/身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕訂正系3/3

子の復籍による父母の入
除籍の記録

事件コード : 58の｢受付事件コード｣は通常系の｢受付事件コード｣となる。
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移記 *1

× 戸

身

7002 × 身

7003 ○ 身

7011 × 戸

身

7012 × 戸

身

7013 × 身

7014 × 身

第5
7

(2)
補足説明書

平成16年4月23日
(両毛システムズ:園部)

適用業務名 作成日付

4/6

改訂日付

システム化調査研究会

身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕　　　更正系

戸籍事務コンピュータ化調査研究会
(性同一性障害の対応案)

頁数作成者

平成 6年12月 1日 平成16年7月16日

7011文字更正

個人特定事項の文字更正の記録
･名

戸籍特定事項の文字更正の記録
･氏(筆頭者欄の氏)
戸籍事項の文字更正の記録
･戸籍事項中,氏及び名(筆頭者)

性別変更の記録

版

更正

性同一性障害

7001

記録コード

②更正 (7001)

7001

文字関連更正 (7011)

(7011)

タイトルコード

(7011)

②文字関連更正

8.2

備考

70 更正

出生事項中,届出人資格の更正の記
録

個人特定事項の更正の記録
･(養)父母氏名,(養)父母との続柄,
名,出生年月日の更正

7003

戸籍特定事項(本籍)の更正の記録
→行政区画変更
→行政区画の名称変更等

個人特定事項の更正の記録
･(養)父母との続柄の更正

基本事項の文字更正の記
録

基本事項の更正の記録

更正事項の記録
⇒更正事項/事由は記録し
ない

文字更正による関連更正
の記録

⇒更正事項/事由は記録し
ない
⇒証明には未出力

文字更正による関連更正
の記録

⇒更正事項/事由は記録し
ない
⇒証明には未出力

基本事項の文字更正の記
録

(受付)事件コード

②文字更正

名の文字更正(※2)が筆頭者の場合
の戸籍特定事項の更正の記録
･筆頭者の名

※1,※2の文字更正による個人特定
事項の更正の記録
･(養)父母氏名の更正事項

身分事項の文字更正の記録
･身分事項中,氏及び名

※1 :氏の文字更正
　〔更正の及ぶ範囲〕
　　　 ･氏の文字更正した者の(養)子:(養)父母の氏の更正　 ………………………………※4
　　　 ･婚姻の際に相手の氏を称した配偶者:婚姻事項中,配偶者の氏の更正　……………※5
　　　 ･氏の文字更正した者の養子:養子縁組中,養親の氏の更正　…………………………※5
　　　　　　　　　　　　他に,認知事項等もあり。
　〔著しく差異のない字体の更正〕
　　　 ･同一呼称上の氏:(養)父母の氏の更正　 ………………………………………………※4
　　　 ･同一呼称上の氏:身分事項中の氏の更正　 ……………………………………………※5

※2 :名の文字更正
　〔更正の及ぶ範囲〕
　　　 ･戸籍の表示:筆頭者の名の更正　 ………………………………………………………※3
　　　　　⇒　名の文字を更正した者が筆頭者の場合
　　　 ･名の文字更正した者の(養)子:(養)父母の名の更正　 ………………………………※4
　　　 ･配偶者:婚姻事項中,配偶者の名の更正　………………………………………………※5
　　　 ･名の文字更正した者の養子:養子縁組中,養親の名の更正　…………………………※5
　　　　　　　　　　　　他に,認知事項等もあり。

※1.※2の文字更正による基本事項
中,氏名の更正の記録

※2

※1

※3

※4

※5

※2
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移記 *1

80 8001 × 戸

身

8002 × 戸

身

戸籍/身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕追完系

(受付)事件コード タイトルコード 記録コード

追完

第5
7

(2)

追完

補足説明書
5/6

作成者

(8001)②追完

改定日付

備考

頁数

8001

基本事項の追完の記録

基本事項の追完の記録

システム化調査研究会

作成日付適用業務名

身分事項の追完の記録
(インデックスの追加,削除,訂
正)

令和　年　月　日

戸籍事項の追完の記録

平成6年12月 1日

版

1

戸籍特定事項の追完訂正の記録
･本籍,筆頭者

個人特定事項の追完の記録
･(養)父母氏名,(養)父母との続
柄,名,出生年月日の追完
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移記 *1

90 9001 9001 ○ 身

91 9101 9101 ○ 身

改定日付 版

6/6

適用業務名 作成日付

第5
7

(2)
補足説明書

システム化調査研究会

作成者 頁数

平成6年12月 1日 1令和　年　月　日

記録コード

戸籍/身分事項〔タイトル/記録コード対応表〕変更系

事件コード

配偶者の国籍
変更

外国人配偶者
の国籍変更

外国人配偶者
の氏名変更

配偶者の氏名
変更

タイトルコード 備考

日本人の婚姻事項中,外国人配
偶者の氏名(【配偶者氏名】)の
変更事項

氏名変更の日本人配偶者
の記録

日本人の婚姻事項中,外国人配
偶者の国籍(【配偶者の国籍】)
の変更事項

国籍変更の日本人配偶者
の記録

　事件名は訂正(市区町村長)となる.

  5-7-(2)-166



編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16 特記

17

頁数第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名

システム化調査研究会 1/1

媒体

平成 6年12月 1日

メインキー項目

平成13年 3月 1日　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･訂正)

ファイル名

備考項目名 タイプ(桁数)

無

5

レコード長

3200

副次キー項目

無

訂正日

訂正事項

無

無

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5001

コード化の有無

 
訂
正

繰り返し個数

9(  8)

K( 30)

無

無

訂正事由

無

無

有 無

無

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

裁判確定日 9(  8)

9(  3)

事件発生日

 
送
付

無

無

無

無

　資格

K( 50)

K( 50)

K( 30)

無

　資格

許可日

　氏名

通知を受けた日

無

無

　資格名称 K( 30)

K( 30)

有

無

- -

9(  8)

　氏名 K( 30)

9(  3)

9(  8)

9(  8)

K(100)特記事項

 
許
可

戸籍(身分)事項中のインデックスを記録する場合に使用する。
個人特定事項中のタイトルを記録する場合に使用する。
【記録の内容】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

無

無

許可を受けた者

無9(  8)

無

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

無

K( 50)

X(500)

X( 500)　記録の内容

　従前の記録

無

無

申請日

申請人

無

無

無

戸籍(身分)事項中のインデックスを訂正、消除する場合に使用する。
個人特定事項中のタイトルを訂正、消除する場合に使用する。
【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

無

　資格名称

9(  8)

無

申請人

送付を受けた日

受理者

無許可書謄本の送付を受けた日

無

予備

【記録の内容】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

無

 
申
請

無

無

無

無

無

記
録
内
容

従
前
記
録

(例)
【記録の内容】--------
【出生日】平成7年‥
　　　　　～

(例)
【従前の記録】--------
【出生日】平成7年‥
　　　　　～

X( 1338)
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編成

No.

1 訂正

2

3 特記

4

主管課名

1/1

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･文字訂正/文字関連訂正)

事件発生日

令和　年　月　日

メインキー項目

戸籍(戸籍/身分事項) ⇨戸籍/身分事項記録コード:5011

――

K(100)

訂正日

コード化の有無

特記事項 無

項目名

(例)
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.

【父】甲野

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

9(  8) 無

無

繰り返し個数

無

――

媒体

システム化調査研究会

版

頁数

従
前
記
録

予備

平成6年12月 1日

作成日付 改定日付

項目のバイト数

ファイル仕様書

適用業務名

無

従前の記録 X(500)

ファイル名 副次キー項目

無

1

レコード長

3200

備考

X( 2492)

第5
7

(2)
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

記録日

副次キー項目 媒体

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5101

ファイル名

3200

メインキー項目

コード化の有無

　
記
録

裁判確定日

9(  8)

K( 30)

作成日付

K( 50)

レコード長

版改訂日付

頁数

システム化調査研究会

平成 6年12月 1日 5

無

備考

無

【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

　資格名称

ファイル仕様書
主管課名

平成13年 3月 1日

1/2

タイプ(桁数)

記録事項

9(  8)

記録事由

項目名

適用業務名

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･記録)

第5
7

(2)

繰り返し個数

無

無

無

K( 30)

無

無

事件発生日

無

無

K(  5)

従
前
記
録

　
許
可

‐

【父母との続柄】男(女)---

無

無

　
送
付

　
申
請

関
連

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無9(  8)

無

9(  8) 無

有

無

9(  3)

申請日

　資格

無

　資格

　従前の記録

9(  3)

K( 30)

K( 30)　関連訂正事項

9(  8)

許可日

9(  8)

K( 50)

無送付を受けた日

受理者

K( 30)

　資格名称

　氏名

通知を受けた日

9(  8)

無

許可書謄本の送付を受けた日

許可を受けた者

　氏名 K( 30)

有

無

K( 50)

(例)

無

父欄を記録する際の【従前の記録】は【父母との続柄】のみ。

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

'父母との続柄'

父欄を記録の際に【父母との続柄】を訂正する場合に記録する。項番15も記録する。

‐

【従前の記録】---------------

無　父母との続柄

申請人

無

無

父母欄を記録する際に、続柄を訂正する場合に記録する。

‐

'男'または'女'

無

無

申請人
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編製

No.

16

17 特記

18

　父 K( 30) 無

無

個人特定事項を訂正、消除する場合に記録する。

2/2

メインキー項目

適用業務名

媒体 レコード長

版

頁数
ファイル仕様書

作成日付

【父】何某

　母

　養父

K( 30)

備考

副次キー項目

【記録の内容】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。【記録の内容】----------

特記事項

K(  5)

(例)

3200

父母欄を記録する際に、続柄を訂正する場合に記録する。

　養母

繰り返し個数項目名

ファイル名

コード化の有無タイプ(桁数)

'養子'または'養女'

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5101

無　養父母との続柄

主管課名

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･記録) 平成 6年12月 1日 5

システム化調査研究会

改訂日付

第5
7

(2)

記
録
内
容

【記録の内容】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

‐

‐

無

無

‐　記録の内容

平成13年 3月 1日

無

無

無

無

‐

K(100) 無

予備

K( 30)

K( 30)

無 無

‐X( 2018)
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

適用業務名 作成日付

頁数第5
7

(2)
ファイル仕様書

システム化調査研究会 1/2

主管課名

3200

裁判確定日

無

無9(  8)

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･消除)

繰り返し個数

消除事項

タイプ(桁数) コード化の有無

K( 30)

無

9(  3)

無

K( 30)

無

無

9(  3)

K( 30)

申請日

受理者

無

無

無

無

無K( 50)

無

申請人

　氏名

無

有

申請人

　資格名称

9(  8)

9(  8)

K( 50)

9(  8)

K( 30)

無

　筆頭者

通知を受けた日

　氏名

　資格名称

　筆頭者

無

有

K( 50)

K( 30)

　
申
請

無

回復後の戸籍

無　本籍

許可日

許可書謄本の送付を受けた日

　本籍

許可を受けた者

送付を受けた日

無

無

　
消
除

ファイル名 メインキー項目

戸籍(戸籍/身分事項)

消除事由

9(  8)消除日

項目名

無

備考

10

改訂日付 版

平成18年 3月 1日

副次キー項目 媒体

平成6年12月 1日

⇒戸籍/身分事項記録コード:5201

9(  8)

無

無

無

無

無

無

レコード長

事件発生日

第10版にて修正

無

無

無

無

無

無

無

無

無

K( 50)

K( 30)

K( 50)

回
復
戸
籍

消
除
戸
籍

　
許
可

　
送
付

K( 30)

無

従前戸籍

　資格

無

無

　資格

9(  8)

無

無
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編製

No.

16

17

18 特記

19 ‐

ファイル仕様書
システム化調査研究会

主管課名

項目名

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

父欄を消除の際に【父母との続柄】を訂正する場合に記録する。項番17も記録する。

K( 30)

【出生日】平成7年･･

　　　　　～

無

無

　関連訂正事項

　従前の記録 無

コード化の有無

2/2

改訂日付

平成13年 3月 1日

版

無

ファイル名

平成 6年12月 1日

適用業務名 作成日付

メインキー項目 副次キー項目

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･消除)

第5
7

(2)

5

タイプ(桁数)

予備

無

3200

特記事項

X( 1458)

備考

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5201

関
連

【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

‐

従
前
記
録

K(100)

X( 500)

頁数

レコード長

'父母との続柄'無

(例)

【従前の記録】----------

繰り返し個数

媒体
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 特記

コード化の有無 繰り返し個数

媒体

9(  8)

K( 30)

9(  3)

K( 30)

K( 50)

無

適用業務名

3200

平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日

申請人

無

無

9(  3)

備考

作成日付

事件発生日

頁数

裁判確定日

　資格名称

9(  8)

主管課名

版

システム化調査研究会

第5
7

(2)
ファイル仕様書

タイプ(桁数)

無

無

無

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5301

項目名

　
移
記

9(  8) 無

5

改訂日付

1/2

副次キー項目ファイル名 メインキー項目

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･移記)

レコード長

K( 30)

無

移記日

移記事項

　氏名

申請日

無

無

K( 50)

K( 30)

K( 50)

無

　資格名称

　氏名 無

無

　資格

　
申
請

9(  8)

9(  8)

K( 50)

K( 30)

K( 30)

移記前の戸籍　
移
記
戸
籍

無

9(  8)

申請人

　資格

無

無

有

無

無

無

無

無

無

　
許
可

K( 30)

無

無

　筆頭者

　本籍 無

無

　本籍

移記後の戸籍

通知を受けた日

9(  8)

K( 50)許可を受けた者

許可日

許可書謄本の送付を受けた日

送付を受けた日

受理者

無

無

無

　
送
付

従
前
記
録

　従前の記録

【従前の記録】----------

　筆頭者

　　　　　～

X(500)

移記により基本事項を消除する場合に使用する。

無

無

無

無

無

無

無

無

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

無

特記事項 K(100)

移記事由

無

有

無

無

無

無

【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

(例)

【出生日】平成7年･･

無
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編製

No.

18

版

平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日

タイプ(桁数) コード化の有無

メインキー項目

主管課名 頁数

5

2/2
ファイル仕様書

作成日付

第5
7

(2)

‐

改訂日付

システム化調査研究会

繰り返し個数

‐

項目名

適用業務名

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･移記)

媒体

備考

レコード長

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5301

X( 1518)

ファイル名

予備

3200

副次キー項目
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 特記

16

コード化の有無 繰り返し個数

メインキー項目

入籍事由

無

予備

適用業務名

9(  8)

　
許
可

　
送
付

　
入
籍
戸
籍

3200

K( 30)

無

9(  8)裁判確定日

申請日

　資格

　資格名称

無

無

無

K( 50)

　筆頭者

項目名

K(100)

K( 50)

X( 2178) ‐

無

特記事項

許可を受けた者

従前戸籍

　本籍 K( 50) 無

5平成13年 3月 1日

システム化調査研究会

媒体

版

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･入籍) 平成 6年12月 1日

副次キー項目

9(  8)

K( 50)

9(  8)

備考

無

無

9(  8)

無

頁数

1/1

無

受理者

タイプ(桁数)

ファイル名

第5
7

(2)

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5401

ファイル仕様書

K( 30)

K( 30)

　
申
請

　氏名

K( 30)

許可日

許可書謄本の送付を受けた日

　
入
籍

入籍日

入籍事項

　氏名

通知を受けた日

送付を受けた日

　資格名称

申請人

無

無

無

無

無

無

9(  8)

無

無

無

9(  3)　資格

申請人

無

無

無

9(  3)

K( 30)

9(  8)

作成日付 改訂日付

主管課名

事件発生日

無

レコード長

有

有

無

無

無

無

無

K( 30)

無

無

無

無

無

無

‐

無

無

無
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16 特記

17

入籍日 無

頁数

1/1

版

平成13年 3月 1日

改訂日付

事件発生日①

副次キー項目 媒体

5

第5
7

(2)

無

作成日付

平成 6年12月 1日

システム化調査研究会
ファイル仕様書

9(  8)

9(  8)

申請日

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･子の入籍)

適用業務名

除籍日

除籍事由

入籍事由

従前戸籍

ファイル名 メインキー項目

　資格名称

　氏名

申請人

　資格名称

無

許可を受けた者

通知を受けた日

許可日

無

項目名

K( 50)

K( 30)

無

9(  8)

無

無

無

無

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5402

　
入
籍

9(  3)

無

　資格 有

無

無

無

K( 50)

9(  3)

無

無

無

無

無

無

9(  8)

9(  8)

無

K( 30)

K( 30)

申請人

　資格

無

無

無

無

X( 2038)

9(  8)

無

無

無

無

備考繰り返し個数

3200

タイプ(桁数) コード化の有無

レコード長

K( 50)

無9(  8)

主管課名

K( 50)

許可書謄本の送付を受けた日

無

事件発生日②

除戸籍

予備

K( 50)

K( 30)

　
除
籍

無

無

無

無

無

有

無

無

無

‐

無

　
入
籍
戸
籍

　
許
可

　
送
付

　
申
請

無

‐

送付を受けた日

K( 50)

K( 30)

受理者

　氏名

新本籍

K(100)

　筆頭者

特記事項

　本籍
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 特記

18

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･除籍) 平成 6年12月 1日

1/1

1

ファイル仕様書

K( 50)

有

無

無9(  8) 無

X( 1578)

無

無

無

申請日

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5501

ファイル名

除籍事項

無

無

9(  8)

K(100)

9(  8)

無

　
除
籍

コード化の有無

レコード長

改訂日付

3200

頁数

副次キー項目 媒体

第5
7

(2)

主管課名

備考

システム化調査研究会

平成13年 3月 1日

作成日付 版

無

無

事件発生日

K( 30)

K( 50)

9(  8)

無

K( 30)

繰り返し個数

メインキー項目

除籍日

予備

(例)

　本籍

　氏名

申請人

特記事項

無

無

有

　　　　　～

　筆頭者

新本籍

　従前の記録

無

項目名 タイプ(桁数)

適用業務名

K( 30)

K( 30)

送付を受けた日

受理者

9(  8)

無

【従前の記録】----------

除
戸
籍

9(  8)

【出生日】平成7年‥

　資格

　資格名称

K(500)

K( 30)

許可日

　氏名

許可書謄本の送付を受けた日

許可を受けた者

K( 50)

　
送
付

　
許
可

無

　
申
請

無

無

無

無

K( 50) 無

9(  8)

9(  3)

無

無

無

無

無

無

入籍戸籍

無

無

K( 50)

K( 30)

無

無

無

無

無

9(  3)

-

無

無

無

無従
前
記
録

無

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

基本事項を消除し、除籍となる場合に使用する。

【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

無

-

無

申請人

　資格

　資格名称

通知を受けた日

除籍事由

裁判確定日
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 特記

15

無

無

無

無

無

無

無

無

無

コード化の有無

K( 30)

項目名

無

無

有

無

事件発生日

無

無

K( 30)

K( 50)

適用業務名

主管課名

システム化調査研究会

　
送
付

　資格

回復事項

回復日

タイプ(桁数)

9(  3)

K( 30)

戸籍(戸籍/身分事項欄項目･回復)

ファイル仕様書

9(  8)

9(  8)

第5
7

(2)

　資格

無

無

ファイル名 メインキー項目

3200

版

媒体

改訂日付

平成13年 3月 1日平成 6年12月 1日 5

9(  8)

副次キー項目

作成日付

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5601

許可を受けた者

特記事項

X( 2338)

1/1

無

頁数

繰り返し個数

無

無

レコード長

　氏名

通知を受けた日

送付を受けた日

9(  3)

無

K( 30)

無

-

無

K( 50)

K(100)

無

無受理者 K( 50)

無

無

9(  8)

9(  8)

9(  8)

9(  8)

K( 30)

無

許可書謄本の送付を受けた日

無

-

無

許可日

無

　
許
可

予備

　資格名称

無

申請日

申請人

有

　資格名称

無

　氏名

回復事由

申請人

裁判確定日

無

備考

無

　
回
復

　
申
請
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7 特記

8

頁数

版

レコード長

コード化の有無

無

無

無

K( 30)

申請日

X( 2641)

　資格

　資格名称

引
取
り

予備

特記事項

　筆頭者

引取人氏名

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･引取り)

K( 30)

引取人

9(  8)

　本籍

引取日

システム化調査研究会

第5
7

(2)

主管課名

事件発生日

繰り返し個数

ファイル名

改定日付

令和　年　月　日

1/1

3200

無

――

メインキー項目

ファイル仕様書

無K( 30)

項目名

有

K( 50) 無

適用業務名 作成日付

平成6年12月 1日

無

無

無

無

9(  8)

備考

1

――

無

無

無

無

無

K( 30)

項目のバイト数

戸籍(戸籍/身分事項) ⇨戸籍/身分事項記録コード:5701

引取人の戸籍

9(  3)

副次キー項目 媒体

無消除事由

無K(100)

'引取り'
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 特記

15

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名

備考

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･子の復籍)

レコード長

3200

副次キー項目 媒体

適用業務名

繰り返し個数

改訂日付

平成6年12月 1日

頁数

システム化調査研究会 1/1

タイプ(桁数)

5平成13年 3月 1日

作成日付 版

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:5801

ファイル名

-

無

無

無

-

新本籍

コード化の有無

メインキー項目

除籍事由

　筆頭者

送付を受けた日

受理者

許可日

許可書謄本の送付を受けた日

無

無

無

9(  8)

無

事件発生日②　2/2除籍日

許可を受けた者

無

無

無

K( 50)

　本籍

　除籍日

K( 30)

無

入籍事由

届出日

無

K( 50)

　
届
出

無

　
許
可

　
送
付

無

無

無

無

9(  8)

9(  8)

　･項番4の【除籍日】≠空白の場合、【許可日】≠空白であること。

無K( 50) 無

舞

無

無

事件発生日①

9(  8)

無

無

無

無 事件発生日②　1/2

K( 50)

許可記載の際に記載〔受理指示、記載遅延等の際の記載は項番12の【除籍日】を使用する〕

無

無

無

K( 50)

9(  8)

9(  8)

予備

除
籍

特記事項

送付がある場合に記載す
る。除籍には記載し新戸
籍には記載しない。

　･【許可日】≠空白の場合、項番4の【除籍日】≠空白であること。

X( 2284)

K(100)

9(  8)

無

従前戸籍

K( 50)

受理指示、記載遅延等の際に記載〔許可記載の際の記載は項番4の【除籍日】を使用する〕

　･【許可日】≠空白の場合、項番12の【除籍日】=空白であること。

除戸籍

項目名

入籍日　
入
籍

　
入
籍
戸
籍
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編製

No.

1

2

3

4

5 特記

6

適用業務名

項目名 タイプ(桁数)

無

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

(例)

　従前の記録

【従前の記録】----------

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名

システム化調査研究会

9(  8)

K( 30)

繰り返し個数

無

メインキー項目

平成13年 3月 1日

コード化の有無

頁数

更正日

ファイル名

備考

無

媒体

平成 6年12月 1日

1/1

5

作成日付

無

3200

-

無 無特記事項 K(100)

予備

【父】甲野義太郎

　　　　　　～

X( 2332)

従
前
記
録

　
更
正

無

-

無

改訂日付

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:7001

無

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･更正)

更正事項

無K( 50)

X(500)

更正事由

版

レコード長副次キー項目
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編成

No.

1

2

3 届出

4

5

6

7 特記

8

特記事項 K( 100) 無 無

予備 X( 2696) ―― ――

除戸籍 新本籍 K(  50) 無 無

　
従
前
記
録

従前の記録 ―― ―― ――

(例) 続柄を訂正する場合に記録する。

【従前の記録】 【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

【父母との続柄】長男(長女)

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

　父母との続柄 K(   5) 無 無 '長男'･'長女'等

　養父母との続柄 K(   5) 無 無 '養子'または'養女'

記録嘱託日 9(   8) 無 無

入
籍
戸
籍

従前戸籍 ―― ―― ――

　本籍 K(  50) 無 無

　筆頭者 K(  30) 無 無

戸籍(身分事項) ⇒　身分事項記録コード:7003 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

更
正

平成15年法律第111号3条による裁判発効日 9(   8) 無 無 事件発生日 1/2

平成15年法律第111号3条による裁判確定日 9(   8) 無 無 事件発生日 2/2

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍(身分事項欄項目･平成15年法律第111号3条) 平成16年 7月16日 平成23年9月30日 14.1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編成

No.

1 更正

2

3 特記

4

特記事項 K(100) 無 無

予備 X( 2492) ―― ――

戸籍(戸籍/身分事項) ⇨戸籍/身分事項記録コード:7011 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

更正日 9(  8) 無 無

　
従
前
記
録

従前の記録 X(500) 無 無

(例)
【従前の記録】…………………………【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示.

【氏】甲野

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･文字更正/文字関連更正) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編製

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 入籍

13

14

15 除籍

16

除籍日 9(  8) 無 無

　
除
戸
籍

除籍戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

　
入
籍
戸
籍

入籍戸籍

　本籍 K( 50) 無 無

　筆頭者 K( 30) 無 無

新本籍 K( 50) 無 無

　
許
可

許可日 9(  8) 無 無

許可書謄本の送付を受けた日 9(  8) 無 無

許可を受けた者 K( 50) 無 無

入籍日 9(  8) 無 無

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

　
送
付

送付を受けた日 9(  8) 無 無

受理者 K( 50) 無 無

　
届
出

届出日 9(  8) 無 無

届出人

　資格 9(  3) 有 無

　資格名称 K( 30) 無 無

　氏名 K( 30) 無 無

届出人

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:8001 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

　
追
完

追完日 9(  8) 無 無

追完の内容 K( 30) 無 無

追完事由 K( 50) 無 無

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･追完) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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編製

No.

17

18

19 特記

20

特記事項 K(100) 無 無

予備 X(878) - -

記
録
内
容

　記録の内容 X(500) 無 無

(例) 基本事項中のインデックスを記録する場合に使用する。

【記録の内容】----------【記録の内容】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

【出生日】平成7年‥

　　　　　～

【記録の内容】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

戸籍(戸籍/身分事項)⇒戸籍/身分事項記録コード:8001 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

従
前
記
録

　従前の記録 X(500) 無 無

(例) 基本事項中のインデックスを訂正、消除する場合に使用する。

【従前の記録】----------【従前の記録】中のインデックスを表記する際には段落ちで表示。

【出生日】平成7年‥

　　　　　～

【従前の記録】の各事項の保有方法はメーカーに一任する。

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(戸籍/身分事項欄項目･追完) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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編製

No.

1 記録

2

3

4 特記

5 予備 X( 2792) - -

「記録日」は移記されな
いので、事件発生日がな
い場合もある。

記録日 9(  8) 無 無 事件発生日

変
更

変更事由 K( 50) 無 無

変更後の国籍 K( 50) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

　戸籍(身分事項欄項目･配偶者の国籍変更) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

　戸籍(身分事項)　⇒身分事項記録コード:9001 3200

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版
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編成

No.

1 記録

2 変更

3 特記

4 予備

「記録日」は移記されな
いので,事件発生日がない
場合もある。

記録日 9(  8) 無 無 事件発生日

変更後の氏名 K( 30) 無 無

特記事項 K(100) 無 無

X( 2932) ―― ――

　戸籍(身分事項欄項目･配偶者の氏名変更) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

戸籍(身分事項)　⇨　身分事項記録コード:9101 3200

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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　ファイル:　受付

　目的:　受付帳と発収簿の一部(管轄法務局へ照会をするもの)の情報を格納するファイルである。
　　　　 届出事件で受領したものすべてについてレコードを作成する(不受理,受理照会,処理照会,返戻,取下げ,保
留,受領処分の撤回の事件についても作成する)。

　検索キー:　受領番号,事件本人カナ氏名,事件本人漢字氏名,事件本人生年月日,受付日,処分区分である。

　検索補助キー:　事件コード,受理送付区分および渉外区分である。

　受領番号:　1つの受付事件に1つの受領番号を付加する。
　　　　　　 受領番号の内訳は番号取得ファイルで説明したとおりであるが,履歴が発生する場合があるので,その管
理として最終1桁を枝番として付加する。
　受付事件コード:　受付帳での事件コード(離婚の場合,『協議離婚』『調停離婚』『裁判離婚』を区別するため)。
　受付日:　自庁に届出された日(受領日)または他市町村(在外公館)から届書が送られてきた日(送付日)。
　事件発生日:　報告的届出の場合に記録し,創設的届出の場合は記録しない。
　　　　　　　 ①出生,死亡はその事件が発生した日
　　　　　　　 ②日本及び外国での裁判が確定した日(裁判確定日,調停成立日)
　　　　　　　 ③外国の方式又は外国の裁判により成立した事件で証書の提出があった場合(証書提出日　etc.)
　事件発生時分:　規則21条に規定されている,死亡した時分(死亡時分が明確な場合)。
　発日:　管轄法務局に照会書を送付した日。
　収日:　管轄法務局から指示書が到達した日。
　指示日:　受理照会,処理照会に対する回答を管轄法務局が指示した日。

　許可日:　管轄法務局に職権記載の許可を求め,その許可がおりた日。
　関連受領番号:　追完,訂正等,既に受領済みの他の届出事件に関連する届が出されたとき,その関連する受領番号を
設定する項目。
　　　　　　　　 (ex.)既に受領済みの他の届出事件(受領番号100)に対する追完届(今回の受領番号200)が受領され
たとき,受領番号100の関連受領番号に200を,受領番号200の関連受領番号に100を各々設定する。
　届出人資格区分:　事件本人以外が届出人となった場合にその届出人の資格を格納する。
　届出人氏名:　上記の届出人氏名を格納する。
　処分区分:　届出の審査結果を格納する。
　決裁区分:　決裁内容を格納する。
　事件本人区分:　事件における事件本人の名称(養子であるか養父であるか　等)を格納する。
　渉外区分:　渉外事件(昭和59年11月1日民二5500通達を含む)か外国人の事件かを区別する。
　本籍:　事件本人の現本籍を格納する。
　筆頭者:　事件本人の現本籍の筆頭者を格納する。
　届後本籍:　事件本人が現本籍から異動する場合の届出後本籍(新戸籍,戻る戸籍　等)を格納する。
　　　　　　 ※死亡で日または時分が明確でない場合(推定の死亡日,死亡時分)に死亡日時を格納する。
　送達確認1:　届後本籍地に送付する送達確認区分である。
　送達確認2:　現本籍地に送付する送達確認区分である。
　証書提出区分:　戸籍法41条に係わる届か,通常の届出かを区別する。
　　　　　　　　 外国の方式又は外国の裁判により成立した事件で証書の提出があった場合に1(法41条証書提出),そ
れ以外は0(届出)を設定する。
　送付目録区分:　管轄法務局に届書の送付が必要か否かを区別する。
　　　　　　　　 ①本籍分の届出(本非区分=1)の場合は1(送付要)を設定する。
　　　　　　　　　 ただし,本籍分の届出であっても自庁内の戸籍への記録がない場合は0(送付不要)を設定する。
　　　　　　　　 ②非本籍分の届出(本非区分=2)であっても自庁内の戸籍に記録する場合は1(送付要)を設定する。
　　　　　　　　 ③非本籍分の届出(本非区分=2)であり,自庁内の戸籍への記録もない場合は0(送付不要)を設定す
る。
　審査不可区分:　改正国籍法前に外国人と婚姻し,(養)父母の戸籍にとどまっている者に1を設定する。
　　　　　　　　 昭和32年法務省令による改製作業における筆頭者の申出をした者に2を設定する。

　履歴発生要因:　受付帳作成後に項目を修正(便宜訂正通知による　等)する場合:｢受付ファイル更新｣参照
　　　　　　　　 処分決定後,処分区分に変更があった場合。
　　　　　　　　 決裁で『誤処理』とされた場合に再作成された受付帳。｢処分決定｣参照

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/4
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編成

DB

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

届後本籍 K( 50) 無 無

届後戸籍の筆頭者 K( 30) 無 無

無 無

1:入籍
2:新戸籍編製

届後本籍コード 9( 15) 有 無

届出人氏名2 K( 30) 無 無

届後本籍区分 9(  1) 有 無

関連受領番号 9(  9) 無 5 受領番号上9バイト

届出人資格区分1 9(  3) 有 無

　　届出人が本人の
　　場合は入力無し

届出人資格区分2 9(  3) 有 無

届出人資格名称2 K( 30) 無 無

届出人資格名称1 K( 30) 無 無

届出人氏名1 K( 30)

指示日 9(  8) 無 無

許可日 9(  8) 無 無

発日 9(  8) 無 無

収日 9(  8) 無 無

発送日 9(  8) 無 無

郵送日 9(  8) 無 無

渉外区分 9(  1) 有 無 0:-
1:渉外
2:外国

受理送付区分 9(  1) 有 無 1:受理　2:送付

本非区分 9(  1) 有 無
1:本籍分届
2:非本籍分届

事件発生時分 9(  4) 無 無

事件発生日時 K( 50) 無 無 未使用項目

受付日 9(  8) 無 無

事件発生日 9(  8) 無 無

出張所番号 9(  3) 有 無

受付事件コード 9(  4) 有 無 受付帳での事件コード

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

受領番号 9( 10) 無 無
西暦年4バイト+受領番号5
バイト+枝番1バイト

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

受付(受付) 受領番号,受付日,処分区分
事件コード,渉
外区分

ディスク 700

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

DB

No.

28

29

30

31

32

33

処分区分 9(  1) 有 無

予備 X( 40) ―― ――

決裁区分 9(  1) 有 無 0:未決裁
1:決裁
2:――
3:修正
4:欠番

証書提出区分 9(  1) 有 無
0:届出
1:証書提出

届書送付目録区分 9(  1) 有 無
0:送付不要
1:送付要

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

送達確認1 9(  1) 有 無
届後本籍が非本なら1を設
定(受理分のみ)

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

受付(受付) 受領番号,受付日,処分区分
事件コード,渉
外区分

ディスク 700

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/4

  5-7-(2)-190



編成

DB

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

送達確認2 9(  1) 有 無 現本籍が非本なら1を設定
(受理分のみ)
但し外国の場合を除く

予備 X( 82) ―― ――

本籍 K( 50) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

事件本人区分 9(  2) 有 無

届出人区分 9(  1) 有 無
0:事件本人が届出人でない
1:事件本人が届出人

受領番号 9( 10) 無 無
西暦年4バイト+受領番号
5バイト+枝番1バイト

行番号 9(  1) 無 無

受付(事件本人) 受領番号,事件本人漢字氏名,事件本人カナ氏名 ディスク 400

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(共通) 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
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(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版
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ファイル名:　個人状態
　目的:　指定された9区分に該当する個人に対してレコードを作成する。該当する区分が無くなったっときにレコー
ドを削除する。
　個人番号:　該当する本責任の個人番号。
　禁治産者区分:　禁治産者(成年被後見人も含む)であれば項目に1を設定する。
 準禁治産者区分:　準禁治産者であれば項目に1を設定する。
 破産宣告人区分:　破産宣告人であれば項目に1を設定する。
 裁判所通知区分:　裁判所からの確定通知があり、該当者がその届を未届の場合は項目に1を設定する。
　犯歴区分:　現在執行中の犯歴があれば項目に1を設定する。
　胎児認知区分:　胎児認知の事件本人(日本人女または外国人女が相手の日本人男)であれば項目に1を設定する。
受理処理伺い区分:　届が受理照会または処理照会となった事件の事件本人であれば項目に1を設定する。
　保留区分:　届が保留となった事件の事件本人であれば項目に1を設定する。
　メモ:　個人に対するメモが必要な場合に記載する。

　使用目的:　身分証明書の発行　⇒　禁治産者(成年被後見人も含む)、準禁治産者、破産者であれば発行しない。
　　　　　　 身分調書の作成　　⇒　警察からの要望による身分調書の作成を行う。
　　　　　　 破産者に対しては個人詳細画面に表示し、操作者に注意を促す。

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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編製

DB

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

禁治産者区分には、

成年被後見人も含む

メモ K(150) 無 無

予備 X( 40) - -

受理処理伺い区分 9(  1) 有 無 0:無　1:伺い中

保留区分 9(  1) 有 無 0:無　1:保留中

犯歴区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

胎児認知区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

破産宣告人区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

裁判所通知区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

禁治産者区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

準禁治産者区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

個人番号 9( 10) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

個人状態 個人番号 ディスク 350

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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改定日付

　ファイル名:　不受理申出

　目的:　不受理申出情報を格納するファイルである。
　　　　 不受理申出が届出られたときにレコードを作成するが,申出が失効したときは直ちに削除することはできな
い(不受理申出期間内の該当届書が遅れて送付される可能性があるため)。

　検索キー:　個人番号,整理番号

　個人番号:　不受理申出を届出た本籍人の個人番号。
　出張所番号:　出張所に届出られた場合に,その出張所番号を格納する項目(出張所に関係の無い市区町村は項目不
要)。
　不受理申出:　不受理の対象となる事件コードを格納する。
　事件コード
　失効区分:　1(終了)⇨　不受理の期間が経過した。
　　　　　　 2(取下)⇨　不受理申出に対して取下書が提出された。
　　　　　　 3(失効)⇨　不受理申出者が死亡(失踪)した。不受理該当事件が裁判等で確定した。等
　相手方氏名:　不受理申出の対象となる人の氏名を格納する(最大2名)。
　　　　　　　 不受理申出の対象者が不特定多数の場舎は,空白のまま。

　※　1版では整理番号を持っていたが非本籍分の不受理申出処理をシステム外としたため,整理番号は無くした(番号
取得ファイルの説明部分参照)。

適用業務名

　戸籍(共通) 平成 6年12月 1日
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作成日付
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版
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  5-7-(2)-194



編成

索引

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

9(  2)

9(  3)

9( 10)

コード化の有無

無

無

ファイル仕様書

無

無

媒体ファイル名 メインキー項目

有出張所番号

　戸籍(共通)

行番号

適用業務名

項目名

不受理申出

個人番号

主管課名

予備 ――

無失効日

失効区分

9(  8)

9(  1)

無

相手方氏名1

無

無

作成日(処理日)

頁数

K( 30)

有

無

無

無 1:終了
2:取下
3:失効

個人番号,整理番号

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日

第5
7

(2)

200

9(  8)

X( 30)

無

繰り返し個数

無

無

無

9(  8)

K( 30)

無

版

システム化調査研究会 2/2

令和　年　月　日

有

無

1

備考

不受理申出事件コード

開始日(届出日)

副次キー項目

無

ディスク

無

――

送付日 9(  8)

9(  2)

レコード長

項目のバイト数

相手方氏名2
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　戸籍(共通) 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

　ファイル名:　届書

　目的:　届書の入力内容を決裁終了まで保持する一時ファイルである。届書の再入力時には当ファイルから届書内容
を読み込むことにより入力の軽減をはかる。
　　　　 未決済一覧の出力および決裁でのバッチ処理にも使用する。

　検索キー:　受領番号である。

　受領番号:　1つの届書に1つの受領番号を付加する。
　在外送付区分:　戸籍の届でを受けたもの(受理)であるか,送付されたものかを区別する区分である。
　　　　　　　　 送付の届でもそれが日本国内の自治体で受理されたものか,在外公館で受理されたものか,在外公館
で受理したものの国内の他自治体経由で送付されたものかを区別する。
　渉外区分:　日本人のみの事件か,外国人を含む事件か,外国人のみの事件かを区別する項目である。
同時決裁受領番号:　1つの届書処理で受付帳が2件以上作成される場合に,2件目以降の受領番号を格納する。
　ロック戸籍番号:　届書入力審査処理でロックした戸籍の番号を格納する。
　不受理申出
　処分区分:　当該届に対して不受理申出が届出られていた場合に,1(不受理)を設定する。
　事件別内容:　各々の届独自の項目群である。
　処分区分:　届出の審査結果を格納する。
　決裁区分:　決裁内容を格納する。
　届書排他区分:　届書ファイルを使用する場合に,処理が終了するまでそのレコードを使用中である旨の区分を設定
する(システム排他が可能であれば本区分は不要)。

　※　項目長についてはファイル仕様書と同じ長さにした。届書入力画面とは長さが異なるが,実際に画面を作成した
長さと同じにしても構わない。
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適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-196



編成

索引

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

届書排他区分 9(  1) 有 無 0:未　1:排他

予備 X(133) ―― ――

処分区分 9(  1) 有 無

決裁区分 9(  1) 有 無

事件別内容 X( 4000) 無 無
各事件ごとのファイル仕
様書(別紙)参照

不受理申出処分区分 9(  1) 有 無

同時決裁受領番号 9(  9) 無 5

ロック戸籍番号 9( 10) 無 5

渉外区分 9(  1) 有 無 0:-
1:渉外
2:外国

動態区分 9(  1) 有 無 0:不要　1:要

届区分 9(  1) 有 無 1:創設　2:報告

本非区分 9(  1) 有 無
1:本籍人
2･:非本籍人

郵送日 9(  8) 無 無

許可日 9(  8) 無 無

受理送付区分 9(  1) 有 無 1:受理　2:送付

処理日 9(  8) 無 無

指示日 9(  8) 無 無

在外送付区分 9(  1) 有 無 0:受理分の届
1:国内からの送付
2:在外公館の直接送付
3:在外公館の国内経由

送付日 9(  8) 無 無

発送元 K( 50) 無 無

出張所番号 9(  3) 有 無

受領日 9(  8) 無 無

受領番号 9(  9) 無 無 枝番無し

選択事件コード 9(  2) 有 無

届書 受領番号 ディスク 4400

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

24-1

24-2

25

26

27

28

入るべき戸籍の父生年月日 9(  8) 無 無

入るべき戸籍の父入籍事件日 9(  8) 無 無

入るべき戸籍の父漢字氏名 K( 30) 無 無

入るべき戸籍の父筆頭者区分 9(  1) 有 無

入るべき戸籍の父個人番号 9( 10) 無 無

入るべき戸籍の父カナ氏名 N( 60) 無 無

入るべき戸籍の本籍 K( 50) 無 無

入るべき戸籍の筆頭者氏名 K( 30) 無 無

入るべき戸籍の母前婚姻解消日 9(  8) 無 無

入るべき戸籍の本籍コード 9( 15) 有 無

入るべき戸籍の嫡出子例外区分 9(  1) 有 無

入るべき戸籍の婚姻解消日 9(  8) 無 無

入るべき戸籍の婚姻日 9(  8) 無 無

届出人の資格名称 K( 30) 無 無

届出人の氏名 K( 30) 無 無

出生子の世帯主との続柄コード 9(  6) 有 無

届出人の資格コード 9(  3) 有 無

出生子の住所 K( 50) 無 無

出生子の世帯主氏名 K( 30) 無 無

出生子の国籍 K( 50) 無 無

出生子の住所コード 9( 15) 有 無

出生子の出生地コード 9( 15) 有 無

出生子の出生地 K( 50) 無 無

出生子の出生区分 9(  1) 有 無

出生子の続柄コード 9(  2) 有 無

出生子の漢字氏名 K( 30) 無 無

出生子の生年月日 9(  8) 無 無

出生証明書区分 9(  1) 有 無

出生子のカナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(出生･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長
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No.

29

30

31

32

31

32

33

34

35

36

36-1

36-2

37

38

39

40

41

42

42-1

42-2

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

関連受領番号 9(  9) 無 無

新戸籍の本籍コード 9( 15) 有 無

母胎児認知区分 9(  1) 有 無

胎児認知日 9(  8) 無 無

届書の母筆頭者氏名 K( 30) 無 無

届書の母外国人区分 9(  1) 有 無

届書の母本籍 K( 50) 無 無

届書の母生年月日 9(  8) 無 無

届書の母漢字氏名 K( 30) 無 無

届書の母本籍コード 9( 15) 有 無

届書の母個人番号 9( 10) 無 無

届書の母カナ氏名 N( 60) 無 無

届書の父筆頭者氏名 K( 30) 無 無

届書の父外国人区分 9(  1) 有 無

届書の父本籍 K( 50) 無 無

届書の父生年月日 9(  8) 無 無

届書の父漢字氏名 K( 30) 無 無

届書の父本籍コード 9( 15) 有 無

届書の父個人番号 9( 10) 無 無

届書の父カナ氏名 N( 60) 無 無

入るべき戸籍の母除籍日 9(  8) 無 無

入るべき戸籍の母配偶者区分 9(  1) 有 無

入るべき戸籍の母生年月日 9(  8) 無 無

入るべき戸籍の母入籍事件日 9(  8) 無 無

入るべき戸籍の母漢字氏名 K( 30) 無 無

入るべき戸籍の母筆頭者区分 9(  1) 有 無

入るべき戸籍の母個人番号 9( 10) 無 無

入るべき戸籍の母カナ氏名 N( 60) 無 無

入るべき戸籍の父除籍日 9(  8) 無 無

入るべき戸籍の父配偶者区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(出生･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-199



編成

No.

53

53-1

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

64-1

64-2

65

国外遅延理由区分 9(  1) 有 無

予備 X( 1774) ―― ――

国内遅延理由区分 9(  1) 有 無

大使館職員区分 9(  1) 有 無

裁判の対象父氏名 K( 30) 無 無

裁判の対象父生年月日 9(  8) 無 無

裁判の確定日 9(  8) 無 無

裁判の子の氏変更申出区分 9(  1) 有 無

国外の在外公館名称 K( 50) 無 無

裁判の区分 9(  1) 有 無

新戸籍の筆頭者漢字氏名 K( 30) 無 無

国外の国籍留保届出人資格 9(  1) 有 無

新戸籍の本籍 K( 50) 無 無

新戸籍の筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(出生･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-200



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

母の生年月日 9(  8) 無 無

母のカナ氏名 N( 60) 無 無

母の外国人区分 9(  1) 有 無

母の本非区分 9(  1) 有 無

認知者の筆頭者名 K( 30) 無 無

母の個人番号 9( 10) 無 無

認知者の本籍コード 9( 15) 有 無

認知者の本籍地 K( 50) 無 無

認知者のカナ氏名 N( 60) 無 無

認知者の漢字氏名 K( 30) 無 無

認知者の生年月日 9(  8) 無 無

認知者の生死区分 9(  1) 有 無

認知者の外国人区分 9(  1) 有 無

認知者の本非区分 9(  1) 有 無

被認知者の準正による訂正後の続柄 9(  2) 有 無

認知者の個人番号 9( 10) 無 無

被認知者の本籍地 K( 50) 無 無

被認知者の筆頭者 K( 30) 無 無

被認知者の世帯主 K( 30) 無 無

被認知者の本籍コード 9( 15) 有 無

被認知者の住所コード 9( 15) 有 無

被認知者の住所 K( 50) 無 無

被認知者のカナ氏名 N( 60) 無 無

被認知者の漢字氏名 K( 30) 無 無

被認知者の生年月日 9(  8) 無 無

被認知者の生死区分 9(  1) 有 無

被認知者の外国人区分 9(  1) 有

被認知者の本非区分 9(  1) 有 無

被認知者の個人番号 9( 10) 無 無

被認知者の区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(認知･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-201



編成

No.

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

届出人氏名2 K( 30) 無 無

予備 X( 2258) ―― ――

届出人資格2 9(  3) 有 無

届出人資格2名称 K( 30) 無 無

届出人資格1名称 K( 30) 無 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

認知を承諾した者 9(  1) 有 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

裁判申立人 K( 30) 無 無

外国の裁判所名 K( 30) 無 無

裁判成立地 9(  1) 有 無

審判/判決確定日 9(  8) 無 無

証書提出日 9(  8) 無 無

認知の方式 K( 50) 無 無

審査の準拠法 9(  1) 有 無

認知成立日 9(  8) 無 無

認知者は母との婚姻日 9(  8) 無 無

認知種別 9(  1) 有 無

母の住所コード 9( 15) 有 無

母の住所地 K( 50) 無 無

母の本籍地 K( 50) 無 無

母の筆頭者 K( 30) 無 無

母の漢字氏名 K( 30) 無 無

母の本籍コード 9( 15) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(認知･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-202



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

養女の生死区分 9(  1) 有 無

養女のカナ氏名 N( 60) 無 無

養女の生年月日 9(  8) 無 無

養女の婚姻区分 9(  1) 有 無

養女の外国人区分 9(  1) 有 無

養女の本非区分 9(  1) 有 無

養子の配偶者区分 9(  1) 有 無

養女の個人番号 9( 10) 無 無

養子の続柄コード 9(  2) 有 無

養子の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養子の父氏名 K( 30) 無 無

養子の母氏名 K( 30) 無 無

養子の筆頭者氏名 K( 30) 無 無

養子の世帯主氏名 K( 30) 無 無

養子の住所 K( 50) 無 無

養子の筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

養子の本籍 K( 50) 無 無

養子の住所コード 9( 15) 有 無

養子の漢字氏名 K( 30) 無 無

養子の本籍コード 9( 15) 有 無

養子の生死区分 9(  1) 有 無

養子のカナ氏名 N( 60) 無 無

養子の生年月日 9(  8) 無 無

養子の婚姻区分 9(  1) 有 無

養子の外国人区分 9(  1) 有 無

養子の本非区分 9(  1) 有 無

養親配偶者氏名2 K( 30) 無 無

養子個人番号 9( 10) 無 無

縁組形態区分 9(  2) 無 無

養親配偶者氏名1 K( 30) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子縁組･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-203



編成

No.

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

養父の筆頭者氏名 K( 30) 無 無

養父の世帯主氏名 K( 30) 無 無

養父の住所 K( 50) 無 無

養父の筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

養父の本籍 K( 50) 無 無

養父の住所コード 9( 15) 有 無

養父の漢字氏名 K( 30) 無 無

養父の本籍コード 9( 15) 有 無

養父の生死区分 9(  1) 有 無

養父のカナ氏名 N( 60) 無 無

養父の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養父の配偶者区分 9(  1) 有 無

養父の本非区分 9(  1) 有 無

養父の生年月日 9(  8) 無 無

養父の個人番号 9( 10) 無 無

養父の外国人区分 9(  1) 有 無

養女の配偶者区分 9(  1) 有 無

監護者の有無 X(  1) 有 無

養女の続柄コード 9(  2) 有 無

養女の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養女の父氏名 K( 30) 無 無

養女の母氏名 K( 30) 無 無

養女の筆頭者氏名 K( 30) 無 無

養女の世帯主氏名 K( 30) 無 無

養女の住所 K( 50) 無 無

養女の筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

養女の本籍 K( 50) 無 無

養女の住所コード 9( 15) 有 無

養女の漢字氏名 K( 30) 無 無

養女の本籍コード 9( 15) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子縁組･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-204



編成

No.

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 届出人資格コード2 9(  3) 有 無

届出人資格コード1 9(  3) 有 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

同一戸籍縁組区分 9(  1) 有 無

後見人縁組区分 9(  1) 有 無

縁組成立日 9(  8) 無 無

縁組方式 K( 50) 無 無

入籍する戸籍または新しい戸籍の筆頭者 K( 30) 無 無

裁判確定日 9(  8) 無 無

入籍する戸籍または新しい戸籍 K( 50) 無 無

N( 60) 無 無

戸籍変動区分 9(  1) 有 無

入籍する戸籍または新しい戸籍コード 9( 15) 有 無

入籍する戸籍または新しい戸籍の筆
頭者カナ氏名

養母の筆頭者氏名 K( 30) 無 無

養母の世帯主氏名 K( 30) 無 無

養母の住所 K( 50) 無 無

養母の筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

養母の本籍 K( 50) 無 無

養母の住所コード 9( 15) 有 無

養母の漢字氏名 K( 30) 無 無

養母の本籍コード 9( 15) 有 無

養母の生死区分 9(  1) 有 無

養母のカナ氏名 N( 60) 無 無

養母の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養母の配偶者区分 9(  1) 有 無

養母の本非区分 9(  1) 有 無

養母の生年月日 9(  8) 無 無

養母の個人番号 9( 10) 無 無

養母の外国人区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子縁組･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-205



編成

No.

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

110

111 予備 X(232) ―― ――

配偶者続柄コード 9(  2) 有 無

配偶者筆頭者区分 9(  1) 有 無

配偶者父氏名 K( 30) 無 無

配偶者母氏名 K( 30) 無 無

配偶者漢字氏名 K( 30) 無 無

配偶者住所 K( 50) 無 無

配偶者配偶者区分 9(  1) 有 無

配偶者カナ氏名 N( 60) 無 無

配偶者外国人区分 9(  1) 有 無

配偶者生年月日 9(  8) 無 無

代諾者生年月日2 9(  8) 無 無

配偶者個人番号 9( 10) 無 無

代諾者コード2 9(  1) 無 無

代諾者国籍2 K( 50) 無 無

代諾者資格2 9(  3) 有 無

代諾者氏名2 K( 30) 無 無

代諾者国籍1 K( 50) 無 無

代諾者生年月日1 9(  8) 無 無

代諾者氏名1 K( 30) 無 無

代諾者コード1 9(  1) 無 無

届出人氏名2 K( 30) 無 無

代諾者資格1 9(  3) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(養子縁組･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/4

  5-7-(2)-206



編成

No.

1

2

3

4

5

5-1

5-2

5-3

6

7

8

9

10

11

12

12-1

12-2

12-3

13

13-1

13-2

14

15

16

17

18

19

20

21

22

養子の本籍コード 9( 15) 有 無

養子の本･国籍 K( 50) 無 無

養子のカナ氏名 N( 60) 無 無

養子の漢字氏名 K( 30) 無 無

養子の生年月日 X(  8) 無 無

養子の生死区分 9(  1) 有 無

養子の外国人区分 9(  1) 有 無

養子の本非区分 9(  1) 有 無

同時親権届出人本籍 K( 50) 無 無

養子の個人番号 9( 10) 無 無

同時親権届出人氏名 K( 30) 無 無

同時親権届出人本籍コード 9( 15) 有 無

同時親権届出人の本非区分 9(  1) 有 無

同時親権届出人生年月日 X(  8) 無 無

同時親権届出人資格 9(  3) 有 無

同時親権届出人の個人番号 9( 10) 無 無

同時親権届の種別 9(  1) 有 無

同時親権者資格 9(  3) 有 無

親権･後見人本籍 K( 50) 無 無

親権･後見人筆頭者 K( 30) 無 無

親権･後見人氏名 K( 30) 無 無

親権･後見人本籍コード 9( 15) 有 無

親権･後見人の本非区分 9(  1) 有 無

親権･後見人生年月日 X(  8) 無 無

同時届区分 9(  1) 有 無

親権･後見人の個人番号 9( 10) 無 無

養女と養父区分 X(  1) 無 無

養女と養母区分 X(  1) 無 無

養子と養父区分 X(  1) 無 無

養子と養母区分 X(  1) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-207



編成

No.

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

養父の外国人区分 9(  1) 有 無

養父の本非区分 9(  1) 有 無

養女の配偶者区分 9(  1) 有 無

養父の個人番号 9( 10) 無 無

養女の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

養女の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養女の父氏名 K( 30) 無 無

養女の母氏名 K( 30) 無 無

養女の筆頭者 K( 30) 無 無

養女の世帯主 K( 30) 無 無

養女の住所コード 9( 15) 有 無

養女の住所 K( 50) 無 無

養女の本籍コード 9( 15) 有 無

養女の本･国籍 K( 50) 無 無

養女のカナ氏名 N( 60) 無 無

養女の漢字氏名 K( 30) 無 無

養女の生年月日 X(  8) 無 無

養女の生死区分 9(  1) 有 無

養女の外国人区分 9(  1) 有 無

養女の本非区分 9(  1) 有 無

養子の配偶者区分 9(  1) 有 無

養女の個人番号 9( 10) 無 無

養子の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

養子の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養子の父氏名 K( 30) 無 無

養子の母氏名 K( 30) 無 無

養子の筆頭者 K( 30) 無 無

養子の世帯主 K( 30) 無 無

養子の住所コード 9( 15) 有 無

養子の住所 K( 50) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

裁判確定日 X(  7) 無 無

離縁許可日 X(  7) 無 無

離縁の種別 9(  1) 有 無

離縁の申立人区分 9(  1) 有 無

養母の縁組成立法区分 9(  1) 有 無

養父母婚姻区分 9(  1) 有 無

養母の住所 K( 50) 無 無

養母の世帯主 K( 30) 無 無

養母の筆頭者 K( 30) 無 無

養母の住所コード 9( 15) 有 無

養母の本籍コード 9( 15) 有 無

養母の本･国籍 K( 50) 無 無

養母のカナ氏名 N( 60) 無 無

養母の漢字氏名 K( 50) 無 無

養母の生年月日 X(  8) 無 無

養母の生死区分 9(  1) 有 無

養母の外国人区分 9(  1) 有 無

養母の本非区分 9(  1) 有 無

養父の縁組成立法区分 9(  1) 有 無

養母の個人番号 9( 10) 無 無

養父の住所 K( 50) 無 無

養父の世帯主 K( 30) 無 無

養父の筆頭者 K( 30) 無 無

養父の住所コード 9( 15) 有 無

養父の本籍コード 9( 15) 有 無

養父の本･国籍 K( 50) 無 無

養父のカナ氏名 N( 60) 無 無

養父の漢字氏名 K( 30) 無 無

養父の生年月日 X(  8) 無 無

養父の生死区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

配偶者生年月日 X(  8) 無 無

配偶者住所コード 9( 15) 有 無

配偶者母氏名 K( 30) 無 無

配偶者父母との続柄コード 9(  2) 有 無

配偶者漢字氏名 K( 30) 無 無

配偶者父氏名 K( 30) 無 無

配偶者配偶者区分 9(  1) 有 無

配偶者カナ氏名 N( 60) 無 無

配偶者外国人区分 9(  1) 有 無

配偶者筆頭者区分 9(  1) 有 無

15歳未満の届出人生年月日2 X(  8) 無 無

配偶者個人番号 9( 10) 無 無

15歳未満の届出人氏名2 K( 30) 無 無

15歳未満の届出人国籍2 K( 50) 無 無

15歳未満の届出人国籍1 K( 50) 無 無

15歳未満の届出人生年月日1 X(  8) 無 無

15歳未満の届出人資格2 9(  3) 有 無

15歳未満の届出人氏名1 K( 30) 無 無

届後戸籍での配偶者区分 9(  1) 有 無

15歳未満の届出人資格1 9(  3) 有 無

届後戸籍の筆頭者 K( 30) 無 無

戻る戸籍での筆頭者区分 9(  1) 有 無

届後本籍コード K( 15) 有 無

届後本籍 K( 50) 無 無

戸籍変動区分 9(  1) 有 無

氏区分 9(  1) 有 無

外国裁判所名 K( 30) 無 無

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 9(  3) 有 無

離縁成立日 X(  7) 無 無

離縁の方式 K( 30) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

113

114

115

116

117 予備 X(117) ―― ――

離縁後変更養母氏名 K( 30) 無 無

親権移記親権者区分 9(  3) 有 無

配偶者住所 K( 50) 無 無

離縁後変更養父氏名 K( 30) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

養父の住所コード 9( 15) 有 無

養父の住所 K( 50) 無 無

養父の本籍コード 9( 15) 有 無

養父の本籍 K( 50) 無 無

養父のカナ氏名 N( 60) 無 無

養父の漢字氏名 K( 30) 無 無

養父の本非区分 9(  1) 有 無

養父の生年月日 9(  8) 無 無

養父の個人番号分 9( 10) 無 無

養父の外国人区分 9(  1) 有 無

養父母との続柄コード 9(  2) 有 無

養子の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養子の母氏名 K( 30) 無 無

父母との続柄コード 9(  2) 有 無

養子の世帯主氏名 K( 30) 無 無

養子の父氏名 K( 30) 無 無

養子の筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

養子の筆頭者氏名 K( 30) 無 無

養子の住所コード 9( 15) 有 無

養子の住所 K( 50) 無 無

養子の本籍コード 9( 15) 有 無

養子の本籍 K( 50) 無 無

養子のカナ氏名 N( 60) 無 無

養子の漢字氏名 K( 30) 無 無

養子の生年月日 9(  8) 無 無

養子の性別区分 9(  1) 有 無

養子の外国人区分 9(  1) 有 無

養子の本非区分 9(  1) 有 無

縁組形態区分 9(  2) 有 無

養子の個人番号 9( 10) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(特別養子縁組･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57 予備 X( 2104) ―― ――

届出人資格コード 9(  3) 有 無

配偶者同一戸籍 9(  1) 有 無

縁組方式 K( 50) 無 無

同一戸籍縁組区分 9(  1) 有 無

戸籍変動区分 9(  1) 有 無

裁判確定日 9(  8) 無 無

養母の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養母の配偶者区分 9(  1) 有 無

養母の筆頭者氏名 K( 30) 無 無

養母の世帯主氏名 K( 30) 無 無

養母の住所 K( 50) 無 無

養母の筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

養母の本籍 K( 50) 無 無

養母の住所コード 9( 15) 有 無

養母の漢字氏名 K( 30) 無 無

養母の本籍コード 9( 15) 有 無

養母の生年月日 9(  8) 無 無

養母のカナ氏名 N( 60) 無 無

養母の外国人区分 9(  1) 有 無

養母の本非区分 9(  1) 有 無

養父の配偶者区分 9(  1) 有 無

養母の個人番号 9( 10) 無 無

養父の世帯主氏名 K( 30) 無 無

養父の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養父の筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

養父の筆頭者氏名 K( 30) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(特別養子縁組･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

配偶者父氏名 K( 30) 無 無

配偶者母氏名 K( 30) 無 無

配偶者カナ氏名 N( 60) 無 無

配偶者漢字氏名 K( 30) 無 無

配偶者筆頭者区分 9(  1) 有 無

配偶者配偶者区分 9(  1) 有 無

配偶者個人番号 9( 10) 無 無

配偶者外人区分 9(  1) 有 無

新本籍 K( 50) 無 無

新戸籍の筆頭者 K( 30) 無 無

戸籍変動区分 9(  1) 有 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

縁組年月日 X(  7) 無 無

離縁年月日 X(  7) 無 無

父母との続柄コード 9(  2) 有 無

離縁前の氏 K( 20) 無 無

父氏名 K( 30) 無 無

母氏名 K( 30) 無 無

住所 K( 50) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

住所コード 9( 15) 有 無

本籍コード 9( 15) 有 無

本籍 K( 50) 無 無

筆頭者区分 9(  1) 有 無

配偶者区分 9(  1) 有 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

生年月日 X(  7) 無 無

縁氏続称者個人番号 9( 10) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(73条の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

31

32

33

34

35 予備 X( 2781) ―― ――

配偶者住所コード 9( 15) 有 無

配偶者住所 K( 50) 無 無

配偶者父母との続柄コード 9(  2) 有 無

配偶者生年月日 X(  8) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(73条の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

1

2

3

4

5

5-1

5-2

5-3

6

7

8

9

10

11

12

12-1

12-2

12-3

13

13-1

13-2

14

15

16

17

18

19

20

21

22

養子の本籍コード 9( 15) 有 無

養子の本･国籍 K( 50) 無 無

養子のカナ氏名 N( 60) 無 無

養子の漢字氏名 K( 30) 無 無

養子の生年月日 X(  8) 無 無

養子の生死区分 9(  1) 有 無

養子の外国人区分 9(  1) 有 無

養子の本非区分 9(  1) 有 無

同時親権届出人本籍 K( 50) 無 無

養子の個人番号 9( 10) 無 無

同時親権届出人氏名 K( 30) 無 無

同時親権届出人本籍コード 9( 15) 有 無

同時親権届出人の本非区分 9(  1) 有 無

同時親権届出人の生年月日 X(  8) 無 無

同時親権届出人資格 9(  3) 有 無

同時親権届出人の個人番号 9( 10) 無 無

同時親権届の種別 9(  1) 有 無

同時親権者資格 9(  3) 有 無

親権･後見人本籍 K( 50) 無 無

親権･後見人筆頭者 K( 30) 無 無

親権･後見人氏名 K( 30) 無 無

親権･後見人本籍コード 9( 15) 有 無

親権･後見人の本非区分 9(  1) 有 無

親権･後見人の生年月日 X(  8) 無 無

同時届区分 9(  1) 有 無

親権･後見人の個人番号 9( 10) 無 無

養女と養父区分 X(  1) 無 無

養女と養母区分 X(  1) 無 無

養子と養父区分 X(  1) 無 無

養子と養母区分 X(  1) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁同時73の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

養父の外国人区分 9(  1) 有 無

養父の本非区分 9(  1) 有 無

養女の配偶者区分 9(  1) 有 無

養父の個人番号 9( 10) 無 無

養女の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

養女の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養女の父氏名 K( 30) 無 無

養女の母氏名 K( 30) 無 無

養女の筆頭者 K( 30) 無 無

養女の世帯主 K( 30) 無 無

養女の住所コード 9( 15) 有 無

養女の住所 K( 50) 無 無

養女の本籍コード 9( 15) 有 無

養女の本･国籍 K( 50) 無 無

養女のカナ氏名 N( 60) 無 無

養女の漢字氏名 K( 30) 無 無

養女の生年月日 X(  8) 無 無

養女の生死区分 9(  1) 有 無

養女の外国人区分 9(  1) 有 無

養女の本非区分 9(  1) 有 無

養子の配偶者区分 9(  1) 有 無

養女の個人番号 9( 10) 無 無

養子の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

養子の筆頭者区分 9(  1) 有 無

養子の父氏名 K( 30) 無 無

養子の母氏名 K( 30) 無 無

養子の筆頭者 K( 30) 無 無

養子の世帯主 K( 30) 無 無

養子の住所コード 9( 15) 有 無

養子の住所 K( 50) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁同時73の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

離縁の種別 9(  1) 有 無

離縁の申立人区分 9(  1) 有 無

縁組年月日 X(  7) 無 無

縁組前の氏 K( 20) 無 無

養母の縁組成立法区分 9(  1) 有 無

養父母婚姻区分 9(  1) 有 無

養母の住所 K( 50) 無 無

養母の世帯主 K( 30) 無 無

養母の筆頭者 K( 30) 無 無

養母の住所コード 9( 15) 有 無

養母の本籍コード 9( 15) 有 無

養母の本･国籍 K( 50) 無 無

養母のカナ氏名 N( 60) 無 無

養母の漢字氏名 K( 30) 無 無

養母の生年月日 X(  8) 無 無

養母の生死区分 9(  1) 有 無

養母の外国人区分 9(  1) 有 無

養母の本非区分 9(  1) 有 無

養父の縁組成立法区分 9(  1) 有 無

養母の個人番号 9( 10) 無 無

養父の住所 K( 50) 無 無

養父の世帯主 K( 30) 無 無

養父の筆頭者 K( 30) 無 無

養父の住所コード 9( 15) 有 無

養父の本籍コード 9( 15) 有 無

養父の本･国籍 K( 50) 無 無

養父のカナ氏名 N( 60) 無 無

養父の漢字氏名 K( 30) 無 無

養父の生年月日 X(  8) 無 無

養父の生死区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁同時73の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-218



編成

No.

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

離縁後変更養父氏名 K( 30) 無 無

離縁後変更養母氏名 K( 30) 無 無

配偶者住所コード 9( 15) 有 無

配偶者住所 K( 50) 無 無

配偶者父母との続柄コード 9(  2) 有 無

配偶者生年月日 X(  8) 無 無

配偶者父氏名 K( 30) 無 無

配偶者母氏名 K( 30) 無 無

配偶者カナ氏名 N( 60) 無 無

配偶者漢字氏名 K( 30) 無 無

配偶者筆頭者区分 9(  1) 有 無

配偶者配偶者区分 9(  1) 有 無

配偶者個人番号 9( 10) 無 無

配偶者外国人区分 9(  1) 有 無

15歳未満の届出人国籍2 K( 50) 無 無

15歳未満の届出人生年月日2 X(  8) 無 無

15歳未満の届出人生年月日1 X(  8) 無 無

15歳未満の届出人氏名2 K( 30) 無 無

15歳未満の届出人氏名1 K( 30) 無 無

15歳未満の届出人国籍1 K( 50) 無 無

15歳未満の届出人資格1 9(  3) 有 無

15歳未満の届出人資格2 9(  3) 有 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

新本籍 K( 50) 無 無

外国裁判所名 K( 30) 無 無

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 9(  3) 有 無

離縁成立日 X(  7) 無 無

離縁の方式 K( 30) 無 無

裁判確定日 X(  7) 無 無

離縁許可日 X(  7) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁同時73の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

113

114

親権移記親権者区分 9(  3) 有 無

予備 X(174) ―― ――

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(養子離縁同時73の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/5

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

1

2

3

4

4-1

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

19-1

20

21

22

23

24

25

26

27

28

妻の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

妻の住所コード 9( 15) 有 無

妻の父の氏名 K( 30) 無 無

妻の母の氏名 K( 30) 無 無

妻の本籍地番 K( 50) 無 無

妻の戸籍の筆頭者 K( 30) 無 無

妻の漢字氏名 K( 30) 無 無

妻の本籍コード 9( 15) 有 無

妻の生年月日 9(  8) 無 無

妻のカナ氏名 N( 60) 無 無

妻の筆頭者区分 9(  1) 有 無

妻の本非区分 9(  1) 有 無

妻の個人番号 9( 10) 無 無

妻の外人区分 9(  1) 有 無

夫の住所地番 K( 50) 無 無

夫の世帯主 K( 30) 無 無

夫の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

夫の住所コード 9( 15) 有 無

夫の父の氏名 K( 30) 無 無

夫の母の氏名 K( 30) 無 無

夫の本籍地番 K( 50) 無 無

夫の筆頭者 K( 30) 無 無

夫の漢字氏名 K( 30) 無 無

夫の本籍コード 9( 15) 有 無

夫の生年月日 9(  8) 無 無

夫のカナ氏名 N( 60) 無 無

夫の筆頭者区分 9(  1) 有 無

夫の本非区分 9(  1) 有 無

夫の個人番号 9( 10) 無 無

夫の外人区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(婚姻･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

婚姻の方式 K( 50) 無 無

予備 X( 2524) ―― ――

婚姻成立年月日 9(  8) 無 無

証書提出日 9(  8) 無 無

妻の離死別日 9(  8) 無 無

同一人再婚区分 9(  1) 有 無

夫の離死別日 9(  8) 無 無

妻の初再婚区分 9(  1) 有 無

新本籍地番 K( 50) 無 無

夫の初再婚区分 9(  1) 有 無

氏区分 9(  1) 有 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

妻の住所地番 K( 50) 無 無

妻の世帯主 K( 30) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(婚姻･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-222



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

妻の転婚区分 9(  1) 有 無

本籍コード 9( 15) 有 無

妻の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

妻の生年月日 9(  8) 無 無

妻の父の氏名 K( 30) 無 無

妻の母の氏名 K( 30) 無 無

妻の住所地番 K( 50) 無 無

妻の世帯主 K( 30) 無 無

妻の漢字氏名 K( 30) 無 無

妻の住所コード 9( 15) 有 無

妻の筆頭者区分 9(  1) 有 無

妻のカナ氏名 N( 60) 無 無

妻の外国人区分 9(  1) 有 無

妻の国籍 K( 50) 無 無

夫の転婚区分 9(  1) 有 無

妻の個人番号 9( 10) 無 無

夫の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

夫の生年月日 9(  8) 無 無

夫の父の氏名 K( 30) 無 無

夫の母の氏名 K( 30) 無 無

夫の住所地番 K( 50) 無 無

夫の世帯主 K( 30) 無 無

夫の漢字氏名 K( 30) 無 無

夫の住所コード 9( 15) 有 無

夫の筆頭者区分 9(  1) 有 無

夫のカナ氏名 N( 60) 無 無

夫の外国人区分 9(  1) 有 無

夫の国籍 K( 50) 無 無

夫の個人番号 9( 10) 無 無

レコード番号 9( 10) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(離婚･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

40-1

40-2

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

未成年者の養父母との続柄コード 9(  2) 有 n

未成年者の親権者区分 9(  1) 有 n

n

未成年者の養父の氏名 K( 30) 無 n

未成年者の養母の氏名 K( 30) 無 n

未成年者のカナ氏名 N( 60) 無 n 繰り返しの数は未成年の
子の人数

No.89～No.58までのバイ
ト数は373バイト

未成年者の漢字氏名 K( 30) 無 n

未成年者の父の氏名 K( 30) 無 n

未成年者の母の氏名 K( 30) 無 n

未成年者の父母との続柄コード 9(  2) 有 n

未成年者の生年月日 9(  8) 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

届出人資格2 9(  3) 有 無

親権指定者の有無 9(  1) 有 無

未成年の子の人数 9(  2) 無 無

裁判所所在国 K( 50) 無 無

外国裁判所名 K( 30) 無 無

称する氏 K( 15) 無 無

外国離婚方式 K( 50) 無 無

戻る戸籍での筆頭者区分 9(  1) 有 無

届後戸籍での配偶者区分 9(  1) 有 無

新筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

新筆頭者 K( 30) 無 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

新本籍地番 K( 50) 無 無

離婚の成立確定日 9(  8) 無 無

戸籍変動区分 9(  1) 有 無

離婚の種別区分 9(  1) 有 無

離婚の申立人区分 9(  1) 有 無

本籍地番 K( 50) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(離婚･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

59

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

予備 X（――) ―― ―― No.1～No.48までのバイト
数は1793バイト

未成年者数が5人とすると
予備は342バイト

6人以上の場合は別レコー
ドにする等の方法を考え
る

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

届書 4000

頁数

システム化調査研究会 3/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(離婚･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名

  5-7-(2)-225



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21 予備 X( 3186) ―― ――

変更後筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

変更後筆頭者 K( 30) 無 無

変更後本籍コード 9( 15) 有 無

変更後本籍地番 K( 50) 無 無

変更後カナ氏 N( 40) 無 無

変更後漢字氏 K( 20) 無 無

本籍地番 K( 50) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

住所コード 9( 15) 有 無

住所地番 K( 50) 無 無

同籍者区分 9(  1) 有 無

離婚年月日 9(  8) 無 無

筆頭者区分 9(  1) 有 無

配偶者区分 9(  1) 有 無

現漢字氏名 K( 30) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

婚氏続称者個人番号 9( 10) 無 無

現カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(戸籍法77条の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

戸籍変動区分 9(  1) 有 無

新本籍コード 8( 15) 無 無

離婚の申立人区分 9(  1) 有 無

離婚の成立･確定日 9(  7) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

離婚の種別区分 9(  1) 有 無

本籍コード 9( 15) 有 無

本籍地番 K( 50) 無 無

妻の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

妻の生年月日 9(  8) 無 無

妻の父氏名 K( 30) 無 無

妻の母氏名 K( 30) 無 無

妻の住所地番 K( 50) 無 無

妻の世帯主 K( 30) 無 無

妻の漢字氏名 K( 30) 無 無

妻の住所コード 9( 15) 有 無

妻の個人番号 9( 10) 無 無

妻のカナ氏名 N( 60) 無 無

夫の生年月日 9(  8) 無 無

妻の筆頭者区分 9(  1) 有 無

夫の母氏名 K( 30) 無 無

夫の父母との続柄コード 9(  2) 有 無

夫の世帯主 K( 30) 無 無

夫の父氏名 K( 30) 無 無

夫の住所コード 9( 15) 有 無

夫の住所地番 K( 50) 無 無

夫のカナ氏名 N( 60) 無 無

夫の漢字氏名 K( 30) 無 無

夫の個人番号 9( 10) 無 無

夫の筆頭者区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(離婚同時77条の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51
No.1～No.40までのバイト
数は1561バイト

未成年者数が6人とすると
予備は201バイト

7人以上の場合は別レコー
ドにする等の方法を考え
る

未成年者n養父母との続柄コード 9(  2) 有 n

未成年者n親権者区分 9(  1) 有 n

予備 X(――) ―― ――

n

未成年者n養父の氏名 K( 30) 無 n

未成年者n養母の氏名 K( 30) 無 n

未成年者nカナ氏名 N( 60) 無 n 繰り返しの数は未成年の
子の人数

No.41～No.50までのバイ
ト数は373バイト

未成年者n漢字氏名 K( 30) 無 n

未成年者n父の氏名 K( 30) 無 n

未成年者n母の氏名 K( 30) 無 n

未成年者n父母との続柄コード 9(  2) 有 n

未成年者n生年月日 9(  8) 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

届出人資格2 9(  3) 有 無

親権指定者の有無 9(  1) 有 無

未成年の子の人数 9(  2) 無 無

裁判所所在国 K( 50) 無 無

外国裁判所名 K( 30) 無 無

新筆頭者 K( 30) 無 無

外国離婚方式 K( 50) 無 無

新本籍地番 K( 50) 無 無

新筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(離婚同時77条の2届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

届出人･協議者の本非区分 9(  1) 有 無

届出人･協議者の生年月日 9(  8) 無 無

届出人･協議者の個人番号 9( 10) 無 無

届出人･協議者の外国人区分 9(  1) 有 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

届出人･協議者資格 9(  3) 有 無

関連事件発生日 9(  8) 無 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

届出事件種別区分 9(  1) 有 無

審判/調停日 9(  8) 無 無

親権者資格 9(  3) 有 無

届出事件コード 9(  1) 有 無

親権者の本籍 K( 50) 無 無

親権者の筆頭者名 K( 30) 無 無

親権者の漢字氏名 K( 30) 無 無

親権者の本籍コード 9( 15) 有 無

親権者の生年月日 9(  8) 無 無

親権者のカナ氏名 N( 60) 無 無

親権者の外国人区分 9(  1) 有 無

親権者の本非区分 9(  1) 有 無

未成年者の筆頭者 K( 30) 無 無

親権者の個人番号 9( 10) 無 無

未成年者の本籍コード 9( 15) 有 無

未成年者の本籍 K( 50) 無 無

未成年者のカナ氏名 N( 60) 無 無

未成年者の漢字氏名 K( 30) 無 無

未成年者の本非区分 9(  1) 有 無

未成年者の生年月日 9(  8) 無 無

未成年者の個人番号 9( 10) 無 無

未成年者の外国人区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(親権(管理権)･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

  5-7-(2)-229



編成

No.

31

32

33

34

35 予備 X( 3028) ―― ――

届出人･協議者の本籍コード 9( 15) 有 無

届出人･協議者の本籍 K( 50) 無 無

届出人･協議者のカナ氏名 N( 60) 無 無

届出人･協議者の漢字氏名 K( 30) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(親権(管理権)･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-230



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29 予備 X( 3216) ―― ――

届出人資格 9(  3) 有 無

届出人氏名 K( 30) 無 無

終了日 9(  8) 無 無

前任者氏名 K( 30) 無 無

開始日 9(  8) 無 無

就職日 9(  8) 無 無

後見人資格 9(  3) 有 無

届出原因区分 9(  2) 有 無

後見人の本籍 K( 50) 無 無

後見人の筆頭者名 K( 30) 無 無

後見人の漢字氏名 K( 30) 無 無

後見人の本籍コード 9( 15) 有 無

後見人区分 9(  1) 有 無

後見人のカナ氏名 N( 60) 無 無

後見人の本非区分 9(  1) 有 無

後見人の生年月日 9(  8) 無 無

後見人の個人番号 9( 10) 無 無

後見人の外国人区分 9(  1) 有 無

被後見人の本籍 K( 50) 無 無

被後見人の筆頭者 K( 30) 無 無

被後見人の漢字氏名 K( 30) 無 無

被後見人の本籍コード 9( 15) 有 無

被後見人区分 9(  1) 有 無

被後見人のカナ氏名 N( 60) 無 無

被後見人の本非区分 9(  1) 有 無

被後見人の生年月日 9(  8) 無 無

被後見人の個人番号 9( 10) 無 無

被後見人の外国人区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(後見･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-231



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27 予備 X( 3218) ―― ――

届出人資格 9(  3) 有 無

届出人氏名 K( 30) 無 無

終了日 9(  8) 無 無

前任者氏名 K( 30) 無 無

開始日 9(  8) 無 無

就職日 9(  8) 無 無

保佐人資格 9(  3) 有 無

届出原因区分 9(  2) 有 無

保佐人の本籍 K( 50) 無 無

保佐人の筆頭者名 K( 30) 無 無

保佐人の漢字氏名 K( 30) 無 無

保佐人の本籍コード 9( 15) 有 無

保佐人の生年月日 9(  8) 無 無

保佐人のカナ氏名 N( 60) 無 無

保佐人の外国人区分 9(  1) 有 無

保佐人の本非区分 9(  1) 有 無

被保佐人の筆頭者 K( 30) 無 無

保佐人の個人番号 9( 10) 無 無

被保佐人の本籍コード 9( 15) 有 無

被保佐人の本籍 K( 50) 無 無

被保佐人のカナ氏名 N( 60) 無 無

被保佐人の漢字氏名 K( 30) 無 無

被保佐人の本非区分 9(  1) 有 無

被保佐人の生年月日 9(  8) 無 無

被保佐人の個人番号 9( 10) 無 無

被保佐人の外国人区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(保佐･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-232



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

25-1

26

27

28

29

届出人住所 K( 50) 無 無

配偶者有無区分 9(  1) 有 無

届出人氏名 K( 30) 無 無

届出人住所コード 9( 15) 有 無

届出人資格 9(  3) 有 無

届出人資格名称 K( 30) 無 無

本籍 K( 50) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

住所コード 9( 15) 有 無

住所 K( 50) 無 無

死亡場所市町村 K( 50) 無 無

死亡場所町丁目 K( 50) 無 無

死亡区分 9(  1) 有 無

死亡日時 K( 50) 無 無

終期の死亡の午前午後区分 9(  1) 有 無

終期の死亡の時分 9(  4) 無 無

死亡の午前午後区分 9(  1) 有 無

死亡の時分 9(  4) 無 無

死亡日 9(  8) 無 無

推定区分 9(  1) 有 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

性別 9(  1) 有 無

関連受領番号 9(  7) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

本籍不分明区分 9(  1) 有 無

死亡者個人番号 9( 10) 無 無

外人区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(死亡･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-233



編成

No.

30

31

配偶者外人区分 9(  1) 有 無

予備 X( 2942) ―― ――

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(死亡･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-234



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19 予備 X( 3370) ―― ――

配偶者有無区分 9(  1) 有 無

配偶者外人区分 9(  1) 有 無

その他の届出人資格名称 K( 30) 無 無

届出人氏名 K( 30) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

届出人資格 9(  3) 有 無

本籍コード 9( 15) 有 無

本籍 K( 50) 無 無

住所 K( 50) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

審判確定日 9(  8) 無 無

住所コード 9( 15) 有 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

死亡日 9(  8) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

カナ氏名 X( 60) 無 無

失踪者個人番号 9( 10) 無 無

外人区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(失踪･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-235



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

21-1

21-2

22

23

24

25

26

27

28

現在配偶者漢字氏名 K( 30) 無 無

現在配偶者外人区分 9(  1) 有 無

現在配偶者個人番号 9( 10) 無 無

現在配偶者カナ氏名 N( 60) 無 無

死亡配偶者漢字氏名 K( 30) 無 無

死亡配偶者死亡日 9(  8) 無 無

異動後戸籍での配偶者区分 9(  1) 有 無

死亡配偶者カナ氏名 N( 60) 無 無

氏区分 9(  1) 有 無

復籍戸籍での筆頭者区分 9(  1) 有 無

届後戸籍の筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

届後戸籍の筆頭者 K( 30) 無 無

届後本籍コード 9( 15) 有 無

届後本籍 K( 50) 無 無

父母との続柄コード 9(  2) 有 無

復籍区分 9(  1) 有 無

父氏名 K( 30) 無 無

母氏名 K( 30) 無 無

本籍 K( 50) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

住所コード 9( 15) 有 無

住所 K( 50) 無 無

筆頭者区分 9(  1) 有 無

配偶者区分 9(  1) 有 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

復氏者個人番号 9( 10) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(復氏･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-236



編成

No.

29

30

31

32

33

34

35

36

37 予備 X( 2643) ―― ――

現在配偶者住所コード 9( 15) 有 無

現在配偶者住所 K( 50) 無 無

現在配偶者母氏名 K( 30) 無 無

現在配偶者父母との続柄コード 9(  2) 有 無

現在配偶者生年月日 9(  8) 無 無

現在配偶者父氏名 K( 30) 無 無

現在配偶者筆頭者区分 9(  1) 有 無

現在配偶者配偶者区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(復氏･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-237



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 予備 X( 3381) ―― ――

死亡配偶者本籍 K( 50) 無 無

死亡配偶者筆頭者 K( 30) 無 無

同籍区分 9(  1) 有 無

死亡配偶者本籍コード 9( 15) 有 無

死亡配偶者外人区分 9(  1) 有 無

死亡年月日 9(  8) 無 無

死亡配偶者カナ氏名 N( 60) 無 無

死亡配偶者漢字氏名 K( 30) 無 無

本籍 K( 50) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

外人区分 9(  1) 有 無

個人番号 9( 10) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(姻族関係終了･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-238



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

届出人氏名 K( 30) 無 無

予備 X( 3177) ―― ――

届出人資格 9(  3) 有 無

届出人資格名称 K( 30) 無 無

裁判種別 9(  1) 有 無

裁判確定日 9(  8) 無 無

廃除者本籍 K( 50) 無 無

廃除者筆頭者 K( 30) 無 無

廃除者漢字氏名 K( 30) 無 無

廃除者本籍コード 9( 15) 有 無

廃除者資格名称 K( 30) 無 無

廃除者カナ氏名 N( 60) 無 無

廃除者生年月日 9(  8) 無 無

廃除者資格区分 9(  3) 有 無

廃除者個人番号 9( 10) 無 無

廃除者外人区分 9(  1) 有 無

被廃除者本籍 K( 50) 無 無

被廃除者筆頭者 K( 30) 無 無

被廃除者漢字氏名 K( 30) 無 無

被廃除者本籍コード 9( 15) 有 無

被廃除者生年月日 9(  8) 無 無

被廃除者カナ氏名 N( 60) 無 無

被廃除者個人番号 9( 10) 無 無

被廃除者外人区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(推定相続人廃除届･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-239



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

入籍人の本籍コード 9( 15) 有 無

入籍人の本籍 K( 50) 無 無

新筆頭者 K( 30) 無 無

入籍人の本非区分 9(  1) 有 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

新本籍 K( 50) 無 無

入籍先の父母との続柄 9(  2) 有 無

入籍人の生年月日 9(  8) 無 無

入籍先の父の氏名 K( 30) 無 無

入籍先の母の氏名 K( 30) 無 無

入籍先の住所 K( 50) 無 無

入籍先の世帯主 K( 30) 無 無

入籍先の漢字氏名 K( 30) 無 無

入籍先の住所コード 9( 15) 有 無

入籍先の個人番号 9( 10) 無 無

入籍先のカナ氏名 N( 60) 無 無

入籍先の本籍 K( 50) 無 無

入籍先の筆頭者 K( 30) 無 無

入籍先の配偶者区分 9(  1) 有 無

入籍先の本籍コード 9( 15) 有 無

入籍先の個人除区分 9(  1) 有 無

入籍先の筆頭者区分 9(  1) 有 無

戸籍変動区分 9(  1) 有 無

入籍先の本非区分 9(  1) 有 無

従前の氏を改めた日 9(  8) 無 無

許可の審判確定日 9(  8) 無 無

入籍事由 9(  1) 有 無

入籍相手 9(  1) 有 無

入籍者種別 9(  1) 有 無

同時入籍者数 9(  1) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(入籍･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-240



編成

No.

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60 入籍人配偶者の養父母との続柄 9(  2) 有 無

入籍人配偶者の養父氏名 K( 30) 無 無

入籍人配偶者の養母氏名 K( 30) 無 無

入籍人配偶者の母氏名 K( 30) 無 無

入籍人配偶者の父母との続柄 9(  2) 有 無

入籍人配偶者の生年月日 9(  8) 無 無

入籍人配偶者の父氏名 K( 30) 無 無

入籍人nの生年月日 9(  8) 無 n

入籍人配偶者のカナ氏名 N( 60) 無 無

入籍人配偶者の漢字氏名 K( 30) 無 無

届出人資格2 9(  3) 有 無

届出人氏名2 K( 30) 無 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

入籍人nの養父の氏名 K( 30) 無 n

入籍人nの養母の氏名 K( 30) 無 n

入籍人nの養父母続柄 9(  2) 有 n

入籍人の筆頭者 K( 30) 無 無

入籍人nの筆頭者区分 9(  1) 有 n 繰り返しの数は入籍人の
人数

No.32～No.47までのバイ
ト数は560バイト

入籍人nの配偶者区分 9(  1) 有 n

入籍人nの更正区分 9(  1) 有 n

入籍人nの個人番号 9( 10) 無 n

入籍人nのカナ氏名 N( 60)

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

入籍人nの父の氏名 K( 30) 無 n

入籍人nの母の氏名 K( 30) 無 n

入籍人nの父母続柄 9(  2) 有 n

入籍人nの住所コード 9( 15) 有 n

入籍人nの住所 K( 50) 無 n

入籍人nの世帯主 K( 30) 無 n

無 n

入籍人nの漢字氏名 K( 30) 無 n

　戸籍(入籍･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/3

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-241



編成

No.

61

62

63

64

65

66

67

68

入籍人配偶者の個人番号 9( 10) 無 無

予備 X(――) ―― ―― No.32～No.47以外のバイ
ト数は1672バイト

入籍人数が4人とすると予
備は88バイト

5人以上の場合は別レコー
ドにする等の方法を考え
る

入籍人配偶者の配偶者区分 9(  1) 有 無

入籍人配偶者の更正区分 9(  1) 有 無

入籍人配偶者の世帯主 K( 30) 無 無

入籍人配偶者の外国人区分 9(  1) 有 無

入籍人配偶者の住所コード 9( 15) 有 無

入籍人配偶者の住所 K( 50) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(入籍･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/3

  5-7-(2)-242



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21 予備 X( 3263) ―― ――

新本籍コード 9( 15) 有 無

新本籍地番 K( 50) 無 無

母の氏名 K( 30) 無 無

父母との続柄コード 9(  2) 有 無

筆頭者 K( 30) 無 無

父の氏名 K( 30) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

本籍地番 K( 50) 無 無

住所地番 K( 50) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

住所コード 9( 15) 有 無

個人番号 9( 10) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

渉外区分 9(  1) 有 無

婚姻日 9(  8) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

婚姻事項の有無 9(  1) 有 無

筆頭者区分 9(  1) 有 無

配偶者区分 9(  1) 有 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(分籍･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-243



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

15歳未満の届出人氏名2 K( 30) 無 無

予備 X( 3063) ―― ――

15歳未満の届出人資格2 9(  3) 有 無

15歳未満の届出人氏名1 K( 30) 無 無

世帯主との続柄コード 9(  6) 有 無

15歳未満の届出人資格1 9(  3) 有 無

世帯主区分 9(  1) 有 無

世帯主名 K( 30) 無 無

住民日 X(  7) 無 無

住定日 X(  7) 無 無

住所コード 9( 15) 有 無

住所 K( 50) 無 無

届後戸籍での筆頭者区分 9(  1) 有 無

届後戸籍での配偶者区分 9(  1) 有 無

届後本籍 K( 50) 無 無

届後戸籍の筆頭者 K( 30) 無 無

戸籍変動区分 9(  1) 有 無

届後本籍コード 9( 15) 有 無

国籍取得年月日 X(  7) 無 無

国籍取得区分 9(  1) 有 無

母氏名 K( 30) 無 無

父母との続柄コード 9(  2) 有 無

父氏名 K( 30) 無 無

母個人番号 9( 10) 無 無

生年月日 X(  7) 無 無

父個人番号 9( 10) 無 無

従前氏名 K( 30) 無 無

従前国籍 K( 50) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(国籍取得･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-244



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

帰化者妻漢字氏名 K( 30) 無 無

帰化者妻従前氏名 K( 30) 無 無

帰化者15歳未満の届出人氏名2 K( 30) 無 無

帰化者妻カナ氏名 N( 60) 無 無

帰化者15歳未満の届出人資格2 9(  3) 有 無

帰化者15歳未満の届出人氏名1 K( 30) 無 無

帰化者世帯主名 K( 30) 無 無

帰化者15歳未満の届出人資格1 9(  3) 有 無

帰化者世帯主区分 9(  1) 有 無

帰化者世帯主との続柄コード 9(  6) 有 無

帰化者住所コード 9( 15) 有 無

帰化者住所 K( 50) 無 無

帰化者住民日 X(  7) 無 無

帰化者住定日 X(  7) 無 無

帰化者母の本･国籍 K( 50) 無 無

帰化者父母との続柄コード 9(  2) 有 無

帰化者母氏名 K( 30) 無 無

帰化者母の本籍コード 9( 15) 有 無

帰化者父の本籍コード 9( 15) 有 無

帰化者父の本･国籍 K( 50) 無 無

公示年月日 X(  7) 無 無

帰化者父氏名 K( 30) 無 無

帰化者生年月日 X(  7) 無 無

帰化者配偶者区分 9(  1) 有 無

帰化者従前氏名 K( 30) 無 無

帰化者従前国籍 K( 50) 無 無

帰化者カナ氏名 N( 60) 無 無

帰化者漢字氏名 K( 30) 無 無

帰化種別 9(  1) 有 無

同時帰化者数 9(  1) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(帰化･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-245



編成

No.

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

養/父母母氏名 K( 30) 無 無

養/父母父母との続柄コード 9(  2) 有 無

養/父母筆頭者 K( 30) 無 無

養/父母父氏名 K( 30) 無 無

養/父母本籍コード 9( 15) 有 無

養/父母本籍 K( 50) 無 無

養/父母カナ氏名 N( 60) 無 無

養/父母漢字氏名 K( 30) 無 無

帰化記載者資格1 9(  3) 無 無

帰化記載者資格2 9(  3) 無 無

届後本籍 K( 50) 無 無

届後戸籍の筆頭者 K( 30) 無 無

戸籍変動区分 9(  1) 有 無

届後本籍コード 9( 15) 有 無

帰化者妻世帯主との続柄コード 9(  6) 有 無

帰化者妻世帯主名 K( 30) 無 無

帰化者妻住所 K( 50) 無 無

帰化者妻世帯主区分 9(  1) 有 無

帰化者妻住定日 X(  7) 無 無

帰化者妻住所コード 9( 15) 有 無

帰化者妻父母との続柄コード 9(  2) 有 無

帰化者妻住民日 X(  7) 無 無

帰化者妻母の本籍コード 9( 15) 有 無

帰化者妻母の本･国籍 K( 50) 無 無

帰化者妻父の本･国籍 K( 50) 無 無

帰化者妻母氏名 K( 30) 無 無

帰化者妻父氏名 K( 30) 無 無

帰化者妻父の本籍コード 9( 15) 有 無

帰化者妻従前国籍 K( 50) 無 無

帰化者妻生年月日 X(  7) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(帰化･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-246



編成

No.

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

同時帰化者n父母との続柄コード 9(  2) 有 n

同時帰化者n住民日 X(  7) 無 n

同時帰化者n住定日 X(  7) 無 n

同時帰化者n母氏名 K( 30) 無 n

同時帰化者n母の本籍コード 9( 15) 有 n

同時帰化者n母の本･国籍 K( 50) 無 n

n

同時帰化者n父の本籍コード 9( 15) 有 n

同時帰化者n父の本･国籍 K( 50) 無 n

同時帰化者nカナ氏名 N( 60) 無 n 繰り返し数は同時帰化者
数

No.77～No.101までのバイ
ト数は967バイト

同時帰化者n漢字氏名 K( 30) 無 n

同席帰化者n従前氏名 K( 30) 無 n

同時帰化者n従前国籍 K( 50) 無 n

同時帰化者n生年月日 X(  7) 無 n

同時帰化者n父氏名 K( 30) 無

連署人住所コード 9( 15) 有 無

連署人住所 K( 50) 無 無

連署人父母との続柄コード 9(  2) 有 無

連署人生年月日 X(  7) 無 無

連署人父氏名 K( 30) 無 無

連署人母氏名 K( 30) 無 無

連署人本籍 K( 30) 無 無

連署人筆頭者 K( 30) 無 無

連署人漢字氏名 K( 30) 無 無

連署人本籍コード 9( 15) 有 無

連署人配偶者区分 9(  1) 無 無

連署人カナ氏名 N( 60) 無 無

養/父母住所 K( 50) 無 無

連署人筆頭者区分 9(  1) 無 無

養/父母生年月日 X(  7) 無 無

養/父母住所コード 9( 15) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(帰化･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-247



編成

No.

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102 予備 X(――) ―― ―― No.1～No.76までのバイト
数は3028バイト

同時帰化者数が1人とする
と予備は　5バイト

2人以上の場合は別レコー
ドにする等の方法を考え
る

同時帰化者n15歳未満の届出人氏名2 K( 30) 無 n

同時帰化者n帰化記載者資格1 9(  3) 無 n

同時帰化者n帰化記載者資格2 9(  3) 無 n

n

同時帰化者n15歳未満の届出人資格2 9(  3) 有 n

同時帰化者n15歳未満の届出人氏名1 K( 30) 無 n

同時帰化者n住所コード 9( 15) 有 n

同時帰化者n住所 K( 50) 無 n

同時帰化者n世帯主区分 9(  1) 有 n

同時帰化者n世帯主との続柄コード 9(  6) 有 n

同時帰化者n世帯主名 K( 30) 無 n

同時帰化者n15歳未満の届出人資格1 9(  3) 有

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(帰化･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/4

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-248



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19 予備 X( 3262) ―― ――

届出人資格2 9(  3) 有 無

届出人氏名2 K( 30) 無 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

国名コード 9( 15) 有 無

喪失原因国名 K( 50) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

喪失原因区分 9(  1) 有 無

本籍コード 9( 15) 有 無

本籍 K( 50) 無 無

住所 K( 50) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

喪失年月日 9(  8) 無 無

住所コード 9( 15) 有 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

国籍喪失者個人番号 9( 10) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(国籍喪失･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-249



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

届出人氏名2 K( 30) 無 無

予備 X( 3216) ―― ――

届出人氏名1 K( 30) 無 無

届出人資格2 9(  3) 有 無

現有外国国籍3 K( 50) 無 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

現有外国国籍2 K( 50) 無 無

国名コード3 9( 15) 有 無

現有外国国籍1 K( 50) 無 無

国名コード2 9( 15) 有 無

生年月日 9(  8) 無 無

国名コード1 9( 15) 有 無

本籍 K( 50) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

国籍選択者個人番号 9( 10) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(国籍選択･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-250



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 予備 X( 3438) ―― ――

届出人資格2 9(  3) 有 無

届出人氏名2 K( 30) 無 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

国名コード 9( 15) 有 無

国籍喪失国名 K( 50) 無 無

本籍 K( 50) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

喪失年月日 9(  8) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

外国国籍喪失者個人番号 9( 10) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(外国国籍喪失･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-251



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

39

構成員人数 9(  2) 無 無

構成員nの個人番号 9( 10) 無 n 繰り返しの数は

届出人氏名2 K( 30) 無 無

名義使用区分 9(  1) 有 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

届出人資格2 9(  3) 有 無

審判確定日 9(  8) 無 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

変更後カナ氏 N( 40) 無 無

変更後漢字氏 K( 20) 無 無

変更前カナ氏 N( 40) 無 無

変更前漢字氏 K( 20) 無 無

配偶者住所 K( 50) 無 無

配偶者世帯主 K( 30) 無 無

配偶者配偶者区分 9(  1) 有 無

配偶者住所コード 9( 15) 有 無

配偶者氏名 K( 30) 無 無

配偶者外人区分 9(  1) 有 無

筆頭者世帯主 K( 30) 無 無

配偶者個人番号 9( 10) 無 無

筆頭者住所コード 9( 15) 有 無

筆頭者住所 K( 50) 無 無

筆頭者本籍コード 9( 15) 有 無

筆頭者本籍 K( 50) 無 無

筆頭者個人除区分 9(  1) 有 無

筆頭者配偶者区分 9(  1) 有 無

筆頭者漢字氏名 K( 30) 無 無

筆頭者生年月日 9(  8) 無 無

筆頭者個人番号 9( 10) 無 無

筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(氏の変更(107条1項)･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-252



編成

No.

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

構成員n更正区分 9(  1) 有 n

予備 X(――) ―― ―― No.1～No.29までのバイト
数は974バイト

構成員人数が6人とすると
予備は110バイト

7人以上の場合は別レコー
ドにする等の方法を考え
る

n

構成員n住所 K( 50) 無 n

構成員nの世帯主 K( 30) 無 n

構成員nの漢字氏名 K( 30) 無 n 構成員人数

No.30～No.39までのバイ
ト数は486バイト

構成員nの父の氏名 K( 30) 無 n

構成員nの母の氏名 K( 30) 無 n

構成員nの養父の氏名 K( 30) 無 n

構成員nの養母の氏名 K( 30) 無 n

構成員n住所コード 9( 15) 有

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(氏の変更(107条1項)･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-253



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

新本籍 K( 50) 無 無

予備 X( 3166) ―― ――

届後戸籍筆頭者氏名 K( 30) 無 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

同籍者区分 9(  1) 有 無

届後戸籍筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

配偶者名 K( 20) 無 無

配偶者外人区分 9(  1) 有 無

配偶者区分 9(  1) 有 無

配偶者氏 K( 20) 無 無

筆頭者生年月日 9(  8) 無 無

筆頭者婚姻年月日 9(  8) 無 無

筆頭者住所 K( 50) 無 無

筆頭者世帯主 K( 30) 無 無

筆頭者本籍 K( 50) 無 無

筆頭者住所コード 9( 15) 有 無

変更後漢字氏 K( 20) 無 無

筆頭者本籍コード 9( 15) 有 無

筆頭者漢字氏名 K( 30) 無 無

変更後カナ氏 N( 40) 無 無

氏変更者個人番号 9( 10) 無 無

筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(氏の変更(107条2項)･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-254



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

新本籍 K( 50) 無 無

予備 X( 3187) ―― ――

届後戸籍筆頭者氏名 K( 30) 無 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

同籍者区分 9(  1) 有 無

届後戸籍筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

107条3項原因 9(  1) 有 無

配偶者氏名 K( 30) 無 無

筆頭者生年月日 9(  8) 無 無

筆頭者婚姻解消日 9(  8) 無 無

筆頭者住所 K( 50) 無 無

筆頭者世帯主 K( 30) 無 無

筆頭者本籍 K( 50) 無 無

筆頭者住所コード 9( 15) 有 無

変更後漢字氏 K( 20) 無 無

筆頭者本籍コード 9( 15) 有 無

筆頭者漢字氏名 K( 30) 無 無

変更後カナ氏 N( 40) 無 無

氏変更者個人番号 9( 10) 無 無

筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(氏の変更(107条3項)･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-255



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

届出人氏名2 K( 30) 無 無

予備 X( 3000) ―― ――

届出人資格2 9(  3) 有 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

氏変更者新本籍 K( 50) 無 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

届後戸籍筆頭者氏名 K( 30) 無 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

外国人父母氏名 K( 30) 無 無

届後戸籍筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

審判確定日 9(  8) 無 無

外国人父母区分 9(  1) 有 無

配偶者区分 9(  1) 有 無

生年月日 9(  8) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

筆頭者区分 9(  1) 有 無

氏変更者本籍コード 9( 15) 有 無

氏変更者本籍 K( 50) 無 無

氏変更者住所 K( 50) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

変更後漢字氏 K( 20) 無 無

氏変更者住所コード 9( 15) 有 無

氏変更者漢字氏名 K( 30) 無 無

変更後カナ氏 N( 40) 無 無

氏変更者個人番号 9( 10) 無 無

氏変更者カナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(氏の変更(107条4項)･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-256



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

構成員n更正区分 9(  1) 有 n

予備 X(――) ―― ――
No.1～No.18までのバイト数
は703バイト
構成員人数が5人とすると予
備は441バイト
6人以上の場合は別レコード
にする等の方法を考える

n

構成員n住所 K( 50) 無 n

構成員n世帯主 K( 30) 無 n

構成員n漢字氏名 K( 30) 無 n 繰り返しの数は構成員人
数
No.19～No.27までのバイ
ト数は476バイト

構成員n父氏名 K( 30) 無 n

構成員n母氏名 K( 30) 無 n

構成員n養父氏名 K( 30) 無 n

構成員n養母氏名 K( 30) 無 n

構成員n住所コード 9( 15) 有

届出人氏名2 K( 30) 無 無

筆頭者区分 9(  1) 有 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

届出人資格2 9(  3) 有 無

審判日 9(  8) 無 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

筆頭者 K( 30) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

本籍 K( 50) 無 無

住所 K( 50) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

変更後漢字名 K( 20) 無 無

住所コード 9( 15) 有 無

名の変更者の漢字氏名 K( 30) 無 無

変更後カナ名 N( 40) 無 無

名の変更者個人番号 9( 10) 無 無

名の変更者のカナ氏名 N( 60) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(名の変更･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-257



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

構成員n個人番号 9( 10) 無 n 繰り返しの数は構成員人
数

構成員nカナ氏名 N( 60) 無 n

名義使用区分 9(  1) 有 無

構成員人数 9(  2) 無 無

届出人氏名1 K( 30) 無 無

届出人氏名2 K( 30) 無 無

届出人資格1 9(  3) 有 無

届出人資格2 9(  3) 有 無

配偶者住所 K( 50) 無 無

配偶者世帯主 K( 30) 無 無

配偶者生年月日 9(  8) 無 無

配偶者住所コード 9( 15) 有 無

配偶者カナ氏名 N( 60) 無 無

配偶者漢字氏名 K( 30) 無 無

配偶者外人区分 9(  1) 有 無

配偶者個人番号 9( 10) 無 無

筆頭者世帯主 K( 30) 無 無

配偶者配偶者入力区分 9(  1) 有 無

筆頭者住所コード 9( 15) 有 無

筆頭者住所 K( 50) 無 無

筆頭者個人除区分 9(  1) 有 無

筆頭者配偶者入力区分 9(  1) 有 無

筆頭者漢字氏名 K( 30) 無 無

筆頭者生年月日 9(  8) 無 無

筆頭者個人番号 9( 10) 無 無

筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

新本籍 K( 50) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

本籍 K( 50) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(転籍･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-258



編成

No.

31

32

33

34

35

36 予備 X(――) ―― ―― No.1～No.26までのバイト
数は989バイト

構成員人数が9人とすると
予備は194バイト

10人以上の場合は別レ
コードにする等の方法を
考える

構成員n漢字氏名 K( 30) 無 n No.29～No.35までのバイ
ト数は313バイト

構成員n住所コード 9( 15) 有 n

構成員n住所 K( 50) 無 n

構成員n世帯主 K( 30) 無 n

構成員n生年月日 9(  8) 無 n

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(転籍･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-259



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21 予備 X( 3253) ―― ――

届出人資格コード 9(  3) 有 無

届出人氏名 K( 30) 無 無

戸籍変動区分コード 9(  1) 有 無

就籍原因コード 9(  1) 有 無

審判日 9(  8) 無 無

住定日 9(  8) 無 無

父母続柄コード 9(  2) 有 無

父母続柄 K(  3) 有 無

父の氏名 K( 30) 無 無

母の氏名 K( 30) 無 無

筆頭者カナ氏名 N( 60) 無 無

筆頭者 K( 30) 無 無

本籍コード 9( 15) 有 無

本籍 K( 50) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

住所コード 9( 15) 有 無

住所 K( 50) 無 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

漢字氏名 K( 30) 無 無

届書 4000

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(就籍･事件別内容) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

  5-7-(2)-260



編成

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

無

　戸籍(未成年者の後見･事件別内容) 平成31年 3月31日

メインキー項目 副次キー項目ファイル名 レコード長

版改訂日付

備考

無

無

22令和　年　月　日

作成日付

無

無

未成年被後見人の本非区分

未成年被後見人の生年月日

届書

媒体

コード化の有無

4000

項目のバイト数

9( 10)

9(  1) 有

繰り返し個数項目名

未成年被後見人の個人番号

未成年被後見人の外国人区分

有

頁数主管課名第5
7

(2)
ファイル仕様書

システム化調査研究会 1/1

終了日

未成年後見人の筆頭者

未成年後見人資格

未成年後見人の法人住所コード

未成年後見人の法人住所

開始日

就職日

無無

未成年被後見人の漢字氏名 無

9(  1)

9(  8)

無

無

無

適用業務名

無

無9( 10)

9(  1)

N( 60)

K( 30)

9( 15)

K( 50)

K( 30)

未成年後見人の個人番号

無

有

無

未成年被後見人のカナ氏名

未成年被後見人の本籍コード

未成年被後見人の筆頭者

未成年被後見人の本籍

未成年後見人の外国人区分

未成年後見人の本非区分 9(  1)

9(  8)

K( 30)

9(  3)

9( 15)

有

有

未成年後見人の生年月日

未成年後見人の区分

未成年後見人のカナ氏名

未成年後見人の漢字氏名

未成年後見人の本籍コード

未成年後見人の本籍

無

無

無

無

9(  3)

K( 30)

X(3086)

K( 50)

9(  1)

N( 60)

K( 30)

9( 15)

9(  8)

K( 50)

9(  2)

9(  8)

9(  8)

届出事件種別区分

無

―

無

無

有

無

無

無

無

無

有

無

無

有

無

有

無

有

無

有

裁判確定日

記録嘱託日

前任者氏名

予備

9(  8)

届出人資格

届出人氏名

9(  8)

K( 30)

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

―

無

無

無

無

無

無

無

無

  5-7-(2)-261



　ファイル名:　住民票異動

　目的:　届出により管内の戸籍に異動が発生すると同時に管内の住民票に変動が生ずる場合に,住民票へ異動内容を
通知するファイルである。

　住定日:　国籍取得,帰化および就籍のときに入力される。
　住民日:　国籍取得,帰化および就籍のときに入力される。
世帯主との続柄:　出生,国籍取得,帰化および就籍のときに入力される。

　その他:　住民票通知ファイルの管内版である(詳細は住民票異動ファイルを参照)。

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/2

  5-7-(2)-262



編成

順

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24 予備 X( 91) ―― ――

世帯主 K( 30) 無 無

世帯主との続柄 9(  6) 有 無

住定日 9(  8) 無 無

住民日 9(  8) 無 無

住所 K( 50) 無 無

方書 K( 50) 無 無

旧筆頭者 K( 30) 無 無

住所コード 9( 15) 有 無

旧本籍 K( 50) 無 無

新筆頭者 K( 30) 無 無

新本籍 K( 50) 無 無

旧本籍コード 9( 15) 有 無

旧父母との続柄 9(  2) 有 無

新本籍コード 9( 15) 有 無

旧生年月日 9(  8) 無 無

新父母との続柄 9(  2) 有 無

旧氏名 K( 30) 無 無

新生年月日 9(  8) 無 無

受理日 9(  8) 無 無

新氏名 K( 30) 無 無

出張所番号 9(  3) 有 無

事件コード 9(  2) 有 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

受領番号 9(  9) 無 無 枝番無し

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

住民票異動 ディスク 900

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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　ファイル名:　住民票通知

　目的:　届出により他市区町村の住民票に異動が発生する場合に作成するファイルである。

　出張所番号:　出張所(支所)別に宛名を出力する場合に使用する。
　市区町村コード:　市区町村ごとに並びかえて(ソート)出力する場合に使用する。
　住定日:　国籍取得,帰化および就籍のときに入力される。
　住民日:　国籍取得,帰化および就籍のときに入力される。
世帯主との続柄:　出生,国籍取得,帰化および就籍のときに入力される。

　その他:　1人1通作成する。
　　　　　 変更がない項目については旧項目だけを出力する。

　住民票通知が不要な事件
　　親権(管理権),後見,保佐,姻族関係終了,推定相続人廃除,同取消,国籍選択,外国国籍喪失

　住民票通知が要･不要の判断が必要な事件(住民票の内容が変更になる場合だけ出力)
　　認知,婚姻,離婚
　　養子縁組,養子離縁における養親(養子に関しては必ず通知を作成する)

　上記以外の事件については無条件に住民票通知を作成する。

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

順

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

世帯主との続柄 K( 10) 無 無

予備 X( 77) ―― ――

住民日 9(  8) 無 無

世帯主 K( 30) 無 無

方書 K( 50) 無 無

住定日 9(  8) 無 無

旧筆頭者 K( 30) 無 無

住所 K( 50) 無 無

旧本籍 K( 50) 無 無

新筆頭者 K( 30) 無 無

旧父母との続柄 9(  2) 有 無

新本籍 K( 50) 無 無

旧生年月日 9(  8) 無 無

新父母との続柄 9(  2) 有 無

旧氏名 K( 30) 無 無

新生年月日 9(  8) 無 無

受理日 9(  8) 無 無

新氏名 K( 30) 無 無

宛名 K( 20) 無 無

事件コード 9(  2) 有 無

出張所番号 9(  3) 有 無

市区町村コード 9(  5) 有 無
自治体毎に使用コードが
異なる

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

受領番号 9(  9) 無 無 枝番無し

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

住民票通知 ディスク 900

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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　ファイル名:　附票

　目的:　附票情報を格納するファイルである。
　　　　 本籍,筆頭者,個人氏名については戸籍ファイルを使用する。
　　　　 住所の異動をすべて管理する。

　検索キー:戸籍ファイルと同じ

　戸籍個人番号:　戸籍データベースと関連付ける番号。
　住記個人番号:　住民記録データベースと関連付ける番号。
　履歴番号:　住所の変遷を示す番号。
　現除区分:　その住所が現住所か以前の住所かを表す区分。
　作成日:　附票情報(住所・住定日)を作成した日(処理日)。
　住所登録:　住所を登録した事由コード。
　　事由コード
　消除日:　現住所でなくなった日(処理日)。
　住所消除:　住所を消除した事由コード(住所登録事由コードと同じコードを使用する。)
　　事由コード
　修正確定日:住所の変更が確定した日(職権で住所を変更したときのみ)。

　　※　附票の項目については現在の附票(可視台帳)の項目を満足していれば,その他の項目については自治体の自由
である。ただし,附票にまったく関係のない項目を持ってはならない(戸籍基準書で規定される)。

　　　　戸籍システムと連動させる附票システムについては,戸籍基準書と附票基準書の双方を参照のこと。
　　　　戸籍システムと連動させない附票システムについては,附票基準書のみ参照のこと。

　　　　DV(ドメスティックバイオレンス)・ストーカー被害者支援に関する法律に関する附票の発行抑止については
メーカーに一任する。(平成16年7月1日施行)

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 平成17年 3月 1日 9
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編成

DB

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

修正確定日 9(  8) 無 無

予備 X( 41) 無 無

消除日 9(  8) 無 無

住所消除事由コード 9(  2) 有 無

方書 K( 50) 無 無

住定日 9(  8) 無 無

住所登録事由コード 9(  2) 有 無

住所 K( 50) 無 無

現除区分 9(  1) 有 無 0:現附票　1:除附票

作成日 9(  8) 無 無

住記個人番号 9( 10) 無 無

履歴番号 9(  2) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

戸籍個人番号 9( 10) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

附票 個人番号 ディスク 300

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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　ファイル名:　附票通知

　目的:　届出により管内の戸籍から管外の戸籍に入籍する場合の附票通知を格納するファイルである。

　出張所番号:　出張所(支所)別に宛名を出力する場合に使用する。
　市区町村コード:　市区町村ごとに並びかえて(ソート)出力する場合に使用する。
　事件コード:　附票通知を作成する原因となった事件を格納する。
　受理日:　附票通知を作成する原因となった事件を受理した日を格納する。

　その他:　1届1通作成する。
　　　　　 転籍届等で1届に付き複数人の附票通知を作成する場合は、その人数分のレコードを作成する。

　※　戸籍システムと連動した附票DBがないと当通知は出力できない。

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

順

NO.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

16

自治体毎に使用コードが
異なる
コードで格納するか漢字
で格納するかはメーカー
に一任する

予備 X(350) ―― ――

住定日 9(  8) 無 無

15 在外選挙人名簿登録市区町村コード K(  5) 有 無

住所 K( 50) 無 無

方書 K( 50) 無 無

旧筆頭者 K( 30) 無 無

氏名 K( 30) 無 無

旧本籍 K( 50) 無 無

新筆頭者 K( 30) 無 無

受理日 9(  8) 無 無

新本籍 K( 50) 無 無

宛名 K( 20) 無 無

事件コード 9(  2) 有 無

出張所番号 9(  3) 有 無

市区町村コード 9(  5) 有 無
自治体毎に使用コードが
異なる

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

受領番号 9(  9) 無 無 枝番無し

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

附票通知 ディスク 700

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月1日 平成11年3月1日 2.1
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ファイル名:　民刑異動
目的　:　管内の民刑名簿に記録されている個人に対する事件が発生した場合に作成する。
　　　　 出力後の民刑異動名簿は、民刑担当者が民刑名簿を簡便に修正できるために作成したものである。
禁治産者区分:　禁治産者(成年被後見人も含む)か否かの区分。
準禁治産者区分:　準禁治産者か否かの区分。
破産宣告人区分:　破産宣告人か否かの区分。
犯歴区分:　犯歴があるか否かの区分。
その他:　民刑該当者に対する戸籍の処理があった場合は、異動の有無にかかわらず作成する。
　　　　 個人内容の変動の有無にかかわらず新旧項目を出力する。
　　　　 帳票出力は民刑担当者しか行えない。
　　　　 原課プリンタからのみ出力する。

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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編製

順

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

成年被後見人も含む

予備 X( 27) - -

禁治産者区分には

新生年月日 9(  8) 無 無

旧生年月日 9(  8) 無 無

新筆頭者 K( 30) 無 無

旧筆頭者 K( 30) 無 無

新本籍 K( 50) 無 無

旧本籍 K( 50) 無 無

新氏名 K( 30) 無 無

旧氏名 K( 30) 無 無

破産宣告人区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

犯歴区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

禁治産者区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

準禁治産者区分 9(  1) 有 無 0:無　1:有

出張所番号 9(  3) 有 無

事件コード 9(  2) 有 無

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数 備考

処理日 9(  8) 無 無

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

民刑異動 ディスク 500

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5
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　ファイル名:　相続税法58条

　目的:　死亡･失踪宣告による相続税法58条通知の内容を格納するファイルである。

　相続開始年月日:　死亡日または死亡とみなされた日

　筆頭者区分:　死亡者(失踪宣告者)が本籍人のときのみ設定する

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

順

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

届出人住所 K( 50) 無 無

予備 X( 91) ―― ――

死亡地 K( 50) 無 無

届出人氏名 K( 30) 無 無

生年月日 9(  8) 無 無

相続開始年月日 9(  8) 無 無

本籍 K( 50) 無 無

筆頭者区分 9(  1) 有 無 0:構成員　1:筆頭者

漢字氏名 K( 30) 無 無

住所 K( 50) 無 無

出張所番号 9(  3) 有 無

カナ氏名 N( 60) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

受領番号 9(  9) 無 無 枝番無し

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

相続税法58条 ディスク 700

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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　ファイル名:　発送

　目的:　届出により他市区町村に書類を送付する場合に、他市区町村の宛名を蓄積するファイルである。

　出張所番号:　出張所(支所)別に宛名を出力する場合に使用する。
　市区町村コード:　市区町村ごとに並びかえて(ソート)出力する場合に使用する。
　送付書類区分:　届書
　　　　　　　　 不受理申出
　　　　　　　　 胎児認知
　　　　　　　　 住民票通知
　　　　　　　　 附票通知
　　　　　　　　 在外選挙人通知

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月1日 平成11年3月1日 2.1
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編成

順

NO.

1

2

3

4

5

6

7

8 予備 X( 99) ―― ――

附票通知 9(  1) 有 無 0:無　1:有

在外選挙人通知 9(  1) 有 無 0:無　1:有

胎児認知 9(  1) 有 無 0:無　1:有

住民票通知 9(  1) 有 無 0:無　1:有

届書 9(  1) 有 無 0:無　1:有

不受理申出 9(  1) 有 無 0:無　1:有

宛名 K( 20) 無 無

送付書類区分

郵便番号 X(  8) 無 無

住所 K( 50) 無 無

出張所番号 9(  3) 有 無

市区町村コード 9(  5) 有 無
自治体毎で使用コードが
異なる

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

受領番号 9(  9) 無 無 枝番無し

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

発送 ディスク 200

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月1日 平成11年3月1日 2.1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

  5-7-(2)-275



　ファイル名:　統計

　目的:　種々の統計票を作成するためのファイル。

　概要:　事件票を作成するために必要な項目はすべて網羅した。
　　　　 その他,必要と思われる附票関係,各帳票の通知数等の項目を追加した。

　※　統計を取る項目はすべて本ファイルに項目を設定する。したがって,今後項目が追加される可能性がある。
自治体毎に不要と思われる項目については削除しても構わない。

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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編成

索引

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27 後見(嘱託･審判前の保全処分) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

親権(嘱託･審判前の保全処分) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

後見(嘱託･甲類審判の確定) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

親権(届出) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

親権(嘱託･甲類審判の確定) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

戸籍法77条の2 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

戸籍法75条の2 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

離婚 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

離婚取消 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

婚姻 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

婚姻取消 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

戸籍法73条の2 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

戸籍法69条の2 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

特別養子縁組 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

特別養子離縁 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

養子縁組取消 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

養子離縁取消 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

認知 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

養子縁組 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

送付数 9(  5) 無 無

国籍留保 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

本籍人届出数 9(  5) 無 無

非本籍人届出数 9(  5) 無 無

本籍人口数の増減 9(  5) 無 無

出生

本籍数の増減 9(  5) 無 無

本籍人口数 9(  7) 無 無

出張所番号 9( 10) 有 無

本籍数 9(  7) 無 無

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

日付 9(  8) 無 無 西暦日付

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

統計 日付 出張所番号 ディスク 1500

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/5
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編成

索引

No.

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

訂正(戸籍法114条) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

訂正(戸籍法116条) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

訂正(戸籍法24条2項) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

訂正(戸籍法113条) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

就籍 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

訂正(市区町村長職権) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

名の変更 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

転籍 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

戸籍法107条3項 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

戸籍法107条4項 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

戸籍法107条1項 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

戸籍法107条2項 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

国籍選択 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

外国国籍喪失 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

帰化 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

国籍喪失 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

分籍 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

国籍取得 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

相続人廃除取消 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

入籍 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

姻族関係終了 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

相続人廃除 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

失踪取消 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

復氏 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

死亡 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

失踪 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

保佐(嘱託･甲類審判の確定) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

保佐(嘱託･審判前の保全処分) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

後見(嘱託･審判前の保全処分) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

保佐(届出) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

統計 日付 出張所番号 ディスク 1500

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/5
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編成

索引

No.

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

特別の受理証明書 9(  6) 無 無

閲覧(有料) 9(  6) 無 無

受理証明書(有料) 9(  6) 無 無

受理証明書(無料) 9(  6) 無 無

除籍記載事項証明書(有料) 9(  6) 無 無

除籍記載事項証明書(無料) 9(  6) 無 無

戸籍記載事項証明書(有料) 9(  6) 無 無

戸籍記載事項証明書(無料) 9(  6) 無 無

除籍一部証明書(有料) 9(  6) 無 無

除籍一部証明書(無料) 9(  6) 無 無

戸籍一部証明書(有料) 9(  6) 無 無

戸籍一部証明書(無料) 9(  6) 無 無

除籍個人証明書(有料) 9(  6) 無 無

除籍個人証明書(無料) 9(  6) 無 無

戸籍個人証明書(有料) 9(  6) 無 無

戸籍個人証明書(無料) 9(  6) 無 無

除籍全部証明書(有料) 9(  6) 無 無

除籍全部証明書(無料) 9(  6) 無 無

戸籍全部証明書(有料) 9(  6) 無 無

戸籍全部証明書(無料) 9(  6) 無 無

戸籍の再製･補完数 9(  5) 無 無

その他(届出の催告･錯誤遺漏通知) 9(  5) 無 無

戸籍全部消除数 9(  5) 無 無

違反通知数 9(  5) 無 無

不受理申出 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

新戸籍編製数 9(  5) 無 無

追完 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

その他 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

続柄の記載更正(嘱託) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

続柄の記載更正(申出) 9( 15) 無 無 内訳は出生と同じ

統計 日付 出張所番号 ディスク 1500

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 平成17年 3月 1日 9

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/5

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

  5-7-(2)-279



編成

索引

No.

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108 予備 X( 353) - -

附票通知受取数 9(  6) 無 無 住基法19条1項

相続税法58条通知作成数 9(  6) 無 無

住民票異動ファイル作成数 9(  6) 無 無 住基法9条2項:管内

住民票通知作成数 9(  6) 無 無 住基法9条2項:管外

附票通知作成数(受理分) 9(  6) 無 無 住基法19条3項

附票通知作成数(送付分) 9(  6) 無 無 住基法19条3項

附票一部消除数 9(  6) 無 無

附票全部消除数 9(  6) 無 無

附票一部記載数 9(  6) 無 無

附票全部記載数 9(  6) 無 無

附票除票一部証明書(有料) 9(  6) 無 無

附票除票一部証明書(無料) 9(  6) 無 無

附票一部証明書(有料) 9(  6) 無 無

附票一部証明書(無料) 9(  6) 無 無

附票除票全部証明書(有料) 9(  6) 無 無

附票除票全部証明書(無料) 9(  6) 無 無

附票全部証明書(有料) 9(  6) 無 無

附票全部証明書(無料) 9(  6) 無 無

閲覧(無料) 9(  6) 無 無

身分証明書 9(  6) 無 無

統計 日付 出張所番号 ディスク 1500

項目名 項目のバイト数 コード化の有無 繰り返し個数 備考

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 平成17年 3月 1日 9

ファイル名 メインキー項目 副次キー項目 媒体 レコード長

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/5

適用業務名 作成日付 改訂日付 版
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　ファイル名:　人口動態

　目的:　人口動態票を作成するためのファイル。

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　戸籍(共通) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

厚生省の｢標準仕様書｣を参照のこと

  5-7-(2)-281



主管課名 頁数

作成日付 改訂日付 版

　戸籍(共通)

第5
7

(2)
ファイル仕様書

システム化調査研究会

適用業務名

令和　年　月　日

　ファイル名:　在外選挙人通知

　目的:　届出により、在外選挙人に対して戸籍の異動(氏変更・転籍等も含む)がある場合の在外選挙人通知を格納す
るファイルである。

　出張所番号:　出張所(支所)別に宛名を出力する場合に使用する。
　市区町村コード:　市区町村ごとに並びかえて(ソート)出力する場合に使用する。
　事件コード:　在外選挙人通知を作成する原因となった事件を格納する。
　受理日:　在外選挙人通知を作成する原因となった事件を受理した日を格納する。

　その他:　事件本人以外の在外選挙人については、該当者一覧リストを出力して手書き対応とする。
　　　　　 また、在外選挙人通知データのメンテナンス機能を設けて該当者を追加できるようにすることはメーカー
に一任する。

　※　戸籍システムと連動した附票DBがないと当通知は出力できない。

2.1平成11年3月1日

1/2

サンプル
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編成

順

NO.

1

2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

ファイル名

枝番無し

有

無

無

無

無

在外選挙人名簿登録市区
町村コード
自治体毎に使用コードが
異なる

K( 20)宛名

出張所番号 9(  3)

項目名 項目のバイト数

無

3 市区町村コード 9(  5) 有 無

令和　年　月　日 2.1

作成日付

第5
7

(2)
ファイル仕様書

主管課名

改訂日付適用業務名

　戸籍(共通)

版

平成11年3月1日

頁数

システム化調査研究会

事件コード

新生年月日

副次キー項目 媒体メインキー項目

2/2

備考

9(  9)

コード化の有無 繰り返し個数

在外選挙人通知 ディスク 500

レコード長

市区町村コードを宛名に
変換する

受領番号

9(  2)

旧生年月日 9(  8)

K( 30)

9(  8)

K( 50)

旧氏名

9(  5)

9(  8)

9( 10)

新性別 9(  1)

9(  1)

K( 30)

旧性別

新氏名

受理日

個人番号

有

無

無

無

有

新本籍コード

新本籍

K( 50)

無

無

転入届出日

K( 50)

9(  5)

旧本籍コード

旧本籍

9(  5)

無9(  8)

K( 50)

K( 30)

有

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

K( 30) 無

無

X( 82)

無

無

無

新筆頭者

旧筆頭者

住所コード

住所

方書

予備

無

無

自治体毎に使用コードが
異なる

自治体毎に使用コードが
異なる

1:男 2:女 3:不詳

無

無

1:男 2:女 3:不詳

無

自治体毎に使用コードが
異なる

無

無

無

無
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第 5.8 ｢コード｣関係仕様 

 

(目次) 

 

(1) コード設計書 

 

(2) コード一覧表 

 

(3) メッセージ一覧表 

 



第5.8.(1) コード設計書



主管課名

システム化調査研究会

ドキュメント名称

詳細仕様説明書

作成日付 改訂日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日「コード｣関係仕様

頁数

1/1

版

1

第5
8

(1)

[順守事項]

(1)コード一覧に記載されているコードはすべて順守とする。ただし、備考欄等において、「自治体およびメーカ
独自｣の記述されているものはこの限りではない。

(2)各付設対象内のコードの種類および桁数とも順守とする。

[留意点]

(1)個人番号、戸籍番号は戸籍システムでの順次番号とし、特別の意味を持たせるようなコード付けを行ってはい
けない。

(2)画面上の選択番号は番号により選択入力する場合に使用される。他の方法(マウス、GUI等)で選択する場合は
選択番号を使用する必要はない。コード化しないで対応できる項目はコード化しなくても構わない。

(3)メッセージに関する留意点は「第5-8(3)　メッセージ一覧表｣を参照のこと。



(2) 作成方法
　コード化対象データを50音順に並べ、下記のとおり記入した。
　ア　付設対象　　　　コード化の対象となる項目名を記入する。
　イ　方式　　　　　　コード付設の方式を記入する。
　ウ　一覧頁　　　　　｢コード一覧表｣に対応する頁数を記入する。
　エ　目的　　　　　　コード化する目的を記入する。
　オ　付設区分具体例　コード化される具体的項目例を記入する。

(3) コード設計書
　上記の検討を経て作成した設計書は、以下のとおりである。

第5.8.(1) コード設計書

(1) 作成の目的
　新システムで使用するデータの記録方法を明確にし、共通項目のコード付設を統一す
るために作成した。



索引 方式 一覧頁

あ

順番 1

区分 2

区分 8

区分 9

区分 9

氏区分 氏の形態の識別 ｢婚姻前の氏｣

縁組離縁形態区分 縁組、離縁の形態の識別 ｢養子と養父｣

縁組成立法区分 縁組成立法の識別 ｢日本法｣｢日本法以外｣

インデックス 戸籍、身分事項記載の項目の識別 ｢【出生日】｣｢【出生地】｣

受付事件コード 受付ファイル上での事件種別の識別 ｢出生｣｢出生(国籍留保)｣

第5
8

(1)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/8

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 目的 付設区分具体例
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索引 方式 一覧頁

か

区分 10

区分 10

区分 10

区分 10

合成 10

合成 10

区分 10

区分 11

区分 11

順番 11

区分 11

区分 11

区分 12

区分 12

区分 12

区分 13

区分 13

順番 14

区分 15

区分 15

区分 15

区分 15

区分 15

区分 15

順番 16

区分 16

区分 17

区分

区分 20

区分

区分 23

順番 23

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
8

(1)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/8

外国人父母区分 戸籍法107条の4　該当外国人の識別 ｢父｣｢母｣｢養父｣｢養母｣

外人区分 外国人と日本人の識別 ｢日本人｣｢外国人｣

付設対象 目的 付設区分具体例

管掌者コード 戸籍法施行規則77条該当の識別番号 1～2桁:世代,3～4桁:資格

関連受領番号 該当届出に関連する受領番号 西暦下2桁+順番号+枝

確認区分 メッセージ確認の識別 ｢Yes｣｢No｣

監護者の有無 監護者の有無の織別 ｢有｣｢無｣

共同親権有無区分 共同親権の有無 ｢無｣｢有｣

業務選択番号 処理業務の選択 ｢検索処理｣｢異動処理｣

帰化種別 帰化の識別 ｢単身者の帰化｣

記録区分 記録の識別 ｢既存の記録｣

元号 和暦の元号の識別 ｢明治｣｢大正｣｢昭和｣

後見人区分 後見人、後見監督人の区分 ｢後見人｣｢後見監督人｣

禁治産者区分 禁治産者の該当有無 ｢無｣｢有｣

決裁区分 戸籍異動の決裁状況 ｢未決裁｣｢決裁｣

更正区分 更正者の識別 ｢無｣｢父｣｢母｣｢父母｣

国籍･国名 国籍･国名の識別 ｢アフガニスタン｣

後見届出原因 後見届出原因の識別 ｢開始:親権行使者不在｣

後見人縁組区分 養親が後見人かの識別 ｢無｣｢有｣

国籍留保区分 国籍留保の有無及びその届出人の識別 ｢無｣｢父｣｢母｣

個人異動区分 個人の記載状況の識別 ｢記載｣｢入籍｣｢除籍｣

国籍取得区分 国籍取得の識別 ｢国籍法3条｣

国籍喪失原因 日本国籍喪失の原因の識別 ｢外国籍取得｣｢国籍離脱｣

個人番号 個人識別の固有番号

戸籍異動区分 戸籍の状況(データ・ロック) ｢処理中｣

個人異動形態区分 個人の異動形態の識別 ｢本→本の異動｣

個人除区分 戸籍の個人の状態 ｢在籍者｣｢除籍者｣

戸籍事項 戸籍事項のタイトルの識別 ｢編製｣｢氏の変更｣

　　タイトルコード

戸籍事項 戸籍事項DBの戸籍事項記載種別の識別 ｢戸籍編製事項の記載｣

　　記録コード

戸籍除区分 戸籍の状況 ｢戸籍｣｢除籍｣

戸籍番号 戸籍識別の固有番号
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索引 方式 一覧頁

区分 23

区分 24

区分 26

区分 26

区分 26

区分 26

第5
8

(1)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/8

付設対象 目的 付設区分具体例

戸籍編製区分 戸籍編製の種別 ｢新戸籍編製｣｢全部除籍｣

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

戸籍変動区分 戸籍変動状況の識別 ｢元の戸籍に戻る｣

戸籍法107条3項の 戸籍法107条3項の原因区分 ｢離婚｣

　　原因区分

婚姻事項有無 婚姻事項の有無 ｢無｣｢有｣

午前午後区分 時間の午前,午後の識別 ｢午前｣｢午後｣

婚姻区分 婚姻中かどうかの判定 ｢未婚｣｢婚姻中｣
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索引 方式 一覧頁

さ

区分 27

区分 27

区分 27

区分 28

区分 32

区分 34

区分 36

区分 36

区分 36

区分 37

区分 37

区分 37

区分 37

区分 37

区分 37

区分 38

区分 38

区分 38

合成 38

区分 39

区分 39

区分 39

区分 39

区分 39

区分 39

区分 39

区分 40

区分 40

区分 40

区分 41

区分 41

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
8

(1)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 4/8

在外送付区分 送付の種別 ｢国内からの送付｣

裁判所通知区分 裁判所からの通知の有無 ｢無｣｢有｣

付設対象 目的 付設区分具体例

事件コード 事件の種別 ｢出生｣｢認知｣

事件本人区分 事件本人の識別 ｢出生子｣｢棄児｣｢父｣

裁判成立地 裁判成立地の識別 ｢日本｣｢外国｣

資格区分 届出人の資格種別 ｢父｣｢母｣｢母の親権者｣

就籍原因 就籍の原因の識別 ｢家庭裁判所の許可｣

出生子区分 出生子の嫡,非嫡等の識別 ｢嫡出子｣｢準正嫡出子｣

失効区分 不受理申出の失効理由 ｢終了｣｢取下｣｢失効｣

死亡区分 戦死,戦傷死の識別 ｢戦死｣｢戦傷死｣

出生親権区分 ｢調停｣｢裁判｣

出張所番号 支所,出張所等の識別番号 ｢数字｣

出生証明書区分 出生証明書の有無及び証明者の識別 ｢無｣｢医師｣｢助産婦｣

出生裁判区分 出生の裁判の種別 ｢嫡出否認｣

受理処理伺い区分 受理処理伺いの識別 ｢無｣｢伺い中｣

受理送付区分 受理と送付の識別 ｢受理｣｢送付｣

出力区分 戸籍,身分事項の出力表示の可不可 ｢可｣｢不可｣

種別(裁判)区分 種別(裁判)の識別 ｢協議｣｢調停成立｣

渉外区分 民二5500号通達第4.4の識別 ｢渉外｣｢外国人｣

証書提出区分 届出と証書提出の区分 ｢届出｣

受領番号 受付,受領識別の固有番号 西暦下2桁+順番号+枝

準禁治産者区分 準禁治産者の該当有無 ｢無｣｢有｣

除籍事由 縁組での除籍事由 ｢夫の縁組｣｢妻の縁組｣

処分区分 届出,申請書等の処分結果 ｢受理｣｢不受理｣｢保留｣

称する氏区分 婚姻後の夫婦の氏 ｢夫の氏｣｢妻の氏｣

初再婚区分 初婚と再婚の識別 ｢初婚｣｢再婚｣

親権届出区分 親権届の種別 ｢親権者指定｣｢親権喪失｣

審査完了区分 審査完了の識別 ｢未｣｢完了｣

親権指定者の有無 親権指定者の有無 ｢無｣｢有｣

親権者区分 親権者となりうる者の資格 ｢父｣｢母｣｢養父｣｢養母｣

審査の準拠法 認知での審査要件準拠法の識別 ｢日本法｣
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索引 方式 一覧頁

区分 41

区分 41

区分 41

区分 41

区分 41

区分 41

区分 42

区分 43

区分 43

区分 43

区分 43

第5
8

(1)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/8

付設対象 目的 付設区分具体例

審査不可区分 異動審査対象外とする区分

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

成年区分 成年,未成年の識別 ｢未成年｣｢成年｣

性別 性別の識別 ｢男｣｢女｣｢不詳｣

推定区分 推定,不詳の識別 ｢推定｣

生死区分 生死の識別 ｢生存者｣｢死亡者｣

操作員資格区分 捜査員の資格区分 ｢適｣｢不適｣

喪失原因区分 喪失原因の識別 ｢重国籍者の国籍選択｣

世帯員区分 世帯主,構成員の識別 ｢世帯主｣｢構成員｣

世帯主との続柄 住民票上の(世帯主との)続柄 ｢世帯主｣｢妻｣｢夫｣

送達確認区分 送達確認ハガキの返信(到着)の識別 ｢到着済｣｢未到着｣

送付書類区分 送付必要書類の有無 ｢無｣｢有｣
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索引 方式 一覧頁

た

区分 44

区分 44

区分 44

区分 44

区分 45

区分 45

区分 45

区分 45

区分 46

区分 46

区分 46

区分 46

区分 46

区分 46

区分 46

区分 46

区分 46

区分 46

区分 47

区分 48

な

区分 49

区分 49

区分 49

区分 49

区分 49
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(1)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 6/8

付設対象 目的 付設区分具体例

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

遅延理由区分 遅延理由の有無,場所の識別 ｢無｣｢国内有｣｢国外有｣

嫡出子例外区分 嫡出子判定の審査例外の有無 ｢無｣｢有｣

胎児認知区分 胎児認知の有無 ｢無｣｢有｣

代諾者有無区分 縁組での代諾者の有無 ｢無｣｢有｣

同一戸籍縁組 同一戸籍内の縁組かどうかの判定 ｢同一戸籍内縁組｣

同一人再婚区分 同一人同士の再婚 ｢同一人以外｣｢同一人｣

続柄 父母との続柄,養父母との続柄 ｢長男｣｢長女｣｢養子｣

転婚区分 転婚の有無 ｢無｣｢有｣

同籍者有無区分 氏変更等での同籍者の有無 ｢無｣｢有｣

同籍者区分 配偶者や構成員などの識別 ｢無｣｢配偶者のみ｣

同時届区分 同時届の識別 ｢無｣｢親権者指定届｣

同籍区分 同一戸籍かどうかの識別 ｢同一戸籍｣｢他戸籍｣

届書排他区分 届書の状況(データ･ロック) ｢未｣｢排他(使用中)｣

届区分 届出の種類 ｢創設｣｢報告｣

動態区分 人口動態処理の要不要 ｢要｣｢不要｣

届書送付目録区分 届書送付目録の有無 ｢無｣｢有｣

届後本籍区分 届後本籍の識別 ｢入籍｣｢新本籍編製｣

届出選択番号 届出選択番号の識別 ｢出生届｣｢認知届｣

届後戸籍での 届後戸籍での配偶者の識別 ｢未｣｢生存配偶者｣

　　配偶者区分

入籍相手区分 入籍相手の識別 ｢無｣｢父｣｢母｣｢父母｣

届出人区分 届出人の識別 ｢届出人｣

入籍事由区分 入籍事由の種別 ｢氏を称する入籍｣

認知種別区分 認知の種類の識別 ｢任意認知｣｢遺言認知｣

入籍者種別 入籍の種別 ｢入籍人単独｣

｢配偶者同時｣

認知承諾者 認知の承諾者の有無,種別 ｢無｣｢胎児の母｣
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索引 方式 一覧頁

は

区分 50

区分 50

区分 50

区分 50

区分 50

区分 50

区分 50

区分 50

区分 50

区分 51

区分 51

区分 51

区分 52

区分 52

桁別 53

区分 54

区分 54

第5
8

(1)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 7/8

付設対象 目的 付設区分具体例

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

配偶者同一戸籍 ｢配偶者と同一戸籍｣

廃除した人の 廃除した人の資格の識別 続柄に同じ

配偶者有無区分 配偶者の有無 ｢無｣｢有｣

配偶者区分 配偶者の識別と種別 ｢夫｣｢妻｣｢生存配偶者｣

犯歴区分 犯罪歴の有無 ｢無｣｢有｣

番号種別 番号の識別 ｢戸籍番号｣｢個人番号｣

　　資格区分

破産宣告人区分 破産宣告人の該当有無 ｢無｣｢有｣

被認知者区分 被認知者の識別 ｢胎児｣｢未成年｣｢成年｣

復する氏区分 復氏届の復する氏の識別 ｢婚姻直前の氏｣

被後見人区分 被後見人の種別 ｢未成年者｣｢禁治産者｣

筆頭者区分 筆頭者と構成員の識別 ｢筆頭者｣｢構成員｣

保佐届出原因 保佐届の原因の識別 ｢開始:準禁治裁判確定｣

保留区分 保留の有無 ｢無｣｢保留｣

不受理申出 不受理申出対象の届出の処理判定 ｢可｣｢不可｣

　　処分区分

本非区分 本籍と非本籍の識別 ｢本籍｣｢非本籍｣

本籍・住所コード 本籍,住所の識別 ｢北海道…｣

本籍不分明区分 本籍不明者,認識不能者等の届出報告の識別 ｢死亡届｣｢92条1の報告｣
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索引 方式 一覧頁

ま

区分 55

区分 56

区分 63

区分 69

合成 69

区分 69

ら

区分 70

区分 70
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(1)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 8/8

付設対象 目的 付設区分具体例

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

身分事項 身分事項DBの身分事項記載種別の識別 ｢子の記載｣｢母の記載｣

　　記録コード

埋火葬許可証 埋葬･火葬許可証の識別 ｢不要｣｢火葬許可証｣

　　発行区分 ｢埋葬許可証｣

名義使用区分 転籍での夫婦双方の名義使用の識別 ｢夫｣｢妻｣｢未使用｣

メッセージ 確認及びエラー･メッセージの識別 ｢項目エラーが…｣

身分事項 身分事項のタイトルの識別 ｢出生｣｢子の出生｣

　　タイトルコード

戻る戸籍での 戻る戸籍での筆頭者の識別 ｢構成員｣｢筆頭者｣

　　筆頭者区分

離縁申立人区分 離縁申立人の識別 ｢養子｣｢養親｣

離婚申立人区分 離婚申立人の識別 ｢夫｣｢妻｣
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第5.8.(2) コード一覧表

 



(1) 作成の目的
　新システムで使用するデータのどの項目がコード化されているか、また、どのようなコードが付設され
ているかを、一覧できるようにするために作成した。

(2) 作成方法

　コード一覧表の記入内容は、次の通りである。

　ア　付設対象　　　　コードを代表する名称を記入する。

　イ　項目名　　　　　コードに置き換えられる項目を記入する。

　ウ　コード　　　　　コードを記入する。

　エ　桁数　　　　　　使用コードの桁数を記入する。

　オ　桁の意味　　　　各桁によって、分類又は意味を持っている場合に記入する。

(3) コード一覧表

　上記の検討を経て作成した一覧表は、以下のとおりである。

第5.8.(2) コード一覧表

 



No. 桁数

4インデックス　＊1 出生日

　　【　】は、民二7002号通達での名称

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/75

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

届出人

　↓

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

表示時は、項
目の前後に｢
【」、「】｣を
付ける

exp.【出生
日】
    【出生
地】

　コード付け
はメーカー独
自

但し、出力順
等の規則有
り。ファイル
仕様に委ね
る。

出生地

届出日
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No. 桁数

4

【養子縁組(実
方との親族関
係終了)】

(09)

認知(遺言) 0203

認知(裁判) 0204

養子縁組届 (03)

特別養子離縁 0601

戸籍法73条の2の届 (07)

戸籍法73条の2の氏変更 0701

特別養子縁組届 (05)

桁の意味 備考

出生届 (01)

0104

出生
(認知・国籍留保)

0105

認知届 (02)

認知 0201

認知(胎児) 0202

出生 0101

出生(国籍留保) 0102

養子離縁 0401

養子離縁(調停) 0402

婚姻 0901

戸籍法69条の2の届 (08)

戸籍法69条の2の氏変更

出生(認知) 0103

適用業務名 作成日付

受付事件コード

付設対象 項目名 コード

改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/75

(1/6)

出生(棄児発見)

養子縁組 0301

養子縁組
(実方と親族関係終了)

0302

養子離縁届 (04)

養子離縁(裁判) 0403

特別養子縁組 0501

特別養子離縁届 (06)

　　【　】は、民二7002号通達での名称

0801

婚姻届
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No. 桁数

4

【親権停止代
行者選任(嘱
託)】

【親権停止代
行者改任(嘱
託)】

管理権喪失(嘱託)

親権停止代行選任
　　　　　(嘱託)

親権者変更(裁判)

親権喪失(裁判)

　　【　】は、民二7002号通達での名称

管理権回復 1313

1314

1315

親権喪失　(嘱託)

1310

管理権者辞任 1311

1312

親権者辞任

親権回復

管理権喪失(裁判) 1307

1308

管理権喪失取消し 1309

親権者指定(裁判)

【管理権停止
代行者選任(嘱
託)】

管理権停止代行選任
　　　　　(嘱託)

1201

1316

1318

離婚

離婚(調停)

離婚(調停)裁判)

戸籍法77条の2の届

戸籍法75条の2の氏変更

親権届

親権者指定(調停)

1001

1002

1003

1304

1305

親権停止代行改任
　　　　　(嘱託)

1317

1303

1306

親権者変更(調停)

(13)

親権者指定 1301

1302

(11)

戸籍法77条の2の氏変更 1101

戸籍法75条の2の届 (12)

作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 桁の意味 備考

(10)

受付事件コード

(2/6)

適用業務名

離婚届

親権喪失取消し

付設対象 項目名

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 3/75
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No. 桁数

2011年6月3日の
民法改正により
新設
2011年6月3日の
民法改正により
新設

【管理権停止
代行者改任(嘱
託)】

【後見監督停
止代行者改任
(嘱託)

【後見停止代
行者選任(嘱
託)

【後見停止代
行者改任(嘱
託)

【後見監督停
止代行者選任
(嘱託)

後見停止代行選任
　　　　　(嘱託)

　　 *2　民二7002号通達にないコード　【　】は民二7002号通達での名称

後見職務代行改任
　　　　　(嘱託)

　　1417　*2

財産管理者改任代行改任
(嘱託)

後見監督停止代行選任(嘱
託)

1404

1405

1407

1408

1409

1415

1416

後見人辞任(嘱託)

後見人改任(嘱託)

後見命令(嘱託)

1319

1320

1321

1401

1402

管理権停止代行改任
　　　　　(嘱託)

親権停止(嘱託)

親権停止取消し

後見開始

備考

4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

財産管理者改任
　　　　　(嘱託)

後見停止代行改任
　　　　　(嘱託)

1406

(14)

1403

後見終了

後見人更迭

付設対象 項目名 コード 桁の意味

後見監督人更迭

1414

後見監督開始 1410

後見監督終了 1411

後見届

頁数

システム化調査研究会 4/75

受付事件コード

(3/6)

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名

1412

後見監督人辞任(嘱託) 1413

後見監督人解任(嘱託)

 5-8-(2)-4



No. 桁数

4

死亡届

保佐停止代行改人
　　　　　(嘱託)

保佐停止代行選任
　　　　　(嘱託)

1508

1507

分籍

入籍届

推定相続人廃除届

姻族関係終了届

復氏届

失踪届

推定相続人廃除(調停)

推定相続人廃除(裁判)

(20)

2002

　　 *2　民二7002号通達にないコード　【　】は民二7002号通達での名称

【保佐停止代
行者選任(嘱
託)】

【保佐停止代
行者改任(嘱
託)】

1501

1502

1503

1504

2101

分籍届 (22)

(19)

姻族関係終了 1901

失踪宣告 1701

(18)

復氏 1801

財産管理者改任
　　　　　(嘱託)

1509

(16)

1601

死亡(高齢者消除)

入籍

付設対象 項目名 コード 桁の意味

2001

保佐人改任(嘱託) 1505

保佐命令(嘱託) 1506

備考

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

2201

(21)

保佐届

保佐開始

保佐終了

保佐人更迭

保佐人辞任(嘱託)

死亡

　 1602 *2

(17)

(15)

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/75

受付事件コード

(4/6)

 5-8-(2)-5



No. 桁数

4

名の変更

転籍届

転籍

2801

2901

3001

3101

戸籍法107条2項の届

戸籍法107条2項の氏変更

戸籍法107条3項の届

戸籍法107条3項の氏変更

戸籍法107条4項の氏変更

2301

(24)

2401

(26)

2601

(27)

就籍 3401

縁組取消届 (35)

縁組取消し 3501

就籍届 (34)

(32)

3201

(33)

戸籍107条4項の届 (31)

(30)

名の変更届

3301

氏の変更届

(29)

2701

(28)

戸籍法107条1項の氏変更

(25)

国籍喪失 2501

国籍喪失(国籍離脱) 2502

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

国籍取得届 (23)

国籍取得

帰化届

帰化

国籍喪失届

国籍選択届

国籍選択

外国国籍喪失届

外国国籍喪失

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 6/75

(5/6)

受付事件コード

 5-8-(2)-6



No. 桁数

4

平成15年法律第
111号3条対応

第8.3版にて追加

【再製】

8.3

備考

主管課名 頁数

システム化調査研究会

訂正(戸籍法113条)

平成6年12月 1日 平成16年11月 1日

付設対象 項目名 コード 桁の意味

4001

　　【　】は、民二7002号通達での名称

(44)

4402

4403

(50)

5002

5003

追完 (80)

追完 8001

戸籍再製

9501戸籍再製

(95)

更正 7001

7003

続柄の記載更正(申出) 7004

続柄の記載更正(嘱託)

その他(死亡)

戸籍訂正

その他

その他

その他(本籍分明)

その他(胎児死産)

4002

訂正
(市区町村長の職権)

3901

(40)

離縁取消し 3601

婚姻取消届 (37)

婚姻取消し 3701

離婚取消届 (38)

離婚取消し 3801

(39)

5004訂正(戸籍法114条)

失踪宣告取消届

失踪宣告取消し

推定相続人廃除取消届

推定相続人廃除取消し(調
停)

推定相続人廃除取消し(裁
判)

離縁取消届 (36)

訂正(戸籍法116条) 5005

更正 (70)

5001

4401

4404

訂正(戸籍法24条2項)

7/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

第5
8

(2)
コード一覧表

受付事件コード

(6/6)

 5-8-(2)-7



No. 桁数

4

平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 8/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

受付事件コード

未成年者の後見届 (41)

未成年者の後見開始 4101

未成年者の後見終了 4102

(6-1/6) 2011年6月3日の
民法改正により
不要未成年後見人辞任

　　　　　　　(嘱託)
4104

未成年後見人解任
　　　　　　　(嘱託)

4105

未成年者の後見停止代行
者選任(嘱託)

4107

未成年者の後見停止代行
者改任(嘱託)

4108

未成年後見人選任
　　　　　　　(嘱託)

4117 2011年6月3日の
民法改正により
新設

未成年後見人地位喪失 4118
2011年6月3日の
民法改正により
新設
2011年6月3日の
民法改正により
新設

未成年後見監督人選任
　　　　　　　(嘱託)

4119

未成年後見監督人地位喪
失

4120 2011年6月3日の
民法改正により
新設(民法に明文
化されていない)

未成年者の後見監督開始 4110

未成年者の後見監督終了 4111

2011年6月3日の
民法改正により
不要未成年後見監督人辞任

　　　　　　　(嘱託)
4113

未成年後見監督人解任
　　　　　　　(嘱託)

4114

未成年者の後見監督停止
代行者選任(嘱託)

4115

未成年者の後見監督停止
代行者改任(嘱託)

4116

　　【　】は、民二7002号通達での名称

 5-8-(2)-8



No. 桁数

未成年後見監督人の財産
に関する権限分掌行使の
定め　　　　　(嘱託)

4129

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

未成年後見監督人の権限
を財産に関する権限に限
定する定めの取消し
　　　　　　　(嘱託)

4130

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 9/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

未成年後見人の財産に関
する権限分掌行使の定め
　　　　　　　(嘱託)

4123

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

未成年後見人の権限を財
産に関する権限に限定す
る定めの取消し(嘱託)

4124

211年6月3日の
民法改正によ
り新設

未成年後見人の財産に関
する権限単独行使の定め
の取消し　　　(嘱託)

4125

平成6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

　　【　】は、民二7002号通達での名称

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

未成年後見人の財産に関
する権限分掌行使の定め
の取消し　　　(嘱託)

4126

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

未成年後見監督人の権限
を財産に関する権限に限
定する定め　　(嘱託)

4127

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

未成年後見監督人の財産
に関する権限単独行使の
定め　　　　　(嘱託)

4128

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

受付事件コード

未成年者の後見届 (41)

未成年後見人の権限を財
産に関する権限に限定す
る定め　　　　(嘱託)

4121 4

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

(6-2/6)

未成年後見人の財産に関
する権限単独行使の定め
　　　　　　　(嘱託)

4122

 5-8-(2)-9



No. 桁数

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 10/75

受付事件コード

未成年者の後見届 (41)

未成年後見監督人の財産
に関する権限単独行使の
定めの取消し
　　　　　　　(嘱託)

4131 4

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

(6-3/6)

未成年後見監督人の財産
に関する権限分掌行使の
定めの取消し
　　　　　　　(嘱託)

4132

2011年6月3日
の民法改正に
より新設

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

　　【　】は、民二7002号通達での名称

 5-8-(2)-10



No. 桁数

1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 11/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

氏区分

婚姻前の氏 1
離縁(同時73の2
も含)

転婚前の氏 2
離婚(同時77の2
も含)

新しい氏 3
復氏の各届で使
い分ける

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考
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No. 桁数

2

1

1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 12/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

04

養女と養母 05

養女と養父母 06

養子夫婦と養父 07

養子夫婦と養母 08

養子と養父・養女と養母 09

養子と養父・養女と養父母

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

養子と養父母・養女と養父母 15

縁組成立法区分
[縁組の準拠法区分]

日本法 0 離縁、同時73
の2で使用

日本法以外 1

10

養子と養母・養女と養父 11

養子と養母・養女と養父母 12

養子と養父母・養女と養父 13

養子と養父母・養女と養母 14

縁組離縁形態区分

[縁組・離縁形態区分]

養子と養父 01

養子と養母 02

養子と養父母 03

養女と養父
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No. 桁数

1

1

1

1

4

7

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 13/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

外国人父母区分

父 0

母 1

養父 2

養母 3

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

監護者の有無
[監護者の有無区分]

有 Y 面面入力の場
合は任意

無 N

管掌者コード*1 数字 1～2桁　世代
3～4桁　資格
該当者

外人区分
[外国人区分]

日本人 0

外国人 1

確認区分 Yes 1

No 2

関連受領番号*1 数字
「受領番号」を
参照

帰化種別
[帰化の種別区分]

単身者の帰化 1

1

夫婦の片方
(日本人配偶者有)

2 [夫婦の片方
(日本人配偶者
有)]

夫婦の片方
(日本人配偶者無)

3 [夫婦の片方
(日本人配偶者
無)]

夫婦の帰化 4

　　*1　民二7002号通達にない付設対象　　　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

2

1

1

移記処理(事件別)で記録 2

移記処理(個人情報)で記録

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 14/75

共同親権有無区分
[共同親権の有無区分]

無 0

有 1

記録区分

戸籍事項記録区分

既存の記録 0

審査結果で記録 1

移記処理で記録 2

身分事項記録区分

既存の記録 0

審査結果で記録 1

移記事項入力処理 03

決裁処理 04

証明処理 05

統計処理 06

帳票出力処理 07

各種ファイル更新処理 08

受領番号確保処理 09

関連業務処理

3

決裁区分

未決裁 0

『2』は、未使
用

決裁 1

修正 3

欠番 4

10

訂正・更正・追完、審査結果入
力処理

11

禁治産者区分 無 0 システム自動、
手入力個人状態
ファイル使用有 1

業務選択番号*1

検索処理 01

異動処理 02

　　*1　民二7002号通達にない付設対象　　　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

平成 4 (1989)昭64.1.7
翌日

令和 5

平成6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 15/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

(2019)平31.4.30
翌日,R2.1(ｺｰﾄﾞ

後見人区分 後見人 1

後見監督人 2

未成年後見人 3

未成年後見監督人 4

元号
[元号区分]

元治 Y

慶応以前は、
アルファベッ
トを逆順
明治以降は、
数字を昇順で
使用する

改元の日

慶応 Z (1865)元2.4.7

明治 1 (1865)慶4.9.8

大正 2 (1912)明45.7.30

昭和 3
(1926)大
15.12.25

12 2 1桁:種別
2桁:原因

削除

削除

22版削除

　　 未成年後見監督人就職 16

削除

終了:親権者親権回復 32

　　 親権者管理権回復 33

[被後見人に対
する親権回復]

更迭:前任者死亡 21

　　 前任者辞任 22
2011年6月3日
の民法改正に
より削除

　　 前任者改任 23

　　 前任者資格喪失 24

[　]内は、民二7002号通達での名称

削除

　　未成半被後見人成年 37

　　未成年被後見人親権に服する 38

　　未成年後見人監督人任務終了 39

後見原因区分
[後見届出の原因区分]

開始:親権行使者不在 11

　　親権行使者
　　　 管理権喪失
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No. 桁数

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 16/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

53
嘱託記載の届書対応に
より新設(22版)

2

嘱託:未成年後見人選任 51
嘱託記載の届書対応に
より新設(22版)

　　未成年後見人選任親権者不在 52
嘱託記載の届書対応に
より新設(22版)

　　未成年後見人選任管理権喪失

平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

　　未成年後見監督人選任 54
嘱託記載の届書対応に
より新設(22版)

後見原因区分
[後見届出の原因区分]

22版削除

1桁:種別 22版削除

2桁:原因

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象　　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1更正区分
(父母欄)

無 1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 17/75

後見人縁組区分 無 0 1

有 1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

父 2

母 3

父母 4

養父 5

養母 6

養父母 7

父・養母 8

母・養父 9
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No. 桁数

3

エストニア

平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 18/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

031

エティオピア 032

:

:

ケニア 060

国籍・国名　*1

アイスランド 001

各自治体独自
で可
(サンプル提
示)

アイルランド 002

アゼルバイジャン 003

アフガニスタン 004

アメリカ合衆国 005

アラブ首長国連邦 006

:

:

エジプト 030

セントヴィンセント 091

:

:

ニカラグァ 120

ニジェール 121

コスタリカ 061

コモロ 062

:

:

セネガル 090

(国籍未特定) 999
…………………画面表示の際は，
　　　　　　　｢***｣or｢---｣等で表示

:

:

ペルー 150

ベルギー 151

:

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象
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No. 桁数

1

1

1

1

表示“入除”

1

1

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 19/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

国籍取得区分

国籍法3条 1

国籍法17条1項 2

国籍法17条2項 3

国籍法附則5条1項 4

国籍法附則6条1項 5

国籍喪失原因
[国籍喪失の原因区分]

外国籍取得 1

国籍離脱 2

外国籍選択 3

国籍選択催告・不選択 4
(国籍喪失で使
用)

国籍喪失宣告 5

個人異動区分

(記録なし) 0

記録 1

入籍 2

除籍 3

入籍除籍 　 4 *2

国籍留保区分

無 0

父 1

母 2

父母 3

法定代理人 4

個人異動形態区分

異動なし 0

本→本の異動 1 [本籍地から本籍地への異動]

非→本の異動 2 [非本籍地から本籍地への異動]

本→非の異動 3 [本籍地から非本籍地への異動]

個人除区分
[個人の除籍区分]

在籍者 0

除籍者 1

戸籍消除者 2

消除者 3

除籍者及び消除者 4

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

10

1

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 20/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

個人番号　*1 数字 個人単位に自
動付番

戸籍異動区分 0
[処理中でない戸
籍]

処理中(データ・ロック) 1
[処理中]

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象
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No. 桁数

4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 21/75

戸籍編製事項の記録 0001

(1/3) 戸籍消除事項の記録 0002

戸籍回復事項の記録 0003

戸籍改製事項の記録 0004

戸籍再製事項の記録 0005

戸籍法73条の2の氏変更 (07)

戸籍法73条の2の氏変更の
記録

0701

戸籍法75条の2の氏変更 (12)

戸籍法75条の2の氏変更の
記録

1201

戸籍法107条1項の氏変更 (28)

戸籍法107条1項の氏変更
の記録

2801

戸籍法69条の2の氏変更 (08)

戸籍法77条の2の氏変更の
記録

1101

戸籍法107条4項の氏変更 (31)

戸籍法107条4項の氏変更
の記録

3101

転籍 (33)

転籍の記録 3301

戸籍法107条2項の氏変更 (29)

戸籍法107条2項の氏変更
の記録

2901

戸籍法107条3項の氏変更 (30)

戸籍法107条3項の氏変更
の記録

3001

戸籍事項
　　記録コード

(00)

戸籍法69条の2の氏変更の
記録

0801

戸籍法77条の2の氏変更 (11)
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No. 桁数

4基本事項の訂正の記録

平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 22/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

5101の「*」を削
除

消除 (52)

基本事項の消除の記録 5201

除籍 (55)

除籍の記録　　　　　* 5501

回復 (56)

回復の記録　　　　　* 5601
5601に「*」を追
加

移記 (53)

移記による基本事項の消除の記録5301

入籍 (54)

入籍の記録　　　　　* 5401

父母の　　　　　　　*
　　　入除籍の記録

5402

引取り (57)

消除の記録　　　　　* 5701

子の復籍 (58)

父母の　　　　　　　*
　　　入除籍の記録

5801

更正 (70)

基本事項の更正の記録 7001

戸籍事項
　　記録コード

訂正 (50)

基本事項の文字更正の記録 7011

追究 (80)

追究の記録 8001

5001

(2/3) 基本事項の文字訂正の記録 5011

記録 (51)

基本事項の記録 5101
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No. 桁数 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 23/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

日本人　　　　　　　*

　　　配偶者の記録

9001

(3/3)

外国人配偶者の氏名変更 (91)

日本人　　　　　　　*

　　　配偶者の記録

9101

1

付設対象

4

項目名 コード 桁の意味

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

戸籍事項
　　記録コード

外国人配偶者の国籍変更 (90)

　　 *　…　身分事項のみ使用
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No. 桁数

4

戸籍法69条の2の氏変更

平成6年12月 1日

(08)

令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 24/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

氏の変更 0801

戸籍法77条の2の氏変更 (11)

氏の変更 1101

戸籍法75条の2の氏変更 (12)

戸籍事項
　　タイトルコード

(00)

戸籍編製 0001

(1/3) 戸籍消除 0002

戸籍回復 0003

戸籍改製 0004

戸籍再製 0005

戸籍法73条の2の氏変更 (07)

氏の変更 0701

戸籍法107条3項の氏変更 (30)

氏の変更 3001

戸籍法107条4項の氏変更 (31)

氏の変更 3101

転籍 (33)

氏の変更 1201

戸籍法107条1項の氏変更 (28)

氏の変更 2801

戸籍法107条2項の氏変更 (29)

氏の変更 2901

転籍 3301
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No. 桁数

4

　文字訂正　　　　　* 5014

平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 25/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

段落ちして表
示

記録 (51)

記録　　　　　　　　* 5101

　記録 5102 段落ちして表
示

戸籍事項
　　タイトルコード

訂正 (50)

訂正 5001

(2/3) 　訂正 5002 段落ちして表
示

文字訂正 5011

5013，5014に｢
*｣を追加文字関連訂正 5012

　文字関連訂正　　　* 5013 段落ちして表
示

入籍 (54)

入籍　　　　　　　　* 5401

子の入籍　　　　　　* 5402

除籍 (55)

除籍　　　　　　　　* 5501

回復 (56)

消除 (52)

消除 5201

移記 (53)

移記 5301

　移記 5302 段落ちして表
示

回復　　　　　　　　* 5601 5601に「*」を
追加

引取り (57)

引取り　　　　　　　* 5701

子の復籍 (58)

子の復籍　　　　　　* 5801

　　 ｢段落ちして表示｣は，右へ2桁ずらして表示
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No. 桁数

7012
7013，7014に
「*」を追加

　文字関連更正　　　* 7013 段落ちして表示

平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 26/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

　文字更正　　　　　* 7014 段落ちして表示

追完 (80)

追完 8001

　追完 8002 段落ちして表示

戸籍事項
　　タイトルコード

更正 (70)

　

更正 7001
7002に「*」を追
加

(3/3) 　更正　　　　　　　* 7002 段落ちして表示

文字更正 7011

文字関連更正

外国人配偶者の国籍変更 (90)

配偶者の国籍変更　　* 9001

外国人配偶者の氏名変更 (91)

配偶者の氏名変更　　* 9101

　　 *　…　身分事項のみしよう
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No. 桁数

1

10

1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 27/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍除区分
[戸籍・除籍区分]

戸籍 0

除籍 1

改製原戸籍 2

再製原戸籍 3

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

戸籍編製区分 新戸籍編製 1

[新戸籍編製・
全部除籍]

全部除籍 2

変動なし 3

新戸・全除 4

戸籍番号　*1 数字 戸籍単位に自
動付番

　　 *1 民二7002号通達にない付設対象　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

[離婚のみ]

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 28/75

妻は新戸籍編製 4
[妻は新戸籍を編
製する]

変動なし 5

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

[養子夫婦で新
戸籍を編製す
る]

養子の戸籍に変動がない 4

養子はすべて外国人 5

養子離縁

元の戸籍に戻る 1

新戸籍を編製する 2

戸籍変動区分

離婚・離婚同時77条の2

1

(画面)

付設対象

(1/2) 夫は元の戸籍に戻る 1

夫は新戸籍編製 2
[夫は新戸籍を編
製する]

婚姻前に戻る
者の戸籍区分
を入力妻は元の戸籍に戻る 3

戸籍に変動がない 3

特別養子縁組

本籍と同一の場所に新戸
籍をつくった後養親の戸
籍に入る

1 [同一本籍地に
新戸籍を編製
した後養親の
戸籍に入る]

養子の戸籍に変動がない 2

本籍と同一の場所に新戸
籍をつくる

3 [同一本籍地に
新戸籍を編製
する]

その他(外国人の場合等) 4

養子縁組

養親の現在の戸籍に入る 1

養親の新戸籍に入る 2

養子夫婦で新しい戸籍を
つくる

3

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 29/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍変動区分

復氏

元の戸籍に戻る 1

(2/2) 新戸籍編製 2
[新戸籍を編製す
る]

入籍

既にある戸籍に入る 1

父又は母の新戸籍に入る 2

妻の氏の新戸籍編製 7
[妻の氏の新戸籍
を編製する]

新しい戸籍をつくる 3
[新戸籍を編製す
る]

国籍取得

父母の戸籍に入る 1

父の戸籍に入籍 2
[父の戸籍に入
る]

母の戸籍に入籍 3
[母の戸籍に入
る]

国籍喪失時の戸籍に入籍 4

[国籍喪失時の戸
籍に入る]

新戸籍を編製する 5

帰化

就籍

新戸籍編製 1
[新戸籍を編製す
る]

父母の現在戸籍に入る 2

[父母の現在の戸
籍に入る]

配偶者の戸籍に入る 3

新戸籍編製 1
[新戸籍を編製す
る]

父・母(養父・養母)の戸
籍に入る

2

父・母(養父・養母)で新
戸籍編製

3

[父・母(養父・
養母)で新戸籍を
編製する]

日本人配偶者の戸籍に入
籍

4

[日本人配偶者の
戸籍に入る]

日本人配偶者で新戸籍編
製

5

[日本人配偶者の
新戸籍を編製す
る]

夫の氏の新戸籍編製 6
[夫の氏の新戸籍
を編製する]

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 30/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

午前午後区分
[午前・午後区分]

午前 1

1午後 2

戸籍法107条3項の原因区
分

離婚 1

1婚姻取消し 2

配偶者死亡 3

1有 1

婚姻区分 未婚 0

1婚姻中 1

婚姻事項有無
[婚姻事項の有無区分]

無 0

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 31/75

在外送付区分
[在外公館からの送付区
分]

受理分 0

国内からの送付 1

在外公館の直接送付 2
[在外公館からの
直接送付]

在外公館の国内経由 3
[在外公館から国
内を経由]

外国 1

裁判所通知区分
[裁判所からの通知区分]

無 0 手入力

有 1 個人状態ファ
イル使用

裁判成立地
[裁判の成立地区分]

日本 0

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

3

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 32/75

父 001

(1/4) 母 002

母の親権者 003

母の後見人 004

父母 005

夫 006

妻 007

筆頭者 008

養子夫婦 014

養子の離縁協議者 015

親権者父 016

親権者母 017

親権者父母 018

配偶者 009

養父 010

養母 011

養父母 012

養子 013

親権者となるべき母 024

親権者となるべき父母 025

親権者となるべき養父 026

親権者となるべき養母 027

親権者となるべき養父母 028

親権者養父 019

親権者養母 020

親権者養父母 021

親権を行なう 022

親権者となるべき父 023

親権代行者 029

後見人 030

後見人父 031

資格区分

[未入力] 000
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No. 桁数

3

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 33/75

後見人夫 033

(2/4) 後見人妻 034

後見人父母 035

後見人養父 036

後見人養母 037

後見人養父母 038

後見人となるべき者 039

後見人となるべき父 040

後見監督人 046

後見監督人父 047

後見監督人母 048

後見監督人養父 049

後見監督人養母 050

後見人となるべき母 041

後見人となるべき父母 042

後見人となるべき養父 043

後見人となるべき養母 044

後見人となるべき養父母 045

後任後見監督人 056

後任後見監督人父 057

後任後見監督人母 058

後任後見監督人夫 059

後任後見監督人妻 060

後任後見人 051

後任後見人父 052

後任後見人母 053

後任後見人養父 054

後任後見人養母 055

後任後見監督人養父 061

後任後見監督人養母 062

保佐人 063

資格区分

後見人母 032
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No. 桁数

[後任の保佐人
父]

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 34/75

後任保佐人母 072
[後任の保佐人
母]

後任保佐人夫 073
[後任の保佐人
夫]

後任保佐人妻 074
[後任の保佐人
妻]

資格区分 保佐人父 064

保佐人母 065

(3/4) 保佐人夫 066

保佐人妻 067

保佐人養父 068

保佐人養母 069

後任保佐人 070 [後任の保佐人]

後任保佐人父 071

後任保佐人養父 075
[後任の保佐人養
父]

後任保佐人養母 076
[後任の保佐人養
母]

法定代理人 077

特別代理人 078

医師 079

助産婦 080

その他の立会人 081

親族 082

同居の親族※ 083 ※両面入力のみ

同居していない親族※ 084

公設所の長の届出 　　 093　※1 ※病院の長/管
理人/監獄の長
等

[公設所の長(届
出)]

公設所の長の報告 　　 094　※2
[公設所の長(報
告)]

取調官庁又は公署の報告 　　 095　※3
[取調官庁又は公
署(報告)]

　　(死亡)

同居者 085

家主 086

地主 087

家屋管理人 088

土地管理人 089

廃除した人 090

遺言執行者 091

船長 092

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

3

平成6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 35/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

※2監獄の長等

市区町村長 　　097 ※3

(4/4) ※1～3につい
ては区分入力
し、名称が翻
訳された後、
具体的な「役
職名」を入力
する(修正入
力)

事件本人 098

その他 099

申立人 100

110

未成年後見人となるべき者 111

未成年後見監督人 112

後任未成年後見人 113

後任未成年後見監督人 114

相手方 101 ※1:出生/死亡
届の届出資格

訴提起者

※2:死亡届の
届出資格

養父及び母 104

子 105

母の親権者 106

成年後見人 107

成年後見監督人 108

母の未成年後見人 109

未成年後見人

助産師 115

補助人 116

任意後見人 117

任意後見受任者 118

資格区分

警察官の報告 　　096 ※2 [警察官(報告)]

102 [訴えの提起者]

父及び養母 103

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称

※3:出生届の
届出資格

R2.1(令和元年
5月法律第17
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No. 桁数

2

婚姻

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

09

1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 36/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

離婚 10

戸籍法77条の2 11 離婚の際に称
していた氏を
称する届戸籍法75条の2 12

事件コード

出生 01

認知 02

(1/2) 養子縁組 03

養子離縁 04

特別養子縁組 05

特別養子離縁 06

戸籍法73条の2 07 離縁の際に称
していた氏を
称する届戸籍法69条の2 08

親権(管理権) 13

後見 14

保佐 15

死亡 16

失踪 17

復氏 18

姻族関係終了 19

推定相続人廃除 20

入籍 21

分籍 22

国籍取得 23

帰化

戸籍法107条2項 29 [外国人との婚姻に
よる氏の変更届]

戸籍法107条3項 30
[外国人との離婚に
よる氏の変更届]

戸籍法107条4項 31
[外国人父母の氏へ
の氏の変更届]

24

国籍喪失 25

国籍選択 26

外国国籍喪失 27

氏の変更
(戸籍法107条1項)

28
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No. 桁数

2

推定相続人廃除取消し 40

平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 37/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

未成年者の後見 41

訂正 　 50 *2

記録 　 51 *2

消除 　 52 *2

移記 　 53 *2

事件コード

名の変更 32

転籍 33

(2/2) 就籍 34

縁組取消し 35

離縁取消し 36

婚姻取消し 37

離婚取消し 38

失踪宣告取消し 39

更正 　 70 *2

追完 　 80 *2

入籍 　 54 *2

除籍 　 55 *2

回復 　 56 *2

引取り 　 57 *2

子の復籍 　 58 *2

　　 *2　民二7002号通達にないコード

外国人配偶者の国籍変更 90
民二7002号通
達では「50」
となっている

外国人配偶者の氏名変更 　 91 *2
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No. 桁数

2

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 38/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

03 出生・親権

母 04 出生・親権

被認知者 05 認知

認知者

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

19 親権(管理権)

親権回復者

養子 10
養子縁組・養子
離縁

養女 11
養子縁組・養子
離縁

夫 12 婚姻・離婚

06
認知・胎児認
知

胎児の母 07 胎児認知

養父 08
養子縁組・養子
離縁

養母 09
養子縁組・養子
離縁

出生子 01 出生

棄児 02 出生

20 親権(管理権)

管理権者 21 親権(管理権)

管理権喪失者 22 親権(管理権)

管理権喪失取消者 23 親権(管理権)

妻 13 婚姻・離婚

氏続称者 14
[従前の氏を称す
る者]

77の2・73の2

未成年者 15 親権(管理権)

親権者 16 親権(管理権)

親権喪失者 17 親権(管理権)

親権喪失取消者 18 親権(管理権)

親権辞任者

後見人 27 後見

後見監督人 28 後見

被保佐人 29 保佐

管理権辞任者 24 親権(管理権)

管理権回復者 25 親権(管理権)

被後見人 26 後見

保佐人 30 保佐

死亡者 31 死亡

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称

事件本人区分
(1/2)

父
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No. 桁数

2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 39/75

事件本人区分

失踪者 32 失踪

失踪取消者 33
[失踪宣告取消
者]

失踪

(2/2) 生存配偶者 34 復氏

推定相続人 35
推定相続人廃
除

入籍者 36 入籍

分籍者 37

親権

国籍選択者 41 国籍選択

外国国籍喪失者 42 外国国籍喪失

名の変更者 43 名の変更

分籍

国籍取得者 38 国籍取得

帰化者 39 帰化

国籍喪失者 40 国籍喪失

親権停止者

前任後見人 50
[前任の後見
人]

後見

前任後見監督人 51
[前任の後見監督
人]

後見

前任保佐人 52
[前任の保佐
人]

保佐

筆頭者 44
[戸籍の筆頭
者]

転籍・氏の変
更

配偶者 45
転籍・氏の変
更

就籍者 46 就籍

47 欠番

姻族関係終了者 48 姻族関係終了

親権協議者 49

60
2011年6月3日の
民法改正により
新設
2011年6月3日の
民法改正により
新設

親権停止取消者 61

事件本人 99

氏変更者 53 [氏の変更者] 107-2,3,4

胎児 54
胎児(胎児認
知)

未成年被後見人 55
未成年者の後
見

未成年後見人 56
未成年者の後
見

未成年後見監督人 57
未成年者の後
見

前任の未成年後見人 58
未成年者の後
見

前任の未成年後見監督人 59
未成年者の後
見

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

1

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 40/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

失効区分

(有効) 0 不受理ファイ
ルにて使用終了 1

取下 2 [取下げ]

失効 3

就籍原因
[就籍の原因区分]

家庭裁判所の許可 スペース

国籍の存在確認の審判 1

親子関係不存在確認の審判 2

死亡区分 戦死 1

戦傷死 2

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

1

1

3

1

平成6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 41/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

出生証明書区分

無 0

医師・助産婦 1

その他 2

出生子区分

嫡出子 1

準正嫡出子 2

非嫡出子 3

棄児 4

出生親権区分
[出生子の親権区分]

無 0

調停 1

裁判 2

出生裁判区分
[出生子の裁判区分]

無 0

嫡出否認 1

親子関係不存在 2

父を定める訴え 3

強制認知 4 [認知]

出張所番号 *1 数字

出力区分 可 0又は空文字

不可 0以外の数字

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

第13版で修正

1

1

10

(8)

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 42/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

3

養子離縁

協議離縁 1

裁判離縁(調停) 2

裁判離縁(審判) 3

裁判離縁(判決)

協議+死亡者 6

外国方式の離縁 7 [外国の方式に
よる離縁]
人事訴訟法制
定に伴い追加

裁判離縁(和解) 8

裁判離縁(認諾) 9

協議 1

調停成立 2

人事訴訟法制
定に伴い追加

裁判離婚(認諾) 6

3

審判確定 4

推定相続人廃除

調停成立 1

審判確定 2

判決

受理処理伺い区分
[受理伺い・処理伺い区
分]

無 0 個人状態ファ
イル

伺い中 1

離婚

協議離婚 1

裁判離婚(調停) 2

裁判離婚(審判) 3

裁判離婚(判決) 4

裁判離婚(和解) 5

種別(裁判)区分

親権

許可の審判

4

死亡者との離縁 5

受理送付区分
[受理・送付区分]

受理 1

送付 2

受領番号 数字 (1～2桁 西暦
上2桁)
3～4桁 西暦下
2桁)
5～9桁 順番号
10桁 枝番(初
期0)

受付単位に自
動付番

西暦上2桁は昇
順キーとして
のみ使用し表
示しない

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

1

1

1

1

1

平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 43/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

渉外区分

(日本人) 0 検索入力時の
みスペースで
全検索
“0”は一覧表
示の時は空欄
表示

渉外 1

外国人 2

準禁治産者区分 無 0 システム自
動，手入力
個人状態ファ
イル使用

有 1

初再婚区分
[初婚・再婚区分]

初婚 0

再婚(死別) 1

再婚(離別) 2

証書提出区分 届出 0

戸籍法41条証書提出 1

称する氏区分

夫の氏 1

妻の氏 2

変更なし 3 (渉外の場合)

取下げ 6

保留 7

受理処分の撤回 8

除籍事由
[除籍事由区分]

夫の縁組 1

妻の縁組 2

表示用:“受撤
回”

誤処理 9

処分区分

受理 1 受理は一覧表
示の時は空欄
表示不受理 2

受理照会 3
表示用:“受理
照”

処理照会 4
表示用:“処理
照”

返戻 5

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

2

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 44/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

親権指定者の有無
[親権指定者の有無区分]

無 0

有 1

親権者区分

父 1

母 2

養父 3

養母 4

親権届出区分

親権者指定 01

親権者変更 02

親権喪失 03

親権辞任 04

親権回復 05

管理権喪失 06

管理権辞任 07
[管理権者辞
任]

管理権回復 08

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

1

1

1

1

1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 45/75

審査完了区分 未 0

完了 1 [未了]

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

審査不可区分 (なし) 0

国籍法改正前の渉外婚姻で父母
(養父母)の戸籍に在籍する者

1

昭和32年法務省令による改製作
業における筆頭者の申出

2

審査の準拠法
[審査の準拠法区分]

日本法 0

外国法(認知者) 1

外国法(子又は母) 2

生死区分 生存者 0

死亡者 1

推定区分 (なし) 0

推定 1

性別
[性別区分]

男 1

女 2

不詳 3
(不詳表示は、空
欄)

成年区分 未成年 1

成年 2

成年擬制 3

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象　　　[　]内は、民二7002号通達での名称

世帯員区分　*1 世帯主 1

構成員 2
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No. 桁数

6

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 46/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

03
3～4桁　第二世
代

住民基本台帳事
務

妻　未届 04
5～6桁　第三世
代

処理要領に準拠
する

夫　未届 05

例)
　020000
　妻

　111100
　長男の長男
(=孫)

　113151
　長男の長女
の養子

長男

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

　↓ ↓

十九男 29

長女 31

二女 32

　↓ ↓

40

　↓ ↓

十九女 49

子 50

縁故者 70

同居人 80

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象

11

二男 12

　↓ ↓

九男 19

十男 20

養子 51

養女 52

養父 53

養母 54

母 62

兄 63

弟 64

姉 65

妹 66

世帯主との続柄
　　　　　　*1

世帯主 01

妻 02
1～2桁　第一世
代

(サンプル提示)

夫

父 61

九女 39

十女
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No. 桁数

1

1

1

1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 47/75

操作員資格区分 適 0
各業務単位に、
適・不適の区分
を付設
パスワードファ
イルで使用

不適 1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成11年3月10日 3

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

送達確認区分 不要 0

未到着 1

到着済 2

送達中 3

喪失原因区分 外国国籍の取得 1

重国籍者の国籍離脱 2

重国籍者の国籍選択 3

国籍選択の催告後の国籍喪失 4

国籍喪失の宣言 5

送付書類区分 無 0 次の送付書類
単位に有無の
区分を付設
届書
不受理申出
胎児認知
9条2項通知
19条2項通知

有 1
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No. 桁数

1

1

1

1

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 48/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

代諾者有無区分
[代諾者の有無区分]

無 0

有 1

胎児認知区分 無 0 不受理ファイ
ル使用

有 1

嫡出子例外区分 無 0

有 1

遅延理由区分 無 0

国内有 1

国外有 2

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

2

1

1

1

女

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 49/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

30

長女 31

二女 32

　↓ ↓

九女 39

続柄
[続柄区分]

男 10

長男 11
(父母との続
柄)

二男 12

　↓ ↓

九男 19

十男 20

　↓ ↓

十九男 29

養女 52

[空欄] 99

十女 40

　↓ ↓

十九女 49

養子 51
(養父母との続
柄)

転婚区分 無 0

有 1

同一戸籍縁組
[同一戸籍での縁組区分]

その他 0
[同一戸籍外の縁
組]

同一戸籍内縁組 1
[同一戸籍内での
縁組]

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称

同一人再婚区分 同一人同士以外の再婚 0 共同親権用区
分
　(女性のみ)同一人同士の再婚 1
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No. 桁数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 50/75

同時届区分
[同時届出区分]

無 0 離縁,同時73の
2で使用

親権者指定届 1

後見開始届 2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

同籍区分 同一戸籍 0

他戸籍 1

同籍者有無区分 有 0

無 1

動態区分　*1 不要 0

要 1

同籍者区分 無 0

配偶者のみ 1

配偶者+他構成員 2
[同籍者+他構成
員]

他構成員のみ 3
[他の構成員の
み]

届書排他区分
[届書の使用区分]

未 0

排他(使用中) 1 [使用中]

届書送付目録区分 不要 0
市町村内に届書
あり

要 1
法務局に届書あ
り

目録送付済 2

届後戸籍での配偶者区分
[届出後の戸籍における配
偶者区分]

未 0 配偶者区分の
一部

生存配偶者 3

届区分
[届出区分]

創設 1 [創設的届出]

報告 2 [報告的届出]

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象　　　[　]内は、民二7002通達での名称

届後本籍区分
[届出後の本籍区分]

入籍 1 受付(共通)

新戸籍編製 2
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No. 桁数

2

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 51/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

(4:

7 [養子離縁届と
同時の離縁の
際に称してい
た氏を称する
届(戸籍法73条
の2の届)]

養子離縁届　同時　　　　(2
戸籍法73条の2届

8

婚姻届 9

離婚届 10 (3:

届出選択番号

認知届 2 (1:

養子縁組届 3 [離縁の際に称
していた氏を
称する届(戸籍
法73条の2の
届)]

養子離縁届 4

特別養子縁組届

分籍届 22 (6:

後見届 14 [離婚届と同時
の離婚の際に
称していた氏
を称する届(戸
籍法77条の2の
届)]

保佐届 15

死亡届 16

失踪届

(2

戸籍法73条の2届　　　　 (1

戸籍法77条の2届　　　　 (3 11 [離婚の際に称
していた氏を
称する届(戸籍
法77条2の届)]

離婚届　同時　　　　　　(4
戸籍法77条の2届

12

親権(管理権)届 13

17

復氏届 18

姻族関係終了届 19 (5:

推定相続人廃除届 20 [氏の変更届
(戸籍法107条1
項の届)]入籍届

27 [外国人との離
婚による氏の
変更届(戸籍法
107条3項の
届)]

氏の変更届　　　　　　　(5 28

戸籍法107条2項届　　　　(6 29

戸籍法107条3項届　　　　(7 30

国籍取得届 23 外国人との婚
姻による氏の
変更届(戸籍法
107条2項の
届)]

帰化届 24

国籍喪失届 25

国籍選択届 26 (7:

外国国籍喪失届

出生届 1

5

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称

(1/2)

[届出番号区分]

特別養子離縁届 6

21
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No. 桁数

2

1

　　39　*3

(8:

[外国人父母の
氏への氏の変
更届(戸籍法
107条4項の
届)]

離婚取消届 　　38　*3

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 52/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

推定相続人廃除取消届 　　40　*3

受理指示 50

不受理指示 　　51　*3

届出選択番号

戸籍法107条4項届　　　　(8 31

名の変更届 32

(2/2) 転籍届 33

就籍届 34

縁組取消届 　　35　*3

離縁取消届 　　36　*3

婚姻取消届 　　37　*3

失踪宣告取消届

届出人区分 届出人以外 0

届出人 1

　　 *3　民二7002号通達と異なるコード　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

1

1

1

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 53/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

入籍相手区分 無 1

父 2

母 3

父母 4

養父 5

養母 6

養父母 7

父及び養母 8

母及び養父 9

入籍事由区分 氏を称する入籍 1

同籍する入籍 2

従前の氏を称する入籍 3

入籍者種別
[入籍者の種別区分]

入籍人単独 1 [単独入籍]

配偶者同時 2
[配偶者と同時入
籍]

入籍人複数 3 [複数人の入籍]

裁判認知 2

認知承諾者
[認知の承諾者区分]

無 0

胎児の母 1

成年者 2

その他 3

認知種別区分
[認知の種別区分]

任意認知 1

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

1

3

1

1

1

1

1

平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 54/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

配偶者同一戸籍
[配偶者との同一戸籍区
分]

その他 0

配偶者と同一戸籍 1

配偶者有無区分 無 0

有 1

配偶者区分 未 0

夫 1

妻 2

生存配偶者 3

破産宣告人区分 無 0 手入力
個人状態ファ
イル使用有 1

廃除した人の資格区分
[推定相続人を廃除した人
の資格区分]

父 001

母 002

養父 010

養母 011

その他 099

番号種別
[番号の種別区分]

戸籍番号 1 番号取得ファ
イルでの種別

個人番号 2

受領番号 3

犯歴区分　*1 無 0 手入力
個人状態ファ
イル使用有 1

被後見人区分 未成年者 1

禁治産者 2

筆頭者区分 筆頭者以外 0 筆頭者も構成
員であるが"0"
を構成員とし
て表示可

筆頭者 1

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 55/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

被認知者区分

胎児 1

未成年 2

成年 3

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

不受理申出処分区分
[不受理申出の処分区分]

可 0

不可 1

復する氏区分
[復する氏の区分]

婚姻直前の氏 1

[婚姻直前の氏
以外の氏]

婚姻直前以外の氏 2

新しい氏 3

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

2

1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 56/75

　　 前任者解任 23
[　　:前任者
の解任]

　　 前任者資格喪失 24 [　　:前任者
の資格喪失]終了:準禁治取消確定 31

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

[終了：準禁治
産宣告の取消
し確定]

保留区分 無 0 個人状態ファ
イル

保留中 1

保佐届出原因
[保佐届の原因区分]

削除

更迭:前任者死亡 21 1桁：種別
[更迭：前任者
の死亡]

　　 前任者辞任 22 2桁：原因
[　　：前任者
の辞任]

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

15

(11)

福島県……………  07……………
3～5桁　市区町
村

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 57/75

大阪府………………  27……………
6～8桁　大字・
通称

大阪府東大阪市……  2722707……
　001～999

広島県………………  34……………
9～11桁　字・丁
目

　　　　↓ ↓ 　001～099

　　　　↓ ↓
1～2桁　都道府
県

　　　　↓ ↓ (JISコード)
(サンプル表
示)

青森県……………  02…………… 01～47

　　　　↓ ↓ 　　都道府県名

　　　　↓ ↓

東京都千代田区…

静岡県浜松市幸3丁目  22202077003 　 　市名

静岡県浜松市幸4丁目  22202077004 301～799

静岡県浜松市幸5丁目  22202077005
　　 郡名及び町
村名

　　　　↓ ↓

　　　　↓ ↓

　　　　↓ ↓ (JISコード)

　　　　↓ ↓ 101～199

 1310102……
　　指定都市
名・区名及び特
別区名

東京都千代田区一番町  13101002000

　　　　↓ ↓

　　　　↓ ↓ 201～299

佐賀県………………  41…………… 　101～999

　　　　↓ ↓
　　 字名・小字
名・通称名

　　　　↓ ↓

鹿児島県……………  46……………

　　　　↓ ↓

　　　　↓ ↓

沖縄県………………  47……………

本籍・住所コード
　　　　　　＊1

北海道……………  01……………

　　　　↓ ↓ 　　　丁目

　　　　↓ ↓
　　 大字・通称
名

　　　　↓ ↓

　　 ＊1　民二7002号通達にない付設対象
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No. 桁数

1

1

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 58/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

4

本籍分明 5

戸籍法92条1項の報告 1

戸籍法92条2項の報告 2

戸籍法92条3項の届出 3

身元不明者の死亡届

1

付設対象 項目名

本籍不分明区分

死亡届 0

非本籍 2

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称

本非区分 本籍 1 届書の本非区
分個人(又は戸
籍)の本非区分
を兼ねる

届書の本非区
分
1:本籍分届
2：非本籍分届
個人(又は戸
籍)の本非区分
1:本籍人
2：非本籍人
とみなす

[本籍・非本籍区分]

 5-8-(2)-58



No. 桁数

1

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 59/75

火葬許可証 1

埋葬許可証 2

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

埋火葬許可証
　　　　発行区分
[埋火葬許可証の発行区
分]

不要 0
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No. 桁数

4

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 60/75

0201

認知者の記録 0202

被認知者の直系卑属の記録 0203
昭和45年3月31
日法務省令85
号による改正
前の記載例

養子縁組

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

(03)

養子の記録 0301

養親の記録 0302

養子の配偶者の記録 0303

養子離縁 (04)

養子の記録 0401

養親の記録 0402

養子の配偶者の記録 0403

特別養子縁組 (05)

養子の従前の戸籍の記録 0501

養子の新戸籍の記録

子の記録 0101

父母の記録 0102

0502

養子の入籍戸籍の記録 0503

養親の記録 0504
養子が外国人
の場合の記録

養子の新戸籍の記録 0505

特別養子離縁 (06)

養子の記録 0601

養親の記録 0602
養子が外国人
の場合の記録

身分事項
　　記録コード

出生 (01)

(1/7)

認知 (02)

被認知者の記録
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No. 桁数

4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成15年3月1日 7

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 61/75

身分事項

　　記録コード

戸籍法73条の2 (07)

縁氏続称者の記録 0701 [縁氏を称する
者の記録]

　　　　　　(2/7) 縁氏続称者の配偶者の記録 0702 [縁氏を称する
者の配偶者の
記録]

戸籍法69条の2 (08)

縁氏続称者の記録 0801 [縁氏を称する
者の記録]

縁氏続称者の配偶者の記録 0802

婚氏続称者の記録 1101 [婚氏を称する
者の記録]

婚氏続称者の配偶者の記録 1102 [婚氏を称する
者の配偶者の
記録]

戸籍法75条の2 (12)

[縁氏を称する
者の配偶者の
記録]

婚姻 (09)

夫又は妻の記録 0901

離婚 (10)

夫又は妻の記録 1001

夫又は妻の養父母の記録 1002

戸籍法77条の2 (11)

婚氏続称者の記録 1201
[婚氏を称する者
の記録]

婚氏続称者(配偶者)の記録 1202 (重婚の場合)
[婚氏を称する
者の(配偶者)
の記録]

親権(管理権) (13)

親権に服する者の記録 1301

後見 (14)

被後見人の記録 1401

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

4

1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 62/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

(3/7) 死亡 (16)

死亡者の記録 1601

死亡者の生存配偶者の記
録

1602

高齢者消除の記録 1603

失踪 (17)

失踪者の記録

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

姻族関係終了 (19)

姻族関係を終了した生存
配偶者の記録

1901

推定相続人廃除 (20)

推定相続人排除をされた
者の記録

2001

1701

失踪者の生存配偶者の記
録

1702

復氏 (18)

復氏者の記録 1801

復氏者の配偶者の記録 1802

分籍 (22)

分籍者の記録 2201

入籍 (21)

入籍する者の記録 2101

子の入籍による父又は母
の記録

2102

入籍する者の配偶者の記
録

2103

身分事項

　　記録コード

保佐 (15)

準禁治産者の記録 1501

 5-8-(2)-62



No. 桁数

4

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 63/75

(4/7)

国籍取得者の養父母の記
録

2303

国籍取得者の配偶者の記
録

2304

国籍取得者の子の記録 2305

国籍取得者の養子の記録 2306

未成年後見人の国籍取得
の記録

2309

帰化

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

(24)

帰化者の記録 2401

帰化者の父母の記録 2402

帰化者の養父母の記録 2403

帰化者の配偶者の記録 2404

帰化者の子の記録 2405

帰化者の養子の記録 2406

後見人の帰化の記録 2407

保佐人の帰化の記録 2408

未成年後見人の帰化の記録 2409

国籍選択者の記録 2601

国籍喪失 (25)

国籍喪失者の記録 2501

国籍喪失者の配偶者の記
録

2502

国籍選択 (26)

身分事項

　　記録コード

国籍取得 (23)

国籍取得者の記録 2301

国籍取得者の父母の記録 2302
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No. 桁数

4

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 64/75

身分事項
　　記録コード

外国国籍喪失 (27)

外国国籍喪失者の記録 2701

(4-1/7)

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成　年 3月 1日 4

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考
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No. 桁数

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 65/75

｢戸籍事項記載
別コード｣参照
戸籍事項欄の
み

4

(5/7)

戸籍法107条2項 (29)

戸籍法107条2項の氏変更
の変更者の記録

2901

戸籍法107条3項 (30)

戸籍法107条3項の氏変更
の変更者の記録

3001

戸籍法107条3項の氏変更
の変更者の配偶者の記録

3002

養子の配偶者の記録 3503

離縁取消 (36)

養子の記録

戸籍法107条4項 (31)

戸籍法107条4項の氏変更
の変更者の記録

3101

名の変更 (32)

名の変更者の記録 3201

身分事項
　　記録コード

氏の変更(107条1項) (28)

3601

養親の記録 3602

養子の配偶者の記録 3603

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称

転籍 (33) ｢戸籍事項記載
別コード｣参照
戸籍事項欄の
み

就籍 (34)

就籍者の記録 3401

縁組取消 (35)

養子の記録 3501

養親の記録 3502
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No. 桁数

4

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 66/75

適用業務名 作成日付 改訂日付

(6/7) 夫又は妻の記録 3801

失踪宣告取消し (39)

失踪宣告を取り消された
者の記録

3901

失踪宣告を取り消された
者の配偶者の記録

3902

推定相続人廃除取消し

推定相続人廃除を取り消
された者の記録

版

平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

記録コード 離婚取消し (38)

身分事項

婚姻取消し (37)

夫又は妻の記録 3701

4001

未成年者の後見 (41)

未成年後見を受ける者の
記録

4101

(40)
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No. 桁数

4

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 67/75

除籍 (55)

除籍の記録 5501

回復 (56)

回復の記録 5601

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

外国人配偶者の氏名変更 (91)

日本人配偶者の記録 9101

消除の記録 5701

子の復籍 (58)

身分事項

訂正 (50)

基本事項の訂正の記録 5001

記録コード 基本事項の文字訂正の記
録

5011

(7/7)

記録 (51)

基本事項の記録 5101

消除 (52)

基本事項の消除の記録 5201

移記 (53)

引取り (57)

移記による基本事項の消
除の記録

5301

入籍 (54)

入籍の記録 5401

父母の入除籍の記録 5402

基本事項の文字更正の記
録

7011

追完 (80)

追完の記録 8001

外国人配偶者の国籍変更 (90)

日本人配偶者の記録 9001

父母の入除籍の記録 5801

更正 (70)

基本事項の更正の記録 7001
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No. 桁数

4

主管課名 頁数

システム化調査研究会 68/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

親に対する認知 0203 [死亡した子の
認知]

養子離縁 (04)

養子離縁 0401

配偶者の離縁 0402

特別養子縁組

平成6年12月 1日 平成15年3月1日 7

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

(05)

養子縁組 (03)

養子縁組 0301

配偶者の縁組 0302

婿養子縁組 0303

特別養子縁組 0501

民法817条の2 0502 [特別養子縁組
の審判]

特別養子離縁 (06)

出生 0101

子の出生 0102

認知 (02)

認知 0201 0202は欠番

特別養子離縁 0601

戸籍法73条の2の氏変更 (07)

氏の変更 0701

配偶者の氏の変更 0702

戸籍法69条の2の氏変更 (08)

氏の変更 0801

配偶者の氏の変更

離婚 (10)

離婚 1001

養子の離婚 1002

0802

婚姻 (09)

婚姻 0901

婿養子縁組婚姻 0902

入夫婚姻 0903

　　 [　]内は、民二7002号通達での名称

身分事項

出生 (01)

タイトルコード

(1/6)
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No. 桁数

4

親権(管理権) (13)

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 69/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

親権 1301

後見 (14)

後見 1401

保佐 (15)

保佐 1501

身分事項

戸籍法77条の2の氏変更 (11)

氏の変更 1101

タイトルコード 配偶者の氏の変更 1102

(2/6) 戸籍法75条の2の氏変更 (12)

氏の変更 1201

配偶者の氏の変更 1202

失踪宣告 (17)

失踪宣告 1701

配偶者の失踪宣告 1702

復氏 (18)

死亡 (16)

死亡 1601

配偶者の死亡 1602

高齢者消除 1603

推定相続人廃除 (20)

推定相続人廃除 2001

入籍 (21)

入籍 2101

子の入籍 2102

配偶者の入籍 2103

復氏 1801

配偶者の復氏 1802

姻族関係終了 (19)

姻族関係終了 1901

分籍 (22)

分籍 2201
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No. 桁数

4

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 70/75

タイトルコード 子の国籍取得 2302

(3/6) 養子の国籍取得 2303

配偶者の国籍取得 2304

親の国籍取得 2305

養親の国籍取得 2306

未成年後見人の国籍取得

国籍喪失 (25)

国籍喪失 2501

配偶者の国籍喪失 2502

国籍選択 2601

外国国籍喪失 (27)

外国国籍喪失 2701

氏の変更(107条1項)

国籍選択

2409

(28)

(26)

2309

帰化 (24)

帰化 2401

子の帰化 2402

養子の帰化 2403

配偶者の帰化 2404

親の帰化 2405

養親の帰化 2406

後見人の帰化 2407

保佐人の帰化 2408

未成年後見人の帰化

国籍取得 2301

戸籍法107条2項の氏変更 (29)

氏の変更 2901

戸籍法107条3項の氏変更 (30)

氏の変更 3001

配偶者の氏の変更 3002

身分事項

国籍取得 (23)
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No. 桁数

4

｢戸籍事項記載
別コード｣参照
戸籍事項欄の
み

就籍 (34)

平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 71/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

(36)

養子離縁取消し 3601

配偶者の養子離縁取消し 3602

婚姻取消し (37)

就籍 3401

3501

配偶者の養子縁組取消し 3502

縁組取消し (35)

養子縁組取消し

(4/6) 名の変更 3201

転籍 (33)

推定相続人廃除取消し (40)

推定相続人廃除取消し 4001

未成年者の後見 (41)

未成年者の後見 4101

婚姻取消し 3701

離婚取消し (38)

氏の変更 3101

離婚取消し 3801

失踪宣告取消し (39)

配偶者の失踪宣告取消し 3902

離縁取消し

タイトルコード 名の変更 (32)

失踪宣告取消し 3901

身分事項

戸籍法107条4項の氏変更 (31)
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No. 桁数

4

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 72/75

5012

　文字関連訂正 5013 段落ちして表示

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

　文字訂正 5014 段落ちして表示

記録 (51)

記録 5101

　記録 5102 段落ちして表示

身分事項

訂正 (50)

訂正 5001

タイトルコード 　訂正 5002 段落ちして表示

(5/6) 文字訂正 5011

文字関連訂正

5701

子の復籍 (58)

子の復籍 5801

消除 (52)

消除 5201

移記 (53)

移記 5301

　移記 5302 段落ちして表示

更正 (70)

更正 7001

　更正 7002 段落ちして表示

文字更正 7011

入籍 (54)

入籍 5401

子の入籍 5402

除籍 (55)

除籍 5501

回復 (56)

回復 5601

引取り (57)

引取り
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No. 桁数

4

　追完 8002

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 73/75

外国人配偶者の国籍変更 (90)

配偶者の国籍変更 9001

外国人配偶者の氏名変更 (91)

配偶者の氏名変更 9101

身分事項

文字関連更正 7012

　文字関連更正 7013 段落ちして表示

タイトルコード 　文字更正 7014

(6/6) 追完 (80)

追完 8001
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No. 桁数

1

6

1

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 74/75

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

名義使用区分
[夫婦名義の使用区分]

未使用 0 (夫婦双方の名
義使用)

夫 1

妻 2

戻る戸籍での筆頭者区分
[戻る戸籍における筆頭者
区分]

構成員 0 筆頭者区分と
同じ

筆頭者 1

メッセージ　*1 メッセージ一
覧を参照

　　 *1　民二7002号通達にない付設対象　　　[　]内は、民二7002号通達での名称
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No. 桁数

1

1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

第5
8

(2)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 75/75

離婚申立人区分 無 0

夫 1

妻 2

離縁申立人区分 養子(法定代理人含む) 1

養親 2
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第5.8.(3)メッセージ一覧表

(1) 作成の目的

　　　新システムのオンライン画面で使用する各種｢メッセージ｣をコードと対応して、一覧
できるようにするために作成した。

(2) 作成方法

　　　一覧表の記入内容は、次のとおりである。

　　　ア コード 　　　　  コードを記入する。

　　　　　　　　　　　　  コードの上1桁の意味は、以下のとおりである。

　　　　　　　　　　　 　 ｢C｣:確認メッセージ

　　　　　　　　　　　 　 ｢S｣:審査メッセージ

　　　　　　　　　　　 　 ｢E｣:エラーメッセージ

　　　　　　　　　　　 　 ｢M｣:メッセージ

　　　イ　メッセージ　　　コードに置き換えられる｢メッセージ｣項目名を記入する。

(3) メッセージ一覧表

　　　　上記の検討を経て作成した一覧表は、以下のとおりである。
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○ ×

○ × ○ ×

○ × ○ ×

補足説明書
作業名 作成者 作成日付

コード一覧表

エラーﾒｯｾｰｼﾞ

メッセージ

　戸籍システムにおけるメッセージは、コード体系上、以下のように4つに区分けしている。
但し、基準書においては、｢確認メッセージ｣｢エラーメッセージ｣で示してある。

(1)確認メッセージ
　入力審査の場合で、入力項目だけでは審査できないもの(exp.添付資料等の有無及び内容確認、審査に例外がある場合の対応等)の判断を操作員に促すものである。
この確認メッセージには、常に応答入力が必要であり、通常、｢Yes｣の場合は処理を続行し、｢No｣入力の場合は処理停止となる。処理停止の場合でも審査続行の特別な
処理(exp.特殊キーを押下)をした時のみ、基準書(要件定義書の根拠法令欄)で示してある｢不受理｣｢照会｣等をシステム審査の処分値として処理を続行できる。但し、
例外的に審査ロジック分岐の判断を、操作員に確認してもらう為に使用する場合もある。この時は、処分に影響はない。

(2)審査メッセージ
　入力審査を行い審査不可となった状況を操作員に知らせるものであり、応答入力を必要としないメッセージとして表示され、処理は停止状態となる。処理を続行さ
せるには、審査続行の特別な処理をするが、システム審査の処分値として常に｢不受理｣である。

(3)エラーメッセージ
　応答入力を必要としないメッセージで、処理の続行が不可(処理停止)の場合に表示されるものである。

(4)メッセージ
　応答入力を必要としないメッセージで、処理に影響を与えず、操作員に注意及び操作指示等を促すものである。

1

NO コード

2
不受理

―

―M

―

―

応答入力
処分

―

21 1/1

改訂日付

不受理
照会等

審査ﾒｯｾｰｼﾞ

版 頁

C

S

[注意]　1.届出入力―審査(××届)における、応答入力に対する処分や分岐等は、基準書要件定義書の備考欄に記述されているものをチェック―優先―する。
　　　　2.メッセージについては、今後、若干の変更を伴う可能性があります。随時、変更修正できるように配慮して下さい。

　メッセージ例
医師の診断書があり,内容を確
認しましたか?

　届書入力以外

―

×

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日

○

○
Yes

No
○ ○

強制認知による胎児認知はできま
せん。

審査結果入力で入力して下さい。

処理
継続

基準書上での
メッセージ表
記

コード体系上
でのメッセー
ジ表記

確認メッセー
ジ

エラーメッ
セージ

確認メッセー
ジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△:特別な処理により審査続行可能

応答入力

△

△

×

○

○

×

×

エラー
履歴

E

　届書入力―審査(××届)

審査
継続

No

Yes ― ○
○ ○ ○

―
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第5
8

(3)
メッセージ一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18

コード 　　　メッセージ

C01001 相手方から10日以内の届出です。受理してもいいですか?

C01002 医師の診断書があり、内容を確認しましたか?

C01003 医師の診断書の内容を確認して下さい。

C01004 医師の診断書の内容を確認しましたか?

C01005 姻族関係終了を認めたその国の証明書が添付されていますか?

C01006 縁氏続称者の他には在籍者はいませんね。

C01007 縁氏続称者は、離縁復氏から現在まで氏を変更していませんね。

C01008 縁組の保護要件等は養子の本国法によります。保護要件等は審査済みですか?

C01009 縁組の保護要件等は養女の本国法によります。保護要件等は審査済みですか?

C01010 縁組の要件は養父及び養母の本国法によります。要件審査は済みましたか?

C01011 縁組の要件は養父の本国法によります。要件審査は済みましたか?

C01012 縁組の要件は養母の本国法によります。要件審査は済みましたか?

C01013 夫の在留カード等が添付され、在留期間(1年)を過ぎていますか?

C01014 夫の国籍を証明するものがありますか?

C01015 夫の住民票の写が添付されていますか?

C01016 夫は国籍を証明するものがありますか?

C01017 縁組継続中ですが、よろしいですか?

C01018 夫は戻る戸籍の筆頭者ではありませんね?

C01019 夫は戻る戸籍の筆頭者で間違いありませんね?
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適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

第5
8

(3)
メッセージ一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/55

C02003 家庭裁判所の許可書の謄本がありますか?

C02004 監護者の同意書が添付されていますか?

C02005 監護者は養子の父又は母ですか?

コード 　　　メッセージ

C02001 改正法附則5条1項の届出で間違いはありませんね。

C02002 家庭裁判所の許可書謄本が添付され、届書の証人欄に記載がありますね。

C02009 外国人母に前婚の履歴がありますか?

C02010 外国の方式により認知が成立した旨の証書又は証明書の添付がありますか?

C02011 該当の受領番号は照会ですが、法務省の指示なしで修正しても構いませんか?

C02006 監護者は養女の父又は母ですか?

C02007 外国人出生子として処理を続行しますか?

C02008 外国人の非嫡出子として処理を続行しますか?

C02015 棄児の処理として続行しますか?

C02016 共同親権ですか?

C02017 許可審判書の謄本の添付がありますか?

C02012 帰化者同士婚姻していますね。

C02013 帰化者の配偶者は同時に帰化しませんね。

C02014 帰化等により、復籍すべき戸籍がないですね。

C02021 後見人選任を証する書面が添付されていますか?

C02022 国籍取得時の年齢が20歳を越えていますが、問題ありませんね。

C02023 国籍取得者は国籍喪失時の戸籍に戻れない理由がありますね。

C02018 後見人･被後見人の縁組なので、家庭裁判所の許可書の添付がありますか?

C02019 後見人(後見監督人･特別代理人)の承諾がありますか?

C02020 後見人(後見監督人)は20歳未満ですが、よろしいですか?

C02027 子の国籍証明書及び出生証明書の添付がありますか?

C02028 子の母は禁治産者のため、医師の診断書の添付がありますか?

C02029 子の本国法上の保護要件を満たしている旨の証明書はありますか?

C02024 戸籍取得者は戸籍を喪失した者ですね。

C02025 戸籍法73条の2の届は養子が届出人ですね。

C02026 戸籍法73条の2は養子夫婦の筆頭者が届出人ですね。

C02033 婚姻を証明する書類が添付されていますか?

C02030 子の本国法により認知することが出来る旨の証明書はありますか?

C02031 子は成年者(成年擬制も含む)ですか?

C02032 婚姻要件具備証明等が添付されていますか?
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システム化調査研究会 3/55

コード 　　　メッセージ

C02034 改正法附則6条1項の届出で間違いはありませんね?

C02035 戸籍法107条2項届で氏の変更をしていますか?

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

C02039 後見人の就職日は、被後見人との婚姻日であるものとして処理を続行しますか?

C02040 後見人は、入籍相手と同一人ですか?

C02041 外国の方式により縁組が成立した旨の証明又は証明書の添付がありますか?

C02036 外国国籍を取得していませんね。

C02037 外国人母に婚姻解消の履歴がありますか?

C02038 現夫の出生子として処理を続行しますか?

C02045

C02042 外国人のみからの証書提出ですか?

C02043

C02044

後見人（後見監督人）は18歳未満ですが、よろしいですか？ R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）

国籍取得時の年齢が18歳を越えていますが、問題ありませんね。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）

子は成年者ですか？ R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）
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C03003 裁判の謄本の添付がありますか?

C03004 事件発生日が不明の身分事項があります。よろしいですか?

C03005 事件本人の本籍地又は所在地ですか?

コード 　　　メッセージ

C03001 在外公館職員は父として処理を続行しますか?

C03002 裁判の対象夫は母の前夫と同一と判断して処理を続行しますか?

C03009 失踪の記録前に失踪確定日当日に発生した身分事項が記録されています。

C03010 死亡(失踪)した配偶者と婚姻していたことを確認しましたか?

C03011 死亡の記録前に死亡日後発生した身分事項が記録されています。

C03006 事件本人の本籍地又は届出人の所在地ですか?

C03007 事件本人は復氏出来ますか?

C03008 失踪の記録前に失踪確定日後発生した身分事項が記録されています。

C03015 出生子は死亡していますか?

C03016 出生子は名未定として処理を続行しますか?

C03017 出生子は日本で出生したものとして処理を続行しますか?

C03012 死亡の記録前に死亡日当日に発生した身分事項が記録されています。

C03013 従前に称していた氏ですか?

C03014 出生子には、直系卑属がいるものとして処理を続行しますか?

C03021 親権者は未成年ですがよろしいですか?

C03022 親権者名は正しいですか?

C03023 新戸籍を編製する旨の養子からの申出がありますか?

C03018 出生地での国籍を未取得として処理を続行しますか?

C03019 出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか?

C03020 証書の謄本が認知を証明するものかどうか審査は済みましたか?

C03027 新本籍地は養子の従前の本籍と同一の場所ですね。

C03028 既に養子離縁は成立しており、事件発生日と養子離縁届出日は同じですか?

C03029 成年擬制ですか?

C03024 審判書及び確定証明書がありますか?

C03025 審判書の謄本及び確定証明書の添付がありますか?

C03026 審判又は判決の謄本及び確定証明書の添付がありますか?

C03033 前養親氏名と養親氏名が同一ですが、よろしいですか?

C03030 前夫及び外国人母の本国法により前夫の嫡出の推定を受けますか?

C03031 前夫の離婚は前夫との婚姻後201日以降ですか?

C03032 前夫の嫡出の推定を排除する事由(裁判除)がありますか?
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コード 　　　メッセージ

C03034 住所を日本に有していませんが、問題ありませんね。

C03035 出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですか?

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

C03039 前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか?

C03040 出生の届出が出生日から14日を過ぎています。

C03041 新本籍は入籍先と同一地番ではありません。よろしいですか?

C03036 出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですね。

C03037 出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか?

C03038 出生日は、母と前夫の婚姻の翌日より201日以降ですか?

C03042 事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか？ R2.1（名未定）
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C04003 胎児認知者と届書の父を同一人として処理を続行しますか?

C04004 単独親権ですか?

C04005 遅延理由書の添付があるものとして処理を続行しますか?

コード 　　　メッセージ

C04001 待婚期間が6箇月以内ですがよろしいですか?

C04002 胎児認知区分が有りますが、胎児認知日無として処理を続行しますか?

C04009 父は事実主義国の外国人として処理を続行しますか?

C04010 父は事実主義に関する証明書が添付されているものとして処理を続行しますか?

C04011 嫡出子・特別養子・既に認知されている子では、ありませんね?

C04006 父の認知があるものとして処理を続行しますか?

C04007 父の配偶者は国籍取得者の母と同じですね。

C04008 父は帰化者の認知者ですね(準正でない)。

C04015 直系卑属は成年に達していますか?

C04016 通常、廃除者か、遺言執行者しか届出人になれません。よろしいですか?

C04017 妻の在留カード等が添付され、在留期間(1年)を過ぎていますか?

C04012 調停調書の謄本がありますか?

C04013 調停・和解・認諾調書の謄本の添付がありますか?

C04014 直系卑属の承諾があるものとして処理を続行しますか?

C04021 当時の外国人養親との縁組でしたが、戸籍法73条の2の届を出せますか?

C04022 特別代理人を証する書面が添付されていますか?

C04023 都道府県知事の許可書が添付されていますか?

C04018 妻の国籍を証明するものがありますか?

C04019 妻の住民票の写が添付されていますか?

C04020 妻は国籍を証明するものがありますか?

C04027 届出人(母の親権者)2人の氏名が同一ですが、よろしいですか?

C04028 届出人が四親等内の親族か否か確認して下さい。

C04029 届出人が四親等内の親族か否か確認して下さい。よろしいですか?

C04024 届出期間を経過していますがよろしいですか?

C04025 届出期間を過ぎていますがよろしいですか?

C04026 届出期間を超過しています。よろしいですか?

C04033 届出人は、喪失宣告を受けないもう一方の親権者ですか?

C04030 届出人資格が後見人ですがよろしいですか?

C04031 届出人の所在地での届出ですか?

C04032 届出人は、後見人(後見監督人)ではありませんがよろしいですか?
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コード 　　　メッセージ

C04034 届出人は、保佐人ではありませんがよろしいですか?

C04035 届出人は現在養子の後見を行っている者に間違いないですね。

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

C04039 届出人は認知者ではありませんがよろしいですか?

C04040 届出人は未成年者の父(養父)、母(養母)の双方ですか?

C04041 届出人を市区町村長として処理を続行しますか?

C04036 届出人は現在養子の親権を行っている者に間違いないですね。

C04037 届出人は裁判の申立人もしくは裁判の相手方ですか?

C04038 届出人は正しいですか?

C04045 届出人が父・父母以外のため、準正嫡出子にはなれませんがよろしいですか?

C04046 妻は戻る戸籍の筆頭者ではありませんね?

C04047 妻は戻る戸籍の筆頭者で間違いありませんね?

C04042 父の事実主義に関する証明書の添付があるものとして処理を続行しますか?

C04043 現夫の出生子として処理を続行しますか?

C04044 同一人の再婚でないものとして処理を続行しますか?

C04048 同時に帰化する者は帰化者と(養)親子関係にありますね?
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C05003 日本人生存配偶者に対する婚姻解消事項の記録の手続きが必要です。

C05004 日本人配偶者に対する婚姻解消事項の記録の手続きが必要です。

C05005 日本法上の子の保護要件の審査は済みましたか?

コード 　　　メッセージ

C05001 内容を確認して下さい。

C05002 日本国内で行われた裁判離婚ですか?

C05009 入籍人の養母と入籍先の養母は同一人ですか?

C05010 入籍人の父の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?

C05011 入籍人の母の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?

C05006 入籍人の父と入籍先の父は同一人ですか?

C05007 入籍人の母と入籍先の母は同一人ですか?

C05008 入籍人の養父と入籍先の養父は同一人ですか?

C05015 入籍人の養母の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?

C05016 認知者及び子の生年月日は正しいですか?

C05017 認知者と胎児の母との婚姻解消後300日以内の届出ではありませんね。

C05012 入籍人の父母の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?

C05013 入籍人の養父の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?

C05014 入籍人の養父母の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?

C05021 認知者は禁治産者のため、医師の診断書の添付がありますか?

C05022 認知者は父欄に記載されている父で本国法は事実主義ですか?

C05023 認知に対する出生子の承諾があるものとして処理を続行しますか?

C05018 認知者の国籍証明書の添付がありますか?

C05019 認知者の生年月日は正しいですか?

C05020 認知者の本国法により認知することが出来る旨の証明書はありますか?

C05027 入籍人配偶者の養母と入籍先の養母は同一人ですか?

C05028 名のみの届出ですか?`

C05029 入籍先(父)と入籍人の父の名が違いますがよろしいですか?

C05024 入籍人の父の名又は養母の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?

C05025 入籍人の母の名又は養父の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?

C05026 入籍人配偶者の養父と入籍先の養父は同一人ですか?

C05033 入籍先に父が在籍していませんがよろしいですか?

C05030 入籍先(母)と入籍人の母の名が違いますがよろしいですか?

C05031 入籍先(養父)と入籍人の養父の名が違いますがよろしいですか?

C05032 入籍先(養母)と入籍人の養母の名が違いますがよろしいですか?
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コード 　　　メッセージ

C05034 入籍先に母が在籍していませんがよろしいですか?

C05035 入籍先に養父が在籍していませんがよろしいですか?

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20

C05039 入籍日から100日を超えていませんが、離死別日に間違いはありませんね?

C05036 入籍先に養母が在籍していませんがよろしいですか?

C05037 入籍人配偶者の父と入籍先の父は同一人ですか?

C05038 入籍人配偶者の母と入籍先の母は同一人ですか?
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コード 　　　メッセージ

C06001 配偶者からの認知ではなく、婚姻成立後200日を経過していないですね。

C06002 廃除者氏名と被廃除者の戸籍の記載の氏名が異なりますがよろしいですか?

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18

C06006 母の国籍証明書の添付がありますか?

C06007 母の配偶者は国籍取得の父と同じですね。

C06008 母の本国法上の保護要件を満たしている旨の証明書はありますか?

C06003 入るべき戸籍に在籍者が存在するものとして処理を続行しますか?

C06004 入るべき戸籍の父と届書の母は婚姻しているものとして処理を続行しますか?

C06005 母に前離婚の履歴がないものとして処理を続行しますか?

C06012 被認知者は成年者(成年擬制も含む)ですか?

C06013 表示された戸籍事項を削除してよろしいですか?

C06014 表示された身分事項を削除してよろしいですか?

C06009 母の本国法により認知することが出来る旨の証明書はありますか?

C06010 判決の謄本･確定証明書(調停･和解･認諾調書の謄本)が添付されていますね。

C06011 判決の謄本及び確定証明書がありますか?

C06018 父母の婚姻後の出生届ですか?

C06019 父母の嫡出子であり、父母の国籍証明資料があるものとして処理を続行しますか?

C06020 父母の離婚後の出生届ですか?

C06015 夫婦の在留カード等が添付され、在留期間(1年)を過ぎていますか?

C06016 復氏届を兼ねることが出来る届出に間違いありませんね。

C06017 復籍する戸籍に間違いはありませんか?

C06024 本来、廃除される者が届出人になることは出来ません。よろしいですか?

C06025 変更後の氏は、当該届書で変更可能な氏ですか?

C06026 保佐人の就職日は被保佐人との婚姻日であるものとして処理を続行しますか?

C06021 父母又は母が無国籍人であることの証明書があるものとして処理を続行しますか?

C06022 平和条約発効に該当する国ですか?

C06023 保佐人は20歳未満ですが、よろしいですか?

C06030 父母の婚姻後の出生ですか?

C06031 父母は婚姻しているものとして処理を続行しますか?

C06032 父母又は母が無国籍人であるものとして処理を続行しますか?

C06027 母に婚姻の履歴はありませんね。

C06028 母に前婚姻解消の履歴がないものとして処理を続行しますか?

C06029 母の非嫡出子であり、母の国籍証明資料があるものとして処理を続行しますか?

C06033 被認知者は禁治産者ですか?
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改訂日付 版
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被認知者は成年者ですか？ R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）
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適用業務名 作成日付

コード 　　　メッセージ

C06037 変更後の氏と外国人父母の氏が異なりますが、よろしいですか? R2.1(107条4項28)
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適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

コード 　　　メッセージ

C07001 埋葬許可書をプリントしますか?

C07002 未成年者がいますが、親権指定しなくてよろしいですか?

C07003 未成年者がいますが、成年擬制又は他の親権を受けていますか?

C07004 未成年者の婚姻ですが同意はありますか。又は、成年擬制者ですか?

C07005 民事訴訟法118条の要件を満たし判決は承認されますか?

C07006 民法上の氏は同じですか?

C07007

C07008

未成年者がいますが、他の親権を受けていますか？ R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）

未成年者の婚姻ですが同意はありますか？ R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）
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C08002 養親の配偶者とは縁組していませんね。

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 13/55

コード 　　　メッセージ

C08001 養親の現在の国籍と縁組成立時の国籍が異なりますが構いませんね。

養子となる者は6歳以上ですが、審判申立日現在は6歳未満ですか?

C08007 養子となる者は6歳に達する前から養親となる者に監護されていますか?

C08008 養子となる者は審判申立日現在は8歳未満ですか?

C08003 養子が本国法上の保護要件等を備えている旨の書面がありますか?

C08004 養子が養父より年上ですがよろしいですか?

C08005 養子が養母より年上ですがよろしいですか?

C08006

C08012 養子の配偶者の同意書がありますか?

C08013 養子の本国法に養子制度がありませんか?

C08014 養子は異動後の戸籍で、生存配偶者に間違いありませんね。

C08009 養子となる者は養母の配偶者の嫡出子又は特別養子ですか?

C08010 養子と養女は婚姻していましたか?

C08011 養子の配偶者が同意出来ない正当な理由の記載がありますか?

C08018 養子は禁治産者のため、医師の診断書の添付がありますか?

C08019 養子は婚姻したことがありませんね。

C08020 養子は従前の戸籍には戻れませんね。

C08015 養子は帰化者等、従前の戸籍がない者ですね。

C08016 養子は禁治産者です。医師の診断書が添付されていますか?

C08017 養子は禁治産者ですか?

C08024 養子は養父の配偶者の嫡出子ですか?

C08025 養子は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか?

C08026 養子は養父又は養母の直系卑属ですか?

C08021 養子は戻る戸籍の筆頭者ではありませんね。

C08022 養子は戻る戸籍の筆頭者で間違いありませんね。

C08023 養子は養父の直系卑属ですか?

C08030 養女が本国法上の保護要件を備えている旨の書面がありますか?

C08031 養女が養父より年上ですがよろしいですか?

C08032 養女が養母より年上ですがよろしいですか?

C08027 養子は養母の直系卑属ですか?

C08028 養子は養母の配偶者の嫡出子ですか?

C08029 養子は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか?

C08033 養女の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか?
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適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 14/55

C08036 養女は禁治産者です。医師の診断書が添付されていますか?

C08037 養女は禁治産者ですか?

C08038 養女は禁治産者のため、医師の診断書の添付がありますか?

コード 　　　メッセージ

C08034 養女の配偶者の同意書がありますか?

C08035 養女の本国法に養子制度がありませんか?

C08042 養女は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか?

C08043 養女は養父又は養母の直系卑属ですか?

C08044 養女は養母の直系卑属ですか?

C08039 養女は婚姻したことがありませんね。

C08040 養女は養父の直系卑属ですか?

C08041 養女は養父の配偶者の嫡出子ですか?

C08048 養父と養子は縁組していますね。

C08049 養父の配偶者が縁組出来ない正当な理由が記載されていますか?

C08050 養父の配偶者が同意出来ない正当な理由が記載がありますか?

C08045 養女は養母の配偶者の嫡出子ですか?

C08046 養女は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか?

C08047 養父及び養母の要件具備証明書等がありますか?

C08054 養父は禁治産者のため、医師の診断書の添付がありますか?

C08055 養父は婚姻したことがありますか?

C08056 養父は審判日に25歳に達していませんが、よろしいですか?

C08051 養父の配偶者の同意書がありますか?

C08052 養父の要件具備証明書等がありますか?

C08053 養父は禁治産者です。医師の診断書が添付されていますか?

C08060 養母と養子は縁組していますね。

C08061 養母の配偶者が縁組出来ない正当な理由が記載されていますか?

C08062 養母の配偶者が同意出来ない正当な理由の記載がありますか?

C08057 養父母と共同で離縁出来ない正当な理由がありますか?

C08058 養父母は審判日に25歳(一方20歳以上で可)未満ですがよろしいですか?

C08059 養父母は夫婦ですか?又は、養子と縁組中夫婦でしたか?

C08066 養母は禁治産者のため、医師の診断書の添付がありますか?

C08063 養母の配偶者の同意書がありますか?

C08064 養母の要件具備証明書等がありますか?

C08065 養母は禁治産者です。医師の診断書が添付されていますか?
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システム化調査研究会 15/55

コード 　　　メッセージ

C08067 養母は婚姻したことがありますか?

C08068 養母は審判日に25歳に達していませんが、よろしいですか?

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

C08069 養子は養父又は養母の非嫡出子で、養父又は養母が親権者ですか。

C08070 養子は、後見を受けていますね。

C08071 15歳に達する前から養親に監護されており、申立ができなかった理由がありますか。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ121）

C08072

C08073

養子となる者は15歳以上ですが、審判申立日現在は15歳未満ですか。

養子となる者の同意はありますか。

R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ121）

R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ121）
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システム化調査研究会 16/55

コード 　　　メッセージ

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

C09003 離縁の要件は養母の本国法によります。要件審査は済みましたか?

C09004 離縁復氏したことを別戸籍で確認して下さい。

C09005 連署人は帰化者と婚姻していますね。

C09001

C09002

離縁の証書が添付されていますか?

離縁の要件は養父の本国法によります。要件審査は済みましたか?
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適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成11年 3月10日 3

コード 　　　メッセージ

C10001 外国人だけからの証書提出ではないですね。

C10002 養父(母)と離縁協議者は同一人ですか?

C10003 協議者は特別代理人が原則です。届出人資格は正当ですか?

C10004 死亡養親との離縁で届出人が後見人ではありませんがよろしいですね？

C10005 証書提出者は外国人配偶者のみからの届出ですか？
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適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19

C11005 未成年後見人は、入籍相手と同一人ですか?

C11009 特別代理人が届出人になれるケースですか?

C11010 養子は未成年後見を受けていますね?

C11011 外国の方式により離婚が成立した旨の証書または証明書の添付がありますか?

C11006 被認知者は成年被後見人ですか?

C11007 成年後見人(成年後見監督人･特別代理人)の承諾がありますか?

C11008 未成年後見人･未成年被後見人の縁組なので、家庭裁判所の許可書の添付がありますか?
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メッセージ一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 18/55

C11003 成年後見人からの届出ですが、成年後見登記の登記事項証明書のチェックは行いましたか?

C11004 事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?

コード 　　　メッセージ

C11001 未成年後見人(未成年後見監督人)は20歳未満ですが、よろしいですか?

C11002 届出人は、未成年後見人(未成年後見監督人)ではありませんがよろしいですか?

C11015 未成年後見人選任を証する書面が添付されていますか?

C11016 死亡養親との離縁で届出人が未成年後見人ではありませんがよろしいですね?

C11017 外国人からだけの証書提出ではないですね?

C11012 親権区分nの親権指定は必要ですか?

C11013 届書の届出人欄に外国人配偶者の署名がありますか?

C11014 構成員のカナ氏が筆頭者のカナ氏と異なりますがよろしいですか?

C11021 性同一性障害の記録があります。入力した戸籍に入籍できますか?

C11022 父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?

C11023 父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはありませんね?

C11018 性同一性障害の記録があります。元の戸籍に戻れますか?

C11019 父に性同一性障害の記録があります。父に間違いありませんね?

C11020 母に性同一性障害の記録があります。母に間違いありませんね?

C11032 夫から新戸籍を編製する申出又はそれに準ずる事項がありますか。

C11027 受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?

C11028 養親の配偶者が養子の親権者ですか?

C11029 妻から新戸籍を編製する申出又はそれに準ずる事項がありますか。

C11024 復する氏に間違いはありませんか?

C11025 父氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね?

C11026 母氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね?

C11030 妻は従前の戸籍に戻れませんね。

C11031 新本籍は妻の従前の本籍と同一の場所ですね。

C11033 夫は従前の戸籍に戻れませんね。
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未成年後見人（未成年後見監督人）は18歳未満ですが、よろしいですか？ R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）

コード 　　　メッセージ

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

C11039 子は準正嫡出子(父母が婚姻している)ですね。

C11040 子は非嫡出子(父母が婚姻していない)ですね。

C11041 養親の国籍が、縁組成立時と異なる可能性がありますが、よろしいですね。

C11036 届出人資格名称が親族以外です。よろしいですか?

C11037 後見人等の資格を証明する登記事項証明書または裁判所の謄本が添付されていますか?

C11038 日本人父又は母が構成員で、外国人配偶者との嫡出子出生届です。

届出人(父)氏名と養子の父の氏名が異なっていますが、よろしいですか。

C11045 養父の配偶者の同意書がありますか?又は養父の配偶者が縁組の代諾者ですか?

C11046 養母の配偶者の同意書がありますか?又は養母の配偶者が縁組の代諾者ですか?

C11047 同一戸籍内縁組ではありませんね?

C11042 養親の国籍が、縁組成立時と異なる可能性がありますが、よろしいですね。

C11043 告示日から1箇月を経過していますが、交付日から1箇月は経過していませんね?

C11044 養子に単独親権の記録がありますか。

C11058 出生子の年齢が学齢を越えています。受理してよろしいですか?

C11059 処理照会要件は、法務局に照会済ですね。

C11034

C11035

新本籍は夫の従前の本籍と同一の場所ですね。

死亡日から届出日まで1ヶ月を経過しています。処理をしてよろしいですか?

C11063

C11060 待婚期間が100日を経過していません。再婚が可能か確認しましたか?

C11061 民法第733条第2項に該当する再婚ですか?

C11062 未成年被後見人は婚姻していますか。

C11054 戸籍法第92条2項の報告は、戸籍法第92条1項と同時に報告されていますか?

C11050
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システム化調査研究会 19/55

C11057 出生時、母年齢が50歳以上です。出生施設は医療法上の病院ですか?

C11055 許可の審判確定日に入力がありますがよろしいですか?

C11056 許可の審判確定日に入力がありませんがよろしいですか?

C11051 届出人(母)氏名と養子の母の氏名が異なっていますが、よろしいですか。

C11052 届出人(養父)氏名と養子の戸籍の養父氏名が異なっていますが、よろしいですか。

C11053 届出人(養母)氏名と養子の戸籍の養母氏名が異なっていますが、よろしいですか。

C11048 夫婦の本国法により協議離婚を日本法に従って行えますか?

C11049 夫婦の住所の登録が明らかになる書類が添付され、常居所が日本ですか?
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適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

E01001 9条2項データが1件もありません。

E01002 9条2項データは存在しません。

E01003 15歳未満で養子養女双方の入力があります。審査結果入力で処理して下さい。
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システム化調査研究会 21/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

E02001 移記不要の身分事項があります。不要な記録を削除して下さい。

E02002 移記不要の婚姻事項があります。不要な記録を削除して下さい。
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システム化調査研究会 22/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

コード 　　　メッセージ

E03001 改正前国籍法下での渉外婚姻です。父の新戸籍編製後出生処理を行って下さい。

E03002 改正前国籍法下での渉外婚姻です。母の新戸籍編製後出生処理を行って下さい。

E03003 該当の受領番号で未決裁の届はありません。

E03004 該当の受領番号の届書は現在処理中です。決裁は行えません。

E03005 該当の受領番号の届と選択された事件が異なります。

E03006 該当の受領番号の届は、照会ではありません。

E03007 該当のデータはありません。

E03008 仮戸籍がありませんので移記事項処理は行えません。

E03009 この届出による新戸籍編製では移記の処理はできません。

E03010 管掌者コードが間違っています。

E03011 関連エラーがあります。正しく入力して下さい。

E03012 関連受領番号の受付帳は『死亡』以外ですので、処理出来ません。

E03013 関連受領番号の受付帳は削除済ですので、手処理で記載して下さい。

E03014 基本となる届の受領番号を入力して下さい。

E03015 決裁する届の番号を選択して下さい。

E03016 決裁用帳票が必要ならば出力区分を入力し仮戸籍を更新して下さい。

E03017 項目エラーがあります。正しく入力して下さい。

E03018 改正前国籍法下での渉外の婚姻です。審査結果入力で処理して下さい。

E03019 戸籍変動区分に間違いがなければ審査結果入力で処理して下さい。

E03020 改正前国籍法以前の国外出生の出生届は審査結果入力で処理して下さい。

E03021 帰化記録者資格に父を入力する必要はありません。
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適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

コード 　　　メッセージ

E04001 作成された受付帳は1件だけです。

E04002 指定した該当者に対して移記の処理はできません。

E04003 指定日は入力できません。

E04004 指定日を入力して下さい。

E04005 収日は入力できません。

E04006 出生又は認知の記録が2件以上あります。不要な記録を削除して下さい。

E04007 処理選択番号が違います。再度、入力して下さい。

E04008 処理番号を入力して下さい。

E04009 新記録順位が重複しています。

E04010 新記録順位は設定可能範囲を超えています。

E04011 審査結果入力で処理して下さい。

E04012 審査処理で記録した転籍事項ですので、修正･削除はできません。

E04013 審査で記録した事項ですので削除できません。

E04014 審査で記録した事項ですので修正できません。

E04015 処理を続行して入力項目チェックを行って下さい。

E04016 実行キーを押下しないと決裁処理はできません。

E04017 実行キーを押さないと処分決定は処理できません。

E04018 従前からある記録事項ですので削除できません。

E04019 従前からある記録事項ですので修正できません。

E04020 除籍者に対して移記の処理はできません。

E04021 選択した届書ファイルは他で処理中です。決裁処理することはできません。

E04022 選択に該当するデータはありません。

E04023 選択番号に誤っています。正しく入力して下さい。

E04024 選択番号が誤りです。正しく入力して下さい。

E04025 前回の処理で作成された受付帳が決裁済みになっています。

E04026 前回の届書審査で作成された受付帳の数と今回の受付帳の数が異なります。

E04027 出生日が新国籍法施行前の出生処理は、審査結果入力で処理して下さい。

E04028 収日を入力して下さい。

E04029 受理･処理照会です。発日を入力して下さい。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 24/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

E05001 続柄が入力してあるにも係わらず養父又は養母氏名が記録されていません。

E05002 同生年月日者同士の記録順位の変更しか出来ません。

E05003 届書が存在しません。受領番号を確認して下さい。

E05004 届書が正当なら、審査結果入力で処理して下さい。

E05005 特別代理人の他に届出人がいる場合は審査結果入力で処理して下さい。

E05006 届後戸籍での配偶者区分に間違いがなければ審査結果入力で処理して下さい。

E05007 胎児認知者と母の夫が違います。審査結果入力で処理して下さい。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 25/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

E06001 入力された関連受領No.は、胎児認知の受付帳ではありません。

E06002 入力された受領番号で受付DBはありません。

E06003 入力された受領番号の受付DBは処理済みです．

E06004 入力された受領番号の届書は他の業務で処理中となっています。

E06005 入力された明細番号が身分事項件数を超えています。

E06006 入力された明細番号の事項は既存の記録ですので、並べ替えできません。

E06007 入力された明細番号の事項は転籍事項ですので、並べ替えできません。

E06008 入力された明細番号は事項は戸籍事項件数を超えています。

E06009 入力された明細番号は重複して入力されています。

E06010 入力されている明細番号が重複しています。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 26/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

E07001 配偶者区分が夫又は妻以外にも係わらず、婚姻事項があります。

E07002 配偶者区分が夫又は妻となっているにも係わらず、婚姻事項がありません。

E07003 パスワード･エラー

E07004 発日は入力出来ません。

E07005 表示する移記戸籍がありません。

E07006 入るべき戸籍に父母が在籍していないため、審査結果業務より処理して下さい。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 27/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

E08001 未決裁の届は存在しません。(全て決裁済みです。)
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 28/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

E09001 養父又は養母氏名が記録されていないにも係わらず、縁組事項があります。

E09002 養父又は養母氏名が入力されているにも係わらず、縁組事項がありません。

E09003 養父又は養母氏名が入力してあるにも係わらず続柄が記録されていません。

E09004 養子･養女が婚姻関係にありません。正当なら審査結果入力で処理して下さい。

E09005 養子･養女が同一戸籍にいません。正当なら審査結果入力で処理して下さい。

E09006 養子養親の片方同士が死亡の離縁届の1通処理は審査結果入力で処理願います。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 29/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

E10001

E10002

連続して受付帳を確保することができません。

連署人が構成員なら審査結果入力で処理して下さい。

コード 　　　メッセージ
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 30/55

コード 　　　メッセージ

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1

E11003 事件本人は成年擬制者です。未成年後見人は届出人になれません。

E11004 事件本人に未成年後見事項がありません。未成年後見人は届出人になれません。

E11005 未成年後見人･未成年被後見人の縁組はできません。

E11006 外国人同士が国外で協議離婚した旨の届出は受理できません。

E11007 親権区分nは入力不要です。削除して下さい。

E11008 養子には未成年後見人がいません。

E11009 新本籍と従前の本籍は同一でなければなりません。

E11010 入るべき戸籍に母が在籍していない為、審査結果業務より処理して下さい。

E11011 死亡者との離縁は、創設的届です。離縁種別は協議です。離縁許可日の入力が必要です。

E11012 出生、胎児認知が受理分以外の場合は審査結果業務で処理して下さい。

E11013 入るべき戸籍に父母が在籍していない為、審査結果業務より処理して下さい。

E11014 関連受領番号の入力がないため、報告日の確認がとれません。審査結果業務より処理してください。

E11015 日本法の方式に従って協議離婚はできません。

E11016 外国方式の協議離縁届と親権届を同時に入力できません。届書ごとに入力して下さい。

E11017 外国方式の協議離縁届と未成年後見届を同時に入力できません。届書ごとに入力して下さい。

E11018 父の名が違います。入籍届を処理する前に父欄の更正を行ってください。

E11019 母の名が違います。入籍届を処理する前に母欄の更正を行ってください。

E11020 養父の名が違います。入籍届を処理する前に養父欄の更正を行ってください。

E11021 養母の名が違います。入籍届を処理する前に養母欄の更正を行ってください。

E11022 同一人でないため、父母欄更正できません。

E11023 家庭裁判所の許可が必要な入籍です。

E11024 関連受領番号の入力がないため、正しい処理ができません。審査結果業務より処理して下さい。

E11025 事件本人は18歳以上です。未成年後見人は届出人になれません。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）

E11001

E11002

新本籍又は筆頭者に入力がありません。入力して下さい。

事件本人は20歳以上です。未成年後見人は届出人になれません。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 31/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

コード 　　　メッセージ

M01001 ｢処理照会｣には変更できません。

M01002 ｢受理｣には変更できません。

M01003 ｢受理照会｣には変更できません。

M01004 ｢受理処分の撤回｣には変更できません。

M01005 ｢取り下げ｣には変更できません。

M01006 ｢不受理｣には変更できません。

M01007 ｢返戻｣には変更できません。

M01008 PF3キーでデータが削除されます。

M01009 ｢保留｣には変更できません。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 32/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

M02001 エラー履歴情報が存在しません。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 33/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

M03001 該当者がありません。再度、検索キーを入力して下さい。

M03002 該当者が多すぎます。再度、検索キーを入力して下さい。

M03003 個人状態はありません。

M03004 個人状態ファイルがありません。

M03005 個人状態ファイルが更新されました。

M03006 この後の履歴はありません。

M03007 この前の履歴はありません。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 34/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

M04001 最終ページです。

M04002 最終ページを表示中です。

M04003 削除してもよろしいですね。確認してくだ下さい。

M04004 審査の結果、前の処分区分と異なりました。注意して下さい。

M04005 先頭ページです。

M04006 先頭ページを表示中です。

M04007 審査不可区分が設定されています。(渉外婚姻)

M04008 審査不可区分が設定されています。(婿養子縁組婚姻･入夫婚姻)
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 35/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

M05001 チェックOKです。個人状態ファイルを更新して下さい。

M05002 チェックOKです。不受理申出ファイルを更新して下さい。

M05003 チェックOKです。不受理申出ファイルを削除して下さい。

M05004 チェックOKです。不受理申出ファイルを追加して下さい。

M05005 父の情報が特定出来ないため、移記処理で父欄の更正を行って下さい。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 36/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

M06001 入力項目を確認し、よければ処理を続行して下さい。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 37/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

M07001 不受理申出はありません。

M07002 不受理申出ファイルがありません。

M07003 不受理申出ファイルが更新されました。

M07004 不受理申出ファイルが削除されました。

M07005 不受理申出ファイルが追加されました。

M07006 母の情報が特定出来ないため、移記処理で母欄の更正を行って下さい。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 38/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

M08001 無効なキーが押下されました。

M08002 無効なキーが押されました。

M08003 無効なキーが入力されました。

M08004 無効要件のエラーでなければ変更してはいけないので注意して下さい。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 39/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

M09001

M09002

養父の情報が特定できないため、移記処理で養父欄の更正を行って下さい。

養母の情報が特定できないため、移記処理で養母欄の更正を行って下さい。

コード 　　　メッセージ
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 40/55

コード 　　　メッセージ

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1

M10003 養子に共同親権の記録が必要か確認してください。

M10004 子(養子)に共同親権の記録が必要か確認してください。

M10005 養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名を移記処理で入力して下さい。

M10006 届出期間を経過していますので注意して下さい。

M10007 父に子の国籍取得事項の記録が必要です。父が本籍人であれば、審査結果入力処理で記録して下さい。

M10008 父に性同一性障害の記録があります。よろしければ処理を続行してください。

M10009 届出人の年齢が15歳未満です。受理照会が必要な届です。

M10010 法務局に照会して下さい。

M10011 届出期間を経過しています。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ118）

M10001

M10002

外国人同士の外国における婚姻届は受理出来ません。

養子に共同親権の記録をして下さい。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 41/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

S01001 15歳未満であるのに、養子養女の双方の入力があります。届出が正当なら審査結果入力で処理して下さい。

S01002 15歳未満の人は届出ることができません。

S01003 15歳未満の養子は戸籍法73条の2の届を出すことができません。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 42/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

コード 　　　メッセージ

S02001 新しい本籍は作れません。

S02002 姻族関係終了する配偶者は死亡(失踪)していません。

S02003 氏区分に誤りがあります。正しく入力して下さい。

S02004 縁氏続称の資格がないので受理できません。

S02005 縁組日から3箇月以上経過していないので戸籍法73条の2の届を出すことができません。

S02006 縁組日から7年経過していないので戸籍法73条の2の届を出すことができません。

S02007 縁組前の氏と現在の氏が同じなので、戸籍法73条の2の届を出すことができません。

S02008 夫に婚姻事項がありません。

S02009 親子関係不存在の裁判が確定しているため、離婚前の戸籍へは入籍できません。

S02010 親子関係不存在の裁判の対象父を確認して下さい。
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主管課名 頁数

システム化調査研究会 43/55

S03003 外国人出生子の場合の入力項目に入力がありません。

S03004 外国人同士の証書提出は受理できません。

S03005 外国人同士の国外で行われた裁判離婚届は受理できません。

コード 　　　メッセージ

S03001 外国人出生子が国外で出生した出生届は受理できません。

S03002 外国人出生子の場合、入るべき戸籍には入力できません。

S03009 外国で成立した外国人同士の裁判認知届は受理できません。

S03010 改正国籍法以前の国外出生の届出人が父母以外です。

S03011 改正戸籍法施行前の出生子は外国人です。入るべき戸籍へは入力できません。

S03006 外国人との縁組では氏に変更がないので、戸籍法73条の2の届はできません。

S03007 外国人は、戸籍法73条の2の届を出すことができません。

S03008 外国人配偶者が死亡しています。

S03015 該当者は従前の氏を称する入籍はできません。

S03016 該当者は既にある戸籍に入る入籍はできません。

S03017 該当者は同籍する入籍はできません。

S03012 改正前国籍法下での出生子は外国人です。入るべき戸籍へは入力できません。

S03013 改正前法例前における事実主義にもとづく父欄の入力はできません。

S03014 該当者は氏を称する入籍はできません。

S03021 後見人･被後見人の縁組はできません。

S03022 後見人(後見監督人)は禁治産宣告を受けています。

S03023 後見人(後見監督人)は準禁治産宣告を受けています。

S03018 帰化種別が間違っています。

S03019 帰化種別か連署人指定に間違いがあります。

S03020 強制認知による胎児認知はできません。

S03027 構成員の生存配偶者の離縁では、復氏を兼ねる届しか元の戸籍には戻れません。

S03028 更正区分にも誤りがあります。

S03029 国外で出生した出生子の出生届は受理できません。

S03024 後見人(後見監督人)は破産宣告を受けています。

S03025 構成員の更正区分に誤りがあります。

S03026 構成員の生存配偶者の離縁では、縁組前の氏に戻る新戸籍編製はできません。

S03033 戸籍編製区分が正しくありません。再入力して下さい。

S03030 国外での出生の場合、出生届は受理できません。

S03031 国籍法17条2項は国籍喪失者の国籍取得です。再度内容を確認して下さい。

S03032 戸籍の異動がないので、戸籍法73条の2の届を出すことができません。
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システム化調査研究会 44/55

コード 　　　メッセージ

S03034 戸籍変動区分が正しくありません。再入力して下さい。

S03035 戸籍変動区分が間違っています。

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

S03039 この事件本人は届出の資格がありません。

S03040 婚姻適齢に達していません。

S03041 後見人の就職日は、被後見人との婚姻日でなければなりません。

S03036 戸籍変動区分に間違いがなければ審査結果入力で処理して下さい。

S03037 戸籍変動に係わる情報が正しくありません。

S03038 子につき新戸籍編製ですが、新戸籍欄への入力がありません。

S03045 現夫の嫡出子です。胎児認知欄は入力出来ません。

S03042 強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さい。

S03043 現夫による胎児認知は出来ません。胎児認知無効の処理を行って下さい。

S03044 現夫の嫡出子です。胎児認知無効の処理を行って下さい。
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S04003 死亡者がいるので縁組はできません。

S04004 死亡者は、戸籍法73条の2の届を出すことができません。

S04005 氏名と筆頭者が一致していません。

コード 　　　メッセージ

S04001 裁判確定日より10日以内に届け出られるのは申出人のみです。

S04002 事件発生日が不明の身分事項があります。

S04009 従前の氏を改めた日を再度入力をして下さい。

S04010 従前の氏を称する入籍はできません。

S04011 出生後に胎児認知があります。胎児認知日は無効ですから消去して下さい。

S04006 氏名と筆頭者の氏が一致していません。

S04007 重婚です。婚姻届は受理できません。

S04008 従前の氏を改めた日の入力をして下さい。

S04015 出生子の出生区分は4(棄児)でなければなりません。

S04016 出生子の新戸籍を新戸籍欄へ入力して下さい。

S04017 出生子の続柄に誤りがあります。

S04012 出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりません。

S04013 出生子の出生区分は2(準正嫡出子)でなければなりません。

S04014 出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。

S04021 出生子は外国人です。入るべき戸籍欄には入力出来ません。

S04022 出生子は非嫡出子です。届書の父欄には入力出来ません。

S04023 出生証明書が医師･助産師以外です。

S04018 出生子の年齢が学齢を越えています。

S04019 出生子は外国人です。届書の父欄･入るべき戸籍には入力出来ません。

S04020 出生子は外国人です。届書の父欄には入力出来ません。

S04027 出生日が新国籍法施行前の出生処理は出来ません。

S04028 準拠法が異なります。

S04029 準拠法が不明です。

S04024 出生子欄に未入力の部分があります。

S04025 出生当時の母の年齢が50歳を越えています。

S04026 出生の届出が出生日から14日を過ぎています。

S04033 親権区分nに誤りがあります。(未成年者でない)

S04030 準禁治産者ではありません。

S04031 準正嫡出子出生処理の為、新戸籍欄には入力出来ません。

S04032 準正嫡出子の場合の届出人資格に間違いがあります。
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システム化調査研究会 46/55

コード 　　　メッセージ

S04034 親権指定者の有無に誤りがあります。

S04035 親権指定者の有無に誤りがあります。(親権指定なし)

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

S04039 新戸籍欄へ入力して下さい。

S04040 新戸籍を作成しなければいけません。

S04041 新戸籍を編製するのに、養子の名と筆頭者の名が異なります。

S04036 親権者は禁治産者です。

S04037 新戸籍の本籍は管内へ作成して下さい。

S04038 新戸籍は作成出来ません。

S04045 新本籍を入力して下さい。

S04046 既に準禁治産宣告を受けています。

S04047 既に胎児認知届けがだされています。

S04042 新本籍には入力出来ません。

S04043 新本籍又は筆頭者に入力があります。

S04044 新本籍又は筆頭者に入力がありません。入力して下さい。

S04051 成年に達してから1年を経過しています。

S04052 前夫の嫡出子です。入力した戸籍には入籍できません。

S04053 送付分の届書としては処理できません。

S04048 既に認知されている子を認知することはできません。

S04049 生存配偶者は届出できません。

S04050 成年者の承諾がなければ認知できません。

S04057 出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。

S04058 出生子は外国人です。出生子の生年月日を西暦で入力して下さい。

S04059 出生子は、母の現在戸籍への入籍です。母の現在戸籍を入力して下さい。

S04054 出生後に胎児認知があります。胎児認知無効の処理を行って下さい。

S04055 出生子の国籍を入力して下さい。

S04056 出生子の生年月日は、西暦でなければなりません。

S04060 準正嫡出子出生の場合の届出人資格に間違いがあります。

S04061 前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さい。
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システム化調査研究会 47/55

S05003 父の判断が出来ないため、親子関係不存在対象夫の判断ができません。

S05004 父の判断ができないため、嫡出否認対象夫の判断ができません。

S05005 父は既に存在します。

コード 　　　メッセージ

S05001 胎児認知届は母の住所地に届け出て下さい。

S05002 胎児認知届は母の本籍地に届け出て下さい。

S05009 父を定める裁判の対象夫と入るべき戸籍の父が違います。

S05010 父を定める訴の裁判は有りえません。

S05011 嫡出子出生処理のため、新戸籍欄には入力できません。

S05006 父又は母が届出人でないため新本籍、新筆頭者の入力はできません。

S05007 父未定の子です。届書の父欄へは入力できません。

S05008 父を定める裁判の対象夫と届書の父が違います。

S05015 同一人でないため、父母欄更正はできません。

S05016 当該届書は受理できません。

S05017 同時入籍の入籍先は既にある戸籍でなければなりません。

S05012 嫡出子を認知することはできません。

S05013 嫡出否認の裁判が確定しているため、離婚前の戸籍へは入籍できません。

S05014 妻に婚姻事項がありません。

S05021 特別代理人の他に届出人がいる場合は審査結果入力で処理して下さい。

S05022 特別養子を認知することはできません。

S05023 届後戸籍での配偶者区分に間違いがなければ審査結果入力で処理して下さい。

S05018 同時入籍での入籍者は構成員でなければなりません。

S05019 同時入籍での入籍者は未婚でなければなりません。

S05020 同時入籍での入籍元戸籍は同一戸籍内でなければなりません。

S05027 届書の父欄に入力があり母欄に入力がありません。母欄を入力して下さい。

S05028 届書の父欄には裁判の対象夫を入力して下さい。

S05029 届書の父母は婚姻していません。

S05024 届書の失踪宣告者は既に除籍となっています。

S05025 届書の死亡者は既に除籍となっています。

S05026 届書の父と入るべき戸籍の父が違います。入るべき戸籍欄には入力できません。

S05033 届出人資格1と届出人資格2が重複しています。

S05030 届出期間を経過しているので受理できません。

S05031 届出期間を超過しています。

S05032 届出資格を有していません。
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システム化調査研究会 48/55

コード 　　　メッセージ

S05034 届出人資格1の入力に誤りがあります。

S05035 届出人資格1を正しく入力して下さい。

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

S05039 届出人資格に誤りがあります。

S05040 届出人資格を正しく入力して下さい。

S05041 届出人資格を父又は父母として届け出ることはできません。

S05036 届出人資格2の入力に誤りがあります。

S05037 届出人資格2を正しく入力して下さい。

S05038 届出人資格がその他です。

S05045 届出有効期間(3箇月以内)を経過しています。

S05046 届出有効期聞(6箇月以内)を経過しています。

S05047 胎児認知者と入るべき戸籍の父又は届書の父が違います。

S05042 届出人資格を有していません。

S05043 届出人は法定代理人でなければなりません。

S05044 届出人は本人でなければなりません。

S05051 父を定める訴の裁判は入力出来ません。

S05052 嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。

S05053 嫡出でない子を実父母が養子とする時は、特別代理人の代諾が必要です。

S05048 届書の母を入るべき戸籍の母欄へ入力して下さい。

S05049 父欄を入力することは出来ません。

S05050 父を定める裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さい。
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システム化調査研究会 49/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

コード 　　　メッセージ

S06001 日本法上子の保護要件の審査は済みましたか?

S06002 入籍相手区分を正しく入力して下さい。

S06003 入籍戸籍には筆頭者が在籍しています。

S06004 入籍先の本籍に入力がありません。

S06005 入籍事由に誤りがあります。

S06006 入籍事由を正しく入力して下さい。

S06007 入籍届は受理出来ません。

S06008 入籍人は未成年です(成年擬制の時は審査結果入力で処理して下さい)。

S06009 入力された本籍不分明区分では、死亡区分の入力はできません。

S06010 入力された本籍不分明区分に対する届出人資格が誤っています。

S06011 入力された本籍不分明区分の場合、関連受領番号は入力できません。

S06012 認知の裁判の対象夫と届書の父が違います。

S06013 認知以外の裁判区分を入力することはできません。

S06014 認知業務より処理して下さい。

S06015 入籍先の父母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。

S06016 入籍先の養父との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。

S06017 入籍先の養母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。

S06018 入籍相手に誤りがあります。

S06019 入籍人は未成年です。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）
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S07003 配偶者の有無区分を'有'にして下さい。

S07004 配偶者は届出できません。

S07005 廃除者は死亡(失踪)していないので、遺言執行者は届出人になれません。

コード 　　　メッセージ

S07001 配偶者-配偶者区分には誤りがあります。

S07002 配偶者とともに届出が必要です。

S07009 入るべき戸籍の父と出生子の氏(漢字)が違います。

S07010 入るべき戸籍の父と出生子の名(漢字)が同じです。

S07011 入るべき戸籍の父は胎児認知者となることは出来ません。

S07006 入るべき戸籍に在籍者がいないので出生業務からは処理できません。

S07007 入るべき戸籍には裁判の対象夫を入力して下さい。

S07008 入るべき戸籍の構成員と出生子の名(漢字)が同じです。

S07015 母構成員、除籍の場合、出生処理からは処理できません。

S07016 母前離婚前出生の場合、入るべき戸籍は母の前離婚当時の戸籍です。

S07017 母との戸籍上の続柄は男･女又は空欄でなければなりません。

S07012 入るべき戸籍の母と出生子の氏(漢字)が違います。

S07013 入るべき戸籍の母と出生子の名(漢字)が同じです。

S07014 発収簿処理をして下さい。

S07021 母の夫=届書の夫、且つ、届出人が父の場合、胎児認知日には入力できません。

S07022 母の現在の戸籍へ入籍です。新戸籍欄への入力はできません。

S07023 母の承諾がなければ胎児認知できません。

S07018 母に婚姻の履歴がないため、親子関係不存在対象夫の判断ができません。

S07019 母に婚姻の履歴がないため、嫡出否認対象夫の判断ができません。

S07020 母につき新戸籍ですが、新戸籍欄への入力がありません。

S07027 被後見人は婚姻しています。

S07028 被後見人は未成年者です。

S07029 被後見人は未成年者ではありません。

S07024 母は無籍者です。受理照会となります。

S07025 被後見人は禁治産宣告を受けています。

S07026 被後見人は禁治産宣告を受けていません。

S07033 筆頭者は届出できません。

S07030 非嫡出子出生の場合の届出人資格に間違いがあります。

S07031 非嫡出子のため、届書の父欄への入力はできません。

S07032 筆頭者が外国人配偶者と婚姻中ではありません。
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システム化調査研究会 51/55

コード 　　　メッセージ

S07034 夫婦の帰化を選択して下さい。

S07035 夫婦の構成員の離縁で戸籍の異動はありません。

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1

S07039 父母が婚姻中でないため、氏を称する入籍はできません。

S07040 父母が婚姻中でないため、同籍する入籍はできません。

S07041 父母婚姻200日以内の子の認知は嫡出子としての戸籍訂正となります。

S07036 夫婦の構成員の離縁において戸籍法73条の2の届出を出すことはできません。

S07037 夫婦の筆頭者の離縁では元の戸籍には戻れません。

S07038 復氏することができません。

S07045 父母離婚前出生の場合、入るべき戸籍は父母離婚当時の戸籍です。

S07046 分籍届は受理できません。

S07047 分籍人は婚姻中です。分籍届は受理できません。

S07042 父母婚姻中･嫡出子出生の場合の届出人資格に間違いがあります。

S07043 父母の嫡出子です。胎児認知日には入力できません。

S07044 父母離婚後･嫡出子出生の場合の届出人資格に間違いがあります。

S07051 分籍人は未成年者です。

S07052 変更後の氏に誤りがあります。再入力して下さい。

S07053 変更後の本籍を入力して下さい。

S07048 分籍人は配偶者(生存配偶者)です。

S07049 分籍人は筆頭者です。

S07050 分籍人は筆頭者です。分籍届は受理できません。

S07057 本人以外の承諾が必要です。

S07058 保佐人の就職日は、被保佐人との婚姻日でなければなりません。

S07069 本･非本区分は1(本籍)でなければなりません。

S07054 保佐人は禁治産宣告を受けています。

S07055 保佐人は準禁治産宣告を受けています。

S07056 保佐人は破産宣告を受けています。

S07063 入るべき戸籍を確認して下さい。

S07060 本･非本区分は2(非本籍)でなければなりません。

S07061 報告区分は1(創設的届出)でなければなりません。

S07062 報告区分は2(報告的届出)でなければなりません。
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システム化調査研究会 52/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

コード 　　　メッセージ

S08001 未成年者の年齢は20歳以上です。

S08002 未成年者は禁治産者です。

S08003 身分事項に後見人事項がありません。

S08004 民法上の氏が異なるため、同籍する入籍はできません。

S08005 無国籍人の出生子の場合、入るべき戸籍欄には入力できません。

S08006 名義使用区分は入力できません。

S08007 もとの戸籍が除籍になっています。

S08008 戻る戸籍が除籍です。

S08009 戻る戸籍には筆頭者が既にいます。

S08010 戻る戸籍には夫･妻又は生存配偶者が既にいます。

S08011 未成年者の年齢は18歳以上です。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）
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システム化調査研究会 53/55

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

コード 　　　メッセージ

S09001 養子･養親双方生存配偶者なので、離縁許可日の入力は不要です。

S09002 養子･養女が婚姻関係にありません。届出が正当なら審査結果入力で処理して下さい。

S09003 養子･養女が同一戸籍にいません。届出が正当なら審査結果入力で処理して下さい。

S09004 養子及び養親の片方同士が死亡している離縁届の1通処理は審査結果入力で処理して下さい。

S09005 養子が外国人なので戸籍の異動はありません。

S09006 養子が死亡しているので戸籍の異動はありません。

S09007 養子か養親かに死亡者がいるので、離縁許可日の入力が必要です。

S09008 養子と養父の双方が死亡しているので離縁はできません。

S09009 養子と養母の双方が死亡しているので離縁はできません。

S09010 養子には後見人がいません。

S09011 養子の一方が外国人、他方が死亡者なので異動はありません。

S09012 養子の身分事項に縁組事項がありません。

S09013 養子夫婦の離縁では元の戸籍には戻れません。

S09014 養子、養親とも外国人で報告的届出を受理することはできません。

S09015 養女と養父の双方が死亡しているので離縁はできません。

S09016 養女と養母の双方が死亡しているので離縁はできません。

S09017 養女の身分事項に縁組事項がありません。

S09018 養父は成年者ではありません。

S09019 養父又は養母氏名が記録されているにも係わらず、縁組事項がありません。

S09020 養母は成年者ではありません。

S09021

S09022

S09023

養父は20歳以上ではありません。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）

養母は20歳以上ではありません。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）

養子となる者は成立時に18歳に達しています。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ121）
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S11001

S11002

未成年被後見人は未成年者です。

未成年被後見人は未成年者ではありません。

第5
8

(3)
メッセージ一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 54/55

コード 　　　メッセージ

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

S11006 養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名を移記処理で入力して下さい。

S11007 日本人父又は母が構成員で、外国人配偶者との嫡出子出生届です。

S11008 養子に共同親権の記録が必要か確認してください。

S11003 未成年被後見人は婚姻しています。

S11004 未成年後見人(未成年後見監督人)は破産宣告を受けています。

S11005 性同一性障害の記録があります。審査結果入力で処理して下さい。

S11012 終了日は20歳の誕生日の前日でなければなりません。

S11013

S11009 子(養子)に共同親権の記録が必要か確認してください。

S11010 入るべき戸籍の母が除籍者です。入るべき戸籍に誤りがなければ、審査結果入力にて処理してください。

S11011 未成年被後見人が婚姻しているため、未成年後見終了届は出せません。

終了日は18歳の誕生日の前日でなければなりません。 R2.1（ﾒｯｾｰｼﾞ112）
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第5
8

(3)
メッセージ一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 55/55

S11003 未成年被後見人は婚姻しています。

S11004 未成年後見人(未成年後見監督人)は破産宣告を受けています。

S11005 性同一性障害の記録があります。審査結果入力で処理して下さい。

コード 　　　メッセージ

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13

S11001 未成年被後見人は未成年者です。

S11002 未成年被後見人は未成年者ではありません。

S11009 子(養子)に共同親権の記録が必要か確認してください。

S11010 入るべき戸籍の母が除籍者です。入るべき戸籍に誤りがなければ、審査結果入力にて処理してください。

S11006 養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名を移記処理で入力して下さい。

S11007 日本人父又は母が構成員で、外国人配偶者との嫡出子出生届です。

S11008 養子に共同親権の記録が必要か確認してください。
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第5.9　現行記載例/項目化後記載例一覧



第5
9 詳細仕様説明書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

ドキュメント名称 作成日付 改定日付 版

〔順守事項〕

　(1)　現行記載例は戸籍システム化後に項目化記載例となる。

　(2)　タイトル名称,インデックス名称,インデックスの並び(順番)は順守事項である。タイトル名称,インデックス
名称インデックスの並び(順番)は｢第5-7　ファイル関係仕様｣を参照のこと。

〔留意点〕

　(1)　項目化記載例の作成は,各事件の要件定義書｢第7-2(5)　1.出生届(含国籍留保届)～33.就籍届｣をよく理解し,
衆知徹底すること。
　　 審査結果入力及び訂正･更正･追完に関しては｢第5-10(10)　審査結果入力処理｣,｢第5-10(11)　訂正･更正･追完処
理｣を熟読し,その考えを十分理解した上でシステム作成に当たること。

　(2)　証明書への出力については｢第5-6(2)　帳票設計書｣を参照のこと。

〔戸籍記載例〕

　　項目化記載例は以下の戸籍法施行規則及び通達で示されたため,当基準書では提示しない。

　　　〔法定記載例〕戸籍法施行規則(第33条関係)　付録第7号　戸籍記載例

　　　〔参考記載例〕平成2年3月1日付け法務省民二第600号民事局長通達　別紙　戸籍記載例

　現行記載例/項目化後記載例一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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第 5.10 ｢システム処理｣の概要説明 

 

(目次) 

 

(1) ｢業務選択｣処理 (1～1 頁) 

(2) ｢検索｣処理 (1～1 頁) 

(3) ｢届出選択｣処理 (1～1 頁) 

(4) ｢異動検索｣処理 (1～1 頁) 

(5) ｢審査｣処理 (1～1 頁) 

(6) ｢処分決定｣処理 (1～1 頁) 

(7) ｢仮戸籍表示｣処理 (1～1 頁) 

(8) ｢エラー履歴表示｣処理 (1～1 頁) 

(9) ｢移記事項入力｣処理 (1～1 頁) 

(10)｢審査結果入力｣処理 (1～3 頁) 

(11)｢訂正・更正・追完｣処理 (1～33 頁) 

(12)｢決裁用帳票出力｣処理 (1～1 頁) 

(13)｢決裁｣処理 (1～1 頁) 

(14)｢証明書発行｣処理 (1～1 頁) 

(15)｢各種ファイル更新｣処理 (1～1 頁) 

(16)｢受領番号確保｣処理 (1～1 頁) 

(17)｢帳票出力｣処理 (1～1 頁) 

(18)｢統計｣処理 (1～1 頁) 

(19)｢関連業務｣処理 (1～1 頁) 

(帳票系,9 条 2 項通知ファイル更新) 

(20)｢一括｣処理(高齢者消除,行政区画変更) (1～1 頁) 

 



｢業務選択｣処理

第5.10.(1)



〔処理概要〕

(1) 戸籍システムとしては下記の11処理を選択することができる。
①検索処理
　現行の戸籍簿の検索にあたる｢個人検索｣と,現行の受附帳の検索にあたる｢受付ファイル検索｣ができる。
②異動処理
　届出事件の異動処理を行う。届書内容の入力,審査,仮戸籍ファイルおよび受付ファイルの作成や行政処
分にあたる｢受理｣｢不受理｣等の処分区分の入力を行う。
③移記事項入力処理
　異動処理で作成された仮戸籍に対して従前の戸籍から移記が必要な場合の処理を行う。異動処理から業
務選択に戻らず,続けて処理することも可能である。
④決裁処理
　現行の校合にあたる処理で,審査,移記の内容を確認して戸籍DBや関連ファイルを作成する。
⑤証明処理
　現行の戸籍謄抄本にあたる｢全部事項証明｣｢個人事項証明｣等の証明書を出力する。
⑥統計処理
　統計ファイルの修正や事件表の出力等,統計関係の処理を行う。
⑦帳票出力処理
　受附帳,届書送付目録等の帳票を出力する。
⑧各種ファイル更新処理
　受付ファイル等システムで使用するファイルのメンテナンスを行う。
⑨受領番号確保処理
　閉庁時(夜間,休日等)の届出に対し受領番号(受付ファイル)を事前確保する。
⑩関連業務処理
　身分証明書出力,相続税法58条通知出力,附票等の戸籍に関連する事務の処理を行う。
⑪訂正･更正･追完･審査結果入力処理
　訂正,更正,追完および異動処理において処理できなかった届を処理する審査結果入力処理を行う。

〔順守事項〕

　なし

〔留意点〕

(1) データ保護,プライバシー保護の観点から,｢処理概要｣で述べた処理を行えるかどうかは入力されたパ
スワードで判断する。基準書では業務選択でパスワード入力を行わせているが,これ以前にパスワードを入
力させても構わない。

(2) 業務選択のメニュー(項番,内容等)内容についてはメーカに一任する。

詳細仕様説明書
第5
10
(1)

主管課名

システム化調査研究会

頁数

1/1

版

1

ドキュメント名称

　｢業務選択｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日
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｢検索｣処理

第5.10.(2)



頁数

1/1

〔処理概要〕

(1) 検索は現行の戸籍簿の検索にあたる｢個人検索｣と,現行の受附帳の検索にあたる｢受付ファイル検索｣を行うことができる。
①個人検索
　対象はシステム稼働後の現在戸籍およびシステム稼働後に発生した除籍である。
　現行の戸籍簿の検索との違いは,該当個人検索時に同時に個人状態ファイル及び不受理申出ファイルを検索表示できることにあ
る。
　流れとしては検索キーを入力し,該当者が複数存在すれば該当する戸籍の一覧を表示(該当戸籍一覧画面)し,その中から該当戸籍を
選択する。該当戸籍の選択後(キー入力で個人が確定できた場合は直接),戸籍の構成員一覧を表示(戸籍構成員一覧画面)する。この
画面で本籍,筆頭者,戸籍事項欄,構成員の名欄の一部及び個人状態の有無が表示される。さらに構成員を選択することにより,その個
人の名欄および身分事項が表示される(個人詳細画面)。個人状態および不受理申出の表示もこの画面から展開することができる。
　要件定義書には記述されていないが戸籍DBに前個人番号をセットすることにより,個人詳細画面より前歴として前戸籍の個人詳細
を表示することができる(管内異動に限られる)。
②受付ファイル検索
　対象は現行の受附帳および発収簿の一部(受理･処理伺い等)である。
　流れとしては個人検索同様にキー入力を行い,対象が複数あればその該当一覧を表示し,選択後に受付画面が表示される。

〔遵守事項〕

(1) 個人検索における順守事項を下記に示す。
①検索キーは次の10項目を限度とする(要件定義書上では全部を記述していない)。メインキーとサブキーの切り分けはメーカに一任
する。
･本籍
･カナ氏名
･漢字氏名
･生年月日
･筆頭者(漢字)
･戸籍編製日
･戸籍消除日
･入籍日
･除籍日
･現除区分

(2) 戸籍構成員一覧の個人の記載順位(表示順位)は法令,通達等に基づく。

(3) 受付ファイル検索における順守事項を下記に示す。
①検索キーは次の項目とする。メインキーとサブキーの切り分けはメーカに一任する。
･受領番号
･事件本人カナ氏名
･事件本人漢字氏名
･事件本人生年月日
･受領日の範囲
･届出事件コード
･受理送付区分
･渉外区分
･処分区分

(4) 受付ファイルに関しては履歴表示も行えるようにする。

(5) 個人検索,受付ファイル検索における検索キー項目以外を検索キーとすることは認めない。また,すべてを検索キーとする必要は
ない。

〔留意点〕

(1) 個人検索において,カナ氏名,漢字氏名の検索は旧氏名でも検索可能としている。

(2) 戸籍事項,身分事項の表示は証明書と同様にするのが基本であるが,一事項をベタ打ち(連続表示)しても構わない。

(3) 個人状態の破産者,犯歴区分の表示の有無は自治体の運用(判断)に委ねる。

(4) ロックがかかっている戸籍を検索した場合は,メッセージにてその旨を表示する(｢第4-10(4) 異動検索処理｣を参照のこと)。

詳細仕様説明書
第5
10
(2)

主管課名

システム化調査研究会

ドキュメント名称

　｢検索｣処理

改定日付 版

20

作成日付

平成6年12月 1日 平成29年 3月31日
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｢届出選択｣処理

第5.10.(3)



頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10
(3)

主管課名

システム化調査研究会

〔処理概要〕

(1) 基本的に届出された事件に該当する事件を選択し,それぞれ該当する届書入力画面を表示する。届出メ
ニュー項目は届書の区分けとして,40種および伺いに対する法務局からの指示を2種設ける。
　届書で,養子離縁届と同時に出された戸籍法73条の2届および離婚届と同時に出された戸籍法77条の2届に
関しては独立した異動処理とした。また,特別養子離縁届および届書様式(昭59.11.1 民二5502号通達)にな
い取消届は審査結果入力で処理する。
　受理指示は伺いを上げた届書の受領番号とともに選択番号(届出選択画面では50:受理指示)を入力し,受
領番号に該当する届書入力画面を表示する。不受理指示は受理指示と同様の処理を行うが(届出選択画面で
は60:不受理指示),流れとしては直接処分決定･仮受付画面を表示する。
　通常は該当事件を選択し該当処理へと進むが,受領番号を入力する場合として上記に示した伺いに対する
指示入力のような再入力処理がある。指示入力以外としては処分決定で｢保留｣としたものや,決裁がされて
いない届で簡易な入力ミスがあったものの修正等がある(決裁後は訂正による他は修正の術がない)。
　｢入籍｣｢帰化｣等のように一回の異動処理で受付ファイルが複数件発生した場合の再入力処理では,付設さ
れた受領番号の最小値を入力しなければいけない。

〔順守事項〕

　　なし

〔留意点〕

　　なし

版

1

ドキュメント名称

　｢届出選択｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日
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｢異動検索｣処理

第5.10.(4)



〔処理概要〕

(1) 異動処理における本籍人の検索であり,異動事件の該当本籍人を検索することにより,該当する届書入
力画面へのデータの反映を行うためのサブシステムにあたる。
　ここで述べる要件を満たしていれば方法等は制約しない。
　基本は本籍人である個人を検索選択するものであるが,場合によっては戸籍を検索選択することもある。
　流れおよび画面は通常の｢検索処理｣に準じ該当本籍人に不受理申出がされていれば事件に関係なく,選択
時に確認の意味で強制的に不受理申出画面を表示させる。
　異動に関する検索はすべてこのサブシステムを用い,選択された場合はデータの整合性のために戸籍の
ロック処理を行う。戸籍のロック処理は本籍人が選択された場合にフラグを利用して戸籍全体にかける。
すでにロックのかかっている戸籍を選択しようとした場合には,選択不可とする処理を行う。
　操作の誤り等により再選択する場合には,前に選択された戸籍のロック解除および再選択された戸籍の
ロック設定を行う(ロックの解除は｢第5-10(6) 処分決定｣｢第5-10(13) 決裁｣を参照のこと)。

〔順守事項〕
　　なし

〔留意点〕
　　なし

版

1

ドキュメント名称

　「異動検索｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10
(4)

主管課名

システム化調査研究会
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｢審査｣処理

第5.10.(5)



頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10
(5)

主管課名

システム化調査研究会

〔処理概要〕

(1) 各異動届の入力,審査,仮戸籍ファイルの作成等を行う。

〔順守事項〕

(1) 基本的にすべてを順守すること(処理の流れ,チェック･審査内容,戸籍編製内容等)。

〔留意点〕

(1) より深く審査するための画面項目の追加,審査項目の追加は構わない。

(2) 他の仕様を変更することによる処理の変更は認める(関連事務のファイルを作成する等)。

(3) 画面への入力方式は任意とする。

〔その他〕

(1) 審査処理で処理できないもの(審査結果入力処理)を以下に示す。
①通常のカレンダーにはない日付を持っている者の処理(日付には生年月日の他に,戸籍事項および身分事
項にも複数存在する)
･元号が変わった境目の日付(大正15年12月25日と昭和元年12月25日等)
･実際にカレンダー上にはない日付(大正16年,2月30日等)
②改正国籍法(昭和60年1月1日施行)前に外国人と婚姻してシステム化後も(養)父母の戸籍にいる者の処理
　その者については個人特定DBの審査不可区分に1を設定し,審査ではじくことにする。
③旧法において婿養子縁組婚姻または入夫婚姻した夫が昭和32年法務省令による改製作業の際に申出を行
い筆頭者となった夫及び妻については個人特定DBの審査不可区分に1を設定し,審査ではじくことにする。
④不受理とされた創設的届出に対して,受理を命ずる裁判が確定した場合の処理
⑤事件本人が既に死亡している者の創設的届出があったときの処理(死亡後受理)
　上記以外については各事件の要件定義書｢システム処理の概要説明｣を参照のこと。

(2)　審査処理で注意が必要な事項を以下に示す。
①北方地域(色丹,国後および択捉島)に本籍を有することができること。また,この場合の送付先は根室市
であることに注意が必要である。
②再入力処理での入力仕様,異動検索との関わり等

版

1

ドキュメント名称

　｢審査｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日
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｢処分決定｣処理

第5.10.(6)



頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10
(6)

主管課名

システム化調査研究会

(1) 異動処理で審査した結果を基に処分内容を決定する(処分区分の入力)。再入力処理以外のときは,処分
区分を入力した後に受領番号が取得される。

〔順守事項〕

(1) 基本的にすべてを順守すること(処理の流れ,処分区分のチェック等)。

〔留意点〕

(1) 死亡での埋火葬許可証の出力は任意とする。

(2) 受付DB,仮戸籍ファイルの作成および個人状態ファイルへの処理は順守とするが,それ以外のファイル
については任意とする。

(3) 再入力処理における処分区分の入力は法制上非常に重要な問題であるので,システム上十分注意して作
成すること(｢第2 新事務処理(戸籍事務)の概要｣を参照のこと)。

(4) 移記入力が不要な場合には,処分決定後すぐに決裁処理がなされるため,処分決定処理で決裁用帳票を
出力させても構わない。処理の流れは｢第5-3 オンライン処理の流れ図｣を,帳票出力については｢第5-
10(12) 決裁用帳票出力｣を参照のこと。

版

1

ドキュメント名称

　｢処分決定｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日
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｢仮戸籍表示｣処理

第5.10.(7)



〔処理概要〕

(1) 仮戸籍の内容を画面表示する。表示内容は戸籍検索と同様である(｢第7-2(2) 検索処理｣を参照のこ
と)。

〔順守事項〕

(1) 処分決定,決裁で仮戸籍の表示ができること。

〔留意点〕

(1) 仮戸籍の内容は処理が進むごとに変更されるので,表示する処理によって内容は異なる。決裁処理で表
示される内容がそのまま戸籍DBに反映される。

版

1

ドキュメント名称

　｢仮戸籍表示｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10
(7)

主管課名

システム化調査研究会

 5-10-(7)-1



｢エラー履歴表示｣処理

第5.10.(8)



〔処理概要〕

(1) 審査で発生したエラー一覧を画面表示する。

〔順守事項〕

(1) 処分決定,移記,決裁でエラー履歴の表示ができること。

(2) 表示内容は順守すること(｢第7-2(8)エラー履歴表示｣を参照のこと)。

〔留意点〕

　なし

版

1

ドキュメント名称

　｢エラー履歴表示｣処理

改定日付作成日付

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10
(8)

主管課名

システム化調査研究会

 5-10-(8)-1



｢移記事項入力｣処理

第5.10.(9)



〔処理概要〕

(1) 異動処理で審査した結果を基に編製された仮の戸籍に対し,戸籍法施行規則第37条(管外転籍の場合の
記録)と同法第39条(重要な身分事項の移記)による事項の記録するための入力処理である。

(2) 管外からの転籍で従前に氏の変更があった場合,戸籍事項一覧(移記対象届出)から移記すべき戸籍事項
を選択し各事項の入力が可能である。

(3) 入籍する者(新戸籍編製による入籍者も含む)が,従前本籍人の場合,自動的に従前の戸籍から身分事項
がすべて移記(複写)される。複写された身分事項の引き直し(修正)及び移記不要の身分事項の削除が可能
である。また,従前非本籍人の場合,身分事項一覧(移記対象届出)から移記すべき身分事項を選択し各事項
の入力が可能である。

(4) 管外への転籍等,除籍のみの記録の場合,｢移記事項入力｣処理を行うことなく｢決裁｣処理をすることが
可能である。

〔順守事項〕

(1) 既に戸籍に記録されている事項,及び｢審査入力｣により作成された事項を訂正することはできない。
　①既に戸籍に記録されている事項に対する訂正は,戸籍訂正に手続きによる。
　②｢審査入力｣により作成された事項に対する訂正は,｢審査入力｣処理を再度行い各事項を再作成する。

(2) 事項の並べ替えについては,｢移記事項入力｣処理で記録した事項のみを対象とし,既に戸籍に記録され
ている事項の並べ替えを行うことはできない。

〔留意点〕

(1) 移記に対する処理に不備があった場合でも,｢決裁｣処理で『決裁済』にしていなければ,再度｢移記事項
入力｣処理をすることができる。

版

1

ドキュメント名称

　｢移記事項入力｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10
(9)

主管課名

システム化調査研究会

 5-10-(9)-1



｢審査結果入力｣処理

第5.10.(10)



頁数

/
詳細仕様説明書

第5
10

(10)

作成者

システム化調査研究会

〔処理概要〕

　｢審査結果入力処理｣は,｢審査処理｣において自動的に処理できない事件で、｢訂正･更正･追完処理｣以外の
事件についての処理、又は通常の届出事件についての戸籍に記録前の追完事件であり、次のようなものと
なる。

　1.｢審査処理｣によっては、自動的に審査ができない届出事件
　2.｢審査処理｣によっては、自動的に戸籍の編製/記録ができない届出事件
　3.市区町村長が職権で記録する事件(訂正･更正･追完事件でないもの)
　4.通常の届出事件(訂正･更正･追完事件でないもの)についての戸籍に記録前の追完事件

　処理の概要は、現在の戸籍処理と同様に職員が届書と検索した戸籍から審査を行い、その結果により受
理処分をして、必ず、受付帳を作成し、検索/選択した仮戸籍に対して操作員の指示に基づき処理し、戸籍
を処理(記録の追加が原則)するものである。その後、｢決裁処理｣を行うこととなる。

　非本籍の届出事件に対する、処理が審査結果となることも考慮されるため、上記処理にて、受付帳のみ
の作成も可能とすべきである。

〔添付資料〕

　次頁以降に、以下の資料を添付するが、あくまでも参考資料であり、内容等に関して検討していない。
参考とする場合はこの点を前提として参考にされたい。

　1.オンラインの流れ図(概要)のサンプル

版

1

ドキュメント名称

　｢審査結果入力｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

 5-10-(10)-1



1/2

令和　年　月　日

オンライン処理の流れ図(概要)

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 1

適用業務名

(11.審査結果入力)

版

作成者

システム化調査研究会

第5
10

(10)

　メニューより処理を選択する
　･審査結果入力

　対象となる戸籍を検索･選択
する
　･新戸籍編製及び戸籍回復を
する場合は各々指示入力をする
　戸籍特定情報を入力する
　･編製日　等
　･本籍、筆頭者、戸籍除区分
　戸籍事項メニューより選択す
る

　選択された戸籍事項別入力画
面に必要項目を入力する
　回復元の戸籍消除事項に対す
る回復に関する日付、事由等を
入力する
　回復元戸籍を元に回復戸籍を
作成する為に複写する
　･複写の際に戸籍除区分等は
変更する
　対象戸籍一覧より選択する
　･処理終了:処理した戸籍が1
件以上の場合
　　　　→受付帳作成へ
　･戸籍事項変更指示
　　　　→戸籍事項変更処理
　受付帳作成画面より入力･作
成
　･事件,事件本人、届出人等
⑩戸籍事項表示し、対象事項を
選択後に処理を選択する
⑪消除対象事項を再度確認する
　･回復した戸籍又は審査結果
処理により入力された事項のみ
⑫選択された戸籍事項別入力画
面に必要項目を入力/変更する
　･変更できるのは上記⑪と同
様
⑬構成員一覧より対象者を選択
し処理を選ぶ
⑭個人特定画面にて入力/修正/
確認をする
　･氏名、生年月日、性別、入
籍日、除籍日、筆頭者区分、配
偶者区分、父母氏名、続柄、養
父母氏名、養父母との続柄、個
人除区分、個人異動区分
⑮回復原因となる身分事項を選
択
⑯回復元の身分事項消除に対す
る日付、事由等を入力する
⑰回復元者を元に回復先者を作
成する為に複写する
　･複写の際に個人除区分等は
変更する

処理概要

頁数

変更

09

08

05

06

02

01

01

戸籍回復

新戸籍編製

個人記録

個人消除

個人回復

個人変動なし

(終了指示) 戸籍事項変更

記録 消除

START

COPY

戸籍事項入力

D

該当戸籍一覧

対象戸籍一覧

B

受付帳記録

END

D

⑪
確認

⑫
戸籍事項別入力

戸籍事項メニュー

C

戸籍特定入力

戸籍事項メニュー

戸籍事項別入力

⑬
戸籍構成員一覧

A B

COPY
⑰

⑭
個人特定入力

⑮
個人詳細表示個人特定確認

⑯
身分事項入力

個人特定変更

⑩
戸籍事項一覧

個人訂正

訂正メニュー 02

03

04

05

06

07

08

09

03

04 07
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適用業務名 作成日付 改定日付 版

第5
10

(10)
オンライン処理の流れ図(概要)

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/2

処理概要

⑱個人詳細表示より処理を
選択する
　･身分事項の変更、消除、
追加
⑲事件メニューより記録追
加する事件を選択する
　･取消し関係の中でも親権
喪失取消、推定相続人廃除
取消、失踪宣告取消につい
ては消除対象事項を選択す
る
⑳詳細メニューのある事件
はさらに記録に従い選択す
る
㉑事件別画面により確認す
る
　･回復した戸籍又は審査結
果処理により入力された事
項のみ
㉒事件別画面に入力/変更を
する
　･回復した戸籍又は審査結
果処理により入力された事
項のみ

*回復後の者の身分事項を改
製方式に従って変更する
為、回復後の者の修正は
オールマイティとなる

(11.審査結果入力) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

身分事項消除

A

㉑

⑱

身分事項追加

個人詳細表示

㉒

⑳

⑲
身分事項変更

詳細メニュー

事件別入力

C

確認身分事項メニュー
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｢訂正･更正･追完｣処理

第5.10.(11)



頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(11)

作成者

システム化調査研究会

〔処理概要〕

　｢訂正･更正･追完｣は,戸籍法第59条,第113条,第114条,第116条による戸籍の訂正の申請,同法第24条第2
項,戸籍法施行規則第41条,第43条,第45条による市区町村長による職権訂正･更正及び戸籍法第45条による
追完届による処理である。
　しかし、その処理内容が多岐にわたるため、システムで自動的に行うことはできない。そのため、戸籍
と申請書等により審査を行った後に、操作員の指示に基づき処理し、戸籍を処理するものである。
　処理は、通常の審査と同様に戸籍検索を行い、対象戸籍または個人を選択して仮戸籍に対して、各々の
処理を行い既に記録されている事項、又は戸籍/個人/戸籍事項/身分事項の修正･追加･削除を行うことか
ら、この処理をしたことを明らかとするため、必ず、訂正･更正･追完事項を記録(タイトルによる明示)を
行い、処理中において、必ず、受付帳を作成するものとする。その後に、｢決裁処理｣を行うこととなる。
　また、通常審査とは異なり、一部機能がないものがある(新事務処理の概要/審査結果入力の別表参照)。

　処理を大別すると以下のようになり、その概要を示す。

　1.修正(置き換え)

　当該記録を修正する場合は、従前の記録を消除することなく、必ず、処理事項の記録中に、修正前の記
録として、【従前の記録】のインデックスの下に当該項目を記録する。

　2.追加

　既に記録されている事項に、一部追加するときは、追加すべき箇所に追加記録した上、必ず、処理事項
の記録中に、追加の記録として、【記録の内容】のインデックスの下に当該項目を重ねて記録する。
　但し、記録されている事項の一部追加ではなく、戸籍/個人/戸籍事項/身分事項の追加を行う場合は、追
加記録した上、当該事項全てのために、【記録の内容】の記録はせずに処理事項を記録する。

　3.消除

　既に記録されている事項を消除するときは、当該消除する記録を消除後、必ず、処理事項中の【従前の
記録】のインデックスの下に当該項目を記録する。

　4.上記の修正と追加と消除の3つの処理を同じにする場合も同様である。

　なお、詳細な記載方法に関しては、新事務処理の概要を参照されたい。

〔添付資料〕

　次頁以降に、以下の資料を添付するが、あくまでも参考資料であり、内容等に関して検討していない。
参考とすす場合はこの点を前提として参考にされたい。

　1.オンラインの流れ図(概要)のサンプル

　2.画面設計書のサンプル

版

1

ドキュメント名称

　｢訂正･更正･追完｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日
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移記 *1

戸

文字訂正による関
連訂正の記録

⇒訂正事項/事由
は記録しない
⇒証明には未出力

×

5014 身分事項の文字訂正の記録　※2
･身分事項中,氏及び名

5012 文字関連訂正 (5011)

②文字訂正

②訂正

身

戸 名の文字訂正(※2)が筆頭者の場
合の戸籍特定事項の訂正の記録
※3
･筆頭者欄の名

身 ※1,※2の文字訂正による個人特
定事項の訂正の記録　※4
･(養)父母氏名の訂正事項

5013 ②文字関連訂
正

(5011) 文字訂正による関
連訂正の記録
⇒訂正事項/事由
は記録しない
⇒証明には未出力

× 身 ※1,※2の文字訂正による基本事
項中,氏名の訂正の記録　※5

50 訂正

システム化調査研究会

記録コード 備考

平成6年12月 1日

*1;'戸'⇒戸籍事項への記録'身'⇒身分事項への記録
②:タイトルの表示の際に,2段(2カラム)右に下げて表示する。

※1:氏の文字訂正
　〔訂正の及ぶ範囲〕
　　･氏の文字訂正した者の(養)子:(養)父母の氏の訂正　………………………………※4
　　･婚姻の際に相手の氏を称した配偶者:婚姻事項中,配偶者の氏の訂正 　…………※5
　　･氏の文字訂正した者の養子:養子縁組中,養親の氏の訂正 　………………………※5
　　　　　↳　他に,認知事項等もあり。
　　･同一呼称上の氏:(養)父母の氏の訂正　………………………………………………※4
　　･同一呼称上の氏:身分事項中の氏の訂正　……………………………………………※5

※2:名の文字訂正
　〔訂正の及ぶ範囲〕
　　･戸籍の表示:筆頭者の名の訂正　………………………………………………………※3
　　　　⇒名の文字を訂正した者が筆頭者の場合
　　･名の文字訂正した者の(養)子:(養)父母の名の訂正　………………………………※4
　　･配偶者:婚姻事項中,配偶者の名の訂正 　……………………………………………※5
　　･名の文字訂正した者の養子:養子縁組中,養親の名の訂正 　………………………※5
　　　　　↳　他に,認知事項等もあり。

5001 訂正 5001 基本事項の訂正の
記録

× 戸

身

(5001) 基本事項の訂正の
記録
⇒訂正事項は記録
しない

×

身 身分事項の訂正の記録
(インデックスの追加,削除,訂正)

戸

(5011) 基本事項の文字訂
正の記録

×

個人特定事項の訂正の記録
･(養)父母氏名,(養)父母との続
柄,名,出生年月日の訂正

5002

頁数

1/7
補足説明書

戸籍特定事項の文字訂正の記録
※1
･氏(筆頭者欄の氏)
戸籍事項の文字訂正の記録
･戸籍事項中,氏及び名(筆頭者)

5011 文字訂正 5011 基本事項の文字訂
正の記録

戸籍事項の訂正の記録

タイトルコード

×

身 身分事項の文字訂正の記録　※2
･身分事項中,氏及び名

版

1

適用業務名

戸籍/身分事項〔ﾀｲﾄﾙ/記録ｺｰﾄﾞ対応表〕訂正系 1/3

改定日付作成日付

令和　年　月　日

事件コード

戸籍特定事項の訂正の記録
･本籍,筆頭者

第5
10

(11)

作成者

 5-10-(11)-2



移記 *1

戸

身

戸

戸

戸

57 引取り 5701 引取り 5701 棄児の引取りによる
出生事項の消除の記
録

×

5201

5301 移記 5301 移記による基本事
項の消除の記録

5401

事件コード:50～57の｢受付事件コード｣は通常訂正系の｢受付事件コ一ド｣となる。
　　　　　　　　訂正(市区町村長職権)
　　　　　　　　訂正(24条2項)
　　　　　　　　訂正(113条)
　　　　　　　　訂正(114条)
　　　　　　　　訂正(116条)
　　　ただし,54,55,56の｢受付事件コード｣は通常系の｢受付事件コード｣となる場合もある。

55 除籍

身 除籍事項の回復の記録
転籍により除籍となっている場合
の回復の記録

56 回復

戸籍事項の記録

身分事項の記録

×

訂正による戸籍事項移記の記録

戸籍事項の消除の記録

5501 除籍 5501 除籍の記録 × 身 嫡出否認等による除籍の記録

身 棄児の引取りによる戸籍訂正の申
請があった場合の記録　(18)

5601

× 身 ※の際に,子の入籍となる(養)父
母の入籍後の記録

回復 5601 回復の記録 ×

第5
10

(11)

平成16年 3月 1日

版

頁数
補足説明書

訂正による戸籍事項移記の記録

個人特定事項の記録
･(養)父母氏名、養父母との続柄

52 消除 消除 5201 基本事項の消除の
記録

×

身 個人特定事項の消除の記録
･(養)父母氏名、養父母との続柄
身分事項の消除の記録

(5101)

8

改訂日付

戸籍/身分事項(ﾀｲﾄﾙ/記録ｺｰﾄﾞ対応表)訂正系 2/3

備考(受付)事件ｺｰﾄﾞ タイトルコード 記録コード

5102

5101 記録 5101 基本事項の記録 × 身

②記録 基本事項の記録

平成6年12月 1日

主管課名

システム化調査研究会

適用業務名 作成日付

記録51

53

親子関係不存在の際の移記による
身分事項の消除の記録
(移記後の戸籍の記録)

入籍 5401 入籍 × 身 嫡出否認等による入籍の記録　※
皇室典範11条･13条による入籍の
記録

54 入籍

5402 子の入籍 5402 子の入籍による
(養)父母の入籍後
の記録

×

身 親子関係不存在の際の移記による
身分事項の消除の記録
(移記前の戸籍の記録)

移記

5302 ②移記 (5301) 移記による基本事
項の記録

×

身

2/7

 5-10-(11)-3



移記 *1

事件コード：58の「受付事件コード」は通常系の「受付事件コード」となる。

タイトルコード

版

補足説明書
作成者

備考

第5
10

(11)

身 子の復籍により3代戸籍となる場
合の父母の入除籍の記録

58 子の復籍 5801 子の復籍 5801 子の復籍による父
母の入除籍の記録

×

記録コード事件コード

戸籍/身分事項〔ﾀｲﾄﾙ/記録ｺｰﾄﾞ対応表〕訂正系 3/3

適用業務名

令和　年　月　日 1

頁数

平成6年12月 1日

作成日付 改定日付

3/7システム化調査研究会

 5-10-(11)-4



移記 *1

7014 ②文字更正 (7011) 基本事項の文字更
正の記録

× 身 身分事項の文字更正の記録　※2
･身分事項中,氏及び名

※1:氏の文字更正
　〔更正の及ぶ範囲〕
　　･氏の文字更正した者の(養)子:(養)父母の氏の更正　………………………………※4
　　･婚姻の際に相手の氏を称した配偶者:婚姻事項中,配偶者の氏の更正 　…………※5
　　･氏の文字更正した者の養子:養子縁組中,養親の氏の更正 　………………………※5
　　　　↳　他に,認知事項等もあり。
　〔著しく差異のない字体の更正〕
　　･同一呼称上の氏:(養)父母の氏の更正　………………………………………………※4
　　･同一呼称上の氏:身分事項中の氏の更正　……………………………………………※5

※2:名の文字更正
　〔更正の及ぶ範囲〕
　　･戸籍の表示:筆頭者の名の更正　………………………………………………………※3
　　　　⇒　名の文字を更正した者が筆頭者の場合
　　･名の文字更正した者の(養)子:(養)父母の名の更正　………………………………※4
　　･配偶者:婚姻事項中,配偶者の名の更正 　……………………………………………※5
　　･名の文字更正した者の養子:養子縁組中,養親の名の更正 　………………………※5
　　　　↳　他に,認知事項等もあり。

7013 ②文字関連更
正

(7011) 文字更正による関
連更正の記録

⇒更正事項/事由
は記録しない
⇒証明には未出力

× 身 ※1,※2の文字更正による基本事
項中,氏名の更正の記録　※5

戸 名の文字更正(※2)が筆頭者の場
合の戸籍特定事項の更正の記載
※3
･筆頭者欄の名

7012 文字関連更正 (7011)

7001 基本事項の更正の
記録

× 戸

身

戸籍特定事項(本籍)の更正の記録
→　行政区画変更
→　行政区画の名称変更　等

個人特定事項の更正の記録
･(養)父母氏名,(養)父母との続
柄,名,出生年月日の更正

文字更正による関
連更正の記録

⇒更正事項/事由
は記録しない
⇒証明には未出力

×

身 ※1,※2の文字更正による個人特
定事項の更正の記録　※4
･(養)父母氏名の更正事項

(受付)事件ｺｰﾄﾞ タイトルコード 記録コード 備考

70 更正

7002 ②更正 (7001) 更正事項の記録
⇒更正事項/事由
は記録しない

× 身 出生事項中,届出人資格の更正の
記録

7011 文字更正 7011 基本事項の文字更
正の記録

× 戸

身

戸籍特定事項の文字更正の記録
※1
･氏(筆頭者欄の氏)
戸籍事項の文字更正の記録
･戸籍事項中,氏及び名(筆頭者)

個人特定事項の文字更正の記録　※2
･名

7001 更正

適用業務名 作成日付 改定日付 版

第5
10

(11)
補足説明書

作成者 頁数

システム化調査研究会 4/7

戸籍/身分事項〔ﾀｲﾄﾙ/記録ｺｰﾄﾞ対応表〕更正系 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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移記 *1

7003 平成15年法律
第111号3条

7003 性別変更の記録 ○ 身 個人特定事項の更正の記録
･(養)父母との続柄の更正

※1:氏の文字更正
　[更正の及ぶ範囲]
　　･氏の文字更正した者の(養)子:(養)父母の氏の更正　………………………………※4
　　･婚姻の際に相手の氏を称した配偶者:婚姻事項中,配偶者の氏の更正 　…………※5
　　･氏の文字更正した者の養子:養子縁組中,養親の氏の更正 　………………………※5
　　　　↳　他に,認知事項等もあり。
　[著しく差異のない字体の更正]
　　･同一呼称上の氏:(養)父母の氏の更正　………………………………………………※4
　　･同一呼称上の氏:身分事項中の氏の更正　……………………………………………※5

※2:名の文字更正
　[更正の及ぶ範囲]
　　･戸籍の表示:筆頭者の名の更正　………………………………………………………※3
　　　　⇒　名の文字を更正した者が筆頭者の場合
　　･名の文字更正した者の(養)子:(養)父母の名の更正　………………………………※4
　　･配偶者:婚姻事項中,配偶者の名の更正 　……………………………………………※5
　　･名の文字更正した者の養子:養子縁組中,養親の名の更正 　………………………※5
　　　　↳　他に,認知事項等もあり。

70 更正

7013 ②文字関連更
正

(7011) 文字更正による関
連更正の記録
⇒更正事項/事由
は記録しない
⇒証明には未出力

× 身 ※1,※2の文字更正による基本事
項中,氏名の更正の記録　※5

7014 ②文字更正 (7011) 基本事項の文字更
正の記録

× 身 身分事項の文字更正の記録　※2
･身分事項中,氏及び名

7012 文字関連更正 (7011) 文字更正による関
連更正の記録
⇒更正事項/事由
は記録しない
⇒証明には未出力

× 戸 名の文字更正(※2)が筆頭者の場
合の戸籍特定事項の更正の記録
※3
･筆頭者欄の名

身 ※1,※2の文字更正による個人特
定事項の更正の記録　※4
･(養)父母氏名の更正事項

7001 更正 7001 基本事項の更正の
記録

× 戸

身

戸籍特定事項(本籍)の更正の記録
→　行政区画変更
→　行政区画の名称変更　等

個人特定事項の更正の記録
･(養)父母氏名,(養)父母との続
柄,名,出生年月日の更正

7002 ②更正 (7001) 更正事項の記録
⇒更正事項/事由
は記録しない

× 身 出生事項中,届出人資格の更正の
記録

7011 文字更正 7011 基本事項の文字更
正の記録

× 戸

身

戸籍特定事項の文字更正の記録
※1
･氏(筆頭者欄の氏)
戸籍事項の文字更正の記録
･戸籍事項中,氏及び名(筆頭者)

個人特定事項の文字更正の記録　※2
･名

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

戸籍/身分事項(ﾀｲﾄﾙ/記録ｺｰﾄﾞ対応表)更正系 平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2

(受付)事件ｺｰﾄﾞ タイトルコード 記録コード 備考

第5
10

(11)
補足説明書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 5/7
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移記 *1

戸

適用業務名 作成日付 改定日付 版

戸籍/身分事項〔ﾀｲﾄﾙ/記録ｺｰﾄﾞ対応表〕追完系 平成6年12月 1日

80 追完

8002 ②追完 (8001) 基本事項の追完の
記録

× 戸籍事項の追完の記録

8001 追完 8001 基本事項の追完の
記録

× 戸 戸籍特定事項の追完訂正の記録
･本籍,筆頭者

身 個人特定事項の追完の記録
･(養)父母氏名,(養)父母との続
柄,名,出生年月日の追完

身 身分事項の追完の記録
(インデックスの追加,削除,訂正)

令和　年　月　日 1

(受付)事件ｺｰﾄﾞ タイトルコード 記録コード 備考

第5
10

(11)
補足説明書

作成者 頁数

システム化調査研究会 6/7
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移記 *1

事件名は訂正(市区町村長)となる。

戸籍/身分事項〔ﾀｲﾄﾙ/記録ｺｰﾄﾞ対応表〕変更系 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

事件コード タイトルコード 記録コード 備考

第5
10

(11)
補足説明書

作成者 頁数

システム化調査研究会 7/7

適用業務名 作成日付 改定日付 版

90 外国人配
偶者の国
籍変更

9001 配偶者の国籍
変更

9001 国籍変更の日本人
配偶者の記録

○ 身 日本人の婚姻事項中,外国人配偶
者の国籍(【配偶者の国籍】)の変
更事項

91 外国人配
偶者の氏
名変更

9101 配偶者の氏名
変更

9101 氏名変更の日本人
配偶者の記録

○ 身 日本人の婚姻事項中,外国人配偶
者の氏名(【配偶者氏名】)の変更
事項
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処理概要

改訂日付作成日付

平成6年12月 1日

頁数

8.2

適用業務名

(11.訂正･追完･更正)

版

オンライン処理の流れ図(概要)
主管課名

システム化調査研究会 1/2

平成16年 7月16日

①メニューより処理を選択する
　･訂正、追完、更正等
②対象となる戸籍を検索･選択する
　･新戸籍編製及び戸籍回復をする
場合は各々指示入力をする
③戸籍特定情報を入力する
　･編製日　等
　･本籍、筆頭者、戸籍除区分
④戸籍事項メニューより選択する
⑤選択された戸籍事項入力面面に
必要項目を入力する
⑥事由入力画面に日付、事由等を
入力する
　･裁判確定日、許可日、申請
　届出関連がない場合に市区町村
限りの職権訂正とする
⑦回復元の戸籍消除事項に対する
　回復に関する日付、事由等を入
力する
⑧回復元戸籍を元に回復戸籍を作
成する為に複写する
　･複写の際に戸籍除区分等は変更
する
⑨対象戸籍一覧より選択する
　･処理終了:処理した戸籍が1件以
上の場合
　　　　→受付帳作成へ
　･戸籍事項訂正指示
　　　　→戸籍事項訂正処理
⑩受付帳作成画面より入力･作成
　･事件、事件本人、届出人　等
⑪戸籍事項表示し、対象事項を選
択後に処理を選択する
⑫消除対象事項を再度確認する
⑬構成員一覧より対象者を選択し
処理を選ぶ
⑭個人特定画面にて入力/修正/確
認をする
　･氏名、生年月日、性別、入籍日
　除籍日、筆頭者区分、
　配偶者区分、父母氏名、
　統柄、養父母氏名、養父母との
続柄、個人除区分、個人異動区分
⑮回復原因となる身分事項を選択
⑯回復元の身分事項消除に対する
日付、事由等を入力する
⑰回復元者を元に回復先者を作成
する為に複写する
　･複写の際に個人除区分等は変更
する
⑰対象者の新戸籍編製用の複写処
理
　･新戸籍情報(戸籍特定、戸籍事
項、個人特定、身分事項、氏名)用
に現在の状態をそのまま複写
　･複写の際に個人除区分等は変更
する

第5
10

(11)

※1 平成15年法律111号3条による新戸籍編成が必要な場合

※1

(戸籍事項
訂正無し)

戸籍回復

新戸籍編製

個人記録

個人消除

個人回復

個人変動無し

(終了指示) 戸籍事項訂正

記録 消除

START

COPY

戸籍事項入力

D

該当戸籍一覧

対象戸籍一覧

B

受付帳記録

END

D

⑫ 確認

戸籍事項別入力

戸籍事項メニュー

C

戸籍特定入力

戸籍事項メニュー

A B

COPY
⑰

⑭
個人特定入力

⑮
個人詳細表示個人特定確認

⑯
身分事項入力

⑪ 戸籍事項一覧

個人訂正

訂正ﾒﾆｭｰ

②

⑨

③

④

⑤

⑦

⑧

⑩

事由入力

COPY2
⑰

①

事由入力

戸籍事項別入力

⑥

事由入力

訂正

個人特定変更

⑬
戸籍構成員一覧

 5-10-(11)-9



適用業務名 作成日付 改訂日付 版

第5
10

(11)
オンライン処理の流れ図(概要)

主管課名 頁数

システム化調査研究会 2/2

処理概要

⑱個人詳細表示より処理を
選択する
　･身分事項の変更、消除、
追加
⑲事件メニューより記録追
加する事件を選択する
⑳詳細メニューのある事件
はさらに記録に従い選択す
る
㉑事件別画面により確認す
る
㉒事件別画面により入力/変
更をする

※回復後の者の身分事項を
改製方式に従って変更する
為、回復後の者の修正は
オールマイティとなる

(11.訂正･追完･更正) 平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2

身分事項消除

A

㉑

⑱

身分事項記録

個人詳細表示

㉒

⑳

⑲
身
分
事
項
訂
正詳細メニュー

事件別入力

C

確認身分事項メニュー

身分事項削除

事由入力

 5-10-(11)-10



画面名 訂正メニュー

適用業務名

11.訂正処理　訂正メニュー 1

第5
10

(11)

作成者

システム化調査研究会

画面番号

頁数

/

版

画面設計書

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

･処理を選択する
･決裁前に再度処理する場合は、受領番号を入力する
･パスワードによる厳密な使用制限をする

01

 5-10-(11)-11



令和　年　月　日

画面番号 画面名 該当戸籍一覧

111.訂正処理　該当戸籍一覧 平成6年12月 1日

版適用業務名 作成日付 改定日付

第5
10

(11)
画面設計書

頁数

システム化調査研究会 /

作成者

02
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システム化調査研究会 /

画面番号 画面名 戸籍特定情報

画面設計書

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 111.訂正処理　戸籍特定情報

適用業務名 作成日付 改定日付 版

第5
10

(11)

作成者 頁数

03

 5-10-(11)-13



版

画面番号 画面名 戸籍事項メニュー

11.訂正処理　戸籍事項メニュー 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面設計書
作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名

第5
10

(11)

作成日付 改定日付

04

 5-10-(11)-14



画面番号 画面名 戸籍事項別入力　氏の変更(1/2)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

11.訂正処理　戸籍事項別入力　氏の変更(1/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

05

 5-10-(11)-15



適用業務名 作成日付 改定日付 版

11.訂正処理　戸籍事項別入力　氏の変更(2/2) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 戸籍事項別入力　氏の変更(2/2)

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

05

 5-10-(11)-16



第5
10

(11)
画面設計書

作成者

画面番号 画面名

システム化調査研究会 /

事由入力画面(1/3)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

11.訂正処理　事由入力画面(1/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

頁数

06

 5-10-(11)-17



頁数

システム化調査研究会 /

作成者

画面番号 画面名 事由入力画面(2/3)

平成6年12月 1日

第5
10

(11)
画面設計書

適用業務名

令和　年　月　日 111.訂正処理　事由入力画面(2/3)

作成日付 改定日付 版

06

 5-10-(11)-18



頁数

画面番号 画面名 事由入力画面(3/3)

システム化調査研究会 /

第5
10

(11)
画面設計書

作成者

適用業務名 作成日付 改定日付 版

11.訂正処理　事由入力画面(3/3) 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 106

 5-10-(11)-19



画面番号 画面名 回復戸籍一覧

適用業務名 作成日付 改定日付 版

11.訂正処理　回復戸籍一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

08

 5-10-(11)-20



適用業務名 作成日付 改定日付 版

11.訂正処理　対象戸籍一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 対象戸籍一覧

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

09

 5-10-(11)-21



11.訂正処理　受付帳記録　　　　　　　　⑩ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 対象戸籍一覧

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-22



11.訂正処理　戸籍事項表示　　　　　　　⑪ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 戸籍事項表示

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-23



11.訂正処理　戸籍事項確認　氏の変更(1/2)　⑫ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 戸籍事項確認　氏の変更(1/2)

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-24



11.訂正処理　戸籍事項確認　氏の変更(2/2)　⑫ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 戸籍事項確認　氏の変更(2/2)

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-25



11.訂正処理　戸籍構成員一覧　　　　　　⑬ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 戸籍構成員一覧

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-26



11.訂正処理　個人特定画面　　　　　　　⑭ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 個人特定画面

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-27



11.訂正処理　個人詳細表示　　　　　　　⑮ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 個人詳細表示

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-28



11.訂正処理　個人詳細表示　　　　　　　⑱ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 個人詳細表示

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-29



11.訂正処理　事件メニュー　　　　　　　⑲ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 事件メニュー

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-30



11.訂正処理　事件詳細メニュー(出生)　　⑳ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 事件詳細メニュー(出生)

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-31



11.訂正処理　事件別入力(出生)子の記録1/4　㉑㉒ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

画面番号 画面名 事件別入力(出生)子の記録1/4

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-32



/

適用業務名 作成日付 改定日付 版

11.訂正処理　事件別入力(出生)子の記録2/4　㉑㉒ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会

画面番号 画面名 事件別入力(出生)子の記録2/4

 5-10-(11)-33



画面番号 画面名 事件別入力(出生)子の記録3/4

11.訂正処理　事件別入力(出生)子の記録3/4　㉑㉒ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第5
10

(11)
画面設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 /

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-34



第5
10

(11)
画面設計書

作成者

画面番号 画面名 事件別入力(出生)子の記録4/4

システム化調査研究会 /

頁数

11.訂正処理　事件別入力(出生)子の記録4/4　㉑㉒ 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

 5-10-(11)-35



｢決裁用帳票出力｣処理

第5.10.(12)



頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(12)

主管課名

システム化調査研究会

〔処理概要〕

(1) 決裁における判断資料として,仮戸籍の内容を全部事項証明書イメージ(｢第5-6(2) 帳票設計書｣を参照
のこと)で出力することができる。

〔順守事項〕

(1) 移記で決裁用帳票の出力ができること。

(2) 出力する仮戸籍の選択ができること。

〔留意点〕

(1) 処分決定および決裁でも出力させて構わない。

版

1

ドキュメント名称

　｢決裁用帳票出力｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

 5-10-(12)-1



｢決裁｣処理

第5.10.(13)



〔処理概要〕

(1) 審査,処分決定,移記が正しくなされているか最終的にチェックする。決裁がなされれば届における異
動処理は完結する。

〔順守事項〕

(1) 未決裁一覧から決裁への処理の流れは順守する。

(2) 決裁で処理されるファイルで順守すべき処理を下記に示す。
①受付DBに係わる処理
②戸籍DBに係わる処理
③個人状態ファイルに係わる処理
④不受理申出ファイルに係わる処理
⑤仮戸籍ファイルに係わる処理
⑥エラー履歴ファイルに係わる処理

〔留意点〕

(1) 基準書では一つの異動処理(届)ですべての処理を完結させる仕様としたため,全処理をオンラインイ
メージで記述しているが,内容によってはバッチとして処理しても構わない。

(2) メーカでシステム外処理(手処理)としたものは決裁処理から削除すること。

(3) 附票,人口動態の連動を考えない戸籍システムを採用した場合は,連動の処理を決裁から削除するこ
と。

版

1

ドキュメント名称

　｢決裁｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(13)

主管課名

システム化調査研究会

 5-10-(13)-1



｢証明書発行｣処理

第5.10.(14)



〔順守事項〕

(1) 様式については、｢第5-6(2) 帳票設計｣を参照。

(2) 検索キーは、｢第5-10(2) 検索処理｣に準ずること。

(3) 各証明書の認証日は、処理日(システム日付)とする。

(4) 1証明書に対して複数人証明できること。(留意点に補足)
　　｢個人事項証明書｣｢一部事項証明書｣が対象。

〔留意点〕

(1) ｢全部事項証明書｣｢個人事項証明書｣｢一部事項証明書｣の編集仕様は｢第5-6(2) 帳票設計書｣を熟読する
こと。

(2) ｢証明書発行｣として、基準書では、5つの選択番号を設定しているが、総合窓口による運用も考慮し特
に限定しない。また、パスワードによる発行種別を限定させる機能を講じること。

(3) 画面遷移、画面レイアウトに関しては、サンプル的に示す。

(4) 今回[第7-2(12) 証明書発行]の要件定義書では、1証明書1人を前提に作成しているが、1証明書当り複
数人を選択出力(証明)できるようにすること。
　また、｢個人事項証明書｣で全員を選択された場合や｢一部事項証明書｣で全事項選択された場合は、エ
ラーメッセージを出力すること。

版

1

ドキュメント名称

　｢証明書発行｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(14)

作成者

システム化調査研究会

 5-10-(14)-1



｢各種ファイル更新｣処理

第5.10.(15)



〔処理概要〕

(1) システムにおいて使用するファイルの更新を行う処理であり,操作者の限定を行う必要がある。
　戸籍DB,受付ファイル,不受理申出ファイル,個人状態ファイルの4つのファイルの更新処理については｢第
7-2(13) 各種ファイル更新処理｣の通りとすること。
　受付ファイル更新以外は,基本的に個人の検索を行いそれぞれの処理へ流れる。以下に各々のファイル更
新について説明する。
①戸籍DB更新
　戸籍簿にあたる項目の更新は認めない(必ず訂正処理で行うこと)。戸籍簿にない項目で修正が可能な項
目のみ更新可能とする。
②受付ファイル更新
　便宜訂正,届書の返戻,発日･発送日更新,関連受領番号更新,受理後の処理伺い,送達確認取り込みの各処
理を行う。条件により受付ファイルの直接更新とレコードを追加(履歴処理)するものに分かれる。上記以
外の理由によるファイル更新は行えない。
③個人状態ファイル更新
  各項目に対しての更新処理を行う。ただし犯歴区分の更新は民刑者担当に限られるべきであり,単純に
ファイル更新の操作権限があるだけでは不可とする。異動処理で自動的に付設される項目(禁治産者区分,
準禁治産者区分,伺い区分,保留区分)もあるが,付設･解除ともに操作者が行うことが基本となる。
④不受理申出ファイル更新
　不受理申出ファイルの作成,更新,削除を行う。失効区分等は期限を過ぎても送付分の届出の審査がある
ために,自動で更新は行わない。

〔順守事項〕

なし

〔留意点〕

なし

版

1

ドキュメント名称

　｢各種ファイル更新｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(15)

主管課名

システム化調査研究会

 5-10-(15)-1



｢受領番号確保｣処理

第5.10.(16)



〔処理概要〕

(1)　閉庁日(休日および夜間)に届出られた届書を処理する場合に,前もって受領番号を確保する処理
(受付ファイルの作成)であり,通常の異動処理を開始する以前に行う処理である。あくまで受領番号が
付設された受付ファイルを作成するだけであるので戸籍のロック等の処理は行われない。その後の処
理としては,届出選択で届出事件と受領番号を入力することにより以降通常の処理と同様になる。

〔順守事項〕

　　なし

〔留意点〕

　　なし

版

1

ドキュメント名称

　｢受領番号確保｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(16)

主管課名

システム化調査研究会

 5-10-(16)-1



｢帳票出力｣処理

第5.10.(17)



〔処理概要〕

(1) 戸籍システムで管理するファイルから出力する帳票をグループ化し｢帳票出力｣処理としている。事件
表も考えられるが、｢統計処理｣から出力するようにした。

〔順守事項〕

　特になし

〔留意点〕

(1) [第5-3 オンラインの流れ図]で示しているように、各帳票を画面指示により起動(オンライン･バッチ
処理)しているが、純然バッチ処理でも構わない。

(2) 月次処理、日次処理による出力帳票が存在するが、出力する際の範囲指定方法については任意とす
る。
(画面から指示,外部パラメタによる指示等)

版

1

ドキュメント名称

　｢帳票出力｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(17)

作成者

システム化調査研究会

 5-10-(17)-1



｢統計｣処理

第5.10.(18)



〔処理概要〕

(1) ｢統計｣処理では、事件表を正確に作成するための処理を行う。

(2) 基本的には、[第5-7(2) ファイル仕様書]で示されている統計ファイルをシステムで集計できない項目
を更新する。また、統計状況を参照する機能や事件表を出力指示する画面で構成する。

〔順守事項〕

(1) 事件表の様式は[第5-6(2) 帳票設計書]に従うこと。

〔留意点〕

(1) 最終的な機能としては、[第5-6(2) 帳票設計書]で示す事件表が正確に出力されればよい。

(2) 自治体の運用によっては、日計、週計、月計のサイクルで統計情報を取得している場合あるため、更
新する手順については任意とする。

(3) 日計、週計、月計等による更新を行う場合には、ファイル仕様書(年計)で示すレコード以外に設けて
もよい。
　(ただし、サブレコードとして位置づけること)

(4) 統計ファイル更新処理を使用するケース。
･第2表　届出事件件数　:｢不受理申出｣の件数
※万一システムで処理できない事件が発生した場合、統計ファイルに反映させるため届出事件数を個別に
更新する必要がある。
･第3表　処理事件数　　:｢違反通知｣｢戸籍の再製･補完｣｢その他｣
･第4表　謄抄本等件数　:全て
･第5表　戸籍事務を～　:全て
･第6表　職員数　　　　:全て

※　事件表の様式について、現在検討中のため変更となる可能性あり。

版

1

ドキュメント名称

　｢統計｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(18)

作成者

システム化調査研究会
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｢関連業務｣処理

第5.10.(19)



〔順守事項〕

〔留意点〕

(1) 戸籍関連業務メニューには、関連業務が今後追加される可能性がある。
　(人口動態システムについては、現在検討中である)

(2) 法改正等によるシステム仕様変更が行われたとしても、戸籍システム及び関連業務システムに対して
影響が相互に及ばぬよう独立させることが望ましい。
EX.
　戸籍附票処理を選択した場合には、戸籍附票に関する照会、ファイル更新、証明書発行をその中で行
う。
　選択されたメニュー(入口)で制御を飛ばすだけで、戸籍システム本体への影響を最小限にとどめる工夫
をすること。

版

1

ドキュメント名称

　｢関連業務｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(19)

作成者

システム化調査研究会

 5-10-(19)-1



｢一括｣処理

第5.10.(20)



〔処理概要〕

(1)　一括処理では、年次処理又は、行政区画変更などの処理を対象に、大量データを扱うものをグ
ループ化した。

(2)　戸籍データを全件読み込み、該当データを抽出するものや行政区画変更などある特定のデータを
全件処理する場合など。

(3)　下記の2例について[第5-4バッチ処理の流れ図]で示す。

　　 ･｢高齢者消除該当一覧｣作成
　　 ･｢行政区画変更(町名の変更)｣処理による戸籍DBへの記録および通知ハガキの作成

〔順守事項〕

　　なし

〔留意点〕

(1)　高齢者消除該当一覧を許可申請書として兼用する場合は、事前に法務局の承認を得ること。

(2)　高齢者消除を一括バッチ処理する場合は、戸籍事務(システム)の運用を十分理解のうえ方式を決
定すること。
　　 バッチ処理であっても、戸籍DBに記録するため｢処分決定｣｢決裁処理｣の位置づけを明確にし正確
性を確保すること。

頁数

1/1
詳細仕様説明書

第5
10

(20)

作成者

システム化調査研究会

版

1

ドキュメント名称

　｢一括｣処理

改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

 5-10-(20)-1
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第 6 戸籍システムと関連事務の処理概要  

 

1 はじめに  

 戸籍関連事務は,記載事務,証明事務,人口動態調査事務及び民刑事務とに大別され ,市区

町村の所管事務の大半を占める記載 ,転記及び照合･点検作業からなっている。  

 これらのシステム化は,事務処理の省力化,効率化及び正確性がより一層促進されること

にあり ,また,市区町村の長年の強い要望でもあることから ,戸籍事務と合わせてパッケー

ジ化(以下,戸籍システムと区別するために関連事務システムという。 )を図ることとした。 

 ただし,関連事務システム各々の採用の有無については ,各自治体のそれぞれの事情に基

づく判断に委ねられることとなる。  

 ところで ,関連事務システムにとって ,リアルタイムに戸籍システムとの連動 ,リンケー

ジが大きなメリットになるが ,戸籍システム本体に直接影響なく ,開発 ,運用されることが

前提条件となる。将来,関連事務システムの追加･修正があった場合に,戸籍システムが無修

正であることを担保とすることにある。  

 そこで,第 1 章の｢戸籍情報システムの範囲と基準書について｣における｢システム化の範

囲｣で示された事務の中で ,記載事務 ,人口動態調査事務及び証明事務の相続税通知等への

連動のタイミングを検討したところ ,戸籍システムの｢決裁処理｣以降の処理 (連動ための

｢各種ファイル更新｣等)に,その大半が位置づけられることとなった。  

 また,その他の証明事務及び民刑事務については ,戸籍データベースや戸籍関連ファイル

(届書ファイル,個人状態ファイル等 )の直接的な活用の必要性から ,戸籍システムのオンラ

イン処理の流れに組み込むこととし ,一部にデータの追加入力作業により事務処理を補完

することになる。  

 なお ,｢各種ファイル更新｣処理おいて作成･更新されるファイルは ,住所地通知 (住基法

9-2,管外住所分),住民票異動(住基法 9-2,管内住所分),附票通知(住基法 19-3),附票異動

(住基法 19-1,附票 DB 更新用),58 条通知(相続税法),人口動態,民刑異動,発送(他市区町村

等送付用)等の各ファイルである。  

 したがって ,これらのファイルを即時的に活用し ,主にオンライン処理もしくはバッチ処

理にて,引き続き関連事務処理を行うこととする。  
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2 記載事務  

(1) 死産届書  

 厚生省で作成する基準書の｢人口動態調査事務システム｣において ,システム化するこ

ととする。  

(2) 附票事務及び住基法 9-2 関係 

 戸籍システム及び住民記録システムと連携した附票システムを構築することとする。

これらの関連性については ,次の｢戸籍･附票･住民記録システムの関連図｣を参照された

い。 

 

｢戸籍･附票･住民記録システムの関連図｣ 

 

戸籍情報システム    附票システム      住民記録システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 附票システムでは,戸籍システムで作成された附票異動ファイル ,住民記録システムで

作成された住所異動ファイル ,及び住基法通知により,附票データベースの異動処理を行

う。また,附票通知ファイルにより ,通知書作成を行うものである。

戸籍届出  

 

戸籍システム  

戸 

籍 

D 

B 

住基法通知  

附票システム  

附 

票 

D 

B 

附票 

異動 

ファイル 

附 票 の 

構成情報  

住所 

異動 

ファイル 

住所の情報  

住基届出  

 

住記システム  

附 

票 

D 

B 

住民票 

異動ファイル 
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 なお,附票の証明様式,住所の履歴,改製の方法,及びセットアップの方法等については ,

第 7 章の｢システム化に係わる『詳細設計』等資料編｣の｢その他関連資料｣の｢附票部会検

討結果報告書｣を参考にされたい。  

 一方,住基法 9-2 関係については ,住民票異動(住基法 9-2,管内住所分)ファイルにより,

自庁の住民記録データベースの異動処理を行う。また ,住所地通知(住基法 9-2,管外住所

分)ファイルにより ,通知書作成を行うこととする。  

 

3 証明事務  

(1) 埋火葬許可証  

 戸籍システムの｢処分決定｣処理からの展開で,プリント出力を行う。  

 なお,｢死胎埋火葬許可証｣については,厚生省の基準書の｢人口動態調査事務システム｣

において,システム化を行うこととなる。  

(2) 身分証明書  

 オンライン処理の業務メニューの｢関連業務｣処理の帳票系において,プリント出力を

行う。 

 この際,個人状態ファイルを参照し ,禁治産者,準禁治産者,破産者の該当の有無を画面

に表示することにより ,証明発行の可否判断に対応することとする。  

(3) 相続税 58 条通知 

 相続税法第 58 条に基づく税務署長への通知は ,帳票の出力様式として連名方式または

単票方式のいずれかを検討し ,選択する。  

 オンライン処理の業務メニューの｢関連業務｣処理の帳票系において,58 条通知ファイ

ルにより,一括してプリント出力を行う。  

 

4 人口動態調査事務  

 市区町村は ,厚生省の人口動態調査令 ,及び同令施行細則に基づき調査票及び送付票を作

成し当該保健所長に送付しており ,その作成に当たっては ,国の主要な指定統計として完全

性,正確性,迅速性が求められている。  

 そこで,戸籍システムの｢決裁処理｣後,届書ファイルから作成された｢人口動態ファイル｣

を活用し,引き続き ,オンライン処理において人口動態調査票等に必要なデータを付加入力
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することとなる。また,調査票及び送付票は,オンライン･バッチもしくはバッチ処理により

作成する。  

 なお,厚生省において,戸籍情報システムの始動時期に合わせて｢人口動態調査事務シス

テム｣の稼働が計画されており,現在,システム化のための基準書 (標準仕様書)を作成して

いる。 

 したがって ,この厚生省の｢基準書｣により｢人口動態ファイル｣とのインターフェースを

図るとともに ,戸籍事務に連動した人口動態調査事務をシステム化することとする。  

 

5 民刑事務  

 市区町村が地方自治法第 2 条及び公選法第 11 条に基づき執行している民刑事務等は ,自

治体固有事務の中でも極めて秘匿性 ,プライバシー性の高いものである。この事務のシステ

ム化については,最終的に市区町村のそれぞれの判断に委ねられることになる。  

 そこで,戸籍が磁気媒体となった場合に ,少なくとも現行の｢付箋｣に代わるなんらかの判

別表示が必要なため,また,民刑事務のシステム化に対応できるようにするために ,個人状

態ファイルにフラグ(有無の表示)を立てて対応することとする。  

 したがって ,オンライン処理の｢各種ファイルメンテ｣において,フラグの入力処理を行い ,

身分証明書の発行の際に｢該当の有無｣が表示されることになる。  

 また,システム化後には,このフラグを活用した公選法第 11 条に基づく通知作成のため

の抽出処理を考慮するものである。  

 



 

第 7 システム化に係わる｢詳細設計｣等資料編 

 

(目次) 

 

1 ｢システム処理｣の要件定義について 

 

2 要件定義書 

 



 

第 7.1 ｢システム処理｣の要件定義について 
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第 7 システム化に係わる｢詳細設計｣等資料編 

 

1 システム処理の要件定義について  

(1) 要件定義書の作成方法  

ア 要件定義書の構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 要件定義書の各ドキュメントの内容  

① システム処理の概要説明書  

プロセス単位又はいくつかプロセスをまとめて ,それらのシステム処理の概要及

びシステム処理しない部分を説明する。  

② システム環境仕様書 

基本的に要件定義書の表紙となるもので ,詳細フロー,使用 DB・ファイル一覧処理

の概要,機能体系(又は,要件定義書の構成 ),及び特記事項等を記述する。  

③ 要件定義ワークシート  

本紙においては,処理のメーン・ロジックを自己完結型に記述し ,各詳細について

は,別紙でトップダウン方式で展開する。  

別紙においては ,第三レベルまでに止どめ ,本紙のロジックを補強する。また ,

各々自己完結型に詳細記述し ,本紙に戻る。  

システム処理の  
概要説明書  
 

① 

要件定義ワークシート  
［本紙］ 
 

③ 

システム環境仕様書  
［表紙］  
 

② 

要件定義ワークシート  
［別紙］  
 

③ 

データ編集表  
 
 

④ 

データチェック  
(単体表) 
 

⑤ 

データチェック  
(関連表) 
 

⑥ 

補足説明書  
 
 

⑦ 
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④ データ編集表  

 DB・各ファイル間や ,画面と各ファイル間などで ,データの受渡しを行う場合に ,

それらの項目をこの一覧表に記述する。  

⑤ データチェック(単体表) 

 データの単体チェックの内容 ,エラーメッセージ及びエラーコード等を記述する。 

⑥ データチェック(関連表) 

 データの関連チェックの内容 ,エラーメッセージ及びエラーコード等を記述する。 

⑦ 補足説明書  

 必要に応じて,項目関連図(マトリックス)等を作成し,追加説明する。  

ウ 要件定義ワークシート記載方法の基本パターン  

 ワークシートについては,次の点を考慮した。  

①トップダウン方式や｢基本パターン｣でロジックを整理できること。  

②プログラムの処理概要の全体を視覚的に把握 ,理解できること。  

③入力部及び出力部を限定し ,エラー処理が明確化できること。  

④ワープロ作成ができること。 (追加,修正に容易に対応できる) 

｢基本パターン｣は,次のとおりである。  

①順次処理  

データを上から下へ,無条件で順番に処理するケース  

(1) 処理 A 

(2) 処理 B 

(3) 処理 C 

 

②条件処理  

一定の条件に基づいて ,処理が 2 つに別れるケース  

(1)条件が YES か,NO か？ 

 YES (2) 処理 A 

(3) 処理 B 

 NO (4) 処理 C 

(5) 処理 D 
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③繰り返し処理  

一定の条件を満たすまで繰り返し処理するケース  

(1)一定の条件を満たすまで (2)～(5)を繰り返す  

 (2) 処理 A 

(3) 処理 B 

(4) 処理 C 

(5) 処理 D 

 

④複合条件処理  

複数の条件があり,それぞれの条件に対する処理があるケース  

(1)条件が,｢>｣,｢=｣,｢<｣,｢その他｣か？ 

>の場合 (2) 処理 A 

(3) 処理 B 

= (4) 処理 C 

(5) 処理 D 

< (6) 処理 E 

(7) 処理 F 

その他 (8) 処理 G 

 

オ 要件定義ワークシート記載方法の基本的ルール  

(ア) 規定用語について 

①プロセスから画面に展開する場合は  

｢画面を編集(出力)する｣ 

②プロセスからプロセスに展開する場合は  

｢制御を渡す｣ 

③DB を読むときは 

｢(検索)キーとして DB を読む｣ 

④ファイルを読むときは  

｢(キーとして )ファイルを読む｣ 
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⑤DB・ファイルの更新は 

｢追加,更新,削除する｣ 

⑥条件(ケース)の処理は 

｢比較する,判定する,チェックする ,選択する｣ 

AND 条件は,｢かつ｣ 

OR 条件は,｢または｣ 

このほか,比較記号等を用いる(例,=,≠,<,>等) 

⑦エラーの表現は  

｢エラーメッセージ表示,確認メッセージ表示,｣ 

⑧その他  

｢抽出する ,(初期 )設定する ,処理する ,作成する ,実行する ,変換する ,計算する ,

転送する,(キーとして昇順/降順)にソートする｣ 

(イ)｢PF キー｣について 

 次のとおり ,参考までに主な機能を割り当てた ,下記以外は各プロセスで定める。 

①PF1    戸籍業務メニューへ  

②PF2    届出選択メニューへ  

③PF5    前画面へ  

④PF7    前頁へ  

⑤PF8    後頁へ  

⑥実行キー 実行処理  
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(2) 要件定義書の共通仕様について  

ア 戸籍 DB の編集(戸籍編製マトリックス) 

 要件定義書 (入力確認)においては,仮の戸籍 DB を編集する場合に,データ編集表と

戸籍編製マトリックスを使用して記述されており ,戸籍編製マトリックスは,次のよう

な手順・要領に従っている。  

 

【戸籍編製マトリックス】 (サンプル) 

 

   ├……………  条件項目 ……………┤ ├……………  戸籍編製パターン  ……………┤ 

 

項番  グループ 1 グループ 2 
 

条 
 

 

件 
 

 

７ 

 

戸籍 A 戸籍 B 

 

新 

戸 

籍 

編 

製 

 

 

条 

件 

１ 

 

条 

件 

２ 

 

条 

件 

３ 

 

条 

件 
４ 

 

条 
件 

５ 

 
条 

件 

６ 

 

一 

部 

除 

籍 

 

全 

部 

除 

籍 

 

一 

部 

記 

載 

A.2 

6.3 

A.2 

B.2 

C.2 

A.2 

C.1 

D.1 

A.1 

B.1 

C.1 

D.1 

1 ○   ○       子(5.1)  

2 ○    ○      子(5.1) 母(7.1) 

3 ○   － － － ○    子(5.1)  

 

(ア)マトリックスは,｢条件項目｣と｢戸籍編製パターン｣に分けて記述する。  

｢条件項目｣等が、多い場合は複数頁になる。  
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が,メッセージに対する流れは ,メッセージの種類に影響されるので ,｢第 5-8(3)メッ

セージ一覧表｣の補足説明書及び後述の｢審査の流れについて (エラー処理 )｣を参照の

こと。 
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(イ)『項番』は,｢条件項目｣の種類別を順番号で区別する。  

(ウ)｢条件項目｣中の記号は,次の 4 種である。 

・『○』 (マル)   :条件に該当する内容。  

・『－』(ハイフン) :条件対象外(何であろうと無関係)。 

・『 』(ブランク) :入力なし。  

・『×』(バツ)   :条件に該当しない内容。 

(エ)｢戸籍編製パターン｣は,各事件の該当する戸籍単位の戸籍の編製を示す。  

・『一部除籍』  :除籍後に他の在籍者あり。  

・『全部除籍』  :除籍後に他の在籍者なし。  

・『変動なし』  :戸籍事項/身分事項の記録のみ。  

・『一部記載』  :該当戸籍に入籍。  

・『新戸籍編製』 :新しい戸籍の編製。  

(オ)｢戸籍編製パターン｣欄にあらわれる『X.X』の数字は ,戸籍編製を行う場合に,使用

されるデータ編集表の処理名の番号である。  

また ,英字で記述されているものは全届に対して共通なデータ編集表であり ,中

間ファイル(仮戸籍 )の設定ひな型として使用している。  

中間ファイル(仮戸籍)の設定ひな型については,後述の補足説明書を参照のこと。 

(カ)｢条件項目｣に該当した場合の処理を行うべき対象 (者)を,｢戸籍編製パターン｣の

該当する欄ヘ｢子｣｢養子｣｢夫｣等で記述するとともに ,戸籍編製を行う場合に ,使用

されるデータ編集表の処理名の番号を記述する。 

 

※(例)【戸籍編製マトリックス】 (サンプル)の項番 1 の場合 

・条件として ,『条件 1』『条件 4』に該当して,他の｢条件項目｣に入力がない  

・『戸籍 B』『一部記載』の欄に,『子(5.1)』の記入があるので,戸籍 B へ子をデー

タ編集表の 5.1 及び中間ファイル(仮戸籍)の設定ひな型 A.2,C.1,D.1 を使用し

て記録処理を行う。  

 

イ メッセージ表示後の対応  

 要件定義書 (入力審査)において,メッセージ表示後の対応は ,エラーメッセージも確

認メーッセージも,本紙もしくは要件定義書の前の処理へ戻るような記述をしている 



　氏名レコードの追加

　氏名レコードの追加
　(履歴作成)

　個人特定レコードの更新

　身分事項レコードの追加

A

B

C

D

―――

　戸籍特定情報
　　戸籍DBのうち,戸籍特定DB
の内容に関して管理する

　戸籍事項情報
　　戸籍DBのうち,戸籍事項DB
の内容に関して管理する

　個人特定情報
　　戸籍DBのうち,個人特定DB
の内容に関して管理する

　氏名情報
　　戸籍DBのうち,氏名DBの内
容に関して管理する

E 　身分事項情報
　　戸籍DBのうち,身分事項DB
の内容に関して管理する

D.1 　氏名(入籍)

D.2 　氏名(記録)

　　―――――――――

B.1

B.2

―――

･身分事項情報の記録は各届出によりすべて異なるた
め,各審査で対応

　戸籍特定(編製)

　戸籍特定(消除)

･配偶者区分･父母名･養父母名が変更となる場合に使
用する
 (婚姻,養子縁組した養子等)
･戸籍の変動により除籍者となる場合に使用

･戸籍の変動により戸籍に個人が入籍する場合に使用

･現在の氏名に変更があった場合に使用
 〔今までの氏名を旧氏名として履歴に残す〕
 (戸籍の変動がない氏の変更,名の変更)

･管内に新戸籍を編製する場合に使用(管外から管内
への転籍は転籍の審査で対応)

　　―――――――――

C.1 　個人特定(入籍)

C.2 　個人特定(記録)

･戸籍の変動により戸籍に個人が入籍する場合に使用

･管内に新戸籍を編製または管外から管内への転籍で
新しく戸籍を編製する場合に使用

　戸籍特定レコードの追加　戸籍特定(編製)

　戸籍特定(記録)

･戸籍の変動により全部除籍となる場合に使用

･B.1及びB.2以外の記録は各審査で対応(氏の変更,管
内転籍等)

　戸籍特定レコードの更新

　戸籍事項レコードの追加

　戸籍事項レコードの追加

　戸籍事項レコードの追加

　個人特定レコードの追加

A.1

･本籍･筆頭者が変更となる場合に使用
　(管内転籍または筆頭者の氏及び名の変更)
･戸籍の変動により全部除籍となる場合に使用
･その他戸籍の変動により戸籍の記録者数等の戸籍情
報に変更がある場合に使用

ひな型の名称 ひな型の説明

A.2

処理名 中間ファイル(仮戸籍)の設定ひな型

中間ファイル(仮戸籍)

分類
中間ファイル(仮戸籍)で

管理する情報の名称
ひな型 中間ファイル(仮戸籍への更新内容)

平成6年12月 1日

頁数

1 1/9

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

版第7
1

(2)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会　入力確認(ひな型)

受 付受 付事件本人
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除籍者数

送付日もないときは受領日を設定

決裁処理で設定

処理日がないときは送付日を設定編製日 処理日
(または送付日
 または受領日)

中間ファイル(届書)

改製日

消除日

版 頁数

1 2/9

備考

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定　←(引渡側)中間ファイル(届書),戸籍編成処理

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日

戸籍特定

受取側

A.1　戸籍特定(編製)編集･出力処理名

引渡側

DB・ファイル名
画面名称 記号名

中間ファイル(仮戸籍) 戸籍番号

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

項目 DB・ファイル名
画面名称名称

届後戸籍の筆頭者

第7
1

(2)

作業名
データ編集表

作成者

システム化調査研究会入力確認(ひな型)

出力形態

Z 9 . ,

本籍

筆頭者

回復日

本籍コード

記録者数 戸籍編成処理

戸籍除区分

届後本籍コード

届後本籍

0:現戸籍を設定

0:解除を設定

記録者数=在籍者数

戸籍に在籍している人数を設定

戸籍異動区分

在籍者数

令和　年　月　日

項目

名称 記号名

戸籍に記録されている人数を設定

 7-2-(2)-9



第7
1

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 A.2　戸籍特定(記録)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定　←(引渡側)中間ファイル(届書),戸籍編成処理

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

改定日付 版 頁数

入力確認(ひな型) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/9

戸籍特定 編製日 中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮戸籍) 戸籍番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

消除日 処理日
(または送付日
 または受領日)

【全部除籍のとき設定】
　処理日がないときは送付日を設定
　送付日もないときは受領日を設定

改製日

本籍コード 新本籍コード 【管内転籍のとき設定】

回復日

記録者数 戸籍編成処理

同上

筆頭者 変更後の筆頭者氏名 【筆頭者の氏及び名の変更のとき設
定】

本籍 新本籍

【戸籍情報に変更があるとき設定】
　戸籍に在籍している人数を設定

【戸籍情報に変更があるとき設定】
　戸籍に記録されている人数を設定
　記録者数=在籍者数+除籍者数

在籍者数

全部除籍のとき1:除籍を設定

戸籍異動区分 0:解除を設定

戸籍除区分

【戸籍情報に変更があるとき設定】
　戸籍から除籍になっている人数を
設定

除籍者数
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DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 B.1　戸籍事項(編製)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項　←(引渡側)戸籍編成処理,中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁数

入力確認(ひな型) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/9

第7
1

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

戸籍事項 行番号

中間ファイル(仮戸籍) 戸籍番号

出力区分

システムで設定(RDBのみ)

0:可を設定

0001:編製を設定

記録コード

タイトルコード 戸籍編製処理

決裁処理で設定

戸籍事項項目 【編製】の戸籍事項項目を使用

0001:戸籍編製事項の記録を設定

事件発生日 中間ファイル(届書)

処理日がないときは送付日を設定

送付日もないときは受領日を設定

編製日 処理日
(または送付日
 または受領日)

特記事項
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第7
1

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 B.2　戸籍事項(消除)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項　←(引渡側)戸籍編製処理,中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

頁数

入力確認(ひな型) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/9

戸籍事項 行番号

中間ファイル(仮戸籍) 戸籍番号

出力区分

システムで設定(RDBのみ)

0:可を設定

0002:消除を設定

記録コード

タイトルコード 戸籍編製処理

決裁処理で設定

戸籍事項項目 【消除】の戸籍事項項目を使用

0002:戸籍消除事項の記録を設定

事件発生日 中間ファイル(届書)

処理日がないときは送付日を設定

送付日もないときは受領日を設定

消除日 処理日
(または送付日
 または受領日)

特記事項
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第7
1

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 C.1　個人特定(入籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定　←(引渡側)中間ファイル(届書),戸籍編製処理

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

頁数

入力確認(ひな型) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/9

決裁処理で設定

個人特定 戸籍番号

中間ファイル(仮戸籍) 個人番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理日がないときは送付日を設定

送付日もないときは受領日を設定

除籍日

決裁処理で設定

入籍日 中間ファイル(届書) 処理日
(または送付日
 または受領日)

生年月日 生年月日

性別 父母との続柄 有

母 母氏名

父 父氏名

配偶者区分 配偶者区分

筆頭者区分 筆頭者区分

養父母の続柄 養父母との続柄

養母 養母氏名

養父 養父氏名

父母の続柄 父母との続柄

0:在籍者を設定

本籍内異動のときに従前戸籍の個人
番号を設定

個人除区分

前個人番号 戸籍編製処理
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処理名 C.2　個人特定(記録)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定　←(引渡側)中間ファイル(届書),戸籍処理

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁数

入力確認(ひな型) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/9

第7
1

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

個人特定 戸籍番号

中間ファイル(仮戸籍) 個人番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

除籍日 処理日
(または送付日
 または受領日)

【個人が除籍になるとき設定】
　処理日がないときは送付日を設定
　送付日もないときは受領日を設定

入籍日 中間ファイル(届書)

生年月日

性別

同上

母 母氏名 同上

父 父氏名

配偶者区分 配偶者区分 【個人情報に変更があるとき設定】

筆頭者区分

同上

養父母の続柄

養母 養母氏名

養父 養父氏名 同上

父母の続柄

個人除区分 【個人が除籍になるとき設定】
1:除籍者を設定

前個人番号 戸籍編製処理
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DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 D.1　氏名(入籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/氏名　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁数

入力確認(ひな型) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/9

第7
1

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

1を設定(RDBのみ)

カナ氏名 中間ファイル(届書) カナ氏名(入籍者の
カナ氏名)

決裁処理で設定

氏名 行番号

中間ファイル(仮戸籍) 個人番号

漢字氏名 漢字氏名(入籍者の
漢字氏名)
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第7
1

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(ひな型)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/9

処理名 D.2　氏名(記録)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/氏名　←(引渡側)中間ファイル(届書)

氏名 行番号

記号名 名称 記号名

中間ファイル(仮戸籍) 個人番号

　
　※　現在の氏名に変更があった場合に,今までの氏名を旧氏名として履歴に残す。変更の要件としては下記のものがある。
　　 ･戸籍の異動が無い氏の変更届(73条の2,77条の2関係も含む)
　　 ･名の変更届
　　 ･氏名の訂正

漢字氏名 漢字氏名(事件本人
の漢字氏名)

システムで設定(RDBのみ)

カナ氏名 中間ファイル(届書) カナ氏名(事件本人
のカナ氏名)

受 付受 付事件本人
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A B

単
体
チ
ェ
ッ

ク

画面ロックする

審査1

審査2

単体チェック1

…

関
連
チ
ェ
ッ

ク
関連チェックn

関連ｴﾗｰはあるか

関連チェック2

単体チェックn

単体ｴﾗｰはあるか

関連チェック1

…

審査n

…

審
　
査
　
チ
　
ェ

　
ッ

　
ク

審査7

審査8

審査9

審査10

審査3

審査5

審査6

審査4

PF1 (戸籍業務メニュー)
PF2 (届出選択メニュー)

PF8 (次頁表示)

PF1 (戸籍業務メニュー)
記載省略 PF2 (届出選択メニュー)
　　PFキー PF7 (前頁表示)

1

頁数

システム化調査研究会 1/1

作成日付 改定日付 版

補足説明書
作成者

令和　年　月　日

適用業務名

第7
1

(2)

　審査の流れについて(エラー処理) 平成6年12月 1日

1

1

1

開始

1

項目入力

審査画面

A

項目修正

審査画面

A

PF12

(初期化)

実行キー

各単体チェックでエラーが
発生しても次のチェックを行う.

:項目の入力

:単体エラー,関連エ
ラーがある場合,項目
輝度表示

:項目の修正

:入力項目は空白

PF12(初期化)

PF12(初期化)

なし

なし

:入力項目を修正後,再び単体チェックの最初から処理を行う.

あり

各関連チェックでエラーが
発生しても次のチェックを行う.

あり

:入力項目を修正後,再び単体チェックの最初から処理を行う.

:入力項目をすべて入力禁止とする.

終了

【審査1でエラー(法令エラー)となった場合】

【次の審査を行う】

【審査5で｢審査結果入力処理で
処理して下さい｣が出た場合】

｢審査処理｣では処理不可.

【審査9でエラー(確認エラー)となった場合】

【次の審査を行う】

PF11
(審査エラーの確認)

実行キー

(YorNの入力
または項目入力)

実
行
キ
ー

PF対応

審査画面

B

PF10(ロック解除)

PF対応

審査画面

B

PF10(ロック解除)

PF11は不可!!
PF12(初期化)

区分等入力

審査画面

B

PF10(ロック解除)

〔または届書補助画面〕

PF12(初期化)

PF12(初期化)

あり
なし

あり

あり

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし
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第 7.2 要件定義書 

 

(目次) 

 

(1) ｢業務選択｣処理 

(2) ｢検索｣処理 

(3) ｢届出選択｣処理 

(4) ｢異動検索｣処理 

(5) ｢審査｣処理 

(6) ｢処分決定｣処理 

(7) ｢仮戸籍表示｣処理 

(8) ｢エラー履歴表示｣処理 

(9) ｢移記事項入力｣処理 

(10)｢決裁用帳票出力｣処理 

(11)｢決裁｣処理 

(12)｢証明書発行｣処理 

(13)｢各種ファイル更新｣処理 

(14)｢受領番号確保｣処理 

(15)｢帳票出力｣処理 

(16)｢統計｣処理 

(17)｢関連業務｣処理 

(帳票系,9 条 2 項通知ファイル更新) 

(18)｢一括｣処理(高齢者消除,行政区画変更) 



｢業務選択｣処理

第7.2.(1)



入出力区分

2.使用DB・ファイル一覧

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 別紙1(パスワード･チェック)

　　　　　　　　2.0 データチェック(単体表)

5.備考(特記事項含む)
(1)パスワードチェック　サブルーチン

名称

令和　年　月　日

頁

1/5

版

1

改定日付

平成6年12月 1日
システム環境仕様書

入力

作業名

　業務選択

パスワードファイル

第7
2

(1) システム化調査研究会

作成者

入出力区分

3.処理概要
(1)業務選択番号の入力チェック
(2)入力パスワードの入力チェック
(3)検索処理～訂正･追完･更正･審査結果入力処理作業に制御を渡す

1.詳細フロー

名称

作成日付

業務選択

戸籍業務メニュー

パスワード

ファイル

1
検索処理

11 訂正･追完･
更正･審査
結果入力処理
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／

／

／

／

／

第7
2

(1) システム化調査研究会

作成者

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)  [2.0]

(2)キー選択(実行キー，その他)

(1)戸籍業務メニュー画面を出力する

実行キー

作成日付

令和　年　月　日

頁数

平成6年12月 1日

根拠法令(マニュアル処理）

改定日付
要件定義ワークシート

作業名

　業務選択

(10)移記事項入力処理 (11)移記事項入力処理に制御を
渡す

処理名 0.0 本紙

2

7 (18)帳票出力処理 (19)帳票出力処理に制御を渡す

5

(17)統計処理に制御を渡す(16)統計処理6

2/5

版

1

(6)検索処理 (7)検索処理に制御を渡す

(9)異動処理に制御を渡す(8)異動処理

(12)決裁処理 (13)決裁処理に制御を渡す

(14)証明処理 (15)証明処理に制御を渡す

8 (20)各種ファイル更新処理 (21)各種ファイル更新処理に制
御を渡す

(25)関連業務処理に制御を渡す

9 (22)受領番号確保処理 (23)受領番号確保処理に制御を
渡す

10 (24)関連業務処理

NO (28)エラーメッセージ『パスワード･エラー』を表示する (29)同画面を編集する

YES (4)パスワードのチェック(OK:YES,NG:NO) [1.0]

YES (5)業務選択番号(1～11)

1

4

11

3

(26)訂正･追完･更正･審査結果入力処理 (27)訂正･追完･更正･審査結果
入力処理に制御を渡す
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(30)エラーメッセージ
　　単体チェックにて編集したメッセージを表示

第7
2

(1) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

0.0 本紙 根拠法令(マニュアル処理）

　業務選択

NO

令和　年　月　日

作成日付 改定日付 版 頁数
要件定義ワークシート

作業名 作成者

1 3/5

処理名

(29)同画面を編集する実行キー

その他 (31)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』を表示する
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/

/

/

/

/

作成日付 改定日付 版 頁数第7
2

(1)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

　業務選択 システム化調査研究会

NO (5)エラー

1 4/5

処理名 1.0　別紙1(パスワード･チェック) 根拠法令(マニュアル処理）

(1)入力されたパスワードをキーにパスワードファイルを読む(ある:YES,なし:NO)

パスワードチェック･サブルーチン

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

YES

(2)内容をチェックする(OK:YES,NG:NO)　　　　<<自治体，メーカー独自>>

YES (3)操作員資格区分を参照する

NO (4)エラー
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No 必須 属性

01 ○ 数字

02 ○ 数字

改定日付

システム化調査研究会

項目名

第7
2

(1)
データチェック(単体表)

パスワード 数字であること

作成者

5/5

版

1

作成日付

令和　年　月　日

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

頁数

平成6年12月 1日

作業名

業務選択

処理名 画面名 画面ID

2.0　入力項目チェック

業務選択番号

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

業務選択メニュー

備考

01～11であること

出力エラーメッセージ内容
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第7.2.(2)

「検索」処理



7. 個人状態ファイル表示

8. 受付ファイル選択表示

9. 受付ファイル検索

第7.2.(2)

「検索」処理

作業名

1. 検索処理

2. 検索選択

3. 該当戸籍一覧表示

4. 戸籍構成員一覧表示

5. 個人詳細表示

6. 不受理申出ファイル表示
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入力画面初期化

受付ﾌｧｲﾙ検索

個人詳細表示

不受理申出表示

個人詳細表示

個人状態表示

前履歴表示

検索処理ﾒﾆｭｰ

戸籍構成員一覧

次頁表示次頁表示

次履歴表示

前頁表示前頁表示

次頁表示

前頁表示

戸籍構成員一覧 受付ﾌｧｲﾙ選択

該当戸籍一覧

戸籍業務ﾒﾆｭｰ 戸籍業務ﾒﾆｭｰ 戸籍業務ﾒﾆｭｰ

検索処理ﾒﾆｭｰ

戸籍業務ﾒﾆｭｰ

検索処理ﾒﾆｭｰ

受付ﾌｧｲﾙ検索戸籍構成員一覧

戸籍業務ﾒﾆｭｰ

検索処理ﾒﾆｭｰ

戸籍業務ﾒﾆｭｰ

検索処理ﾒﾆｭｰ

検索処理ﾒﾆｭｰ 不受理申出表示

改訂日付作成日付

個人状態表示

平成6年12月 1日

1. 検索処理の概要

A.個人検索
　･個人検索処理には,該当戸籍一覧表示,戸籍構成員一覧表示,個人詳細表示,個人状態表示,不受理申出表示がある
　･該当戸籍一覧表示では,該当戸籍を表示選択し,戸籍構成員一覧表示では,該当戸籍の構成員を表示し個人を選択する
　 個人詳細表示及び個人状態ファイル表示,不受理申出ファイル表示では,選択された個人の各ファイルを検索して表示する
　･該当戸籍一覧表示での検索項目は,本籍,氏名,仮名氏名,生年月日,筆頭者の氏名,戸籍の編製日,戸籍の消除日,入籍日,除籍日及び戸籍又は除籍の別の10項目であり,当説明で
は,本籍,漢字氏名,カナ氏名,生年月日,筆頭者と称して5検索キーのみの説明を記す。
B．受付検索
　･受付検索には,受付ファイル選択,受付ファイル検索があり,受付ファイル選択で選択された受付ファイルの内容を受付ファイル検索で表示する
　･受付ファイル選択での検索項目は,受付(受領)番号,氏名,カナ氏名,生年月日,届書等の受領年月日,届出事件の種別,渉外事件であるかどうかの別,受理か送付であるかどうかの
別及び処分決定における処分の区分であり,当説明では,受領番号,漢字氏名,カナ氏名,生年月日,受領日,届出事件コード,渉外区分,受理送付区分,処分区分と称して説明を記す。

2．各検索画面でのPFキー

PF1 戸籍業務ﾒﾆｭｰ

　　　　　画面

PFキー
個人詳細表示

システム処理の概要説明

受付ﾌｧｲﾙ選択

頁第7
2

(2) 1/4

版

20検索処理

作業名

システム化調査研究会 平成29年 3月31日

作成者

戸籍業務ﾒﾆｭｰ

PF5

検索処理ﾒﾆｭｰ 検索処理ﾒﾆｭｰPF2

前頁表示

実行キー

PF11

PF10

PF12

PF3

PF4

該当戸籍一覧
受付ﾌｧｲﾙ選択 個人詳細表示

入力画面初期化

戸籍構成員一覧

前頁構成員

次頁構成員

該当戸籍一覧 戸籍構成員一覧

前戸籍個人表示

戸籍項目次頁

戸籍項目前頁 不受理申出表示

次頁表示

個人状態表示

PF9

前頁表示

次頁表示

PF7

PF8

PF6

構成員項目次頁

構成員項目前頁
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名称 入出力区分

2.使用DB･ファイル一覧

1.詳細フロー

入出力区分名称

5.備考(特記事項含む)

作成日付

平成6年12月 1日

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

3.処理概要
　(1)検索処理選択番号の入力チェック
　(2)個人検索,受付ファイル選択に制御を渡す

頁

2/4

版

1

第7
2

(2) 令和　年　月　日システム化調査研究会

作成者 改定日付
システム環境仕様書

作業名

　検索選択

検索選択

検索処理メニュー

1
個人検索

2
受付ファイル選択
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／

／

／

／

PF1

その他 

(6)該当戸籍一覧表
示に制御を渡す

(10)同画面を編集す
る

2 (7)受付ファイル検索

(11)業務選択に制御
を渡す

単体チェックにて編集したメッセージを表示する

(9) エラーメッセージ

版

1

根拠法令(マニュアル処理）

作成日付

0.0 本紙

頁数改定日付

令和　年　月　日

第7
2

(2)

作成者

処理名

平成6年12月 1日

作業名
要件定義ワークシート

　検索選択 システム化調査研究会 3/4

NO

(13)同画面を編集す
る

(12) エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』を表示する

YES
1

(8)受付ファイル選
択表示に制御を渡す

(1)検索処理メニュー画面を出力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,その他)

実行キー
[1.0]　(3)選択番号の入力チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)個人検索

(4)選択番号(1～2)
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No 必須 属性

検索処理メニュー

頁数

4/4

改定日付 版

選択番号 ○ 数字

項目名 内容

1～2であること

作成日付第7
2

(2)
データチェック(単体表)

作業名 作成者

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1.0　検索処理選択番号のチェック

01

1　検索選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

処理名 画面名 画面ID

出力エラーメッセージ 備考

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

 7-2-(2)-5



頁作成日付

平成6年12月 1日
システム環境仕様書

1.詳細フロー

作成者

1/10令和　年　月　日

作業名第7
2

(2)

3.処理概要
　(1) 検索キーの入力及びキーによる戸籍DBの検索
　　a.カナ氏名(氏,氏名) ※従前のカナ氏名含む
　　b.漢字氏名(氏,氏名) ※従前の漢字氏名含む
　　c.本籍地　(前方ー致):各自治体の判断により異なる
　　d.生年月日(前方一致)
　　e.筆頭者　(氏名)

　(2) 該当戸籍の表示及び該当戸籍選択

　(3) 戸籍構成員一覧へ制御を渡す

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 別紙1(検索)
　　　　　　　　2.0 データ編集表(中間ファイル作成(該当戸籍一覧))
　　　　　　　　3.0 データ編集表(該当戸籍一覧画面作成)
　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル作成(該当戸籍番号))
　　　　　　　　5.0 データチェック(単体表)
　　　　　　　　6.0 データチェック(単体表)
　　　　　　　　7.0 データチェック(関連表)

版

1

改定日付

　該当戸籍一覧表示

2.使用DB･ファイル一覧

名称

中間ファイル
(該当戸籍一覧)

入力

入出力

入出力区分

システム化調査研究会

入出力区分

中間ファイル
(該当戸籍番号)

戸籍DB

出力

5.備考(特記事項含む)

名称

該当戸籍一覧

戸籍DB
中間ファイル
(該当戸籍一覧)

中間ファイル
(該当戸籍番号)

中間ファイル
(届書)

戸籍構成員一覧
(異動)

該当戸籍一覧
表示
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／

／

／

／

／

／

／

／

YES

NO

／

YES

NO

(1)該当戸籍一覧画面を出力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF12,その他)

実行キー (3)入力検索キーのチェック(OK:YES,NG:NO)

[3.0]　

(7)キー選択 (該当番号の入力 (実行キー),PF1,PF2,PF7,PF8,PF12,その他)
／

[5.0] [7.0]　

YES
(4)カナ氏名～筆頭者で検索する [1.0]　

(5)0<検索人数<100か? (YES,NO) MAX件数は任意

YES
(6)該当戸籍一覧画面編集･出力する

第7
2

(2)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙 (1/2) 根拠法令(マニュアル処理）

版 頁数

　該当戸籍一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/10

NO (12)同画面を編集す
る

実行キー (8)該当番号のチェック (OK:YES,NG:NO) [6.0]　

YES (9)中間ファイル (該当戸籍番号)を編集･出力する [4.0]　 (10)戸籍構成員一覧
　　表示に制御を渡
す

(11)エラーメッセージ

単体チェックにて編集したメッセージを表示する

PF2 (14)検索選択に制御
を渡す

PF1 (13)業務選択に制御
を渡す

(20)次ページ分の該当戸籍一覧画面編集

(21)エラーメッセージ『最終ページです』を表示する

PF12 (22)入力画面を初期化する

PF7 (15)前ページがあるか? (ある:YES,なし:NO)
(17)同画面を編集す
る(16)前ページ分の該当戸籍一覧画面編集

(18)エラーメッセージ『先頭ページです』を表示する

PF8 (19)次ページがあるか? (ある:YES,なし:NO)

その他 (23)エラーメッセージ

『無効なキーが入力されました』を表示する

NO (24)検索人数＝0 エラーメッセージ『該当者がありません。再度、検索キー
を入力して下さい。』を表示する
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NO

　該当戸籍一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/10

第7
2

(2)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

(26)エラーメッセージ

PF1 (27)業務選択に制御
を渡す

処理名 0.0 本紙 (2/2) 根拠法令(マニュアル処理）

実行キー YES NO (25)検索人数>99 エラーメッセージ『該当者が多過ぎます。再度、検索キー
を入力して下さい。』を表示する (17)同画面を編集す

る

PF2 (28)検索選択に制御
を渡す

PF12 (29)入力画面を初期化する (30)同画面を編集す
る

その他 (31)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました。』を表示する
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/

/

YES /

NO /

NO /

/

/

YES /

NO /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

/

/

/

/

/

/

(23)本紙へ

要件定義ワークシート

(17)検索キー(筆頭者)の入力あるか

(18)筆頭者を検索キーとする

(22)検索終了

[2.0]　(21)中間ファイル(該当戸籍一覧)に編集･出力する

(19)筆頭者は検索キーとしない

/
(20)上記で指定した検索キーで戸籍DBを全件読み込む

(カナ氏名･漢字氏名は、旧氏名の場合もあるため、個人の氏名履歴全て対象とする)

版 頁数作成者

平成6年12月 1日

(3)カナ氏名を検索キーとする

(4)カナ氏のみを検索キーとする

(14)検索キー(生年月日)の入力あるか

(15)生年月日は検索キーとする

作成日付

(16)生年月日は検索キーとしない

　該当戸籍一覧表示 システム化調査研究会

(1)検索キー(カナ氏名)の入力あるか

(13)本籍地は検索キーとしない

(5)カナ氏名は検索キーとしない

(10)漢字氏名は検索キーとしない

(11)検索キー(本籍地)の入力あるか

(12)本籍地を検索キーとする

(6)検索キー(漢字氏名)の入力あるか

(8)漢字氏名を検索キーとする

(9)漢字氏のみを検索キーとする

(7)漢字名の入力あるか

YES 

令和　年　月　日

処理名

第7
2

(2)

YES

作業名

1 4/10

(2)カナ名の入力あるか

根拠法令(マニュアル処理）1.0　別紙1　(検索処理)

改定日付
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← (引渡側)戸籍DB

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

　該当戸籍一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/10

第7
2

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0 中間ファイル(該当戸籍一覧)作成処理 (受取側)中間ファイル(該当戸籍一覧)　

中間ファイル
 (該当戸籍一覧)

戸籍番号 戸籍DB戸籍特定 戸籍番号

生年月日 戸籍DB個人特定 生年月日

筆頭者 戸籍DB戸籍特定 筆頭者

旧氏名表示

本人氏名 戸籍DB氏名 漢字氏名 ※　最新の戸籍DB氏名よりセット

編製日 戸籍DB戸籍特定 編製日

消除日 消除日

個人除区分が『2』 (戸籍消除者)の
場合のみall『-』(ハイフン)をセッ
ト

本籍･住所コード 戸籍DB戸籍特定 本籍･住所コード

除籍日 戸籍DB個人特定 除籍日

戸籍DB氏名 - ※　検索した氏名が戸籍DB氏名の最
新でない場合『1』セット

本籍地番 本籍地番
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本籍･住所コード

該当戸籍一覧画面

(本人氏名～本籍地)
最大1画面　5人

←(引渡側) 中間ファイル(該当戸籍一覧)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 該当戸籍一覧編集処理  (受取側) 該当戸籍一覧画面    

漢字氏名 (同項目)

　該当戸籍一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/10

第7
2

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

カナ氏名 該当戸籍一覧画面 (同項目)

現ページ,総ページ - -

本籍

生年月日

筆頭者　　1～5 筆頭者

(同項目)

旧氏名表示 1の場合『旧』

(同項目)

筆頭者 (同項目)

消除日　　1～5

除籍日　　1～5 除籍日 有

中間ファイル
 (該当戸籍一覧)

本人氏名

編製日　　1～5 編製日 有

本人氏名　1～5

消除日 有

旧氏名表示1～5

生年月日　1～5 生年月日 有

本籍地番

本籍地　　1～5 有

該当番号 - -
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中間ファイル
 (該当戸籍番号)

戸籍番号 中間ファイル
 (該当戸籍一覧)

戸籍番号

受取側

DB･ファイル名
画面名称 名称

処理名

名称 記号名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

4.0 中間ファイル(該当戸籍番号)作成処理 ← (引渡側) 中間ファイル(該当戸籍一覧)(受取側)中間ファイル(該当戸籍番号)　

備考
出力形態

Z 9 . ,
記号名

項目

引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目

平成6年12月 1日 7/10

作成日付 版 頁数

令和　年　月　日 1

第7
2

(2)
データ編集表

作業名

　該当戸籍一覧表示 システム化調査研究会

改定日付作成者
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No 必須 属性

01 カナ

02 漢字

03 漢字

04 英数

05 漢字

処理名 画面名 画面ID

5.0　入力検索キーのチェック 　該当戸籍一覧

版 頁数

　該当戸籍一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/10

第7
2

(2)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

カナ氏名
『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

生年月日 『日付チェックサブルーチン』

筆頭者 氏、名共に入力があること

漢字氏名

本籍 『管内本籍住所変換サブルーチン』
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No 必須 属性

版 頁数作成日付

平成6年12月 1日システム化調査研究会

第7
2

(2)
データチェック(単体表)

作業名 作成者

　該当戸籍一覧表示

改定日付

6.0　該当番号のチェック 　該当戸籍一覧

処理名 画面名 画面ID

1 9/10令和　年　月　日

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考項目名 内容 出力エラーメッセージ

表示している該当戸籍のNo(MAX05)01 該当番号 ○ 数字 『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』
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No

10/10システム化調査研究会　該当戸籍一覧表示

第7
2

(2)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 改定日付

令和　年　月　日

出力エラーメッセージ

平成6年12月 1日

作成日付

処理名 画面名 画面ID

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ内容

該当戸籍一覧

備考

版 頁数

1

7.0　入力検索キーのチェック

(NO.1) カナ氏名,(NO.2) 漢字氏名,(NO.3) 本籍,(NO.4) 生年月日,(NO.5) 筆頭者のいずれかに必ず入
力があること(複数入力可能)

01 『関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。』
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入力

入力

中間ファイル
 (個人詳細表示)

中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

中間ファイル
(該当戸籍番号)

入出力

出力

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(中間ファイル作成(戸籍構成員一覧))
　　　　　　　　2.0 データ編集表(戸籍構成員一覧画面作成)
　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル作成(個人詳細表示))
　　　　　　　　4.0 データチェック(単体表)

入力

作成日付

平成6年12月 1日
システム環境仕様書

1.詳細フロー

第7
2

(2) システム化調査研究会

戸籍DB

名称

2.使用DB･ファイル一覧

入出力区分入出力区分名称

作成者

　戸籍構成員一覧表示

作業名

3.処理概要
　(1)中間ファイル(該当戸籍番号)の戸籍番号をキーに戸籍DB,個人状態ファイルを検索し,
戸籍事項,個人事項等を編集する

　(2)戸籍構成員の個人番号をキーに個人状態ファイルを読み込み編集する

　(3)戸籍構成員一覧の表示及び個人詳細番号の選択

　(4)選択された中間ファイル(個人詳細表示)を編集･出力する

　(5)個人詳細表示へ制御を渡す

1/9

個人状態ファイル

版

1

改定日付

5.備考(特記事項含む)

令和　年　月　日

頁

戸籍構成員一覧

戸籍DB
中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

中間ファイル
(個人詳細表示)

中間ファイル
(該当戸籍番号)

個人状態

ファイル

戸籍構成員一覧
表 示

個人詳細表示
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／

／

／

／

／

／

／

／

／

YES

NO

／

YES

NO

／

YES

NO

平成6年12月 1日

改定日付

令和　年　月　日

(8)キー選択(詳細選択番号の入力(実行キー), PF1, PF2, PF5, PF7, PF8, PF10, PF11, その他)

[1.0]　

[2.0]　

(5)中間ファイル(戸籍構成員一覧)に編集･出力する

　戸籍構成員一覧表示
要件定義ワークシート

作成日付

(2)中間ファイル(該当戸籍番号)の戸籍番号をキーとして戸籍DBをよむ

第7
2

(2) システム化調査研究会

作成者作業名

処理名

(1)中間ファイル(該当戸籍番号)を読む

(7)同画面を編集する

頁数

2/9

版

1

0.0 本紙 (1/2) 根拠法令(マニュアル処理）

(4)戸籍DB.個人特定の個人番号をキーとして個人状態ファイルを読む

(6)戸籍構成員一覧画面を編集する

／

(12)個人詳細表示に
制御を渡す

(14)同画面を編集す
る

(3)戸籍DBの個人特定を全件読む

[4.0]　

(11）中間ファイル(戸籍構成員一覧)を中間ファイル(個人詳細表示)へ編集･出

NO

実行キー
(9)詳細選択番号のチェックをする(OK:YES, NG:NO)

(17)該当戸籍一覧表
示に制御を渡す

(16)検索選択に制御
を渡す

 PF1 (15)業務選択に制御
を渡す

(20)同画面を編集す
る

PF10 (25)戸籍事項の前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

 PF8 (22)戸籍構成員の次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(23)次ページ分の構成員欄の戸籍構成員一覧画面を編集する

(27)エラーメッセージ『先頭のページです』を表示する

力する

YES (10)中間ファイル(戸籍構成員一覧)を全件読む

[3.0]　

 PF5

(18)戸籍構成員の前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(19)前ページ分の構成員欄の戸籍構成員一覧画面を編集する

 PF7

(13)エラーメッセージ

単体チェックにて編集したメッセージを表示する

(21)エラーメッセージ『先頭のページです』を表示する

(24)エラーメッセージ『最終のページです』を表示する

(26)前ページ分の戸籍事項欄の戸籍構成員一覧画面を編集する

 PF2
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／

YES

NO

処理名 0.0 本紙 (2/2)

作成日付第7
2

(2) 　戸籍構成員一覧表示 平成6年12月 1日

(20)同画面を編集す
る

作成者

令和　年　月　日 1 3/9

根拠法令(マニュアル処理）

頁数版改定日付

(28)戸籍事項の次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(29)次ページ分の戸籍事項欄の戸籍構成員一覧画面を編集する

(31)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』と表示するその他

PF11

システム化調査研究会

(30)エラーメッセージ『最終のページです』を表示する

要件定義ワークシート
作業名

 7-2-(2)-18



←　(引渡側)戸籍DB,個人状態

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

　戸籍構成員一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/9

第7
2

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　中間ファイル(構成員一覧)作成　1/2 (受取側)中間ファイル(戸籍構成員一覧)

中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

編製日 戸籍DB戸籍特定 編製日

記録数 戸籍DB個人特定 -

本籍地番

戸籍事項コード 戸籍DB戸籍事項

消除日 消除日

個人特定の数

在籍数 - 個人特定中,在籍者の数

本籍･住所コード 戸籍DB戸籍特定 本籍･住所コード

本籍地番

戸籍事項コード 複数有り

戸籍事項

筆頭者 筆頭者

戸籍事項項目

個人番号 戸籍DB個人特定 個人番号

最新のもの

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 戸籍DB氏名 カナ氏名

除籍日 除籍日 個人除区分が『2』(戸籍消除者)の場
合のみall『-』(ハイフン)をセット

生年月日 戸籍DB個人特定 生年月日

父

配偶者区分 配偶者区分

筆頭者区分 筆頭者区分

父

母 母

父母との続柄 父母との続柄

養母 養母

養父 養父

前個人番号 前個人番号

養父母との続柄 養父母との続柄

複数有り

記載コード 記載コード

タイトルコード 戸籍DB身分事項 タイトルコード

 7-2-(2)-19



←　(引渡側)戸籍DB,個人状態

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

　戸籍構成員一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/9

第7
2

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　中間ファイル(構成員一覧)作成　2/2 (受取側)中間ファイル(戸籍構成員一覧)

中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

身分事項 戸籍DB身分事項 身分事項

受理伺い区分 受理伺い区分

保留区分

複数有り

家裁 個人状態 裁判所通知区分

破産宣告人区分 破産宣告人区分 証明業務での身分証明書発行検索で
のみセット

保留区分

メモ区分 メモ メモにデータがあれば『1』セット

胎児認知区分 胎児認知区分
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1～8

1～8

1～8

1～8

1～8

1～8

1～8

1～8

1～8

1～8

←　(引渡側)中間ファイル(戸籍構成員一覧)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

　戸籍構成員一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/9

第7
2

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　戸籍構成員一覧編集処理 (受取側)戸籍構成員一覧画面

戸籍構成員一覧画面 現ページ,総ページ - -

記録数 記録数

氏名

生年月日

除籍日

続柄

配偶

家裁

消除日 消除日 有

Z9/Z9

編製日 中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

編製日 有

　 Z9

在籍数 在籍数 　 Z9

本籍地番

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍･住所コード
有

複数有り

漢字氏名

戸籍事項 戸籍事項

除籍日 有

生年月日 有

配偶者区分 有

続柄 有

1の場合『*』

受理伺い区分 1の場合『*』

家裁

受理伺い

1の場合『*』

胎児認知区分 1の場合『*』

保留区分保留

胎児

1の場合『*』

詳細選択番号 - -

メモ区分メモ
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身分事項

中間ファイル
(個人詳細表示)

中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

破産宣告人区分

家裁

破産宣告人区分

事件名

家裁

養父母との続柄

本籍･住所コード

本籍地番

前個人番号 前個人番号

養母

父 父

父母との続柄父母との続柄

養父 養父

養父母との続柄

配偶者区分配偶者区分

身分事項

養母

事件名 複数有り

カナ氏名

母 母

カナ氏名

生年月日 生年月日

筆頭者区分

漢字氏名 漢字氏名

除籍日 除籍日

筆頭者区分

筆頭者

個人番号 個人番号

在籍数

本籍地番

本籍･住所コード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

-

1

備考

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,

選択されたものに『1』セット

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

選択区分 -

消除日

記録数 記録数

編製日 編製日

消除日

在籍数

筆頭者

版 頁数作成者 作成日付 改定日付

7/9

処理名 3.0　中間ファイル(個人詳細)作成　1/2 (受取側)中間ファイル(個人詳細表示) ←　(引渡側) 中間ファイル(戸籍構成員一覧)

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日
データ編集表

作業名

　戸籍構成員一覧表示

第7
2

(2)
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中間ファイル
(個人詳細表示)

中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

保留区分 保留区分

受理伺い区分 受理伺い区分

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

胎児認知区分 胎児認知区分

メモ区分 メモ区分

(受取側)中間ファイル(個人詳細表示) ←　(引渡側) 中間ファイル(戸籍構成員一覧)

第7
2

(2)
データ編集表

作業名

処理名 3.0　中間ファイル(個人詳細)作成　2/2

　戸籍構成員一覧表示

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側
出力形態

Z 9 . ,

作成日付 改定日付

備考
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

令和　年　月　日

版 頁数

8/9

作成者

1
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No 必須 属性

01 詳細選択番号 ○ 数字 『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

作業名 作成者

　戸籍構成員一覧表示 システム化調査研究会

改定日付 版 頁数

表示している構成員のNo(MAX08)

処理名 画面名 画面ID

令和　年　月　日

作成日付

平成6年12月 1日

備考

1 9/9

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

4.0　詳細選択番号のチェック 戸籍構成員一覧

項目名 内容 出力エラーメッセージ

第7
2

(2)
データチェック(単体表)
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作業名

入出力区分

1.詳細フロー

第7
2

(2) 　個人詳細表示

2.使用DB･ファイル一覧

名称

システム環境仕様書

入出力区分

1/4

作成日付

平成6年12月 1日

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(個人詳細表示画面作成)

3.処理概要
　(1) 中間ファイル(個人詳細表示)を読み込み,個人事項等を編集する

　(2) 個人詳細表示画面の表示

システム化調査研究会

版作成者

5.備考(特記事項含む)

令和　年　月　日

頁

1

改定日付

名称

中間ファイル
(個人詳細表示)

入力

個人詳細表示

中間ファイル

(個人詳細表示)
個人詳細表示
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／

／

YES ／

NO

／

YES ／

NO

／

YES

NO

／

YES

NO

／

YES

NO

(10)一件後の中間ファイル(個人詳細表示)があるか?(ある:YES,なし:NO)

(11)該当する中間ファイル(個人詳細表示)を読み(2)へ

(12)エラーメッセージ『この後には構成員がありません』を表示する

(6)一件前の中間ファイル(個人詳細表示)があるか?(ある:YES,なし:NO)

(7)該当する中間ファイル(個人詳細表示)を読み(2)へ

(8)エラーメッセージ『この前には構成員がありません』を表示する

 PF2

 PF3

 PF7 (16)前ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

(17)前ページ分の個人詳細表示を編集する

 PF4

(25)同画面を編集する

(22)不受理申出表示
に制御を渡す

(23)個人状態表示に
制御を渡す

(24)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』を表示する

(15)エラーメッセージ『該当する戸籍はありません』を表示する

(18)エラーメッセージ『先頭のページです』を表示する

PF11

(14)前個人番号により前戸籍個人を検索し編集する

その他

 PF8 (19)次ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

(20)次ページ分の個人詳細表示を編集する

(21)エラーメッセージ『最後のページです』を表示する

 PF6 (13)中間ファイル(個人詳細表示)の前個人番号にデータがあるか?(ある:YES,なし:NO)

PF10

前戸籍個人表示(要件定義書省略)からの戻り
は,頭初の個人詳細表示へ制御を渡す

処理名

(9)同画面を編集す
る

／

／

 PF1

(5)検索選択に制御
を渡す

[1.0](2)個人詳細表示画面を編集･表示する

第7
2

(2) システム化調査研究会

作成者作業名

　個人詳細表示
要件定義ワークシート

(4)業務選択に制御
を渡す

(1)中間ファイル(個人詳細表示)を選択されたデータ(選択区分='1')まで読みとばし,該当データを読
み込む

(3)キー選択
　　(PF1,PF2,PF3,PF4,PF5,PF7,PF8,PF10,PF11,その他)

0.0 本紙

作成日付 頁数

2/4

版

1

根拠法令(マニュアル処理）

改定日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日
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生年月日

除籍日

1の場合『有』

1の場合『有』

1の場合『有』

漢字氏名

1の場合『有』メモ区分

本籍･住所コード

胎児認知区分

筆頭者

受理伺い区分

保留区分

有

有

本籍地番

1の場合『筆頭者』

1の場合『破産者』

胎児

養父

カナ氏名

受取側

記号名

消除日

家裁

DB･ファイル名
画面名称

DB･ファイル名
画面名称

父母との続柄

第7
2

(2)
データ編集表

作業名

処理名

　個人詳細表示

1.0　個人詳細表示編集処理　1/2 (受取側)個人詳細表示画面

個人詳細表示画面

養母

生年月日

除籍日

配偶者区分

筆頭者区分

漢字氏名

現ページ,総ページ

筆頭者

父

配偶者区分

母

養父母との続柄

改定日付

平成6年12月 1日

項目

引渡側

名称

1の場合『有』

-

編製日

消除日

家裁通知

有

記号名

項目

名称

カナ氏名

破産宣告人区分

頁数

令和　年　月　日 1 3/4

版

養父

有父母との続柄

母

筆頭者区分

メモ

保留

伺い

←　(引渡側)中間ファイル(戸籍構成員一覧)

-

本籍

有

システム化調査研究会

作成者 作成日付

破産宣告人区分

有養父母との続柄

養母

父

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,

有

--

備考

Z9/Z9

編製日中間ファイル
(個人詳細表示)

有

事件SEQ
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DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

作成者

　個人詳細表示

引渡側受取側

第7
2

(2)
データ編集表

作業名

システム化調査研究会 4/4令和　年　月　日

処理名 1.0　個人詳細表示編集処理　2/2 (受取側)個人詳細表示画面 ←(引渡側)中間ファイル(戸籍構成員一覧)

1平成6年12月 1日

頁数版作成日付 改定日付

記号名

身分事項

事件名

備考

複数有り

事項証明書と同形式が基本であるが
画面表示する場合で1身分事項内に限
り,ベタ打ちを可とする

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,

身分事項記録項目

事件名称 有個人詳細表示画面 中間ファイル
(個人詳細表示)
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入出力区分名称

中間ファイル
(個人詳細表示)

入力

システム環境仕様書
　不受理申出ファイル表示

2.使用DB･ファイル一覧

入力

名称

不受理申出ファイル

1.詳細フロー

第7
2

(2) システム化調査研究会

5.備考(特記事項含む)

令和　年　月　日

頁作成者

1/3

作成日付

入出力区分

作業名

平成6年12月 1日

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(不受理申出ファイル表示画面編集)

3.処理概要
　(1) 中間ファイル(個人詳細表示)の個人番号をキーに不受理申出ファイルを検索し,ファ
イルの内容等を編集する

　(2) 不受理申出ファイル表示画面の表示

版

1

改定日付

不受理申出
ファイル表示

中間ファイル

(個人詳細表示)
不受理申出表示

不受理申出
ファイル
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YES ／

NO

／

／

YES

NO

／

YES

NO

(8)検索選択に制御
を渡す

(7)業務選択に制御
を渡す

(4)エラーメッセージ『不受理申出はありません』を表示する

[1.0]

(1)中間ファイル(個人詳細表示)を選択されたデータ(選択区分='1')まで読みとばし,該当データを読
み込む

(2)中間ファイル(個人詳細表示)の個人番号をキーとして不受理申出ファイルを検索する

(OK:YES,NG:NO)※整理番号違いで複数件有り

第7
2

(2) システム化調査研究会

作成者作業名

　不受理申出ファイル表示
要件定義ワークシート

(6)キー選択(PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF9,PF11,その他)

処理名

 PF2

 PF1

根拠法令(マニュアル処理）

改定日付

0.0 本紙　(3)不受理申出ファイル表示画面を編集･表示する

作成日付 頁数

2/3

版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

／

／

PF9

PF11

(3)不受理申出ファイル表示画面を編集･表示する

(9)戸籍構成員一覧
表示に制御を渡す

(12)同画面を編集す
る

 PF5

(5)同画面を編集す
る

 PF7

(10)不受理申出の前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(14)不受理申出の次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(17)個人詳細表示に
制御を渡す

(18)個人状態表示に
制御を渡す

(20)同画面を編集す
る

(13)エラーメッセージ『最終のページです』を表示する

(15)次ページ分の不受理申出ファイル表示画面を編集する

(16)エラーメッセージ『最終のページです』を表示する

(11)前ページ分の不受理申出ファイル表示画面を編集する

 PF8

その他 (19)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』を表示する
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1～2

1～2

1～2

1～2

1～2

1～2

1～2

1～2

1～2

1～2

1～2

改定日付

平成6年12月 1日 3/3

　←　(引渡側)中間ファイル(個人詳細),不受理申出ファイル

頁数作成日付 版

項目

1

漢字氏名

令和　年　月　日システム化調査研究会

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考

開始日

送付日

-

カナ氏名

(整理番号～
　 相手氏名2)
最大1画面　2件

項番

失効日

有

失効区分

--

不受理申出事件ｺｰﾄﾞ

有

有

DB･ファイル名
画面名称

作成者第7
2

(2)
データ編集表

作業名

処理名

　不受理申出ファイル表示

1.0　不受理申出ファイル表示画面編集 (受取側)不受理申出ファイル表示画面

受取側 引渡側

記号名 名称 記号名名称

中間ファイル
(個人詳細表示)

カナ氏名

項目 DB･ファイル名
画面名称

現ページ,総ページ -

筆頭者

生年月日

出張所番号

受理送付区分

漢字氏名

本籍

不受理申出
ファイル表示画面

本籍地番

生年月日

筆頭者

不受理申出
ファイル

不受理申出事件ｺｰﾄﾞ

01から件数分表示する

有

有

有

相手方氏名1

相手方氏名2

出張所番号

受理送付区分

開始日

送付日

失効日

失効区分

事件コード

事件名

相手氏名1

相手氏名2

本籍･住所コード

有
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中間ファイル
(個人詳細表示)

入力

個人状態ファイル 入力

改定日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(個人状態ファイル表示画面編集)

3.処理概要
　(1)中間ファイル(個人詳細表示)の個人番号をキーに個人状態ファイルを検索し,ファイ
ルの内容等を編集する

　(2)個人状態ファイル表示画面の表示

5.備考(特記事項含む)

作業名

1/3

作成日付

入出力区分

システム環境仕様書

1.詳細フロー

第7
2

(2)

名称

令和　年　月　日

頁版

1

入出力区分

作成者

　個人状態ファイル表示

2.使用DB･ファイル一覧

名称

個人状態
ファイル表示

中間ファイル

(個人詳細表示)

個人状態
ファイル表示

個人状態ファイル
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YES ／

NO

／

(9)戸籍構成員一覧
表示に制御を渡す

PF10

PF9

(11)不受理申出表示
に制御を渡す

(13)同画面を編集す
る

その他 (12)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』を表示する

 PF5

 PF2

処理名

(8)検索選択に制御
を渡す

 PF1

(1)中間ファイル(個人詳細表示)を選択されたデータ(選択区分='1')まで読みとばし,該当データを読
み込む

第7
2

(2) システム化調査研究会

作成者作業名

　個人状態ファイル表示
要件定義ワークシート

／

(2)中間ファイル(個人詳細表示)の個人番号をキーとして個人状態ファイルを検索する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(OK:YES,NG:NO)

(5)同画面を編集す
る

(3)個人状態ファイル表示画面を編集･表示する

／

(6)キー選択(PF1,PF2,PF5,PF9,PF10,その他)

(4)エラーメッセージ『個人状態はありません』を表示する

[1.0]

(10)個人詳細表示に
制御を渡す

改定日付

0.0 本紙

作成日付 頁数

2/3

版

1令和　年　月　日平成6年12月 1日

(7)業務選択に制御
を渡す

根拠法令(マニュアル処理）
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準禁治産者区分

生年月日

筆頭者

禁治産者区分

破産宣告人区分破産宣告人区分

裁判所通知区分 裁判所通知区分

(犯歴区分)

個人状態ファイルがない場合

全ての項目へ0(ゼロ)をセット

破産宣告人区分は,証明業務での身分
証明書発行検索でのみ表示

犯歴区分は,民刑担当者が操作の場合
のみ表示する時,市町村の判断に委ね
られる受理･処理伺い

保留

メモ

胎児認知区分

保留区分

メモ

受理伺い区分

胎児認知区分

第7
2

(2)
データ編集表

作業名

処理名

個人状態ファイル表示

1.0　個人状態ファイル表示画面編集 (受取側)個人状態ファイル表示画面

作成者

個人状態ファイル
表示画面

本籍

生年月日

カナ氏名

漢字氏名

筆頭者

禁治産者区分

(犯歴区分)

項目DB･ファイル名
画面名称 記号名

項目

改定日付

平成6年12月 1日

版

システム化調査研究会

作成日付

名称

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

有

カナ氏名

DB･ファイル名
画面名称

本籍地番

中間ファイル
(個人詳細表示)

個人状態ファイル

出力形態

Z 9 . ,

準禁治産者区分

漢字氏名

本籍･住所コード 有

受取側 引渡側

記号名 名称

頁数

令和　年　月　日 1 3/3

←　(引渡側)中間ファイル(個人詳細),個人状態ファイル

備考
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入出力区分入出力区分名称 名称

5.備考(特記事項含む)

中間ファイル
(該当受領番号)

3.処理概要
　(1)検索キーの入力及びキーによる受付DBの検索
　　 a.受領番号(7桁):受付DBの受付番号の3～9桁
　　 b.受付日　　　　※範囲指定の検索も可能
　　 c.処分区分
　　 d.カナ氏名(氏,氏名)
　　 e.漢字氏名(氏,氏名}
　　 f.受付事件
　　 g.渉外区分
　　 h.生年月日
　　 i.受理･送付区分

　(2)受付ファイル選択の表示及び事件番号選択

　(3)受付ファイル検索へ制御を渡す

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 別紙1(検索)
　　　　　　　　2.0 データ編集表(中間ファイル作成(受付選択一覧))
　　　　　　　　3.0 データ編集表(受付ファイル選択画面作成)
　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル作成(該当受領番号))
　　　　　　　　5.0 データチェック(単体表)
　　　　　　　　6.0 データチェック(単体表)
　　　　　　　　7.0 データチェック(関連表)

2.使用DB･ファイル一覧

入力受付DB

入出力

出力

中間ファイル
(受付選択一覧)

システム環境仕様書

1.詳細フロー

第7
2

(2)

作業名

　受付ファイル選択表示 システム化調査研究会

改定日付 頁

平成10年 2月27日 2

作成者

1/11

作成日付

平成6年12月 1日

版

受付ファイル選択

中間ファイル
(受付選択一覧)受付DB

中間ファイル
(該当受領番号)

受付ファイル検索

受付ファイル選択
表 示
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／

／

／

／

／

／

／

／

YES

／

YES

第7
2

(2)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

　受付ファイル選択表示 システム化調査研究会

処理名 0.0 本紙 (1/2)

PF2

(1)受付ファイル選択画面を出力する

(13)業務選択に制御
を渡す

(5)0<検索人数<100か?(YES,NO)

『無効なキーが入力されました』を表示する

単体チェックにて編集したメッセージを表示する

(18)エラーメッセージ

『先頭ページです』を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF12,その他)

作成日付 改定日付 版 頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

実行キー

YES
(6)受付ファイル選択面面を編集･表示する

(10)受付ファイル検
索に制御を渡す

PF1

NO

(9)中間ファイル(該当受領番号)を編集･出力する [4.0]　

(21)エラーメッセージ

『最終ページです』を表示する

(23)エラーメッセージ

(11)エラーメッセージ

1 2/11

根拠法令(マニュアル処理）

実行キー (3)入力検索キーのチェック(OK:YES,NG:NO) [5.0] [7.0]　

YES (4)受領番号～渉外区分で受付DBを検索する [1.0]　

YES

[3.0]　

(7)キー選択(該当番号の入力(実行キー),PF1,PF2,PF7,PF8,PF12,その他)
／

(8)該当番号のチェック(OK:YES,NG:NO) [6.0]　

(12)同画面を編集す
る

(15)前ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)
(17)同画面を編集す
る(16)前ページ分の受付ファイル選択画面編集

NO

(14)検索選択に制御
を渡す

(19)次ページがあるか? (ある:YES,なし:NO)

(20)次ページ分の受付ファイル選択面面編集

NO

PF8

PF7

PF12 (22)入力画面を初期化する

その他
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NO

その他

(28)検索選択に制御
を渡す

(30)同画面を編集す
る

根拠法令(マニュアル処理）

作業名

　受付ファイル選択表示
要件定義ワークシート

令和　年　月　日平成6年12月 1日

0.0 本紙 (2/2)

作成日付 頁数

3/11

版

1

処理名

PF1

エラーメッセージ『該当者がありません。再度,検索
キーを入力して下さい。』を表示する

エラーメッセージ『該当者が多過ぎます。再度,検索
キーを入力して下さい。』を表示する

(27)業務選択に制御
を渡す

第7
2

(2) システム化調査研究会

作成者

(24)検索人数=0

(25)検索人数>99

NOYES

(26)エラーメッセージ

(17)同画面を編集す
る

PF2

(29)入力画面を初期化する

(31)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました。』を表示する

PF12

改定日付
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/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

/

YES /

NO /

NO /

/

/

YES /

NO /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

(1)検索キー(受領番号)の入力あるか

(2)受領番号を検索キーとする

(3)受領番号は検索キーとしない

(4)検索キー(受付日)の入力あるか

(5)受付日を検索キーとする

(25)渉外区分を検索キーとしない

(25-2)生年月日を検索キーとする

(25-3)生年月日を検索キーとしない

(25-1)検索キー(生年月日)の入力あるか

(19)漢字氏名を検索キーとしない

(21)受付事件を検索キーとする

(20)検索キー(受付事件)の入力あるか

(23)検索キー(渉外区分)の入力あるか

(22)受付事件を検索キーとしない

(24)渉外区分を検索キーとする

(10)検索キー(カナ氏名)の入力あるか

(12)カナ氏名を検索キーとする

(11)カナ名の入力あるかYES

(13)カナ氏のみを検索キーとする

(18)漢字氏のみを検索キーとする

(17)漢字氏名を検索キーとする

(6)受付日を検索キーとしない

(7)検索キー(処分区分)の入力あるか

(8)処分区分を検索キーとする

(9)処分区分を検索キーとしない

YES (16)漢字名の入力あるか

(15)検索キー(漢字氏名)の入力あるか

(14)カナ氏名を検索キーとしない

処理名 1.0 別紙1 (検索処理) (1/2) 根拠法令(マニュアル処理）

　受付ファイル選択表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 4/11

第7
2

(2)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数
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/

YES /

NO /

/(27)中間ファイル(受付選択一覧)に編集･出力する

/

(25-6)受理･送付区分を検索キーとしない

[2.0]

(25-4)検索キー(受理･送付区分)の入力あるか

(25-5)受理･送付区分を検索キーとする

根拠法令(マニュアル処理）

5/11平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2

頁数第7
2

(2)
要件定義ワークシート

作業名 改定日付

処理名 1.0 別紙1 (検索処理) (2/2)

(26)上記で指定した検索キーで受付DBを全件読み込む

但し,検索キー(受領番号)以外では,決裁区分:欠番は対象外とする

(28)検索終了 (29)本紙へ

版作成者 作成日付

　受付ファイル選択表示 システム化調査研究会
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←　(引渡側)受付DB

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

　受付ファイル選択表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/11

第7
2

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0 中間ファイル(受付選択一覧)作成 (受取側)中間ファイル(受付選択一覧)

項目

受理送付区分 受理送付区分

受領番号 受付DB 受領番号

本非区分 本非区分

処分区分 処分区分

事件コード 受付事件コード

｢受理｣の時はブランク

｢決裁｣の時はブランク

受付日 受付日

決裁区分 決裁区分

事件本人漢字氏名 受付DB事件本人 事件本人漢字氏名

中間ファイル
(受付選択一覧)

渉外区分 渉外区分

注)受付DBの受領番号は枝番で履歴管理しているため,最新のデータを対象とし,該当するデータ
を移す。

　 但し,処分区分『誤処理』での検索の場合のみ,すべてのデータを対象とし,該当するデータを
そのまま移す。
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システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 7/11

処理名 3.0　受付ファイル選択画面表示 (受取側)受付ファイル選択画面 ←　(引渡側)中間ファイル(受付選択一覧)

第7
2

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

　受付ファイル選択表示

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受付ファイル
選択画面

現ページ,総ページ - -

　　 受付日2

処分区分 有

検索･受領番号 受付ファイル
選択画面

(同項目)

(同項目)

　　 受付日1 (同項目)

　　 処分名

　　 処分区分 (同項目)

　　 漢字氏名 (同項目)

　　 カナ氏名 (同項目)

　　 生年月日 (同項目)

　　 受付事件 (同項目)

　　 渉外区分 (同項目)

　　 受理･送付区分 (同項目)

渉外区分より変換
1:ブランク,2:渉外,3:外国人

　　 渉外区分名 -

(処分　～
　　 事件本人)
最大1画面　6人

処分　　　1～6 中間ファイル
(受付選択一覧)

処分区分

受理送付　1～6 受理送付区分

有

事件名　　1～6 事件コード 有

有

本非　　　1～6 本非区分 有

受付日　　1～6 受付日 有

渉外　　　1～6 渉外区分 有

受領番号　1～6 受領番号 3桁目以降を表示する

決裁　　　1～6 決裁区分 有

選択番号 - -

事件本人　1～6 事件本人漢字氏名
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8/11平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数第7
2

(2)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版改定日付

　受付ファイル選択表示 システム化調査研究会 1

中間ファイル
(受付選択一覧)

名称

受領番号

処理名 4.0　中間ファイル(該当受領番号)作成 (受取側)中間ファイル(該当受領番号) ←　(引渡側)中間ファイル(受付選択一覧)

記号名 名称 記号名

備考

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル
(該当受領番号)

受領番号
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No 必須 属性

01 数字

02 英数

03 数字

04 カナ

05 漢字

06 数字

06-1 英数

06-2 数字

07 数字

処理名 画面名 画面ID

5.0　入力検索キーのチェック 　受付ファイル選択画面

版 頁数

　受付ファイル選択表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 9/11

第7
2

(2)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

受付日 『日付チェックサブルーチン』

処分区分 1(受理)～ 9(誤処理)であること

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

受領番号 『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

受付事件 受付事件コードの頭2桁であること

生年月日 『日付チェックサブルーチン』

カナ氏名

漢字氏名

受理･送付区分 ブランク,1(受理),2(送付)であると

渉外区分 0(日本人のみ)～ 2(外国人のみ)であること

 7-2-(2)-43



No 必須 属性

処理名 画面名 画面ID

第7
2

(2)
データチェック(単体表)

作業名 作成者

　受付ファイル選択表示 システム化調査研究会 10/11

作成日付 改定日付 版 頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

01 該当番号 ○ 『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

6.0　該当番号のチェック 　受付ファイル選択画面

備考項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

表示している事件のNo(MAX06)数字
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No

(No.1)受領番号,(No.2)受付日,(No.3)処分区分,(No.4)カナ氏名,(No.5)漢字氏名,(No.6-1)生年月日の
いずれかに必ず入力があること(複数入力可能)

作成日付

01 『関連エラーがあります。正し
く入力してください。』

処理名 画面名 画面ID

版 頁

システム化調査研究会　受付ファイル選択表示

第7
2

(2)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 改訂日付

平成6年12月 1日 平成29年 3月31日

　受付ファイル選択画面

備考ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

20 11/11

内容

7.0　入力検索キーのチェック

出力エラーメッセージ
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欠　　　　　番
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5.備考(特記事項含む)

令和　年　月　日 1

3.処理概要
　(1)中間ファイル(該当受領番号)の受領番号をキーに受付DBを検索し,DBの内容等を編集
する

　(2)受付ファイル検索画面の表示

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(受付ファイル検索画面の編集)

改定日付 頁

入出力区分

作業名

1/4

作成日付 版作成者

入出力区分

平成6年12月 1日システム化調査研究会　受付ファイル検索

名称

システム環境仕様書

1.詳細フロー

第7
2

(2)

2.使用DB･ファイル一覧

名称

受付DB

中間ファイル
(該当受領番号)

入力

入力

受付ファイル検索

中間ファイル
(該当受領番号)

受付DB

受付ファイル検索
表 示
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／

／

／

／

／

YES

NO

／

YES

NO

／

YES

NO

／

YES

NO

PF8

その他

(21)エラーメッセージ『最終ページです。』を表示する

(22)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました。』を表示する

(17)同画面を編集す
る

(14)受付ファイル選
択表示に制御を渡す

(13)エラーメッセージ『この後の履歴はありません。』を表示する。

(12)該当する受付ファイルを検索し,(3)へ

(9)同画面を編集す
る

第7
2

(2)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

　受付ファイル検索 システム化調査研究会

頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/4

作成日付 改定日付 版

根拠法令(マニュアル処理）

(1)中間ファイル(該当受領番号)を読む

[1.0]　(3)受付ファイル検索画面を編集･表示する

(4)キー選択(PF1,PF2,PF3,PF4,PF5,PF7,PF8,その他)

(2)中間ファイル(該当受領番号)の受領番号をキーとして受付ファイルを検索する

PF4

処理名 0.0 本紙

(6)検索選択に制御
を渡す

PF1 (5)業務選択に制御
を渡す

(11)次履歴分の受付ファイルはあるか?(ある:YES,なし:NO)

(8)該当する受付ファイルを検索し,(3)へ

(10)エラーメッセージ『この前の履歴はありません。』を表示する。

PF2

PF3 (7)前履歴分の受付ファイルはあるか?(ある:YES,なし:NO)

PF7

(16)前ページ分の受付ファイル検索画面編集

(18)エラーメッセージ『先頭ページです。』を表示する

(19)次ページがあるか?(YES,NO)

PF5

(20)次ページ分の受付ファイル検索画面編集

(15)前ページがあるか?(YES,NO)
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1～5 1～5

1～2

1～2

1～2

1～2

1

(事件本人区分
　　 ～　本籍)
最大1画面　2人

関連受領番号

事件本人区分

有

事件名

事件本人漢字氏名

事件本人カナ氏名

有

有

最初の事件本人に移送する

有

事件本人区分

指示日

有 但し,1:日本人のときブランク

有

-
事件本人=届出人の場合
『届出人』を表示

本非区分

発日 有

有

有

有

許可日 有

収日

渉外区分

有発送日

出張所 出張所番号

事件コード 有

処分区分

時分 事件発生時分

事件発生日 有

-

3～9桁目を表示

受付日

受理送付区分 有

有

受領番号

3/4

作成日付 改定日付 版 頁数

-

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

第7
2

(2)
データ編集表

作業名 作成者

　受付ファイル検索 システム化調査研究会

受取側

項目

名称

処理名 1.0　受付ファイル検索画面編集(1/2) (受取側)受付ファイル検索画面 ←　(引渡側)受付DB

平成6年12月 1日

記号名 名称 記号名

令和　年　月　日 1

受付ファイル
検索画面

事件日

決裁区分

受理送付

受付日

処分区分

現ページ,総ページ

郵送日

指示日

渉外区分

受領番号

発送日

届出人区分

カナ氏名

漢字氏名

生年月日

送達1

1～2

収日

許可日

本非区分

発日

関連受領番号

受付DB事件本人

受付DB

決裁区分

受付DB 送達確認1

生年月日

郵送日
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受付ファイル
検索画面

届出人2氏名

(*1)
届後本籍

　筆頭者

受付DB

引渡側

本籍　　 1～2

届出人1資格

送達2　　1～2

事件本人本籍地

届出人資格区分1

届出人1氏名

届出人2資格

DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(2)
データ編集表

作業名

　受付ファイル検索

受取側

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　受付ファイル検索画面編集(2/2) (受取側)受付ファイル検索画面

改定日付 頁数

システム化調査研究会

作成者 作成日付

平成10年 2月27日

版

平成6年12月 1日

届出人氏名2

(*1)死亡の場合,受付DBの届後本籍地
に'死亡日時'がセットされている為,
画面タイトルを『死亡日時』とす
る。

有

届後戸籍の筆頭者

届後本籍地(死亡の場合,内容は'死亡日時')

有

事件本人筆頭者

届出人氏名1

備考

2 4/4

出力形態

Z 9 . ,

←　(引渡側)受付DB

'本籍地△筆頭者'で編集

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

届出人資格区分2

受付DB事件本人 送達確認2
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｢届出選択｣処理

第7.2.(3)



5.備考(特記事項含む)

1.詳細フロー

入出力区分 名称名称

受付DB 入

頁

　届出選択 システム化調査研究会

2.使用DB･ファイル一覧

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/12

3.処理概要
　(1)届出選択(事件コード)の入力チェック
　(2)受領番号入力時の届書F項目及び受付DB項目とのチェック
　(3)出生届～不受理指示に制御を渡す

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)
　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)
　　　　　　　　3.0 届書ファイル及び受付DBとのチェック
　　　　　　　　4.0 仮受付ファイル(データ)

届書ファイル 入

作成者 作成日付 改定日付 版第7
2

(3)
システム環境仕様書

入出力区分

作業名

届出メニュー

受付DB

届書
ファイル

届出選択

51
不受理指示
(処分決定)

1
出生届

2
認知届
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／

／

／

／

／

YES ／

NO

NO

／

(29)離婚届

5

(13)認知届

(15)養子縁組届

8 (25)養子離縁届同時73条の2届 (26)養子離縁届同時
73条の2届に制御を
渡す

2

3

(28)婚姻届に制御を
渡す

(30)離婚届に制御を
渡す

(27)婚姻届9

10

(24)73条の2届に制
御を渡す

(20)特別養子縁組届
に制御を渡す

6

7

実行キー

YES
YES

1

(7)　→

(9)　→

(10)該当事件コード(1～40,50,51)

(11)出生届

4 (17)養子離縁届

(22)特別養子離縁届
に制御を渡す

(5)届書F及び受付DBとのチェック(OK:YES,NG:NO)

(1)届出メニュー画面を出力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,その他)

[3.0]　

(4)該当事件コード,受領番号の関連チェック(OK:YES,NG:NO) [2.0]　

[1.0]　(3)該当事件コード,受領番号の入カチェック(OK:YE,NG:NO)

(6)　→　(10)

(19)特別養子縁組届

(21)特別養子離縁届

(23)73条の2届

審査結果入力

(8)同画面を編集す
る

(12)出生届に制御を
渡す

(14)認知届に制御を
渡す

(18)養子離縁届に制
御を渡す

(16)養子縁組届に制
卸を渡す

処理名 0.0 本紙 (1/4)

システム化調査研究会

作業名
要件定義ワークシート

平成6年12月 1日

作成日付

　届出選択

頁数改定日付

令和　年　月　日

版第7
2

(3)

作成者

2/121

根拠法令(マニュアル処理）

再入力時点で届書ファイルの排他区分を設定する
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24 (57)帰化届

23

(37)後見届

19

20

(56)国籍取得届に制
御を渡す

(47)姻族関係終了届 (48)姻族関係終了届
に制御を渡す

(55)国籍取得届

(49)推定相続人廃除届

(58)帰化届に制御を
渡す

18 (45)復氏届 (46)復氏届に制御を
渡す

(39)保佐届 (40)保佐届に制御を
渡す

実行キー YES

22 (53)分籍届

21 (51)入籍届 (52)入籍届に制御を
渡す

(54)分籍届に制御を
渡す

12

13

14

15

(38)後見届に制御を
渡す

(34)離婚届同時77条
の2届に制御を渡す

(50)推定相続人廃除
届に制御を渡す

16

17

(41)死亡届 (42)死亡届に制御を
渡す

(37)～(38)第22版で削除

(35)親権(管理権)届 (36)親権(管理権)届
に制御を渡す

(44)失踪届に制御を
渡す

(43)失踪届

(31)77条の2届

(33)離婚届同時77条の2届

頁

平成31年 3月31日

改訂日付第7
2

(3)

作成日付
要件定義ワークシート

作成者

システム化調査研究会 平成6年12月 1日　届出選択

作業名

11 (32)77条の2届に制
御を渡す

3/1222

根拠法令(マニュアル処理）処理名 0.0 本紙 (2/4)

版
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審査結果入力

(80)縁組取消届に制
御を渡す

35 (79)縁組取消届

(84)婚姻取消届に制
御を渡す

(82)離縁取消届に制
御を渡す

審査結果入力

審査結果入力

(86)離婚取消届に制
御を渡す

審査結果入力

(70)107条の3届に制
御を渡す

(66)氏の変更届に制
御を渡す

(72)107条の4届に制
御を渡す

(68)107条の2届に制
御を渡す

29 (67)107条の2届

30 (69)107条の3届

(78)就籍届に制御を
渡す

(76)転籍届に制御を
渡す

31 (71)107条の4届

(74)名の変更届に制
御を渡す

(77)就籍届

32 (73)名の変更届

(75)転籍届

36

33

34

作成日付 版 頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/12

(62)国籍選択届に制
御を渡す

(63)外国国籍喪失届

28 (65)氏の変更届

(60)国籍喪失届に制
御を渡す

改定日付

処理名 0.0 本紙 (3/4) 根拠法令(マニュアル処理）

　届出選択

第7
2

(3)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

実行キー YES 25 (59)国籍喪失届

26 (61)国籍選択届

27

(81)離縁取消届

37 (83)婚姻取消届

38 (85)離婚取消届

(64)外国国籍喪失届
に制御を渡す

システム化調査研究会
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その他 (99)同画面を編集す
る

(98)エラーメッセージ
　　｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF1

(90)推定相続人廃除
取消届に制御を渡す

(97)業務選択に制御
を渡す

審査結果入力

50 (91)受理指示
　 受理指示事件コードにより届出事件を判別する

41

(94)処分決定処理に
制御を渡す

(95)エラーメッセージ
　　単体チェックにて編集したメッセージを表示する

NO (96)同画面を編集す
る

実行キー

51

40 (89)推定相続人廃除取消届

平成31年 3月31日

処理名 0.0 本紙 (4/4) 根拠法令(マニュアル処理）

39 (87)失踪宣告取消届 (88)失踪宣告取消届
に制御を渡す

審査結果入力

(90-1)未成年者の後見届

YES

(92)各処理に制御を
渡す

(93)不受理指示

(90-2)未成年者の後
見届に制御を渡す

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

作成日付 改訂日付 版 頁

22

第7
2

(3)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

　届出選択 5/12
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No 必須 属性

02 数字

作成日付第7
2

(3)
データチェック(単体表)

作業名 作成者

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

画面名

1.0　該当事件コードのチェック

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

頁

6/12

改訂日付 版

22　届出選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年3月31日

処理名

項目名 内容

受領番号

1～41、50～51であること01

画面ID

該当事件コード ○ 数字

出力エラーメッセージ 備考

　届出メニュー
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No

(NO.1)該当事件コードが50～51の場合,(NO.2)受領番号に入力があること

　届出選択

第7
2

(3)
データチェック(関連表)

内容

平成6年12月 1日

　届出メニュー

改定日付

2.0　関連チェック

作業名 作成者

01

システム化調査研究会

処理名 画面名 画面ID

版 頁数

1

『関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

作成日付

7/12令和　年　月　日

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考
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／

／

NO

NO

／

／

NO ／

／

YES

NO ／

／

／

／

YES ／

NO ／

21

根拠法令(マニュアル処理）

版

8/12

頁改訂日付

平成30年3月31日

(26)受理指示事件コードを初期化する

(20)受付DB.関連受領番号に入力がある(YES,NO)

(19)受付DB.関連受領番号1～5まで繰り返す

(1)入力された受領番号をキーに届書ファイルを検索する(ある:YES,ない:NO)

第7
2

(3)

作成者

処理名 3.0　別紙

システム化調査研究会

作業名

(9)本紙へ

(4)本紙へ

／

(6)入力された受領番号をキーに受付DBを検索する(ある:YES,ない:NO)

YES (7)決裁区分は1:『決裁』又は4:『欠番』である(YES,NO)

要件定義ワークシート
届出選択

YES (8)エラーメッセージ
　｢該当の受領番号の届は,再処理は行えません。｣を表示

(10)→(13)へ

平成6年12月 1日

作成日付

(2)届書排他区分=1:『排他』である(YES,NO)YES

YES (3)エラーメッセージ
　｢該当の受領番号の届は現在処理中です。移動処理は行えません。｣を表示

(5)→(6)へ

NO (16)エラーメッセージ
　　｢該当の受領番号の届は,照会ではありません。｣を表示

(11)エラーメッセージ
　｢該当の受領番号の届はありません。｣を表示

NO

(17)本紙へ

NO (23)エラーメッセージ
　　｢関連する届があります。基本となる届の受領番号を入力してください。｣を表示

(21)入力された受領番号<受付DB.関連受領番号である(YES,NO)

(22)→

(13)画面入力された該当事件コードは50:『受理指示』又は51:『不受理指示』である(YES,NO)

YES (14)処分区分は3:『受理照会』又は4:『処理照会』である(YES,NO)

(15)→(19)へ

(25)→

(12)本紙へ

(24)本紙へ

(18)→(19)へ

YES

(27)該当事件コード(4,8,10,12,50,51,その他)
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／

／

YES

／

／

YES

／

／

YES

／

／

YES

／

改定日付 版 頁数

根拠法令(マニュアル処理）

作成者

　届出選択 システム化調査研究会 令和　年　月　日 1 9/12

作成日付

平成6年12月 1日

(35)受付DB.関連受領番号に入力がある(YES,NO)

(36)受付事件コード=『離縁』である(YES,NO)

(37)→

(39)エラーメッセージ
　　｢該当の受領番号の届と選択された事件が異なっています。｣を表示

(29)エラーメッセージ
　　｢関連する届があります。正しい該当事件コードを入力して下さい。｣を表示

(43)本紙へ

(40)エラーメッセージ
　　｢関連する届があります。正しい該当事件コードを入力して下さい。｣を表示

YES

NO

NO

(31)受付事件コード=『離縁』である(YES,NO)

51

(53)エラーメッセージ
　　｢関連する届があります。正しい該当事件コードを入力して下さい。｣を表示

(54)受理指示事件コードに,選択事件コードを,受付事件コードで判別してセットする

12
(離婚同時
77条の2)

YES

NO

(51)本紙へ

NO

(50)→

(52)エラーメッセージ
　　｢該当の受領番号の届と選択された事件が異なっています。｣を表示

(48)受付DB.関連受領番号に入力がある(YES,NO)

要件定義ワークシート
作業名

NO

処理名 3.0　別紙

(28)受付DB.関連受領番号に入力がある(YES,NO)

(30)本紙へ

(33)本紙へ

(46)本紙へ

(38)本紙へ

8
(離縁同時
73条の2)

YES

NO

NO

4
(離縁)

(32)→

(34)エラーメッセージ
　　｢該当の受領番号の届と選択された事件が異なっています。｣を表示

第7
2

(3)

10
(離婚)

(45)→

(47)エラーメッセージ
　　｢該当の受領番号の届と選択された事件が異なっています。｣を表示

(42)エラーメッセージ
　　｢関連する届があります。正しい該当事件コードを入力して下さい。｣を表示

(41)受付DB.関連受領番号に入力がある(YES,NO)

YES

NO (44)受付事件コード=『離婚』である(YES,NO)

(49)受付事件コード=『離婚』である(YES,NO)
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/

/

YES /

NO /

/

YES

NO

NO

/

YES

処理名 3.0　別紙 根拠法令(マニュアル処理）

(55)受付DB.関連受領番号に入力がある(YES,NO)

作成日付 改定日付 版 頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/12

第7
2

(3)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

　届出選択 システム化調査研究会

(61)本紙へ

(67)本紙へ

(64)本紙へ

その他

(66)　→

(63)　→

(65)選択事件コードと受付事件コードのチェックをする(OK:YES,NG:NO)

(68)エラーメッセージ
　　｢該当の受領番号の届と選択された事件が異なっています。｣を表示

52

NO

(56)受付事件コード=『離縁』である(YES,NO)

(57)受付指示事件コードに選択事件コード:離縁同時73条の2をセットする

(58)　→　(59)へ

(59)受付事件コード=『離婚』である(YES,NO)

(60)受付指示事件コードに選択事件コード:離婚同時77条の2をセットする

(62)　→

(受理指
示)

YES
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版 頁数

令和　年　月　日

←　(引渡側)受付DB(受取側)仮受付ファイル

1

改定日付作成者

11/12

作業名

　届出選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日

備考
出力形態

Z 9 . ,
記号名

項目

引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

第7
2

(3)
データ編集表

受理送付区分

処理名 4.0　仮受付ファイル作成

受取側

DB･ファイル名
画面名称 名称

作成日付

受領番号

出張所番号

受付事件コード

届出人資格区分2

届出人資格名称2

関連受領番号(1～5)

受付事件コード

事件発生時分

事件発生日時

事件発生時分

受理送付区分

事件発生日

受付日

本非区分

受付日

事件発生日

事件発生日時

本非区分

発送日

許可日

発送日

渉外区分渉外区分

郵送日

収日

発日

指示日

郵送日

発日

収日

指示日

許可日

関連受領番号(1～5)

届出人氏名1

届出人資格区分1

届出人資格名称1

届出人氏名1

届出人資格区分1

届出人資格名称1

届出人資格名称2

届後本籍

届後本籍区分

届後本籍コード

届後本籍区分

届後本籍

届出人氏名2

仮受付ファイル 受付DB 受領番号

出張所番号

届出人資格区分2

届後本籍コード

届出人氏名2
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←　(引渡側)受付DB

送達確認1

仮受付ファイル 受付DB

届書送付目録区分

処分区分

備考
出力形態

Z 9 . ,

証書提出区分

12/12令和　年　月　日

第7
2

(3)

DB･ファイル名
画面名称

作成者

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

DB･ファイル名
画面名称

1システム化調査研究会 平成6年12月 1日

記号名

作業名

引渡側

(受取側)仮受付ファイル

項目

受取側

証書提出区分

決裁区分決裁区分

処理名 4.0　仮受付ファイル作成

作成日付

記号名

届後戸籍の筆頭者

　届出選択
データ編集表

名称

届後戸籍の筆頭者

項目

名称

届書送付目録区分

処分区分

送達確認1

版 頁数改定日付
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｢異動検索｣処理

第7.2.(4)



新メッセージ内容

審査不可区分が設定されています。(婿養子縁組婚姻,入夫婚姻)2

版 頁

異動検索 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日

審査不可区分が設定されています。(渉外婚姻)

　★前提★

　ここに記述するものは,基本的な例であり,処理機能･画面等は,各自治体･メーカー一任とする。

　但し,次に掲げる事項は,必須とする。

　　　　　1).該当者選択時における審査不可区分のチェック

　　　　　2).不受理申出がある場合の,不受理申出画面の強制表示

　　　　　3).出生子の名に使える文字のチェック

　　　　　4).本籍,住所等選択入力の場合のコードの設定

　　　　　5).戸籍DBの排他制御(ロック)処理(エラーメッセージ表示含む)

　　　　　6).その他,処理に必要なコード等の設定

　　　　　7).除籍者が選択された場合は,注意喚起のメッセージ等を表示

第7
2

(4)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

21 1/4

区分

1

 7-2-(4)-1



平成6年12月 1日
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付

システム化調査研究会異動検索 1令和　年　月　日

　1.異動検索処理業務の概要図

第7
2

(4)

版

2/4

改訂日付 頁

作成

表示

検索

対象者コード戸籍DBロック
中間F作成

中間F 戸籍DB

各届書画面編集

戸籍DB

各届出入力画面 該当戸籍一覧

戸籍構成員一覧

個人詳細表示

個人状態表示 不受理申出表示

事件コード

個人番号
戸籍番号

検索

 7-2-(4)-2



平成6年12月 1日

作成者

令和　年　月　日 1 3/4

頁版

　1.異動検索処理業務の概要

　　　　A.各届書入力画面からの制御

　　　　　･各届書入力画面から,事件コードを受け取る。

　　　　B.該当戸籍一覧～個人詳細表示

　　　　　･該当戸籍選択:検索処理と同様

　　　　　･戸籍構成員一覧:与えられた事件コードに対する該当者及び該当戸籍を選択する。【次頁参照】　　該当者/該当戸籍分繰り返す

　　　　　･個人詳細表示:検索処理と同様

　　　　　･個人状態表示:検索処理と同様

　　　　　･不受理申出表示:検索処理と同様

　　　　C.該当者選択終了後

　　　　　･該当者に不受理申出Fが存在すれば,不受理申出に該当するかどうかの判断入力ができる不受理申出の画面を強制的に出力させる。
　　　　　判断結果は,異動入力へと引き継ぐ。

　　　　　･該当する戸籍に対して,ロックをかける

　　　　　･届書画面に対応する中間Fを作成する。

　　　　D.届書画面編集

　　　　　･作成した中間Fより画面へ編集する。

異動検索 システム化調査研究会

第7
2

(4)
システム処理の概要説明書

作成日付 改訂日付作業名

 7-2-(4)-3



新本籍の入力

入籍戸籍(の筆頭
者)

入籍戸籍(の筆頭
者)

備考

入籍戸籍

新本籍の入力

新本籍の入力

新本籍の入力

新本籍の入力

新本籍の入力

該当者

入るべき戸籍 新本籍の入力

復氏届

死亡者
死亡者の生存配偶者

失踪者
失踪者の生存配偶者

該当戸籍

戻る戸籍

新本籍の入力

新本籍の入力

新本籍の入力

新本籍の入力
戻る戸籍(の筆頭
者)

戻る戸籍(の筆頭
者)

新本籍の入力

戻る戸籍(の筆頭
者)

分籍者

新本籍の入力

入籍戸籍

新本籍の入力

姻族関係終了者

被廃除者
廃除者

入籍者
入籍者の配偶者

養子･養女
養父
養母

養子離縁届同時73条の2届

出生届

認知届

養子縁組届

養子離縁届

縁氏続称者

養子･養女
養父
養母

未成年後見届

新本籍の入力

父
母
届出人

被認知者(子)
認知者(父)
被認知者の母
(子の母)

養子･養女
養父
養母

保佐届 被保佐人
保佐人

新本籍の入力

法73条の2届(法69条の2届)

親権(管理権)届 未成年者
親権者(管理権者)

届書名

新本籍の入力

夫
妻

離婚届

婚姻届

77条の2届

特別養子縁組届

特別養子離縁届

届書名

国籍喪失届

推定相続人廃除届

107条2項届

107条1項届

分籍届

国籍取得届

帰化届

死亡届

失踪宣告届

復氏届

姻族関係終了届

氏変更者

転籍者
転籍の筆頭者

国籍喪失者
国籍喪失者の配偶者

氏変更者

外国国籍喪失届

国籍選択者

外国国籍選択者

氏変更者
氏変更の筆頭者

氏変更者

名変更者

国籍選択届

107条4項届

就籍届

転籍届

107条3項届

名の変更届

養子･養女
養父
養母

養子･養女
養父
養母

新本籍の入力

入籍届

処理名 1.0 異動検索の届書別該当者一覧

平成30年3月31日異動検索 システム化調査研究会 平成6年12月 1日

第7
2

(4)
システム処理の概要説明書

作業名

21

改訂日付

4/4

婚氏続称者

該当戸籍 備考

夫
妻

未成年被後見人
未成年後見人

離婚届同時77条の2届

夫
妻

該当者

頁作成者 作成日付 版
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｢審査｣処理

第7.2.(5)



第7.2.(5)｢異動｣処理

1.出生届



　1.出生業務範囲外の処理

　 (1).国外の出生地主義,条件付出生地主義,血統主義に関する審査
　 (2).裁判以外の嫡出の推定を排除する例外事由の内容についての審査
　 (3).新国籍法施行前(昭和25年6月30日以前)の出生届(審査結果業務)
　 (4).改正国籍法施行前(昭和59年12月31日以前)に外国人と婚姻し,現在も(養)父母の戸籍にいる者の出生届(審査結果業務)
　 (5).入るべき戸籍の父母双方が除籍である場合(審査結果業務)
　 (6).母重婚中に出生した出生届(審査結果業務)
　 (7).親子関係存在確認の裁判によるもの(審査結果業務)
　 (8).父母又は母の親子関係不存在確認の裁判によるもの(審査結果業務)
　 (9).国籍留保届出人が法定代理人である場合の出生届(審査結果業務)
　(10).非嫡出子を出生した母(構成員,配偶者区分 ＝ 未)が,出生当時の戸籍より除籍となっている場合の出生届(審査結果業務)
　(11).父母婚姻前出生,又は婚姻後200日以内出生の時,胎児認知があり,胎児認知者が母の夫以外である場合の出生届(審査結果業務)
　(12).嫡出子出生届により,既に入籍している子の弟妹につき父母との続柄を訂正する場合の訂正処理(訂正業務)
　(13).出生子の名のみの届出の場合(審査結果業務)
　(14).胎児認知がある場合,胎児認知を届け出た市区町村以外への出生の届出(審査結果業務)
　　　 及び,送付分による父のみの胎児認知の記録の出生届
　(15).同一人との再婚後に出生した場合の出生届(審査結果業務)
　(16).入るべき戸籍の本籍が管外であり,入籍事件日への入力がない場合は,入るべき戸籍,出生区分等の審査(審査3.5～3.12)については審査しない。
　　　 但し,入籍事件日への入力がある場合は,通常の審査を行う。
　(17).改正国籍法施行前(昭和59年12月31日以前)に国外で出生した場合の出生届(審査結果業務)
　(18).父又母が性同一性障害者で,性同一性障害による性別変更以前に出生した出生届(審査結果業務)
　(19).日本人男と外国人母が婚姻し、離婚後300日以内に出生、別の日本人男が胎児認知届を行い、前夫との嫡出否認の裁判の出生届
　(20).国籍喪失者(筆頭者)とその配偶者の嫡出子出生届(外国人と日本人の嫡出子出生届)(審査結果入力)
　　　 →戸籍編製マトリックスで判断項目が不足しているため、審査結果入力対象とする。
　(21).胎児認知届が証書提出の場合→出生届に証書関連の入力項目が存在しないため、審査結果入力対象とする。
　(22).入るべき戸籍の母が除籍者の場合は、審査結果入力対象とする。

　2.出生届出入力画面の意義

　 (1).その1画面:出生子･届出人の各項目を入力する。
　 (2).その2画面:入るべき戸籍･父母の各項目を入力する。
　 (3).その3画面:上記入力以外の身分事項記載用データを入力する。

　3.その他

　 (1).対象父(現夫,前後夫,届書の父)について
　　 ･審査で使用している対象父の考えは,画面上に入力された父を現夫として取り扱っている。
　　　 従って,審査のパターンによっては,母の実際の夫が後夫として取り扱われる場合もある。
　 (2).離婚後300日以内の出生子への｢親権｣事項の記載について
　　 ･昭和36年12月5日民事甲第3061号において、記載不要との先例があるが、コンピュータ化後の記載としては省略せずに記載するものとする。

版 頁

出生 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 1/95

改訂日付第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付
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3.処理概要

　(1)出生届の内容を画面入力する
　(2)出生届で入力された項目の単体チェックを行う
　(3)出生届で入力された項目の関連チェックを行う
　(4)審査を行う
　(5)出生届から中間ファイル(届書)を編集･出力する
　(6)確認画面(出生届)に制御を渡す

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　単体チェック

　　　　　　　　2.0　関連チェック

　　　　　　　　3.0　審査(レアケース,不受理,以降の処理制御)
　　　　　　　　　　　　　　3.1　審査(嫡出否認の裁判)
　　　　　　　　　　　　　　3.2　審査(親子関係不存在確認の裁判)
　　　　　　　　　　　　　　3.3　審査(父を定める訴の裁判)
　　　　　　　　　　　　　　3.4　審査(強制認知の裁判)
　　　　　　　　　　　　　　3.5　審査(父母日本人婚姻後201日以降出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.6　審査(父母日本人婚姻後200日以内出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.7　審査(父母日本人婚姻前出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.8　審査(父母日本人,母未婚･婚姻解消後出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.9　審査(父日本人,母外国人婚姻後201日以降出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.10　審査(父日本人,母外国人婚姻後200日以内出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.11　審査(父日本人,母外国人婚姻前出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.12　審査(父日本人,母外国人,母未婚･婚姻解消後出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.13　審査(父母外国人･無国籍人出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.14　審査(棄児)
　　　　　　　　　　　　　　3.15　審査(嫡出子)
　　　　　　　　　　　　　　3.16　審査(準正嫡出子)
　　　　　　　　　　　　　　3.17　審査(非嫡出子)
　　　　　　　　　　　　　　3.18　審査(受理伺い)
　　　　　　　　　　　　　　3.19　審査(母日本人,父外国人婚姻後201日以降出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.20　審査(母日本人,父外国人婚姻後200日以内出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.21　審査(母日本人,父外国人婚姻前出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.22　審査(母日本人,父外国人,母未婚･婚姻解消後出生)
　　　　　　　　　　　　　　3.23　審査(母日本人未婚･婚姻解消後出生)

　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル[届書])

5.備考(特記事項含む)

第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/95

改定日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入

個人状態ファイル 入

エラー履歴ファイル 出

中間ファイル(届書) 出

審査

(出生届)

中間ファイル

(届書)

確認画面

(出生届)

個人状態

ファイル

入力画面

(出生届)

エラー履歴

ファイル

戸籍DB
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/

/

/

/

/

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

/

(14)業務選択に制御を渡す

(11)同画面を編集する

(8)入力確認処理へ制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う。

PF7

(19)｢先頭ページです｣

(17)前ページ出生画面表示

(16)前ページがあるか(YES,NO)

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

審査エラー (10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し、応答した後、以降の
審査を続行する

確認

――――→

――――→PF2

PF1

実行キー

YES

YES

PF10

PF11

PF12

その他 (27)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示

(26)同画面を初期化する

(25)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(23)｢最後ページです｣

(1)入力画面(出生届)の表示

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他）

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

YES

PF8

(21)次ページの出生画面表示

(20)次ページがあるか(YES,NO)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [1.0]

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO) [2.0]

(6)審査(OK:YES,NG:NO) [3.0]

(7)中間ファイル(届書)を編集･出力する [4.0]

(18)同画面を編集する

(22)同画面を編集する

根拠法令(マニュアル処理)0.0 本紙処理名

作業名

審査(出生届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者 頁

3/95

版

1令和　年　月　日

改定日付

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付

NO

(13)エラーメッセージを表示する
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No 必須 属性

1 数字

2 ○ 英数

3 英数

4 漢字

6 英数

7 ○ 数字

8 英数

9 ○ 数字

10 ○ 数字

11 ○ 数字

12 ○ カナ

13 ○ 漢字

14 ○ 英数

15 ○ 数字

16 ○ 数字

17 漢字

18 漢字

19 ○ 漢字

20 ○ 漢字

　〃　.出生区分

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

○

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

○

○

数字

数字

数字
(001:父,002:母,005:父母,077:法定代理人,079:医師,115:
助産師,081:その他立会人,082:親族,085:同居者,

(1:嫡出子,2:準正嫡出子,3:非嫡出子,4:棄児)であること

(10～49,99)であること　(11～29,31～49,99)であること

(1:創設的届出,2:報告的届出)であること

(0:無,1:医師･助産師,2:その他)であること

(氏△名　又は　氏)であること

(氏△名　又は　氏)であること

｢日付ﾁｪｯｸｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ｣｢年齢算出ﾁｪｯｸｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:要,1:不要)であること

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

5

21

22

出張所番号

受領日

送付日

発送元

処理日

本･非本区分

郵送日

動態区分

報告区分

在外送付区分

　〃　.
　世帯主との続柄コード

届出人.資格コード

　〃　.続柄コード

　〃　.出生地

　〃　.国籍

　〃　.住所

　〃　.世帯主氏名

出生証明書区分

出生子.カナ氏名

　〃　.漢字氏名

　〃　.生年月日

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック表(2/6) 養子縁組(その1)　1/2

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 4/95

改訂日付

 7-2-(5)-1-4



No 必須 属性

23 漢字

24 漢字 届出人の資格 ＝ 005.097の場合未入力
届出人の資格 ≠ O05,097の場合入力必須

出力エラーメッセージ

　〃　.氏名

092:船長,093:公設所の長,097:市区町村長)であること

項目名 内容

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/95

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック表(2/5) 出生(その1)

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

届出人.資格名称

備考

版 頁改定日付

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

 7-2-(5)-1-5



No 必須 属性

－ 数字

－ ○ 英数

－ 英数

－ 漢字

－ 英数

－ ○ 数字

－ 英数

－ ○ 数字

－ ○ 数字

25 英数

28 英数

30 漢字

31 漢字

32 漢字

34 英数

(0:未,1:夫,3:生存配偶者)であること　　 〃 　　.

父配偶者区分

37

33

27

29

　　 〃 　　. 本籍

　　 〃 　　.

嫡出子例外区分

　　 〃 　　.

母前婚姻解消日

　　 〃 　　.

父筆頭者区分

数字

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

　　 〃 　　. 父生年月日

数字

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

入るべき戸籍. 婚姻日 ｢日付チェックサブルーチン｣

処理日 ｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:無,1:有)であること

英数

　　 〃 　　. 婚姻解消日 ｢日付チェックサブルーチン｣

数字

　　 〃 　　. 筆頭者

　　 〃 　　. 父氏名

(0:構成員,1:筆頭者)であること

郵送日 ｢日付チェックサブルーチン｣

動態区分 (0:不要,1:要)であること

(1:創設的届出,2:報告的届出)であること報告区分

1.0　単体チェック表(3/5) 出生(その2)

本･非本区分 (1:本籍,2:非本籍)であること

○ 数字

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考項目名 内容 出力エラーメッセージ

出張所番号

－

処理名 画面名 画面ID

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/95

 7-2-(5)-1-6



No 必須 属性

36 英数

38 漢字

40 英数

42 英数

44 漢字

45 漢字

46 英数

47 漢字

48 数字

49 漢字

50 漢字

51 英数

52 漢字

53 数字

54 数字

55 英数

56 数字

 〃 . 父外国人区分

 〃 . 父本籍

 〃 . 父生年月日

 〃 . 父筆頭者

関連受領番号

英数

数字

英数

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:未,2:妻,3:生存配偶者)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

43

35

　　 〃 　　. 母生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

　　 〃 　　.

父入籍事件日

　　 〃 　　.

母筆頭者区分

　　 〃 　　.

母配偶者区分

　　 〃 　　.

母入籍事件日

41

｢日付チェックサブルーチン｣

 〃 . 母外国人区分 (0:日本人,1:外国人)であること

胎児認知区分

胎児認知日

(0:無,1:有)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

 〃 . 母筆頭者

｢日付チェックサブルーチン｣

　　 〃 　　. 母除籍日

届書. 父氏名

39
数字 (0:構成員,1:筆頭者)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

入るべき戸籍. 父除籍日 ｢日付チェックサブルーチン｣

　　 〃 　　. 母氏名

 〃 . 母生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

 〃 . 母氏名

 〃 . 母本籍

(0:日本人,1:外国人)であること

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック表(4/5) 出生(その2)

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/95

 7-2-(5)-1-7



No 必須 属性

－ 数字

－ ○ 英数

－ 英数

－ 漢字

－ 英数

－ ○ 数字

－ 英数

－ ○ 数字

－ ○ 数字

57 漢字

58 漢字

59 数字

60 漢字

62 英数

63 数字

64 漢字

65 英数

68 数字

61

－

1.0　単体チェック表(5/5)

(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:
強制認知)であること

数字裁判. 区分

新戸籍. 本籍

○ 数字 (0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

郵送日

動態区分

報告区分

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:不要,1:要)であること

(1:創設的届出,2:報告的届出)であること

送付日

発送元

処理日

本･非本区分

在外送付区分

  〃  . 対象父氏名

国内遅延届出区分 (0:無,1:国内有)であること

  〃  . 確定日 ｢日付チェックサブルーチン｣

在外公館名

  〃  . 筆頭者

国籍留保届出人区分 (O:無,1:父,2:母,3:父母)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

出張所番号

受領日

  〃  . 対象父生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

  〃  . 子の氏変更申出区分 (0:無,1:有)であること

出生(その3)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/95

処理名 画面名 画面ID

 7-2-(5)-1-8



No

1

2

3

4

6

11

12

13

(No.8)郵送日 ≠ スペースの時,(No.3)送付日 ＝ スペース　であること

(No.3)送付日 ＝ スペースの時,(No.4)発送元 ＝ スペース　であること

(No.3)送付日 ≠ スペースの時,(No.4)発送元 ≠ スペース　であること

(No.3)送付日 ≠ スペースの時,(No.3)送付日 ≧ (No.2)受領日　であること

(No.3)送付日 ＝ スペースの時,(No.5)在外送付区分 ＝ 0:受理分　であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.4)発送元 ≠ スペース,かつ,(No.5)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　のとき

(No.9)動態区分 ＝ 1:要であること

(No.4)発送元 ≠ スペース,かつ,(No.5)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　　　または

(No.5)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　のとき
(No.9)動態区分 ＝ 0:不要　であること

第20版変更

(No.8)郵送日 ≠ スペースの時,(No.8)郵送日 ≦ (No.2)受領日　であること

(No.4)発送元 ≠ スペース,かつ,(No.4)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外のとき

(No.5)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　であること

(No.3)送付日 ＝ スペース,かつ,(No.15)出生子の出生区分 ≠ 4の時,(No.9)動態区分 ＝ 1:要　であ
ること

5

(No.6)処理日 ≠ スペースの時,(No.6)処理日>(No.2)受領日　であること

(No.4)発送元 ≠ スペースの時,(No.5)在外送付区分 ≠ 0:受理分　であること

7

8

9

10

(No.4)発送元 ≠ スペース,かつ,(No.4)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外のとき

(No.5)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
(No.5)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック表(1/6) 出生(共通項目欄)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 9/95

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-1-9



No

15

(No.44～47)父氏名,父本籍,父生年月日,父筆頭者のいずれかに入力がある時
　(No.48)父外国人区分 ＝ Oの場合
　　(No.44)父氏名 ≠ スペース,(No.45)父本籍 ≠ 本籍,(No.46)父生年月日 ＝ 和暦,
　　(No.47)父筆頭者氏名 ≠ スペース　であること
　(No.48)父外国人区分 ＝ 1の場合
　　(No.44)父氏名 ≠ スペース,(No.45)父本籍 ＝ 国籍,(No.46)父生年月日 ＝ 西暦,
　　(No.47)父筆頭者氏名 ＝ スペース　であること

21

22 (No.49～52)母氏名,母本籍,母生年月日,母筆頭者のいずれかに入力がある時
　(No.53)母外国人区分 ＝ 0の場合
　　(No.49)母氏名 ≠ スペース,(No.50)母本籍 ＝ 本籍,(No.51)母生年月日 ＝ 和暦,
　　(No.52)母筆頭者氏名 ≠ スペースであること
　(No.53)母外国人区分 ＝ 1の場合
　　(No.49)母氏名 ≠ スペース,(No.50)母本籍 ＝ 国籍,(No.51)母生年月日 ＝ 西暦,

(No.32～37)父欄のいずれか　又は　(No.38～43)母欄のいずれかに入力がある場合,
　(No.30)本籍 ≠ スペース,(No.31)筆頭者 ≠ スペース　であること

(No.32～37)父欄のいずれかに入力がある場合,
　(No.32)父氏名,(No.33)父筆頭者区分,(No.34)父生年月日,
　(No.37)父配偶者区分 ≠ スペース　であること

17

16

(No.28)婚姻解消日 ≠ スペースの時,
　(No.25)婚姻日 ≠ スペース,(No.28)婚姻解消日 ≧ (No.25)婚姻日　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.15)出生子の出生区分 ＝ 4の時,(No.9)動態区分 ＝ 0　であること ｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

18

(No.38～43)母欄のいずれかに入力がある場合,
　(No.38)母氏名,(No.39)母筆頭者区分,(No.40)母生年月日,
　(No.43)母配偶者区分 ≠ スペース　であること

19

(No.30)本籍 ≠ スペース　又は　(No.31)筆頭者 ≠ スペースの時
　(No.30)本籍 ≠ スペース,(No.31)筆頭者 ≠ スペース　であること
　(No.32～37)父欄(関連No.18項目) (No.38～43)母欄(同No.19項目)　の双方又は一方に入力があるこ
と

20

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック表(2/6) 出生(その1～その3)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成17年 3月 1日 9 10/95

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-1-10



No

24

25

32

33

(NO.59)国籍留保届出人区分 ≠ スペースの時、(NO.60)在外公館名 ＝ スペースであること

(NO.60)在外公館名 ≠ スペースの時、(NO.59)国籍留保届出人区分 ＝ スペースであること

26

(NO.61)区分 ＝ 3,4の時
　　(NO.62)確定日 ≠ スペース,(NO.63)子の氏変更申出区分 ＝ スペース,
　　(NO.64)対象父氏名 ≠ スペース,(NO.65)対象父生年月日 ≠ スペースであること

(NO.62)確定日 ≠ スペースの時
　　(NO.61)区分 ≠ スペース,(NO.64)対象父氏名 ≠ スペース,
　　(NO.65)対象父生年月日 ≠ スペースであること

(NO.63)子の氏変更申出区分 ≠ スペースの時
　　(NO.61)区分 ＝ 1又は2,(NO.62)確定日 ≠ スペース,(NO.64)対象父氏名 ≠ スペース,
　　(NO.65)対象父生年月日 ≠ スペースであること

(NO.64)対象父氏名 ≠ スペースの時
　　(NO.61)区分 ≠ スペース,･(NO.62)裁判確定日 ≠ スペース,
　　(NO.65)対象父生年月日 ≠ スペースであること

(NO.65)対象父生年月日 ≠ スペースの時
　　(NO.61)区分 ≠ スペース,･(NO.62)確定日 ≠ スペース,
　　(NO.64)対象父氏名 ≠ スペースであること

(NO.68)国内遅延理由区分 ≠ スペースの時
　　(NO.5)在外送付区分 ＝ 1、かつ、(NO.4)発送元 ≠ スペースであること

22版(出生142)

22版(出生142)

23 (NO.57)本籍 ≠ スペース　又は　(NO.58)筆頭者 ≠ スペースの時
　　(NO.57)本籍 ≠ スペースかつ　(NO.58)筆頭者 ≠ スペースであること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

　　(NO.52)母筆頭者氏名 ＝ スペースであること ｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

27

28

29

30

31

34

(NO.61)区分 ＝ 1,2の時
　　(NO.62)確定日 ≠ スペース,(NO.64)対象父氏名 ≠ スペース,
　　(NO.65)対象父生年月日 ≠ スペースであること

2.0 関連チェック表(3/6) 出生(その1～その3)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 11/95

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 画面名 画面ID

 7-2-(5)-1-11



No

(NO.12)カナ氏名 ＝ 氏△名の時
　(NO.13)漢字氏名 ＝ 氏△名であること

(NO.32)父氏名 ≠ スペースの時
　(NO.44～48)届書の父欄 ＝ スペースであること

(NO.22)届出人. 資格コード ＝ 077(法定代理人),093(公設所の長)の時
　(NO.23)届出人. 資格名称 ≠ スペースであること

(NO.22)届出人. 資格コード ≠ 077(法定代理人),093(公設所の長),097(市区町村長)の時
　(NO.23)届出人. 資格名称 ＝ スペースであること

47 (NO.49)母氏名 ≠ スペースの時
　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ＝ スペースであること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(NO.44)父氏名 ≠ スペース
　(NO.32～37)入るべき戸籍の父欄 ＝ スペースであること

40

41

42

43

44

45

46

39

(NO.48)父外国人区分 ＝ 1　かつ　(NO.53)母外国人区分 ＝ 1の時
　(NO.25～43)入るべき戸籍欄 ＝ スペースであること

(NO.55)胎児認知日 ＝ スペースの時
　(NO.32～37)入るべき戸籍の父欄　又は　(NO.44～48)届書の父欄の一方には入力があること

(NO.12)カナ氏名 ＝ 氏のみの時
　(NO.13)漢字氏名 ＝ 氏のみであること

37

(NO.32)父氏名 ≠ スペース　かつ　(NO.38)母氏名 ≠ スペースの時
　(NO.32)父氏名(氏) ＝ (NO.38)母氏名(氏)であること

36

(NO.11)出生証明書区分 ＝ 1　又は　(NO.22)届出人資格コード ＝ 092(船長)の時
　(NO.17)出生地 ≠ スペースであること

(NO.38)母氏名 ≠ スペースの時
　(NO.49～53)届書の母欄 ＝ スペースであること

35

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

2.0 関連チェック表(4/6) 出生(その1～その3)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/95

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 画面名 画面ID

 7-2-(5)-1-12



No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

57 (NO.44～48)届書の父欄 ≠ スペースの時
　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ≠ スペース　又は　(NO.49～53)届書の母欄 ≠ スペースである
こと

52

53

54

55

56

備考

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック表(5/6) 出生(その1～その3)

(NO.22)資格コード ＝ 001(父)の時
　(NO.24) ＝ 氏名(NO.32)入るべき戸籍の父氏名　又は
　(NO.24)氏名 ＝ (NO.44)届書の父氏名　であること

(NO.22)資格コード ＝ 002(母)の時
　(NO.24)氏名 ＝ (NO.38)入るべき戸籍の母氏名　又は
　(NO.24)氏名 ＝ (NO.49)届書の母氏名　であること

(NO.22)資格コード ＝ 005(父母)の時
　(NO.32～37)入るべき戸籍の父欄 ≠ スペース　又は　(NO.44～48)届書の父欄 ≠ スペース　かつ
　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ≠ スペース　又は　(NO.49～53)届書の母欄 ≠ スペース　であ
ること

(NO.25)婚姻日 ≠ スペース　かつ　(NO.28)婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
(NO.32～37)入るべき戸籍の父欄 ≠ スペースの時
　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ≠ スペース　又は　(NO.49～53)届書の母欄 ≠ スペースである
こと

(NO.25)婚姻日 ≠ スペース　かつ　(NO.28)婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ≠ スペースの時
　(NO.32～37)入るべき戸籍の父欄 ≠ スペース　又は　(NO.44～48)届書の父欄 ≠ スペースである
こと

(NO.25)婚姻日 ≠ スペース　かつ　(NO.28)婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
(NO.32～37)入るべき戸籍の父欄 ＝ スペース　かつ　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ≠ スペース
の時
　(NO.49～53)届書の母欄 ＝ スペース　かつ　(NO.44～48)届書の父欄 ＝ スペースであること

(NO.25)婚姻日 ≠ スペース　かつ　(NO.28)婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
(NO.32～37)入るべき戸籍の父欄 ＝ スペース　かつ　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ＝ スペース
の時
　(NO.49～53)届書の母欄 ≠ スペース　かつ　(NO.44～48)届書の父欄 ≠ スペースであること

(NO.25)婚姻日 ＝ スペース　かつ　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ≠ スペースの時
　(NO.32～37)入るべき戸籍の父欄 ＝ スペース　かつ　(NO.43～53)届書の母欄 ＝ スペースである
こと
(NO.25)婚姻日 ＝ スペース　かつ　(NO.49～53)届書の母欄 ≠ スペースの時
　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ＝ スペースであること

48

49

50

51

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/95
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-1-13



No

2.0 関連チェック(6/6) 出生(その1～その3)

(NO.15)出生区分 ≠ 4の時
　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ≠ スペース　又は　(NO.49～53)届書の母欄 ≠ スペースである
こと
(NO.54)胎児認知区分, (NO.55)胎児認知日, (NO.56)関連受領番号のいずれかに入力がある時
　(NO.54～56)全てに入力があること

(NO.30)本籍 ≠ スペース　かつ　本籍 ＝ 管内の時
　(NO.32～37)父欄のいずれかに入力がある場合
　　(NO.35)父入籍事件日 ≠ スペースであること
　(NO.38～43)母欄のいずれかに入力がある場合
　　(NO.41)母入籍事件日 ≠ スペースであること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(NO.36)父除籍日 ≠ スペースの時
　(NO.35)父入籍事件日 ≠ スペースであること

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

67 (NO.14)生年月日 ＝ 和暦の時
　(NO.18)国籍 ＝ スペースであること

(NO.42)母除籍日 ≠ スペースの時
　(NO.41)母入籍事件日 ≠ スペースであること

入るべき戸籍の父,入るべき戸籍の母 ≠ スペース　かつ　父母の一方が本籍人の時
　入るべき戸籍の父,戸籍番号 ＝ 入るべき戸籍の母,戸籍番号であること

64

65

66

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

59

60

61

62

63

(NO.32～37)入るべき戸籍の父欄 ≠ スペース　かつ　(NO.38～43)入るべき戸籍の母欄 ≠ スペース
の時
　(NO.25)婚姻日 ≠ スペースであること
(NO.15)出生区分 ＝ 4の時
　(NO.17)出生地 ＝ スペースであること

(NO.11)出生証明書区分 ＝ 1の時
　(NO.15)出生区分 ≠ 4であること

58

1 14/95

処理名 画面名 画面ID

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届)

 7-2-(5)-1-14



No

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック表(6-1/6) 出生(その1～その3)

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 15/95

改訂日付

(No.33)入るべき戸籍.父筆頭者区分 ＝ 1　かつ　(No.36)入るべき戸籍.父除籍日 ≠ スペース　かつ
(No.42)入るべき戸籍.母除籍日 ＝ スペース　の時、
　　　(No.43)入るべき戸籍,母配偶者区分 ≠ 2　であること

(No.37)入るべき戸籍.母氏名 ≠ スペース　かつ　(No.39)入るべき戸籍.母除籍日 ＝ スペース　かつ
(No.25)入るべき戸籍.婚姻日 ≠ スペース　かつ　(No.28)入るべき戸籍.婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
(No.32)入るべき戸籍.父氏名 ≠ スペース　の時、
　　　(No.43)入るべき戸籍.母配偶者区分 ＝ 2　であること

(No.32)入るべき戸籍.父氏名 ≠ スペース かつ (No.36)入るべき戸籍.父除籍日 ＝ スペース　かつ
(No.25)入るべき戸籍.婚姻日 ≠ スペース かつ (No.28)入るべき戸籍.婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
(No.38)入るべき戸籍.母氏名 ≠ スペースの時、
   　 (No.37)入るべき戸籍.父配偶者区分 ＝ 1 であること

(No.36)入るべき戸籍.父除籍日 ＝ スペース　かつ　(No.39)入るべき戸籍.母筆頭者区分 ＝ 1　かつ
(No.42)入るべき戸籍.母除籍日 ≠ スペース　の時、
　　　(No.37)入るべき戸籍.父配偶者区分 ≠ 1　であること

72

73

12版追加

20版追加

20版追加

12版追加
70 (No.33)入るべき戸籍.父筆頭者区分 ＝ 0　かつ　(No.36)入るべき戸籍.父除籍日 ＝ スペース　かつ

(No.37)入るべき戸籍.父配偶者区分 ＝ 1　の時、
　　　(No.49)届書.母氏名　～　(No.53)届書.母外国人区分 ＝ (未入力)であること

71 (No.39)入るべき戸籍.母筆頭者区分 ＝ 0　かつ　(No.42)入るべき戸籍.母除籍日 ＝ スペース　かつ
(No.43)入るべき戸籍.母配偶者区分 ＝ 2の時、
　　　(No.44)届書.父氏名　～　(No.48)届書.父外国人区分 ＝ (未入力)であること

68

69

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣
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/

/

/

YES /

NO

/

NO /

/

YES /

NO

NO /

/

/

/

NO

/

/

/

/

(5-3) 本紙へ

(4) 本紙へ

※出生:受理、胎児認知:受理だけ審査対象それ
以外は審査結果入力

(8)本紙へ

(10-2)本紙へ

審査結果入力

/

/

(10-5)本紙へ

父母渉外婚姻区分は審査処理上の区分

審査結果入力

(18)入るべき戸籍の婚姻日 ≠ スペース(YES,NO)

(20)父母渉外婚姻区分に2を移送

(21)→(24)へ

YES

YES

NO

(10-3)→(10-7)へ

(10-4)エラーメッセージ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(10-6)→(10-7)へ

(10-7)入るべき戸籍の父氏名 ≠ スペース　かつ
　　　届書の母氏名 ≠ スペース　かつ　届書の母外国人区分 ＝ 1(YES,NO)

(11)入るべき戸籍の婚姻日 ≠ スペース(YES,NO)

(14)→(17)へ

YES

YES

YES (10-1)確認メッセージ(YES,NO)
　　｢同一人の再婚でないものとして処理を続行しますか。｣を表示

(16)→(17)へ

(13)父母渉外婚姻区分に1を移送

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 16/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(1)関連受領No. ≠ スペース(YES,NO)

(2)受けF.受付事件コード ≠ 0202(YES,NO)

(3) エラーメッセージ
　　｢入力された関連受領No.は、胎児認知の受付帳ではありません。｣を表示

(5)受けF.受理送付区分 ＝ 1　かつ　在外送付区分 ＝ 0(YES,NO)

(5-1)→(6)へ

(5-2) エラーメッセージ
｢出生、胎児認知が受理分以外の場合は審査結果業務で処理して下さい。｣を表示

(5-4)→(6)へ

新国籍法(昭和25. 7. 1施行)

審査結果入力

不受理

処理名 3.0　審査 1/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

YES

YES

NO

NO

(15)父母渉外婚姻区分に3を移送

(17)入るべき戸籍の母氏名 ≠ スペース　かつ
　　　届書の父氏名 ≠ スペース　かつ　届書の父外国人区分 ＝ 1(YES,NO)

(6) 出生子の生年月日 < 昭和25年7月1日(YES,NO)

(7)エラーメッセージ
 ｢出生日が新国籍法施行前の出生処理は審査結果業務で処理して下さい。｣を表示

(9)→(10)へ

(10)入るべき戸籍の母前婚姻解消日 ≠ スペース かつ 入るべき戸籍の婚姻日 ≠ スペース(YES,NO)

YES
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/

NO

/

/

/

NO /

/

/

NO

NO

NO

/

/

/

NO

NO

NO

(36)父母渉外婚姻区分 ＝ 2(YES,NO)

改正国籍法(昭和60.1.1施行)

/

審査結果入力

NO

YES (33)本紙へ

(39)本紙へ

/

YES

YES

YES

YES

YES

(37)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(38)エラーメッセージ
　　｢出生子は外国人です。出生子の生年月日を西暦で入カして下さい。｣
を表示

(40)→(46)へ

(46)入るべき戸籍の父入籍事件日 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の父除籍日 ≠ ス
ペース　かつ　入るべき戸籍の母入籍事件日 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の母除籍
日 ≠ スペース(YES,NO)

処理名 3.0　審査 2/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

(22)父母渉外婚姻区分に4を移送

(23)→(24)へ

(35)出生子の生年月日<昭和60年1月1日(YES,NO)

(24)入るべき戸籍の婚姻日 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の婚姻日 < 昭和60年1月1日(YES,NO)

(25)父母渉外婚姻区分 ＝ 1(YES,NO)

NO

YES

YES 不受理

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(29)→(35)へ

(30)父母渉外婚姻区分 ＝ 2(YES,NO)

(31)入るべき戸籍の筆頭者 ≠ 入るべき戸籍の母氏名(YES,NO)

(32)エラーメッセージ
　　｢改正前国籍法下での渉外の婚姻です。審査結果業務より処理し
て下さい。｣を表示

(34)→(35)へ

/

/

(26)入るべき戸籍の筆頭者 ≠ 入るべき戸籍の父氏名(YES,NO)

(27)エラーメッセージ
　　｢改正前国籍法下での渉外の婚姻です。審査結果業務より処理して下さ
い。｣を表示

審査結果入力

改正国籍法(昭和60.1.1施行)

(28)本紙へ

版 頁

 7-2-(5)-1-17



NO /

NO /

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作成日付 改訂日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

(49)→(49-1)へ 第20版変更

(49-1)入るべき戸籍の父氏名～入るべき戸籍の父除籍日 ＝ スペース　かつ
　　届書の父氏名～届書の父外国人区分のいずれかに入力があり　かつ
　　入るべき戸籍の母除籍日 ≠ スペース(YES,NO)

/

作業名 作成者

平成29年 3月31日 20 18/95

第13版変更

処理名 3.0　審査 3/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

YES (47)エラーメッセージ
　　｢入るべき戸籍に父母が在籍していない為,審査結果業務より処理して下さい。｣
を表示

(48)本紙へ 審査結果入力

YES (49-2)エラーメッセージ
　　｢入るべき戸籍に母が在籍していない為,審査結果業務より処理して下さい。｣を
表示

(49-3)本紙へ 審査結果入力

(49-4)→(60)へ
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/

NO /

/

/

NO /

YES /

NO /

NO /

(50)～(59)は欠番

処理名 3.0　審査 3/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

(60)入るべき戸籍の母筆頭者区分 ＝ 0　かつ　入るべき戸籍の母配偶者区分 ＝ 0　かつ
　　入るべき戸籍の母除籍日 > 出生子の生年月日(YES,NO)

(61)エラーメッセージ
　　｢入るべき戸籍の母が除籍者です。入るべき戸籍に誤りがなければ、審査結果入
力にて処理して下さい。｣を表示

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 19/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

/

不受理　若しくは　一時的に3代戸籍となる場
合は審査結果入力

改訂日付 版 頁

(73)→(74)へ

審査結果入力(71)エラーメッセージ
　　｢胎児認知者と入るべき戸籍の父又は届書の父が違います。｣を表示

NO

(62)本紙へ

(66)エラーメッセージ
　　｢出生後に胎児認知があります。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を
表示

/

不受理(67)本紙へ

(72)本紙へ

(75)エラーメッセージ
　　｢入るべき戸籍の父母が在籍していない為,審査結果入力より処理して下さい。｣
を表示

YES (65)出生子の生年月日 ≦ 胎児認知日(YES,NO)

(63)→(64)へ

(64)胎児認知区分 ＝ 1(YES,NO)

YES

(76)本紙へ

(70)→(98)へ

(68)→(69)へ

(69)関連受領番号に対応する受付F.事件本人漢字氏名･生年月日 ＝
　　入るべき戸籍の父　又は　届書の父(YES,NO)

/

YES

(78)～(81)は欠番

審査結果入力

(74)入るべき戸籍.父入籍事件日  ≠  スペース　かつ　入るべき戸籍.父除籍日  ≠  ス
ペース　かつ　届書.母外国人区分 ＝ 1(外国人)(YES,NO)

YES

(77)→(98)へ
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/

/

YES /

NO

NO /

YES /

YES /

NO

NO

NO

処理名 3.0　審査 3/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 20/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(98)入るべき戸籍の母入籍事件日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

YES

YES

YES

(100)確認メッセージ(YES,NO)
　　｢出生子の入るべき戸籍は,入力した戸籍でよろしいですね。｣を表示

(102)→(112)
へ

(105)入るべき戸籍の母前婚姻解消日 ＝ スペース(YES,NO)

(106)確認メッセージ(YES,NO)を表示
｢母に前婚姻解消の履歴がないものとして処理を続行しますか。｣

(108)→(112)へ

(109)→

(111)→(112)へ

(103)→

(104-1)入るべき戸籍の母の婚姻日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

不受理

不受理

(101)本紙へ

(107)本紙へ

(99)入るべき戸籍の母入籍事件日>出生子の生年月日(YES,NO)

(110)本紙へ

(104)本紙へ

/
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/

/

YES /

NO

NO

NO

/

/

YES /

NO

YES /

NO /

/

/

YES /

処理名 3.0　審査 4/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 21/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

(111-4)表紙へ

(111-5)→(112)へ

NO (111-1)入るべき戸籍の父入籍事件日+300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

YES (111-2)入るべき戸籍の父入籍事件日 > 出生子の生年月日(YES,NO)

YES (111-3)確認メッセージ(YES,NO)
　　　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですね。｣を表
示

(111-6)→ (111-7)本誌へ 不受理

(111-8)→(112)へ

(112)出生子の出生地 ＝ 国外　かつ　出生子の生年月日 ≧ 昭和60年1月1日　かつ
　　出生子の国籍 ＝ スペース(YES,NO)

/

YES (113)国籍留保届出人区分 ＝ スペース(YES,NO) 戸104I,昭和23.6.24　民事甲1989号通達

YES (114)在外公館名 ＝ スペース(YES,NO) 昭和32.9.21 民事甲1833号通達

YES (115)確認メッセージ(YES,NO)
　　｢外国国籍を取得していませんね。｣を表示

(116)本紙へ

(117)→(123-1)へ

(123-1)受領日 ≦ 出生子の生年月日 + 3ヶ月(YES,NO) 戸104I

(121)中間F(届書).大使館職員区分に1を移送

(122)中間F(届書).大使館職員区分に2を移送

(118)→ (119)本紙へ 不受理

NO (120)確認メッセージ(YES,NO)
　　｢在外公館職員は父として処理を続行しますか。｣を表示

(123)→(123-1)へ

(123-2)→(133)へ

NO (123-3)メッセージ
　　｢届出期間を経過していますので注意して下さい。｣を表示

戸104III
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/

/

/

/

/

/

YES /

/

YES /

/

/

NO

/

NO /

/

YES /

YES

NO

NO /

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 22/95

改訂日付

処理名 3.0　審査 5/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

（123-4-1）→(133)へ

戸104I

(126)確認メッセージ(YES,NO)
　　 ｢遅延理由書の添付があるものとして処理を続行しますか。｣を表示

(132-1)エラーメッセージ
　　　｢改正国籍法以前の国外出生の出生届は審査結果で行って下さい。｣を表
示

(139)→(140)へ

NO

(135)本紙へ

(138)本紙へ

(131)本紙へ

(133)出生子の漢字氏名(名) ＝ スペース(YES,NO)

YES

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

(124)受領日 ≦ 出生子の生年月日 + 3ケ月(YES,NO)

不受理,大正13.11.14民事11606号回答(130)→

(132-3)→(133)へ

　　　　　　　　　　　　　　　(15版修正)

　　　　　　　　　　　　　　　(15版修正)

受理伺い　　　　　　　　　　誤植(15版修正)

審査結果入力

不受理

(140)入るべき戸籍の父入籍事件日 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の父除籍日 ＝ ス
ペース　かつ　出生子の生年月日 ＝ 和暦　かつ　入るべき戸籍の婚姻日 ≠ スペース
(YES,NO)

(128)中間F(届書).国外遅延理由区分に1を移送

(129)→(133)へ

NO

(127〓2)〓(133)

NO

YES

/

NO

(132)出生子の出生地 ＝ 国外　かつ　出生子の生年月日 < 昭和60年1月1日(YES,NO)

(127-1)在外送付区分〓2又は3(YES,NO)

(127)本紙へ 戸104III

(125)→(133)へ

審査結果入力YES

(138-1)エラーメッセージ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(134)確認メッセージ(YES,NO)
　　 ｢出生子は名未定として処理を続行しますか。｣を表示

NO

(136)→(140)へ

(137)確認メッセージ(YES,NO)
　　 ｢名のみの届出ですか。｣を表示

(138-2)→

(132-2)本紙へ

昭和39.8.5-6島根県戸住協決

12版改修

(123-4-2)から

(123-7)まで,削除
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/

YES /

/

NO

NO

NO

/

YES /

/

NO

NO

NO

/

/

NO /

NO /

(141)入るべき戸籍の父氏名(氏) ＝ 出生子の漢字氏名(氏)(YES,NO)

(146)エラーメッセージ
　　｢入るべき戸籍の父と出生子の名(漢字)が同じです。｣を表示

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

平成29年 3月31日 20

(156)本紙へ

第20版変更

第20版変更

第20版変更

第20版変更

(147)本紙へ

23/95

(145)入るべき戸籍の父氏名(名) ＝ 出生子の漢字氏名(名)(YES,NO)

(142)→(145)へ 第20版変更

(144)本紙へ

処理名

(150)入るべき戸籍の母氏名(氏) ＝ 出生子の漢字氏名(氏)(YES,NO)

(151)→(154)へ

(152)エラーメッセージ
　　　｢入るべき戸籍の母と出生子の氏(漢字)が違います。｣を表示

NO

YES

昭和39.8.5～6 島根県戸住協決

12版改修

第20版変更

版 頁改訂日付

根拠法令(マニュアル処理)

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

(143)エラーメッセージ
　　｢入るべき戸籍の父と出生子の氏(漢字)が違います。｣を表示

(140-1)入るべき戸籍の父氏名 ≠ スペース(YES,NO)

(163)→(164-1)へ

/

/

(154)入るべき戸籍の母氏名(名) ＝ 出生子の漢字氏名(名)(YES,NO)

(155)エラーメッセージ
　　　｢入るべき戸籍の母と出生子の名(漢字)が同じです。｣を表示

(157)→(158)へ

(158)入るべき戸籍の本籍 ＝ 管内　かつ　出生子の漢字氏名(名) ≠ スペース　かつ
　　(入るべき戸籍の母配偶者区分 ＝ 2又は3　又は　入るべき戸籍の母筆頭者区分 ＝ 1)(YES,NO)

(149)入るべき戸籍の母入籍事件日 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の母除籍日 ＝ スペース　かつ
出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(149-1)入るべき戸籍の母氏名 ≠ スペース(YES,NO)

YES

(159)入るべき戸籍の構成員数分繰り返す(構成員の個人特定DB.個人除区分 ＝ 0の者のみ)

(160)入るべき戸籍の構成員n番の氏名(名) ＝ 出生子の漢字氏名(名)(YES,NO)

(161)エラーメッセージ
　　　｢入るべき戸籍の構成員と出生子の名(漢字)が同じです。｣を表示

3.0　審査 6/11(レアケース,不受理,以降の処理制御)

(153)本紙へ

第20版変更

第20版変更民790I本文,民790II

第20版変更不受理

第20版変更昭和40.6.21 民事甲1430号回答

第20版変更不受理

(162)本紙へ

第20版変更

第20版変更

第20版変更

第20版変更不受理

民790I本文,民790II 第20版変更

第20版変更

不受理

第20版変更

第20版変更

(164)→(164-1)へ

(148)→(149)へ

昭和40.6.21 民事甲1430号回答

不受理 第20版変更

YES

YES

YES

/

/

YES

YES

NO

YES
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/

/

/

YES /

NO

NO

NO

/

YES /

NO

NO

NO

NO

/

/

NO

NO

NO

(164-1)入るべき戸籍の本籍 ＝ 管内(YES,NO)

(164-2)入るべき戸籍の父氏名 ≠ スペース(YES,NO)

(164-3)父の身分事項に性同一性障害(7003)がある(YES,NO)

YES

審査結果入力

/

(164-8)→

/

平成15年法律第111号3条

処理名 3.0　審査 6-1/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 24/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

第20版変更不受理

(164-18)届書の父本籍 ＝ 管内(YES,NO)

(164-19)父の身分事項に性同一性障害(7003)がある(YES,NO)

(164-19)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父に性同一性障害の記録があります。父に間違いありませんね?｣を表示

(164-22)エラーメッセージ
　｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(164-25)→(164-26)へ

YES

YES

YES

(164-24)→

/

YES

YES

(164-10)入るべき戸籍の母氏名 ≠ スペース(YES,NO)

(164-12)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母に性同一性障害の記録があります。母に間違いありませんね?｣を表示

(164-14)エラーメッセージ
　｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(164-16)→

(164-17)→(164-18)へ

YES

YES

(164-11)母の身分事項に性同一性障害(7003)がある(YES,NO)

(164-9)→(164-10)へ

(164-4)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父に性同一性障害の記録があります。よろしければ処理を続行してくだ
さい。｣を表示

(164-6)→(164-10)へ

第20版変更不受理

第20版変更不受理

(164-5)本紙へ

(164-13)本紙へ

(164-15)本紙へ

(164-21)本紙へ

(164-23)本紙へ 審査結果入力

平成15年法律第111号3条

平成15年法律第111号3条

第19版変更

第19版変更
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/

/

NO

NO

NO

/

NO

NO /

NO

YES /

NO

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 25/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

審査結果入力

(164-32)→ 画面項目修正(審査完了しない)

平成15年法律第111号

処理名 3.0　審査 6-2/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

(164-26)届書の母本籍 ＝ 管内(YES,NO)

(164-27)母の身分事項に性同一性障害(7003)がある(YES,NO)

(164-28)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母に性同一性障害の記録があります。母に間違いありませんね。｣(YES,NO)

(164-29)本紙へ

(164-31)本紙へ

/

/

/
(164-40)受領日 ＝ 送付日の場合
　確認メッセージ(YES,NO)受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣を表示

(164-41)→(165)へ

YES

YES

YES

YES

YES

YES

(164-34)出生子、出生区分 ＝ 1(嫡出子)(YES,NO)

(164-36)審査メッセージ
　｢日本人父又は母が構成員で、外国人配偶者との嫡出子出生届です。｣(YES,NO)

(164-37)エラーメッセージ
　｢審査結果入力で処理してください。｣

(164-42)→

/

(164-30)エラーメッセージ
　｢審査結果入力で処理して下さい。｣

(164-33)→(164-34)へ

(164-39)→(164-40)へ

入るべき戸籍の父筆頭者区分 ＝ 0:構成員かつ
入るべき戸籍の父配偶者区分 ≠ 0:未かつ
届書の母外国人区分 ＝ 1:外国人または、
入るべき戸籍の母筆頭者区分 ＝ 0:構成員かつ
入るべき戸籍の母配偶者区分 ≠ 0:未かつ
届書の父外国人区分 ＝ 1:外国人　(YES,NO)

(164-35)

(164-38)本紙へ

(164-43)本紙へ

21版で削除(出生112)

21版(出生139)
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/

0 /

/

/

/

/

/

/

YES

NO /

/

/

/

/

YES

NO /

(167)嫡出否認の裁判審査処理へ [3.1]

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 26/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(172)親子関係不存在確認の裁判審査処理へ [3.2]

(177)父を定める訴の裁判審査処理へ [3.3]

(182)強制認知の裁判審査処理へ

処理名 3.0　審査 7/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

(165)裁判区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(166)→(187)へ

2
(176)→(187)へ

NO

(181)→(187)へ

4
(186)→(187)へ

3

[3.4]

(190)父母日本人,婚姻後201日以降出生審査処理へ [3.5]

(178)3.3審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある(YES,NO)

(179)→ (180)本紙へ

1
(171)→(187)へ

YES

(191)3.5審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある(YES,NO)

(192)→ (193)本紙へ

(187)入るべき戸籍の母欄 ≠ スペース　又は
　　 届書の母欄 ≠ スペース　かつ　届書の母外国人区分 ＝ 0(YES,NO) /

YES (188)入るべき戸籍の父欄 ≠ スペース　又は
　　 届書の父欄 ≠ スペース　かつ　届書の父外国人区分 ＝ 0(YES,NO) /

YES (189)(入るべき戸籍の婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 + 200日 < 出生子の生年月日)　又は
　(入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 + 200日 < 出生子の生年月日　かつ
　入るべき戸籍の婚姻解消日+300日 ≧ 出生子の生年月日)(YES,NO)

/

(194)→(250)へ

(195)(入出る生べき戸籍の婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 < 出生子の生年月日)　又は
　(入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 < 出生子の生年月日　かつ

/
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/

YES

NO /

/

YES

NO /

/

YES

NO /

/

YES

NO /

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 27/95

処理名 3.0　審査 8/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(出生届)

YES (196)父母日本人,婚姻後200日以内出生審査処理へ　[3.6]

(197)3.6審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある
(YES,NO) /

YES (201-1)父母日本人,婚姻前出生審査処理へ　[3.7]

(202)3.7審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある
(YES,NO) /

(198)→ (199)本紙へ

(200)→(250)へ

(205)→(250)へ

(203)→ (204)本紙へ

NO (210-1)届書の父欄 ≠ スペース　かつ　届書の父外国人区分 ＝ 1(YES,NO)

YES

NO (206)父母日本人,未婚･婚姻解消後出生審査処理へ[3.8]

(207)3.8審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある
(YES,NO) /

(208)→

(210-2)入るべき戸籍の婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
入るべき戸籍の婚姻日 + 200日 < 出生子の生年月日　又は
入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペース　かつ
入るべき戸籍の婚姻日 + 200日 < 出生子の生年月日　かつ
入るべき戸籍の婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日
(YES,NO)

/

YES (210-3)母日本人･父外国人,婚姻後201日以降出生審査処理へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.19]

(210-4)3.19審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある
(YES,NO)

(210-5)→

(210-7)→(250)へ

/

(209)本紙へ

(210)→(250)へ

(210-6)本紙へ

/

　　　入るべき戸籍の婚姻日 + 200日 ≧ 出生子の生年月日　かつ
　　　入るべき戸籍の婚姻解消日 < 出生子の生年月日(YES,NO) /

NO (201)出生子の生年月日 ≦ 入るべき戸籍の婚姻日かつ
　　 入るべき戸籍の婚姻解消日 ＝ スペース(YES,NO)

/
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YES

NO /

YES /

NO /

YES

NO /

/

YES

NO /

(210-13)→(250)へ

NO (210-14)出生子の生年月日 ≦ 入るべき戸籍の婚姻日　かつ
　　　　入るべき戸籍の婚姻解消日 ＝ スペース(YES,NO) /

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.0　審査9/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 28/95

/

(210-16)3.21審査の結果、確認メッセージ･エラーメッ
セージがある(YES,NO) /

(210-9)母日本人･父外国人,婚姻後200日以内出生審査処理へ

[3.20]

(210-15)母日本人･父外国人,婚姻前出生審査処
理へ [3.21]

NO (210-8)
　(入るべき戸籍の婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 < 出生子の生年月日)　又は
　(入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 < 出生子の生年月日　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 + 200日 ≧ 出生子の生年月日　かつ
　入るべき戸籍の婚姻解消日<出生子の生年月日)(YESNO)

/

(210-10)3,20審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージが
ある(YES,NO) /

(210-11)→ (210-12)本紙へ

/

YES

YES

(210-17)→ (210-18)本紙へ

(210-19)→(250)へ

(210-39)→(250)へ

(210-24)→(250)へ

NO
/

(210-21)3.22審査の結果、確認メッセージ･エラーメッ
セージがある(YES,NO) /

(210-36)3.23審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある
(YES,NO) /

(210-37)→

(210-20)母日本人･父外国人,未婚･婚姻解消後
出生審査処理へ [3.22]

(210-25)母日本人,未婚･婚姻解消後出生審査処理へ [3.23]

(210-38)本紙へ

(210-22)→ (210-23)本紙へ

NO
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/

/

YES

NO /

/

YES

NO /

YES

NO /

改訂日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 29/95

(213)　(入るべき戸籍の婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 + 200日 < 出生子の生年月日)　又は
　(入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 + 200日 < 出生子の生年月日　かつ
　入るべき戸籍の婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日)(YES、NO)

/

処理名 3.0　審査10/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

NO (211)入るべき戸籍の父欄 ≠ スペース　又は届書の父欄 ≠ スペース　かつ　届書
の父外国人区分 ＝ 0(YES,NO) /

YES

(218)→(250)へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

NO (219)　(入るべき戸籍の婚姻解消日 ＝ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 < 出生子の生年月日)　又は
　(入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 < 出生子の生年月日>　かつ
　入るべき戸籍の婚姻日 + 200日 ≧ 出生子の生年月日　かつ
　入るべき戸籍の婚姻解消日 < 出生子の生年月日)(YES,NO)

/

YES (214)父母日本人,母外国人,婚姻後201日以降出生審査処理へ[3.9]

(215)3.9審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある(YES,NO)

(216)→ (217)本紙へ

(222)→ (223)本紙へ

(224)→(250)へ

(227)→ (228)本紙へ

(229)→(250)へ

(226)3.11審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがあ
る(YES,NO) /

NO

(225)　出生子の生年月日 ≦ 入るべき戸籍の婚姻日かつ
　　　 入るべき戸籍の婚姻解消日 ＝ スペース(YES,NO) /

YES
/

(225-1)父日本人,母外国人,婚姻前出生審査処理へ
[3.11]

(230)父日本人,母外国人,未婚･婚姻解消後出生審査
処理へ [3.12]

YES (220)父日本人,母外国人,婚姻後200日以内出生審査処理へ[3.10]

(221)3.10審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある
(YES,NO) /

/

(231)　3.12審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセ

NO
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YES

NO /

/

/

YES

NO /

/

YES

NO /

NO

/

YES /

NO /

/

/

/

YES

NO /

/

/

YES

NO /

[3.14]

(254)嫡出子の審査処理へ [3.15]

(259)準正嫡出子の審査処理へ [3.16]

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 30/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

処理名 3.0　審査11/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

ージがある(YES,NO)

(238)→ (239)本紙へ

NO (235)届書の母氏名 ≠ スペース(YES,NO)

YES

(237)3.13審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある(YES,NO)
/

(240)→(269)へ

(232)→ (233)本紙へ

(234)→(250)へ

(248)→ (249)本紙へ 受理伺い

(250)出生子の生年月日 ＝ 西暦　かつ　出生子の出生区分 ≠ 2(YES,NO)

NO (241)確認メッセージ(YES,NO)
　｢棄児の処理として続行しますか。｣を表示

(242)本紙へ

YES

(245)→ (246)本紙へ

(247)→(250)へ

(244)3.14審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある
(YES,NO) /

(236)父母外国人･無国籍の出生審査処理へ [3.13]

(243)棄児の審査処理へ

(256)→ (257)本紙へ

(258)→(269)へ

(253)出生子の出生区分(1:嫡出子,2:準正嫡出子,3:非嫡出子)

1

(255)3.15審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある(YES,NO)

(251)→(269)へ

(252)→(253)へ

(263)→(269)へ

2

(260)3.16審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある(YES,NO)

(261)→ (262)本紙へ
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3 /

/

YES

NO /

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(264)非嫡出子の審査処理へ [3.17]

(269)受理伺いの審査処理へ [3.18]

処理名 3.0　審査11-1/11(レアケース,不受理,以降の処理制御) 根拠法令(マニュアル処理)

頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 31/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

(268)→(269)へ

(267)本紙へ

(271)本紙へ

(266)→

(265)3.17審査の結果、確認メッセージ･エラーメッセージがある(YES,NO)

(270)→
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YES

NO

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 32/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(2)対象父区分に1(現夫)を移送 (3)3.0審査へ 対象父区分は審査上の区分

(4)対象父区分に2(前後夫)を移送

処理名 3.1　審査(嫡出否認の裁判) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)裁判の対象父氏名･生年月日 ＝ 入るべき戸籍の父氏名･生年月日　又は
　 裁判の対象父氏名･生年月日 ＝ 届書の父氏名･生年月日(YES,NO) /
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YES

NO

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 33/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(2)対象父区分に1(現夫)を移送 (3)3.0審査へ 対象父区分は審査上の区分

(4)対象父区分に2(前後夫)を移送

処理名 3.2　審査(親子関係不存在確認の裁判) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)裁判の対象父氏名･生年月日 ＝ 入るべき戸籍の父氏名･生年月日　又は
　 裁判の対象父氏名･生年月日 ＝ 届書の父氏名･生年月日(YES,NO) /
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YES

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 34/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(2)→ (3)3.0審査へ

NO (4)エラーメッセージ
    ｢父を定める裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さい。｣を
表示

不受理

処理名 3.3　審査(父を定める訴の裁判) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)裁判の対象父氏名･生年月日 ＝ 入るべき戸籍の父氏名･生年月日　又は
　 裁判の対象父氏名･生年月日 ＝ 届書の父氏名･生年月日(YES,NO) /
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/

YES

NO /

/

YES

NO

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

処理名 3.4　審査(強制認知の裁判) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)裁判の対象父氏名･生年月日 ＝ 入るべき戸籍の父氏名･生年月日(YES,NO)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 35/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(5)裁判の対象父氏名･生年月日 ＝ 届書の父氏名･生年月日(YES,NO)

(6)対象父区分に3(届書の父)を移送 (7)3.0審査へ

(2)対象父区分に1(現夫)を移送 (3)3.0審査へ 対象父区分は審査上の区分

(4)→(5)へ

(7)対象父区分に2(前後夫)を移送
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/

YES /

/

/

/

/

/

YES /

NO

3 /

/

1.3 /

処理名 3.5 審査 1/3(父母日本人婚姻後201日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)入るべき戸籍の母前婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO) 民772II

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 36/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

0 (12)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(13)　3.0審査へ 昭28. 7.20 民事甲 1238号回答

(14) → (63)へ

(11)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知)

/

(20)中間F (届書).父未定区分に 1 を移送 戸54

(21) → (63)へ

NO (15)入るべき戸籍の嫡出子例外区分(0:無,1:有)

(27)　3.0審査へ 不受理

(30-1)　3.0審査へ 不受理

0 (19)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1

YES

1 (24)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項入力して下さ
い。｣を表示

不受理

NO (22)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりませ
ん。｣を表示

(23)　3.0審査へ 不受理

昭20. 9.24 民事特甲 408号回答

昭24. 9. 5 民事甲 1942号回答

民773

4 (36)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父)

(37) → (63)へ

1.2 (25)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

2 (28)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(29) → (63)へ

(30) →

1 (26)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下
さい。｣を表示

YES (2)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか。｣を表示

(3)　3.0審査へ

YES

(31) → (63)へ
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NO

NO

/

0 /

/

1 /

2 /

3 /

/

1,3 /

/

/

/

/

YES

1 /

/

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 37/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

処理名 3.5 審査 2/3(父母日本人婚姻後201日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

2 (38)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(39)3.0審査へ

(41)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(42) → (63)へ

不受理

(40) →(41)へ
/

4 (55)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(56) → (63)へ

1,2 (43)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

(44) → (78)

(50) → (63)

2 (57)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(58)3.0審査へ 不受理

(54) → (63)へ 民773

(63)入るべき戸籍の嫡出子例外区分(0:無,1:有)

0 (64)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1

YES (65)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

YES (66)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(67) → (68)3.0審査へ

NO (69)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

NO (71)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

(72) → (78)へ

不受理

NO (70)エラーメッセージ
　｢現夫の嫡出子です。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理

(78)胎児認知日 ＝ スペース(YES,N0)
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YES /

NO /

YES /

YES /

NO

NO /

/

/

YES

頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 38/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 3.5 審査 3/3(父母日本人婚姻後201日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

YES (79)入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペース　かつ
　　入るべき戸籍の婚姻解消日 < 出生子の生年月日(YES,NO)

/

21版(出生112)

YES

(80)入るべき戸籍の母入籍事件日 ≠ スペース　かつ
　入るべき戸籍の母除籍日 ＝ スペース(YES,NO) /

(81) → (88)へ

(79-1)入るべき戸籍の本籍 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の本籍 ＝ 管外
かつ　入るべき戸籍の母入籍事件日 ＝ スペース(YES,NO)

/ 21版(出生112)

21版(出生112)

(79-2) → (88)へ 21版(出生112)

(79-3) → (80)へ 21版(出生112)

(86)3.0審査へ 不受理

(87) → (88)へ

(88)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO) 戸49II1

NO (82)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですね。｣を表示

(83)3.0審査へ

(84) → (88)へ

(85) →

不受理

NO (93)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

YES (89)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(90) → (91)3.0審査へ

NO (92)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

NO (107)エラーメッセージ
　｢現夫による胎児認知は出来ません。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理
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/

YES /

/

YES /

NO

/

YES /

NO

4 /

処理名 3.6 審査 1/3(父母日本人婚姻後200日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)入るべき戸籍の母前婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 39/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

0 (12)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(13)3.0審査

(14) → (52)へ

(11)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知)

/

1 (18)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(19)3.0審査へ 不受理

NO (15)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(16)3.0審査へ 不受理

不受理

2 (20-4)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (20-5)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(20-6)3.0審査へ 不受理

2 (20)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(20-1) → (52)へ

(20-2) → (20-3)3.0審査へ

1 (17)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

2 (20-7)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(20-8) → (52)へ

(20-9) → (20-10)3.0審査へ 不受理

3 (21)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

不受理

民773

(2)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか。｣を表示

(3)3.0審査へ 民772

YES

(22)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787
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1,3 /

NO

NO

/

0 /

/

2 /

/

/

YES /

2 /

/

1,3 /

/

YES /

/

YES /
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 40/95

(24)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(25)3.0審査へ 不受理

処理名 3.6 審査 2/3(父母日本人婚姻後200日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(23) → (52)へ

2

(32)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(33) → (52)へ

(30) →(32)へ
/

(37) → (52)へ

2 (38)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (39)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

1 (34)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (35)エラーメッセージ｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示 (36)3.0審査へ 不受理

(40) → (59)へ

NO (41)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

(41-1)3.0審査へ 不受理

(41-2) → (52)へ

3 (42)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

(42-1)3.0審査へ 不受理

(46)3.0審査へ 不受理

(52)届出人 ＝ 母　かつ　出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO) 昭和26. 6.27 民事甲 1332号回答

4 (43)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(44) → (52)へ

2 (45)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(53) → (59)へ

NO (54)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1

(55)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)
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YES

/

YES /

NO /

YES /

YES /

NO

NO /

/

/

YES

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 41/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.6 審査 3/3(父母日本人婚姻後200日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

YES (56)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(57)→

NO (58)エラーメッセージ
　｢現夫の嫡出子です。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理

NO (58-1)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

(57-1)3.0審査へ

NO (57-2)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理

(59)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

YES (74)入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペースかつ
　入るべき戸籍の婚姻解消日 < 出生子の生年月日(YES,NO)

/

YES

(75)入るべき戸籍の母入籍事件日 ≠ スペースかつ
　入るべき戸籍の母除籍日 ＝ スペース(YES,NO)

/

(76)→(83)へ

(74-1)入るべき戸籍の本籍 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の本籍 ＝ 管外
かつ
　入るべき戸籍の母入籍事件日 ＝ スペース(YES,NO)

/ 21版(出生112)

21版(出生112)

(74-2)→(83)へ 21版(出生112)

(74-3)→(75)へ 21版(出生112)

(81)3.0審査へ 不受理

(82)→(83)へ

(83)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO) 戸49II1

NO (77)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですね。｣を表示

(78)3.0審査へ

(79)→(83)へ

(80)→

(89)エラーメッセージ
　｢現夫による胎児認知は出来ません。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理

不受理

NO (88)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

NO

YES (84)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(85)→ (86)3.0審査へ

NO (87)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示
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/

YES /

/

YES /

NO

/

YES /

NO

4 /

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 42/95

処理名 3.7 審査 1/4(父母日本人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

0

1

2

YES

YSE

不受理

(1) 入るべき戸籍の母前婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

NO

1

2

1

2

(20)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(2)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか。｣を表示

(11)裁判の区分(0:無, 1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制
認知)

(12)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(14)→(59)へ

(15)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下
さい。｣を表示

(17)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

(18)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(20-10)3.0審査へ 不受理

不受理

民773

不受理

民775

不受理

(20-3)3.0審査 不受理

民775

民772(3) 3.0審査へ

(13)3.0審査へ

(16)3.0審査へ

(19)3.0審査へ

民787.昭和41.3.14　民事甲　655号回答

(20-6)3.0審査へ(20-5)エラーメッセージ
　｢親子関係不存在確認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(20-7)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(20-8)→(59)へ

(20-9)

(21)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

(22)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父)

/

(20-1)→(59)へ

(20-2)→

(20-4)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

3
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1,3 /

NO /

NO

/

0 /

1,2

3

/

1,3 /

/

/

YES /

NO /

/(60)届出人の資格 ＝ 001又は005(YES,NO)

根拠法令(マニュアル処理)

2

第7
2

(5)

YES

(23)→(59)へ

(24)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(38)→(39)へ

YES

(63)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子には、直系卑属がいるものとして処理を続行しますか。｣を表示

(64)確認メッセージ(YES,NO)
　｢直系卑属は成年に達していますか。｣を表示

(65)確認メッセージ(YES,NO)
　｢直系卑属の承諾があるものとして処理を続行しますか。｣を
表示

YES

YES

(59-1)裁判の区分 ＝ 4　かつ　対象父区分 ＝ 1又は3(YES,NO)

(59-3)→(60)へ

システム化調査研究会

(25)3.0審査へ

(42)3.0審査へ

(46)3.0審査へ

要件定義ワークシート
作業名 作成者 作成日付

処理名 3.7 審査 2/4(父母日本人婚姻前出生)

(59-2)→(112)へ

審査(出生届) 平成6年12月 1日

4

2

不受理

不受理

改定日付 版 頁

令和　年　月　日 1 43/95

(61)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子は死亡していますか。｣を表示

YES 民783II前段

民787

(39)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(40)→(59)へ

(41)エラーメッセージ
　｢認知以外の裁判区外を入力することは出来ません。｣を表示

(43)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父)

(44)→(59)へ

(45)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(59)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

戸49II1

不受理

民783II前段

大正6.3.6 民　197号回答

戸62,大正8.9.13 民　3686号回答

民3,783II後段

(62)3.0審査へ
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YES /

NO

NO /

NO

NO /

YES /

YES

YES /

NO

NO /

NO /

YES

YES /

NO

NO /

YES /

NO /

/

YES /

/

R2.1(出生150)

R2.1(出生150)

昭和43.4.5民事甲689号回答 R2.1(出生150)

R2.1(出生150)

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 44/95

処理名 3.7 審査 3/4(父母日本人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

YES

NO

(71)3.0審査へ 不受理

不受理

(75-1)受領日 ≧ 2022年4月1日 である(YES,NO)

21版(出生112)

21版(出生112)

R2.1(出生150)

不受理

(78)3.0審査へ 大正7.5.30民1159号回答

昭和43.4.5民事甲689号回答

(89)3.0審査へ

(75-4)3.0審査へ

R2.1(出生150)

R2.1(出生150)

民3,782 R2.1(出生150)

大正7.5.30民1159号回答

(82)→

(84)→(112)へ

(77)確認メッセージ(YES,NO)

｢認知に対する出生子の承諾があるものとして処理を続行します
か。｣を表示

21版(出生112)

21版(出生112)

(75-7)3.0審査へ

(83)3.0審査へ 不受理

民3,782 21版(出生138)

(66)→(112)へ

(70)→

(72)→(112)へ

(75)→

(88)確認メッセージ(YES,NO)
　｢届出人が父･父母以外の為、準正嫡出子にはなれませんがよろしいですか。｣
を表示

(88-1)入るべき戸籍の本籍 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の本籍 ＝
管外　かつ　入るべき戸籍の母入籍事件日 ＝ スペース(YES,NO)

(91)→(118)へ

(75-2)子の生年月日 + 18年 ≦ 受領日(YES,NO)

(76)子の生年月日 + 20年 ≦ 受領日(YES,NO)

(79)→(112)へ

(88-2)→(118)へ

(88-3)→(90)へ

(90)入るべき戸籍の母入籍事件日 < 出生子の生年月日(YES,NO)

｢認知に対する出生子の承諾があるものとして処理を続行します
か。｣を表示

(75-3)確認メッセージ(YES,NO)

(75-5)→(112)へ

(75-6)→

(75-8)→(112)へ

NO

(94)入るべき戸籍の母入籍事件日 > 出生子の生年月日(YES,NO)

/
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YES /

NO

NO

NO /

YES

NO

YES

(97)→(118)へ

(98)→

 NO(100)→

(101)→

(111)→(112)へ

(96)3.0審査へ

(99)3.0審査へ 不受理

受理伺い

不受理

NO

(95)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいです
ね。｣を表示
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/

/

YES

NO

審査(出生届)

(116)エラーメッセージ

(115)3.0審査へ

(113)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)YES

不受理

処理名 3.7　審査　3/4(父母日本人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 45/95

作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

(114)→

(112)出生子の出生区分 ＝ 2(YES,NO)
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/

/

YES

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

不受理(122)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

(119)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(120)→

(117)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は2(準正嫡出子)でなければなりません。｣を表示

(121)3.0審査へ

不受理(123)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

処理名 3.7 審査 4/4(父母日本人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 46/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

YES

NO

NO

NO

(118)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)
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/

NO /

/

YES /

/

/

/

YES /

YES /

NO

NO /

/

1

処理名 3.8 審査1/3(父母日本人、母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)届書の母欄 ≠ スペース(YES,NO)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 47/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(4)→(5)へ

(5)入るべき戸籍の母前婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

YES (2)エラーメッセージ
　｢届書の母を入るべき戸籍の母欄へ入力して下さい。｣を表示

(3)3.0審査へ 不受理

YES (6)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか。｣を表示

(7)3.0審査へ 民772

YES (8)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知) /

0 (9)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(10)3.0審査へ

(11)→(42)へ

民775

1 (14-1)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(14-2)3.0審査へ 不受理

NO (12)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(13)3.0審査へ 不受理

NO (18)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいで
すね。｣を表示

(19)3.0審査へ 不受理

(19-1)→(42)へ

(17)→(42)へ

2 (21)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

(22)エラーメッセージ (22-1)3.0審査へ 不受理

(19-2)→ (19-3)3.0審査へ 不受理

(20)→(42)へ

2 (15)出生子の生年月日 ≦ 入るべき戸籍の母前婚姻解消日(YES,NO)

YES (16)裁判の子の氏変更中出区分 ≠ スペース(YES,NO)

1 (14)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.8 審査2/3(父母日本人,母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

｢親子関係不存在確認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

NO (22-5)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいで
すね。｣を表示

(22-6)3.0審査へ

(22-2)出生子の生年月日 ≦ 入るべき戸籍の母前婚姻解消日(YES,NO)

YES (22-3)裁判の子の氏変更申出区分 ≠ スペース(YES,NO)

(22-10)→(42)へ

3 (23)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

不受理

民773

2

(22-7)→(42)へ

(22-8)→ (22-9)3.0審査へ 不受理

(22-4)→(42)へ

(29)3.0審査へ 不受理

(30)→(31)へ /

4 (24)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(25)→(65)へ

2 (28)エラーメッセージ
　｢前夫の出生子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

1 (33-1)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(33-2)3.0審査へ 不受理

(31)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(32)→(42)へ

不受理

2 (33-3)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですね。｣を表示

(33-4)→(42)へ

(33-5)→ (33-6)3.0審査へ

1 (33)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届)

(33-9)3.0審査へ 不受理

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月　日 1 49/95

処理名 3.8 審査3/3(父母日本人,母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

不受理

3 (34)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

不受理

2 (33-10)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は,入力した戸籍でよろしいですね。｣を表示

(33-11)→(42)へ

(33-12)→ (33-13)3.0審査へ

2 (33-7)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (33-8)エラーメッセージ
　｢親子関係不存在確認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(41)3.0審査へ 不受理

(42)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

4 (35)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(36)→(65)へ

2 (40)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(62)→(65)へ

(63)→ (64)3.0審査へ 不受理

YES (43)エラーメッセージ
　｢父様を入力することは出来ません。｣を表示

(44)3.0審査へ 不受理

NO (61)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母に婚姻の履歴はありませんね。｣を表示

(65)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO) 戸49II1

YES (66)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(67)→ (68)3.0審査へ

NO (69)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (70)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理
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審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月　日 1 50/95
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

YES (11)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知) /

0

処理名 3.9 審査1/3(父日本人,母外国人婚姻後201日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)確認メッセージ(YES,NO)
　｢外国人母に婚姻解消の履歴がありますか。｣を表示

(2)3.0審査へ

YES (3)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫及び外国人母の本国法により前央の嫡出の推定を受けますか。｣を表示

(12)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(13)3.0審査へ 昭28.7.20　民事甲　1238号回答

(14)→(52)へ

民772

NO (15)入るべき戸籍の嫡出子例外区分(0:無,1:有)

0 (19)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1

YES (20)中間F(届書),父未定区分に2を移送

昭20.9.24　民事特甲　408号回答

昭24.9.5　民事甲　1942号回答

1 (24)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下
さい。｣を表示

不受理

戸54,戸規50

(21)→(60)へ

NO (22)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりませ
ん。｣を表示

(23)3.0審査へ 不受理

1,2 (25)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (26)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(27)3.0審査へ 不受理

(31)3.0審査へ 不受理

(32)→(52)へ 民773

(36)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父)

2 (28)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(29)→(52)へ

(30)→
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(38)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(39)3.0審査へ 不受理

処理名 3.9 審査　2/3(父日本人,母外国人婚姻後201日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(37)→(52)へ

2

(41)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(42)→(52)へ

(40)→(41)へ
/

4 (48)対象父区分(1;現夫,2:前後夫,3:届書の父)

(49)→(52)へ

1,2 (43)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

(44)→(60)へ

(45)→(52)へ

2 (50)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(51)3.0審査へ 不受理

(47)→(52)へ

(52)入るべき戸籍の嫡出子例外区分(0:無,1:有)

0 (53)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1

YES (54)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

YES (55)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(56)→ (56-1)3.0審査へ

NO (56-2)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和歴でなければなりません。｣を表示

NO (58)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

(59)→(60)へ

不受理

NO (57)エラーメッセージ
　｢現夫の嫡出子です。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理
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作業名 作成者 作成日付 改定日付

不受理

NO

処理名 3.9 審査3/3(父日本人,母外国人婚姻後201日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(60)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

NO (74)エラーメッセージ
　｢外国人出生子の場合の入力項目に入力がありません。｣を表示

不受理

YES (70)出生子の生年月日 ＝ 西暦(YES,NO)

YES (71)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

(69)以下の項目に入力がある(YES,NO)
　出生子欄　カナ･漢字氏名,生年月日
　届書母欄　筆頭者欄以外の項目

/

(72)→ (72-1)3.0審査へ

NO (72-2)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなけれぱなりません。｣を
表示

(75)→ 不受理

NO (76)エラーメッセージ
　｢現夫による胎児認知は出来ません。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理

YES (61)確認メッセージ(YES,NO)
　　｢外国人出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(62)3.0審査へ

YES

(73)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、西暦でなければなりません。｣を表示

不受理
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

YES (11)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知)

/

0

処理名 3.10 審査1/3(父日本人,母外国人婚姻後200日以内出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)確認メッセージ(YES,NO)
　｢外国人母に婚姻解消の履歴がありますか。｣を表示

(2)3.0審査へ

YES (3)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫及び外国人母の本国法により前夫の嫡出の推定を受けますか。｣を表示

(12)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(13)3.0審査へ

(14)→(51)へ

民772

1 (18)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(19)3.0審査へ 不受理

NO (15)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(16)3.0審査へ 不受理

不受理

2 (20-4)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (20-5)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(20-6)3.0審査へ 不受理

2 (20)確認メッセージ
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(20-1)→(51)へ

(20-2)→ (20-3)3.0審査へ

1 (17)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

(20-9)→ (20-10)3.0審査へ 不受理

3 (21)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

不受理

2 (20-7)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(20-8)→(51)へ
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作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.10 審査　2/3(父日本人,母外国人婚姻後200日以内出生) 根拠法令(マニュアル処理)

4 (22)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(23)→(51)へ

2 (27)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(28)3.0審査へ 不受理

(33)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(34)→(51)へ

(32)→(33)へ /

(36-2)→(51)へ

2 (37)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

(38)→(60)へ

1 (35)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

1 (36)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(36-1)3.0審査へ 不受理

(38-6)→(51)へ

3 (41)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

(41-1)3.0審査へ 不受理

NO (54)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO)

YES (55)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

(48)3.0審査へ 不受理

(51)届出人 ＝ 母　かつ　出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

4 (42)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父)

(43)→(51)へ

2 (47)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

YES (561出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(57)→ (57-1)3.0審査へ

(52)→(60)へ
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作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.10 審査　3/3(父日本人,母外国人婚姻後200日以内出生) 根拠法令(マニュアル処理)

NO (57-2)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

NO (59)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

(60)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

不受理

NO (58)エラーメッセージ
　｢現夫の嫡出子です。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理

YES (64)出生子の生年月日 ＝ 西暦(YES,NO)

YES (65)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

(63)以下の項目に入力がある(YES,NO)
　出生子欄　カナ･漢字氏名,生年月日
　届書母欄　筆頭者欄を除く項目

/

(66)→ (67)3.0審査へ

NO (68)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を
表示

不受理

(71)→ 不受理

NO (72)エラーメッセージ
　｢現夫による胎児認知は出来ません。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理

NO (69)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、西暦でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (70)エラーメッセージ
　｢外国人出生子の場合の入力項目に入力がありません。｣を表示

不受理

YES (61)確認メッセージ(YES,NO)
　｢外国人出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(62)3.0審査へ

YES
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

YES (11)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知)

/

0

処理名 3.11 審査　1/4(父日本人,母外国人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1) 確認メッセージ(YES,NO)
　｢外国人母に婚姻解消の履歴がありますか。｣を表示

(2) 3.0審査へ

YES (3) 確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫及び外国人母の本国法により前夫の嫡出の推定を受けますか。｣を表示

(12)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(15)3.0審査へ

(13)→(76)へ

民772

1 (17)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(18)3.0審査へ 不受理

NO (14)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(15)3.0審査へ 不受理

不受理

2 (19-4)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (19-5)エラーメッセージ
　｢親子関係不存在確認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(19-6)3.0審査へ 不受理

2 (19)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(19-1)→(76)へ

(19-2)→ (19-3)3.0審査へ

1 (16)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

2 (19-7)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(19-8)→(76)へ

(19-9) (19-10)3.0審査へ 不受理

3 (20)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

不受理

民773
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(42)3.0審査へ 不受理
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.11 審査　2/4(父日本人,母外国人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(47)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(48)→(76)へ

(46)→(47)へ /

4 (21)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(23)→(76)へ 戸49II1

2 (41)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(49)エラーメッセージ
　｢認知以外の裁判区分を入力することは出来ません。｣を表示

(50)3.0審査へ 不受理

4 (51)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(53)→(76)へ

2 (71)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(72)3.0審査へ 不受理

(76)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

YES (76-1)裁判の区分 ＝ 4　かつ　対象父区分1又は3(YES,NO)

YES (76-2)出生子の出生区分 ＝ 2(YES,NO)

YES (76-3)届書の母の国籍 ≠ 無国籍(YES,NO)

YES (76-4)出生の生年月日 ＝ 西暦(YES,NO)

(76-5)→

(76-11)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりませ

(76-6)3.0審査へ

NO (76-7)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、西暦でなければなりません。｣を表示

不受理

不受理

NO (76-8)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(76-9)→ (76-10) 3.0審査へ

NO
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

不受理

(76-13)→(77)へ

処理名 3.11 審査　3/4(父日本人,母外国人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

ん。｣を表示

NO (76-12) エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は2(準正嫡出子)でなければなりません。｣を表示

(77)届出人の資格 ＝ 001又は005(YES,NO) 戸62,大正8.9.13民　3686号回答

YES (78)出生子の出生区分 ＝ 2(YES,NO) 戸49II1

YES (78-1)届書の母の国籍 ≠ 無国籍(YES,NO)

YES (79)在外送付区分 ＝ 0又は1(YES,NO)

YES (80)出生子の生年月日 ＝ 西暦(YES,NO)

YES (81)出生子の国籍 ≠ スペース(YES,NO)

(82)→ (83)3.0審査へ

NO (84)エラーメッセージ
　｢出生子の国籍を入力して下さい。｣を表示

不受理

NO (86-1)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(86-2)→ (86-3)3.0審査へ

NO (85)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、西暦でなければなりません。｣を
表示

不受理

NO (86-4)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (86)エラーメッセージ
　｢認知業務より処理して下さい。｣を表示

認知業務処理

NO (87)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は2(準正嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (88)確認メッセージ(YES,NO)
　｢外国人出生子として処理を続行しますか。｣を表示
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.11 審査　4/4(父日本人,母外国人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

YES (89)以下の項目に入力がある(YES,NO)
　出生子欄　カナ･漢字氏名,生年月日
　届書母欄　筆頭者欄を除く項目 /

YES (93)出生子の生年月日 ＝ 西暦(YES,NO)

YES (94)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

(95)→ (95-1)3.0審査へ

NO (96-2)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりませ
ん。｣を表示

不受理

NO (97)エラーメッセージ
　｢外国人出生子の場合の入力項目に入力がありません。｣を表示

不受理

YES (101)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(98)→ 不受理

NO (96)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、西暦でなければなりません。｣を表示

不受理

(102)→ (102-1) 3.0審査へ

NO (102-2)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (104)エラーメッセージ
　｢胎児認知者と母の夫が違います。審査結果業務で処理した下さい。｣を表示

審査結果入力

NO (99)父母渉外婚姻区分 ＝ 1(YES,NO)

YES (100)出生子の出生区分 ＝ 2(YES,NO) 戸49II1

NO (103)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は2(準正嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.12 審査 1/3(父日本人,母外国人,母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1) 確認メッセージ(YES,NO)
　｢外国人母に婚姻解消の履歴がありますか。｣を表示

(2) 3.0審査へ

YES (3) 確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫及び外国人母の本国法により前夫の嫡出の推定を受けますか。｣を表示

民772

YES (4) 裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知) /

0

NO (8)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(9) 3.0審査へ 不受理

（5) 確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(6) 3.0審査へ

(7)→(37)へ

(12)→(37)へ

2 (13)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

1 (13-1)エラーメッセージ
　｢親子関係不存在確認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

1 (10)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (11)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(11-1)3.0審査へ 不受理

3 (14)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

(14-1)3.0審査へ 不受理

民773

(13-2)3.0審査へ 不受理

(13-3)→(37)へ

(22-1)3.0審査へ 不受理

(23)→(24)へ

4 (15)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(16)→(37)へ

2 (22)エラーメッセージ
　｢前夫の出生子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(24)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4;強制認知)

(25)→(37)へ

処理名 3.12 審査 2/3(父日本人,母外国人,母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(29)→(37)へ

2 (30)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

1 (31)エラーメッセージ
　｢親子関係不存在確認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

1 (26)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

1 (27)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(28)3.0審査へ 不受理

3 (34)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

(35)3.0審査へ 不受理

(32)3.0審査へ 不受理

(33)→(37)へ

(36-3)3.0審査へ 不受理

(37)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

4 (36)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父)

(36-1)→(37)へ

2 (36-2)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

YES (38)入るべき戸籍欄 ≠ スペース(YES,NO)

YES (39)エラーメッセージ
　｢出生子は外国人です。入るべき戸籍欄には入力出来ません。｣を表示

(40)3.0審査へ 不受理

NO (41)以下の項目に入力がある(YES,NO)
　出生子欄　カナ･漢字氏名,生年月日
　届書母欄　筆頭者欄を除く項目 /

YES (42)出生子の生年月日 ＝ 西暦(YES,NO) 戸49II1

YES (43)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

(44)→ (44-1)3.0審査へ

(44-2)エラーメッセージ 不受理
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.12 審査 3/3(父日本人,母外国人,母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を
表示

NO (46)エラーメッセージ
　｢外国人出生子の場合の入力項目に入力がありません。｣を表示

不受理

NO (47)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母に婚姻の履歴はありませんね。｣を表示

NO (45)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、西暦でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (52)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理

YES (48)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

YES (49)出生の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(50)→ (51)3.0審査へ

NO (53)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

(54)→ 不受理
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

NO (5) 確認メッセージ(YES,NO)
　｢父母の嫡出子であり、父母の国籍証明資料があるものとして処理を続行
しますか。｣を表示

(6) 3.0審査へ

YES (7) 以下の項目に入力がある(YES,NO)
　出生子欄　カナ･漢字氏名,生年月日
　届書父母欄　筆頭者欄を除く項目

(4)→(30)へ

NO (9) エラーメッセージ
　｢外国人出生子の場合の入力項目に入力がありません。｣を表
示

(10)3.0審査へ 不受理

/

(8)→(11)へ

NO (13-2)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりませ
ん。｣を表示

不受理

(11)出生子の生年月日 ＝ 西暦(YES,NO)

YES (12)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1

(13)→ (13-1)3.0審査へ

(15)→ 不受理

NO (17)届書の母本籍 ＝ 無国籍人(YES,NO)

(18)→(30)へ

YES

NO (14)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、西暦でなければなりません。｣を表示

不受理

(3) 届書の父本籍 ＝ 無国籍、かつ、届書の母本籍 ＝ 無国籍(YES,NO)
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.13 審査 2/4(父母外国人･無国籍人出生) 根拠法令(マニュアル処理)

NO (19)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母の非嫡出子であり、母の国籍証明資料があるものとして処理を続行します
か。｣を表示

(20)3.0審査へ

NO (23)エラーメッセージ
　｢外国人出生子の場合の入力項目に入力がありません。｣を表示

(24)3.0審査へ 不受理

YES (21)以下の項目に入力がある(YES,NO)
　出生子欄　カナ･漢字氏名,生年月日
　届書母欄　筆頭者欄を除く項目 /

(22)→(25)へ

(25)出生子の生年月日 ＝ 西暦(YES,NO)

YES (26)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

(27)→ (27-1)3.0審査へ

NO (28)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、西暦でなければなりません。｣を表示

不受理

(29)→ 不受理

NO (27-2)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を
表示

不受理

(32)→ (33)3.0審査へ 不受理

(34)出生証明書区分 ＝ 1(YES,NO)

(30)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父母又は母が無国籍人であるものとして処理を続行しますか。｣を表示

(31)→(34)へ

(38)3.0審査へ 不受理

NO (39)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子は日本で出生したものとして処理を続行しますか。｣を表示

YES (35)出生子の出生地 ＝ 日本国内(YES,NO) 国2

(36)→(43)へ

NO (37)エラーメッセージ
　｢国外で出生した出生子の出生届は受理出来ません。｣を表示

 7-2-(5)-1-65



YES /

NO

/

NO /

/

NO /

/

YES

/

YES /

/

YES /

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月　日 1 65/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.13 審査 3/4(父母外国人･無国籍人出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(40)→(43)へ

(41)→ (42)3.0審査へ 不受理

(46)→(47)へ

(47)入るべき戸籍欄 ≠ スペース(YES,NO)

(43)新戸籍欄 ＝ スペース(YES,NO) 国2

YES (44)エラーメッセージ
　｢出生子の新戸籍を新戸籍欄へ入力して下さい。｣を表示

(45)3.0審査へ 不受理

(50)→(51)へ

(51)届書の父氏名 ≠ スペース(YES,NO)

YES (48)エラーメッセージ
　｢無国籍人の出生子の場合、入るべき戸籍欄には入力出来ません。｣を表示

(49)3.0審査へ 不受理

YES (52)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父母の婚姻後の出生ですか。｣を表示

(53)3.0審査へ

YES (54)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1,昭和57.7.6民二　265号通達

YES (58-1)出生子の出生区分 ＝ 2(YES,NO)

(55)→(63)へ

NO (56)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりません。｣を表示

(57)3.0審査へ 不受理

(58-2)→(63)へ

NO (58-3)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は2(準正嫡出子)でなければなりません。｣を表
示

(58-4)3.0審査へ 不受理

(58-7)3.0審査へ 不受理

NO (58-5)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

(58-6)→(63)へ

NO (58-7)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

NO (58)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父母は婚姻しているものとして処理を続行しますか。｣を表示
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NO

/

YES /

/

YES

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.13 審査 4/4(父母外国人･無国籍人出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(58-9)→(59)へ

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月　日 1 66/95

NO (61)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

(62)3.0審査へ 不受理

(59)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO) 戸49II1,昭和57.7.6民二　　265号通達

(60)→(63)へ

(63)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(64)→ (65)3.00審査へ 受理伺い

NO (66)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理
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/

NO /

/

NO /

/

YES /

NO

NO /

/

/

NO

/

YES

処理名 3.14 審査(出生区分 ＝ 棄児) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)出生子の出生地 ＝ 国外(YES,NO)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 67/95

改訂日付第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

(4)→(5)

(5)出生子の出生区分 ≠ 4(YES,NO) 戸4II1

YES (2)エラーメッセージ
　｢国外で出生した出生子の出生届は受理出来ません。｣を表示

(3)3.0審査へ 不受理

(8)→(9)

(9)届出人の資格 ≠ 市区町村長(YES,NO) 戸57

YES (6)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は4(棄児)でなければなりません。｣を表示

(7)3.0審査へ 不受理

YES (21)エラーメッセージ
　｢新戸籍欄へ入力して下さい。｣を表示

(22)3.0審査へ 不受理

(20)新戸籍欄 ＝ スペース(YES,NO) 戸57II

(15)→(20)へ

YES (10)確認メッセージ(YES,NO)
　｢届出人を市区町村長として処理を続行しますか。｣を表示

(11)3.0審査へ

(12)中間F(届書),届出人資格,資格名称に市区町村コード,市区町村名を移送

(13)→ (14)3.0審査へ 不受理

(28)削除 (29)削除

NO (30)削除

(26)→ (26-1)3.0審査へ

(27)削除 (27)～(30)を削除(続柄更正申出対応8.3版)

NO (23)新戸籍の本籍 ≠ 管内(YES,NO} 昭和25.4.10　民事甲　932号回答

YES (24)エラーメッセージ
　｢新戸籍の本籍は管内に作成して下さい。｣を表示

(25)3.0審査へ 不受理
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/

/

NO

NO

YES

YES

/

/

YES

/

YES

処理名 3.15 審査(出生区分 ＝ 嫡出子) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)新戸籍 ≠ スペース(YES,NO)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月　日 8.3 68/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(5)→(6)へ /

YES (2)届書の父母双方 ≠ 無国籍人(YES,NO)

YES (3)エラーメッセージ
　｢嫡出子出生処理の為、新戸籍欄には入力出来ません。｣を表示

(4)3.0審査へ 不受理

(6)中間F(届書).父未定区分 ＝ 1又は2(YES,NO)

YES (7)届出人,資格 ＝ 母,同居者,医師,助産師,立会人,法定代理人,公設署の長,船長,親
族のいずれかである(YES,NO)

/ 戸52

(8)→ (8-1)3.0審査へ

NO (9)エラーメッセージ
　｢父母離婚後(父未定)･嫡出子出生の場合の届出人資格に間違いがあります。｣
を表示

(10)3.0審査へ 不受理

(13)エラーメッセージ
　｢父母婚姻中･嫡出子出生の場合の届出人資格に間違いがあります。｣を表示

(14)3.0審査へ 不受理

(15)削除 (15)～(23)を削除(続柄更正申出対応8.3版)

YES (11)届出人.資格 ＝ 父,母,父母,同居者,医師,助産師,立会人,法定代理人,公設署の
長,船長,親族のいずれかである(YES,NO)

/ 戸52

昭和36.7.18～19第20回福島県下戸連合協決

(12)→ (12-1)3.0審査へ

NO

NO (20)削除

(21)削除 (22)削除

NO

YES (16)削除

(17)削除 (18)削除

NO (19)削除

(23)削除
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/

/

NO

NO

/

YES /

/

YES /

/

YES /

YES

NO

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 11月 1日 8.3 69/95

改訂日付

処理名 3.16 審査(出生区分 ＝ 準正嫡出子) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)新戸籍 ≠ スペース(YES,NO)

YES (2)届書の父母双方 ≠ 無国籍人(YES,NO)

YES (3)エラーメッセージ
　｢準正嫡出子出生処理の為、新戸籍欄には入力出来ません。｣を表示

(4)3.0審査へ 不受理

(5)→(6)へ /

(6)届出人の資格 ＝ 父又は父母(YES,NO) 戸62,大正11.11.30民事　4297回答

(7)→(14)へ

YES (9)届出人.資格 ＝ 母,同居者,医師,助産師,立会人,法定代理人,公設署の長,船
長,親族のいずれかである(YES,NO)

/

(10)削除 (10)～(13)を削除(続柄更正申出対応8.3版)

(9-1)→(14)へ

NO (9-2)エラーメッセージ
　｢準正嫡出子の場合の届出人資格に間違いがあります。｣を表示

(9-3)3.0審査へ 不受理

NO (8)胎児認知区分 ＝ 1又は裁判の区分 ＝ 4(YES,NO)

NO (9-4)エラーメッセージ
　｢準正嫡出子の場合の届出入資格に間違いがあります。｣を表示

不受理

(11)削除

NO (12)削除 (13)削除

(15)→ (16)3.0審査へ 受理照会

(17)→

(14)母の本籍 ＝ 無国籍　かつ　胎児認知日 ＝ スペース　かつ　裁判の区分 ≠ 4　かつ
　父の本籍 ≠ 国籍(YES,NO)
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/

YES /

/

/

NO /

YES

/

YES

NO

NO
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 70/95

改訂日付

処理名 3.17 審査(出生区分 ＝ 非嫡出子) 根拠法令(マニュアル処理)

①入るべき戸籍欄 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の母筆頭者区分 ＝ 0　かつ
　入るべき戸籍の母配偶者区分 ＝ 0　又は
　届書の父外国人区分 ＝ 0　かつ　届書の母外国人区分 ＝ 1　かつ　胎児認知日 ≠ ス
ペース　又は　届書の母外国人区分 ＝ 1　かつ　届書の母本籍 ＝ 無国籍(YES,NO) /

YES (2)新戸籍欄 ≠ スペース(YES,NO)

(3)→(9)へ

NO (4)届書の母外国人区分 ＝ 1(YES,NO)

YES (5)エラーメッセージ
　｢子につき新戸籍編製ですが、新戸籍欄への入力がありません。｣を表示

(6)3.0審査へ 不受理

NO (7)エラーメッセージ
　｢母につき新戸籍編製ですが、新戸籍欄への入力がありません。｣を表示

不受理

YES (8-1)エラーメッセージ
　｢母の現在戸籍への入籍です。新戸籍欄への入力は出来ません。｣を表示

(10)→ (10-1)3.0審査へ

(8-2)3.0審査へ 不受理

(8-3)→(9)へ

(9)届出人.資格 ＝ 母,同居者,医師,助産師,立会人,法定代理人,公設所の長,船長,親族の
いずれかである(YES,NO) /

戸52

NO (8)新戸籍の本籍 ≠ スペース(YES,NO)

NO (11)エラーメッセージ
　｢非嫡出子出生の場合の届出人資格に間違いがあります。｣を表示

(12)3.0審査へ 不受理

(13)削除 (13)～(16)を削除

(14)削除 (15)削除

(16)削除

(17)届出人.資格 ≠ 母　かつ　新戸籍の本籍 ≠ 入るべき戸籍.本籍　かつ　新戸籍の本
籍 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍.本籍 ≠ スペース(YES,NO)

16版改修 第20版誤植変更

(20)→ (21)3.0審査へ

YES (18)エラーメッセージ
　｢新本籍と従前の本籍は同一でなければなりません。｣を表示

(19)3.0審査へ 戸籍法30-3

不受理 第19版変更
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/

YES /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

NO /

/

/

YES /

NO /

(3)子の出生日 + 6年(6歳以上) ≦ 受領日(YES,NO)

(4)確認メッセージ(YES,NO)
｢出生子の年齢が学齢を越えています。受理してよろしいですか?｣を表示

(4-1)→(7)へ

(5)3.0審査へ

平成26.7.3民一737号通達 21版(出生138)

昭和34.8.27民事甲1545号通達21版(出生138)

第18版変更

↓

↓

↓

受理

(失期通知を裁判所へ提出)

戸49I 21版(出生138)

↓昭和36.9.5民事甲2008号通達

受理照会 第18版変更

(16)出生子の生年月日+14日(14日未満) > 受領日(YES,NO)

(17)→(21)へ

(18)エラーメッセージ
　｢出生の届出が出生日から14日を過ぎています。｣を表示

(11)出生証明書区分 ≠ 1　かつ　届出人.資格 ≠ 船長　かつ　出生子.出生区分 ≠ 4(YES,NO)

↓

戸49III

(12)エラーメッセージ
　｢出生証明者が医師･助産師以外です。｣を表示

↓昭和36.5.12～13佐賀県戸協決

(4-2)→

(6)→(7)へ

(7)母の生年月日 + 50年(50歳以上) ≦ 子の出生日(YES,NO)

(7-1)確認メッセージ(YES,NO)
｢出生時、母年齢が50歳以上です。出生施設は医療法上の病院ですか?｣を表示

(7-2)→(10-1)へ

YES

NO

YES

NO

/

(9)3.0審査へ

根拠法令(マニュアル処理)

(10-3)→(21)へ

受理照会,昭和23.12.1民事甲1998号回答(13)3.0審査へ

↓

送付分の届書は受理照会の対象外とする。

↓

↓受理照会

第18版変更

↓

第19版変更

↑

↑

第18版削除

昭和36.5.17民事甲1196号回答

第19版変更

昭和54.9.27～28高知県連協決

改訂日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 71/95

(20)→(21)へ

YES

YES

NO (19)3.0審査へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

(8)エラーメッセージ
　｢出生当時の母の年齢が50歳を越えています。｣を表示

(10)→(10-1)へ

(10-1)在外送付区分 ＝ O:受理分(YES,NO)

(10-2)→(11)へ

NO

(14)→(15)へ

(15)出生子の出生場所 ＝ 国内である(YES,NO)

処理名 3.18 審査1/2(受理照会等)

(1)出生子の生年月日 ＝ 西暦　かつ　出生証明書区分 ＝ 1(YES,NO)

(2)→(10-1)へ
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/

/

/

/

YES /

/

YES /

NO

NO

(25)3.0審査へ

(26-4)3.0審査へ

(23)本･非本区分 ＝ 2(YES,NO)

(22-1)在外送付区分 ＝ 0:受理　又は2:在外公館の直接送付(YES,NO)

(27)→(28)へ

(26)エラーメッセージ
　｢本･非本区分け2(非本籍)でなければなりません。｣を表示

YES

(24)→(37)へ

(26-1)本･非本区分 ＝ 1(YES,NO)NO

NO

NO

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.18 審査1/2(受理照会等)

(22)入るべき戸籍の本籍 ＝ 管内　かつ　新戸籍の本籍 ＝ 管外(YES,NO)

(21)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18 72/95

不受理(26-3)エラーメッセージ
　｢本･非本区分け1(本籍)でなければなりません。｣を表示

/

YES

YES

不受理

(26-2)→(37)へ
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/

/

YES /

/

YES /

/

YES

/

YES

審査(出生届)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

不受理

(32)3.0審査へ

(40)3.0審査へ

版 頁

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 73/95

作成者 作成日付

NO 不受理

根拠法令(マニュアル処理)

不受理

改訂日付

処理名 3.18 審査2/2(受理照会等)

YES

NO

(28)入るべき戸籍の本籍 ＝ 管内又は新戸籍の本籍 ＝ 管内(YES,NO)

(30)→(37)へ

(31)エラーメッセージ
　｢本･非本区分は1(本籍)でなければなりません。｣を表示

(33)本･非本区分 ＝ 2(YES,NO)

(34)→(37)へ

(37)出生子の出生区分 ＝ 2　かつ　入るべき戸籍の本籍 ≠ スペース　かつ
　届書の母外国人区分 ＝ 1　かつ　胎児認知日 ＝ スペース　かつ　在外送付区分 ＝
1(YES,NO)

(38)報告区分 ＝ 1(YES,NO)

(39)→

(41)エラーメッセージ
　｢報告区分は1(創設的届出)でなければなりません。｣を表示

(42)報告区分 ＝ 2(YES,NO)

(43)→

(45)エラーメッセージ
　｢報告区分は2(報告的届出)でなければなりません。｣を表示

YES

NO

不受理

/

(36)3.0審査へ

(44)3.0審査へ

(29)本･非本区分 ＝ 1(YES,NO)

NO

NO

(35)エラーメッセージ
　｢本･非本区分は2(非本籍)でなければなりません。｣を表示

NO
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/

YES /

/

/

/

/

/

YES /

NO

3 /

/

1.3 /

処理名 3.19 審査1/3(母日本人,父外国人婚姻後201日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)　入るべき戸籍の母前婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO) 民772II

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 74/95

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

0 (12)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(13)3.0審査へ 昭28.7.20　民事甲　1238号回答

(14)→(63)へ

(11)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知) /

(20)中間F(届書).父未定区分に1を移送 戸54

(21)→(63)へ

NO (15)入るべき戸籍の嫡出子例外区分(0:無,1:有)

(27)3.0審査へ 不受理

(31)3.0審査へ 不受理

0 (19)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1

YES

1 (24)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下
さい。｣を表示

不受理

NO (22)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりませ
ん。｣を表示

(23)3.0審査へ 不受理

昭20.9.24　民事特甲　408号回答

昭24.9.5　民事甲　1942号回答

民773.戸49II1

4 (39)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父)

(39-1)→(63)へ

1.2 (25)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

2 (28)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(29)→(63)へ

(30)→

1 (26)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

YES (2)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか。｣を表示

(3)3.0審査へ

YES

(32)→(63)へ
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NO

NO

/

0 /

/

1 /

2 /

3 /

/

1,3 /

/

/

/

/

YES

1 /

/

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 75/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

処理名 3.19 審査2/3(母日本人,父外国人婚姻後201日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

2 (39-2)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(39-3)3.0審査へ

(41)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(42)→(63)へ

不受理

(40)→(41)へ
/

4 (62)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父)

(62-1)→(63)へ

1,2 (43)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

(44)→(78)へ

(53)→(63)へ

2 (62-2)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(62-3)3.0審査へ 不受理

(54)→(63)へ 民773

(63)入るべき戸籍の嫡出子例外区分(0:無,1:有)

0 (64)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1

YES (65)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

YES (66)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(67)→ (68)3.0審査へ

NO (69)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

NO (71)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

(72)→(78)へ

不受理

NO (70)エラーメッセージ
　｢現夫の嫡出子です。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理

(78)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)
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YES /

NO /

YES /

YES /

NO

NO /

/

/

YES

頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 76/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 3.19 審査3/3(母日本人,父外国人婚姻後201日以降出生) 根拠法令(マニュアル処理)

YES (79)入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペースかつ
　入るべき戸籍の婚姻解消日 < 出生子の生年月日(YES,NO) /

YES

(79-3)→(80)へ 21版(出生211)

(80)入るべき戸籍の母入籍事件日 ≠ スペースかつ
　入るべき戸籍の母除籍日 ＝ スペース(YES,NO)

/

(79-1)入るべき戸籍の本籍 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の本籍 ＝ 管外
かつ入るべき戸籍の母入籍事件日 ＝ スペース(YES,NO)

/ 21版(出生211)

21版(出生211)

(79-2)→(88)へ 21版(出生211)

(85)→ (86)3.0審査へ 不受理

(87)→(88)へ

(81)→(88)へ

NO (82)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですね。｣を表示

(83)3.0審査へ

(84)→(88)へ

(88)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

YES (89)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(90)→ (91)3.0審査へ

NO (92)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (93)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (107)エラーメッセージ
　｢現夫による胎児認知は出来ません。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理
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/

YES /

/

YES /

NO

/

YES /

NO

4 /

処理名 3.20 審査1/3(母日本人･父外国人婚姻後200日以内出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)入るべき戸籍の母前婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 77/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

0 (5)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(6)3.0審査へ

(7)→(47)へ

(4)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知) /

1 (11)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(12)3.0審査へ 不受理

NO (8)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(9)3.0審査へ 不受理

(16)3.0審査へ 不受理

2 (17)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (18)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(19)3.0審査へ

2 (13)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(14)→(47)へ

(15)→

1 (10)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

不受理

2 (20)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(21)→(47)へ

(22)→ (23)3.0審査へ 不受理

3 (24)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

不受理

民773

YES (2)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか。｣を表示

(3)3.0審査へ 民772

YES

(25)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787
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1,3 /

NO

NO

/

0 /

/

2 /

/

/

YES /

2 /

/

1 /

/

YES /

/

YES /
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 78/95

(27)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(28)3.0審査へ 不受理

処理名 3.20 審査2/3(母日本人,父外国人婚姻後200日以内出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(26)→(47)へ

2

(30)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(31)→(47)へ

(29)→(30)へ
/

(35)→(47)へ

2 (36)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

1 (37)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

1 (32)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

1 (33)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(34)3.0審査へ 不受理

(38)→(53)へ

NO (39)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

(40)3.0審査へ 不受理

(41)→(47)へ

3 (42)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

(42-1)3.0審査へ 不受理

(46)3.0審査へ 不受理

(47)届出人 ＝ 母　かつ　出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO) 昭和26.6.27 民事甲　1332号回答

4 (43)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)

(44)→(47)へ

2 (45)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(48)→(53)へ

NO (49)出生子の出生区分 ＝ 1(YES,NO) 戸49II1

(50)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)
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/
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NO /
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YES /

NO

NO /

/

/
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(51-3)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 79/95

処理名 3.20 審査3/3(母日本人,父外国人婚姻後200日以内出生) 根拠法令(マニュアル処理)

YES (51)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(51-1)→

NO (51-4)エラーメッセージ
　｢現夫の嫡出子です。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理

NO (52)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は1(嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

(51-2)3.0審査へ

NO 不受理

(53)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

YES (54)入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペース　かつ
　入るべき戸籍の婚姻解消日 < 出生子の生年月日(YES,NO) /

YES

(55)入るべき戸籍の母入籍事件日 ≠ スペース　かつ
　入るべき戸籍の母除籍日 ＝ スペース(YES,NO) /

(56)→(63)へ

(54-1)入るべき戸籍の本籍 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の本籍 ＝ 管外
かつ
　入るべき戸籍の母入籍事件日 ＝ スペース(YES,NO)

/

NO

21版(出生211)

21版(出生211)

(54-2)→(63)へ 21版(出生211)

(54-3)→(55)へ 21版(出生211)

(61)3.0審査へ 不受理

(62)→(63)へ

(63)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

NO (57)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですね。｣を表示

(58)3.0審査へ

(59)→(63)へ

(67)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

(60)→

NO (69)エラーメッセージ
　｢現夫による胎児認知は出来ません。胎児認知無効の処理を行って下さい。｣を表示

不受理

不受理

NO (68)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

YES (64)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(65)→ (66)3.0審査へ
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/

YES /

/

YES /

NO

/

YES /

NO

4 /

処理名 3.21 審査1/4(母日本人･父外国人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)入るべき戸籍の母前婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 80/95
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

0 (12)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(13)3.0審査へ

(14)→(59)へ

(11)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知) /

1 (18)エラーメッセージ
　｢嫡出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(19)3.0審査へ 不受理

NO (15)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(16)3.0審査へ 不受理

不受理

2 (20-4)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (20-5)エラーメッセージ
　｢親子関係不存在確認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(20-6)3.0審査へ 不受理

2 (20)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(20-1)→(59)へ

(20-2)→ (20-3)3.0審査へ

1 (17)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

2 (20-7)確認メッセージ(YES,NO)
　｢現夫の出生子として処理を続行しますか。｣を表示

(20-8)→(59)へ

(20-9)→ (20-10)3.0審査へ 不受理

3 (21)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

不受理

民773

YES (2)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか。｣を表示

(3)3.0審査へ 民772

YES

(22)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787.昭和41.3.14 民事甲　655号回答
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 81/95

(24)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(25)3.0審査へ 不受理

処理名 3.21 審査2/4(母日本人,父外国人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(23)→(59)へ

2

(39)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(40)→(59)へ

(38)→(39)へ
/

(41)エラーメッセージ
　｢認知以外の裁判区分を入力することは出来ません。｣を表示

(42)3.0審査へ 不受理

4 (43)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(44)→(59)へ 戸49II1

2 (45)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(46)3.0審査へ 不受理

(59)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

YES (59-1)裁判の区分 ＝ 4　かつ　対象父区分 ＝ 1又は3(YES,NO)

(59-2)→(112)へ

YES (64)確認メッセージ(YES,NO)
　｢直系卑属は成年に達していますか。｣を表示

民3,783II後段

YES (65)確認メッセージ(YES,NO)
　｢直系卑属の承諾があるものとして処理を続行しますか。｣を
表示

(62)3.0審査へ 民783II前段

大正6.3.6民　197号回答

(63)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子には、直系卑属がいるものとして処理を続行しますか。｣を表示

民783II前段

(59-3)→(60)へ

(60)届出人の資格 ＝ 001又は005(YES,NO) 戸62,大正8.9.13民　3686号回答

YES (61)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子は死亡していますか。｣を表示

YES
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YES /

NO

NO /

NO

NO /

YES /

YES

YES /

NO

NO /

NO /

YES

YES /

NO

NO /

YES /

NO /

/

YES /

/

R2.1(出生150)

民3,782 R2.1(出生150)

大正7.5.30民1159号回答 R2.1(出生150)

昭和43.4.5民事甲689号回答 R2.1(出生150)

R2.1(出生150)

(75-8)→(112)へ

(82)→ (83)3.0審査へ 不受理

(84)→(112)へ

(77)確認メッセージ(YES,NO) (78)3.0審査へ 大正7.5.30　民　1159号回答

｢認知に対する出生子の承諾があるものとして処理を続行します
か。｣を表示

昭和43.4.5　民事甲　689号回答

(79)→(112)へ

(76)子の生年月日 + 20年(20歳以上) ≦ 受領日(YES,NO) 民3,782 21版(出生138)

(75-7)3.0審査へ

(75-1)受領日 ≧ 2022年4月1日 である(YES,NO)

(75-4)3.0審査へ

R2.1(出生150)

不受理 R2.1(出生150)

R2.1(出生150)

(75-2)子の生年月日 + 18年(18歳以上) ≦ 受領日(YES,NO)

(75-3)確認メッセージ(YES,NO)

｢認知に対する出生子の承諾があるものとして処理を続行します
か。｣を表示

(75-5)→(112)へ

(75-6)→

R2.1 82/95

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和 2年 3月31日

処理名 3.21 審査3/4(母日本人,父外国人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(66)→(112)へ

(70)→ (71)3.0審査へ 不受理

(72)→(112)へ

(75)→ 不受理

NO (88)確認メッセージ(YES,NO)
　｢届出人が父･父母以外の為、準正嫡出子にはなれませんがよろしいですか。｣
を表示

(89)3.0審査へ

(90)入るべき戸籍の母入籍事件日<出生子の生年月日(YES,NO)

(91)→(118)へ

YES (88-1)入るべき戸籍の本籍 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の本籍 ＝
管外　かつ　入るべき戸籍の母入籍事件日 ＝ スペース(YES,NO)

/ 21版(出生211)

21版(出生211)

(88-2)→(118)へ 21版(出生211)

(88-3)→(90)へ 21版(出生211)

(94)入るべき戸籍の母入籍事件日>出生子の生年月日(YES,NO)

NO 22版(出生143)

22版(出生143)

22版(出生143)

22版(出生143)
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YES /

NO

NO

NO

NO

YES

YES (95)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいです
ね。｣を表示

(96)3.0審査へ

(97)→(118)へ

(98)→ (99)3.0審査へ 不受理

(100)→ 受理照会

(101)→ 不受理

NO
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NO /

/

/

YES

/

/

YES

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

処理名 3.21審査4/4(母日本人,父外国人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(111)→(112)へ

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 83/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(112)出生子の出生区分 ＝ 2(YES,NO)

YES (113)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(114)→ (115)3.0審査へ

NO (116)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (117)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は2(準正嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理

(118)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

YES (119)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(120)→ (121)3.0審査へ

NO (122)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (123)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理
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/

NO /

/

YES /

/

/

/

YES /

YES /

NO

NO /

/

1

処理名 3.22審査1/4(母日本人,父外国人,母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)届書の母欄 ≠ スペース(YES,NO)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 84/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(4)→(5)へ

(5)入るべき戸籍の母前婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

YES (2)エラーメッセージ
　｢届書の母を入るべき戸籍の母欄へ入力して下さい。｣を表示

(3)3.0審査へ 不受理

YES (6)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか。｣を表示

(7)3.0審査へ 民772

YES (8)裁判の区分(0:無,1:摘出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知)

/

0 (9)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の摘出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(10)3.0審査へ

(11)→(42)へ

民775

1 (14-1)エラーメッセージ
　｢摘出否認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(14-2)3.0審査へ 不受理

NO (12)エラーメッセージ
　｢前夫の摘出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(13)3.0審査へ 不受理

NO (18)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいで
すね。｣を表示

(19)3.0審査へ 不受理

(19-1)→(42)へ

(17)→(42)へ

2 (21)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

(22)エラーメッセージ (22-1)3.0審査へ 不受理

(19-2)→ (19-3)3.0審査へ 不受理

(20)→(42)へ

2 (15)出生子の生年月日 ≦ 入るべき戸籍の母前婚姻解消日(YES,NO)

YES (16)裁判の子の氏変更申出区分 ≠ スペース(YES,NO)

1 (14)対象父区分(1:現夫,2:前後夫)
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/

/

YES /

YES /

N O

NO

/

1,3 /

NO

NO

/

0 /

/

YES /

NO

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 85/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.22 審査2/4(母日本人,父外国人,母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

　｢親子関係不存在確認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

NO (22-5)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいで
すね。｣を表示

(22-6)3.0審査へ

(22-2)出生子の生年月日 ≦ 入るべき戸籍の母前婚姻解消日(YES,NO)

YES (22-3)裁判の子の氏変更申出区分 ≠ スペース(YES,NO)

(22-10)→(42)へ

3 (23)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

不受理

民773

2

(22-7)→(42)へ

(22-8)→ (22-9)3.0審査へ 不受理

(22-4)→(42)へ

(29)3.0審査へ 不受理

(30)→(31)へ
/

4 (24)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(25)→(65)へ

2 (28)エラーメッセージ
　｢前夫の出生子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

1 (33-1)エラーメッセージ
　｢摘出否認裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(33-2)3.0審査へ 不受理

(31)裁判の区分(0:無,1:摘出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(32)→(42)へ

不受理

2 (33-3)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですね。｣を表示

(33-4)→(42)へ

(33-5)→ (33-6)3.0審査へ

1 (33)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775
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/

YES /

NO

/

1,3 /

/

/

YES /

NO

NO

YES /

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届)

(33-9)3.0審査へ 不受理

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 86/95

処理名 3.22 審査3/4(母日本人,父外国人,母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

不受理

3 (34)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

不受理

2 (33-10)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいですね。｣を表示

(33-11)→(42)へ

(33-12)→ (33-13)3.0審査へ

2 (33-7)対象父区分(1:現夫,2:前後夫) 民775

1 (33-8)エラーメッセージ
　｢親子関係不存在確認の裁判の対象父を確認して下さい。｣を表示

(41)3.0審査へ 不受理

(42)胎児認知日 ＝ スペース(YES,NO)

4 (35)対象父区分(1:現夫,2:前後夫,3:届書の父) 民787

(36)→(65)へ

2 (40)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

(47)→(65)へ

(48)→

YES (43)出生子の生年月日 ≧ 平成2年1月1日(YES,NO) 改正法例(平成2年1月1日施行)

YES (44)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父は事実主義国の外国人として処理を続行しますか。｣を表示

(45)3.0審査へ 法18I

NO (61)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母に婚姻の履歴はありませんね。｣を表示

(62)→(65)へ

(49)3.0審査へ 不受理

NO (50)エラーメッセージ
　｢改正法例前における事実主義にもとずく父欄の入力は出来ません。｣を表示

不受理

YES (46)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父の事実主義に関する証明書の添付があるものとして処理を続行します
か。｣を表示

平成元年.10.2　民二3900号通達

　第3の2(2)ア
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NO

/

/

YES

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

処理名 3.22 審査4/4(母日本人,父外国人,母未婚･婚姻解消後出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(63)→ (64)3.0審査へ 不受理

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 87/95

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(65)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO) 戸49II1

YES (66)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(67)→ (68)3.0審査へ

NO (69)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

不受理

NO (70)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

不受理
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/

NO /

/

YES /

/

/

YES /

YES /

NO

NO /

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 88/95

改訂日付

処理名 3.21　審査2/4(母日本人･父外国人婚姻前出生) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)届書の母欄 ≠ スペース(YES,NO)

YES (2)エラーメッセージ
　｢届書の母を入るべき戸籍の母欄へ入力して下さい。｣を表示

(3).3.0審査へ 不受理

(4)→(5)へ

(5)入るべき戸籍の母前婚姻解消日 + 300日 ≧ 出生子の生年月日(YES,NO)

YES (6)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生日は、母と前夫が婚姻した翌日から201日以降ですか。｣を表示

(7)3.0審査へ 民772

YES (8)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認
知) /

0 (9)確認メッセージ(YES,NO)
　｢前夫の嫡出の推定を排除する例外事由がありますか。｣を表示

(10)3.0審査へ

(11)→(38)へ

NO (12)エラーメッセージ
　｢前夫の嫡出子です。前夫及び前夫との婚姻事項を入力して下さ
い。｣を表示

(13)3.0審査へ 不受理

1,2 (14)出生子の生年月日 ≦ 入るべき戸籍の母前婚姻解消日(YES,NO) 民775

YES (15)裁判の子の氏変更申出区分 ≠ スペース(YES,NO)

(16)→(38)へ

NO (17)確認メッセージ(YES,NO)
　｢出生子の入るべき戸籍は、入力した戸籍でよろしいです
ね。｣を表示

(18)3.0審査へ 不受理

(19)→(38)へ

(20)→ (21)3.0審査へ 不受理

(22)→(38)へ

3 (23)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

(24)3.0審査へ 不受理

民773

4 (25)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さ
い。｣を表示

不受理
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NO

NO

/

0 /

YES /

NO /

/

NO /

YES

3

(26)→(27)へ

(33)3.0審査へ

(36)3.0審査へ

21版(出生211)

/

根拠法令(マニュアル処理)

審査(出生届) システム化調査研究会

(27)裁判の区分(0:無,1:嫡出否認,2:親子関係不存在,3:父を定める訴,4:強制認知)

(29-2)→(38)へ

(28)→(38)へ

21 89/95

処理名 3.23 審査2/2(母日本人未婚･婚姻解消後出生)

平成6年12月 1日 平成30年 3月31日

(29-1)入るべき戸籍の本籍 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の本籍 ＝ 管外
かつ　入るべき戸籍の母入籍事件日 ＝ スペース(YES,NO)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

1,2

YES

YES

/

/

/

(31)→(38)へ

(32)エラーメッセージ
　｢出生子は、母の現在戸籍への入籍です。母の現在戸籍を入力して下さ
い。｣を表示

(34)→(38)へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

21版(出生211)

(43)エラーメッセージ
　｢出生子の出生区分は3(非嫡出子)でなければなりません。｣を表示

4

YES

NO

NO

(37)エラーメッセージ
　｢強制認知の裁判の対象父を入るべき戸籍又は届書の父欄に入力して下さい。｣を表示

(38)出生子の出生区分 ＝ 3(YES,NO)

(39)出生子の生年月日 ＝ 和暦(YES,NO)

(40)→

不受理

不受理

不受理

(41)3.0審査へ

(29-3)→(30)へ

21版(出生211)

(30)入るべき戸籍の母入籍事件日 ≠ スペースかつ入るべき戸籍の母除籍日 ＝
スペース(YES,NO)

(29)入るべき戸籍の婚姻解消日 ≠ スペース　かつ　入るべき戸籍の婚姻解消日 <
出生子の生年月日(YES,NO)

不受理

戸49II1

不受理

(42)エラーメッセージ
　｢出生子の生年月日は、和暦でなければなりません。｣を表示

(35)エラーメッセージ
　｢父を定める訴の裁判は入力出来ません。｣を表示

/

21版(出生211)
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中間ファイル(届書)
共通

受領番号が取得済みの場合に設定

受理送付区分

出生(その1)面面

戸籍番号

戸籍番号

同時決裁受領番号(1～5)

渉外区分

本籍人サブシステム
インターフェイスロック戸籍番号(2)

ロック戸籍番号(3)

ロック戸籍番号(4)

ロック戸籍番号(1) 戸籍番号

外国人区分(届書父)
外国人区分(届書母)
国籍留保届出人区分

発送元

処理日

報告区分

在外送付区分 ＝ 0:1
在外送付区分 ≠ 0:2

入るべき戸籍,届書の父,届書の母が
本籍人の場合、選択戸籍番号をセッ
ト

父母双方に入力がある場合
　父母双方日本人　　:0
　父母の一方が日本人:1
　父母双方外国人　　:2
父母の一方に入力がある場合
　入力がある者は日本人:0
　入力がある者は外国人:2
但し、上記区分 ＝ 0であるとき
　国籍留保届出人 ≠ 0の場合:1

本非区分

郵送日

動態区分

01(出生届)

動態区分

許可日

指示日

本･非本区分

郵送日

版 頁

処理名 4.0　中間ファイル(届書)　1/6

受領日

出張所番号

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 90/95

受取側 引渡側

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(届書) ←(引渡側)届出書入力画面,その他

第7
2

(5)
データ編集表

届区分

作業名 作成者 作成日付 改定日付

記号名

受領番号

選択事件コード

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

発送元

在外送付区分在外送付区分

処理日

名称 記号名

送付日 送付日

受領番号

出張所番号

受領日

名称
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出生入力画面事件別内容

ロック戸籍番号(5)

決裁区分

届書排他区分

データ編集表
審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 91/95

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

作成日付 改定日付

処理名

作業名

(受取側)中間ファイル(届書) ←(引渡側)届出書入力画面,その他

版 頁第7
2

(5)

中間ファイル(届書)
共通

不受理申出処分区分

処分区分

備考

3/6～6/6参照

受領No. ＝ スペース:0を移送

本籍人で該当する不受理申出がある
場合、1を移送する

審査の結果により、1 ＝ 受理、又は
2 ＝ 不受理、又は、3 ＝ 受理伺い
をセットする。審査において一つで
もエラーがある場合は不受理とす
る。

再入力の場合:1

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

作成者

4.0　中間ファイル(届書)　2/6

受取側 引渡側

名称 記号名 名称 記号名
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　〃　　出生地コード

　〃　　世帯主との続柄コード 　〃　.世帯主との続柄コード

入るべき戸籍の婚姻日 入るべき戸籍.婚姻日

　〃　　嫡出子例外区分 　〃　.嫡出子例外区分

　〃　　母前婚姻解消日 　〃　.母前婚姻解消日

出生(その1)面面

出生(その2)画面

　〃　.出生地
有

　〃　.国籍
有

　〃　.住所
有

　〃　.本籍
有

　〃　.出生区分

　〃　.続柄コード

　〃　.筆頭者

　〃　.世帯主氏名

中間ファイル(届書)
事件別内容

出生子のカナ氏名

　〃　　漢字氏名

　〃　　生年月日

　〃　　出生区分

　〃　　続柄コード

　〃　　国籍

　〃　　筆頭者氏名

　〃　　本籍

　〃　　住所

　〃　　世帯主氏名

　〃　　本籍コード

　〃　　資格名称

　〃　　氏名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

　〃　　国籍コード

(受取側)中間ファイル(届書)

出生証明書区分

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目

出生証明書区分

処理名 4.0　中間ファイル(届書)　3/6

届出人.資格コード

　〃　　出生地

届出人の資格コード

　〃　　住所コード

　〃　.漢字氏名

出生子.カナ氏名

　〃　.生年月日

　〃　　婚姻解消日 　〃　.婚姻解消日

　〃　.資格名称

　〃　.氏名

出力形態

Z9.,

備考

作成日付 改定日付 版 頁

1 92/95

←(引渡側)届出書入力画面

コード
変換有無
(サブルー
チン)

令和　年　月　日

記号名

第7
2

(5)
データ編集表

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

作業名 作成者
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入るべき戸籍.父氏名

　〃　　父筆頭者区分 　〃　.父筆頭者区分

　〃　　父入籍事件日 　〃　.父入籍事件日

　〃　　父配偶者区分 　〃　.父配偶者区分

入るべき戸籍.母氏名

　〃　　母筆頭者区分 　〃　.母筆頭者区分

　〃　　母入籍事件日 　〃　.母入籍事件日

　〃　　母配偶者区分 　〃　.母配偶者区分

本籍人の場合、入るべき戸籍の母の
個人番号を移送

　〃　.父除籍日

　〃.父本籍

本籍人:本籍人サブシステム
非本籍人:非本籍人サブシステム

本籍人の場合、届書の父の個人番号
を移送

有

　〃　　母個人番号

　〃　　母カナ氏名

届書の父個人番号

　〃　　父カナ氏名

サブシステム
インターフェイス

出生(その2)面面

サブシステム
インターフェイス

出生(その2)面面

　〃　　父本籍コード

中間ファイル(届書)
事件別内容

本籍人:本籍人サブシステム
非本籍人:非本籍人サブシステム

入るべき戸籍の
父個人番号

　〃
　　　　父カナ氏名

　〃　　母漢字氏名

　〃　　父漢字氏名 届書.父氏名

　〃　　母除籍日 　〃　.母除籍日

　〃　　母生年月日 　〃　.母生年月日

　〃　　父除籍日

　〃　　父生年月日 　〃　.父生年月日

本籍人の場合、入るべき戸籍の父の
個人番号を移送

記号名

(受取側)中間ファイル(届書) ←(引渡側)届出書入力画面

本籍人:本籍人サブシステム
非本籍人:非本籍人サブシステム

サブシステム
インターフェイス

出生(その2)面面　〃　　父漢字氏名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 4.0　中間ファイル(届書)　4/6

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 93/95
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改定日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 94/95

出生(その3)面面

サブシステム
インターフェイス

本籍人の場合、届書の母の個人番号
を移送

本籍人:本籍人サブシステム
非本籍人:非本籍人サブシステム

　〃.父筆頭者区分

　〃.父外国人区分

　〃.母生年月日

有

　〃.母筆頭者区分

　〃.筆頭者

胎児認知区分

　〃.母外国人区分

届書の父本籍

　〃　父生年月日

　〃　父筆頭者氏名

　〃　父外国人区分

　〃　母本籍

　〃　母生年月日

　〃　母筆頭者氏名

　〃　母外国人区分

胎児認知区分

　〃　母漢字氏名

　〃　母個人番号

　〃　母カナ氏名

　〃
　　　 筆頭者カナ氏
名

胎児認知日

　〃　本籍

新戸籍の本籍コード

　〃　母本籍コード

裁判の区分 裁判.区分

　〃　 筆頭者漢字氏名

　〃　在外公館名称

国外の
国籍留保届出人資格

出生(その2)面面

胎児認知日

関連受領番号 関連受領番号

出生(その3)面面

国外.
国籍留保届出人区分

　〃.母本籍

新戸籍.本籍

中間ファイル(届書)
事件別内容

出生(その2)画面 届書.父本籍

　〃.父生年月日

届書.母氏名

サブシステム
インターフェイス

処理名 4.0　中間ファイル(届書)　5/6

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)中間ファイル(届書) ←(引渡側)届出書入力画面

西暦の頭2桁 + 関連受領番号を移送

　〃.在外公館名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付
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〃子の氏変更申出区分  〃 .子の氏変更申出

〃対象父の生年月日  〃 .対象父生年月日

中間ファイル(届書)
事件別内容

国内遅延理由区分

大使館職員区分

国外遅延理由区分

裁判の確定日 裁判.確定日出生(その3)画面

審査処理

父未定区分

国内遅延理由区分

〃対象父氏名  〃 .対象父氏名

処理名 4.0　中間ファイル(届書)　6/6

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)中間ファイル(届書) ←(引渡側)届出書入力画面

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 95/95
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第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/39

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要
　
　(1)中間ファイル(届書)を画面表示する
　(2)戸籍変動状況を確定する
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する
　(6)処分決定処理に制御を渡す

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0　本紙　　　1.0　データ編集表(確認画面)
　　　　　　　　 2.0　戸籍編成マトリックス表
　　　　　　　　 3.0　データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出生
　　　　　　　　 　　　 3.1　事件本人(子)
　　　　　　　　 　　　 3.2　事件本人(父)　　　　　　　　　認知(62条)
　　　　　　　　 4.0　データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認知(62条)
　　　　　　　　　　　  4.1　事件本人
　　　　　　　　 5.0　データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])

　　　　　　　　 　　　 5.1　父(変動なし)/62条
　　　　　　　　        5.2　父(変動なし)/胎児認知
　　　　　　　　 6.0　データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])

　　　　　　　　        6.1　母(除籍)
　　　　　　　　        6.2　母(入籍)
　　　　　　　　 7.0　データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[個人特定])

　　　　　　　　        7.1　出生子(入籍)
　　　　　　　　 8.0　データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])

　　　　　　　　        8.1　出生子(入籍)
　　　　　　　　        8.2　出生子(記録[親権])/協議
　　　　　　　　        8.3　出生子(入籍[棄児])
　　　　　　　　        8.4　出生子(記録[胎児認知])
　　　　　　　　 9.0　データ編集表(中間ファイル/9条2項)

　　　　　　　　        9.1　出生子
　　　　　　　　        9.2　母

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

入力

中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍) 出力

5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(届書)

中間ファイル(9条2項) 出力

入力確認

(出生届)

中間ファイル

(仮受付)

処分決定

(出生届)

中間ファイル

(届書)

確認画面

(出生届)

エラー履歴

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)
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/

/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

/

/

NO /

/

/

/

NO /

/

/

/

/

[4.1]

[3.0]

[3.1]

[3.2]

[5.1]

[5.2]

[6.1]

[6.2]

[7.1]

処理名 0.0　本紙　1/2 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁数

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月　日 1 2/39

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

/

出生受付作成

認知(62条)受付作成

(16)→(17)へ

(17)母 ＝ 本籍入(YES,NO))

父の変動なし(身分事項)

父の変動なし(身分事項)

(14)父の記録事項の編集(62条)

(15)父の記録事項の編集(胎児認知)

(23)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(18)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(19)母の除籍事項の編集

(20)母の入籍事項の編集

子の入籍(個人特定)

子の入籍(身分事項) [8.1]

[8.3]

(24)出生子の記録事項の編集

(25)出生子の記録事項の編集

(26)出生子の記録事項の編集子の入籍(身分事項)

NO

YES

YES

(10)中間ファイル(仮受付[事件本人(父)])を編集･出力する

YES

母の除籍(身分事項)

母の入籍(身分事項)

(22)出生子 ＝ 本籍人　かつ　出生子の生年月日 ＝ 和暦　かつ　父未定区分 ≠ 2(YES,NO)

/

/

YES

(21)→(22)へ

(4)　出生子.出生区分 ＝ 2　かつ　在外送付区分 ＝ 1　かつ　胎児認知日 ＝ スペース
かつ　裁判の区分 ≠ 4　かつ　入るべき戸籍.父氏名 ≠ スペース　かつ　届書.母外国
人区分 ＝ 1(YES,NO)

(9)　出生区分 ＝ 2　かつ　胎児認知日 ＝ スペース　かつ　裁判の区分 ≠
4(YES,NO)

[1.0](1)　中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージを表示する
　｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押して下さい。｣

[2.0](3)　中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照
し、事件本人の変動状況を決定する

[4.0](5)　中間ファイル(仮受付[受付])を編集･出力する

(7)　中間ファイル(仮受付[受付])を編集･出力する

(6)　中間ファイル(仮受付[事件本人])を編集･出力する

(8)　中間ファイル(仮受付[事件本人(出生子)])を編集･出力する

(11)→(12)へ

(12)父 ＝ 本籍人(YES,NO)

(13)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(2)　キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

実行キー
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/

YES /

NO

NO

/

/

/

/

NO /

NO

(38)届書入力(出生届)に制御を渡す

/

YES

NO

/

YES

NO

(47)エラー履歴画面に制御を渡す

作成日付 改定日付 版

処理名 0.0　本紙　2/2 根拠法令(マニュアル処理)

頁数

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月　日 1 3/39

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

/

(35)→(35-1)へ

(31)在外送付区分 ＝ 0又は2　かつ　出生子の生年月日 ＝ 和暦　かつ　父未定区分 ≠
2(YES,NO)

(32)戸籍変動状況をもとに、中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(34)→(35-1)へ

(36)業務選択に制御を渡す

(35-4)処分決定に制御を渡す

(46)｢最終ページです。｣を表示

(37)届出選択に制御を渡す

(49)同画面を編集する

(45)同画面を編集する

(41)同画面を編集する

(42)｢先頭ページです。｣を表示

(43)次ページあるか(YES,NO)

(44)次ページ出生確認画面表示

―――――→

(35-2)戸籍変動状況(母につき新戸籍編製)をもとに、中間ファイル(9条2
項)を編集･出力する

(35-5)→

―――――→

子の記録(身分事項)

(28)出生子の出生区分 ＝ 1　かつ　父母婚姻解消日 ≠ スペース　かつ
父未定区分 ＝ 0　かつ　父母婚姻解消日+301日 ≧ 出生子の生年月日
(YES,NO)

子の記録(身分事項)

(30)→(31)へ

(27)出生子の記録事項の編集 [8.4]

(29)出生子の記録事項の編集 [8.2]

(33)出生子の編集 [9.1]

(35-3)母の編集 [9.2]

その他 (48)エラーメッセージ
　｢無効なキーが入力されました。｣を表示

PF2

PF5

PF7

PF8

PF11

―――――→

(39)前ページがあるか(YES,NO)

(40)前ページ出生確認画面表示

―――――→

YES

YES

PF1

(35-1)在外送付区分 ＝ 0又は2　かつ　出生子の出生区分 ≠ 4　かつ(入るべ
き戸籍の母 ≠ スペース　又　は届書の母外国入区分 ＝ 0)(YES,NO)

/

/

/
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)出生届確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 入力確認(出生)表示1/4

受取側 引渡側

出生届確認画面
共通域

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

報告 報告区分

画面ID

システム日付 システム日付 システム日付

画面ID 画面ID

受領No.

支所No. 出張所番号

受領番号

送付日 送付日 有

受領日 受領日 有

在外 在外送付区分

発送元 発送元 有

本･非本 本非本区分

処理日 処理日 有

郵送日

動態区分

出生子.カナ氏名 出生子のカナ氏名

出生証明書区分 出生証明書区分

出生子.世帯主名 出生子の世帯主氏名

有

出生子.漢字氏名 出生子の漢字氏名

出生子の生年月日

出生子の出生区分

出生子の続柄

出生(その1)確認画
面

郵送日

動態

出生子.生年月日

出生子.出生区分

出生子.続柄

中間ファイル(届書)
共通

中間ファイル(届書)
事件別内容

出生子の出生地コード
出生子の出生地

有

有

有

出生子の住所コード
出生子の住所

有

出生子.出生地

出生子.国籍

出生子.住所

出生子の国籍コード
出生子の国籍
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届出人.資格 届出人の資格

処理名 1.0 入力確認(出生)表示2/4

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

出生(その1)確認画
面

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

届出人.資格名称 届出人の資格名称

届出人の氏名

入るべき戸籍.筆頭者 入るべき戸籍の筆頭者

入るべき戸籍の父氏名

人るべき戸籍.
父筆頭者区分

入るべき戸籍の父筆
頭者区分

入るべき戸籍.
父入籍事件日

入るべき戸籍の父入
籍事件日

有

入るべき戸籍.
父生年月日

出生子の世帯主との
続柄

出生(その2)確認画
面

届出人.氏名

人るべき戸籍.父氏名

入るべき戸籍の父母
婚姻日

入るべき戸籍の嫡出
子例外

入るべき戸籍の婚姻
解消日

入るべき戸籍の母前
婚姻解消日

入るべき戸籍の本籍
コード
入るべき戸籍の本籍

入るべき戸籍の父生
年月日

出生子.
世帯主との続柄

入るべき戸籍.
婚姻日

入るべき戸籍.
嫡出子例外

入るべき戸籍.
婚姻解消日

入るべき戸籍.
母前婚姻解消日

入るべき戸籍.本籍

有

有

有

有

中間ファイル(届書)
事件別内容

有

(受取側)出生届確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(届書)
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入るべき戸籍.母氏名 入るべき戸籍の母氏名

記号名 名称 記号名

6/39入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

入るべき戸籍の父配
偶者区分

入るべき戸籍.
母配偶者区分

入るべき戸籍の母配
偶者区分

入るべき戸籍.
母入籍事件日

入るべき戸籍の母入
籍事件日

有

入るべき戸籍.
母除籍事件日

入るべき戸籍の母除
籍事件日

有

届書.父生年月日 届書の父生年月日 有

届書の父本籍コード
届書の父本籍

届書の父氏名

届書の母本籍コード
届書の母本籍

届書の母筆頭者氏名

改定日付 版 頁

処理名 1.0 入力確認(出生)表示3/4

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

有

入るべき戸籍.
母筆頭者区分

入るべき戸籍の母筆
頭者区分

入るべき戸籍.
父除籍事件日

中間ファイル(届書)
事件別内容

入るべき戸籍の父除
籍事件日

入るべき戸籍.
母生年月日

入るべき戸籍の母生
年月日

届書.母筆頭者氏名

出生(その2)確認画
面

入るべき戸籍.
父配偶者区分

届書.父氏名

届書.父本籍

届書.父筆頭者氏名

届書.父外国人区分

届書.母氏名

届書.母本籍

届書の母生年月日

届書の父筆頭者氏名

届書の父外国人区分

届書の母氏名

届書.母生年月日

有

有

有

有

(受取側)出生届確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(届書)
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頁

受取側 引渡側

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 1.0 入力確認(出生)表示4/4

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

7/39

項目

裁判.対象父氏名

裁判.対象父生年月日

有

裁判.区分 裁判の区分

国外.国籍留保届区分

名称 記号名 名称 記号名

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出生(その2)確認画
面

出生(その3)確認画
面

胎児認知区分

胎児認知日

関連受領番号

新戸籍.筆頭者氏名

国外.在外会館名

執判.確定日

裁判.子の氏変更申出

届書.母外国人区分

国内遅延理由区分

裁判の対象父生年月日

届書の母外国人区分

母胎児認知区分

胎児認知日

関連受領番号

新戸籍の筆頭者氏名

国外の国籍留保届区分

国内遅延理由区分

国外の在外公館名

裁判の確定日

裁判の子の氏変更申出

裁判の対象父氏名

有

有

有

3桁目より7桁を表示

(受取側)出生届確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

新戸籍.本籍

中間ファイル(届書)
事件別内容

新戸籍の本籍コード
新戸籍の本籍

有
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7 ○ ○ ○ ○ 父(5.1)

○

構成

日本人 外
国
人
*2

無
国
籍
*2

処理名

版 頁数

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/39

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項番

嫡
出
子

準
正
嫡
出
子

非
嫡
出
子

棄
児

出生区分

本
籍
人

非
本
籍
人

子(7.1)
子(8.1)

○

- -

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

○

- ○

筆
頭
者

構
成
員

2.0 戸籍編製マトリックス表　1/3

本籍

新戸籍
編製

管
内

胎
児
認
知
有

管
外

他の
在籍者

有 無

母

外
国
人
*2

無
国
籍
*2

父

日本人

本籍

構
成
員

筆
頭
者

非
本
籍
人

本
籍
人

構成

- - ○

○ ○○

一
部
記
録

A.2
D.1

母の戸籍

A.2
D.1

父の戸籍

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.1)

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.1)

父(5.2)

A.1
B.1

  C.1*1
D.1

新
戸
籍
編
製

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

○ ○

○

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

○

○

○

○

- -

- - - -

○ ○ - --

○ ○

○ - - - -○ ○

○

-

○ ○

- - - -- - ○

-

- - ○- - ○ ○○

- -- - ○○

○ ○

○

○

○○

○

○ ○

○ - -○ ○ - -

- -

○○ - -- - ○14

○

父(5.2)

子(7.1)
子(8.1)

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.1)

変
動
な
し

一
部
記
録

父母の戸籍

変
動
な
し

一
部
除
籍

A.2
C.2

一
部
記
録

A.2
D.1

子(7.1)
子(8.1)

子(7.1)
子(8.1)

父(5.2)

子(7.1)
子(8.1)
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21 ○ ○ ○ ○ ○

22 ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ 父(5.2)

23 ○ ○ ○ ○ ○

24 ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ 父(5.2)

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付

嫡
出
子

準
正
嫡
出
子

非
嫡
出
子

棄
児

日本人 外
国
人
*2

無
国
籍
*2

日本人

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　2/3

項番 出生区分 父 母 胎
児
認
知
有

新戸籍
編製

改定日付 版 頁数

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/39

外
国
人
*2

新
戸
籍
編
製

　　A.1
　　B.1
　　C.1*1
　　D.1

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
録

A.2
D.1

構
成
員 有 無

一
部
除
籍

A.2
C.2

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

本籍 構成 本籍 構成 他の
在籍者

管
内

管
外

本
籍
人

無
国
籍
*2

一
部
記
録

A.2
D.1

変
動
な
し

一
部
記
録

A.2
D.1

変
動
な
し

○ ○○15 ○

○ ○

○

○ ○- - ○ ○○

○○ ○

-

母(6.1)

○ ○○

○ ○ 父
(5.2)

○

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

母(6.1)

母(6.1)

母(6.1)

母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)

母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)

母(6.1)

母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

母(6.1)

○ 母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)

16 ○ ○

○17 ○ ○ - -

○19 ○

○

18 ○

○ - -

○ 母(6.1)

母(6.1)

○ ○

母(6.1)

○

母(6.1)

28 ○ ○ - -

○ ○ -

20 ○

25 ○

○

○

○

父
(5.2)

父母の戸籍 父の戸籍 母の戸籍

○○ - -
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34 ○ ○ - - ○ ○ ○ 父(5.2)

35 ○ ○ - - ○ ○ ○ 父(5.2)

39 ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ - -

外
国
人
*2

無
国
籍
*2

一
部
記
録

変
動
な
し

一
部
記
録

変
動
な
し筆

頭
者

構
成
員

本
籍
人

非
本
籍
人

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

本籍 構成 本籍 構成 他の
在籍者

管
内

管
外

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.3)

A.2
D.1

A.2
D.1

A.2
C.2

A.2
B.2
C.2

本
籍
人

非
本
籍
人

頁数

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/39

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

29 ○

父
(5.2)

母の戸籍 新
戸
籍
編
製

嫡
出
子

準
正
嫡
出
子

非
嫡
出
子

棄
児

日本人 外
国
人
*2

無
国
籍
*2

日本人

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　3/3

項番 出生区分 父 母 胎
児
認
知
有

新戸籍
編製

父母の戸籍 父の戸籍

筆
頭
者

構
成
員

　　A.1
　　B.1
　　C.1*1
　　D.1

有 無 A.2
D.1

○ ○ ○

父
(5.2)

○ ○○

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.1)

○ - -

○ ○

○

母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)

母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)

母(6.1)

母(6.1) 母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)

母(6.1)

子(7.1)
子(8.1)

母(6.1)

○

○

--

子(7.1)
子(8.1)

○○ ○

- -

○ - -

○

○

41 ○

○ ○

○ ○38 ○

37 ○

○

33 ○

○ ○

32 ○ ○

○ ○

○ ○

31 ○

30 ○

○ ○ ○36 ○

○42 ○
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47 ○ - - ○ ○ ○ ○ ○

49 ○ - - ○ ○ ○ ○ ○

無
国
籍
*2

日本人 外
国
人
*2

無
国
籍
*2

一
部
記
録

変
動
な
し

一
部
記
録

変
動
な
し

一
部
記
録

一
部
除
籍

父母の戸籍 父の戸籍

改定日付

管
内

管
外

本
籍
人

非
本
籍
人

版 頁数

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/39

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付

○ ○

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　3-1/3

項番 出生区分 父 母 胎
児
認
知
有

新戸籍
編製

母の戸籍 新
戸
籍
編
製

A.2
C.2

A.2
B.2
C.2

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

　　A.1
　　B.1
　　C.1*1
　　D.1

有 無 A.2
D.1

A.2
D.1

A.2
D.1

全
部
除
籍

本籍

- - - - - -○

嫡
出
子

準
正
嫡
出
子

非
嫡
出
子

棄
児

日本人 外
国
人
*2筆

頭
者

構
成
員

構成 本籍 構成 他の
在籍者

○

○

○ -○

- - -

45 ○

- ○

46

44
*3

○

- -

○- - ○

- ○○ -

　＊1：母につき新戸籍編製時の母の個人特定についての編集を指す。
　＊2：届書の父母欄より判断する。
　＊3：項番43～44：父母の婚姻解消日 ≠ スペース かつ　入るべき戸籍に入力のある父又は母の場合を指す。
　＊4：項番50～52：母の配偶者区分 ≠ 0の条件が成り立つ時に処理する。
　＊5：項番51：父母婚姻中の場合に処理する。

51
*4

○ ○ -

-- - -

○

○ ○ - -- -

子(7.1)
子(8.1)

43
*3

○

子(7.1)
子(8.1)

- - -○53
*5

○

父(5.2)

-

- - ○

○

○ ○

-

○○ - -

- -

52
*4

○

○

50
*4

○

-

48 ○ ○

- ○- ○ ○-

-

-○

子(7.1)
子(8.1)

母(6.1) 母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.1)

母(6.1)

母(6.1)

母(6.2)
子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

母(6.1)

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)

子(7.1)
子(8.1)
子(8.4)
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(仮受付) ←　　(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 12/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(仮受付)　1/2

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付[受付])

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード 出生子の出生区分
国籍留保届出区分
胎児認知日
裁判の区分

･出生子の出生区分 ＝ 3(非嫡)&入るべき戸籍の母 ＝ 本籍人&新戸籍の本籍 ＝ 非
本籍&在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)or2(在外公館の直接送付)or3(在外公館の
国内経由):4401(その他)。
･国籍留保届出区分 ≠ スペース:0102(出生:国籍留保)
･出生子の出生区分 ＝ 2(準嫡)&以下のどちらか
　(胎児認知日 ＝ スペース&裁判の区分 ≠ 4):0103(出生･認知)
　(胎児認知日 ≠ スペースor裁判の区分 ＝ 4):0101(出生)
･出生子の出生区分 ＝ 4(棄児):O1O4(出生･棄児発見)
･国籍留保届出区分 ≠ スペース&出生子の出生区分 ＝ 2&以下のどちらか
　(胎児認知日 ＝ スペース&裁判の区分 ≠ 4):0105(出生･認知、国籍留保)
　(胎児認知日 ≠ スペースor裁判の区分 ＝ 4):0102(出生･国籍留保)
･上記以外:0101(出生)

受付日 送付日
受領日

送付日 ≠ スペースの時、送付日移
送
送付日 ＝ スペースの時、受領日移

出張所番号 出張所番号

事件発生時分

事件発生日 出生子の生年月日

受理送付区分 在外送付区分 ＝ 0　:1
在外送付区分 ＝ 1or2or3:2

事件発生日時

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

郵送日 郵送日

発送日

収日

発日

許可日

指示日

関連受領番号
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

記号名

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成17年 3月 1日 9 13/39

改訂日付

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)　2/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

(受取側) 中間ファイル(仮受付) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

届出人の資格 ＝ 005(父母)の場合
　届出人資格区分1 ＝ "001"(父)
　届出人資格名称1 ＝ "父"
　届出人氏名1　 ＝ 入るべき戸籍又は届書の父欄
　届出人資格区分2 ＝ "002"(母)
　届出人資格名称2 ＝ "母"
　届出人氏名2　 ＝ 入るべき戸籍又は届書の母欄
届出人の資格 ＝ 081(その他の立会人)の場合
　届出人資格区分1 ＝ スペース
　届出人資格名称1 ＝ スペース
　届出人氏名1　 ＝ 届出人の氏名
届出人の資格 ＝ 077(法定代理人),093(公設所の長)の場合
　届出人資格区分1 ＝ 届出人の資格
　届出人資格名称1 ＝ 届出人の資格名称
　届出人氏名1　 ＝ 届出人の氏名
届出人の資格 ＝ 097(市区町村長)の場合
　届出人資格区分1 ＝ スペース
　届出人資格名称1 ＝ スペース
　届出人氏名1　 ＝ スペース
　上記以外の場合(届出人が事件本人の場合スペース処理)
　届出人資格区分1 ＝ 届出人の資格(コード)を変換した名称
　届出人資格名称1 ＝ 届出人の資格名称
　届出人氏名1　 ＝ 届出人の氏名

　届後本籍区分 出生子が入籍:1
出生子or母につき新戸籍編製:2

中間ファイル(仮受
付[受付])

　届出人資格区分1
　届出人資格名称1
　届出人氏名1
　届出人資格区分2
　届出人資格名称2
　届出人氏名2

中間ファイル(届書) 　届出人の資格
　届出人の資格名称
　届出人の氏名
　入るべき戸籍欄
　届書欄

　届後本籍コード 　新戸籍の本籍コード

　届後本籍 　新戸籍の本籍

　届後戸籍の筆頭者 　新戸籍の筆頭者氏名

受付事件コード:4401(その他)の場合
のみ移送する

在外送付区分 ＝ 0かつ
届後本籍 ＝ 非本籍:1を移送
上記以外:0を移送

　証書提出区分 0 を移送

　送達確認区分1

　届書送付目録区分

　処分区分

　決裁区分

 7-2-(5)-1-108



コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(仮受付) 事件本人 ←　　(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 14/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付) 事件本人

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)

事件本人

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

事件本人区分

本籍 本籍

行番号

･受付事件コード ≠ 4401:04
･上記以外
　出生子の出生区分 ≠ 4:01
　出生子の出生区分 ＝ 4:02

届出人区分 届出人区分 ･事件本人区分 ＝ 04　&
届出人の資格 ＝ 002:1
･上記以外:0(ZERO)

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

在外送付区分 ＝ 0　かつ
事件本人の本籍 ＝ 非本籍:1を移送
上記以外:0を移送

　　※出生子の本籍(コード)編集の条件
　　　　　出生子の国籍 ≠ スペース　:　出生子の国籍を移送
　　　　　新戸籍の本籍 ≠ スペース　:　新戸籍の本籍を移送
　　　　　入るべき戸籍の本籍 ≠ スペース　:　入るべき戸籍の本籍を移送

送達確認2 送達確認2

戸籍の筆頭者 戸籍の筆頭者

･事件本人区分 ＝ 04:
　入るべき戸籍の母を移送
･上記以外
　出生子を移送

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(仮受付) 事件本人 ←　　　(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成 18年 3月 1日 10 15/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付) 事件本人

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)

事件本人

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

事件本人区分

本籍 本籍

行番号

03を移送

届出人区分 1を移送

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

在外送付区分 ＝ 0　かつ
事件本人の本籍 ＝ 非本籍:1を移送
上記以外:0を移送

送達確認2

戸籍の筆頭者 戸籍の筆頭者

入るべき戸籍の父欄 ≠ スペース:
　入るべき戸籍の父欄を編集
入るべき戸籍の父欄 ＝ スペース:
　届書の父欄を編集

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(仮受付) ←　　　(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　中間ファイル(仮受付)　1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード 0201を移送

受付日 送付日
受領日

送付日 ≠ スペースの時、送付日移
送
送付日 ＝ スペースの時、受領日移

事件発生時分

事件発生日

受理送付区分 2を移送

事件発生日時

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

郵送日 郵送日

発送日

収日

発日

許可日

指示日

届出人資格区分1

関連受領番号

届出人氏名1

届出人資格名称1

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届後本籍区分

届出人氏名2

届後本籍コード

中間ファイル(仮受
付[受付])
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成17年 5月 1日 9 17/39

処理名 4.0　中間ファイル(仮受付)　2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(出生届)

届後本籍 中間ファイル(届書)

送達確認区分1

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(仮受
付[受付])

0　を移送

届書送付目録区分 1　を移送

証書提出区分

届後戸籍の筆頭者

(受取側) 中間ファイル(仮受付) ←　　　(引渡側)　中間ファイル(届書)

決裁区分

処分区分

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,
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　コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(仮受付) 事件本人 ←　　　(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 18/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1　中間ファイル(仮受付) 事件本人

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)

事件本人

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

事件本人区分

本籍 本籍

行番号

事件本人 ＝ 出生子:01
事件本人 ＝ 父　:03

届出人区分 事件本人 ＝ 父　:1を移送

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

0を移送

仮受付(事件本人)の出力順位
　1. 出生子
　2. 父
注:出生子の本籍コード、本籍の編集元は、出生子、国籍コード、国籍とする。

送達確認2

戸籍の筆頭者 戸籍の筆頭者

事件本人区分に対するデータを移送
する
事件本人区分 ＝ 01:出生子
事件本人区分 ＝ 03:入るべき戸籍の
父

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 19/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1　父の記録(変動なし)　1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

必須移送項目

行番号

個人番号 中間ファイル(届書) 個人番号(父)

出力区分 0(ZERO)を移送

タイトルコード 0201を移送

0202を移送

管掌者コード

記録コード

受領日

　
認
知

認知日 未使用

届出日

事件発生日 出生子の生年月日

"認知届出の効力を有する出生届出"
を移送

胎児認知日 未使用

届出の性質

未使用

認知届出委託
確認の裁判確
定日

未使用

認知の裁判確定日

国籍 ＝ スペース:下記条件で移送
新戸籍欄 ≠ スペース:新戸籍欄
新戸籍欄 ＝ スペース:入るべき戸籍
欄認知した子の

戸籍(筆頭者)

認知した子の
死亡日

新戸籍の筆頭者
入るべき戸籍の筆頭
者

中間ファイル(仮戸
籍)

身分事項

未使用

認知した子の
氏名(氏名)

出生子の漢字氏名 項目がある場合移送

認知した子の
氏名(亡区分)

未使用

認知した子の
戸籍(本籍)

新戸籍の本籍
入るべき戸籍の本籍
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 20/39

版

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1　父の記録(変動なし)　2/3

受取側 引渡側

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

　認知した子
の国籍

中間ファイル(届書) 　出生子の国籍

　認知した子
の生年月日

　認知した子
の母の氏名

　届書の母漢字氏名

証
書
提
出
者

　資格

　資格名称

　証書提出日

届
書
提
出
者

　資格

　発送元

　資格

　出生子の国籍 ≠ スペースの時移
送

　出生子の生年月日

　未使用

　裁判所 　未使用

　認知の方式

　未使用

届
出
人

　資格 　未使用

　届出日

　資格名称 　未使用

　氏名 　未使用

　未使用

　未使用

　未使用

　未使用

　届書提出日 　未使用

　氏名

　氏名

　未使用

　資格名称 　未使用

　未使用

　未使用

　項目がある場合移送

　未使用

　
送
付

　送付を受けた日 　送付日 　項目がある場合移送

　受理者

　氏名

届
書
提
出
者

　
届
出

　未使用

　資格名称
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記録

特記

DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 21/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1　父の記録(変動なし)　3/3

受取側 引渡側

項目がある場合移送中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項 許

　
　
可

項目がある場合移送

未使用

未使用

未使用

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可日 中間ファイル(届書) 許可日

　記録日

　特記事項

処理日

許可を受けた者
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　中間ファイル　(仮戸籍)/身分事項 ←　　(引渡側)　中間ファイル　(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 22/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2　父の記録　(変動なし)　1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

必須移送項目

行番号

個人番号 中間ファイル(届書) 個人番号(父)

出力区分 0(ZERO)を移送

タイトルコード 0201を移送

0202を移送

管掌者コード

記録コード

未使用

　
認
知

認知日 未使用

届出日

事件発生日 出生子の生年月日

未使用

胎児認知日 胎児認知日

届出の性質

未使用

認知届出委託
確認の裁判確
定日

未使用

認知の裁判確定日

未使用

認知した子の
氏名(氏名)

出生子の漢字氏名 項目がある場合移送

認知した子の
氏名(亡区分)

未使用

認知した子の
戸籍(本籍)

新戸籍の本籍
入るべき戸籍の本籍

国籍 ＝ スペース:下記条件で移送
新戸籍欄 ≠ スペース:新戸籍欄
新戸籍欄 ＝ スペース:入るべき戸籍
欄認知した子の

戸籍(筆頭者)

認知した子の
死亡日

新戸籍の筆頭者
入るべき戸籍の筆頭
者

出生子の国籍 ≠ スペースの時移送

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

認知した子の
国籍

出生子の国籍
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8 23/39

処理名 5.2父の記録　(変動なし)　2/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

(受取側)　中間ファイル　(仮戸籍)/身分事項 ←　　(引渡側)　中間ファイル　(届書)

平成16年 3月 1日

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

　出生子の国籍 ≠ スペースの時移
送

記号名 名称 記号名

中間ファイル(届書) 　出生子の生年月日

　未使用

　未使用

　未使用

　認知した子
の母の氏名

　届書の母漢字氏名

　裁判所 　未使用

　認知の方式

届
出
人

　資格 　未使用

　届出日

　資格名称 　未使用

　氏名

　未使用

　未使用

証
書
提
出
者

　資格 　未使用

　資格名称

　証書提出日

　未使用

　届書提出日 　未使用

　氏名

　未使用

届
書
提
出
者

　資格

　氏名

　
　
届
出

　未使用

　資格名称 　未使用

　未使用

　資格

　未使用

　資格名称

　送付を受けた日 　送付日 　項目がある場合移送

　受理者

　氏名

届
書
提
出
者

許
可

　許可日 　許可日

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

　認知した子
の生年月日

　発送元 　項目がある場合移送

　未使用

送
付

　項目がある場合移送
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記録

特記

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 24/39

処理名 5.2　父の記録　(変動なし)　3/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　中間ファイル　(仮戸籍)/身分事項 ←　　(引渡側)　中間ファイル　(届書)

中間ファイル(届書)

特記事項

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

未使用

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

許
可

未使用

記録日 処理日 項目がある場合移送

未使用

許可を受けた者

許可書謄本の
送付を受けた
日
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　　(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 25/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1母の記録(除籍)

受取側 引渡側

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

　個人番号 中間ファイル(届書) 　個人番号(母)

　出力区分

除
籍
　
I

　除籍事由

送
付

除
籍

　除籍日

　タイトルコード

入
籍

　入籍日

　従前戸籍

　新本籍

　必須移送項目

　行番号

　0(ZERO)を移送

　0102を移送

　0102を移送

　管掌者コード

　記録コード

届
出

　届出日 　受領日 　届出人の資格 ＝ 船長:航海日誌謄
本提出日に受領日を移送
　届出人の資格 ＝ 船長:届出日に受
領日を移送

　航海日誌謄
本提出日

　事件発生日 　出生子の生年月日

　項目がある場合移送

　受理者 　発送元 　項目がある場合移送

　届出人資格 ＝ 船長:"子の出生の
航海日誌謄本提出"
　届出人資格 ≠ 船長:"子の出生届
出"

送付を受けた日 　送付日

　除籍では不使用

　入籍事由 　除籍では不使用

　新戸籍の本籍 　項目がある場合移送

　除籍では不使用

　項目がある場合移送　処理日

 7-2-(5)-1-120



除籍
I

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 26/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2母の入籍(編製)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

必須移送項目

行番号

個人番号 中間ファイル(届書) 個人番号(母)

出力区分 0(ZERO)を移送

タイトルコード 0102を移送

0102を移送

管掌者コード

記録コード

新戸籍編製では不使用届
出

届出日 新戸籍編製では不使用

航海日誌謄本
提出日

事件発生日 出生子の生年月日

送
付

送付を受けた日 新戸籍編製では不使用

受理者 新戸籍編製では不使用

新戸籍編製では不使用除籍事由

入るべき戸籍の本籍

新戸籍編製では不使用

処理日に入力がない時:送付日
送付日に入力がない時:受領日

入籍事由 届出人資格 ＝ 船長:“子の出生の航
海日誌謄本提出”
届出人資格 ≠ 船長:“子の出生届
出”

入籍日 処理日
送付日
受領日

新戸籍編製では不使用

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

除
籍
II

除籍日

新本籍

項目がある場合移送

入るべき戸籍の筆頭者

入
籍

従前戸籍
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18 27/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1子の入籍(一部記録)

受取側 引渡側

中間ファイル(仮戸
籍)

個人特定

　個人番号 中間ファイル(届書)

　入籍日 　処理日
　送付日
　受領日

　父母との続柄 　出生子の続柄

決裁処理で設定

処理日に入力がない時:送付日
送付日に入力がない時:受領日

　除籍日

　筆頭者区分 新戸籍の筆頭者 ≠ スペース　かつ
　新戸籍の筆頭者 ＝ 出生子の氏名:
　1を移送
上記以外:0を移送

　性別 　父母との続柄

0を移送

　父 　入るべき戸籍の父
氏名

　届書の父氏名

出生子の出生区分 ＝ 1又は2　又は
出生子の出生区分 ＝ 3かつ(裁判の区分 ＝ 4又は胎児認知日 ≠ スペース又は事実
主義を含む出生)の時
　入るべき戸籍の父氏名 ≠ スペース:入るべき戸籍の父氏名を移送
　届書の父氏名 ≠ スペース:届書の父氏名を移送
　※父未定区分 ＝ 1又は2の場合:スペースを移送

　母 　入るべき戸籍の母
氏名

　届書の母氏名

　配偶者区分

入るべき戸籍の母氏名 ≠ スペース
　入るべき戸籍の母氏名を移送

届書の母氏名 ≠ スペース
　届書の母氏名を移送

スペースを移送

　養母 スペースを移送

　養父

00を移送

　生年月日 　出生子の生年月日

　養父母との続柄

0:在籍者を移送　個人除区分

スペースを移送　前個人番号
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 28/39

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1子の入籍(一部記録) 1/2

受取側 引渡側

処分決定にて付番

行番号

個人番号中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

出生地

父の国籍

届出日

0(ZERO)を移送

タイトルコード 0101を移送

出力区分

記録コード

必須移送項目

事件発生日 出生子の生年月日

出
生

出生日 出生子の生年月日

必須移送項目

中間ファイル(届書)

出生子の出生地

0101を移送

管掌者コード

届書の父生年月日

受領日

届書の母本籍

届書の父本籍

届書の母生年月日

編集仕様に関しては補足説明書
(117-1ページ)を参照

届出人の資格 ＝ 船長:航海日誌謄本
提出日に受領日を移送
届出人の資格 ≠ 船長:届出日に受領
日を移送

資格 ＝ 父,母,父母、医師、助産師
同居者,親族の時移送
※但し、法定代理人の場合は届出人
資格名称を移送

資格 ＝ 父,母,父母,船長の場合、スペー
スを移送
資格 ＝ 市区町村長の場合
市区町村名 + ｢長｣を移送
上記以外で届出人の氏名 ≠ スペースの
場合移送

国籍留保届出区分 ≠ スペース、かつ出
生届出人の資格(名称) ≠ 国籍留保届出
区分(名称)の場合移送

国籍留保届出区分 ≠ スペースの時移送

父
母

届
出

国
籍
留
保

航海日誌謄本
提出日

届出人資格

届出人氏名

国籍留保届出
人資格

国籍留保の届出日

父の生年月日

母の国籍

母の生年月日

届出人の資格

届出人の氏名

国籍留保届出区分

受領日
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　項目がある場合移送

　項目がある場合移送

版 頁

平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 29/39

作成日付 改訂日付

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

　項目がある場合移送

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考

父未定区分

中間ファイル(届書) 　送付日

　処理日

　裁判確定日
　対象父氏名
　入るべき戸籍.本
籍

受理者

入籍日

従前の本籍

従前の筆頭者

　発送元

出生子の漢字氏名

項目

名称 記号名

送
付

許
可

許可日

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

　出生子の名がない場合、″名未定″を移送

　項目がある場合移送

　一部記録では不使用

大使館職員区分
在外公館名

　区分 ＝ 1の場合以下の編集後移送
　受領日+母の氏を称する入籍届

　区分 ＝ 1の場合以下の編集後移送
　発送元+からの届書送付未着につき再送付

　区分 ＝ 1の場合以下の編集後移送
　″責めに帰することのできない事由のため期間経過″

入
籍
日

特
記
事
項

送付を受けた日

DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名 名称

データ編集表
作業名 作成者

処理名 8.1子の入籍(一部記録) 2/2

受取側 引渡側

(受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項

入力確認(出生届) システム化調査研究会

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)

　許可日

　項目がある場合以下の編集後移送
　　大使館職員区分 ＝ 1:″父″ + 在外公館名 + ″職員″
　　大使館職員区分 ＝ 2:″母″ + 在外公館名 + ″職員″

　項目がある場合以下の編集後移送
　裁判区分 ＝ 1:裁判確定日 + 対象父氏名+″の嫡出子否認の裁
判確定″
　裁判区分 ＝ 2:裁判確定日 + 対象父氏名+″との親子関係不存
在確認の裁判確定″
　裁判区分 ＝ 3:″父を″ + 対象父氏名 + ″と定める裁判確
定″
　裁判区分 ＝ 4:裁判確定日 + 入るべき戸籍.本籍 + 対象父氏
名 + ″認知の裁判確定″

　父未定区分 ＝ 1の場合、″父未定″を移送

子の氏変更申出区分

国内遅延理由区分

国外遅延理由区分
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

出生子日
本人

出生子の身分事項

処理名

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成18年 3月 1日 令和　年　月　日 10 30/39

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

母

胎認〓
外国 無籍

出生区分 父

○ ○

○ × ×○○
○ ○

○ × ×
○

×
×

○ ○
○

×
○ ○

×
○

○
○

○ ○
○

○
○

○

× ×○
×

○ ○

×

×

○ ○ ○ ○
○○ ×

×
○ ×

○ ○ ○

○ ○
○ ○ ×

○ ×

○
×

○

○ ○ ×

○ ×

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○

×
○ ○ ○

○ ×
○ × ×

No2以外

○ ○ ○
○ ×

○

×○

○
○ ○

○

○ ○

○

○ ○ ○
○

○
○

×

○ ○ ○ ○○
○ ○

○ ○
○
○

○
○

○
×○ ○

○ ○ ○ × ○
×○

○ ○ × ×
○ ○ × ○
○ ○ ○

○
○ ○ ○ × ○

○
○ ○

○ ×○ ○○

○ ○
○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ×
○
○ ○

○ ○ ×
○ ○

○
○ ○

○

○ ○

○
○ × ×

○ ×
○ ○ ×○

父の国籍･
生年月日

母の国籍･
生年月日

<8.1子の入籍　出生
事項中の父母国籍
 ･生年月日記録仕様
>

○出生区分 ＝ 嫡出
子
　届書の父母の本籍
＝ 無国籍:父母双方
移送
　届書の父母の本籍
＝ 無国籍以外:移送
不要
○出生区分 ＝ 準正
嫡出子
　届書の父母の本籍
＝ 無国籍:父母双方
移送
　届書の父母の本籍
＝ 無国籍以外
　胎児認知有:移送
不要
　胎児認知無:届書
の父又は母の外国人
区分 ＝ 1の場合、
外国人を移送
○出生区分 ＝ 非嫡
出子:届書の父又は
母の外国人区分 ＝
1の場合、外国人を
移送

○

No

棄児 嫡出 準嫡 非嫡 日本 外国 無籍 日本

○ － ○ ○○
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記録

版 頁

審査(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 31/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 8.2 子の記録(一部記録)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

0(ZERO)を移送

タイトルコード 1301を移送

1301を移送

記号名 名称 記号名

記録コ一ド

処分決定にて付番

行番号

個人番号 中間ファイル(届書)

出力区分

事件発生日 出生子の生年月日

管掌者コード

項目がある場合移送記録日 処理日

中間ファイル(仮戸
籍)

身分事項

“母”を移送

親
権
者

資格 002を移送

資格名称
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 32/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.3 子の入籍(一部記録) 1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

中間ファイル(仮戸
籍)

身分事項

送
付

国
籍
留
保

　
届
出

処分決定にて付番

行番号

個人番号 中間ファイル(届書)

出力区分 0(ZERO)を移送

タイトルコード 0101を移送

0101を移送

管掌者コード

記録コード

出
生

出生日 出生子の生年月日

出生地

事件発生日 出生子の生年月日

父
母

父の国籍

母の国籍

父の生年月日

母の生年月日

航海日誌謄本
提出日

届出日 受領日

届出人氏名 市区町村名 + ｢長｣を移送

届出人資格

国籍留保届出
人資格

国籍留保の届出日

許
可

許可日

受理者

送付を受けた日
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記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 33/39

処理日

処理名 8.3 子の入籍(一部記録) 2/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

従前の筆頭者

中間ファイル(仮戸
籍)

身分事項
入
籍

特
記
事
項

項目がある場合移送

従前の本籍

入籍日 中門ファイル(届書)
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認知者氏名(亡区分)

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 34/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.4 子の記録(一部記録) 1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

処分決定にて付番

行番号

個人番号 中間ファイル(届書)

出力区分

母胎児認知日

認知者氏名(氏
名)

0(ZERO)を移送

タイトルコード 0201を移送

0201を移送

管掌者コード

記録コード

項目がある場合移送

　
認
知

認知日 未使用

胎児認知日

事件発生日 母胎児認知日

未使用

親子関係不存在
確認の裁判確定
日

未使用

認知の裁判確定日

届書の父欄 ＝ スペース:入るべき戸籍の父欄
届書の父欄 ≠ スペース:届書の父欄

未使用

未使用

認知届出委託
確認の裁判確
定日

入るべき戸籍の父欄
届書の父欄

未使用

認知者の戸籍
(本籍)

入るべき戸籍の父欄
届書の父欄

届書の父外国人区分 ＝ 0の時編集
　届書の父欄 ＝ スペース:入るべき戸籍の父
欄
　届書の父欄 ≠ スペース:届書の父認知者の戸籍

(筆頭者)

認知者死亡日

届書の父外国人区分 ＝ 1の時編集

認知者の生年月
日

認知の方式 未使用

認知者の国籍 届書の父欄

未使用裁判所

中間ファイル(仮戸
籍)

身分事項
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入籍

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 35/39

処理名 8.4 子の入籍(一部記録) 2/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(出生届)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(仮戸
籍)
　身分事項

届
出

届出日 中間ファイル(届書)

未使用

資格名称 未使用

未使用

資格

未使用

届
出
人

資格 未使用

資格名称

氏名

届
出
人

未使用

未使用

氏名

未使用

資格

証書提出日

未使用

届書提出日 未使用

証
書
提
出
者

氏名

未使用

資格名称 未使用

届
書
提
出
者

資格

氏名

未使用

資格名称 未使用

資格名称 未使用

未使用

資格

発送元 項目がある場合移送

未使用

送
付

送付を受けた日 送付日 項目がある場合移送

受理者

氏名

届
書
提
出
者

未使用

許
可

許可日

許可を受けた者

未使用

許可書謄本の
送付を受けた
日

未使用

未使用

入籍日 未使用

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)
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関連

記録

特記

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 36/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.4 子の記録(一部記録) 3/3

受取側 引渡側

直
系
卑
属

直系卑属氏名 中間ファイル(届書)

直系卑属氏名

直系卑属氏名

従
前

従前の記録
父母との続柄

未使用

直系卑属民名 未使用

未使用

直系卑属氏名

未使用

直系卑属氏名

未使用

未使用

直系卑属氏名 未使用

中間ファイル(仮戸
籍)

身分事項

未使用

関連訂正事項 未使用

直系卑属氏名

未使用

直系卑属氏名 未使用

直系卑属氏名

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

未使用特記事項

未使用

記録日 処理日 項目がある場合,移送
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(9-2) ←(引渡側)届出書入力面面

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 37/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.1 中間ファイル(9条2項) 1/2

受取側

中間ファイル(9条2
項)

　受領番号 中間ファイル(届書) 　受領番号

　市区町村コード 　出生子.住所コード

　出張所番号 　出張所番号

市区町村部分だけのコード

　宛名 　出生子.住所 市区町村部分だけの住所

01(出生届)

　受理日 　送付日 or 受領日 送付日がない場合は受領日を設定

　事件コード

　新氏名 　出生子.漢字氏名

　個人番号

　新生年月日 　出生子.生年月日

　旧氏名

　新父母との続柄 　出生子.続柄コード

　旧生年月日

　新本籍コード 　新戸籍.本籍コー
ド
　入るべき戸籍.本
籍コード

新戸籍.本籍コード ＝ スペース:
　入るべき戸籍.本籍コード
新戸籍.本籍コード ≠ スペース:
　新戸籍.本籍コード

　旧父母との続柄

新戸籍.本籍 ＝ スペース:
　入るべき戸籍.本籍
新戸籍.本籍 ≠ スペース:
　新戸籍.本籍

　旧本籍コード

　新本籍 　新戸籍.本籍
　入るべき戸籍.本
籍

　新筆頭者 　新戸籍.筆頭者
　入るべき戸籍.筆
頭者

新戸籍.筆頭者 ＝ スペース:
　入るべき戸籍.筆頭者
新戸籍.筆頭者 ≠ スペース:
　新戸籍.筆頭者

　旧本籍

　住所コード 　出生子.住所コード

　旧筆頭者
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(9-2) ←　(引渡側)届出書入力面面

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年  月  日 1 38/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.1 中間ファイル(9条2項) 2/2

受取側 引渡側

中間ファイル(9条2
項)

住所 中間ファイル(届書) 出生子.住所

住定日 出生子.生年月日

方書 出生子.住所

住民日 出生子.生年月日

世帯主との続柄 出生子.世帯主との続柄

世帯主 出生子.世帯主氏名
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　事件コード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

　新戸籍.本籍

　新戸籍.本籍コード

　入るべき戸籍.本籍

　入るべき戸籍.本籍
コード

　入るべき戸籍.筆頭者

　新戸籍.筆頭者

　住所

　方書

版 頁

入力確認(出生届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 39/39

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 　9.2 中間ファイル(9条2項)

受取側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(9-2) ←　(引渡側)届出書入力面面

中間ファイル(9条2
項)

　受領番号

　個人番号

　新氏名

01(出生届)

　受理日 　送付日 or受領日 送付日がない場合は受領日を設定

　宛名

　市区町村コード

　住定日

　住民日

　世帯主

　世帯主との続柄

　受領番号

　母の個人番号

　母の氏名

　母の生年月日

　新本籍

　旧本籍コード

　旧本籍

　新筆頭者

　旧筆頭者

　住所コード

　旧氏名

　新生年月日

　旧生年月日

　新父母との続柄

　旧父母との続柄

　新本籍コード

　出張所番号

注意:新戸籍が編製された場合,届書
入力には住所入力欄がないため,処分
決定後,別途,9条2項ファイルを修正
する必要がある。

中間ファイル(届書)

本籍人の場合移送

　出張所番号
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氏名 資格 氏名 氏名

001 ○ ○ ○ －

002 ○ ○ ○ －

005 × ○ ○ －

077 ○ ○ ○ ○

079 ○ ○ ○ ○

115 ○ ○ ○ ○

081 ○ ○ ○ ○

082 ○ ○ ○ ○

085 ○ ○ ○ ○

001 ○ ○ ○ －

005 × ○ ○ －

002 ○ ○ ○ －

077 ○ ○ ○ ○

079 ○ ○ ○ ○

115 ○ ○ ○ ○

081 ○ ○ ○ ○

082 ○ ○ ○ ○

085 ○ ○ ○ ○

002 ○ ○ ○ －

077 ○ ○ ○ ○

079 ○ ○ ○ ○

115 ○ ○ ○ ○

081 ○ ○ ○ ○

082 ○ ○ ○ ○

085 ○ ○ ○ ○

処理名 X.X 届出人コードチェック(出生)

版 頁

届出人コード一覧 システム化調査研究会 平成 5年12月18日 平成14年 3月 1日 5.1 1/2

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

× 父母 父母 【届出人】父母

母 母 【届出人】母×

× 父 父 【届出人】父

助産師 助産師 【届出人】助産師　[氏名]×

× 医師 医師 【届出人】医師　[氏名]

実体名 実体名 【届出人】後見人　[氏名]○

× 同居者 同居者 【届出人】同居者　[氏名]

親族 親族 【届出人】親族　[氏名]×

× － － 【届出人】[氏名]

母 母 【届出人】母×

× 父母 父母 【届出人】父母

父 父 【届出人】父×

× 助産師 助産師 【届出人】助産師　[氏名]

医師 医師 【届出人】医師　[氏名]×

○ 実体名 実体名 【届出人】母の親権者　[氏名]

×

× 親族 親族 【届出人】親族　[氏名]

－ － 【届出人】[氏名]×

同居者 同居者 【届出人】同居者　[氏名]

母、同居者又
は出産に立ち
会った医師、
助産師若しく
はその他の者
又は母以外の
法定代理人

親族

同居者

親族 親族 【届出人】親族　[氏名]×

× － － 【届出人】[氏名]

助産師 助産師 【届出人】助産師　[氏名]×

× 医師 医師 【届出人】医師　[氏名]

実体名 実体名

届出事件細別

嫡出子出生届

準正嫡出子出生届

非嫡出子出生届
(胎児認知含む)

航海中の出生につき航海
日誌の謄本送付

届出義務者
･

届出人

父、母、同居
者又は出産に
立ち会った医
師、助産師若
しくはその他
の者又は父母
以外の法定代
理人

父及び母又は
父のみ

胎児認知又は
強制認知があ
り、認知者が
母の夫である
場合に有効

船長

資格名称 資格名称
項目化記載例 備考

092

父

母

父母

法定代理人

医師

資格区分

届書入力 受付帳 身分事項DB

実体名

× ○ ○ 船長船長 ○ － ×

×

医師

助産師

その他立会人

母

法定代理人

医師

助産師

その他立会人

親族

同居者

母

法定代理人

助産師

その他立会人

親族

同居者

父

父母

【届出人】後見人　[氏名]○

× 母 母 【届出人】母

同居者 同居者 【届出人】同居者　[氏名]

【航海日誌の騰本提出日】[受領日]
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氏名 資格 氏名 氏名

改定日付第7
2

(5)
補足説明書

版 頁数

届出人コード一覧 システム化調査研究会 平成5年12月18日 平成6年 4月15日 3 2/2

○ 【届出人】　[氏名]

097 市区町村長

届出事件細別

病院、刑務所その他
公設所において出生
した場合

棄児発見の申出

届出義務者
･

届出人

父母ともに届
出不能の時は
公設所の長又
は管理人

発見者又は発
見の申告を受
けた警察官

資格区分

公設所の長 ○ －093

資格名称

【届出人】　[市区町村]+長

X.X 届出人コードチェック(出生)処理名

作業名 作成者 作成日付

　　　※届書入力での実体名入力例　()内は画面上の名称
　　　　　資格コード(資格)　　　→　097　　　　　　　　:操作員入力
　　　　　資格コードの名称(-) 　→　市区町村長　　　　 :システム対応
　　　　　実体名(資格名称)　　　→　△△△県□□□市　 :操作員入力
　　　　　氏名(氏名)　　　　　　→　－－－－　　　　　 :未入力

× × － × 実体名 ×

実体名

○

△

届書入力 受付帳 身分事項DB

○ ○ 実体名

資格名称

届書入力,実体
名はメーカー
オプション

備考項目化記載例
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2.認知届

第7.2.(5)｢異動｣処理



第7
2

(5)
システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2 1/29

改訂日付

(1).成年(成年擬制も含む)の被認知者が成年被後見人の場合は,成年後見人の承諾が必要となる。
(但し,成年後見人が認知者の場合は,成年後見監督人か特別代理人の承諾が必要)

(2).日本人子･外国人認知者双方に日本民法上の認知の要件が備わっていない場合において,認知をする者の本国法により認知することができる旨
の証明書を添付した認知の届出があったときは,改正法例第33条(公序)の規定の適用が問題となるので,管轄局の長の指示を求めるものとする。

(3).届出人となる母,養父,養母が外国人で親権規定がない場合は,審査結果入力で処理する。

(1).胎児認知の記録

(2).遺言による認知の記録

(3).認知者の死後に確定した認知の記録

(4).死亡した子に対する認知の記録

(5).父が生存中に郵送した認知届を父の本籍地で父死亡後に受理した場合の記録

(6).戸籍法63条の類推適用による届出(事実主義を採っている父の本国法に基づく父子関係存在確認の裁判が確定した場合)の記録

(7).性同一性障害による性別変更者からの認知の記録

　2.認知届入力画面の意義

(1).その1画面:認知される子及び認知する者の入力

(2).その2画面:認知される子の母及び認知の方法等の入力

(3).その3画面:届出人等の入力

　3.その他

　1.認知業務処理範囲外の処理
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中間ファイル(届書) 出力

個人状態ファイル 入力

改定日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入力

3.処理概要

　　(1)　認知届の内容を画面入力する。

　　(2)　認知届で入力された項目の単体チェックを行う。

　　(3)　認知届で入力された項目の関連チェックを行う。

　　(4)　審査を行う。

　　(5)　認知届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。

　　(6)　入力確認(認知届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0　データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0　審査

　　　　　　　　　　 3.1　審査

　　　　　　　　　　  　　3.2　審査

　　　　　　　　　　  　　3.3　審査

　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル(届書))

5.備考(特記事項含む)

第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/29

審査

(認知届)

中間ファイル

(届書)

確認画面

(認知届)

個人状態

ファイル

入力画面

(認知届)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

戸籍DB
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/

/

/

/

/

/

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

/

その他

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付

(13)エラーメッセージを表示する

(14)エラーメッセージを表示する

作業名

　審査(認知届)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [1.0]

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO) [2.0]

(6)審査(OK:YES,NG:NO) [3.0]

(7)中間ファイル(届書)編集･出力 [4.0]

/

頁数

3/29

版

1令和　年　月　日

改定日付第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者

PF8

(1)届書内容を画面入力する

PF2

PF1

実行キー

(21)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(22)次ページ｢認知届｣画面編集

(19)同画面を編集する

PF12

根拠法令(マニュアル処理)0.0　本紙処理名

PF10

PF11

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集を行う

PF7

(20)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(18)前ページ｢認知届｣画面編集

(17)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(9)メツセージの種類(審査エラー,確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し,メッセージに対して応
答する

確認

→

→

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(26)入力画面を初期化する

(25)当該審査エラーの確認後、以後の審査を継続する

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する 入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(15)業務選択に制御を渡す

(11)同画面を編集する

(8)入力確認画面に制御を渡す

(16)届出選択に制御を渡す

(23)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

YES

YES

YES

NO

審査エラー
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No 必須 属性

 1 数字

 2 数字

 3 ○ 英数

 4 英数

 5 漢字

 7 英数

 8 ○ 数字

 9 英数

10 ○ 数字

11 ○ 数字

12 数字

13 数字

14 英数

15 数字

16 カナ

17 漢字

18 漢字

19 漢字

20 漢字

21 漢字

23 ○ 数字

24 ○ 数字

25 ○ 英数

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/29

改定日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

1.0　入力項目単体チェック　1/3 入力画面(認知届)

支所番号

受領番号

受領日

送付日

処理日

本非区分

郵送日

報告区分

被認知者のカナ氏名

被認知者の区分

被認知者の外国人区分

被認知者の本非区分

被認知者の生年月日

発送元

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:生存,1:死亡)であること

(1:創設,2:報告)であること

(1:胎児,2:未成年,3:成年)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

被認知者の筆頭者

認知者の外国人区分

認知者の本非区分

認知者の生年月日

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

被認知者の生死区分

被認知者の漢字氏名

被認知者の住所地

被認知者の世帯主

被認知者の本籍地

｢日付チェックサブルーチン｣

(11:長男～29:十九男　または　31:長女～49:十九女)であ
ること

数字○在外送付区分 6

22 準正による訂正後の続柄 数字
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No 必須 属性

26 数字

27 ○ カナ

28 ○ 漢字

29 ○ 漢字

30 漢字

31 数字

32 数字

33 英数

34 カナ

35 漢字

36 漢字

37 漢字

38 漢字

39 英数

40 ○ 数字

42 英数

43 漢字

44 数字

45 英数

46 漢字

47 漢字

48 数字

50 漢字

(1:本籍,2:非本籍)であること

母の生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

母の外国人区分 (0:日本人,1:外国人)であること

認知者の筆頭者

認知種別 (1:任意,2:裁判)であること

母の住所地

認知者との婚姻日 ｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本法,1:外国法(認知者),2:外国法(子又は母))である
こと

母の筆頭者

母のカナ氏名

母の漢字氏名

認知者の本籍地

裁判成立地 (0:日本,1:外国)であること

審判/判決確定日 ｢日付チェックサブルーチン｣

裁判申立人

外国の裁判所名

認知を承諾した者

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(0:無,1:胎児の母,2:成年者,3:その他)であること

母の本非区分

母の本籍地

認知者のカナ氏名

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/29

認知者の漢字氏名

処理名 画面名 画面ID

1.0　入力項目単体チェック　2/3 入力画面(認知届)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

認知者の生死区分 (0:生存,1:死亡)であること

届出人資格1名称

41 審査の準拠法

49 届出人資格1 ○

数字

数字 (1:父,17:親権者母,19:親権者養父,20:親権者養母,99:そ
の他,105:子)であること

認知の方式

認知成立日 ｢日付チェックサブルーチン｣
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No 必須 属性

51 漢字

53 漢字

54 漢字

備考

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/29

処理名 画面名 画面ID

1.0　入力項目単体チェック　3/3 入力画面(認知届)

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

52

項目名

届出人氏名1

届出人資格2

届出人資格2名称

内容

(17:親権者母,19:親権者養父,20:親権者養母,99:その他)
であること

届出人氏名2

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

数字
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No

1

2

3

4

5

8

9

10

15

16

(No.12)被認知者の外国人区分=0(日本人)の時、(No.14)被認知者の生年月日=和暦であること

(No.12)被認知者の外国人区分=1(外国人)の時、(No.14)被認知者の生年月日=西暦であること

13-
1-2

(No.11)被認知者の区分=3(成年) かつ (No.12)被認知者の外国人区分=0(日本人) かつ
受領日≧2022年4月1日　かつ　(2004年4月2日≦(No.14)被認知者の生年月日≦2006年4月1日)の時、
(No.14)被認知者の生年月日＋16年(16歳以上)≦受領日であること

R2.1(認知111)

14
(No.12)被認知者の外国人区分=1(外国人)の時、
(No.13)被認知者の本非区分=2(非本籍)であること

13-1
(No.11)被認知者の区分=3(成年) かつ (No.12)被認知者の外国人区分=0(日本人) かつ
受領日<2022年4月1日の時、
(No.14)被認知者の生年月日+16年(16歳以上)≦受領日　であること

R2.1(認知111)

13-
1-1

(No.11)被認知者の区分=3(成年) かつ (No.12)被認知者の外国人区分=0(日本人) かつ
受領日≧2022年4月1日 かつ (2004年4月2日>(No.14)被認知者の生年月日　または
2006年4月1日<(No.14)被認知者の生年月日)の時、
(No.14)被認知者の生年月日＋18年(18歳以上)≦受領日であること

R2.1(認知111)

13-
0-1

(No.11)被認知者の区分=2(未成年) かつ (No.12)被認知者の外国人区分=0(日本人) かつ
受領日≧2022年4月1日の時、
(No.14)被認知者の生年月日＋18年(18歳未満)＞受領日であること

R2.1(認知111)

11
(No.11)被認知者の区分=1(胎児)の時、
(No.12)被認知者の外国人区分～(No.22)準正による訂正後の続柄は、未入力であること

12
(No.11)被認知者の区分=2(未成年)～3(成年)の時、
(No.12)被認知者の外国人区分～(No.17)被認知者の漢字氏名および
(No.20)被認知者の本籍地は、必須入力であること

6
(No.5)発送元≠スペースかつ、(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』の時
(No.6)在外送付区分=1(国内からの送付)であること

7
(No.5)発送元≠スペースかつ、(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外の時
(No.6)在外送付区分=2(在外公館の直接送付)または
(No.6)在外送付区分=3(在外公館の国内経由)であること

13
(No.11)被認知者の区分=2(未成年) かつ (No.12)被認知者の外国人区分=0(日本人) かつ
受領日<2022年4月1日の時、
(No.14)被認知者の生年月日+20年(20歳未満)>受領日であること

R2.1(認知111)

(No.4)送付日≠スペースの時、(No.4)送付日≧(No.3)受領日であること

(No.4)送付日=スペースの時、(No.6)在外送付区分=0(受理分)であること

(No.4)送付日≠スペースの時、(No.6)在外送付区分≠0(受理分以外)であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.4)送付日=スペースの時、(No.5)発送元=スペースの時 ｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣(No.4)送付日≠スペースの時、(No.5)発送元≠スペースの時

(No.7)処理日≠スペースの時、(No.7)処理日>(No.3)受領日であること

(No.9)郵送日≠スペースの時、(No.4)送付日=スペースであること

(No.9)郵送日≠スペースの時、(No.9)郵送日≦(No.3)受領日であること

処理名 画面名 画面ID

2.0　入力項目関連チェック　1/4 入力画面(認知届)

版 頁

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 7/29

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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17

18

19

20

21 (No.13)被認知者の本非区分=1(本籍)の時、(No.20)被認知者の本籍地=管内であること

(No.12)被認知者の外国人区分=0(日本人)の時、(No.21)被認知者の筆頭者は必須入力であること

(No.12)被認知者の外国人区分=1(外国人)の時、(No.21)被認知者の筆頭者は未入力であること

(No.12)被認知者の外国人区分=0(日本人)の時、(No.20)被認知者の本籍地=本籍であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.12)被認知者の外国人区分=1(外国人)の時、(No.20)被認知者の本籍地=国籍であること

 7-2-(5)-2-8



No

22

23-1

23-2

---

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44
44-1 (No.31)母の外国人区分=0(日本人)の時、

(No.35)母の漢字氏名の氏=(No.37)母の筆頭者の氏

(No.32)母の本非区分=1(本籍)の時、(No.36)母の本籍地=管内であること

(No.32)母の本非区分=2(非本籍)の時、(No.36)母の本籍地=管外であること

(No.31)母の外国人区分=0(日本人)の時、(No.36)母の本籍地=本籍であること

(No.31)母の外国人区分=1(外国人)の時、(No.36)母の本籍地=国籍であること

(No.31)母の外国人区分=0(日本人)の時、(No.37)母の筆頭者は入力必須であること

25 (No.22)準正による訂正後の続柄に入力がある時、(訂正前の父母との続柄=10(男)～29(十九男))ならば
(No.22)準正による訂正後の続柄=11(長男)～29(十九男)であること

※被認知者が本籍人の
時、チェックする

26 (No.22)準正による訂正後の続柄に入力がある時、(訂正前の父母との続柄=30(女)～49(十九女))ならば
(No.22)準正による訂正後の続柄=31(長女)～49(十九女)であること

(No.23)認知者の外国人区分=1(外国人)の時、(No.24)認知者の本非区分=2(非本籍)であること

35-1 (No.23)認知者の外国人区分=0(日本人)の時、
(No.28)認知者の漢字氏名の氏=(No.30)認知者の筆頭者の氏であること

(No.23)認知者の外国人区分=1(外国人)の時、(No.29)認知者の本籍地=国籍であること

(No.23)認知者の外国人区分=0(日本人)の時、(No.30)認知者の筆頭者は入力必須であること

(No.23)認知者の外国人区分=1(外国人)の時、(No.30)認知者の筆頭者は未入力であること

(No.24)認知者の本非区分=1(本籍)の時、(No.29)認知者の本籍地=管内であること

(No.24)認知者の本非区分=2(非本籍)の時、(No.29)認知者の本籍地=管外であること

23-
1-1

(No.11)被認知者の区分=2(未成年)～3(成年)かつ(No.12)被認知者の外国人区分=0(日本人)の時
(No.17)被認知者の漢字氏名の氏=(No.21)被認知者の筆頭者の氏であること

23 (No.11)被認知者の区分=2(未成年),3(成年)で、(No.22)準正による訂正後の続柄に入力がある時、
(No.39)母の認知者との婚姻日は、入力必須であること

(No.18)被認知者の住所地≠スペース、(No.19)被認知者の世帯主≠スペースの時であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.13)被認知者の本非区分=2(非本籍)の時、(No.20)被認知者の本籍地=管外であること ｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.18)被認知者の住所地=スペース、(No.19)被認知者の世帯主=スペースの時であること

(No.23)認知者の外国人区分=0(日本人)の時、(No.25)認知者の生年月日=和暦であること

(No.23)認知者の外国人区分=1(外国人)の時、(No.25)認知者の生年月日=西暦であること

(No.23)認知者の外国人区分=0(日本人)の時、(No.29)認知者の本籍地=本籍であること

(No.31)母の外国人区分=1(外国人)の時、(No.32)母の本非区分=2(非本籍)であること

(No.31)母の外国人区分=0(日本人)の時、(No.33)母の生年月日=和暦であること

(No.31)母の外国人区分=1(外国人)の時、(No.33)母の生年月日=西暦であること

(No.31)母の外国人区分=1(外国人)の時、(No.37)母の筆頭者は未入力であること

処理名 画面名 画面ID

2.0　入力項目関連チェック　2/4 入力画面(認知届)

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 8/29

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

 7-2-(5)-2-9



No

47

49

50

52

53

54

61

62

(NO49)届出人資格1=99(その他)の時,(NO50)届出人資格1名称=必須入力であること

(NO49)届出人資格1≠1,17(父,親権者母)の時,(NO51)届出人氏名1=必須入力であること

59 (NO49)届出人資格1=1(父)かつ(NO51)届出人氏名1≠スペースの時,
(NO51)届出人氏名1=(NO28)認知者の漢字氏名であること

60 (NO49)届出人資格1=17(親権者母)かつ(NO35)母の漢字氏名≠スペースかつ,
(NO51)届出人氏名1≠スペースの時,
(NO51)届出人氏名1=(NO35)母の漢字氏名であること

57 (NO11)被認知者の区分=1(胎児)かつ,(NO31)母の外国人区分=1(外国人)の時,
(NO38)母の住所地は,必須入力であること

58 (NO49)届出人資格1≠99の時,
(NO50)届出人資格1名称=スペースであること

(NO45)審判/判決確定日≠スペースの場合,
(NO9)郵送日≠スペースの時,(NO9)郵送日≧(NO45)審判/判決確定日であり,
(NO9)郵送日=スペースの時,(NO3)受領日≧(NO45)審判/判決確定日であること

(NO42)認知成立日≠0(外国の方式)の時,(NO40)認知種別=1(任意)であること

55 (NO11)被認知者の区分=1(胎児)の時,
(NO48)認知を承諾した者=0(無),1(胎児の母)であること

56 (NO11)被認知者の区分=3(成年)の時,
(NO48)認知を承諾した者=0(無),2(成年),3(その他)であること

(NO44)裁判成立地=1(外国で成立)の時,(NO40)認知種別=2(裁判)であること

(NO44)裁判成立地=1(外国で成立)の時,(NO47)外国の裁判所名は必須入力であること

(NO44)裁判成立地=0(日本で成立)の時,(NO47)外国の裁判所名は未入力であること

(NO40)認知種別=1(任意)で,(NO42)認知成立日≠0(外国の方式)の時,
(NO10)報告区分=2(報告)であること

(NO40)認知種別=2(裁判)の時,(NO10)報告区分=2(報告)であること

48 (NO40)認知種別=2(裁判)の時,
(NO45)審判/判決確定日,(NO46)裁判申立人は,必須入力であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

45 (NO40)認知種別=1(任意)で,(NO42)認知成立日=0(日本の方式)の時,
(NO10)報告区分=1(創設)であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

46

(NO42)認知成立日≠0(外国の方式)の時,(NO43)認知の方式は必須入力であること

51 (NO42)認知成立日≠0(外国の方式)の場合,
(NO9)郵送日≠スペースの時,(NO9)郵送日≧(NO42)認知成立日であり,
(NO9)郵送日=スペースの時,(NO3)受領日≧(NO42)認知成立日であること

48-1

処理名 画面名 画面ID

2.0　入力項目関連チェック　3/4 　入力画面(認知届)

頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/29

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

 7-2-(5)-2-10



No

64

68 (NO11)被認知者の区分=2,3(未成年,成年)の時、
(NO13)被認知者の本非区分=2(非本籍)かつ、(NO24)認知者の本非区分=2(非本籍)ならば
(NO8)本非区分=2(非本籍)であること

66 (NO11)被認知者の区分=1(胎児)の時、
(NO24)認知者の本非区分=2(非本籍)かつ、(No32)母の本非区分=2(非本籍)ならば
(NO8)本非区分=2(非本籍)であること

67 (NO11)被認知者の区分=2,3(未成年,成年)の時、
(NO13)被認知者の本非区分=1(本籍)又は、(NO24)認知者の本非区分=1(本籍)ならば
(NO8)本非区分=1(本籍)であること

64-3 (NO11)被認知者の区分=1(胎児)の時、または、
(NO11)被認知者の区分=2,3(未成年,成年)かつ、(NO12)被認知者の外人区分=1(外国人)の時、
(NO31)母の外国人区分～(NO36)母の本籍地は、必須入力あること

65 (NO11)被認知者の区分=1(胎児)の時、
(NO24)認知者の本非区分=1(本籍)又は、(NO32)母の本非区分=1(本籍)ならば
(NO8)本非区分=1(本籍)であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

62-1 (NO49)届出人資格1=17(親権者母)かつ、(NO35)母の漢字氏名=スペースの時、
(NO51)届出人氏名1=必須入力であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

64-1 (NO52)届出人資格2≠スペース,17(未入力,親権者母)の時、
(NO54)届出人氏名2=必須入力であること

64-2 (NO52)届出人資格2=17(親権者母)かつ(NO35)母の漢字氏名=スペースの時、
(NO54)届出人氏名2=必須入力であること

63 (NO40)認知種別=1(任意)の時、
(NO52)届出人資格2,(NO53)届出人資格2名称,(NO54)届出人氏名2=未入力であること

(NO52)届出人資格2=99(その他)の時、(NO53)届出人資格2名称=必須入力であること

処理名 画面名 画面ID

2.0　入力項目関連チェック　4/4 　入力画面(認知届)

版 頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/29

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-2-11



/

/

YES /

NO

NO /

YES 不受理   　　　　　 　　　　      

NO

NO /

/

/

YES

/

YES

NO

NO

/

/

YES

/

NO

NO

NO

/

/0 (20)被認知者の区分(1:胎児,2:未成年,3:成年)

NO (10)認知成立日≠スペースである(YES,NO)

YES (11)認知成立日<昭和25年7月1日である(YES,NO)

(12)エラーメッセージ ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示 (13)本紙へ

NO (14)認知成立日<昭和27年4月28日である(YES,NO)

YES (15)確認メッセージ(YES,NO)
　｢平和条約の発効に該当する国ですか?｣を表示

(16)本紙へ

YES (17)エラーメッセージ
　｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(18)→(19)へ /

(19)認知者の生死区分(0:生存,1:死亡)

R2.1(認知114)

(1)審判/判決確定日≠スペースである。(YES,NO)

YES (2)審判/判決確定日<昭和25年7月1日である(YES,NO)

YES (0-8)確認メッセージ(YES,NO)
　　 「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか?」を表示

(0-9)本紙へ R2.1(認知114)

(0-10)エラーメッセージ「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

(8)エラーメッセージ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(9)→(19)へ /

 現行国籍法施行(昭和25年7月1日)以
前の有効な身分行為に関しては、現行
法では処理できない。
 但し,現行法施行以降でも対日平和条
約発効(昭和27年4月28日)以前で、平
和条約を締結している国に関しても同
様に現行法では処理できない。

(3)エラーメッセージ ｢審査結果入力で処理してください。｣を表示 (4)本紙へ

NO (5)審判/判決確定日<昭和27年4月28日である(YES,NO)

YES (6)確認メッセージ(YES,NO)
　｢平和条約の発効に該当する国ですか?｣を表示

(7)本紙へ

(0-11)→　

(0-13)→(1)へ

(0-3)→(0-7)へ R2.1(認知114)

(0-4) (0-5)本紙へ 画面項目修正(審査完了しない)

(0-12)本紙へ

(0-6)→(0-7)へ R2.1(認知114)

(0-7)(被認知者の外国人区分=0:日本人 かつ 被認知者の漢字氏名の名が未入力) または
  　(認知者の外国人区分=0:日本人 かつ 認知者の漢字氏名の名が未入力)(YES,NO)

/ R2.1(認知114)

画面項目修正(審査完了しない)　　　R2.1(認知114)

R2.1(認知114)

処理名 3.0 審査　1/4 根拠法令(マニュアル処理)

(0-1)受領日=送付日である。

版 頁

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 11/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (0-2)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣(YES,NO)

 7-2-(5)-2-12



1 /

/

0 /

0

(21)→(26-1)へ R2.1

2,3 (22)被認知者の生死区分(0:生存,1:死亡)

(23)→(26-1)へ R2.1

1 (24)エラーメッセージ
　｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(25)本紙へ

 7-2-(5)-2-13



/

/

NO

NO

/

/

/

0 /

2,3

NO

(26-6)在外送付区分=2(在外公館の直接送付)又は3(在外公館の国内経由)(YES,NO) R2.1(認知112)

YES (26-7)被認知者の区分(1:胎児,2:未成年,3:成年) R2.1(認知112)

1 (26-8)認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人) R2.1(認知112)

(26-12)→(27)へ / R2.1(認知112)

R2.1(認知112)

(26-9)→(27)へ R2.1(認知112)

1 (26-10)エラーメッセージ
　「在外公館から送付された胎児認知届は審査結果入力で処理して
　下さい。」を表示

(26-11)本紙へ R2.1(認知112)

1 (26)エラーメッセージ
　｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(26-5)→(26-6)へ / R2.1(認知112)

(26-1)認知者の本籍地=管内(YES,NO)

YES (26-2)認知者の身分事項に性同一性障害(7003)がある(YES,NO) 平成15年法律第111号3条

YES (26-3)エラーメッセージ
　｢性同一性障害の記録があります。審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(26-4)本紙へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.0 審査　1-1/4 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(認知届) システム化調査研究会 平成16年 7月16日 令和2年3月31日 R2.1 12/29

 7-2-(5)-2-14



/

/

/

NO

/

/

/

0 /

YES /

NO

/

0 /

YES /

No

(33)本紙へ

1 (50)確認メッセージ(YES,NO)
　｢認知者の国籍証明書の添付がありますか?｣を表示

(47)→(63)へ

(48)→ (49)本紙へ 不受理

2,3 (43)被認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(44)→(63)へ

1 (45)確認メッセージ(YES,NO)｢子の国籍証明書及び出生証明
書の添付がありますか?｣を表示

(46)本紙へ

0 (35)被認知者の区分(1:胎児,2:未成年,3:成年)

(40)→(63)へ

(41)→ (42)本紙へ 不受理

1 (36)子の母の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(37)→(63)へ

1 (38)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母の国籍証明書の添付がありますか?｣を表示

(39)本紙へ

処理名 3.0 審査　2/4 根拠法令(マニュアル処理)

(27)認知種別(1:任意,2:裁判)

1 (28)外国の方式により成立した届出(戸籍法41条)であるか

YES

R2.1(認知112) (31-1)～(31-7)を削除

(29)確認メッセージ(YES,NO)｢外国の方式により認知が成立した旨の証書又は証明
書の添付がありますか?｣を表示

(30)本紙へ

YES (31)→(34)へ

(32)→

(34)認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

版 頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 13/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

不受理                           R2.1(認知112)

 7-2-(5)-2-15



YES /

NO

/

/

0 /

/

0 /

YES

NO

/

/

1

YES /

NO

/

/

/

YES

(81)エラーメッセージ｢裁判確定日より10日以内に届け出られる
のは申立人のみです。｣を表示

不受理

(73)→(76)

戸63

2 (69)被認知者区分(1:胎児,2:未成年,3:成年)

(70)エラーメッセージ｢強制認知による胎児認知はできません。｣を表示 (71)本紙へ 不受理,昭和25.1.7民事甲22号回答

2,3 (72)確認メッセージ(YES,NO)
　｢審判又は判決の謄本及び確定証明書の添付がありますか?｣を表示

(74)→ (75)本紙へ 不受理

(76)裁判成立地(日本,外国)

日本 (77)審判/判決確定日より10日以内の届出であるか 戸63

YES (78)届出人は裁判の申立人であるか

(79)→ (80)本紙へ 受理

NO

NO (66)3.1審査へ進む

(67)→ (68)本紙へ

戸63

(56)→(63)

不受理

(63)確認メッセージ(YES,NO)｢証書の謄本が認知を証明するものかどうか審査は済
みましたか?｣を表示

2,3 (59)被認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(60)→(63)

1 (61)エラーメッセージ
　｢外国人同士の証書提出は受理できません。｣を表示

(62)本紙へ

(64)→ 受理

(65)→ 不受理

処理名 3.0 審査　3/4 根拠法令(マニュアル処理)

1 YES 1 (51)→(54)

(52)→

1 (57)エラーメッセージ
　｢外国人同士の証書提出は受理できません。｣を表示

(58〉本紙へ 不受理

(53)本紙へ 不受理

(54)被認知者の区分(1:胎児,2:未成年,3:成年〉

1 (55)子の母の外国入区分(0:日本人,1:外国人)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10月 2月27日 2 14/29

 7-2-(5)-2-16



YES

NO

/

0 /

/

0 /

YES

NO

外国 (85)認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(86)→(91)

不受理

(91)確認メッセージ(YES,NO)
　｢民事訴訟法118条の要件を満たし判決は承認されますか?｣を表示

1

(89)エラーメッセージ｢外国で成立した外国人同士の裁判認知届
は受理できません。｣を表示

(90)本紙へ

(87)被認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(88)→(91)

不受理

民訴118

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(83)→ 受理

(84)→ 不受理

処理名 3.0 審査　4/4 根拠法令(マニュアル処理)

2 2,3 日本 NO (82)確認メッセージ(YES,NO)
　｢届出人は裁判の申立人もしくは裁判の相手方ですか?｣を表示

(82-1)本紙へ

1

(92)→ 受理

(93)→

戸63Ⅱ

版 頁

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12月 3月 1日 4 15/29

 7-2-(5)-2-17



/

YES /

NO

/

/

/

/

/

/

/

/

YES

NO

NO (30)→ 不受理

1 (18)認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

その他

(28)→ 受理

(29)→ 不受理

1 (25)確認メッセージ(YES,NO)｢認知者の本国法により認知で
きる旨の証明書はありますか｣を表示

(26)3.0審査へ

YES (27)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母の本国法上の保護要件を満たしている旨の証明書
はありますか｣を表示

(15)被認知者区分(1:胎児,2:未成年,3:成年)

1 (16)子の母の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

0 (17)子の母の本非区分(1:本籍,2:非本籍) 戸61

(21)エラーメッセージ｢準拠法が異なります｣を表示 (22)3.0審査へ

1 (23)審査の準拠法(0:日本法,1:外国法(認知者の本国法))

0 (24)→(31)

0 (19)審査の準拠法(0:日本法)

0 (20)→(31)

1 (10)確認メッセージ(YES,NO)｢認知者の国籍証明書の添付がありますか｣を表示 (11)3.0審査へ

(12)→(15)

(13)→ (14)3.0審査へ 不受理

処理名 3.1　審査　1/7 根拠法令(マニュアル処理)

(1)認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

0 (2)→(15) / (3)～(9)削除

版 頁

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12月 3月 1日 4 16/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-2-18



/

YES /

NO

YES /

NO

/

NO /

/

YES /

NO

/

/

管内 /

(57)3.0審査へ 不受理

0 (54)母の住所地(管内,管外,国外) 昭和29.3.6　民事甲　509号回答

(55)　→　(63)

管外 (56)エラーメッセージ
　｢胎児認知届は母の住所地に届け出て下さい｣を表示

1 (49)確認メッセージ(YES,NO)　｢母の国籍証明書の添付がありますか｣を表示

(50)　→　(53)

(51)　→ (52)3.0審査へ 不受理

(53)認知者の外国入区分(0:日本人,1:外国人)

(47)3.0審査へ 受理伺い

NO (48)エラーメッセージ
　｢胎児認知届は母の本籍地に届け出て下さい｣を表示

不受理

(44)→(87)

2 (45)母は無籍者であるか

YES (46)エラーメッセージ
　｢母は無籍者です。受理伺いとなります｣を表示

(41)既に胎児認知届が出されているか 大正5.11.2　民事　1331号回答

YES (42)エラーメッセージ
　｢既に胎児認知届がだされています｣を表示

(43)3.0審査へ 不受理

NO (37)確認メッセージ(YES,NO)
　｢認知者と胎児の母との婚姻解消後300日以内の届出ではありません
ね｣を表示

民779

(38)　→　(41)

(39)　→

処理名 3.1　審査　2/7 根拠法令(マニュアル処理)

1 0 1 (31)母は現在婚姻していますか

YES

(34)　→　(41)

(35)　→ (36)3.0審査へ 不受理

(32)確認メッセージ(YES,NO)
　｢配偶者からの認知ではなく、婚姻成立後200日を経過していないで
すね｣を表示

(33)3.0審査へ 民772

民779

(40)3.0審査へ 不受理

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

 7-2-(5)-2-19



YES /

NO

/

YES /

NO

YES

NO

YES /

NO

YES

NO

(76)審査の準拠法(1:外国法(認知者の本国法)

2:外国法(子又は母の本国法))

(78)3.0審査へ

YES (79)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母の本国法上の保護要件を満たしている旨の証明書はありま
すか｣を表示

/

1 (72)確認メッセージ(YES,NO)
　｢届出人の所在地での届出ですか｣を表示

(73)　→　(76)

(74)　→ (75)3.0審査へ

(80)　→ 受理

(81)　→ 不受理

1 (77)確認メッセージ(YES,NO)
　｢認知者の本国法により認知することができる旨の証明書はあります
か｣を表示

2 (69)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母の本国法により認知することができる旨の証明書はありますか｣
を表示

(70)　→ 受理

(71)　→ 不受理

(63)審査の準拠法(0:日本法,2:外国法(子又は母の本国法))

0 (64)確認メッセージ(YES,NO)
　｢母の本国法上の保護要件を満たしている旨の証明書はありますか｣
を表示

(65)3.0審査へ

(60)　→　(63)

(61)　→ (62)3.0審査へ 受理伺い

処理名 3.1　審査　3/7 根拠法令(マニュアル処理)

1 1 0 国外 (58)確認メッセージ(YES,NO)
　｢事件本人の本籍地又は届出人の所在地ですか｣を表示

(59)3.0審査へ

(66)　→　(87)

(67)　→ (68)3.0審査へ 不受理

版 頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 18/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-2-20



NO

YES

NO

/

YES /

YES /

NO

/

/

YES /

NO

/

/

/

/

/

/

/

/

YES (106)エラーメッセージ
　｢送付分の届書としては処理できません｣を表示

(107)3.0審査へ

1 (111)確認メッセージ(YSE,NO)
　｢認知者の本国法により認知することができる旨の証明書はあ
りますか｣を表示

(112)3.0審査へ

NO (108)　→　(109)

(109)審査の準拠法(0:日本法,1:外国法(認知者の本国法))

0 (110)　→　(118)

(97)　→ (98)3.0審査へ

2,3 (99)被認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

0 (100)認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

0 (101)審査の準拠法(0:日本法)

0 (102)　→　(118)

その他 (103)エラーメッセージ｢準拠法が異なります｣を表示 (104)3.0審査へ

1 (105)在外送付区分は、2(在外公館の直接送付)であるか 戸40,法例18Ⅰ･Ⅱ,22

(89)確認メッセージ(YSE,NO)｢認知者の生年月日は正しいですか｣を表示 (90)3.0審査へ

(91)　→　(94)

(92)　→ (93)3.0審査へ

(94)3.2　審査へ進行

(95)審査の結果、確認･エラーメッセージがない(YSE,NO)

(96)　→　(166)

処理名 3.1　審査　4/7 根拠法令(マニュアル処理)

1 1 1 1 (82)　→ (83)3.0審査へ 不受理

2 (84)確認メッセージ(YSE,NO)
　｢母の本国法により認知することができる旨の証明書はありま
すか｣を表示

(85)　→ 受理

(86)　→ 不受理

(87)認知者の生年月日 + 12年(12歳以上) ≦ 受領日か 昭和39.7.8～9　釧路地方法務局管内戸住協決
昭和40.3.6　民事(2)発第87号民事局変更指示
昭和39.9.16～17　香川県連合戸住協決
昭和40.4.14　民事(2)発第146号民事局変更指示

(88)　→　(94)

NO

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 19/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

 7-2-(5)-2-21



YES

NO

NO

/

/

YES /

NO

YES /

NO

/

/

YES /

NO

NO

(132)　→　(149)

0 (129)確認メッセージ(YES,NO)
　｢子の本国法上の保護要件を満たしている旨の証明書はありますか｣
を表示

(130)3.0審査へ

YES (131)確認メッセージ(YES,NO)
　｢嫡出子･特別養子･既に認知されている子では、ありませんか｣
を表示

(133)　→ (134)3.0審査へ 不受理

(135)　→ 不受理

2 (136)確認メッセージ(YES,NO)
　｢子の本国法により認知することができる旨の証明書はありますか｣
を表示

不受理

(117)　→ 不受理

(121)　→ (122)3.0審査へ

1 (123)確認メッセージ(YES,NO)
　｢子の国籍証明書及び出生証明書の添付がありますか｣を表示

(124)　→　(127)

(125)　→ (126)3.0審査へ

(127)認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

0 (128)審査の準拠法(0:日本法,2:外国法(子の本国法))

処理名 3.1　審査　5/7 根拠法令(マニュアル処理)

2,3 0 1 1 YES (113)確認メッセージ(YES,NO)
　｢日本法上の子の保護要件の審査は済みましたか｣を表示

(118)3.3　審査へ進む

(119)審査結果、確認･エラーメッセージがない(YES,NO)

(120)　→　(149)

(114)3.0審査へ

(115)　→ 受理

(116)　→

版 頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-2-22



YES

NO

YES

NO

YES

NO

/

/

NO

NO

/

YES /

(140)審査の準拠法(1:外国法(認知者の本国法),

2:外国法(子又は母の本国法))

(156)確認メッセージ(YSE,NO)
　｢認知者及び子の生年月日は正しいですか｣を表示

(157)3.0審査へ

(153)　→　(154) /

(154)認知者の生年月日 + 12年(12歳以上) ≦ 被認知者の生年月日か 昭和39.7.8～9　釧路地方法務局管内戸住協決
昭和40.3.6　民事(2)発第87号民事局変更指示
昭和39.9.16～17　香川県連合戸住協決
昭和40.4.14　民事(2)発第146号民事局変更指示

(155)　→　(161)

NO

YES (150)被認知者は認知者と母の婚姻200日以内の出生子であるか 昭和34.8.28　民事甲　1827号通達

YES (151)エラーメッセージ
　｢父母婚姻200日以内の子の認知は嫡出子としての戸籍訂正となります｣を
表示

(152)3.0審査へ

(147)　→ 受理

(148)　→ 不受理

(149)認知者と母との婚姻日 ≠ スペースであるか

(144)　→ 受理

(145)　→ 不受理

2 (146)確認メッセージ(YSE,NO)
　｢子の本国法により認知することができる旨の証明書はありますか｣
を表示

2.3 1 0 2 (137)　→ (138)3.0審査へ 受理

(139)　→ 不受理

1 /

1 (141)確認メッセージ(YSE,NO)
　｢認知者の本国法により認知することができる旨の証明書はあります
か｣を表示

(142)3.0審査へ

YES (143)確認メッセージ(YSE,NO)
　｢子の本国法上の保護要件を満たしている旨の証明書はありま
すか｣を表示

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 3.1　審査　6/7 根拠法令(マニュアル処理)

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 21/29

 7-2-(5)-2-23



YES /

NO

/

/

YES /

NO

/

YES /

YES

NO

/

NO (174)　→ (175)3.0審査へ

(172)認知者の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日

YES (173)メッセージ
　｢届出人の年齢が15歳未満です。受理照会が必要な届です。｣を表示

受理照会

昭和49.7.25～26　徳島地方法務局管内連合戸協決議

NO (169)確認メッセージ(YES,NO)
　｢届出人は、認知者でありがせんがよろしいですか｣を表示

(169-1)3.0審査へ

(170)　→ 受理

(171)　→ 不受理

(166)届出人は認知者本人であるか

(168)3.0審査へ(167)　→　(172) (168)を削除

(161)3.2　審査へ進む

(162)審査結果、確認･エラーメッセージがない(YES,NO)

(163)　→　(166)

処理名 3.1　審査　6/7 根拠法令(マニュアル処理)

2.3 NO (158)　→　(161)

(159)　→ (160)3.0審査へ

(164)　→ (165)3.0審査へ

版 頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 22/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-2-24



/

1

/

YES /

NO

NO

NO /

0 (15-1)認知成立日≠スペース かつ 認知成立日≧2022年4月1日
または　審判/判決確定日≠スペース かつ 審判/判決確定日≧2022年4月1日
または　認知成立日=スペース かつ 審判/判決確定日=スペース の場合、
受領日≧2022年4月1日(YES,NO)

/

YES (15-2)
認知成立日≠スペースの場合
　　被認知者の生年月日+18年(18歳未満)>認知成立日
審判/判決確定日≠スペースの場合
　　被認知者の生年月日+18年(18歳未満)>審判/判決確定日
認知成立日=スペース かつ 審判/判決確定日=スペースの場合
　　被認知者の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

(15-6)→(24)へ R2.1(認知111)

(15-7)→ (15-8)3.1審査へ R2.1(認知111)

/

(15-9)→(24)へ R2.1(認知111)

NO (16)
認知成立日≠スペースの場合
　被認知者の生年月日+20年(20歳未満)>認知成立日
審判/判決確定日≠スペースの場合
　被認知者の生年月日+20年(20歳未満)>審判/判決確定日
認知成立日=スペースかつ審判/判決確定日=スペースの場合
　被認知者の生年月日+20年(20歳未満)>受領日

/
民法改正(2022年4月1日)前の審査

YES (15-3)
2004年4月2日≦被認知者の生年月日≦2006年4月2日(YES,NO) /

YES (15-4)確認メッセージ(YES,NO)「成年擬制ですか?」を表示 (15-5)3.1審査へ

2,3 (15)被認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

0 (12)エラーメッセージ
　｢母の承諾がなければ胎児認知できません。｣を表示

(13)3.1審査へ 不受理

(14)→

処理名 3.2　審査　1/2 根拠法令(マニュアル処理)

(1)被認知者の区分(1:胎児,2:未成年,3:成年)

1

(11)認知の承諾者(0:無,1:胎児の母) /

(2)～(10)削除

版 頁

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 23/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

民753 R2.1(認知111)

民法改正(2022年4月1日)後か前かで審査を分ける

R2.1(認知111)

民法改正(2022年4月1日)後の審査

民731(改正後) R2.1(認知111)

民法改正(2022年4月1日)附則第3条第2項

→改正日に16歳以上18歳未満の女性は経過措置

として改正前の民731が適用される

※被認知者の性別が分かる項目がないため、

男女に関係なく16歳以上として審査を行う。

R2.1(認知111)

 7-2-(5)-2-25



YES /

NO

NO

NO /

/

(28)確認メッセージ(YES,NO)
　｢成年後見人(成年後見監督人･特別代理人)の承諾がありますか?｣を
表示

昭和45.1.31　民事甲　464回答

民731(改正前)

※被認知者の性別が分かる項目がないため、

男女に関係なく16歳以上として審査を行う。

(24)確認メッセージ(YES,NO)
　｢被認知者は成年被後見人ですか?｣を表示

/

YES (25)認知の承諾者(0:無,2:成年者,3:その他) 民782,昭和18.12.3　民事甲　943回答

0,2 (26)エラーメッセージ
　｢本人以外の承諾が必要です。｣を表示

(27)3.1審査へ 不受理

3

本籍人の年齢条件を削除(第13版)

YES (18)確認メッセージ(YES,NO)｢成年擬制ですか?｣を表示 (19)3.1審査へ 民753

(20)→(24)へ

(21)→ (22)3.1審査へ

0

NO

YES

2,3

(17)
認知成立日≠スペースの場合
　被認知者の生年月日+16年(16歳以上)≦認知成立日
審判/判決確定日≠スペースの場合
　被認知者の生年月日+16年(16歳以上)≦審判/判決確定日
認知成立日=スペースかつ審判/判決確定日=スペースの場合
　被認知者の生年月日+16年(16歳以上)≦受領日

/

(23)→(24)へ

 7-2-(5)-2-26



YES

NO

/

/

YES

NO

/

2

NO (60)→

NO (56)認知の承諾者(0:無,2:成年者,3:その他) 戸782

0,3 (57)エラーメッセージ
　｢成年者の承諾がなければ認知できません。｣を表示

(58)3.1審査へ 不受理

(59)→

1 (48)確認メッセージ(YES,NO)
　｢被認知者は成年者(成年擬制も含む)ですか?｣を表示

YES (49)確認メッセージ(YES,NO)｢被認知者は成年被後見人ですか?｣を表示

(53)確認メッセージ(YES,NO)｢成年後見人(成年後見監督人･特別
代理人)の承諾がありますか?｣を表示

昭和45.1.31　民事甲　464回答

(54)→

(55)→ 不受理

YES (50)認知の承諾者(0:無,2:成年者,3:その他) 民782,昭和18.12.3　民事甲　943回答

0,2 (51)エラーメッセージ
　｢本人以外の承諾が必要です。｣を表示

(52)3.1審査へ

3

(36)～(47)削除

処理名 3.2　審査　2/2 根拠法令(マニュアル処理)

2,3 0 YES 3 (29)→ (30)3.1審査へ

(31)→ 不受理

NO (32)認知の承諾者(0:無,2:成年者,3:その他) 民782

0,3 (33)エラーメッセージ
　｢成年者の承諾がなければ認知できません。｣を表示

(34)3.1審査へ 不受理

2 (35)→

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 24/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁
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/

/

/
YES

/

/

/

YES

NO

NO

YES

NO

不受理

(2)～(4)第8.3版により削除

(4)

(7)3.1審査へ

(10)3.1審査へ

処理名 3.3 審査 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 25/29

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(16)→

(17)→

(18)→

(19)確認メッセージ(YES,NO)
　｢嫡出子･特別養子･既に認知されている子ではありませんか｣を表示

平成1.10.2　民事二　3900号通達3･2(2)

不受理

大正5.11.2　民事　1331回答

不受理

戸779,明治32.3.24　民刑　2180号回答

大正5.11.2　民事　1331回答

(1)被認知者の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(2)

(3)

(5)被認知者は特別養子であるか

(6)エラーメッセージ｢特別養子を認知することはできません｣を表示

(8)被認知者は既に認知されているか

不受理

1

NO

YES (9)エラーメッセージ
　｢既に認知されている子を認知するっことはできません｣を表示

NO

YES

0 (14)3.1審査へ

戸817の9 等により嫡出子に準ずる

不受理

2

1

(20)→

(21)→

(11)被認知者の戸籍に父の氏名が記録されているか

(12)認知者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(13)エラーメッセージ
　｢父は既に存在します｣を表示

(15)確認メッセージ(YES,NO)
　｢認知者は父欄に記載されている父で本国法は事実主義で
すか｣を表示
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本籍人検索

サブシステム　インターフェース

版 頁

審査(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 10日 3 26/29

受領番号が取得済みの場合に設定

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集 1/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)入力画面(認知届)

選択事件コード 2(認知)を移送する

受領番号 受領番号

受領日 受領日

出張所番号 支所番号

発送元 発送元

送付日 送付日

処理日

在外送付区分 在外送付区分

報告区分

認知者･被認知者(子の母)が本籍人の
場合、選択戸籍番号を移送

認知届(その1)
入力画面

郵送日

在外送付区分 ＝ 0の時:1
在外送付区分 ＝ 1,2,3の時:2を移送

渉外区分 被認知者の区分 ＝ 胎児の時
　認知者･子の母が日本人 ＝ 0
　認知者が日本人･子の母が外国人
＝ 0
　認知者が外国人･子の母が日本人
＝ 1
　認知者･子の母が外国人 ＝ 2
被認知者の区分 ≠ 胎児の時
　認知者･被認知者が日本人 ＝ 0
　認知者･被認知者
　　　　 いずれかが日本人 ＝ 1
　認知者･被認知者が外国人 ＝ 2
　　　　　　　　 を移送する

届区分

動態区分

郵送日

本非区分

受理送付区分

ロック戸籍番号

中間ファイル(届書)
共通

同時決裁受領番号

許可日

処理日

本非区分

 7-2-(5)-2-29



(受取側)　中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)　入力画面(認知届)

頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 27/29

版

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集 2/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

届書排他区分 再入力の場合に1(排他)を移送

認知届(その1)
入力画面

3/4,4/4参照事件別内容

不受理申出処分区分

処分区分

決裁区分

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

本籍人で該当する不受理申出がある
場合、1を移送する

受領番号 ＝ スペースの時、0(未決
裁)を移送

審査結果により、1 ＝ 受理、又は、
2 ＝ 不受理、又は、3 ＝ 受理伺い
をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする

中間ファイル(届書)
共通
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(受取側)　中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側)　入力画面(認知届)

版 頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 28/29

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集 3/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

本非区分(被認知) 被認知者本非区分

外国人区分(被認知) 被認知者外国人区分

被認知者区分 被認知者区分

生死区分(被認知) 被認知者生死区分

生年月日(被認知) 被認知者生年月日

漢字氏名(被認知) 被認知者漢字氏名

カナ氏名(被認知) 被認知者カナ氏名

中間ファイル(届書)
事件別内容

住所コード(被認知)

住所地(被認知)

本籍コード(被認知)

本籍(被認知)

被認知者世帯主世帯主(被認知)

被認知者住所地

生死区分(認知者)

カナ氏名(認知者)

漢字氏名(認知者)

本籍コード(認知者)

本籍(認知者)

筆頭者名(認知者)

筆頭者(被認知)

外国人区分(認知者)

本非区分(認知者)

生年月日(認知者)

母外国人区分

母本非区分

認知者生死区分

認知者カナ氏名

認知者漢字氏名

認知者筆頭者

被認知者筆頭者

認知者外国人区分

認知者本非区分

認知者生年月日

訂正続柄(被認知)

認知届(その1)
入力画面

被認知者本籍

準正による訂正後続
柄

認知者本籍

外国人区分(母)

本非区分(母)
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(受取側)　中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側)　入力画面(認知届)処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集 4/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考

版 頁数

　審査(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 29/29

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

漢字氏名(母) 母漢字氏名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(届書)
事件別内容

カナ氏名(母) 母カナ氏名

生年月日(母) 母生年月日

住所地(母)

筆頭者(母) 母筆頭者

本籍(母)

本籍コード(母)

住所コード(母)

認知種別 認知種別

認知者との婚姻日

証書提出日 受領日

認知成立日

審査の準拠法

裁判申立人 裁判訴提起者

審判/判決確定日 審判/判決確定日

認知承諾者 認知を承諾した者

外国の裁判所名 外国の裁判所名

届出人資格1名称 届出人資格1名称

届出人資格1 届出人資格1

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格2名称 届出人資格2名称

認知届(その3)
入力画面

届出人資格2

届出人氏名1

届出人資格2

届出人氏名1

認知届(その2)
入力画面

母本籍

認知者との婚姻日

審査の準拠法

認知成立日

認知の方式

裁判成立地

母住所地

認知の方式

裁判成立地
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4.機能体系(要件定義書の構成)

　 0.0 本紙　　　　1.0データ編集表(認知届確認画面)

　　　　　　 　　  2.0データ編集表(中間ファイル(仮受付))

　　　　　 　　 　 3.0戸籍編製マトリックス表

　　　　　 　　 　 4.0データ編集表(中間ファイル(仮受付))

　　　　　 　　 　 5.0データ編集表(中間ファイル(仮戸籍))

　　　　　 　　　　　　 　 5.1個人特定(変動なし)

　　　　 　　　　　　　 　 5.2身分事項(変動なし)

　　　　 　　　 　 6.0データ編集表(中間ファイル(仮戸籍))

　　　　 　　　　　　　 　 6.1身分事項(変動なし)

第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 4年 9月30日 平成16年11月 1日 8.3 1/20

改訂日付

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

3.処理概要
　　(1)中間ファイル(届書)画面表示する。

　　(2)戸籍変動状況を確定する。

　　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。

　　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。

　　(5)処分決定処理に制御を渡す。

出力

1.詳細フロー

中間ファイル(仮受付) 出力

5.備考(特記事項含む)中間ファイル(仮戸籍)

入力確認

(認知届)

中間ファイル

(仮受付)

処分決定

(仮受付)

入力確認

(認知届)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(届書)

中間ファイル

(仮戸籍)
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/

/

/

/

/

/

/

/

NO /

/

/

(12)個人特定(被認知者)の編集 [5.1]

(13)身分事項(被認知者)の編集 [5.2]

(16)戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･
出力する

[6.0]

処理名 0.0 本紙　1/2

YES

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,その他)

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認
し、よければ実行キーを押してください。｣を表示する

[1.0]

(4)中間ファイル(仮受付[受付])を編集･出力する [2.0]

(5)中間ファイル(仮受付[事件本人])を編集･出力する [2.1]

(11)戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･
出力する

[5.0]

/

版 頁

/

/

/

/

/

(22)処分決定に制御を渡す

根拠法令(マニュアル処理)

入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 2/20

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(15)事件本人(認知者)が本籍人である(YES,NO)

身分事項(変動なし)

(18)　→

実行キー

YES

YES

(10)事件本人(被認知者)が本籍人である(YES,NO)

個人特定(変動なし)

身分事項(変動なし)

(14)→(15)

(3)胎児認知であるか

(7)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参
照し、事件本人の戸籍の変動状況を決定する

[3.0]

(8)中間ファイル(仮受付[受付])を編集･出力する [4.0]

NO

NO

(17)身分事項(認知者)の編集 [6.1]

PF1 　→

(9)中間ファイル(仮受付[事件本人])を編集･出力する [4.1]

(24)業務選択に制御を渡す

(6)処分決定に制御を渡す
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/

YES

NO

/

YES

NO

処理名 0.0 本紙　2/2 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/20

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(25)届出選択に制御を渡す

(26)審査に制御を渡す

(27)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(28)前ページ｢認知届｣画面編集

(29)同画面を編集する

(34)エラー履歴表示に制御を渡
す

(36)同画面を編集するその他

　―→

　―→

(30)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(31)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(32)次ページ｢認知届｣画面編集

(33)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(35)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF2

PF5

PF7

PF8

PF11 　―→
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準正による訂正後続
柄

訂正続柄(被認知) 有

被認知者筆頭者 筆頭者(被認知)

被認知者本籍 本籍(被認知)

被認知者世帯主 世帯主(被認知)

被認知者住所 住所(被認知)

被認知者漢字氏名 漢字氏名(被認知)

被認知者カナ氏名 カナ氏名(被認知)

被認知者生死区分 生死区分(被認知)

被認知者生年月日 生年月日(被認知)

被認知者外国人区分 外国人区分(被認知)

認知届(その1)
確認画面

被認知者区分 中間ファイル(届書)
事件別内容

被認知者区分

被認知者本非区分 本非区分(被認知)

報告区分 届区分

郵送日 郵送日

本非区分 本非区分

処理日 処理日

在外送付区分 在外送付区分

発送元 発送元

送付日 送付日

受領日 受領日

受領番号 受領番号

画面ID

システム日付 システム日付

記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面編集(認知届)　1/3

受取側 引渡側

認知届(その1～3)
確認画面

画面ID 中間ファイル(届書)
共通

支所番号 支所番号

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　確認画面(認知届) ←(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/20

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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外国の裁判所名 外国の裁判所名

裁判訴提起者 裁判申立人

審判/判決確定日 審判/判決確定日

裁判成立地 裁判成立地

認知の方式 認知の方式

証書提出日 証書提出日

認知成立日 認知成立日

審査の準拠法 審査の準拠法

認知種別 認知種別

認知者との婚姻日 認知者との婚姻日

母住所地 住所(母)

母筆頭者 筆頭者(母)

母本籍 本籍(母)

母漢字氏名 漢字氏名(母)

カナ氏名(母)

母生年月日 生年月日(母)

母本非区分 本非区分(母)

認知者筆頭者 筆頭者(認知者)

認知者本籍 本籍(認知者)

漢字氏名(認知者)

認知者カナ氏名 カナ氏名(認知者)

認知者漢字氏名

認知者本非区分 本非区分(認知者)

認知者生死区分 生死区分(認知者)

記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面編集(認知届)　2/3

受取側 引渡側

認知届(その1)
確認画面

認知者外国人区分 中間ファイル(届書)
事件別内容

外国人区分(認知者)

認知者生年月日 生年月日(認知者)

認知届(その2)
確認画面

母外国人区分 外国人区分(母)

母カナ氏名

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　確認画面編集(認知届) ←(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/20

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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届出人氏名2 届出人氏名2

認知届(その3)
確認画面

届出人氏名1

届出人資格2名称

届由人資格2 届出人資格2

届出人資格1 届出人資格1

認知を承諾した者 中間ファイル(届書)
事件別内容

認知承諾者

届出人資格1名称 届出人資格1名称

届出人氏名1

届出人資格2名称

記号名

処理名 1.0 確認画面編集(認知届)　3/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　確認画面編集(認知届) ←(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/20

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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　入力確認(認知届)

(届出人資格1 ＝ 99の時、届出人資
格1名称を移送)

処理名 2.0 中間ファイル(仮受付)編集 1/3

出力形態

Z9.,

備考

送付日 ＝ 0の時、移送

送付日 ≠ 0の時、移送

0202(認知(胎児))を移送

第7
2

(5)
データ編集表

作業名

記号名 名称 記号名

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

作成者 作成日付

(受取側)　中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

改訂日付 版 頁

事件発生時分

出張所番号 出張所番号

認知成立日

平成16年 3月 1日 8 7/20

認知成立日 ≠ 0の時、移送

受領番号

コード
変換有無
(サブルー
チン)

本非区分 本非区分

事件発生日時

郵送日 郵送日

発送日

渉外区分 渉外区分

収日

発日

許可日 許可日

指示日 指示日

届出人資格区分1 届出人資格1

関連受領番号

届出人資格1 ≠ 1,17の時に、移送す
る

届出人資格1 有

届出人資格1名称

中間ファイル(仮受
付)
共通

受領番号

受付事件コード

受領日

送付日

受付日

届出人資格名称1

中間ファイル(届書)

届出人氏名1 届出人氏名1

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日
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(受取側)　中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/20

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0 中間ファイル(仮受付)編集 2/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

届後本籍

0を移送送達確認1

届後戸籍の筆頭者

0を移送

決裁区分

処分区分 処分区分

証書提出区分

中間ファイル(届書)中間ファイル(仮受
付)
共通

届後本籍区分

届後本籍コード

決裁区分

届書送付目録区分

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届出人氏名2

認知成立日 ≠ 0の時、1を移送
上記以外の時、0を移送
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(受取側)　中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 9/20

処理名 2.0 中間ファイル(仮受付)編集 3/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

　入力確認(認知届)

記号名 名称 記号名

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

届出人が父又は母の時,1設定

胎児の時,54(胎児)
認知者の時,6(認知者)

行番号

届出人区分

中間ファイル(仮受
付)
事件本人

受領番号

本籍コード

漢字氏名

生年月日

0を移送

事件本人区分

中間ファイル(届書)

カナ氏名

受領番号

カナ氏名

漢字氏名

本籍コード

送達確認2

　　※仮受付の事件本人を該当事件本人分出力する
　　※出力順序
　　　　1.胎児
　　　　2.認知者

胎児の時,カナ氏名(母)
認知者の時,カナ氏名(認知者)

胎児の時,
　漢字氏名(母) + 'の胎児'
認知者の時,漢字氏名(認知者)

胎児の時,移送しない
認知者の時,生年月日(認知者)

胎児の時,本籍コード(母)
認知者の時,本籍コード(認知者)

胎児の時,本籍(母)
認知者の時,本籍(認知者)

胎児の時,筆頭者(母)
認知者の時,筆頭者(認知者)

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

生年月日
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1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ － －

4 ○ ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○ － －

7 ○ － － ○ ○

8 ○ － － ○ ○

9 ○ － － ○ － －

処理名 3.0 戸籍編製マトリックス表

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/20

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付

本
籍

非
本
籍

変動なし

5.1
5.2

変動なし

6.1

認知者
現戸籍

被認知者
現戸籍

認知者

認知者

認知者

項番

被認知者 認知者

条件 戸籍の変動

外国人区分 本非区分 外国人区分 本非区分

日
本
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

日
本
人

外
国
人

子

子

子
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認知種別 ＝ 1の場合、
　届出人資格1 ＝ 1,105以外ならば移送
認知種別 ＝ 2の場合、
　届出人資格1 ＝ 1,105かつ
　　届出人氏名1 ＝ 裁判申立人
　　　　　　　　ならば102を移送
　　届出人氏名1 ≠ 裁判申立人
　　　　　　　　ならば101を移送
(届出人資格1 ＝ 1かつ
　届出人氏名1に入力がない場合は、漢字
氏名(認知者)で処理)

届出人資格区分1 届出人資格1

中間ファイル(仮受
付)
[受付]

関連受領番号

許可日 許可日

指示日 指示日

収日

発日

郵送日 郵送日

発送日

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

認知種別 ＝ 1かつ認知成立日 ≠ 0
の時、移送

事件発生時分

事件発生日時

認知種別 ＝ 1の時、0201
認知種別 ＝ 2の時、0204を移送

受付日 受領日 送付日 ＝ 0の時、移送

認知種別 ＝ 2の時、移送

送付日 送付日 ≠ 0の時、移送

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード

事件発生日 認知成立日

審判/判決日

記号名

処理名 4.0 中間ファイル(仮受付)編集　1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　中間ファイル(仮受付)受付 ←(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/20

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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(受取側) 中間ファイル(仮受付)受付 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

決裁区分 決裁区分

中間ファイル(仮受
付)
[受付]

　ファイル仕様書参照
処分区分 処分区分
届書送付目録区分

　0を移送
証書提出区分 　認知成立日 ≠ 0の時、1を移送

　上記以外の時、0を移送

送達確認1
届後戸籍の筆頭者
届後本籍
届後本籍コード
届後本籍区分

届出人資格区分2 届出人資格2 認知種別 ＝ 2かつ届出人資格2 ≠ スペースの場合
に、移送する
(届出人資格区分1に102を移送した場合は、
届出人資格区分･名称2にも102を移送する)
届出人資格2 ＝ 99の時、届出人資格名称2を移送

届出人氏名2 ＝ スペースかつ届出人資格名称2 ＝ 17
の時は漢字氏名(母)を移送

届出人資格名称2 届出人資格2 有

届出人資格2名称

届出人氏名2 届出人氏名2

漢字氏名(母)

　届出人資格1 ≠ 1,105かつ
　　届出人氏名1 ＝ 裁判申立人
　　　　　ならば102を移送
　　届出人氏名1 ≠ 裁判申立人
　　　ならば届出人資格1を移送
 (届出人資格1 ＝ 17かつ
  届出人氏名1に入力がない場合は、
 漢字氏名(母)で処理)

 上記、届出人資格区分1に移送した
 コード変換して移送する

届出人資格名称1 有

届出人資格1名称 届出人資格1 ＝ 99の時、移送

届出人資格区分1 中間ファイル(届書) 届出人資格1

届出人氏名1 届出人氏名1 (認知種別 ＝ 1かつ届出人資格1 ＝ 1,105)
　　　　　　　　　　　 以外の時、移送する
認知種別 ＝ 2かつ届出人氏名1 ＝ スペースかつ
届出人資格1 ＝ 1の時、漢字氏名(認知者)を移送

認知種別 ＝ 2かつ届出人資格1 ＝ 105の時、
漢字氏名(被認知者)を移送

届出人氏名1 ＝ スペースかつ届出人資格1 ＝ 17の時、
漢字氏名(母)を移送する(届出人氏名1は必須ではない為)

漢字氏名(認知者)

漢字氏名(被認知者)

漢字氏名(母)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 12/20

処理名 4.0 中間ファイル(仮受付)編集　2/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(認知届)
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被認知者の時,本籍コード(被認知)
認知者の時,本籍コード(認知者)

被認知者の時,漢字氏名(被認知)
認知者の時,漢字氏名(認知者)

届出人区分

事件本人区分

漢字氏名

被認知者の時,カナ氏名(被認知)
認知者の時,カナ氏名(認知者)

生年月日 先年月日

　　※仮受付の事件本人を該当事件本人分出力する

　　※出力順序
　　　　1.被認知者
　　　　2.認知者

送達確認2

被認知者の時,本籍(被認知)
認知者の時,本籍(認知者)

筆頭者 筆頭者 被認知者の時,筆頭者(被認知者)
認知者の時,筆頭者(認知者)

本籍 本籍

本籍が非本籍かつ
在外送付区分 ＝ 0の時,１を移送
上記以外の時,0を移送

中間ファイル(仮受
付)
[事件本人]

被認知者の時,生年月日(被認知)
認知者の時,生年月日(認知者)

本籍コード

(受取側) 中間ファイル(仮受付)事件本人 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

届出人が父又は子の時,1設定

被認知者の時,5(被認知者)
認知者の時,6(認知者)

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

コード
変換有無
(サブルー
チン)

平成10年 2月27日 2 13/20

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側

行番号

漢字氏名

カナ氏名

本籍コード

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受領日 受領日

カナ氏名

処理名 4.0 中間ファイル(仮受付)編集　3/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(認知届)
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審査不可区分

個人除区分

前個人番号

養父母との続柄

養母

養父

父母との続柄 準正による訂正後の
続柄

有 準正による訂正後の続柄 ≠ 0の時、
移送

母

父 漢字氏名(認知者)

配偶者区分

筆頭者区分

生年月日

性別

除籍日

入籍日

戸籍番号

記号名 名称 記号名

処理名 5.1 個人特定　被認知者編集 1/1

受取側 引渡側

中間ファイル(仮戸
籍)
個人特定

個人番号 中間ファイル(届書)

戸籍記録順位番号

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/個人特定 ←(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/20

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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認知成立日 ≠ 0の時、移送証書提出日 証書提出日

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

裁判成立地 ＝ 1の時、移送

届出日 受領日 認知種別 ＝ 2の時、移送

裁判所名 外国の裁判所名

外国人区分(認知者) ＝ 1の時、移送

認知の方式 認知の方式 認知成立日 ≠ 0の時、移送

認知者の生年月日 生年月日(認知者)

外国人区分(認知者) ＝ 0の時、移送

認知者の国籍 本籍(認知者) 外国人区分(認知者) ＝ 1の時、移送

認知者の戸籍
　　　(筆頭者)

筆頭者(認知者)

認知者の戸籍(本籍) 本籍(認知者) 外国人区分(認知者) ＝ 0の時、移送

認知者氏名 漢字氏名(認知者)

認知種別 ＝ 1かつ
認知成立日 ＝ Oの時、移送

認知成立日 認知種別 ＝ 1かつ
認知成立日 ≠ 0の時、移送

認知の裁判確定日 審判/判決確定日 認知種別 ＝ 2の時、移送

認知種別 ＝ 1かつ
認知成立日 ＝ 0の時、移送

認知成立日 認知種別 ＝ 1かつ
認知成立日 ≠ 0の時、移送

事件発生日 受領日

審判/判決日 認知種別 ＝ 2の時、移送

タイトルコード 0201を移送

0201を移送

管掌者コード

記録コード

行番号

個人番号 中間ファイル(届書) 個人番号(被認知)

出力区分

認知日 受領日

0を移送

記号名

処理名 5.2 身分事項　被認知者編集 1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/20

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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処理日 ≠ 0の時,移送記録日 処理日

訂正後続柄 ≠ 0の時,移送

　　父母との続柄 訂正前の続柄を移送する

従前の記録

訂正後続柄 ≠ 0の時,
‘父母との続柄'と編集し移送

受理者 発送元

(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

送付日 ≠ 0の時,移送

認知成立日 ≠ 0かつ
届出人資格1 ＝ 19,20,99の時,移送

送付を受けた日 送付日 送付日 ≠ 0の時,移送

証書提出者氏名 届出人氏名1

認知成立日 ≠ 0かつ
届出人資格1 ≠ 99,105の時,
届出人資格1を移送

届出人資格1名称 認知成立日 ≠ 0かつ
届出人資格1 ＝ 99の時,
届出人資格名称1を移送

証書提出者資格名称 届出人資格1 有

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格2 ＝ 19,20,99の時、移送

証書提出者資格 届出人資格1 認知成立日 ≠ 0の時,移送

届出人(氏名2) 届出人氏名2

認知種別 ＝ 2の時,移送

届出人資格2名称 認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格2 ＝ 99の時,移送

届出人(資格2名称) 届出人資格2 有

認知種別 ＝ 2の時,移送

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格1 ＝ 99の時,移送

届出人(氏名1) 届出人氏名1

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格1 ≠ 105の時,移送

届出人(資格1名称) 届出人資格1 有 認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格1 ≠ 105の時,移送

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格1 ＝ 19,20,99の時,移送

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

届出人(資格1) 中間ファイル(届書) 届出人資格1

届出人資格1名称

届出人(資格2) 届出人資格2

関連事項訂正

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 16/20

処理名 5.2　身分事項　被認知者編集　2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

　入力確認(認知届)

 7-2-(5)-2-48



(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

認知成立日 ≠ 0の時、移送

外国人区分(被認知) ＝ 1の時、移送

外国人区分(被認知) ＝ 0の時、移送

認知種別 ＝ 2の時、移送届出日 受領日

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

裁判所 外国の裁判所名 裁判成立地 ＝ 1の時、移送

認知の方式 認知の方式

認知した子の母の氏
名

漢字氏名(母) 外国人区分(被認知) ＝ 1の時、移送

認知した子の生年月
日

生年月日(被認知)

認知した子の国籍 国籍(被認知) 外国人区分(被認知) ＝ 1の時、移送

認知した子の筆頭者 筆頭者(被認知)

認知の裁判確定日 審判/判決確定日 認知種別 ＝ 2の時、移送

認知した子の戸籍 本籍(被認知) 外国人区分(被認知) ＝ 0の時、移送

認知した子の氏名 漢字氏名(被認知)

認知種別 ＝ 2の時、移送

認知種別 ＝ 1かつ
認知成立日 ＝ 0の時、移送

認知成立日 認知種別＝1かつ
認知成立日 ≠ 0の時、移送

事件発生日 受領日

審判/判決日

認知種別 ＝ 1かつ
認知成立日 ＝ 0の時、移送

認知成立日 認知種別 ＝ 1かつ
認知成立日 ≠ 0の時、移送

認知日 受領日

0を移送

タイトルコード 0201を移送

0202を移送

管掌者コード

記録コード

記号名

処理名 6.1　身分事項　認知者編集　1/2

受取側 引渡側

行番号

個人番号 中間ファイル(届書) 個人番号(認知者)

出力区分

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

　入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/20

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

認知成立日 ≠ 0かつ
届出人資格1 ≠ 1の時,移送

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格2 ＝ 19,20,99の時,移送

認知成立日 ≠ 0かつ
届出人資格1 ≠ 1の時,移送

認知種別 ＝ 2の時,移送

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格1 ＝ 19,20,99,105の時、移送

認知成立日 ≠ 0の時,移送

備考

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 18/20

処理日 ≠ 0の時,移送

　※データ編集表(5.2、6.1～6.2身分事項編集)の仮戸籍.身分事項は、ノーマル時の項目のみを記述している。

記録日 処理日

送付日 ≠ 0の時,移送

受理者 発送元 送付日 ≠ 0の時,移送

送付を受けた日 送付日

証書提出者資格 届出人資格1

認知成立日 ≠ 0かつ
屈出人資格1 ＝ 99の時,届出人資格1名称
を移送

証書提出者資格名称 届出人資格1 有 認知成立日 ≠ 0かつ
届出人資格1 ≠ 1、99の時,届出人資格1
を移送

届出人資格1名称

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格2 ＝ 99の時,移送

届出人(資格2名称) 届出人資格2 有 認知種別 ＝ 2の時,移送

届出人資格2名称

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格1 ≠ 1,105の時,移送

届出人資格1名称

届出人(資格2) 届出人資格2

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格1 ≠ 1,105の時,移送

認知種別 ＝ 2かつ
届出人資格1 ＝ 99の時,移送

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

証書提出日 中間ファイル(届書) 証書提出日

届出人(資格1名称)

届出人(氏名1) 届出人氏名1

届出人(氏名2)

届出人資格1 有

届出人氏名2

証書提出者氏名 届出人氏名1

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届出人(資格1) 届出人資格1

処理名 6.1　身分事項　認知者編集　2/2

第7
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(認知届)

 7-2-(5)-2-50



7.1 被認知者　編集･出力　1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)　中間ファイル(9条2項) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

出力形態

Z9.,

備考

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 19/20

改訂日付

処理名

空白ページです
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20/20

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(認知届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3

空白ページです

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

出力形態

Z9.,

備考

処理名 7.1 被認知者　編集･出力　2/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　中間ファイル(9条2項) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)
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3.養子縁組届

第7.2.(5)｢異動｣処理



 その他:審査内部で使用している[縁組形態区分]は、前提入力画面の【縁組の形態】を数字で表したものである

1.養子縁組業務処理範囲外の処理
 ･養子縁組取り消しの裁判が確定し、その届出があった場合
 ･追完届出された場合
 ･養子縁組の戸籍訂正
 ･届書受理後に届出人の死亡が明らかになった場合の記録
 ･養父母の在籍した戸籍が法務省令第27号第4条第2項の規定により改製されている場合
 ･無籍者の縁組の場合
 ･委託確認の裁判に基づく届出の場合
 ･配偶者(筆頭者)の死亡後に婚氏を称する婚姻で筆頭者となった者が養子となる縁組の場合
　※養子の戸籍は変動なし(婚氏のまま)であるが、システムは新戸籍編製でなければ通らない(筆頭者がする夫婦縁組)。
 ･成年被後見人(又は禁治産者)と成年後見人(又は後見人)の縁組届の場合
 ･特別代理人、児童福祉施設の長、未成年後見人、未成年後見監督人が複数人の届出(代諾)は審査結果
 ･夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合
　※標準仕様書では養子が該当する場合関連チェック(NO.14)で、養親が該当する場合関連チェック(NO.17,18)でエラーとなる。

2.養子縁組入力画面の意義
 ･その1画面　養子となる者の現在の状況の各項目を入力する
 ･その2画面　養親となる者の現在の状況の各項目を入力する
 ･その3画面　縁組後の新本籍や届出人に関する各項目を入力する
 ･その4画面　養子となる者の配偶者の現在の状況の各項目を入力する
 ･縁組形態入力画面　縁組の形態を入力する

3.その他
 ･養子･養親両方に縁組をする意思の合致がある事(民第802条1号)
 ･養子は養親の尊属ではない事(民第793条)
 ･養子は養親の嫡出子、又は養子ではない事(昭和23.1.13民事甲第17号通達)
 ･証人の記録があり、20歳以上である事(民第799条･第739条)
 ･証書提出者が3人以上の場合は審査結果入力で処理する
 ･養子縁組により、養子に共同親権に服する記録を要する場合は、移記処理で行う
 ･届出前の本籍が管内にあり、かつ、管内に新戸籍編製及び入籍する事件本人の父母欄及び養父母欄の氏名に変更がある場合は、移記処理で修正する
 ･養子(養女)が15歳未満の時、代諾者となる父母が外国人でその国に親権規定がない場合は、審査結果入力で処理する。
　　(注)日本人父母同様に届出人資格等を入力すると、代諾者が親権者父母となるので注意すること

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

頁

1/79審査(養子縁組届) 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日

版

14.1

改訂日付作成日付
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入力

入出力区分 名称

3.処理概要
　(1)養子縁組届の内容を入力する。
　(2)養子縁組届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)養子縁組届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)養子縁組届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
　(6)入力確認(養子縁組届)に制御を渡す。

1.詳細フロー

入出力区分

個人状態ファイル

2.使用DB･ファイル一覧

入力

5.備考(特記事項含む)

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　1.0　単体チェック

　　　　　　　2.0　関連チェック

　　　　　　　3.0　国籍処理ルーチン(養子)

　　　　　　　　　　　　3.1　要件具備証明書ルーチン(養子)
　　　　　　　　　　　　3.2　保護要件ルーチン(養子)
　　　　　　　　　　　　3.3　養子審査ルーチン
　　　　　　　　　　　　　　　　　3.4　養親判定(2022年4月1日民法改正後)ルーチン(養子)

　　　　　　　　　　　　　　　　　3.4.0.1養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン(養子)

　　　　　　　　　　　　　　　　　3.5　同意書ルーチン(養子)
　　　　　　　　　　　　　　　　　3.6　届出人ルーチン(養子)

　　　　　　　3.0.1　国籍処理ルーチン(養女)

　　　　　　　　　　　　3.1.1　要件具備証明書ルーチン(養女)
　　　　　　　　　　　　3.2.1　保護要件ルーチン(養女)
　　　　　　　　　　　　3.3.1　養女審査ルーチン
　　　　　　　　　　　　　　　　　3.4.1　養親判定(2022年4月1日民法改正後)ルーチン(養女)

　　　　　　　　　　　　　　　　　3.4.1.1養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン(養女)

　　　　　　　　　　　　　　　　　3.5.1　同意書ルーチン(養女)
　　　　　　　　　　　　　　　　　3.6.1　届出人ルーチン(養女)

　　　　　　　4.0　データ編集(中間ファイル(届書))出力中間ファイル(届書)

戸籍DB

エラー履歴ファイル 出力

名称

頁

2/79

版

令和 2年 3月31日 R2.1

改訂日付作成日付作成者

平成6年12月 1日システム化調査研究会

第7
2

(5)

作業名

審査(養子縁組届)
システム環境仕様書

入力画面

(養子縁組届)

中間ファイル
(届書)

個人状態
ファイル

エラー履歴
ファイル

戸籍DB

確認画面

(養子縁組届)

審査
(養子縁組届)

R2.1(縁組

R2.1(縁組

 7-2-(5)-3-2 



/

/

/

YES /

/

YES /

/

YES (9)入力確認画面に制御を渡す

NO /

審査エラー

NO

NO

(15)業務選択に制御を渡す

(16)届出選択に制御を渡す

/

YES

NO

/

YES

NO

(25)画面の入力項目の入力禁止を解除する

その他 (28)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

PF12

PF10

PF11 審査エラー発生時のみ有効

(23)同画面を編集す
る

メッセージをエラー履歴に出力する(12)同画面を編集す
る

(18)前ページ分の入力画面(養子縁組届)を編集･表示する

(27)入力画面を初期化する

(21)次ページがある(YES,NO)

(26)当該審査エラーの確認後,以降の審査を続行する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

入力項目が入力禁止の時のみ有効

(19)同画面を編集す
る

PF2 ---- > 

---- > 

PF7

(24)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

PF8

(22)次ページ分の入力画面(養子縁組届)を編集･表示する

(20)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(17)前ページがある(YES,NO)

PF1

(14)エラーメッセージを表示する

確認 (13)確認メッセージを表示し,メッセージに対して応答の後,以
降の審査を続行する

(11)エラーメッセージを表示する

(8)中間ファイル(届書)編集･出力

(10)メッセージの種類(審査エラー,確認)

処理名

実行キー

[3.0]

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

(7)審査(OK:YES,NG:NO)

(1)届書内容を画面入力する

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集

3/79

頁改訂日付

1令和　年　月　日

0.0 本紙

(5)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(6)画面の入力項目をすべて入力禁止とする

(4)縁組形態名称を画面に出力する

[4.0]

版作業名

平成 6年12月 1日システム化調査研究会

作成日付

審査(養子縁組届)

作成者

根拠法令(マニュアル処理)

[1.0]

[2.0]

[1.1]
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No 必須 属性

1 英字

2 英字

3 英字

4 英字

5 漢字

6 漢字

平成30年 3月31日平成6年12月 1日 4/7921

作業名

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ

作成者

審査(養子縁組届)

(Y:縁組あり,スペース:縁組なし)であること

(Y:縁組あり,スペース:縁組なし)であること

(Y:縁組あり,スペース:縁組なし)であること

(Y:縁組あり,スペース:縁組なし)であること

今回の縁組が単独縁組の
場合、既に縁組済の養子
の養親の氏名
今回の縁組が単独縁組の
場合、既に縁組済の養女
の養親の氏名

データチェック(単体表)

処理名 画面名

養子縁組(縁組形態入力画面)　1/1

養女と養母区分

1.0単体チェック表(1/6)

頁版作成日付 改訂日付第7
2

(5) システム化調査研究会

画面ID

内容 備考

1から4の
うちどれ
か1つ以上

養親配偶者氏名1

養子と養母区分

養女と養父区分

養親配偶者氏名2

養子と養父区分

 7-2-(5)-3-4 



No 必須 属性

7 数字

8 数字

9 ○ 英数

10 英数

11 漢字

13 英数

14 ○ 数字

15 英数

16 ○ 数字

17 数字

18 数字

19 英数

20 数字

21 数字

22 カナ

23 漢字

24 漢字

25 漢字

26 漢字

27 漢字

28 漢字

29 漢字

30 数字

31 数字

作成日付 改訂日付作業名 作成者

画面ID

システム化調査研究会

頁

8.3 5/79

版

平成16年11月 1日

画面名

平成 6年12月 1日審査(養子縁組届)

処理名

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

1.0単体チェック表(2/6)

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

養子縁組(その1)　1/2

項目名

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

｢日付チェックサブルーチン｣

○
(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

(1:創設的届出,2:報告的届出)であること

12 在外送付区分

内容

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

出力エラーメッセージ

受領日

発送元

備考

養子の世帯主氏名

養子の筆頭者氏名

養子の父氏名

出張所番号

本非区分

数字

送付日

受領番号

処理日

届出区分

養子の漢字氏名

養子の住所

(0:生存,1:死亡)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

(0:未婚,1:婚姻中)であること

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

(0:日本人,1:外国人)であること

郵送日

養子の本非区分

養子の外国人区分

養子の婚姻区分

養子の生年月日

養子の生死区分

養子のカナ氏名

養子の本･国籍

養子の母氏名

養子の筆頭者区分

｢続柄変換サブルーチン｣　10(男)～29(十九男)であること。養子の続柄

 7-2-(5)-3-5 



No 必須 属性

32 数字

33 数字

34 数字

35 英数

36 数字

37 数字

38 カナ

39 漢字

40 漢字

41 漢字

42 漢字

43 漢字

44 漢字

45 漢字

46 数字

47 数字

48 数字

49 英字

システム化調査研究会審査(養子縁組届)

備考

改訂日付第7
2

(5)

版 頁

画面名

作成者

平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日

作成日付
データチェック(単体表)

8.3 6/79

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

養子の配偶者区分

項目名 内容

処理名

1.0単体チェック(3/6)

画面ID

養子縁組(その1)　2/2

出力エラーメッセージ

養女の外国人区分

養女の本非区分

(0:未婚,1:婚姻中)であること

養女の生年月日

養女の婚姻区分

養女の漢字氏名

養女の母氏名

監護者の有無

作業名

養女の筆頭者氏名

(1:本籍2:非本籍)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

(0:未,1:夫,3:生存配偶者)であること

養女の続柄

養女の配偶者区分

養女の筆頭者区分

養女の生死区分

養女のカナ氏名

養女の父氏名

養女の世帯主氏名

養女の住所

(Y:有,N:無)であること

養女の本･国籍

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(0:生存,1:死亡)であること

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

(0:未,2:妻,3:生存配偶者)であること

｢続柄変換サブルーチン｣　30(女)～49(十九女)であること。

 7-2-(5)-3-6 



No 必須 属性

50 数字

51 数字

52 英数

53 数字

54 数字

55 数字

56 カナ

57 漢字

58 漢字

59 漢字

60 漢字

61 漢字

62 数字

63 数字

64 英数

65 数字

66 数字

67 数字

68 カナ

69 漢字

70 漢字

71 漢字

72 漢字

73 漢字

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

1

1.0　単体チェック(4/6)

審査(養子縁組届)

画面名処理名

養子縁組(その2)　1/1

養父の外国人区分

項目名

画面ID

作成日付

平成 6年12月 1日

作業名

出力エラーメッセージ内容

令和　年　月　日
データチェック(単体表)

第7
2

(5)

頁版

7/79

作成者

システム化調査研究会

改訂日付

(0:生存,1:死亡)であること

(0:未,1:夫,3:生存配偶者)であること

養父の本非区分 (1:本籍,2:非本籍)であること

養父の住所

(0:日本人,1:外国人)であること ｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

養母の生死区分

養母の筆頭者区分

養母のカナ氏名

養母の配偶者区分

養父のカナ氏名

養父の世帯主氏名

養父の筆頭者氏名

養母の本･国籍

養母の外国人区分

養父の漢字氏名

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

(0:日本人,1:外国人)であること

(0:未,2:妻,3:生存配偶者)であること

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

養母の住所

養母の生年月日

養母の世帯主氏名

(0:生存,1:死亡)であること

養父の生年月日

養父の筆頭者区分

養父の生死区分

養母の筆頭者氏名

養母の本非区分

養父の配偶者区分

養父の本･国籍

養母の漢字氏名
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No 必須 属性

77 数字

78 数字

79 漢字

80 数字

81 数字

83 漢字

84 数字

85 漢字

86 数字

88 漢字

89 数字

90 漢字

91 数字

頁作業名
データチェック(単体表)

システム化調査研究会

第7
2

(5) 審査(養子縁組届) 平成 6年12月 1日

画面ID

74

項目名

数字○戸籍変動区分

備考

版

4

出力エラーメッセージ

8/79

改訂日付

平成12年 3月 1日

作成日付

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

処理名

1.0単体チェック表(5/6) 養子縁組(その3)　1/1

(1:養親の現在の戸籍に入る,2:養親の新しい戸籍に入
る,3:養子夫婦で新しい戸籍を作る,4:養子の戸籍に変動が
ない,5:養子は全て外国人)であること

内容

画面名

作成者

(1:同一戸籍内縁組,0:その他)であること

戸籍変動区分 ＝ 1,2,3の場合,必須
戸籍変動区分 ＝ 4,5の場合,入力不可

(01:父,02:母,03:母の親権者,10:養父,11:養母,13:養
子,16:親権者父,17:親権者母,78:特別代理人,93:児童福祉
施設の長,109:母の未成年後見人,110:未成年後見人,112:
未成年後見監督人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:無,1:有)であること

(01:父,02:母,03:母の親権者,10:養父,11:養母,13:養
子,16:親権者父,17:親権者母,78:特別代理人,93:児童福祉
施設の長,109:母の未成年後見人,110:未成年後見人,112:
未成年後見監督人)であること

87

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:無,1:有)であること

75

76

縁組成立日

裁判確定日

届出人生年月日2

後見人縁組区分

届出人生年月日1

代諾者コード1

届出人氏名1

届出人資格コード2

届出人国籍1

届出人氏名2

代諾者コード2

届出人国籍2

82

入籍する戸籍または新しい戸籍

漢字
入籍する戸籍または新しい戸籍
の筆頭者

届出人資格コード1

縁組方式

数字

数字

同一戸籍縁組

漢字
戸籍変動区分 ＝ 1,2,3の場合,必須
戸籍変動区分 ＝ 4,5の場合,入力不可

(0:無,1:有)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

 7-2-(5)-3-8 



No 必須 属性

92 数字

93 英数

94 数字

95 カナ

96 漢字

97 漢字

98 漢字

99 漢字

100 数字

101 数字

作業名

備考

配偶者漢字氏名

配偶者配偶者区分

配偶者父氏名

配偶者外国人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者生年月日

配偶者母氏名

項目名

配偶者住所

｢続柄変換サブルーチン｣

出力エラーメッセージ

配偶者カナ氏名

配偶者続柄

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(0:日本人,1:外国人)であること

令和　年　月　日

画面ID

平成6年12月 1日

養子縁組(その4)　1/1

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ内容

データチェック(単体表)

1.0単体チェック表(6/6)

作成者 頁作成日付

処理名

システム化調査研究会審査(養子縁組届) 9/79

第7
2

(5)

版

1

画面名

改訂日付

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

(1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

 7-2-(5)-3-9 



No

10/79

版
データチェック(関連表)

頁

平成 6年12月 1日 1令和　年　月　日

改訂日付

システム化調査研究会

作成日付

審査(養子縁組届)

作業名 作成者

処理名

備考

画面ID画面名

･(No.1)[養子と養父区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 1とする
･(No.2)[養子と養母区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 2とする
･(No.1)[養子と養父区分]かつ、
       (No.2)[養子と養母区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 3とする
･(No.3)[養女と養父区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 4とする
･(No.4)[養女と養母区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 5とする
･(No.3)[養女と養父区分]かつ、
       (No.4)[養女と養母区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 6とする
･(No.1)[養子と養父区分]かつ、
       (No.3)[養女と養父区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 7とする
･(No.2)[養子と養母区分]かつ
       (No.4)[養女と養母区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 8とする
･(No.1)[養子と養父区分]かつ、
       (No.4)[養女と養母区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 9とする
･(No.1)[養子と養父区分]かつ、(No.3)[養女と養父区分]かつ、
       (No.4)[養女と養母区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 10とする
･(No.2)[養子と養母区分]かつ
       (No.3)[養女と養父区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 11とする
･(No.2)[養子と養母区分]かつ(No.3)[養女と養父区分]かつ、
       (No.4)[養女と養母区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 12とする
･(No.1)[養子と養父区分]かつ、(No.2)[養子と養母区分]かつ、
       (No.3)[養女と養父区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 13とする

第7
2

(5)

内容

1.1　条件設定1/2

以降、審査内部で使用する縁組形態区分の設定について記述する

 7-2-(5)-3-10 



No

データチェック(関連表)

内容

令和　年　月　日

作業名

平成 6年12月 1日 11/79

作成日付

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 1

頁版改訂日付作成者

･(No.1)[養子と養父区分]かつ、(No.2)[養子と養母区分]かつ、
　(No.4)[養女と養母区分]のみ入力がある時、縁組形態区分 ＝ 14とする
･(No.1)[養子と養父区分]かつ、(No.2)[養子と養母区分]かつ、
　(No.3)[養女と養父区分]かつ、(No.4)[養女と養母区分]に入力がある時、縁組形態区分 ＝ 15とす
る

処理名 画面名 画面ID

備考

1.1　条件設定2/2

第7
2

(5)

 7-2-(5)-3-11 



12/79

出力形態

Z 9 . ,

縁組形態区分 ＝ 1,4,7の時、
　養父の配偶者が既に縁組している
場合は養母氏名を入力して下さい
を表示

縁組形態区分 ＝ 2,5,8の時、
　養母の配偶者が既に縁組している
場合は養父氏名を入力して下さい
を表示

縁組形態区分 ＝ 9,10の時、
　養子と養母が既に縁組している場
合は養母氏名を入力して下さい
を表示

縁組形態区分 ＝ 11,12の時、
　養子と養父が既に縁組している場
合は養父氏名を入力して下さい
を表示

縁組形態区分 ＝ 11,13の時、
　養女と養母が既に縁組している場
合は養母氏名を入力して下さい
を表示

縁組形態区分 ＝ 9,14の時、
　養女と養父が既に縁組している場
合は養父氏名を入力して下さい
を表示

改訂日付 版

←　(引渡側)

有

頁

備考

1

作成日付

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

平成 6年12月 1日

引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目

令和　年　月　日
データ編集表

記号名名称 名称

受取側

第7
2

(5)

(受取側)(受取側)養子縁組届画面

項目

記号名

審査(養子縁組届) システム化調査研究会

1.1入力画面(養子縁組)表示

DB･ファイル名
画面名称

作成者作業名

処理名

養子縁組画面 縁組形態区分縁組形態名称

表示2

表示1

受 付受 付事件本人
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No

1

2

3

4

5

　(No.17)養子の外国人区分～(No.32)養子の配偶者区分　のいずれか、かつ

　(No.62)養母の外国人区分～(No.73)養母の世帯主氏名　は入力が無いこと

　(No.17)養子の外国人区分～(No.32)養子の配偶者区分、

　(No.50)養父の外国人区分～(No.61)養父の世帯主氏名　のいずれか、かつ

縁組形態区分 ＝ 5:養女と養母の場舎、

　(No.50)養父の外国人区分～(No.61)養父の世帯主氏名　は入力が無いこと

　(No.62)養母の外国人区分～(No.73)養母の世帯主氏名　のいずれかに入力が有り

　(No.33)養女の外国人区分～(No.48)養女の配偶者区分、

　(No.17)養子の外国人区分～(No.32)養子の配偶者区分、

縁組形態区分 ＝ 3:養子と養父母の場合、

　(No.17)養子の外国人区分～(No.32)養子の配偶者区分　のいずれか、かつ

　(No.33)養女の外国人区分～(No.48)養女の配偶者区分　は入力が無いこと

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

　(No.62)養母の外国人区分～(No.73)養母の世帯主氏名　は入力が無いこと

　(No.50)養父の外国人区分～(No.61)養父の世帯主氏名　のいずれかに入力が有り

　(No.17)養子の外国人区分～(No.32)養子の配偶者区分　のいずれか、かつ

縁組形態区分 ＝ 2:養子と養母の場合、

縁組形態区分 ＝ 1:養子と養父の場合、

　(No.50)養父の外国人区分～(No.61)養父の世帯主氏名　のいずれかに入力が有り

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

　(No.62)養母の外国人区分～(No.73)養母の世帯主氏名　のいずれかに入力が有り

　(No.33)養女の外国人区分～(No.48)養女の配偶者区分　のいずれか、かつ

縁組形態区分 ＝ 4:養女と養父の場合、

　(No.33)養女の外国人区分～(No.48)養女の配偶者区分　のいずれか、かつ

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

版作業名 作成日付

出力エラーメッセージ 備考

処理名

　(No.50)養父の外国人区分～(No.61)養父の世帯主氏名　は入力が無いこと

システム化調査研究会 令和　年　月　日 13/79平成 6年12月 1日

画面名

審査(養子縁組届)
データチェック(関連表)

改訂日付 頁

2.0関連チェック表(1/15)

　(No.62)養母の外国人区分～(No.73)養母の世帯主氏名　のいずれかに入力が有り

　(No.33)養女の外国人区分～(No.48)養女の配偶者区分、

画面ID

内容

1

第7
2

(5)

作成者

 7-2-(5)-3-13



No

6

7

8

9

10

11

縁組形態区分 ＝ 3～6,13～15の時、(No.05)養親配偶者氏名1 ＝ スペースであること、

　(No.33)養女の外国人区分～(No.48)養女の配偶者区分　のいずれか、かつ

　又は、13:養子と養父母&養女と養父　又は、14:養子と養父母&養女と養母

　(No.62)養母の外国人区分～(No.73)養母の世帯主氏名　のいずれかに入力が有り

縁組形態区分 ＝ 9,10でかつ、(No.05)養親配偶者氏名1  ≠  スペースの時、

　(No.50)養父の外国人区分～(No.61)養父の世帯主氏名　は入力が無いこと

縁組形態区分 ＝ 8:養子夫婦と養母の場合、

　(No.50)養父の外国人区分～(No.61)養父の世帯主氏名　のいずれか、かつ

　(No.62)養母の外国人区分～(No.73)養母の世帯主氏名　のいずれかに入力が有ること

　(No.33)養女の外国人区分～(No.48)養女の配偶者区分　のいずれか、かつ

　(No.17)養子の外国人区分～(No.32)養子の配偶者区分　のいずれか、かつ

縁組形態区分 ＝ 1～3,6,10,12,15の時、(No.06)養親配偶者氏名2 ＝ スペースであり、

　(No.05)養親配偶者氏名1 ＝ (No.69)の養母の漢字氏名であり、

　(No.33)養女の外国人区分～(No.48)養女の配偶者区分　のいずれか、かつ

　(No.50)養父の外国人区分～(No.61)養父の世帯主氏名　のいずれかに入力が有り

　(No.62)養母の外国人区分～(No.73)養母の世帯主氏名　は入力が無いこと

縁組形態区分 ＝ 9:養子と養父&養女と養母　又は、10:養子と養父&養女と養父母

14/79

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

　(No.33)養女の外国人区分～(No.48)養女の配偶者区分　のいずれかに入力が有り

　又は、11:養子と養母&養女と養父　又は、12:養子と養母&養女と養父母

処理名

　又は、15:養子と養父母&養女と養父母の場合

縁組形態区分 ＝ 7:養子夫婦と養父の場合、

　(No.17)養子の外国人区分～(No.32)養子の配偶者区分　のいずれか、かつ

　(No.17)養子の外国人区分～(No.32)養子の配偶者区分　のいずれか、かつ

画面名

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

データチェック(関連表)

　(No.17)養子の外国人区分～(No.32)養子の配偶者区分　は入力が無いこと

　(No.62)養母の外国人区分～(No.73)養母の世帯主氏名　のいずれか、かつ

縁組形態区分 ＝ 6:養女と養父母の場合、

　(No.50)養父の外国人区分～(No.61)養父の世帯主氏名　のいずれか、かつ

内容

作業名第7
2

(5) システム化調査研究会

頁版

出力エラーメッセージ

改訂日付

審査(養子縁組届)

2.0関連チェック表(2/15)

作成者 作成日付

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

備考ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1

画面ID

 7-2-(5)-3-14



No

12

13

14

15

内容

　(No.58)養父の本･国籍 ＝ (No.70)養母の本･国籍かつ、

　(No.17)養子の外国人区分 ＝ 0:日本人かつ、(No.33)養女の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、

縁組形態区分 ＝ 7～15の時で、

　(No.48)養女の配偶者区分 ＝ 2:妻　であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

縁組形態区分 ＝ 7～15の場合、(No.20)養子の婚姻区分 ＝ 1:婚姻中、

　(No.24)養子の本･国籍 ＝ (No.40)養女の本･国籍かつ、

　(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 0ならば、(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 1であること

　(No.26)養子の筆頭者氏名 ＝ (No.42)養女の筆頭者氏名であり、かつ、

　(No.36)養女の婚姻区分 ＝ 1:婚姻中、

縁組形態区分 ＝ 3,6,9～15の時、

　(No.60)養父の筆頭者氏名 ＝ (No.72)養母の筆頭者氏名であること

作成日付 版改訂日付

　(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者であること

　(No.17)養子の外国人区分 ＝ 1:外国人かつ、(No.33)養女の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、

　(No.54)養父の配偶者区分 ＝ 1:夫　でかつ、(No.66)養母の配偶者区分 ＝ 2:妻　であり、

　(No.50)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人かつ、(No.62)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、

処理名 画面ID

　(No.32)養子の配偶者区分 ＝ 1:夫、

　(No.05)養親配偶者氏名1 ＝ (No.57)の養父の漢字氏名であり、

4平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

縁組形態区分 ＝ 11,12でかつ、(No.05)養親配偶者氏名1 ≠ スペースの時、

　(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 1ならば、(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 0であり、又は

作業名

システム化調査研究会

出力エラーメッセージ

　(No.06)養親配偶者氏名2 ＝ (No.69)の養母の漢字氏名であること

　(No.06)養親配偶者氏名2 ＝ (No.57)の養父の漢字氏名であり、

審査(養子縁組届)

作成者
データチェック(関連表)

2.0関連チェック表(3/15)

画面名

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

15/79

備考

　(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者であること、又は

縁組形態区分 ＝ 7～15の時で、

　(No.17)養子の外国人区分 ＝ 0:日本人かつ、(No.33)養女の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、

縁組形態区分 ＝ 9,14でかつ、(No.06)養親配偶者氏名2 ≠ スペースの時、

縁組形態区分 ＝ 11,13でかつ、(No.06)養親配偶者氏名2 ≠ スペースの時、

第7
2

(5)

頁

受 付受 付事件本人(*1)(*1)

 7-2-(5)-3-15



No

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

　(No.51)養父の本非区分･(No.63)養母の本非区分のいずれか ＝ 1であるか

内容

　(No.53)養父の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者ならば、

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

画面名

出力エラーメッセージ

審査(養子縁組届)

　(No.50)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人かつ、(No.62)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

データチェック(関連表)
第7
2

(5)

　(No.65)養母の筆頭者区分 ＝ 0:構成員であること、又は、

備考

システム化調査研究会

作業名

2.0関連チェック表(4/15)

画面ID

縁組形態区分 ＝ 3,6,9～15の時、

頁

16/79

作成日付作成者 版

20

　(No.50)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人かつ、(No.62)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、

　(No.65)養母の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者であること

(No.10)送付日 ＝ スペースの時、(No.11)発送元 ＝ スペースであること

(No.14)本非区分 ＝ 1の場合、(No.18)養子の本非区分･(No.34)養女の本非区分･

(No.15)郵送日 ≠ スペースの時、(No.15)郵送日 ≦ (No.09)受領日であること

(No.10)送付日 ≠ スペースの時、(No.11)発送元 ≠ スペースであること

(No.11)発送元 ≠ スペースの時、(No.12)在外送付区分 ≠ 0:受理分であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

　(No.12)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　であること

(No.10)送付日 ＝ スペースの時、(No.12)在外送付区分 ＝ 0:受理分であること

(No.10)送付日 ≠ スペースの時、(No.10)送付日 ≧ (No.09)受領日であること

縁組形態区分 ＝ 3,6,9～15の時、

(No.13)処理日 ≠ スペースの時、(No.13)処理日 > (No.09)受領日であること

　(No.75)入籍する戸籍または新しい戸籍 ＝ (本籍地)であること

　(No.12)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または

　(No.65)養母の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者であること

縁組形態区分 ＝ 3,6,9～15の時、

　(No.53)養父の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者であること

　(No.50)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人かつ、(No.62)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、

(No.11)発送元 ≠ スペースかつ　(No.11)発送元の最終文字が『市』『区』『長』『村』『町』のと
き

改訂日付

平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日

(No.11)発送元 ≠ スペースかつ　(No.11)発送元の最終文字が『市』『区』『長』『村』『町』以外のとき

処理名

　(No.53)養父の筆頭者区分 ＝ 0:構成員ならば、

(No.15)郵送日 ≠ スペースの時、(No.10)送付日 ＝ スペースであること

　(No.12)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

受 付受 付事件本人(*1)(*1)

 7-2-(5)-3-16



No

30

30-1

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

(No.25)養子の住所 ＝ スペースの場合、(No.27)養子の世帯主氏名 ＝ スペースであること

(削除)

(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 1の場合、

　(No.82)届出人資格コード1 ≠ スペースであること

(No.17)養子の外国人区分 ＝ 0:日本人でかつ、

(No.20)養子の婚姻区分 ＝ 0の場合、(No.32)養子の配偶者区分 ＝ 0又は3であること

　(No.23)養子の漢字氏名 ＝ (No.26)養子の筆頭者氏名であること

(No.20)養子の婚姻区分 ＝ 1の場合、(No.32)養子の配偶者区分 ＝ 1であること

※裁判による縁
組の場合、養子
の年齢に関係な
く養親が届出人
となる

　(No.82)届出人資格コード1かつ2 ＝ スペースであること

　(No.16)届出区分 ＝ 1:創設的届出であること

(No.78)縁組成立日 ＝ スペースかつ、(No.77)裁判確定日 ＝ スペースの場合、

内容

2.0関連チェック表(5/15)

(No.19)養子の生年月日+15年(15歳未満) > 受領日の場合、

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

(No.17)養子の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.19)養子の生年月日 ＝ (和暦)、

(No.19)養子の生年月日 ≧ (No.52)養父の生年月日かつ

(No.17)養子の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.19)養子の生年月日 ＝ (西暦)、

　(No.77)裁判確定日 ≠ スペースの場合、

　(No.24)養子の本･国籍 ＝ 国籍、(No.26)養子の筆頭者氏名 ＝ スペース、

　(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ スペースであること

　(No.16)届出区分 ＝ 2:報告的届出であること

　(No.31)養子の筆頭者区分 ≠ スペースであること

　(No.24)養子の本･国籍 ≠ スペース、(No.26)養子の筆頭者氏名 ≠ スペース、

　(No.25)養子の住所 ＝ 日本の場合、(No.27)養子の世帯主氏名 ≠ スペースであること

　(No.81)後見人縁組区分 ＝ 0:無の場合、又は(No.77)裁判確定日 ＝ スペースの場合、

(No.19)養子の生年月日+15年(15歳以上) ≦ 受領日でかつ、

(No.19)養子の生年月日 ≧ (No.64)養母の生年月日であること

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

出力エラーメッセージ

(No.78)縁組成立日 ≠ スペースかつ、(No.79)縁組方式 ≠ スペースの場合、あるいは

備考

作業名 改訂日付第7
2

(5) 20平成 6年12月 1日 17/79

処理名 画面ID

頁作成者

審査(養子縁組届)

作成日付

画面名

平成29年 3月31日
データチェック(関連表)

版

システム化調査研究会

続柄更正申出
対応(8.3版)

受 付受 付事件本人(*1)(*1)

 7-2-(5)-3-17



No

--

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

版

※裁判による縁
組の場合、養女
の年齢に関係な
く養親が届出人
となる

2.0関連チェック表(6/15)

処理名

第7
2

(5) 平成 6年12月 1日

作成日付作成者

内容

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

改訂日付

18/79

頁

平成29年 3月31日 20

備考

　(No.40)養女の本･国籍 ＝ 国籍、(No.42)養女の筆頭者氏名 ＝ スペース、

(No.33)養女の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.35)養女の生年月日 ＝ (西暦)、

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

画面名

データチェック(関連表)
作業名

　(No.47)養女の筆頭者区分 ≠ スペースであること

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

審査(養子縁組届) システム化調査研究会

画面ID

　(No.40)養女の本･国籍 ≠ スペース、(No.42)養女の筆頭者氏名 ≠ スペース、

(No.33)養女の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.35)養女の生年月日 ＝ (和暦)、

　(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ スペースであること

(No.35)養女の生年月日+15年(15歳未満) > 受領日の場合、

(No.35)養女の生年月日 ≧ (No.64)養母の生年月日であること

(No.41)養女の住所 ＝ スペースの場合、(No.43)養女の世帯主氏名 ＝ スペースであること

(No.36)養女の婚姻区分 ＝ 0の場合、(No.48)養女の配偶者区分 ＝ 0又は3であること

(No.33)養女の外国人区分 ＝ 0:日本人でかつ、

(No.36)養女の婚姻区分 ＝ 1の場合、(No.48)養女の配偶者区分 ＝ 2であること

　(No.41)養女の住所 ＝ 日本の場合、(No.43)養女の世帯主氏名 ≠ スペースであること

　(No.39)養女の漢字氏名 ＝ (No.42)養女の筆頭者氏名であること

　(No.82)届出人資格コード1 ≠ スペースであること

(No.35)養女の生年月日+15年(15歳以上) ≦ 受領日でかつ、

(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 1の場合、

(削除)

(No.35)養女の生年月日 ≧ (No.52)養父の生年月日かつ

　(No.81)後見人縁組区分 ＝ 0:無の場合、又は(No.77)裁判確定日 ＝ スペースの場合、

　(No.82)届出人資格コード1かつ2 ＝ スペースであること

続柄更正申出
対応(8.3版)

 7-2-(5)-3-18



No

--

55

56

57

--

59

60

61

62

63

--

65

66

備考

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

版 頁

19/79

　(No.58)養父の本･国籍 ≠ スペース、(No.60)養父の筆頭者氏名 ≠ スペース、

　(No.57)養父の漢字氏名 ＝ (No.60)養父の筆頭者氏名であること

(No.50)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.52)養父の生年月日 ＝ (西暦)、

　(No.53)養父の筆頭者区分 ≠ スペースであること

作成日付

平成 6年12月 1日

(No.50)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.52)養父の生年月日 ＝ (和暦)、

作業名

システム化調査研究会

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

画面ID

　(No.58)養父の本･国籍 ＝ 国籍、(No.60)養父の筆頭者氏名 ＝ スペース、

(No.71)養母の住所 ＝ スペースの場合、(No.73)養母の世帯主氏名 ＝ スペースであること

　(No.69)養母の漢字氏名 ＝ (No.72)養母の筆頭者氏名であること

(No.59)養父の住所 ＝ スペースの場合、(No.61)養父の世帯主氏名 ＝ スペースであること

　(No.65)養母の筆頭者区分 ＝ スペースであること

　(No.59)養父の住所 ＝ 日本の場合、(No.61)養父の世帯主氏名 ≠ スペースであること

　(No.70)養母の本･国籍 ＝ 国籍、(No.72)養母の筆頭者氏名 ＝ スペース、

出力エラーメッセージ

4平成12年 3月 1日

改訂日付

内容

作成者

審査(養子縁組届)

2.0関連チェック表(7/15)

画面名処理名

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.53)養父の筆頭者区分 ＝ 1の場合、

　(No.53)養父の筆頭者区分 ＝ スペースであること

(No.62)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人でかつ、

　(No.70)養母の本･国籍 ≠ スペース、(No.72)養母の筆頭者氏名 ≠ スペース、

(No.62)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.64)養母の生年月日 ＝ (西暦)、

　(No.71)養母の住所 ＝ 日本の場合、(No.73)養母の世帯主氏名 ≠ スペースであること

(No.62)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.64)養母の生年月日 ＝ (和暦)、

(No.65)養母の筆頭者区分 ＝ 1の場合、

(No.50)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人でかつ、

　(No.65)養母の筆頭者区分 ≠ スペースであること
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No

67

67-1

67-2

68

69

13版で69-1を
移した

備考

作業名 作成者 頁

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 1又は2の場合、

出力エラーメッセージ

20/79

第7
2

(5)

処理名 画面名

データチェック(関連表)

画面ID

システム化調査研究会審査(養子縁組届)

版

平成22年 3月 1日平成 6年12月 1日

　配偶者区分 ＝ 3:生存配偶者以外であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

　 (No.66)養母の配偶者区分 ＝ 0:未、(No.65)養母の筆頭者区分 ＝ 0:構成員であること

13版で68-1を
移した

2.0関連チェック表(8/15)

内容

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 1又は2の場合、

作成日付

13

改訂日付

　 (No.75)入籍する戸籍または新しい戸籍 ＝ (No.58)養父の本･国籍でかつ、

　入力のある養父又は養母の外国人区分 ＝ 0:日本人であり、

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 1の場合、

　入力のある養子又は養女の筆頭者区分 ＝ 0:構成員かつ、

　縁組形態区分 ＝ 2又は、3又は、5又は、6でかつ

　 (No.75)入籍する戸籍または新しい戸籍 ＝ (No、70)養母の本･国籍でかつ、

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 1の時で、

　入力のある養父又は養母の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者又は、配偶者区分 ≠ 0:未以外　であること

　縁組形態区分 ≠ 7～15であること

　 (No.62)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合は、

　入力のある養子かつ養女の婚姻区分 ＝ 0:未であること

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

　 (No.76)入籍する戸籍または新しい戸籍の筆頭者 ＝ (No.57)養父の漢字氏名、

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 2の時で、

　縁組形態区分 ＝ 1又は、4の場合、

　 (No.76)入籍する戸籍または新しい戸籍の筆頭者 ＝ (No.72)養母の筆頭者氏名であること

　 (No.50)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合は、

　縁組形態区分 ＝ 1又は、3又は、4又は、6でかつ

　 (No.76)入籍する戸籍または新しい戸籍の筆頭者 ＝ (No.60)養父の筆頭者氏名であり、

　 (No.76)入籍する戸籍または新しい戸籍の筆頭者 ＝ (No.69)養母の漢字氏名、

　縁組形態区分 ＝ 2又は、5の場合、

　 (No.54)養父の配偶者区分 ＝ 0:未、(No.53)養父の筆頭者区分 ＝ 0:構成員であり、

　縁組形態区分 ≠ 3,6～15であること
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No

70

71

72

73

改訂日付作業名

平成12年 3月 1日

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

21/79平成 6年12月 1日

　(No.20)養子の婚姻区分 ＝ 1:婚姻中でかつ、(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者であること

　縁組形態区分 ＝ 2,5,8の場合、(No.62)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人であり、

　縁組形態区分 ＝ 4又は、5又は、6の時、

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 4でかつ、同一戸籍縁組 ≠ 1の場合、

作成者

処理名

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

画面ID

　縁組形態区分 ＝ 1,4,7の場合、(No.50)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人であり、

出力エラーメッセージ

頁

審査(養子縁組届) 4

版作成日付

画面名

　(No.50)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人、又は、(No.62)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人であること

システム化調査研究会

　縁組形態区分 ＝ 2,5,8の時、(No.62)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人であること、又は

　(No.62)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人であること、又は

　縁組形態区分 ＝ 3,6,9～15の時、(No.50)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人かつ、

　(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 0であること

　(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 0であること、又は、

　縁組形態区分 ＝ 3,6,9～15の場合、

　縁組形態区分 ＝ 1,2,4,5の時、

　縁組形態区分 ＝ 1～3の時、　(No.32)養子の配偶者区分 ＝ 1又は3でかつ、

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 3でかつ、

　縁組形態区分 ＝ 4～6の時、　(No.48)養女の配偶者区分 ＝ 2又は3でかつ、

　(No.36)養女の婚姻区分 ＝ 1:婚姻中でかつ、(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者であること

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

2.0関連チェック表(9/15)

内容

　縁組形態区分 ＝ 1又は、2又は、3の時、

　縁組形態区分 ＝ 1,4,7の時、(No.50)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人であること、又は

備考

　縁組形態区分 ＝ 7,8の時、

　養子夫婦のうち筆頭者である方の漢字氏名の名であること

　養父(母)の漢字氏名の氏 + 養子(女)の漢字氏名の名であること

｢関連エラーがあります。 正しく入力して
下さい。｣

　縁組形態区分 ＝ 3,6の時、

　養父母のうち日本人である方の漢字氏名の氏 + 養子(女)の漢字氏名の名であること

　(No.76)入籍する戸籍または新しい戸籍の筆頭者に入る筆頭者氏名は、

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 3の時で、

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 3の時、

　養父(母)の漢字氏名の氏 + 養子夫婦のうち筆頭者である方の漢字氏名の名であること

　縁組形態区分 ＝ 9～15の時、養父母のうち日本人である方の漢字氏名の氏 +

受 付受 付事件本人(*1)(*1)
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No

74

74-1

75

76

77

78

　縁組形態区分 ＝ 5の場合、(No.40)養女の本･国籍 ＝ (No.70)養母の本･国籍であること、又は

(No.77)裁判確定日 ≠ スペースの場合、

　(No.84)代諾者コード1 ＝ 0であり、

　(No.78)縁組成立日 ＝ スペースかつ、(No.79)縁組方式 ＝ スペースかつ、

　(No.50)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人、又は(No.62)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人でかつ、

　(No.82)届出人資格コード1のみ入力がある時10又は11又は13でかつ、

　(No.15)郵送日 ＝ スペースの時、(No.09)受領日 ≧ (No.77)裁判確定日又は(No.78)縁組成立日　であること

※裁判による
縁組の場合、
養親が届出人
となる

　縁組形態区分 ＝ 7～15の時、(No.17)養子の外国人区分 ＝ 1:外国人かつ、(No.33)養女の外国人区分 ＝ 1:外国人　の時、

　(No.74)戸籍変動区分 ＝ 5であること

作成者第7
2

(5)

　縁組形態区分 ＝ 4～6の時、(No.33)養女の外国人区分 ＝ 1:外国人であること、又は

　縁組形態区分 ＝ 7～15の時、(No.17)養子の外国人区分 ＝ 1:外国人かつ、

　(No.33)養女の外国人区分 ＝ 1:外国人であること

版

(No.74)戸籍変動区分 ＝ 5でかつ

2.0関連チェック表(10/15)

処理名 画面名

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

画面ID

　縁組形態区分 ＝ 1～3の時、(No.17)養子の外国人区分 ＝ 1:外国人であること、又は

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

頁作成日付作業名

平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日システム化調査研究会審査(養子縁組届)

改訂日付

　縁組形態区分 ＝ 1～3の時、(No.17)養子の外国人区分 ＝ 1:外国人　又は

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

4

内容

データチェック(関連表)

　縁組形態区分 ＝ 4～6の時、(No.33)養女の外国人区分 ＝ 1:外国人　又は

　縁組形態区分 ＝ 4の場合、(No.40)養女の本･国籍 ＝ (No.58)養父の本･国籍であること、又は

　(No.82)届出人資格コード1かつ2に入力がある時、10かつ11、又は13でかつ、

　縁組形態区分 ＝ 1の場合、(No.24)養子の本･国籍 ＝ (No.58)養父の本･国籍であること、又は

　(No.84)代諾者コード1 ＝ 0かつ(No.89)代諾者コード2 ＝ 0であること

(No.78)縁組成立日 ≠ スペースの時、(No.77)裁判確定日 ＝ スペースかつ、

　縁組形態区分 ＝ 3の場合、(No.24)養子の本･国籍 ＝ (No.58)養父の本･国籍又は(No.70)養母の本･国籍であること、又は

(No.80)同一戸籍縁組 ＝ 1の時で、

　縁組形態区分 ＝ 2の場合、(No.24)養子の本･国籍 ＝ (No.70)養母の本･国籍であること、又は

(No.77)裁判確定日又は、(No.78)縁組成立日に入力がある時、

　(No.15)郵送日 ≠ スペースの時、(No.15)郵送日 ≧ (No.77)裁判確定日又は(No.78)縁組成立日で、

22/79

備考

　縁組形態区分 ＝ 6の場合、(No.40)養女の本･国籍 ＝ (No.58)養父の本･国籍又は(No.70)養母の本･国籍であること

　(No.79)縁組方式 ≠ スペースでかつ、(No.82)届出人資格コード1 ≠ 03,78,93,109,110,112であること
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No

79

80

81

82

83

84

85

85-1

　 (No.74)戸籍変動区分 ＝ 2であること

　縁組形態区分 ＝ 3又は6の場合、

　(No.83)届出人氏名1 ≠ スペースであること

※資格人コード
03で2人いる場
合、氏名が同一
の時には審査で
メッセージを出
力する

　縁組形態区分 ＝ 4～6かつ、(No.35)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日の場合、

　(No.84)代諾者コード1 ＝ 1でかつ、届出人氏名1 ≠ スペースでかつ、

(No.82)届出人資格コード1 ＝ 78,93,110,112の場合、 未成年後見監
督人複数人の
届出は審査結
果

画面ID

(No.80)同一戸籍縁組 ＝ 1の時、

画面名

平成30年 3月31日

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

　縁組形態区分 ＝ 1又は4でかつ、(No.54)養父の配偶者区分 ＝ 0かつ、(No.53)養父の筆頭者区分 ＝ 0の場合、あるい
は

21

頁版

民第851条4号
昭和23.12.22
民事甲 第3914
号回答

作成日付作成者第7
2

(5)

作業名
データチェック(関連表)

平成 6年12月 1日

備考

　縁組形態区分 ≠ 7～15であること

出力エラーメッセージ

(No.80)同一戸籍縁組 ＝ 1の場合、
　縁組形態区分 ＝ 1～3の時、(No.32)養子の配偶者区分 ＝ 0でかつ、(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 0であること、ある
いは

改訂日付

処理名

システム化調査研究会

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

審査(養子縁組届)

2.0関連チェック表(11/15)

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

　縁組形態区分 ＝ 2又は5でかつ、(No.66)養母の配偶者区分 ＝ 0かつ、(No.65)養母の筆頭者区分 ＝ 0の場合、

　縁組形態区分 ＝ 4～6の時、(No.48)養女の配偶者区分 ＝ 0でかつ、(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 0であること、ある
いは

23/79

(No.81)後見人縁組区分 ＝ 1の時、

　(No.88)届出人氏名2 ≠ スペースであること

　 (No.74)戸籍変動区分 ＝ 4であること

　縁組形態区分 ＝ 1～3かつ、(No.19)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日の場合、あるいは、

　縁組形態区分 ＝ 1又は4でかつ、(No.54)養父の配偶者区分 ≠ 0又は、(No.53)養父の筆頭者区分 ＝ 1の場合、あるい
は

　(No.82)届出人資格コード1 ≠ (No.87)届出人資格コード2であること

　縁組形態区分 ＝ 2又は5でかつ、(No.66)養母の配偶者区分 ≠ 0又は、(No.65)養母の筆頭者区分 ＝ 1の場合、あるい
は

　(No.87)届出人資格コード2～(No.91)届出人生年月日2に入力がないこと

(No.82)届出人資格コード1 ＝ 03,109の場合、(No.84)代諾者コード1 ＝ 1でかつ、

(No.82)届出人資格コード1 ＝ 1,2,10,11,16,17の場合、

(No.87)届出人資格コード2 ≠ スペースの時、(No.82)届出人資格コード1 ≠ スペースであること

　(No.82)届出人資格コード1 ＝ 112:未成年後見監督人又は、78:特別代理人であること

(No.87)届出人資格コード2 ＝ 03,109の場合、(No.89)代諾者コード2 ＝ 1でかつ、

内容 受 付受 付事件本人(*1)(*1)
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No

86

86-1

87

88

作成日付

　(No.88)届出人氏名2 ≠ スペースでかつ、

第7
2

(5)

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)2.0関連チェック表(12/15)

処理名

審査(養子縁組届)

備考

15版で審査に
移行

内容

　(No.89)代諾者コード2 ＝ 1であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

版
データチェック(関連表)

　(No.83)届出人氏名1 ≠ スペースでかつ、

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

21

画面ID画面名

(No.82)届出人資格コード1 ＝ 1,2,16又は17の場合、

出力エラーメッセージ

頁

24/79

改訂日付作業名 作成者

平成30年 3月31日平成 6年12月 1日システム化調査研究会

※届出人が外国
人父母の場合
届出人氏名 ≠
スペース

日本人父母の場
合も
届出人氏名 ≠
スペースとす
る。(16版対応)

(No.87)届出人資格コード2 ＝ 1,2,16又は17の場合、

　(No.84)代諾者コード1 ＝ 1であること

15版で審査に
移行
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No

89

90

91

作成日付 版

　縁組形態区分 ＝ 4～6かつ、(No.34)養女の本非区分 ＝ 1:本籍の場合

平成 6年12月 1日

画面ID

(No.82)届出人資格コード1 ＝ 1又は16の時、

　個人特定Fの養父氏名 ＝ スペースであること

頁

　縁組形態区分 ＝ 1～3かつ、(No.18)養子の本非区分 ＝ 1:本籍の場合、あるいは

　縁組形態区分 ＝ 1～3かつ、(No.18)養子の本非区分 ＝ 1:本籍の場合、あるいは

(No.82)届出人資格コード1 ＝ 2又は17の時、

備考

作成者

2.0関連チェック表(13/15)

　(No.84)代諾者コード1 ＝ 1の場合、(No.83)届出人氏名1 ≠ スペースであり、

　(No.89)代諾者コード2 ＝ 0の場合、(No.88)届出人氏名2 ＝ スペースでかつ、

内容

(No.82)届出人資格コード1 ＝ 10又は11でかつ、

　縁組形態区分 ＝ 4～6かつ、(No.34)養女の本非区分 ＝ 1:本籍の場合

第7
2

(5)

処理名

審査(養子縁組届) システム化調査研究会

画面名

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

　(No.77)裁判確定日 ≠ スペース又は、(No.79)縁組の方式 ≠ スペースであること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

25/7915

　個人特定Fの養母氏名 ＝ スペースであること

(No.87)届出人資格コード2 ＝ 10又は11でかつ、

※届出人2も1と同じ様にチェックする。

データチェック(関連表)
作業名

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

出力エラーメッセージ

平成24年 3月 1日

改訂日付

※本籍人の場
合のチェック

15版で審査に
移行

※転縁組の場合
前養親が届出人
となり、届出人
氏名に入力がな
ければならない
※養親が届出人
(代諾者ではな
い)となるには、
裁判か外国の方
式による場合

　(No.84)代諾者コード1 ＝ 0の場合、(No.83)届出人氏名1 ＝ スペースでかつ、

　(No.89)代諾者コード2 ＝ 1の場合、(No.88)届出人氏名2 ≠ スペースであり、

　(No.77)裁判確定日 ≠ スペース又は、(No.79)縁組の方式 ≠ スペースであること

受 付受 付事件本人(*1)(*1)
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No

91-1

91-2

92

93

94

95

画面ID

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

(No.85)届出人国籍1 ≠ スペースの時、(No.85)届出人国籍1 ＝ 国籍であり、

(No.84)代諾者コード1 ＝ 0かつ、(No.83)届出人氏名1 ＝ スペースであること

縁組形態区分 ＝ 4～6の場合、

　(No.36)養女の婚姻区分 ＝ 1:婚姻中でかつ、(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者でかつ、

　(No.34)養女の本非区分 ＝ 2:非本籍の時、(No.92)配偶者外国人区分 ≠ スペースであること

　(No.90)届出人国籍2 ≠ スペースかつ、(No.91)届出人生年月日2 ＝ (西暦)であること

縁組形態区分 ＝ 1～3の場合、

(No.91)届出人生年月日2 ≠ スペースの時、

(No.90)届出人国籍2 ≠ スペースの時、(No.90)届出人国籍2 ＝ 国籍であり、

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

　(No.91)届出人生年月日2 ≠ スペースであること

　縁組形態区分 ＝ 1～6の時、届出人資格2 ＝ スペースであり、

出力エラーメッセージ 備考

平成 6年12月 1日システム化調査研究会

作成日付

平成12年 3月 1日

頁改訂日付

26/79

内容

(No.82)届出人資格コード1 ＝ 13の場合、

※届出人2も1と同じ様にチェックする。

版

4

　(No.18)養子の本非区分 ＝ 2:非本籍の時、(No.92)配偶者外国人区分 ≠ スペースであること

　(No.86)届出人生年月日1 ≠ スペースであること

(No.86)届出人生年月日1 ≠ スペースの時、

　(No.85)届出人国籍1 ≠ スペースかつ、(No.86)届出人生年月日1 ＝ (西暦)であること

　(No.20)養子の婚姻区分 ＝ 1:婚姻中でかつ、(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者でかつ、

処理名

　縁組形態区分 ＝ 7～15の時、届出人資格2 ＝ 13,スペースであること

2.0関連チェック表(14/15)

(No.82)届出人資格コード1 ＝ 13の場合、(No.77)裁判確定日 ≠ スペース　かつ

画面名

作成者第7
2

(5)

作業名

審査(養子縁組届)
データチェック(関連表)
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No

96

97

97-1

98

98-1

99

縁組形態区分 ＝ 1～3の場合、(No.94)配偶者配偶者区分 ＝ 2:妻の場合、

続柄更正申出
対応(8.3版)

(削除)

(削除)

(No.92)配偶者の外国人区分～(No.101)配偶者筆頭者区分け、未入力であること

縁組形態区分 ＝ 7～15の場合、

続柄更正申出
対応(8.3版)

　(No.100)配偶者続柄 ＝ 10:男～29:十九男であること

縁組形態区分 ＝ 1～3の場合、

縁組形態区分 ＝ 4～6の場合、(No.94)配偶者配偶者区分 ＝ 1:夫の場合、

　(No.100)配偶者続柄 ＝ 30:女～49:十九女であること

　(No.20)養子の婚姻区分 ＝ 1:婚姻中でかつ、(No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者でかつ、

　(No.18)養子の本非区分 ＝ 2:非本籍でかつ、(No.92)配偶者外国人区分 ＝ 0である時、

　(No.100)配偶者続柄、(No.93)配偶者生年月日、(No.94)配偶者配偶者区分、

　(No.100)配偶者続柄、(No.93)配偶者生年月日、(No.94)配偶者配偶者区分、

　(No.95)配偶者カナ氏名、(No.96)配偶者漢字氏名に入力があること

縁組形態区分 ＝ 4～6の場合、

　(No.34)養女の本非区分 ＝ 2:非本籍でかつ、(No.92)配偶者外国人区分 ＝ 0である時、

　(No.36)養女の婚姻区分 ＝ 1:婚姻中でかつ、(No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者でかつ、

データチェック(関連表)
システム化調査研究会審査(養子縁組届)

養子縁組(縁組形態入力、その1～その4)2.0関連チェック表(15/15)

処理名

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

画面ID

　(No.95)配偶者カナ氏名、(No.96)配偶者漢字氏名に入力があること

第7
2

(5)

作成日付

画面名

内容

作業名 作成者

平成16年11月 1日 27/79

頁版

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

備考

平成 6年12月 1日

改訂日付

8.3

受 付受 付事件本人(*1)(*1)

受 付受 付事件本人(*1)(*1) 受 付受 付事件本人(*1)(*1) 受 付受 付事件本人(*1)(*1) 受 付受 付事件本人(*1)(*1) 受 付受 付事件本人(*1)(*1)
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No

100

101

102

103

104

105

106

107

作成者

システム化調査研究会

作成日付

21

改訂日付

平成30年 3月31日平成 6年12月 1日

版第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名

(No.17)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合、

頁

備考出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

処理名

審査(養子縁組届)

2.0関連チェック表(15-1/15)

画面ID

28/79

(No.33)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.47)養女の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合、

　(No.39)養女の漢字氏名の｢氏｣  ＝  (No.42)養女の筆頭者氏名の｢氏｣であること

画面名

内容

　(No.39)養女の漢字氏名の｢氏｣  ＝  (No.96)配偶者漢字氏名の｢氏｣であること

(No.33)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合、

(No.92)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.94)配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫) かつ 

養子縁組(縁組形態区分入力、その1～その4)

(No.17)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.33)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合、

(No.50)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.62)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合、

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.17)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.31)養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合、

　(No.23)養子の漢字氏名の｢氏｣  ＝  (No.39)養女の漢字氏名の｢氏｣であること

　(No.57)養父の漢字氏名の｢氏｣  ＝  (No.60)養父の筆頭者氏名の｢氏｣であること

　(No.23)養子の漢字氏名の｢氏｣  ＝  (No.26)養子の筆頭者氏名の｢氏｣であること

(No.92)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.94)配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻) かつ 

　(No.23)養子の漢字氏名の｢氏｣  ＝  (No.96)配偶者漢字氏名の｢氏｣であること

(No.50)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.53)養父の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合、

　(No.57)養父の漢字氏名の｢氏｣  ＝  (No.69)養母の漢字氏名の｢氏｣であること

　(No.69)養母の漢字氏名の｢氏｣  ＝  (No.72)養母の筆頭者氏名の｢氏｣であること

(No.62)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.65)養母の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合、

受 付受 付事件本人(*1)(*1) 受 付受 付事件本人(*1)(*1) 受 付受 付事件本人(*1)(*1) 受 付受 付事件本人(*1)(*1) 受 付受 付事件本人(*1)(*1)
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YES /

NO

/

YES

YES 不受理

NO 画面項目修正(審査完了しない）

NO /

/

/

YES /

/

YES /

NO /

/

/

YES /

/

YES /

NO /

/

/

YES /

/

YES /

NO /

/

YES /

(2)裁判確定日<昭和25年7月1日である(YES,NO)

(3)→(24)へ

(4)裁判確定日<昭和27年4月28日である(YES,NO)

(5)→(26)へ

(6)→(30)へ

NO

(0-10)→

(8)縁組成立日<昭和25年7月1日である(YES,NO)

(9)→(24)へ

(10)縁組成立日<昭和27年4月28日である(YES,NO)

(11)→(26)へ

(12)→(30)へ

(13)送付日≠スペースである(YES,NO)

YES

NO

NO

YES

NO

(14)送付日<昭和25年7月1日である(YES,NO)

(15)→(24)へ

(16)送付日<昭和27年4月28日である(YES,NO)

(18)→(30)へ

(20)→(24)へ

NO

NO

(19)受領日<昭和25年7月1日である(YES,NO)

(17)→(26)へ

システム化調査研究会

根拠法令(マニュアル処理)処理名

YES

(7)縁組成立日≠スペースである(YES,NO)

(0-5)本紙へ

(0-2)本紙へ

頁

29/79

版

R2.1

(0-3)→(0-6)へ R2.1(縁組116)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作成者

審査(養子縁組届) 平成 6年12月 1日

作業名 作成日付 改訂日付

令和 2年 3月31日

3.0 養子国籍処理ルーチン (1/4)

(0-1)受領日=送付日の場合、

確認メッセージ(YES,NO)｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣

(1)裁判確定日≠スペースである(YES,NO)

(0-6)(養子の外国人区分=0:日本人 かつ 養子の漢字氏名の名が未入力)　または
　　 (養女の外国人区分=0:日本人 かつ 養女の漢字氏名の名が未入力)　または
　　 (養父の外国人区分=0:日本人 かつ 養父の漢字氏名の名が未入力)　または
　　 (養母の外国人区分=0:日本人 かつ 養母の漢字氏名の名が未入力)(YES,NO)

(0-7)確認メッセージ(YES,NO) (0-8)本紙へ

(0-11)本紙へ

(0-12)→(1)へ

　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

(0-9)エラーメッセージ「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

R2.1(縁組116)

(0-4)→

現行国籍法施行(昭和25年7月1日)以
前の有効な身分行為に関しては、現行
法では処理できない。
但し、現行法施行以降でも対日平和

条約発効(昭和27年4月28日)以前で、
平和条約を締結している国に関しても
同様に現行法では処理できない。
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/

YES /

NO /

NO

NO

(21)受領日<昭和27年4月28日である(YES,NO)

(22)→(26)へ

(23)→(30)へ

NO

NO

(24)エラーメッセージ　｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示 (25)本紙へ
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NO /

/

YES /

/

/

(33-4-3)～(33-4-8)を削除

NO

NO /

/

/

YES /

｢平和条約発効に該当する国ですか。｣を表示

(29)→(30)へ

NO

(31)→(33-1)へ

(32)エラーメッセージ　｢死亡者がいるので縁組はできません。｣を表示

(33-7)→(33-8)へ

YES (33-9)縁組形態区分=1～3である(YES,NO)

(33-10)養子は日本人である(YES,NO)

(30)養親かつ養子の生死区分が0:生存である(YES,NO)

YES

YES (33-2)確認メッセージ(YES,NO)

｢外国の方式により縁組が成立した旨の証書又は証明書の添付がありますか｣を表示

(33-4)確認メッセージ(YES,NO)

｢外国人のみからの証書提出ですか｣を表示

(33-4-1)エラーメッセージ　｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(33-4-2)→(33-8)へ

YES

YES

(33-1)縁組成立日≠スペースである(YES,NO)

NO

(28)エラーメッセージ　｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(33-5)→

要件定義ワークシート
作成者第7

2
(5) 30/79

(27)本紙へ

3.0 養子国籍処理ルーチン (2/4)

版改訂日付 頁

R2.1令和 2年 3月31日

作成日付

審査(養子縁組届) システム化調査研究会

作業名

平成 6年12月 1日

処理名

(26)確認メッセージ(YES,NO)

R2.1(縁組115)

根拠法令(マニュアル処理)

(33)本紙へ

(33-3)本紙へ

戸41

(33-8)同一縁組区分=0(その他) かつ 養子縁組区分=1～6 である(YES,NO)

(33-6)本紙へ 不受理
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/

YES /

NO

NO /

NO

/

YES /

NO

NO /

NO

NO /

/

YES /

NO

/

/

YES /

NO

(33-13)本紙へ

YES (37-3)確認メッセージ(YES,NO)

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(37-5)→(38)へ

(37-6)→

NO

YES (33-11)(養子の本･国籍=養父の本･国籍 かつ
　養子の筆頭者氏名=養父の筆頭者氏名) または
　(養子の本･国籍=養母の本･国籍 かつ
　養子の筆頭者氏名=養母の筆頭者氏名) である(YES,NO)

YES (33-12)確認メッセージ(YES,NO)

｢同一戸籍内縁組ではありませんね?｣を表示

(33-14)→(34)へ

(33-15)→

(33-17) → (34)へ

(33-18)養女は日本人である(YES,NO)

YES (33-19)(養女の本･国籍=養父の本･国籍 かつ
　養女の筆頭者氏名=養父の筆頭者氏名) または
　(養女の本･国籍=養母の本･国籍 かつ
　養女の筆頭者氏名=養母の筆頭者氏名) である(YES,NO)

YES (33-20)確認メッセージ(YES,NO)

｢同一戸籍内縁組ではありませんね?｣を表示

(37-1)養子の本･国籍＝本籍(日本人) である(YES,NO)

処理名

(37-7)本紙へ 不受理

(34)養子に入力がある(YES,NO)

(37)3.0.1養女国籍処理へ

(35)→(37-1)へ

(36)→

(37-4)本紙へ

YES (37-2)養子の父氏名=スペース 又は 養子の母氏名=スペース(YES,NO)

(33-25) → (34)へ

(33-26)→(34)へ

(33-24)本紙へ

(33-22)→(34)へ

(33-23)→

(33-21)本紙へ

(33-16)本紙へ

根拠法令(マニュアル処理)3.0 養子国籍処理ルーチン (2-1/4)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 31/79
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/

YES /

NO

NO /

NO /

/

/

/

/

/

/

YES

NO

/

/

/

NO

/

/

/

/

/

/

YES

NO

(59)養母は外国人である(YES,NO)

(60)養子要件具備へ

(61)養子保護要件へ

(62)縁組形態区分=2である(YES,NO)

(63)→

(65)→

YES

NO

YES

NO

(39)養子は外国人である(YES,NO)

YES

NO

(40)養父は外国人である(YES,NO)

YES

(41)養子要件具備へ

(42)養子保護要件へ

(43)縁組形態区分 ＝ 1である(YES,NO)

(44)→

(46)→

(48)養子保護要件へ

(49)→

(51)養父は外国人である(YES,NO)

(52)養子要件具備へ

(53)→

(55)→

(57)縁組形態区分=2又は8又は11又は12である(YES,NO)

YES (58)養子は外国人である(YES,NO)

YES

(37-15)→(38)へ

(37-8)養子の父母との続柄=10(男)である(YES,NO)NO

YES (37-9)確認メッセージ(YES,NO)

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはあり
ませんね?｣

(37-11)→(38)へ

(37-12)→

(37-14)→(38)へ

[3.1]

[3.2]

YES

(38)縁組形態区分=1又は7又は9又は10である(YES,NO)

[3.2]

(64)本紙へ

(66)3.0.1養女国籍処理へ

[3.1]

(54)3.3養子審査へ

(56)3.3養子審査へ

[3.1]

(50)3.3養子審査へ

(45)本紙へ

(47)3.0.1養女国籍処理へ

[3.2]

処理名 3.0 養子国籍処理ルーチン (3/4) 根拠法令(マニュアル処理)

(37-10)本紙へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 32/79

(37-13)本紙へ 不受理

 7-2-(5)-3-33



/

/

/

NO

/

YES /

NO

/

/

/

/

/

/

YES

NO

NO

/

/

/

/

/

/

NO

NO

(81)養父は外国人である(YES,NO)

(82)養子要件具備へ

(83)養子保護要件へ

(84)養母は外国人である(YES,NO)

YES (85)縁組形態区分=3である(YES,NO)

(86)→

(88)→

(90)→

YES

NO

YES

NO

(92)養母は外国人である(YES,NO)

(93)養子要件具備へ

(94)養子保護要件へ

(95)→

(97)養子保護要件へ

(98)→

YES

(100)養父又は養母は外国人である(YES,NO)

(101)養子要件具備へ

[3.2]

NO

NO

NO (67)養子保護要件へ

(68)→

(70)養母は外国人である(YES,NO)

YES (71)養子要件具備へ

(72)→

(73)→

(76)縁組形態区分=3又は13又は14又は15である(YES,NO)

(77)→(80)へ

(78)→

(80)養子は外国人である(YES,NO)

YES

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

[3.1]

[3.1]

(103)3.3養子審査へ

(105)3.3養子審査へ

(102)→

(104)→

(99)3.3養子審査へ

(91)3.3養子審査へ

(96)3.3養子審査へ

[3.2]

[3.1]

[3.2]

(87)本紙へ

(89)3.0.1養女国籍処理へ

(79)本紙へ

(73)3.3養子審査へ

(75)3.3養子審査へ

処理名 3.0 養子国籍処理ルーチン (4/4) 根拠法令(マニュアル処理)

[3.2]

(69)3.3養子審査へ

[3.1]

作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 33/79
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/

/

YES

YES /

NO

/

YES /

NO

NO /

NO /

/

/

/

/

/

/

(11)養父は外国人である(YES,NO) /

/

NO

/

/

YES /

(5)養女保護要件へ

(6)→

(8)養女保護要件へ

(9)→

YES (12)養女要件具備へ

(13)→

(15)→

(0-2)養女の父氏名=スペース　又は　養女の母氏名=スペース(YES,NO)

(0-3)確認メッセージ(YES,NO)

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(0-5)→(1)へ

(0-6)→

YES

NO

(0-15)→(1)へ

(0-8)養女の父母との続柄=30(女)である(YES,NO)

(0-9)確認メッセージ(YES,NO)

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはあり
ませんね?｣

(0-11)→(1)へ

(0-12)→

YES

(0-14)→(1)へ

NO

YES

(17)縁組形態区分=5又は8又は9又は14である(YES,NO)

(18)養女は外国人である(YES,NO)

(19)養母は外国人である(YES,NO)

(10)3.3.1養女審査へ

(16)3.3.1養女審査へ

[3.1.1]

(14)3.3.1養女審査へ

[3.1.1]

[3.2.1]

(1)縁組形態区分=4又は7又は11又は13である(YES,NO)

(0-13)本紙へ 不受理

YES

YES

NO

(2)養女は外国人である(YES,NO)

(3)養父は外国人である(YES,NO)

(4)養女要件具備へ

(7)本紙へ

[3.2.1]

(0-4)本紙へ

不受理

(0-10)本紙へ

(0-7)本紙へ

処理名 3.0.1 養女国籍処理ルーチン (1/2) 根拠法令(マニュアル処理)

(0-1)養女の本･国籍=本籍(日本人)である(YES,NO)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 34/79

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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/

/

/

/

/

NO

/

YES /

NO

/

/

/

/

/

YES

NO

/

/

/

/

/

/

NO

YES

(31)→

(33)縁組形態区分=6又は10又は12又は15である(YES,NO)

(34)→(37)へ

(35)→

(37)養女は外国人である(YES,NO)

YES

NO

(38)養父は外国人である(YES,NO)

YES

NO

(39)養女要件具備へ

(40)養女保護要件へ

(41)養母は外国人である(YES,NO)

(42)→

(44)→

(46)養母は外国人である(YES,NO)

YES

NO

(47)養女要件具備へ

(48)養女保護要件へ

(49)→

(51)養女保護要件へ

(52)→

(58)→

(53)3.3.1養女審査へ

(57)3.3.1養女審査へ

(59)3.3.1養女審査へ

[3.2.1]

(50)3.3.1養女審査へ

[3.1.1]

(54)養父又は養母は外国人である(YES,NO)

YES (55)養女要件具備へ

(56)→

[3.1.1]

[3.2.1]

(43)本紙へ

(45)3.3.1養女審査へ

[3.2.1]

[3.1.1]

(36)本紙へ

(32)3.3.1養女審査へ

(30)3.3.1養女審査へ

処理名 3.0.1 養女国籍処理ルーチン (2/2) 根拠法令(マニュアル処理)

[3.1.1]

[3.2.1]

NO

NO

YES

NO

(20)養女要件具備へ

(21)養女保護要件へ

(22)→

(24)養女保護要件へ

(25)→

(27)養母は外国人である(YES,NO)

(28)養女要件具備へ

(29)→

(23)本紙へ

[3.2.1]

[3.1.1]

(26)3.3.1養女審査へ

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 35/79

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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/

YES

NO

NO

/

｢縁組の要件は養父の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示

YES

NO

NO

NO /

/

YES

NO

NO

NO

｢縁組の要件は養母の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示

(22) →

(24) →

NO (9)養父に入力があり(縁組形態区分=1,3,7,9,10,13～15)、かつ外国人である(YES,NO)

(10)確認メッセージ(YES,NO)

｢養父の要件具備証明書等がありますか。｣を表示

(12)確認メッセージ(YES,NO)YES

YES

(13)→

(15)→

(17)→(18)へ

(18)養母に入力があり(縁組形態区分=2,3,8,11～15)、かつ外国人である(YES,NO)

YES (19)確認メッセージ(YES,NO)

｢養父及び養母の要件具備証明書等がありますか。｣を表示

YES

YES

(4)確認メッセージ(YES,NO)

｢縁組の要件は養父及び養母の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示

(5)→

(7)→

｢養母の要件具備証明書等がありますか。｣を表示

(27)3.0養子国籍処理へ

(23)3.0養子国籍処理へ

(25)本紙へ 不受理

(26) →

(20)本紙へ

YES (21)確認メッセージ(YES,NO)

(11)本紙へ

(14)3.0養子国籍処理へ

(16)本紙へ 不受理

(6)3.0養子国籍処理へ

(8)本紙へ

処理名 3.1 養子要件具備証明書ルーチン (1/1) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)養父と養母に入力があり(縁組形態区分=3,13～15)、かつ養父と養母は外国人である(YES,NO)

(3)本紙へ

不受理

(2)確認メッセージ(YES,NO)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 36/79
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2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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/

YES

NO

NO

/

YES

NO

NO

NO /

/

YES

NO

NO

NO

YES

NO (9)養父に入力があり(縁組形態区分=4,6,11,12)、かつ外国人である(YES,NO)

YES

YES

(10)確認メッセージ(YES,NO)

｢養父の要件具備証明書等がありますか。｣を表示

YES (12)確認メッセージ(YES,NO)

｢縁組の要件は養父の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示

(13)→

(15)→

(17)→(18)へ

(18)養母に入力があり(縁組形態区分=5,6,9,10)、かつ外国人である(YES,NO)

(19)確認メッセージ(YES,NO)

｢養母の要件具備証明書等がありますか。｣を表示

YES (21)確認メッセージ(YES,NO)

(2)確認メッセージ(YES,NO)

｢養父及び養母の要件具備証明書等がありますか。｣を表示

YES (4)確認メッセージ(YES,NO)

｢縁組の要件は養父及び養母の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示

(5)→

(7)→

(27)3.0.1養女国籍処理へ

(3)本紙へ

｢縁組の要件は養母の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示

(22)→

(24)→

(26)→

(23)3.0.1養女国籍処理へ

(25)本紙へ 不受理

(20)本紙へ

(14)3.0.1養女国籍処理へ

(16)本紙へ 不受理

(6)3.0.1養女国籍処理へ

(11)本紙へ

(8)本紙へ 不受理

処理名 3.1.1 養女要件具備証明書ルーチン (1/1) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)養父と養母に入力があり(縁組形態区分=6)、かつ養父と養母は外国人である(YES,NO)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 37/79
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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YES /

YES /

NO

YES

NO

(11)3.0養子国籍処理へ

(13)本紙へ 不受理

(10)→

(12)→

｢養子の本国法に養子制度がありませんか。｣を表示

(6)→(9)へ

(7)→

(9)確認メッセージ(YES,NO)

｢縁組の保護要件等は養子の本国法によります。保護要件等は審査済みですか。｣を表示

(5)本紙へ

(8)本紙へ 不受理

NO

(3)→(9)へ

(4)確認メッセージ(YES,NO)

処理名 3.2 養子保護要件ルーチン (1/1) 根拠法令(マニュアル処理)

(2)本紙へ 法例20I(1)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子が本国法上の保護要件等を備えている旨の書面がありますか。｣を表示

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 38/79

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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YES /

YES /

NO

YES

NO

(6)→(9)へ

(7)→

(9)確認メッセージ(YES,NO)

｢縁組の保護要件等は養女の本国法によります。保護要件等は審査済みですか。｣を表示

(10)→

(12)→

(8)本紙へ 不受理

(3)→(9)へ

NO (4)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女本国法に養子制度がありませんか。｣を表示

(11)3.0.1養女国籍処理へ

(13)本紙へ 不受理

(5)本紙へ

処理名 3.2.1 養女保護要件ルーチン (1/1) 根拠法令(マニュアル処理)

(2)本紙へ 法例20I(1)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女が本国法上の保護要件等を備えている旨の書面がありますか。｣を表示

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 39/79
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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/

/

/

/

NO

NO

NO

NO

NO

/

/

/

/

/

民法改正(2022年4月1日)前は20
歳未満、
民法改正(2022年4月1日)後は18
歳未満
で共同親権記録の要・不要を判
定する

R2.1(縁組108)

(4)養子は本籍人である(YES,NO)

YES (5)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子に単独親権の記録がありますか?｣を表示

YES (7)メッセージ

｢養子に共同親権の記録をして下さい。｣を表示

(9)→(10)へ

(10-6)→

(10-8)配偶者父母との続柄=30(女)である(YES,NO)

YES (10-89確認メッセージ(YES,NO)

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いは
ありませんね?｣

(10)養子は婚姻している(YES,NO)

/

YES (10-1)配偶者外国人区分=0:日本人(YES,NO)

YES

(10-10)本紙へ

(10-4)本紙へ

(10-2)配偶者父氏名=スペース 又は 配偶者母氏名=スペース(YES,NO)

YES

NO

(10-3)確認メッセージ(YES,NO)

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(10-5)→(11)へ

(8)本紙へ

YES

頁

不受理(10-7)本紙へ

処理名

要件定義ワークシート
作業名

審査(養子縁組届)

3.3 養子審査ルーチン (1/1)

YES (2)縁組成立日≠スペース　かつ　縁組成立日<2022年4月1日の場合
 養子の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日　または、
 縁組成立日≠スペース　かつ　縁組成立日≧2022年4月1日の場合
 養子の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペース　かつ　縁組成立日<2022年4月1日の場合
 養子の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日　または、
 裁判確定日≠スペース　かつ　縁組成立日≧2022年4月1日の場合
 養子の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースかつ　受領日<2022年4月1日の場合
 養子の生年月日+20年(20歳未満)>受領日　または、
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースかつ　受領日≧2022年4月1日の場合
 養子の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

YES (3)同一戸籍内縁組である(YES,NO)

作成日付作成者 版第7
2

(5)

(6)本紙へ

改訂日付

根拠法令(マニュアル処理)

R2.1平成 6年12月 1日 40/79令和 2年 3月31日

(1)縁組形態区分=1又は2である(養親1人との縁組)

システム化調査研究会

平成19年3月1日

成年後見法対応で、削除した(1)～

(9)を第11版対応で(1)～(9)の数字

を再利用。
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YES /

NO

NO /

NO /

/

/

YES /

NO /

/

/

YES /

NO /

/

YES (17)3.0.1養女国籍処理へ

NO (19)3.6養子届出人審査へ

/

YES /

NO /

(22)3.6養子届出人審査へ

(18)→

YES

(10-11)→(11)へ

(10-12)→

(10-14)→(11)へ

(10-15)→(11)へ

(13-1)縁組成立日≠スペースの場合　2022年4月1日≦縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペースの場合　2022年4月1日≦裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合
 2022年4月1日≦受領日(YES,NO)

YES

YES

NO

改訂日付 頁

41/79

(10-13)本紙へ 不受理

[3.4]

[3.4.0.1]

(20)養子養親判定（2022年4月1日民法改正後）へ

(20-1)養子養親判定（2022年4月1日民法改正前）へ

NO

(21)→

(19-1)縁組成立日≠スペースの場合　2022年4月1日≦縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペースの場合　2022年4月1日≦裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合
 2022年4月1日≦受領日(YES,NO)

縁組日が民法改正日(2022年4月1
日)を判定して、審査の分岐先を
変える

2022年4月1日以降削除する審査を追加扱いとする

R2.1(縁組108)

(11)縁組形態区分=13でかつ、養子と養母は外国人である または
　縁組形態区分=14でかつ、養子と養父は外国人である(YES,NO)

NO (13)養子同意書審査へ

(15)養女に入力があるか(YES,NO)

(16)→

縁組形態区分=14の審査漏れ対応(22版)

審査(養子縁組届) 平成 6年12月 1日

根拠法令(マニュアル処理)

版

令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)

作成者 作成日付

処理名 3.3 養子審査ルーチン (1-1/1)

要件定義ワークシート
作業名

[3.4.0.1]

システム化調査研究会

YES

(12-1)養子養親判定（2022年4月1日民法改正前）へ

(12)養子養親判定（2022年4月1日民法改正後）へ [3.4]

縁組日が民法改正日(2022年4月1
日)を判定して、審査の分岐先を
変える

2022年4月1日以降削除する審査を追加扱いとする

R2.1(縁組108)

[3.5]

(14)養子養親判定（2022年4月1日民法改正後）へ [3.4]

(14-1)養子養親判定（2022年4月1日民法改正前）へ

縁組日が民法改正日(2022年4月1
日)を判定して、審査の分岐先を
変える

2022年4月1日以降削除する審査を追加扱いとする

R2.1(縁組108)

(11-1)縁組成立日≠スペースの場合　2022年4月1日≦縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペースの場合　2022年4月1日≦裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合
 2022年4月1日≦受領日(YES,NO)

[3.4.0.1]
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/

/

/

/

NO

NO

NO

NO

NO

/

/

/

/

/

(10-1)配偶者外国人区分=0:日本人(YES,NO)

YES (10-2)配偶者父氏名=スペース 又は 配偶者母氏名=スペース(YES,NO)

(10-7)本紙へ 不受理

YES (10-3)確認メッセージ(YES,NO)

(10-6)→

(2)縁組成立日≠スペース　かつ　縁組成立日<2022年4月1日の場合
 養女の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日　または、
 縁組成立日≠スペース　かつ　縁組成立日≧2022年4月1日の場合
 養女の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペース　かつ　縁組成立日<2022年4月1日の場合
 養女の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日　または、
 裁判確定日≠スペース　かつ　縁組成立日≧2022年4月1日の場合
 養女の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースかつ　受領日<2022年4月1日の場合
 養女の生年月日+20年(20歳未満)>受領日　または、
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースかつ　受領日≧2022年4月1日の場合
 養女の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

(3)同一戸籍内縁組である(YES,NO)

(10-4)本紙へ

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(10-5)→(11)へ

YES

YES

YES (4)養女は本籍人である(YES,NO)

YES (5)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子に単独親権の記録がありますか?｣を表示

YES (7)メッセージ　｢養子に共同親権の記録をして下さい。｣を表示

(9)→(10)へ

NO (10-8)配偶者父母との続柄=10(男)である(YES,NO)

YES

平成 6年12月 1日 42/79

3.3.1 養女審査ルーチン (1/1)

システム化調査研究会

根拠法令(マニュアル処理)

(1)縁組形態区分=4又は5である(養親1人との縁組)

頁版作成日付

R2.1

改訂日付第7
2

(5)

処理名

作成者
要件定義ワークシート

審査(養子縁組届)

作業名

令和 2年 3月31日

(8)本紙へ

(6)本紙へ

/

民法改正(2022年4月1日)前は20
歳未満、
民法改正(2022年4月1日)後は18
歳未満
で共同親権記録の要・不要を判
定する

R2.1(縁組108)

(10)養女は婚姻している(YES,NO)

平成19年3月1日

成年後見法対応で、削除した(1)～

(9)を第11版対応で(1)～(9)の数字

を再利用。
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YES /

NO

NO /

NO /

/

/

YES /

NO /

/

/

/

/

YES /

NO /

(18)3.6.1養女届出人審査へ

/

YES /

NO /

(21)3.6.1養女届出人審査へ

YES

YES (10-89確認メッセージ(YES,NO)

(10-14)→(11)へ

(10-12)→ (10-13)本紙へ 不受理

(10-10)本紙へ

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いは
ありませんね?｣

縁組日が民法改正日(2022年4月
1日)を判定して、審査の分岐先
を変える

R2.1(縁組108)

2022年4月1日以降削除する審査を追加扱いとする

NO

(10-11)→(11)へ

(10-15)→(11)へ

(11)縁組形態区分=10でかつ、養女と養母は外国人である または
　縁組形態区分=12でかつ、養女と養父は外国人である(YES,NO)

NO (13)

(14)

(15)養女同意書審査へ

(17)→

YES

NO (18-1)縁組成立日≠スペースの場合　2022年4月1日≦縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペースの場合　2022年4月1日≦裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合
 2022年4月1日≦受領日(YES,NO)

(19)養女養親判定（2022年4月1日民法改正後）へ [3.4.1]

(19-1)養女養親判定（2022年4月1日民法改正前）へ [3.4.1.1]

(20)→

[3.5.1]

(13)の変更に伴い削除(22版)

(15-1)縁組成立日≠スペースの場合　2022年4月1日≦縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペースの場合　2022年4月1日≦裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合
 2022年4月1日≦受領日(YES,NO)

(16)養女養親判定（2022年4月1日民法改正後）へ [3.4.1]

縁組日が民法改正日(2022年4月
1日)を判定して、審査の分岐先
を変える

R2.1(縁組108)

2022年4月1日以降削除する審査を追加扱いとする(16-1)養女養親判定（2022年4月1日民法改正前）へ [3.4.1.1]

処理名 3.3.1 養女審査ルーチン (1-1/1)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者

審査(養子縁組届)

(13)の審査を(11)と統合(22版)

※(11)～(14)を養子審査ﾙｰﾁﾝと同様に修正する(22版)

要件定義ワークシート
作業名 改訂日付

根拠法令(マニュアル処理)

作成日付

43/79R2.1

版 頁

令和 2年 3月31日平成 6年12月 1日

養子の審査と同様、(11)で一緒に審査する(22版)

縁組日が民法改正日(2022年4月
1日)を判定して、審査の分岐先
を変える

2022年4月1日以降削除する審査を追加扱いとする

R2.1(縁組108)YES (11-1)縁組成立日≠スペースの場合　2022年4月1日≦縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペースの場合　2022年4月1日≦裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合
 2022年4月1日≦受領日(YES,NO)

(12)養女養親判定（2022年4月1日民法改正後）へ [3.4.1]

(12-1)養女養親判定（2022年4月1日民法改正前）へ [3.4.1.1]
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/

/

YES /

NO /

/

YES (22-2)→(23)へ /

NO 不受理

/

/ 民法改正により(24)(25)削除

/

民法改正により(27)(28)削除

YES /

NO /

YES /

/

｢養子は養父の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

NO

(33)→(101)へ

(34)確認メッセージ(YES,NO)

｢養父の配偶者が縁組できない正当な理由が記載されていますか。｣を表示

YES (36)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

YES

/

(23)養父は婚姻している(YES,NO)

(22-1)縁組成立日≠スペースの場合　養父の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペースの場合　養父の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合
 養父の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

(29)→(31)へ

(30)→(101)へ

YES (26)縁組成立日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または、
　裁判確定日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または、
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合
　養子の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

(31)確認メッセージ(YES,NO)

民第798条

民法792条の改正(2022年4月1
日)により、養親が日本人の場
合20歳以上であることに変更さ
れた(改正前は成年であること)

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、配偶者との共同縁組を
要する規定(民795)と家庭裁判
所の許可を要する規定(民798)
が18歳以上であることに変更さ
れた

R2.1(縁組108)

R2.1(縁組108)

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組109)

(22)養父は日本人である(YES,NO)

(19)縁組形態区分=1,7,9,10である(YES,NO)

(20)→(22)へ

(21)→(111)へ

処理名 3.4 養子養親判定(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (1/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)～(18) (1)～(18)までを削除

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 44/79

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(23-3) エラーメッセージ　「養父は２０歳以上ではありません。」を表示 (23-4)本紙へ

(35)本紙へ 民第795条

(32)本紙へ 民第795条
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YES /

NO

YES

NO

(37)→(101)へ

(38)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

YES

YES

(39)本紙へ
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YES /

NO

NO

NO / 民法改正により(46)～(54)削除

/

/

YES /

NO

NO

/

/ 民法改正により(60)(61)(62)削除

審査(養子縁組届) システム化調査研究会

NO (55)縁組形態区分=9,10である(YES,NO)

YES (56)養母は日本人である(YES,NO)

(57)→(101)へ

(58)→(59)へ

(59)養父は婚姻している(YES,NO)

(63)縁組成立日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または、
　裁判確定日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または、
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合
　養子の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

YES

(40)→(101)へ

(41)→

(43)→

/

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、家庭裁判所の許可を要
する規定(民798)が18歳以上で
あることに変更された

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組108)

不受理

(42)本紙へ 不受理

/

R2.1(縁組109)

令和 2年 3月31日 R2.1 45/79

処理名 3.4 養子養親判定(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (2/8) 根拠法令(マニュアル処理)

改訂日付 版 頁

(45)→(87)へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

平成 6年12月 1日

(44)本紙へ
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民法改正により(64)(65)削除

YES /

NO

YES

YES

YES

NO

NO /

/ 民法改正により(84)(85)(86)削除

民法改正により(88)削除

民第798条

YES

YES (89)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(87)縁組成立日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または、
　裁判確定日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または、
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合
　養子の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

/

NO

(71)→

(73)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養父の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

NO

(75)→

(77)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

(79)→

(81)→

(83)→(87)へ

(92)3.3養子審査へ

(90)本紙へ

(94)本紙へNO

(91)→

(93)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養父の直系卑属ですか。｣を表示

(80)3.3養子審査へ

(82)本紙へ 不受理

(76)3.3養子審査へ

(72)3.3養子審査へ

(74)本紙へ

(78)本紙へ

(68)3.3養子審査へ

処理名 3.4 養子養親判定(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (3/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(70)本紙へ 民第798条(69)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

R2.1(縁組109)

(66)→ (69)へ

(67)→

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 46/79

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、家庭裁判所の許可を要
する規定(民798)が18歳以上で
あることに変更された

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組108)

R2.1(縁組109)
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YES

NO 不受理

NO

YES

YES

NO

/

YES /

NO /

/

YES (114-2)→(115)へ /

NO 不受理

/

民法改正により(116)(117)削除

民法改正により(119)(120)削除

YES /

NO /

(123)確認メッセージ(YES,NO)

(114)養母は日本人である(YES,NO)

(111)縁組形態区分=2,8,11,12である(YES,NO)

YES (118)縁組成立日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 また
は、
　裁判確定日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または、
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合
　養子の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

(121) → (123)へ

(122) → (193)へ

(101)確認メッセージ(YES,NO)

｢養父の配偶者の同意書がありますか?又は養父の配偶者が縁組の代諾者ですか?｣を表示

/

YES

(124)本紙へ 民第795条

(112)→(114)へ

(113)→(203)へ

(115)養母は婚姻している(YES,NO)

/

民法792条の改正(2022年4月1
日)により、養親が日本人の場
合20歳以上であることに変更さ
れた(改正前は成年であること)

(108)3.3養子審査へ

NO (105)確認メッセージ(YES,NO)

｢養父の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

(107)→

(109)→

(106)本紙へ

(110)本紙へ 不受理

(102)本紙へ 民第796条

(104)3.3養子審査へ(103)→

処理名 3.4 養子養親判定(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (4/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(96)3.3養子審査へ

(98)本紙へ

(100)3.3養子審査へ(99)→

(95)→

(97)→

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 47/79

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

(114-1)縁組成立日≠スペースの場合　養母の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日　または、
 裁判確定日≠スペースの場合　養母の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日　または、
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合
 養母の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

(114-3) エラーメッセージ　「養母は２０歳以上ではありません。」を表示 (114-4)本紙へ

民法4条の改正(2022年4月1日)によ
り、配偶者との共同縁組を要する
規定(民795)と家庭裁判所の許可を
要する規定(民798)が18歳以上であ
ることに変更された

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組108)

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組108)

R2.1(縁組109)

頁
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YES /

｢養子は養母の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

(125)→(193)へ

YES

YES
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YES (129)→(193)へ /

YES /

NO

NO

NO / 民法改正により(138)～(146)削除

/

YES /

｢養母の配偶者が縁組できない正当な理由が記載されていますか。｣を表示

(126)確認メッセージ(YES,NO)

(128)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判書の許可書の謄本がありますか。｣を表示

審査(養子縁組届) システム化調査研究会

(130)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

(132)→(193)へ

(133)→

NO

YES

(135)→ 

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

NO

(148)養父は日本人である(YES,NO)

NO

(137)→(179)へ

(147)縁組形態区分=11,12である(YES,NO)

(134)本紙へ

(131)本紙へ

(136)本紙へ

民第798条

処理名 3.4 養子養親判定(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (5/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(127)本紙へ 民第795条

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 48/79

作成日付 改訂日付

R2.1(縁組109)

版 頁

不受理

不受理
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YES /

NO

NO

/

民法改正により(152)(153)(154)削除

民法改正により(156)(157)削除

YES /

NO

YES

YES

YES

NO

NO /

民法改正により(176)(177)(178)削除

(158)→(161)へ

(159)→

(161)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(163)→

(165)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養母の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

(173)→

NO

NO

(149)→(193)へ

(150)→(151)へ

処理名 3.4 養子養親判定(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (6/8)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

YES (155)縁組成立日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 また
は、
　裁判確定日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または、
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合
　養子の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

/

(167)→

(169)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

(171)→ (172)3.3養子審査へ

(174)本紙へ 不受理

(175)→(179)へ

(170)本紙へ

(162)本紙へ 民第798条

(166)本紙へ

(168)3.3養子審査へ

(164)3.3養子審査へ

根拠法令(マニュアル処理)

/

(151)養母は婚姻している(YES,NO)

(160)3.3養子審査へ

作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 49/79

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、家庭裁判所の許可を要
する規定(民798)が18歳以上で
あることに変更された

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組108)

R2.1(縁組109)
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民法改正により(180)削除

民第798条

YES

YES

NO

NO

YES

YES

NO

/

民法改正により(204)(205)(206)削除

YES

(179)縁組成立日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または、
　裁判確定日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または、
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合
　養子の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

YES

(191)→

(181)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

NO

(183)→

(185)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養母の直系卑属ですか。｣を表示

(187)→

(189)→

3.4 養子養親判定(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (7/8)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

(193)確認メッセージ(YES,NO)

｢養母の配偶者の同意書がありますか?又は養母の配偶者が縁組の代諾者ですか?｣

(195)→

(192)3.3養子審査へ

処理名

(203)縁組形態区分=3である(YES,NO)

/

(207)縁組成立日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または、
　裁判確定日≠スペースの場合　養子の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または、
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合
　養子の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

(208)→

YES

NO (197)確認メッセージ(YES,NO)

｢養母の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

(199)→

(201)→

(198)本紙へ

(202)本紙へ 不受理

(209)3.3養子審査へ

(194)本紙へ 民第796条

(196)3.3養子審査へ

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、家庭裁判所の許可を要
する規定(民798)が18歳以上で
あることに変更された

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組108)

(200)3.3養子審査へ

根拠法令(マニュアル処理)

/

R2.1(縁組109)

(184)3.3養子審査へ

(186)本紙へ

(188)3.3養子審査へ

(190)本紙へ 不受理

R2.1(縁組109)

(182)本紙へ

R2.1(縁組108)

改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 50/79
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民法改正により(210)削除

民第798条

YES

YES

NO

NO

(219)→

NO

(221)→

処理名 3.4 養子養親判定（2022年4月1日民法改正後）ルーチン (8/8)

(215)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養父又は養母の直系卑属ですか。｣を表示

(217)→

(211)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

NO

(213)→

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

(222)3.3養子審査へ

(218)3.3養子審査へ

(220)本紙へ

(212)本紙へ

不受理

R2.1(縁組109)

(216)本紙へ

根拠法令(マニュアル処理)

(214)3.3養子審査へ

R2.1(縁組109)

改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 51/79
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/ (1)～(18)までを削除

/

YES /

NO /

/

/

/

YES /

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO

NO

民第795条

YES /

民第795条

民第798条

YES /

処理名 3.4.0.1 養子養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (1/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)～(18)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

R2.1(縁組108)
※22版(平成31
年3月31日）ま

での
3.4養子養親判

定ルーチン
をそのままコ

ピーした。

(25)→(101)へ

(21)→(111)へ

NO (26)縁組成立日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 ま
たは
　裁判確定日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 また
は
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
　養子の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

YES (27)確認メッセージ(YES,NO)

(31)確認メッセージ(YES,NO) (32)本紙へ

｢養子は養父の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

(29)→(31)へ

(30)→(101)へ
/

(33)→(101)へ

(28)本紙へ

｢養子は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(22)養父は日本人である(YES,NO)

YES (24)養子は婚姻している(YES,NO)

(19)縁組形態区分=1,7,9,10である(YES,NO)

(20)→(22)へ

(35)本紙へ

｢養父の配偶者が縁組できない正当な理由が記載されていますか。｣を表示

YES (36)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(37)→(101)へ

NO (38)確認メッセージ(YES,NO) (39)本紙へ

｢養子は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

YES (23)養父は婚姻している(YES,NO)

NO (34)確認メッセージ(YES,NO)
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YES /

NO 不受理

NO 不受理

民第792条

YES /

民第753条

YES /

NO 不受理

不受理

/

/

YES /

NO

NO

/

/

YES

R2.1

処理名 3.4.0.1 養子養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (2/8) 根拠法令(マニュアル処理)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届)

(44)本紙へ

NO (45)縁組成立日≠スペースの場合、養父の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養父の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養父の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

/

(46)→(84)へ

システム化調査研究会 令和 2年 3月31日

｢養父は婚姻したことがありますか。｣を表示

R2.1(縁組108)

(54)本紙へ

(40)→(101)へ

(41)→ (42)本紙へ

(43)→

NO (53)エラーメッセージ　｢養父は成年者ではありません。｣を表示

(63)縁組成立日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 ま
たは
 裁判確定日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養子の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

(59)養父は婚姻している(YES,NO)

(47)縁組成立日≠スペースの場合、養父の生年月日+18年(18歳以上)≦縁組成立日 ま
たは
 裁判確定日≠スペースの場合、養父の生年月日+18年(18歳以上)≦裁判確定日 また
は
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養父の生年月日+18年(18歳以上)≦受領日(YES,NO)

/

(50)→(84)へ

(51)→ (52)本紙へ

NO

(58)→(59)へ
/

(56)養母は日本人である(YES,NO)

(57)→(101)へ

YES (48)確認メッセージ(YES,NO) (49)本紙へ

YES (60)養子は婚姻している(YES,NO)

(61)→ (62)3.3養子審査へ

NO (55)縁組形態区分=9,10である(YES,NO)

YES

NO
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昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO

NO

民第798条

YES

YES

YES

NO 不受理

NO /

/

YES

/

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

民第798条

YES

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.4.0.1 養子養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (3/8) 根拠法令(マニュアル処理)

YES (64)確認メッセージ(YES,NO) (65)本紙へ

(69)確認メッセージ(YES,NO) (70)本紙へ

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(67)→ (68)3.3養子審査へ

(71)→ (72)3.3養子審査へ

｢養子は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(66)→ (69)へ

(74)本紙へ

｢養子は養父の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

R2.1(縁組108)

(89)本紙へ

｢養子は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(84)養子は婚姻している(YES,NO)

(85)→ (86)3.3養子審査へ

(81)→ (82)本紙へ

(83)→(84)へ

NO

NO (73)確認メッセージ(YES,NO)

(79)→ (80)3.3養子審査へ

(75)→ (76)3.3養子審査へ

(77)確認メッセージ(YES,NO) (78)本紙へ

｢養子は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

NO (87)縁組成立日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養子の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

YES (88)確認メッセージ(YES,NO)

YES (90)確認メッセージ(YES,NO)

(91)→ (92)3.3養子審査へ

NO (93)確認メッセージ(YES,NO) (94)本紙へ

｢養子は養父の直系卑属ですか。｣を表示

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示
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YES

NO 不受理

NO

NO

民第796条

YES

YES

NO 不受理

/

YES /

NO /

/

/

/

YES /

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO

NO

民第795条

YES /

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.4.0.1 養子養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (4/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(95)→ (96)3.3養子審査へ

(97)→ (98)本紙へ

(99)→ (100)3.3養子審査へ

(101)確認メッセージ(YES,NO) (102)本紙へ

｢養父の配偶者の同意書がありますか?又は養父の配偶者が縁組の代諾者ですか?｣を表示

(107)→ (108)3.3養子審査へ

(109)→ (110)本紙へ

(103)→ (104)3.3養子審査へ

(114)養母は日本人である(YES,NO)

(111)縁組形態区分=2,8,11,12である(YES,NO)

(112)→(114)へ

NO (105)確認メッセージ(YES,NO) (106)本紙へ

｢養父の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

(123)確認メッセージ(YES,NO) (124)本紙へ

｢養子は養母の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

YES (115)養母は婚姻している(YES,NO)

YES

NO (118)縁組成立日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 ま
たは
 裁判確定日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養子の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

(117)→(193)へ

(122) → (193)へ

(116)養子は婚姻している(YES,NO)

(125)→(193)へ

R2.1(縁組108)

｢養子は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(121) → (123)へ

/

YES (119)確認メッセージ(YES,NO) (120)本紙へ

(113)→(203)へ
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民第795条

民第798条

YES /

YES /

NO 不受理

NO 不受理

民第792条

YES /

/

民第753条

YES /

NO 不受理

不受理

/

YES /

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

処理名 3.4.0.1 養子養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (5/8) 根拠法令(マニュアル処理)

NO (126)確認メッセージ(YES,NO) (127)本紙へ

｢家庭裁判書の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(129)→(193)へ

｢養母の配偶者が縁組できない正当な理由が記載されていますか。｣を表示

NO (130)確認メッセージ(YES,NO) (131)本紙へ

｢養子は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

NO
(139)縁組成立日≠スペースの場合、養母の生年月日+16年(16歳以上)≦縁組成立日
または
 裁判確定日≠スペースの場合、養母の生年月日+16年(16歳以上)≦裁判確定日 また
は
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養母の生年月日+16年(16歳以上)≦受領日(YES,NO)

R2.1(縁組108)

(132)→(193)へ

(133)→ (134)本紙へ

(135)→ (136)本紙へ

(142)→(176)へ

(138)→(176)へ

YES (128)確認メッセージ(YES,NO)

NO (147)縁組形態区分=11,12である(YES,NO)

(148)養父は日本人である(YES,NO)

(143)→ (144)本紙へ

NO (145)エラーメッセージ　｢養母は成年者ではありません。｣を表示 (146)本紙へ

YES (140)確認メッセージ(YES,NO) (141)本紙へ

｢養母は婚姻したことがありますか。｣を表示

NO (137)縁組成立日≠スペースの場合、養母の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養母の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養母の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

/
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YES /

NO

NO

/

/

YES

/

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO

NO

民第798条

YES

YES

YES

NO 不受理

NO /

/

YES

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(157)本紙へ

(155)縁組成立日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 ま
たは
 裁判確定日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養子の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

(151)養母は婚姻している(YES,NO)

処理名 3.4.0.1 養子養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (6/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(149)→(193)へ

(150)→(151)へ
/

｢養子は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(158)→(161)へ

R2.1(縁組108)

(163)→ (164)3.3養子審査へ

NO (165)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(159)→

(170)本紙へ

(176)養子は婚姻している(YES,NO)

(166)本紙へ

｢養子は養母の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

｢養子は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

(171)→ (172)3.3養子審査へ

(167)→ (168)3.3養子審査へ

(169)確認メッセージ(YES,NO)

(177)→ (178)3.3養子審査へ

(173)→ (174)本紙へ

(175)→(176)へ

NO

YES (152)養子は婚姻している(YES,NO)

(153)→ (154)3.3養子審査へ

NO

(160)3.3養子審査へ

YES (156)確認メッセージ(YES,NO)

(161)確認メッセージ(YES,NO) (162)本紙へ
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昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

民第798条

YES

YES

NO 不受理

NO

NO

民第796条

YES

YES

NO 不受理

/

/

YES

YES

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.4.0.1 養子養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (7/8) 根拠法令(マニュアル処理)

NO (179)縁組成立日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養子の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(183)→ (184)3.3養子審査へ

YES (180)確認メッセージ(YES,NO) (181)本紙へ

｢養子は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(196)3.3養子審査へ

YES (182)確認メッセージ(YES,NO)

(189)→ (190)本紙へ

(191)→ (192)3.3養子審査へ

NO (185)確認メッセージ(YES,NO) (186)本紙へ

｢養子は養母の直系卑属ですか。｣を表示

(187)→ (188)3.3養子審査へ

(203)縁組形態区分=3である(YES,NO)

YES (204)養子は婚姻している(YES,NO)

(205)→ (206)3.3養子審査へ

R2.1(縁組108)

NO (197)確認メッセージ(YES,NO) (198)本紙へ

｢養母の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

(193)確認メッセージ(YES,NO) (194)本紙へ

｢養母の配偶者の同意書がありますか?又は養母の配偶者が縁組の代諾者ですか?｣

(199)→ (200)3.3養子審査へ

(201)→ (202)本紙へ

(195)→

(209)3.3養子審査へ

NO (207)縁組成立日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養子の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養子の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

/

(208)→
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昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

民第798条

YES

YES

NO 不受理

NO

NO

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 3.4.0.1 養子養親判定(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (8/8) 根拠法令(マニュアル処理)

NO (210)確認メッセージ(YES,NO) (211)本紙へ

｢養子は婚姻したことがありませんね。｣を表示

YES (212)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(213)→

(217)→ (218)3.3養子審査へ

(219)→

(221)→ (222)3.3養子審査へ

R2.1(縁組108)

(220)本紙へ

(214)3.3養子審査へ

NO (215)確認メッセージ(YES,NO) (216)本紙へ

｢養子は養父又は養母の直系卑属ですか。｣を表示
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/

/

YES /

NO /

/

YES

YES (30-2)→(31)へ /

NO 不受理

/

民法改正により(32)(33)削除

YES

YES / 民法改正(2022年4月１日)附則第3条第2項

YES 昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO /

NO /

NO /

YES /

NO

YES

民第795条

(44)確認メッセージ(YES,NO)

(38-2)→(107)へ

(39)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は養父の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

/

(34)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または
　裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
　養女の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

/

(34-1)2004年4月2日≦養女の生年月日≦2006年4月1日である(YES,NO)

(38-1)→(39)へ

(40)本紙へ

(31)養父は婚姻している(YES,NO)

(35)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(37)→(39)へ

(38)→(107)へ

(30-3) エラーメッセージ　「養父は２０歳以上ではありません。」を表示 (30-4)本紙へ

民第798条

(28)→(30)へ

(29)→(117)へ

(30)養父は日本人である(YES,NO)

(41)→(107)へ

(1)～(26)までを削除

民法4条の改正(2022年4月1日)によ
り、配偶者との共同縁組を要する
規定(民795)と家庭裁判所の許可を
要する規定(民798)が18歳以上であ
ることに変更された

R2.1(縁組108)

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組108)

(36)本紙へ

民法792条の改正(2022年4月1
日)により、養親が日本人の場
合20歳以上であることに変更さ
れた(改正前は成年であること)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 52/79

(30-1)縁組成立日≠スペースの場合、養父の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日　または
 裁判確定日≠スペースの場合、養父の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日　または
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合、
 養父の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(27)縁組形態区分=4,7,11,13である(YES,NO)

処理名 3.4.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (1/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)～(26)

R2.1(縁組109)

(42)確認メッセージ(YES,NO)

｢養父の配偶者が縁組できない正当な理由が記載されていますか。｣を表示

(43)本紙へ 民第795条
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YES /

NO

YES /

NO

NO

NO / 民法改正により(54)～(61)削除

NO /

YES /

NO /

/

民法改正により(66)(67)(68)削除

YES

YES / R2.1(縁組109)

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

(69)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または
　裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
　養女の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

(69-1)2004年4月2日≦養女の生年月日≦2006年4月1日である(YES,NO)

(47)本紙へ

YES

(63)→(107)へ

(64)→(65)へ

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(45)→(107)へ

(46)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

(48)→(107)へ

(49)→

(71)本紙へ

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

R2.1(縁組109)

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、家庭裁判所の許可を要
する規定(民798)が18歳以上で
あることに変更された

R2.1(縁組108)

民法改正(2022年4月１日)附則第3条第2項

/

(62)縁組形態区分=11でかつ、養母は日本人である(YES,NO)

(65)養父は婚姻している(YES,NO)

R2.1(縁組109)

改訂日付

3.4.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (2/8) 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

(53)→(93)へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

処理名

(50)本紙へ 不受理

(52)本紙へ 不受理(51)→

(70)確認メッセージ(YES,NO)

53/79
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YES /

NO

NO /

NO (74-3)3.3.1養女審査へ

YES

NO

YES

NO

YES

NO

NO /

民法改正により(90)(91)(92)削除

YES /

YES 昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO

NO /

民第798条

YES

(96-1)本紙へ

(98)3.3.1養女審査へ

R2.1(縁組109)

R2.1 54/79

改訂日付 頁

(83)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

(85)→

(87)→ (88)本紙へ

(78)3.3養子審査へ(77)→

(79)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は養父の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

(81)→

(86)3.3.1養女審査へ

(82)3.3.1養女審査へ

(72)→ (75)へ

(76)本紙へ

令和 2年 3月31日

(84)本紙へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

(75)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

審査(養子縁組届)

作業名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

作成者 作成日付

(74-2)→

(96)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(97)→

(93-1)2004年4月2日≦養女の生年月日≦2006年4月1日である(YES,NO)

(94)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(95-1)→ (96)へ

(95-2)→

(95-4)→(96)へ

不受理

(89)→(93)へ R2.1(縁組109)

R2.1(縁組108)

民法改正(2022年4月１日)附則第3条第2項

/

(95-3)3.3.1養女審査へ

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、家庭裁判所の許可を要
する規定(民798)が18歳以上で
あることに変更された

(80)本紙へ

民第798条

版

R2.1(縁組109)

3.4.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (3/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(74)3.3.1養女審査へ

(74-1)→(75)へ

処理名

(73)→

(95)本紙へ

(93)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または
　裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
　養女の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)
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NO

YES (102)3.3.1養女審査へ

NO 不受理

NO (105)→ (106)3.3.1養女審査へ

YES (110)3.3.1養女審査へ

NO

YES (114)3.3.1養女審査へ

NO

/

YES /

NO /

/

YES /

YES (120-2)→(121)へ /

NO 不受理

/

民法改正により(122)(123)削除

YES

YES / 民法改正(2022年4月１日)附則第3条第2項

YES 昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

不受理

(104)本紙へ

(124-1)2004年4月2日≦養女の生年月日≦2006年4月1日である(YES,NO) R2.1(縁組109)

(125)確認メッセージ(YES,NO) (126)本紙へ

民法792条の改正(2022年4月1
日)により、養親が日本人の場
合20歳以上であることに変更さ
れた(改正前は成年であること)

R2.1(縁組108)

R2.1(縁組109)

(124)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または
　裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
　養女の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

/

民法4条の改正(2022年4月1日)によ
り、配偶者との共同縁組を要する
規定(民795)と家庭裁判所の許可を
要する規定(民798)が18歳以上であ
ることに変更された

R2.1(縁組108)

(121)養母は婚姻している(YES,NO)

(109)→

(111)確認メッセージ(YES,NO) (112)本紙へ

｢養父の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

(113)→

(115)→ (116)本紙へ

(120)養母は日本人である(YES,NO)

(120-3) エラーメッセージ　「養母は２０歳以上ではありません。」を表示

(100)本紙へ(99)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は養父の直系卑属ですか。｣を表示

(101)→

(103)→

(117)縁組形態区分=5,8,9,14である(YES,NO)

(118)→(120)へ

(119)→(207)へ

民第796条

｢養父の配偶者の同意書がありますか?又は養父の配偶者が縁組の代諾者ですか?｣を表示

改訂日付

処理名 3.4.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (4/8) 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 55/79

(120-4)本紙へ

(120-1)縁組成立日≠スペースの場合、養母の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日　または
 裁判確定日≠スペースの場合、養母の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日　または
 縁組成立日=スペース　かつ　裁判確定日=スペースの場合、
 養母の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

(107)確認メッセージ(YES,NO) (108)本紙へ
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YES /

NO /

NO /

NO /

民第795条

YES /

NO 民第795条

YES 民第798条

｢家庭裁判書の許可書の謄本がありますか。｣を表示

YES /

NO

｢養女は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

YES /

NO 不受理

NO 不受理

NO / 民法改正により(144)～(151)削除

NO /

YES /

(131)→(197)へ

(132)確認メッセージ(YES,NO)

｢養母の配偶者が縁組できない正当な理由が記載されていますか。｣を表示

(134)確認メッセージ(YES,NO)

(135)→(197)へ

(142)本紙へ(141)→ 

R2.1(縁組109)

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(127)→(129)へ

(128)→(197)へ

(128-1)→(129)へ

(128-2)→(197)へ

R2.1(縁組109)

(138)→(197)へ

(139)→

(152)縁組形態区分=9,14で かつ 、養父は日本人である(YES,NO)

(153)→(197)へ

(133)本紙へ

(137)本紙へ

(143)→(183)へ

(130)本紙へ

(136)確認メッセージ(YES,NO)

(129)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は養母の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

処理名 3.4.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (5/8)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

根拠法令(マニュアル処理)

(140)本紙へ

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 56/79

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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NO /

/

民法改正により(156)(157)(158)削除

YES /

YES (159-1)2004年4月2日≦養女の生年月日≦2006年4月1日である(YES,NO) / 民法改正(2022年4月１日)附則第3条第2項

YES 昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO (164)3.3.1養女審査へ

NO /

NO (164-2)→ (164-3)3.3.1養女審査へ

(165)確認メッセージ(YES,NO) 民第798条

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

YES (167)→ (168)3.3.1養女審査へ

NO (169)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は養母の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

YES (171)→ (172)3.3.1養女審査へ

NO (173)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

YES (175)→ (176)3.3.1養女審査へ

NO (177)→ 不受理

NO /

民法改正により(180)(181)(182)削除

R2.1(縁組109)

(178)本紙へ

(179)→(183)へ

(170)本紙へ

(163)→

(164-1)→(165)へ

(166)本紙へ

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、家庭裁判所の許可を要
する規定(民798)が18歳以上で
あることに変更された

R2.1(縁組109)

(174)本紙へ

(161)本紙へ

処理名

第7
2

(5)

(159)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または
　裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
　養女の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

要件定義ワークシート
作業名 作成者 作成日付

根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 57/79

R2.1(縁組109)

R2.1(縁組108)

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(162)→(165)へ

(154)→(155)へ

(155)養母は婚姻している(YES,NO)

(160)確認メッセージ(YES,NO)

改訂日付

3.4.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (6/8)

 7-2-(5)-3-68



/

YES /

YES 昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO (185-3)3.3.1養女審査へ

NO /

民第798条

YES (188)3.3.1養女審査へ

NO

YES (192)3.3.1養女審査へ

NO 不受理

NO (195)→ (196)3.3.1養女審査へ

(198)本紙へ 民第796条

YES (200)3.3.1養女審査へ

(202)本紙へ

YES (204)3.3.1養女審査へ

NO (206)本紙へ 不受理

/

民法改正により(208)(209)(210)削除 R2.1(縁組109)

(191)→

(193)→ (194)本紙へ

(185-4)→(186)へ

(186-1)本紙へ

｢養女は養父の直系卑属ですか。｣を表示

(183-1)2004年4月2日≦養女の生年月日≦2006年4月1日である(YES,NO) 民法改正(2022年4月１日)附則第3条第2項

(184)確認メッセージ(YES,NO) (185)本紙へ

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(185-1)→ (186)へ

(185-2)→

(183)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または
　裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
　養女の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、家庭裁判所の許可を要
する規定(民798)が18歳以上で
あることに変更された

R2.1(縁組108)

(207)縁組形態区分=6である(YES,NO)

｢養母の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

(203)→

(205)→

(197)確認メッセージ(YES,NO)

｢養母の配偶者の同意書がありますか?又は養母の配偶者が縁組の代諾者ですか?｣を表示

(186)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(187)→

(189)確認メッセージ(YES,NO)

(199)→

NO (201)確認メッセージ(YES,NO)

処理名 3.4.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (7/8) 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 58/79

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

R2.1(縁組109)

(190)本紙へ
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YES /

YES (212)→ (213)3.3.1養女審査へ

NO (213-1)2004年4月2日≦養女の生年月日≦2006年4月1日である(YES,NO) /

YES 昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES (215-1)→(216)へ /

NO (215-2)→ (215-3)3.3.1養女審査へ

NO (215-4)→(216)へ /

(216)確認メッセージ(YES,NO) 民第798条

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

YES (217)→ (218)3.3.1養女審査へ

NO (219)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女は養父又は養母の直系卑属ですか。｣を表示

YES (221)→ (222)3.3.1養女審査へ

NO (223)→ 不受理

R2.1(縁組109)

NO (225)→ (226)3.3.1養女審査へ

民法4条の改正(2022年4月1日)
により、家庭裁判所の許可を要
する規定(民798)が18歳以上で
あることに変更された

R2.1(縁組108)

R2.1(縁組109)民法改正(2022年4月１日)附則第3条第2項

(220)本紙へ

(224)本紙へ

(211)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>縁組成立日 または
　裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+18年(18歳未満)>裁判確定日 または
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
　養女の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

3.4.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正後)ルーチン (8/8)処理名 根拠法令(マニュアル処理)

(214)確認メッセージ(YES,NO) (215)本紙へ

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 59/79
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/ (1)～(26)までを削除

/

YES /

NO /

/

/

/

YES /

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO

NO

民第795条

YES /

民第795条

民第798条

YES /

処理名 3.4.1.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (1/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)～(26)

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

R2.1(縁組108)
※22版(平成31
年3月31日）ま

での
3.4.1養女養親
判定ルーチン
をそのままコ

ピーした。

(33)→(107)へ

(29)→(117)へ

NO (34)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 ま
たは
　裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 また
は
　縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
　養女子の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

YES (35)確認メッセージ(YES,NO)

(39)確認メッセージ(YES,NO) (40)本紙へ

｢養女は養父の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

(37)→(39)へ

(38)→(107)へ
/

(41)→(107)へ

(36)本紙へ

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(30)養父は日本人である(YES,NO)

YES (32)養女は婚姻している(YES,NO)

(27)縁組形態区分=4,7,11,13である(YES,NO)

(28)→(30)へ

(43)本紙へ

｢養父の配偶者が縁組できない正当な理由が記載されていますか。｣を表示

YES (44)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(45)→(107)へ

NO (46)確認メッセージ(YES,NO) (47)本紙へ

｢養女は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

YES (31)養父は婚姻している(YES,NO)

NO (42)確認メッセージ(YES,NO)
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YES /

NO 不受理

NO 不受理

民第792条

YES /

民第753条

YES /

NO 不受理

不受理

/

YES /

NO /

/

/

YES (68)3.3.1養女審査へ

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

処理名 3.4.1.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (2/8) 根拠法令(マニュアル処理)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届)

NO

(51)→

NO

(52)本紙へ

NO (53)縁組成立日≠スペースの場合、養父の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養父の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養父の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

/

(57)本紙へ

｢養父は婚姻したことがありますか。｣を表示

NO (62)縁組形態区分=11でかつ、養母は日本人である(YES,NO)

(63)→(107)へ

(64)→(65)へ

(65)養父は婚姻している(YES,NO)

YES (66)養女は婚姻している(YES,NO)

NO (69)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 ま
たは
 裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養女の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

YES (70)確認メッセージ(YES,NO)

R2.1(縁組108)

(67)→

(71)本紙へ

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(59)→ (60)本紙へ

(61)エラーメッセージ　｢養父は成年者ではありません。｣を表示

(54)→(90)へ
(55)縁組成立日≠スペースの場合、養父の生年月日+18年(18歳以上)≦縁組成立日 ま
たは
 裁判確定日≠スペースの場合、養父の生年月日+18年(18歳以上)≦裁判確定日 また
は
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養父の生年月日+18年(18歳以上)≦受領日(YES,NO)

/

YES (56)確認メッセージ(YES,NO)

(48)→(107)へ

(49)→ (50)本紙へ

(58)→(90)へ
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YES /

NO

NO

民第798条

YES

YES

YES

NO 不受理

NO /

/

YES

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

民第798条

YES

YES (102)3.3.1養女審査へ

NO 不受理

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.4.1.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (3/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(72)→ (75)へ

(75)確認メッセージ(YES,NO) (76)本紙へ

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(73)→ (74)3.3.1養女審査へ

(77)→ (78)3.3養子審査へ

NO (79)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(80)本紙へ

｢養女は養父の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

(85)→ (86)3.3.1養女審査へ

(81)→ (82)3.3.1養女審査へ

(83)確認メッセージ(YES,NO) (84)本紙へ

｢養女は養父又は養父の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

(90)養女は婚姻している(YES,NO)

(91)→ (92)3.3.1養女審査へ

(87)→ (88)本紙へ

(89)→(90)へ

NO

(94)確認メッセージ(YES,NO) (95)本紙へ

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

NO (93)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養女の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

YES

NO (99)確認メッセージ(YES,NO) (100)本紙へ

｢養女は養父の直系卑属ですか。｣を表示

R2.1(縁組108)

(103)→ (104)本紙へ

YES (96)確認メッセージ(YES,NO)

(101)→

(97)→ (98)3.3.1養女審査へ
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NO (106)3.3.1養女審査へ

NO

民第796条

YES (110)3.3.1養女審査へ

YES (114)3.3.1養女審査へ

NO 不受理

/

YES /

NO /

/

/

/

YES /

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO

NO

民第795条

YES /

処理名 3.4.1.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (4/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(105)→

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

(107)確認メッセージ(YES,NO) (108)本紙へ

｢養父の配偶者の同意書がありますか?又は養父の配偶者が縁組の代諾者ですか?｣を表示

(113)→

(115)→ (116)本紙へ

(109)→

(120)養母は日本人である(YES,NO)

(117)縁組形態区分=5,8,9,14である(YES,NO)

(118)→(120)へ

NO (111)確認メッセージ(YES,NO) (112)本紙へ

｢養父の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

(129)確認メッセージ(YES,NO) (130)本紙へ

｢養女は養母の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

YES (121)養母は婚姻している(YES,NO)

YES

NO (124)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 ま
たは
 裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養女の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

(123)→(197)へ

(128) → (197)へ

(122)養女は婚姻している(YES,NO)

(131)→(197)へ

R2.1(縁組108)

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

(127) → (129)へ

/

YES (125)確認メッセージ(YES,NO) (126)本紙へ

(119)→(207)へ
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民第795条

民第798条

YES /

YES /

NO 不受理

NO 不受理

民第792条

YES /

民第753条

YES /

NO 不受理

不受理

/

YES /

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

YES (134)確認メッセージ(YES,NO)

処理名 3.4.1.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (5/8) 根拠法令(マニュアル処理)

NO (132)確認メッセージ(YES,NO) (133)本紙へ

｢家庭裁判書の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(135)→(197)へ

｢養母の配偶者が縁組できない正当な理由が記載されていますか。｣を表示

NO (136)確認メッセージ(YES,NO) (137)本紙へ

｢養女は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

｢養母は婚姻したことがありますか。｣を表示

(148)→(180)へ

R2.1(縁組108)

(138)→(197)へ

(139)→ (140)本紙へ

(141)→ (142)本紙へ

NO (152)縁組形態区分=9,14で かつ 、養父は日本人である(YES,NO)

(153)→(197)へ

(149)→ (150)本紙へ

NO (151)エラーメッセージ　｢養母は成年者ではありません。｣を表示

NO (143)縁組成立日≠スペースの場合、養母の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養母の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養母の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

/

(144)→(180)へ

NO
(145)縁組成立日≠スペースの場合、養母の生年月日+16年(16歳以上)≦縁組成立日
または
 裁判確定日≠スペースの場合、養母の生年月日+16年(16歳以上)≦裁判確定日 また
は
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養母の生年月日+16年(16歳以上)≦受領日(YES,NO)

/

YES (146)確認メッセージ(YES,NO) (147)本紙へ
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NO /

/

/

YES (158)3.3.1養女審査へ

昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

YES /

NO (164)3.3.1養女審査へ

NO

民第798条

YES (168)3.3.1養女審査へ

YES (172)3.3.1養女審査へ

YES (176)3.3.1養女審査へ

NO 不受理

NO /

/

YES (182)3.3.1養女審査へ

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.4.1.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (6/8) 根拠法令(マニュアル処理)

(154)→(155)へ

(155)養母は婚姻している(YES,NO)

YES (156)養女は婚姻している(YES,NO)

(157)→

R2.1(縁組108)

(162)→(165)へ

(167)→

NO (169)確認メッセージ(YES,NO) (174)本紙へ

｢養女は養母の配偶者の嫡出子ですか。｣を表示

(166)本紙へ

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(163) →

(173)確認メッセージ(YES,NO) (174)本紙へ

(180)養女は婚姻している(YES,NO)

(181)→

(177)→ (178)本紙へ

(179)→(180)へ

NO

NO

YES (160)確認メッセージ(YES,NO) (161)本紙へ

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

｢養女は養母又は養母の配偶者の直系卑属ですか。｣を表示

(175)→

(171)→

(159)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 ま
たは
 裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養女の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

(165)確認メッセージ(YES,NO)
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昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

民第798条

YES (188)3.3.1養女審査へ

YES (192)3.3.1養女審査へ

NO 不受理

NO (196)3.3.1養女審査へ

NO

YES (200)3.3.1養女審査へ

YES (204)3.3.1養女審査へ

NO 不受理

/

/

YES (210)3.3.1養女審査へ

YES (213)3.3.1養女審査へ

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

根拠法令(マニュアル処理)

NO (183)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養女の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

/

YES (184)確認メッセージ(YES,NO) (185)本紙へ

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

YES (186)確認メッセージ(YES,NO)

(191)→

R2.1(縁組108)

(190)本紙へ

｢養女は養母の直系卑属ですか。｣を表示

(203)→

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(187)→

(193)→ (194)本紙へ

(195)→

NO (189)確認メッセージ(YES,NO)

処理名 3.4.1.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (7/8)

NO (211)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳以上)≦縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養女の生年月日+20年(20歳以上)≦受領日(YES,NO)

/

(205)→ (206)本紙へ

(199)→

(212)→

(207)縁組形態区分=6である(YES,NO)

YES (208)養女は婚姻している(YES,NO)

(209)→

NO (201)確認メッセージ(YES,NO) (202)本紙へ

｢養母の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

 7-2-(5)-3-77



昭和23.2.20 民事甲第87号 回答

民第798条

YES (218)3.3.1養女審査へ

YES (222)3.3.1養女審査へ

NO 不受理

NO (226)3.3.1養女審査へ

NO

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 令和 2年 3月31日 R2.1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 3.4.1.1 養女養親判定ルーチン(2022年4月1日民法改正前)ルーチン (8/8) 根拠法令(マニュアル処理)

NO (214)確認メッセージ(YES,NO) (215)本紙へ

｢養女は婚姻したことがありませんね。｣を表示

YES (216)確認メッセージ(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。｣を表示

(217)→

(221)→

(223)→

(225)→

R2.1(縁組108)

(224)本紙へ

NO (219)確認メッセージ(YES,NO) (220)本紙へ

｢養女は養父又は養母の直系卑属ですか。｣を表示
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/

YES

YES

NO

NO

処理名 3.5 養子同意書ルーチン (1/1) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)縁組形態区分=1～3,9,11,13,14である(YES,NO)

(3)本紙へ 民第796条YES (2)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子の配偶者の同意書がありますか。｣を表示

(4)→ (5)3.3養子審査へ

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 60/79

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(13)3.3養子審査へ

(9)3.3養子審査へ

(11)本紙へ 不受理

NO (6)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

(8)→

(10)→

(12)→

(7)本紙へ

 7-2-(5)-3-79



/

YES

YES

NO

NO

処理名 3.5.1 養女同意書ルーチン (1/1) 根拠法令(マニュアル処理)

(1)縁組形態区分=4～6,9～12である(YES,NO)

(3)本紙へ 民第796条YES (2)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女の配偶者の同意書がありますか。｣を表示

(4)→ (5)3.3.1養女審査へ

版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 61/79

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(13)3.3.1養女審査へ

(9)3.3.1養女審査へ

(11)本紙へ 不受理

NO (6)確認メッセージ(YES,NO)

｢養女の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。｣を表示

(8)→

(10)→

(12)→

(7)本紙へ
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/

YES /

NO /

/

YES /

NO

NO /

/

YES /

/

/

YES /

NO /

NO

YES /

YES /

NO /

/

(9-0-5)→(9-8)へ

(9-1)確認メッセージ(YES,NO)

｢養子は養父又は養母の非嫡出子で、養父又は養母が親権者ですか。｣を表示

(9-8)届出人に入力があり、かつ特別代理人以外である(YES,NO)

(9-3)届出人資格1=78:特別代理人である(YES,NO)

NO

(9-4)→(36)へ

(9-5)エラーメッセージ　｢嫡出子でない子を実父母が養子とする時は、特別代理人の
代諾が必要です。｣を表示

(9-7)→(9-8)へ

頁改訂日付

22 62/79平成31年 3月31日

作成日付 版

/

YES (1-1)裁判確定日=スペース、かつ 縁組成立日=スペースである(YES,NO)

(1-2)→(2)へ

(1-3)→(26-1)へ

(2)後見人縁組区分=1である(YES,NO)

YES (3)確認メッセージ(YES,NO)

｢未成年後見人･未成年被後見人の縁組なので、家庭裁判所の許可書の添付がありますか。｣を表
示
(5)→(20)へ

(6)→

(8)→(9)へ

(9)縁組形態区分=1 かつ 養子の父氏名の名=養父の名 または
　縁組形態区分=2 かつ 養子の母氏名の名=養母の名 である(YES,NO)

NO

(9-0-1)→(9-1)へ

(9-0-2)縁組形態区分=1 かつ 養父が本籍人である または
　縁組形態区分=2 かつ 養母が本籍人である(YES,NO)

YES

(9-2)本紙へ

民第794条

根拠法令(マニュアル処理)

不受理(7)本紙へ

(4)本紙へ

第7
2

(5)

作業名
要件定義ワークシート

処理名

作成者

3.6 養子届出人ルーチン (1/2)

平成 6年12月 1日審査(養子縁組届) システム化調査研究会

(9-0-3)養父または養母の身分事項に、名の変更(3201) または
　文字訂正(5011) または 文字更正(7011)がある。(YES,NO)

(9-0-4)→(9-1)へ

(1)縁組成立日≠スペースの場合、養子の生年月日+15年(15歳未満)>縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養子の生年月日+15年(15歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養子の生年月日+15年(15歳未満)>受領日(YES,NO)

民第797条

(9-6)本紙へ

昭和23.11.30民事甲第3186号回答

【22版の修正】
養子の父の名と養父の名が同じ または 養子の
母の名と養母の名が同じ場合、(9-1)の届出人
が特別代理人かどうかの審査を行う。
養子の父の名と養父の名が異なるが養父が本籍
人である または 養子の母の名と養母の名が異
なるが養母が本籍人である場合、身分事項に名
の変更、文字訂正、文字更正があれば(9-1)の
届出人が特別

不受理
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YES /

YES /

NO

/

YES /

NO

NO /

/

YES /

NO

NO /

/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

/

｢届出人(父)氏名と養子の父の氏名が異なっていますが、よろしいですか。｣を
表示

(26-9)届出人資格2=1又は16又である(YES,NO)

YES (26-10)養子の父氏名≠届出人氏名2である(YES,NO)

YES (26-11)確認メッセージ

(26)→(26-1)へ

(26-1)届出人資格1=又は16又である(YES,NO)

YES (26-2)養子の父氏名≠届出人氏名1である(YES,NO)

YES (26-3)確認メッセージ

｢届出人(父)氏名と養子の父の氏名が異なっていますが、よろしいですか。｣を
表示

(26-5)→(26-9)へ

(26-6)→

(26-8)→(26-9)へ

YES (14)確認メッセージ(YES,NO)

｢届出人(母の親権者)2人の氏名が同一ですが、よろしいですか。｣を表示

(16)→(20)へ

(17)→

(19)→(20)へ

(20)届出人は児童福祉施設の長である(YES,NO)

YES (21)確認メッセージ(YES,NO)

｢都道府県知事の許可書が添付されていますか。｣を表示]

(23)→(27)へ

(24)→

作成者

システム化調査研究会

作業名
要件定義ワークシート

(11-1)本紙へ

第7
2

(5)

(26-4)本紙へ

処理名

NO

(10)→(13)へ

(11)確認メッセージ(YES,NO)

｢特別代理人が届出人になれるケースですか｣を表示

(11-2)→(36)へ

(11-3)→

(13)届出人資格コード1かつ2が03で、届出人氏名1=届出人氏名2である(YES,NO)

3.6 養子届出人ルーチン (2/2)

頁

63/79

根拠法令(マニュアル処理)

審査(養子縁組届)

版改訂日付

平成31年 3月31日

作成日付

22平成 6年12月 1日

不受理

不受理(25)本紙へ

(22)本紙へ 児童福祉法第47条

昭和26.11.5 民事甲第2102号 通達

不受理

不受理

(18)本紙へ

(12)本紙へ

昭和26.11.5 民事甲第2102号 通達

(15)本紙へ

(26-12)本紙へ

(26-7)本紙へ
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YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES

YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES /

NO

NO /

NO

(26-33)養子は本籍人でかつ届出人資格1=10かつ、代諾者コード1=1である(YES,NO)

YES (26-34)個人特定Fの養父氏名≠届出人氏名1である(YES,NO)

YES (26-35)確認メッセージ

｢届出人(養父)氏名と養子の戸籍の養父氏名が異なっていますが、よろしいです
か。｣を表示

(26-37)→(26-41)へ

(26-38)→

(26-40)→(26-41)へ

(26-22)→

(26-24)→(26-25)へ

(26-25)届出人資格2=2又は17又である(YES,NO)

YES (26-26)養子の母氏名≠届出人氏名2である(YES,NO)

(26-27)確認メッセージ

｢届出人(母)氏名と養子の母の氏名が異なっていますが、よろしいですか。｣を
表示

(26-29)→(26-33)へ

(26-30)→

(26-32)→(26-33)へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 64/79

処理名 3.6 養子届出人ルーチン (2-1/2) 根拠法令(マニュアル処理)

(26-15)本紙へ 不受理

(26-13)→(26-17)へ

(26-14)→

(26-16)→(26-17)へ

(26-17)届出人資格1=2又は17又である(YES,NO)

YES (26-18)養子の母氏名≠届出人氏名1である(YES,NO)

YES (26-19)確認メッセージ

｢届出人(母)氏名と養子の母の氏名が異なっていますが、よろしいですか。｣を
表示

(26-21)→(26-25)へ

(26-20)本紙へ

(26-23)本紙へ 不受理

(26-28)本紙へ

(26-31)本紙へ 不受理

(26-36)本紙へ

(26-39)本紙へ 不受理
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/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

(26-57)養子は本籍人でかつ届出人資格2=11かつ、代諾者コード2=1である(YES,NO)

YES (26-58)個人特定Fの養母氏名≠届出人氏名2である(YES,NO)

YES (26-59)確認メッセージ

｢届出人(養母)氏名と養子の戸籍の養母氏名が異なっていますが、よろしいです
か。｣を表示

(26-61)→(27)へ

(26-62)→

(26-64)→(27)へ

(26-45)→(26-49)へ

(26-46)→

(26-48)→(26-49)へ 

(26-56)→(26-57)へ

頁

65/7922

作成者 版

平成31年 3月31日

作成日付

平成 6年12月 1日システム化調査研究会

改訂日付

(26-49)養子は本籍人でかつ届出人資格1=11かつ、代諾者コード1=1である(YES,NO)

YES (26-50)個人特定Fの養母氏名≠届出人氏名1である(YES,NO)

YES (26-51)確認メッセージ

｢届出人(養母)氏名と養子の戸籍の養母氏名が異なっていますが、よろしいです
か。｣を表示

(26-53)→(26-57)へ

(26-54)→

不受理(26-63)本紙へ

(27)養子は非本籍人でかつ、
　届出人資格1=10又は11かつ、代諾者コード1=1であるか、又は
　届出人資格2=10又は11かつ、代諾者コード2=1である(YES,NO)

根拠法令(マニュアル処理)

不受理(26-47)本紙へ

不受理

(26-52)本紙へ

(26-55)本紙へ

作業名
要件定義ワークシート

3.6 養子届出人ルーチン (2-2/2)

(26-44)本紙へ

(26-41)養子は本籍人でかつ届出人資格2=10かつ、代諾者コード2=1である(YES,NO)

第7
2

(5)

処理名

審査(養子縁組届)

YES (26-42)個人特定Fの養父氏名≠届出人氏名2である(YES,NO)

YES (26-43)確認メッセージ

｢届出人(養父)氏名と養子の戸籍の養父氏名が異なっていますが、よろしいです
か。｣を表示

(26-60)本紙へ
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/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES (41)3.3養子審査へ

NO

NO

NO

/

YES /

/

YES

/

YES

YES (56)3.3養子審査へ

NO

NO (59)エラーメッセージ｢未成年後見人･未成年被後見人の縁組はできません。｣を表示

(49)→

NO

(47)→(53)へ

(47-1)裁判確定日≠スペース又は、縁組成立日≠スペースである

NO

(47-2)→

(48)届出人資格＝スペースである(YES,NO)

NO
(51)エラーメッセージ　｢届出人は本人でなければなりません。｣を表示

NO

YES (28)養父氏名に入力がある場合、届出人資格が10の届出人氏名と異なり、
　養母氏名に入力がある場合、届出人資格が11の届出人氏名と異なる(YES,NO)

NO

(29)→(36)へ

(30)確認メッセージ(YES,NO)

｢前養親氏名と養親氏名が同一ですが、よろしいですか。｣を表示

(32)→(36)へ

(33)→

(35)→(36)へ

(36)養子を監護する者がいる(YES,NO)

YES (37)確認メッセージ(YES,NO)｢監護者は養子の父又は母ですか。｣を表示

YES (39)確認メッセージ(YES,NO)

｢監護者の同意書が添付されていますか。｣を表示

(40)→

(42)→

(44)→

(46)後見人縁組区分=1　かつ　裁判確定日=スペース　かつ　縁組成立日=スペース　である(YES,NO)

(57)→

不受理

根拠法令(マニュアル処理)

66/79

(43)本紙へ

作成日付

平成 6年12月 1日 22

版
要件定義ワークシート

(34)本紙へ

(31)本紙へ

民第797条2項

処理名

改訂日付

不受理

頁

平成31年 3月31日

3.6 養子届出人ルーチン (2-3/2)

審査(養子縁組届)

(45)3.3養子審査へ

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

(38)本紙へ

(47-3)3.3養子審査へ

(58)本紙へ

不受理

不受理

民第794条

(50)3.3養子審査へ

(52)本紙へ

(53)確認メッセージ(YES,NO)｢養子は未成年後見を受けていますね。｣を表示

YES (54)確認メッセージ(YES,NO)
｢未成年後見人･未成年被後見人の縁組なので、家庭裁判所の許可書の添付がありますか。｣を表
示
(55)→
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/

YES /

NO /

/

YES /

NO

NO /

/ R2.1(誤修正)

YES /

/

/

YES /

NO /

NO

YES /

YES /

NO /

/

(9-7)→(9-8)へ

(9-8)届出人に入力があり、かつ特別代理人以外である(YES,NO) 民第797条

(9-4)→(36)へ

NO (9-5)エラーメッセージ　｢嫡出子でない子を実父母が養子とする時は、特別代理人の
代諾が必要です。｣を表示

(9-6)本紙へ 不受理

(9-1)確認メッセージ(YES,NO) (9-2)本紙へ 昭和23.11.30民事甲第3186号回答

｢養子は養父又は養母の非嫡出子で、養父又は養母が親権者ですか。｣を表示

(9-3)届出人資格1=78:特別代理人である(YES,NO)

(8)→(9)へ

(9)縁組形態区分=4 かつ 養女の父氏名の名=養父の名 または
　縁組形態区分=5 かつ 養女の母氏名の名=養母の名 である(YES,NO)

(9-0-1)→(9-1)へ

NO (9-0-2)縁組形態区分=4 かつ 養父が本籍人である または
　縁組形態区分=5 かつ 養母が本籍人である(YES,NO)

YES (9-0-3)養父または養母の身分事項に、名の変更(3201) または
　文字訂正(5011) または 文字更正(7011)がある。(YES,NO)

(9-0-4)→(9-1)へ

(9-0-5)→(9-8)へ

【22版の修正】
養女の父の名と養父の名が同じ
または 養女の母の名と養母の
名が同じ場合、(9-1)の届出人
が特別代理人かどうかの審査を
行う。
養女の父の名と養父の名が異な
るが養父が本籍人である また
は 養女の母の名と養母の名が
異なるが養母が本籍人である場
合、身分事項に名の変更、文字
訂正、文字更正があれば(9-1)
の届出人が特別

(1-3)→(26-1)へ

(2)後見人縁組区分=1である(YES,NO)

YES (3)確認メッセージ(YES,NO) (4)本紙へ 民第794条

｢未成年後見人･未成年被後見人の縁組なので、家庭裁判所の許可書の添付がありますか。｣を表
示
(5)→(20)へ

(6)→ (7)本紙へ 不受理

改訂日付 頁

根拠法令(マニュアル処理)

版

67/79R2.1令和 2年 3月31日

(1)縁組成立日≠スペースの場合、養女の生年月日+15年(15歳未満)>縁組成立日 または
 裁判確定日≠スペースの場合、養女の生年月日+15年(15歳未満)>裁判確定日 または
 縁組成立日=スペース かつ 裁判確定日=スペースの場合、
 養女の生年月日+15年(15歳未満)>受領日(YES,NO)

/

審査(養子縁組届) 平成 6年12月 1日

作成日付
要件定義ワークシート

処理名

第7
2

(5)

作業名

システム化調査研究会

作成者

3.6.1 養女届出人ルーチン (1/2)

YES (1-1)裁判確定日=スペース、かつ 縁組成立日=スペースである(YES,NO)

(1-2)→(2)へ

 7-2-(5)-3-86



YES /

YES /

NO

/

YES /

NO

NO /

/

YES /

NO

NO /

/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

/YES (26-10)養女の父氏名≠届出人氏名2である(YES,NO)

YES (26-11)確認メッセージ (26-12)本紙へ

｢届出人(父)氏名と養子の父の氏名が異なっていますが、よろしいですか。｣を
表示

不受理

(26-8)→(26-9)へ

(26-9)届出人資格2=1又は16又である(YES,NO)

(26)→(26-1)へ

(26-1)届出人資格1=又は16又である(YES,NO)

YES (26-2)養女の父氏名≠届出人氏名1である(YES,NO)

YES (26-3)確認メッセージ (26-4)本紙へ

｢届出人(父)氏名と養子の父の氏名が異なっていますが、よろしいですか。｣を
表示

(26-5)→(26-9)へ

(26-6)→ (26-7)本紙へ

(19)→(20)へ

(20)届出人は児童福祉施設の長である(YES,NO) 昭和26.11.5 民事甲第2102号 通達

YES (21)確認メッセージ(YES,NO) (22)本紙へ 児童福祉法第47条

｢都道府県知事の許可書が添付されていますか。｣を表示] 昭和26.11.5 民事甲第2102号 通達

(23)→(27)へ

(24)→ (25)本紙へ 不受理

(13)届出人資格コード1かつ2が03で、届出人氏名1=届出人氏名2である(YES,NO)

YES (14)確認メッセージ(YES,NO) (15)本紙へ

｢届出人(母の親権者)2人の氏名が同一ですが、よろしいですか。｣を表示

(16)→(20)へ

(17)→ (18)本紙へ 不受理

(10)→(13)へ

NO (11)確認メッセージ(YES,NO) (11-1)本紙へ

｢特別代理人が届出人になれるケースですか｣を表示

(11-2)→(36)へ

(11-3)→ (12)本紙へ 不受理

改訂日付 版作成日付

根拠法令(マニュアル処理)

平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 68/79

3.6.1 養女届出人ルーチン (2/2)

システム化調査研究会
要件定義ワークシート

作成者

処理名

第7
2

(5)

頁作業名

審査(養子縁組届)
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YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES

YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES /

NO

NO /

NO

(26-33)養女は本籍人でかつ届出人資格1=10かつ、代諾者コード1=1である(YES,NO)

YES (26-34)個人特定Fの養父氏名≠届出人氏名1である(YES,NO)

YES (26-35)確認メッセージ (26-36)本紙へ

｢届出人(養父)氏名と養子の戸籍の養父氏名が異なっていますが、よろしいです
か。｣を表示

(26-37)→(26-41)へ

(26-38)→ (26-39)本紙へ 不受理

(26-40)→(26-41)へ

YES (26-26)養女の母氏名≠届出人氏名2である(YES,NO)

(26-27)確認メッセージ (26-28)本紙へ

｢届出人(母)氏名と養子の母の氏名が異なっていますが、よろしいですか。｣を
表示

(26-29)→(26-33)へ

(26-30)→ (26-31)本紙へ 不受理

(26-32)→(26-33)へ

(26-22)→ (26-23)本紙へ 不受理

(26-24)→(26-25)へ

(26-25)届出人資格2=2又は17又である(YES,NO)

(26-20)本紙へ

｢届出人(母)氏名と養子の母の氏名が異なっていますが、よろしいですか。｣を
表示

(26-21)→(26-25)へ

(26-13)→(26-17)へ

(26-14)→ (26-15)本紙へ 不受理

(26-16)→(26-17)へ

(26-17)届出人資格1=2又は17又である(YES,NO)

YES (26-18)養女の母氏名≠届出人氏名1である(YES,NO)

YES (26-19)確認メッセージ

審査(養子縁組届)

根拠法令(マニュアル処理)3.6.1 養女届出人ルーチン (2-1/2)

改訂日付 版

22 69/79

作業名
要件定義ワークシート

平成 6年12月 1日

処理名

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者 作成日付 頁

平成31年 3月31日
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/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

/

YES /

NO

NO /

NO

/

不受理

(26-64)→(27)へ

(27)養女は非本籍人でかつ、
　届出人資格1=10又は11かつ、代諾者コード1=1であるか、又は
　届出人資格2=10又は11かつ、代諾者コード2=1である(YES,NO)

(26-57)養女は本籍人でかつ届出人資格2=11かつ、代諾者コード2=1である(YES,NO)

YES (26-58)個人特定Fの養母氏名≠届出人氏名2である(YES,NO)

YES (26-59)確認メッセージ (26-60)本紙へ

｢届出人(養母)氏名と養子の戸籍の養母氏名が異なっていますが、よろしいです
か。｣を表示

(26-61)→(27)へ

(26-62)→ (26-63)本紙へ

(26-49)養女は本籍人でかつ届出人資格1=11かつ、代諾者コード1=1である(YES,NO)

YES (26-50)個人特定Fの養母氏名≠届出人氏名1である(YES,NO)

YES (26-51)確認メッセージ (26-52)本紙へ

｢届出人(養母)氏名と養子の戸籍の養母氏名が異なっていますが、よろしいです
か。｣を表示

(26-53)→(26-57)へ

(26-54)→ (26-55)本紙へ 不受理

(26-56)→(26-57)へ

(26-41)養女は本籍人でかつ届出人資格2=10かつ、代諾者コード2=1である(YES,NO)

YES (26-42)個人特定Fの養父氏名≠届出人氏名2である(YES,NO)

YES (26-43)確認メッセージ (26-44)本紙へ

｢届出人(養父)氏名と養子の戸籍の養父氏名が異なっていますが、よろしいです
か。｣を表示

(26-45)→(26-49)へ

(26-46)→

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 70/79

処理名 3.6.1 養女届出人ルーチン (2-2/2) 根拠法令(マニュアル処理)

(26-47)本紙へ 不受理

(26-48)→(26-49)へ 
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/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES

NO

NO

NO

/

YES /

/

YES

/

YES

YES

NO

NO (59)エラーメッセージ｢未成年後見人･未成年被後見人の縁組はできません。｣を表示 不受理

(41)3.3養子審査へ

(56)3.3養子審査へ

(49)→

NO
(51)エラーメッセージ　｢届出人は本人でなければなりません。｣を表示

(52)本紙へ

(53)確認メッセージ(YES,NO)｢養子は未成年後見を受けていますね。｣を表示

YES (54)確認メッセージ(YES,NO) 民第794条
｢未成年後見人･未成年被後見人の縁組なので、家庭裁判所の許可書の添付がありますか。｣を表
示
(55)→

(57)→ (58)本紙へ 不受理

NO (46)後見人縁組区分=1　かつ　裁判確定日=スペース　かつ　縁組成立日=スペース　である(YES,NO)

(47)→(53)へ

NO (47-1)裁判確定日≠スペース又は、縁組成立日≠スペースである

(47-2)→ (47-3)3.3養子審査へ

NO (48)届出人資格＝スペースである(YES,NO)

(50)3.3養子審査へ

(36)養女を監護する者がいる(YES,NO)

YES (37)確認メッセージ(YES,NO)｢監護者は養子の父又は母ですか。｣を表示 (38)本紙へ

YES (39)確認メッセージ(YES,NO) 民第797条2項

｢監護者の同意書が添付されていますか。｣を表示

(40)→

(42)→ (43)本紙へ 不受理

(44)→ (45)3.3養子審査へ

YES (28)養父氏名に入力がある場合、届出人資格が10の届出人氏名と異なり、
　養母氏名に入力がある場合、届出人資格が11の届出人氏名と異なる(YES,NO)

(29)→(36)へ

NO (30)確認メッセージ(YES,NO) (31)本紙へ

｢前養親氏名と養親氏名が同一ですが、よろしいですか。｣を表示

(32)→(36)へ

(33)→ (34)本紙へ 不受理

(35)→(36)へ

根拠法令(マニュアル処理)3.6.1 養女届出人ルーチン (2-3/2)処理名

頁

システム化調査研究会

改訂日付

71/79

版

22平成31年 3月31日平成 6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成者 作成日付

審査(養子縁組届)

第7
2

(5)

作業名
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　事件本人全員が日本人の場合は0

　事件本人のうち全員ではないが、1人以
上外国人がいる場合は1、

　事件本人全員が外国人の場合は2を移送

0:不要

養子、養親が本籍人の場合、選択戸
籍番号をセット

版

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

受理送付区分

同時決裁受領番号

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

DB･ファイル名
画面名称

頁

養子縁組画面

届区分

発送元

受領日

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

作成者

審査(養子縁組届)

出張所番号

在外送付区分 ＝ 0の時1
在外送付区分 ＝ 1～3の時2

在外送付区分

72/791

(受取側)中間ファイル(届書)/共通

受領番号

記号名

送付日

出張所番号

作成日付 改訂日付

←　(引渡側)養子縁組届画面

出力形態

Z 9 . ,
備考

03(養子縁組届)

受領番号が取得済みの場合に設定

4.0中間ファイル(届書)編集(1/8)

項目

名称 記号名

受取側

名称

処理名

項目DB･ファイル名
画面名称

引渡側

本籍人で該当する不受理申出がある
場合、'1'を移送する

3/8～8/8参照

受領日

在外送付区分

送付日

事件別内容

本非区分

渉外区分

許可日

本非区分

郵送日

処理日

届出区分

郵送日

中間ファイル(届書)
共通

処理日

指示日

動態区分

受領番号

選択事件コード

本籍人検索サブシス
テムインターフェー
ス

発送元

不受理申出処分区分

ロック戸籍番号

受 付受 付事件本人
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0:未決裁

再入力の場合1:排他

出力形態

Z 9 . ,

←　(引渡側)養子縁組届画面

令和　年　月　日 1 73/79

審査の結果によりセットする

審査において1つでもエラーがある場
合は不受理とする

備考
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

改訂日付 版 頁作業名

届書排他区分

養子縁組画面

4.0中間ファイル(届書)編集(2/8)

審査(養子縁組届)

記号名

DB･ファイル名
画面名称

データ編集表
作成日付第7

2
(5)

項目

名称 記号名

DB･ファイル名
画面名称

受取側

中間ファイル(届書)
共通

項目

名称

処分区分

処理名

引渡側

決裁区分

(受取側)中間ファイル(届書)/共通

作成者

平成 6年12月 1日システム化調査研究会

受 付受 付事件本人
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養子の住所

養子の漢字氏名

養子の本非区分

審査(養子縁組届) システム化調査研究会

名称

受取側

作成者 作成日付

養子の漢字氏名

養子の本籍コード

改訂日付 版

令和　年　月　日

有

有

本籍人の時、戸籍個人番号を移送養子個人番号

養子の婚姻区分

養子の外国人区分

養子の本非区分

養子の生年月日

養子の母氏名

養親配偶者氏名1

養親配偶者氏名2

養子の住所コード

養子の生死区分

養子のカナ氏名

養子の筆頭者区分

養子の配偶者区分 養子の配偶者区分

養子の住所

養子の母氏名

養子の続柄コード

養子の父氏名

養子の筆頭者カナ氏名

養子の世帯主氏名

作業名

縁組形態区分

養親配偶者氏名1

養親配偶者氏名2

項目

養子の生死区分

養子の筆頭者区分

養子の本籍

養子の続柄コード

養子の筆頭者氏名

縁組形態区分

DB･ファイル名
画面名称

養子の世帯主氏名

備考

1 74/79

←　(引渡側)養子縁組届画面

記号名

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集(3/8) (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

第7
2

(5)
データ編集表

平成 6年12月 1日

養子の生年月日

出力形態

Z 9 . ,
項目

養子の外国人区分

名称 記号名

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル(届書)
事件別

養子の婚姻区分

養子のカナ氏名

養子の筆頭者氏名

養子縁組画面

養子の本･国籍

養子の父氏名

頁
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養女のカナ氏名

養女の本籍

養女の住所コード

養女の筆頭者カナ氏名

監護者の有無

養女の筆頭者区分

養女の住所

養女の父氏名

養女の世帯主氏名

監護者の有無

養女の住所

記号名

有

養女の外国人区分

名称

本籍人の時、戸籍個人番号を移送

養女の父氏名

備考

名称

養女の漢字氏名

養女の配偶者区分養女の配偶者区分

養女の漢字氏名

養女の本･国籍
養女の本籍コード

養女の筆頭者氏名

養女の母氏名

養子縁組画面

有

養女の婚姻区分

DB･ファイル名
画面名称

項目

養女の生死区分

養女の続柄コード

養女の筆頭者氏名

養女の世帯主氏名

データ編集表
作業名 作成者

1

養女の本非区分

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集(4/8) (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側)養子縁組届画面

養女のカナ氏名

養女の生年月日

養女の本非区分

養女の生死区分

75/79

養女の婚姻区分

版

記号名

養女の続柄コード

養女の母氏名

引渡側

改訂日付 頁

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

審査(養子縁組届) システム化調査研究会

作成日付

受取側

第7
2

(5)

養女の生年月日

出力形態

Z 9 . ,
項目

養女個人番号

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル(届書)
事件別

養女の筆頭者区分

養女の外国人区分
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本籍人の時、戸籍個人番号を移送

1

備考

76/79

養父の筆頭者カナ氏名

養父の住所コード

養父の筆頭者氏名

受取側

システム化調査研究会審査(養子縁組届)

養父のカナ氏名

頁

養父の筆頭者区分

名称

養父の筆頭者区分

養父の住所

養父の漢字氏名

養父の世帯主氏名

養父の本籍
養父の本･国籍

令和　年　月　日

養子縁組画面

養父の漢字氏名

養父の筆頭者氏名

養父の世帯主氏名

有

養父のカナ氏名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集(5/8) ←　(引渡側)養子縁組届画面

DB･ファイル名
画面名称

項目

養父の生年月日

養父の本非区分

養父の外国人区分

養父の本非区分

養父の外国人区分

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル(届書)
事件別

養父の住所

記号名

養父個人番号

養父の生年月日

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
項目

有

養父の配偶者区分

養父の生死区分

記号名 名称

養父の配偶者区分

養父の生死区分

養父の本籍コード

平成 6年12月 1日

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側

作成日付作成者 改訂日付 版
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養母の外国人区分

養母個人番号

養母の筆頭者区分

備考

本籍人の時、戸籍個人番号を移送

作成日付

項目

養母の筆頭者氏名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

DB･ファイル名
画面名称記号名

平成 6年12月 1日

作業名

システム化調査研究会

養母の筆頭者氏名

養母の本非区分

養母の配偶者区分

養母の生死区分

養母の筆頭者カナ氏名

養母の世帯主氏名

養母のカナ氏名

1

版 頁改訂日付

77/79

養母の漢字氏名

養母の本籍コード

養母の本籍
養母の本･国籍

養母の筆頭者区分

引渡側

養母の漢字氏名

養母の生年月日

養母の本非区分

出力形態

Z 9 . ,

令和　年　月　日

名称

養母の外国人区分

記号名

項目

名称

中間ファイル(届書)
事件別

有

養母の世帯主氏名

養母の生死区分

養子縁組画面

養母の配偶者区分

有

養母の住所コード

養母の住所

養母のカナ氏名

養母の生年月日

養母の住所

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集(6/8) (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側)養子縁組届画面

第7
2

(5)
データ編集表

作成者

審査(養子縁組届)

DB･ファイル名
画面名称

受取側
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入籍する戸籍
または新しい戸籍コー
ド

入籍する戸籍
または新しい戸籍の筆
頭者

代諾者国籍1

中間ファイル(届書)
事件別

入籍する戸籍
または新しい戸籍

代諾者生年月日1

代諾者資格2

養子縁組画面

入籍する戸籍
または新しい戸籍

後見人縁組区分

届出人資格コード2

代諾者コード1

戸籍変動区分

代諾者氏名2

縁組方式

同一戸籍縁組区分

届出人資格コード1

裁判確定日

代諾者資格1

届出人氏名2

届出人氏名1

同一戸籍縁組区分

届出人資格コード2

届出人氏名1

入籍する戸籍
または新しい戸籍の筆
頭者

入籍する戸籍
または新しい戸籍の筆
頭者カナ氏名

縁組成立日

代諾者氏名1

代諾者コード1 ＝ 0の場合移送

有

代諾者コード2 ＝ 1の場合移送

4 78/79

改訂日付 版

出力形態

Z 9 . ,

作成日付

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

届出人氏名2

届出人資格コード1

受取側 引渡側

項目

代諾者コード1 ＝ 1の場合移送

代諾者コード2 ＝ 0の場合移送

頁

←　(引渡側)養子縁組届画面

備考

名称 記号名 記号名

審査(養子縁組届)

届出人生年月日1

届出人国籍1

平成12年 3月 1日

作成者

後見人縁組区分

代諾者コード1

届出人資格コード1

戸籍変動区分

届出人氏名1

裁判確定日

届出人氏名2

届出人資格コード2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名

平成 6年12月 1日

名称

縁組方式

縁組成立日

4.0中間ファイル(届書)編集(7/8) (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

システム化調査研究会

処理名
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データ編集表

名称

処理名

DB･ファイル名
画面名称

4.0中間ファイル(届書)編集(8/8)

作業名

代諾者コード2

配偶者個人番号

配偶者住所

配偶者父氏名

配偶者生年月日

配偶者筆頭者区分

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

代諾者生年月日2

代諾者国籍2

配偶者カナ氏名

代諾者生年月日2

配偶者続柄コード

配偶者配偶者区分

配偶者外国人区分

代諾者国籍2

配偶者外国人区分

代諾者コード2

配偶者生年月日

作成日付

受取側

中間ファイル(届書)
事件別

作成者第7
2

(5)

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

79/79平成 6年12月 1日

版

配偶者母氏名

本籍人の時、戸籍個人番号を移送

平成12年 3月 1日

記号名

←　(引渡側)養子縁組届画面

配偶者配偶者区分

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

配偶者父氏名

名称 記号名

DB･ファイル名
画面名称

システム化調査研究会

引渡側

項目

配偶者筆頭者区分

配偶者住所

配偶者母氏名

配偶者続柄コード

審査(養子縁組届)

項目

頁

配偶者漢字氏名

改訂日付

4

出力形態

Z 9 . ,
備考
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5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(30条の12第1項)

附票データベース 入力(サンプル)

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　　1.0 データ編集表(入力確認画面)

　　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス

　　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　　　　　4.1 養親(入籍)
　　　　　　　　　　　　　　4.2 養親(除籍)
　　　　　　　　　　　　　　4.3 養親(記録)

　　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　　　　　5.1 養子(入籍)
　　　　　　　　　　　　　　5.2 養子(除籍)
　　　　　　　　　　　　　　5.3 養子(記録)

　　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　　　　　6.1 養子(女)の配偶者(入籍)
　　　　　　　　　　　　　　6.2 養子(女)の配偶者(除籍)

　　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　　　　　7.1 養父
　　　　　　　　　　　　　　7.2 養母
　　　　　　　　　　　　　　7.3 養子
　　　　　　　　　　　　　　7.4 養女
　　　　　　　　　　　　　　7.5 養子(女)の配偶者

　　　　　　　　　8.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[個人特定])
　　　　　　　　　　　　　　8.1 養子
　　　　　　　　　　　　　　8.1.1養子(戸籍の変動無し)
　　　　　　　　　　　　　　8.2 養親&養子(女)の配偶者

　　　　　　　　　9.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)････(サンプル提示)
　　　　　　　　　　　　　　9.1 養父
　　　　　　　　　　　　　　9.2 養母
　　　　　　　　　　　　　　9.3 養子
　　　　　　　　　　　　　　9.4 養女
　　　　　　　　　　　　　　9.5 養子(女)の配偶者

出力

出力(サンプル)

3.処理概要
 (1)中間ファイル(届書)を画面表示する。
 (2)戸籍変動情報を確定する。
 (3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
 (4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
 (5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
 (6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。････(サンプル提示)
 (7)処分決定処理に制御を渡す。

中間ファイル(9条2項)

システム環境仕様書

中間ファイル(届書)

出力

頁

1/67

作成者 版

平成18年 3月 1日

作成日付

平成 6年12月 1日システム化調査研究会 10

改訂日付

中間ファイル(仮戸籍)

入出力区分

第7
2

(5)

中間ファイル(仮受付)

作業名

入力確認(養子縁組届)

入力

2.使用DB･ファイル一覧

名称入出力区分

出力

1.詳細フロー

名称

入力画面

(養子縁組届)

中間ファイル

(仮戸籍)

エラー履歴
附票

データベース

処分決定

(仮受付)

入力確認
(養子縁組届)

(詳細別紙)

(サンプル)
中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(30条の12第1

項)

(サンプル)

中間ファイル

(届書)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

入力確認(養子縁組届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作業名

0.0 本紙　1/4

平成 6年12月 1日

処理名

(6)養父の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

頁

2/67

版
要件定義ワークシート

作成者 改訂日付作成日付

2.1平成11年 3月 1日

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、

　 メッセージ｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下して下さい。｣を表示する。

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF7、PF8、PF11、その他)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

備考

(14) 届書ファイル、戸籍変動区分 ＝ 2である(YES,NO)

(10) 新戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)

NO

NO

[1.0]

[2.0]

(7-1)養父は在外選挙人である(YES,NO)

[3.0]

(5)養父に入力がある(YES,NO)

YES

※サンプル提示

(18)養母に入力がある(YES,NO)

(19)養母の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(17) → (18)へ

[4.1]

YES (7-2)養父について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･

[9.1]

NO (13) 身分事項:養親(記録)の編集をする

(8) 届書ファイル、戸籍変動区分 ＝ 2である(YES,NO)

(11) 身分事項:養親(入籍)の編集をする

出力する

NO

(7-3) → (8)へ

NO

YES

YES

(20)養母は事件本人である(YES,NO)

実行キー

(7-4) → (8)へ

(7)養父は事件本人である(YES,NO)

YES

(9) 身分事項:養親(除籍)の編集をする

YES

YES

附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(7-1)(7-
2)(7-3)(7-4)

NO

YES

[4.2]

[4.1]

(15) 新戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)

NO

(16) 身分事項:養親(入籍)の編集をする

[4.3]

(12) → (18)へ
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/

/

/
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

作成日付作成者

(20-1)養母は在外選挙人である(YES,NO)

(22)身分事項:養親(除籍)の編集をするYES

(21)届書ファイル、戸籍変動区分 ＝ 2である(YES,NO)

(20-2)養母について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･

NO

YES

(35)身分事項:養子(除籍)の編集をする

(20-3) → (21)へ

YES

NO

YES

(36)新戸籍又は入籍する戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)

[9.2]

(23)新戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)

(30) → (31)へ

YES

(26)身分事項:養親(記録)の編集をする

NO

[9.3]

[5.2]

出力する

(25) → (31)

[4.1]

(27)届書ファイル、戸籍変動区分 ＝ 2である(YES,NO)

[4.3]

YES

(33-4) → (34)へ

第7
2

(5)

YES

平成 6年12月 1日

作業名

(20-4) → (21)へ

[4.1]

(37)身分事項:養子(入籍)の編集をする

(28)新戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)

YES

YES

NO

(29)身分事項:養親(入籍)の編集をする

[4.2]

[5.1]

NO

NO

NO

YES

(34)届書ファイル、戸籍変動区分が1～3である(YES,NO)

NO

(31)養子に入籍がある(YES,NO)

(32)養子の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(33)養子は本籍人である(YES,NO)

(33-1)養子は在外選挙人である(YES,NO)

(38) → (48)へ

YES

(33-3) → (34)へ

(24)身分事項:養親(入籍)の編集をする

平成11年 3月 1日 2.1

※サンプル提示

出力する

(33-2)養子について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･ 附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(33-
1)(33-2)(33-3)(33-4)

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会
要件定義ワークシート

処理名 0.0 本紙　2/4

改訂日付

備考

3/67

頁

※サンプル提示

版

附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(20-
1)(20-2)(20-3)(20-4)

 7-2-(5)-3-101
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/

/

/

/

処理名

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

入力確認(養子縁組届)

(43) → (48)へNO

(42)身分事項:養子(記録)の編集をする

YES

(45)新戸籍又は入籍する戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)

(46)身分事項:養子(入籍)の編集をする

(44)届書ファイル、戸籍変動区分が1～3である(YES,NO)

NO

作成日付

平成 6年12月 1日

YES

NO

NO

(41)届書ファイル、戸籍変動区分が4である(YES,NO)

[5.3]YES

(50-1)養女は在外選挙人である(YES,NO)

[5.1]

NO

(53)新戸籍又は入籍する戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)

(55) → (64)へ

NO

YES

(50-2)養女について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･

(49)養女の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

NO (60)届書ファイル、戸籍変動区分が1～3である(YES,NO)

(61)新戸籍又は入籍する戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)YES

(48)養女に入力がある(YES,NO)

YES

(56) → (57)へ

NO

YES

(40) → (41)

(39) → (48)へNO

作業名 作成者

システム化調査研究会

YES

NO

0.0 本紙　3/4

平成11年 3月 1日

備考

改訂日付 版

4/67

頁

2.1

※サンプル提示

(47) → (48)へ

NO

出力する

(57)届書ファイル、戸籍変動区分が4である(YES,NO)

(52)身分事項:養子(除籍)の編集をする [5.2]

[5.1]

(51)届書ファイル、戸籍変動区分が1～3である(YES,NO)

NO

(58)身分事項:養子(記録)の編集をする

(59) → (64)へ

附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(50-
1)(50-2)(50-3)(50-4)

YES

[5.3]

(50)養女は本籍人である(YES,NO)

[9.4]

(50-3) → (51)へ

(54)身分事項:養子(入籍)の編集をする

(50-4) → (51)へ

YES
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作成日付 頁第7
2

(5)

作業名

NO

NO

(74)→(77)へ

YES

(75)→(77)へNO

(83)養母の編集YES

(73)身分事項:配偶者(入籍)の編集をする。

(82)養母に入力があり、かつ養母の外国人区分 ＝ 0:日本人である(YES,NO)

(78)

YES [7.1]

(79)養父に入力があり、かつ養父の外国人区分 ＝ 0:日本人である(YES,NO)

(80)養父の編集

処理名 0.0 本紙　4/4

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

作成者

入力確認(養子縁組届)

(63)→(64)へ

[5.1]YES

NO

要件定義ワークシート

NO

(84)→(85)へ

YES

NO

を編集･出力する

YES

NO

NO

(77)在外送付区分 ＝ 0又は2である(YES,NO)

[6.1]

(76)→(77)へ

[6.1]

[6.2]

(68)新戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)

(69)身分事項:配偶者(入籍)の編集をする。

YES

(64)単独縁組でかつ筆頭者である養子(女)には配偶者がいる(YES,NO)

YES

(66-4)→(67)へ

(67)戸籍変動区分 ＝ 4(養子の戸籍に変動がない)である((YES,NO)

(81)→(82)へ

/

(65)配偶者の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(67-1)→(68)へ

改訂日付

備考

版

5/67平成11年 3月 1日 14

NO

NO

YES

NO (71)養子(女)の配偶者は日本人である(YES,NO)

NO (70)→(77)へ

(66-2)養子(女)の配偶者について中間ファイル(30条12第1項)

(66-3)→(67)へ

(72)新戸籍の編製場所は管内である(YES,NO)

[9.5]

(67-2)身分事項:配偶者(除籍)の編集をする。

(66)養子(女)の配偶者は本籍人である(YES,NO)

YES

(66-1)養子(女)の配偶者は在外選挙人である(YES,NO)

YES

(62)身分事項:養子(入籍)の編集をする。

※サンプル提示

附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合の処理(66-
1)(66-2)(66-3)(66-4)
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/

/

/

/

/

/

(97)審査(養子縁組)に制御を渡す

/

/

(106)エラー履歴表示に制御を渡す

PF5

[7.5]

(88)養女に入力があり、かつ養女の外国人区分 ＝ 0:日本人である(YES,NO)

(93)処分決定に制御を渡す

(89)養女の編集

(91)養子(女)の配偶者に入力があり、かつ配偶者外国人区分 ＝ 0:日本人である(YES,NO)

(90) → (91)へ

(92)配偶者の編集

(86)養子の編集

(87) → (88)へ

YES

NO

YES

(99)前ページ分の｢養子縁組届｣画面を編集･出力する

その他

YES

NO

PF8

YES

(105)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

(104)動画面を編集する(103)次ページ分の｢養子縁組届｣画面を編集･出力する

(88)養子に入力があり、かつ養子の外国人区分 ＝ 0:日本人である(YES、NO)

NO

PF11

(107)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

　→

(108)動画面を編集する

作業名

平成31年 3月 1日

(100)同画面を編集する

(102)次ページがあるか(ある:YES、なし:NO)

(101)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

　→

　→

(96)届出選択に制御を渡す

　→ (95)業務選択に制御を渡す

NO

NO (94) → 

PF2

[7.3]

[7.4]

備考0.0 本紙 4-1/4

入力確認(養子縁組届) 平成 6年12月 1日

NO

(98)前ページがあるか(ある:YES、なし:NO)

処理名

第7
2

(5) システム化調査研究会

PF7

PF1

YES

頁

6/67

版
要件定義ワークシート

作成者 改訂日付作成日付

2.1
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データ編集表

1.0確認画面(養子縁組届)表示(1/9)

養子縁組届(前提入
力)
 確認画面

記号名

入力確認(養子縁組届)

処理名

名称

システム化調査研究会

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)

作業名

養女と養父区分

養子と養母区分
縁組形態区分

縁組形態区分 ＝ 11,13の時、
'養女と養母が既に縁組している場合は養
母氏名を入力して下さい'を表示
縁組形態区分 ＝ 9,14の時、
'養女と養父が既に縁組している場合は養
父氏名を入力して下さい'を表示

受取側

養女と養母区分

養親配偶者氏名2

縁組形態名称

表示1

養親配偶者氏名1

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

画面ID

システム日付

項目

養子と養父区分

表示2

養親配偶者氏名2

頁

1平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

作成日付 改訂日付 版

←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側

備考

記号名

出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

作成者

(受取側)養子縁組届画面

7/67

画面ID

有縁組形態区分

養親配偶者氏名1

システム日付

1,3,7,9,10,13,14,15の時'Y'移送

2,3,8,11,12,13,14,15の時'Y'移送

4,6,7,10,11,12,13,15の時'Y'移送

縁組形態区分 ＝ 1,4,7の時、
'養父の配偶者が既に縁組している場合は
養母氏名を入力して下さい'を表示
縁組形態区分 ＝ 2,5,8の時、
'養母の配偶者が既に縁組している場合は
養父氏名を入力して下さい'を表示
縁組形態区分 ＝ 9,10の時、
'養子と養母が既に縁組している場合は養
母氏名を入力して下さい'を表示
縁組形態区分 ＝ 11,12の時、
'養子と養父が既に縁組している場合は養
父氏名を入力して下さい'を表示

5,6,8,9,10,12,14,15の時'Y'移送

中間ファイル(届書)
事件別

受 付受 付事件本人
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出張所番号

システム日付

受領番号

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名

処理日

発送元

在外送付区分

入力確認(養子縁組届)

処理日

発送元

受領日

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

改訂日付

受取側

処理名 1.0確認画面(養子縁組届)表示(2/9)

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

送付日

受領番号

システム日付

←　(引渡側)中間ファイル(届書)/共通(受取側)養子縁組届画面

作成日付

画面ID

備考
出力形態

Z 9 . ,

中間ファイル(届書)
共通

届区分

郵送日

本非区分

画面ID

郵送日

報告区分

出張所番号

1

版

受領日

8/67

頁作成者

システム化調査研究会

本非区分

送付日

養子縁組届 (その1)
～(その4)
 確認画面

在外送付区分

受 付受 付事件本人
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出力形態

Z 9 . ,

引渡側

システム化調査研究会

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)

処理名 1.0確認画面(養子縁組届)表示(3/9) (受取側)養子縁組届画面

9/67平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

DB･ファイル名
画面名称

項目

改訂日付

養子縁組届 (その1)
 確認画面

名称 記号名名称

項目
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

有
養子の配偶者区分

有

養子の筆頭者氏名

養子の世帯主氏名

養子の外国人区分

データ編集表
版 頁

有

有

養子の本非区分

養子の母氏名

養子の父氏名

養子の住所

作成日付作成者

養子の生年月日

養子の父氏名

養子の筆頭者区分

養子の筆頭者

養子の続柄コード

養子の外国人区分

養子の生死区分

記号名

養子の筆頭者氏名

養子の婚姻区分

養子の配偶者区分

養子の母氏名

養子の生年月日

養子の筆頭者区分

有

養子の漢字氏名

養子の本非区分

養子の生死区分

養子の漢字氏名

作業名

入力確認(養子縁組届)

養子のカナ氏名

養子の本籍コード

養子の本籍

1

備考

養子の世帯主氏名

中間ファイル(届書)
事件別

養子の本･国籍

養子の住所

養子のカナ氏名

養子の婚姻区分

養子の住所コード

受取側

養子の続柄

養子の配偶者

養子の続柄コード
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養女の婚姻区分

平成 6年12月 1日

有

養女の筆頭者区分

養女の続柄コード

有

養女の父氏名

改訂日付作成者 作成日付

養女の母氏名

システム化調査研究会

1.0確認画面(養子縁組届)表示(4/9)

記号名

養女の筆頭者区分

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,

監護者の有無

DB･ファイル名
画面名称

養女の生死区分

養子縁組届 (その1)
 確認画面

養女の本･国籍

養女の住所

養女の世帯主氏名

養女の住所

養女の本籍コード

養女の生年月日

養女の配偶者区分

1 10/67令和　年　月　日

養女の本籍

養女のカナ氏名

版

養女の外国人区分

備考

有

中間ファイル(届書)
事件別

項目

(受取側)養子縁組届画面

名称 名称

養女の外国人区分

データ編集表
作業名

処理名

頁

記号名

引渡側

入力確認(養子縁組届)

受取側

第7
2

(5)

項目DB･ファイル名
画面名称

養女の婚姻区分

←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

有

有

監護者の有無

養女の筆頭者氏名

養女の配偶者区分

養女の続柄

養女の父氏名

養女の筆頭者氏名

養女の世帯主氏名

養女の続柄コード

養女の本非区分

養女の生年月日

養女の漢字氏名

養女の母氏名

養女の住所コード

養女の筆頭者

養女の配偶者

養女の漢字氏名

養女のカナ氏名

養女の生死区分

養女の本非区分
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備考
出力形態

Z 9 . ,

版

11/67

頁

1入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

作成日付 改訂日付作成者

引渡側

項目

処理名

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

受取側

名称

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

養父の配偶者

養父の筆頭者区分

有

データ編集表

有

作業名

養父の生年月日

有

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

養父の住所コード

養父の漢字氏名

養父の本籍

養父の本非区分

養子縁組届 (その2)
 確認画面

養父の本･国籍

養父の漢字氏名

名称

養父の筆頭者氏名

養父の世帯主氏名

養父の配偶者区分

養父の生死区分

記号名 記号名

養父の生年月日

有

養父の本籍コード

養父の住所

養父の世帯主氏名

養父の外国人区分

第7
2

(5)

養父のカナ氏名

養父の生死区分

養父の筆頭者

養父の配偶者区分

中間ファイル(届書)
事件別

養父のカナ氏名

養父の外国人区分

養父の筆頭者氏名

(受取側)養子縁組届画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

養父の筆頭者区分

1.0確認画面(養子縁組届)表示(5/9)

養父の本非区分

養父の住所
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備考項目

記号名

(受取側)養子縁組届画面

平成 6年12月 1日システム化調査研究会

作成日付

←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

作成者 改訂日付

1 12/67令和　年　月　日

版

有

頁

項目 DB･ファイル名
画面名称 名称

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

養母の筆頭者

養母の筆頭者区分

受取側

DB･ファイル名
画面名称

養母の生年月日

養母の生死区分

有

養母の漢字氏名

養母の住所

養母の筆頭者氏名

処理名 1.0確認画面(養子縁組届)表示(6/9)

名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

引渡側

養母の配偶者区分

中間ファイル(届書)
事件別

養母の生死区分

養母の漢字氏名

養母の世帯主氏名

養母のカナ氏名

養母の外国人区分養子縁組届(その2)
 確認画面

養母の筆頭者氏名

養母の本･国籍

養母の住所

作業名

入力確認(養子縁組届)

養母の配偶者区分

養母の外国人区分

養母の本非区分養母の本非区分

養母の世帯主氏名

養母の筆頭者区分

養母の配偶者

養母の本籍コード

養母の本籍

養母の住所コード 有

養母の生年月日

養母のカナ氏名

有
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作業名

DB･ファイル名
画面名称

作成日付

代諾者資格2

届出人生年月日1

届出人国籍1

〃

〃

代諾者生年月日1

代諾者国籍1 項目に入力がある場合移送する

届出人資格コード1

代諾者氏名1

項目に入力がある場合移送する

〃

届出人資格コード2に入力がある時
'0'をセットする

〃

代諾者資格1

届出人氏名2

届出人資格コード1

代諾者コード2

中間ファイル(届書)
事件別

代諾者コード1

縁組方式

代諾者資格1に入力がある時'1'を
セットする

届出人資格コード2

届出人氏名1

届出人氏名1

項目に入力がある場合移送する

代諾者コード1

届出人資格コード2 届出人資格コード2

後見人縁組区分

養子縁組届(その3)
 確認画面

届出人氏名1

1.0確認画面(養子縁組届)表示(7/9)

戸籍変動区分

同一戸籍縁組区分

届出人氏名2

証書提出日

項目

受取側

入籍する戸籍
または新しい戸籍

DB･ファイル名
画面名称 名称

データ編集表

裁判確定日裁判確定日

縁組成立日

第7
2

(5)

入籍する戸籍
または新しい戸籍

縁組成立日

戸籍変動区分

平成 6年12月 1日

引渡側

入籍する戸籍
または新しい戸籍の筆
頭者

記号名

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

項目

←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

備考

入籍する戸籍
または新しい戸籍の筆
頭者

記号名

処理名 (受取側)養子縁組届画面

項目に入力がある場合移送する

届出人資格コード1に入力がある時
'0'をセットする

13/67

出力形態

Z 9 . ,

縁組方式

受領日

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

名称

1

作成者 頁

令和　年　月　日

改訂日付

〃

縁組方式 ≠ スペースの時移送

届出人資格コード1

版

同一戸籍縁組区分

後見人縁組区分
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14/67

作成日付 改訂日付 版 頁

養子縁組届(その3)
 確認画面

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日
データ編集表

作業名

システム化調査研究会

作成者

記号名

処理名 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

引渡側

1

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

備考

名称

出力形態

Z 9 . ,

1.0確認画面(養子縁組届)表示(8/9) (受取側)養子縁組届画面

届出人氏名2

受取側

〃

第7
2

(5)

記号名

届出人生年月日2 代諾者生年月日2

代諾者氏名2

名称

入力確認(養子縁組届)

代諾者国籍2

届出人資格コード2に入力がある時
'1'をセットする

項目に入力がある場合移送する

項目に入力がある場合移送する

中間ファイル(届書)
事件別

代諾者コード2

届出人国籍2
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令和　年　月　日

配偶者の住所

配偶者父氏名

配偶者の生年月日

版

1.0確認画面(養子縁組届)表示(9/9)

データ編集表

(受取側)養子縁組届画面

平成 6年12月 1日 1

配偶者父氏名

作成者

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

作業名

←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

配偶者の配偶者区分

記号名

改訂日付 頁

15/67

備考

配偶者の生年月日

配偶者住所

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
項目DB･ファイル名

画面名称

作成日付

名称

項目DB･ファイル名
画面名称

処理名

第7
2

(5)

記号名

受取側

名称

養子縁組届(その4)
 確認画面

配偶者のカナ氏名

配偶者の漢字氏名

配偶者母氏名

配偶者続柄コード

配偶者の外国人区分配偶者の外国人区分

配偶者の配偶者区分

配偶者筆頭者区分

配偶者続柄コード

配偶者母氏名

配偶者筆頭者区分

中間ファイル(届書)
事件別
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※1 ※1 ※2 ※2

○ ○ - - ○ - - ○ ○ 養子 養親 養子

5.1 4.3 5.2

○ ○ - - ○ ○ ○ ○ 養子

5.2

○ ○ - - ○ ○ ○ ○ 養子

5.2

○ ○ - - ○ - - ○ 養子

5.3

○ ○ - - ○ - - ○ ○ - 養子

5.2

○ ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ 養子 養親 養子

5.1 4.3 5.2

○ ○ - - ○ - - ○ ○ 養子 養親 養子

5.1 4.3 5.2

○ ○ - - ○ ○ ○ ○ 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ - - ○ ○ ○ ○ 養子

5.2

○ ○ - - ○ - - ○ 養子

5.3

○ ○ - - ○ - - ○ ○ - 養子

5.2

○ ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ 養子 養親 養子

5.1 4.3 5.2

無

版作成者

システム化調査研究会入力確認(養子縁組届) 平成 6年12月 1日

頁

10 16/67

作成日付 改訂日付

平成18年 3月 1日

夫
婦
縁
組

構成 配偶者

第7
2

(5)

作業名
補足説明書

単
身
縁
組

婚
姻
中

処理名 2.0戸籍編製マトリックス表(1/8)

養親養子

同
一
戸
籍

養親の戸籍 新
戸
籍
編
製

配
偶
者

外
国
人

養子の戸籍

変
動
な
し

8.1.1
有

日本人

本籍 構成

1

2

養親 4.2 ※

全
部
除
籍

無
国
籍 A.2

8.0
D.1

筆
頭
者

日本人

本
籍
人

項
番

本
籍
人

非
本
籍
人

構
成
員

一
部
除
籍

外
国
人

全
部
除
籍

一
部
記
載

一
部
除
籍

生
存
配
偶
者

構
成
員

筆
頭
者
･
配
偶
者

変
動
な
し

養子5.1

※3

4.2

養親 5.2 ※ 養親4.1

養親

A.2
C.2

養子5.1

A.2
C.2

A.2
B.2
C.2

A.2
B.2
C.2

養親4.1

10

11

12

9

※養子･養親は、同籍なので二人の他に在籍者無しの場合、全除

3

4

8

8-1

6

7

5

4.2

養親4.1

養子5.1

養子5.1

養親4.1

養親

A.1
B.1
8.0
D.1

養親4.1

非
本
籍
人

単
身
縁
組

夫
婦
縁
組

他の在籍者本籍

養子5.1

受 付受 付事件本人
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※1 ※1 ※2 ※2

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.3

○ ○ ○ ○ - - - - ○ ○ 養親 養子

4.3 5.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - 養子

5.3

○ ○ ○ ○ - - - - ○ 養子

5.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ - 養子

5.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.3

○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ 養子 養親 養子

5.1 4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ - - ○ 養子

5.3

○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - 養子

5.2

17/67

処理名

改訂日付第7
2

(5)
補足説明書

平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日

版

10

作業名 作成者 作成日付

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

全
部
除
籍

養子

構
成
員

婚
姻
中

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

一
部
除
籍

筆
頭
者

日本人

本籍他の在籍者

有 無

外
国
人

本籍 構成 配偶者

外
国
人

単
身
縁
組

構
成
員

筆
頭
者
･
配
偶
者

日本人

本
籍
人

非
本
籍
人

無
国
籍

養親4.1

養子5.1

22

非
本
籍
人

本
籍
人

単
身
縁
組

配
偶
者

生
存
配
偶
者

23

24

21

16

17

18

19

13

13-1

14

養親

4.2

15

養親

A.1
B.1
8.0
D.1

※3

構成

新
戸
籍
編
製

変
動
な
し

A.2
C.2

A.2
8.0
D.1

A.2
B.2
C.2

8.1.1A.2
C.2

同
一
戸
籍

養子の戸籍養親の戸籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

養親4.1

養子5.1

項
番

20

頁

夫
婦
縁
組

夫
婦
縁
組

2.0戸籍編製マトリックス表(2/8)

受 付事件本人
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※1 ※1 ※2 ※2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養子 養親 養子

5.1 4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ 養子 養親 養子

5.1 4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ - - ○ 養子

5.3

○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養子 養親 養子

5.1 4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - -

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ 養子

5.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

平成 6年12月 1日

作成者

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

作業名

平成18年 3月 1日

本籍

無
国
籍

2.0戸籍編製マトリックス表(3/8)

※3

新
戸
籍
編
製

10 18/67

一
部
除
籍

頁

養親の戸籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

A.2
8.0
D.1

構成

32

31

構成 配偶者

27

29

26

28

配
偶
者

生
存
配
偶
者

配偶者6.1

養子5.1

有 無

外
国
人

婚
姻
中

単
身
縁
組

養子5.2 養子5.1

配偶者6.1

配偶者6.1

他の在籍者

一
部
記
載

養子5.2

配偶者6.2

養子5.2

配偶者6.2

養子5.1

配偶者6.2

処理名

構
成
員

本
籍
人

非
本
籍
人

33

筆
頭
者

本籍

日本人

30

養親

34

単
身
縁
組

4.2

変
動
な
し

配偶者6.1

養子5.1

配偶者6.1

A.1
B.1
8.0
D.1

養子5.1

配偶者6.2

養子5.2

養子の戸籍

8.1.1A.2
B.2
C.2

全
部
除
籍

配偶者6.2

養親4.1

養子5.1

養親4.1

養子5.1

養子5.2

A.2
C.2

A.2
B.2
C.2

25

補足説明書
第7
2

(5)

作成日付

項
番

養子

一
部
除
籍

筆
頭
者
･
配
偶
者

外
国
人

同
一
戸
籍

構
成
員

日本人

養親

本
籍
人

非
本
籍
人

A.2
C.2

版改訂日付

35

36

37

夫
婦
縁
組

夫
婦
縁
組
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※1 ※1 ※2 ※2

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ 養親 養子

4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ 養子

5.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ - - - 養親 養子

4.3 5.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ - - - 養子

5.3

○ - - - - - ○ ○ 養親

4.3

○ - - - ○ ○ ○ 養親

4.3

○ - - - ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

○ ○ - - - - - - ○ ○ 養子 養親

5.1 4.3

○ ○ - - - - ○ ○ ○

筆
頭
者
･
配
偶
者

無
国
籍

外
国
人

本籍

養親の戸籍 養子の戸籍

頁作業名 作成者

A.2
B.2
C.2

構成

全
部
除
籍

変
動
な
し

8.1.1A.2
C.2

養子

※3

A.1
B.1
8.0
D.1

5.1

作成日付

同
一
戸
籍

一
部
除
籍

全
部
除
籍

養親

非
本
籍
人

平成 6年12月 1日

日本人

外
国
人 A.2

8.0
D.1

19/67

新
戸
籍
編
製

10

2.0戸籍編製マトリックス表(4/8)

平成18年 3月 1日

生
存
配
偶
者

改訂日付 版

婚
姻
中

5.1

養親

変
動
な
し

A.2
B.2
C.2

本
籍
人

4.2

5.1

A.2
C.2

一
部
除
籍

5.1

養子

養親4.1

養子5.1

養子

5.1

養子

一
部
記
載

筆
頭
者

補足説明書
第7
2

(5) システム化調査研究会

構
成
員

日本人

41

38

処理名

項
番

養子

入力確認(養子縁組届)

本
籍
人

単
身
縁
組

構
成
員

配
偶
者

配偶者 他の在籍者

有 無

非
本
籍
人

構成本籍

42

50

45

46

48

39

40

44

49

47

43

単
身
縁
組

養子

夫
婦
縁
組

夫
婦
縁
組
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※1 ※1 ※2 ※2

○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○ 養子 養親

5.1 4.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ - - - 養親

4.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ - - - - ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ - - - - ○ ○ 養子 養親

5.1 4.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ 養子 養親

5.1 4.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ 養親 養子

○ ○ 4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

○ ○ 4.3 5.2

構
成
員

無
国
籍

頁改訂日付作成日付

20/67

版

平成18年 3月 1日

養子

養子5.1

一
部
除
籍

※3

8.1.1A.2
B.2
C.2

A.1
B.1
8.0
D.1

新
戸
籍
編
製

全
部
除
籍

配偶者6.1

養子5.1

配偶者6.1

養子5.1

配偶者6.1

A.2
C.2

変
動
な
し

養子の戸籍養親の戸籍

養子

養子5.1

53

54

55

61

62

63

59

52

処理名

本籍

日本人

本
籍
人

本
籍
人

非
本
籍
人

単
身
縁
組

婚
姻
中有 無

単
身
縁
組

他の在籍者構成

第7
2

(5)

配偶者

項
番

養子

構
成
員

外
国
人

非
本
籍
人

筆
頭
者
･
配
偶
者

全
部
除
籍

一
部
記
載

養親

本籍

日本人

筆
頭
者

58

56

60

57

A.2
B.2
C.2

変
動
な
し

51

平成 6年12月 1日

一
部
除
籍

補足説明書
作業名 作成者

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

構成

外
国
人

配
偶
者

生
存
配
偶
者

2.0戸籍編製マトリックス表(5/8)

5.1

5.1

養親4.1

同
一
戸
籍 A.2

8.0
D.1

A.2
C.2

10

夫
婦
縁
組

夫
婦
縁
組
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※1 ※1 ※2 ※2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - 養子

○ ○ 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ 養子

○ ○ 5.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 養子

○ ○ 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

○ ○ 4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ 養親 養子

○ ○ 4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

○ ○ 4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - 養子

○ ○ 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ 養子

○ ○ 5.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 養子

○ ○ 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

○ ○ 4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ 養親 養子

4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - 養子

5.2

一
部
除
籍

外
国
人

一
部
除
籍

A.2
C.2

一
部
記
載

非
本
籍
人

本籍

養親の戸籍

本
籍
人

変
動
な
し

日本人

養親

構成

73

構成

婚
姻
中

項
番

単
身
縁
組

単
身
縁
組

69

71

70

67

筆
頭
者

64

日本人

第7
2

(5)
補足説明書

処理名

68

外
国
人

本籍

無

非
本
籍
人

本
籍
人

他の在籍者

筆
頭
者
･
配
偶
者

65

配偶者

構
成
員

同
一
戸
籍

全
部
除
籍

75

74

76

72

養子

66

構
成
員

入力確認(養子縁組届)

夫
婦
縁
組

夫
婦
縁
組

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日

版作成者 作成日付 改訂日付

10

養子

5.1

5.1

養子

5.1

5.1

養子

全
部
除
籍

A.2
C.2

新
戸
籍
編
製

養子の戸籍

8.1.1
A.1
B.1
8.0
D.1

変
動
な
し

2.0戸籍編製マトリックス表(6/8)

無
国
籍

5.1

有
配
偶
者

生
存
配
偶
者

養子

5.1

養子

※3

A.2
B.2
C.2

A.2
8.0
D.1

養子

5.1

養子

5.1

5.1

養子

養子

養子

5.1

A.2
B.2
C.2

5.1

21/67

作業名 頁

養子
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※1 ※1 ※2 ※2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ 養子

5.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ 養親 養子

4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ 養子

5.3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 養子

5.2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親 養子

4.3 5.2

○ ○ ○ ○ - - ○ - - ○ ○ 養親

○ ○ 4.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ 養親

○ ○ 4.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ 養親

○ ○ 4.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - ○ ○ 養親

4.3

5.1

養子

養子

5.1

5.1

養子

養子

78

82

処理名

81

80

項
番

77

配
偶
者

83

79

補足説明書

本
籍
人

2.0戸籍編製マトリックス表(7/8)

構
成
員

無

本籍 構成

22/67

養親の戸籍

一
部
記
載

新
戸
籍
編
製

単
身
縁
組

一
部
除
籍

非
本
籍
人

平成18年 3月 1日

作成日付

養子

変
動
な
し

全
部
除
籍

外
国
人

外
国
人

本籍

※3

8.1.1

養子

A.2
C.2

A.2
B.2
C.2

A.2
B.2
C.2

A.2
8.0
D.1

全
部
除
籍

婚
姻
中

作業名

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

作成者

10

養親

頁版改訂日付

養子の戸籍

同
一
戸
籍

日本人

他の在籍者

無
国
籍

日本人

単
身
縁
組

生
存
配
偶
者

配偶者

有

養子

第7
2

(5)

86

非
本
籍
人

筆
頭
者

5.1

養子

5.1

85

5.1

5.1

5.1

養子

本
籍
人

構
成
員

5.1

変
動
な
し

A.2
C.2

筆
頭
者
･
配
偶
者

A.1
B.1
8.0
D.1

84

88
5.1

養子

夫
婦
縁
組

夫
婦
縁
組

87

5.1

養子

構成

一
部
除
籍

養子

89
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※1 ※1 ※2 ※2

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

○ - - ○ - - ○ ○ 養親

4.3

○ - - ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

○ - - ○ ○ ○ ○ ○ 養親

4.3

改訂日付第7
2

(5)
補足説明書

版

養子

5.1

作成者 作成日付

有 無

配偶者

90

平成18年 3月 1日

頁

単
身
縁
組

項
番

平成 6年12月 1日

他の在籍者

23/67

養子の戸籍

一
部
記
載

婚
姻
中

非
本
籍
人

本籍

養親の戸籍

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

養子

変
動
な
し

　※1 夫婦縁組の場合、該当する戸籍編製に対応するデータ編集をおのおの夫と妻の2人分行う。
　※2 配偶者はC.2のみ
　※3 新戸籍編製の場所が管内の場合のみ新戸籍編製の処理を行う。又、配偶者は8.0,D.1のみ。
　※4 養子が非本籍人の場合、入籍する戸籍又は新戸籍の編製場所が管外の場合は養子の戸籍編製を省き、なおかつ養親も非本籍人の場合は、養親の戸籍編製も省く。

　※A.1,A.2,B.1,B.2,C.2,D.1はひな型のデータ編集を参照。それ以外はシステム環境仕様書(1頁目)の4.機能体系のデータ編集を参照(8.0は養子と養親で8.1と8.2に分かれる)

91

92

93

94

養子

筆
頭
者

処理名 2.0戸籍編製マトリックス表(8/8)

配
偶
者

本
籍
人

非
本
籍
人

一
部
除
籍

A.2
8.0
D.1

5.1

同
一
戸
籍

変
動
な
し

無
国
籍

日本人

筆
頭
者
･
配
偶
者

構
成
員

全
部
除
籍

日本人

夫
婦
縁
組

夫
婦
縁
組

単
身
縁
組

生
存
配
偶
者

外
国
人

外
国
人

本
籍
人

本籍 構成

構
成
員

8.1.1A.2
C.2

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

A.2
C.2

作業名

A.2
B.2
C.2

養親

10

A.1
B.1
8.0
D.1

※3

新
戸
籍
編
製

構成
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改訂日付

平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 24/67

作成日付 版

16

頁

入力確認(養子縁組届)

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通処理名

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

作成者

3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力

システム化調査研究会

受領番号

備考

引渡側受取側

名称 名称

0301'

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

出張所番号

受付事件コード

受付日

← (引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮受
付)
共通(1/2)

記号名記号名

項目項目 DB･ファイル名
画面名称

受領番号

許可日

関連受領番号

事件発生時分

事件発生日時

発日

本非区分

渉外区分

指示日

中間ファイル(届書)

事件発生日

受理送付区分

収日

郵送日

届出人資格区分1

届出人資格名称1

送付日 ≠ スペースの時、送付日移送

送付日 ＝ スペースの時、受領日移送

裁判確定日 ≠ スペースの時、裁判確定日
を移送

縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組成立日
を移送

移送項目なし

出張所番号

受理送付区分

送付日

受領日

裁判確定日

縁組成立日

本非区分

渉外区分

郵送日

有届出人資格区分1

①代諾者コード1又は2に入力がある場合

届出人資格区分1、2の編集方法
 < 代諾者国籍に入力が無い場合 >
 1→16、2→17、10→19、11→20、93→22
に変換して移送する
 < 代諾者国籍に入力がある場合 >
 そのまま移送する

発送日

中間ファイル(仮受
付)

届出人資格コード1

受 付受 付事件本人
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DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル(仮受
付)
共通(2/2)

届出人氏名1

届出人資格名称2

届後本籍区分

届書送付目録区分

証書提出区分

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力

名称 記号名

入力確認(養子縁組届)

作成日付

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通

有

入籍する戸籍
または新しい戸籍の筆
頭者

入籍する戸籍
または新しい戸籍コー
ド

DB･ファイル名
画面名称

作業名

名称

← (引渡側)中間ファイル(届書)

送達確認1

届後戸籍の筆頭者

受取側

項目

第7
2

(5)
データ編集表

中間ファイル(届書)

決裁区分

処分区分

届出人氏名2

届後本籍

中間ファイル(仮受
付)

届出人資格区分2

届後本籍コード

届出人氏名2(備考欄
参照)

届出人氏名1(備考欄参照)

項目

作成者

入籍する戸籍
または新しい戸籍

届出人資格区分2

届出人氏名1,2の編集方法
①代諾者コード1または2に入力がある場合
データ編集表の通り、それぞれ届出人氏名1,2を移送
する。(代諾者国籍の有無に関係しない)

②代諾者コード1かつ2に入力がない場合
　届出人コード1が10,11,13の場合、
　届出人コードをそのまま移送する。
　届出人コード ＝ 10の場合｢養父氏名｣
　届出人コード ＝ 11の場合｢養母氏名｣
　届出人コード ＝ 13の場合｢養子氏名｣又は｢養女氏
名｣を移送する。

届出人資格コード2

引渡側

記号名

中間ファイル(届書)

システム化調査研究会

版改訂日付 頁

ファイル仕様書参照

届後本籍が非本籍でかつ、在外送付
区分が0の時、1を移送
それ以外は0を移送

縁組成立日 ≠ スペースの時、1を移
送上記以外のとき、0を移送

平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 25/67

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

備考

〃

項目に入力がある場合移送

戸籍変動区分 ＝ 1の場合'1'を移送
戸籍変動区分 ＝ 2又は3の場合、'2'
を移送

受 付受 付事件本人
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頁

養父:08
養母:09
養子:10
養女:11

平成10年 2月27日 2

出力形態

Z 9 . ,

作成日付 改訂日付 版

平成 6年12月 1日

カナ氏名カナ氏名

漢字氏名

中間ファイル(届書)

生年月日

作成者

DB･ファイル名
画面名称 記号名

3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力

届出人区分

項目

← (引渡側)中間ファイル(届書)

受領番号

処理名

行番号

受取側

入力確認(養子縁組届)

DB･ファイル名
画面名称 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名

引渡側

名称

(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人

システム化調査研究会

項目

事件本人区分

受領番号中間ファイル(仮受
付)
事件本人(1/2)

漢字氏名

生年月日

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

養父の漢字氏名
養母の漢字氏名
養子の漢字氏名
養女の漢字氏名

養父の生年月日
養母の生年月日
養子の生年月日
養女の生年月日

養父、養母の場合

 縁組方式 ≠ スペースかつ　外国人

の場合は'0'を移送する

 それ以外は'1'を移送する

養子、養女の場合

 代諾者資格1,2に入力がある場合は

'0'を移送する

代諾者資格1,2に入力がない場合

 縁組方式 ≠ スペースかつ外国人の

場合は'0'を移送する

 それ以外は'1'を移送する

養父のカナ氏名
養母のカナ氏名
養子のカナ氏名
養女のカナ氏名

26/67

備考
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中間ファイル(届書)

2平成10年 2月27日入力確認(養子縁組届)

引渡側

本籍コード

受取側

処理名

DB･ファイル名
画面名称名称

第7
2

(5)

作業名

3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力

データ編集表

中間ファイル(仮受
付)
事件本人(2/2)

送達確認2

改訂日付

本籍

筆頭者

名称

養父の本籍コード
養母の本籍コード
養子の本籍コード
養女の本籍コード

養父の本籍
養母の本籍
養子の本籍
養女の本籍

養父の本籍の筆頭者
養母の本籍の筆頭者
養子の本籍の筆頭者
養女の本籍の筆頭者

本籍が非本籍でかつ、在外送付区分
が0の時1を移送、
それ以外は0を移送

← (引渡側)中間ファイル(届書)

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,

頁

(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人

作成日付

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

作成者

27/67

　※仮受付の事件本人を該当事件本人分出力する

　※出力順序
　　1.養親の後に養子
　　2.夫婦縁組の場合は、1の順序でなおかつ養父、養母、養子、養女の順に出力する

版

DB･ファイル名
画面名称 記号名

備考

記号名

本籍

筆頭者

項目 項目

本籍コード
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← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 28/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)入籍

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)入籍(1/2)

個人番号
中間ファイル
(届書)

養父個人番号

行番号

養子

養子氏名 養子の漢字氏名

外国の
方式

縁組の方式

養父の時、養父個人番号

養母個人番号 養母の時、養母個人番号

出力区分 0:可

'0301'

記録コード '0302'

タイトルコード

事件発生日

裁判確定日

縁組成立日

受領日

裁判確定日 ≠ スペースの時、裁判確定
日を移送

縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組成立
日を移送

裁判確定日&縁組成立日 ＝ スペースの時
受領日を移送

管掌者コード

縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組
成立日
縁組成立日 ＝ スペースの時、受領
日を移送

共同縁組者資格 入籍では不使用

共同縁組者資格名称

縁組日
縁組成立日
受領日

養子の生年月日 養子の生年月日

項目に入力がある場合移送

養子の国籍 養子の本籍 入籍では不使用

養女の本籍 入籍では不使用

〃

養子氏名 養女の漢字氏名

縁組方式

〃

養子の戸籍 〃

養子の生年月日 養女の生年月日

養女

〃

項目に入力がある場合移送

養子の国籍

証書提出日 受領日 〃

受 付受 付事件本人
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← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 29/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)入籍

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)入籍(2/2) 代諾者

1

代諾者資格 中間ファイル
(届書)

代諾者資格1

代諾者の国籍 代諾者国籍1

代諾者
2

代諾者資格 代諾者資格2

代諾者氏名 代諾者氏名2

発送元

従前戸籍(筆頭
者)

養父の筆頭者氏名

〃

代諾者氏名 代諾者氏名1 〃

入籍では不使用

代諾者資格名称

〃

代諾者の生年月日 代諾者生年月日1 〃

〃

代諾者資格名称 〃

〃

代諾者の国籍 代諾者国籍2 〃

〃

〃

送付
送付を受けた日 送付日 項目に入力がある場合移送

受理者

代諾者の生年月日 代諾者生年月日2

養母の筆頭者氏名

〃

入戸籍

従前戸籍(本
籍)

養父の本籍 縁組形態区分 ＝ 1又は4の場合、
 養父の本籍と養父の筆頭氏名を移送
縁組形態区分 ＝ 2又は5の場合、
 養母の本籍と養母の筆頭者氏名を移
送

養母の本籍

入籍日 処理日

入籍では不使用

除戸籍 新本籍
入籍する戸籍

〃
または新しい戸籍

養子の従前戸籍

〃
または新しい戸籍

特記事項

養子の新本籍
入籍する戸籍

受 付受 付事件本人
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← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 30/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)除籍

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)除籍(1/2)

個人番号
中間ファイル
(届書)

養父個人番号

行番号

養子

養子氏名 養子の漢字氏名

外国の
方式

縁組の方式

養父の時、養父個人番号

養母個人番号 養母の時、養母個人番号

出力区分 0:可

'0301'

記録コード '0302'

タイトルコード

事件発生日

裁判確定日

縁組成立日

受領日

裁判確定日 ≠ スペースの時、裁判確定
日を移送

縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組成立
日を移送

裁判確定日&縁組成立日 ＝ スペースの時
受領日を移送

管掌者コード

縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組
成立日
縁組成立日 ＝ スペースの時、受領
日を移送

共同縁組者資格 除籍では不使用

共同縁組者資格名称

縁組日
縁組成立日
受領日

養子の生年月日 養子の生年月日

項目に入力がある場合移送

養子の国籍 養子の本籍 除籍では不使用

養女の本籍 除籍では不使用

〃

養子氏名 養女の漢字氏名

縁組方式

〃

養子の戸籍 〃

養子の生年月日 養女の生年月日

養女

〃

項目に入力がある場合移送

養子の国籍

証書提出日 受領日 〃
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← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 31/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)除籍

〃

代諾者氏名 代諾者氏名1 〃

除籍では不使用

代諾者資格名称

代諾者資格 中間ファイル
(届書)

代諾者資格1

代諾者の国籍 〃

代諾者の生年月日 代諾者生年月日1 〃

代諾者国籍1

〃

代諾者資格名称 〃

代諾者資格 代諾者資格2

〃

代諾者の国籍 代諾者国籍2 〃

代諾者氏名 代諾者氏名2

〃

〃

送付
送付を受けた日 送付日 項目に入力がある場合移送

受理者

代諾者の生年月日 代諾者生年月日2

代諾者
2

発送元

除籍では不使用

養子の従前戸籍 〃

入戸籍 従前戸籍

項目に入力がある場合移送

除籍では不使用

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)除籍(2/2) 代諾者

1

除籍日 処理日

特記事項

または新しい戸籍

養子の新本籍
入籍する戸籍

除戸籍 新本籍
入籍する戸籍

または新しい戸籍
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 32/67

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録

第7
2

(5)
データ編集表

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)記録(1/3)

個人番号
中間ファイル
(届書)

養父個人番号

タイトルコード

出力区分

養子の国籍 養子の本籍

養子の漢字氏名

養子の生年月日 養子の生年月日

養父の時、養父個人番号

養母個人番号 養母の時、養母個人番号

行番号

0:可

'0301'

記録コード '0302'

事件発生日
裁判確定日
縁組成立日
受領日

裁判確定日 ≠ スペースの時、裁判
確定日
縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組
成立日
裁判確定日&縁組成立日 ＝ スペース
の時、受領日をそれぞれ移送

管掌者コード

縁組形態区分 ＝ 3,6,10,12～15の場
合
かつ、
 養父の時、7:'妻'を移送
 養母の時、6:'夫'を移送

共同縁組者資格名称

養子

養子氏名

共同縁組者資格

養父の時、縁組形態区分
が,3,7,9,10,13～15の時移送、
あるいは、
養母の時、縁組形態区分が2,3,8,11
～15の時移送

養子が外国人の場合移送

　〃　でかつ、

縁組日
縁組成立日
受領日

裁判確定日 ＝ スペースの場合、
 縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組成立
日
 縁組成立日 ＝ スペースの時、受領日を
移送

裁判
縁組の
裁判確定日

裁判確定日 ≠ スペースの時移送
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代諾者の生年月日

版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 33/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

〃　でかつ、養女が外国人の場合移
送

養父の時、縁組形態区分が4,6,7,10
～13,15の時移送、
あるいは、
養母の時、縁組形態区分が5,6,8～
10,12,14,15の時移送

養子の国籍 養女の本籍

養子氏名

中間ファイル
(届書)

養女の漢字氏名

養子の戸籍 養子の本籍

外国の
方式

戸籍変動区分 ＝ 4の時でかつ、
 同一戸籍縁組 ≠ 1でかつ、
　養子に入力がある時
　養子の本籍と筆頭者氏名を移送
 又は、養女に入力がある時、
　養女の本籍と筆頭者氏名を移送

(本籍) 養女の本籍

養子の戸籍 養子の筆頭者氏名

養子の生年月日 養女の生年月日

養女

(筆頭者) 養女の筆頭者氏名

項目に入力がある場合移送
(養子が外国人の時のみ設定)

証書提出日 受領日
縁組方式 ≠ スペースの時移送
(養子が外国人の時のみ設定)

縁組の方式 縁組方式

代諾者
1

代諾者資格 代諾者資格1

代諾者氏名1(備考欄参照)

代諾者生年月日1

代諾者資格名称

代諾者氏名

代諾者氏名 代諾者氏名2(備考欄参照)

代諾者の国籍 代諾者国籍1

代諾者資格名称

代諾者の生年月日 代諾者生年月日2

代諾者
2

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)記録(2/3)

代諾者資格 代諾者資格2

代諾者の国籍 代諾者国籍2

養子が外国人の時のみ移送

養子が外国人で戸籍に記録されないた
め、代諾者情報は日本人養父母に記録す
る。
代諾者が帰化して日本人となっている場
合でも｢親権者父母｣と統合せずに、その
まま代諾者1と2を移送する。
(国籍が日本の場合、国籍欄と生年月日欄
は空欄で構わない)。
代諾者氏名1,2の編集内容。
 < 代諾者国籍に入力が無い場合 >
代諾者氏名は移送しない(記録不要)。
 < 代諾者国籍に入力がある場合 >
データ編集表の通り、それぞれ代諾者氏
名1と2を移送する。
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 34/67

許可日

送付
送付を受けた日

← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名

裁判確定日に入力がある場合移送
届出人資格コード1が13又は
届出人資格コード1,2が13の時のみ移
送する

届出人資格名称 届出人資格コード1 有

項目に入力がある場合移送

4.3中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録

裁判確定日に入力がある場合移送

届出人

届出人資格 届出人資格コード1

届出日 受領日

受理者 発送元 〃

送付日

養女の本籍

養子の従前戸籍(筆頭者) 養子の筆頭者氏名

記録では不使用

養子の従前戸籍(本籍) 養子の本籍 戸籍変動区分 ＝ 3の時でかつ、
 養子の筆頭者区分 ＝ 1の場合、
  養子の本籍と養子の筆頭者氏名を
移送、あるいは、
 養女の筆頭者区分 ＝ 1の場合、
  養女の本籍と養女の筆頭者氏名を
移送

入戸籍 従前戸籍

養女の筆頭者氏名

除戸籍 新本籍
入籍する戸籍

記録では不使用
または新しい戸籍

養子の新本籍
入籍する戸籍

戸籍変動区分 ＝ 3の時移送
または新しい戸籍

記録日 処理日 項目に入力がある場合移送

特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)記録(3/3)
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(5)

記号名

DB･ファイル名
画面名称

項目

養女の時、養女個人番号

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

システム化調査研究会

裁判確定日

名称

0:可

裁判確定日 ≠ スペースの時、裁判確定
日を移送
縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組成立
日を移送
裁判確定日&縁組成立日 ＝ スペースの時
受領日を移送

頁

← (引渡側)中間ファイル(届書)

養子の時、養子個人番号

作成日付 版

令和　年　月　日

備考
出力形態

Z 9 . ,

1 35/67

改訂日付

記号名

引渡側

平成 6年12月 1日

項目に入力がある場合移送

　〃　でかつ、
養父が外国人の場合移送

縁組形態区分 ＝ 7,8,10,12～15の場
合かつ、
 養子の時、7:'妻'を移送
 養女の時、6:'夫'を移送

裁判

記録コード

共同縁組者資格名称

タイトルコード

管掌者コード

養父の漢字氏名

'0301'

'0301'

裁判確定日 ＝ スペースかつ、
 縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組
成立日を移送
 縁組成立日 ＝ スペースの時、受領
日を移送

養子の時、縁組形態区分が
1,3,7,9,10,13,14,15の時移送、
あるいは、
養女の時、縁組形態区分が
4,6,7,10～13,15の時移送

個人番号
中間ファイル
(届書)

裁判確定日
縁組成立日
受領日

事件発生日

養父の生年月日

養女個人番号

出力区分

養父の本籍

データ編集表
作業名

項目

5.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍処理名

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍(1/4)

受取側

縁組の
裁判確定日

養父氏名

養父の国籍

縁組日

養親

共同縁組者資格

縁組成立日
受領日

名称

行番号

作成者

養子個人番号

養父の生年月日

入力確認(養子縁組届)
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縁組方式 ≠ スペースの時移送する
証書提出者1,2と、証書提出者氏名1,2
は、項目に入力がある方を移送
①但し、証書提出者1,2は
 届出人資格コード1かつ2、又は
 代諾者資格1かつ2が
　1と 2の時→ 5:父母
 10と11の時→12:養父母
 16と17の時→18:親権者父母
 を証書提出者1に移送し、
 証書提出者氏名1と証書提出者2
 全部にスペースを移送
②上記以外はそのまま移送
 但し、届出人資格コード1かつ2、又は
 代諾者資格1かつ2が
 1(父)、2(母)、16(親権者父)、
 17(親権者母)の時、証書提出者氏名1,2
に氏名は移送しない

　〃　でかつ、

養母が外国人の場合移送

改訂日付

養子の時、縁組形態区分が2,3,8,11～15の時移
送、
あるいは、
養女の時、縁組形態区分が5,6,8～10,12,14,15
の時移送

頁

← (引渡側)中間ファイル(届書)

平成26年 3月 1日

作成者

36/67

備考

17

DB･ファイル名
画面名称

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍

項目に入力がある場合移送

縁組方式 ≠ スペースの時移送

戸籍変動区分 ＝ 3の時でかつ、
養父に入力がある時、
 養父の本籍と養父の筆頭者氏名を移
送
養父に入力がない時、
 養母の本籍と養母の筆頭者氏名を移
送

縁組方式かつ、裁判確定日に入力がな
く、代諾者項目に入力がある場合、次の
条件により移送する

第7
2

(5)

版

養母の漢字氏名

養父の本籍

受領日

記号名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,

証書提出者

受取側

氏名1

養母の国籍

記号名

作成日付

平成 6年12月 1日

届出人資格コード1

養母の筆頭者氏名

証書提出者

資格1

証書提出者

外国の
方式

証書提出日

縁組の方式

中間ファイル
(届書)

養母氏名

養親の戸籍(筆
頭者)

資格2

証書提出者

氏名2

代諾者資格

代諾者氏名1

代諾者資格2

資格名称2

項目

名称

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍(2/4)

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル
(仮戸籍)

養母の生年月日

養母の本籍

養親
養母の生年月日

養親の戸籍(本
籍)

データ編集表
作業名

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

引渡側

5.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力

届出人資格コード2

処理名

証書提出者

縁組方式

項目

証書提出者

証書提出者資格1

代諾者氏名2中間ファイル
(届書)

代諾者
1

中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

養母の本籍

証書提出者資格2

代諾者資格1

代諾者資格1

養父の筆頭者氏名

名称

資格名称1

届出人氏名2

有

届出人氏名1

有

 7-2-(5)-3-134



代諾者の生年月日

代諾者の生年月日

養子の筆頭者氏名

裁判確定日に入力がある場合移送

養子の本籍

発送元

縁組形態区分 ＝ 1～3の場合、
 養子の本籍と筆頭者氏名を移送
縁組形態区分 ＝ 4～6の場合、
 養女の本籍と筆頭者氏名を移送
縁組形態区分 ＝ 7～15でかつ、
 養子の筆頭者区分 ＝ 1の場合、
　養子の本籍と筆頭者氏名を移送
養女の筆頭者区分1の場合
　養女の本籍と筆頭者氏名を移送

項目に入力がある場合移送

〃

〃

養女の本籍

処理日

代諾者資格1,2の変換方法
(その他の項目はそのまま移送する)
①代諾者国籍に入力が無い場合
 a)代諾者資格1と2が1かつ2の時
　 代諾者1.代諾者資格 ＝ 18
　 代諾者資格1と2が16かつ17の時
　 代諾者1.代諾者資格 ＝ 18
　 を移送し、代諾者1.代諾者氏名～代諾者
2全部にスペースを移送
 b)代諾者資格1と2が1の時16,2の時17,10の
時19,11の時20を移送
　但し、代諾者資格1と2が
1(父),2(母),16(親権者父),17(親権者母)の
とき、代諾者氏名1,2に氏名は移送しない
 c)代諾者資格1が93の時22を移送
 d)a)～c)以外はそのまま移送する
②代諾者国籍に入力がある場合はそのまま
移送する

37/67

改訂日付 版

中間ファイル
(届書)

代諾者氏名2

代諾者生年月日2

名称

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍

備考

頁

17

DB･ファイル名
画面名称

項目

代諾者
1

データ編集表

届出人資格

届出日

送付日

中間ファイル
(届書)

受理者

代諾者資格2

代諾者氏名1

中間ファイル
(仮戸籍)

代諾者生年月日1

中間ファイル
(仮戸籍)

届出人資格コード1
　　　　+
届出人資格コード2

代諾者国籍2

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍(3/4)

従前戸籍(筆頭
者)

代諾者の国籍

送付を受けた日

入戸籍

従前戸籍(本
籍)

届出人

入籍日

届出人資格

代諾者資格名称

代諾者の国籍

代諾者資格

代諾者氏名

届出人資格名称

代諾者2
　代諾者資格

代諾者1
　代諾者資格

代諾者国籍1

有

送付

代諾者資格名
称

受領日

中間ファイル
(届書)

許可日

有

名称

出力形態

Z 9 . ,

引渡側

代諾者
2

入力確認(養子縁組届)

項目

代諾者氏名

作業名

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)

記号名

中間ファイル
(仮戸籍)

作成日付

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

← (引渡側)中間ファイル(届書)5.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力

受取側

処理名

システム化調査研究会 平成26年 3月 1日

記号名

作成者

平成 6年12月 1日

裁判確定日に入力がある場合移送
(養子が届け出た場合は移送しない)
届け出人資格コード1と2が10かつ11の
時、12:養父母を移送
届出人資格コード1のみ入力ありの場合は
届出人資格コード1のみ移送

養女の筆頭者氏名
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改訂日付

令和　年　月　日

版

1

頁

入籍では不使用

作成日付

平成 6年12月 1日

5.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

備考
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

記号名

システム化調査研究会

引渡側

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍

〃
除戸籍

38/67

新本籍

入籍戸籍

中間ファイル
(届書)

処理名

DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

作成者

入力確認(養子縁組届)

出力形態

Z 9 . ,

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍(4/4) 特記事項

項目

名称 記号名

DB･ファイル名
画面名称

受取側

名称
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個人番号

行番号

養子個人番号中間ファイル
(届書)

養父の本籍

養父の生年月日

'0301'

養子の時、養子個人番号

0:可

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

作成者

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

裁判確定日
縁組成立日
受領日

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

出力区分

DB･ファイル名
画面名称

5.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力

記録コード

裁判確定日

養親

縁組成立日
受領日

養子の時、縁組形態区分が
1,3,7,9,10,13,14,15の時移送、
あるいは、
養女の時、縁組形態区分が
4,6,7,10～13,15の時移送

養父が外国人の場合移送

裁判確定日 ＝ スペースかつ、
 縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組
成立日を移送
 縁組成立日 ＝ スペースの時、受領
日を移送

縁組形態区分 ＝ 7,8,10,12～15の場
合かつ、
 養子の時、7:'妻'を移送
 養女の時、6:'夫'を移送

〃　でかつ、

養父氏名 養父の漢字氏名

事件発生日

縁組日

養父の国籍

縁組の
裁判確定日

管掌者コード

裁判

受取側

処理名

記号名

タイトルコード

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(1/4)

養父の生年月日

共同縁組者資格

共同縁組者資格名称

名称

出力形態

Z 9 . ,

版

養女個人番号

備考
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

39/67令和　年　月　日平成 6年12月 1日

名称 記号名

頁

'0301'

項目に入力がある場合移送

裁判確定日 ≠ スペースの時、裁判確定
日を移送
縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組成立
日を移送
裁判確定日&縁組成立日 ＝ スペースの時
受領日を移送

作成日付 改訂日付

養女の時、養女個人番号

1

引渡側

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受 付受 付事件本人
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縁組方式かつ、裁判確定日に入力がな
く、代諾者項目に入力がある場合、次の
条件により移送する

40/67入力確認(養子縁組届)

養母の生年月日

証書提出者資格2

版

17平成26年 3月 1日

縁組方式 ≠ スペースの時移送する
証書提出者1,2と、証書提出者氏名1,2
は、項目に入力がある方を移送
①但し、証書提出者1,2は
 届出人資格コード1かつ2、又は
 代諾者資格1かつ2が
　1と 2の時→ 5:父母
 10と11の時→12:養父母
 16と17の時→18:親権者父母
 を証書提出者1に移送し、
 証書提出者氏名1と証書提出者2
 全部にスペースを移送
②上記以外はそのまま移送
 但し、届出人資格コード1かつ2、又は
 代諾者資格1かつ2が
 1(父)、2(母)、16(親権者父)、
 17(親権者母)の時、証書提出者氏名1,2
に氏名は移送しない

養母が外国人の時移送

項目に入力がある場合移送

戸籍変動区分 ＝ 3の時でかつ、
養父に入力がある時、
 養父の本籍と養父の筆頭者氏名を移送
養父に入力がない時、
 養母の本籍と養母の筆頭者氏名を移送

縁組方式 ≠ スペースの時移送

　　　 〃　　　　でかつ、

作業名

養母の漢字氏名

改訂日付

平成 6年12月 1日

項目

名称

システム化調査研究会

処理名

受取側

名称 記号名記号名

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

5.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力

第7
2

(5)
データ編集表

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

引渡側

養子の時、縁組形態区分が2,3,8,11～15
の時移送、
あるいは、
養女の時、縁組形態区分が
5,6,8～10,12,14,15の時移送

養父の本籍

受領日

養母の本籍

養父の筆頭者氏名

養母の筆頭者氏名

縁組方式

有

届出人氏名2

作成者 作成日付

養親

養親の戸籍

代諾者資格1

届出人資格コード2

代諾者資格2

代諾者氏名1

証書提出者資格1

有

代諾者氏名2

氏名1

中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

資格名称2

証書提出者

証書提出者

代諾者
1

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(2/4)

養親の戸籍

資格2

養母氏名

証書提出日

資格1

代諾者資格

氏名2

養母の本籍

外国の
方式

中間ファイル
(届書)

縁組の方式

(本籍)

中間ファイル
(仮戸籍)

届出人氏名1

証書提出者

証書提出者

証書提出者

養母の国籍

養母の生年月日

証書提出者

(筆頭者)

資格名称1

届出人資格コード1

代諾者資格1

頁

中間ファイル
(届書)

受 付受 付事件本人
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代諾者の生年月日

代諾者の生年月日

備考

17 41/67

版

出力形態

Z 9 . ,

代諾者資格1,2の変換方法
(その他の項目はそのまま移送する)
①代諾者国籍に入力が無い場合
 a)代諾者資格1と2が1かつ2の時
 代諾者1.代諾者資格 ＝ 18
 代諾者資格1と2が16かつ17の時
 代諾者1.代諾者資格 ＝ 18
 を移送し、代諾者1.代諾者氏名～代諾者2
全部にスペースを移送
 b)代諾者資格1と2が1の時16,2の時17,10の
時19,11の時20を移送
 但し、代諾者資格1と2が
1(父),2(母),16(親権者父),17(親権者母)の
とき、代諾者氏名1,2に氏名は移送しない
 c)代諾者資格1が93の時22を移送
d)a)～c)以外はそのまま移送する
②代諾者国籍に入力がある場合はそのまま
移送する

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

平成26年 3月 1日

改訂日付 頁作成者 作成日付

記号名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

入力確認(養子縁組届)

名称

項目項目

処理名

DB･ファイル名
画面名称

5.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力

システム化調査研究会

届出人資格名称

第7
2

(5)

受理者

代諾者資格名称

データ編集表
作業名

代諾者
1

代諾者の国籍

中間ファイル
(届書)

代諾者1

 代諾者資格

受取側

代諾者氏名

代諾者の国籍

送付

代諾者資格名称

代諾者
2

届出人

入戸籍

入籍戸籍

新本籍

(本籍)

入籍戸籍
除戸籍

届出日

代諾者資格

従前戸籍

平成 6年12月 1日

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍

名称

DB･ファイル名
画面名称 記号名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(3/4)

許可日

代諾者2

除戸籍

届出人資格

代諾者国籍1

届出人資格

代諾者氏名

(筆頭者)

中間ファイル
(仮戸籍)

 代諾者資格

中間ファイル
(仮戸籍)

代諾者資格2

または新しい戸籍の筆頭者

入籍する戸籍

裁判確定日に入力がある場合移送

引渡側

代諾者氏名1

中間ファイル
(届書)

代諾者生年月日2

代諾者氏名2

受領日

代諾者国籍2

代諾者生年月日1

裁判確定日に入力がある場合移送(養子が
届け出た場合は移送しない)
届け出人資格コード1と2が10かつ11の
時、12:養父母を移送
届出人資格コード1のみ入力ありの場合は
届出人資格コード1のみ移送

有

送付を受けた日

〃

項目に入力がある場合移送

除籍では不使用

戸籍変動区分 ＝ 1又は2の時移送

または新しい戸籍

入籍する戸籍

または新しい戸籍

送付日

戸籍変動区分 ＝ 3の時移送

戸籍変動区分 ＝ 1又は2の時移送

発送元

届出人資格コード1
　　　 +
届出人資格コード2

中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

入籍する戸籍
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DB･ファイル名
画面名称

頁作成日付 改訂日付

1 42/67

版

平成 6年12月 1日

項目

令和　年　月　日入力確認(養子縁組届)

備考
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

名称 記号名

項目に入力がある場合移送

作成者

処理日

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称記号名

中間ファイル
(届書)

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

引渡側

特記事項

除籍日

名称

処理名 5.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力

システム化調査研究会

項目

受取側

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(4/4)
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版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 43/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.3中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)記録 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

養子の時、養子個人番号

養女個人番号 養女の時、養女個人番号

行番号

個人番号
中間ファイル
(届書)

養子個人番号

タイトルコード

出力区分 0:可

'0301'

記録コード '0301'

事件発生日
裁判確定日
縁組成立日
受領日

裁判確定日 ≠ スペースの時、裁判確定
日を移送
縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組成立
日を移送
裁判確定日&縁組成立日 ＝ スペースの時
受領日を移送

管掌者コード

項目に入力がある場合移送

縁組日
縁組成立日
受領日

裁判確定日 ＝ スペースかつ、
 縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組
成立日を移送
 縁組成立日 ＝ スペースの時、受領
日を移送

裁判
縁組の
裁判確定日

裁判確定日

共同縁組者資格

養父が外国人の場合移送養父の生年月日 養父の生年月日

共同縁組者資格名称

養親

養父氏名 養父の漢字氏名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)記録(1/3)

養子の時、縁組形態区分が
1,3,7,9,10,13,14,15の時移送、
あるいは、
養女の時、縁組形態区分が
4,6,7,10～13,15の時移送

養父の国籍 養父の本籍 〃　でかつ、

縁組形態区分 ＝ 7,8,10,12～15の場
合かつ、
 養子の時、7:'妻'を移送
 養女の時、6:'夫'を移送

受 付受 付事件本人
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子縁組届) 17 44/67

処理名 5.3中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)記録 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)記録(2/3)

養親

養母氏名

中間ファイル
(届書)

養母の漢字氏名

養子の戸籍 養父の本籍

届出人氏名1

養子の時、縁組形態区分が2,3,8,11～15の
時移送、
あるいは、
養女の時、縁組形態区分が
5,6,8～10,12,14,15の時移送

養母の国籍 養母の本籍 　　　 〃　　　でかつ、

養母が外国人の時移送

縁組形態区分 ＝ 1,3,4,6,7,9～15かつ
 養父の外国人区分 ＝ 0の場合、
　養父の本籍と筆頭者氏名を移送
又は、
縁組形態区分2,3,5,6,8～15かつ、
 養母の外国人区分 ＝ 0の場合、
　養母の本籍と筆頭者氏名を移送

(本籍) 養母の本籍

養母の生年月日 養母の生年月日

養子の戸籍 養父の筆頭者氏名

(筆頭者) 養母の筆頭者氏名

項目に入力がある場合移送

証書提出日 受領日 縁組方式 ≠ スペースの時移送

縁組の方式 縁組方式

代諾者氏名1

証書提出者 届出人資格コード2

有
資格名称1

証書提出者 中間ファイル
(届書)

資格2 代諾者資格2

証書提出者 中間ファイル
(仮戸籍) 証書提出者資格2 有

資格名称2

縁組方式 ≠ スペースの時移送する
証書提出者1,2と、証書提出者氏名1,2
は、項目に入力がある方を移送
①但し、証書提出者1,2は
 届出人資格コード1かつ2、又は
 代諾者資格1かつ2が
  1と 2の時→ 5:父母
 10と11の時→12:養父母
 16と17の時→18:親権者父母
 を証書提出者1に移送し、
 証書提出者氏名1と証書提出者2
 全部にスペースを移送
②上記以外はそのまま移送
 但し、届出人資格コード1かつ2、又は
 代諾者資格1かつ2が
 1(父)、2(母)、16(親権者父)、
 17(親権者母)の時、証書提出者氏名
1,2に氏名は移送しない

資格1 代諾者資格1

証書提出者 中間ファイル
(仮戸籍) 証書提出者資格1

証書提出者 届出人資格コード1

氏名1

代諾者氏名2

代諾者
1

代諾者資格 代諾者資格1

外国の
方式

証書提出者 中間ファイル
(届書)

届出人氏名2

氏名2

縁組方式かつ、裁判確定日に入力がな
く、代諾者項目に入力がある場合、次
の条件により移送する

受 付受 付事件本人
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平成26年 3月 1日

頁
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 17 45/67

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.3中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)記録 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版第7
2

(5)

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)記録(3/3) 代諾者1

代諾者資格名
称

中間ファイル
(仮戸籍)

代諾者1

代諾者の生年月日 代諾者生年月日1

代諾者資格名称

代諾者2

中間ファイル
(仮戸籍)

代諾者2

届出日 受領日

中間ファイル
(仮戸籍) 届出人資格

従前戸籍

除戸籍
新本籍

代諾者資格1,2の変換方法
(その他の項目はそのまま移送する)
①代諾者国籍に入力が無い場合
 a)代諾者資格1と2が1かつ2の時
　代諾者1.代諾者資格 ＝ 18
　代諾者資格1と2が16かつ17の時
　代諾者1.代諾者資格 ＝ 18
　を移送し、代諾者1.代諾者氏名～代諾者2
全部にスペースを移送
 b)代諾者資格1と2が1の時16,2の時17,10の
時19,11の時20を移送
　但し、代諾者資格1と2が
1(父),2(母),16(親権者父),17(親権者母)の
とき、代諾者氏名1,2に氏名は移送しない
 c)代諾者資格1が93の時22を移送
 d)a)～c)以外はそのまま移送する
②代諾者国籍に入力がある場合はそのまま
移送する

代諾者資格

代諾者氏名 中間ファイル
(届書)

代諾者氏名1

代諾者資格 代諾者資格2

代諾者の国籍 代諾者国籍1

代諾者資格

代諾者の国籍 代諾者国籍2

代諾者氏名 中間ファイル
(届書)

代諾者氏名2

代諾者の生年月日 代諾者生年月日2

有

裁判確定日に入力がある場合移送

届出人

届出人資格
届出人資格コード1
　　　　+
届出人資格コード2

裁判確定日に入力がある場合移送
(養子が届け出た場合は移送しない)
届け出人資格コード1と2が10かつ11の
時、12:養父母を移送
届出人資格コード1のみ入力ありの場合
は届出人資格コード1のみ移送

届出人資格名称

送付
送付を受けた日 送付日 項目に入力がある場合移送

許可日 中間ファイル
(届書)

受理者 発送元 〃

入戸籍

〃

記録では不使用

〃

入籍戸籍

項目に入力がある場合移送

特記事項

記録日
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版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 46/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(配偶者)入籍←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

行番号

個人番号 中間ファイル
(届書)

配偶者個人番号

出力区分 0:可

タイトルコード '0302'

'0303'

管掌者コード

記録コード

裁判確定日 ≠ スペースの時、裁判
確定日を移送

縁組成立日 縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組
成立日を移送

受領日 裁判確定日&縁組成立日 ＝ スペース
の時受領日を移送

事件発生日

裁判確定日

処理日 ≠ スペースの時、処理日を移
送
処理日 ＝ スペースかつ
送付日 ≠ スペースの時送付日を移送
処理日と送付日がどちらもスペースの
時受領日を移送

入籍事由

縁組形態区分 ＝ 1～3の場合、
 4:'夫の縁組'を移送
縁組形態区分 ＝ 4～6の場合、
 5:'妻の縁組'を移送

入籍日
処理日
送付日
受領日

養女の筆頭者氏名

縁組形態区分 ＝ 1～3の場合、
 養子の本籍と養子の筆頭者氏名
 を移送
縁組形態区分 ＝ 4～6の場合、
 養女の本籍と養女の筆頭者氏名
 を移送

(本籍) 養女の本籍

従前戸籍 養子の筆頭者氏名

(筆頭者)

従前戸籍 養子の本籍

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(配偶
者)入籍(1/1)
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版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 47/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(配偶者)除籍←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

行番号

個人番号 中間ファイル
(届書)

配偶者個人番号

出力区分 0:可

タイトルコード '0302'

'0303'

管掌者コード

記録コード

事件発生日

裁判確定日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(配偶
者)除籍(1/1)

　※データ編集表(4.1～6.2身分事項編集)の仮戸籍.身分事項の項目は、ノーマルケース時の項目のみを記述している。

処理日 ≠ スペースの時、処理日を移
送
処理日 ＝ スペースかつ
送付日 ≠ スペースの時送付日を移送
処理日と送付日がどちらもスペース
の時受領日を移送

除籍事由

縁組形態区分 ＝ 1～3の場合、
 1:'夫の縁組'を移送
縁組形態区分 ＝ 4～6の場合、
 2:'妻の縁組'を移送

除籍日
処理日
送付日
受領日

裁判確定日 ≠ スペースの時、裁判
確定日を移送

縁組成立日 縁組成立日 ≠ スペースの時、縁組
成立日を移送

受領日 裁判確定日&縁組成立日 ＝ スペース
の時受領日を移送

または新しい戸籍

新本籍 入籍する戸籍
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版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 48/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1養父 編集･出力(1/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/養父 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 養父の住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

03(養子縁組)

受理日
送付日 送付日がない場合は受領日を設定

受領日

事件コード

養父が本籍人の場合個人番号を設定

新氏名 養父の漢字氏名

個人番号

新生年月日 養父の生年月日

旧氏名 養父の漢字氏名

新父母との続柄

旧生年月日 養父の生年月日

新本籍コード
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

新しい戸籍コード

旧父母との続柄

戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

新しい戸籍

旧本籍コード 養父の本籍コード

新本籍
入籍する戸籍または

新筆頭者
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

新しい戸籍の筆頭者

旧本籍 養父の本籍

住所コード 養父の住所コード

旧筆頭者 養父の筆頭者氏名

住所
養父の住所

住定日

中間ファイル
(9条2項)

方書

 7-2-(5)-3-146



第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 49/67

処理名 7.1養父 編集･出力(2/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/養父 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル
(9条2項)

住民日 中間ファイル
(届書)

世帯主との続柄

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 養父の世帯主氏名

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考
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入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 50/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2養母 編集･出力(1/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/養母 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 養母の住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

03(養子縁組)

受理日
送付日 送付日がない場合は受領日を設定

受領日

事件コード

養母が本籍人の場合個人番号を設定

新氏名 養母の漢字氏名

個人番号

新生年月日 養母の生年月日

旧氏名 養母の漢字氏名

新父母との続柄

旧生年月日 養母の生年月日

新本籍コード
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

新しい戸籍コード

旧父母との続柄

戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

新しい戸籍

旧本籍コード 養母の本籍コード

新本籍
入籍する戸籍または

新筆頭者
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

新しい戸籍の筆頭者

旧本籍 養母の本籍

住所コード 養母の住所コード

旧筆頭者 養母の筆頭者氏名

住所
養母の住所

住定日

中間ファイル
(9条2項)

方書

 7-2-(5)-3-148
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 51/67

処理名 7.2養母 編集･出力(2/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/養母 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル
(9条2項)

住民日 中間ファイル
(届書)

世帯主との続柄

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 養母の世帯主氏名

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考

 7-2-(5)-3-149



版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 52/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.3養子 編集･出力(1/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

中間ファイル
(9条2項)

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 養子の住所コード

旧氏名 養子の漢字氏名

旧本籍コード 養子の本籍コード

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

03(養子縁組)

受理日
送付日 送付日がない場合は受領日を設定

受領日

事件コード

養子が本籍人の場合個人番号を設定

新氏名

養父(母)の漢字氏名の氏 戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

　　　　+

個人番号

養子の漢字氏名の名

旧生年月日 養子の生年月日

新生年月日 養子の生年月日

旧父母との続柄 養子の続柄コード

新父母との続柄 養子の続柄コード

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

新しい戸籍コード

新本籍
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

新本籍コード
入籍する戸籍または

新しい戸籍

新筆頭者
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

新しい戸籍の筆頭者

旧本籍 養子の本籍

住所コード 養子の住所コード

旧筆頭者 養子の筆頭者氏名
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版 頁

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 53/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.3養子 編集･出力(2/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

方書

中間ファイル
(9条2項)

住所 中間ファイル
(届書) 養子の住所

住定日

住民日

世帯主との続柄

世帯主 養子の世帯主氏名
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入力確認(養女縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 54/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.4養女 編集･出力(1/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/養女 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

中間ファイル
(9条2項)

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 養女の住所コード

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

03(養子縁組)

受理日
送付日 送付日がない場合は受領日を設定

受領日

事件コード

養女が本籍人の場合個人番号を設定

新氏名

養父(母)の漢字氏名の氏 戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

　　　　+

養女の漢字氏名の名

個人番号

新生年月日 養女の生年月日

旧氏名 養女の漢字氏名

新父母との続柄 養女の続柄コード

旧生年月日 養女の生年月日

新本籍コード
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

新しい戸籍コード

旧父母との続柄 養女の続柄コード

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

新しい戸籍

旧本籍コード 養女の本籍コード

新本籍
入籍する戸籍または

新筆頭者
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

新しい戸籍の筆頭者

旧本籍 養女の本籍

住所コード 養女の住所コード

旧筆頭者 養女の筆頭者氏名
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入力確認(養女縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 55/67

第7
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.4養女 編集･出力(2/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/養女 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

方書

中間ファイル
(9条2項)

住所 中間ファイル
(届書) 養女の住所

住定日

住民日

世帯主との続柄

世帯主 養女の世帯主氏名
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入力確認(配偶者縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 56/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.5配偶者 編集･出力(1/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/配偶者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

中間ファイル
(9条2項)

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード

旧氏名 配偶者漢字氏名

旧本籍コード

出張所番号 出張所番号

宛名

03(養子縁組)

受理日
送付日 送付日がない場合は受領日を設定

受領日

事件コード

新氏名

養父(母)の漢字氏名の氏 戸籍変動区分 ＝ 3の場合移送

　　　　+

個人番号

配偶者漢字氏名の名

旧生年月日 配偶者生年月日

新生年月日 配偶者生年月日

旧父母との続柄 配偶者続柄コード

新父母との続柄 配偶者続柄コード

戸籍変動区分 ＝ 3の場合移送

新しい戸籍コード

新本籍
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 3の場合移送

新本籍コード
入籍する戸籍または

新しい戸籍

新筆頭者
入籍する戸籍または 戸籍変動区分 ＝ 3の場合移送

新しい戸籍の筆頭者

旧本籍

住所コード

旧筆頭者
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入力確認(配偶者縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 57/67

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.5配偶者 編集･出力(2/2) (受取側)中間ファイル(9条2項)/配偶者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

方書

中間ファイル
(9条2項)

住所 中間ファイル
(届書) 配偶者住所

住定日

住民日

世帯主との続柄

世帯主

 7-2-(5)-3-155



縁組形態区分2,8,11,12で入力がある
時移送(養子の時のみの移送項目)

縁組形態区分5,8,9,14で入力がある
時移送(養女の時のみの移送項目)

養母の漢字氏名

養親配偶者氏名1

養子の時、縁組形態区分が
 2,3,8,11～15の時移送
養女の時、縁組形態区分が
 5,6,8～10,12,14,15の時移送

養子の時、縁組形態区分が
 1,3,7,9,10,13,14,15の時移送
養女の時、縁組形態区分が
 4,6,7,10～13,15の時移送

縁組形態区分1,7,9,10で入力がある
時移送(養子の時のみの移送項目)

縁組形態区分4,7,11,13で入力がある
時移送(養女の時のみの移送項目)

父 父氏名

父母との続柄

養父の漢字氏名

出力形態

Z 9 . ,

引渡側

母

項目

養父

養親配偶者氏名1

養親配偶者氏名2

母氏名

父母との続柄

父母との続柄

生年月日

名称

戸籍番号

項目

戸籍変動区分 ＝ 1,2の時、0移送

個人番号

受取側

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

養親配偶者氏名2

生年月日

DB･ファイル名
画面名称

筆頭者区分

配偶者区分

記号名

処理日がないときは送付日を設定
送付日もないときは受領日を設定

名称

筆頭者区分

配偶者区分

第7
2

(5)

DB･ファイル名
画面名称

システム化調査研究会

性別

戸籍記録順位番号

除籍日

中間ファイル
(届書)

作成者

入力確認(養子縁組届)

作業名

養母

処理名 8.1個人特定(養子)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子)

令和　年　月　日

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)記号名

決裁処理で設定

決裁処理で設定

決裁処理で設定

データ編集表
平成 6年12月 1日

処理日(または送付日また
は受領日)

入籍日

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

改訂日付 頁

有

戸籍変動区分 ＝ 1,2でかつ
 配偶者区分 ＝ 3の時、0を移送

作成日付 版

1 58/67

備考
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戸籍編製処理

引渡側

DB･ファイル名
画面名称

前個人番号

受取側

項目項目

名称

養父母との続柄

記号名

審査不可区分

個人除区分

8.1個人特定(養子)編集･出力処理名

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

名称

本籍内異動のときに従前戸籍の個人
番号設定

記号名

59/67平成 6年12月 1日 1

←　(引渡側)中間ファイル(届書)(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子)

備考
出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

養子の時51、養女の時52を移送

0:在籍者を設定

第7
2

(5)
データ編集表

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 令和　年　月　日

作業名 作成者 頁作成日付 版改訂日付
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養子の時、縁組形態区分が
 1,3の時移送
養女の時、縁組形態区分が
 4,6の時移送

縁組形態区分1で入力がある時移送
(養子の時のみの移送項目)

縁組形態区分4で入力がある時移送
(養女の時のみの移送項目)

養子の時、縁組形態区分が
 2,3の時移送
養女の時、縁組形態区分が
 5,6の時移送

縁組形態区分2で入力がある時移送
(養子の時のみの移送項目)

縁組形態区分5で入力がある時移送
(養女の時のみの移送項目)

養親配偶者氏名2

養母

配偶者区分

母

父母との続柄

父

筆頭者区分

養父

養父の漢字氏名

中間ファイル
(届書)

養母の漢字氏名

養親配偶者氏名2

項目項目 DB･ファイル名
画面名称 名称

生年月日

性別

入籍日

名称 記号名

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号

戸籍番号

記号名

戸籍記録順位番号

除籍日

養親配偶者氏名1

養親配偶者氏名1

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

受取側

処理名

引渡側

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子) ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z 9 . ,
備考

60/67平成18年 3月 1日

版作成者 頁作成日付 改訂日付

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

8.1.1個人特定(養子)編集･出力

10

DB･ファイル名
画面名称

受 付受 付事件本人
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養子の時51、養女の時52を移送

10 61/67

養父母との続柄

個人除区分

受取側

処理名

引渡側
出力形態

Z 9 . ,
備考

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

平成 6年12月 1日

第7
2

(5)

名称 記号名

審査不可区分

前個人番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

データ編集表
作成者

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

版 頁改訂日付

平成18年 3月 1日

8.1.1個人特定(養子)編集･出力 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

記号名

DB･ファイル名
画面名称

項目

作成日付作業名

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子)
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本籍内異動のときに従前戸籍から情
報を設定

0:在籍者を設定

本籍内異動のときに従前戸籍の個人
番号を設定

有

決裁処理で設定

決裁処理で設定

決裁処理で設定

処理日がないときは送付日を設定
送付日もないときは受領日を設定

生年月日

戸籍編製処理

母

父母との続柄

養父

養母

個人除区分

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

性別

筆頭者区分

生年月日

父

母

父母との続柄

配偶者区分

前個人番号

養父母との続柄

審査不可区分

名称 記号名記号名

DB･ファイル名
画面名称

項目

父従前戸籍の情
報

中間ファイル
(届書)

養父母との続柄

父母との続柄

項目

個人番号

戸籍番号

戸籍記録順位番号

除籍日

配偶者区分

養母

養父

平成22年 3月 1日

入籍日
処理日(または送付日
または受領日)

養親の場合'1'を移送
配偶者の場合'0'を移送

養父の場合:'男'、
養母の場合:'女'
配偶者の場合移送

DB･ファイル名
画面名称

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子親8.2個人特定(養親･配偶者)編集･出力

名称

受取側

処理名

システム化調査研究会

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

作成者

引渡側

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z 9 . ,
備考

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

頁作成日付 改訂日付

13入力確認(養子縁組届) 62/67

版

平成 6年12月 1日

受 付受 付事件本人
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戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

本籍人の場合個人番号を設定

戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

養父の本籍コード

入籍する戸籍または

養父の生年月日

受領日

養父の漢字氏名

新しい戸籍コード
新本籍コード

新本籍

市区町村コード

養父の漢字氏名

新生年月日 養父の生年月日

方書

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

住所コード

住所

個人番号

新氏名

市区町村部分だけのコード

市区町村コードを宛名に変換した項目

在外選挙人名簿登録

送付日

中間ファイル
(届書)

市区町村コード

受領番号

出張所番号

附票データ
ベース

03:養子縁組届

送付日がない場合は受領日を設定

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

引渡側

項目

作成者

新しい戸籍の筆頭者

旧生年月日

旧氏名

受領番号

出張所番号

宛名

事件コード

処理名

項目

(受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/養父9.1養父 編集･出力 (1/1)

記号名 名称

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル
(30条の12第1
項)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z 9 . ,
備考

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

記号名名称

養父の筆頭者氏名

養父の本籍

新父母との続柄

旧父母との続柄

中間ファイル
(届書)

受理日

受取側

頁作成日付 改訂日付

平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日

版

11 63/67

養父の住所

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

養父の住所コード

入籍する戸籍または

入籍する戸籍または

新しい戸籍

受 付受 付事件本人
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住所

新しい戸籍の筆頭者

養母の住所

住所コード

旧筆頭者

養母の住所コード

養母の筆頭者氏名

養母の本籍

入籍する戸籍または

戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

旧本籍

入籍する戸籍または

新しい戸籍

中間ファイル
(届書)

新筆頭者

新生年月日

旧本籍コード

事件コード

個人番号

受理日

養母の本籍コード

入籍する戸籍または

方書

旧氏名

新本籍コード

旧生年月日

新本籍

養母の漢字氏名

戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

新父母との続柄

旧父母との続柄

戸籍変動区分 ＝ 2の場合移送

養母の生年月日

養母の生年月日

新しい戸籍コード

市区町村部分だけのコード

受領番号

出張所番号

本籍人の場合個人番号を設定

市区町村コードを宛名に変換した項目

03:養子縁組届

送付日がない場合は受領日を設定

受領日

送付日

養母の漢字氏名

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 名称 記号名記号名

中間ファイル
(30条の12第1
項)

受領番号 中間ファイル
(届書)

市区町村コード

新氏名

出張所番号

宛名

附票データ
ベース

在外選挙人名簿登録

市区町村コード

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

作成者

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

受取側

処理名

引渡側

(受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/養母9.2養母 編集･出力 (1/1) ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z 9 . ,
備考

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

DB･ファイル名
画面名称

頁作成日付 改訂日付

11 64/67平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日

版

受 付受 付事件本人
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住所コード

養子の漢字氏名

旧本籍

新筆頭者

新父母との続柄

旧筆頭者

受領日

送付日

養父(母)の漢字氏名の氏

養子の生年月日

市区町村部分だけのコード

市区町村コードを宛名に変換した項目

03:養子縁組届

送付日がない場合は受領日を設定

本籍人の場合個人番号を設定

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

養子の住所

新しい戸籍

養子の本籍コード

養子の筆頭者氏名

入籍する戸籍または

新しい戸籍コード

養子の続柄コード

養子の続柄コード

養子の生年月日

入籍する戸籍または

65/67

新氏名

個人番号

事件コード

引渡側

平成 6年12月 1日

中間ファイル
(届書)

受理日

11

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z 9 . ,

受領番号中間ファイル
(30条の12第1
項)

市区町村コード

出張所番号

受領番号

出張所番号

養子の住所コード

養子の本籍

入籍する戸籍または

附票データ
ベース

中間ファイル
(届書)

在外選挙人名簿登録

市区町村コード

+ 養子の漢字氏名の名

方書

旧氏名

旧父母との続柄

項目

新本籍

旧本籍コード

住所

宛名

新本籍コード

新生年月日

旧生年月日

新しい戸籍の筆頭者

版 頁作成日付 改訂日付

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

平成19年 3月 1日

備考

名称 名称 記号名記号名

項目

受取側

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

DB･ファイル名
画面名称

(受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/養子9.3養子 編集･出力(1/1)

作成者

入力確認(養子縁組届) システム化調査研究会

処理名

受 付受 付事件本人
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養女の本籍

方書

新しい戸籍の筆頭者

住所コード

旧筆頭者

養女の住所
住所

養女の筆頭者氏名

旧父母との続柄 養女の続柄コード

新筆頭者
入籍する戸籍または

旧本籍コード 養女の本籍コード

旧本籍

新本籍

新本籍コード
入籍する戸籍または

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

03:養女縁組届

送付日がない場合は受領日を設定

戸籍変動区分 ＝ 1～3の場合移送

旧氏名

養女の続柄コード

新生年月日

養女の漢字氏名

市区町村コードを宛名に変換した項目

本籍人の場合個人番号を設定

市区町村部分だけのコード

新氏名 養父(母)の漢字氏名の氏

受理日
受領日

+ 養女の漢字氏名の名

中間ファイル
(届書)

新しい戸籍コード

新しい戸籍

養女の生年月日

養女の住所コード

附票データ
ベース

市区町村コード

中間ファイル
(届書)

出張所番号

在外選挙人名簿登録

出張所番号

中間ファイル
(30条の12第1
項)

受領番号

市区町村コード

個人番号

事件コード

入籍する戸籍または

新父母との続柄

旧生年月日 養女の生年月日

送付日

宛名

受領番号

頁作成日付 改訂日付 版

引渡側

平成19年 3月 1日

備考
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,

66/67

作業名

11平成 6年12月 1日

記号名

作成者

入力確認(養女縁組届) システム化調査研究会

9.4養女 編集･出力(1/1)

項目

データ編集表

受取側

処理名

項目 DB･ファイル名
画面名称

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)

(受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/養女

名称 記号名

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

名称

受 付受 付事件本人
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方書

戸籍変動区分 ＝ 3の場合移送

旧筆頭者

住所コード

住所

新しい戸籍の筆頭者
新筆頭者

戸籍変動区分 ＝ 3の場合移送

戸籍変動区分 ＝ 3の場合移送

配偶者の生年月日

入籍する戸籍または

個人番号

新生年月日

旧生年月日

新氏名

旧父母との続柄 配偶者の続柄コード

養父(母)の漢字氏名の氏

新しい戸籍コード

中間ファイル
(届書)

本籍人の場合個人番号を設定

送付日がない場合は受領日を設定

戸籍変動区分 ＝ 3の場合移送

入籍する戸籍または

新しい戸籍

03:配偶者縁組届

旧本籍

旧本籍コード

新父母との続柄 配偶者の続柄コード

+ 配偶者の漢字氏名の名

配偶者の漢字氏名旧氏名

配偶者の生年月日

新本籍コード

新本籍
入籍する戸籍または

DB･ファイル名
画面名称

データ編集表

出張所番号

中間ファイル
(届書)

宛名

第7
2

(5)

作業名

DB･ファイル名
画面名称

処理名

名称 記号名

9.5配偶者 編集･出力(1/1)

項目

中間ファイル
(30条の12第1
項)

作成者

受取側

送付日

受領日

附票データ
ベース

受領番号

在外選挙人名簿登録

出張所番号

事件コード

受領番号

市区町村部分だけのコード

市区町村コードを宛名に変換した項目

受理日

市区町村コード
市区町村コード

11

版 頁作成日付 改訂日付

記号名

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

備考項目

引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

平成19年 3月 1日平成 6年12月 1日 67/67

(受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/配偶者

入力確認(配偶者縁組届)

名称

出力形態

Z 9 . ,

システム化調査研究会

受 付受 付事件本人受 付受 付事件本人

 7-2-(5)-3-165



4.養子離縁届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.養子離縁業務処理範囲外の処理

　･養子縁組取り消しの裁判が確定し,その届出があった場合

　･追完届出された場合(追完の記録が必要な場合)

　･養子離縁の戸籍訂正(職権記録他)

　･協議離縁届で届書受理後に事件本人(養子及び養親)の死亡が明らかになった場合の記録

　･無籍者の離縁

　･旧法当時婿養子縁組婚姻をした養子と養親との離縁

　･離縁により養子が従前の戸籍に復籍したときに三代戸籍となるため,養子の父又は母につき新戸籍を編製し養子が入籍する場合

　･日本人養子夫婦の双方が死亡しているときで,同一戸籍にいない場合

　･15歳未満の届出人が特別代理人のとき,特別代理人以外に届出人がいる場合

　･15歳以上の未成年の離縁で同時に親権者指定届又は未成年後見開始届が出されたときの処理は,離縁届の処理が終了後,親権又は未成年後見で処理する

　･被後見人との報告的離縁で,後見人が届出た場合

　･複数の未成年後見人から届出があった場合および、法人(未成年後見人)からの届出があった場合の記録

　･転縁組をしている日本人養子が、外国人養親と離縁する場合

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

頁

1/92養子離縁届 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日

版

16

改訂日付作成日付

  7-2-(5)-4-1



　2.養子離縁入力画面の意義

　･離縁形態入力画面

　･その1入力画面 養子の現在の状況の各項目を入力する

　･その2入力画面 養親の現在の状況の各項目を入力する

　･その3入力画面 離縁の種別及び離縁後の戸籍変動に関する各項目を入力する

　･その4入力画面 15歳未満の養子届出人に関する各項目を入力する

　･その5入力画面

　3.その他

　･15歳未満の未成年の離縁で同時に親権者指定届又は未成年後見開始届が出されたときの処理を,離縁届の処理が終了後,親権又は未成年後見で処理して構わない

　･離縁によって養子の養父母が変わる場合(転縁組の離縁)の養父及び養母氏名の入力は,移記事項処理で処理しても構わない

　･外国人養子の離縁協議者(外国人父母)の記載では国により｢親権者父母｣と｢父母｣の場合があるため双方に対応すること

　･受付ファイルにおける親権協議者の筆頭者氏名は受付DBメンテで行う。

養子と養親で離縁する者同士の情報を入力する
15歳未満の離縁届と同時に届出られた親権者指定届又は未成年後見開始届の情報を入力する

養子の配偶者(事件本人以外)に関する各項目を入力する
離縁によって養子の養父母が変る場合(転縁組の離縁),その養父及び養母氏名を入力する
離縁により従前の親権事項を移記(記録)する場合,離縁後の親権者区分を入力する(この記録は移記処理では行えないので,当離縁入力で必ずする
こと)

　･養子,養女,養父,養母の年齢算出は算出の要件が明記されていない場合は,離縁成立時の年齢を算出すること
(裁判確定日に入力があれば裁判確定日での年齢,同様離縁成立日における年齢,双方入力がない場合は受領日の年齢)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

頁版

16

改訂日付

2/92養子離縁届 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日

作成日付

  7-2-(5)-4-2



システム環境仕様
版

1

名称

5.備考(特記事項含む)

エラー履歴ファイル

令和　年　月　日

入出力区分

戸籍DB 入力

平成6年12月 1日

第7
2

(5) システム化調査研究会

改定日付作成日付 頁

3/92審査(養子離縁)

作成者作業名

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)養子離縁届の内容を入力する。
　(2)養子離縁届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)養子離縁届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)養子離縁届から中間ファイル(届書)を編集し,出力する。
　(6)入力確認(養子離縁届)に制御を渡す。

個人状態ファイル 入力

入出力区分 名称

出力

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データチェック
　　　　　　　　　　1.1　関連チェック(条件設定表)
　　　　　　　　2.0　関連チェック
　　　　　　　　　　2.1　関連チェック(表示設定後)
　　　　　　　　3.0　審査(関連審査補完)
　　　　　　　　　　3.1　離縁の準拠法確定
　　　　　　　　　　　　 3.1.1　日本法での離縁
　　　　　　　　　　　　　　 3.1.1.1　15歳未満の離縁
　　　　　　　　　　　　　　 3.1.1.2　未成年の離縁
　　　　　　　　　　　　 3.1.2　外国法での離縁
　　　　　　　　　　3.2　離縁種別の確認
　　　　　　　　　　3.3　戸籍異動の確認

　　　　　　　　4.0データ編集表(中間ファイル(届書))

2.使用DB･ファイル一覧

中間ファイル(届書) 出力

入力画面

(養子離縁届)

審査
(養子離縁届)

中間ファイル
(届書)

個人状態
ファイル

エラー履歴
ファイル
(詳細別紙)

戸籍データ
ベース

3.3.1 養子-養親異動
3.3.2 養女-養親異動
3.3.3 養子夫婦-養親異動

確認画面

(養子離縁届)

 7-2-(5)-4-3 



/

/

/

YES /

YES /

/

YES (8)入力確認画面に制御を渡す

NO /

NO

NO

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

/

YES (18)同画面を編集する

NO

/

YES

NO

改定日付作成日付

(13)エラーメッセージを表示する

頁数

4/92

版

1

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集をおこなう。

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(10)エラーメッセージを表示する

[1.0]

(12)確認メッセージを表示し,メッセージに対して応答の後,以
降の審査を続行する

[2.0]

平成6年12月 1日

メッセージをエラー履歴に出力する

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(11)同画面を編集す
る

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

[4.0](7)中間ファイル(届書)編集･出力

(23)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

令和　年　月　日審査(養子離縁)

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(16)前ページがある(YES,NO)

(17)前ページ分の入力画面(養子離縁)を編集する

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(1)届書内容を画面入力する

備考0.0 本紙

PF7

実行キー

PF8

(21)次ページ分の入力画面(養子離縁)を編集する

システム化調査研究会
要件定義ワークシート

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

第7
2

(5)

処理名

[3.0]

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

(20)次ページがある(YES,NO)

PF1

PF2

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

確認

作成者作業名

審査エラー

その他 (27)エラーメッセージ「無効なキーが押されました」を表示する

(22)同画面を編集す
る

審査エラー発生時のみ有効

PF10

PF11 (25)当該審査エラーの確認後,以降の審査を続行する

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(26)入力画面を初期化するPF12

入力項目が入力禁止のときのみ有効

 7-2-(5)-4-4 



No 属性

1 英字

2 英字

3 英字

4 英字

5 数字

5-1 数字

5-2 英数

6 漢字

7 漢字

8 漢字

9 数字

10 数字

11 数字

11-1 数字

11-2 英数

12 漢字

12-1 漢字

平成12年 3月 1日 5/92

項目名 内容

システム化調査研究会

養女と養父区分 (Y:離縁あり,スペース:離縁なし)であること

養子と養母区分

4

親権･未成年後見人の本非区分

平成 6年12月 1日

第7
2

(5)

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1.0単体チェック表(1/7) 養子離縁届(離縁形態入力画面)　1/1

頁

審査(養子離縁届)
データチェック(単体表)

作業名 作成者

処理名 画面名 画面ID

作成日付 改訂日付 版

同時親権者資格 (001:父,002:母,010:養父,011:養母)であること

同時親権者届出人の本非区分 (1:本籍人,2:非本籍人)であること

同時親権者届出人氏名

同時親権者届出人資格 (001:父,002:母,010:養父,011:養母)であること

親権･未成年後見人本籍

親権･未成年後見人氏名

1
か
ら
4
の
う

ち
ど
れ
か
1
つ

以
上

同時親権者届出人本籍

親権･未成年後見人生年月日

同時親権届の種別

養女と養母区分 (Y:離縁あり,スペース:離縁なし)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

親権･未成年後見人筆頭者

(1:協議,2:調停,3:審判)であること

同時親権者届出人生年月日

(1:本籍人,2:非本籍人)であること

同時届区分 (0:無,1:親権者指定届,2:未成年後見開始届)であること

養子と養父区分 (Y:離縁あり,スペース:離縁なし)であること

(Y:離縁あり,スペース:離縁なし)であること

備考必須

○

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

｢日付チェックサブルーチン｣

 7-2-(5)-4-5 



No 必須 属性

14 数字

15 ○ 英数

16 英数

17 漢字

19 英数

20 ○ 数字

21 英数

22 ○ 数字

23 数字

24 数字

25 英数

26 数字

27 カナ

28 漢字

29 漢字

30 漢字

31 漢字

32 漢字

33 漢字

34 数字

35 数字

36 数字

37 数字

38 数字

39 数字

データチェック(単体表)
作業名 作成者 作成日付 版

審査(養子離縁届)

改定日付

画面ID

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

送付日 ｢日付チェックサブルーチン｣

受領日 ｢日付チェックサブルーチン｣

養子の本非区分 (1:本籍人,2:非本籍人)であること

養子の生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

養子の漢字氏名

発送元

養子の住所

報告区分 (1:創設的届出,2:報告的届出)であること

郵送日 ｢日付チェックサブルーチン｣

養子の世帯主

10(男)～29(十九男)であること

出張所番号

(1:本籍人,2:非本籍人)であること

養女の外国人区分

本非区分 (1:本籍分届,2:非本籍分届)であること

処理日

養子の父氏名

養子の筆頭者区分

養女の本非区分

養子の本･国籍

養子の筆頭者

養子の母氏名

養子の配偶者区分

養子の父母との続柄コード

養子のカナ氏名

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

養子の生死区分

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(0:未,1:夫,3:生存配偶者)であること

画面名

(0:日本人,1:外国人)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:生存者,1:死亡者)であること

養子の外国人区分

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

備考内容

6/92

出力エラーメッセージ

頁数

18 在外送付区分 ○ 数字

処理名

1.0　単体チェック(2/7) 養子離縁(その1)　1/2

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ項目名

第7
2

(5)

 7-2-(5)-4-6 



No 必須 属性

40 英数

41 数字

42 カナ

43 漢字

44 漢字

45 漢字

46 漢字

47 漢字

48 漢字

49 漢字

50 数字

51 数字

52 数字

項目名

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名

内容 出力エラーメッセージ

処理名

審査(養子離縁届) システム化調査研究会

作成日付作成者

養女のカナ氏名

画面名

(0:構成員,1:筆頭者)であること

養女の母氏名

7/92

養女の父母との続柄コード

養女の筆頭者区分

30(女)～49(十九女)であること

養女の生死区分

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1.0　単体チェック(3/7) 養子離縁(その1)　2/2

養女の筆頭者

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

備考

画面ID

1

(0:生存者,1:死亡者)であること

改定日付 版 頁数

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣ 項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

養女の本･国籍

養女の住所

養女の漢字氏名

養女の生年月日

養女の配偶者区分 (0:未,2:妻,3:生存配偶者)であること

養女の世帯主

養女の父氏名

 7-2-(5)-4-7 



No 必須 属性

53 数字

54 数字

55 英数

56 数字

57 カナ

58 漢字

59 漢字

60 漢字

61 漢字

62 漢字

63 数字

64 数字

65 数字

66 英数

67 数字

68 カナ

69 漢字

70 漢字

71 漢字

72 漢字

73 漢字

74 数字

75 数字

備考

養父の漢字氏名

養父の筆頭者

養父の住所

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

養父の生死区分

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

養母の縁組成立法区分

養父母婚姻区分

(0:日本法,1:日本法以外)であること

(0:婚姻中でない1:婚姻中である)であること

養母の漢字氏名

(1:本籍人,2:非本籍人)であること

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名

養母の生年月日

養母の生死区分

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

(0:生存者,1:死亡者)であること

養母の外国人区分

養母の本非区分

(0:日本人,1:外国人)であること

養父の縁組成立法区分 (0:日本法,1:日本法以外)であること

養父の世帯主

養母の住所

養母の世帯主

養母の本･国籍

養母の筆頭者

養母のカナ氏名

養父のカナ氏名

(0:生存者,1:死亡者)であること

1.0　単体チェック(4/7) 養子離縁(その2)　1/1

処理名 画面名 画面ID

審査(養子離縁届) システム化調査研究会

養父の本非区分

養父の生年月日

(1:本籍人,2:非本籍人)であること

作成日付 改定日付

8/92

版 頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

内容

養父の本･国籍

養父の外国人区分 (0:日本人,1:外国人)であること

項目名

作成者

 7-2-(5)-4-8 



No 必須 属性

76 ○ 数字

77 数字

78 英数

79 英数

80 英数

81 漢字

82 漢字

83

84

85

86 漢字

87 漢字

88 数字

89 数字

作成者 作成日付 改訂日付

1.0単体チェック表(5/7) 養子離縁(その3)　1/1

9/92

処理名 画面名 画面ID

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日

版 頁

審査(養子離縁届) 8.1

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

備考

離縁許可日

数字

○

(0:未,3:生存配偶者)であること

氏区分

届後本籍

(0:構成員,1:筆頭者)であること

届後戸籍の筆頭者

(010:養父,011:養母,012:養父母,013:養子,014:養子夫
婦,077:(養子の離縁後の)法定代理人)であること

(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍を編製する,3:戸籍に変動が
ない)であること

(1:縁組前の氏,2:実方の氏(復氏を兼ねる届),3;新しい氏)
であること

戻る戸籍での筆頭者区分

｢日付チェックサブルーチン｣

裁判確定日

離縁の種別

離縁の申立人区分

(1:協議,2:調停,3;審判,4:判決,5:和解,6:認諾)であること

(1:養子(法定代理人を含む),2:養親)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

裁判及び外国方式の離縁の届出
人資格

数字

数字
戸籍変動区分

離縁成立日

離縁の方式

届後戸籍での配偶者区分

外国裁判所名

 7-2-(5)-4-9 



No 必須 属性

90 数字

91 数字

92 漢字

93 漢字

94 英数

95 漢字

96 漢字

97 英数

10/92

養子離縁(その4)　1/1

データチェック(単体表)
作業名 作成者

審査(養子離縁届) システム化調査研究会

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4

作成日付 改訂日付 版 頁

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(001:父,002:母,
010:養父,011:養母,016:親権者父,017:親権者母,
019:親権者養父,020:親権者養母,023:親権者となるべき父,
024:親権者となるべき母,026:親権者となるべき養父,
027:親権者となるべき養母,078:特別代理人,
110:未成年後見人,111:未成年後見人となるべき者)であること

15歳未満の届出人国籍1

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

15歳未満の届出人国籍2

15歳未満の届出人生年月日2

同上

処理名 画面名 画面ID

項目名 内容

15歳未満の届出人資格1

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人生年月日1

15歳未満の届出人氏名2

1.0単体チエック表(6/7)

第7
2

(5)

 7-2-(5)-4-10 



No 必須 属性

98 数字

99 数字

100 数字

101 カナ

102 漢字

103 漢字

104 漢字

105 数字

106 英数

107 漢字

108 漢字

109 漢字

110 数字 (001:父,002:母,010:養父,011:養母)であること

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

離縁後変更養父氏名

離縁後変更養母氏名

項目名

作成日付

令和　年　月　日

頁数

画面ID

平成6年12月 1日

1.0　単体チェック(7/7) 養子離縁(その5)　1/1

改定日付

11/92

版

1
データチェック(単体表)

親権移記親権者区分

10(男)～49(十九女)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

配偶者母氏名

配偶者父母との続柄コード

配偶者生年月日

配偶者住所

配偶者配偶者区分

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

(0:日本人,1:外国人)であること

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(1:夫,2:妻)であること

作業名

配偶者筆頭者区分

審査(養子離縁届)

処理名 画面名

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者

備考出力エラーメッセージ内容 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

配偶者外国人区分

受 付受 付事件本人(*1)(*1)

 7-2-(5)-4-11 



No

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

内容 備考

処理名 画面名 画面ID

1.1　条件設定(1/2) 養子離縁(離縁形態入力画面)

『養子と養母の離縁』と表示する

(No.1)〔養子と養父区分〕 かつ
(No.2)〔養子と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 3とする
『養子と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 3:養子と養父母の離縁

(No.3)〔養女と養父区分〕のみ入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 4とする 離縁形態区分 ＝ 4:養女と養父の離縁

(No.1)〔養子と養父区分〕のみ入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 1とする 離縁形態区分 ＝ 1:養子と養父の離縁

『養子と養父の離縁』と表示する

(No.2)〔養子と養母区分〕のみ入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 2とする 離縁形態区分 ＝ 2:養子と養母の離縁

(No.3)〔養女と養父区分〕 かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 6とする
『養女と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 6:養女と養父母の離縁

(No.1)〔養子と養父区分〕 かつ
(No.3)〔養女と養父区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 7とする
『養子夫婦と養父の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 7:養子夫婦と養父の離縁

『養女と養父の離縁』と表示する

(No.4)〔養女と養母区分〕のみ入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 5とする 離縁形態区分 ＝ 5:養女と養母の離縁

『養女と養母の離縁』と表示する

(No.1)〔養子と養父区分〕 かつ　(No.3)〔養女と養父区分〕 かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 10とする
『養子と養父及び養女と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 10:養子と養父　かつ　養女と養父母の離縁

(No.2)〔養子と養母区分〕 かつ
(No.3)〔養女と養父区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 11とする
『養子と養父及び養女と養父の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 11:養子と義母　かつ　養女と養父の離縁

(No.2)〔養子と養母区分〕 かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 8とする
『養子夫婦と養母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 8:養子夫婦と養母の離縁

(No.1)〔養子と養父区分〕 かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 9とする
『養子と養父及び養女と養母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 9:養子と養父　かつ　養女と養母の離縁

(養子夫婦と養父　かつ　養女と養母の離縁)

(No.2)〔養子と養母区分〕 かつ　(No.3)〔養女と養父区分〕 かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 12とする
『養子と養母及び養女と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 12:養子と養母　かつ　養女と養父母の離縁

(養子夫婦と養母　かつ　養女と養父の離縁)

以降,審査内部で使用する離縁形態区分の設定および表示内容について記述する

 7-2-(5)-4-12



No

13

14

15

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 画面名 画面ID

1.1　条件設定(2/2) 養子離縁(離縁形態入力画面)

頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/92

離縁形態区分 ＝ 15:養子夫婦と養父母の離縁

内容 備考

(No.1)〔養子と養父区分〕 かつ　(No.2)〔養子と養母区分〕 かつ
(No.3)〔養女と養父区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 13とする
『養子と養父母及び養女と養父の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 13:養子と養父母　かつ　養女と養父の離縁

(No.1)〔養子と養父区分〕 かつ　(No.2)〔養子と養母区分〕 かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 14とする
『養子と養父母及び養女と養母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 14:養子と養父母　かつ　養女と養母の離縁

(No.1)〔養子と養父区分〕 かつ　(No.2)〔養子と養母区分〕 かつ
(No.3)〔養女と養父区分〕 かつ　(No.4)〔養女と養母区分〕
の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 15とする

『養子夫婦と養父母の離縁』と表示する

(養子夫婦と養父　かつ　養子と養母の離縁)

(養子夫婦と養母　かつ　養子と養父の離縁)

 7-2-(5)-4-13



No

1

2

3

4

5

6

7

8

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

離縁形態区分 ＝ 3(養子と養父母の離縁)　の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.53)養父の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.64)養母の外国人区分 ≠ スペース　であること
離縁形態区分 ＝ 4(養女と養父の離縁)　の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.53)養父の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.64)養母の外国人区分 ≠ スペース　であること
離縁形態区分 ＝ 5(養女と養母の離縁)　の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.53)養父の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.64)養母の外国人区分 ≠ スペース　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

離縁形態区分 ＝ 1(養子と養父の離縁)　の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.53)養父の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.64)養母の外国人区分 ＝ スペース　であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

入力がある場
合に,外国人区
分は必須入力
項目

離縁形態区分 ＝ 2(養子と養母の離縁)　の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.53)養父の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.64)養母の外国人区分 ≠ スペース　であること

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック(1/18) 養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

離縁形態区分 ＝ 6(養女と養母の離縁)　の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.53)養父の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.64)養母の外国人区分 ≠ スペース　であること
離縁形態区分 ＝ 7(養子夫婦と養父の離縁)　の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.53)養父の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.64)養母の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.98)配偶者外国人区分 ＝ スペース　であること

離縁形態区分 ＝ 8(養子夫婦と養母の離縁)　の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.53)養父の外国人区分 ＝ スペース　 かつ
　(No.64)養母の外国人区分 ≠ スペース　 かつ
　(No.98)配偶者外国人区分 ＝ スペース　であること

 7-2-(5)-4-14



No

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 15/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

離縁形態区分 ＝ 9 (養子と養父 かつ養女と養母の離縁) 　または
離縁形態区分 ＝ 10(養子と養父 かつ養女と養父母の離縁) または
離縁形態区分 ＝ 11(養子と養母 かつ養女と養父の離縁) 　または
離縁形態区分 ＝ 12(養子と養母 かつ養女と養父母の離縁) または
離縁形態区分 ＝ 13(養子と養父母 かつ養女と養父の離縁) または
離縁形態区分 ＝ 14(養子と養父母 かつ養女と養母の離縁) または
離縁形態区分 ＝ 15(養子夫婦と養父母の離縁)の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ≠ スペース かつ (No.38)養女の外国人区分 ≠ スペース かつ
　(No.53)養父の外国人区分 ≠ スペース かつ (No.64)養母の外国人区分 ≠ スペース かつ
　(No.98)配偶者外国人区分 ＝ スペースであること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(2/18)
養子離縁
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

(No5)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届) または 2(未成年後見開始届)の場合,
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 本籍であれば
　(No.8)親権･未成年後見人筆頭者 ≠ スペースであること

(No5)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届) または 2(未成年後見開始届)の場合,
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 国籍であれば(No.8)親権･未成年後見人筆頭者 ＝ スペース かつ
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ (No.93)15歳未満の届出人国籍1であること

(No5)同時届区分 ＝ 0(無)の場合,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名～(No.12-1)同時親権届出人本籍までスペースであること

(No5)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届) または 2(未成年後見開始届)の場合,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ≠ スペース かつ
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.92)15歳未満の届出人氏名1であること

(No9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議) かつ (No.10)同時親権者資格 ＝ 001(父)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 002(母) または 011(養母)であること

(No9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議) かつ (No.10)同時親権者資格 ＝ 002(母)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 001(父) または 010(養父)であること

(No.9)同時親権届の種別 ＝ 2(調停) または 3(審判)の場合,
　(No11)同時親権届出人資格 ＝ スペース かつ
　(No.11-1)同時親権届出人の本非区分 ＝ スペース かつ
　(No.11-2)同時親権届出人生年月日 ＝ スペース かつ
　(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ スペース かつ
　(No.12-1)同時親権届出人本籍 ＝ スペースであること

(No5)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)の場合,
　(No.9)同時親権届の種別 ≠ スペース かつ
　(No.10)同時親権者の資格 ≠ スペースであること

(No.9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ≠ スペース かつ
　(No.11-1)同時親権届出人の本非区分 ≠ スペース かつ
　(No.11-2)同時親権届出人生年月日 ≠ スペース かつ
　(No.12)同時親権届出人氏名 ≠ スペース かつ
　(No.12-1)同時親権届出人本籍 ≠ スペースであること
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No

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(3/18)
養子離縁
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 16/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.10)同時親権者資格 ＝ 002(母)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 1 または 2 または 3であれば,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.34)養子の母氏名 であること
(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 001(父)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 1 または 2 または 3であれば,
　(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ (No.33)養子の父氏名 であること

(No.10)同時親権者資格 ＝ 001(父)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 1 または 2 または 3であれば,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.33)養子の父氏名 であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議) かつ(No.10)同時親権者資格 ＝ 010(養父)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 002(母) または 011(養母) であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議) かつ(No.10)同時親権者資格 ＝ 011(養母)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 001(父) または 010(養父) であること

(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 002(母)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 4 または 5 または 6であれば,
　(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ (No.49)養女の母氏名 であること
(No.10)同時親権者資格 ＝ 001(父)の場合,
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 023(親権者となるべき父) または 001(父) かつ
　(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース であること

(No.10)同時親権者資格 ＝ 002(母)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 4 または 5 または 6であれば,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.49)養女の母氏名 であること
(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 001(父)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 4 または 5 または 6であれば,
　(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ (No.48)養女の父氏名 であること

(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 002(母)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 1 または 2 または 3であれば,
　(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ (No.34)養子の母氏名 であること
(No.10)同時親権者資格 ＝ 001(父)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 4 または 5 または 6であれば,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.48)養女の父氏名 であること

(No.10)同時親権者資格 ＝ 002(母)の場合,
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 024(親権者となるべき母) または 002(母) かつ
　(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース であること
(No.10)同時親権者資格 ＝ 010(養父)の場合,
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 026(親権者となるべき養父) または 010(養父) かつ
　(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース であること
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No

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

45-1

45-2

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 17/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.10)同時親権者資格 ＝ 011(養母)の場合,
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 027(親権者となるべき養母) または 011(養母) かつ
　(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(4/18)
養子離縁
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

(No.17)発送元 ≠ スペースのとき,(No.18)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外) であること

(No.17)発送元 ≠ スペース かつ,(No.17)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のと
き
　(No.18)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付) であること

(No.16)送付日 ≠ スペースのとき,(No.16)送付日 ≧ (No15)受領日 であること

(No.16)送付日 ＝ スペースのとき,(No.18)在外送付区分 ＝ 0(受理分) であること

(No.16)送付日 ＝ スペースのとき,(No.17)発送元 ＝ スペース であること

(No.16)送付日 ≠ スペースのとき,(No.17)発送元 ≠ スペース であること

(No.21)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.21)郵送日 ≦ (No.15)受領日 であること

(No.20)本非区分 ＝ 1(本籍)のとき,
　(No.24)養子の本非区分 ＝ 1 または (No.38)養女の本非区分 ＝ 1 または
　(No.54)養父の本非区分 ＝ 1 または (No.64)養母の本非区分 ＝ 1 または
　(No.86)届後本籍 ＝ 管内本籍地 であること

(No.20)本非区
分は養子離縁
届の本非区分
と位置付け
る。
親権･未成年後
見届は関係し
ない。

(No.20)本非区分 ＝ 2(非本籍)のとき,
　(No.24)養子の本非区分 ＝ 2 かつ(No.39)養女の本非区分 ＝ 2 かつ
　(No.54)養父の本非区分 ＝ 2 かつ(No.65)養母の本非区分 ＝ 2 かつ
　(No.86)届後本籍 ＝ 管外本籍地 であること

(No.19)処理日 ≠ スペースのとき,(No.19)処理日 > (No15)受領日 であること

(No.21)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.16)送付日 ＝ スペース であること

(No.17)発送元 ≠ スペースのとき,(No.17)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外
のとき
　(No.18)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付) または
　(No.18)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由) であること

(No.76)離縁の種別 ＝ 1(協議) かつ(No80)離縁成立日 ＝ スペースの場合,
　(No.22)報告区分 ＝ 1(創設的届出) であること

(No.22)報告区分 ＝ 2(報告的届出)の場合,
　(No.76)離縁の種別 ＝ 1(協議) かつ(No80)離縁成立日 ≠ スペース) または
　(No.76)離縁の種別 ＝ 2(調停) または 3(審判) または 4(判決) または 5(和解) または 6(認諾)
であること

(No.22)報告区分 ＝ 1(創設的届出)の場合,
　(No.76)離縁の種別 ＝ 1(協議) かつ(No80)離縁成立日 ＝ スペース であること
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No

46

47

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(4/18)
養子離縁
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 18/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.76)離縁の種別 ＝ 1(協議) かつ (No80)離縁成立日 ≠ スペースの場合,
　(No.22)報告区分 ＝ 2(報告的届出)であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

外国の方式に
よる離縁の入
力チェック

(No.76)離縁の種別 ＝ 2(調停) または 3(審判) または 4(判決) または 5(和解) または 6(認諾)の
場合,
　(No.22)報告区分 ＝ 2(報告的届出)であること
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No

48

49

50

51

52

53

54

55

56
57
58
59

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 19/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

養子に入力がある場合,
　(No.23)養子の外国人区分 かつ (No.24)養子の本非区分 かつ
　(No.25)養子の生年月日 かつ (No.26)養子の生死区分 かつ
　(No.27)養子のカナ氏名 かつ (No.28)養子の漢字氏名 かつ
　(No.29)養子の本･国籍 かつ (No.35)養子の父母との続柄コードに入力があること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

養子に入力が
ある場合の必
須入力項目

(No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,
　(No.25)養子の生年月日 ＝ (和暦) かつ(No.29)養子の本･国籍 ＝ 本籍 かつ
　(No.31)養子の筆頭者 ≠ スペース かつ(No.36)養子の筆頭者区分 ≠ スペース かつ
　(No.37)養子の配偶者区分 ≠ スペース であること

西暦で入力さ
れても和暦に
変換されれば
よい

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(5/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

養父に入力がある場合,(No.63)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
養母に入力がある場合,(No.74)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
　かつ (No.25)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日 かつ (No.26)養子の生死区分 ＝
0(生存) かつ
　(No.76)離縁の種別 ＝ 2(調停)または3(審判)または4(判決)または5(和解)または6(認諾) かつ
　(No.83)裁判及び外国の方式の離縁の届出人資格 ＝ 077(養子の離縁後の法定代理人) の場合,
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース であること

養父に入力がある場合,(No.63)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
養母に入力がある場合,(No.74)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
　かつ (No.25)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日 かつ (No.26)養子の生死区分 ＝
0(生存) かつ
　(No.76)離縁の種別 ＝ 1(協議) の場合,
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース であること

(No.23)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人) の場合,
　(No.24)養子の本非区分 ＝ 2(非本籍) かつ (No.25)養子の生年月日 ＝ (西暦) かつ
　(No.29)養子の本･国籍 ＝ 国籍 かつ (No.31)養子の筆頭者 ＝ スペース かつ
　(No.36)養子の筆頭者区分 ＝ スペース であること

和暦で入力さ
れても西暦に
変換されれば
よい

(No.24)養子の本非区分 ＝ 1(本籍) の場合,(No.29)養子の本･国籍 ＝ 管内本籍地であること

(No.24)養子の本非区分 ＝ 2(非本籍) かつ
(No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,
　(No.29)養子の本･国籍 ＝ 管外本籍地 であること

単体チェック
と同じため
カット

(No.25)養子の生年月日 + 15年(15歳未以上) ≦ (No.14)受領日 の場合,(No.90)15歳未満の届出人資
格1 ＝ スペースであること
(No.30)養子の住所 ＝ スペース の場合,(No.32)養子の世帯主 ＝ スペース であること
(No.32)養子の世帯主 ≠ スペース の場合,(No.30)養子の住所 ≠ スペースであること
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60-1

61

62

63

64

65

66

67

68

69
70
71

60 (No.36)養子の筆頭者区 ＝ 1(筆頭者) の場合,(No.28)養子の漢字氏名 ＝ (No.31)養子の筆頭者 であ
ること

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(6/18)
養子離縁
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

改訂日付 版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 20/92

養女に入力がある場合,
　(No.38)養女の外国人区分 かつ (No.39)養女の本非区分 かつ
　(No.40)養女の生年月日 かつ (No.41)養女の生死区分 かつ
　(No.42)養女のカナ氏名 かつ (No.43)養女の漢字氏名 かつ
　(No.44)養女の本･国籍 かつ (No.50)養女の父母との続柄コードに入力があること

養女に入力が
ある場合の必
須入力項目

(No.38)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,
　(No.40)養女の生年月日 ＝ (和暦) かつ (No.44)養女の本･国籍 ＝ 本籍 かつ
　(No.46)養女の筆頭者 ≠ スペース かつ (No.51)養女の筆頭者区分 ≠ スペース かつ
　(No.52)養女の配偶者区分 ≠ スペース であること

西暦で入力さ
れても和暦に
変換されれば
よい

(No.38)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人) の場合,
　(No.39)養女の本非区分 ＝ 2(非本籍) かつ (No.40)養女の生年月日 ＝ (西暦) かつ
　(No.44)養女の本･国籍 ＝ 国籍 かつ (No.46)養女の筆頭者 ＝ スペース かつ
　(No.51)養女の筆頭者区分 ＝ スペース であること

和暦で入力さ
れても西暦に
変換されれば
よい

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.36)養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員) の場合,
　(No.28)養子の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.31)養子の筆頭者氏名の｢氏｣ であること

養父に入力がある場合,(No.63)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
養母に入力がある場合,(No.74)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
　かつ (No.40)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日 かつ (No.41)養女の生死区分 ＝
0(生存) かつ
　(No.76)離縁の種別 ＝ 2(調停)または3(審判)または4(判決)または5(和解)または6(認諾) かつ
　(No.82)裁判及び外国の方式の離縁の届出人資格 ＝ 077(養子の離縁後の法定代理人) の場合,
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース であること

養父に入力がある場合,(No.63)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
養母に入力がある場合,(No.74)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
　かつ (No.40)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日 かつ (No.41)養女の生死区分 ＝
0(生存) かつ
　(No.76)離縁の種別 ＝ 1(協議) の場合,
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース であること

(No.39)養女の本非区分 ＝ 1(本籍) の場合,(No.44)養女の本･国籍 ＝ 管内本籍地であること

(No.39)養女の本非区分 ＝ 2(非本籍) かつ
(No.38)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,
　(No.44)養女の本･国籍 ＝ 管外本籍地 であること

(No.40)養女の生年月日 + 15年(15歳以上) ≦ (No.14)受領日 の場合,(No.90)15歳未満の届出人資格1
＝ スペースであること
(No.45)養女の住所 ＝ スペース の場合,(No.47)養女の世帯主 ＝ スペース であること
(No.47)養女の世帯主 ≠ スペース の場合,(No.45)養女の住所 ≠ スペースであること
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No

72

73

73-1

74

75

75-1

76

77

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 21/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

単体チェック
と同じため
カット

(No.51)養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者) の場合,
　(No.43)養女の漢字氏名 ＝ (No.46)養女の筆頭者 であること

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(7/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

養子と養女の双方に入力がある場合
　(No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
　(No.36)養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員) のとき、
　(No.51)養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)であること

(No.38)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.51)養女の筆頭者区分 ＝ 0(構成員) の場合,
　(No.43)養女の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.46)養女の筆頭者氏名の｢氏｣ であること

養子と養女の双方に入力がある場合
　(No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
　(No.38)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ (No.36)養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者) のとき、
　(No.51)養女の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)であること

養子または養女の片方だけに入力がある場合
　(No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ(No.52)養女の配偶者区分 ＝ 2(妻) のとき、
　(No.98)配偶者外国人区分 ≠ スペース であること

養子または養女の片方だけに入力がある場合
　(No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ(No.37)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫) のとき、
　(No.98)配偶者外国人区分 ≠ スペース であること
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No

78

79

80

80-1

81

82

83
84
85

86

87

87-1

88
89

90

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(8/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18 22/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.53)養父の外国人区分 ＝ 1(外国人) の場合,
　(No.54)養父の本非区分 ＝ 2(非本籍) かつ (No.55)養父の生年月日 ＝ (西暦) かつ
　(No.59)養父の本･国籍 ＝ 国籍 かつ (No.60)養父の筆頭者 ＝ スペース であること

和暦で入力さ
れても西暦に
変換されれば
よい(No.53)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,

　(No.58)養父の漢字氏名の氏 ＝ (No.60)養父の筆頭者氏名の氏であること

(No.54)養父の本非区分 ＝ 1(本籍) の場合,(No.59)養父の本･国籍 ＝ 管内本籍地であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

養父に入力がある場合,
　(No.53)養父の外国人区分 かつ (No.54)養父の本非区分 かつ
　(No.55)養父の生年月日 かつ(No.56)養父の生死区分 かつ
　(No.57)養父のカナ氏名 かつ(No.58)養父の漢字氏名 かつ
　(No.59)養父の本･国籍 かつ(No.63)養父の縁組成立法区分に入力があること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

養父に入力が
ある場合の必
須入力項目

(No.53)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,
　(No.55)養父の生年月日 ＝ (和暦) かつ(No.59)養父の本･国籍 ＝ 本籍 かつ
　(No.60)養父の筆頭者 ≠ スペース であること

西暦で入力さ
れても和暦に
変換されれば
よい

(No.64)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,
　(No.69)養母の漢字氏名の氏 ＝ (No.71)養母の筆頭者氏名の氏であること
(No.65)養母の本非区分 ＝ 1(本籍) の場合,(No.70)養母の本･国籍 ＝ 管内本籍地 であること
(No.65)養母の本非区分 ＝ 2(非本籍) かつ(No.64)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,
　(No.70)養母の本･国籍 ＝ 管外本籍地 であること

養母に入力がある場合,
　(No.64)養母の外国人区分 かつ(No.65)養母の本非区分 かつ
　(No.66)養母の生年月日 かつ(No.67)養母の生死区分 かつ
　(No.68)養母のカナ氏名 かつ(No.69)養母の漢字氏名 かつ
　(No.70)養母の本･国籍 かつ(No.74)養母の縁組成立法区分に入力があること

養母に入力が
ある場合の必
須入力項目

(No.64)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,
　(No.66)養母の生年月日 ＝ (和暦) かつ (No.70)養母の本･国籍 ＝ 本籍 かつ
　(No.71)養母の筆頭者 ≠ スペース であること

西暦で入力さ
れても和暦に
変換されれば
よい(No.64)養母の外国人区分 ＝ 1(外国人) の場合,

　(No.65)養母の本非区分 ＝ 2(非本籍) かつ (No.66)養母の生年月日 ＝ (西暦) かつ
　(No.70)養母の本･国籍 ＝ 国籍 かつ (No.71)養母の筆頭者 ＝ スペース であること

和暦で入力さ
れても西暦に
変換されれば
よい

(No.54)養父の本非区分 ＝ 2(非本籍) かつ(No.53)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合,
　(No.59)養父の本･国籍 ＝ 管外本籍地 であること
(No.61)養父の住所 ＝ スペース の場合,(No.62)養父の世帯主 ＝ スペース であること
(No.62)養父の世帯主 ≠ スペース の場合,(No.61)養父の住所 ≠ スペースであること

(No.72)養母の住所 ＝ スペース の場合,(No.73)養母の世帯主 ＝ スペース であること
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No

91

91-1

92

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 23/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.73)養母の世帯主 ≠ スペースの場合,(No.72)養母の住所 ≠ スペースであること ｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(8-1/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

(No.76)離縁の種別 ＝ 1(協議)の場合,
　(No.77)離縁の申立人区分 ＝ スペース かつ
　(No.78)裁判確定日 ＝ スペース であること
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No

93

94
95

95-1
95-2
96
97

98
99
100
101
102

103

104

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 24/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.76)離縁の種別 ＝ 1(協議) かつ(No.79)離縁許可日 ≠ スペース の場合,
　(No.80)離縁成立日 ＝ スペース かつ
　(No.81)離縁の方式 ＝ スペース かつ
　(No.82)外国裁判所名 ＝ スペース かつ
　(No.83)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ スペース であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

外国方式での
離縁

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(9/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

(No.84)戸籍変動区分 ＝ 1(元の戸籍に戻る) の場合,
　(No.85)氏区分 ＝ 1(縁組前の氏) または 2(実方の氏(復氏を兼ねる届)) かつ
　(No.86)届後本籍 ≠ スペース かつ
　(No.87)届後戸籍の筆頭者 ≠ スペース かつ
　(No.88)戻る戸籍での筆頭者区分 ≠ スペース であること

(No.81)離縁の方式 ≠ スペース の場合,(No.80)離縁成立日 ≠ スペース であること
(No.82)外国裁判所名 ≠ スペース の場合,(No.80)離縁成立日 ≠ スペース であること

(No.76)離縁の種別 ＝ 1(協議) かつ(No.80)離縁成立日 ≠ スペース の場合,
　(No.81)離縁の方式 または (No.82)外国裁判所名
　のいずれか一方に入力があること

外国の裁判所
で協議された
離縁

(No.78)裁判確定日 ≦ (No.15)受領日 であること
(No.79)離縁許可日 ≦ (No.15)受領日 であること

(No.76)離縁の種別 ＝ 2(調停) または 3(審判) または 4(判決) または 5(和解) または 6(認諾) の
場合,
　(No.77)離縁の申立人区分 ≠ スペース かつ (No.78)裁判確定日 ≠ スペース かつ
　(No.79)離縁許可日 ＝ スペース かつ (No.80)離縁成立日 ＝ スペース かつ
　(No.81)離縁の方式 ＝ スペース かつ
　(No.83)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ≠ スペース であること

(No.83)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 077(養子の離縁後の法定代理人) かつ
　離縁形態区分 ＝ 4 または 5 または 6 の場合,
　(No.40)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日 かつ
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース であること

(No.80)離縁成立日 ≦ (No.15)受領日 であること
(No.83)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 077(養子の離縁後の法定代理人) かつ
　離縁形態区分 ＝ 1 または 2 または 3 の場合,
　(No.25)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日 かつ
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース であること

15歳未満の届
出人がいる場
合は,資格1が
必須入力項目
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No

105

106

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 25/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(No.84)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)　の場合,
　(No.85)氏区分 ＝ スペース　かつ　(No.86)届後本籍 ＝ スペース　かつ
　(No.87)届後戸籍の筆頭者 ＝ スペース　かつ
　(No.88)戻る戸籍での筆頭者区分 ＝ スペース　であること
　(No.89)届後戸籍での配偶者区分 ＝ スペース　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.84)戸籍変動区分 ＝ 2(新戸籍を編製する)　の場合,
　(No.85)氏区分 ≠ スペース　かつ
　(No.86)届後本籍 ≠ スペース　かつ
　(No.87)届後戸籍の筆頭者 ≠ スペース　かつ
　(No.88)戻る戸籍での筆頭者区分 ＝ スペース　であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック(10/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)
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No

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 26/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

養女に入力がある場合
　(No.52)養女の配偶者区分 ＝ 0(未)　または　3(生存配偶者)　かつ
　(No.84)戸籍変動区分 ＝ 1(元の戸籍に戻る)　または　2(新戸籍を編成する)　の場合,
　(No.89)届後戸籍での配偶者区分 ≠ スペース　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

養子に入力がある場合
　(No.37)養子の配偶者区分 ＝ 0(未)　または　3(生存配偶者)　かつ
　(No.84)戸籍変動区分 ＝ 1(元の戸籍に戻る)　または　2(新戸籍を編成する)　の場合,
　(No.89)届後戸籍での配偶者区分 ≠ スペース　であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック(11/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)～011(養母)　の場合,
　(No.93)15歳未満の届出人国籍1 ≠ スペース　かつ
　(No.94)15歳未満の届出人生年月日1 ＝ 西暦　であること

和暦で入力さ
れても西暦に
変換できれば
よい

(No.93)15歳未満の届出人国籍1 ＝ スペース　の場合,
　(No.94)15歳未満の届出人生年月日1 ＝ スペースであること

(No.93)15歳未満の届出人国籍1 ≠ スペース　の場合,
　(No.94)15歳未満の届出人生年月日1 ＝ 西暦　であること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース　の場合,
　(No.92)15歳未満の届出人氏名1 ≠ スペース　であること

(No.91)15歳未満の届出人資格2 ≠ スペース　の場合,
　(No.95)15歳未満の届出人氏名2 ≠ スペース　であること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース　の場合,
　(No.91)15歳未満の届出人資格2　～
　(No.97)15歳未満の届出人生年月日2　までがすべてスペースであること

15歳未満の届
出人がいる場
合は,資格1が
必須入力項目

(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース　の場合,
　(No.95)15歳未満の届出人氏名2 ＝ スペース　かつ
　(No.96)15歳未満の届出人国籍2 ＝ スペース　かつ
　(No.97)15歳未満の届出人生年月日 ＝ スペース　であること

(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 001(父)～011(養母)　の場合,
　(No.96)15歳未満の届出人国籍2 ≠ スペース　かつ
　(No.97)15歳未満の届出人生年月日2 ＝ 西暦　であること

和暦で入力さ
れても西暦に
変換できれば
よい

(No.96)15歳未満の届出人国籍2 ＝ スペース　の場合,
　(No.97)15歳未満の届出人生年月日2 ＝ スペース　であること

(No.96)15歳未満の届出人国籍2 ≠ スペース　の場合,
　(No.97)15歳未満の届出人生年月日2 ＝ 西暦　であること
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No

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 27/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人) または
111(未成年後見人となるべき者) の場合,
　(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(12/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母) または 011(養母) または
　017(親権者母) または020(親権者養母) または
　024(親権者となるべき母) または 027(親権者となるべき養母) または
　スペース であること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 001(父) または 010(養父) または
　016(親権者父) または 019(親権者養父) または
　023(親権者となるべき父) または 026(親権者となるべき養父) または スペース であること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母) または 011(養母) または
　017(親権者母) または 020(親権者養母) または
　024(親権者となるべき母) または 027(親権者となるべき養母) または
　スペース であること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母) または020(親権者養母) または スペースであること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 020(親権者養母) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父) または019(親権者養父) または スペース であること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母) または020(親権者養母) または スペース であること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 017(親権者母) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父) または019(親権者養父) または スペース であること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 001(父) または010(養父) または
　016(親権者父) または019(親権者養父) または
　023(親権者となるべき父) または026(親権者となるべき養父) または
　スペース であること

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 023(親権者となるべき父) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母) または027(親権者となるべき養母)
　または スペース であること
(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 024(親権者となるべき母) の場合,
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 023(親権者となるべき父) または026(親権者となるべき養父)
　または スペース であること
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版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 28/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 026(親権者となるべき養父)　の場合
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母)　または
　027(親権者となるべき養母)　または　スペース　であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(13/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 027(親権者となるべき養母)　の場合
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 023(親権者となるべき父)　または
　026(親権者となるべき養父)　または　スペース　であること
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No

139

140

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(14/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 29/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人) または
111(未成年後見人となるべき者) の場合,
　(No.5)同時届区分 ＝ 0(無)または 2(未成年後見開始届)であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣
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版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 30/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.98) 配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合、
　(No.101)配偶者カナ氏名 ≠ スペース かつ
　(No.102)配偶者漢字氏名 ≠ スペース であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(15/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

(No.98) 配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
(No.99) 配偶者筆頭者区分 ＝ 0(構成員) かつ
(No.100)配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻) かつ (No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合、
　(No.36)養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者) かつ
　(No.37)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫) であること

(No.98) 配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
(No.99) 配偶者筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者) かつ
(No.100)配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫) かつ (No.38)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合、
　(No.51)養女の筆頭者区分 ＝ 0(構成員) かつ
　(No.52)養女の配偶者区分 ＝ 2(妻) であること

(No.98) 配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合、
　(No.99) 配偶者筆頭者区分 ≠ スペース かつ
　(No.100)配偶者配偶者区分 ≠ スペース かつ
　(No.105)配偶者父母との続柄コード ≠ スペース かつ
　(No.106)配偶者生年月日 ＝ 和暦 であること

西暦で入力さ
れても和暦に
変換できれば
よい

(No.98) 配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
(No.99) 配偶者筆頭者区分 ＝ 0(構成員) かつ
(No.100)配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫) かつ (No.38)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合、
　(No.51)養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者) かつ
　(No.52)養女の配偶者区分 ＝ 2(妻) であること

(No.100)配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻) の場合、
(No.105)配偶者父母との続柄コード ＝ 30(女) ～ 49(十九女) であること

(No.100)配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫) の場合、
(No.105)配偶者父母との続柄コード ＝ 10(男) ～ 29(十九男) であること

(No.98) 配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
(No.99) 配偶者筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者) かつ
(No.100)配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻) かつ (No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) の場合、
　(No.36)養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員) かつ
　(No.37)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫) であること
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152
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処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(16/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 31/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.14)受領日 ＜ 2022年4月1日 かつ
(No.110)親権移記親権者区分 ≠ スペース かつ 離縁形態区分 ＝ 1 または 2 または 3の場合,
　(No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
　(No.40)養女の生年月日 + 20年(20歳未満) ＞ (No.14)受領日 かつ
　(No.37)養子の配偶者区分 ＝ 0(未) であること

(No.14)受領日 ＜ 2022年4月1日 かつ
(No.110)親権移記親権者区分 ≠ スペース かつ 離縁形態区分 ＝ 4 または 5 または 6の場合,
　(No.38)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
　(No.40)養女の生年月日 + 20年(20歳未満) ＞ (No.14)受領日 かつ
　(No.52)養女の配偶者区分 ＝ 0(未) であること

内容 出力エラーメッセージ 挿入場所 備考

(No.108)離縁後変更養父氏名 ≠ スペース または
(No.109)離縁後変更養母氏名 ≠ スペース の場合,
　(No.84)戸籍変動区分 ＝ 1(元の戸籍に戻る) または 2(新戸籍を編製する) であること

No.213に変更

R2.1(離縁109）
改正前のチェッ
ク

R2.1(離縁109）
改正前のチェッ
ク

(No.14)受領日 ≧ 2022年4月1日　かつ
(No.110)親権移記親権者区分 ≠ スペース かつ 離縁形態区分 = 1 または 2 または 3の場合，
　(No.23)養子の外国人区分 = 0(日本人) かつ
　(No.40)養女の生年月日 + 18年(18歳未満) ＞ (No.14)受領日 かつ
　(No.37)養子の配偶者区分 = 0(未) であること

(No.14)受領日 ≧ 2022年4月1日 かつ
(No.110)親権移記親権者区分 ≠ スペース かつ 離縁形態区分 = 4 または 5 または 6の場合，
　(No.38)養女の外国人区分 = 0(日本人) かつ
　(No.40)養女の生年月日 + 18年(18歳未満) ＞ (No.14)受領日 かつ
　(No.52)養女の配偶者区分 = 0(未) であること

R2.1(離縁109）
改正後のチェッ
ク

R2.1(離縁109）
改正後のチェッ
ク

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣
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処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(17/18)
養子離縁
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 32/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.5-1)親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 2(非本籍) の場合,
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ≠ 管内本籍地 であること

内容 出力エラーメッセージ 挿入場所 備考

(No.5)同時届区分 ＝ 2(未成年後見開始届) の場合,
　(No.9)同時親権届の種別～
　(No.12-1)同時親権届出人本籍までスペース であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

No.14の後 追加分は
No.200からス
タートする

(No.5-1)親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍) の場合,
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 管内本籍地 であること

No.201～
No.208は
No.16の後

(No.12-1)同時親権届出人本籍 ＝ 国籍 の場合,
　(No.11-2)同時親権届出人生年月日 ＝ 西暦 であること

和暦入力でも
西暦に変換さ
れればよい

(No.26)養子の生死区分 ＝ 1(死亡者) の場合,
　(No.37)養子の配偶者区分 ＝ 0(未) かつ
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース かつ
　(No. 5)同時届区分 ＝ スペース かつ
　(No.110)親権移記親権者区分 ＝ スペース であること

No.54の後

(No.11-1)同時親権届出人の本非区分 ＝ 2(非本籍) の場合,
　(No.12-1)同時親権届出人本籍 ≠ 管内本籍地 であること

(No.12-1)同時親権届出人本籍 ＝ 本籍 の場合,
　(No.11-2)同時親権届出人生年月日 ＝ 和暦 であること

西暦入力でも
和暦に変換さ
れればよい

(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 国籍 の場合,
　(No.5-2)親権･未成年後見人生年月日 ＝ 和暦 であること

西暦入力でも
和暦に変換さ
れればよい

(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 国籍 の場合,
　(No.5-2)親権･未成年後見人生年 ＝ 西暦 であること

和暦入力でも
西暦に変換さ
れればよい

(No.11-1)同時親権届出人の本非区分 ＝ 1(本籍) の場合,
　(No.12-1)同時親権届出人本籍 ＝ 管内本籍地 であること

(No.41)養女の生死区分 ＝ 1(死亡者) の場合,
　(No.52)養女の配偶者区分 ＝ 0(未) かつ
　(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース かつ
　(No. 5)同時届区分 ＝ スペース かつ
　(No.110)親権移記載権者区分 ＝ スペース であること

NO.67の後
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版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 33/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

養子と養女の双方に入力がある場合、
(No.23)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
(No.38)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)のとき、
　(No.27)養子のカナ氏名の氏 ＝ (No.42)養女のカナ氏名の氏 かつ
　(No.28)養子の漢字氏名の氏 ＝ (No.43)養女の漢字氏名の氏 であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

No.75の後 養子･養女が日
本人のときは
同一戸籍であ
ること

養父と養母の双方に入力がある場合、
(No.56)養父の生死区分 ＝ 1(死亡者) または
(No.67)養母の生死区分 ＝ 1(死亡者)のとき、
　(No.75)養母婚姻区分 ＝ 0(婚姻中でない) であること

No.91の後

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(18/18)
養子離縁(養子離縁形態入力,その1～その5
画面)

(No.110)親権移記親権区分  ＝ 10(養父) または 11(養母) の場合
(No.108)離縁後変更養父氏名  ≠ スペース または (No.109)離縁後変更養母氏名  ≠ スペース であ
ること

養父と養母の双方に入力がある場合、
(No.53)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
(No.64)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
(No.75)養母婚姻区分 ＝ 1(婚姻中)　のとき、
　(No.57)養父のカナ氏名の氏 ＝ (No.68)養母のカナ氏名の氏 かつ
　(No.58)養父の漢字氏名の氏 ＝ (No.69)養母の漢字氏名の氏 かつ
　(No.59)養父の本国籍 ＝ (No.70)養母の本国籍 かつ
　(No.60)養父の筆頭者 ＝ (No.71)養母の筆頭者 であること

養父･養母が日
本人で婚姻中
のときは、同
一戸籍である
こと

(No.10)同時親権者資格  ＝ 10(養父) または 11(養母) の場合
(No.108)離縁後変更養父氏名  ≠ スペース または (No.109)離縁後変更養母氏名  ≠ スペース であ
ること
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(No.10)同時親権者区分 ＝ 001(父)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ 002(母)　の場合,
『父母』と表示する

(No.10)同時親権者区分 ＝ 011(養母)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ 010(養父)　の場合,
『養父母』と表示

(No.10)同時親権者区分 ＝ 010(養父)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ 011(養母)　の場合,
『養父母』と表示する

(No.10)同時親権者区分 ＝ 011(養母)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ 011(養母)　の場合,
『養父母』と表示

(No.10)同時親権者区分 ＝ 002(母)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ 010(養父)　の場合,
『養父及び母』と表示する

(No.10)同時親権者区分 ＝ 010(養父)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ 002(母)　の場合,
『養父及び母』と表示する

(No.10)同時親権者区分 ＝ 001(父)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ 011(養母)　の場合,
『父及び養母』と表示する

(No.10)同時親権者区分 ＝ 002(母)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ 001(父)　の場合,
『父母』と表示する

(No.10)同時親権者区分 ＝ 010(養父)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ スペース　の場合,
『養父』と表示する

(No.10)同時親権者区分 ＝ 001(父)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ スペース　の場合,
『父』と表示する

(No.10)同時親権者区分 ＝ 002(母)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ スペース　の場合,
『母』と表示する,

(No.10)同時親権者区分 ＝ 011(養母)　かつ　(No.12)同時親権届出人区分 ＝ スペース　の場合,
『養母』と表示する

内容 備考

処理名 画面名 画面ID

2.1　表示設定その1　(1/1) 養子離縁(離縁形態入力画面)

　同時親権届出人名称をカットしたことにより,このページを削除す
る

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 34/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

以降,養子離縁画面(離縁形態入力画面)で表示する

同時親権届出人名称の内容について記述する

 7-2-(5)-4-34



No

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

　8

 9

10

11

12

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 027(親権者となるべき養母)の場合,
『父及び親権者となるべき養母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 019(親権者養父)の場合,
『親権者養父及び母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 023(親権者となるべき父)の場合,
『親権者となるべき父及び母』と表示する

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母)の場合,
『父及び親権者となるべき母』と表示する

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)の場合,
『父及び親権者養母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)の場合,
『父母』と表示する

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)の場合,
『父及び養母』と表示する

同上

同上

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 010(養父)の場合,
『養父及び母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父)の場合,
『親権者父及び母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 026(親権者となるべき養父)の場合,
『親権者となるべき養父及び母』と表示する

同上

版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 35/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 画面名 画面ID

2.1　表示設定その2(1/3) 養子離縁(その4画面)

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)の場合,
『父及び親権者母』と表示する

同上

内容 備考

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペースの場合,
『父』と表示する

同様資格2がスペースの場合は,資格1のコード内容をそのまま表示
111は『未成年後見人となるべき者』と表示する

以降,養子離縁画面(その4画面)で表示する

15歳未満の届出人資格名称の内容について記述する
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No

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 027(親権者となるべき養母)　の場合,
『養父及び親権者となるべき養母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 019(親権者養父)　の場合,
『親権者養父及び養母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 023(親権者となるべき父)　の場合,
『親権者となるべき父及び養母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 026(親権者となるべき養父)　の場合,
『親権者となるべき養父及び養母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父)　の場合,
『親権者父及び養母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者養母)　の場合,
『親権者養父母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　の場合,
『親権者父及び親権者養母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 017(親権者母)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 019(親権者養父)　の場合,
『親権者養父及び親権者母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　の場合,
『親権者父母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　の場合,
『養父及び親権者養母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母)　の場合,
『養父及び親権者となるべき母』と表示する

同上

内容 備考

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　の場合,
『養父及び親権者母』と表示する

同上

2.1　表示設定その2　(2/3) 養子離縁(その4画面)

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　の場合,
『養父母』と表示する

処理名 画面名 画面ID

頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 36/92

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版
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No

26

27

28

29

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 023(親権者となるべき父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 027(親権者となるべき養母)　の場合,
『親権者となるべき父及び親権者となるべき養母』と表示する

同上

処理名 画面名 画面ID

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 024(親権者となるべき母)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 026(親権者となるべき養父)　の場合,
『親権者となるべき養父及び親権者となるべき母』と表示する

同上

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 026(親権者となるべき養父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 027(親権者となるべき養母)　の場合,
『親権者となるべき養父母』と表示する

同上

内容 備考

(No.90)15歳未満の届出人資格1 ＝ 023(親権者となるべき父)　かつ
(No.91)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母)　の場合,
『親権者となるべき父母』と表示する

2.1　表示設定その2　(3/3) 養子離縁(その4画面)

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

1 37/92

改定日付 版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

 7-2-(5)-4-37



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

R2.1(離縁112)

R2.1(離縁112)

R2.1(離縁112)

NO (0-4)→(0-5)へ

(0-11)→(1)

(0-6)確認メッセージ (YES,NO)

　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」 を表示

(0-8)エラーメッセージ

　「審査結果入力で処理して下さい。」 を表示

NO

YES

(0-5)(養子の外国人区分 = 0(日本人) かつ 養子の漢字氏名の名が未入力） または
　(養女の外国人区分 = 0(日本人) かつ 養女の漢字氏名の名が未入力） または
　(養父の外国人区分 = 0(日本人) かつ 養父の漢字氏名の名が未入力） または
　(養母の外国人区分 = 0(日本人) かつ 養母の漢字氏名の名が未入力）である (YES,NO)

YES

NO (0-9)→

(0-7)本紙へ

画面項目修正(審査完了しない）

(0-10)本紙へ

R2.1(離縁112)

R2.1(離縁112)

版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 38/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

NO  → (0-3)本紙へ

YES (0-1)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣を表示

YES (0-2)→(0-5)へ

処理名 3.0 関連審査補完 (1/6) 備考

(0)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

NO (5)裁判確定日 < 昭和27年4月28日である　(YES,NO)

YES (6) → (21)へ

(1)裁判確定日 ≠ スペースである(YES,NO) 離縁の成立した日が旧国籍法当時の場合は、国
籍の得喪がからむので、審査結果入力で　処理
する
現行の国籍法の施行日は昭和25年7月1日(ただ
し、平和条約の発効に伴う国の場合は

YES (2)裁判確定日 < 昭和25年7月1日である　(YES,NO)

YES (3)エラーメッセージ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示 (4)本紙へ

YES (10)エラーメッセージ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示 (11)本紙へ

YES (9)離縁成立日 < 昭和25年7月1日　である(YES,NO)

NO (7) → (25)へ

NO (8)離縁成立日 ≠ スペース　である(YES,NO)

NO (14) → (25)へ

YES (13) → (21)へ

NO (12)離縁成立日 < 昭和27年4月28日　である(YES,NO)

NO (18)受領日 < 昭和27年4月28日　である(YES,NO)

NO (15)受領日 < 昭和25年7月1日　である(YES,NO)

YES (16)エラーメッセージ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示 (17)本紙へ

(21)確認メッセージ｢平和条約発効に該当する国ですか。｣を表示(YES,NO) (22)本紙へ

YES (23)エラーメッセージ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

NO (20) → (25)へ

YES (19) → (21)へ

NO (24) → (25)へ 養子･養女の双方に入力がある場合,本位捨て無
で処理可能な条件。

 ･片方または双方が15歳未満でないこと
 ･双方生存者の場合は夫婦であること
 ･双方が死亡者の場合は、養子･養女は同一戸
籍であること(生存中は夫婦であったこと)

上記の条件に合わない離縁届で正当な届は、審
査結果入力で処理する。

(25)離縁形態区分 ＝ 7～15　のいずれかである(YES,NO)
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/

/

YES (27)エラーメッセージ (28)本紙へ

　 ｢15歳未満であるのに、養子養女双方の入力があります。届出が正当なら審
査結果入力で処理して下さい。｣を表示する。

養子･養女の双方に入力がある場合,本位捨て無
で処理可能な条件。

 ･片方または双方が15歳未満でないこと
 ･双方生存者の場合は夫婦であること
 ･双方が死亡者の場合は、養子･養女は同一戸
籍であること(生存中は夫婦であったこと)

上記の条件に合わない離縁届で正当な届は、審
査結果入力で処理する。

YES (26)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO)

NO (29)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO)

  7-2-(5)-4-39



/

　｢15歳未満であるのに、養子養女双方の入力があります。届出が正
当なら審査結果入力で処理して下さい。｣を表示する。

処理名 3.0 関連審査補完 (1-1/6) 備考

YES (30)エラーメッセージ (31)本紙へ

改訂日付 版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日

作業名 作成者 作成日付

11 39/92

NO (32)→ (33)へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

処理名 3.0　関連審査補完　(2/6) 備考

(33)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ

版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 40/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

YES (35)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

　養子の筆頭者 ＝ 養女の筆頭者　である(YES,NO)

　養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)　である(YES,NO)

YES (34)養子の本籍 ＝ 養女の本籍　かつ 養子と養女が双方日本人の場合
養子と養女は同一戸籍にいるか(本籍人であれ
ば戸籍番号で確認可能)

　養女の配偶者区分 ＝ 2(妻)　である(YES,NO)

YES (36)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)　かつ

　養女の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

　｢養子･養女が婚姻関係にありません。届出が正当な
ら審査結果入力で処理して下さい。｣を表示する

双方生存で夫婦であれば次の処理へ

NO (38)エラーメッセージ (39)本紙へ 双方生存で夫婦でなければエラー

YES (37) → (49)へ

　 (応答後(49)へ)

NO (41)エラーメッセージ

養子養女の一方または双方が死亡している場
合、同一戸籍で婚姻していた事実があれば次の
処理へ

　　 　 ｢養子と養女は婚姻していましたか｣を表示する

NO (40)確認メッセージ

NO (42)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ 片方または双方が外国人の場合

双方日本人で別戸籍にいる場合はエラー

　｢養子･養女が同一戸籍にいません。届出が正当なら審査結果入力で
処理して下さい。｣を表示する

　養女の配偶者区分 ＝ 2(妻)　である(YES,NO)

　養女の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

YES (43)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)　かつ

　｢養子･養女が婚姻関係にありません。届出が正当なら審
査結果入力で処理して下さい。｣を表示する

双方生存で夫婦であれば次の処理へ

NO (45)エラーメッセージ (46)本紙へ 双方生存で夫婦でなければエラー

YES (44) → (49)へ

NO (48) → (49)へ

　(応答後(49)へ)

NO (46)確認メッセージ (47)本紙へ 養子養女の一方または双方が死亡している場
合、同一戸籍で婚姻していた事実があれば次の
処理へ

　｢養子と養女は婚姻していましたか｣を表示する
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

10　または　13　または　14　または　15　である　(YES,NO)

YES (50)養子の生年月日 < 養父の生年月日　である(YES,NO) 養子が養父より年上でも離縁は可能(民805)
(取消要件であって,無効要件ではない)YES (51)確認メッセージ｢養子が養父より年上ですがよろしいですか。｣を表示する

処理名 3.0　関連審査補完　(3/6) 備考

(49)離縁形態区分 ＝ 1　または　3　または　7　または　9　または

版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 41/92

(54)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　かつ　養父の生死区分 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

YES (55)エラーメッセージ (56)本紙へ 死亡者同士の離縁はできない
(民811の範囲外)

(52)本紙へ

(応答後(54)へ)

NO (53) → (54)へ

11　または　12　または　13　または　15　である　(YES,NO)

YES (60)養女の生年月日 < 養父の生年月日　である(YES,NO)

NO (58) → (59)へ

(59)離縁形態区分 ＝ 4　または　6　または　7　または　10　または

　｢養子と養父の双方が死亡しているので離縁はできません。｣を表示する

NO (57) → (59)へ

NO (63) → (64)へ

(64)養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　かつ　養父の生死区分 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

YES (61)確認メッセージ｢養女が養父より年上ですがよろしいですか。｣を表示する (62)本紙へ 養女が養父より年上でも離縁は可能(民805)
(取消要件であって,無効要件ではない)(応答後(64)へ)

(69)離縁形態区分 ＝ 2　または　3　または　8　または　11　または

12　または　13　または　14　または　15　である　(YES,NO)

NO (67) → (69)へ

NO (68) → (69)へ

YES (65)エラーメッセージ (66)本紙へ 死亡者同士の離縁はできない
(民811の範囲外)　｢養女と養父の双方が死亡しているので離縁はできません。｣を表示する

(応答後(74)へ)

NO (73) → (74)へ

YES (70)養子の生年月日 < 養母の生年月日　である(YES,NO)

YES (71)確認メッセージ｢養子が養母より年上ですがよろしいですか。｣を表示する (72)本紙へ 養子が養母より年上でも離縁は可能(民805)
(取消要件であって,無効要件ではない)

NO (77) → (79)へ

NO (78) → (79)へ

(74)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　かつ　養母の生死区分 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

YES (75)エラーメッセージ｢養子と養母の双方が死亡しているので離縁はできません。｣を表示する (76)本紙へ 死亡者同士の離縁はできない(民811の範囲外)

10　または　12　または　14　または　15　である(YES,NO)
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処理名 3.0　関連審査補完　(4/6) 備考

(79)離縁形態区分 ＝ 5 または 6 または 8 または 9 または 10 または 12 または 14 または 15 である(YES,NO)

版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 1 42/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

　｢養女が養母より年上ですがよろしいですか。｣を表示する(応答後(85)へ) (取消要件であって,無効要件ではない)

NO (83)→(85)へ (84)は欠番

YES (80)養女の生年月日 < 養母の生年月日である(YES,NO)

YES (81)確認メッセージ (82)本紙へ 養女が養父より年上でも離縁は可能(民805)

(89)離縁形態区分 ＝ 9～15のいずれかである(YES,NO)

　｢養女と養母の双方が死亡しているので離縁はできません。｣を表示する (民811の範囲外)

NO (88)→(89)へ

(85)養女の生死区分 ＝ 1(死亡)かつ養母の生死区 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

YES (86)エラーメッセージ (87)本紙へ 死亡者同士の離縁はできない

　｢養子及び養親の片方同士が死亡している離縁届の1通処理は審査結
果入力で処理して下さい｣を表示する

YES (92)エラーメッセージ (93)本紙へ

YES (90)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)または養女の生死区 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

NO (88)→(89)へ

YES (91)養父の生死区分 ＝ 1(死亡)または養母の生死区 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

養子の一方及び養親の一方が死亡者の離縁届が
1通処理可能な場合は審査結果入力とする

(95)離縁形態区分 ＝ 1～3または7～15のいずれかである(YES,NO)

YES (96)養子の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

NO

NO

NO (94)→(95)へ

　｢養子の身分事項に縁組事項がありません｣を表示する

NO (99)エラーメッセージ (100)本紙へ 民811①

YES (97)養子の身分事項に縁組事項(記録コード ＝ 0301)がある(YES,NO)

YES (98)→(101)へ

(103) (104)

(101) (101)～(104)は削除

(102)
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 43/92

処理名 3.0　関連審査補完　(5/6) 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子離縁)

(106)離縁形態区分 ＝ 4～15のいずれかである(YES,NO)

YES (107)養女の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

NO (105)→(106)へ

NO

　｢養女の身分事項に縁組事項がありません｣を表示する

NO (110)エラーメッセージ (111)本紙へ 民811①

YES (108)養女の身分事項に縁組事項(記録コード ＝ 0301)がある(YES,NO)

YES (109)→(112)へ

(114) (115)

(112) (112)～(115)は削除

(113)

(117)離縁形態区分 ＝ 1 または 3 または 4 または 6 または 7 または 9～1 5のいずれかである
(YES,NO)

YES (118)養父の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

NO (116)→(117)へ

NO

　｢養父と養子は縁組していますね｣を表示する(応答後(128)へ)

NO (121)確認メッセージ (122)本紙へ 民811①

YES (119)養父の身分事項に縁組事項(記録コード ＝ 0302)がある(YES,NO)

YES (120)→(123)へ

(125) (126)

(123) (123)～(126)は削除

(124)
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 44/92

処理名 3.0　関連審査補完　(6/6) 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子離縁)

YES (129)養母の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

NO

(128)離縁形態区分 ＝ 2 または 3 または 5 または 6 または 8～15 のいずれかである(YES,NO)

NO (127)→(128)へ

　｢養母と養子は縁組していますね｣を表示する(応答後(139)へ)

NO (132)確認メッセージ (133)本紙へ 民811①

YES (130)養母の身分事項に縁組事項(記録コード ＝ 0302)がある(YES,NO)

YES (131)→(139)へ

(136) (137)

(134) (134)～(137)は削除

(135)

NO (138)→(139)へ

NO

YES (141)エラーメッセージ (142)本紙へ

　｢特別代理人の他に届出人がいる場合は審査結果入力で処理して下さい｣を表
示する

(139)15歳未満の届出人資格1 ＝ 078(特別代理人)である(YES,NO)

YES (140)15歳未満の届出人資格2 ≠ スペースである(YES,NO)

NO

(144)離縁の準拠法確定 [3.1]

NO (143)→(144)へ
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版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 1 45/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.1 離縁の準拠法確定 (1/3) 備考

(1)離縁形態区分 ＝ 1 または 3 または 4 または 6 または 7 または 9～15 のいずれかである
(YES,NO)

離縁は縁組当時の養親の本国法が適用されるの
で、そのチェックを行う。(法例20②)
養親の本国(外交)法で成立した縁組の離縁につ
いては、システム審査が出来ないので、目検で
審査する。

YES (2)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

NO (5)確認メッセージ (6)本紙へ

YES (3)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

YES (4) → (12)へ

｢養親の国籍が,縁組成立時と異なる可能性がありますが,よろしいで
すね｣を表示する(応答後(12)へ)

YES (8)確認メッセージ (9)本紙へ

NO (7)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

NO (10) → (12)へ

｢養親の国籍が,縁組成立時と異なる可能性がありますが,よろしいで
すね｣を表示する(応答後(12)へ)

YES (13)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

NO (11) → (12)へ

(12)離縁形態区分 ＝ 2 または 3 または 5 または 6 または 8～15 のいずれかである(YES,NO)

NO (16)確認メッセージ (17)本紙へ

YES (14)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

YES (15) → (23)へ

｢養親の国籍が,縁組成立時と異なる可能性がありますが,よろしいで
すね｣を表示する(応答後(23)へ)

YES (19)確認メッセージ (20)本紙へ

NO (18)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

NO (22) → (23)へ

(23)離縁形態区分?

｢養親の国籍が,縁組成立時と異なる可能性がありますが,よろしいで
すね｣を表示する(応答後(23)へ)

1 (24)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人) かつ 養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

YES (25)離縁の方式 ≠ スペース または 外国裁判所名 ≠ スペース である(YES,NO)

YES (26)エラーメッセージ (27)本紙へ 事件本人がすべて外国人の外国で成立した届出
は受理できない　｢養子、養親とも外国人で外国で成立した届出を受理することはで

きません｣を表示する
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 46/92

処理名 3.1　離縁の準拠法確定　(2/3) 備考

NO (28) → (58)へ

NO

2 (29)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ　養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)　である(YES,NO)

YES (30)離縁の方式 ≠ スペース　または　外国裁判所名 ≠ スペース　である(YES,NO)

YES (31)エラーメッセージ (32)本紙へ

NO (32) → (58)へ

事件本人がすべて外国人の外国で成立した届出
は受理できない　｢養子,養親とも外国人で外国で成立した届出を受理することはでき

ません｣を表示する

NO

3

養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ

(33)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ

YES (34)離縁の方式 ≠ スペース　または　外国裁判所名 ≠ スペース　である(YES,NO)

養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)　である(YES,NO)

YES (35)エラーメッセージ (36)本紙へ 事件本人がすべて外国人の外国で成立した届出
は受理できない　｢養子,養親とも外国人で外国で成立した届出を受理することはでき

ません｣を表示する

NO

NO (37) → (58)へ

4 (38)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ　養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)　である(YES,NO)

YES (39)離縁の方式 ≠ スペース　または　外国裁判所名 ≠ スペース　である(YES,NO)

YES (40)エラーメッセージ (41)本紙へ 事件本人がすべて外国人の外国で成立した届出
は受理できない　｢養子,養親とも外国人で外国で成立した届出を受理することはでき

ません｣を表示する

NO

NO (42) → (58)へ

5 (43)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ　養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)　である(YES,NO)

YES (44)離縁の方式 ≠ スペース　または　外国裁判所名 ≠ スペース　である(YES,NO)

YES (45)エラーメッセージ (46)本紙へ 事件本人がすべて外国人の外国で成立した届出
は受理できない　｢養子,養親とも外国人で外国で成立した届出を受理することはでき

ません｣を表示する

NO

NO (47) → (58)へ

6 (48)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ

養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ

養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)　である(YES,NO)
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処理名 3.1　離縁の準拠法確定　(3/3) 備考

YES (49)離縁の方式 ≠ スペース　または　外国裁判所名 ≠ スペース　である(YES,NO)

版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 47/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

YES (50)エラーメッセージ (51)本紙へ 事件本人がすべて外国人の外国で成立した届出
は受理できない

｢養子,養親とも外国人で外国で成立した届出を受理することはできま
せん｣を表示する

　　養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ

NO

NO (52) → (58)へ

7～15 (53)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ　養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ

　　養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)　である(YES, NO)

YES (54)離縁の方式 ≠ スペース　または　外国裁判所名 ≠ スペース　である(YES,NO)

YES (55)エラーメッセージ (56)本紙へ 事件本人がすべて外国人の外国で成立した届出
は受理できない

｢養子,養親とも外国人で外国で成立した届出を受理することはできま
せん｣を表示する

NO

NO (57) → (58)へ

(58)離縁形態区分 ＝ 1　または　3　または　4　または　6　または　7　または　9～15　のいずれ
かである(YES, NO)

YES (59)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES, NO)

NO (61)外国法での離縁 [3.1.2]

YES (60)日本法での離縁 [3.1.1]

NO (62)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES, NO)

YES (63)日本法での離縁 [3.1.1]

NO (64)外国法での離縁 [3.1.2]
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NO (8)離縁種別の確認 [3.2]

(10-1)裁判確定日 ≠ スペースの場合，裁判確定日 ≧ 2022年4月1日
　または 離縁成立日 ≠ スペースの場合，離縁成立日 ≧ 2022年4月1日
　または 裁判確定日 = スペースかつ離縁成立日 = スペースの場合，
　受領日 ≧ 2022年4月1日　である(YES,NO)

R2.1(離縁109)

NO 民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)

(2022年4月1日)

4～6 (9)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO)

NO (7)離縁種別の確認 [3.2] 配偶者区分が夫または生存配偶者は成年

YES (5)養子の配偶者区分 ＝ 0(未)である(YES,NO)

YES (6)未成年の離縁 [3.1.1.2]

(4)裁判確定日 ≠ スペースの場合,養子の生年月日 + 20年(20歳未
満) > 裁判確定日である　または
　離縁成立日 ≠ スペースの場合,養子の生年月日 + 20年(20歳未満)
> 離縁成立日である　または
　裁判確定日 = スペース　かつ　離縁成立日 = スペースの場合,養
子の生年月日 + 20年(20歳未満) > 受領日である(YES,NO)

[3.2](3-6)離縁種別の確認NO

R2.1(離縁109)

R2.1(離縁109)

配偶者区分が夫または生存配偶者は成年，R2.1(離縁109)

R2.1(離縁109)

民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)

(2022年4月1日)

R2.1(離縁109)

R2.1(離縁109)

YES (3-3)養子の配偶者区分 = 0(未)である(YES,NO)

YES (3-4)未成年の離縁

(3-5)離縁種別の確認

[3.1.1.2]

[3.2]NO

(3-1)裁判確定日 ≠ スペースの場合，裁判確定日 ≧ 2022年4月1日
　または 離縁成立日 ≠ スペースの場合，離縁成立日 ≧ 2022年4月1日
　または 裁判確定日 = スペースかつ離縁成立日 = スペースの場合，
　受領日 ≧ 2022年4月1日　である(YES,NO)

YES (3-2)裁判確定日 ≠ スペースの場合,養子の生年月日 + 18年(18歳未
満) > 裁判確定日である　または
　離縁成立日 ≠ スペースの場合,養子の生年月日 + 18年(18歳未満)
> 離縁成立日である　または
　裁判確定日 = スペース　かつ　離縁成立日 = スペースの場合,養
子の生年月日 + 18年(18歳未満) > 受領日である(YES,NO)

NO

処理名 3.1.1　日本法での離縁　(1/1) 備考

(1)離縁形態区分?

版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 48/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

1～3 (2)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO)

YES (3)15歳未満の離縁 [3.1.1.1]

NO

YES (10)15歳未満の離縁 [3.1.1.1]
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NO (15)離縁種別の確認 [3.2]

NO (14)離縁種別の確認 [3.2] 配偶者区分が妻または生存配偶者は成年

YES (12)養女の配偶者区分 ＝ 0(未)である(YES,NO)

YES (13)未成年の離縁 [3.1.1.2]

NO (10-6)離縁種別の確認 [3.2] R2.1(離縁109)

NO (11)裁判確定日 ≠ スペースの場合,養女の生年月日 + 20年(20歳未
満) > 裁判確定日である　または
　離縁成立日 ≠ スペースの場合,養女の生年月日 + 20年(20歳未満)
> 離縁成立日である　または
　裁判確定日 ＝ スペース　かつ　離縁成立日 ＝ スペースの場合,
養女の生年月日 + 20年(20歳未満) > 受領日である(YES,NO)

NO (10-5)離縁種別の確認 [3.2] 配偶者区分が妻または生存配偶者は成年，R2.1(離縁109)

YES (10-3)養女の配偶者区分 = 0(未)である(YES,NO) R2.1(離縁109)

YES (10-4)未成年の離縁 [3.1.1.2] R2.1(離縁109)

7～15 (16)離縁種別の確認 [3.2]

YES (10-2)裁判確定日 ≠ スペースの場合,養女の生年月日 + 18年(18歳
未満) > 裁判確定日である　または
　離縁成立日 ≠ スペースの場合,養女の生年月日 + 18年(18歳未満)
> 離縁成立日である　または
　裁判確定日 = スペース　かつ　離縁成立日 = スペースの場合,養
女の生年月日 + 18年(18歳未満) > 受領日である(YES,NO)

R2.1(離縁109)
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1,2,3 (0.1)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) または 016(親権者父) または 023(親権者とな
るべき父)である(YES,NO)

処理名 3.1.1.1　15歳未満の離縁　(1/3) 備考

(0)離縁形態区分?

版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 49/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

　｢父氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

YES (0.2)養子の父氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名1である(YES,NO)

YES (0.3)確認メッセージ

NO

(0.8)15歳未満の届出人資格2 ＝ 001(父) または 016(親権者父) または 023(親権者とな
るべき父)である(YES,NO)

NO (0.7)→(0.8)へ

NO (0.5)→ (0.6)本紙へ 不受理

YES (0.4)→(0.8)へ

　｢父氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

YES (0.9)確認メッセージ

YES (0.9)養子の父氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名2である(YES,NO)

NO

(0.15)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母) または 017(親権者母) または 024(親権者とな
るべき母)である(YES,NO)

NO (0.14)→(0.15)へ

NO (0.12)→ (0.13)本紙へ 不受理

YES (0.11)→(0.15)へ

　｢母氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

YES (0.17)確認メッセージ

YES (0.16)養子の母氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名1である(YES,NO)

NO (0.21)→(0.22)へ

NO (0.19)→ (0.20)本紙へ 不受理

YES (0.18)→(0.22)へ

YES (0.23)養子の母氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名2である(YES,NO)

NO

(0.22)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母) または 017(親権者母) または 024(親権者とな
るべき母)である(YES,NO)
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/

　｢母氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

処理名 3.1.1.1　15歳未満の離縁　(1/3) 備考

YES (0.24)確認メッセージ

版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 50/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

NO

4,5,6 (0.29)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父) または 016(親権者父)　または 023(親権者と
なるべき父)である(YES,NO)

NO (0.28)→(1)へ

NO (0.26)→ (0.27)本紙へ 不受理

YES (0.25)→(1)へ

　｢父氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

YES (0.31)確認メッセージ

YES (0.30)養女の父氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名1である(YES,NO)

NO

(0.36)15歳未満の届出人資格2 ＝ 001(父) または 016(親権者父)　または 023(親権者と
なるべき父)である(YES,NO)

NO (0.35)→(0.36)へ

NO (0.33)→ (0.34)本紙へ 不受理

YES (0.32)→(0.36)へ

　｢父氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

YES (0.38)確認メッセージ

YES (0.37)養女の父氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名2である(YES,NO)

NO

(0.43)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母) または 017(親権者母) または 024(親権者とな
るべき母)である(YES,NO)

NO (0.42)→(0.43)へ

NO (0.40)→ (0.41)本紙へ 不受理

YES (0.39)→(0.43)へ

　｢母氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

YES (0.45)確認メッセージ

YES (0.44)養女の母氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名1である(YES,NO)

NO (0.47)→ (0.48)本紙へ 不受理

YES (0.46)→(0.50)へ
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/

版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 51/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

NO

(0.50)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母) または 017(親権者母) または 024(親権者とな
るべき母)である(YES,NO)

/

処理名 3.1.1.1　15歳未満の離縁　(1/3) 備考

NO (0.49)→(0.50)へ

　｢母氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

YES (0.52)確認メッセージ

YES (0.51)養女の母氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名2である(YES,NO)

NO (0.56)→(1)へ

NO (0.54)→ (0.55)本紙へ 不受理

YES (0.53)→(1)へ

NO
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処理名 3.1.1.1　15歳未満の離縁　(1-2/3) 備考

(1)離縁形態区分?

頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 52/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

YES (3)確認メッセージ (4)本紙へ

　 ｢養親の配偶者とは縁組していませんね。｣を表示する(YES,NO)

1,4 (2)養父の本非区分 ＝ 2(非本籍)または養父の本非区分 ＝ 1(本籍)で養父の配偶者区分は
(夫)である(YES,NO)

養父単独の離縁の場合,共同離縁が不要かの
チェックを行う。(民811の2)

　｢養父母と共同で離縁できない正当な理由がありますね。｣を表示す
る(応答後(8.1)へ)

NO (6)確認メッセージ (7)本紙へ

YES (5)→(8.1)へ

YES (8.3)→(19.5)へ

(8.1)養父の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO) (8.2)本紙へ

YES (8.1.1)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)である(YES,NO)

NO (8)→(8.1)へ

死亡養親のみとの離縁は通常,養子の未成年後
見人が届出人となる

NO (8.5)→(19.5)へ

　｢死亡養親との離縁で届出人が未成年後見人ではありませんが,よろ
しいですね｣を表示する(応答後(19.5)へ)

NO (8.4)確認メッセージ

YES (12)→(15.1)へ

YES (10)確認メッセージ (11)本紙へ

　｢養親の配偶者とは縁組していませんね。｣を表示する(YES,NO)

2,5 (9)養母の本非区分 ＝ 2(非本籍)または養母の本非区分 ＝ 1(本籍)で養母の配偶者区分は
(妻)である(YES,NO)

養母単独の離縁の場合,共同離縁が不要かの
チェックを行う。(民811の2)

NO (15)→(15.1)へ

　｢養父母と共同で離縁できない正当な理由がありますね。｣を表示す
る(応答後(15.1)へ)

NO (13)確認メッセージ (14)本紙へ

NO (15.4)確認メッセージ

YES (15.3)→(19.5)へ

(15.1)養母の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO) (15.2)本紙へ

YES (15.1.1)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)である(YES,NO)

死亡養親のみとの離縁は通常,養子の未成年後
見人が届出人となる

　｢死亡養親との離縁で届出人が未成年後見人ではありませんが,よろ
しいですね｣を表示する(応答後(19.5)へ)
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第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子離縁)

NO (15.5)→(19.5)へ

3,6 (16)養父母婚姻区分 ＝ 1(婚姻中である)である(YES,NO)

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 53/92

処理名 3.1.1.1　15歳未満の離縁　(1-3/3) 備考

  7-2-(5)-4-55
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頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 54/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

NO (18)確認メッセージ (19)本紙へ

　｢養父母は養子と縁組中夫婦でしたか。｣を表示する(応答後(19.1)へ)

処理名 3.1.1.1　15歳未満の離縁　(2/3) 備考

YES (17)→(19.5)へ

NO (19.4)確認メッセージ

YES (19.3)→(19.5)へ

(19.1)養父の生死区分 ＝ 1(死亡者)かつ養母の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO) (19.2)本紙へ

YES (19.1.1)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)である(YES,NO)

死亡養親のみとの離縁は通常、養子の未成年後
見人が届出人となる。

(19.5)離縁の種別 ＝ 1(協議離縁)かつ離縁成立日 ＝ スペースである(YES,NO)

YES (19.6)養父の氏名 ＝ 届出人氏名1または養父の氏名 ＝ 届出人氏名2または養母の氏名 ＝
届出人氏名1または養母の氏名 ＝ 届出人氏名2である(YES,NO)

養子離縁の利益相反審査

NO (19.4.1)→(19.5)へ

　｢死亡養親との離縁で届出人が未成年後見人ではありませんが,よろ
しいですね｣を表示する(応答後(19.5)へ)

｢協議者は特別代理人が原則です。届出人資格は正当ですか。｣を表示する(応答
後(20)へ)

YES (19.7)確認メッセージ

YES (21)確認メッセージ (22)本紙へ

　｢届出人は現在養子の親権を行っている者に間違いないですね｣を表示する(応答後(47)へ)

(20)15歳未満の届出人資格1または15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父)または017(親権者母)ま
たは019(親権者養父)または020(親権者母)である(YES,NO)

NO (19.8)→(20)へ

NO

現在の親権者が届出人となるケースは少ないの
で確認メッセージ対応とする

YES (27)養子の身分事項に未成年後見事項がある(YES,NO)

YES (25)離縁形態区分 ＝ 1または2または3である(YES,NO)

YES (26)養子の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

NO (23)→(24)へ

(24)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)である(YES,NO)

　｢養子には未成年後見人がいません｣を表示する

NO (29)エラーメッセージ (30)本紙へ 後見事項がなければエラー

YES (28)→(47)へ
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処理名 3.1.1.1　15歳未満の離縁　(3/3) 備考

NO (31)確認メッセージ

版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 55/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

現在の未成年後見人が届出人となるケースは少
ないので確認メッセージ対応とする

YES (33)養女の身分事項に未成年後見事項がある(YES,NO)

NO (32)養女の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

　｢届出人は現在養子の後見を行っている者に間違いないですね｣を表
示する(応答後(47)へ)

NO (37)確認メッセージ

　｢養子には後見人がいません｣を表示する

NO (35)エラーメッセージ (36)本紙へ 未成年後見事項がなければエラー

YES (34)→(47)へ

現在の未成年後見人が届出人となるケースは少
ないので確認メッセージ対応とする

NO (38)→(39)へ

(39)15歳未満の届出人資格1 ＝ 111(未成年後見人となるべき者)である(YES,NO)

　｢届出人は現在養子の後見を行っている者に間違いないですね｣を表
示する(応答後(47)へ)

YES (44)確認メッセージ (45)本紙へ

　｢特別代理人選任を証する書面が添付されていますか｣を表示する(応答後(47)へ)

NO (42)→(43)へ

(43)15歳未満の届出人資格1 ＝ 078(特別代理人)である(YES,NO)

YES (40)確認メッセージ (41)本紙へ

　｢未成年後見人選任を証する書面が添付されていますか｣を表示する(応答後(47)へ)

未成年後見人選任を証する書面があることが審
査の要件となる

特別代理人選任を証する書面があることが審査
の要件となる

YES (48)養母の縁組成立区分 ＝ 1(日本法以外)である(YES,NO)

YES (49)外国法での離縁 [3.1.2] 養母が外国人の場合は外国法での審査を行う

NO (46)→(47)へ

(47)離縁形態区分 ＝ 3　または　6　である(YES,NO)

(51)離縁種別の確認 [3.2]

NO (50)→(51)へ

NO
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版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 56/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

1,4 (2)養父の配偶者区分 ＝ 1(夫)　である(YES,NO) 養父単独の離縁の場合,共同離縁が不要かの
チェックを行う。(民811の2)YES (3)確認メッセージ (4)本紙へ

処理名 3.1.1.2　未成年の離縁　(1/1) 備考

(1)離縁形態区分?

NO (6)確認メッセージ (7)本紙へ

　｢養親の配偶者とは縁組していませんね。｣を表示する(YES,NO)

YES (5)離縁種別の確認 [3.2]

　｢養父母と共同で離縁できない正当な理由がありますね。｣を表示す
る(YES,NO)

YES (8)離縁種別の確認 [3.2]

2,5 (11)養母の配偶者区分 ＝ 2(妻)　である(YES,NO) 養母単独の離縁の場合,共同離縁が不要かの
チェックを行う。(民811の2)YES (12)確認メッセージ (13)本紙へ

NO (10)離縁種別の確認 [3.2]

NO →　(応答後,離縁種別の確認[3.2]へ) (9)本紙へ

NO (15)確認メッセージ (16)本紙へ

　｢養親の配偶者とは縁組していませんね。｣を表示する(YES,NO)

YES (14)離縁種別の確認 [3.2]

　｢養父母と共同で離縁できない正当な理由がありますね。｣を表示す
る(YES,NO)

YES (17)離縁種別の確認 [3.2]

NO (19)離縁種別の確認 [3.2]

NO →　(応答後,離縁種別の確認[3.2]へ) (18)本紙へ

3,6 (20)養父母婚姻区分 ＝ 1(婚姻中である)である(YES,NO)

YES (21) → (24)へ 養父母が日本人で夫婦の場合は無条件OK

NO (22)確認メッセージ (23)本紙へ

　｢養父母は養子と縁組中夫婦でしたか。｣を表示する(応答後(24)へ)

(24)養母の縁組成立法区分 ＝ 1(日本法以外)である(YES,NO)

YES (25)外国法での離縁 [3.1.2] 養母が外国人の場合は外国法での審査を行う

NO (26)離縁種別の確認 [3.2]
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版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 57/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (0.1)確認メッセージ

　｢外国人からだけの証書提出ではないですね。｣を表示する(YES,NO)

処理名 3.1.2　外国法での離縁　(1/1) 備考

(0)養父の外国人区分 ＝ 1(外国人) または 養母の外国人区分 ＝ 1(外国人) または 養子の外国人区
分 ＝ 1(外国人) または 養女の外国人区分 ＝ 1(外国人) である(YES,NO)

YES (0.2)→(0.6)へ

NO (0.3)エラーメッセージ (0.4)本紙へ

(0.6)離縁の種別 ＝ 1(協議)(YES,NO)

YES (0.7)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)である。

　｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示する

NO (0.5)→(0.6)へ

YES (0.8)エラーメッセージ (0.9)本紙へ

　｢外国方式の協議離縁届と親権届を同時に入力できません。届書ごとに入力し
て下さい。｣を表示する

NO (0.10)→(0.11)へ

(0.11)同時届区分 ＝ 2(未成年後見開始届)である。

YES (0.12)エラーメッセージ (0.13)本紙へ

　｢外国方式の協議離縁届と未成年後見届を同時に入力できません。届書ごとに
入力して下さい。｣を表示する

NO (0.14)→(1)へ

NO (0.15)→(1)へ
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版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 58/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (2)確認メッセージ｢養父の要件具備証明書等がありますか｣を表示する(YES,NO)(応答後(4)へ) (3)本紙へ

(4)報告区分 ＝ 1(創設的届出)である(YES,NO)

処理名 3.1.2　外国法での離縁　(1-1/1) 備考

(1)離縁形態区分 ＝ 1 または 3 または 4 または 6 または 7 または 9 ～ 15 かつ養父の縁組成立
法区分 ＝ 1(日本法以外)である(YES,NO)

YES (5)確認メッセージ (6)本紙へ

　｢離縁の要件は養父の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示
する(応答後(8)へ)

NO (7)→(8)へ 報告的届出は確認メッセージ不要

YES (10)→(14)へ

(8)離縁形態区分 ＝ 3 または 6 または 9 ～ 15 である(YES,NO)

YES (9)養母の縁組成立法区分 ＝ 1(日本法以外)である(YES,NO)

NO (12)離縁種別の確認 [3.2]

NO (11)日本法での離縁 [3.1.1]

(16)報告区分 ＝ 1(創設的届出)である(YES,NO)

YES (17)確認メッセージ (18)本紙へ

NO (13)→(14)へ

(14)確認メッセージ｢養母の要件具備証明書等がありますか｣を表示する(応答後(16)へ) (15)本紙へ

　｢離縁の要件は養母の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示する(YES,NO)

YES (19)離縁種別の確認 [3.2]

NO →(応答後,離縁種別の確認[3.2]へ) (20)本紙へ

NO (21)離縁種別の確認 [3.2] 報告的届出は確認メッセージ不要
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処理名 3.2　離縁種別の確認　(1/6) 備考

(1)離縁の種別 ＝ 1(協議)である(YES,NO)

版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 59/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

1 (4)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または

YES (2)離縁許可日 ≠ スペース である(YES,NO)
YES (3)離縁形態区分?

養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)
民811⑥

　｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書
の証人欄に記録がありますね｣を表示する
応答後(40)へ

民812(民739②の準用)
YES (5)確認メッセージ (6)本紙へ

2 (8)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または

　｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要
です。｣を表示する

NO (7)エラーメッセージ

民811⑥
　｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書
の証人欄に記録がありますね｣を表示する
応答後(40)へ

民812(民739②の準用)
YES (9)確認メッセージ (10)本紙へ
養母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

　｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要
です。｣を表示する

NO (11)エラーメッセージ

3 (12)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
養母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

民811⑥
　｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書
の証人欄に記録がありますね｣を表示する
応答後(40)へ

民812(民739②の準用)
YES (13)確認メッセージ (14)本紙へ

4 (16)養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または

　｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要
です。｣を表示する

NO (15)エラーメッセージ

養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)
民811⑥

　｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書
の証人欄に記録がありますね｣を表示する
応答後(40)へ

民812(民739②の準用)
YES (17)確認メッセージ (18)本紙へ

5 (20)養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または

　｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要
です。｣を表示する

NO (19)エラーメッセージ

養母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)
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処理名 3.2　離縁種別の確認　(2/6) 備考

YES (21)確認メッセージ (22)本紙へ 民811⑥

版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 60/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

民812(民739②の準用)　｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書
の証人欄に記録がありますね｣を表示する
応答後(40)へ

　｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要
です。｣を表示する

NO (23)エラーメッセージ

6 (24)養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
養母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

民811⑥
　｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書
の証人欄に記録がありますね｣を表示する
応答後(40)へ

民812(民739②の準用)
YES (25)確認メッセージ (26)本紙へ

7 (28)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または

　｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要
です。｣を表示する

NO (27)エラーメッセージ

養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または

民811⑥
　｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書
の証人欄に記録がありますね｣を表示する
応答後(40)へ

民812(民739②の準用)
YES (29)確認メッセージ (30)本紙へ
養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

　｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要
です。｣を表示する

NO (31)エラーメッセージ

8 (32)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
養母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

民811⑥
　｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書
の証人欄に記録がありますね｣を表示する
応答後(40)へ

民812(民739②の準用)
YES (33)確認メッセージ (34)本紙へ

9～15 (36)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または

　｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要
です。｣を表示する

NO (35)エラーメッセージ

養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
養母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

民811⑥
　｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書
の証人欄に記録がありますね｣を表示する
(応答後(40)へ)

民812(民739②の準用)
YES (37)確認メッセージ (38)本紙へ
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処理名 3.2　離縁種別の確認　(3/6) 備考

NO (39)エラーメッセージ

版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 61/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

NO (41)離縁成立日 ≠ スペース　である(YES,NO)

YES (42)確認メッセージ (43)本紙へ

(40)戸籍異動の確認 [3.3]

　｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要
です。｣を表示する

戸41

　｢離縁の証書が添付されでいますか。｣を表示する
(応答後(48)へ)

R2.1(離縁111)

R2.1(離縁111)

R2.1(離縁111)

(50)離縁形態区分?

1 (51)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

NO (49)→(50)

(48)戸籍異動の確認 [3.3]

NO (53)エラーメッセージ (54)本紙へ

YES (52)戸籍異動の確認 [3.3]

養父の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

2 (55)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

　｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必
要です。｣を表示する

NO (57)エラーメッセージ (58)本紙へ

YES (56)戸籍異動の確認 [3.3]

養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

3 (59)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

　｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必
要です。｣を表示する

養父の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

NO (61)エラーメッセージ (62)本紙へ

YES (60)戸籍異動の確認 [3.3]

養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

　｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必
要です。｣を表示する
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処理名 3.2　離縁種別の確認　(4/6) 備考

4 (63)養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 62/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

NO (65)エラーメッセージ (65)本紙へ
YES (64)戸籍異動の確認 [3.3]
養父の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

5 (67)養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

　｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必
要です。｣を表示する

NO (69)エラーメッセージ (70)本紙へ
YES (68)戸籍異動の確認 [3.3]
養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

6 (71)養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

　｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必
要です。｣を表示する

養父の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

NO (73)エラーメッセージ (74)本紙へ
YES (72)戸籍異動の確認 [3.3]
養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

7 (75)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

　｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必
要です。｣を表示する

養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

NO (77)エラーメッセージ (78)本紙へ
YES (76)戸籍異勤の確認 [3.3]
養父の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

8 (79)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

　｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必
要です。｣を表示する

養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

NO (81)エラーメッセージ (82)本紙へ
YES (80)戸籍異動の確認 [3.3]
養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

9～15 (83)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ

　｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必
要です。｣を表示する

養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
養父の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

YES (84)戸籍異動の確認 [3.3]
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

　｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必
要です。｣を表示する

処理名 3.2 離縁種別の確認 (5/6) 備考

NO (85)エラーメッセージ (86)本紙へ

YES (86-3)エラーメッセージ (86-4)本紙へ

NO (86-1)離縁確定日 ≠ スペースである(YES,NO)

YES (86-2)養子の生死区分 ＝ 1(死亡) または 養女の生死区分 ＝ 1(死亡) または
養父の生死区分 ＝ 1(死亡) または 養母の生死区分 ＝ 1(死亡)である
(YES,NO)

死亡者との離縁は、死亡者に変わり裁判所が代行
して協議する。審判書が添付されるため、報告的
届出として処理することを防ぐための処理

NO

(87)確認メッセージ (88)本紙へ

NO (86-5)→(87)へ

　｢死亡者との離縁は、創設的届です。離縁種別は協議です。離縁許
可日の入力が必要です。｣を表示する

(90)裁判確定日 + 10日  >  受領日(YES,NO) 戸73(戸63①の準用),戸43

　｢判決の謄本･確定証明書(調停･和解･認諾調書の謄本)が添付されていますね。｣を表示す
る
(応答後(90)へ)

R2.1(離縁111)

　｢届出期間を経過しています。｣を表示する(応答後(100)へ)

NO (92)メッセージ (93)本紙へ 戸規65

YES (91)→(100)へ 大4.1.14民事1805回答

R2.1(離縁111)

R2.1(離縁111)

R2.1(離縁111)

(100)離縁の申立人区分 ＝ 1(養子) である(YES,NO)

YES (101)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 013(養子) または
　014(養子夫婦) または
　077(養子の離縁後の法定代理人) である(YES,NO)

NO (103)裁判確定日 + 10日  >  受領日(YES,NO) 戸73(戸63②の準用),戸43,大4.1.14民事1805回答

YES (102)戸籍異動の確認 [3.3]
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

　｢相手方からの10日以内の届出です。受理してもいいで
すか。｣を表示する(YES,NO)

処理名 3.2 離縁種別の確認 (5/6) 備考

YES (104)確認メッセージ (105)本紙へ

不受理

｢発収簿処理して下さい。｣を表示する

[3.3]

NO (104)エラーメッセージ (108)本紙へ

YES (102)戸籍異動の確認

YES (111)戸籍異動の確認 [3.3]

NO (110)裁判及び外国式の離縁の届出入資格 ＝ 010(養父) または
　011(養母) または
　012(養父母) である(YES,NO)

NO (109)戸籍異動の確認 [3.3]
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処理名 3.2　離縁種別の確認　(6/6) 備考

NO (112)裁判確定日 + 10日 > 受領日　(YES,NO) 戸73(戸63②の準用),戸43

版 頁数
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

　｢相手方からの10日以内の届出です。受理してもいいで
すか。｣を表示する(YES,NO)

YES (113)エラーメッセージ (114)本紙へ

大4.1.14民事1805回答

[3.3]

NO (116)エラーメッセージ (117)本紙へ

YES (115)戸籍異動の確認

NO (118)戸籍異動の確認 [3.3]

不受理

　｢発収簿処理して下さい。｣を表示する
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処理名 3.3 戸籍異動の確認 (1/1) 備考

(0)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) である(YES,NO)

版 頁
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (0-1)養子の父氏名 ＝ スペース 又は 養子の母氏名 ＝ スペースである(YES,NO)

YES (0-2)確認メッセージ

NO (0-4) (0-5)本紙へ 不受理

　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

YES (0-3)→(0-13)へ

NO (0-6)義子の父母との続柄 ＝ 10(男)である(YES,NO)

YES (0-7)確認メッセージ

　父母との続柄が男又は女ですが間違いはありませんね?｣

　｢父母氏名双方に入力があります。

NO (0-9) (0-10)本紙へ 不受理

YES (0-8)→(0-13)へ

NO (0-12)→(0-23)へ

(0-13)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

NO (0-11)→(0→13)へ

YES (0-14)養女の父氏名 ＝ スペース 又は 養女の母氏名 ＝ スペースである(YES,NO)

YES (0-15)確認メッセージ

NO (0-17) (0-18)本紙へ 不受理

　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

YES (0-16)→(0-26)へ

NO (0-19)養女の父母との続柄 ＝ 30(女)である(YES,NO)

YES (0-20)確認メッセージ

　父母との続柄が男又は女ですが間違いはありませんね?｣

　｢父母氏名双方に入力があります。

NO (0-22) (0-23)本紙へ 不受理

YES (0-21)→(0-26)へ

NO (0-25)→(0-26)へ

(0-26)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人) である(YES,NO)

NO (0-25)→(0-26)へ

YES (0-27)配偶者父氏名 ＝ スペース 又は 配偶者母氏名 ＝ スペースである(YES,NO)

YES (0-28)確認メッセージ

　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 67/92

NO (0-30) (0-31)本紙へ 不受理

処理名 3.3 戸籍異動の確認 (1-1/1) 備考

YES (0-29)→(1)へ

NO (0-32)配偶者父母との続柄 ＝ 10(男)　又は　30(女)である(YES,NO)

YES (0-33)確認メッセージ

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが
間違いはありませんね?｣

NO (0-35) (0-36)本紙へ 不受理

YES (0-34)→(1)へ

NO (0-38)→(1)へ

(1)離縁形態区分?

NO (0-37)→(1)へ

1～3 (2)養子-養親異動 [3.3.1]

4～6 (3)養女-養親異動 [3.3.2]

7～15 (4)養子夫婦-養親異動 [3.3.3]
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処理名 3.3.1 養子-養親異動 (1/5) 備考

(1)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

版 頁
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (2)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO)

YES 　→ (3)本紙へ 養子が外国人の場合は戸籍異動なし

NO (5)→(6)へ

(6)養子の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

NO (4)エラーメッセージ (審査終了)

　｢養子が外国人なので戸籍の異動はありません。｣を表示する

YES (7)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO)

YES 　→ (8)本紙へ 養子が死亡者の場合は戸籍異動なし

NO (9)エラーメッセージ (審査終了)

　｢養子が死亡しているので戸籍の異動はありません。｣を表示する

YES (10-2)確認メッセージ

　｢性同一性障害者の記録があります。元の戸籍に戻れますか?｣を表示する

NO (10)→(10-1)へ

(10-1)養子の身分事項に性同一性障害(7003)があり,戸籍変動区分 ＝ 1(元の戸籍に戻る)である(YES,NO) 平成15年法律第111号3条

NO (10-5)→(11)へ

(11)養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)である(YES,NO)

YES (10-3)→(11)へ

NO 　→ (10-4)本紙へ 不受理

YES (12)配偶者区分?(0:未,1:夫,3:生存配偶者)

0 (13)→(34)へ 戸籍変動区分チェックへ

YES (14-2)メッセージ (15)本紙へ (審査終了)

1 (14)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO) 養子夫婦の構成員は戸籍異動なし

YES (14-1)養子の身分事項に縁組(0301、0303)が複数ある(YES,NO)

　｢養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名
を移記処理にて入力して下さい。｣を表示する

　｢夫婦の構成員の離縁で戸籍の異動はありません。｣を表示する

NO (16)エラーメッセージ (審査終了)

NO 　→

1

3 (17)戸籍変動区分?(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍編製,3:戸籍に変動がない)

1 (18)氏区分?(1:縁組前の氏,2:実方の氏(復氏届を兼ねる),3:新しい氏)

(18-1)戻る戸籍での筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)である
(YES,NO)
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審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 69/92

処理名 3.3.1 養子-養親異動 (2/5) 備考

YES (18-2)→(34)へ 戸籍変動区分チェックへ

NO (18-3)エラーメッセージ (18-4)本紙へ

　｢構成員の生存配偶者の離縁では,復氏を兼ね
る届しか元の戸籍には戻れません｣を表示する

戸籍変動区分チェックへ

3 (20)エラーメッセージ (21)本紙へ

2 (19)→(34)へ

2 (22)氏区分 ＝ 1(縁組前の氏)である(YES, NO)

　｢構成員の生存配偶者の離縁では,復氏を兼ねる届しか元
の戸籍には戻れません｣を表示する

　｢構成員の生存配偶者の離縁では,縁組前の氏に戻る新戸
籍編製はできません｣を表示する

YES (23)エラーメッセージ (24)本紙へ

戸籍変動区分チェックへ

3 (25-1)養子の身分事項に縁組(0301、0303)が複数ある(YES, NO)

NO (25)→(34)へ

審査終了

　｢養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名
を移記処理にて入力して下さい。｣を表示する

YES (25-2)メッセージ (26)本紙へ

NO →
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 3.3.1 養子-養親異動 (3-1/5) 備考

NO (27)配偶者区分?(0:未,1:夫,3:生存配偶者)

頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 70/92

0 (28)→(34)へ 戸籍変動区分チェックへ

1 (29)戸籍変動区分 ＝ 1(元の戸籍に戻る)である(YES, NO)

　｢夫婦の筆頭者の離縁では元の戸籍には戻れません。｣を表示する

YES (30)エラーメッセージ (31)本紙へ

3 (33)→(34)へ 戸籍変動区分チェックへ

(34)戸籍変動区分?(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍編製,3:戸籍に変動がない) 【戸籍変動区分チェック】

NO (32)→(34)へ 戸籍変動区分チェックへ

1 (35)氏区分 ＝ 1(縁組前の氏)である(YES, NO)

YES (36)→(48)へ 戻る戸籍での筆頭者区分チェックへ

2 (39)養子の名 ＝ 届後戸籍の筆頭者の名　である(YES, NO)

NO (37)確認メッセージ (38)本紙へ

　｢復氏届を兼ねることができる届出に間違いありませんね。｣を表示する(応答
後(48)へ)

YES (40)→(43)へ

NO (41)エラーメッセージ (42)本紙へ

　｢新戸籍を編製するのに,養子の名と筆頭者の名が異なります。｣を表示する

(43)氏区分?(1:縁組前の氏,2:実方の氏(復氏を兼ねる届),3:新しい氏)

1 (44)→(70)へ 戸籍法30条3項チェックへ

2 (45)確認メッセージ (46)本紙へ

　｢復氏届を兼ねることができる届出に間違いありませんね。｣を表示する(応答
後(70)へ)

3 (47)確認メッセージ

　｢養子は帰化者等,従前の戸箱がない者ですね。｣を表示する(応答後(70)へ)

3 (47-1)養子の身分事項に縁組(0301、0303)が複数ある(YES, NO)

YES (47-2)メッセージ (47-3)本紙へ 審査終了

　｢養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名を移記処理にて入力し
て下さい。｣を表示する

YES (49)戸籍除区分 ＝ 0(現戸籍)である(YES, NO) 戻る戸籍が管内にある場合は,その戸籍の在籍
者に筆頭者がいるかチェックするYES (50)戸籍DBに記録されている者について順次(51)～(56)の処理を繰り返す

NO →

(48)元に戻る戸籍は管内にある戸籍である(YES, NO) 【戻る戸籍での筆頭者区分チェック】

  7-2-(5)-4-72



/

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 71/92

処理名 3.3.1 養子-養親異動 (3/5) 備考

(51)個人除区分 ＝ 0(在籍者)かつ 筆頭者がいれば,戻る戸籍の筆頭者区分は0(構
成員)でなければならない

筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)である(YES,NO)
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 3.3.1 養子-養親異動 (4/5) 備考

YES (52)戻る戸籍での筆頭者区分(画面項目) ＝ 1(筆頭者)で
ある(YES,NO)

(54)本紙へ

　｢戻る戸籍には筆頭者が既にいます。｣を表示
する

YES (53)エラーメッセージ

NO (55)→(85)へ 届後戸籍での配偶者区分チェックへ

(57)→(61)へ

NO (56)→(50)へ

(61)戻る戸籍での筆頭者区分 ＝ 0(構成員)である(YES,NO) 養子の名と戻る戸籍の筆頭者のなで,筆頭者と
成りうるか類推するYES (62)養子の名 ＝ 届後戸籍の筆頭者の名である(YES,NO)

NO (58)エラーメッセージ｢戻る戸籍が除籍です。｣を表示する (59)本紙へ

NO (60)→(61)へ

YES (63)確認メッセージ (64)本紙へ

　｢養子は戻る戸籍の筆頭者ではありませんね。｣を表示する(応答後(85)へ)

NO (65)→(85)へ 届後戸籍での配偶者区分チェックへ

NO (66)養子の名 ＝ 届後戸籍の筆頭者の名である(YES,NO)

YES (67)→(85)へ 届後戸籍での配偶者区分チェックへ

(70)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父)　または
　011(養母)　または
　012(養父母)である(YES,NO)

【戸籍法30条3項チェック】

養子本人以外から届出られた離縁で戸籍の異動
がある場合,養子の申出がない限り,従前の戸籍
に戻らなければならない。従前の戸籍に戻れず
新戸籍を編製すべきときは,従前の本籍と同一
の場所に新本籍を定めなければいけない。

YES

NO (68)確認メッセージ (69)本紙へ

　｢養子は戻る戸籍の筆頭者で間違いありませんね。｣を表示する(応答後(85)
へ)

(71)確認メッセージ｢養子は従前の戸籍には戻れませんね。｣を表示する(YES,NO)

YES (72)→(75)へ

(75)氏区分?(1:縁組前の氏,2:実方の氏(復氏届を兼ねる),3:新しい氏)

NO (73)確認メッセージ (74)本紙へ

　｢新戸籍を編成する旨の養子からの申出がありますか。｣を表示する(応答後
(85)へ)

YES (78)→(85)へ 届後戸籍での配偶者区分チェックへ

1,2 (76)確認メッセージ (77)本紙へ (参考)S50.4.30民二2221号民事二課長回答

　｢新本籍地は養子の従前の本籍と同一の場所ですね。｣を表示する(YES,NO)
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.3.1 養子-養親異動 (5/5) 備考

NO (79)確認メッセージ (80)本紙へ

3 (81)養子の本･国籍 ＝ 届後本籍である(YES,NO)

　｢新戸籍を編成する旨の養子からの申出がありますか。｣を表示する
(応答後(85)へ)

NO (83)確認メッセージ

YES 　→ (82)本紙へ 審査終了

　｢新戸籍を編成する旨の養子からの申出がありますか。｣を表示する

YES 　→ (86)本紙へ 審査終了

NO (87)届後戸籍での配偶者区分 ＝ 0(未)である(YES,NO)

NO (84)→(85)へ

(85)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)である(YES, NO) 【届後戸籍での配偶者区分チェック】

YES 　→ (88)本紙へ 審査終了

NO (89)確認メッセージ

　｢養子は異動後の戸籍で,生存配偶者に間違いありませんね。｣を表示する

  7-2-(5)-4-75
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES 　→ (3)本紙へ 養子が外国人の場合は戸籍異動なし
(審査終了)

処理名 3.3.2 養女-養親異動 (1/5) 備考

(1)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

NO (4)エラーメッセージ

　｢養子が外国人なので戸籍の異動はありません。｣を表示する

YES (2)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO)

YES 　→ (8)本紙へ 養子が死亡者の場合は戸籍異動なし
(審査終了)

NO (5)→(6)へ

(6)養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

NO (9)エラーメッセージ

　｢養子が死亡しているので戸籍の異動はありません。｣を表示する

YES (7)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO)

YES (10-2)確認メッセージ

　｢性同一性障害者の記録があります。元の戸籍に戻れますか?｣を表示する

NO (10)→(10-1)へ

(10-1)養子の身分事項に性同一性障害(7003)があり,戸籍変動区分 ＝ 1(元の戸籍に戻る)である(YES,NO) 平成15年法律第111号3条

NO (10-5)→(11)へ

(11)養女の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)である(YES,NO)

YES (10-3)→(11)へ

NO 　→ (10-4)本紙へ 不受理

YES (12)配偶者区分?(0:未,2:妻,3:生存配偶者)

0 (13)→(34)へ 戸籍変動区分チェックへ

YES (14-2)メッセージ (15)本紙へ (審査終了)

2 (14)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO) 養子夫婦の構成員は戸籍異動なし

YES (14-1)養女の身分事項に縁組(0301、0303)が複数ある(YES,NO)

　｢養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名
を移記処理にて入力して下さい。｣を表示する

　｢夫婦の構成員の離縁で戸籍の異動はありません。｣を表示する

NO (16)エラーメッセージ (審査終了)

NO →

1

3 (17)戸籍変動区分?(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍編製,3:戸籍に変動がない)

1 (18)氏区分?(1:縁組前の氏,2:実方の氏(復氏届を兼ねる),3:新しい氏)

(18-1)戻る戸籍での筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)である
(YES,NO)

  7-2-(5)-4-76
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第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子離縁)

戸籍変動区分チェックへ

NO (18-3)エラーメッセージ (18-4)本紙へ

YES (18-2)→(34)へ

　｢構成員の生存配偶者の離縁では,復氏を兼ね
る届しか元の戸籍には戻れません｣を表示する

戸籍変動区分チェックへ

3 (20)エラーメッセージ (21)本紙へ

2 (19)→(34)へ

2 (22)氏区分 ＝ 1(縁組前の氏)である(YES, NO)

　｢構成員の生存配偶者の離縁では,復氏を兼ねる届しか元
の戸籍には戻れません｣を表示する

　｢構成員の生存配偶者の離縁では,縁組前の氏に戻る新戸
籍編製はできません｣を表示する

YES (23)エラーメッセージ (24)本紙へ

3 (25-1)養子の身分事項に縁組(0301、0303)が複数ある(YES, NO)

戸籍変動区分チェックへ

NO (25)→(34)へ

審査終了

　｢養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名
を移記処理にて入力して下さい。｣を表示する

YES (25-2)メッセージ (26)本紙へ

NO →

  7-2-(5)-4-77
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 3.3.2 養女-養親異動 (3/5) 備考

NO (27)配偶者区分?(0:未,2:妻,3:生存配偶者)

頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 76/92

0 (28)→(34)へ 戸籍変動区分チェックへ

1 (29)戸籍変動区分 ＝ 1(元の戸籍に戻る)である(YES, NO)

　｢夫婦の筆頭者の離縁では元の戸籍には戻れません。｣を表示する

YES (30)エラーメッセージ (31)本紙へ

3 (33)→(34)へ 戸籍変動区分チェックへ

(34)戸籍変動区分?(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍編製,3:戸籍に変動がない) 【戸籍変動区分チェック】

NO (32)→(34)へ 戸籍変動区分チェックへ

1 (35)氏区分 ＝ 1(縁組前の氏)である(YES, NO)

YES (36)→(48)へ 戻る戸籍での筆頭者区分チェックへ

2 (39)養子の名 ＝ 届後戸籍の筆頭者の名　である(YES, NO)

NO (37)確認メッセージ (38)本紙へ

　｢復氏届を兼ねることができる届出に間違いありませんね。｣を表示する(応答
後(48)へ)

YES (40)→(43)へ

NO (41)エラーメッセージ (42)本紙へ

　｢新戸籍を編製するのに,養子の名と筆頭者の名が異なります。｣を表示する

(43)氏区分?(1:縁組前の氏,2:実方の氏(復氏を兼ねる届),3:新しい氏)

1 (44)→(70)へ 戸籍法30条3項チェックへ

2 (45)確認メッセージ (46)本紙へ

　｢復氏届を兼ねることができる届出に間違いありませんね。｣を表示する(応答
後(70)へ)

3 (47)確認メッセージ

　｢養子は帰化者等,従前の戸箱がない者ですね。｣を表示する(応答後(70)へ)

3 (47-1)養子の身分事項に縁組(0301、0303)が複数ある(YES, NO)

YES (47-2)メッセージ (47-3本紙へ 審査終了

　｢養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名を移記処理にて入力し
て下さい。｣を表示する

YES (49)戸籍除区分 ＝ 0(現戸籍)である(YES, NO) 戻る戸籍が管内にある場合は,その戸籍の在籍
者に筆頭者がいるかチェックするYES (50)戸籍DBに記録されている者について順次(51)～(56)の処理を繰り返す

NO →

(48)元に戻る戸籍は管内にある戸籍である(YES, NO) 【戻る戸籍での筆頭者チェック】

  7-2-(5)-4-78
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 77/92

処理名 3.3.2 養女-養親異動 (3-1/5) 備考

(51)個人除区分 ＝ 0(在籍者) かつ
　筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)である(YES, NO)

筆頭者がいれば,戻る戸籍の筆頭者区分は0(構
成員)でなければならない

  7-2-(5)-4-79
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審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5 78/92
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.3.2 養女-養親異動 (4/5) 備考

YES (52)戻る戸籍での筆頭者区分(画面項目) ＝ 1(筆頭者)で
ある(YES,NO)

(54)本紙へ

　｢戻る戸籍には筆頭者が既にいます。｣を表示する

YES (53)エラーメッセージ

届後戸籍での配偶者区分チェックへ

NO (56)→(50)へ

NO (55)→(85)へ

(57)→(61)へ

NO (58)エラーメッセージ｢戻る戸籍が除籍です。｣を表示する (59)本紙へ

NO (60)→(61)へ

(61)戻る戸籍での筆頭者区分 ＝ 0(構成員)である(YES,NO) 養子の名と戻る戸籍の筆頭者のなで,筆頭者と
成りうるか類推するYES (62)養子の名 ＝ 届後戸籍の筆頭者の名である(YES,NO)

YES (63)確認メッセージ (64)本紙へ

　｢養子は戻る戸籍の筆頭者ではありませんね。｣を表示する(応答後(85)へ)

NO (65)→(85)へ 届後戸籍での配偶者区分チェックへ

NO (66)養子の名 ＝ 届後戸籍の筆頭者の名である(YES,NO)

YES (67)→(85)へ 届後戸籍での配偶者区分チェックへ

【戸籍法30条3項チェック】

養子本人以外から届出られた離縁で戸籍の異動
がある場合,養子の申出がない限り,従前の戸籍
に戻らなければならない。従前の戸籍に戻れず
新戸籍を編製すべきときは,従前の本籍と同一
の場所に新本籍を定めなければいけない。

NO (68)確認メッセージ (69)本紙へ

　｢養子は戻る戸籍の筆頭者ではありませんね。｣を表示する(応答後(85)へ)

YES (71)確認メッセージ｢養子は従前の戸籍には戻れませんね。｣を表示する(YES,NO)

YES (72)→(75)へ

(70)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父)　または

011(養母)　または

012(養父母)である(YES,NO)

(75)氏区分?(1:縁組前の氏,2:実方の氏(復氏届を兼ねる),3:新しい氏)

NO (73)確認メッセージ (74)本紙へ

　｢新戸籍を編成する旨の養子からの申出がありますか。｣を表示する(応答後
(85)へ)

1,2 (76)確認メッセージ (77)本紙へ (参考)S50.4.30民二2221号民事二課長回答

　｢新本籍地は養子の従前の本籍と同一の場所ですね。｣を表示する(YES,NO)

YES (78)→(85)へ 届後戸籍での配偶者区分チェックへ

  7-2-(5)-4-80
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審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5 79/92
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.3.2 養女-養親異動 (5/5) 備考

NO (79)確認メッセージ (80)本紙へ

3 (81)養子の本･国籍 ＝ 届後本籍である(YES, NO)

　｢新戸籍を編成する旨の養子からの申出がありますか。｣を表示する
(応答後(85)へ)

NO (83)確認メッセージ

YES 　→ (82)本紙へ 審査終了

　｢新戸籍を編成する旨の養子からの申出がありますか。｣を表示する

YES 　→ (86)本紙へ 審査終了

NO (87)届後戸籍での配偶者区分 ＝ 0(未)である(YES, NO)

NO (84)→(85)へ

(85)養子の配偶者区分 ＝ 2(妻)である(YES, NO) 【届後戸籍での配偶者区分チェック】

YES 　→ (88)本紙へ 審査終了

NO (89)確認メッセージ

　｢養子は異動後の戸籍で,生存配偶者に間違いありませんね。｣を表示する

  7-2-(5)-4-81
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養子外国人の場合は養女だけの異動を考える

(14)本紙へ

(4)本紙へ

(8)本紙へ 一方外国人他方死亡者の場合は戸籍異動なし
(審査終了)

一方外国人他方死亡者の場合は戸籍異動なし
(審査終了)

養女外国人の場合は養子だけの異動を考える

養女死亡者の場合は養子だけの異動を考える

(21)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

(22)養子-養親異動

(24)養子-養親異動

(23)養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

(17)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO)

　→

(19)エラーメッセージ

　｢養子が死亡しているので戸籍の異動はありません。｣を
表示する

(20)養女-養親異動

YES

NO

NO (6)養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

(7)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO)

養子死亡者の場合は養女だけの異動を考える

養子夫婦双方が死亡者の場合は戸籍異動なし
(審査終了)

(18)本紙へ

[3.3.2]

[3.3.1]

[3.3.1]

NO

YES

　→

(15)エラーメッセージ

　｢養子の一方が外国人,他方が死亡者なので異動はありません。｣を
表示する

(16)養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

[3.3.2]

(10)→(11)へ

(11)養子の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

(12)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

(13)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO)

NO

YES

YES

NO

YES

NO

YES

NO

NO

YES

YES

(9)エラーメッセージ

　→

(5)エラーメッセージ

　｢養子が外国人なので戸籍の異動はありません。｣を表示する

NO

YES

　｢養子の一方が外国人、他方が死亡者なので異動はあり
ません。｣を表示する

(10)養女-養親異動

　→

NO

YES

5 80/92

処理名 3.3.3 要旨夫婦-養親異動 (1/3) 備考

NO
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日

(1)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

(2)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

(3)戸籍変動区分 ＝ 3(戸籍に変動がない)である(YES,NO)

YES

YES

養子夫婦双方が外国人の場合は戸籍異動なし
(審査終了)

  7-2-(5)-4-82
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(49)本紙へ 審査終了

審査終了

　→YES

3 (48)養子の本･国籍 ＝ 届後本籍　である(YES,NO)

養子本人以外から届出られた離縁で新戸籍を編
製すべきときは,従前の本籍と同一の場所に新
本籍を定めなければいけない。

(35) → (38)へ

(36)エラーメッセージ

　｢新戸籍を編製するのに,養子の名と筆頭者の名が異なります。｣を
表示する

(38)氏区分?(1:縁組前の氏,2:実方の氏(復氏を兼ねる届),3:戸籍に変動がない)

日本人夫婦(双方生存者)の場合

(25) → (26)へ

(26)戸籍変動区分?(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍を編製する,3:戸籍に変動がない)

(27)エラーメッセージ　｢養子夫婦の離縁では元の戸籍には戻れません。｣を表示する

(29)養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)である(YES,NO)

(30)養子の名 ＝ 届後戸籍の筆頭者の名　である(YES,NO)

(31) → (38)へ

(32)エラーメッセージ

｢新戸籍を編製するのに,養子の名と筆頭者の名が異なります。｣を表
示する

(34)養女の名 ＝ 届後戸籍の筆頭者の名である(YES,NO)

NO

YES

NO

NO

【戸籍法30条3項チェック】

(39) → (43)へ

YES

(28)本紙へ

(33)本紙へ

YES

NO

(46)本紙へ

(41)本紙へ

　｢新戸籍を編製する旨の養子からの申出がありますか。｣
を表示する

YES

(37)本紙へ

(47)確認メッセージ

　｢復氏届を兼ねることができる届出に間違いありませんね。｣を表示する(応答
後(43)へ)

(42)確認メッセージ

(40)確認メッセージ

　｢新本籍地は養子の従前の本籍と同一の場所ですね。｣を表示する
(YES,NO)

　→

　｢養子は帰化者等,従前の戸籍がない者ですね。｣を表示する(応答後(43)へ)

(43)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父)　または

NO

1,2

(44)氏区分?(1:縁組前の氏,2:実方の民(復氏を兼ねる届),3:新しい氏)

(45)確認メッセージ

011(養母)　または

012(養父母)である(YES,NO)

2

3

1

2

YES

1

処理名 3.3.3 養子夫婦-養親異動 (2/3) 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 81/92
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/

/

審査終了

→

3

審査終了

　→

(51)養子の身分事項に縁組(0301、0303)が複数ある(YES,NO)

(52)メッセージ

　｢養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名を移記処理にて入力し
て下さい。｣を表示する

(54)養女の身分事項に縁組(0301、0303)が複数ある(YES,NO)

(55)メッセージ

　｢養父母欄が空欄になります。必要に応じて養父母氏名を移記処理
にて入力して下さい。｣を表示する

(53)本紙へ

NO

NO

YES

NO

YES

NO

(56)本紙へ 審査終了

(50)戻確認メッセージ

　｢新戸籍を編製する旨の養子からの申出がありますか。｣
を表示する

処理名 3.3.3 養子夫婦-養親異動 (3/3)

版

備考

頁

審査(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 82/92

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

  7-2-(5)-4-84



審査の結果により,1 ＝ 受理または2
＝ 不受理をセットする。

(審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。)

養子,養親,届後戸籍が本籍分の場合,
選択戸籍番号を設定

事件本人全員が日本人のとき0
事件本人全員が外国人のとき2
上記以外のとき1
(親権者･後見人は含まない)

中間ファイル
(届書)
共通

養子離縁届画
面

3/8～8/8参照

不受理申出がされているとき1

0(不要)

在外送付区分 ＝ 0のとき1

在外送付区分 ≠ 0のとき2

受領番号が取得済みの場合に設定

04(養子離縁届)

本非区分

郵送日

報告区分

在外送付区分

処理日

受領番号

出張所番号

受領日

送付日

発送元

ロック戸籍番号1～5

事件別内容

不受理申出処分区分

処分区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号1～5

記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 1/10 (受取側)中間ファイル(届書)/共通 ← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

受領番号

選択事件コード

出張所番号

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 83/92

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

受 付受 付事件本人

 7-2-(5)-4-85 



養子離縁届画
面

中間ファイル
(届書)
共通

何も設定されていない場合に0:未決
裁を設定

決裁区分

届書排他区分

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 2/10 (受取側)中間ファイル(届書)/共通 ← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 84/92

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

 7-2-(5)-4-86 



本籍人の場合のみ設定

本籍人の場合のみ設定

有

有

同時親権届出人資格

同時親権届出人個人番号

同時親権届出人本非区分

同時親権届出人生年月日

同時親権届出人の氏名

同時親権届出人本籍

親権･未成年後見人氏名

親権･未成年後見人本籍

親権･未成年後見人筆頭者

同時親権届の種別

同時親権者資格

養子と養父区分

養子と養母区分

養女と養父区分

養女と養母区分

同時届区分

親権･未成年後見人の個人番号

親権･末成年後見人の本非区分

親権･未成年後見人生年月日

養子離縁届
(離縁形態区
分)画面

本籍人検索

養子離縁届
(離縁形態区
分)画面

本籍人検索

養子離縁届
(離縁形態区
分)画面

同時親権届出人本籍

同時親権届出人資格

同時親権届出人個人番号

同時親権届出人本非区分

同時親権届出人生年月日

同時親権届出人の氏名

同時親権届出人本籍コード

親権･未成年後見人氏名

親権･未成年後見人本籍コード

親権･未成年後見人本籍

親権･未成年後見人筆頭者

同時親権届の種別

同時親権者資格

養女と養父区分

養女と養母区分

同時届区分

親権･未成年後見人の個人番号

親権･未成年後見人の本非区分

親権･未成年後見人生年月日

中間ファイル
(届書)
事件別内容

養子と養父区分

養子と養母区分

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月1日 4 85/92

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 3/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

 7-2-(5)-4-87 



養子が本籍人の場合のみ設定中間ファイル
(届書)
事件別内容

養子離縁届
(その1)画面

養子離縁届
(その1)画面

養子の父母との続柄コー
ド

養子の父母との続柄コー
ド

養女が本籍人の場合のみ設定

有

有

養女の外国人区分

養女の本非区分

養女の生年月日

養女の生死区分

養女のカナ氏名

養女の漢字氏名

養子の父氏名

養子の母氏名

養子の筆頭者区分

養子の配偶者区分

養女の個人番号

養子の筆頭者

養子の世帯主

養子の本･国籍

養子の住所

養子の個人番号

養子の外国人区分

養子の本非区分

養子の生年月日

養子の生死区分

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

本籍人検索

本籍人検索

養女の外国人区分

養女の本非区分

養女の生年月日

養女の生死区分

養女のカナ氏名

養女の漢字氏名

養子の父氏名

養子の母氏名

養子の筆頭者区分

養子の配偶者区分

養女の個人番号

養子の本籍コード

養子の本籍

養子の住所コード

養子の住所

養子の筆頭者

養子の世帯主

養子の個人番号

養子の外国人区分

養子の本非区分

養子の生年月日

養子の生死区分

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 86/92

第7
2

(5)

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 4/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

データ編集表
作業名 作成者 作成日付 改定日付
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中間ファイル
(届書)
事件別内容

養女の父母との続柄コー
ド

養女の父母との続柄コー
ド

養女の本･国籍

養女の住所

養子離縁届
(その1)画面

有

有

養女の筆頭者

養女の世帯主

養女の父氏名

養女の母氏名

養女の筆頭者区分

養女の配隅者区分

養女の本籍コード

養女の本籍

養女の住所コード

養女の住所

養女の筆頭者

養女の世帯圭

養女の父氏名

養女の母氏名

養女の筆頭者区分

養女の配偶者区分

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 5/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 87/92

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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有

中間ファイル
(届書)
事件別内容

養父の住所

養父の本･国籍

養母の本･国籍

養母の住所

養母が本籍人の場合のみ設定

養父が本籍人の場合のみ設定

有

有

有

養父の個人番号

養父の外国人区分

養父の本非区分

養父の生年月日

養父の生死区分

養父のカナ氏名

養母の生死区分

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

養母の筆頭者

養父の世帯主

養父の縁組成立法区分

養母の個人番号

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養父の漢字氏名

養父の筆頭者

本籍人検索

本籍人検索

養子離縁届
(その2)画面

養子離縁届
(その2)画面

養母の漢字氏名

養母の本籍コード

養母の本籍

養母の筆頭者

養母の住所コード

養母の住所

養母の個人番号

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養母の生死区分

養母のカナ氏名

養父の本籍

養父の筆頭者

養父の住所コード

養父の住所

養父の世帯主

養父の縁組成立法区分

養父の個人番号

養父の外国人区分

養父の本非区分

養父の生年月日

養父の生死区分

養父のカナ氏名

養父の漢字氏名

養父の本籍コード

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 6/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 88/92

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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養母の世帯主

養母の縁組成立法区分

養父母婚姻区分

養子離縁届
(その2)画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

養母の世帯主

養母の縁組成立法区

養父母婚姻区分

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 7/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 89/92

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

有
届後本籍

養子離縁届
(その3)画面

裁判確定日

離縁許可日

離縁成立日

離縁の方式

外国裁判所名

届後戸籍での配偶者区分

戸籍変動区分

氏区分

届後戸籍の筆頭者

戻る戸籍での筆頭者区分

裁判確定日

離縁許可日

離縁成立日

離縁の方式

外国裁判所名

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

届後戸籍の筆頭者

戻る戸籍での筆頭者区分

中間ファイル
(届書)
事件別内容

届後戸籍での配偶者区分

戸籍変動区分

氏区分

届後本籍コード

届後本籍

離縁の種別

離縁の申立人区分

離縁の種別

離縁の申立人区分

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 8/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 90/92

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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15歳未満の届出人資格1

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人国籍
コード1

15歳未満の届出人国籍1

15歳未満の届出人生年月
日1

15歳未満の届出人氏名2

15歳未満の届出人国籍
コード2

15歳未満の届出人国籍2

有

有

15歳未満の届出人氏名2

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人国籍1

中間ファイル
(届書)
事件別内容

養子離縁届
(その4)画面

15歳未満の届出人生年月
日2

15歳未満の届出人国籍2

15歳未満の届出人生年月
日2

15歳未満の届出人生年月
日1

15歳未満の届出人資格1

15歳未満の届出人資格2

← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 91/92

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 9/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

 7-2-(5)-4-93 



中間ファイル
(届書)
事件別内容

養子離縁届
(その5)画面

配偶者住所

配偶者が本籍人の場合のみ設定

有

親権移記親権者区分

配偶者母氏名

配偶者父母との続柄コード

配偶者生年月日

離縁後変更養父氏名

離縁後変更養母氏名

配偶者個人番号

配偶者外国人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者配偶者区分

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者父母との続柄コード

配偶者生年月日

離縁後住所コード

配偶者住所

離縁後変更養父氏名

本籍人検索配偶者個人番号

配偶者外国人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者配偶者区分

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

離縁後変更養母氏名

親権移記親権者区分

配偶者母氏名

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集・出力 10/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ← (引渡側)入力画面(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 92/92

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-4-94 



5.備考(特記事項含む)

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(確認画面)
　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　　　　2.1 離縁マトリックス表
　　　　　　　　　　2.2 親権マトリックス表
　　　　　　　　　　2.3 未成年後見マトリックス表
　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　　　3.1 離縁
　　　　　　　　　　3.2 親権
　　　　　　　　　　3.3 未成年後見
　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[戸籍特定])
　　　　　　　　　　4.1 養子の戻る戸籍(記録)　　　　　　　　　　※ひな形A.2と異なる場合
　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[個人特定])
　　　　　　　　　　5.1 養子の新戸籍(入籍)　　　　　　　　　　　※ひな形C.1と異なる場合
　　　　　　　　　　5.2 養子の戻る戸籍(入籍)　　　　　　　　　　※ひな形C.1と異なる場合
　　　　　　　　　　5.3 養子の戻る戸籍に変動無し(記録)　　　　　※ひな形C.2と異なる場合
　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　6.1 養子(女)(入籍)
　　　　　　　　　　6.2 養子(女)(除籍)
　　　　　　　　　　6.3 養子(女)(記録)
　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　7.1 養親(記録)
　　　　　　　　8.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　8.1 養子(女)の配偶者(入籍)
　　　　　　　　　　8.2 養子(女)の配偶者(徐籍)
　　　　　　　　9.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　9.1 養子(女)の親権事頂(記録)　　　　　　　　※同時親権届の場合
　　　　　　　　　　9.2 養子(女)の親権事項(移記)　　　　　　　　※従前の親権事項の移記
　　　　　　　　　　9.3 養子(女)の未成年後見事項(記録)　　　　　※同時後見届の場合
　　　　　　　　10.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　10.1 養父
　　　　　　　　　　10.2 養母
　　　　　　　　　　10.3 養子
　　　　　　　　　　10.4 養女
　　　　　　　　　　10.5 養子(女)の配偶者
　　　　　　　　11.0 データ編集表(中間ファイル/30条12第1項)　----------(サンプル表示)
　　　　　　　　　　11.1 養子
　　　　　　　　　　11.2 養女
　　　　　　　　　　11.3 養子(女)の配偶者

出力(サンプル)

中間ファイル(9条2項) 出力

中間ファイル(30条12第1項)

中間ファイル(届書) 入力

3.処理概要
　 (1)中間ファイル(届書)を画面表示する。
　 (2)戸籍変動状況を確定する。
　 (3)中間ファイル(仮受付)を編集、出力する。
　 (4)中間ファイル(仮戸籍)を編集、出力する。
　 (5)中間ファイル(9条2項)を編集、出力する。
　 (6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集、出力する。---------------------(サンプル提示)
　 (7)処分決定処理に制御を渡す。

中間ファイル(仮戸籍) 出力

附票データベース 入力(サンプル)

中間ファイル(仮受付) 出力

入出力区分 名称 入出力区分

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 1/131

改訂日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

確認画面

(養子離縁届)

処分決定

(仮受付)

入力確認

(養子離縁届)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

附票

データベース
中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(30条12第1

項)

中間ファイル

(届書)

(サンプル)

(サンプル)

エラー履歴

(詳細別紙)

 7-2-(5)-4-95



/

/

/

/

3 /

/

/

/

6 /

(4.6)養父母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する 〔3.1〕 /

/

/

7 /

/

/

/

8 /

/

/

/

/

/

15 /

9

YES

YES

NO

養父母のいずれか一方又は養子夫婦のいずれか
一方が死亡しているとき、受付帳は2件作成さ
れる

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

(4.5)養父の生死区分 ＝ 養母の生死区分(YES,NO)

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、よろ
しければ実行キーを押下して下さい。｣を表示する。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2.PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編成マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍変動状況を決定する

(4.19)養父母と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.19.1)離縁形態区分?

(4.19.2)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

9
～

〔3.1〕

〔3.1〕

(4)離縁形態区分?

(4.1)養父の生死区分 ＝ 養母の生死区分(YES,NO)

(4.15)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.16)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

〔3.1〕

養子夫婦のいずれか一方が死亡しているとき、
受付帳は2件作成される

養父母のいずれか一方が死亡しているとき、受
付帳は2件作成される

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

(4.9)養子の生死区分 ＝ 養女の生死区分(YES,NO)

(4.10)養父と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.11)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

YES

NO

YES

NO

作業名 改訂日付作成日付
要件定義ワークシート

処理名

第7
2

(5) システム化調査研究会

〔1.0〕

〔2.0〕

(4.17)養父の生死区分 ＝ 養母の生死区分(YES,NO)

(4.18)養子の生死区分 ＝ 養女の生死区分(YES,NO)

(4.7)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.8)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.12)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.2)養父母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.3)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.4)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

(4.13)養子の生死区分 ＝ 養女の生死区分(YES,NO)

(4.14)養母と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

頁

2/131

版作成者

備考0.0　本紙　1/8

実行キー

1令和　年　月　日入力確認(養子離縁届) 平成6年12月 1日

YES

NO

YES

NO

 7-2-(5)-4-96 



/

10 /

/

/

11 /

/

/

/

12 /

/

/

/

13 /

/

/

/

14 /

/

/

/

15 /

/

/

(4.22.2)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する 〔3.1〕

9

NO

(4.19.3)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.19.4)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.19.5)養父母と養女で中間ファイル(仮受付･
離縁)を編集･出力する

(4.19.6)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.19.7)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.19.8)養父母と養女で中間ファイル(仮受付･
離縁)を編集･出力する

(4.19.9)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.19.10)養父母と養子で中間ファイル(仮受
付･離縁)を編集･出力する

(4.19.11)養父と養女で中間ファイル(仮受付･
離縁)を編集･出力する

(4.19.12)養父母と養子で中間ファイル(仮受
付･離縁)を編集･出力する

(4.19.13)養母と養女で中間ファイル(仮受付･
離縁)を編集･出力する

(4.19.14)養父母と養子で中間ファイル(仮受
付･離縁)を編集･出力する

(4.19.15)養父母と養子で中間ファイル(仮受
付･離縁)を編集･出力する

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

処理名 0.0　本紙　2/8 備考

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/131

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

(4.22.1)離縁形態区分?
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(4.22.3)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.4)農父と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.22.5)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.6)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.7)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.8)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.9)養母と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.22.10)養父と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.22.11)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)
を編集･出力する

(4.22.12)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)
を編集･出力する

(4.22.13)養母と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.22.14)養父と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.22.15)養母と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(4.24)事件本人(養父、養母、養子、養女)で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

備考

版

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

〔3.1〕

そ
の
他

頁

入力確認(養子離縁届)

11

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

10

処理名 0.0　本紙　3/8

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/131

15

13

14

12
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(10.4)個人特定:養子の戻る戸籍(入籍)を編集する [5.2] /

/

/

/

/

/

/

/

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理
(14.1)(14.2)

戻る戸籍で筆頭者となる養子の名と戻る戸籍の
筆頭者の名が異なる場合だけ[4.1]の編集を行
う

NO

YES

NO

(14.1)養子は在外選挙人である(YES,NO)

(15)→(16)へNO

(8.1)養子は在外選拳人である(YES,NO)

(9)→(10)へ

(10)元に戻る戸籍は管内にある(YES,NO)

※サンプル提示

(11)身分事項:養子(入籍)を編集する

YES

[6.1]

[6.2]

(12)→(24)へ

(7)養子の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(14)身分事項:養子(除籍)を編集する

※サンプル提示

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(8.1)(8.2)

(8.2)養子について中間ファイル(30
条の12第1項)を編集･出力する

(10.2)戸籍特定:養子の戻る戸籍(記録)を編集す
る

[11.1]

[4.1]

(14.2)養子について中間ファイル(30
条の12第1項)を編集･出力する

[11.1]

YES

2

NO

(10.1)戻る戸籍の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)かつ届後戸籍
の筆頭者 ＝ 戻る戸籍の筆頭者氏名である(YES,NO)

(10.3)→(10.4)へ

NO

YES

NO

YES

改訂日付

0

1

2

処理名 0.0　本紙　4/8 備考

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 5/131

YES

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

1

YES

[3.2]

[3.3]

[6.2]

(4.25)同時届区分?

(4.26)→(5)へ

(4.27)中間ファイル(仮受付･親権)を編集･出力する

(4.28)中間ファイル(仮受付･未成年後見)を編集･出力する

(5)養子に入力がある(YES,NO)

(6)戸籍変動区分?(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍編製,3:戸籍に変動無し)

(7)養子の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(8)身分事項:養子(除籍)を編集する
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/

/

[5.1] /

[6.1] /

[5.1] /

[6.1] /

[5.1] /

[6.1] /

/

/

[5.3] /

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(16.2)個人特定:養子の新戸籍(入籍)を編集する

(17)身分事項:養子(入籍)を編集する

(17.1)個人特定:養女の新戸籍(入籍)を編集する

(17.2)身分事項:養女(入籍)を編集する

(17.3)個人特定:養子の新戸籍(入籍)を編集する

(17.4)身分事項:養子(入籍)を編集する

養女が筆頭者であるため,養女を入籍させた後
で養子を入籍させる

戻る戸籍で筆頭者となる養子の名と戻る戸籍の筆
頭者の名が異なる場合だけ[4.1]の編集を行う

(16)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

(16.1)離縁形態区分 ＝ 1,2,3 または
離縁形態区分 ＝ 7～15で,養子の筆頭者区分 ＝ 筆頭者で
ある(YES,NO)

(18)→(24)へ

YES

NO

NO 　処理(27.1)(27.2)

(29)元に戻る戸籍は管内にある(YES,NO)

(29.1)戻る戸籍の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者) かつ
届後戸籍の筆頭者 ＝ 戻る戸籍の筆頭者氏名である
(YES,NO)

※サンプル提示

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合

(28)→(29)へ

(22)→(24)へ

(22)→(24)へ

(24)養女に入力がある(YES,NO)

(25)戸籍変動区分?(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍編製,3:戸籍に変動無し)

(26)養女の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

YES

NO

YES

YES

1

(27.1)養子は在外選挙人である(YES,NO)

(19)養子の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO〉

(20)個人特定:養子の戸籍に変動無し(記録)を編集する

(21)身分事項:養子(記録)を編集する [6.3]

(27)身分事項:養子(除籍)を編集する [6.2]

(27.2)養子について中間ファイル(30
条の12第1項)を編集･出力する

[11.1]

3

NO

YES

NO

NO

YES

2.1 6/131

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 0.0　本紙　4-1/8 備考

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日

YES

 7-2-(5)-4-100 



[4.1] /

/

(29.4)個人特定:養女の戻る戸籍(入籍)を編集する [5.2] /

/

/

/

/

/

/

/

/

[5.1] /

[6.1] /

[5.1] /

[6.1] /

/

/

[5.3] /

/

/

/

/

/

/

(29.2)戸籍特定:養女の戻る戸籍(記録)を編集する

(33.2)養女について中間ファイル(30
条の12第1項)を編集･出力する

[11.1]

(35.2)個人特定:養女の新戸籍(入籍)を編集する

(36)身分事項:養女(入籍)を編集する

(36.1)個人特定:養女の新戸雑(入籍)を編集する

(36.2)身分事項;養女(入籍)を編集する

(39)個人特定:養子の戸籍に変動無し(記録)を編集する

(40)身分事項:養子(記録)を編集する [6.3]

　附票情報との連動により往外選拳人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合

養子が筆頭者の場合は(16.2)～(17)で養子が入
籍済みなので養女のみ入籍させる

(29.3)→(10.4)へ

(30)身分事項:養子(入籍)を編集する

(31)→(43)へ

(32)養子の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(33)身分事項:養女(除籍)を編集する

(33.1)養女は在外選挙人である(YES,NO)

(34)→(35)へ

(35)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

(35.1)離縁形態区分 ＝ 4、5、6 または
離縁形態区分 ＝ 7～15で,養子の筆頭者区分 ＝ 筆頭者で
ある(YES,NO)

(37)→(43)へ

(38)養女の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

YES

(45)身分事項:養親(記録)を編集する

※サンプル提示

　処理(33.1)(33.2)

NO

YES

NO

YES

NO

[7.1]

(41)→(43)へ

(42)→(43)へ

(43)養父に入力がある(YES,NO)

(44)養父の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

[6.1]

[6.2]

NO

YES

YES

3

NO

YES

NO

YES

2

NO

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 7/131

改訂日付

処理名 0.0　本紙　5/8 備考

NO

YES

 7-2-(5)-4-101 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

[9.1] /

[9.3] /

/

/

/

(62.2)養子について中間ファイル(30条の12第1
項)を編集･出力する

[11.1]

(74)身分事項:養子(女)の親権事項(記録)

(75)身分事項:養子(女)の未成年後見事項(記録)

(47)→(48)へ

YES

1

YES

NO

YES

NO

YES

(72)元に戻る戸籍は管内にある(YES,NO)

(73)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)である(YES,NO)

(62)身分事項:養子の配偶者(除籍)を編集する

(62.1)養子は在外選挙人である(YES,NO)

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合

2 (77)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

(78)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)である(YES,NO)YES

NO

NO

YES

NO

YES

戸籍変動区分は2(新戸籍編製)だけである

養子または養女の本非区分で判断する

(54)から(60)は欠番

※サンプル提示

　処理(62.1)(62.2)

YES

NO

YES

[7.1]

(48)養母に入力がある(YES,NO)

(49)養母の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(50)身分事項:養親(記録)を編集する

(51)→(53)へ

(52)→(53)へ

(53)養子の配偶者に入力があり配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(61)養子の配偶者の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(76)→(93)へ

(66)→(69)へ

(68)→(69)へ

(69)同時届区分 ＝ 0(無)である(YES,NO)

(70)→(83)へ

(71)戸籍変動区分?(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍編製,3:戸籍に変動無し)

NO

NO

YES

NO

[8.1]

(62.3)→(64)へ

(63)→(64)へ

(64)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

(65)身分事項:養子の配偶者(入籍)を編集する

NO

[8.2]

(46)→(48)へ

処理名 0.0　本紙　6/8

NO

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 8/131

版

備考

 7-2-(5)-4-102 



[9.1] /

[9.3] /

/

/

/

[9.1] /

[9.3] /

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(79)身分事項:養子(女)の親権事項(記録)

(80)身分事項:養子(女)の未成年後見事項(記録)

(82.2)身分事項:養子(女)の親権事項(記録)

(102)→(103)へNO

3

(92)→(93)へ

(93)在外送付区分 ＝ 0:受理分 又は 2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(99)→(100)へ

(100)養子に入力があり,養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(98)養母について中間ファイル(9条2項)を編集・出力する

[9.2]

NO

YES

NO

(89)身分事項:養子(女)の親権事項(移記)

(90)→(93)へ

(91)養子(女)の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(91-1)身分事項:養子(女)の親権事項(移記)

YES

NO

YES

(82.4)→(93)へ

(91-2)→(93)へ

(82.3)身分事項:養子(女)の未成年後見事項(記録)

YES

3

1

NO

YES

NO

(83)親権移記親権者区分に入力がある(YES,NO)

(84)戸籍変動区分?(1:元の戸籍に戻る,2:新戸籍編製,3:戸籍に変動無し)

(85)元に戻る戸籍は管内にある(YES,NO)

(87)→(93)へ

(88)新戸籍の編製地は管内にある(YES,NO)

NO

YES

NO

(101)養子について中間ファイル(9条2項)を編集・出力する

YES

[10.2]

(94)養父に入力があり,養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(95)養父について中間ファイル(9条2項)を編集・出力する

(96)→(97)へ

(97)養母に入力があり,養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

2

YES

NO

YES

平成17年 3月 1日

処理名 0.0　本紙　7/8 備考

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 9 9/131

[9.2]

[9.2]

YES

NO

YES

NO

[10.3]

[10.1]

(86)身分事項:養子(女)の親権事項(移記)

(81)→(93)へ

(82)養子(女)の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(82.1)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)である(YES,NO)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

 7-2-(5)-4-103 



/

/

/

/

/

(119)エラー履歴表示に制御を渡す

(108)処分決定に制御を渡す

(109)業務選択に制御を渡す

(110)届出選択に制御を渡す

(114)同画面を編集する

(118)同画面を編集する

(121)同画面を編集する

(111)審査(養子離縁届)に制御を渡す

(104)養女について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(105)→(106)へ

 →

(117)次ページ分の確認画面(養子離縁届)を編集する

(119)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

 →

(120)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

[10.4]

(116)次ページがある(YES,NO)

YES

NO

YES

NO

YES

NO

NO

PF11

その他

PF5

PF7

(106)養子の配偶者に入力があり,
養子の配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

 →

 →

 →

 →

(112)前ページがある(YES,NO)

(113)前ページ分の確認画面(養子離縁届)を編集する

(115)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

PF8

PF1

PF2

YES

NO

作業名 作成者

(104)養子の配偶者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する [10.5]

処理名 0.0　本紙　8/8 備考

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 10/131

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作成日付 改訂日付 版

 7-2-(5)-4-104 



処理名 1.0 確認画面(養子離縁届) 表示 1/9 (受取側) 養子離縁画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 11/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

記号名名称 名称 記号名

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

養子離縁
養子離縁届(離
縁形態入力)
画面確認

親権･未成年後見人の本非区分

画面ID

システム日付

同時親権届出人の本非区分

同時親権届出人生年月日

同時親権届出人氏名

同時親権届出人本籍コード

同時親権届出人本籍

有

有

中間ファイル
(届書)
事件別内容

有 審査の条件設定を参照

画面ID

システム日付

養子離縁形態名称

同時届区分

親権･未成年後見人生年月日

親権･未成年後見人氏名

親権･未成年後見人筆頭者

同時親権届の種別

同時親権者資格

同時親権届出人資格

同時親権届出人の本非区分

同時親権届出人生年月日

同時親権届出人氏名

親権･未成年後見人本籍

同時親権届出人本籍

養子と養父区分

養子と養母区分

養女と養父区分

養女と養母区分

養子と養父区分

養子と養母区分

養女と養父区分

養女と養母区分

養子離縁形態区分

同時届区分

親権･未成年後見人の本非区分

親権･未成年後見人生年月日

親権･未成年後見人氏名

親権･未成年後見人本籍コード

親権･未成年後見人本籍

親権･未成年後見人筆頭者

同時親権届の種別

同時親権者資格

同時親権届出人資格

 7-2-(5)-4-105



処理名 1.0 確認画面(養子離縁届) 表示 2/9 (受取側) 養子離縁画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/共通

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

画面ID

システム日付

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

出張所番号

受領番号

処理日

本非区分

郵送日

報告区分

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

届区分

養子離縁届
(その1)～(そ
の5)画面
共通 中間ファイル

(届書)
共通

画面ID

システム日付

 7-2-(5)-4-106



版 頁数

確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(養子離縁届) 表示 3/9 (受取側) 養子離縁画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

養子の生年月日

養子の生死区分

養子の生死区分名称

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養子の父母との続柄コード

養女の外国人区分

養子の父母との続柄名称

養子の筆頭者区分

養子の筆頭者区分名称

養子の配偶者区分

養子の配偶者区分名称

養子の筆頭者

養子の世帯主

養子の父氏名

養子の母氏名

養子の外国人区分

養子の本非区分

養女の外国人区分

養女の本非区分

養子の住所コード

養子の住所

養子の筆頭者

養子の世帯主

養子の父氏名

養子の母氏名

養子の外国人区分

養子の本非区分

養子の生年月日

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養子の本籍コード

養子の本籍

養子の生死区分

有

有

有

有

有

有

養子の本･国籍

養子の住所

有

養女の生死区分

養子の父母との続柄コー
ド

養子の筆頭者区分

養子の配偶者区分

養女の生年月日

養女の本非区分

養女の生年月日

養女の生死区分

養女の生死区分名称

養子離縁届
(その1)画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

 7-2-(5)-4-107



←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側) 養子離縁画面

養女の父母との続柄コード

養子離縁届
(その1)画面

処理名 1.0 確認画面(養子離縁届) 表示 4/9

中間ファイル
(届書)
事件別内容

養女の筆頭者区分

養女の筆頭者区分名称

養女の配偶者区分

養女の配偶者区分名称

養女の筆頭者

養女の世帯主

養女の父氏名

養女の母氏名

養女の父母との続柄名称

養女の本･国籍

養女の住所

養女のカナ氏名

養女の漢字氏名

養女のカナ氏名

養女の漢字氏名

養女の本籍コード

養女の本籍

養女の住所コード

養女の住所

養女の筆頭者

養女の世帯主

養女の父氏名

養女の母氏名

養女の父母との続柄コー
ド

養女の筆頭者区分

養女の配偶者区分

有

有

有

有

有

 7-2-(5)-4-108



版 頁数

確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(養子離縁届) 表示 5/9 (受取側) 養子離縁画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

養母の漢字氏名

養母の筆頭者

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養母の生死区分

養母の生死区分名称

養母のカナ氏名

養父の筆頭者

養父の世帯主

養父の縁組成立法区分

養父の外国人区分

養父の本非区分

養父の生年月日

養父の生死区分

養父の生死区分名称

養父のカナ氏名

養父の漢字氏名

養母の住所コード

中間ファイル
(届書)
事件別内容

養母の住所

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

養母の本籍コード

養母の本籍

養母の筆頭者

養父の世帯主

養父の縁組成立法区分

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養父の漢字氏名

養父の本籍コード

養父の本籍

養父の筆頭者

養父の住所コード

養父の住所

養父の外国人区分

養父の本非区分

養父の生年月日

養父のカナ氏名

養父の生死区分

養母の生死区分

有

有

有

有

有

有

養子離縁届
(その2)画面

養父の本･国籍

養父の住所

養母の本･国籍

養母の住所
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頁数

確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(養子離縁届) 表示 6/9 (受取側) 養子離縁画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版

養母の世帯主

養母の縁組成立法区

養父母婚姻区分 事件別内容

養母の世帯主

養母の縁組成立法区分

養父母婚姻区分

養子離縁届
(その2)画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容
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版 頁数

確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(養子離縁届) 表示 7/9 (受取側) 養子離縁画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

離縁の種別

離縁の申立人区分

裁判確定日

離縁許可日

離縁成立日

離縁の方式

外国裁判所名

戸籍変動区分

氏区分

届後戸籍の筆頭者

戻る戸籍での筆頭者区分

届後戸籍での配偶者区分

届後本籍

離縁の種別

離縁の申立人区分

裁判確定日

離縁許可日

離縁成立日

離縁の方式

外国裁判所名

戸籍変動区分

中間ファイル
(届書)
事件別内容

氏区分

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

戻る戸籍での筆頭者区分

届後戸籍での配偶者区分

有

養子離縁届
(その3)画面

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

 7-2-(5)-4-111



処理名 1.0 確認画面(養子離縁届) 表示 8/9 (受取側) 養子離縁画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 18/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人国籍2

15歳未満の届出人生年月
日2

15歳未満の届出人氏名2

15歳未満の届出人国籍コード2

15歳未満の届出人生年月
日2

15歳未満の届出人国籍コード1

15歳未満の届出人生年月
日1

15歳未満の届出人国籍2

15歳未満の届出人国籍1

15歳未満の届出人氏名1

有

有

養子離縁届
(その4)画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

15歳未満の届出人資格1

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人資格名
称

15歳未満の届出人資格1と2の内容から
変換
(審査の表示設定その2参照)

15歳未満の届出人資格1

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人資格名
称

15歳未満の届出人国籍1

15歳未満の届出人生年月
日1

15歳未満の届出人氏名2
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令和　年　月　日 1 19/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(養子離縁届) 表示 9/9 (受取側) 養子離縁画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

離縁後変更養父氏名

離縁後変更養母氏名

親権移記親権者区分

配偶者母氏名

配偶者筆頭者

配偶者父母との続柄コード

配偶者父母との続柄名称

配偶者生年月日

配偶者外国人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者筆頭者区分名称

配偶者配偶者区分

配偶者配偶者区分名称

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者生年月日

配偶者住所コード

配偶者住所

離縁後変更養父氏名

離縁後変更養母氏名

親権移記親権者区分

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者母氏名

配偶者筆頭者

配偶者父母との続柄コー
ド

配偶者外国人区分

配偶者カナ氏名

有

有

有

有

養子離縁届
(その5)画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

配偶者住所

配偶者筆頭者区分

配偶者配偶者区分
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養親

1 1 ○ - - - ○ × ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

1.1 1 ○ - - - ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

2 1 ○ - - - × ○ ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

2.1 1 ○ - - - × ○ × ○ × × × ○ 6.2 7.1

3 1 ○ × × ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

3.1 1 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

4 1 ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

4.1 1 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

5 1 ○ × ○ × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

5.1 1 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

8.2

6 1 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

6.1 1 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

8.2

7 1 ○ - - - - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

新
戸
籍

編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

養子の戸籍

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

配
偶
者
以
外
の
在
籍

者

有 無

養
子
の
日

本
人
配
偶

者

版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/131

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(1/46)

養子 養女 戸籍変動区分 養父 養母

×

項番

離
縁
形
態
区
分

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

あ
く
ま
で
も
目
安

×

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

養子･養女の入力がある場合は,同
一戸籍であることが前提(外国人を
除く)であるので,養子と養女で戸
籍が異なることはない。

構成員の場合の
み,配偶者の随従
入除籍が発生す
る。
筆頭者の場合は,
戸籍変動区分が
変動なしであ
る。

全部除籍
か,一部除
籍かの判断
項目。

審査でチェックしているの
で,信頼に足る項目である。

養父母に関しては婚姻中であれば
同一戸籍で処理するが,離婚してい
れば別々の戸籍であるので,養父と
養母の2つに判断を分けた。但し,
右表の戸籍の記録は,養親1つの戸
籍で表している。別々の戸籍にい
る場合は,各々の戸籍に記録がある
ので注意すること。

無有

筆
頭
者

構
成
員

C.1/8.1(配)

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

一
部
記
載

C.1
D.1

戸
籍
変
動
な
し本

籍
非
本
籍

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

いずれか いずれかいずれか いずれか

変
動
な
し

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

養
子
･
養
父
と
も
に
記
録
有

×

 5.1
は
C.1
の代
わり

 5.2
は
C.1
の代
わり
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養親

8 1 ○ - - - ○ × ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

8.1 1 ○ - - - ○ × × ○ × × × × 6.2

9 1 ○ - - - × ○ ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

9.1 1 ○ - - - × ○ × ○ × × × × 6.2

10 1 ○ × × ○ ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

10.1 1 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

11 1 ○ × × ○ × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

11.1 1 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

12 1 ○ × ○ × ○ × × × ○ × × × 6.2

8.2

12.1 1 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × × 6.2

8.2

13 1 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × × 6.2

8.2

13.1 1 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × × 6.2

8.2

14 1 ○ - - - - - × × × × ○ × 6.3

15 1 × - - - - - ○ × × × × ○ 4.1 7.1

5.2

6.1

15.1 1 × - - - - - × ○ × × × ○ 7.1

16 1 × × × ○ - - × × ○ × × ○ 5.1 7.1

6.1

16.1 1 × × × ○ - - × × × ○ × ○ 7.1

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

○

○

○

○

○

○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の
在
籍

者

有 無

筆
頭
者

構
成
員

有 無

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 戸籍変動区分 養父 養母

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

いずれか いずれか

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍 いずれか いずれか

C.1
D.1

養子の戸籍

A.1
B.1
C.1
D.1

○

○

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 21/131

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

新
戸
籍

編
製

養
子
だ
け
に
記
録
有

(

養
父
の
記
録
無

)

養子の復籍戸籍
養父の記録

養父の記録

養子の新戸籍
養父の記録

養父の記録

処理名 2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(2/46) 備考
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養親

17 1 × × ○ × - - × × ○ × × ○ 7.1

18 1 × × ○ × - - × × × ○ × ○ 7.1

19 1 × - - - - - ○ × × × × × 4.1

5.2

6.1

19.1 1 × - - - - - × ○ × × × ×

20 1 × × × ○ - - × × ○ × × × 5.1

6.1

20.1 1 × × × ○ - - × × × ○ × ×

21 1 × × ○ × - - × × ○ × × ×

21.1 1 × × ○ × - - × × × ○ × ×

22 1 × - - - - - × × × × ○ ○ 7.1

22.1 1 × - - - - - × × × × ○ ×

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

○

○

○

○

○

○

○

×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

養子の新戸籍
養父の記録

養父の記録

養子の復籍戸籍

養子の新戸籍

養子の新戸籍

養父の記録

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

項番

離
縁
形
態
区
分

養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の
在
籍

者

本
籍
人
･
生
存
者

本
籍
人
･
生
存
者

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

本
籍
人
･
生
存
者

有 無

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍 いずれか いずれか

有

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

養子 養女 戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

無

改訂日付 版

A.1
B.1
C.1
D.1

C.1
D.1

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 22/131
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作業名 作成者 作成日付

処理名 2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(3/46) 備考
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養親

23 2 ○ - - - ○ × ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

23.1 2 ○ - - - ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

24 2 ○ - - - × ○ ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

24.1 2 ○ - - - × ○ × ○ × × × ○ 6.2 7.1

25 2 ○ × × ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

25.1 2 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

26 2 ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

26.1 2 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

27 2 ○ × ○ × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

27.1 2 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

8.2

28 2 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

28.1 2 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

8.2

29 2 ○ - - - - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

30 2 ○ - - - ○ × ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

30.1 2 ○ - - - ○ × × ○ × × × × 6.2

31 2 ○ - - - × ○ ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

31.1 2 ○ - - - × ○ × ○ × × × × 6.2

×

×

×

×

×

×

×

養
子
･
養
母
と
も
に
記
録
有

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

養
子
だ
け
に
記
録
有

(

養
母
の
記
録
無

)

○

○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

×

×

×

×

×

×

×

×

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父

第7
2
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補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(4/46)

頁数
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養親

5.1 6.2

6.1

32.1 2 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

5.1 6.2

6.1

33.1 2 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

6.2

8.2

6.2

8.2

6.2

8.2

6.2

8.2

36 2 ○ - - - - - × × × × ○ × 6.3

4.1 7.1

5.2

6.1

37.1 2 × - - - - - × ○ × × × ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

38.1 2 × × × ○ - - × × × ○ × ○ 7.1

7.1

40 2 × × ○ × - - × × × ○ × ○ 7.1

4.1

5.2

6.1

41.1 2 × - - - - - × ○ × × × ×

- -

- - - - - ×

×

× × ×

×

×

37

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

× ×

○

×

×

×

×

×

×

○

○

- -

- -

×○

○

○

○

○

×

○× ×

× ×

○

○

○

× × × ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

×

× ×

× ×× ×

× × ×

○

×

×

×

×

×

×

×

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

- - -

×

× ×

× × ×

○

○

○

○

○

○

○

× ×

× ×

× × ×

× ×

× × ×

× ×

○

○○

○

○

○

×

×

×

×

39

41

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

○32

33

34

34.1

35

35.1

×

×

×

38

○

○

○

○

○

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

養子の復籍戸籍
養母の記録

養母の記録

養子の新戸籍

養母の記録

養母の記録

養子の新戸籍

養母の記録

養母の記録

養子の復籍戸籍

×

○○

○

○

○

×

○

×

×

×

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

×

×

○

○

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る
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2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日

版 頁

14 24/131

処理名

新
戸
籍
を

編
製

×

○

○

2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(5/46) 備考

 7-2-(5)-4-118



養親

5.1

6.1

42.1 2 × × × ○ - - × × × ○ × ×

44 2 × × ○ × - - × × × ○ × ×

44.1 2 × - - - - - × × × × ○ ○ 7.1

44.2 2 × - - - - - × × × × ○ ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

○ ○

○ × 養母の記録

○ ○

○ ○

43 2 × ○ × ○ × - - × × ○ × × × ○

養子の新戸籍

養子の新戸籍

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

42 2 × ○ × × ○ - - × × ○ × × × ○

無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

いずれか

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

いずれか

平成23年 3月 1日 14 25/131
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有

養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(6/46) 備考

 7-2-(5)-4-119



養親

4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

45.1 3 ○ - - - ○ × × ○ × × × ○ ○ 6.2 7.1

4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

46.1 3 ○ - - - × ○ × ○ × × × ○ ○ 6.2 7.1

○ 5.1 6.2 7.1

6.1

47.1 3 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

5.1 6.2 7.1

6.1

48.1 3 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

6.2 7.1

8.2

6.2 7.1

8.2

6.2 7.1

8.2

6.2 7.1

8.2

51 3 ○ - - - - - × × × × ○ ○ ○ 6.3 7.1

4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

52.1 3 ○ - - - ○ × × ○ × × × ○ × 6.2 7.1

4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

53.1 3 ○ - - - × ○ × ○ × × × ○ × 6.2 7.1

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

養
子
･
養
父
母
と
も
に
記
録
有

(

養
父
母
別
戸
籍
の
場
合
注
意

)

養
子
･
養
父
に
記
録
有

(

養
母
記
録
無

)

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○ ×

× ○

× ×

× ×

× ×

×

× × ○ × × ○ ×

× × ○ × ×

×

×

×

× × × × × ○

52 3 ○ × - - - ○ × ○ × × × × × ○

53 3 ○ × - - - × ○ ○

× ○

50.1 3 ○ × × ○ × × ○ × × × ○ × ○ ×

× × × ○ × ○ ×

50 3 ○ × × ○ × × ○

49.1 3 ○ × × ○ × ○ ×

49 3 ○ × × ○ × ○ ×

× × ○ × × ○ ×

48 3 ○ × × × ○ × ○ × × ○ × × ○ ×

47 3 ○ × × × ○ ○ ×

○ × × × × ○ ×

× ×

46 3 ○ × - - - × ○

×

○ × × × × ○ ×

× ×

45 3 ○ × - - - ○ ×

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

本
籍
人
･
生
存
者

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 26/131
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトッリクス表･離縁　(7/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

 7-2-(5)-4-120



養親

54 3 ○ × × ○ ○ × × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

54.1 3 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

55 3 ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

55.1 3 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

56 3 ○ × ○ × ○ × × × ○ × × ○ × 6.2 7.1

8.2

56.1 3 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

8.2

57 3 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × ○ × 6.2 7.1

8.2

57.1 3 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

8.2

58 3 ○ - - - - - × × × × ○ ○ × 6.3 7.1

59 3 ○ - - - ○ × ○ × × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

59.1 3 ○ - - - ○ × × ○ × × × × ○ 6.2 7.1

60 3 ○ - - - × ○ ○ × × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

60.1 3 ○ - - - × ○ × ○ × × × × ○ 6.2 7.1

61 3 ○ × × ○ ○ × × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

61.1 3 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

62 3 ○ × × ○ × ○ × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

62.1 3 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

× ○

有 無

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

養
子
･
養
母
に
記
録
有

(

養
父
記
録
無

)

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

× ×

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

× ○

× ○

× ○

× ×

× ○

× ○

× ○

× ○

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 27/131

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(8/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

× ○

×

変
動
な
し

 7-2-(5)-4-121



養親

63 3 ○ × ○ × ○ × × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

8.2

63.1 3 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

64 3 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

8.2

64.1 3 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

65 3 ○ - - - - - × × × × ○ × ○ 6.3 7.1

66 3 ○ - - - ○ × ○ × × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

66.1 3 ○ - - - ○ × × ○ × × × × × 6.2

67 3 ○ - - - × ○ ○ × × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

67.1 3 ○ - - - × ○ × ○ × × × × × 6.2

68 3 ○ × × ○ ○ × × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

68.1 3 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × × × 6.2

69 3 ○ × × ○ × ○ × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

69.1 3 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × × 6.2

70 3 ○ × ○ × ○ × × × ○ × × × × 6.2

8.2

70.1 3 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × × × 6.2

8.2

71 3 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × × × 6.2

8.2

71.1 3 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × × × 6.2

8.2

○

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

養
子
だ
け
に
記
録
有

(

養
父
母
記
録
無

)

× ○

○

× ○ ○

× ○ ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

× ○

× ○

○

× ○ ○

× ○ ○

× ○ ○

× ○ ○

× ○ ○

× ○ ○

× ○ ○

× ○ ×

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

× ○ ×

× ○ ×

× ○ ×

× ○ ×

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 28/131
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(9/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

 7-2-(5)-4-122



養親

72 3 ○ - - - - - × × × × ○ × × 6.3

4.1 7.1

5.2

6.1

73.1 3 × - - - - - × ○ × × × ○ ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

74.1 3 × × × ○ - - × × × ○ × ○ ○ 7.1

7.1

76 3 × × ○ × - - × × × ○ × ○ ○ 7.1

4.1 7.1

5.2

6.1

77.1 3 × - - - - - × ○ × × × ○ × 7.1

5.1 7.1

6.1

78.1 3 × × × ○ - - × × × ○ × ○ × 7.1

7.1

80 3 × × ○ × - - × × × ○ × ○ × 7.1

4.1 7.1

5.2

6.1

81.1 3 × - - - - - × ○ × × × × ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

7.1

7.1

82.1 3 × ○ × × ○ - - × × × ○ × × ○ ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

○ × × × ○ ○ ×

養子の新戸籍
養母の記録

養父母の記録

養父の記録

養父の記録

養母の記録

養子の復籍戸籍
養父の記録

養子の復籍戸籍
養母の記録

養父の記録

養子の復籍戸籍
養父母の記録

養父母の記録

養子の新戸籍
養父母の記録

養父母の記録

養子の新戸籍
養父母の記録

養子の新戸籍
養父の記録

養子の新戸籍
養父母の記録

養子の新戸籍
養母の記録

× 養母の記録

× ○

○

× × ×

× ○

81 3 × ○ - - - - - ○ × × × × × ○ ○ ×

×

77 3 × ○ - - - - - ○ × × × × ○ × × ○

○ ○

○ ○

× × ○ × × ○ × ×

○ ×

○

○ × × ○ - - × × ○ × × ○ × ×

○ × ○

83 3 × ○ × ○ × - - × × ○

78 3 ×

○

82 3 × ○ × × ○ - - × ×

79 3 × ×

○

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)
75 3 × ○ × ○ × - - × × ○ × × ○ × ○ ×

○ × ○ ×

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

新
戸
籍
を

編
製

○ × ×

× ○ ○

版 頁

○ × ×

養父 養母 養子の戸籍

○ -

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

項番

離
縁
形
態
区
分

変
動
無
し

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

74 3 × ○ × × ○ - - × × ○

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分

本
籍
人
･
生
存
者

- - - - ○ × × × ×73 3 ×

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

- -

× × ○ × ○ ×

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

×
5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

× ○

○

×

処理名 2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(10/46) 備考

 7-2-(5)-4-123



養親

84 3 × × ○ × - - × × × ○ × × ○ 7.1

4.1

5.2

6.1

85.1 3 × - - - - - × ○ × × × × ×

5.1

6.1

86.1 3 × × × ○ - - × × × ○ × × ×

88 3 × × ○ × - - × × × ○ × × ×

88.1 3 × - - - - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

88.2 3 × - - - - - × × × × ○ ○ × 7.1

88.3 3 × - - - - - × × × × ○ × ○ 7.1

88.4 3 × - - - - - × × × × ○ × ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

○ × ○ 養父の記録

○ ○ × 養母の記録

○ ○ ○

5.1/6.1(養子)

C.1/8.1(配)

○ ○ ○

○ × × 養父母の記録

○ ○ ○

87 3 × ○ × ○ × - - × × ○ × × × ○ × ○
養子の新戸籍

○

養子の復籍戸籍

○ ○ ○

86 3 × ○ × × ○ - - × × ○ × × × ○ × ○
養子の新戸籍

85 3 × ○ -

○ ○ × 養母の記録

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

- - - - ○ × × × × × ○ ×

いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

いずれか

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

非
本
籍

いずれか
有 無

本
籍
人
･
生
存
者

改訂日付 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 30/131
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作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-4-124



養親

89 4 ○ - - - ○ × ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

89.1 4 ○ - - - ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

90 4 ○ - - - × ○ ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

90.1 4 ○ - - - × ○ × ○ × × × ○ 6.2 7.1

91 4 ○ × × ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

91.1 4 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

92 4 ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

92.1 4 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

93 4 ○ × ○ × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

93.1 4 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

8.2

94 4 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

94.1 4 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

8.2

95 4 ○ - - - - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

96 4 ○ - - - ○ × ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

96.1 4 ○ - - - ○ × × ○ × × × × 6.2

97 4 ○ - - - × ○ ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

97.1 4 ○ - - - × ○ × ○ × × × × 6.2×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

養
女
･
養
父
と
も
に
記
録
有

養
女
だ
け
に
記
録
有

(

養
父
の
記
録
無

)

○

○

○

C.1/8.1(配)

×

×

× 5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

× 5.1/6.1(養女)

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(12/46)

養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

第7
2
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数
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養親

5.1 6.2

6.1

98.1 4 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

5.1 6.2

6.1

99.1 4 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

6.2

8.2

6.2

8.2

6.2

8.2

6.2

8.2

102 4 ○ - - - - - × × × × ○ × 6.3

4.1 7.1

5.2

6.1

103.1 4 × - - - - - × ○ × × × ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

104.1 4 × × × ○ - - × × × ○ × ○ 7.1

7.1

7.1

4.1

5.2

6.1

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

107.1 4 × ○ - - - - - × ○ × × × × ○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

養父の記録

× ○ × ○ × 養父の記録

養女の復籍戸籍
養父の記録

養女の新戸籍
養父の記録

106 4 × × ○ ×

× × ○ × × ○4 × ○ × ○ × ×

×

- - × ×

104 4 × × ○ - - × × ○ × × ○ ×

- - - ○ × × × × ○ ×

養女の復籍戸籍

× 養父の記録

養女の新戸籍
養父の記録

○ × × × × × ○

○

× × ○ × × ○ ×105 4

107 4 - - - - -× ○

103 4 - -

101.1 4 × ○ × × ○ × × × ○ × × ○

× ○ × - -

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

101 4 × ○ × × ○ × × ○ × × × ○
5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

100.1

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

○

100 4 × ○ × ○ × × × ○ × × × ○

○

99 4 × × ○ × ○ × × ○ × × × ○

× × ○ × × × ○98 4 × × ○ ○ ×

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 32/131
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(13/46) 備考

養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父

 7-2-(5)-4-126



養親

5.1

6.1

108.1 4 × × × ○ - - × × × ○ × ×

110 4 × × ○ × - - × × × ○ × ×

110.1 4 × - - - - - × × × × ○ ○ 7.1

110.2 4 × - - - - - × × × × ○ ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

○ × 養父の記録

○ ○

× ○ 養女の新戸籍
5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

○ ○

養女の新戸籍

○ ○

× ○

109 4 × ○ × ○ × - - × × ○ × ×

- - × × ○ × ×108 4 × ○ × × ○

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 33/131
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(14/46) 備考

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

 7-2-(5)-4-127



養親

111 5 ○ - - - ○ × ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

111.1 5 ○ - - - ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

112 5 ○ - - - × ○ ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

112.1 5 ○ - - - × ○ × ○ × × × ○ 6.2 7.1

113 5 ○ × × ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

113.1 5 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

114 5 ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

114.1 5 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

115 5 ○ × ○ × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

115.1 5 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

8.2

116 5 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

116.1 5 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

8.2

117 5 ○ - - - - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

118 5 ○ - - - ○ × ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

118.1 5 ○ - - - ○ × × ○ × × × × 6.2

119 5 ○ - - - × ○ ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

119.1 5 ○ - - - × ○ × ○ × × × × 6.2

× ×

× ○

× ○

× ×

× ×

×

× ×

5.1/6.1(養女)

養
女
だ
け
に
記
録
有

(

養
母
の
記
録
無

)

× ○

× ○

×

× ×

× ×

×

× ×

×

5.1/6.1(養女)

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

C.1/8.1(配)

× ×

×

C.1/8.1(配)

× ×

養
女
･
養
母
と
も
に
記
録
有

×

×

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 34/131

変
動
な
し

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(15/46)

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

×

 7-2-(5)-4-128



養親

5.1 6.2

6.1

120.1 5 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

5.1 6.2

6.1

121.1 5 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

6.2

8.2

6.2

8.2

6.2

8.2

6.2

8.2

124 5 ○ - - - - - × × × × ○ × 6.3

4.1 7.1

5.2

6.1

125.1 5 × - - - - - × ○ × × × ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

126.1 5 × × × ○ - - × × × ○ × ○ 7.1

7.1

7.1

4.1

5.2

6.1

× ○

- - ○ × × × ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

129.1 5 × ○ - - - - - × ○ × × ×

129 5 × ○ - - -

○ × 養母の記録

× ○ 養女の復籍戸籍

○ ×
養女の新戸籍
養母の記録

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

128 5 × ○ × ○ × - - × × × ○ ×

○ × 養母の記録

127 5 × ○ × ○ × - - × × ○ × ×

養女の復籍戸籍
養母の記録

○ × 養母の記録

126 5 × ○ × × ○ - - × × ○ × × ○ ×
養女の新戸籍
養母の記録

× ○

125 5 × ○ - - - - - ○ × × × × ○ ×

× ○
5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

123.1 5 ○ × × ○ × × ○ × × × ○ × × ○

123 5 ○ × × ○ × × ○ × × ○ × ×

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

122.1 5 ○ × × ○ × ○ × × × × ○ × × ○

× ○

× ○

122 5 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × × ○

5 ○ × × × ○ × ○ × × ○ × ×

○ × × × ○ × ×

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

120 5 ○ × × × ○ × ○

× ○

121

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 35/131
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(16/46) 備考

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

 7-2-(5)-4-129



養親

5.1

6.1

130.1 5 × × × ○ - - × × × ○ × ×

132 5 × × ○ × - - × × × ○ × ×

132.1 5 × - - - - - × × × × ○ ○ 7.1

132.2 5 × - - - - - × × × × ○ ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

○ × 養母の記録

○ ○

× ○×

本
籍
人
･
生
存
者

130

養女の新戸籍
5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

○ ○

× ○ 養女の新戸籍

○ ○

131 5 × ○ × ○ × - - × × ○

5 × ○ × × ○ - - × × ○ × ×

×

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

新
戸
籍

編
製

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 36/131

養母 養子の戸籍

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者 いずれか

処理名

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

C.1
D.1

2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(17/46) 備考

A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

 7-2-(5)-4-130



養親

133 6 ○ - - - ○ × ○ × × × × ○ ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

133.1 6 ○ - - - ○ × × ○ × × × ○ ○ 6.2 7.1

134 6 ○ - - - × ○ ○ × × × × ○ ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

134.1 6 ○ - - - × ○ × ○ × × × ○ ○ 6.2 7.1

135 6 ○ × × ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

135.1 6 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

136 6 ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

136.1 6 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

137 6 ○ × ○ × ○ × × × ○ × × ○ ○ 6.2 7.1

8.2

137.1 6 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

8.2

138 6 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × ○ ○ 6.2 7.1

8.2

138.1 6 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

8.2

139 6 ○ - - - - - × × × × ○ ○ ○ 6.3 7.1

140 6 ○ - - - ○ × ○ × × × × ○ × 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

140.1 6 ○ - - - ○ × × ○ × × × ○ × 6.2 7.1

141 6 ○ - - - × ○ ○ × × × × ○ × 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

141.1 6 ○ - - - × ○ × ○ × × × ○ × 6.2 7.1× × ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

養
女
･
養
父
に
記
録
有

(

養
母
記
録
無

)

× × ○

× × ○

× × ×

× × ○

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

× × ×

× × ×

× × ×

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

× × ×

× × ×

× × ×

× × ×

× × ×

× × × 養
女
･
養
父
母
と
も
に
記
録
有

(

養
父
母
別
戸
籍
の
場
合
注
意

)
× × ×

× × ×

× × ×

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 37/131

本
籍
人
･
生
存
者

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(18/46)

 7-2-(5)-4-131



養親

142 6 ○ × × × ○ ○ × × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

142.1 6 ○ × × × ○ ○ × × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

143 6 ○ × × × ○ × ○ × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

143.1 6 ○ × × × ○ × ○ × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

144 6 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × ○ × 6.2 7.1

8.2

144.1 6 ○ × × ○ × ○ × × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

8.2

145 6 ○ × × ○ × × ○ × × ○ × × ○ × 6.2 7.1

8.2

145.1 6 ○ × × ○ × × ○ × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

8.2

146 6 ○ × - - - - - × × × × ○ ○ × 6.3 7.1

147 6 ○ × - - - ○ × ○ × × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

147.1 6 ○ × - - - ○ × × ○ × × × × ○ 6.2 7.1

148 6 ○ × - - - × ○ ○ × × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

148.1 6 ○ × - - - × ○ × ○ × × × × ○ 6.2 7.1

149 6 ○ × × × ○ ○ × × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

149.1 6 ○ × × × ○ ○ × × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

150 6 ○ × × × ○ × ○ × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

150.1 6 ○ × × × ○ × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

養
女
･
養
母
の
記
録
有

(

養
父
記
録
無

)

○ ×

×

○ ×

○ ×

○ ×

○

× ○

○ ×

× ○

× ○

○ ×

○ ×

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

× ○

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

× ○

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

× ○

× ○

× ○

× ○

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

変
動
な
し

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 38/131

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(19/46)

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

 7-2-(5)-4-132



養親

151 6 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

8.2

151.1 6 ○ × × ○ × ○ × × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

152 6 ○ × × ○ × × ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

8.2

152.1 6 ○ × × ○ × × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

8.2

153 6 ○ × - - - - - × × × × ○ × ○ 6.3 7.1

154 6 ○ × - - - ○ × ○ × × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

154.1 6 ○ × - - - ○ × × ○ × × × × × 6.2

155 6 ○ × - - - × ○ ○ × × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

155.1 6 ○ × - - - × ○ × ○ × × × × × 6.2

156 6 ○ × × × ○ ○ × × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

156.1 6 ○ × × × ○ ○ × × × × ○ × × × 6.2

157 6 ○ × × × ○ × ○ × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

157.1 6 ○ × × × ○ × ○ × × × ○ × × × 6.2

158 6 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × × × 6.2

8.2

158.1 6 ○ × × ○ × ○ × × × × ○ × × × 6.2

8.2

159 6 ○ × × ○ × × ○ × × ○ × × × × 6.2

8.2

159.1 6 ○ × × ○ × × ○ × × × ○ × × × 6.2

8.2

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

○ ○

○ ○

○ ○ 5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ×

○ ○ 養
女
だ
け
に
記
録
有

(

養
父
母
記
録
無

)

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

○ × 5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

○ ×

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

○ ×

C.1
D.1

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 39/131
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(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトッリクス表･離縁　(20/46)

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

○ ×

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

 7-2-(5)-4-133



養親

160 6 ○ - - - - - × × × × ○ × × 6.3

4.1 7.1

5.2

6.1

161.1 6 × - - - - - × ○ × × × ○ ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

162.1 6 × × × ○ - - × × × ○ × ○ ○ 7.1

7.1

164 6 × × ○ × - - × × × ○ × ○ ○ 7.1

4.1 7.1

5.2

6.1

165.1 6 × - - - - - × ○ × × × ○ × 7.1

5.1 7.1

6.1

166.1 6 × × × ○ - - × × × ○ × ○ × 7.1

7.1

168 6 × × ○ × - - × × × ○ × ○ × 7.1

4.1 7.1

5.2

6.1

169.1 6 × - - - - - × ○ × × × × ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

7.1

7.1

養母の記録

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

170.1 6 × × ○ - -

×
養女の新戸籍
養母の記録

× × ×

○

養母の記録

× - - × × ○ × × × ○

○

×

- -

○ - - × ××

×

×

○ ×

○

×

×

×

171 6 × ○

× × ○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ × ×

×

養女の新戸籍
養母の記録170 6

× × ○ ○ ×

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

× ○ 養父の記録

169 6 - - - - - ○ × × ×

× ○

○

○ 養父の記録

167 6 × ○ × - - × × ○ × × ○ × × ○
養女の新戸籍
養父の記録×

× ○ 養父の記録

166 6 × × ○ - - × × ○ × × ○ × × ○
養女の新戸籍
養父の記録×

×

× ×

養女の復籍戸籍
養母の記録

× ×

5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

× × 養父母の記録

165 6 - - - - - ○ × × × × ○ × × ○
養女の復籍戸籍
養父の記録

×

× × 養父母の記録

×
養女の新戸籍
養父母の記録×

× × 養父母の記録

163 6 × ○ × - - × × ○ × × ○ × ○ ×
養女の新戸籍
養父母の記録

162 6

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

○ - - × × ○ × × ○ × ○

○ ○

A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

養女の復籍戸籍
養父母の記録

○ × × × × ○ × ○

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

C.1
D.1

新
戸
籍

編
製

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17

養子の戸籍
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補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(21/46) 備考

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無

×161 6 - - -

 7-2-(5)-4-134



養親

172 6 × × ○ × - - × × × ○ × × ○ 7.1

4.1

5.2

6.1

173.1 6 × - - - - - × ○ × × × × ×

5.1

6.1

174.1 6 × × × ○ - - × × × ○ × × ×

176 6 × × ○ × - - × × × ○ × × ×

176.1 6 × - - - - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

176.2 6 × - - - - - × × × × ○ ○ × 7.1

176.3 6 × - - - - - × × × × ○ × ○ 7.1

176.4 6 × - - - - - × × × × ○ × ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

○ ○ × 養母の記録

○ ○ ○

○ × × 養父母の記録

○ × ○ 養父の記録

× ○
養女の新戸籍 5.1/6.1(養女)

C.1/8.1(配)

○ ○ ○

- - × × ○ × × × ○175 6 × ○ × ○ ×

○ × ○
養女の新戸籍

○ ○ ○

○ × × × × × ○ × ○

養女の復籍戸籍

○ ○ ○

174 6 × ○ × × ○ - - × × ○ × × ×

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

処理名

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 41/131

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(22/46) 備考

養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

○ ○ × 養母の記録

173 6 × ○ - - - - -

 7-2-(5)-4-135



養親

177 7 ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

177.1 7 ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

178 7 ○ ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

178.1 7 ○ ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

179 7 ○ ○ - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

180 7 ○ ○ ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

180.1 7 ○ ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

181 7 ○ ○ × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

181.7 7 ○ ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

182 7 ○ ○ - - × × × × ○ × 6.3

183 7 ○ × ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

183.1 7 ○ × ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

184 7 ○ × × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

184.1 7 ○ × × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

185 7 ○ × - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

186 7 ○ × ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

186.1 7 ○ × ○ × × × × ○ × × 6.2

187 7 ○ × × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

187.1 7 ○ × × ○ × × × ○ × × 6.2

188 7 ○ × - - × × × × ○ × 6.3

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

外国人

外国人

外国人

外国人

外国人

× ○

養
子
夫
婦
･
養
父
と

も
記
録
有

養
子
夫
婦
だ
け
記
録

有

(

養
父
記
録
無

)

養
子
･
養
父
と
も
記

録
有

養
子
だ
け
記
録
有

(

養
父
記
録
無

)

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

外国人

× ○

× ○

外国人

外国人

× ○

× ○

外国人

× ×

× ×

× ○

× ○

× ×

外国人

× ×

× ×

× ○

× ○

× ×

× ○

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

× ×

× ×

× ×

× ×

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 42/131

処理名

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(23/46)

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

 7-2-(5)-4-136



養親

189 7 ○ × ○ × ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

189.1 7 ○ × ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

190 7 ○ × × ○ ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

190.1 7 ○ × × ○ × ○ × × × ○ 6.2 7.1

191 7 ○ × ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

191.1 7 ○ × ○ × × × × ○ × ○ 6,2 7.1

192 7 ○ × × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

192.1 7 ○ × × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

193 7 ○ × - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

194 7 ○ × ○ × ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

194.1 7 ○ × ○ × × ○ × × × × 6.2

195 7 ○ × × ○ ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

195.1 7 ○ × × ○ × ○ × × × × 6.2

196 7 ○ × ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

196.1 7 ○ × ○ × × × × ○ × × 6.2

197 7 ○ × × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

197.1 7 ○ × × ○ × × × ○ × × 6.2

198 7 ○ × - - × × × × ○ × 6.3

養
子
だ
け
記
録
有

(

養
父
記
録
無

)

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

死亡者

死亡者

死亡者

死亡者

死亡者

死亡者

死亡者

× ○

× ○

× ○

× ○

× ○

× ○

× ○

× ○

× ○

死亡者

死亡者

×

× ×

死亡者

死亡者

× ×

× ×

死亡者

死亡者

養
子
･
養
父
と
も
記
録
有

養父 養母

変
動
な
し

× ×

× ×

死亡者

死亡者

× ×

× ×死亡者

死亡者

×

× ×死亡者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

有 無

いずれか いずれか

一
部
除
籍

全
部
除
籍

A.1
B.1
C.1
D.1

筆
頭
者

養子の戸籍

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

変
動
な
し

A.2
B.2
C.2

5.3

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 43/131

C.1
D.1

C.2

有 無

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(24/46)

 7-2-(5)-4-137



養親

199 7 × ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

199.1 7 × ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

200 7 × ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

200.1 7 × ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

201 7 × ○ - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

202 7 × ○ ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

202.1 7 × ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

203 7 × ○ × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

203.1 7 × ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

204 7 × ○ - - × × × × ○ × 6.3

205 7 × ○ ○ × ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

205.1 7 × ○ ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7,1

206 7 × ○ × ○ ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

206.1 7 × ○ × ○ × ○ × × × ○ 6.2 7.1

207 7 × ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

207.1 7 × ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

208 7 × ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

208.1 7 × ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

209 7 × ○ - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1×

死亡者 × ×

死亡者

死亡者 ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

×

養
女
･
養
父
と
も
記
録
有

死亡者 × ×

死亡者 ×

死亡者 ×

× ×

×

死亡者 × ×

死亡者 × ×

死亡者 × ×

養
女
･
養
父
と
も
記

録
有

外国人 × ×

外国人 × ×

外国人 × ○

外国人 × ×

外国人 × ○ 養
女
だ
け
記
録
有

(

養
父
記
録
無

)

外国入 × ○

外国人 × ○

外国人 × ○

外国人 × ×

外国人 × ×

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

有
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(25/46)

養子の戸籍

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

無

 7-2-(5)-4-138



養親

210 7 × ○ ○ × ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

210.1 7 × ○ ○ × × ○ × × × × 6,2

211 7 × ○ × ○ ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

211.1 7 × ○ × ○ × ○ × × × × 6.2

212 7 × ○ ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

212.1 7 × ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

213 7 × ○ × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

213.1 7 × ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

214 7 × ○ - - × × × × ○ × 6.3

215 7 × × - - × × ○ × × ○ 5.1 7.1

6.1

215.1 7 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

215.2 7 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

216 7 × × - - × × ○ × × ○ 5.1 7.1

6.1

216.1 7 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

216.2 7 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

217 7 × × - - × × ○ × × ○ 5.1 7.1

6.1

217.1 7 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

217.2 7 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

養父の記録

養父の記録

養子夫婦の新戸

養父の記録

養父の記録

養父の記録

養子の新戸

養父の記録

養父の記録

養父の記録

養女の新戸

養父の記録

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

外国人 非本籍 ×

外国人 非本籍 ×

外国人 非本籍 ×

非本籍 外国人 ×

非本籍 外国人 ×

非本籍 非本籍 ×

非本籍 非本籍 ×

非本籍 外国人 ×

死亡者 × ○

非本籍 非本籍 ×

死亡者 × ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

戸
籍
変
動
な
し

死亡者

項番

養
女
だ
け
記
録
有

(

養
父
記
録
無

)
× ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 45/131
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(26/46)

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

 7-2-(5)-4-139



養親

4.1 7.1

5.2

6.1

218.1 7 × × - - × ○ × × × ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

218.3 7 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

218.4 7 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

4.1 7.1

5.2

6.1

219.1 7 × × - - × ○ × × × ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

219.3 7 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

219.4 7 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

220 7 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

220.1 7 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

220.2 7 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

220.3 7 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

5.1

6.1

221.1 7 × × - - × × × ○ × ×

221.2 7 × × - - × × × × ○ ×

5.1

6.1

222.1 7 × × - - × × × ○ × ×

222.2 7 × × - - × × × × ○ ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

養子の新戸

非本籍 外国人 ○

非本籍 外国人 ○

- - × × ○ × × × ○222 7 × 非本籍 × 外国人

養子夫婦の新戸

非本籍 非本籍 ○

非本籍 非本籍 ○

死亡者 死亡者 × 養父の記録

221 7 × 非本籍 × 非本籍 - - × × ○ × × × ○

死亡者 外国人 × 養父の記録

外国人 外国人 × 養父の記録

死亡者 非本籍 × 養父の記録

外国人 死亡者 × 養父の記録

養女の新戸
養父の記録

死亡者 非本籍 × 養父の記録

養女の復籍戸籍
養父の記録

死亡者 非本籍 × 養父の記録

219.2 7 × 死亡者 × 非本籍 - - × × ○ × × ○ ×

219 7 × 死亡者 × 非本籍 - - ○ × × × × ○

× 死亡者

○ ×
養子の新戸
養父の記録

非本籍 死亡者 × 養父の記録

養子の復籍戸籍
養父の記録

非本籍 死亡者 × 養父の記録

○ ×× ×

非本籍 死亡者 × 養父の記録

×

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

218.2 7 × 非本籍 × 死亡者 - - × × ○ × ×

- - ○ × ×218 7 × 非本籍

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 46/131
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(27/46) 備考

養子の戸籍

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

 7-2-(5)-4-140



養親

223 7 × × - - × × ○ × × × 5.1

6.1

223.1 7 × × - - × × × ○ × ×

223.2 7 × × - - × × × × ○ ×

224 7 × × - - ○ × × × × × 4.1

5.2

6.1

224.1 7 × × - - × ○ × × × ×

224.2 7 × × - - × × ○ × × × 5.1

6.1

224.3 7 × × - - × × × ○ × ×

224.4 7 × × - - × × × × ○ ×

225 7 × × - - ○ × × × × × 4.1

5.2

6.1

225.1 7 × × - - × ○ × × × ×

225.2 7 × × - - × × ○ × × × 5.1

6.1

225.3 7 × × - - × × × ○ × ×

225.4 7 × × - - × × × × ○ ×

226 7 × × - - × × × × ○ ×

226.1 7 × × - - × × × × ○ ×

226.2 7 × × - - × × × × ○ ×

226.3 7 × × - - × × × × ○ ×

非本籍 死亡者 ○ 養子の新戸

養子の復籍戸籍

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

死亡者 死亡者 ○

死亡者 外国人 ○

外国人 外国人 ○

死亡者 非本籍 ○

外国人 死亡者 ○

死亡者

死亡者 非本籍 ○

死亡者 非本籍 ○ 養女の新戸

死亡者 非本籍 ○

死亡者 非本籍 ○ 養女の復籍戸籍

外国人 非本籍 ○

外国人 非本籍 ○ 養女の新戸

非本籍 死亡者 ○

非本籍 死亡者 ○

非本籍 死亡者 ○

○非本籍

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

外国人 非本籍 ○

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 47/131

全
部
除
籍
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補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(28/46) 備考

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

 7-2-(5)-4-141



養親

227 8 ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

227.1 8 ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

228 8 ○ ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

228.1 8 ○ ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

229 8 ○ ○ - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

230 8 ○ ○ ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

230.1 8 ○ ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

231 8 ○ ○ × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

231.1 8 ○ ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

232 8 ○ ○ - - × × × × ○ × 6.3

233 8 ○ × ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

233.1 8 ○ × ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

234 8 ○ × × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

234.1 8 ○ × × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

235 8 ○ × - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

236 8 ○ × ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

236.1 8 ○ × ○ × × × × ○ × × 6.2

237 8 ○ × × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

237.1 8 ○ × × ○ × × × ○ × × 6.2

238 8 ○ × - - × × × × ○ × 6.3

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

養
子
だ
け
記
録
有

(

養
母
記
録
無

)

× 外国人 ○

× 外国人 ○

× 外国人 ○

× 外国人

養
子
･
養
母
と
も
記

録
有

× 外国人 ×

× 外国人 ×

○

×

×

× 外国人 ×

× 外国人 ○

○

× 外国人 ×

×

× ×

× 外国人

養
子
夫
婦
だ
け
記
録

有

(

養
母
記
録
無

)

× × ○

× × ○

× × ○

×

いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

×

× × ×

× × ○

× × × 養
子
夫
婦
･
養
母
と

も
記
録
有

× × ×

× ×

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 48/131
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(29/46)

養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか

 7-2-(5)-4-142



養親

239 8 ○ × ○ × ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

239.1 8 ○ × ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

240 8 ○ × × ○ ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

240.1 8 ○ × × ○ × ○ × × × ○ 6.2 7.1

241 8 ○ × ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

241.1 8 ○ × ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

242 8 ○ × × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

242.1 8 ○ × × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

243 8 ○ × - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

244 8 ○ × ○ × ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

244.1 8 ○ × ○ × × ○ × × × × 6.2

245 8 ○ × × ○ ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

245.1 8 ○ × × ○ × ○ × × × × 6.2

246 8 ○ × ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

246.1 8 ○ × ○ × × × × ○ × × 6.2

247 8 ○ × × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

247.1 8 ○ × × ○ × × × ○ × × 6.2

248 8 ○ × - - × × × × ○ × 6.3

× 死亡者 ○

× 死亡者 ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

養
子
だ
け
記
録
有

(

養
母
記
録
無

)

× 死亡者 ○

× 死亡者 ○

× 死亡者 ○

× 死亡者 ○

○× 死亡者

× 死亡者 ×

× 死亡者 ○

× 死亡者 ○

× 死亡者 ×

× 死亡者 ×

× 死亡者 ×

× 死亡者 ×

× 死亡者 ×

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

× 死亡者 × 養
子
･
養
母
と
も
記
録
有

× 死亡者 ×

× 死亡者 ×

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 49/131

変
動
な
し

有 無
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(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(30/46)

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

 7-2-(5)-4-143



養親

249 8 × ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

249.1 8 × ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

250 8 × ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

250.1 8 × ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

251 8 × ○ - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

252 8 × ○ ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

252.1 8 × ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

253 8 × ○ × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

253.1 8 × ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

254 8 × ○ - - × × × × ○ × 6.3

255 8 × ○ ○ × ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

255.1 8 × ○ ○ × × ○ × × × ○ 6.2 7.1

256 8 × ○ × ○ ○ × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

256.1 8 × ○ × ○ × ○ × × × ○ 6.2 7.1

257 8 × ○ ○ × × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

257.1 8 × ○ ○ × × × × ○ × ○ 6.2 7.1

258 8 × ○ × ○ × × ○ × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

258.1 8 × ○ × ○ × × × ○ × ○ 6.2 7.1

259 8 × ○ - - × × × × ○ ○ 6.3 7.1

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 50/131
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(31/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

外国人 × × 養
女
･
養
母
と
も
記

録
有

外国人 × ×

外国人 × ×

外国人 × ×

外国人 × ×

○ 養
女
だ
け
記
録
有

(

養
母
記
録
無

)

外国人 × ○

外国人 × ○

外国人 × ○

外国人 × ○

外国人 ×

×

死亡者 × × 養
女
･
養
母
と
も
記
録
有

死亡者 × ×

死亡者 × ×

死亡者 ×

死亡者 × ×

死亡者 × ×

×

死亡者 × ×

死亡者 × ×

死亡者 ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

 7-2-(5)-4-144



養親

260 8 × ○ ○ × ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

260.1 8 × ○ ○ × × ○ × × × × 6.2

261 8 × ○ × ○ ○ × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

261.1 8 × ○ × ○ × ○ × × × × 6.2

262 8 × ○ ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

262.1 8 × ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

263 8 × ○ × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

263.1 8 × ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

264 8 × ○ - - × × × × ○ × 6.3

265 8 × × - - × × ○ × × ○ 5.1 7.1

6.1

265.1 8 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

265.2 8 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

266 8 × × - - × × ○ × × ○ 5.1 7.1

6.1

266.1 8 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

266.2 8 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

267 8 × × - - × × ○ × × ○ 5.1 7.1

6.1

267.1 8 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

267.2 8 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 51/131
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(32/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

死亡者 × ○ 養
女
だ
け
記
録
有

(

養
母
記
録
無

)
死亡者 × ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

死亡者 × ○

非本籍 非本籍 × 養子夫婦の新戸

養母の記録

非本籍 非本箱 × 養母の記録

非本籍 非本籍 × 養母の記録

非本籍 外国人 × 養子の新戸

養母の記録

非本籍 外国人 × 養母の記録

非本籍 外国人 × 養母の記録

外国入 非本籍 × 養女の新戸

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

養母の記録

外国人 非本籍 × 養母の記録

外国人 非本籍 × 養母の記録

 7-2-(5)-4-145



養親

4.1 7.1

5.2

6.1

268.1 8 × × - - × ○ × × × ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

268.3 8 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

268.4 8 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

4.1 7.1

5.2

6.1

269.1 8 × × - - × ○ × × × ○ 7.1

5.1 7.1

6.1

269.3 8 × × - - × × × ○ × ○ 7.1

269.4 8 × × - - × × × × ○ ○

270 8 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

270.1 8 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

270.2 8 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

270.3 8 × × - - × × × × ○ ○ 7.1

5.1

6.1

271.1 8 × × - - × × × ○ × ×

271.2 8 × × - - × × × × ○ ×

5.1

6.1

272.1 8 × × - - × × × ○ × ×

272.2 8 × × - - × × × × ○ ×

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 52/131
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(33/46) 備考

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

268 8 × 非本籍 × 死亡者 - - ○ × × × × ○ × 養子の復籍戸籍
養母の記録

非本籍 死亡者 × 養母の記録

268.2 8 × 非本籍 × 死亡者 - - × × ○ × × ○ × 養子の新戸
養母の記録

非本籍 死亡者 × 養母の記録

非本籍 死亡者 × 養母の記録

269 8 × 死亡者 × 非本籍 - - ○ × × × × ○ × 養女の復籍戸籍
養母の記録

死亡者 非本籍 × 養母の記録

269.2 8 × 死亡者 × 非本籍 - - × × ○ × × ○ × 養女の新戸
養母の記録

死亡者 非本籍 × 養母の記録

死亡者 非本籍 × 養母の記録

外国人 死亡者 × 養母の記録

死亡者 外国人 × 養母の記録

外国人 外国人 × 養母の記録

死亡者 死亡者 × 養母の記録

271 8 × 非本籍 × 非本籍 - - × × ○ × × × ○ 養子夫婦の新戸

非本籍 非本籍 ○

非本籍 非本籍 ○

272 8 × 非本籍 × 外国人 - - × × ○ × × × ○ 養子の新戸

非本籍 外国人 ○

非本籍 外国人 ○

 7-2-(5)-4-146



養親

273 8 × × - - × × ○ × × × 5.1

6.1

273.1 8 × × - - × × × ○ × ×

273.2 8 × × - - × × × × ○ ×

274 8 × × - - ○ × × × × × 4.1

5.2

6.1

274.1 8 × × - - × ○ × × × ×

274.2 8 × × - - × × ○ × × × 5.1

6.1

274.3 8 × × - - × × × ○ × ×

274.4 8 × × - - × × × × ○ ×

275 8 × × - - ○ × × × × × 4.1

5.2

6.1

275.1 8 × × - - × ○ × × × ×

275.2 8 × × - - × × ○ × × × 5.1

6.1

275.3 8 × × - - × × × ○ × ×

275.4 8 × × - - × × × × ○ ×

276 8 × × - - × × × × ○ ×

276.1 8 × × - - × × × × ○ ×

276.2 8 × × - - × × × × ○ ×

276.3 8 × × - - × × × × ○ ×

外国人 外国人 ○

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 53/131

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(34/46) 備考

養子の戸籍

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

有

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

外国人 非本籍 ○ 養女の新戸

外国人 非本籍 ○

外国人 非本籍 ○

非本籍 死亡者 ○ 養子の復籍戸籍

非本籍 死亡者 ○

非本籍 死亡者 ○ 養子の新戸

非本籍 死亡者 ○

非本籍 死亡者 ○

死亡者 非本籍 ○ 養女の復籍戸籍

死亡者 非本籍 ○

死亡者 非本籍 ○ 養女の新戸

死亡者 非本籍 ○

死亡者 非本籍 ○

外国人 死亡者 ○

死亡者 外国人 ○

死亡者 死亡者 ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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養親

277 9 ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1
～ 6.1

277.1 15 ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

278 ○ ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

278.1 ○ ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

279 ○ ○ - - × × × × ○ ○ ○ 6.3 7.1

280 ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

280.1 ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

281 ○ ○ × ○ × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

281.1 ○ ○ × ○ × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

282 ○ ○ - - × × × × ○ ○ × 6.3 7.1

283 ○ ○ ○ × × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

283.1 ○ ○ ○ × × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

284 ○ ○ × ○ × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

284.1 ○ ○ × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

285 ○ ○ - - × × × × ○ × ○ 6.3 7.1

286 ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

286.1 ○ ○ ○ × × × × ○ × × × 6.2

287 ○ ○ × ○ × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

287.1 ○ ○ × ○ × × × ○ × × × 6.2

288 ○ ○ - - × × × × ○ × × 6.3

頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 54/131
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(35/46)

変
動
な
し

いずれか

筆
頭
者

構
成
員

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

× × × × 養
子
夫
婦
･
養
父
母

と
も
記
録
有

× × × ×

× × × ×

× × × ×

× × × ×

× × × ○ 養
子
夫
婦
･
養
父
と

も
記
録
有

(

養
母
記
録
無

)

× × × ○

× × × ○

× × × ○

× × × ○

× × ○ × 養
子
夫
婦
･
養
母
と

も
記
録
有

(

養
父
記
録
無

)

× × ○ ×

× × ○ ×

× × ○ ×

× × ○ ×

× × ○ ○ 養
子
夫
婦
だ
け
記
録

有

(

養
父
母
記
録
無

)

× × ○ ○

× × ○ ○

× × ○ ○

× × ○ ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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養親

289 9 ○ × ○ × × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1
～ 6.1

289.1 15 ○ × ○ × × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

290 ○ × × ○ × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

290.1 ○ × × ○ × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

291 ○ × - - × × × × ○ ○ ○ 6.3 7.1

292 ○ × ○ × × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

292.1 ○ × ○ × × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

293 ○ × × ○ × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

293.1 ○ × × ○ × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

294 ○ × - - × × × × ○ ○ × 6.3 7.1

295 ○ × ○ × × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

295.1 ○ × ○ × × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

296 ○ × × ○ × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

296.1 ○ × × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

297 ○ × - - × × × × ○ × ○ 6.3 7.1

298 ○ × ○ × × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

298.1 ○ × ○ × × × × ○ × × × 6.2

299 ○ × × ○ × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

299.1 ○ × × ○ × × × ○ × × × 6.2

300 ○ × - - × × × × ○ × × 6.3
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(36/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

入力確認(養子離縁届)

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

× 外国人 × × 養
子
･
養
父
母
と
も

記
録
有× 外国人 × ×

× 外国人 × ×

× 外国人 × ×

× 外国人 × ×

× 外国人 × ○ 養
子
･
養
父
と
も
記

録
有

(

養
母
記
録
無

)

× 外国人 × ○

× 外国人 × ○

× 外国人 × ○

× 外国人 × ○

× 外国人 ○ × 養
子
･
養
母
と
も
記

録
有

(

養
父
記
録
無

)

× 外国人 ○ ×

× 外国人 ○ ×

× 外国人 ○ ×

× 外国人 ○ ×

× 外国人 ○ ○ 養
子
だ
け
記
録
有

(

養
父
母
記
録
無

)

× 外国人 ○ ○

× 外国人 ○ ○

× 外国人 ○ ○

× 外国人 ○ ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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養親

301 9 ○ × ○ × ○ × × × × ○ ○ 4.1 6.2 7.1
～ 5.2

15 6.1

301.1 ○ × ○ × × ○ × × × ○ ○ 6.2 7.1

302 ○ × × ○ ○ × × × × ○ ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

302.1 ○ × × ○ × ○ × × × ○ ○ 6.2 7.1

303 ○ × ○ × × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

303.1 ○ × ○ × × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

304 ○ × × ○ × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

304.1 ○ × × ○ × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

305 ○ × - - × × × × ○ ○ ○ 6.3 7.1

306 ○ × ○ × ○ × × × × ○ × 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

306.1 ○ × ○ × × ○ × × × ○ × 6.2 7.1

307 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

307.1 ○ × × ○ × ○ × × × ○ × 6.2 7.1

308 ○ × ○ × × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

308.1 ○ × ○ × × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

309 ○ × × ○ × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

309.1 ○ × × ○ × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

310 ○ × - - × × × × ○ ○ × 6.3 7.1

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 56/131
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(37/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

× 死亡者 × × 養
子
･
養
父
母
と
も
記
録
有

× 死亡者 × ×

× 死亡者 × ×

× 死亡者 × ×

× 死亡者 × ×

× 死亡者 × ×

× 死亡者 × ×

× 死亡者 × ×

× 死亡者 × ×

× 死亡者 × ○ 養
子
･
養
父
と
も
記
録
有

(

養
母
記
録
無

)

× 死亡者 × ○

× 死亡者 × ○

× 死亡者 × ○

× 死亡者 × ○

× 死亡者 × ○

× 死亡者 × ○

× 死亡者 × ○

× 死亡者 × ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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養親

311 9 ○ × ○ × ○ × × × × × ○ 4.1 6.2 7.1
～ 5.2

15 6.1

311.1 ○ × ○ × × ○ × × × × ○ 6.2 7.1

312 ○ × × ○ ○ × × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

312.1 ○ × × ○ × ○ × × × × ○ 6.2 7.1

313 ○ × ○ × × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

313.1 ○ × ○ × × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

314 ○ × × ○ × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

314.1 ○ × × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

315 ○ × - - × × × × ○ × ○ 6.3 7.1

316 ○ × ○ × ○ × × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

316.1 ○ × ○ × × ○ × × × × × 6.2

317 ○ × × ○ ○ × × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

317.1 ○ × × ○ × ○ × × × × × 6.2

318 ○ × ○ × × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

318.1 ○ × ○ × × × × ○ × × × 6.2

319 ○ × × ○ × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

319.1 ○ × × ○ × × × ○ × × × 6.2

320 ○ × - - × × × × ○ × × 6.3
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(38/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

× 死亡者 ○ × 養
子
･
養
母
と
も
記
録
有

(

養
父
記
録
無

)
× 死亡者 ○ ×

× 死亡者 ○ ×

× 死亡者 ○ ×

× 死亡者 ○ ×

× 死亡者 ○ ×

× 死亡者 ○ ×

× 死亡者 ○ ×

× 死亡者 ○ ×

× 死亡者 ○ ○ 養
子
だ
け
記
録
有

(

養
父
母
記
録
無

)

× 死亡者 ○ ○

× 死亡者 ○ ○

× 死亡者 ○ ○

× 死亡者 ○ ○

× 死亡者 ○ ○

× 死亡者 ○ ○

× 死亡者 ○ ○

× 死亡者 ○ ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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養親

321 9 × ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1
～ 6.1

321.1 15 × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

322 × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

322.1 × ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

323 × ○ - - × × × × ○ ○ ○ 6.3 7.1

324 × ○ ○ × × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

324.1 × ○ ○ × × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

325 × ○ × ○ × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

325.1 × ○ × ○ × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

326 × ○ - - × × × × ○ ○ × 6.3 7.1

327 × ○ ○ × × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

327.1 × ○ ○ × × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

328 × ○ × ○ × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

328.1 × ○ × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

329 × ○ - - × × × × ○ × ○ 6.3 7.1

330 × ○ ○ × × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

330.1 × ○ ○ × × × × ○ × × 6.2

331 × ○ × ○ × × ○ × × × 5.1 6.2

6.1

331.1 × ○ × ○ × × × ○ × × 6.2

332 × ○ - - × × × × ○ × 6.3

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 58/131

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(39/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

外国人 × × × 養
女
･
養
父
母
と
も

記
録
有外国人 × × ×

外国人 × × ×

外国人 × × ×

外国人 × × ×

外国人 × × ○ 養
女
･
養
父
と
も
記

録
有

(

養
母
記
録
無

)

外国人 × × ○

外国人 × × ○

外国人 × × ○

外国人 × × ○

外国人 × ○ × 養
女
･
養
母
と
も
記

録
有

(

養
父
記
録
無

)

外国人 × ○ ×

外国人 × ○ ×

外国人 × ○ ×

外国人 × ○ ×

外国人 × ○ 養
女
だ
け
記
録
有

(

養
父
母
記
録
無

)

外国人 × ○

外国人 × ○

外国人 × ○

外国人 × ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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c

養親

333 9 × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ 4.1 6.2 7.1
～ 5.2

15 6.1

333.1 × ○ ○ × × ○ × × × ○ ○ 6.2 7.1

334 × ○ × ○ ○ × × × × ○ ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

334.1 × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ 6.2 7.1

335 × ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

335.1 × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

336 × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

336.1 × ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ 6.2 7.1

337 × ○ - - × × × × ○ ○ ○ 6.3 7.1

338 × ○ ○ × ○ × × × × ○ × 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

338.1 × ○ ○ × × ○ × × × ○ × 6.2 7.1

339 × ○ × ○ ○ × × × × ○ × 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

339.1 × ○ × ○ × ○ × × × ○ × 6.2 7.1

340 × ○ ○ × × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

340.1 × ○ ○ × × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

341 × ○ × ○ × × ○ × × ○ × 5.1 6.2 7.1

6.1

341.1 × ○ × ○ × × × ○ × ○ × 6.2 7.1

342 × ○ - - × × × × ○ ○ × 6.3 7.1
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(40/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

死亡者 × × × 養
女
･
養
父
母
と
も
記
録
有

死亡者 × × ×

死亡者 × × ×

死亡者 × × ×

死亡者 × × ×

死亡者 × × ×

死亡者 × × ×

死亡者 × × ×

死亡者 × × ×

死亡者 × × ○ 養
女
･
養
父
と
も
記
録
有

(

養
母
記
録
無

)

死亡者 × × ○

死亡者 × × ○

死亡者 × × ○

死亡者 × × ○

死亡者 × × ○

死亡者 × × ○

死亡者 × × ○

死亡者 × × ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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養親

343 9 × ○ ○ × ○ × × × × × ○ 4.1 6.2 7.1
～ 5.2

15 6.1

343.1 × ○ ○ × × ○ × × × × ○ 6.2 7.1

344 × ○ × ○ ○ × × × × × ○ 4.1 6.2 7.1

5.2

6.1

344.1 × ○ × ○ × ○ × × × × ○ 6.2 7.1

345 × ○ ○ × × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

345.1 × ○ ○ × × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

346 × ○ × ○ × × ○ × × × ○ 5.1 6.2 7.1

6.1

346.1 × ○ × ○ × × × ○ × × ○ 6.2 7.1

347 × ○ - - × × × × ○ × ○ 6.3 7.1

348 × ○ ○ × ○ × × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

348.1 × ○ ○ × × ○ × × × × × 6.2

349 × ○ × ○ ○ × × × × × × 4.1 6.2

5.2

6.1

349.1 × ○ × ○ × ○ × × × × × 6.2

350 × ○ ○ × × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

350.1 × ○ ○ × × × × ○ × × × 6.2

351 × ○ × ○ × × ○ × × × × 5.1 6.2

6.1

351.1 × ○ × ○ × × × ○ × × × 6.2

352 × ○ - - × × × × ○ × × 6.3
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(41/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

死亡者 × ○ × 養
女
･
養
母
と
も
記
録
有

(

養
父
記
録
無

)

死亡者 × ○ ×

死亡者 × ○ ×

死亡者 × ○ ×

死亡者 × ○ ×

死亡者 × ○ ×

死亡者 × ○ ×

死亡者 × ○ ×

死亡者 × ○ ×

死亡者 × ○ ○ 養
女
だ
け
記
録
有

(

養
父
母
記
録
無

)

死亡者 × ○ ○

死亡者 × ○ ○

死亡者 × ○ ○

死亡者 × ○ ○

死亡者 × ○ ○

死亡者 × ○ ○

死亡者 × ○ ○

死亡者 × ○ ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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養親

353 9 × × - - × × ○ × × ○ ○ 5.1 7.1
～ 6.1

353.1 15 × × - - × × × ○ × ○ ○ 7.1

353.2 × × - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

354 × × - - × × ○ × × ○ ○ 5.1 7.1

6.1

354.1 × × - - × × × ○ × ○ ○ 7.1

354.2 × × - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

355 × × - - × × ○ × × ○ ○ 5.1 7.1

6.1

355.1 × × - - × × × ○ × ○ ○ 7.1

355.2 × × - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

356 × × - - ○ × × × × ○ ○ 4.1 7.1

5.2

6.1

356.1 × × - - × ○ × × × ○ ○ 7.1

356.2 × × - - × × ○ × × ○ ○ 5.1 7.1

6.1

356.3 × × - - × × × ○ × ○ ○ 7.1

356.4 × × - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

357 × × - - ○ × × × × ○ ○ 4.1 7.1

5.2

6.1

357.1 × × - - × ○ × × × ○ ○ 7.1

357.2 × × - - × × ○ × × ○ ○ 5.1 7.1

6.1

357.3 × × - - × × × ○ × ○ ○ 7.1

357.4 × × - - × × × × ○ ○ ○ 7.1
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(42/46)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

非本籍 非本籍 × × 養子夫婦の新戸

養父母の記録

非本籍 非本籍 × × 養父母の記録

非本籍 外国人 × × 養父母の記録

非本籍 外国人 × × 養子の新戸

養父母の記録

非本籍 外国人 × × 養父母の記録

非本籍 外国人 × × 養父母の記録

外国人 非本籍 × × 養女の新戸

養父母の記録

外国人 非本籍 × × 養父母の記録

外国人 非本籍 × × 養父母の記録

非本籍 死亡者 × × 養子の復籍戸籍

養父母の記録

非本籍 死亡者 × × 養父母の記録

非本籍 死亡者 × × 養子の新戸

養父母の記録

非本籍 死亡者 × × 養父母の記録

非本籍 死亡者 × × 養父母の記録

非本籍 × × 養父母の記録

死亡者 非本籍 × × 養女の復籍戸籍

養父母の記録

死亡者 非本籍 × × 養父母の記録

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

死亡者 非本籍 × × 養女の新戸

養父母の記録

死亡者 非本籍 × × 養父母の記録

死亡者
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養親

358 9 × × - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

358.1 ～ × × - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

358.2 15 × × - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

358.3 × × - - × × × × ○ ○ ○ 7.1

359 × × - - × × ○ × × ○ × 5.1 7.1

6.1

359.1 × × - - × × × ○ × ○ × 7.1

359.2 × × - - × × × × ○ ○ × 7.1

360 × × - - × × ○ × × ○ × 5.1 7.1

6.1

360.1 × × - - × × × ○ × ○ × 7.1

360.2 × × - - × × × × ○ ○ × 7.1

361 × × - - × × ○ × × ○ × 5.1 7.1

6.1

361.1 × × - - × × × ○ × ○ × 7.1

361.2 × × - - × × × × ○ ○ × 7.1

362 × × - - ○ × × × × ○ × 4.1 7.1

5.1

6.1

362.1 × × - - × ○ × × × ○ × 7.1

362.2 × × - - × × ○ × × ○ × 5.1 7.1

6.1

362.3 × × - - × × × ○ × ○ × 7.1

362.4 × × - - × × × × ○ ○ × 7.1

363 × × - - ○ × × × × ○ × 4.1 7.1

5.1

6.1

363.1 × × - - × ○ × × × ○ × 7.1
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(43/46) 備考

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

外国人 死亡者 × × 養父母の記録

死亡者 外国人 × × 養父母の記録

外国人 外国人 × × 養父母の記録

死亡者 死亡者 × × 養父母の記録

非本籍 非本籍 × ○ 養子夫婦の新戸

養父の記録

非本籍 非本籍 × ○ 養父の記録

非本籍 非本籍 × ○ 養父の記録

非本籍 外国人 × ○ 養子の新戸

養父の記録

非本籍 外国人 × ○ 養父の記録

非本籍 外国人 × ○ 養父の記録

外国人 非本籍 × ○ 養女の新戸

養父の記録

外国人 非本籍 × ○ 養父の記録

外国人 非本籍 × ○ 養父の記録

非本籍 死亡者 × ○ 養子の復籍戸籍

養父の記録

非本籍 死亡者 × ○ 養父の記録

非本籍 死亡者 × ○ 養子の新戸

養父の記録

非本籍 死亡者 × ○ 養父の記録

非本籍 死亡者 × ○ 養父の記録

死亡者 非本籍 × ○ 養女の復籍戸籍

養父の記録

死亡者 非本籍 × ○ 養父の記録

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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養親

363.2 9 × × - - × × ○ × × ○ × 5.1 7.1

～ 6.1

363.3 15 × × - - × × × ○ × ○ × 7.1

363.4 × × - - × × × × ○ ○ × 7.1

364 × × - - × × × × ○ ○ × 7.1

364.1 × × - - × × × × ○ ○ × 7.1

364.2 × × - - × × × × ○ ○ × 7.1

364.3 × × - - × × × × ○ ○ × 7.1

365 × × - - × × ○ × × × ○ 5.1 7.1

6.1

365.1 × × - - × × × ○ × × ○ 7.1

365.2 × × - - × × × × ○ × ○ 7.1

366 × × - - × × ○ × × × ○ 5.1 7.1

6.1

366.1 × × - - × × × ○ × × ○ 7.1

366.2 × × - - × × × × ○ × ○ 7.1

367 × × - - × × ○ × × × ○ 5.1 7.1

6.1

367.1 × × - - × × × ○ × × ○ 7.1

367.2 × × - - × × × × ○ × ○ 7.1

368 × × - - ○ × × × × × ○ 4.1 7.1

5.2

6.1

368.1 × × - - × ○ × × × × ○ 7.1

368.2 × × - - × × ○ × × × ○ 5.1 7.1

6.1

368.3 × × - - × × × ○ × × ○ 7.1

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 63/131

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリクス表･離縁　(44/46) 備考

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無
項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

死亡者 非本籍 × ○ 養女の新戸

○ 養父の記録

死亡者 非本籍 × ○ 養父の記録

死亡者 非本籍 × ○ 養父の記録

外国人 死亡者 × ○ 養父の記録

死亡者 外国人 × ○ 養父の記録

外国人 外国人 × ○ 養父の記録

死亡者 死亡者 × ○ 養父の記録

非本籍 非本籍 ○ × 養子夫婦の新戸

養母の記録

非本籍 非本籍 ○ × 養母の記録

非本籍 非本籍 ○ × 養母の記録

非本籍 外国人 ○ × 養子の新戸

養母の記録

非本籍 外国人 ○ × 養母の記録

非本籍 外国人 ○ × 養母の記録

外国人 非本籍 ○ × 養女の新戸

養母の記録

外国人 非本籍 ○ × 養母の記録

外国人 非本籍 ○ × 養母の記録

非本籍 死亡者 ○ × 養子の復籍戸籍

養母の記録

非本籍 死亡者 ○ × 養母の記録

非本籍 死亡者 ○ × 養子の新戸

養母の記録

非本籍 死亡者 ○ × 養母の記録

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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養親

368.4 9 × × - - × × × × ○ × ○ 7.1

369 × × - - ○ × × × × × ○ 4.1 7.1

～ 5.2

6.1

369.1 15 × × - - × ○ × × × × ○ 7.1

369.2 × × - - × × ○ × × × ○ 5.1

6.1 7.1

369.3 × × - - × × × ○ × × ○ 7.1

369.4 × × - - × × × × ○ × ○ 7.1

370 × × - - × × × × ○ × ○ 7.1

370.1 × × - - × × × × ○ × ○ 7.1

370.2 × × - - × × × × ○ × ○ 7.1

370.3 × × - - × × × × ○ × ○ 7.1

371 × × - - × × ○ × × × × 5.1

6.1

371.1 × × - - × × × ○ × × ○

371.2 × × - - × × × × ○ × ×

372 × × - - × × ○ × × × × 5.1

6.1

372.1 × × - - × × × ○ × × ×

372.2 × × - - × × × × ○ × ×

373 × × - - × × ○ × × × × 5.1

6.1

373.1 × × - - × × × ○ × × ×

373.2 × × - - × × × × ○ × ×

374 × × - - ○ × × × × × × 4.1

5.2

6.1

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 64/131

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(45/46) 備考

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

非本籍 死亡者 ○ × 養母の記録

死亡者 非本籍 ○ × 養女の復籍戸籍

養母の記録

死亡者 非本籍 ○ × 養母の記録

死亡者 非本籍 ○ × 養女の新戸

養母の記録

死亡者 非本籍 ○ × 養母の記録

死亡者 非本籍 ○ × 養母の記録

外国人 死亡者 ○ × 養母の記録

死亡者 外国人 ○ × 養母の記録

外国人 外国人 ○ × 養母の記録

死亡者 死亡者 ○ × 養母の記録

非本籍 非本籍 ○ ○ 養子夫婦の新戸

非本籍 非本籍 ○ ○

非本籍 非本籍 ○ ○

非本籍 外国人 ○ ○ 養子の新戸

非本籍 外国人 ○ ○

非本籍 外国人 ○ ○

外国人 非本籍 ○ ○ 養女の新戸

外国人 非本籍 ○ ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

外国人 非本籍 ○ ○

非本籍 死亡者 ○ ○ 養子の復籍戸籍
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養親

374.1 9 × × - - × ○ × × × × ×

374.2 × × - - × × ○ × × × × 5.1

6.1

374.3 15 × × - - × × × ○ × × ×

374.4 × × - - × × × × ○ × ×

385 × × - - ○ × × × × × × 4.1

5.2

6.1

385.1 × × - - × ○ × × × × ×

385.2 × × - - × × ○ × × × × 5.1

6.1

385.3 × × - - × × × ○ × × ×

385.4 × × - - × × × × ○ × ×

386 × × - - × × × × ○ × ×

386.1 × × - - × × × × ○ × ×

386.2 × × - - × × × × ○ × ×

386.3 × × - - × × × × ○ × ×

版

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(46/46) 備考

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 65/131

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 養
子
の
日

本
人
配
偶

者 配
偶
者
以
外
の

在
籍
者

戸籍変動区分 養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

元
の
戸
籍

に
戻
る

新
戸
籍
を

編
製

戸
籍
変
動
な
し

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新
戸
籍

編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

変
動
無
し

有 無 A.1
B.1
C.1
D.1

いずれか いずれか

筆
頭
者

構
成
員

本
籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

いずれか いずれか

C.1
D.1

C.2 A.2
B.2
C.2

5.3

有 無

非本籍 死亡者 ○ ○

非本籍 死亡者 ○ ○ 養子の新戸

非本籍 死亡者 ○ ○

非本籍 死亡者 ○ ○

死亡者 非本籍 ○ ○ 養女の復籍戸籍

死亡者 非本籍 ○ ○

死亡者 非本籍 ○ ○ 養女の新戸

死亡者 非本籍 ○ ○

死亡者 非本籍 ○ ○

外国人 死亡者 ○ ○

死亡者 外国人 ○ ○

外国人 外国人 ○ ○

死亡者 死亡者 ○ ○

～

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要
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1 9.1

2

3 9.1

4

5 9.3

6

7 9.3

8

9 9.2

10

11 9.2

12

12-1 9.2

13

14 9.1

15

16 9.3

17 　

項番

無
親
権
者
指
定
届

未
成
年
後
見
開
始

届

処理名

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成17年 3月 1日 9 66/131

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

区
分
入
力

親
権
移
記

無 有

元
の
戸
籍

に
戻
る

本
籍

非
本

備考2.2 戸籍編製マトリクス表･親権/未成年後見 (1/1)

同時属区分 戸籍変動区分 養子(女)の戸籍

新
戸
籍
編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
無
し本

籍
非
本

本
籍

非
本

新
戸
籍
を

編
製
す
る

戸
籍
変
動

な
し

あくまでも,養子(女)の離縁
の身分事項の後に記録される
身分事項である。
そのため,共通の身分事項に
ついては離縁参照のこと。

×

×

×

×

×

×

××

×

○

○

○ ○×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

-

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

○ ×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

-

-

-

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

-

-

-

-

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

- - - - -

○

○

○

○

○

○

○

○

×
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受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 67/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付･離縁)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･養子離縁)/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届出人氏名1

受領番号

出張所番号

受付事件コード

受付日

関連受領番号1～5

発送日

郵送日

発日

収日

指示日

許可日

本非区分

事件発生日

事件発生時分

事件発生日時

届出人資格区分1

届出人資格名称1

受理送付区分

渉外区分

受領番号

出張所番号

郵送日

受理送付区分

本非区分

送付日 または 受領日

(補足説明書｢届出人編集｣(67/117頁,68/117頁)を参照)

離縁の種別
1(協議)のとき 0401を設定
2(調停)のとき 0402を設定
3(審判) または 4(判定)
5(和解) または 6(認諾)のとき 0403
を設定

･渉外区分 ＝ 0 または 2 のとき,渉外区分を設定する
･渉外区分 ＝ 1 のとき
 事件本人が全員日本人のときは 0 を設定する
 事件本人が全員外国人のときは 2 を設定する
 上記以外のときは 1 を設定する

中間ファイル
(仮受付)
共通

事件別内容

中間ファイル
(届書)
共通

送付日があれば送付日

送付日があれば受領日

裁判確定日があれば裁判確定日

離縁成立日があれば離縁成立日

受 付受 付事件本人

受 付受 付
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項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付･離縁)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･養子離縁)/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 68/131

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

届出人資格区分2

届出人資格名称2

届出人氏名2

届後本籍区分

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

届書送付目録区分

処分区分

決裁区分

送達確認1

証書提出区分

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

離縁の方式 ≠ 空白 のとき1を設定

上記以外のとき,0を設定

｢ファイル仕様書｣参照

新本籍が非本籍 かつ在外送付区分
＝ 0(受理分)のとき1を設定
上記以外のとき,0を設定

戸籍変動区分
1 (元の戸籍に戻る)のとき1
2 (新戸籍を編製する)のとき2

中間ファイル
(仮受付)
共通

中間ファイル
(届書)
事件別内容

補足説明書
｢届出人編集｣
68/117頁参照

受 付受 付

受 付受 付受 付
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処理名 3.1 中間ファイル(仮受付･離縁)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･養子離縁)/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 69/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

記号名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称記号名名称

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

送達確認2

養父,養母,養子,養女の順に,入力がある者につき1から付番する。
(養子夫婦の一方または養父母の一方が死亡している場合の受付件数に注意(本紙参照))
養父:08,養母:09,養子:10,養女:11
(補足説明書｢届出人区分編集｣(68－1/117頁)を参照)

養父の場合
離縁の種別 ＝ 1(協議)のとき,養父の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ 養父の生死区分 ＝ 0(生存者)の場合,1を設定 または
　養父の外国人区分 ＝ 1(外国人) かつ 養父の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ 離縁成立日 ＝ スペースの場合,1を設定
離縁の種別 ≠ 1(協議以外)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人 ＝ (010(養父)
　または 012(養父母))の場合,1を設定
養母の場合
離縁の種別 ＝ 1(協議)のとき,養母の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ 養母の生死区分 ＝ 0(生存者)の場合,1を設定
または
　養母の外国人区分 ＝ 1(外国人) かつ 養母の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ 離縁成立日 ＝ スペースの場合,1を設定
離縁の種別 ≠ 1(協議以外)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人 ＝ (011(養母)
　または 012(養父母))の場合,1を設定
養子の場合
離縁の種別 ＝ 1(協議)のとき,養子の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ 養子の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ
　15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースの場合,1を設定 または
　養子の外国人区分 ＝ 1(外国人) かつ 養子の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ
　15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース かつ 離縁成立日 ＝ スペースの場合,1を設定
離縁の種別 ≠ 1(協議以外)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人 ＝ (013(養子)
　または 014(養子夫婦))の場合,1を設定
養女の場合
離縁の種別 ＝ 1(協議)のとき,養女の外国人区分 ＝ 0(日本人) かつ
　養女の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ 15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースの場合,1を設定 または
　養女の外国人区分 ＝ 1(外国人) かつ 養女の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ
　15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース かつ 離縁成立日 ＝ スペースの場合,1を設定
離縁の種別 ≠ 1(協議以外)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人 ＝ (013(養子)
　または 014(養子夫婦))の場合,1を設定

養父のカナ氏名または養母のカナ氏名または養子のカナ氏名または養女のカナ氏名
養父の漢字氏名または養母の漢字氏名または養子の漢字氏名または養女の漢字氏名

引渡側

項目

中間ファイル
(届書)

養父の本籍または養母の本籍または養子の本籍または養女の本籍
養父の筆頭者または養母の筆頭者または養子の筆頭者または養女の筆頭者

受領番号

養父の生年月日または養母の生年月日または養子の生年月日または養女の生年月日

在外送付区分 ＝ 0(受理分)のとき, ※外国人は0を設定する

養父の本非区分 ＝ 1(本籍人)なら0(不要)を設定,
2(非本籍人)でかつ生死区分 ＝ 0(生存)なら1(未到着)を設定生死区分 ＝ 1(死亡)なら0を設定
養母の本非区分 ＝ 1(本籍人)なら0(不要)を設定,
2(非本籍人)でかつ生死区分 ＝ 0(生存)なら1(未到着)を設定生死区分 ＝ 1(死亡)なら0を設定
養子の本非区分 ＝ 1(本籍人)なら0(不要)を設定,
2(非本籍人)でかつ生死区分 ＝ 0(生存)なら1(未到着)を設定生死区分 ＝ 1(死亡)なら0を設定
養女の本非区分 ＝ 1(本籍人)なら0(不要)を設定,
2(非本籍人)でかつ生死区分 ＝ 0(生存)なら1(未到着)を設定生死区分 ＝ 1(死亡)なら0を設定

受取側

受領番号
行番号

事件本人区分

養父の本籍コードまたは養母の本籍コードまたは養子の本籍コードまたは養女の本籍コード

筆頭者

届出人区分

カナ氏名
漢字氏名

本籍コード
本籍

生年月日

受 付受 付受 付
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(5)

版 頁数

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 70/131

改定日付
補足説明書

作業名 作成者 作成日付

※　申立人と届出人が異なるとは,

①離縁の申立人区分 ＝ 1(養子側)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父),011(養母),012(養父母)

②離縁の申立人区分 ＝ 2(養親側)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 013(養子),014(養子夫婦),077(養子の離縁後の法定代理人)

　｢養子離縁の受付ファイルの届出人編集｣(1/2)

　1.離縁種別 ＝ 1(協議)のときは,15歳未満の届出人を編集する(養子が15歳未満のときだけ編集有り)

15歳未満の届出人資格1,2 →　届出人資格区分1,2

→　届出人資格名称1,2(資格を名称変換する)

→　届出人名称1,215歳未満の届出人氏名1,2

099(その他) →　届出人資格区分1

→　届出人資格区分2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

｢申立人｣ + 15歳未満の届出人資格1の名称 →　届出人資格名称1※｢申立人親権者となるべき父｣等が編集される

｢申立人｣ + 15歳未満の届出人資格2の名称 →　届出人資格名称2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

　2.離縁種別 ＝ 2(調停)で,申立人と届出人が同一のときはその資格と氏名を編集する(養子の法定代理人が届出るときの資格の編集に注意する)

(1)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)以外のとき

(2)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)以外のとき

　3.離縁種別 ＝ 2(調停)で,申立人と届出人が異なるときは届出人の資格と氏名を編集する(養子の法定代理人が届出るときの資格の編集に注意する)

※　申立人と届出人が同一とは,

①離縁の申立人区分 ＝ 1(養子側)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 013(養子),014(養子夫婦),077(養子の離縁後の法定代理人)

②離縁の申立人区分 ＝ 2(養親側)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父),011(養母),012(養父母)

→　届出人資格区分2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

→　届出人資格名称1

→　届出人資格名称2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

→　届出人氏名1

→　届出人氏名2　　(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

15歳未満の届出人氏名2 →　届出人氏名2　　(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

15歳未満の届出人氏名1 →　届出人氏名1

100(申立人)

届出人の各氏名

(養子,養女,養父,養母)

→　届出人資格区分1

届出人の各氏名

(養子,養女,養父,養母)

→　届出人資格名称1

→　届出人資格名称2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

→　届出人氏名1

→　届出人氏名2　　(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

｢相手方｣ + 15歳未満の届出人資格1の名称

｢相手方｣ + 15歳未満の届出人資格2の名称

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人氏名2

→　届出人資格区分1

→　届出人資格区分2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

→　届出人資格名称1※｢相手方親権者となるべき父｣等が編集される

→　届出人資格名称2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

→　届出人氏名1

→　届出人氏名2　　(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

099(その他) →　届出人資格区分1

(1)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)以外のとき

(2)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)のとき

→　届出人資格区分2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

101(相手方)
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　｢養子離縁の受付ファイルの届後本籍情報編集｣の注意点

　1.離縁処理において離縁の受付帳が2件作成されるパターン(養子夫婦の一方が死亡している場合または養親夫婦の一方が死亡している場合の離縁)
のときは,届後本籍の編集を下記のようにする。

(1)養子夫婦の一方が死亡している場合

生存している養子の受付帳にしか届後本籍情報を設定しない(死亡養子には戸籍の異動が考えられないため)。

(2)養親夫婦の一方が死亡している場合

1件目の受付帳には届後本籍情報を設定せず,2件目の受付帳にのみ設定する。(1件目の受付帳だけ見ると他方との離縁が残っているように見えるため。)

※届後本籍情報に該当する項目は,｢届後本籍区分｣｢届後本籍コード｣｢届後本籍｣｢届後戸籍の筆頭者｣｢送達確認1｣の5項目である。

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付

　5.離縁種別 ＝ 3(審判)または4(裁判)または5(和解)または6(認諾)で,申立人と届出人が異なるときは届出人資格と氏名を編集する(養子の法定代理人が届出るときの資格の編集に注意する)

(1)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)以外のとき

(2)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)のとき

(1)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)以外のとき

(2)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)のとき

　｢養子離縁の受付ファイルの届出人編集｣(2/2)

版 頁数

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日

→　届出人氏名1

→　届出人氏名2　　(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

099(その他) →　届出人資格区分1

102(訴提起者) →　届出人資格区分1

8.1 71/131

　4.離縁種別 ＝ 3(審判)または4(裁判)または5(和解)または6(認諾)で,申立人と届出人が同一のときはその資格と氏名を編集する(養子の法定代理人が届出るときの資格の編集に注意する)

改訂日付

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人氏名2

→　届出人資格区分2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

→　届出人資格名称1 ※｢相手方親権者となるべき父｣等が編集される

→　届出人資格名称2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

→　届出人氏名1

→　届出人氏名2　　(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

101(相手方) →　届出人資格区分1

届出人の各氏名

(養子,養女,養父,養母)

→　届出人資格区分2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

→　届出人資格名称1

→　届出人資格名称2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

→　届出人氏名1

→　届出人氏名2　　(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

099(その他) →　届出人資格区分1

｢相手方｣ + 15歳未満の届出人資格1の名称

｢相手方｣ + 15歳未満の届出人資格2の名称

｢訴提起者｣ + 15歳未満の届出人資格1の名称

｢訴提起者｣ + 15歳未満の届出人資格2の名称

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人氏名2

→　届出人資格区分2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

→　届出人資格名称1 ※｢訴提起者親権者となるべき父｣等が編集される

→　届出人資格名称2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

→　届出人氏名1

→　届出人氏名2　　(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

届出人の各氏名

(養子,養女,養父,養母)

→　届出人資格区分2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)

→　届出人資格名称1

→　届出人資格名称2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
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｢養子離縁の受付事件本人ファイルの届出人区分編集｣
1.届出人区分の設定条件マトリックス
 (1)養父の場合

1(協議) 1以外
1 ○ ×
2 ○ ×
3 ○ ×
4 ○ ×
5 × ○
6 × ○
7 × ○
8 × ○
9 × ○

 (2)養母の場合

1(協議) 1以外
1 ○ ×
2 ○ ×
3 ○ ×
4 ○ ×
5 × ○
6 × ○
7 × ○
8 × ○
9 × ○

 (3)養子の場合

1(協議) 1以外
1 ○ ×
2 ○ ×
3 ○ ×
4 ○ ×
5 ○ ×
6 × ○
7 × ○
8 × ○
9 × ○

10 × ○

 (4)養女の場合

1(協議) 1以外
1 ○ ×
2 ○ ×
3 ○ ×
4 ○ ×
5 ○ ×
6 × ○
7 × ○
8 × ○
9 × ○

10 × ○
1

- - - - - - - - ×
- × × × ○ ×

× × × ○ 1
- - - - - - -

- -

× ×
○ × × ×

× ×

- - × ×

- × × ○- - 0
0- - - - - - - - ×

- - -

-

0
○ × ×

- × ○ - -

○ × ○ ○

-- - - - -
- - - -

× ○ - - - - ○ × - - - - -

- 1

0- ○

0× - -

- - 0

- 1× - - -
- - -

○ ×
× ○

- - -× -○
○ × × ○ ○ -

× - - ○

項番
離縁の種別 15歳未満の届出人資格1 養女の外国人区分 離縁成立日 生死区分 裁判及び外国方式の離縁の届出人

届出人区分

- - × × ×

空白 空白以外 0(日本人) 1(外国人) 空白 1(死亡者) 010(養父) 011(養母) 012(養父母) 013(養子)

- - - - - -

空白以外

○ 1
1-

× × ○ × × 0

014(養子夫婦)0(生存者)

× × × ○ ×- -
×

0
○ × × × × 0
× ○ × × ×

- 0
- - - - -

0
- - - - - 0
- - - - -

-

- -
- -

○ ×

裁判及び外国方式の離縁の届出人
届出人区分

010(養父) 011(養母) 012(養父母) 013(養子) 014(養子夫婦)

- - - - 1
1

- - - -

生死区分
0(生存者) 1(死亡者)

○ ×

- -

○ ×
○ ×
× ○

- - - - - -
- - - - -

-
- - - - - -
- - - - -

-
× ○ - - - -
- - - - -

○ × ○ × - -

○
○ × × ○ ○ ×
○ × × ○ ×

項番
離縁の種別 15歳未満の届出人資格1 養子の外国人区分 離縁成立日

空白 空白以外 0(日本人) 1(外国人) 空白 空白以外

0- - - - - - × × × × ○
0- - - - - - × × × ○ ×
1- - - - - - × × ○ × ×
1- - - - - - × ○ × × ×
0- - - - - - ○ × × × ×
0- - - - × ○ - - - - -
0× ○ × ○ ○ × - - - - -
1× ○ ○ × ○ × - - - - -
1

011(養母) 012(養父母) 013(養子) 014(養子夫婦)

- - - - -○ × - - ○ ×
1(外国人) 空白 空白以外 0(生存者) 1(死亡者)

0
0

項番
離縁の種別 養母の外国人区分 離縁成立日 生死区分 裁判及び外国方式の離縁の届出人

届出人区分
0(日本人)

×
×
×

-
-

-

010(養父)

×
×

×
× ○

1
1

1

1

0
0

0

-
-
-
--

-
-
-
-

-
-

×
×

×
○

×
×

×
×

×
×

-
-
-
-

○

○
○

○

×
×

-

-

-

-
-
-

○

×
×
×
×

-

×

×
-
-
-
- -

-
-
-
-

-
-
-
-

○
×
×
-
-
-
-
-
-

- -

-
○
○

○
○
○
○
×-

-
-
-

-
-
-

×

×

-

-

013(養子) 014(養子夫婦)

版

届出人区分
010(養父) 011(養母) 012(養父母)

項番
離縁の種別 養父の外国人区分 離縁成立日 生死区分

0(日本人) 1(外国人) 空白 空白以外 0(生存者) 1(死亡者)

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 頁数

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成29年 3月31日 平成30年 3月31日 21 72/131

改訂日付

裁判及び外国方式の離縁の届出人

 7-2-(5)-4-166



版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3 月1日 4 73/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付･親権) 編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･親権)/共通 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)
共通

受領番号

受付事件コード

受付日 送村日　または

渉外区分 養子(女)の外国人区分 ＝ 1(外国人) かつ 親権･未成年後見人の本籍 ＝ 国籍 かつ 同時親権届出人の本籍 ＝ 国
籍のとき2を設定
上記以外のとき0を設定

本非区分 事件別内容

出張所番号 出張所番号

同時親権届の種別
1(協議)のとき 1301を設定
2(調停)のとき 1302を設定
3(審判)のとき 1303を設定

送付日があれば送付日

受領日 送付日がなければ受領日

事件発生時分

事件発生日

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

届後本籍 ＝ 管内 または 親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍) または 同時親権届出人の本非区分 ＝ 1(本
籍)のとき1を設定
上記以外のとき2を設定

郵送日 共通 郵送日

発送日

収日

発日

許可日

指示日

届出人資格区分1 事件別内容

関連受領番号1～5

届出人氏名1

届出人資格名称1

届出人資格名称2

届出人資格区分2

受 付

  7-2-(5)-4-167



版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3 月1日 8 74/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付･親権) 編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･親権)/共通 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

届後本籍区分

届出人氏名2 中間ファイル
(届書)
事件別内容

届後本籍コード

届後本籍

送達確認1

届後戸籍の筆頭者

届書送付目録区分 ｢ファイル仕様書｣参照

証書提出区分

決裁区分

中間ファイル
(仮受付)
共通

処分区分

受 付

  7-2-(5)-4-168



入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3 月1日 15 75/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付･親権) 編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･親権)/事件本人 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

受領番号 中間ファイル
(届書)
事件別内容

受領番号

事件本人区分 未成年者(養子(女)):15(子)
親権者:16(親権者)
親権協議者:49(親権協議者)

届出人区分 未成年者(養子(女)):0を設定
親権者:1を設定
親権協議者:1を設定

行番号 01:未成年者(養子(女))
02:親権者
03:親権協議者←同時親権届出人氏名に入力があるとき

←未成年者(養子(女))

←親権者
←親権協議者

カナ氏名 届後戸籍の筆頭者の｢氏｣のカナ読み
 +
養子(女)のカナ氏名の｢名｣

←未成年者(養子(女))

漢字氏名 届後戸籍の筆頭者の｢氏｣
 +
養子(女)の漢字氏名の｢名｣
親権･未成年後見人氏名
同時親権届出人氏名

生年月日 養子(女)の生年月日
親権･未成年後見人生年月日
同時親権届出人生年月日

←未成年者(養子(女))
←親権者
←親権協議者

本籍コード 届後本籍コード
親権･未成年後見人本籍コード
同時親権届出人本籍コード

←未成年者(養子(女))
←親権者
←親権協議者

本籍 届後本籍
親権･未成年後見人本籍
同時親権届出人本籍

←未成年者(養子(女))
←親権者
←親権協議者

在外送付区分 ＝ 0(受理分)のとき,未成年者(養子(女)) ※外国人は0を設定する

届後本籍 ＝ 管内なら0(不要)を設定,管外なら1(未到着)を設定
親権者
親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍)なら0を設定,2(非本籍)なら1を設定
親権協議者
同時親権届出人の本非区分 ＝ 1(本籍)なら0を設定,2(非本籍)なら1を設定

筆頭者 届後戸籍の筆頭者
親権･未成年後見人の筆頭者

←未成年者(養子(女))
←親権者

送達確認2

  7-2-(5)-4-169



版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3 月1日 4 76/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.3 中間ファイル(仮受付･未成年後見) 編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･未成年後見)/共通 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)
共通

受領番号

受付事件コード

渉外区分 養子(女)の外国人区分 ＝ 1(外国人)かつ親権･未成年後見人の本籍 ＝ 国籍のとき2を設定

上記以外のとき0を設定

本非区分 事件別内容 届後本籍 ＝ 管内 または 親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍)のとき1を設定

出張所番号 出張所番号

4101(未成年者の後見開始)を設定

受付日 送付日　または 送付日があれば送付日

送付日がなければ受領日

事件発生日

受領日

事件発生日時

事件発生時分

上記以外のとき2を設定

受理送付区分 受理送付区分

郵送日 共通 郵送日

発送日

収日

発日

許可日

指示日

届出人資格区分1 事件別内容 110を設定

関連受領番号1～5

未成年後見人を設定

届出人氏名1 親権･未成人後見人氏名

届出人資格名称1

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届後本籍区分

届出人氏名2

受 付

  7-2-(5)-4-170



版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3 月1日 8 77/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

送達確認1

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.3 中間ファイル(仮受付･未成年後見) 編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･未成年後見)/共通 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

届後本籍

届後本籍コード 中間ファイル
(届書)
事件別内容

届後戸籍の筆頭者

届書送付目録区分 ｢ファイル仕様書｣参照

証書提出区分

決裁区分

中間ファイル
(仮受付)
共通

処理区分

受 付

受 付

  7-2-(5)-4-171



版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3 月1日 15 78/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

01:未成年被後見人(養子(女))

受領番号 中間ファイル
(届書)
事件別内容

処理名 3.3 中間ファイル(仮受付･未成年後見) 編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･未成年後見)/事件本人 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受領番号

行番号

02:未成年後見人

事件本人区分 未成年被後見人(養子(女)):55:(未成年被
後見人)
未成年後見人:56(未成年後見人)

←未成年披後見人(養子(女))
カナ氏名

未成年被後見人(養子(女)):0を設定

未成年後見人:1を設定

届出人区分

親権･未成年後見人氏名 ←未成年後見人

漢字氏名 届後戸籍の筆頭者の｢氏｣
 +
養子(女)の漢字氏名の｢名｣

←未成年被後見人(養子(女))

←未成年被後見人(養子(女))

親権･未成年後見人生年月日 ←未成年後見人

生年月日 養子(女)の生年月日

←未成年後見人

本籍 届後本籍

←未成年被後見人(養子(女))

親権･未成年後見人本籍コード ←未成年後見人

本籍コード 届後本籍コード

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

届後戸籍の筆頭者の｢氏｣のカナ読み
 +
養子(女)のカナ氏名の｢名｣

送達確認2

←未成年被後見人(養子(女))

親権･未成年後見人の筆頭者 ←未成年後見人

筆頭者 届後戸籍の筆頭者

←未成年被後見人(養子(女))

親権･未成年後見人本籍

在外送付区分 ＝ 0(受理分)のとき,未成年被後見人(養子(女)) ※外国人は0を設定する

届後本籍 ＝ 管内なら0(不要)を設定,管外なら1(未到着)を設定
未成年後見人
親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍)なら0を設定,2(非本籍)なら1を設定

受 付

  7-2-(5)-4-172



版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 79/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 戸籍特定(記録) 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定(養子の戻る戸籍)記録 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

編製日

戸籍番号 中間ファイル
(届書)

改製日

消除日

本籍

本籍コード

戻る戸籍での筆頭者区分 ＝ 1　かつ養子に入力
がある場合,『届後戸籍の筆頭者』の名 ≠ 『養
子の漢字氏名』の名　のとき
左記項目を移送

戻る戸籍での筆頭者区分 ＝ 1　かつ養女に入力
がある場合,『届後戸籍の筆頭者』の名 ≠ 『養
女の漢字氏名』の名　のとき
左記項目を移送

筆頭者 中間ファイル
(届書) 『届後戸籍の筆頭者』の氏

+ 『養子の漢字氏名』の名

または

『届後戸籍の筆頭者』の氏
+ 『養女の漢字氏名』の名

戸籍除区分

戸籍異動区分

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍特定

在籍者数

記録者数

除籍者数

受 付

  7-2-(5)-4-173



版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 80/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1 個人特定(入籍) 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子の新戸籍編製)入籍 ←　 (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

決裁処理で設定

戸籍番号

個人番号

決裁処理で設定

戸籍記録順位番号

養女の父母との続柄コード ⇐　養女の個人特定の場合

性別 養子の父母との続柄コード 有 ⇐　養子の個人特定の場合

除籍日

中間ファイル
(届書)

処理日があれば処理日,処理日がないときは送付日,送付日もないときは受領日を設定

⇐　養子の個人特定の場合

養女の生年月日 ⇐　養女の個人特定の場合

生年月日 養子の生年月日

筆頭者区分 ･養子の個人特定の場合
 養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)の場合,『養子の筆頭者区分』を移送
 養子の配偶者区分 ＝ 0(未)または3(生存配偶者)の場合,1(筆頭者)を設定
･養女の個人特定の場合
 養女の配偶者区分 ＝ 2(妻)の場合,『養女の筆頭者区分』を移送
 養女の配偶者区分 ＝ 0(未)または3(生存配偶者)の場合,1(筆頭者)を設定

父 養子の父氏名

配偶者区分 ･養子の個人特定の場合
 養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)の場合,『養子の配偶者区分』を移送
 養子の配偶者区分 ＝ 0(未)または3(生存配偶者)の場合,『届後戸籍での配偶者区分』を移送
･養女の個人特定の場合
 養女の配偶者区分 ＝ 2(妻)の場合,『養女の配偶者区分』を移送
 養女の配偶者区分 ＝ 0(未)または3(生存配偶者)の場合,『届後戸籍での配偶者区分』を移送

⇐　養子の個人特定の場合

養女の父氏名 ⇐　養女の個人特定の場合

⇐　養子の個人特定の場合

養女の母氏名 ⇐　養女の個人特定の場合

母 養子の母氏名

⇐　養子の個人特定の場合

養女の父母との続柄 ⇐　養女の個人特定の場合

父母との続柄 養子の父母との続柄

養父母との続柄 ｢養父｣ ≠ 空白　または　｢養母｣ ≠ 空白　のとき,

『養子』(養子の個人特定の場合),『養女』(養女の個人特定の場合)を設定する

養母 離縁後変更養母氏名

養父 離縁後変更養父氏名

0:在籍者を設定

前個人番号

審査不可区分

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

入籍日

個人除区分

受 付

  7-2-(5)-4-174



版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 81/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2 個人特定(入籍) 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子の戻る戸籍)入籍 ←　 (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号

戸籍記録順位番号

配偶者区分 届後戸籍での配偶者区分

養父母との続柄 ｢養父｣ ≠ 空白　または　｢養母｣ ≠ 空白　のとき,

『養子』 ⇐　養子の個人特定の場合

⇐　養女の個人特定の場合

決裁処理で設定

戸籍番号 戻る戸籍の戸籍番号を設定

入籍日 中間ファイル
(届書)

処理日があれば処理日,処理日がないときは送付日,送付日もないときは受領日を設定

除籍日

養女の父母との続柄コード ⇐　養女の個人特定の場合

性別 養子の父母との続柄コード 有 ⇐　養子の個人特定の場合

⇐　養子の個人特定の場合

養女の生年月日 ⇐　養女の個人特定の場合

生年月日 養子の生年月日

筆頭者区分 戻る戸籍での筆頭者区分

⇐　養子の個人特定の場合

養女の父氏名 ⇐　養女の個人特定の場合

父 養子の父氏名

⇐　養子の個人特定の場合

養女の母氏名 ⇐　養女の個人特定の場合

母 養子の母氏名

⇐　養子の個人特定の場合

養女の父母との続柄 ⇐　養女の個人特定の場合

父母との続柄 養子の父母との続柄

養母 離縁後変更養母氏名

養父 離縁後変更養父氏名

前個人番号

『養女』

0:在籍者を設定

審査不可区分

個人除区分

受 付

  7-2-(5)-4-175



版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 82/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.3 個人特定(記録) 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(戸籍の変動なし)記録 ←　 (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

戸籍番号

個人番号

戸籍記録順位番号

入籍日

性別

除籍日

筆頭者区分

生年月日

父

配偶者区分

父母との続柄

母

｢養父｣ ＝ 空白　かつ｢養母｣ ＝ 空
白　の場合,空白を設定する

養父母との続柄

養父 中間ファイル
(届書)

･養子の場合
 離縁形態区分 ＝ 1,3,7,9,10,13,14,15　の場合,スペースを設定する

･養女の場合
 離縁形態区分 ＝ 4,6,7,10,11,12,13,15　の場合,スペースを設定する

養母 ･養子の場合
 離縁形態区分 ＝ 2,3,8,11,12,13,14,15　の場合,スペースを設定する

･養女の場合
 離縁形態区分 ＝ 5,6,8,9,10,12,14,15　の場合,スペースを設定する

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人除区分

前個人番号

審査不可区分

受 付

  7-2-(5)-4-176



DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 養子(入籍) 編集･出力 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 83/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

決裁処理で設定

行番号

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍(1/4)

個人番号

タイトルコード 0401(養子離縁)

記録コード

出力区分

裁判確定日 または離縁成立日 双方
なければ受領日

事件発生日

0401(養子の記録)

管掌者コード

受領日 離縁成立日,裁判確定日がない場合

離
縁

離縁日 中間ファイル
(届書)

離縁成立日

離縁の裁判確定日 裁判確定日

離縁の種別 ＝ 5 のとき設定

離縁の請求認諾日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 6 のとき設定

離縁の和解成立日 裁判確定日

離縁の種別 ＝ 3 又は 4のとき設定

離縁の調停成立日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 2 のとき設定

養父の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14 のとき設定不要
養父の外人区分 ＝ 1(外国人) の場合のみ,養父の本籍を設定

養
父

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14 のとき設定不要
養父の生死区分 ＝ 1(死亡者) の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14 のとき設定不要
養父の漢字氏名を設定

離
縁
者

共
同

資格 離縁形態区分 ＝ 7,8,10,12～15の場合 かつ養子の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ 養女の生死区分 ＝ 0(生存者) のとき
　養子の身分事項であれば"007"『妻』を
　養女の身分事項であれば"006"『夫』を設定する資格名称

離縁除籍日

養
母

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13 のとき設定不要
養母の生死区分 ＝ 1(死亡者) の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13 のとき設定不要
養母の漢字氏名を設定
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改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 84/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍(1/4)

養母の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13 のとき設定不要
養母の外人区分 ＝ 1(外国人)の場合のみ,養母の本籍を設定

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 養子(入籍) 編集･出力 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

  7-2-(5)-4-178



DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 養子(入籍) 編集･出力 2/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 85/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

裁判所 外国裁判所名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍(2/4)

離縁の方式 中間ファイル
(届書)

離縁の方式

氏名 15歳未満の届出人氏名1

協議者の生年月日

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍1

協
議
者

(

1

)

協
議
者

資格 15歳未満の届出人資格1
〔注〕

有 離縁種別 ＝ 1(協議)かつ離縁成立日 ＝ スペースのとき設定
資格名称は,資格をコード変換した名称を設定する
ただし,協議者1および協議者2の双方に入力がある場合は以下の
通りとする
 父と母のとき協議者1に005(父母)を設定,協議者2は設定しない
 親権者父と親権者母は018(親権者父母)を設定,協議者2は設定し
ない
 親権者となるべき父と親権者となるべき母は025(親権者となる
べき父母)を設定,協議者2は設定しない

氏名は,001(父),002(母),016(親権者父),017(親権者母),023(親
権者となるべき父),024(親権者となるべき母),005(父母),018(親
権者父母),025(親権者となるべき父母)は設定しない

離縁許可日に入力があり(死亡養親との離縁),かつ養親全て死亡
者の場合は協議者(1)(2)への設定でなく該当項目を届出人(1)(2)
に設定

有

資格名称 ※

15歳未満の届出人生年月日1

協
議
者

(

2

)

協
議
者

資格

資格名称 ※

資格名称

資格 有

15歳未満の届出人資格2
〔注〕

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日2

届
出

届出日 受領日

氏名 15歳未満の届出人氏名2

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍2

届
出
人

(

1

)

資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

有

届
出
人

(

2

)

氏名

裁判確定日に入力がある場合に設定

届出人(1),(2)も同様

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人氏名1』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は未設定)

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格010,011,012の
場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合,『15歳未満の届出人資格1』を設定

氏名

離縁成立日に入力がある場合に設定

証書提出者(1),(2)も同様

証書提出日 受領日

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人氏名2』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は末設定)

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人資格2』を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力がある場合の
設定は協議者と同様

資格名称

受 付
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10 86/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

氏名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 養子(入籍) 編集･出力　3/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日

裁判及び外国方式の離縁届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人資格2』を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力がある
場合の設定は協議者と同様

作成日付 改訂日付

氏名

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

有 裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
010,011,012の場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合、『15歳未満の届出人資格1』を設定

資格 中間ファイル
(届書)

資格名称

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名2』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023.024は未設
定)

証
書
提
出
者

(

2

)

資格 有

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名1』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は未設
定)

証
書
提
出
者

(

1

)

送
付

送付を受けた日 送付日

受理者

記録請求日

資格名称

許可書謄本の送付を
受けた日

発送元

許
可

許可日

入
籍

入籍日

許可を受けた日

⇐　養子の身分事項の場合

⇐　養女の身分事項の場合

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍 養子の本籍
または
養女の本籍

筆頭者 養子の筆頭者
または
養女の筆頭者

除
籍

除籍日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍(3/4)

⇐　養女の身分事項の場合

⇐　養子の身分事項の場合

受 付
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版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 87/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍(4/4)

除
戸
籍

新本籍 中間ファイル
(届書)

入
籍
戸
籍

本籍

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 養子(入籍) 編集･出力　4/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

復する氏

称する氏

筆頭者

記
録

記録日

特記事項
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DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 養子(除籍) 編集･出力 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 88/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

決裁処理で設定

行番号

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(1/4)

個人番号

タイトルコード 0401(養子離縁)

記録コード

出力区分

裁判確定日 または離縁成立日 双方
なければ受領日

事件発生日

0401(養子の記録)

管掌者コード

受領日 離縁成立日,裁判確定日がない場合

離
縁

離縁日 中間ファイル
(届書)

離縁成立日

離縁の裁判確定日 裁判確定日

離縁の種別 ＝ 5 のとき設定

離縁の請求認諾日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 6 のとき設定

離縁の和解成立日 裁判確定日

離縁の種別 ＝ 3 又は 4のとき設定

離縁の調停成立日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 2 のとき設定

養父の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14 のとき設定不要
養父の外人区分 ＝ 1(外国人) の場合のみ,養父の本籍を設定

養
父

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14 のとき設定不要
養父の生死区分 ＝ 1(死亡者) の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14 のとき設定不要
養父の漢字氏名を設定

離
縁
者

共
同

資格 離縁形態区分 ＝ 7,8,10,12～15の場合 かつ養子の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ 養女の生死区分 ＝ 0(生存者) のとき
　養子の身分事項であれば"007"『妻』を
　養女の身分事項であれば"006"『夫』を設定する資格名称

離縁除籍日

養
母

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13 のとき設定不要
養母の生死区分 ＝ 1(死亡者) の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13 のとき設定不要
養母の漢字氏名を設定
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改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 89/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(1/4)

養母の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13 のとき設定不要
養母の外人区分 ＝ 1(外国人)の場合のみ,養母の本籍を設定

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 養子(除籍) 編集･出力 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

  7-2-(5)-4-183



DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 養子(除籍) 編集･出力 2/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 90/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

裁判所 外国裁判所名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(2/4)

離縁の方式 中間ファイル
(届書)

離縁の方式

氏名 15歳未満の届出人氏名1

協議者の生年月日

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍1

協
議
者

(

1

)

協
議
者

資格 15歳未満の届出人資格1
〔注〕

有 離縁種別 ＝ 1(協議)かつ離縁成立日 ＝ スペースのとき設定
資格名称は,資格をコード変換した名称を設定する
ただし,協議者1および協議者2の双方に入力がある場合は以下の
通りとする
 父と母のとき協議者1に005(父母)を設定,協議者2は設定しない
 親権者父と親権者母は018(親権者父母)を設定,協議者2は設定し
ない
 親権者となるべき父と親権者となるべき母は025(親権者となる
べき父母)を設定,協議者2は設定しない

氏名は,001(父),002(母),016(親権者父),017(親権者母),023(親
権者となるべき父),024(親権者となるべき母),005(父母),018(親
権者父母),025(親権者となるべき父母)は設定しない

離縁許可日に入力があり(死亡養親との離縁),かつ養親全て死亡
者の場合は協議者(1)(2)への設定でなく該当項目を届出人(1)(2)
に設定

有

資格名称 ※

15歳未満の届出人生年月日1

協
議
者

(

2

)

協
議
者

資格

資格名称 ※

資格名称

資格 有

15歳未満の届出人資格2
〔注〕

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日2

届
出

届出日 受領日

氏名 15歳未満の届出人氏名2

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍2

届
出
人

(

1

)

資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

有

届
出
人

(

2

)

氏名

裁判確定日に入力がある場合に設定

届出人(1),(2)も同様

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人氏名1』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は未設定)

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格010,011,012の
場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合,『15歳未満の届出人資格1』を設定

氏名

離縁成立日に入力がある場合に設定

証書提出者(1),(2)も同様

証書提出日 受領日

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人氏名2』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は末設定)

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人資格2』を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力がある場合の
設定は協議者と同様

資格名称

受 付受 付

  7-2-(5)-4-184



10 91/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

氏名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 養子(除籍) 編集･出力　3/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日

裁判及び外国方式の離縁届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人資格2』を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力がある
場合の設定は協議者と同様

作成日付 改訂日付

氏名

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

有 裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
010,011,012の場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合、『15歳未満の届出人資格1』を設定

資格 中間ファイル
(届書)

資格名称

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名2』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023.024は未設
定)

証
書
提
出
者

(

2

)

資格 有

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名1』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は未設
定)

証
書
提
出
者

(

1

)

送
付

送村を受けた日 送付日

受理者

記録請求日

資格名称

許可書謄本の送付を
受けた日

発送元

許
可

許可日

入
籍

入籍日

許可を受けた日

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍

筆頭者

除
籍

除籍日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(3/4)

受 付受 付
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版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 92/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(4/4)

除
戸
籍

新本籍 中間ファイル
(届書)

届後本籍

筆頭者 届後戸籍の筆頭者

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 養子(除籍) 編集･出力　4/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

氏区分 ＝ 3の場合に設定

復する氏 『届後戸籍の筆頭者』の氏 氏区分 ＝ 2かつ戸籍変動区分 ＝ 2
の場合に設定

戸籍変動区分 ＝ 2の場合に設定

称する氏 『届後戸籍の筆頭者』の氏

戸籍変動区分 ＝ 1の場合に設定入
籍
戸
籍

本籍 届後本籍

記
録

記録日

戸籍変動区分 ＝ 1の場合に設定

特記事項

  7-2-(5)-4-186



DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 養子(記録) 編集･出力 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 93/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

決裁処理で設定

行番号

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)記録(1/4)

個人番号

タイトルコード 0401(養子離縁)

記録コード

出力区分

裁判確定日 または離縁成立日 双方
なければ受領日

事件発生日

0401(養子の記録)

管掌者コード

受領日 離縁成立日,裁判確定日がない場合

離
縁

離縁日 中間ファイル
(届書)

離縁成立日

離縁の裁判確定日 裁判確定日

離縁の種別 ＝ 5 のとき設定

離縁の請求認諾日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 6 のとき設定

離縁の和解成立日 裁判確定日

離縁の種別 ＝ 3 又は 4のとき設定

離縁の調停成立日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 2 のとき設定

養父の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14 のとき設定不要
養父の外人区分 ＝ 1(外国人) の場合のみ,養父の本籍を設定

養
父

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14 のとき設定不要
養父の生死区分 ＝ 1(死亡者) の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14 のとき設定不要
養父の漢字氏名を設定

離
縁
者

共
同

資格 離縁形態区分 ＝ 7,8,10,12～15の場合 かつ養子の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ 養女の生死区分 ＝ 0(生存者) のとき
　養子の身分事項であれば"007"『妻』を
　養女の身分事項であれば"006"『夫』を設定する資格名称

離縁除籍日

養
母

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13 のとき設定不要
養母の生死区分 ＝ 1(死亡者) の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13 のとき設定不要
養母の漢字氏名を設定

  7-2-(5)-4-187



改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 94/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)記録(1/4)

養母の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10 のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13 のとき設定不要
養母の外人区分 ＝ 1(外国人)の場合のみ,養母の本籍を設定

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 養子(記録) 編集･出力 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

  7-2-(5)-4-188



DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 養子(記録) 編集･出力 2/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 95/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

裁判所 外国裁判所名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)記録(2/4)

離縁の方式 中間ファイル
(届書)

離縁の方式

氏名 15歳未満の届出人氏名1

協議者の生年月日

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍1

協
議
者

(

1

)

協
議
者

資格 15歳未満の届出人資格1
〔注〕

有 離縁種別 ＝ 1(協議)かつ離縁成立日 ＝ スペースのとき設定
資格名称は,資格をコード変換した名称を設定する
ただし,協議者1および協議者2の双方に入力がある場合は以下の
通りとする
 父と母のとき協議者1に005(父母)を設定,協議者2は設定しない
 親権者父と親権者母は018(親権者父母)を設定,協議者2は設定し
ない
 親権者となるべき父と親権者となるべき母は025(親権者となる
べき父母)を設定,協議者2は設定しない

氏名は,001(父),002(母),016(親権者父),017(親権者母),023(親
権者となるべき父),024(親権者となるべき母),005(父母),018(親
権者父母),025(親権者となるべき父母)は設定しない

離縁許可日に入力があり(死亡養親との離縁),かつ養親全て死亡
者の場合は協議者(1)(2)への設定でなく該当項目を届出人(1)(2)
に設定

有

資格名称 ※

15歳未満の届出人生年月日1

協
議
者

(

2

)

協
議
者

資格

資格名称 ※

資格名称

資格 有

15歳未満の届出人資格2
〔注〕

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日2

届
出

届出日 受領日

氏名 15歳未満の届出人氏名2

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍2

届
出
人

(

1

)

資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

有

届
出
人

(

2

)

氏名

裁判確定日に入力がある場合に設定

届出人(1),(2)も同様

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人氏名1』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は未設定)

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格010,011,012の
場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合,『15歳未満の届出人資格1』を設定

氏名

離縁成立日に入力がある場合に設定

証書提出者(1),(2)も同様

証書提出日 受領日

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人氏名2』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は末設定)

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人資格2』を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力がある場合の
設定は協議者と同様

資格名称

受 付受 付
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10 96/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

氏名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 養子(記録) 編集･出力　3/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日

裁判及び外国方式の離縁届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人資格2』を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力がある
場合の設定は協議者と同様

作成日付 改訂日付

氏名

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

有 裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
010,011,012の場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合、『15歳未満の届出人資格1』を設定

資格 中間ファイル
(届書)

資格名称

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名2』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023.024は未設
定)

証
書
提
出
者

(

2

)

資格 有

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名1』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は未設
定)

証
書
提
出
者

(

1

)

送
付

送村を受けた日 送付日

受理者

記録請求日

資格名称

許可書謄本の送付を
受けた日

発送元

許
可

許可日

入
籍

入籍日

許可を受けた日

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍

筆頭者

除
籍

除籍日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)記録(3/4)

受 付受 付
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版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 97/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)記録(4/4)

除
戸
籍

新本籍 中間ファイル
(届書)

入
籍
戸
籍

本籍

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 養子(記録) 編集･出力　4/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)記録　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

復する氏

称する氏

筆頭者

記
録

記録日 処理日

特記事項
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版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 98/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1養親(記録) 編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮戸籍)身分
事項(養親)記
録(1/3)

個人番号

タイトルコード

出力区分

管掌者コード

離
縁

離縁日 中間ファイル
(届書)

決裁処理で設定

行番号

0401(養子離縁)

記録コード 0402(養親の記録)

裁判確定日 または離縁成立日 双方
なければ受領日

事件発生日

離縁成立日

離縁の裁判確定日 裁判確定日

受領日 離縁成立日,裁判確定日がない場合

離縁の種別 ＝ 3又は4のとき設定

離縁の調停成立日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 2のとき設定

離縁形態区分 ＝ 3,6,10,12～15 かつ 養父の生死区分 ＝ 0(生存者) かつ 養母の生死区分 ＝ 0(生存者)のとき
　養父の身分事項であれば
　養父母婚姻区分 ＝ 1(婚姻中である)の譜合"007"『妻』を
　養父母婚姻区分 ＝ 0(婚姻中でない)の場合『養母氏名』を設定する(この場合資格は未設定)

　養母の身分事項であれば
　養父母婚姻区分 ＝ 1(婚姻中である)の場合"006"『妻』を
　養父母婚姻区分 ＝ 0(婚姻中でない)の場合『養父氏名』を設定する(この場合資格は未設定)

資格名称

離縁の種別 ＝ 5のとき設定

離縁の請求認諾日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 6のとき設定

離縁の和解成立日 裁判確定日

養
子

亡区分

氏名

共
同
離
縁
者

資格

養子(女)の漢字氏名 条件は上記のとおり

条件は上記のとおり
養子(女)の外人区分 ＝ 1の場合のみ設定
する

養子の国籍 養子(女)の本籍

養子に入力があるとき,また養子養女双方
に入力があるとき
養子の生死区分 ＝ 1(死亡者)の場合,"亡
"を設定
養女だけに入力があるとき
養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)の場合,"亡
"を設定
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版 頁

審査(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 99/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1養親(記録) 編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

養父の身分事項の場合,離縁形態区分 ＝ 9,11,12,14のとき設定不要(氏名,国籍も同様)
養母の身分事項の場合,離縁形態区分 ＝ 9,10,11,13のとき設定不要(民名,国籍も同様)
養子養女の双方に入力がある場合,養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)の場合,"亡"を設定

氏名 養女の漢字氏名

養子 亡区分 中間ファイル
(届書)

離縁の方式

条件は上記のとおり

養子の国籍 養女の本籍 条件は上記のとおり

養女の外人区分 ＝ 1の場合のみ設定する

離縁の方式

裁判所 外国裁判所名

協議者 協議者 資格 15歳未満の届出人資格1 有 離縁種別 ＝ 1(協議)かつ
離縁成立日 ＝ スペースかつ
養子の外人区分又は養女の外人区分
＝ 1のとき設定
資格名称には資格をコードに変換し
た名称を設定する

(1) 資格名称

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍1

氏名 15歳未満の届出人氏名1

協議者 協議者 資格 15歳未満の届出人資格2

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日1

氏名 15歳未満の届出人民名2 有

(2) 資格名称

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日2

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍2

裁判確定日に入力がある場合に設定

届出人(1),(2)も同様

届出 届出日 受領日

有
裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
010,011,012の場合設定不要
013,014の場合左記項目を移送 077の場
合,『15歳未満の届出人資格1』を移送

(1)

届出人 資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合,『15歳未満の届出人氏名1』
を移送
(届出人資格:001,002,016,017,023,024
は未設定)

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)記録(2/3)

氏名

資格名称
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(2)

(1)

(2)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 100/131

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 養親(記録) 編集･出力　3/3 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)記録(3/3)

届
出
出
人

資格 中間ファイル
(届書)

氏名

許
可

許可日

許可を受けた日

特記事項

記
録

記録日

裁判及び外国方式の離縁届出人資格
077の場合『15歳未満の届出人資格2』を
移送
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力が
ある場合の設定は、養子の身分事項の届
出人と同様

資格名称

有

離縁成立日に入力がある場合に設定

証書提出者(1)、(2)も同様

証書提出日 受領日

裁判及び外国方式の離縁届出人資格077の
場合『15歳未満の届出人氏名2』を移送
(届出人資格:001,002,016.017,023,024は
未設定)

条件は届出人(1)と同じ

資格名称

証
書
提
出

者 資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

有

氏名 条件は届出人(1)と同じ

証
書
提
出

者 資格

氏名

条件は届出人(2)と同じ

資格名称

条件は届出人(2)と同じ

発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

受理者

記録請求日

許可書謄本の送付を
受けた日

処理日
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特記

版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 101/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1 養子の日本人配偶者(入籍)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の日本人配偶者)入籍　 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養子
の日本人配偶
者)入籍

個人番号

出力区分

除
籍

除籍日

除
戸
籍

新本籍

決裁処理で設定

行番号

タイトルコード 0402(配偶者の離縁)

0403(養子の配縄者の記録)

管掌者コード

記録コード

入
籍

入籍日 中間ファイル
(届書)

処理日があれば処理日
処理日がなく送付日があれば送付日
処理日,送付日がなければ受領日

事件発生日

配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)の場合
"妻の離縁"を設定

配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)の場合
"夫の離縁"を設定

入籍事由

除籍事由

許
可

詩可日

許可書謄本の送付を
受けた日

評可を受けた者

⇐　養子に入力がある場合

⇐　養女に入力がある場合

⇐　養子に入力がある場合

⇐　養女に入力がある場合

本籍 養子の本籍
または
養女の本籍

入
戸
籍

従
前
戸
籍 筆頭者 養子の筆頭者

または
養女の筆頭者

特記事項
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特記

版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 102/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.2 養子の日本人配偶者(除籍)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の日本人配偶者)除籍　 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養子
の日本人配偶
者)除籍

個人番号

出力区分

除籍事由

許
可

詩可日

評可を受けた者

除
戸
籍

届後本籍

決裁処理で設定

行番号

タイトルコード 0402(配偶者の離縁)

0403(養子の配偶者の記録)

管掌者コード

記録コード

入
籍

入籍日 中間ファイル
(届書)

事件発生日

除
籍

除籍日 処理日があれば処理日
処理日がなく送付日があれば送付日
処理日,送付日がなければ受領日

入籍事由

配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)の場合
"妻の離縁"を設定

配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)の場合
"夫の離縁"を設定

許可書謄本の送付を
受けた日

本籍入
戸
籍

従
前
戸
籍 筆頭者

特記事項

新本籍
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版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 103/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.1 養子(親権･記録) 編集･出力 1/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)記録←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(親
権)記録

個人番号

タイトルコード

出力区分

管掌者コード

親権者を定める調停成立日

管理権喪失宣告の裁判確定日

決裁処理で設定

行番号

1301(親権)

記録コード 1301(親権を受ける者の記録)

親権者を定めた日 中間ファイル
(届書)

事件発生日

親権者となった日
裁判離縁の場合は、裁判確定日を設定

親権者を定められた日

以外は受領日を設定

親権者を定める裁判確定日

親権者変更の調停成立日

親権者変更の裁判確定日

親権に服した日

共同親権に服した日

親権喪失宣告の裁判確定日

親権に服さなくなった日

管理権喪失宣告取消しの裁判確定日

親権喪失宣告取消しの裁判確定日

管理権辞任日

親権辞任日

管理権回復日

親権回復日

  7-2-(5)-4-197



版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 104/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.1 養子(親権･記録) 編集･出力 2/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)記録←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

管理権執行停止及び代行者選任の裁判発効日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(親
権)記録

親権者職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日 中間ファイル
(届書)

親権者職務執行停止の裁判失効日

管理権執行停止の裁判失効日

管理権代行者改任の裁判発効日

親権代行者改任の裁判発効日

管理権喪失の審判確定日

親権喪失の審判確定日

管理権喪失の審判取消しの裁判確定日

親権喪失の審判取消しの裁判確定日

親権停止の審判の取消しの裁判確定日

親権停止の審判確定日

資格名称 有

親権者 資格 同時親権者資格

同時親権者資格 ＝ 10の時、移送

離縁後変更養母氏名 同時親権者資格 ＝ 11の時、移送

氏名 離縁後変更養父氏名

資格名称

親権喪失者 資格

資格名称

管理権喪失者 資格

資格名称

親権喪失取消者 資格

資格名称

管理権喪失取消者 資格

資格名称

親権辞任者 資格

資格名称

管理権辞任者 資格
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版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 105/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.1 養子(親権･記録) 編集･出力 3/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)記録←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

資格名称

資格 中間ファイル
(届書)

資格

資格

資格

資格名称

親権代行者

資格名称

管理権執行停
止を受けた者

親権代行者の
戸籍

本籍

筆頭者

親権代行者の生年月日

親権代行者の国籍

管理権代行者
の戸籍

本籍

筆頭者

管理権代行者

管理権代行者の生年月日

管理権代行者の国籍

親権停止取消
者

資格

資格名称

親権停止期間

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(親
権)記録

親権回復者

管理権回復者

職務執行停止
を受けた者

資格名称

親権停止者 資格

資格名称

  7-2-(5)-4-199



システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 106/131

処理名 9.1 養子(親権･記録) 編集･出力 4/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)記録←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(親
権)記録

届出日 中間ファイル
(届書)

受領日

資格名称 　『同時親権者資格』と『同時親権届出人資格』が

　001(父)と002(母)の組み合わせは『父母』を設定

届出人(1) 資格 同時親権届の種別 ＝ 1(協議)の場合

同時親権届の種別 ＝ 2(調停)または3(審判)の場合、『同時親権者資格』を移送

　010(養父)と011(養母)の組み合わせは『養父母』を設定

　上記以外は『同時親権者資格』を移送

届出人(2) 資格 同時親権届の種別 ＝ 1(協議)の場合

氏名

　010(養父)と011(養母)の組み合わせは設定不要

　上記以外は｢同時親権届出人資格』を移送

資格名称 　『同時親権者資格』と『同時親権届出人資格』が

　001(父)と002(母)の組み合わせは設定不要

同時親権届の種別) ＝ 2(調停)または3(審判)の場合、設定不要

氏名

記録嘱託日

受理者 発送元

送付を受けた日 送付日

許可書謄本の送付を受けた日

許可日

従前の記録

許可を受けた者

特記事項

記録日
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版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 107/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.2 養子(親権･移記) 編集･出力 1/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)移記←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(親
権)移記

個人番号

出力区分

親権に服さなくなった日

管理権喪失宣告取消しの裁判確定日

決裁処理で設定

行番号

タイトルコード 1301(親権)

1301(親権を受ける者の記録)

管掌者コード

記録コード

親権者を定めた日 中間ファイル
(届書)

親権者を定められた日

事件発生日

親権者を定める調停成立日

親権者を定める裁判確定日

親権者となった日

親権者変更の調停成立日

親権者変更の裁判確定日

親権に服した日
裁判離縁の場合は、裁判確定日を設定

共同親権に服した日

以外は受領日を設定

管理権喪失宣告の裁判確定日

親権喪失宣告の裁判確定日

親権喪失宣告取消しの裁判確定日

管理権辞任日

親権辞任日

管理権回復日

親権回復日
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版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 108/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.2 養子(親権･移記) 編集･出力 2/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)移記←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

管理権執行停止及び代行者選任の裁判発効日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(親
権)移記

親権者職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日 中間ファイル
(届書)

親権者職務執行停止の裁判失効日

管理権執行停止の裁判失効日

管理権代行者改任の裁判発効日

親権代行者改任の裁判発効日

管理権喪失の審判確定日

親権喪失の審判確定日

管理権喪失の審判取消しの裁判確定日

親権喪失の審判取消しの裁判確定日

親権停止の審判の取消しの裁判確定日

親権停止の審判確定日

資格名称 有

親権者 資格 親権移記親権者区分

親権移記親権者区分 ＝ 10の時、移送

離縁後変更養母氏名 親権移記親権者区分 ＝ 11の時、移送

氏名 離縁後変更養父氏名

資格名称

親権喪失者 資格

資格名称

管理権喪失者 資格

資格名称

親権喪失取消者 資格

資格名称

管理権喪失取消者 資格

資格名称

親権辞任者 資格

資格名称

管理権辞任者 資格
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版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 109/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.2 養子(親権･移記) 編集･出力 3/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)移記←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(親
権)移記

親権回復者 資格 中間ファイル
(届書)

資格名称

管理権回復者 資格

管理権執行停
止を受けた者

資格

資格名称

親権代行者の
戸籍

本籍

筆頭者

資格名称

職務執行停止
を受けた者

資格

資格名称

親権代行者

親権代行者の生年月日

親権代行者の国籍

管理権代行者
の戸籍

本籍

筆頭者

管理権代行者

管理権代行者の生年月日

管理権代行者の国籍

資格名称

親権停止者 資格

親権停止取消
者

資格

資格名称

親権停止期間

  7-2-(5)-4-203



システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 110/131

処理名 9.2 養子(親権･移記) 編集･出力 4/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)移記←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届出人(1) 資格

届出日 中間ファイル
(届書)

資格名称

届出人(2) 資格

氏名

氏名

資格名称

送付を受けた日

記録嘱託日

許可日

受理者

許可を受けた者

許可書謄本の送付を受けた日

送付日　または

記録日 処理日　または 処理日がなければ送付日を移送

従前の記録

特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(親
権)移記

送付日もなければ受領日を移送

受領日

  7-2-(5)-4-204



DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.3 養子(未成年後見･記録) 編集･出力 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 111/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

出力区分

決裁処理で設定

行番号

個人番号

4101(未成年後見を受ける者の記録)

管掌者コード

4101(未成年後見)

記録コード

タイトルコード

以外は受領日を設定
未成年後見人就職日

中間ファイル
(届書)

裁判離縁の場合は、裁判確定日を設定

事件発生日

未成年後見監督人選任の裁判確定日 ｢親権を行う者がないため｣を移送

未成年後見監督人就職日

未成年後見人選任の裁判確定日

未成年後見監督人更迭事由の発生日

未成年後見人更迭事由の発生日

未成年後見開始事由

氏名

前任の未成年
後見人

資格

資格名称

更迭事由

後任の未成年後見人就職日

氏名

前任の未成年
後見監督人

資格

資格名称

未成年後見終了日

未成年後見監督人地位喪失事由の発生日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

未成年後見人地位喪失事由の発生日

後任の未成年後見監督人就職日
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 112/131

処理名 9.3 養子(未成年後見･記録) 編集･出力 2/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

未成年後見人辞任許可の裁判確定日

記号名 名称 記号名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

未成年後見監督終了日 中間ファイル
(届書)

未成年後見監督人辞任許可の裁判確定日

未成年者の後見終了日

地位喪失事由

未成年後見人解任の裁判確定日

未成年後見監督人辞任許可の裁判確定日

未成年後見人辞任許可の裁判確定日

未成年者の後見監督終了日

未成年後見監督人職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日

未成年後見監督人職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日

未成年後見人職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日

未成年後見監督人解任の裁判確定日

未成年後見人解任の裁判確定日

未成年後見人職務執行停止の裁判失効日

(削除)

(削除)

(削除)

未成年後見監督代行者改任の裁判発効日

未成年後見代行者改任の裁判発効日

未成年後見監督人職務執行停止の裁判失効日

未成年後見人の財産に関する権限単独行使の定めの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限単独行使の定めの裁判確定日

未成年後見人の権限を財産に関する権限に限定する定めの裁判確定日

未成年後見監督人の権限を財産に関する権限に限定する定めの裁判確定日

未成年後見人の権限を財産に関する権限に限定する定めの取消しの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限分掌行使の定めの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限分掌行使の定めの裁判確定日
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.3 養子(未成年後見･記録) 編集･出力 3/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 113/131

未成年後見人の財産に関する権限分掌行使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限分掌行使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限単独行使の定めの取消しの裁判確定日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

未成年後見監督人の権限を財産に関する権限に限定する定めの取消しの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限単独行使の定めの取消しの裁判確定日

資格名称

未成年後見人 資格 中間ファイル
(届書)

氏名 親権者･未成年後見人氏名

筆頭者 親権者･未成年後見人筆頭者

未成年後見人
の戸籍

本籍 親権者･未成年後見人本籍

辞任した未成
年後見人

資格

未成年後見人の住所

未成年後見人の生年月日 15歳未満の届出人生年月日1

未成年後見人の国籍 15歳未満の届出人国籍1

解任された未
成年後見人

資格

氏名

資格名称

職務執行停止
を受けた者

資格

氏名

資格名称

氏名

資格名称

氏名

資格名称

未成年後見監
督人

資格

未成年後見監督人の国籍

筆頭者

未成年後見監
督人の戸籍

本籍

  7-2-(5)-4-207



第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.3 養子(未成年後見･記録) 編集･出力 4/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 114/131

未成年後見監督人の住所

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

未成年後見監督人の生年月日 中間ファイル
(届書)

辞任した未成
年後見監督人

資格

氏名

資格名称

未成年後見代行者

資格名称

解任された未
成年後見監督
人

資格

氏名

未成年後見代行者の生年月日

未成年後見代行者の国籍

筆頭者

未成年後見代
行者の戸籍

本籍

未成年後見監督代行者の国籍

未成年後見監
督代行者の戸
籍

本籍

筆頭者

未成年後見監督代行者

(削除)

(削除)

未成年後見監督代行者の生年月日

届出人 資格

資格名称

届出日 受領日

(削除)

(削除)

記録嘱託日

氏名
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DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.3 養子(未成年後見･記録) 編集･出力 4/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録 ← (引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 115/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

受理者 発送元

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

送付日

許可日

許可を受けた者

受けた日

許可書謄本の送付を

特記事項

記録日

従前の記録
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←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 116/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.1 養父 編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/養父

中間ファイル
(9条2項)
養父

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

0.4(養子離縁)

受理日
送付日

送付日がない場合は受領日を設定
受領日

事件コード

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 養父の漢字氏名

個人番号

新生年月日 養父の生年月日

旧氏名 養父の漢字氏名

新父母との続柄

旧生年月日 養父の生年月日

新本籍コード 養父の本籍コード

旧父母との続柄

旧本籍コード 養父の本籍コード

新本籍 養父の本籍

新筆頭者 養父の筆頭者

旧本籍 養父の本籍

住所コード 養父の住所コード

旧筆頭者 養父の筆頭者

方書

住所 養父の住所

住民日

住定日

世帯主 養父の世帯主
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 117/131

処理名 10.1 養父 編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/養父　　←　　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(9条2項)
養父

世帯主との続柄 中間ファイル
(届書)
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←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.2 養母 編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/養母

中間ファイル
(9条2項)
養母

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 118/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

市区町村コード 住所コード

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

0.4(養子離縁)

受理日
送付日

送付日がない場合は受領日を設定
受領日

事件コード

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 養母の漢字氏名

個人番号

新生年月日 養母の生年月日

旧氏名 養母の漢字氏名

新父母との続柄

旧生年月日 養母の生年月日

新本籍コード 養母の本籍コード

旧父母との続柄

旧本籍コード 養母の本籍コード

新本籍 養母の本籍

新筆頭者 養母の筆頭者

旧本籍 養母の本籍

住所コード 養母の住所コード

旧筆頭者 養母の筆頭者

方書

住所 養母の住所

住民日

住定日

世帯主 養母の世帯主
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←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 119/131

処理名 10.2 養母 編集･出力 2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁届)

(受取側) 中間ファイル(9条2項)/養母

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(9条2項)
養母

世帯主との続柄 中間ファイル
(届書)
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←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 120/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.3 養子 編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/養子

中間ファイル
(9条2項)
養子

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

個人番号

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

0.4(養子離縁)

受理日
送付日

送付日がない場合は受領日を設定
受領日

事件コード

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 届後戸籍の筆頭者に入力がある場合
『届後戸籍の筆頭者』の氏 + 『養子
の漢字氏名』の名　を設定
届後戸籍の筆頭者に入力がない場合
『養子の漢字氏名』を移送

新生年月日 養子の生年月日

旧氏名 養子の漢字氏名

新父母との続柄 養子の父母との続柄コード

旧生年月日 養子の生年月日

新本籍コード 届後本籍コード ⇐　届後本籍に入力がある場合

旧父母との続柄 養子の父母との続柄コード

⇐　届後本籍に入力がない場合

新本籍 届後本籍 ⇐　届後本籍に入力がある場合

養子の本籍コード

⇐　届後本籍に入力がない場合

旧本籍コード 養子の本籍

養子の本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者 ⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がある

旧本籍 養子の本籍

⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がない

旧筆頭者 養子の筆頭者

養子の筆頭者
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 121/131

処理名 10.3 養子 編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/養子 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

中間ファイル
(9条2項)
養子

住所コード 中間ファイル
(届書)

養子の住所コード

方書

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

住所 養子の住所

住民日

住定日

世帯主との続柄

世帯主 養子の世帯主
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←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 122/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.4 養女 編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/養女

中間ファイル
(9条2項)
養女

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

個人番号

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

0.4(養子離縁)

受理日
送付日

送付日がない場合は受領日を設定
受領日

事件コード

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 届後戸籍の筆頭者に入力がある場合
『届後戸籍の筆頭者』の氏 + 『養女
の漢字氏名』の名　を設定
届後戸籍の筆頭者に入力がない場合
『養女の漢字氏名』を移送

新生年月日 配偶者生年月日

旧氏名 配偶者漢字氏名

新父母との続柄 配偶者父母との続柄コード

旧生年月日 配偶者生年月日

新本籍コード 届後本籍コード ⇐　届後本籍に入力がある場合

旧父母との続柄 配偶者父母との続柄コード

⇐　届後本籍に入力がない場合

新本籍 届後本籍 ⇐　届後本籍に入力がある場合

養女の本籍コード

⇐　届後本籍に入力がない場合

旧本籍コード 養女の本籍コード

養女の本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者 ⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がある

旧本籍 養女の本籍

⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がない

旧筆頭者 養女の筆頭者

養女の筆頭者
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 123/131

処理名 10.4 養女 編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/養女 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

中間ファイル
(9条2項)
養女

住所コード 中間ファイル
(届書)

養女の住所コード

方書

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

住所 養女の住所

住民日

住定日

世帯主との続柄

世帯主 養女の世帯主
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.5 養子(女)の配偶者 編集･出力 2/2

個人番号

送付日

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 124/131

(受取側) 中間ファイル(9条2項)/養子(女)の配偶者

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

市区町村コード 住所コード

出張所番号 出張所番号

送付日がない場合は受領日を設定
受領日

事件コード 0.4(養女離縁)

受理日

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 届後戸籍の筆頭者に入力がある場合
『届後戸籍の筆頭者』の氏 + 『配偶
者漢字氏名』の名　を設定
届後戸籍の筆頭者に入力がない場合
『配偶者漢字氏名』を移送

新生年月日 養女の生年月日

旧氏名 養女の漢字氏名

新父母との続柄 養女の父母との続柄コード

旧生年月日 養女の生年月日

新本籍コード 届後本籍コード ⇐　届後本籍に入力がある場合

旧父母との続柄 養女の父母との続柄コード

⇐　届後本籍に入力がない場合

新本籍 届後本籍 ⇐　届後本籍に入力がある場合

養女の本籍コード

⇐　届後本籍に入力がない場合

旧本籍コード 養女の本籍コード

養女の本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者 ⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がある

旧本籍 養女の本籍

⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がない

旧筆頭者 養女の筆頭者

養女の筆頭者

中間ファイル
(9条2項)
養子(女)の配
偶者

  7-2-(5)-4-218



(受取側) 中間ファイル(9条2項)/養(女)の配偶者←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 125/131

処理名 10.5 養(女)の配偶者 編集･出力 2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

旧本籍 中間ファイル
(届書)

養子の本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

⇐　養子に入力がある場合

⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がなく養
子に入力がある場合

養子の筆頭者

養女の本籍 ⇐　養女に入力がある場合

⇐　届後戸籍の筆頭考に入力がある

⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がなく養
女に入力がある場合

養女の筆頭者

⇐　養子に入力がある場合

養女の筆頭者 ⇐　養女に入力がある場合

旧筆頭者 養子の筆頭者

住所 配偶者住所

住所コード 配偶者住所コード

住民日

住定日

方書

世帯主との続柄

中間ファイル
(9条2項)
養子(女)の配
偶者

世帯主
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版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 126/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.1養女 編集･出力 1/2

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

(受取側)  中間ファイル(30条12第1項)/養女 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

中間ファイル
(届書)(30条12
第1項)
養女

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 附票データ
ベース

在外選挙人名簿

受領日

個人番号

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

登録市区町村コード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

0.4(養子離縁)

受理日 送付日
送付日がない場合は受領日を設定

事件コード 中間ファイル
(届書)

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 届後戸籍の筆頭者に入力がある場合
『届後戸籍の筆頭者』の氏 + 『養子
の漢字氏名』の名　を設定
届後戸籍の筆頭者に入力がない場合
『養子の漢字氏名』を移送

新生年月日 養子の生年月日

旧氏名 養子の漢字氏名

新性別 養子の父母との続柄を性別に変換し
て性別コードを設定旧性別

旧生年月日 養子の生年月日

⇐　届後本籍に入力がある場合

養子の本籍コード ⇐　届後本籍に入力がない場合

新本籍コード 届後本籍コード

⇐　届後本籍に入力がある場合

養子の本籍 ⇐　届後本籍に入力がない場合

新本籍 届後本籍

旧本籍 養子の本籍

旧本籍コード 養子の本籍コード

⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がある

養子の筆頭者 ⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がない

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者
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処理名 11.1養子 編集･出力 2/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 127/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(受取側)  中間ファイル(30条12第1項)/養子 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

備考DB･ファイル名
画面名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
項目

記号名

住所コード 養子の住所コード

旧筆頭者 中間ファイル
(届書)

養子の筆頭者中間ファイル
(30条の12第1
項)
養子

方書

住所 養子の住所

転入届出日
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版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 128/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.2養女 編集･出力 1/2 (受取側)  中間ファイル(30条12第1項)/養女　　←　　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

中間ファイル
(届書)(30条12
第1項)
養女

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 附票データ
ベース

在外選挙人名簿

受領日

個人番号

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

登録市区町村コード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

04(養子離縁)

受理日 送付日
送付日がない場合は受領日を設定

事件コード 中間ファイル
(届書)

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 届後戸籍の筆頭者に入力がある場合
『届後戸籍の筆頭者』の氏 + 『養女
の漢字氏名』の名　を設定
届後戸籍の筆頭者に入力がない場合
『養女の漢字氏名』を移送

新生年月日 養女の生年月日

旧氏名 養女の漢字氏名

新性別 養女の父母との続柄を性別に変換し
て性別コードを設定旧性別

旧生年月日 養女の生年月日

⇐　届後本籍に入力がある場合

養女の本籍コード ⇐　届後本籍に入力がない場合

新本籍コード 届後本籍コード

⇐　届後本籍に入力がある場合

養女の本籍 ⇐　届後本籍に入力がない場合

新本籍 届後本籍

旧本籍 養女の本籍

旧本籍コード 養女の本籍コード

⇐　届後筆頭者に入力がある場合

養女の筆頭者 ⇐　届後筆頭者に入力がない場合

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者
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処理名 11.2養女　編集･出力　2/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 129/131

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(受取側)  中間ファイル(30条12第1項)/養女 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

備考DB･ファイル名
画面名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
項目

記号名

住所コード 養女の住所コード

旧筆頭者 中間ファイル
(届書)

養女の筆頭者中間ファイル
(30条の12第1
項)
養女

方書

住所 養女の住所

転入届出日
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宛名

受領番号が取得済みの場合に設定中間ファイル
(届書)

附票データ
ベース

受理日

市区町村部分だけのコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

事件コード

受領番号

出張所番号

市区町村コード

旧性別

新本籍コード

新生年月日

旧生年月日

新性別

頁

入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 130/131

改訂日付

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,

作成者 作成日付

11.3養子(女)の配偶者 編集･出力 1/2

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

備考

版

(受取側)  中間ファイル(30条12第1項)/養子(女)の配偶者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

養女の本籍コード

届後本籍

養子の本籍

第7
2

(5)
データ編集表

作業名

処理名

受取側 引渡側

受領番号中間ファイル
(届書)(30条12
第1項)
養子(女)の配
偶者

養子の本籍コード

中間ファイル
(届書)

養女の本籍

出張所番号 17(失踪宣告届)

市区町村を宛名に変換した項目

登録市区町村コード

在外選挙人名簿

送付日がない場合は受領日を設定
受領日

04(養子離縁)

送付日

本籍人の場合は個人番号を設定

配偶者漢字氏名

届後戸籍の筆頭者に入力がある場合
『届後戸籍の筆頭者』の氏 + 『配偶
者漢字氏名』の名　を設定
届後戸籍の筆頭者に入力がない場合
『配偶者漢字氏名』を移送

配偶者生年月日

新本籍

届後本籍コード

配偶者生年月日

個人番号

旧氏名

新氏名

養子(女)の配偶者の父母との続柄を
性別に変換して性別コードを設定

⇐　届後本籍に入力がある場合

⇐　届後本籍に入力がなく、養女に入
力がある場合

⇐　届後本籍に入力がある場合

⇐　届後本籍に入力がなく、養子に入
力がある場合

⇐　届後本籍に入力がなく、養女に入
力がある場合

⇐　届後本籍に入力がなく、養子に入
力がある場合
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平成11年 3月 1日 131/131

改訂日付

出力形態

Z 9 . ,

第7
2

(5)

(受取側)  中間ファイル(30条12第1項)/養子(女)の配偶者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

11.3 養子(女)の配偶者 編集･出力 2/2

DB･ファイル名
画面名称

項目

版

記号名

備考

頁
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

2.1

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

住所コード

住所

方書

転入届出日

養子の本籍コード

養女の本籍コード

養女の筆頭者

養子の筆頭者

⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がある

配偶者住所コード

配偶者住所

中間ファイル
(30条の12第1
項)
養子(女)の配
偶者

⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がなく養
子に入力がある場合

⇐　届後戸籍の筆頭者に入力がなく養
子に入力がある場合

中間ファイル
(届書)

⇐　養子に入力がある場合

⇐　養女に入力がある場合

⇐　養子に入力がある場合

⇐　養女に入力がある場合

⇐　養子に入力がある場合

⇐　養女に入力がある場合

養子の本籍

養女の本籍

届後戸籍の筆頭者

養子の筆頭者

養女の筆頭者

名称 記号名 名称

平成6年12月 1日入力確認(養子離縁届) システム化調査研究会
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5.特別養子縁組届

第7.2.(5)｢異動｣処理

 



1.特別養子縁組業務処理範囲外の処理
　･養親が改正前国籍法(昭和59.12.31以前)で渉外婚姻をしている場合は、養親の新戸籍を編製した後特別養子縁組を行うようになる。
　･養父母の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合。
　　※標準仕様書では関連チェック(NO.41)でエラーとなる。

2.特別養子縁組入力画面の意義
　･その1画面　養子となる者の現在の状況の各項目を入力する
　･その2画面　養親となる者の現在の状況の各項目を入力する
　･その3画面　縁組後の新本籍や届出人に関する各項目を入力する
　･縁組形態入力画面　縁組の形態を入力する

3.その他

頁

1/24審査(特別養子縁組届)
システム処理の概要説明

版

13平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日

改訂日付作成日付第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
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5．備考(特記事項含む)

エラー履歴ファイル 出力

個人状態ファイル 入力

頁

2/24

入出力区分

戸籍DB 入力

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日審査(特別養子縁組届)
システム環境仕様書

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

1.詳細フロー 3.処理概要

(1) 特別養子縁組届の内容を画面入力する。
(2) 特別養子縁組届で入力された項目の単体チェックを行う。
(3) 特別養子縁組届で入力された項目の関連チェックを行う。
(4) 審査を行う。
(5) 特別養子縁組届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
(6) 入力確認(特別養子縁組届)に制御を渡す。

4．機能体系(要件定義書の構成)

　　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック

　　　　　　　　　2.0 関連チェック

　　　　　　　　　3.0 養子審査ルーチン

　　　　　　　　　　　3.1　日付審査ルーチン
　　　　　　　　　　　3.2　養親審査ルーチン

　　　　　　　　　4.0 データ編集(中間ファイル(届書))

中間ファイル(届書) 出力

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

1

改定日付作成日付

戸籍DB

確認画面

(特別養子縁組届)

入力画面

(特別養子縁組届)

審査

(特別養子縁組届)
中間ファイル

(届出)

エラー履歴

ファイル

個人状態

ファイル
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/

/

/

YES /

YES /

/

YES

NO /

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

(18)同画面を編集する

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(15)届出選択に制御を渡す

(11)同画面を編集する

PF10

PF11

PF12

その他

入力項目が入力禁止の時のみ有効

(22)同画面を編集する

審査エラー発生時のみ有効

(19) エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(24) 画面の入力項目の入力禁止を解除する

(25) 当該審査エラーの確認後,以降の審査を続行する

(26) 入力画面を初期化する

(27) エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

(13)エラーメッセージを表示する

----〉

(23)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

(20) 次ページがある(YES,NO)

(21)次ぺージ分の入力画面(特別養子縁組届)を編集･表示する

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
要件定義ワークシート

処理名 根拠法令(マニュアル処理)

(1) 届書内容を画面入力する

0.0 本紙

頁数

3/24審査(特別養子縁組届)

版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付作成日付

PF2

PF7

PF8

----〉

(16) 前ページがある(YES,NO)

(17) 前ページ分の入力画面(特別養子縁組届)を編集･表示する

(9) メッセージの種類(審査エラー,確認)

審査エラー

確認

(10) エラーメッセージを表示する

[1.0]

[2.0]

[3.0]

[4.0]

実行キー

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

(4) 入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(8) 入力確認画面に制御を渡す

(3) 入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

PF1

(12) 確認メッセージを表示し,メッセージに対
して応答の後,以降の審査を続行する

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場
合,届書ファイルから画面編集

(14)業務選択に制御を渡す

(5) 画面の入力項目をすべて入力禁止とする

(6) 審査(OK:YES,NG:NO)

(7) 中間ファイル(届書)の編集･出力
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No 必須 属性

1 ○ 数字

項目名

縁組形態区分

頁数

4/24

版

1平成6年12月 1日

備考

改定日付

1.0 単体チェック表(1/4) 特別養子縁組(縁組形態区分入力)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者
データチェック(単体表)

作業名

審査(特別養子縁組届)

作成日付

令和　年　月　日

処理名 画面名 画面ID

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(1:養子と養父,2:養子と養母,3:養子と養父母)であること

 7-2-(5)-5-4



No 必須 属性

2 数字

3 数字

4 ○ 英数

5 英数

6 漢字

7

8 英数

9 ○ 数字

10 英数

11 ○ 数字

12

13 ○ 数字

14 ○ 数字

15 ○ 英数

16 ○ 数字

17 カナ

18 ○ 漢字

19 ○ 漢字

20 漢字

21 漢字

22 漢字

23 漢字

24 漢字

25 数字

26 ○ 数字

27 数字

項目名

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

処理日

本非区分

郵送日

報告区分

-----

養子の外国人区分

養子の本非区分

養子のカナ氏名

養子の筆頭者区分

養子の生年月日

養子の性別

養子の漢字氏名

養子の本･国籍

養子の住所

養子の筆頭者氏名

養子の世帯主氏名

養子の父氏名

養子の母氏名

父母との続柄

養父母との続柄

平成16年11月 1日 8.3

(2:報告的届出)であること

5/24

備考

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

(1:男,2:女)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

処理名 画面名 画面ID

1.0 単体チェック表(2/4)

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ

○ 数字

特別養子縁組(その1)

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在外公
館の国内経由)であること

版 頁

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会

内容

在外送付区分

作業名 作成者 作成日付

平成 6年12月 1日

改訂日付

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

11(長男)～29(十九男),31(長女)～49(十九女)であること。

10(男)～49(十九女)であること。
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No 必須 属性

28 数字

29 数字

30 英数

31 カナ

32 漢字

33 漢字

34 漢字

35 漢字

36 漢字

37 数字

38 数字

39 数字

40 数字

41 英数

42 カナ

43 漢字

44 漢字

45 漢字

46 漢字

47 漢字

48 数字

49 数字

養母の世帯主氏名

養母の筆頭者区分

養母の配偶者区分

養父の配偶者区分

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

養母の本･国籍

養母の住所

養母の筆頭者氏名

項目名

処理名

1.0 単体チェック表(3/4)

養父の外国人区分

養父の本非区分

養父の生年月日

養父のカナ氏名

養父の漢字氏名

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

養父の本･国籍

養父の住所

養父の筆頭者氏名

養父の世帯主氏名

養父の筆頭者区分

備考

特別養子縁組(その2)

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

6/24

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

改定日付 版 頁数

画面名 画面ID

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣
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No 必須 属性

50 数字

51 ○ 英数

52 漢字

53 数字

54 ○ 数字

55 数字

戸籍変動区分

裁判確定日

縁組方式

同一戸籍縁組

届出人資格コード

配偶者同一戸籍

項目名

1.0 単体チェック表(4/4)

○

処理名

第7
2

(5)

(1:本籍と同一の場所に新戸籍をつくった後養親の戸籍に入る
 2:養子の戸籍に変動がない
 3:本籍と同一の場所に新戸籍をつくる
 4:その他(外国人の場合等))であること

特別養子縁組(その3)

内容

画面名 画面ID

データチェック(単体表)
作業名 作成者 作成日付

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会

頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

改定日付 版

7/24

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(1:同一戸籍内縁組,0:その他)であること

(10:養父,11:養母,12:養父母)であること

(1:配偶者と同一戸籍,0:その他)

｢日付チェックサブルーチン｣
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

(No.10)郵送日 ≠ スペースの時、(No.05)送付日 ＝ スペースであること

(No.10)郵送日 ≠ スペースの時、(No.10)郵送日 ≦ (No.04)受領日であること

(No.10)郵送日 ≠ スペースの時、(No.51)裁判確定日 ≦ (No.10)郵送日であり、
(No.10)郵送日 ＝ スペースの時、(No.51)裁判確定日 ≦ (No.04)受領日であること

(No.01)縁組形態区分 ＝ 3の場合、
(No.28)養父の外国人区分～(No.38)養父の配偶者区分のいずれかに入力があり、かつ
(No.39)養母の外国人区分～(No.49)養母の配偶者区分のいずれかに入力があること

(No.05)送付日 ＝ スペースの時、(No.06)発送元 ＝ スペースであること

(No.05)送付日 ≠ スペースの時、(No.06)発送元 ≠ スペースであること

(No.05)送付日 ≠ スペースの時、(No.05)送付日 ≧ (No.04)受領日であること

(No.05)送付日 ＝ スペースの時、(No.07)在外送付区分 ＝ 0:受理分であること

(No.06)発送元 ≠ スペースの時、(No.07)在外送付区分 ≠ 0:受理分であること

(No.06)発送元 ≠ スペースかつ　(No.06)発送元の最終文字が『市』『区』『長』『村』『町』のとき
(No.07)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　であること

(No.06)発送元 ≠ スペースかつ　(No.06)発送元の最終文字が『市』『区』『長』『村』『町』以外のとき
(No.07)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
(No.07)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

(No.08)処理日 ≠ スペースの時、(No.08)処理日>(No.04)受領日であること

(No.09)本非区分 ＝ 1の場合、(No.14)養子の本非区分･(No.29)養父の本非区分･(No.40)養母の本非区分の
いずれか ＝ 1であること

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

2.0 関連チェック表(1/7) 特別養子縁組(その1～その3)

作成日付

平成29年 3月31日

出力エラーメッセージ内容

(No.01)縁組形態区分 ＝ 1の場合、
(No.28)養父の外国人区分～(No.38)養父の配偶者区分のいずれかに入力があり、
(No.39)養母の外国人区分～(No.49)養母の配偶者区分は入力がないこと

(No.01)縁組形態区分 ＝ 2の場合、
(No.39)養母の外国人区分～(No.49)養母の配偶者区分のいずれかに入力があり、
(No.28)養父の外国人区分～(No.38)養父の配偶者区分は入力がないこと

頁数

平成 6年12月 1日

改訂日付第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者

8/24

版

20
データチェック(関連表)

作業名

審査(特別養子縁組届)

処理名 画面名 画面ID

備考

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣
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No

17

18

19

20

21

22

23

24

24-1

(No.13)養子の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.15)養子の生年月日 ＝ (西暦)、
(No.19)養子の本･国籍 ＝ 国籍、
(No.21)養子の筆頭者氏名 ＝ スペース、
(No.27)養子の筆頭者区分 ＝ スペースであること
(No.50)戸籍変動区分 ＝ 4であること

(No.20)養子の住所 ＝ スペースの場合、(No.22)養子の世帯主氏名 ＝ スペースであること

(No.22)養子の世帯主氏名 ≠ スペースの場合、(No.20)養子の住所 ≠ スペースであること

(No.16)養子の性別 ＝ 1:男かつ、(No.25)父母との続柄 ≠ スペースの時、
(No.25)父母との続柄 ＝ 10～29であること
(No.16)養子の性別 ＝ 2:女かつ、(No.25)父母との続柄 ≠ スペースの時、
(No.25)父母との続柄 ＝ 30～49であること

(No.16)養子の性別 ＝ 1:男の時、(No.26)養父母との続柄 ＝ 11～29であること
(No.16)養子の性別 ＝ 2:女の時、(No.26)養父母との続柄 ＝ 31～49であること

(No.27)養子の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者の場合、(No.18)養子の漢字氏名 ＝ (No.21)養子の筆頭者氏名であ
ること

内容

(No.13)養子の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.15)養子の生年月日 ＝ (和暦)、
(No.19)養子の本･国籍 ≠ スペース、
(No.21)養子の筆頭者氏名 ≠ スペース、
(No.27)養子の筆頭者区分 ＝ 0又は1、
(No.50)戸籍変動区分 ＝ 1～3であること

作業名 作成者 作成日付第7
2

(5)
データチェック(関連表)

画面ID

2.0 関連チェック表(2/7) 特別養子縁組(その1～その3)

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

版

21

改訂日付

出力エラーメッセージ

平成30年 3月31日

頁

9/24

18版で削除

(No.27)養子の筆頭者区分 ＝ 0:構成員の場合、
(No.18)養子の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.21)養子の筆頭者氏名の｢氏｣であること

処理名 画面名

備考
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No

25

26

27

28

29

30

30-1

(No.28)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.30)養父の生年月日 ＝ (西暦)
(No.33)養父の本･国籍 ＝ 国籍、
(No.35)養父の筆頭者氏名 ＝ スペース、
(No.37)養父の筆頭者区分 ＝ スペースであること

(No.34)養父の住所 ＝ スペースの場合、(No.36)養父の世帯主氏名 ＝ スペースであること

(No.36)養父の世帯主氏名 ≠ スペースの場合、(No.34)養父の住所 ≠ スペースであること

(No.37)養父の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者の場合、
(No.32)養父の漢字氏名 ＝ (No.35)養父の筆頭者氏名であること

(No.37)養父の筆頭者区分 ＝ 0:構成員の場合、
(No.32)養父の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.35)養父の筆頭者氏名の｢氏｣であること

内容

(No.28)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.30)養父の生年月日 ＝ (和暦)
(No.33)養父の本･国籍 ≠ スペース、
(No.35)養父の筆頭者氏名 ≠ スペース、
(No.37)養父の筆頭者区分 ＝ 0又は1であること

画面ID

2.0 関連チェック表(3/7)

処理名 画面名

18版で削除

作成日付作成者

特別養子縁組(その1～その3)

システム化調査研究会 10/24

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

改訂日付 版 頁

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

平成 6年12月 1日審査(特別養子縁組届)

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

平成30年 3月31日 21

作業名
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No

31

32

33

34

35

36

36-1

内容

(No.39)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.41)養母の生年月日 ＝ (和暦)
(No.44)養母の本･国籍 ≠ スペース、
(No.46)養母の筆頭者氏名 ≠ スペース、
(No.48)養母の筆頭者区分 ＝ 0か1であること

(No.39)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.41)養母の生年月日 ＝ (西暦)
(No.44)養母の本･国籍 ＝ 国籍、
(No.46)養母の筆頭者氏名 ＝ スペース、
(No.48)養母の筆頭者区分 ＝ スペースであること

(No.45)養母の住所 ＝ スペースの場合、(No.47)養母の世帯主氏名 ＝ スペースであること

(No.47)養母の世帯主氏名 ≠ スペースの場合、(No.45)養母の住所 ≠ スペースであること

(No.48)養母の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者の場合、
(No.43)養母の漢字氏名 ＝ (No.46)養母の筆頭者氏名であること

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会
データチェック(関連表)

作業名 作成者第7
2

(5)

2.0 関連チェック表(4/7) 特別養子縁組(その1～その3)

処理名 画面ID画面名

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

作成日付 版 頁

平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

備考

18版で削除

改訂日付

(No.48)養母の筆頭者区分 ＝ 0:構成員の場合、
(No.43)養母の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.46)養母の筆頭者氏名の｢氏｣であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

11/24
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No

37

38

39

40

41

42

内容

(No.01)縁組形態区分 ＝ 1, 3の場合、
(No.38)養父の配偶者区分 ＝ 1:夫であること

(No.01)縁組形態区分 ＝ 2, 3の場合、
(No.49)養母の配偶者区分 ＝ 2:妻であること

(No.01)縁組形態区分 ＝ 3の時、
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 0かつ、(No.39)養母の外国人区分 ＝ 0である場合、
(No.37)養父の筆頭者区分 ＝ 1かつ(No.48)養母の筆頭者区分 ＝ 0であるか、又は
(No.37)養父の筆頭者区分 ＝ 0かつ(No.48)養母の筆頭者区分 ＝ 1であること

(No.01)縁組形態区分 ＝ 3の時、
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 0かつ、(No.39)養母の外国人区分 ＝ 0である場合、
(No.33)養父の本･国籍 ＝ (No.44)養母の本･国籍　かつ、
(No.35)養父の筆頭者氏名 ＝ (No.46)養母の筆頭者氏名であること

(No.01)縁組形態区分 ＝ 3の時、
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人かつ、(No.39)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人の場合、
(No.37)養父の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者であること、又は
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人かつ、(No.39)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、
(No.48)養母の筆頭者区分 ＝ 1:筆頭者であること

(No.01)縁組形態区分 ＝ 1でかつ、
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 1かつ、(No.13)養子の外国人区分 ＝ 1の場合、又は
(No.01)縁組形態区分 ＝ 2でかつ、
(No.39)養母の外国人区分 ＝ 1かつ、(No.13)養子の外国人区分 ＝ 1の場合、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 3でかつ、(No.28)養父の外国人区分 ＝ 1かつ、
(No.39)養母の外国人区分 ＝ 1かつ、(No.13)養子の外国人区分 ＝ 1の場合、
(No.50)戸籍変動区分 ＝ 4:その他でかつ、(No.52)縁組方式 ＝ スペースであること

画面名 画面ID処理名

2.0 関連チェック表(5/7) 特別養子縁組(その1～その3)

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

民第817条の3

備考

民第817条の3

ALL外人の時の
チェック

改定日付 版

令和　年　月　日 1

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

平成6年12月 1日システム化調査研究会審査(特別養子縁組届)

作業名 作成者

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

頁数

12/24

作成日付
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No

43

44

45

46

47

内容

(No.50)戸籍変動区分 ＝ 1～3の時、
(No.13)養子の外国人区分 ＝ 0:日本人である

(No.50)戸籍変動区分 ＝ 1でかつ、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 1の場合、
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人、
(No.53)同一戸籍縁組 ＝ 0:その他　であること

(No.50)戸籍変動区分 ＝ 1でかつ、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 2の場合、
(No.39)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人、
(No.53)同一戸籍縁組 ＝ 0:その他　であること

(No.50)戸籍変動区分 ＝ 1でかつ、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 3の場合、
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 0又は、(No.39)養母の外国人区分 ＝ 0であり、かつ
(No.53)同一戸籍縁組 ＝ 0:その他　であること

(No.50)戸籍変動区分 ＝ 2の時、
(No.53)同一戸籍縁組 ＝ 1かつ
(No.27)養子の筆頭者区分 ＝ 0:構成員であり、かつ
(No.01)縁組形態区分 ＝ 1かつ、(No.28)養父の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、
(No.19)養子の本･国籍 ＝ (No.33)養父の本･国籍、
(No.21)養子の筆頭者氏名 ＝ (No.35)養父の筆頭者氏名、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 2のかつ、(No.39)養母の外国人区分 ＝ 0:日本人の場合、
(No.19)養子の本･国籍 ＝ (No.44)養母の本･国籍、
(No.21)養子の筆頭者氏名 ＝ (No.46)養母の筆頭者氏名、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 3の場合、
(No.19)養子の本･国籍 ＝ (No.33)養父の本･国籍、又は(No.44)養母の本･国籍であり
(No.21)養子の筆頭者氏名 ＝ (No.35)養父の筆頭者氏名、又は
(No.46)養母の筆頭者氏名であること

画面ID

頁数

1

出力エラーメッセージ

データチェック(関連表)
作業名

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

処理名 画面名

改定日付 版

システム化調査研究会審査(特別養子縁組届)

作成者第7
2

(5) 13/24

2.0 関連チェック表(6/7) 特別養子縁組(その1～その3)

作成日付
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No

48

49

50

(No.50)戸籍変動区分 ＝ 3の時、
(No.53)同一戸籍縁組 ＝ 0:その他であり、かつ
(No.01)縁組形態区分 ＝ 1の時、
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人であり、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 2の時、
(No.39)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人であり、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 3の時、
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人、
(No.39)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人であること

(No.55)配偶者同一戸籍 ＝ 1:同一戸籍の場合、
(No.13)養子の外国人区分 ＝ 0:日本人、かつ
(No.50)戸籍変動区分 ＝ 2であり、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 1の時、
(No.28)養父の外国人区分 ＝ 1:外国人であり、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 2の時、
(No.39)養母の外国人区分 ＝ 1:外国人であり、
(No.01)縁組形態区分 ≠ 3であること

(No.01)縁組形態区分 ＝ 1の時、(No.54)届出人資格コード ＝ 10であり、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 2の時、(No.54)届出人資格コード ＝ 11であり、
(No.01)縁組形態区分 ＝ 3の時、(No.54)届出人資格コード ＝ 10又は11又は12であること

内容

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック表(7/7) 特別養子縁組(その1～その3)

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 頁数

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

1

改定日付 版

14/24平成6年12月 1日 令和　年　月　日
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YES /

NO

/

YES

YES

NO

NO /

/

YES

NO /

YES /

NO

/

YES /

YES

YES /

NO

NO /

YES

YES /

NO

NO /

NO /

(0-1)受領日=送付日の場合、

確認メッセージ(YES,NO)｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣

不受理

(9-1)養子の外国人区分=0:日本人(YES, NO)

(9-2)養子の父氏名=スペース又は養子の母氏名=スペース(YES,NO)

(9-3)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(9-7)本紙へ

R2.1(特養44)

R2.1(誤修正)

(9-9)確認メッセージ(YES,NO)
｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはありませ
んね?｣

(9-10)本紙へ

(9-6)→

(9-8)父母との続柄=10(男)又は30(女)である(YES,NO)

(0-7)確認メッセージ(YES,NO) (0-8)本紙へ

　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

3.0 養子審査ルーチン　(1-1/2) 根拠法令(マニュアル処理)

(0-5)本紙へ

(0-3)→(0-6)へ

(0-4)→

(0-6)(養子の外国人区分=0:日本人 かつ 養子の漢字氏名の名が未入力)　または
　　 (養父の外国人区分=0:日本人 かつ 養父の漢字氏名の名が未入力)　または
　　 (養母の外国人区分=0:日本人 かつ 養母の漢字氏名の名が未入力)(YES,NO)

(0-2)本紙へ

処理名

R2.1(特養42)

R2.1(特養42)

画面項目修正(審査完了しない）

版 頁

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 15/24

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(0-9)エラーメッセージ「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-11)本紙へ

(0-10)→

(9)本紙へ

(9-5)→(9-16)へ

(9-4)本紙へ

(0-12)→(1)へ

(1)事件本人が外国人である(YES,NO)

(2)→

(4)→(5)へ

(3)本紙へ

(6)本紙へ(5)確認メッセージ(YES,NO)｢審判書の謄本及び確定証明書の添付がありますか。｣を表示

(7)→(9-1)へ

(8)→

(9-11)→(9-16)へ

(9-12)→

(9-14)→(9-16)へ

(9-15)→(9-16)へ

(9-13)本紙へ 不受理

受理

不受理

戸63条の1

不受理

R2.1(特養44)

R2.1(特養44)
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/

YES

NO /

/

YES

YES /

NO

YES /

NO

NO

YES

NO

文字制限が無い場合のメッセージ例「養子となる者は１５歳に
達する前から養親となる者に監護されており、１５歳までに審
判申立ができなかった事由がありますか。」

(16)本紙へ

(23)3.1日付審査へ

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 16/24

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

(29)本紙へ

(21)本紙へ

(22)→

処理名 3.0 養子審査ルーチン　(1-2/2) 根拠法令(マニュアル処理)

(10)養子の生年月日+15年(15歳以上)≦裁判確定日(YES,NO)

(11)確認メッセージ(YES,NO)
　｢養子となる者は１５歳以上ですが、審判申立日現在は１５歳未満ですか。｣を表示

(13)→(24)へ

(12)本紙へ

R2.1で(9-16)～(9-19)を追加

不受理、民第817条の5第1項後段

民第817条の5第1項前段

民第817条の5第2項

R2.1で(14)(15)を削除し、(17)を(15)に変更

(9-16)養子の生年月日+18年(18歳以上)≦裁判確定日(YES,NO)

(9-18)本紙へ(9-17)エラーメッセージ「養子となる者は成立時に１８歳に達しています。」を表示

(9-19)→(10)へ

(15)確認メッセージ(YES,NO)
　｢１５歳に達する前から養親に監護されており、申立ができなかった理由がありますか｣
を表示

(18)→(24)へ

(20)→

(24)確認メッセージ(YES,NO)
　｢養子となる者の同意はありますか。｣を表示

(28)→

(26)→ (27)3.1日付審査へ

(25)本紙へ

R2.1で(17)(19)を削除

不受理

R2.1で(24)～(29)を追加

民第817条の5第3項

不受理

R2.1(特養44)
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/

YES

NO

(13)3.2養親審査へ

(14-1)3.2養親審査へ

処理名

版 頁数

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 17/24

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

3.1 日付審査ルーチン　(1/1) 根拠法令(マニュアル処理)

R2.1(特養43)R2.1版で(1)～(10),(15)～(20)
を削除

戸68の2･63Ⅰ(11)裁判確定日+10日>受領日(YES,NO)

(12)→

(14)メッセージ　｢届出期間を過ぎています。｣を表示
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/

YES /

YES

NO

YES

NO

NO /

/

YES /

YES

NO

YES

NO

NO /

/

YES /

YES

NO /

YES

NO /

YES

NO

YES

NO

NO

根拠法令(マニュアル処理)

(1)縁組形態区分=1である(YES,NO)

(2)養父の生年月日+25年(25歳以上)≦裁判確定日(YES,NO)

(3)→

(5)確認メッセージ(YES,NO)
　｢養父は審判日に25歳に達していませんが、よろしいですか。｣を表示

民第817条の4

受理

処理名

(6)→

(7)→

(8)→(9)へ

(9)縁組形態区分=2である(YES,NO)

(4)本紙へ

受理

不受理

作成日付 改訂日付 版 頁数

審査(特別養子縁組届) 平成31年 3月31日 22 18/24システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

民第817条の4

受理

受理

不受理

受理

受理

不受理

民第817条の4

受理

民第817条の4

受理

民第817条の4

不受理

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

3.2 養親審査ルーチン　(1/1)

(16)→(17)へ

(17)縁組形態区分=3である(YES,NO)

(18)養父の生年月日+25年(25歳以上)≦裁判確定日　かつ　養母の生年月日+25年(25歳以上)≦裁
判確定日(YES,NO)

(19)→

(21)養父の生年月日+25年(25歳以上)≦裁判確定日　かつ　養母の生年月日+20年(20歳以
上)≦裁判確定日(YES,NO)

(22)→

(24)養父の生年月日+20年(20歳以上)≦裁判確定日　かつ　養母の生年月日+25年(25
歳以上)≦裁判確定日(YES,NO)

(25)→

(10)養母の生年月日+25年(25歳以上)≦裁判確定日(YES,NO)

(11)→

(13)確認メッセージ(YES,NO)
　｢養母は審判日に25歳に達していませんが、よろしいですか。｣を表示

(14)→

(15)→

(12)本紙へ

(27)確認メッセージ(YES,NO)
｢養父母は審判日に25歳(一方20歳以上で可)未満ですがよろしいですか。｣を表
示

(28)→

(29)→

(30)→

(26)本紙へ

(23)本紙へ

(20)本紙へ
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受領日

DB･ファイル名
画面名称

特別養子縁組画面 受領番号が取得済みの場合に設定

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

項目 DB･ファイル名
画面名称

送付日

0:不要

在外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

名称 記号名

受領番号

選択事件コード

出張所番号

名称

出張所番号

受領日

第7
2

(5)

　(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)特別養子縁組届画面

作業名
データ編集表

項目
出力形態

Z9.,

版 頁数

1 19/24

備考

中間ファイル(届書)

受取側

　4.0 中間ファイル(届書)編集　(1/6)処理名

発送元

引渡側

養子、養親が本籍人の場合、選択戸
籍番号をセット

作成者 作成日付 改定日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

05(特別養子縁組届)

受領番号

審査(特別養子縁組届) 令和　年　月　日

3/6～6/6参照

記号名

事件別内容

不受理申出処分区分

本非区分

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

同時決裁受領番号

本籍人検索サブシステ
ムインターフェース

在外送付区分 ＝ 0の時1
在外送付区分 ＝ 1～3の時2

事件本人全員が日本人の場合は0を
移送

事件本人のうち全員ではないが、1
人以上外国人がいる場合は1を移送

事件本人全員が外国人の場合は2を
移送

渉外区分

本非区分

郵送日郵送日

動態区分

届区分

共通

ロック戸籍番号

報告区分
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共通

審査の結果によりセットする

審査において1つでもエラーがある場
合は不受理とする

中間ファイル(届書)

再入力の場合1:排他

0:未決裁

届書排他区分

処理名

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称
DB･ファイル名
画面名称

処分区分

決裁区分

特別養子縁組画面

審査(特別養子縁組届)

受取側

項目

名称 記号名

平成6年12月 1日

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

システム化調査研究会

名称

項目

記号名

データ編集表
作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

令和　年　月　日 1 20/24

　4.0 中間ファイル(届書)編集　(2/6) 　(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)特別養子縁組届画面

第7
2

(5)
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本籍人の時、戸籍個人番号を移送

項目

養子の性別区分

養子の世帯主氏名

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養子の本籍コード

養子の本籍

中間ファイル(届書)

養子の筆頭者区分

養子の外国人区分

養子の本非区分

養子の生年月日

養子の住所

養子の筆頭者カナ氏名

養子の筆頭者氏名

養子の住所コード

養子の父氏名

縁組形態区分

養子個人番号

データ編集表
作業名

養子の本･国籍

受取側

作成者

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養子の住所

縁組形態区分

養父母との続柄コード

養子の筆頭者区分

有

養子の母氏名

父母との続柄コード

養父母との続柄コード

父母との続柄コード

←　(引渡側)特別養子縁組届画面

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

DB･ファイル名
画面名称

作成日付 改定日付第7
2

(5)

有

養子の世帯主氏名

養子の父氏名

養子の母氏名

特別養子縁組画面

養子の筆頭者氏名

養子の外国人区分

養子の本非区分

養子の生年月日

養子の性別区分

版 頁数

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/24

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 　4.0 中間ファイル(届書)編集　(3/6) 　(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

事件別

受 付受 付事件本人
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出力形態

Z9.,

令和　年　月　日 1 22/24

頁数

受取側

DB･ファイル名
画面名称

処理名

養父の筆頭者区分

養父の筆頭者カナ氏名

養父の筆頭者氏名

養父の生年月日

名称 記号名

養父の配偶者区分

養父の本非区分

養父のカナ氏名

養父の漢字氏名

養父の本籍コード

養父の本籍

養父の住所コード

養父の住所

養父の世帯主氏名

項目

養父の筆頭者氏名

養父の世帯主氏名

養父の筆頭者区分

養父の住所

養父の本非区分

養父の生年月日

養父のカナ氏名

養父の漢字氏名

養父の本･国籍

養父の配偶者区分

名称 記号名

特別養子縁組画面

　4.0 中間ファイル(届書)編集　(4/6)

養父個人番号

養父の外国人区分

平成6年12月 1日

　(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会

引渡側

DB･ファイル名
画面名称

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

作成日付

項目

養父の外国人区分

有

改定日付

本籍人の時、戸籍個人番号を移送

←　(引渡側)特別養子縁組届画面

版

備考

有

中間ファイル(届書)

作成者第7
2

(5)
データ編集表

作業名

事件別
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本籍人の時、戸籍個人番号を移送養母個人番号

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

改定日付 版

養母の世帯主氏名

養母の筆頭者区分

養母の配偶者区分

項目

養母の住所コード

養母の住所

養母の筆頭者カナ氏名

養母の筆頭者氏名

養母の本籍コード

養母の本籍

名称 記号名

特別養子縁組画面

DB･ファイル名
画面名称

養母の筆頭者氏名

養母の世帯主氏名

名称

養母の筆頭者区分

養母の配偶者区分

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

養母の本･国籍

養母の住所

項目

平成6年12月 1日

記号名

有

中間ファイル(届書)

システム化調査研究会

有

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

審査(特別養子縁組届)

頁数

令和　年　月　日 1 23/24

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 　4.0 中間ファイル(届書)編集　(5/6) 　(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側)特別養子縁組届画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

事件別
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24/24

戸籍変動区分

裁判確定日

配偶者同一戸籍

縁組方式

同一戸籍縁組区分

届出人資格コード

配偶者同一戸籍

特別養子縁組画面 戸籍変動区分

裁判確定日

縁組方式

同一戸籍縁組区分

届出人資格コード

改定日付 版第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 　4.0 中間ファイル(届書)編集　(6/6) 　(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側)特別養子縁組届画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁数

審査(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

中間ファイル(届書)

事件別
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平成 6年12月 1日 平成28年3月31日入力確認(特別養子縁組届)

版

19

改訂日付作成日付

システム化調査研究会

作成者作業名
システム環境仕様書

1.詳細フロー 3.処理概要
 (1)中間ファイル(届書)を画面表示する。
 (2)戸籍変動状況を確定する。
 (3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
 (4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
 (5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
 (6)処分決定処理に制御を渡す。

2.使用DB･ファイル一覧

頁

1/30

第7
2

(5)

4.機能体系(要件定義書の構成)
 0.0 本紙　　　　　1.0 データ編集表(入力確認画面)

　　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス

 　　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

 　　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　 　　　　　　　　　4.1 養子(除籍)
　　　　　　　　　　　　　　 4.2 養子(新戸)
　　　　　 　　　　　　　　　4.3 養子(入籍)

 　　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　　　　　 5.1 養親(記録)

 　　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　　　 　　6.1 養子

 　　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[個人特定])
　　　　　 　　　　　　　　　7.1 養子(新戸)
　　　　　 　　　　　　　　　7.2 養子(入籍)

 　　　　　　　　　8.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[戸籍特定])

5.備考(特記事項含む)

名称

中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮受付)

中間ファイル(仮戸籍)

中間ファイル(9条2項)

入出力区分

入力

出力

出力

出力

名称 入出力区分

エラー履歴

処分決定

(仮受付)

入力確認

(特別養子縁組届)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(届書)

入力確認

(特別養子縁組届)

 7-2-(5)-5-25



/

/

/

/

YES /

YES /

/

/

/

YES /

NO /

NO /

/

YES /

/

NO /

/

YES /

/

/

NO /

NO /

YES /

NO YES /

YES /

処理名

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
要件定義ワークシート

頁数

2/30入力確認(特別養子縁組届)

版

19平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日

改訂日付作成日付

[1.0]

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、よけ
れば実行キーを押して下さい。｣を表示する

/

[2.0]

[3.0]

(14)→(15)へ

(15)届書ファイル.戸籍変動区分 ＝ 2である(YES,NO)

(16)身分事項:養子(除籍)の編集をする

(17)身分事項:養子(入籍)の編集をする

(18)→(19)へ

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の変動状況を決定する

/
実行キー

(11)入籍する養親の戸籍は管内である(YES,NO)

(12)身分事項:養子(入籍)の編集をする

[4.1]

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)養子の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(6)養子は本籍人である(YES,NO)

(7)届書ファイル.戸籍変動区分 ＝ 1である(YES,NO)

(8)身分事項:養子(除籍)の編集をする

[4.2]

[4.3]

(9)養子の身分事項で出生(0101)以外のものは新戸籍に移記しない

(10)身分事項:養子(新戸)の編集をする

(21)養子の身分事項で出生(0101)以外のものは新戸籍に移記しない

(24)養子は外国人である(YES,NO)

[4.1]

[4.3]

[4.1]

(19)届書ファイル.戸籍変動区分 ＝ 3である(YES,NO)

(20)身分事項:養子(除籍)の編集をする

(22)身分事項:養子(新戸)の編集をする

(23)→(33)へ

(13)→(33)へ

(25)養父に入力がある(YES,NO)

(26)養父は本籍人である(YES,NO)

根拠法令(マニュアル処理)0.0 本紙 1/2

[4.2]

(27)身分事項:養親(記録)の編集をする [5.1]
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NO

NO

/

YES /

YES /

NO

NO

NO

/

YES /

/

YES /

1 /

2

3

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

第7
2

(5)

PF8

PF11

その他

PF1

PF2

PF5

PF7

---->

(42)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(34)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

[6.1]

(33)在外送付区分 ＝ 0又は2である(YES,NO)

---->

(32)→(33)へ

[6.2]

[6.3]

[6.4]

(37-1)養子の編集(入籍)

(37-3)養子の編集(変動なし)

(37-4)養子の編集(新戸のみ)

(50)エラー履歴表示に制御を渡す

(52)同画面を編集する

(41)審査(特別養子縁組)に制御を渡す

[6.0]

(48)同画面を編集する

(39)業務選択に制御を渡す

(40)届出選択に制御を渡す

(37-2)処分決定に制御を渡す

(43)前ページ分の｢特別養子縁組届｣画面を編集･表示する

(35)養子の外国人区分 ＝ 0:日本人である(YES,NO)

(36)届書ファイル.戸籍変動区分

(37)養子の編集(新戸)

[5.1]

/

19 3/30

処理名 0.0 本紙 2/2

改訂日付 版 頁数

平成28年 3月31日

作成日付

平成 6年12月 1日

根拠法令(マニュアル処理)

(28)→(29)へ

(29)養母に入力がある(YES,NO)

(30)養母は本籍人である(YES,NO)

(31)身分事項:養親(記録)の編集をする

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会

/

要件定義ワークシート
作業名 作成者

(51)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

(45)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(46)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(47)次ページ分の｢特別養子縁組届｣画面を編集･表示する

(49)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

---->

(38)→

---->

(44)同画面を編集する
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出力形態

Z9.,

版 頁数

19 4/30

1.0確認画面(特別養子縁組届)表示(1/6)処理名

DB･ファイル名
画面名称

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

DB･ファイル名
画面名称

システム日付

縁組形態区分

作成者 作成日付 改訂日付

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日入力確認(特別養子縁組届) 平成28年 3月31日

第7
2

(5)

(受取側)特別養子縁組画面 ← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

作業名
データ編集表

記号名名称 名称

縁組形態区分

記号名

画面ID

システム日付

備考項目

受取側 引渡側

項目

画面ID

中間ファイル(届書)
事件別

特別養子縁組届(縁
組形態入力)
　確認画面
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画面ID

システム日付

受領番号

出張所番号

送付日

処理日

本非区分

郵送日

報告区分

発送元

在外送付区分

受領日

受領番号

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

届区分

画面ID

システム日付

処理名 1.0確認画面(特別養子縁組届)表示(2/6) (受取側)特別養子縁組届画面 ← (引渡側)中間ファイル(届書)/共通

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 5/30

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

特別養子縁組届(そ
の1)～(その3)
　確認画面

中間ファイル(届書)
共通
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養子の生年月日

有

養子の本籍

養子の住所コード

第7
2

(5)
データ編集表

作成者

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会

養子の筆頭者氏名

養子の世帯主氏名

養子の父氏名

養子の母氏名

父母との続柄コード

父母との続柄

養子の生年月日

養子の性別

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養子の外国人区分

養子の本非区分

項目

養父母との続柄コード

養父母との続柄

養子の筆頭者区分

養子の筆頭者

作業名

引渡側

養子の住所

養子の筆頭者氏名

養子の世帯主氏名

養子の父氏名

養子の母氏名

養子の性別

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養子の本籍コード

養子の外国人区分

養子の本非区分

有

作成日付

平成 6年12月 1日

有

有

有

改訂日付

平成28年 3月31日

版 頁数

19 6/30

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0確認画面(特別養子縁組届)表示(3/6) (受取側)特別養子縁組届画面 ← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

受取側

特別養子縁組届(そ
の1)
　確認画面

中間ファイル(届書)
事件別

父母との続柄コード

養父母との続柄コード

養子の筆頭者区分

養子の住所

養子の本･国籍
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第7
2

(5)

養父の筆頭者

養父の配偶者区分

養父の配偶者

養父の筆頭者氏名

養父の外国人区分

養父の本非区分

養父の生年月日

養父のカナ氏名

養父の世帯主氏名

養父の筆頭者区分

養父の漢字氏名

1.0確認画面(特別養子縁組届)表示(4/6)

受取側

データ編集表

処理名

作業名

養父の配偶者区分

養父の本非区分

養父の生年月日

養父のカナ氏名

養父の漢字氏名

養父の本籍コード

養父の本籍

作成者

養父の筆頭者氏名

養父の世帯主氏名

項目

有

養父の住所コード

養父の住所

有

改訂日付

← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

作成日付

(受取側)特別養子縁組届画面

養父の外国人区分

名称

有

頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 7/30

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称記号名 記号名

有

特別養子縁組届(そ
の2)
　確認画面

中間ファイル(届書)
事件別

養父の筆頭者区分

養父の本･国籍

養父の住所

版

名称
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養母の筆頭者氏名

養母の世帯主氏名

養母の筆頭者区分

養母の筆頭者

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

養母の外国人区分

養母の配偶者区分

養母の配偶者

養母の本非区分

養母の生年月日

記号名

項目

名称

養母の世帯主氏名

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養母のカナ氏名

項目

名称 記号名

DB･ファイル名
画面名称

養母の本籍

養母の住所コード

養母の漢字氏名

養母の本籍コード

養母の住所

養母の筆頭者氏名

有

有

有

有

版 頁数

19 8/30

備考DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日

処理名 1.0確認画面(特別養子縁組届)表示(5/6) (受取側)特別養子縁組届画面 ← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード

変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,

特別養子縁組届(そ
の2)
　確認画面

中間ファイル(届書)
事件別

養母の筆頭者区分

養母の配偶者区分

養母の本･国籍

養母の住所
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第7
2

(5)
データ編集表

処理名

戸籍変動区分

裁判確定日

縁組方式

同一戸籍縁組区分

DB･ファイル名
画面名称

届出人資格コード

配偶者同一戸籍

項目

名称 記号名

作業名

1.0確認画面(特別養子縁組届)表示(6/6)

受取側

同一戸籍縁組区分

戸籍変動区分

作成者

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

届出人資格コード

配偶者同一戸籍

裁判確定日

縁組方式

作成日付

(受取側)特別養子縁組届画面

中間ファイル(届書)
事件別

改訂日付

← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,

平成28年 3月31日

備考

版 頁数

19 9/30

特別養子縁組届(そ
の3)
　確認画面
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※2

○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ - ○

○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○

処理名 2.0戸籍編製マトリックス表　特別養子縁組(1/2)

第7
2

(5)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会入力確認(特別養子縁組届) 平成 6年12月 1日

頁

19 10/30

作成日付 改訂日付

平成28年 3月31日

版

A.2
C.2

A.2
7.2
D.1

一
部
除
籍

末
尾
記
録

養子の戸籍 養子の新戸籍 養親の戸籍

全
部
除
籍

一
部
除
籍

新
戸
籍
編
製

全
部
除
籍

一
部
記
録

変
動
な
し

項
番

外
国
人

単
身
縁
組

夫
婦
縁
組

※1

8.0
B.1
7.1
D.1

本籍
他の

在籍者
本籍

養子 養親

A.2
7.2
D.1

外
国
人

同
一
戸
籍

配
偶
者
同
一
戸
籍

A.2
B.2
C.2

A.2
C.2

A.2
B.2
C.2

養子
4.3

養子
4.2

養子
4.2

養子
4.1

養子
4.2

養子
4.3

養子
4.3

養子
4.1

養子
4.1

養子
4.2

7

8

9

10

--

12

1

2

3

4

5

6

養子
4.1

養子
4.2

養子
4.2

養子
4.3

養子
4.1

養子
4.2

養子
4.1

養子
4.2

養子
4.2

養子
4.3

養子
4.1

養子
4.2

養子
4.1

養子
4.2

養子
4.1

養子
4.1

養子
4.2

養子
4.3

養子
4.1

養子
4.2

養子
4.1

養子
4.2

養子
4.2

13

本
籍
人

非
本
籍
人

本
籍
人

非
本
籍
人

有 無
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※2

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ - - ○ ○

○ - - ○ ○ ○

○ - - ○ ○

2.0戸籍編製マトリックス表　特別養子縁組(2/2)

養親
同
一
戸
籍

配
偶
者
同
一
戸
籍

版 頁

16

--

--

第7
2

(5)
補足説明書

本籍
他の

在籍者

外
国
人

単
身
縁
組

養子
4.1

平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19

養子
4.2

養子
4.2

養子
4.2

養子
4.2

養子
4.3

養子
4.1

養子
4.2

養親
5.1

養子
4.3

24

19

処理名

項
番

養子

20

21

22

23

14

15

作成日付 改訂日付

養子
4.3

養子
4.3

養親
5.1

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会

養親
5.1

養子
4.1

11/30

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

末
尾
記
録

作業名 作成者

※1

A.2
C.2

8.0
B.1
7.1
D.1

A.2
B.2
C.2

A.2
7.2
D.1

A.2
C.2

非
本
籍
人

変
動
な
し

※1　実親の本籍地(従前の本籍地)に養親の氏 + 子の名、又は養子の氏名で、単身の新戸籍を編製する
※2　単身縁組した養親の配偶者と、養子が同じ戸籍に在籍している場合

※A.2,B.1,B.2,C.2,D.1はひな型のデータ編集を参照。それ以外はシステム環境仕様書(1頁目)の4.機能体系のデータ編集を参照。

本
籍
人

非
本
籍
人

有 無

夫
婦
縁
組

本籍
外
国
人本

籍
人

養子の戸籍 養子の新戸籍 養親の戸籍

全
部
除
籍

一
部
除
籍

新
戸
籍
編
製

全
部
除
籍

一
部
記
録

A.2
7.2
D.1

受 付

受 付事件本人
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届後本籍区分
戸籍変動区分 ＝ 1の場合'1'を移送
戸籍変動区分 ＝ 3の場合'2'を移送

届出人氏名2

届出人資格名称2

届出人資格区分2

9.0版(事件本人が届
出人であるため共通
では不要)

R2.1(誤修正)

届出人資格区分1

届出人資格名称1

関連受領番号

許可日

指示日

収日

発日

郵送日 郵送日

発送日

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

事件発生時分

事件発生日 裁判確定日

'0501'

受付日
送付日
受領日

送付日 ≠ スペースの時、送付日移
送
送付日 ＝ スペースの時、受領日移

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通(1/2)

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード

届出人氏名1

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 12/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

受 付受 付事件本人
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決裁区分

届書送付目録区分

届後本籍が非本籍でかつ、在外送付
区分が0の時、1を移送
それ以外は0を移送

証書提出区分 縁組方式 ≠ スペースの時、1を移送
それ以外は0を移送

ファイル仕様書参照

戸籍変動区分 ＝ 1の時でかつ、縁組
形態区分 ＝ 1の時、養父の項目を移
送

縁組形態区分 ＝ 2の時、養母の項
目を移送

縁組形態区分 ＝ 3の時、養父母ど
ちらか筆頭者である方の項目を移送
戸籍変動区分 ＝ 2,3の時、養子の項
目を移送

戸籍変動区分 ＝ 3の時移送

送達確認1

処分区分

名称 記号名 名称 記号名

届後本籍コード

中間ファイル
(届書)

養父(母)の本籍コード
養子の本籍コード

届後戸籍の筆頭者

養父(母)の筆頭者氏名

養子の漢字氏名

養子の筆頭者氏名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮受付)/共通

届後本籍
養父(母)の本籍
養子の本籍

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル
(仮受付)
共通(2/2)

戸籍変動区分 ＝ 1の時でかつ、縁組
形態区分 ＝ 1の時、養父の筆頭者氏
名を移送

縁組形態区分 ＝ 2の時、養母の筆
頭者氏名を移送

縁組形態区分 ＝ 3の時、養父母ど
ちらか筆頭者である方の筆頭者氏名
を移送

戸籍変動区分 ＝ 2の時移送

版 頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 13/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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縁組形態区分 ＝ 1の時,養父に1
を移送、それ以外は0
縁組形態区分 ＝ 2の時,養母に1
を移送、それ以外は0
縁組形態区分 ＝ 3の時,届出人資
格に応じて移送
 ･届出人資格 ＝ 1であれば、養
父に1を移送、それ以外は0
 ･届出人資格 ＝ 2であれば、養
母に1を移送、それ以外は0
 ･届出人資格 ＝ 3であれば、養
父、養母に1を移送、それ以外は0

R2.1(誤修
正)

※仮受付の事件本人を該当事件本人分出力する
※出力順序
　1.養親の後に養子
　2.夫婦縁組の場合は、1の順序でなおかつ筆頭者が先

養父の筆頭者
養母の筆頭者
養子の筆頭者

送達確認2
本籍が非本籍でかつ、在外送付区分が0の時,1を
移送
　それ以外は0を移送

筆頭者氏名 筆頭者氏名

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

養父の本籍コード
養母の本籍コード
養子の本籍コード

本籍 本籍
養父の本籍
養母の本籍
養子の本籍

養父の漢字氏名
養母の漢字氏名
養子の漢字氏名

生年月日 生年月日
養父の生年月日
養母の生年月日
養子の生年月日

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名
養父のカナ氏名
養母のカナ氏名
養子のカナ氏名

届出人区分

行番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分

本籍コード 本籍コード

養父:08
養母:09
養子:10

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 14/30

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会
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中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(1/2)

縁組方式 ≠ スペースの場合移送届出日 中間ファイル
(届書)

受領日

縁組方式 ≠ スペースの場合移送
但し、戸籍変動区分 ＝ 2の時は、届
出人資格コード ＝ 10の時1、11の時
2、12の時5を移送

証書提出者資格名称
中間ファイル
(仮戸籍) 証書提出者資格 有

縁組方式 ≠ スペースの場合移送

証書提出者資格 届出人資格コード

項目に入力がある場合移送

証書提出日 受領日 縁組方式 ≠ スペースの場合移送
外
国
の
方
式

縁組の方式 縁組方式

養
親 戸籍変動区分 ＝ 2でかつ、縁組形態

区分 ＝ 2,3の時移送

養母の国籍 養母の本籍 戸籍変動区分 ＝ 2でかつ、縁組形態区分
＝ 2,3でかつ、養母が外国人の時移送

養母の生年月日 養母の生年月日

養母氏名 養母の漢字氏名

戸籍変動区分 ＝ 2でかつ、縁組形態
区分 ＝ 1,3の時移送

養父の国籍 養父の本籍 戸籍変動区分 ＝ 2でかつ、縁組形態区分
＝ 1,3でかつ、養父が外国人の時移送

養父の生年月日

養父氏名 養父の漢字氏名

養父の生年月日

特別養子縁組の裁判確定
日

裁判確定日

事件発生日 裁判確定日

'0501'

'0501'

管掌者コード

記録コード

行番号

個人番号 中間ファイル
(届書)

養子個人番号

出力区分 0:可

タイトルコード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 15/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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戸籍変動区分 ＝ 1の場合のみ移送
入力のある養父母の双方又は一方の
日本人養父(母)の氏

特記事項

同一戸籍縁組区分 ＝ 1又は配偶者同
一戸籍 ＝ 1の場合に'末尾記録につ
き消除'を移送

縁組後の氏 養父(母)の漢字氏名の氏

項目に入力がある場合移送

新本籍 養子の本籍 戸籍変動区分 ＝ 1,3の時移送

除籍日 処理日

許可を受けた者

許可書謄本の送付を受け
た日

項目に入力がある場合移送

受理者 発送元 〃

〃

縁組方式 ＝ スペースの場合移送
但し、戸籍変動区分 ＝ 2の時は、届
出人資格コード ＝ 10の時1、11の時
2、12の時5を移送

届出人資格名称 中間ファイル
(仮戸籍)

届出人資格 有

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)除籍(2/2)

届出人資格

中間ファイル
(届書)

届出人資格コード

送
付

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

送付日

許可日

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 16/30

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

←　(引渡側)中間ファイル(届書)
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縁組方式 ＝ スペースの場合移送届出人資格名称 中間ファイル
(仮戸籍)

届出人資格 有

縁組方式 ＝ スペースの場合で、届
出人資格コード ＝ 10の時1、11の時
2、12の時5を移送

届出日 中間ファイル
(届書)

受領日 縁組方式 ＝ スペースの場合移送

届出人資格

縁組方式 ≠ スペースの場合移送届
出人資格コード ＝ 10の時1、11の時
2、12の時5を移送

証書提出者資格名称
中間ファイル
(仮戸籍) 証書提出者資格

有 縁組方式 ≠ スペースの場合移送

証書提出者資格 届出人資格コード

養
親

項目に入力がある場合移送

証書提出日 受領日 縁組方式 ≠ スペースの場合移送

縁組形態区分 ＝ 2,3の時移送

養母の国籍 養母の本籍 縁組形態区分 ＝ 2,3でかつ、養母が
外国人の時移送

養母の生年月日 養母の生年月日

養母氏名 養母の漢字氏名

縁組形態区分 ＝ 1,3の時移送

養父の国籍 養父の本籍 縁組形態区分 ＝ 1,3でかつ、養父が
外国人の時移送

養父の生年月日

養父氏名 養父の漢字氏名

養父の生年月日

特別養子縁組の裁判確定
日

裁判確定日

事件発生日 裁判確定日

'0502'

管掌者コード

記録コード

0:可

タイトルコード '0501'

行番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)新戸

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)新戸
(1/2)

個人番号 中間ファイル
(届書)

養子個人番号

出力区分

外
国
の
方
式

縁組の方式 縁組方式

届出人資格コード

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 17/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)新戸
(2/2)

許可を受けた者

戸籍変動区分 ＝ 1の場合のみ移送
入力のある養父母の双方又は一方の
日本人養父(母)の本籍と筆頭者氏名
を移送筆頭者

筆頭者 養子の筆頭者氏名

戸籍変動区分 ＝ 1の場合に項目に入
力がある場合移送

除籍日 処理日

項目に入力がある場合移送

従
前
戸
籍

本籍 養子の本籍

入籍日 処理日

送
付

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

送付日

許可書謄本の送付を受け
た日

入
籍
戸
籍

本籍 養父(母)の本籍

養父(母)の筆頭者氏名

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)新戸

〃

許可日

項目に入力がある場合移送

受理者 発送元

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 18/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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許可書謄本の送付を受け
た日

項目に入力がある場合移送

受理者 発送元 〃

中間ファイル
(届書)

送付日

許可日

許可を受けた者

縁組方式 ＝ スペースの場合移送届出人資格名称 中間ファイル
(仮戸籍)

届出人資格 有

外
国
の
方
式

縁組方式 ＝ スペースの場合移送

届出人資格 届出人資格コード

縁組方式 ＝ スペースの場合で、届
出人資格コード ＝ 10の時1、11の時
2、12の時5を移送

縁組方式 ≠ スペースの場合で届出
人資格コード ＝ 10の時1、11の時
2、12の時5を移送

証書提出者資格名称
中間ファイル
(仮戸籍) 証書提出者資格

有

証書提出者資格 届出人資格コード

縁組方式 ≠ スペースの場合移送

項目に入力がある場合移送

証書提出日 受領日 縁組方式 ≠ スペースの場合移送

縁組の方式 縁組方式

民法817条の2の裁判確定
日

裁判確定日

事件発生日 裁判確定日

'0503'

管掌者コード

記録コード

0:可

タイトルコード '0502'

行番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍
(1/2)

個人番号 中間ファイル
(届書)

養子個人番号

出力区分

届出日 中間ファイル
(届書)

受領日

送
付

送付を受けた日

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 19/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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中間ファイル
(届書)

処理日 項目に入力がある場合移送

戸籍変動区分 ＝ 1の場合のみ移送
入力のある養父母の双方又は一方の
日本人養父(母)の氏

特記事項

戸籍変動区分 ＝ 1の場合のみ移送

筆頭者
養父(母)の漢字氏名の氏
+ 養子の漢字氏名の名

処理名 4.3中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍

従
前
戸
籍

本籍 養子の本籍

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
子)入籍
(2/2)

入籍日

作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 20/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者
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特記事項

記録日 処理日 項目に入力がある場合移送

許可を受けた者

許可書謄本の送付を受け
た日

許可日

発送元 〃

縁組方式 ＝ スペースの場合移送

送
付

送付を受けた日 送付日 項目に入力がある場合移送

受理者

届出日 受領日

養子の氏名 養子の漢字氏名

受領日 縁組方式 ≠ スペースの場合移送

養子の生年月日養子の生年月日

項目に入力がある場合移送

共同縁組者資格

養子の国籍 養子の本籍

民法817条の2の裁判確定
日

裁判確定日

事件発生日 裁判確定日

縁組形態区分 ＝ 3で、養父の時7:'
妻'を移送
養母の時6:'夫'を移送

共同縁組者資格名称

'0504'

管掌者コード

記録コード

0:可

タイトルコード '0502'

養父の時、養父個人番号
養母の時、養母個人番号

行番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養
親)記録(1/1)

個人番号
中間ファイル
(届書)

養父個人番号
養母個人番号

出力区分

外
方
式

縁組の方式 縁組方式

養
子

証書提出日

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 21/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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住定日

中間ファイル
(9条2項)
養子(1/2)(新
戸)

住所
養子の住所

方書

住所コード 養子の住所コード

養父母のいずれかが外国人の場合は
日本人養父母の方の氏

旧筆頭者 養子の筆頭者氏名

新筆頭者
養父(母)の漢字氏名の氏
+ 養子の漢字氏名の名

旧本籍 養子の本籍

旧本籍コード 養子の本籍コード

新本籍 養子の本籍

新本籍コード 養子の本籍コード

旧父母との続柄 父母との続柄コード

新父母との続柄 養父母との続柄コード

旧生年月日 養子の生年月日

新生年月日 養子の生年月日

個人番号
養子が本籍人の場合個人番号(新戸の
際の個人番号)を設定

養父母のいずれかが外国人の場合は
日本人養父母の方の氏

旧氏名 養子の漢字氏名

新氏名
養父(母)の漢字氏名の氏
+ 養子の漢字氏名の名

市区町村コードを宛名に変換した項
目05(特別養子縁組)事件コード

受理日
送付日
受領日

送付日がない場合は受領日を設定

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 養子の住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1中間ファイル(9条2項)編集･出力 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 22/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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記号名 名称 記号名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考

処理名 6.1中間ファイル(9条2項)編集･出力 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル
(9条2項)
養子(2/2)(新
戸)

住民日 中間ファイル
(届書)

世帯主との続柄

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 養子の世帯主氏名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 23/30
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方書

住所
養子の住所

養父母のいずれかが外国人の場合は
日本人養父母の方の氏

住所コード 養子の住所コード

旧筆頭者 養父(母)の漢字氏名の氏
+ 養子の漢字氏名の名

新筆頭者 養父(母)の筆頭者氏名

旧本籍 養子の本籍

旧本籍コード 養子の本籍コード

新本籍 養父(母)の本籍

新本籍コード 養父(母)の本籍コード

旧父母との続柄 養父母との続柄コード

新父母との続柄 養父母との続柄コード

旧生年月日 養子の生年月日

養父母のいずれかが外国人の場合は
日本人養父母の方の氏

新生年月日 養子の生年月日

旧氏名 養父(母)の漢字氏名の氏
+ 養子の漢字氏名の名

養子が本籍人の場合個人番号(入籍し
た時の個人番号)を設定

新氏名
養父(母)の漢字氏名の氏
+ 養子の漢字氏名の名

養父母のいずれかが外国人の場合は
日本人養父母の方の氏

個人番号

05(特別養子縁組)

受理日
送付日
受領日

送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2中間ファイル(9条2項)編集･出力 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子

中間ファイル
(9条2項)
養子(1/2)(入
籍)

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 養子の住所コード

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 24/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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世帯主との続柄

住民日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2中間ファイル(9条2項)編集･出力 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子

中間ファイル
(9条2項)
養子(2/2)(入
籍)

住定日 中間ファイル
(届書)

世帯主 養子の世帯主氏名

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 25/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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世帯主との続柄

世帯主 養子の世帯主氏名

住民日

住定日

方書

住所 養子の住所

住所コード 養子の住所コード

旧筆頭者 養子の筆頭者氏名

新筆頭者 養子の筆頭者氏名

旧本籍 養子の本籍

旧本籍コード 養子の本籍コード

新本籍 養子の本籍

新本籍コード 養子の本籍コード

旧父母との続柄 父母との続柄コード

新父母との続柄 養父母との続柄コード

旧生年月日 養子の生年月日

新生年月日 養子の生年月日

旧氏名 養子の漢字氏名

養子が本籍人の場合個人番号を設定

新氏名 養子の漢字氏名

個人番号

05(特別養子縁組)

受理日
送付日
受領日

送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3中間ファイル(9条2項)編集･出力 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子

中間ファイル
(9条2項)
養子
(1/1)(変動な
し)

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 養子の住所コード

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 26/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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世帯主との続柄

世帯主 養子の世帯主氏名

住民日

住定日

方書

住所
養子の住所

住所コード 養子の住所コード

旧筆頭者 養子の筆頭者氏名

新筆頭者 養子の漢字氏名

旧本籍 養子の本籍

旧本籍コード 養子の本籍コード

新本籍 養子の本籍

新本籍コード 養子の本籍コード

旧父母との続柄 父母との続柄コード

新父母との続柄 養父母との続柄コード

旧生年月日 養子の生年月日

新生年月日 養子の生年月日

旧氏名 養子の漢字氏名

養子が本籍人の場合個人番号を設定

新氏名 養子の漢字氏名

個人番号

05(特別養子縁組)

受理日
送付日
受領日

送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.4中間ファイル(9条2項)編集･出力 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子

中間ファイル
(9条2項)
養子
(1/1)(新戸の
み)

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 養子の住所コード

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 27/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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本籍内異動のときに従前戸籍の個人
番号を設定

個人除区分 0:在籍者を設定

前個人番号
戸籍編製処理

審査不可区分

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

養父母との続柄

養母

養父

父母との続柄 養父母との続柄

縁組形態区分 ＝ 2,3の場合移送

母氏名 縁組形態区分 ＝ 1の場合移送
母

養母氏名

縁組形態区分 ＝ 1,3の場合移送

父氏名 縁組形態区分 ＝ 2の場合移送
父

養父氏名

配偶者区分

筆頭者区分 筆頭者区分

性別 父母との続柄 有

養子の筆頭者区分 ＝ 0:構成員の場
合、1:筆頭者を移送

処理日がないときは送付日を設定
送付日もないときは受領日を設定

除籍日

決裁処理で設定

入籍日
中間ファイル
(届書)

処理日(または送付日また
は受領日)

生年月日 生年月日

戸籍番号 決裁処理で設定

個人番号

戸籍記録順位番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1個人特定(養子)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子) ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

版 頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 28/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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本籍内異動の時に従前戸籍の個人番
号を設定

個人除区分 0:在籍者を設定

前個人番号
戸籍編製処理

審査不可区分

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

養父母との続柄

養母

養父

父母との続柄 養父母との続柄

縁組形態区分 ＝ 2,3の場合移送

母氏名 縁組形態区分 ＝ 1の場合移送
母

養母氏名

縁組形態区分 ＝ 1,3の場合移送

父氏名 縁組形態区分 ＝ 2の場合移送
父

養父氏名

配偶者区分

筆頭者区分 筆頭者区分

性別 父母との続柄 有

戸籍変動区分 ＝ 1:の時
0:構成員を移送

処理日がないときは送付日を設定
送付日もないときは受領日を設定

除籍日

決裁処理で設定

入籍日
中間ファイル
(届書)

処理日(または送付日また
は受領日)

生年月日 生年月日

戸籍番号 決裁処理で設定

個人番号

戸籍記録順位番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2個人特定(養子)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子) ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

版 頁数

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 29/30

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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筆頭者

記録者数
戸籍編製処理

中間ファイル
(届書)

処理日(または送付日また
は受領日)

養父(母)の漢字氏名の氏
+ 養子の漢字氏名の名

戸籍異動区分

在籍者数

除籍者数

戸籍除区分

回復日

本籍コード

本籍

処理名 8.0戸籍特定(編製)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定 ←　(引渡側)中間ファイル(届書),戸籍編製処理

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側

養子の本籍

養子の漢字氏名

第7
2

(5)
データ編集表

作成日付 改訂日付 版 頁数

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 30/30

作業名 作成者

入力確認(特別養子縁組届) システム化調査研究会

養子の本籍コード

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍特定 編製日

戸籍番号

改製日

消除日

0:現戸籍を設定

戸籍に記録されている人数を設定
記録者数 ＝ 在籍者数

戸籍変動区分 ＝ 1の時移送
養父母のいずれかが外国人の場合
は
日本人養父母の方の氏

R2.1
(誤
修
正)

決裁処理で設定

処理日がないときは送付日を設定
送付日もないときは受領日を設定

0:解除を設定

戸籍変動区分 ＝ 3の時移送

戸籍に在籍している人数を設定
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6. 73条の2届

第7.2.(5)｢異動｣処理



1.　戸籍法73条の2業務処理範囲外の処理
　･　養子離縁届と同時に届出られた戸籍法73条の2の処理は,養子離縁同時73の2で処理を行う。
　･　戸籍法69条の2は審査結果入力処理で行う。

2.　戸籍法73条の2届出入力画面の意義
　･　縁氏続称者と縁氏続称者の配偶者は入力を分ける。

3.　戸籍法73条の2届の審査
　･　縁氏続称者に離縁復氏の記録がある場合はシステムで審査する。
　･　上記以外についてはすべて操作員の確認によるものとし,システムでは入力された項目を基に審査する。

作成日付第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名 頁

1/14 73条の2届
システム処理の概要説明書

版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付
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5.備考(特記事項含む)

エラー履歴ファイル 出力

個人状態ファイル 入力

システム環境仕様書

中間ファイル(届書) 出力

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック
　　　　　　　　2.0 関連チェック
　　　　　　　　3.0 審査
　　　　　　　　4.0 データ編集(中間ファイル/届書)

頁

2/14

入出力区分

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 審査(73条の2届)

戸籍DB 入力

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

1

改定日付作成日付

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)73条の2届の内容を画面入力する
　(2)73条の2届で入力された項目の単体チェックを行う
　(3)73条の2届で入力された項目の関連チェックを行う
　(4)審査を行う
　(5)73条の2届から中間ファイル(届書)を編集し,出力する
　(6)入力確認(73条の2届)に制御を渡す

戸籍

データ

ベース

入力画面

(73条の2届)

入力確認

(73条の2届)

個人状態

ファイル

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

審査

(73条の2届)
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/

/

/

YES /

YES /

/

YES

NO /

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

(2) キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

(18)同画面を編集する

処理名 備考

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
要件定義ワークシート

頁数

3/14　審査(73条の2届)

版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付作成日付

0.0　本紙

 PF8

 PF1

 PF2

 PF7

(11)同画面を編集する

(1) 届書内容を画面入力する

実行キー

(22)同画面を編集する

(8) 入力確認画面に制御を渡す

 PF10

　→

(16)前ページがある(YES,NO)

(17)前ページ分の入力画面(73の2届)を編集する

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

[1.0]

[2.0]

[3.0]

[4.0]

(3) 入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4) 入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5) 画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6) 審査(OK:YES,NG:NO)

(7) 中間ファイル(届書)編集･出力

 PF12

 その他

　→

(9) メッセージの種類(審査エラー,確認)

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場
合,届書ファイルから画面編集を行う。

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

(10)エラーメッセージを表示する審査エラー

確認 (12)確認メッセージを表示し,メッセージに対して応
答の後,以降の審査を続行する

(20)次ページがある(YES,NO)

(21)次ページ分の入力画面(73の2届)を編集する

(23)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(25)当該審査エラーの確認後,以降の審査を続行する

(26)入力画面を初期化する

(13)エラーメッセージを表示する

 PF11
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No 必須 属性

1 数字

2 ○ 英数

3 英数

4 漢字

5 ○ 数字

6 英数

7 ○ 数字

8 英数

9 ○ カナ

10 ○ 漢字

11 ○ 英数

12 ○ 数字

13 ○ 数字

14 ○ 漢字

15 ○ 漢字

16 漢字

17 漢字

18 漢字

19 漢字

20 ○ 数字

21 ○ 漢字

22 ○ 英数

23 ○ 英数

36 ○ 数字

24 漢字

25 漢字

離縁年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

縁組年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

新本籍

戸籍変動区分 (1:変動無し,2:新戸籍編製)であること

本籍

父母との続柄コード 10(男)～49(十九女)であること

(0:構成員　1:筆頭者)であること

配偶者区分 (0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

筆頭者区分

筆頭者

父氏名

4/14

版

1

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

平成6年12月 1日

出力エラーメッセージ内容

出張所番号

世帯主

改定日付

 1.0　単体チェック　1/2  入力画面(73条の2届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者
データチェック(単体表)

作業名

 審査(73条の2届)

作成日付

令和　年　月　日

処理名 画面名 画面ID

頁数

カナ氏名

郵送日 ｢日付チェックサブルーチン｣

本非区分 (1:本籍分届,2:非本籍分届)であること

処理日 ｢日付チェックサブルーチン｣

在外送付区分

発送元

送付日 ｢日付チェックサブルーチン｣

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

受領日 ｢日付チェックサブルーチン｣

漢字氏名

新戸籍の筆頭者

母氏名

住所

｢日付チェックサブルーチン｣生年月日

離縁前の氏

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

 7-2-(5)-6-4



No 必須 属性

26 数字

27 数字

28 数字

29 カナ

30 漢字

31 漢字

32 漢字

33 数字

34 英数

35 漢字

内容

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者母氏名

配偶者父母との続柄コード

配偶者生年月日

配偶者住所

配偶者外人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者配偶者区分

配偶者カナ氏名

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

処理名

 1.0　単体チェック　2/2

項目名

10(男)～49(十九女)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人,1:外国人)であること

(0:構成員　1:筆頭者)であること

(1:夫,2:妻)であること

画面名 画面ID

 入力画面(73条の2届)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

 審査(73条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/14

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。
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改訂日付作成者 頁

2.0 関連チェック　1/3 入力画面(73条の2届)

作成日付

 平成29年 3月31日 平成6年12月 1日

第7
2

(5) システム化調査研究会

処理名 画面名 画面ID

6/14

版

20
データチェック(関連表)

作業名

 審査(73条の2届)

(No.8)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.3)送付日 ＝ スペース　であること

(No.8)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.8)郵送日 ≦ (No.2)受領日　であること

(No.22)縁組年月日 ≦ (No.23)離縁年月日 ≦ (No.2)受領日　であること

備考ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ

(No.10)漢字氏名の氏 ＝ (No.15)筆頭者の氏　であること

(No.13)配偶者区分 ＝ 1(夫)　のとき,
(No.20)父母との続柄コード ＝ 10(男)～29(十九男)　であること

(No.7)本非区分 ＝ 2(非本籍)　のとき,(No.14)本籍 ＝ 管外　であること

内容

(No.3)送付日 ＝ スペース　のとき,(No.4)発送元 ＝ スペース　であること

(No.3)送付日 ≠ スペース　のとき,(No.4)発送元 ≠ スペース　であること

(No.3)送付日 ≠ スペース　のとき,(No.3)送付日 ≧ (No.2)受領日　であること

(No.3)送付日 ＝ スペース　のとき,(No.5)在外送付区分 ＝ 0:受理分　であること

(No.3)送付日 ≠ スペース　のとき,(No.5)在外送付区分 ≠ 0:受理分　であること

(No.6)処理日 ≠ スペースのとき,(No.6)処理日 > (No.2)受領日　であること

(No.13)配偶者区分 ＝ 2(妻)　のとき,
(No.20)父母との続柄コード ＝ 30(女)～49(十九女)　であること

No

1

2

3

4

5

6

11

12

13

14

7

8

9

10

15

15-1

16

17

18

関連エラーがあります。正しく入力
してください。

(No.4)発送元 ≠ スペース かつ(No.4)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』
のとき,(No.5)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　であること

(No.4)発送元 ≠ スペース かつ(No.4)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外のと
き,(No.5)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付 または(No.5)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由
であること

(No.7)本非区分 ＝ 1(本籍)　かつ(No.24)新本籍 ＝ スペース　のとき,
(No.14)本籍 ＝ 管内　であること

(No.7)本非区分 ＝ 1(本籍)　かつ(No.14)本籍 ＝ 管外　のとき,
(No.24)新本籍 ≠ スペースかつ管内　であること

(No.7)本非区分 ＝ 2(非本籍)　かつ(No.24)新本籍 ≠ スペース　のとき,
(No.24)新本籍 ＝ 管外　であること
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(No.13)配偶者区分 ＝ 2(妻)　のとき,(No.28)配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)　であること

データチェック(関連表)

(No.24)新本籍 ＝ スペース　のとき,(No.25)新戸籍の筆頭者 ＝ スペース　であること

(No.24)新本籍 ≠ スペース　のとき,(No.25)新戸籍の筆頭者 ≠ スペース　であること

(No.13)配偶者区分 ＝ 1(夫)　のとき,(No.28)配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)　であること

26

19

22

24

25

27

28

29

30

31

32

7/14

第8.3版により削除

(No.36)戸籍変動区分 ＝ 1(変動無し)　のとき,
(No.24)新本籍 ＝ スペース　かつ　(No.25)新戸籍の筆頭者 ＝ スペース　であること

(No.26)配偶者外人区分 ＝ 0(日本人)　のとき,
(No.27)配偶者筆頭者区分 ＝ 0(構成員)　かつ　(No.28)配偶者配偶者区分 ≠ スペース　かつ
(No.29)配偶者カナ氏名 ≠ スペース　かつ(No.30)配偶者漢字氏名 ≠ スペース　かつ
(No.33)配偶者父母との続柄コード ≠ スペース　かつ
(No.34)配偶者生年月日 ＝ 和暦　であること

(No.28)配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)　のとき,
(No.33)配偶者父母との続柄コード ＝ 10(男)～29(十九男)　であること

(No.28)配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)　のとき,
(No.33)配偶者父母との続柄コ一ド ＝ 30(女)～49(十九女)　であること

内容

第8.3版により削除

関連エラーがあります。正しく入力
してください。

出力エラーメッセージ

第8.3版により削除

No 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック　2/3 入力画面(73条の2届)

(No.12)筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　かつ
(No.13)配偶者区分 ＝ 1(夫)　または2(妻)　のとき,
(No.26)配偶者外人区分 ≠ スペース　であること

(No.26)配偶者外人区分 ＝ スペース　のとき,
(No.27)配偶者筆頭者区分　～　(No.35)配偶者住所　までスペースであること

作業名 作成者 作成日付

 審査(73条の2届) システム化調査研究会  平成6年12月1日

第7
2

(5)

33

20

21

23

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

改訂日付 版

 平成16年11月 1日 8.3

第8.3版により削除

第8.3版により削除

頁

西暦で入力されても
和暦に変換できれば
よい

 7-2-(5)-6-7



35

36

37

38

第7
2

(5)

処理名 画面名

2.0 関連チェック　3/3

34

8/14

頁版

22

｢関連エラーがあります。正しく入力
して下さい。｣

画面ID

(No.36)戸籍変動区分 ＝ 2(新戸籍編製)　のとき,
(No.24)新本籍 ≠ スペース　かつ　(No.25)新戸籍の筆頭者 ≠ スペース　であること

(No.17)世帯主 ≠ スペース　のとき,
(No.16)住所 ≠ スペース　であること

(No.16)住所 ＝ スペースの時　のとき,
(No.17)世帯主 ＝ スペースであること

(No.25)新戸籍の筆頭者 ≠ スペース　のとき,
(No.21)離縁前の氏 ＝ (No.25)新戸籍の筆頭者の｢氏｣であること

(No.25)新戸籍の筆頭者 ≠ スペース　のとき,
(No.10)漢字氏名の｢名｣ ＝ (No.25)新戸籍の筆頭者の｢名｣であること

備考ｴﾗｰｺｰﾄﾞNo 内容 出力エラーメッセージ

データチェック(関連表)
作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 審査(73条の2届) システム化調査研究会  平成6年12月1日  平成31年3月31日

入力画面(73条の2届)

 7-2-(5)-6-8



/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES /

NO

NO /

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES /

YES /

NO

NO /

YES /

YES /

NO

NO /

NO /

/(0-31)事件本人の名が未入力 (YES,NO) R2.1(73-39)

YES  (0-32)確認メッセージ (YES,NO)
   「事件本人の名が未入力です。間違いありませんか?」を表示

(0-33)本紙へ R2.1(73-39)

(0-29)→(0-31)へ R2.1(73-39)

(0-30)→(0-31)へ R2.1(73-39)

(0-26)→(0-31)へ R2.1(73-39)

(0-27) (0-28)本紙へ 不受理

(0-24)父母との続柄コード=10(男)　または　30(女)である(YES,NO)

(0-25)確認メッセージ(YES,NO)
｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いあ
りませんね?｣

(0-21)→(0-31)へ R2.1(73-39)

(0-22) (0-23)本紙へ 不受理

(0-19)配偶者父氏名=スペース　または　配偶者母氏名=スペース(YES,NO)

(0-20)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(0-17)→(0-18)へ

(0-18)配偶者外人区分=0(日本人)である(YES,NO)

(0-14)→(0-18)へ

(0-15) (0-16)本紙へ 不受理

(0-12)父母との続柄コード=10(男)　または　30(女)である(YES,NO)

(0-13)確認メッセージ(YES,NO)
｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いありま
せんね?｣

(0-9)→(0-18)へ 　修正後:(0-7)→(0-30)

(0-10) (0-11)本紙へ 不受理

(0-7)父氏名=スペース　または　母氏名=スペース(YES,NO) (0-1)→(0-6)を追加

(0-8)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

上記の追加に伴い項番を変更(第11版)

　修正前:(0-1)→(0-24)

(0-4) (0-5)本紙へ 画面項目修正(審査完了しない)

(0-6)→(0-7)へ

(0-2)確認ﾒｯｾｰｼﾞ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣(YES,NO)

(0-3)→(0-7)へ

処理名 3.0 審査 (1/2) 備考

(0-1)受領日=送付日である。

版 頁

審査(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 9/14

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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YES

NO

NO /

(0-36)本紙へ

(0-35)→
画面項目修正(審査完了しない)  R2.1(73-
39)

(0-37)→(1)へ R2.1(73-39)

YES

(0-34)エラーメッセージ「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 不受理 R2.1(73-39)

 7-2-(5)-6-10



/

YES

/

YES /

NO

NO /

/

YES

NO /

/

YES /

NO

/

YES /

NO

/

YES /

NO

/

YES /

YES

NO /

NO /

YES

(32)新本籍 ≠ スペース　である(YES,NO)

(33)確認メッセージ｢縁氏続称者の他に在籍者はいませんね｣を表示する(YES,NO) (33.1)本紙へ

(29)エラーメッセージ｢この事件本人は届出の資格がありません｣ (30)本紙へ 不受理

(31)→(41)へ

(27)筆頭者区分=0:構成員　である(YES,NO)

(28)配偶者区分=1:夫　または　2:妻　である(YES,NO)

(24)→(27)へ

(25)エラーメッセージ｢縁氏続称の資格がないので受理できません｣ (26)本紙へ 不受理

(21)エラーメッセージ｢届出期間を経過しているので受理できません｣ (22)本紙へ 不受理

(23)漢字氏名の氏 ≠ 離縁前の氏(YES,NO)

(19)(離縁年月日 + 1日) + 3箇月 > 受領日(YES,NO) 民816条2項

(20)→(23)へ

(16)→(19)へ

(17)エラーメッセージ｢縁氏続称の資格がないので受理できません｣ (18)本紙へ 不受理

(14)→(15)へ

(15)(縁組年月日 + 1日) + 7年 ≦ 離縁年月日(YES,NO) 民816条2項

(11)事件本人の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日 昭62.10.1　民二5000号通達　第三の一

(12)メッセージ｢届出人の年齢が15歳未満です。受理照会が必要な届です。｣を表示 (13)本紙へ 受理照会

平成27.3.9民一308号通知

(8)確認メッセージ｢(確認)離縁復氏したことを別戸籍で確認して下さい。｣(応
答後(11)へ)

(9)本紙へ

(10)→(11)へ

(6)事件本人の身分事項に離縁(記録コード=0401)がある(YES,NO)

(7)→(11)へ

(2)～(5)削除

処理名 3.0 審査 (1-1/2) 備考

(1)本籍=管内

版 頁

審査(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年3月31日 22 10/14

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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YES

NO /

NO

YES /

NO

YES

NO (43)エラーメッセージ　｢縁氏続称の資格がないので受理できません｣ 不受理

(41)確認メッセージ
　｢縁氏続称者は,離縁復氏から現在まで氏を変更していませんね｣を表示する。(YES,NO)

(41.1)本紙へ

　→ (42)本紙へ

(38)→(41)へ

(39)エラーメッセージ｢新戸籍を作成しなければいけません｣を表示する (40)本紙へ 不受理

(36)→(41)へ

(37)確認ﾒｯｾｰｼﾞ｢縁氏続称者の他に在籍者はいませんね｣を表示する(YES,NO) (37.1)本紙へ

処理名 3.0 審査 (2/2) 備考

(34)エラーメッセージ｢新本籍は作成できません｣を表示する (35)本紙へ 不受理

版 頁数

審査(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/14

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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在外送付区分 ＝ Oのとき1
在外送付区分 ≠ 0のとき2

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。

何も設定されていない場合に
0:未決裁を設定

不受理申出がされているとき1

0(不要)

2/2～3/3　参照

1(創設)

本籍が管内の場合,戸籍番号を設定

在外送付区分

処理日

郵送日

ロック戸籍番号(1～5)

処分区分

許可日

動態区分

受理送付区分

本非区分

指示日

郵送日

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号(1～5)

決裁区分

0

平成6年12月 1日

受領番号

審査(73条の2届) 令和　年　月　日

73条の2画面 受領番号

第7
2

(5)

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(73条の2届)

作業名
データ編集表

項目
出力形態

Z9.,

版 頁数

1 12/14

備考

名称 記号名

受取側

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 1/3処理名

引渡側

DB･ファイル名
画面名称 記号名

作成者 作成日付 改定日付

システム化調査研究会

コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

項目 DB･ファイル名
画面名称名称

受領日

送付日

出張所番号 出張所番号

受領日

送付日

選択事件コード

発送元

処理日

在外送付区分

発送元

事件別内容

届書排他区分

本非区分

不受理申出処分区分

中間ファイル(届書)
共通

受領番号が取得済みの場合に設定

07(戸籍法73条の2届)
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

本籍

住所

←(引渡側)入力画面(73条の2届)

有

有

有

頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/14

コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,

配偶者配偶者区分

新戸籍の筆頭者

届書ファイル(届書)
事件別内容

父母との続柄コード

離縁前の氏

縁組年月日

離縁年月日

戸籍変動区分

新本籍コード

母氏名

筆頭者

住所コード

配偶者個人番号

配偶者外人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者個人番号

配偶者外人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者配偶者区分

新本籍

母氏名

父母との続柄コード

離縁前の氏

縁組年月日

離縁年月日

戸籍変動区分

筆頭者

世帯主

父氏名

住所

漢字氏名

生年月日

筆頭者区分

配偶者区分

本籍コード

本籍

新本籍

新戸籍の筆頭者

世帯主名

父氏名

作業名

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3

受取側

漢字氏名

生年月日

筆頭者区分

配偶者区分

カナ氏名

審査(73条の2届) システム化調査研究会

作成者 作成日付

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側

73条の2届 縁氏続称者個人番号

データ編集表

処理名

改定日付第7
2

(5)

版

縁氏続称者個人番号

カナ氏名

 7-2-(5)-6-14



備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届書ファイル(届書)
事件別内容

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(73条の2届)

有

14/14

改定日付 版 頁数

令和　年　月　日 1

配偶者住所

配偶者父母との続柄コード

出力形態

Z9.,

作成日付

平成6年12月 1日

引渡側 コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

作成者

システム化調査研究会

配偶者生年月日

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者母氏名

73条の2届

作業名

審査(73条の2届)

受取側

データ編集表

配偶者住所コード

配偶者住所

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

第7
2

(5)

配偶者父氏名

配偶者母氏名

配偶者生年月日

配偶者父母との続柄コード
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出力
(サンプル)

出力

中間ファイル
(30条の12第1項)

入力

入力
(サンプル)

システム環境仕様書

3.処理概要

　　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　　(2)戸籍変動状況を確定する。
　　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　　(5)中間ファイル(9条2項)を編集し･出力する。
　　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。…………………　(サンプル提示)
　　(7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(確認画面)
　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　　3.0 データ編集(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　4.0 データ編集(中間ファイル/仮戸籍[戸籍特定])
　　　　　　　　　　4.1 戸籍特定(記録)
　　　　　　　　5.0 データ編集(中間ファイル/仮戸籍[戸籍事項])
　　　　　　　　　　5.1 氏の変更(記録)
　　　　　　　　　　5.2 氏の変更(新戸籍編製)
　　　　　　　　6.0 データ編集(中間ファイル/[氏名])
　　　　　　　　　　6.1 氏名(記録)
　　　　　　　　7.0 データ編集(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　7.1 縁氏続称者(記録)
　　　　　　　　　　7.2 縁氏続称者(入籍)
　　　　　　　　　　7.3 縁氏続称者(除籍)
　　　　　　　　8.0 データ編集(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　8.1 縁氏続称者の配偶者(入籍)
　　　　　　　　　　8.2 縁氏続称者の配偶者(除籍)
　　　　　　　　9.0 データ編集(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　9.1 縁氏続称者
　　　　　　　　　　9.2 縁氏続称者の配偶者
　　　　　　　　10.0 データ編集(中間ファイル/30条の12第1項)…………(サンプル提示)
　　　　　　　　　　10.1 縁氏続称者
　　　　　　　　　　10.2 縁氏続称者の配偶者

5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(仮戸籍)

出力

出力

1.詳細フロー

中間ファイル(仮受付)

中間ファイル(届書)

附票データベース

システム化調査研究会

作成者作業名

2.1

改訂日付作成日付 頁

1/26

入出力区分

平成6年12月 1日 平成11年 3月 1日入力確認(73条の2届)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

中間ファイル(9条2項)

版第7
2

(5)

附票

データベース

(サンプル)

(詳細別紙)

(サンプル)

入力確認

(73条の2届)

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

中間ファイル

(届書)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(30条12

第1項)

入力確認

(73条の2届)
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/

/

/

/

/

YES /

YES /

NO /

/

/

YES /

NO /

NO

/

YES /

YES /

/

NO /

NO /

/

YES /

YES /

/

YES /

NO /

NO

/

YES /

NO /

NO

/

YES /

/

附票情報との連動により在外選挙人関連
の対応が戸籍システムで可能な場合

(26)在外送付区分 ＝ 0:受理分　又は　2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照
し、事件本人の戸籍変動状況を決定する

[9.1]

(21-1)縁氏続称者の配偶者は在外選挙人である(YES,NO)

(22)→(23)へ

[7.2]

[8.2]

[8.1]

[10.2]
(21-2)縁氏続称者の配偶者について中間ファイル(30
条の12第1項)を編集･出力する

(23)新本籍人は管内である(YES,NO)

(24)身分事項:縁氏続称者の配偶者(入籍)の編集をする

(25)→(26)へ

(27)縁氏続称者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(28)配偶者外人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

[10.1]
(9-2)縁氏続称者について中間ファイル(30条の12第1項)を
編集･出力する

(11)新本籍に入力がある(YES,NO)

(19)配偶者外人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(14)新本籍は管内である(YES,NO)

(21)身分事項:縁氏続称者の配偶者(除籍)の編集をする

(15)戸籍事項:縁氏続称者(新戸籍編製)の編集をする

(16)身分事項:縁氏続称者(入籍)の編集をする

(17)→(19)へ

(18)→(19)へ

(20)縁氏続称者は本籍人である(YES,NO)

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)縁氏続称者が本籍人である(YES,NO)

(6)新本籍に入力がある(YES,NO)

(7)身分事項:縁氏続称者(除籍)の編集をする

(8)戸籍事項:縁氏続称者(記録)の編集をする

(9)身分事項:縁氏続称者(記録)の編集をする

(10)→(11)へ

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
要件定義ワークシート

実行キー

[3.0]

[7.3]

[5.1]

[7.1]

(9-1)縁氏続称者は在外選挙人である(YES,NO)

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF7、PF8、PF11、その他)

頁

2/26入力確認(73条の2届)

版

2.1平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日

改訂日付作成日付

0.0　本紙　1/2

[2.0]

附票情報との連動により在外選挙人関連
の対応が戸籍システムで可能な場合

　処理　(9-1)(9-2)

処理名

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確
認し、よければ実行キーを押下して下さい。｣を表示する

[1.0]

備考

※サンプル提示

　処理　(21-1)(21-2)

※サンプル提示

[5.2]
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YES

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

(40)同画面を編集する

(42)エラー履歴表示に制御を渡す

[9.2]

　→

　→

　→

要件定義ワークシート
作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(73条の2届)

備考

(31)業務選択に制御を渡す

(32)届出選択に制御を渡す

(33)審査(73条の2届)に制御を渡す

(36)同画面を編集する

令和　年　月　日 1 3/26

0.0　本紙　(2/2)

(41)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

(38)次ページがある(YES,NO)

(30)処分決定に制御を渡す

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

(34)前ページがある(YES,NO)

　→

(41)同画面を編集する

(35)前ページ分の確認画面(73の2届)を編集する

(37)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(29)縁氏続称者の配偶者について中間ファイル(9条2項)を
編集出力する

PF11

その他

PF5

PF7

PF8

PF1

PF2

　→

(43)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

(39)次ページ分の確認画面(73の2届)を編集する

処理名

第7
2

(5)
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中間ファイル(届書)
事件別内容

世帯主

母氏名 母氏名

受領日

送付日

発送元

処理日

本非区分

郵送日

画面ID

システム日付

有

有

第7
2

(5)

(受取側)確認画面(73条の2届･その1) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

作業名
データ編集表

項目
出力形態

Z9.,

版 頁数

1 4/26

備考

名称 記号名

受取側

1.0 確認画面(73条の2届)表示 1/3処理名

引渡側

入力確認(73条の2届)

改定日付

システム化調査研究会

DB･ファイル名
画面名称 記号名

作成者

73条の2届
確認画面(その1)1/2

本籍

住所

筆頭者区分

配偶者区分

システム日付

出張所番号出張所番号

受領番号

郵送日

カナ氏名

生年月日

平成6年12月 1日

作成日付

コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

項目 DB･ファイル名
画面名称名称

令和　年　月　日

送付日

中間ファイル(届書)
共通

処理日

発送元

画面ID

受領番号

受領日

漢字氏名

有

漢字氏名

有

カナ氏名

本非区分

筆頭者

筆頭者名称 有

有

配偶者区分

配偶者名称 有

筆頭者区分

生年月日

筆頭者

本籍コード

本籍

有

有

父氏名

世帯主

父氏名

住所コード

住所
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父母との続柄名称

離縁前の氏

縁組年月日

新本籍

コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

73条の2届
確認画面(その1)2/2

中間ファイル(届書)
事件別内容

処理名 1.0 確認画面(73条の2届)表示 2/3 (受取側)確認画面(73条の2届･その1) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称名称 記号名 名称

受取側 引渡側

記号名

DB･ファイル名
画面名称

項目

令和　年　月　日 1 5/26

作業名

入力確認(73条の2届)

出力形態

Z9.,
備考項目

新戸籍の筆頭者

離縁年月日

戸籍変動区分

データ編集表

父母との続柄コード

作成者 作成日付

システム化調査研究会

離縁前の氏

縁組年月日

第7
2

(5) 平成6年12月 1日

戸籍変動区分

新本籍コード

新本籍

新戸籍の筆頭者

離縁年月日

父母との続柄コード
有

改定日付 版 頁数

有

 7-2-(5)-6-20



配偶者筆頭者区分名称

配偶者配偶者区分名称

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名名称 記号名

改定日付

73条の2届
確認画面(その2)

中間ファイル(届書)
事件別内容

受取側 引渡側

配偶者父母との続柄名称

第7
2

(5)
データ編集表

配偶者生年月日

配偶者住所

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者母氏名

配偶者外国人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者配偶者区分

配偶者父母との続柄コード

処理名 1.0 確認画面(73条の2届)表示 3/3

配偶者生年月日

配偶者住所

配偶者父母との続柄
コード

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者配偶者区分

配偶者筆頭者区分

配偶者外国人区分

(受取側)確認画面(73条の2届･その2)

平成6年12月 1日

作業名 作成者 作成日付

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会

配偶者母氏名

令和　年　月　日

←(引渡側)中間ファイル(届書)

コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

版 頁数

1 6/26

有

有

有
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

本人7.3
配偶者8.2

本人7.2

本人7.2

本人7.2

本人7.2
配偶者8.1

本人7.2
配偶者8.1

本人7.2
配偶者8.1

筆
頭
者

構
成
員

(1) (0)○管内(1)
×管外(0)

○管内(1)
×管外(0)

×

-

○

○

×

○

○

本人7.3
配偶者8.2

×××○ ○○

本人7.3

本人7.3

本人7.3

本人7.3

本人7.3

本人7.1

本人7.3
配偶者8.2

本人7.3
配偶者8.2

○

○

×

○

×

-

○

○

-

×

×

○×

×

-

○

×

-

○

○

-

○

×

○

×

○

×

○

○

-

×

○

○

○

×

×

○

×

○

○

×

-

-

-

×

×

-

×

×

-

○

○

-

-

-

-

×

×

×

×

×

×

○

×

×

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

A.1
5.2
B.1
C.1
D.1

縁氏続称者の戸籍

本人7.2

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

変
動
な
し

4.1
5.1
6.1

　
新
戸
籍
編
成

本人7.3 本人7.2

項番

○

続
称
者

縁
氏

縁氏続称者 日本人配偶者 他の在籍者 全
部
除
籍

条件

編
製
地

新
戸
籍

一
部
除
籍

C.2

無
(1)

有
(0)

無
(1)

有
(0)

- ×

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表 (1/1)

第7
2

(5)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会入力確認(73条の2届) 平成6年12月 1日

頁数

1 7/26

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

版
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届後本籍区分 中間ファイル(届書)
事件別内容

新本籍に入力がある場合2を設定

届後本籍コード

届出人氏名2

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届出人氏名1

届出人資格名称1

届出人資格区分1

関連受領番号1～5

許可日

指示日

収日

発日

郵送日 郵送日

発送日

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

事件発生時分

事件発生日

0701

受付日 送付日があれば送付日
送付日がなければ受領日

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 1/2

中間ファイル(仮受
付)
共通

受領番号 中間ファイル(届書)
共通

受領番号

受付事件コード

新本籍コード

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 8/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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決裁区分

処分区分

届書送付目録区分 本非区分 ＝ 1(本籍分届)のとき1(送
付要)を設定
本非区分 ＝ 2(非本籍分届)のとき
0(送付不要)を設定

新本籍が非本籍 かつ 在外送付区
分 ＝ 0(受理分)のとき1を設定
上記以外のとき,0を設定

届後戸籍の筆頭者 新戸籍の筆頭者

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 2/2

中間ファイル(仮受
付)
共通

届後本籍 中間ファイル(届書)
事件別内容

新本籍

送達確認1

証書提出区分

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

本籍が非本籍 かつ在外送付区分 ＝
0(受理分)のとき1を設定
上記以外のとき、0を設定。

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

14(縁氏続称者)

届出人区分 1(届出人)を設定

行番号

中間ファイル(仮受
付)
事件本人

受領番号 中間ファイル(届書)
事件別内容

受領番号

事件本人区分

送達確認2

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5 10/26

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版
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戸籍異動区分

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍特定(記録)

戸籍除区分

除籍者数

在籍者数

記録者数

筆頭者 新戸籍の筆頭者

本籍

本籍コード

回復日

編製日

戸籍爵号 中間ファイル(届書)

改製日

消除日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定(記録) ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-6-26



記録

特記 特記事項

記録日

許可を受けた者

許可書謄本の送付を
受けた日

従
前

記
録

従
前
の

氏 『漢字氏名』の氏

許可日

氏変更の事由 ｢戸籍法73条の2の届出｣を設定

事件発生日 中間ファイル(届書) 受領日

管掌者コード

0701
(73条の2の氏の変更の記録)

記録コード

0(可)

タイトルコード 0701(氏の変更)

取得済みの戸籍番号を設定

行番号 前の戸籍事項DBの最終行番号 + 1

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項(記録)

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項(記録)

戸籍番号

出力区分

氏
変
更

氏変更日 中間ファイル(届書) 受領日

許
可

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 12/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-6-27



記録

特記 特記事項

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項(新戸籍編
製)

従
前

記
録

従
前
の

氏

氏変更の事由 ｢戸籍法73条の2の届出｣を設定

氏
変
更

氏変更日 中間ファイル(届書) 受領日

許
可

許可日

許可書謄本の送付を
受けた日

記録日

許可を受けた者

事件発生日 中間ファイル(届書) 受領日

管掌者コード

0701(氏の変更)

0701
(73条の2の氏の変更の記録)

記録コード

行番号 01

戸籍番号

出力区分 0(可)

タイトルコード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項(新戸籍編製) ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で取得

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 13/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-6-28



許可

特記

許可日 中間ファイル(届書)

事件発生日

処理日があれば処理日
処理日がなく送付日があれば送付日
処理日、送付日がなければ受領日

特記事項

0001(戸籍編製事項の記録)

管掌者コード

記録コード

0(可)

タイトルコード 0001(編製)

決裁処理で取得

行番号 02

処理名 5.2 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項(新戸籍編製)

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項(新戸籍編
製)

戸籍番号

出力区分

編
製

編製日
処理日　または
送付日　または
受領日

作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 14/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

 7-2-(5)-6-29



新戸籍の筆頭者のカナ

漢字氏名 新戸籍の筆頭者

取得済みの個人番号を設定

行番号 前の氏名DBの最終行番号 + 1

記号名

中間ファイル(仮戸
籍)
氏名(記録)

個人番号 中間ファイル(届書)

カナ氏名

処理名 6.1 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/氏名(記録) ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

版 頁数

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/26

改定日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-6-30



入籍

除籍

記録

特記 特記事項

記録日 処理日

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項(記録)

除
戸
籍

新本籍

称する氏

筆頭者

除籍日

入
戸
籍

籍
従
前
戸

本籍

入籍日

許
可

許可を受けた者

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

｢戸籍法73条の2の届出｣を設定

受理者 発送元

氏
変
更

氏変更日 中間ファイル(届書) 受領日

事件発生日 中間ファイル(届書) 受領日

送
付

送付を受けた日 送付日

氏変更の事由

0701(氏の変更)

0701(縁氏続称者の記録)

管掌者コード

記録コード

行番号 前の身分事項DBの最終行番号 + 1

個人番号

出力区分 0(可)

タイトルコード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(記録) ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

取得済みの個人番号を設定

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 16/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-6-31



入籍

除籍

記録

特記 特記事項

記録日

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項(入籍)

除
戸
籍

新本籍

称する氏

筆頭者 筆頭者

除籍日

入
戸
籍

籍
従
前
戸

本籍 本籍

入籍日 処理日

許
可

許可を受けた者

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

｢戸籍法73条の2の届出｣を設定

受理者 発送元

氏
変
更

氏変更日 中間ファイル(届書) 受領日

事件発生日 中間ファイル(届書) 受領日

送
付

送付を受けた日 送付日

氏変更の事由

0701(氏の変更)

0701(縁氏続称者の記録)

管掌者コード

記録コード

行番号

個人番号

出力区分 0(可)

タイトルコード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(入籍) ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で取得

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 17/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-6-32



入籍

除籍

記録

特記

許
可

許可を受けた者

入籍日

入
戸
籍

籍
従
前
戸

本籍

特記事項

記録日

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項(除籍)

除
戸
籍

新本籍

筆頭者

処理日

許可日

送付日

称する氏 『新戸籍の筆頭者』の氏

許可書謄本の送付を
受けた日

新本籍

除籍日

氏
変
更

氏変更日 中間ファイル(届書) 受領日

送
付

送付を受けた日

0701(氏の変更)

氏変更の事由

受理者 発送元

出力区分

タイトルコード

事件発生日 中間ファイル(届書) 受領日

｢戸籍法73条の2の届出｣を設定

前の身分事項DBの最終行番号 + 1

0701(縁氏続称者の記録)

管掌者コード

記録コード

0(可)

行番号

個人番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.3 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(除籍) ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

取得済みの個人番号を設定

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 18/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-6-33



特記 特記事項

除
戸
籍

新本籍

筆頭者 筆頭者

許可を受けた者

許
可

許可日

許可書謄本の送付を
受けた日

除籍事由

処理日があれば処理日
処理日がなく送付日があれば送付日
処理日、送付日がなければ受領日

入籍事由
配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)の場合
"妻の戸籍法73条の2の届出"
配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)の場合
"夫の戸籍法73条の2の届出"

入
籍

入籍日

中間ファイル(届書)
処理日　または
送付日　または
受領日

除
籍

除籍日

入
戸
籍

籍
従
前
戸

本籍 本籍

事件発生日 中間ファイル(届書)

管掌者コード

記録コード 0702
(縁氏続称者の配偶者の記録)

0(可)

タイトルコード 0702(配偶者の氏の変更)

決裁処理で設定

行番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(配偶者の入籍)

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項(配偶者の
入籍)

個人番号

出力区分

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 19/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-6-34



特記 特記事項

除
戸
籍

新本籍 新本籍

筆頭者

許可を受けた者

配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)の場合
"妻の戸籍法73条の2の届出"
配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)の場合
"夫の戸籍法73条の2の届出"

許
可

許可日

許可書謄本の送付を
受けた日

処理日があれば処理日
処理日がなく送付日があれば送付日
処理日、送付日がなければ受領日

除籍事由

入籍事由

入
籍

入籍日 中間ファイル(届書)

除
籍

除籍日
処理日　または
送付日　または
受領日

入
戸
籍

籍
従
前
戸

本籍

事件発生日 中間ファイル(届書)

管掌者コード

0(可)

0702(配偶者の氏の変更)

記録コード 0702
(縁氏続称者の配偶者の記録)

取得済みの個人番号を設定

行番号 前の身分事項DBの最終行番号 + 1

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.2 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(配偶者の除籍)

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項(配偶者の
除籍)

個人番号

タイトルコード

出力区分

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 20/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-6-35



住民日

住定日

方書

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 新戸籍の筆頭者

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 父母との続柄コード

新父母との続柄 父母との続柄コード

旧生年月日 生年月日

新生年月日 生年月日

旧氏名 漢字氏名

新氏名 『離縁前の氏』 +
『漢字氏名』の名

個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

受領日

07(73条の2)

受領日 送付日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

市区町村分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.1 縁氏続称者　編集･出力 1/2 (受取側)　中間ファイル(9条2項)/縁氏続称者

中間ファイル(9条2
項)
縁氏続称者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領日

市区町村コード 住所コード

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 21/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-6-36



世帯主との続柄

中間ファイル(9条2項)
縁氏続称者

世帯主 中間ファイル(届書) 世帯主

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.1 縁氏続称者　編集･出力 2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/縁氏続称者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 22/26

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-6-37



住民日

住定日

方書

住所 配偶者住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 新戸籍の筆頭者

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 配偶者父母との続柄コード

新父母との続柄 配偶者父母との続柄コード

旧生年月日 配偶者生年月日

新生年月日 配偶者生年月日

旧氏名 配偶者漢字氏名

新氏名 『離縁前の氏』 + 『配偶
者漢字氏名』の名

個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

受領日

07(73条の2)

受領日 送付日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

市区町村分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.2 縁氏続称者の配偶者　編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/縁氏続称者の配偶者

中間ファイル(9条2
項)
縁氏続称者の配偶者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領日

市区町村コード 住所コード

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 23/26
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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世帯主との続柄

中間ファイル(9条2項)
縁氏続称者の配偶者

世帯主 中間ファイル(届書)

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.2 縁氏続称者の配偶者　編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/縁氏続称者の配偶者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ ＝ ｻﾌﾞ
ﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 24/26

第7
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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転入届出日

方書

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 新戸籍の筆頭者

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧性別 父母との続柄を性別に変換して性別
コードを設定

新性別

旧生年月日 生年月日

新生年月日

旧氏名 漢字氏名

07(73条の2)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード 中間ファイル(届書)

個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

登録市区町村コード

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.1 縁氏続称者　編集･出力 (受取側)　中間ファイル(30条の12第1項)/縁氏続称者

中間ファイル(30条
の12第1項)
縁氏続称者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 附票データベース 在外選挙人名簿

『離縁前の氏』 + 『漢字
氏名』の名

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 25/26

第7
2

(5)

データ編集表
（サンプル提示）

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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名称 記号名

処理名 10.2 縁氏続称者の配偶者　編集･出力 (受取側)　中間ファイル(30条の12第1項)/縁氏続称者の配偶者

第7
2

(5)

データ編集表
（サンプル提示）

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 26/26

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

出張所番号 出張所番号

中間ファイル(30条
の12第1項)
縁氏続称者の配偶者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 附票データベース 在外選挙人名簿

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

登録市区町村コード

07(73条の2)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード 中間ファイル(届書)

個人番号

新生年月日

旧氏名 配偶者漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 『離縁前の氏』 + 『配偶
者漢字氏名』の名

配偶者父母との続柄を性別に変換し
て性別コードを設定

旧性別

新性別

旧生年月日 配偶者生年月日

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

住所 配偶者住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 新戸籍の筆頭者

転入届出日

方書
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7.養子離縁届同時
73条の2届

第7.2.(5)｢異動｣処理

 



3.その他
･15歳未満の未成年の離縁で同時に親権者指定届又は未成年後見開始届が出されたときの処理を,離縁同時73の2届の処理が終了後,親権又は未成年後見で処理して構わない
･離縁によって養子の養父母が変わる場合(転縁組の離縁)の養父及び養母氏名の入力は,移記事項処理で処理しても構わない
･養子,養女,養父,養母の年齢算出は算出の要件が明記されていない場合は,離縁成立時の年齢を算出すること
(裁判確定日に入力があれば裁判確定日での年齢,同様離縁成立日における年齢,双方入力がない場合は受領日の年齢)
･外国人養子の離縁協議者(外国人父母)の記載では国により｢親権者父母｣と｢父母｣の場合があるため双方に対応すること
･受付ファイルにおける親権協議者の筆頭者氏名は受付DBメンテで行う。

1.養子離縁同時73の2業務処理範囲外の処理
･追完届出された場合(追完の記録が必要な場合)
･協議離縁届で届書受理後に事件本人(養子及び養親)の死亡が明らかになった場合の記録
･無籍者の離縁
･旧法当時婿養子縁組婚姻をした養子と養親との離縁
･養子夫婦の一方が生存,他方が死亡している場合
･15歳未満の届出人が特別代理人のとき,特別代理人以外に届出人がいる場合
･15歳以上の未成年の離縁で同時に親権者指定届又は未成年後見開始届が出されたときの処理は,離縁同時73の2届の処理が終了後,親権又は未成年後見で処理する
･離縁届と同時に戸籍法73条の2の届をした者が,実方の氏の新戸籍編製を申し出た場合は,離縁届と戸籍法73条の2届を別に処理するか,審査結果入力で処理する
(離縁届と戸籍法73条の2届を別に処理しても結果は変らない)
･被後見人との報告的離縁で,後見人が届出た場合
･複数の未成年後見人から届出があった場合の記録

2.養子離縁同時73条の2入力画面の意義

養子と養親で離縁する者同士の情報を入力する
15歳未満の離縁届と同時に届出られた親権者指定届又は未成年後見開始届の情報を入力する

養子の現在の状況の各項目を入力する

養親の現在の状況の各項目を入力する

･離縁形態入力画面

･その1入力画面

･その2入力画面

･その4入力画面

縁組前の氏,縁組年月日,離縁の種別に関する各項目を入力する

15歳未満の養子の届出人に関する各項目を入力する

養子の配偶者(事件本人以外)に関する各項目を入力する
離縁によって養子の養父母が変る場合(転縁組の離縁),その養父及び養母氏名を入力する
離縁により従前の親権事項を移記(記録)する場合,離縁後の親権者区分を入力する

･その5入力画面

･その3入力画面

第7
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(5) システム化調査研究会

作成者作業名 頁

1/78養子離縁同時73条の2届
システム処理の概要説明書

版

14.1平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日

改訂日付作成日付
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版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

1

改定日付作成日付

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)養子離縁届の内容を入力する。
　(2)養子離縁届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)養子離縁届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)養子離縁届から中間ファイル(届書)を編集し,出力する。
　(6)入力確認(養子離縁届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック
　　　　　　　　　　　1.1 関連チェック(条件設定表)
　　　　　　　　2.0 関連チェック
　　　　　　　　　　　2.1 関連チェック(表示設定表)
　　　　　　　　3.0 審査(関連審査補完)
　　　　　　　　　　　3.1　離縁の準拠法確定
　　　　　　　　　　　　　 3.1.1 日本法での離縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　3.1.1.1 15歳未満の離縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　3.1.1.2 未成年の離縁
　　　　　　　　　　　　　 3.1.2 外国法での離縁
　　　　　　　　　　　3.2　離縁種別の確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.2.1　養子―養親異動
　　　　　　　　　　　3.3　戸籍異動の確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.2.2　養女―養親異動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.3.3　養子夫婦―養親異動
　　　　　　　　4.0 データ編集票(中間ファイル(届書))

中間ファイル(届書) 出力

頁

2/78

入出力区分

戸籍DB 入力

平成6年12月 1日 令和　年　月　日審査(養子離縁同時73条の2)
システム環境仕様

2.使用DB・ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

個人状態ファイル 入力

5.備考(特記事項含む)

エラー履歴ファイル 出力

入力画面

(同時73の2)

戸籍データ
ベース 中間ファイル

(届書)

エラー履歴
ファイル

(詳細別紙)
個人状態

ファイル

審査

(同時73の2)

確認画面

(同時73の2)
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/

/

/

YES /

YES /

/

YES

NO /

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集をおこなう。

(12)確認メッセージを表示し,メッセージに対して応
答の後,以降の審査を続行する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(21)次ページ分の入力画面(養子離縁同時73条の2届)を編集する

(23)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(25)当該審査エラーの確認後,以降の審査を続行する

(26)入力画面を初期化する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

　→

(16)前ページがある(YES,NO)

(17)前ページ分の入力画面(養子離縁同時73条の2届)を編集する

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(20)次ページがある(YES,NO)

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

PF1

(13)エラーメッセージを表示する

　→

審査エラー

確認

(10)エラーメッセージを表示する

(1)届書内容を画面入力する

実行キー [1.0]

[2.0]

[3.0]

[4.0]

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集･出力

(14)業務選択に制御を渡す

PF2

PF7

(15)届出選択に制御を渡す

(18)同画面を編集する

PF10

PF11

PF12

その他

(8)入力確認画面に制御を渡す

(22)同画面を編集する

処理名 備考

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
要件定義ワークシート

頁数

3/78審査(養子離縁同時73条の2)

版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付作成日付

 0.0　本紙

(11)同画面を編集する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PP2,PP7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

PF8

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する
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属性

英字

英字

英字

英字

数字

漢字

漢字

漢字

数字

数字

数字

漢字

漢字

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1;本籍人,2:非本籍人)であること

(001:父.002:母,010:養父,011:養母)であること

(0:無,1;親権者指定届,2:未成年後見開始届)であること

5-1 親権･未成年後見人の本非区分

5-2 親権･未成年後見人生年月日

11-1 同時親権者届出人の本非区分

11-2 同時親権者届出人生年月日 英数

数字

英数

親権･未成年後見人本籍

親権･未成年後見人筆頭者

同時親権届の種別

同時親権者資格

同時親権者届出人資格

2

3

9

10

11

養子と養母区分

頁

4/78

画面名 画面ID

(1:協議,2:調停,3:審判)であること

(001:父,002:母,010:養父,011:養母)であること

1から4のう
ちどれか1
つ以上

備考必須

○

(Y:離縁あり,スペース:離縁なし)であること

(Y:離縁あり,スペース;離縁なし)であること

(Y:離縁あり,スペース:離縁なし)であること

(Y:離縁あり,スペース:離縁なし)であること4

5

6

7

8

(1:本籍人,2:非本籍人)であること
数字

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

12

12-1

養女と養父区分

養女と養母区分

同時届区分

同時親権者届出人氏名

同時親権者届出人本籍

親権･未成年後見人氏名

No

1

版

4

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

平成 6年12月 1日

出力エラーメッセージ内容

養子と養父区分

改訂日付

1.0単体チェック表(1/7)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力画面)　1/1

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者
データチェック(単体表)

作業名

審査(養子離縁同時73条の2届)

作成日付

平成12年 3月 1日

処理名
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属性

数字

英数

英数

漢字

数字

英数

数字

英数

数字

数字

数字

英数

数字

カナ

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

数字

数字

数字

数字

数字

数字

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(0:未,1:夫,3:生存配偶者)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍人,2:非本籍人)であること

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

版 頁数

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍人,2:非本籍人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

(0:生存者,1:死亡者)であること

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

改定日付

画面名 画面ID

データチェック(単体表)
作業名 作成者

項目名 必須 内容 出力エラーメッセージ

養子離縁同時73条の2届(その1)　1/2

5/78

作成日付

○

○

○

審査(養子離縁同時73条の2)

(1:創設的届出,2:報告的届出)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍分届,2:非本籍分届)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

○

10(男)～29(十九男)であること

養子の住所

養子の筆頭者

養子の世帯主

養子の父氏名

養子の母氏名

養子の父母との続柄コード

養子の本非区分

養子の生年月日

養子の生死区分

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養子の本･国籍

養子の筆頭考区分

養子の配偶者区分

養女の外国人区分

養女の本非区分

35

36

37

38

処理日

本非区分

郵送日

報告区分

養子の外国人区分

29

30

31

32

33

発送元

在外送付区分

1.0 単体チェック表(2/7)

出張所番号

受領日

送付日

34

23

24

25

26

27

28

18

19

20

21

22

13

14

15

16

17

No

処理名

第7
2
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属性

英数

数字

カナ

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

数字

数字

数字

項目エラーがあります。正しく
入力してください。

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考内容

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

作業名 作成者

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会

(0:生存者,1:死亡者)であること

30(女)～49(十九女)であること

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(0:未,2:妻,3:生存配偶者)であること

処理名 画面名 画面ID

養女の世帯主

養女の父氏名

養女の母氏名

養女の父母との続柄コード

養女の筆頭者区分

養女の配偶者区分

養女の生死区分

養女のカナ氏名

養女の漢字氏名

養女の本･国籍

養女の住所

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/78

頁数版

必須

作成日付 改定日付

養女の筆頭者

養女の生年月日

データチェック(単体表)

1.0 単体チェック表(3/7) 養子離縁同時73条の2届(その1)　2/2

39

第7
2

(5)

項目名

46

47

48

49

50

51

40

41

42

43

44

45

No

 7-2-(5)-7-6



属性

数字

数字

英数

数字

カナ

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

数字

数字

数字

英数

数字

カナ

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

数字

数字

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/78

必須

(0:日本法,1:日本法以外)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍人,2:非本籍人)であること

版 頁数作成日付 改定日付

画面ID

(0:日本法,1:日本法以外)であること

(0:婚姻中でない　1:婚姻中である)であること

(0:生存者,1:死亡者)であること

作成者

画面名

養子離縁同時73条の2届(その2)　1/1

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

(0:生存者,1:死亡者)であること

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍人,2:非本籍人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣｢年齢算出サブルーチン｣

項目エラーがあります。正しく
入力してください。

養父の外国人区分

養父の本非区分

養父の生年月日

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

養父の世帯主

養父の縁組成立法区分

処理名

1.0 単体チェック表(4/7)

No

データチェック(単体表)
作業名

養母の筆頭者

養母の住所

養母の世帯主

73

74

70

71

72

養母の縁組成立法区分

養父母婚姻区分

67

68

69

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養母の生死区分

養父の生死区分

養父のカナ氏名

養父の漢字氏名

養父の本･国籍

養父の筆頭者

養父の住所

66

養母の本･国籍

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

61

62

63

64

65

55

56

57

58

59

60

52

53

54
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属性

数字

数字

数字

数字

英数

英数

英数

漢字

漢字

漢字

備考ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

○

○

○

○

必須

｢日付チェックサブルーチン｣

(010:養父,011:養母,012:養父母,013:養子,014:養子夫
婦,077:(養子の離縁後の)法定代理人)であること

(1:協議,2:調停,3:審判,4:判決,5:和解,6:認諾)であること

(1:養子(法定代理人を含む),2:養親)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

版 頁改訂日付作成者 作成日付

画面名 画面ID

養子離縁同時73条の2届(その3)　1/1

内容 出力エラーメッセージ

平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日
データチェック(単体表)

作業名

｢日付チェックサブルーチン｣

数字

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

8.1 8/78審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会

｢日付チェックサブルーチン｣離縁成立日

離縁の方式

外国裁判所

裁判及び外国方式の離縁の届出
人資格

80

81

82

83

84

離縁許可日

離縁年月日

縁組前の氏

離縁の種別

離縁の申立人区分

裁判確定日

項目名

処理名

77

78

79

75

76

No

第7
2

(5)

1.0単体チェック表(5/7)

85 新本籍
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属性

数字

数字

漢字

漢字

英数

漢字

漢字

英数

頁

(001:父,002:母,
010:養父,011:養母,016:親権者父,017:親権者母,
019:親権者養父,020:親権者養母,023:親権者となるべき
父,
024:親権者となるべき母,026:親権者となるべき養父,
027:親権者となるべき養母,078:特別代理人,
110:未成年後見人,111:未成年後見人となるべき者)
であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

No 項目名

処理名

第7
2

(5)

改訂日付

必須 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

平成12年 3月 1日 4 9/78

画面名 画面ID

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

同上

版

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

養子離縁同時73条の2届(その4)　1/1

作業名 作成者 作成日付

審査(養子離縁同時73条の2届)

15歳未満の届出人国籍1

15歳未満の届出人生年月日1

15歳未満の届出人氏名2

15歳未満の届出人国籍2

15歳未満の届出人生年月日2

15歳未満の届出人資格2

89

90

91

92

93

87

15歳未満の届出人民名1

データチェック(単体表)

88

86

1.0単体チェック表(6/7)

15歳未満の届出人資格1

 7-2-(5)-7-9



属性

数字

数字

数字

カナ

漢字

漢字

漢字

数字

英数

漢字

漢字

漢字

数字

版

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/78

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人,1:外国人)であること

データチェック(単体表)

処理名

必須

作成者

画面名

養子離縁同時73条の2届(その5)　1/1

(0:構成員,1:筆頭者)であること

作業名

配偶者筆頭者区分

1.0 単体チェック表(7/7)

No

配偶者外国人区分94

95

10(男)～49(十九女)であること

(001:父.002:母,010:養父,011:養母)であること

(1:夫,2:妻)であること

項目エラーがあります。正しく
入力してください。

作成日付 改定日付

画面ID

内容 出力エラーメッセージ

配偶者住所

離縁後変更養父氏名

離縁後変更養母氏名

親権移記親権者区分

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者母氏名

配偶者父母との続柄コード

配偶者生年月日

配偶者配偶者区分

項目名

96

第7
2
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103

104

105

106

97

98

99

100

101

102
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11 (No.2)〔養子と養母区分〕かつ
(No.3)〔養女と養父区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 11とする
『養子と養父母及び養女と養父の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 11:養子と養母 かつ 養女と養父の離
縁

12 (No.2)〔養子と養母区分〕かつ　(No.3)〔養女と養父区分〕かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 12とする
『養子と養母及び養女と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 12:養子と養母　かつ　養女と養父母の離縁
　(養子夫婦と養母　かつ　養女と養父の離縁)

9 (No.1)〔養子と養父区分〕かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 9とする
『養子と養父及び養女と養母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 9:養子と養父　かつ　養女と養母の離縁

10 (No.1)〔養子と養父区分〕かつ　(No.3)〔養女と養父区分〕かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 10とする
『養子と養父及び養女と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 10:養子と養父　かつ　養女と養父母の離縁
　(養子夫婦と養父　かつ　養女と養母の離縁)

7 (No.1)〔養子と養父区分〕かつ
(No.3)〔養女と養父区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 7とする
『養子夫婦と養父の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 7:養子夫婦と養父の離縁

8 (No.2)〔養子と養母区分〕かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 8とする
『養子夫婦と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 8:養子夫婦と養母の離縁

5 (No.4)〔養女と養母区分〕のみ入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 5とする
『養女と養母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 5:養女と養母の離縁

6 (No.3)〔養女と養父区分〕かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 6とする
『養女と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 6:養女と養父母の離縁

3 (No.1)〔養子と養父区分〕かつ
(No.2)〔養子と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 3とする
『養子と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 3:養子と養父母の離縁

4 (No.3)〔養女と養父区分〕のみ入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 4とする
『養女と養父の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 4:養女と養父の離縁

1 (No.1)〔養子と養父区分〕のみ入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 1とする
『養子と養父の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 1:養子と養父の離縁

2 (No.2)〔養子と養母区分〕のみ入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 2とする
『養子と養母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 2:養子と養母の離縁

No 内容 備考

以降,審査内部で使用する離縁形態区分の設定および表示内容について記述する

処理名 画面名 画面ID

1.1　条件設定(1/2)
養子離縁同時73条の2届
(離縁形態入力画面)

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/78

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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14 (No.1)〔養子と養父区分〕かつ　(No.2)〔養子と養母区分〕かつ
(No.4)〔養女と養母区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 14とする
『養子と養父母及び養女と養母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 14:養子と養父母　かつ　養女と養母の離縁
　(養子夫婦と養母　かつ　養子と養父の離縁)

15 (No.1)〔養子と養父区分〕かつ　(No.2)〔養子と養母区分〕かつ
(No.3)〔養女と養父区分〕かつ　(No.4)〔養女と養母区分〕
　の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 15とする
『養子夫婦と養父母の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 15:養子夫婦と養父母の離縁

No 内容 備考

13 (No.1)〔養子と養父区分〕かつ　(No.2)〔養子と養母区分〕かつ
(No.3)〔養女と養父区分〕の入力があるとき,離縁形態区分 ＝ 13とする
『養子と養父母及び養女と養父の離縁』と表示する

離縁形態区分 ＝ 13:養子と養父母　かつ　養女と養父の離縁
　(養子夫婦と養父　かつ　養子と養母の離縁)

処理名 画面名 画面ID

1.1　条件設定(2/2)
養子離縁同時73条の2届
(離縁形態入力画面)

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/78

第7
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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6 離縁形態区分 ＝ 6(養女と養父母の離縁)　の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ＝ スペース　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.52)養父の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.63)養母の外国人区分 ≠ スペース　であること

7 離縁形態区分 ＝ 7(養子夫婦と養父の離縁)　の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.52)養父の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.63)養母の外国人区分 ＝ スペース　かつ
　(No.94)配偶者外国人区分 ＝ スペース　であること

8 離縁形態区分 ＝ 8(養子夫婦と養母の離縁)　の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.52)養父の外国人区分 ＝ スペース　かつ
　(No.63)養母の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.94)配偶者外国人区分 ＝ スペース　であること

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/78

第7
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

4 離縁形態区分 ＝ 4(養女と養父の離縁)　の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ＝ スペース　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.52)養父の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.63)養母の外国人区分 ＝ スペース　であること

2 離縁形態区分 ＝ 2(養子と養母の離縁)　の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ＝ スペース　かつ
　(No.52)養父の外国人区分 ＝ スペース　かつ
　(No.63)養母の外国人区分 ≠ スペース　であること

3 離縁形態区分 ＝ 3(養子と養父母の離縁)　の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ＝ スペース　かつ
　(No.52)養父の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.63)養母の外国人区分 ≠ スペース　であること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

1 離縁形態区分 ＝ 1(養子と養父の離縁)　の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ＝ スペース　かつ
　(No.52)養父の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.63)養母の外国人区分 ＝ スペース　であること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック(1/13)
養子離縁同時73条の2届
(離縁形態入力画面,その1～その5画面)

5 離縁形態区分 ＝ 4(養女と養父の離縁)　の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ＝ スペース　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.52)養父の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.63)養母の外国人区分 ＝ スペース　であること

入力がある場
合に,外国人区
分は必須入力
項目

 7-2-(5)-7-13



18 (No9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No.10)同時親権者資格 ＝ 001(父)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 002(母)　または　011(養母)であること

(No.5)同時届区分 ＝ 0(無)の場合,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名～(No.12-1)同時親権届出人本籍までスペースであること

17 (No.9)同時親椎届の種別 ＝ 2(調停)　または　3(審判)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ＝ スペース　かつ
　(No.11-1)同時親権届出人の本非区分 ＝ スペース　かつ
　(No.11-2)同時親権届出人生年月日 ＝ スペース　かつ
　(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ スペース　かつ
　(No.12-1)同時親権届出人本籍 ＝ スペースであること

16 (No.9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ≠ スペース　かつ
　(No.11-1)同時親権届出人の本非区分 ≠ スペース　かつ
　(No.11-2)同時親権届出人生年月日 ≠ スペース　かつ
　(No.12)同時親権届出人氏名 ≠ スペース　かつ
　(No.12-1)同時親権届出人本籍 ≠ スペースであること

14 (No5)同時届区分 ＝ 1(親権者推定届)　または　2(未成年後見開始届)の場合,
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 国籍であれば(No.8)親権･未成年後見人筆頭者 ＝ スペース　かつ
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ (No.89)15歳未満の届出人国籍1であること

15 (No5)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)の場合,
　(No.9)同時親権届の種別 ≠ スペース　かつ
　(No.10)同時親権者資格 ≠ スペースであること

9 離縁形態区分 ＝ 9(養子と養父　かつ　養女と養母の離縁)　または
離縁形態区分 ＝ 10(養子と養父　かつ　養女と養父母の離縁)　または
離縁形態区分 ＝ 11(養子と養母　かつ　養女と養父の離縁)　または
離縁形態区分 ＝ 12(養子と養母　かつ　養女と養父母の離縁)　または
離縁形態区分 ＝ 13(養子と養父母　かつ　養女と養父の離縁)　または
離縁形態区分 ＝ 14(養子と養父母　かつ　養女と養母の離縁)　または
離縁形態区分 ＝ 15(養子夫婦と養父母の離縁)の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ≠ スペース　かつ　(No.37)養女の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.52)養父の外国入区分 ≠ スペース　かつ　(No.63)養母の外国人区分 ≠ スペース　かつ
　(No.94)配偶外国人区分 ＝ スペースであること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック表(2/13)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

12 (No5)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)　または　2(未成年後見開始届)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 1　または　2　または　3　または
　4　または　5　または　6であること

13 (No.5)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)　または　2(未成年後見開始届)の場合,
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 本籍であれば
　(No.8)親権･未成年後見人筆頭者 ≠ スペースであること

11 (No5)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)　または　2(未成年後見開始届)の場合,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ≠ スペース　かつ
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.86)15歳未満の届出人氏名1であること

10

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

版 頁
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(5)
データチェック(関連表)
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(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 002(母)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 1　または　2　または　3であれば,
　(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ (No.33)養子の母氏名であること

22 (No.10)同時親権者資格 ＝ 001(父)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 1　または　2　または　3であれば,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.32)養子の父氏名であること

23 (No.10)同時親権者資格 ＝ 002(母)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 1　または　2　または　3であれば,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.33)養子の母氏名であること

30 (No.10)同時親権者資格 ＝ 001(父)の場合,
　(No.86)15歳未満の届出人資格 ＝ 023(親権者となるべき父)　または　001(父)　かつ
　(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペースであること

31 (No.10)同時親権者資格 ＝ 002(母)の場合,
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 024(親権者となるべき母)　または　002(母)　かつ
　(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペースであること

28 (No.11)同時親権届出人資格 ＝ 001(父)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 4　または　5　または　6であれば,
　(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ (No.47)養女の父氏名であること

29 (No.11)同時親権届出人資格 ＝ 002(母)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 4　または　5　または　6であれば,
(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ (No.48)養女の母氏名であること

20 (No9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No.10)同時親権者資格 ＝ 010(養父)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 002(母)　または　011(養母)であること

21 (No9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No.10)同時親権者資格 ＝ 011(養母)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 001(父)　または　010(養父)であること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

19 (No9)同時親権届の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No.10)同時親権者資格 ＝ 002(母)の場合,
　(No.11)同時親権届出人資格 ＝ 001(父)　または　010(養父)であること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

26 (No.10)同時親権者資格 ＝ 001(父)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 4　または　5　または　6であれば,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.47)養女の父氏名であること

27 (No.10)同時親権者資格 ＝ 002(母)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 4　または　5　または　6であれば,
　(No.6)親権･未成年後見人氏名 ＝ (No.48)養女の母氏名であること

24 (No.11)同時親権届出人資絡 ＝ 001(父)の場合,
　離縁形態区分 ＝ 1　または　2　または　3であれば,
(No.12)同時親権届出人氏名 ＝ (No.32)養子の父氏名であること

25

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(3/13)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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46-1 (No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No81)離縁成立日 ＝ スペースの場合,
　(No.21)報告区分 ＝ 1(創設的届出)であること

35 (No.15)送付日 ≠ スペースのとき,(No.16)発送元 ≠ スペースであること

36 (No.15)送付日 ≠ スペースのとき,(No.15)送付日 ≧ (No14)受領日であること

46 (No.21)報告区分 ＝ 1(創設的届出)の場合,
　(No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No81)離縁成立日 ＝ スペースであること

43 (No.20)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.20)郵送日 ≦ (No.14)受領日であること

44 (No.19)本非区分 ＝ 1(本籍)のとき,
　(No.23)養子の本非区分 ＝ 1　または　(No.38)養女の本非区分 ＝ 1　または
　(No.53)養父の本非区分 ＝ 1　または　(No.64)養母の本非区分 ＝ 1　または
　(No.85)新本籍 ＝ 管内本籍であること

(No.19)本非区分は
養子離縁同時73の2
届の本非区分と位置
付ける。
親権･未成年後見届
は関係しない。

45 (No.20)本非区分 ＝ 2(非本籍)のとき,
　(No.23)養子の本非区分 ＝ 2　かつ　(No.38)養女の本非区分 ＝ 2　かつ
　(No.53)養父の本非区分 ＝ 2　かつ　(No.64)養母の本非区分 ＝ 2　かつ
　(No.85)新本籍 ＝ 管外本籍であること

41 (No.18)処理日 ≠ スペースのとき,(No.18)処理日 > (No14)受領日であること

42 (No.20)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.15)送付日 ＝ スペースであること

33 (No.10)同時親権者資格 ＝ 011(養母)の場合,
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 027(親権者となるべき養母)　または　011(養母)　かつ
　(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペースであること

34 (No.15)送付日 ＝ スペースのとき,(No.16)発送元 ＝ スペースであること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

32 (No.10)同時親権者資格 ＝ 010(養父)の場合,
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 026(親権者となるべき養父)　または　010(養父)　かつ
　(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペースであること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

39 (No.16)発送元 ≠ スペース　かつ　,(No.16)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき
　(No.17)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)であること

40 (No.16)発送元 ≠ スペース　かつ　(No.16)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外のとき
　(No.17)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)　または
　(No.17)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)であること

37 (No.15)送付日 ＝ スペースのとき,(No.17)在外送付区分 ＝ 0(受理分)であること

38 (No.16)発送元 ≠ スペースのとき,(No.17)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外)であること

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(4/13)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

版 頁
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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47 (No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No81)離縁成立日 ≠ スペースの場合,
　(No.21)報告区分 ＝ 2(報告的届出)であること 外国の方式による離

縁の入力チェック

No 　 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

46-2 (No.21)報告区分 ＝ 2(報告的届出)の場合,
　((No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No81)離縁成立日 ≠ スペース)　または
　(No.77)離縁の種別 ＝ 2(調停)　または　3(審判)　または　4(判決)　または　5(和解)　または　6(認諾)であること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(4/13)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

改訂日付 版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 17/78
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付
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58

59

(No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.24)養子の生年月日 ＝ (和暦)　かつ　(No.28)養子の本･国籍 ＝ 本籍　かつ
　(No.30)養子の筆頭者 ≠ スペース　かつ　(No.35)養子の筆頭者区分 ≠ スペース　かつ
　(No.36)養子の配偶者区分 ≠ スペースであること

西暦で入力されても
和暦に変換されれば
よい

51 (No.22)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)の場合,
　(No.23)養子の本非区分 ＝ 2(非本籍)　かつ　(No.24)養子の生年月日 ＝ (西暦)　かつ
　(No.28)養子の本･国籍 ＝ 国籍　かつ　(No.30)養子の筆頭者 ＝ スペース　かつ
　(No.35)養子の筆頭者区分 ＝ スペースであること

和暦で入力されても
西暦に変換されれば
よい

56 (No.24)養子の生年月日+15年(15歳以上) ≦ (No.14)受領日の場合,(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースであること

57 (No.29)養子の住所 ＝ スペースの場合,(No.31)養子の世帯主 ＝ スペースであること

55 養父に入力がある場合,(No.62)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
養母に入力がある場合,(No.73)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
　かつ　(No.24)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日　かつ　(No.25)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　(No.77)離縁の種別 ＝ 2(調停)　または　3(審判)　または　4(判決)　または　5(和解)　または　6(認諾)　かつ
　(No.84)裁判及び外国の方式の離縁の届出人資格 ＝ 077(養子の離縁後の法定代理人)の場合,
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースであること

54 養父に入力がある場合,(No.62)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
養母に入力がある場合,(No.73)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
　かつ　(No.24)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日　かつ　(No.25)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　(No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)の場合,
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースであること

49 養子に入力がある場合,
　(No.22)養子の外国人区分　かつ　(No.23)養子の本非区分　かつ
　(No.24)養子の生年月日　かつ　(No.25)養子の生死区分　かつ
　(No.26)養子のカナ氏名　かつ　(No.27)養子の漢字氏名　かつ
　(No.28)養子の本･国籍　かつ　(No.34)養子の父母との続柄コードに入力があること

養子に入力がある場
合の必須入力項目

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

48 (No.77)離縁の種別 ＝ 2(調停)　または　3(審判)　または　4(判決)　または　5(和解)　または　6(認諾)の場合,
　(No.21)報告区分 ＝ 2(報告的届出)であること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(5/13)
養子離縁同時73条の2
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

52 (No.23)養子の本非区分 ＝ 1(本籍)の場合,(No.28)養子の本･国籍 ＝ 管内本籍であること

53 (No.23)養子の本非区分 ＝ 2(非本籍)　かつ
(No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.28)養子の本･国籍 ＝ 管外本籍であること

50

改訂日付 版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月 1日 20 18/78

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-7-18



71

(No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.39)養女の生年月日 ＝ (和暦)　かつ
　(No.43)養女の本･国籍 ＝ 本籍　かつ　(No.45)養女の筆頭者 ≠ スペース　かつ
　(No.50)養女の筆頭者区分 ≠ スペース　かつ　(No.51)養女の配偶者区分 ≠ スペースであること

西暦で入力されても
和暦に変換されれば
よい

69 (No.39)養女の生年月日+15年(15歳以上) ≦ (No.14)受領日の場合,(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースであること

70 (No.44)養女の住所 ＝ スペースの場合,(No.46)養女の世帯主 ＝ スペースであること

68 養父に入力がある場合,(No.62)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
養母に入力がある場合,(No.73)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
　かつ　(No.39)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日　かつ　(No.40)養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　(No.77)離縁の種別 ＝ 2(調停)　または　3(審判)　または　4(判決)　または　5(和解)　または　6(認諾)　かつ
　(No.84)裁判及び外国の方式の離縁の届出人資格 ＝ 077(養子の離縁後の法定代理人)の場合,
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースであること

66 (No.38)養女の本非区分 ＝ 2(非本籍)　かつ
(No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.43)養女の本･国籍 ＝ 管外本籍であること

67 養父に入力がある場合,(No.62)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
養母に入力がある場合,(No.73)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)
　かつ　(No.39)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日　かつ　(No.40)養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　(No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)の場合,
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースであること

61 (No.35)養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の場合,
　(No.27)養子の漢字氏名 ＝ (No.30)養子の筆頭者であること

61-1 (No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.35)養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合,
　(No.27)養子の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.30)養子の筆頭者氏名の｢氏｣であること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

60 ｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

64 (No.37)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)の場合,
　(No.38)養女の本非区分 ＝ 2(非本籍)　かつ　(No.39)養女の生年月日 ＝ (西暦)　かつ
　(No.43)養女の本･国籍 ＝ 国籍　かつ　(No.45)養女の筆頭者 ＝ スペース　かつ
　(No.50)養女の筆頭者区分 ＝ スペースであること

和暦で入力されても
西暦に変換されれば
よい

65 (No.38)養女の本非区分 ＝ 1(本籍)の場合,(No.43)養女の本･国籍 ＝ 管内本籍であること

62 養女に入力がある場合,
　(No.37)養女の外国人区分　かつ　(No.38)養女の本非区分　かつ
　(No.39)養女の生年月日　かつ　(No.40)養女の生死区分　かつ
　(No.41)養女のカナ氏名　かつ　(No.42)養女の漢字氏名　かつ
　(No.43)養女の本･国籍　かつ　(No.49)養女の父母との続柄コードに入力があること

養女に入力がある場
合の必須入力項目

63

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(6/13)
養子離縁同時73条の2
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 19/78
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2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-19



76 養子と養女の双方に入力がある場合
　(No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
　(No.35)養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)のとき,
　　(No.50)養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)であること

76-1

81 (No.52)養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)の場合,
　(No.53)養父の本非区分 ＝ 2(非本籍)　かつ　(No.54)養父の生年月日 ＝ (西暦)　かつ
　(No.58)養父の本･国籍 ＝ 国籍　かつ　(No.59)養父の筆頭者 ＝ スペースであること

和暦で入力されても西
暦に変換できればよい

81-1 (No.53)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.58)養父の漢字氏名の氏 ＝ (No.60)養父の筆頭者氏名の氏であること

79 養父に入力がある場合,
　(No.52)養父の外国人区分　かつ　(No.53)養父の本非区分　かつ
　(No.54)養父の生年月日　かつ　(No.55)養父の生死区分　かつ
　(No.56)養父のカナ氏名　かつ　(No.57)養父の漢字氏名　かつ
　(No.58)養父の本･国籍　かつ　(No.61)養父の縁組成立区分に入力があること

養父に入力がある場
合の必須入力項目

80 (No.52)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.54)養父の生年月日 ＝ (和暦)　かつ　(No.58)養父の本･国籍 ＝ 本籍　かつ
　(No.59)養父の筆頭者 ≠ スペースであること

西暦で入力されても和
暦に変換できればよい

74-1 (No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.50)養女の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合,
　(No.42)養女の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.45)養女の筆頭者氏名の｢氏｣であること

75 養子と養女の双方に入力がある場合
　(No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
　(No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
　(No.35)養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)のとき,
　　(No.50)養女の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)であること

73

74 (No.50)養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の場合,
　(No.42)養子の漢字氏名 ＝ (No.46)養女の筆頭者であること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

72 ｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

77 養子　または　養女の片方だけに入力がある場合
　(No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.36)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)のとき,
　　(No.94)配偶者外国人区分 ≠ スペースであること

78 養子　または　養女の片方だけに入力がある場合
　(No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.51)養女の配偶者区分 ＝ 2(妻)のとき,
　　(No.94)配偶者外国人区分 ≠ スペースであること

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(7/13)
養子離縁同時73条の2
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 20/78

第7
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

 7-2-(5)-7-20



83 (No.53)養父の本非区分 ＝ 2(非本籍)　かつ　(No.52)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.58)養父の本･国籍 ＝ 管外本籍であること

84 (No.60)養父の住所 ＝ スペースの場合,(No.61)養父の世帯主 ＝ スペースであること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

82 (No.53)養父の本非区分 ＝ 1(本籍)の場合,(No.58)養父の本･国籍 ＝ 管内本籍であること ｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック表(7/13)
養子離縁同時73条の2
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18 21/78

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-21



97 (No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No.81)離縁成立日 ≠ スペースの場合,
　(No.80)離縁許可日 ＝ スペースであること

95 (No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)の場合,
　(No.78)離縁の申立区分 ＝ スペース　かつ
　(No.79)裁判確定日 ＝ スペースであること

96 (No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No.80)離縁許可日 ≠ スペースの場合,
　(No.81)離縁成立日 ＝ スペース　かつ
　(No.82)離縁の方式 ＝ スペース　かつ
　(No.83)外国裁判所名 ＝ スペース　かつ
　(No.84)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ スペースであること

死亡者との離縁

(No.63)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.65)養母の生年月日 ＝ (和暦)　かつ　(No.69)養母の本･国籍 ＝ 本籍　かつ
　(No.70)養母の筆頭者 ≠ スペースであること

西暦で入力されても和
暦に変換されればよい

93

94 (No.75)縁組年月日 < (No.14)受領日,(No.79)裁判確定日,
　(No.80)離縁許可日,(No.81)離縁成立日であること

91 (No.71)養母の住所 ＝ スペースの場合,(No.72)養母の世帯主 ＝ スペースであること

92 (No.72)養母の世帯主 ≠ スペースの場合,(No.71)養母の住所 ≠ スペースであること

89 (No.64)養母の本非区分 ＝ 1(本籍)の場合,(No.69)養母の本･国籍 ＝ 管内本籍地であること

90 (No.64)養母の本非区分 ＝ 2(非本籍)　かつ　(No.63)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.69)養母の本･国籍 ＝ 管外本籍地であること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

85 (No.61)養父の世帯主 ≠ スペースの場合,(No.60)養父の住所 ≠ スペースであること ｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(6/13)
養子離縁同時73条の2
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

88 (No.63)養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)の場合,
　(No.64)養母の本非区分 ＝ 2(非本籍)　かつ　(No.65)養母の生年月日 ＝ (西暦)　かつ
　(No.69)養母の本･国籍 ＝ 国籍　かつ　(No.70)養母の筆頭者 ＝ スペースであること

西暦で入力されても和
暦に変換されればよい

88-1 (No.63)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.68)養母の漢字氏名の氏 ＝ (No.70)養母の筆頭者氏名の氏であること

86 養母に入力がある場合,
　(No.63)養母の外国人区分　かつ　(No.64)養母の本非区分　かつ
　(No.65)養母の生年月日　かつ　(No.66)養母の生死区分　かつ
　(No.67)養母のカナ氏名　かつ　(No.68)養母の漢字氏名　かつ
　(No.69)養母の本･国籍　かつ　(No.73)養母の縁組成立法区分に入力があること

養母に入力がある場
合の必須入力項目

87

改訂日付 版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 22/78
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-7-22



110 (No.87)15歳未満の届出人資格2 ≠ スペースの場合,
　(No.91)15歳未満の届出人氏名2 ≠ スペースであること

(No.80)離縁許可日 ≦ (No.14)受領日であること

100 (No.77)離縁の種別 ＝ 2(調停)　または　3(審判)　または　4(判決)　または　5(和解)　または　6(認諾)の場合,
　(No.78)離縁の申立人区分 ≠ スペース　かつ　(No.79)裁判確定日 ≠ スペース　かつ
　(No.80)離縁許可日 ＝ スペース　かつ　(No.81)離縁成立日 ＝ スペース　かつ
　(No.82)離縁の方式 ＝ スペース　かつ
　(No.84)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ≠ スペースであること

裁判による離縁

101 (No.78)離縁の申立人区分 ≠ スペースの場合,
　(No.84)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ≠ スペースであること

108 (No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペースの場合,
　(No.91)15歳未満の届出人氏名2 ＝ スペース　かつ
　(No.92)15歳未満の届出人国籍2 ＝ スペース　かつ
　(No.93)15歳未満の届出人生年月日2 ＝ スペースであること

109 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースの場合,
　(No.88)15歳未満の届出人氏名1 ≠ スペースであること

106 (No.84)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 077(養子の離縁後の法定代理人)　かつ
　離縁形態区分 ＝ 4　または　5　または　6の場合,
　(No.39)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日　かつ
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースであること

107 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースの場合,
　(No.87)15歳未満の届出人資格2　～
　(No.93)15歳未満の届出人生年月日2までスペースであること

15歳未満の届出人がい
る場合は,資格1が必須
入力項目

99 (No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No.80)離縁成立日 ≠ スペースの場合,
　(No.84)外国裁判所名 ≠ スペースであれば
　(No.82)離縁の方式 ＝ スペースであること

外国の裁判所で協議
された離縁

99-1 (No.82)離縁の方式 ≠ スペースの場合,(No.80)離縁成立日 ≠ スペースであること

99-2 (No.84)外国裁判所名 ≠ スペースの場合,(No.80)離縁成立日 ≠ スペースであること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

98 (No.77)離縁の種別 ＝ 1(協議)　かつ　(No.80)離縁成立日 ≠ スペースの場合,
　(No.82)離縁の方式 ≠ スペースであれば
　(No.84)外国裁判所名 ＝ スペースであること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

外国方式での離縁

104 (No.81)離縁成立日 ≦ (No.14)受領日であること

105 (No.84)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 077(養子の離縁後の法定代理人)　かつ
　離縁形態区分 ＝ 1　または　2　または　3の場合,
　(No.24)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > (No.14)受領日　かつ
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースであること

102 (No.79)裁判確定日 ≦ (No.14)受領日であること

103

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック(9/13)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

改訂日付 版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 23/78
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作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-7-23



120 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)の場合,
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　または　011(養母)　または
　017(親権者母)　または　020(親権者養母)　または
　024(親権者となるべき母)　または　026(親権者となるべき養母)　または
　スペースであること

121 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母)の場合,
(No.87)15未満の届出人資格2 ＝ 001(父)　または　010(養父)　または
　016(親権者父)　または　019(親権者養父)　または
　023(親権者となるべき父)　または　026(親権者となるべき養父)　または
　スペースであること

(No.89)15歳未満の届出人国籍1 ≠ スペースの場合,
　(No.90)15歳未満の届出人生年月日1 ＝ 西暦であること

118 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)の場合,
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　または　011(養母)　または
　017(親権者母)　または　020(親権者養母)　または
　024(親権者となるべき母)　または　027(親権者となるべき養母)　または
　スペースであること

119 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母)の場合,
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 001(父)　または　010(養父)　または
　016(親権者父)　または　019(親権者養父)　または
　023(親権者となるべき父)　または　026(親権者となるべき養父)　または
　スペースであること

116 (No.92)15歳未満の届出人国籍2 ≠ スペースの場合,
　(No.93)15歳未満の届出人生年月日 ＝ 西暦であること

117 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)　または
　111(未成年後見人となるべき者)の場合,
　(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペースであること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

111 (No.86)15歳未満の届出人資格 ＝ 001(父)～011(養母)の場合,
　(No.89)15歳未満の届出人国籍1 ≠ スペース　かつ
　(No.90)15歳未満の届出人生年月日1 ＝ 西暦であること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

和暦で入力されても西
暦に変換されればよい

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(10/13)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

114 (No.87)15歳未満の届出人資絡2 ＝ 001(父)～011(養母)の場合,
　(No.92)15歳未満の届出人国籍2 ≠ スペース　かつ
　(No.93)15歳未満の届出人生年月日2 ≠ スペースであること

和暦で入力されでも西
暦に変換されればよい

115 (No.92)15歳未満の届出人国籍2 ＝ スペースの場合,
　(No.93)15歳未満の届出人生年月日 ＝ スペースであること

112 (No.89)15歳未満の届出人国籍1 ＝ スペースの場合,
　(No.89)15歳未満の届出人生年月日 ＝ スペースであること

113
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131

132

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)の場合、
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　または　020(親権者養母)　または
　スぺースであること

129 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 027(親権者となるべき養母)の場合、
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 023(親権者となるべ養父)　または
　026(親権者となるべき養父)　または　スペースであること

130

127 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 024(親権者となるべき母)の場合、
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 023(親権者となるべき父)　または
　027(親権者となるべき養父)　または　スペースであること

128 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 026(親権者となるべき養父)の場合、
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母)　または
　027(親権者となるべき養母)　または　スペースであること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

122 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)の場合
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　または　020(親権者養母)　または
　スペースであること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(11/13)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

125 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 020(親権者養母)の場合、
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父)　または　019(親権者養父)　または
　スペースであること

126 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 023(親権者となるべき父)の場合、
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母)　または
　027(親権者となるべき養母)　または　スペースであること

123 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 017(親権者母)の場合
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父)　または　019(親権者養父)　または
　スペースであること

124
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作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-7-25



143 (No.94)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
(No.95)配偶者筆頭者区分 ＝ 0(構成員)　かつ
(No.96)配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)　かつ　(No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
(No.50)養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　かつ
　(No.51)養女の配偶者区分 ＝ 2(妻)であること

141 (No.94)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.97)配偶者カナ氏名 ≠ スペース　かつ
　(No.98)配偶者漢字氏名 ≠ スペースであること

142 (No.94)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.95)配偶者筆頭者区分 ≠ スペース　かつ
　(No.96)配偶者配偶者区分 ≠ スペース　かつ
　(No.101)配偶者父母との続柄コード ≠ スペース　かつ
　(No.102)配偶者生年月日 ＝ 和暦であること

西暦で入力されても
和暦に変換されれば
よい

137

138 (No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 111(未成年後見人となるべき者)の場合,
　(No.5)同時届区分 ＝ 2(未成年後見開始届)であること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

133 ｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(12/13)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

135

136

134
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R2.1(離縁同87）
改正後のチェック

148 (No.100)配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)の場合、
(No.105)配偶者父母との続柄コード ＝ 10(男)～29(十九男)であること

149

155 (No.14)受領日 ≧ 2022年4月1日 かつ (No.106)親権移記親権者区分 ≠ スペース　かつ
離縁形態区分 = 1　または　2　または　3の場合,
　(No.37)養女の外国人区分 = 0(日本人)　かつ
　(No.39)養女の生年月日 + 18年(18歳未満) > (No.14)受領日　かつ
　(No.51)養女の配偶者区分 = 0(未)であること

R2.1(離縁同87）
改正後のチェック

146 (No.94)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
(No.95)配偶者筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　かつ
(No.96)配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)　かつ　(No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.35)養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)　かつ
　(No.36)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)であること

147

145 (No.94)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
(No.95)配偶者筆頭者区分 ＝ 0(構成員)　かつ
(No.96)配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)　かつ　(No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.35)養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　かつ
　(No.36)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)であること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

144 (No.94)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
(No.95)配偶者筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　かつ
(No.96)配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)　かつ　(No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合,
　(No.50)養女の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)　かつ
　(No.51)養女の配偶者区分 ＝ 2(妻)であること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

150 (No.100)配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)の場合、
(No.105)配偶者父母との続柄コード ＝ 30(女)～49(十九女)であること

154 (No.14)受領日 ≧ 2022年4月1日 かつ (No.106)親権移記親権者区分 ≠ スペース　かつ
離縁形態区分 = 1　または　2　または　3の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 = 0(日本人)　かつ
　(No.24)養子の生年月日 + 18年(18歳未満) > (No.14)受領日　かつ
　(No.36)養子の配偶者区分 = 0(未)であること

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック(13/13)
養子離縁同時73条の2
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

152 (No.14)受領日 < 2022年4月1日 かつ (No.106)親権移記親権者区分 ≠ スペース　かつ
離縁形態区分 ＝ 1　または　2　または　3の場合,
　(No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
　(No.24)養子の生年月日 + 20年(20歳未満) > (No.14)受領日　かつ
　(No.36)養子の配偶者区分 ＝ 0(未)であること

153 (No.14)受領日 ＜ 2022年4月1日 かつ (No.106)親権移記親権者区分 ≠ スペース　かつ
離縁形態区分 ＝ 1　または　2　または　3の場合,
　(No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
　(No.39)養女の生年月日 + 20年(20歳未満) > (No.14)受領日　かつ
　(No.51)養女の配偶者区分 ＝ 0(未)であること

R2.1(離縁同87）
改正前のチェック

R2.1(離縁同87）
改正前のチェック

 7-2-(5)-7-27



 7-2-(5)-7-28



210 (No.40)養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)の場合,
　(No.51)養女の配偶者区分 ＝ 0(未)　かつ
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース　かつ
　(No.5)同時届区分スペース　かつ
　(No.106)親権移記親権者区分 ＝ スペースであること

No.68の後

No.201 ～
No.208 は
No.17の後

202 (No.7)親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 2(非本籍)の場合,
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ≠ 管内本籍地であること

209 (No.25)養子の生死区分-1(死亡者)の場合,
　(No.36)養子の配偶者区分 ＝ 0(未)　かつ
　(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース　かつ
　(No.5)同時届区分 ＝ スペース　かつ
　(No.106)親権移記親権者区分 ＝ スペースであること

No.55の後

207 (No.12-1)同時親権届出人本籍 ＝ 本籍の場合,
　(No.11-2)同時親権届出人生年月日 ＝ 和暦であること

西暦入力でも和暦に
変換されればよい

208 (No.12-1)同時親権届出人本籍 ＝ 国籍の場合,
　(No.11-2)同時親権届出人生年月日 ＝ 西暦であること

和暦入力でも西暦に
変換されればよい

205 (No.11-1)同時親権届出人の本非区分 ＝ 1(本籍)の場合,
　(No.12-1)同時親権届出人本籍 ＝ 管内本籍地であること

206 (No.12-1)同時親権届出人の本非区分 ＝ 2(非本籍)の場合,
　(No.12-1)同時親権届出人本籍 ≠ 管内本籍地であること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

200 (No.5)同時届区分 ＝ 2(未成年後見開始届)の場合,
　(No.9)同時親権届の種別～
　(No.12-1)同時親権届出人本籍までスペースであること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

No.15の後 追加分はNo.200から
スタートする

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(13-1/13)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

203 (No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 本籍の場合,
　(No5-2)親権･未成年後見人生年月日 ＝ 和暦であること

西暦入力でも和暦に
変換されればよい

204 (No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 本籍の場合,
　(No.5-2)親権･未成年後見人生年月日 ＝ 西暦であること

和暦入力でも西暦に
変換されればよい

201 (No.5-1)親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍)の場合,
　(No.7)親権･未成年後見人本籍 ＝ 管内本籍地であること
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養父と養母の双方に入力がある場合、
(No.55)養父の生死区分 ＝ 1(死亡者)　または
(No.66)養母の生死区分 ＝ 1(死亡者)　のとき、
　(No.74)養母婚姻区分 ＝ 0(婚姻中でない)　であること

No.92の後

215 (No.106)親権移記親権区分 ＝ 10(養父)　または　11(養母)の場合
(No.104)離縁後変更養父氏名 ≠ スペース　または　(No.105)離縁後変更養母氏名 ≠ スペース　であること

214 (No.10)同時親権者資格 ＝ 10(養父)　または　11(養母)の場合
(No.104)離縁後変更養父氏名 ≠ スペース　または　(No.105)離縁後変更養母氏名 ≠ スペース　であること

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

211 養子と養女の双方に入力がある場合、
(No.22)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
(No.37)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)　のとき、
　(No.26)養子のカナ氏名の氏 ＝ (No.41)養女のカナ氏名の氏　かつ
　(No.27)養子の漢字氏名の氏 ＝ (No.42)養女の漢字氏名の氏　であること

｢関連エラーがあります。
正しく入力して下さい。｣

No.76の後 養子･養女が日本人
のときは同一戸籍で
あること

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(　/　)
養子離縁同時73条の2届
(養子離縁形態入力,その1～その5画面)

213 養父と養母の双方に入力がある場合、
(No.52)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
(No.63)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)　かつ
(No.74)養母婚姻区分 ＝ 1(婚姻中)　のとき、
　(No.56)養父のカナ氏名の氏 ＝ (No.67)養母のカナ氏名の氏　かつ
　(No.57)養父の漢字氏名の氏 ＝ (No.68)養母の漢字氏名の氏　かつ
　(No.59)養父の本国籍 ＝ (No.70)養母の本国籍　かつ
　(No.60)養父の筆頭者 ＝ (No.71)養母の筆頭者　であること

養父･養母が日本人
で婚姻中のときは、
同一戸籍であること

212
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12 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 011(養母)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ 010(養父)　の場合,
『養父母』と表示する

10 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 010(養父)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ 011(養母)　の場合,
『養父母』と表示する

11 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 011(養母)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ 001(父)　の場合,
『父及び養母』と表示する

8 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 002(母)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ 010(養父)　の場合,
『養父及び母』と表示する

9 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 010(養父)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ 002(母)　の場合,
『養父及び母』と表示する

6 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 001(父)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ 011(養母)　の場合,
『父及び養母』と表示する

7 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 002(母)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ 001(父)　の場合,
『父母』と表示する

4 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 011(養母)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ スペース　の場合,
『養母』と表示する

5 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 001(父)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ 002(母)　の場合,
『父母』と表示する

2 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 002(母)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ スペース　の場合,
『母』と表示する

3 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 010(養父)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ スペース　の場合,
『養父』と表示する

1 (No.10) 同時親権者資格 ＝ 001(父)　かつ
(No.11) 同時親権届出人資格 ＝ スペース　の場合,
『父』と表示する

処理名 画面名 画面ID

2.1　表示設定その1　(1/1)
養子離縁同時73条の2届
(離縁形態入力画面)

No 内容 備考

同時親権届出人名称をカットしたことにより,このページを削除
する。

以降,養子離縁同時73条の2届(離縁形態入力画面)で表示する
同時親権届出人名称の内容について記述する

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 30/78

改定日付第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-7-31



(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 027(親権者となるべき養母)の場合,
『父及び親権者となるべき養母』と表示する

同上

同上

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)の場合,
『父及び養母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)の場合,
『父及び親権者母』と表示する

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

備考

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)の場合,
『父及び親権者養母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母)の場合,
『父及び親権者となるべき母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 010(養父)の場合,
『養父及び母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父)の場合,
『親権者父及び母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 019(親権者養父)の場合,
『親権者養父及び母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 023(親権者となるべき父)の場合,
『親権者となるべき父及び母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 026(親権者となるべき養父)の場合,
『親権者となるべき養父及び母』と表示する

11

12

9

10

7

8

5

6

3

4

1

2

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 改訂日付作成日付

平成 6年12月 1日

No

処理名 画面名 画面ID

2.1 表示設定その2(1/3) 養子離縁同時73条の2届(その4画面)

以降,養子離縁同時73条の2届画面(その4画面)で表示する
15歳未満の届出人資格名称の内容について記述する

内容

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペースの場合,
『父』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)の場合,
『父母』と表示する

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成12年 3月 1日 4 31/78

同様資格2がスペースの場合は,資格1のコード内容をそのまま表示
111は『未成年後見人となるべき者』と表示する
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(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 017(親権者母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 019(親権者養父)　の場合,
『親権者養父及び親権者母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　の場合,
『親権者養父母』と表示する

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 令和　年　月　日

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　の場合,
『養父母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　の場合,
『養父及び親権者母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　の場合,
『養父及び親権者養母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母)　の場合,
『養父及び親権者となるべき母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 027(親権者となるべき養母)　の場合,
『養父及び親権者となるべき養母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父)　の場合,
『親権者父及び養母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 019(親権者養父)　の場合,
『親権者養父及び養母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 023(親権者となるべき父)　の場合,
『親権者となるべき父及び養母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 011(養母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 026(親権者となるべき養父)　の場合,
『親権者となるべき養父及び養母』と表示する

24

25

22

23

20

21

18

19

16

17

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　の場合,
『親権者父母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　の場合,
『親権者父及び親権者養母』と表示する

14

15

No

13

処理名 画面名 画面ID

2.1　表示設定その2　(2/3) 養子離縁同時73条の2届(その4画面)

内容

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ

同上

同上

備考

1 32/78

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 改定日付作成日付

平成6年12月 1日

 7-2-(5)-7-33



版 頁数

1 33/78審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会

29

備考

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 023(親権者となるべき父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 024(親権者となるべき母)　の場合,
『親権者となるべき父母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 023(親権者となるべき父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 027(親権者となるべき養母)　の場合,
『親権者となるべき父及び親権者となるべき養母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 024(親権者となるべき母)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 026(親権者となるべき養父)　の場合,
『親権者となるべき養父及び親権者となるべき母』と表示する

(No.86)15歳未満の届出人資格1 ＝ 026(親権者となるべき養父)　かつ
(No.87)15歳未満の届出人資格2 ＝ 027(親権者となるべき養母)　の場合,
『親権者となるべき養父母』と表示する

同上

内容

処理名

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 改定日付作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ

同上

同上

27

28

No

26

画面名 画面ID

2.1　表示設定その2　(3/3) 養子離縁同時73条の2届(その4画面)

 7-2-(5)-7-34



/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES

YES

NO

NO /

/

YES /

YES

NO /

NO /

/

YES /

YES

NO /

NO /

/

YES /

YES /

NO

/

YES /

R2.1(離縁同
88)

R2.1(離縁同
88)

R2.1(離縁同
88)

R2.1(離縁同
88)R2.1(離縁同
88)

(19)→(37)へ

｢縁組日から7年経過していないので戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(18)(裁判確定日 + 1日) + 3ヶ月 > 受領日(YES,NO) 民816条2項

(15)→(18)へ

(16)エラーメッセージ (17)本紙へ

(13)裁判確定日 ≠ スペースである(YES,NO)

(14)(縁組年月日 + 1日) + 7年 ≦ 裁判確定日(YES,NO) 民816条2項

(11)→(13)へ

(12)→(13)へ

(9)エラーメッセージ (10)本紙へ

｢15歳未満の養子は戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(7)離縁形態区分 ＝ 4～6のいずれかである(YES,NO)

(8)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO) 昭和62.10.1民二5000号通達第三の一

(5)→(13)へ

(6)→(7)へ

(3)エラーメッセージ (4)本紙へ

｢15歳未満の養子は戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(2)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO) 昭和62.10.1民二5000号通達第三の一

　→ (0-3)本紙へ

(0-4)→(0-5)へ

(0-1)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣を表示

(0-2)→(0-5)へ

(0-5)(養子の外国人区分 = 0(日本人) かつ 養子の漢字氏名の名が未入力） または
　(養女の外国人区分 = 0(日本人) かつ 養女の漢字氏名の名が未入力） または
　(養父の外国人区分 = 0(日本人) かつ 養父の漢字氏名の名が未入力） または
　(養母の外国人区分 = 0(日本人) かつ 養母の漢字氏名の名が未入力）である (YES,NO)

(0-7)本紙へ

(1)離縁形態区分 ＝ 1～3のいずれかである(YES,NO)

(0-9)→

画面項目修正(審査完了しない）

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 34/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(0-11)→(1)

(0-8)エラーメッセージ

　「審査結果入力で処理して下さい。」 を表示

(0-6)確認メッセージ (YES,NO)

　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」 を表示

処理名 3.0 関連審査補完(1/10) 備考

(0)受領日 ＝ 送付日　である(YES,NO)

(0-10)本紙へ
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NO

NO /

/

YES /

YES /(25)→(28)へ

(23)離縁成立日 ≠ スペースである(YES,NO)

(24)(縁組年月日 + 1日) + 7年 ≦ 離縁成立日(YES,NO) 民816条2項

｢離縁の日から3ヶ月経過しているので戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(22)→(23)へ

(20)エラーメッセージ (21)本紙へ
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NO

/

YES /(29)→(37)へ

｢縁組日から7年経過していないので戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(28)(離縁成立日 + 1日) + 3ヶ月 > 受領日(YES,NO) 民816条2項

処理名 3.0 関連審査補完(1-1/10) 備考

(26)エラーメッセージ (27)本紙へ

頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 35/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版
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NO

NO /

/

YES /

NO

/

YES /

YES

NO /

/

YES

NO /

/

YES

NO /

NO /

/

YES /

YES

NO /

/

YES (57)エラーメッセージ (58)本紙へ

｢死亡者は,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(55)→(56)へ

(56)養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

(53)エラーメッセージ (54)本紙へ

｢外国人は,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(51)離縁形態区分 ＝ 4～6のいずれかである(YES,NO)

(51)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

(49)→(87)へ

(50)→(51)へ

(47)エラーメッセージ (48)本紙へ

｢縁組前の氏と現在の氏が同じなので,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(45)→(46)へ

(46)養子の氏 ＝ 縁組前の氏である(YES,NO)

(43)エラーメッセージ (44)本紙へ

｢死亡者は,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(41)→(42)へ

(42)養子の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

(39)エラーメッセージ (40)本紙へ

｢外国人は,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(37)離縁形態区分 ＝ 1～3のいずれかである(YES,NO)

(38)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

(35)エラーメッセージ (36)本紙へ

｢縁組日から7年経過していないので戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(33)(離縁年月日 + 1日) + 7年 ≦ 受領日(YES,NO) 民816条2項

(34)→(37)へ

｢離縁の日から3ヶ月を経過しているので戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(32)→(33)へ

処理名 3.0 関連審査補完(2/10) 備考

(30)エラーメッセージ (31)本紙へ

頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 36/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版
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NO /

/

YES

NO /

NO /

/

YES /

YES

NO /

YES

NO /

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES

NO /

YES /

NO /

NO

/(83)養子の氏 ＝ 縁組前の氏である　(YES,NO)

｢戸籍の異動がないので,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣　を表示する

(82)→(83)へ

(81.1)→(83)へ

(81.2)エラーメッセージ (81.3)本紙へ

｢戸籍の異動がないので,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣　を表示する

(81)養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　である(YES,NO)

(78)養子の生死区分 ＝ 1(死亡者)　である(YES,NO)

(79)エラーメッセージ (80)本紙へ

(73)→(74)へ

(74)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)　である(YES,NO)

(72.2)エラーメッセージ (72.3)本紙へ

｢戸籍の異動がないので,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣　を表示する

(72)養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　である(YES,NO)

(72.1)→(83)へ

(70)エラーメッセージ (71)本紙へ

｢戸籍の異動がないので,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣　を表示する

｢戸籍の異動がないので,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣を表示する

(69)養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)　である(YES,NO)

(66)養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)　である(YES,NO)

(67)エラーメッセージ (68)本紙へ

(64)→(65)へ

(65)養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)　である(YES,NO)

｢縁組前の氏と現在の氏が同じなので,戸籍法73条の2の届を出すことができません。｣　を表示する

(63)→(87)へ

(60)養女の氏 ＝ 縁組前の氏　である(YES,NO)

(61)エラーメッセージ (62)本紙へ

処理名 3.0 関連審査補完(3/10) 備考

(59)→(60)へ

頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 37/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

 7-2-(5)-7-39



YES

NO /

/

YES /

YES /

YES

NO

YES /

NO

NO /

NO /

/

YES /

YES /

YES

NO

YES /

NO

NO /

NO /

/

YES /

(107)養父の縁組成立法 ＝ 1(日本法以外)　かつ　養母の縁組成立法 ＝ 1(日本法以外)である　(YES,NO)

(108)養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)　かつ　養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)である　(YES,NO)

(105)→(115)へ

(106)→(107)へ

(103)→(115)へ

　→ (104)本紙へ 不受理

(102)確認メッセージ

｢当時は外国人養親との縁組でしたが,戸籍法73条の2の届を出すことができますね。｣を表示する
(YES,NO)

(100)エラーメッセージ (101)本紙へ

｢外国人との縁組では氏に変更がないので,戸籍法73条の2の届はできません。｣　を表示する

(98)養母の縁組成立法 ＝ 1(日本法以外)である　(YES,NO)

(99)養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)である　(YES,NO)

(96)→(97)へ

(97)離縁形態区分 ＝ 2　または　5　または　8　である　(YES,NO)

　→ (94)本紙へ 不受理

(95)→(115)へ

｢当時は外国人養親との縁組でしたが,戸籍法73条の2の届を出すことができますね。｣を表示する
(YES,NO)

(93)→(115)へ

｢外国人との縁組では氏に変更がないので,戸籍法73条の2の届はできません。｣　を表示する

(92)確認メッセージ

(89)養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)である　(YES,NO)

(90)エラーメッセージ (91)本紙へ

(87)離縁形態区分 ＝ 1　または　4　または　7　である　(YES,NO)

(88)養父の縁組成立法 ＝ 1(日本法以外)である　(YES,NO)

｢縁組前の氏と現在の氏が同じなので,戸籍法73条の2の届を出すことがを表示する

(86)→(87)へ

処理名 3.0 関連審査補完(4/10) 備考

(84)エラーメッセージ (85)本紙へ

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 38/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-40



YES

NO

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES

NO

YES

NO /

/

YES /

YES /

YES /

YES /

NO

NO

｢養子と養女は婚姻していましたか。｣を表示する(応答後(138)へ)

(128)エラーメッセージ (128)本紙へ 双方生存で夫婦でなければエラー

｢養子･養女が婚姻関係にありません。届出が正当なら審査結果入力で処理して
下さい。｣を表示する 片方死亡の場合,婚姻していた事実が

あれば次の処理へ(129)確認メッセージ

(126)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)かつ養女の配偶者区分 ＝ 2(妻)である(YES,NO)

(127)→(138)へ 双方生存で夫婦であれば次の処理へ

(124)養子の本籍 ＝ 養女の本籍かつ養子の筆頭者 ＝ 養女の筆頭者である(YES,NO) 養子と養女が双方日本人の場合
養子と養女は同一戸籍にいるか(本籍
人であれば戸籍番号で確認可能)(125)養子の生死区分 ＝ 0(生存)かつ養女の生死区分 ＝ 0(生存)である(YES,NO)

(122)→(123)へ (104)本紙へ

(123)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)かつ養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(119)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO)

(120)エラーメッセージ (121)本紙へ

｢15歳未満であるのに、養子養女双方の入力があります。届出が正当なら審査結果入力で処
理して下さい。｣を表示する

(115)離縁形態区分 ＝ 7～15のいずれかである(YES,NO) 養子･養女の双方に入力がある場合、
本システムでの処理可能な条件。

･双方生存者の場合は夫婦であるこ
と

･片方又は双方が死亡者の場合、養
子･養女は同一戸籍であること(生存
中は夫婦であったこと)
上記の条件に合わないもので正当な
届は、審査結果入力で処理する。

(116)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO)

(117)エラーメッセージ (118)本紙へ

｢15歳未満であるのに、養子養女双方の入力があります。届出が正当なら審査結果入力で処理し
て下さい。｣表示する

----→ (113)本紙へ 不受理

(114)→(115)へ

｢当時は外国人養親との縁組でしたが、戸籍法73条の2の届を出すことができますね。｣を表示す
る(YES,NO)

(112)→(115)へ

｢外国人との縁組では氏に変更がないので、戸籍法73条の2の届はできません。｣を表示する

(111)確認メッセージ

処理名 3.0 関連審査補完(5/10) 備考

(109)エラーメッセージ (110)本紙へ

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 39/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-41



NO

NO /

YES /

YES /

NO

NO

NO /

/

YES /

YES

NO /

/

YES

NO /

NO /

/

YES /

YES

NO /(152)→(153)へ

(149)養女の生年月日 < 養父の生年月日である(YES,NO)

(150)確認メッセージ｢養女が養父より年上ですがよろしいですか。｣を表示する (151)本紙へ 養女が養父より年上でも離縁は可能
(民805)(取消要件であって,無効要件
ではない)(応答後(153)へ)

(147)→(148)へ

(148)離縁形態区分 ＝ 4　または　6　または　7　または　10　または　11　または　12　または　13　または
15　である(YES,NO)

(144)エラーメッセージ (145)本紙へ 死亡者同士の離縁はできない(民811
の範囲外)｢養子と養父の双方が死亡しているので離縁はできません。｣を表示する

(146)→(148)へ

(142)→(143)へ

(143)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　かつ　養父の生死区分 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

(139)養子の生年月日 < 養父の生年月日　である(YES,NO)

(140)確認メッセージ｢養子が養父より年上ですがよろしいですか。｣を表示する (141)本紙へ 養子が養父より年上でも離縁は可能
(民805)(取消し要件であって,無効要
件ではない)(応答後(143)へ)

(137)→(138)へ

(138)離縁形態区分 ＝ 1　または　3　または　7　または　9　または　10　または　13　または　14　または
15　である(YES,NO)

｢養子･養女が婚姻関係にありません。届出が正当なら審査結果入力で処理して下さい。｣を表示
する

(136)確認メッセージ 片方死亡の場合,婚姻していた事実が
あれば次の処理へ｢養子と養女は婚姻していましたか。｣を表示する (応答後(138)へ)

(133)→(138)へ 双方生存で夫婦であれば次の処理へ

(134)エラーメッセージ (133)本紙へ 双方生存で夫婦でなければエラー

(132)養子の配偶者区分 ＝ 1(夫)　かつ　養女の配偶者区分 ＝ 2(妻)　である(YES,NO)

｢養子･養女が同一戸籍にいません。届出が正当なら審査結果入力で処理して下さい。｣を表示する

(131)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ　養女の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO) 片方が外国人の場合

処理名 3.0 関連審査補完(6/10) 備考

(130)エラーメッセージ 双方日本人で別戸籍にいる場合はエラー

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 40/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-42



/

YES

NO /

NO /

/

YES /

YES

NO /

/

YES

NO /

NO /

/

YES /

YES

NO /

/

YES

NO /

NO /

/

YES /(179)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または　養女の生死区分 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

(177)→(178)へ

(178)離縁形態区分 ＝ 9～15　のいずれかである(YES,NO)

(174)エラーメッセージ (175)本紙へ 死亡者同士の離縁はできない(民811
の範囲外)｢養女と養母の双方が死亡しているので離縁はできません。｣を表示する

(176)→(178)へ

(172)→(173)へ

(173)養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　かつ　養母の生死区分 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

(169)養女の生年月日 < 養母の生年月日である(YES,NO)

(170)確認メッセージ｢養女が養母より年上ですがよろしいですか。｣を表示する (171)本紙へ 養女が養母より年上でも離縁は可能(民
805)(取消要件であって,無効要件ではな
い)(応答後(173)へ)

(167)→(168)へ

(168)離縁形態区分 ＝ 5　または　6　または　8　または　9　または　10　または　12　または　14　または
15　である(YES,NO)

(164)エラーメッセージ (165)本紙へ 死亡者同士の離縁はできない(民811
の範囲外)｢養子と養母の双方が死亡しているので離縁はできません。｣を表示する

(166)→(168)へ

(162)→(163)へ

(103)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　かつ　養母の生死区分 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

(159)養子の生年月日 < 養母の生年月日である(YES,NO)

(160)確認メッセージ｢養子が養母より年上ですがよろしいですか。｣を表示する (161)本紙へ 養子が養母より年上でも離縁は可能(民
805)(取消要件であって,無効要件ではな
い)(応答後(163)へ)

(157)→(158)へ

(158)離縁形態区分 ＝ 2　または　3　または　8　または　11　または　12　または　13　または　14　または
15　である(YES,NO)

(154)エラーメッセージ (155)本紙へ 死亡者同士の離縁はできない(民811
の範囲外)｢養女と養父の双方が死亡しているので離縁はできません。｣を表示する

(156)→(158)へ

処理名 3.0 関連審査補完(7/10) 備考

(153)養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　かつ　養父の生死区分 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 41/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

 7-2-(5)-7-43



YES /

YES

NO /

NO

NO

/

YES /

YES /

YES /

NO

/

/

NO

NO

/

YES /

YES /

YES /

NO

/

/(202)

｢養女の身分事項に縁組事項がありません｣を表示する

(201) (201),(202〉は削除

(198)→(206)へ

(199)エラーメッセージ (200)本紙へ 民811①

(196)養子の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

(197)養女の身分事項に縁組事項(記録コード ＝ 0301)がある(YES,NO)

(195)離縁形態区分 ＝ 4～15のいずれかである(YES,NO)

(194)→(195)へ

(191)

(192) (193)

｢養子の身分事項に縁組事項がありません｣を表示する

(190) (190)～(193)は削除

(187)→(195)へ

(188)エラーメッセージ (189)本紙へ 民811①

(185)養子の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

(186)養子の身分事項に縁組事項(記録コード ＝ 0301)がある(YES,NO)

(184)離縁形態区分 ＝ 1～3または7～15のいずれかである(YES,NO)

(183)→(184)へ

(181)エラーメッセージ (182)本紙へ 養子の一方及び養親一方が死亡者の
離縁届が1通処理可能な場合は審査結
果入力とする

『養子及び養新の片方同士が死亡している離縁届の1通処理は審査結果入力で処理して下さ
い』を表示する

処理名 3.0 関連審査補完(8/10) 備考

(180)養父の生死区分 ＝ 1(死亡)または養母の生死区分 ＝ 1(死亡)である(YES,NO)

頁

審査(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 42/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

 7-2-(5)-7-44



/

NO

NO

/

YES /

YES /

YES /

NO

/

/

/

NO

NO

/

YES /

YES /

YES /

NO

/(223) (223)は削除

(221)確認メッセージ (222)本紙へ 民811①

｢養母と養子は縁組していますね｣を表示する(応答後(228)へ)

(219)養母の身分事項に縁組事項(記録コード ＝ 0302)がある(YES,NO)

(220)→(228)へ

(218)養母の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

(217)離縁形態区分 ＝ 2または3または5または6または8～15のいずれかである(YES,NO)

(216)→(217)へ

(213)

(214) (215)

｢養父と養子は縁組していますね｣を表示する(応答後(217)へ)

(212) (212)～(215)は削除

(209)→(217)へ

(210)確認メッセージ (211)本紙へ 民811①

(207)養父の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

(208)養父の身分事項に縁組事項(記録コード ＝ 0302)がある(YES,NO)

(206)離縁形態区分 ＝ 1または3または4または6または7　9～15のいずれかである(YES,NO)

(205)→(206)へ

処理名 3.0 関連審査補完(9/10) 備考

(203) (204) (203),(204)は削除

頁

審査(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 43/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

 7-2-(5)-7-45



/

/

NO

NO

/

YES /

YES

NO /

NO

/(233)離縁の準拠法確定 [3.1]

(232)→(233)へ

｢特別代理人の他に届出人がいる場合は審査結果入力で処理して下さい｣を表示する

(229)15歳未満の届出人資格2 ≠ スペースである(YES,NO)

(230)エラーメッセージ (231)本紙へ

(228)15歳未満の届出人資格1 ＝ 078(特別代理人)である(YES,NO)

(227)→(228)へ

(225) (226)

処理名 3.0 関連審査補完(10/10) 備考

(224) (224)～(226)は削除

頁

審査(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 44/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

 7-2-(5)-7-46



/

YES /

YES /

YES /

NO /

NO /

YES /

NO /

NO /

/

YES /

YES /

YES /

NO /

NO

YES /

NO /

NO /

/

YES /

YES /

NO /(26)外国法での離縁 [3.1.2]

(24)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

(25)日本法での離縁 [3.1.1]

(22)→(23)へ

(23)離縁形態区分 ＝ 1または3または4または6または7または9～15のいずれかである(YES,NO)

｢養親の国籍が,縁組成立時と異なる可能性がありますが,よろしいですね｣を表示する

(21)→(23)へ

(18)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

(19)確認メッセージ (20)本紙へ

(16)確認メッセージ (17)本紙へ

｢養親の国籍が,縁組成立時と異なる可能性がありますが,よろしいですね｣を表示する(応答後
(23)へ)

(14)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

(15)→(23)へ

(12)離縁形態区分 ＝ 2　または　3　または　5　または　6　または　8～15　のいずれかである(YES,NO)

(13)養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(10)→(12)へ

(11)→(12)へ

(8)確認メッセージ (9)本紙へ

｢養親の国籍が,縁組成立時と異なる可能性がありますが,よろしいですね｣を表示する

｢養親の国籍が,縁組成立時と異なる可能性がありますが,よろしいですね｣を表示する(応答後
(12)へ)

(7)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

(4)→(12)へ

(5)確認メッセージ (6)本紙へ

処理名 3.1 離縁の準拠法確定(1/2) 備考

(1)離縁形態区分 ＝ 1　または　3　または　4　または　6　または　7　または　9～15　のいずれかである
(YES,NO)

離縁は縁組当時の養親の本国籍が適
用されるので,そのチェックを行う。
(法例20②)
養親の本国(外国)法で成立した縁組
の離縁については、システム審査が
できないので、目検で審査する。

(2)養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(3)養父の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 45/78
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-47



NO /

YES /

NO /

(28)日本法での離縁 [3.1.1]

(29)外国法での離縁 [3.1.2]

処理名 3.1 離縁の準拠法確定(2/2) 備考

(27)養母の縁組成立法区分 ＝ 0(日本法)である(YES,NO)

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 46/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-48



/

/

YES /

NO /

YES /

YES /

YES /

NO /

NO /

NO /

YES /

YES /

NO /

NO /

/

YES /

NO /

R2.1(離縁同
87)

R2.1(離縁同
87)

R2.1(離縁同
87)R2.1(離縁同
87)

R2.1(離縁同
87)

配偶者区分が夫または生存配偶者は成年,R2.1(離縁同87)

(4)裁判確定日 ≠ スペースの場合,養子の生年月日 + 20年(20歳未満) > 裁判確定日であ
る　または
　離縁成立日 ≠ スペースの場合,養子の生年月日 + 20年(20歳未満) > 離縁成立日である
または
　裁判確定日 ＝ スペース　かつ　離縁成立日 ＝ スペースの場合,養子の生年月日 + 20
年(20歳未満) > 受領日である(YES,NO)

(5)養子の配偶者区分 ＝ 0(未)である(YES,NO)

(6)未成年の離縁 [3.1.1.2]

(7)離縁種別の確認 [3.2]

(8)離縁種別の確認

(10-1)裁判確定日 ≠ スペースの場合，裁判確定日 ≧ 2022年4月1日
　または 離縁成立日 ≠ スペースの場合，離縁成立日 ≧ 2022年4月1日
　または 裁判確定日 = スペースかつ離縁成立日 = スペースの場合，
　受領日 ≧ 2022年4月1日　である(YES,NO)

(3-3)養子の配偶者区分 = 0(未)である(YES,NO)

(3-6)離縁種別の確認

[3.1.1.2]

[3.2]

[3.2]

(3-4)未成年の離縁

(3-5)離縁種別の確認

(3-1)裁判確定日 ≠ スペースの場合，裁判確定日 ≧ 2022年4月1日
　または 離縁成立日 ≠ スペースの場合，離縁成立日 ≧ 2022年4月1日
　または 裁判確定日 = スペースかつ離縁成立日 = スペースの場合，
　受領日 ≧ 2022年4月1日　である(YES,NO)

(3-2)裁判確定日 ≠ スペースの場合,養子の生年月日 + 18年(18歳未満) > 裁判確定日で
ある　または
　離縁成立日 ≠ スペースの場合,養子の生年月日 + 18年(18歳未満) > 離縁成立日である
または
　裁判確定日 = スペース　かつ　離縁成立日 ＝ スペースの場合,養子の生年月日 + 18年
(18歳未満) > 受領日である(YES,NO)

4～6 (9)養女の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO)

(10)15歳未満の離縁 [3.1.1.1]

[3.2]

(2022年4月1日)
R2.1(離縁同

87)

民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)

配偶者区分が夫または生存配偶者は成年

R2.1(5)～(7)と重複のため削除

R2.1(5)～(7)と重複のため削除

R2.1(5)～(7)と重複のため削除

民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)

(2022年4月1日)

1～3 (2)養子の生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日である(YES,NO)

(3)15歳未満の離縁 [3.1.1.1]

処理名 3.1.1 日本法での離縁(1/1) 備考

(1)離縁形態区分?

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 47/78
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

令和 2年 3月31日 R2.1

 7-2-(5)-7-49



YES /

YES /

YES /

NO /

NO /

NO /

YES /

YES /

NO /

NO /

/

R2.1(離縁同
87)R2.1(離縁同
87)

R2.1(離縁同
87)

(15)離縁種別の確認 [3.2]

(12)養女の配偶者区分 ＝ 0(未)である(YES,NO)

(13)未成年の離縁 [3.1.1.2]

(14)離縁種別の確認 [3.2]

(11)裁判確定日 ≠ スペースの場合,養女の生年月日 + 20年(20歳未満) > 裁判確定日であ
る　または
　離縁成立日 ≠ スペースの場合,養女の生年月日 + 20年(20歳未満) > 離縁成立日である
または
　裁判確定日 ＝ スペース　かつ　離縁成立日 ＝ スペースの場合,養女の生年月日 + 20
年(20歳未満) > 受領日である(YES,NO)

[3.2]

[3.2]

(10-3)養女の配偶者区分 = 0(未)である(YES,NO)

(10-4)未成年の離縁

(10-5)離縁種別の確認

(10-6)離縁種別の確認

[3.1.1.2]

(10-2)裁判確定日 ≠ スペースの場合,養女の生年月日 + 18年(18歳未満) > 裁判確定日で
ある　または
　離縁成立日 ≠ スペースの場合,養女の生年月日 + 18年(18歳未満) > 離縁成立日である
または
　裁判確定日 = スペース　かつ　離縁成立日 = スペースの場合,養女の生年月日 + 18年
(18歳未満) > 受領日である(YES,NO)

7～15 (16)離縁種別の確認 [3.2]

配偶者区分が夫または生存配偶者は成年

配偶者区分が妻または生存配偶者は成年,R2.1(離縁同87)

R2.1(離縁同
87)

 7-2-(5)-7-50



/

/

YES /

YES

YES

NO

NO

NO

/

YES /

YES

YES

NO

NO

NO

/

YES /

YES

YES

NO

NO

NO

/

YES /(0.23>養子の母氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名2である(YES,NO)

(0.22)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　または　017(親権者母)　または　024(親権者となるべき
母)である(YES,NO)

(0.21)→(0.22)へ

｢母氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

(0.18)→(0.22)へ

(0.16)養子の母氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名1　である(YES,NO)

(0.17)確認メッセージ

(0.19)→ (0.20)本紙へ 不受理

(0.15)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母)　または　017(親権者母)　または　024(親権者となるべき
母)である(YES,NO)

(0.14)→(0.15)へ

｢父氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

(0.11)→(0.15)へ

(0.9)養子の父氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名2である(YES,NO)

(0.10)確認メッセージ

(0.12)→ (0.13)本紙へ 不受理

(0.8)15歳未満の届出人資格2 ＝ 001(父)　または　016(親権者父)　または　023(親権者となるべき
父)である(YES,NO)

(0.5)→ (0.6)本紙へ 不受理

(0.7)→(0.8)へ

｢父氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

(0.4)→(0.8)へ

(0.2)養子の父氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名1である(YES,NO)

(0.3)確認メッセージ

1,2,3 (0.1)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　または　016(親権者父)　または　023(親権者となるべき
父)である(YES,NO)

処理名 3.1.1.1 15歳未満の離縁(1/3) 備考

(0)離縁形態区分?

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 48/78
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YES

YES

NO

NO

NO

/

YES /

YES

YES

NO

NO

NO

/

YES /

YES

YES

NO

NO

NO

/

YES /

YES

YES

NO

(0.46)→(0.50)へ

(0.47)→ (0.48)本紙へ 不受理

(0.46)確認メッセージ

｢母氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

(0.44)養女の母氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名1　である(YES,NO)

(0.43)15歳未満の届出人資格1 ＝ 002(母)　または　017(親権者母)　または　024(親権者となるべき
母)である(YES,NO)

(0.40)→ (0.41)本紙へ 不受理

(0.42)→(0.43)へ

｢父氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

(0.39)→(0.43)へ

(0.37)養女の父氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名2である(YES,NO)

(0.38)確認メッセージ

(0.36)15歳未満の届出人資格2 ＝ 001(父)　または　016(親権者父)　または　023(親権者となるべき
父)である(YES,NO)

(0.35)→(0.36)へ

(0.32)→(0.36)へ

(0.33)→ (0.34)本紙へ 不受理

(0.31)確認メッセージ

｢父氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

(0.30)養女の父氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名1である(YES,NO)

4,5,6 (0.29)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　または　016(親権者父)　または　023(親権者となるべき
父)である(YES,NO)

(0.26)→ (0.27)本紙へ 不受理

(0.28)→(1)へ

｢母氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

(0.25)→(1)へ

(0.24)確認メッセージ

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 49/78
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.1.1.1 15歳未満の離縁(1/3) 備考

 7-2-(5)-7-52



NO

NO

/

YES /

YES

YES

NO

NO

NO

(0.56)→(1)へ

(0.53)→(1)へ

(0.54)→ (0.55)本紙へ 不受理

(0.52)確認メッセージ

｢母氏名と届出人氏名が異なりますがよろしいですね｣を表示する

(0.51)養女の母氏名 ≠ 15歳未満の届出人氏名2　である(YES,NO)

(0.50)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　または　017(親権者母)　または　024(親権者となるべき
母)である(YES,NO)

処理名 3.1.1.1 15歳未満の離縁(1/3) 備考

(0.49)→(0.50〉へ

改訂日付 版 頁

審査(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 50/78
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作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-7-53



/

/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES

YES

NO /

NO /

/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES

YES /

NO

｢死亡養親との離縁で届出人が未成年後見人ではありませんが,よろしいですね｣を表
示する(応答後(19.5)へ)

(15.3)→(19.5)へ

(15.4)確認メッセージ

(15.1)養母の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO) (15.2)本紙へ 死亡養親のみとの離縁は通常,養子の
未成年後見人が届出人となる(15.1.1)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)である(YES,NO)

(15)→(15.1)へ

(13)確認メッセージ (14)本紙へ

｢養父母と共同で離縁できない正当な理由がありますね。｣を表示する(応答後(15.1)
へ)

｢養親の配偶者とは縁組していませんね。｣を表示する(YES,NO)

(12)→(15.1)へ

(10)確認メッセージ (11)本紙へ

(8.5)→(19.5)へ

2,5 (9)養母の本非区分 ＝ 2(非本籍)または養母の本非区分 ＝ 1(本籍)で養母の配偶者区分は(妻)である
(YES,NO)

養母単独の離縁の場合,共同離縁が不
要かのチェックを行う。(民811の2)

｢死亡養親との離縁で届出人が未成年後見人ではありませんが,よろしいですね｣を表
示する(応答後(19.5)へ)

(8.1)養父の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO) (8.2)本紙へ 死亡養親のみとの離縁は通常,養子の
未成年後見人が届出人となる

(8.4)確認メッセージ

(8.3)→(19.5)へ

｢養父母と共同で離縁できない正当な理由がありますね。｣を表示する(応答後(8.1)
へ)

(8.1.1)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)である(YES,NO)

(8)→(8.1)へ

(5)→(8.1)へ

(6)確認メッセージ (7)本紙へ

(3)確認メッセージ (4)本紙へ

｢養親の配偶者とは縁組していませんね。｣を表示する(YES,NO)

1,4 (2)養父の本非区分 ＝ 2(非本籍)または養父の本非区分 ＝ 1(本籍)で養父の配偶者区分は(夫)である
(YES,NO)

養父単独の離縁の場合,共同離縁が不
要かのチェックを行う。(民811の2)

処理名 3.1.1.1 15歳未満の離縁(1/3) 備考

(1)離縁形態区分?

版 頁
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NO /

/3,6 (16)養父母婚姻区分 ＝ 1(婚姻中である)である(YES,NO)

処理名 3.1.1.1 15歳未満の離縁(1/3) 備考

(15.5)→(19.5)へ

版 頁
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YES

NO

/

YES

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES

NO /

NO

/

YES

NO /

/

YES /

YES /

YES /

YES /

NO (29)エラーメッセージ (30)本紙へ 後見事項がなければエラー

｢養子には未成年後見人がいません｣を表示する

(27)養子の身分事項に未成年後見事項がある(YES,NO)

(28)→(47)へ

(25)離縁形態区分 ＝ 1または2または3である(YES,NO)

(26)養子の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

(23)→(24)へ

(24)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)である(YES,NO)

(21)確認メッセージ (22)本紙へ 現在の親権者が届出人となるケースは少
ないので確認メッセージ対応とする｢届出人は現在養子の親権を行っている者に間違いないですね｣を表示する(応答後(47)へ)

(20)15歳未満の届出人資格1または16歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父)または017(親権者母)または019(親
権者養父)または020(親権者母)である(YES,NO)

(19.8)→(20)へ

(19.7)確認メタセージ

｢協議者は特別代理人が原則です。届出人資格は正当ですか。｣を表示する(応答後(20)へ)

(19.5)離縁の種別 ＝ 1(協議離縁)かつ離縁成立日 ＝ スペースである(YES,NO)

(19.6)養父の氏名 ＝ 届出人氏名1または養父の氏名 ＝ 届出人氏名2または養母の氏名 ＝ 届出人氏名1ま
たは養母の氏名 ＝ 届出人氏名2である(YES,NO)

養子離縁の利益相反審査

｢死亡養親との離縁で届出人が未成年後見人ではありませんが,よろしいですね｣を表示する
(応答後(19.5)へ)

(19.4.1)→(19.5)へ

(19.3)→(19.5)へ

(19.4)確認メッセージ

(19.1)養父の生死区分 ＝ 1(死亡者)かつ養母の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO) (19.2)本紙へ 死亡養親のみとの離縁は通常,養子の
未成年後見人が届出人となる。(19.1.1)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)である(YES,NO)

(18)確認メッセージ (19)本紙へ

｢養父母は養子と縁組中夫婦でしたか。｣を表示する(応答後(19.0へ)

処理名 3.1.1.1 15歳未満の離縁(2/3) 備考

(17)→(19.5)へ

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 53/78
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-56



NO

NO /

YES /

YES /

NO

NO

NO /

/

YES

NO /

/

YES

NO /

/

YES

YES /

NO /

NO

/(51)離縁種別の確認 [3.2]

(50)→(51)へ

(48)養母の縁組成立区分 ＝ 1(日本法以外)である(YES,NO)

(49)外国法での離縁 [3.1.2]
養母が外国人の場合は外国法での審査を
行う

(46)→(47)へ

(47)離縁形態区分 ＝ 3または6である(YES,NO)

(43)15歳未満の届出人資格1 ＝ 078(特別代理人)である(YES,NO)

(44)確認メッセージ (46)本紙へ 特別代理人選任を証する書面がある
ことが審査の要件となる｢特別代理人選任を証する書面が添付されていますか｣を表示する(応答後(47)へ)

(40)確認メッセージ (41)本紙へ 未成年後見人選任を証する書面があ
ることが審査の要件となる｢未成年後見人選任を証する書面が添付されていますか｣を表示する(応答後(47)へ)

(42)→(43)へ

(38)→(39)へ

(39)15歳未満の届出人資格1 ＝ 111(未成年後見人となるべき者)である(YES,NO)

｢養子には後見人がいません｣を表示する

(37)確認メッセージ 現在の未成年後見人が届出人となる
ケースは少ないので確認メッセージ
対応とする

｢届出人は現在養子の後見を行っている者に間違いないですね｣を表示する(応答後
(47)へ)

(34)→(47)へ

(35)エラーメッセージ (36)本紙へ 未成年後見事項がなければエラー

(32)養女の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)

(33)養子の身分事項に未成年後見事項がある(YES,NO)

処理名 3.1.1.1 15歳未満の離縁(3/3) 備考

(31)確認メッセージ 現在の未成年後見人が届出人となる
ケースは少ないので確認メッセージ
対応とする

｢届出人は現在養子の後見を行っている者に間違いないですね｣を表示する(応答後(47)へ)

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 54/78
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-57



/

1.4 /

YES

YES /

NO

YES /

NO

NO /

2.5 /

YES

YES /

NO

YES /

NO

NO /

3.6 /

YES /

NO

/

YES /

NO /

(25)外国法での離縁 [3.1.2]
養母が外国人の場合は外国法での審査を
行う

(26)離縁種別の確認 [3.2]

｢養父母は養子と縁組中夫婦でしたか。｣を表示する　(応答後(24)へ)

(24)養母の縁組成立法区分 ＝ 1(日本法以外)である(YES,NO)

(21)→(24)へ

(22)確認メッセージ (23)本紙へ

(19)離縁種別の確認 [3.2]

(20)養父母離婚区分 ＝ 1(婚姻中である)である(YES,NO)

(17)離縁種別の確認 [3.2]

　→　(応答後、離縁種別の確認[3.2]へ (18)本紙へ

(15)確認メッセージ (16)本紙へ

｢養父母と共同で離縁できない正当な理由がありますね。｣を表示する(YES,NO)

｢養親の配偶者とは縁組していませんね。｣を表示する(YES,NO)

(14)離縁種別の確認 [3.2]

(11)養母の配偶者区分 ＝ 2(妻)である(YES,NO) 養母単独の離縁の場合、共同離縁が不要
かのチェックを行う。(民811の2)(12)確認メッセージ (13)本紙へ

　→　(応答後、離縁種別の確認[3.2]へ (9)本紙へ

(10)離縁種別の確認 [3.2]

｢養父母と共同で離縁できない正当な理由がありますね。｣を表示する(YES,NO)

(8)離縁種別の確認 [3.2]

(5)離縁種別の確認 [3.2]

(6)確認メッセージ (7)本紙へ

(2)養父の配偶者区分 ＝ 1(夫)である(YES,NO) 養父単独の離縁の場合、共同離縁が不要
かのチェックを行う。(民811の2)(3)確認メッセージ (4)本紙へ

｢養親の配偶者とは縁組していませんね。｣を表示する(YES,NO)

処理名 3.1.1.2 未成年の離縁(1/1) 備考

(1)離縁形態区分?

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 55/78
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-58



/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES /

NO /

/

YES /

NO /

NO /

(0.14)→(1)へ

(0.15)→(1)へ

(0.12)エラーメッセージ (0.13)本紙へ

｢外国方式の協議離縁届と親権届を同時に入力できません。届書ごとに入力して下さい。｣を表示
する

(0.10)→(0.11)へ

(0.11)同時届区分 ＝ 2(未成年後見開始届)である。

(0.8)エラーメッセージ (9)本紙へ

｢外国方式の協議離縁届と親権届を同時に入力できません。届書ごとに入力して下さい。｣を表示
する

(0.6)離縁の種別 ＝ 1(協議)(YES,NO)

(0.7)同時届区分 ＝ 1(親権者指定届)である。

｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示する

(0.5)→(0.6)へ

(0.2)→(0.6)へ

(0.3)エラーメッセージ (0.4)本紙へ

(0.1)確認メッセージ

｢外国人からだけの証書提出ではないですね。｣を表示する(YES,NO)

処理名 3.1.2 外国法での離縁(1/1) 備考

(0)養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)または養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)または養子の外国人区分 ＝ 1(外国
人)または
　養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 56/78
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-59



/

YES /

/

YES

NO /

/

YES /

YES /

NO /

NO /

NO /

/

YES

YES /

NO

NO /

→(応答後,離縁種別の確認[3.2]へ) (20)本紙へ

(21)離縁種別の確認 [3.2] 報告的届出は確認メッセージ不要

｢離縁の要件は養母の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示する(YES,NO)

(19)離縁種別の確認 [3.2]

(16)報告区分 ＝ 1(創設的届出)である(YES,NO)

(17)確認メッセージ (18)本紙へ

(13)→(14)へ

(14)確認メッセージ｢養母の要件具備証明書がありますか｣を表示する(応答後(16)へ) (15)本紙へ

(11)日本法での離縁 [3.1.1]

(12)離縁種別の確認 [3.2]

(9)養母の縁組成立法区分 ＝ 1(日本法以外)である(YES,NO)

(10)→(14)へ

(7)→(8)へ 報告的届出は確認メッセージ不要

(8)離縁形態区分 ＝ 3または6または9～15である(YES,NO)

(5)確認メッセージ (6)本紙へ

｢離縁の要件は養父の本国法によります。要件審査は済みましたか。｣を表示する(応答後(8)へ)

(2)確認メッセージ｢養父の要件具備証明書等がありますか｣を表示する(YES,NO)(応答後(4)へ) (3)本紙へ

(4)報告区分 ＝ 1(創設的届出)である(YES,NO)

処理名 3.1.2 外国法での離縁(1-1/1) 備考

(1)離縁形態区分 ＝ 1または3または4または6または7または9～15かつ
　養父の縁組成立法区分 ＝ 1(日本法以外)である(YES,NO)

頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 57/78
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

 7-2-(5)-7-60



/

YES /

YES /

1 /

YES

NO

2 /

YES

NO

3 /

YES

NO

4 /

YES (17)確認メッセージ (18)本紙へ 民811⑥

｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書の証人欄
に記録がありますね｣を表示する

民812(民739②の準用)

(応答後(40)へ)

(15)エラーメッセージ

｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要です。｣を表示する

(16)養女の生死区分 ＝ 1(死亡) または 養父の生死区分 ＝ 1(死亡) である
(YES,NO)

｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書の証人欄
に記録がありますね｣を表示する

民812(民739②の準用)

(応答後(40)へ)

(12)養子の生死区分 ＝ 1(死亡) または 養父の生死区分 ＝ 1(死亡) または 養
母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

(13)確認メッセージ (14)本紙へ 民811⑥

(11)エラーメッセージ

｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要です。｣を表示する

(9)確認メッセージ (10)本紙へ 民811⑥

｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書の証人欄
に記録がありますね｣を表示する

民812(民739②の準用)

(応答後(40)へ)

(8)養子の生死区分 ＝ 1(死亡) または養母の生死区分 ＝ 1(死亡) である
(YES,NO)

(7)エラーメッセージ

｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要です。｣を表示する

(5)確認メッセージ (6)本紙へ 民811⑥

｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書の証人欄
に記録がありますね｣を表示する

民812(民739②の準用)

(応答後(40)へ)

(4)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または

養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

(2)離縁許可日 ≠ スペースである(YES,NO)

(3)離縁形態区分?

処理名 3.2 離縁種別の確認(1/6)) 備考

(1)離縁の種別 ＝ 1(協議)である(YES,NO)

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 58/78
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-61



NO

5 /

YES

NO

6 /

YES

NO

7 /

YES

NO

8 /

YES

｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書の証人欄
に記録がありますね｣を表示する

民812(民739②の準用)

(応答後(40)へ)

(32)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養母の生死区分～1(死亡)　である(YES,NO)

(33)確認メッセージ (34)本紙へ 民811⑥

(31)エラーメッセージ

｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要です。｣を表示する

｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書の証人欄
に記録がありますね｣を表示する

民812(民739②の準用)

(応答後(40)へ)

(28)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

(29)確認メッセージ (30)本紙へ 民811⑥

(27)エラーメッセージ

｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要です。｣を表示する

｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書の証人欄
に記録がありますね｣を表示する

民812(民739②の準用)

(応答後(40)へ)

(24)養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

(25)確認メッセージ (26)本紙へ 民811⑥

(23)エラーメッセージ

｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要です。｣を表示する

(21)確認メッセージ (26)本紙へ 民811⑥

｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書の証人欄
に記録がありますね｣を表示する

民812(民739②の準用)

(応答後(40)へ)

｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要です。｣を表示する

(20)養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

処理名 3.2 離縁種別の確認(2/6) 備考

(19)エラーメッセージ

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 59/78
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-62



NO

YES

NO

/

NO /

YES /

NO

/

1 /

YES /

NO

2 /

YES /

NO

3 /

YES /

(53)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養父の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

(54)戸籍異動の確認 　[3.3]

(51)エラーメッセージ (52)本紙へ

｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必要です。｣を表示する

(49)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

(50)戸籍異動の確認 　[3.3]

(47)エラーメッセージ (48)本紙へ

｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必要です。｣を表示する

(45)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養父の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

(46)戸籍異動の確認 [3.3]

(43)→(44)へ

(44)離縁形態区分?

(42)確認メッセージ (42.1)本紙へ

｢離縁の証書が添付されていますか。｣を表示する(応答後,戸籍異動の確認 　[3.3])

(40)戸籍異動の確認 [3.3]

(41)離縁成立日 ≠ スペースである(YES,NO)

(39)エラーメッセージ

｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要です。｣を表示する

(37)確認メッセージ (38)本紙へ 民811⑥

｢家庭裁判所の許可証謄本が添付されていますね。届書の証人欄に記
録がありますね｣を表示する

民812(民739②の準用)
(応答後(40)

へ)

｢養子･養親双方生存者なので,離縁許可日の入力は不要です。｣を表示する

9 ～
15

(36)養子の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養女の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養父の生死区分 ＝ 1(死亡)　または
　養母の生死区分 ＝ 1(死亡)　である(YES,NO)

処理名 3.2 離縁種別の確認(3/6) 備考

(35)エラーメッセージ

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 60/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-63



NO

4 /

YES /

NO

5 /

YES /

NO

6 /

YES /

NO

7 /

YES /

NO

8 /

YES /

NO

｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必要です。｣を表示する

(74)戸籍異動の確認 [3.3]

(75)エラーメッセージ (76)本紙へ

｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必要です。｣を表示する

(73)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

(70)戸籍異動の確認 　[3.3]

(71)エラーメッセージ (72)本紙へ

｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必要です。｣を表示する

(69)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養父の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

(66)戸籍異動の確認 [3.3]

(67)エラーメッセージ (68)本紙へ

｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必要です。｣を表示する

(65)養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養父の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

(62)戸籍異動の確認 [3.3]

(63)エラーメッセージ (64)本紙へ

｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必要です。｣を表示する

(61)養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ　養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

(58)戸籍異動の確認 [3.3]

(59)エラーメッセージ (60)本紙へ

｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必要です。｣を表示する

(57)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ　養父の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

処理名 3.2 離縁種別の確認(4/6) 備考

(55)エラーメッセージ (56)本紙へ

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 61/78
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2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-64



/

YES /

NO

NO

/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES /

NO /

YES

YES /

NO

NO /

NO /

YES /(100)戸籍異動の確認 　[3.3]

(99)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父)　または
　011(養母)　または
　012(養父母)　である(YES,NO)

｢発収簿処理して下さい。｣を表示する

(98)戸籍異動の確認 　[3.3]

(95)戸籍異動の確認 　[3.3]

(96)エラーメッセージ (97)本紙へ 不受理

(93)確認メッセージ (94)本紙へ

｢相手方からの10日以内の届出です。受理してもいいですか。｣を表示する(YES,NO)

(91)戸籍異動の確認 　[3.3]

(92)裁判確定日 + 10日 > 受領日(YES,NO)
戸73(戸63②の準用),戸43,大4.1.14民事
1805回答

(89)離縁の申立人区分 ＝ 1(養子)である(YES,NO)

(90)裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 013(養子)　または
　014(養子夫婦)　または
　077(養子の離縁後の法定代理人)である(YES,NO)

｢届出期間を経過していますがよろしいですか。｣を表示する(応答後,(89)へ)

(88)→(89)へ

(84)→(89)へ 大4.1.14民事1805回答

(85)確認メッセージ (86)本紙へ 戸規65

(82)外国の裁判所名 ＝ スペースである(YES,NO)

(83)裁判確定日 + 10日 > 受領日(YES,NO) 戸籍73(戸63①の準用),戸43

｢判決の謄本･確定証明書(調停･和解･認諾調書の謄本)が添付されていますね。｣を表示する

(応答後,(82)へ)

｢養子か養親に死亡者がいるので,離縁許可日の入力が必要です。｣を表示する

(81)確認メッセージ (81.1)本紙へ

(78)戸籍異動の確認 [3.3]

(85)エラーメッセージ (80)本紙へ

処理名 3.2 離縁種別の確認(5/6) 備考

9 ～
15

(77)養子の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養女の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養父の生死区分 ＝ 0(生存)　かつ
　養母の生死区分 ＝ 0(生存)　である(YES,NO)

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8 62/78
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-65



NO /

YES

YES /

NO

NO /

｢発収簿処理して下さい。｣を表示する

(107)戸籍異動の確認 [3.3]

(104)戸籍異動の確認 [3.3]

(105)エラーメッセージ (106)本紙へ 不受理

(102)エラーメッセージ (103)本紙へ

｢相手方からの10日以内の届出です。受理してもいいですか。｣を表示する(YES,NO)

処理名 3.2 離縁種別の確認(6/6) 備考

(101)裁判確定日 + 10日 > 受領日　(YES,NO) 戸73(戸63②の準用),戸43,大4.1.14
民事1805回答

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 63/78
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-66



/

YES /

YES /

YES /

NO

NO /

YES /

YES /

NO

NO /

NO /

/

YES /

YES /

YES /

NO

NO /

YES /

YES /

NO

NO /

NO /

/

YES /

YES /

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(0-27)配偶者父氏名 ＝ スペース又は配偶者母氏名 ＝ スペースである(YES,NO)

(0-28)確認メッセージ

(0-25)→(0-26)へ

(0-26)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(0-22) (0-23)本紙へ 不受理

(0-24)→(0-26)へ

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはありませんね?｣

(0-21)→(0-26)へ

(0-19)養女の父母との続柄 ＝ 30(女)である(YES,NO)

(0-20)確認メッセージ

(0-16)→(0-26)へ

(0-17) (0-18)本紙へ 不受理

(0-15)確認メッセージ

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(0-13)養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(0-14)養女の父氏名 ＝ スペース又は養女の母氏名 ＝ スペースである(YES,NO)

(0-11)→(0-13)へ

(0-12→(0-13)へ

(0-8)→(0-13)へ

(0-9) (0-10)本紙へ 不受理

(0-7)確認メッセージ

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはありませんね?｣

(0-4) (0-5)本紙へ 不受理

(0-6)養子の父母との続柄 ＝ 10(男)である(YES,NO)

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(0-3)→(0-13)へ

(0-1)養子の父氏名 ＝ スペース又は養子の母氏名 ＝ スペースである(YES,NO)

(0-2)確認メッセージ

処理名 3.3 戸籍異動の確認(1/1) 備考

(0)養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

版 頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 64/78
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-67



YES /

NO

NO /

YES /

YES /

NO

NO /

/

/

/

/

/7～15 (4)養子夫婦-養親異動 [3.3.3]

1～3 (2)養子-養親異動 [3.3.1]

4～6 (3)養女-養親異動 [3.3.2｣

NO (0-38)→(1)へ

(1)離縁形態区分?

(0-35) (0-36)本紙へ 不受理

(0-38)→(1)へ

(0-34}→(1)へ

(0-33)確認メッセージ

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはありませ
んね?｣

(0-30) (0-31)本紙へ 不受理

(0-32)配偶者父母との続柄 ＝ 10(男)又は30(女)である(YES,NO)

処理名 3.3 戸籍異動の確認(1-1/1) 備考

(0-29)→(1)へ

頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 65/78

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

 7-2-(5)-7-68



/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES

NO

NO

　→ 不受理

　→ 受理

(8) 確認メッセージ｢戸籍法73条の2の届は養子が届出人ですね。｣を表示する(YES,NO)

　→ (9)本紙へ 受理

(6)　→　(7)へ

(7) 裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父)　または
　011(養母)　または
　012(養父母)である(YES,NO)

(4)エラーメッセージ (5)本紙へ

｢夫婦の構成員の離縁においては戸籍法73条の2の届出を出すことはできません。｣を表示する

(2) 配偶者区分 ＝ 0(未)である(YES,NO)

(3)　→　(7)へ

処理名 3.3.1 養子-養親異動(1/1) 備考

(1) 養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)である(YES,NO)

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 66/78

改定日付第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-7-69



/

YES /

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES

NO

NO

　→ 不受理

→ 受理

(8) 確認メッセージ｢戸籍法73条の2の届は養子が届出人ですね。｣を表示する(YES,NO)

　→ (9)本紙へ 受理

(6)　→　(7)へ

(7) 裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父)　または
　011(養母)　または
　012(養父母)である(YES,NO)

(4)エラーメッセージ (5)本紙へ

｢夫婦の構成員の離縁においては戸籍法73条の2の届出を出すことはできません。｣を表示する

(2) 配隅者区分 ＝ 0(未)である(YES,NO)

(3)　→　(7)へ

処理名 3.3.2 養女-養親異動(1/1) 備考

(1) 養女の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)である(YES,NO)

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 67/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-70



/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

YES

NO

NO → 受理

→ (16)本紙へ 受理

→ 不受理

(15) 確認メッセージ

｢戸籍法73条の2は養子夫婦の筆頭者が届出人ですね。｣を表示する(YES,NO)

(13)→(14)へ

(14) 裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父)　または
　011(養母)　または
　012(養父母)である(YES,NO)

(11) 養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

(12) 養子-養親異動 [3.3.1]

(8) 養子-養親異動 [3.3.1]

(9)→(11)へ

(6)→(7)へ

(7) 養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

(4) 養子の生死区分 ＝ 1(死亡者)である(YES,NO)

(5)養女-養親異動 [3.3.2]

(2) 養女-養親異動 [3.3.2]

(3)→(4)へ

処理名 3.3.3 養子夫婦-養親異動(1/1) 備考

(1) 養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)である(YES,NO)

頁

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5 68/78

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

 7-2-(5)-7-71



第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 69/78

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 1/10 (受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)

審査の結果により,1 ＝ 受理または2
＝ 不受理をセットする。

郵送日

0(不要)

在外送付区分 ＝ 0のとき1
在外送付区分 ≠ 0のとき2

3/8～8/8参照

本非区分本非区分

受理送付区分

動態区分

届区分

渉外区分

送付日

発送元

備考

名称

受領番号が取得済みの場合に設定

記号名

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称 記号名

在外送付区分

受領日

送付日

受領日

在外送付区分

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

項目

中間ファイル
(届書)
共通

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

受領番号

出張所番号

DB･ファイル名
画面名称名称

項目
出力形態

Z9.,

発送元

養子離縁同時
73の2届画面

処理日

選択事件コード

受領番号

出張所番号

事件本人全員が日本人のとき0
事件本人全員が外国人のとき2
上記以外のとき1
(親権者･後見人等は含まない)

養子,養親が本籍分の場合,選択戸籍
番号を設定

報告区分

郵送日

処理日

指示日

許可日

不受理申出がされているとき1

同時決裁受領番号1～5

ロック戸籍番号1～5

事件別内容

不受理申出処分区分

処分区分

 7-2-(5)-7-72



作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 70/78

受取側

備考DB･ファイル名
画面名称

出力形態

Z9.,
DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

何も設定されていない場合に0:未決
裁を設定

第7
2

(5)
データ編集表

中間ファイル
(届書)
共通

処理名

項目

名称 記号名

決裁区分

届書排他区分

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/10

作業名

養子離縁同時
73の2届画面

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)

 7-2-(5)-7-73



作成日付 改訂日付 版 頁

本籍人の場合のみ設定

同時親権届出人本籍

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

養子と養母区分

同時届区分

第7
2

(5)
データ編集表

中間ファイル
(届書)
事件別内容

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/10

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

親権･未成年後見人氏名

同時親権届出人生年月日

養子離縁届同
時 73条の 2(離
縁形態区分)画
面

養女と養母区分

同時届区分

養子と養父区分

同時親権届出人の氏名

親権･未成年後見人本籍コード

親権･未成年後見人の個人番号

親権･未成年後見人の本非区分

親権･未成年後見人生年月日

養女と養父区分

4 71/78

処理名

本籍人の場合のみ設定

同時親権届出人生年月日

同時親権届出人の氏名

親権･未成年後見人筆頭者

同時親権届の種別

同時親権者資格

同時親権届出人資格

同時親権届出人個人番号

同時親権届出人本非区分

親権･未成年後後見人の個人番号

親権･未成年後見人の本非区分

親権･未成年後見人本籍

親権･未成年後見人筆頭者

同時親権届の種別

同時親権届出人個人番号

同時親権届出人本非区分

同時親権者資格

同時親権届出人資格

養女と養母区分

同時親権届出人本籍コード

同時親権届出人本籍

項目

作業名

入力確認(養子離縁同時73条の2届)

親権･未成年後見人本籍

養子と養父区分

養子と養母区分

養女と養父区分

作成者

システム化調査研究会

親権･未成年後見人氏名

親権･未成年後見人生年月日

平成6年12月 1日

有

有

平成12年 3月 1日
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改定日付

令和　年　月　日

←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

記号名

出力形態

Z9.,
備考

第7
2

(5)
データ編集表

処理名

養子の漢字氏名

養子の本籍コード

養子の本･国籍

養子の住所コード

養子の住所

養子の筆頭者

養子の本非区分

作成日付

平成6年12月 1日

養子の個人番号

養子の外国人区分

作業名

審査(養子離縁同時73条の2)

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 4/10

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

養子が本籍人の場合のみ設定

養子の父母との続柄コー
ド

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の1)
画面

養女の個人番号

養女の外国人区分

養女の本非区分

養子の筆頭者区分

養子の配偶者区分

養子のカナ氏名

養子の父氏名

養子の筆頭者

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養女の生年月日

養女の生死区分

養女のカナ氏名

本籍人検索

中間ファイル
(届書)
事件別内容

養子の父母との続柄コー
ド

養子の世帯主

養子の父氏名

養子の母氏名

養子の本非区分

養子の生年月日

養子の生死区分

養子の生年月日

養子の生死区分

養子の個人番号

養子の外国人区分

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の1)
画面 養女の生年月日

養女の生死区分

養女のカナ氏名

養女の漢字氏名

本籍人検索

養女の本非区分

作成者

システム化調査研究会

養子の世帯主

有

有

養子の筆頭者区分

養子の配偶者区分

養女の個人番号

養女の外国人区分

養女の漢字氏名

養子の母氏名

版 頁数

4 72/78

養子の本･国籍

養子の住所

養女が本籍人の場合のみ設定
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項目 DB･ファイル名
画面名称

データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 5/10

受取側

養女の母氏名

養女の筆頭者区分

名称 記号名

引渡側

名称 記号名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の1)
画面

養女の父母との続柄コー
ド

養女の世帯主

養女の父氏名

項目

第7
2

(5)

DB･ファイル名
画面名称

養女の配偶者区分

養女の本籍コード

養女の本･国籍

養女の住所コード

養女の住所

養女の筆頭者

養女の父母との続柄コー
ド

作業名

審査(養子離縁同時73条の2)

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

養女の本･国籍

養女の住所

作成者

システム化調査研究会

養女の母氏名

養女の筆頭者区分

養女の配偶者区分

養女の筆頭者

養女の世帯主

養女の父氏名

作成日付

有

平成6年12月 1日

有

←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,

版 頁数

令和　年　月　日 1 73/78

備考

改定日付
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養母の住所コード

養母の住所

養父の漢字氏名

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

養父の本非区分

養父の生年月日

養父の生死区分

獲父の筆頭者

作成日付

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)
データ編集表

頁数

平成6年12月 1日

引渡側

養父の生年月日

養父の生死区分

養父のカナ氏名

養父の漢字氏名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

養父の本籍コード

養父の本籍

養父の縁組成立法区分

養母の本非区分

養母の生年月日

作業名

審査(養子離縁同時73条の2)

養父のカナ氏名

受取側

養父の住所コード

養父の住所

養父の個人番号

養父の外国人区分

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 6/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

養母の生死区分

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

養母の本籍コード

養母の本籍

養母の筆頭者

養父の世帯主

養母の個人番号

養母の外国人区分

本籍人検索

養母の個人番号

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養母の生死区分

養母のカナ氏名

養父の筆頭者

養父の世帯主

養父の縁組成立法区分

養父の本非区分

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の2)
画面

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の2)
画面

養父の本･国籍

養父の住所

養母の本･国籍

養母の住所

本籍人検索

養母の漢字氏名

養母の筆頭者

養父の個人番号

養父の外国人区分

作成者

システム化調査研究会

有

有

有

有

令和　年　月　日

←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)

改定日付

1 74/78

養母が本籍人の場合のみ設定

養父が本籍人の場合のみ設定

備考
出力形態

Z9.,

版
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養父母婚姻区分

項目

引渡側

作成者

システム化調査研究会審査(養子離縁同時73条の2)

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

作成日付

平成6年12月 1日

養母の世帯主

養母の縁組成立法区分

養父母婚姻区分

第7
2

(5)
データ編集表

中間ファイル
(届書)
事件別内容

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 7/10

受取側

名称 記号名

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称 名称

作業名

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の2)
画面

養母の世帯主

養母の縁組成立法区分

記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,

←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)

75/78

改定日付 版 頁数

備考

1令和　年　月　日
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新本籍

新本籍コード

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

中間ファイル
(届書 )事件別
内容 縁組前の氏

離縁の種別

離縁の申立人区分

裁判確定日

離縁許可日

離縁成立日

縁組年月日 養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の3)
画面

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

新本籍

離縁の申立人区分

裁判確定日

離縁許可日

外国裁判所名

作成日付

平成6年12月 1日

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 8/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

第7
2

(5)

引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

有

離縁の方式

データ編集表
作業名 作成者

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会

処理名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

離縁成立日

離縁の方式

外国裁判所名

縁組年月日

縁組前の氏

離縁の種別

出力形態

Z9.,
備考

改定日付 版 頁数

令和　年　月　日 1 76/78

←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)
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1 77/78

15歳未満の届出人国籍1

15歳未満の届出人生年月
日1

有

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の4)
画面

15歳未満の届出人生年月
日2

15歳未満の届出人国籍2

15歳未満の届出人生年月
日1

15歳未満の届出人氏名2

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人国籍
コード1

15歳未満の届出人国籍1

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

15歳未満の届出人氏名2

中間ファイル
(届書)
事件別内容

15歳未満の届出人資格1

有

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人

←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)

受取側 引渡側

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,

令和　年　月　日

15歳未満の届出人国籍
コード2

15歳未満の届出人国籍2

15歳未満の届出人生年月
日2

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 9/10

版 頁数

審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

改定日付

平成6年12月 1日

備考
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審査(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

配偶者住所

離縁後変更養父氏名

離縁後変更養母氏名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

項目

名称 記号名 名称 記号名

作業名

配偶者住所

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 10/10 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(養子離縁同時73条の2届)

第7
2

(5)
データ編集表

令和　年　月　日 1 78/78

受取側 引渡側

項目

親権移記親権者区分

配偶者配偶者区分

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者母氏名

配偶者父母との続柄コード

配偶者個人番号

配偶者外国人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者母氏名

配偶者父母との続柄コード

配偶者生年月日

配偶者個人番号

配偶者外国人区分

配偶者筆頭者区分

配偶者配偶者区分

配偶者カナ氏名

配偶者生年月日

離縁後住所コード

中間ファイル
(届書)
事件別内容

DB･ファイル名
画面名称

養子離縁同時
73条の2届(そ
の5)
画面

本籍人検索

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

作成者 作成日付

離縁後変更養父氏名

離縁後変更養母氏名

親権移記親権者区分

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

有

配偶者が本籍人の場合のみ設定

改定日付 版 頁数
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第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 1/114

改訂日付

中間ファイル(届書) 入力

2.使用DB・ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

3.処理概要
　　(1)中間ファイル(届出書)を画面表示する。
　　(2)戸籍変動状況を確定する。
　　(3)中間ファイル(仮受付)を編集、出力する。
　　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集、出力する。
　　(5)中間ファイル(9条2項)を編集、出力する。
　　(6)中間ファイル(30条12第1項)を編集、出力する。……………………(サンプル提示)
　　(7)処分決定処理に制御を渡す。
4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(確認画面)
　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　　　　2.1 離縁マトリックス表
　　　　　　　　　　2.2 親権･未成年後見マトリックス表
　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　　　3.1 離縁
　　　　　　　　　　3.2 戸籍法73条の2
　　　　　　　　　　3.3 親権
　　　　　　　　　　3.4 未成年後見
　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[戸籍特定])
　　　　　　　　　　4.1 養子の新戸籍(編製)　　　　　　　　　　　※ひな形A.1と異なる場合
　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[戸籍事項])
　　　　　　　　　　5.1 養子の新戸籍(編製)　　　　　　　　　　　※73条の2の戸籍事項
　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[個人特定])
　　　　　　　　　　6.1 養子の新戸籍(編製)　　　　　　　　　　　※ひな形C.1と異なる場合
　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　7.1 養子(女)(入籍･離縁)
　　　　　　　　　　7.2 養子(女)(入籍･法73条の2)
　　　　　　　　　　7.3 養子(女)(除籍･離縁)
　　　　　　　　　　7.4 養子(女)(除籍･法73条の2)
　　　　　　　　8.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　8.1 養親(記録)
　　　　　　　　9.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　9.1 養子(女)の配偶者(入籍)
　　　　　　　　　　9.2 養子(女)の配偶者(除籍)
　　　　　　　　10.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　10.1 養子(女)の親権事項(記録)　　　　　　　※同時親権届
　　　　　　　　　　10.2 養子(女)の親権事項(移記)　　　　　　　※従前の親権事項の移記
　　　　　　　　　　10.3 養子(女)の未成年後見事項(記録)　　　　※同時後見届の場合
　　　　　　　　11.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　11.1 養父
　　　　　　　　　　11.2 養母
　　　　　　　　　　11.3 養子
　　　　　　　　　　11.4 養女
　　　　　　　　　　11.5 養子(女)の配偶者
　　　　　　　　12.0 データ編集表(中間ファイル/30条12第1項)‥‥‥‥‥(サンプル提示)
　　　　　　　　　　12.1 養父
　　　　　　　　　　12.2 養母
　　　　　　　　　　12.3 養子(女)
　　　　　　　　　　12.4 養子(女)の配偶者
5.備考(特記事項含む)中間ﾌｧｲﾙ (30条 12第 1

項)
出力(サンプル)

中間ファイル(仮戸籍) 出力

中間ファイル(9条2項) 出力

1.詳細フロー

附票データベース 入力(サンプル)

中間ファイル(仮受付) 出力

(サンプル)

確認画面
(養子離縁同
時73の2届)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル
(30条12第1
項)並び換え

入力

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

(詳細別紙)

附票

データベース

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(届書)

(サンプル)

入力確認

(養子離縁

同時73の2届)

 7-2-(5)-7-82



/

/

/

/

3 /

YES /

NO /

/

6 /

YES /

NO /

/

7 /

YES /

NO /

/

8 /

YES /

NO /

/

/

YES /

YES /

NO /

9 /

/

作業名

入力確認(養子離縁同時73の2届)

作成者

システム化調査研究会

作成日付

平成 6年12月 1日

養父母のいずれか一方又は養子夫婦いずれか一
方が死亡しているとき,受付帳は2件作成される

(4.19.3)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

9
～

1
5

(4.17)養父の生死区分 ＝ 養母の生死区分(YES,NO)

(4.19)養父母と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

(4.19.2)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF11、その他)

(4)離縁形態区分?

(4.19.1)離縁形態区分?

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、よけ
れば実行キーを押下して下さい。｣を表示する

(4.14)養母と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.15)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.16)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.18)養子の生死区分 ＝ 養女の生死区分(YES,NO)

(4.8)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.10)養父と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.11)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.12)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.5)養父の生死区分 ＝ 養母の生死区分(YES,NO)

平成11年 3月 1日

改訂日付

0.0　本紙　1/8処理名 備考

第7
2

(5)

養子夫婦いずれか一方が死亡していると
き,受付帳は2件作成される

養子夫婦いずれか一方が死亡していると
き,受付帳は2件作成される

実行キー

(4.2)養父母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.3)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.4)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

要件定義ワークシート
頁

2/114

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[1.0]

[2.0]

(4.1)養父の生死区分 ＝ 養母の生死区分(YES,NO)

[3.1]

[3.1]

[3.1]

(4.6)養父母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.7)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力する

(4.9)養子の生死区分 ＝ 養女の生死区分(YES,NO)

(4.13)養子の生死区分 ＝ 養女の生死区分(YES,NO)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍変動状況を決定する

版

2.1

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]
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10 /

/

11 /

/

12 /

/

13 /

/

14 /

/

15 /

/

NO /

9 /

/

作業名 作成者 作成日付

入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

(4.19.4)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

(4.19.5)養父母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.19.6)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

(4.22.1.)離縁形態区分?

(4.19.15)養父母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.22.2)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力
する

(4.22.3)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･出力
する

[3.1]

(4.19.7)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

(4.19.8)養父母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.19.13)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.19.14)養父母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.19.10)養父母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.19.11)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.19.12)養父母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.19.9)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

版

2.1

備考

改訂日付

[3.1]

[3.1]

[3.1]

平成11年 3月 1日

0.0　本紙　2/8

[3.1]

[3.1]

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

頁

3/114

処理名

 7-2-(5)-7-84



10 /

/

11 /

/

12 /

/

13 /

/

14 /

/

15 /

/

/

/

/

/

作業名 作成者 作成日付

入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

筆頭者となる者だけが事件本人となる

2.1 4/114

備考

版 頁

(5)離縁形態区分 ＝ 1,2,3または離縁形態区分 ＝ 7～15で養子の筆頭者区分
＝ 筆頭者である(YES,NO)

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

[3.1]

その他

YES

[3.1]

[3.2]

[3.1]

[3.1]

要件定義ワークシート
改訂日付

[3.2]

NO

(4.22.8)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

(4.22.9)養母と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.6)養父と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

(4.22.7)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

(4.22.10)養父と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.11)養母と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.22.12)養父と養子で中間ファイル(仮受付･離縁)を編
集･出力する

(4.22.13)養父と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.14)養父と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.15)養母と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.24.)事件本人(養父,養母,養子,養女)で中間ファイル(仮受付･離
縁)を編集･出力する

(5.1)養子で中間ファイル(仮受付･戸籍法73条の2)を編集する

(5.2)養女で中間ファイル(仮受付･戸籍法73条の2)を編集する

[3.1]

(4.22.4)養父と養子夫婦で中間ファイル(仮受付･離縁)を
編集･出力する

(4.22.5)養母と養女で中間ファイル(仮受付･離縁)を編集･
出力する

平成11年 3月 1日

処理名 0.0　本紙　3/8

第7
2

(5)

 7-2-(5)-7-85



/

0 /

1 /

2 /

/

YES /

YES /

YES /

/

NO /

/

YES /

/

/

/

/

/

YES /

NO /

NO

NO /

YES /

/

NO /

/

YES /

/

/

作業名 作成者 作成日付

入力確認(養子離縁同時73の2届) 平成 6年12月 1日

備考

※サンプル提示

　処理(20.1)(20.2)

附票情報との連動により在外選拳人関連
の対応が戸籍システムで可能な場合

養女の個人特定

養子が離縁後に新戸籍の筆頭者となる場合

改訂日付

(21.5)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

システム化調査研究会

(16)戸籍特定:養子の新戸籍(編製)

(17)戸籍事項:養子の新戸籍(編製)

(18)個人特定:養子の新戸籍(入籍)

(21.2)身分事項:養子(女)(除籍･離縁)を編集する

(21.3)身分事項:養子(女)の配偶者(除籍)を編集する

(21.4)→(21.5)へ

(19)身分事項:養子(女)(入籍･離縁)を編集する

(20)身分事項:養子(女)(入籍･戸籍法73条の2)を編集する

(12)身分事項:養子(女)(除籍･離縁)を編集する

(13)身分事項:養子(女)(除籍･戸籍法73条の2)を編集する

(14)→(15)へ

(7)→(10)へ

(21.6)戸籍特定:養子の新戸籍(編製)

(21.8)個人特定:養子の新戸籍(入籍)

処理名

(21.7)戸籍事項:養子の新戸籍(編製)

(20.1)養子(女)は在外選挙人である(YES,NO)

(20.2)養子(女)について中間ファイル(30条の12第1項)を
編集･出力する

(21)→(23)へ

(21.1)養子の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

[7.2]

[4.1]

養女が離縁後に新戸籍の筆頭者となる場合

[7.4]

養女が筆頭者であるため,新戸籍を編製し,
養女を入籍させた後に養子を入籍させる。[5.1]

[6.1]

[12.3]

[7.3]

[9.2]

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

0.0　本紙　4/8

(9)中間ファイル(仮受付･未成年後見)を編集･出力する

(11)養子の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(15)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

(10)養子に入力がある(YES,NO)

(10.1)離縁形態区分 ＝ 1,2,3または離縁形態区分 ＝ 7～15で養子の筆頭
者区分 ＝ 筆頭者である(YES,NO)

版 頁

平成12年 3月 1日 4 5/114

[7.3]

(8)中間ファイル(仮受付･親権)を編集･出力する [3.3]

[3.4]

(6)同時届区分?

[4.1]

[5.1]

[6.1]

[7.1]
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/

/

/

YES /

NO /

/

/

/

/

YES /

NO /

NO /

NO /

/

YES /

YES /

YES /

/

NO /

/

YES /

YES /

/

/

/

※サンプル提示

　処理(21.10.1)(21.10.2)

養子の個人特定

附票情報との連動により在外選挙人関連
の対応が戸籍システムで可能な場合

養女の身分事項

養女の身分事項

養子の身分事項

養子の身分事項

養女のみに入力ある場合

養女が離縁後に新戸籍の筆頭者となる場合

※サンプル提示

　処理(21.13.1)(2.13.2)

附票情報との連動により在外選挙人関連
の対応が戸籍システムで可能な場合

作成日付

平成 6年12月 1日

改訂日付

(27)→(28)へ

(28.1)離縁形態区分 ＝ 4,5,6である(YES,NO)

(23.1)離縁形態区分 ＝ 4,5,6または離縁形態区分 ＝ 7～15で養女の筆頭
者区分 ＝ 筆頭者である(YES,NO)

(21.12)身分事項:養子(女)(入籍･離縁)を編集する

(21.10)身分事項:養子(女)(入籍･戸籍法73条の2)を編集する

(21.10.2)養子(女)について中間ファイル(30条の12第1項)
を編集･出力する

作業名 作成者

入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会

[7.1]

[12.4]

[7.1]

(29)戸籍特定:養子の新戸籍(編製)

(30)戸籍事項:養子の新戸籍(編製)

(31)個人特定:養子の新戸籍(入籍)

(32)身分事項:養子(女)(入籍･離縁)を編集する

(25)身分事項:養子(女)(除籍･離縁)を編集する

(26)身分事項:養子(女)(除籍･戸籍法73条の2)を編集する

(28)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

[6.1]

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート

(21.9)身分事項:養子(女)(入籍･離縁)を編集する

(21.10.1)養子(女)は在外選挙人である(YES,NO)

[7.2]

(21.13.2)養子(女)の配偶者について中間ファイル(30条の
12第1項)を編集･出力する

(21.10.3)→(21.11)へ

(21.11)個人特定:養子の新戸籍(入籍)

[12.3]

[7.1]

2.1

版 頁

0.0　本紙　5/8

[6.1]

平成11年 3月 1日

備考

6/114

[9.3](21.13)身分事項:養子(女)の配偶者(入籍)(離縁対象者)を編集
する

(21.14)→(23)へ

(22)→(23)へ

(23)養女に入力がある(YES,NO)

(24)養女の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

[7.3}

[7.4]

[4.1]

[5.1]

(21.13.1)養子(女)の配偶者は在外選挙人である(YES,NO)

 7-2-(5)-7-87



/

/

YES /

NO /

NO

NO /

NO /

YES /

/

NO /

/

YES /

/

/

/

YES /

NO /

NO

NO /

/

YES /

YES /

/

YES /

NO /

NO

　処理(38.1)(38.2)

附票情報との連動により在外選挙人関連
の対応が戸籍システムで可能な場合

※サンプル提示

　処理(34.7.1)(34.7.2)

平成 6年12月 1日

※サンプル提示

附票情報との連動により在外選挙人関連
の対応が戸籍システムで可能な場合

養女と養子の双方に入力があり,養女筆頭
者の場合は(21.6)～(21.10)で処理済み

附票情報との連動により在外選挙人関連
の対応が戸籍システムで可能な場合

養女の身分事項

養女の身分事項

※サンプル提示

養子が離縁後に新戸籍の筆頭者となる場合

版 頁

2.1 7/114

作成日付

(34)養女の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(34.4)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

(35)→(36)へ

(34.7.2)養子(女)の配偶者について中間ファイル(30条の
12第1項)を編集･出力する

(36)養父に入力がある(YES,NO)

(38)身分事項:養親(除籍)を編集する

作業名 作成者

(39)→(41)へ

(38.1)養父は在外選挙人である(YES,NO)

(34.8)→(36)へ

(37)養父の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(34.5)戸籍特定:養子の新戸籍(入籍)

(34.6)身分事項:養子(女)(入籍･離縁)を編集する

(16)～(20)で養子は新戸籍に入籍済み

養女の個人特定

(34.7)身分事項:養子(女)の配偶者(入籍)を編集する

(34.7.1)養子(女)の配偶者は在外選挙人である(YES,NO)

[8.1]

[12.4]

0.0　本紙　6/8

(33.1)→(36)へ

(33.2)→(36)へ

(38.2)養父について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する

(34.3)→(34.4)へ

改訂日付

平成11年 3月 1日

備考

(33)身分事項:養子(女)(入籍･戸籍法73条の2)を編集する

(33.1.1)養子(女)は在外選挙人である(YES,NO)

要件定義ワークシート

(33.1.2)養子(女)について中間ファイル(30条の12第
1項)を編集･出力する

(34.1)身分事項:養子(女)(除籍･離縁)を編集する

(34.2)身分事項:養子(女)の配偶者(除籍)を編集する

入力確認(養子離縁同時73の2届)

[6.1]

[7.1]

[9.1]

第7
2

(5)

処理名

[7.3]

[9.3]

[7.4]

システム化調査研究会

[12.3]
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NO /

/

YES /

YES /

/

YES /

NO /

NO

NO /

/

YES /

※サンプル提示

　処理(43.1)(43.2)

2.1 8/114平成 6年12月 1日

改訂日付

平成11年 3月 1日

備考

附票情報との連動により在外選挙人関連
の対応が戸籍システムで可能な場合

養子または養女の本非区分で判断する

(43.2)養母について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する

(42)養母の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(43)身分事項:養親(除籍)を編集する

(43.1)養父は在外選挙人である(YES,NO)

要件定義ワークシート

(40)→(41)へ

作業名 作成者

(46)配偶者外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会

作成日付

(41)養母に入力がある(YES,NO)

処理名

(45)→(46)へ

第7
2

(5)

[8.1]

[12.2]

0.0　本紙　6-1/8

(47)養子(女)の本非区分 ＝ 1(本籍人)である(YES,NO)

(44)→(46)へ

版 頁
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YES /

NO /

/

YES /

/

NO /

NO /

/

0 /

1 /

YES /

NO /

2 /

YES /

NO /

/

YES /

YES /

NO /

NO /

/

YES /

YES /

NO /

/

YES /

NO /

版 頁

平成24年 3月 1日平成 6年12月 1日

作成日付

15 9/114

備考

(52)→(54)へ

(53)→(54)へ

(55)→(62)へ

(56)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

(54)同時届区分?

(51)身分事項:養子(女)の配偶者(入籍)(離縁対象者でない者)を編集
する

(72)養母について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(73)→(74)へ

作成者

入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会

(71)養母に入力があり,養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(48)身分事項:養子(女)の配偶者(除籍)(離縁対象者でない者)を編集
する

(60)身分事項:養子(女)の未成年後見事項(記録)を編集する

(61)→(67)へ

(64)身分事項:養子(女)の親権事項(移記)を編集する

(59)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

(62)親権移記親権者区分に入力がある(YES,NO)

(63)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

(57)身分事項:養子(女)の親権事項(記録)を編集する

(58)→(67)へ

(49)→(50)へ

(50.1)個人特定:養子の新戸籍(入籍)を編集する

0.0　本紙　7/8

[10.1]

[9.2]

[6.1]

[9.1]

要件定義ワークシート
第7
2

(5)

処理名

[11.2]

[10.2]

[11.1]

(50)新戸籍の編製地は管内である(YES,NO)

改訂日付作業名

(65)→(67)へ

(69)養父について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(70)→(71)へ

(66)→(67)へ

(67)在外送付区分 ＝ 0:受理分又は2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(68)養父に入力があり,養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

[10.3]
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/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

(82)処分決定に制御を渡
す

10/114

(92)同画面を編集する

(96)同画面を編集する

(84)届出選択に制御を渡す

(88)同画面を編集する

(83)業務選択に制御を渡す

改定日付 版 頁数作成日付

(87)前ページ分の確認画面(養子離縁同時73条の2届)を編集する

(89)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(91)次ページ分の確認画面(養子離縁同時73条の2届)を編集する

(93)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

(86)前ページがある(YE,NO)

(90)次ページがある(YES,NO)

　→

　→

　→

　→

　→

(76)→(77)へ

(78)養女について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(79)→(80)へ

(81)養子の配偶者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(77)養女に入力があり,養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

(80)養子の配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

PF8

PF11

PF1

PF2

PF5

第7
2

(5)

PF7

[11.3]

[11.4]

[11.5]

要件定義ワークシート
作業名 作成者

(75)養子について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

処理名 0.0　本紙　8/8 備考

　→

(95)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

(74)養子に入力があり,養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)である(YES,NO)

令和　年　月　日 1

(85)審査(養子離縁届)に制御を渡す

(94)エラー履歴表示に制御を渡す

その他

 7-2-(5)-7-91



第7
2

(5)

作業名
データ編集表

出力形態

Z9.,

版 頁

4 11/114

1.0 確認画面(同時73の2届) 表示 1/9処理名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

作成者 作成日付 改訂日付

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日入力確認(養子離縁同時73の2届) 平成12年 3月 1日

有

有

有

養女と養母区分

同時親権届出人の本非区分

同時親権届出人生年月日

同時親権届出人本籍コード

DB･ファイル名
画面名称

名称 記号名

項目

引渡側

備考

受取側

項目

名称 記号名

親権･未成年後見人筆頭者

同時親権届の種別

同時親権者資格

同時届区分

親権･未成年後見人氏名

親権･未成年後見人本籍

DB･ファイル名
画面名称

画面ID

システム日付

養子と養父区分

養子と養母区分

養女と養父区分

養女と養母区分

養子離縁形態名称

同時親権届出人資格

同時親権届出人氏名

親権･未成年後見人の本非区分

親権･未成年後見人生年月日

同時親権届出人の本非区分

同時親権届出人生年月日

同時親権届出人本籍
同時親権届出人本籍

養子離縁同時
73条の 2届 (離
縁形態入力)画
面確認

同時親権届の種別

同時親権者資格

同時親権届出人資格

同時親権届出人氏名

親権･未成年後見人の本非区分

親権･未成年後見人生年月日

養子離縁形態区分

同時届区分

親権･未成年後見人氏名

親権･未成年後見人本籍コード

親権･未成年後見人本籍

親権･未成年後見人筆頭者

養子と養父区分

養子と養母区分

養女と養父区分

画面ID

システム日付

審査の条件設定を参照

中間ファイル
(届書)
事件別内容

(受取側) 養子離縁同時73条の2届画面　← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容
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データ編集表
作業名第7

2
(5) 12/114

1.0 確認画面(同時73の2届) 表示　2/9 (受取側) 養子離縁同時73条の2届画面 ← (引渡側)中間ファイル(届書)/共通

作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

発送元

在外送付区分

処理日

受取側

処理名

養子離縁同時
73条の 2(その
1)～(その5)確
認画面
共通

本非区分

郵送日

届区分

受領番号

受領日

送付日

出張所番号

画面ID

システム日付

出張所番号

処理日

引渡側

記号名

システム日付

中間ファイル
(届書)
共通

本非区分

郵送日

報告区分

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称
項目 DB･ファイル名

画面名称
項目

名称 記号名 名称

画面ID
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養女の生死区分

記号名

データ編集表

DB･ファイル名
画面名称

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養子の本籍コード

養子の本籍

養子の住所コード

養子の外国人区分

養子の本非区分

養子の生年月日

名称

養子の父氏名

養子の母氏名

養女の外国人区分

養子の父母との続柄コード

養子の筆頭者区分

養子の配偶者区分

養子の住所

養子の筆頭者

養子の世帯主

養子の外国人区分

養子の本非区分

養子の生年月日

養子の生死区分

項目

養女の外国人区分

養子の父母との続柄名称

養子の筆頭者区分

養子の筆頭者区分名称

養子の配偶者区分

養子の配偶者区分名称

養子の筆頭者

養子の世帯主

養子の父氏名

養子の母氏名

養子の父母との続柄コード

養子の生死区分名称

養子のカナ氏名

養子の漢字氏名

養女の本非区分

養女の生年月日

養女の本非区分

養女の生年月日

養女の生死区分

養女の生死区分名称

有

有

有

有

有

有

有

作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

確認(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第7
2

(5)

作業名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の1)
確認画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

13/114

処理名 1.0 確認画面(同時73の2届) 表示　3/9 (受取側) 養子離縁同時73条の2届画面 ← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考

養子の本･国籍

養子の住所

養子の生死区分
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コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

処理名

受取側

養女の母氏名

養女の父母との続柄コード

養女の父母との続柄名称

養女の筆頭者区分

養女の筆順者区分名称

養女の配偶者区分

養女の住所

養女の筆頭者

養女の世帯主

養女の父氏名

養女のカナ氏名

養女の漢字氏名

養女の本籍コード

作成者 作成日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日審査(養子離縁同時73条の2)

1.0 確認画面(同時73の2届) 表示　4/9 (受取側) 養子離縁同時73条の2届画面

養女の配偶者区分名称

改定日付

令和　年　月　日

← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側

中間ファイル
(届書)
事件別内容

有

有

有

有

養女の母氏名

養女の父母との続柄コード

養女の筆頭者区分

有

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の1)
確認画面

養女の筆頭者

養女の世帯主

養女の父氏名

養女の本･国籍

養女の住所

養女のカナ氏名

養女の漢字氏名

養女の配偶者区分

養女の本籍

養女の住所コード

版 頁数

1 14/114

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称
項目 DB･ファイル名

画面名称
項目

名称 記号名 名称 記号名
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出力形態

Z9.,

第7
2

(5)

養父のカナ氏名

養父の生死区分

作成者 作成日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

養母の住所コード

養母の住所

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

養母の本籍コード

養母の本籍

養母の筆頭者

養母の生死区分

養父の世帯主

養父の縁組成立法区分

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養父の漢字氏名

養父の本籍コード

養父の本籍

養父の筆頭名

養父の住所コード

養父の住所

データ編集表

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の2)
確認画面

養母の住所

養母の生死区分名称

養母のカナ氏名

養母の漢字氏名

養母の筆頭者

養母の本･国籍

養父の世帯主

養父の縁組成立法区分

養母の外国人区分

養母の本非区分

養母の生年月日

養母の生死区分

養父の漢字氏名

養父の筆頭者

養父の本非区分

養父の生年月日

養父の生死区分

養父の生死区分名称

養父のカナ氏名

処理名

受取側

中間ファイル
(届書)
事件別内容

作業名

確認(養子離縁同時73条の2)

1.0 確認画面(同時73の2届) 表示　5/9 (受取側) 養子離縁同時73条の2届画面

有

有

有

有

有

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

養父の外国人区分 養父の外国人区分

養父の本非区分

養父の生年月日

改定日付

令和　年　月　日

← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側

版 頁数

1 15/114

有

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

養父の住所

養父の本･国籍
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出力形態

Z9.,

第7
2

(5)

作成者 作成日付
データ編集表

処理名

作業名

1.0 確認画面(同時73の2届) 表示 6/9 (受取側) 養子離縁同時73条の2届画面

受取側

養母の世帯主

養母の縁組成立法区分

養父母の婚姻区分

養母の世帯主

養母の縁組成立法区分

養父母の婚姻区分

改定日付

← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の2)
確認画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

頁数

確認(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/114

版

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名
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コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,

第7
2

(5)

新本籍コード

新本籍

裁判確定日

離縁許可日

離縁成立日

離縁の方式

外国裁判所名

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の3)
確認画面

受取側

新本籍

裁判確定日

作業名

確認(養子離縁同時73条の2)

1.0 確認画面(同時73の2届) 表示　7/9 (受取側) 養子離縁同時73条の2届画面

離縁許可日

外国裁判所名

裁判及び外国方式の離縁の届出
人資格

縁組年月日

縁組前の氏

離縁の種別

離縁の申立人区分

データ編集表

処理名

裁判及び外国方式の離縁の届出
人資格

縁組年月日

縁組前の氏

離縁成立日

離縁の方式

作成者 作成日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

有

改定日付

令和　年　月　日

← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側

版 頁数

1 17/114

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

離縁の種別

離縁の申立人区分

中間ファイル
(届書)
事件別内容

 7-2-(5)-7-98



15歳未満の届出人国籍コード2

15歳未満の届出人国籍2

15歳未満の届出人国籍コード1

15歳末満の届出人国籍1

15歳未満の届出人資格名称

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人資格1

作成者 作成日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

受取側

15歳未満の届出人国籍2

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人資格名称

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人国籍1

データ編集表

処理名

15歳未満の届出人生年月日1

15歳未満の届出人氏名2

第7
2

(5)

作業名

確認(養子離縁同時73条の2)

1.0 確認画面(同時73の2届) 表示 8/9 (受取側) 養子離縁同時73条の2届画面

養子離縁同時
73条の 2届 (そ
の4)
確認画面

15歳未満の届出人資格1

有

有

15歳未満の届出人資格1と2の
内容から変換
(審査の表示設定その2参照)

改定日付

令和　年　月　日

← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

頁数

1 18/114

版

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称
項目 DB･ファイル名

画面名称
項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

15歳未満の届出人生年月日2 15歳未満の届出人生年月日2

15歳末満の届出人氏名2

15歳未満の届出人生年月日1

15歳未満の届出人氏名1

 7-2-(5)-7-99



離縁後変更養母氏名

親権移記親権者区分

配偶者生年月日

配偶者住所コード

配偶者住所

離縁後変更養父氏名

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者父氏名

配偶者母氏名

配偶者外国人区分

1.0 確認画面(同時73の2届) 表示　9/9

受取側

離縁後変更養母氏名

親権移記親権者区分

配偶者父母との続柄コード

配偶者父母との続柄名称

配偶者生年月日

離縁後変更養父氏名

配偶者住所

配偶者配偶者区分

配偶者配偶者区分名称

配偶者カナ氏名

配偶者漢字氏名

配偶者筆頭者区分

配偶者筆頭者区分名称

処理名

配偶者父氏名

配偶者母氏名

配偶者外国人区分

(受取側) 養子離縁同時73条の2届画面

有

← (引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,

有

有

有

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

版 頁数

確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 19/114

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

養子離縁同時
73条の 2(その
5)
確認画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容 配偶者筆頭者区分

配偶者配偶者区分

配偶者父母との続柄コード

 7-2-(5)-7-100



養親

有 無

1 1 ○ ○ × ○ × ○ × ○
8.1

2 1 ○ ○ × ○ × × ○ ○
8.1

3 1 ○ ○ × ○ × ○ × ×

4 1 ○ ○ × ○ × × ○ ×

5 1 ○ ○ × × ○ ○ × ○
8.1

6 1 ○ ○ × × ○ × ○ ○
8.1

7 1 ○ ○ × × ○ ○ × ×

8 1 ○ ○ × × ○ × ○ ×

9 1 ○ × ○ ○ × ○ × ○
8.1

×

×

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

いずれか いずれか

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

あ
く
ま
で
も
目
安

養子･養女の入力がある場合は,
同一戸籍であることが前提(外
国人を除く)であるので,養子と
養女で戸籍が異なることはな
い。

構成員の
場合のみ,
配偶者の
随従入籍
(除籍)が
発生する

全部除籍
か,一部除
籍かの判
断項目

養父と養母に関しては同一戸籍で
あれば,養親の戸籍で処理するが離
婚していれば別々の戸籍も考えら
れるので,養父と養母の2つに判断
を分けた。
但し,右表の戸籍の記録は,養親1つ
の戸籍で処理している。別々の戸
籍にいる場合は,各々の戸籍に記録
があるので注意すること。

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

○

○

×

×

○

○

×

頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/114

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(1/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者
本
籍
人
･
生
存
者

変
動
な
し

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか
C.2

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母

A.2
B.2
C.2

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4

7.3
7.4

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

×

×

×

×

×

×

×

×

×

養子の戸籍

 7-2-(5)-7-101



養親

有 無

10 1 ○ × ○ ○ × × ○ ○
8.1

11 1 ○ × ○ ○ × ○ × ×

12 1 ○ × ○ ○ × × ○ ×

13 1 ○ × ○ × ○ ○ × ○
8.1

14 1 ○ × ○ × ○ × ○ ○
8.1

15 1 ○ × ○ × ○ ○ × ×

16 1 ○ × ○ × ○ × ○ ×

17 1 × ○ × ○ × - - ○
8.1

18 1 × ○ × ○ × - - ×

19 1 × ○ × × ○ - - ○
8.1

20 1 × ○ × × ○ - - ×

21 1 × × ○ - - - - ○ 8.1

22 1 × × ○ - - - - ×

7.3
7.4

7.3
7.4

頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4

1 21/114

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(2/27)

×

○

○

作成日付 改定日付 版

×

×

○

○

×

○

×

○

×

○

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.1
7.2

7.1
7.2

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

いずれか

非
本
籍

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

C.2

無 有

いずれか いずれか いずれか

養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

変
動
な
し

A.2
B.2
C.2

 7-2-(5)-7-102



養親

有 無

23 2 ○ ○ × ○ × ○ × ○
8.1

24 2 ○ ○ × ○ × × ○ ○
8.1

25 2 ○ ○ × ○ × ○ × ×

26 2 ○ ○ × ○ × × ○ ×

27 2 ○ ○ × × ○ ○ × ○
8.1

28 2 ○ ○ × × ○ × ○ ○
8.1

29 2 ○ ○ × × ○ ○ × ×

30 2 ○ ○ × × ○ × ○ ×

31 2 ○ × ○ ○ × ○ × ○
8.1

32 2 ○ × ○ ○ × × ○ ○
8.1

33 2 ○ × ○ ○ × ○ × ×

34 2 ○ × ○ ○ × × ○ ×

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

×

×

○

○

×

×

○

○

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(3/27)

項番

変
動
な
し

○

7.3
7.4

7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

×

×

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者
本
籍
人
･
生
存
者

×

×

×

×

×

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

×

×

×

×

×

×

×

○

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 22/114

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

全
部
除
籍

 7-2-(5)-7-103



養親

有 無

35 2 ○ × ○ × ○ ○ × ○
8.1

36 2 ○ × ○ × ○ × ○ ○
8.1

37 2 ○ × ○ × ○ ○ × ×

38 2 ○ × ○ × ○ × ○ ×

39 2 × ○ × ○ × - - ○
8.1

40 2 × ○ × ○ × - - ×

41 2 × ○ × × ○ - - ○
8.1

42 2 × ○ × × ○ - - ×

43 2 × × ○ - - - - ○ 8.1

44 2 × × ○ - - - - ×

A.2
B.2
C.2

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

○

×

○

×

○

×

○

×

×

○

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

離
縁
形
態
区
分 いずれか いずれか

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

非
本
籍 有

いずれか

本
籍

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

処理名

項番

2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(4/27)

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

変
動
な
し

無

いずれか
C.2

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 23/114

 7-2-(5)-7-104



養親

有 無

45 3 ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○
8.1

46 3 ○ ○ × ○ × ○ × ○ ×
8.1

47 3 ○ ○ × ○ × ○ × × ○
8.1

48 3 ○ ○ × ○ × ○ × × ×

49 3 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○
8.1

50 3 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ×
8.1

51 3 ○ ○ × ○ × × ○ × ○
8.1

52 3 ○ ○ × ○ × × ○ × ×

53 3 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○
8.1

54 3 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ×
8.1

55 3 ○ ○ × × ○ ○ × × ○
8.1

56 3 ○ ○ × × ○ ○ × × ×

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

×

○

×

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4

○

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.3
7.4

7.3
7.4

7.1
7.2

7.1
7.2

○

×

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

○

×

7.1
7.2

×

×

×

×

×

×

×

養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父

×

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(5/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍

×

○

○

×

変
動
な
し

変
動
な
し

×

×

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 24/114

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

養子の戸籍養母

×

×

×

○

 7-2-(5)-7-105



養親

有 無

57 3 ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○
8.1

58 3 ○ ○ × × ○ × ○ ○ ×
8.1

59 3 ○ ○ × × ○ × ○ × ○
8.1

60 3 ○ ○ × × ○ × ○ × ×

61 3 ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○
8.1

62 3 ○ × ○ ○ × ○ × ○ ×
8.1

63 3 ○ × ○ ○ × ○ × × ○
8.1

64 3 ○ × ○ ○ × ○ × × ×

65 3 ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○
8.1

66 3 ○ × ○ ○ × × ○ ○ ×
8.1

67 3 ○ × ○ ○ × × ○ × ○
8.1

68 3 ○ × ○ ○ × × ○ × ×

×

○

○

○

×

○

×

7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4

×

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4

○

7.3
7.4

7.3
7.4

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

×

×

○

○

×

○

×

×

○

いずれか いずれか

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 25/114

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(6/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

×

×

○

○

×

×

○

 7-2-(5)-7-106



養親

有 無

69 3 ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○
8.1

70 3 ○ × ○ × ○ ○ × ○ ×
8.1

71 3 ○ × ○ × ○ ○ × × ○
8.1

72 3 ○ × ○ × ○ ○ × × ×

73 3 ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○
8,1

74 3 ○ × ○ × ○ × ○ ○ ×
8,1

75 3 ○ × ○ × ○ × ○ × ○
8.1

76 3 ○ × ○ × ○ × ○ × ×

77 3 × ○ × ○ × - - ○ ○
8.1

78 3 × ○ × ○ × - - ○ ×
8.1

79 3 × ○ × ○ × - - × ○
8.1

80 3 × ○ × ○ × - - × ×
7.1
7.2

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.1
7.2

7.1
7.2

7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.1
7.2

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

×

×

×

×

×

×

処理名

項番

離
縁
形
態
区
分

×

○

○

○

○

2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(7/27)

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

非
本
籍

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 26/114

7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

○

7.3
7.4
9.2(配偶者)

○

 7-2-(5)-7-107



養親

有 無

81 3 × ○ × × ○ - - ○ ○
8.1

82 3 × ○ × × ○ - - ○ ×
8.1

83 3 × ○ × × ○ - - × ○
8.1

84 3 × ○ × × ○ - - × ×

85 3 × × ○ - - - - ○ ○
8.1

86 3 × × ○ - - - - ○ ×
8.1

87 3 × × ○ - - - - × ○
8.1

88 3 × × ○ - - - - × ×

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.1
7.2
9.1(配偶者)

×

×

×

× ×

○

○

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

○

×

○

○

×

○

×

第7
2

(5)

○

○

○

○

○

○

○

○

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

補足説明書
作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 27/114

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(8/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

○

○

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

 7-2-(5)-7-108



養親

有 無

89 4 ○ ○ × ○ × ○ × ○
8.1

90 4 ○ ○ × ○ × × ○ ○
8.1

91 4 ○ ○ × ○ × ○ × ×

92 4 ○ ○ × ○ × × ○ ×

93 4 ○ ○ × × ○ ○ × ○
8.1

94 4 ○ ○ × × ○ × ○ ○
8.1

95 4 ○ ○ × × ○ ○ × ×

96 4 ○ ○ × × ○ × ○ ×

97 4 ○ × ○ ○ × ○ × ○
8.1

98 4 ○ × ○ ○ × × ○ ○
8.1

99 4 ○ × ○ ○ × ○ × ×

100 4 ○ × ○ ○ × × ○ ×

7.1
7.2

×

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

○

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4

○

○

7.1
7.2
9.1(配偶者)

×

×

○

7.3
7.4

×

7.1
7.2

7.1
7.2

7.3
7.4

7.3
7.4

7.1
7.2

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

○

○

×

×

×

×

7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 28/114

いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

無 有

いずれか

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(9/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

養子 養女

 7-2-(5)-7-109



養親

有 無

101 4 ○ × ○ × ○ ○ × ○
8.1

102 4 ○ × ○ × ○ × ○ ○
8.1

103 4 ○ × ○ × ○ ○ × ×

104 4 ○ × ○ × ○ × ○ ×

105 4 × ○ × ○ × - - ○
8.1

106 4 × ○ × ○ × - - ×

107 4 × ○ × × ○ - - ○
8.1

108 4 × ○ × × ○ - - ×

109 4 × × ○ - - - - ○
8.1

110 4 × × ○ - - - - ×

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.1
7.2

7.1
7.2
9.1(配偶者)

×

×

×

○

○

作業名

7.1
7.2
9.1(配偶者)

×

作成日付作成者 版 頁数

○

×

○

×

○

7.1
7.2

×

○

項番

離
縁
形
態
区
分

養子

第7
2

(5)

×

×

補足説明書

養女 新戸籍

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 29/114

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(10/27)

改定日付

養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

全
部
除
籍

変
動
な
し

一
部
除
籍

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

○

○

○

○

○

 7-2-(5)-7-110



養親

有 無

111 5 ○ ○ × ○ × ○ × ○
8.1

112 5 ○ ○ × ○ × × ○ ○
8.1

113 5 ○ ○ × ○ × ○ × ×

114 5 ○ ○ × ○ × × ○ ×

115 5 ○ ○ × × ○ ○ × ○
8.1

116 5 ○ ○ × × ○ × ○ ○
8.1

117 5 ○ ○ × × ○ ○ × ×

118 5 ○ ○ × × ○ × ○ ×

119 5 ○ × ○ ○ × ○ × ○
8.1

120 5 ○ × ○ ○ × × ○ ○
8.1

121 5 ○ × ○ ○ × ○ × ×

122 5 ○ × ○ ○ × × ○ ×

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4

7.1
7.2

7.1
7.2

7.3
7.4

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

7.1
7.2○

○

×

×

○

○

一
部
記
載

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4

7.3
7.4×

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

7.1
7.2×

処理名

項番

離
縁
形
態
区
分

×

×

×

×

×

2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(11/27)

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 30/114

×

×

×

×

×

×

○

○

7.3
7.4

7.3
7.4

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

×

本
籍
人
･
生
存
者

×

×

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

 7-2-(5)-7-111



養親

有 無

123 5 ○ × ○ × ○ ○ × ○
8.1

124 5 ○ × ○ × ○ × ○ ○
8.1

125 5 ○ × ○ × ○ ○ × ×

126 5 ○ × ○ × ○ × ○ ×

127 5 × ○ × ○ × - - ○
8.1

128 5 × ○ × ○ × - - ×

129 5 × ○ × × ○ - - ○
8.1

130 5 × ○ × × ○ - - ×

131 5 × × ○ - - - - ○ 8.1

132 5 × × ○ - - - - ×

7.3
7.4
9.2(配偶者)

A.2
B.2
C.2

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.1
7.2
9.1(配偶者)

版 頁数

変
動
な
し

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.1
7.2

C.2

7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.1
7.2

改定日付

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

いずれか

×

×

○

○

×

○

×

○

×

○

いずれか

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 31/114

無 有

いずれか いずれか

入力確認(養子離縁同時73の2)

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(12/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

 7-2-(5)-7-112



養親

有 無

133 6 ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○
8.1

134 6 ○ ○ × ○ × ○ × ○ ×
8.1

135 6 ○ ○ × ○ × ○ × × ○
8.1

136 6 ○ ○ × ○ × ○ × × ×

137 6 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○
8.1

138 6 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ×
8.1

139 6 ○ ○ × ○ × × ○ × ○
8.1

140 6 ○ ○ × ○ × × ○ × ×

141 6 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○
8.1

142 6 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ×
8.1

143 6 ○ ○ × × ○ ○ × × ○
8.1

144 6 ○ ○ × × ○ ○ × × ×

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

○

×

×

○

○

7.1
7.2

7.3
7.4

7.3
7.4

7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

×

×

○

○

×

○

×

7.3
7.4×

○

×

養母

○

×

7.3
7.4

7.3
7.4

×

○

×

○

×

○

×

○

×

×

×

×

×

×

7.1
7.2

7.3
7.4

×

×

×

×

×

有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 32/114

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(13/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

無

 7-2-(5)-7-113



養親

有 無

145 6 ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○
8.1

146 6 ○ ○ × × ○ × ○ ○ ×
8.1

147 6 ○ ○ × × ○ × ○ × ○
8.1

148 6 ○ ○ × × ○ × ○ × ×

149 6 ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○
8.1

150 6 ○ × ○ ○ × ○ × ○ ×
8.1

151 6 ○ × ○ ○ × ○ × × ○
8.1

152 6 ○ × ○ ○ × ○ × × ×

153 6 ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○
8.1

154 6 ○ × ○ ○ × × ○ ○ ×
8.1

155 6 ○ × ○ ○ × × ○ × ○
8.1

156 6 ○ × ○ ○ × × ○ × ×
7.3
7.4

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)

○

×

×

○
7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4

7.3
7.4
9.2(配偶者)

版 頁数

○

×

×

○

×

×

○

○

2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(14/27)

変
動
な
し

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

離
縁
形
態
区
分

養子

処理名

項番

第7
2

(5)
補足説明書

×

×

×

×

×

×

×

×

×

作業名 作成者 作成日付 改定日付

×

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 33/114

養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

×

×

 7-2-(5)-7-114



養親

有 無

157 6 ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○
8.1

158 6 ○ × ○ × ○ × ○ ○ ×
8.1

159 6 ○ × ○ × ○ ○ × × ○
8.1

160 6 ○ × ○ × ○ ○ × ○ ×
8.1

161 6 ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○
8.1

162 6 ○ × ○ × ○ ○ × × ×

163 6 ○ × ○ × ○ × ○ × ○
8.1

164 6 ○ × ○ × ○ × ○ × ×

165 6 × ○ × ○ × - - ○ ○
8.1

166 6 × ○ × ○ × - - ○ ×
8.1

167 6 × ○ × ○ × - - × ○
8.1

168 6 × ○ × ○ × - - × ×

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)

7.3
7.4
9.2(配偶者)
7.3
7.4
9.2(配偶者)

×

○

C.2 A.2
B.2
C.2

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

7.1
7.2

○

養父

いずれか

×

×

○

×

×

○

○

○

×

×

○

×

いずれか

×

○

×

○

×

○

×

○

○

第7
2

(5)
補足説明書

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(15/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 34/114

養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか

×

×

 7-2-(5)-7-115



養親

有 無

169 6 × ○ × × ○ - - ○ ○
8.1

170 6 × ○ × × ○ - - ○ ×
8.1

171 6 × ○ × × ○ - - × ○
8.1

172 6 × ○ × × ○ - - × ×

173 6 × × ○ - - - - ○ ○
8.1

174 6 × × ○ - - - - ○ ×
8.1

175 6 × × ○ - - - - × ○ 8.1

176 6 × × ○ - - - - × ×

7.1
7.2
9.1(配偶者)

7.1
7.2
9.1(配偶者)

C.2 A.2
B.2
C.2

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.1
7.2
9.1(配偶者)
7.1
7.2
9.1(配偶者)

○

×

×

○

○

いずれか

○

×

×

×

○

×

×

○

いずれか

×

○

○

第7
2

(5)
補足説明書

○

○

○

○

○

○

○

○

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 35/114

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(16/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか

 7-2-(5)-7-116



養親

有 無

177 7 ○ ○ ○ × ○ × ○
8.1

178 7 ○ ○ ○ × × ○ ○
8.1

179 7 ○ ○ ○ × ○ × ×

180 7 ○ ○ ○ × × ○ ×

181 7 ○ ○ × ○ ○ × ○
8.1

182 7 ○ ○ × ○ × ○ ○
8.1

183 7 ○ ○ × ○ ○ × ×

184 7 ○ ○ × ○ × ○ ×

185 7 ○ × ○ × ○ × ○
8.1

186 7 ○ × ○ × × ○ ○
8.1

187 7 ○ × ○ × ○ × ×

188 7 ○ × ○ × × ○ ×

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

○

○

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

C.2 A.2
B.2
C.2

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

一
部
除
籍

全
部
除
籍

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

一
部
記
載

×

×

○

○

×

×

本
籍
人
･
生
存
者

いずれか

×

×

○

○

いずれか

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 36/114

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(17/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

変
動
な
し

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

×

 7-2-(5)-7-117



養親

有 無

189 7 ○ × × ○ ○ × ○
8.1

190 7 ○ × × ○ × ○ ○
8.1

191 7 ○ × × ○ ○ × ×

192 7 ○ × × ○ × ○ ×

193 7 × ○ ○ × ○ × ○
8.1

194 7 × ○ ○ × × ○ ○
8.1

195 7 × ○ ○ × ○ × ×

196 7 × ○ ○ × × ○ ×

197 7 × ○ × ○ ○ × ○
8.1

198 7 × ○ × ○ × ○ ○
8.1

199 7 × ○ × ○ ○ × ×

200 7 × ○ × ○ × ○ ×

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

×

×

○

○

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

×

○

×

○

○

×

×

○

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

変
動
な
し

C.2 A.2
B.2
C.2

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

一
部
除
籍

全
部
除
籍

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

いずれか いずれか

×

×

×

×

○

○

○

○

○

いずれか

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 37/114

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(18/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

変
動
な
し

無 有

いずれか

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

一
部
記
載

 7-2-(5)-7-118



養親

有 無

201 7 × × ○ × - - ○
8.1

201-
1

7 × × ○ × - - ○
8.1

202 7 × × ○ × - - ×

202-
1

7 × × ○ × - - ×

203 7 × × × ○ - - ○ 8.1

204 7 × × × ○ - - ×

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

○

×
※構成員である
者が日本人生存
者
※構成員である
者が外国人又は
死亡者
※構成員である
者が日本人生存
者

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

いずれか

×

○○

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(19/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍

○

○

○

○

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 38/114

養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

○

○

○

○

○

○

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

×

○

○
※構成員である
者が外国人又は
死亡者

 7-2-(5)-7-119



養親

有 無

205 8 ○ ○ ○ × ○ × ○
8.1

206 8 ○ ○ ○ × × ○ ○
8.1

207 8 ○ ○ ○ × ○ × ×

208 8 ○ ○ ○ × × ○ ×

209 8 ○ ○ × ○ ○ × ○
8.1

210 8 ○ ○ × ○ × ○ ○
8.1

211 8 ○ ○ × ○ ○ × ×

212 8 ○ ○ × ○ × ○ ×

213 8 ○ × ○ × ○ × ○
8.1

214 8 ○ × ○ × × ○ ○
8.1

215 8 ○ × ○ × ○ × ×

216 8 ○ × ○ × × ○ ×

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

養父

×

×

×

○

○

×

×

○

×

○

○

2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(20/27)

○

×

養母 養子の戸籍

×

×

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

×

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

×

×

×

×

×

×

×

×

×

項番

×

×

×

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 39/114

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

処理名

離
縁
形
態
区
分

×

○

○

○

○

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

×

×

×

 7-2-(5)-7-120



養親

有 無

217 8 ○ × × ○ ○ × ○
8.1

218 8 ○ × × ○ × ○ ○
8.1

219 8 ○ × × ○ ○ × ×

220 8 ○ × × ○ × ○ ×

221 8 × ○ ○ × ○ × ○
8.1

222 8 × ○ ○ × × ○ ○
8.1

223 8 × ○ ○ × ○ × ×

224 8 × ○ ○ × × ○ ×

225 8 × ○ × ○ ○ × ○
8.1

226 8 × ○ × ○ × ○ ○
8.1

227 8 × ○ × ○ ○ × ×

228 8 × ○ × ○ × ○ ×

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

○

×

○

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

×

×

○

○

×

×

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

作成日付 改定日付 版 頁数

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

×

×

○

×

×

第7
2

(5)
補足説明書

×

○

○

○

○

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

作業名

×

○

○

○

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(21/27)

項番

×

×

×

×

○

○

○

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母

作成者

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 40/114

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

○

○

○

×

×

×

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

 7-2-(5)-7-121



養親

有 無

229 8 × × ○ × - - ○
8.1

229-
1

8 × × ○ × - - ○
8.1

230 8 × × ○ × - - ×

230-
1

8 × × ○ × - - ×

231 8 × × × ○ - - ○ 8.1

232 8 × × × ○ - - ×

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

一
部
除
籍

全
部
除
籍

1

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

○

○

○

○

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

※構成員である
者が外国人又は
死亡者

※構成員である
者が外国人又は
死亡者
※構成員である
者が日本人生存
者

※構成員である
者が日本人生存
者

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

41/114

変
動
な
し

一
部
記
載

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

版

×

補足説明書
入力確認(養子離縁同時73の2)

第7
2

(5)

○

○

○

○ ○

いずれか いずれか

○

○

養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者
死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

システム化調査研究会

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

無 有

作成日付作業名 作成者 改定日付

○

頁数

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

変
動
な
し

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(22/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍

いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

養父 養母 養子の戸籍

○

○

×

×

○

 7-2-(5)-7-122



養親

有 無

233 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○
8.1

234 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
8.1

235 ○ ○ ○ × ○ × ○ ×
8.1

236 ○ ○ ○ × × ○ ○ ×
8.1

237 ○ ○ ○ × ○ × × ○
8.1

238 ○ ○ ○ × × ○ × ○
8.1

239 ○ ○ ○ × ○ × × ×

240 ○ ○ ○ × × ○ × ×

241 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○
8.1

242 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○
8.1

243 ○ ○ × ○ ○ × ○ ×
8.1

244 ○ ○ × ○ × ○ ○ ×
8.1

9
～

1
5

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

×

×

2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(23/27)

×

×

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

変
動
な
し

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

1

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

42/114

一
部
除
籍

全
部
除
籍

×

×

○

○

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

○

○

○

×

×

×

×

× ×

×

×

第7
2

(5)

処理名

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

補足説明書

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父

×

×

×

○

×

×

○

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

×

×

項番

離
縁
形
態
区
分

×

×

入力確認(養子離縁同時73の2)

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか
C.2 A.2

B.2
C.2

×

×

○

×

×

×

×

×

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

養母 養子の戸籍養子 養女 新戸籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

 7-2-(5)-7-123



養親

有 無

245 ○ ○ × ○ ○ × × ○
8.1

246 ○ ○ × ○ × ○ × ○
8.1

247 ○ ○ × ○ ○ × × ×

248 ○ ○ × ○ × ○ × ×

249 ○ × ○ × ○ × ○ ○
8.1

250 ○ × ○ × × ○ ○ ○
8.1

251 ○ × ○ × ○ × ○ ×
8.1

252 ○ × ○ × × ○ ○ ×
8.1

253 ○ × ○ × ○ × × ○
8.1

254 ○ × ○ × × ○ × ○
8.1

255 ○ × ○ × ○ × × ×

256 ○ × ○ × × ○ × ×

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

養子 養女 配偶者以
外の在籍

者

養父

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

9
～

1
5

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

養子の戸籍

C.2

無

2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(24/27)

7.3(夫婦)
7.4(筆頭者)
9.4(構成員)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

○

○○

○
7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

一
部
除
籍

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

処理名

項番

離
縁
形
態
区
分

変
動
な
し

変
動
な
し

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

養子の日
本人配偶

者

養母

いずれか いずれか いずれか いずれか

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍

×

×

×

○

○

本
籍

非
本
籍

○

○

×

○

○

○

○

×

×

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

×

×

有

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 43/114

○

 7-2-(5)-7-124



養親

有 無

257 ○ × × ○ ○ × ○ ○
8.1

258 ○ × × ○ × ○ ○ ○
8.1

259 ○ × × ○ ○ × ○ ×
8.1

260 ○ × × ○ × ○ ○ ×
8.1

261 ○ × × ○ ○ × × ○
8.1

262 ○ × × ○ × ○ × ○
8.1

263 ○ × × ○ ○ × × ×

264 ○ × × ○ × ○ × ×

265 × ○ ○ × ○ × ○ ○
8.1

266 × ○ ○ × × ○ ○ ○
8.1

267 × ○ ○ × ○ × ○ ×
8.1

268 × ○ ○ × × ○ ○ ×
8.1

9
～

1
5

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

養父 養子の戸籍

入力確認(養子離縁同時73の2)

×

×

○

○

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

頁数

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

○

○

養母

変
動
な
し

×

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

離
縁
形
態
区
分

養子

第7
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(5)

変
動
な
し

C.2

作成日付 改定日付

×

×

×

×

×

○

○

○

○

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

×

項番

○

○

○

本
籍
人
･
生
存
者

本
籍
人
･
生
存
者

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(25/27)

令和　年　月　日 1 44/114

版

○

○

○

○

○

○

○

新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

無 有

養女

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

補足説明書
作業名 作成者

×

×

×

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

いずれか いずれか いずれか いずれか
A.2
B.2
C.2

×

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

×

×

× ×

×

×

×
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養親

有 無

269 × ○ ○ × ○ × × ○
8.1

270 × ○ ○ × × ○ × ○
8.1

271 × ○ ○ × ○ × × ×

272 × ○ ○ × × ○ × ×

273 × ○ × ○ ○ × ○ ○
8.1

274 × ○ × ○ × ○ ○ ○
8.1

275 × ○ × ○ ○ × ○ ×
8.1

276 × ○ × ○ × ○ ○ ×
8.1

277 × ○ × ○ ○ × × ○
8.1

278 × ○ × ○ × ○ × ○
8.1

279 × ○ × ○ ○ × × ×

280 × ○ × ○ × ○ × ×

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

改定日付

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

本
籍
人
･
生
存
者

×

×

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

×

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

○

○

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

○

○

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

9
～

1
5

×

×

×

○

○

○

○

○

×

○ ×

×

第7
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補足説明書

作業名 作成者

○

○

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

A.2
B.2
C.2

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父

○

○

○

○

○

○

×

○

C.2

作成日付

7.3(筆頭者)
7.4(筆頭者)

版

×

頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 45/114

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(26/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

変
動
な
し

無 有

いずれか いずれか いずれか いずれか

×

養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

○
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養親

有 無

281 × × ○ × - - ○ ○
8.1

281-
1

× × ○ × - - ○ ○
8.1

282 × × ○ × - - ○ ×
8.1

282-
1

× × ○ × - - ○ ×
8,1

283 × × ○ × - - × ○
8.1

283-
1

× × ○ × - - × ○
8.1

284 × × ○ × - - × ×

284-
1

× × ○ × - - × ×

285 × × × ○ - - ○ ○ 8.1

286 × × × ○ - - ○ × 8.1

287 × × × ○ - - × ○ 8.1

288 × × × ○ - - × ×

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)

○

○

○

○:該当する内容　　×:該当しない内容　　△(ブランク):入力無　　-:その項目は不要

×

○

○

○

×

○

○

○

×

一
部
除
籍

全
部
除
籍

版 頁数

令和　年　月　日 1 46/114

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

7.1(夫婦)
7.2(筆頭者)
9.3(構成員)
7.1(筆頭者)
7.2(筆頭者)

○

C.2 A.2
B.2
C.2

×

○

○

※構成員である
者が日本人生存
者

9
～

1
5

○

×

×

×

×

×

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

変
動
な
し

変
動
な
し

×

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

改定日付

いずれか

×

○

×

いずれか

※構成員である
者が日本人生存
者
※構成員である
者が外国人又は
死亡者

※構成員である
者が外国人又は
死亡者
※構成員である
者が日本人生存
者
※構成員である
者が外国人又は
死亡者
※構成員である
者が日本人生存
者
※構成員である
者が外国人又は
死亡者

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

無 有

いずれか いずれか

処理名 2.1　戸籍編製マトリックス表･離縁　(27/27)

項番

離
縁
形
態
区
分

養子 養女 新戸籍 養子の日
本人配偶

者

配偶者以
外の在籍

者

養父 養母 養子の戸籍

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍
人
･
生
存
者

死
亡
者

非
本
籍
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

本
籍
人
･
生
存
者

新戸籍
　編製
4.1
5.1
B.1
6.1
D.1

一
部
記
載
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10.1

10.3

10.2

×

○

×

○

‐

○

○

○

×

○

×

○

×

‐

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

入力確認(養子離縁同時73の2届)

版

4平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日

改訂日付作成日付

×

新戸籍

×

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者

新
戸
籍
編
製

一
部
記
載

一
部
除
籍

無
親
権
者
指
定
届

未
成
年
後
見
開
始
届

無 有

本
籍

作業名
要件定義ワークシート

非
本
籍

親権移記
区分入力

項番

処理名

同時届区分

2.2　戸籍編製マトリクス表･親権/未成年後見　(1/1)

頁

47/114

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

7

養子(女)の戸籍

全
部
除
籍

変
動
無
し

あくまでも,養子(女)の離縁移動後の戸籍の離縁の身
分事項の後に記録される身分事項である。

3

4

5

6

1

2

×

×

○

×

○

○

○
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受領番号中間ファイル
(届書)
共通

データ編集表
作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付･離縁) 編集･出力 1/3 (受取側)　中間ファイル(仮受付･離縁)/共通 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 48/114

第7
2

(5)

(補足説明書｢届出人編集｣(48/99頁,49/99頁)を参照)

記号名 名称 記号名

許可日

関連受領番号1～5

届出人資格区分1

届出人資格名称1

届出人氏名1

本非区分

渉外区分

発送日

郵送日

発日

収日

出張所番号

本非区分

事件発生時分

事件発生日時

指示日

受領番号

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

出張所番号

受付事件コード

受付日

事件発生日

受理送付区分

送付日　または
受領日

郵送日

受理送付区分

中間ファイル
(仮受付)
共通

事件別内容

離縁の種別
1(協議)のとき　0401を設定
2(調停)のとき　0402を設定
3(審判)　または　4(判決)
5(和解)　または　6(認諾)のとき　0403を設定

送付日があれば送付日
送付日がなければ受領日

裁判確定日があれば裁判確定日
離縁成立日があれば離縁成立日

･渉外区分 ＝ 0　または　2　のとき,渉外区分を設定する
･渉外区分 ＝ 1　のとき
　事件本人が全員日本人のときは　0　を設定する
　事件本人が全員外国人のときは　2　を設定する
　上記以外のときは　1　を設定する
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処理名 3.1 中間ファイル(仮受付･離縁) 編集･出力 2/3

データ編集表
作業名

引渡側

補足説明書
｢届出人編
集｣49/99頁
参照

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル
(届書)
事件別内容

出力形態

Z9.,

(受取側)　中間ファイル(仮受付･離縁)/共通　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

作成者 作成日付

入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

版

DB･ファイル名
画面名称

備考

改訂日付

8 49/114

新本籍が非本籍かつ在外送付区分 ＝ 0(受理
分)のとき1を設定
上記以外のとき,0を設定

離縁の方式 ≠ 空白　のとき1を設定
上記以外のとき,0を設定

｢ファイル仕様書｣参照

･離縁形態区分 ＝ 1,2,3の場合,｢養子漢字氏名｣を設定
･離縁形態区分 ＝ 4,5,6の場合，｢養女漢字氏名｣を設定
･離縁形態区分 ＝ 7～15の場合,
　養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)のとき｢養子漢字氏名｣を設定
　養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)のとき｢養女漢字氏名｣を設定

届出人資格名称2

届出人氏名2

届後本籍区分

届出人資格区分2

届後本籍コード

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後戸籍の筆頭者

送達確認1

証書提出区分

届書送付目録区分

処分区分

決裁区分

届後本籍

項目

記号名

受取側

名称

項目

名称 記号名

第7
2

(5) 平成16年 3月 1日

新本籍コード

新本籍

2を設定

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

頁
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漢字氏名

中間ファイル
(届書)

養父の生年月日または養母の生年月日または養子の生年月日または養女の生年月日

養父の筆頭者または養母の筆頭者または養子の筆頭者または養女の筆頭者

養父:08,養母:09,養子:10,養女:11

生年月日

本籍コード

本籍

筆頭者

行番号

引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付･離縁) 編集･出力 3/3

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

養父の漢字氏名または養母の漢字氏名または養子の漢字氏名または養女の漢字氏名

送達確認2

(受取側)中間ファイル(仮受付･離縁)/共通　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

届出人区分

カナ氏名

受領番号

事件本人区分

養父のカナ氏名または養母のカナ氏名または養子のカナ氏名または養女のカナ氏名

受領番号

データ編集表
作業名 作成者

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

作成日付 改訂日付

出力形態

Z9.,

養父の本籍コードまたは養母の本籍コードまたは養子の本籍コードまたは養女の本籍コード

養父,養母,養子,養女の順に,入力がある者につき1から付番する。
(養子夫婦の一方または養父母の一方が死亡している場合の受付件数に注意(本紙参照))

(補足説明書｢届出人区分編集｣(49-1/99頁)を参照)

養父の場合
離縁の種別 ＝ 1(協議)のとき,養父の外国人区分 ＝ 0(日本人)かつ養父の生死区分 ＝ 0(生存者)の場合,1を設定または
　養父の外国人区分 ＝ 1(外国人)かつ養父の生死区分 ＝ 0(生存者)かつ離縁成立日 ＝ スペースの場合,1を設定
離縁の種別 ≠ 1(協議以外)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人 ＝ (010(養父)
　または012(養父母))の場合,1を設定
養母の場合
離縁の種別 ＝ 1(協議)のとき,養母の外国人区分 ＝ 0(日本人)かつ養母の生死区分 ＝ 0(生存者)の場合,1を設定または
　養母の外国人区分 ＝ 1(外国人)かつ養母の生死区分 ＝ 0(生存者)かつ離縁成立日 ＝ スペースの場合,1を設定
離縁の種別 ≠ 1(協議以外)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人 ＝ (011(養母)
　または012(養父母))の場合,1を設定
養子の場合
離縁の種別 ＝ 1(協議)のとき,養子の外国人区分 ＝ 0(日本人)かつ養子の生死区分 ＝ 0(生存者)かつ
　15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースの場合,1を設定または
　養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)かつ養子の生死区分 ＝ 0(生存者)かつ
　15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースかつ離縁成立日 ＝ スペースの場合,1を設定
離縁の種別 ≠ 1(協議以外)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人 ＝ (013(養子)
　または014(養子夫婦))の場合,1を設定
養女の場合
離縁の種別 ＝ 1(協議)のとき,養女の外国人区分 ＝ 0(日本人)かつ養女の生死区分 ＝ 0(生存者)かつ
　15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースの場合,1を設定または
　養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)かつ養女の生死区分 ＝ 0(生存者)かつ
　15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースかつ離縁成立日 ＝ スペースの場合,1を設定
離縁の種別 ≠ 1(協議以外)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人 ＝ (013(養子)
　または014(養子夫婦))の場合,1を設定

在外送付区分 ＝ 0(受理分)のとき,　※外国人は0を設定する
養父の本非区分 ＝ 1(本籍人)なら0(不要)を設定,
2(非本籍人)でかつ生死区分 ＝ 0(生存)なら1(未到着)を設定生死区分 ＝ 1(死亡)なら0を設定
養母の本非区分 ＝ 1(本籍人)なら0(不要)を設定,
2(非本籍人)でかつ生死区分 ＝ 0(生存)なら1(未到着)を設定生死区分 ＝ 1(死亡)なら0を設定
養子の本非区分 ＝ 1(本籍人)なら0(不要)を設定,
2(非本籍人)でかつ生死区分 ＝ 0(生存)なら1(未到着)を設定生死区分 ＝ 1(死亡)なら0を設定
養女の本非区分 ＝ 1(本籍人)なら0(不要)を設定,
2(非本籍人)でかつ生死区分 ＝ 0(生存)なら1(未到着)を設定生死区分 ＝ 1(死亡)なら0を設定

養父の本籍または養母の本籍または養子の本籍または養女の本籍

頁

入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 50/114

版

受取側

第7
2

(5)
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作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会入力確認(養子離縁同時73の2) 平成6年12月 1日

頁数

1 51/114

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

版

｢養子離縁同時73の2における離縁の受付ファイルの届出人編集｣(1/2)
1.離縁種別 ＝ 1(協議)のときは,15歳未満の届出人を編集する(養子が15歳未満のときだけ編集有り)
　15歳未満の届出人資格1,2　　→　届出人資格区分1,2
　　　　　　　　　　　　　　 →　届出人資格名称1,2(資格を名称変換する)
　15歳未満の届出人氏名1,2　　→　届出人氏名1,2

2.離縁種別 ＝ 2(調停)で,申立人と届出人が同一のときはその資格と氏名を編集する(養子の法定代理人が届出るときの資格の編集に注意する)
　※　申立人と届出人が同一とは,
　　　①離縁の申立人区分 ＝ 1(養子側)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 013(養子),014(養子夫婦),077(養子の離縁後の法定代理人)
　　　②離縁の申立人区分 ＝ 2(養親側)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父),011(養母),012(養父母)
　(1)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)以外のとき
　　　100(申立人)　　　　　　　　　　　　　　　 →　届出人資格区分1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　届出人資格区分2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　届出人資格名称1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　届出人資格名称2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　　　届出人の各氏名　　　　　　　　　　　　　　→　届出人1
　　　(養子,養女,養父,義母)　　　　　　　　　　 →　届出人氏名2　　(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　(2)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)のとき
　　　099(その他)　　　　　　　　　　　　　　　 →　届出人資格区分1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　届出人資格区分2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)
　　　｢申立人｣ + 15歳未満の届出人資格1の名称　  →　届出人資格名称1※｢申立人親権者となるべき父｣等が編集される
　　　｢申立人｣ + 15歳未満の届出人資格2の名称　  →　届出人資格名称2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)
　　　15歳未満の届出人氏名1　　　　　　　　　　 →　届出人氏名1
　　　15歳未満の届出人氏名2　　　　　　　　　　 →　届出人氏名2　　(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

3.離縁種別 ＝ 2(調停)で,申立人と届出人が異なるときは届出人の資格と氏名を編集する(養子の法定代理人が届出るときの資格の編集に注意する)
　※　申立人と届出人が異なるとは,
　　　①離縁の申立人区分 ＝ 1(養子側)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 010(養父),011(養母),012(養父母)
　　　②離縁の申立人区分 ＝ 2(養親側)のとき,裁判及び外国方式の離縁の届出人資格 ＝ 013(養子),014(養子夫婦),077(養子の離縁後の法定代理人)
　(1)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)以外のとき
　　　101(相手方)　　　　　　　　　　　　　　　 →　届出人資格区分1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　届出人資格区分2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　届出人資格名称1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　届出人資格名称2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　　　届出人の各氏名　　　　　　　　　　　　　　→　届出人氏名1
　　　　(養子,養女,養父,養母)　　　　　　 　　　→　届出人氏名2　　(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　(2)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)のとき
　　　099(その他)　　　　　　　　　　　　　　　 →　届出人資格区分1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　届出人資格区分2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)
　　　｢相手方｣ + 15歳未満の届出人資格1の名称　　→　届出人資格名称1※｢相手方親権者となるべき父｣等が編集される
　　　｢相手方｣ + 15歳未満の届出人資格2の名称　　→　届出人資格名称2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)
　　　15歳未満の届出人氏名1　　　　　　　　　　 →　届出人氏名1
　　　15歳未満の届出人氏名2　　　　　　　　　　 →　届出人氏名2　　(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)
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作業名

｢養子離縁同時73条の2における離縁の受付ファイルの届出人編集｣(2/2)
4.離縁種別 ＝ 3(審判)または4(裁判)または5(和解)または6(認諾)で,申立人と届出人が同一のときはその資格と氏名を編集する(養子の法定代理人が届出るときの資格の編集に注意する)
　(1)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)以外のとき
　　　102(訴提起者)　　　　　　　　　　　　　　 →　　届出人資格区分1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人資格区分2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人資格名称1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人資格名称2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　　　届出人の各氏名　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人氏名1
　　　(養子,養女,養父,養母)　　　　　　　　　　 →　　届出人氏名2　　(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　(2)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)のとき
　　　099(その他)　　　　　　　　　　　　　　　 →　　届出人資格区分1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人資格区分2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)
　　　｢訴提起者｣ + 15歳未満の届出人資格1の名称　→　　届出人資格名称1※｢訴提起者親権者となるべき父｣等が編集される
　　　｢訴提起者｣ + 15歳未満の届出人資格2の名称　→　　届出人資格名称2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)
　　　15歳未満の届出人氏名1　　　　　　　　　　 →　　届出人氏名1
　　　15歳未満の届出人氏名2　　　　　　　　　　 →　　届出人氏名2　　(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

5.離縁種別 ＝ 3(審判)または4(裁判)または5(和解)または6(認諾)で,申立人と届出人が異なるときは届出人の資格と氏名を編集する(養子の法定代理人が届出るときの資格の編集に注意する)
　(1)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)以外のとき
　　　101(相手方)　　　　　　　　　　　　　　　 →　　届出人資格区分1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人資格区分2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人資格名称1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人資格名称2(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　　　届出人の各氏名　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人氏名1
　　　(養子,養女,養父,養母)　　　　　　　　　 　→　　届出人氏名2　　(養子夫婦または養父母届出のとき編集有り)
　(2)届出人が077(養子の離縁後の法定代理人)のとき
　　　099(その他)　　　　　　　　　　　　　　 　→　　届出人資格区分1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　届出人資格区分2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)
　　　｢相手方｣ + 15歳未満の届出人資格1の名称　　→　　届出人資格名称1※｢相手方親権者となるべき父｣等が編集される
　　　｢相手方｣ + 15歳未満の届出人資格2の名称　　→　　届出人資格名称2(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)
　　　15歳未満の届出人氏名1　　　　　　　　　 　→　　届出人氏名1
　　　15歳未満の届出人氏名2　　　　　　　　　 　→　　届出人氏名2　　(15歳未満の届出人資格2に入力があるとき)

｢養子離縁の受付ファイルの届後本籍情報編集｣の注意点
1.離縁処理において離縁の受付帳が2件作成されるパターン(養子夫婦の一方が死亡している場合または養親夫婦の一方が死亡している場合の離縁)のときは,届後本籍の編集を下記のようにす
る。
　(1)養子夫婦の一方が死亡している場合
　　生存している養子の受付帳にしか届後本籍情報を設定しない(死亡養子には戸籍の異動が考えられないため)。
　(2)養親夫婦の一方が死亡している場合
　　1件目の受付帳には届後本籍情報を設定せず,2件目の受付帳にのみ設定する。(1件目の受付帳だけ見ると他方との離縁が残っているように見えるため。)
　
　※届後本籍情報に該当する項目は,｢届後本籍区分｣｢届後本籍コード｣｢届後本籍｣｢届後戸籍の筆頭者｣｢送達確認1｣の5項目である。

作成者 作成日付 改訂日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 4月 1日
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1以外

1 ×
2 ×
3 ×
4 ×
5 ○
6 ○
7 ○
8 ○
9 ○

1以外

1 ×
2 ×
3 ×
4 ×
5 ○
6 ○
7 ○
8 ○
9 ○

1以外

1 ×
2 ×
3 ×
4 ×
5 ×
6 ○
7 ○
8 ○
9 ○

10 ○

1以外

1 ×
2 ×
3 ×
4 ×
5 ×
6 ○
7 ○
8 ○
9 ○

10 ○ × × ×
‐ ‐ ‐

｢養子離縁の受付事件本人ファイルの届出人区分編集｣
1.届出人区分の設定条件マトリックス
(1)養父の場合

‐ ‐ ‐ ‐

○ × 1
‐ ‐

‐ ○ × × × ×
○ 1○ × ×× ‐ ‐ ‐ ‐

× ‐ ‐
× × ○ × × 0

0
× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ○ ×

× × ○ × × ×× ‐

○ ‐ ‐ ‐ ‐
× ○ × ×

‐ ‐ ‐○ ○ ×

‐ ○
○

‐ ‐
× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

‐ × ○ ‐ ‐ ‐
○ × ○ ‐ ‐ ‐ ‐ ○ × ‐ ‐ ‐ ‐

‐
× 0

‐ 0
0

×

× ○ × ○ ○
○

‐ ‐ 1× ‐ ‐ ‐
‐ 1× ‐ ‐ ‐ ‐

0× ‐ ‐
○ ○ × × ○ ○ ×

‐ ○○ ○ × ○ × ‐

届出人区分
裁判及び外国方式の離縁の届出人

1(協議) 空白 空白以外 0(日本人) 1(外国人) 空白 空白以外 0(生存者)

× × ○ ×

項番
離縁の種別 15歳未満の届出人資格1 養女の外国人区分 離縁成立日 生死区分

1(死亡者)

× ○

010(養父) 011(養母)
012(養父

母)
013(養子)

014(養子夫
婦)

1

(4)養女の場合

‐ ‐ ‐ × × ×× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
1
0

× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ × × ○ × ×× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

×

× ‐ ‐ ‐ ‐
‐ × ○ ×

‐ ‐ ‐○ × ○

‐ ‐
‐

× ×
× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐ ○ × ×
○ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ × ○ ‐ ‐ ‐ ‐

‐
× 0

‐ 0
0

×

‐ ‐ ‐ ‐ ○
○

‐ ‐ 1× ‐ ‐ ‐
‐ 0× ‐ ‐ ‐ ‐

0× ‐ ‐
○ ○ × × ○ × ○

× ○○ ○ × × ○ ○
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

014(養子夫
婦)

○ ○ × ○ × ‐ ‐ ○ ×

0(生存者) 1(死亡者) 010(養父) 011(養母)
012(養父

母)
013(養子)空白 空白以外 0(日本人) 1(外国人) 空白 空白以外

(3)養子の場合

項番
離縁の種別 15歳未満の届出人資格1 養子の外国人区分 離縁成立日 生死区分 裁判及び外国方式の離縁の届出人

届出人区分1(協議)

× × ○ 0× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ × ×
× × × ○ × 0

× ‐ ‐ ‐ ‐ × 1
× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ × × ○ ×

× × × 0
× × × 1× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ × ○

○ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 0
× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

× ○ ‐ ‐ ‐ ‐
○ ×

○ × ○ × ○ ○ × ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

‐ ‐ ‐ 0
○ × ○ ○ × ○ ×

○ ×○ ○ × ‐ ‐

届出人区分1(協議) 0(日本人) 1(外国人) 空白 空白以外 0(生存者) 1(死亡者) 010(養父)

‐ 1‐ ‐ ‐ ‐

項番
離縁の種別 養母の外国人区分 離縁成立日 生死区分 裁判及び外国方式の離縁の届出人

× × × ○

011(養母)
012(養父

母)
013(養子)

014(養子夫
婦)

(2)養母の場合

× ‐ ‐ ‐ ‐ × 0
× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ × × × ○
0×

× × × 0
○ × × 1× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ × ×

× ‐ ‐ ‐ ‐ × 1
× ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ○ × × ×
× ○

○ ‐ ‐ ‐ ‐ × ○ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 0

‐ ‐ ‐ 0
○ × ○ × ○ ○ ×

○ ×

1(死亡者) 010(養父)

‐‐ ‐ ‐ 1
○ × ○ ○ × ‐ 1‐ ‐ ‐ ‐
○ ○ × ‐ ‐ ○ × ‐

項番
離縁の種別 養父の外国人区分 離縁成立日 生死区分 裁判及び外国方式の離縁の届出人

011(養母)
012(養父

母)
013(養子)

014(養子夫
婦)

届出人区分1(協議) 0(日本人) 1(外国人) 空白 空白以外 0(生存者)

版 頁数

入力確認(養子離縁同時73条の2) システム化調査研究会 平成29年 3月31日 平成30年 3月31日 21 53/114
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2を設定届後本籍区分

中間ファイル
(仮受付)
共通

届出人氏名2

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届出人氏名1

届出人資格名称1

届出人資格区分1

収日

関連受領番号1～5

許可日

発日

郵送日 共通 郵送日

指示日

0(日本人のみ)を設定

発送日

渉外区分

事件発生時分

本非区分 事件別内容
養子(女)の本非区分 ＝ 1(本籍)または新本籍 ＝ 管内本籍のとき1を設定
養親の本非区分 ＝ 1(本籍)のとき1を設定
上記以外は2を設定

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

0701(戸籍法73条の2)

受付日 送付日　または
受領日

送付日があれば送付日
送付日がなければ受領日

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)
共通

受領番号

受付事件コード

事件発生日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付･戸籍法73条の2) 編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･戸籍法73条の2)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 54/114
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届書送付目録区分

決裁区分

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後本籍コード

処理区分

新本籍が非本籍 かつ 在外送付区分 ＝
0のとき1を設定
上記以外のとき,0を設定

証書提出区分

送達確認1

中間ファイル
(届書)
事件別内容

届後戸籍の筆頭者 ･離縁形態区分 ＝ 1,2,3の場合,｢養子漢字氏名｣を設定
･離縁形態区分 ＝ 4,5,6の場合,｢養女漢字氏名｣を設定
･離縁形態区分 ＝ 7～15の場合,
　養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)のとき｢養子漢字氏名｣を設定
　養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)のとき｢養女漢字氏名｣を設定

｢ファイル仕様書｣参照

届後本籍

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付･戸籍法73条の2) 編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･戸籍法73条の2)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 55/114
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送達確認2 在外送付区分 ＝ 0(受理分)のとき,
養子(女)の本非区分 ＝ 1(本籍)なら0(不要)を設定
養子(女)の本非区分 ＝ 2(非本籍)かつ生死区分 ＝ 0(生存)なら1(未到着)を設定
養子(女)の本非区分 ＝ 2(非本籍)かつ生死区分 ＝ 1(死亡)なら0(不要)を設定

筆頭者 養子(女)の筆頭者

本籍 養子(女)の本籍

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

本籍コード 養子(女)の本籍コード

生年月日 養子(女)の生年月日

漢字氏名 養子(女)の漢字氏名

カナ氏名 養子(女)のカナ氏名

従前の氏を称する者:14

届出人区分 1を設定

記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付･戸籍法73条の2) 編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･戸籍法73条の2)/共通

行番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 56/114

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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届出人資格名称2

届出人氏名1

届出人資格区分1 事件別内容

届出人資格名称1

関連受領番号1～5

届出人資格区分2

指示日

発日

収日

許可日

発送日

郵送日 共通 郵送日

本非区分 事件別内容 新本籍 ＝ 管内 または 親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍) または 同時親権届出人の本非区分 ＝ 1(本
籍)のとき1を設定
上記以外のとき2を設定

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

事件発生時分

送付日があれば送付日
送付日がなければ受領日

事件発生日

受付日 送付日　または
受領日

同時親権届の種別
1(協議)のとき1301を設定
2(調停)のとき1302を設定
3(審判)のとき1303を設定

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.3 中間ファイル(仮受付･親権) 編集･出力 1/3 (受取側)中間ファイル(仮受付･親権)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)
共通

受領番号

受付事件コード

渉外区分 養子(女)の外国人区分 ＝ 1(外国人)かつ親権･未成年後見人の本籍 ＝ 国籍 かつ同時親権届出人の本籍 ＝ 国籍
のとき2を設定
上記以外のとき0を設定

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 57/114
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項目
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処分区分

決裁区分

中間ファイル
(仮受付)
共通

届書送付目録区分

証書提出区分

送達確認1

｢ファイル仕様書｣参照

届後本籍区分

届後戸籍の筆頭者

届後本籍

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届出人氏名2 中間ファイル
(届書)
事件別内容

届後本籍コード

処理名 3.3 中間ファイル(仮受付･親権) 編集･出力 2/3 (受取側)中間ファイル(仮受付･親権)/共通　←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁
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←未成年者(養子(女))
←親権者

送達確認2 在外送付区分 ＝ 0(受理分)のとき,
未成年者(養子(女))
新本籍 ＝ 管内なら0(不要)を設定,
管外なら1(未到着)を設定

※外国人は0を設定する

親権者
親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍)なら0を設定,2(非本籍)なら1(未到着)を設定
親権協議者
同時親権届出人の本非区分 ＝ 1(本籍)なら0を設定,2(非本籍)なら1(未到着)を設定

筆頭者 新本籍の筆頭者
親権･未成年後見人の筆頭者

本籍 新本籍
親権･未成年後見人本籍
同時親権届出人本籍

←未成年者(養子(女))
←親権者
←親権協議者

本籍コード 新本籍コード
親権･未成年後見人本籍コード
同時親権届出人本籍コード

←未成年者(養子(女))
←親権者
←親権協議者

生年月日 養子(女)の生年月日
親権･未成年後見人生年月日
同時親権届出人生年月日

←未成年者(養子(女))
←親権者
←親権協議者

行番号 01:未成年者(養子(女))
02:親権者
03:親権協議者←同時親権届出人に入力があるとき

←未成年者(養子(女))

漢字氏名 養子(女)の漢字氏名
親権･未成年後見人氏名
同時親権届出人氏名

←未成年者(養子(女))
←親権者
←親権協議者

カナ氏名 養子(女)のカナ氏名

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

受領番号 中間ファイル
(届書)
事件別内容

受領番号

事件本人区分 未成年者(養子(女)):15(子)
親権者:16(親権者)
親権協議者:49(親権協議者)

届出人区分 未成年者(養子(女)):0を設定
親権者:1を設定
親権協議者:1を設定

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.3 中間ファイル(仮受付･親権) 編集･出力 3/3 (受取側)中間ファイル(仮受付･親権)/事件本人　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 59/114
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届後本籍区分

中間ファイル
(仮受付)
共通

届出人資格区分1 事件別内容

関連受領番号1～5

届出人資格区分2

届出人氏名1 親権･未成年後見人氏名

届出人資格名称1

届出人氏名2

届出人資格名称2

未成年後見人を設定

110を設定

収日

発日

指示日

許可日

郵送日 共通 郵送日

発送日

本非区分 事件別内容 新本籍 ＝ 管内または親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍)のとき1を設定
上記以外のとき2を設定

渉外区分 養子(女)の外国人区分 ＝ 1(外国人)かつ親権･未成年後見人の本籍 ＝ 国籍のとき2を設定
上記以外のとき0を設定

事件発生時分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

4101(未成年者の後見開始)を設定

受付日 送付日　または
受領日

送付日があれば送付日
送付日がなければ受領日

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)
共通

受領番号

受付事件コード

事件発生日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.4 中間ファイル(仮受付･未成年後見) 編集･出力 1/3 (受取側)中間ファイル(仮受付･未成年後見)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 60/114
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中間ファイル
(仮受付)
共通

｢ファイル仕様書｣参照

処理区分

届書送付目録区分

届後戸籍の筆頭者

中間ファイル
(届書)
事件別内容

決裁区分

証書提出区分

送達確認1

届後本籍

届後本籍コード

処理名 3.4 中間ファイル(仮受付･未成年後見) 編集･出力 2/3 (受取側)中間ファイル(仮受付･未成年後見)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73条の2届) 8 61/114

 7-2-(5)-7-142



筆頭者 新本籍の筆頭者
親権･未成年後見人の筆頭者

←未成年被後見人(養子(女))
←未成年後見人

送達確認2 在外送付区分 ＝ 0(受領分)のとき,
未成年被後見人(養子(女))
新本籍 ＝ 管内なら0(不要)を設定,
管外なら1(未到着)を設定
未成年後見人
親権･未成年後見人の本非区分 ＝ 1(本籍)なら0を設定,2(非本籍)なら1を
設定

※外国人は0を設定する

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

事件本人区分

本籍 新本籍
親権･未成年後見人本籍

←未成年被後見人(養子(女))
←未成年後見人

本籍コード 新本籍コード
親権･未成年後見人本籍コード

←未成年被後見人(養子(女))
←未成年被後見人

生年月日 養子(女)の生年月日
親権･未成年後見人生年月日

←未成年被後見人(養子(女))
←未成年後見人

漢字氏名 養子(女)の漢字氏名
親権･未成年後見人氏名

←未成年被後見人(養子(女))
←未成年後見人

未成年被後見人(養子(女)):0を設定
未成年後見人:1を設定

カナ氏名 養子(女)のカナ氏名 ←未成年被後見人(養子(女))

届出人区分

未成年後見人(養子(女)):55:(未成年被後
見人)
未成年後見人:56(未成年後見人)

行番号 01:未成年被後見人(養子(女))
02:未成年後見人

受領番号 中間ファイル
(届書)
事件別内容

受領番号

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 62/114
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画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.4 中間ファイル(仮受付･未成年後見) 編集･出力 3/3 (受取側)中間ファイル(仮受付･未成年後見)/事件本人
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戸籍異動区分

戸籍除区分 0(現戸籍)を設定

除籍者数

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍特定

在籍者数

記録者数

筆頭者 ･離縁形態区分 ＝ 1,2,3または離縁形態区分 ＝ 7～15で養子の筆頭者区分 ＝ 筆頭者の場合｢養子漢字氏名｣を設
定

･離縁形態区分 ＝ 4,5,6または離縁形態区分 ＝ 7～15で養女の筆頭者区分 ＝ 筆頭者の場合｢養女漢字氏名｣を設
定

本籍 新本籍

本籍コード 新本籍コード

回復日

編製日 処理日　または
送付日　または
受領日

処理日があれば処理日
処理日がなければ送付日
処理日,送付日がなければ受領日

戸籍番号 中間ファイル
(届書)

改製日

消除日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 戸籍特定(編製)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定(養子の新戸籍)編製 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 63/114

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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記録

特記 特記事項

記録日

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍事項

従
前

記
載

従
前

の
記

載
氏

許
可

許可を受けた者

『戸籍法73条の2の届出』を設定

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

裁判確定日　または　離縁成立日
双方なければ受領日

変
更

氏
の

氏変更日 中間ファイル
(届書)

受領日

事件発生日

氏変の事由

0701(氏の変更)

0701(氏の変更者の記録)

管掌者コード

記録コード

行番号

戸籍番号

出力区分

タイトルコード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1 戸籍事項(編製)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項(養子の新戸籍)編製 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 64/114
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

養母 離縁後変更養母氏名 ※配偶者の個人特定は設定不要

養父母との続柄 ｢養父｣ ≠ 空白または｢義母｣ ≠ 空白のとき,『養子』(養子の個人特定の場合),『養女』(養女の個人特定の場合)
子｣を設定する
※配偶者の個人特定は設定不要

←　養子の個人特定の場合
←　養女の個人特定の場合
←　配偶者の個人特定の場合

養父 離縁後変更養父氏名 ※配偶者の個人特定は設定不要

父母との続柄 養子の父母との続柄
養女の父母との続柄
配偶者父母との続柄

←　養子の個人特定の場合
←　養女の個人特定の場合
←　配偶者の個人特定の場合

母 養子の母氏名
養女の母氏名
配偶者母氏名

←　養子の個人特定の場合
←　養女の個人特定の場合
←　配偶者の個人特定の場合

父 養子の父氏名
養女の父氏名
配偶者父氏名

養子の配偶者区分
養女の配偶者区分
配偶者配偶者区分

←　養子の個人特定の場合
←　養女の個人特定の場合
←　配偶者の個人特定の場合

配偶者区分

←　養子の個人特定の場合
←　養女の個人特定の場合
←　配偶者の個人特定の場合

筆頭者区分 ･養子の個人特定の場合
　離縁形態区分 ＝ 1,2,3のとき1(筆頭者)を設定
　離縁形態区分 ＝ 7～15で養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)のとき1(筆頭者)を設定
　上記以外は0(構成員)を設定
･養女の個人特定の場合
　離縁形態区分 ＝ 4,5,6のとき1(筆頭者)を設定
　離縁形態区分 ＝ 7～15で養女の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)のとき1(筆頭者)を設定
　上記以外は0(構成員)を設定
･配偶者の個人特定の場合,0(構成員)を設定

入籍日 中間ファイル
(届書)

処理日があれば処理日,処理日がないときは送付日,送付日もないときは受領日を設定

除籍日

性別 養子の父母との続柄コード
養女の父母との続柄コード
配偶者父母との続柄コード

有 ←　養子の個人特定の場合
←　養女の個人特定の場合
←　配偶者の個人特定の場合

生年月日 養子の生年月日
養女の生年月日
配偶者生年月日

戸籍番号 決裁処理で設定

個人番号

戸籍記録順位番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 個人特定(入籍)編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子の新戸籍編製)入籍 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 65/114
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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個人除区分 0:在籍者を設定

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

前個人番号 中間ファイル
(届書)

審査不可区分

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 個人特定(入籍)編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(養子の新戸籍編製)入籍

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 66/114

項目 DB･ファイル名
画面名称

 7-2-(5)-7-147



養
母

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13のとき設定不要
養母の生死区分 ＝ 1(死亡者)の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13のとき設定不要
養母の漢字氏名を設定

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 入 籍 離 縁
(1/4)

養父の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14のとき設定不要
養父の外人区分 ＝ 1(外国人)の場合のみ,養父の本籍を設定

養
父

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14のとき設定不要
養父の生死区分 ＝ 1(死亡者)の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14のとき設定不要
養父の漢字氏名を設定

共
同
離
縁
者

資格 離縁形態区分 ＝ 7,8,10,12～15の場合かつ
養子の生死区分 ＝ 0(生存者)かつ養女の生死区分 ＝ 0(生存者)のとき
　養子の身分事項であれば"007"『妻』を
　養女の身分事項であれば"006"『夫』を設定する

資格名称

離縁の種別 ＝ 6のとき設定

離縁除籍日

離縁の請求認諾日 裁判確定日

受領日

離縁の種別 ＝ 2のとき設定

離縁の和解成立日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 5のとき設定

離縁の調停成立日 裁判確定日

裁判確定日または離縁成立日双方なけれ
ば受領日

離
縁

離縁日 中間ファイル
(届書)

離縁成立日

事件発生日

離縁成立日,裁判確定日がない場合

離縁の裁判確定日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 3又は4のとき設定

0401(養子離縁)

0401(養子の記録)

管掌者コード

記録コード

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 養子(入籍･離縁)編集･出力　1/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 67/114
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 入 籍 離 縁
(1/4)

養母の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13のとき設定不要
養母の外人区分 ＝ 1(外国人)の場合のみ,養母の本籍を設定

8.1 68/114

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 養子(入籍･離縁)編集･出力　1/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日
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離縁成立日に入力がある場合に設定
証書提出者(1),(2)も同様

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人氏名2』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024 は未設定)

証書提出日 受領日

氏名

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人資格2』を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力がある場合の
設定は協議者と同様

資格名称 有

裁判確定日に入力がある場合に設定
届出人(1),(2)も同様

届
出
人

(

1

)

資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格010,011,012の
場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合,『15歳未満の届出人資格1』を設定

資格名称 有

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人氏名1』を設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024 は未設定)

氏名

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日2

届
出

届出日 受領日

協
議
者

(

2

)

届
出
人

(

2

)

資格

15歳未満の届出人資格1〔注〕 有

有

資格名称 ※

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日1

協
議
者

資格 15歳未満の届出人資格2〔注]

氏名 15歳未満の届出人氏名2

離縁種別 ＝ 1(協議)かつ離縁成立日 ＝ スペースのとき設定資
格名称は,資格をコード変換した名称を設定する
ただし,協議者1および協議者2の双方に入力がある場合は以下の
通りとする
　父と母のとき協議者1に005(父母)を設定,協議者2は設定しない

親権者父と親権者母は018(親権者父母)を設定,協議者2は設定
しない

親権者となるべき父と親権者となるべき母は025(親権者となる
べき父母)を設定,協議者2は設定しない
氏名は,001(父),002(母),016(親権者父),017(親権者母),023(親
権者となるべき父),024(親権者となるべき母),005(父母),018(親
権者父母),025(親権者となるべき父母)は設定しない
離縁許可日に入力があり(死亡養親との離縁),かつ養親全て死亡
者の場合は協議者(1)(2)への設定でなく該当項目を届出人(1)(2)
に設定

資格名称 ※

氏名

裁判所 外国裁判所名

15歳未満の届出人氏名1

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍1

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 入 籍 離 縁
(2/4)

離縁の方式 中間ファイル
(届書)

離縁の方式

協
議
者

(

1

)

協
議
者

資格

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍2

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 養子(入籍･離縁)編集･出力　2/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 69/114
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-7-150



除
籍

除籍日

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 入 籍 離 縁
(3/4)

入
籍

入籍日

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍

筆頭者

許可を受けた者

許
可

許可日

許可書謄本の送付を
受けた日

受理者

送
付

送付を受けた日

証
書
提
出
者

(

1

)

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名2』を
設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は未
設定)

記録請求日

氏名

証
書
提
出
者

(

2

)

裁判及び外国方式の離縁届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人資格2』
を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力が
ある場合の設定は協議者と同様

有

資格名称

資格

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
010,011,012の場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合、『15歳未満の届出人資格1』を
設定

資格名称 有

資格 中間ファイル
(届書)

氏名 裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名1』を
設定
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は未
設定)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 養子(入籍･離縁)編集･出力　3/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 70/114

DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

 7-2-(5)-7-151



特記

筆頭者

新本籍

特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 入 籍 離 縁
(4/4)

記
録

記録日

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

除
戸
籍

復する氏

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(届書)

入
籍
戸
籍

本籍

称する氏

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 71/114

処理名 7.1 養子(入籍･離縁)編集･出力　4/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数
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入籍

除籍

記録

特記 特記事項

記録日

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子)入籍法73条
の2

徐
戸
籍

新本籍

称する氏

除籍日

筆頭者 養子の筆頭者または
養女の筆頭者

←　養子の身分事項の場合
←　養女の身分事項の場合

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍 養子の本籍または
養女の本籍

入籍日 処理日

許
可

許可を受けた日

←　養子の身分事項の場合
←　養女の身分事項の場合

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

送付を受けた日 送付日

受理者

氏変更の事由

氏
変
更

氏変更日 中間ファイル
(届書)

受領日

事件発生日 受領日

発送元

『戸籍法73条の2の届出』を設定

送
付

0701(氏の変更)

0701(縁氏を称する者の記録)

管掌者コード

記録コード

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2 養子(入籍･法73条の2)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)入籍･法73条の2　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 72/114
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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養
母

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13のとき設定不要
養母の生死区分 ＝ 1(死亡者)の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9.10のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13のとき設定不要
養母の漢字氏名を設定

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 除 籍 離 縁
(1/4)

養父の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14のとき設定不要
養父の外人区分 ＝ 1(外国人)の場合のみ,養父の本籍を設定

養
父

亡区分 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14のとき設定不要
養父の生死区分 ＝ 1(死亡者)の場合,"亡"を設定

氏名 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,12のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,14のとき設定不要
養父の漢字氏名を設定

共
同
離
縁

者 資格 離縁形態区分 ＝ 7,8,10,12～15の場合かつ
養子の生死区分 ＝ 0(生存者)かつ養女の生死区分 ＝ 0(生存者)のとき
　養子の身分事項であれば"007"『妻』を
　養女の身分事項であれば"006"『夫』を設定する

資格名称

離縁の種別 ＝ 6のとき設定

離縁除籍日

離縁の請求認諾日 裁判確定日

受領日

離縁の種別 ＝ 2のとき設定

離縁の和解成立日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 5のとき設定

離縁の調停成立日 裁判確定日

裁判確定日または離縁成立日双方なけれ
ば受領日

離
縁

離縁日 中間ファイル
(届書)

離縁成立日

事件発生日

離縁成立日,裁判確定日がない場合

離縁の裁判確定日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 3又は4のとき設定

0401(養子離縁)

0401(養子の記録)

管掌者コード

記録コード

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.3 養子(除籍･離縁)編集･出力　1/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 73/114
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 除 籍 離 縁
(1/4)

養母の国籍 養子の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 9,10のとき設定不要
養女の身分事項であれば,離縁形態区分 ＝ 11,13のとき設定不要
養母の外人区分 ＝ 1(外国人)の場合のみ,養母の本籍を設定

8.1 74/114

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.3 養子(除籍･離縁)編集･出力　1/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日
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離縁成立日に入力がある場合に設定
証書提出者(1),(2)も同様

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳 未 満 の 届 出 人 氏 名 2 』 を 設 定 ( 届 出 人 資
格:001,002,016,017,023,024は未設定)

証書提出日 受領日

氏名

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳未満の届出人資格2』を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力がある場合の
設定は協議者と同様

資格名称 有

裁判確定日に入力がある場合に設定
届出人(1),(2)も同様

届
出
人

(

1

)

資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格010,011,012の
場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合,『15歳未満の届出人資格1』を設定

資格名称 有

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077の場合,『15
歳 未 満 の 届 出 人 氏 名 1 』 を 設 定 ( 届 出 人 資
格:001,002,016,017,023,024は未設定)

氏名

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日2

届
出

届出日 受領日

協
議
者

(

2

)

届
出
人

(

2

)

資格

15歳未満の届出人資格1〔注〕 有

有

資格名称 ※

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日1

協
議
者

資格 15歳未満の届出人資格2〔注]

氏名 15歳未満の届出人氏名2

離縁種別 ＝ 1(協議)かつ離縁成立日 ＝ スペースのとき設定資
格名称は,資格をコード変換した名称を設定する
ただし,協議者1および協議者2の双方に入力がある場合は以下の
通りとする
　父と母のとき協議者1に005(父母)を設定,協議者2は設定しない

親権者父と親権者母は018(親権者父母)を設定,協議者2は設定
しない

親権者となるべき父と親権者となるべき母は025(親権者となる
べき父母)を設定,協議者2は設定しない
氏名は,001(父),002(母),016(親権者父),017(親権者母),023(親
権者となるべき父),024(親権者となるべき母),005(父母),018(親
権者父母),025(親権者となるべき父母)は設定しない
離縁許可日に入力があり(死亡養親との離縁),かつ養親全て死亡
者の場合は協議者(1)(2)への設定でなく該当項目を届出人(1)(2)
に設定

資格名称 ※

氏名

裁判所 外国裁判所名

15歳未満の届出人氏名1

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍1

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 除 籍 離 縁
(2/4)

離縁の方式 中間ファイル
(届書)

離縁の方式

協
議
者

(

1

)

協
議
者

資格

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍2

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.3 養子(除籍･離縁)編集･出力　2/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 75/114

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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除
籍

除籍日

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 除 籍 離 縁
(3/4)

入
籍

入籍日

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍

筆頭者

許可を受けた者

許
可

許可日

許可書謄本の送付を
受けた日

受理者

送
付

送付を受けた日

証
書
提
出
者

(

1

)

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名2』を設定
(届出人資格 :001,002,016,017,023,024は未設
定)

記録請求日

氏名

証
書
提
出
者

(

2

)

裁判及び外国方式の離縁届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人資格2』を設定
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入力がある場
合の設定は協議者と同様

資格名称 有

資格

裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
010,011,012の場合左記項目を移送
013,014の場合設定不要
077の場合、『15歳未満の届出人資格1』を設定

資格名称 有

資格 中間ファイル
(届書)

氏名 裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
077の場合、『15歳未満の届出人氏名1』を設定
(届出人資格 :001,002,016,017,023,024は未設
定)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.3 養子(除籍･離縁)編集･出力　3/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 76/114

DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁
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特記

筆頭者

新本籍

特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子 ) 除 籍 離 縁
(4/4)

記
録

記録日

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

除
戸
籍

復する氏

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(届書)

入
籍
戸
籍

本籍

称する氏

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 77/114

処理名 7.3 養子(除籍･離縁)編集･出力　4/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍･離縁　←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

 7-2-(5)-7-158



入籍

除籍

記録

特記 特記事項

記録日

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
子)除籍法73条
の2

除
戸
籍

新本籍 新本籍

称する氏

除籍日 処理日

筆頭者

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍

入籍日

許
可

許可を受けた者

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

送付を受けた日 送付日

受理者

氏変更の事由

氏
変
更

氏変更日 中間ファイル
(届書)

受領日

事件発生日 受領日

発送元

『戸籍法73条の2の届出』を設定

送
付

0701(氏の変更)

0701(縁氏を称する者の記録)

管掌者コード

記録コード

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.4 養子(除籍･法73条の2)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子)除籍･法73条の2　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 78/114
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
親)記録(1/3)

養
子

亡区分

養子の国籍

･養子だけに入力がある,または養子･養女双方に入力がある場合
　養子の生死区分 ＝ 1(死亡者)であれば,"亡"を設定
･養女だけに入力がある場合,養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)であれば,"亡"を設定

氏名 ･養子だけに入力がある,または養子･養女双方に入力がある場合｢養子の漢字氏名｣を移送
･養女だけに入力がある場合,｢養女の漢字氏名｣を移送

･養子だけに入力があり,または養子･養女双方に入力がある場合｢養子の本籍｣を移送
　養子の外国人区分 ＝ 1(外国人)であれば,｢養子の本籍｣を移送
･養女だけに入力がある場合,養女の外国人区分 ＝ 1(外国人)であれば,｢養女の本籍｣を移送

離縁の種別 ＝ 6のとき設定

共
同
離
縁
者

資格 離縁形態区分 ＝ 3,6,10,12～15かつ
養父の生死区分 ＝ 0(生存者)かつ養母の生死区分 ＝ 0(生存者)のとき
養父の身分事項であれば
養父母婚姻区分 ＝ 1(婚姻中である)の場合"007"『妻』を
養父母婚姻区分 ＝ 0(婚姻中でない)の場合『養母氏名』を設定する(この場合資格は未設定)

養母の身分事項であれば
養父母婚姻区分 ＝ 1(婚姻中である)の場合"006"『妻』を
養父母婚姻区分 ＝ 0(婚姻中でない)の場合『養父氏名』を設定す

資格名称

離縁の請求認諾日 裁判確定日

受領日

離縁の種別 ＝ 2のとき設定

離縁の和解成立日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 5のとき設定

離縁の調停成立日 裁判確定日

裁判確定日または離縁成立日 双方なけ
れば受領日

離
縁

離縁日 中間ファイル
(届書)

離縁成立日

事件発生日

離縁成立日,裁判確定日がない場合

離縁の裁判確定日 裁判確定日 離縁の種別 ＝ 3又は4のとき設定

0401(養子離縁)

0402(養親の記録)

管掌者コード

記録コード

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1養親(記録)編集･出力　1/3 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁
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裁判確定日に入力がある場合に設定
届出人(1),(2)も同様

届出
人
(1)

資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格077

の場合,｢15歳未満の届出人氏名1｣を移送

(届出人資格:001,002,016,017,023,024は

未設定)

裁判及び外国方式の離縁の届出人資格
010,011,012の場合設定不要
013,014の場合左記項目を移送 077の場
合,｢15歳未満の届出人資格1｣を移送

有

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍2

届出 届出日 受領日

氏名

資格名称

資格名称

協議
者
(2)

協議者 資格 15歳未満の届出人資格2

氏名 15歳未満の届出人氏名2

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日2

有

協議者の国籍 15歳未満の届出人国籍1

離縁種別 ＝ 1(協議)かつ
離縁成立日 ＝ スペースかつ
養子の外人区分又は養女の外人区分
＝ 1のとき設定
資格名称には資格をコードに変換し
た名称を設定する

資格名称

氏名 15歳未満の届出人氏名1

資格 15歳未満の届出人資格1 有

協議者の生年月日 15歳未満の届出人生年月日1

養女の本籍

裁判所 外国裁判所名

養子･養女双方に入力があるとき
養女の外人区分 ＝ 1の場合のみ設定する

離縁の方式 離縁の方式

養父の身分事項の場合,離縁形態区分 ＝ 9,11,12,14のとき設定不要(氏名,国籍も同様)

養父の身分事項の場合,離縁形態区分 ＝ 9,10,11,13のとき設定不要(氏名,国籍も同様)

養子･養女双方に入力があるとき,養女の生死区分 ＝ 1(死亡者)の場合,"亡"を設定

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
親)記録(2/3)

養子 亡区分 中間ファイル
(届書)

氏名

協議
者
(1)

協議者

養女の漢字氏名 養子･養女双方に入力があるとき

養子の国籍

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1 養親(記録)編集･出力　2/3 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目
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特記 特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 養
親)記録(3/3)

記録 記録日 処理日

許
可

許可を受けた日

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

記録請求日

届
出
人

(

2

)
(

2

)

証
書
提
出
者

資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

氏名

条件は届出人(2)と同じ

資格名称

氏名 条件は届出人(2)と同じ

中間ファイル
(届書)

条件は届出人(1)と同じ

資格名称

裁判及び外国方式の離縁届出人資格077の
場合『15歳未満の届出人氏名2』を移送
(届出人資格:001,002,016,017,023,024は
未設定)

条件は届出人(1)と同じ

離縁成立日に入力がある場合に設定
証書提出者(1),(2)も同様

(

1

)

証
書
提
出
者

資格 裁判及び外国方式の離縁
の届出人資格

有

証書提出日 受領日

氏名

裁判及び外国方式の離縁届出人資格
077の場合『15歳未満の届出人資格
2』を移送
15歳未満の届出人資格1,2の双方に入
力がある場合の設定は,養子の身分事
項の届出人と同様

有

資格名称

資格

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1 養親(記録)編集･出力　3/3 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養親)記録　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁
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※筆頭者である者だけが離縁届と戸籍法73条の2を届を同時に届出た場合に,随従で異動す
る配偶者(離縁対象者ではない)に記録される身分事項(入籍)である。

特記 特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養子
の日本人配偶
者)入籍

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍

許
可

許可を受けた者

許可日

除戸籍 新本籍

筆頭者 離縁形態区分 ＝ 1,2,3のとき,｢養子の筆頭者｣を設定
離縁形態区分 ＝ 4,5,6のとき,｢養女の筆頭者｣を設定

離縁形態区分 ＝ 1,2,3のとき,｢養子の本籍｣を設定
離縁形態区分 ＝ 4,5,6のとき,｢養女の本籍｣を設定

入籍事由 離縁形態区分 ＝ 1,2,3のとき,"夫の離縁及び戸籍法73条の2の届出"を設定
離縁形態区分 ＝ 4,5,6のとき,"妻の離縁及び戸籍法73条の2の届出"を設定

除籍事由

許可書謄本の送付を
受けた日

入
籍

入籍日 中間ファイル
(届書)

処理日　または
送付日　または
受領日

処理日があれば処理日
処理日がなく送付日があれば送付日
処理日,送付日がなければ受領日

事件発生日

除
籍

除籍日

0702(配偶者の氏の変更)

0702(縁氏を称する者の配偶者の記録)

管掌者コード

記録コード

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.1 養子の日本人配偶者(入籍)編集･出力(離縁対象者でない者) (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の日本人配偶者)入籍

決裁処理で設定

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数
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特記

※筆頭者である者だけが離縁届と戸籍法73条の2を届を同時に届出た場合に,随従で異動す
る配偶者(離縁対象者ではない)に記録される身分事項(除籍)である。

特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養子
の日本人配偶
者)除籍

除
戸
籍

新本籍 新本籍

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍

許
可

許可を受けた者

筆頭者

除籍事由 離縁形態区分 ＝ 1,2,3のとき,"夫の離縁及び戸籍法73条の2の届出"を設定
離縁形態区分 ＝ 4,5,6のとき,"妻の離縁及び戸籍法73条の2の届出"を設定

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

処理日があれば処理日
処理日がなく送付日があれば送付日
処理日,送付日がなければ受領日

入
籍

入籍日 中間ファイル
(届書)

事件発生日

除
籍

除籍日 処理日　または
送付日　または
受領日

入籍事由

0702(配偶者の氏の変更)

0702(縁氏を称する者の配偶者の記録)

管掌者コード

記録コード

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.2 養子の日本人配偶者(除籍)編集･出力(離縁対象者でない者) (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の日本人配偶者)除籍

決裁処理で設定

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数
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特記

除戸籍 新本籍

※養子と養女双方が養親と離縁をし,筆頭者である者が戸籍法73条の2届を出した場合,構
成員である者(離縁対象者)に記録される身分事項(入籍)である。

特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養子
の日本人配偶
者)入籍

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍 離縁形態区分 ＝ 7～15　で
養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の場合,｢養子の本籍｣を設定　※養女の記録
養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合,｢養女の本籍｣を設定　※養子の記録

許
可

許可を受けた者

筆頭者 離縁形態区分 ＝ 7～15　で
養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の場合,｢養子の筆頭者｣を設定　※養女の記録
養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合,｢養女の筆頭者｣を設定　※養子の記録

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

入籍事由 離縁形態区分 ＝ 7～15　で
養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の場合,"夫の戸籍法73条の2の届出"を設定　※養女の記録
養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合,"妻の戸籍法73条の2の届出"を設定　※養子の記録

除籍事由

入
籍

入籍日 中間ファイル
(届書)

処理日　または
送付日　または
受領日

処理日があれば処理日
処理日がなく送付日があれば送付日
処理日,送付日がなければ受領日

事件発生日

除
籍

除籍日

0702(配偶者の氏の変更)

0702(縁氏を称する者の配偶者の記録)

管掌者コード

記録コード

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.3 養子の日本人配偶者(入籍)編集･出力(離縁対象者･構成員) (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の日本人配偶者)入籍

決裁処理で設定

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 84/114
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特記

※養子と養女双方が養親と離縁をし,筆頭者である者が戸籍法73条の2届を出した場合,構
成員である者(離縁対象者)に記録される身分事項(除籍)である。

特記事項

除
戸
籍

新本籍 新本籍

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(養子
の日本人配偶
者)除籍

筆頭者

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍

許
可

許可を受けた者

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

入籍事由

処理日があれば処理日
処理日がなく送付日があれば送付日
処理日,送付日がなければ受領日

入
籍

入籍日 中間ファイル
(届書)

事件発生日

除
籍

除籍日 処理日　または
送付日　または
受領日

除籍事由 離縁形態区分 ＝ 7～15　で
養子の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の場合,"夫の戸籍法73条の2の届出"を設定　※養女の記録
養子の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の場合,"妻の戸籍法73条の2の届出"を設定　※養子の記録

管掌者コード

0702(配偶者の氏の変更)

記録コード

タイトルコード

0702(縁氏を称する者の配偶者の記録)

記号名

出力区分

行番号

処理名 9.4 養子の日本人配偶者(除籍)編集･出力(離縁対象者･構成員) (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の日本人配偶者)除籍

決裁処理で設定

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

個人番号

名称 記号名 名称

版 頁数
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管理権回復日

親権回復日

管理権辞任日

親権辞任日

管理権喪失宣告取消しの裁判確定日

親権喪失宣告取消しの裁判確定日

管理権喪失宣告の裁判確定日

親権喪失宣告の裁判確定日

親権に服さなくなった日

親権に服した日

共同親権に服した日

親権者変更の調停成立日

親権者変更の裁判確定日

親権者を定める調停成立日

親権者となった日

親権者を定めた日 中間ファイル
(届書)

親権者を定められた日

事件発生日

裁判離縁の場合は、裁判確定日を設定
以外は受領日を設定

親権者を定める裁判確定日

1301(親権)

1301(親権を受ける者の記録)

管掌者コード

記録コード

決済処理で設定

行番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.1 養子(親権･記録)　編集･出力　1/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)記録

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 親
権)記録

個人番号

出力区分

タイトルコード

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 86/114
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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資格名称

管理権辞任者 資格

資格名称

親権辞任者 資格

資格名称

管理権喪失取
消者

資格

資格名称

親権喪失取消
者

資格

資格名称

管理権喪失者 資格

資格名称

親権喪失者 資格

同時親権者資格 ＝ 10の時、移送

離縁後変更養母氏名 同時親権者資格 ＝ 11の時、移送

氏名 離縁後変更養父氏名

資格名称 有

親権者 資格 同時親権者資格

親権停止の審判の取消しの裁判確定日

親権停止の審判確定日

親権喪失の審判確定日

管理権喪失の審判取消しの裁判確定日

親権喪失の審判取消しの裁判確定日

管理権喪失の審判確定日

親権代行者改任の裁判発効日

管理権執行停止及び代行者選任の裁判発効日

親権者職務執行停止の裁判失効日

管理権執行停止の裁判失効日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.1 養子(親権･記録)　編集･出力　2/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)記録

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 親
権)記録

親権者職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日 中間ファイル
(届書)

管理権代行者改任の裁判発効日

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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資格名称

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 親
権)記録

親権停止取消
者

資格

資格

管理権代行者
の戸籍

本籍

親権停止期間

資格名称

親権停止者

筆頭者

親権代行者の国籍

管理権代行者

親権代行者の生年月日

資格名称

筆頭者

本籍

職務執行停止
を受けた者

資格

管理権執行停
止を受けた者

資格

資格名称

管理権回復者 資格

資格名称

親権代行者の
戸籍

親権代行者

管理権代行者の生年月日

中間ファイル
(届書)

資格名称

管理権代行者の国籍

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.1 養子(親権･記録)　編集･出力　3/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)記録 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

親権回復者 資格

版 頁
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特記事項

記録日

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 親
権)記録

従前の記録

許可を受けた者

許可書謄本の送付を受けた日

許可日

受理者 発送元

送付を受けた日 送付日

記録嘱託日

氏名

届出人(2) 資格 同時親権届の種別 ＝ 1(協議)の場合
　『同時親権者資格』と『同時親権届出人資格』が
　001(父)と002(母)の組み合わせは設定不要
　010(養父)と011(養母)の組み合わせは設定不要
　上記以外は｢同時親権届出人資格』を移送

同時親権届の種別 ＝ 2(調停)または3(審判)の場合、設定不要

資格名称

氏名

10.1 養子(親権･記録)　編集･出力　4/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)記録

届出人(1) 資格 同時親権届の種別 ＝ 1(協議)の場合
　『同時親権者資格』と『同時親権届出人資格』が
　001(父)と002(母)の組み合わせは『父母』を設定
　010(養父)と011(養母)の組み合わせは『養父母』を設定
　上記以外は『同時親権者資格』を移送

同時親権届の種別 ＝ 2(調停)または3(審判)の場合、『同時親権者資格』を移送

資格名称

届出日 中間ファイル
(届書)

受領日

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 89/114
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管理権回復日

親権回復日

管理権辞任日

親権辞任日

管理権喪失宣告取消しの裁判確定日

親権喪失宣告取消しの裁判確定日

管理権喪失宣告の裁判確定日

親権喪失宣告の裁判確定日

親権に服さなくなった日

親権に服した日
裁判離縁の場合は、裁判確定日を設
定以外は受領日を設定

共同親権に服した日

親権者変更の調停成立日

親権者変更の裁判確定日

親権者を定められた日

親権者を定める調停成立日

親権者を定める裁判確定日

親権者を定めた日 中間ファイル
(届書)

事件発生日

親権者となった日

1301(親権)

1301(親権を受ける者の記録)

管掌者コード

記録コード

決済処理で設定

行番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.2 養子(親権･移記)　編集･出力　1/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)移記

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 親
権)移記

個人番号

出力区分

タイトルコード

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 90/114

第7
2

(5)
データ編集表
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項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-7-171



資格名称

管理権辞任者 資格

資格名称

親権辞任者 資格

資格名称

管理権喪失取
消者

資格

資格名称

親権喪失取消
者

資格

資格名称

管理権喪失者 資格

資格名称

親権喪失者 資格

親権移記親権者区分 ＝ 10の時、移送

離縁後変更養母氏名 親権移記親権者区分 ＝ 11の時、移送

氏名 離縁後変更養父氏名

資格名称 有

親権者 資格 親権移記親権者区分

親権停止の審判の取消しの裁判確定日

親権停止の審判確定日

管理権喪失の審判取消しの裁判確定日

親権喪失の審判取消しの裁判確定日

管理権喪失の審判確定日

親権喪失の審判確定日

管理権代行者改任の裁判発効日

親権代行者改任の裁判発効日

管理権執行停止及び代行者選任の裁判発効日

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 親
権)移記

親権者職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日 中間ファイル
(届書)

親権者職務執行停止の裁判失効日

管理権執行停止の裁判失効日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.2 養子(親権･移記)　編集･出力　2/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)移記 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁
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中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 親
権)移記

職務執行停止
を受けた者

資格名称

親権停止取消
者

資格

親権停止期間

資格名称

親権停止者 資格

管理権代行者の生年月日

管理権代行者の国籍

筆頭者

管理権代行者
の戸籍

本籍

管理権代行者

親権代行者の生年月日

親権代行者の国籍

筆頭者

親権代行者の
戸籍

本籍

親権代行者

資格名称

資格名称

資格

資格名称

資格名称

親権回復者 資格 中間ファイル
(届書)

管理権回復者 資格

管理権執行停
止を受けた者

資格

処理名 10.2 養子(親権･移記)　編集･出力　3/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)移記 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 92/114

 7-2-(5)-7-173



処理日がなければ送付日を移送
送付日もなければ受領日を移送

特記事項

記録日
処理日　または
送付日　または
受領日

中間ファイル
(仮戸籍)
身 分 事 項 ( 親
権)移記

許可を受けた者

従前の記録

許可書謄本の送付を受けた日

許可日

受理者

送付を受けた日

記録嘱託日

氏名

資格名称

届出人(2) 資格

氏名

届出人(1) 資格

届出日 中間ファイル
(届書)

資格名称

処理名 10.2 養子(親権･移記)　編集･出力　4/4 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の親権事項)移記 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁
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未成年後見監督終了日

未成年後見終了日

未成年後見監督人地位喪失事由の発生日

未成年後見人地位喪失事由の発生日

後任の未成年後見監督人就職日

後任の未成年後見人就職日

氏名

前任の未成年
後見監督人

資格

資格名称

氏名

前任の未成年
後見人

資格

資格名称

更迭事由

未成年後見監督人更迭事由の発生日

｢親権を行う者がないため｣を移送

未成年後見人更迭事由の発生日

未成年後見開始事由

未成年後見監督人就職日

未成年後見人就職日
中間ファイル
(届書)

裁判離縁の場合は、裁判確定日を設
定以外は受領日を設定

未成年後見人選任の裁判確定日

事件発生日

未成年後見監督人選任の裁判確定日

4101(未成年後見を受ける者の記録)

管掌者コード

記録コード

タイトルコード 4101(未成年後見)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.3 養子(未成年後見･記録)　編集･出力 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

個人番号

出力区分

決裁処理で設定

行番号

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 94/114
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項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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未成年後見人の権限を財産に関する権限に限定する定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限分掌行使の定めの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限単独行使の定めの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限分掌行使の定めの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限単独行使の定めの裁判確定日

未成年後見人の権限を財産に関する権限に限定する定めの裁判確定日

未成年後見監督人の権限を財産に関する権限に限定する定めの裁判確定日

未成年後見監督代行者改任の裁判発効日

未成年後見代行者改任の裁判発効日

未成年後見監督人職務執行停止の裁判失効日

未成年後見人職務執行停止の裁判失効日

(削除)

(削除)

(削除)

未成年後見監督人職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日

未成年後見監督人職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日

未成年後見人職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日

未成年後見監督人解任の裁判確定日

未成年後見人解任の裁判確定日

未成年後見人解任の裁判確定日

未成年者の後見終了日

未成年後見監督人辞任許可の裁判確定日

未成年後見人辞任許可の裁判確定日

未成年後見監督人辞任許可の裁判確定日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

未成年後見人辞任許可の裁判確定日 中間ファイル
(届書)

地位喪失事由

未成年者の後見監督終了日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.3 養子(未成年後見･記録)　編集･出力 2/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁
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 7-2-(5)-7-176



未成年後見監督人の国籍

未成年後見監
督人の戸籍

本籍

筆頭者

氏名

未成年後見監
督人

資格

資格名称

氏名

職務執行停止
を受けた者

資格

資格名称

氏名

解任された未
成年後見人

資格

資格名称

氏名

辞任した未成
年後見人

資格

資格名称

未成年後見人の住所

未成年後見人の生年月日 15歳未満の届出人生年月日1

未成年後見人の国籍 15歳未満の届出人国籍1

筆頭者 親権者･未成年後見人筆頭者

未成年後見人 資格 中間ファイル
(届書)

氏名 親権者･未成年後見人氏名

未成年後見人
の戸籍

本籍 親権者･未成年後見人本籍

資格名称

10.3 養子(未成年後見･記録)　編集･出力 3/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録

未成年後見監督人の財産に関する権限単独行使の定めの取消しの裁判確定日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

未成年後見監督人の権限を財産に関する権限に限定する定めの取消しの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限単独行使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限分掌行使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限分掌行使の定めの取消しの裁判確定日

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 96/114

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-7-177



記録嘱託日

届出人

氏名

資格名称

資格

届出日 受領日

(削除)

(削除)

(削除)

(削除)

未成年後見監督代行者の生年月日

未成年後見監督代行者の国籍

未成年後見監
督代行者の戸
籍

本籍

筆頭者

未成年後見監督代行者

未成年後見代行者の生年月日

未成年後見代行者の国籍

未成年後見代
行者の戸籍

本籍

筆頭者

資格

氏名

氏名

解任された未
成年後見監督
人

資格

資格名称

未成年後見監督人の住所

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

未成年後見監督人の生年月日 中間ファイル
(届書)

辞任した未成
年後見監督人

資格名称

未成年後見代行者

処理名 10.3 養子(未成年後見･記録)　編集･出力 4/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 97/114

 7-2-(5)-7-178



許可書謄本の送付を受け
た日

特記事項

記録日

従前の記録

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項(未成
年後見)記録

受理者 発送元

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

送付日

許可日

許可を受けた者

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 98/114

処理名 10.3 養子(未成年後見･記録)　編集･出力 4/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(養子の未成年後見事項)記録 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

入力確認(養子離縁同時73条の2届)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

 7-2-(5)-7-179



養父の世帯主

旧筆頭者 養父の筆頭者

新筆頭者

住定日

住所コード

住所
養父の住所

旧本籍 養父の本籍

中間ファイル
(9条2項)
養父

世帯主

住民日

方書

養父の住所コード

新本籍 養父の本籍

養父の筆頭者

新本籍コード 養父の本籍コード

旧父母との続柄

旧本籍コード 養父の本籍コード

新父母との続柄

旧生年月日 養父の生年月日

新生年月日 養父の生年月日

旧氏名 養父の漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 養父の漢字氏名

個人番号

市区町村コードを宛名に変換した項目

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

受理日 送付日
受領日

送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.1養父　編集･出力　1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/養父 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 99/114
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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中間ファイル
(9条2項)
養父

世帯主との続柄 中間ファイル
(届書)

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.1養父　編集･出力　2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/養父 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 100/114

版 頁数第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-7-181



世帯主 養母の世帯主

中間ファイル
(9条2項)
養母

住民日

住定日

方書

住所
養母の住所

住所コード 養母の住所コード

旧筆頭者 養母の筆頭者

新筆頭者 養母の筆頭者

旧本籍 養母の本籍

旧本籍コード 養母の本籍コード

新本籍 養母の本籍

新本籍コード 養母の本籍コード

旧父母との続柄

新父母との続柄

旧生年月日 養母の生年月日

新生年月日 養母の生年月日

旧氏名 養母の漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 養母の漢字氏名

個人番号

市区町村コードを宛名に変換した項目

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

受理日 送付日
受領日

送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.2養母　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養母 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 101/114
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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中間ファイル
(9条2項)
養母

世帯主との続柄 中間ファイル
(届書)

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.2養母　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養母 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 102/114

第7
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

 7-2-(5)-7-183



住定日

中間ファイル
(9条2項)
養子

方書

住所 養子の住所

住所コード 養子の住所コード

旧筆頭者 養子の筆頭者

養女の漢字氏名 ←離縁形態区分 ＝ 4,5,6の場合
　離縁形態区分 ＝ 7～15で養女の筆頭者区分 ＝ 筆頭者の場合

新筆頭者 養子の漢字氏名 ←離縁形態区分 ＝ 1,2,3の場合
　離縁形態区分 ＝ 7～15で養子の筆頭者区分 ＝ 筆頭者の場合

旧本籍 養子の本籍

旧本籍コード 養子の本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 養子の父母との続柄コード

新父母との続柄 養子の父母との続柄コード

旧生年月日 養子の生年月日

新生年月日 養子の生年月日

旧氏名 養子の漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 養子の漢字氏名

個人番号

市区町村コードを宛名に変換した項目

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

受理日 送付日
受領日

送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.3養子　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 103/114
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記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考

処理名 11.3養子　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル
(9条2項)
養子

住民日 中間ファイル
(届書)

世帯主との続柄

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 養子の世帯主

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 104/114

 7-2-(5)-7-185



住定日

中間ファイル
(9条2項)
養女

方書

住所 養女の住所

住所コード 養女の住所コード

旧筆頭者 養女の筆頭者

養女の漢字氏名 ←離縁形態区分 ＝ 4,5,6の場合
　離縁形態区分 ＝ 7～15で養女の筆頭者区分 ＝ 筆頭者の場合

新筆頭者 養子の漢字氏名 ←離縁形態区分 ＝ 1,2,3の場合
　離縁形態区分 ＝ 7～15で養子の筆頭者区分 ＝ 筆頭者の場合

旧本籍 養女の本籍

旧本籍コード 養女の本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 養女の父母との続柄コード

新父母との続柄 養女の父母との続柄コード

旧生年月日 養女の生年月日

新生年月日 養女の生年月日

旧氏名 養女の漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 養女の漢字氏名

個人番号

市区町村コードを宛名に変換した項目

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

受理日 送付日
受領日

送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.4養女　編集･出力　1/2 (受取側)　中間ファイル(9条2項)/養女 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 105/114
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考

処理名 11.4養女　編集･出力　2/2 (受取側)　中間ファイル(9条2項)/養女 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル
(9条2項)
養女

住民日 中間ファイル
(届書)

世帯主との続柄

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 養女の世帯主

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 106/114
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←養子に入力がある場合
←養女に入力がある場合

住所コード 配偶者住所コード

旧筆頭者 養子の筆頭者
養女の筆頭者

←養子に入力がある場合
←養女に入力がある場合

新筆頭者 養子の漢字氏名
養女の漢字氏名

←養子に入力がある場合
←養女に入力がある場合

旧本籍 養子の本籍
養女の本籍

旧本籍コード 養子の本籍コード
養女の本籍コード

←養子に入力がある場合
←養女に入力がある場合

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 配偶者父母との続柄コード

新父母との続柄 配偶者父母との続柄コード

旧生年月日 配偶者の生年月日

新生年月日 配偶者の生年月日

旧氏名 配偶者の漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 配偶者の漢字氏名

個人番号

市区町村コードを宛名に変換した項目

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

受理日 送付日
受領日

送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.5養子(女)の配偶者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子(女)の配偶者

中間ファイル
(9条2項)
養子 (女 )の配
偶者

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

宛名

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 107/114

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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世帯主との続柄

世帯主

方書

中間ファイル
(9条2項)
養子 (女 )の配
偶者

住所 中間ファイル
(届書) 配偶者住所

住定日

住民日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.5養子(女)の配偶者　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/養子(女)の配偶者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 108/114

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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世帯主との続柄

世帯主 養父の世帯主

住民日

住定日

方書 養父の方書

住所 養父の住所

住所コード 養父の住所コード

旧筆頭者 養父の筆頭者

新筆頭者 養父の筆頭者

旧本籍 養父の本籍

旧本籍コード 養父の本籍コード

新本籍 養父の本籍

新本籍コード 養父の本籍コード

旧父母との続柄

新父母との続柄

旧生年月日 養父の生年月日

養父の漢字氏名

新生年月日 養父の生年月日

旧氏名 養父の漢字氏名

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード 中間ファイル
(届書)

個人番号 個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名

市区町村を宛名に変換した項目

市区町村部分だけのコード

登録市町村コード

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 12.1養父　編集･出力 (受取側)中間ファイル(30条12第1項)/養父

中間ファイル
(30条12第1項)
養父

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 附 票 デ ー タ
ベース

在外選挙人名簿

宛名

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5 109/114

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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世帯主との続柄

世帯主 養母の世帯主

住民日

住定日

方書 養母の方書

住所 養母の住所

住所コード 養母の住所コード

旧筆頭者 養母の筆頭者

新筆頭者 養母の筆頭者

旧本籍 養母の本籍

旧本籍コード 養母の本籍コード

新本籍 養母の本籍

新本籍コード 養母の本籍コード

旧父母との続柄

新父母との続柄

旧生年月日 養母の生年月日

養母の漢字氏名

新生年月日 養母の生年月日

旧氏名 養母の漢字氏名

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード 中間ファイル
(届書)

個人番号 個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名

市区町村を宛名に変換した項目

市区町村部分だけのコード

登録市町村コード

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 12.2養母　編集･出力 (受取側)中間ファイル(30条12第1項)/養母

中間ファイル
(30条12第1項)
養母

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 附 票 デ ー タ
ベース

在外選挙人名簿

宛名

←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5 110/114

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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住定日

中間ファイル
(30条12第1項)
養子(女)

方書 養子(女)の方書

住所 養子(女)の住所

住所コード 養子(女)の住所コード

旧筆頭者 養子(女)の筆頭者

養女の漢字氏名 ←離縁形態区分 ＝ 4,5,6の場合
　離縁形態区分 ＝ 7～15で養女の筆頭者区分 ＝ 筆頭者の場合

新筆頭者 養子の漢字氏名 ←離縁形態区分 ＝ 1,2,3の場合
　離縁形態区分 ＝ 7～15で養子の筆頭者区分 ＝ 筆頭者の場合

旧本籍 養子(女)の本籍

旧本籍コード 養子(女)の本籍コード

新本籍 養子(女)の本籍

新本籍コード 養子(女)の本籍コード

旧父母との続柄

新父母との続柄

旧生年月日 養子(女)の生年月日

養子(女)の漢字氏名

新生年月日 養子(女)の生年月日

旧氏名 養子(女)の漢字氏名

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード 中間ファイル
(届書)

個人番号 個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

市区町村部分だけのコード

登録市町村コード

市区町村コード 附 票 デ ー タ
ベース

在外選挙人名簿

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 12.3養子(女)　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(30条12第1項)/養子(女) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5 111/114

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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記号名 名称 記号名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考

処理名 12.3養子(女)　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(30条12第1項)/養子(女) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル
(30条12第1項)
養子(女)

住民日 中間ファイル
(届書)

世帯主との続柄

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 養子(女)の世帯主

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 112/114
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第7
2

(5)
データ編集表

処理名

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

作成者

システム化調査研究会

作成日付

平成 6年12月 1日

作業名

入力確認(養子離縁同時73の2)

12.4養子(女)の配偶者　編集･出力　1/2

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

(受取側)中間ファイル(30条12第1項)/養子(女)の配偶者

出張所番号

市区町村コード

住所コード

新父母との続柄

旧父母との続柄

在外選挙人名簿

登録市町村コード

宛名

出力形態

Z9.,

中間ファイル
(届書)

養子の本籍

養女の本籍

養子の漢字氏名

養女の漢字氏名

養子の筆頭者

配偶者の生年月日

配偶者父母との続柄コード

配偶者父母との続柄コード

養子(女)の本籍コード

出張所番号

送付日又は受領日

個人番号

養女の本籍コード

養女の筆頭者

受領番号

頁

5 113/114

←養子に入力がある場合

←養女に入力がある場合

←養子に入力がある場合

←養女に入力がある場合

←養子に入力がある場合

←養女に入力がある場合

←養子に入力がある場合

←養女に入力がある場合

配偶者の漢字氏名

配偶者の漢字氏名

配偶者の生年月日

養子(女)の本籍

養子の本籍コード

配偶者住所コード

配偶者住所

配偶者方書

住所

方書

中間ファイル
(30条12第1項)
養子(女)
の配偶者

中間ファイル
(届書)

附 票 デ ー タ
ベース

受領番号

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

旧生年月日

新本籍コード

新本籍

事件コード

受理日

個人番号

新氏名

旧氏名

新生年月日

版

市区町村部分だけのコード

市区町村を宛名に変換した項目

08(養子離縁同時戸籍法73条の2届)

送付日がない場合は受領日を設定

本籍人の場合は個人番号を設定

改訂日付

平成13年 3月 1日

←(引渡側)中間ファイル(届書)

備考

旧本籍コード
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DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

版第7
2

(5) 入力確認(養子離縁同時73の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1

処理名 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

データ編集表

中間ファイル
(30条12第1項)
養子 (女 )の配
偶者

12.4養子(女)の配偶者　編集･出力　2/2

世帯主

世帯主との続柄

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,

中間ファイル
(届書)

作成日付

備考

頁

114/114

改訂日付作成者

(受取側)中間ファイル(30条12第1項)/養子(女)の配偶者

受取側

作業名

住定日

住民日
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8.婚姻届

第7.2.(5)｢異動｣処理



1.婚姻業務処理範囲外の処理

　(1) ｢受理すべき旨の裁判｣による婚姻届

　(2) 旧国籍法(明治32年3月16日制定)施行中(明治32年4月1日～昭和25年6月30日)の婚姻届(報告的)

　(3) 婚姻届を届出た時、既に当事者の一方又は双方が死亡していた場合の婚姻届。

　　　上記(1)～(3)は、審査結果入力で処理を行う。

2.婚姻届入力画面の意義

　(1) その1画面、婚姻をする当事者(夫及び妻)の現在の状況の各項目を入力する。

　(2) その2画面、婚姻後の氏の選択及び新本籍等の各項目を入力する。

3.その他

　(1) 近親間の婚姻に関する審査(民734～736)はシステムで行わない

　(2) 事件本人の成年擬制チェックはシステムで行わない

　(3) 事件本人のみ届出の為、届出人資格は画面上にない

　(4) 証人の有無及び資格チェックは画面上にない

　(5) 婚姻届に伴う親権記録(共同親権、準正子)は移記処理または訂正処理(市区町村長限りの職権)で記録する。

　　　その際、婚姻届の受領番号を関連受領番号として付与し相互関係を明らかにしておくこと。

　　　(同一人との再婚において、婚姻後の戸籍に子が在籍している場合など)

　(6) 日本に在住する外国人が日本においてその外国の方式により日本に居住する日本人と婚姻した場合は、

　　　日本での創設的婚姻届が有効な届出であることから証書提出による報告的婚姻届は受理できない。

　　　証書提出による報告的婚姻届出の場合、所在地の審査はシステムで行わないため、受理/不受理は窓口で判断する。

頁

1/1婚姻届
システム処理の概要説明書

版

12平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日

改訂日付作成日付第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

 7-2-(5)-8-1



版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

1

改定日付作成日付

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1) 婚姻届の内容を画面入力する。
　(2) 婚姻届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3) 婚姻届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4) 審査(創設的届,報告的届)を行う。
　(5) 婚姻届から中間ファイル(届書)を編集･出力する。
　(6) 入力確認(婚姻届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

中間ファイル(届書) 出力

頁

1/20

入出力区分

戸籍DB 入力

平成 3月11月30日 令和　年　月　日　審査(婚姻届)
システム環境仕様書

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

個人状態ファイル 入力

5.備考(特記事項含む)

エラー履歴ファイル 出力

審 査

(婚姻届)

入力画面

(婚姻届)

確認画面

(婚姻届)

戸籍

DB

個人状態

ファイル

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)
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/

/

YES /

YES /

/

YES

NO /

NO

NO

→

→

/

ある

なし

/

ある

なし

(16)前ページがあるか(ある,なし)

(17)前ページ｢婚姻届｣画面編集

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(20)次ページがあるか(ある,なし)

PF12 (26)入力画面を初期化する。

その他 (27)エラーメッセージ　｢無効なキーが入力されました。｣を表示

(21)次ページ｢婚姻届｣画面編集

PF10

PF11 (25)当該審査エラーの確認後、以降の審査を継続する

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(23)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

PF7

PF8

審査エラー発生時のみ有効

入力項目が入力禁止の時のみ有効

(10)エラーメッセージを表示する

確認
(12)確認メッセージを表示し、メッセージに対して
応答の後、以降の審査を続行する。

メッセージをエラー履歴に出力する審査エラー

(13)エラーメッセージを表示する

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO) [2.0]

(7)中間ファイル(届書)の編集出力

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

[4.0]

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

作成者作業名
要件定義ワークシート

[1.0]

改定日付作成日付 頁

2/20審査(婚姻届)

版

備考

1平成6年12月 1日

0.0 本紙　　　　　　　　　　1/1処理名

PF1

令和　年　月　日

第7
2

(5) システム化調査研究会

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う。

(8)入力確認画面に制御を渡す

　

(1)届書内容を画面入力する

実行キー

/

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

[3.0](6)審査(OK:YES,NG:NO)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

PF2

(11)同画面を編集する

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す。

(18)同画面を編集する

(22)同画面を編集する
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ 数字

11 ○ 数字

12 ○ 数字

13 数字

14 ○ 数字

15 ○ 英数

16 ○ カナ

17 ○ 漢字

18 漢字

19 ○ 漢字

20 漢字

21 漢字

22 漢字

23 漢字

24 ○ 数字

25 ○ 数字

｢日付チェックサブルーチン｣処理日

発送元

届出区分

送付日 ｢日付チェックサブルーチン｣

受領日

6 在外送付区分 ○ 数字
(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,
 3:在外公館の国内経由)であること

動態区分 (0:不要,1:要)であること

郵送日 ｢日付チェックサブルーチン｣

本非区分 (1:本籍,2:非本籍)であること

夫の住所

改訂日付

1.0単体チェック表(1/3) 婚姻届(その1)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者
データチェック(単体表)

作業名

審査(婚姻届)

作成日付

平成20年 3月 1日

処理名 画面名 画面ID

夫の外人区分

頁

3/20

版

12

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

平成 6年12月 1日

出力エラーメッセージ内容

｢日付チェックサブルーチン｣

受領No.

支所No. ｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

夫の本非区分 (1:本籍,2:非本籍)であること

夫の筆頭者区分

夫の世帯主

夫の漢字氏名

(1:創設的届出,2:報告的届出)であること

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

夫の生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

夫の戸籍の筆頭者

夫のカナ氏名

夫の本籍

夫の父の氏名

妻の外人区分 (0:日本人,1:外国人)であること

夫の父母との続柄 (10:男,11:長男～29:十九男)であること

夫の母の氏名

 7-2-(5)-8-4



No 必須 属性

26 数字

27 ○ 数字

28 ○ 英数

29 ○ カナ

30 ○ 漢字

31 漢字

32 ○ 漢字

33 漢字

34 漢字

35 漢字

36 漢字

37 ○ 数字

妻の母の氏名

妻の父母との続柄 (30:女,31:長女～49:十九女)であること

妻の戸籍の筆頭者

妻の父の氏名

妻の本籍

妻の世帯主

妻の漢字氏名

妻の住所

妻の生年月日   ｢日付チェックサブルーチン｣

妻のカナ氏名

妻の筆頭者区分 (0:構成員,1:筆頭者)であること

妻の本非区分 (1:本籍,2:非本籍)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

版 頁

審査(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12 4/20

備考

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック表(2/3) 婚姻届(その1)

 7-2-(5)-8-5



No 必須 属性

38 ○ 数字

39 漢字

40 ○ 数字

41 英数

42 ○ 数字

43 英数

44 数字

45 英数

46 英数

47 漢字

証書提出日 ｢日付チェックサブルーチン｣

婚姻の方式

同一人再婚区分 (0:同一人以外,1:同一人)であること

成立年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

夫の初再婚区分 (0:初婚,1:再婚(死別),2:再婚(離別))であること

夫の離死別日 ｢日付チェックサブルーチン｣

新本籍

妻の初再婚区分 (0:初婚,1:再婚(死別),2:再婚(離別))であること

妻の離死別日 ｢日付チェックサブルーチン｣

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

氏区分 (1:夫の氏,2:妻の氏,3:変動なし)であること 称する氏

1.0 単体チェック表　3/3 　婚姻届(その2)

改定日付 版 頁

　審査(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/20

第7
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(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

処理名 画面名 画面ID

 7-2-(5)-8-6



No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

作成者

(No.4)送付日 ＝ スペースの時,(No.5)発送元 ＝ スペースであること

頁

平成 6年12月 1日

改訂日付

6/20

版

20

備考

データチェック(関連表)
作業名

審査(婚姻届)

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(1/2) 　婚姻届

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

作成日付

平成29年 3月31日

第7
2

(5) システム化調査研究会

(No.7)処理日 ≠ スペースの時,(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時,(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時,(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時,(No.6)在外送付区分 ≠ 0(受理分)であること

内容

(No.4)送付日 ≠ スペースの時,(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時,(No.6)在外送付区分 ＝ O(受理分)であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時,(No.10)動態区分 ＝ 1(要)であること

出力エラーメッセージ

(No.4)送付日 ≠ スペースの時,(No.5)発送元 ≠ スペースであること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.5)発送元 ≠ スペース　かつ　(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣の時,
(No.6)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)であること

(No.5)発送元 ≠ スペース　かつ　(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣以外の時,
(No.6)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)または
(No.6)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)であること

(No.5)発送元 ≠ スペース　かつ　(No.6)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)の時,
(No.10)動態区分 ＝ 1(要)であること

(No.5)発送元 ≠ スペース　かつ　(No.6)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)または
(No.6)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)の時,
(No.10)動態区分 ＝ 0(不要)であること

　【空白】

　【空白】

(No.8)本非区分 ＝ 1(本籍)の時,
(No.19)夫の本籍又は(No.32)妻の本籍又は(No.39)新本籍のいずれかが管内であること

(No.11)届出区分 ＝ 1(創設)の時、
(No.45)成立年月日 ＝ スペース　かつ　(No.46)証書提出日 ＝ スペース　かつ
(No.47)婚姻の方式 ＝ スペースであること
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No

18

19

20

21

22

23

24

25

26

26-1

26-2

26-3

26-4

27

28

29

30

31

版 頁

審査(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 7/20

第7
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.12)夫の外人区分 ＝ 0(日本人)の時,
(No.13)夫の筆頭者区分 ≠ スペース　かつ　(No.15)夫の生年月日 ＝ 和暦　かつ
(No.19)夫の本籍=本籍　かつ　(No.21)夫の戸籍の筆頭者 ≠ スペースであること

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(2/2) 　婚姻届

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.11)届出区分 ＝ 2(報告)の時,
(No.45)成立年月日 ≠ スペース　かつ　(No.46)証書提出日 ≠ スペース　かつ
(No.47)婚姻の方式 ≠ スペースであること

(No.40)夫の初再婚区分 ＝ 0(初婚)の時,(No.41)夫の離死別日 ＝ スペースであること

(No.27)妻の本非区分 ＝ 1(本籍)の時,(No.32)妻の本籍 ＝ 管内であること

(No.27)妻の本非区分 ＝ 2(非本籍)の時,(No.32)妻の本籍 ＝ 管外であること

(No.18)夫の住所 ＝ スペースの場合,(No.20)夫の世帯主 ＝ スペースであること

(No.20)夫の世帯主 ≠ スペースの場合,(No.18)夫の住所 ≠ スペースであること

(No.31)妻の住所 ＝ スペースの場合,(No.33)妻の世帯主 ＝ スペースであること

(No.33)妻の世帯主 ≠ スペースの場合,(No.31)妻の住所 ≠ スペースであること

(No.14)夫の本非区分 ＝ 1(本籍)の時,(No.19)夫の本籍 ＝ 管内であること

(No.14)夫の本非区分 ＝ 2(非本籍)の時,(No.20)夫の本籍 ＝ 管外であること

(No.25)妻の外人区分 ＝ 0(日本人)の時,
(No.26)妻の筆頭者区分 ≠ スペース　かつ　(No.28)妻の生年月日 ＝ 和暦　かつ
(No.19)妻の本籍=本籍　かつ　(No.34)妻の戸籍の筆頭者 ≠ スペースであること
(No.25)妻の外人区分 ＝ 1(外国人)の時,
(No.26)妻の筆頭者区分 ＝ スペース　かつ　(No.28)妻の生年月日 ＝ 西暦　かつ
(No.19)妻の本籍 ＝ 国籍　かつ　(No.34)妻の戸籍の筆頭者 ＝ スペースであること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.40)夫の初再婚区分 ＝ 1(再婚(死別))　または　2(再婚(離別))の時,
(No.28)夫の離死別日 ≠ スペースであること

(No.42)妻の初再婚区分 ＝ 0(初婚)の時,(No.43)妻の離死別日 ＝ スペースであること

(No.42)妻の初再婚区分 ＝ 1(再婚(死別))　または　2(再婚(離別))の時,
(No.28)妻の離死別日 ≠ スペースであること

(No.44)同一人再婚区分 ＝ 1(同一人)の時,
(No.40)夫の初再婚区分 ＝ 2(再婚(離別)) かつ (No.42)妻の初再婚区分 ＝ 2(再婚(離別))である
こと

(No.12)夫の外人区分 ＝ 1(外国人)の時,
(No.13)夫の筆頭者区分 ＝ スペース　かつ　(No.15)夫の生年月日 ＝ 西暦　かつ
(No.19)夫の本籍=国籍　かつ　(No.21)夫の戸籍の筆頭者 ＝ スペースであること
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No

32

33

34

35

36

37

(No.25)妻の外人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.26)妻の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の時,
(No.30)妻の漢字氏名 ＝ (No.34)妻の戸籍の筆頭者であること

(No.25)妻の外人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.26)妻の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の時,
(No.30)妻の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.34)妻の戸籍の筆頭者の｢氏｣であること

(No.11)届出区分 ＝ 2(報告)の時,(No.45)成立年月日 ≦ (No.46)証書提出日であること

処理名 画面名 画面ID

(No.12)夫の外人区分 ＝ 1(外国人) かつ (No.25)妻の外人区分 ＝ 1(外国人) かつ (No.11)届出
区分 ＝ 1(創設)の時,
(No.38)氏区分 ＝ 3(変動なし)　かつ　(No.39)新本籍 ＝ スペースであること

(No.12)夫の外人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.13)夫の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の時,
(No.17)夫の漢字氏名 ＝ (No.21)夫の戸籍の筆頭者であること

(No.12)夫の外人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.13)夫の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の時,
(No.17)夫の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.21)夫の戸籍の筆頭者の｢氏｣であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

審査(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 8/20

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

2.0関連チェック表(2-1/2) 　婚姻届

版 頁
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YES /

NO

/

YES

YES 不受理

NO 画面項目修正(審査完了しない）

NO /

/

1 /

2 /

YES

NO /

YES

YES

NO / (10-1)～(10-7)を削除

NO

/

1 /

0 /

0 /

1

1

R2.1(婚姻142)

R2.1(婚姻142)

R2.1(婚姻143)

(0-10)→

(0-12)→(1)へ

(3)成立年月日<昭和25年7月1日(YES,NO)

(4)エラーメッセージ

3.0 審査　(1/6)処理名 根拠法令(マニュアル処理）

(0-1)受領日=送付日の場合、

(0-3)→(0-6)へ

(0-5)本紙へ(0-4)→

(0-2)本紙へ

確認メッセージ(YES,NO)｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣

｢審査結果入力で処理して下さい。｣

(0-6)(夫の外人区分=0:日本人 かつ 夫の漢字氏名の名が未入力)　または

(0-8)本紙へ

　　 (妻の外人区分=0:日本人 かつ 妻の漢字氏名の名が未入力)(YES,NO)

(7)確認メッセージ(YES,NO)

「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

(0-7)確認メッセージ  (YES,NO)

(5)本紙へ

(2)→(11)へ

(1)届出区分(1:創設,2:報告)

(0-9)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-11)本紙へ

(8)本紙へ

(6)成立年月日<昭和27年4月28日(YES,NO)

｢平和条約発行に該当する国ですか?｣

｢審査結果入力で処理して下さい。｣

(11)届出区分(1:創設,2:報告)

(16)本紙へ(15)確認メッセージ(YES,NO)

｢婚姻要件具備証明書等が添付されていますか?｣

法令13I、昭和22.6.25民事甲595号回答

｢N｣の時、不受理

改訂日付

審査(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 9/20

版
要件定義ワークシート

作成日付

(9)エラーメッセージ

(10)→(11)へ

(12)夫の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(13)妻の外人区分(0:日本人,1:外国人)

第7
2

(5)

(14)→(18)へ

作業名 頁

R2.1

作成者
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2

YES /

NO

/

0 /

0 /

1

YES

NO /

1 /

0

YES

NO /

1

審査(婚姻届)

｢婚姻を証明する書類が添付されていますか?｣

不受理

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

根拠法令(マニュアル処理）

版 頁

平成31年 3月31日 22 10/20

改訂日付

(17-1)本紙へ

作成日付

不受理

不受理

(17-17)エラーメッセージ

(17-16)→(18)へ

(17-14)本紙へ

不受理

(17-9)本紙へ

(17-12)妻の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(17-13)確認メッセージ(YES,NO)

(17-15)エラーメッセージ

(17-8)確認メッセージ(YES,NO)

｢証書提出者は外国人配偶者のみからの届出ですか?｣

(17-18)本紙へ

作成者

(17-4)本紙へ

(17-10)エラーメッセージ

(17-11)→(18)へ

(17)確認メッセージ(YES,NO)

(17-2)→(17-5)へ

(17-3)→

(17-5)夫の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(17-6)妻の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(17-7)→(18)へ

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

処理名 3.0 審査　(2/6)

｢審査結果入力で処理して下さい｣

｢証明提出者は外国人配偶者のみからの届出ですか?｣

｢審査結果入力で処理して下さい｣

｢外国人同士の外国における婚姻届は受理できません｣

 7-2-(5)-8-11



/

0 /

YES

YES /

NO

NO /

YES

YES /

NO

NO /

/

1 /

1

/

その他 /

2

/

YES / 民法改正(2022年4月1日)以降の審査

民731(改正後)

YES 不受理

NO /

NO / 民法改正(2022年4月1日)前の審査

YES / 民731(改正前)

YES 不受理

NO

民法改正(2022年4月1日)以降か
前かで審査を分ける

民737,昭24.11.11民事甲2641号回
答
戸381ただし書き,

R2.1(婚姻144)

(18)夫の外人区分(0:日本人,1:外国人)

R2.1 11/20審査(婚姻届) 令和 2年 3月31日

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 改訂日付 版 頁

処理名 3.0 審査　(3/6) 根拠法令(マニュアル処理）

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

作成者 作成日付

(18-6)本紙へ 不受理

(18-3)本紙へ(18-2)確認メッセージ(YES,NO)

(18-9)本紙へ

(18-7)夫の父母との続柄=10(男)である(YES,NO)

(19)夫の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(18-12)本紙へ 不受理

(18-10)→(19)へ

(18-11)→

(18-13)→(19)へ

民732

(22)本紙へ 不受理

(20)夫の配偶者区分(1:夫,その他)

｢重婚です。婚姻届は受理できません。｣を表示する

(24-1)

(21)エラーメッセージ

(25)～(29)を削除※未成年後見制度対応(平成12年3月
1日第4版)

(30)成立年月日≠スペースの場合、成立年月日≧2022年4月1日 または

(24-4)(24-2)

(24-3)→(30)へ

　　成立年月日=スペースの場合、夫の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

　　成立年月日=スペースの場合、受領日≧2022年4月1日(YES,NO)

(31)成立年月日≠スペースの場合、夫の生年月日+18年(18歳未満)>成立年月日　または

(34-2)成立年月日≠スペースの場合、夫の生年月日+18年(18歳未満)>成立年月日　または

　　成立年月日=スペースの場合、夫の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

(34-4)本紙へ(34-3)エラーメッセージ　｢婚姻適齢に達していません。｣を表示する

(34-5)確認メッセージ(YES,NO)

(33)本紙へ(32)エラーメッセージ　｢婚姻適齢に達していません。｣を表示する

(34)→(36)へ

(34-1)成立年月日≠スペースの場合、夫の生年月日+20年(20歳未満)>成立年月日　または

　　　成立年月日=スペースの場合、夫の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

(18-1)夫の父氏名=スペース又は夫の母氏名=スペース(YES,NO)

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(18-4)→(19)へ

(18-5)→

(18-8)確認メッセージ(YES,NO)

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはあり
ませんね?｣

 7-2-(5)-8-12



YES /

NO 不受理

NO /

1

民737,昭24.11.11民事甲2641号回
答
戸381ただし書き,

R2.1(婚姻144)

｢未成年者の婚姻ですが同意はありますか。又は、成年擬制者ですか?｣を表示する

(34-8)本紙へ

(34-6)→(36)へ

(34-7)→

(35)→(36)へ
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/

0 /

YES

YES /

NO

NO /

YES

YES /

NO

NO /

/

1 /

2

/

その他 /

2

/

YES / 民法改正(2022年4月1日)以降の審査

民731(改正後)

YES /

YES

YES /

NO 不受理

NO 不受理

NO /

改訂日付

システム化調査研究会

(36-6)本紙へ 不受理

(36-7)妻の父母との続柄=30(女)である(YES,NO)

(36-2)確認メッセージ(YES,NO) (36-3)本紙へ

(36-1)妻の父氏名=スペース又は妻の母氏名=スペース(YES,NO)

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

民732

(37)妻の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(38)妻の配偶者区分(2:妻,その他)

民法改正(2022年4月1日)以降か
前かで審査を分ける

R2.1(婚姻144)

(49)成立年月日≠スペースの場合、妻の生年月日+18年(18歳未満)>成立年月日　または

　　成立年月日=スペースの場合、妻の生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

(51)本紙へ

(51-1)→(53-1)へ

民法改正(2022年4月1日)附則第3条第2項
→改正日に16歳以上18歳未満の女性は
　経過措置として改正前の民731が適用される

民737,昭24.11.11民事甲2641号回
答
戸381ただし書き,

平成 6年12月 1日

(36)妻の外人区分(0:日本人,1:外国人)

処理名

版 頁

審査(婚姻届) 令和 2年 3月31日 R2.1 12/20

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

3.0 審査　(4/6)

(40)本紙へ 不受理

(36-4)→(37)へ

(36-12)本紙へ 不受理

(36-9)本紙へ

(36-5)→

(36-8)確認メッセージ(YES,NO)

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはあり
ませんね?｣

(36-10)→(37)へ

根拠法令(マニュアル処理）

(49-2)確認メッセージ(YES,NO)
「未成年者の婚姻ですが同意はありますか。又は、成年擬制者ですか？」を表示す
る

(36-11)→

(36-13)→(37)へ

(39)エラーメッセージ

｢重婚です。婚姻届は受理できません。｣を表示する

(42-1)

(42-2)

(42-3)→(48)へ

(48)成立年月日≠スペースの場合、成立年月日≧2022年4月1日　または

(42-4)

　　成立年月日=スペースの場合、受領日≧2022年4月1日(YES,NO)

(49-3)本紙へ

(49-4)→(53-1)へ

(43)～(47)を削除※未成年後見制度対応(平成12年3月
1日第4版)

(49-5)→ (49-6)本紙へ

(50)エラーメッセージ　｢婚姻適齢に達していません。｣を表示する

(49-1) 2004年4月2日≦妻の生年月日≦2006年4月1日である(YES,NO)

 7-2-(5)-8-14



NO / 民法改正(2022年4月1日)前の審査

YES / 民731(改正前)

YES 不受理

NO

YES /

NO 不受理

NO /

R2.1(婚姻144)

(51-5)本紙へ

(53)→(53-1)へ

　　 成立年月日=スペースの場合、妻の生年月日+16年(16歳未満)>受領日(YES,NO)

(51-4)エラーメッセージ　｢婚姻適齢に達していません。｣を表示する

(52)確認メッセージ(YES,NO)

｢未成年者の婚姻ですが同意はありますか。又は、成年擬制者ですか?｣を表示する

(52-3)本紙へ

民737,昭24.11.11民事甲2641号回
答
戸381ただし書き,

(51-2)成立年月日≠スペースの場合、妻の生年月日+20年(20歳未満)>成立年月日　または

　　　成立年月日=スペースの場合、妻の生年月日+20年(20歳未満)>受領日(YES,NO)

(51-3)成立年月日≠スペースの場合、妻の生年月日+16年(16歳未満)>成立年月日　または

(52-1)→(53-1)へ

(52-2)→
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/

1 /

1,2 /

YES /

YES

YES

YES /

NO /

NO

NO /

NO /

1 /

YES

YES /

NO

NO /

2

0

2

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

平成31年 3月31日 22 13/20

民733I 平成28年6月1日民法改正対応

大元.11.25民事708号回答(56)同一人再婚区分=0(同一人以外)またはスペースである

平成 6年12月 1日

作業名 作成者 作成日付

(53-1)届出区分(1:創設的届出,2:報告的届出)

(54)妻の初再婚区分(0:初婚,1:再婚(死別),2:再婚(離別))

(55)妻の離死別日+100日>婚姻日(YES,NO)

システム化調査研究会

処理名 3.0 審査　(4-1/6) 根拠法令(マニュアル処理）

改訂日付 版 頁

審査(婚姻届)

民733Ⅱ 平成28年6月1日民法改正対応

(57)確認メッセージ(YES,NO) (57-1)本紙へ

(YES,NO)

｢待婚期間が100日を経過していません。再婚が可能か確認しました
か?｣を表示する

身分事項の特記事項記録用フラグを追加(第20版)(57-4)民法733条フラグに'1'を移送

民733Ⅱ 平成28年6月1日民法改正対応

(57-2)確認メッセージ(YES,NO) (57-3)本紙へ

｢民法733条第2項に該当する再婚ですか?｣を表示する。

(60)妻の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

不受理(57-6)→ (58)本紙へ

(57-5)民法733条フラグに'0'を移送

→(65)へ

→(65)へ

(61)妻の現戸籍の入籍日+100日>婚姻日(YES,NO)

(62)確認メッセージ(YES,NO) (62-1)本紙へ

(59)→(65)へ

不受理

(62-2)→(65)へ

(62-3)→ (63)本紙へ

(64)→(65)へ

｢入籍日から100日を超えていませんが、離死別日に間違いはあ
りませんね?｣を表示する

 7-2-(5)-8-16



1 /

1 /

1,2 /

YES /

YES

YES

YES /

NO /

NO

NO /

NO

0

2

不受理

(64-10)民法733条フラグに'0'を移送

(64-13)→(65)へ

(64-11)→ (64-12)本紙へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

改訂日付 版

妻が外国人のため、夫の身分事項に記録する

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

(64-8)本紙へ

(64-9)民法733条フラグに'2'を移送

(64-5)確認メッセージ(YES,NO) (64-6)本紙へ

作成者 作成日付

(64-1)届出区分(1:創設的届出,2:報告的届出)

(64-2)妻の初再婚区分(0:初婚,1:再婚(死別),2:再婚(離別))

(64-3)妻の離死別日+100日>婚姻日(YES,NO)

(64-4)同一人再婚区分=0(同一人以外)またはスペースである(YES,NO)

審査(婚姻届)

作業名

｢待婚期間が100日を経過していません。再婚が可能か確認しました
か?｣を表示する

処理名 3.0 審査　(4-2/6)

｢民法733条第2項に該当する再婚ですか?｣を表示する。

民733I 平成28年6月1日民法改正対応

根拠法令(マニュアル処理）

外国人の場合も、創設的届出の時に待婚期間を
チェックする。(第17版)

→(65)へ

→(65)へ

民733II 平成28年6月1日民法改正対応

(64-7)確認メッセージ(YES,NO)

民733II 平成28年6月1日民法改正対応

頁

平成31年 3月31日 22 14/20

身分事項の特記事項記録用フラグを追加(第20版)
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/

0 /

0 /

1 /

0 /

YES /

NO

1 /

YES

NO /

2 /

0 /

YES /

NO

1 /

YES

NO /

3

1 /

1

2

審査(婚姻届) 平成29年 3月31日 20 15/20平成 6年12月 1日

(68)夫の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

(69)新本籍に記録がある(YES,NO)

民750,戸16

(66妻の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(67)氏区分(1:夫の氏,2:妻の氏,3:変更なし)

(65)夫の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(72)新本籍に記録がある(YES,NO)

不受理

(69-1)→(105)へ

(70)エラーメッセージ

不受理(73)エラーメッセージ (74)本紙へ

(71)本紙へ

｢新本籍を入力して下さい。｣を表示

｢新本籍には入力できません。｣を表示

民750,戸16

(84)氏区分(1:夫の氏,2:妻の氏,3:変更なし)

(85)エラーメッセージ (86)本紙へ

不受理

(79)本紙へ

(76)新本籍に記録がある(YES,NO)

(77)→(105)へ

(74-1)→(105)へ

(75)妻の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

戸16I

不受理

(78)エラーメッセージ

｢新本籍を入力して下さい。｣を表示

システム化調査研究会

処理名

｢新本籍には入力できません。｣を表示

｢氏区分に誤りがあります。正しく入力して下さい。｣を表示

｢氏区分に誤りがあります。正しく入力して下さい。｣を表示

3.0 審査　(5/6)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁第7
2

(5)
要件定義ワークシート

根拠法令(マニュアル処理）

(82-1)→(105)へ

不受理

(80)新本籍に記録がある(YES,NO)

(81)エラーメッセージ (82)本紙へ

不受理(83)エラーメッセージ (83-1)本紙へ
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0 1 3 /

0 /

YES /

NO

1 /

YES

NO /

1 /

0 /

1

2

3 /

0 /

YES /

NO

1 /

YES

NO /

1 /

/

YES

NO

改訂日付 版 頁作成者 作成日付

根拠法令(マニュアル処理）処理名 3.0 審査　(6/6)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

審査(婚姻届) 平成31年 3月31日 22 16/20

不受理(92)エラーメッセージ

不受理

(91)新本籍に記録がある(YES,NO)

戸16I

(88-1)→(105)へ

(89)エラーメッセージ

｢新本籍を入力して下さい。｣を表示

｢新本籍には入力できません。｣を表示

民750,戸16

(95)氏区分(1:夫の氏,2:妻の氏,3:変更なし)

(96)エラーメッセージ (97)本紙へ

(93-1)→(105)へ

(94)妻の外人区分(0:日本人,1:外国人)

不受理

(98)妻の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

｢氏区分に誤りがあります。正しく入力して下さい。｣を表示

不受理

(102)新本籍に記録がある(YES,NO)

(103)エラーメッセージ (104)本紙へ

戸16I

不受理

(100)エラーメッセージ (101)本紙へ

｢新本籍を入力して下さい。｣を表示

(104-1)→(105)へ

｢新本籍には入力できません。｣を表示

(99)新本籍に記録がある(YES,NO)

(99-1)→(105)へ

(104-2)→(105)へ

(105)同一人再婚区分=0(同一人以外)またはスペースである(YES,NO)

(106)→

(108)メッセージ｢子(養子)に共同親権の記録が必要か確認して下さい。｣を表示

(90)本紙へ

(93)本紙へ

(87)夫の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

(88)新本籍に記録がある(YES,NO)

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

(107)本紙へ
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受理送付区分

本籍人の時、夫と妻の戸籍番号を
セット

夫外人区

0

0

1

2

3/4～4/4参照

1

1

｢09｣をセット

妻外人区

0

1

0

1

渉外区分

0

1

受領NO

-

支所NO

受領日

ロック戸籍番号(5) -

事件別内容

ロック戸籍番号(3) -

ロック戸籍番号(4) -

ロック戸籍番号(2) 戸籍番号

ロック戸籍番号(1) 戸籍番号

同時決裁受領番号 -

在外送付区分≠0の時、2

在外送付区分=0の時、1

郵送日

妻の外人区分

渉外区分 夫の外人区分

婚姻届入力画面

許可日 許可日

0:不要

郵送日

指示日 届出画面メニュー 指示日

-

処理日 処理日

在外送付区分

第7
2

(5)

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)婚姻届入力画面

作業名
データ編集表

項目

審査(婚姻届) 平成22年 3月 1日

作成者 作成日付 改訂日付

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

項目 DB･ファイル名
画面名称

4.0中間ファイル(届書)編集･出力　1/4処理名

引渡側

DB･ファイル名
画面名称 記号名

出力形態

Z 9 . ,

版 頁

13 17/20

備考

名称 記号名

送付日 送付日

名称

受取側

選択事件コード

出張所番号

受領日

中間ファイル(届書)
共通

本非区分

発送元

本非区分

動態区分

届区分

婚姻届入力画面受領番号

在外送付区分

発送元

届出区分

動態区分
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名称 記号名

版

出力形態

Z 9 . ,

引渡側

改定日付

審査の結果により、1=受理または2=
不受理をセットする。*

*審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

頁

令和　年　月　日 1 18/20

ZERO

0:未　1:排他

備考

-

-婚姻届入力面面

作業名

受取側

届書排他区分

決裁区分

記号名

処理名

第7
2

(5)

作成者 作成日付

←　(引渡側)婚姻届入力画面

-

処分区分

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　2/4

-

DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(届書)

不受理申出処分区分

項目

名称

平成6年12月 1日

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

システム化調査研究会審査(婚姻届)
データ編集表

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル(届書)
共通
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中間ファイル(届書)
事件別内容

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

カナ氏名(妻)

処理名

本籍コード(妻) 妻の本籍

頁第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

夫の世帯主

住所コード(夫) 夫の住所

世帯主(夫)

住所地番(夫)

本非区分(妻)

筆頭者区分(妻)

本非区分(夫)

父(夫) 夫の父の氏名

筆頭者(夫) 夫の戸籍の筆頭者

夫の漢字氏名

夫の生年月日

4.0中間ファイル(届書)編集･出力　3/4 (受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)婚姻届入力画面

審査(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 19/20

夫の本非区分

夫個人番号

外人区分(夫)

項目

本籍人のとき、戸籍個人番号を設定

妻の生年月日

妻の本非区分

妻の戸籍の筆頭者

妻のカナ氏名

記号名

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考

版

本籍人のとき、戸籍個人番号を設定

夫の外人区分

夫の筆頭者区分

妻の漢字氏名

妻の筆頭者区分

外人区分(妻) 妻の外人区分

妻個人番号

婚姻届入力画面

(その1)

生年月日(妻)

漢字氏名(妻)

筆頭者区分(夫)

漢字氏名(夫)

生年月日(夫)

受取側

DB･ファイル名
画面名称

筆頭者(妻)

本籍地番(妻)

父母との続柄(夫) 夫の父母との続柄

母(夫) 夫の母の氏名

本籍地番(夫)

本籍コード(夫) 夫の本籍

カナ氏名(夫) 夫のカナ氏名
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4.0中間ファイル(届書)編集･出力　4/4

審査(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

第7
2

(5)

処理名

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

13 20/20

改訂日付 版 頁

平成22年 3月 1日

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)婚姻届入力画面

婚姻届入力画面

引渡側

記号名

(その1) 妻の母の氏名

婚姻届入力画面 妻の父の氏名

(その2)

出力形態

Z 9 . ,
備考

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

作成者 作成日付

妻の住所

受取側

データ編集表
作業名

中間ファイル(届書)
事件別内容

住所コード(妻)

母(妻)

父(妻)

初再婚区分(夫)

住所地番(妻)

離死別日(夫)

新本籍コード

新本籍地番

世帯主(妻)

氏区分

婚姻の方式 婚姻の方式

証書提出日 証書提出日

婚姻成立日 成立年月日

同一人再婚区分 同一人再婚区分

離死別日(妻) 妻の離死別日

初再婚区分(妻) 妻の初再婚区分

夫の離死別日

父母との続柄(妻) 妻の父母との続柄

夫の初再婚区分

妻の世帯主

氏区分

新本籍

 7-2-(5)-8-23



中間ファイル(仮受付) 出力

頁

1/41

入出力区分

平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日入力確認(婚姻届)

3.処理概要

　(1)中間ファイル(届書)を画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。---------------(サンプル提示)
　(7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(入力確認画面)
　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍(夫))
　　　　　　　　　　4.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　　　4.2 身分事項(入籍)
　　　　　　　　　　4.3 身分事項(変動なし)
　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍(妻))
　　　　　　　　　　5.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　　　5.2 身分事項(入籍)
　　　　　　　　　　5.3 身分事項(変動なし)
　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　6.1 夫
　　　　　　　　　　6.2 妻
　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)----(サンプル提示)

　　　　　　　　　　7.1 夫

　　　　　　　　　　7.2 妻

版第7
2

(5)

改訂日付作成日付

システム化調査研究会

作成者作業名

2.1

中間ファイル(届書) 入力
中間ファイル

(30条の12第1項)
出力

(サンプル)

システム環境仕様書

2. 使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

1. 詳細フロー

5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(仮戸籍) 出力

中間ファイル(9条2項) 出力

附票データベース
入力

(サンプル)

入力確認

(婚姻届)

附票

データベース

入力確認

(婚姻届)

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

中間ファイル

(届書)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

(サンプル)

(サンプル)

(詳細別紙)

中間ファイル

(30条の12

第1項)
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/

/

/

/

/

YES /

/

/

/

/

YES /

NO /

NO

/

YES /

/

/

/

/

YES /

NO /

NO

/

YES /

YES /

NO /

/

YES

NO

NO

(15-2)妻について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出
力する

附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合
　処理　(9-1)(9-2)

附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合
　処理　(15-1)(15-2)

(6)夫の戸籍変動をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(12)妻の戸籍変動をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(17)在外送付区分 ＝ O:受理分又は2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

改訂日付

平成11年 3月 1日

(23)処分決定に制御を渡す

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照
し、事件本人の戸籍変動状況を決定する

[6.2]

[5.1]

[5.2]

[5,3]

[7.1]

[2.0]

[3.0]

(19)夫について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(20)

(21)妻の外人区分 ＝ 0:日本人である(YES,NO)

(22)妻について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

　→

(16)→(17)

(18)夫の外人区分 ＝ 0:日本人である(YES,NO)

身分事項(入籍)

身分事項(変動なし)

(13)妻の除籍事項の編集

(14)妻の入籍事項の編集

[4.1]

[7.1]

[6.1]

(15)妻の変動なし事項の編集

(15-1)妻は在外選挙人である(YES,NO)

(10)→(11)

(11)妻は本籍人である(YES,NO)

身分事項(除籍)

(9-2)夫について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出
力する

処理名 備考

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
要件定義ワークシート

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF7、PF8、PF11、その他)

頁

2/41入力確認(婚姻届)

版

2.1平成 6年12月 1日

作成日付

0.0　本紙　1/2

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確
認し、よければ実行キーを押下して下さい。｣を表示する

実行キー

[1.0]

※サンプル提示

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)夫は本籍人である(YES,NO)

身分事項(除籍) (7)夫の除籍事項の編集

(8)夫の入籍事項の編集

(9)夫の変動なし事項の編集

身分事項(入籍)

身分事項(変動なし)

[4.2]

[4.3]

(9-1)夫は在外選挙人である(YES,NO)

※サンプル提示
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/

/

(35)エラー履歴表示に制御を渡
す

版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 3/41

改訂日付

0.0　本紙　2/2 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

処理名

(37)同画面を編集する

(29)同画面を編集する

(33)同画面を編集する

(24)業務選択に制御を渡す

(25)届出選択に制御を渡す

(26)審査に制御を渡す

　→

(36)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣

(27)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(31)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)PF8

PF11

その他

なし (30)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

ある

なし

(32)次ページ分の｢婚姻届｣画面を編集

(34)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

PF1

PF2

PF5

PF7

　→

　→

　→

ある (28)前ページ分の｢婚姻届｣画面を編集
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住所地番(夫)

本籍コード(夫)

本籍地番(夫)

本非区分(夫)

生年月日(夫)

世帯主(夫)

カナ氏名(夫)

漢字氏名(夫)

住所コード(夫)

夫の本非区分

夫のカナ氏名

夫の漢字氏名

夫の住所

夫の生年月日

夫の本籍

夫の世帯主

第7
2

(5)

作業名
データ編集表

入力確認(婚姻届) 平成22年 3月 1日

作成者 作成日付

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

システム日付

支所番号

受領番号

受領日

中間ファイル(届書)
共通

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考

頁

13 4/41

改訂日付 版

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

画面ID

郵送日

動態区分

処理名 1.0確認画面(婚姻届)表示　1/3 (受取側)婚姻届確認画面

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

画面ID

システム日付

支所NO

受領NO

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

動態区分

届出区分

夫の外人区分

夫の筆頭者区分コード

夫の筆頭者区分名称

届区分

外人区分(夫)

筆頭者区分(夫)

中間ファイル(届書)
事件別内容

婚姻届入力画面

(その1)
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カナ氏名(妻)

生年月日(妻)

筆頭者(妻)

父(妻)

世帯主(妻)

漢字氏名(妻)

住所コード(妻)

外人区分(妻)

中間ファイル(届書)
事件別内容

父母との続柄(夫)

筆頭者(夫)

住所(妻)

本籍コード(妻)

本籍(妻)

筆頭者区分(妻)

本非区分(妻)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会

作業名

平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 5/41

作成日付 改訂日付 版作成者

父(夫)

母(夫)夫の母の氏名

夫の父母との続柄コード

夫の父母との続柄名称

妻の外人区分

処理名 1.0確認画面(婚姻届)表示　2/3

第7
2

(5)

受取側

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

夫の戸籍の筆頭者

夫の父の氏名

妻の筆頭者区分コード

妻の筆頭者区分名称

データ編集表

妻の父母との続柄名称

妻の本･非区分

妻の生年月日

妻の本籍

妻のカナ氏名

妻の漢字氏名

妻の住所

妻の世帯主

妻の戸籍の筆頭者

妻の母の氏名

妻の父母との続柄コード

氏区分コード

氏区分名称

記号名

出力形態

Z 9 . ,
備考

(受取側)婚姻届確認画面

新本籍地番

母(妻)

父母との続柄(妻)

氏区分

新本籍コード

婚姻届入力画面

(その1)

婚姻届入力画面

(その2)

新本籍

妻の父の氏名
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証書提出日

婚姻の方式

証書提出日

婚姻の方式

13 6/41

改訂日付 版 頁

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z 9 . ,
備考

(受取側)婚姻届確認画面

名称 記号名

1.0確認画面(婚姻届)表示　3/3

データ編集表
作業名 作成者 作成日付

名称 記号名

処理名

第7
2

(5)

夫の初再婚区分コード

夫の初再婚区分名称

夫の離死別日

同一人再婚区分コード

同一人再婚区分名称

成立年月日

妻の初再婚区分コード

妻の初再婚区分名称

妻の離死別日

初再婚区分(夫)

離死別日(夫)

初再婚区分(妻)

離死別日(妻)

同一人再婚区分

項目

中間ファイル(届書)
事件別内容

婚姻成立日

婚姻届入力画面

(その2)
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6 ○ ○ - - - - ○ - - - - ○

12 ○ ○ - - - - ○ - - - - ○

13 ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

○

新戸籍
編製

夫

○10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8

○

11 ○ ○ - - - - ○ - - - - ○

○

9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

○ - - ○

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- -

○

○

○○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ - - - -

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

3 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

○

構
成
員 有 無

日
本
人
以
外

妻

○○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○

筆
頭
者

本籍 構成 本籍項
番 夫

2.0 戸籍編製マトリックス表　1-1/7

氏区分

他の
在籍者

他の
在籍者

頁

1 7/41

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

版第7
2

(5)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会入力確認(婚姻届) 平成6年12月 1日

変
動
な
し

日本人 日
本
人
以
外

夫
･
妻
同
一
戸
籍

管
内

管
外

妻

日本人

処理名

構成

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員 有 無

本
籍
人

非
本
籍
人
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6

12

13 妻 (5.2) 夫 (4.3) 妻 (5.1)

11
妻 (5.2)

夫 (4.2)

10
妻 (5.1)

夫 (4.1)

9
妻 (5.1) 妻 (5.2)

夫 (4.1) 夫 (4.2)

8
妻 (5.1)

夫 (4.1)

夫 (4.2)
7

妻 (5.1) 妻 (5.2)

夫 (4.1)

夫 (4.2)

妻 (5.2)
5

妻 (5.1)
4

夫 (4.1)

夫 (4.2)

妻 (5.1) 妻 (5.2)
3

夫 (4.1)

妻 (5.1)
2

夫 (4.1)

夫 (4.2)

妻 (5.1) 妻 (5.2)
1

夫 (4.1)

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　1-2/7

項
番

夫の父母の戸籍
(養父母)

妻の父母の戸籍
(養父母)

　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

夫の戸籍 妻の戸籍

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/41

 7-2-(5)-8-31



14 ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

15 ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

16 ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

17 ○ ○ ○ - - ○ - - - -

19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筆
頭
者

構
成
員有 無 有 無

18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　2-1/7

項
番

氏区分 夫 妻 夫
･
妻
同
一
戸
籍

新戸籍
編製

夫 妻

変
動
な
し

日本人 日
本
人
以
外

日本人 日
本
人
以
外

本籍 構成 他の
在籍者

本籍 構成 他の
在籍者

管
内

管
外

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

本
籍
人

非
本
籍
人

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/41

 7-2-(5)-8-32



14

15

16

17

19

21

23

25

27 夫 (4.1) 妻 (5.1)

妻 (5.2)

29 夫 (4.1) 妻 (5.1)

28 夫 (4.1) 妻 (5.1)
夫 (4.2)

夫 (4.2)

妻 (5.2)

妻 (5.1)

26 夫 (4.1) 妻 (5.1)

夫 (4.1) 妻 (5.1)

24 夫 (4.1) 妻 (5.1)
夫 (4.2)

妻 (5.2)

夫 (4.2)

妻 (5.2)

夫 (4.1)

夫 (4.1) 妻 (5.1)

22 夫 (4.1) 妻 (5.1)

夫 (4.1) 妻 (5.1)

20 夫 (4.1) 妻 (5.1)
夫 (4.2)

妻 (5.2)

夫 (4.2)

妻 (5.2)
18 夫 (4.1) 妻 (5.1)

妻 (5.2) 夫 (4.3)

妻 (5.1) 妻 (5.2) 夫 (4.3)

妻 (5.1)

妻 (5.1) 妻 (5.2) 夫 (4.3)

妻 (5.2) 夫 (4.3)

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　2-2/7

項
番

夫の父母の戸籍
(養父母)

妻の父母の戸籍
(養父母)

　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

夫の戸籍 妻の戸籍

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/41

 7-2-(5)-8-33



31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

37 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

39 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

41 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

42 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - -

43 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - -

44 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - -

45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - -

46 ○ ○ - - - - ○ ○ - -

○40 ○ ○ - - - - ○ ○ ○

38 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

○

36 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

○ ○ ○ ○

○

34 ○ ○ ○ ○ ○ - - - -

32 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 ○ ○ ○

管
外

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員有 無 有 無

○

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　3-1/7

項
番

氏区分 夫 妻 夫
･
妻
同
一
戸
籍

新戸籍
編製

夫 妻

変
動
な
し

日本人 日
本
人
以
外

日本人 日
本
人
以
外

本籍 構成 他の
在籍者

本籍 構成 他の
在籍者

管
内

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/41

 7-2-(5)-8-34



31

33

35

37

39

41

42

43

44

45

46

夫 (4.2) 妻 (5.3)

夫 (4.2) 妻 (5.3)

夫 (4.1)

夫 (4.2) 妻 (5.3)

夫 (4.1) 夫 (4.2) 妻 (5.3)

夫 (4.1)

夫 (4.1) 夫 (4.2) 妻 (5.3)

妻 (5.1)

妻 (5.2)
40 妻 (5.1)

夫 (4.2)

妻 (5.1)

妻 (5.2)
38 妻 (5.1)

夫 (4.2)

夫 (4.1)

妻 (5.2)
36 夫 (4.1)

夫 (4.2)

夫 (4.1)

夫 (4.2)

妻 (5.2)
34 夫 (4.1)

妻 (5.2)

夫 (4.1) 妻 (5.1)

32 夫 (4.1) 妻 (5.1)
夫 (4.2)

夫 (4.2)

妻 (5.2)

夫 (4.1) 妻 (5.1)

30 夫 (4.1) 妻 (5.1)

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　3-2/7

項
番

夫の父母の戸籍
(養父母)

妻の父母の戸籍
(養父母)

　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

夫の戸籍 妻の戸籍

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/41

 7-2-(5)-8-35



48 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

53 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 ○ ○ ○ ○

管
外

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員有 無 有 無

○

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　4-1/7

項
番

氏区分 夫 妻 夫
･
妻
同
一
戸
籍

新戸籍
編製

夫 妻

変
動
な
し

日本人 日
本
人
以
外

日本人 日
本
人
以
外

本籍 構成 他の
在籍者

本籍 構成 他の
在籍者

管
内

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/41

 7-2-(5)-8-36



48

50

52

54

56

58

60 夫 (4.1) 妻 (5.1)

夫 (4.2)
61 夫 (4.1) 妻 (5.1)

妻 (5.2)

妻 (5.2)

夫 (4.2)

夫 (4.1) 妻 (5.1)

59 夫 (4.1) 妻 (5.1)

夫 (4.1) 妻 (5.1)

57 夫 (4.1) 妻 (5.1)
妻 (5.2)

夫 (4.2)

妻 (5.2)

夫 (4.2)
55 夫 (4.1) 妻 (5.1)

夫 (4.2)

妻 (5.1) 夫 (4.1)

53 妻 (5.1) 夫 (4.1)
妻 (5.2)

妻 (5.2)

夫 (4.2)

妻 (5.1) 夫 (4.1)

51 妻 (5.1) 夫 (4.1)

夫 (4.2)

妻 (5.1) 夫 (4.1)

49 妻 (5.1) 夫 (4.1)
妻 (5.2)

妻 (5.2)

夫 (4.2)

妻 (5.1) 夫 (4.1)

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

47 妻 (5.1) 夫 (4.1)

C.2 全
部
除
籍

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/41

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　4-2/7

項
番

夫の父母の戸籍
(養父母)

妻の父母の戸籍
(養父母)

　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

夫の戸籍 妻の戸籍

一
部
除
籍

C.2

 7-2-(5)-8-37



62 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

66 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

68 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

70 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

71 ○ ○ ○ - - ○

72 ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 ○ ○ - - - - ○ ○

77 ○ ○ - - - - ○ ○

78 ○ ○ ○ ○ - -

79 ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

67 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

65 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

筆
頭
者

構
成
員有 無 有 無

63 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　5-1/7

項
番

氏区分 夫 妻 夫
･
妻
同
一
戸
籍

新戸籍
編製

夫 妻

変
動
な
し

日本人 日
本
人
以
外

日本人 日
本
人
以
外

本籍 構成 他の
在籍者

本籍 構成 他の
在籍者

管
内

管
外

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

本
籍
人

非
本
籍
人

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/41

 7-2-(5)-8-38



62

64

66

68

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80 妻 (5.1)

妻 (5.3)

妻 (5.1) 妻 (5.2)

夫 (4.2)

夫 (4.2)

夫 (4.1)

夫 (4.1)

夫 (4.2)

夫 (4.1)

夫 (4.1)

夫 (4.3)

夫 (4.1)

夫 (4.2)
69 夫 (4.1)

妻 (5.2)

夫 (4.1)

夫 (4.2)
67 夫 (4.1)

妻 (5.2)

妻 (5.1)

夫 (4.2)
65 妻 (5.1)

妻 (5.2)

妻 (5.1)

夫 (4.2)
63 妻 (5.1)

妻 (5.2)

夫 (4.1) 妻 (5.1)

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　5-2/7

項
番

夫の父母の戸籍
(養父母)

妻の父母の戸籍
(養父母)

　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

夫の戸籍 妻の戸籍

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/41

 7-2-(5)-8-39



81 ○ ○ ○ ○ ○ ○

82 ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 ○ ○ ○ - - - - ○

84 ○ ○ ○ - - - - ○

85 ○ ○

86 ○ ○ - - - - ○ - - - -

87 ○ ○ - - - - ○ - - - -

89 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

91 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

93 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

95 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

96 ○ ○ - - - - ○

97 ○ ○ ○ - - - -

98 ○ ○ - - - - ○ ○ ○

99 ○ ○ - - - - ○ ○ ○

○94 ○ ○ ○ ○ ○ - - - -

92 ○ ○ ○ ○ ○ - - - - ○

○

90 ○ ○ - - - - ○ ○ ○ ○

筆
頭
者

構
成
員有 無 有 無

88 ○ ○ - - - - ○ ○ ○

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　6-1/7

項
番

氏区分 夫 妻 夫
･
妻
同
一
戸
籍

新戸籍
編製

夫 妻

変
動
な
し

日本人 日
本
人
以
外

日本人 日
本
人
以
外

本籍 構成 他の
在籍者

本籍 構成 他の
在籍者

管
内

管
外

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

本
籍
人

非
本
籍
人

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/41

 7-2-(5)-8-40



81

82

83

84

85

86

87

89

91

93

95

96

97

98

99 妻 (5.1)

妻 (5.1)

夫 (4.1)

夫 (4.2)
94 夫 (4.1)

妻 (5.2)

夫 (4.1)

夫 (4.2)

妻 (5.1)

92 夫 (4.1)
妻 (5.2)

妻 (5.2)

妻 (5.2)

90 妻 (5.1)
夫 (4.2)

妻 (5.1)

88 妻 (5.1)
夫 (4.2)

妻 (5.1)

妻 (5.2)

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

妻 (5.2)

妻 (5.1)

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　6-2/7

項
番

夫の父母の戸籍
(養父母)

妻の父母の戸籍
(養父母)

　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

夫の戸籍 妻の戸籍

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 18/41
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100 ○ ○ ○ ○ ○ - - - -

101 ○ ○ ○ ○ ○ - - - -

102 ○ ○ - - - - ○ ○ ○

103 ○ ○ - - - - ○ ○ ○

104 ○ ○ ○ ○ ○ - - - -

105 ○ ○ ○ ○ ○ - - - -

筆
頭
者

構
成
員有 無 有 無

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　7-1/7

項
番

氏区分 夫 妻 夫
･
妻
同
一
戸
籍

新戸籍
編製

夫 妻

変
動
な
し

日本人 日
本
人
以
外

日本人 日
本
人
以
外

本籍 構成 他の
在籍者

本籍 構成 他の
在籍者

管
内

管
外

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

本
籍
人

非
本
籍
人

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 19/41
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100

101

102

103

104

105

妻 (5.1)

夫 (4.1)

夫 (4.1)

妻 (5.1)

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

一
部
除
籍

夫 (4.1)

夫 (4.1)

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　7-2/7

項
番

夫の父母の戸籍
(養父母)

妻の父母の戸籍
(養父母)

　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

夫の戸籍 妻の戸籍

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1

変
動
な
し

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/41
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1 21/41

発送日

事件発生日

事件発生時分

事件発生日時

受理送付区分

受領番号

支所番号

-

本非区分本非区分

渉外区分

改定日付

証書提出区分

支所番号

受付事件コード

DB･ファイル名
画面名称

項目
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

2:外国人

送付日

版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

届出人資格名称2

許可日

関連受領番号 ZEROをセット

届出人資格区分には、｢ZERO｣

ZEROをセット

婚姻の方式≠スペースのとき、1上記
以外は、0(届出)

届出人氏名には、｢SPACE｣

届出人資格名称には、｢SPACE｣

-

届出人資格区分2

-

-

届出人資格区分1

届出人資格名称1

届出人氏名1

-

-

-

-

-

郵送日

-

-

郵送日

指示日

渉外区分

送付日

発日

収日

受取側

処理名

引渡側

DB･ファイル名
画面名称 記号名名称

受領番号

3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側)中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル(届書)中間ファイル

(仮受付)

受付日

ZEROをセット

報告区分=2の時、移送

出力形態

Z 9 . ,
備考

名称 記号名

-

受領日

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

項目

｢0901｣をセット

送付日≠空白の時、送付日

ZEROをセット

-

受理送付区分

婚姻成立日

送付日=空白の時、受領日

0:日本人

1:渉外

ZEROをセット

ZERO

受 付受 付事件本人

 7-2-(5)-8-44



届書送付目録区分

届出人氏名2

届後本籍区分

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

送達確認1

決裁区分

処分区分

夫の漢字氏名

妻の漢字氏名

夫の漢字氏名

妻の漢字氏名

設定内容

備考

改定日付 版 頁

平成10年 2月27日 2 22/41

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

届後本籍が非本　かつ
在外送付区分=0(受理分)の場合
1(未到着)を設定。

上記以外は、0(不要)を設定。

本非区分=1(本籍)の場合、1(送付要)
を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。

*本非区分は、共通部を用いる。

-

-

1

0

氏区分
夫の外国人

区分
妻の外国人

区分

-

0

1

平成6年12月 1日

作成日付

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

新本籍 ＝ スペースの場合、未設定

新本籍 ≠ スペースの場合、

1:入籍.2:新戸籍編製

項目

名称 記号名

新本籍コード

新本籍

-

出力形態

Z 9 . ,

1

処分区分

決裁区分

-

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3

入力確認(婚姻届)

画面名称

受取側 引渡側

中間ファイル

(仮受付)

DB･ファイル名
画像名称

DB･ファイル名項目

中間ファイル(届書)

名称 記号名

作成者第7
2

(5)
データ編集表

システム化調査研究会

作業名

-

2

3

 7-2-(5)-8-45



妻の時、本籍(妻)

DB･ファイル名
画像名称

3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3

項目 DB･ファイル名
画面名称

本籍コード

届出人区分

受領番号

事件本人の現本籍が、(本非区分=2)
かつ　(在外送付区分=0)の場合、
1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

夫の時、届出区分=2:報告 かつ 夫の外
人区分=1:外国人 かつ 妻の外人区分
=0:日本人の場合、｢0:なし｣を設定
妻の時、届出区分=2:報告 かつ 妻の外
人区分=1:外国人 かつ 夫の外人区分
=0:日本人の場合、｢0:なし｣を設定
上記以外は｢1:事件本人が届出人｣を設定

版 頁

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 23/41

生年月日

カナ氏名

行番号

事件本人区分

データ編集表

項目

名称 記号名 名称 記号名

作成者

受取側 引渡側

(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人

送達確認2

夫の時、本籍(夫)本籍

夫の時、生年月日(夫)

妻の時、生年月日(妻)

夫の時、本籍コード(夫)

妻の時、本籍コード(妻)

夫の時、カナ氏名(夫)

妻の時、カナ氏名(妻)

夫の時、漢字氏名(夫)

妻の時、漢字氏名(妻)

該当データーは事件本人の人数分作成

夫の時、｢12｣を

妻の時、｢13｣をセット

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

作成日付

-

-

-

受領番号

-

-

-

-

-

-

入力確認(婚姻届)

作業名

中間ファイル(届書)

*事件本人情報の出力順位は、氏を改めない者を先に出力する。

夫の時、筆頭者(夫)

妻の時、筆頭者(妻)

筆頭者

漢字氏名

中間ファイル

(仮受付)

事件本人

第7
2

(5)

処理名

改定日付
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受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

氏名 -

提
出
者

届
書

資格 -

提
出
者

届
書

資格 -

氏名 -

届
出

証書提出日 証書提出日

裁判所 -

届書提出日 -

婚姻の方式 婚姻の方式

　

配偶者の生年月日 生年月日(妻) 妻が外国人の時、当該項目を移送

配偶者の国籍 本籍(妻) 妻が外国人の時、配偶者の国籍

漢字氏名(妻)

配偶者の死亡日 -

-
婚姻の委託確認の裁
判確定日

婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

受領日

婚
姻

婚姻日 婚姻成立日

配偶者氏名

婚姻成立日=空白の時、受領日

受領日 婚姻成立日=空白の時、受領日

事件発生日 婚姻成立日 婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

｢0901｣を移送

｢0901｣を移送

管掌者コード -

記録コード -

タイトルコード -

中間ファイル

(仮戸籍)

身分事項 出力区分 - ｢0｣ゼロを移送

行番号 -

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項(除籍)の編集･出力　　　　 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(届書)個人番号 個人番号(夫)

版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 24/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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入籍

除籍

記録

特記

･民法733条フラグ ＝ 2のとき、｢民
法第733条第2項｣を記録する

(上記内容は審査結果入力で設定)

･妻証書提出

･(年月日)受理を命ずる裁判確定特記事項 -

･妻死亡後受理、死亡後受理

記録日 -

配偶者の戸籍に入籍する時、セット

筆頭者 筆頭者(妻)

本籍(妻)

新戸籍編製の時、セット

称する氏 氏区分除
戸
籍

新本籍 新本籍

入
籍
戸

籍
本籍

除籍日 処理日

-

筆頭者 -

入
戸
籍

従
前
戸

籍
本籍

入籍日 -

許可を受けた者 -

許
可

許可日 -中間ファイル

(仮戸籍)

身分事項

中間ファイル(届書)

改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

許可書謄本の送付を
受けた日

-

版

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 25/41

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

処理名 4.1 身分事項(除籍)の編集･出力 2/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付
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受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

氏名 -

提
出
者

届
書

資格 -

提
出
者

届
書

資格 -

氏名 -

届
出

証書提出日 証書提出日

裁判所 -

届書提出日 -

婚姻の方式 婚姻の方式

　

配偶者の生年月日 生年月日(妻) 妻が外国人の時、当該項目を移送

配偶者の国籍 本籍(妻) 妻が外国人の時、配偶者の国籍

漢字氏名(妻)

配偶者の死亡日 -

-
婚姻の委託確認の裁
判確定日

婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

受領日

婚
姻

婚姻日 婚姻成立日

配偶者氏名

婚姻成立日=空白の時、受領日

受領日 婚姻成立日=空白の時、受領日

事件発生日 婚姻成立日 婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

｢0901｣を移送

｢0901｣を移送

管掌者コード -

記録コード -

個人番号(夫)

(仮戸籍)

タイトルコード -

身分事項 出力区分 - ｢0｣ゼロを移送

行番号 -

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2 身分事項(入籍)の編集･出力　　　　1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

(決裁処理で付番)中間ファイル(届書)中間ファイル 個人番号

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 26/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁
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入籍

記録

特記 ･(年月日)受理を命ずる裁判確認
･妻死亡後受理、死亡後受理
･婚姻により国籍取得(取得の際の国
籍xxxxxx)
･妻証書提出
(上記内容は審査結果入力で設定)
･民法733条フラグ ＝ 2のとき、｢民
法第733条第2項｣を記録する

特記事項 -

記録日 -

筆頭者 -

-

称する氏 -除
戸
籍

新本籍 -

入
籍
戸

籍
本籍

除籍　除籍日

本籍(夫)

筆頭者 筆頭者(夫)

入
戸
籍

従
前
戸

籍
本籍

-

許可書謄本の送付を
受けた日

入籍日 処理日

-

許可を受けた者

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2 身分事項(入籍)の編集･出力 2/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル(届書)許可日 -

許
可

中間ファイル

(仮戸籍)

身分事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 27/41

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

婚姻成立日=空白の時、受領日

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

氏名 -

提
出
者

届
書

資格 -

提
出
者

届
書

資格 -

氏名 -

届
出

証書提出日 証書提出日

裁判所 -

届書提出日 -

婚姻の方式 婚姻の方式

　

配偶者の生年月日 生年月日(妻) 妻が外国人の時、当該項目を移送。

配偶者の国籍 本籍(妻) 妻が外国人の時、配偶者の国籍

漢字氏名(妻)

配偶者の死亡日 -

-
婚姻の委託確認の裁
判確定日

受領日

婚
姻

婚姻日 婚姻成立日

配偶者氏名

受領日 婚姻成立日=空白の時、受領日

事件発生日 婚姻成立日 婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

｢0901｣を移送

管掌者コード -

記録コード -

タイトルコード - ｢0901｣を移送

身分事項 出力区分 - ｢0｣ゼロを移送

中間ファイル
(仮戸籍) 行番号 -

個人番号 個人番号(夫)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3 身分事項(変動なし)の編集･出力 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 28/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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入籍

除籍

記録

特記

許可書謄本の送付を
受けた日

･(年月日)受理を命ずる裁判確定
･妻死亡後受理、死亡後受理
･妻証書提出
(上記内容は審査結果入力で設定)
･民法733条フラグ ＝ 2のとき、｢民
法第733条第2項｣を記録する

特記事項 -

記録日 処理日

筆頭者

称する氏除
戸
籍

新本籍 -

入
籍

戸
籍

本籍

除籍日 -

-

筆頭者 -

入
戸
籍

従
前
戸

籍
本籍

入籍日 -

許可を受けた者 -

-許
可

許可日 -

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3 身分事項(変動なし)の編集･出力 2/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル(届書)中間ファイル
(仮戸籍)

項目

身分事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年3月31日 20 29/41

項目 DB･ファイル名
画面名称
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身分事項

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

氏名 -

提
出
者

届
書

資格 -

提
出
者

届
書

資格 -

氏名 -

届
出

証書提出日 証書提出日

裁判所 -

届書提出日 -

婚姻の方式 婚姻の方式

　

配偶者の生年月日 生年月日(夫) 夫が外国人の時、当該項目を移送

配偶者の国籍 本籍(夫) 夫が外国人の時、配偶者の国籍

漢字氏名(夫)

配偶者の死亡日 -

-
婚姻の委託確認の裁
判確定日

婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

受領日

婚
姻

婚姻日 婚姻成立日

配偶者氏名

婚姻成立日=空白の時、受領日

受領日 婚姻成立日=空白の時、受領日

事件発生日 婚姻成立日 婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

｢0901｣を移送

｢0901｣を移送

管掌者コード -

記録コード -

タイトルコード -

出力区分 -

-

｢0｣ゼロを移送

行番号

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 30/41

5.1 身分事項(除籍)の編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

処理名

中間ファイル(届書)

名称 記号名 名称 記号名

個人番号 個人番号(夫)中間ファイル
(仮戸籍)
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入籍

除籍

特記

中間ファイル
(仮戸籍)

身分事項

･(年月日)受理を命ずる裁判確定
･夫死亡後受理、死亡後受理
･夫証書提出
(上記内容は審査結果入力で設定)
･民法733条フラグ ＝ 1のとき、｢民
法第733条第2項｣を記録する

特記事項 -

配偶者の戸籍に入籍する時、セット

筆頭者 筆頭者(夫)

本籍(夫)

新戸籍編製の時、セット

称する氏 氏区分
除
戸
籍

新本籍 新本籍

入
籍

戸
籍

本籍

記録日 -

除籍日 処理日

-

筆頭者 -

入
戸
籍

前
籍

従
戸

本籍

入籍日 -

許可を受けた者 -

許
可

許可日 -中間ファイル(届書)

許可書謄本の送付を
受けた日

-

平成29年3月31日 20 31/41

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

版

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

処理名 5.1 身分事項(除籍)の編集･出力　2/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日
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受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

氏名 -

提
出
者

届
書

資格 -

提
出
者

届
書

資格 -

氏名 -

届
出

証書提出日 証書提出日

裁判所 -

届書提出日 -

婚姻の方式 婚姻の方式

　

配偶者の生年月日 生年月日(夫) 夫が外国人の時、当該項目を移送

配偶者の国籍 本籍(夫) 夫が外国人の時、配偶者の国籍

漢字氏名(夫)

配偶者の死亡日 -

-
婚姻の委託確認の裁
判確定日

婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

受領日

婚
姻

婚姻日 婚姻成立日

配偶者氏名

婚姻成立日=空白の時、受領日

受領日 婚姻成立日=空白の時、受領日

事件発生日 婚姻成立日 婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

｢0901｣を移送

管掌者コード -

記録コード -

タイトルコード - ｢0901｣を移送

身分事項 出力区分 - ｢0｣ゼロを移送

中間ファイル
(仮戸籍) 行番号 -

個人番号 個人番号(夫)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2 身分事項(入籍)の編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

(決裁処理で付番)中間ファイル(届書)

頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 32/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版
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入籍

除籍

記録

特記

記録日 - (年月日)受理を命ずる裁判確定
･夫死亡後受理、死亡後受理
･夫証書提出
･婚姻により国籍取得(取得の際の国
籍xxxxxx)
(上記内容は審査結果入力で設定)
･民法733条フラグ ＝ 1のとき、｢民
法第733条第2項｣を記録する

特記事項

筆頭者 -

-

称する氏 -除
戸
籍

新本籍 -

入
戸
籍

本籍

除籍日 -

筆頭者(妻)

筆頭者 -

入
戸
籍

従
前
戸

籍
本籍

入籍日 本籍(妻)

-許
可

許可日 中間ファイル(届書) -

-

許可書謄本の送付を
受けた日

許可を受けた者 処理日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2 身分事項(入籍)の編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)

項目

身分事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年3月31日 20 33/41

項目 DB･ファイル名
画面名称
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受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

氏名 -

提
出
者

届
書

資格 -

-

氏名 -

届書提出日 -

届
出

証書提出日 証書提出日

提
出
者

届
書

資格

裁判所 -

婚姻の方式 婚姻の方式

　

配偶者の生年月日 生年月日(夫) 夫が外国人の時、当該項目を移送。

-

配偶者の国籍 本籍(夫) 夫が外国人の時、配偶者の国籍

配偶者氏名 漢字氏名(夫)

-婚姻の委託確認の裁
判確定日

婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

受領日

婚
姻

婚姻日 婚姻成立日

配偶者の死亡日

婚姻成立日=空白の時、受領日

受領日 婚姻成立日=空白の時、受領日

事件発生日 婚姻成立日 婚姻成立日≠空白の時、婚姻成立日

｢0901｣を移送

管掌者コード

記録コード

タイトルコード ｢0901｣を移送

出力区分 ｢0｣ゼロを移送

中間ファイル
(仮戸籍) 行番号

個人番号 個人番号(夫)中間ファイル(届書)

頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 34/41

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

身分事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.3 身分事項(変動なし)の編集･出力　1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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入籍

除籍

記録

特記

中間ファイル
(仮戸籍)

身分事項

･(年月日)受理を命ずる裁判確定
･夫死亡後受理、死亡後受理
･夫証書提出
(上記内容は審査結果入力で設定)
･民法733条フラグ ＝ 1のとき、｢民
法第733条第2項｣を記録する

特記事項 -

記録日 処理日

筆頭者

称する氏除
戸
籍

新本籍

入
籍
戸

籍
本籍

除籍日 -

-

筆頭者 -

入
戸
籍

従
前
戸

籍
本籍

-

許可を受けた者

入籍日 -

-

許可書謄本の送付を
受けた日 -

-

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.3 身分事項(変動なし)の編集･出力　2/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(届書)

許
可

許可日

版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年3月31日 20 35/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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住定日

住民日

方書

住所 夫の住所

住所コード 夫の住所コード

　　　=3の時　夫の漢字氏名

新筆頭者 夫の漢字氏名　又は

旧本籍

妻の漢字氏名

旧筆頭者 夫の筆頭者

氏区分=1の時　夫の漢字氏名

　　　=2の時　妻の漢字氏名

夫の本籍

新本籍 新本籍

夫の本籍コード旧本籍コード

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 夫の父母との続柄コード

旧生年月日 夫の生年月日

新生年月日 夫の生年月日

　　　=3の時、夫の漢字氏名

旧氏名 夫の漢字氏名

氏区分=1の時、夫の漢字氏名新氏名 夫の漢字氏名　又は

　　　=2の時、妻の氏+夫の名

送付日がない場合は受領日を設定

個人番号 個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

市区町村部分だけのコード

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード

宛名

09(婚姻届)

中間ファイル
(9条2項)
夫

出張所番号 出張所番号

受領番号 受領番号中間ファイル(届書)

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月1日  平成10年 2月27日 2 36/41

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

6.1 夫　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/(夫) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

処理名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

市区町村コード 住所コード

受理日 送付日又は受領日

妻の氏+夫の名

新父母との続柄 夫の父母との続柄コード
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処理名 6.1 夫　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/(夫) ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称 名称 記号名 記号名

中間ファイル
(9条2項)
(夫)

中間ファイル(届書)

世帯主との続柄

世帯主 夫の世帯主

版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 37/41

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

作成日付 改定日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

名称
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住民日

住定日

方書

住所 妻の住所

住所コード 妻の住所コード

旧筆頭者 妻の筆頭者

妻の漢字氏名 　　　=3の時、妻の漢字氏名

　　　=2の時、妻の漢字氏名

新筆頭者 夫の漢字氏名　又は

旧本籍 妻の本籍

氏区分=1の時、夫の漢字氏名

旧本籍コード 妻の本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 妻の父母との続柄コード

新父母との続柄 妻の父母との続柄コード

　　　=2の時、妻の漢字氏名

夫の氏+妻の名 　　　=3の時、妻の漢字氏名

新氏名 妻の漢字氏名　又は 氏区分=1の時、夫の氏 + 妻の名

個人番号 個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

市区町村を宛名に変換した項目

09(婚姻届)

受理日 送付日又は受領日

事件コード

送付日がない場合は受領日を設定

宛名

市区町村コード 住所コード

出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

受領番号 受領番号

処理名 6.2 妻　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/(妻) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(届書)中間ファイル
(9条2項)
妻 市区町村部分だけのコード

出張所番号

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 38/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

旧氏名 妻の漢字氏名

新生年月日 妻の生年月日

旧生年月日 妻の生年月日
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中間ファイル
(9条2項)
(妻)

世帯主との続柄

世帯主 妻の世帯主中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 39/41

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 妻　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/(妻)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

←　(引渡側)中間ファイル(届書)
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転入届出日

方書

住所 夫の住所

住所コード 夫の住所コード

旧筆頭者 夫の筆頭者

　　　=2の時、妻の漢字氏名

妻の漢字氏名 　　　=3の時、夫の漢字氏名

新筆頭者 夫の漢字氏名　又は 氏区分=1の時、夫の漢字氏名

旧本籍 夫の本籍

旧本籍コード 夫の本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

夫の父母との続柄を性別に変換して
性別コードを設定

旧性別

新性別

妻の氏+夫の名 　　　=3の時、夫の漢字氏名

氏区分=1の時、夫の漢字氏名新氏名 夫の漢字氏名　又は

　　　=2の時、妻の氏+夫の名

個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード

宛名

09(婚姻届)中間ファイル(届書)

受領番号 受領番号

登録市区町村コード

市区町村コード 附票データベース 在外選挙人名簿

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 夫　編集･出力 (受取側)　中間ファイル(30条の12第1項)/(夫) ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル
(30条の12第1項)
夫

中間ファイル(届書)

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 40/41

第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

旧氏名 夫の漢字氏名

新生年月日

旧生年月日 夫の生年月日
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転入届出日

方書

住所 妻の住所

住所コード 妻の住所コード

旧筆頭者 妻の筆頭者

夫の漢字氏名 　　　=3の時、妻の漢字氏名

　　　=2の時、妻の漢字氏名

新筆頭者 妻の漢字氏名　又は

旧本籍 妻の本籍

氏区分=1の時、夫の漢字氏名

旧本籍コード 妻の本籍コード

新本籍 新本籍

妻の父母との続柄を性別に変換して
性別コードを設定

旧性別

新本籍コード 新本籍コード

新性別

旧生年月日 妻の生年月日

新生年月日

旧氏名 妻の漢字氏名

夫の氏+夫の名 　　　=3の時、妻の漢字氏名

氏区分=1の時、夫の氏+妻の名新氏名 妻の漢字氏名　又は

　　　=2の時、妻の漢字氏名

個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定
中間ファイル(届書)

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード

宛名

09(婚姻届)

登録市区町村コード

市区町村コード 附票データベース 在外選挙人名簿

名称 記号名 名称 記号名

受領番号 受領番号中間ファイル
(30条の12第1項)
妻

出張所番号 出張所番号

第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 7.2 妻　編集･出力 (受取側)　中間ファイル(30条の12第1項)/(妻) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(婚姻届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 41/41

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(届書)
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9.離婚届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.離婚業務処理範囲外の処理
　　(1)改正国籍法施行中(昭和60年1月1日より前)外国人と婚姻しかつ(養)親の戸籍に往籍する者の離婚届。
　　(2)離婚事件本人と同一戸籍でない未成年者の親権指定処理。
　　(3)離婚届を届出た時、既に当事者の一方又は双方が死亡していた場合の離婚届。
　　(4)実方の戸籍が法107条1項等により氏の変更を行っていた時に、その戸籍には復籍せずに申出により新戸籍を編製する場合。
　　(5)渉外婚姻の場合に外国人のみから証書提出された離婚届。
　　(6)外国の方式で離婚したときに未成年者の親権が外国法で共同親権となる場合。
　　(7)離婚と同時に法77条の2届出をした場合。
　　(8)事件本人の成年後見人から報告的離婚届出がされた場合。
　　(9)夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合。
　　　 ※標準仕様書では戸籍変動区分が｢変動無し｣以外の場合関連チェック(No.18)で、戸籍変動区分が｢変動無し｣の場合は戸籍編製エラーとなる。

　　　　上記(1)～(6)、(8)、(9)は、審査結果入力で処理を行う。
　　　　上記(7)は、別届書番号(別メニュー)で処理を行う。

　2.離婚届入力画面の意義
　　(1)その1画面:離婚をする当事者(夫及び妻)の現在の状況の各項目を入力する。
　　(2)その2画面:離婚種別及び婚前に戻る者等の各項目を入力する。
　　(3)その3画面:離婚後、未成年者の親権指定の各項目を入力する。

　3.その他

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 1/1

改訂日付第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付
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5.備考(特記事項含む)

　(1)届出期間について
　　 ･離婚の成立日･確定日+10が閉庁日の場合は、翌開庁日とする。

R2.1(離婚118)

第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 1/28

改定日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入力

個人状態ファイル 入力

エラー履歴ファイル 出力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0　データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0　審査

　　　　　　　　3.1　審査(復籍先の筆頭者区分･配偶者区分)

　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル/届書)

3.処理概要

　(1)離婚届の内容を画面入力する。
　(2)離婚届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)離婚届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査(協議離婚、裁判離婚)を行う。
　(5)離婚届から中間ファイル(届書)を編集･出力する。
　(6)入力確認(離婚届)に制御を渡す。

中間ファイル 出力

審査

(離婚届)

中間ファイル

(届書)

確認画面

(離婚届)

個人状態

ファイル

入力画面

(離婚届)

エラー履歴

ファイル

戸籍

DB

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

審査ｴﾗｰ

NO

NO

/

ある

なし

/

ある

なし

PF1

PF2

PF7

PF8

PF10

　→

　→ (15)届出選択に制御を渡す。

入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効PF12

PF11

(16)前ページがあるか(ある,なし)

(17)前ページ｢離婚届｣画面編集

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(20)次ページがあるか(ある,なし)

(21)次ページ｢離婚届｣画面編集

(23)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示

(26)入力画面を初期化する。

(25)当該審査エラーの確認後、以降の審査を継続する

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

その他

備考0.0本紙　1/1処理名

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う。

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

メッセージをエラー履歴に出力する

頁数

2/28

版

1令和　年　月　日

改定日付

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付作業名

　審査(離婚届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者

(1)届書内容を画面入力する

実行キー

YES

YES

YES

NO

(13)エラーメッセージを表示する

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES, NG:NO) [1.0]

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

確認

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し、メッセージに対して
応答の後、以降の審査を続行する。

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES, NG:NO) [2.0]

(6)審査(OK:YES, NG:NO) [3.0]

(7)中間ファイル(届書)の編集出力 [4.0]

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

/

(11)同画面を編集する

(8)入力確認画面に制御を渡す

(22)同画面を編集する

(14)業務選択に制御を渡す

(18)同画面を編集する
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ 数字

11 ○ 数字

12 ○ 数字

13 漢字

14 英数

15 ○ カナ

16 ○ 漢字

17 漢字

18 漢字

19 漢字

20 漢字

21 ○ 数字

22 ○ 英数

23 数字

24 ○ 数字

25 漢字

6

妻の国籍

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

(10:男,11:長男～29:十九男)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

夫のカナ氏名

夫の住所

夫の世帯主

夫の父の氏名

夫の母の氏名

数字○在外送付区分

夫の生年月日

夫の転婚区分

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:無,1:有)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:不要,1:要)であること

(1:創設的届出,2:報告的届出)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

(0:構成員,1:筆頭者)であること

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック表(1/4)  離婚届(その1)

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12 3/28

改訂日付

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

支所No.

受領No.

受領日

送付日

処理日

本非区分

郵送日

動態区分

夫の漢字氏名

届出区分

夫の外人区分

夫の国籍

夫の筆頭者区分

発送元

夫の父母との続柄

妻の外人区分
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No 必須 属性

26 英数

27 ○ カナ

28 ○ 漢字

29 漢字

30 漢字

31 漢字

32 漢字

33 ○ 数字

34 ○ 英数

35 数字

36 漢字

37 漢字

妻の漢字氏名

妻の住所

妻の筆頭者区分 (0:構成員,1:筆頭者)であること

妻のカナ氏名

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 4/28

妻の世帯主

妻の父母との続柄

筆頭者

(30:女,31:長女～49:十九女)であること

妻の生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

妻の母の氏名

妻の父の氏名

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 画面名 画面ID

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

妻の転婚区分

本籍

(0:無,1:有)であること
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No 必須 属性

38 ○ 数字

39 数字

40 英数

42 漢字

43 漢字

43-2 数字

43-3 数字

44 漢字

45 漢字

46 漢字

47 漢字

48 ○ 数字

49 数字

50 数字

51 数字

離婚の方式

裁判所所在国

外国裁判所名

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック表　3/4  離婚届(その2)

離婚の申立人区分

離婚の成立･確定日

(1:夫,2:妻)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

離婚の種別区分 (1:協議,2:調停,3:審判,4:判決,5:和解,6:認諾)であること｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

新本籍

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 5/28

戻る戸籍での筆頭者区分 (0:構成員、1:筆頭者)であること

届後戸籍での配偶者区分 (0:未、3:生存配偶者)であること

称する氏

新筆頭者

親権指定者の有無 (0:無し、1:有り)であること

未成年の子の人数

届出人資格1 (000:未、006:夫、007:妻)であること

届出人資格2 (000:未、006:夫、007:妻)であること

人事訴訟法(H16.4)によ
り、5,6を追加

41 戸籍変動区分 ○ 数字 (1:元の戸籍に戻る(夫),2:新戸籍編製(夫),3:元の戸籍に
戻る(妻),4:新戸籍編製(妻),5:変動なし)であること
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No 必須 属性

52 カナ

53 漢字

54 漢字

55 漢字

57 英数

58 漢字

59 漢字

61 数字

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 6/28

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック表　4/4  離婚届(その3)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

56

未成年者のカナ氏名n ｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

No.52～No.61の項目は複
数存在する

未成年者の漢字氏名n

未成年者の父の氏名n

未成年者の養父の氏名n

未成年者の養母の氏名n

未成年者の親権者区分n (1:父,2:母,3:養父,4:養母)であること

未成年者の母の氏名n

未成年者の生年月日n ｢日付チェックサブルーチン｣

未成年者の父母との続柄n 数字 (10:男,11:長男～29:十九男,30:女,31:長女～49:十九女)
であること

60 未成年者の養父母との続柄n 数字 (51:養子,52:養女)であること
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No

1

2

3

4

5

6

11

12

13

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(1/3) 　離婚届

(No.4)送付日 ＝ スペースの時,(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時,(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時,(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時,(No.6)在外送付区分 ＝ 0(受理分)であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.24)妻の外人区分 ＝ 0(日本人)の時,
(No.25)妻の国籍 ＝ スペースかつ(No.34)妻の生年月日 ＝ 和暦であること

(No.7)処理日 ≠ スペースの時,(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時,(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時,(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時,(No.10)動態区分 ＝ 1(要)であること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時,(No.6)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外)であること

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 7/28

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

7 (No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣の時,
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)であること

8 (No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣以外の時,
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)であること

9 (No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.6)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)の時,
　(No.10)動態区分 ＝ 1(要)であること

10 (No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.6)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)の時,
　(No.10)動態区分 ＝ 0(不要)であること

14 (No.12)夫の外人区分 ＝ 0(日本人)の時,
(No.13)夫の国籍 ＝ スペースかつ(No.22)夫の生年月日 ＝ 和暦であること

14-1 (No.12)夫の外人区分 ＝ 0(日本人)かつ(No.14)夫の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の時,
(No.16)夫の漢字氏名 ＝ (No.37)筆頭者であること

15

16

(No.12)夫の外人区分 ＝ 1(外国人)の時,
(No.13)夫の国籍 ≠ スペースかつ(No.22)夫の生年月日 ＝ 西暦であること

(No.24)妻の外人区分 ＝ 0(日本人)かつ(No.26)妻の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の時,
(No.28)妻の漢字氏名 ＝ (No.37)筆頭者であること

16-1
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No

21

22

24-1

24-2

備考出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

18-2

22版で見直し

(No.12)夫の外国人区分 ＝ 1(外国人)または(No.24)妻の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,
(No.41)戸籍変動区分 ＝ 5(変動なし)かつ(No.42)新本籍 ＝ スペースかつ
(No.43)新筆頭者 ＝ スペースであること

(No.12)夫の外国人区分 ＝ 0(日本人)または(No.24)妻の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,
(No.36)本籍 ≠ スペースかつ(No.37)筆頭者 ≠ スペースであること

22版で見直し

(No.12)夫の外国人区分 ＝ 1(外国人)かつ(No.24)妻の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,
(No.36)本籍 ＝ スペースかつ(No.37)筆頭者 ＝ スペースであること

(No.42)新本籍 ＝ スペースの時,(No.43)新筆頭者 ＝ スペースであること

(No.48)親権指定者の有無 ＝ 1(有り)の時,(No.49)未成年の子の人数>0であること

人事訴訟法(H16.4)によ
り、5,6を追加

22版で見直し

作成日付 改訂日付 版 頁

平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22

22版で削除

22版で削除

22版で削除

8/28

(No.49)未成年の子の人数 ＝ 0の時,(No.48)親権指定者の有無 ＝ 0(無し)かつ
(No.52)未成年者のカナ氏名n～(No.61)未成年者の親権者区分nが全てスペースであること

23

19 (No.38)離婚の種別区分 ＝ 1(協議)かつ(No.45)離婚の方式 ＝ スペースの時,
(No.39)離婚の申立人区分 ＝ スペースかつ(No.40)離婚の成立･確定日 ＝ スペースかつ
(No.50)届出人資格1 ≠ スペースかつ(No.51)届出人資格2 ≠ スペースであること

19-2 (No.38)離婚の種別区分 ＝ 1(協議)かつ(No.45)離婚の方式 ≠ スペースの時,
(No.39)離婚の申立人区分 ＝ スペースかつ(No.40)離婚の成立･確定日 ≠ スペースかつ
(No.50)届出人資格1,(No.51)届出人資格2いずれかに入力があること

18-1

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

審査(離婚届) システム化調査研究会

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(2/3)

(No.49)未成年の子の人数 > 0の時,
(No.52)未成年者のカナ氏名n ≠ スペースかつ(No.53)未成年者の漢字氏名n ≠ スペースかつ
(No.56)未成年者の父母との続柄n ≠ スペースかつ(No.57)未成年者の生年月日n ≠ スペースである
こと

内容

18

　離婚届

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

25 (No.60)未成年者の養父母との続柄n ≠ スペースの時,
(No.58)未成年者の養父氏名n ≠ スペースまたは(No.59)未成年者の養母氏名n ≠ スペースであるこ
と

20 (No.38)離婚の種別区分 ＝ 2(調停),3(審判),4(判決),5(和解),6(認諾)の時,
((No.39)離婚の申立人区分 ≠ スペースかつ(No.40)離婚の成立･確定日 ≠ スペース)かつ
((No.50)届出人資格1、(No.51)届出人資格2一方が ≠ ZEROかつ他方が ＝ ZERO)であること

24-3

24
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No

27

28

29

30

32

33

35

人事訴訟法(H16.4)によ
り、5,6を追加

9/28

画面ID

版 頁

平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21

内容 出力エラーメッセージ

(No.61)未成年者の親権者区分n ＝ 1の時、(No.54)未成年者の父氏名n ≠ スペースであること

(No.24)妻の外国人区分 ＝ 0の時、　(No.26)妻の筆頭者区分 ≠ スペースであること

備考

処理名 画面名

2.0関連チェック表(3/3)

36

37

(No.8)本非区分 ＝ 1(本籍)の時、
(No.12)夫の外国人区分 ＝ 0　または　(No.24)妻の外国人区分 ＝ 0(日本人)であること

(No.46)裁判所所在国 ＝ スペース　の時、
(No.47)外国裁判所名 ＝ スペースであること

(No.45)離婚の方式 ≠ スペースの時、
(No.46)裁判所所在国 ＝ スペース　かつ　(No.47)外国裁判所名 ＝ スペースであること

(No.46)裁判所所在国 ≠ スペース　かつ(No.47)外国裁判所名 ≠ スペースの時、
(No.45)離婚の方式 ＝ スペースであること。

(No.44)称する氏 ≠ スペースの時、
(No.41)戸籍変動区分 ＝ 2(新戸籍編製　(夫))　または　4(新戸籍編製　(妻))であること

(No.44)称する氏 ≠ スペースの時、
(No.44)称する氏 ＝ (No.43)新筆頭者(氏のみ)　であること

35-3

35-4

(No.60)未成年者の養父母との続柄n ＝ スペースの時、
(No.58)未成年者の養父氏名n ＝ スペース　かつ　(No.59)未成年者の養母氏名n ＝ スペースである
こと

(No.61)未成年者の親権者区分n ＝ 2の時、(No.55)未成年者の母氏名n ≠ スペースであること

(No.61)未成年者の親権者区分n ＝ 3の時、(No.58)未成年者の養父氏名n ≠ スペースであること

(No.61)未成年者の親権者区分n ＝ 4の時、(No.59)未成年者の養母氏名n ≠ スペースであること

(N0.12)夫の外国人区分 ＝ 0の時、　(No.14)夫の筆頭者区分 ≠ スペースであること

(No.11)届出区分 ＝ 1(創設)の時、
(No.38)離婚の種別区分 ＝ 1(協議離婚)　かつ　(No.45)離婚の方式 ＝ スペースであること

作成日付 改訂日付

　離婚届

35-1

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

審査(離婚届) システム化調査研究会

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

31-1

26

31

関連エラーがあります。正しく
入力して下さい。

(No.11)届出区分 ＝ 2(報告)の時、
(No.38)離婚の種別区分 ＝ 2(調停),3(審判),4(判決),5(和解),6(認諾)または、
(No.38)離婚の種別区分 ＝ 1(協議離婚)　かつ　(No.45)離婚の方式 ≠ スペースであること

35-2 (No.46)裁判所所在国 ≠ スペース　の時、
(No.47)外国裁判所名 ≠ スペースであること

34
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No

40

46

47

48

49

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(3-1/3) 　離婚届

41

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

38

39

42

43

44 (No.41)戸籍変動区分 ＝ 2(新戸籍編製(夫))の時、
(No.16)夫の漢字氏名の｢名｣ ＝ (No.43)新筆頭者の｢名｣であること

(No.12)夫の外人区分 ＝ 1(外国人)　かつ　(No.24)妻の外人区分 ＝ 1(外国人)の時、
(No.14)夫の筆頭者区分 ＝ スペース　かつ　(No.26)妻の筆頭者区分 ＝ スペースであること

43-2

関連エラーがあります。正しく
入力して下さい。

(No.17)夫の住所 ＝ スペースの時、(No.18)夫の世帯主 ＝ スペース　であること

(No.18)夫の世帯主 ≠ スペースの時、(No.17)夫の住所 ≠ スペース　であること

(No.37)筆頭者の｢氏｣との
チェックはNo.14-1,No.16-1

43-1

45

(No.29)妻の住所 ＝ スペースの時、(No.30)妻の世帯主 ＝ スペース　であること

(No.30)妻の世帯主 ≠ スペースの時、(No.29)妻の住所 ≠ スペース　であること

(No.41)戸籍変動区分 ＝ 1(元の戸籍に戻る　(夫))　または3(元の戸籍に戻る　(妻))かつ
(No.42)新本籍 ＝ 管内の時、
(No.43-2)戻る戸籍での筆頭者区分 ≠ スペースかつ
(No.43-3)届後戸籍での配偶者区分 ≠ スペースであること

(No.41)戸籍変動区分 ＝ 2(新戸籍編製 (夫)) または 4(新戸籍編製 (妻))または、5(変動なし)の
時、
(No.43-2)戻る戸籍での筆頭者区分 ＝ スペースかつ
(No.43-3)届後戸籍での配偶者区分 ＝ スペースであること
(No.40)離婚の成立･確定日 ≦ (No.3)受領日　であること

(No.12)夫の外人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.24)妻の外人区分 ＝ 1(外国人)の時、
(No.14)夫の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　かつ　(No.26)妻の筆頭者区分 ＝ スペース　であること

(No.12)夫の外人区分 ＝ 1(外国人)　かつ　(No.24)妻の外人区分 ＝ 0(日本人)の時、
(No.26)妻の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　かつ　(No.14)夫の筆頭者区分 ＝ スペース　であること

(No.12)夫の外人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.24)　妻の外人区分 ＝ 0(日本人)の時、
(No.14)夫の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　かつ　(No.26)妻の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)　または
(No.14)夫の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)　かつ　(No.26)妻の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　であること

(No.12)夫の外人区分 ＝ 0(日本人)　かつ　(No.24)妻の外人区分 ＝ 0(日本人)の時、
(No.16)夫の漢字氏名の｢氏｣ ＝ (No.28)妻の漢字氏名の｢氏｣であること

(No.41)戸籍変動区分 ＝ 4(新戸籍編製(妻))の時、
(No.28)妻の漢字氏名の｢名｣ ＝ (No.43)新筆頭者の｢名｣であること

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 10/28

改訂日付
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YES /

NO

/

YES

YES 不受理

NO 画面項目修正(審査完了しない）

NO /

/

/

YES /

NO

R2.1版で(1-4)～(1-10)を削除

/

/

0 /

NO /

/

R2.1(離婚119)

R2.1(離婚119)

R2.1(離婚117)

R2.1(離婚117)

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 11/28

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(0-7)確認メッセージ(YES,NO) (0-8)本紙へ

　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示する

(1-3)本紙へ

(0-1)受領日=送付日の場合、

確認メッセージ(YES,NO)｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣

(1)離婚の種別(1:協議,2:調停,3:審判,4:判決,5:和解,6:認諾)

(1-1)離婚の成立･確定日≠スペースである(YES,NO)

(1-2)確認メッセージ

処理名 3.0 審査 (1-1/8) 備考

不受理

(0-2)本紙へ

(0-3)→(0-6)へ

(0-4)→ (0-5)本紙へ

1

YES

0

1

1

YES

0

(0-9)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示する (0-11)本紙へ

(0-10)→

(0-12)→(1)へ

(1-15)エラーメッセージ

｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(1-17)→(43)へ

人事訴訟法(H16.4)により、種別:5,6を追加

(1-3-3)本紙へ

(1-14-1)本紙へ

(1-16)本紙へ

(1-19-1)本紙へ

審査結果入力へ

｢外国の方式により離婚が成立した旨の証書又は証明書の添付がありますか?｣を表示
(YES,NO)

(1-3-1)→(1-11)へ

(1-11)夫の外人区分(0:日本人、1:外国人)

(1-12)妻の外人区分(0:日本人、1:外国人)

(1-13)→(43)へ

(1-14)確認メッセージ

｢証書提出は外国人のみからの届出ですか?｣を表示(YES,NO)

(1-3-2)→

(1-18)妻の外人区分(0:日本人、1:外国人)

(1-19)確認メッセージ

(0-6)(夫の外人区分=0:日本人 かつ 夫の漢字氏名の名が未入力)　または

　　 (妻の外人区分=0:日本人 かつ 妻の漢字氏名の名が未入力)　(YES,NO)
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NO /

/

/

0 /

YES /

YES /

NO

/

YES /

YES /

1

不受理

不受理

NO

NO

NO

NO 法例16･14

0

1

0 (15)本紙へ

(18)本紙へ

処理名 3.0 審査 (1-2/8) 備考

1

平元.10.2民二3900号通達第2の1･第8の1(1)

不受理

1

(9)本紙へ

(1-24)本紙へ

(6)本紙へ

1

YES

1

0

｢証書提出は外国人のみからの届出ですか?｣を表示(YES,NO)

(1-20)エラーメッセージ

｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(1-21)本紙へ
審査結果入力へ

(1-22)→(43)へ

(14)確認メッセージ

｢妻の住民票の写が添付されていますか?｣を表示

(16)→(43)へ

(17)確認メッセージ

｢妻の在留カード等が添付され、在留期間(1年)を過ぎていますか?｣を
表示

(19)→(43)へ

(20)エラーメッセージ｢準拠法が不明です。｣を表示

YES

(20-1)本紙へ

(1-23)エラーメッセージ

｢外国人同士が国外で協議離婚した旨の届出は受理できません。｣を表示

(2)夫の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(3)妻の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(4)→(43)へ

(5)確認メッセージ

｢夫の住民票の写が添付されていますか?｣を表示

(7)→(43)へ

(8)確認メッセージ

｢妻の在留カード等が添付され、在留期間(1年)を過ぎていますか?｣を
表示

(10)→(43)へ

(11)エラーメッセージ｢準拠法が不明です。｣を表示

(13)妻の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(12)本紙へ

平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 12/28

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会
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/

YES /

YES /

NO

/

/

0 /

/

YES /

/

2,3,
4,5,
6

NO

NO

不受理

Nのとき、不受理

法例16･14

不受理

Nのとき、不受理

戸77･63 Nのとき、不受理

(25)本紙へ

(30)本紙へ

NO

処理名 3.0 審査 (2/8) 備考

(21)夫の国籍 ＝ 妻の国籍 である。(YES,NO)

(22)確認メッセージ

｢夫婦の本国法により協議離婚を日本法に従って行えますか?｣を表示

(23)本紙へ

(23-3)本紙へ

(23-5)本紙へ

頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 13/28

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

1

1

不受理

版

(33)本紙へ

(37)本紙へ

(40)本紙へ

｢日本国内で行われた裁判離婚ですか?｣を表示

(35)→(38)へ

(36)エラーメッセージ

｢外国人同士の国外で行われた裁判離婚届は受理できません。｣を表示

(38)離婚の種別(2:調停,3:審判,4:判決,5:和解,6:認諾)

(39)確認メッセージ

｢調停･和解･認諾調書の謄本の添付がありますか?｣を表示

(23-1)→(43)へ

(23-2)エラーメッセージ

　｢日本法の方式に従って協議離婚はできません。｣を表示

(23-4)確認メッセージ

｢夫婦の住所の登録が明らかになる書類が添付され、常居所が日本で
すか?｣を表示

(23-6)→(43)へ

(24)エラーメッセージ　｢準拠法が不明です。｣を表示

(26)夫の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(27)妻の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(28)→(38)へ

(29)確認メッセージ

｢妻の国籍を証明するものがありますか?｣を表示

(31)妻の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(32)確認メッセージ

｢夫の国籍を証明するものがありますか?｣を表示

(34)確認メッセージ

1

0

1

2

NO

0

1

1

YES
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/

/

/

YES /

NO

/

/

1 /

/

/

YES /

NO

/

/

1

2

(59)～(62)は削除

不受理

(49)～(52)は削除

不受理

(48)本紙へ

(52)

14/28

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

人事訴訟法(H16.4)　Nのとき、不受理

人事訴訟法(H16.4)　Nのとき、不受理

戸77･63　Nのとき、不受理

戸77･63　Nのとき、不受理(41-1)本紙へ

4 (42-1)本紙へ

(42-3)本紙へ5

3

改訂日付

処理名 3.0 審査 (3/8) 備考

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22

(42-5)本紙へ

/

(41)確認メッセージ

｢審判書及び確定証明書がありますか?｣を表示

(58)本紙へ

(62)

(42)確認メッセージ

｢判決の謄本及び確定証明書がありますか?｣を表示

(42-2)確認メッセージ

｢調停･和解･認諾調書の謄本の添付がありますか?｣を表示

(42-4)確認メッセージ

｢調停･和解･認諾調書の謄本の添付がありますか?｣を表示

(60)

(61)

(63)→(63-1)へ

1

0

0

(43)本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(44)夫の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(45)夫の身分事項に婚姻がある(YES,NO)

(46)→(54)へ

(47)エラーメッセージ｢夫に婚姻事項がありません。｣を表示

(49)

(50)

(51)

(53)→(54)へ

(54)妻の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(55)妻の身分事項に婚姻がある(YES,NO)

(56)→(63-1)へ

(57)エラーメッセージ｢妻に婚姻事項がありません。｣を表示

(59)

6
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/

/

YES /

NO

/

YES /

NO

NO /

NO /

/

/

YES /

NO

/

YES /

NO

NO /

NO /

(63-16)妻の外人区分=0:日本人(YES,NO)

(63-17)妻の父の氏名 ＝ スペース又は妻の母の氏名=スペース(YES,NO)

不受理

YES

NO

YES

不受理

YES

NO

(63-18)確認メッセージ(YES,NO)

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(63-20)→(63-31)へ

(63-21)→

(63-23)妻の父母との続柄=30(女)である(YES,NO)

(63-24)確認メッセージ(YES,NO)

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはあり
ませんね?｣

(63-26)→(63-31)へ

(63-27)→

(63-29)→(63-31)へ

(63-30)→(63-31)へ

処理名 3.0 審査 (3-1/8) 備考

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 15/28

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES

不受理

不受理

(63-7)本紙へ

(63-10)本紙へ

(63-13)本紙へ

(63-19)本紙へ

(63-22)本紙へ

(63-25)本紙へ

(63-28)本紙へ

(63-1)夫の外人区分=0:日本人(YES,NO)

(63-2)夫の父の氏名=スペース又は夫の母の氏名=スペース(YES,NO)

(63-3)確認メッセージ(YES,NO)

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(63-5)→(63-16)へ

(63-6)→

(63-8)夫の父母との続柄 ＝ 10(男)である(YES,NO)

(63-9)確認メッセージ(YES,NO)

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはあり
ませんね?｣

(63-11)→(63-16)へ

(63-12)→

(63-14)→(63-16)へ

(63-15)→(63-16)へ

YES

YES

(63-4)本紙へ
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/

YES /

YES /

NO

NO

NO /

/

YES /

YES /

NO

NO

NO /

【戸籍法30条3項チェック】

不受理

(参考)S50.4.30民二第2221号民事二課長回答

YES

NO

YES

YES

NO

YES

作成者

(参考)S53.7.22民二第4184号通達

(参考)S55.1.18民二第680号通達

(参考)S53.7.22民二第4184号通達

(参考)S55.1.18民二第680号通達

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 16/28

改訂日付

(63-40)→

(63-42)→(63-43)へ

【戸籍法30条3項チェック】

不受理

(参考)S50.4.30民二第2221号民事二課長回答

備考

(63-31)離婚の届出人が夫のみ　かつ　戸籍変動区分=4(新戸籍編製(妻))である(YES,NO)

(63-32)確認メッセージ(YES,NO)

｢妻から新戸籍を編製する申出又はそれに準ずる事項がありますか。｣

(63-34)→(64)へ

(63-35)確認メッセージ(YES,NO)

｢妻は従前の戸籍に戻れませんね。｣

(63-37)確認メッセージ(YES,NO)

｢新本籍は妻の従前の本籍と同一の場所ですね。｣

(63-39)→(64)へ

作業名

処理名 3.0 審査 (3-2/8)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作成日付

(63-54)→(64)へ

(63-33)本紙へ

(63-36)本紙へ

(63-38)本紙へ

(63-41)本紙へ

(63-45)本紙へ

(63-48)本紙へ

(63-50)本紙へ

(63-53)本紙へ

(63-43)離婚の届出人が妻のみ　かつ　戸籍変動区分=2(新戸籍編製(夫))である(YES,NO)

(63-44)確認メッセージ(YES,NO)

｢夫から新戸籍を編製する申出又はそれに準ずる事項がありますか。｣

(63-46)→(64)へ

(63-47)確認メッセージ(YES,NO)

｢夫は従前の戸籍に戻れませんね。｣

(63-49)確認メッセージ(YES,NO)

｢新本籍は夫の従前の本籍と同一の場所ですね。｣

(63-51)→(64)へ

(63-52)→
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/

/

/

/

/

/

2 /

NO

1

1

/

/

/

/

/

/

4 /

NO

1

1

/

/

1

R2.1(誤修正)

R2.1(誤修正)

不受理

R2.1 17/28

[3.1]

(74-2)→(86)へ

(74-1)審査(復籍先の筆頭者区分･配偶者区分)へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(70)本紙へ

不受理

(78)妻の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(79)エラーメッセージ

｢戸籍変動に係わる情報が正しくありません。｣を表示

(81)→(86)へ

処理名 3.0 審査 (4/8) 備考

/

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日

不受理

0

0

YES

1

(64)戸籍変動区分

(1:元の戸籍に戻る(夫),2:新戸籍編製(夫),3:元の戸籍に戻る(妻),4:新戸籍編製(妻),5:変動なし)

(65)夫の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(66)夫の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

(67)新本籍及び新筆頭者に入力がある(YES,NO)

(68)戸籍変動区分(1:元の戸籍に戻る(夫),2:新戸籍編製(夫))

[3.1](68-1)審査(復籍先の筆頭者区分･配偶者区分)へ

(69)エラーメッセージ

(68-2)→(86)へ

(68-3)→(86)へ

｢戸籍変動に係わる情報が正しくありません。｣を表示

(76)本紙へ

1.2

YES

3

1

0 (80)本紙へ

(71)妻の外人区分(0:日本人,1:外国人)

(72)妻の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

(73)新本籍及び新筆頭者に入力がある(YES,NO)

(74)戸籍変動区分(3:元の戸籍に戻る(妻),4:新戸籍編製(妻))

(74-3)→(86)へ

(75)エラーメッセージ

｢戸籍変動に係わる情報が正しくありません。｣を表示

(77)夫の外人区分(0:日本人,1:外国人)

/

5

0

3.4

0

0
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/

/

/

(90)(93)を削除

YES /

NO 不受理

/

YES /

/

(100)(103)を削除

YES /

NO (103-3)本紙へ 不受理

民法改正(2022年4月１日)前は
20歳未満、
民法改正(2022年4月１日)後は
18歳未満で
親権者指定の有無を判定する。

R2.1(離婚116)

R2.1(離婚116)

民法改正(2022年4月１日)前は
20歳未満、
民法改正(2022年4月１日)後は
18歳未満で
親権者指定の有無を判定する。

R2.1(離婚116)

R2.1(離婚116)

1

YES

処理名 3.0 審査 (5/8)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

民819I

NO

NO

NO

備考

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 18/28

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

0

YES

(93-1)→(86)

(93-2)→ (93-3)本紙へ

NO

(99)未成年者の親権者区分n=スペース(YES,NO)

(101)確認メッセージ(YES,NO)

｢未成年者がいますが、親権指定しなくてよろしいですか?｣を表示

(102)本紙へ

(103-1)→(86)

(103-2)→

(103-4)夫の漢字氏名=未成年者の父氏名　または　未成年者の養父氏名)　かつ
(妻の漢字氏名=未成年者の母氏名　または　未成年者の養母氏名)(YES,NO)

/

(86)親権指定処理(未成年の子の人数分繰り返す)

(87)親権者指定の有無(0:無,1:有)

(88)離婚の成立・確定日≠スペース　かつ　離婚の成立・確定日<2022年4月1日の場合
 未成年者nの生年月日+20年(20歳未満)> 離婚の成立･確定日　または、
 離婚の成立・確定日≠スペース　かつ　離婚の成立・確定日≧2022年4月1日の場合
 未成年者nの生年月日+18年(18歳未満)> 離婚の成立･確定日　または、
 離婚の成立･確定日=スペース　かつ　受領日<2022年4月1日の場合
 未成年者nの生年月日+20年(20歳未満)>受領日　または、
 離婚の成立･確定日=スペース　かつ　受領日≧2022年4月1日の場合
 未成年者nの生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

(89)未成年者の親権者区分n=スペース(YES,NO)

/

YES

(94)エラーメッセージ
　｢親権者指定の有無に誤りがあります。｣を表示

(97-1)本紙へ

(95)未成年者の親権者区分n ＝ スペース(YES,NO)

(96)→(86)へ

(97)エラーメッセージ
　｢親権区分nに誤りがあります(未成年者でない)。｣を表示

(98)離婚の成立・確定日≠スペース　かつ　離婚の成立・確定日<2022年4月1日の場合
 未成年者nの生年月日+20年(20歳未満)> 離婚の成立･確定日　または、
 離婚の成立・確定日≠スペース　かつ　離婚の成立・確定日≧2022年4月1日の場合
 未成年者nの生年月日+18年(18歳未満)> 離婚の成立･確定日　または、
 離婚の成立･確定日=スペース　かつ　受領日<2022年4月1日の場合
 未成年者nの生年月日+20年(20歳未満)>受領日　または、
 離婚の成立･確定日=スペース　かつ　受領日≧2022年4月1日の場合
 未成年者nの生年月日+18年(18歳未満)>受領日(YES,NO)

/

YES (92)本紙へ(91)確認メッセージ(YES,NO)

｢未成年者がいますが、親権指定しなくてよろしいですか?｣を表示
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YES /

NO 不受理※入力誤りであるため。

/

YES /

/

0 /

/

YES /

/

/

/

007 /

R2.1(誤修正)

R2.1(誤修正)

創設的届出の場合届出人資格1は必須入力

令和 2年 3月31日 R2.1 19/28

処理名 3.0 審査　 6/8 備考

006

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

1

NO (114)本紙へ

NO

NO

(104-2)本紙へ

(115)届出区分(1:創設、2:報告)

(116)届出人資格1(006:夫、007:妻)

(104-5)本紙へ

(108)本紙へ

創設的届出の場合届出人資格2は必須入力

1

006

標準仕様書第10版で(117-1)～(117-4)を削除

標準仕様書第10版で(116-1)～(116-7)を削除

NO

YES

(117)届出人資格2(006:夫、007:妻)

(118)エラーメッセージ
　｢届出人資格1と届出人資格2が重複しています。｣を表示

(120)→(152)へ

(119)本紙へ

(104)未成年者カウント(内部)=未成年者カウント(内部)+1→(86)へ

(104-1)確認メッセージ
｢親権区分nの親権指定は必要ですか?｣(YES,NO)

(104-3)未成年者カウント(内部)=未成年者カウント(内部)+1→(86)へ /

(104-4)→

(105)未成年者の親権者区分n=スペース(YES,NO)

(106)→(86)へ

(107)エラーメッセージ
　｢親権区分nに誤りがあります(未成年者でない)。｣を表示

(109)親権指定者の有無(0:無、1:有)

(110)→(115)へ

(111)未成年者カウント(内部)>0(YES,NO)

(112)→(115)へ

(113)エラーメッセージ
　｢親権指定者の有無に誤りがあります(親権指定なし)。｣を表示
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/

/

006 /

007

/ (124-1),(124-8)～(124-11)を削除

/

/

YES /

審査続行(応答後(125)へ)

NO /

/

/

/

YES /

NO

NO /

R2.1(離婚117)

備考

版 頁

令和 2年 3月31日 R2.1 20/28

日本及び外国の裁判離婚のケー
ス※証書提出は審査不要

YES (132)確認メッセージ

｢相手方からの10日以内の届出です。受理してもいいですか?｣を表示
(YES,NO)

(134)→(152)へ

(135)エラーメッセージ｢発収簿処理をして下さい。｣を表示

(124-2)離婚の方式=スペースである(YES,NO)

YES (124-3)受領日<離婚の成立･確定日+10日(YES,NO)

006

(124-6)本紙へ

2

007

NO.138欠番

不受理

(133)本紙へ

標準仕様書第10版で(121-1)～(121-4)を削除

(131)受領日<離婚の成立･確定日+10日(YES,NO)

(136)届出メニューへ

(137)→(152)へ

1

007

(121)届出人資格2(006:夫、007:妻)

(122)→(152)へ

(123)エラーメッセージ｢届出人資格1と届出人資格2が重複しています。｣を表示

1 創設的届出の場合届出人資格2は必須入力

不受理

処理名 3.0 審査　 7/8

(124)本紙へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

NO

(124-4)→(125)へ

(124-5)メッセージ

｢届出期間を経過しています。｣を表示

(124-7)→(125)へ

(125)離婚の申立人区分(1:夫,2:妻,スペース)

(126)届出人資格1または届出人資格2(006:夫、007:妻)

(127)→(152)へ
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/

/

YES /

NO

NO /

/

/

/

YES

NO.147欠番

不受理

Nのとき、不受理

処理名 3.0 審査　 8/8 備考

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 21/28

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(142)本紙へ

(145)届出メニューへ

(154)届出メニューへ

(139)届出人資格1または届出人資格2(006:夫、007:妻)

(140)受領日<離婚の成立･確定日+10日(YES,NO)

(141)確認メッセージ

｢相手方からの10日以内の届出です。受理してもいいですか?｣を表示
(YES,NO)

(143)→(152)へ

(146)→(152)へ

(148)→(152)へ

(151)→(152)へ

(152)称する氏=スペース(YES,NO)

(153)→

(155)確認メッセージ

｢帰化等により、復籍すべき戸籍がないですね。｣を表示

YES

006

NO

2 2

スペース

007

(144)エラーメッセージ｢発収簿処理をして下さい。｣を表示
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/

/

/

/

/

YES

NO /

NO /

/

NO

NO /

/

/

/

NO /

/

NO /

/

/

YES /

/

YES /

/

YES

YES

備考

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 23/28

(24)戸籍変動区分(1:元の戸籍に戻る(夫),3:元の戸籍に戻る(妻))

(25)新筆頭者の名=夫の漢字氏名の名である。(YES,NO)

(26)→(32)へ

処理名 3.1 復籍先の筆頭者区分･配偶者区分の審査 (2/2)

1

3

｢夫は戻る戸籍の筆頭者ではありませんね?｣を表示

Nのとき、不受理

(19)→(32)へ

(20)新筆頭者の名=妻の漢字氏名の名である。(YES,NO)

(21)確認メッセージ

｢妻は戻る戸籍の筆頭者ではありませんね?｣を表示

(23)→(32)へ

第7
2

(5)

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 22/28
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.1 復籍先の筆頭者区分･配偶者区分の審査 (1/2) 備考

Nのとき、不受理

Nのとき、不受理

(22)本紙へ

(28)本紙へ

(18)本紙へ

(11)エラーメッセージ｢戻る戸籍が除籍です。｣を表示

(13)→(43)へ

(14)戻る戸籍での筆頭者区分=0(構成員)である。(YES,NO)

(15)戸籍変動区分(1:元の戸籍に戻る(夫),3:元の戸籍に戻る(妻))

(16)新筆頭者の名=夫の漢字氏名の名である。(YES,NO)

(17)確認メッセージ

不受理

YES

YES

YES

Nのとき、不受理

(1)新本籍=管内である(YES,NO)

(2)戸籍除区分(復籍先)=0(現戸籍)である。(YES,NO)

(3)戸籍DB(復籍先)に記録されている者について順次(4)～(9)の処理を繰り返す。

(4)個人除区分=0(在籍者)かつ筆頭者区分=1(筆頭者)である。(YES,NO)

(5)戻る戸籍での筆頭者区分=1(筆頭者)である。(YES,NO)

(6)エラーメッセージ｢戻る戸籍には筆頭者がいます。｣を表示

(8)→(14)へ

(9)→(3)へ

(10)→(14)へ

YES

不受理(7)本紙へ

(12)本紙へ

(31)本紙へ

(32)戸籍除区分(復籍先)=0(現戸籍)である。(YES,NO)

3

NO

NO

NO

1

(27)確認メッセージ

｢夫は戻る戸籍の筆頭者で間違いありませんね?｣を表示

(28-1)新筆頭者の名=妻の漢字氏名の名である。(YES,NO)

(29)→(32)へ

(30)確認メッセージ

｢妻は戻る戸籍の筆頭者で間違いありませんね?｣を表示
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/

/

0 /

3

NO /

/

NO

/

/

/

NO

/

NO

NO

不受理

不受理

平成15年法律111号3条により元の戸籍には戻れない

Nのとき、不受理

平成15年法律111号3条により元の戸籍には戻れない

Nのとき、不受理

YES

YES

YES

1

3

YES

YES

(42)本紙へ

(47)本紙へ

(38)本紙へ

(35)届後戸籍での配偶者区分(0:未,3:生存配偶者)

(36)→(33)へ

(37)エラーメッセージ｢戻る戸籍には夫･妻又は生存配偶者が既にいます。｣

(39)→(33)へ

(40)→(43)へ

(41)エラーメッセージ｢戻る戸籍が除籍です。｣を表示

(43)本籍=管内(YES,NO)

(44)戸籍変動区分(1:元の戸籍に戻る(夫),3:元の戸籍に戻る(妻))

(50)本紙へ

/

(33)戸籍DB(復籍先)に記録されている者について順次(34)～(39)の処理を繰り返す。

(34)個人除区分=0(在籍者)かつ(配偶者区分=1(夫)又は2(妻)又は3(生存配偶者)である。
(YES,NO)

(45)夫の身分事項欄に性同一性障害(7003)がある。

(46)確認メッセージ

｢性同一性障害の記録があります。戸籍変動分は正しいですか?｣を表示する。

(47-1)→

(48)妻の身分事項欄に性同一性障害(7003)がある。

(49)確認メッセージ

｢性同一性障害の記録があります。戸籍変動分は正しいですか?｣を表示する。

(50-1)→

(50-2)→
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0

1

1

2

中間ファイル(届書)
共通

届区分 報告

許可日 ―

本･非本

動態区分

渉外
区分

同時決裁受領番号

ロック戸籍番号(1)

ロック戸籍番号(3)

ロック戸籍番号(4)

ロック戸籍番号(5)

戸籍番号

1

1

0

1

0

1

本籍人の場合、夫婦の戸籍番号

在外送付区分=0の時、1
在外送付区分≠0の時、2

夫外人区分 妻外人区分

0

0

動態

受理送付区分

郵送日

渉外区分 夫の外人区分
妻の外人区分

送付日

離婚届入力画面

在外送付区分 在外送付区分

郵送日

本非区分

ロック戸籍番号(2)

発送元 発送元

指示日 ―

処理日 処理日

送付日 送付日

受領日 受領日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

出張所番号 支所No

選択事件コード ― ｢10｣を引き渡す

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(届書) ←　　(引渡側)離婚入力画面処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力1/5

受取側 引渡側

受領番号 受領No

項目

名称 記号名 名称 記号名

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 24/28

改定日付

DB･ファイル名
画面名称
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決裁区分

審査の結果により、1=受理または2=
不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

何も設定されていない場合に
0:未決裁を設定

届書排他区分 0:未1:排他

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

審査(離婚届) システム化調査研究会

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考

名称

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力2/5

1平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

中間ファイル(届書)
共通

処分区分

記号名

不受理申出処分区分

(受取側)中間ファイル(届書) ←　　(引渡側)離婚入力画面

版 頁

25/28

作成日付 改定日付
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夫の住所

妻の住所

妻の世帯主

妻の父の氏名

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

夫の外人区分

夫の国籍

夫のカナ氏名

夫の世帯主

離婚届入力面面(そ
の1)

妻の母の氏名

夫の漢字氏名

父母との続柄(夫)

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

改定日付 版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 26/28

中間ファイル(届書)
事件別内容

住所地番(夫)

世帯主(夫)

住所コード(妻)

住所地番(妻)

世帯主(妻)

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力3/5

受取側 引渡側

父氏名(妻)

母氏名(妻)

妻の外人区分

妻の国籍

夫の生年月日

夫の転婚区分

妻の筆頭者区分

本籍人の場合、妻の個人番号

夫の父の氏名

夫の母の氏名

夫の父母との続柄

母氏名(夫)

妻のカナ氏名

妻の漢字氏名

名称

外人区分(夫)

国籍(夫)

カナ氏名(夫)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

カナ氏名(妻)

漢字氏名(妻)

生年月日(夫)

転婚区分(夫)

妻の個人番号

外人区分(妻)

国籍(妻)

筆頭者区分(妻)

住所コード(夫)

父氏名(夫)

筆頭者区分(夫)

名称 記号名

漢字氏名(夫)

夫の筆頭者区分

本籍人の場合、夫の個人番号

レコード番号 ―――――――

夫の個人番号

(受取側)中間ファイル(届書) ←　　(引渡側)離婚入力画面

記号名
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戻る戸籍での筆頭者区分 戻る戸籍での筆頭者区分

届後戸籍での筆配偶者区分 届後戸籍での筆配偶者区分

新筆頭者

称する氏

新本籍

届出人資格1

未成年の子の人数

届出人資格1

新本籍地番

新筆頭者カナ氏多

新筆頭者

称する氏

外国離婚方式

裁判所所在国

外国裁判所名

離婚の方式

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

裁判所所在国

外国裁判所名

未成年の子の人数

離婚届入力画面(そ
の1)

離婚届入力画面(そ
の2)

届出人資格2 届出人資格2

本籍

新本籍コード

版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 27/28

中間ファイル(届書)
事件別内容

妻の生年月日

妻の転婚区分

生年月日(妻)

転婚区分(妻)

本籍コード

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力4/5

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

戸籍変動区分

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

離婚の成立･確定日

戸籍変動区分

親権指定者の有無 親権指定者の有無

本籍地番

離婚の申立人区分 離婚の申立人区分

離婚の種別区分

筆頭者 筆頭者

離婚の種別区分

離婚の成立･確定日

父母との続柄(妻) 妻の父母との続柄

名称 記号名

作成日付 改定日付

(受取側)中間ファイル(届書) ←　　(引渡側)離婚入力画面
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未成年者nの親
権者区分

未成年者nの養
父の氏名

未成年者nの養
母の氏名

未成年者項目については、複数件数
存在する場合がある。

親権者区分
(未成年者n)

未成年者nの養
父母との続柄

母の氏名
(未成年者n)

父母との続柄
(未成年者n)

生年月日
(未成年者n)

養父の氏名
(未成年者n)

養母の氏名
(未成年者n)

養父母との続
柄
(未成年者n)

離婚届入力画面(そ
の3)

未
成
年
者
項
目

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

カナ氏名
(未成年者n)

漢字氏名
(未成年者n)

父の氏名
(未成年者n)

未成年者nのカ
ナ氏名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

処理名  4.0中間ファイル(届書)編集･出力5/5

受取側 引渡側

未成年者nの漢
字氏名

未成年者nの父
の氏名

未
成
年
者
項
目

中間ファイル(届書)
事件別内容

未成年者nの母
の氏名

未成年者nの父
母との続柄

未成年者nの生
年月日

改定日付 版 頁

審査(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 28/28

作成日付

(受取側)中間ファイル(届書) ←　　(引渡側)離婚入力画面
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3.処理概要
　　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　　(2)戸籍変動情報を確定する。
　　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。……………………(サンプル提示)
　　(7)処分決定処理に制御を渡す。

1.詳細フロー

5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(届書)

附票データベース

入力

入力
(サンプル)

中間ファイル
(30条の12第1項)

出力
(サンプル)

中間ファイル(仮受付)

中間ファイル(9条2項)

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　　 1.0 データ編集表(入力確認画面)

　　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス

　　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍(夫))
　　　　　　　　　       4.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　　       4.2 身分事項(入籍)
　　　　　　　　　       4.3 身分事項(変動なし)

　　　　　　　　　 5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍(妻))
　　　　　　　　　       5.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　　       5.2 身分事項(入籍)
　　　　　　　　　       5.3 身分事項(変動なし)

　　　　　　　　　 6.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍(子))

　　　　　　　　　       6.1 身分事項(変動なし)

　　　　　　　　　 7.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　 　   7.1 夫
　　　　　　　　　      7.2 妻

　　　　　　　　　 8.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)…(サンプル提示)

　　　　　　　　　     夫
　　　　　　　　　     妻

名称 入出力区分

出力

名称 入出力区分

中間ファイル(仮戸籍) 出力

第7
2

(5)
システム環境仕様書

2.使用DB･ファイル一覧

出力

入力確認(離婚届) 平成11年3月1日 2.1 1/41

改定日付作業名 作成者 作成日付 版 頁

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

入力確認

(離婚届)
中間ファイル

(仮戸籍)

処分決定

(仮受付)

入力確認

(離婚届)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(届書)

中間ファイル

(30条の12

第1項)

附票

データベース

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(仮受付)(サンプル)
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/

/

/

/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

/

NO /

/

/

YES /

NO /

/

(14)子の戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。

身分事項(変動なし) (15)子の変動なし事項の編集

YES

YES

(19)夫について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。

身分事項(除籍)

身分事項(入籍)

身分事項(変動なし)

(11)妻の除籍事項の編集

(12)妻の入籍事項の編集

(13)妻の変動なし事項の編集

[8.2]

(13-1)妻は在外選挙人である(YES,NO)

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確
認し、よければ実行キーを押下してください。｣を表示する

実行キー (3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照
し、事件本人の戸籍変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。

身分事項(除籍)

身分事項(入籍)

[6.1]

[7.1]

(17)在外送付区分=0:受理分　又は　2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(16)→(17)

(20)→(21)

(18)夫の外人区分=0:日本人である(YES,NO)

[8.1]

[5.1]

[5.2]

[5.3]

[4.1]

[4.2]

[4.3]

[3.0]

(21)妻の外人区分=0:日本人である(YES,NO)

(13-2)妻について中間ﾌｧｲﾙ(30条の12第1項)を編集･出力する。

(9-2)夫について中間ﾌｧｲﾙ(30条の12第1項)を編集･出力する。

(13-3)→(14)

(10)妻の戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。

身分事項(変動なし)

(8)夫の入籍事項の編集

(9)夫の変動なし事項の編集

(9-3)→(10)

(9-1)夫は在外選挙人である(YES,NO)

(7)夫の除籍事項の編集

処理名 0.0　本紙　1/2 備考

(6)夫の戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場合届
出ファイルから画面編集をおこなう

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

[1.0]

[2.0]

/

/

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 2/41

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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YES

NO

NO

/

ある

なし

/

ある

なし

PF7

PF8

頁

(31)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

[7.2]

(34)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(27)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(32)次ページ分の｢離婚届｣画面を編集

(26)審査に制御を渡す

(28)前ページ分の｢離婚届｣画面を編集

(25)届出選択に制御を渡す

(23)処分決定に制御を渡す

(29)同画面を編集する

(33)同画面を編集する

(22)妻について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。

→

→

→

→

(24)業務選択に制御を渡す

備考0.0　本紙　2/2

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 3/41
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名

第7
2

(5)

→

(36)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(35)エラー履歴表示に制御を渡す

(37)同画面を編集する

PF11

その他

(30)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

PF1

PF2

PF5
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夫の転婚区分 転婚区分(夫)

夫の世帯主

受領NO

住所地番(夫)

世帯主(夫)

父氏名(夫)

母氏名(夫)

郵送日

動態区分

筆頭者区分(夫)

カナ氏名(夫)

中間ファイル(届書)
共通

中間ファイル(届書)
事件別内容

漢字氏名(夫)

離婚届確認画面(そ
の1)

郵送日

動態

夫の筆頭者区分

夫のカナ氏名

夫の漢字氏名

夫の住所 住所コード(夫)

夫の生年月日 生年月日(夫)

夫の父母との続柄 父母との続柄(夫)

夫の父の氏名

夫の母の氏名

報告 届出区分

夫の国籍 国籍(夫)

送付日

処理名 1.0確認画面(離婚届)表示　1/4

受取側 引渡側

(受取側)離婚届確認画面

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受領番号

在外送付区分 在外送付区分

発送元 発送元

送付日

支所NO

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/41

出張所番号

←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

夫の外人区分 外人区分(夫)

システム日付 システム日付

画面ID 画面ID

受領日 受領日

本･非本 本非区分

処理日 処理日
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戸籍変動区分

新本籍地番

戻る戸籍での筆頭者区分

称する氏

本籍コード

離婚の種別区分

本籍地番

新本籍コード新本籍

離婚届確認画面(そ
の1)

離婚届確認画面(そ
の2）

妻の外人区分

妻の国籍

妻の筆頭者区分

妻のカナ氏名

妻の父の氏名

離婚の成立･確定日 離婚の成立･確定日

中間ファイル(届書)
事件別内容

妻の住所

届後戸籍での配偶者区
分

届後戸籍での配偶者区分

称する氏

新筆頭者 新筆頭者

戻る戸籍での筆頭者区
分

離婚の申立人区分 離婚の申立人区分

戸籍変動区分

筆頭者 筆頭者

離婚の種別区分

妻の父母との続柄 父母との続柄(妻)

本籍

妻の生年月日 生年月日(妻)

妻の転婚区分 転婚区分(妻)

住所地番(妻)

筆頭者区分(妻)

妻の母の氏名 母の氏名(妻)

妻の世帯主 世帯主(妻)

父の氏名(妻)

頁

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0確認画面(離婚届)表示　2/4

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

住所コード(妻)

妻の漢字氏名

外人区分(妻)

漢字氏名(妻)

入力確認(離婚届) システム化調査研究会

国籍(妻)

カナ氏名(妻)

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/41

(受取側)離婚届確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

改定日付 版

 7-2-(5)-9-34



届出人資格1

未成年の子の人数 未成年者の子の人数

届出人資格1

裁判所所在国

親権指定者の有無

届出人資格2

裁判所所在国

親権指定者の有無

届出人資格2

処理名 1.0確認画面(離婚届)表示　3/4

受取側 引渡側

(受取側)離婚届確認画面

中間ファイル(届書)
事件別内容

離婚届確認画面(そ
の2)

離婚の方式 外国離婚方式

外国裁判所名 外国裁判所名

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

←(引渡側)中間ファイル(届書)

頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版
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未成年者nの生
年月日

未成年者nの養
父の氏名

未成年者nの養
母の氏名

未成年者nの養
父母との続柄

未成年者nの親
権者区分

養父母との続
柄
(未成年者n)

養母の氏名
(未成年者n)

養父の氏名
(未成年者n)

親権者区分
(未成年者n)

カナ氏名
(未成年者n)

漢字氏名
(未成年者n)

父の氏名
(未成年者n)

母の氏名
(未成年者n)

父母との続柄
(未成年者n)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

生年月日
(未成年者n)

離婚届確認画面(そ
の3)

未
成
年
者
項
目
n
件

未
成
年
者
項
目
n
件

未成年者nのカ
ナ氏名

未成年者nの漢
字氏名

未成年者nの父
の氏名

未成年者nの母
の氏名

未成年者nの父
母との続柄

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

処理名

DB･ファイル名
画面名称

令和　年　月　日 1 7/41

(受取側)離婚届確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

名称 記号名

1.0確認画面(離婚届)表示　4/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

作成日付 改定日付 版 頁

項目

名称 記号名
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1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○ - - - - ○

6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ - - - - ○

11 - - ○ ○ ○ - - - - - -

12 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 ○ ○ ○ ○ - - - - ○

17 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 ○ ○ ○ ○ - - - - ○

A.1
B.1
C.1
D.1

婚前に戻る者

○22 ○ ○ ○ ○ ○

-

- - -

夫(4.3)
子(6.1)

妻(5.2)

-

妻(5.1)

- - -

夫(4.2)

妻(5.2)

- - -

- - -

-

妻(5.2)

- - -

夫(4.2)

妻(5.3)

妻(5.3)

妻(5.3) 夫(4.2)

妻(5.3)

夫(4.3) 妻(5.2)

夫(4.3)

夫(4.3) 妻(5.2)

夫(4.3)

妻(5.1)

妻(5.1)

妻(5.1)

妻(5.1)

- -

夫(4.2)

- -

夫(4.3)

妻(5.3)

-

-

-

-

夫(4.1)

-

-

夫(4.1)

夫(4.1)

夫(4.1)

もとの戸籍へ 新戸籍

管
内

管
外

管
内

管
外

　
新
戸
籍
編
製

　
一
部
除
籍

　
一
部
記
載

夫婦の戸籍 もとの戸籍

C.1
D.1

　
変
動
な
し

C.2

夫 妻

項
番

構成

筆
頭
者

構
成
員

筆
頭
者

変
動
な
し

作成日付

現在の夫
婦の戸籍

管
内

管
外

夫

日本人

外
国
人

妻

日本人

構成

構
成
員

外
国
人

戻る者の本籍 親権指定
有無

有 無

改定日付

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　1/3

版 頁

　入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/41

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者
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32 ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 ○ ○ ○ ○ - - - - ○

　
一
部
除
籍

C.2
外
国
人

日本人

外
国
人

○ ○ ○

○ ○ ○

管
外

管
内

管
外

有 無筆
頭
者

構
成
員

筆
頭
者

変
動
な
し

もとの戸籍へ 新戸籍

夫 妻
構
成
員

9/41

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　2/3

項
番

現在の夫
婦の戸籍

夫 妻 婚前に戻る者 戻る者の本籍 親権指定
有無

夫婦の戸籍 もとの戸籍 　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

日本人 　
変
動
な
し

　
一
部
記
載

C.1
D.1

管
内

管
外

構成 構成

管
内

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

　入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

23

24

25

26

27

28

29

30

31

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ - - - - ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ - - - - ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

夫(4.3)
子(6.1)

妻(5.1)

妻(5.1)
夫(4.3)
子(6.1)

夫(4.1)
妻(5.3)
子(6.1)

夫(4.2)

夫(4.1)
妻(5.3)
子(6.1)

妻(5.2)

- -

妻(5.3)
子(6.1)

夫(4.3)
子(6.1)

妻(5.2)

夫(4.2)

夫(4.1)
妻(5.3)
子(6.1)

夫(4.1)
妻(5.3)
子(6.1)

妻(5.1)
夫(4.3)
子(6.1)

- - -

妻(5.2)

- - -

-

-

-

-
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37 ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 ○ ○ ○ ○ - - - - ○

　

夫(4.2)

-

夫(4.2)

- - - -

- - -

項
番

版 頁

　入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/41

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表　3/3

現在の夫
婦の戸籍

　
新
戸
籍
編
製

　
一
部
除
籍

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付

もとの戸籍

外
国
人

日本人

外
国
人

夫 妻

変
動
な
し

もとの戸籍へ 新戸籍 　
変
動
な
し

C.2

夫 妻 婚前に戻る者 戻る者の本籍 親権指定
有無

夫婦の戸籍

　ひな型使用時の補足説明
(1)C1:個人特定(入籍)編集
　 ･戸籍変動区分 ＝ 1 OR 3(元の戸籍に戻る)の場合、戻る戸籍での筆頭者区分　→　筆頭者区分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 届後戸籍での配偶者区分　→　配偶者区分　をそれぞれ設定する
　 ･戸籍変動区分 ＝ 2 OR 4(新戸籍編製)の場合、　1(筆頭者)　　　　　　　　 →　筆頭者区分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0(未)　　　　　　　　　　 →　配偶者区分　をそれぞれ設定する
(2)C2:個人特定(記録)編集

　 ･夫および妻の配偶者区分は 0(未)を設定する
　　(元の戸籍に戻る場合や新戸籍編製で除籍となる者についても、配偶者区分を設定すること)

C.2
　
一
部
記
載

C.1
D.1

管
内

管
外

構成 構成

管
内

管
外

管
内

管
外

有 無筆
頭
者

構
成
員

筆
頭
者

構
成
員

- - - -

A.1
B.1
C.1
D.1

日本人
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離婚の方式≠スペースの時、1(証書提出)、以外は0(届出)

届出人資格 届出人氏名

妻の氏名

006 2 ｢申立人｣ 夫の氏名

3,4,5,6 ｢訴提起者｣ 夫の氏名

007

妻の氏名

届出人資格区分2 妻の氏名 申立人区分 届出人資格1 or 2 離婚の種別

届出人資格名称2
-

｢申立人｣

3,4,5,6 ｢訴提起者｣

｢相手方｣ 妻の氏名

届出人氏名2 2 006 - ｢相手方｣ 夫の氏名

007 2

1

届出人資格区分1 届出人資格1 条件(1-1)離婚の種別=1(協議)の場合、スペース

届出人資格名称1 届出人資格2

届出人氏名1 夫の氏名 　(2)離婚の種別≠1(協議)の場合
　　 届出人資格1及び届出人氏名1に以下の項目を設定

関連受領番号 ―――――――― 受領番号+1(77条の2届の受領番号)

指示日 ――――――――

発日 ――――――――
郵送日 郵送日

本非区分 本非区分
渉外区分 渉外区分

届出区分=2の場合、移送
事件発生時分 ――――――――

受理送付区分 受理送付区分
事件発生日時 ――――――――

離婚の種別=1の時は、｢1001｣
離婚の種別=2の時は、｢1002｣
上記以外は、　　　　｢1003｣

受付日 受領日または送付日 送付日≠スペースの場合、送付日

離婚届の受領番号
出張所番号 出張所番号

中間ファイル(仮受
付)共通

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード
――――――――

事件発生日 離婚の成立･確定日

証書提出区分 ――――――――
発送日 ――――――――

収日 ――――――――

許可日 ――――――――

名称 記号名

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付)編集･出力　1/3

受取側 引渡側  コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18 11/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

 7-2-(5)-9-40



戸籍変動区分 ＝ 1,3のとき｢1｣,2,4のとき｢2｣,その他はスペース

決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

届後本籍が非本　かつ　在外送付区分
=1(受理分)の場合　1(未到着)を設定。

上記以外は,0(不要)を設定。

届書送付目録区分

――――――――

本非区分=1(本籍)の場合、1(送付要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。

*本非区分は、共通部を用いる。

戸籍変動区分=1,2,3,4の場合に設定
する。
上記以外はスペース。

届後本籍 新本籍地番

届後戸籍の筆頭者 新筆頭者

中間ファイル(仮受
付)共通

届後本籍区分 中間ファイル(届書)

届後本籍コード 新本籍コード

送達確認1

――――――――

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力　2/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

　入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/41
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送達確認2 事件本人の現戸籍が(本非区分=2)か
つ(在外送付区分=0)の場合、1(未到
着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

本籍 本籍地番

漢字氏名 夫または妻の漢字氏名

カナ氏名 夫または妻のカナ氏名

行番号

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

事件本人区分

生年月日 夫または妻の生年月日

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

夫の場合、12(夫)
妻の場合、13(夫)

中間ファイル(仮受
付)

本籍コード 本籍コード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届出人区分

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力　3/3

受取側 引渡側

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

改訂日付 版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 13/41

離婚の種別≠1で夫の場合、

届出人資格1または2=006(夫)のとき1を設定。
それ以外は0を設定。
妻の場合、
届出人資格1または2=007(妻)のとき1を設定。
それ以外は0を設定。

離婚の種別=1の場合、

夫及び妻の場合は1を設定
但し、離婚の成立確定日≠0の場
合、
夫、妻が外国人であれば、0を設定

           ※事件本人情報の出力順位は、氏を改めない者を先に出力する。
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離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースかつ届出人
が妻から一方のみの場合に｢妻｣を設定

証書提出日 受領日 離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースのときのみ

離婚の種別≠1のときのみ

届出
人

資格

――――――――

離婚の種別≠1かつ届出人資格
1or2=007の場合、｢妻｣を設定資格名称

届出日 受領日

裁判所 裁判所所在国
外国裁判所名

｢裁判所所在国｣+｢外国裁判所名｣

離婚の方式 離婚の方式

配偶者の国籍 ――――――――

配偶者氏名 妻の氏名

離婚種別=6のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚除籍日 ――――――――

離婚の請求認諾日 離婚の成立日･確定日

離婚種別=2のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚の裁判確定日 離婚の成立日･確定日

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=ス
ペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

離
婚

離婚日 受領日
離婚の成立日･確定
日

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=スペースの時、受領
日　離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースの時、
離婚の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚の調停成立日 離婚の成立日･確定日

事件発生日

受領日
離婚の成立日･確定
日

離婚種別=3,4のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の和解成立日 離婚の成立日･確定日 離婚種別=5のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

｢1001｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

｢0｣を移送

タイトルコード ―――――――― ｢1001｣を移送

行番号 ――――――――

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項　夫

個人番号 中間ファイル(届書) 個人番号(夫)

出力区分 ――――――――

証書提
出者

資格
資格名称 ――――――――

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項(除籍)の編集･出力　1/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 14/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ―――――――― 妻証書提出
上記内容は審査結果入力で設定

記録日 ――――――――

戸籍変動区分=2かつ夫の転婚区分=1
の場合のみ

入
籍

戸
籍

本籍 新本籍 戸籍変動区分=1のときのみ

筆頭者

離婚後の氏 新筆頭者の氏名
(氏のみ)

除
戸
籍

新本籍 新本籍 戸籍変動区分=2のときのみ

称する氏

除籍日 処理日

新筆頭者

筆頭者 ――――――――

本籍 ――――――――

許可書謄本の
送付を受けた
日

入籍日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

送付日≠スペースのときのみ

受理者 発送元

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

送
付

送付を受けた日 中間ファイル(届書) 送付日

――――――――

入
戸
籍

従
前

戸
籍

許
可

許可日 ――――――――

称する氏

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項(除籍)の編集･出力　2/2

受取側 引渡側

　入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 15/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁
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届
出

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定
日

受領日
離婚の成立日･確定
日

離婚日

離婚の裁判確
定日

離婚の和解成
立日

離婚の請求認
諾日

裁判所

資格名称

届出
人

資格
資格名称

資格

離
婚

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=スペースの時、受領
日　離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースの時、
離婚の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚種別=3,4のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚種別=5のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚種別=6のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

――――――――

中間ファイル(届書)

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースのときのみ

離婚の種別≠1かつ届出人資格
1or2=007の場合、｢妻｣を設定

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースかつ届出人
が妻から一方のみの場合に｢妻｣を設定

受領日

離婚の方式

受領日

裁判所所在国
外国裁判所名

――――――――

――――――――

妻の氏名

――――――――

離婚の成立日･確定
日

離婚の成立日･確定
日

――――――――

――――――――

――――――――

届出日

証書提出日
証書提
出者

離婚除籍日

配偶者氏名

離婚の種別≠1のときのみ

｢裁判所所在国｣+｢外国裁判所名｣

｢1001｣を移送

｢1001｣を移送

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=ス
ペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

離婚の成立日･確定
日

名称 記号名

個人番号

行番号

出力区分

タイトルコード

記録コード

管掌者コード ――――――――

｢0｣を移送

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

個人番号(夫)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

配偶者の国籍

離婚の方式

離婚の成立日･確定
日

離婚種別=2のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚の調停成
立日

――――――――

名称 記号名

処理名 4.2 身分事項(入籍)の編集･出力　1/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 16/41

DB･ファイル名
画面名称

項目

出力形態

Z9.,

備考
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入籍

除籍

記録

送付日≠スペースの
ときのみ

R2.1(誤修正)
[送付]～[許可]
の空欄行を削除

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

中間ファイル(届書)

特記事項特記

筆頭者

本籍

許可書謄本の
送付を受けた
日

――――――――

送付
送付を受けた日

受理者

――――――――

離婚後の氏

許
可

――――――――

処理日

入
戸
籍

除
戸
籍

新本籍

――――――――

入
籍

 
戸
籍

――――――――称する氏

筆頭者

記録日

除籍日

本籍

従
前

 
戸
籍

許可日

許可を受けた者

入籍日

妻証書提出
上記内容は審査結果入力で設定

――――――――

――――――――

筆頭者

本籍

送付日

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 17/41

←　　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2 身分事項(入籍)の編集･出力　2/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項

発送元

――――――――

――――――――

――――――――
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届
出

証書提
出者

資格
資格名称

受領日

受領日

届出日

資格

証書提出日

資格名称

届出
人 ――――――――

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースのと
きのみ

――――――――
離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースかつ
届出人が妻から一方のみの場合に｢妻｣を設定

離婚種別=6のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

｢裁判所所在国｣+｢外国裁判所名｣

離婚の種別≠1かつ届出人資格
1or2=007の場合、｢妻｣を設定

裁判所所在国
外国裁判所名

――――――――

離婚の方式

個人番号(夫)

――――――――

――――――――

――――――――

受領日
離婚の成立日･確定
日

受領日
離婚の成立日･確定
日

離婚の成立日･確定
日

離婚の成立日･確定
日

離婚の成立日･確定
日

離婚の成立日･確定
日

――――――――

妻の氏名

｢0｣を移送

離婚除籍日

配偶者氏名

配偶者の国籍

離婚の方式

離婚の請求認
諾日

裁判所

管掌者コード

離婚日

離婚の調停成
立日

離婚の裁判確
定日

離婚の和解成
立日離

婚

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=スペースの時、受領
日　離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースの時、
離婚の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚種別=2のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚種別=3,4のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚種別=5のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

名称 名称 記号名

｢1001｣を移送

――――――――

――――――――

14

記号名

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 19/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 4.3 身分事項(変動なし)の編集･出力　1/2

版 頁

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

個人番号

行番号

出力区分

｢1001｣を移送

記録コード

事件発生日

中間ファイル(届書)

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=ス
ペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

離婚の種別≠1のときのみ

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目
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入籍

除籍

記録

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

中間ファイル(届書)

許
可

許可日

筆頭者 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

――――――――

許可書謄本の
送付を受けた
日

新本籍

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 ――――――――

特記 特記事項 ――――――――

筆頭者 ――――――――

称する氏 ――――――――

妻証書提出
上記内容は審査結果入力で設定

記録日

――――――――

処理日

――――――――

離婚後の氏

入
籍

戸
籍

本籍

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

――――――――

――――――――

――――――――

処理名 4.3 身分事項(変動なし)の編集･出力　2/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

入力確認(離婚届)

入籍日

除籍日

除
戸
籍

送
付

送付を受けた日 送付日

受理者 発送元

――――――――

出力形態

Z9.,

備考

版 頁

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 20/41

改訂日付

送付日≠スペースの
ときのみ

R2.1(誤修正)
[送付]～[許可]
の空欄行を削除

(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)
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届
出

裁判所

資格資格
名称

届出日

資格名称

｢裁判所所在国｣+｢外国裁判所名｣

受領日

離婚の種別≠1のときのみ

離婚の種別≠1かつ届出人資格
1or2=006の場合、｢夫｣を設定

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースかつ届出人
が夫から一方のみの場合に｢夫｣を設定

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースのときのみ

裁判所所在国
外国裁判所名

――――――――

受領日

離婚種別=3,4のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=ス
ペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

離婚種別=6のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=スペースの時、受領
日　離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースの時、
離婚の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚種別=5のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚種別=2のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

｢0｣を移送

｢1001｣を移送

｢1001｣を移送

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

記録コード ――――――――

タイトルコード ――――――――

行番号

配偶者の国籍 ――――――――

配偶者氏名

証書提
出者

証書提出日

離婚の方式 離婚の方式

――――――――

届出
人

資格

――――――――

離婚の請求認
諾日

離婚の成立日･確定
日

離婚除籍日

――――――――

管掌者コード ――――――――

離婚の裁判確
定日

離婚の成立日･確定
日

離婚の調停成
立日

離婚の成立日･確定
日

離婚の和解成
立日

離婚の成立日･確定
日

記号名

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

個人番号 中間ファイル(届書) 個人番号(妻)

出力区分 ――――――――

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定
日

離
婚

離婚日 受領日
離婚の成立日･確定
日

妻の氏名

処理名 5.1身分事項(除籍)の編集･出力 1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

DB･ファイル名
画面名称

頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 22/41

版

DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z9.,

備考項目

名称 記号名 名称
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入籍

除籍

記録

送付日≠スペースの
ときのみ

R2.1(誤修正)
[送付]～[許可]
の空欄行を削除

許可書謄本の
送付を受けた
日

――――――――

許可日 ――――――――

中間ファイル(届書)

――――――――

新筆頭者の氏名
(氏のみ)

称する氏

処理日

――――――――

――――――――

入籍日

夫証書提出
上記内容は審査結果入力で設定

新本籍

筆頭者

――――――――

――――――――

本籍 新本籍

新筆頭者

称する氏

戸籍変動区分=4のときのみ

戸籍変動区分=4かつ夫の転婚区分=1
の場合のみ

戸籍変動区分=3のときのみ

除
戸
籍

特記 特記事項

離婚後の氏

入
籍

　
戸
籍

記録日

筆頭者

除籍日

新本籍

許
可

入
戸
籍

従
前

 
戸
籍

本籍

許可を受けた者

入力確認(離婚届) システム化調査研究会

送
付

送付を受けた日

受理者 発送元

――――――――

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 23/41

改訂日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

送付日

処理名 5.1身分事項(除籍)の編集･出力　2/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

版 頁
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離婚の種別≠1かつ届出人資格
1or2=006の場合、｢夫｣を設定

頁

届
出

届出日 受領日

資格名称

証書提出日
証書提
出者

資格資格
名称 ――――――――

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースかつ届出人
が夫から一方のみの場合に｢夫｣を設定

離婚の種別≠1のときのみ

届出
人

資格

――――――――

受領日 離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースのときのみ

｢裁判所所在国｣+｢外国裁判所名｣

離婚の方式 離婚の方式

裁判所 裁判所所在国
外国裁判所名

配偶者氏名 妻の氏名

配偶者の国籍 ――――――――

離婚の請求認
諾日

離婚の成立日･確定
日

離婚種別=6のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=スペースの時、受領
日　離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースの時、
離婚の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚の調停成
立日

離婚の成立日･確定
日

離婚の和解成
立日

離婚の成立日･確定
日

離婚種別=5のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚種別=2のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚の裁判確
定日

離婚の成立日･確定
日

離婚種別=3,4のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

｢1001｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=ス
ペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定
日

｢1001｣を移送

行番号 ――――――――

｢0｣を移送

タイトルコード ――――――――

版

DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

名称 記号名 名称 記号名

5.2身分事項(入籍)の編集･出力 1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 25/41

処理名

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

個人番号 中間ファイル(届書) 個人番号(妻)

出力区分 ――――――――

離
婚

離婚日 受領日
離婚の成立日･確定
日

離婚除籍日 ――――――――
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入籍

除籍

記録

R2.1(誤修正)
[送付]～[許可]
の空欄行を削除

許可を受けた者

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

中間ファイル(届書)

特記 特記事項

離婚後の氏

本籍

記録日

入
籍

　
戸
籍 筆頭者

許
可

許可日

称する氏

新本籍

――――――――

許可書謄本の
送付を受けた

――――――――

除籍日

夫証書提出
上記内容は審査結果入力で設定

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

除
戸
籍

――――――――

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 本籍

筆頭者 筆頭者

入籍日

――――――――

――――――――

処理日

――――――――

――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2身分事項(入籍)の編集･出力　2/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

DB･ファイル名
画面名称

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 26/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

入力確認(離婚届)

備考

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

送付日≠スペースの
ときのみ

発送元

送付日

項目

送
付

送付を受けた日

受理者

版 頁

出力形態

Z9.,
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受領日
離婚の成立日･確定
日

届出
人

資格

――――――――

届出日 受領日

資格名称

証書提出日 受領日

妻の氏名

離婚除籍日 ――――――――

離婚の成立日･確定
日

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースのときのみ

管掌者コード ――――――――

届
出

裁判所

離婚の方式 離婚の方式

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースかつ届出人
が夫から一方のみの場合に｢夫｣を設定

｢裁判所所在国｣+｢外国裁判所名｣

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=スペースの時、受領
日　離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式≠スペースの時、
離婚の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚の種別≠1かつ届出人資格
1or2=006の場合、｢夫｣を設定

離婚の種別≠1のときのみ

離
婚

離婚日

離婚の種別=1(協議)かつ離婚の方式=ス
ペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

離婚の和解成
立日

離婚の成立日･確定
日

配偶者氏名

離婚種別=6のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

｢1001｣を移送記録コード ――――――――

離婚の請求認
諾日

離婚の成立日･確定
日

事件発生日

離婚種別=3,4のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚種別=5のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

離婚種別=2のときのみ、離婚の成立･
確定日を設定

受領日
離婚の成立日･確定
日

離婚の調停成
立日

｢0｣を移送

タイトルコード ―――――――― ｢1001｣を移送

行番号 ――――――――

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

個人番号 中間ファイル(届書) 個人番号(妻)

出力区分 ――――――――

裁判所所在国
外国裁判所名

離婚の裁判確
定日

離婚の成立日･確定
日

配偶者の国籍 ――――――――

証書
提出
者

資格
資格名称 ――――――――

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.3 身分事項(変動なし)の編集･出力　1/2

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 28/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁
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入籍

除籍

記録

許可書謄本の送
付を受けた日

――――――――

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

筆頭者 ――――――――

除
戸
籍

新本籍 ――――――――

入
籍

　
戸
籍

本籍

称する氏

離婚後の氏 ――――――――

筆頭者 ――――――――

中間ファイル(届書)

許可日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

特記 特記事項 ―――――――― 夫証書提出
上記内容は審査結果入力で設定

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

許
可

記録日 処理日

――――――――

――――――――

除籍日 ――――――――

送
付

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 29/41

改訂日付

処理名 5.3身分事項(変動なし)の編集･出力　2/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

発送元

送付を受けた日

受理者

送付日 送付日≠スペースの
ときのみ

R2.1(誤修正)
[送付]～[許可]
の空欄行を削除

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名
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親権者となった日～親権停止の審判取消しの裁判確定日　は省略

氏名

受領日

離婚の種別=1(協議)　かつ
　離婚の方式=スペースの場合、受領
日
離婚の種別=1(協議)　かつ
　離婚の方式≠スペースの場合、
　離婚の成立日･確定日
上記以外は、未設定
離婚種別≠1(協議以外)の場合、離婚
の成立日･確定日を設定
上記以外は、未設定

未成年者nの親権者指定区分が
1の場合:｢父｣　2の場合:｢母｣
3の場合:｢養父｣
4の場合:｢養母｣を設定

中間ファイル(届書)

離婚の種別≠1(協議以外)のときのみ

未成年者nの親権者指定区分が
3の場合:未成年者nの養父の氏名
4の場合:未成年者nの養母の氏名
その他の場合:スペースを設定

離婚の種別=1(協議)の場合次頁の編
集条件を参照
離婚の種別≠1(協議以外)の場合ス
ペースを設定

未成年者nの養父の
氏名
未成年者nの養母の
氏名

――――――――

――――――――

受領日
離婚の成立日･確定
日

離婚の成立日･確定
日

氏名

届出日

――――――――
親
権
者

資格

親
権

親権喪失～親権停止取消　は省略

届
出

届出
人1

親権者を定め
た日

親権者を定め
られた日

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

資格名称

資格

資格名称

行番号

離婚の種別=1(協議)かつ
離婚の方式=ｽﾍﾟｰｽの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定
日

｢1301｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

｢0｣を移送

タイトルコード ―――――――― ｢1301｣を移送

出力区分 ――――――――

――――――――

個人番号 個人番号(子n)

引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 31/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 身分事項(変動なし)の編集･出力　1/1

受取側

 7-2-(5)-9-55



記録

特記

データ編集表
作業名 作成者 作成日付 改訂日付

記録日

特記事項

許可

DB･ファイル名
画面名称

許可日

許可書謄本の
送付を受けた
日
許可を受けた者

従前の記録

処理名

従前
の記
録

届出
人2

資格

資格名称

氏名

記録嘱託日

送付を受けた日

受理者

送付

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 32/41

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

6.1 身分事項(変動なし)の編集･出力 1-1/1

受取側 引渡側

(受取側)　中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　　　　　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)

中間ファイル(届書)

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

離婚の種別=1(協議)の場合次頁の編
集条件を参照
離婚の種別≠1(協議以外)の場合ス
ペースを設定

処理日

――――――――

――――――――

――――――――

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項

 7-2-(5)-9-56



YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

　　　*1:未成年者の子側の養父母欄を示す

【養母】 未成年者の養母の氏名n

4
 (養母)

養父=スペース?
【父】 【養母】 未成年者の養母の氏名n

【養父】 未成年者の養父の氏名n

3
(養父)

養母=スペース?
【養父】 未成年者の養父の氏名n

【養母】 未成年者の養母の氏名n

【養父】 未成年者の養父の氏名n 【母】

【養父】 未成年者の養父の氏名n 【母】

2
(母)

養父=スペース?
【父母】

【父】 【養母】 未成年者の養母の氏名n

処理名 補足説明(親権事項の届出人の資格編集条件)

　　　☆親権事項中、届出人資格を以下の条件により設定する。

親権者指定区分 養父母欄の条件*1 届出人資格1 届出人氏名1 届出人資格2 届出人氏名2

1
(父)

養母=スペース?
【父母】

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 33/41

改訂日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-9-57



住定日

中間ファイル(9条2
項)夫

方書

住所 夫の住所

戸籍変動区分=1,2の時　新筆頭者
上記以外の時　夫の漢字氏名

旧筆頭者 夫の漢字氏名　又は
妻の漢字氏名

新筆頭者 夫の漢字氏名

夫の筆頭者区分=1の時
夫の漢字氏名
上記以外の時　妻の漢字氏名

旧本籍 本籍

新本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍コード 新本籍コード 戸籍変動区分=1,2の時　新本籍
戸籍変動区分≠1,2の時　本籍新本籍

旧父母との続柄 夫の父母との続柄ｺｰﾄﾞ

新父母との続柄 夫の父母との続柄ｺｰﾄﾞ

旧生年月日 夫の生年月日

新生年月日 夫の生年月日

旧氏名 夫の漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 夫の漢字氏名又は新
筆頭者の氏+夫の名

戸籍変動区分=1,2の時
新筆頭者の氏+夫の名戸籍変動区分≠
1,2の時夫の漢字氏名

個人番号 個人番号

市区町村を宛名に変換した項目

10(離婚届)

受理日 受領日or送付日 送付日がない場合受領日を設定

事件コード

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード

住所コ一ド 夫の住所コ一ド

市町村部分だけのコード

宛名

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

　　(受取側)中間ファイル(9条2項)/(夫) ←　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 夫　編集･出力 1/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 34/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 夫の世帯主

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 35/41

処理名 7.1 夫　編集･出力　2/2 　　(受取側)中間ファイル(9条2項)/(夫) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考

中間ファイル(9条2
項)(夫)

住民日 中間ファイル(届書)

世帯主との続柄

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(離婚届)

 7-2-(5)-9-59



住定日

方書

住所 妻の住所

住所コード 妻の住所コード

戸籍変動区分=3,4の時　新筆頭者
上記以外の時　妻の漢字氏名

旧筆頭者 夫の漢字氏名　又は
妻の漢字氏名

妻の筆頭者区分=1の時
妻の漢字氏名
上記以外の時　夫の漢字氏名

新筆頭者 妻の漢字氏名

旧本籍 本籍

新本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍コード 新本籍コード 戸籍変動区分=3,4の時　新本籍
戸籍変動区分≠3,4の時　本籍新本籍

旧父母との続柄 妻の父母との続柄ｺｰﾄﾞ

新父母との続柄 妻の父母との続柄ｺｰﾄﾞ

旧生年月日 妻の生年月日

新生年月日 妻の生年月日

旧氏名 妻の漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 妻の漢字氏名　又は
新筆頭者の氏+妻の
名

戸籍変動区分=3,4の時　新筆頭者の氏 +
妻の名
戸籍変動区分≠3,4の時妻の漢字氏名

個人番号 個人番号

10(離婚届)

受理日 受領日or送付日 送付日がない場合受領日を設定

事件コード

市町村部分だけのコード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

　　(受取側)中間ファイル(9条2項)/(妻) ←　　　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(9条2
項)妻

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード

出張所番号 出張所番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2 妻　編集･出力　1/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 36/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(9条2項)/(妻) ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(9条2
項)(妻)

住民日 中間ファイル(届書)

世帯主との続柄

世帯主 妻の世帯主

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2 妻　編集･出力　2/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 37/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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戸籍変動区分=1,2の時　新筆頭者
上記以外の時　夫の漢字氏名

旧筆頭者 夫の漢字氏名　又は
妻の漢字氏名

夫の筆頭者区分=1の時
夫の漢字氏名
上記以外の時　妻の漢字氏名

新筆頭者 夫の漢字氏名

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

戸籍変動区分=1,2の時　新本籍
戸籍変動区分≠1,2の時　本籍

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

新性別 夫の父母との続柄を性別に変換して
性別コードを設定

旧性別

旧生年月日 夫の生年月日

新生年月日 夫の生年月日

旧氏名 夫の漢字氏名

戸籍変動区分=1,2の時
新筆頭者の氏+夫の名
戸籍変動区分≠1,2の時
夫の漢字氏名

個人番号 個人番号

宛名

送付日がない場合は受領日を設定

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード 中間ファイル(届書) 10(離婚)

受理日

新氏名 夫の漢字氏名　又は
新筆頭者の氏+夫の
名

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/夫 ←　　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(30条
の12第1項)夫

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 附票データベース 在外選挙人名簿
登録市区町村コード

送付日又は受領日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1 夫　編集･出力　1/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 38/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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世帯主との続柄

中間ファイル(30条
の12第1項)夫

世帯主

住民日

住所

住所コード 中間ファイル(届書)

方書

転入届出日

夫の世帯主

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/夫 ←　　(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1 夫　編集･出力　2/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 39/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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妻の筆頭者区分=1の時
妻の漢字氏名
上記以外の時　夫の漢字氏名

戸籍変動区分=3,4の時　新筆頭者
上記以外の時　妻の漢字氏名

夫の漢字氏名　又は
妻の漢字氏名

妻の漢字氏名　又は
新筆頭者の氏+妻の
名

戸籍変動区分=3,4の時　新本籍
戸籍変動区分≠3,4の時　本籍

妻の父母との続柄を性別に変換して
性別コードを設定

新本籍コード

新本籍

本籍コード

市区町村部分だけのコード

戸籍変動区分=3,4の時
新筆頭者の氏+妻の名
戸籍変動区分≠3,4の時
妻の漢字氏名

送付日がない場合は受領日を設定送付日又は受領日

市区町村を宛名に変換した項目

10(離婚)

市区町村コード 在外選挙人名簿
登録市区町村コード

個人番号

旧氏名

新氏名

受理日

事件コード

宛名

本籍

個人番号

妻の漢字氏名

妻の生年月日

妻の生年月日

中間ファイル(届書)

附票データベース

中間ファイル(届書)

夫の漢字氏名　又は
妻の漢字氏名

出張所番号 出張所番号

受領番号 受領番号

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/妻 ←　　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(30条
の12第1項)妻

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

新生年月日

旧生年月日

新性別

旧性別

新本籍コード

新本籍

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.2妻　編集･出力　1/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 40/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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中間ファイル(30条
の12第1項)妻

中間ファイル(届書)

方書

転入届出日

世帯主との続柄

世帯主 妻の世帯主

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/妻 ←　　(引渡側)中間ファイル(届書)

住民日

住所

住所コード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.2妻　編集･出力　2/2

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(離婚届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 41/41

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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10.77条の2届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.77条の2届処理範囲外の処理
　　 (1)離婚の届出と同時に77条の2の届出をした場合
　　 (2)非本籍地から本籍地における配偶者の随従入籍を伴う場合
　　 (3)構成員の父母(養父母)欄更正処理

　　　　上記(1)～(3)は、別に処理方法を考慮する。

　2.77条の2届入力画面の意義
　　 (1)婚氏続称当事者の各項目を入力する。

　3.その他
　　 (1)配偶者の随従入籍を伴う場合は配偶者の9条2項ファイルに住所及び世帯主は設定されない。
　　　　9条2項通知は運用で対処する。

頁

1/177条の2届

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

平成6年12月 1日 平成10年 2月27日

版

2

改定日付作成日付

 7-2-(5)-10-1



エラー履歴ファイル

5.備考(特記事項含む)

　(1)届出有効期間について
　　 離婚年月日 + 3箇月が閉庁日の場合は、翌開庁日として判定

出力

戸籍DB

審査(77条の2届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

個人状態ファイル

中間ファイル

入出力区分

入力

入力

出力

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成6年12月 1日 1/101令和　年　月　日

名称 名称

3.処理概要

　(1)77条の2届の内容を画面入力する。
　(2)77条の2届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)77条の2届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)77条の2届から中間ファイル(届書)を編集･出力する。
　(6)入力確認(77条の2届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

戸籍DB

入力画面

(77条の2届)

確認画面

(77条の2届)

審査
(77条の2届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

個人状態

ファイル

(詳細別紙)

 7-2-(5)-10-2 



/

/

/

/

/

/

/

2/10

実行キー

改定日付

平成6年12月 1日

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート
作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(77条の2届) システム化調査研究会 令和　年　月　日 1

YES

PF10

PF11

PF12

PF1

PF2

審査ｴﾗｰ

確認

NO

NO

NO

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(13)エラーメッセージを表示する

　→

備考0.0　本紙(77条の2届)

〔1.0〕

〔2.0〕

〔3.0〕

〔4.0〕YES

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集出力

(20)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

　→

(16)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(18)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(19)入力画面を初期化する

その他

(7)入力確認画面に
制御を渡す

(14)業務選択に制御
を渡す

(15)届出選択に制御
を渡す

(17)同画面を編集す
る

(12)同画面を編集す
る

入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(11)確認メッセージを表示し、メッセージに対
して応答の後、以降の審査を続行する

(1)届書内容を画面入力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

YES
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ 英数

13 ○ 数字

14 ○ 数字

15 ○ 数字

16 ○ 英数

17 漢字

18 漢字

19 ○ 漢字

20 ○ 漢字

21 ○ カナ

22 ○ 漢字

23 漢字

24 漢字

作成日付第7
2

(5)

　1.0　単体チェック

データチェック(単体表)

　77条の2届

処理名

作業名

審査(77条の2届)

画面名

作成者

1令和　年　月　日システム化調査研究会 平成6年12月 1日

画面ID

備考

頁

3/10

版改定日付

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容

出張所NO

受領NO

受領日

送付日

発送元

現カナ氏名

現漢字氏名

生年月日

筆頭者区分

配偶者区分

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

変更後の筆頭者

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

本籍

筆頭者

変更後のカナ氏

変更後の漢字氏

変更後の本籍

同籍者区分

離婚年月日

住所

世帯主

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

(0:無,1:配偶者のみ,2:配偶者 + 他構成員,3:他構成員の
み)であること

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

｢日付チェックサブルーチン｣
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No

1

2

3

4

5

8

9

10

10-1

11

12

13

14

14-1

内容 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

頁

4/10

版

22平成31年 3月31日平成 6年12月 1日

改訂日付第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者 作成日付

　2.0　関連チェック 　77条の2届

データチェック(関連表)
作業名

審査(77条の2届)

処理名 画面名 画面ID

備考出力エラーメッセージ

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分であること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分であること

(No.3)受領日 ≧ (No.16)離婚年月日であること

(No.8)本非区分 ＝ 1(本籍)のとき、

(No.19)本籍 ＝ 管内または(No.23)変更後の本籍 ＝ 管内　であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ (No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、

　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付であること

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ (No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

16

｢関連エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

(No.11)現漢字氏名の｢名｣ ＝ (No.24)変更後の筆頭者の｢名｣であること

(No.18)世帯主 ≠ スペースの時、(No.17)住所 ≠ スペースであること

(No.17)住所 ＝ スペースの時、(No.18)世帯主 ＝ スペースであること

(No.24)変更後の筆頭者 ≠ スペースの時、

(No.22)変更後の氏 ＝ (No.24)変更後の筆頭者の｢氏｣であること

(No.24)変更後の筆頭者 ≠ スペースの時、

(No.8)本非区分 ＝ 2(非本籍)のとき、

(No.19)本籍 ＝ 管外かつ(No.23)変更後の本籍 ＝ 管外　であること

(No.23)変更後の本籍 ＝ スペースの時、(No.24)変更後の筆頭者 ＝ スペースであること

(No.23)変更後の本籍 ≠ スペースの時、(No.24)変更後の筆頭者 ≠ スペースであること

(No.14)配偶者区分 ＝ 1または2の時、(No.15)同籍者区分 ＝ 1または2であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≧ (No.16)離婚年月日であること

7

6

10-2

10-3

15
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(0-8)確認メッセージ(YES,NO)

　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

YES (0-10)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

NO (0-11)→

備考3.0　審査　(1/3)

YES

NO

YES

処理名

版 頁

審査(77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 5/10

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(0-7)現漢字氏名の名が未入力(YES,NO)

NO (0-13)→(1)へ

YES

(0-1)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

(0-2)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理してよろしいですか?｣(YES,NO)

(0-3)→(0-7)へ

(0-4)→

(0-6)→(0-7)へ

(5)→

(7)エラーメッセージ

｢変更後の本籍を入力してください。｣を表示

YES

YES

NO

YES

0

(8)事件本人の本籍は管内である(YES,NO)

(4)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

YES

NO

(8-1)

(8-2)

(0-5)本紙へ

(3-3)

(3-4)

(3-5)

(3-6)

(1)(離婚年月日 + 1日) + 3箇月 > 受領日である(YES,NO)

(2)現在の氏 ≠ 変更後の氏である(YES,NO)

(3)筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

(3-1)

(3-2)

(3-7)

民767Ⅱ,民140～143

(3-1)～(3-7)は削除

R2.1(婚氏34)

画面項目修正(審査完了しない)

R2.1(婚氏34)

R2.1(婚氏34)

R2.1(婚氏34)

(8-1)～(8-6)は削除1

(6)本紙へ

R2.1(婚氏34)

R2.1(婚氏34)

画面項目修正(審査完了しない）      R2.1(婚氏34)

R2.1(婚氏34)

(0-9)本紙へ

(0-12)本紙へ
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/

/1 (10)配偶者-個人除区分(0:在籍者,その他)

(8-3)

(8-4)

(8-5)

(9)同籍者区分(0:無,1:配偶者のみ,2:配偶者 + 他構成
員,3:他構成員のみ)

(8-6)

※同籍者区分｢他構成員｣に除籍筆頭者は含まな
い。(筆頭者区分 ＝ 0のみ)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

処理名

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 頁

審査(77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月31日 11 6/10

改訂日付 版

3.0　審査　(2/3) 備考

YES

YES

YES

YES

1

1

YES

YES

3

1

1

2

0

その他

0

その他

YES

NO

YES

NO

YES

NO

0

その他

YES

NO

その他

0

YES

NO

(25)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

(26)　→

(28)エラーメッセージ

｢変更後の本籍を入力してくださ
い。｣を表示

YES

(34)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

(35)　→

(37)エラーメッセージ

｢変更後の本籍を入力してください。｣を表示

(38)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

YES

NO

(29)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

(30)エラーメッセージ

｢新しい本籍は作れません。｣を表示

(32)　→

(33)構成員-個人除区分(0:在籍者,その他)

(39)エラーメッセージ

(27)本紙へ

(13)本紙へ

(17)本紙へ

(22)本紙へ

(40)本紙へ

(36)本紙へ

(31)本紙へ

｢新しい本籍は作れません。｣を表示

(11)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

(12)　→

(14)エラーメッセージ

｢変更後の本籍を入力してください。｣を表示

(15)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

(16)エラーメッセージ

｢新しい本籍は作れません。｣を表示

(18)　→

(19)配偶者-個人除区分(0:在籍者,その他)

(20)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

(21)　→

(23)エラーメッセージ

｢変更後の本籍を入力してください。｣を表示

(24)構成員-個人除区分(0:在籍者,その他)
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/

/

/

/

/

作成者 作成日付

処理名 3.0　審査　(3/3) 備考

版 頁

審査(77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月31日 11 7/10

改訂日付第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

YES YES

YES

NO

YES

1

1

YES

YES

NO

3

0

0

NO

YES

NO

NO

YES

変更後の本籍＝管内　(YES,NO)

(51)エラーメッセージ

エラーメッセージ

｢届出有効期間(3箇月以内)を経過しています。｣を表示

｢変更後の本籍を入力してくださ
い。｣を表示

｢審査結果入力で処理して下さい。｣
を表示

(51-2)　→

(52)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

(53)　→

(55)エラーメッセージ

NO

YES

NO

3

0

1,2

(56)エラーメッセージ

｢変更後の氏に誤りがあります。再入力して下さい。｣を表示

YES

(54)本紙へ

(57)本紙へ

(44)本紙へ

(49)本紙へ

※同籍者区分｢他構成員｣に除籍筆頭者は含まな
い。(筆頭者区分 ＝ 0のみ)

(51-1)本紙へ

NO (41)→

(42)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

(43)エラーメッセージ

｢新しい本籍は作れません。｣を表示

(45)　→

(46)同籍者区分(0:無,1:配偶者のみ,2:配偶者 + 他構成
員,3:他構成員のみ)

(47)変更後の本籍に記録がある(YES,NO)

(48)エラーメッセージ

｢新しい本籍は作れません。｣を表示

(50)　→

(50-1)変更後の本籍 ≠ スペース　かつ
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4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 1/3

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

←　(引渡側) 入力画面(77条の2届)

コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

頁版

8/102

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日 平成10年 2月27日
データ編集表

作業名

審査(77条の2届) システム化調査研究会

処理名 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

ロック戸籍番号(1)

ロック戸籍番号(2)

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

ロック戸籍番号(3)

ロック戸籍番号(4)

ロック戸籍番号(5)

事件別内容

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

――――――――

――――――――

戸籍番号

――――――――

受領No

――――――――

支所No

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

――――――――

――――――――

――――――――

本非区分

郵送日

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

在外送付区分 ＝ 0の時、1

在外送付区分 ≠ 0の時、2

ZERO(不要)

｢11｣をセット

中間ファイル
(届書)
共通

77条の2届
入力画面

3/3参照

1(創設)

0:日本人

本籍人の時、婚氏続称者の戸籍番号
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出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

改定日付 版

令和　年　月　日

作成日付

平成 6年12月 1日審査(77条の2届)

作業名

システム化調査研究会

作成者

1

←　(引渡側) 77条の2届入力画面

9/10

第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(届書)

頁

備考

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

不受理申出処分区分

処分区分

決裁区分

届書排他区分

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。*

*審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

中間ファイル
(届書)
共通

77条の2届
入力画面

ZERO

0:未　1:排他
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(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面(77条の2届)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3

改定日付 版 頁

審査(77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/10

筆頭者カナ氏名(変更後)

筆頭者(変更後)

婚氏続称者個人番号

カナ氏名(現)

漢字氏名(現)

生年月日

筆頭者区分

配偶者区分

同籍者区分

離婚年月日

住所コード

住所地番

世帯主

本籍コード

本籍地番

筆頭者

カナ氏(変更後)

漢字氏(変更後)

本籍コード(変更後)

本籍地番(変更後)

変更後の本籍

変更後の筆頭者

現カナ氏名

現漢字氏名

生年月日

筆頭者区分

配偶者区分

同籍者区分

離婚年月日

住所

世帯主

本籍

筆頭者

変更後の氏(カナ)

変更後の氏(漢字)

77条の2届入力
画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

氏名変換等の入力画面から引用する

本籍人の時、個人番号を設定
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(サンプル)

中間ファイル(9条2項) 出力

出力

中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍) 出力

入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

改訂日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称

中間ファイル(30条の12第
1項)

入出力区分 名称

5.備考(特記事項含む)
　戸籍事項(77条の2)[4.4]を編集した場合は、その後に戸籍事項(編製)B.1を作成する。

3.処理概要
　(1)中間ファイル(届書)より画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。……(サンプル提示)
　(7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　 0.0 本紙　　　1.0 データ編集表
　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス
　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍(婚氏続称者))
　　　　　　　　 　　4.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　 　　4.2 身分事項(入籍)
　　　　　　　　 　　4.3 身分事項(変動なし)
　　　　　　　　 　　4.4 戸籍事項(77条の2)
　　　　　　　　 5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍(配偶者))
　　　　　　　　 　　5.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　 　　5.2 身分事項(入籍)
　　　　　　　　 6.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　 　　6.1 9条2項(婚氏続称者)
　　　　　　　　 　　6.2 9条2項(配偶者)
　　　　　　　　 7.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)…(サンプル提示)
　　　　　　　　 　　7.1 婚氏続称者

第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 1/21

附票

データベース

入力確認

(77条の2届)

中間ファイル

(30条の12第1

項)

(サンプル)

(サンプル)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(届書)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(77条の2届)

エラー履歴

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(21)業務選択に制御を渡す

(22)届出選択に制御を渡す

(23)審査に制御を渡す

(24)エラー履歴表示に制御を渡す

〔4.4〕

作成者 作成日付

戸籍事項(77条の2)

(7)事件本人の除籍事項の編集

(9)事件本人の変動なし事項の編集

(8)事件本人の入籍事項の編集

(10)事件本人の戸籍事項の編集

〔4.2〕

〔4.3〕

改訂日付

実行キー

処理名 0.0 本紙 1/2 備考

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 2/21

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

PF5

PF11

YES

PF1

PF2

(20)配偶者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(13)配偶者の入籍事項の編集身分事項(入籍)

1 or 2

〔6.2〕

→

→

→

〔6.1〕

〔6.1〕

(14)→(15)

(15)在外送付区分 ＝ 0:受理分又は2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(17)事件本人について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

NO

NO

YES

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(10-1)

(19)事件本人について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

※サンプル提示

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、よけ
れば実行キーを押下してください。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF11,その他)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

(6)事件本人の戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

身分事項(除籍)

身分事項(入籍)

身分事項(変動なし)

〔1.0〕

〔2.0〕

〔3.0〕

〔4.1〕

〔5.2〕

〔5.1〕

→

→

(16)同籍者区分(0:無,3:他構成員のみ,1:配偶者のみ,2:配偶者＋他構成員)

(18)処分決定に制御
を渡す

(10-1)事件本人は在外選挙人である(YES,NO)

(10-2)事件本人について中間ファイル(30条の12第1項)を
編集･出力する

(10-3)→(11)

(11)配偶者の戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

身分事項(除籍) (12)配偶者の除籍事項の編集

0 or 3

NO

YES

〔7.1〕
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改訂日付

その他 (25)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する (26)同画面を編集する

処理名 0.0 本紙 2/2 備考

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 3/21

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付
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中間ファイル
(届書)

中間ファイル
(届書)

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

本籍地番

離婚年月日

住所コード

住所地番

世帯主

本籍コード

配偶者区分

同籍者区分

画面ID

システム日付

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発迭元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

カナ氏名(現)

漢字氏名(現)

生年月日

筆頭者区分

共通

事件別内容

離婚年月日

住所

画面ID

システム日付

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本籍

筆頭者区分名称

配偶者区分コード

配偶者区分名称

同籍者区分コード

同籍者区分

本非区分

郵送日

現カナ氏名

現漢字氏名

生年月日

筆頭者区分コード

77条の2届

確認画面

世帯主

処理名 1.0 確認画面(77条の2届)表示　1/2 (受取側) 77条の2届確認画面 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/21

改定日付
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有

筆頭者

カナ氏(変更後)

漢字氏(変更後)

本籍コード(変更後)

本籍地番(変更後)

筆頭者(変更後)

筆頭者

変更後のカナ氏

変更後の漢字氏

変更後本籍

変更後の筆頭者

77条の2届

確認画面

中間ファイル
(届書)

事件別内容

処理名 1.0 確認画面(77条の2届)表示　2/2 (受取側) 77条の2届確認画面 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/21

改定日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付
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1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ○ ○ ○ ○ ○

13 ○ ○ ○ ○

14 ○ ○ ○ ○ ○

15 ○ ○ ○ ○

16 ○ ○ ○ ○

婚氏続称者(4.1)

婚氏続称者(4.3)

婚氏続称者(4.1)

婚氏続称者(4.2)

婚氏続称者(4.2)

配偶者　　(5.2)

婚氏続称者(4.2)

配偶者　　(5.2)

婚氏続称者(4.2)

婚氏続称者(4.2)

配偶者　　(5.2)

婚氏続称者(4.3)

婚氏続称者(4.2)

婚氏続称者(4.3)

婚氏続称者(4.1)

婚氏続称者(4.1)

配偶者　　(5.1)

婚氏続称者(4.1)

配偶者　　(5.1)

婚氏続称者(4.1)

配偶者　　(5.1)

婚氏続称者(4.1)

配偶者　　(5.1)

配偶者　　(5.1)

婚氏続称者(4.1)

婚氏続称者(4.1)

婚氏続称者(4.1)

婚氏続称者(4.1)

婚氏続称者(4.1)

配偶者　　(5.1)

戸籍の変動

婚氏続称者(4.3)

A.2
4.4
D.2

A.1
B.1
4.4
C.1
D.1

婚氏続称者の戸籍 新
戸
籍
編
製

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

変
動
な
し

管
外

婚氏続称者

条件

項番

一
部
除
籍

本籍 構成

他構成員

有
り

個人除区分

在
籍
者

除
籍
者

同籍者区分

個人除区分

在
籍
者

除
籍
者

本
籍
人

非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

無

有
り

配偶者

処理名  2.0 戸籍マトリックス表　1/2

新戸籍編製

管
内

C.2

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/21

改定日付
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17 ○ ○ ○ ○ ○

18 ○ ○ ○ ○ ○

19 ○ ○ ○ ○ ○

20 ○ ○ ○ ○ ○

21 ○ ○ ○ ○

22 ○ ○ ○ ○

23 ○ ○ ○ ○

24 ○ ○ ○ ○

25 ○ ○ ○ ○

26 ○ ○ ○ ○ ○

27 ○ ○ ○ ○ ○

28 ○ ○ ○ ○

29 ○ ○ ○ ○

30 ○ ○ ○ ○

31 ○ ○ ○ ○

(注)新戸籍編製の場合.B.1は4.4編集後作成する。

婚氏続称者(4.2)

婚氏続称者(4.2)

婚氏続称者(4.2)

*審査結果入力

婚氏続称者(4.2)

*審査結果入力

婚氏続称者(4.2)

婚氏続称者(4.2)

婚氏続称者(4.1)

婚氏続称者(4.1)

婚氏続称者(4.1)

在
籍
者

除
籍
者

在
籍
者

除
籍
者

婚氏続称者(4.1)

A.2
4.4
D.2

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

変
動
な
し

一
部
除
籍

C.2

筆
頭
者

構
成
員

無 配偶者 他構成員 管
内

管
外

有
り

個人除区分

有
り

個人除区分

項番

条件 戸籍の変動

婚氏続称者 婚氏続称者の戸籍 新
戸
籍
編
製

本籍 構成 同籍者区分 新戸籍編製 A.1
B.1
4.4
C.1
D.1

本
籍
人

非
本
籍
人

処理名  2.0 戸籍マトリックス表　2/2

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/21

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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届後本籍区分 ―――――――――

届出人氏名2 ―――――――――

届後本籍 ≠ スペースの時、2を設定

届出人資格名称2 ―――――――――

届出人資格区分2 ―――――――――

届出人氏名1 ―――――――――

届出人資格名称1 ―――――――――

届出人資格区分1 ――――――――― 本人なので移送しない

関連受領番号 ―――――――――

許可日 ―――――――――

指示日 ―――――――――

収日 ――――――――― 移送データなし

発日 ――――――――― 移送データなし

郵送日 郵送日

発送日 発送日

証書提出区分 ―――――――――

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時 ―――――――――

上記以外のとき 受領日

受付日

事件発生時分 ――――――――― ZEROを移送

事件発生日

受領日

送付日 送付日 ≠ スペースのとき

受付事件コード ――――――――― ｢1101｣を移送

送付日

出張所番号 出張所番号

受領審号 受領番号中間ファイル
(仮受付)

中間ファイル
(届書)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 8/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、1(送付
要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。

*本非区分は、共通部の項目を用いる。

決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

届書送付目録区分 ―――――――――

送達確認1 ――――――――― 届後本籍が非本籍　かつ　在外送付
区分 ＝ 0(受理分)の場合、1(未到
着)を設定。

上記以外は、0(不要)を設定。

届後戸籍の筆顧者 筆頭者(変更後)

届後本籍 本籍(変更後)

届後本籍コード 本籍コード(変更後)中間ファイル
(仮受付)

中間ファイル
(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/21

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

 7-2-(5)-10-21



婚氏続称者の現本籍が、(本非区分
＝ 2)　かつ　(在外送付区分 ＝ 0)
の場合、1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

―――――――――

送達確認2

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

届出人区分 ――――――――― ｢1｣を移送

事件本人 事件本人区分 ――――――――― ｢14｣を移送

行番号 ―――――――――

中間ファイル
(仮受付)

中間ファイル
(届書)

受領番号 受領番号

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 10/21

 7-2-(5)-10-22



入籍

除籍

特
記

特記事項 ―――――――――

記
録

記録日 ―――――――――

称する氏 漢字氏名(変更後) 氏のみ移送

除
戸
籍

新本籍 本籍地番(変更後)

除籍日 処理日

筆頭者 ―――――――――

入
戸
籍

戸
籍

従
前

本籍 ―――――――――

許
可

許可日 ―――――――――

入籍日 ―――――――――

許可を受けた者 ―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――

項目あれば移送

受理者 送付元

送
付

送付を受けた日 送付日

氏変更の事由 ――――――――― ｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

事件発生日 受領日

｢1101｣を移送

管掌者コード ―――――――――

記録コード ―――――――――

タイトルコード ――――――――― ｢1101｣を移送

身分事項 出力区分 ――――――――― ｢0｣ゼロを移送

行番号 ―――――――――

個人番号 個人番号(婚氏続称者)中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 婚氏続称者の身分事項(除籍)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-10-23



入籍

除籍

特
記

特記事項 ―――――――――

記
録

記録日 ―――――――――

称する氏 ―――――――――

除
戸
籍

新本籍 ―――――――――

除籍日 ―――――――――

筆頭者 筆頭者(現)

入
戸
籍

戸
籍

従
前

本籍 本籍(現)

許
可

許可日 ―――――――――

入籍日 処理日

許可を受けた者 ―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――

項目あれば移送

受理者 送付元

送
付

送付を受けた日 送付日

氏変更の事由 ――――――――― ｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

事件発生日 受領日

｢1101｣を移送

管掌者コード ―――――――――

記録コード ―――――――――

タイトルコード ――――――――― ｢1101｣を移送

身分事項 出力区分 ――――――――― ｢0｣ゼロを移送

行番号 ―――――――――

個人番号 個人番号(婚氏続称者)中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2 婚氏続称者の身分事項(入籍)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-10-24



入籍

除籍

特
記

特記事項 ―――――――――

記
録

記録日 処理日

称する氏 ―――――――――

除
戸
籍

新本籍 ―――――――――

除籍日 ―――――――――

筆頭者 ―――――――――

入
戸
籍

戸
籍

従
前

本籍 ―――――――――

許
可

許可日 ―――――――――

入籍日 ―――――――――

許可を受けた者 ―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――

項目あれば移送

受理者 送付元

送
付

送付を受けた日 送付日

氏変更の事由 ――――――――― ｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

事件発生日 受領日

｢1101｣を移送

管掌者コード ―――――――――

記録コード ―――――――――

タイトルコード ――――――――― ｢1101｣を移送

身分事項 出力区分 ――――――――― ｢0｣ゼロを移送

行番号 ―――――――――

個人番号 個人番号(婚氏続称者)中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3 婚氏続称者の身分事項(変動なし)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-10-25



記録

特記 特記事項

記録日 ―――――――――

従前の記録 戸籍の変動無しの場合のみ、氏を移
送氏 現漢字氏名

―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――
許
可

許可日 ―――――――――

許可を受けた者

氏変更の事由 ――――――――― ｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

事件発生日 受領日

｢1101｣を設定

管掌者コード ―――――――――

記録コード ―――――――――

タイトルコード ――――――――― ｢1101｣を設定

戸籍事項 出力区分 ――――――――― ｢0｣を設定

戸籍番号中間ファイル
(仮戸籍)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.4戸籍事項(77条の2)編集･出力　1/1 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル
(届書)

行番号 ―――――――――

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月1日 6 14/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-10-26



特記 特記事項 ―――――――――

除
戸
籍

新本籍 本籍(変更後)

入
戸
籍

戸
籍

従
前

本籍 ―――――――――

筆頭者 ―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――許
可

許可日 ―――――――――

許可を受けた者 ―――――――――

配偶者区分が
1の場合、｢夫の戸籍法77条の2の届
出｣
2の場合、｢妻の戸籍法77条の2の届
出｣

―――――――――

処理日 ≠ スペースのとき、処理日
送付日 ≠ スペースのとき、送付日
上記以外は、受領日を移送

除
籍

除籍日 処理日、送付日、受領日

除籍事由

入籍事由 ―――――――――

入
籍

入籍日 ―――――――――

事件発生日 受領日

｢1102｣を移送

管掌者コード ―――――――――

記録コード ―――――――――

タイトルコード ――――――――― ｢1102｣を移送

身分事項 出力区分 ――――――――― ｢O｣ゼロを移送

行番号 ―――――――――

個人番号 個人番号(配偶者)中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1 配偶者の身分事項(除籍)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 15/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-10-27



特記 特記事項 ―――――――――

―――――――――

除
戸
籍

新本籍

入
戸
籍

戸
籍

従
前

本籍 本籍

筆頭者 漢字氏名(現)

許可書謄本の送付を
受けた日 ―――――――――

許
可

許可日 ―――――――――

許可を受けた者 ―――――――――

除籍事由 ―――――――――

除
籍

除籍日 ―――――――――

入籍事由 ―――――――――入
籍

入籍日 処理日、送付日、受領日 処理日 ≠ スペースのとき、処理日
送付日 ≠ スペースのとき、送付日
上記以外のとき、受領日を移送

配偶者区分が
1の場合、｢夫の戸籍法77条の2の届
出｣
2の場合、｢妻の戸籍法77条の2の届
出｣

｢1102｣を移送

管掌者コード ―――――――――

記録コード ―――――――――

事件発生日 受領日

タイトルコード ――――――――― ｢1102｣を移送

身分事項 出力区分 ――――――――― ｢O｣ゼロを移送

行番号 ―――――――――

個人番号 個人番号(配偶者)中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2 配偶者の身分事項(入籍)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 16/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-10-28



世帯主 世帯主

住民日 ―――――――――

住定日 ―――――――――

方書

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

旧本籍 本籍地番

新筆頭者 漢字氏(変更後) + 漢字氏
名の名

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 本籍地番(変更後)

新本籍コード 本籍コード(変更後)

旧父母との続柄 ―――――――――

新父母との続柄 ―――――――――

旧生年月日 生年月日

新生年月日 生年月日

旧氏名 漢字氏名(現)

個人番号 ――――――――― 本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 漢字氏(変更後) + 漢字氏
名の名

11

受理日 受領日OR送付日

事件コード ―――――――――

送付日がない場合、受領日を設定

宛名 ――――――――― 市区町村を宛名に変換した項目

婚氏続称者 市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

出張所番号 出張所番号

受領番号 受領番号中間ファイル
(9条2項)

中間ファイル
(届書)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1婚氏続称者 編集･出力　1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/婚氏続称者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 17/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-10-29



婚氏続称者

中間ファイル
(9条2項)

中間ファイル
(届書)

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

処理名

世帯主との続柄 ―――――――――

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

6.1 婚氏続称者 編集･出力　2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/婚氏続称者

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 18/21

 7-2-(5)-10-30



世帯主 ―――――――――

住民日 ―――――――――

住定日 ―――――――――

方書

住所 ―――――――――

住所コード ―――――――――

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 漢字氏(変更後) + 漢字氏
名の名

旧本籍 本籍地番

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 本籍地番(変更後)

新本籍コード 本籍コード(変更後)中間ファイル
(届書)

旧父母との続柄 ―――――――――

配偶者漢字氏名

新父母との続柄 ―――――――――

旧生年月日 配偶者生年月日

本籍人の場合のみ該当項目を戸籍DB
から引用して設定する

新氏名 漢字氏(変更後) + 配偶者
漢字氏名の名

新生年月日 配偶者生年月日

旧氏名

個人番号 戸籍DB 配偶者個人番号

11

受理日 受領日OR送付日

事件コード ―――――――――

送付日がない場合、受領日を設定

宛名 ――――――――― 市区町村を宛名に変換した項目

配偶者 市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

出張所番号 出張所番号

受領番号 受領番号中間ファイル
(9条2項)

中間ファイル
(届書)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2配偶者　編集･出力　1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/配偶者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 19/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-10-31



配偶者

世帯主との続柄 ―――――――――中間ファイル
(9条2項)

中間ファイル
(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/21

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 配偶者　編集･出力　2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/配偶者

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

 7-2-(5)-10-32



第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(77条の2届) システム化調査研究会 平成11年 3月 1日 平成31年 3月31日 22 21/21

改訂日付

宛名

事件コード

受理日

処理名

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

7.1婚氏続称者　編集･出力　1/1 (受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/婚氏続称者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

備考

婚氏続称者

個人番号

新氏名

住所コード

新性別

旧性別

新本籍コード

新本籍

旧本籍コード

旧本籍

附票データ
ベース

受領番号

出張所番号

市区町村コード

中間ファイル
(30条12第1項)

中間ファイル
(届書)

受領番号

出張所番号

住所

方書

転入届出日

新筆頭者

旧筆頭者

旧生年月日

旧氏名

新生年月日

中間ファイル
(届書)

個人番号

漢字氏名

―――――――――

生年月日

在外選挙人名簿
登録市区町村コード

漢字氏(変更後) + 漢字氏
名の名

漢字氏(変更後) + 漢字氏
名の名

本籍コード(変更後)

本籍(変更後)

本籍コード

―――――――――

本籍

筆頭者

住所コード

―――――――――

送付日又は受領日

市区町村を宛名に変換した項目

11(77条の2)

送付日がない場合は受領日を設定

個人番号を設定

(注意)婚氏続称者の配偶者については、｢在外選挙人異動者リスト作成処理｣にて別途対応する。

住所
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第7.2.(5)｢異動｣処理

11.離婚同時77条の2届



　1.離婚同時77条の2業務処理範囲外の処理

　　(1)改正国籍法施行中(昭和60年1月1日より前)外国人と結婚しかつ親の戸籍に在籍する者の離婚届。

　　(2)離婚事件本人と同一戸籍でない未成年の親権指定処理。

　　(3)離婚届を届出た時、既に当事者の一方又は双方が死亡していた場合の離婚届。

　　(4)外国の方式で離婚したときに来成年者の親権が外国法で共同親権となる場合

　　(5)転婚者が、離婚同時77条の2届を届出た場合。

　　(6)事件本人の成年後見人から届出がされた場合。

　　(7)夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合。

　　　　　上記(1)～(4)、(6)～(7)は、審査結果入力で処理を行う。
　　　　　上記(5)は、離婚届と77条の2届をそれぞれ別処理を行う。

　2.離婚同時77条の2届入力画面の意義

　　(1)その1画面.離婚をする当事者(夫及び妻)の現在の状況の各項目を入力する。

　　(2)その2画面.離婚種別及び婚前に戻る者等の各項目を入力する。

　　(3)その3画面.離婚後、未成年者の親権指定の各項目を入力する。

　3.その他

頁

1/1離婚同時77条の2届

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日

版

13

改訂日付作成日付
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エラー履歴ファイル

5.備考(特記事項含む)

　(1)未成年者の年齢計算について
　　 ･協議離婚時:受領日
　　 ･裁判離婚時:離婚の成立日･確定日　を基準日として計算する。

出力

戸籍DB

審査(離婚同時77条の2届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

個人状態ファイル

中間ファイル

入出力区分

入力

入力

出力

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成6年12月 1日 1/211令和　年　月　日

名称 名称

3.処理概要

　(1)離婚同時77条の2届の内容を画面入力する。
　(2)離婚同時77条の2届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)離婚同時77条の2届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査(協議離婚、裁判離婚)を行う。
　(5)離婚同時77条の2届から中間ファイル(届書)を編集･出力する。
　(6)入力確認(離婚同時77条の2届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

戸籍DB

入力画面

(離婚同時77

条の2届)

確認画面

(離婚同時77

条の2届)

審査
(離婚同時77条の
2届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

個人状態

ファイル

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/
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(5)

処理名

要件定義ワークシート
作業名 作成者

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会

備考0.0　本紙　1/1

2/21

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁

令和　年　月　日 1

PF1

PF2

実行キー

その他

YES

NO

PF10

PF11

PF12

PF7

PF8

(1)届書内容を画面入力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8. PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

YES

NO

YES

　→

　→

〔1.0〕

〔2.0〕

〔3.0〕

〔4.0〕

審査エラー

確認

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)の編集出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

NO

(23)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(25)当該審査エラーの確認後、以降の審査を継続する

(26)入力画面を初期化する。

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示

(16)前ページがあるか(ある,なし)

(17)前ページ｢離婚同時77条の2届｣画面編集

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(20)次ページがあるか(ある,なし)

(21)次ページ｢離婚同時77条の2届｣画面編集

ある

なし

ある

なし

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答エラー履歴に出力する

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う。

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し、メッセージに対
して応答の後、以降の審査を続行する。

(13)エラーメッセージを表示する

審査エラー発生時のみ有効

(8)入力確認画面に
制御を渡す

(11)同画面を編集す
る

(14)業務選択に制御
を渡す

(15)届出選択に制御
を渡す。

(18)同画面を編集す
る

(22)同画面を編集する

入力項目が入力禁止の時のみ有効
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No 必須 属性

1 数字

2 ○ 英数

3 英数

4 漢字

5 ○ 数字

6 英数

7 ○ 数字

8 英数

9 ○ 数字

10 ○ 数字

11 ○ カナ

12 ○ 漢字

13 漢字

14 漢字

15 漢字

16 漢字

17 ○ 数字

18 ○ 数字

19 ○ 英数

20 ○ カナ

21 ○ 漢字

22 漢字

23 漢字

24 漢字

25 漢字

第7
2

(5)

　1.0　単体チェック　1/4

データチェック(単体表)

　離婚同時77条の2届(その1)

処理名

作業名

審査(離婚同時77条の2届)

画面名

作成者

1令和　年　月　日システム化調査研究会 平成6年12月 1日

画面ID

頁

3/21

版改定日付作成日付

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容 備考

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

夫の父母との続柄

支所NO

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本･非本

郵送日

妻の父の氏名

妻の母の氏名

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:不要,1:要)であること

(1:創設,2:報告)であること

動態

報告

夫のカナ氏名

夫の漢字氏名

夫の住所

夫の世帯主

夫の父の氏名

夫の母の氏名

(0:受理分、1:国外からの送付、2:在外公館の直接送付
3:在外公館の国内経由)であること

(10:男、11:長男～29:十九男)であること

(0:構成員,1:筆頭者)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

夫の筆頭者区分

夫の生年月日

妻のカナ氏名

妻の漢字氏名

妻の住所

妻の世帯主

 7-2-(5)-11-4



No 必須 属性

26 ○ 数字

27 ○ 数字

28 ○ 英数

29 ○ 漢字

30 ○ 漢字

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 4/21

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック　2/4 　離婚同時77条の2届(その1)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

妻の父母との続柄

妻の筆頭者区分

妻の生年月日

本籍

筆頭者

(30:女、31:長女～49:十九女)であること

(0:構成員、1:筆頭者)であること

｢日付チェックサブルーチン｣
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No 必須 属性

31 ○ 数字

32 数字

33 英数

34 ○ 数字

35 ○ 漢字

36 ○ 漢字

37 漢字

38 漢字

39 漢字

40 ○ 数字

41 数字

42 数字

43 数字

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 4月 1日 8.1 5/21

1.0単体チェック表(3/4) 離婚同時77条の2届(その2)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

離婚の種別区分

離婚の申立人区分

離婚の成立･確定日

戸籍変動区分

新本籍

処理名 画面名 画面ID

新筆頭者

離婚の方式

裁判所所在国

外国裁判所名

親権指定者の有無

未成年の子の人数

届出人資格1

届出人資格2

人事訴訟法(H16.4)によ
り、5,6を追加

(1:協議、2:調停、3:審判、4:判決、5:和解、6:認諾)であ
ること

項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。

(1:夫、2:妻)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(2:新戸籍編製(夫)、4:新戸籍編製(妻))であること

(0:無し、1:有り)であること

(000:未、006:夫、007:妻)であること

(000:未、006:夫、007:妻)であること
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No 必須 属性

44 カナ

45 未成年者の漢字氏名n 漢字

46 未成年者の父の氏名n 漢字

47 未成年者の母の氏名n 漢字

48 未成年者の父母との続柄n 数字 (10:男,11:長男～29:十九男,30:女,31～49:十九女)であること

49 未成年者の生年月日n 英数

50 未成年者の養父の氏名n 漢字

51 未成年者の養母の氏名n 漢字

52 未成年者の養父母との続柄n 数字 (51:養子,52:養女)であること

53 数字

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/21

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック　4/4 　離婚同時77条の2届(その3)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

NO.44～NO.53の項目は複
数件存在する

未成年者のカナ氏名n

未成年者の親権者区分n

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:父,2:母,3:養父,4:養母)であること
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

13-1

14

14-1

15

15-1

15-2

16

16-2

システム化調査研究会

作成者

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ 備考

作成日付

画面ID

内容

頁

7/21

版

20平成29年 3月31日平成 6年12月 1日

改訂日付

　2.0　関連チェック表　1/2 　離婚同時77条の2届

データチェック(関連表)
作業名

審査(離婚同時77条の2届)

処理名 画面名

第7
2

(5)

(No.3)送付日 ＝ スペースの時,(No.4)発送元 ＝ スペース　であること

(No.3)送付日 ≠ スペースの時,(No.4)発送元 ≠ スペース　であること

(No.3)送付日 ≠ スペースの時,(No.3)送付日 ≧ (No.2)受領日　であること

(No.3)送付日 ＝ スペースの時,(No.5)在外送付区分 ＝ 0(受理分)　であること

(No.3)送付日 ＝ スペースの時,(No.9)動態区分 ＝ 1(要)　であること

(No.4)発送元 ≠ スペースの時,(No.5)在外送付区分 ≠ 0(受理分)　であること

(No.4)発送元 ≠ スペース　かつ　(No.4)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』の時,
(No.5)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)　であること

(No.4)発送元 ≠ スペース　かつ　(No.4)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外
の時,
(No.5)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)　または
(No.5)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)　であること

(No.4)発送元 ≠ スペース　かつ　(No.5)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)の時,
(No.9)動態区分 ＝ 1(要)　であること

(No.4)発送元 ≠ スペース　かつ　((No.5)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)　または
(No.5)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由))の時,
(No.9)動態区分 ＝ 0(不要)　であること

(No.31)離婚の種別区分 ＝ 1(協議)　かつ　(No.37)離婚の方式 ＝ スペースの時,
(No.32)離婚の申立人区分 ＝ スペース　かつ　(No.33)離婚の成立･確定日 ＝ スペース　かつ
(No.42)届出人資格1 ≠ スペース　かつ　(No.43)届出人資格2 ≠ スペース　であること

(No.31)離婚の種別区分 ＝ 1(協議)　かつ　(No.37)離婚の方式 ≠ スペースの時,
(No.32)離婚の申立人区分 ＝ スペース　かつ　(No.33)離婚の成立･確定日 ≠ スペース　かつ
(No.42)届出人資格1,(No.43)届出人資格2　いずれかに入力があること

関連エラーがあります。正しく入力して下
さい。

(No.18)夫の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)の時,(No.27)妻の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　であること

(No.27)妻の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の時,(No.21)妻の漢字氏名 ＝ (No.30)筆頭者　であること

(No.12)夫の漢字氏名の氏 ＝ (No.21)妻の漢字氏名の氏　であること

(No.8)郵送日 ≠ スペースの時,(No.3)送付日 ＝ スペース　であること

(No.8)郵送日 ≠ スペースの時,(No.8)郵送日 ≦ (No.2)受領日　であること

(No.2)受領日 ≧ (No.33)離婚の成立･確定日　であること

(No.18)夫の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の時,(No.27)妻の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)　であること

(No.18)夫の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の時,(No.12)夫の漢字氏名 ＝ (No.30)筆頭者　であること

(No.6)処理日 ≠ スペースの時,(No.6)処理日 > (No.2)受領日であること
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No

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

27-1

28

29

30

31

32

33

備考

改訂日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 8/21

内容

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

処理名

(No.34)戸籍変動区分 ＝ 4(新戸籍編製(妻))のとき
(No.21)妻の漢字氏名 ＝ (No.36)新筆頭者であること

画面名 画面ID

人事訴訟法
(H16.4)によ
り、5,6を追加

(No.53)未成年者の親権者区分n ＝ 1のとき、(No.46)未成年者の父氏名n ≠ スペースであること

(No.53)未成年者の親権者区分n ＝ 2のとき、(No.47)未成年者の母氏名n ≠ スペースであること

(No.53)未成年者の親権者区分n ＝ 3のとき、(No.50)未成年者の養父氏名n ≠ スペースであること

(No.53)未成年者の親権者区分n ＝ 4のとき、(No.51)未成年者の養母氏名n ≠ スペースであること

(No.40)親権指定者の有無 ＝ 1(有)のとき、(No.46)未成年の子の人数 > ZEROであること

(No.41)未成年の子の人数 ＝ 0のとき、未成年者の欄(No.44～No.53) × n件 ＝ スペースであること

作成日付

　2.0　関連チェック表　2/2 　離婚同時77条の2届

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

人事訴訟法
(H16.4)によ
り、5,6を追加

関連エラーがあります。正しく入力して下
さい。

(No.31)離婚の種別区分 ＝ 2(調停),3(審判),4(判決),5(和解),6(認諾)のとき,
((No.32)離婚の申立人区分 ≠ スペースかつ(No.33)離婚の成立･確定日 ≠ スペース)かつ
((No.42)届出人資格1、(No.43)届出人資格2　一方が ≠ ZERO)であること

(No.45)未成年者の漢字氏名n ≠ スペースのとき
(No.44)未成年者のカナ氏名n ≠ スペースかつ(No.49)未成年者の生年月日n ≠ スペースであること

(No.48)未成年者の父母との続柄n ＝ スペースのとき
(No.46)未成年者の父氏名n ＝ スペースかつ(No.47)未成年者の母氏名n ＝ スペースであること

(No.52)未成年者の養父母との続柄n ＝ スペースのとき
(No.50)未成年者の養父氏名n ＝ スペースかつ(No.51)未成年者の養母氏名n ＝ スペースであること

(No.10)報告区分 ＝ 1(創設)のとき、(No.31)離婚の種別区分 ＝ 1(協議離婚)かつ
(No.37)離婚の方式 ＝ スペースであること

(No.10)報告区分 ＝ 2(報告)のとき、(No.31)離婚の種別区分 ＝ 2(調停)、3(審判)、4(判決)、5(和
解)、6(認諾)または
(No.31)離婚の種別区分 ＝ 1(協議離婚)かつ(No.37)離婚の方式 ≠ スペースであること

(No.37)離婚の方式 ≠ スペースかつ(No.38)裁判所所在国 ≠ スペースかつ
(No.39)外国裁判所所名 ≠ スペースの場合エラー

(No.44)未成年者のカナ氏名n ≠ スペースのとき
(No.45)未成年者の漢字氏名n ≠ スペースかつ(No.49)未成年者の生年月日n ≠ スペースであること

(No.44)未成年者のカナ氏名n ＝ スペースのとき
(No.45)未成年者の漢字氏名n～(No.53)未成年者の親権者区分　全てスペースであること

(No.45)未成年者の漢字氏名n ＝ スペースのとき
(No.44)未成年者のカナ氏名n ＝ スペースかつ(No.46)未成年者の父氏名n～(No.53)未成年者の親権者
区分　全てスペースであること

(No.34)戸籍変動区分 ＝ 2(新戸籍編製(夫))のとき
(No.12)夫の漢字氏名 ＝ (No.36)新筆頭者であること

 7-2-(5)-11-9



No

34

35

36

37

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.13)夫の住所 ＝ スペースのとき、(No.14)夫の世帯主 ＝ スペースであること 関連エラーがあります。正しく入力して下
さい。

(No.14)夫の世帯主 ≠ スペースのとき、(No.13)夫の住所 ≠ スペースであること

(No.22)妻の住所 ＝ スペースのとき、(No.23)妻の世帯主 ＝ スペースであること

(No.23)妻の世帯主 ≠ スペースのとき、(No.22)妻の住所 ≠ スペースであること

処理名 画面名 画面ID

　2.0　関連チェック表　2-1/2 　離婚同時77条の2届

版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 9/21

改訂日付第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-11-10



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(17)妻の身分事項に婚姻がある(YES,NO)

YES (18)→(27)へ

(12) (12)～(16)削除

(13)

(14) (15)

(16)

1 (8)夫の身分事項に婚姻がある(YES,NO)

YES (9)→(17)へ

NO (10)エラーメッセージ (11)本紙へ

　｢夫に婚姻事項がありません。｣を表示

5 (6)-1 確認メッセージ 人事訴訟法(H16.4)　Nのとき、不受理

　｢調停･和解･認諾調書の謄本の添付がありますか?｣を表示 C04013

6 (6)-2 確認メッセージ 人事訴訟法(H16.4)　Nのとき、不受理

　｢調停･和解･認諾調書の謄本の添付がありますか?｣を表示 C04013

(7)本非区分(1:本籍,2:非本籍)

　｢調停･和解･認諾調書の謄本の添付がありますか?｣を表示 C04013

3 (5)確認メッセージ 戸77･63　Nのとき、不受理

　｢審判書及び確定証明書がありますか?｣を表示 C03025

4 (6)確認メッセージ 戸77･63　Nのとき、不受理

　｢判決の謄本及び確定証明書がありますか?｣を表示 C06011

　｢外国の方式により離婚が成立した旨の証書又は証明書の添付がありますか?｣
を表示

NO (2)→(7)へ

2 (3)確認メッセージ (4)本紙へ 戸77･63　Nのとき、不受理

NO (0-9)→ 画面項目修正(審査完了しない),R2.1(離婚同時77の2-67)

NO (0-11)→(1)へ R2.1(離婚同時77の2-67)

(1)離婚の種別(1:協議,2:調停,3:審判,4:判決,5:和解,6:認諾) 人事訴訟法(H16.4)により、種別:5,6を追加

1 (1-1)離婚の方式 ≠ スペース(YES,NO)

YES (1-2)確認メッセージ (1-3)本紙へ 戸41　Nのとき、不受理

NO (0-4)→(0-5)へ

(0-5)夫の漢字氏名の名が未入力 または 妻の漢字氏名の名が未入力 (YES,NO) R2.1(離婚同時77の2-67)

YES (0-6)確認メッセージ (YES,NO) (0-7)本紙へ R2.1(離婚同時77の2-67)

    「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

YES (0-8)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-10)本紙へ 不受理,R2.1(離婚同時77の2-67)

(0)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

YES (0-1)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣を表示

YES (0-2)→(0-5)へ

NO → (0-3)本紙へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年 3月31日 R2.1 10/21

処理名 3.0　審査　1/5 備考

 7-2-(5)-11-11



NO (19)エラーメッセージ (20)本紙へ

 ｢妻に婚姻事項がありません。｣を表示

 7-2-(5)-11-12



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

平成19年 3月 1日 11

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

審査(離婚同時77条の2届)

3.0　審査　2/5 備考

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 11/21

改訂日付 版作成日付 頁

処理名

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

(26-20)

(26-22)→(27)

YES

NO

YES

NO

NO

YES

YES

NO

NO

(21)

(22)

(23)

(25)

(26)→(26-1)2

(26-19)→(27)

(26-5)本紙へ

(26-14)→(27)

(26-15)

(26-17)妻の父母との続柄 ＝ 30(女)である(YES,NO)

(26-18)確認メッセージ(YES,NO)

　｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはあ
りませんね?｣

(26-9)

(26-11)→(26-12)

(26-12)妻の父の氏名 ＝ スペース 又は 妻の母の氏名 ＝ スペース(YES,NO)

(26-13)確認メッセージ(YES,NO)

　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(26-6)夫の父母との続柄 ＝ 10(男)である(YES,NO)

(26-7)確認メッセージ(YES,NO)

　｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いはあ
りませんね?｣

(26-8)→(26-12)

(26-1)夫の父の氏名 ＝ スペース　又は　夫の母の氏名 ＝ スペース(YES,NO)

(26-2)確認メッセージ(YES,NO)

　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(26-3)→(26-12)

(26-4)

(21)～(25)削除

不受理

(26-16)本紙へ

(26-10)本紙へ

(24)

不受理

不受理

不受理

(26-21)本紙へ
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

NO (46)エラーメッセージ

YES (45-1)→(38) R2.1(離婚同時77の2-64)

NO (45-2)→ (45-3)本紙へ 不受理,R2.1(離婚同時77の2-64)

(45)確認メッセージ R2.1(離婚同時77の2-64)

　｢未成年者がいますが、親権指定しなくてよ
ろしいですか?｣(YES, NO)

(43) (44)本紙へ R2.1(離婚同時77の2-64)

YES (41)親権区分n ＝ スペース(YES, NO)

YES (42) (42)(43)を削除(民法改正修正で削除),R2.1(離婚同時77の2-64)

　｢戸籍変動に係わる情報が正しくありません。｣を表示

(38)親権指定処理(未成年の子の人数分繰り返す) 民819Ⅰ

(39)親権指定者の有無(0:無,1:有)

0 (40)離婚の成立･確定日 ≠ スペース かつ
    離婚の成立･確定日 ＜ 2022年4月1日の場合、
    未成年者nの生年月日 + 20年(20歳未満) >
    離婚の成立･確定日 または、
    離婚の成立･確定日 ≠ スペース かつ
    離婚の成立･確定日 ≧ 2022年4月1日の場合、
    未成年者nの生年月日 + 18年(18歳未満) >
    離婚の成立･確定日 または、離婚の成立･確定日 ＝ スペース かつ
    受領日 < 2022年4月1日の場合、
    未成年者nの生年月日 + 20年(20歳未満) > 受領日 または、
    離婚の成立・確定日 ＝ スペース かつ
    受領日 ≧ 2022年4月1日の場合、
    未成年者nの生年月日 + 18年(18歳未満) > 受領日 (YES,NO)

民法改正(2022年4月1日)前は20歳未満、

民法改正(2022年4月1日)後は18歳未満で

親権者指定の有無を判定する

R2.1(離婚同時77の2-64)

　｢戸籍変動に係わる情報が正しくありません。｣を表示

4 (33)妻の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者) No.34欠番

0 (35)→(38)へ

1 (36)エラーメッセージ (37)本紙へ

(27)戸籍変動区分(2:新戸編製(夫),4:新戸編製(妻))

2 (28)夫の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者) No.29欠番

0 (30)→(38)へ

1 (31)エラーメッセージ (32)本紙へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年 3月31日 R2.1 12/21

処理名 3.0　審査　2-1/5 備考
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/

/

/

/

/

/

/

/

/NO (57-1)確認メッセージ

　｢未成年者がいますが、親権指定しなくてよ
ろしいですか?｣ (YES,NO)

YES (56-1)→(38)

NO (56-2)→

(56-4)(夫の漢字氏名 ＝ 未成年者の父氏名
または 未成年者の養父氏名) かつ
(妻の漢字氏名 ＝ 未成年者の母氏名
または 未成年者の養母氏名)(YES,NO)

(57)未成年者カウント(内部) ＝ 未成年者カウ
ント(内部) + 1

改訂日付 版 頁

処理名 3.0　審査　3/5 備考

1 (51)離婚の成立・確定日 ≠ スペース かつ
　　離婚の成立･確定日 < 2022年4月1日の場合、
　　未成年者nの生年月日 + 20年(20歳未満) >
　　離婚の成立・確定日 または、
　　離婚の成立･確定日 ≠ スペース かつ
　　離婚の成立･確定日 ≧ 2022年4月1日の場合、
　　未成年者nの生年月日 + 18年(18歳未満) >
　　離婚の成立･確定日　または、離婚の成立・確定日 ＝ スペース かつ
　　受領日 < 2022年4月1日の場合、
　　未成年者nの生年月日 + 20年(20歳未満) > 受領日　または、
　　離婚の成立・確定日 ＝ スペース かつ
　　受領日 ≧ 2022年4月1日の場合、
　　未成年者nの生年月日 + 18年(18歳未満) > 受領日 (YES,NO)

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

YES (48)→(38)

NO (49)エラーメッセージ (50)本紙へ R2.1(離婚同時77の2-64)

　｢親権区分nに誤りがあります(未成年者でない)。｣
を表示

　｢親権指定者の有無に誤りがあります。｣を表示

NO (47)親権区分n ＝ スペース(YES, NO)

応答内容は処分区分に影響させない

R2.1(離婚同時77の2-64)

不受理,R2.1(離婚同時77の2-64)

民法改正(2022年4月1日)前は20歳未満、

民法改正(2022年4月1日)後は18歳未満で

親権者指定の有無を判定する

R2.1(離婚同時77の2-64)

平成 6年12月 1日 令和2年 3月31日 R2.1 13/21

(53)(54)を削除(民法改正修正で削除),R2.1(離婚同時77の2-64)

(57-2)本紙へ

(56-3)本紙へ

R2.1(離婚同時77の2-64)

NO

YES

YES (53)

(54) (55)本紙へ

作成者 作成日付

YES (52)親権区分n ＝ スペース(YES,NO)

(56)確認メッセージ

R2.1(離婚同時77の2-64)

 7-2-(5)-11-15



/

/

/

/

　｢親権区分nに誤りがあります(未成年者でない)。｣を表示

YES (59)→(38)

NO (60)エラーメッセージ (61)本紙へ

　｢親権区分nの親権指定は必要ですか?｣

YES (57-3)未成年者カウント(内部) ＝
未成年者カウント(内部) + 1

NO (57-4)→

NO (58)親権区分n ＝ スペース(YES,NO)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

(62)親権指定者の有無(0:無,1:有)

(63)→(68)

(64)未成年者カウント(内部) > 0(YES,NO)

(65)→(68)

(66)エラーメッセージ

　｢親権指定者の有無に誤りがあります(親権指定なし)。｣を表示

(68)届出区分(1:創設,2:報告)

(69)届出人資格1(000:未,006:夫,007:妻)

(69-1)離婚の方式 ＝ スペース(YES,NO)

(69-2)エラーメッセージ

　｢届出人資格に誤りがあります。｣を表示

(69-5)届出人資格2(000:未,006:夫,007:妻)

YES

NO

(69-3)本紙へ

(67)本紙へNO

000

1

作成日付

0

1

YES

改訂日付

処理名 3.0　審査　3-1/5 備考

版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 14/21

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

 7-2-(5)-11-17



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

　｢届出期間を経過しています。｣を表示 審査続行

(78)

R2.1(離婚同時77の2-66)
(79)→(82)

YES (77-2)受領日 < 離婚の成立･確定日 + 10日 である(YES,NO) 戸43:離婚届の届出期間審査

YES (77-3)→(82)

NO (77-4)メッセージ (77-5)本紙へ R2.1(離婚同時77の2-66)

NO (77-0-3)エラーメッセージ (77-0-4)本紙へ

　｢届出有効期間(3箇月以内)を経過しています。｣

(77-1)離婚の方式 ＝ スペース である(YES,NO)
R2.1(離婚同時77の2-66)

007 (76)確認メッセージ (77)本紙へ Nのとき、不受理

　｢届出人資格1と届出人資格2が重複しています。｣を表示

2 (77-0-1)受領日 < (離婚の成立･確定日 + 1日) + 3箇月 である(YES,NO) 民767-2                  R2.1(離婚同時77の2-66)

YES (77-0-2)→(77-1)

　｢届出人資格に誤りがあります。｣

NO (74-4)→(107)

006 (75)→(107)

007 (74)届出人資格2(000:未,006:夫,007:妻)

000 (74-1)離婚の方式 ＝ スペース(YES,NO)

YES (74-2)エラーメッセージ (74-3)本紙へ

006 (71)エラーメッセージ (72)本紙へ

　｢届出人資格1と届出人資格2が重複しています。｣を表示

007 (73)→(107)

YES (70-2)エラーメッセージ (70-3)本紙へ

　｢届出人資格に誤りがあります。｣

NO (70-4)→(107)

006,007 (69-8)→(107)

006 (70)届出人資格2(000:未,006:夫,007:妻)

000 (70-1)離婚の方式 ＝ スペース(YES,NO)

処理名 3.0　審査　4/5 備考

1 000 NO 000 (69-6)エラーメッセージ (69-7)本紙へ

　｢届出人資格に誤りがあります。｣

(80) (81) R2.1(離婚同時77の2-66)

R2.1版で(78)～(81)を削除

NO (82)→(83) R2.1(離婚同時77の2-66)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年 3月31日 R2.1 15/21
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(103)～(106)第12版で削除

処理日がある場合には、処理日で判定

(84)～(87)第12版で削除

処理日がある場合には、処理日で判定

(87)

(90)本紙へ

(106)

(101)届出メニューへ

(98)本紙へ

(93)届出メニューへ

(91)→(107)

(92)エラーメッセージ

　｢発収簿処理をしてください。｣を表示

(94)→(107)

(95)届出人資格1または届出人資格2(006:夫,007:妻)

YES

NO

007

(100)エラーメッセージ

　｢発収簿処理をしてください。｣を表示

(107)→

YES

NO

NO

YES

NO

スペース →(107)

(105)

(88)受領日または処理日 < 離婚の成立･確定日 + 10日(YES,NO)

(89)確認メッセージ

　｢相手方からの10日以内の届出です。受理してもいいで
すか?｣を表示

YES

2

007

006

(102)→(107)

(103)→(107)

(104)

(96)受領日または処理日 < 離婚の成立･確定日 + 10日(YES,NO)

(97)確認メッセージ

　｢相手方からの10日以内の届出です。受理してもいいで
すか。｣を表示

(99)→(107)

1

2

006

(82)離婚の申立人区分(1:夫,2:妻,スペース)

(83)届出人資格1または届出人資格2(006:夫,007:妻)

(84)→(107)

(85)

(86)

平成30年 3月31日 21

処理名 3.0　審査　5/5 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 16/21
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4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/5

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

(受取側) 中間ファイル(届書)

在外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

←　(引渡側) 離婚同時77条の2入力画面

コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

頁版

17/212

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日
データ編集表

作業名

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会

処理名

在外送付区分

処理日

―――――――

ロック戸籍番号(3)

ロック戸籍番号(4)

ロック戸籍番号(5)

事件別内容

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

ロック戸籍番号(1)

ロック戸籍番号(2)

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

受領NO

―――――――

支所NO

受領日

送付日

発送元

―――――――

送付日

本･非本

郵送日

動態

―――――――

―――――――

―――――――

報告

―――――――

―――――――

戸籍番号

―――――――

在外送付区分 ＝ 0の時、1

在外送付区分 ≠ 0の時、2

中間ファイル
(届書)
共通

離婚同時77条
の2届入力画面

3/5～5/5参照

0:日本人のみ

本籍人の場合、夫婦の戸籍番号

｢12｣を引き渡す
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出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

改定日付

備考

版

令和　年　月　日

作成日付

平成 6年12月 1日審査(離婚同時77条の2届)

作業名

システム化調査研究会

作成者

1

←　(引渡側) 離婚同時77条の2入力画面

18/21

第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　2/5 (受取側) 中間ファイル(届書)

頁

―――――――

―――――――

―――――――

不受理申出処分区分

処分区分

決裁区分

届書排他区分

中間ファイル
(届書)
共通

0:未　1:排他

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

―――――――
何も設定されていない場合に
0:未決裁を設定
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←　(引渡側) 離婚同時77条の2入力画面

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

改定日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 19/21

記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

離婚同時77条
の2届入力画面
(その1)

夫の個人番号

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　3/5 (受取側) 中間ファイル(届書)

妻の住所

生年月日(夫)

筆頭者区分(妻)

妻の個人番号

カナ氏名(妻)

漢字氏名(妻)

住所コード(妻)

住所地番(妻)

世帯主(妻)

父氏名(妻)

筆頭者区分(夫)

カナ氏名(夫)

漢字氏名(夫)

住所コード(夫)

住所地番(夫)

世帯主(夫)

父氏名(夫)

母氏名(夫)

父母との続柄(夫)

本籍人の場合、妻の個人番号

妻の世帯主

妻の父の氏名

妻の母の氏名

妻の父母との続柄

妻の生年月日

本籍

筆頭者

夫の筆頭者区分

夫のカナ氏名

夫の漢字氏名

夫の住所

夫の世帯主

夫の父の氏名

夫の母の氏名

夫の父母との続柄

夫の生年月日

妻の筆頭者区分

妻のカナ氏名

妻の漢字氏名

本籍人の場合、妻の個人番号

母氏名(妻)

父母との続柄(妻)

生年月日(妻)

本籍コード

本籍地番

筆頭者
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/21

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　4/5 (受取側) 中間ファイル(届書) ←　(引渡側) 離婚同時77条の2届入力画面

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

離婚同時77条
の2届入力画面
(その2)

離婚同時77条
の2画面(その
3)

未
成
年
者
項
目

カナ氏名(未成年者
n)

漢字氏名(未成年者
n)

父の氏名(未成年者
n)

母の氏名(未成年者
n)

父母との続柄(未成
年者n)

離婚の種別区分

離婚の申立人区分

離婚の成立･確定日

戸籍変動区分

新本籍コード

新本籍地番

新筆頭者カナ氏名

新筆頭者

外国離婚方式

離婚の成立･確定日

戸籍変動区分

新本籍

新筆頭者

離婚の方式

裁判所所在国

外国裁判所名

親権指定者の有無

未成年の子の人数

届出人資絡1

届出人資格2

裁判所所在国

外国裁判所名

親権指定者の有無

未成年の子の人数

届出人資格1

届出人資格2

離婚の種別区分
離婚の申立人区分

未
成
年
者
項
目

未成年者nのカナ氏
名

未成年者nの漢字氏
名

未成年者nの父の氏
名

未成年者nの母の氏
名

未成年者nの父母と
の続柄

未成年者項目については、複数件数
存在する場合がある。

本籍人の場合設定
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/21

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　5/5 (受取側) 中間ファイル(届書) ←　(引渡側) 離婚同時77条の2入力画面

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

未
成
年
者
項
目

未成年者nの生年月
日

未成年者nの養父の
氏名

未成年者nの養母の
氏名

未成年者nの養父母
との続柄

未成年者nの親権者
区分

未
成
年
者
項
目

生年月日(未成年者
n)

養父の氏名(未成年
者n)

養母の氏名(未成年
者n)

養父母との続柄(未
成年者n)

親権者区分(未成年
者n)

離婚同時77条
の2届入力画面
(その3)

中間ファイル
(届書)
事件別内容
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3.処理概要
　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　(2)戸籍変動情報を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。………………(サンプル提示)
　(7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　　 1.0 データ編集表(確認画面)
　　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス
　　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル仮受付)
　　　　　　　　　　　　3.1 仮受付(離婚)
　　　　　　　　　　　　3.2 仮受付(77条の2)
　　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル　仮戸籍(夫))
　　　　　　　　　　　　4.1 身分事項(夫婦の戸籍･除籍(離婚))
　　　　　　　　　　　　4.2 身分事項(夫婦の戸籍･除籍(77条の2))
　　　　　　　　　　　　4.3 身分事項(新戸籍　･入籍(離婚))

　　　　　　　　　　　　4.4 身分事項(新戸籍　･入籍(77条の2))

　　　　　　　　　　　　4.5 身分事項(夫婦の戸籍･変動なし)
　　　　　　　　　　　　4.6 戸籍事項(新戸籍　･入籍77条の2))
　　　　　　　　　 5.0 データ編集表(中間ファイル　仮戸籍(妻))
　　　　　　　　　　　　5.1 身分事項(夫婦の戸籍･除籍(離婚))
　　　　　　　　　　　　5.2 身分事項(夫婦の戸籍･除籍(77条の2))
　　　　　　　　　　　　5.3 身分事項(新戸籍　･入籍(離婚))
　　　　　　　　　　　　5.4 身分事項(新戸籍　･入籍(77条の2))
　　　　　　　　　　　　5.5 身分事項(夫婦の戸籍･変動なし)
　　　　　　　　　　　　5.6 戸籍事項(新声籍　･入籍(77条の2))
　　　　　　　　　 6.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍(子))
　　　　　　　　　　　　6.1 身分事項(変動なし)
　　　　　　　　　 7.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　　　7.1 夫
　　　　　　　　　　　　7.2 妻
　　　　　　　　　 8.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)…(サンプル提示)
　　　　　　　　　　　　8.1 夫　8.2 妻

入出力区分名称

中間ファイル(仮受付)

中間ファイル(届書) 入力

附票データベース
入力

出力

名称

(サンプル)

入出力区分

5.備考(特記事項含む)
　　※戸籍事項(77条の2)(4.6,5.6)を編集した場合は,その後に戸籍事項(編製)B1を作成す
る。中間ファイル(仮戸籍)

第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

出力

出力

出力

(サンプル)

中間ファイル(30条
の12第1項)

中間ファイル(9条2項)

頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 1/40

改訂日付 版

附票

データベース

入力確認

(離婚同時77

条の2届)

中間ファイル

(30条の12第1

項)

(サンプル)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(届書)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(離婚同時77条

の2届)

エラー履歴

(詳細別紙)
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(16-2)夫について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･入力する [8.1]

(25-2)妻について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･入力する [8.2]

身分事項(除籍)

身分事項(除籍)

身分事項(入籍)

身分事項(入籍)

身分事項(変動なし)

身分事項(除籍)

身分事項(除籍)

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場合届
書ファイルから画面編集を行う。

離婚の記載

77条の2の記載

離婚の記載

77条の2の記載

※サンプル提示　処理(16-1)～(16-3)

離婚の記載

77条の2の記載

離婚の記載

77条の2の記載

※サンプル提示　処理(25-1)～(25-3)

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合

[5.3]

[5.4]

[5.5]

[5.6]

(25-1)妻は在外選挙人である(YES,NO)

[5.1]

[5.2]

(16-3)→(17)

[1.0]

[2.0]

[3.1]

[3.2]

[4.1]

[4.2]

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

仮受付(離婚)　　 (5)離婚届による仮受付ファイルの編集

仮受付(77条の2)　(6)77条の2届による仮受付ファイルの編集

(7)事件本人が本籍人である(YES,NO)

(8)夫の戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、よけ
れば実行キーを押下してください。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍変動状況を決定する

(11)夫の除籍事項の編集(夫婦の戸籍)

(12)夫の除籍事項の編集(夫婦の戸籍)

実行キー

(13)夫の入籍事項の編集(新戸籍)

(14)夫の入籍事項の編集(新戸籍)

(15)夫の変動なし事項の編集(夫婦の戸籍)

(20)妻の除籍事項の編集(夫婦の戸籍)

(21)妻の除籍事項の編集(妻婦の戸籍)

(17)妻の戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･入力する

身分事項(入籍)

[4.3]

[4.4]

[4.5]

[4.6]

(16-1)夫は在外選挙人である(YES,NO)

備考

身分事項(入籍)

身分事項(入籍)

YES

NO

YES

NO

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

処理名 0.0　本紙

YES

作成者 作成日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 2/40

改訂日付

(25)妻の77条の2事項の編集(新戸籍)

(25-3)→(26)

(22)妻の入籍事項の編集(新戸籍)

(23)妻の入籍事項の編集(新戸籍)

(24)妻の変動なし事項の編集(夫婦の戸籍)

(16)夫の77条の2事項の編集(新戸籍)

身分事項(入籍)

身分事項(変動なし)
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/

/

/

/

/

/

/

(32),(33)処分決定
に制御を渡す

(34)業務選択に制御
を渡す

(35)届出選択に制御
を渡す

(36)審査に制御を渡
す

(39)同画面を編集す
る

(47)同画面を編集す
る

(43)同画面を編集す
る

(45)エラー履歴表示
に制御を渡す

(46)エラーメッセージ｢無効なキーが押されました。｣を表示する

[7.2]

 →

 →

 →

[6.1]

[7.1]

(26)子の戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

身分事項(変動なし) (27)子の変動なし事項の編集(夫婦の戸籍)

(28) → (29)

(29)在外送付区分 ＝ 0:受理分　又は　2:在外公館の直接送付である (YES,NO)

(30) 夫について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

YES

(31) 妻について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

YES

NO

YES

NO (40)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(41)次ページがあるか　(ある:YES,なし:NO)

(42)次ページ分の｢離婚同時77条の2届｣画面を編集

(44)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

 →

 →

(37)前ページがあるか　(ある:YES,なし:NO)

(38)前ページ分の｢離婚同時77条の2届｣画面を編集

NO

YES

NO

その他

PF8

PF11

PF5

PF7

PF1

PF2

実行キー

処理名 0.0　本紙 備考

頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 3/40

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版
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離婚同時77条
の2届確認画面

(その1)

中間ファイル
(届書)
事件別内容

中間ファイル
(届書)共通

父母との続柄(夫)

生年月日(夫)

筆頭者区分(妻)

カナ氏名(妻)

漢字氏名(夫)

動態区分

届出区分

筆頭者区分(夫)

カナ氏名(夫)

漢字氏名(妻)

母氏名(夫)

夫の漢字氏名

夫の住所

報告

夫の筆頭者区分

夫のカナ氏名

妻の漢字氏名

夫の母の氏名

夫の父母との続柄

夫の生年月日

妻の筆頭者区分

妻のカナ氏名

受領NO

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本･非本

郵送日

動態

処理名 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

1.0 確認画面(離婚同時77条の2届)表示　1/3 (受取側) 離婚同時77条の2届確認画面

夫の世帯主

夫の父の氏名

画面ID

システム日付

支所NO

頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/40

改定日付

住所コード(夫)

住所地番(夫)

世帯主(夫)

父氏名(夫)

画面ID

システム日付

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版
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離婚同時77条
の2届確認画面

(その1)

離婚同時77条
の2届確認画面

(その2)

中間ファイル
(届書)
事件別内容

届出人資格1

届出人資格2

外国離婚方式

裁判所所在国

外国裁判所名

親権指定者の有無

未成年の子の人数

戸籍変動区分

新本籍コード

新本籍地番

新筆頭者

離婚の成立･確定日

住所コード(妻)

住所地番(妻)

世帯主(妻)

父の氏名(妻)

母の氏名(妻)

父母との続柄(妻)

生年月日(妻)

本籍コード

本籍地番

筆頭者

離婚の種別区分

離婚の申立人区分

届出人資格1

届出人資格2

離婚の方式

裁判所所在国

外国裁判所名

親権指定者の有無

未成年の子の人数

戸籍変動区分

新本籍

新筆頭者

離婚の成立･確定日

筆頭者

離婚の種別区分

離婚の申立人区分

妻の住所

妻の世帯主

妻の父の氏名

妻の母の氏名

妻の父母との続柄

妻の生年月日

本籍

出力形態

Z 9 . ,

1 5/40

改定日付

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 令和　年　月　日平成6年12月 1日

頁

1.0 確認画面(離婚同時77条の2届)表示　2/3 (受取側) 離婚同時77条の2届確認画面

版

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

 7-2-(5)-11-29



離婚同時77条
の2届確認画面

(その3)

生年月日(未成年者
n)

養父の氏名(未成年
者n)

養母の氏名(未成年
者n)

養父母との続柄(未
成年者n)

親権者区分(未成年
者n)

未成年者nのカナ氏
名

未成年者nの漢字氏
名

未成年者nの父の氏
名

未成年者nの母の氏
名

未成年者nの父母と
の続柄

未成年者nの生年月
日

未成年者nの養父の
氏名

未成年者nの養母の
氏名

未成年者nの養父母
との続柄

未成年者nの親権者
区分

カナ氏名(未成年者
n)

漢字氏名(未成年者
n)

父の氏名(未成年者
n)

母の氏名(未成年者
n)

父母との続柄(未成
年者n)

中間ファイル
(届書)
事件別内容

未
成
年
者
項
目
　
n
件

未
成
年
者
項
目
　
n
件

改定日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 1.0 確認画面(離婚同時77条の2届)表示　3/3 (受取側) 離婚同時77条の2届確認画面 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

 7-2-(5)-11-30



1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○ ○ - -

6 ○ ○ ○ ○ ○ - -

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 ○ ○ ○ ○ ○ - -

12 ○ ○ ○ ○ ○ - -

　ひな型使用時の補足説明

(1)C2:個人特定(記録)編集

・夫および妻の配偶者区分は0(未)を設定する

(新戸籍編製で除籍となる者についても、配偶者区分を設定すること)

妻(5.3),(5.4),(5.6)

　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

戸籍の変動

夫(4.1),(4.2)

妻(5.3),(5.4),(5.6)

妻(5.3),(5.4),(5.6)

夫(4.3),(4.4),(4.6)

夫(4.3),(4.4),(4.6)

夫(4.3),(4.4),(4.6)

夫(4.1),(4.2)

夫(4.1),(4.2)

夫(4.5),子(6.1)

夫(4.5),子(6.1)

夫(4.5)

夫(4.5)

妻(5.5),子(6.1)

妻(5.5),子(6.1)

妻(5.5)

妻(5.5)

妻(5.1),(5.2)

妻(5.1),(5.2)

妻(5.1),(5.2)

妻(5.1),(5.2)

夫(4.1),(4.2)

(注)新戸籍編製の場合、B.1は4.6または5.6編集後作成す
る。

妻

新戸籍 有無

　
管
内

　
管
外

婚前に戻る
者

戻る者の本
籍

　
変
動
な
し

C.2C.2

有 無

条件

　
一
部
除
籍

作成者 作成日付 版

処理名  2.0 戸籍編製マトリックス表

現在の夫婦
の戸籍

構成 構成

　
管
内

夫 妻 親権指定 夫婦の戸籍

　
管
外

　
筆
頭
者

　
構
成
員

　
筆
頭
者

　
構
成
員

夫

　
　
　
項
番

頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/40

改定日付第7
2

(5)
補足説明書

作業名
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｢訴提起者｣ 妻の氏名3,4,5,6

中間ファイル
(仮受付･離婚)
共通

｢相手方｣ 夫の氏名

007 2 ｢申立人｣ 妻の氏名

届出人氏名2 2 006 -

｢訴提起者｣ 夫の氏名

007 - ｢相手方｣ 妻の氏名

届出人資格名称2 3,4,5,6

届出人資格 届出人氏名

1 006 2 ｢申立人｣ 夫の氏名

届出人資格区分2 妻の氏名 申立人区分 届出人資格1or2 離婚の種別

届出人資格1及び届出人氏名1に以下の項目を設定

届出人資格名称1 届出人資格2

届出人氏名1 夫の氏名 　(2)離婚の種別 ≠ 1(裁判)の場合

受領番号 + 1(77条の2届の受領番号)
届出人資格区分1 届出人資格1 条件(1-1)離婚の種別 ＝ 1(協議)の場合、スペース
関連受領番号 ――――――――
許可日 許可日
指示日 指示日

郵送日 郵送日

収日 ――――――――
発日 ――――――――

証書提出区分 ―――――――― 離婚の方式 ≠ スペースの時、1(証書提出)、以外は0(届
発送日 ――――――――

渉外区分 ―――――――― 0:日本人
本非区分 本非区分
受理送付区分 受理送付区分
事件発生時分 ――――――――

送付日 ≠ スペースの場合、送付日
事件発生日 離婚の成立･確定日 報告区分 ＝ 2の場合、移送
受付日 受領日または送付日

出張所番号 出張所番号
受領番号 中間ファイル

(届書)
受領番号

受付事件コード ―――――――― 離婚の種別が
1の場合、1001(離婚)
2の場合、1002(調停)
3の場合、1003(裁判)
4の場合、1003(裁判)
5の場合、1003(裁判)
6の場合、1003(裁判)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付)編集･出力　1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･離婚)/共通 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

離婚届の受領番号

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 8/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、1(送付
要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。

*本非区分は、共通部の項目を用い
る。

―――――――――

届書送付目録区分

―――――――――

送達確認1

届後戸籍の筆頭者 新筆頭者

届後本籍が非本籍　かつ　在外送付
区分 ＝ 0(受理分)の場合、1(未到
着)を設定。

上記以外は、0(不要)を設定。

3.1 中間ファイル(仮受付)編集･出力　2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･離婚)/共通

｢2:新戸籍編製｣を移送

中間ファイル
(仮受付･離婚)
共通

届後本籍コード 中間ファイル
(届書)

新本籍コード

届後本籍区分 ―――――――――

届後本籍 新本籍地番

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

改定日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/40

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付
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　☆事件本人情報の出力順位は、筆頭者を先に出力する。

現本籍が、(本非区分 ＝ 2)かつ(存外
送付区分 ＝ 0)の場合、1(未到着)を設
定。
上記以外は、0(不要)を設定。

送達確認2

夫の筆頭者区分が1のとき夫の漢字氏名
上記以外、妻の漢字氏名

筆頭者

本籍 本籍地番

本籍コード 本籍コード

漢字氏名 夫または妻の漢字氏名

生年月日 夫または妻の生年月日

カナ氏名

届出人区分

夫または妻のカナ氏名

行番号 ―――――

中間ファイル
(仮受付･離婚)
事件本人

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分 ―――――

離婚の種別 ＝ 1かつ離婚の方式 ＝ スペースの場合
　夫及び妻の場合、1を設定
離婚の種別 ＝ 1かつ離婚の方式 ≠ スペースの場合
　夫の場合、届出人資格1または2 ＝ 006:夫の時、1を設定
　妻の場合、届出人資格1または2 ＝ 007:妻の時、1を設定
離婚の種別 ≠ 1の場合
　夫の場合、届出人資格1または2 ＝ 006:夫の時、lを設定
　妻の場合、届出人資格1または2 ＝ 007:妻の時、1を設定
上記以外は0を設定。

夫の場合、12(夫)
妻の場合、13(妻)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付)編集･出力　3/3 (受取側)中間ファイル(仮受付･離婚)/事件本人　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡額 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 10/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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届後本籍区分

届後本籍コード

届出人氏名2

新本籍コード

中間ファイル
(届書)
事件別内容

｢2:新戸籍編製｣を移送

届出人資格名称2

届出人資格区分2

事件本人なので設定しない

届出人氏名1

届出人資格名称1

離婚届の受領番号

届出人資格区分1

関連受領番号 受領番号

許可日 許可日

指示日 指示日

収日 ――――――――

発日 ――――――――

郵送日 郵送日

発送日 ――――――――

0:日本人

証書提出区分 ―――――――― 0:届出

渉外区分 ――――――――

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生時分 ――――――――

事件発生日 ――――――――

受領番号 中間ファイル
(届書)

――――――――

受付事件コード ―――――――― 1101(77条の2届)を設定

受付日 受領日または送付日 送付日 ≠ スペースの場合、送付日

10版にて修正

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付)編集･出力　1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･77条の2)/共通 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

受領番号 + 1(77条の2届の受領番号)中間ファイル
(仮受付･77条
2)
共通

出張所番号 出張所番号

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 11/40
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2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-35



決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、1(送付
要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。

*本非区分は、共通部の項目を用い
る。

届書送付目録区分

――――――――

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

――――――――

届後本籍が非本籍　かつ　在外送付
区分 ＝ 0(受理分)の場合、1(未到
着)を設定。

上記以外は、0(不要)を設定。

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付)編集･出力　2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･77条の2)/共通 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

中間ファイル
(仮受付･77条
の2)
共通

届後本籍 中間ファイル
(届書)

新本籍地番

送達確認1

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

届後戸籍の筆頭者 新筆頭者

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) 1 12/40システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

 7-2-(5)-11-36



*夫、妻の筆頭者区分を判定し、筆頭者区分 ＝ 0(構成員)のどちらか一方
を作成する。

(例)妻の筆頭者区分が0の場合、妻のカナ氏名、生年月日等のデータ
を編集する。

現本籍が、(本非区分 ＝ 2)かつ(在
外送付区分 ＝ 0)の場合、1(未到着)
を設定

上記以外は、0(不要)を設定

送達確認2

――――――――

中間ファイル
(仮受付･77条
2)
事件本人

本籍 本籍地番

本籍コード 本籍コード

生年月日 夫または妻の生年月日

漢字氏名 夫または妻の漢字氏名

1を設定

カナ氏名 夫または妻のカナ氏名

届出人区分 ――――――――

｢14｣(氏続称者(従前の氏を称する
者))を移送

行番号 ――――――――

受領番号 中間ファイル
(届書)
事件別内容

受領番号

事件本人区分
――――――――

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付)編集･出力　3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･離婚)/共通 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 13/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-37



離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースのときのみ

証書提出
者

離
婚

離婚日 受領日
離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ＝ スペースの時、受領
日
離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースの時、離婚
の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚の種別 ≠ 1のときのみ届出日 受領日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

離婚の種別 ≠ 1かつ届出人資格1or2
＝ 007の場合、｢妻｣を設定資格名称

資格
――――――――

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースかつ
届出人が妻から一方のみの場合に｢妻｣を設定資格名称

証書提出日 受領日

届出人
資格

――――――――

｢裁判所所在国｣ + ｢外国裁判所名｣裁判所 裁判所所在国
外国裁判所名

離婚の方式 離婚の方式

配偶者の国籍 ――――――――

配偶者氏名 妻の氏名

離婚除籍日 ――――――――

離婚種別 ＝ 6のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の請求認諾日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 5のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の和解成立日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 3,4のときのみ、離婚の
成立･確定日を設定

離婚の裁判確定日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 2のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の調停成立日 離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式
＝ スペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定日

―――――――― ｢1001｣を移送

｢1001｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

行番号 ――――――――

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(夫)

出力区分 ―――――――― ｢0｣を移送

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項(除籍)の編集･出力　1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 14/40
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-38



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

入
籍

　
戸
籍

本籍 ――――――――

筆頭者 ――――――――

筆頭者 ――――――――

除
戸
籍

新本籍 ――――――――

離婚後の氏 ――――――――

称する氏 ――――――――

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

受理者 ――――――――

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

送
付

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

――――――――

除籍日 ――――――――

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/40

処理名 4.1 身分事項(除籍)の編集･出力　2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届)

 7-2-(5)-11-39



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

新本籍地番
除
戸
籍

新本籍 新本籍コード

称する氏 ――――――――

除籍日 処理日

筆頭者 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

入
戸
籍

 
戸
籍

従
前

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

項目があれば移送

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

｢1101｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

｢0｣ゼロを移送

タイトルコード ―――――――― ｢1101｣を移送

行番号 ――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2 身分事項(除籍)の編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(夫)

出力区分 ――――――――

――――――――

許
可

許可日 ――――――――

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-11-40



離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースのときのみ

証書提出
者

離
婚

離婚日 受領日
離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ＝ スペースの時、受領
日
離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースの時、離婚
の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚の種別 ≠ 1のときのみ届出日 受領日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

離婚の種別 ≠ 1かつ届出人資格1or2
＝ 007の場合、｢妻｣を設定資格名称

資格
――――――――

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースかつ
届出人が妻から一方のみの場合に｢妻｣を設定資格名称

証書提出日 受領日

届出人
資格

――――――――

｢裁判所所在国｣+｢外国裁判所名｣裁判所 裁判所所在国
外国裁判所名

離婚の方式 離婚の方式

配偶者の国籍 ――――――――

配偶者氏名 妻の氏名

離婚除籍日 ――――――――

離婚種別 ＝ 6のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の請求認諾日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 5のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の和解成立日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 3,4のときのみ、離婚の
成立･確定日を設定

離婚の裁判確定日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 2のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の調停成立日 離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式
＝ スペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定日

｢1001｣を移送

｢1001｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

行番号 ――――――――

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(夫)

出力区分 ―――――――― ｢0｣を移送

タイトルコード ――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3 身分事項(入籍)の編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 17/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-41



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

入
籍

　
戸
籍

本籍 ――――――――

筆頭者 ――――――――

筆頭者 ――――――――

除
戸
籍

新本籍 ――――――――

離婚後の氏 ――――――――

称する氏 ――――――――

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

受理者 ――――――――

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

送
付

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

――――――――

除籍日 ――――――――

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 18/40

処理名 4.3 身分事項(入籍)の編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届)

 7-2-(5)-11-42



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

除
戸
籍

新本籍
――――――――

称する氏 ――――――――

除籍日 ――――――――

筆頭者 筆頭者

許可を受けた者 ――――――――

入
戸
籍

 
戸
籍

従
前

本籍 本籍地番

入籍日 処理日

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

項目があれば移送

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

｢1101｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

｢0｣ゼロを移送

タイトルコード ―――――――― ｢1101｣を移送

行番号 ――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.4 身分事項(除籍)の編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(夫)

出力区分 ――――――――

――――――――

許
可

許可日 ――――――――

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 19/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-11-43



離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースのときのみ

証書提出
者

離
婚

離婚日 受領日
離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ＝ スペースの時、受領
日
離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースの時、離婚
の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚の種別 ≠ 1のときのみ届出日 受領日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

離婚の種別 ≠ 1かつ届出人資格1or2
＝ 007の場合、｢妻｣を設定資格名称

資格
――――――――

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースかつ
届出人が妻から一方のみの場合に｢妻｣を設定資格名称

証書提出日 受領日

届出人
資格

――――――――

｢裁判所所在国｣+｢外国裁判所名｣裁判所 裁判所所在国
外国裁判所名

離婚の方式 離婚の方式

配偶者の国籍 ――――――――

配偶者氏名 妻の氏名

離婚除籍日 ――――――――

離婚種別 ＝ 6のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の請求認諾日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 5のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の和解成立日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 3,4のときのみ、離婚の
成立･確定日を設定

離婚の裁判確定日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 2のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の調停成立日 離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式
＝ スペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定日

｢1001｣を移送

｢1001｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

行番号 ――――――――

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(夫)

出力区分 ―――――――― ｢0｣を移送

タイトルコード ――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.5 身分事項(変動なし)の編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 20/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-44



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 処理日

入
籍

　
戸
籍

本籍 ――――――――

筆頭者 ――――――――

筆頭者 ――――――――

除
戸
籍

新本籍 ――――――――

離婚後の氏 ――――――――

称する氏 ――――――――

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

項目があれば移送

受理者 発送元

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

送
付

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

送付日

除籍日 ――――――――

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/40

処理名 4.5 身分事項(変動なし)の編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届)

 7-2-(5)-11-45



記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

氏

従前の記録
――――――――

――――――――

――――――――

｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

｢1101｣を設定

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

｢0｣を設定

タイトルコード ―――――――― ｢1101｣を設定

行番号 ――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍事項

戸籍番号 中間ファイル
(届書)

出力区分 ――――――――

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

許可を受けた者 ――――――――

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.6 戸籍事項(77条の2)編集･出力 1/1 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 22/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-46



離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースのと
きのみ

証書提出
者

離
婚

離婚日 受領日
離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ＝ スペースの時、受領
日
離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースの時、離婚
の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚の種別 ≠ 1のときのみ届出日 受領日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

離婚の種別 ≠ 1かつ届出人資格1or2
＝ 007の場合、｢夫｣を設定資格名称

資格
――――――――

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースかつ
届出人が夫から一方のみの場合に｢夫｣を設定資格名称

証書提出日 受領日

届出人
資格

――――――――

｢裁判所所在国｣ + ｢外国裁判所名｣裁判所 裁判所所在国
外国裁判所名

離婚の方式 離婚の方式

配偶者の国籍 ――――――――

配偶者氏名 妻の氏名

離婚除籍日 ――――――――

離婚種別 ＝ 6のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の請求認諾日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 5のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の和解成立日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 3,4のときのみ、離婚の
成立･確定日を設定

離婚の裁判確定日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 2のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の調停成立日 離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式
＝ スペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定日

―――――――― ｢1001｣を移送

｢1001｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

行番号 ――――――――

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(妻)

出力区分 ―――――――― ｢0｣を移送

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1 身分事項(除籍)の編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 23/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-47



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

入
籍

　
戸
籍

本籍 ――――――――

筆頭者 ――――――――

筆頭者 ――――――――

除
戸
籍

新本籍 ――――――――

離婚後の氏 ――――――――

称する氏 ――――――――

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

受理者 ――――――――

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

送
付

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

――――――――

除籍日 ――――――――

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 24/40

処理名 5.1 身分事項(除籍)の編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届)

 7-2-(5)-11-48



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

新本籍地番
除
戸
籍

新本籍 新本籍コード

称する氏 ――――――――

除籍日 処理日

筆頭者 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

入
戸
籍

 
戸
籍

従
前

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

項目があれば移送

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

｢1101｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

｢0｣ゼロを移送

タイトルコード ―――――――― ｢1101｣を移送

行番号 ――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2 身分事項(除籍)の編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(夫)

出力区分 ――――――――

――――――――

許
可

許可日 ――――――――

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 25/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-11-49



離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースのと
きのみ

証書提出
者

離
婚

離婚日 受領日
離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ＝ スペースの時、受領
日
離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースの時、離婚
の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚の種別 ≠ 1のときのみ届出日 受領日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

離婚の種別 ≠ 1かつ届出人資格1or2
＝ 007の場合、｢夫｣を設定資格名称

資格
――――――――

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースかつ
届出人が夫から一方のみの場合に｢夫｣を設定資格名称

証書提出日 受領日

届出人
資格

――――――――

｢裁判所所在国｣ + ｢外国裁判所名｣裁判所 裁判所所在国
外国裁判所名

離婚の方式 離婚の方式

配偶者の国籍 ――――――――

配偶者氏名 妻の氏名

離婚除籍日 ――――――――

離婚種別 ＝ 6のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の請求認諾日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 5のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の和解成立日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 3,4のときのみ、離婚の
成立･確定日を設定

離婚の裁判確定日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 2のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の調停成立日 離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式
＝ スペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定日

―――――――― ｢1001｣を移送

｢1001｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

行番号 ――――――――

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(妻)

出力区分 ―――――――― ｢0｣を移送

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.3 身分事項(入籍)の編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 26/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-50



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

入
籍

　
戸
籍

本籍 ――――――――

筆頭者 ――――――――

筆頭者 ――――――――

除
戸
籍

新本籍 ――――――――

離婚後の氏 ――――――――

称する氏 ――――――――

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

受理者 ――――――――

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

送
付

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

――――――――

除籍日 ――――――――

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 27/40

処理名 5.3 身分事項(入籍)の編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届)

 7-2-(5)-11-51



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

除
戸
籍

新本籍
――――――――

称する氏 ――――――――

除籍日 ――――――――

筆頭者 筆頭者

許可を受けた者 ――――――――

入
戸
籍

 
戸
籍

従
前

本籍 本籍地番

入籍日 処理日

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

項目があれば移送

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

｢1101｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

｢0｣ゼロを移送

タイトルコード ―――――――― ｢1101｣を移送

行番号 ――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.4 身分事項(除籍)の編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(夫)

出力区分 ――――――――

――――――――

許
可

許可日 ――――――――

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 28/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-11-52



離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースのと
きのみ

証書提出
者

離
婚

離婚日 受領日
離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ＝ スペースの時、受領
日
離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースの時、離婚
の成立･確定日を設定　　以外は、スペース

離婚の種別 ≠ 1のときのみ届出日 受領日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

離婚の種別 ≠ 1かつ届出人資格1or2
＝ 007の場合、｢夫｣を設定資格名称

資格
――――――――

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式 ≠ スペースかつ
届出人が夫から一方のみの場合に｢夫｣を設定資格名称

証書提出日 受領日

届出人
資格

――――――――

｢裁判所所在国｣ + ｢外国裁判所名｣裁判所 裁判所所在国
外国裁判所名

離婚の方式 離婚の方式

配偶者の国籍 ――――――――

配偶者氏名 妻の氏名

離婚除籍日 ――――――――

離婚種別 ＝ 6のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の請求認諾日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 5のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の和解成立日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 3,4のときのみ、離婚の
成立･確定日を設定

離婚の裁判確定日 離婚の成立日･確定日

離婚種別 ＝ 2のときのみ、離婚の成
立･確定日を設定

離婚の調停成立日 離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式
＝ スペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

事件発生日 受領日
離婚の成立日･確定日

―――――――― ｢1001｣を移送

｢1001｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

行番号 ――――――――

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(妻)

出力区分 ―――――――― ｢0｣を移送

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.5 身分事項(変動なし)の編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 29/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-53



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 処理日

入
籍

　
戸
籍

本籍 ――――――――

筆頭者 ――――――――

筆頭者 ――――――――

除
戸
籍

新本籍 ――――――――

離婚後の氏 ――――――――

称する氏 ――――――――

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

項目があれば移送

受理者 発送元

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

送
付

送付を受けた日 中間ファイル
(届書)

送付日

除籍日 ――――――――

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 30/40

処理名 5.5 身分事項(変動なし)の編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届)

 7-2-(5)-11-54



記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

氏

従前の記録
――――――――

――――――――

――――――――

｢戸籍法77条の2の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

｢1101｣を設定

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

｢0｣を設定

タイトルコード ―――――――― ｢1101｣を設定

行番号 ――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍事項

戸籍番号 中間ファイル
(届書)

出力区分 ――――――――

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

許可を受けた者 ――――――――

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.6 戸籍事項(77条の2)の編集･出力 1/1 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 31/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-55



離婚の種別 ＝ 1の場合
　次頁の編集条件を参照
離婚の種別 ≠ 1の場合
　スペースを設定

資格名称
届
出

届出人1 資格

――――――――

氏名
――――――――

未成年nの親権者区分が
3の場合:未成年者nの養父の氏名
4の場合:未成年者nの養母の氏名
その他の場合:スペース

未成年者nの養母の氏名

氏名 未成年者nの養父の氏名

未成年nの親権者区分が
1の場合:｢父｣
2の場合:｢母｣
3の場合:｢養父｣
4の場合:｢養母｣

資格名称

親権者 資格

――――――――

離婚の種別 ≠ 1の場合、離婚の成立
日･確定日
上記以外は未設定

親権者を定められた
日

離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式
＝ スペースの場合、受領日
離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式
≠ スペースの場合、離婚の成立日･確定
日
上記以外は未設定

離婚の成立日･確定日

離婚の種別 ＝ 1(協議)かつ離婚の方式
＝ スペースの時、受領日を設定
上記以外は、離婚の成立･確定日を設定

離婚の成立日･確定日

事件発生日 受領日

｢1301｣を移送

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

｢0｣ゼロを移送

タイトルコード ―――――――― ｢1301｣を移送

行番号 ――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(子n)

出力区分 ――――――――

親
権

親権者を定めた日 受領日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 身分事項(変動なし)の編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(離婚同時77条2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 32/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-11-56



記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 処理日

受理者 ――――――――

離婚の種別 ＝ 1の場合
　次頁の編集条件を参照
離婚の種別 ≠ 1の場合
　スペースを設定

氏名
――――――――

資格名称

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

届出人2 資格 中間ファイル
(届書)

――――――――

送
付

送付を受けた日 ――――――――

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 33/40

処理名 6.1 身分事項(変動なし)の編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(離婚同時77条2届)

 7-2-(5)-11-57



☆親権事項中、届出人資格を以下の条件により設定する

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

　*1:　未成年者の子側の養父母欄を示す

未成年者の養母の氏名n

(養父) 【養父】

4
養父 ＝ スペース?

【父】 【養母】

(養母) 【養父】 未成年者の養父の氏名n 【養母】 未成年者の養母の氏名n

未成年者の養父の氏名n 【養母】 未成年者の養母の氏名n

3
養母 ＝ スペース?

【養父】 未成年者の養父の氏名n 【母】

(母) 【養父】 未成年者の養父の氏名n 【母】

2
養父 ＝ スペース?

【父母】

(父) 【父】 【養母】

1
養母 ＝ スペース?

【父母】

未成年者の養母の氏名n

処理名 補足説明(親権事項の届出人資格編集条件)

親権者指定区分 養父母欄の条件　*1 届出人資格1 届出人氏名1 届出人資格2 届出人氏名2

版 頁

入力確認(離婚同時77条2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 34/40

改訂日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-11-58



住定日

方書

住所 夫の住所

上記以外の時　妻の漢字氏名

住所コード 夫の住所コード

夫の筆頭者区分 ＝ 1の時

妻の漢字氏名 　夫の漢字氏名

旧筆頭者 夫の漢字氏名　又は

新筆頭者 夫の漢字氏名

旧本籍 本籍

戸籍変動区分 ≠ 2の時　本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード 戸籍変動区分 ＝ 2の時　新本籍

旧父母との続柄 夫の父母との続柄コード

新父母との続柄 夫の父母との続柄コード

旧生年月日 夫の生年月日

新生年月日 夫の生年月日

旧氏名 夫の漢字氏名

新氏名 夫の漢字氏名

個人番号 個人番号

12(離婚同時戸籍法77条の2届)

受理日 送付日または受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1夫　編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/(夫)

中間ファイル
(9条2項)
夫

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 35/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-11-59



世帯主 夫の世帯主

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 夫　編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/(夫)

中間ファイル
(9条2項)
(夫)

住民日 中間ファイル
(届書)

世帯主との続柄

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 36/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-11-60



住定日

方書

住所 妻の住所

上記以外の時　夫の漢字氏名

住所コード 妻の住所コード

妻の筆頭者区分 ＝ 1の時

妻の漢字氏名 　妻の漢字氏名

旧筆頭者 夫の漢字氏名　又は

新筆頭者 妻の漢字氏名

旧本籍 本籍

戸籍変動区分 ≠ 4の時　本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード 戸籍変動区分 ＝ 4の時　新本籍

旧父母との続柄 妻の父母との続柄コード

新父母との続柄 妻の父母との続柄コード

旧生年月日 妻の生年月日

新生年月日 妻の生年月日

旧氏名 妻の漢字氏名

新氏名 妻の漢字氏名

個人番号 個人番号

12(離婚同時戸籍法77条の2届)

受理日 送付日または受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1妻　編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/(妻)

中間ファイル
(9条2項)
妻

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 37/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-11-61



世帯主 妻の世帯主

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1妻　編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/(妻)

中間ファイル
(9条2項)
妻

住民日 中間ファイル
(届書)

世帯主との続柄

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 38/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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転入届出日 ――――――――

方書 ――――――――

上記以外の時　妻の漢字氏名

住所 夫の住所

住所コード 夫の住所コード

旧筆頭者 夫の漢字氏名　又は
妻の漢字氏名

夫の筆頭者区分 ＝ 1の時

新筆頭者 夫の漢字氏名

　夫の漢字氏名

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

戸籍変動区分 ＝ 2の時　新本籍

新本籍 新本籍 戸籍変動区分 ≠ 2の時　本籍

新本籍コード 新本籍コード

新性別 夫の父母との続柄を性別に変換して
性別コードを設定旧性別

旧生年月日 夫の生年月日

新生年月日 夫の生年月日

旧氏名 夫の漢字氏名

12:離婚同時77条の2届(届出選択番号)

受理日 受領日　OR　送付日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード 中間ファイル
(届書)

個人番号 個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

登録市区町村コード

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1 夫　編集･出力 (受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/夫

中間ファイル
(30条の12第1
項)
夫

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 附票データ
ベース

在外選挙人名簿

夫の漢字氏名

←　(引渡側) 中間ファイル(届書),附票DB

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 39/40

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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13 40/40
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

←　(引渡側) 中間ファイル(届書),附票DB

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻ ﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(離婚同時77条の2届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.2 妻　編集･出力 (受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/妻

第7
2

(5) 平成22年 3月 1日

中間ファイル
(30条の12第1
項)
妻

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

出張所番号 出張所番号

市区町村コード 附票データ
ベース

在外選挙人名簿

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名

登録市区町村コード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

妻の漢字氏名

個人番号

旧氏名 妻の漢字氏名

事件コード 中間ファイル
(届書)

12:離婚同時77条の2届(届出選択番号)

受理日 受領日　OR　送付日 送付日がない場合は受領日を設定

個人番号

新性別 妻の父母との続柄を性別に変換して
性別コードを設定旧性別

新生年月日 妻の生年月日

旧生年月日 妻の生年月日

旧本籍コード 本籍コード

旧本籍 本籍

新本籍コード 新本籍コード 戸籍変動区分 ＝ 4の時　新本籍

新本籍 新本籍 戸籍変動区分 ≠ 4の時　本籍

新筆頭者 妻の漢字氏名

旧筆頭者 夫の漢字氏名　又は
妻の漢字氏名

妻の筆頭者区分 ＝ 1の時

　妻の漢字氏名

方書 ――――――――

転入届出日 ――――――――

上記以外の時　夫の漢字氏名

住所コード 妻の住所コード

住所 妻の住所
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12.親権(管理権)の届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.親権(管理権)業務処理範囲外の処理

　(1).裁判所書記官から戸籍の記録嘱託

　(2).同一人再婚,同籍内縁組等による共同親権の記録や父母離婚の際親権者を父又は母と定められた子が養子となった後離縁したため復籍戸籍に記録する
　　　親権に関する記録等,親権届が出ない各届に付随して記録される親権事項は,各届での移記処理により記録する

　(3).親権者を父又は母の一方に定められた子が成年に達したため,婚姻したため親権に服さなくなった旨記録の申出があった場合の記録

　(4).取消に関する処理

　2.親権(管理権)届入力画面の意義

　(1).その1入力画面:未成年者及び親権者の入力

　(2).その2入力画面:届出事項及び届出人の入力

　(3).ガイダンス画面:業務処理範囲外の処理及び処理の注意事項

　3.その他

　(1).協議による親権者指定届は,未成年者の共同親権者である父(養父)と母(養母)により行われること。

　(2).親権者変更届は,親権者をどちらか一方に定めた後,もう一方に変えるときに行われること。

　(3).受付ファイルにおける親権協議者の筆頭者氏名は受付DBメンテで行う。

頁

1/16審査(親権･管理権届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日

版

14.1

改訂日付作成日付
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エラー履歴ファイル

5.備考(特記事項含む)

出力

戸籍DB

審査(親権･管理権届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

個人状態ファイル

中間ファイル(届書)

入出力区分

入力

入力

出力

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成6年12月 1日 2/161令和　年　月　日

名称 名称

3.処理概要

　(1)親権(管理権)届の内容を画面入力する。
　(2)親権(管理権)届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)親権(管理権)届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)親権(管理権)届から中間ファイル(届書)を編集し,出力する。
　(6)入力確認(親権(管理権)届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル(届書))

戸籍DB

入力画面

(親権･管理権届)

確認画面

(親権･管理権届)

審査
(親権･管理権届)

中間ファイル

(届書)

個人状態

ファイル

エラー履歴

ファイル
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集を行う

(8)入力確認画面に
制御を渡す

(11)同画面を編集す
る

(15)業務選択に制御
を渡す

(16)届出選択に制御
を渡す

(19)同画面を編集す
る

入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(18)前ページ｢親権･管理権届｣画面編集

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し,メッセージに対
して応答する。

(13)エラーメッセージを表示する

(14)エラーメッセージを表示する

[3.0]

[4.0]

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集･出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

[1.0]

[2.0]

(1)届書内容を画面入力する

(25)当該審査エラーの確認後,以後の審査を継続する

(26)入力画面を初期化する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

審査エラー

確認

(20)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(21)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(22)次ページ｢親権･管理権届｣画面編集

(23)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

　―→

　―→

(17)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

NO

YES

NO

YES

NO

NO

PF10 (24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

PF11

PF12

その他

YES

PF8

PF1

PF2

PF7

実行キー

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

YES

NO

YES

作業名 作成者

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会

根拠法令(マニュアル処理)0.0　本紙

3/16

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁数

令和　年　月　日 1
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ 数字

11 ○ 数字

12 ○ 数字

13 ○ 英数

14 ○ カナ

15 ○ 漢字

16 ○ 漢字

17 漢字

18 ○ 数字

19 ○ 数字

20 ○ 英数

21 ○ カナ

22 ○ 漢字

23 ○ 漢字

24 漢字

25 ○ 数字

26 ○ 数字 (1:親権者指定～8:管理権回復)であること(3:親権喪失、6:管理権喪失を除く)

(1:父,2:母,10:養父,11:養母)であること

(0:受理分,1:国内からの送付
2:在外公館の直接送付,3:在外公館の国内経由)であること

親権者の本籍

親権者の筆頭者

親権者資格

親権者の本非区分

親権者の生年月日

親権者のカナ氏名

親権者の漢字氏名

未成年者の漢字氏名

未成年者の本籍

未成年者の筆頭者

親権者の外国人区分

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:創設,2:報告)であること

第7
2

(5)

　1.0　入力項目単体チェック　1/2

データチェック(単体表)

　入力画面(親権･管理権届)

処理名

作業名

審査(親権･管理権届)

画面名

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

報告区分

未成年者の外国人区分

未成年者の本非区分

未成年者の生年月日

作成者

14.1平成23年 9月30日システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

画面ID

頁

4/16

版改訂日付作成日付

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容 備考

届出事件

未成年者のカナ氏名
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No 必須 属性

27 ○ 漢字

28 英数

29 英数

30 ○ 数字

31 漢字

32 数字

33 数字

34 数字

35 英数

36 カナ

37 漢字

38 漢字

(1:協議　～　4:審判(確定))であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:父,2:母,10:養父,11:養母

 82:親族)であること

(1:父,2:母,10:養父,11:養母)であること

(0:日本人,2:外国人)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

届出人･協議者資格

届出人･協議者外人区分

届出人･協議者本非区分

届出人･協議者生年月日

届出人･協議者カナ氏名

届出人･協議者漢字氏名

届出人･協議者本籍

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/16

処理名 画面名 画面ID

　1.0　入力項目単体チェック　2/2 　入力画面(親権･管理権届)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

種別区分

審判/調停日

関連事件発生日

届出人資格1

届出人氏名1

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

19-1

20

21

22

23

(No.18)親権者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,(No.20)親権者の生年月日 ＝ 西暦であること

(No.18)親権者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,(No.23)親権者の本･国籍 ＝ 本籍であること

(No.11)未成年者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,
　(No.15)未成年者の漢字氏名の氏 ＝ (No.17)未成年者の筆頭者氏名の氏であること

(No.11)未成年者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,(No.17)未成年者の筆頭者が入力されていること

(No.11)未成年者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,(No.17)未成年者の筆頭者は未入力であること

(No.11)未成年者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,(No.13)未成年者の生年月日 ＝ 和暦であること

(No.11)未成年者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,(No.13)未成年者の生年月日 ＝ 西暦であること

(No.11)未成年者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,(No.16)未成年者の本･国籍 ＝ 本籍であること

(No.11)未成年者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,(No.16)未成年者の本･国籍 ＝ 国籍であること

(No.7)処理日 ≠ スペースのとき,(No.7)処理日 > (No.2)受領日であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ,(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.9)郵送日 ≦ (No.2)受領日であること

(No.11)未成年者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,(No.12)未成年者の本非区分 ＝ 2(非本籍)であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ,(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外のと
き
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2(在外公館からの直接送付)　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)　であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.18)親権者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,(No.19)親権者の本非区分 ＝ 2(非本籍)であること

(No.18)親権者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,(No.20)親権者の生年月日 ＝ 和暦であること

(No.12)未成年者の本非区分 ＝ 1(本籍)の時,(No.16)未成年者の本･国籍 ＝ 管内であること

(No.12)未成年者の本非区分 ＝ 2(非本籍)の時,(No.16)未成年者の本･国籍 ＝ 管外であること

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき,(No.6)在外送付区分 ＝ 0(受理分)であること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき,(No.6)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外)であること

処理名 画面名 画面ID

　2.0　入力項目関連チェック 1/3 入力画面(親権･管理権届)

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき,(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき,(No.4)送付日 ≧ (No.2)受領日であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき,(No.5)発送元 ＝ スペースであること

版 頁

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 6/16

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-12-6 



No

24

25

26

27

28

28-1

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40 (No.27)種別区分 ≠ 1(協議)の時,
(No.32)届出人･協議者資格～(No.38)届出人･協議者の本籍は,未入力であること

(No.25)親権者区分 ＝ (No.30)届出人資格1かつ(No.31)届出人氏名1 ≠ スペースの時,
(No.22)親権者の漢字指名 ＝ (No.31)届出人氏名1であること

(No.27)種別区分 ＝ 1(協議)の時,(No.28)審判/調停日は入力されていないこと

(No.27)種別区分 ＝ 4(審判)の時,
(No.26)届出事件 ＝ 1,2(親権者指定,親権者変更)であること

(No.19)親権者の本非区分 ＝ 2(非本籍)の時,(No.23)親権者の本･国籍 ＝ 管外であること

(No.18)親権者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,
(No.22)親権者の漢字氏名の氏 ＝ (No.24)親権者の筆頭者氏名の氏であること

(No.10)届出区分 ＝ 2(報告的届出)の時,
(No.26)届出事件 ＝ 2,(親権者変更)又は
(No.26)届出事件 ＝ 1(親権者指定)で(No.27)種別区分 ＝ 2,4(調停,審判)であること

(No.27)種別区分 ＝ 1(協議)の時,(No.26)届出事件 ＝ 1(親権者指定)であること

(No.10)届出区分 ＝ 1(創設的届出)の時,
(No.26)届出事件 ＝ 4,5,7,8(親権者辞任,親権者回復,管理権辞任,管理権回復)又は
(No.26)届出事件 ＝ 1(親権者指定)で、(No.27)種別区分 ＝ 1(協議)であること

(No.27)種別区分 ＝ 2(調停)の時,
(No.26)届出事件 ＝ 1,2(親権者指定,親権者変更)であること

平成30年 3月31日 21 7/16

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.18)親権者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,(No.23)親権者の本･国籍 ＝ 国籍であること ｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.18)親権者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,(No.24)親権者の筆頭者が入力されていること

(No.27)種別区分 ＝ 1(協議)の時,
(No.32)届出人･協議者資格～(No.38)届出人･協議者の本籍は,必須入力であること

(No.25)親権者区分 ≠ (No.30)届出人資格1の時,(No.31)届出人氏名1は,必須入力であること

(No.27)種別区分 ＝ 2,3,4(調停,許可の審判,審判)の時,(No.28)審判/調停日は,必須入力でありか
つ,(No.9)郵送日 ≠ スペースの時,(No.9)郵送日 ≧ (No.28)審判/調停日であり,(No.9)郵送日 ＝ スペー
スの時,(No.2)受領日 ≧ (No.28)審判/調停日であること

(No.27)種別区分 ＝ 3(許可の審判)の時,
(No.26)届出事件 ＝ 4,5,7,8(親権者辞任,親権者回復,管理権辞任,管理権回復)であること

(No.18)親権者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,(No.24)親権者の筆頭者は未入力であること

(No.19)親権者の本非区分 ＝ 1(本籍)の時,(No.23)親権者の本･国籍 ＝ 管内であること

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 画面名 画面ID

2.0入力項目関連チェック 2/3 入力画面(親権･管理権届)

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

 7-2-(5)-12-7 



No

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

(NO33)届出人･協議者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,
(NO35)届出人･協議者の生年月日 ＝ 西暦であること

(NO33)届出人･協議者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,
(NO38)届出人･協議者の本籍 ＝ 本籍であること

(NO33)届出人･協議者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,
(NO38)届出人･協議者の本籍 ＝ 国籍であること

(NO34)届出人･協議者の本非区分 ＝ 1(本籍)の時,
(NO38)届出人･協議者の本籍 ＝ 管内であること

(NO34)届出人･協議者の本非区分 ＝ 2(非本籍)の時,
(NO38)届出人･協議者の本籍 ＝ 管外であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(NO12)未成年者の本非区分 ＝ 1(本籍)又は,(NO19)親権者の本非区分 ＝ 1(本籍)又は,
(NO34)届出人･協議者の本非区分 ＝ 1(本籍)ならば
(NO8)本非区分 ＝ 1(本籍)であること
(NO12)未成年者の本非区分 ＝ 2(非本籍)かつ,(NO19)親権者の本非区分 ＝ 2(非本籍)かつ,
(NO34)届出人･協議者の本非区分 ＝ 2(非本籍)ならば
(NO8)本非区分 ＝ 2(非本籍)であること

(NO32)届出人･協議者資格に入力がある時,
(NO30)届出人資格1 ＝ 1又は10(父,養父)の場合は,
(NO32)届出人･協議者資格 ＝ 2又は11(母,養母)であること
(NO32)届出人･協議者資格に入力がある時,
(NO30)届出人資格1 ＝ 2又は11(母,養母)の場合は,
(NO32)届出人･協議者資格 ＝ 1又は10(父,養父)であること

(NO33)届出人･協議者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時,
(NO34)届出人･協議者の本非区分 ＝ 2(非本籍)であること

(NO33)届出人･協議者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,
(NO35)届出人･協議者の生年月日 ＝ 和暦であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0　入力項目関連チェック 3/3 　入力画面(親権･管理権届)

頁数

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/16

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

 7-2-(5)-12-8 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(2022年4月1日) R2.1(親権77)

民818の1 R2.1(親権77)

R2.1(親権77)

不受理 R2.1(親権77)

｢未成年者の年齢は20歳以上です｣を表示

(8)～(11)削除

YES (4)→(7)

NO (5)エラーメッセージ (6)本紙へ 不受理

｢未成年者の年齢は18歳以上です｣を表示

NO (3)未成年者の生年月日 + 20年(20歳未満) > 受領日である(YES,NO) 民818の1

(2-5)本紙へ

(2-3)→(7)

(2-4)エラーメッセージ

YES

NO

1

(2-2)未成年者の生年月日 + 18年(18歳未満) > 受領日である(YES,NO)YES

(0)受領日 ＝ 送付日 である(YES,NO)

(0-1)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣を表示

(0-2)→(0-5)へ

 →

(0-4)→(0-5)へ

(1)届出種別(1:協議,2:調停,3:許可審判,4:審判)

(2)未成年者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(7)未成年者の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(8)

(9)

(11)→(12)

民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)

名未定の審査 R2.1(親権79)

R2.1(親権79)

R2.1(親権79)

R2.1(親権79)

画面項目修正(審査完了しない）

R2.1(親権79)

(12)未成年者の父(養父)母(養母)の氏名欄のいずれかに親権者の氏名
があるか

(13)→(20)

(14)確認メッセージ(OK:YES,NG:NO)

YES

NO (15)本紙へ

(0-3)本紙へ

(0-7) 本紙へ

(0-11)→(1)

(0-9)→

(0-6)確認メッセージ(YES,NO)

「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」 を表示

(0-8)エラーメッセージ

「審査結果入力で処理して下さい。」　を表示

(0-10) 本紙へ

(10)

(2-1)審判／調停日 ≠ スペースの場合，成立年月日 ≧ 2022年4月1日 または
審判／調停日 = スペースの場合，受領日 ≧ 2022年4月1日(YES,NO)

1

YES

NO

0

NO

(0-5)(未成年者の外国人区分 = 0(日本人) かつ 未成年者の漢字氏名の名が未入力) または (親権者
の外国人区分 = 0(日本人) かつ 親権者の漢字氏名の名が未入力) または (届出人・協議者外人区分
= 0(日本人) かつ 届出人・協議者漢字氏名の名が未入力)(YES,NO)

YES

NO

YES

NO

3.0　審査　(1/3)

YES

処理名

版 頁

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 9/16

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

根拠法令(マニュアル処理)

 7-2-(5)-12-9 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

明治33.11.16 民刑第1451号回答 R2.1(親権77)

R2.1(親権77)

昭和26.3.6 民事甲第412号回答 R2.1(親権77)

R2.1(親権77)

(2022年4月1日) R2.1(親権77)

YES (25)→(28)

NO (26)→ (27)本紙へ 不受理

NO (23)確認メッセージ (24)本紙へ 昭和26.3.6 民事甲第412号回答

｢親権者は未成年ですがよろしいですか｣を表示

YES (20-6)→(28)

NO (20-7)→ (20-8)本紙へ 不受理 R2.1(親権77)

NO (21)親権者の生年月日 + 20年(20歳以上) ≦ 受領日である(YES,NO) 民818の1

YES (22)→(7)

NO (20-4)確認メッセージ (20-5)本紙へ

｢親権者は未成年ですがよろしいですか｣を表示

YES (20-2)親権者の生年月日 + 18年(18歳未満) ≦ 受領日である(YES,NO)

YES (20-3)→(28)

0 (20-1)審判／調停日 ≠ スペースの場合，成立年月日 ≧ 2022年4月1日 または
審判／調停日 = スペースの場合，受領日 ≧ 2022年4月1日(YES,NO)

民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)

不受理

　｢親権者名は正しいですか｣を表示

YES

NO

(20)親権者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(16)→(20)

(17)→

(19)→(20)

(18)本紙へ

1

(28)親権者の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

2

 7-2-(5)-12-10 



/

/

(30) (31)

(32)→(34)

処理名 3.0　審査　1-1/3 根拠法令(マニュアル処理)

1 (29) (29)～(32)削除

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 10/16

 7-2-(5)-12-11 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

4 (67)確認メッセージ(YES,NO)｢審判書の謄本及び確定証明書の添付がありますか｣を表示 戸63

YES (68)→(71)

YES (65)→ 受理

NO (66)→ 不受理

YES (62)→ (63)本紙へ 受理

NO (64)確認メッセージ(YES,NO)｢届出人は正しいですか｣を表示

NO (59)→ (60)本紙へ 不受理

(61)届出人は辞任(回復)しようとする親権者か 戸80

3 (57)確認メッセージ(YES,NO)｢許可審判書の謄本の添付がありますか｣を表示

YES (58)→(61)

YES (54)→(89)

NO (55)→ (56)本紙へ 不受理

YES (51)→(89)

NO (52)確認メッセージ(YES,NO)｢届出人は正しいですか｣を表示 (53)本紙へ

NO (48)→ (49)本紙へ 不受理

(50)届出人は新たに親権者となった者であるか 戸79

NO (45)確認メッセージ(YES,NO)｢届出期間が過ぎていますがよろしいですか｣を表示 (46)本紙へ

YES (47)→(50)

(43)調停成立日 + 10日 > 受領日(YES,NO) 戸63

YES (44)→(50)

YES (40)→(43)

NO (41)→ (42)本紙へ 不受理

NO (37)→ (38)本紙へ 不受理

2 (39)確認メッセージ(YES,NO)｢調停･和解･認諾調書の謄本の添付がありますか｣を表示 戸63、人事訴訟法によりメッセージを変更

　｢届出人は未成年者の父(養父),母(養母)の双方ですか｣を表示

YES (36)→(89)

1

(34)確認メッセージ(YES,NO) (35)本紙へ 戸78

処理名 3.0　審査　2/3 根拠法令(マニュアル処理)

1 0 2 (33)→(34)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 11/16

 7-2-(5)-12-12 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

NO (95)→ 受理

NO

YES (93)→ 受理

NO (94)→ 不受理

　｢既に養子離縁は成立しており,事件発生日と養子離縁届出日は同じですか｣を
表示

(89)届出事件は1(親権者指定)であるか

YES (90)関連事件発生日に入力があるか

YES (91)確認メッセージ(YES,NO) (92)本紙へ

YES (87)→ 受理

NO (88)→ 不受理

NO (86)確認メッセージ(YES,NO) 戸79

　｢届出人は喪失宣告を受けないもう一方の親権者ですか｣を表示

YES (83)→(89)

NO (84)→ (85)本紙へ 不受理

YES (80)→(89)

NO (81)確認メッセージ(YES,NO)｢届出期間正しいですか｣を表示 (82)本紙へ

(78)届出事件は1(親権者指定),2(親権者変更)であるか

YES (79)届出人は親権(管理権)をそれぞれ指定･変更する親権者本人であるか 戸79

YES (75)→(78)

NO (76)→ (77)本紙へ 不受理

YES (72)→(78)

NO (73)確認メッセージ(YES,NO)｢届出期間が過ぎていますがよろしいですか｣を表示 (74)本紙へ

処理名 3.0　審査　3/3 根拠法令(マニュアル処理)

4 NO (69)→ (70)本紙へ 不受理

(71)審判確定日 + 10日 > 受領日(YES,NO) 戸79

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 12/16

 7-2-(5)-12-13 



本籍人で該当する不受理申出がある
場合,1を移送する

同時決裁受領番号(1)～
(5)

ロック戸籍番号(2)～(5)

親権･管理権届
(その1)
入力画面

本籍人検索
サブシステム･イ
ンターフェース

3/4,4/4参照

受領番号が取得済みの場合に設定

13(親権･管理権届)

在外送付区分 ＝ 0の時:1
在外送付区分 ＝ 1,2,3の時:2を移送

未成年者が本籍人の場合,選択戸籍番
号を移送

戸籍番号

本非区分

郵送日

報告区分

受領番号

支所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

事件別内容

不受理申出処分区分

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

ロック戸籍番号(1)

4.0 中間ファイル(届書)編集 1/4

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

中間ファイル
(届書)
共通

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

←　(引渡側) 入力画面(親権･管理権届)

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

頁数版

13/161

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日
データ編集表

作業名

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会

処理名 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

 7-2-(5)-12-14



何も設定されていない場合に0(未設
定)を移送

中間ファイル
(届書)
共通

再入力の場合に1(排他)を移送

処分区分 審査結果により、1 ＝ 受理、又は、
2 ＝ 不受理、又は、3 ＝ 受理照会
をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

項目

決裁区分

届書排他区分

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

改訂日付 版

平成12年 3月 1日

作成日付

平成 6年12月 1日入力確認(親権･管理権届)

作業名

システム化調査研究会

作成者

4

←　(引渡側) 入力画面(親権･管理権届)

14/16

第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集 2/4 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

頁

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名
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届出人氏名1

親権･管理権届
(その1)
入力画面

種別区分

審判/調停日

関連事件発生日

届出人資格1

届出人氏名1

親権者本非区分

親権者生年月日

親権者カナ氏名

親権者漢字氏名

親権者本籍

親権者筆頭者

親権者資格

届出事件

未成年者外国人区分

未成年者本非区分

未成年者生年月日

未成年者カナ氏名

未成年者漢字氏名

未成年者本籍

未成年者筆頭者

親権者外国人区分

筆頭者(親権者)

親権者資格

届出事件

種別区分

審判/調停日

関連事件発生日

届出人資格1

本籍(未成年)

筆頭者(未成年)

外国人区分(親権者)

本非区分(親権者)

生年月日(親権者)

カナ氏名(親権者)

漢字氏名(親権者)

本籍コード(親権者)

本籍(親権者)

外国人区分(未成年)

本非区分(未成年)

生年月日(未成年)

カナ氏名(未成年)

漢字氏名(未成年)

本籍コード(未成年)

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面(親権･管理権届)処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集 3/4

改定日付 版 頁数

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

親権･管理権届
(その2)
入力画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容
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外国人区分(届出人･協議者)

本籍コード(届出人･協議者)

親権･管理権届
(その2)
入力画面

届出人･協議者生年月日

届出人･協議者カナ氏名

届出人･協議者漢字氏名

届出人･協議者本籍

届出人･協議者資格

本非区分(届出人･協議者)

生年月日(届出人･協議者)

カナ氏名(届出人･協議者)

漢字氏名(届出人･協議者)

本籍(届出人･協議者)

第7
2

(5)
データ編集表

中間ファイル
(届書)
事件別内容

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集 4/4

届出人･協議者外国人区分

届出人･協議者本非区分

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/16

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 入力画面(親権･管理権届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届出人･協議者資格
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5.備考(特記事項含む)

3.処理概要
　(1)中間ファイル(届書)画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　 1.0 データ編集表(親権･管理権届確認画面)
　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル(仮受付))
　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル(仮戸籍))
　　　　　　　　　　 4.1 身分事項(変動なし)

第7
2

(5)
システム環境仕様書

入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍)

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

出力

作業名 作成者 作成日付 版 頁改定日付

1/13入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

入力確認

(親権･管理権届)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(届書)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(親権･管理権届)

エラー履歴

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

/

[2.0]

[1.0]

(6)事件本人(未成年者)が本籍人である(YES,NO)

(9)処分決定に制御
を渡す

(10)業務選択に制御
を渡す

/

/

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、よけ
れば実行キーを押してください。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍の変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付[受付])を編集･出力する

(5)中間ファイル(仮受付[事件本人])を編集･出力する

(7)戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

身分事項(変動なし) (8)現戸籍(未成年者)に親権･管理権事項の編集

　―→

　―→

　―→

(15)同画面を編集す
る

(20)エラー履歴表示
に制御を渡す

(12)審査に制御を渡
す

(22)同画面を編集す
る

(11)届出選択に制御
を渡す

(21)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(17)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(18)次ページ｢親権･管理権届｣画面編集

(19)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

　―→

　―→

(13)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(14)前ページ｢親権･管理権届｣画面編集

(16)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

[3.0]

[3.1]

[4.0]

[4.1]

YES

NO

YES

NO

NO

YES

その他

PF1

PF2

PF8

PF11

PF5

PF7

作成日付

実行キー

改定日付

処理名 0.0 本紙 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁数

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/13

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者
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親権･管理権届
確認画面(その
1)

中間ファイル
(届書)
共通

中間ファイル
(届書)
事件別内容

画面ID

システム日付

有

有

有

有

本籍(親権者)

筆頭者(親権者)

外国人区分(親権者)

本非区分(親権者)

生年月日(親権者)

カナ氏名(親権者)

漢字氏名(親権者)

生年月日(未成年)

カナ氏名(未成年)

漢字氏名(未成年)

本籍(未成年)

筆頭者(未成年)

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

届区分

外国人区分(未成年)

本非区分(未成年)

親権者本籍

親権者筆頭者

親権者外国人区分

親権者本非区分

親権者生年月日

親権者カナ氏名

親権者漢字氏名

未成年者生年月日

未成年者カナ氏名

未成年者漢字氏名

未成年者本籍

未成年者筆頭者

画面ID

システム日付

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

報告区分

未成年者外国人区分

未成年者本非区分

処理名 1.0 確認画面編集(親権･管理権届)　1/2 (受取側)　確認画面(親権･管理権画面) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/13

改定日付

記号名
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外国人区分(届出人･協議者)

親権･管理権届
確認画面(その
1)
親権･管理権届
確認画面(その
2)

中間ファイル
(届書)
事件別内容

親権者資格

届出事件

届出種別

審判/調停日

関連事件発生日

届出人資格1

届出人氏名1

届出人･協議者資格

本非区分(届出人･協議者)

生年月日(届出人･協議者)

カナ氏名(届出人･協議者)

漢字氏名(届出人･協議者)

本籍(届出人･協議者)

親権者資格

届出事件

届出種別

審判/調停日

関連事件発生日

届出人資格1

届出人氏名1

届出人･協議者資格

届出人･協議者外国人区分

届出人･協議者本非区分

届出人･協議者生年月日

届出人･協議者カナ氏名

届出人･協議者漢字氏名

届出人･協議者本籍

改定日付 版 頁数

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/13

記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 1.0 確認画面編集(親権･管理権届)　2/2 (受取側)　確認画面(親権･管理権届) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

 7-2-(5)-12-21



1 ○ ○

2 ○ ○

3 ○ - -

未成年者(4.1)

変
動
な
し

未成年者の現在戸籍

処理名  2.0 戸籍編製マトリックス表

日
本
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

外国人区分 本非区分

未成年者

条件項番

版 頁数

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/13

改定日付第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付
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本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日

事件発生時分

種別区分 ＝ 調停,審判(確定)かつ関
連事件発生日 ＝ 0の時、移送

事件発生日 審判/調停日

送付日 ＝ 0の時、移送

送付日 送付日 ≠ 0の時、移送

受付日 受領日

出張所番号 出張所番号

届出事件 ＝ 1(親権者指定)の時、
 種別区分 ＝ 協議ならば
　 1301(親権者指定)
 種別区分 ＝ 調停ならば
　 1302(親権者指定(調停))
 種別区分 ＝ 審判(確定)ならば
　 1303(親権者指定(裁判))
届出事件 ＝ 2(親権者変更)の時、
 種別区分 ＝ 調停ならば
　 1304(親権者変更(調停))
 種別区分 ＝ 審判(確定)ならば
　 1305(親権者変更(裁判))
届出事件 ＝ 4(親権辞任)の時、
 1310(親権辞任)
届出事件 ＝ 7(管理権辞任)の時、
 1311(管理権辞任)
届出事件 ＝ 5(親権回復)の時、
 1312(親権回復)
届出事件 ＝ 8(管理権回復)の時、
 1313(管理権回復)を移送

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1 6/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称
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決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

0を移送

届書送付目録区分 ファイル仕様書参照

証書提出区分

送達確認1 0を移送

届後戸籍の筆頭者

届後本籍

届後本籍コード

届後本籍区分

届出人氏名2

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届出人氏名1 届出人氏名1
親権者資格 ≠ 届出人資格1の時移送
ただし届出人資格 ＝ 1,2の場合は移
送しない

届出人資格名称1 届出人資格1 有 親権者資格 ≠ 届出人資格1の時移送

届出人資格区分1 届出人資格1 親権者資格 ≠ 届出人資格1の時移送

許可日 許可日

指示日 指示日

収日

発日

日本人のみ届のため設定不要

発送日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

渉外区分 中間ファイル
(届書)

郵送日 郵送日

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 7/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-12-24



本籍が非本籍かつ在外送付区分 ＝ 0の
時、1を移送(未成年者のみ設定)
上記以外は、0を移送

送達確認2

筆頭者氏名

未成年者 ＝ 本籍(未成年者)
親権者 ＝ 本籍(親権者)
親権協議者 ＝ 本籍(届出人･協議者)

本籍 本籍

未成年者 ＝ 筆頭者(未成年者)
親権者 ＝ 筆頭者(親権者)

未成年者 ＝ 本籍コード(未成年者)
親権者 ＝ 本籍コード(親権者)
親権協議者 ＝ 本籍コード(届出人･協議者)

本籍コード 本籍コード

未成年者 ＝ 生年月日(未成年者)
親権者 ＝ 生年月日(親権者)
親権協議者 ＝ 生年月日(届出人･協議者)

生年月日 生年月日

未成年者 ＝ 漢字氏名(未成年者)
親権者 ＝ 漢字氏名(親権者)
親権協議者 ＝ 漢字氏名(届出人･協議者)

漢字氏名 漢字氏名

事件本人が届出人の場合1を設定

カナ氏名 カナ氏名 未成年者 ＝ カナ氏名(未成年者)
親権者 ＝ カナ氏名(親権者)
親権協議者 ＝ カナ氏名(届出人･協議者)

届出人区分

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分 未成年者 ＝ 15
親権者 ＝ 16～25
16:届出事件が親権者指定,親権者変更
19:届出事件が親権辞任
20:届出事件が親権回復
24:届出事件が管理権辞任
25:届出事件が管理権回復
親権協議者 ＝ 49

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

筆頭者氏名

行番号

版 頁

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1 8/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

※仮受付の事件本人を該当事件本人分出力する
※出力順序
　1.未成年者
　2.親権者
　3.親権協議者(但し、親権協議者は、協議による親権者指定届の時のみ出力する)
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審判/調停日

審判/調停日

審判/調停日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

中間ファイル
(届書)

親権者を定める裁判確定
日

親権者を定める調停成立
日

種別区分 ＝ 協議かつ
関連事件発生日 ＝ 0または、
種別区分 ＝ 許可審判の時、移送

届出事件 ＝ 親権者指定かつ、
関連事件発生日 ≠ 0の時、移送

種別区分 ＝ 調停,審判(確定)かつ、
関連事件発生日 ＝ 0の時、移送

届出事件 ＝ 親権者指定かつ、
届出区分 ＝ 協議かつ、
関連事件発生日 ＝ 0の時、移送

届出事件 ＝ 親権者指定かつ、
関連事件発生日 ≠ 0の時、移送

届出事件 ＝ 親権者指定かつ、
届出区分 ＝ 審判(確定)かつ、
関連事件発生日 ＝ 0の時、移送

届出事件 ＝ 親権者指定かつ、
届出区分 ＝ 調停かつ、
関連事件発生日 ＝ 0の時、移送

届出事件 ＝ 親権者変更かつ、
届出区分 ＝ 審判(確定)の時、移送

届出事件 ＝ 親権者変更かつ、
届出区分 ＝ 調停の時、移送

0を移送

1301(親権者指定)

1301(親権者指定)

受領日

関連事件発生日

審判/調停日

受領日

関連事件発生日

審判/調停日

親権に服さなくなった日

親権喪失宣告の裁判確定日

親権者変更の裁判確定日

親権者変更の調停成立日

共同親権に服した日

親権に服した日

個人番号

行番号

出力区分

タイトルコード

記録コード

管掌者コード

事件発生日

親権者を定めた日

親権者を定められた日

親権者となった日

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 9/13

処理名 4.1身分事項 未成年者編集 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

頁

入力確認(親権･管理権届)
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資格

資格名称

氏名

資格

資格名称

資格

資格名称

資格

届出事件 ＝ 親権者指定、親権者変
更の時、移送

届出事件 ＝ 親権者指定、親権者変更か
つ、親権者資格 ＝ 10,11の時、移送

管理権喪失宣告の裁判確定日

親権喪失宣告取消しの裁判確定日

管理権喪失宣告取消しの裁判確定日

親権者職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日

管理権執行停止及び代行者選任の裁判発効日

親権者職務執行停止の裁判失効日

管理権執行停止の裁判失効日

親権代行者改任の裁判発効日

管理権代行者改任の裁判発効日

親権喪失の審判取消しの裁判確定日

管理権喪失の審判取消しの裁判確定日

親権停止の審判の取消しの裁判確定日

親権者

親権喪失者

管理権喪失者

届出事件 ＝ 親権辞任の時、移送

届出事件 ＝ 管理権辞任の時、移送

届出事件 ＝ 親権回復の時、移送

届出事件 ＝ 管理権回復の時、移送

有親権者資格

受領日

受領日

受領日

受領日

漢字氏名(親権者)

資格名称

親権喪失取消
者

親権辞任日

管理権辞任日

親権回復日

管理権回復日

親権喪失の審判確定日

管理権喪失の審判確定日

親権停止の審判確定日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

中間ファイル
(届書)

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

処理名

名称 記号名 名称 記号名

頁

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 10/13

4.1身分事項 未成年者編集 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版
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親権停止期間

親権停止取消
者

資格

資格名称

管理権代行者の生年月日

親権停止者 資格

資格名称

管理権代行者
の戸籍

本籍

筆頭者

管理権代行者の国籍

親権代行者の国籍

親権代行者の生年月日

管理権代行者

親権代行者

親権代行者の
戸籍

本籍

筆頭者

管理権回復者 資格 届出事件 ＝ 管理権回復の時、移送

資格名称

職務執行停止
を受けた者

資格

資格名称

管理権執行停
止を受けた者

資格

資格名称

親権者資格

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

管理権喪失取
消者

資格 中間ファイル
(届書)

資格名称

親権辞任者 資格 届出事件 ＝ 親権辞任の時、移送

資格名称

管理権辞任者 資格 届出事件 ＝ 管理権辞任の時、移送

資格名称

親権回復者 資格 届出事件 ＝ 親権回復の時、移送

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1 11/13

処理名 4.1身分事項 未成年者編集 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

有

有

有

有

名称

親権者資格

親権者資格

記号名 記号名

親権者資格

資格名称

名称
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届出人(資格名称) 届出人資格1 有 上記、届出人資格に移送した資格を
コード変換後に移送届出人･協議者資格

届出人(資格) 届出人資格1 種別区分 ＝ 協議の時、
届出人資格1,届出人･協議者資格が、
1,2の時、5(父母)に変換して移送
上記以外は、届出人資格1を移送
(但し、種別区分 ＝ 許可の審判の時
は、移送しない)

届出人･協議者資格

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

届出日 中間ファイル
(届書)

受領日 種別区分 ＝ 協議かつ、
関連事件発生日 ＝ 0の時、又は、
種別区分 ＝ 許可の審判日の時、
上記以外の時、移送

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月 31日 21 12/13

処理名 4.1身分事項 未成年者編集 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)
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データ編集表(4.1身分事項編集)の仮戸籍･身分事項の項目は、ノーマルケース時の項目のみを記述している。

従前の記録

記録日 処理日 送付日 ≠ 0の時、移送

特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

許可日

許可書謄本の送付を受けた日

許可を受けた者

記載嘱託日

送付を受けた日 送付日 送付日 ≠ 0の時、移送

受理者 発送元 送付日 ≠ 0の時、移送

届出人(氏名) 届出人･協議者漢字氏名 種別区分 ＝ 協議で、
届出人資格1 ＝ 1かつ届出人･協議者資格
＝ 11または
届出人資格1 ＝ 2かつ届出人･協議者資格
＝ 10または
届出人資格1 ＝ 10かつ届出人･協議者資
格 ＝ 11または
届出人資格1 ＝ 11かつ届出人･協議者資
格 ＝ 10の時移送する

届出人(氏名) 中間ファイル
(届書)

届出人氏名1 届出人(資格)の備考に基づき、
届出人資格1 ＝ 1,2以外は移送する

届出人(資格) 届出人･協議者資格 種別区分 ＝ 協議で、
届出人資格1 ＝ 1かつ届出人･協議者資格
＝ 11または
届出人資格1 ＝ 10かつ届出人･協議者資
格 ＝ 2または
届出人資格1 ＝ 2かつ届出人･協議者資格
＝ 10または
届出人資格1 ＝ 11かつ届出人･協議者資
格 ＝ 1または
届出人資格1 ＝ 10かつ届出人･協議者資
格 ＝ 11または
届出人資格1 ＝ 11かつ届出人･協議者資
格 ＝ 10の時移送する

届出人(資格名称) 届出人･協議者資格 有

処理名 4.1身分事項 未成年者編集 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(親権･管理権届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1 13/13
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13.未成年者の後見届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.未成年者の後見業務処理範囲外の処理

　　(1).裁判所書記官からの戸籍の記載嘱託(未成年後見人の選任,未成年後見監督人の選任を除く)

　　(2).成年に達したため及び婚姻したため等,申出による未成年者の後見終了の記録

　　(3).養子縁組,養子離縁,婚姻等,各届出のその他欄に｢未成年者の後見終了事項を記録されたい｣旨記録して届出があった場合の後見終了の記録

　　(4).未成年者からの届出があった場合の記録

　　(5).複数の未成年後見人から届出があった場合の記録

　　(6).複数の未成年後見人事項が記載されている人がいる戸籍に届出があった場合の記録

　　(7).未成年後見人が地位を失った旨の届出があった場合の記録

　2.未成年者の後見終了届入力画面の意義

　　(1).その1画面:未成年被後見人及び未成年後見人の入力

　　(2).その2画面:届出事項及び届出人の入力

　　(3).ガイダンス画面:業務処理範囲外の処理及び処理の注意事項

　3.その他

　　(1).添付書類

　　　 ･未成年者の後見開始届については,指定未成年後見人の場合には遺言の謄本,選定未成年後見人の場合には,選定審判の謄本の添付を要する。
　　　　親権･管理権の喪失宣告による未成年者の後見開始の場合には,その審判の謄本のほか,確定証明書の添付を要する。

　　　 ･未成年者の後見終了届については,親権･管理権の喪失宣告取消等による後見終了の場合には,それぞれの審判の謄本の添付を要する。

　　　 ･未成年後見監督人就職届については,未成年者の後見開始と同様である。

　　　 ･未成年後見監督人任務終了届については,終了の原因を証する書面(未成年後見監督人が未成年後見人と婚姻した時は,婚姻事項の記録のある戸籍謄(抄)本が該当する)を添付する。

　　(2).未成年者,家庭裁判所で免ぜられた法定代理人,保佐人又は補助人,破産者,未成年被後見人に対して訴訟をし又はした者及びその配偶者並びに直系血族,行方の知れない者は,未成年後見人(未
成年後見監督人)となることができない。

　　(3).未成年後見人の配偶者,直系血族及び兄弟姉妹は,未成年後見監督人となることができない。(民法850条)

　　(4).未成年後見監督人は,未成年後見人が就職してからでなければ就職できない。

頁

1/18審査(未成年者の後見届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日

版

22

改訂日付作成日付
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名称

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

3.処理概要
　　(1)未成年者の後見届の内容を画面入力する。

　　(2)未成年者の後見届で入力された項目の単体チェックを行う。

　　(3)未成年者の後見届で入力された項目の関連チェックを行う。

　　(4)審査を行う。

　　(5)未成年者の後見届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。

　　(6)入力確認(未成年者の後見届)に制御を渡す。

入出力区分

入力

入力

出力

2.使用DB･ファイル一覧

個人状態ファイル

中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル

5.備考(特記事項含む)

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成 6年12月 1日 2/184平成12年 3月 1日

名称

戸籍DB

審査(未成年者の後見届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改訂日付

出力

戸籍

データ

ベース

入力画面

(未成年者の後見届)

確認画面

(未成年者の後見届)

審査
(未成年者の後見届)

中間ファイル

(届書)

個人状態

ファイル

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

作業名 作成者

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会

根拠法令(マニュアル処理)0.0　本紙

3/18

改訂日付

平成 6年12月 1日

作成日付 版 頁

平成12年 3月 1日 4

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う

実行キー

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF7、PF8、PF10、PF11、PF12、その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES NG:NO)

YES

NO

YES

(1)届書内容を画面入力する

[1.0]

PF11

PF12

その他

YES

PF8

PF1

PF2

PF7

YES

NO

YES

NO

NO

PF10 (24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

　→

(17)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

[2.0]

(8)入力確認画面(未
成年者の後見届)に
制御を渡す

(11)同画面を編集す
る

(15)業務選択に制御
を渡す

(16)届出選択に制御
を渡す

(25)当該審査エラーの確認後、以後の審査を継続する

(26)入力画面を初期化する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

審査エラー

確認

(20)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(21)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(22)次ページ｢未成年者の後見届｣画面編集

(23)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

　→

(19)前ページ｢未成年者の後見届｣画面編集

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し、メッセージに対
して応答の後、以降の処理を続行する

(13)エラーメッセージを表示する

(14)エラーメッセージを表示する

[3.0]

[4.0]

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)の編集･出力

(9)メッセージの種類(審査エラー、確認)

NO

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(18)同画面を編集す
る

入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ 数字

11 ○ 漢字

12 ○ 英数

13

14 ○ カナ

15 ○ 漢字

16 ○ 漢字

17 漢字

18 数字

｢日付チェックサブルーチン｣

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容 備考

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人,1:外国人)であること

14.1平成23年 9月30日システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

画面ID

頁

4/18

版改訂日付作成日付第7
2

(5)

1.0単体チェック表　1/2

データチェック(単体表)

入力画面(未成年者の後見届)

処理名

作業名

審査(未成年者の後見届)

画面名

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

未成年者被後見人の外国人区分

未成年者被後見人の本非区分

未成年者被後見人の生年月日

　(削除)

作成者

(1:本籍,2:非本籍)であること

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

未成年者被後見人のカナ氏名

未成年者被後見人の漢字氏名

未成年者被後見人の本籍

未成年者被後見人の筆頭者

未成年者被後見人の外国人区分
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No 必須 属性

19 数字

20 英数

21 ○ 数字

22 カナ

23 ○ 漢字

24 漢字

25 漢字

26 数字

26-1 漢字

27 ○ 数字

28 英数

29 英数

30 英数

31 英数

31-1 英数

32 数字

33 漢字

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック表　2/2 入力画面(未成年者の後見届)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

未成年後見人の本非区分

未成年後見人の生年月日

未成年後見人の後見人区分

未成年後見人のカナ氏名

未成年後見人の漢字氏名

未成年後見人の本籍

(11:親権行使者不在,12:親権行使者管理権喪失,
16:未成年後見監督人就職,
32:親権者親権回復,33:親権者管理権回復,
37:未成年後見人成年,38:未成年被後見人親権に服する,
39:未成年後見監督人任務終了,51:未成年後見人選任,
52:未成年後見人選任親権者不在,
53:未成年後見人選任管理権喪失,
54:未成年後見監督人選任)であること。

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(110:未成年後見人,112:未成年後見監督人,113:後任未成
年後見人,114:後任未成年後見監督人,)であること。

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 5/18

届出人氏名

未成年後見人の筆頭者

未成年後見人の資格

未成年後見人の住所

届出原因

就職日

終了日

裁判確定日

記録嘱託日

届出人資格

開始日 ｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(3:未成年後見人,4:未成年後見監督人)であること

(1:父,2:母)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

 7-2-(5)-13-5 



No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外のと
き
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館からの直接送付　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

(No.10)未成年被後見人の外国人区分 ＝ 1:外国人の時、(No.11)未成年被後見人の本非区分 ＝ 2:非
本籍 であること

(No.10)未成年被後見人の外国人区分 ＝ 0:日本人の時、(No.12)未成年被後見人の生年月日 ＝ 和暦
であること

(No.10)未成年被後見人の外国人区分 ＝ 1:外国人の時、(No.12)未成年被後見人の生年月日 ＝ 西暦
であること

(No.10)未成年被後見人の外国人区分 ＝ 0:日本人の時、(No.16)未成年被後見人の本･国籍 ＝ 本籍
であること

(No.10)未成年被後見人の外国人区分 ＝ 1:外国人の時、(No.16)未成年被後見人の本･国籍 ＝ 国籍
であること

(No.10)未成年被後見人の外国人区分 ＝ 0:日本人の時、(No.17)未成年被後見人の筆頭者が入力 され
ていること

(No.10)未成年被後見人の外国人区分 ＝ 1:外国人の時、(No.17)未成年被後見人の筆頭者は未入力 で
あること

版 頁

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 6/18

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック表 1/4 入力画面(未成年者の後見届)

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき(No.5)発送元 ＝ スペース であること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき(No.5)発送元 ≠ スペース であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき(No.4)送付日 ＝ スペース であること

内容

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日 であること

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分 であること

(No.4)発送日 ≠ スペースのとき(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分以外 であること

(No.7)処理日 ≠ スペースのとき(No.7)処理日>(No.2)受領日 であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき(No.9)郵送日 ≦ (No.2)受領日 であること

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考
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No

17-1

18

19

20

21

22

23

24

25

26

26-1

27

28

28-1

28-2

28-3

28-4

28-5

28-6

28-7

28-8

28-9

28-10

29

30

31

(No.10)未成年被後見人の外国人区分 ＝ 0:日本人の時、

 (No.15)未成年被後見人の漢字氏名の氏 ＝ (No.17)未成年被後見人の筆頭者氏名の氏であること

(No.11)未成年被後見人の本非区分 ＝ 1:本籍の時、(No.16)未成年被後見人の本･国籍 ＝ 管内 であること

(No.11)未成年被後見人の本非区分 ＝ 2:非本籍の時、(No.16)未成年被後見人の本･国籍 ＝ 管外 であること

(No.18)未成年後見人の外国人区分 ＝ 1:外国人の時、(No.19)未成年後見人の本非区分 ＝ 2:非本籍 であること

(No.18)未成年後見人の外国人区分 ＝ 1:外国人の時、(No.25)未成年後見人の筆頭者は未入力 であること

(No.18)未成年後見人の外国人区分 ＝ 0または1の時、(No.22)未成年後見人のカナ氏名が入力されていること

(No.19)未成年後見人の本非区分 ＝ 1:本籍の時、(No.24)未成年後見人の本･国籍 ＝ 管内であること

(No.19)未成年後見人の本非区分 ＝ 2:非本籍の時、(No.24)未成年後見人の本･国籍 ＝ 管外であること

(No.26-1)未成年後見人の住所 ≠ スペースの時、(No.18)未成年後見人の外国人区分が未入力であること

(No.26-1)未成年後見人の住所 ＝ スペースの時、(No.18)未成年後見人の外国人区分が入力されていること
(No.26-1)未成年後見人の住所 ≠ スペースの時、(No.19)未成年後見人の本非区分が未入力であるこ
と
(No.26-1)未成年後見人の住所 ＝ スペースの時、(No.19)未成年後見人の本非区分が入力されていること
(No.26-1)未成年後見人の住所 ≠ スペースの時、(No.20)未成年後見人の生年月日が未入力であるこ
と
(No.26-1)未成年後見人の住所 ＝ スペースの時、(No.20)未成年後見人の生年月日が入力されていること

(No.26-1)未成年後見人の住所 ≠ スペースの時、(No.24)未成年後見人の本･国籍が未入力であること

(No.26-1)未成年後見人の住所 ＝ スペースの時、(No.24)未成年後見人の本･国籍が入力されていること

(No.26-1)未成年後見人の住所 ≠ スペースの時、(No.25)未成年後見人の筆頭者が未入力であること

(No.26-1)未成年後見人の住所 ≠ スペースの時、(No.26)未成年後見人の資格が未入力であること

(No.18)未成年後見人の外国人区分 ＝ 0:日本人の時、

 (No.23)未成年後見人の漢字氏名の氏 ＝ (No.25)未成年後見人の筆頭者氏名の氏であること

 (削除)

(No.27)届出原因 ＝ 11,12,16:開始事由の時、(No.29)就職日は必須入力であること

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.18)未成年後見人の外国人区分 ＝ 0:日本人の時、(No.20)未成年後見人の生年月日 ＝ 和暦 であること

(No.18)未成年後見人の外国人区分 ＝ 1:外国人の時、(No.20)未成年後見人の生年月日 ＝ 西暦 であること

(No.18)未成年後見人の外国人区分 ＝ 0:日本人の時、(No.24)未成年後見人の本･国籍 ＝ 本籍 であること

(No.18)未成年後見人の外国人区分 ＝ 1:外国人の時、(No.24)未成年後見人の本･国籍 ＝ 国籍 であること
(No.18)未成年後見人の外国人区分 ＝ 0:日本人の時、(No.25)未成年後見人の筆頭者が入力 されているこ
と

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック表 2/4 入力画面(未成年者の後見届)

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18 7/18

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考
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No

32

33

34

35

36

36-1

36-2

37

37-1

37-2

37-3

37-4

38

39

40

41

42

 (削除)

(No.27)届出原因 ＝ 32,33,37,38,39:終了事由の時,(No.28)開始日,(No.29)就職日,(No.31)裁判確定
日,(No.31-1)記録嘱託日 に入力がないこと

(No.27)届出原因 ＝ 51,52,53,54:嘱託事由の時,(No.31)裁判確定日,(No.31-1)記録嘱託日 は必須入
力であること

(No.28)開始日 ≦ (No.29)就職日 であること

(No.31)裁判確定日 ≠ スペースの場合,(No.4)送付日 ＝ スペース かつ(No.9)郵送日 ＝ スペース である
こと

 (削除)

(No.27)届出原因 ＝ 51,52,53,54:嘱託事由の時,(No.28)開始日,(No.29)就職日,(No.30)終了日に入力
がないこと

(No.29)就職日 ≠ スペースの場合,(No.9)郵送日 ≠ スペースの時,(No.9)郵送日 ≧ (No.29)就職日
であり,(No.9)郵送日 ＝ スペースの時,(No.2)受領日 ≧ (No.29)就職日 であること

(No.30)終了日 ≠ スペースの場合,(No.9)郵送日 ≠ スペースの時,(No.9)郵送日 ≧ (No.30)終了日
であり,(No.9)郵送日 ＝ スペースの時,(No.2)受領日 ≧ (No.30)終了日 であること

(No.27)届出原因 ＝ 11,12,16:開始事由の時、(No.30)終了日,(No.31)裁判確定日,(No.31-1)記録嘱託日に
入力がないこと

8/18

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック表 3/4 入力画面(未成年者の後見届)

(No.21)後見人区分 ＝ 4:未成年後見監督人の時,(No.27)届出原因 ＝ 16:未成年後見監督人就職,39:
未成年後見監督人任務終了,54:未成年後見監督人選任 であること

(No.31)裁判確定日 ≠ スペースの場合,(No.31)裁判確定日 ≦ (No.3)受領日 ≦ (No.31-1)記録嘱託
日 であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.21)後見人区分 ＝ 3:未成年後見人の時,(No.27)届出原因 ＝ 16:未成年後見監督人就職,39:未成年後見
監督人任務終了,54:未成年後見監督人選任以外 であること

(No.21)後見人区分 ＝ 3:未成年後見人 かつ (No.27)届出原因 ＝ 11:親権行使者不在,12:親権行使者
管理権喪失,32:親権者親権回復,33:親権者管理権回復,37:未成年後見人成年,38:未成年被後見人親権
に服するの時、(No.32)届出人資格 ＝ 110:未成年後見人,113:後任未成年後見人 であること

頁

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22

 (削除)

 (削除)

(No.27)届出原因 ＝ 32,33,37,38,39:終了事由の時,(No.30)終了日 は必須入力であること
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No

43

43-1

44

45

46

47

48

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 9/18

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0　関連チェック表 4/4 入力画面(未成年者の後見届)

(No.11)未成年被後見人の本非区分 ＝ 2:非本籍 かつ (No.19)未成年後見人の本非区分 ＝ 2:非本籍
または (No.19)未成年後見人の本非区分が未入力の時,(No.8)本非区分 ＝ 2:非本籍 であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.21)後見人区分 ＝ 4:未成年後見監督人 かつ (No.27)届出原因 ＝ 16:未成年後見監督人就職,39:
未成年後見監督人任務終了の時,(No.32)届出人資格 ＝ 112:未成年後見監督人,114:後任未成年後見監
督人 であること

(No.27)届出原因 ＝ 51,52,53,54:嘱託事由の時,(No.32)届出人資格,(No.33)届出人氏名 に入力がな
いこと

(No.32)届出人資格 ＝ 110:未成年後見人 又は 112:未成年後見監督人 かつ (No.33)届出人氏名 ≠
スペースの時,(No.23)未成年後見人の漢字氏名 ＝ (No.34)届出人氏名 であること

(No.32)届出人資格 ＝ 113:後任未成年後見人 又は 114:後任未成年後見監督人 の時,(No.27)届出原
因 ＝ 11,12,16:開始事由 であること

(No.32)届出人資格 ＝ 113:後任未成年後見人 又は 114:後任未成年後見監督人 の時,(No.33)届出人
氏名 は必須入力であること

(No.11)未成年被後見人の本非区分 ＝ 1:本籍 又は (No.19)未成年後見人の本非区分 ＝ 1:本籍 の
時,(No.8)本非区分 ＝ 1:本籍 であること
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

　　　 終了日は20歳の誕生日の前日

民4　※年齢20歳をもって成年とする。

名未定の審査 R2.1(後見45)

R2.1(後見45)

R2.1(後見45)

R2.1(後見45)

R2.1(後見45)

R2.1(後見43)

不受理 R2.1(後見43)

(10)エラーメッセージ

不受理YES

YES

(0.0-1)届出原因は51,52,53,54:嘱託事由であるか

(0.0-2)→

(0.0-4)→(0)へ

(0)受領日  ＝  送付日　である(YES,NO)

(0-1)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣を表示

(0-2)→(0-5)へ

 →

(0-4)→(0-5)へ

(1)　(削除)

YES

NO

YES

NO

(2)未成年被後見人の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(3)未成年被後見人の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(4)未成年被後見人は婚姻しているか(YES,NO)

(5)エラーメッセージ

｢未成年被後見人が婚姻しているため、未成年後見終了届
は出せません。｣を表示する

(7)届出原因は37(未成年被後見人が成年に達した)であるか

YES

1

画面項目修正(審査完了しない）

民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)，R2.1(後見43)

NO

(7-1)終了日 ≧ 2022年4月1日である(YES,NO)

(8)未成年被後見人の生年月日 + 20
年(20歳) - 1日 ＝ 終了日(YES,NO)

(7-2)未成年被後見人の生年月日 +
18年(18歳) - 1日 = 終了日(YES,NO)

NO

(9)→(34)

｢終了日は18歳の誕生日の
前日でなければなりませ
ん。｣を表示する

(7-3)→(34)YES

(0.0-3)審査終了

(0-3)本紙へ

(6)本紙へ

NO

「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」　を表示

(0-7) 本紙へ

(0-5)(未成年被後見人の外国人区分 = 0(日本人) かつ 未成年被後見人の漢字氏名の名が未入力) ま
たは
　(未成年後見人の外国人区分 = 0(日本人) かつ 未成年後見人の漢字氏名の名が未入力)(YES,NO)

YES (0-6)確認メッセージ(YES,NO)

(11)本紙へ

3.0　審査　1/3処理名

版 頁

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 10/18

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

備考

令和 2年 3月31日 R2.1

YES

NO

0

22版追加

※嘱託記載の場合は審査不要のため

NO

NO

YES (0-10) 本紙へ(0-8)エラーメッセージ

「審査結果入力で処理して下さい。」　を表示

(0-9)→

(0-11)→(1)

NO

(7-4)エラーメッセージ

不受理

　　　 終了日は18歳の誕生日の前日

YES

(7-5)本紙へ

民4　※年齢18歳をもって成年とする。R2.1(後見43)

 7-2-(5)-13-10 



/

/

/

/

/

/

/

/

(16)届出原因は37(未成年被後見人が成年に達した)であるか

(15)本紙へ 不受理

｢終了日は20歳の誕生日の
前日でなければなりませ
ん。｣を表示する

NO

YES

2

YES

(13)確認メッセージ(YES,NO)

｢未成年被後見人は婚姻していますか｣を表示する

(14)エラーメッセージ

｢未成年被後見人が婚姻しているため、未成年後見終了届
は出せません。｣を表示する

(17)未成年被後見人の生年月日 + 20
年(20歳) - 1日 ＝ 終了日(YES,NO)

(18)→(34)YES

NO 民4　※年齢20歳をもって成年とする。

R2.1(後見43)

不受理 R2.1(後見43)(16-5)本紙へ

　　　 終了日は20歳の誕生日の前日

(16-4)エラーメッセージ

｢終了日は18歳の誕生日の
前日でなければなりませ
ん。｣を表示する

(16-1)終了日 ≧ 2022年4月1日である(YES,NO)

(16-2)未成年被後見人の生年月日 +
18年(18歳) - 1日 = 終了日(YES,NO)

YES

民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)，R2.1(後見43)

民4　※年齢18歳をもって成年とする。R2.1(後見43)

　　　　終了日は18歳の誕生日の前日

YES

NO

(16-3)→(34)

NO (12)→(33-1) R2.1(12/6議2)

 7-2-(5)-13-11 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(22)　(削除)

システム化調査研究会

(27)　(削除)

平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 11/18

第7
2

(5)

(25)　(削除)

(26)　(削除)

(23)　(削除)

(24)　(削除)

改訂日付

処理名 3.0　審査　1/3 備考

版 頁

審査(未成年者の後見届)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

不受理

1

(28)　(削除)

(29)　(削除)

(30)　(削除)

｢終了日は20歳の誕生日の
前日でなければなりませ
ん。｣を表示する

(20)本紙へ

(21-1)→(34)

NO (21)→(33-1) R2.1(12/6議2)

NO (19)エラーメッセージ

 7-2-(5)-13-12 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

版 頁

不受理 R2.1(後見43)

民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)，R2.1(後見43)

民847,民852,民4 R2.1(後見43)

R2.1(後見43)

法人を判定 R2.1(後見43)

(32)　(削除)

NO

NO (33-6)未成年被後見人の生年月日 + 20年(20歳) > 開始日 または 未成年被後見人の生年
月日 + 20年(20歳) < 終了日 であるか(YES,NO)

要件定義ワークシート
作業名 作成者

NO

12/18

改訂日付

3.0　審査　2/3 備考

YES

第7
2

(5)

処理名

YES

(37)確認メッセージ(YES,NO)

R2.1(後見43)

R2.1(後見43)

R2.1(後見43)

不受理 R2.1(後見43)(34-9)→

(34-7)本紙へ

YES

　｢未成年後見人(未成年後見監督人)は18歳未満ですが,よ
ろしいですか。｣を表示する

(34-3)→(42)へ

(34-6)確認メッセージ(YES,NO)

NO (34-4)未成年後見人(未成年後見監督人)の生年月日は空欄か(YES,NO)

YES (34-5)→(42)へ

NO

民法の一部を改正する法律(成年年齢引下げ)，R2.1(後見43)

R2.1(後見43)

YES (33-3)→(34) R2.1(後見43)

R2.1(12/6議2)

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

(34-10)本紙へ

作成日付

(31)　(削除)

(33)　(削除)

(34)届出原因は11,12,16:開始事由であるか

NO (33-4)エラーメッセージ (33-5)本紙へ

(33-1)開始日 ≧ 2022年4月1日 または 終了日 ≧ 2022年4月1日である(YES,NO)

YES (33-2)未成年被後見人の生年月日 + 18年(18歳) > 開始日 または 未成年被後見人の生年
月日 + 18年(18歳) < 終了日 であるか(YES,NO)

民847,民852,民4

法人を判定

(35)未成年後見人(未成年後見監督人)の生年月日 + 20年(20歳以上) ≦ 就職日
である(YES,NO)

YES (36)→(42)へ

YES (36-2)→(42)へ

(33-8)エラーメッセージ (33-9)本紙へ 不受理 R2.1(12/6議2)

(38)本紙へ

NO (36-1)未成年後見人(未成年後見監督人)の生年月日は空欄か(YES,NO)

NO

YES

NO

(34-8)→(42)へ

(34-1)就職日 ≧ 2022年4月1日である(YES,NO)

(34-2)未成年後見人(未成年後見監督人)の生年月日 + 18年(18歳以上) ≦ 就職
日である(YES,NO)

「未成年被後見人は未成年者ではありません。」を表示する

R2.1(12/6議2)

YES (33-7)→(34)

「未成年被後見人は未成年者ではありません。」を表示する

 7-2-(5)-13-13 



/

/

/

/

/

/

/

/

民847,民852

不受理YES

(47)　(削除)

(48)　(削除)

(50)未成年後見人(未成年後見監督人)は破産宣
告を受けているか

(49)　(削除)

(52)本紙へ

(46)　(削除)

(44)　(削除)

(45)　(削除)

1

(54)→(66)へ

NO

(55)　(削除)

NO

2

(53)→(66)へ

YES

(42)未成年後見人(未成年後見監督人)の外国人区分 0:日本人か

(43)未成年後見人(未成年後見監督人)の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(51)エラーメッセージ｢未成年後見人
(未成年後見監督人)は破産宣告を受
けています。｣を表示する

YES

NO

(39)→(42)へ

(40)→

　｢未成年後見人(未成年後見監督人)は20歳未満ですが,よ
ろしいですか。｣を表示する

(41)本紙へ 不受理

 7-2-(5)-13-14 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(69)本紙へ

(72-4)確認メッセージ(YES,NO)

　｢届出期間が過ぎていますがよろしいですか。｣を表示する

(72-6)→(80)へ

不受理

戸84,戸85

不受理

未成年被後見人が成年に達した場合翌日起算

不受理

(79)本紙へ

(76)本紙へ

(72)本紙へ

(72-8)本紙へ

(64)　(削除)

YES

NO

YES

戸81,戸82,戸85

(70)→(80)へ

(72-5)本紙へ

(60)　(削除)

処理名 3.0　審査　3/3

YES

NO

(56)　(削除)

(61)　(削除)

(65)　(削除)

YES

NO

(72-9)届出原因は32,33,38,39であるか(YES,NO)

(74)→(80)へ

(72-7)→

YES

NO

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

備考

頁

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 13/18

(77)→(80)へ

YES

YES

NO

(71)→

(72-1)届出原因は37(未成年被後見人が成年に達した)であるか(YES,NO)

(72-2)終了日 + 11日 > 受領日

(72-3)→(80)へ

NO

(78)→

　｢届出期間が過ぎていますがよろしいですか。｣を表示す
る

YES

NO

NO

(73)終了日 + 10日 > 受領日

YES

(57)　(削除)

(58)　(削除)

(59)　(削除)

(62)　(削除)

(63)　(削除)

(66)未成年後見人(未成年後見監督人)の就職日 + 10日 > 受領日

(67)→(80)へ

(68)確認メッセージ(YES,NO)

　｢届出期間が過ぎていますがよろしいですか。｣を表示する

(75)確認メッセージ(YES,NO)

 7-2-(5)-13-15 



/

/

処理名 3.0　審査　3/3 備考

版 頁

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 14/18

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

NO

NO

YES

YES

NO

　 ｢届出人は,未成年後見人(未成年後見監督人)ではありませんがよろしいですか。｣を表
示する

(84)→

(82)本紙へ

(79-1)→(80)

(80)届出人は未成年後見人(未成年後見監督人)か

(81)→

(83)確認メッセージ(YES,NO)

受理

戸81,戸82,戸84,戸85

受理

不受理(85)→

 7-2-(5)-13-16 



第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

←　(引渡側) 入力画面(未成年者の後見届)

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

頁版

15/184

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改訂日付

平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日
データ編集表

作業名

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会

処理名 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 1/4

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

中間ファイル
(届書)
共通

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

ロック戸籍番号(1)

事件別内容

不受理申出処分区分

受領番号

支所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

戸籍番号 未成年被後見人が本籍人の場合選択
戸籍番号を移送

2(報告)を移送

41(未成年者の後見届)

在外送付区分 ＝ 0のとき:1
在外送付区分 ≠ 0のとき:2

同時決裁受領番号(1)～
(5)

ロック戸籍番号(2)～(5)

未成年者の後
見届(その1)
入力画面

本籍人検索
サブシステム･イ
ンターフェース

受領番号が取得済みの場合に設定

 7-2-(5)-13-17



DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

改訂日付 版

平成12年 3月 1日

作成日付

平成 6年12月 1日審査(未成年者の後見届)

作業名

システム化調査研究会

作成者

4

←　(引渡側) 入力画面(未成年者の後見届)

16/18

第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/4 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

頁

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

決裁区分

届書排他区分

項目

処分区分 審査結果により,1 ＝ 受理,又は,2
＝ 不受理,又は,3 ＝ 受理照会を
セットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

再入力の場合に1(排他)を移送

何も設定されていない場合に0(未設
定)を移送

中間ファイル
(届書)
共通

 7-2-(5)-13-18



中間ファイル
(届書)
事件別内容

外国人区分

本非区分

生年月日

後見人区分

カナ氏名

漢字氏名

本籍

筆頭者

外国人区分

本非区分

生年月日

カナ氏名

漢字氏名

本籍

筆頭者

届出原因

開始日

就職日

終了日

裁判確定日

記録嘱託日

未
成
年
被
後
見
人

未
成
年
後
見
人

未
成
年
被
後
見
人

未
成
年
後
見
人

外国人区分

本非区分

生年月日

カナ氏名

漢字氏名

本籍コード

本籍

筆頭者

外国人区分

本非区分

生年月日

後見人区分

カナ氏名

漢字氏名

本籍コード

本籍

筆頭者

届出人資格

届出人氏名

未成年後見人の資格

未成年後見人の住所

未成年者の後
見届(その1)
入力画面

未成年者の後
見届(その2)
入力画面

終了日

裁判確定日

記録嘱託日

届出人資格

届出人氏名

未成年後見人の資格

未成年後見人の住所

届出原因

開始日

就職日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 17/18

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面(未成年者の後見届)処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/4

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

 7-2-(5)-13-19



空白

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面(未成年者の後見届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 18/18

第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 4/4

 7-2-(5)-13-20



3.処理概要

　(1)中間ファイル(届書)画面表示する。

　(2)戸籍変動状況を確定する。

　(3)中間ファイル(仮受付)を編集、出力する。

　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集、出力する。

　(5)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　 1.0 データ編集表(未成年者の後見届確認画面)

　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス表

　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍)

　　　　　　　　　　 4.1 身分事項(変動なし)

5.備考(特記事項含む)

1/15入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

作成者 作成日付 版 頁改訂日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

名称 入出力区分 名称

出力

作業名

中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(届書)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(未成年者の後見届)

確認画面

(未成年者の後見届)

エラー履歴

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

/

[3.0]

[3.1]

(6)事件本人(未成年者被後見人)が本籍人である(YES,NO)

[4.1]

NO

YES

作成日付

実行キー

改訂日付

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 2/15

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

[1.0]

[2.0]

PF8

PF11

PF5

PF7

その他

/

/

PF1

PF2 (11)届出選択に制御
を渡す

(8)現戸籍(未成年者被後見人)に未成年者の後
見事項の編集

(9)処分決定に制御
を渡す

(17)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(18)次ページ｢未成年者の後見届｣画面編集

(19)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

　→

　→

(13)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(14)前ページ｢未成年者の後見届｣画面編集

(16)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

YES

NO

YES

NO

(21)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(15)同画面を編集す
る

(20)エラー表示に制
御を渡す

(12)審査に制御を渡す

(22)同画面を編集す
る

(10)業務選択に制御
を渡す

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、
メッセージを表示する｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押してください。｣

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF7、PF8、PF11、その他)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍の変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付〔受付〕)を編集･出力する

(5)中間ファイル(仮受付〔事件本人〕)を編集･出力する

(7)戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

身分事項(変動なし)

　→

　→

　→
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筆頭者

未
成
年
後
見
人

外国人区分

本非区分

生年月日

後見人区分

カナ氏名

漢字氏名

本籍

筆頭者

本非区分

生年月日

カナ氏名

漢字氏名

本籍

筆頭者

後見人区分

未
成
年
被
後
見
人

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版

処理名

本非区分

郵送日

未
成
年
被
後
見
人

外国人区分

本非区分

生年月日

カナ氏名

漢字氏名

本籍

筆頭者

未
成
年
後
見
人

外国人区分

頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 3/15

改訂日付

記号名

1.0 確認画面編集 1/2 (受取側) 確認画面(未成年者の後見届) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

画面ID

システム日付

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本籍

本非区分

郵送日

外国人区分

本非区分

生年月日

カナ氏名

漢字氏名

有

有

有

有

未成年者の後
見届確認画面
(その1)

中間ファイル
(届書)
共通

中間ファイル
(届書)
事件別内容

画面ID

システム日付
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記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 1.0 確認画面編集 2/2 (受取側) 確認画面(未成年者の後見届)

未成年者の後
見届確認画面
(その2)

届出人氏名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

改訂日付 版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 4/15

未成年者の後見人の資格

未成年者の後見人の住所

届出原因

開始日

就職日

終了日

裁判確定日

記録嘱託日

届出人資格

届出人氏名

未成年者の後見人の資格

未成年者の後見人の住所

届出原因

開始日

就職日

終了日

裁判確定日

記録嘱託日

届出人資格

(その1)
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版 頁

1

2

3

第7
2

(5)
補足説明書

○ ―― ――

本
籍

非
本
籍

○

○

5/15

改訂日付

処理名  2.0 戸籍編製マトリックス表

項番

未成年被後見人の現在戸
籍

変
動
な
し

条件

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4

作業名 作成者 作成日付

未成年者被後見人
(4.1)

未成年被後見人

本非区分外国人区分

日
本
人

外
国
人

○

○
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発日

中間ファイル
(仮受付)
共通

郵送日 郵送日

発送日

渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

届出原因 ＝ 51,52,53,54の時,移送

事件発生時分

裁判確定日

届出原因 ＝ 11,12,16の時,移送

終了日 届出原因 ＝ 32,33,37,38,39の時,移送

事件発生日 就職日

送付日があれば送付日

受領日 送付日がなければ受領日

受領日 送付日　または

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

後見人区分 ＝ 3(未成年後見人)の時
　届出原因 ＝ 11,12(開始)
　 4101(未成年者の後見開始)
　届出原因 ＝ 32,33,37,38(終了)
　 4102(未成年者の後見終了)
　届出原因 ＝ 51,52,53(嘱託)
　 4117:(未成年後見人選任(嘱託))
後見人区分 ＝ 4(未成年後見監督人)
の時
　届出原因 ＝ 16(開始)
　 4110(未成年者の後見監督開始)
　届出原因 ＝ 39(終了)
　 4111(未成年者の後見監督終了)
　届出原因 ＝ 54(嘱託)
　 4119:(未成年後見監督人選任(嘱
託))

事件コード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 6/15

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

0を移送

届書送付目録区分 ファイル仕様書参照

証書提出区分

送達確認1 0を移送

届後戸籍の筆頭者

届後本籍

届後本籍コード

届後本籍区分

届出人氏名2

届出人氏名

届出人資格区分2

届出人資格 ＝ 未成年後見人又は未
成年後見監督人以外の時に移送する

届出人資格名称1 届出人資格 有

届出人氏名1

中間ファイル
(仮受付)
共通

届出人資格区分1 中間ファイル
(届書)

届出人資格

届出人資格名称2

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 7/15
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※仮受付の事件本人を該当事件本人分出力する
※出力順序

1.未成年被後見人
2.未成年後見人(未成年後見監督人)

送達確認2 本籍が非本籍かつ在外送付区分 ＝ 0
の時,1を移送(未成年被後見人のみ設
定)
上記以外は,0を移送

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

未成年被後見人又は未成年後見人の
受付を作成する際に,該当項目を移送
する

筆頭者

未成年被後見人又は未成年後見人の
受付を作成する際に,該当項目を移送
する漢字氏名 漢字氏名

　(削除)

本籍コード 本籍コード

カナ氏名 カナ氏名

事件本人が届出人の場合1を設定

事件本人区分

中間ファイル
(届書)

受領番号

生年月日 生年月日

届出人区分

本籍 本籍

筆頭者

未成年後見人 ＝ 56

未成年後見監督人 ＝ 57

行番号

未成年被後見人 ＝ 55

受領番号

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 8/15
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未成年後見監督人更迭事
由の発生日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

未成年後見人更迭事由の
発生日

後見人区分 ＝ 3(未成年後見人)の時
届出原因 ＝ 11(親権行使者不
在),52(未成年後見人選任親権者不在
(嘱託))ならば｢親権を行う者がいな
いため｣
届出原因 ＝ 12(親権行使者管理権喪
失),53(未成年後見人選任管理権喪失
(嘱託))ならば｢親権を行う者が管理
権を有しないため｣を移送

未成年者の後見開始事由

後見人区分 ＝ 4(未成年後見監督人)
かつ,届出原因 ＝ 54の時,移送

未成年後見監督人選任の
裁判確定日

裁判確定日

後見人区分 ＝ 4(未成年後見監督人)
かつ,届出原因 ＝ 16(後見監督人就
職)の時,移送

未成年後見監督人就職日 就職日

後見人区分 ＝ 3(未成年後見人)か
つ,届出原因 ＝ 51,52,53の時,移送

未成年後見人選任の裁判
確定日

裁判確定日

届出原因 ＝ 51,52,53,54の時,移送

未成年後見人就職日 就職日 後見人区分 ＝ 3(未成年後見人)かつ,届
出原因 ＝ 11,12(開始事由)の時,移送

裁判確定日

終了日 届出原因 ＝ 32,33,37,38,39の時,移送

事件発生日 就職日

4101(未成年被後見人の記録)

管掌者コード

記録コード

0を移送

タイトルコード 4101(未成年者の後見)

行番号

個人番号 中間ファイル
(届書)

個人番号(未成年被後見人)

出力区分

届出原因 ＝ 11,12,16の時,移送

版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 9/15

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項 未成年者被後見人 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称
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未成年後見監督人地位喪
失事由の発生日

未成年後見人地位喪失事
由の発生日

後任の未成年後見監督人
就職日

資格名称

後任の未成年後見人就職
日

前任の未成年
後見監督人

資格

氏名

氏名

資格名称

前任の未成年
後見人

資格

更迭事由

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項 未成年者被後見人 2/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1 10/15

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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未成年後見人解任の裁判確定日

未成年後見監督人辞任許可の裁判確定日

未成年後見人辞任許可の裁判確定日

後見人区分 ＝ 4(未成年後見監督人)
かつ,届出原因 ＝ 39(監督人任務終
了)の時,移送

未成年者の後見監督終了
日

終了日

後見人区分 ＝ 3(未成年後見人)か
つ,届出原因 ＝ 32,33,37,38(終了事
由)の時,移送

未成年者の後見終了日
終了日

地位喪失事由

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項 未成年者被後見人 2/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 11/15

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁
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未成年後見人職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日

未成年後見監督人職務執行停止及び代行者選任の裁判発効日

未成年後見監督人職務執行停止の裁判失効日

未成年後見人の権限を財産に関する権限に限定する定めの裁判確定日

未成年後見監督人の権限を財産に関する権限に限定する定めの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限単独行使の定めの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限単独行使の定めの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限分掌行使の定めの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限分掌行使の定めの裁判確定日

未成年後見人の権限を財産に関する権限に限定する定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の権限を財産に関する権限に限定する定めの取消しの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限単独行使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限単独行使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見人の財産に関する権限分掌行使の定めの取消しの裁判確定日

未成年後見監督人の財産に関する権限分掌行使の定めの取消しの裁判確定日

漢字氏名(未成年後見人)

資格名称

後見人区分 ＝ 3(未成年後見人)か
つ,届出原因 ＝ 11,12(開始事
由),51,52,53(嘱託事由)の時,
 未成年後見人の資格 ＝ スペースの
時,漢字氏名(未成年後見人)
 未成年後見人の資格 ≠ スペース
時,未成年後見人の資格を移送

未成年後見人 資格 未成年後見人の資格

氏名

未成年後見監督代行者改任の裁判発効日

未成年後見代行者改任の裁判発効日

未成年後見人職務執行停止の裁判失効日

　(削除)

　(削除)

　(削除)

未成年後見監督人解任の裁判確定日

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項 未成年者被後見人 3/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 12/15

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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氏名

資格名称

資格名称

解任された未
成年後見人

資格

職務執行停止
を受けた者

資格

氏名

氏名

資格名称

辞任した未成
年後見人

資格

後見人区分 ＝ 3(未成年後見人)か
つ,未成年後見人の資格 ＝ スペース
かつ,未成年後見人の住所 ≠ スペー
スかつ,届出原因 ＝ 11,12(開始事
由),51,52,53(嘱託事由)の時移送

未成年後見人
の住所

住所 未成年後見人の住所

未成年後見人の生年月日
生年月日(未成年後見人)

後見人区分 ＝ 3(未成年後見人)か
つ,未成年後見人の資格 ＝ スペース
かつ,外国人区分(未成年後見人) ＝
外国人かつ,届出原因 ＝ 11,12(開始
事由),51,52,53(嘱託事由)の時移送

未成年後見人の国籍
本籍(未成年後見人)

筆頭者
筆頭者(未成年後見人)

後見人区分 ＝ 3(未成年後見人)か
つ,未成年後見人の資格 ＝ スペース
かつ,外国人区分(未成年後見人) ＝
日本人かつ,届出原因 ＝ 11,12(開始
事由),51,52,53(嘱託事由)の時移送

未成年後見人
の戸籍 本籍

本籍(未成年後見人)

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項 未成年者被後見人 3/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 13/15

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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未成年後見監督代行者

未成年後見代行者の生年月日

未成年後見代行者の国籍

筆頭者

資格名称

未成年後見代
行者の戸籍

本籍

未成年後見代行者

解任された未
成年後見監督
人

資格

氏名

資格名称

氏名

辞任した未成
年後見監督人

資格

後見人区分 ＝ 4(未成年後見監督人)か
つ,未成年後見人の資格 ＝ スペースか
つ,未成年後見人の住所 ≠ スペースか
つ,届出原因 ＝ 16(開始事由),54(嘱託
事由)の時移送

未成年後見監
督人の住所

住所 未成年後見人の住所

生年月日(未成年後見人)

後見人区分 ＝ 4(未成年後見監督人)か
つ,未成年後見人の資格 ＝ スペースか
つ,外国人区分(未成年後見人) ＝ 外国
人かつ,届出原因 ＝ 16(開始事
由),54(嘱託事由)の時移送

未成年後見監督人の生年
月日

未成年後見監督人の国籍
本籍(未成年後見人)

筆頭者
筆頭者(未成年後見人)

後見人区分 ＝ 4(未成年後見監督人)か
つ,未成年後見人の資格 ＝ スペースか
つ,外国人区分(未成年後見人) ＝ 日本
人かつ,届出原因 ＝ 16(開始事
由),54(嘱託事由)の時移送

未成年後見監
督人の戸籍

本籍
本籍(未成年後見人)

氏名

漢字氏名(未成年後見人)
資格名称

後見人区分 ＝ 4(未成年後見監督人)か
つ,届出原因 ＝ 16(開始事由),54(嘱託
事由)の時,
 未成年後見人の資格 ＝ スペースの
時,漢字氏名(未成年後見人)を移送
 未成年後見人の資格 ≠ スペースの
時,未成年後見人の資格を移送

未成年後見監
督人

資格
未成年後見人の資格

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項 未成年者被後見人 4/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(未成年者の後見届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 14/15

第7
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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未成年後見監督代行者の国籍

未成年後見監督代行者の生年月日

許可書謄本の送付を受けた日

処理日 ≠ 0の時,移送

特記事項 届出原因 ＝ 37(未成年被後見人成年)の時,
｢成年に達したため｣
届出原因 ＝ 32(親権者親権回復)の時,
｢親権喪失の審判取消しの裁判確定のため｣
届出原因 ＝ 33(親権者管理権回復)の時,
｢管理権喪失の審判取消しの裁判確定のた
め｣
届出原因 ＝ 38(未成年被後見人親権に服す
る)の時,
｢親権を行う者があるに至ったため｣
届出原因 ＝ 39(未成年被後見監督人任務終
了)の時,
｢未成年後見監督人｣+漢字氏名(未成年後見
人)+｢に欠格事由が生じたため｣を編集し移
送

記録日 処理日

従前の記録

許可を受けた者

許可日

送付日 ≠ 0の時,移送

受理者 発送元 送付日 ≠ 0の時,移送

記録嘱託日 ≠ 0の時,移送

送付を受けた日 送付日

記録嘱託日 記録嘱託日

氏名 届出人氏名

届出人資格 ＝ 113(後任未成年後見
人) 又は 114(後任未成年後見監督
人)の時に移送

資格名称

届出人 資格 届出人資格

届出日 受領日

　(削除)

　(削除)

　(削除)

　(削除)

筆頭者

記号名 名称 記号名

未成年後見監督
代行者の戸籍

本籍

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 15/15

処理名 4.1 身分事項 未成年者被後見人 4/4 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(未成年者の後見届)
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14.保佐届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.保佐業務処理範囲外の処理

　･裁判所書記官からの戸籍の記録嘱託

　･保佐開始届(法改正後は不要となるため)

　2.保佐届書入力画面の意義

　(1)その1画面:被保佐人及び保佐人の入力

　(2)その2画面:届出事項及び届出人の入力

　(3)ガイダンス画面:業務処理範囲外の処理及び処理の注意事項

　3.その他

　(1)添付書類
　･保佐人更迭届については、法定保佐人が届出をするときには、準禁治産者の配偶者であることを証するため戸籍謄本の添付を要する。(本籍地に届出の場合は不要)
　選定保佐人が届出をするときは、保佐人選任の審判の謄本を添付する。

　･保佐終了届については、準禁治産者宣告取消の審判の謄本の添付を要する。

　(2)保佐人は1人でなければならない。

　(3)未成年者、家庭裁判所で免ぜられた法定代理人又は保佐人、補助人、破産者、被後見人に対して訴訟をし又はした者及びその配偶者並びに直系血族、行方の知れないものは、保
佐人となることはできない。

頁

1/13審査(保佐届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日

版

4

改訂日付作成日付
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エラー履歴ファイル

5.備考(特記事項含む)

出力

戸籍DB

審査(保佐届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

個人状態ファイル

中間ファイル(届書)

入出力区分

入力

入力

出力

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成6年12月 1日 2/131令和　年　月　日

名称 名称

3.処理概要

　(1)保佐届の内容を画面入力する。
　(2)保佐届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)保佐届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)保佐届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
　(6)入力確認(保佐届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル(届書))

戸籍DB

入力画面

(保佐届)

確認画面

(保佐届)

審査
(保佐届)

中間ファイル

(届書)

個人状態

ファイル

エラー履歴

ファイル
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集を行う

(8)入力確認画面に
制御を渡す

(11)同画面を編集す
る

(15)業務選択に制御
を渡す

(16)届出選択に制御
を渡す

(19)同画面を編集す
る

入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(18)前ページ｢保佐届｣画面編集

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し,メッセージに対
して応答する。

(13)エラーメッセージを表示する

(14)エラーメッセージを表示する

[3.0]

[4.0]

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集･出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

[1.0]

[2.0]

(1)届書内容を画面入力する

(25)当該審査エラーの確認後,以後の審査を継続する

(26)入力画面を初期化する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

審査エラー

確認

(20)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示

(21)次ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

(22)次ページ｢保佐届｣画面編集

(23)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示

　―→

　―→

(17)前ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

NO

YES

NO

YES

NO

NO

PF10 (24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

PF11

PF12

その他

YES

PF8

PF1

PF2

PF7

実行キー

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

YES

NO

YES

作業名 作成者

審査(保佐届) システム化調査研究会

根拠法令(マニュアル処理)0.0　本紙

3/13

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁数

令和　年　月　日 1
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 ○ 漢字

6 漢字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ 数字

11 ○ 数字

12 ○ 英数

13 ○ カナ

14 ○ 漢字

15 ○ 漢字

16 漢字

17 ○ 数字

18 ○ 数字

19 ○ 英数

20 ○ カナ

21 ○ 漢字

22 ○ 漢字

23 漢字

24 数字

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

被保佐人の漢字氏名

被保佐人の本籍

被保佐人の筆頭者

保佐人の外国人区分

｢日付チェックサブルーチン｣

第7
2

(5)

1.0　入力項目単体チェック　1/2

データチェック(単体表)

　入力画面(保佐届)

処理名

作業名

審査(保佐届)

画面名

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

被保佐人の外国人区分

被保佐人の本非区分

被保佐人の生年月日

(0:日本人,1:外国人)であること

作成者

1令和　年　月　日システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

画面ID

頁数

4/13

版改定日付作成日付

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容 備考

(1:本籍,2:非本籍)であること

保佐人の生年月日

保佐人のカナ氏名

保佐人の漢字氏名

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

被保佐人のカナ氏名

保佐人の本籍

保佐人の筆頭者

保佐人資格

保佐人の本非区分

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:父,2:母,6:夫,7:妻)であること

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること
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No 必須 属性

25 ○ 数字

26 英数

27 英数

28 英数

29 数字

30 ○ 英数

31 数字

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(63:保佐人)であること

終了日

前任者氏名

届出人資格

届出人の氏名

画面ID

届出原因

開始日

就職日

(21:前任者死亡,22:前任者辞任,23:前任者解任,24:前任者
資格喪失,31:準禁治産取消確定)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

処理名 画面名

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 5/13

1.0　入力項目単体チェック　2/2 　入力画面(保佐届)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23 (No.17)保佐人の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時、(NO.22)保佐人の本･国籍 ＝ 本籍であること

(No.11)被保佐人の本非区分 ＝ 2(非本籍)の時、(No.15)被保佐人の本･国籍 ＝ 管外であること

(No.17)保佐人の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時、(No.18)保佐人の本非区分 ＝ 2(非本籍)であること

(No.10)被保佐人の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時、(No.15)被保佐人の本･国籍 ＝ 国籍であること

(No.10)被保佐人の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時、(No.16)被保佐人の筆頭者が入力されていること

(No.10)被保佐人の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時、(No.12)被保佐人の生年月日 ＝ 和暦であること

(No.10)被保佐人の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時、(No.12)被保佐人の生年月日 ＝ 西暦であること

(No.10)被保佐人の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時、(No.15)被保佐人の本･国籍 ＝ 本籍であること

(No.7)処理日 ≠ スペースのとき、(No.7)処理日 > (No.2)受領日であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ、(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき、(No.9)郵送日 ≦ (No.2)受領日であること
(No.10)被保佐人の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時、(No.11)被保佐人の本非区分 ＝ 2(非本籍)である
こと

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき、(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ、(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外の
とき
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.17)保佐人の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時、(No.19)保佐人の生年月日 ＝ 和暦であること

(No.17)保佐人の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時、(No.19)保佐人の生年月日 ＝ 西暦であること

(No.10)被保佐人の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時、(No.16)被保佐人の筆頭者は未入力であること

(No.11)被保佐人の本非区分 ＝ 1(本籍)の時、(No.15)被保佐人の本･国籍 ＝ 管内であること

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき、(No.6)在外送付区分 ＝ 0(受理分)であること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき、(No.6)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外)であること

処理名 画面名 画面ID

2.0 入力項目関連チェック 1/2 入力画面(保佐届)

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき、(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき、(No.4)送付日 ≧ (No.2)受領日であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき、(No.5)発送元 ＝ スペースであること

版 頁

審査(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 6/13

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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No

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

36-1

36-2

37

38

39

40

41
(No.11)被保佐人の本非区分 ＝ 2(非本籍)かつ,(No.18)保佐人の本非区分 ＝ 2(非本籍)ならば
(No. 8)本非区分 ＝ 2(非本籍)であること

(No.27)就職日 ≠ スペースの場合,(No.9)郵送日 ≠ スペースの時,(No.9)郵送日 ≦ (No.27)就職日であ
り,
　(No.9)郵送日 ＝ スペースの時,(No.2)受領日 ≦ (No.27)就職日であること

【削除】

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.17)保佐人の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時、(NO.23)保佐人の筆頭者は未入力であること

(No.18)保佐人の本非区分 ＝ 1(本籍)の時、(NO.22)保佐人の本･国籍 ＝ 管内であること

2.0 入力項目関連チェック 2/2 入力画面(保佐届)

審査(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 7/13

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 画面名 画面ID

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.28)終了日 ≠ スペースの場合,(No.9)郵送日 ≠ スペースの時,(No.9)郵送日 ≦ (No.28)終了日であ
り,
　(No.9)郵送日 ＝ スペースの時,(No.2)受領日 ≦ (No.28)終了日であること

(No.11)被保佐人の本非区分 ＝ 1(本籍)又は,(No.18)保佐人の本非区分 ＝ 1(本籍)ならば
(No. 8)本非区分 ＝ 1(本籍)であること

(No.25)届出原因 ＝ 31(準禁治産取消確定)の時,
(No.26)開始日,(No.27)就職日,(No.29)前任者氏名には,入力がないこと

(No.24)保佐人資格 ＝ 6,7(夫,妻)かつ,
(No.10)被保佐人の外国人区分,(No.18)保佐人の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時,
(No.15)被保佐人の本籍 ＝ (No.22)保佐人の本籍 かつ,
(No.16)被保佐人の筆頭者 ＝ (No.23)保佐人の筆頭者 であること

(No.26)開始日 ≦ (No.27)就職日であること

(No.31)届出人氏名 ≠ スペースの時,(No.21)届出人氏名 ＝ (No.21)保佐人漢字氏名であること

【削除】

【削除】

(No.17)保佐人の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時、(NO.22)保佐人の本･国籍 ＝ 国籍であること

(No.17)保佐人の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時、(NO.23)保佐人の筆頭者が入力されていること

【削除】

【削除】

(No.25)届出原因 ＝ 21～24(更迭事由)の時,

(No.26)開始日,(No.27)就職日,(No.29)前任者氏名は必須入力であること

(No.25)届出原因 ＝ 21～24(更迭事由)の時,(No.28)終了日には入力がないこと

(No.25)届出原因 ＝ 31(準禁治産取消確定)の時,(No.8)終了日は必須入力であること

(No.18)保佐人の本非区分 ＝ 2(非本籍)の時、(NO.22)保佐人の本･国籍 ＝ 管外であること
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(1)被保佐人の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(2)被保佐人の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(3)被保佐人は準禁治産者であるか

(15) → (21)

審査(4)～(6)削除

審査(8)(9)削除

不受理

民847,平11改正前 民847

(20)本紙へ

(31)本紙へ

不受理

審査(23)～(28)削除

民847,平11改正前 民847

不受理

(17)本紙へ

(11)本紙へ

YES

0

3.0　審査　1/3処理名

版 頁

審査(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 8/13

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

備考

0

2

YES

NO

YES

1

1

(18) → (21)

(19) →

(21)保佐人の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(22)保佐人の本非区分(0:本籍,1:非本籍)

(29)保佐人は破産宣告を受けているか

｢保佐人は破産宣告を受けています｣を表示

NO

1

(30)エラーメッセージYES

(7) → (13)

(10)エラーメッセージ

　｢準禁治産者ではありません｣を表示

(12) → (13)

(13)届出原因は21～24(更迭事由)であるか

(14)保佐人の生年月日 + 20年(20歳以上) ≦ 就職日

(16)確認メッセージ(YES,NO)

　｢保佐人は20歳未満ですが、よろしいですか｣を表示

YES

NO
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

作成日付 改訂日付 版 頁

審査(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 9/13

平11改正前 民847,平11改正前 民840

処理名 3.0　審査　2/3 備考

(34)届出原因 ＝ 24(資格喪失)、且つ、保佐人資格 ＝ 6(夫)、7(妻)、且つ、届出人資格
＝ 63(保佐人)である(YES,NO)

YES

YES

(35)保佐人の本非区分 ＝ 1(本籍人)(YES,NO)

(36)保佐人と被保佐人の婚姻日 ＝ 就職日(YES,NO)

(38)本紙へ

YES

NO

(36) → (44)

(37)エラーメッセージ

 ｢保佐人の就職日は、被保佐人との婚姻日でなければなり
ません｣を表示

NO (39)確認メッセージ(YES,NO)

YES

 ｢保佐人の就職日は、被保佐人との婚姻日であるものとして処理を続
行しますか。｣を表示

(40) → (44)

(42)本紙へ 不受理

NO

NO (41)→

(43) → (44)

平11改正前 戸81,平11改正前 戸82

YES (45) → (58) 平11改正前 戸85

(44)保佐人の就職日 + 10日 > 受領日

NO (47)本紙へ

YES (48) → (58)

(46)確認メッセージ(YES,NO)｢届出期間が過ぎていますがよろしいですか｣を表示

(50)本紙へ 不受理

NO 平11改正前 戸84,平11改正前 戸85

NO (49) →

(51)保佐人の終了日 + 10日 > 受領日

YES (52) → (58)

(54)本紙へNO (53)確認メッセージ(YES,NO)｢届出期間が過ぎていますがよろしいですか｣を表示

(57)本紙へ 不受理

YES

NO

(55) → (58)

(56) →

平11改正前 戸81･戸82･戸84･戸85

YES (60)本紙へ 受理

(58)届出人は保佐人本人であるか

(59)→

YES 0

1

1

2

NO

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

(32) → (34)

(33) → (34)
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第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和  年  月  日 1 10/13

処理名 3.0　審査　3/3 根拠法令(マニュアル処理)

NO

　｢届出人は、保佐人ではありませんがよろしいですか｣を表示

(61)確認メッセージ(YES,NO)

YES (62)　→ 受理

NO (63)　→ 不受理
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受領番号が取得済みの場合に設定保佐届(その1)
入力画面

3/3参照

被保佐人が本籍人の場合,選択戸籍番
号を移送

15(保佐届)

在外送付区分 ＝ 0のとき:1
在外送付区分 ＝ 1,2,3のとき:2を移
送

2(報告)を移送

0(日本人)を移送

戸籍番号

本非区分

郵送日

受領番号

支所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

事件別内容

不受理申出処分区分

同時決裁受領番号(1)～
(5)

ロック戸籍番号(2)～(5)

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

ロック戸籍番号(1)

項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

中間ファイル
(届書)
共通

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

頁版

11/137

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改訂日付

平成 6年12月 1日 平成15年 3月 1日
データ編集表

作業名

審査(保佐届) システム化調査研究会

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集 1/3

DB･ファイル名
画面名称

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通　←　(引渡側) 入力画面(保佐届)

本籍人検索

サブシステム インターフェース
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中間ファイル
(届書)
共通

再入力の場合に1(排他)を移送

審査(保佐届)

項目

頁

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

決裁区分

届書排他区分

何も設定されていない場合に0(未決
裁)を移送

審査結果により、1 ＝ 受理、又は、
2 ＝ 不受理、又は、3 ＝ 受理照会
をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

改訂日付 版

平成12年 3月 1日 4

←　(引渡側) 入力画面(保佐届)

12/13

第7
2

(5)

作成日付

平成 6年12月 1日システム化調査研究会

作成者

処分区分

データ編集表

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集 2/3 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

作業名
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(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容　←　(引渡側) 入力画面(保佐届)

保佐届(その1)
入力画面

保佐届(その2)
入力画面

前任者氏名

届出人資格

届出人氏名

被保佐人外国人区分

被保佐人本非区分

被保佐人生年月日

被保佐人カナ氏名

被保佐人漢字氏名

被保佐人本籍

被保佐人筆頭者

保佐人外国人区分

保佐人本非区分

保佐人生年月日

保佐人カナ氏名

保佐人漢字氏名

保佐人本籍

保佐人筆頭者

保佐人資格

届出原因

開始日

就職日

終了日

筆頭者(保佐人)

保佐人資格

届出原因

開始日

就職日

終了日

前任者氏名

届出人資格

届出人氏名

本籍(被保佐)

筆頭者(被保佐)

外国人区分(保佐人)

本非区分(保佐人)

生年月日(保佐人)

カナ氏名(保佐人)

漢字氏名(保佐人)

本籍コード(保佐人)

本籍(保佐人)

中間ファイル
(届書)
事件別内容

外国人区分(被保佐)

本非区分(被保佐)

生年月日(被保佐)

カナ氏名(被保佐)

漢字氏名(被保佐)

本籍コード(被保佐)

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集 3/3

改定日付 版 頁数

審査(保佐届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付
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中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍)

3.処理概要
　(1)中間ファイル(届書)画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)処分決定処理に制御を渡す。

第7
2

(5)
システム環境仕様書

入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

入出力区分 名称

出力

作業名 作成者 作成日付 版 頁改定日付

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　 1.0 データ編集表(保佐届確認画面)
　　　　　　　　 2.0 補足説明書(戸籍編製マトリックス表)
　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル(仮受付))
　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル(仮戸籍))
　　　　　　　　　　 4.1 身分事項(変動なし)

5.備考(特記事項含む)

1/10審査(保佐届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称

入力確認

(保佐届)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(届書)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(保佐届)

エラー履歴
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/

/

/

/

/

/

/

[1.0]

(6)事件本人(被保佐人)が本籍人である(YES,NO)

(9)処分決定に制御
を渡す

(10)業務選択に制御
を渡す

/

/

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、
メッセージ｢入力項目を確認し、誤りがなければ実行キーを押してください。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍の変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付[受付])を編集･出力する

(5)中間ファイル(仮受付[事件本人])を編集･出力する

(7)戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

身分事項(変動なし) (8)現戸籍(被保佐人)に保佐事項の編集

　―→

　―→

　―→

(15)同画面を編集す
る

(20)エラー履歴表示
に制御を渡す

(12)審査に制御を渡
す

(22)同画面を編集す
る

(11)届出選択に制御
を渡す

(21)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(17)次ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

(18)次ページ｢保佐届｣画面編集

(19)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

　―→

　―→

(13)前ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

(14)前ページ｢保佐届｣画面編集

(16)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

[3.0]

[3.0]

[4.0]

[4.1]

YES

NO

[2.0]

PF8

PF11

PF5

PF7

作成日付

実行キー

YES

NO

NO

YES

その他

PF1

PF2

改定日付

処理名 0.0 本紙 根拠法令(マニュアル処理)

版 頁数

入力確認(保佐届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/10

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者
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保佐届(その1)
確認画面

中間ファイル
(届書)
共通

中間ファイル
(届書)
事件別内容

画面ID

システム日付

有

有

カナ氏名(保佐人)

漢字氏名(保佐人)

生年月日(被保佐)

有

有

本非区分

郵送日

外国人区分(被保佐)

本非区分(被保佐)

本籍(保佐人)

保佐人資格

外国人区分(保佐人)

本非区分(保佐人)

生年月日(保佐人)

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

保佐人本籍

保佐人資格

保佐人外国人区分

保佐人本非区分

保佐人生年月日

保佐人カナ氏名

保佐人漢字氏名

被保佐人生年月日

被保佐人カナ氏名

被保佐人漢字氏名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

被保佐人本籍

被保佐人筆頭者

画面ID

システム日付

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

被保佐人外国人区分

被保佐人本非区分

カナ氏名(被保佐)

漢字氏名(被保佐)

本籍(被保佐)

筆頭者(被保佐)

版 頁数

入力確認(保佐届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/10

改定日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

記号名

処理名 1.0 確認画面編集(保佐届)　1/2 (受取側)　確認画面(保佐届) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

保佐人筆頭者 筆頭者(保佐人)
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項目

名称 記号名 名称

入力確認(保佐届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 1.0 確認画面編集(保佐届)　2/2 (受取側)　確認画面(保佐届) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

改定日付 版 頁数

令和　年　月　日 1 4/10

届出原因

開始日

記号名

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

届出原因

開始日

就職日

終了日

前任者氏名

届出人資格

届出人氏名

就職日

終了日

前任者氏名

保佐届(その2)
確認画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

届出人資格

届出人氏名
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1 ○ ○

2 ○ ○

3 ○ - -

被保佐人(4.1)

変
動
な
し

被保佐人の現在戸籍

処理名  2.0 戸籍編製マトリックス表

日
本
人

外
国
人

本
籍

非
本
籍

外国人区分 本非区分

被保佐人

条件項番

版 頁数

入力確認(保佐届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/10

改定日付第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付
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←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号

版 頁

入力確認(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成15年 3月 1日 7 6/10

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

出張所番号 出張所番号

届出原因 ＝ 21～24(更迭事由)

受領番号

受付事件コード

中間ファイル
(届書)

 1503(保佐人更迭)

届出原因 ＝ 31(準禁治産取消)

 1502(保佐終了)を移送

送付日 ＝ 0の時、移送

送付日 送付日 ≠ 0の時、移送

受付日 受領日

届出原因 ＝ 21～24の時

終了日 届出原因 ＝ 31の時

事件発生日 就職日

事件発生日

事件発生時分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

発送日

渉外区分 渉外区分

発日

郵送日 郵送日

指示日 指示日

収日

関連受領番号

許可日 許可日

【削除】

届出人資格名称1 【削除】 【削除】

届出人資格区分1 【削除】
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版 頁

入力確認(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 7/10

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

【削除】届出人氏名1 中間ファイル
(届書)

【削除】

届出人資格区分2

届出人氏名2

届出人資格名称2

届後本籍コード

届後本籍区分

届後戸籍の筆頭者

届後本籍

届書送付目録区分

0を移送

証書提出区分 0を移送

送達確認1

決裁区分 決裁区分

中間ファイル
(仮受付)
共通

ファイル仕様書参照

処分区分 処分区分
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※仮受付の事件本人を該当事件本人分出力する

※出力順序

1.被保佐人
2.保佐人

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 8/10

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人

第7
2

(5)
データ編集表

行番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分 被保佐人 ＝ 29
保佐人 ＝ 30

事件本人が届出人の場合1を設定

カナ氏名 カナ氏名 被保佐人 ＝ カナ氏名(被保佐人)
保佐人 ＝ カナ氏名(保佐人)

届出人区分

被保佐人 ＝ 漢字氏名(被保佐人)
保佐人 ＝ 漢字氏名(保佐人)

漢字氏名 漢字氏名

被保佐人 ＝ 生年月日(被保佐人)
保佐人 ＝ 生年月日(保佐人)

生年月日 生年月日

被保佐人 ＝ 本籍コード(被保佐人)
保佐人 ＝ 本籍コード(保佐人)

本籍コード 本籍コード

被保佐人 ＝ 本籍(被保佐人)
保佐人 ＝ 本籍(保佐人)

本籍 本籍

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

被保佐人 ＝ 筆頭者(被保佐人)
保佐人 ＝ 筆頭者(保佐人)

筆頭者

本籍が非本籍かつ在外送付区分 ＝ 0の
時、1を移送(被保佐人のみ設定)
上記以外の時、0を移送

送達確認2

筆頭者
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中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

中間ファイル
(届書)

届出原因 ＝ 21,24の時、(前任者死
亡、前任者資格喪失)の時、移送

届出原因 ＝ 31(準禁治産取消確定)
の時、移送

0を移送

1501を移送

1501を移送

就職日

終了日

【削除】

開始日

前任の保佐人

後任の保佐人就職日

保佐終了日

個人番号

行番号

出力区分

タイトルコード

記録コード

個人番号(被保佐人)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項 被保佐人編集 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項

管掌者コード

事件発生日

保佐人更迭事由の発生日

更迭事由

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 9/10

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

届出原因 ＝ 21～24の時、移送

届出原因 ＝ 31の時、移送

【削除】

【削除】

就職日

終了日

前任者氏名

届出原因 ＝ 21～24の時、移送

【削除】

届出原因 ＝ 21(前任者死亡)の時、
『保佐人の死亡』
届出原因 ＝ 24(前任者資格喪失)の
時、保佐人資格 ＝ 6,7(夫、妻)なら
ば
『任務完了』
保佐人資格 ≠ 6,7(夫、妻以外)なら
ば『欠格事由が生じたため』を移送

届出原因 ＝ 21,24の時、(前任者死
亡、前任者資格喪失)の時、移送

準禁治産宣告の裁判確定
日

保佐人就職日
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処理日 ≠ 0の時、移送

【削除】

【削除】

【削除】

送付日 ≠ 0の時、移送

送付日 ≠ 0の時、移送

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

　※データ編集表(4.1身分事項編集)の仮戸籍、身分事項は、ノーマルケース時の項目のみ記述している。

生年月日(保佐人)

受領日

【削除】

【削除】

【削除】

送付日

発送元

本籍(保佐人)

筆頭者(保佐人)

本籍(保佐人)

処理日

保佐人の国籍

届出人(資格)

届出人(資格名称)

受理者

処理名

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(保佐届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

特記事項

保佐人

4.1 身分事項 被保佐人編集 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

平成18年 3月 1日 10 10/10

漢字氏名(保佐人)

保佐人資格

保佐人の戸籍(筆頭者)

保佐人の戸籍(本籍)

中間ファイル
(届書)

保佐人の生年月日

届出日

届出人(氏名)

送付を受けた日

記録日

届出原因 ＝ 21～24(開始、更迭事
由)の時、保佐人資格 ＝ スペースな
らば漢字氏名 (保佐人)
保佐人資格 ≠ スペースならば保佐
人資格 を移送

保佐人資格 ＝ スペースかつ外国人
区分(保佐人) ＝ 日本人かつ届出原
因 ＝ 21～24(開始、更迭事由)の
時、移送
保佐人資格 ＝ スペースかつ外国人
区分(保佐人) ＝ 日本人かつ届出原
因 ＝ 21～24(開始、更迭事由)の
時、移送
保佐人資格 ＝ スペースかつ外国人
区分(保佐人) ＝ 日本人かつ届出原
因 ＝ 21～24(開始、更迭事由)の
時、移送
保佐人資格 ＝ スペースかつ外国人
区分(保佐人) ＝ 日本人かつ届出原
因 ＝ 21～24(開始、更迭事由)の
時、移送

届出原因 ＝ 31(準禁治産取消確定)
の時,『準禁治産宣告取消しの裁判確
定のため』を移送

【削除】

有
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15.死亡届

第7.2.(5)｢異動｣処理



第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

死亡届 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/18

改訂日付

　1.死亡業務処理範囲外の処理

　(1) 100歳以上の高齢者について市区町村長が監督局の長の許可を得て消除する場合の記録〔高齢者消除〕

　(2) 非本籍地の死亡届が本籍地へ未着のため近親者から提出のあった資料及び受附帳の写しに基づき監督局の長に許可を得てする死亡事項の記録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔24条2項による職権記録〕
　(3) 失踪宣告により除籍された者の属していた戸籍が他の市区町村に転籍により除籍された後に失踪宣告者の死亡届があった場合の死亡事項の記録

　(4) 出生届出前に死亡したものにつき死亡届が先に提出された場合の死亡事項の記録

　(5) 外国人の死亡における日本人配偶者の婚姻解消事項の記録(生存配偶者が本籍人の場合)〔申し出による市区町村長限りの職権記録〕

　(6) 正当な届出義務者以外からの届出により監督局の長に許可を得てする死亡事項の記録〔24条2項による職権記録〕

　(7) 同時死亡と推定される場合(複数人の審査、記録)〔民882条〕

　　　　　①(1)　　　　　　　　:バッチ(高齢者消除)で一括処理する

　　　　　②(2),(3),(4),(6),(7):別途、審査結果入力で処理を行う

　　　　　③(5)　　　　　　　　:｢死亡届｣の異動処理終了(志望者の死亡の記録)後、日本人配偶者の婚姻解消事項の記録を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　日本人配偶者の婚姻解消事項の記録については、別途、審査結果入力で処理を行う
　2.死亡届入力画面の意義

　(1) 本籍不分明者･認識不能者の死亡(92条Ⅰの報告、身元不明の死亡届)について各項目(漢字氏名、本籍、住所等)を｢不詳｣として入力を行う

　　 (入力面面で｢不詳｣と入力されることにより受付帳の氏名、本籍は｢不詳｣と記録される)

　(2) 本籍不分明者･認識不能者の身元が判明した際(92条Ⅱの報告、92条Ⅲの届出、本籍分明)についても各項目(本籍、筆頭者、住所等)の入力を行う

　　　　　①先の死亡報告･死亡届との関連付けの入力(関連受領番号入力)を行う

　　　　　②本籍分明(先の身元不明の死亡届に対する追完)の際の届出人資格、届出人氏名の入力は先の身元不明の死亡届と同様の資格氏名を入力する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(本籍人と判明した場合、戸籍の記録で表記を要するため)

　(3) 死亡日、死亡時分について推定あるいは不詳がある場合、｢死亡日時｣を直接日本語で入力を行い、それを戸籍の記録とする

　　　ただし、｢死亡日｣(年･月)については死亡者の戸籍の事件発生日の設定及び生存配偶者の婚姻解消事項の配偶者死亡日の記録を要するため、必須入力である

　(4)死亡地の入力は｢市区町村名｣と｢町丁目以降｣に分けて入力を行う

　　　　　①｢市区町村名｣　――――――――――――→　　｢戸籍｣への記録(例外:北緯○○度東経○○○度等もあり得る)

　　　　　②｢市区町村名｣+｢町丁目以降｣　 ―――――→　　｢死体埋火葬許可書｣｢相続税法58条通知書｣への記録

　(5) ｢死亡区分｣は届出人資格が92(取調官庁及び公署の報告)で戦争による死亡(戦死、戦傷死)の際に入力も行う(戦病死は通常の死亡)
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　3.その他

　(1)　受付帳には｢死亡地｣を登載しない(出生における出生地も同様)

　(2)　本籍不分明者･認識不能者の死亡(92条Ⅰの報告、身元不明の死亡届)の受付帳の氏名･本籍は基本的に｢不詳｣となっているが、この者の身元が判明した場合でも、先の受付帳の氏名･本籍は訂正しな
い

第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

死亡届 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/18
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第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

死亡届 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 3/18

改訂日付

　083:同居の親族　　　　　　　　　　　　　　063:保佐人
　084:同居していない親族　　　　　　　　　　116:補助人
　085:同居者　　　　　　　　　　　　　　　　117:任意後見人
　086:家主　　　　　　　　　　　　　　　　　118:任意後見受任者
　087:地主　　　　　　　　　　　　　　　　　030:後見人
　088:家屋管理人
　089:土地管理人
　092:船長(航海日誌の謄本提出)
　093:公設所の長の届出(病院の長/管理人、監獄の長等)
　094:公設所の長の報告(監獄の長等)
　095:取調官庁及び公署の報告
　096:警察官の報告

　*1:｢関連受領番号｣が入力された場合、
　　　-存在する場合、｢処分決定処理｣で当該受付の｢関連受領番号｣に当届書の｢受領番号｣を設定する(当届書の受付に対しても同様)
　　　-存在しない場合、｢審査｣で確認メッセージを表示する

　(3)死亡の入力の流れとチェックについて〔本籍不分明区分、届出資格、関連受領番号〕 死亡で使用する｢資格区分｣の一覧 R2.1(死亡104)で118:任意後見受任者を
追加　※この頁全体

0:死亡届
1

本籍･氏名が

判明している場合

〔096以外で

あること〕

1:92条Ⅰの報告
2

本籍･氏名が判明し

ていない場合

096:警察官の報告
後日

後日

083～089:同居の親族、同居していない親族、同居者、

家主、地主、家屋管理人、土地管理人

092:船長(航海日誌の謄本提出)

093:公設所の長の届出(病院の長/管理人、監獄の長等)

094:公設所の長の報告(監獄の長等)

095:取調官庁及び公署の報告

030,063,116,117,118:後見人、保佐人、補助人、任意後見人、

〔届出人資格〕〔本籍不分明区分〕

〔届出人資格〕〔本籍不分明区分〕 〔届出人資格〕〔本籍不分明区分〕

2:92条Ⅱの報告
3

〔096であること〕

096:警察官の報告

〔届出人資格〕〔本籍不分明区分〕

3:92条Ⅲの届出
4

〔083,084,085,030,063,

116,117,118であること〕

〔096であること〕

083:同居の親族

084:同居していない親族

085:同居者

063:保佐人

116:補助人

117:任意後見人

118:任意後見受任者

〔関連受領番号〕*1

入力可能

〔関連受領番号〕*1

入力可能

4:身元不明
5

本籍･氏名が判明して

いない場合、死亡地

の市区町村に届出

後日

〔届出人資格〕〔本籍不分明区分〕 〔本籍不分明区分〕

5:本籍分明

(本籍分明届、

追完届)

6

〔085,086,087,088,089

,093であること〕

〔関連受領番号〕*1

入力可能

〔届出人資格〕

085:同居者

086:家主

087:地主

088:家屋管理人

089:土地管理人

093:公設所の長の届出

(病院の長/管理人、監獄の長等)

身元不明の死亡届

に対する追完

〔085,086,087,088,089,0

93であること〕

085:同居者

086:家主

087:地主

088:家屋管理人

089:土地管理人

093:公設所の長の届出

(病院の長/管理人、監獄の長等)

｢先の死亡届の届出人が追完を行うこと｣:システムでチェックは行わない
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5.備考(特記事項含む)

エラー履歴ファイル 出力

中間ファイル(届書)

1.詳細フロー

受付DB 入力

3.処理概要
　 (1)死亡届の内容を画面入力する。
　 (2)死亡届で入力された項目の単体チェックを行う。
　 (3)死亡届で入力された項目の関連チェックを行う。
　 (4)審査を行う。
　 (5)死亡届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
　 (6)入力確認(死亡届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック

　　　　　　　　2.0 関連チェック

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

2.使用DB・ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入力

出力

版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/18

改訂日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

審査

(死亡届)

入力画面

(死亡届)

確認画面

(死亡届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

受付

データ

ベース

戸籍

データ

ベース
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(17)届出選択に制御を渡す

(16)業務選択に制御を渡す

(8)入力確認(死亡届)に制御を渡す

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF10、PF11、PF12、その他)

(3)入力項目の単体チェック1(OK:YES　NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック1(OK:YES　NG:NO)

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う

(11)同画面を編集する

(19)同画面を編集する

(21)同画面を編集する

(23)同画面を編集する

(25)同画面を編集する

(22)同画面を初期化する

(24)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(15)エラーメッセージを表示する

　→

(18)画面の入力項目の入力禁止を解除する

　→

(6)審査1(OK:YES　NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)の編集･出力YES

(9)メッセージの種類(審査エラー、確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し、メッセージに

対して応答の後、以降の処理を続行する

(13)エラーメッセージを表示する

(14)エラーメッセージを表示する

その他

(20)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

審査エラー

確認

NO

NO

NO

PF1

PF2

PF10

PF11

PF12

[1.1.1]

[2.0]

実行キー

処理名 0.0 本紙

YES

(5)画面の入力項目をすべて入力禁止とするYES

備考

(1)届書内容を画面入力する

[1.0]

[1.1]

版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/18

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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No 必須 属性

1 数字

2 ○ 英数

3 英数

4 漢字

5 ○ 数字

6 英数

7 ○ 数字

8 英数

9 ○ 数字

10 数字

11 英数

12 ○ 数字

13 ○ 数字

14 数字

15 カナ

16 ○ 漢字

17 ○ 英数

18 ○ 英数

19 英数

20 英数

21 英数

22 英数

23 英数

24 英数

死亡の午前午後区分

死亡の時分

終期の死亡の午前午後区分

終期の死亡の時分

｢日付チェックサブルーチン｣

(スペースまたは、1:推定)であること

(スペースまたは、1:午前、2:午後)であること

12時間表示の入力であること(0～11)

(スペースまたは、1:午前、2:午後)であること

12時間表示の入力であること(0～11)

死亡の日

推定区分

漢字氏名

死亡の年

死亡の月

5:本籍分明)であること

3:92条Ⅲ届出、4:身元不明の死亡届、

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

カナ氏名

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:受理分、1:国内からの送付

2:在外公館の直接送付、3:在外公館の国内経由)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍、2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

生年月日

性別

本籍不分明区分

関連受領番号

処理日

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

外人区分

(0:不要、1:要)

(0:日本人、1:外国人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:男、2:女、3:不詳)であること

(0:死亡届、1:92条Ⅰ報告、2:92条Ⅱ報告

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック表 入力画面(死亡届)

版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/18

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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No 必須 属性

25 英数

26 漢字

27 ○ 漢字

28 漢字

29 漢字

30 漢字

31 ○ 漢字

32 漢字

33 ○ 数字

34 漢字

35 ○ 漢字

36 漢字

37 数字

38 英数

39 英数

R2.1(死亡104)

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(0:無、1:有)であること

(0:日本人、1:外国人)であること

 092:船長(航海日誌の謄本提出)

 093:公設所の長の届出

　　(病院の長/管理人、監獄の長等)

 094:公設所の長の報告(監獄の長等)

 095:取調官庁又は公署の報告　　096:警察官の報告

 030:後見人　　063:保佐人　　　116:補助人

 117:任意後見人　　　118:任意後見受任者)であること

配偶者の外人区分

配偶者の本非区分

(スペースまたは、1:戦死、2:戦傷死)であること

届出人資格名称

届出人の氏名

届出人の住所

配偶者有無区分

(1:本籍、2:非本籍)であること

世帯主

本籍

筆頭者

届出人資格

死亡区分

死亡日時

死亡場所(市区町村)

死亡場所(町丁目)

住所

(083:同居の親族　　　084:同居していない親族

 085:同居者　　　　　086:家主

 087:地主　　　　　　088:家屋管理者

 089:土地管理者

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

1.0単体チェック表 入力画面(死亡届)

処理名 画面名 画面ID

改訂日付 版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 7/18

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

14-1

15

16

17

18

18-1

18-2

18-3

18-4

18-5

(No.31) 本籍 ＝ 管内　のとき、(No.7) 本非区分 ＝ 1(本籍) であること

(No.31) 本籍 ≠ 管内　のとき、(No.7) 本非区分 ＝ 2(非本籍) であること

(No.13) 本籍不分明区分が1:92I報告、4:身元不明の死亡届　の場合、

　(No.5) 在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由 のとき

　(No.8) 動態区分 ＝ 0:不要　であること

(No.6) 処理日 ≠ スペースのとき 処理日 > (No.2) 受領日 であること

(No.8) 郵送日 ≠ スペースのとき (No.3) 送付日 ＝ スペース であること

(No.8) 郵送日 ≠ スペースのとき 郵送日 ≦  (No.2) 受領日 であること

(No.10) 外人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.30) 本籍 ＝ 本籍 であること

(No.4) 発送元 ≠ スペースかつ (No.4) 発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外のと
き　(No.5) 在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または

　(No.5) 在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

(No.4) 発送元 ≠ スペースかつ (No.5) 在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付 のとき

　(No.8) 動態区分 ＝ 1:要　であること

(No.4) 発送元 ≠ スペースかつ (No.5) 在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　　 または

　(No.5) 在外送付区分 ＝ 0(受理分) かつ (No.7) 本非区分 ＝ 2(非本籍) であること

(No.29) 住所 ＝ スペース　のとき、(No.30) 世帯主 ＝ スペース　であること

(No.30) 世帯主 ≠ スペースのとき (No.29) 住所 ≠ スペース　であること

(No.10) 外人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.31) 筆頭者 ≠ 空白 であること

(No.10) 外人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.30) 本籍 ＝ 国籍 であること

(No.10) 外人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.31) 筆頭者　が未入力 であること

(No.36) 配偶者有無区分 ＝ 1:有の場合、(No.37) 配偶者外人区分 ≠ 空白 であること

(No.13) 本籍不分明区分が0:死亡届、2:92Ⅱ報告、3:92Ⅲ届出、5:本籍分明の場合、

(No.36) 配偶者有無区分 ≠ 空白　であること

(No.3) 送付日 ＝ スペースのとき (No.4) 発送元 ＝ スペース　であること

(No.3) 送付日 ≠ スペースのとき (No.4) 発送元 ≠ スペース　であること

(No.3) 送付日 ≠ スペースのとき 送付日 ≧  (No.2) 受領日　であること

(No.3) 送付日 ＝ スペースのとき (No.5) 在外送付区分 ＝ 0:受理分　であること

(No.3) 送付日 ＝ スペースのとき (No.9) 動態区分 ＝ 1:要　であること

(No.4) 発送元 ≠ スペースのとき (No.5) 在外送付区分 ≠ 0:受理分　であること

(No.4) 発送元 ≠ スペースかつ (No.4) 発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき

　(No.5) 在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表 入力画面(死亡届)

｢関連エラーがあります。正しく入力して下
さい。｣

版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 8/18

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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No

18-5

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表 入力画面(死亡届)

版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18 9/18

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.16) 漢字氏名 ≠ スペースかつ (No.32) 筆頭者 ≠ スペース の場合、

(No.16) 漢字氏名の氏 ＝ (No.32) 筆頭者の氏 であること。

日本人 かつ 本籍不分明区
分が死亡届、92Ⅱ、92Ⅲ、
本籍分明の場合実施する。

｢関連エラーがあります。正しく入力して下
さい。｣
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No

19

1 ● ● ● ● × × × × ×
1時

2 ● ● ● ● ● × × × ×

3 ● ● ● ● × × × × ×
1時

4 ● ● ● ● ● × × × ×

5 ● ● ● ● × ● ● × ×
7 2 1 1 午 2
年 月 日 時 後 時

6 ● ● ● ● × ● ● ● ×
7 2 1 1 午 2 30
年 月 日 時 後 時 分

7 ● ● ● ● ● ● ● × ×
7 2 1 1 30 午 2
年 月 日 時 分 後 時

8 ● ● ● ● ● ● ● ● ×
7 2 1 1 30 午 2 30
年 月 日 時 分 後 時 分

9 ● ● ● × × × × × ●
30 3 10
年 月 日

10 ● ● × × × × × × ●
30 4
年 月

20

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

出力エラーメッセージ内容

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表 入力画面(死亡届)

版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 9 10/18

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

死
亡
時
間

推
定
区
分

午
前
午
後

№
21

№
20

№
19

№
18

№
17

推定
1
●

1
●
1

×
推定
1
●
推定

●

〔(No.23)終期の死亡の午前午後区分 + (No.24)終期の死亡の時分〕 ≠ 空白　の場合、
　〔(No.21)死亡の午前午後区分 + (No.22)死亡の時分〕 ≦
　〔(No.23)終期の死亡の午前午後区分 + (No.24)終期の死亡の時分〕であること

平成7年2月1日午後1時

平成7年2月1日午後1時30分

平成7年2月1日
推定午後1時
平成7年2月1日

通
常
入
力
処
理

　
　
区
分

　
種
別

　
№

死
亡
日
時

終期№ 22

レ
ア
入
力
処
理

推定午後1時30分
平成7年2月1日
推定午後1時から
　午後2時の間
平成7年2月1日

×

×

●

昭和30年3月上旬
　↓
昭和30年3月1日から10日　までの間

平成7年2月1日
推定午後1時30分から
　午後2時の間
平成7年2月1日
推定午後1時30分から
　午後2時30分の間

×

推定
1推定午後1時から

　午後2時30分の間

昭和30年推定4月

7年2月1日

7年2月1日

7年2月1日

7年2月1日

昭和30年春頃(推定月を補記)
　↓

●

1

●
午
後

●
午
後

●
午
後

●
午
後

×

×

1時30分

審査(死亡届)入力画面
(No.17)死亡の年～(No.24)終期の死亡の時分、(No.26)死亡日時は以下のパターンであること

●
午後

●
午後
●
午後
●
午後

　　　　　現行記録例

　
　
時

　
　
分

区
分

№
23

死
亡
の
時

死
亡
の
分

No.24

№
26

1時30分

死
亡
の
年

死
亡
の
月

死
亡
の
日
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YES /

NO

　

YES /

NO

/

YES

YES 不受理

NO 画面項目修正(審査完了しない）

NO /

/

0 /

1 /

YES

NO /

/

/

/

/

/

YES

R2.1(死亡102)

確認メッセージ(YES,NO)｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣

｢事件発生日が不明の身分事項があります｣

(18)エラーメッセージ

(3)届書の死亡者が除籍となっているか?

(4)エラーメッセージ

｢届書の死亡者は既に除籍となっています。｣

(6)→(7)へ

(7)死亡者の身分事項DBの最初の｢身分事項｣を検索する

(8)身分事項DBが終了するまで(9)～(15)を繰り返す

(9)死亡日:身分事項DB･事件発生日は?

(<、＝ 、>、事件発生日未設定)

(16)次の身分事項を検索する

(10)確認メッセージ

｢死亡の記録前に死亡日後発生した身分事項が記録されていま
す。｣

(12)確認メッセージ

｢死亡の記録前に死亡日当日に発生した身分事項が記録されてい
ます。｣

(14)→(16)へ

(15)確認メッセージ

未設定

発生日

<

 ＝ 

>

事件

(0-3)→(0-6)へ

(0-4)→ 

(0-7)→(0-10)へ

(0-8)→

(0-11)確認メッセージ(YES,NO)

(0-13)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示する

(0-14)→

(0-16)→(1)へ

(2)本非区分は何か?　(1:本籍、2:非本籍)

(0-10)(外人区分=0:日本人 かつ 漢字氏名の名が未入力)(YES,NO)

(1)外人区分は何か?　(0:日本人、1:外国人)

確認メッセージ｢死亡日から届出日まで1ヶ月を経過しています。処理をしてよろしいですか。｣

「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示する

(19)本紙へ 〔死亡者に配偶者がいる場合画面の配偶者の
有無区分が有となっていること〕

(0-1)受領日=送付日の場合、

(0-6)死亡日+1ヶ月≦受領日の場合、

　　戸規36Ⅰ

　　昭和23.1.13民事甲第17号通達:配偶欄消除

　　応答する

　　応答する

　　応答する

　　〔除籍者でないこと〕

〔死亡後に発生した事件が記録されていない
こと〕

(0-9)本紙へ

(0-2)本紙へ

(0-5)本紙へ

(0-15)本紙へ

R2.1(死亡102)

(0-12)本紙へ

(5)本紙へ

(15-1)本紙へ

(13)本紙へ

(11)本紙へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.0 審査 備考

版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 11/18

(17)死亡者に配偶者が存在する場合、配偶者有無区分(画面)が　1:有　となっていない
(YES,NO)
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NO /

2

1

｢配偶者の有無区分を'有'として下さい。｣

(20)→(21)へ

〔死亡者に配偶者がいる場合画面の配偶者の
有無区分が有となっていること〕
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/

0 / 〔死亡届〕

YES /

NO

1 /

YES /

NO

2 /

YES /

NO

3 /

第21版で(107:成年後見人)を削除

R2.1版で(118:任意後見受任者)を追加

YES /

NO

4 /

YES /

NO

5 /

YES /

NO

　または　(088:家屋管理人)または(089:土地管理人)

　または　(093:公設所の長の届出)　〕であるか?

(43)→(46)へ

(44)エラーメッセージ

｢入力された本籍不分明区分に対する届出人資格が誤っています。｣

(26)届出人資格は(096:警察官報告)であるか?

(27)→(46)へ

(28)エラーメッセージ

｢入力された本籍不分明区分に対する届出人資格が誤っています。｣

(30)届出人資格は(096:警察官報告)であるか?

(31)→(46)へ

(25)本紙へ

改訂日付 版

備考

〔身元不明の死亡届〕

(45)本紙へ

(40)エラーメッセージ

｢入力された本籍不分明区分に対する届出人資格が誤っています。｣

(42)届出人資格は〔　(085:同居者)または(086:家主)または(087:地主)

(41)本紙へ

(35)→(46)へ

(36)エラーメッセージ

｢入力された本籍不分明区分に対する届出人資格が誤っています。｣

(38)届出人資格は〔　(085:同居者)または(086:家主)または(087:地主)

　または　(088:家屋管理人)または(089:土地管理人)

　または　(093:公設所の長の届出)　〕であるか?

〔92条Ⅰの報告〕戸92Ⅰ

〔92条Ⅱの報告〕戸92Ⅱ

　(063:保佐人)または(116:補助人)または

　(117:任意後見人)または(118:任意後見受任者)　〕であるか?

(33)本紙へ

処理名 3.0 審査

(39)→(46)へ

(21)本籍不分明区分は何か?　(0:死亡届、1:92Ⅰ報告、2:92Ⅱ報告、3:92Ⅲ報告、4:身元不明の死亡
届、5:本籍分明)

(29)本紙へ

(22)届出人資格は〔(096:警察官報告)以外〕であるか?

(23)→(46)へ

(24)エラーメッセージ

｢入力された本籍不分明区分に対する届出人資格が誤っています。｣

　(085:同居者)または(030:後見人)または

頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 12/18

〔本籍分明〕戸26

〔92条Ⅲの報告〕戸92Ⅲ

(37)本紙へ

作成日付

(32)エラーメッセージ

｢入力された本籍不分明区分に対する届出人資格が誤っています。｣

(34)届出人資格は〔　(083:同居の親族)または(084:同居していない親族)または

R2.1
(死亡104)

第7
2

(5)

戸87:届出義務者･資格者
戸93(戸55):船長
戸93(戸56):公設所の長等
戸89:取調官庁又は公署報告
戸90:公設所の長報告

要件定義ワークシート
作業名 作成者

 7-2-(5)-15-13



/

YES

NO /

/

/

有り /

YES /

/

/

/

/

NO

無し

/

YES

YES /

NO

NO /

YES

NO /

(58-1-3)→(60)へ

(58-2)エラーメッセージ

｢関連受領番号の入力がないため、正しい処理ができません。審査結果業務
より処理してください。｣

(59)本籍不分明区分は(5:本籍分明)か?

(59-1)エラーメッセージ

｢関連受領番号の入力がないため、正しい処理ができません。審査結果業務
より処理して下さい。｣

(59-3)→(60)へ

｢関連受領番号の受付帳は『死亡』の受付帳ではありませんので処理できません。｣

(47)エラーメッセージ

〔本籍不分明者･認識不能者等の身元不明の
受付帳の関連受領番号に身元不明の受領番号
を設定するための受付帳の存在チェックを行
う〕

(58)本紙へ

(58-1-2)本紙へ

(56)本紙へ

(48)本紙へ

｢入力された本籍不分明区分の場合、関連受領番号は入力できません。｣

3.0 審査

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

本籍不分明区分 ＝ 2(92条Ⅱの報告)のと
き、【報告日】の編集を行うために受付日
を届書ファイルに移送する。
本籍不分明区分 ＝ 5(本籍分明)のとき、
【届出日】の編集を行うために受付日を、
【特記事項】の編集を行うために届出人資
格(コード、名称)と届出人氏名を届書ファ
イルに移送する。

(58-3)本紙へ

(59-2)本紙へ

(57)エラーメッセージ

(58-1-1)確認メッセージ

｢関連受領番号の受付帳は削除済ですので、手処理で記録して下さい。｣

(58-1)本籍不分明区分は(2:92Ⅱ報告)か?未入力

｢戸籍法第92条2項の報告は、戸籍法第92条1項と同時に報告されていますか?｣

備考

頁

平成31年 3月31日 22 13/18

(46)本籍不分明区分が(0:死亡届)または(1:92Ⅰ報告)または(4:身元不明の死亡届)の場合、関連受領
番号は入力されたか?

〔本籍不分明者･認識不能者等の身元不明者
の身元が判明した場合のみ関連受領番号の入
力を可能とする〕

(49)→(50)へ

(53)受付ファイルの受付事件コードが(1601:死亡)か?

(54)受付ファイルの受付日を、身元不明届出時受付日に移送する。

処理名

(54-1)受付ファイルの届出人資格コード1を、身元不明届出時届出人資格コード
に移送する。

(54-2)受付ファイルの届出人資格名称1を、身元不明届出時届出人資格名称に移
送する。

(54-3)受付ファイルの届出人氏名を身元不明届出時届出人氏名に移送する。

(55)エラーメッセージ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

(51)関連受領番号をキーに受付ファイルを読み(有り、無し)

(50)画面に関連受領番号の入力があるか?　(入力、未入力)

入力

作成日付 改訂日付 版
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/

YES

NO /

/ 第21版で107:成年後見人を削除

R2.1版で(118:任意後見受任者)を追加

YES

YES /

NO

NO /

/

YES

NO

(63-2)→(64)へ

(63-3)→ 

(63-5)→(64)へ

(65)確認メッセージ

(67)→ 

(60)届出人資格が(095:取調官庁及び公署の長の報告)以外　の場合、死亡区分はスペースか?

版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 14/18

　　　　　　　　　　118:任意後見受任者 であるか?

(63)→(63-1)へ

(63-2)確認メッセージ

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

R2.1
(死亡104)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

　配偶者有無区分が(1:有) かつ

　配偶者の外国人区分が(0:日本人) であるか?

｢日本人生存配偶者に対する婚姻解消記録事項の手続きが必要です。｣

｢入力された本籍不分明区分では、死亡区分の入力はできません。｣

(63-1)届出人資格が　030:後見人,063:保佐人,116:補助人,117:任意後見人,

処理名 3.0 審査

(61)エラーメッセージ

　〔知事からの戦時死亡(戦死、戦病死)の

備考

(62)本紙へ 　　入力のチェック〕

　｢後見人等の資格を証明する登記事項証明書または裁判所の謄本が添付されていますか?｣

〔外国人死亡者の日本人生存配偶者の処理〕(64)外人区分が(1:外国人)で

(63-4)本紙へ

(66)本紙へ
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3/4、4/4参照

外人区分が0(日本人)の場合、0(日本人)
を設定する
外人区分が1(外国人)の場合、2(外国人)
を設定する
本籍不分明区分 ＝ 1、4の場合も、0(日
本人)を設定する

2(報告)

本籍不分明区分 ＝ 0、1、4のときは
入力画面で設定された値を、本籍不
分明区分 ＝ 2、3、5のとき0を設定
する

在外送付区分 ＝ 0のとき1

在外送付区分 ≠ 0のとき2

受領番号が取得済みの場合に設定

16(死亡届)

本非区分

郵送日

受領番号

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

動態区分

死亡届入力画
面

同時決裁受領番号1～5

ロック戸籍番号1～5

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル
(届書)
共通

指示日

許可日

受理送付区分

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

事件別内容

不受理申出処分区分

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力 1/4

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)入力画面(死亡届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

版 頁

審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 15/18

出力形態

Z 9 . ,
備考

渉外区分

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

受 付受 付事件本人
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処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力 2/4 (受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)入力画面(死亡届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

作成日付 改訂日付 版 頁

入力審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/18

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

処分区分

決裁区分

届書排他区分

中間ファイル
(届書)
共通

死亡届入力画
面 審査の結果により、1 ＝ 受理または

2 ＝ 不受理をセットする
(審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする)

何も設定されていない場合に0:未決
裁を設定

受 付受 付事件本人

受 付受 付事件本人

 7-2-(5)-15-17



項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

死亡者個人番号

外人区分

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力 3/4 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側)入力画面(死亡届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/18

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

生年月日

本籍不分明区分

関連受領番号

カナ氏名

漢字氏名

性別

死亡日

世帯主

本籍コード

本籍

筆頭者

推定区分

死亡の午前午後区分

死亡の時分

終期の死亡の

午前午後区分

終期の死亡の時分

死亡区分

死亡日時

死亡場所(市町村)

死亡場所(町丁目)

住所コード

住所

死亡届入力画
面

死亡者個人番号

外人区分

生年月日

本籍不分明区分

関連受領番号

カナ氏名

漢字氏名

性別

死亡日

推定区分

死亡の午前午後区分

死亡の時分

終期の死亡の

午前午後区分

終期の死亡の時分

死亡区分

死亡日時

死亡場所(市町村)

死亡場所(町丁目)

住所

世帯主

本籍

筆頭者

(画面)死亡の年

(画面)死亡の月

(画面)死亡の日

受 付受 付事件本人

受 付受 付事件本人
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処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力 4/4 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側)入力画面(死亡届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

22 18/18

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力審査(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日

届出人資格

届出人資格名称

届出人氏名

届出人住所

配偶者有無区分

配偶者外人区分

配偶者の本非区分

身元不明届出時受付日

身元不明届出時届出人資格名称

身元不明届出時届出人資格氏名

届出人資格

届出人資格名称

届出人の氏名

届出人住所

配偶者有無区分

配偶者の外人区分

配偶者の本非区分

中間ファイル
(届書)
事件別内容

身元不明届出時届出人資格コード

死亡届入力画
面

審査処理

受 付受 付事件本人

 7-2-(5)-15-19



第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 1/16

改訂日付

3.処理概要
　 (1)中間ファイル(届書)を画面表示する。
　 (2)戸籍変動状況を確定する。
　 (3)中間ファイル(仮受付)を編集、出力する。
　 (4)中間ファイル(仮戸籍)を編集、出力する。
　 (5)中間ファイル(9条2項)を編集、出力する。
　 (6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集、出力する。---------------------(サンプル提示)
　 (7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(入力確認画面)

　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表

　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍)

　　　　　　　　　　4.1 個人特定　死亡者(配偶者区分)

　　　　　　　　　　4.2 身分事項　死亡者(除籍)

　　　　　　　　　　4.3 個人特定　生存配偶者(配偶者区分)

　　　　　　　　　　4.4 身分事項　生存配偶者(記録)

　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)

　　　　　　　　　　5.1 死亡者

　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/30条12第1項)---------------(サンプル提示)

　　　　　　　　　　6.1 失踪者

2.使用DB・ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

出力

1.詳細フロー

附票データベース 入力(サンプル)

5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(仮戸籍) 出力

中間ファイル(9条2項) 出力

中間ファイル(30条12第1項) 出力(サンプル)

中間ファイル(仮受付)

入力確認

(死亡届)

確認画面

(死亡届)

処分決定

(死亡届)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

附票

データベース

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(30条12第1

項)

中間ファイル

(届書)

(サンプル)

(サンプル)
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/

/

/

/

/

YES /

/

/

/

/

YES /

NO /

NO

/

YES (13)処分決定に制御を渡す

NO

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

(16)審査(死亡届)に制御を渡す

(17)エラー履歴表示に制御を渡す

(19)同画面を編集する

(死亡者の配偶者区分)

身分事項

　→

　→

[6.1]

(11)(在外送付区分 ＝ 0:受理分 又は 2:在外公館の直接送付 である) かつ

　(外人区分 ＝ 0:日本人 である)

　→

(8)死亡者の除籍事項の編集

(9)生存配偶者の配偶区分の編集

[4.2]

[4.3]

[4.4]

(死亡者の除籍)

個人特定

身分事項

(生存配偶者の記録)

(10.1)死亡者は在外選挙人である(YES,NO)

(10.2)死亡者について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する

(10.3) → (11)

(12)死亡者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する　

死亡者に配偶者がいる場合記録

死亡者に配偶者がいる場合記録

※サンプル提示

附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(10.2)
(10.3)

(18)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(YES,NO)

　→

[5.0]

　→

(10)生存配偶者の記録事項の編集

PF5

PF11

その他

PF1

PF2

(生存配偶者の配偶者区分)

実行キー

処理名 0.0 本紙 備考

非本籍人及び外国人は記録不要

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージを表示する｢入力項目を確
認し、よければ実行キーを押下して下さい。｣

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、死亡者の
戸籍変動状況を決定する

[1.0]

[2.0]

[3.0]

[4.1]

(2) キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF11、その他)

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)死亡者が本籍人である(YES,NO)

(6)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

個人特定 (7)死亡者の配偶者区分の編集

版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 2/16

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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有

有

有

有

有

有

有

有

漢字氏名

死亡日

推定区分

関連受領番号

カナ氏名

本籍不分明区分

性別

処理日

本非区分

郵送日

動態区分

外人区分

生年月日

画面ID

システム日付

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

中間ファイル
(届書)
事件別内容

中間ファイル
(届書)
共通

推定区分

関連受領番号

カナ氏名

漢字氏名

死亡の年

死亡の月

死亡の日

外人区分

生年月日

本籍不分明区分

本籍不分明区分名称

性別

性別名称

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

動態区分

画面ID

システム日付

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

死亡届確認画
面

処理名 1.0入力確認(死亡)表示 1/2

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)　死亡届確認画面 ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

受 付受 付事件本人
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死亡届確認画
面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

有

有

届出人住所

配偶者有無区分

配偶者外人区分

配偶者の本非区分

本籍コード

本籍

死亡の午前午後区分

死亡の時分

終期の死亡の

午前午後区分

終期の死亡の時分

死亡区分

筆頭者

届出人資格

届出人資格名称

届出人氏名

死亡日時

死亡場所(市区町村)

死亡場所(町丁目)

住所コード

住所

世帯主

配偶者の外人区分

配偶者の本非区分

死亡場所(町丁目)

住所

世帯主

本籍

死亡の午前午後区分

死亡の時分

終期の死亡の

午前午後区分

終期の死亡の時分

死亡区分

死亡日時

死亡場所(市区町村)

筆頭者

届出人資格

届出人資格名称

届出人の氏名

届出人住所

配偶者有無区分

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0入力確認(死亡)表示 2/2 (受取側)　死亡届確認画面 ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 4/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者受 付受 付事件本人
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1

2

3

*3

4

*1

5

*2

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表

　　　*1:戸籍の処理は不要
　　　*2:戸籍の処理は不要。生存配偶者の婚姻解消事項の記録は｢死亡届｣の異動処理終了後(死亡者の除籍記録)後、別途、審査結果入力で処理を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　〔申し出による市区町村長限りの職権記録〕
　　　*3:｢死亡者以外に在籍者が存在する｣場合、その在籍者が生存配偶者とならない場合、死亡者の戸籍の記載で婚姻解消事項の記録は行わない。

生存配偶者
(4.3,4.4)

――――

――――

――――

――――

　　　A.2:戸籍特定(記録) ⇒ 戸籍の消除
　　　B.2:戸籍事項(消除) ⇒ 消除事項の記録
　　　C.2:個人特定(記録) ⇒ 個人の除籍

条件

死亡者
(4.1,4.2)

――――

項番

C.2

死亡者の戸籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
外

全
部
除
外

変
動
な
し

が
在
籍
す
る

生
存
配
偶
者

日
本
人

存
在
す
る

に
在
籍
者
が

死
亡
者
以
外

本
籍
人

以
外

本
籍
人

死亡者

有 無

死亡者
(4.1,4.2)

○

有 無

――――

死亡者
(4.1,4.2)

○

○

―――

―――

○

―――

―――

○

○

第7
2

(5)

作業名
補足説明書

○

○

○

○

○

○

○

作成者

システム化調査研究会入力確認(死亡届) 平成 6年12月 1日

頁

13 5/16

作成日付 改訂日付

平成22年 3月 1日

版

受 付受 付事件本人
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版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 6/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/4 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード

届出人資格名称1

受領日 送付日　または

出張所番号 出張所番号
・本籍不分明区分=0,1,4のとき、1601(死亡)を設定
・本籍不分明区分=2のとき、受理送付区分=1かつ関連受領番号が
未入力(ゼロ又はヌル)であれば1601(死亡)、それ以外であれば
4402(その他(本籍分明))を設定
・本籍不分明区分=3のとき、受理送付区分=1であれば4404(その
他(死亡))、それ以外であれば1601(死亡)を設定
・上記以外のとき、受理送付区分=1であれば442(その他(本籍分
明))、それ以外であれば1601(死亡)を設定

R2.1(死亡106)

送付日があれば送付日

死亡の午前午後区分 (3/4参照)

事件発生日 死亡日

受領日 送付日がなければ受領日

事件発生日時

死亡の時分

(3/4参照)

事件発生時分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

発送日

渉外区分 渉外区分

発日

郵送日 郵送日

指示日

収日

関連受領番号 関連受領番号

許可日

届出人資格名称

届出人資格区分1 届出人資格 資格区分083,084のとき、082を設定、名称は｢親族｣
093～096,030,063,116,117,118の時は設定不要

R2.1(死亡104)

届出人資格区分2

届出人氏名1 届出人氏名

届出人資格名称2

受 付受 付事件本人
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版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/4 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

届後本籍区分

届出人氏名2 中間ファイル
(届書)

届後本籍コード

届後本籍 (3/4参照)

送達確認1

届後本籍の筆頭者

届書送付目録区分 本非区分 ＝ 1(本籍分届)のとき

証書提出区分

1(送付要)を設定

本非区分 ＝ 2(非本籍分届)のとき

決裁区分

中間ファイル
(仮受付)
共通

0(送付不要)を設定

処分区分

受 付受 付事件本人

 7-2-(5)-15-26



1 ● ● ● ● × × × × ×

1時

2 ● ● ● ● ● × × × ×

3 ● ● ● ● × × × × ×

1時

4 ● ● ● ● ● × × × ×

5 ● ● ● ● × ● ● × ×

7 2 1 1 午 2

年 月 日 時 後 時

6 ● ● ● ● × ● ● ● ×

7 2 1 1 午 2 30

年 月 日 時 後 時 分

7 ● ● ● ● ● ● ● × ×

7 2 1 1 30 午 2

年 月 日 時 分 後 時

8 ● ● ● ● ● ● ● ● ×

7 2 1 1 30 午 2 30

年 月 日 時 分 後 時 分

1 ● ● ● × × × × × ●

30 3 10

年 月 日

2 ● ● × × × × × × ●

30 4

年 月

*1:24時間で格納

*2:日本語編集で格納

版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 8/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

現行記録例 ①
死
亡
の
年

②
死
亡
の
月

③
死
亡
の
日

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/4 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側) 審査(死亡書)　入力画面

審査(死亡届)　入力画面 受付帳

備考

⑧
区

⑨
　
時

⑩
　
分

事
件
発
生
時
分

*1 届

出

後

本

籍

*2

通
常
入
力
処
理

平成7年2月1日午後1時 × ● 通
常

1995.2.1

終期
⑪
死
亡
日
時

種
別

事

件

発

生

日

④
死
亡
時
間

　
推
定
区
分

⑤
午
前
午
後

　
区
分

⑥
死
亡
の
時

⑦
死
亡
の
分

種
別

№

平成7年2月1日午後1時30分 × ● 1995.2.1

平成7年2月1日 ●

　までの間

13:30 ―――――――――――

13:00 ――――――――――― ①②③を転送
④⑤⑥から
　　 編集転送

7年2月1日 午後

7年2月1日 午後 1時30分

● ● ――――

推定午後1時 7年2月1日 1 午後 推定午後1時

● レ
ア

―――― ―――― 平成7年2月1日

平成7年2月1日 ―――― 平成7年2月1日

推定午後1時30分 ①～⑩から

平成7年2月1日 ● ● ―――― ―――― 平成7年2月1日 　　 編集転送

推定午後1時30分 7年2月1日 1 午後 1時30分

　　午後2時の間 推定 後 　　午後2時の間

推定午後1時から 1 午 推定午後1時から

推定午後1時から 1 午 推定午後1時から

平成7年2月1日 ● ● ―――― ―――― 平成7年2月1日

平成7年2月1日 ● ● ―――― ―――― 平成7年2月1日

　　午後2時30分の間 推定 後 　　午後2時30分の間

　　午後2時の間 推定 後 　　午後2時の間

推定午後1時30分から 1 午 推定午後1時30分から

推定午後1時30分から 1 午 推定午後1時30分から

平成7年2月1日 ● ● ―――― ―――― 平成7年2月1日

⑪を転送

レ
ア
入
力
処
理

昭和30年3月上旬 × × ―――― ―――― 昭和30年3月1日から10日

　↓

　　午後2時30分の間 推定 後 　　午後2時30分の間

までの間

昭和30年3月1日から10日

　↓

昭和30年春頃(推定月を補記) × × ―――― ―――― 昭和30年推定4月

昭和30年推定4月
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受領番号

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年3月1日 10 9/16

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 4/4 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

0(事件本人が届出人ではない)

カナ氏名 カナ氏名

届出人区分

行番号

受領番号

生年月日 生年月日

漢字氏名 漢字氏名

31(死亡者)事件本人区分

中間ファイル
(届書)

現本籍が非本籍なら1を設定

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

(在外送付区分 ＝ 0のとき)

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

送達確認2
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版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1個人特定 死亡者(区分)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/個人特定 ←　(引渡側)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号

入籍日 ―――――

戸籍記録順位番号

性別

戸籍番号

除籍日

筆頭者区分

生年月日

0:未を設定

父

配偶者区分

父母との続柄

母

養母

養父

前個人番号

養父母との続柄

1:除籍者を設定

審査不可区分

個人除区分
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中間ファイル(届書)

届出人資格　または

身元不明届出時届出人資格コード

身元不明届出時届出人資格名称

版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 11/16

決裁処理で設定

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

個人番号

R2.1(死亡104)

届出人資格が、083(同居の親族)～
089(土地管理人)のとき、届出人(資
格、名称)を設定する
083(同居の親族)～084(同居していな
い親族)のときは082(親族)を設定す
る

届出人氏名　または
身元不明届出時届出人資
格氏名

推定区分

届出人資格が、083(同居の親族)～
089(土地管理人)、093(公設所の長
の届出)、030、063、116、117、
118のとき、受領日を設定する

R2.1(死亡104)

死亡の時分

1601(死亡者の記録)

管掌者コード

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2身分事項 死亡者(除籍)編集 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

出力区分

タイトルコード 1601(死亡)

行番号

記録コード

*1

死
亡

死亡日 中間ファイル
(届書)

死亡日 死亡日時 ＝ スペースのとき設定

事件発生日 死亡日

死
亡
時
分

推定区分

死亡時分

午前午後区分 死亡の午前午後区分

午前午後区分 終期の死亡の

死亡時分(終期) 終期の死亡の時分

(終期) 午前午後区分

死亡地 死亡地(市町村)

死亡日時 死亡日時

届
出

届出日

死亡区分 死亡区分

資格名称 届出人資格名称　または

資格

受領日　または
身元不明届出時受付日

届
出
人 届出人資格が、083(同居の親族)～

089(土地管理人)、093(公設所の長
の届出)、030、063、116、117、
118のとき、届出人氏名を設定する

届出人資格が、092(船長)のとき設定する

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

航海日誌謄本提出日 受領日

氏名

本籍不分明区分=5(本

籍分明)で、身元不明

届出時受付日≠ス

ペースの場合、それ

ぞれ身元不明届出時

受付日、身元不明届

出時届出人資格コー

ド、身元不明届出時

届出人資格名称、身

元不明届出時届出人

氏名を設定する。

それ以外は右記指示

に従う。
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平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 12/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2身分事項 死亡者(除籍)編集 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

身元不明届出時受付日

報告日 中間ファイル
(届書)

受領日　または

報告者 届出人氏名

本籍不分明区分 ＝ 2(92条Ⅱ)で、身元不
明届出時受付日 ≠ スペースの場合、身
元不明届出時受付日を設定する。
上記以外で、届出人資格が、094(公設所
の長の報告)～096(警察官の報告)のと
き、受領日を設定する。

送
付

送付を受けた日 送付日

届
出

受理者 発送元

許
可

許可日 ―――――――

送付を受けた日

許可書謄本の ―――――――

許可を受けた者 ―――――――

処理日 ≠ スペースの場合、処理日を設
定する。
本籍不分明区分 ＝ 2(92条Ⅱ)で、在外送
付区分 ＝ 0:受理分の場合、受領日を設
定する。
本籍不分明区分 ＝ 5(本籍分明)で、送付
日 ＝ スペースの場合、受領日を設定す
る。

受領日

除籍日 処理日　または

特
記

特記事項 受領日

除
籍

届出人氏名

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

*1死亡日の｢日｣が入力されていない
場合、入力されている｢年月｣の最終
年月日を事件発生日とする。

本籍不分明区分 ＝ 5(本籍分明)の場
合、以下の編集後移送。
受領日 + 届出人資格名称 + 届出人
氏名 + "本籍追完(本籍分明)届出"

届出人資格名称
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版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3個人特定 生存配偶者(配偶者区分) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/個人特定 ←　(引渡側)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号

戸籍記録順位番号

戸籍番号

入籍日 ―――――

除籍日

性別

筆頭者区分

生年月日

3:生存配偶者区分を設定

父

配偶者区分

父母との続柄

母

養母

養父

前個人番号

養父母との続柄

審査不可区分

個人除区分

 7-2-(5)-15-32



版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.4身分事項 生存配偶者(記録)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号

出力区分

許
可

許可日 ―――――――

決裁処理で設定

行番号 1を設定(RDBのみ)

タイトルコード 1602(配偶者の死亡)

1602(死亡者の配偶者の記録)

管掌者コード

記録コード

*1

配偶者の死亡 配偶者の死亡日 中間ファイル
(届書)

死亡日

事件発生日 中間ファイル(届書) 死亡日

―――――――許可書謄本の

婚姻 配偶者氏名 ―――――――

許可を受けた者 ―――――――

送付を受けた日

特記 特記事項

記録 記録日 ―――――――

*1死亡日の｢日｣が入力されていない
場合、入力されている｢年月｣の最終
年月日を事件発生日とする。
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受領番号

出張所番号

市区町村コード

宛名

市区町村部分だけのコード

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 15/16

処理名 5.1死亡者 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/死亡者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

世帯主

世帯主との続柄

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受領番号

出張所番号

住所コード

新筆頭者

旧筆頭者

住所コード

住所

方書

住定日

住民日

本籍コード

本籍

筆頭者

住所コード

住所

事件コード

受理日

個人番号

新氏名

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

新父母との続柄

旧父母との続柄

新本籍コード

新本籍

旧本籍コード

旧本籍

送付日 or 受領日

漢字氏名

生年月日

世帯主

中間ファイル
(9条2項)
死亡者

中間ファイル
(届書)

市区町村コードを宛名に変換した項目

16(死亡届)

送付日がない場合は受領日を設定
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死亡日

版 頁

入力確認(死亡届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 16/16

受領番号

出張所番号

在外選挙人名簿

登録市町村コード

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1死亡者 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(30条12第1項)/死亡者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

住所

方書

新本籍コード

新本籍

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

事件発生日

住所コード

新氏名

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

新性別

旧性別

受領番号

出張所番号

市区町村コード

宛名

事件コード

受理日

個人番号

本籍コード

本籍

送付日 or　受領日

漢字氏名

生年月日

筆頭者

住所コード

住所

市区町村を宛名に変換した項目

16:(死亡届)

死亡日の｢日｣が入力されていない場
合、入力されている｢年月｣の最終日
を事件発生日とする。

中間ファイル
(30条12第1項)
死亡者

中間ファイル
(届書)

附票データ
ベース

中間ファイル
(届書)

市区町村部分だけのコード

送付日がない場合は受領日を設定

受 付受 付事件本人
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氏名 氏名 届出 報告

資格 資格

83 ○ × ○

82 ×

親族 ファイル項目にない。

*1

○*3 ○ ○

○*4 ○ ○

処理名 届出人コード一覧(死亡)　1/2 〔職権記載は審査結果入力で行う〕

届出義務者

備考その
他

届出
人

報告
者

身分事項DB

項目化記載例届出事件細別

死亡届

平成20年 5月 1日

法施行による届出人資格の追
加分は次頁に記載

航海中の死亡につき航海日誌
の謄本の送付

病院、その他の公設所におい
て死亡した場合の死亡届

版 頁

届出人コード一覧 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12.0 1/2

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

･

届出人

届出入力

資格区分

受付帳

家主

同居者

○

82

親族

×

同居の親族、そ
の他の同居者、
家主、地主、家
屋若しくは土地
管理人、同居の
親族以外の親族

資格

○ ○

○

○ ○

×

○ ×

○ ×

○ ×

○

○

○

○同居者

○家主

○地主

×

×

○

○

○

船長

土地管理人

家屋管理人

地主

同居の親族

同居していない
親族

○ ×

○ ×

○

○ ×

×

○

○土地管理
人

○船長

○

○

○家屋管理
人

○ ○

○

× × × ○

○ × × ×

×

○

○

× ×

× × ×

× × ×

×

× × ×

× × ×

戸93条(戸56条)

｢～丸船長｣の形にはし
ない。

戸93条(戸56条)

*1:公設所長名(個人
名)を入力する

戸90条

【届出日】平成4年...

【届出人】土地管理人〔氏名〕

【航海日誌の謄本提出日】

【届出日】平成4年...

【届出人】親族〔氏名〕

【届出日】平成4年...

【届出人】同居者〔氏名〕

【届出日】平成4年...

× × ○ ×

【報告日】平成4年...

【報告者】〔○○署長〕

――――――――――――

･在監中の死亡者につき、戸90条2項の規定に監獄の長(刑務所長)から所在地の市区町村になされた死亡報告書

･死刑の執行があった者につき、戸90条1項の規定により監獄の長(刑務所長)から所在地の市区町村になされた死亡報告書

【報告日】平成4年...

【報告者】〔氏名〕

【報告日】平成4年...

【報告者】〔○○署長〕

公設所の長の報
告

× ×

*2:監獄長名(個人名)
を入力する

戸89条

*3:｢○○署長｣と入力
する　※直接入力

戸92条1項、2項

*4:｢○○署長｣と入力
する　※直接入力

92

84

85

86

87

88

89

○ ×

･刑務所又は拘置所で死亡した者につき、戸87条に規定する届出義務者が届出をすることができないため、戸93条･戸56条の規定により当該公設所の長又は管理人
から死亡地の市区町村長から届出た死亡届

　　平成4年...

【届出日】平成4年...

【届出人】〔氏名〕

･公設所で死亡した者につき、戸87条に規定する届出義務者が届出をすることができないため、戸93条･戸56条の規定により当該公設所の長又は管理人から死亡地
の市区町村長から届出た死亡届

船長

公設所の長

【届出人】家主〔氏名〕

【届出日】平成4年...

【届出人】地主〔氏名〕
【届出日】平成4年...

【届出人】家屋管理人〔氏名〕

×

水難、火災その他の事変によ
る死亡報告

本籍不分明者及び認識不能者
の死亡報告又は分明報告

取調官庁及び公
署

95

96警察官

取調官庁及び公
署の報告

○

○93

在監者の死亡及び死刑執行に
よる死亡報告

警察官の報告

〔警察
署長〕

〔警察
署長〕

公設所の長の届
出

× ×

×

94

*2

×

〔警察
署長〕

〔警察
署長〕

〔警察
署長〕

〔警察
署長〕

× × ×

監獄の長

×――――――― ― ―職権記載

(届出資格/届出人がいない)

×

× × × ×

× × × × ××

受 付
受 付

謄
本
提
出
日

航
海
日
誌
の

在監者の死亡

の場合は取引

人がいないと

き
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氏名 氏名 届出 報告

資格 資格

× ×

項目化記載例

【届出日】平成4年...
【届出人】〔氏名〕

備考

令和2年5月1日法施行による届
出人資格の追加

R2.1
(死亡104)

処理名 届出人コード一覧(死亡)　2/2 〔職権記載は審査結果入力で行う〕

版 頁

届出人コード一覧 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 2/2

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

届出事件細別

届出義務者 届出入力 受付帳 身分事項DB

･ 資格区分 資格

届出人

その
他

届出
人

報告
者

63 保佐人 ○ ×

平成20年5月1日

死亡届

× ×116 補助人 ○ × × ○

117 任意後見人 ○ × × ○ × ○

× ○

30 後見人 ○ × × ○

×

×

× ○ ×

×法施行による届出人資格の追
加分

保佐人、補助
人、任意後見
人、任意後見受
任者、後見人

× ○ × ○

× ×

118 任意後見受任者 ○ × × ○ × ○ × × ×

× ×

受 付

受 付事件本人

謄
本
提
出

航
海
日
誌

ファイル項目にない。
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16.失踪宣告届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.失踪業務処理範囲外の処理

　(1)海難による行方不明者につき戸籍法第89条に規定する死亡があり戸籍に記録した後、同人につき失踪宣告の届出があり死亡とみなされた日が死亡報告と異なる日の記録

　　　 → 別途、審査結果入力(失踪宣告者)及び訂正(先の死亡事項)で処理を行う

　(2)戦時死亡宣告(未帰還者に対する特別措置法)による記録

　　　 → 別途、審査結果入力で処理を行う

　2.失踪宣告届出入力画面の意義

　(1)生死不明となった年月日のうち月日が明示されていない失踪宣告の審判書を添付して失踪宣告の届出があった場合、｢死亡とみなされる日｣には失踪期間の始期を基に失踪期間満
了日をもとめた後、入力を行う

　3.その他

　　特になし

頁

1/10失踪宣告届

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

版

1

改訂日付作成日付
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5.備考(特記事項含む)

戸籍DB

審査(失踪宣告届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改訂日付

2.使用DB･ファイル一覧

中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル

入出力区分

入力

出力

出力

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成 6年12月 1日 2/101令和　年　月　日

名称 名称

3.処理概要
　(1)失踪宣告届の内容を画面入力する。
　(2)失踪宣告届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)失踪宣告届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)失踪宣告届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
　(6)入力確認(失踪宣告届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　 0.0 本紙　　　1.0 単体チェック

　　　　　　　　 2.0 関連チェック

　　　　　　　　 3.0 審査

　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

戸籍

データベース

入力画面

(失踪宣告届)

確認画面

(失踪宣告届)

審査
(失踪宣告届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

/ (8)入力確認(失踪宣告届)に制御を渡す

/

/

/

/

/

/ (15)業務選択に制御を渡す

/ (16)届出選択に制御を渡す

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(18)同画面を編集する

(20)同画面を編集する

(22)同画面を編集する

(24)同画面を編集する

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集を行う

(11)同画面を編集す
る

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集･出力

(9)メッセージの種類(審査エラー、確認)NO

YES

YES

(17)画面の入力項目の入力禁止を解除するPF10

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し、メッセージに対
して応答の後、以降の処理を続行する。

(13)エラーメッセージを表示する

(14)エラーメッセージを表示する

[1.1.1]

[2.0]

確認

　→

　→

NO

NO

PF11

PF12

その他

YES

PF1

PF2

(19)当該審査エラーの確認後、以後の審査を続行する

(21)同画面を初期化する

(23)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

審査エラー

[1.1]

実行キー

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF10、PF11、PF12、その他)

(3)入力項目の単体チェックを行う(OK:YES NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES NG:NO)

作業名 作成者

審査(失踪宣告届) システム化調査研究会

[1.0]

(1)届書内容を画面入力する

備考0.0　本紙

3/10

改訂日付

平成 6年12月 1日

作成日付 版 頁

令和　年　月　日 1

 7-2-(5)-16-3 



No 必須 属性

1 数字

2 ○ 英数

3 英数

4 漢字

5 ○ 数字

6 英数

7 ○ 数字

8 英数

9 ○ 数字

10 ○ 英数

11 ○ カナ

12 ○ 漢字

13 ○ 英数

14 ○ 英数

15 漢字

16 漢字

17 ○ 漢字

18 漢字

19 ○ 数字

20 漢字

21 ○ 漢字

22 ○ 数字

23 英数

確定日

住所

世帯主

本籍

(0:無、1:有)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(006:夫、007:妻、001:父、002:母、099:その他)であるこ
と

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人、1:外国人)であること

(0:日本人、1:外国人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:受理分、1:国内からの送付、2:在外公館の直接送付、
3:在外公館の国内経由)であること

第7
2

(5)

1.0単体チェック表

データチェック(単体表)

入力画面(失踪宣告届)

処理名

作業名

審査(失踪宣告届)

画面名

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

外人区分

生年月日

カナ氏名

漢字氏名

作成者

1令和　年　月　日システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

画面ID

頁

4/10

版改訂日付作成日付

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容 備考

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

死亡とみなされる日

届出人の氏名

配偶者有無区分

配偶者外人区分

筆頭者

届出人資格

その他の届出人資格名称

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍、2:非本籍)であること

 7-2-(5)-16-4 



No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

18-1

19 日本人の場
合、実施す
る。

(No.12)漢字氏名 ≠ スペース かつ (No.18)筆頭者 ≠ スペースの場合、
(No.12)漢字氏名の氏 ＝ (No.18)筆頭者の氏 であること。

(No.9)外人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.17)本籍 ＝ 本籍 であること

(No.16)世帯主 ≠ スペースのとき (No.15)住所 ≠ スペース であること

(No.22)配偶者有無区分 ＝ 1:有の場合、(No.23)配偶者外人区分 ≠ 空白 であること

(No.22)配偶者有無区分 ＝ 0:無の場合、(No.23)配偶者外人区分 ＝ 空白 であること

(No.9)外人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.17)本籍 ＝ 国籍 であること

(No.9)外人区分 ＝ 1:外国人の場合、(No.16)筆頭者が未入力 であること

(No.6)処理日 ≠ スペースのとき 処理日>(No.2)受領日 であること

(No.8)郵送日 ≠ スペースのとき 郵送日 ≦ (No.2)受領日 であること

(No.9)外人区分 ＝ 0:日本人の場合、(No.16)筆頭者が入力されていること

(No.8)郵送日 ≠ スペースのとき (No.3)送付日 ＝ スペース であること

(No.4)発送元 ≠ スペースかつ (No.4)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき
　(No.5)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付 であること

(No.4)発送元 ≠ スペースかつ (No.4)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外のと
き
　(No.5)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
　(No.5)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.10)生年月日 ≦ (No.13)死亡とみなされる日 ≦ (No.14)確定日 ≦ (No.2)受領日 であること

(No.15)住所 ＝ スペースのとき (No.16)世帯主 ＝ スペース であること

(No.3)送付日 ＝ スペースのとき (No.5)在外送付区分 ＝ 0:受理分 であること

(No.4)発送元 ≠ スペースのとき (No.5)在外送付区分 ≠ 0:受理分 であること

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表 入力画面(失踪宣告届)

(No.3)送付日 ≠ スペースのとき (No.4)発送元 ≠ スペース であること

(No.3)送付日 ≠ スペースのとき 発送日 ≧ (No.2)受領日 であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.3)送付日 ＝ スペースのとき (No.4)発送元 ＝ スペース であること

版 頁

審査(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 5/10

改訂日付第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-16-5



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/> (14) → (16)へ

 ＝ (11)確認メッセージ (13)本紙へ 　　応答する

　｢失踪の記録前に失踪確定日当日に発生した身分事項が
記録されています。｣

　　応答する

　｢失踪の記録前に失踪確定日後発生した身分事項が記録
されています。｣

< (10)確認メッセージ (11)本紙へ

(9)確定日:身分事項DB･事件発生日は?(<、＝、>、事件発生日未設定)

(7)失踪者の身分事項DBの最初の｢身分事項｣を検索する 〔失踪宣告確定後に発生した事件が記録さ
れていないこと〕(8)身分事項DBが終了するまで(9)～(16)を繰り返す

NO (6) → (7)へ

YES (4)エラーメッセージ｢届書の死亡者は既に除籍となっています。｣ (5)本紙へ

0 (2)本非区分は何か?(1:本籍、2:非本籍)

1 (3)届書の死亡者が除籍となっているか? 　　〔除籍者でないこと〕

(1)外人区分は何か?(0:日本人、1:外国人)

　｢届出人資格名称が親族以外です。よろしいですか?｣(YES,NO)を表示する。

YES (0-10) → (1)へ

NO

(0-14)その他の届出人資格名称は｢親族｣か?

YES (0-8) → (1)へ

NO (0-4-6)→(0-5)へ R2.1(失踪宣告-34)

NO

(0-9)確認メッセージ

(0-5)届出人資格は(001:父　002:母　006:夫　007:妻)であるか?

YES (0-6) → (1)へ

NO (0-11) → (0-12)本紙へ

YES (0-4-3)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-4-5)本紙へ 不受理,R2.1(失踪宣告-34)

NO (0-4-4)→ 画面項目修正(審査完了しない）,R2.1(失踪宣告-34)

(0-4)失踪者の外人区分＝0：日本人 かつ 失踪者の漢字氏名の名が未入力 (YES,NO) R2.1(失踪宣告-34)

YES (0-4-1)確認メッセージ (YES,NO) (0-4-2)本紙へ R2.1(失踪宣告-34)

　　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

　確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣(YES,NO)を表示する。

YES (0-2)→(0-4)へ

NO (0-3)→ (0-3-1)本紙へ

処理名 3.0　審査 備考

(0-1)受領日 ＝ 送付日の場合、

版 頁

審査(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 6/10

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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/

/

/

/

/ 　

　

/

　

　

/

/NO  →

YES (21)確認メッセージ (22)本紙へ

　｢日本人生存配偶者に対する婚姻解消記録事項の手続きが必要です。｣

1

(20)外人区分が(1:外国人)で
配偶者有無区分が(1:有) かつ
配偶者の外国人区分が(0:日本人) であるか?

〔外国人失踪者の日本人生存配偶者の処
理〕応答する

NO  →

2

YES (18)エラーメッセージ｢配偶者の有無区分を'有'として下さい。｣ (19)本紙へ 〔失踪者に配偶者がいる場合画面の配偶者
の有無区分が有となっていること〕

処理名 3.0　審査 備考

0 1 (17)失踪者に配偶者が存在する場合、配偶者有無区分(画面)が
1:有となっていない(YES,NO)

(16)次の身分事項を検索する

版 頁

審査(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12 7/10

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

事件発生
日未設定

(15)確認メッセージ 　　応答する

　｢事件発生日が不明の身分事項があります｣

 7-2-(5)-16-7 
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(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 入力画面(失踪宣告届)

外人区分が0(日本人)の場合、
0を設定する
外人区分が1(外国人)の場合、
2(外国人)を設定する

事件別内容

不受理申出処分区分

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする
(審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする)

失踪宣告届入
力画面

受領番号が取得済みの場合に設定

3/3参照

17(失踪宣告届)

在外送付区分 ＝ 0のとき1
在外送付区分 ≠ 0のとき2

ZERO(不要)

2(報告)

受領番号

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

処分区分

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号1～5

項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

ロック戸籍番号1～5

中間ファイル
(届書)
共通

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

頁版

8/101

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改訂日付

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日
データ編集表

作業名

審査(失踪宣告届) システム化調査研究会

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力 1/3

DB･ファイル名
画面名称
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何も設定されていない場合に
0:未決裁を設定

失踪宣告届入
力画面

中間ファイル
(届書)
共通

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

審査(失踪宣告届)

作業名

システム化調査研究会

作成者

1

←　(引渡側) 入力画面(失踪宣告届)

9/10

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

改訂日付 版

令和　年　月　日

作成日付

平成 6年12月 1日

第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容

頁

決裁区分

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届書排他区分
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中間ファイル
(届書)
事件別内容

配偶者有無区分

配偶者外人区分

失踪宣告届入
力画面

外人区分

生年月日

カナ氏名

漢字氏名

死亡とみなされる日

確定日

住所

世帯主

本籍

筆頭者

届出人資格

その他の届出人資格名称

届出人の氏名

配偶者有無区分

配偶者外人区分

住所コード

住所

世帯主

本籍コード

本籍

筆頭者

届出人資格

その他の届出人資格名称

届出人氏名

外人区分

生年月日

カナ氏名

漢字氏名

死亡日

審判確定日

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面(失踪宣告届)処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力 3/3

改訂日付 版 頁

審査(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/10

作成日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者
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出力中間ファイル(9条2項) 5.備考(特記事項含む)

出力(サンプル)中間ファイル(30条の12第1項)

中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍) 出力

附票データベース 入力(サンプル)

1.詳細フロー 3.処理概要
　　(1)中間ファイル(届書)を画面表示する。
　　(2)戸籍変動状況を確定する。
　　(3)中間ファイル(仮受付)を編集、出力する。
　　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集、出力する。
　　(5)中間ファイル(30条12第1項)を編集、出力する。…………………(サンプル提示)
　　(6)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　 0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(確認画面)

　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス表

　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍)

　　　　　　　　 　　4.1 個人特定　失踪者(配偶者区分)

　　　　　　　　 　　4.2 身分事項　失踪者(除籍)

　　　　　　　　 　　4.3 個人特定　生存配偶者(配偶者区分)

　　　　　　　　 　　4.4 身分事項　生存配偶者(記録)

　　　　　　　　 5.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)

　　　　　　　　 　　5.1 失踪者

　　　　　　　　 6.0 データ編集表(中間ファイル/30条12第1項)………(サンプル提示)

　　　　　　　　 　　6.1 失踪者

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 1/14

改訂日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

附票

データベース

確認画面

(失踪宣告届)

中間ファイル

(30条の12

第1項)

(サンプル)

(サンプル)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(届書)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(失踪宣告届)

エラー履歴

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(13)処分決定に制御を渡す

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

(16)審査(失踪宣告届)に制御を渡す

(17)エラー履歴表示に制御を渡す

(18)同画面を編集する

(10)生存配偶者の記録事項の編集 [4.4] 失踪者に配偶者がいる場合身分事項(生存配偶者の記録)

PF5  →

PF11  →

その他 (17)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(11)(在外送付区分 ＝ 0:受理分又は2:在外公館の直接送付 である) かつ (外人区分 ＝
0:
日本人 である) (YES,NO)

(12)失踪者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

NO  →

PF1  →

PF2  →

YES 〔5.1〕

NO (10.3) → (11)

NO

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理
(10.1)(10.2)

YES (10.2)失踪者について中間ファイル(30条の12第1項)を編
集･出力する

[6.1]

(10.1)失踪者は在外選挙人である(YES,NO) ※サンプル提示

身分事項(失踪者の除籍) (8)失踪者の除籍事項の編集 [4.2]

(9)生存配偶者の配偶区分の編集 [4.3] 失踪者に配偶者がいる場合個人特定(生存配偶者の配偶者区
分)

YES (6)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する 非本籍人及び外国人は記録不要

個人特定(失踪者の配偶者区分) (7)失踪者の配偶者区分の編集 [4.1]

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する [3.0]

(5)失踪者が本籍人である(YES,NO)

実行キー (3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、失踪者の
戸籍変動状況を決定する

[2.0]

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、
メッセージを表示する｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下してください。｣

[1.0]

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF11、その他)

作成日付 改訂日付

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 2/14

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者
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その他の届出人資格名称 その他の届出人資格名称

中間ファイル
(届書)
事件別内容

届出人資格名称 有

届出人資格 届出人資格

筆頭者 筆頭者

本籍

本籍 本籍コード 有

世帯主 世帯主

住所

住所 住所コード 有

確定日 審判確定日 有

死亡とみなされる日 死亡日 有

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

外人区分 外人区分

生年月日 生年月日 有

郵送日 郵送日 有

中間ファイル
(届書)
共通

本非区分 本非区分

処理日 処理日 有

在外送付区分 在外送付区分

発送元 発送元

送付日 送付日 有

受領日 受領日 有

出張所番号 出張所番号

受領番号 受領番号

システム日付 システム日付

失踪宣告届確
認画面

画面ID 画面ID

項目

名称 記号名 名称

版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/14

改訂日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

記号名

処理名 1.0入力確認(失踪)表示　1/2 (受取側)　失踪宣告届確認画面 ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称
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名称 記号名 名称

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

届出人氏名

配偶者有無区分

記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 1.0入力確認(失踪)表示　2/2 (受取側)　失踪宣告届確認画面 ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

改訂日付 版 頁

令和　年　月　日 1 4/14

項目

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

届出人の氏名

配偶者有無区分

配偶者外人区分

失踪宣告届確
認画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

配偶者外人区分
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1

2

3

4

*2

5

*3

　　　*1:本籍の場合のみ処理し、非本籍の場合は処理しない。
　　　*2:戸籍の処理は不要
　　　*3:戸籍の処理は不要。生存配偶者の婚姻解消事項の記録は｢失踪宣告届｣の異動処理終了後(失踪者の除籍記録)後、別途、審査結果入力で処理を行う。

〔申し出による市区町村長限りの職権記録〕

処理名  2.0 戸籍編製マトリックス表

項番

失踪者

本
籍
人

以
外

本
籍
人

日
本
人

生
存
配
偶
者

有 無

条件

一
部
除
籍

変
動
な
し

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

有 無

に
在
籍
者
が

失
踪
者
以
外

存
在
す
る

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/14

改訂日付

生存配偶者

　　　A.2:戸籍特定(記録) ⇒ 戸籍の消除
　　　B.2:戸籍事項(消除) ⇒ 消除事項の記録
　　　C.2:個人特定(記録) ⇒ 個人の除籍

(4.3,4.4)

―――

―――

失踪者の戸籍　　　*1

―――

―――

失踪者○

○ ○

○

○

○

○

○

――○ ――

――○

○

○

―――――○

失踪者

(4.1,4.2)

(4.1,4.2)

失踪者

(4.1,4.2)

―――

 7-2-(5)-16-16



←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 6/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件コード

出張所番号 出張所番号

1701(失踪)

受領日 送付日　または 送付日があれば送付日

送付日がなければ受領日

事件発生日 審判確定日

受領日

事件発生日時

事件発生時分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

発送日

渉外区分 渉外区分

発日

郵送日 郵送日

指示日

収日

関連受領番号(1～5)

許可日

届出人資格名称1 届出人資格名称

届出人資格区分1 届出人資格

届出人資格区分2

届出人氏名1 届出人氏名

届出人氏名2

届出人資格名称2

届後本籍コード

届後本籍区分
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←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後本籍 中間ファイル
(届書)

送達確認1

届書送付目録区分

届後戸籍の筆頭者

証書提出区分

決裁区分

処分区分

本非区分 ＝ 1(本籍分届)のとき
1(送付要)を設定
本非区分 ＝ 2(非本籍分届)のとき
0(送付不要)を設定
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 10 8/14

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分

行番号

32(失踪者)

届出人区分 0(事件本人が届出人ではない)

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

現本籍が非本籍なら1を設定

(在外送付区分 ＝ 0のとき)

送達確認2
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←　(引渡側)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1個人特定 死亡者(失踪)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/個人特定

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号

入籍日 ―――――

戸籍記録順位番号

性別

戸籍番号

除籍日

筆頭者区分

生年月日

0:未を設定

父

配偶者区分

父母との続柄

母

養母

養父

前個人番号

養父母との続柄

1:除籍者を設定

審査不可区分

個人除区分
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←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 10/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2身分事項 失踪者(除籍)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

出力区分

届
出

届出日 受領日

送
付

送付を受けた日

決裁処理で設定

行番号

タイトルコード 1701(失踪宣告)

1701(失踪宣告者の記録)

管掌者コード

記録コード

宣
告

失
踪

死亡とみなされる日 死亡とみなされる日

失踪宣告の裁判確定日

事件発生日 審判確定日

審判確定日

資格名称 届出人資格名

受理者 発送元

届出人資格 ＝ 99(その他)の時,移送届出人氏名

届
出
人

資格 届出人資格

氏名

発送日

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

許可日 ――――――――

特記 特記事項

除籍 除籍日 処理日

届

許可を受けた者 ――――――――
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←　(引渡側)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3個人特定 生存配偶者(配偶者区分) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/個人特定

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号

入籍日 ―――――

戸籍記録順位番号

性別

戸籍番号

除籍日

筆頭者区分

生年月日

3;生存配偶者区分を設定

父

配偶者区分

父母との続柄

母

養母

養父

前個人番号

養父母との続柄

審査不可区分

個人除区分
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版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.4身分事項 生存配偶者(記録)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

行番号

個人番号 中間ファイル
(届書)

出力区分

タイトルコード 1702(配偶者の失踪宣告)

1702(失踪宣告者の生存配偶者の記
録)

記録コード

事件発生日

管掌者コード

配偶者の失
踪宣告

配偶者の死亡
とみなされる
日

死亡とみなされる日

許
可

許可日

婚姻 配偶者氏名

許可書謄本の送付を
受けた日

除籍 除籍日

許可を受けた者

特記 特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項
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←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 13/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1失踪者 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/失踪者

中間ファイル
(9条2項)
失踪者

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

17(失踪宣告届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

新氏名

個人番号

新生年月日

旧氏名 漢字氏名

新父母との続柄

旧生年月日 生年月日

新本籍コード

旧父母との続柄

旧本籍コード 本籍コード

新本籍

新筆頭者

旧本籍 本籍

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

方書

住所 住所

住民日

住定日

世帯主との続柄

世帯主 世帯主
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中間ファイル
(届書)

附票データ
ベース

中間ファイル
(届書)

中間ファイル
(30条12第1項)
失踪者

受領番号

出張所番号

市区町村コード

宛名

事件コード

受理日

個人番号

新氏名

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

新性別

旧性別

処理名

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

6.1失踪者 編集･出力 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

備考

(受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/失踪者

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(失踪宣告届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 14/14

改訂日付

個人番号

受領番号

出張所番号

在外選挙人名簿

登録市町村コード

送付日又は受領日

方書

転入届出日

住所コード

住所

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

新本籍コード

新本籍

本籍コード

本籍

漢字氏名

生年月日

筆頭者

住所コード

住所

市区町村を宛名に変換した項目

17(失踪宣告届)

送付日がない場合は受領日を設定

本籍人の場合は個人番号を設定

失踪者の父母との続報を性別に変換
して性別コードを設定
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17.復氏届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　　　　　1.復氏届の審査結果入力
　　　　　　･　失踪宣告届の配偶者が再婚後に、失踪宣告の取消しを受けた者がする復氏届は審査結果入力処理で行う。

　　　　　2.復氏届の審査
　　　　　　･　夫婦の一方が死亡(失踪宣告を含む)し,生存配偶者が婚姻の際に氏を改めた者であることのシステム審査は,事件本人の配偶者区分,及び筆頭者区分で行う.
　　　　　　･　事件本人が生存配偶者である場合以外は,すべて操作員の確認に依るものとする.
　　　　　　･　復氏しようとする者の氏の妥当性は一部システムで審査するが,一般に操作員の確認に依るものとする.

　　　　　3.その他
　　　　　　･　帰化者等で復する氏がない場合は,入力画面の氏区分で〔3:新しい氏〕を選択する.

版 頁

復氏届 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/14

改定日付第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付
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版 頁

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/14

改定日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入力

個人状態ファイル 入力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック

　　　　　　　　2.0 関連チェック

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集(中間ファイル/届書)

3.処理概要

　(1)復氏届の内容を画面入力する.
　(2)復氏届で入力された項目の単体チェックを行う.
　(3)復氏届で入力された項目の関連チェックを行う.
　(4)審査を行う.
　(5)復氏届から,中間ファイル(届書)を編集し,出力する.
　(6)入力確認(復氏届)に制御を渡す.

中間ファイル(届書) 出力 5.備考(特記事項含む)

1.詳細フロー

エラー履歴ファイル 出力

審査(復氏届) 中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

入力画面

(復氏届)

確認画面

(復氏届)

個人状態

ファイル

戸籍

データベース

 7-2-(5)-17-2



/

/

/

/

/

YES

/

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

(15)届出選択に制御を渡す

/

(7)中間ファイル(届書)編集･出力

(1)届書内容を画面入力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

実行キー

PF1

PF2 　→

入力項目が入力禁止のときのみ有効

PF11

PF12

その他

YES

YES

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

審査ｴﾗｰ

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

〔2.0〕

〔3.0〕

〔4.0〕

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

PF10 (24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し,メッセージに対して応
答の後,以降の審査を続行する

確認

(13)エラーメッセージを表示する

NO

(16)前ページがある(YES,NO)

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) 〔1.0〕

　→

(8)入力確認画面に制御を渡す

(11)同画面を編集する

(14)業務選択に制御を渡す

(18)同画面を編集する

PF7

(17)前ページ分の入力画面(復氏届)を編集する

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集をおこなう。

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者 頁数

3/14

版

1令和　年　月　日

改定日付

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付作業名

審査(復氏届)

備考0.0　本紙処理名

(22)同画面を編集する

PF8 (20)次ページがある(YES,NO)

(21)次ページ分の入力画面(復氏届)を編集する

(23)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

(26)入力画面を初期化する

(25)当該審査エラーの確認後,以降の審査を続行する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

審査エラー発生時のみ有効
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

11 ○ カナ

12 ○ 漢字

13 ○ 英数

14 ○ 数字

15 ○ 数字

16 漢字

17 漢字

18 ○ 漢字

19 ○ 漢字

20 漢字

21 漢字

22 ○ 数字

23 ○ 英数

24 ○ 漢字

6 在外送付区分

配偶者区分

漢字氏名

生年月日

筆頭者区分

カナ氏名

処理日

○ 数字

本非区分

郵送日

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

項目名

1.0　単体チェック(1/2) 入力画面(復氏届)

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/14

改定日付

処理名 画面名 画面ID

25 届後戸籍の筆頭者 ○ 漢字

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

(0:受理分,1:国内からの送付, 2:在外公館の直接送付,3:
在外公館の国内経由)であること

住所

世帯主

本籍

筆頭者

父母との続柄コード

復籍区分

｢日付チェックサブルーチン｣

発送元

父氏名

母氏名

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

10～29,30～49であること

(1:もとの戸籍へ戻る,2:新戸籍編製)であること

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

届後本籍
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No 必須 属性

26-1 数字

27 ○ カナ

28 ○ 漢字

29 ○ 英数

30 カナ

31 漢字

32 数字

33 数字

34 数字

35 英数

36 漢字

37 漢字

39 漢字

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック(2/2) 入力画面(復氏届)

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/14

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

復籍戸籍での筆頭者区分 (0:構成員,1:筆頭者)であること

現在配偶者生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

死亡配偶者死亡日 ｢日付チェックサブルーチン｣　年月までが必須入力

死亡配偶者カナ氏名

死亡配偶者漢字氏名

現在配偶者漢字氏名

現在配偶者外人区分

現在配偶者カナ氏名

現在配偶者住所

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

現在配偶者父氏名

現在配偶者母氏名

(0:日本人,1:外国人)であること

現在配偶者筆頭者区分

26-2

10～29,30～49であること数字現在配偶者父母との続柄コード38

(0:構成員,1:筆頭者)であること

26 ○ 数字復する氏区分

現在配偶者配偶者区分 (1:夫,2:妻)であること

(1:婚姻前の氏,2:転婚前の氏,
 3:新しい氏)であること

(0:未,1:生存配偶者)であること異動後戸籍での配偶者区分 数字
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No

1

2

3

4

5

8

9

10

7

11

12

13

14

15

16

17
(No.26)復する氏区分 ＝ 3(新しい氏)のとき、
(No.23)復籍区分 ＝ 2(新戸籍編製)であること

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18 6/14

改訂日付

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(1/2) 入力画面(復氏届)

6

(No.5)発送元 ≠ スペースのとき　(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき　(No.5)発送元 ≠ スペース　であること

備考

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき　(No.5)発送元 ＝ スペース　であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外のと
き
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

(No.8)本非区分 ＝ 1(本籍)のとき、
(No.18)本籍 ＝ 管内　または(No.24)　届後本籍 ＝ 管内であること

(No.8)本非区分 ＝ 2(非本籍)のとき、
(No.18)本籍 ＝ 管外　かつ(No.24)　届後本籍 ＝ 管外であること

(No.12)漢字氏名 ≠ スペースかつ(No.19)筆頭者 ≠ スペース　の場合、
(No.12)漢字氏名の氏 ＝ (No.19)筆頭者の氏であること。

(No.12)父氏名 ＝ スペースまたは(No.21)母氏名 ＝ スペースのとき、
(No.22)父母との続柄コード ＝ 10(男)または　30(女)　であること

(No.14)筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)かつ
(No.15)配偶者区分 ＝ 1(夫)　または ＝ 2(妻)のとき、
(No.32)現在配偶者外人区分 ≠ スペース　かつ
(No.23)復籍区分 ＝ 2(新戸籍編製)であること

第8.3版により削除

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.23)復籍区分 ＝ 2(新戸籍編製)のとき
(No.12)漢字氏名の名 ＝ (No.25)届後戸籍の筆頭者の名　であること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき　(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日　であること

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき　(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分　であること

(No.7)処理日 ≠ スペースのとき(No.7)処理日 > (No.3)受領日　であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき(No.4)送付日 ＝ スペース　であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日　であること
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No

18

30
30-1
31

第21版で一部条件を削除

第21版で一部条件を削除

第8.3版により削除

第8.3版により削除

27

28

29

(No.32)現在配偶者外人区分 ＝ 0(日本人)のとき、
(No.12)漢字氏名の『氏』 ＝ (No.31)現在配偶者漢字氏名の『氏』であること
(No.32)現在配偶者外人区分 ≠ スペース　かつ(No.15)配偶者区分 ＝ 1(夫)のとき、
(No.34)現在配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)であること
(No.32)現在配偶者外人区分 ≠ スペース　かつ(No.15)配偶者区分 ＝ 2(妻)のとき、
(No.34)現在配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)であること
(No.33)復籍区分 ＝ 2(新戸籍編製)のとき、
(No.26-1)復籍戸籍での筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)であること
(No.15)配偶者区分 ＝ 1(夫)または　2(妻)のとき、
(No.26-2)異動後戸籍での配偶者区分 ＝ スペース　であること

25

26

24

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

(No.36)現在配偶者父氏名 ≠ スペースかつ(No.37)現在配偶者母氏名 ≠ スペース　かつ
(No.34)現在配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)のとき、
(No.38)現在配偶者父母との続柄コード ＝ 10(男)　～　29(十九男)であること

(No.17)世帯主 ≠ スペース　のとき、(No.16)住所 ≠ スペース　であること

配偶者外人区分がスペー
スであれば、現在の配偶
者欄は全部スペースであ
ること

(No.32)現在配偶者外字区分 ＝ 0(日本人)のとき、
(No.30)現在配偶者カナ氏名 ≠ スペース　かつ　(No.31)現在配偶者漢字氏名 ≠ スペース　かつ
(No.33)現在配偶者筆頭者区分 ＝ 0(構成員)かつ
(No.34)現在配偶者配偶者区分 ≠ スペース　かつ　(No.35)現在配偶者生年月日 ≠ スペース　かつ
(No.38)現在配偶者父母との続柄コード ≠ スペース　であること

(No.16)住所 ＝ スペース　のとき、(No.17)世帯主 ＝ スペース　であること

(No.24)届後本籍 ＝ 管内のとき、(No.26-1)復籍戸籍での筆頭者区分 ≠ スペース　であること
第21版で追加

(No.36)現在配偶者父氏名 ＝ スペース　かつ(No.37)現在配偶者母氏名 ＝ スペース　かつ
(No.34)現在配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)のとき、
(No.38)現在配偶者父母との続柄コード ＝ 30(女)であること

版 頁

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 7/14

作成日付 改訂日付

21

(No.36)現在配偶者父氏名 ≠ スペースかつ(No.37)現在配偶者母氏名 ≠ スペース　かつ
(No.34)現在配偶者配偶者区分 ＝ 2(妻)のとき、
(No.38)現在配偶者父母との続柄コード ＝ 30(女)　～　49(十九女)であること

22

(No.36)現在配偶者父氏名 ＝ スペース　かつ(No.37)現在配偶者母氏名 ＝ スペース　かつ
(No.34)現在配偶者配偶者区分 ＝ 1(夫)のとき、
(No.38)現在配偶者父母との続柄コード ＝ 10(男)であること

23

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

(No.32)現在配偶者外字区分 ＝ スペース　のとき、
(No.30)現在配偶者カナ氏名 ＝ スペース　かつ　(No.31)現在配偶者漢字氏名 ＝ スペース　かつ
(No.33)現在配偶者筆頭者区分 ＝ スペース　かつ　(No.34)現在配偶者配偶者区分 ＝ スペース　か
つ
(No.35)現在配偶者生年月日 ＝ スペース　かつ　(No.36)現在配偶者父氏名 ＝ スペース　かつ
(No.37)現在配偶者母氏名 ＝ スペース　かつ
(No.38)現在配偶者父母との続柄コード ＝ スペース　かつ
(No.39)現在配偶者住所 ＝ スペース　であること

19

20

(No.14)筆頭者区分 ＝ 0(構成員)のとき、(No.32)現在配偶者外人区分 ＝ スペース　であること

備考

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(2/2) 入力画面(復氏届)
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YES /

NO

/

YES

NO

NO /

/

YES /

NO /

YES /

NO

NO

/

/

YES /

NO

/

(0-0-9)→

(0-0-10)本紙へ

NO

(0-2)確認メッセージ(YES,NO)
｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣を表示する

(0-14)本紙へ

(0-18)本紙へ

(0-9)→(0-10)へ

/

(0-7)→(0-10)へ

――→

(0-10)現在配偶者外人区分 ＝ 0(日本人)である。(YES,NO)

――→

NO

YES

YES

(0-3)→(0-10)へ

(0-5)復氏者の父母との続柄 ＝ 10(男)または　30(女)である(YES,NO)

YES

　｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違い
はありませんね?｣

(0-6)確認メッセージ(YES,NO)

(0-15)現在配偶者父母との続柄コード ＝ 10(男)または　30(女)である(YES,NO)

(0-8)本紙へ

YES

(0-12)確認メッセージ(YES,NO)

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣を
表示する

(0-16)確認メッセージ(YES,NO)

/

(0-0-4)本紙へ

不受理

(0-11)現在配偶者父氏名 ＝ スペース又は現在配偶者母氏名 ＝ スペースである(YES,NO)

YES

(0-13)→(1)へ

――→

(0-0-1)受領日 ＝ 送付日の場合、
確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣(YES,NO)を表示する。

(0-0-2)→(0-0-5)へ

(0-0-3)→

(0-0-11)→(0-1)へ

YES

(0-0-5)漢字氏名の名が未入力(YES,NO)

(0-0-7)本紙へ(0-0-6)確認メッセージ(YES,NO)
　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

(0-0-8)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 3.0　審査(1/3) 備考

頁

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 8/14

第11版により、(0-0-1)～(0-0-4)追加

R2.1(復氏29)

不受理

(0-4)本紙へ

第8.3版(続柄記載更正(申出))により、(0)～
(0-20)を追加

R2.1(復氏29)

R2.1(復氏29)

R2.1(復氏29)

R2.1(復氏29)

R2.1(復氏29)

画面項目修正(審査完了しない）      R2.1(復氏29)

(0-1)復氏する者の父氏名 ＝ スペース又は母氏名 ＝ スペースである(YES,NO)

不受理

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間
違いはありませんね?｣
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YES /

NO

NO /

NO /

NO

(0-19)→(1)へ

(0-18)本紙へ

YES

(0-17)→(1)へ

――→

YES

不受理

(0-20)→(1)
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/

/

/

1,2

/

/

YES /

YES

NO /

YES

NO /

NO

NO /

NO /

YES /

NO

(10)届後戸籍の筆頭者の『氏』 ＝ 婚姻事項の｢従前戸籍の筆頭
者｣項目の『氏』である(YES,NO)

(9)復する氏区分 ＝ 1(婚姻前の氏に復する)である(YES,NO) /

(4)本紙へ

(13)本紙へ

(14.2)本紙へ

(18)本紙へ

(14.4)→(20)へ

(15)→(20)へ

(16)→(20)へ

(17)確認メッセージ(YES,NO)｢事件本人は復氏できますか?｣を表示する

(19)→(20)へ

　――→NO

3

YES

YES

YES

NO

1

2

｢復する氏に間違いはありませんか?｣を表示す
る

不受理

(1)筆頭者区分 ＝ 0(構成員)である(YES,NO)

(2)配偶者区分(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)

(3)確認メッセージ(YES,NO)｢事件本人は復氏できますか?｣を表示する

YES　(5)　→　(20)へ

NO　――→

(6)　エラーメッセージ　｢復氏することができません｣を表示する

(7)本籍が管内である(YES,NO)

(8)身分事項DBに婚姻事項がある(YES,NO)

(11)→(17)へ

(11-1)復籍区分(1:元の戸籍へ戻る,2:新戸籍編製)

(14)→(20)へ

　――→

/

YES

(14.3)→(20)へ

　――→

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12 9/14

3.0 審査(2/3)

｢復籍する戸籍に間違いはありませんか?｣を表
示する

(14.1)確認メッセージ(YES,NO)

不受理

備考

不受理

不受理

0

処理名

(12)確認メッセージ(YES,NO)
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/

/

/

YES

NO /

NO

NO

/

/

YES

NO /

NO /

/

NO

NO

戸19I

【復籍戸籍での筆頭者区分のチェック】

YES

YES

YES

YES

NO

YES

YES

/

/

/

/

/

(20.5)本紙へ 不受理

(20)復籍区分 ＝ 1(もとの戸籍に戻る)である(YES,NO)

(20.1)本籍が管内である(YES,NO)

(20.2)身分事項DBに性同一性障害(7003)がある(YES,NO)

(20.4)→(21)へ

→

(20.7)→(21)へ

(20.3)確認メッセージ｢性同一性障害の記録があります。元の戸籍に戻れま
すか?｣を表示する。

平成15年法律第111号3条

(20.6)→(21)へ

(24)本紙へ

(25.4)本紙へ

(21)届後本籍 ＝ 管内である(YES,NO)

(22)戻る戸籍は全部除籍になっている(YES,NO)

(23)エラーメッセージ｢もとの戸籍が除籍になっています｣を表示する

(25)戸籍DBに記録されている者について順次(25.1)～(25.6)の処理を繰り
返す

(25.1)個人除区分 ＝ 0(在籍者)かつ
　筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)である(YES,NO)

(25.2)復籍戸籍での筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)である(YES,NO)

(25.5)→(26)へ

(26)→本紙へ

(25.6)→(25)へ

(25.7)→(26)へ

(25.8)→(26)へ

第8.3版(続柄記載更正(申出))により、(27)～
(29)はロジックが削除されているため削除

｢戻る戸籍には筆頭者が既にいます。｣を表示する

処理名 3.0 審査(3/3) 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 10/14

戻る戸籍が管内にある場合は,戻る戸籍の在籍
者に筆頭者がいるかチェックする

筆頭者がいれば,復籍戸籍の筆頭者区分は0(構
成員)でなければならない

(25.3)エラーメッセージ
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在外送付区分 ＝ 0のとき1
在外送付区分 ≠ 0のとき2

ZERO(不要)

1(創設)

0(日本人のみ)

3/4,4/4参照

審査の結果により,1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする.

(審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする.)

動態区分

郵送日

復氏届(その1)入力
画面

処理日

受領番号

本非区分

中間ファイル(届書)
共通

事件別内容

不受理申出処分区分

選択事件コード

出張所番号

送付日

在外送付区分

本非区分

処分区分

届区分

渉外区分

発送元

許可日

18(復氏届)

不受理申出がされている場合に設定

受領番号

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　 1/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(復氏届)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

版 頁数

11/141

受領番号が取得済みの場合に設定

在外送付区分

受領日 受領日

出張所番号

指示日

送付日

処理日

発送元

郵送日

受理送付区分

同時決裁受領番号
　　　　　　1～5

ロック戸籍番号
　　　　　　1～5
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中間ファイル(届書)
共通

決裁区分 復氏届(その1)入力
画面

何も設定されていない場合に
0:未決裁を設定

届書排他区分

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　 2/4

第7
2

(5)
データ編集表

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(復氏届)

作業名

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

受取側 引渡側

記号名

出力形態

Z9.,

備考

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

12/14
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復氏届(その2)入力
画面

復氏届(その1)入力
画面

筆頭者区分

配偶者区分

父母との続柄コード

復籍区分

届後戸籍の筆頭者

復する氏区分

死亡配偶者カナ氏名

死亡配偶者漢字氏名

復籍戸籍での筆頭者
区分

異動後戸籍での配偶
者区分

本籍

中間ファイル(届書)
事件別内容

復籍戸籍での筆頭者
区分

異動後戸籍での配偶
者区分

届後本箱

世帯主

父氏名

母氏名

父母との続柄コード

復籍区分

届後本籍コード

届後本籍

死亡配偶者カナ氏名

死亡配偶者漢字氏名

氏区分

父氏名

母氏名

本籍

筆頭者

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名

住所

本籍コード

第7
2

(5)
データ編集表

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/14

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　 3/4

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(復氏届)

住所コード

住所

筆頭者区分

生年月日

配偶者区分

漢字氏名

カナ氏名

生年月日

本籍人のとき個人番号を設定

名称名称

復氏者個人番号

届後戸籍の筆頭者

漢字氏名

カナ氏名

世帯主

記号名

筆頭者
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復氏届(その3)入力
画面

現在配偶者住所

現在配偶者父母との
続柄コード

現在配偶者父母との
続柄コード

中間ファイル(届書)
事件別内容

現在配偶者住所コード

現在配偶者生年月日

現在配偶者住所

現在配偶者母氏名 現在配偶者母氏名

現在配偶者父氏名

現在配偶者生年月日

現在配偶者父氏名

現在配偶者外人区分

現在配偶者筆頭者区分 現在配偶者筆頭者区分

現在配偶者配偶者区分 現在配偶者配偶者区分

死亡配偶者死亡日 死亡配偶者死亡日

現在配偶者カナ氏名 現在配偶者カナ氏名

現在配偶者漢字氏名 現在配偶者漢字氏名

現在配偶者外人区分

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　 4/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(復氏届)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/14
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5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍) 出力

名称 入出力区分

1.詳細フロー

入力
(サンプル)

中間ファイル
(30条の12第1項)

出力
(サンプル)

3.処理概要

　(1)中間ファイル(届書)を画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。……………………(サンプル提示)
　(7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(確認画面)
　　　　　 　　 2.0　戸籍編製マトリックス表
　　　 　　　　 3.0　データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　 4.1　復氏者(入籍)
　　　　　　　　　　 4.2　復氏者(除籍)
　　　　　　　　5.0データ　編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　 　5.1　復氏者の配偶者(入籍)
　　　　　　　　　　 5.2　復氏者の配偶者(除籍)
　　　　　　　　6.0　データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　 6.1　復氏者
　　　　　　　　　　 6.2　復氏者の配偶者
　　　　　　　　7.0　データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)……(サンプル提示)
　　　　　　　　　　 7.1　復氏者
　　　　　　　　　　 7.2　復氏者の配偶者

2.使用DB･ファイル一覧

名称

中間ファイル(9条2項) 出力

中間ファイル(届書) 入力

附票データベース

入出力区分

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 1/25

改訂日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

入力確認

(復氏届)

中間ファイル

(仮受付)

入力確認

(復氏届)

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(30条12

第1項)

中間ファイル

(届書)

中間ファイル

(仮戸籍)

附票

データベース

(サンプル)

(サンプル)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

NO /

/

/

NO

NO

NO

/

/

/

YES

NO

NO

PF1

PF2

PF5

/

YES

NO

PF7

YES

YES

YES

YES

YES

(18)届出選択に制御を渡す

(19)審査(復氏届)に制御を渡す

(22)同画面を編集する

(17)業務選択に制御を渡す

　→

(10-5)復氏者の配偶者は在外選挙人である　(YES,NO)

(10-2)事件本人について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･
出力する

(10-6)復氏者の配偶者について中間ファイル(30条の12第1
項)を編集･出力する

※サンプル提示

/

/

/

/

/

(10)事件本人の配偶者の除籍事項の編集

(16)処分決定に制御を渡す

身分事項(配偶者の入籍)

身分事項(配偶者の除籍)

　→

(20)前ページがある　(YES,NO)

(21)前ページ分の確認画面(復氏届)を編集する

(23)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

[2.0]

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

[7.1]
(10-3)　→　(10-4)へ

(10-4)現在配偶者外人区分 ＝ 0　(日本人)　である　(YES,NO)

[7.2]
(11)→(12)へ

(12)在外送付区分 ＝ 0:受理分　又は　2:在外公館の直接送付である　(YES,NO)

[6.1]

[6.2]

(13)復氏者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(15)復氏者の配偶者ついて中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

　→

　→

　→

(10-1)事件本人は在外選挙人である(YES,NO)

[3.0]

身分事項(入籍)

身分事項(除籍)

実行
キー

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件
本人の戸籍変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(14)現在配偶者外人区分 ＝ 0　(日本人)である　(YES,NO)

[4.1]

[4.2]

[5.1]

[5.2]

(7)事件本人の入籍事項の編集

(8)事件本人の除籍事項の編集

(9)事件本人の配偶者の入籍事項の編集

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(10-1)～
(10-6)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

備考

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認面面に出力し、
　メッセージ｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下して下さい。｣を表示する

(6)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 2/25

改訂日付

処理名 0.0　本紙　1/2

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF7、PF8、PF11、その他)
[1.0]
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/

YES

NO

処理名 0.0　本紙　2/2 備考

PF8

PF11

その他

(24)次ページがある(YES,NO)

(25)次ページ分の確認画面(復氏届)を編集する

(27)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

→

(29)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

(26)同画面を編集する

(28)エラー履歴表示に制御を渡す

(30)同画面を編集する

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/25
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本籍

父氏名

有

父氏名

筆頭者

筆頭者区分

配偶者区分

本籍

本籍コード

住所

世帯主

発送元

処理日

筆頭者名称

郵送日

漢字氏名

配偶者区分

配偶者名称

中間ファイル(届書)
共通

中間ファイル(届書)
事件別内容

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

カナ氏名

生年月日

筆頭者区分

復氏届(その1)確認
画面

出張所番号

受領番号

筆頭者

処理日

本非区分

世帯主

有

有

画面ID

システム日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(復氏届)表示 1/5

受取側 引渡側

画面ID

システム日付

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)復氏届(その1)確認画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

カナ氏名

漢字氏名

住所コード

本非区分

在外送付区分

生年月日

有

住所

有

有

郵送日 有

有

有
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父母との続柄名称

記号名 名称 記号名

死亡配偶者カナ氏名

父母との続柄コード

中間ファイル(届書)
事件別内容

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

母氏名

父母との続柄コード

復氏届(その1)確認
画面

有

処理名 1.0 確認画面(復氏届)表示 2/5

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

令和　年　月　日 1 5/25

頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

(受取側)復氏届(その1)確認画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

 7-2-(5)-17-20



死亡配偶者カナ氏名 死亡配偶者カナ氏名

死亡配偶者漢字氏名 死亡配偶者漢字氏名

死亡配偶者死亡日 死亡配偶者死亡日

←　(引渡側)中間ファイル(届書)(受取側)復氏届(その2)確認画面

中間ファイル(届書)
共通

中間ファイル(届書)
事件別内容

有

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

復籍区分

有

届後本籍

復籍声籍での筆頭者
区分

異動後戸籍での配偶
者区分

復籍戸籍での筆頭者
区分

異動後戸籍での配偶
者区分

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

氏区分

復氏届(その2)確認
画面

本非区分

郵送日

復籍区分

届後戸籍の筆頭者

復する氏区分

画面ID

システム日付

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

有

有

有

有

処理名 1.0 確認画面(復氏届)表示 3/5

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

画面ID

システム日付

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/25
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(受取側)復氏届(その3)確認画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

有

現在配偶者父母との
続柄コード

有

現在配偶者母氏名 現在配偶者母氏名 有

現在配偶者続柄名称

現在配偶者父母との
続柄コード

現在配偶者配偶者区分 現在配偶者配偶者区
分現在配偶者配偶者名称 有

現在配偶者生年月日

現在配偶者父氏名

現在配偶者生年月日

現在配偶者父氏名

現在配偶者筆頭者区
分現在配偶者筆頭者名称 有

現在配偶者カナ氏名 中間ファイル(届書)
事件別内容

現在配偶者カナ氏名

現在配偶者漢字氏名 現在配偶者漢字氏名

現在配偶者外人区分 現在配偶者外人区分

現在配偶者筆頭者区分

本非区分 本非区分

郵送日 郵送日 有

在外送付区分 在外送付区分

処理日 処理日 有

送付日 送付日 有

発送元 発送元

受領番号 受領番号

受領日 受領日 有

復氏届(その3)確認
画面

画面ID 画面ID

システム日付 システム日付

出張所番号 中間ファイル(届書)
共通

出張所番号

処理名 1.0 確認画面(復氏届)表示 4/5

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/25
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(受取側)復氏届(その3)確認画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

有現在配偶者注所復氏届(その3)確認
画面

中間ファイル(届書)
共通

現在配偶者住所ｺｰﾄﾞ

現在配偶者住所

処理名 1.0 確認画面(復氏届)表示 5/5

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

出力形態

Z9.,

備考

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/25
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本 非 本 非 有 無 有 無

1 ○ - - ○ ×

1-1 ○ - - ○ ×

1-2 ○ - - - -

1-3 ○ - - - -

2 ○ - - × ○

2-1 ○ - - × ○

3 ○ - - ○ ×

3-1 ○ - - ○ ×

3-2 ○ - - - -

3-3 ○ - - - -

4 ○ - - × ○

4-1 ○ - - × ○

5 ○ - - ○ ×

5-1 ○ - - ○ ×

5-2 ○ - - - -

5-3 ○ - - - -

6 ○ - - × ○

6-1 ○ - - × ○

7 ○ - - ○ ×

7-1 ○ - - ○ ×

7-2 ○ - - - -

7-3 ○ - - - -

8 ○ - - × ○

8-1 ○ - - × ○○

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

×

×

× × ○ × ○

× × ○ × ○

○ × ○ × ○

○ × ○ × ○

× × ○ × ○

× × ○ × ○

× × ○ × ○

× × ○ × ○

○ × ○ × ○

○ × ○ × ○

× × ○ × ○

× × ○ × ○

× ○ × × ○

× ○ × × ○

× ○ × × ○

× ○ × × ○

○ ○ × × ○

○ ○ × × ○

項番

復氏者の本籍 筆頭者区分 配偶者区分 復籍区分 *1

配
偶
者

日
本
人

の
在
籍
者

配
偶
者
以
外

 新戸籍を
編製する

 もとの戸
籍に戻る

夫OR妻

筆
頭
者

構
成
員

非
本
籍

本
籍

生
存
配
偶
者

未OR

本人(4.2) 本人(4.1)

本人(4.2)

本人(4.2) 本人(4.1)

本人(4.2)

本人(4.1)

本人(4.2) 本人(4.1)

本人(4.2)

本人(4.2) 本人(4.1)

本人(4.2)

本人(4.1)

本人(4.2) 本人(4.1)

本人(4.2)

本人(4.2) 本人(4.1)

本人(4.2)

本人(4.1)

本人(4.2) 本人(4.1)

本人(4.2)

本人(4.1)

本人(4.1)

*3 　
新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

○ ○ × × ○

○ ○ × × ○

○

× ○

復氏者の現在の戸籍

A.2
B.2
C.2

C.1
D.1

 
一
部
記
録

*2　
全
部
除
籍

*2
C.2

　
一
部
除
籍

復籍する戸籍

本人(4.2)

本人(4.2)× × ○

× ○ × × ○

× ○

○

○ × × ○

○

○

作成日付 改訂日付

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表 (1/2)

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 9/25

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者

条件

○ × ○ × ×
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本 非 本 非 有 無 有 無

11 × × ○ × × ○ ○ ×

12 × × × ○ × ○ ○ ×

13 × × ○ × × ○ - -

14 × × × ○ × ○ - -

15 × × ○ × × ○ × ○

16 × × × ○ × ○ × ○

　*1　日本人配偶者がある場合,配偶者は事件本人とともに随従除籍,随従入籍となる。
　*2　配偶者についてはA.2,B.2は行わずC.2,5.2のみを行う。
　*3　配偶者についてはA.1,B.1は行わずC.1,D.1,5.1のみを行う。

本人(4.2)

本人(4.1)

○ × × ○ ○ × 本人(4.2)

本人(4.1)
配偶者(5.1)

本人(4.1)
配偶者(5.1)

本人(4.1)
配偶者(5.1)

 9

9-1

9-2

9-3

10

10-1

× × ○

× ×

× ○

× ×

× ○

× ×

×

×

×

×

×

本人(4.2)○ × × ○ ○ ×

本人(4.1)

× ○ × ○ ○ ×

× ○ × ○ ○ ×

○ ○ ○ ×

本人(4.1)

○ × × ○ ○ × 本人(4.2)

○ × × ○ ○ ×

× ○
本人(4.2)
配偶者(5.2)

× × ○ ○ ×

× × ○ ○ ×

○ × ○ × × ○
本人(4.2)
配偶者(5.2)

○ × ○ ○ ×× ○ ○ × - -

- -

× × ○ ○ ×○ ○ ○ × ○ ×

○ × ○ ○ ×× × ○ ×

本人(4.2)
配偶者(5.2)

○ × × ○ ○ × × ○ × ○ ×
本人(4..2)
配偶者(5.2)

配
偶
者

日
本
人

本
籍

非
本
籍

構
成
員

筆
頭
者 夫OR妻 未OR

生
存
配
偶
者

 もとの戸
籍に戻る

 新戸籍を
編製する

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表 (2/2)

項番

条件 復氏者の現在の戸籍 復籍する戸籍
*3 　

新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

復氏者の本籍 筆頭者区分 配偶者区分 復籍区分 *1 の
在
籍
者

配
偶
者
以
外

　
一
部
除
籍

C.2
*2 　

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

 
一
部
記
録

C.1
D.1

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

　入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/25

 7-2-(5)-17-25



届後本籍区分 復籍区分 ＝ 1のとき1を設定
復籍区分 ＝ 2のとき2を設定

届出人氏名2

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届出人氏名1

届出人資格名称1

届出人資格区分1

関連受領番号(1～5)

許可日

指示日

収日

発日

郵送日 郵送日

発送日

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

事件発生時分

事件発生日

1801(復氏)

受付日 送付日があれば送付日
送付日がなければ受領日

出張所番号 出張所番号

記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)
共通

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

 7-2-(5)-17-26



決裁区分

処分区分

届書送付目録区分 ｢ファイル仕様書｣参照

証書提出区分

送達確認1 届後戸籍が非本籍なら　1　を設定
(在外送付区分 ＝ 0のとき)

届後本籍 届後本籍

記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)
共通

届後本籍コード 中間ファイル(届書) 届後本籍コード

届後戸籍の筆頭者 届後戸籍の筆頭者

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)　中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 12/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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本籍が非本籍なら1を設定
(在外送付区分 ＝ 0のとき)

送達確認2

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

中間ファイル(仮受
付)
事件本人

生年月日 生年月日

漢字氏名 漢字氏名

行番号

34(生存配偶者)

1を設定

カナ氏名 カナ氏名

届出人区分

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

事件本人区分

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/25

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(復氏届)

(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

 7-2-(5)-17-28



入籍

除籍

除
戸
籍

入
籍
戸
籍

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

筆頭者

本籍

復する氏

新本籍

除籍日

本籍

筆頭者
筆頭者

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍
本籍コード

入籍日 処理日

許
可

許可を受けた
者

有

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可日

送付を受けた
日

送付日

受理者

復
氏

婚姻前の氏に
復した日

中間ファイル(届書) 受領日

事件発生日 中間ファイル(届書) 受領日

発送元
送
付

1801(復氏)

1801(復氏者の記録)

管掌者コード

記録コード

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

記号名

処理名 4.1　復氏者(入籍)編集･出力(1/2)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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記録

特記

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

記録日 中間ファイル(届書)

特記事項

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/25

処理名 4.1　復氏者(入籍)編集･出力(2/2)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(復氏届)

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

 7-2-(5)-17-30



入籍

除籍

復籍区分 ＝ 2(新戸籍編製)のとき

届後本籍

復する氏

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

･婚姻前の氏(氏区分 ＝ 1)のとき,設定不要

･転婚前の氏(氏区分 ＝ 2)で新戸籍編製(復籍区分 ＝ 2)のとき,
 届後戸籍の筆頭者の『氏』を設定

･新しい氏(氏区分 ＝ 3)のとき
　(1)漢字氏名の『氏』 ≠ 届後戸籍の筆頭者の『氏』なら,届後戸籍の筆頭者の『氏』を設定
　(2)漢字氏名の『氏』 ＝ 届後戸籍の筆頭者の『氏』なら,設定不要

除
戸
籍

新本籍
届後本籍コード 有

除籍日 処理日

受理者 発送元

入
戸
籍

 
戸
籍

従
前

本籍

入籍日

筆頭者

許
可

許可日

許可書謄本の
送付を受けた
日
許可を受けた者

復
氏

婚姻前の氏に
復した日

中間ファイル(届書) 受領日

事件発生日 中間ファイル(届書) 受領日

送
付

送付を受けた日 送付日

1801(復氏)

1801(復氏者の記録)

管掌者コード

記録コード

本籍人の場合個人番号を設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2　復氏者(除籍)編集･出力(1/2) (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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筆頭者

記録

特記 特記事項

受取側 引渡側

復籍区分 ＝ 1(もとの戸籍に戻る)の
とき

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

入
籍
戸
籍

本籍
中間ファイル(届書)

記録日

届後本籍コード

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2　復氏者(除籍)編集･出力(2/2)

版 頁数

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/25

 7-2-(5)-17-32



新本籍

特記事項特記

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

除戸籍

本籍

筆頭者 筆頭者

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍
本籍コード

有

許
可

許可を受けた者

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可日

"夫(妻)の復氏届出"

除籍事由

入
籍

入籍日 中間ファイル(届書) 処理日　または
送付日　または
受領日

事件発生日 中間ファイル(届書)

除
籍

除籍日

処理日がない場合は送付日を設定
送付日がない場合は受領日を設定

入籍事由

1802(配偶者の復氏)

1802(復氏者の配偶者の記録)

管掌者コード

記録コード

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

記号名

処理名 5.1復氏者の配偶者(入籍)編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 18/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

除
籍

許
可

入
戸
籍

従
前
戸
籍

入
籍

届後本籍

特記 特記事項

除
戸
籍

新本籍
届後本籍コード

有

筆頭者

本籍

許可を受けた者

許可書謄本の
送付を受けた
日

処理日がない場合は送付日を設定
送付日がない場合は受領日を設定

除籍事由 "夫(妻)の復氏届出"

除籍日 中間ファイル(届書) 処理日　または
送付日　または
受領日

許可日

入籍事由

入籍日

事件発生日 中間ファイル(届書)

1802(配偶者の復氏)

1802(復氏者の配偶者の記録)

管掌者コード

記録コード

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

記号名

処理名 5.2復氏者の配偶者(除籍)編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 19/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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世帯主 世帯主

住民日

住定日

方書

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 届後本籍

新本籍コード 届後本籍コード

旧父母との続柄 父母との続柄コード

新父母との続柄 父母との続柄コード

旧生年月日 生年月日

新生年月日 生年月日

旧氏名 漢字氏名

新氏名 届後戸籍の筆頭者の
氏 　+ 漢字氏名の
名

個人番号

18(復氏届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

中間ファイル(9条2
項)
復氏者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1復氏者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/復氏者　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 20/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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中間ファイル(9条
2項)
復氏者

世帯主との続柄 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/25

処理名 6.1　復氏者　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/復氏者　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(復氏届)
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住定日

中間ファイル(9条2
項)
復氏者の配偶者

方書

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 届後本籍

新本籍コード 届後本籍コード

旧父母との続柄 現在配偶者父母との
続柄コード

新父母との続柄 現在配偶者父母との
続柄コード

旧生年月日 現在配偶者生年月日

新生年月日 現在配偶者生年月日

旧氏名 現在配偶者漢字氏名

新氏名 届後戸籍の筆頭者の
氏 + 現在配偶者漢
字氏名の名

個人番号

市区町村コードを宛名に変換した項目

18(復氏届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名

記号名

処理名 6.2復氏者の配偶者　編集･出力　1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(9条2項)/復氏者の配偶者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 22/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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(受取側)中間ファイル(9条2項)/復氏者の配偶者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(9条
2項)
復氏者の配偶者

住民日 中間ファイル(届書)

世帯主との続柄

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

世帯主 世帯主

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 23/25

処理名 6.2　復氏者の配偶者　編集･出力　2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(復氏届)
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方書

転入届出日

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 届後本籍

父母との続柄を性別に変換して性別
コードを設定

新本籍コード 届後本籍コード

旧性別

新性別

旧生年月日 生年月日

新生年月日

旧氏名 漢字氏名

送付日がない場合は受領日を設定

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード 中間ファイル(届書) 18(復氏届)

受理日

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 届後戸籍の筆頭者の
氏 + 漢字氏名の名

個人番号

宛名

出張所番号 出張所番号

記号名 名称 記号名

処理名 7.1 復氏者　編集･出力

受取側 引渡側

中間ファイル(30条
の12第1項)
復氏者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 附票データベース 在外選挙人名簿
登録市区町村コード

送付日又は受領日

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/復氏者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 24/25

第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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住所コード

方書

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧筆頭者 筆頭者

住所コード

転入届出日

新本籍コード 届後本籍コード

新本籍 届後本籍

旧本籍コード 本籍コード

旧本籍 本籍

住所 住所

旧生年月日 現在配偶者生年月日

新性別

旧性別 現在配偶者父母との続柄を性別に変
換して性別コードを設定

新氏名 届後戸籍の筆頭者の氏
　　　　+
現在配偶者漢字氏名の
名

旧氏名 現在配偶者漢字氏名

新生年月日

個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

市区町村コード 附票データベース 在外選挙人名簿
登録市区町村コード

宛名

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

18(復氏届)

出張所番号 出張所番号

版 頁

入力確認(復氏届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 25/25

市区町村を宛名に変換した項目

7.2 復氏者の配偶者　編集･出力 (受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/復氏者の配偶者　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル(届書)

第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

事件コード

処理名

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(30条
の12第1項)
復氏者の配偶者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号
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18.姻族関係終了届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　　　　1.姻族関係終了届の審査結果入力

　　　　2.姻族関係終了届の審査

　　　　　･　事件本人が生存配偶者でない場合,死亡配偶者と婚姻していたことは,操作員に確認してもらう.

　　　　　･　姻族関係終了届が受理できるか,最後に確認メッセージを表示し,操作員に必ず確認してもらう.

　　　　3.その他

頁

1/10姻族関係終了届

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

版

1

改定日付作成日付
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エラー履歴ファイル

5.備考(特記事項含む)

出力

戸籍DB

審査(姻族関係終了届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

個人状態ファイル

中間ファイル(届書)

入出力区分

入力

入力

出力

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成 6年12月 1日 2/101令和　年　月　日

名称 名称

3.処理概要

　(1)姻族関係終了届の内容を画面入力する.
　(2)姻族関係終了届で入力された項目の単体チェックを行う.
　(3)姻族関係終了届で入力された項目の関連チェックを行う.
　(4)審査を行う。
　(5)姻族関係終了届から,中間ファイル(届書)を編集し,出力する.
　(6)入力確認(姻族関係終了届)に制御を渡す.

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック

　　　　　　　　2.0 関連チェック

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集(中間ファイル/届書)

戸籍データ

ベース

入力画面

(姻族関係終了届)

入力確認

(仮受付)

審査
(姻族関係終了届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)
個人状態

ファイル
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/

/

/

/

/

/

(8)入力確認画面に制御を渡す

/

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集を行う

(11)同画面を編集す
る

入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

[2.0]

(17)同画面を編集す
る

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し,メッセージに対
して応答の後,以降の審査を続行する。

(13)エラーメッセージを表示する

[3.0]

[4.0]

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集･出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)NO

　―→

NO

　―→

PF11

PF12

その他

(18)当該審査エラーの確認後,以後の審査を続行する

(19)入力画面を初期化する

(20)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

PF10

NO

(16)画面の入力項目の入力禁止を解除する

審査エラー

確認

PF1

PF2

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

YES

YES

作業名 作成者

審査(姻族関係終了届) システム化調査研究会

[1.0]

(1)届書内容を画面入力する

実行キー

YES

備考0.0　本紙

3/10

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁数

令和　年　月　日 1
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ 数字

13 ○ 英数

14 ○ 漢字

15 漢字

16 ○ カナ

17 ○ 漢字

18 ○ 数字

19 ○ 英数

20 数字

21 漢字

22 漢字

項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。

項目名

｢日付チェックサブルーチン｣年月まで必須入力

(0:同一戸籍,1:他戸籍)であること

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

本籍

筆頭者

死亡配偶者カナ氏名

死亡配偶者漢字氏名

郵送日

カナ氏名

漢字氏名

外人区分

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

(0:日本人,1:外国人)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

1令和　年　月　日システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

画面ID

第7
2

(5)

1.0単体チェック

データチェック(単体表)

入力画面(姻族関係終了届)

処理名

作業名

審査(姻族関係終了届)

画面名

頁数

4/10

版改定日付作成日付

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容

作成者

備考

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

生年月日

死亡配偶者筆頭者

死亡配偶者外人区分

死亡年月日

同籍区分

死亡配偶者本籍
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

16-1

17

18

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき、(No.5)発送元 ＝ スペース であること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき、(No.5)発送元 ≠ スペース であること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき、(No.4)発送日 ≧ (No.3)受領日 であること

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースのとき、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分 であること

(No.20)同籍区分 ＝ 1(他戸籍) のとき、
　(No.21)死亡配偶者本籍 ＝ 本籍 かつ (No.22)死亡配偶者筆頭者 ≠ スペース であること

(No.12)外人区分 ＝ 1(外国人)のとき、(No.15)筆頭者 ＝ スペース であること

(No.8)本非区分 ＝ 1(本籍)のとき、(No.14)本籍 ＝ 管内であること

(No.12)外人区分 ＝ 0(日本人)のとき、(No.15)筆頭者 ≠ スペース であること

(No.8)本非区分 ＝ 2(非本籍)かつ(No.12)外人区分 ＝ 0(日本人)のとき、
　(No.14)本籍 ＝ 管外 であること

(No.12)外人区分 ＝ 1(外国人)のとき、
　(No.8)本非区分 ＝ 2(非本籍)かつ(No.14)本籍 ＝ 国籍 であること

(No.7)処理日 ≠ スペースのとき、(No.7)処理日 > (No.3)受領日 であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき、(No.4)送付日 ＝ スペース であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日 であること

(No.12)外人区分 ＝ 0(日本人)かつ(No.18)死亡配偶者外人区分 ＝ 0(日本人)のとき、(No.20)同籍区
分 ≠ スペース であること

(No.12)外人区分 ＝ 1(外国人)または(No.18)死亡配偶者外人区分 ＝ 1(外国人人)のとき、(No.20)同
籍区分 ＝ スペース であること

(No.20)同籍区分 ＝ 0(同一戸籍) のとき、
　(No.21)死亡配偶者本籍 ＝ スペース かつ (No.22)死亡配偶者筆頭者 ＝ スペース
または
　(No.14)本籍 ＝ (No.21)死亡配偶者本籍かつ(No.15)筆頭者 ＝ (No.22)死亡配偶者であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外のと
き
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付 または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由 であること

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック 入力画面(姻族関係終了届)

版 頁

審査(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 5/10

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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No

19

20

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.18)死亡配偶者外人区分 ＝ 1(外国人) のとき、
　(No.21)死亡配偶者本籍 ＝ 国籍 かつ (No.22)死亡配偶者筆頭者 ＝ スペース であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.11)漢字氏名 ≠ スペースかつ (No.15) 筆頭者 ≠ スペースの場合、
(No.11)漢字氏名の氏 ＝ (No.15)筆頭者の氏 であること。

日本人の場
合、実施す
る。

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック 入力画面(姻族関係終了届)

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 6/10
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YES /

NO

/

YES

YES

NO

NO /

/

YES

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES /

YES /

YES /

NO

NO /

NO

NO /

/

/

/

/

/

/

(19)

(20)

(21)確認メッセージ(YES,NO)

(7-1)死亡配偶者はシステム化後の戸籍にいる(YES,NO)

(8)個人除区分≠0:在籍者以外である(YES,NO)

(9)→(21)へ

(10)エラーメッセージ

　｢姻族関係を終了する配偶者は死亡(失踪)していません｣を表示する

(12)→(21)へ

(13-1)→(21)へ

(13)→(21)へ

(14)

(15)

(16)

(18)

　｢死亡(失踪)した者と婚姻していたことを確認しましたか?｣を表示する

　｢姻族関係終了を認めたその国の証明書が添付されていますか｣を表示する

(7)死亡配偶者本籍＝管内である(YES,NO)

R2.1(姻族21)

(4-2)本紙へ 不受理

(0-3)→(0-6)へ

(0-4)→

(0-7)確認メッセージ(YES,NO)

(0-9)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示する

(0-10)→

(0-12)→(1)へ

(2)確認メッセージ(YES,NO)

(4)→(6)へ

(4-1)→

(5)→(6)へ

システム化前に死亡している者(構成員)はセッ
トアップ対象外であるため,審査できない

　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示する

(3)本紙へ

R2.1(姻族21)

不受理

画面項目修正(審査完了しない）

(6)死亡配偶者外人区分=0:日本人である(YES,NO)

(1)外人区分＝1:外国人である(YES,NO)

(0-6)(外人区分=0:日本人 かつ 漢字氏名の名が未入力)(YES,NO)

備考

(11)本紙へ

改訂日付 版 頁

審査(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 7/10

(0-8)本紙へ

(0-11)本紙へ

(14)～(20)は削除

(22)本紙へ

(17)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

処理名 3.0　審査

作成日付

(0-2)本紙へ

(0-5)本紙へ

(0-1)受領日=送付日の場合、

確認メッセージ(YES,NO)｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか。｣
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YES

NO

(22-1)→

(22-2)→ 不受理
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審査の結果により,1 ＝ 受理または2
＝ 不受理をセットする.
(審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする.)

在外送付区分 ＝ 0のとき1

在外送付区分 ≠ 0のとき2

外国人区分 ＝ 0なら0(日本人のみ)

外国人区分 ＝ 1なら2(外国人のみ)

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号1～5

ロック戸籍番号1～5

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

受理送付区分

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 入力画面(姻族関係終了届)

3/3参照

不受理申出処分区分

処分区分

姻族関係終了
届
入力画面

受領番号が取得済みの場合に設定

不受理申出がされている場合に設定

19(姻族関係終了届)

ZERO(不要)

1(創設)

受領番号

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

受領番号

許可日

項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

事件別内容

中間ファイル
(届書)
共通

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

頁数版

8/101

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日
データ編集表

作業名

審査(姻族関係終了届) システム化調査研究会

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 1/3

DB･ファイル名
画面名称
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何も設定されていない場合に0:未決
裁を設定

姻族関係終了
届
入力画面

中間ファイル
(届書)
共通

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

作業名

システム化調査研究会

作成者

1

←　(引渡側) 入力画面(姻族関係終了届)

9/10

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

改定日付 版

令和　年　月　日

作成日付

平成 6年12月 1日

第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

頁数

審査(姻族関係終了届)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届書排他区分

決裁区分
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筆頭者

死亡配偶者カナ氏名

死亡配偶者漢字氏名

死亡配偶者外人区分

死亡年月日

同籍区分

死亡配偶者本籍

死亡配偶者筆頭者

個人番号

カナ氏名

漢字氏名

外人区分

生年月日

本籍

死亡配偶者筆頭者

本籍人の場合個人番号を設定

本籍

筆頭者

死亡配偶者カナ氏名

死亡配偶者漢字氏名

死亡配偶者外人区分

死亡年月日

同籍区分

死亡配偶者本籍コード

死亡配偶者本籍

個人番号

カナ氏名

漢字氏名

外人区分

生年月日

本籍コード

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面(姻族関係終了届)処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3

改定日付 版 頁数

審査(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/10

作成日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

中間ファイル
(届書)
事件別内容

姻族関係終了
届
入力画面
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5.備考(特記事項含む)中間ファイル(仮戸籍)

1.詳細フロー

中間ファイル(仮受付) 出力

3.処理概要

　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する.
　(2)中間ファイル(仮受付)を編集し,出力する.
　(3)中間ファイル(仮戸籍)を編集し,出力する.
　(4)処分決定処理に制御を渡す.

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データ編集(確認画面)

　　　　　　　　2.0 データ編集(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　3.0 データ編集(中間ファイル/仮戸籍)

　　　　　　　　　　3.1 身分事項(一部記録)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

出力

版 頁

入力確認(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/7

改定日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

入力確認

(姻族関係終了届)

入力確認

(仮受付)

入力確認
(姻族関係終了届)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

(8)業務選択に制御を渡す

(9)届出選択に制御を渡す

(10)審査(姻族関係終了届)に制御を渡す

(11)エラー履歴表示に制御を渡す

(13)同画面を編集する

(5)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(6)身分事項を編集する(一部記録)

　―→

　―→

　―→

　―→

　―→

(12)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

非本籍人及び外国人は記録不要

(7)処分決定に制御
を渡す

(4)事件本人が本籍人である(YES,NO)

[2.0]

[3.1]

PF2

PF11

PF5

その他

NO

PF1

YES

実行キー (3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し,
メッセージ｢入力項目を確認し,よければ実行キーを押下して下さい。｣を表示する

[1.0]

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF11,その他)

作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁数

入力確認(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/7

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者
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死亡配偶者筆頭者 死亡配偶者筆頭者

死亡配偶者本籍
死亡配偶者本籍

死亡配偶者本籍コード 有

同籍区分 同籍区分

死亡年月日 死亡年月日 有

死亡配偶者外人区分 死亡配偶者外人区分

死亡配偶者漢字氏名 死亡配偶者漢字氏名

死亡配偶者カナ氏名 死亡配偶者カナ氏名

筆頭者 筆頭者

本籍
本籍

本籍コード 有

生年月日 有

外人区分 外人区分

漢字氏名

カナ氏名 中間ファイル
(届書)
事件別内容

カナ氏名

漢字氏名

郵送日 郵送日 有

生年月日

本非区分 本非区分

処理日 処理日 有

発送元 発送元

有

システム日付

出張所番号 中間ファイル
(届書)
共通

出張所番号

受領番号

送付日 有

在外送付区分

画面ID

システム日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(姻族関係終了届)表示 (受取側) 確認画面(姻族関係終了届)

姻族関係終了
届
確認画面

画面ID

受領番号

送付日

受領日 受領日

在外送付区分

←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/7

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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届後本籍コード

届後本籍区分

届出人氏名2

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届出人氏名1

届出人資格名称1

届出人資格区分1

関連受領番号(1～5)

許可日

指示日

収日

発日

郵送日 郵送日

発送日

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

事件発生時分

送付日がなければ受領日

事件発生日

1901(姻族関係終了)

受付日 送付日があれば送付日

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード

←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/7

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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決裁区分

処分区分

本非区分 ＝ 1(本籍分届)のとき1(送
付要)を設定
本非区分 ＝ 2(非本籍分届)のとき
0(送付不要)を設定

証書提出区分

届後戸籍の筆頭者

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後本籍 中間ファイル
(届書)

送達確認1

届書送付目録区分

←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/7

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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外国人の場合は0を設定

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

現本籍が非本籍なら1を設定

(在外送付区分 ＝ 0のとき)

送達確認2

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

1を設定

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

行番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分 34(生存配偶者)

届出人区分

←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月10日 3 6/7

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版
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死亡配偶者外人区分 ＝ 0(日本人)の
場合に設定
(同籍区分 ＝ 0の場合は設定不要)

死亡配偶者外人区分 ＝ 1(外国人)の
場合に設定

本籍人の場合個人番号を設定

1901(姻族関係終了)

1901(姻族関係の終了した生存配偶者
の記録)

死亡配偶者本籍コード

送付日

発送元

の
戸
籍

死
亡
配
偶
者

送付を受けた日

受理者

許可日

許可書謄本の送付を
受けた日

記録

許可を受けた者

許
可

送
付

同上

処理日

特記

記録日

特記事項

中間ファイル
(届書)

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

中間ファイル
(届書)

有姻
族
関
係
終
了

本籍

筆頭者

死亡配偶者の国籍

死亡配偶者本籍

死亡配偶者筆頭者

死亡配偶者本籍

事件発生日 受領日

受領日

死亡配偶者漢字氏名

死亡配偶者の親族と
の姻族関係終了日

死亡配偶者氏名

管掌者コード

タイトルコード

記録コード

個人番号

行番号

出力区分

処理名 3.1身分事項(一部記録)編集･出力

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(姻族関係終了届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月10日 3 7/7

 7-2-(5)-18-18



19.推定相続人廃除届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.推定相続人廃除届の審査結果入力
　　･届出がない場合(管轄局の許可を得て記録する場合等)は,審査結果入力で処理を行う。

　2.推定相続人廃除届の審査
　　･審判確定(調停成立)の日から10日以内の届出であることの審査を行う。

　3.その他

頁

1/12審査(推定相続人廃除届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成 6年12月 1日 平成24年　3月 1日

版

15

改訂日付作成日付
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名称

3.処理概要

　(1)推定相続人廃除届の内容を画面入力する.
　(2)推定相続人廃除届で入力された項目の単体チェックを行う.
　(3)推定相続人廃除届で入力された項目の関連チェックを行う.
　(4)審査を行う.
　(5)推定相続人廃除届から中間ファイル(届書)を編集し,出力する.
　(6)入力確認(推定相続人廃除届)に制御を渡す.

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック

　　　　　　　　2.0 関連チェック

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集(中間ファイル/届書)

入出力区分

入力

出力

出力

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成 6年12月 1日 2/121令和　年　月　日

名称

戸籍DB

審査(推定相続人廃除届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル 5.備考(特記事項含む)

戸籍データ

ベース

入力画面

(推定相続人廃除届)

入力確認

(推定相続人廃除届)

審査
(推定相続人廃除届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

(8)入力確認画面に制御を渡す

/

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

備考0.0　本紙

3/12

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁数

令和　年　月　日 1

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

YES

YES

作業名 作成者

審査(推定相続人廃除届) システム化調査研究会

[1.0]

(1)届書内容を画面入力する

実行キー

PF11

PF12

その他

YES

PF1

PF2

(18)当該審査エラーの確認後,以降の審査を続行する

(19)入力画面を初期化する

(20)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

審査エラー

確認

　―→

[2.0]

(17)同画面を編集するPF10

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し,メッセージに対
して応答の後,以降の審査を続行する。

(13)エラーメッセージを表示する

[3.0]

[4.0]

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集･出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)NO

　―→

NO

NO

(16)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(24)同画面を編集する

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集を行う

(11)同画面を編集す
る

入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ 数字

11 ○ 英数

12 ○ カナ

13 ○ 漢字

14 ○ 漢字

15 漢字

16 ○ 数字

17 ○ 英数

18 ○ 数字

19 漢字

20 ○ カナ

21 ○ 漢字

22 ○ 漢字

23 漢字

24 ○ 数字

25 ○ 英数

備考

16平成25年 3月 1日システム化調査研究会 平成6年12月 1日

画面ID

本非区分

郵送日

被廃除者外人区分

被廃除者生年月日

被廃除者カナ氏名

被廃除者漢字氏名

被廃除者本籍

頁

4/12

版改訂日付作成日付第7
2

(5)

1.0 単体チェック(1/2)

データチェック(単体表)

推定相続人廃除届

処理名

作業名

審査(推定相続人廃除届)

画面名

作成者

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容項目名

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

16版修正
No24:裁判区分
1:調停を削除
→家事事件手続法第244条
により

項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。

(1:調停、2:審判)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

廃除者筆頭者

裁判区分

裁判確定日

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍、2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人、1:外国人)であること

(0:受理分、1:国からの送付、2:在外公館の直接送付、3:
在外公館の国内経由)であること

(001:父、002:母、010:養父、011:養母、099:その他)であ
ること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人、1:外国人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

被廃除者筆頭者

廃除者外人区分

廃除者生年月日

廃除者資格区分

廃除者資格名称

廃除者カナ氏名

廃除者漢字氏名

廃除者本籍
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No 必須 属性

26 ○ 数字

27 数字

28 ○ 漢字

1.0 単体チェック(2/2) 推定相続人廃除届

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

作成日付 改定日付 版 頁数

審査(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/12

届出人資格

届出人資格名称

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者

処理名 画面名 画面ID

届出人氏名

(090:廃除した人,091:遺言執行者

 098:廃除された人,099:その他)であること

項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

15-1

16

17

18

18-1

19

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック(1/2) 推定相続人廃除届

版 頁

審査(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成27年 3月 1日 18 6/12

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

関連エラーがあります。正しく入力して下
さい。

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき,(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき,(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき,(No.4)発送日 ≧ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき,(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースのとき,(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣のとき

　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の

　とき　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付 または

　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由 であること

(No.7)処理日 ≠ スペースのとき,(No.7)処理日〉(No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.9)郵送日 ≦ (No.4)受領日であること

(No.8)本籍区分 ＝ 1(本籍) のとき,(No.14)被廃除者本籍 ＝ 管内であること

(No.8)本籍区分 ＝ 2(非本籍) かつ (No.10)被廃除者外人区分 ＝ 0(日本人)のとき、

　(No.14)被廃除者本籍 ＝ 管外であること

(No.10)被廃除者外人区分 ＝ 1(外国人)のとき、

　(No.8)本籍区分 ＝ 2(非本籍)かつ(No.14)被廃除者本籍 ＝ 国籍であること

(No.10)被廃除者外人区分 ＝ 0(日本人)のとき、(No.15)被廃除者筆頭者 ≠ スペースであること

(No.10)被廃除者外人区分 ＝ 1(外国人)のとき、(No.15)被廃除者筆頭者 ＝ スペースであること

(No.10)被廃除者外人区分 ＝ 0(日本人)のとき,

　(No.13)被廃除者漢字氏名の氏 ＝ (No.15)被廃除者筆頭者の氏であること

(No.18)廃除者資格区分 ＝ 099のとき、(No.19)廃除者資格名称 ≠ スペース であること

(No.16)廃除者外人区分 ＝ 0(日本人)のとき、

　(No.22)廃除者本籍 ＝ 本籍かつ(No.23)廃除者筆頭者 ≠ スペース であること

(No.16)廃除者外人区分 ＝ 1(外国人)のとき、

　(No.22)廃除者本籍 ＝ 国籍かつ(No.23)廃除者筆頭者 ＝ スペース であること

(No.16)廃除者外人区分 ＝ 0(日本人)のとき,

　(No.21)廃除者漢字氏名の氏 ＝ (No.23)廃除者筆頭者の氏であること

(No.26)届出人資格 ＝ 090(廃除した人)のとき、

　(No.28)届出人氏名 ＝ (No.21)廃除者漢字氏名であること

 7-2-(5)-19-6 



No

19-1

20

21

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.26)届出人資格 ＝ 091(遺言執行者) または (No.26)届出人資格 ＝ 099(その他)のとき,

　(No,28)届出人氏名 ≠ スペース であること

関連エラーがあります。正しく入力して下
さい。

平成17年 3月 1日 9 7/12

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック(2/2) 推定相続人廃除届

(No.26)届出人資格 ＝ 098(廃除された人) のとき,

　(No.28)届出人氏名 ＝ (No.13)被廃除者漢字氏名 であること

(No.26)届出人資格 ＝ 099(その他) のとき,(No.27)届出人資格名称 ≠ スペース であること

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日
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/
/
/

/
/

/
/
/
/
/

/

/
/

/

/
/

/

/
/

/

/
/

不受理
NO (23)→(24)へ

(24)届出人資格?(090:廃除した人,091:遺言執行者,098:廃除された人,099:その他)

NO 　→
YES (22)→(24)へ

　｢廃除者氏名と被廃除者の戸籍に記録の氏名が異なりますがよろし
いですか?｣を表示する。(YES,NO)

NO (20)確認メッセージ (21)本紙へ
YES (19)→(24)へ

不受理
011:養母 (18)廃除者漢字氏名=被廃除者の戸籍の養母氏名(YES,NO)

NO 　→
YES (17)→(24)へ

　｢廃除者氏名と被廃除者の戸籍に記録の氏名が異なりますがよろし
いですか?｣を表示する。(YES,NO)

NO (15)確認メッセージ (16)本紙へ
YES (14)→(24)へ

不受理
010:養父 (13)廃除者漢字氏名=被廃除者の戸籍の養父氏名(YES,NO)

NO 　→
YES (12)→(24)へ

　｢廃除者氏名と被廃除者の戸籍に記録の氏名が異なりますがよろし
いですか?｣を表示する。(YES,NO)

NO (10)確認メッセージ (11)本紙へ
YES (9)→(24)へ

不受理
002:母 (8)廃除者漢字氏名=被廃除者の戸籍の母氏名(YES,NO)

NO 　→
YES (7)→(24)へ

　｢廃除者氏名と被廃除者の戸籍に記録の氏名が異なりますがよろし
いですか?｣と表示する。(YES,NO)

NO (5)確認メッセージ (6)本紙へ
YES (4)→(24)へ

YES (2)廃除者資格名称(001:父,002:母,010:養父,011:養母)
001:父 (3)廃除者漢字氏名=被廃除者の戸籍の父氏名(YES,NO)

NO (0-13)→(1)へ R2.1(推相廃14)
(1)被廃除者は本籍人である。(YES,NO)

(0-10)エラーメッセージ「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-12)本紙へ
NO (0-11)→

不受理 R2.1(推相廃14)
画面項目修正(審査完了しない) R2.1(推相廃14)

(0-7)被廃除者の外国人区分=0:日本人 かつ 被廃除者の名が未入力 (YES,NO) R2.1(推相廃14)
YES  (0-8)確認メッセージ (YES,NO)

　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか?」を表示
(0-9)本紙へ R2.1(推相廃14)

YES

(0-5)本紙へ 画面項目修正(審査完了しない)
NO (0-6)→(0-7)へ R2.1(推相廃14)

YES (0-2)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣(YES,NO)
YES (0-3)→(0-7)へ R2.1(推相廃14)
NO (0-4)→

処理名 3.0　審査　(1/2) 備考

(0-1)受領日=送付日である

版 頁

審査(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 8/12

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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/090 (25)→(38)へ
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

YES 　→

NO 　→ 不受理

NO (40)確認メッセージ

　　｢届出期間を経過していますがよろしいですか?｣を表示する(YES、NO)

(38)審判確定の日から10日以内の届出である(YES、NO) 法97(法63①の準用)

YES 　→ (39)本紙へ

YES (36) → (38)へ

NO 　→ (37)本紙へ 不受理

099 (35)確認メッセージ
民892,893
本例は民895①の適用である
(S36.7.3民事甲第1578号民事局長回答)

　｢通常、廃除者か、遺言執行者しか届出人になることはできません。よろしいですか?｣を
表示する(YES、NO)

NO 　→ (34)本紙へ 不受理

　｢本来、廃除される者が届出人になることはできません。よろしいですか?｣を表示する
(YES、NO)

YES (33) → (38)へ

NO (31) → (38)へ

098 (32)確認メッセージ
法97(法63①の準用),法63②の準用はない
裁判請求者:民892,893
本例(S35.1.7民事甲第17号民事局長回答)

NO (29.1) → (38)へ

｢廃除者は死亡(失踪)していないので、遺言執行者は届出
人になれません。｣を表示する

NO (29)エラーメッセージ (30)本紙へ 民893

YES (28) → (38)へ

YES (26.1)廃除者はシステム化後の戸籍にいる(YES,NO) システム化前に死亡している者(構成員)はセッ
トアップ対象外であるため、審査できないYES (27)個人除区分 ≠ 0(在籍者以外)である(YES,NO)

処理名 3.0　審査　2/2 備考

091 (26)廃除者は本籍人である(YES,NO)

版 頁

審査(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 9/12

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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被廃除者外人区分 ＝ 0(日本人)の場
合,0を設定

被廃除者外人区分 ＝ 1(外国人)の場
合,2(外国人のみ)を設定

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 1/3

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

頁数版

10/121

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 入力画面(推定相続人廃除届)

データ編集表
作業名

審査(推定相続人廃除届) システム化調査研究会

処理名

受領番号

許可日

項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

事件別内容

本非区分

郵送日

受領番号

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

3/3参照

20(推定相続人廃除届)

ZERO(不要)

2(報告)

受領番号が取得済みの場合に設定

不受理申出処分区分

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

受理送付区分 在外送付区分 ＝ 0のとき1

在外送付区分 ≠ 0のとき2

中間ファイル
(届書)
共通

推定相続人廃
除届入力画面

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号1～5

ロック戸籍番号1～5
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中間ファイル
(届書)
共通

推定相続人廃
除届入力画面

頁数

届書排他区分

第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

決裁区分

11/12

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

改定日付 版

令和　年　月　日

作成日付

平成6年12月 1日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

審査(推定相続人廃除届)

作業名

システム化調査研究会

作成者

記号名

処分区分

何も設定されていない場合に0:未決
済を設定

審査の結果により,1 ＝ 受理または2
＝ 不受理をセットする.
(審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする.)

1

←　(引渡側) 入力画面(推定相続人廃除届)
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 改定日付 版 頁数

審査(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/12

作成日付

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別 ←　(引渡側) 入力画面(推定相続人廃除届)処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3

被廃除者本籍コード

届出人氏名

本籍人の場合個人番号を設定

本籍人の場合個人番号を設定

被廃除者本籍

被廃除者個人番号

被廃除者外人区分

被廃除者生年月日

被廃除者カナ氏名

被廃除者漢字氏名

廃除者本籍

廃除者筆頭者

裁判種別

裁判確定日

届出人資格

届出人資格名称

届出人氏名

被廃除者本籍

被廃除者筆頭者

廃除者個人番号

廃除者外人区分

廃除者生年月日

廃除者資格区分

廃除者資格名称

廃除者カナ氏名

廃除者漢字氏名

廃除者本籍

中間ファイル
(届書)
事件別内容

推定相続人廃
除届入力画面

被廃除者外人区分

被廃除者生年月日

被廃除者カナ氏名

被廃除者漢字氏名

被廃除者筆頭者

廃除者個人番号

廃除者外人区分

廃除者生年月日

廃除者資格区分

廃除者資格名称

廃除者カナ氏名

廃除者漢字氏名

廃除者筆頭者

裁判種別

裁判確定日

届出人資格

届出人資格名称

廃徐者本籍コード
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(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/9

改定日付

3.処理概要

　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する.
　(2)中間ファイル(仮受付)を編集し,出力する.
　(3)中間ファイル(仮戸籍)を編集し,出力する.
　(4)処分決定処理に制御を渡す.

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データ編集(確認画面)

　　　　　　　　2.0 データ編集(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　3.0 データ編集(中間ファイル/仮戸籍)

　　　　　　　　　　3.1 身分事項(一部記録)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

出力

1.詳細フロー

中間ファイル(仮受付) 出力

5.備考(特記事項含む)中間ファイル(仮戸籍)

入力確認

(推定相続人廃除届)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(推定相続人廃除届)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

(7)処分決定に制御を渡す

(8)業務選択に制御を渡す

(9)届出選択に制御を渡す

(10)審査(推定相続人廃除届)に制御を渡す

(11)エラー履歴表示に制御を渡す

(13)同画面を編集する

作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁数

入力確認(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/9

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し,
メッセージ｢入力項目を確認し,よければ実行キーを押下して下さい。｣を表示する

[1.0]

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF11,その他)

(4)被廃除者が本籍人である(YES,NO)

[2.0]

[3.1]

PF2

PF11

PF5

その他

NO

PF1

YES

実行キー

非本籍人及び外国人は記録不要(5)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(6)身分事項を編集する(一部記録)

　―→

　―→

　―→

　―→

　―→

(12)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する
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推定相続人廃
除届確認画面

廃除者本籍
廃除者本籍コード 有

廃除者本籍

廃除者漢字氏名 廃除者漢字氏名

廃除者カナ氏名 廃除者カナ氏名

廃除者資格名称 廃除者資格名称

廃除者資格区分 廃除者資格区分

廃除者生年月日 廃除者生年月日 有

廃除者外人区分 廃除者外人区分

被廃除者筆頭者 被廃除者筆頭者

被廃除者本籍
被廃除者本籍

被廃除者本籍コード 有

被廃除者漢字氏名

被廃除者カナ氏名 被廃除者カナ氏名

被廃除者生年月日 有

被廃除者外人区分 中間ファイル
(届書)
事件別内容

被廃除者外人区分

被廃除者生年月日

郵送日 郵送日 有

被廃除者漢字氏名

本非区分 本非区分

処理日 処理日 有

在外送付区分 在外送付区分

発送元 発送元

受領日 受領日 有

システム日付

出張所番号 中間ファイル
(届書)
共通

出張所番号

受領番号 受領番号

送付日 送付日 有

システム日付

画面ID

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(推定相続人廃除届)表示 1/2 (受取側)推定相続人廃除届確認画面 ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

画面ID

版 頁数

入力確認(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/9

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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098のとき｢廃除された者｣を表示

届出人氏名 届出人氏名

届出人資格名称 届出人資格名称

有

届出人資格 届出人資格

裁判種別 裁判種別

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(推定相続人廃除届)表示 2/2 (受取側)推定相続人廃除届確認画面

推定相続人廃
除届確認画面

廃除者筆頭者 中間ファイル
(届書)
事件別内容

廃除者筆頭者

裁判確定日 裁判確定日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/9

項目 DB･ファイル名
画面名称
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届出人資格区分1 届出人資格 ＝ 090であれば入力された
廃除者資格区分を設定

届出人資格 ＝ 091であれば091(遺言執
行者)を設定

届出人資格 ＝ 098であれば届出人資格
区分1は未設定

届出人資格 ＝ 099であれば099(その
他)を設定

関連受領番号

許可日

指示日

収日

発日

郵送日 郵送日

発送日

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

事件発生時分

事件発生日 裁判確定日

送付日があれば送付日

送付日がなければ受領日

裁判種別 ＝ 1(調停)であれば2001(推定
相続人廃除(調停))
裁判種別 ＝ 2(審判)または3(判決)であ
れば2002(推定相続人廃除(裁判))

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード

受付日

←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/9

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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決裁区分

処分区分

本非区分 ＝ 1(本籍分届)の場合1(送
付要)を設定
本非区分 ＝ 2(非本籍分届)の場合
0(送付不要)を設定

届書送付目録区分

証書提出区分

送達確認1

届後戸籍の筆頭者

届後本籍

届後本籍コード

届後本籍区分

届出人氏名2

届出人資格名称2

届出人資格 ＝ 098であれば未設定

届出人資格区分2

届出人氏名1 届出人氏名

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

届出人資格 ＝ 090であれば入力され
た廃除者資格名称を設定

届出人資格 ＝ 091であれば｢遺言執
行者｣を設定

届出人資格 ＝ 098であれば届出人資
格名称1は未設定

届出人資格 ＝ 099であれば入力され
た届出人資格名称を設定

中間ファイル
(仮受付)
共通

届出人資格名称1 中間ファイル
(届書)

←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/9

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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受領番号

被廃除者筆頭者

被廃除者本籍

中間ファイル
(届書)

受領番号

本籍コード 被廃除者本籍コード

生年月日

筆頭者

被廃除者生年月日

本籍

本非区分 ＝ 2(非本籍) かつ在外送付区
分 ＝ 0(受理分)の場合1を設定
上記以外は0を設定
外国人は0を設定

送達確認2

35(推定相続人)

漢字氏名 被廃除者漢字氏名

カナ氏名 被廃除者カナ氏名

事件本人区分

入力確認(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

届出人資格 ＝ 098であれば1(届出
人)を設定

届出人区分

行番号

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

平成11年 3月10日 3 7/9

処理名 2.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁
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推定相続人廃除の調停成立日

平成22年 3月 1日 13 8/9

←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

処理名 3.1身分事項(一部記録)編集 (1/2) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

個人番号

行番号

出力区分

タイトルコード

記録コード

管掌者コード

事件発生日 裁判確定日

裁判確定日

裁判確定日

廃除者資格名称

廃除者漢字氏名

受領日

届出人資格

送付日

発送元

被廃除者が本籍人の場合個人番号を
設定

2001(推定相続人廃除をされた者の記
録)

中間ファイル
(届書)

届出人資格 ＝ 090(廃除した者)であれ
ば、｢廃除者資格名称｣を設定

届出人資格 ＝ 098(廃除された者)であれ
ば、未設定

届出人資格が上記以外のであれば、｢届出
人資格名称｣を設定

届出人資格 ＝ 090,098であれば未設定

届出人資格が上記以外であれば、｢届出人
氏名｣を設定

中間ファイル
(届書)

2001(推定相続人廃除)

裁判種別 ＝ 2(審判)または

　3(判決)のとき

裁判種別 ＝ 1(調停)のとき

届出人資格 ＝ 098であれば移送しない

推定相続人廃除の裁
判確定日

続柄

氏名

届出日

資格

資格名称

氏名

送付を受けた日

受理者

送
付

　
届
出

廃
除

推
定
相
続
人 続

人
被
相

届
出
人
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中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

中間ファイル
(届書)

許可を受けた者

記録日

特記事項

処理名 3.1身分事項(一部記録)編集 (2/2) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(推定相続人廃除届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/9

記録

特記

許
可

許可日

許可証謄本の送付を
受けた日

処理日
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20.入籍届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.入籍届による入籍業務処理範囲外の処理

　　(1) 過去に氏の変更届(107条4項)を入籍人が届出。

　　(2) (養)父母欄の更正処理は、入籍人及びその配偶者:本籍、入籍先:本籍(本籍→本籍の異動)の場合のみ行う。
　　　　上記以外の異動パターンについては、更正処理で行う。

　　(3) 事件本人の成年後見人から届出された場合。

　　(4) 複数の未成年後見人から届出があった場合の記録

　2.入籍届入力画面の意義

　　(1) 入籍人当事者の各項目を入力する。

　3.その他

　　(1) 添付書類

　　　･父又は母と氏を異にする子が、父又は母の氏を称しようとする場合(戸98I、民791I･III)、裁判所において｢子の氏を父又は母の氏に変更する｣旨の許可の審判書の謄本

　　(2) 入籍者種別 ＝ 3(入籍人複数)を選択した場合の処理範囲

　　　･届出人資格は、同一人であること(入籍人単位に指定できない。異なる場合は処理を別けて行う)

　　　･入籍人の対象は、構成員とする。(筆頭者と構成員を同時に入籍できない)

頁

1/1審査(入籍届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日

版

14.1

改訂日付作成日付
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エラー履歴ファイル

5.備考(特記事項含む)

 (1)入籍者の年齢計算について
　 ･受領日を基準日として計算する。

出力

戸籍DB

審査(入籍届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

個人状態ファイル

中間ファイル(届書)

入出力区分

入力

入力

出力

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成 6年12月 1日 1/541令和　年　月　日

名称 名称

3.処理概要

　(1)入籍届の内容を画面入力する。
　(2)入籍届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)入籍届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)入籍届から中間ファイル(届書)を編集･出力する。
　(6)入力確認(入籍届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

 0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)
　　　　　　　 2.0 データチェック(関連表)
　　　　　　　 3.0 審査
　　　　　　　　　 3.1 審査(氏を称する入籍)
　　　　　　　　　 3.2 審査(同籍する入籍)
　　　　　　　　　 3.3 審査(従前の氏を称する入籍)
　　　　　　　　　 4.1 審査(届出人資格)
　　　　　　　　　 4.2 審査(入籍人更正区分)
　　　　　　　　　 4.3 審査(入籍人配偶者更正区分)
　　　　　　　　　 4.4 審査(父母関連)
　　　　　　　　　 4.5 審査(父又は母の新戸籍)
　　　　　　　　　 4.6 審査(入籍先･入籍相手)
　　　　　　　 5.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

戸籍

データベース

入力画面

(入籍届)

入力確認

(入籍届届)

審査
(入籍届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル
個人状態

ファイル

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(22)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(23)当該審査エラーの確認後、以降の審査を継続する

(24)入力画面を初期化する

(25)エラーメッセージ｢無効なキーが押されました。｣を表示

PF10

PF11

PF12

その他

入力項目が入力禁止の時のみ有効

審査エラー発生時のみ有効

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う。

PF1

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)の編集出力

(15)前ページがあるか(YES,NO)

確認

審査エラー

NO

 →

YES

〔3.0〕

〔1.0〕

(1)届書内容を画面入力する

YES 〔2.0〕

実行キー

第7
2

(5)

処理名

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

YES

備考0.0　本紙

2/54

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁

令和　年　月　日 1
要件定義ワークシート

作業名 作成者

審査(入籍届) システム化調査研究会

PF7

PF2

YES

NO

(18)同画面を編集す
る

(26)同画面を編集す
る

(16)前ページ｢入籍届｣画面編集

(17)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(19)次ページがあるか(YES,NO)

(20)次ページ｢入籍届｣画面編集

(21)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

YES

NO

PF8

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(11)確認メッセージを表示し、メッセージにに
対して応答の後、以降の審査を続行する。

 →

(8)入力確認画面に
制御を渡す

(12)同画面を編集す
る

(13)業務選択に制御
を渡す

(14)届出選択に制御
を渡す

〔5.0〕

 7-2-(5)-20-3 



No 必須 属性

1 ○ 数字

2 数字

第7
2

(5)

　1.0　単体チェック　1/5

データチェック(単体表)

　入籍届種別入力

処理名

作業名

審査(入籍届)

画面名

作成者

項目名

頁版改定日付作成日付

1令和　年　月　日システム化調査研究会 平成6年12月 1日

画面ID

3/54

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ内容 備考

(1:入籍人単独、2:配偶者同時、3:入籍人複数)であること ｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

入籍者種別

同時入籍者数

 7-2-(5)-20-4 



No 必須 属性

3 数字

4 数字

5 ○ 英数

6 英数

7 漢字

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ 数字

11 英数

12 ○ 数字

13 ○ 数字

14 英数

15 英数

16 ○ 数字

17 数字

18 数字

19 数字

20 数字

21 漢字

22 漢字

23 カナ

処理名 画面名 画面ID

　1.0　単体チェック　2/5 　入籍届(その1)

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/54

戸籍変動区分

入籍先の本非区分

入籍先の個人除区分

送付日

発送元

在外送付区分

入籍相手

従前の氏を改めた日

許可の審判確定日

処理日

本非区分

郵送日

入籍事由

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

支所NO

受領NO

受領日 ｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

(1:既にある戸籍に入る,2:父又は母の戸籍に入る,3:新し
い戸籍をつくる)であること

(0:在籍者,1:除籍者,2:戸籍消除者,3:消除者,4:消除及び
除籍者)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館からの直接送
付,3:在外公館の国内経由)であること

(1:氏を称する入籍,2:同籍する入籍,3:従前の氏を称する
入籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:無,2:父,3:母,4:父母,5:養父,6:養母,7:養父母)である
こと

入籍先の筆頭者区分

入籍先の配偶者区分

入籍先の本籍

入籍先の筆頭者

入籍先のカナ氏名

 7-2-(5)-20-5 



No 必須 属性

24 漢字

25 漢字

26 漢字

27 漢字

28 漢字

29 数字

30 英数

31 漢字

32 漢字

5/54

処理名 画面名

入籍先の漢字氏名

入籍先の住所

入籍先の世帯主

入籍先の父の氏名

入籍先の母の氏名

入籍先の父母続柄

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(10:男～49:十九女)であること

画面ID

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

入籍先の生年月日

新本籍

新筆頭者

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

項目名 内容

｢日付チェックサブルーチン｣

　入籍届(その1)　1.0　単体チェック　3/5

出力エラーメッセージ

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

 7-2-(5)-20-6 



No 必須 属性

33 ○ 数字

34 ○ 英数

35 ○ 英数

36 ○ 英数

37 ○ 英数

38 カナ

39 ○ 漢字

40 漢字

41 漢字

42 漢字

43 漢字

44 ○ 数字

45 漢字

46 漢字

47 数字

48 ○ 漢字

49 ○ 漢字

50 数字

51 漢字

52 数字

作成日付 改訂日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 6/54

(注1)

(注1)

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック　4/5 入籍届(その2)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

入籍人の本非区分

入籍人nの筆頭者区分

入籍人nの配偶者区分

入籍人nの更正区分

入籍人nの生年月日

入籍人nのカナ氏名

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

(注1)

(注1)

(注1)複数人存在する場合あり

入籍人nの養父の氏名

入籍人nの養母の氏名

入籍人nの養父母続柄

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者

入籍人nの住所

(1:無、2:父、3:母、4:父母、5:養父、6:養母、7:養父
母、8:父及び養母、9:養父及び母)であること

(1:本籍、2:非本籍)であること

入籍人nの父母続柄

入籍人nの漢字氏名

入籍人の本籍

(0:構成員、1:筆頭者)であること

(0:未、1:夫、2:妻、3:生存配偶者)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(10:男～49:十九女)であること

(51:養子、52:養女)であること

入籍人nの世帯主

入籍人nの父の氏名

入籍人nの母の氏名

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

入籍人の筆頭者

(009:配偶者、016:親権者父、017:親権者母、019:親権者
養父、020:親権者養母、110:未成年後見人、098:事件本
人)であること

(009:配偶者、016:親権者父、017:親権者母、019:親権者
養父、020:親権者養母、110:未成年後見人、098:事件本
人)であること

 7-2-(5)-20-7 



No 必須 属性

53 漢字

54 カナ

55 漢字

56 英数

57 漢字

58 漢字

59 数字

60 漢字

61 漢字

62 数字

63 漢字

64 漢字

65 数字

66 英数

67 英数

処理名

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 7/54

　1.0　単体チェック　5/5 　入籍届(その3)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

画面名 画面ID

｢項目エラーがあります。 正し
く入力して下さい。｣

届出人氏名2

入籍人配偶者のカナ氏名

入籍人配偶者の漢字氏名

入籍人配偶者の生年月日

入籍人配偶者の父の氏名

入籍人配偶者の母の氏名

入籍人配偶者の父母続柄

入籍人配偶者の養父の氏名

入籍人配偶者の養母の氏名

(51:養子、52:養女)であること

(0:日本人、1:外国人)であること

(1:夫、2:妻)であること

入籍人配偶者の養父母続柄

入籍人配偶者の住所

入籍人配偶者の世帯主

入籍人配偶者の外国人区分

入籍人配偶者の配偶者区分

入籍人配偶者の更正区分

｢日付チェックサブルーチン｣

(10:男～49:十九女)であること

(1:無、2:父、3:母、4:父母、5:養父、6:養母、7:養父
母、8:父及び養母、9:養父及び母)であること

 7-2-(5)-20-8 



No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

13-1

14

15

16

(No.6)送付日 ＝ スペースの時、(No.7)発送元 ＝ スペース であること

(No.6)送付日 ≠ スペースの時、(No.7)発送元 ≠ スペース であること

(No.6)送付日 ≠ スペースの時、(No.6)送付日 ≧ (No.5)受領日 であること

(No.6)送付日 ＝ スペースの時、(No.8)在外送付区分 ＝ 0(受理分) であること

(No.7)発送元 ≠ スペースの時、(No.8)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外) であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック (1/7) 入籍届

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 8/54

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.7)発送元 ≠ スペース かつ (No.7)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣のとき
　(No.8)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付) であること

(No.7)発送元 ≠ スペース かつ (No.7)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外のとき
　(No.8)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付) または
　(No.8)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由) であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 1(入籍人単独) かつ
((No.12)入籍事由 ＝ 1(氏を称する入籍) または 2(同籍する入籍))の時、
(No.16)戸籍変動区分 ＝ 1(既にある戸籍に入る) または 2(父又は母の新戸籍に入る)であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)の時、
(No.16)戸籍変動区分 ＝ 3(新しい戸籍をつくる) であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)の時、
(No.34)入籍人の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)、かつ
(No.35)入籍人の配偶者区分 ＝ 1(夫)または2(妻)、であること

(No.9)処理日 ≠ スペースの時、(No.9)処理日 > (No.5)受領日 であること

(No.11)郵送日 ≠ スペースの時、(No.6)送付日 ＝ スペース であること

(No.11)郵送日 ≠ スペースの時、(No.11)郵送日 ≦ (No.5)受領日 であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)の時、(No.2)同時入籍者数 ＝ 未入力 であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 1(入籍人単独)の時、(No.2)同時入籍者数 ＝ 未入力 であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 1(入籍人単独)の時、
(No.35)入籍人の配偶者区分 ＝ 0(未) または 3(生存配偶者) であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 1(入籍人単独)の時、
(No.54)入籍人配偶者のカナ氏名～(No.67)入籍人配偶者の更正区分が未入力 であること

 7-2-(5)-20-9 



No

17-1

17-2

17-3

17-4

18

19-1

19-2

20

21

22

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

処理名 画面名 画面ID

作成日付 改訂日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 3月 1日 8 9/54

2.0 関連チェック (2/7) 入籍届

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.1)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時) かつ (No.65)入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時、
(No.66)入籍人配偶者の配偶者区分 ＝ 1(夫)または2(妻)であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時) かつ (No.65)入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 1(外国人)の時、
(No.54)入籍人配偶者のカナ氏名 ～ (No.64)入籍人配偶者の世帯主 および
(No.66)入籍人配偶者の配偶者区分 ～ (No.67)入籍人配偶者の更正区分 が スペースであること

(No.1)入籍者種別 ＝ 3(入籍人複数)の時、(No.2)同時入籍者数 ≧ 2 であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 3(入籍人複数)の時、
(No.16)戸籍変動区分 ＝ 1(既にある戸籍に入る)であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.1)入籍者種別 ＝ 3(入籍人複数)の時、
(No.38)入籍人nのカナ氏名 ～ (No.39)入籍人nの漢字氏名 および
(No.44)入籍人nの父母続柄 が スペースでないこと

(No.1)入籍者種別 ＝ 3(入籍人複数)の時、
(No.34)入籍人nの筆頭者区分 ＝ 0(構成員) かつ、
(No.35)入籍人nの配偶者区分 ＝ 0(未)または3(生存配偶者) であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 3(入籍人複数)の時、
(No.54)入籍人配偶者のカナ氏名 ～ (No.67)入籍人配偶者の更正区分 が未入力であること

(No.12)入籍事由 ＝ 1(氏を称する入籍)の時、
(No.14)従前の氏を改めた日 ＝ スペース であること

(No.1)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)の時、
(No.65)入籍人配偶者の外国人区分 ≠ スペースであること

(No.1)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時) かつ (No.65)入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時、
(No.54)入籍人配偶者のカナ氏名 ～ (No.56)入籍人配偶者の生年月日 と
(No.59)入籍人配偶者の父母続柄 および
(No.65)入籍人配偶者の外国人区分 ～ (No.67)入籍人配偶者の更正区分 が スペースでないこと
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No

23

24

25

26

27

28-1

28-2

29-1

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 10/54

(No.12)入籍事由 ＝ 3(従前の氏を称する入籍)の時、
(No.14)従前の氏を改めた日 ≠ スペース であること

(No.12)入籍事由 ＝ 3(従前の氏を称する入籍)の時、
(No.13)入籍相手 ＝ 1(無) であること

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック (3/7) 入籍届

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.12)入籍事由 ＝ 1(氏を称する入籍)の時、
(No.13)入籍相手 ＝ 2(父)または3(母)または4(父母)または5(養父)または6(養母)または7(養父母)で
あること

(No.12)入籍事由 ＝ 2(同籍する入籍)の時、
(No.14)従前の氏を改めた日 ＝ スペース であること

(No.12)入籍事由 ＝ 2(同籍する入籍)の時、
(No.13)入籍相手 ＝ 2(父)または3(母)または4(父母)または5(養父)または6(養母)または7(養父母)で
あること

頁

29-
1-1

(No.16)戸籍変動区分 ＝ 2(父または母の新戸籍に入る)かつ
(No.17)入籍先の本非区分 ＝ 1(本籍) または(No.31)新本籍 ＝ 管内の時、
(No.29)入籍先の父母続柄 ～ (No.30)入籍先の生年月日 が  ≠ スペース であること

(No.16)戸籍変動区分 ＝ 1(既にある戸籍に入る)の時、
((No.17)入籍先の本非区分 ～ (No.24)入籍先の漢字氏名  ≠  スペース) かつ
((No.31)新本籍、(No.32)新筆頭者 ＝ スペース であること

(No.16)戸籍変動区分 ＝ 1(既にある戸籍に入る)の時、
((No.19)入籍先の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者) かつ (No.18)入籍先の個人除区分 ＝ 0(在籍者))
または
((No.19)入籍先の筆頭者区分 ＝ 0(構成員) かつ (No.18)入籍先の個人除区分 ＝ 0(在籍者))
かつ (No.20)入籍先の配偶者区分 ≠ 0(未)) であること

(No.16)戸籍変動区分 ＝ 2(父または母の新戸籍に入る)の時、
(No.17)入籍先の本非区分 ～ (No.24)入籍先の漢字氏名 が  ≠ スペース であること
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No

29-2

29-3

29-4

29-5

29-6

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

出力エラーメッセージ

(No.21)入籍先の本籍 ＝ 未入力の時、(No.17)入籍先の本非区分 ＝ 未入力であること

(No.48)入籍人の本籍 ＝ 管内本籍の時、(No.33)入籍人の本非区分 ＝ 1(本籍)であること

(No.48)入籍人の本籍 ＝ 管外本籍の時、(No.33)入籍人の本非区分 ＝ 2(非本籍)であること

(No.36)入籍人nの更生区分 ＝ 2(父)または4(父母)または8(父及び養母)の時、
(No.42)入籍人nの父の氏名 ≠ スペースであること

(No.36)入籍人nの更生区分 ＝ 3(母)または4(父母)または9(養父及び母)の時、
(No.43)入籍人nの母の氏名 ≠ スペースであること

(No.36)入籍人nの更生区分 ＝ 5(養父)または7(養父母)または9(養父及び母)の時、
(No.45)入籍人nの養父の氏名 ≠ スペースであること

頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 11/54

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック (4/7) 入籍届

内容 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.16)戸籍変動区分 ＝ 2(父または母の新戸籍に入る)の時、
(No.13)入籍相手 ＝ 2(父)または3(母)または5(養父)または6(養母)であること

(No.16)戸籍変動区分 ＝ 2(父または母の新戸籍に入る)かつ(No.32)新筆頭者 ≠ スペースの時、
(No.39)入籍先の漢字氏名 ＝ (No.32)新筆頭者であること

(No.16)戸籍変動区分 ＝ 2(父または母の新戸籍に入る)かつ
((No.8)在外送付区分 ＝ 0(受理分)または2(在外公館の直接送付))の時、
(No.25)入籍先の住所 ≠ スペースであること

(No.16)戸籍変動区分 ＝ 2(父または母の新戸籍に入る)の時、
(No.18)入籍先の個人除区分 ＝ 0(在籍者)かつ、
(No.19)入籍先の筆頭者区分 ＝ 0(構成員)かつ、
(No.20)入籍先の配偶者区分 ＝ 0(未)または3(生存配偶者)であること

(No.21)入籍先の本籍 ＝ 管内本籍の時、(No.17)入籍先の本非区分 ＝ 1(本籍)であること

(No.21)入籍先の本籍 ＝ 管外本籍の時、(No.17)入籍先の本非区分 ＝ 2(非本籍)であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.36)入籍人nの更生区分 ＝ 6(養母)または7(養父母)または8(父及び養母)の時、
(No.46)入籍人nの養母の氏名 ≠ スペースであること

(No.20)入籍先の配偶者区分 ＝ 1(夫)かつ(No.29)入籍先の父母続柄 ≠ スペースの時、
(No.29)入籍先の父母続柄 ＝ 10(男)～29(十九男)であること

(No.20)入籍先の配偶者区分 ＝ 2(妻)かつ(No.29)入籍先の父母続柄 ≠ スペースの時、
(No.29)入籍先の父母続柄 ＝ 30(女)～49(十九女)であること
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41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 12/54

2.0 関連チェック (5/7) 入籍届

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(削除)

処理名 画面名 画面ID

(No.35)入籍人1の配偶者区分 ＝ 1(夫) の時、
(No.44)入籍人1の父母続柄 ＝ 10(男)～29(十九男) であること

(No.35)入籍人1の配偶者区分 ＝ 2(妻) の時、
(No.44)入籍人1の父母続柄 ＝ 30(女)～49(十九女) であること

(No.35)入籍人1の配偶者区分 ＝ 1(夫) かつ
(No.65)入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人) の時、
(No.66)入籍人配偶者の配偶者区分 ＝ 2(妻) であること

(No.35)入籍人1の配偶者区分 ＝ 2(妻) かつ
(No.65)入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人) の時、
(No.66)入籍人配偶者の配偶者区分 ＝ 1(夫) であること

(No.66)入籍人配偶者の配偶者区分 ＝ 1(夫) の時、
(No.59)入籍人配偶者の父母続柄 ＝ 10(男)～29(十九男) であること

(No.66)入籍人配偶者の配偶者区分 ＝ 2(妻) の時、
(No.59)入籍人配偶者の父母続柄 ＝ 30(女)～49(十九女) であること

(No.50)届出人資格1または(No.52)届出人資格2 ＝ 016(親権者父) の時、
(No.42)入籍人nの父の氏名 ≠ スペース であること

(No.50)届出人資格1または(No.52)届出人資格2 ＝ 020(親権者養母) の時、
(No.46)入籍人nの養母の氏名 ≠ スペース であること

(No.50)届出人資格1または(No.52)届出人資格2 ＝ 110(未成年後見人) の時、
(No.51)届出人氏名1または(No.53)届出人氏名2 ≠ スペース であること

(No.50)届出人資格1または(No.52)届出人資格2 ＝ 017(親権者母) の時、
(No.43)入籍人nの母の氏名 ≠ スペース であること

(No.50)届出人資格1または(No.52)届出人資格2 ＝ 019(親権者養父) の時、
(No.45)入籍人nの養父の氏名 ≠ スペース であること
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No

53

54

55

56

57

58

58-1

59

60

61

62

63

64

65

平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 13/54

処理名 画面名 画面ID

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.67)入籍人配偶者の更生区分 ＝ 6(養母) または7(養父母) または8(父及び養母)の時
(No.61)入籍人配偶者の養母の氏名 ≠ スペースであること

頁

審査(入籍届) システム化調査研究会

(No.49)入籍人の筆頭者の氏 ＝ (No.39)入籍人nの漢字氏名の氏 であること

2.0 関連チェック (6/7) 入籍届

(No.24)入籍先漢字氏名 ≠ スペースかつ(No.32)新筆頭者 ≠ スペースの時
(No.24)入籍先漢字氏名の氏 ＝ (No.32)新筆頭者の氏 であること

(No.13)入籍相手 ＝ 2(父)の時、
(No.42)入籍人nの父氏名 ≠ スペースであること

(No.13)入籍相手 ＝ 3(母)の時、
(No.43)入籍人nの母氏名 ≠ スペースであること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.31)新本籍 ≠ スペースの時、
(No.32)新筆頭者 ≠ スペースであること

(No.31)新本籍 ＝ スペースの時、
(No.32)新筆頭者 ＝ スペースであること

(No.15)許可の審判確定日 ≠ スペースの時
(No.15)許可の審判確定日 ≦ (No.5)受領日であること

(No.1) 入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)かつ
(No.65)入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の時
(No.39)入籍人1の漢字氏名の氏 ＝ (No.55)入籍人配偶者の漢字氏名の氏 であること

(No.1) 入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)かつ(No.32)新筆頭者 ≠ スペースの時、
(No.39)入籍人1の漢字氏名の名 ＝ (No.32)新筆頭者の名であること

(No.22)入籍先の筆頭者の氏 ≠ スペースかつ(No.24)入籍先の漢字氏名 ≠ スペースの時
(No.22)入籍先の筆頭者の氏 ＝ (No.24)入籍先の漢字氏名の氏であること

(No.67)入籍人配偶者の更生区分 ＝ 2(父) または4(父母) または8(父及び養母)の時
(No.57)入籍人配偶者の父の氏名 ≠ スペースであること

(No.67)入籍人配偶者の更生区分 ＝ 3(母) または4(父母) または9(養父及び母)の時
(No.58)入籍人配偶者の母の氏名 ≠ スペースであること

(No.67)入籍人配偶者の更生区分 ＝ 5(養父) または7(養父母) または9(養父及び母)の時
(No.60)入籍人配偶者の養父の氏名 ≠ スペースであること
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69

70

71

72
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74

75

76
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 14/54

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック (7/7) 入籍届

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.13)入籍相手 ＝ 4(父母)の時、
(No.42)入籍人nの父氏名 ≠ スペース かつ (No.43)入籍人nの母氏名 ≠ スペース であること

(No.13)入籍相手 ＝ 5(養父)の時、
(No.45)入籍人nの養父氏名 ≠ スペース であること

(No.13)入籍相手 ＝ 6(養母)の時、
(No.46)入籍人nの養母氏名 ≠ スペース であること

(No.13)入籍相手 ＝ 7(養父母)の時、
(No.45)入籍人nの養父氏名 ≠ スペース かつ (No.46)入籍人nの養母氏名 ≠ スペース であること

(No.26)入籍先の世帯主 ≠ スペースの時、
(No.25)入籍先の住所 ≠ スペース であること

(No.41)入籍人nの世帯主 ≠ スペースの時、
(No.40)入籍人nの住所 ≠ スペース であること

(No.64)入籍人配偶者の世帯主 ≠ スペースの時、
(No.63)入籍人配偶者の住所 ≠ スペース であること

(No.25)入籍先の住所 ＝ スペースの時、
(No.26)入籍先の世帯主 ＝ スペース であること

(No.40)入籍人nの住所 ＝ スペースの時、
(No.41)入籍人nの世帯主 ＝ スペース であること

(No.63)入籍人配偶者の住所 ＝ スペースの時、
(No.64)入籍人配偶者の世帯主 ＝ スペース であること

(No.27)入籍先の父の氏名 または(No.28)入籍先の母の氏名 ≠ スペースの時、
(No.29)入籍先の父母続柄 ≠ スペース であること
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/YES (0-31)→(0-23)
不受理NO (0-32) (0-33)本紙へ

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違
いありませんね?｣

NO (0-29)入籍人nの父母との続柄=10(男) または 30(女) である(YES,NO)
YES (0-30)確認メッセージ(YES,NO)

NO (0-27) (0-28)本紙へ 不受理

｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣
YES (0-26)→(0-23)

(0-24)入籍人nの父氏名=スペース または 入籍人nの母氏名=スペース(YES,NO)
YES (0-25)確認メッセージ(YES,NO)

(0-23)同時入籍者数分繰り返す

NO (0-20) (0-21)本紙へ 不受理
YES (0-19)→(0-23)

NO (0-22)→(0-23)

YES (0-18)確認メッセージ(YES,NO)
｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いありませ
んね?｣

NO (0-16-1)→(0-23)
NO (0-17)入籍先の父母との続柄=10(男)または30(女)である(YES,NO)

NO (0-15) (0-16)本紙へ 不受理

　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣
YES (0-14)→(0-23)

YES (0-12-1)入籍先の父母続柄≠スペース(YES,NO)
YES (0-13)確認メッセージ(YES,NO)

NO (0-11)→(0-1)
(0-12)入籍先の父氏名=スペース または 入籍先の母氏名=スペース(YES,NO)

その他 (0-10)→(0-1)
NO (0-9)→(0-1)

YES (0-6)→(0-1)
NO (0-7) (0-8)本紙へ ｢N｣の時、不受理

平成15年法律第111号3条
　 ｢性同一性障害の記録があります。入力した戸籍に入籍
できますか?｣を表示する。

YES (0-5)確認メッセージ
1,2 (0-4)入籍人nの身分事項に性同一性障害(7003)がある。(YES,NO)

(0-2)入籍人の本籍=管内(YES,NO)
YES (0-3)戸籍変動区分(1:既にある戸籍に入る,2:父又は母の新戸籍に入る,その他)

処理名 3.0　審査 0-1/1

(0-1)同時入籍者数分繰り返す

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成16年 7月16日 平成31年 3月31日 22 15/54

第7
2
(5)

要件定義ワークシート
作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

不受理

NO (0-46)→(0-48)

NO (0-44) (0-45)本紙へ

YES (0-43)→(0-48)

NO (0-47)→(0-48)

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違
いありませんね?｣

NO (0-41)父母との続柄コード=10(男) または 30(女) である(YES,NO)

YES (0-42)確認メッセージ(YES,NO)

NO (0-39) (0-40)本紙へ 不受理

YES (0-38)→(0-48)

YES (0-37)確認メッセージ(YES,NO)

　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(0-35)入籍人配偶者外人区分=0(日本人)である(YES,NO)

YES (0-36)配偶者父氏名=スペース または 配偶者母氏名=スペース(YES,NO)

処理名 3.0　審査 0-2/1

NO (0-34)→(0-23)

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成16年 7月16日 平成29年 3月31日 20 16/54

第7
2
(5)

要件定義ワークシート
作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-20-17



/
/

/

/
/
/

/
/
/
/

/
/

/
/

/
/
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/

/
/

　｢民法上の氏が異なるため、同籍する入籍はできません。｣を表示す
る。

NO (16)エラーメッセージ (17)本紙へ 不受理
(15)→(23)へ

YES (14)審査(同籍する入籍)処理 [3.2]

2 (13)確認メッセージ
　｢民法上の氏は同じですか?｣を表示する。

　｢家庭裁判所の許可が必要な入籍です。｣を表示する。
その他 (11)エラーメッセージ (12)本紙へ 不受理

NO (10-5) (10-6)本紙へ 不受理
(10-4)→(23)へ

YES (10-3)審査(氏を称する入籍)処理 [3.1]

｢許可の審判確定日に入力がありませんがよろしいですか?｣
を表示する。(YES,NO)

1、2

(8-1)入籍相手(4:父母、7:養父母、その他)
4,7 (9)審査(氏を称する入籍)処理

その他 (10-1)確認メッセージ (10-2)本紙へ

[3.1]
(10)→(23)へ

NO (7)入籍事由(1:氏を称する入籍、2:同籍する入籍、3:従前の氏を称する入籍)
1 (8)入籍先の配偶者区分(1:夫、2:妻、その他) 民791II

その他 (5)エラーメッセージ (6)本紙へ 不受理
　｢入籍事由に誤りがあります。｣を表示する。 昭和62.10.1 民二5000号通達第5の1(1)

(4)→(23)へ
その他 (3)審査(氏を称する入籍)処理 [3.1]

(2-7)本紙へ 不受理
(2-5)→(23)へ

YES (2-4)審査(氏を称する入籍)処理 [3.1]

1 (2-1)入籍相手(4:父母、7:養父母、その他)

4,7

(2-2)確認メッセージ (2-3)本紙へ 民791II
｢許可の審判確定日に入力がありますがよろしいですか?｣を表示する。
(YES,NO)

NO (2-6)

(1)許可の審査確定日≠スペース(YES,NO)
YES (2)入籍事由(1:氏を称する入籍、2:同籍する入籍、3:従前の氏を称する入籍)

(0-60)本紙へ

R2.1(入籍70)

不受理 R2.1(入籍70)
画面項目修正(審査完了しない) R2.1(入籍70)

NO (0-61)→(1)へ

NO (0-51)→ (0-52)本紙へ 画面項目修正(審査完了しない)
NO (0-53)→(0-54)へ R2.1(入籍70)

YES (0-49)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣(YES,NO)

YES (0-50)→(0-54)へ R2.1(入籍70)

処理名 3.0　審査 1/1 備考

(0-48)受領日=送付日である

頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成16年 7月16日 令和2年3月31日 R2.1 17/54

第7
2
(5)

要件定義ワークシート
作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

(0-54)同時入籍者数分繰り返す R2.1(入籍70)
(0-55)入籍人nの漢字氏名の名が未入力 (YES,NO)

YES  (0-56)確認メッセージ (YES,NO)
　　「事件本人の名が未入力です。間違いありませんか?」を表示

YES (0-58)エラーメッセージ「審査結果入力で処理して下さい。」を表示
NO (0-59)→

R2.1(入籍70)
(0-57)本紙へ R2.1(入籍70)

 7-2-(5)-20-18



(23)→ (24)本紙へ

　 ｢従前の氏を称する入籍はできません。｣を表示する。

NO (21)エラーメッセージ (22)本紙へ 不受理

　 ｢従前に称していた氏ですか?｣を表示する。

(20)→(23)

YES (19)審査(従前の氏を称する入籍)処理 [3.3]

処理名 3.0　審査 1/1 備考

NO 3 (18)確認メッセージ 民791IV

第7
2
(5)

要件定義ワークシート
作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成16年 7月16日 平成27年 3月31日 18 18/54

 7-2-(5)-20-19



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 19/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

YES (0-1)→(5)

NO (1)入籍先の個人除区分(0:在籍者,その他)

処理名 3.1　審査(氏を称する入籍) 1/2 備考

(0)戸籍変動区分 ＝ 3(新しい戸籍をつくる)(YES,NO)

0 (2)→(5)

その他 (3)エラーメッセージ (4)3.0審査へ 昭23.7.1民甲1676回答

1 (6)→(15)

2 (7)入籍先の本籍に入力がある(YES,NO)

　｢入籍届けは受理出来ません。｣を表示 不受理

(5)戸籍変動区分(1:既にある戸籍に入る,2:父又は母の新戸籍に入る,3:新しい戸籍をつくる)

YES (8)→(15)

NO (9)エラーメッセージ (10)3.0審査へ 不受理

　｢入籍先の本籍に入力がありません。｣を表示

3 (11)新本籍及び新筆頭者に入力がある(YES,NO)

　｢新本籍又は筆頭者に入力がありません。入力して下さい。｣を表示

(15)同時入籍者数分繰り返す

YES (12)→(15)

NO (13)エラーメッセージ (14)3.0審査へ 不受理

(15-1)入籍人nの養父母続柄 ＝ スペース(YES,NO)

YES (15-2)→(15-5)

NO (15-3)確認メッセージ (15-4)3.0審査へ S26.9.4 民事甲第1787号通達

　｢縁組継続中ですが、よろしいですか｣を表示 ｢N｣の時、不受理

(15-5)審査(入籍先･入籍人相手)処理 [4.6]

(16)審査(届出人資格)処理 [4.1]

2 (17-2)審査(父又は母の新戸籍)処理 [4.5]

(17)審査(入籍人更正区分)処理 [4.2]

(17-1)戸籍変動区分(1:既にある戸籍に入る,2:父又は母の新戸籍に入る,3:新しい戸籍をつ
くる)

その他 (17-3)→(15)

 7-2-(5)-20-20



/

/

/

処理名 3.1　審査(氏を称する入籍) 2/2 備考

(18)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)である(YES,NO)

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(21)→ (22)3.0審査へ

YES (19)審査(入籍人配偶者更正区分)処理 [4.3]

NO (20)→(21)

 7-2-(5)-20-21
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/

/

/

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

0 (2)→(5)

その他 (3)エラーメッセージ (4)3.0審査へ 昭23.7.1民甲1676回答

処理名 3.2　審査(同籍する入籍) 1/1 備考

(1)入籍先の個人除区分(0:在籍者,その他)

1 (6)→(12)

2 (7)入籍先の本籍に入力がある(YES,NO)

　｢入籍届は受理出来ません。｣を表示 不受理

(5)戸籍変動区分(1:既にある戸籍に入る,2:父又は母の新戸籍に入る,3:新しい戸籍をつくる)

YES (8)→(12)

NO (9)エラーメッセージ (9-1)3.0審査へ 不受理

　｢戸籍変動区分が正しくありません。再入力して下さい。｣を表示

(12)同時入籍者数分繰り返す

　｢入籍先の本籍に入力がありません。｣を表示

3 (10)エラーメッセージ (11)3.0審査へ 不受理

(12-1)審査(入籍先･入籍人相手)処理 [4.6]

(13)審査(届出人資格)処理 [4.1]

(15-1)戸籍変動区分(1:既にある戸籍に入る,2:父又は母の新戸籍に入る,3:新しい戸籍をつ
くる)

(14)審査(入籍人更正区分)処理 [4.2]

(15)審査(父母関連)処理 [4.4]

その他 (15-3)→(12)

(16)→ (17)3.0審査へ

2 (15-2)審査(父又は母の新戸籍)処理 [4.5]
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

R2.1(入籍69)

不受理 R2.1(入籍69)

民法改正(2022年4月1日)前の審
査

R2.1(入籍69)

民791条4項 R2.1(入籍69)

民791条4項 R2.1(入籍69)

R2.1(入籍69)

R2.1(入籍69)

民法改正(2022年4月1日)後か前かで審査を分け
る

R2.1(入籍69)

民法改正(2022年4月1日)後の審
査

R2.1(入籍69)

民791条4項 R2.1(入籍69)

民791条4項 R2.1(入籍69)

不受理 R2.1(入籍69)

R2.1(入籍69)

NO (19-1)入籍人nの生年月日+20年(20歳以上)≦受領日である(YES,NO)

YES (19-2)入籍人nの生年月日+21年(21歳未満)＞受領日である(YES,NO)

YES (19-3)従前の氏を改めた日の入力がある(YES,NO)

YES (19-4)入籍人nの生年月日+20年(20歳未満)＞従
前の氏を改めた日である(YES,NO)

NO (18)エラーメッセージ
　｢成年に達してから1年を経過しています。｣を表示

NO (17)エラーメッセージ
｢従前の氏を改めた日の入力をして下さい。｣を
表示

NO (15)エラーメッセージ
  「従前の氏を改めた日を再度入力
　して下さい。」を表示

(16)3.0審査へ

YES (13)入籍人nの生年月日+18年(18歳未満)＞従前
の氏を改めた日である(YES,NO)

YES (14)→(20)へ

不受理

R2.1(入籍69)

(10)受領日≧2022年4月1日(YES,NO)

YES (10-1)入籍人nの生年月日+18年(18歳以上)≦受領日である(YES,NO)

YES (11)入籍人nの生年月日+19年(19歳未満)＞受領日である(YES,NO)

YES (12)従前の氏を改めた日の入力がある(YES,NO)

NO (19)エラーメッセージ
　｢入籍人は未成年です(成年擬制の時は審査結果入力処理です)。」
を表示

　  ｢新本籍又は筆頭者に入力がありません。入力して下さい。｣を表示

(9)同時入籍者数分繰り返す

YES (6)→(9)へ 戸19,戸20

NO (7)エラーメッセージ (8)3.0審査へ 不受理

  ｢戸籍変動区分が正しくありません。再入力して下さい。｣を表示

3 (5)新本籍及び新筆頭者に入力がある(YES,NO)

1 (2)→(9)へ

2 (3)エラーメッセージ (4)3.0審査へ 不受理

処理名 3.3　審査(従前の氏を称する入籍) 1/1 備考

(1)戸籍変動区分(1:既にある戸籍に入る,2:父又は母の新戸籍に入る,3:新しい戸籍をつくる)

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 22/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-20-23



/

/

/

/

/

/NO (24)→(25)へ

(25)→ (26)3.0審査へ

(22)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)である(YES,NO)

YES (23)審査(入籍人配偶者更正区分)処理 [4.3]

NO (19-10)エラーメッセージ
　｢入籍人は未成年です(成年擬制の時は審査結果入力処理です)。」
を表示

R2.1(入籍69)

(20)審査(届出人資格)処理 [4.1]

(21)審査(入籍人更正区分)処理 [4.2]

NO (19-9)エラーメッセージ
　｢成年に達してから1年を経過しています。｣を表示

R2.1(入籍69)

NO (19-6)エラーメッセージ
  「従前の氏を改めた日を再度入力
　して下さい。」を表示

(19-7)3.0審査へ 不受理 R2.1(入籍69)

不受理 R2.1(入籍69)

不受理 R2.1(入籍69)

NO

YES

YES

YES

YES (19-5)→(20)へ

NO (19-8)エラーメッセージ
｢従前の氏を改めた日の入力をして下さい。｣を
表示

 7-2-(5)-20-24
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/

/

/

/

/

/

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 23/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (2)届出人資格1(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養
母,110:未成年後見人,その他)

民791III

処理名 4.1　審査(届出人資格)処理 1/3 備考

(1)入籍人nの生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日(YES,NO)

000 (3)届出人資格2(016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養
母,110:未成年後見人,その他)

110 (6)入籍人の本非区分(1:本籍分届,2:非本籍分届)

016,017,0
19,020

(4)確認メッセージ (5)3.0審査へ ｢N｣の時、不受理

　 ｢単独親権ですか?｣を表示

YES (8)→(76)

1 (7)入籍人nの身分事項に未成年後見人事項がある(YES,NO)

(10)3.0審査へ 不受理NO (9)エラーメッセージ｢事件本人に未成年後見人事
項がありません。未成年後見人は届出人になれま
せん。｣を表示

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

その他 (12)エラーメッセージ (13)3.0審査へ 不受理

2 (10)→(76)

｢N｣の時、不受理

　｢単独親権ですか?｣を表示

016,019 (14)届出人資格2(000:未入力,017:親権者母,020:親権者養母,その他)

000 (15)確認メッセージ (18)3.0審査へ

　｢共同親権ですか?｣を表示

017,020 (16)確認メッセージ ｢N｣の時、不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

その他 (17)エラーメッセージ 不受理

｢N｣の時、不受理

　｢単独親権ですか?｣を表示

017,020 (19)届出人資格2(000:未入力,016:親権者父,019:親権者養父,その他)

000 (20)確認メッセージ (23)3.0審査へ

　｢共同親権ですか?｣を表示

016,019 (21)確認メッセージ ｢N｣の時、不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

その他 (22)エラーメッセージ 不受理
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/

/

/

　入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 1(外国人)(YES,NO)

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 24/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

000 (25)入籍人の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

処理名 4.1　審査(届出人資格)処理 2/3 備考

YES 110 (24)届出人資格2(000:未入力,その他)

YES (27)→(76)

1 (26)入籍人nの身分事項に未成年後見人事項がある(YES,NO)

(29)3.0審査へ 不受理NO (28)エラーメッセージ｢事件本人に未成年後見人事項
がありません。未成年後見人は届出人になれませ
ん。｣を表示

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

その他 (31)エラーメッセージ (33)3.0審査へ 不受理

2 (30)→(76)

その他 (32)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示

000 (36)届出人資格2(098:事件本人,その他)

NO (34)入籍人nの配偶者区分(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者) 戸98II,戸99II

0 (35)届出人資格1(000:未入力,098:事件本人,その他)

その他 (38)エラーメッセージ (39)3.0審査へ 不受理

098 (37)→(76)

098 (40)届出人資格2(000:未入力,その他)

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

その他 (42)エラーメッセージ (44)3.0審査へ 不受理

000 (41)→(76)

　　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示

その他 (43)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する

098 (47)許可の審判確定日 ＝ スペースかつ

1,2 (45)届出人資格1(000:未入力,098:事件本人,009:配偶者,その他)

000 (46)届出人資格2(098:事件本人,その他)

YES (48)エラーメッセージ (49)3.0審査へ 不受理

　入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人)(YES,NO)

NO (50)許可の審判確定日 ＝ スペースかつ

　｢配偶者とともに届出が必要です。｣を表示

 7-2-(5)-20-26



/

/

/

平成11年 3月10日 3 25/54

098 NO YES

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

YES (50-2)エラーメッセージ (50-3)3.0審査へ 不受理

処理名 4.1　審査(届出人資格)処理 2/3 備考

(50-1)確認メッセージ

｢届出人欄に外国人配偶者の署名があ
りますか?｣を表示する

NO 1,2 000

｢届出人資格を正しく入力
して下さい。｣を表示する

NO (50-5)→(76)

NO (50-4)→(76)
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/

/

/

/

頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月10日 3 26/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 4.1　審査(届出人資格)処理 3/3 備考

NO 1,2 000 その他 (51)エラーメッセージ

098 (53)届出人資格2(000:未入力,009:配偶者,その他)

(52)3.0審査へ 不受理

　｢届出人資格を正しく入力して下さい。｣を表示する

000 (54)許可の審判確定日 ＝ スペースかつ入籍人配偶者の外
国人区分 ＝ 0(日本人)(YES,NO)

(56)3.0審査へ 不受理

　｢配偶者とともに届出が必要です。｣を表示

YES (55)エラーメッセージ

NO (57)許可の審判確定日 ＝ スペースかつ入籍人
配偶者の外国人区分 ＝ 1(外国人)(YES,NO)

(57-1)確認メッセージ

　｢届出人欄に外国人配偶者の署名が
ありますか?｣を表示する

YES

YES (57-2)エラーメッセージ (57-3)3.0審査へ 不受理

　｢届出人資格を正しく入力
して下さい。｣を表示する

NO (57-4)→(76)

NO (57-4)→(76)

009 (58)→(76)

009 (61)届出人資格2(098:事件本人,その他)

不受理

　｢届出人資格を正しく入力して下さい。｣を表示する

その他 (59)エラーメッセージ (60)3.0審査へ

その他 (63)エラーメッセージ (65)3.0審査へ 不受理

098 (62)→(76)

　｢届出人資格を正しく入力して下さい。｣を表示する

その他 (64)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格を正しく入力して下さい。｣を表示する

098 (68)→(76)

3 (66)届出人資格1(000:未入力,098:事件本人,その他)

000 (67)届出人資格2(098:事件本人,その他)

不受理

　｢届出人資格を正しく入力して下さい。｣を表示する

その他 (64)エラーメッセージ (70)3.0審査へ
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版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月10日 3 27/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

000 (72)→(76)

処理名 4.1　審査(届出人資格)処理 3/3 備考

NO 3 098 (71)届出人資格2(000:未入力,その他)

その他 (74)エラーメッセージ 不受理

不受理

　｢届出人資格を正しく入力して下さい。｣を表示する

その他 (73)エラーメッセージ (75)3.0審査へ

(76)→ (77)3.1又は、3.2又
は、3.3審査へ

　｢届出人資格を正しく入力して下さい。｣を表示する
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (2)入籍人の本非区分 ＝ 1(本籍) である(YES,NO)
YES (3)入籍人nの更正区分

処理名 4.2　審査(入籍人更正区分)処理 1/4 備考

(1)入籍先の本非区分 ＝ 1(本籍) である(YES,NO)

1,2 (4)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 1(夫)の名 ＝ 入籍人nの父
の名(YES,NO)

2,4,8 (3-1)入籍先の配偶者区分

(7-1)を削除(16版修正により)
　｢入籍人の父と入籍先の父は同一人ですか?｣を表示
する。

(6)(削除) (6)を削除(14版修正により)
NO (7)確認メッセージ

/
(7-1)削除

YES (5)→(7-2)

(8-1)エラーメッセージ

　｢父の名が違います 入籍届を処理する前に父
欄の更正を行ってください。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。

(8)→(7-2)削除

/ (8-2)本紙へ

(8)(7-2)を削除(17版修正により)YES

　｢同一人でないため、父母欄更正できま
せん。｣を表示する。

NO (9)エラーメッセージ
(10)3.0審査へ 不受理

(7-4)3.0審査へ 不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表示する。

YES (7-3)エラーメッセージ

(7-2)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 1(夫)の氏 ＝ 入籍人nの
父の氏(YES,NO)

YES (10-2)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの父氏名の
名(YES,NO)

0 (10-1)入籍相手 ＝ 2(父)(YES,NO)
NO (7-5)→(12)

(10-3-1)エラーメッセージ

　｢父の名が違います 入籍届を処理する前に父
欄の更正を行ってください。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。

(10-3)→(10-5-1)削除

/ (10-3-2)本紙へ

(10-3)(10-5-1)を削除(17版修正により)YES

(10-5)を削除(16版修正により)
　｢入籍人の父と入籍先の父は同一人です
か?｣を表示する。

NO (10-4)確認メッセージ
/

(10-5)削除

NO (10-4-2)エラーメッセージ
YES (10-4-1)→(10-5-1)

(10-5-1)入籍先の漢字氏名の氏 ＝ 入籍人nの父氏名
の氏(YES,NO)

(10-4-3)3.0審査へ 不受理　｢同一人でないため、父母欄更
正できません。｣を表示する。

(10-5-2)エラーメッセージ (10-5-3)3.0審査へ 不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表示
する。

YES

応答内容は、処分区分には影響させない
　｢父の情報が特定できないため、移記処理で父欄の
更正を行って下さい。｣を表示する。

(10-5-4)→(12)
NO (10-6)確認メッセージ (10-6-1)3.0審査へ

NO
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (10-8)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの父氏名
の名(YES､NO)

処理名 4.2　審査(入籍人更正区分)処理 1/4 備考

YES YES 2,4,8 3 (10-7)入籍先の父母続柄が男性系(10～29,51)(YES､NO)

(10-10)確認メッセージ (10-11)削除 (10-11)を削除(16版修正により)
　｢入籍人の父と入籍先の父は同一人で
すか?｣を表示する

NO
YES (10-9)→(10-11-1)

YES (10-10-1)→(10-11-1)削除

/ (10-10-1-2)本紙へ

(10-10-1)(10-11-1)を削除(17版修正により)

｢父の名が違います 入籍届を処理
する前に父欄の更正を行ってくだ
さい。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。
(10-10-1-1)エラーメッセージ

(10-10-3)3.0審査へ 不受理
　｢同一人でないため、父
母欄更正できません。｣を
表示する。

NO (10-10-2)エラーメッセージ

(10-11-2)エラーメッセージ (10-11-3)3.0審査へ 不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表
示する。

YES

(10-11-1)入籍先の漢字氏名の氏 ＝ 入籍人nの父
氏名の氏(YES､NO)

(10-11-4)→(12)
NO (10-12)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の

名 ＝ 入籍人nの父氏名の名(YES､NO)

NO

(10-13)→(10-15-1)
NO (10-14)確認メッセージ
YES

/
(10-15)削除 (10-15)を削除(16版修正により)

　｢入籍人の父と入籍先の父は同一人で
すか?｣を表示する

(10-14-1-1)エラーメッセージ
YES (10-14-1)→(10-15-1)削除

/ (10-14-1-2)本紙へ

(10-14-1)(10-15-1)を削除(17版修正により)

　｢父の名が違います 入籍届を処
理する前に父欄の更正を行ってく
ださい。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。

　 ｢同一人でないため、父母欄更
正できません。｣を表示する。

NO (10-14-2)エラーメッセージ

(10-14-3)3.0審査へ 不受理

(10-15-2)エラーメッセージ (10-15-3)3.0審査へ 不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表
示する。

YES

(10-15-1)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名
の氏 ＝ 入籍人nの父氏名の氏(YES､NO)

(10-15-4)→(12)
その他 (11)→(12)

NO

(12)入籍人nの更正区分
3,4,9 (12-1)入籍先の配偶者区分
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(入籍届)

YES YES 3,4,9 1,2 (13)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 2(妻)の名 ＝ 入籍人nの母
の名(YES,NO)

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 30/54

処理名 4.2　審査(入籍人更正区分)処理 2/4 備考

(16-1)を削除(16版修正により)
　 ｢入籍人の母と入籍先の母は同一人ですか?｣を表示
する。

(15)(削除) (15)を削除(14版修正により)
NO (16)確認メッセージ

/
(16-1)削除

YES (14)→(16-2)

(17-1)エラーメッセージ
　｢母の名が違います 入籍届を処理する
前に母欄の更正を行ってください。｣を表
示する。

名に更正区分は使用できない。

(17)→(16-2)削除

/ (17-2)本紙へ

(17)(16-2)を削除(17版修正により)YES

(18)エラーメッセージ (19)3.0審査へ
不受理　｢同一人でないため、父母欄更正できま

せん。｣を表示する。

NO

(16-2)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 2(妻)の氏 ＝ 入籍人nの
母の氏(YES,NO)

0 (19-1)入籍相手 ＝ 3(母)(YES,NO)
NO (16-5)→(21)

(16-4)3.0審査へ 不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表示する。

YES (16-3)エラーメッセージ

(19-3)→(19-5-1)
NO (19-4)確認メッセージ
YES

YES (19-2)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの母氏名の
名(YES,NO)

/
(19-5)削除 (19-5)を削除(16版修正により)

　｢入籍人の母と入籍先の母は同一人です
か?｣を表示する。

(19-4-1-1)エラーメッセージ
YES (19-4-1)→(19-5-1)削除

/ (19-4-1-2)本紙へ

(19-4-1)→(19-5-1)を削除(17版修正により)

 ｢母の名が違います 入籍届
を処理する前に母欄の更正を
行ってください。｣を表示す
る。

名に更正区分は使用できない。

　｢同一人でないため、父母
欄更正できません。｣を表示
する。

NO (19-4-2)エラーメッセージ

(19-5-1)入籍先の漢字氏名の氏 ＝ 入籍人nの母氏名
の氏(YES,NO)

(19-4-3)3.0審査へ 不受理

(19-5-2)エラーメッセージ (19-5-3)3.0審査へ 不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表示
する。

YES

応答内容は、処分区分には影響させない
　｢母の情報が特定できないため、移記処理で母欄の
更正を行って下さい。｣を表示する。

(19-5-4)→(21)
NO (19-6)確認メッセージ (10-6-1)3.0審査へ

NO
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(19-9)→(19-11-1)
NO (19-10)確認メッセージ
YES

YES (19-8)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの母氏名の名(YES､NO)

/
(19-11)削除 (19-11)を削除(16版修正により)

　｢入籍人の母と入籍先の母は同一人です
か?｣を表示する

(19-10-1-1)エラーメッセージ

YES (19-10-1)→(19-11-1)削除

/ (19-10-1-2)本紙へ

(19-10-1)(19-11-1)を削除(17版修正により)

 ｢母の名が違います 入籍届を処
理する前に母欄の更正を行ってく
ださい。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。

　 ｢同一人でないため、父母欄更
正できません。｣を表示する。

NO (19-10-2)エラーメッセージ

(19-10-3)3.0審査へ 不受理

(19-11-2)エラーメッセージ (19-11-3)3.0審査へ 不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表示する。

YES

(19-11-1)入籍先の漢字氏名の氏 ＝ 入籍人nの母氏名
の氏(YES､NO)

NO (19-12)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の名
＝ 入籍人nの母氏名の名(YES､NO)

NO (19-11-4)→(21)

　｢入籍人の母と入籍先の母は同一人です
か?｣を表示する

(19-13)→(19-15-1)
NO (19-14)確認メッセージ
YES

YES (19-14-1)→(19-15-1)削除

/ (19-14-1-2)本紙へ

(19-14-1)(19-15-1)を削除(17版修正により)

/
(19-15)削除 (19-15)を削除(16版修正により)

 ｢母の名が違います 入籍届を処
理する前に母欄の更正を行ってく
ださい。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。
(19-14-1-1)エラーメッセージ

NO (19-14-2)エラーメッセージ

(19-14-3)3.0審査へ 不受理

(19-15-1)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の
氏 ＝ 入籍人nの母氏名の氏(YES､NO)

　 ｢同一人でないため、父母欄更
正できません。｣を表示する。

NO (19-15-4)→(21)

(19-15-2)エラーメッセージ (19-15-3)3.0審査へ 不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表示する。

YES

(21)入籍人nの更正区分
5,7,9 (21-1)入籍先の配偶者区分

その他 (20)→(21)

(24)削除 (24)を削除(14版修正により)
NO (25)確認メッセージ (25-1)削除 (25-1)を削除(16版修正により)
YES (23)→(25-2)

1,2 (22)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 1(夫)の名 ＝ 入籍人nの養父の名(YES,NO)

　 ｢入籍人の養父と入籍先の養父は同一人ですか?｣を表示する。

 7-2-(5)-20-33
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

YES (27)→(25-2)削除

/ (27-2)本紙へ

(27)(25-2)を削除(17版修正により)

処理名 4.2　審査(入籍人更正区分)処理 3/4 備考

YES YES 5,7,9 1,2 NO

名に更正区分は使用できない。
(27-1)エラーメッセージ
 ｢養父の名が違います 入籍届を処理する前に養
父欄の更正を行ってください。｣を表示する。

　｢同一人でないため、父母欄更正できませ
ん。｣を表示する。

NO (28)エラーメッセージ
(29)3.0審査へ

NO (25-5)→(31)
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表示する。

YES (25-3)エラーメッセージ (25-4)3.0審査へ 不受理
(25-2)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 1(夫)の氏 ＝ 入籍人nの養父の氏(YES,NO)

(29-3)→(29-5-1)
NO (29-4)確認メッセージ
YES

YES (29-2)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの養父氏名の名(YES,NO)
0 (29-1)入籍相手 ＝ 5(養父)(YES,NO)

(29-5)3.0審査へ Nの時、不受理
　 ｢入籍人の養父と入籍先の養父は同一人です
か?｣を表示する。

(29-4-1-1)エラーメッセージ
YES (29-4-1)→(29-5-1)削除

/ (29-4-1-2)本紙へ

(29-4-1)(29-5-1)を削除(17版修正により)

 ｢養父の名が違います 入籍届を
処理する前に養父欄の更正を行っ
てください。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。

｢同一人でないため、父母欄更正
できません。｣を表示する。

NO (29-4-2)エラーメッセージ
(29-4-3)3.0審査へ 不受理

不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表示する。

YES (29-5-2)エラーメッセージ (29-5-3)3.0審査へ
(29-5-1)入籍先の漢字氏名の氏 ＝ 入籍人nの養父氏名の氏

NO (29-6)確認メッセージ (29-6-1)3.0審査へ 応答内容は、処分区分には影響させない
NO (29-5-4)→(31)

YES (29-8)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの養父氏名の名(YES､NO)
3 (29-7)入籍先の父母続柄が男性系(10～29,51)(YES､NO)

　｢養父の情報が特定できないため、移記処理で養父欄の更正
を行って下さい。｣を表示する。

　 ｢入籍人の養父と入籍先の養父は同一人です
か?｣を表示する

(29-9)→(29-11-1)
NO (29-10)確認メッセージ
YES

YES (29-10-1)→(29-11-1)削除

/ (29-10-1-2)本紙へ

(29-10-1)(29-11-1)を削除(17版修正により)

/
(29-11)削除 (29-11)を削除(16版修正により)

 ｢養父の名が違います 入籍届を
処理する前に養父欄の更正を行っ
てください。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。
(29-10-1-1)エラーメッセージ

NO (29-10-2)エラーメッセージ
(29-10-3)3.0審査へ 不受理

(29-11-1)入籍先の漢字氏名の氏 ＝ 入籍人nの養父氏名の氏
(YES､NO)

｢同一人でないため、父母欄更正
できません。｣を表示する。

NO (29-11-4)→(31)

(29-11-2)エラーメッセージ (29-11-3)3.0審査へ 不受理
　｢更生区分に誤りがあります。｣を表示する。

YES
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(入籍届)

(29-13)→(29-15-1)
NO (29-14)確認メッセージ
YES

YSE YES 5,7 9 3 NO (29-12)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の名
＝ 入籍人nの養父氏名の名(YES,NO)

/
(29-15)削除 (29-15)を削除(16版修正により)

　 ｢入籍人の養父と入籍先の養父は同一
人ですか?｣を表示する。

(29-14-1-1)ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ
YES (29-14-1)→(29-15-1)削除

/ (29-14-1-2)本紙へ

(29-14-1)(29-15-1)を削除(17版修正により)

 ｢養父の名が違います 入籍
届を処理する前に養父欄の更
正を行ってください。｣を表
示する

名に更正区分は使用できない。

｢同一人でないため、父母欄
更正できません。｣を表示す
る。

NO (29-14-2)エラーメッセージ

(29-14-3)3.0審査へ 不受理

(29-15-1)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏名の
氏 ＝ 入籍人nの養父氏名の氏(YSE,NO)

(29-15-2)エラーメッセージ (29-15-3)3.0審査へ 不受理
　｢更正区分に誤りがあります。｣を表示
する。

YES

(31)入籍人nの更正区分
6,7,8 (31-1)入籍先の配偶者区分

(29-15-4)→(31)
その他 (30)→(31)

NO

YES (33)→(35-2)

1,2 (32)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 2(妻)の名 ＝ 入籍人nの養
母の名(YES,NO)

　｢入籍人の養母と入籍先の養母は同一人ですか?｣を
表示する。

(34)削除 (34)を削除(14版修正により)
NO (35)確認メッセージ

/
(35-1)削除

 ｢養母の名が違います 入籍届を処理する
前に養母欄の更正を行ってください。｣を
表示する。

名に更正区分は使用できない。

(36)→(35-2)削除

(36-2)本紙へ

(36)(35-2)を削除(17版修正により)
(36-1)エラーメッセージ

YES

　｢同一人でないため、父母欄更正できま
せん。｣を表示する。

NO (37)エラーメッセージ
(38)3.0審査へ 不受理

(35-4)3.0審査へ 不受理
　｢更正区分に誤りがあります。｣を表示する。

YES (35-3)エラーメッセージ

(35-2)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 2(妻)の氏 ＝ 入籍人nの
養母の氏(YES,NO)

NO (35-5)→(42)
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要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (38-2)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの養母氏名
の名(YES,NO)

処理名 4.2　審査(入籍人更正区分)処理 4/4 備考

YES YES 6,7,8 0 (38-1)入籍相手 ＝ 6(養母)(YES,NO)

(38-4)確認メッセージ
/

(38-5)削除 (38-5)を削除(16版修正により)NO
YES (38-3)→(38-5-1)

YES (38-4-1)(38-5-1)削除

/

　｢入籍人の養母と入籍先の養母は同一人
ですか?｣を表示する。

　｢養母の名が違います 入籍
届を処理する前に養母欄の更
正を行ってください。｣を表

名に更正区分は使用できない。(38-4-1-2)本紙へ

(38-4-1)(38-5-1)を削除(17版修正により)
(38-4-1-1)エラーメッセージ

NO (38-4-2)エラーメッセージ
(38-4-3)3.0審査へ 不受理

(38-5-1)入籍先の漢字氏名の氏 ＝ 入籍人nの養母氏
名の氏(YES、NO)

｢同一人でないため、父母欄更正
できません。｣を表示する。

(38-5-2)エラーメッセージ (38-5-3)3.0審査へ 不受理
　｢更正区分に誤りがあります。｣を表示
する。

YES

応答内容は、処分区分には影響させない
　｢養母の情報が特定できないため、移記処理で養母
欄の更正を行って下さい。｣を表示する。

(38-5-4)→(42)
NO (38-6)確認メッセージ (38-6-1)3.0審査へ

NO

YES (38-8)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの養母氏名
の名(YES,NO)

3 (38-7)入籍先の父母続柄が女性系(30～49,52)(YES、NO)

(38-9)→(38-11-1)
NO (38-10)確認メッセージ
YES

/
(38-11)削除 (38-11)を削除(16版修正により)

　｢入籍人の養母と入籍先の養母は同一人
ですか?｣を表示する。

(38-10-1-1)ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ
YES (38-10-)→(38-11-1)削除

/ (38-10-1-1)本紙へ

(38-10-1)(38-11-1)を削除(17版修正により)

　｢養母の名が違います 入籍届を
処理する前に養母欄の更正を行っ
てください。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。

｢同一人でないため、父母欄更正
できません。｣を表示する。

NO (38-10-2)エラーメッセージ

(38-10-3)3.0審査へ 不受理

(38-11-2)エラーメッセージ (38-11-3)3.0審査へ 不受理
　｢更正区分に誤りがあります。｣を表示
する。

YES

(38-11-1)入籍先の漢字氏名の氏 ＝ 入籍人nの養母氏
名の氏(YES、NO)

(38-11-4)→(42)NO
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(38-13)→(38-15-1)

NO (38-14)確認メッセージ

YES

(38-12)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字氏
名の名 ＝ 入籍人nの養母氏名の名(YES,NO)

(38-15)削除 (38-15)を削除(16版修正により)

　｢入籍人の養母と入籍先の養母は同
一人ですか?｣を表示する。

(38-14-1-1)ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

YES (38-14-1)→(38-15-1)削除

(38-14-1-2)本紙へ

(38-14-1)(38-15-1)を削除(17版修正により)

NO (38-14-2)エラーメッセージ

 ｢養母の名が違います
入籍届を処理する前に養
母欄の更正を行ってくだ
さい。｣を表示する。

名に更正区分は使用できない。

(38-15-1)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢字
氏名の氏 ＝ 入籍人nの養母氏名の氏(YES,NO)

(38-14-3)→3.0審査へ 不受理｢同一人でないため、父母
欄更正できません。｣を表
示する。

(38-15-2)エラーメッセージ (38-15-3)3.0審査へ 不受理

　｢更正区分に誤りがあります。｣を
表示する。

YES

NO (40)→(42)

NO (41)→(42)

(38-15-4)→(42)

その他 (39)→(42)

NO

(42)→ (43)3.1,又は3.2,又
は3.3審査へ
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (2)入籍人の本非区分 ＝ 1(本籍)である(YES,NO)
YES (3)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)かつ入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人)(YES,NO)

処理名 4.3　審査(入籍人配偶者更正区分)処理 1/4 備考

(1)入籍先の本非区分 ＝ 1(本籍)(YES,NO)

1,2 (6)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 1(夫)の氏名 ＝
入籍人配偶者の父氏名(YES,NO)

2,4,8 (5)入籍先の配偶者区分
YES (4)入籍人配偶者の更正区分

(7)エラーメッセージ (8)3.0審査へ 不受理
　｢更正区分に誤りがあります。｣を表示
する。

YES

(9)確認メッセージ
　｢入籍人配偶者の父と入籍先の父は同一
人ですか?｣を表示する。

NO

YES (10)→(15)

　｢同一人でないため、父母
欄更正はできません。｣を表
示する。

NO (11)エラーメッセージ (12)3.0審査へ 不受理

YES
0 (13)入籍相手 ＝ 2(父)(YES,NO)

NO (13-3)確認メッセージ (13-4)3.0審査へ
YES (13-2)→(15)

(13-1)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人
配偶者の父氏名の名(YES、NO)

Nの時、不受理
　｢入籍人配偶者の父と入籍
先の父は同一人ですか?｣を表
示する。

応答内容は、処分区分には影響させない
　｢父の情報が特定できないため、移記処
理で父欄の更正を行って下さい。｣を表示
する。

NO (13-5)確認メッセージ

YES (13-7)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人
配偶者の父氏名の名(YES、NO)

3 (13-6)入籍先の父母続柄が男性系(10～29,51)(YES、
NO)

NO (13-19)確認メッセージ
YES (13-8)→(15)

(13-10)3.0審査へ Nの時、不受理
　｢入籍人配偶者の父と入籍
先の父は同一人ですか?｣を表
示する。

NO

YES (13-12)→(15)

(13-11)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢
字氏名の名 ＝ 入籍人配偶者の父氏名の
名(YES、NO)
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 4.3　審査(入籍人配偶者更正区分)処理 2/4 備考
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「入籍人配偶者の父と入籍先
の父は同一人ですか?」を表
示する。

NO NO (13-13)確認メッセージ (13-14)3.0審査へ Nの時、不受理

その他 (14)→(15)

1,2 (17)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 2(妻)の氏名 ＝
入籍人配偶者の母氏名(YES,NO)

3,4,9 (16)入籍先の配偶者区分
(15)入籍人配偶者の更正区分

(18)エラーメッセージ (19)3.0審査へ 不受理
「更正区分に誤りがあります。」を表示
する

YES

(20)確認メッセージ

「入籍人配偶者の母と入籍先の母は同一
人ですか?」を表示する。

NO

YES (21)→(26)

「同一人でないため、父母欄
更正はできません。」を表示
する。

NO (22)エラーメッセージ (23)3.0審査へ 不受理

YES
0 (24)入籍相手 ＝ 3(母)(YES,NO)

NO (24-3)確認メッセージ (24-4)3.0審査へ
YES (24-2)→(26)

(24-1)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人
配偶者の母氏名の名(YES,NO)

Nの時、不受理
「入籍人配偶者の母と入籍先
の母は同一人ですか?」を表
示する。

応答内容は、処分区分には影響させない
「母の情報が特定できないため、移記処
理で母欄の更正を行って下さい。」を表
示する。

NO (24-5)確認メッセージ

3 (24-5-1)入籍先の父母続柄が女性系(30～49,52)(YES,NO)

YES (24-7)→(26)

(24-6)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人
配偶者の母氏名の名(YES,NO)

YES

Nの時、不受理
「入籍人配偶者の母と入籍先の母
は同一人ですか?」を表示する。

NO (24-8)確認メッセージ (24-9)3.0審査へ

NO (24-10)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢
字氏名の名 ＝ 入籍人配偶者の母氏名の
名(YES,NO)
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

NO YES (24-11)→(26)

処理名 4.3　審査(入籍人配偶者更正区分)処理 3/4 備考

YES YES YES 3,4,9 3

｢入籍人配偶者の母と入籍先
の母は同一人ですか?｣を表示
する。

NO (24-12)確認メッセージ (24-13)3.0審査へ Nの時、不受理

その他 (25)→(26)

1,2 (28)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 1(夫)の氏名 ＝
入籍人配偶者の養父氏名(YES,NO)

5,7,9 (27)入籍先の配偶者区分
(26)入籍人配偶者の更正区分

(29)エラーメッセージ (30)3.0審査へ 不受理
｢更正区分に誤りがあります。｣を表示す
る。

YES

(31)確認メッセージ (31-1)3.0審査へ
｢入籍人配偶者の養父と入籍先の養父は同
一人ですか?｣を表示する。

NO

YES (32)→(37)

｢同一人でないため、父母欄
更正はできません。｣を表示
する。

NO (33)エラーメッセージ (34)3.0審査へ 不受理

YES
0 (35)入籍相手 ＝ 5(養父)(YES,NO)

NO (35-3)確認メッセージ (35-4)3.0審査へ
YES (35-2)→(37)

(35-1)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人
配偶者の養父氏名の名(YES,NO)

Nの時、不受理
｢入籍人配偶者の養父と入籍
先の養父は同一人ですか?｣を
表示する。

応答内容は、処分区分には影響させない
｢養父の情報が特定できないため、移記処
理で養父欄の更正を行って下さい。｣を表
示する。

NO (35-5)確認メッセージ

YES (35-7)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人
配偶者の養父氏名の名(YES,NO)

3 (35-6)入籍先の父母続柄が男性系(10～
29,51)(YES,NO)

NO (35-9)確認メッセージ
YES (35-8)→(37)

(35-10)3.0審査へ Nの時、不受理
｢入籍人配偶者の養父と入籍
先の養父は同一人ですか?｣を
表示する。
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

NO (35-10)入籍先戸籍の内、死亡配偶者の漢
字氏名の名 ＝ 入籍人配偶者の母氏名の
名(YES,NO)

処理名 4.3　審査(入籍人配偶者更正区分)処理 4/4 備考

YES YES YES 5,7,9 3

YES (35-11)→(37)

｢入籍人配偶者の母と入籍先
の母は同一人ですか?｣を表示
する。

NO (35-12)確認メッセージ (35-13)3.0審査へ Nの時、不受理

その他 (36)→(37)

1,2 (39)入籍先戸籍の内、配偶者区分 ＝ 2(妻)の氏名 ＝
入籍人配偶者の養母氏名(YES,NO)

6,7,8 (38)入籍先の配偶者区分
(37)入籍人配偶者の更正区分

(40)エラーメッセージ (41)3.0審査へ 不受理
｢更正区分に誤りがあります。｣を表示す
る。

YES

(42)確認メッセージ (43)3.0審査へ
｢入籍人配偶者の養母と入籍先の養母は同
一人ですか?｣を表示する。

NO

YES (44)→(48)

｢同一人でないため、父母欄
更正はできません。｣を表示
する。

NO (45)エラーメッセージ (46)3.0審査へ 不受理

YES
0 (47)入籍相手 ＝ 6(養母)(YES,NO)

NO (47-3)確認メッセージ (47-4)3.0審査へ
YES (47-2)→(48)

(47-1)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人
配偶者の養母氏名の名(YES,NO)

Nの時、不受理
｢入籍人配偶者の養母と入籍
先の養母は同一人ですか?｣を
表示する。

応答内容は、処分区分には影響させない
｢養母の情報が特定できないため、移記処
理で養母欄の更正を行って下さい。｣を表
示する。

NO (47-5)確認メッセージ

3 (47-5-1)入籍先の父母続柄が女性系(30～
49,52)(YES、NO)

YES (47-5-3)→(48)

YES (47-5-2)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍
人配偶者の養母氏名の名(YES、NO)

(47-5-5)3.0審査へ Nの時、不受理
｢入籍人配偶者の養母と入籍
先の養母は同一人ですか?｣を
表示する。

NO (47-5-4)確認メッセージ

 7-2-(5)-20-41
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作業名 作成者 作成日付 改訂日付

NO (47-5-6)入籍先戸籍の内、死亡配偶
者の漢字氏名の名 ＝ 入籍人配偶者
の父氏名の名(YES、NO)

NO (47-5-8)確認メッセージ (47-5-9)3.0審査へ Nの時、不受理

YES (47-5-7)→(48)

｢入籍人配偶者の父と入籍
先の父は同一人ですか?｣
を表示する。

NO

NO

その他 (48)→ (49)3.1又は3.2又は
3.3審査へ

NO

 7-2-(5)-20-42
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作業名 作成者 作成日付 改定日付

2 (2)入籍人nの父の民名の名 ＝ 入籍先の氏名の名である(YES,NO)

YES (3)→(26)

NO (4)確認メッセージ (5)9.2審査へ ｢N｣の時、不受理

｢入籍人の父の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?｣を表示

3 (6)入籍入nの母の氏名の名 ＝ 入籍先の氏名の名である(YES,NO)

YES (7)→(26)

4 (10)入籍人nの父の氏名の名 ＝ 入籍先の氏名の名、または

　　入籍人nの母の氏名の名 ＝ 入籍先の氏名の名である(YES,NO)

NO (8)確認メッセージ (9)3.2審査へ ｢N｣の時、不受理

｢入籍人の母の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?｣を表示

YES (11)→(26)

NO (12)確認メッセージ (18)3.2審査へ ｢N｣の時、不受理

｢入籍人の父母の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?｣を表示

5 (14)入籍人nの養父の氏名の名 ＝ 入籍先の氏名の名である(YES,NO)

YES (15)→(26)

NO (16)確認メッセージ (17)3.2審査へ ｢N｣の時、不受理

｢入籍人の養父の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?｣を表示

6 (18)入籍人nの養母の氏名の名 ＝ 入籍先の氏名の名である(YES,NO)

YES (19)→(26)

NO (20)確認メッセージ (21)3.2審査へ ｢N｣の時、不受理

｢入籍人の養母の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?｣を表示

7 (22)入籍人nの養父の氏名の名 ＝ 入籍先の氏名の名、または

入籍人nの養母の氏名の名 ＝ 入籍先の氏名の名である(YES,NO)

YES (23)→(26)

(26)→

NO (24)確認メッセージ (25)3.2審査へ ｢N｣の時、不受理

｢入籍人の養父母の名と入籍先の氏名の名が違いますがよろしいですか?｣を表示
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

処理名 4.5　審査(父又は母の新戸籍) 1/2 備考

(1)新本籍 ≠ スペース(YES,NO)

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 42/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

YES (4)入籍相手(2:父,3:母,5:養父,6:養母)

YES (2)入籍先の本籍 ≠ 新本籍(YES,NO)

YES (3)入籍人nの生年月日 + 15年(15歳未満) > 受領日(YES,NO)

戸30条3項

016 (6)→(38)

2 (5)届出人1または2(016:親権者父,110:未成年後見人,その他)

(8)3.0審査へ

　 ｢未成年後見人は、入籍相手と同一人です
か。｣を表示

110 (7)確認メッセージ

YES (9)→(38)

(10)確認メッセージ (11)3.0審査へ ｢N｣の時、不受理NO

　 ｢新本籍は入籍先と同一地番ではあり
ません。よろしいですか。｣を表示

｢N｣の時、不受理その他 (12)確認メッセージ

　 ｢新本籍は入籍先と同一地番ではありませ
ん。よろしいですか。｣を表示

3 (13)届出人1または2(017:親権者母,110:未成年後見人,その他) 戸30条3項

110 (15)確認メッセージ (16)3.0審査へ

017 (14)→(38)

　 ｢未成年後見人は、入籍相手と同一人です
か。｣を表示

(17)→(38)

NO (18)確認メッセージ

YES

(19)3.0審査へ ｢N｣の時、不受理
　｢新本籍は入籍先と同一地番ではありません。
よろしいですか。｣を表示

｢N｣の時、不受理その他 (20)確認メッセージ

　｢新本籍は入籍先と同一地番ではありません。よろ
しいですか。｣を表示

5 (21)届出人1または2(019:親権者養父,110:未成年後見人,その他) 戸30条3項

019 (22)→(38)
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審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 43/54

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 4.5　審査(父又は母の新戸籍) 2/2 備考

YES YES YES 5 110 (23)確認メッセージ (24)3.0審査へ

　 ｢未成年後見人は、入籍相手と同一人です
か。｣を表示

(25)→(38)

NO (26)確認メッセージ

YES

(27)3.0審査へ ｢N｣の時、不受理

　｢新本籍は入籍先と同一地番ではありま
せん。よろしいですか。｣を表示

｢N｣の時、不受理その他 (28)確認メッセージ

　 ｢新本籍は入籍先と同一地番ではありませ
ん。よろしいですか。｣を表示

6 (29)届出人1または2(020:親権者養母,110:未成年後見人,
その他)

戸30条3項

020 (30)→(38)

110 (31)確認メッセージ (32)3.0審査へ

　 ｢未成年後見人は、入籍相手と同一人です
か。｣を表示

(33)→(38)

NO (34)確認メッセージ

YES

(35)3.0審査へ ｢N｣の時、不受理

｢N｣の時、不受理

　｢新本籍は入籍先と同一地番ではありま
せん。よろしいですか。｣を表示

その他 (36)確認メッセージ

　｢新本籍は入籍先と同一地番ではありませ
ん。よろしいですか。｣を表示

NO (37)確認メッセージ ｢N｣の時、不受理

　 ｢新本籍は入籍先と同一地番ではありません。よろしいですか。｣
を表示

NO (38)→ (39)3.1審査または
3.2審査へNO
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/
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/

Nの時、不受理

不受理

(16)3.0審査へ

(20)入籍先戸籍に配偶者区分 ＝ 1(夫)の在籍者がいるか

(18)→

(19)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの母氏名の名

　｢入籍先に母が在籍していませんがよろしい
ですか?｣

Nの時、不受理

 ｢入籍先(母)と入籍人の母の名が違
いますがよろしいですか?｣

Nの時、不受理

Nの時、不受理(9)3.0審査へ

(10)確認メッセージ

(11)確認メッセージ

　 ｢入籍先(父)と入籍人の父の名が違いますがよろしいですか?｣

(12)入籍先戸籍に配偶者区分 ＝ 2(妻)の在籍
者がいるか

(1)入籍先の本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(2)入籍相手(4:父母,7:養父母,その他)

(3)入籍先の配偶者区分(1:夫,2:妻,その他)

(4)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの父氏名の名

(5)入籍先戸籍に配偶者区分 ＝ 2(妻)の在籍者がいるか

(6)入籍先戸籍中の配偶者区分 ＝ 2(妻)の氏名
の名 ＝ 入籍人nの母氏名の名

(7)→(95)

(8)確認メッセージ

YES

NO

YES

YES

NO

NO

NO

YES

YES

NO

(13)入籍先戸籍中の配偶者区分 ＝ 2(妻)
の氏名の名 ＝ 入籍人nの母氏名の名

(14)→(95)

(15)確認メッセージ

　｢入籍先(母)と入籍人の母
の名が違いますがよろしいで
すか?｣

(17)確認メッセージ

　｢入籍先に母が在籍していませんが
よろしいですか?｣

YES

NO

YES

1

2

4

1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 44/54

処理名 4.6　審査(入籍先･入籍相手区分) 1/5 備考

 7-2-(5)-20-46
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/
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/

/

/

(31)3.0審査へ

Nの時、不受理

Nの時、不受理

Nの時、不受理

(21)入籍先戸籍中の配偶者区分 ＝ 1(夫)の氏
名の名 ＝ 入籍人nの父氏名の名

(22)→(95)

(23)確認メッセージ

　｢入籍先(父)と入籍人の父の名が違
いますがよろしいですか?｣

(25)確認メッセージ

　｢入籍先に父が在籍していませんがよろしい
ですか?｣

(24)3.O審査へ

NO

(27)入籍先戸籍に配偶者区分 ＝ 1(夫)の在籍
者がいるか

(30)確認メッセージ

　｢入籍先(父)と入籍人の
父の名が違いますがよろ
しいですか?｣

Nの時、不受理

YES

不受理

(36)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの養父氏名の名

NO

(37)入籍先戸籍に配偶者区分 ＝ 2(妻)の在籍者がいるか

(38)入籍先戸籍中の配偶者区分 ＝ 2(妻)の氏
名の名 ＝ 入籍人nの養母氏名の名

YES

(33)→

(34)エラーメッセージ

(32)確認メッセージ

YES

(39)→(95)

YES

NO

YES

NO

YES

(26)確認メッセージ

　｢入籍先(母)と入籍人の母の名が違いますがよろしいで
すか?｣

(28)入籍先戸籍中のに配偶者区分 ＝
1(夫)の氏名の名 ＝ 入籍人nの父氏名の
名

(29)→(95)YES

YES

NO

YES

NO

2

7

その他

1

(35)入籍先の配偶者区分(1:夫,2:妻,その他)

  ｢入籍相手に誤リがあります｣

　｢入籍先に父が在籍していませんが
よろしいですか?｣

4

処理名 4.6　審査(入籍先･入籍相手区分) 2/5 備考

1

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 45/54
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/

/

/

/

/

Nの時、不受理

Nの時、不受理

(54)→(95)

｢入籍先(養父)と入籍人の養父の名が
違いますがよろしいですか?｣

(57)確認メッセージ

　｢入籍先に養父が在籍していませんがよろし
いですか?｣

(55)確認メッセージ (56)3.O審査へ

YES

NO

(50)→

(48)3.0審査へ

NO

(40)確認メッセージ

　｢入籍先(養母)と入籍人の養母の名
が違いますがよろしいですか?｣

(42)確認メッセージ

　｢入籍先に養母が在籍していませんがよろし
いですか?｣

(43)確認メッセージ

　｢入籍先(養父)と入籍人の養父の名が違いますがよろし
いですか?｣

(44)入籍先戸籍に配偶者区分 ＝ 2(妻)の在籍
者がいるか

(45)入籍先戸籍中の配偶者区分 ＝ 2(妻)
の氏名の名 ＝ 入籍人nの養母氏名の名

YES

NO

(46)→(95)

(47)確認メッセージ

　｢入籍先(養母)と入籍人の
養母の名が違いますがよろし
いですか?｣

　｢入籍先に養母が在籍していません
がよろしいですか?｣

(52)入籍先戸籍に配偶者区分 ＝ 1(夫)の在籍者がいるか

2 (51)入籍先の漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの養母氏名の名

(53)入籍先戸籍中の配偶者区分 ＝ 1(夫)の氏
名の名 ＝ 入籍人nの養父氏名の名

YES

YES

NO Nの時、不受理

NO 不受理

(49)確認メッセージ

Nの時、不受理

YES

YES

NO

NO Nの時、不受理

処理名 4.6　審査(入籍先･入籍相手区分) 3/5 備考

1 7 1 YES YES NO (41)3.0審査へ Nの時、不受理

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 46/54
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/

/
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不受理(76-1)3.0審査へ

　｢入籍先の父母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。｣

(76-2)→(95)

(77)入籍先の父母との続柄 ＝ 30～49(女～十九女)

(78)入籍先漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの母氏名の名

(79)→(95)

NO

　｢入籍先(父)と入籍人の父の名が違いますがよろしいですか?｣

(62)→(95)

(63)確認メッセージ

　｢入籍先(養父)と入籍人
の養父の名が違いますが
よろしいですか?｣

YES

｢N｣の時、不受理

　｢入籍相手に誤りがあります｣

(68)→(70)

(69)→(70)

｢N｣の時、不受理

｢N｣の時、不受理

(74)確認メッセージ (75)3.0審査へ

(58)確認メッセージ

　｢入籍先(養母)と入籍人の養母の名が違いますがよろし
いですか?｣

(60)入籍先戸籍に配偶者区分 ＝ 1(夫)の在籍
者がいるか

(70)入籍相手(2:父、3:母、5:養父、6:養母、その他)

(71)入籍先の父母との続柄 ＝ 10～29(男～十九男)

(72)入籍先漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの父氏名の名

(73)→(95)

(61)入籍先戸籍中の配偶者区分 ＝ 1(夫)
の氏名の名 ＝ 入籍人nの養父氏名の名

YES

NO

NO

NO

YES

NO

YES

(65)確認メッセージ

　｢入籍先に養父が在籍していません
がよろしいですか?｣

(66)→

(67)エラーメッセージ

YES

(75-1)入籍先の父母続柄 ≠ スペース

YES

NO

NO

YES

備考

(59)3.0審査へ

(64)3.0審査へ

処理名 4.6　審査(入籍先･入籍相手区分) 4/5

1

その他

3

2

2

2

その他

YES

7

(76)エラーメッセージ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 47/54
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/

/

　｢入籍先の父母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。｣

(94-2)→(95)

(96)3.1または3.2審
査へ

(80)確認メッセージ

　｢入籍先(母)と入籍人の母の名が違いますがよろしいですか?｣

(81-1)入籍先の父母続柄 ≠ スペース

(82)エラーメッセージ

　｢入籍先の父母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。｣

(82-2)→(95)

(83)入籍先の父母との続柄 ＝ 10～29(男～十九男)

(84)入籍先漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの養父氏名の名

(85)→(95)

(86)確認メッセージ

　｢入籍先(養父)と入籍人の養父の名が違いますがよろしいですか?｣

(87-1)入籍先の父母続柄 ≠ スペース

(88)エラーメッセージ

　｢入籍先の父母との続柄と入籍相手区分の組合せが不正です。｣

(88-2)→(95)

(89)入籍先の父母との続柄 ＝ 30～49(女～十九女)

(90)入籍先漢字氏名の名 ＝ 入籍人nの養母氏名の名

(91)→(95)

(92)確認メッセージ

｢N｣の時、不受理

不受理

｢N｣の時、不受理

不受理

｢N｣の時、不受理

不受理

(93)3.0審査へ

(87)3.0審査へ

(88-1)3.0審査へ

(81)3.0審査へ

(82-1)3.0審査へ

NO

(94-1)3.0審査へ(94)エラーメッセージ

YES NO

NO

YES

(95)→

YES

NO

YES

NO

YES

NO

その他

　｢入籍先(養母)と入籍人の養母の名が違いますがよろしいですか?｣

(93-1)入籍先の父母続柄 ≠ スペース

5

YES

NO

YES

NO

NO

YES

備考

改定日付

6

平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 48/54

処理名 4.6　審査(入籍先･入籍相手区分) 5/5

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会

3
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ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

ロック戸籍番号5

入籍先が本籍人の時、入籍先の戸籍
番号をセット

入籍人が本籍人の時、入籍人の戸籍
番号をセット

―――――――――

―――――――――

―――――――――

｢21｣をセット

在外送付区分 ＝ 0の時、1

存外送付区分 ≠ 0の時、2

｢0:無｣をセット

｢1:創設｣をセット

｢0:日本人｣をセット

―――――――――

受領NO

―――――――――

支所NO

受領日

送付日

発送元

存外送付区分

処理日

―――――――――

―――――――――

本非区分

郵送日

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

中間ファイル
(届書)
共通

入籍届画面入
力

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

存外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届出区分

渉外区分

同時決裁受領番号

ロック戸籍番号1

ロック戸籍番号2

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

頁版

49/542

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日

項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(届書) ←　(引渡側) 入籍届画面 入力

データ編集表
作業名

審査(入籍届) システム化調査研究会

処理名 5.0 中間ファイル(届書)編集･出力 1/6

DB･ファイル名
画面名称 名称

第7
2

(5)

作成者

 7-2-(5)-20-51



3/6～6/6参照

ZERO

0:未、1:排他

中間ファイル
(届書)
共通

入籍届画面
入力

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。*

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

決裁区分

届書排他区分

改定日付 版

令和　年　月　日

作成日付

平成 6年12月 1日

作業名 作成者

1

←　(引渡側) 入籍届画面 入力

50/54

頁

事件別内容

不受理申出処分区分

第7
2

(5)
データ編集表

処理名 5.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/6

審査(入籍届)

(受取側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側

システム化調査研究会

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

*審査において一つでもエラーがある場合は不受理とする。

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

処分区分
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中間ファイル
(届書)
事件別内容

入籍届種別入
力
入力画面

入籍者種別

同時入籍者数

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 51/54

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面 (入籍届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/6

入籍者種別

同時入籍者数
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入籍先の筆頭者区分

入籍先の配偶者区分

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 52/54

処理名 5.0 中間ファイル(届書)編集･出力 4/6 (受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面 (入籍届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

入籍事由

入籍相手

従前の氏を改めた日

許可の審判確定日

戸籍変動区分

入籍先の本非区分

入籍先の個人除区分

入籍先の本非区分

入籍先の個人除区分

入籍事由

入籍相手

従前の氏を改めた日

許可の審判確定日

戸籍変動区分

入籍先の筆頭者区分

中間ファイル
(届書)
事件別内容

入籍届(その1)
入力画面

入籍先の配偶者区分

入籍先の本籍コード 入籍先の本籍

入籍先の本籍

入籍先の筆頭者 入籍先の筆頭者

本籍人の場合設定入籍先の個人番号

入籍先のカナ氏名 入籍先のカナ氏名

入籍先の漢字氏名

入籍先の住所コード

入籍先の漢字氏名

入籍先の住所

入籍先の住所

入籍先の世帯主 入籍先の世帯主

入籍先の父の氏名

入籍先の母の氏名

入籍先の父の氏名

入籍先の母の氏名

入籍先の父母続柄

入籍先の生年月日

入籍先の父母続柄

入籍先の生年月日

新本籍コード

新本籍

新本籍

新筆頭者 新筆頭者
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中間ファイル
(届書)
事件別内容

入籍届(その2)
入力画面

入籍人は複数件存在する場合あり

入籍人は複数件存在する場合あり

入籍人は複数件存在する場合あり

本籍人の場合、設定

入籍人の本非区分

入籍人nの生年月日

入籍人nの筆頭者区分

入籍人nの配偶者区分

入籍人nの更正区分

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 53/54

処理名 5.0 中間ファイル(届書)編集･出力 5/6 (受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面 (入籍届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

入籍人の本非区分

入籍人nの生年月日

入籍人nの筆頭者区分

入籍人nの配偶者区分

入籍人nの更正区分

入籍人nの個人番号

入籍人nのカナ氏名 入籍人nのカナ氏名

入籍人nの漢字氏名

入籍人の本籍コード

入籍人の本籍

入籍人の筆頭者

入籍人nの住所コード

入籍人の筆頭者

入籍人nの住所

入籍人nの漢字氏名

入籍人の本籍

入籍人nの住所

入籍人nの世帯主 入籍人nの世帯主

入籍人nの父の氏名

入籍人nの母の氏名

入籍人nの父の氏名

入籍人nの母の氏名

入籍人nの父母続柄

入籍人nの養父の氏名

入籍人nの父母続柄

入籍人nの養父の氏名

入籍人nの養母の氏名

入籍人nの養父母続柄

入籍人nの養母の氏名

入籍人nの養父母続柄

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

届出人氏名2

届出人資格2

届出人氏名2
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中間ファイル
(届書)
事件別内容

入籍届(その3)
入力画面

入籍人配偶者の配偶者区
分

入籍人配偶者の配偶者区
分

入籍人配偶者の住所コー
ド

入籍人配偶者の外国人区
分

入籍人配偶者の外国人区
分

本籍人の場合、設定

入籍人配偶者のカナ氏名

入籍人配偶者の漢字氏名

入籍人配偶者の生年月日

入籍人配偶者の父氏名

入籍人配偶者の母氏名

入籍人配偶者の養父氏名

入籍人配偶者の養母氏名

入籍人配偶者のカナ氏名

入籍人配偶者の漢字氏名

入籍人配偶者の生年月日

入籍人配偶者の父氏名

入籍人配偶者の母氏名

入籍人配偶者の養父氏名

入籍人配偶者の養母氏名

入籍人配偶者の住所

入籍人配偶者の世帯主

入籍人配偶者の更正区分

入籍人配偶者の父母との
続柄

入籍人配偶者の父母との
続柄

入籍人配偶者の個人番号

記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

入籍人配偶者の養父母と
の続柄

版 頁

審査(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 54/54

処理名 5.0 中間ファイル(届書)編集･出力 6/6 (受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面 (入籍届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

入籍人配偶者の更正区分

入籍人配偶者の住所

入籍人配偶者の世帯主

入籍人配偶者の養父母と
の続柄
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名称

中間ファイル(9条2項)

入出力区分

入力

名称

中間ファイル

(30条の12第1項)

中間ファイル(仮受付)

中間ファイル(届書)

附票データベース
(サンプル)

入力

3.処理概要

 (1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
 (2)戸籍変動情報を確定する。
 (3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
 (4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
 (5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
 (6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。………………………(サンプル提示)
 (7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
 0.0 本紙　　　　 1.0 データ編集表(入力確認面面)
　　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　　　　 3.1 入籍人のデータ編集
　　　　　　　　　　　 3.2 その他(除籍父又は母(送付･除籍のみ))のデータ編集
　　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍)
　　　　　　　　　　　 4.1 父又は母の個人特定(入籍)
　　　　　　　　　　　 4.2 父又は母の身分事項(除籍)
　　　　　　　　　　　 4.3 父又は母の身分事項(入籍)
　　　　　　　　　　　 5.1 入籍人の個人特定(入籍)
　　　　　　　　　　　 5.2 入籍人の身分事項(除籍)
　　　　　　　　　　　 5.3 入籍人の身分事項(入籍)
　　　　　　　　　　　 6.1 入籍人配偶者の個人特定(入籍)
　　　　　　　　　　　 6.2 入籍人配偶者の身分事項(除籍)
　　　　　　　　　　　 6.2 入籍人配偶者の身分事項(入籍)
　　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　　 7.1 父又は母
　　　　　　　　　　　 7.2 入籍者
　　　　　　　　　　　 7.3 入籍人配偶者
　　　　　　　　　8.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)……(サンプル提示)
　　　　　　　　　　　 8.1 父又は母
　　　　　　　　　　　 8.2 入籍者
　　　　　　　　　　　 8.3 入籍人配偶者

5.備考(特記事項含む)
 (1)配偶者同時の場合は、仮受付レコードを入籍人と同時に作成する(同一受領番号)

出力

(サンプル)

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

入出力区分

出力

出力

出力

中間ファイル(仮戸籍)

版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 1/48

改訂日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

入力確認

(入籍届)

並べ換え入力

入力確認
(入籍届)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

(詳細別紙)
附票

データベース

(サンプル)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(30条の12

第1項)

(サンプル)

処分決定

(仮受付)
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/

/

/

/

/

/ 　 〔3.2〕

/

/

/

/

/ 〔3.1'〕

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

　配偶者同時の場合は、入籍人配偶
が日本人の場合に限り作成する。

※サンプル提示

身分事項(除籍)

身分事項(入籍)

YES

※受付けファイルは入籍者だけに作成する

　ただし、入籍先の(養)父･母のみ除籍になる
ケース(戸籍変動区分 ＝ 2)において、入籍人
の本籍が管外で、(養)父･母の本籍が管内であ
るが、新戸籍編製地が管外の場合かつ、(養)
父･母の本籍地への除籍の届書送付があった時
に限り(養)父･母を本籍人として受付ファイル
を作成する。

〔1.0〕

〔3.1〕

〔4.1〕

〔4.2〕

〔4.3〕

(18-1)父又は母は在外選挙人である(YES,NO)

(16)父又は母の入籍の編集

(17)父又は母の除籍事項の編集

(18)父又は母の入籍事項の編集

〔2.0〕

(13)入籍人は父又は母の新戸籍に入る(YES,NO)

(14)父又は母は本籍人である(YES,NO)

(15)父又は母の戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編
集･出力する

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、
メッセージ｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下してください。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

(3)戸籍変動区分(1:既にある戸籍に入る,2:父又は母の新戸籍に入る,3:新しい戸籍をつくる)

個人特定(入籍)

YES

NO

YES

〔3.1'〕

(11)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(12)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編成マトリックス表を参照し、事件本
人の戸籍変動状況を決定する

NO

NO

YES

(10)入籍人の人数分繰り返す

〔3.1〕

〔3.2〕

〔3.1〕

(3-1)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(3-2)入籍人配偶者の外国人区分(0:日本人,1:外国人)

(3-3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(3-4)→(12)

(4)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外)である(YES,NO)

YES

(5)入籍人の本籍 ＝ 管外である(YES,NO)

(6)入籍先の本籍 ＝ 管内である(YES,NO)

(7)新本籍 ＝ 管外である(YES,NO)

(8-2)中間ファイル(仮受
付)を編集出力する

0

1

YES

3

(9)中間ファイル(仮受付)
を編集出力する

NO

1

2

作成日付 改訂日付

処理名 0.0 本紙　1/3 備考

版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 2/48

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

実行キー
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(18-
1),(18-2)

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理
(27),(28),(29)

　附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理
(35),(36),(37)

(24)入籍人の入籍の編集

(25)入籍人の除籍事項の編集

(26)入籍人の入籍事項の編集

(27)入籍人は在外選挙人である(YES,NO)

(28)入籍人について中間ファイル((30条の12第
1項)を)編集･出力する

〔7.1〕

(41)入籍人は父又は母の新戸籍に入る(YES,NO)

〔5.1〕

〔5.3〕

NO

YES

(42)父又は母について中間ファイル(9条2項)を編集･出力するYES

※サンプル提示

〔6.1〕

(29)→(30)

(30)入籍者種別 ＝ 2(配偶者同時)である(YES,NO)

個人特定(入籍) (32)入籍人の入籍の編集

(31)入籍人配偶者の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･
出力する

〔5.2〕

YES

※サンプル提示

NO (37)→(40)

(38)→(40)

(39)→(40)

(40)在外送付区分 ＝ 0:受理分 又は 2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

〔6.2〕

〔6.3〕

〔8.3〕

(35)入籍人配偶者は在外選挙人である(YES,NO)

(36)入籍人配偶者について中間ファイル((30条
の12第1項)を)編集･出力する

NO

(33)入籍人の除籍事項の編集

(34)入籍人の入籍事項の編集身分事項(入籍)

身分事項(除籍)

YES

YES

NO

YES

NO

YES

(22)入籍人の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(23)入籍人の人数分繰り返す

(18-2)父又は母について中間ファイル((30条の
12第1項)を)編集･出力する

(19)→(21)

(20)→(21)

身分事項(除籍)

身分事項(入籍)

個人特定(入籍)

〔8.2〕

YES

NO

YES

(21)入籍人は本籍人である(YES,NO)

NO

実行キー

〔8.1〕

作成日付

平成6年12月 1日

改訂日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成11年 3月 1日 2.1 3/48

処理名 0.0 本紙　2/3 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者
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/

/

/

/

/

(62)同画面を編集する

(60)エラー履歴表示
に制御を渡す

(59)同画面を編集す
る

(51)審査に制御を渡す

→

(61)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

〔7.3〕

→

→

→

NO

PF1

(48)処分決定に制御
を渡す

(49)業務選択に制御
を渡す

(50)届出選択に制御
を渡す

(55)同画面を編集す
る

(53)前ページ分の｢転籍届｣画面を編集

(54)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(56)次ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

(57)次ページ分の｢転籍届｣画面を編集

(58)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

→

→

(52)前ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

PF11

その他

PF8

PF2

PF5

PF7

(43)→(44)

(44)入籍人の人数分繰り返す

(45)入籍者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(46)入籍者種別  ＝ 　2(配偶者同時)かつ入籍人配偶者の外国人区分  ＝
0(日本人)である(YES,NO)

(47)配偶者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

NO

YES

NO

ある

なし

ある

なし

YES

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

実行キー

〔7.2〕

処理名 0.0 本紙　3/3 備考

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 4/48

作成日付 改訂日付 版 頁
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入籍届種別入
力確認画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

画面ID

システム日付

入籍者種別

同時入籍者数

画面ID

システム日付

入籍者種別

同時入籍者数

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

記号名

処理名 1.0 確認画面(入籍届)表示　1/8 (受取側) 入籍届確認画面(その1) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/48

改定日付

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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入籍届(その1)
～(その3)確認
画面
共通

画面ID

システム日付

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

共通

中間ファイル
(届書)

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

画面ID

システム日付

支所NO

受領NO

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 1.0 確認画面(入籍届)表示　2/8 (受取側) 入籍届確認画面(その1) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側

受領日

送付日

令和　年　月　日 1 6/48

改定日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日
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事件別内容

中間ファイル
(届書)

有

有

有

有

有

有

有

有

入籍先の漢字氏名

入籍先の住所コード

入籍先の住所

入籍先の世帯主

入籍先の父の氏名

入籍事由

入籍相手

従前の氏を改めた日

許可の審判確定日

戸籍変動区分

入籍先の本非区分

入籍先の個人除区分

入籍先の筆頭者区分

入籍先の配偶者区分

入籍先の本籍コード

入籍先の本籍

入籍先の筆頭者

入籍先のカナ氏名

入籍先の漢字氏名

入籍先の住所

入籍先の世帯主

入籍先の父の氏名

入籍事由

入籍相手

入籍相手名称

従前の氏を改めた日

許可の審判確定日

戸籍変動区分

戸籍変動区分名称

入籍先の本非区分

入籍先の本非区分名称

入籍先の個人除区分

入籍先の個人除区分名称

入籍先の筆頭者区分

入籍先の筆頭者区分名称

入籍先の配偶者区分

入籍先の配偶者区分名称

入籍先の本籍

入籍先の筆頭者

入籍先のカナ氏名

入籍届(その1)
確認画面

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

DB･ファイル名
画面名称

作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/48

処理名 1.0 確認画面(入籍届)表示　3/8 (受取側) 入籍届確認画面 ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考
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事件別内容

中間ファイル
(届書)

入籍届(その1)
確認画面

有

有

入籍先の母の氏名

入籍先の父母続柄

入籍先の生年月日

新本籍コード

新本籍

新筆頭者

入籍先の母の氏名

入籍先の父母続柄

入籍先の父母続柄名称

入籍先の生年月日

新本籍

新筆頭者

処理名 1.0 確認画面(入籍届)表示　4/8 (受取側) 入籍届確認画面 ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/48

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名
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事件別内容

中間ファイル
(届書)

入籍届(その2)
確認画面

有

有

有

有

有

有

入籍人nの養父母続柄

入籍人nの養父の氏名

入籍人nの養母の氏名

入籍人の本非区分

入籍人nの筆頭者区分

入籍人nの筆頭者区分

入籍人nの更正区分

入籍人nのカナ氏名

入籍人nの漢字氏名

入籍人nの生年月日

入籍人nの住所コード

入籍人nの住所

入籍人nの世帯主

入籍人nの父の氏名

入籍人nの母の氏名

入籍人nの父母続柄

入籍人nの父母続柄名称

入籍人nの養父の氏名

入籍人nの養母の氏名

入籍人nの養父母続柄

入籍人nの養父母続柄名称

入籍人の本非区分

入籍人の本非区分名称

入籍人nの筆頭者区分

入籍人nの筆頭者区分名称

入籍人nの配偶者区分

入籍人nの配偶者区分名称

入籍人nの更正区分

入籍人nのカナ氏名

入籍人nの漢字氏名

入籍人nの生年月日

入籍人nの住所

入籍人nの世帯主

入籍人nの父の氏名

入籍人nの母の氏名

入籍人nの父母続柄

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/48

処理名 1.0 確認画面(入籍届)表示　5/8 (受取側) 入籍届確認画面(その2) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名
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事件別内容

作業名

DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル
(届書)

入籍届(その2)
確認画面

有

有

有

入籍人の本籍コード

入籍人の本籍

入籍人の筆頭者

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

届出人氏名2

入籍人の本籍

入籍人の筆頭者

届出人資格1

届出人資格1名称

届出人氏名1

届出人資格2

届出人資格2名称

届出人氏名2

処理名 1.0 確認画面(入籍届)表示　6/8 (受取側) 入籍届確認画面(その2) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/48

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

 7-2-(5)-20-66



事件別内容

中間ファイル
(届書)

入籍人配偶者の配偶者区
分

入籍届(その3)
確認画面

入籍人配偶者のカナ氏名

入籍人配偶者の漢字氏名

入籍人配偶者の生年月日

入籍人配偶者の父氏名

入籍人配偶者の母氏名

入籍人配偶者の父母続柄

入籍人配偶者の養父氏名

入籍人配偶者の養母氏名

入籍人配偶者の住所

入籍人配偶者の世帯主

有

有

有

有

入籍人配偶者のカナ氏名

入籍人配偶者の漢字氏名

入籍人配偶者の生年月日

入籍人配偶者の父氏名

入籍人配偶者の母氏名

入籍人配偶者の父母続柄

入籍人配偶者の住所

入籍人配偶者の世帯主

入籍人配偶者の父母続柄
名称

入籍人配偶者の養父母続
柄名称

入籍人配偶者の外国人区
分名称

入籍人配偶者の配偶者区
分名称

入籍人配偶者の養父母続
柄

入籍人配偶者の外国人区
分

入籍人配偶者の配偶者区
分

入籍人配偶者の外国人区
分

入籍人配偶者の養父母続
柄

入籍人配偶者の養父氏名

入籍人配偶者の養母氏名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/48

処理名 1.0 確認画面(入籍届)表示　7/8 (受取側) 入籍届確認画面(その2) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名
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中間ファイル
(届書)

入籍人配偶者の更正区分

事件別内容

入籍人配偶者の更正区分入籍届(その3)
確認画面

処理名 1.0 確認画面(入籍届)表示　8/8 (受取側) 入籍届確認画面(その2) ←　(引渡側)　中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/48

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名
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○ ○ ○ ○ ― ―

2 ○ ○ ○ ○ ― ―

○ ○ ○ ○ ― ―

4 ○ ○ ○ ○ ― ―

○ ○ ― ― ○ ― ―

6 ○ ○ ― ― ○ ― ―

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ― ― ○

12 ○ ○ ○ ○ ― ― ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

7

8

11

13

2.0　戸籍編製マトリックス表 (1/4)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

1

3

5

A.1
B.1
C.1
D.1

父又は母(4.2)

父又は母(4.2)

父又は母(4.2)

父又は母(4.2)

入籍人(5.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

父又は母(4.1)

父又は母(4.3)

入籍人(5.1)

父又は母(4.1)

父又は母(4.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

父又は母(4.1)

父又は母(4.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

父又は母(4.1)

父又は母(4.3)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2) 父又は母(4.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

項番
そ
の
他

無 日
本
人

外
国
人

父
又
は
母
の
新
戸
籍
に
入
る

す
で
に
あ
る
戸
籍
に
入
る

新
し
い
戸
籍
を
作
る

本
籍
人

非
本
籍
人

配
偶
者

本
籍
人

非
本
籍
人

有 無 管
内

管
外

有

入籍人

一
部
除
籍

一
部
除
籍

全
部
除
籍

一
部
記
載

D.1 新
戸
籍
編
製

入籍人の従前戸籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

A.2
B.2
C.2

C.2

入籍先の現在戸籍
戸籍編製区分

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 13/48

改訂日付

処理名

新戸籍
本･非区分

入籍先

他の在籍
者の有無

外国人区
分

入籍人
配偶者

本･非区分 他の在籍者
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○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ― ― ○

18 ○ ○ ○ ○ ― ― ○

○ ○ ― ― ○ ○ ○

20 ○ ○ ― ― ○ ○ ○

○ ○ ― ― ○ ○ ○

22 ○ ○ ― ― ○ ○ ○

○ ○ ― ― ○ ― ― ○

24 ○ ○ ― ― ○ ― ― ○

○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ※1入籍人(5.1)

入籍人(5.3)
入籍人配偶者(6.1)

入籍人配偶者(6.3)

2.0　戸籍編製マトリックス表 (2/4)

入籍人(5.3)

父又は母(4.1)

父又は母(4.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

父又は母(4.1)

父又は母(4.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

父又は母(4.1)

父又は母(4.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

父又は母(4.1)

父又は母(4.3)

入籍人(5.1)

父又は母(4.1)

父又は母(4.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

父又は母(4.2)

父又は母(4.2)

父又は母(4.2)

父又は母(4.2)

父又は母(4.2)

父又は母(4.2)

父又は母(4.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍配偶者
(6.2)

21

23

25

14

17

19

有 無 管
内

管
外

項番

戸籍編製区分

す
で
に
あ
る
戸
籍
に
入
る

父
又
は
母
の
新
戸
籍
に
入

る 新
し
い
戸
籍
を
作
る

一
部
記
載

D.1一
部
除
籍

無 日
本
人

外
国
人

本
籍
人

非
本
籍
人

新戸籍 入籍人の従前戸籍 入籍先の現在戸籍
入籍人

入籍人
配偶者

入籍先

本･非区分 他の在籍者
外国人区

分
本･非区分

他の在籍
者の有無

本
籍
人

非
本
籍
人

有
配
偶
者

そ
の
他

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 14/48

処理名

新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2
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○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ※1

○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ※1

○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ※1

○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

29-1 ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

30 ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

○ ○ ○ ― ― ― ― ○

32 ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

○ ○ ○ ― ― ― ― ○

34 ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○ ※1

36 ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○

○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○

38 ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○

33

35

37

26

27

28

29

31

29-2

入籍人(5.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

入籍人配偶者(6.1)

入籍人配偶者(6.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

入籍人(5.1)

入籍人配偶者(6.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

C.2

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人配偶
者(6.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

入籍人(5.2)

有

2.0　戸籍編製マトリックス表 (3/4)

入籍人(5.2)

入籍人配偶
者(6.2)

入籍人(5.2)

入籍人配偶
者(6.2)

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)
入籍人配偶者(6.1)

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

D.1
配
偶
者

そ
の
他

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

す
で
に
あ
る
戸
籍
に
入

る 父
又
は
母
の
新
戸
籍
に

入
る

新
し
い
戸
籍
を
作
る

本･非区分 他の在籍者
外国人区

分
本･非区分

他の在籍
者の有無

本
籍
人

非
本
籍
人

有 無 全
部
除
籍

無 管
内

管
外

一
部
除
籍

C.2日
本
人

外
国
人

本
籍
人

非
本
籍
人

15/48

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14

処理名

項番

戸籍編製区分 入籍人
入籍人配

偶者
入籍先

新戸籍 入籍人の従前戸籍 入籍先の現在戸籍
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39 ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○

40 ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○

※1 入籍人配偶者の外国人区分 ＝ 0(日本人)の場合は、入籍人と入籍人配偶者の編集を行う。
　　上記以外(配偶者が外国人)の場合は、入籍人の編集のみを行う。

入籍人(5.1)

入籍人(5.3)

そ
の
他

A.2
B.2
C.2

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

管
内

管
外

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

外
国
人

本
籍
人

非
本
籍
人

有 無

入籍先の現在戸籍

新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

す
で
に
あ
る
戸
籍
に
入
る

父
又
は
母
の
新
戸
籍
に
入
る

新
し
い
戸
籍
を
作
る

本･非区分 他の在籍者
外国人区

分
本･非区分

他の在籍
者の有無

本
籍
人

非
本
籍
人

有 無 日
本
人

入籍人
入籍人配

偶者
入籍先

新戸籍 入籍人の従前戸籍

一
部
記
載

D.1
配
偶
者

項番

戸籍編製区分

2.0　戸籍編製マトリックス表 (4/4)処理名

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 16/48

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁
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版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 17/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･入籍)/共通

中間ファイル
(仮受付)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

支所番号 出張所番号

受領番号 受領番号中間ファイル
(届書)

共通 受付事件コード ―――――――――― 2101:入籍を設定

受領日

受理送付区分 受理送付区分

事件発生時分 ――――――――――

送付日 送付日 ≠ 空白の時、送付日

送付日 ＝ 空白の時、受領日

事件発生日 ――――――――――

本非区分 入籍人の本籍又は新本籍(新本籍 ＝ スペースの時は入籍
先の本籍)が管内本籍であれば1(本籍)を設定
それ以外は2(非本籍)を設定

0:日本人のみを設定

証書提出区分 ―――――――――― 0:届出

渉外区分 ――――――――――

郵送日 郵送日

発送日 ――――――――――

移送データなし

収日 ―――――――――― 移送データなし

発日 ――――――――――

移送データなし

許可日 ―――――――――― 移送データなし

指示日 ――――――――――

移送データなし

届出人資格区分1 届出人資格1 届出人資格1または2が、098,009の時
は、設定しない。ただし、009で入籍
人配偶者の外国人区分が1:外国人の
時は、配偶者を設定する。

上記以外の場合は、引渡し項目をそ
れぞれ設定する。

届出人資格区分1名称

関連受領番号 ――――――――――

届出人資格区分2 届出人資格2

有

届出人氏名1 届出人氏名1

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格区分2名称 有

受付日
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月 1日 5 18/48

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･入籍)/共通 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届後本籍区分中間ファイル
(仮受付)

中間ファイル
(届書)

戸籍変動区分 ＝ 1のとき、1:入籍を設定
戸籍変動区分 ＝ 2、3のとき、2:新戸籍
編製を設定

共通 届後本籍コード

――――――――――

届後本籍の筆頭者

――――――――――

新筆頭者 ≠ スペース:新筆頭者を移送
新筆頭者 ＝ スペース:戸籍変動区分 ＝ 1(既にある戸籍に入る)
の時入籍先の筆頭者を移送
　戸籍変動区分 ＝ 2(父または母の新戸籍に入る)の時、入籍先
の漢字氏名を移送

新本籍 ≠ スペース:新本籍を移送
新本籍 ＝ スペース:入籍先本籍を移
送

届後本籍
――――――――――

新本籍コード ≠ スペース:新本籍コード
を移送
新本籍コード ＝ スペース:入籍先本籍
コードを移送

送達確認区分1

――――――――――

届後本籍が非本籍　かつ在外送付区分 ＝
0(受理分)の場合、1(未到着)を設定。

上記以外は、0(不要)を設定。

届書送付目録区分

――――――――――

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、1(送付要)を設定。
本非区分 ＝ 2(非本籍)の場合、戸籍変動区分 ＝ 2(父または母
の新戸籍に入る)の時、入籍人の本籍または入籍先の本籍または
新本籍が管内本籍であれば1(送付要)を設定。
　それ以外は0(不要)を設定。
　戸籍変動区分 ≠ 2(父または母の新戸籍に入る)の時は、0(不
要)を設定。

※本非区分は、共通部の項目を用いる。

決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 19/48

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･入籍)/事件本人 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受領NO 受領NO中間ファイル
(仮受付)

中間ファイル
(届書)行番号 ――――――――――

事件本人 事件本人区分 ―――――――――― 36:入籍者

届出人区分 ――――――――――
資格区分1又は2 ＝ 098のとき、1:届
出人を設定
それ以外のとき、0:を設定

漢字氏名 入籍人の漢字氏名

カナ氏名 入籍人のカナ氏名

本籍コード 入籍人の本籍コード

生年月日 入籍人の生年月日

筆頭者 筆頭者氏名

本籍 入籍人の本籍

送達確認2 ―――――――――― 入籍人の本籍が、非本籍 かつ(在外
送付区分 ＝ 0:受理の場合1(未到着)
を設定。

上記以外は、0(不要)を設定。
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 20/48

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/1 (受取側) 中間ファイル(仮受付･入籍)/事件本人(配偶者)

第7
2

(5)
データ編集表

行番号 ――――――――――

受領NO 受領NO中間ファイル
(仮受付)

中間ファイル
(届書)

事件本人区分 ――――――――――事件本人(配偶
者)

45:配偶者

届出人区分 ――――――――――
許可の審判確定日 ＝ スペースのと
き、1:届出人を設定
それ以外のとき、0を設定

カナ氏名 入籍人配偶者のカナ氏名

本籍コード 入籍人の本籍コード

漢字氏名 入籍人配偶者の漢字氏名

生年月日 入籍人配偶者の生年月日

筆頭者 入籍人の筆頭者

本籍 入籍人の本籍

入籍人の本籍が、非本籍 かつ(在外
送付区分 ＝ 0:受理または2:在外公
館から直接送付)の場合1(未到着)を
設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

送達確認2 ――――――――――

(注)
入籍人配偶者の情報を編集する。入
籍人の事件本人レコードに続けて入
籍人配偶者の事件本人レコードを出
力する。
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版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成3年9月30日 平成10年 2月27日 2 21/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･その他)/共通

中間ファイル
(仮受付)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

支所番号 出張所番号

受領番号 受領番号中間ファイル
(届書)

共通 受付事件コード 共通 4401(その他)を設定

受付日 送付日

事件発生時分 ――――――――――

事件発生日 ――――――――――

｢送付｣を設定

本非区分 ｢本籍｣を設定

受理送付区分

0:日本人のみ

証書提出区分 ―――――――――― 0:届出

渉外区分 ――――――――――

移送データなし

郵送日 ―――――――――― 移送データなし

発送日 ――――――――――

移送データなし

収日 ―――――――――― 移送データなし

発日 ――――――――――

移送データなし

許可日 ―――――――――― 移送データなし

指示日 ――――――――――

移送データなし

届出人資格区分1 ――――――――――

関連受領番号 ――――――――――

届出人氏名1 ――――――――――

届出人資格区分1名称 ――――――――――

届出人資格区分2名称 ――――――――――

届出人資格区分2 ――――――――――

届後本籍区分 ―――――――――― 2:新戸籍編製を設定

届出人氏名2 ――――――――――

届後本籍コード 新本籍コード
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版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 22/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･その他)/共通

中間ファイル
(仮受付)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

届後本籍の筆頭者 新筆頭者

届後本籍 新本籍中間ファイル
(届書)

共通 送達確認区分1 ―――――――――― 0:不要を設定

届書送付目録区分 ―――――――――― 1(送付要)を設定。

決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分
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版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 23/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付･その他)/事件本人

中間ファイル
(仮受付)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

行番号 ――――――――――

受領NO 受領NO中間ファイル
(届書)

入籍先のカナ氏名

事件本人 事件本人区分 ―――――――――― 99:事件本人

本籍コード 入籍先の本籍コード

生年月日 入籍先の生年月日

―――――――――― 0:を設定

漢字氏名 入籍先の漢字氏名

筆頭者 入籍先の筆頭者

本籍 入籍先の本籍

0:不要を設定送達確認2 ――――――――――

届出人区分

カナ氏名
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版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 24/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 父又は母の個人特定(入籍)編集 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定

中間ファイル
(仮戸籍)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

戸籍番号 ――――――――――

個人番号 ――――――――――中間ファイル
(届書) 決裁処理で設定

個人特定 戸籍記録順位番号
――――――――――

2.0 戸籍編製マトリックス表で示し
た順で順次番号を付番する

入籍日 処理日
(または送付日または受領
日)

処理日がないときは送付日を設定
送付日もないときは受領日を設定

性別 ―――――――――― 有 入籍先の父母続柄より設定

除籍日 ――――――――――

筆頭者区分 ―――――――――― 1:筆頭者を設定

生年月日 入籍先の生年月日

父 入籍先の父の氏名

配偶者区分 入籍先の配偶者区分

父母との続柄 入籍先の父母続柄

母 入籍先の母の氏名

養母 ――――――――――

養父 ――――――――――

前個人番号 ―――――――――― 入籍先の父又は母が本籍人の場合、
従前戸籍の個人番号を設定

養父母との続柄 ――――――――――

0:在籍者を設定

※養父、養母、養父母との続柄は、移記処理で入力する

個人除区分 ――――――――――
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入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 25/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2 父又は母の身分事項(除籍)編集 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

行番号 ――――――――――

個人番号 ――――――――――中間ファイル
(届書)

身分事項 出力区分 ―――――――――― 0:可

タイトルコード ―――――――――― 2102:｢子の入籍｣を設定

2102:｢子の入籍による父又は母の記
録｣を設定

記録コード
――――――――――

事件発生日 受領日

管掌者コード ――――――――――

入
籍

入籍日 ――――――――――

届
出

届出日 受領日

許
可

許可日 ――――――――――

許可を受けた者

送
付

送付を受けた日 送付日

入籍事由 ――――――――――

除籍日 ――――――――――

除籍事由 ―――――――――― ｢子の入籍届出｣を移送

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――――

項目があれば移送

受理者 発送元

入
戸
籍

従前戸籍 ――――――――――

筆頭者 ――――――――――

本籍 ――――――――――

除籍日 処理日

新本籍 ≠ スペース:新本籍を移送
新本籍 ＝ スペース:入籍先の本籍を
移送

新本籍

――――――――――

特記事項
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入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 26/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3 父又は母の身分事項(入籍)編集 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

行番号 ――――――――――

個人番号 ――――――――――中間ファイル
(届書)

身分事項 出力区分 ―――――――――― 0:可

タイトルコード ―――――――――― 2102:｢子の入籍｣を設定

2102:｢子の入籍による父又は母の記
録｣を設定

記録コード
――――――――――

事件発生日 受領日

管掌者コード ――――――――――

届
出

届出日 ――――――――――

入
籍

入籍日 処理日･送付日･受領日 処理日 ≠ スペース:処理日,送付日 ≠ スペース:送付日 他は受領日

入籍事由 ――――――――――

除籍日 ――――――――――

｢子の入籍届出｣を移送

除籍事由 ――――――――――

許
可

許可日 ――――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

許可を受けた者 ――――――――――

――――――――――

入
戸
籍

従前戸籍 ――――――――――

筆頭者 入籍先の筆頭者

本籍 入籍先の本籍

除籍日 ――――――――――

特記事項 ――――――――――

新本籍 ――――――――――
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←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1 入籍人の個人特定(入籍)編集 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号 中間ファイル
(届書)

――――――――――

戸籍記録順位番号 ――――――――――

筆頭者区分 ――――――――――

2.0 戸籍編製マトリックス表で示した順で順次番号を付番する

入籍日 処理日 処理日がないときは送付日を設定

決裁処理で設定

戸籍番号 ―――――――――― 決裁処理で設定

送付日もないときは受領日を設定

除籍日 ――――――――――

(OR送付日OR受領日)

戸籍変動区分 ＝ 1(既にある戸籍に入る)の時、0を移送
戸籍変動区分 ＝ 2(父または母の新戸に入る)の時、0を移送
戸籍変動区分 ＝ 3(新しい戸籍をつくる)の時、1を移送(1:筆頭
者、0:構成員)

入籍人nの父母続柄より設定

生年月日 入籍人nの生年月日

性別 ―――――――――― 有

母 入籍人nの母の氏名

父 入籍人nの父の氏名 入籍先の本非区分 ＝ 1(本籍)かつ入籍人の本非区分 ＝ 1(本籍)
かつ入籍人の更正区分 ≠ 1(無)の場合に父母欄更正を行う

配偶者区分 入籍人nの配偶者区分

養父 入籍人nの養父の氏名

父母との続柄 入籍人nの父母続柄

養母 入籍人nの養母の氏名

養父母との続柄 入籍人nの養父母続柄

0:在籍者を設定

前個人番号 入籍人が本籍人の場合、従前戸籍の個人番号を設定

個人除区分

更正区分 処理内容

2 OR 4 OR 8 　父氏名←入籍先の漢字氏名

5 OR 7 OR 9 養父氏名←入籍先の漢字氏名

3 OR 4 OR 9 　母氏名←入籍先の漢字氏名

6 OR 7 OR 8 養母氏名←入籍先の漢字氏名

更正区分 処理内容

2 OR 4 OR 8 　父氏名←入籍先戸籍内の配偶者区分=1(夫)の氏名

5 OR 7 OR 9 養父氏名←入籍先戸籍内の配偶者区分=1(夫)の氏名

3 OR 4 OR 9 　母氏名←入籍先戸籍内の配偶者区分=2(妻)の氏名

6 OR 7 OR 8 養母氏名←入籍先戸籍内の配偶者区分=2(妻)の氏名

更正区分 処理内容

2 OR 4 OR 8 　父氏名←入籍先戸籍内の夫の氏名(続柄で判定して移送)

5 OR 7 OR 9 養父氏名←入籍先戸籍内の夫の氏名(続柄で判定して移送)

3 OR 4 OR 9 　母氏名←入籍先戸籍内の妻の氏名(続柄で判定して移送)

6 OR 7 OR 8 養母氏名←入籍先戸籍内の妻の氏名(続柄で判定して移送)

3.入籍先の配偶者区分が｢3:生存配偶者｣の場合

2.入籍先の配偶者区分が｢1:夫｣または｢2:妻｣の場合

1.入籍先の配偶者区分が｢0:未｣の場合
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版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 28/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2 入籍人の身分事項(除籍) 編集 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍) 身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

行番号 ――――――――――

個人番号 ――――――――――中間ファイル
(届書)

身分事項 出力区分 ――――――――――

――――――――――

入
籍

届出日 受領日

除籍事由 ――――――――――

2101:｢入籍する者の記録｣を設定

0:可

タイトルコード ―――――――――― 2101:｢入籍｣を設定

記録コード

事件発生日 受領日

管掌者コード ――――――――――

入籍事由 ――――――――――

入籍事由区分 ＝ 1(氏を称する入籍)
:入籍相手区分名称と｢の氏を称する入籍｣
を結合し、設定
入籍事由区分 ＝ 2(同籍する入籍)
:入籍相手区分名称と｢と同籍する入籍｣を
結合し、設定
入籍事由区分 ＝ 3(従前の氏を称する入
籍)
:｢従前の氏に復する入籍｣を設定

届出人(2)

　届出人資格1または2が、098,009の時は、設定しな
い。

　上記以外は、引渡し項目をそれぞれ設定する。
但し、(019、020、110)以外は資格項目のみ設定する
こと。(019、020、110の時のみ、資格と氏名が設定さ
れる)
また、以下に示す組合せの場合は、個別編集する。

資格(1) 届出人資格1

資格名称(1)

届出人(1)

資格名称(2) 有

氏名(2) 届出人氏名2

届
出

有

氏名(1) 届出人氏名1

資格(2) 届出人資格2

届出人資格 資格(1) 資格名称(1)

016　親権者父

017　親権者母 018 親権者父母
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入籍

除籍

特記

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

改訂日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 29/48

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2 入籍人の身分事項(除籍) 編集 2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍) 身分事項

届出人資格1又は2 ＝ 009 かつ 入籍人の配偶者区分 ＝
1:夫 の場合｢妻｣を設定

届出人資格1又は2 ＝ 009 かつ 入籍人の配偶者区分 ＝
2:妻 の場合｢夫｣を設定

資格

身分事項 資格名称

届
出

共同届出人 ――――――――――中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

送
付

送付を受けた日 送付日

受理者 発送元

許
可

許可日 ――――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

許可を受けた者 ――――――――――

――――――――――

――――――――――
入
戸
籍

従前戸籍 ――――――――――

本籍

入籍日 ――――――――――

除籍日 処理日

筆頭者 ――――――――――

除
戸
籍

新本籍 新本籍

入籍事由区分 ＝ 3 かつ 戸籍変動区分 ＝ 3 かつ 入籍者
種別 ＝ 2 かつ 入籍人の氏 ≠ 新筆頭者の氏の場合に新
筆頭者の氏を移送

戸籍変動区分 ＝ 3の場合のみ

称する氏 ―――――――――― 入籍事由区分 ＝ 1 かつ 戸籍変動区分 ＝ 3の場合に新筆
頭者の氏を移送

戸籍変動区分 ≠ 3の場合のみ

　新本籍 ≠ スペース:新本籍,新本籍 ＝ スペース:入籍先本籍
を移送

入籍戸籍 ――――――――――

復する氏 ――――――――――

筆頭者 新筆頭者
入籍先の筆頭者
入籍先の漢字氏名

特記事項 ――――――――――

戸籍変動区分 ≠ 3の場合のみ
　新筆頭者 ≠ スペース:新筆頭者
　戸籍変動区分 ＝ 1の時:入籍先の筆頭者
　戸籍変動区分 ＝ 2の時:入籍先の漢字氏名

本籍 新本籍

入籍先本籍
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版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 30/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.3 入籍人の身分事項(入籍) 編集 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍) 身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

行番号 ――――――――――

個人番号 ――――――――――中間ファイル
(届書)

身分事項 出力区分 ――――――――――

――――――――――

入
籍

届出日 受領日

2101:｢入籍する者の記録｣を設定

0:可

タイトルコード ―――――――――― 2101:｢入籍｣を設定

記録コード

事件発生日 受領日

管掌者コード ――――――――――

入籍事由 入籍事由区分 ＝ 1(氏を称する入籍)
:入籍相手区分名称と｢の氏を称する入籍｣
を結合し、設定
入籍事由区分 ＝ 2(同籍する入籍)
:入籍相手区分名称と｢と同籍する入籍｣を
結合し、設定
入籍事由区分 ＝ 3(従前の氏を称する入
籍)
:｢従前の氏に復する入籍｣を設定

資格名称(1) 有

届出人(1) 　届出人資格1または2が、098,009の時は、設定しな
い。

　上記以外は、引渡し項目をそれぞれ設定する。
但し、(019、020、110)以外は資格項目のみ設定する
こと。(019、020、110の時のみ、資格と氏名が設定さ
れる)
また、以下に示す組合せの場合は、個別編集する。

資格(1)

除籍事由 ――――――――――

資格名称(2)

氏名(1) 届出人氏名1

届出人(2)

有

氏名(2) 届出人氏名2

資格(2) 届出人資格2
届
出

届出人資格1

届出人資格 資格(1) 資格名称(1)

016　親権者父

017　親権者母 018 親権者父母
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入籍

除籍

特記

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

改訂日付 版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月10日 3 31/48

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.3 入籍人の身分事項(入籍) 編集 2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍) 身分事項

届出人資格1又は2 ＝ 009 かつ 入籍人の配偶者区分 ＝
1:夫 の場合｢妻｣を設定

届出人資格1又は2 ＝ 009 かつ 入籍人の配偶者区分 ＝
2:妻 の場合｢夫｣を設定

資格

身分事項 資格名称

届
出

共同届出人 ――――――――――中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(届書)

送
付

送付を受けた日 送付日

受理者 発送元

許
可

許可日 ――――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

許可を受けた者 ――――――――――

――――――――――

入籍人の本籍
入
戸
籍

従前戸籍 ――――――――――

本籍

入籍日 処理日

除籍日 ――――――――――

筆頭者 入籍人の筆頭者

除
戸
籍

新本籍 ――――――――――

称する氏 ――――――――――

復する氏 ――――――――――

入籍戸籍 ――――――――――

筆頭者 ――――――――――

特記事項

本籍 ――――――――――

――――――――――
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 33/48

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 入籍人配偶者の個人特定(入籍)編集 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)･個人特定

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号 中間ファイル
(届書)

――――――――――

戸籍記録順位番号 ――――――――――

父 入籍人配偶者の父の氏名

2.0 戸籍編製マトリックス表で示した順で順次番号を付番する

入籍日 処理日 処理日がないときは送付日を設定

決裁処理で設定

戸籍番号 ―――――――――― 決裁処理で設定

送付日もないときは受領日を設定

除籍日 ――――――――――

(OR送付日OR受領日)

入籍人配偶者の父母続柄より設定

生年月日 入籍人配偶者の生年月日

性別 ―――――――――― 有

0:構成員を設定

配偶者区分 入籍人配偶者の配偶者区分

筆頭者区分 ――――――――――

入籍先の本非区分 ＝ 1(本籍)かつ入籍人の本非区分 ＝ 1(本籍) か
つ 入籍人配偶者の更正区分 ≠ 1(無)の場合に父母欄更正を行う

母 入籍人配偶者の母の氏名

父母との続柄 入籍人配偶者の父母続柄

養父 入籍人配偶者の養父の氏
名

養母 入籍人配偶者の養母の氏
名

養父母との続柄 入籍人配偶者の養父母続
柄

入籍人が本籍人の場合、従前戸籍の個人番号を設定

個人除区分 0:在籍者を設定

前個人番号

更正区分 処理内容

2 OR 4 OR 8 　父氏名←入籍先の漢字氏名

5 OR 7 OR 9 養父氏名←入籍先の漢字氏名

3 OR 4 OR 9 　母氏名←入籍先の漢字氏名

6 OR 7 OR 8 養母氏名←入籍先の漢字氏名

更正区分 処理内容

2 OR 4 OR 8 　父氏名←入籍先戸籍内の配偶者区分=1(夫)の氏名

5 OR 7 OR 9 養父氏名←入籍先戸籍内の配偶者区分=1(夫)の氏名

3 OR 4 OR 9 　母氏名←入籍先戸籍内の配偶者区分=2(妻)の氏名

6 OR 7 OR 8 養母氏名←入籍先戸籍内の配偶者区分=2(妻)の氏名

更正区分 処理内容

2 OR 4 OR 8 　父氏名←入籍先戸籍内の夫の氏名(続柄で判定して移送)

5 OR 7 OR 9 養父氏名←入籍先戸籍内の夫の氏名(続柄で判定して移送)

3 OR 4 OR 9 　母氏名←入籍先戸籍内の妻の氏名(続柄で判定して移送)

6 OR 7 OR 8 養母氏名←入籍先戸籍内の妻の氏名(続柄で判定して移送)

1.入籍先の配偶者区分が｢0:未｣の場合

2.入籍先の配偶者区分が｢1:夫｣または｢2:妻｣の場合

3.入籍先の配偶者区分が｢3:生存配偶者｣の場合
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 入籍人配偶者の身分事項(除籍)編集 (受取側)中間ファイル(仮戸籍) 身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

行番号 ――――――――――

個人番号 ――――――――――中間ファイル
(届書)

身分事項 出力区分 ――――――――――

――――――――――

入籍事由 ――――――――――

2103:｢入籍する者の配偶者の記録｣を設定

0:可

タイトルコード ―――――――――― 2103:｢配偶者の入籍｣を設定

記録コード

入
籍

届出による入籍日 ――――――――――

事件発生日 受領日

管掌者コード ――――――――――

除
籍

届出による除籍日 処理日または送付日また
は受領日

処理日 ≠ スペース:処理日,送付日 ≠ スペース:送付日,処理日
＝ スペースかつ送付日 ＝ スペース:受領日　を移送

除籍事由 入籍事由区分 ＝ 1(氏を称する入籍)の時
 入籍相手区分名称と｢の氏を称する入籍｣ を結合し設定
入籍事由区分 ＝ 2(同籍する入籍)の時
 入籍相手区分名称と｢と同籍する入籍｣ を結合し設定
入籍事由区分 ＝ 3(従前の氏を称する入籍)の時
 ｢従前の氏に復する入籍｣ を設定
上記編集した後、入籍人の配偶者区分を名称に変えて先頭に付加
する。EX)夫が父の氏を称する入籍

許
可

許可日 ――――――――――

許可を受けた者 ――――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――――

本籍 ――――――――――

従前戸籍 ――――――――――

除
戸
籍

新本籍 新本籍 ≠ スペース:新本籍,新本籍 ＝ スペース:入籍先の本籍を移送

称する氏

入
戸
籍 筆頭者 ――――――――――

特記事項 ――――――――――

入籍事由 ＝ 1の時、新筆頭者の氏

復する氏 入籍事由 ＝ 3の時、新筆頭者の氏
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 入籍人配偶者の身分事項(入籍)編集 (受取側)中間ファイル(仮戸籍) 身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

行番号 ――――――――――

個人番号 ――――――――――中間ファイル
(届書)

身分事項 出力区分 ――――――――――

―――――――――― 2103:｢入籍する者の配偶者の記録｣を設定

0:可

タイトルコード ―――――――――― 2103:｢配偶者の入籍｣を設定

記録コード

事件発生日 受領日

管掌者コード ――――――――――

入籍事由

除
籍

届出による除籍日 ――――――――――

入
籍

届出による入籍日 処理日または送付日また
は受領日

処理日 ≠ スペース:処理日,送付日 ≠ スペース:送付日,処理日
＝ スペースかつ送付日 ＝ スペース:受領日　を移送

除籍理由 ――――――――――

入籍事由区分 ＝ 1(氏を称する入籍)の時
 入籍相手区分名称と｢の氏を称する入籍｣ を結合し設定
入籍事由区分 ＝ 2(同籍する入籍)の時
 入籍相手区分名称と｢と同籍する入籍｣ を結合し設定
入籍事由区分 ＝ 3(従前の氏を称する入籍)の時
 ｢従前の氏に復する入籍｣ を設定
上記編集した後、入籍人の配偶者区分を名称に変えて先頭に付加
する。EX)夫が父の氏を称する入籍

許
可

許可日 ――――――――――

許可を受けた者 ――――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――――

除
戸
籍

新本籍 ――――――――――

本籍 入籍人の本籍
入
戸
籍

従前戸籍 ――――――――――

筆頭者

称する氏 ――――――――――

入籍人の筆頭者

特記事項 ――――――――――

復する氏 ――――――――――
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 父又は母　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/父又は母 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

21(入籍届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 入籍先の漢字氏名

個人番号

新生年月日 入籍先の生年月日

旧氏名 入籍先の漢字氏名

新父母との続柄 入籍先の父母との続柄

旧生年月日 入籍先の生年月日

新本籍コード 入籍先の本籍コード
新本籍 ＝ スペース:入籍先の本籍
コード
新本籍 ≠ スペース:新本籍コード

旧父母との続柄 入籍先の父母との続柄

　　　OR

新本籍コード

新本籍

新本籍 入籍先の本籍

旧本籍 入籍先の本籍

旧本籍コード 入籍先の本籍コード

新本籍 ＝ スペース:入籍先の本籍
新本籍 ≠ スペス:新本籍

　　　OR

旧筆頭者 入籍先の筆頭者

新筆頭者 漢字氏名(父又は母)

入籍先の住所

住所コード 入籍先の住所コード

方書 入籍先の方書

中間ファイル
(9条2項)
父又は母

住所
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁
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処理名 7.1 父又は母　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/入籍者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

住定日 中間ファイル
(届書)

世帯主

世帯主との続柄

中間ファイル
(9条2項)
父又は母 住民日
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2 入籍者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/入籍者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

21(入籍届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

入籍先の筆頭者(氏)

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 入籍人nの漢字氏名(名) 戸籍変動区分 ＝ 1または2の場合、
　入籍先の筆頭者の氏 + 入籍人nの漢字氏名の名
戸籍変動区分 ＝ 3の場合、
　新筆頭者の氏 + 入籍人nの名

新筆頭者(氏)

個人番号

新生年月日 入籍人nの生年月日

旧氏名 入籍人nの漢字氏名

新父母との続柄 入籍人nの父母との続柄

旧生年月日 入籍人nの生年月日

新本籍コード 新本籍コード 新本籍コード ≠ スペース:新本籍
コード移送

旧父母との続柄 入籍人nの父母との続柄

新本籍コード ＝ スペース:入籍先の
本籍コード移送

入籍先の本籍コード

新本籍 ≠ スペース:新本籍移送

入籍先の本籍 新本籍 ＝ スペース:入籍先の本籍移送

新本籍 新本籍

旧本籍 入籍人の本籍

旧本籍コード 入籍人の本籍コード

新筆頭者 ≠ スペース:新筆頭者移送

入籍先の漢字氏名 新筆頭者 ＝ スペース:入籍先の漢字
氏名移送

新筆頭者 新筆頭者

中間ファイル
(9条2項)
入籍者
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁
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項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2 入籍者　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/入籍者

中間ファイル
(9条2項)
入籍者

旧筆頭者 中間ファイル
(届書)

入籍人の筆頭者

住所 入籍人nの住所

住所コード 入籍人nの住所コード

方書 入籍人nの方書

住民日 ――――――――――

住定日 ――――――――――

世帯主との続柄 ――――――――――

世帯主 入籍人nの世帯主
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←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.3 入籍人配偶者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/入籍者

中間ファイル
(9条2項)
入籍人配偶者

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

21(入籍届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 入籍人配偶者の漢字氏名
(名)

新筆頭者の氏 + 入籍人配偶者の漢字
氏名の名

個人番号

旧氏名 入籍人配偶者の漢字氏名

新頭者(氏)

旧生年月日 入籍人配偶者の生年月日

新生年月日 入籍人配偶者の生年月日

新父母との続柄 入籍人配偶者の父母との
続柄

旧父母との続柄 入籍人配偶者の父母との
続柄

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧本籍 入籍人の本籍

旧本籍コード 入籍人の本籍コード
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 42/48

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2 入籍人配偶者　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/入籍者

中間ファイル
(9条2項)
入籍人配偶者

新筆頭者 中間ファイル
(届書)

新筆頭者

住所コード 入籍人配偶者の住所コー
ド

旧筆頭者 入籍人の筆頭者

方書 入籍人配偶者の方書

住所 入籍人配偶者の住所

住民日

住定日

世帯主との続柄

世帯主 入籍人配偶者の世帯主
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←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称
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第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1入籍者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/父又は母

中間ファイル
(30条の12第1
項)
父又は母

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 附票データ
ベース

在外選挙人名簿
登録市区町村コード

送付日又は受領日

出張所番号 出張所番号

送付日がない場合は受領日を設定

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード 中間ファイル
(届書)

21(入籍届)

受理日

宛名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 入籍先の漢字氏名

個人番号

新生年月日 入籍先の生年月日

旧氏名 入籍先の漢字氏名

新父母との続柄 入籍先の父母との続柄

旧生年月日 入籍先の生年月日

新本籍コード 入籍先の本籍コード 新本籍 ＝ スペース:入籍先の本籍コード

旧父母との続柄 入籍先の父母との続柄

新本籍 ≠ スペース:新本籍コード

新本籍 入籍先の本籍 新本籍 ＝ スペース:入籍先の本籍

Or　新本籍コード

新本籍 ≠ スペース:新本籍

旧本籍コード 入籍先の本籍コード

Or　新本籍

新筆頭者 漢字氏名(父又は母)

旧本籍 入籍先の本籍

住所コード 入籍先の住所コード

旧筆頭者 入籍先の筆頭者

方書 入籍先の方書

住所 入籍先の住所

住民日

住定日
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入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 44/48

第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1入籍者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/父又は母 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル
(30条の12第1
項)
父又は母

世帯主と続柄

世帯主 中間ファイル
(届書)
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第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.2入籍者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/入籍者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 附票データ
ベース

在外選挙人名簿
登録市町村コード

送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード 中間ファイル
(届書)

21(入籍届)

受理日

宛名

入籍先の筆頭者(氏)

旧氏名 入籍人nの漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 入籍人nの漢字氏名(名) 戸籍変動区 ＝ 1又は2の場合、
　入籍先の筆頭者の氏 + 入籍人nの漢字氏名の名
戸籍変動区分3の場合、
　新筆頭者の氏 + 入籍人nの名

新筆頭者(氏)

個人番号

新生年月日 入籍人nの生年月日

旧父母との続柄 入籍人nの父母との続柄

旧生年月日 入籍人nの生年月日

新本籍コード 入籍先の本籍コード Or
新本籍コード

新本籍 ＝ スペース:入籍先の本籍コード

旧父母との続柄 入籍人nの父母との続柄

新本籍 ＝ スペース:入籍先の本籍

新本籍 ≠ スペース:新本籍

新本籍 ≠ スペース:新本籍コード

新本籍 入籍先の本籍 Or 新本籍

新筆頭者 ≠ スペース:新筆頭者

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍 入籍人の本籍

旧本籍コード 入籍人の本籍コード

旧筆頭者 入籍人の筆頭者

中間ファイル
(30条の12第1
項)
入籍者

新筆頭者 ＝ スペース:入籍先の漢字氏名

入籍先の漢字氏名
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第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.2入籍者　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/入籍者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

住所 入籍人nの住所

住所コード 中間ファイル
(届書)

入籍人nの住所コード

方書 入籍人nの方書

住定日

住民日

世帯主との続柄

中間ファイル
(30条の12第1
項)
入籍者

世帯主 入籍人nの世帯主
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附票データ
ベース

中間ファイル
(届書)

新筆頭者の氏 + 入籍人配偶者の漢字
氏名の名

入籍人配偶者の父母との
続柄

入籍人配偶者の父母との
続柄

中間ファイル
(届書)

在外選挙人名簿
登録市区町村コード

市区町村を宛名に変換した項目

21(入籍届)

送付日がない場合は受領日を設定

本籍人の場合は個人番号を設定

新筆頭者

入籍人の筆頭者

入籍人の本籍コード

入籍人の本籍

新本籍コード

新本籍

受領番号

出張所番号

市区町村コード

宛名

事件コード

受理日

個人番号

新氏名

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

旧父母との続柄

中間ファイル
(30条の12第1
項)
入籍人配偶者

新筆頭者

旧筆頭者

第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付

旧本籍コード

旧本籍

旧父母との続柄

新本籍コード

新本籍

受領番号

出張所番号

送付日又は受領日

入籍人配偶者の

漢字氏名(名)

新筆頭者(氏)

入籍人配偶者の漢字氏名

入籍人配偶者の生年月日

入籍人配偶者の生年月日

版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 47/48

改訂日付

処理名 8.3入籍者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/入籍人配偶者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名
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入籍人配偶者の住所コー
ド

中間ファイル
(30条の12第1
項)
入籍人配偶者

中間ファイル
(届書)

入籍人配偶者の住所

入籍人配偶者の方書

入籍人配偶者の世帯主

住所コード

住所

方書

住定日

住民日

世帯主

世帯主との続柄

第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付

処理名

備考

8.3入籍者　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/入籍人配偶者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,

版 頁

入力確認(入籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 48/48

改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名
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21.分籍届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1. 分籍届による分籍業務処理範囲外の処理
　　 (1) 昭和60年1月1日より前に渉外婚姻をした者で、現在父母又は養父母の戸籍にいる者からの届。

　　 (2) 成年擬制者からの届出。

　　 上記(1),(2)は、審査結果入力で処理を行う。

　2. 分籍届入力画面の意義
　　 (1) 分籍人当事者の各項目を入力する。

　3. その他

頁

1/1審査(分籍届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

版

1

改定日付作成日付
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入出力区分

入力

入力

出力

名称

戸籍DB

個人状態ファイル

中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル 出力

審査(分籍届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

5.備考(特記事項含む)

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成6年12月 1日 1/91令和　年　月　日

3.処理概要

 (1)分籍届の内容を画面入力する。
 (2)分籍で入力された項目の単体チェックを行う。
 (3)分籍で入力された項目の関連チェックを行う。
 (4)審査を行う。
 (5)分籍届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
 (6)入力確認(分籍届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

名称

戸籍

データベース

入力画面

(分籍届)

確認画面

(分籍届)

審査
(分籍届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

個人状態

ファイル
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/

/

/

/

/

/

(8)入力確認画面に制御を渡す

/

(15)業務選択に制御を渡す

(16)届出選択に制御を渡す

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(11)確認メッセージを表示し、メッセージに対
して応答の後、以降の審査を続行する。

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(18)同画面を編集する

(12)同画面を編集する

 →

(17)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(18)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(20)入力画面を初期化する

(21)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF11

PF12

その他

PF2

PF10

(13)エラーメッセージを表示する

(14)エラーメッセージを表示する

 →

〔3.0〕

〔4.0〕

〔1.0〕

〔2.0〕

(1)届書内容を画面入力する

YES

YES

NO

PF1

実行キー

審査エラー

確認

YES

NO

NO

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート
作業名 作成者

審査(分籍届) システム化調査研究会

備考0.0　本紙

2/9

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁

令和　年　月　日 1
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No 必須 属性

1 数字

2 英数

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ 数字

11 ○ 数字

12 ○ 英数

13 ○ 数字

14 数字

15 英数

16 ○ カナ

17 ○ 漢字

18 漢字

19 漢字

20 ○ 漢字

21 ○ 漢字

22 漢字

23 漢字

24 ○ 数字

25 ○ 漢字

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(10:男～49:十九女)であること

(0:無,1:有)であること

(0:日本人のみ,1:渉外)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

分籍人の母の氏名

分籍人の父母との続柄

分籍人の新本籍

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

分籍人の住所

分籍人の世帯主

分籍人の本籍

分籍人の筆頭者

分籍人の父の氏名

分籍人の婚姻事項有無

分籍人の渉外区分

分籍人の婚姻日

分籍人のカナ氏名

分籍人の漢字氏名

本非区分

郵送日

分籍人の筆頭者区分

分籍人の配偶者区分

分籍人の生年月日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

支所NO

受領NO

受領日

処理名 画面名 画面ID

1.0 単体チェック　1/1  分籍届

版 頁

審査(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/9

改定日付第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

(No.8)本籍区分 ＝ 1(本籍) のとき,
　(No.20)分籍人の本籍または(No.25)分籍人の新本籍の何れかが管内であること

(No.13)分籍人の婚姻事項有無 ＝ 0(無)のとき、
　(No.14)分籍人の渉外区分 ＝ スペースかつ(No.15)分籍人の婚姻日 ＝ スペースであること

(No.13)分籍人の婚姻事項有無 ＝ 1(有)のとき、
　(No.14)分籍人の渉外区分 ≠ スペースかつ(No.15)分籍人の婚姻日 ≠ スペースであること

(No.24)分籍人の父母との続柄 ≠ スペースのとき、
　(No.22)分籍人の父氏名 ≠ スペース又は(No.23)分籍人の母氏名 ≠ スペースであること

関連エラーがあります。正しく入力してく
ださい。

(No.17)分籍人の漢字氏名の氏 ＝ (No.21)分籍人の筆頭者の氏 であること

(No.7)処理日 ≠ スペースのとき,(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき,(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき,(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき,(No.4)発送元 ≧ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき,(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースのとき,(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外のとき
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付 または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由 であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック  分籍届

版 頁

審査(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 4/9

改訂日付第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-21-5



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/NO (0-24)→(1)へ

YES (0-21)エラーメッセージ「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-23)本紙へ 不受理

NO (0-22)→ 画面項目修正(審査完了しない)

YES (0-19)確認メッセージ(YES,NO) (0-20)本紙へ

「事件本人の名が未入力です。間違いありませんか?」を表示

NO (0-17)→(0-18)へ

(0-18)分籍人の漢字氏名の名が未入力(YES,NO)

NO (0-15) (0-16)本紙へ 不受理

YES (0-14)→(0-18)へ

YES (0-13)確認メッセージ(YES,NO)

｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違いありま
せんね?｣

NO (0-10) (0-11)本紙へ 不受理

NO (0-12)分籍人の父母との続柄=10(男) または 30(女)である(YES,NO)

　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

YES (0-9)→(0-17)へ

(0-7)分籍人の父氏名=スペースまたは分籍人の母氏名=スペース(YES,NO)

YES (0-8)確認メッセージ(YES,NO)

NO (0-4)→ (0-5)本紙へ 画面項目修正(審査完了しない)

NO (0-6)→(0-7)へ

YES (0-2)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。よろしいですか?｣

YES (0-3)→(0-7)へ

処理名 3.0 審査 備考

(0-1)受領日=送付日である

版 頁

審査(分籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 5/9

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-21-6



/

/

/

/

/

/

/

NO (21)分籍人の生年月日＋20年(20歳以上)≦受領日である(YES,NO) / 戸21Ⅰ

民法改正(2022年4月1日)前の審査

YES (22)分籍人の婚姻事項有無(0:無,1:有)

1 (23)婚姻の渉外区分(1:渉外,その他)

1 (24)分籍人の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

1 (18)エラーメッセージ「分籍人は筆頭者です。」を表示

NO (19)エラーメッセージ「分籍人は未成年者です。」を表示 (20)本紙へ

(14),(15)削除

その他 (17)エラーメッセージ
　「分籍人は配偶者(生存配偶者)です。」を表示

0 (11)分籍人の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者) (16)本紙へ 戸21Ⅰ

0 (12)分籍人の配偶者区分(0:未,その他)

0 (13)→

YES (6)エラーメッセージ
 「審査結果入力で処理して下さ
い。」を表示

(7)本紙へ

NO (8)エラーメッセージ
「分籍届は受理できません。」を表
示

1 (9)エラーメッセージ
 「分籍人は筆頭者です。分籍届は受理出来ま
せん。」を表示

YES (1-1)分籍人の生年月日＋18年(18歳以上)≦受領日である(YES,NO) / 戸21Ⅰ

民法改正(2022年4月1日)後の審査

YES (2)分籍人の婚姻事項有無(0:無,1:有)

1 (3)婚姻の渉外区分(1:渉外,その他)

1 (4)分籍人の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

0 (5)婚姻年月日＜昭和60年1月1日である
(YES,NO)

/

その他 (10)エラーメッセージ
「分籍人は婚姻中です。分籍届は受理出来ません。」を表
示

R2.1 6/9

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(1)2022年4月1日≦受領日(YES,NO) 民法改正(2022年4月1日)後か前で審査を分ける

処理名 3.0 審査 備考

版 頁

審査(分籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年3月31日
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/

NO (37)エラーメッセージ「分籍人は未成年者です。」を表示 (38)本紙へ

(32)分籍人の配偶者区分(0:未,その他)

0 (33)→

その他 (35)エラーメッセージ
　「分籍人は配偶者(生存配偶者)です。」を表示

その他 (30)エラーメッセージ
「分籍人は婚姻中です。分籍届は受理出来ません。」を表
示

0 (31)分籍人の筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者) (34)本紙へ 戸21Ⅰ

0

1 (36)エラーメッセージ「分籍人は筆頭者です。」を表示

0 (25)婚姻年月日＜昭和60年1月1日である
(YES,NO)

1 (29)エラーメッセージ
 「分籍人は筆頭者です。分籍届は受理出来ま
せん。」を表示

NO (28)エラーメッセージ
「分籍届は受理できません。」を表
示

NO

YES

YES (26)エラーメッセージ
 「審査結果入力で処理して下さ
い。」を表示

(27)本紙へ

1

1

 7-2-(5)-21-8



中間ファイル
(届書)
共通

分籍届入力画
面

―――――――――

受領番号

―――――――――

支所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

―――――――――

本籍人の時、分籍者の戸籍番号

3/3参照

審査の結果により、1 ＝ 受理または

｢22｣を引き渡す

在外送付区分 ＝ 0の時、1

在外送付区分 ≠ 0の時、2

ZERO(不要)をセット

1(創設)をセット

ZEROをセット―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

本非区分

郵送日

―――――――――

―――――――――

―――――――――

ロック戸籍番号(2)

ロック戸籍番号(3)

ロック戸籍番号(4)

ロック戸籍番号(5)

事件別内容

不受理申出処分区分

処分区分

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

ロック戸籍番号(1)

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

受領番号

選択事件コード

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

頁版

7/92

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日 平成10年 2月27日

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 分籍届入力画面

データ編集表
作業名

審査(分籍届) システム化調査研究会

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/3

DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-21-9 



*審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

中間ファイル
(届書)
共通

項目がない場合は、0

0:未　1:排他

決裁区分

届書排他区分

―――――――――

―――――――――

1

←　(引渡側) 分籍届入力画面

8/9審査(分籍届)

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

作業名

システム化調査研究会

作成者 頁第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(届書)

改定日付 版

令和　年　月　日

作成日付

平成6年12月 1日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

 7-2-(5)-21-10 



分籍人婚姻日

分籍人父の氏名

分籍人母の氏名

分籍届入力画
面

新本籍コード(分籍人)

新本籍地番(分籍人)

筆頭者区分(分籍人)

配偶者区分(分籍人)

生年月日(分籍人)

婚姻事項有無(分籍人)

渉外区分(分籍人)

分籍人の個人番号

カナ氏名(分籍人)

中間ファイル
(届書)
事件別内容

分籍人筆頭者区分

分籍人配偶者区分

分籍人生年月日

分籍人婚姻事項有無

分籍人渉外区分

分籍人カナ氏名

分籍人漢字氏名

分籍人住所

分籍人世帯主

分籍人本籍

分籍人筆頭者

分籍人父母との続柄

分籍人新本籍

父の氏名(分籍人)

母の氏名(分籍人)

父母との続柄(分籍人)

筆頭者(分籍人)

漢字氏名(分籍人)

住所コード(分籍人)

住所地番(分籍人)

世帯主(分籍人)

本籍コード(分籍人)

本籍地番(分籍人)

本籍人の場合、分籍人の個人番号

婚姻日(分籍人)

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 分籍届入力画面処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3

版 頁

審査(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/9

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

改定日付作成日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

 7-2-(5)-21-11 



出力

附票データベース

中間ファイル(仮受付) 出力

(30条の12第1項)

(サンプル)

入力中間ファイル(届書)

中間ファイル(9条2項) 出力

中間ファイル(仮戸籍) 出力

出力

1.詳細フロー 3.処理概要
 (1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
 (2)戸籍変動情報を確定する。
 (3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
 (4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
 (5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
 (6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。……………………(サンプル提示)
 (7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
 0.0 本紙　　　　　1.0 データ編集表(入力確認画面)

　　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス

　　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍)
　　　　　　　　　　　　 4.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　　　　　 4.2 身分事項(入籍)

　　　　　　　　　 5.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)

　　　　　　　　　 6.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……………………(サンプル提示)

2.使用DB･ファイル一覧

入出力区分名称 入出力区分 名称

中間ファイル

5.備考(特記事項含む)

版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月1日 2.1 1/12

改定日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

入力確認

(分籍届)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(離婚届)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

(詳細別紙)

附票

データベース
中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(30条の12

第1項)

(サンプル)

 7-2-(5)-21-12



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(12)業務選択に制御を渡す

(13)届出選択に制御を渡す

(14)審査に制御を渡す

(15)エラー履歴表示に制御を渡す

(17)同画面を編集する

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、
メッセージ｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下してください。｣を表示する

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍変動状況を決定する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF11,その他)

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

(6)戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

身分事項(除籍)

身分事項(入籍)

(7)事件本人の除籍事項の編集

(8)事件本人の入籍事項の編集

(8-1)事件本人は在外選挙人である(YES,NO)

(8-3)→(9)

 →

(11)処分決定に制御
を渡す

→

→

(16)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF5

PF11

その他

〔5.0〕

(9)在外送付区分 ＝ 0:受理分 又は 2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(10)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

 →

→

→

〔1.0〕

〔2.0〕

〔3.0〕

〔4.1〕

〔4.2〕

〔6.0〕YES

NO

YES

NO

NO

YES

PF1

PF2

作成者

実行キー

作成日付 改訂日付

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月1日 2.1 2/12

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

(8-2)事件本人について中間ファイル(30条の12第1項)を編
集･出力する
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分籍届確認画
面

中間ファイル
(届書)
共通

中間ファイル
(届書)
事件別内容

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

カナ氏名(分籍人)

漢字氏名(分籍人)

住所コード(分籍人)

住所番地(分籍人)

世帯主(分籍人)

生年月日(分籍人)

婚姻事項有無(分籍人)

渉外区分(分籍人)

婚姻日(分籍人)

画面ID

システム日付

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

筆頭者区分(分籍人)

配偶者区分(分籍人)

分籍人渉外区分

分籍人配偶者区分名称

分籍人カナ氏名

分籍人漢字氏名

分籍人住所

分籍人世帯主

分籍人生年月日

分籍人婚姻事項有無

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

分籍人筆頭者区分

分籍人筆頭者区分名称

分籍人配偶者区分

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/12

改定日付

分籍人渉外区分名称

分籍者婚姻日

画面ID

システム日付

支所NO

受領NO

受領日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

記号名

処理名 1.0 確認画面(分籍届)表示　1/2 (受取側) 分籍届確認画面 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

版 頁

 7-2-(5)-21-14



中間ファイル
(届書)
事件別内容

分籍届確認画
面

有

有

有

本籍コード(分籍人)

本籍番地(分籍人)

筆頭者(分籍人)

父の氏名(分籍人)

母の氏名(分籍人)

父母続柄(分籍人)

新本籍コード(分籍人)

新本籍番地(分籍人)

分籍人本籍

分籍人筆頭者

分籍人父の氏名

分籍人母の氏名

分籍人父母続柄コード

分籍人父母続柄名称

分籍人新本籍

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 1.0 確認画面(分籍届)表示　2/2 (受取側) 分籍届確認画面 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

改定日付 版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/12
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1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ - - ○

6 ○ - - ○

本人

　4.2

父母(養父母)の戸籍

戸籍の変動

　4.1

本人

　4.2

本人

　4.2

本人

　4.1

本人

　4.1

本人

A.1
B.1
C.1
D.1

本人

　4.1

変
動
な
し

新
戸
籍
編
製

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

一
部
記
載

C.1
D.1項番

他の在籍
者

　
有

　
無

処理名 2.0　戸籍編製マトリックス表

新本籍

　
管
内

　
管
外

条件

一
部
除
籍

　
本
籍

　
非
本
籍

現本籍

版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/12

改定日付第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付
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届後本籍区分 ―――――――― ｢2:新戸籍編製｣をセット

届出人氏名2 ――――――――

届出人資格名称2 ――――――――

届出人資格区分2 ――――――――

届出人資格名称、届出人氏名には、
SPACE届出人氏名1 ――――――――

届出人資格名称1 ――――――――

ZEROをセット

届出人資格区分1 ―――――――― 届出人資格区分には、ZERO

関連受領番号 ――――――――

ZEROをセット

許可日 ―――――――― ZEROをセット

指示日 ――――――――

ZEROをセット

収日 ―――――――― ZEROをセット

発日 ――――――――

郵送日 郵送日

発送日 発送日

｢1:日本人のみ｣をセット

証書提出区分 ――――――――

渉外区分 ――――――――

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

ZEROをセット

事件発生日時 ――――――――

事件発生時分 ――――――――

送付日 ＝ 空白の時、受領日

事件発生日 ――――――――

受領日

｢2201｣をセット

受付日 送付日 送付日 ≠ 空白の時、送付日

支所番号 支所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード ――――――――

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/12

第7
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、1(送付
要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。

*本非区分は、共通部の項目を用いる。

届書送付目録区分 ――――――――

送達確認1 ―――――――― 届後本籍が非本籍　かつ　在外送付
区分 ＝ 0(受理分)の場合、1(未到
着)を設定。

上記以外は、0(不要)を設定。

届後本籍 新本籍地番(分籍人)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)

届後本籍コード 中間ファイル
(届書)

新本籍コード(分籍人)

届後戸籍の筆頭者 漢字氏名(分籍人)

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/12
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データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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中間ファイル
(仮受付)
事件本人

事件本人の現本籍が、(非本籍)　か
つ　(在外送付区分 ＝ 0)の場合
1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

送達確認2 ――――――――

筆頭者 筆頭者(分籍人)

本籍 本籍地番(分籍人)

本籍コード 本籍コード(分籍人)

生年月日 生年月日(分籍人)

―――――――― ｢1｣(事件本人)を設定

漢字氏名 漢字氏名(分籍人)

カナ氏名 カナ氏名(分籍人)

行番号 ――――――――

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分 ―――――――― ｢37｣を設定

届出人区分

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 8/12

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

← (引渡側) 中間ファイル(届書)
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分籍

入籍

除籍

除戸

特記 特記事項 ――――――――

新本籍 新本籍地番(分籍人)

除籍日 処理日

筆頭者 ――――――――

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

発送元

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

分籍日 受領日

事件発生日 受領日

2201:｢分籍者の記録｣を設定

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

0:可　を設定

タイトルコード ―――――――― 2201:｢分籍｣を設定

決裁処理で設定

行番号 ――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 身分事項(除籍)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

――――――――

出力区分 ――――――――

送
付

送付を受けた日 送付日

受理者

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/12
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項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-21-20



分籍

入籍

除籍

除戸

特記 特記事項 ――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

新本籍 ――――――――

除籍日 ――――――――

筆頭者 筆頭者(分籍人)

入籍日 処理日

入
戸
籍

従
前

　
戸
籍

本籍 従
前

　
戸
籍

本籍地番(分籍人)

許可を受けた者 ――――――――

発送元

許
可

許可日 ――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

――――――――

送
付

送付を受けた日 送付日

分籍日 受領日

事件発生日 受領日

受理者

2201:｢分籍｣を設定

2201:｢分籍者の記録｣を設定

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

行番号 ――――――――

個人番号 中間ファイル
(届書)

――――――――

出力区分 ―――――――― 0:可　を設定

タイトルコード ――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2 身分事項(入籍)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/12

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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世帯主との続柄 ――――――――

世帯主 世帯主(分籍人)

住民日 ――――――――

住定日 ――――――――

方書

住所 住所地番(分籍人)

住所コード 住所コード(分籍人)

旧筆頭者 筆頭者(分籍人)

新筆頭者 漢字氏名(分籍人)

旧本籍 本籍地番(分籍人)

旧本籍コード 本籍コード(分籍人)

新本籍 新本籍地番(分籍人)

新本籍コード 新本籍コード(分籍人)

旧父母との続柄 父母との続柄(分籍人)

新父母との続柄 父母との続柄(分籍人)

旧生年月日 生年月日(分籍人)

新生年月日 生年月日(分籍人)

旧氏名 漢字氏名(分籍人)

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 漢字氏名(分籍人)

個人番号 分籍人の個人番号

22(分籍届)を設定

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード ――――――――

市区町村部分だけのコード

宛名 ―――――――― 市区町村を宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.0 中間ファイル(9条2項)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/事件本人

中間ファイル
(9条2項)
事件本人

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/12
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データ編集表
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項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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中間ファイル
(30条の12第1
項)
事件本人

中間ファイル
(届書)

附票データ
ベース

中間ファイル
(届書)

父母との続柄コードを性別に変換し
て性別コードを設定

市区町村部分だけのコード

市区町村を宛名に変換した項目

22(分籍届)を設定

送付日がない場合は受領日を設定

受領番号

出張所番号

在外選挙人名簿

登録市区町村コード

送付日又は受領日

個人番号

漢字氏名(分籍人)

漢字氏名(分籍人)

生年月日(分籍人)

生年月日(分籍人)

新本籍コード(分籍人)

新本籍地番(分籍人)

本籍コード(分籍人)

本籍地番(分籍人)

漢字氏名(分籍人)

筆頭者(分籍人)

住所コード

住所

方書

転入届出日

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

新父母との続柄

旧父母との続柄

新本籍コード

新本籍

出張所番号

市区町村コード

宛名

事件コード

受理日

個人番号

新氏名

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.0 中間ﾌｧｲﾙ(30条の12第1項)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/事件本人

受領番号

版 頁

入力確認(分籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月1日 2.1 12/12

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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22.国籍取得届

第7.2.(5)｢異動｣処理



 1.国籍取得業務処理範囲外の処理

　･国籍取得者が一の戸籍に入った後除籍となり,他の戸籍入籍する場合(国籍取得者が複数の戸籍に入除籍を繰り返す場合)は,審査結果入力で処理する

　したがって,本処理では国籍取得者が一の戸籍に入籍した後,異動がないものしか取り扱わない

　なお,非嫡出子が国籍法3条により国籍取得した場合の,以下の記録も審査結果入力で処理する
　 ①配偶者の記録
　 ②新戸籍編製以外の子の異動(養親、配偶者の戸籍へ入籍する場合など)

　･国籍取得者が一の戸籍に入ったとき,その戸籍に在籍する者の身分事項に記録が必要な場合(下記条件)は一部(戸籍編製マトリックス参照)を除き訂正･更正処理で記録する。

　 ①認知している子が国籍取得した場合:子の国籍取得事項の記録

　 ②養子が国籍取得した場合:養子の国籍取得事項の記録

　 ③親が国籍取得した場合:親の国籍取得事項の記録

　 ④養親が国籍取得した場合:養親の国籍取得事項の記録

　･事件本人の成年後見人から届出がされた場合

　･非嫡出子が国籍法3条により国籍取得した場合の,認知した父の記録

　･附則(昭和59年5月25日法律第四五号)及び(平成20年12月12日法律第八八号)により国籍取得する場合

　･夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合

　･複数の未成年後見人から届出がされた場合

 2.国籍取得の処理

　･国籍取得は報告的届出であるので,届書ならびに国籍取得証明書の内容をそのまま入力すればよい

　･審査は入力ミスを防ぐ目的のものであり,法令審査は行わない(確認メッセージのみの出力)

　 したがって,法令で不受理となることはない(入力ミスと思われるものをそのまま放置した場合にシステムでは不受理とする)

頁

1/18国籍取得届

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日

版

14.1

改訂日付作成日付
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入出力区分

入力

出力

出力

名称

戸籍DB

中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル

審査(国籍取得届)
システム環境仕様

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

5.備考(特記事項含む)

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成6年12月 1日 2/181令和　年　月　日

3.処理概要

　(1)国籍取得届の内容を入力する。
　(2)国籍取得届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)国籍取得届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)国籍取得届から中間ファイル(届書)を編集し,出力する。
　(6)入力確認(国籍取得届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック

　　　　　　　　2.0 関連チェック

　　　　　　　　　　2.1 表示設定

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル(届書))

名称

入力画面

(国籍取得)

確認画面

(国籍取得)

審査
(国籍取得)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

戸籍データ

ベース
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/

/

/

/

/

(8)入力確認画面に制御を渡す

/

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

/

/

(7)中間ファイル(届書)編集･出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し,メッセージに対
して応答の後,以降の審査を続行する

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場合,
届書ファイルから画面編集をおこなう。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(18)同画面を編集する

(22)同画面を編集する

(11)同画面を編集する

　―→

(16)前ページがある(YES,NO)

(20)次ページがある(YES,NO)PF8

PF2

PF7

(17)前ページ分の入力画面(国籍取得)を編集する

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(21)次ページ分の入力画面(国籍取得)を編集する

　―→

[3.0]

[4.0]

[1.0]

[2.0]

(1)届書内容を画面入力する

YES

YES

NO

PF1

実行キー

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

審査エラー

確認

YES

NO

NO (13)エラーメッセージを表示する

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート
作業名 作成者

審査(国籍取得届) システム化調査研究会

備考0.0　本紙

3/18

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁数

令和　年　月　日 1

(23)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(25)当該審査エラーの確認後,以降の審査を続行する

(26)入力画面を初期化する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示するその他

YES

NO

YES

NO

PF10

PF11

PF12

 7-2-(5)-22-3 



No 必須 属性

1 数字

2 ○ 英数

3 英数

4 漢字

5 ○ 数字

6 英数

7 ○ 数字

8 英数

9 ○ カナ

10 ○ 漢字

11 ○ 漢字

12 ○ 漢字

13 ○ 英数

14 漢字

15 漢字

16 ○ 数字

17 ○ 英数

18 ○ 数字

19 ○ 数字

20 ○ 漢字

21 ○ 漢字

22 数字

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(1:本籍分届、2:非本籍分届)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

国籍取得年月日

国籍取得区分

処理名 画面名 画面ID

1.0 単体チェック(1/2)  国籍取得

父氏名

母氏名

父母との続柄コード

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:受理分、1:国内からの送付

 2:在外公館の直接送付、3:在外公館の国内経由)であること

版 頁

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 4/18

改訂日付第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

届後本籍

届後本籍の筆頭者

届後本籍の筆頭者区分

カナ氏名

漢字氏名

従前氏名

従前国籍

生年月日

戸籍変動区分

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:父母の戸籍に入籍する、2:父の戸籍に入籍する、

 3:母の戸籍に入籍する、4:国籍喪失時の戸籍に入籍する

 5:新戸籍を編製する)であること

(1:国籍法3条、2:国籍法17条1項、3:国籍法17条2項)であ
ること

｢日付チェックサブルーチン｣

(11:長男 ～ 29:十九男) または

(31:長女 ～ 49:十九女) であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣
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No 必須 属性

23 数字

24 漢字

25 英数

26 英数

27 数字

28 漢字

29 数字

30 数字

31 数字

32 漢字

33 漢字

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人氏名2

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:世帯主,2:世帯員)であること

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人資格1

(016:親権者父,　017:親権者母,
 019:親権者養父,020:親権者養母,
 001:父,　　　　002:母
 010:養父,　　　011:養母)であること

処理名 画面名 画面ID

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

住民日

住定日

世帯主区分

内容 出力エラーメッセージ項目名

届後本籍の配偶者区分

住所

1.0 単体チェック(2/2)  国籍取得

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 5/18

(016:親権者父,　017:親権者母,
 019:親権者養父,020:親権者養母,
 110:未成年後見人,
 001:父,　　　　002:母
 010:養父,　　　011:養母)であること

世帯主名

世帯主との続柄コード

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

 7-2-(5)-22-5 



No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

(No.17)国籍取得年月日 ≦ (No.2)受領日 であること

(No.19)戸籍変動区分 ＝ 1(父母の戸籍に入籍) または
　2(父の戸籍に入籍) または
　3(母の戸籍に入籍) のとき
　(No.22)届後戸籍での筆頭者区分 ＝ 0(構成員) かつ
　(No.23)届後戸籍での配偶者区分 ＝ 0(未) であること

8.3版 続柄の
記載更正(申
出)により削除

(No.13)生年月日から15歳未満のとき(No.30)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース であること 受領日から年
齢を算出する

(No.13)生年月日から15歳以上のとき(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース であること

(No.7)本非区分 ＝ 2(非本籍)のとき
　(No.20)届後本籍 ＝ 管外本籍 であること

(No.10)漢字氏名の氏 ＝ (No.21)届後戸籍の筆頭者の氏 であること

(No.8)郵送日 ≠ スペースのとき(No.8)郵送日 ≦ (No.2)受領日

(No.7)本非区分 ＝ 1(本籍)のとき
　(No.20)届後本籍 ＝ 管内本籍 であること

(No.6)処理日 ≠ スペースのとき(No.6)処理日 > (No.2)受領日であること

(No.8)郵送日 ≠ スペースのとき(No.3)送付日 ＝ スペースであること

(No.4)発送元 ≠ スペース かつ(No.4)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外の
　とき(No.5)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付) または
　(No.5)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由) であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.3)送付日 ＝ スペースのとき(No.4)発送元 ＝ スペース であること ｢関連エラーがあります。正しく入力して
ください。｣

(No.3)送付日 ≠ スペースのとき(No.4)発送元 ≠ スペース であること

(No.4)発送元 ≠ スペースのとき(No.5)在外送付区分 ≠ 0:(受理分以外) であること

(No.4)発送元 ≠ スペース かつ(No.4)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき
　(No.5)在外送付区分 ＝ 1:(国内からの送付) であること

(No.3)送付日 ≠ スペースのとき(No.3)送付日 ≧ (No.2)受領日 であること

(No.3)送付日 ＝ スペースのとき(No.5)在外送付区分 ＝ 0:(受理分) であること

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック(1/3)  国籍取得

版 頁

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16 6/18

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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No

19-1

19-2

19-3

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29 (No.30)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースのとき,
　(No.32)15歳未満の届出人氏名1 ≠ スペース であること

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースのとき,
　(No.23)届後戸籍の配偶者区分 ＝ 0(未) であること

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースのとき,
　(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース であること

(No.27)世帯主区分 ＝ 1(世帯主)のとき,(No.28)世帯主名 ＝ (No.10)漢字氏名 であること

(No.27)世帯主区分 ＝ 1(世帯主)のとき,
　(No.29)世帯主との続柄コード ＝ スペース または 世帯主(に当たるコード) であること

(No.19)戸籍変動区分 ＝ 3(母の戸籍に入籍する)のとき,
　(No.15)母氏名 ≠ スペース かつ (No.15)母氏名の氏 ＝ (No.10)漢字氏名の氏 であること

(No.22)届後戸籍の筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)のとき,
　(No.10)漢字氏名 ＝ (No.21)届後戸籍の筆頭者 であること

(No.19)戸籍変動区分 ＝ 5(新戸籍を編製)のとき,
　(No.22)届後戸籍での筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者) であること

(No.19)戸籍変動区分 ＝ 1(父母の戸籍に入籍する)のとき,
　(No.14)父氏名 ≠ スペース かつ
　(No.15)母氏名 ≠ スペース かつ
　(No.14)父氏名の氏 ＝ (No.15)母氏名の氏 ＝ (No.10)漢字氏名の氏 であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.19)戸籍変動区分 ＝ 1(父母の戸籍に入籍)のとき,
　(No.21)届後戸籍の筆頭者 ＝ (No.14)父氏名 または (No.15)母氏名 であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.19)戸籍変動区分 ＝ 2(父の戸籍に入籍)のとき,
　(No.21)届後戸籍の筆頭者 ＝ (No.14)父氏名 であること

(No.19)戸籍変動区分 ＝ 3(母の戸籍に入籍)のとき,
　(No.21)届後戸籍の筆頭者 ＝ (No.15)母氏名 であること

(No.19)戸籍変動区分 ＝ 2(父の戸籍に入籍する)のとき,
　(No.14)父氏名 ≠ スペース かつ (No.14)父氏名の氏 ＝ (No.10)漢字氏名の氏 であること

2.0 関連チェック(2/3)  国籍取得

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/18

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 画面名 画面ID
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No

30

31

32

33

34

35

36

37

(No.24)住所 ＝ スペース のとき,(No.28)世帯主名 ＝ スペース であること

(No.28)世帯主名 ≠ スペース のとき,(No.24)住所 ≠ スペース であること

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)のとき,
　(No.33)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース であること

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 017(親権者母) または 020(親権者養母) または
　002(母)　または 011(養母)　のとき,
　(No.31)15歳未満の届出人資格2 ≠ スペース であれば,
　(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 016(親権者父)　または
　019(親権者養父)　または
　001(父)　または
　010(養父)　であること

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父) または 019(親権者養父) または
　001(父)　または 010(養父)　のとき,
　(No.31)15歳未満の届出人資格2 ≠ スペース であれば,
　(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母) 　または
　020(親権者養母) または
　002(母)　または
　011(養母)　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース のとき,
　(No.32)15歳未満の届出人氏名1 ＝ スペース であること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(No.31)15歳未満の届出人資格2 ≠ スペース のとき,
　(No.33)15歳未満の届出人氏名2 ≠ スペース であること

(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース のとき,
　(No.33)15歳未満の届出人氏名2 ＝ スペース であること

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック(3/3)  国籍取得

改訂日付 版 頁

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 8/18

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-22-8  



No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/18

2.1 表示設定 (1/2) 国籍取得(その1画面)

内容 備考

同上

同上

同上

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース　の場合,
　15歳未満の届出人資格名称は｢父｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢親権者父及び親権者養母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢親権者父及び母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢親権者父及び養母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢親権者養父及び親権者母｣と表示する

同様資格2がスペースの場合は,資格1のコード内容をそのまま表示
017(親権者母)以降省略

同上

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者養母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢親権者父母｣と表示する

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ

処理名 画面名 画面ID

同上

同上

同上

同上

同上

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢親権者養父母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢親権者養父及び母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢親権者養父及び養母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢父及び親権者母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢父及び親権者養母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢父母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢父及び養母｣と表示する

同上

同上

 7-2-(5)-22-9  



No

14

15

16

17

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

内容 備考

処理名 画面名 画面ID

2.1 表示設定 (2/2) 国籍取得(その1画面)

令和　年　月　日 1 10/18

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢養父及び親権者母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢養父及び親権者養母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢養父及び母｣と表示する

(No.30)15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.31)15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　のとき,
　15歳未満の届出人資格名称は｢養父母｣と表示する

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ

同上

同上

同上
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/
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第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年 3月31日 R2.1 11/18

処理名 3.0 審査 (1/3) 備考

(0.01)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

YES (0.02)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣を表示

YES (0.03)→(0.06-1)へ

NO → (0.04)本紙へ

NO (0.05)→(0.06-1)へ

(0.06-1)国籍取得者の漢字氏名の名が未入力 (YES,NO) R2.1(国籍取得-52)

YES (0.06-2)確認メッセージ (YES,NO) (0.06-3)本紙へ R2.1(国籍取得-52)

　　　 「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

YES (0.06-4)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0.06-6)本紙へ 不受理,R2.1(国籍取得-52)

NO (0.06-5)→ 画面項目修正(審査完了しない),R2.1(国籍取得-52)

NO (0.06-7)→(0.1)へ R2.1(国籍取得-52)

(0.1)受領日 < 国籍取得年月日 + 3箇月(YES,NO) 戸102

YES (0.2) → (1)へ

NO (0.3)エラーメッセージ (0.4)審査3.0へ

　｢届出期間を経過しています｣を表示

(1)国籍取得区分?(1:国籍法3条,2:国籍法17条1項,3:国籍法17条2項) 4:改正法附則5条1項,5:改正法附則6条1項を第
13版で削除

1 (2)戸籍変動区分?

1 (3)確認メッセージ (4)本紙へ 国籍法3条は、実質日本人父認知による国籍取
得であるので、出生当時は母外国人である　｢父の配偶者は国籍取得者の母と同じですね。｣を表示する(YESなら(8)へ)

2 (5)確認メッセージ (5-1)本紙へ

　｢子は準正嫡出子(父母が婚姻している)ですね。｣を表示する(YESなら(8)へ)

3～4 (6)エラーメッセージ (7)本紙へ

　｢戸籍変動区分に間違いがなければ審査結果入力で処理してください。｣を表
示する

NO (6-3)→ (7-1)本紙へ

5 (6-1)確認メッセージ｢子は非嫡出子(父母が婚姻していない)ですね。｣を表示する 国籍法3条の改正対応(H21.1.1)

YES (6-2)メッセージ｢父に子の国籍取得事項の記録が必要です。父が本籍
人であれば、審査結果入力処理で記録して下さい。｣を表示する (8)
へ

(8)2022年4月1日 ≦ 国籍取得日(YES,NO) 民法改正(2022年4月1日)後か前かで
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審査を分ける,R2.1(国籍取得-50)

YES (8-1)国籍取得者の生年月日 + 18年(18歳未満) > 国籍取得日 (YES,NO) 民法改正(2022年4月1日)後の審査

生年月日と国籍取得日で年齢を算出する,R2.1(国籍取得-50)

YES (9)→(55)へ R2.1(国籍取得-50)

NO (10)確認メッセージ (11)本紙へ R2.1(国籍取得-50)

「国籍取得時の年齢が18歳を超えていますが，問題ありませんね。」
を表示する(YESなら(55)へ)

NO (11-1)国籍取得者の生年月日 + 20年(20歳未満) > 国籍取得日 (YES,NO) 民法改正(2022年4月1日)前の審査

生年月日と国籍取得日で年齢を算出する,R2.1(国籍取得-50)

YES (11-2)→(55)へ R2.1(国籍取得-50)

NO (11-3)確認メッセージ (11-4)本紙へ R2.1(国籍取得-50)

「国籍取得時の年齢が20歳を超えていますが，問題ありませんね。」
を表示する(YESなら(55)へ)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年 3月31日 R2.1 12/18

処理名 3.0 審査 (1/3) 備考

2 (12)戸籍変動区分?

1～3 (13)→(16)へ

4～5 (14)エラーメッセージ (15)本紙へ

　｢戸籍変動区分に間違いがなければ審査結果入力で処理して下さい。｣を表示する

(16)2022年4月1日 ≦ 国籍取得日 (YES, NO) 民法改正(2022年4月1日)後か前かで

審査を分ける,R2.1(国籍取得-50)

YES (16-1)国籍取得者の生年月日 + 18年(18歳未満) > 国籍取得日 (YES, NO) 民法改正(2022年4月1日)後の審査

生年月日と国籍取得日で年齢を算出する,R2.1(国籍取得-50)

YES (17)→(20)へ R2.1(国籍取得-50)

NO (18)確認メッセージ (19)本紙へ R2.1(国籍取得-50)

「国籍取得時の年齢が18歳を超えていますが，問題ありませんね。」
を表示する(YESなら(20)へ)

NO (19-1)国籍取得者の生年月日 + 20年(20歳未満) > 国籍取得日 (YES, NO) 民法改正(2022年4月1日)前の審査

生年月日と国籍取得日で年齢を算出する,R2.1(国籍取得-50)

YES (19-2)→(20)へ R2.1(国籍取得-50)

NO (19-3)確認メッセージ (19-4)本紙へ R2.1(国籍取得-50)

「国籍取得時の年齢が20歳を超えていますが，問題ありませんね。」
を表示する(YESなら(20)へ)
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/

(20)住所は日本国内である(住所に入力がある場合) 国籍法17条1項は、日本に住所を有していない
といけないYES (21) → (55)へ

NO (22)確認メッセージ (23)本紙へ

　｢住所を日本に有していませんが,問題ありませんね。｣を表示する(YESなら
(55)へ)

3 (24)戸籍変動区分?

1～3 (25)エラーメッセージ (26)本紙へ

　｢戸籍変動区分が間違っています。｣を表示する

4 (27)確認メッセージ

　｢国籍取得者は国籍を喪失した者ですね。｣を表示する(YES,NO)
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版 頁

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 13/18

5

処理名 3.0 審査 (2/3) 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(55)届後戸籍は管内本籍である(YES,NO)

(56)届後の戸籍での筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)である(YES,NO)

(39)

YES

NO

YES

NO

(51)

YES

(30)本紙へ

(33)本紙へ

(36)本紙へ

(53)

(43)

(38)

(42)

(45)

(48)

(50)

国籍喪失後の婚姻であれば審査結果入力処理。

国籍喪失前の婚姻であれば区分入力間違い

(37)～(54)第13版で削除

(28)→(55)へ

(29)エラーメッセージ

　｢国籍法17条2項は国籍喪失者の国籍取得です。再度内容を確認して
下さい。｣を表示する

(31)届後戸籍での配偶者区分 ＝ 1(夫)または(妻)である(YES,NO)

(32)エラーメッセージ

(34) → (35)へ

　｢届後戸籍での配偶者区分に間違いがなければ審査結果入力で処理
して下さい。｣を表示する

(35)確認メッセージ

　｢国籍取得者は国籍喪失時の戸籍に戻れない理由がありますね。｣を表示する
(YESなら(55)へ)

(37)

(40) → (43)

(41)

(44)

(46)→(55)

(47)

(49)

(52)→(55)

(54)
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処理名 3.0 審査 (3/3) 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/18

YES

NO

YES

NO

NO

審査終了(58)本紙へ

(57)届後戸籍の在籍者で筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)の者はいない(YES,NO)

　―→

　―→

(59)エラーメッセージ｢入籍戸籍には筆頭者が在籍しています｣を表示
する
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(5)

作成者

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

項目

名称

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/4

DB･ファイル名
画面名称

項目

在外送付区分

処理日

指示日

許可日

受理送付区分

本非区分

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

頁数版

15/181

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 入力画面(国籍取得)

データ編集表
作業名

審査(国籍取得届) システム化調査研究会

処理名

名称

DB･ファイル名
画面名称

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号1～5

ロック戸籍番号1～5

事件別内容

不受理申出処分区分

処分区分

本非区分

郵送日

受領番号

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

0(不要)

2(報告的届出)

1(渉外)を設定

3/4～4/4参照

審査の結果により,1:受理または2:不
受理をセットする

中間ファイル
(届書)
共通

国籍取得画面 受領番号が取得済みの場合に設定

23(国籍取得)

在外送付区分 ＝ 0のとき1

在外送付区分 ≠ 0のとき2
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名称 記号名

項目

記号名名称

決裁区分

届書排他区分

頁数

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/18

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　2/4 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 入力画面(国籍取得)

作成日付 改定日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 版

DB･ファイル名
画面名称

項目

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

何も設定されていない場合に0:未決
裁を設定

中間ファイル
(届書)
共通

国籍取得画面
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頁数

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/18

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　3/4 (受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面(国籍取得)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

カナ氏名

漢字氏名

従前氏名

従前国籍

生年月日

父個人番号

父氏名

母個人番号

母氏名

父母との続柄コード

国籍取得年月日

国籍取得区分

戸籍変動区分

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

届後戸籍での筆頭者区分

届後戸籍での配偶者区分

本籍人検索

(その1)画面

母籍人検索

父母との続柄コード

国籍取得年月日

国籍取得区分

戸籍変動区分

届後戸籍の筆頭者

届後戸籍での筆頭者区分

届後戸籍での配偶者区分

届後本籍

カナ氏名

漢字氏名

従前氏名

従前国籍

生年月日

父氏名

母氏名

有

国籍取得(その
1)画面

(その1)画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

父が本籍人の場合設定

母が本籍人の場合設定
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(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

審査(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 18/18

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　4/4 (受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面(国籍取得)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

有住所コード

住所

住民日

住定日

世帯主区分

世帯主名

世帯主との続柄コード

15歳未満の届出人資格1

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人氏名2

国籍取得(その
2)画面

住民日

住定日

世帯主区分

世帯主名

世帯主との続柄コード

15歳未満の届出人資格1

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人氏名2

住所
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名称 入出力区分 名称

5.備考(特記事項含む)出力

出力

中間ファイル(仮戸籍)

中間ファイル(9条2項)

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)中間ファイル(届書)を画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集,出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集,出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集,出力する。
　(6)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　 1.0 データ編集表(確認画面)
　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍〔戸籍特定〕)
　　　　　　　　　　 4.1 戸籍特定(新戸籍編製)
　　　　　　　 5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍〔個人特定〕)
　　　　　　　　　　 5.1 個人特定(入籍)
　　　　　　　　　　 5.2 個人特定(新戸籍編製)
　　　　　　　 6.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍〔身分事項〕)
　　　　　　　　　　 6.1 国籍取得者(入籍)
　　　　　　　　　　 6.2 国籍取得者の配偶者(記録)
　　　　　　　　　　 6.3 国籍取得者の父(記録)
　　　　　　　 7.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　 　　　7.1 国籍取得者

2.使用DB･ファイル一覧

入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

中間ファイル(仮受付) 出力

版 頁

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/21

改定日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

確認画面

(国籍取得)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(国籍取得)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(仮受付)
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/

/

/

/

/

/

1 /

/

(9)国籍取得者の父母の身分事項に子の国籍取得事項を編集･出力する[6.3] /

2 /

/

(12)国籍取得者の父の身分事項に子の国籍取得事項を編集･出力する [6.3] /

3 /

/

4 /

/

/

/

/

5 /

/

/

/

/

/

(26)処分決定に制御を渡す

作成者 作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙 1/2 備考

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/21

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

実行キー

YES

　―→

YES

NO

NO

(20)国籍取得者の戸籍特定を編集･出力する

(21)国籍取得者の個人特定を編集･出力する

(22)国籍取得者の身分事項を編集･出力する

(23)→(24)へ

(24)在外送付区分 ＝ 0:受理分　又は　2:在外公館の直接送付　である(YES,NO)

[5.1]

[6.1]

[5.1]

(14)国籍取得者の身分事項を編集･出力する

(15)国籍取得者の個人特定を編集･出力する

(16)国籍取得者の身分事項を編集･出力する

(25)国籍取得者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

[6.1]

[5.1]

[6.1]

[6.2]

(17)届後戸籍での配偶者区分 ＝ 1(夫)または2(妻)である(YES,NO)

(18)国籍取得者の配偶者の身分事項に配偶者の国籍
取得事項を編集･出力する

(19)→(24)へ

[7.1]

[1.0]

[2.0]

[3.0]

[5.1]

[6.1]

[4.1]

[5.2]

[6.1]

国籍法3条による国籍取得の場合のみ

国籍法3条による国籍取得の場合のみ

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し,
メッセージ｢入力項目を確認し,よければ実行キーを押下して下さい。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し,事件本人
の戸籍変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)本非区分 ＝ 1(本籍分届)である(YES,NO)

(6)戸籍変動区分?

YES

NO

(7)国籍取得者の個人特定を編集･出力する

(8)国籍取得者の身分事項を編集･出力する

(10)国籍取得者の個人特定を編集･出力する

(11)国籍取得者の身分事項を編集･出力する

(13)国籍取得者の個人特定を編集･出力する
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(27)業務選択に制御を渡す

(28)届出選択に制御を渡す

/

/

(38)エラー履歴表示に制御を渡す

NO

YES

NO

備考

(36)同画面を編集する

(29)審査(国籍取得
届)に制御を渡す

PF1

第7
2

(5)

作成日付

平成6年12月 1日

改定日付 版 頁数

令和　年　月　日 1 3/21

PF2

処理名 0.0 本紙 2/2

要件定義ワークシート
作業名 作成者

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会

　―→

　―→

　―→

(30)前ページがある(YES,NO)

(31)前ページ分の確認画面(国籍取得)を編集する

(33)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(34)次ページがある(YES,NO)

(35)次ページ分の確認画面(国籍取得)を編集する

(37)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

　―→

PF5

PF7

YES

その他

PF8

PF11

(39)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する (40)同画面を編集する

(32)同画面を編集する
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中間ファイル
(届書)
共通

国籍取得(その
1)～(その2)確
認画面
共通

画面ID

システム日付

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

画面ID

システム日付

出張所番号

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/21

改定日付

記号名

処理名 1.0 確認画面(国籍取得)表示　1/3 (受取側) 国籍取得画面/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)/共通

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付
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有

有

届後戸籍での配偶者区分

戸籍変動区分

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

届後戸籍での筆頭者区分

母氏名

国籍取得年月日

国籍取得区分

父母との続柄コード

漢字氏名

従前氏名

従前国籍

生年月日

父氏名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

母氏名

父母との続柄コード

父母との続柄名称

国籍取得年月日

国籍取得区分

漢字氏名

従前氏名

従前国籍

生年月日

父氏名

届後戸籍の筆頭者

届後戸籍での筆頭者区分

届後本籍

カナ氏名 カナ氏名

処理名 1.0 確認画面(国籍取得)表示　2/3 (受取側) 国籍取得画面(その1) ← (引渡側) 中間ファイル(届書)/事件別内容

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

改定日付 版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/21

項目

国籍取得(その
1)確認画面

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

届後戸籍での配偶者区分

戸籍変動区分
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15歳未満の届出人資格名
称

15歳未満の届出人資格1 +
15歳未満の届出人資格2

有

国籍取得(その
2)確認画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

審査2.1｢表示設定｣を参照

有

有

住所コード

住所

住民日

住定日

世帯主区分

世帯主名

世帯主との続柄コード

15歳未満の届出人資格1

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人氏名2

住民日

住定日

世帯主区分

世帯主名

世帯主との続柄コード

世帯主との続柄名称

15歳未満の届出人資格1

15歳未満の届出人資格2

15歳未満の届出人氏名1

15歳未満の届出人氏名2

1 6/21

処理名 1.0 確認画面(国籍取得)表示　3/3 (受取側) 国籍取得画面(その2) ← (引渡側) 中間ファイル(届書)/事件別内容

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

名称 記号名 名称 記号名

住所
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11 - - - - - - ○ - - - - - -

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

2

3

4

5

6

7

8

9

10

　国籍取得者がある戸籍に入籍するときに,その戸籍に在籍していた者に身分事項が記録される場合はあるが(下記条件),上記マトリックスの記録以外は訂正･更正で処理する。
　　①認知している子が国籍取得により入籍してきた場合:子の国籍取得事項を記録
　　②養子が国籍取得により入籍してきた場合:養子の国籍取得事項を記録
　　③親が国籍取得により入籍してきた場合:親の国籍取得事項を記録(漢字氏名 ＝ 従前氏名),または父母欄の更正及び更正事項の記録(漢字氏名 ≠ 従前氏名)
　　④養親が国籍取得により入籍してきた場合:養親の国籍取得事項を記録(漢字氏名 ＝ 従前氏名),または養父母欄の更正及び更正事項の記録(漢字氏名 ≠ 従前氏名)

- - - -

- -

- -

- -

-

- -

- -

-

- - - -

×

- - -○

○

○

○

○

× ×

- - - -

- - - -

- - - -

× × × ×

×

×

×

×

× × ×

× × ×

× × ×

× ×

× × × ×

×

×

×

×

×

× × × × ×

○ ○

× × × ×

× × × × ○

○

×

× × × × ×

×

× × ×

× ××

× × ×

○

○

○

× ×

× ×

×

○

○

○

○

○

×

-

1 ○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

6.1
国籍取得者

6.1
国籍取得者

6.1
国籍取得者

　　6.3
　　父

　　6.2
　　妻

　　6.2
　　妻

6.1
国籍取得者

6.1
国籍取得者

6.1
国籍取得者

6.1
国籍取得者

6.1
国籍取得者

6.1
国籍取得者

　　6.3
　　父

6.1
国籍取得者

5.1
D.1

一
部
除
籍

全
部
除
籍

変
動
な
し

国籍取得者の戸籍

新
戸
籍
を
編
製

す
る

本
籍
分
届

非
本
籍
分
届

戸籍変動区分 本非区分 国籍取得
区分

国
籍
法
3
条

国
籍
法
3
条

以
外

未 夫 妻 生
存
配
偶
者

国籍取得者の配偶者
区分 新

戸
籍
編
製

処理名 2.0　戸籍編製マトリックス表

国
籍
喪
失
時
の
戸

籍
に
入
籍
す
る

父
母
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

父
の
戸
籍
に
入

籍
す
る

母
の
戸
籍
に
入

籍
す
る項番

4.1
B.1
5.2
D.1

一
部
記

載

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/21

改定日付
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戸籍変動区分 ＝ 1～4のとき1
　＝ 5のとき2を設定

届後本籍区分

届出人氏名2 15歳未満の届出人氏名2

届出人資格名称2 有

届出人資格名称1 有

届出人資格区分1 中間ファイル
(届書)
事件別内容

15歳未満の届出人資格1

届出人氏名1 15歳未満の届出人氏名1

届出人資格区分2

関連受領番号(1～5)

許可日

指示日

収日

発日

郵送日 郵送日

発送日

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

事件発生時分

送付日がなければ受領日

事件発生日 国籍取得年月日

2301(国籍取得)

受付日 送付日があれば送付日

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)
共通

受領番号

受付事件コード

15歳未満の届出人資格2

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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決裁区分

処分区分

0を設定

届書送付目録区分 本非区分 ＝ 1(本籍分届)のとき1(送
付要)を設定
本非区分 ＝ 2(非本籍分届)のとき①
父母の本籍 ＝ 管内本籍であれば
1(送付要)を設定
②国籍喪失時の戸籍 ＝ 管内本籍で
あれば1(送付要)を設定

上記以外は0(送付不要)を設定

証書提出区分

送達確認1 本非区分 ＝ 2:非本籍なら1を設定
(在外送付区分 ＝ 0のとき)

届後本籍

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後本籍コード 中間ファイル
(届書)
事件別内容

届後戸籍の筆頭者

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5 9/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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0(不要)を設定送達確認2

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

受領番号

事件本人区分

行番号

筆頭者 届後本籍筆頭者

本籍 届後本籍

本籍コード 届後本籍コード

生年月日 生年月日

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース
のとき1を設定
上記以外は0を設定

中間ファイル
(届書)
事件別内容

受領番号

38(国籍取得者)

届出人区分

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成13年 3月 1日 5 10/21
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0(現戸籍)を設定

戸籍異動区分

戸籍除区分

1を設定

除籍者数 0を設定

在籍者数

記録者数 1を設定

筆頭者 届後戸籍の筆頭者

本籍 届後本籍

本籍コード 届後本籍コード

消除日

改製日

回復日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 戸籍特定(新戸籍)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定(新戸籍編製)

決裁処理で設定

編製日 処理日　または
送付日　または
受領日

処理日があれば処理日
処理日がなければ送付日
処理日,送付日がなければ受領日

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍特定

戸籍番号 中間ファイル
(届書)

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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0:在籍者を設定

審査不可区分

個人除区分

前個人番号

養父母との続柄

養母

養父

父母との続柄 父母との続柄コード 有

母 母氏名

父 父氏名

配偶者区分 届後戸籍での配偶者区分

除籍日

筆頭者区分 届後戸籍での筆頭者区分

生年月日 生年月日

処理日がないときは送付日を設定

送付日もないときは受領日を設定

入籍日 中間ファイル
(届書)

処理日　または
送付日　または
受領日

性別 父母との続柄コード 有

決裁処理で設定

戸籍番号 入籍する戸籍の戸籍番号を設定

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1 個人特定(入籍)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(入籍)

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号

個人記録順位番号

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-22-31



0:在籍者を設定

審査不可区分

個人除区分

前個人番号

養父母との続柄

養母

養父

父母との続柄 父母との続柄コード 有

母 母氏名

父 父氏名

配偶者区分 届後戸籍での配偶者区分

除籍日

筆頭者区分 届後戸籍での筆頭者区分

生年月日 生年月日

処理日がないときは送付日を設定

送付日もないときは受領日を設定

入籍日 中間ファイル
(届書)

処理日
送付日　または
受領日　または

性別 父母との続柄コード 有

決裁処理で設定

戸籍番号 決裁処理で設定

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.2 個人特定(新戸籍)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(新戸籍編製)

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

個人番号

個人記録順位番号

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-22-32



(1)

(2)

入
籍

入籍日 処理日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項
国籍取得者

送
付 発送元

許
可

許可を受けた者

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日

受理者

従前の氏名 従前氏名 従前の氏名 ＝ 漢字氏名　でも設定

取得の際の国籍 従前国籍

送付を受けた日 送付日

従前記録

資格名称
届
出
人

資格 15歳未満の届出人資格2 有

氏名 15歳未満の届出人氏名2

届
出
人

届出人資格1,2が(親権者)父と(親権
者)母の場合は『(親権者)父母』を届
出人(1)に編集し、届出人(2)はス
ペース

届出人資格1,2が(親権者)養父または
(親権者)養母の場合、対応する氏名
1,2をそれぞれ設定

届出人資格1が未成年後見人の場合、
氏名1を設定

資格名称

氏名 15歳未満の届出人氏名1

資格 15歳未満の届出人資格1 有

国籍取得 国籍取得日 中間ファイル
(届書)

国籍取得年月日

事件発生日 中間ﾌｧｲﾙ(届書) 国籍取得年月日

届
出

届出日 受領日

2301(国籍取得)

2301(国籍取得者の記録)

管掌者コード

記録コード

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 国籍取得者(入籍)編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(国籍取得者)入籍　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 14/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-22-33



特記 特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項
国籍取得者

除
戸
籍

記
録

記録日

称する氏

新本籍

筆頭者

入
籍
戸
籍

本籍

本籍

除
籍

除籍日

入
戸
籍

従
前
戸
籍

除籍事由

筆頭者

中間ファイル
(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 国籍取得者(入籍)編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(国籍取得者)入籍　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/21
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婚姻

許可を受けた日

許可書謄本の送付を
受けた日

　
　
許
可

許可日

届
出

除籍事由

受理者

配偶者氏名 漢字氏名

除籍日

届出日

入
籍

入籍日

入籍事由

配
偶
者
の
国

籍
取
得
日

配偶者の国籍
取得日

中間ファイル
(届書)

国籍取得年月日

事件発生日 中間ﾌｧｲﾙ(届書)

2304(配偶者の国籍取得)

記録コード 2304(国籍取得者の配偶者の記録)

決裁処理で設定

行番号

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項
国籍取得者の
配偶者

個人番号

タイトルコード

出力区分

管掌者コード

送
付

送付を受けた日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 国籍取得者の配偶者(記録)編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(国籍取得者の配偶者)記録 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-22-35



特記 特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項
国籍取得者の
配偶者

記
録

記録日

除
戸
籍 称する氏

新本籍

除
籍

除籍日

筆頭者

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍
中間ファイル
(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 国籍取得者の配偶者(記録)編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(国籍取得者の配偶者)記録 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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許可を受けた日

許可書謄本の送付を
受けた日許

可

許可日

届出日

除籍事由

受理者

入籍事由

送
付

送付を受けた日

除籍日
届
出

子
の
新
本
籍

本籍

筆頭者

子の氏名
続柄 父母との続柄コード 有

氏名
子
の
国
籍
取
得

子の国籍取得日 中間ファイル
(届書)

国籍取得年月日

事件発生日 中間ﾌｧｲﾙ(届書)

漢字氏名

2302(子の国籍取得)

記録コード 2302(国籍取得者の父母の記録)

決裁処理で設定

行番号

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項
国籍取得者の
父

個人番号

タイトルコード

出力区分

管掌者コード

入
籍

入籍日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 国籍取得者の父(記録)編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(国籍取得者の父)記録　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 18/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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特記

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項
戸籍取得者の
父

特記事項

除
戸
籍

新本籍

除
籍

除籍日

記
録

記録日

筆頭者

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍
中間ファイル
(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 国籍取得者の父(記録)編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(国籍取得者の父)記録　←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

版 頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 19/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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送付日　または
受領日

住所

中間ファイル
(9条2項)
国籍取得者

中間ファイル
(届書)

市区町村部分だけのコード

市区町村コードを宛名に変換した項目

23(国籍取得届)

送付日がない場合は受領日を設定

住所コード

住定日

住民日

世帯主

受領番号

出張所番号

住所コード

漢字氏名

生年月日

父母との続柄コード

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者新筆頭者

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

新父母との続柄

旧父母との続柄

届後本籍コード

届後本籍

旧本籍コード

旧本籍

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 20/21

処理名 7.1 国籍取得者 編集･出力 1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/国籍取得者　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

住所コード

住所

方書

住定日

住民日

世帯主

受領番号

出張所番号

市区町村コード

宛名

事件コード

受理日

個人番号

新氏名

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

旧筆頭者

 7-2-(5)-22-39



中間ファイル
(9条2項)
国籍取得者

中間ファイル
(届書)

世帯主との続柄世帯主との続柄

頁数

入力確認(国籍取得届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/21

処理名 7.1 国籍取得者　編集･出力 2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/国籍取得者　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

 7-2-(5)-22-40



23.帰化届

第7.2.(5)｢異動｣処理



①夫(妻)の氏で新戸籍編製

②同時帰化者が①の戸籍に入籍

･他戸籍にいる(養)父母の身分事項欄に記録する子の帰化事項は,審査結果入力で処理する

①一人目の帰化者で(養)父･母で新戸籍編製

②2人目以降の帰化者が①の新戸籍に入籍

 (2) 夫婦の片方(日本人配偶者有り)で夫(妻)の氏で新戸籍編製となる届で、同時帰化者がある場合(配偶者と子の同時帰化),別々に処理を行う

戸籍変動が異なる帰化者は同時に処理は行えません

以下の①と②を別々に入力して下さい

　1. 帰化業務処理範囲外の処理

･(養)親に子帰化の記録を行う時,以下に挙げる場合は,審査結果入力で処理を行う

 (1)実子と養子が同時に帰化する場合

 (2)筆頭者父が死亡している時,養母へ記録を行う場合

 (3)配偶者養母が死亡している時,養母へ記録を行う場合

第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

帰化届 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1 1/36

改訂日付

　2. 帰化の処理

　3.その他

･事件本人の成年後見人から届出がされた場合

･15歳以上の未成年者について、本人以外から届出がされた場合

･複数の未成年後見人から届出がされた場合

(1)帰化は報告的届出であるので,届書ならびに帰化者の身分証明の内容をそのまま入力すればよい

(3)一家で帰化する場合が相当数あるので,同一戸籍に入る場合は一処理で行えるようにした

(2)審査は入力ミスを防ぐ目的のものであり,法令審査は行わない(確認メッセージのみ出力)

 したがって,法令で不受理となることはない(入力ミスと思われるものをそのまま放置した場合にシステムでは不受理とする)

･(養)父母の戸籍に入るとき,(養)父母の身分事項欄に記録する子の帰化事項はシステムで自動記録する

 但し、以下の(1)、(2)の処理(戸籍変動が異なる処理を同時に行う処理)は除く

 (1) (養)父･母につき新戸籍編製で同時帰化者がある場合は別々に処理を行う

戸籍変動が異なる帰化者は同時に処理は行えません

以下の①と②の処理を別々に入力してください。
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版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/36

改訂日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入力

中間ファイル(届書) 出力

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック

　　　　　　　　2.0 関連チェック
　　　　　　　　　　2.1 表示設定

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集(中間ファイル/届書)

3.処理概要
　　(1)帰化届の内容を画面入力する。
　　(2)帰化届で入力された項目の単体チェックを行う。
　　(3)帰化届で入力された項目の関連チェックを行う。
　　(4)審査を行う。
　　(5)帰化届から中間ファイル(届出)を編集し、出力する。
　　(6)入力確認(帰化届)に制御を渡す。

エラー履歴ファイル 出力 5.備考(特記事項含む)

1.詳細フロー

審 査

(帰化届)
中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル
(詳細別紙)

入力画面

(帰化届)

確認画面

(帰化届)

戸籍

データ

ベー
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/

/

/

/

/

YES /

/

/

NO

NO

/

/

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

/

/

/

PF1

PF2 　　　→

/

/

(7)中間ファイル(届書)編集･出力

(1)届書内容を画面入力する

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF7、PF8、PF10、PF11、PF12、その他)

実行キー

PF11

PF12

その他

YES

YES

(9)メッセージの種類(審査エラー、確認)

審査ｴﾗｰ

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

〔1.0〕

〔2.0〕

〔3.0〕

〔4.0〕

(6)審査(OK:YES NG:NO)

PF10 (24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し、メッセージに対して
応答の後、以降の審査を続行する

確認

(13)エラーメッセージを表示する

NO

　　　→

(16)前ページがある(YES,NO)

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(18)同画面を編集する

(8)入力確認画面に制御を渡す

(11)同画面を編集する

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

/

審査エラー発生時のみ有効

入力項目が入力禁止のときのみ有効

PF7

(17)前ページ分の入力画面(帰化)を編集する

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者 頁

3/36

版

1令和　年　月　日

改訂日付

平成 6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付作業名

審査(帰化届)

備考0.0　本紙処理名

PF8 (20)次ページがある(YES,NO)

(21)次ページ分の入力画面(帰化)を編集する

(23)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

(26)入力画面を初期化する

(25)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました。｣を表示する

(22)同画面を編集する

 7-2-(5)-23-3



No 必須 属性

2 数字

令和　年　月　日 1 4/36

改訂日付

処理名 画面名

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

画面ID

1.0　単体チェック(1/8) 帰化届(帰化種別入力画面) 1/1

備考

版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

1

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

同時帰化者数

(1:単身者の帰化,2:夫婦の片方(日本人配偶者有),
 3:夫婦の片方幅本人配偶者無),4:夫婦の帰化)であること

数字○帰化種別
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No 必須 属性

3 数字

4 ○ 英数

5 英数

6 漢字

9 英数

10 ○ 数字

11 英数

12 ○ カナ

13 ○ 漢字

14 ○ 漢字

15 ○ 漢字

16 ○ 英数

17 ○ 数字

18 ○ 英数

19 漢字

20 漢字

21 漢字

22 漢字

23 ○ 漢字

24 英数

25 英数

26 漢字

27 数字

28 数字

29 漢字

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

帰化者住所

帰化者世帯主区分

公示年月日

帰化者父氏名

帰化者父の本･国籍

帰化者母氏名

帰化者母の本･国籍

受領日

(0:受理分、1:国内からの送付
 2:在外公館の直接送付、3:在外公館の国内経由)であること

7

帰化者世帯主との続柄コード

帰化者の世帯主名

帰化者父母との続柄コード

在外送付区分 ○ 数字

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍分届、2:非本籍分届)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

生存配偶者は無い

帰化者住民日

帰化者住定日

出張所番号

発送元

郵送日

帰化者カナ氏名

帰化者漢字氏名

帰化者従前氏名

帰化者従前国籍

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:世帯主,2:世帯員)であること

11(長男)～29(十九男)または31(長女)～49(十九女)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:未,1:夫,2:妻)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日

送付日

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

8.3 5/36

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

帰化者生年月日

帰化者配偶者区分

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック(2/8) 帰化(その1)　1/2

処理日

本非区分
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No 必須 属性

漢字

数字 (016:親権者父,017:親権者母,
 019:親権者養父,020:親権者養母,
 110:未成年後見人,
 001:父,002:母,
 010:養父,011:養母)であること

33

帰化者15歳未満の届出人氏名1 漢字

帰化者15歳未満の届出人氏名2

32

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック(3/8) 帰化(その1)　2/2

30 帰化者15歳未満の届出人資格1 数字 (016:親権者父,017:親権者母,
 019:親権者養父,020:親権者養母,
 110:未成年後見人,
 001:父,002:母,
 010:養父,011:養母)であること

31 帰化者15歳未満の届出人資格2

版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 6/36

作業名 作成者 作成日付 改訂日付第7
2

(5)
データチェック(単体表)
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No 必須 属性

34 カナ

35 漢字

36 漢字

37 漢字

38 英数

39 漢字

40 漢字

41 漢字

42 漢字

43 数字

44 英数

45 英数

46 漢字

47 数字

49 漢字

備考

48

帰化者妻世帯主名

帰化者妻父氏名

帰化者妻父の本･国籍

帰化者妻母氏名

帰化者妻母の本･国籍

数字

帰化者妻父母との続柄コード

帰化者妻住民日

帰化者妻住定日

帰化者妻住所

帰化者妻世帯主区分

帰化者妻
世帯主との続柄コード

31(長女)～49(十九女)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:世帯主,2:世帯員)であること

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

帰化者妻カナ氏名

帰化者妻漢字氏名

帰化者妻従前氏名

帰化者妻住前国籍

｢日付チェックサブルーチン｣帰化者妻生年月日

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック(4/8) 帰化(その2)　1/1

改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 7/36

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付
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No 必須 属性

51 ○ 漢字

52 ○ 漢字

53 数字

54 数字

55 カナ

56 漢字

57 漢字

58 漢字

59 漢字

60 漢字

61 数字

62 英数

63 漢字

備考

戸籍変動区分 ○ 数字

｢日付チェックサブルーチン｣

50 (1:帰化者だけで新戸籍編製
 2:(養)父･母の戸籍に入籍
 3:(養)父･母で新戸籍編製
 4:日本人配偶者の戸籍に入籍
 5:日本人配偶者で新戸籍編製
 6:夫の氏の新戸籍編製
 7:妻の氏の新戸籍編製)であること

養/父母父氏名

養/父母母氏名

養/父母生年月日

養/父母住所

養/父母筆頭者

養/父母カナ氏名

養/父母漢字氏名

届後戸籍の筆頭者

帰化記録者資格1 (001:父,010:養父,011:養母)であること

作成者 作成日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

届後本籍

帰化記録者資格2 (001:父,010:養父,011:養母)であること

養/父母本籍

養/父母父母との続柄コード 10(男)～49(十九女)であること

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック(5/8) 帰化(その3)

改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/36

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名
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No 必須 属性

64 数字

65 漢字

66 カナ

67 漢字

68 漢字

69 漢字

70 漢字

71 漢字

72 数字

73 英数

74 漢字

連署人筆頭者

連署人父母との続柄コード

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

連署人母氏名

連署人筆頭者区分

連署人配偶者区分

備考

(0:構成員,1:筆頭者)であること

(1:夫,2:妻)であること

連署人生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

連署人住所

10(男)～49(十九女)であること

連署人父氏名

連署人カナ氏名

連署人漢字氏名

連署人本籍

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック(6/8) 帰化(その4)

改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/36

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付
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No 必須 属性

75 カナ

76 漢字

77 漢字

78 漢字

79 英数

80 漢字

81 漢字

82 漢字

83 漢字

85 英数

86 英数

87 漢字

88 数字

90 漢字

数字

漢字

漢字

数字

数字 (016:親権者父,017:親権者母,
 019:親権者養父,020:親権者養母,
 110:未成年後見人,
 001:父,002:母,
 010:養父,011:養母)であること

(016:親権者父,017:親権者母,
 019:親権者養父,020:親権者養母,
 110:未成年後見人,
 001:父,002:母
 010:養父,011:養母)であること

同時帰化者n15歳未満の届出人
資格1

同時帰化者n15歳未満の届出人
資格2

同時帰化者n15歳未満の届出人
氏名1

同時帰化者n15歳未満の届出人
氏名2

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

84

89

91

92

93

94

同時帰化者n父氏名

同時帰化者n父の本･国籍

同時帰化者n住民日

同時帰化者n住定日

同時帰化者n住所

同時帰化者n世帯主区分

同時帰化者n母氏名

同時帰化者n世帯主名

(1:世帯主,2:世帯員)であること

数字 11(長男)～29(十九男)または
31(長女)～49(十九女)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

同時帰化者n父母との続柄コー
ド

同時帰化者n
世帯主との続柄コード

同時帰化者n母の本･国籍

同時帰化者nカナ氏名

同時帰化者n漢字氏名

同時帰化者n従前氏名

同時帰化者n従前国籍

同時帰化者n生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック(7/8) 帰化(その5)　1/2

改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 10/36

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付
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No 必須 属性

項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

95 同時帰化者n帰化記録者資格1 数字

96 同時帰化者n帰化記録者資格1 数字

(001:父,010:養父,011:養母)であること

(001:父,010:養父,011:養母)であること

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック(8/8) 帰化(その5)　2/2

改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/36

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付
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No

1

2

3

4

5

8

9

10

13

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(1/7) 帰化(帰化種別入力)～帰化(その5)

版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/36

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.5)送付日 ＝ スペースのとき(No.6)発送元 ＝ スペース　であること ｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣(No.5)送付日 ≠ スペースのとき(No.6)発送元 ≠ スペース　であること

6 (No.6)発送元 ≠ スペースかつ(No.6)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』のとき
　(No.7)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)　であること

7

(No.6)発送元 ≠ スペースかつ(No.6)発送元の最終文字が『市』『区』『町』『村』『長』以外のと
き
　(No.7)在外送付区分 ＝ 2(在外公館からの直接送付)　または
　(No.7)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)　であること

(No.5)送付日 ≠ スペースのとき(No.5)送付日 ≧ (No.4)受領日　であること

(No.5)送付日 ＝ スペースのとき(No.7)在外送付区分 ＝ 0(受理分)　であること

(No.6)発送元 ≠ スペースのとき(No.7)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外)　であること

11 (No.1)帰化種別 ＝ 1(単身者の帰化)のとき,
　(No.34)帰化者妻のカナ氏名～(No.49)帰化者妻世帯主名　がスペースであること

12 (No.1)帰化種別 ＝ 1(単身者の帰化)のとき,
　(No.64)連署人筆頭者区分～(No.74)連署人住所　がスペースであること

(No.9)処理日 ≠ スペースのとき(No.9)処理日 > (No.4)受領日　であること

(No.11)郵送日 ≠ スペースのとき(No.5)送付日 ＝ スペース　であること

(No.11)郵送日 ≠ スペースのとき(No.11)郵送日≦(No.4)受領日　であること

16 (No.1)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)のとき,
　(No.64)連署人筆頭者区分～(No.74)連署人住所　のいずれかに入力があること

17 (No.1)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)のとき,
　(No.17)帰化者配偶者区分 ＝ 1(夫)　または　2(妻)　であること

(No.1)帰化種別 ＝ 1(単身者の帰化)のとき,(No.17)帰化者配偶者区分 ＝ 0(未)　であること

14 (No.1)帰化種別 ＝ 1(単身者の帰化)のとき,
　(No.50)戸籍変動区分 ＝ 1(帰化者だけで新戸籍編製)　または
　2((養)父･母の戸籍に入籍)　または
　3((養)父･母で新戸籍編製)　であること

15 (No.1)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)のとき,
　(No.34)帰化者妻カナ氏名～(No.49)帰化者妻世帯主名　がスペースであること
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No

27

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(2/7) 帰化(帰化種別入力)～帰化(その5)

版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/36

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.1)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)　かつ
(No.7)帰化者配偶者区分 ＝ 2(妻)のとき
　(No.65)連署人配偶者区分 ＝ 1(夫)　であること

20 (No.1)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)のとき,
　(No.50)戸籍変動区分 ＝ 4(日本人配偶者の戸籍に入籍)　または
　6(夫の氏の新戸籍編製)　または
　7(妻の氏の新戸籍編製)　であること

21 (No.1)帰化種別 ＝ 3(夫婦の片方:日本人配偶者無)のとき
　(No.34)帰化者妻カナ氏名～(No.49)帰化者妻世帯主名　がスペースであること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

18 (No.1)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)　かつ
(No.7)帰化者配偶者区分 ＝ 1(夫)のとき
　(No.65)連署人配偶者区分 ＝ 2(妻)　であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

19

24 (No.1)帰化種別 ＝ 3(夫婦の片方:日本人配偶者無)のとき
　(No.50)戸籍変動区分 ＝ 1(帰化者だけで新戸籍編製)　であること

25 (No.1)帰化種別 ＝ 4(夫婦の帰化)のとき,
　(No.34)帰化者妻カナ氏名～(No.49)帰化者妻世帯主名　のいずれかに入力があること

22 (No.1)帰化種別 ＝ 3(夫婦の片方:日本人配偶者無)のとき
　(No.64)連署人筆頭者区分～(No.74)連署人住所　がスペースであること

23 (No.1)帰化種別 ＝ 3(夫婦の片方:日本人配偶者無)のとき
　(No.17)帰化者配偶者区分 ＝ 1(夫)　または　2(妻)　であること

29 (No.2)同時帰化者 ＝ 0のとき
　(No.75)同時帰化者nカナ氏名～
　(No.96)同時帰化者n帰化記録者資格2　がスペースであること

30 (No.2)同時帰化者 > 0のとき
　(No.75)同時帰化者nカナ氏名～
　(No.96)同時帰化者n帰化記録者資格2　のいずれかに入力があること

26 (No.1)帰化種別 ＝ 4(夫婦の帰化)のとき,
　(No.64)連署人筆頭者区分～(No.74)連署人住所　がスペースであること

(No.1)帰化種別 ＝ 4(夫婦の帰化)のとき,(No.17)帰化者配偶者区分 ＝ 1(夫)　であること

28 (No.1)帰化種別 ＝ 4(夫婦の帰化)のとき,
　(No.50)戸籍変動区分 ＝ 6(夫の氏の新戸籍編製)　または
　7(妻の氏の新戸籍編製)　であること
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No

36

37

38

39

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(3/7) 帰化(帰化種別入力)～帰化(その5)

版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 14/36

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.16)帰化者生年月日から年齢が15歳未満のとき
　(No.1)帰化種別 ＝ 1(単身者の帰化)　かつ
　(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース　であること

33 (No.16)帰化者生年月日から年齢が15歳以上のとき
　(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース　であること

34 (No.17)帰化者配偶者区分 ＝ 1(夫)のとき
　(No.23)帰化者父母との続柄コード ＝ 10(男)～29(十九男)　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

31 (No.2)同時帰化者>0のとき
　(No.50)戸籍変動区分 ＝ 2((養)父･母の戸籍に入籍)　または
　4(日本人配偶者の戸籍に入籍)　であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

10版にて追加

32

(No.21)帰化者母氏名 ＝ スペースのとき(No.22)帰化者母の本･国籍 ＝ スペース　であること

(No.21)帰化者母氏名 ≠ スペースのとき(No.22)帰化者母の本･国籍 ≠ スペース　であること

40 8.3版　続柄の記載更正
(申出)により削除

35 (No.17)帰化者配偶者区分 ＝ 2(妻)のとき
　(No.23)帰化者父母との続柄コード ＝ 30(女)～49(十九女)　であること

(No.19)帰化者父氏名 ＝ スペースのとき(No.20)帰化者父の本･国籍 ＝ スペース　であること

(No.19)帰化者父氏名 ≠ スペースのとき(No.20)帰化者父の本･国籍 ≠ スペース　であること

43 (No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ スペースのとき
　(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース　かつ
　(No.32)帰化者15歳未満の届出人氏名1 ＝ スペース　かつ
　(No.33)帰化者15歳未満の届出人氏名2 ＝ スペース　であること

44 (No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ≠ スペースのとき
　(No.32)帰化者15歳未満の届出人氏名1 ≠ スペース　であること

41

42 (No.27)帰化者世帯主区分 ＝ 1(世帯主)のとき
　(No.29)帰化者の世帯主名 ＝ (No.13)帰化者漢字氏名　であること

45 (No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ スペースのとき
　(No.33)帰化者15歳未満の届出人氏名2 ＝ スペース　 であること
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No

48

49

50

51

53

56

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(4/7) 帰化(帰化種別入力)～帰化(その5)

頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 15/36

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

45-1 (No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)のとき、(No.32)届出人資格氏名1 ≠ ｽﾍﾟｰｽ　かつ
　(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ ｽﾍﾟｰｽ　かつ　(No.33)届出人資格氏名2 ＝ ｽﾍﾟｰｽ　であること

関連エラーがあります。正しく
入力して下さい。

46

(No.39)帰化者妻父氏名 ≠ スペースのとき,(No.40)帰化者妻父の本･国籍 ≠ スペース　であること

(No.41)帰化者妻母氏名 ＝ スペースのとき,(No.42)帰化者妻母の本･国籍 ＝ スペース　であること

(No.41)帰化者妻母氏名 ≠ スペースのとき,(No.42)帰化者妻母の本･国籍 ≠ スペース　であること

(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ≠ スペースのとき,
　(No.33)帰化者15歳未満の届出人氏名2 ≠ スペース　であること

47

(No.34)帰化者妻カナ氏名 ≠ スペースのとき,
　(No.35)帰化者妻漢字氏名 ≠ スペース　かつ　(No.36)帰化者妻従前氏名 ≠ スペース　かつ
　(No.37)帰化者妻従前国籍 ≠ スペース　かつ　(No.38)帰化者妻生年月日 ≠ スペース　かつ
　(No.43)帰化者妻父母との続柄コード ≠ スペース　であること

(No.39)帰化者妻父氏名 ＝ スペースのとき,(No.40)帰化者妻父の本･国籍 ＝ スペース　であること

55 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 1(帰化者だけで新戸籍編製)のとき,
　(No.52)届後戸籍の筆頭者 ＝ (No.13)帰化者漢字氏名　であること

56-1 (No.53)帰化記録者資格1 ≠ スペースのとき,
　(No.50)戸籍変動区分 ＝ 2((養)父･母の戸籍に入籍)　または
　3((養)父･母で新戸籍編製)　であること

52
8.3版　続柄の記載更正
(申出)により削除

54
(No.47)帰化者妻世帯主区分 ＝ 1(世帯主)のとき,
　(No.52)帰化者妻世帯主名 ＝ (No.35)帰化者妻漢字氏名　であること
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No

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(4-1/7) 帰化(帰化種別入力)～帰化(その5)

改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月10日 3 16/36

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

56-2 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 1(帰化者だけで新戸籍編製)～6(夫の氏の新戸籍編製)のとき,
　(No.13)帰化者漢字氏名の氏 ＝ (No.52)届後本籍の筆頭者の氏　であること

関連エラーがあります。正しく
入力して下さい。

56-3

57-1 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 3((養)父･母で新戸籍編製)のとき,
　(No.53)帰化記録者資格1 ＝ スペース　または　011(養母)であれば,
　(養)父･母との続柄コード ＝ 30(女)～49(十九女)　であること

57-2 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 3((養)父･母で新戸籍編製)のとき,
　(No.53)帰化記録者資格1 ＝ 001(父)　または　010(養父)であれば,
　(養)父･母との続柄コード ＝ 10(男)～29(十九男)　であること

(No.50)戸籍変動区分 ＝ 1(帰化者だけで新戸籍編製)～6(夫の氏の新戸籍編製)のとき,
　(No.35)帰化者妻漢字氏名の氏 ＝ (No.52)届後本籍の筆頭者の氏　であること

56-4 (No.76)同時帰化者n漢字氏名 ≠ スペース　のとき
　(No.76)同時帰化者n漢字氏名 ＝ (No.52)届後本籍の筆頭者の氏　であること

57 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 3((養)父･母で新戸籍編製)のとき,
　(No.55)養/父母カナ氏名 ≠ スペース　かつ　(No.56)養/父母漢字氏名 ≠ スペース　かつ
　(No.57)養/父母本籍 ≠ スペース　かつ　(No.58)養/父母筆頭者 ≠ スペース　かつ
　(No.61)養/父母父母との続柄コード ≠ スペース　かつ
　(No.62)養/父母生年月日 ≠ スペース　であること
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No

59

66

67

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(5/7) 帰化(帰化種別入力)～帰化(その5)

頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12 17/36

60 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 6(夫の氏の新戸籍編製)　かつ
(No.1)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方(日本人配偶者有))のとき
　(No.17)帰化者配偶者区分 ＝ 1(夫)　かつ
　(No.52)届後戸籍の筆頭者 ＝ (No.13)帰化者漢字氏名　であること

61 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 6(夫の氏の新戸籍編製)　かつ
(No.1)帰化種別 ＝ 4(夫婦の帰化)のとき
　(No.52)届後戸籍の筆頭者 ＝ (No.13)帰化者漢字氏名　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

58 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 4(日本人配偶者の戸籍に入籍)のとき
　(No.61)連署人筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)　かつ
　(No.51)届後本籍 ＝ (No.68)連署人本籍　かつ
　(No.52)届後戸籍の筆頭 ＝ (No.67)連署人漢字氏名　であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

64 (No.50)戸籍変動区分 ≠ 3((養)父･母で新戸籍編製)のとき
　(No.55)養/父母カナ氏名～(No.63)養/父母住所　がスペースであること

65 (No.50)戸籍変動区分 ≠ 2((養)父･母の戸籍に入籍)　かつ
　3((養)父･母で新戸籍編製)のとき
　(No.53)帰化記録者資格1～(No.54)帰化記録者資格2　がスペースであること

62 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 7(妻の氏の新戸籍編製)　かつ
(No.1)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方(日本人配偶者有))のとき
　(No.17)帰化者配偶者区分 ＝ 2(妻)　かつ
　(No.52)届後戸籍の筆頭者 ＝ (No.13)帰化者漢字氏名　であること

63 (No.50)戸籍変動区分 ＝ 7(妻の氏の新戸籍編製)　かつ
(No.1)帰化種別 ＝ 4(夫婦の帰化)のとき
　(No.52)届後戸籍の筆頭者 ＝ (No.35)帰化者妻漢字氏名　であること

69 8.3版 続柄の記載更正(申
出)により削除

70 (No.65)連署人配偶者区分 ＝ 1(夫)　かつ
(No.70)連署人父氏名 ≠ スペース　かつ　(No.71)連署人母氏名 ≠ スペース　のとき
　(No.72)連署人父母との続柄コード ＝ 10(男)～29(十九男)であること

(No.51)届後本籍 ＝ 管内本籍のとき(No.10)本非区分 ＝ 1(本籍分届出)であること 審査(37)に移行

(No.51)届後本籍 ＝ 管内本籍のとき(No.10)本非区分 ＝ 2(非本籍分届出)であること 審査(37)に移行

68 (No.64)連署人筆頭者区分 ＝ 1(筆頭者)のとき
　(No.67)連署人漢字氏名 ＝ (No.69)連署人筆頭者であること
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No

74

83

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(6/7) 帰化(帰化種別入力)～帰化(その5)

版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 18/36

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(No.65)連署人配偶者区分 ＝ 2(妻)　かつ
(No.70)連署人父氏名 ≠ スペース　または　(No.71)連署人母氏名 ≠ スペース　のとき
　(No.72)連署人父母との続柄コード ＝ 30(女)～49(十九女)であること

73 (No.2)同時帰化者数>0のとき
　(No.75)同時帰化者nカナ氏名 ≠ スペース　かつ
　(No.76)同時帰化者n漢字氏名 ≠ スペース　かつ
　(No.77)同時帰化者n従前氏名 ≠ スペース　かつ
　(No.78)同時帰化者n従前国籍 ≠ スペース　かつ
　(No.79)同時帰化者n生年月日 ≠ スペース　かつ
　(No.84)同時帰化者n父母との続柄コード ≠ スペース　であること

(No.16)帰化者生年月日 ≦ (No.79)同時帰化者n生年月日　であること 同時帰化者は年少者

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

71 ｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

8.3版 続柄の記載更正(申
出)により削除

72

77 (No.79)同時帰化者n生年月日　から　同時帰化者nの年齢が15歳未満のとき
　(No.91)同時帰化者n15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース　であること

78 (No.80)同時帰化者n父氏名 ＝ スペース　のとき
　(No.81)同時帰化者nの父の本･国籍 ＝ スペース　であること

75 (No.2)同時帰化者数 > 1のとき
　(No.79)同時帰化者n生年月日 ≧ 同時帰化者(n-1)生年月日であること

同時帰化者は戸籍に記録
される順番に入力する(年
長順)

76 (No.79)同時帰化者n生年月日　から　同時帰化者nの年齢が15歳未満のとき
　(No.91)同時帰化者n15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース　であること

81 (No.82)同時帰化者n母氏名 ≠ スペース　のとき
　(No.83)同時帰化者nの母の本･国籍 ≠ スペース　であること

82 8.3版 続柄の記載更正
(申出)により削除

79 (No.80)同時帰化者n父氏名 ≠ スペース　のとき
　(No.81)同時帰化者nの父の本･国籍 ≠ スペース　であること

80 (No.82)同時帰化者n母氏名 ＝ スペース　のとき
　(No.83)同時帰化者nの母の本･国籍 ＝ スペース　であること
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No

91

92

93

94

95

96

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表(7/7) 帰化(帰化種別入力)～帰化(その5)

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 19/36

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

84 (No.88)同時帰化者n世帯主区分 ＝ 1(世帯主)　のとき,
　(No.90)同時帰化者n世帯主名 ＝ (No.76)同時帰化者n漢字氏名　であること

関連エラーがあります。正しく
入力して下さい。

85

87 (No.92)同時帰化者n15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース　のとき,
　(No.94)同時帰化者n15歳未満の届出人氏名2 ＝ スペース　であること

88 (No.92)同時帰化者n15歳未満の届出人資格2 ≠ スペース　のとき,
　(No.94)同時帰化者n15歳未満の届出人氏名2 ≠ スペース　であること

(No.91)同時帰化者n15歳未満の届出人資格1 ＝ スペース　のとき,
　(No.92)同時帰化者n15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース　かつ
　(No.93)同時帰化者n15歳未満の届出人氏名1 ＝ スペース　かつ
　(No.94)同時帰化者n15歳未満の届出人氏名2 ＝ スペース　であること

86 (No.91)同時帰化者n15歳未満の届出人資格1 ≠ スペース　のとき,
　(No.93)同時帰化者n15歳未満の届出人氏名1 ≠ スペース　であること

86-1 (No.91)同時帰化者n15歳未満の届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)　のとき,
　(No.93)同時帰化者n15歳未満の届出人氏名1 ≠ スペース　かつ
　(No.92)同時帰化者n15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース　かつ
　(No.94)同時帰化者n15歳未満の届出人氏名2 ＝ スペース　であること

(No.26)帰化者住所 ＝ スペース　のとき,(No.29)帰化者の世帯主名 ＝ スペース　であること

(No.29)帰化者の世帯主名 ≠ スペース　のとき,(No.26)帰化者住所 ≠ スペース　であること

(No.46)帰化者妻住所 ＝ スペース　のとき,(No.49)帰化者妻世帯主名 ＝ スペース　であること

89

90 (No.95)同時帰化者n帰化記録者資格1 ＝ スペース　のとき,
　(No.96)同時帰化者n帰化記録者資格2 ＝ スペース　であること

(No.49)帰化者妻世帯主名 ≠ スペース　のとき,(No.26)帰化者妻住所 ≠ スペース　であること

(No.87)同時帰化者n住所 ＝ スペース のとき,(No.90)同時帰化者n世帯主名 ＝ スペース であること

(No.90)同時帰化者n世帯主名 ≠ スペース のとき,(No.87)同時帰化者n住所 ≠ スペース であること
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No

6

内容

処理名 画面名 画面ID

2.1表示設定(1/2) 帰化(その1画面,その4画面)

1

2

3

4

5

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ スペース　の場合,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『父』と表示する

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『親権者父母』と表示する

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『親権者父及び親権者養母』と表示する

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『親権者父及び母』と表示する

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 016(親権者父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『親権者父及び養母』と表示する

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『親権者養父及び親権者母』と表示する

備考

同様資格2がスペースの場合は,資格1のコード内容をそのまま表示
017(親権者母)以降省略

(No.91)同時帰化者n15歳未満の届出人資格1　と
(No.92)同時帰化者n15歳未満の届出人資格2　による
　同時帰化者m15歳未満の届出人資格名称　も
　左記と同じ変換･表示を行う

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/36
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

7

8

9

10

11

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『親権者養父及び母』と表示する

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『親権者養父及び養母』と表示する

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『父及び親権者母』と表示する

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『親権者養父母』と表示する

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『父及び親権者養母』と表示する
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No

改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/36
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(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

内容 備考

処理名 画面名 画面ID

2.1表示設定(1/2) 帰化(その1画面,その4画面)

同上

同上

(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『父母』と表示する
(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 001(父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『父及び養母』と表示する
(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 017(親権者母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『養父及び親権者母』と表示する
(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『養父及び親権者養母』と表示する
(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 002(母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『養父及び母』と表示する
(No.30)帰化者15歳未満の届出人資格1 ＝ 010(養父)　かつ
(No.31)帰化者15歳未満の届出人資格2 ＝ 011(養母)　のとき,
　帰化者15歳未満の届出人資格名称は『養父母』と表示する

同上17

12

13

14

15

16

資格1と資格2のコードが反対でも表示内容は同じ

同上

同上

 7-2-(5)-23-21



/

/

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES

NO

NO /

/

YES /

YES /

NO

/

/

/

YES /

NO

NO /

NO /(0.9)→(25.1)へ

(0.1)帰化種別 ＝ 1(単身者の帰化)である(YES,NO)

YES (0.2)戸籍変動区分 ＝ 1(帰化者だけで新戸籍編製)である(YES,NO)

YES (0.3)同時帰化者数 > 0(同時に帰化する者がいる)である(YES,NO)

YES (0.4)確認メッセージ｢同時に帰化する者は帰化者と(養)親子関係にありま
すね?｣を表示する(YES,NO)

(0.5)本紙へ

(0.6)→(25.1)へ

→ (0.7)本紙へ 不受理

(0.8)→(25.1)へ

(0.01)受領日 < 公示年月日 + 1 箇月(YES,NO) 戸102の2

(0.02)→(0.1)へ

NO (0.03)確認メッセージ(YES,NO)
　｢告知日から1箇月を経過していますが、交付日から1箇月は経過していませんね?｣を

/
(0.04)→(0.1)へ

→ (0.05)本紙へ 不受理

(0.006-4)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0.006-6)本紙へ 不受理,R2.1(帰化-53)

(0.006-5)→ 画面項目修正(審査完了しない）,R2.1(帰化-53)

(0.006-7)→(0.01)へ R2.1(帰化-53)

(0.006-2)確認メッセージ (YES,NO) (0.006-3)本紙へ R2.1(帰化-53)

　　　  「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」

　　　   を表示

         (妻の漢字氏名≠未入力 かつ 妻の漢字氏名の名が未入力)　　     または

         (同時帰化者nの漢字氏名≠未入力 かつ 

          同時帰化者nの漢字氏名の名が未入力)　(YES,NO)

         (養父の漢字氏名≠未入力 かつ 養父の漢字氏名の名が未入力)　　 または

         (養母の漢字氏名≠未入力 かつ 養母の漢字氏名の名が未入力)　　 または

         (連署人の漢字氏名≠未入力 かつ 連署人の漢字氏名の名が未入力) または

(0.005)→(0.006-1)へ

(0.006-1)(帰化者の漢字氏名≠未入力 かつ 帰化者の漢字氏名の名が未入力) または R2.1(帰化-53)

         (夫の漢字氏名≠未入力 かつ 夫の漢字氏名の名が未入力)　　     または

処理名 3.0審査(1/3) 備考

(0.001)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

YES (0.002)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣を表示

(0.003)→(0.006-1)へ

→ (0.004)本紙へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 22/36
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NO /

/

/

NO /

YES (2)連署人筆頭者区分 ＝ 0(構成員)である(YES,NO)

YES (3)エラーメッセージ
　｢連署人が構成員なら審査結果入力で処理して下さい。｣を表示する

(4)本紙へ 連署人は外国人と婚姻中であるので筆頭者のは
ずであるが,改正国籍法前の婚姻であれば父母
の戸籍にいる可能性もある

(5)→(25.1)へ

(0.10)→(1)へ

(1)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)である(YES,NO)
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YES /

YES /

NO (10.1-4)

(7)本紙へ

処理名 3.0 審査(1/3)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 23/36

(8)→(25.1)へ

備考

不受理

(6)確認メッセージ
　｢連署人は帰化者と婚姻していますね。｣を表示する(YES,NO)

(9)エラーメッセージ
　｢帰化種別か連署人指定に間違いがあります。｣を表示する

(10.1-1)連署人配偶者区分 ＝ 1(夫)　かつ
　連署人父氏名 ＝ スペース　又は　連署人母氏名 ＝ スペース(YES,NO)

(10.1-2)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(10.1-3)→(25.1)

/

/YES

NO (10)本紙へ

(10.1-5)本紙へ
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/

YES /

NO

NO /

YES /

NO

/

YES /

NO

NO /

NO /

/

YES /

/

YES /

(10.1-10)本紙へ

(10.2-5)本紙へ

(10.1-6)連署人父母との続柄 ＝ 10(男)である(YES,NO)

(10.1-8)→(25.1)

(10.1-11)→(25.1)

不受理

(10.2-6)連署人父母との続柄 ＝ 30(女)である(YES,NO)

不受理(10.1-9)

不受理

処理名 3.0 審査(2/3) 備考

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 24/36

(10.1-7)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違い
はありませんね?｣

(15)→(25.1)

(10.2-7)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が男又は女ですが間違い
はありませんね?｣

(10.2-8)→(25.1)

(10.2-3)→(25.1)

(10.2-1)連署人配偶者区分 ＝ 2(妻)　かつ
　連署人父氏名 ＝ スペース　又は　連署人母氏名 ＝ スペース(YES,NO)

(10.2-2)確認メッセージ(YES,NO)
　｢父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね?｣

(10.2-4)

(10.2-9)

(10.2-11)→(25.1)

(11)→(12)へ

(12)帰化種別 ＝ 3(夫婦の片方:日本人配偶者無)である(YES,NO)

(13)確認メッセージ
　｢帰化者の配偶者は同時に帰化していませんね。｣を表示する(YES,NO)

NO

YES

YES

NO

YES

YES

NO

YES

/

/

/

/

(14)本紙へ

(17)本紙へ

(21)本紙へ

(10.2-10)本紙へ

(16)エラーメッセージ
　｢夫婦の帰化を選択して下さい。｣を表示する

(19)帰化種別 ＝ 4(夫婦の帰化)である(YES,NO)

(20)確認メッセージ
　｢帰化者同士婚姻してますね。｣を表示する(YES,NO)

(22)→(25.1)
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NO

/

/

YES /

NO /

YES

NO

NO

/

/

YES

/

/

YES

頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12 25/36

(33)確認メッセージ
　｢父は帰化者を認知していますね。｣を表示する(YES,NO)｣

(34.0)→(37)へ

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

(42)戸籍変動区分 ＝ 3((養)父･母で新戸籍編製)　かつ
　(養)父/母本籍 ＝ 管内本籍である(YES,NO)

(43)本非区分 ＝ 1(本籍分届出)である(YES,NO)

/

備考処理名 3.0 審査(3/3)

(24)本紙へ(23)エラーメッセージ
　｢帰化種別が間違っています。｣を表示する

(25)→(25.1)へ

(25.1)戸籍変動区分 ＝ 2((養)父母の戸籍に入る)である(YES,NO)

(26)帰化記録者資格1 ＝ 001(父) または 帰化記録者資格2 ＝ 001(父)である(YES,NO)

(27)確認メッセージ
　｢父は帰化者を認知していますね。｣を表示する(YES,NO)

(29)→(32)へ

(29.1)エラーメッセージ
　｢帰化記録者資格に父を入力する必要はありません。｣を表示する

(31)→(32)へ

(32)同時帰化者n帰化記録者資格1 ＝ 001(父)　または
　同時帰化者n帰化記録者資格2 ＝ 001(父)である(YES,NO)

NO

YES

→

(36)→(37)へ

(37)届後本籍 ＝ 管内本籍である(YES,NO)

(38)本非区分 ＝ 1(本籍分届出)である(YES,NO)

NO

NO

YES

YES

NO (44)エラーメッセージ
　｢本非区分は1(本籍)でなければなりません｣を表示する

YES

NO

YES

/

(45)本紙へ

(34.1)エラーメッセージ
　｢帰化記録者資格に父を入力する必要はありません。｣を表示する

(35)→(37)へ

→

(39)エラーメッセージ
　｢本非区分は1(本籍)でなければなりません｣を表示する

(41)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外)である(YES,NO)

YES

NO

審査終了

(28)本紙へ

(30)本紙へ

(34)本紙へ

審査終了

(40)本紙へ

審査終了

審査終了

審査終了
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NO

/

YES

/

YES

/

YES

(50)本紙へ

処理名 3.0 審査(3/3) 備考
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12 26/36

NO

(46)→(47)へ

(47)(戸籍変動区分 ＝ 6(夫の氏の新戸籍編製) または 7(妻の氏の新戸籍編
製))
　かつ　帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)
　かつ　連署人本籍 ＝ 管内本籍である(YES,NO)

NO

/

(48)本非区分 ＝ 1(本籍分届出)である(YES,NO)

→

(49)エラーメッセージ
　｢本非区分は1(本籍)でなければなりません｣を表示する

審査終了

NO

YES

(51)本非区分 ＝ 2(非本籍分届出)である(YES,NO)

審査終了→

(55)エラーメッセージ
　｢本非区分は2(非本籍)でなければなりません｣を表示する

(56)本紙へ

審査終了

(52)エラーメッセージ
　｢本非区分は2(非本籍)でなければなりません｣を表示する

(54)本非区分 ＝ 2(非本籍分届出)である(YES,NO)

(53)本紙へ

NO

NO

→

NO YES
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審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする

(審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする)

2(報告)

0を設定

処理日

3/10～10/10参照

在外送付区分 ＝ 0のとき1(受理)

在外送付区分 ≠ 0のとき2(送付)

連署人本籍が管内本籍のとき,その戸
籍番号を設定

養/父母本籍が管内本籍のとき,その
戸籍番号を設定

本非区分

受領番号が取得済みの場合に設定受領番号

指示日

送付日

受領日 受領日

0(不要)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

版 頁

27/361

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(帰化届)

帰化画面 受領番号

発送元

24(帰化届)

出張所番号

在外送付区分

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　1/10

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

郵送日

中間ファイル(届書)
共通 選択事件コード

出張所番号

送付日

発送元

在外送付区分

許可日

本非区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号1～5

事件別内容

不受理申出処分区分

処理日

ロック戸籍番号1～5

処分区分

受理送付区分

動態区分

郵送日
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作業名 作成者 作成日付

令和　年　月　日 1 28/36

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　2/10

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

改訂日付 版 頁

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(帰化届)

中間ファイル(届書)
共通

届書排他区分

決裁区分 帰化画面 何も設定されていない場合に0:未決
裁を設定

 7-2-(5)-23-29



出力形態

Z9.,

備考

コード
変換有無
(サブルー
チン)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

中間ファイル(届書)
事件別内容

記号名 名称 記号名

頁

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

第7
2

(5)
データ編集表

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(帰化届)

1 29/36

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　3/10

帰化種別

同時帰化者数

帰化種別

同時帰化者数

帰化(帰化種別入力)
画面
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(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(帰化届)

帰化者従前国籍

帰化者生年月日 帰化者生年月日

帰化者母氏名

帰化者配偶者区分

帰化者母本籍コード 有

帰化者父氏名 帰化者父氏名

帰化者父本･国籍

1

帰化者従前氏名

備考

公示年月日

帰化者配偶者区分

公示年月日

帰化者従前氏名

帰化者従前国籍

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

有

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)
データ編集表

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　4/10

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)名称 記号名

出力形態

Z9.,名称

令和　年　月　日

帰化者カナ氏名 帰化者カナ氏名

帰化者漢字氏名 帰化者漢字氏名

30/36

記号名

有

帰化者世帯主区分

帰化者世帯主名

帰化者住所

帰化者世帯主との続
柄コード

帰化者15歳未満の届
出人資格1

帰化者母氏名

帰化者父母との続柄
コード
帰化者住民日

帰化者住定日

帰化者母本･国籍

中間ファイル(届書)
事件別内容

帰化者世帯主との続
柄コード

帰化者15歳未満の届
出人資格1

帰化(その1)画面

帰化者世帯主名

帰化者父本籍コード

帰化者父本･国籍

帰化者母本･国籍

帰化者父母との続柄
コード
帰化者住民日

帰化者住定日

帰化者住所コード

帰化者住所

帰化者世帯主区分
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(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(帰化届)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 31/36

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　5/10

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(届書)
事件別内容

帰化者15歳未満の届
出人資格2

帰化者15歳未満の届
出人氏名1

帰化者15歳未満の届
出人氏名2

帰化(その1)画面 帰化者15歳未満の届
出人資格2

帰化者15歳未満の届
出人氏名1

帰化者15歳未満の届
出人氏名2
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(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(帰化届)処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　6/10

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 32/36

有

有

有

帰化者妻世帯主名

帰化者妻住民日

帰化者妻住定日

帰化者妻世帯主区分

帰化者妻カナ氏名

帰化者妻漢字氏名

帰化者妻従前氏名

帰化者妻従前国籍

帰化者妻生年月日

帰化者妻父氏名

帰化者妻母氏名

中間ファイル(届書)
事件別内容

帰化者妻カナ氏名

帰化者妻漢字氏名

帰化者妻従前氏名

帰化者妻従前国籍

帰化者妻生年月日

帰化者妻父氏名

帰化者妻父の本籍コード

帰化者妻父の本･国
籍
帰化者妻母氏名

帰化者妻母の本籍コード

帰化者妻母の本･国
籍

帰化者妻住民日

帰化者妻住定日

帰化者妻住所コード

帰化者妻住所

帰化者妻世帯主区分

帰化者妻世帯主名

帰化者妻住所

帰化者妻世帯主との
続柄コード

帰化者妻父母との続
柄コード

帰化者妻世帯主との
続柄コード

帰化(その2)画面

帰化者妻父の本･国
籍

帰化者妻母の本･国
籍

帰化者妻父母との続
柄コード
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(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(帰化届)

養/父母本籍
養/父母本籍

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 33/36

処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　7/10

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届)

届後戸籍の筆頭者

帰化記録者資格1 帰化記録者資格1

戸籍変動区分 戸籍変動区分

届後本籍コード 有

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

届後本籍

帰化記録者資格2 帰化記録者資格2

養/父母カナ氏名

養/父母漢字氏名

養/父母カナ氏名

養/父母漢字氏名

養/父母住所

帰化(その3)画面

養/父母母氏名養/父母母氏名

養/父母本籍コード 有

養/父母筆頭者

養/父母父氏名

養/父母筆頭者

養/父母父氏名

養/父母父母との続
柄コード

養/父母父母との続
柄コード

中間ファイル(届書)
事件別内容

養/父母生年月日 養/父母生年月日

養/父母住所コード
養/父母住所

有
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(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(帰化届)処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　8/10

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 34/36

連署人本籍コード 有

連署人漢字氏名 連署人漢字氏名

連署人筆頭者区分 連署人筆頭者区分

連署人配偶者区分

連署人カナ氏名

連署人配偶者区分

連署人カナ氏名

有連署人母氏名 連署人母氏名

帰化(その4)画面

連署人本籍

連署人父氏名 連署人父氏名

連署人本籍

連署人筆頭者 連署人筆頭者

有

連署人生年月日 連署人生年月日

連署人父母との続柄
コード

連署人父母との続柄
コード

連署人住所
連署人住所コード

連署人住所

中間ファイル(届書)
事件別内容
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(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(帰化届)処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　9/10

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 35/36

中間ファイル(届書)
事件別内容

有

有

帰化(その5)画面
(1/2)

同時帰化者n
漢字氏名

同時帰化者n
従前氏名

同時帰化者n
従前国籍

同時帰化者n
生年月日

同時帰化者n
父氏名

同時帰化者n
父の本籍コード

同時帰化者n
母氏名

同時帰化者n
母の本籍コード

同時帰化者n
父の本･国籍

同時帰化者n
父母との続柄コード

同時帰化者n
住民日

同時帰化者n
母の本･国籍

同時帰化者n
カナ氏名

同時帰化者n
カナ氏名

同時帰化者n
漢字氏名

同時帰化者n
従前国籍

同時帰化者n
生年月日

同時帰化者n
父氏名

同時帰化者n
母氏名

同時帰化者n
父母との続柄コード

同時帰化者n
住民日

同時帰化者n
従前氏名

同時帰化者n
父の本･国籍

同時帰化者n
母の本･国籍

 7-2-(5)-23-36



(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(帰化届)処理名 4.0中間ファイル(届書)編集･出力　10/10

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 36/36

同時帰化者n
世帯主区分

同時帰化者n世帯主
との続柄コード

同時帰化者n世帯主
との続柄コード

同時帰化者n
住定日

同時帰化者n
住定日

同時帰化者n
住所コード 有

同時帰化者n
住所

同時帰化者n
世帯主区分

同時帰化者n
帰化記録者資格1

同時帰化者n15歳未
満の届出人氏名2

同時帰化者n
帰化記録者資格1

同時帰化者n
世帯主名

同時帰化者n世帯主
名

同時帰化者n15歳未
満の届出人資格1

同時帰化者n15歳未
満の届出人資格2

同時帰化者n15歳未
満の届出人資格1

同時帰化者n15歳未
満の届出人資格2

中間ファイル(届書)
事件別内容

帰化(その5)画面

同時帰化者n住所

同時帰化者n
帰化記録者資格2

同時帰化者n
帰化記録者資格2

同時帰化者n15歳未
満の届出人氏名1

同時帰化者n15歳未
満の届出人氏名1

同時帰化者n15歳未
満の届出人氏名2
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5.備考(特記事項含む)

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(確認画面)
　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　　　3.1 帰化(3.2の条件以外)
　　　　　　　　　　3.2 その他(除籍配偶者(送付･除籍のみ))　または
　　　　　　　　　　　　　　　(除籍(養)父母(送付･除籍のみ))
　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[戸籍特定])
　　　　　　　　　　4.1 戸籍特定(新戸籍編製)　※ひな型A.1に対応
　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[個人特定])
　　　　　　　　　　5.1 個人特定　※ひな型C.1に対応
　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　6.1 帰化者
　　　　　　　　　　6.2 帰化者の日本人配偶者(入籍)
　　　　　　　　　　6.3 帰化者の日本人配偶者(除籍)
　　　　　　　　　　6.4 帰化者の日本人配偶者(記録)
　　　　　　　　　　6.5 帰化者の父または母(入籍)
　　　　　　　　　　6.6 帰化者の養父または養母(入籍)
　　　　　　　　　　6.7 帰化者の父または母(除籍)
　　　　　　　　　　6.8 帰化者の養父または養母(除籍)
　　　　　　　　　　6.9 帰化者の父(記録)
　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　7.1 帰化者
　　　　　　　　　　7.2 帰化者の日本人配偶者
　　　　　　　　8.0 データ編集表(中間ファイル/30条12第1項)…………(サンプル提示)
　　　　　　　　　　8.1 帰化者
　　　　　　　　　　8.2 帰化者の日本人配偶者
　　　　　　　　　　8.3 帰化者の(養)父母

出力(サンプル)

3.処理概要

　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集、出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集、出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集、出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集、出力する。……………………(サンプル提示)
　(7)処分決定処理に制御を渡す。

1/58

改訂日付

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成25年 3月 1日 16

作業名 作成者 作成日付 版 頁

1.詳細フロー

中間ファイル(仮戸籍)

出力

出力

第7
2

(5)
システム環境仕様書

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(9条2項) 出力

中間ﾌｧｲﾙ(30条12第1項)

中間ファイル(届書) 入力

中間ファイル(仮受付)

附票データベース 入力(サンプル)

入力確認

(帰化届)

中間ファイル

(仮受付)

確認画面

(帰化届)

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(30条12

中間ファイル

(届書)

中間ファイル

(仮戸籍)

附票

(サンプル)

(サンプル)
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/

/

/

/

/

NO

NO

NO

NO /

/

/

/

/

NO

NO

NO

NO

NO

/

(10)→(18)へ

(18)戸籍変動区分 ＝ 6(夫の氏の新戸籍編製)　または
　7(妻の氏の新戸籍編製)　である(YES, NO)

(20)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外)である(YES, NO)

(21)届後本籍 ＝ 管外本籍である(YES, NO)

(22)連署人本籍 ＝ 管内本籍である(YES, NO)

(24)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

[2.0]

　→　(18）へ

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、
　メッセージを表示する｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下して下さい。｣

実行キー

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

処理名

(2)キー選択(実行キー, PF1, PF2, PF5, PF7, PF8, PF11, その他)

[1.0]

(25)本非区分 ＝ 1(本籍分届)である(YES, NO)

[3.1]

(23)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

[3.2]
※2

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照
し、事件本人の戸籍変動状況を決定する

(4)戸籍変動区分 ＝ 3((養)父･母で新戸籍編製)である(YES, NO)

(5)在外送付区分 ≠ 0(受理分以外)である(YES, NO)

作成日付

備考

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12 2/58

改訂日付

0.0　本紙　1/5

(6)届後本籍 ＝ 管外本籍である(YES, NO)

(7)養/父母本籍 ＝ 管内本籍である(YES, NO)

YES

YES

YES

YES [3.2]
※2

(8)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

YES

YES

YES

YES

YES

(19)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)である(YES, NO)

/

/

/

/

/

/

/

※2
　連署人に入力があり,連署人が除籍になる
ケース(戸籍変動区分 ＝ 6, 7の一部)におい
て,連署人の本籍地と新戸籍編製地が異なる場
合,連署人の本籍地へ除籍の届出書送付があっ
たときに限り,連署人を本籍人として受付ファ
イルを作成する([3.2]のデータ編集表)

　上記の事例で連署人の本籍地へ帰化届出が
あった場合はこの限りでない(帰化者について
のみ受付ファイルを作成する)

　同様,(養)父母が除籍になるケース(戸籍変動
区分 ＝ 3)において(養)父･母の本籍地と新戸
籍編製地が異なる場合,(養)父･母の本籍地へ除
籍の届書送付があったときに限り,(養)父･母を
本籍人として受付ファイルを作成する([3.2]の
データ編集表)

　上記の事例で(養)父･母の本籍地へ帰化届出
があった場合はこの限りでない(帰化者につい
てのみ受付ファイルを作成する)

※1
　受付ファイルは帰化者だけに作成する

作成順序は

･夫婦の帰化の場合
 ①帰化後筆頭者になる者
 ②帰化後の筆頭者の配偶者
 ③同時に処理した帰化者
 　(年上順:チェックにより入力順で構わ
ない)

･夫婦の帰化以外の場合
 ①主たる帰化者(その1画面入力者)
 ②同時に処理した帰化者
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/

/

/

/

/

/

001 /

010 /

011 /

/

/

YES /

NO /

/

/

/

処理名 0.0　本紙　2/5

配偶者区分 ＝ 妻に記録,いなければ筆頭者に記録する

改訂日付 版 頁

平成30年 3月31日 21 3/58

/YES

[6.8]

1

2

3

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

備考

YES

YES

NO

(32)帰化者記録者資格1　または　2?(001:父,010:養父,011:養母)

(37.1)帰化記録者資格1 ＝ 001(父)　または　スペース(母)である
(YES, NO)

(41)養父母本籍 ＝ 管内である(YES, NO)

(41.1)帰化記録者資格1 ＝ 001(父)　または　スペース(母)で
ある(YES, NO)

(36)戸籍特定を編集･出力する

(39)帰化者の個人特定を編集･出力する

(42)帰化者の父または母(除籍)の身分事項を編
集･出力する

(42.1)帰化者の養父または養母(除籍)の身分事
項を編集･出力する

[6.7]

[5.1]

[6.1]

[5.1]

[6.1]

[6.10]

[6.9]

[6.10]

(38.1)帰化者の養父または養母(入籍)の身分事項を編集･出力する

(40)帰化者の身分事項を編集･出力する

[4.1]

[5.1]

[6.6]

[5.1]

[6.1]

[6.5](38)帰化者の父または母(入籍)の身分事項を編集･出力する

(27)戸籍特定を編集･出力する

(28)帰化者の個人特定を編集･出力する

(29)帰化者の身分事項を編集･出力する

(30)帰化者の個人特定を編集･出力する

(31)帰化者の身分事項を編集･出力する

(33)帰化者の父の身分事項に子の帰化を編集･出力する

(34)帰化者の養父の身分事項に子の帰化を編集･出力する

(35)帰化者の養母の身分事項に子の帰化を編集･出力する

(37)帰化者の(養)父母の個人特定を編集･出力する

/

/

/

/

配偶者区分 ＝ 夫に記録,いなければ筆頭者に
記録する

(26)戸籍変動区分?(1:帰化者で新戸籍編製,
　2:(養)父･母の戸籍に入籍,
　3:(養)父･母で新戸籍編製,
　4:日本人配偶者の戸籍に入籍,
　6:夫の氏の新戸籍編製,
　7:妻の氏の新戸籍編製)

[4.1]
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NO /

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

/

/

/

/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

/

/

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/58

処理名 0.0　本紙　3/5

[6.1]

(57)連署人の個人特定を編集･出力する [5.1]

(58)連署人の身分事項(入籍)を編集･出力する

備考

[6.2]

[5.1]

(60)連署人の身分事項(除籍)を編集･出力する

(60.1)→(75)へ

(61)帰化者妻の個人特定を編集･出力する

[4.1]

[6.1]

(70.1)→(75)へ

(71)帰化者妻の個人特定を編集･出力する

(72)帰化者妻の身分事項を編集･出力する

(65)帰化者の個人特定を編集･出力する

(66)帰化者の身分事項を編集･出力する

(67)連署人の個人特定を編集･出力する

(68)連署人の身分事項(入籍)を編集･出力する

(69)連署人本籍 ＝ 管内である(YES, NO)

(70)連署人の身分事項(除籍)を編集･出力する [6.3]

/

[5.1]

[6.2]

(42.2)→(75)へ

(43)帰化者の個人特定を編集･出力する

(44)帰化者の身分事項を編集･出力する

(45)連署人の身分事項(記録)を編集･出力する

(53)戸籍特定を編集･出力する

(54)帰化者の個人特定を編集･出力する

(55)帰化者の身分事項を編集･出力する

(56)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)である(YES, NO)

(59)連署人本籍 ＝ 管内である(YES, NO)

4

6

YES

NO

7

YES

NO

(74)帰化者の身分事項を編集･出力する [6.1]

(73)帰化者の個人特定を編集･出力する

[5.1]

[6.1]

[6.4]

[4.1]

[5.1]

[6.3]

[5.1]

[6.1]

[5.1]

[6.1]

[5.1]

(62)帰化者妻の身分事項を編集･出力する

(63)戸籍特定を編集･出力する

(64)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)である(YES, NO)
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/

/

/

/

/

NO /

/

/

/

/

/

/

/

/

YES /

NO /
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 5/58

処理名 0.0　本紙　4/5 備考

[5.1]

[6.1]

(85)在外送付区分 ＝ 0:受理分または2:在外公館の直接送付である(YES, NO)

(87)戸籍変動区分 ＝ 3((養)父･母で新戸籍編製)である(YES, NO)

(88)(養)父母について中間ﾌｧｲﾙ(9条2項)編集･出力する

(89)→(101)

(84.6)帰化者の養父または養母(除
籍)の身分事項を編集･出力する

　　　受53,帰化11の対応

配偶者区分 ＝ 夫に記録,いなければ筆頭者に記録する

配偶者区分 ＝ 妻に記録,いなければ筆頭者に記録する

同時帰化者n帰化記録者資格1　または　2?(001:父,010:養
父,011:養母)

/

/

/

/

(81)帰化者の養父の身分事項に子の帰化を
編集･出力する

(75)同時帰化者数 > 0である(YES, NO)

(76)同時帰化者の数だけ(77)～(82)の処理を繰り返す

(77)同時帰化者nの個人特定を編集･出力する

(78)同時帰化者nの身分事項を編集･出力する

(78.1)戸籍変動区分 ＝ 2((養)父･母の戸籍に入籍)?(YES, NO)

(80)帰化者の父の身分事項に子の帰化を編
集･出力する

配偶者区分 ＝ 夫に記録,いなければ筆頭者に記録する

[6.10]

[6.10]

(84.4)帰化記録者資格1 ＝ 001(父)　または　ス
ペース(母)である

/

(82.1)→(83)へ

(83)→(85)へ

(84)→(85)へ　　　(削除)

(84.1)戸籍変動区分 ＝ 3((養)父母で新戸籍編製)である(YES, NO)

(84.2)在外送付区分 ≠ 0(受理以外)である

(84.3)養/父母本籍 ＝ 管内である(YES, NO)

YES

YES

001

010

011

NO

YES

YES

YES

YES

(82)帰化者の養母の身分事項に子の帰化を
編集･出力する

[7.3]

[6.7]

[6.8]

[6.9]

YES

(86)帰化者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力す
る

[7.1]

/

/NO

(84.5)帰化者の父または母(除籍)の
身分事項を編集･出力する
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/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

NO

/

NO /

NO /

/

YES

NO

/

YES

NO
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/58

処理名 0.0　本紙　5/5 備考

(95)連署人について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する [7.2]

(103)処分決定に制御を渡す

(115)ｴﾗｰ履歴表示に制御を渡す

(117)同画面を編集する

(109)同画面を編集する

(113)同画面を編集する

(104)業務選択に制御を渡す

(105)届出選択に制御を渡す

(106)審査(帰化届)に制御を渡す

　――→

　――→

　――→

　――→

(107)前ページがある(YES, NO)

(93)戸籍変動区分 ＝ 6(夫の氏の新戸籍編製)　または
　7(妻の氏の新戸籍編製)である(YES, NO)

(94)帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)である(YES, NO)

(97)帰化種別 ＝ 4(夫婦の帰化)である(YES, NO)

(98)帰化者妻について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(99)　→　(101)へ

(100)　→　(101)へ

(96)　→　(97)

(110)エラーメッセージ｢先頭ページです｣を表示する

(111)次ページがある(YES, NO)

(112)次ページ分の確認画面(帰化)を編集する

(114)エラーメッセージ｢最終ページです｣を表示する

　――→

(116)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

/

/

PF1

PF2

PF5

PF7

PF8

PF11

その他

YES

(101)同時帰化者数 > 0である(YES, NO)

YES

(108)前ページ分の確認画面(帰化)を編集する

[7.1]

(102)同時帰化者の数だけ,同時帰化者のnについて中間
ファイル(9条2項)を編集･出力する

　――→
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(受取側)帰化画面/帰化種別入力 ←(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

帰化種別

同時帰化者数

画面ID

システム日付

画面ID

システム日付

帰化種別

同時帰化者数

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0入力確認(帰化)表示　1/9

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

帰化届(帰化種別入
力)
確認画面

中間ファイル(届書)
事件別内容
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(受取側)帰化画面/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)/共通

記号名 名称 記号名

出張所番号中間ファイル(届書)
共通

帰化届(その1)～(そ
の4)
確認画面
共通

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

画面ID

システム日付

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

受領番号

処理名 1.0入力確認(帰化)表示　2/9

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/58

画面ID

システム日付

受領日

本非区分

郵送日

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

受領番号
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帰化者カナ氏名

帰化者漢字氏名

帰化者従前氏名

帰化者従前国籍

帰化者生年月日

公示年月日

帰化者父氏名

帰化者父の国籍コード

帰化者父の本･国籍

帰化者母氏名

(受取側)帰化画面/その1 ←(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

帰化者母の国籍コード

帰化者母の本･国籍

帰化者15歳未満の届
出人資格1

帰化者世帯主区分

帰化者配偶者区分

帰化者父母との続柄
コード

帰化者母氏名

帰化者父母との続柄
コード
帰化者父母との続柄名
称

帰化者母の本･国籍

帰化者住所

帰化者カナ氏名

帰化者漢字氏名

帰化者従前氏名

帰化者従前国籍

帰化者生年月日

帰化者配偶者区分

帰化者配偶者区分名称

公示年月日

帰化者父氏名

有

有

有

処理名 1.0入力確認(帰化)表示　3/9

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/58

有

有

有

帰化届(その1)
確認画面

帰化者父の本･国籍

中間ファイル(届書)
事件別内容

帰化者15歳未満の届
出人資格1

帰化者世帯主名

帰化者住民日

帰化者住定日

帰化者世帯主区分

帰化者世帯主との続柄
コード
帰化者世帯主との続柄
名称

帰化者住民日

帰化者住定日

帰化者住所コード

帰化者住所

帰化者世帯主名

帰化者世帯主との続
柄コード
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(受取側)帰化認画面/その1 ←(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/58

処理名 1.0入力確認(帰化)表示　4/9

名称変換は,審査(帰化)
2.1表示設定を参照

帰化届(その1)
確認画面

帰化者15歳未満の届
出人資格2

帰化者15歳未満の届
出人資格名称

帰化者15歳未満の届
出人氏名1

帰化者15歳未満の届
出人氏名2

中間ファイル(届書)
事件別内容

帰化者15歳未満の届
出人資格2

帰化者15歳未満の届出
人資格1 + 帰化者15歳
未満の届出人資格2

帰化者15歳未満の届
出人氏名1

帰化者15歳未満の届
出人氏名2
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帰化者妻漢字氏名

帰化者妻従前氏名

帰化者妻従前国籍

帰化者妻生年月日

帰化者妻父氏名

帰化者妻父の本籍ｺｰﾄﾞ

帰化者妻父の本･国籍

(受取側)帰化画面/その2 ←(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容処理名 1.0入力確認(帰化)表示　5/9

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

帰化者妻カナ氏名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/58

帰化者妻世帯主名

帰化者妻父母との続柄
ｺｰﾄﾞ
帰化者父母との続柄名
称

帰化者妻住民日

帰化者妻住定日

帰化者妻世帯主区分

帰化者世帯主との続柄
ｺｰﾄﾞ
帰化者妻世帯主との続
柄名称

帰化者妻世帯主名

有

有

有

有

有

帰化者妻母氏名

帰化者妻母の本籍ｺｰﾄﾞ

帰化者妻母の本･国籍

帰化者妻住民日

帰化者妻住定日

帰化者妻住所コード

帰化者妻住所

帰化者妻世帯主区分

帰化者妻父の本･国籍

帰化(その2)
確認画面

帰化者妻母の本･国籍

帰化者妻住所

帰化者妻父母との続
柄コード

帰化者妻世帯主との
続柄コード

中間ファイル(届書)
事件別内容

帰化者妻カナ氏名

帰化者妻漢字氏名

帰化者妻従前氏名

帰化者妻従前国籍

帰化者妻生年月日

帰化者妻父氏名

帰化者妻母氏名
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/58

養/父母母氏名

処理名 1.0入力確認(帰化)表示　6/9

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)帰化画面/その3 ←(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

養/父母漢字氏名

帰化(その3)
確認画面

届後本籍

戸籍変動区分 戸籍変動区分

届後本籍コード 有

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

帰化記録者資格2 帰化記録者資格2

帰化記録者資格1 帰化記録者資格1

養/父母との続柄名称 有

養/父母父氏名

養/父母本籍

養/父母母氏名

養/父母父氏名

養/父母住所

養/父母生年月日

養/父母カナ氏名

届後戸籍の筆頭者

養/父母との続柄コード

養/父母本籍

養/父母住所

養/父母カナ氏名

養/父母漢字氏名

養/父母筆頭者

養/父母生年月日

養/父母筆頭者

養/父母本籍コード 有

養/父母住所コード 有

中間ファイル(届書)
事件別内容

養/父母との続柄コード
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(受取側)帰化画面/その4 ←(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

データ編集表
作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届)

連署人筆頭者区分

有

連署人配偶者名称 有

第7
2

(5) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/58

連署人漢字氏名 連署人漢字氏名

連署人本籍コード 有

処理名 1.0入力確認(帰化)表示　7/9

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

連署人本籍

連署人母氏名

連署人父母との続柄ｺｰ
ﾄﾞ

連署人筆頭者

連署人父氏名

達署人筆頭者名称

連署人配偶者区分

連署人カナ氏名

連署人筆頭者

連署人父氏名

連署人カナ氏名

連署人生年月日

連署人住所コード

連署人住所

連署人父母との続柄名称 有

連署人生年月日

有

連署人母氏名

連署人父母との続柄
コード

連署人住所

連署人本籍

中間ファイル(届書)
事件別内容

連署人配偶者区分

連署人筆頭者区分
帰化(その4)
確認画面
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同時帰化者n父母との続柄コード

同時帰化者n父母との続柄名称

同時帰化者n住民日

同時帰化者n住定日

同時帰化者n世帯主との続柄コード

同時帰化者n世帯主との続柄名称

(受取側)帰化画面/その5(1/2) ←(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/58

処理名 1.0入力確認(帰化)表示　8/9

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

同時帰化者n
父の本･国籍

同時帰化者n父の本籍ｺｰﾄﾞ 有

同時帰化者n父の本･本籍

同時帰化者nカナ氏名

同時帰化者n漢字氏名

同時帰化者n従前氏名

同時帰化者n従前国籍

同時帰化者n生年月日

同時帰化者n母の本･国籍

同時帰化者n父母と
の続柄コード

有

同時帰化者n母氏名 同時帰化者n母氏名

同時帰化者n母の本籍ｺｰﾄﾞ 有

同時帰化者n父氏名 同時帰化者n父氏名

同時帰化者n生年月日

同時帰化者n住定日

同時帰化者n
母の本･国籍

同時帰化者n住所

同時帰化者n世帯主区分

同時帰化者n世帯主名

同時帰化者n15歳未
満の届出人資格1

同時帰化者n15歳未
満の届出人資格2

同時帰化者n住民日

同時帰化者n住所ｺｰﾄﾞ 有

中間ファイル(届書)
事件別内容

同時帰化者nカナ氏名

同時帰化者n漢字氏名

同時帰化者n従前氏名

同時帰化者n従前国籍

帰化(その5)
確認画面(1/2)

同時帰化者n住所

同時帰化者n世帯主区分

有

同時帰化者n世帯主
との続柄コード

同時帰化者n世帯主名

同時帰化者n15歳未
満の届出人資格1

同時帰化者n15歳未
満の届出人資格2
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(受取側)帰化画面/その5(2/2) ←(引渡側)中間ファイル(届書)/事件別内容

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/58

同時帰化者n15歳未
満の届出人氏名1

処理名 1.0入力確認(帰化)表示　9/9

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

帰化(その5)
確認画面(2/2)

同時帰化者n15歳未
満の届出人資格名称

同時帰化者n15歳未
満の届出人氏名1

同時帰化者n15歳未
満の届出人氏名2

同時帰化者n
帰化記録者資格2

中間ファイル(届書)
事件別内容

名称変換は,審査(帰化)
2.1表示設定を参照

同時帰化者n15歳未満の届出人資格1
+
同時帰化者n15歳未満の届出人資格2

同時帰化者n
帰化記録者資格2

同時帰化者n
帰化記録者資格1

同時帰化者n15歳未
満の届出人氏名2

同時帰化者n
帰化記録者資格1
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無 有

3 ○ × × × × × × × ○ - -

6 × ○ × × × × × × ○ - -

6.1帰化者

6.5父または母

6.6養父または養母

6.1帰化者

6.5父または母

6.6養父または養母

6.1帰化者

6.5父または母

6.6養父または養母

9 ○ ×× ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

6.1帰化者

○ × × × × ○ × × × ○

×

6.1帰化者
　(複数)

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

A.2 B.2
C.2

C.25.1
D.1

6.7父また
は母
6.8養父ま
たは養母

6.7父また
は母
6.8養父ま
たは養母

6.1帰化者
　(複数)

※1

※1

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有

非
本
籍

非
本
籍

本籍

届
後
戸
籍

養/父母
の戸籍

本
籍

新
戸
籍
編
製

4.1 B.1
5.1 D.1

×

　
　
変
動
な
し

6.1帰化者× ○

項番

戸籍変動区分

新
戸
籍
を
編
製
す
る

(

養

)

父
･
母
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

(

養

)

父
･
母
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

日
本
人
配
偶
者
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

夫
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

作成日付 改訂日付

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表 (1/6)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 16/58

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者

　連署人
　　の戸籍 同

時
処
理
帰
化
者

本籍

非
本
籍

他
在
籍
者
無

4 ×

○ ×

2 ○ × × × × × × ○ × × ○

1 ○ × × × × ×

5 × ○ × × × × × ○ × ×

○ × × × × × ○ × ○ ×

○

× ○ × × ○ ×

8 × × ○ × × × × ○ × × ○ × ○

7 × × ○ × × × × ○
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無 有

6.1帰化者(複数) 6.7父または母

6.5父または母 6.8養父または

6.6養父または養母 養母

6.1帰化者(複数) 6.7父または母

6.5父または母 6.8養父または

6.6養父または養母 養母

6.1帰化者(複数)

6.5父または母

6.6養父または養母

6.7父または母

6.8養父または

6.7父または母

6.8養父または

15 × × ○ × × × × × ○ × × ○ - -

2.0 戸籍編製マトリックス表 (2/6)

× × × ○ × ○

項番

戸籍変動区分 届
後
戸
籍

養/父母
の戸籍

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

○ ×

処理名

頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 17/58

　連署人
　　の戸籍 同

時
処
理
帰
化
者

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

全
部
除
籍

　
　
変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

(

養

)

父
･
母
の
戸
籍
に
入

籍
す
る

(

養

)

父
･
母
で
新
戸
籍
を

編
製
す
る

日
本
人
配
偶
者
の
戸
籍
に
入

籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で
新
戸
籍
を

編
製
す
る

夫
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製
す

る 妻
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製
す

る

本籍

非
本
籍

本籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

4.1 B.1
5.1 D.1

5.1
D.1

×

- -

C.2 A.2 B.2
C.2

○ × × × × ○

一
部
除
籍

12 × × ○ × × × × ○

10 × × ○ × × ×

18 ×

他
在
籍
者
無

× × × × × ○ ○ × ×

○ ×× ○ × ×

他
在
籍
者
有

× × ○ × × × ×

17

× ○

11 × × × × ○ ×

14 × × ○ × × × × ×

× ○

○ × - -

- ×

6.1帰化者

6.1帰化者
　(複数)

6.4日本人
配偶者

6.4日本人
配偶者

※1

　養母

　養母

13 × × ○

○16 × ×

○

- - - - -

× × × ○ ×

× × × ○ × - - - ○ ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

○

× × ○ × - -
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無 有

届
後
戸
籍

養/父母
の戸籍

　連署人
　　の戸籍 同

時
処
理
帰
化
者

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

　
　
変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

(

養

)

父
･
母
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

(

養

)

父
･
母
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

日
本
人
配
偶
者
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

本籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

4.1 B.1
5.1 D.1

5.1
D.1

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 18/58

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表 (3/6)

項番

戸籍変動区分

C.2 A.2 B.2
C.2

19

日
本
人
配
偶
者
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

夫
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

本籍

非
本
籍

20

22

21

23

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

27

24

25

26

削除
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無 有

30 × × × × × ○ × × ○ - -

○

6.1帰化者
(複数)
6.2日本人
配偶者

6.3日本人
配偶者

※134 × × × × × ○ × ○ × ○ × × ×

6.1帰化者
(複数)
6.2日本人
配偶者

6.1帰化者
(複数)
6.2日本人
配偶者

※1

※1

6.3日本人
配偶者

×

6.3日本人
配偶者

6.3日本人
配偶者

6.1帰化者
(夫婦)

6.1帰化者

6.2日本人
配偶者

6.1帰化者

6.2日本人
配偶者

6.1帰化者

6.2日本人
配偶者

6.1帰化者
(夫婦)(配
偶者)

× ○ × ○

× × ○ × ○ ×32 × × × × × ○ × ○

× ○ ×28 × × × × × ○ × ○

×

× × ○ × ○36 × × × × × ○ × ○

× ○ × × ○ ×31 × × × ×

× × × × ○ × ○ ×

× ○29 × × × × × ○ × ○

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有
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2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 19/58

○ ○ ×

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表 (4/6)

項番

戸籍変動区分 届
後
戸
籍

養/父母
の戸籍

　連署人
　　の戸籍 同

時
処
理
帰
化
者

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

　
　
変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

(

養

)

父
･
母
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

(

養

)

父
･
母
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

日
本
人
配
偶
者
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

夫
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

本籍

非
本
籍

本籍

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

35 × × ○ × × ○

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

他
在
籍
者
無

4.1 B.1
5.1 D.1

5.1
D.1

C.2 A.2 B.2
C.2

33 × × × × × ○ × ○ × × ×
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無 有

39 × × × × × ○ × × ○ × × ○ - -

42 × × × × × × ○ × ○ - -

※1

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

6.3日本人
配偶者

6.3日本人
配偶者

6.3日本人
配偶者

6.1帰化者
(夫婦)

6.1帰化者
(夫婦)(複
数)

6.1帰化者
6.2日本人
配偶者

6.3日本人
配偶者

6.3日本人
配偶者

6.1帰化者
6.2日本人
配偶者

6.1帰化者
6.2日本人
配偶者

6.1帰化者
(複数)
6.2日本人
配偶者

46 × × × × × × ○ ○ × ○ × × × ○

× × × ○ ○ ×45 × × × × × × ○ ○

× × ○ × ○ ×44 × × × × × × ○ ○

× ○ × × ○ ×43 × × × × × × ○ ○

× × ○41 × × × × × × ○ ○

× ○ ×40 × × × × × × ○ ○

○ × ○ × - -38 × × × × × ○ × ×

○ ○ × × - -37 × × × × × ○ × ×

C.2 A.2 B.2
C.2

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

4.1 B.1
5.1 D.1

5.1
D.1

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表 (5/6)

項番

戸籍変動区分 届
後
戸
籍

養/父母
の戸籍

　連署人
　　の戸籍 同

時
処
理
帰
化
者

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

　
　
変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

(

養

)

父
･
母
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

(

養

)

父
･
母
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

日
本
人
配
偶
者
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

夫
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

本籍

非
本
籍

本籍

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 20/58
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無 有

51 × × × × × × ○ × ○ × × ○ - -
　※1　(養)父母に子の帰化事項の記録する編集表は,本紙を参照のこと([6.9],養父または養母[6.10])

(参考)
(1)　※1で帰化者の帰化事項を記録すべき条件は次のとおり
　①帰化者の父:帰化者を認知していること
　②帰化者の養父母
 ･システムでの記録
　帰化者が上記①②の戸籍に入籍する場合(①②で新戸籍を編製する場合は(養)子の帰化で除籍となるため,新戸籍には(養)子の帰化事項は記録しない)
　帰化者が上記①②の戸籍に入籍しない場合は審査結果入力処理で処理すること
 ･同時帰化者がいる場合
　(養)子の帰化事項を必ず記録する

　※　(複数)は同時帰化者数の数だけ記録すること
　　　夫(または妻)の氏の新戸籍編製の場合,帰化種別 ＝ 2(夫婦の片方:日本人配偶者有)は連署人の戸籍に入力がある

帰化種別 ＝ 4(夫婦の帰化)は連署人の戸籍に入力がない

※1

6.1帰化者
(複数)
6.2日本人
配偶者

6.1帰化者
(複数)
6.2日本人
配偶者

6.3日本人
配偶者

6.3日本人
配偶者

6.3日本人
配偶者

49 × × × × × × ○ ×

○

48 × × × × × × ○ ○ × × ×

○:該当する内容　×:該当しない内容　△(ブランク):入力無　-:その項目は不要

47 × × × × × × ○ ○ × × ○ × ×

○ × ○ × - -50 ×

○

× × × × × ○ ×

C.2 A.2 B.2
C.2

非
本
籍

本
籍

非
本
籍

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

他
在
籍
者
有

他
在
籍
者
無

4.1 B.1
5.1 D.1

5.1
D.1

○ × ○

× × - -○

※1

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表 (6/6)

項番

戸籍変動区分 届
後
戸
籍

養/父母
の戸籍

　連署人
　　の戸籍 同

時
処
理
帰
化
者

新
戸
籍
編
製

一
部
記
録

一
部
除
籍

全
部
除
籍

　
　
変
動
な
し

新
戸
籍
を
編
製
す
る

(

養

)

父
･
母
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

(

養

)

父
･
母
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

日
本
人
配
偶
者
の
戸
籍
に

入
籍
す
る

日
本
人
配
偶
者
で
新
戸
籍

を
編
製
す
る

夫
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

妻
の
氏
の
新
戸
籍
を
編
製

す
る

本籍

非
本
籍

本籍
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 22/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/4

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)
共通

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード

出張所番号 出張所番号

2401(帰化)

受付日 送付日があれば送付日
送付日がなければ受領日

事件発生時分

事件発生日 公示年月日

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

郵送日 郵送日

発送日

収日

発日

許可日

指示日

←単身者
←同時に帰化する者

届出人資格区分2 ･単身者の場合
『帰化者の15歳未満の届出人資格2』を設定　名称は変換して設定
･同時に帰化する者の場合
『同時帰化者nの15歳未満の届出人資格2』を設定　名称は変換して設定届出人資格名称2

届出人資格区分1 中間ファイル(届書)
事件別内容

･単身者の場合
『帰化者の15歳未満の届出人資格1』を設定　名称は変換して設定
･同時に帰化する者の場合
『同時帰化者nの15歳未満の届出人資格1』を設定　名称は変換して設定届出人資格名称1

届出人氏名1 帰化者の15歳未満の届出人氏名1
同時帰化者nの15歳未満の届出人氏名1

関連受領番号(1～5)
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 23/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/4

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)
共通

届出人氏名2 帰化者の15歳未満の届出人氏名2
同時帰化者nの15歳未満の届出人氏名
2

届後本籍

届後本籍コード

←　単身者
←　同時に帰化する者

届後本籍区分 ･帰化者及び帰化者妻
　戸籍変動区分 ＝ 1,3,6,7のとき2
を設定
　上記以外のとき1を設定
･同時に帰化する者
　1を設定

送達確認1

届後戸籍の筆頭者

届書送付目録区分 本非区分 ＝ 1(本籍分届)のとき
1(送付要)を設定
本非区分 ＝ 2(非本籍分届)のとき
①連署人の本籍 ＝ 管内本籍であれ
ば1(送付要)を設定
②養/父母の本籍 ＝ 管内本籍であれ
ば1(送付要)を設定

上記以外は0(送付不要)を設定

証書提出区分

決裁区分

処分区分
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 24/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1中間ファイル(仮受付)編集･出力 4/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

39(帰化者)

届出人区分 ･単身者の場合
『帰化者15歳未満の届出人資格1』に入力があれば0を設定
･同時に帰化する者の場合
『同時帰化者nの15歳未満の届出人資格1』に入力があれば0を設定
･上記以外は1を設定

行番号

受領番号 中間ファイル(届書)
事件別内容

受領番号

事件本人区分

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←帰化処理する者

漢字氏名 帰化者漢字氏名
帰化者妻漢字氏名
同時帰化者n漢字氏
名

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←帰化処理する者

カナ氏名 帰化者カナ氏名
帰化者妻カナ氏名
同時帰化者nカナ氏
名

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←帰化処理する者

本籍コード 届後本籍コード

生年月日 帰化者生年月日
帰化者妻生年月日
同時帰化者n生年月
日

届後本籍が非本籍なら1を設定
(在外送付区分 ＝ 0のとき)

送達確認2

筆頭者 届後本籍筆頭者

本籍 届後本籍

中間ファイル(仮受
付)
共通
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 25/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード 4401(その他)

受付日 送付日

事件発生時分

事件発生日

受理送付区分 2(送付)を設定

事件発生日時

1(本籍)を設定

渉外区分 0を設定

本非区分

郵送日

発送日

収日

発日

許可日

指示日

届出人資格区分1

関連受領番号(1～5)

届出人氏名1

届出人資格名称1

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届後本籍区分 中間ファイル(届書)
事件別内容

2を設定

届後本籍コード

届出人氏名2

届後本籍コード

届後本籍 届後本籍

中間ファイル(仮受
付)
共通
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 26/58

処理名 3.2中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

届後戸籍の筆頭者 中間ファイル(届書)
事件別内容

届後戸籍の筆頭者

証書提出区分

届書送付目録区分

送達確認1

決裁区分

中間ファイル(仮受
付)
共通

1(送付要)を設定

処分区分

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月10日 3 27/58

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.2中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3

受取側 引渡側

行番号

受領番号 中間ファイル(届書)
事件別内容

受領番号

事件本人区分 99(事件本人以外)

届出人区分 0を設定

←養/父母

連署人カナ氏名 ←日本人配偶者

カナ氏名 養/父母カナ氏名

←養/父母

連署人漢字氏名 ←日本人配偶者

漢字氏名 養/父母漢字氏名

←養/父母

連署人生年月日 ←日本人配偶者

生年月日 養/父母生年月日

中間ファイル(仮受
付)
共通

←養/父母

連署人本籍 ←日本人配偶者

本籍 養/父母本籍

←養/父母

連署人本籍コード ←日本人配偶者

本籍コード 養/父母本籍コード

(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

送達確認2

←養/父母

連署人筆頭者 ←日本人配偶者

筆頭者 養/父母筆頭者
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定(新戸籍編製)←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 28/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1戸籍特定　(新戸籍)編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

決裁処理で設定

編製日 処理日　または
送付日　または
受領日

処理日があれば処理日
処理日がなければ送付日
処理日,送付日がなければ受領日

戸籍番号 中間ファイル(届書)

改製日

回復日

本籍コード 届後本籍コード

消除日

筆頭者 届後戸籍の筆頭者

本籍 届後本籍

在籍者数

記録者数

戸籍異動区分

戸籍除区分 0(現戸籍)を設定

除籍者数

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍特定
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(入籍) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 29/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1個人特定　(入籍)編集･出力　1/3

受取側 引渡側

中間ファイル(仮戸
籍)
個人特定

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

決裁処理で設定

戸籍番号 新戸籍編製の場合は決裁処理で設定
他は入籍する戸籍の戸籍番号を設定

個人番号

戸籍記録順位番号

入籍日 中間ファイル(届書) 処理日　または
送付日　または
受領日

性別 帰化者父母との続柄コード
帰化者養父母との続柄コード
同時帰化者n父母との続柄コード
養/父母父母との続柄コード
連署人父母との続柄コード

有

生年月日 帰化者生年月日
帰化者妻生年月日
同時帰化者n生年月日
養/父母生年月日
連署人生年月日

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←同時に帰化処理する者
←帰化者の(養)父･母
←連署人

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←同時に帰化処理する者
←帰化者の(養)父･母
←連署人

処理日があれば処理日
処理日がなければ送付日
処理日,送付日がなければ受領日

除籍日

筆頭者区分 同時に帰化する者は全員『構成員』
戸籍変動区分 ＝ 1の場合,帰化者(その1画面入力者)が『筆頭者』
戸籍変動区分 ＝ 2の場合,帰化者は『構成員』
戸籍変動区分 ＝ 3の場合,養/父･母が『筆頭者』,帰化者は『構成員』
戸籍変動区分 ＝ 4の場合,帰化者は『構成員』
戸籍変動区分 ＝ 6の場合,帰化者(その1画面入力者)が『筆頭者』,それ以外は『構成員』
戸籍変動区分 ＝ 7の場合,帰化種別 ＝ 2のとき,帰化者(その1画面入力者)が『筆頭者』,
　それ以外は『構成員』
　帰化種別 ＝ 4のとき,帰化者妻(その2画面入力者)が『筆頭者』,
　それ以外は『構成員』
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帰化者父母との続柄コード

帰化者妻父母との続柄コード

同時帰化者n父母との続柄コード

養/父母父母との続柄コード

連署人父母との続柄コード

頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 30/58

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定(入籍) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1個人特定　(入籍)編集･出力　2/3

受取側 引渡側

配偶者区分 帰化者配偶者区分
『妻』
『未』
『未』
連署人配偶者区分

母 帰化者母氏名
帰化者妻母氏名
同時帰化者n母氏名
養/父母母氏名
連署人母氏名

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←同時に帰化処理する者
←帰化者の(養)父･母
←連署人

父母との続柄 有 ←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←同時に帰化処理する者
←帰化者の(養)父･母
←連署人

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←同時に帰化処理する者
←帰化者の(養)父･母
←連署人

父 帰化者父氏名
帰化者妻父氏名
同時帰化者n父氏名
養/父母父氏名
連署人父氏名

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←同時に帰化処理する者
←帰化者の(養)父･母
←連署人

養母

養父

前個人番号 連署人または(養)父･母が本籍人で,
新戸籍を編製する場合に,従前戸籍の
個人番号を設定する

養父母との続柄

0:在籍者を設定

審査不可区分

個人番号
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(1)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 31/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 帰化者(入籍)編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者)入籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者(入籍)1/2

個人番号

出力区分

決裁処理で設定

行番号

タイトルコード 2401(帰化)

2401(帰化者の記録)

管掌者コード

記録コード

帰化 帰化日 中間ファイル(届書) 公示年月日

事件発生日 中間ファイル(届書) 公示年月日

届
出

届出日 受領日

届
出
人

資格 単身者の場合
　通常は　届出人(1)←帰化者15歳未満の届出人資格1,資格名称1(資格1を名称変換)
　　届出人(2)←帰化者15歳未満の届出人資格2,資格名称2(資格2を名称変換)
　ただし,資格1 ＝ 016(親権者父),資格2 ＝ 017(親権者母)の場合
　　資格1 ＝ 018(親権者父母),資格2は未設定と置き換える(資格1,2が逆も同様)
　同様,資格1 ＝ 001(父),資格2 ＝ 002(母)の場合
　　資格1 ＝ 005(父母),資格2は未設定と置き換える(資格1,2が逆も同様)

同時帰化者の場合
　上記(単身者)を｢同時帰化者n15歳未満の届出人～｣に読みかえる

※氏名の設定は不要
　ただし,資格1 ＝ 110(未成年後見人)の場合は,氏名1を設定
　資格1,2が010(養父)または011(養母)または019(親権者養父)または020(親権者養母)の場合は,
対応する氏名1,2をそれぞれ設定

資格名称

氏名

届
出
人

資格

資格名称

氏名
(2)
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許可を受けた者

記録日

特記事項

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 32/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 帰化者(入籍)編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者)入籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←同時に帰化する者

従前の氏名 帰化者従前氏名
帰化者妻従前氏名
同時帰化者n従前氏
名

帰化の際の国籍 帰化者従前国籍
帰化者妻従前国籍
同時帰化者n従前国
籍

発送元

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫
←夫婦帰化の妻
←同時に帰化する者

記録 処理日

送
付

送付を受けた日 送付日

受理者

許可書謄本の
送付を受けた
日

特記

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者(入籍)2/2

従
前
記
録

許
可

許可日
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送付を受けた日

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 33/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 帰化者の配偶者(入籍)編集･出力 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の配偶者)入籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項
帰化者の配偶者(入
籍)1/2

個人番号

出力区分

入
籍

入籍日

処理日　または
送付日　または
受領日

送
付

許
可

許可日

決裁処理で設定

行番号

タイトルコード 2404(配偶者の帰化)

2404(帰化者の配偶者の記録)

管掌者コード

記録コード

ファイル仕様書の通り

配
偶
者
の

帰
化

配偶者の
帰化日

中間ファイル(届書)

事件発生日

処理日があれば処理日
処理日がなければ送付日
処理日,送付日がなければ受領日

入籍事由

･帰化者配偶者区分 ＝ 1(夫)のとき,｢夫の帰化届出｣を設定

･帰化者配偶者区分 ＝ 2(妻)のとき,｢妻の帰化届出｣を設定

除籍日

届出日

婚姻 配偶者氏名

届
出

除籍事由

受理者

許可書謄本の
送付を受けた
日
許可を受けた者
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 34/58

処理名 6.2 帰化者の配偶者(入籍)編集･出力 2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の配偶者)入籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(仮戸
籍)身分事項
帰化者の配偶者(入
籍)2/2

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍
中間ファイル(届書)

連署人本籍

筆頭者 連署人筆頭者

除
戸
籍

新本籍

除
籍

除籍日

称する氏

特記 特記事項

記録 記録日
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版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 35/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 帰化者の配偶者(除籍)編集･出力 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の配偶者)除籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード

管掌者コード

記録コード

2404(配偶者の帰化)

2404(帰化者の配偶者の記録)

入
籍

入籍日

ファイル仕様書の通り

配
偶
者
の

帰
化

配偶者の
帰化日

中間ファイル(届書)

事件発生日

入籍事由

発送元

届
出

届出日 受領日

除籍事由
･帰化者配偶者区分 ＝ 1(夫)のとき,｢夫の帰化届出｣を設定
･帰化者配偶者区分 ＝ 2(妻)のとき,｢妻の帰化届出｣を設定

除籍日

許
可

許可日

送
付

送付を受けた日 送付日

婚姻 配偶者氏名 帰化者漢字氏名

受理者

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可を受けた
者

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の配偶者(除
籍)1/2
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

処理名 6.3 帰化者の配偶者(除籍)編集･出力 2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の配偶者)除籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) 1 36/58

記録日

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

除
籍

筆頭者

本籍
中間ファイル(届書)

除籍日
処理日

記録

新本籍 届後本籍

称する氏

除
戸
籍

･戸籍変動区分 ＝ 6(夫の氏の新戸籍編製)のとき,｢夫の氏｣を設定
･戸籍変動区分 ＝ 7(妻の氏の新戸籍編製)のとき,｢妻の氏｣を設定

特記 特記事項

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の配偶者(除
籍)2/2

入
戸
籍

従
前
戸
籍
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版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 37/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.4帰化者の配偶者(記録)編集･出力 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の配偶者)記録　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の配偶者(除
籍)1/2

個人番号

出力区分

入
籍

入籍日

送
付

送付を受けた日

受理者

決裁処理で設定

行番号

タイトルコード 2404(配偶者の帰化)

2404(帰化者の配偶者の記録)

管掌者コード

記録コード

ファイル仕様の通り

配
偶
者
の

帰
化

配偶者の
帰化日

中間ファイル(届書) 公示年月日

事件発生日

入籍事由

除籍日

届出日

婚姻 配偶者氏名 帰化者漢字氏名

届
出

除籍事由

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可日

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍

許
可

許可を受けた者

筆頭者
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版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 38/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 6.4帰化者の配偶者(記録)編集･出力 2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の配偶者)記録　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

称する氏

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

除
籍

除籍日

記録 記録日

特記 特記事項

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の配偶者(除
籍)2/2

除
戸
籍

新本籍
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版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 39/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.5帰化者の父または母(入籍)編集･出力 1/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の父または母)入籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の父または母
(入籍)1/2

個人番号

出力区分

氏名

入
籍

入籍日
処理日　または
送付日　または
受領日

届
出

届出日

除籍日

入籍事由

許
可

許可日

決裁処理で設定

行番号

タイトルコード 2402(子の帰化)

2402(帰化者の父母の記録)

管掌者コード

記録コード

ファイル仕様の通り

子
の
帰
化

子の帰化日 中間ファイル(届書)

事件発生日

氏
名

子
の

続柄

新
本
籍

子
の

本籍

筆頭者

処理日があれば処理日
処理日がなければ送付日
処理日,送付日がなければ受領日

｢子の帰化届出｣を設定

送
付

送付を受けた日

受理者

除籍事由

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可を受けた者

 7-2-(5)-23-76



システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 40/58

処理名 6.5帰化者の父または母(入籍)編集･出力 2/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の父または母)入籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の父または母
(入籍)2/2

入
戸
籍

従
前
戸
籍

本籍
中間ファイル(届書)

養/父母本籍

筆頭者 養/父母筆頭者

除
戸
籍

新本籍

除
籍

除籍日

称する氏

特記 特記事項

記録 記録日

 7-2-(5)-23-77



版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 41/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.6帰化者養父または養母(入籍)編集･出力1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の養父または養母)入籍　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード 2403(養子の帰化)

2403(帰化者の養父母の記録)記録コード

処理日があれば処理日
処理日がなければ送付日
処理日,送付日がなければ受領日

ファイル仕様の通り

養
子
の
帰
化

養子の帰化日 中間ファイル(届書)

事件発生日

入
籍

入籍日
処理日　または
送付日　または
受領日

筆頭者

養
子
の
新

本
籍

本籍

｢子の帰化届出｣を設定

除籍日

届出日

入籍事由

送
付

送付を受けた日

届
出

除籍事由

許
可

許可日

許可書謄本の
送付を受けた
日

受理者

許可を受けた者

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の養父または
養母(入籍)1/2

養子の氏名

管掌者コード

 7-2-(5)-23-78



第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届)

筆頭者 養/父母筆頭者

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 42/58

処理名 6.6帰化者養父または養母(入籍)編集･出力2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の養父または養母)入籍　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

本籍
中間ファイル(届書)

養/父母本籍

除籍日
除
籍

特記 特記事項

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の養父または
養母(入籍)2/2

入
戸
籍

従
前
戸
籍

記録 記録日

除
戸
籍

新本籍

 7-2-(5)-23-79



版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 43/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.7帰化者の父または母(除籍)編集･出力 1/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の父または母)除籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード 2402(子の帰化)

2402(帰化者の父母の記録)

管掌者コード

記録コード

ファイル仕様の通り

子
の
帰
化

子の帰化日 中間ファイル(届書)

事件発生日

氏名

子
の

氏
名

入
籍

入籍日

筆頭者

子
の
新
本

籍 本籍

入籍事由

送
付

送付を受けた日 送付日

除籍日
届
出

届出日 受領日

除籍事由

受理者 発送元

｢子の帰化届出｣を設定

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可日許
可

許可を受けた者

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の父または母
(除籍)1/2

続柄

 7-2-(5)-23-80



記録日

特記事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 44/58

本籍
中間ファイル(届書)

新本籍

従
前
戸
籍

記録

届後本籍

筆頭者

入
戸
籍

処理名 6.7帰化者の父または母(除籍)編集･出力 2/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の父または母)除籍　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

除
戸
籍

特記

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の父または母
(除籍)2/2

除
籍

除籍日 処理日

 7-2-(5)-23-81



版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 45/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.8帰化者養父または養母(除籍)編集･出力 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の養父または養母)除籍　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード 2403(養子の帰化)

2403(帰化者の養父母の記録)

管掌者コード

記録コード

ファイル仕様の通り

養
子
の
帰
化

養子の帰化日 中間ファイル(届書)

事件発生日

入
籍

入籍日

筆頭者

養
子
の
新

本
籍

本籍

送
付

送付を受けた日 送付日

除籍日
届
出

届出日 受領日

除籍事由

受理者 発送元

｢子の帰化届出｣を設定

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可日許
可

許可を受けた
者

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の養父または
養母(除籍)1/2

養子の氏名

入籍事由

 7-2-(5)-23-82



記録日

特記事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 46/58

本籍
中間ファイル(届書)

新本籍

従
前
戸
籍

記録

届後本籍

筆頭者

入
戸
籍

処理名 6.8帰化者養父または養母(除籍)編集･出力 2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の養父または養母)除籍　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

除
戸
籍

特記

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の養父または
養母(除籍)2/2

除
籍

除籍日
処理日

 7-2-(5)-23-83



受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 47/58

処理名 6.9帰化者の父(記録)　編集･出力1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の父)記録　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

個人番号

管掌者コード

決裁処理で設定

行番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

子
の
新
本

籍

タイトルコード 2402(子の帰化)

2402(帰化者の父母の記録)

出力区分

子
の
氏
名

続柄

入籍事由

記録コード

ファイル仕様の通り

子
の
帰
化

子の帰化日 中間ファイル(届書) 公示年月日

事件発生日

入
籍

入籍日

本籍

除籍日

届出日

送
付

送付を受けた日

受理者

除籍事由

届
出

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可日許
可

許可を受けた者

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の父(記
録)1/2

･単身者の場合,『帰化者父母との続柄コード』を変換し設定
･同時に帰化処理する者の場合,『同時帰化者n父母との続柄コード』を変換し設定

氏名
･単身者の場合,『帰化者漢字氏名』を移送
･同時に帰化する者の場合,『同時帰化者n漢字氏名』を移送

筆頭者

 7-2-(5)-23-84



記録日

特記事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 48/58

本籍
中間ファイル(届書)

新本籍

従
前
戸
籍

記録

筆頭者

入
戸
籍

処理名 6.9帰化者の父(記録)　編集･出力2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の父)記録　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

除
戸
籍

特記

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の父(記
録)2/2

除
籍

除籍日

 7-2-(5)-23-85



版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 49/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.10帰化者養父または養母(記録)編集･出力1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の養父または養母)記録　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定

行番号

個人番号

出力区分

タイトルコード 2402(養子の帰化)

2402(帰化者の養父母の記録)

管掌者コード

記録コード

ファイル仕様の通り

養
子
の
帰
化

養子の帰化日 中間ファイル(届書) 公示年月日

事件発生日

養子の氏名 ･単身者の場合,『帰化者漢字氏名』を移送
･同時に帰化する者の場合,『同時帰化者n漢字氏名』を移送

養
子
の
新

本
籍

本籍

入
籍

入籍日

筆頭者

入籍事由

届出日

送
付

送付を受けた日

受理者

除籍事由

届
出

除籍日

許可日許
可

許可を受けた
者

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
養父または養母(記
録)1/2

許可書謄本の
送付を受けた
日

 7-2-(5)-23-86



記録日

特記事項

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 50/58

本籍
中間ファイル(届書)

新本籍

従
前
戸
籍

記録

筆頭者

入
戸
籍

処理名 6.10帰化者養父または養母(記録)編集･出力2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(帰化者の養父または養母)記録　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

除
戸
籍

特記

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項
帰化者の養父または
養母(記録)2/2

除
籍

除籍日

 7-2-(5)-23-87



帰化者父母との続柄コード

帰化者妻父母との続柄コード

同時帰化者n父母との続柄コード

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 51/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1帰化者　編集･出力1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/帰化者　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(9条2
項)帰化者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード

旧氏名

新父母との続柄

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

24(帰化届)

受理日 送付日または受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

新氏名

帰化者漢字氏名 ←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

帰化者妻漢字氏名 ←夫婦帰化の妻

個人番号

同時帰化者n漢字氏名 ←同時に帰化する者

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

帰化者妻生年月日 ←夫婦帰化の妻

同時帰化者n生年月日 ←同時に帰化する者

旧生年月日

新生年月日

帰化者生年月日

有 ←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

←夫婦帰化の妻

←同時に帰化する者

新本籍コード 届後本籍コード

旧父母との続柄

旧本籍コード

新本籍 届後本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧本籍

旧筆頭者

 7-2-(5)-23-88



帰化者世帯主との続柄コード

帰化者妻世帯主との続柄コード

同時帰化者n世帯主との続柄コード

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 52/58

処理名 7.1帰化者　編集･出力2/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/帰化者　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届)

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

帰化者住所

住民日

帰化者住民日

受取側 引渡側

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

帰化者妻住所 ←夫婦帰化の妻

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

帰化者妻住所コード ←夫婦帰化の妻

同時帰化者n住所ｺｰﾄﾞ ←同時に帰化する者

帰化者住所コード

方書 同時帰化者n住所 ←同時に帰化する者

住定日

帰化者住定日

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

帰化者妻住民日 ←夫婦帰化の妻

同時帰化者n住民日 ←同時に帰化する者

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

帰化者妻住定日 ←夫婦帰化の妻

同時帰化者n住定日 ←同時に帰化する者

←夫婦帰化の妻

←同時に帰化する者

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

帰化者妻世帯主名 ←夫婦帰化の妻

同時帰化者n世帯主名 ←同時に帰化する者

世帯主との続柄 有

←単身者,夫婦片方,夫婦帰化の夫

世帯主

帰化者世帯主名

中間ファイル(9条2
項)帰化者

住所コード

中間ファイル(届書)

住所
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(9条2項)/帰化者の日本人配偶者←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 53/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2帰化者の日本人配偶者　編集･出力

受取側 引渡側

中間ファイル(9条2
項)
帰化者の日本人配偶
者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード

新生年月日 連署人生年月日

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

24(帰化届)

受理日 送付日または受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

本籍人の場合,個人番号を設定

新氏名 ｢届後戸籍の筆頭者｣の氏 + ｢連署人漢字氏名｣の名

旧氏名 連署人漢字氏名

個人番号

新父母との続柄 連署人父母との続柄ｺｰﾄﾞ 有

旧生年月日 連署人生年月日

新本籍コード 届後本籍コード

旧父母との続柄 連署人父母との続柄ｺｰﾄﾞ 有

旧本籍コード 連署人本籍コード

新本籍 届後本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧本籍 連署人本籍

住所コード 連署人住所コード

旧筆頭者 連署人筆頭者

方書

住定日

住所
連署人住所
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 54/58

処理名 7.2帰化者の日本人配偶者　編集･出力

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届)

(受取側)中間ファイル(9条2項)/帰化者の日本人配偶者←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(9条2
項)
帰化者の日本人配偶
者

住民日 中間ファイル(届書)

世帯主との続柄

世帯主
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養/父母父母との続柄コード

養/父母父母との続柄コード

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(9条2項)/帰化者の(養)父母 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 55/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.3帰化者の(養)父母　編集･出力

受取側 引渡側

中間ファイル(9条2
項)
帰化者の(養)父母

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード

旧父母との続柄

新本籍 届後本籍

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 市区町村コードを宛名に変換した項目

24(帰化届)

受理日 送付日または受領日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード

本籍人の場合個人番号を設定

新氏名 養/父母漢字氏名

個人番号

新生年月日 養/父母生年月日

旧氏名 養/父母漢字氏名

新父母との続柄 有

旧生年月日 養/父母生年月日

有

新本籍コード 届後本籍コード

旧本籍 養/父母本籍

旧本籍コード 養/父母本籍コード

旧筆頭者 養/父母筆頭者

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

住所
養/父母住所

方書

住所コード 養/父母住所コード

住民日

住定日
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システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 56/58

処理名 7.3帰化者の(養)父母　編集･出力

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届)

(受取側)中間ファイル(9条2項)/帰化者の(養)父母 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

世帯主との続柄

中間ファイル(9条2
項)
帰化者の(養)父母

世帯主 中間ファイル(届書)
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｢届後戸籍の筆頭者｣の氏 + ｢連署人漢字氏名｣の名

版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 57/58

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.1帰化者の日本人配偶者　編集･出力 (受取側)中間ファイル(30条12第1項)/帰化者の日本人配偶者　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

中間ファイル(30条
12第1項)
帰化者の日本人配偶
者

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 附票データベース 在外選挙人名簿
登録市町村コード

送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード 中間ファイル(届書) 24(帰化届)

受理日

個人番号 個人番号

新性別 連署人の父母との続柄を性別に変換
して性別コードを設定

旧性別

宛名

新生年月日 連署人生年月日

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名

旧氏名 連署人漢字氏名

旧生年月日 連署人生年月日

新本籍 届後本籍

新本籍コード 届後本籍コード

旧本籍 連署人本籍

旧本籍コード 連署人本籍コード

旧筆頭者 連署人筆頭者

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

住所 連署人住所

住所コード 連署人住所コード

転入届出日

方書

 7-2-(5)-23-94



第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(帰化届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 58/58

処理名 8.2帰化者の(養)父母　編集･出力 (受取側)中間ファイル(30条12第1項)/帰化者の(養)父母　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(30条
12第1項)
帰化者の(養)父母

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

出張所番号 出張所番号

市区町村コード 附票データベース 在外選挙人名簿
登録市町村コード

宛名 市区町村を宛名に変換した項目

事件コード 中間ファイル(届書) 24(帰化届)

受理日 送付日又は受領日 送付日がない場合は受領日を設定

個人番号 個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 養/父母漢字氏名

旧氏名 養/父母漢字氏名

新生年月日 養/父母生年月日

旧生年月日 養/父母生年月日

新性別 養/父母の父母との続柄を性別に変換
して性別コードを設定

旧性別

新本籍コード 届後本籍コード

新本籍 届後本籍

旧本籍コード 養/父母本籍コード

旧本籍 養/父母本籍

新筆頭者 届後戸籍の筆頭者

旧筆頭者 養/父母筆頭者

住所コード 養/父母住所コード

住所 養/父母住所

方書

転入届出日
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24.国籍喪失届

第7.2.(5)｢異動｣処理



第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

1.国籍喪失業務処理範囲外の処理
　･通常有り得ない特異な組み合わせの届出義務者によって届出された国籍喪失届
　･事件本人の成年後見人から届出がされた場合
　･夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合
　･複数の未成年後見人から届出がされた場合
　･法務大臣の催告、宣告による国籍喪失届

頁

1/1 審査(国籍喪失届)
システム処理の概要説明書

版

15	平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日

改訂日付作成日付

3.その他
　添付書類
　 ･外国への帰化を証する書面(又はその写し)、在外公館長の発給する帰化事実証明書など国籍喪失を証すべき書面(戸103-II)
　 ･上記の書面が外国語によって作成されている場合はその訳文(規63の2)

　届出期間の審査処理(戸103-I、大3.12.28民1125号回答)
　 ･国籍喪失の事実を知った日及びその際に国内、国外に在ることが届書からはわからない為システム化後は喪失年月日を起算日とし、その日から3箇月以内であるか否か
を確認メッセージでの対応とする。

　法務省･在外公館からの国籍喪失の報告
　 ･国籍喪失の報告の場合には届出人資格｢099:その他｣として、届出人資格欄に届出人資格名称を入力する。

2.国籍喪失届入力画面の意義
　･国籍喪失を行う者の各項目を入力する。

上記の場合は、審査結果入力で処理を行う。
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版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

1

改定日付作成日付

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)国籍喪失届の内容を画面入力する。
　(2)国籍喪失届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)国籍喪失届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)国籍喪失届から中間ファイル(届書)を編集･出力する。
　(6)入力確認(国籍喪失届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0本紙　　1.0データチェック(単体表)

　　　　　　 2.0データチェック(関連表)

　　　　　　 3.0審査

　　　　　　 4.0データ編集表(中間ファイル/届書)

中間ファイル(届書) 出力

頁

1/16

入出力区分

戸籍DB 入力

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 審査(国籍喪失届)
システム環境仕様書

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

個人状態ファイル 入力

5.備考(特記事項含む)

　(1)届出期間について
　　･喪失年月日を基準日として計算する。

エラー履歴ファイル 出力

戸籍

データベース

(詳細別紙)

入力確認

(国籍喪失届)

入力確認

(国籍喪失届)

個人状態

ファイ

ル

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

審査

(国籍喪失届)
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/

/

/

YES /

YES /

/

YES

NO /

NO

NO

PF1

FF2

(7)中間ファイル(届書)編集出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

審査エラー

確認

(10)エラーメッセージを表示する

PF10

確認と応答をエラー履歴ファイルに出力す
る

(1)届書内容を画面入力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

実行キー

〔2.0〕

〔3.0〕

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場
合、届書ファイルから画面編集をおこな
う。

(12)確認メッセージを表示し、メッセージに対して
応答の後、以降の審査を続行する

→

(16)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(18)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(19)入力画面を初期化する

(20)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(13)エラーメッセージを表示する

→

その他

PF11

PF12

頁

2/16

〔4.0〕

(11)同画面を編集する

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
要件定義ワークシート

 審査(国籍喪失届)

版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付作成日付

メッセージをエラー履歴ファイルに出力する

〔1.0〕

処理名 備考 0.0　本紙

(8)入力確認画面に制御を渡す

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

(17)画面を編集する
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ 英数

13 ○ 英数

14 漢字

15 漢字

16 ○ 漢字

17 ○ 漢字

18 ○ 数字

19 数字

20 ○ 数字

21 ○ 漢字

受領日 ｢日付チェックサブルーチン｣

受領No

発送元

喪失原因(国名)

｢日付チェックサブルーチン｣

在外送付区分

生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

郵送日

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

1:志望により外国国籍を取得したため
2:日本国籍の離脱
3:外国国籍の選択

　(何れかであること)

世帯主

配偶者区分

筆頭者

喪失原因(区分)

配偶者外人区分

本籍

送付日

国11
国13･憲法22
国11-Ⅱ

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

(0:日本人,1:外国人)であること

国籍であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

改訂日付

1.0 単体チェック　1/2 国籍喪失届

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者
データチェック(単体表)

作業名

審査(国籍喪失届)

作成日付

平成30年 3月31日

処理名 画面名

頁

3/16

版

21平成 6年12月 1日

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

本非区分 (1:本籍,2:非本籍)であること

処理日

国籍喪失者カナ氏名

喪失年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

出力エラーメッセージ

住所

国籍喪失者漢字氏名

内容

支所No

 7-2-(5)-24-4



No 必須 属性

22 数字

23 漢字

24 数字

25 漢字

作業名

届出人氏名2

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日

届出人氏名1

届出人資格2

届出人資格1 (000:未入力,006:夫,007:妻,001:父,002:母,
010:養父,011:養母,098:事件本人,082:親族,
099:その他,016:親権者父,017:親権者母,
019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年後見人)
であること

(000:未入力,006:夫,007:妻,001:父,002:母,
010:養父,011:養母,098:事件本人,082:親族,
099:その他,016:親権者父,017:親権者母,
019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年後見人)
であること

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

1.0 単体チェック (2/2) 各届共通

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作成日付 改訂日付

審査(国籍喪失届)

作成者

戸103-I

戸103-I

版 頁

4 4/16

 7-2-(5)-24-5



No

1

2

3

4

5

8

9

10

11

12

13

14

17

18

19

20

21

22

23

6

7

15

15-1

16

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.15)世帯主 ≠ スペースの時、(No.14)住所 ≠ スペース　であること

(No.5)発送元 ≠ スペース　かつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

(No.18)配偶者区分 ＝ 0:未,3:生存配偶者の時、
　(No.19)配偶者の外人区分 ＝ スペース　であること

(No.18)配偶者区分 ＝ 1:夫,2:妻の時、
　(No.19)配偶者の外人区分 ≠ スペース　であること

(No.22)届出人資格1 ≠ (No.24)届出人資格2　であること
　(但し、届出人資格が　082:親族　の時を除く)

(No.5)発送元 ≠ スペース　かつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　であること

(No.22)届出人資格1 ≠ 000:未入力の時、(No.23)届出人氏名1 ≠ スペース　であること

(No.22)届出人資格1 ＝ 000:未入力の時、(No.23)届出人氏名1 ＝ スペース　であること

(No.24)届出人資格2 ≠ 000:未入力の時、(No.25)届出人氏名2 ≠ スペース　であること

(No.24)届出人資格2 ＝ 000:未入力の時、(No.25)届出人氏名2 ＝ スペース　であること

(No.23)届出人氏名1 ≠ スペースの時、(No.23)届出人氏名1 ≠ (No.25)届出人氏名2　であること

(No.14)住所 ＝ スペースの時、(No.15)世帯主 ＝ スペース　であること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分　であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ＝ スペース　であること

(No.3)受領日 ≧ (No.13)喪失年月日　であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≧ (No.13)喪失年月日　であること

(No.11)国籍喪失者漢字氏名の氏 ＝ (No.17)筆頭者の氏　であること

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.8)本非区分 ＝ 1:本籍の時、(No.16)本籍　が管内　であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日　であること

作成者
データチェック(関連表)

作業名 頁

5/16

版

21

改訂日付作成日付

平成30年 3月31日

備考出力エラーメッセージ

2.0 関連チェック 国籍喪失届

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ内容

画面名 画面ID

第7
2

(5) 審査(国籍喪失届)

処理名

平成 6年12月 1日システム化調査研究会

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分　であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日　であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)発送元 ＝ スペース　であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)発送元 ≠ スペース　であること

 7-2-(5)-24-6



/

YES /

/

NO /

/

YES

NO /

/

YES /

NO

/

/

YES

YES

NO

YES

NO

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

 審査(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 6/16

処理名 3.0 審査　1/6

(0)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

(0-1)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣を表示

YES (0-2)→(0-6)へ

NO → (0-3)本紙へ

(0-4)→(0-6)へ

(0-6)国籍喪失者の漢字氏名の名が未入力(YES,NO) R2.1(国籍喪失-27)

(0-7)確認メッセージ (YES,NO) (0-8)本紙へ R2.1(国籍喪失-27)

    「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

YES (0-9)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-11)本紙へ 不受理,R2.1(国籍喪失-27)

NO (0-10)→ 画面項目修正(審査完了しない）,R2.1(国籍喪失-27)

(0-12)→(1)へ R2.1(国籍喪失-27)

(1)受領日 < 喪失年月日 + 3箇月(YES,NO) 戸103I

(2)→(8)へ

(3)確認メッセージ(YES,NO) (4)本紙へ 大3.12.28民1125号回答

　｢届出期間を経過していますがよろしいですか?｣を表示

YES (5)→(8)

NO (6)→ (7)本紙へ 不受理

(8)国籍喪失者の生年月日 + 15年(15歳以上) ≦ 受領日(YES,NO) 戸31I,国18

(9)届出人資格1(000:未入力,006:夫,007:妻,001:父,002:母,010:養父,011:養母,098:事件本
人,082:親族,099:その他,110:未成年後見人,その他)

/

000 (10)届出人資格2(006:夫,007:妻,001:父,002:母,010:養父,011:養母,098:事件本
人,082:親族,099:その他,110:未成年後見人,その他)

/

006,007,0
01,002,01
0,011,098
,099

(11)→ (12)本紙へ 受理

082 (13)確認メッセージ(YES,NO) 民725～729

｢届出人が四親等内の親族か否か確認して下さい。よろしいですか?｣を表示

(14)→ 受理

(15)→ 不受理

110 (16)確認メッセージ(YES,NO) (16-1)本紙へ

｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?｣を表示

(16-2)→ 受理

(16-3)→ 不受理

その他 (17)審査メッセージ (18)本紙へ 不受理

 7-2-(5)-24-7



000 (20)→ (21)本紙へ 受理

(18)本紙へ 不受理

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

006,007 (19)届出人資格2(000:未入力,001:父,002:母,010:養父,011:養母,082:親族,その他) /

 7-2-(5)-24-8



不受理

001,002,0
10,011,08
2

(24)届出人資格2(000:未入力,006:夫,007:妻,002:母,011:養母,082:親族,その他)

000,002,1
1

(25)→

(23)審査メッセージ

(22)エラーメッセージ

その他

処理名 3.0 審査　1-1/6

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

作業名 作成者

001,010

作成日付 改訂日付 版 頁

 審査(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 7/16

/

(26)本紙へ 受理

 7-2-(5)-24-9



YES

/

YES

NO

/

/

YES

不受理

受理

受理

不受理

受理

作成日付 改訂日付 版 頁

平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 8/16

006,007,0
82

(39)届出人資格2(000:未入力,その他)

(30)→

(40)→

(42)審査メッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(44)確認メッセージ(YES,NO)

(43)届出人資格2(000:未入力,その他)

(28)審査メッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

000

(32)エラーメッセージ

 ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(33)審査メッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

000,001,0
10

006,007,0
82

その他

(29)届出人資格2(000:未入力,006:夫,007:妻,001:父,010:養父,082:親族,その他)

(27)エラーメッセージ

 ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(34)届出人資格 2(000:未入力 ,006:夫 ,007:妻 ,001:父 ,002:母 ,010:養父 ,011:養
母,082:親族,その他)

｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?｣を表示

(38)審査メッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

→

→

(35)確認メッセージ(YES,NO)

｢届出人が四親等内の親族か否か確認して下さい。よろしいですか?｣を表示

(37)エラーメッセージ

(44-2)→

その他

006,007,0
01,002,01
0,011,082

000

その他

000

その他

082

処理名 3.0 審査　2/6

001,010

002,011

要件定義ワークシート
作業名 作成者

 審査(国籍喪失届) システム化調査研究会

110

098,099

 ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

第7
2

(5)

/

(31)本紙へ

(36)本紙へ

(41)本紙へ

(44-11)本紙へ

不受理

受理

不受理

民725～729

不受理

 7-2-(5)-24-10



NO

システム化調査研究会

作成日付 改訂日付

平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 9/16

不受理

版 頁作業名 作成者

 審査(国籍喪失届)

(44-3)→

(45)審査メッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(47)審査メッセージ

｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示

その他

要件定義ワークシート

(46)本紙へ

不受理

不受理

その他

第7
2

(5)

処理名 3.0 審査　2-1/6

 7-2-(5)-24-11



NO

/

YES

NO

/

YES

NO

受理

不受理

不受理

民725～729

(67)本紙へ 受理

受理

不受理

受理

(50)→006,007,00
1,002,010,
011,098,09
9

(49)届出人資格2(006:夫,007:妻,001:父,002:母,010:養父,011:養母,098:事件本
人,082:親族,099:その他,110:未成年後見人,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者
養父,020:親権者養母)

(62)審査メッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

その他

001,002,0
10,011,08
2,016,017
,019,020

000,002,0
11

作成日付 改訂日付

平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日

(51)本紙へ

(62)本紙へ

(57)本紙へ

000

110

016,017,0
19,020

082

(61)→

(54)→

(58)→

(59)→

(55)→(110)

(56)確認メッセージ(YES,NO)

｢単独親権ですか?｣を表示

(53)→

｢届出人が四親等内の親族か否か確認して下さい。よろしいですか?｣を表示

(60)届出人資格2(000:未入力,001:父,002:母,010:養父,011:養母,082:親族,016:親権
者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母,その他)

(52)確認メッセージ(YES,NO)

006,007,0
82,017,02
0

(66)→

(68)エラーメッセージ

 ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

001,010

006,007

(63)エラーメッセージ

 ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(48)届出人資格1(000:未入力,006:夫,007:妻,001:父,002:母,010:養父,011:養母,098:事件本
人,082:親族,099:その他,110:未成年後見人,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:
親権者養母)

/

10/16

処理名 3.0 審査　3/6

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

 審査(国籍喪失届) システム化調査研究会

000

版 頁

13

/

(65)届出人資格2(000:未入力,006:夫,007:妻,002:母,011:養母,082:親族,017:親権者
母,020:親権者養母,その他)

/
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NO

/

/

YES

NO

/

/

/

受理

不受理

不受理

(84)本紙へ

(89)本紙へ 不受理

不受理

不受理

民725～729

不受理

受理

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(83)→

(85)審査メッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(82)届出人資格2(000:未入力,その他)

(86)届出人資格2(000:未入力,その他)

006,007,0
01,002,01
0,011,082
,016,017,
019,020

その他

その他

000

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

000

(87)→(110)

(88)審査メッセージ

(81)審査メッセージ

(78)→

(79)→

｢届出人が四親等内の親族か否か確認して下さい。よろしいですか?｣を表示

(80)エラーメッセージ

｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(75)届出人資格 2(000:未入力 ,006:夫 ,007:妻 ,001:父 ,002:母 ,010:養父 ,011:養
母,082:親族,016:親権者父,017:親権者母　019:親権者養父,020:親権者養母,その他)

000,001,0
10

3.0 審査　4/6

(76)確認メッセージ(YES,NO)

(71)→

(73)エラーメッセージ

その他

(72)本紙へ

(77)本紙へ

006,007,0
82,016,01
9

(69)審査メッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(70)届出人資格2(000:未入力,006:夫,007:妻,001:父,010:養父,082:親族,016:親権者
父,019:親権者養父,その他)

 ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(74)審査メッセージ

110

その他

000

その他

098,099

082

001,010

002,011

処理名

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

受理

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

 審査(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 11/16
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NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

/

1

受理

不受理

不受理

受理

不受理

受理

不受理

版 頁

13 12/16

受理

不受理

作成日付 改訂日付

平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日

(105)確認メッセージ(YES,NO)

｢共同親権ですか?｣を表示

(108)エラーメッセージ

 ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(104)→

(106)→

(107)→

(96)→

(97)→

(98)エラーメッセージ

 ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(99)審査メッセージ

｢単独親権ですか?｣を表示

000

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(101)確認メッセージ(YES,NO)

006,007,0
01,010,08
2

(103)→

(100)届出人資格2(000:未入力,006:夫,007:妻,001:父,010:養父,082:親族,016:親権
者父,019:親権者養父,その他)

その他

その他

(111)国籍喪失者の身分事項に未成年後見人事項がある(YES,NO)

(110)本非区分(1:本籍,2:非本籍)

016,019

(109)審査メッセージ

 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

017,020

000

(90)届出人資格2(000:未入力,006:夫,007:妻,002:母,011:養母,082:親族,017:親権者
母,020:親権者養母,その他)

(93)→

(94)→

(91)確認メッセージ(YES,NO)

｢単独親権ですか?｣を表示

(95)確認メッセージ(YES,NO)

｢共同親権ですか?｣を表示

作業名 作成者

 審査(国籍喪失届) システム化調査研究会

017,020

016,019

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

処理名 3.0 審査　5/6

/

(92)本紙へ

006,007,0
02,011,08
2

/

(102)本紙へ

/

不受理
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1

2 受理

不受理

受理

13/16

処理名 3.0 審査　6/6

(113)本紙へ

(115)→

｢事件本人に未成年後見事項がありません。未成年後見人は届出人にはなれませ
ん。｣を表示

(112)→

(114)エラーメッセージ

YES

NO

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

 審査(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4
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―――――――――

―――――――――

―――――――――

戸籍番号

―――――――――

―――――――――

―――――――――

本･非本

0:日本人のみ

ZERO(不要)

本籍人の時、国籍喪失者の戸籍番号

在外送付区分 ＝ 0の時、1
在外送付区分 ≠ 0の時、2

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 1/3処理名

引渡側

記号名

項目

名称

出力形態

Z9.,

出張所番号

25を引き渡す

版 頁

2 14/16

備考

記号名

第7
2

(5)

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)入力画面(国籍喪失届)

作業名
データ編集表

審査(国籍喪失届) 平成10年 2月27日

作成者 作成日付 改定日付

システム化調査研究会

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ

項目

名称

平成 6年12月 1日

受取側

2(報告)

DB･ファイル名
画面名称

DB･ファイル名
画面名称

3/3参照

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

受領番号

選択事件コード

受領日

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

中間ファイル
(届書)
共通

指示日

許可日

受領No

―――――――――

支所No

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

国籍喪失届
入力画面

事件別内容

不受理申出処分区分

同時決裁受領番号

ロック戸籍番号1

ロック戸籍番号2

ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

ロック戸籍番号5

受理送付区分

本非区分

郵送日

―――――――――

―――――――――

―――――――――
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第7
2

(5)

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル
(届書)
共通

処分区分

決裁区分

届書排他区分

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3

名称 記号名

処理名

作成者

(受取側)中間ファイル(届書)/共通

名称 記号名

版 頁

1 15/16

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考項目 DB･ファイル名

画面名称

項目

再入力の場合に1:排他　を設定

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

何も設定されていない場合に0:未決
裁を設定

国籍喪失届
入力画面

―――――――――

―――――――――

―――――――――

データ編集表
作業名 作成日付 改定日付

審査(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

←　(引渡側)入力画面(国籍喪失届)

受取側
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漢字氏名

生年月日

喪失年月日

住所コード

住所

国籍喪失者個人番号

データ編集表

処理名

中間ファイル
(届書)
事件別内容

第7
2

(5)

受取側

届出人氏名2

喪失原因(区分)

国名コード

喪失原因(国名)

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

世帯主

本籍コード

本籍

筆頭者

配偶者区分

配偶者の外人区分

カナ氏名

届出人氏名1

国籍喪失届
入力画面

届出人氏名2

国籍喪失者漢字氏名

生年月日

喪失年月日

審査(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

届出人資格2

配偶者区分

配偶者の外人区分

喪失原因(区分)

喪失原因(国名)

届出人資格1

住所

世帯主

本籍

筆頭者

―――――――――

国籍喪失者カナ氏名

作業名 作成者

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ

←　(引渡側)入力画面(国籍喪失届)

出力形態

Z9.,

令和　年　月　日

作成日付 改定日付 版 頁

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

引渡側

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

1 16/16

備考DB･ファイル名
画面名称

項目
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版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

2.1

改訂日付作成日付 頁

1/13

入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

平成6年12月1日 平成11年3月1日入力確認(国籍喪失届)
システム環境仕様書

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。……(サンプル提示)
　(7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　　1.0データ編集表(確認画面)
　　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[国籍喪失者])
　　　　　　　　　　　4.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[国籍喪失者の配偶者])
　　　　　　　　　　　5.1 身分事項(変動なし)
　　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　　6.1 国籍喪失者
　　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)…(サンプル表示)
　　　　　　　　　　　7.1 国籍喪失者

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

中間ファイル(仮戸籍) 出力

中間ファイル(仮受付) 出力

5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(9条2項) 出力

中間ファイル(30条
の12第1項)

出力
(サンプル)

附票

データベース

(サンプル)

(詳細別紙)

(サンプル)

入力確認

(国籍喪失届)

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

中間ファイル

(届書)

中間ファイ

ル

(仮受付)

中間ファイ

ル

(仮戸籍)

中間ファイ

ル

(9条2項)
中間ファイ
ル

(30条の12
第1項)

入力確認

(国籍喪失届)
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/

/

/

/

/

YES

/

/

YES

NO /

/

/

NO

/

YES

NO

(19)同画面を編集する

(15)届出選択に制御を渡す

/

/

(14)業務選択に制御を渡す

(17)エラー履歴表示に制御を渡す

作成者作業名
要件定義ワークシート

※サンプル提示

頁

2/13入力確認(国籍喪失届)

版

2.1平成6年12月1日 平成11年3月1日

改訂日付作成日付

〔1.0〕

→

(7-3)→(8)

→

(13)処分決定に制御を渡す

備考

システム化調査研究会

(16)審査に制御を渡す

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、
よければ実行キーを押して下さい。｣を表示する

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件
本人の戸籍変動状況を決定する

〔2.0〕

〔3.0〕

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF11,その他)

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

　処理(7-1)

(7)国籍喪失者の除籍事項の編集

(9)国籍喪失者の配偶者の変動なし事項の編集

第7
2

(5)

〔5.1〕

〔6.1〕

PF1

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

(6)国籍喪失者の戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を
編集･出力する

(7-1)国籍喪失者は在外選挙人である(YES,NO)

(7-2)国籍喪失者について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･
出力する

(8)国籍喪失者の配偶者の戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮
戸籍)を編集･出力する。

〔7.1〕

〔5.0〕

〔4.0〕

〔4.1〕

身分事項(変動なし)

実行キー

0.0　本紙処理名

附票情報との連動により在外選挙
人関連の対応が戸籍システムで可能
な場合

身分事項(除籍)

PF2

PF5

PF11

その他 (18)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(12)国籍喪失者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

→

→

→

(10)→(11)
(11)在外送付区分 ＝ 0:受理分 又は 2:在外公館の直接送付である
(YES,NO)

 7-2-(5)-24-20



生年月日

喪失年月日

住所コード

住所

世帯主

本籍コード

本籍

筆頭者

配偶者区分

世帯主

中間ファイル
(届書)
事件別内容

有

国籍喪失者漢字氏名

有

生年月日

喪失年月日

住所

本･非本名称

郵送日

有

有

国籍喪失者カナ氏名

郵送日

カナ氏名

漢字氏名

中間ファイル
(届書)
共通

処理日 有

本･非本

在外送付区分

処理日

木非区分

在外送付区分

送付日 有

支所No

発送元

有

出張所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

名称

受領No

システム日付

画面ID 画面ID

システム日付

受領日

第7
2

(5)

(受取側)国籍喪失届確認画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

作業名
データ編集表

出力形態

Z9.,

版 頁

1 3/13

備考

記号名

受取側

1.0 入力確認(国籍喪失届)表示　1/2処理名

引渡側

DB･ファイル名
画面名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

項目 項目

名称

DB･ファイル名
画面名称

作成者 作成日付 改定日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日　入力確認(国籍喪失届) 令和　年　月　日

配偶者の外人区分

配偶者の外人区分名称

本籍

筆頭者

配偶者区分

配偶者区分名称

有

有

配偶者の外人区分

国籍喪失届
確認画面
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中間ファイル
(届書)
事件別内容

届出人氏名2

喪失原因(区分)名称

喪失原因(国名)

喪失原因(区分)

名称

データ編集表
作業名

　入力確認(国籍喪失届)

受取側

届出人資格2

届出人資格2名称

届出人氏名2

届出人資格1

届出人資格1名称

届出人氏名1

名称

喪失原因(区分)

国名コード

喪失原因(国名)

届出人資格1

届出人資格1名称

届出人氏名1

届出人資格2

届出人資格2名称

作成日付

平成6年12月 1日

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

作成者

システム化調査研究会

(受取側)国籍喪失届確認画面 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

有

国籍喪失届
確認画面

第7
2

(5)

改定日付 版 頁

令和　年　月　日 1 4/13

処理名 1.0 入力確認(国籍喪失届)表示　2/2

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名 記号名
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項番

無

1 ○ ○ ‐ ‐

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

平成6年12月 1日

頁

1 5/13

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

版第7
2

(5)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会入力確認(国籍喪失者)

本籍 配偶者の有無

処理名 2.0　戸籍編製マトリックス表

有本
籍
人

非
本
籍
人

日
本
人

外
国
人

配
偶
者
以
外

の
在
籍
者
の

有
無

有 無

　本人

4.1

条件

国籍喪失者

戸籍の変動

国籍喪失者の戸籍

一
部
除
籍

C.2 全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

変
動
な
し

　本人

4.1

　本人

4.1

　本人

4.1

　本人

4.1

配偶者

5.1
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届出人氏名1 届出人氏名1

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格2名称 届出人資格2名称

届出人資格1区分 届出人資格1 届出人資格 ＝ 098のときは、届出人
資格及び氏名は、未設定。届出人資
格 ＝ 099のときは、届出人資格、届
出人資格名称を移送。その他は、届
出人資格及び氏名を移送する。
(但し、届出人資格1 ＝ 000(未入力)
の場合は、届出人資格2の内容を1へ
つめて移送する。)

届出人資格1名称

関連受領番号 ―――――――――

届出人資格2区分 届出人資格2

届出人資格1名称

許可日 ―――――――――

指示日 ―――――――――

収日 ―――――――――

発日 ―――――――――

郵送日 郵送日

発送日 ―――――――――

証書提出区分 ――――――――― ｢0:届出｣を移送

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時 ―――――――――

事件発生時分 ―――――――――

送付日 ≠ スペース:送付日を移送
送付日 ＝ スペース:受領日を移送

事件発生日 喪失年月日

受付日 受領日
送付日

喪失原因(区分) ＝ 2
　→　2502を設定
上記以外　→　2501を設定

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側)中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード ―――――――――

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 6/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、1(送付要)
を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。
*本非区分は、共通部の項目を用いる。

届書送付目録区分 ―――――――――

届後本籍が非本籍 かつ 在外送付区分
＝ 0(受理分)の場合、1(未到着)を設定。

上記以外は、0(不要)を設定。

送達確認1 ―――――――――

届後戸籍の筆頭者 ―――――――――

届後本籍コード ―――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側)中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後本籍区分 中間ファイル
(届書)

―――――――――

届後本籍 ―――――――――

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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中間ファイル
(仮受付)
事件本人

生年月日 生年月日

行番号

送達確認2 ――――――――― 現本籍が、(本非区分 ＝ 2)かつ(在
外送付区分 ＝ 0)の場合1(未到着)を
設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

筆頭者 筆頭者

漢字氏名 漢字氏名

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

――――――――― 届出人資格1又は2 ＝ 098:1を設定
それ以外　:0を設定

―――――――――

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分 ―――――――――

カナ氏名 カナ氏名

40(国籍喪失届)を設定

届出人区分

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 8/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-24-26



婚姻

―――――――――

許
可

許可日 ―――――――――

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

受理者 発送元 送付日 ≠ スペース:発送元を移送

送
付

送付を受けた日 送付日

許可書謄本の送付を
受けた日

届出人資格 ＝ 099 のとき、移送

報告者 届出人資格名称1又は2 届出人資格 ＝ 099 のとき、移送

報告日 受領日

届
出
人

資格 届出人資格2

氏名 届出人氏名2

資格名称 届出人資格2名称

資格 届出人資格1

旧国籍法当時の記録

届
出

届出日 受領日 届出人資 ＝ 099 のとき、未設定

届
出
人

配偶者氏名 ―――――――――

届 出 人 資 格 1 又 は 2 ＝ 098( 事 件 本
人),099(その他)のとき、未設定。
届出人資格1又は2 ＝ 010(養父)または
011(養母)または019(親権者養父)または
020(親権者養母)または110(未成年後見
人)または082(親族)のとき、対応する届
出人氏名を移送する。
上記以外は、*2参照。
(届出人資格1･2の組み合わせにより資格
及び資格名称を統合する必要がある場合
は、統合した内容を届出人資格1、届出人
資格1名称に設定する。)

資格名称 届出人資格1名称

氏名

喪失事由 喪失原因(国名) 喪失原因(区分)により、移送項目を決定する
移送項目については、*1参照喪失原因(区分)

必須項目

喪失時の外国籍 喪失原因(国名) 喪失原因(区分):2のとき移送

事件発生日 喪失年月日

管掌者コード ―――――――――

2501(国籍喪失)

記録コード ――――――――― 2501(国籍喪失者の記録)

出力区分 ――――――――― 0:可

本籍人の時、国籍喪失者の個人番号
を設定

行番号 ―――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 国籍喪失者の記録(除籍) 1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書) ―――――――――

タイトルコード ―――――――――

国
籍
喪
失

国籍喪失日 喪失年月日

届出人氏名1

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 9/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

 7-2-(5)-24-27



許可

除籍

特記

006 007 082
(夫) (妻) (親族)

夫 妻 親族

★

★

★ ★ ★

★ ★ ★

★ ★ ★

★ ★ ★

★ ★ ★

★ ★ ★

★ ★ ★

★ ★ ★

★ ★ ★

*1 届出人資格にそれぞれの資格を移送する。(資格名称の統合は行わない)
但し、｢★｣については審査結果入力で対応する。

110(未成年後見人)
未成年後見

人

親権者父･親権者
養母*1

親権者養父･親権
者養母*1

親権者養父･親権
者母*1

親権者養父･親権
者養母*1

★

020(親権者養母) 親権者養母 ★ ★

019(親権者養父) 親権者養父 ★

親権者父母
親権者養父･親権

者母*1

親権者父母
親権者父･親権者

養母*1
★

017(親権者母) 親権者母 ★ ★

016(親権者父) 親権者父 ★

★ ★ ★ ★ ★

★ ★

082(親族) 親族 ★ ★ ★

011(養母) 養母 父･養母*1
養父･養母

*1

養父･養母
*1

★ ★

★ ★

010(養父) 養父 養父･母*1

002(母) 母 父母 養父･母*1

親権者養母 未成年後見人

001(父) 父 父母

007(妻) 妻 ★ ★ ★

父･養母*1 ★ ★

★ ★ ★ ★★

006(夫) 夫 ★ ★ ★

(親権者母) (親権者養父) (親権者養母) (未成年後見人)

000(未入力) 父 母 養父 養母

★ ★ ★ ★ ★

親権者父 親権者母 親権者養父

*2:届出人資格の編集内容
　入力された届出人資格1･2の組み合わせにより、以下に示す資格内容を移送する。届出人資格1 ＝ 000:未入力の場合は、届出人資格2の内容を1へ詰めて移送する。

　　　　　　 資格2
資格1

000 001 002 010 011 016 017 019 020 110
(未入力) (父) (母) (養父) (養母) (親権者父)

2 ○ 喪失原因(区分)の内容 喪失原因(国名)
3 ○ 国名 + ｢の国籍選択｣ ―――――

区分 国名 喪失事由 喪失時の外国籍
1 ○ 国名 + ｢の国籍取得｣ ―――――

*1:喪失事由及び喪失時の外国籍の編集内容

喪失原因 身分事項

除籍日 処理日

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

許可を受けた者 中間ファイル
(届書)

―――――――――

特記事項

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

―――――――――

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 4.1 国籍喪失者の記録(除籍) 2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 10/13

 7-2-(5)-24-28



記録

特記 特記事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――

配
偶
者
の

国
籍
喪
失

配偶者の国籍 喪失原因(国名)

事件発生日 喪失年月日

管掌者コード ―――――――――

2502(配偶者の国籍喪失)

記録コード ――――――――― 2502(国籍喪失者の配偶者の記録)

―――――――――

個人番号 中間ファイル
(届書) ―――――――――

タイトルコード

許
可

許可日 ―――――――――

許可を受けた者

記録日 ―――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1 国籍喪失者の配偶者の記録(変動なし) (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項

出力区分 ――――――――― 0:可

本籍人の時、国籍喪失者の配偶者の
個人番号を設定

行番号 ―――――――――

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成24年 3月 1日 15 11/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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世帯主との続柄 ―――――――――

世帯主 世帯主

住民日 ―――――――――

住定日 ―――――――――

方書 ―――――――――

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 ―――――――――

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 ―――――――――

新本籍コード ―――――――――

旧父母との続柄 ―――――――――

新父母との続柄 ―――――――――

旧生年月日 ―――――――――

新生年月日 ―――――――――

旧氏名 ―――――――――

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 ―――――――――

個人番号 ―――――――――

25:国籍喪失届

受理日 受領日OR送付日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード ―――――――――

市区町村部分だけのコード

宛名 ――――――――― 市区町村を宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 国籍喪失者　編集･出力 (受取側)中間ファイル(9条2項)/国籍喪失者

中間ファイル
(9条2項)
国籍喪失者

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

　←　(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 12/13

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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市区町村を宛名に変換した項目

受領番号

出張所番号

市区町村コード
在外選挙人名簿
登録市区町村コード

送付日又は受領日

個人番号

―――――――――

国籍喪失者漢字氏名

―――――――――

生年月日

―――――――――

―――――――――

中間ファイル
(届書)

中間ファイル
(届書)

附 票 デ ー タ
ベース

中間ファイル
(30条の 12第 1
項)
国籍喪失者

受領番号

出張所番号

宛名

事件コード

受理日

個人番号

新氏名

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

新性別

旧性別

新本籍コード

新本籍

旧本籍コード

旧本籍

住所コード

住所

方書

転入届出日

筆頭者

住所コード

住所

―――――――――

新筆頭者

旧筆頭者

―――――――――

本籍コード

本籍

―――――――――

版 頁

←　(引渡側)中間ファイル(届書)

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙ-ﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考

改訂日付

送付日がない場合は受領日を設定

個人番号を設定

25(国籍喪失届)

入力確認(国籍喪失届) システム化調査研究会 平成11年3月1日 令和　年　月　日 2.1 13/13

第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 国籍喪失者　編集･出力　1/1 (受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/国籍喪失者

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

 7-2-(5)-24-31



25.国籍選択届

第7.2.(5)｢異動｣処理



･複数の未成年後見人から届出がされた場合

改訂日付作成日付

　1.国籍選択業務処理範囲外の処理

･現に有する外国の国籍の全てが届書に記載されているか否かの審査

･届出期限の審査

　2.国籍選択届入力画面の意義

･国籍選択を行う者の各項目を入力する。

　3.その他

頁

1/1審査(国籍選択届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成6年12月 1日 平成23年 9月30日

版

14.1

･事件本人の成年後見人から届出がされた場合

 7-2-(5)-25-1



頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成6年12月 1日 1/111令和　年　月　日

3.処理概要

 (1)国籍選択届の内容を画面入力する。
 (2)国籍選択届で入力された項目の単体チェックを行う。
 (3)国籍選択届で入力された項目の関連チェックを行う。
 (4)審査を行う。
 (5)国籍選択届から中間ファイル(届書)を編集･出力する。
 (6)入力確認(国籍選択届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　　　3.1 審査(届出人資格:法定代理人)処理

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

名称

審査(国籍選択届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

5.備考(特記事項含む)
 (1)国籍選択者の年齢計算について
　 ･受領日を基準日として計算する。

中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル 出力

入出力区分

入力

入力

出力

名称

戸籍DB

個人状態ファイル

戸籍

データベース

入力画面

(国籍選択届)

入力確認

(国籍選択届)

審査
(国籍選択届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

個人状態

ファイル

 7-2-(5)-25-2 



/

/

/

/

/

/

(8)入力確認画面に制御を渡す

/

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート
作業名 作成者

審査(国籍選択届) システム化調査研究会

備考0.0　本紙

2/11

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁

令和　年　月　日 1

審査エラー

確認

YES

NO

NO (13)エラーメッセージを表示する

 →

〔3.0〕

〔4.0〕

〔1.0〕

〔2.0〕

(1)届書内容を画面入力する

YES

YES

NO

PF1

実行キー

 →

(16)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(18)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(19)入力画面を初期化する

(20)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF11

PF12

その他

PF2

PF10 (17)同画面を編集する

(11)同画面を編集する

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴ファイルに出力する

確認と応答をエラー履歴ファイルに出力する

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し、メッセージに対
して応答の後、以降の審査を続行する

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集をおこなう。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ 英数

13 ○ 漢字

14 ○ 漢字

15 ○ 漢字

16 漢字

17 漢字

18 数字

19 漢字

20 数字

21 漢字

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック  国籍選択届

版 頁

審査(国籍選択届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 3/11

改訂日付第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

支所No

受領No

受領日

国18

戸104の2-Ⅱ

国18

本非区分

郵送日

国籍選択者カナ氏名

国籍選択者漢字氏名

生年月日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

届出人氏名2

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

本籍

筆頭者

現有外国国籍1

現有外国国籍2

現有外国国籍3

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,110:未成年後見
人,019:親権者養父,020:親権者養母,098:事件本人)である
こと

(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,110:未成年後見
人,019:親権者養父,020:親権者養母,098:事件本人)である
こと
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

11-1

12

13

14

15

16

17

(No.8)本非区分 ＝ 1:本籍の時、(No.13)本籍 が管内 であること

(No.11)国籍選択者漢字氏名の氏 ＝ (No.14)筆頭者の氏 であること

(No.18)届出人資格1 ≠ 000:未入力の時、(No.19)届出人氏名1 ≠ スペース であること

(No.18)届出人資格1 ＝ 000:未入力の時、(No.19)届出人氏名1 ＝ スペース であること

(No.18)届出人資格1 ≠ (No.20)届出人資格2 であること

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

内容

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.3)受領日 であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ＝ スペース であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日 であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日 であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)発送元 ＝ スペース であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)発送元 ≠ スペース であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分 であること

(No.5)発送元 ≠ スペース かつ (No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付 であること

(No.5)発送元 ≠ スペース かつ (No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付 または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由 であること

作成日付 版 頁

審査(国籍選択届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 4/11

改訂日付

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック  国籍選択届

「関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。」

(No.20)届出人資格2 ≠ 000:未入力の時、(No.21)届出人氏名2 ≠ スペース であること

(No.20)届出人資格2 ＝ 000:未入力の時、(No.21)届出人氏名2 ＝ スペース であること

(No.19)届出人氏名1 ≠ スペースの時、(No.19)届出人氏名1 ≠ (No.21)届出人氏名2 であること
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(国籍選択届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年 3月31日 R2.1 5/11

YES (0-2)→(0-5)へ

NO  → (0-3)本紙へ

処理名 3.0 審査 備考

(0)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

YES (0-1)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣を表示

(0-5)国籍選択者の漢字氏名の名が未入力 (YES,NO) R2.1(国籍選択-20)

YES (0-6)確認メッセージ (YES,NO) (0-7)本紙へ R2.1(国籍選択-20)

    「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

NO (0-4)→(0-5)へ

YES (0-8)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-10)本紙へ 不受理,R2.1(国籍選択-20)

NO (0-9)→ 画面項目修正(審査完了しない）,R2.1(国籍選択-20)

NO (0-11)→(1)へ R2.1(国籍選択-20)

(1)国籍選択者の生年月日 + 15年(15歳以上) ≦ 受領日(YES,NO) 国18

YES (2)届出人資格1(000:未入力,098:事件本人,110:未成年後見人,その他)

000 (3)届出人資格2(098:事件本人,110:未成年後見人,その他)

098 (4) (4)～(11)削除

(5)

(6) (7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(11-1) → (11-2)本紙へ 受理

110 (11-3)確認メッセージ(YES,NO)

｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?｣を表示

YES (11-4) → 受理

NO (11-5) → 不受理

その他 (12)エラーメッセージ 不受理

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

098 (13)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (14) (14)～(21)削除

(15)

(16) (17)

(18)

(19)

(20)

(21)

 7-2-(5)-25-6 



 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(21-1) → (21-2)本紙へ 受理

その他 (22)エラーメッセージ 不受理

 7-2-(5)-25-7 



/

/

(23)エラーメッセージ

 ｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示

処理名 3.0 審査

NO

(22-1)届出人資格2(000:未入力,その他)110

｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?｣を表示

(22-6)エラーメッセージ

備考

頁

審査(国籍選択届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 6/11

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

NO

YES

000

その他

その他

(25) →

(22-5) →

(22-2)確認メッセージ(YES,NO)

(22-4) →

(24)審査(届出人資格:法定代理人)処理[3.1]

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(22-3)本紙へ

(26)本紙へ

受理

不受理

不受理

不受理
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/

/

/

/

/

016,019

(23)→

(24)確認メッセージ(YES,NO)

｢共同親権ですか?｣を表示

NO

受理

不受理

(1)届出人資格1(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母

(2)届出人資格2(016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母

016,017,
019,020

(3)確認メッセージ(YES,NO)

｢単独親権ですか?｣を表示

(5)→

(6)→

(7)→(33)

(8)エラーメッセージ

 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(10)届出人資格2(000:未入力,017:親権者母,020:親権者養母,その他)

(11)確認メッセージ(YES,NO)

｢単独親権ですか?｣を表示

(13)→

(14)→

(15)確認メッセージ(YES,NO)

受理

不受理

不受理

受理

不受理

受理

不受理

不受理

(4)3.0審査へ

(9)3.0審査へ

(12)3.0審査へ

｢共同親権ですか?｣を表示

016,019

 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(19)届出人資格2(000:未入力,016:親権者父,019:親権者養父,その他)

(20)確認メッセージ(YES,NO)

｢単独親権ですか?｣を表示

(22)→

YES

NO

YES

(21)3.0審査へ

(16)→

(17)→

(8)エラーメッセージ

110

その他

000

017,020

017,020

備考処理名 3.0 審査(届出人資格:法定代理人)処理

000

YES

NO

YES

NO

その他

000

改訂日付 版 頁

審査(国籍選択届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 7/11

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

110:未成年後見人,その他)

110:未成年後見人,その他)
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/

/

/

(30)エラーメッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(32)エラーメッセージ

｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示

(33)国籍選択者は本籍人である(YES,NO)

(34)国籍選択者の身分事項に未成年後見事項がある(YES,NO)

(35)→

(37)エラーメッセージ

 ｢事件本人に来成年後見人事項がありません。未成年後見人は届出人にはなれ
ません。｣を表示

(38)→

受理

不受理

不受理

不受理

不受理

受理

不受理

受理

(31)3.0審査へ

(36)3.0審査へ

016,019

その他

000

その他

YES

NO

NO

その他

(25)→

(26)→

(27)エラーメッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(28)届出人資格2(000:未入力,その他)

(29)→(33)

YES

NO

017,020

110

処理名 3.0 審査(届出人資格:法定代理人)処理

YES

備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(国籍選択届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 8/11平成12年 3月 1日 4
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4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/3

DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

頁版

9/112

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日 平成10年 2月27日

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 入力画面(国籍選択届)

データ編集表
作業名

審査(国籍選択届) システム化調査研究会

処理名

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

―――――――――

ロック戸籍番号1

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

ロック戸籍番号2

ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

ロック戸籍番号5

事件別内容

不受理申出処分区分

―――――――――

―――――――――

―――――――――

戸籍番号

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

26を引き渡す

在外送付区分 ＝ 0の時、1

在外送付区分 ≠ 0の時、2

ZERO(不要)

1(創設)

0:日本人のみ

本籍人の時、国籍選択者の戸籍番号

3/3参照

中間ファイル
(届書)
共通

国籍選択届
入力画面

受領NO

―――――――――

支所NO

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

―――――――――

―――――――――

本非区分

郵送日

―――――――――

―――――――――
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審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

何も設定されていない場合に0:未決
裁を設定

国籍選択届
入力画面

中間ファイル
(届書)
共通 ―――――――――

―――――――――

頁第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

改定日付 版

令和　年　月　日

作成日付

平成6年12月 1日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

作業名

システム化調査研究会

作成者

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

10/11審査(国籍選択届) 1

←　(引渡側) 入力画面(国籍選択届)

―――――――――

処分区分

決裁区分

届書排他区分 0:未,1:排他
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引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 改定日付作成日付

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側) 入力画面(国籍選択届)処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3

版 頁

審査(国籍選択届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/11

筆頭者

本籍人のとき、個人番号を設定

届出人資格1

届出人氏名1

―――――――――

国籍選択者カナ氏名

国籍選択者漢字氏名

本籍

現有外国国籍1

現有外国国籍2

現有外国国籍3

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

届出人氏名2

国籍選択者個人番号

カナ氏名(国籍選択者)

漢字氏名(国籍選択者)

本籍コード

本籍

筆頭者

生年月日

届出人資格2

届出人氏名2

国籍選択届
入力画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

生年月日

国名コード1

現有外国国籍1

国名コード2

現有外国国籍2

国名コード3

現有外国国籍3
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第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者

1.詳細フロー 3.処理概要

 (1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
 (2)戸籍変動状況を確定する。
 (3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
 (4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
 (5)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

 0.0 本紙　　　　　1.0 データ編集表(確認画面)

　　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス表

　　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍〔国籍選択者〕)

　　　　　　　　　　　 4.1 身分事項(変動なし)

2.使用DB･ファイル一覧

入出力区分

中間ファイル(届書)

作成日付 版 頁

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/10

改定日付

入力

中間ファイル(仮受付) 出力

名称 入出力区分 名称

5.備考(特記事項含む)出力中間ファイル(仮戸籍)

入力確認

(国籍選択届)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(国籍選択届)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

(6)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。 〔4.0〕 (7)処分決定に制御を渡す。

(9)業務選択に制御を渡す

(10)届出選択に制御を渡す

(11)審査に制御を渡す

(12)エラー履歴表示に制御を渡す

(14)同画面を編集する

作成者

実行キー

作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/10

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

→

→

(13)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

〔1.0〕

〔2.0〕

〔3.0〕

〔4.1〕

NO

YES

(1)中間ファイル(届書)の内容を入力確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、
よければ実行キーを押して下さい。｣を表示する。

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍変動状況を決定する。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF11,その他)

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。

(5)事件本人が本籍人である。(YES,NO)

 →

身分事項(変動なし) (8)国籍選択者の変動なし事項の編集

PF5

PF11

その他

PF1

PF2

→

→
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中間ファイル
(届書)
共通

中間ファイル
(届書)
事件別内容

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本･非本

本･非本名称

郵送日

国籍選択者カナ氏名

国籍選択者漢字氏名

生年月日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

記号名

処理名 1.0 入力確認(国籍選択届)表示　1/2 (受取側) 国籍選択届確認画面 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)/共通

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

版 頁

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/10

改定日付

現有外国国籍1

画面ID

システム日付

支所No

受領No

受領日

届出人資格1名称

現有外国国籍2

現有外国国籍3

届出人資格1

本籍

筆頭者

届出人資格1

本籍コード

本籍

筆頭者

国名コード1

現有外国国籍1

画面ID

システム日付

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

カナ氏名(国籍選択者)

漢字氏名(国籍選択者)

生年月日

国名コード2

現有外国国籍2

国名コード3

現有外国国籍3

有

有

有

有

有

有

有

国籍選択届
確認画面
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国籍選択届
確認画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 1.0 入力確認(国籍選択届)表示　2/2 (受取側) 国籍選択届確認画面 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)/事件別内容

改定日付 版 頁

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/10

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

届出人氏名1

届出人資格2

届出人資格2名称

届出人氏名2

届出人氏名1

届出人資格2

届出人氏名2

有
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1 ○

2 ○

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/10

改定日付

項番

処理名 2.0　戸籍編製マトリックス表

戸籍の変動

国籍選択者の戸籍

変
動
な
し

条件

本
籍
人

非
本
籍
人

本籍

本人

4.1
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版 頁

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 6/10

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード ――――――――― 2601(国籍選択)を設定

受付日 受領日 送付日 ＝ スペース:受領日を移送

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

事件発生日 ―――――――――

送付日

事件発生日時 ―――――――――

事件発生時分 ―――――――――

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

証書提出区分 ――――――――― ｢0:届出｣を移送

渉外区分 渉外区分

郵送日 郵送日

発送日 ―――――――――

収日 ―――――――――

発日 ―――――――――

許可日 ―――――――――

指示日 ―――――――――

届出人資格区分1 届出人資格1 届出人資格 ＝ 098のときは、未設
定。その他は資格及び氏名を移送す
る。
(但し、届出人資格1が000(未入力)の
場合は、届出人資格2の内容を1へつ
めて移送する。)

届出人資格区分1名称

関連受領番号 ―――――――――

届出人資格区分2 届出人資格2

届出人氏名1 届出人氏名1

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格区分2名称 有

届後本籍区分 ―――――――――

中間ファイル
(仮受付)
共通

有
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/10

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後本籍 中間ファイル
(届書)

―――――――――

送達確認1

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

届後戸籍の筆頭者 ―――――――――

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

――――――――― ｢0:不要｣を移送

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合は、1(送
付要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。
*本非区分は、共通部の項目を使用。

届書送付目録区分

―――――――――

決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 8/10

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人

第7
2

(5)
データ編集表

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分 ―――――――――

行番号 ―――――――――

41:国籍選択者

届出人区分 ――――――――― 届出人資格1又は2 ＝ 098:1を設定

それ以外　:0を設定

カナ氏名 カナ氏名(国籍選択者)

生年月日 生年月日

漢字氏名 漢字氏名(国籍選択者)

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

送達確認2

―――――――――

事件本人の現本籍が(本非区分 ＝ 2)
かつ(在外送付区分 ＝ 0)の場合は、
1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

筆頭者 筆頭者
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記録

特記

記録日

特記事項

―――――――――

中間ファイル
(届書)

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

氏名 届出人氏名2

送付日

発送元

許可書謄本の送付を
受けた日

許可を受けた者

―――――――――

―――――――――

―――――――――

受領日事件発生日

届
出
人

届出日

国籍選択の宣言日

本籍人の時、国籍選択者の個人番号
を設定

―――――――――

届出人資格1･2の何れかが、098(事件
本人)の場合は、移送しない。
上記以外は、*1参照。
但し、届出人資格1が000:未入力の場
合は、届出人資格2、届出人氏名2を1
の方に詰めて移送する。

届
出

送
付

許
可

届
出
人

作成者

―――――――――

―――――――――

データ編集表
作業名

国籍
選択

資格名称

氏名

処理名 4.1 国籍選択者の記録(変動なし) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

作成日付

受領日

―――――――――

届出人資格1

届出人資格1名称

届出人氏名1

改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 9/10

第7
2

(5)

個人番号

行番号

出力区分

タイトルコード

記録コード

管掌者コード

資格

資格名称

―――――――――

処理日

―――――――――

届出人資格2

届出人資格2名称

受理者

送付を受けた日

許可日

資格

0:可を設定

2601(国籍選択)

2601(国籍選択者の記録)

送付日 ≠ スペース:発送元を移送
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*1:届出人資格名称をそれぞれ設定する
　 (届出人資格名称の統合は行わない)

親権者養父,親権者養母*1

110

(未成年後見人)

未成年後見人

020

(親権者養母)

親権者養母

親権者父,親権者養母*1

親権者養父,親権者養母*

017

(親権者母)

親権者母

親権者父母

親権者養父

親権者養父,親権者母*1

019(親権者養父)

020(親権者養母)

110(未成年後見人)

(親権者父)

016

000(未入力)

016(親権者父)

017(親権者母) 親権者父母

親権者父

作成者

　　　　　　 資格2
資格1

未成年後見人

親権者養母

親権者養父

親権者母

親権者父

(未入力)

000

親権者父,親権者養母*1

親権者養父,親権者母*1

019

(親権者養父)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成日付

処理名 4.1 国籍選択者の記載(変動なし) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

改訂日付 版 頁

入力確認(国籍選択届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 10/10

　*1:届出人資格･氏名の編集内容

　(1)届出人資格
　　入力された届出人資格1,2の組合せにより以下に示す資格名称を移送する。

　(2)届出人氏名
　　届出人資格1,2が019(親権者養父)または020(親権者養母)または110(未成年後見人)の場合、対応する届出人氏名1,2をそれぞれ移送する。
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26.外国国籍喪失届

第7.2.(5)｢異動｣処理



添付書類

･外国官公署の発行する国籍離脱証明書、国籍を喪失した旨の記載のある外国の戸籍謄本、その他、外国の国籍を喪失したことを証する書面
(戸106-II･昭59.11.1民二5500号通達第3の6の(1))

届出期間の審査処理(戸106-I、大3.12.28民1125号回答)

･外国国籍喪失の事実を知った日及びその際に国内、国外に在ることが届書からはわからない為システム化後は喪失年月日を起算日とし、その日から3箇月以内である
か否かを確認メッセージでの対応とする。

頁

1/1審査(外国国籍喪失届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日

版

14.1

改訂日付作成日付

　3.その他

　1.外国国籍喪失業務処理範囲外の処理

･事件本人の成年後見人から届出がされた場合

･複数の未成年後見人から届出がされた場合

　2.外国国籍喪失届入力画面の意義

･外国国籍喪失者の各項目を入力する。
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頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成6年12月 1日 1/111令和　年　月　日

3.処理概要

 (1)外国国籍喪失届の内容を画面入力する。
 (2)外国国籍喪失届で入力された項目の単体チェックを行う。
 (3)外国国籍喪失届で入力された項目の関連チェックを行う。
 (4)審査を行う。
 (5)外国国籍喪失届から中間ファイル(届書)を編集･出力する。
 (6)入力確認(外国国籍喪失届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　　　3.1 審査(届出人資格:法定代理人)処理

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

名称

審査(外国国籍喪失届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

5.備考(特記事項含む)

 (1)外国国籍喪失者の年齢計算について
　 ･受領日を基準日として計算する。
 (2)届出期間について
　 ･喪失年月日を基準日として計算する。

中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル 出力

入出力区分

入力

入力

出力

名称

戸籍DB

個人状態ファイル

戸籍

データベース

入力画面

(外国国籍喪失届)

入力確認

(外国国籍喪失届)

審査
(外国国籍喪失届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

個人状態

ファイル
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/

/

/

/

/

/

(8)入力確認画面に制御を渡す

/

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート
作業名 作成者

審査(外国国籍喪失届) システム化調査研究会

備考0.0　本紙

2/11

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁

令和　年　月　日 1

審査エラー

確認

YES

NO

NO (13)エラーメッセージを表示する

 →

〔3.0〕

〔4.0〕

〔1.0〕

〔2.0〕

(1)届書内容を画面入力する

YES

YES

NO

PF1

実行キー

 →

(16)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(18)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(19)入力画面を初期化する

(20)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF11

PF12

その他

PF2

PF10 (17)同画面を編集する

(11)同画面を編集する

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴ファイルに出力する

確認と応答をエラー履歴ファイルに出力する

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(12)確認メッセージを表示し、メッセージに対
して応答の後、以降の審査を続行する

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ 英数

13 ○ 英数

14 ○ 漢字

15 ○ 漢字

16 ○ 漢字

17 数字

18 漢字

19 数字

20 漢字

処理名 画面名 画面ID

1.0単体チェック  外国国籍喪失届

版 頁

審査(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 3/11

改訂日付第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

支所No

受領No

受領日

戸31

戸106-Ⅱ

戸31

本非区分

郵送日

外国国籍喪失者カナ氏名

外国国籍喪失者漢字氏名

生年月日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

国名であること

(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,110:来成年後見
人,019:親権者養父,020:親権者養母,098:事件本人)である
こと

(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,110:未成年後見
人,019:親権者養父,020:親権者養母,098:事件本人)である
こと

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

喪失年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

届出人氏名2

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

本籍

筆頭者

国籍喪失国名
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

14-1

15

16

17

18

19

20

(No.3)受領日 ≧ (No.13)喪失年月日　であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧　(No.13)喪失年月日 であること

(No.8)本非区分 ＝ 1:本籍の時、(No.14)本籍が管内 であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≧ (No.13)喪失年月日 であること

(No.11)外国国籍喪失者漢字氏名の氏 ＝ (No.15)筆頭者の氏 であること

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

内容

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.3)受領日 であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ＝ スペース であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日 であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日 であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)発送元 ＝ スペース であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)発送元 ≠ スペース であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付 であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付 または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由 であること

作成日付 版 頁

審査(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 4/11

改訂日付

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック 外国国籍喪失届

(No.19)届出人資格2 ＝ 000:未入力の時、(No.20)届出人氏名2 ＝ スペース であること

(No.19)届出人資格2 ≠ 000:未入力の時、(No.20)届出人氏名2 ≠ スペース であること

(No.18)届出人氏名1 ≠ スペースの時、(No.18)届出人氏名1 ≠ (No.20)届出人氏名2 であること

「関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。」

(No.17)届出人資格1 ＝ 000:未入力の時、(No.18)届出人氏名1 ＝ スペース であること

(No.17)届出人資格1 ≠ 000:未入力の時、(No.18)届出人氏名1 ≠ スペース であること

(No.17)届出人資格1 ≠ (No.19)届出人資格2 であること

 7-2-(5)-26-5  



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年 3月31日 R2.1 5/11

YES (0-2)→(0-5)へ

NO  → (0-3)本紙へ

処理名 3.0 審査 備考

(0)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

YES (0-1)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣を表示

(0-5)外国国籍喪失者の漢字氏名の名が未入力(YES,NO) R2.1(外国国籍喪失-20)

YES (0-6)確認メッセージ (YES,NO) (0-7)本紙へ R2.1(外国国籍喪失-20)

    「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

NO (0-4)→(0-5)へ

YES (0-8)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-10)本紙へ 不受理,R2.1(外国国籍喪失-20)

NO (0-9)→ 画面項目修正(審査完了しない),R2.1(外国国籍喪失-20)

NO (0-11)→(1)へ R2.1(外国国籍喪失-20)

(1)受領日 < 喪失年月日 + 3箇月(YES,NO) 戸106I,戸43

YES (2)→(8)へ

NO (3)確認メッセージ(YES,NO) (4)本紙へ 大3.12.28民1125号回答

 ｢届出期間を経過していますがよろしいですか?｣を表示

YES (5)→(8)

NO (6)→ (7)本紙へ 不受理

(8)国籍喪失者の生年月日 + 15年(15歳以上) ≦ 受領日(YES,NO) 戸31

YES (9)届出人資格1(000:未入力,098:事件本人,110:未成年後見人,その他)

000 (10)届出人資格2(098:事件本人,110:未成年後見人,その他)

098 (11)→ (12)本紙へ 受理

110 (13)確認メッセージ(YES,NO) (13-1)本紙へ

｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?｣を表示

YES (13-2)→ 受理

NO (13-3)→ 不受理

その他 (14)エラーメッセージ (15)本紙へ 不受理

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

098 (16)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (17)→ (18)本紙へ 受理

その他 (19)エラーメッセージ 不受理

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

110 (20)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (21)確認メッセージ(YES,NO) (21-1)本紙へ

｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?｣を表示

YES (21-2)→ 受理

NO (21-3)→ 不受理

その他 (22)エラーメッセージ (23)本紙へ 不受理

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

その他 (24)エラーメッセージ 不受理

｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示
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/
(26)→ (27)本紙へ

(28) (28)削除

NO (25)審査(届出人資格:法定代理人)処理[3.1]
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処理名 3.0 審査 備考

頁

審査(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 6/11

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

(29)～(33)削除(29)

(31)

(33)

(32)

(30)
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/

/

/

/

/

110:未成年後見人,その他)

110:未成年後見人,その他)

000

(18)エラーメッセージ

(23)→

(24)確認メッセージ(YES,NO)

｢共同親権ですか?｣を表示

NO

 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(19)届出人資格2(000:未入力,016:親権者父,019:親権者養父,その他)

(20)確認メッセージ(YES,NO)

｢単独親権ですか?｣を表示

(22)→

017,020

016,019

受理

不受理

(1)届出人資格1(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母

(2)届出人資格2(016:親権者父、017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母

016,017,
019,020

(3)確認メッセージ(YES,NO)

｢単独親権ですか?｣を表示

(5)→

(6)→

(7)→(33)

(8)エラーメッセージ

 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(10)届出人資格2(000:未入力,017:親権者母,020:親権者養母,その他)

(11)確認メッセージ(YES,NO)

｢単独親権ですか?｣を表示

(13)→

受理

不受理

不受理

受理

不受理

受理

不受理

不受理

NO

YES

(4)3.0審査へ

(9)3.0審査へ

その他

(21)3.0審査へ

YES

NO

YES

NO

(12)3.0審査へ

(14)→

(15)確認メッセージ(YES,NO)

｢共同親権ですか?｣を表示

(16)→

(17)→

YES

備考

016,019

000

改訂日付 版 頁

審査(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 7/11

作成日付

017,020

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

処理名 3.0 審査(届出人資格:法定代理人)処理

その他

000

110
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/

/

/

/

(30)エラーメッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(32)エラーメッセージ

｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示

(33)外国国籍喪失者は本籍人である(YES,NO)

(34)外国国籍喪失者の身分事項に未成年後見事項がある(YES,NO)

(35)→

(37)エラーメッセージ

 ｢事件本人に未成年後見人事項がありません。未成年後見人は届出人にはなれ
ません。｣を表示

(38)→

受理

不受理

不受理

不受理

不受理

受理

不受理

受理

(31)3.0審査へ

(36)3.0審査へ

016,019

その他

000

その他

YES

NO

NO

その他

YES

017,020

110

(25)→

(26)→

(27)エラーメッセージ

｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(28)届出人資格2(000:未入力,その他)

(29)→(33)

YES

NO

処理名 3.0 審査(届出人資格:法定代理人)処理 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 8/11平成12年 3月 1日 4

 7-2-(5)-26-10 



4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/3

DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

頁版

9/112

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日 平成10年 2月27日

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 入力画面(外国国籍喪失届)

データ編集表
作業名

審査(外国国籍喪失届) システム化調査研究会

処理名

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

―――――――――

ロック戸籍番号1

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

ロック戸籍番号2

ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

ロック戸籍番号5

事件別内容

不受理申出処分区分

―――――――――

―――――――――

―――――――――

戸籍番号

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

27を引き渡す

在外送付区分 ＝ 0の時、1

在外送付区分 ≠ 0の時、2

ZERO(不要)

2(報告)

0:日本人のみ

本籍人の時、外国国籍喪失者の戸籍番号

3/3参照

中間ファイル
(届書)
共通

外国国籍喪失
届
入力画面

受領No

―――――――――

支所No

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

―――――――――

―――――――――

本･非本

郵送日

―――――――――

―――――――――
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何も設定されていない場合に0:未決
済を設定

外国国籍喪失
届
入力画面

中間ファイル
(届書)
共通 ―――――――――

―――――――――

頁第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

改定日付 版

令和　年　月　日

作成日付

平成6年12月 1日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

作業名

システム化調査研究会

作成者

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

審査(外国国籍喪失届) 1

←　(引渡側) 入力画面(外国国籍喪失届)

10/11

―――――――――

処分区分

決裁区分

届書排他区分 0:未,1:排他
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引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

←　(引渡側) 入力画面(外国国籍喪失届)処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 改定日付作成日付 版 頁

審査(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/11

筆頭者

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容

本籍人のとき、個人番号を設定

筆頭者

国籍喪失国名

―――――――――

外国国籍喪失者カナ氏名

外国国籍喪失者漢字氏名

生年月日

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

届出人氏名2

外国国籍喪失者個人番号

カナ氏名

漢字氏名

生年月日

本籍

中間ファイル
(届書)
事件別内容

喪失年月日

本籍コード

喪失年月日

本籍

外国国籍喪失
届
入力画面

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

届出人氏名2

国名コード

国籍喪失国名
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第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者

1.詳細フロー 3.処理概要

 (1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
 (2)戸籍変動状況を確定する。
 (3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
 (4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
 (5)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

 0.0 本紙　　　　　1.0 データ編集表(確認画面)

　　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス表

　　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍〔外国国籍喪失者〕)

　　　　　　　　　　　 4.1 身分事項(変動なし)

2.使用DB･ファイル一覧

入出力区分

中間ファイル(届書)

作成日付 版 頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/10

改定日付

入力

中間ファイル(仮受付) 出力

名称 入出力区分 名称

5.備考(特記事項含む)出力中間ファイル(仮戸籍)

入力確認

(外国国籍喪失届)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(外国国籍喪失届)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

(詳細別紙)
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/

/

/

/

/

(6)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。 〔4.0〕 (7)処分決定に制御を渡す。

(9)業務選択に制御を渡す

(10)届出選択に制御を渡す

(11)審査に制御を渡す

(12)エラー履歴表示に制御を渡す

(14)同画面を編集する

作成者

実行キー

作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/10

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

 →

 →

(13)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

〔1.0〕

〔2.0〕

〔3.0〕

〔4.1〕

NO

YES

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、よけ
れば実行キーを押下してください。｣を表示する

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍変動状況を決定する。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF11,その他)

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。

(5)事件本人が本籍人である。(YES,NO)

 →

身分事項(変動なし) (8)外国国籍喪失者の変動なし事項の編集

PF5

PF11

その他

PF1

PF2

 →

 →
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中間ファイル
(届書)
共通

中間ファイル
(届書)
事件別内容

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本･非本

本･非本名称

郵送日

外国国籍喪失者カナ氏名

外国国籍喪失者漢字氏名

生年月日

届出人資格2名称

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

記号名

処理名 1.0 入力確認(外国国籍喪失届)表示　1/2 (受取側) 外国国籍喪失届確認画面 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)/共通

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

版 頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/10

改定日付

国籍喪失国名

画面ID

システム日付

支所No

受領No

受領日

届出人資格1

届出人資格1名称

届出人氏名1

届出人資格2

本籍

筆頭者

国籍喪失国名

画面ID

システム日付

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

本非区分

郵送日

カナ氏名

漢字氏名

生年月日

有

有

有

有

有

有

有

有

外国国籍喪失
届
確認画面

喪失年月日 喪失年月日 有

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

本籍コード

本籍

筆頭者

国名コード
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コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

処理名 1.0 入力確認(外国国籍喪失届)表示　2/2 (受取側) 外国国籍喪失届確認画面 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)/共通

改定日付 版 頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/10

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

届出人氏名2 届出人氏名2外国国籍喪失
届
確認画面

中間ファイル
(届書)
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1 ○

2 ○

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/10

改定日付

項番

処理名 2.0　戸籍編製マトリックス表

戸籍の変動条件

本
籍
人

非
本
籍
人

本籍 外国国籍喪失者の戸
籍

変
動
な
し

本人

4.1
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届後本籍区分 ―――――――――

中間ファイル
(仮受付)
共通

有

届出人氏名1 届出人氏名1

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格名称2 有

届出人資格区分1 届出人資格1 届出人資格 ＝ 098のときは、未設
定。
その他は資格及び氏名を移送する。
(但し、届出人資格1が000(未入力)の
場合は、届出人資格2の内容を1へつ
めて移送する。)

届出人資格名称1

関連受領番号 ―――――――――

届出人資格区分2 届出人資格2

許可日 ―――――――――

指示日 ―――――――――

収日 ―――――――――

発日 ―――――――――

郵送日 郵送日

発送日 ―――――――――

証書提出区分 ――――――――― ｢0:届出｣を移送

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時 ―――――――――

事件発生時分 ―――――――――

送付日 ＝ スペース:受領日を移送

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

事件発生日 喪失年月日

送付日

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード ――――――――― 2701(外国国籍喪失)を設定

受付日 受領日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 6/10

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

｢0:不要｣を移送

届書送付目録区分

―――――――――

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合は、1(送
付要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。
*本非区分は、共通部の項目を使用。

送達確認1 ―――――――――

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

―――――――――

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後本籍コード 中間ファイル
(届書)

―――――――――

届後戸籍の筆頭者

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

届後本籍 ―――――――――

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/10
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送達確認2

―――――――――

事件本人の現本籍が(本非区分 ＝ 2)
かつ(在外送付区分 ＝ 0)の場合は、
1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

漢字氏名 漢字氏名

それ以外　:0を設定

カナ氏名 カナ氏名

42:外国国籍喪失者

届出人区分 ――――――――― 届出人資格1又は2 ＝ 098:1を設定

行番号 ―――――――――

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分 ―――――――――

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 8/10

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版
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記録

特記

事件発生日

記録日

特記事項

―――――――――

―――――――――

届出人資格1･2の何れかが、098(事件
本人)の場合は、移送しない。
上記以外は、*1参照。
但し、届出人資格1が000:未入力の場
合は、届出人資格2、届出人氏名2を1
の方につめて移送する。

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

中間ファイル
(届書)

届出人氏名2

送付日

発送元

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

届
出

送
付

許
可

届
出
人

届
出
人

届出日

外国国籍喪失日

喪失国籍

資格

資格名称

氏名

資格

資格名称

氏名

許可書謄本の送付を
受けた日

許可を受けた者

作成者

受取側 引渡側

送付日 ≠ スペース:発送元を移送

本籍人の時、外国国籍喪失者の個人
番号を設定

外国
国籍
喪失

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 9/10

第7
2

(5)
データ編集表

作業名

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 外国国籍喪失者の記録(変動なし) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

作成日付 改訂日付

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

行番号

出力区分

タイトルコード

記載コード

管掌者コード

―――――――――

―――――――――

処理日

―――――――――

喪失年月日

国籍喪失国名

受領日

届出人資格1

届出人資格1名称

届出人氏名1

届出人資格2

届出人資格2名称

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

喪失年月日

個人番号

受理者

送付を受けた日

許可日

0:可を設定

2701(外国国籍喪失)

2701(外国国籍喪失者の記録)

必須移送項目

必須移送項目
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*1:届出人資格名称をそれぞれ設定する
　 (届出人資格名称の統合は行わない)

020

(親権者養母)

　親権者養母

親権者父,親権者養母*1

親権者養父,親権者養母*1

019

(親権者養父)

　親権者養父

親権者養父,親権者母*1

親権者養父･親権者母*1

110

(未成年後見人)

未成年後見人000(未入力)

016(親権者父)

017(親権者母)

019(親権者養父)

020(親権者養母)

110(未成年後見人)

(親権者父)

016 017

(親権者母)

　親権者母

　親権者父母

親権者養父,親権者母*1

親権者父母

　親権者父

　　　　　　 資格2
資格1

未成年後見人

親権者養母

親権者養父

親権者母

親権者父

(未入力)

000

親権者父,親権者母*1

改訂日付

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

版 頁

入力確認(外国国籍喪失届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 10/10

処理名 4.1 外国国籍喪失者の記録(変動なし) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成日付作成者

　*1:届出人資格･氏名の編集内容

　(1)届出人資格
　　入力された届出人資格1,2の組合せにより以下に示す資格名称を移送する。

　(2)届出人氏名
　　届出人資格1,2が019(親権者養父)または020(親権者養母)または110(未成年後見人)の場合、対応する届出人氏名1,2をそれぞれ移送する。
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27.氏の変更届

第7.2.(5)｢異動｣処理



頁

1/1審査(氏の変更届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明書

平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日

版

14.1

改訂日付作成日付

　1.氏の変更業務処理範囲外の処理

　(1)異籍の子の(養)父母欄の更正処理

　(2)事件本人の成年後見人から届出がされた場合

　(3)夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合

　(4)複数の未成年後見人から届出がされた場合

　(2)配偶者の9条2項ファイルに生年月日は設定されない。9条2項通知は運用にて対処する。

　2.氏の変更届入力画面の意義

　(1)その1画面:氏の変更を行う当事者(筆頭者及び配偶者)の各項目を入力する。

　(2)その2画面:上記以外の構成員の各項目を入力する。

　3.その他

　(1)除籍になっている者の氏名DB中の漢字氏名の氏(カナ氏名も含む)も変更後の氏に変更する。
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入出力区分

入力

入力

出力

名称

戸籍DB

個人状態ファイル

中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル 出力

審査(氏の変更届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改訂日付

2.使用DB･ファイル一覧

5.備考(特記事項含む)
　 (1)未成年者の年齢計算について
　　･年齢計算基準日:受領日を基準として計算する。

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成 6年12月 1日 1/223平成11年 3月10日

3.処理概要
　　(1)氏の変更届の内容を画面入力する。
　　(2)氏の変更届で入力された項目の単体チェックを行う。
　　(3)氏の変更届で入力された項目の関連チェックを行う。
　　(4)審査を行う。
　　(5)氏の変更届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
　　(6)入力確認(氏の変更届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　 0.0本紙　　　　 1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　　 2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　　 3.0 審査　　　　　　3.1審査(届出人資格:筆頭者単独)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.2審査(届出人資格:配偶者単独)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.3審査(届出人資格:筆頭者、配偶者双方)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.4審査(届出人資格:法定代理人)

　　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

名称

戸籍

データ

ベース

入力画面

(氏の変更届)

入力確認

(氏の変更届)

審査
(氏の変更届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)
個人状態

ファイル
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/

/

/

/

/

/

(8)入力確認画面に制御を渡す

/

(15)業務選択に制御を渡す

(16)届出選択に制御を渡す

/

/

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集をおこなう。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

 →

(12)エラーメッセージを表示する

(13)エラーメッセージを表示する

 →

〔3.0〕

〔4.0〕

〔1.0〕

〔2.0〕

(1)届書内容を画面入力する

YES

YES

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴ファイルに出力する

確認と応答をエラー履歴ファイルに出力する

(18)同画面を編集する

(20)同画面を編集する

(14)同画面を編集する

(25)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(26)入力画面を初期化する

(27)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF11

PF12

その他

PF2

PF10

PF7

PF8

ある

なし

(17)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(18)前ページ分の｢氏の変更届｣画画を編集

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(21)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(22)ページ分の｢氏の変更届｣画面を編集

(23)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

ある

なし

PF1

実行キー

(24)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(11)確認メッセージを表示し、メッセージに対
して応答の後、以降の審査を続行する

NO

審査エラー

確認

YES

NO

NO

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート
作業名 作成者

審査(氏の変更届) システム化調査研究会

備考0.0　本紙

2/22

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁

令和　年　月　日 1
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ 英数

13 ○ 数字

14 数字

15 ○ 漢字

16 漢字

17 漢字

18 漢字

19 数字

20 数字

21 漢字

22 漢字

23 ○ カナ

24 ○ 漢字

配偶者氏名

配偶者外人区分

配偶者-配偶者区分

配偶者住所

配偶者世帯主

変更前カナ氏

変更前氏

｢日付チェックサブルーチン｣

処理日

本非区分

(O:未,1:夫,2:妻,3;生存配偶者)であること

郵送日

筆頭者カナ氏名

筆頭者氏名

筆頭者生年月日

筆頭者個人除区分

筆頭者‐配偶者区分

筆頭者本籍

住基8･9Ⅱ

住基8･9Ⅱ

(0:日本人,1:外国人)であること

(1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(O:在籍者,1:除籍者)であること

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

筆頭者住所

筆頭者世帯主

支所No

受領No

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理名 画面名 画面ID コード入力項目の説明

　1.0　単体チェック　1/3 入力画面(氏の変更届　その1)

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/22

改訂日付第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付
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No 必須 属性

25 ○ カナ

26 ○ 漢字

27 ○ 英数

28 数字

29 漢字

30 数字

31 漢字

32 数字

33 数字

(008:筆頭者,009:配偶者,016:親権者父,017:親権者
母,019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年後見
人,000:未入力)であること

(008:筆頭者,009:配偶者,016:親権者父,017:親権者
母,019:親権者養父,020:親権者養母,110:末成年後見
人,OO0:未入力)であること

届出人資格1

届出人氏名1

構成員人数

内容 出力エラーメッセージ

(0:未使用,1:夫,2;妻)であること

変更後カナ氏 ｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 4/22

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック表　2/3 入力画面(氏の変更届　その1)

届出人氏名2

名義使用区分

届出人資格2

項目名

変更後氏

審判確定日

戸107Ⅰ

戸38Ⅱ

戸107Ⅰ

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢日付チェックサブルーチン｣

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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No 必須 属性

32 漢字

33 漢字

34 漢字

35 漢字

36 漢字

37 漢字

38 漢字

39 数字 (1:無,2:父,3:母,4:父母,5:養父,6:養母,7:養父母,8:父+
養母,9:母+養父)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

住基8･9II

住基8･9II

構成員nの世帯主

構成員n更正区分

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/22

処理名 画面名 画面ID コード入力項目の説明

構成員n氏名

構成員n父の氏名

構成員n母の氏名

構成員n養父の氏名

構成員n養母の氏名

構成員n住所

　1.0　単体チェック　3/3 入力画面(氏の変更届　その2)

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

19-1

19-2

｢関連エラーがあります。正しく入力して
ください。｣

住所と世帯主は
No.19-1、19-2で
チェックを実施
するため削除

(No.13)筆頭者―個人除区分 ＝ 1:除籍者の時、
　[(No.14)筆頭者―配偶者区分,(No.16)筆頭者住所,
　(No.17)筆頭者世帯主,(No.32)名義使用区分] ＝ スペースであること

(No.13)筆頭者―個人除区分 ＝ 1:除籍者の時、
　(No.20)配偶者―配偶者区分 ＝ 3:生存配偶者であること

(No.13)筆頭者―個人除区分 ＝ 0:在籍者の時、
　(No.20)配偶者―配偶者区分 ≠ 3:生存配偶者であること

(No.17)筆頭者世帯主 ≠ スペースの時、(No.16)筆頭者住所 ≠ スペースであること

(No.16)筆頭者住所 ＝ スペースの時、(No.17)筆頭者世帯主 ＝ スペースであること

(No.13)筆頭者―個人除区分 ＝ 0:在籍者の時、
　(No.14)筆頭者―配偶者区分 ＝ 0:未婚,1:夫,2:妻,3:生存配偶者であること

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

　2.0 関連チェック　1/3 　氏の変更届

作成日付 版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 6/22

改訂日付第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

内容

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.27)審判確定日であること

(No.8)本非区分 ＝ 1:本籍の時、(No.15)筆頭者本籍 ＝ 本籍地であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≧ (No.27)審判確定日であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

(No.3)受領日 ≧ (No.27)審判確定日であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.27)審判確定日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分であること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付であること
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No

20

21

22

23

23-1

23-2

24

24-1

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

(NO.13)筆頭者-個人除区分 ＝ 1:除籍者の時、
　(NO.18)配偶者氏名 ≠ スペースであること

(NO.14)筆頭者-配偶者区分 ＝ 0:未婚の時、
　[(NO.19)配偶者外人区分,(NO.20)配偶者-配偶者区分,(NO.18)配偶者氏名,
　(NO.21)配偶者住所,(NO.22)配偶者世帯主,(NO.32)名義使用区分] ＝ スペースであること

(NO.14)筆頭者-配偶者区分 ＝ 3:生存配偶者の時、
　[(NO.19)配偶者外人区分,(NO.20)配偶者-配偶者区分,(NO.18)配偶者氏名,
　(NO.21)配偶者住所,(NO.22)配偶者世帯主,(NO.32)名義使用区分] ＝ スペースであること

(NO.19)配偶者外人区分 ＝ 0:日本人の時、
　[(NO.20)配偶者-配偶者区分,(NO.18)配偶者氏名] ≠ スペースであること

(NO.19)配偶者外人区分 ＝ 0:日本人かつ(NO.22)配偶者世帯主 ≠ スペースの時、
　(NO.21)配偶者住所 ≠ スペースであること

(NO.19)配偶者外人区分 ＝ 0:日本人かつ(NO.21)配偶者住所 ＝ スペースの時、
　(NO.22)配偶者世帯主 ＝ スペースであること

(NO.19)配偶者外人区分 ＝ 1:外国人の時、
　[(NO.18)配偶者氏名,(NO.21)配偶者住所,
　(NO.22)配偶者世帯主] ＝ スペースであること

(NO.19)筆頭者-個人除区分 ＝ 0:在籍者かつ
　[(NO.14)筆頭者-配偶者区分 ＝ 1:夫または2:妻]の時、
　(NO.19)配偶者外人区分 ≠ スペースであること

｢関連エラーがあります。正しく入力して
下さい。｣

(NO.30)届出人資格2 ＝ 019(親権者養父)の時、(NO.31)届出人氏名2 ≠ スペースであること

(NO.28)届出人資格1 ＝ 020(親権者養母)の時、(NO.29)届出人氏名1 ≠ スペースであること

(NO.30)届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)の時、(NO.31)届出人氏名2 ≠ スペースであること

(NO.28)届出人資格1 ≠ (NO.30)届出人資格2であること

(NO.33)構成員人数 ＝ 0の時、[氏の変更届その2]は未表示であること

(NO.28)届出人資格1 ＝ 000(未入力)の時、(NO.29)届出人氏名1 ＝ スペースであること

(NO.30)届出人資格2 ＝ 000(未入力)の時、(NO.31)届出人氏名2 ＝ スペースであること

(NO.28)届出人資格1 ＝ 016(親権者父)の時、(NO.29)届出人氏名1 ≠ スペースであること

(NO.30)届出人資格2 ＝ 016(親権者父)の時、(NO.31)届出人氏名2 ≠ スペースであること

(NO.28)届出人資格1 ＝ 017(親権者母)の時、(NO.29)届出人氏名1 ≠ スペースであること

(NO.30)届出人資格2 ＝ 017(親権者母)の時、(NO.31)届出人氏名2 ≠ スペースであること

(NO.28)届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)の時、(NO.29)届出人氏名1 ≠ スペースであること

　2.0 関連チェック表　2/3 氏の変更届

内容 出力エラーメッセージ

作成日付 改訂日付

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日

処理名 画面名 画面ID

頁

7/22

備考ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

版

21

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

 7-2-(5)-27-8  



No

37

38

39

40

41

(NO.28)届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)の時、(NO.29)届出人氏名1 ≠ スペース かつ
(NO.30)届出人資格2 ＝ 000(未入力) かつ (NO.31)届出人氏名2 ＝ スペースであること

(NO.30)届出人資格2 ＝ 110(未成年後見人)の時、(NO.31)届出人氏名2 ≠ スペース かつ
(NO.28)届出人資格1 ＝ 000(未入力) かつ (NO.29)届出人氏名1 ＝ スペースであること

③:構成員n更正区分 ＝ 4:父母の時、[構成員n父の氏名,構成員n母の氏名] ≠ スペースであること

④:構成員n更正区分 ＝ 5:養父の時、構成員n養父の氏名 ≠ スペースであること

⑤:構成員n更正区分 ＝ 6:養母の時、構成員n養母の氏名 ≠ スペースであること

⑥:構成員n更正区分 ＝ 7:養父母の時、[構成員n養父の氏名,構成員n養母の氏名] ≠ スペースであること

⑦:構成員n更正区分 ＝ 8:父+養母の時、[構成員n父の氏名,構成員n養母の氏名] ≠ スペースであること

⑧:構成員n更正区分 ＝ 9:母+養父の時、[構成員n母の氏名,構成員n養父の氏名] ≠ スペースであること

⑨:構成員nの世帯主 ≠ スペースの時、構成員n住所 ≠ スペースであること

⑩:構成員n住所 ＝ スペースの時、構成員nの世帯主 ＝ スペースであること

(NO.29)届出人氏名1 ≠ スペースの時、(NO.29)届出人氏名1 ≠ (NO.31)届出人氏名2であること

(NO.24)変更前氏 ≠ (NO.26)変更後氏であること

※構成員n共通関連チェック

①:構成員n更正区分 ＝ 2:父の時、構成員n父の氏名 ≠ スペースであること

②:構成員n更正区分 ＝ 3:母の時、構成員n母の氏名 ≠ スペースであること

処理名 画面名 画面ID

2.0関連チェック表　3/3 氏の変更届

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 8/22
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/

YES

YES

NO

NO /

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

　｢名義使用区分は入力できません。｣を表示する。

　｢配偶者-配偶者区分には誤りがあります。｣を表示する。

/

/

(0-13)→(1)へ

(0-9)本紙へ R2.1(氏変40)

　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

(0-10)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-12)本紙へ R2.1(氏変40)

(0-11)→ 画面項目修正(審査完了しない） R2.1(氏変40)

1 (7)配偶者-外人区分(0:日本人,その他)

0 (8)配偶者-配偶者区分 ＝ 2:妻(YES,NO)

その他 (6-11)エラーメッセージ

　｢届出資格を有していません。｣を表示する。

NO (6-10)エラーメッセージ

(6-9)本紙へその他 (6-8)エラーメッセージ

(6-7)→(49)

0 (6-6)審査(届出人資格:配偶者単独)処理[3.2]

YES (6-5)名義使用区分(0:未使用,その他)

その他 (6-3)配偶者-外人区分(0:日本人,その他)

0 (6-4)配偶者-配偶者区分 ＝ 3:生存配偶者(YES,NO)

(6-2)→(49)

NO (6-1)審査(届出人資格:法定代理人)処理[3.4]

(5)→(49)

0 (3)筆頭者の生年月日 + 15年(15歳以上) ≦ 受領日(YES,NO)

YES (4)審査(届出人資格:筆頭者単独)処理[3.1]

(1)筆頭者-配偶者区分(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)

0 (2)筆頭者-個人除区分(0:在籍,その他)

NO (0-4)→ (0-5)本紙へ 画面項目修正(審査完了しない)

NO (0-6)→(0-7)へ R2.1(氏変40)

R2.1(氏変40)

(0-7)筆頭者氏名の名が未入力 または
　(配偶者外人区分 = 0(日本人)  かつ 配偶者氏名の名が未入力) (YES,NO)

R2.1(氏変40)

(0-8)確認メッセージ  (YES,NO)

(0-2)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣(YES,NO)

YES YES (0-3)→(0-7)へ R2.1(氏変40)

処理名 3.0 審査　1/3 備考

(0-1)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 9/22

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-27-10 



/

/

/

/

/

昭和23.4.15 民事甲　926号回答

(14)→(49) 昭和23.5. 6 民事甲 1131号回答

2 (13)審査(届出人資格:配偶者単独)処理[3.2]

昭和23.4.15 民事甲　926号回答

(11)→(49) 昭和23.5. 6 民事甲 1131号回答

1 (10)審査(届出人資格:筆頭者単独)処理[3.1]

YES (9)名義使用区分(1:夫,2:妻,その他)

 7-2-(5)-27-11 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(50)更正員の更正区分(1:無、2:父、3:母、4:父母、5:養父、6:養母、7:養父母、8:父 + 養母、9:母 + 養父

/

(52)更正員の更正区分(1:無、2:父、3:母、4:父母、5:養父、6:養母、7:養父母、8:父 + 養母、9:母 + 養父

/

/

/

/YES (56)→(60)

NO (55)更正員nの父氏名 ＝ 配偶者漢字氏名(YES,NO)

YES (54)→(60)

上記以外

2,4,8 (53)更正員nの父氏名 ＝ 筆頭者漢字氏名(YES,NO)

(49)構成員の更正区分審査処理(構成員が無くなるまで繰り返す)

1 (51)→(49)

3 (38)審査(届出人資格:筆頭者単独)処理[3.1]

(39)→(49) NO.40～48欠番

その他 (36)審査(届出人資格:筆頭者単独)処理[3.1]

(37)→(49)

　｢配偶者-配偶者区分には誤りがあります。｣を表示する。

NO (34)エラーメッセージ (35)本紙へ

(33)→(49)

その他 (32)審査(届出人資格:筆頭者,配偶者双方)処理[3.3]

昭和23.4.15 民事甲　926号回答

(30)→(49) 昭和23.5. 6 民事甲 1131号回答

2 (29)審査(届出人資格:筆頭者単独)処理[3.1]

昭和23.4.15 民事甲　926号回答

(27)→(49) 昭和23.5. 6 民事甲 1131号回答

1 (26)審査(届出人資格:配偶者単独)処理[3.2]

YES (25)名義使用区分(1:夫,2:妻,その他)

2 (23)配偶者-外人区分(0:日本人,その他)

0 (24)配偶者-配偶者区分 ＝ 1:夫(YES,NO)

その他 (20)審査(届出人資格:筆頭者単独)処理[3.1]

(21)→(49)

　｢配偶者-配偶者区分には誤りがあります。｣

NO (18)エラーメッセージ (15)本紙へ

(17)→(49)

処理名 3.0 審査　2/3 備考

1 0 YES その他 (16)審査(届出人資格:筆頭者,配偶者双方)処理[3.3]

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 10/22

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-27-12 



(60)更正員の更正区分(1:無、2:父、3:母、4:父母、5:養父、6:養母、7:養父母、8:父 + 養母、9:母 + 養父

(68)更正員の更正区分(1:無、2:父、3:母、4:父母、5:養父、6:養母、7:養父母、8:父 + 養母、9:母 + 養父

(76)更正員の更正区分(1:無、2:父、3:母、4:父母、5:養父、6:養母、7:養父母、8:父 + 養母、9:母 + 養父

NO (81)エラーメッセージ (82)本紙へ

YES (80) → (51)

上記以外 (83) → (49)

｢更正員の更正区分に誤りがあります。｣を表示

NO (79)更正員nの養母氏名 ＝ 配偶者漢字氏名(YES,NO)

YES (78) → (51)

6,7,8 (77)更正員nの養母氏名 ＝ 筆頭者漢字氏名(YES,NO)

上記以外 (75) → (76)

｢更正員の更正区分に誤りがあります。｣を表示

NO (73)エラーメッセージ (74)本紙へ

YES (72) → (76)

NO (71)更正員nの養父氏名 ＝ 配偶者漢字氏名(YES,NO)

YES (70) → (76)

5,7,9 (69)更正員nの養父氏名 ＝ 筆頭者漢字氏名(YES,NO)

上記以外 (67) → (68)

｢更正員の更正区分に誤りがあります。｣を表示

NO (57)エラーメッセージ (66)本紙へ

YES (64) → (68)

NO (63)更正員nの母氏名 ＝ 配偶者漢字氏名(YES,NO)

YES (62) → (68)

3,4,9 (61)更正員nの母氏名 ＝ 筆頭者漢字氏名(YES,NO)

上記以外 (59) → (60)

｢更正員の更正区分に誤りがあります。｣を表示

処理名 3.0 審査　3/3 備考

上記以外 2,4,8 NO NO (57)エラーメッセージ (58)本紙へ

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 11/22

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-27-13 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/(27)

110 (25)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (26) (26),(27)は削除

その他 (23)エラーメッセージ (24)本紙へ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(22)

(21)

(19) (20)本紙へ

(18)

008 (16)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (17)→ (17),(18),(19),(21),(22)は削除

その他 (15)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(12-1)確認メッセージ ｢N｣の時、不受理

　｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか。｣

(14)

(12) (13)本紙へ

(11)

110 (9) (9),(10),(11),(12),(14)は削除

(10)

(8)

(7)

(5) (6)本紙へ

(4)

000 (2)届出人資格2(008:筆頭者,110:未成年後見人,その他)

008 (3)→ (3),(4),(5),(7),(8)は削除

処理名 3.1 審査(届出人資格:筆頭者単独)　1/2 備考

(1)届出人資格1(000:未入力,008:筆頭者,110:未成年後見人,その他)

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 12/22

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-27-14 



/

(34) →

その他 (33)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示する。

その他 (32)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(29-1)確認メッセージ ｢N｣の時、不受理

　｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか。｣

(31)

(29) (30)本紙へ

処理名 3.1 審査(届出人資格:筆頭者単独)　2/2 備考

110 000 (28) (28),(29),(31)は削除

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 13/22

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-27-15 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/(27)

(25) (25),(26),(27)は削除

(26)

その他 (23)エラーメッセージ (24)本紙へ 不受理

　 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(22)

(21)

(19) (20)本紙へ

(18)

009 (16)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (17) → (18),(19),(21),(22)は削除

その他 (15)エラーメッセージ 不受理

　 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(14)

(12) (13)本紙へ

(11)

(9) → (10),(11),(12),(14)は削除

(10)

(8)

(7)

(5) (6)本紙へ

(4)

000 (2)届出人資格2(009:配偶者,その他))

009 (3)→ (4),(5),(7),(8)は削除

処理名 3.2 審査(届出人資格:配偶者単独)　1/2 備考

(1)届出人資格1(000:未入力,009:配偶者,その他)

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 14/22

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-27-16 



/

　 ｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(34) →

(32) 不受理

その他 (33)エラーメッセージ 不受理

(31)

(29) (30)本紙へ

処理名 3.2 審査(届出人資格:配偶者単独)　2/2 備考

(28) (28),(29),(31)(32)は削除

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 15/22

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-27-17 



/

/

/

/

/

/

/

/

/

(19)

(16)

(17) (18)

(13) (14)

(15)

(11)→ (11-1)3.0審査へ (12)～(19)は削除

(12)

その他 (9)エラーメッセージ

　 ｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示する。

その他 (8)エラーメッセージ (10)本紙へ

　 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

009 (6)届出人資格2(008:筆頭者,その他)

008 (7) → (11) 戸1081

その他 (4)エラーメッセージ (5)本紙へ

　 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

008 (2)届出人資格2(009:配偶者,その他)

009 (3) → (11) 戸1081

処理名 3.3 審査(届出人資格:筆頭者、配偶者双方)　1/1 備考

(1)届出人資格1(000:未入力,008:筆頭者,009:配偶者,その他

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 16/22

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-27-18 



/

/

/

/

/

/

(1)届出人資格1(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成
年後見人,その他)

(2)届出人資格2(016:親権者父.017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年
後見人,その他)

(3)確認メッセージ

　｢単独親権ですか?｣を表示する。

(5)本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(6)事件本人の身分事項に未成年後見人事項がある(YES,NO)

(7) →

(9)エラーメッセージ

(11) →

(13)エラーメッセージ

　 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(15)届出人資格2(000:未入力,017:親権者母,020:親権者養母,その他)

(16)確認メッセージ

　 ｢単独親権ですか?｣を表示する。

(18)確認メッセージ

｢N]の時、不受理

　 ｢単独親権ですか?｣を表示する。

(23)確認メッセージ

(24)エラーメッセージ

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

016,017,
019,020

｢N]の時、不受理

｢N]の時、不受理

(10)本紙へ

(12)3.0審査へ

　 ｢共同親権ですか?｣を表示する。

(19)エラーメッセージ

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(22)本紙へ ｢N]の時、不受理

(4)本紙へ

(8)3.0審査へ

｢N｣の時、不受理

(14)本紙へ

(17)本紙へ

YES

NO

　｢単独親権ですか･?｣を表示する。

2

1

その他

000

016,019

(20)届出人資格2(000:未入力,016:親権者父,019:親権者養父,その他)

(21)確認メッセージ

｢事件本人に未成年後見事項がありません。未成年後見
人は届出人にはなれません。｣を表示する。

017,020

016,019

頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 17/22

000

処理名 3.4 審査(届出人資格:法定代理人)　1/2 備考

その他

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

110

その他

000

017,020

 7-2-(5)-27-19 



/

/

/

/

(33)エラーメッセージ

(35) →

(37)エラーメッセージ

　 ｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示する。

2

(26) → (29)

(27)エラーメッセージ

　 ｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(29)本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(30)　事件本人の身分事項に後見人事項がある(YES,NO)

(31) →

その他

1

(28)本紙へ

(32)3.0審査へ

(34)本紙へ

(36)3.0審査へ

(38)本紙へ

YES

NO

000

その他

110

18/22

(25)届出人資格2(000:未入力,その他)

処理名 3.4 審査(届出人資格:法定代理人)　2/2 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

｢事件本人に未成年後見事項がありません。未成年後見人は届出人
にはなれません。｣を表示する。

平成12年 3月 1日 4

 7-2-(5)-27-20 



本籍人の時、筆頭者及び配偶者の戸
籍番号

中間ファイル
(届書)
共通

氏の変更届
入力画面

受領No

―――――――――

支所No

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

―――――――――

―――――――――

本･非本

郵送日

―――――――――

―――――――――

0:日本人

28を引き渡す

在外送付区分 ＝ 0の時、1

在外送付区分 ≠ 0の時、2

ZERO(不要)

1(創設)

―――――――――

ロック戸籍番号2

ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

ロック戸籍番号5

事件別内容

―――――――――

―――――――――

戸籍番号

―――――――――

―――――――――

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

同時決裁受領番号

―――――――――

―――――――――

3/4～4/4参照

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

ロック戸籍番号1

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

頁版

19/222

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日 平成10年 2月27日

(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)入力画面(氏の変更届)

データ編集表
作業名

審査(氏の変更届) システム化調査研究会

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/4

DB･ファイル名
画面名称

項目

受領番号

選択事件コード

出張所番号
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中間ファイル
(届書)
共通

氏の変更届
入力画面

0:未,1:排他

何も設定されていない場合に
0:未決済を設定

処分区分

決裁区分

届書排他区分 ―――――――――

不受理申処分区分 ―――――――――

審査(氏の変更届)

頁改定日付 版

令和　年　月　日 20/221

←　(引渡側)入力画面(氏の変更届)

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

作業名

システム化調査研究会

作成者第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/4 (受取側)中間ファイル(届書)/共通

作成日付

平成6年12月 1日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

―――――――――

―――――――――
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配偶者-配偶者区分
配偶者住所

中間ファイル
(届書)
事件別内容

氏の変更届(そ
の1)
入力画面

配偶者の世帯主

変更前カナ氏

変更後カナ氏

変更後漢字氏

審判確定日

届出人資格1

個人除区分(筆頭者)

配偶者区分(筆頭者)

筆頭者個人除区分

筆頭者-配偶者区分

世帯主(筆頭者)

配偶者の個人番号

氏名(配偶者)

外人区分(配偶者)

配偶者区分(配偶者)

住所コード

住所(配偶者)

住所コード

住所(筆頭者)

本籍(筆頭者)

筆頭者の個人番号

カナ氏名(筆頭者)

漢字氏名(筆頭者)

生年月日(筆頭者)

本籍コード

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

届出人資格2

筆頭者カナ氏名

筆頭者漢字氏名

筆頭者生年月日

筆頭者本籍

筆頭者世帯主

配偶者氏名

配偶者外人区分

変更前漢字氏

変更後カナ氏

変更後漢字氏

審判確定日

世帯主(配偶者)

変更前カナ氏

変更前漢字氏

届出人氏名1

筆頭者住所

届出人資格1

届出人氏名1

届出人資格2

本籍人の場合、筆頭者の個人番号

本籍人の場合、配偶者の個人番号

版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/22

改定日付作成日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

←　(引渡側)入力画面(氏の変更届)処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/4

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側
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中間ファイル
(届書)
事件別内容

氏の変更届(そ
の2)
入力画面

　構成員の明細については、複数件
(n件)出力する。
　(入力されたデータ分)

届出人氏名2

名義使用区分

構成員人数

構成員n氏名

構成員n父の氏名

構成員n母の氏名

構成員n養父の氏名

構成員n養母の氏名

氏の変更届(そ
の1)
入力画面

届出人氏名2

名義使用区分

構成員人数

構成員nの個人番号

構成員nの漢字氏名

構成員n父の氏名

構成員n母の氏名

構成員n養父の氏名

構成員n養母の氏名

構成員n住所コード

構成員n住所

構成員nの世帯主

構成員n更正区分

構成員nの世帯主

構成員n更正区分

構成員n住所

本籍人の場合、構成員の個人番号

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　4/4 (受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←　(引渡側)入力画面(氏の変更届)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

審査(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 22/22
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中間ファイル(仮戸籍) 出力

中間ファイル(9条2項) 出力

名称 入出力区分 名称

中間ファイル

5.備考(特記事項含む)

(サンプル)

出力中間ファイル(仮受付)

出力

入力

中間ファイル(届書) 入力
(30条の12第1項) (サンプル)

附票データベース

頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 1/22

改訂日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者

1.詳細フロー 3.処理概要
 (1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
 (2)戸籍変動情報を確定する。
 (3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
 (4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
 (5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
 (6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。……………………(サンプル提示)
 (7)処分決定処理にに制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

 0.0 本紙　　　　　1.0 データ編集表(確認画面)
　　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス
　　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[戸籍事項])
　　　　　　　　　　　　4.1 戸籍事項(変動なし)
　　　　　　　　　 5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍(更正者))
　　　　　　　　　　　　5.1 個人特定(変動なし)
　　　　　　　　　 6.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　　　6.1 筆頭者
　　　　　　　　　　　　6.2 配偶者
　　　　　　　　　　　　6.3 他の構成員
　　　　　　　　　 7.0 データ編集表(中間ファィル/30条の12第1項)…(サンプル提示)
　　　　　　　　　　　　7.1 筆頭者
　　　　　　　　　　　　7.2 配偶者
　　　　　　　　　　　　7.3 他の構成員

2.使用DB･ファイル一覧

入出力区分

作成日付 版

入力確認

(氏の変更届)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(氏の変更届)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(30条の1

第1項)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(9条2項)

附票

データベース

(サンプル)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(12)筆頭者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する [6.1] /

/

/

/

[6.2] /

/

/

[6.3] /

/

/

/

(19)構成員について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

NO

※除籍者に対する9条2項通知の作成は不要であ
る

(20)処分決定に制御
を渡す

(10)在外送付区分 ＝ 0:受理分又は2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(11)筆頭者個人除区分 ＝ 0:在籍者である(YES,NO)

(13)→(14)

(14)配偶者一配偶者区分 ＝ 1:夫,2:妻又は3:生存配偶者である(YES,NO)

(15)配偶者外国人区分 ＝ 0:日本人である(YES,NO)

(17)→(18)

(18)構成員人数 ≠ スペース(ZERO)である(YES,NO)

 →

 →

 →

NO

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認面面に出力し、

　メッセージ｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下してください。｣を表示する

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人の

　　戸籍変動状況を確認する

(6)戸籍変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

戸籍変動(変動なし)

[3.0]

[4.1]

YES

NO

YES

身分事項(変動なし)

(8-1)在籍している筆頭者,配偶者,他の構成員全員について下記の処理を行う

(8-2)当該在籍者は在外選挙人である(YES,NO)

(8-4)→(10)

(9)→(10)

YES

NO

YES

(8-3)当該在籍者について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する

筆頭者[7.1],配偶者[7.2],他の構成員[7.3]

NO

YES

NO

※サンプル提示
附票情報との連動により在外選挙人関連の対応
が戸籍システムで可能な場合
処理(8-1)～(8-4)

(16)配偶者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

YES

NO

YES

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2.PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

(7)氏の変更事項の編集

[5.1](8)更正者の身分(更正)事項の編集

作成者

実行キー

作成日付 改訂日付

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年3月1日 8 2/22

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

[1.0]

[2.0]
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(21)業務選択に制御を渡す

(22)届出選択に制御を渡す

(23)審査(氏の変更届)に制御を渡す

/

(27)同画面を編集する

/

(31)同画面を編集する

(32)エラー履歴表示に制御を渡す

(34)同画面を編集する

(28)次ページがあるか(ある,なし)

(29)次ページ分の｢氏の変更届｣画面を編集

(30)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

 →

 →

ある

なし

PF8

PF11

その他

PF2

PF5

PF7

 →

 →

(24)前ページがあるか(ある,なし)

(25)前ページ分の｢氏の変更届｣画面を編集

(26)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

ある

なし

PF1

処理名 0.0 本紙 備考

 →

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 3/22
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有

有

有

画面ID

システム日付

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

筆頭者カナ氏名

筆頭者漢字氏名

筆頭者住所

筆頭者世帯主

配偶者外人区分

配偶者外人区分名称

本･非本

本･非本名称

郵送日

筆頭者生年月日

筆頭者個人除区分

筆頭者個人除区分名称

筆頭者-配偶者区分

筆頭者-配偶者区分名称

筆頭者本籍

画面ID

システム日付

支所No

受領No

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

世帯主(筆頭者)

外人区分(配偶者)

有

中間ファイル
(届書)
事件別内容

漢字氏名(筆頭者)

住所コード

住所(筆頭者)

本籍コード

本籍(筆頭者)

カナ氏名(筆頭者)

配偶者区分(筆頭者)

有

有

郵送日

生年月日(筆頭者)

個人除区分(筆頭者)

有

中間ファイル
(届書)
共通

本非区分

有

氏の変更届
確認画面
(その1)

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/22

改定日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁

記号名

処理名 1.0 入力確認(氏の変更)表示　1/3 (受取側) 氏の変更届確認画面(その1) ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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夫婦双方名義使用区分名称

構成員人数

氏の変更届
確認画面
(その1)

変更後漢字氏

審判確定日

届出人資格1

届出人資格1名称

届出人氏名1

届出人資格2

届出人資格2名称

有

届出人資格1

名義使用区分

有

構成員人数

有

届出人氏名2

夫婦双方名義使用区分

配偶者-配偶者区分

配偶者-配偶者区分名称

配偶者氏名

配偶者住所

配偶者の世帯主

変更前カナ氏

変更前漢字氏

変更後カナ氏

中間ファイル
(届書)
事件別内容

届出人氏名1

届出人資格2

届出人氏名2

変更後漢字氏

審判確定日

変更前カナ氏

変更前漢字氏

変更後カナ氏

有

配偶者区分(配偶者)

氏名(配偶者)

住所コード

住所(配偶者)

世帯主(配偶者)

処理名 1.0 入力確認(氏の変更)表示　2/3 (受取側) 氏の変更届確認画面(その1) ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/22

 7-2-(5)-27-29



構成員の明細については、複数件(n
件)含まれている。

中間ファイル
(届書)
事件別内容

氏の変更届
確認画面
(その2)

構成員nの漢字氏名

構成員n父の氏名

構成員n母の氏名

構成員n養父の氏名

構成員n養母の氏名

構成員n住所

構成員nの世帯主

構成員n更正区分

構成員n母の氏名

構成員n養父の氏名

構成員n養母の氏名

構成員nの住所

構成員nの世帯主

構成員n更正区分

構成員n氏名

構成員n父の氏名

処理名 1.0 入力確認(氏の変更)表示　3/3 (受取側) 氏の変更届確認画面(その2) ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/22
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2 ○

3 ○

4 ○

○1

項番

A.2
C.2
D.2

*1

○
戸籍事項編集

*2

○

4.1

 (注)

戸籍事項編集

○

○

 *1:在籍者の人数分作成。

 *2:構成員の人数分それぞれ判定し、更正者の身分事項を作成する。(父母欄更正)

処理名 2.0　戸籍編製マトリックス表

戸籍の変動

本
籍
人

非
本
籍
人

本籍

氏変更者

条件

氏変更者の戸籍

(1)

有

(2,3,4,5,
6,7,8,9)

変
動
な
し無

構成員の更正区分

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/22

改定日付

･A.2(戸籍特定事項)は、筆頭者について更新を行う。

･D.2(氏名情報)は、カナ氏名と漢字氏名について変更後(氏の変更)氏名で作成する。

(筆頭者が除籍されている場合についても作成する。)

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付

更正者 5.1

4.1
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移送データなし届後本籍区分 ―――――――――

中間ファイル
(仮受付)
共通

有

届出人氏名1 届出人氏名1

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格名称2 有

移送データなし

届出人資格1 届出人資格1 届出人資格 ＝ 008,009,000の場合
は、未設定(資格1、2及び氏名1、2)

上記以外の場合は、資格および氏名
を移送する。
(但し、届出人資格1が000(未入力)の
場合は、届出人資格2の内容を1へつ
めて移送する)

届出人資格名称1

関連受領番号 ―――――――――

届出人資格2 届出人資格2

ZEROを移送

許可日 ―――――――――

指示日 ―――――――――

移送データなし

収日 ――――――――― 移送データなし

発日 ―――――――――

郵送日 郵送日

発送日 ―――――――――

｢0:日本人のみ｣を移送

証書提出日 ――――――――― ｢0:届出｣を移送

渉外区分 ―――――――――

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

ZEROを移送

事件発生日時 ―――――――――

事件発生時分 ―――――――――

送付日 ≠ 空白の時、送付日

送付日 ＝ 空白の時、受領日

事件発生日 ―――――――――

受領日

支所番号 支所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード ――――――――― 28を移送

受付日 送付日

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

｢0:不要｣を移送

届書送付目録区分 ――――――――― 本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、1(送付
要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。

*本非区分は、共通部の項目を用いる

送達確認1 ―――――――――

移送データなし

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

――――――――― 移送データなし

移送データなし

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後本籍コード 中間ファイル
(届書)

―――――――――

届後戸籍の筆頭者

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

届後本籍 ―――――――――

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/22
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送達確認2

―――――――――

事件本人の現本籍が、
(本非区分 ＝ 2)　かつ
(在外送付区分 ＝ 0)の場合
1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

筆頭者 筆頭者漢字氏名

本籍(筆頭者)

本籍コード 本籍コード

事件本人区分
44の場合、筆頭者生年月日移送
45の場合、配偶者生年月日移送

生年月日

―――――――――

本籍

事件本人区分
44の場合、筆頭者漢字氏名移送
45の場合、配偶者漢字氏名移送

漢字氏名

―――――――――

事件本人区分
44の場合、筆頭者カナ氏名移送
45の場合、配偶者カナ氏名移送

届出人資格1,2が008または009の場合
1(届出人)を設定。
上記以外は、0(届出人以外)を設定

届出人資格1又は2 ＝ 008:44(筆頭
者)で1件作成
届出人資格1又は2 ＝ 009:45(配偶
者)で1件作成
届出人資格1又は2 ＝ 008又は009以
外の時、44(筆頭者)で1件作成

行番号 ―――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分

―――――――――

届出人区分

―――――――――

カナ氏名

―――――――――

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード

変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成17年 3月 1日 9 10/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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従
前

従前の記録

許可を受けた者 ―――――――――

許
可

氏 変更前漢字氏

―――――――――

許可日 ―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

受理者 発送元 発送元 ≠ スペース:発送元を移送

資格名称

届
出
人

送
付

送付を受けた日 送付日

氏名

届出人資格1、2の組合せにより、設
定する。

　詳細編集内容は、次頁参照(2/2)

資格名称

氏名

資格 届出人資格1,2

氏変更の事由 ――――――――― ｢戸籍法107条1項の届出｣を設定

事件発生日 受領日

管掌者コード

2801:｢107条1項の氏の変更者の氏の
変更の記録｣を設定

記録コード ―――――――――

｢0｣を設定

タイトルコード ――――――――― 2801:｢氏の変更｣を設定

行番号 ―――――――――

戸籍番号 中間ファイル
(届書)

―――――――――

出力区分 ―――――――――

氏
の
変
更

氏変更日 受領日

届
出
人

資格

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成3年11月30日 令和　年　月　日 1 11/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 戸籍事項(変動なし)編集 1/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍事項

 7-2-(5)-27-35



記録

特記

　届出人資格･氏名の編集内容

　(1)届出人資格
　　入力された届出人資格1,2の組合せにより以下に示す資格名称を移送する。

　(2)届出人氏名
　　届出人資格1,2のいずれかが019(親権者養父)、020(親権者養母)、110(未成年後見人)の場合は、入力された届出人氏名を移送する。

020(親権者養母) 親権者養母 親権者父,養母 *2 養父,養母 *2

110(未成年後見人) 未成年後見人

養父,親権者母 *2

養父,養母 *2

016(親権者父) 親権者父 　親権者父母 親権者父,養母 *2

019(親権者養父) 親権者養父 養父,親権者母 *2

017(親権者母) 親権者母 親権者父母

009(配偶者) 夫または妻 *1

親権者養父 親権者養母 未成年後見人

008(筆頭者) 夫または妻 *1 　親権者父母

000(未入力) 夫または妻 *1 夫または妻 *1 親権者父 親権者母

　　　　　　 資格2
資格1

000 008 009 016 017 019

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍事項

020

処理日 ≠ スペース:処理日を移送

特記事項
―――――――――

名義使用区分が1又は2の場合｢夫婦名
義で届出｣を設定

記録日 中間ファイル
(届書)

110

(未入力) (筆頭者) (配偶者) (親権者父) (親権者母) (親権者養父) (親権者養母) (未成年後見人)

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 戸籍事項(変動なし)編集 2/2 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 12/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

*1:名義使用区分 ＝ 1のとき｢夫｣
　 名義使用区分 ＝ 2のとき｢妻｣を設定する

*2:届出人資格1,2にそれぞれ資格名称を設定する
　 (届出人資格名称の統合は行わない)

親権者養父　と　親権者養母　の場合

【届出人1】親権者養父　　甲野　義太郎

EX.

【届出人2】親権者養母　　甲野　梅子
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KKK～KKK【父】

【母】

【父】

【母】

【養父】

【養母】

【養父】

【養母】

KKK～KKK

KKK～KKK

KKK～KKK

KKK～KKK

KKK～KKK

KKK～KKK

KKK～KKK
　　上記の表に従い、更正区分を判定し事項及び事由を作成する。
　　　更正事項:変換文字 + の氏名　　(例)養父母の氏名
　　　更正事由:変換文字 + 氏変更　　(例)養父母氏変更

　←構成員nの養母氏名

8

　←構成員nの養父氏名

　 (例)【従前の記録】
　　　 　　【養父】甲野義太郎
　　　 　　【養母】甲野梅子

　←構成員nの父氏名

　←構成員nの養母氏名

9 　←構成員nの母氏名

【父】

【養母】

【母】

【養父】

KKK～KKK

KKK～KKK

KKK～KKK

KKK～KKK

　←構成員nの養母氏名

9 　｢養父及び母｣ 7 　←構成員nの養父氏名

　←構成員nの父氏名

6 　｢養母｣ 　←構成員nの母氏名

7 　｢養父母｣ 5 　←構成員nの養父氏名

　　 (1)更正事項･更正事由について (2)従前の記録について
　更正区分に従い、該当する従前の氏名を作成する。更正区分 　変換文字

2 　｢父｣ 更正区分 従前の記録 (移送する従前氏名)

3 　｢母｣ 2 　←構成員nの父氏名

4 　｢父母｣ 3 　←構成員nの母氏名

5 　｢養父｣ 4

8 　｢父及び養母｣ 6

該当項目を移送記
載

従前の記録 構成員nの父、母
養父、養母氏名

氏更正区分に該当する〔(養)父,(養)
母〕+ ｢氏変更｣

更正事由

氏更正区分に該当する〔(養)父,(養)
母〕を移送

受領日

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

更
正

更正日 処理日 処理日 ≠ スペース:処理日を移送

事件発生日 受領日

上記以外　:受領日を移送

更正事項

7001:｢更正事項の記録｣を設定

管掌者コード

記録コード

0:可

タイトルコード 7001:｢更正｣を設定

決裁処理で設定

行番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1 更正者の身分事項(変動なし)編集 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

出力区分

送付日

←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月10日 3 13/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

受 付
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住定日 ―――――――――

中間ファイル
(9条2項)
筆頭者

方書 ―――――――――

住所 住所(筆頭者)

住所コード 住所コード

旧筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

新筆頭者 変更後漢字氏 + 漢字氏名
(筆頭者)の名

旧本籍 ―――――――――

旧本籍コード ―――――――――

新本籍 ―――――――――

新本籍コード ―――――――――

旧父母との続柄 ―――――――――

新父母との続柄 ―――――――――

旧生年月日 生年月日(筆頭者)

新生年月日 生年月日(筆頭者)

旧氏名 漢字氏名

新氏名 変更後漢字氏 + 漢字氏名
(筆頭者)の名

個人番号 筆頭者の個人番号 本籍人の場合

市区町村を宛名に変換した項目

28:氏の変更届

受理日 受領日 OR 送付日 送付日がない場合は、受領日を設定

事件コード ―――――――――

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 ―――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1筆頭者　編集･出力　1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/筆頭者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 14/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

―――――――――

処理名 6.1 筆頭者　編集･出力　2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/筆頭者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

中間ファイル
(9条2項)
筆頭者

住民日 中間ファイル
(届書)

―――――――――

世帯主との続柄

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 世帯主(筆頭者)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/22
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住定日 ―――――――――

中間ファイル
(9条2項)配偶
者

方書 ―――――――――

住所 住所(配偶者)

住所コード 住所コード(配偶者)

旧筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

新筆頭者 変更後漢字氏 + 氏名(筆
頭者)の名

旧本籍 ―――――――――

旧本籍コード ―――――――――

新本籍 ―――――――――

新本籍コード ―――――――――

旧父母との続柄 ―――――――――

新父母との続柄 ―――――――――

旧生年月日 ―――――――――

新生年月日 ―――――――――

旧氏名 氏名(配偶者)

新氏名 変更後漢字氏 + 氏名(配
偶者)の名

個人番号 配偶者の個人番号 本籍人の場合

市区町村を宛名に変換した項目

28:氏の変更届

受理日 受領日 OR 送付日 送付日がない場合は、受領日を設定

事件コード ―――――――――

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 ―――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 配偶者　編集･出力　1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/配偶者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 16/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-27-40



記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

―――――――――

処理名 6.2 配偶者　編集･出力　2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/配偶者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

中間ファイル
(9条2項)
配偶者

住民日 中間ファイル
(届書)

―――――――――

世帯主との続柄

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 世帯主(配偶者)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 17/22
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住定日 ―――――――――

中間ファイル
(9条2項)
他の構成員

方書 ―――――――――

住所 構成員の住所

住所コード 構成員の住所コード

旧筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

新筆頭者 変更後漢字氏 + 氏名(筆
頭者)の名

旧本籍 ―――――――――

旧本籍コード ―――――――――

新本籍 ―――――――――

新本籍コード ―――――――――

旧父母との続柄 ―――――――――

新父母との続柄 ―――――――――

旧生年月日 ―――――――――

新生年月日 ―――――――――

旧氏名 構成員の漢字氏名

新氏名 変更後漢字氏 + 構成員漢
字氏名の名

個人番号 構成員の個人番号 本籍人の場合

市区町村を宛名に変換した項目

28:氏の変更届

受理日 受領日 OR 送付日 送付日がない場合は、受領日を設定

事件コード ―――――――――

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 ―――――――――

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 他の構成員　編集･出力　1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/他の構成員 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 18/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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記号名 名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考

―――――――――

処理名 6.3 他の構成員　編集･出力　2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/他の構成員 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

中間ファイル
(9条2項)
他の構成員

住民日 中間ファイル
(届書)

―――――――――

世帯主との続柄

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主 構成員の世帯主

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 19/22
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転入届出日 ―――――――――

方書 ―――――――――

住所 住所(筆頭者)

住所コード 住所コード(筆頭者)

旧筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

新筆頭者 変更後漢字氏 + 漢字氏名
(筆頭者)の名

旧本籍 ―――――――――

旧本籍コード ―――――――――

新本籍 ―――――――――

新本籍コード ―――――――――

旧性別 ―――――――――

新性別 ―――――――――

旧生年月日 生年月日(筆頭者)

新生年月日 生年月日(筆頭者)

旧氏名 漢字氏名(筆頭者)

個人番号 個人番号

送付日がない場合は受領日を設定

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード 中間ファイル
(届書)

28:氏の変更届

受理日

宛名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 変更後漢字氏 + 漢字氏名
(筆頭者)の名

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 筆頭者 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/筆頭者

中間ファイル
(30条の12第1
項)
筆頭者

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード
附票データ
ベース

在外選挙人名簿
登録市区町村コード

受領日 OR 送付日

←　(引渡側) 中間ファイル(届書),附票DB

受取側 引渡側
コード

変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成11年3月1日 2.1 20/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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転入届出日 ―――――――――

方書 ―――――――――

住所 住所(配偶者)

住所コード 住所コード(配偶者)

旧筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

新筆頭者 変更後漢字氏 + 漢字氏名
(筆頭者)の名

旧本籍 ―――――――――

旧本籍コード ―――――――――

新本籍 ―――――――――

新本籍コード ―――――――――

旧性別 ―――――――――

新性別 ―――――――――

旧生年月日 ―――――――――

新生年月日 ―――――――――

旧氏名 氏名(配偶者)

個人番号 個人番号

送付日がない場合は受領日を設定

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード 中間ファイル
(届書)

28:氏の変更届

受理日

宛名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 変更後漢字氏 + 氏名(配
偶者)の名

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.2 配偶者 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/配偶者

中間ファイル
(30条の12第1
項)
配偶者

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード
附票データ
ベース

在外選挙人名簿
登録市区町村コード

受領日 OR 送付日

←　(引渡側) 中間ファイル(届書),附票DB

受取側 引渡側
コード

変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成11年3月1日 2.1 21/22

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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中間ファイル
(30条の12第1
項)
他の構成員

中間ファイル
(届書)

在外選挙人名簿
登録市区町村コード附票データ

ベース

変更後漢字氏 + 構成員漢
字氏名の名

変更後漢字氏 + 漢字氏名
(筆頭者)の名

中間ファイル
(届書)

市区町村を宛名に変換した項目

28:氏の変更届

送付日がない場合は受領日を設定

本籍人の場合は個人番号を設定

漢字氏名(筆頭者)

構成員の住所コード

構成員の住所

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

住所コード

住所

方書

転入届出日

新本籍

旧本籍コード

新性別

旧性別

新本籍コード

受領番号

出張所番号

市区町村コード

宛名

事件コード

受理日

個人番号

新氏名

版 頁

入力確認(氏の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成11年3月1日 2.1 22/22

受領番号

←　(引渡側) 中間ファイル(届書),附票DB

受取側 引渡側
コード

変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

出張所番号

旧氏名

新生年月日

受領日 OR 送付日

個人番号

構成員の漢字氏名

処理名 7.3 他の構成員 編集･出力 (受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/他の構成員

名称 記号名 名称 記号名

旧生年月日
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28.107条2項届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　2.107条2項届入力画面の意義

･氏の変更を行う当事者(筆頭者)の各項目を入力する。

　3.その他

頁

1/1審査(107条2項届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日

版

13

･変更後の氏に子に承継する部分が含まれているか否かの審査
　但し、上記についての外国法制の調査は実際に困難であるため、
　特段の事情がない限り届出の通り受理されることになる

･夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合

改訂日付作成日付

　1.107条2項届による氏の変更業務処理範囲外の処理

･氏を変更する者の子について、(養)父母欄の氏を更正する場合は、更正処理

･非本籍地に届出し、その管内に新戸籍編製する場合の個人特定(入籍)の編集は、移記処理
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頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成6年12月 1日 1/81令和　年　月　日

3.処理概要

 (1)107条2項届の内容を画面入力する。
 (2)107条2項届で入力された項目の単体チェックを行う。
 (3)107条2項届で入力された項目の関連チェックを行う。
 (4)審査を行う。
 (5)107条2項届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
 (6)入力確認(107条2項届)に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

名称

審査(107条2項届)
システム環境仕様書

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成日付作業名 改定日付

2.使用DB･ファイル一覧

5.備考(特記事項含む)

 (1)届出期間は、婚姻日～受領日で計算する。

中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル 出力

入出力区分

入力

入力

出力

名称

戸籍DB

個人状態ファイル

戸籍

データベース

入力画面

(107条2項届)

入力確認

(107条2項届)

審査
(107条2項届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

個人状態

ファイル
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/

/

/

/

/

/

(8)入力確認画面に制御を渡す

/

(15)業務選択に制御を渡す

(16)届出選択に制御を渡す

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート
作業名 作成者

審査(107条2項届) システム化調査研究会

備考0.0　本紙

2/8

改定日付

平成6年12月 1日

作成日付 版 頁

令和　年　月　日 1

審査エラー

確認

YES

NO

NO (13)エラーメッセージを表示する

(14)エラーメッセージを表示する

 →

〔3.0〕

〔4.0〕

〔1.0〕

〔2.0〕

(1)届書内容を画面入力する

YES

YES

NO

PF1

実行キー

 →

(17)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(18)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(19)入力画面を初期化する

(20)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF11

PF12

その他

PF2

PF10 (21)同画面を編集する

(12)同画面を編集する

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

メッセージをエラー履歴ファイルに出力する

確認と応答をエラー履歴ファイルに出力する

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(7)中間ファイル(届書)編集出力

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

(10)エラーメッセージを表示する

(11)確認メッセージを表示し、メッセージに対
して応答の後、以降の審査を続行する

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集を行う。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ カナ

13 ○ 漢字

14 ○ 漢字

15 漢字

16 漢字

17 ○ 英数

18 ○ 英数

19 ○ 数字

20 ○ 漢字

21 ○ 漢字

22 ○ 数字

23 ○ 数字

24 漢字

処理名 画面名 画面ID

　 1.0　単体チェック　1/1 　入力画面(107条2項届)

版 頁

審査(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/8

改定日付第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

支所No

受領No

受領日

戸20の2Ⅰ

本非区分

郵送日

筆頭者カナ氏名

筆頭者漢字氏名

変更後カナ氏

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

戸20の2Ⅰ

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

(1:外国人)であること

(0:無,3:他構成員のみ)であること

変更後漢字氏

配偶者‐外人区分

同籍者区分

新本籍

筆頭者生年月日

筆頭者婚姻年月日

筆頭者‐配偶者区分

配偶者氏

配偶者名

筆頭者本籍

筆頭者住所

筆頭者世帯主
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No

1

2

3

4

5

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

17-1

18

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

内容

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分であること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

7

作成日付 版 頁

審査(107条2項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 4/8

改訂日付

(No.15)筆頭者住所 ＝ スペースの時、(No.16)筆頭者世帯主 ＝ スペースであること

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

　2.0 関連チェック 　入力画面(107条2項届)

(No.3)受領日 ≧ (No.18)筆頭者婚姻年月日であること

(No.8)本非区分 ＝ 1:本籍の時、(No.14)筆頭者本籍又は(No.24)新本籍が管内であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≧ (No.18)筆頭者婚姻年月日であること

(No.23)同籍者区分 ＝ 0:無の時、(No.24)新本籍 ＝ スペースであること

(No.23)同籍者区分 ≠ 0:無の時、(No.24)新本籍 ≠ スペースであること

6

(削除)

(No.11)筆頭者漢字氏名の氏 ≠ (No.13)変更後漢字氏であること

(No.16)筆頭者世帯主 ≠ スペースの時、(No.15)筆頭者住所 ≠ スペースであること

「関連エラーがあります。正しく入力して
ください。」

R2.1(107の2の
25)
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/

/

/

/

/

/

(9)

NO

(7)

 ｢外国人配偶者が死亡しています。｣を表示

(6)エラーメッセージ

 ｢届出有効期間(6箇月以内)を経過しています。｣を表示

(11)

(12)

(8)

備考

版 頁

審査(107条2項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 5/8

改訂日付第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

処理名 3.0 審査

(0-9)本紙へ(0-8)確認メッセージ  (YES,NO)

NO

(7)～(13)欠番

不受理
昭和59.11.1 民二5500号通達

(0-12)本紙へ R2.1(107の2の23)

R2.1(107の2の25)

不受理

(10)

R2.1(107の2の23)

R2.1(107の2の23)

画面項目修正(審査完了しない） R2.1(107の2
の23)

R2.1(107の2の23)

(5)本紙へ

(0-1)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

(0-2)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理してよろしいですか?｣(YES,NO)

(0-3)→(0-7)へ

(0-4)→

(0-6)→(0-7)へ

(1)筆頭者婚姻年月日 + 6箇月 > 受領日である(YES,NO)

(2)筆頭者‐配偶者区分(1:夫,2:妻,3:生存配偶者)

(3)→(14)へ

R2.1(107の2の23)

画面項目修正(審査完了しない)(0-5)本紙へ

R2.1(107の2の23)

R2.1(107の2の23)

戸107Ⅱ,戸43,民143

(4)エラーメッセージ

YES

YES

YES

(0-7)筆頭者漢字氏名の名が未入力(YES,NO)

NO

YES

NO

1,2

3

　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

YES (0-10)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

(0-13)→(1)へ

NO (0-11)→

NO (20)→

R2.1(107の2の25)

R2.1(107の2の25)

R2.1(107の2の25)

(18)→

YES (15)→

NO (17)確認メッセージ(YES,NO)

　　「変更後の氏と配偶者の氏が異なりますが、よろしいですか?」を表示

YES

(14) 変更後漢字氏 ＝ 配偶者氏(YES,NO)

R2.1(107の2の25)

R2.1(107の2の25)
画面項目修正(審査完了しない)   R2.1(107の2
の25)

(16)本紙へ

(19)本紙へ

(21)本紙へ

(13)
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頁版

6/82

備考

記号名

受取側 引渡側

記号名

作成日付 改定日付

平成6年12月 1日 平成10年 2月27日

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側) 入力画面(107条2項届)

データ編集表
作業名

審査(107条2項届) システム化調査研究会

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/3

DB･ファイル名
画面名称

項目

―――――――――

中間ファイル
(届書)
共通

第7
2

(5)

作成者

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

選択事件コード

出張所番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

指示日

不受理申出処分区分

名称

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

ロック戸籍番号1

許可日

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

受領番号

ロック戸籍番号2

ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

ロック戸籍番号5

事件別内容

―――――――――

107条2項届
入力画面

―――――――――

―――――――――

戸籍番号

―――――――――

―――――――――

―――――――――

―――――――――

29を引き渡す

在外送付区分 ＝ 0の時、1

在外送付区分 ≠ 0の時、2

ZERO(不要)

1(創設)

1:渉外

本籍人の時、筆頭者の戸籍番号

3/3参照

受領No

―――――――――

支所No

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

―――――――――

―――――――――

本･非本

郵送日

―――――――――

―――――――――
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第7
2

(5)
データ編集表

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(届書)/共通

作成日付

平成6年12月 1日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

107条2項届
入力画面

中間ファイル
(届書)
共通 ―――――――――

―――――――――

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

作業名

システム化調査研究会

作成者 改定日付

令和　年　月　日

何も設定されていない場合に0:未決
済を設定

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

頁版

備考
出力形態

Z 9 . ,
DB･ファイル名
画面名称

項目

1

←　(引渡側) 入力画面(107条2項届)

審査(107条2項届) 7/8

受取側

―――――――――

引渡側

処分区分

決裁区分

届書排他区分 再入力の場合に 1:排他 を設定
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←　(引渡側) 入力画面(107条2項届)処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

改定日付作成日付

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 版 頁

審査(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/8

住所コード

住所(筆頭者)

世帯主(筆頭者)

本籍人のとき、個人番号を設定

筆頭者住所

―――――――――

筆頭者カナ氏名

筆頭者漢字氏名

変更後カナ氏

筆頭者世帯主

筆頭者生年月日

筆頭者婚姻年月日

配偶者区分

配偶者氏

配偶考名

配偶者外人区分

同籍者区分

新本籍

届後戸籍筆頭者カナ氏名

届後戸籍筆頭者

氏変更者個人番号

カナ氏名(筆頭者)

漢字氏名(筆頭者)

カナ氏(変更後)

本籍(筆頭者)

―――――――――

新本籍 ≠ スペース:「変更後カナ氏
+ 筆頭者カナ氏名の名」を移送

新本籍 ≠ スペース:「変更後漢字氏
+ 筆頭者漢字氏名の名」を移送

中間ファイル
(届書)
事件別内容

107条2項届
入力画面

新本籍コード

新本籍

漢字氏(変更後)

本籍コード

変更後漢字氏

筆頭者本籍

生年月日(筆頭者)

婚姻年月日(筆頭者)

配偶者区分

配偶者氏

配偶者名

配偶者外人区分

同籍者区分

―――――――――
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第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　(2)戸籍変動情報を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。……………………(サンプル提示)
　(7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
 0.0 本紙　　　　　1.0 データ編集表(入力確認画面)
　　　　　　　　　 2.0 戸籍編製マトリックス
　　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[戸籍事項])
　　　　　　　　　　　 4.1 戸籍事項(107条2項)
　　　　　　　　　 5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[個人特定])
　　　　　　　　　　　 5.1 個人特定(入籍)
　　　　　　　　　 6.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　　　 6.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　　　　 6.2 身分事項(入籍)
　　　　　　　　　　　 6.3 身分事項(変動なし)
　　　　　　　　　 7.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　　 7.1 氏の変更者
　　　　　　　　　 8.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)…(サンプル提示)
　　　　　　　　　　　 8.1 氏の変更者

2.使用DB･ファイル一覧

入出力区分

作成日付 版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 1/16

改訂日付

名称 入出力区分 名称

中間ファイル

5.備考(特記事項含む)
　戸籍事項(107条2項)[4.1]を編集した場合は、その後に戸籍事項(編製)B.1を作成する。

入力

(30条の12第1項)

(サンプル)

出力

(サンプル)

中間ファイル(9条2項) 出力

入力中間ファイル(届書)

附票データベース

中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍) 出力

入力確認

(107条2項届)

処分決定

(仮受付)

入力確認
(107条2項届)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

(詳細別紙)

附票

データベース

(サンプル)
中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(30条の12

第1項)

(サンプル)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(15)処分決定に制御を渡す

(16)業務選択に制御を渡す

(17)届出選択に制御を渡す

(18)審査に制御を渡す

(19)エラー履歴表示に制御を渡す

(21)同画面を編集する

附票情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(11-
1)(11-2)

実行キー

作成者 作成日付 改訂日付

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年3月1日 2.1 2/16

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名

〔1.0〕

PF1

PF2

PF5

PF11

その他

〔2.0〕

〔3.0〕

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人
の戸籍変動状況を決定する

NO

YES

YES

NO

YES

NO

→

→

→

→

(20)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

〔4.1〕

〔5.1〕

〔6.1〕

〔6.2〕

〔6.3〕

〔8.1〕

(12)　→　(13)

(11-2)氏変更者について中間ファイル(30条の12第1項)を
編集･出力する

身分事項(入籍)

身分事項(変動なし)

(10)事件本人の入籍事項の編集

(11)事件本人の変動なし事項の編集

(11-1)氏変更者は在外選挙人である(YES,NO)

〔7.1〕

(13)在外送付区分 ＝ 0:受理分　又は　2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(14)氏変更者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

→

※サンプル提示

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、

　 メッセージ｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下してください。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF11,その他)

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

(6)戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

戸籍事項

個人特定(入籍)

身分事項(除籍)

(7)戸籍法107条2項届の編集

(8)事件本人の個人特定情報の編集

(9)事件本人の除籍事項の編集
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画面ID

システム日付

支所No

受領No

受領日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

記号名

処理名 1.0 入力確認(107条2項届)表示　1/2 (受取側) 107条2項届確認画面 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,

版

備考

頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/16

改定日付

DB･ファイル名
画面名称

107条2項届
確認画面

中間ファイル
(届書)
事件別内容

中間ファイル
(届書)
共通

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

配偶者氏

配偶者区分

配偶者区分名称

配偶者区分

配偶者氏

住所(筆頭者)

世帯主(筆頭者)

生年月日(筆頭者))

婚姻年月日(筆頭者)

筆頭者本籍

筆頭者住所

筆頭者世帯主

筆頭者生年月日

筆頭者婚姻年月日

本･非本

本･非本名称

郵送日

筆頭者カナ氏名

筆頭者漢字氏名

変更後カナ氏

変更後漢字氏

住所コード

本非区分

郵送日

カナ氏名(筆頭者)

漢字氏名(筆頭者

カナ氏(変更後)

漢字氏(変更後)

本籍コード

本籍(筆頭者)

画面ID

システム日付

支所番号

受領番号

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

処理日

有

有

有

有

有

有

有

有
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引渡側

名称

配偶者外人区分

配偶者名

同籍者区分

新本籍コード

新本籍

記号名

配偶者外人区分

配偶者外人区分名称

配偶者名

同籍者区分

同籍者区分名称

新本籍 有

記号名

第7
2

(5)

有

有

4/16

処理名 1.0 確認画面(107条2項届)表示　2/2 (受取側) 107条2項届確認画面 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

データ編集表
作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

名称

受取側

頁

入力確認(107条2項届)

中間ファイル
(届書)
事件別内容

107条2項届
確認画面
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1 ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5/16

改定日付

管
外

氏変更者

条件

処理名 2.0　戸籍編製マトリクス表

本
籍
人

非
本
籍
人

本籍

項番

同籍者区分

無 他
構
成
員
の
み

新戸籍編製

 (注)新戸籍編製の場合、B.1は4.1編集後作成する。

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(戸籍法107条2項) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

管
内

氏変更者の戸籍

変
動
な
し

一
部
除
籍

A.2
C.2

A.1
4.1
B.1
5.1
D.1

新
戸
籍
編
製

氏変更者(6.2)

民変更者(6.2)

戸籍の変動

A.2
4.1
D.2

氏変更者(6.3)

氏変更者(6.1)

氏変更者(6.1)
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← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 6/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

受付事件コード ―――――――――

出張所番号 出張所番号

2901(戸籍法107条2項)を設定

受付日 受領日 送付日 ＝ 空白の時、受領日

送付日 ≠ 空白の時、送付日

事件発生日

送付日

事件発生日時 ―――――――――

事件発生時分 ―――――――――

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

証書提出区分 ――――――――― ｢0:届出｣を移送

渉外区分 渉外区分

郵送日 郵送日

発送日 ―――――――――

収日 ―――――――――

発日 ―――――――――

許可日 ―――――――――

指示日 ―――――――――

届出人資格区分1 ――――――――― 本人であるので移送しない

関連受領番号 ―――――――――

届出人氏名1 ―――――――――

届出人資格名称1 ―――――――――

届出人資格名称2 ―――――――――

届出人資格区分2 ―――――――――

届後本籍区分 ――――――――― 新本籍 ≠ スペースの時、2を移送

届出人氏名2 ―――――――――
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← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/共通

中間ファイル
(仮受付)
共通

届後本籍コード 中間ファイル
(届書)

新本籍コード

届後戸籍の筆頭者
―――――――――

新本籍 ≠ スペース:｢漢字氏(変更
後) + 漢字氏名(筆頭者)の名｣を移送

新本籍 ≠ スペースの時,移送

届後本籍 新本籍 新本籍 ≠ スペースの時,移送

(届後本籍が非本籍)かつ(在外送付区
分 ＝ 0)の場合は、1(未到着)を設
定。
上記以外は、0(不要)を設定。

送達確認1

―――――――――

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合は、1(送
付要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。
*本非区分は、共通部の項目を使用。

届書送付目録区分

―――――――――

決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分
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作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 8/16

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側) 中間ファイル(仮受付)/事件本人

第7
2

(5)
データ編集表

中間ファイル
(仮受付)
事件本人

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

事件本人区分 ―――――――――

行番号 ―――――――――

53:氏変更者 を設定

届出人区分 ――――――――― 1:事件本人 を設定

漢字氏名 漢字氏名(筆頭者)

カナ氏名 カナ氏名(筆頭者)

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日(筆頭者)

筆頭者 筆頭者漢字氏名

本籍 本籍(筆頭者)

事件本人の現本籍が、(本非区分 ＝
2)　かつ　(在外送付区分 ＝ 0)の場
合は、1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

送達確認2

―――――――――
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記録

特記

版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 9/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 戸籍事項(107条2項)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード

変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

行番号 ―――――――――

戸籍番号 中間ファイル
(届書)

―――――――――

出力区分 ――――――――― 0:可を設定

タイトルコード ――――――――― 2901:を設定

2901:を設定

管掌者コード ―――――――――

記録コード ―――――――――

――――――――― ｢戸籍法107条2項の届出｣を設定

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

許
可

新本籍 ＝ スペースのとき、｢漢字氏
名(筆頭者)の氏｣を移送

―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――

許可日 ―――――――――

許可を受けた日 ―――――――――

―――――――――

従
前
記
録

従前の記録

氏

特記事項 ―――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
戸籍事項

上記以外は移送しない。

記録日
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版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 5.1 個人特定(入籍)編集･出力 (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)個人特定 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)、戸籍処理

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

決裁処理で設定個人番号 ―――――――――

名称 記号名 名称 記号名

戸籍記録順位番号 ―――――――――

戸籍番号 ―――――――――

処理日がないときは送付日を設定

送付日もないときは受領日を設定

入籍日 中間ファイル
(届書)

処理日
(または送付日
 または受領日)

性別 ――――――――― 配偶者区分より判定し、設定

除籍日 ―――――――――

筆頭者区分 ――――――――― 1:筆頭者を設定

生年月日 生年月日(筆頭者)

父 ――――――――― 移記処理で設定

配偶者区分 配偶者区分

父母との続柄 ―――――――――

母 ―――――――――

養父母との続柄 ―――――――――

養母 ―――――――――

養父 ―――――――――

0:在籍者 を設定個人除区分 ―――――――――

中間ファイル
(仮戸籍)
個人特定

前個人番号 ―――――――――
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入籍

除籍

記録

特記

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 11/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 氏の変更者の記録(除籍) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

―――――――――

出力区分 ―――――――――

送
付

送付を受けた日 送付日

氏
変
更

受理者

本籍人のとき、個人番号を設定

行番号 ―――――――――

0:可を設定

タイトルコード ――――――――― 2901:｢氏の変更｣を設定

2901:
｢107条2項の変更者の記録｣を設定

記録コード ―――――――――

事件発生日 受領日

管掌者コード ―――――――――

氏変更の事由 ｢戸籍法107条2項の届出｣を移送

氏変更日 受領日

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

発送元 送付日 ≠ スペース:発送元を移送

許
可

許可日 ―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――

許可を受けた者 ―――――――――

除籍では不使用

入
戸
籍

戸
籍

従
前

本籍 ――――――――― 除籍では不使用

入籍日 ―――――――――

除
戸
籍

新本籍 新本籍

除籍では不使用

除籍日 処理日

筆頭者 ―――――――――

該当項目を移送

変更後の氏 漢字氏(変更後) 該当項目を移送

特記事項 ―――――――――

記録日 ―――――――――
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入籍

除籍

記録

特記

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 12/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 氏の変更者の記録(入籍) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

―――――――――

出力区分 ―――――――――

送
付

送付を受けた日 送付日

氏
変
更

受理者

本籍人のとき、個人番号を設定

行番号 ―――――――――

0:可を設定

タイトルコード ――――――――― 2901:｢氏の変更｣を設定

2901:
｢107条2項の変更者の記録｣を設定

記録コード ―――――――――

事件発生日 受領日

管掌者コード ―――――――――

氏変更の事由 ｢戸籍法107条2項の届出｣を移送

氏変更日 受領日

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

発送元 送付日 ≠ スペース:発送元を移送

許
可

許可日 ―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――

許可を受けた者 ―――――――――

入
戸
籍

戸
籍

従
前

本籍 本籍(筆頭者) 該当項目を移送

入籍日 処理日

除
戸
籍

新本籍 ―――――――――

該当項目を移送

除籍日 ――――――――― 入籍では不使用

筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

入籍では不使用

変更後の氏 ――――――――― 入籍では不使用

特記事項 ―――――――――

記録日 ―――――――――
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入籍

除籍

記録

特記

← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 13/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 氏の変更者の記録(変動なし) (受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項

中間ファイル
(仮戸籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル
(届書)

―――――――――

出力区分 ―――――――――

送
付

送付を受けた日 送付日

氏
変
更

受理者

本籍人のとき、個人番号を設定

行番号 ―――――――――

0:可を設定

タイトルコード ――――――――― 2901:｢氏の変更｣を設定

2901:
｢107条2項の氏の変更者の記録｣を設
定

記録コード ―――――――――

事件発生日 受領日

管掌者コード ―――――――――

氏変更の事由 ｢戸籍法107条2項の届出｣を移送

氏変更日 受領日

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

発送元 送付日 ≠ スペース:発送元を移送

許
可

許可日 ―――――――――

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――――

許可を受けた者 ―――――――――

変動なしでは不使用

入
戸
籍

戸
籍

従
前

本籍 ――――――――― 変動なしでは不使用

入籍日 ―――――――――

除
戸
籍

新本籍 ―――――――――

変動なしでは不使用

除籍日 ――――――――― 変動なしでは不使用

筆頭者 ―――――――――

変動なしでは不使用

変更後の氏 ――――――――― 変動なしでは不使用

特記事項 ―――――――――

記録日 処理日
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← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 14/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1 氏の変更者　編集･出力　1/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/氏の変更者

中間ファイル
(9条2項)
氏の変更者

受領番号 中間ファイル
(届書)

受領番号

市区町村コード 住所コード

出張所番号 出張所番号

市区町村部分だけのコード

宛名 ――――――――― 市区町村を宛名に変換した項目

29:107条2項届

受理日 受領日 OR 送付日 送付日がない場合は受領日を設定

事件コード ―――――――――

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 ――――――――― ｢漢字氏(変更後) + 漢字氏名(筆頭
者)の名｣を移送

個人番号 ―――――――――

新生年月日 生年月日(筆頭者)

旧氏名 漢字氏名(筆頭者)

新父母との続柄 ―――――――――

旧生年月日 生年月日(筆頭者)

新本籍コード 新本籍コード 新本籍 ≠ スペースの時、移送

旧父母との続柄 ―――――――――

新本籍 ≠ スペースの時、移送

旧本籍コード 本籍コード 新本籍 ≠ スペースの時、移送

新本籍 新本籍

新本籍 ≠ スペースの時、移送

新筆頭者 ――――――――― ｢漢字氏(変更後) + 漢字氏名(筆頭
者)の名｣を移送

旧本籍 本籍(筆頭者)

住所コード 住所コード

旧筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

方書

住所 住所

住民日

住定日 ―――――――――
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版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/16

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 7.1 氏の変更者　編集･出力　2/2 (受取側) 中間ファイル(9条2項)/氏の変更者 ← (引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

中間ファイル
(9条2項)
氏の変更者

世帯主 中間ファイル
(届書)

筆頭者世帯主

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

世帯主との続柄 ―――――――――
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(107条2項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 16/16

処理名 8.1 氏の変更者　編集･出力　1/1 (受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/氏の変更者 ←　(引渡側) 中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

方書

受領番号

出張所番号

市区町村コード

宛名

事件コード

受理日

個人番号

新氏名

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

新父母との続柄

旧父母との続柄

新本籍コード

新本籍

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

住所コード

住所

受領番号

出張所番号

―――――――――

受領日 OR 送付日

―――――――――

―――――――――

漢字氏名(筆頭者)

生年月日(筆頭者)

生年月日(筆頭者)

―――――――――

―――――――――

新本籍コード

新本籍

本籍コード

本籍(筆頭者)

―――――――――

漢字氏名(筆頭者)

住所コード

住所

新本籍 ≠ スペースの時、移送

新本籍 ≠ スペースの時、移送

新本籍 ≠ スペースの時、移送

新本籍 ≠ スペースの時、移送

｢漢字氏(変更後) + 漢字氏名(筆頭
者)の名｣を移送

｢漢字氏(変更後) + 漢字氏名(筆頭
者)の名｣を移送

中間ファイル
(30条の12第1
項)
氏の変更者

中間ファイル
(届書)

附票データ
ベース

中間ファイル
(届書)

在外選挙人名簿登録
市区町村コード

市区町村部分だけのコード

市区町村を宛名に変換した項目

29:107条2項届

送付日がない場合は受領日を設定

本籍人の場合は個人番号を設定
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29.107条3項届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.107条3項届による氏の変更業務処理範囲外の処理

　　･氏を変更する者の子について、(養)父母欄の氏を更正する場合(更正処理)

　　･事件本人が当該届出前に婚姻していた場合は審査結果入力処理で対応する。

　　･夫婦の筆頭者であった者が婚姻中に国籍喪失で除籍となっている場合

　2.107条3項届入力画面の意義

　　･氏の変更を行う当事者(筆頭者)の各項目を入力する。

　3.その他

版 頁

審査(107条3項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 1/1

改訂日付第7
2

(5)
システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付
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エラー履歴ファイル 出力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査

　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

3.処理概要

　(1)107条3項届の内容を画面入力する。
　(2)107条3項届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)107条3項届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)107条3項届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
　(6)入力確認(107条3項届)に制御を渡す。

中間ファイル(届書) 出力 5.備考(特記事項含む)

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入力

個人状態ファイル 入力

第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/9

改定日付

審 査

(107条3項届)
中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

入力画面

(107条3項届)

入力確認

(107条3項届)

個人状態

ファイル

戸籍データ

ベース
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/

/

/

/

/

YES

/

NO

NO

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集をおこなう。

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者 頁

2/9

版

3令和　年　月　日

改定日付

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付作業名

審査(107条3項届)

備考0.0　本紙処理名

メッセージをエラー履歴ファイルに出力する

確認と応答をエラー履歴ファイルに出力する

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

(1)届書内容を画面入力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

〔1.0〕

〔2,0〕

〔3.0〕

〔4.0〕

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

審査ｴﾗｰ

(18)入力画面を初期化する

(10)エラーメッセージを表示する

(11)確認メッセージを表示し、メッセージに対して
応答の後、以降の審査を続行する

確認

(12)エラーメッセージを表示する

NO

　→

　→

(16)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(17)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

/

(7)中間ファイル(届書)編集出力

(19)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

実行キー

PF1

PF2

PF10

PF11

PF12

その他

YES

YES

(20)同画面を編集する

(8)入力確認画面に制御を渡す

(13)同画面を編集する

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ カナ

13 ○ 漢字

14 ○ 漢字

15 漢字

16 漢字

17 ○ 英数

18 ○ 英数

19 ○ 数字

20 ○ 漢字

22 漢字

21 同籍者区分 ○ 数字 (0:無,1:配偶者のみ,2:配偶者+他構成員,3:他構成員のみ)
であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

戸20の2I

｢日付チェックサブルーチン｣

発送元

107条3項原因

外人配偶者氏名

(1:離婚,2:婚姻取消,3:配偶者死亡)であること

筆頭者世帯主

筆頭者住所

筆頭者生年月日

筆頭者婚姻解消日

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

○ 数字 (0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

1.0　単体チェック 入力画面(107条3項届)

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/9

改定日付

処理名 画面名 画面ID

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

支所No

受領No

受領日

送付日

本非区分

郵送日

筆頭者カナ氏名

筆頭者漢字氏名

変更後カナ氏

変更後漢字氏

筆頭者本籍

処理日

新本籍 戸20の2I

6 在外送付区分
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No

1

2

3

4

5

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

17-1

18

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

6

7

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、
(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日>(No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≧ (No.19)筆頭者婚姻解消日であること

(No.16)筆頭者世帯主 ≠ スペースの時、(No.15)筆頭者住所 ≠ スペースであること

(No.15)筆頭者住所 ＝ スペースの時、(No.16)筆頭者世帯主 ＝ スペースであること

(削除)

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(107の3項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 4/9

改訂日付

備考

(No.21)同籍者区分 ≠ 0:の時、(No.22)新本籍 ≠ スペースであること

戸20の2I

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

(No.21)同籍者区分 ＝ 0:の時、(No.22)新本籍 ＝ スペースであること

(No.11)筆頭者漢字氏名の氏 ≠ (No.13)変更後漢字氏であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日であること

(No.3)受領日 ≧ (No.17)筆頭者婚姻解消年月日であること

(No.8)本非区分 ＝ 1:本籍の時、(No.14)筆頭者本籍又は(No.22)新本籍が管内であること

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック 入力画面(107の3項届)

R2.1(107条3項18)

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ＝ スペースであること

戸20の2I
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YES

NO

/

YES

NO

/

/

/

/

YES

/

/

(10)

(12)

(13)

(14)

(0-3)→(0-6-1)へ

(0-4)→

(0-6)→(0-6-1)へ

1,2

YES

NO

(0-8)エラーメッセージ
｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示

(0-2)確認ﾒｯｾｰｼﾞ｢受領日と送付日が同一です。処理してよろしいですか?｣(YES,NO)

(4)本紙へ

(0-10)本紙へ

(3)確認メッセージ(YES,NO)
 ｢変更後の氏は当該届書で変更可能な氏ですか?｣を表示

(2)戸籍事項に107条2項届の記録がある(YES,NO)

(5)→(8)

(6)エラーメッセージ
 ｢当該届書は受理できません。｣を表示

NO

(8)筆頭者婚姻解消日 + 3箇月 > 受領日である(YES,NO)

(9)→

(11)本紙へ

YES

NO (15)エラーメッセージ
 ｢届出有効期間(3箇月以内)を経過しています。｣を表示

1

YES

頁

審査(107条の3項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 5/9

R2.1(107条3項19)

(0-9)→(1)

(1)本非区分(1:本籍,2:非本籍)

その他

(7)本紙へ

(0-7)同籍者区分(1:配偶者のみ,2:配偶者 + 他構成員,その他)

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 3.0　審査 備考

(0-1)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

R2.1(107条3項19)

(0-5)本紙へ 画面項目修正(審査完了しない)

戸107Ⅲ

不受理

戸107Ⅲ

受理

(10),(13),(14)欠番

戸43,戸107Ⅲ,民143

16,17欠番不受理

(0-6-1)筆頭者漢字氏名の名が未入力(YES,NO) R2.1(107条3項19)

R2.1(107条3項19)

R2.1(107条3項19)

YES

(0-6-4)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

(0-6-5)→

NO (0-6-7)→(0-7)へ

(0-6-2)確認メッセージ  (YES,NO)
　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

R2.1(107条3項19)

画面項目修正(審査完了しない）  R2.1(107条3項19)

R2.1(107条3項19)

(0-6-6)本紙へ

(0-6-3)本紙へ
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(19)筆頭者婚姻解消日 + 3箇月 > 受領日である(YES,NO)

(18)エラーメッセージ
 ｢当該届書は受理できません。｣を表示

2

(11)本紙へ

1

NO

戸43,戸107Ⅲ,民143

不受理
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YES

YES

(28)エラーメッセージ
｢当該届は受理できません。｣を表示

(29)エラーメッセージ
｢届出有効期間(3箇月)を経過しています。｣を表示

処理名 3.0　審査　2/2 備考

6/9

(21)本紙へ

(24)本紙へ

(30)本紙へ

NO

YES

NO

NO

2 (20)確認メッセージ(YES,NO)
｢戸籍法107条2項届で氏の変更をしていますか?｣を表示

(23)エラーメッセージ
｢当該届書は受理できません。｣を表示

(25)確認メッセージ(YES,NO)
｢変更後の氏は当該届書で変更可能な氏ですか?｣を表示

(26)→

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

審査(107条の3項届) システム化調査研究会

(22)→(25)

改訂日付 版 頁

平成 6年12月 1日

不受理

不受理

不受理

作成日付

戸107

受理

戸107Ⅲ

平成19年 3月 1日 11

27欠番
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中間ファイル(届書)
共通

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

ロック戸籍番号5

在外送付区分

受理送付区分

不受理申出処分区分
――――――――

事件別内容

ロック戸籍番号1

処理日

受領日 受領日

107条3項届入力画面

動態区分

郵送日

本非区分

――――――――

――――――――

――――――――

在外送付区分

ロック戸籍番号2

ZERO(不要)

選択事件コード ――――――――

処理日

許可日

出張所番号 支所No

送付日

――――――――

戸籍番号

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

郵送日

頁

7/92

受領No

――――――――

在外送付区分 ＝ 0の時、1
在外送付区分 ≠ 0の時、2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

審査(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(107条3項届)

版

1:(創設)

1:渉外

名称 記号名 名称 記号名

――――――――

本･非本

――――――――

受領番号

指示日

送付日

発送元

30を引き渡す

発送元

本籍人の時、筆頭者の戸籍番号

3/3参照
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処分区分 107条3項届入力画面

――――――――

審査(107条3項届)

決裁区分
――――――――

中間ファイル(届書)
共通

データ編集表
作業名

名称 記号名

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　2/3

第7
2

(5)

改定日付 版

届書排他区分 ――――――――

何も設定されていない場合に
0:未決裁を設定

システム化調査研究会

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

再入力の場合に　1:排他　を設定

名称 記号名

頁作成日付作成者

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通

8/9

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

←(引渡側)入力画面(107条3項届)

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考
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――――――――

筆頭者カナ氏名

新本籍 ≠ スペース:｢変更後カナ氏+
筆頭者カナ氏名の名｣を移送

新本籍 ≠ スペース:｢変更後漢字氏+
筆頭者漢字氏名の名｣を移送

――――――――

――――――――

新本籍

筆頭者住所

変更後漢字氏

配偶者氏名

筆頭者生年月日

1O7条3項原因

筆頭者本籍

同籍者区分

筆頭者婚姻解消日

DB･ファイル名
画面名称

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　3/3

受取側 引渡側

名称

作成日付

処理名

DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容

項目

名称

中間ファイル(届書)
事件別内容

届後戸籍筆頭者カナ
氏名

新本籍コード

新本籍

筆頭者漢字氏名

変更後カナ氏

筆頭者世帯主

本籍コード

本籍(筆頭者)

生年月日(筆頭者)

婚姻解消日(筆頭者)

審査(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

9/9

頁

記号名

107条3項届入力画面

改定日付

出力形態

Z9.,

備考

←(引渡側)入力画面(107条3項届)

本籍人のとき、個人番号を設定

版

届後戸籍筆頭者氏名

氏変更者個人番号

カナ氏名(筆頭者)

漢字氏名(筆頭者)

カナ氏(変更後)

漢字氏(変更後)

住所コード

住所(筆頭者)

世帯主(筆頭者)

配偶者氏名

同籍者区分

107条3項原因
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第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成11年 3月 1日 2.1 1/21

改訂日付

3.処理概要
　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　(2)戸籍変動情報を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。……………………(サンプル提示)
　(7)処分決定処理にに制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙 　　　　1.0データ編集表(入力確認画面)
　　　　　　　　　 2.0戸籍編製マトリックス
　　　　　　　　　 3.0データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　　 4.0データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[戸籍事項])
　　　　　　　　　 　　4.1戸籍事項(107条3項)
　　　　　　　　　 5.0データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[個人特定])
　　　　　　　　　 　　5.1個人特定(入籍:氏の変更者)
　　　　　　　　　 6.0データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[身分事項])
　　　　　　　　　 　　6.1身分事項(除籍:氏の変更者)
　　　　　　　　　 　　6.2身分事項(入籍:氏の変更者)
　　　　　　　　　 　　6.3身分事項(変動なし:氏の変更者)
　　　　　　　　　 7.0データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　 　　7.1氏の変更者
　　　　　　　　　 8.0データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)…(サンプル提示)
　　　　　　　　　 　　8.1氏の変更者

2.使用DB･ファイル一覧

名称

中間ファイル(9条2項) 出力

中間ファイル(届書) 入力

附票データベース

入出力区分 名称 入出力区分

1.詳細フロー

入力
(サンプル)

中間ファイル
(30条の12第1項)

出力
(サンプル)

5.備考(特記事項含む)
　戸籍事項(107条3項)[4.1]を編集した場合は、その後に戸籍事項(編製)B.1を作成する。

中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍) 出力

入力確認

(107条3項届)

中間ファイル

(仮受付)

入力確認

(107条3項届)

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(30条の12

第1項)

中間ファイル

(届書)

中間ファイル

(仮戸籍)

附票データ

ベース

(サンプル)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

NO

NO

/

YES

NO

(23)届出選択に制御を渡す

(24)審査に制御を渡す

(25)エラー履歴表示に制御を渡す

(27)同画面を編集する

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 2/21

改訂日付第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

備考

(1)中間ファイル(届書)の内容を碗認画面に出力し、
メッセージ｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下してください。｣を表示する

処理名 0.0　本紙

〔2.0〕
実行キー

/

(21)処分決定に制御を渡す

/

/

/

No.12～25欠番

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF11,その他)

〔1.0〕

PF1

※サンプル提示

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編成マトリックス表を参照
し、事件本人の戸籍変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

〔3.0〕

附票情報との連動により在外選挙人関連の対応
が戸籍システムで可能な場合処理(11-1)(11-2)

No.19,20欠番

(26)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

〔4.1〕

〔5.1〕

〔6･1〕

〔6･2〕

(7)戸籍法107条3項届の編集

(8)事件本人の個人特定情報の編集

(9)事件本人の除籍事項の編集

(10)事件本人の入籍事項の編集

戸籍事項

個人特定(入籍)

身分事項(除籍)

身分事項(入籍)

身分事項(変動なし) (11)事件本人の変動なし事項の編集 〔6.3〕

→

→

(22)業務選択に制御を渡す

PF2

PF5

PF11

その他

→

→

YES

(16)→(17)

(17)在外送付区分 ＝ 0:受理分　又は　2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(18)氏変更者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

→

〔7.1〕

(11-1)事件本人は在外選挙人である(YES,NO)

(6)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

〔8.1〕(11-2)事件本人について中間ファイル(30条の12第1項)を
編集･出力する

YES
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有

有

有

有

有

有

有

婚姻解消日(筆頭者)

配偶者氏名

画面ID

システム日付

処理日

本･非本

筆頭者世帯主

生年月日(筆頭者)

107条3項原因

筆頭者本籍

筆頭者婚姻解消日

107条3項原因

107条3項原因名称

筆頭者生年月日

配偶者氏名

受領日

カナ氏(変更後)

支所No

受領No

筆頭者住所

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/21

画面ID

システム日付

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(107条3項届)表示 1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)107条3項届確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

107条3項届確認画面

郵送日

カナ氏名(筆頭者)

住所コード

住所(筆頭者)

世帯主(筆頭者)

中間ファイル(届書)
共通

中間ファイル(届書)
事件別内容

発送元

在外送付区分

漢字氏名(筆頭者)

送付日

発送元

在外迭付区分

処理日

変更後カナ氏

変更後漢字氏

本･非本名称

郵送日

筆頭者漢字氏名

筆頭者カナ氏名

有

本非区分

支所番号

受領番号

受領日

送付日

漢字氏(変更後)

本籍コード

本籍(筆頭者)
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令和　年　月　日 1 4/21

処理名 1.0 確認画面(107条3項届)表示 2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

(受取側)107条3項届確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

107条3項届確認画面

新本籍 新本籍コード

新本籍

同籍者区分中間ファイル(届書)同籍者区分

同籍者区分名称

有

記号名 名称 記号名

有
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1 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○

7 ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ ○ ○

9 ○ ○ ○ ○

　(注)新戸籍編製の場合、B.1は4.1編集後作成する。

○ ○ ○

*審査結果入力

*審査結果入力

氏変更者(6.3)

*審査結果入力

*審査結果入力

項番

条件

氏変更者

本籍

本
籍
人

非
本
籍
人

無

同籍者区分

配偶考 他構成員 管
内

管
外

無有無有

処理名 2.0　戸籍編製マトリクス表

版 頁

入力確認(戸籍法107条3項) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 5/21

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者

○

戸籍の変動

一
部
除
籍

A.2
C.2

全
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

変
動
な
し

作成日付 改定日付

新戸籍編製

*審査結果入力 *審査結果入力

*審査結果入力

A.2
4.1
D.2

新
戸
籍
編
製

A.1
4.1
B.1
D.1

氏変更者の戸籍

*審査結果入力

6 ○

10 ○

氏変更者(6.2)

(5.1)

氏変更者(6.2)

(5.1)

○ ○

氏変更者(6.1)

氏養更者(6.1)
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届出人資格区分2 ――――――――

届出人氏名2 ――――――――

本人であるので移送しない

届出人資格名称1 ――――――――

届出人氏名1 ――――――――

届出人資格区分1 ――――――――

届出人資格名称2 ――――――――

関連受領番号 ―――――――― 移送データなし

許可日 ――――――――

指示日 ――――――――

収日 ――――――――

発日 ――――――――

郵送日 郵送日

｢0:届出｣を移送

発送日 ――――――――

証書提出区分 ――――――――

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時

事件発生時分 ―――――――― ZEROを移送

事件発生日

3001を設定

受付日 送付日
受領日

送付日 ≠ 空白の時、送付日
送付日 ＝ 空白の時、受領日

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮受
付)
共通

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード ――――――――

支所番号 支所番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 6/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

(届後本籍が非本籍)かつ(在外送付区
分 ＝ 0)の場合は、1(未到着)を設
定。
上記以外は、0(不要)を設定。

届書送付目録区分

――――――――

本非区分 ＝ 1(本籍）の場合は、
1(送付要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。
*本非区分は、共通部の項目を使用。

送達確認1

――――――――

新本籍 ≠ スペースの時、移送

新本籍 ≠ スペースの時、移送

届後戸籍の筆頭者
――――――――

新本籍 ≠ スペースの時、｢筆頭者の
変更後氏 + 筆頭者の名｣を移送。上
記以外、移送しない

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮受
付)
共通

届後本籍区分 中間ファイル(届書)
――――――――

届後本籍 新本箱

新本籍 ≠ スペースの時(2:新戸籍編
製)を移送
上記以外、移送しない

届後本籍コード 新本籍コード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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事件本人の現本籍が(本非区分 ＝ 2)
かつ(在外送付区分 ＝ 0)の場合は、
1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

送達確認2

――――――――

中間ファイル(仮受
付)
事件本人

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍(筆頭者)

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日(筆頭者)

1:事件本人を設定

漢字氏名 漢字氏名(筆頭者)

カナ氏名 カナ氏名(筆頭者)

行番号 ――――――――

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

事件本人区分 ―――――――― 53:氏変更者を設定

届出人区分 ――――――――

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力　3/3

受取側 引渡側

頁数

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 8/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版
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記録

特記 特記事項 ――――――――

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項

――――――――

　
記
録

従
前

従前の記録

――――――――

新本籍 ＝ スペースのとき、｢漢字氏
名(筆頭者)の氏｣を移送

上記以外は移送しない。

許
可

｢戸籍法107条3項の届出｣を移送

許可書謄本の
送付を受けた
日

――――――――

許可日 ――――――――

許可を受けた日 ――――――――

氏変更の事由

3001:を設定

事件発生日 受領日

記録コード ――――――――

0:可を設定

タイトルコード ―――――――― 3001:を設定

行番号 ――――――――

戸籍番号 中間ファイル(届書) ――――――――

出力区分 ――――――――

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏

記録日 ――――――――

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1戸籍事項(107条3項)編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成14年 3月 1日 6 9/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-29-19



0:在籍者 を設定個人除区分 ――――――――

中間ファイル(仮戸
籍)
個人特定

前個人番号 ――――――――

養父母との続柄 ――――――――

養母 ――――――――

養父 ――――――――

0:未 を設定

父 ―――――――― 移記処理で設定

母

配偶者区分 ――――――――

――――――――

父母との続柄 ――――――――

移記処理で設定

生年月日 生年月日(筆頭者)

筆頭者区分 ―――――――― 1:筆頭者 を設定

処理日 ＝ スペース　の時、送付日 を設定
送付日 ＝ スペース の時、受領日 を設定

除籍日 ――――――――

入籍日 中間ファイル(届審)
処理日
(又は送付日 又は受
領日)

性別 ――――――――

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定 ←(引渡側)中間ファイル(届書)、戸籍処理

決裁処理で設定

戸籍番号 ――――――――

戸籍記録順位番号

個人番号 ――――――――

――――――――

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1個人特定(入籍:氏の変更者)編集･出力

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 10/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-29-20



空白ページです

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) ←(引渡側)

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 11/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-29-21



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

除籍では不使用

筆頭者 ―――――――― 除籍では不使用

該当項目を移送

新本籍 新本籍 該当項目を移送

変更後の氏

除籍日 処理日

入籍日 ―――――――― 除籍では不使用

許可を受けた者 ――――――――

許可書謄本の送
付を受けた日 ――――――――

許可日 ――――――――

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

受理者 発送元 送付日 ≠ スペース:発送元を移送

｢戸籍法107条3項の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

――――――――

3001:｢氏の変更｣を設定

3001:
｢107条3項の氏の変更者の記録｣を設
定

管掌者コード ――――――――

記録コード

――――――――

本籍人のとき、個人番号を設定

行番号 ――――――――

0:を設定

本籍 ――――――――

許
可

漢字氏(変更後)

タイトルコード ――――――――

除
戸
籍

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル(届書)

出力区分 ――――――――

送
付

送付を受けた日 送付日

入
戸
籍

従
前
戸

籍

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 氏の変更者の記録(除籍)

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 12/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-29-22



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

該当項目を移送

筆頭者 漢字氏名(筆頭者) 該当項目を移送

入籍では不使用

入籍では不使用

新本籍 ―――――――― 入籍では不使用

変更後の氏

除籍日 ――――――――

入籍日 処理日

許可を受けた者 ――――――――

許可書謄本の送
付を受けた日

――――――――

許可日 ――――――――

送付日 ≠ スペース ＝ 送付日を移送

受理者 発送元 送付日 ≠ スペース:発送元を移送

｢戸籍法107条3項の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

――――――――

3001:｢氏の変更｣を設定

3001:｢107条3項の氏の変更者の記録｣
を設定

管掌者コード ――――――――

記録コード

――――――――

本籍人のとき、個人番号を設定

行番号 ――――――――

0:可を設定

本籍 本籍

許
可

――――――――

タイトルコード ――――――――

除
戸
籍

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル(届書) ――――――――

出力区分 ――――――――

送
付

送付を受けた日 送付日

入
戸
籍

従
前
戸

籍

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2 氏の変更の記録(入籍)

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 13/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-29-23



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 処理日

変動なしでは不使用

筆頭者 ―――――――― 変動なしでは不使用

変動なしでは不使用

変動なしでは不使用

新本籍 ―――――――― 変動なしでは不使用

変更後の氏

除籍日 ――――――――

入籍日 ―――――――― 変動なしでは不使用

許可を受けた者 ――――――――

許可書謄本の送
付を受けた日 ――――――――

許可日 ――――――――

送付日 ≠ スペース ＝ 送付日を移送

受理者 発送元 送付日 ≠ スペース:発送元を移送

｢戸籍法107条3項の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

――――――――

3001:｢氏の変更｣を設定

3001:｢107条3項の氏の変更者の記録｣
を設定

管掌者コード ――――――――

記録コード

――――――――

本籍人のとき、個人番号を設定

行番号 ――――――――

0:可を設定

本籍 ――――――――

許
可

――――――――

タイトルコード ――――――――

除
戸
籍

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

個人番号 中間ファイル(届書) ――――――――

出力区分 ――――――――

送
付

送付を受けた日 送付日

入
戸
籍

従
前
戸

籍

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3 氏の変更者の記録(変動なし)

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 14/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-29-24



空白ページです

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) ←(引渡側)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名

受取側 引渡側

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 15/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

 7-2-(5)-29-25



記号名 名称 記号名

空白ページです

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

処理名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(107条3項届)

(受取側) ←(引渡側)

システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 16/21

 7-2-(5)-29-26



住民日 ――――――――

中間ファイル(9条2
項)
氏の変更者

方書

住定日 ――――――――

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

新筆頭者 ―――――――― ｢漢字氏(変更後) + 漢字氏名(筆頭
者)の名｣を移送

旧本籍 本籍(筆頭者)

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 ――――――――

新父母との続柄 ――――――――

旧生年月日 筆頭者生年月日

新生年月日 筆頭者生年月日

旧氏名 漢字氏名(筆頭者)

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 ―――――――― ｢漢字氏(変更後)+漢字氏名(筆頭者)
の名｣を移送

個人番号 ――――――――

市区町村を宛名に変換した項目

30:107条3項届

受理日 受領日　OR送付日 送付日がない場合は、受領日を設定

事件コード

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード

出張所番号 出張所番号

宛名 ――――――――

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.1氏の変更者　編集･出力　1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(9条2項)/氏の変更者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 17/21

市区町村部分だけのコード

 7-2-(5)-29-27



中間ファイル(9条2
項)
氏の変更者

世帯主 中間ファイル(届書) 筆頭者世帯主

世帯主との続柄 ――――――――

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 18/21

処理名 7.1氏の変更者　編集･出力　2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(107条3項届)

(受取側)中間ファイル(9条2項)/氏の変更者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

 7-2-(5)-29-28



処理名

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

空白ページです

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

頁

19/21

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2

(受取側) ←(引渡側)

 7-2-(5)-29-29



記号名 名称 記号名

空白ページです

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

処理名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 20/21

(受取側) ←(引渡側)

 7-2-(5)-29-30



作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(107条3項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成11年 3月1日 2.1 21/21

処理名 8.1氏の変更者　編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)中間ファイル(30条12第1項)/氏の変更者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

事件コード

受領番号

出張所番号

――――――――

中間ファイル(30条
の12第1項)
氏の変更者

附票データベース

中間ファイル(届書)

在外選挙人名簿
登録市区町村コード

送付日又は受領日 送付日がない場合は受預日を設定

市区町村部分だけのコード

市区町村を宛名に変換した項目

新性別

旧性別

筆頭者生年月日

漢字氏名(筆頭者)

新生年月日 ――――――――

新本籍 新本籍

新本籍コード

本籍コード

住所コード

本籍(筆頭者)

住所

方書

転入届出日

住所

旧筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

住所コード

中間ファイル(届書)

新氏名

新筆頭者

――――――――

――――――――

――――――――

本籍人の場合は個人番号を設定

｢漢字氏(変更後) + 漢字氏名(筆頭
者)の名｣を移送

筆頭者の父母との続柄を性別に変換
して性別コードを設定

｢漢字氏(変更後) + 漢字氏名(筆頭
者)の名｣を移送

30:107条3項届

受領番号

出張所番号

個人番号

旧本籍

新本籍コード

旧生年月日

旧本籍コード

旧氏名

受理日

宛名

市区町村コード

 7-2-(5)-29-31



30.107条4項届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.107条4項届による氏の変更業務処理範囲外の処理

　　･事件本人の成年後見人から届出がされた場合
　　･複数の未成年後見人から届出がされた場合

　2.107条4項届入力画面の意義

　　･氏の変更を行う当事者(氏変更人)の各項目を入力する。

　3.その他

　　･添付資料
　　　　氏変更許可の審判書の謄本および審判確定証明書

版 頁

審査(107条4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1 1/1

改訂日付第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-30-1



版 頁

審査(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/13

改定日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入力

個人状態ファイル 入力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　3.0 審査　　　3.1 審査(届出人資格:事件本人15歳以上)

　　　　　　　　　　　　　　　3.2 審査(届出人資格:事件本人15歳未満)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(法定代理人)
　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

3.処理概要

　(1)107条4項届の内容を画面入力する。
　(2)107条4項届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)107条4項届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)107条4項届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
　(6)入力確認(107条4項届)に制御を渡す。

中間ファイル(届書) 出力 5.備考(特記事項含む)

　(1)未成年者の年齢計算について
　　･年齢計算基準日:受領日を基準日として計算する。

1.詳細フロー

エラー履歴ファイル 出力

審 査

(107条4項届)
中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

入力画面

(107条4項届)

入力確認画面

(107条4項届)

個人状態

ファイル

戸籍

データベース
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/

/

/

/

/

YES

/

NO

NO

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集をおこなう。

(20)同画面を編集する

(8)入力確認画面に制御を渡す

(13)同画面を編集する

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

入力項目が入力禁止のときのみ有効

/

(7)中間ファイル(届書)編集出力

(19)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

実行キー

PF1

PF2

PF10

PF11

PF12

その他

YES

YES

(18)入力画面を初期化する

(10)エラーメッセージを表示する

(11)確認メッセージを表示し、メッセージに対して
応答の後、以降の審査を続行する

確認

(12)エラーメッセージを表示する

NO

　→

　→

(16)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(17)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(1)届書内容を画面入力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

〔1.0〕

〔2.0〕

〔3.0〕

〔4.0〕

(6)審査(OK:YES,NG:NO)

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

審査エラー

備考0.0　本紙処理名

メッセージをエラー履歴ファイルに出力する

確認と応答をエラー履歴ファイルに出力する

審査エラー発生時のみ有効

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者 頁

2/13

版

1令和　年　月　日

改定日付

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付作業名

審査(107条4項届)
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ カナ

13 ○ 漢字

14 漢字

15 漢字

16 ○ 漢字

17 ○ 漢字

18 ○ 数字

19 ○ 数字

20 ○ 英数

21 ○ 英数

22 ○ 数字

23 ○ 漢字

24

処理日

本非区分

郵送日

氏変更人カナ氏名

氏変更人漢字氏名

変更後カナ氏

変更後漢字氏

氏変更人住所

氏変更人本籍

氏変更人世帯主

氏変更人筆頭者

氏変更人筆頭者区分

審判確定日

外国人父母区分

外国人父母氏名

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

戸20の2II

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

支所No

受領No

受領日

送付日

1.0　単体チェック　1/2 入力画面(107条4項届)

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(107条4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/13

改定日付

処理名 画面名 画面ID

(0:構成員,1:筆頭者)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

6 在外送付区分 ○ 数字 (0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:父,1:母,2:養父,3:養母)であること

発送元

氏変更人配偶者区分

氏変更人生年月日

(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

漢字○新本籍
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No 必須 属性

27 漢字

28 漢字

25 届出人資格1 数字 (000:未入力,016:親権者父,019:親権者養父,
 110:未成年後見人,
 017:親権者母,020:親権者養母,098:事件本人)であること

26 届出人資格2 数字 (000:未入力,016:親権者父,019:親権者養父,
 110:未成年後見人,
 017:親権者母,020:親権者養母,098:事件本人)であること

届出人氏名2

処理名 画面名 画面ID

1.0　単体チェック表　2/2 入力画面(107条4項届)

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

データチェック(単体表)
作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(107条4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 4/13

届出人氏名1

第7
2

(5)
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No

1

2

3

4

5

8

9

10

11

12

13

13-1

13-2

14

15

16

17

19

20

6

7

18

21 (No.26)届出人資格2 ＝ 098:事件本人の時、
　(No.28)届出人氏名2 ＝ (No.11)氏変更人漢字氏名であること

処理名 画面名 画面ID

　2.0 関連チェック　1/2 　入力画面(107の4項届)

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

備考

(No.15)氏変更人世帯主 ≠ スペースの時、(No.14)氏変更人住所 ≠ スペースであること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分であること

(No.26)届出人資格2 ≠ 000:未入力の時、(No.28)届出人氏名2 ≠ スペースであること

(No.26)届出人資格2 ＝ 000:未入力の時、(No.28)届出人氏名2 ＝ スペースであること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

(No.14)氏変更人住所 ＝ スペースの時、(No.15)氏変更人世帯主 ＝ スペースであること

(No.25)届出人資格1 ≠ (No.26)届出人資格2であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.3)受領日 ≧ (No.21)審判確定日であること

(No.8)本非区分 ＝ 1:本籍の時、(No.16)氏変更人本籍 又は (No.24) 新本籍が管内であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≧ (No.21)審判確定日であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ (No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.25)届出人資格1 ＝ 098:事件本人の時、
　(No.27)届出人氏名1 ＝ (No.11)氏変更人漢字氏名であること

(No.25)届出人資格1 ≠ 000:未入力の時、(No.27)届出人氏名1 ≠ スペースであること

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者

(No.25)届出人資格1 ＝ 000:未入力の時、(No.27)届出人氏名1 ＝ スペースであること

(No.27)届出人資格1 ≠ スペースの時、(No.27)届出人氏名1 ≠ (No.28)届出人氏名2であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ＝ スペースであること

作成日付 版 頁

審査(107の4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 5/13

改訂日付
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No

22

25

2.0 関連チェック表　2/2 入力画面(107の4項届)

処理名

第7
2

(5) 6/13

画面名 画面ID

データチェック(関連表)
作業名 作成者 作成日付 改訂日付

内容 備考

(No.11) 氏変更人漢字氏名の氏 ≠ (No.13) 変更後の漢字氏であること

R2.1(107条4項28)(削除)

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

版 頁

審査(107の4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

23

24

(No.25) 届出人資格1 ＝ 110:未成年後見人の時,(No.27) 届出人氏名1 ≠ スペース かつ
(No.26) 届出人資格2 ＝ 000:未入力 かつ (No.28) 届出人氏名2 ＝ スペース であること

(No.26) 届出人資格2 ＝ 110:未成年後見人の時,(No.28) 届出人氏名2 ≠ スペース かつ
(No.25) 届出人資格1 ＝ 000:未入力 かつ (No.27) 届出人氏名1 ＝ スペース であること
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YES

NO

NO

/

YES

NO

NO /

/

/

/

/

/

/

/

YES

NO

R2.1(107条4項28)

0

NO

1

R2.1(107条4項28)

R2.1(107条4項28)

(14)変更後漢字氏 ＝ 外国人父母氏名の氏(YES,NO)

(15)→ (16)本紙へ

(17)確認メッセージ
「変更後の氏と外国人父母の氏が異なりますが、よろしいですか?」(YES,NO)

R2.1(107条4項28)

(10)審査(届出人資格:事件本人15歳未満)処理[3.2]

(11)→

(13)エラーメッセージ
｢筆頭者は届出できません。｣を表示

処理名 3.0　審査　1/4 備考

(0-1)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

R2.1(107条4項25)

(0-2)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣(YES,NO)

YES (0-3)→(0-7)へ

(0-4)→

(0-6)→(0-7)へ

(1)氏の変更者の生年月日 + 15年(15歳以上) ≦ 受領日(YES,NO)

YES

0

1

頁

審査(107条の4届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和 2年 3月31日 R2.1 7/13

第7
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(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

(0-12)本紙へ

R2.1(107条4項25)

R2.1(107条4項25)

R2.1(107条4項25)

(0-7)氏変更人漢字氏名の名が未入力(YES,NO) R2.1(107条4項25)

(2)氏変更人筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

(3)氏変更人配偶者区分(0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)

(4)審査(届出人資格:事件本人15歳以上)処理[3.1]

(0-8)確認メッセージ  (YES,NO)
　　「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか。」を表示

(0-10)エラーメッセージ 「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

(0-11)→

YES

(0-13)→(1)へ

画面項目修正(審査完了しない）  R2.1(107条4項25)

R2.1(107条4項25)

0

1,2

(5)→(14)へ

(6)エラーメッセージ
｢配偶者は届出できません。｣を表示

(7)エラーメッセージ
｢生存配偶者は届出できません。｣を表示

画面項目修正(審査完了しない)

R2.1(107条4項25)

昭和59.11.1民事5500号通達第2の4の(3)のウ

不受理                         R2.1(107条4項28)

(0-5)本紙へ

R2.1(107条4項28)

不受理                         R2.1(107条4項28)

(0-9)本紙へ

(9)氏変更人筆頭者区分(0:構成員,1:筆頭者)

3

不受理                         R2.1(107条4項28)

R2.1(107条4項28)

R2.1(107条4項28)

(12)本紙へ

(8)エラーメッセージ
｢筆頭者は届出できません。｣を表示

 7-2-(5)-30-8



YES

NO

NO

R2.1(107条4項28)

R2.1(107条4項28)(18)→

(20)→

(19)本紙へ

(21)本紙へ
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/

/

/

/

/

/

/(12) (12)～(18)は削除

(16)

(17)

(13) (14)

(15)

(18)

その他 (10)エラーメッセージ
　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示

不受理

　(11)→ (11-1)3.0審査へ

(9-4)3.0審査へ ｢N｣のとき不受理

その他 (9-3)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

不受理

110 (9-1)届出人資格2(000:未入力,その他)

098 (6)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (7)→(11)

不受理

000 (9-2)確認メッセージ
　｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか。｣
を表示

その他 (8)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(9)3.0審査へ 不受理

000 (2)届出人資格2(098:事件本人,110:未成年後見人,その他)

098 (3)→(11)

110 (3-1)確認メッセージ
　｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか。｣を表示

(5)3.0審査へ ｢N｣のとき不受理

その他 (4)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

処理名 3.1 審査(届出人資格:事件本人15歳以上)　2/4 備考

(1)届出人資格1(000:未入力,098:事件本人,110:未成年後見人,その他)

版 頁

審査(107条の4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 8/13

改訂日付第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付
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YES

NO

/

YES

NO

YES

NO

/

YES

NO

016,019 (24)確認メッセージ
　｢共同親権ですか?｣を表示

不受理

017,020 (19)届出人資格2(000:未入力,016:親権者父,019:親権者養父,その他)

000 (20)確認メッセージ(YES,NO)
　｢単独親権ですか?｣を表示

(21)3.0審査へ

(22)→ 受理

(23)→ 不受理

016,019 (10)届出人資格2(000:未入力,017:親権者母,020:親権者養母,その他)

000

017,020 (15)確認メッセージ(YES,NO)
　｢共同親権ですか?｣を表示

(16)→ 受理

(17)→ 不受理

(11)確認メッセージ(YES,NO)
　｢単独親権ですか?｣を表示

(12)3.0審査へ

(13)→ 受理

(14)→ 不受理

その他 (18)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣と表示

(5)→ 受理

(6)→ 不受理

110 (7)→(33)

000 (2)届出人資格2(016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,
　020:親権者養母,110:未成年後見人,その他)

/

016,017,0
19,020

(3)確認メッセージ(YES,NO)
　｢単独親権ですか?｣を表示

(4)3.0審査へ

その他 (8)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣と表示

(9)3.0審査へ 不受理

処理名 3.2 審査(届出人資格:事件本人15歳未満)　3/4 備考

(1)届出人資格1(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,
　020:親権者養母,110:未成年後見人,その他)

/

版 頁

審査(107条の4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 9/13

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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/

/

/

/

不受理

No (38)→ 受理

YES (34)氏の変更者の身分事項に未成年後見人事項がある(YES,NO)

YES (35)→ (36)3.0審査へ 受理

NO (37)エラーメッセージ

｢事件本人に未成年後見事項がありません。未成年後見人は届出
人にはなれません。｣を表示

(33)氏の変更者は本籍人である(YES,NO)

(29)→(33)

その他 (30)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

(31)3.0審査へ 不受理

110 (28)届出人資格2(000:未入力,その他)

000

その他 (32)エラーメッセージ
　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示

不受理

017,020 016,019 YES (25)→ 受理

NO (26)→ 不受理

その他 (27)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示

不受理

平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 10/13

処理名 3.2 審査(届出人資格:事件本人15歳未満)　4/4 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(107条の4項届) システム化調査研究会

 7-2-(5)-30-12



在外送付区分 ＝ 0の時、1
在外送付区分 ≠ 0の時、2

許可日

107条4項届入力画面

――――――――

本非区分

発送元 発送元

――――――――

31を引き渡す

送付日

受領日

受領No

受領日

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

選択事件コード ――――――――

出張所番号 支所No

改定日付

審査(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(107条4項届)

不受理申出処分区分 ――――――――

中間ファイル(届書)
共通

ロック戸籍番号5

事件別内容

1:(創設)

3/3参照

版 頁

11/132

――――――――

ZERO(不要)

ロック戸籍番号2

受領番号

指示日

1:渉外

本籍人の時、氏の変更者の戸籍番号

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

在外送付区分

郵送日

戸籍番号

――――――――

処理日

――――――――

ロック戸籍番号1

送付日

――――――――届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

在外送付区分

受理送付区分

処理日

動態区分

郵送日

本非区分
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審査(107条4項届) システム化調査研究会

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名

処分区分 107条4項届入力画面

――――――――

再入力の場合に1:排他を設定

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 2 12/13

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 2/3

第7
2

(5)

作成者 改定日付

(受取側) 中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(107条4項届)

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

頁作成日付
データ編集表

作業名

名称 記号名 名称

版

届書排他区分 ――――――――

決裁区分
――――――――

何も設定されていない場合に
0:未決裁を設定

中間ファイル(届書)
共通
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審判確定日

氏変更者個人番号

カナ氏名(氏変更者)

漢字氏名(氏変更者)

変更後カナ氏

変更後漢字氏

世帯主

本籍コード

本箱(氏変更者)

生年月日

住所(氏変更者)

筆頭者

筆頭者区分

配偶者区分

107条4項届入力画面

――――――――

――――――――

新本籍

氏変更人配偶者区分

氏変更人生年月日

外国人父母氏名

氏変更人世帯主

氏変更人住所

外国人父母区分

外国人父母氏名

新本籍コード

新本籍(氏変更者)

届出人資格1

届出人資格2

届出人氏名1

届後戸籍筆頭者カナ
氏名

届後戸籍筆頭者

届出人資格1

届出人資格2

届出人氏名1

届出人氏名2

――――――――

氏変更人カナ氏名

新本籍 ≠ スペース:｢変更後カナ氏+
氏変更人カナ氏名の名｣を移送

新本籍 ≠ スペース:｢変更後漢字氏+
氏変更人漢字氏名の名｣を移送

中間ファイル(届書)
事件別内容

本籍人のときは、個人番号を設定

変更後漢字氏

審判確定日

外国人父母区分

氏変更人筆頭者

作業名 作成者

名称

作成日付

処理名

DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(107条4項届)4.0 中間ファイル(届書)編集･出力 3/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考

記号名

項目

名称 記号名

版 頁第7
2

(5)
データ編集表

令和　年　月　日 1 13/13

改定日付

氏変更人本籍

住所コード

届出人氏名2

DB･ファイル名
画面名称

氏変更人漢字氏名

変更後カナ氏

審査(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

氏変更人筆頭者区分
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中間ファイル(届書) 入力

出力

出力

出力

中間ファイル(仮受付)

中間ファイル(仮戸籍)

中間ファイル(9条2項)

3.処理概要

　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　(2)戸籍変動情報を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)処分決定処理にに制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙 　　　1.0 データ編集表(入力確認画面)
　　　　　　　　 2.0 戸籍編集マトリックス
　　　　　　　 　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　 　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍〔戸籍事項〕)
　　　　　　　　　　 4.1 戸籍事項(107条4項)
　　　　　　　 　5.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍〔個人特定〕)
　　　　　　　　　　 5.1 個人特定(入籍)
　　　　　　　 　6.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍〔身分事項〕)
　　　　　　　　　　 6.1 身分事項(除籍)
　　　　　　　　　　 6.2 身分事項(入籍)
　　　　　　　 　7.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　 7.1 氏の変更者

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

1.詳細フロー

5.備考(特記事項含む)

　戸籍事項(107条4項)[4.1]を編集した場合は、その後に戸籍事項(編製)B.1を作成する。

版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/14

改定日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

入力確認

(107条4項届)

中間ファイル

(仮受付)

入力確認

(107条4項届)

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(届書)

中間ファイル

(仮戸籍)
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/

/

/

/

/

/

/

/

NO /

/

YES

NO

PF11

その他

YES (6)戸籍の変動状況をもとに、中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

実行キー

PF1

PF2

PF5 →

→

〔7.1〕

(11)→(12)

(12)在外送付区分 ＝ 0:受理分 又は 2:在外公館の直接送付 である(YES,NO)

(13)氏の変更者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(19)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

戸籍事項

個人特定(入籍)

身分事項(除籍)

身分事項(入籍)

→

〔4.1〕

〔5.1〕

〔6･1〕

〔6･2〕

(7)戸籍法107条4項届の編集

(8)氏変更人の個人特定情報の編集

(9)氏変更人の除籍事項の編集

(10)氏変更人の入籍事項の編集

→

→

(15)業務選択に制御を渡す

(16)届出選択に制御を渡す

(17)審査に制御を渡す

(18)ｴﾗｰ履歴表示に制御を渡す

(20)同画面を編集する

/

/

(14)処分決定に制御を渡す

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照
し、事件本人の戸籍変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

〔3.0〕

処理名 0.0　本紙

〔2.0〕

備考

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、
　 メッセージ｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下して下さい。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF11、その他)

〔1.0〕

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/14

改定日付

 7-2-(5)-30-17



支所番号

受領日

送付日

郵送日

カナ氏名(氏変更人)

世帯主

本籍コード

本籍(氏変更人)

中間ファイル(届書)
共通

中間ファイル(届書)
事件別内容

発送元

在外送付区分

漢字氏名(氏変更人)

変更後カナ氏

変更後漢字氏

住所コード

住所(氏変更人)

本非区分

筆頭者区分

配偶者区分

受領日

送付日

発送元

在外送付区分

郵送日

氏変更人漢字氏名

変更後カナ氏

変更後漢字氏

本･非本

本･非本名称

氏変更人カナ氏名

氏変更人世帯主

氏変更人本籍

有

有

有

有

有

有

筆頭者

処理日 処理日 有

システム日付 システム日付

画面ID 画面ID

受領番号

支所No

受頭No

記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(107条4項届)表示 1/2

受取側 引渡側

107条4項届確認画面

氏変更人住所

氏変更人筆頭者区分

氏変更人筆頭者区分名称

氏変更人配偶者区分

氏変更人筆頭者

氏変更人配偶者区分名称

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)107条4項届確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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届出人資格2

届出人氏名1

届出人資格2名称

届出人氏名2

107条4項届確認画面

新本籍

中間ファイル(届書)
事件別内容

外国人父母区分

届出人資格1

届出人資格2

外国人父母氏名

届出人資格1

届出人資格1名称

新本籍(氏変更人)

届出人氏名1

届出人氏名2

有

有

氏変更人生年月日

審判確定日

外国人父母区分

外国人父母区分名称

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日

有

生年月日

審判確定日

新本籍コード

令和　年　月　日 1 4/14

(引渡側)中間ファイル(届書)

有

記号名 名称 記号名

有

有

外国人父母氏名

引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

受取側

処理名 1.0 確認画面(107条4項届)表示 2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(107条4項届)

(受取側)107条4項届確認画面
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氏変更者
6.2

氏変更者
6.2

○

氏変更者
6.1

○

○○

○

　(注)新戸籍編製の場合、B.1は4.1編集後作成する。

氏変更者
6.1

氏変更者
6.2

氏変更者
6.1

氏変更者
6.2

氏変更者
6.1

○6

○

○

○

○

○

○ ○5

○

○

○

○

1

4

作成者

○

項番 条件

2

3

管
外

氏変更者

本
籍
人

非
本
籍
人

有 無

本籍 他の在籍者 新戸籍編
製

戸籍の変動

氏変更者の戸籍 新
戸
籍
編
製

A.1
4.1
B.1
5.1
D.1

全
部
除
籍

A.2
C.2

一
部
除
籍

A.2
B.2
C.2

管
内

作成日付 改定日付

処理名 2.0　戸籍編製マトリックス表

版 頁

入力確認(戸籍法107条4項) システム化調査研究会 平成6年 2月 1日 令和　年　月　日 1 5/14

第7
2

(5)
補足説明書

作業名

 7-2-(5)-30-20



2:新戸籍編製届後本籍区分 ――――――――

中間ファイル(仮受
付)
共通

届出人資格 ＝ 098のときは、未設
定。その他は資格及び氏名を移送す
る。(但し、届出人資格1が000(未入
力)の場合は、届出人資格2の内容を1
へつめて移送する。)

届出人資格名称1 有

届出人氏名1 届出人氏名1

届出人資格区分1 届出人資格1

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格名称2 有

関連受領番号 ――――――――

許可日 ――――――――

指示日 ――――――――

収日 ――――――――

発日 ――――――――

郵送日 郵送日

｢0:届出｣を移送

発送日 ――――――――

証書提出区分 ――――――――

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時 ――――――――

受付日 受領日
送付日

送付日 ＝ スペースのとき　受領日
送付日 ≠ スペースのとき　送付日

事件発生時分 ――――――――

事件発生日

支所番号 支所番号

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード ――――――――

届出人資格区分2 届出人資格2

3201を設定

記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 6/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分

変更後漢字氏 + 漢字氏名の名を移送

(届後本籍が非本籍)かつ
(在外送付区分 ＝ 0)の場合は、
1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

届書送付目録区分

――――――――

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合は、1(送
付要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。
*本非区分は、共通部の項目を使用。

送達確認1

――――――――

――――――――

名称 記号名

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考

中間ファイル(仮受
付)
共通

届後本籍コード 中間ファイル(届書) 新本籍コード

届後戸籍の筆頭者

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

届後本籍 新本籍(氏変更人)

7/14

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(107条4項届)

記号名

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←(引渡側)中間ファイル

事件本人の現本籍が
(本非区分 ＝ 2)かつ
(在外送付区分 ＝ 0)の場合は、
1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

送達確認2
――――――――

中間ファイル(仮受
付)
事件本人

中間ファイル(届書)

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍(氏変更人)

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

漢字氏名 漢字氏名(氏変更人)

カナ氏名 カナ氏名(氏変更人)

53:氏変更者を設定

届出人資格1又は2 ＝ 098:1を設定
それ以外:0を設定

届出人区分 ――――――――

行番号 ――――――――

受領番号 受領番号

事件本人区分

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

――――――――

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力　3/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 8/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

 7-2-(5)-30-23



記録

特記

記録日 ――――――――

特記事項 ――――――――

　
記
録

従
前

従前の記録

――――――――

許
可

許可を受けた日 ――――――――

氏

許可書謄本の
送付を受けた
日

――――――――

許可日 ――――――――

―――――――― ｢戸籍法107条4項の届出｣を移送

氏
変
更

氏変更日 受領日

氏変更の事由

事件発生日 受領日

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

行番号 ――――――――

戸籍番号 中間ファイル(届書) ――――――――

出力区分 ―――――――― 0:可を設定

タイトルコード 3101:を設定

3101:を設定

記号名 名称 記号名

処理名 4.1戸籍事項(107条4項)編集･出力

受取側 引渡側

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項

――――――――

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成14年 3月1日 6 9/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

 7-2-(5)-30-24



0:在籍者 を設定個人除区分 ――――――――

中間ファイル(仮戸
籍)
個人特定

決裁処理で設定

前個人番号 ――――――――

養父母との続柄 ――――――――

養母 ――――――――

養父 ――――――――

0:未 を設定

父 ―――――――― 移記処理で設定

母

配偶者区分 ――――――――

――――――――

父母との続柄 ――――――――

移記処理で設定

処理日 ＝ スペース　の時、送付日
を設定
送付日 ＝ スペース の時、受領日
を設定

除籍日 ――――――――

性別

筆頭者区分 ―――――――― 1:筆頭者 を設定

生年月日 生年月日

入籍日 中間ファイル(届書) 処理日
(又は送付日又は受
領日)

――――――――

戸籍番号 ――――――――

個人番号 ――――――――

戸籍記録順位番号 ――――――――

記号名

処理名 5.1 個人特定(入籍)編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)個人特定 ←(引渡側)中間ファイル(届書)、戸籍処理

版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

 7-2-(5)-30-25



入籍

除籍

記録

特記 特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

変更後漢字氏 該当項目を移送

除
戸
籍

新本籍 新本籍(氏変更人) 該当項目を移送

変更後の氏

除籍日 処理日

除籍では不使用

筆頭者 ―――――――― 除籍では不使用

除籍では不使用

許可書謄本の
送付を受けた
日

――――――――

許可日 ――――――――

許可を受けた者 ――――――――

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

受理者 発送元 送付日 ≠ スペース:発送元を移送

｢戸籍法107条4項の届出｣を移送

送
付

送付を受けた日 送付日

届出人資格1･2の何れかが、098
(事件本人)の場合は、移送しない。
上記以外は、*1を参照。届出人氏名 届出人氏名1･2

届
出

届
出
人

届出人資格 届出人資格1･2

事件発生日 受領日

管掌者コード ――――――――

受領日

3101:｢氏の変更｣を設定

記録コード 3101:
｢107条4項の氏の変更者の記録｣を設
定

――――――――

タイトルコード

許
可

本籍人のとき、個人番号を設定

行番号 ――――――――

0:可を設定

個人番号 中間ファイル(届書)

出力区分 ――――――――

氏
変
更

入
戸
籍

 
戸
籍

従
前

本籍 ――――――――

入籍日 ――――――――

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

氏変更の事由 ――――――――

氏変更日

――――――――

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 11/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 6.1 氏の変更者の記録(除籍) (受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

 7-2-(5)-30-26



入籍

除籍

記録

特記

入籍では不使用

特記事項 ――――――――

記録日 ――――――――

中間ファイル(届書)

該当項目を移送

入籍では不使用

入籍では不使用除
戸
籍

新本籍 ――――――――

除籍日 ――――――――

変更後の氏 ――――――――

入
戸
籍

 
戸
籍

従
前

本籍 本籍(氏変更人)

入籍日 処理日

該当項目を移送

筆頭者 筆頭者

許可書謄本の送
付を受けた日

――――――――

送付日 ≠ スペース:送付日を移送

受理者 発送元 送付日 ≠ スペース:発送元を移送

送付日

許可日 ――――――――

届出人資格1･2の何れかが、098
(事件本人)の場合は、移送しない。
上記以外は、*1を参照。

届出人氏名 届出人氏名1･2

届出人資格 届出人資格1･2

氏
変
更

氏変更日 受領日

事件発生日 受領日

氏変更の事由 ―――――――― ｢戸籍法107条4項の届出｣を移送

3101:｢氏の変更｣を設定

記録コード

――――――――

3101:
｢107条4項の氏の変更者の記録｣を設
定

本籍人のとき、個人番号を設定

行番号 ――――――――

0:可を設定

送
付

送付を受けた日

届
出

届
出
人

許
可

許可を受けた者 ――――――――

記号名 名称 記号名

処理名 6.2 氏の変更者の記録(入籍)

受取側 引渡側

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

個人番号 ――――――――

タイトルコード ――――――――

出力区分 ――――――――

管掌者コード ――――――――

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 12/14

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

 7-2-(5)-30-27



　　　　　　*1:届出人資格名称をそれぞれ設定する
　　　　　　　　(届出人資格名称の統合は行わない)
　　　　　　 EX.　　親権者養父 と 親権者養母 の 場合
　　　　　　　　　 【届出人1】親権者養父　　甲野　義太郎
　　　　　　　　　 【届出人2】親権者養母　　甲野　梅子

(2)届出人氏名
　届出人資格1,2のいずれかが019(親権者養父)、020(親権者養母)、110(未成年後見人)の場合は、入力された届出人氏名を移送する。

110(未成年後見人) 　未成年後見人

020(親権者養母) 　親権者養母 親権者父,養母　*1 養父,養母　*1

019(親権者養父) 　親権者養父 養父,親権者母　*1 養父,養母　*1

017(親権者母) 　親権者母 親権者父母 養父,親権者母　*1

親権者父,養母　*1

000(未入力) 親権者父 親権者母 親権者養父 親権者養母

(1)届出人資格
　入力された届出人資格1,2の組合せにより以下に示す資格名称を移送する。

 　　　　　　資格2

 資格1

000
(未入力)

016
(親権者父)

017
(親権者母)

019
(親権者養父)

020
(親権者養母)

110
(未成年後見人)

未成年後見人

016(親権者父) 　親権者父 親権者父母

処理名 *1 届出人資格･氏名の編集内容

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日 14 13/14

改訂日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-30-28



送付日がなければ受領日

市区町村部分だけのコード

住所コード

――――――――

――――――――

住所

世帯主との続柄 ――――――――

中間ファイル(9条2
項)
氏の変更者

受領番号

出張所番号 出張所番号

住民日

世帯主 氏変更人世帯主

方書

住定日

旧本籍コード 本籍コード

旧本籍 本籍(氏変更者)

住所

届後戸籍筆頭者

旧筆頭者 氏変更人筆頭者

旧父母との続柄 ――――――――

住所コード

新本籍コード 新本籍コード

新本籍 新本籍(氏変更者)

新筆頭者

旧生年月日 氏変更人生年月日

新父母との続柄 ――――――――

旧氏名 漢字氏名(氏変更者)

新生年月日 氏変更人生年月日

個人番号 ―――――――― 本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 届後戸籍筆頭者

事件コード ―――――――― 31:107条4項届

中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード

受理日 受領日 OR 送付日

宛名

処理名 7.1　氏の変更者　編集･出力　1/1

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

―――――――― 市区町村を宛名に変換した項目

(受取側)中間ファイル(9条2項)/氏の変更者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(107条4項届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/14

 7-2-(5)-30-29



31.名の変更届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.名の変更業務処理範囲外の処理

　(1)名の変更に伴う異籍者の父母、または養父母欄の更正

　(2)同一戸籍内において、事件本人と構成員の(養)父母欄が一致していない場合の(養)父母欄更正処理

　(3)事件本人の成年後見人から届出がされた場合

　(4)複数の未成年後見人から届出がされた場合

　上記(1)(2)は更正処理で行い、(3)(4)は審査結果入力処理で行う。

　2.名の変更届入力画面の意義

　(1)その1画面:名の変更届を行う事件本人の各項目を入力する画面である。

　(2)その2画面:同籍する筆頭者、配偶者および除籍者以外の構成員を画面表示し、筆頭者または配偶者の名の変更に伴う父母または養父母欄の更正を行う。

　　　　　　 　起動条件　下記の条件が全て成立した場合のみ画面表示し、それ以外は表示しない。

　　　　　　　　　　　　 ･名の変更者が本籍人　　:(1)名の変更者は筆頭者区分が1(筆頭者)であるか、または配偶者区分が0(未)以外であること。

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(2)(1)以外の者でかつ除籍者以外の同籍者が存在すること。

　　　　　　　　　　　 　･名の変更者が非本籍人　:名の変更者は筆頭者であること(9条2項ファイルを出力するために画面を表示する)

　　　　　　　 表示内容　名の変更者が本籍人の場合、下記の条件が成立する同籍者構成員の内容を画面表示する。

　　　　　　　　　　　　 (1)筆頭者区分が0(構成員)であり、かつ配偶者区分が0(未)の者

　　　　　　　　　　　　 (2)除籍されていない者

　　　　　　 　住所欄、世帯主欄について

　　　　　　　　　　　　 名の変更者が筆頭者の場合、入力必須。それ以外は入力されても無視する。

　3.その他
　筆頭者が名の変更者で配偶者が在籍する場合、入力画面に配偶者の入力項目が存在しないため、配偶者の9条2項ファイルは作成されない。配偶者の9条2項ファイルは9条2項メ
ンテナンスで作成する。

版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1 1/1

改訂日付第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付

 7-2-(5)-31-1



中間ファイル(届書)

エラー履歴ファイル

出力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 単体チェック
　　　　　　　　2.0 関連チェック
　　　　　　　　3.0 審査(名の変更)
　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル(届書))

3.処理概要

　(1)名の変更届の内容を画面入力する。
　(2)名の変更届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)名の変更届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)名の変更届から中間ファイル(届出書)を編集し、出力する。
　(6)確認画面(名の変更届)に制御を渡す。

個人状態ファイル 入力

出力

5.備考(特記事項含む)

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入力

附票DB 入力

第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/14

改定日付

審 査

(名の変更届)
中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

入力画面

(名の変更届)

入力確認

(名の変更届)

個人状態

ファイル

戸籍

データベース

 7-2-(5)-31-2



/

/

/

/

/

/

NO

NO

/

ある

なし

/

ある

なし

(25)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(26)当該審査エラーの確認後,以降の審査を続行する

(27)入力画面を初期化する

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

PF7

PF8

(29)同画面を編集する

(24)同画面を編集する

(20)同画面を編集する

(28)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF10

PF11

PF12

その他

(22)次のページ｢名の変更届(その2)｣画面を編集

(23)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

第7
2

(5) システム化調査研究会

/

(14)同画面を編集する

(17)前のページがあるか(ある,なし)

作成者

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

(1)届書内容を画面入力する

実行キー

YES

YES

YES

NO

(12)エラーメッセージを表示する

(13)エラーメッセージを表示する

頁

2/14

版

1令和　年　月　日

改定日付

備考

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集をおこなう。

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付作業名

　審査(名の変更届)

PF1

PF2

(10)エラーメッセージを表示する

(11)確認メッセージを表示し、メッセージに対して
応答の後、以降の審査を続行する

0.0　本紙処理名

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

確認

(15)業務選択に制御を渡す

(8)入力確認画面に制御を渡す

(16)届出選択に制御を渡す

　→

　→

メッセージをエラー履歴に出力する

(21)次のページがあるか(ある,なし)

(18)前のページ｢名の変更届(その1)｣画面を編集

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

審査エラー

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) 〔1.0〕
(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO) 〔2.0〕

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする 〔3.0〕
(6)審査(名の変更)(OK:YES,NG:NO) 〔3.0〕

(7)中間ファイル(届書)の編集出力

〔4.0〕
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 ○ カナ

13 ○ 漢字

14 漢字

15 漢字

16 ○ 漢字

17 ○ 漢字

18 ○ 英数

19 ○ 英数

21 漢字

23 漢字

届出人氏名1

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

20

名の変更者カナ氏名

6 在外送付区分 ○ 数字 (0:受理分,1:国内からの送付, 2:在外公館の直接送付,3:
在外公館の国内経由)であること

　(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,
　019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年後見人,
　098:事件本人)であること

数字届出人資格222

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

生年月日

審判日

1.0単体チェック表　1/2 入力画面(名の変更届　その1)

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 3/14

改訂日付

処理名 画面名 画面ID

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

支所NO

受領NO

受領日

送付日

名の変更者漢字氏名

変更後のカナ名

変更後の漢字名

発送元

処理日

本非区分

郵送日

届出人氏名2

世帯主

住所

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

　(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,
　019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年後見人,
　098:事件本人)であること

数字届出人資格1

戸107の2

戸107の2

本籍

筆頭者

住基8･9II

戸50,戸規60

戸38II

戸50,戸規60
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No 必須 属性

24 漢字

25 漢字

26 漢字

27 漢字

28 漢字

29 漢字

30 漢字

31 数字

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

審査(名の変更届)

構成員n父の氏名

処理名 画面名 画面ID

構成員n氏名

システム化調査研究会

構成員n養父の氏名

構成員n母の氏名

住基8･9II

　入力画面(名の変更届　その2)

構成員n養母の氏名

構成員n世帯主

構成員n更正区分 (1:無,2:父,3:母,5:養父,6:養母)であること

構成員n住所 住基8･9II

項目名 内容 備考

　1.0　単体チェック　2/2

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

改定日付 版 頁

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/14
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No

1

2

3

4

5

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

(No.22)届出人資格2 ＝ 019(親権者養父)の時、(No.23)届出人氏名2 ≠ スペースであること

(No.20)届出人資格1 ＝ 020(親権者養母)の時、(No.21)届出人氏名1 ≠ スペースであること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

(No.20)届出人資格1 ＝ 000:(未入力)の時、(No.21)届出人氏名1 ＝ スペースであること

(No.22)届出人資格2 ＝ 000:(未入力)の時、(No.23)届出人氏名2 ＝ スペースであること

6

7

(No.22)届出人資格2 ＝ 017(親権者母)の時、(No.23)届出人氏名2 ≠ スペースであること

(No.20)届出人資格1 ＝ 019(親権者養父)の時、(No.21)届出人氏名1 ≠ スペースであること

備考

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.19)審判日であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 5/14

改訂日付

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:(受理分)であること

処理名 画面名 画面ID

　2.0 関連チェック　　　1/3 　名の変更届

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の
　とき(No.6)在外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:(受理分)であること

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

(No.11)名の変更者の漢字名 ≠ (No.13)変更後の漢字名であること

(No.3)受領日 ≧ (No.19)審判日であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.19)審判日であること

(No.20)届出人資格1 ＝ 016(親権者父)の時、(No.21)届出人氏名1 ≠ スペースであること

(No.22)届出人資格2 ＝ 016(親権者父)の時、(No.23)届出人氏名2 ≠ スペースであること

(No.20)届出人資格1 ＝ 017(親権者母)の時、(No.21)届出人氏名1 ≠ スペースであること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣のとき
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1(国内からの送付)であること
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No

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

35-1

35-2

(NO.22)届出人資格2 ＝ 098(事件本人)の時、(NO.20)届出人資格1 ＝ スペース　であること

(NO.15)世帯主氏名 ≠ スペースの時、(NO.14)住所 ≠ スペース　であること

(NO.14)住所 ＝ スペースの時、(NO.15)世帯主氏名 ＝ スペース　であること

(NO.21)届出人氏名1 ≠ スペースの時、(NO.21)届出人氏名1 ≠ (NO.23)届出人氏名2　であること

(NO.11)名の変更者漢字氏名(氏のみ) ＝ (NO.17)筆頭者(氏のみ)であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(NO.22)届出人資格2 ＝ 020(親権者養母)の時、(NO.23)届出人氏名2 ≠ スペースであること ｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(NO.20)届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)の時、(NO.21)届出人氏名1 ≠ スペース　であること

(NO.22)届出人資格2 ＝ 110(未成年後見人)の時、(NO.23)届出人氏名2 ≠ スペース　であること

(NO.20)届出人資格1 ＝ 098(事件本人)の時、(NO.21)届出人氏名1 ＝ スペース　であること

(NO.20)届出人資格1 ＝ 110(未成年後見人)の時、(NO.22)届出人資格2 ＝ スペース　であること

(NO.22)届出人資格2 ＝ 110(未成年後見人)の時、(NO.20)届出人資格1 ＝ スペース　であること

(NO.20)届出人資格1 ≠ (NO.22)届出人資格2　であること

(NO.22)届出人資格2 ＝ 098(事件本人)の時、(NO.23)届出人氏名2 ＝ スペース　であること

(NO.20)届出人資格1 ＝ 098(事件本人)の時、(NO.22)届出人資格2 ＝ スペース　であること

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック表　2/3 名の変更届

作成日付 改訂日付 版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 6/14

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者
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No

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(D):(No.30)構成員n世帯主 ≠ スペースの時、(No.29)構成員n住所 ≠ スペースであること

(A):(削除)

(B):(No.24)構成員nの氏名 ＝ スペースの時、

＝ (No.11)名の変更者の漢字氏名であること

＝ (No.11)名の変更者の漢字氏名であること

＝ (No.11)名の変更者の漢字氏名であること

(No.25)構成員nの父の氏名～(No.31)構成員nの更正区分 ＝ スペースであること

36

⑨:(削除)

⑦:(No.31)構成員n更正区分 ＝ 6:養母の時、(No.28)構成員n養母の氏名 ≠ スペースであること

⑧:(No.31)構成員n更正区分 ＝ 6:養母の時、(No.28)構成員n養母の氏名

⑥:(No.31)構成員n更正区分 ＝ 5:養父の時、(No.27)構成員n養父の氏名

⑤:(No.31)構成員n更正区分 ＝ 5:養父の時、(No.27)構成員n養父の氏名 ≠ スペースであること

③:(No.31)構成員n更正区分 ＝ 3:母の時、(No.26)構成員n母の氏名 ≠ スペースであること

④:(No.31)構成員n更正区分 ＝ 3:母の時、(No.26)構成員n母の氏名

＝ (No.11)名の変更者の漢字氏名であること

(E):(No.29)構成員n住所 ＝ スペースの時、(No.30)構成員n世帯主 ＝ スペースであること

(C):(No.24)構成員nの氏名 ≠ スペースの時、(No.31)構成員nの更正区分 ≠ スペースであること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

※構成員n共通関連チェック

①:(No.31)構成員n更正区分 ＝ 2:父の時、(No.25)構成員n父の氏名 ≠ スペースであること

②:(No.31)構成員n更正区分 ＝ 2:父の時、(No.25)構成員n父の氏名

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック　3/3 名の変更届

改訂日付 版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 7/14

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付
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YES

NO

NO

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

(7)本紙へ

(13)本紙へ

(21)本紙へ(20)

その
他

110

(15)

000

(23)

(0-2)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣(YES,NO)

(0-3)→(1)へ

(0-4)→

(0-6)→(1)へ

(2)届出人資格1(000:未入力,098:事件本人,110:未成年後見人,その他)

(3)届出人資格2(098:事件本人,110:未成年後見人,その他)

(4)→

YES

YES

000

098

(5)

110

(22)

(20-1)確認メッセージ
　｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか。｣を表示

(24)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

その
他

(19)

(12)

(14)

(12-1)確認メッセージ
　　｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか。｣を表示

(16)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(17)届出人資格2(000:未入力,その他)

(18)

(5),(6),(8),(9)欠番

画面項目修正(審査完了しない)

戸32

不受理

(18),(19),(20),(22),(23)欠番

頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 8/14

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

処理名 3.0 審査(名の変更)　　　1/3 備考

(0-1)受領日 ＝ 送付日である(YES,NO)

(1)事件本人の生年月日 + 15年(15歳以上) ≦ 受領日(YES,NO)

(6)

(8)

(9)

(10)

(11)

(0-5)本紙へ

不受理

(10),(11),(12),(14),(15)欠番

｢N]の場合、不受理

不受理

｢N]の場合、不受理
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/

/

/

/

YES

/

(27),(28),(30),(31)は削除

(29)本紙へ

(37)本紙へ

/

/

YES 098

000

その他

その他

NO

000

016,019

110

1

2

NO

その他

(35)届出人資格2(016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父
　020:親権者養母,110:未成年後見人,その他)

(36)確認メッセージ
　｢単独親権ですか?｣を表示する。

(38)本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(39)事件本人の身分事項に未成年後見人事項がある(YES,NO)

(40)→

(43)→

(44)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(45)届出人資格2(000:未入力,017:親権者母,020:親権者養母,その他)

(25)届出人資格2(000:未入力,その他)

(26)→

(27)

(28)

(30)

(31)

(32)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(33)エラーメッセージ
　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(34)届出人資格1(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,
　　　　　　　　0020:親権者養母,110:未成年後見人,その他)

｢N｣の場合、不受理

016,017,01
9,020

(46)確認メッセージ
　｢単独親権ですか?｣を表示する。

000

｢N｣の場合、不受理

/

(41)本紙へ

(47)本紙へ

処理名 3.0 審査(名の変更)　　　2/3 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 9/14

(42)エラーメッセージ

｢事件本人に来成年後見事項がありません。未成年後
見人は届出人にはなれません。｣を表示する。
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/

/

/

/

YES

｢N｣の場合、不受理

｢N｣の場合、不受理

不受理

(49)本紙へ

(53)本紙へ

(60)本紙へ

(63)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

その他

(64)エラーメッセージ
　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣を表示する。

1

NO

(48)確認メッセージ
　｢共同親権ですか?｣を表示する。

017,020

その他 (50)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

(51)届出人資格2(000:未入力,016:親権者父,019:親権者養父,その他)

(52)確認メッセージ
　｢単独親権ですか?｣を表示する。

(55)エラーメッセージ
　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣を表示する。

000

その他

016,019

不受理

(62)→

不受理

不受理

000

2

110

その他

NO

(56)届出人資格2(000:未入力,その他)

(57)本非区分(1:本籍,2:非本籍)

(58)事件本人の身分事項に未成年後見人事項がある(YES,NO)

(59)→

(54)確認メッセージ
　｢共同親権ですか?｣を表示する。

処理名 3.0 審査(名の変更)　　　3/3 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 10/14

016,019

017,020

｢N｣の場合、不受理

不受理

(61)エラーメッセージ

｢事件本人に未成年後見事項がありません。未
成年後見人は届出人にはなれません。｣を表示
する。
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(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(名の変更届)

中間ファイル(届書)
共通

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

ロック戸籍番号5

在外送付区分

受理送付区分

許可日

事件別内容

動態区分

郵送日

本非区分

32:名の変更届

送付日 送付日

受領日 受領日

選択事件コード ――――――――

不受理申出処分区分 ――――――――

出張所番号 支所No

ロック戸籍番号1

ロック戸籍番号2

戸籍番号

――――――――

――――――――

――――――――

名の変更届(その1)
入力画面

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

在外送付区分

郵送日

受領番号

版 頁

11/142

指示日 ――――――――

処理日 処理日

――――――――

――――――――

本非区分

――――――――

1(創設)

3/4,4/4参照

在外送付区分 ＝ 0の時、1
在外送付区分 ≠ 0の時、2

ZERO(不要)

0:日本人のみ

本籍人の時、名の変更者の戸籍番号

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

発送元 発送元

受領No
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(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←　(引渡側)入力画面(名の変更届)

中間ファイル(届書)
共通

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

処分区分 名の変更届(その1)
入力画面

――――――――

0:未,1:排他届書排他区分 ――――――――

決裁区分
――――――――

何も設定されていない場合に
0:未決裁を設定

名称 記号名 名称

作成者

記号名

改定日付 版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/14

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　2/4

第7
2

(5)

作成日付
データ編集表

作業名

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(名の変更届)

――――――――

名の変更者漢字氏名

変更後のカナ名

項目 DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル(届書)
事件別内容

筆頭者区分

名の変更届(その1)
入力面面

届出人氏名1

届出人資格2

記号名

作成日付 改定日付

名の変更者個人番号 本籍人のとき、個人番号を設定

名の変更者カナ氏名

住所

筆頭者

生年月日

審判日

住所

本籍

世帯主

項目

名称 記号名

版 頁

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/14

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　3/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

名称

処理名

DB･ファイル名
画面名称

名の変更者カナ氏名

名の変更者漢字氏名

変更後のカナ名

変更後の漢字名

世帯主

本籍コード

本籍

届出人資格1

届出人氏名2

住所コード

変更後の漢字名

届出人氏名1

届出人資格2

筆頭者

生年月日

審判日

届出人資格1

届出人氏名2

本籍人の場合のみ
　　変更前氏名 ＝ 筆頭者のとき、
　　1:筆頭者をセットする
　　変更前氏名 ≠ 筆頭者のとき、
　　0:構成員をセットする
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(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(名の変更届)

構成員n氏名

頁

14/14

構成員n更正区分

中間ファイル(届書)
事件別内容

名の変更届(その2)
入力画面 構成員の明細については、複数件(n

件)出力する。

構成員nの世帯主 構成員nの世帯主

構成員n更正区分

構成員n住所コード 構成員n住所

構成員n住所

構成員n養父の氏名 構成員n養父の氏名

構成員n養母の氏名 構成員n養母の氏名

構成員n父の氏名 構成員n父の氏名

構成員n母の氏名 構成員n母の氏名

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　4/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

審査(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

構成員n漢字氏名
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第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

　入力碓認(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 1/17

改訂日付

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。-----------------(サンプル提示)
　(7)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　　　　　1.0 データ編集表(入力確認画面)

　　　　　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表

　　　　　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍)

　　　　　　　　　　　　　　4.1 身分事項(事件本人)

　　　　　　　　　　　　　　4.2 身分事項(父母欄更正者)

　　　　　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)

　　　　　　　　　　　　　　5.1 事件本人

　　　　　　　　　　　　　　5.2 更生者･構成員

　　　　　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/30条12第1項)

　　　　　　　　　　　　　　6.1 事件本人-------------------------(サンプル提示)

2.使用DB･ファイル一覧

名称

中間ファイル(9条2項) 出力

入力
(サンプル)

附票データベース

入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(届書) 入力
中間ファイル

(30条の12第1項)
出力

(サンプル)

5.備考(特記事項含む)
中間ファイル(仮受付) 出力

中間ファイル(仮戸籍) 出力

入力確認

(名の変更届)

中間ファイル

(仮受付)

入力確認

(名の変更届)

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(30条12第1項)

中間ファイル

(届書)

中間ファイル

(仮戸籍)

(サンプル)

附票

データベース

(サンプル)
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/

/

/

/

/

/

NO

NO

/

YES /

NO

NO

NO

/

ある

なし

/

ある

なし

その他

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2 2/17

改訂日付

備考

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、
メッセージ｢入力項目を確認し、よければ実行キーを押下して下さい。｣を表示
する

[2.0]

(9)→(10)

(6)戸籍の変動状況をもとに、中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)を編集･出力する

身分事項(変動なし)

身分事項(変動なし)

(7)事件本人の身分事項の編集

(8)更正者の身分事項の編集

(2)キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF5、PF7、PF8、PF11、その他)

[1.0]

(8-2)事件本について中間ファイル(30条の12第1項)を編
集･出力する [6.1]

PF7

PF8

(21)次ページがあるか(ある、なし)

(22)前ページの｢名の変更届(その2)を編集｣

(23)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

　→

処理名 0.0 本紙

/

/

/

/

/
/

PF1

PF2

PF5

(10)在外送付区分 ＝ 0:受領分 2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

(11)事件本人について中間ファイル(9条2項)を編集出力する

(12)事件本人は筆頭者である(YES,NO)

(12-1)事件本人は本籍人である(YES,NO)

(8-1)事件本人は在外選挙人である(YES,NO)

実行キー

　→

(24)同画面を編集する

(27)同画面を編集する

(25)ｴﾗｰ履歴表示に制御を渡す

(13)処分決定に制御を渡す

(14)業務選択に制御を渡す

(15)届出選択に制御を渡す

(16)審査に制御を渡す

PF11

配偶者に関しても処理する

※サンプル提示

(20)同画面を編集する

　附表情報との連動により在外選挙人関連の対
応が戸籍システムで可能な場合処理(8-1)(8-2)

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照
し、事件本人の戸籍変動状況を決定する

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

[3.0]

(12-2)構成員全員の中間ﾌｧｲﾙ(9条2項)を編集･出力する [5.2]

(12-3)更正者についての中間ﾌｧｲﾙ(9条2項)を編集･出力する [5.2]

　→

　→

(17)前ページがあるか(ある、なし)

(18)前ページの｢名の変更届(その1)を編集｣

(19)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

YES

YES

YES

YES

[4.0]

[4.1]

[4.2]

[5.1]

更正の有無に係わらず入力者全員分処理する

(26)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

→
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頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/17

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(名の変更届)表示　1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)名の変更届確認画面(その1) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版

支所No

郵送日

出張所番号

システム日付 システム日付

画面ID 画面ID

受領日

送付日

発送元

処理日

本非区分コード 本非区分

在外送付区分 在外送付区分

中間ファイル(届書)
共通

郵送日

受領No 受領番号

有

有

有

有

名の変更届確認画面
共通

受領日

送付日

発送元

処理日
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コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/17

処理名 1.0 確認画面(名の変更届)表示　2/3

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

←(引渡側)中間ファイル(届書)

記号名 名称 記号名

住所

筆頭者

審判日

届出人資格2

届出人氏名2

名の変更者カナ氏名

名の変更者カナ氏名

変更後のカナ氏名

変更後の漢字氏名

世帯主

生年月日

届出人資格1

届出人氏名1

届出人氏名2

生年月日

審判日

届出人資格1

届出人資格2

届出人氏名1

住所

受取側

入力確認(名の変更届)

(受取側)名の変更届確認画面(その1)

名の変更者カナ氏名

名の変更者カナ氏名

変更後のカナ氏名

変更後の漢字氏名

引渡側

有住所コード

世帯主

本籍コード

本籍

筆頭者

名の変更届確認画面
その1

中間ファイル(届書)
事件別内容

本籍 有

有

有

有

有
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/17

処理名 1.0 確認画面(名の変更届)表示　3/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)名の変更届確認画面(その2) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

1～n

構成員n氏名 構成員n漢字氏名

構成員n父の氏名 構成員n父の氏名

構成員n養母の氏名

構成員n項番 ――――――――

構成員n母の氏名 構成員n母の氏名

構成員n養父の氏名

構成員n住所コード 有

構成員n住所

構成員n世帯主

構成員n更正区分 構成員n更正区分

名の変更届確認画面
その2

構成員n住所

中間ファイル(届書)
事件別内容

構成員の明細については、複数件(n
件)含まれている。

構成員n養父の氏名

構成員n養母の氏名

構成員n世帯主
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2

4

5

6

7

8

作成日付 改定日付

処理名 2.0　戸籍編製マトリックス表

版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/17

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者

1 ○ ○ ○
本人  (4.1)

○

更正者(4.2)

項
番

　
本
籍
人

　
非
本
籍
人

筆
頭
者

構
成
員

筆頭者区分 構成員の
　　更正区分 *l

    有

 (2,3,
    5,6)

無

(1)

○

条件 名の変更者の戸籍

　
変
動
な
し

 A.2
 C.2
 D.2

　
変
動
な
し

 C.2
 D.2

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

3

     *1:構成員の人数分それぞれ判定し、更正者の身分事項を作成する。(父母欄更正)

本人  (4.1)

更正者(4.2)

本人  (4.1)

○ 本人  (4.1)

○
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届後本籍区分 ――――――――

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格 ＝ 098のときは、未設定
その他は、資格および氏名を移送す
る(但し、届出人資格1が000(未入力)
の場合は、届出人資格2の内容を1へ
つめて移送する)

届出人資格名称1 有

届出人資格区分1 届出人資格1

届出人資格区分2 届出人資格2

届出人資格名称2 有

届出人氏名1 届出人氏名1

関連受領番号 ――――――――

許可日 ――――――――

指示日 ――――――――

収日 ――――――――

発日 ――――――――

郵送日 郵送日

｢0:届出｣を移送

発送日 ――――――――

証書提出区分 ――――――――

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時 ――――――――

事件発生時分 ――――――――

事件発生日 ――――――――

3201(名の変更)を設定

受付日 受領日、送付日 送付日 ≠ スペースのときのみ送付日

出張所番号 出張所番号

記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)
共通

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

受付事件コード ――――――――

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 7/17

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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決裁区分 決裁区分

中間ファイル(仮受
付)
共通

―――――――― ｢0:不要｣を移送

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、
1(送付要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定

*本非区分は、共通部の項目を用いる

処分区分

届書送付目録区分 ――――――――

届後本籍 ――――――――

届後本籍コード 中間ファイル(届書) ――――――――

届後戸籍の筆頭者 ――――――――

送達確認1

処分区分

記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/17

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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事件本人の現本籍が
(本非区分 ＝ 2)かつ
(在外送付区分 ＝ 0)の場合
1(未到着)を設定。
上記以外は、0(不要)を設定。

送達確認2 ――――――――

中間ファイル(仮受
付)
事件本人

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

漢字氏名 名の変更者漢字氏名

カナ氏名 名の変更者カナ氏名

届出人区分 ――――――――

事件本人区分 ―――――――― 43:名の変更者を設定

届出人資格1又は2 ＝ 098:1を設定
上記以外　　　　　　:0を設定

行番号 ――――――――

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)事件本人 ←(引渡側)中間ファイル

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 9/17

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3

受取側 引渡側

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁
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特記

中間ファイル(仮戸
籍)
事件本人身分事項

特記事項 ――――――――

　
記
録

従
前
の

従前の記録
名の変更者の氏名

受理者 発送元

氏名から名のみを移送する。

名

送
付

送付を受けた日 送付日

資格名称

氏名

届
出
人

資格

資格名称

氏名

受領日を移送

　
届
出
人

資格 届出人資格1,2 届出人資格1,2のいずれかが,098(事
件本人)の場合は、移送しない。
上記以外は、次頁(*1)参照。

 
変
更

名
の

名の変更日 受領日

3201:｢名の変更｣を設定

事件発生日 受領日

3201:
｢名の変更者の記録｣を設定

管掌者コード ――――――――

記録コード
――――――――

決裁処理で設定

行番号 ――――――――

個人番号 中間ファイル(届書) ――――――――

出力区分 ―――――――― 0:(可)を設定

タイトルコード ――――――――

記号名 名称 記号名

処理名 4.1 名変更者の記録(変動なし)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/17

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

 7-2-(5)-31-25



　　　　　　*1:届出人資格名称をそれぞれ設定する
　　　　　　　　(届出人資格名称の統合は行わない)

　　　　　　　EX.　　親権者養父　と　親権者養母　の　場合
　　　　　　　　　　【届出人1】親権者養父　　甲野　義太郎
　　　　　　　　　　【届出人2】親権者養母　　甲野　梅子

　(2)届出人氏名
　　届出人資格1,2のいずれかが019(親権者養父)、020(親権者養母)、110(未成年後見人)の場合は、入力された届出人氏名を移送する。

110(未成年後見人) 　未成年後見人

020(親権者養母) 　親権者養母 親権者父,養母　*1 養父,養母　*1

019(親権者養父) 　親権者養父 養父,親権者母　*1 養父,養母　*1

017(親権者母) 　親権者母 親権者父母 養父,親権者母　*1

　*1:届出人資格･氏名の編集内容

　(1)届出人資格
　　 入力された届出人資格1,2の組合せにより以下に示す資格名称を移送する。

 　　　　　　資格2

資格1

000
(未入力)

016
(親権者父)

017
(親権者母)

019
(親権者養父)

020
(親権者養母)

110
(未成年後見人)

未成年後見人

016(親権者父) 　親権者父 親権者父母 親権者父,養母　*1

000(未入力) 親権者父 親権者母 親権者養父 親権者養母

14 11/17

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 3月 1日
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3 【母】　　KKK～KKK ←構成員nの母氏名

5 【養父】　KKK～KXK ←構成員nの養父氏名

6 【養母】　KKK～KKK ←構成員nの養母氏名

　　(1)更正事項･更正事由について
  (2)従前の記録について

　　 更正区分に従い該当する従前の氏名を作成する。更正区分 変換文字

2 ｢父｣ 更正区分

　　　　上記の表に従い、更正区分を判定し事項及び事由を作成する。
　　　　更正事項:変換文字 + の氏名　　(例)養父の氏名
　　　　更正事由:変換文字 + 名変更　　(例)養父名変更

6 ｢養母｣

従前の記録 移送する従前氏名

3 ｢母｣ 2 【父】　　KKK～KKK ←構成員nの父氏名

5 ｢養父｣

　　　(例)【従前の記録】
　　　　　　　【養父】甲野義太郎

該当項目を移送

更正事由
――――――――

名更正区分に該当する〔(養)父、
(養)母〕を移送

更
正

更正日 送付日
受領日

送付日 ≠ スペース:送付日を移送
送付日 ＝ スペース:受領日を移送

更正事項

事件発生日 受領日

名更正区分に該当する〔(養)母、
(養)母〕 + ｢名変更｣

――――――――

記録コード ――――――――

決裁処理で設定

行番号 ――――――――

0:可を設定

タイトルコード ―――――――― 7001:｢更正｣を設定

7001:｢更正｣を設定

管挙者コード

記号名 名称 記号名

処理名 4.2 更正者の記録(変動なし)

受取側 引渡側

中間ファイル(仮戸
籍)
更正者身分事項

個人番号 中間ファイル(届書) ――――――――

出力区分 ――――――――

――――――――

記
録

従前の記録 構成員nの
父、母、養父、養母
氏名

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(仮戸籍)身分事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 12/17

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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方書

住定日 ――――――――

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 筆頭者
(変更後の漢字名)

名の変更者漢字氏名 ＝ 筆頭者のと
き筆頭者の氏 + 変更後の漢字名を移
送する
上記以外は、筆頭者を移送する

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 本籍

新本籍コード 本籍コード

旧父母との続柄 ――――――――

新父母との続柄 ――――――――

旧生年月日 生年月日

新生年月日 生年月日

旧氏名 名の変更者漢字氏名

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 筆頭者の氏
+ 変更後の漢字名

個人番号 ――――――――

32(名の変更届)

受理日 受領日 OR 送付日 送付日がない場合受領日を設定

事件コード ――――――――

市区町村部分だけのコード

宛名 ―――――――― 市区町村を宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

記号名 名称 記号名

処理名 5.1 中間ファイル(9条2項) 編集･出力 1/2

受取側 引渡側

中間ファイル(9条2
項)
事件本人

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(9条2項)/事件本人 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 13/17

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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世帯主 世帯主

記号名 名称 記号名

処理名 5.1 中間ファイル(9条2項) 編集･出力 2/2

受取側 引渡側

中間ファイル(9条2
項)
事件本人

住民日 中間ファイル(届書) ――――――――

世帯主との続柄 ――――――――

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(9条2項)/事件本人 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/17

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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住民日 ――――――――

中間ファイル(9条2
項)
更正者･構成員

方書

住定日 ――――――――

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 筆頭者

新筆頭者 筆頭者 名の変更者漢字氏名 ＝ 筆頭者のと
き筆頭者の氏 + 変更後の漢字名を移
送する。
上記以外は、筆頭者を移送する

旧本籍 本籍

旧本籍コード 本籍コード

新本籍 本籍

新本籍コード 本籍コード

旧父母との続柄 ――――――――

新父母との続柄 ――――――――

旧生年月日 ――――――――

新生年月日 ――――――――

旧氏名 構成員の漢字氏各

本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 構成員の漢字氏名

個人番号 ――――――――

市区町村を宛名に変換した項目

32(名の変更届)

受理日 受領日 OR 送付日 送付日がない場合受領日を設定

事件コード ――――――――

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

市区町村コード 住所コード 市区町村部分だけのコード

宛名 ――――――――

記号名 名称 記号名

処理名 5.2 中間ファイル(9条2項)編集･出力 1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(9条2項)/更正者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 15/17

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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(受取側) 中間ファイル(9条2項)/更正者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考

中間ファイル(9条2
項)
更正者･構成員

世帯主 中間ファイル(届書) 世帯主

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

世帯主との続柄 ――――――――

システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 16/17

処理名 5.2 中間ファイル(9条2項)編集･出力 2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

入力確認(名の変更届)

 7-2-(5)-31-31



出張所番号 出張所番号

第7
2

(5)

データ編集表
(サンプル提示)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(名の変更届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 17/17

名の変更者漢字氏名 ＝ 筆頭者のと
き筆頭者の氏 + 変更後の漢字名　を
移送する

市区町村を宛名に変換した項目

処理名 6.1 事件本人　編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側) 中間ファイル(30条の12第1項)/(事件本人) ←(引渡側) 中間ファイル(届書)

受領番号

住所

32(名の変更届)

送付日がない場合は受領日を設定

本籍人の場合は個人番号を設定

送付日又は受領日

名の変更者漢字氏名

生年月日

本籍コード

本籍

筆頭者

住所コード

中間ファイル(届書)

旧筆頭者

住所コード

中間ファイル(30条
の12第1項)
事件本人

市区町村コード

宛名

事件コード

受理日

個人番号

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

新性別

旧性別

新本籍コード

新本籍

転入届出日

旧本籍コード

旧本籍

受領番号

新氏名 筆頭者の氏
 + 変更後の漢字名

附票データベース

中間ファイル(届書)

新筆頭者

在外選挙人名簿
登録市区町村コード

住所

方書
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32.転籍届

第7.2.(5)｢異動｣処理



頁

1/1審査(転籍届)
システム処理の概要説明

版

14.1平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日

改訂日付作成日付第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

1. 転籍業務処理範囲外の処理
　　(1) 複数の未成年後見人から届出があった場合の記録

2. 転籍届入力画面の意義
　　(1) その1画面.転籍を行う当事者(筆頭者又は配偶者)の各項目を入力する。
　　(2) その2画面.転籍を行う上記以外の構成員の各項目を入力する。

3. その他
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5. 備考(特記事項含む)
　(1) 筆頭者の年齢計算について
　　　･受領日を基準日として計算する。エラー履歴ファイル 出力

頁

1/23

入出力区分

平成3年11月30日 令和　年　月　日　審査(転籍届)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

1.詳細フロー 3. 処理概要
　(1) 転籍届の内容を画面入力する。
　(2) 転籍届で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3) 転籍届で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4) 審査を行う。
　(5) 転籍届から中間ファイル(届書)を編集･出力する。
　(6) 入力確認(転籍届)に制御を渡す。

4. 機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　　1.0 データチェック(単体表)	
　　　　　　　　　2.0 データチェック(関連表)	
　　　　　　　　　3.0 審査　　　　3.1 審査(届出人資格:筆頭者単独)
　　　　　　　　　　　　　　　　　3.2 審査(届出人資格:配偶者単独)
　　　　　　　　　　　　　　　　　3.3 審査(届出人資格:筆頭者、配偶者双方)
　　　　　　　　　　　　　　　　　3.4 審査(届出人資格:筆頭者15歳未満)
　　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/届書)

中間ファイル(届書) 出力

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

1

改定日付作成日付
システム環境仕様書

戸籍DB

個人状態ファイル

入力

入力

(詳細別紙)

戸籍

DB

個人状態

ファイル

審査

(転籍届)

エラー履歴

ファイル

中間ファイル

(届書)

入力画面

確認画面

(転籍届)
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/

/

/

YES /

YES /

/

YES

NO /

NO

NO

/

ある

なし

/

ある

なし

(1) 届書内容を画面入力する

〔1.0〕

〔2.0〕

頁

2/23　審査(転籍届)

版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付作成日付

処理名

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名
要件定義ワークシート

(2) キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

｢届出メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集をおこなう。

(3) 入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4) 入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

　0.0 本紙

実行キー

PF12

その他

審査ｴﾗｰ

確認

PF8

PF10

PF11

PF1

PF2

PF7

(27) エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(22) エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(24) 画面の入力項目の入力禁止を解除する

(25) 当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(18) エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(20) 次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(21) 次ページ分の｢転籍届｣画面を編集

(26) 入力画面を初期化する

〔4.0〕

(5) 画面の入力項目を全て入力禁止とする

(7) 中間ファイル(届書)編集出力 (8) 入力確認画面に制御を渡す

〔3.0〕(6) 審査(OK:YES,NG:NO)

(11) 確認メッセージを表示し、メッセージに対して
応答の後、以降の審査を続行する

(16) 前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(17) 前ページ分の｢転籍届｣画面を編集

(12) 同画面を編集する

(9) メッセージの種類(審査エラー,確認)

(10) エラーメッセージを表示する

(13) エラーメッセージを表示する

→

→

備考

メッセージをエラー履歴に出力する

メッセージと応答をエラー履歴に出力する

(19) 同画面を編集する

(23) 同画面を編集する

(14) 業務選択に制御を渡す

(15) 届出選択に制御を渡す

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

6 ○ 数字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ 漢字

11 ○ 漢字

12 ○ カナ

13 ○ 漢字

14 ○ 英数

15 ○ 数字

16 漢字

17 漢字

18 漢字

19 数字

20 数字

21 カナ

22 漢字

23 漢字

24 漢字

25 英数

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

郵送日

配偶者生年月日

本籍

配偶者外人区分

配偶者世帯主

本非区分 (1:本籍,2:非本籍)であること

処理日 ｢日付チェックサブルーチン｣

在外送付区分

発送元

受領日

受領NO

支所NO

筆頭者-配偶者区分 (0:未,1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

改定日付

　1.0 単体チェック　1/3 　転籍届(その1)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者
データチェック(単体表)

作業名

　審査(転籍届)

作成日付

令和　年　月　日

処理名 画面名 画面ID

頁

3/23

送付日

版

1

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

平成6年12月 1日

出力エラーメッセージ

筆頭者世帯主

筆頭者個人除区分

内容

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人,1:外国人)であること

筆頭者カナ氏名

新本籍

筆頭者生年月日 ｢日付チェックサブルーチン｣

筆頭者住所

(0:在籍者,1:除籍者)であること

筆頭者漢字氏名

配偶者-配偶者区分 (1:夫,2:妻,3:生存配偶者)であること

配偶者住所

配偶者漢字氏名

配偶者カナ氏名
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No 必須 属性

26 数字

27 数字

28 漢字

29 漢字

30 数字

31 数字

項目名 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

画面ID

　1.0 単体チェック表　2/3 　転籍届(その1)

　審査(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 4/23

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

内容

(000:未入力,008:筆頭者,009:配偶者,016:親権者父,017:
親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年後
見人)であること

(000:未入力,008:筆頭者,009:配偶者,016:親権者父,017:
親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年後
見人)であること

画面名

(0:未使用,1:夫,2:妻)であること

届出人氏名2

名義使用区分

構成員人数

届出人資格1

届出人資格2

届出人氏名1

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

処理名
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No 必須 属性

32 カナ

33 漢字

34 漢字

35 漢字

36 英数

37 カナ

38 漢字

39 漢字

40 漢字

41 英数

42 カナ

43 漢字

44 漢字

45 漢字

46 英数

47 カナ

48 漢字

49 漢字

50 漢字

51 英数

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

1 5/23令和　年　月　日

版 頁

平成6年12月 1日

画面ID

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

　審査(転籍届) システム化調査研究会

画面名

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

構成員カナ氏名(その4)

構成員漢字氏名(その4)

構成員住所(その4)

構成員世帯主(その4)

構成員生年月日(その4)

構成員生年月日(その2)

構成員カナ氏名(その3)

構成員漢字氏名(その3)

構成員住所(その3)

構成員世帯主(その3)

構成員生年月日(その3)

構成員世帯主(その1)

構成員生年月日(その1)

構成員カナ氏名(その2)

構成員漢字氏名(その2)

構成員住所(その2)

構成員世帯主(その2)

構成員カナ氏名(その1)

構成員漢字氏名(その1)

構成員住所(その1)

処理名

　1.0 単体チェック　3/3

項目名

　転籍届(その2)
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(No.16)欠番

備考

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣のとき(No.6)在外送
付区分 ＝ 1(国内からの送付)であること

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ＝ 0:(受理分)であること

(No.5)発送元 ≠ スペースの時、(No.6)在外送付区分 ≠ 0:(受理分)であること

内容

(No.4)送付日 ＝ スペースの時、(No.5)送付元 ＝ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.5)送付元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.3)受領日であること

(No.15)筆頭者個人除区分 ＝ 0(在籍)の時、(No.16)筆頭者-配偶者区分 ＝ 0(未)、1(夫)、2(妻)、
3(生存配偶者)であること

15

16

(No.15)筆頭者個人除区分 ＝ 1(除籍)の時、(No.16)筆頭者-配偶者区分 ＝ 0(未)かつ(No.17)筆頭者-
住所、(No.18)筆頭者-世帯主 ＝ スペースであること

(No.16)筆頭者-配偶者区分 ＝ 0(未)の時、(No.19)配偶者-配偶者区分 ＝ 3(生存配偶者)またはス
ペース(未入力)であること

　【空白】

17

(No.8)本非区分 ＝ 1(本籍)の時、(No.10)本籍 ＝ 本籍地又は(No.11)新本籍 ＝ 本籍地であること

(No.16)筆頭者-配偶者区分 ＝ 3(生存配偶者)の時、(No.19)配偶者-配偶者区分 ＝ スペース(未入力)
または0(未)であること

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

(No.10)本籍 ≠ (No.11)新本籍であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

第7
2

(5) システム化調査研究会 6/23

版

20
データチェック(関連表)

作業名

審査(転籍届)

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック　1/4 転籍届

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

作成日付

平成29年 3月31日

頁

平成6年12月 1日

作成者

出力エラーメッセージ

改定日付

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外のとき(No.6)在
外送付区分 ＝ 2(在外公館の直接送付)または(No.6)在外送付区分 ＝ 3(在外公館の国内経由)である
こと

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること
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ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

作成日付 改訂日付 版

平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日

備考出力エラーメッセージ

(No.19)配偶者-配偶者区分 ≠ スペース(未入力)かつ(No.20)配偶者-外人区分 ＝ 1(外国人)の時、
(No.21)配偶者-カナ氏名～(No.25)配偶者-生年月日全て ＝ スペース(未入力)であること

(No.19)配偶者-配偶者区分 ≠ スペース(未入力)かつ(No.20)配偶者-外人区分 ＝ 0(日本人)の時、
(No.12)筆頭者-カナ氏名(氏) ＝ (No.21)配偶者-カナ氏名(氏)、かつ(No.13)筆頭者-漢字氏名(氏) ＝
(No.22)配偶者-漢字氏名(氏)であること

(No.19)配偶者-配偶者区分 ≠ スペース(未入力)かつ(No.20)配偶者-外人区分 ＝ 0(日本人)の時、
(No.21)配偶者-カナ氏名、(No.22)配偶者-漢字氏名、(No.25)配偶者-生年月日全て ≠ スペース(未入
力)であること

(No.19)配偶者-配偶者区分 ＝ スペース(未入力)の時、(No.20)配偶者-外人区分、(No.21)配偶者-カ
ナ氏名、(No.22)配偶者-漢字氏名、(No.23)配偶者-住所、(No.24)配偶者-世帯主、(No.25)配偶者-生
年月日全て ＝ スペース(未入力)であること

(No.19)配偶者-配偶者区分 ＝ 3(生存配偶者)の時、(No.15)筆頭者個人除区分 ＝ 1(除籍)であること

23

24

25

(No.20)配偶者-外人区分 ＝ スペース(未入力)の時、(No.30)名義使用区分 ＝ 0(未使用)であること21

22

18

19

19-1

20

4

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

頁

7/23

26

17-1

第7
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(5)

処理名

No

(No.27)届出人資格2 ＝ 016、017、019、020、110の時、(No.29)届出人氏名2 ≠ スペース(未入力)で
あること

(No.26)届出人資格1 ＝ 016、017、019、020、110の時、(No.28)届出人氏名1 ≠ スペース(未入力)で
あること

画面ID

2.0 関連チェック　2/4 転籍届

データチェック(関連表)

画面名

内容

構成員番号(その1) ＝ スペースの時、(No.32)構成員カナ氏名(その1)、(No.33)構成員漢字氏名(その
1)、(No.34)構成員住所(その1)、(No.35)構成員世帯主(その1)、(No.36)構成員生年月日(その1)が全
て ＝ スペースであること

(No.20)配偶者-外人区分 ＝ 1(外国人)の時、(No.30)名義使用区分 ＝ 0(未使用)であること

作業名 作成者

審査(転籍届) システム化調査研究会

(No.26)届出人資格1 ≠ 000(未入力)又は(No.27)届出人資格2 ≠ 000(未入力)であること
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2.0 関連チェック　3/4 転籍届

No 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 8/23

処理名 画面名 画面ID

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

審査(転籍届)

構成員番号(その4) ＝ スペースの時、(No.47)構成員カナ氏名(その4)、(No.48)構成員漢字氏名(その
4)、(No.49)構成員住所(その4)、(No.50)構成員世帯主(その4)、(No.51)構成員生年月日(その4)が全
て ＝ スペースであること

構成員番号(その3) ≠ スペースの時、(No.42)構成員カナ氏名(その3)、(No.43)構成員漢字氏名(その
3)、(No.46)構成員生年月日(その3)が全て ≠ スペースであること

構成員番号(その3) ＝ スペースの時、(No.42)構成員カナ氏名(その3)、(No.43)構成員漢字氏名(その
3)、(No.44)構成員住所(その3)、(No.45)構成員世帯主(その3)、(No.46)構成員生年月日(その3)が全
て ＝ スペースであること

構成員番号(その2) ＝ スペースの時、(No.37)構成員カナ氏名(その2)、(No.38)構成員漢字氏名(その
2)、(No.39)構成員住所(その2)、(No.40)構成員世帯主(その2)、(No.41)構成員生年月日(その2)が全
て ＝ スペースであること

版 頁

構成員番号(その4) ≠ スペースの時、(No.47)構成員カナ氏名(その4)、(No.48)構成員漢字氏名(その
4)、(No.51)構成員生年月日(その4)が全て ≠ スペースであること

構成員番号(その1) ≠ スペースの時、(No.12)筆頭者-漢字氏名(氏) ＝ (No.33)構成員漢字氏名(その
1)(氏)であること

構成員番号(その2) ≠ スペースの時、(No.12)筆頭者-漢字氏名(氏) ＝ (No.38)構成員漢字氏名(その
2)(氏)であること

構成員番号(その3) ≠ スペースの時、(No.12)筆頭者-漢字氏名(氏) ＝ (No.43)構成員漢字氏名(その
3)(氏)であること

構成員番号(その1) ≠ スペースの時、(No.32)構成員カナ氏名(その1)、(No.33)構成員漢字氏名(その
1)、(No.36)構成員生年月日(その1)が全て ≠ スペースであること

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

構成員番号(その2) ≠ スペースの時、(No.37)構成員カナ氏名(その2)、(No.38)構成員漢字氏名(その
2)、(No.41)構成員生年月日(その2)が全て ≠ スペースであること

33

36

27

28

29

30

31

32

34

35

内容
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構成員番号(その4) ≠ スペースの時、(No.12)筆頭者-漢字氏名(氏) ＝ (No.48)構成員漢字氏名(その
4)(氏)、であること ｢関連エラーがあります。正し

く入力して下さい。｣

(No.30)名義使用区分 ≠ 0(未使用)の時、(No.26)届出人資格1 ≠ 110(未成年後見人)、かつ(No.27)
届出人資格2 ≠ 110(未成年後見人)であること

転籍届

No 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

48

49

審査(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 9/23

第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 頁

50

42

43

44

45

46

47

38

39

40

41

37

版

(No.40)構成員世帯主(その2) ≠ スペースの時、(No.39)構成員住所(その2) ≠ スペースであること

(No.44)構成員住所(その3) ＝ スペースの時、(No.45)構成員世帯主(その3) ＝ スペースであること

(No.45)構成員世帯主(その3) ≠ スペースの時、(No.44)構成員住所(その3) ≠ スペースであること

(No.49)構成員住所(その4) ＝ スペースの時、(No.50)構成員世帯主(その4) ＝ スペースであること

(No.50)構成員世帯主(その4) ≠ スペースの時、(No.49)構成員住所(その4) ≠ スペースであること

(No.18)筆頭者世帯主 ≠ スペースの時、(No.17)筆頭者住所 ≠ スペースであること

(No.23)配偶者住所 ＝ スペースの時、(No.24)配偶者世帯主 ＝ スペースであること

(No.24)配偶者世帯主 ≠ スペースの時、(No.23)配偶者住所 ≠ スペースであること

(No.34)構成員住所(その1) ＝ スペースの時、(No.35)構成員世帯主(その1) ＝ スペースであること

(No.35)構成員世帯主(その1) ≠ スペースの時、(No.34)構成員住所(その1) ≠ スペースであること

(No.39)構成員住所(その2) ＝ スペースの時、(No.40)構成員世帯主(その2) ＝ スペースであること

(No.17)筆頭者住所 ＝ スペースの時、(No.18)筆頭者世帯主 ＝ スペースであること

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック　4/4

 7-2-(5)-32-10



/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

処理名 3.0 審査　1/7

(0-1)受領日=送付日である

版 頁

審査(転籍届) システム化調査研究会 平成16年12月1日 令和2年3月31日 R2.1 10/23

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(0-7)構成員カナ氏審査処理(構成員が無くなるまで繰り返す)

(0-8)筆頭者-カナ氏名の氏≠構成員カナ氏名の氏(YES,NO)

(0-5)本紙へ 画面項目修正(審査完了しない)

NO (0-6)→(0-7)へ

YES (0-2)確認メッセージ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣(YES,NO)

YES (0-3)→(0-7)へ

NO (0-4)→

NO (0-11)→(0-7)へ

(0-12)筆頭者の名が未入力　または 　(配偶者区分≠スペース かつ 配偶者の名が未入力)(YES,NO) R2.1(転籍59)

YES
(0-9)メッセージ

｢構成員のカナ氏が筆頭者のカナ氏と異なりますがよろしいですか?｣

YES (0-13)確認メッセージ(YES,NO) (0-14)本紙へ R2.1(転籍59)

「事件本人の名が未入力の者がいます。間違いありませんか?」を表示

NO (0-18)→(1)へ R2.1(転籍59)

(1)筆頭者-配偶者区分(0:未婚,1:夫,2:妻,3:生存配偶者,その他)

YES (0-15)エラーメッセージ「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 (0-17)本紙へ

NO (0-16)→
画面項目修正(審査完了しない) R2.1(転籍

59)

不受理 R2.1(転籍59)

0 (1-1)筆頭者-個人除区分(0:在籍,その他)

0 (2)筆頭者の生年月日+15年(15歳以上)≦受領日である(YES,NO)

(4)→ (5)本紙へ

YES (3)審査(届出人資格:筆頭者単独)処理[3.1]

(7)→ (8)本紙へ

NO (6)審査(届出人資格:筆頭者15歳未満)処理[3.4]

YES (8-3)名義使用外区分(0:未使用,その他)

その他 (8-1)配偶者-外人区分(0:日本人,その他)

0 (8-2)配偶者-配偶者区分=3:生存配偶者(YES,NO)

(8-5)→ (8-6)本紙へ

0 (8-4)審査(届出人資格:配偶者単独)処理[3.2]

　｢名義使用区分は入力できません。｣を表示する。

その他 (8-7)エラーメッセージ

　　｢配偶者-配偶者区分には誤りがあります。｣を表示する。

NO (8-8)エラーメッセージ

　｢届出資格を有していません。｣を表示する。

その他 (8-9)エラーメッセージ

YES (11)名義使用区分(1:夫,2:妻,その他)

1 (9)配偶者-外人区分(0:日本人,その他)

0 (10)配偶者-配偶者区分=2:妻(YES,NO)

昭和23.4.15 民事甲  926号回答

(13)→ (14)本紙へ 昭和23.5.6 民事甲 1131号回答

1 (12)審査(届出人資格:筆頭者単独)処理[3.1]

 7-2-(5)-32-11



/

/

昭和23.4.15 民事甲  926号回答

(16)→ (17)本紙へ 昭和23.5.6 民事甲 1131号回答

2 (15)審査(届出人資格:配偶者単独)処理[3.2]

その他 (18)審査(届出人資格:筆頭者、配偶者双方)処理[3.3]

 7-2-(5)-32-12



/

/

/

/

/

/

処理名 3.1 審査(届出人資格:筆頭者単独)　　1/2　　　　　　　3-1/7 備考

 (1)届出人資格1(000:未入力,008:筆頭者,110:未成年後見人,その他)

版 頁

審査(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 13/23

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

000 (2)届出人資格2(008:筆頭者,110:未成年後見人,その他)

008 (3)→(34)

(4)～(8)削除

110 (9)確認メッセージ

　｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?｣

YES (10)→ (11)3.0審査へ

(13),(14)削除

NO (12)→ 不受理

その他 (15)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

008 (16)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (17)→(34)

(18)～(22)削除

その他 (23)エラーメッセージ (24)3.0審査へ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

110 (25)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (26)確認メッセージ

　｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?｣

 7-2-(5)-32-13



版 頁

審査(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 14/23

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 3.1 審査(届出人資格:筆頭者単独)　2/2　3-2/7 備考

110 000 YES (27)→ (28)3.0審査へ

(30),(31)削除

NO (29)→ 不受理

その他 (33)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣

その他 (32)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

(34)→

 7-2-(5)-32-14



/

/

/

処理名 3.2 審査(届出人資格:配偶者単独)　1/2　4-1/7 備考

 (1)届出人資格1(000:未入力,009:配偶者,その他)

版 頁

審査(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 15/23

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

000 (2)届出人資格2(009:配偶者,その他)

009 (3)→(34)

(4)～(14)削除

その他 (15)エラーメッセージ (15-1)3.0審査へ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

009 (16)届出人資格2(000:未入力,その他)

000 (17)→(34)

(18)～(22)削除

その他 (23)エラーメッセージ (24)3.0審査へ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

(25)～(32)削除

 7-2-(5)-32-15



処理名 3.2 審査(届出人資格:配偶者単独)　2/2　4-2/7 備考

(25)～(32)削除

版 頁

審査(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 16/23

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(34)→

その他 (33)エラーメッセージ (33-1)3.0審査へ 不受理

　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣

 7-2-(5)-32-16



/

/

/

処理名 3.3 審査(届出人資格:筆頭者、配偶者双方)　5/7 備考

 (1)届出人資格1(000:未入力,008:筆頭者,009:配偶者,その他)

版 頁

審査(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日 20 17/23

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

008 (2)届出人資格2(009:配偶者,その他)

009 (3)→ 戸108Ⅰ

その他 (4)エラーメッセージ (5)3.0審査へ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

009 (6)届出人資格2(008:筆頭者,その他)

008 (7)→ 戸108Ⅰ

その他 (8)エラーメッセージ (10)3.0審査へ 不受理

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

(11)～(18)削除

その他 (9)エラーメッセージ 不受理

　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣

 7-2-(5)-32-17



/

/

/

/

/

/

不受理

20 18/23

処理名 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

Nのとき、不受理

不受理

改訂日付 版 頁

Nのとき、不受理

不受理

平成 6年12月 1日 平成29年 3月31日

Nのとき、不受理

Nのとき、不受理

昭和23.10.15民事甲660号通達

Nのとき、不受理(4)3.0審査へ

(8)3.0審査へ

(13)3.0審査へ

(18)3.0審査へ

審査(転籍届) システム化調査研究会

YES

(3)確認メッセージ

　｢単独親権ですか?｣

(5)筆頭者は本籍人である(YES,NO)

NO

3.4 審査(届出人資格:筆頭者15歳未満)　1/2　6/7

(12)エラーメッセージ

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

(8-1)エラーメッセージ

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

(14)届出人資格2(000:未入力,016:親権者父,019:親権者養父,その他)

(15)確認メッセージ

(6)筆頭者の身分事項に未成年後見事項がある(YES,NO)

→

→

110

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

　｢単独親権ですか?｣

(16)確認メッセージ

　｢共同親権ですか?｣

(17)エラーメッセージ

(10)確認メッセージ

　｢単独親権ですか?｣

(11)確認メッセージ

　｢共同親権ですか?｣

NO

(9)届出人資格2(000:未入力,017:親権者母,020:親権者養母,その他)

YES

017,020

その他

その他

000

017,020

000

(1)届出人資格1(000:未入力,016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年後見
人,その他)

(2)届出人資格2(016:親権者父,017:親権者母,019:親権者養父,020:親権者養母,110:未成年後見
人,その他)

016,017,0
19,020

(7)エラーメッセージ｢事件本人に未成年後見事項がありませ
ん。未成年後見人は届出人にはなれません。｣

000

016,019

その他

016,019

 7-2-(5)-32-18



/

/

/

19/23

処理名 備考

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

不受理

不受理

改訂日付 版 頁

平成29年 3月31日 20平成 6年12月 1日

3.4 審査(届出人資格:筆頭者15歳未満)　2/2　7/7

(25)3.0審査へ

(22)エラーメッセージ｢事件本人に未成年後見事項がありませ
ん。未成年後見人は届出人にはなれません。｣

→

審査(転籍届) システム化調査研究会

→

(23)エラーメッセージ

　｢届出人資格2の入力に誤りがあります。｣

NO

YES

(24)エラーメッセージ

　｢届出人資格1の入力に誤りがあります。｣

YES

NO

(19)届出人資格2(000:未入力,その他)

(20)筆頭者は本籍人である(YES,NO)

(21)筆頭者の身分事項に未成年後見事項がある(YES,NO)

その他

110

その他

000

 7-2-(5)-32-19



-

郵送日

渉外区分

同時決裁受領番号

-

｢33｣をセット

本籍人の時、転籍者の戸籍番号をｾｯﾄ

発送元

処理日

-

-

不受理申出処分区分

事件別内容

在外送付区分 ＝ 0の時、1
在外送付区分 ≠ 0の時、2

作成者 作成日付 改定日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

｢0:不要｣をセット

審査(転籍届) 平成10年 2月27日

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

項目 DB･ファイル名
画面名称名称 記号名

受領番号 転籍届画面　入力 受領NO

引渡側

送付日

｢1:創設｣をセット

｢0｣をセット

在外送付区分

送付日

-

支所NO

受領日

第7
2

(5)

(受取側)中間ファイル(届書) ←　(引渡側)転籍届画面　入力

作業名
データ編集表

項目
出力形態

Z9.,

版 頁

2 20/23

備考

名称 記号名

受取側

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　1/4処理名

出張所番号

受領日

選択事件コード

DB･ファイル名
画面名称

中間ファイル(届書)
共通

在外送付区分

発送元

許可日

受理送付区分

処理日

届区分 -

本非区分

指示日

ロック戸籍番号1

ロック戸籍番号4

-

本･非本

動態区分

郵送日

-

ロック戸籍番号5

-ロック戸籍番号2

-ロック戸籍番号3

-

-

3/4～4/4参照-

-

 7-2-(5)-32-20



審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。*

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　2/4 (受取側)中間ファイル(届書) ←　(引渡側)転籍届画面　入力

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
項目

改定日付 版 頁

　審査(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/23

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

備考DB･ファイル名
画面名称

ZERO

0:未、1:排他

*審査において一つでもエラーがある場合は不受理とす
る。

-

-

-

処分区分

決裁区分

届書排他区分

処理名

中間ファイル(届書)
共通

転籍届画面　入力 受 付受 付事件本人

 7-2-(5)-32-21



配偶者入力区分(配偶者)

配偶者入力区分(筆頭者)

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

本籍人の時、筆頭者の個人番号をｾｯﾄ

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　3/4 (受取側)中間ファイル(届書) 　(引渡側)転籍届画面　入力

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

　審査(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 22/23

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

本籍人の時、配偶者の個人番号をｾｯﾄ

版 頁

筆頭者のカナ氏名

筆頭者の漢字氏名

筆頭者の生年月日

筆頭者の個人除区分

筆頭者の住所

筆頭者の世帯主

配偶者の外人区分

配偶者のカナ氏名

配偶者の漢字氏名

配偶者の生年月日

配偶者の住所

筆頭者の配偶者入力区分

配偶者の配偶者入力区分

配偶者の世帯主

届出人資格1

届出人資格2

届出人氏名1

届出人氏名2

本籍

届出人氏名2

配偶者の個人番号

カナ氏名(配偶者)

漢字氏名(配偶者)

生年月日(配偶者)

住所コード(配偶者)

住所(配偶者)

住所コード(筆頭者)

住所(筆頭者)

世帯主(筆頭者)

外人区分(配偶者)

世帯主(配偶者)

届出人資格1

届出人資格2

届出人氏名1

カナ氏名(筆頭者)

漢字氏名(筆頭者)

生年月日(筆頭者)

個人除区分(筆頭者)

本籍コード

本籍

新本籍コード

新本籍

筆頭者の個人番号

新本籍

転籍届画面　入力中間ファイル(届書)
事件別内容

 7-2-(5)-32-22



名称 記号名

構成員の明細について
画面では、4人/画面ファイルで

は、3人/レコードです

引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名

作成者 作成日付 改定日付 版 頁

　審査(転籍届) システム化調査研究会 1

本籍人の時、構成員の個人番号をｾｯﾄ

23/23

←　(引渡側)転籍届画面　入力

令和　年　月　日

転籍届画面　入力 名義使用区分

構成員人数

平成6年12月 1日

構成員の世帯主

構成員の生年月日

構成員のカナ氏名

構成員の漢字氏名

構成員の住所

作業名

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　4/4 (受取側)中間ファイル(届書)

第7
2

(5)

受取側

名義使用区分

世帯主(構成員)

生年月日(構成員)

構成員人数

構成員の個人番号

カナ氏名(構成員)

漢字氏名(構成員)

住所コード(構成員)

住所(構成員)

データ編集表

処理名

中間ファイル(届書)
事件別内容
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出力
(サンプル)

附票データベース
入力

(サンプル)

中間ファイル(届書) 入力
中間ファイル(30条
の12第1項)

版第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

2.1

改訂日付作成日付
システム環境仕様書

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　(2)戸籍変動情報を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)中間ファイル(30条の12第1項)を編集･出力する。……………(サンプル提示)
　(7)下記に制御を渡す。
　　　　処分決定処理
　　　　並び換え処理

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　　1.0 データ編集表(入力確認画面)
　　　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表
　　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)
　　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍[戸籍事項])
　　　　　　　　　　　　4.1 戸籍特定情報
　　　　　　　　　　　　　　　4.1.1 戸籍特定(新戸)
　　　　　　　　　　　　　　　4.2.1 戸籍特定(記録)
　　　　　　　　　　　　4.2 戸籍事項情報
　　　　　　　　　　　　　　　4.2.1 戸籍事項(編製)
　　　　　　　　　　　　　　　4.2.2 戸籍事項(記録)
　　　　　　　　　　　　　　　4.2.3 戸籍事項(消除)
　　　　　　　　　　　　4.3 個人特定情報
　　　　　　　　　　　　　　　4.3.1 個人特定(入籍)
　　　　　　　　　　　　　　　4.3.2 個人特定(記録)
　　　　　　　　　　　　4.4 氏名情報
　　　　　　　　　　　　　　　4.4.1 氏名(入籍)
　　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)
　　　　　　　　　　　　5.1 転籍者
　　　　　　　　　6.0 データ編集表(中間ファイル/30条の12第1項)……(サンプル提示)
　　　　　　　　　　　　6.1 転籍者

中間ファイル(仮受付) 出力

5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(仮戸籍) 出力

頁

1/25

入出力区分

平成6年12月 1日 平成11年3月1日入力確認(転籍届)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称

中間ファイル(9条2項) 出力

(サンプル)

附票

データベース

中間ファイル

(届書)

入力確認

(転籍)

中間ファイル

(30条の12

第1項)

中間ファイル

(仮受付)

(詳細別紙)

(サンプル)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

入力確認

(転籍)

並び換え入力処分決定

(仮受付)

エラー履
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/

/

/

/

/

YES /

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

YES /

NO /

NO

/

YES /

NO /

/

YES /

(14)個人特定情報

(17)氏名情報

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、メッセージ｢入力項目を確認し、
よければ実行キーを押下してください。｣を表示する

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編成マトリックス表を参照し、事件
本人の戸籍変動状況を決定する

実行キー

〔4.0〕

〔4.1.1〕

〔4.1.2〕

(5)事件本人が本籍人である(YES,NO)

(6)戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(7)戸籍特定情報

(20)在外送付区分 ＝ 0:受理分 又は 2:在外公館の直接送付である
(YES,NO)

(21)転籍者について中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(22)→(23)

(23)新戸編製である(YES,NO)

(24)筆頭者、配偶者を除く構成員数は2名以上である(YES,NO)

〔4.2.1〕

〔4.2.2〕

〔4.2.3〕

〔4.3.2〕

〔4.4.1〕

〔6.1〕

個人特定(入籍)

個人特定(記録)

氏名(入籍)

(17-1)事件本人は在外選挙人である(YES,NO)

(17-2)事件本人について中間ファイル(30条の12第1項)を編集･
出力する

〔7.1〕

処理名

〔4.3.1〕

戸籍事項(記録)

(15)個人特定(入籍)の編集

(16)個人特定(記録)の編集

(18)氏名(入籍)の編集

(11)戸籍事項(編製)の編集

(12)戸籍事項(記録)の編集

(13)戸籍事項(消除)の編集

(10)戸籍事項情報

戸籍事項(編製)

戸籍事項(消除)

(19)→(20)

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者
要件定義ワークシート

〔1.0〕

〔2.0〕

〔3.0〕

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF11,その他)

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(8)戸籍特定(新戸)の編集

(9)戸籍特定(記録)の編集

戸籍特定(新戸)

戸籍特定(記録)

作業名

入力確認(転籍届) 2/25

版

2.1平成6年12月1日 平成11年3月1日

改訂日付作成日付

備考

頁

0.0 本紙　1/2

処理(17-1),(17-2)

転籍人数分行う

転籍人数分行う

転籍人数分行う,※サンプル提示

附票情報との連動により在外選挙人関連の
対応が戸籍システムで可能な場合
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YES YES /

YES

NO

NO

NO

/

ある

なし

/

ある

なし

(42)同画面を編集する

(40)エラー履歴表示に制御を渡
す

(25)構成員(筆頭者、配偶者を除く)同生年月日者がいる(YES,NO)

版 頁

入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成11年3月1日 2.1

備考

(38)同画面を編集する

作成者 作成日付 改訂日付

3/25

(31)審査に制御を渡す

(34)同画面を編集する

(27)並べ換えに制御を渡す

(28)処分決定に制御を渡す

0.0 本紙　2/2

(29)業務選択に制御を渡す

(30)届出選択に制御を渡す

(41)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(26)戸籍法14条により並べ換えし並び換え処理へ

→

→

→

(33)前ページ分の｢転籍届｣画面を編集

(35)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(36)次ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

(37)次ページ分の｢転籍届｣画面を編集

→

(32)前ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

(39)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

→

その他

PF2

PF5

PF7

PF1

PF8

PF11

第7
2

(5)

処理名

要件定義ワークシート
作業名
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在外送付区分

本非区分

郵送日

支所NO

郵送日

筆頭者の世帯主

筆頭者の配偶者区分名称

処理日

本籍

画面ID

システム日付

作成者 作成日付 改定日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

中間ファイル(届書)
共通

転籍届確認画面(そ
の1)

中間ファイル(届書)
事件別内容

　入力確認(転籍届) 令和　年　月　日

有処理日

発送元

受領番号

受領日

有送付日

有

第7
2

(5)

(受取側)転籍届確認画面 (引渡側)中間ファイル(届書)

作業名
データ編集表

項目
出力形態

Z9.,

版 頁

1 4/25

備考

名称 記号名

受取側

1.0 確認画面(転籍届(その1))表示1/2処理名

引渡側

DB･ファイル名
画面名称 記号名

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

項目 DB･ファイル名
画面名称名称

システム日付

画面ID

出張所番号

受領日

送付日

発送元

受領NO

本籍コード

新本籍 新本籍コード

有

本籍

有

在外送付区分

有

本非区分

カナ氏名(筆頭者)

筆頭者の個人除区分名称

筆頭者の漢字氏名 漢字氏名(筆頭者)

筆頭者のカナ氏名

生年月日(筆頭者)

新本籍

有

個人除区分(筆頭者)

筆頭者の生年月日

筆頭者の個人除区分

筆頭者の住所

有

有

配偶者区分(筆頭者)筆頭者の配偶者区分

住所コード(筆頭者) 有

世帯主(筆頭者)

住所(筆頭者)
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有

有

有

有

版 頁

　入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/25

配偶者の配偶者区分名称 有

名称 記号名 名称 記号名

作成者 作成日付

(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考項目

第7
2

(5)
データ編集表

作業名

DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

転籍届確認画面(そ
の1)

処理名

有

(受取側)転籍届確認画面

改定日付

有

構成員数

届出人資格2

届出人氏名1

届出人氏名2

名義使用区分

届出人資格1

配偶者区分(配偶者)

外人区分(配偶者)

カナ氏名(配偶者)

1.0 確認画面(転籍届(その1))表示2/2

漢字氏名(配偶者)

住所コード(配偶者)

住所(配偶者)

生年月日(配偶者)

届出人資格2名称

届出人氏名1

届出人氏名2

名義使用区分

名義使用区分表示

構成員人数

配偶者の漢字氏名

配偶者の外人区分名称

配偶者の生年月日

届出人資格1

届出人資格1名称

届出人資格2

配偶者の住所

配偶者の配偶者区分

配偶者の外人区分

配偶者のカナ氏名

中間ファイル(届書)
事件別内容

受 付受 付事件本人
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1

処理名 1.0 確認画面(転籍届(その2))表示 (受取側)転籍届確認画面

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

-

構成員の世帯主 住所(構成員)

有

構成員人数より必要な画面数の最大
頁数を表示する

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

備考

構成員の生年月日

現在頁

最大頁

現在表示している画面の出現番号を
表示する

構成員人数について
画面では、4人/画面ファイルで

は、3人/レコードです

-

6/25

(引渡側)中間ファイル(届書)

出力形態

Z9.,

構成員を一連番号で設定

改定日付 版 頁

令和　年　月　日

有

平成6年12月 1日

引渡側

システム化調査研究会

作成者 作成日付

生年月日(構成員)

-

カナ氏名(構成員)

漢字氏名(構成員)

住所コード(構成員)

世帯主(構成員)

データ編集表
作業名

　入力確認(転籍届)

受取側

DB･ファイル名
画面名称

第7
2

(5)

中間ファイル(届書)
事件別内容

項目

構成員の番号

構成員のカナ氏名

構成員の漢字氏名

構成員の住所

転籍届確認画面(そ
の2)
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1 ○ ○

2 ○ ○

3 ○ ○

4 ○ ○

*1　4.3.2は画面入力した筆頭者、配偶者、構成員の全ての戸籍が除籍の対象とする。
　　ただし、筆頭者が除籍(個人除区分 ＝ 1)の場合、筆頭者の戸籍の変動は行わない。
*2　4.3.1、4.4.1は画面入力した転籍者(筆頭者、配偶者、構成員)は、以下の順で記録する。
　　　　　　　　　第1順位　筆頭者区分　(1:筆頭者、0:構成員の順)
　　　　　　　　　第2順位　配偶者区分　(1:夫、2:妻、3:生存配偶者、0:未婚の順)
　　　　　　　　　第3順位　生年月日　　(和暦年号は西暦換算で上昇順、年、月、日の順)
　　　　　　　　　第4順位　入力順　　　(構成員番号の順)

☆管外から管内へ転籍する場合、外国人配偶者の戸籍(個人特定)は作成しないこと

全
部
除
籍

新
戸
籍
編
製

変
動
な
し

*1 *2

○

4.3.2

○

戸籍の変動

4.3.1

4.2.3

○

4.1.2

4.2.2

処理名 2.0　戸籍編製マトリックス表

現本籍 新本籍

本
籍

非
本
籍

管
内

管
外

条件

4.1.1

4.2.1

4.4.1

4.1.2

項番

第7
2

(5)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会入力確認(転籍届) 平成6年12月 1日

頁

1 7/25

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

版

受 付受 付事件本人

 7-2-(5)-32-30



版 頁

　入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3 (受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

｢33｣を設定

受付日 送付日 または受領
日

中間ファイル(仮受
付)
共通

受付事件コード -

送付日 ≠ スペースの場合、送付日

送付日 ＝ スペースの場合、受領日

事件発生日 -

事件発生日時 -

事件発生時分 -

受理送付区分 受理送付区分

本非区分 本非区分

0:日本人

証書提出区分 -

渉外区分 -

0:届出

発送日 -

郵送日 郵送日

移送データなし

収日 -

発日 -

移送データなし

指示日 - 移送データなし

許可日 - 移送データなし

移送データなし

届出人資格区分1 届出人資格1 OR 2

関連受領番号 -

資格区分 ＝ 008:筆頭者または009:
配偶者　以外の時設定

有届出人資格区分1名称

届出人資格区分2名称

届出人資格区分2

届出人氏名1 届出人氏名1 OR 2

届出人氏名2
-

有

受 付受 付事件本人

受 付受 付事件本人
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版 頁

　入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3 (受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

中間ファイル(仮受
付)　共通

届後本籍区分 中間ファイル(届書)
-

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

戸籍編製マトリックスから設定

(1:入籍、2:新戸籍編製)

届後本籍 新本籍

届後本籍コード 新本籍コード

届後本籍の筆頭者 筆頭者の漢字氏名

送達確認区分1

-

届後本籍が非本籍 かつ在外送付区
分 ＝ 0(受理分)の場合、1(未到達)
を設定。

上記以外は、0(不要)を設定。

届書送付目録区分

-

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、1(送付
要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。

*本非区分は、共通部の項目を用い
る。

決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

←　(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード

変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁

入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成26年 3月 1日 17 10/25

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/事件本人

名義使用区分 ≠ 1(夫)又は2(妻)の場合
資格区分1又は2 ＝ 008の時、44(筆頭

者)で1件作成
資格区分1又は2 ＝ 009の時、45(配偶

者)で1件作成
資格区分1又は2 ＝ 008又は009以外の

時、44(筆頭者)で1件作成
名義使用区分 ＝ 1(夫)又は2(妻)の場合

資格区分1又は2 ＝ 008又は009の時、
44(筆頭者)、45(配偶者)で1件ずつ作成

行番号 -

中間ファイル(仮戸
籍)
事件本人

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

事件本人区分

-

届出人区分

-

資格区分1　又は2 ＝ 008または009
:1を設定
それ以外　:0設定

カナ氏名

-

事件本人区分

44の場合、筆頭者カナ氏名移送

45の場合、配偶者カナ氏名移送

事件本人区分漢字氏名

- 44の場合、筆頭者漢字氏名移送

45の場合、配偶者漢字氏名移送

事件本人区分生年月日

- 44の場合、筆頭者生年月日移送

45の場合、配偶者生年月日移送

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

送達確認2 現本籍が(本非区分 ＝ 2)かつ(在外
送付区分 ＝ 0)の場合1(未到着)を設
定
上記以外は、0(不要)を設定。
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版 頁

　入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1.1 戸籍特定(編製)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定 ←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

処理日がないときは送付日を設定
送付日もないときは受領日を設定

戸籍番号 中間ファイル(届書)中間ファイル(仮戸
籍) 戸籍特定

編製日 処理日(または送付
日または受領日)

回復日 -

改製日 -

消除日 -

本籍コード 新本籍コード

筆頭者 筆頭者の漢字氏名

本籍 新本籍

在籍者数 -

記録者数 - 在籍者数+除籍者数

筆頭者個人除区分 ＝ 1(除籍)の場合1を
設定
上記以外は、0を設定

除籍者数 -

筆頭者個人除区分 ＝ 0(在籍)の場合1+構
成員人数
上記以外は、構成員人数

0:解除を設定

0:現戸籍

戸籍異動区分

戸籍除区分
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版 頁

　入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1.2 戸籍特定(記録)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍特定 ←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

編製日 -

戸籍番号 中間ファイル(届書) -

消除日 処理日(または送付
日または受領日)

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍特定

改製日 -

全部除籍のとき設定
処理日がないときは送付日を設定
送付日もないときは受領日を設定

回復日 -

本籍コード 新本籍コード 管内転籍のとき設定

同上

筆頭者 -

本籍 新本籍

記録者数 -

在籍者数 - 全部除籍のとき、0を設定

全部除籍のとき、記録者数を設定

戸籍除区分 -

除籍者数 -

全部除籍のとき1:除籍を設定

戸籍異動区分 -
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版 頁

入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 13/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 4.2.1 戸籍事項(編製)編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

個人番号 中間ファイル(届書) -

名称 記号名 名称 記号名

0を設定

タイトルコード -

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項

出力区分 -

3301を設定

決裁処理で決定

行番号 -

記録コード - 3301を設定

管掌者コード -

事件発生日 受領日

入
戸
籍

従前本籍 本籍

転籍日 受領日

除
戸
籍

新本籍 -

資格 届出人資格1 また
は届出人資格2

氏名 届出人氏名1 また
は届出人氏名2

届出人資格1、2の組合せにより、設
定する。
詳細編集内容は、次項参照(2/2)資格名称

届
出

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

-許
可

許可日 -

従前の記録

許可を受けた者 -

許可書謄本を受けた
日

本籍 -
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記録

特記

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 14/25

処理名 4.2.1 戸籍事項(編製)編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

特記事項 - 名義使用区分が1または2の場合'夫婦
名義で届出'を設定

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項

記録日 中間ファイル(届書) 処理日

届出人資格･氏名の編集内容

(1)届出人資格
　入力された届出人資格1、2の組合せにより以下に示す資格名称を移送する。

　　　　　　資格2

資格1

000
(未入力)

008
(筆頭者)

009
(配偶者)

016
(親権者父)

017
(親権者母)

019
(親権者養父)

020
(親権者養母)

110
(未成年後見人)

008(筆頭者) 夫または妻 *1

000(未入力) 夫または妻 *1 夫または妻 *1 親権者父 親権者母 親権者養父 親権者養母 未成年後見人

016(親権者父) 親権者父 親権者父母 親権者父,養母 *2

009(配偶者) 夫または妻 *1

019(親権者養父) 親権者養父 親権者母,養父 *2 養父、養母 *2

017(親権者母) 親権者母 親権者父母 親権者母,養父 *2

*1:名義使用区分 ＝ 1のとき｢夫｣
　 名義使用区分 ＝ 2のとき｢妻｣を設定する

*2:届出人資格1,2にそれぞれ資格名称を設定する
　　 (届出人資格名称の統合は行わない)
　　　EX.　019(親権者養父)と017(親権者母)の場合
　　　　　【届出人(1)】親権者養父　甲野義太郎
　　　　　【届出人(2)】親権者母

(2)届出人氏名
　届出人資格1、2のいずれかが019(親権者養父)、020(親権者養母)、110(未成年後見人)の場合は、入力された届出人氏名を移送する。

110(未成年後見人) 未成年後見人

020(親権者養母) 親権者養母 親権者父,養母 *2 養父、養母 *2
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版 頁

入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 15/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 4.2.2 戸籍事項(記録)編集･出力　1/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項 ←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

個人番号 中間ファイル(届書) -

名称 記号名 名称 記号名

0を設定

タイトルコード -

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項

出力区分 -

3301を設定

行番号 -

記録コード - 3301を設定

管掌者コード -

事件発生日 受領日

入
戸
籍

従前本籍 -

転籍日 受領日

除
戸
籍

新本籍 -

届
出

資格 届出人資格1または
届出人資格2

届出人氏名1または
届出人氏名2

届出人資格1、2の組合せにより、設
定する。
詳細編集内容は、次項参照(2/2)資格名称

氏名

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

許可書謄本を受けた
日

-許
可

許可日 -

許可を受けた者 -

本籍 本籍

従前の記録
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記録

特記

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

←　(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 16/25

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2.2 戸籍事項(記録)編集･出力　2/2 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項

記録日 中間ファイル(届書) 処理日

届出人資格･氏名の編集内容

(1)届出人資格
　入力された届出人資格1、2の組合せにより以下に示す資格名称を移送する。

　　　　　　資格2

資格1

000
(未入力)

008
(筆頭者)

009
(配偶者)

016
(親権者父)

017
(親権者母)

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項

019
(親権者養父)

020
(親権者養母)

110
(未成年後見人)

特記事項 - 名義使用区分が1または2の場合'夫婦
名義で届出'を設定

008(筆頭者) 夫または妻 *1

000(未入力) 夫または妻 *1 夫または妻 *1 親権者父 親権者母 親権者養父 親権者養母 未成年後見人

016(親権者父) 親権者父 親権者父母 親権者父,養母 *2

009(配偶者) 夫または妻 *1

019(親権者養父) 親権者養父 親権者母,養父 *2 養父、養母 *2

017(親権者母) 親権者母 親権者父母 親権者母,養父 *2

020(親権者養母) 親権者養母 親権者父,養母 *2

(2)届出人氏名
　届出人資格1、2のいずれかが019(親権者養父)、020(親権者養母)、110(未成年後見人)の場合は、入力された届出人氏名を移送する。

*1:名義使用区分 ＝ 1のとき｢夫｣
　 名義使用区分 ＝ 2のとき｢妻｣を設定する

*2:届出人資格1,2にそれぞれ資格名称を設定する
　　(届出人資格名称の統合は行わない)
　　　EX.　019(親権者養父)と017(親権者母)の場合
　　　　　【届出人(1)】親権者養父　甲野義太郎
　　　　　【届出人(2)】親権者母

養父、養母 *2

110(未成年後見人) 未成年後見人
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版 頁

入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 17/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 4.2.3 戸籍事項(消除)編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

個人番号 中間ファイル(届書) -

名称 記号名 名称 記号名

0を設定

タイトルコード -

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項

出力区分 -

3301を設定

行番号 -

記録コード - 3301を設定

管掌者コード -

事件発生日 受領日

入
戸
籍

従前本籍 -

転籍日 受領日

除
戸
籍

新本籍 新本籍

届
出

資格 届出人資格1 また
は　届出人資格2

届出人氏名1 また
は　届出人氏名2

届出人資格1、2の組合せにより、設
定する。
詳細編集内容は、前項参照資格名称

氏名

受理者 発送元

送
付

送付を受けた日 送付日

許可書謄本を受けた
日

-許
可

許可日 -

許可を受けた者 -

本籍 -

従前の記録
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記録

特記

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

　入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 18/25

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.2.3 戸籍事項(消除)編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/戸籍事項

第7
2

(5)
データ編集表

中間ファイル(仮戸
籍)
戸籍事項 特記事項

-
名義使用区分が1または2の場合'夫婦
名義で届出'を設定

記録日 中間ファイル(届書) 処理日
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版 頁

　入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 19/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(届書) -

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3.1 個人特定(編製)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定

2.0戸籍編製マトリックス表*2で示し
た順で順次番号を付番する

中間ファイル(仮戸
籍)
個人特定

戸籍記録順位番号
-

決裁処理で設定

戸籍番号 - 決裁処理で設定

個人番号

処理日がないときは送付日を設定
送付日もないときは受領日を設定

入籍日 処理日(または送付
日または受領日)

個人除区分 ＝ 0の時、設定しない
個人除区分 ≠ 0の時、上記入籍日と同一
日を設定する

除籍日 処理日(または送付
日または受領日)

生年月日 生年月日

性別 -

筆頭者区分 - 筆頭者の場合:1を設定
その他:0を設定

筆頭者,配偶者の場合:配偶者入力区
分を移送
その他:0を設定

配偶者区分 配偶者入力区分

母 -

父 -

父母との続柄 -

養父 -

養父母との続柄 -

養母 -

前個人番号 -

個人除区分 - 0:在籍者を設定
但し、筆頭者かつ個人除区分 ≠ 0の場合
には入力された区分を設定
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版 頁

　入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(届書)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.3.2 個人特定(記録)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/個人特定

入籍日

中間ファイル(仮戸
籍)
個人特定

戸籍記録順位番号

戸籍番号

個人番号

個人除区分 ≠ 0の場合は、既存区分を移
送(変更なし)
個人除区分 ＝ 0の場合は、
処理日 ≠ スペース:処理日
送付日 ≠ スペース:送付日　他は受領日

除籍日 処理日(または送付
日又は受領日)

生年月日

性別

配偶者区分

筆頭者区分

父

母

養父

父母との続柄

養母

養父母との続柄

個人除区分

前個人番号

既存の区分が0の場合、2(戸籍消除)を設
定。
上記以外は、既存区分内容を移送。
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第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁

　入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/25

改定日付

処理名 4.4.1 氏名(入籍)編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍)/氏名 ←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

決裁処理で設定

行番号 -

個人番号 中間ファイル(届書) -中間ファイル(仮戸
籍)
氏名

カナ氏名 カナ氏名(事件者の
カナ氏名)

漢字氏名 漢字氏名(事件者の
漢字氏名)
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版 頁

入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 22/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 5.1 転籍者 編集･出力　1/X (受取側)中間ファイル(9条2項)/転籍者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード

変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

名称 記号名 名称 記号名

市区町村部分だけのコード

宛名

中間ファイル(9条2
項)
転籍者

市区町村コード 住所コード

市区町村を宛名に変換した項目

出張所番号 出張所番号

事件コード 33(転籍届)

受理日 受領日or送付日 送付日がない場合に受領日を設定

個人番号 本籍人の場合は個人番号を設定

新氏名 漢字氏名(筆頭者,配
偶者,構成員)

旧氏名 漢字氏名(筆頭者,配
偶者,構成員)

新生年月日 生年月日(筆頭者,配
偶者,構成員)

旧生年月日 生年月日(筆頭者,配
偶者,構成員)

新父母との続柄

新本籍コード 新本籍コード

旧父母と続柄

新本籍 新本籍

旧本籍コード 本籍コード

新筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

旧本籍 本籍

旧筆頭者 漢字氏名(筆頭者)

住所コード 住所コード(筆頭者,
配偶者,構成員)

項目がある場合移送
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作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

処理名 5.1 転籍者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(9条2項)/転籍者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

入力確認(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 23/25

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

住所 中間ファイル(届書) 住所 (筆頭者 ,配偶
者,構成員)

項目

名称 記号名 名称 記号名

項目がある場合移送

中間ファイル(9条2
項)
転籍者

方書 住所 (筆頭者 ,配偶
者,構成員)

項目がある場合移送

住定日

住民日

世帯主との続柄

世帯主
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版

在外選挙人名簿

登録市区町村コード

33(転籍届)

送付日がない場合は受領日を設定

本籍人の場合は個人番号を設定

市区町村を宛名に変換した項目

項目がある場合移送

作成日付

送付日又は受領日

受領番号

作成者

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

新本籍コード

新本籍

本籍コード

本籍(筆頭者)

漢字氏名(筆順者)

漢字氏名(筆順者)

出張所番号

受領番号

出張所番号

作業名

中間ファイル(届書)

入力確認(転籍届)

附票データベース市区町村コード

宛名

新父母との続柄

旧父母との続柄

新本籍コード

新本籍

旧本籍コード

旧本籍

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

新筆頭者

旧筆頭者

住所コード

中間ファイル(届書)

漢字氏名(筆頭者,配
偶者,構成員)

漢字氏名(筆頭者,配
偶者,構成員)

受理日

個人番号

事件コード

新氏名

新生年月日(筆頭者,
配偶者,構成員)

住所コード(筆頭者,
配偶者,構成員)

中間ファイル(30条
の12第1項)
転籍者

旧生年月日(筆頭者,
配偶者,構成員)

平成11年 3月 1日 2.1 24/25

処理名 6.1 転籍者　編集･出力　1/2 (受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/転籍者 ←　(引渡側)中間ファイル(届書)　

受取側 引渡側
コード

変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)

データ編集表
（サンプル提示）

頁改訂日付
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版 頁

2.1 25/25平成11年 3月 1日

項目がある場合移送

項目がある場合移送

住所

方書

住定日

処理名 6.1 転籍者　編集･出力　2/2 (受取側)中間ファイル(30条の12第1項)/転籍者 ←(引渡側)中間ファイル(届書)　

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5) 平成6年12月 1日

住民日

世帯主

世帯主との続柄

受取側 引渡側
コード

変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z9.,

データ編集表
（サンプル提示）

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

入力確認(転籍届) システム化調査研究会

中間ファイル(30条
の12第1項)
転籍者

住所(筆頭者 配偶
者,構成員)

方書 (筆頭者 ,配偶
者,構成員)

中間ファイル(届書)
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第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名 版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付 頁

1/1並び換え(転籍届)
システム処理の概要説明

1.並び換え(転籍届)処理範囲外の処理

2.並び換え(転籍届)入力画面の意義
　(1)転籍を行う当事者(筆頭者及び配偶者を除く)の新記録順位を入力する。

3.その他
　(1)中間ファイル(仮戸籍:個人特定、氏名)を以下の順に分類し新順位で中間ファイル(仮戸籍:個人特定、氏名)を作成してあること
　　 第1順位　筆頭者区分　(1:筆頭者,O:構成員の順)
　　 第2順位　配偶者区分　(1:夫,2:妻,3:生存配偶者,0:未の順)
　　 第3順位　生年月日　　(上昇順:年号は西暦換算で上昇順になること)
　　 第4順位　入力順　　　(画面入力順)

作成日付
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入出力区分名称

入出力

第7
2

(5) システム化調査研究会

作成者作業名

1

改定日付作成日付
システム環境仕様書

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)新記録順位のチェック
　(2)処分決定処理に制御を渡す

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　　1.0 新記録順位チェック
　　　　　　　　　2.0 データ編集表(並び換え(転籍届)画面)

入出力区分名称

2.使用DB･ファイル一覧

5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(仮戸籍

頁

1/4平成6年12月 1日 令和　年　月　日　並び換え(転籍届)

版

中間ファイル

(仮戸籍)

並び換え

(転籍届)

中間ファイル

(仮戸籍)

確認画面

(転籍届)

処分決定

(仮受付)
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/

/

/

YES /

/

NO

/

ある

なし

/

ある

なし

処理名 　0.0　本紙 備考

(1)中間ファイル(仮戸籍:個人特定)を画面表示する
　ただし筆頭者、配偶者の新記録順位項目は入力禁止にする

版 頁

　並び換え(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/4

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(4)中間ファイル(仮戸籍:個人特定)を新記録順位で分類し編集出力

(5)面面の入力項目を全て入力禁止とする

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF7,PF8,PF11,PF12,その他)

実行キー (3)新記録順位チェック(OK:YES,NG:NO) 〔1.0〕

PF1 → (9)業務選択に制御を渡す

(6)新記録順位で｢並び換え(転籍届)｣画面を編集 (8)同画面を編集する

(7)エラーメッセージを表示する

PF5 ｢中間ファイル(仮戸籍:個人特定)の順序を記録順位とする。｣ (11)入力確認に制御を渡す

PF2 → (10)届出選択に制御を渡す

(14)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

PF8 (16)次ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

PF7 (12)前ページがあるか(ある:YES,なし:NO)

(13)前ページ分の｢並び換え(転籍届)｣画面を編集 (15)同画面を編集する

PF10 (19)画面の入力項目の入力禁止を解除する
　ただし筆頭者、配偶者の新記録順位項目は入力禁止にする

入力項目が入力禁止のときのみ有効

(17)次ページ分の｢並び換え(転籍届)｣画面を編集 (20)同面面を編集する

(18)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

PF12 (22)入力画面を初期化する (24)同画面を編集する

その他 (23)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣

PF11 ｢中間ファイル(仮戸籍:個人特定)の順序を記録順位とする。｣ (21)処分決定処理に制御を渡す
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/

YES /

YES /

YES

NO

NO

NO /

/

/

YES

NO /

新記録順位を新たな構成員番号として移送
する前に、既に新構成員番号が他の構成員
にて設定されているか判定する。まだ未設
定ならば、新たな構成員番号として移送す
る。

処理名 　1.0　新記録順位チェック 備考

(4)新記録順位は00＜新載順位 ≦ 在籍数である

(6)→(12)

(7)エラーメッセージ

(13)エラーメッセージ

(8)エラーメッセージ

　｢新記録順位は設定可能範囲を超えています。｣

(10)構成員番号を新記録順位に移送

(11)→(12)

(3)新記録順位が入力されている(YES,NO)

(5)新記録順位は同生年月日者の番号である(YES,NO)

｢同生年月日者どうしの記録順位の変更しか出来ません。｣

版 頁

　並び換え(転籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/4

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

　｢新記録順位が重複しています。｣

(15)新記録順位を構成員番号(新)へ移送する

(14)本紙へ

(12)新記録順位は重複している(YES,NO)

 (1)構成員分繰り返す

(9)本紙へ

戸14

(2)本紙へ
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有

有

有

仮戸籍(個人特定、氏名)を順次表示
する　1画面/6件

並び換え(転籍届)画
面

中間ファイル(届書)
共通

仮戸籍(個人特定)

有

仮戸籍(個人特定、氏名)の格納順を
一連番号として設定

平成6年12月 1日

有

画面ID

　入力確認(転籍届) 令和　年　月　日

画面ID

システム日付システム日付

送付日 有

出張所番号

受領番号

有受領日

第7
2

(5)

並び換え(転籍届)画面 ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)

作業名
データ編集表

項目
出力形態

Z9.,

版 頁

1 4/4

備考

名称 記号名

受取側

2.0 並び換え(転籍届)表示処理名

引渡側

DB･ファイル名
画面名称 記号名

作成者 作成日付 改定日付

システム化調査研究会

コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

項目 DB･ファイル名
画面名称名称

受領NO

受領日

送付日

支所NO

在外送付区分

発送元

本非区分

在外送付区分

発送元

処理日 処理日

本非区分

筆頭者区分

郵送日

NO

郵送日

漢字氏名 漢字氏名仮戸籍(氏名)

-

配偶者区分

筆頭者区分

生年月日

配偶者区分

生年月日

受 付受 付事件本人
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33.就籍届

第7.2.(5)｢異動｣処理



　1.就籍業務処理範囲外の処理

　　･親子関係存在確認の確定判決に基づく親子同時の就籍を行う場合の処理
　　　個々の届書に分けた上でそれぞれ審査を行う。

　　･樺太又は千島に本籍を有していた者が内地に就籍を行う場合の処理
　　　就籍原因については特記事項として記録する為

　　･死亡した者について就籍許可の審判がなされ、これに基づいて就籍届があっても受理しない(昭31.3.6民2発91第二課長回答)

　　･本籍不明又は無籍のまま婚姻した者が離婚して除籍された後、就籍を行う場合の処理(昭和31.5.2民甲838通達)
　　　別途届出にて審査する

　　･就籍届により、父または母について新戸籍を作成する場合

　　･事件本人の成年後見人から届出された場合

　2.就籍届入力画面の意義

　　･就籍届を行う事件本人の各項目を入力する。

　3.その他

　　添付書類
　　･家庭裁判所からの就籍許可審判書の謄本(戸38Ⅱ)又は確定判決(審判)による判決(審判)書の謄本及び判決(審判)確定証明書(戸111)

版 頁

審査(就籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 1/1

改訂日付第7
2

(5)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付
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5.備考(特記事項含む)
　(1)就籍人の年齢計算について
　　　受領日を基準日として計算する。

第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(就籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/9

改定日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

戸籍DB 入力

個人状態ファイル 入力

エラー履歴ファイル 出力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データチェック(単体表)
　　　　　　　　2.0　データチェック(関連表)
　　　　　　　　3.0　審査
　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル/届書)

3.処理概要

　(1)就籍届の内容を画面入力する。
　(2)就籍で入力された項目の単体チェックを行う。
　(3)就籍で入力された項目の関連チェックを行う。
　(4)審査を行う。
　(5)就籍届から中間ファイル(届書)を編集し、出力する。
　(6)入力確認(就籍届)に制御を渡す。

中間ファイル(届書) 出力

審 査

(就籍届)

中間ファイル

(届書)

エラー履歴

ファイル

(詳細別紙)

入力画面

(就籍届)

入力確認画面

(就籍届)

個人状態

ファイル

戸籍

データベース
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/

/

/

/

/

/

NO

NO

(20)同画面を編集する

(22)同画面を編集する

(24)同画面を編集する(23)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣

(19)当該審査エラーの確認後、以降の審査を続行する

(21)入力画面を初期化する

(18)同画面を編集する

　→

　→

(8)入力確認画面に制御を渡す

(17)画面の入力項目の入力禁止を解除する

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) 〔1.0〕

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO) 〔2.0〕

(6)審査(OK:YES,NG:NO) 〔3.0〕

(7)中間ファイル(届書)編集出力 〔4.0〕

PF1

PF2

(12)同画面を編集する

(15)業務選択に制御を渡す

(16)届出選択に制御を渡す

確認

(10)エラーメッセージを表示する

(11)確認メッセージを表示し、メッセージに対して
応答の後、以降の審査を続行する。

(9)メッセージの種類(審査エラー,確認)

審査エラー

入力項目が入力禁止のときのみ有効

審査エラー発生時のみ有効

改定日付

平成 6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付作業名

　審査(就籍届)

第7
2

(5) システム化調査研究会

備考0.0　本紙

PF10

PF11

PF12

その他

/

作成者

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF10,PF11,PF12,その他)

(5)画面の入力項目を全て入力禁止とする

(1)届書内容を画面入力する

実行キー

YES

YES

YES

NO

(13)エラーメッセージを表示する

(14)エラーメッセージを表示する

処理名

頁

2/9

版

1令和　年　月　日

｢届書メニュー｣で受領番号が入力された場合、
届書ファイルから画面編集をおこなう。

メッセージをエラー履歴に出力する

確認と応答をエラー履歴に出力する
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 ○ 英数

4 英数

5 漢字

7 英数

8 ○ 数字

9 英数

10 ○ カナ

11 ○ 漢字

12 漢字

13 漢字

14 ○ 漢字

15 ○ 漢字

16 漢字

17 漢字

18 ○ 数字

20 英数

21 ○ 英数

22 ○ 英数

(0:受理分,1:国内からの送付,2:在外公館の直接送付,3:在
外公館の国内経由)であること

19

23 就籍人就籍原因 英数

6

(1:新戸籍編製,2:父母の現在戸籍に入る,3:配偶者の戸籍
に入る)であること

住基8,9Ⅱ

住基8,9Ⅱ

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍,2:非本籍)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

発送元

就籍人筆頭者

第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

審査(就籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 3/9

改訂日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

支所No

受領No

受領日

送付日

処理日

本非区分

郵送日

就籍人カナ氏名

就籍人父の氏名

就籍人漢字氏名

就籍人住所

(スペース:家庭裁判断の許可,1:国籍存在確認の審判確
定,2:親子関係存在確認の審判確定)であること

処理名 画面名 画面ID

1.0 単体チェック表　1/2 入力画面(就籍届)

｢日付チェックサブルーチン｣

就籍人母の氏名

就籍人生年月日

数字○在外送付区分

就籍人裁判確定日

就籍人父母続柄

｢日付チェックサブルーチン｣

(11:長男～29:十九男,31:長女～49:十九女)であること

○ 英数就籍人戸籍変動区分

就籍人住定日

就籍人世帯主

就籍人本籍
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No 必須 属性

25 漢字

24 届出人資格 ○ 英数 (098:事件本人,110:未成年後見人,029:親権代行者,
 016:親権者父,017:親権者母)であること

版 頁

審査(就籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 4/9

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

届出人氏名

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

戸110Ⅰ

項目名 内容

作成者第7
2

(5)
データチェック(単体表)

作業名

処理名 画面名 画面ID

1.0 単体チェック表　2/2 入力画面(就籍届)

作成日付 改訂日付
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No

1

2

3

4

5

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

(No.7)処理日 ≠ スペースのとき,(No.7)処理日 > (No.3)受領日であること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.4)送付日 ＝ スペースであること

(No.9)郵送日 ≠ スペースのとき,(No.9)郵送日 ≦ (No.3)受領日であること

(No.3)受領日 ≠ (No.21)審判日であること

(No.4)送付日 ≠ スペースの時、(No.4)送付日 ≧ (No.21)審判日であること

(No.7)処理日 ≠ スペースの時、(No.7)処理日 ≧ (No.21)審判日であること

(No.11)就籍人漢字氏名の氏 ＝ (No.15)就籍人筆頭者の氏　であること

(No.12)就籍人住所 ＝ スペースの時、(No.13)就籍人世帯主 ＝ スペースであること

(No.13)就籍人世帯主 ≠ スペースの時、(No.12)就籍人住所 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき,(No.5)発送元 ≠ スペースであること

(No.4)送付日 ≠ スペースのとき,(No.4)発送元 ≧ (No.3)受領日であること

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき,(No.6)在外送付区分 ＝ 0:受理分　であること

6

7

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣の時、
　(No.6)在外送付区分 ＝ 1:国内からの送付　であること

(No.5)発送元 ≠ スペースのとき,(No.6)在外送付区分 ≠ 0:受理分　であること

｢関連エラーがあります。正し
く入力してください。｣

処理名 画面名 画面ID

2.0 関連チェック 就籍届

(No.4)送付日 ＝ スペースのとき,(No.5)発送元 ＝ スペースであること

(No.24)届出人資格 ＝ 098の時、(No.25)届出人氏名 ＝ スペースであること

(No.24)届出人資格 ≠ 098の時、(No.25)届出人氏名 ≠ スペースであること

版 頁

審査(就籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 5/9

改訂日付第7
2

(5)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

(No.9)郵送日 ≠ スペースの時、(No.9)郵送日 ≧ (No.21)審判日であること

(No.5)発送元 ≠ スペースかつ(No.5)発送元の最終文字が｢市｣｢区｣｢町｣｢村｣｢長｣以外の
　とき　(No.6)在外送付区分 ＝ 2:在外公館の直接送付　または
　(No.6)在外送付区分 ＝ 3:在外公館の国内経由　であること
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

YES

NO

/

/

YES (20)→ (21)本紙へ

(19)裁判確定日+10日>受領日である 戸110,戸111

NO (15)届出人資格(098:事件本人,その他)

098 (16)エラーメッセージ
　｢届出人資格に誤りがあります。｣

(17)本紙へ

(12)→(19)へ (13)本紙へ

その他 (14)エラーメッセージ
　｢届出人資格に誤りがあります。｣

その他 (18)→(19)へ

(5)本紙へ

(12-2)→(19)へ

(10)就籍人の生年月日+15年(15歳以上)≦受領日である(YES,NO) 戸32

YES (11)届出人資格(098:事件本人,110:未成年後見人,その他)

110 (12-1)確認メッセージ(YES,NO)
　｢事件本人は15歳以上です。法定代理人の届出でよろしいですか?｣

/

(12-3)→ 不受理

098

その他 (6)就籍人の氏と筆頭者の氏は同じである(YES,NO)

YES (7)→(10)へ

1 (2)就籍人氏名と筆頭者は同じである(YES,NO)

YES (3)→(10)へ

NO (4)エラーメッセージ
　｢氏名と筆頭者が一致していません。｣

NO (8)エラーメッセージ
　｢氏名と筆頭者の氏が一致していません。｣

(9)本紙へ

NO (0-13)→(1)へ R2.1(就籍20)

(1)戸籍変動区分(1:新戸籍編製,その他)

(0-12)本紙へ

NO (0-11)→

(0-7)就籍人の名が未入力 (YES,NO) R2.1(就籍20)

YES (0-8)確認メッセージ (YES,NO)
　　「事件本人の名が未入力です。間違いありませんか?」を表示

(0-9)本紙へ R2.1(就籍20)

YES (0-10)エラーメッセージ「審査結果入力で処理して下さい。」を表示 不受理 R2.1(就籍20)

画面項目修正(審査完了しない) R2.1(就籍20)

(0-5)本紙へ 画面項目修正(審査完了しない)

NO (0-6)→(0-7)へ R2.1(就籍20)

YES (0-2)確認ﾒｯｾｰｼﾞ｢受領日と送付日が同一です。処理をしてよろしいですか?｣(YES,NO)

YES (0-3)→(0-7)へ R2.1(就籍20)

NO (0-4)→

処理名 3.0 審査　1/1 備考

(0-1)受領日=送付日である

版 頁

審査(就籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 6/9

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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(23)→

NO (24)→ 不受理

(21)本紙へ

NO (22)確認メッセージ(YES,NO)
　｢届出期間を経過していますがよろしいですか?｣

/

YES
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(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(就籍届)

在外送付区分

郵送日

戸籍番号

――――――――

在外送付区分

3/3参照

受理送付区分

ZERO(不要)

0:日本人

本籍人かつ新戸籍編製以外の場合
筆頭者の戸籍番号

届区分

渉外区分

同時決裁受領番号

ロック戸籍番号2

ロック戸籍番号3

ロック戸籍番号4

ロック戸籍番号1

版 頁

7/92

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

審査(就籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日

中間ファイル(届書)
共通

2(報告)

本非区分

――――――――

――――――――

在外送付区分 ＝ 0の時、1
在外送付区分 ≠ 0の時、2

事件別内容

就籍届入力画面

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

――――――――

――――――――

受領No

ロック戸籍番号5 ――――――――

処理日

動態区分

郵送日

本非区分

送付日 送付日

出張所番号 支所No

受領日 受領日

発送元 発送元

――――――――

指示日

処理日

許可日

――――――――

――――――――

――――――――

――――――――

受領番号

選択事件コード ―――――――― 34:就籍届
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(受取側)中間ファイル(届書)/共通 ←(引渡側)入力画面(就籍届)

作成者 作成日付 改定日付

0:未,1:排他

第7
2

(5)
データ編集表

作業名

審査(就籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/9

中間ファイル(届書)
共通

処理名 4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　2/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

就籍届入力画面

届書排他区分

不受理申出処分区分 ――――――――

――――――――

処分区分

決裁区分

審査の結果により、1 ＝ 受理または
2 ＝ 不受理をセットする。
審査において一つでもエラーがある
場合は不受理とする。

何も設定されていない場合に
0:未決裁を設定

――――――――

――――――――

記号名名称 記号名 名称
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就籍人住所

就籍人本籍

就籍人父母続柄

就籍人戸籍変動区分

就籍人就籍原因

届出人資格

(受取側)中間ファイル(届書)/事件別内容 ←(引渡側)入力画面(就籍届)

就籍人生年月日

有

有

漢字氏名

住所コード

住所

生年月日

本籍

筆頭者カナ氏名

筆頭者

届出人資格コード

就籍人審判日

住定日

就籍人父の氏名

就籍人母の氏名

就籍人筆頭者

DB･ファイル名
画面名称

届出人資格

届出人氏名

父の氏名

母の氏名

父母続柄コード

父母続柄

戸籍変動区分コード

戸籍変動区分

就籍原因コード

就籍原因

届出人氏名

有

出力形態

Z9.,

備考

改定日付第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者

名称

有

DB･ファイル名
画面名称

項目

処理名

審判日

住定日

世帯主

本籍コード

中間ファイル(届書)
事件別内容

版 頁

審査(就籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/9

4.0 中間ファイル(届書)編集･出力　3/3

就籍人世帯主

記号名

作成日付

項目

名称 記号名

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

カナ氏名 就籍人カナ氏名

就籍人漢字氏名

就籍届入力画面
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5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(9条2項) 出力

中間ファイル(仮戸籍)

1.詳細フロー

中間ファイル(仮受付) 出力

3.処理概要

　(1)中間ファイル(届書)の内容を画面表示する。
　(2)戸籍変動状況を確定する。
　(3)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する。
　(4)中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する。
　(5)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する。
　(6)処分決定処理に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　1.0 データ編集表(確認画面)

　　　　　　　2.0 戸籍編製マトリックス表

　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル/仮受付)

　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル/仮戸籍〔身分事項〕)

　　　　　　　　　4.1身分事項(入籍)

　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル/9条2項)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(届書) 入力

出力

版 頁

入力確認(就籍届) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/11

改定日付第7
2

(5)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

入力確認

(就籍届)

中間ファイル

(仮受付)

入力確認

(就籍届)

処分決定

(仮受付)

エラー履歴

(詳細別紙)

中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(9条2項)

中間ファイル

(届書)
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/

/

/

/

YES /

/

NO /

/

YES

NO

(16)同画面を編集するその他 (15)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

実行キー

→

PF1

PF2

PF5

PF11

→

→

(10)処分決定に制御を渡す

(11)業務選択に制御を渡す

(12)届出選択に制御を渡す

(13)審査(就籍届)に制御を渡す

(14)エラー履歴表示に制御を渡
す

[5.0]

→

→

　(9)中間ファイル(9条2項)を編集･出力する

(5)　事件本人が本籍人である(YES、NO)

(8)　在外送付区分 ＝ 0:受理分　又は　2:在外公館の直接送付である(YES,NO)

[3.0]

[4.0]

[4.1]

→

(4)中間ファイル(仮受付)を編集･出力する

(6)戸籍の変動状況をもとに中間ファイル(仮戸籍)を編集･出力する

(7)身分事項の編集

処理名 0.0 本紙 備考

(1)中間ファイル(届書)の内容を確認画面に出力し、

　メッセージ｢入力項目を確認し、実行キーを押下して下さい。｣を表示する

(3)中間ファイル(届書)の内容から戸籍編製マトリックス表を参照し、事件本人の

戸籍変動状況を決定する

[1.0]

[2.0]

(2)キー選択(実行キー、PF1,PF2、PF5、PF11、その他)

版 頁

入力確認(就籍届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年2月25日 2 2/11

第7
2

(5)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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有

有

有

有就籍人本籍

中間ファイル(届書)
事件別内容

就籍人カナ氏名

就籍人筆頭者

就籍人裁判確定日

就籍人住定日

就籍人父母続柄

就籍人世帯主

母の氏名

漢字氏名

就籍人生年月日 生年月日 有

就籍人父の氏名 父の氏名

郵送日

カナ氏名

有

世帯主

住所コード
住所

有

在外送付区分

就籍人住所

受領日 有

本非区分 本非区分

処理日 処理日 有

中間ファイル(届書)
共通

郵送日

在外送付区分

受領NO 受領番号

発送元 発送元

送付日 送付日 有

受領日

画面ID

システム日付 システム日付

住定日

父母続柄コード
父母続柄

記号名 名称 記号名

処理名 1.0 確認画面(就籍届)表示　1/2

受取側 引渡側

就籍届確認画面 画面ID

支所No 出張所番号

本籍コード
本籍

就籍人母の氏名

就籍人漢字氏名

筆頭者

裁判確定日

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)確認画面(就籍届) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

 入力確認(就籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/10

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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就籍届確認画面 就籍人戸籍変動区分

就籍人就籍原因

届出人資格

中間ファイル(届書)
事件別内容

戸籍変動区分コード
戸籍変動区分

就籍原因コード
就籍原因

届出人氏名 届出人氏名

届出人資格コード
届出人資格

有

記号名 名称 記号名

有

有

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/10

処理名 1.0 確認画面(就籍届)表示　2/2

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

 入力確認(就籍届)

(受取側)確認画面(就籍届) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

 7-2-(5)-33-14



○4.1

3

4

○4.1

○

○

○

○

項番

戸
籍
に
入
る

配
偶
者
の
現
在

父
母
も
し
く
は

新
戸
籍
編
製

戸籍変動区分

管
内

新本籍

管
外

○

○

○

　*1:就籍人の筆頭者区分の設定条件
　　･戸籍変動区分 ＝ 1(新戸籍編製)のとき、1(筆頭者)を設定
　　･戸籍変動区分 ≠ 1(新戸籍編製)のとき、0(筆頭者)を設定
　*2:就籍人の配偶者区分の設定条件
　　･戸籍変動区分 ＝ 1(新戸籍編製)のとき、　　　　　　0(未)を設定
　　･戸籍変動区分 ＝ 2(父母の現在の戸籍に入る)のとき、0(未)を設定
　　･戸籍変動区分 ＝ 3(配偶者の戸籍に入る)のとき、
　　　　　 就籍人父母続柄 ＝ 男～十九男(男属性)の場合、1(夫)を設定
　　　　　 就籍人父母続柄 ＝ 女～十九女(女属性)の場合、2(妻)を設定

作成日付 改定日付

処理名 2.0 戸籍編製マトリックス表

版 頁

入力確認(就籍届) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成10年 2月27日 2 5/11

○

第7
2

(5)
補足説明書

作業名 作成者

新
戸
籍
編
製

A.1
B.1
C.1
D.1

戸籍の変動

一
部
記
載

C.1
D.1

1

2
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届後本籍区分 ――――――――

届出人氏名2 ――――――――

届出人資格名称2 ――――――――

届出人資格区分2 ――――――――

有

届出人氏名1 届出人氏名

届出人資格区分1 届出人資格

届出人資格 ＝ 098のとき移送しない届出人資格名称1

関連受領番号 ――――――――

許可日 ――――――――

指示日 ――――――――

収日 ――――――――

発日 ――――――――

郵送日 郵送日

発送日

証書提出区分 ―――――――― ｢0:届書｣を移送

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生時分 ――――――――

事件発生日 裁判確定日

3401(就籍)を設定

受付日 受領日 OR 送付日 送付日 ≠ スペースのとき、送付日
送付日 ＝ スペースのとき、受領日

出張所番号 支所No

記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 1/3

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)
共通

受領番号 中間ファイル(届書) 受領No

受付事件コード ――――――――

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

 入力確認(就籍届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 6/11

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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決裁区分 決裁区分

中間ファイル(仮受
付)
共通

――――――――

本非区分 ＝ 1(本籍)の場合、
1(送付要)を設定。
上記以外は、0(送付不要)を設定。
*本非区分は、共通部の項目を用いる

処分区分

届書送付目録区分 ――――――――

届後本籍 ――――――――

届後本籍コード 中間ファイル(届書) ――――――――

届後本籍の筆頭者 ――――――――

送達確認1

処分区分

記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 2/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/共通 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

 入力確認(就籍届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 7/11

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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送達確認2 ―――――――― 本箱が非本籍　かつ
在外送付区分 ＝ 0:受理分　の場合
1:未到着　を設定。
上記以外は0:不要　を設定

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

漢字氏名 漢字氏名

届出人資格 ＝ 098:1を設定
それ以外　:0を設定

カナ氏名 カナ氏名

46:就籍者を設定

届出人区分 ――――――――

行番号 ――――――――

記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(仮受付)編集･出力 3/3

受取側 引渡側

中間ファイル(仮受
付)
事件本人

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

事件本人区分 ――――――――

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮受付)/事件本人 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

 入力確認(就籍届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 8/11

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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記録

特記 特記事項 ――――――――

中間ファイル(仮戸
籍)
身分事項

送
付

送付を受けた
日

記録日 処理日

許可書謄本の
送付を受けた
日

――――――――

――――――――

許可を受けた
者

――――――――

項目がある場合移送

受理者 送付元 項目がある場合移送

届出人資格 ＝ 098のときは移送しない。
上記以外は、*1を参照。
届出人資格 ＝ 029,110のとき、
届出人氏名を移送する。

届出人資格

資格名称

氏名 届出人氏名

資格

就籍原因 ＝ スペースの場合、届出日に
受領日を移送。
上記以外は、就籍届出日に移送。

就籍届出日

国籍存在確認
の裁判確定日

親子関係存在
確認の裁判確
定日
届出日

就籍原因 ＝ スペース:就籍許可の裁判確
定日
　 ＝ 1　:国籍存在確認の裁判確定日
　 ＝ 2　:親子関係存在確認の裁判確定
日

就
籍

就籍許可の裁
判発効日

――――――――

就籍許可の裁
判確定日

事件発生日 裁判確定日

就籍原因の内容で審判日を何れかの項目
に設定する

3401:｢就籍者の記録｣を設定

管掌者コード ――――――――

記録コード ――――――――

0:可

タイトルコード ―――――――― 3401:｢就籍｣を設定

決裁処理で設定

行番号 ――――――――

個人番号 中間ファイル(届書) ――――――――

出力区分 ――――――――

裁判確定日

受領日

送付日

届
出 届

出
人

許
可

許可日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.1 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(編成) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

 入力確認(就籍届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成23年9月30日 14.1 9/11

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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017(親権者母) 親権者母

029(親権代行者) 親権を行う者

110(未成年後見人) 未成年後見人

記号名 名称 記号名

*1:届出人資格の編集内容

届出人資格(届書) 資格名称(身分事項)

016(親権者父) 親権者父

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

処理名 4.1 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

 入力確認(就籍届)

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)/身分事項(編成) ←(引渡側)中間ファイル(届書)

システム化調査研究会 平成16年 3月1日 令和　年　月　日 8 10/11
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方書

住定日

住民日

世帯主

世帯主との続柄

中間ファイル(9条2
項)
事件本人

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

住所コード

往所

新氏名

受理日

市区町村コード

宛名

事件コード

新父母との続柄

旧父母との続柄

新本籍コード

新本籍

旧生年月日

――――――――

――――――――

父母続柄

父母続柄

本籍コード

本籍

――――――――

――――――――

筆頭者

――――――――

――――――――

住所

市区町村を宛名に変換した項目

34(就籍届)

生年月日

新生年月日 生年月日

旧氏名 漢字氏名

中間ファイル(届書)

世帯主

――――――――

――――――――

住所コード

漢字氏名

個人番号 ――――――――

受領日 OR 送付日 送付日がない場合受領日を設定

市区町村部分だけのコード住所コード

出張所番号 出張所番号

受領番号 受領番号

記号名

処理名 5.0 中間ファイル(9条2項)編集･出力 1/1

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(9条2項)/事件本人 ←(引渡側)中間ファイル(届書)

版 頁

 入力確認(就籍届) システム化調査研究会 平成6年12月1日 平成10年 2月27日 2 11/11

第7
2

(5)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称
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｢処分決定｣処理

第7.2.(6)



3.処分決定処理で入力可能な処分区分の意味

版

7.1

　　　　 　画面

PFキー
処分決定画面 処分決定確認画面

2.処分決定･確認画面でのPFキー

第7
2

(6)
システム処理の概要説明

作業名

　(1)処分決定処理

　　･処分決定処理では、各届で審査･確認された内容をもとにシステムで処分内容を出力する。
　　表示された処分内容に誤りがある場合、職員が処分内容を修正する。

　　･死亡届の受理分については埋火葬許可証区分を表示し、埋火葬許可証の要、不要を決定する。

　(2)処分決定確認処理

　　･処分決定により取得された受領番号を表示･確認する。

処分決定･確認処理 システム化調査研究会

頁

1/35平成 6年12月 1日 平成15年 5月30日

届出が不適法(法律上の要件を欠いている、届書の重要部分に記載
遺漏･錯誤がある　他)であり、受理を拒否する行政処分。

意味

処分決定処理開始

処分区分

不受理

受理戸籍業務メニュー

届出選択メニュー

届出が適法であるとする行政処分。

届出選択メニュー

移記事項入力処理

改訂日付作成日付

PF1 戸籍業務メニュー

作成者

PF4

PF5

PF3

PF2

処分区分の確定

画面の初期化

エラー履歴表示

前頁表示

次頁表示

仮戸籍表示

実行キー

PF10

PF12

PF9

PF11

本人届出確認台帳処理

前頁表示

届書入力処理

PF6

PF8

PF7

次頁表示

届出を審査するにあたって法律の解釈運用上に疑義が生じた場合、その届
出を受理すべきかどうかについて管轄法務局に指示を求めること。

受理または送付された届出の処理について疑義が生じた場合、その処理の
方法について管轄法務局に指示を求めること。

受理処分の撤回

受理するか、不受理にするかの決定を延ばすこと。

提出した届書をお客が取り下げること。

受理照会

送付された届出で戸籍の記載ができないものを送付された市区町村へ返送
すること。

受理処分した後届書の審査内容に誤りがあり、正しい審査において無効要
件のエラーがあった場合、従前の受理処分を取り消すこと。
取消要件のエラーでは受理処分を撤回することはできない。
(受理後、送付地でその届出に当たる不受理申出が出されていて、送付地か
ら受理が不当と返戻された場合がこの一例である。)

保留

処理照会

返戻

取下げ
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4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　　1.0 初期審査表　　　　1.1 データ編集表(中間ファイル(仮受付))
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 1.2 データ編集表(中間ファイル(届書))
　　　　　　　　　2.0 データ編集表(処分決定(受付)画面)
　　　　　　　　　3.0 単体チェック表
　　　　　　　　　4.0 審査表
　　　　　　　　　5.0 処理テーブル表(処分区分での処理内容表)
　　　　　　　　　6.0 データ編集表(番号取得ファイル)
　　　　　　　　　7.0 データ編集表(届書ファイル)
　　　　　　　　　8.0 データ編集表(受付DB:受付DB作成更新処理)
　　　　　　　　　9.0 データ編集表(仮戸籍ファイル)
　　　　　　　　 10.0 データ編集表(戸籍DB)
　　　　　　　　 11.0 データ編集表(個人状態ファイル)
　　　　　　　　 12.0 データ編集表(仮9条2項ファイル)
　　　　　　　　 13.0 データ編集表(エラー履歴ファイル)
　　　　　　　　 14.0 データ編集表(埋火葬許可証ファイル)
　　　　　　　　 15.0 データ編集表(仮30条の12第1項ファイル)･････(サンプル提示)
　　　　　　　　 16.0 データ編集表(仮本人届出確認台帳ファイル)･･･(サンプル提示)

中間ﾌｧｲﾙ(30条の12第1項)

仮本人届出確認台帳ファイル

受付DB

仮30条の12第1項ファイル

3.処理概要

　(1)処理区分および埋火葬許可証発行区分(死亡届のみ)を決定する(実行キー)
　(2)必要に応じ仮戸籍画面を表示する(PF10)
　(3)必要に応じエラー履歴画面を表示する(PF11)
　(4)処理区分の内容に従って各々ファイルを処理する(PF3)
　(5)処分決定(受付･確認)画面に制御を渡す

出力 出力

入出力

出力 埋火葬許可証ファイル

入力

届書ファイル 出力

入出力

中間ファイル(9条2項)

中間ファイル(仮戸籍)

入力

出力

入出力エラー履歴ファイル番号取得ファイル

出力

中間ファイル(届書)

出力入力

仮9条2項ファイル

個人状態ファイル

作業名

名称

中間ファイル(仮受付)

改訂日付

システム化調査研究会

作成者

 1.詳細フロー

第7
2

(6)
システム環境仕様書

処分決定(仮受付)

頁

名称

出力戸籍DB入出力

作成日付

2.使用DB･ファイル一覧

2/357.1平成 6年12月 1日

入出力区分

入力

平成15年 5月30日

仮戸籍ファイル

版

入出力区分

受付DB

処分決定
(受付)

仮戸籍表示

エラー履歴

処分決定
(仮受付)

届書ファイル

仮戸籍

ファイル

個人状態
ファイル

仮9条2項
ファイル

埋火葬許可証

ファイル

戸籍DB

仮30条の12

の第1項

ファイル

仮本人届出

確認台帳

ファイル

中間ファイル
(届書)

中間ファイル

(仮受付)

中間ファイル

(仮戸籍)

エラー履歴

ファイル

中間ファイル
(9条2項)

番号取得
ファイル

中間ファイル

(30条の12

第1項)

処分決定
(仮受付)
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/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

/

/

/

/

YES /

NO

/

YES /

YES /

NO

NO /

版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/35

第7
2

(6)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(2)→(16)へ

(3)キー選択(PF1,PF2,PF5,その他) 初期審査でｴﾗｰがあるときは以降の処理へは行けない

処理名 0.0 本紙 (1/3) 備考

(1)初期審査(別紙1へ)(OK:YES,NG:NO) [1.0] 既に受付DBが作成されている場合のチェック

PF2 (8)受領番号をキーとして届書ファイルを検索する(ある:YES,ない:NO)

(5)届書ファイルの届書排他区分に0を設定し届書ファイルを更新する [7.0] 届書レコードの排他の解除を行う

届書レコードの排他の解除を行う

(10)すべての中間ファイルとエラー履歴ファイルを削除する (11)届出選択に制御を渡す

(6)すべての中間ファイルとエラー履歴ファイルを削除する (7)業務選択に制御を渡す

その他 (15)キー選択を無効とする(画面内容は変わらず)　→　(3)へ

(16)中間ファイル(仮受付)の1レコード目の内容で処分決定(受付)画面を編集する [2.0]

PF5 (12)中間ファイル(届書)の同時決裁受領番号(1～5)にスペースを設定する

(13)中間ファイル(届書)以外の中間ファイルをすべて削除する (14)届書入力処理に制御を渡す

PF1 (4)受領番号をキーとして届書ファイルを検索する(ある:YES,ない:NO)

(9)届書ファイルの届書排他区分に0を設定し届書ファイルを更新する [7.0]

受付事件コード=｢死亡｣　かつ　在外送付区分=1:受理分　かつ　受領番号=スペースのとき埋火
葬許可証メッセージ『埋･火葬許可証をプリントしますか?(0:不要,1:火葬,2:埋葬)』を表示する
処分決定(受付)画面の処分区分には中間ファイル(届書)の処分区分,在外送付区分,不受理申出処
分区分の内容から該当する処分内容([4.0]審査での『表示する処分区分』を参照)を表示し,変更
処分区分にはその該当コードを設定する。変更処分名称は空白のまま(初期設定のみ)

(23)処分区分変更の審査(別紙2)(OK:YES,NG:NO)

(17)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF3,PF5,PF7,PF8,PF10,PF11,PF12,その他)

実行キー (18)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [3.0]

[4.0]

(24)変更後の処分区分と処分名称を処分決定(受付)画面の変更処分区分と変更
処分名称に設定する　→　(28)へ

(25)エラーメッセージを表示する (26)同画面を編集する→(16)へ

(19)　→　(22)へ

(20)エラーメッセージを表示する (21)同画面を編集する→(16)へ

(22)処分区分が変更された(YES,NO)

(27)処分決定(受付)画面の変更処分区分をコード変換し,変更処分名称に設定する　→　(28)へ
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/

YES /

NO

NO /

/

YES /

YES

NO

NO /

YES

NO /

/

YES

NO

PF1 /

YES /

NO

PF2 /

YES /

NO /

PF3 /

YES /

YES /

/

/

第7
2

(6)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成28年 3月31日 19 4/35

YES　→ (30)同画面を編集す
る→(16)へ(31)エラーメッセージ｢発日は入力できません｣を表示する。

処理名 0.0 本紙 (2/3) 備考

(28)発日が入力された(YES,NO)

(29)変更処分区分=3又は4である(YES,NO) 受理照会、処理照会のときだけ発日入力可能

(34)指示日がある(入力された)(YES,NO) 法務局からの回答による処理で提示日は必要入力項目

→ (35)同画面を編集す
る→(16)へ

収日は入力されたデータを、入力がない場合は
システム日付をシステムで設定(36)エラーメッセージ｢指示日を入力して下さい｣を表示する

(32)　→　(33)へ 発日入力がないときはｼｽﾃﾑ日付をｼｽﾃﾑで設定

(33)中間ファイル(届書)の選択事件は｢受理指示｣又は｢不受理指示｣である(YES,NO)

(37)指示日が入力された(YES,NO)

(38)エラーメッセージ｢指示日は入力できません｣を表示する (39)同画面を編集する　→(16)へ

(40)　→　(41)へ

(41)収日が入力された(YES,NO)

(45)届書ファイルの届書排他区分に0を設定し届書ファイルを更新する (7.0) 届書レコードの排他の解除を行う

→

(42)エラーメッセージ｢収日は入力できません｣を表示する (43)同画面を編集す
る→(16)へ→

(46)すべての中間ファイルとエラー履歴ファイルを削除する (47)業務選択に制御を渡す

(48)中間ファイル(届書)の受領番号があれば届書ファイルを検索する(ある：YES,ない：NO)

(44)中間ファイル(届書)の受領番号があれば届書ファイルを検索する(ある：YES,ない：NO)

(49)届書ファイルの届書排他区分に0を設定し届書ファイルを更新する (7.0) 届書レコードの排他の解除を行う

→

(50)すべての中間ファイルとエラー履歴ファイルを削除する (51)抽出選択に制御を渡す

(52)処分決定(受付)画面の変更処分名称がコード変換(表示)されている(YES,NO) 実行ｷｰを押してからでないとPF3キー(処分決定)処理は行えない

(53)入力項目がチェック済みである(YES,NO) 画面項目を入力したら実行キーを押さなければならない

(54)処分区分,入力処理方式,受付件数の各条件により以下の処理を行う(処理テーブ
ル表を参照)
(5.0)

(7.0)

(55)受領番号確保処理 (6.0)

(56)届書ファイル処理
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NO
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YES /

YES

NO

NO

/

YES /

YES

NO

NO
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(6)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 5/35

処理名 0.0 本紙　 (3/3) 備考

処
理
内
容

(57)受付DB処理 〔8.0〕

(60)個人状態ファイル処理 〔11.0〕

(61)9条2項ファイル処理 〔12.0〕

(58)仮戸籍ファイル処理 〔9.0〕

(59)戸籍DB処理 〔10.0〕

(63-1)仮30条の12第1項ファイル処理 〔15.0〕

(64)中間ファイルをすべて削除する (65)処分決定(受付･確認)処理に制御を渡す

(62)エラー履歴ファイル処理 〔13.0〕

(63)埋火葬許可証処理処理 〔14.0〕

PF5 (68)中間ファイル(届書)の同時決裁受領番号(1～5)にスペースを設定する

(69)中間ファイル(届書)以外の中間ファイルをすべて削除する (70)届書入力処理に制御を渡す

(66)エラーメッセージ (67)同画面を編集する

『実行キーを押さないと処分決定(PF3)処理はできません』表示する →(16)へ

PF7 (71)受付件数>1である(YES,NO)
PF7,PF8は1つの届で複数の受付帳が作成される
ときのみ使用可
(事件本人が3名以上いる場面の画面スクロール
とは異なる

(72)現在画面表示している中間ファイル(仮受付)のレコードより前のレコードがある
(YES,NO)

(73)前の中間ファイル(仮受付)の内容を編集･表示する

→(16)へ

(74)同画面を編集す
る

(75)エラーメッセージ｢先頭ページを表示中です｣を表示する

(76)エラーメッセージ｢作成された受付帳は1件だけです｣を表示する

PF8 (77)受付件数>1である(YES,NO)

(80)同画面を編集す
る

→(16)へ

PF12 (85)入力画面を初期化する (86)同画面を編集する→(16)へ

その他 (87)エラーメッセージ『無効なキーが押されました。』を表示する (88)同画面を編集する→(16)へ

(82)エラーメッセージ｢作成された受付帳は1件だけです｣を表示する

PF10 → (83)仮戸籍表示に制御を渡す

PF11 → (84)エラー履歴表示に制御を渡す

(78)現在画面表示している中間ﾌｧｲﾙ(仮受付)のﾚｺｰﾄﾞより後のﾚｺｰﾄﾞがある(YES,NO)

(79)次の中間ファイル(仮受付)の内容を編集･表示する

(81)エラーメッセージ｢最終ページを表示中です｣を表示する
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/

YES

NO /

/

/

YES /

YES

NO /

/

/

YES /

YES /

NO

NO

/

NO /

YES /

/

YES /

/

(7)受付件数=1である(YES,NO)

(3)本紙へ

(11)次の受付DBを検索する

受付件数分連続した受付ファイルが取得できる
かのチェック

(9)本紙へ

受領番号取得処理で確保した数を超えて受付帳が作成
される場合はエラーとし,審査結果入力で処理する

受領番号確保処理での審査：(7)～(18)まで

中間ファイル(仮受付)の受領番号と関連受領番
号(1～5)へのデータ設定

備考

令和　年　月　日

処理名

第7
2

(6)

受付DBで履歴がある場合は最新の受付DBが検索対象となる

改定日付 版

システム化調査研究会

(2)中間ファイル(届書)の受領番号が空白である(YES,NO)

1.0　初期審査:別紙1　(1/3)

作成者

1

作成日付 頁数

6/35平成6年12月 1日処分決定(仮受付)

(21)受付DBの関連受領番号のデータ数をカウントする

(22)受付件数　 = 関連受領番号の数　+ 1 である(YES,NO)

(8)中間ファイル(仮受付)の受領番号に,中間ファイル(届書)の受領番号を設定する [1.1]

(15)エラーメッセージ

『連続して受付帳を確保することができません』を表示する

(17)中間ファイル(仮受付)の最初のレコードの受領番号に中間ファイル(届書)
の受領番号を設定する。以下順次1を加えた数を次レコードの受領番号に設定
し,最後のレコードまで処理する
　　各々のレコードの関連受領番号(1～5)には今回の処理で作成された他のレ
コードの受領番号を設定する [1.1]

(18)中間ファイル(仮受付)の最初のレコードの関連受領番号(1～5)を中間ファ
イル(届書)の同時決裁受領番号(1～5)に設定する [1.2]

(23)受付DBの関連受領番号(1～5)を中間ファイル(届書)の同時決裁受領番
号(1～5)に設定する [1.2]
(24)中間ファイル(仮受付)の最初のレコードの受領番号と
　　関連受領番号(1～5)に,受付DBの受領番号と
　　関連受領番号(1～5)を設定する [1.1]

作成済みの受付DBの受領番号と関連受領番号(1～5)の
データを,中間ファイル(仮受付)の最初のレコードに
移記する

中間ファイル(届書)の同時決裁受領番号(1～5)
へのデータ設定

中間ファイル(届書)の同時決裁受領番号(1～5)
へのデータ設定

受領番号確保処理以外での再入力処理の審査決裁区分
が『決裁』以外　または処分区分が『誤処理』　のも
のが対象となる

要件定義ワークシート
作業名

(12)受付DBがある(YES,NO)

(13)受付DBの処分区分=スペースである(YES,NO)

(14) → (10）へ

(4) → (5)

(6)受付DBの処分区分=スペースである(YES,NO)

(1)中間ファイル(仮受付)を読み,受付件数(レコード数)をカウントする

(10)(受付件数-1)の回数(10)～(15)の処理を繰り返す

(5)中間ファイル(届書)の受領番号をキーとして受付DBを検索する

(19)本紙へ

(16)本紙へ

(20)受付DBの決裁区分は『未決裁』又は『修正』又は処分区分が『誤処理』である(YES,NO)
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YES /

/

NO /

/

YES /

NO /

/

/

/

YES /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

NO (43)本紙へ

(38)　→　(39)へ

(39)中間ファイル(届書)の選択事件は『受理指示』又は『不受理指示』で
ある(YES,NO)

(29)中間ファイル(届書)の選択事件は『受理指示』又は『不受理指示』である
(YES,NO)

関連受領番号に該当する受付DBが既に決裁済みになっ
ている場合はエラーとし,審査結果入力で処理する

法務局からの回答入力のとき,受付DBの発日を中間
ファイル(仮受付)の次のレコードに移記する

法務局からの回答入力のとき,受付ＤＢの発日を中間
ファイル(仮受付)の最初のレコードに移記する

次の受付DBの受領番号と関連受領番号(1～5)の
データを,中間ファイル(仮受付)の次のレコー
ドに移記する

7/351

処理名 1.0　初期審査:別紙1　(2/3) 備考

作成者作業名 頁数

令和　年　月　日

改定日付 版第7
2

(6)

作成日付
要件定義ワークシート

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日

(35)中間ファイル(仮受付)の次のレコードの受領番号と関連受
領番号(1～5)に,検索した受付DBの受領番号と関連受領番号(1～
5)を設定する

[1.1]

(28)　→　(29)へ

(25)受付DBの決裁区分は『修正』である(YES,NO)

[1.2](26)受付DBの決裁区分を中間ファイル(届書)の決裁区分に設定する

(27)中間ファイル(仮受付)の最初のレコードの決裁区分に,受付DBの
決裁区分を設定する [1.1]

(30)中間ファイル(仮受付)の最初のレコードの発日に,受付DBの発日
を設定する

[1.1]

(37)中間ファイル(仮受付)の次のレコードの決裁区分に,
検索した受付DBの決裁区分を設定する　→　(32)へ [1.1]

(40)中間ファイル(仮受付)の次のレコードの発日に,検索
した受付DBの発日を設定する→(32)へ

[1.1]

(42)エラーメッセージ

『前回の処理で作成された受付帳が決裁済みになっています』を表示する

(41)　→　(32)へ

(32)関連受領番号の数だけ(33)～(43)の処理を繰り返す

(34)受付DBの決裁区分は『未決裁』又は『修正』又は処分区分は『誤処理』　である

(36)受付DBの決裁区分は『修正』である(YES,NO)

(33)関連受領番号をキーとして受付DBを検索する

 (YES,NO)

(31)　→　(32)へ
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NO

NO

処理名 1.0　初期審査：別紙1　(3/3)

要件定義ワークシート
作業名 作成者

備考

8/35

今回作成される受付帳の数が前回と異なる場合
はエラーとし,審査結果入力で処理する

作成日付

(決裁区分は『決裁』以外である)
(1)届出選択で入力された受領番号に該当する受付レコードが,受領番号確保処理で取得されたものの
場合,入力審査で作成された中間ファイル(仮受付)のレコード件数分,受領番号確保処理で作成された
受付レコードが存在すること。

この場合,作成された中間(仮受付)の各々のレコードに,記録される情報は次のものである。
①受領番号
②関連受領番号(複数レコード作成される場合)　この場合は併せて,中間ファイル(届書)の同時
決裁受領番号に,関連受領番号を設定する。

(2)届出選択で入力された受領番号に該当する受付レコードが,処分決定処理で作成されたものの場合,
以前の処分決定時に作成した受付レコードの件数と,今回作成した中間ファイル(仮受付)のレコード件
数が同じであること。

この場合,既に作成済みの受付レコードから,新たに作成されるレコードへ受け渡す情報は次のも
のである。
①関連受領番号(1～5)
②発日(ただし,届出選択事件が『受理指示』または『不受理指示』のときのみ)
③決裁区外(ただし,従前の受付レコードの決裁区分が『修正』のときのみ)

平成6年12月 1日

版 頁数

1

改定日付

令和　年　月　日

(44)エラーメッセージ

『前回の届書審査で作成された受付帳の数と今回の受付帳の数が異なります』を表示する

(45)エラーメッセージ

『前回の処理で作成された受付帳が決裁済みになっています』を表示する

　初期審査での審査事項
　･既に受付レコードが作成されている届に対して,再入力処理を行ったとき

第7
2

(6) システム化調査研究会処分決定(仮受付)
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←　(引渡側)受付DB(または中間ファイル(届書))

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.1　中間ファイル(仮受付)更新(1/2) (受取側)中間ファイル(仮受付)

受付事件コード

出張所番号

受領番号 受付DB(受付) 受領番号

受付日

事件発生日

事件発生日時

事件発生時分

本非区分

受理送付区分

発送日

渉外区分

発日 受付DB(受付) 発日 『受理指示』『不受理指示』のとき

郵送日

指示日

収日

許可日

関連受領番号(1～5) 受付DB(受付) 関連受領番号(1～5)

届出人資格区分1

届出人資格名称1

届出人資格区分2

届出人氏名1

届出人資格名称2

中間ファイル

届後本籍コード

届後本籍区分

届出人氏名2

届後本籍

(仮受付)
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1 10/35

届後戸籍の筆頭者

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

処理名 1.1　中間ファイル(仮受付)更新(2/2) (受取側)中間ファイル(仮受付) ←　(引渡側)受付DB(または中間ファイル(届書))

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処分区分

届書送付目録区分

送達確認1

『修正』のとき決裁区分 受付DB(受付) 決裁区分

証書提出区分

中間ファイル

(仮受付)
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←　(引渡側)受付DB(または中間ファイル(仮受付))

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.2　中間ファイル(届書)更新 (受取側)中間ファイル(届書)

受領番号

出張所番号

中間ファイル

(届書)

処分区分

同時決裁受領番号

(1～5)

選択事件コード

受領日

発送元

送付日

処理日

在外送付区分

許可日

指示日

本非区分

受理送付区分

動態区分

郵送日

渉外区分

届区分

受付DB(受付)

届書排他区分

決裁区分 受付DB(受付) 決裁区分

ロック戸籍番号

(1～5)

事件本人個人番号

(1～5)

関連受領番号

(1～5)

事件別内容

不受理申出処分区分
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漢字氏名漢字氏名(1～4)

届出人表示(1～4)

事件本人区分内容(1～4) 中間ファイル

(仮受付)

事件本人

(1～4)は事件本人複数レコードに対
応している
(1)　←　事件本人の1レコード目
(2)　←　事件本人の2レコード目
(3)　←　事件本人の3レコード目
(4)　←　事件本人の4レコード目

生年月日 有

届出人区分

有

有

発日

渉外内容

関連受領番号(1～5)

カナ氏名

有

カナ氏名(1～4)

事件本人区分

有

有

出張所番号

(仮受付)

受　付

有

発送日

郵送日

許可日

渉外区分

発日

本非区分

関連受領番号(1～5)

有

有

有

有

事件発生時分

受付日

中間ファイル

(仮受付)

受　付

処分決定
　 (仮受付)処理

中間ファイル

平成6年12月 1日

項目

(受取側)処分決定(受付)画面

指示日

受領番号

事件発生時分

事件名

決裁内容

事件発生日

発送日

出張所番号

収日

指示日

郵送日

許可日

本籍非本籍の別

頁数

令和　年　月　日

処理名

受理送付区分

項目

名称

2.0　処分決定(受付)表示　1/2

受取側 引渡側

DB･ファイル名
画面名称名称

DB･ファイル名
画面名称 記号名

処分決定
 (受付)画面

事件コード

画面ID

現ページ,総ページ

生年月日(1～4)

改定日付

処分決定(仮受付)
データ編集表

作業名 作成者

有

システム日付 有

有

表示の処分名称

受付日

受理送付の別

処分名称

収日

有

有

受領番号

決裁区分

有

第7
2

(6)

出力形態

Z 9 . ,

最初の処分内容を表示(変化なし)

システム日付

←　(引渡側)中間ファイル(仮受付),処分決定(仮受付)処理

記号名

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

備考

12/35

版

システム化調査研究会

作成日付

1

事件発生日

有
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(*1)

当初はスペース

当初は処分決定(仮受付)処理での｢表
示する処分区分｣を設定

有

死亡の受理地届出分のみ

埋火葬許可証発行区分

処分決定
(仮受付)処理

埋火葬許可証発行ﾒｯｾｰｼﾞ

変更処分区分

変更処分名称

届後戸籍の筆頭者

送達確認1

中間ファイル
(仮受付)事件本人

届出人資格2

届出人氏名2

(*1)
受付事件コードが
｢1601｣:死亡　又は
｢4402｣:その他(本籍分明)又は
｢4404｣:その他(死亡)のとき,
｢届後本籍｣に設定があれば,その内容
を表示する。なお,このときに画面の
タイトルを｢死亡日時｣に変更する。

届後戸籍の筆頭者

届後本籍

処分決定(仮受付)

(受取側)処分決定(受付)画面

項目

記号名

DB･ファイル名
画面名称 記号名

2.0　処分決定(受付)表示　2/2

受取側 引渡側

作成日付

届出人氏名1

中間ファイル
(仮受付)受付

送達確認1 受付

名称

届後本籍コード

届出人資格名称2

届出人氏名2

←　(引渡側)中間ファイル(仮受付),処分決定(仮受付)処理

13/35

(1～4)は事件本人複数レコードに対
応している

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

平成6年12月 1日

有

出力形態

Z 9 . ,

送達確認2

戸籍の筆頭者

作成者

本籍

事件本人送達確認2(1～4)

平成18年 3月 1日

備考項目

システム化調査研究会

DB･ファイル名
画面名称

　処分決定
　(受付)画面

改訂日付
データ編集表

作業名

名称

処理名

届出人資格名称1

届出人氏名1

戸籍の筆頭者(1～4)

届後本籍

10

頁版

本籍(1～4) 本籍コード

届出人資格1

第7
2

(6)
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No 必須 属性

1

○

処分区分

日付チェックサブルーチン
(発日≦指示日≦収日(システム日付)であること)

5 指示日

数字

3

2 埋火葬許可証発行区分

○

備考

処分決定(受付)

数字

数字 (0:不要,1:火葬許可証,2:埋葬許可証)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

日付チェックサブルーチン
(システム日付≦発日であること)

数字 届出選択番号が｢受理指
示｣｢不受理指示｣のときの
みこの場合必須入力

出力エラーメッセージ内容

日付チェックサブルーチン
(システム日付≧収日であること)

数字 (1:受理,2:不受理,3:受理照会,4:処理照会,
5:返戻,6:取下げ,7:保留,
8:受理処分の撤回)であること

届出選択番号が｢受理指
示｣｢不受理指示｣のときの
み入力可

項目名

システム化調査研究会
データチェック(単体表)

作成日付

平成6年12月 1日

3.0　単体チェック

画面名

作業名

19

処理名

平成28年 3月31日

第7
2

(6)

作成者

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

発日

4 収日

処分決定(仮受付)

頁

14/35

版

画面ID

改訂日付

処分区分が｢受理照会｣｢処
理照会｣のときのみ入力可

死亡届(受理)のみその場
合必須表示

 7-2-(6)-14



- ○*1 ○ × × ○ ○ ×

× ○*1 - × × ○ ○ ×

- × × ○ ○*2 × ○ ×

× × × - ○*2 × ○ ×

× - ○ × × ○ ○ ×

× × × - ○*2 × ○ ×

× ○*1 - × × ○ ○ ×

○*3 × × - ○*2 × ○ ×

版 頁

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月31日 21 15/35

第7
2

(6)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 4.0　審査:別紙2　(1/3) 備考

1　通常入力での処分の変更(複数回修正された場合:最初に表示された処分区分(画面の処分名称)と変更処分区分を比較する) 下記使用参照(平成6年10月6日提示)

･受付ファイルでの処分区分と決裁区分につい
て審

査
で
の
処

分
区
分

保
留

受
理
処
分

の
撤

･受付ファイルの作成経過

受理

受理
受理 受理

受
理
･
送
付

不
受
理
申
出

処
分
区
分

表
示
す
る
処

分
区
分

変更後の処分区分

受
理

不
受
理

受
理
照
会

処
理
照
会

返
戻

取
下
げ

不受理 受理照会

送付
受理 受理

不受理 処理照会

不受理
受理 - 不受理

送付 - 処理照会

受理
照会

受理 - 受理照会

送付 - 処理照会

2　受領番号確保処理後の入力処理での処分の変更(受付帳の処分区分はスペース)
　 1の通常入力と同じ

3　処分区分が｢受理照会｣*1｢保留｣となっていたものの再入力処理での処分の変更
　 1の通常入力と同じ
　 *1:法務局へ問い合わせる前に｢受理且｣｢不受理｣が分かった場合

*1:システムで審査できない要件で法令エラーがある場合に変更可能。(例:近親婚　等)
*2:送付された届書で重大な法令エラーがあった場合は、ただちに受理地へ返送する｢返戻｣として処分区分を変更できる。
*3:送付された届書で｢受理照会｣要件の審査があった場合は、受理した自治体で法務局への照会が完了しているケースが殆
どと考える。
　 そこで、｢処理照会｣の処分区分を｢受理｣に変更できるように変更する。ただし、下記メッセージを表示し、YESの場合の
み変更を許可する。
　確認メッセージ｢処理照会要件は、法務局に照会済ですね。｣(YES,NO)
　YES→｢受理｣の変更を許可する。NO→メッセージ｢法務局に照会して下さい。｣を表示し、｢受理｣への変更を許可しない。
変更結果が｢○｣または｢-｣のときはそのまま｢本紙へ｣
変更結果が｢×｣のときは,エラーメッセージ｢XXXXには変更できません｣を編集して｢本紙へ｣

↑変更した処分区分名

18.0版の出生届、19.0版の73条の2届に伴う修
正。
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- × × ○ × × × ○*

× × × ○ × × × ○*

- × × ○ ○ × × ×

× × × - ○ × × ×

× × × - × × × ○*

× × × - ○ × × ×

処理名 4.0　審査:別紙2　(2/3) 備考

4　処分区分が｢処理照会｣*1となっていたものの再入力処理での処分の変更
　 *1:法務局へ問い合わせる前に処理の方法が分かった場合

版 頁

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月21日 21 16/35

第7
2

(6)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理照会

受理

受理
受理 受理

送付

送付 - 処理照会

不受理 受理照会

受
理

不
受
理

受
理
照
会

処
理
照
会

返
戻

取
下
げ

保
留

受
理
処
分

の
撤
回

受理 受理

不受理 処理照会

- - 受理*

*:受理指示で審査の結果｢不受理｣となった場合でも処分区分は｢受理｣以外を選択することができない。審査でエラーが発生
した場合は処理内容が保証されないので,メッセージ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示する。

*:受理処分した後届出の入力内容に誤りが発見され、正しい情報を入力した結果,無効要件のエラーがあった場合だけ
　｢受理処分の撤回｣に変更できる。ただし,メッセージ｢無効要件のエラーでなければ変更してはいけないので注意して下さ
い。｣を表示させる。

5　処分区分が｢受理照会｣となっていた届で法務局から回答があった場合の処分区分の変更

審
査
で
の
処

分
区
分

受
理
･
送
付

不
受
理
申
出

処
分
区
分

表
示
す
る
処

分
区
分

変更後の処分区分

不受理･
受理照会

受理 -

　　⇒処分区分の変更はできない
不受理 入力･審査は行わない 不受理

法
務
局
か
ら

の
指
示

審
査
で
の
処

分
区
分

受
理
･
送
付

不
受
理
申
出

処
分
区
分

表
示
す
る
処

分
区
分

受理 -
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- × × × × × × ○*2

- × × × × × × ×

版 頁

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成30年 3月21日 21 17/35

第7
2

(6)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

表
示
す
る
処

分
区
分

処理名 4.0　審査:別紙2　(3/3) 備考

6　処分区分が｢処理照会｣となっていた届で法務局から回答があった場合の処分区分の変更

法
務
局
か
ら

の
指
示

審
査
で
の
処

分
区
分

受
理
･
送
付

不
受
理
申
出

処
分
区
分

不受理
入力･審査は行
わない

受理
-

受理処分の撤回

送付 返戻

受理 - - - 受理*

　　⇒処分区分の変更はできない

*:受理指示で審査の結果｢不受理｣となった場合でも処分区分は｢受理｣以外を選択することができない。審査でエラーが発生
した場合は処理内容が保証されないので,メッセージ｢審査結果入力で処理して下さい。｣を表示する。

7　決裁区分が｢修正｣または｢未決裁｣となっていたものの再入力処理での処分の変更

前
処
分
区
分

審
査
で
の
処

分
区
分

受
理
･
送
付

不
受
理
申
出

処
分
区
分

保
留

受
理
処
分

の
撤

受理 -*1
受理

-*1 受理*1

表
示
す
る
処

分
区
分

変更後の処分区分

受
理

不
受
理

受
理
照
会

処
理
照
会

返
戻

取
下
げ

送付

受理以外 -*1 - -*1 前処分区分*1
前処分区分と同じ処分区分でなければいけ
ない(修正不可)

8 処分区分が｢誤処理｣*1(決裁で誤処理とされたもの)となっていたものの再入力処理での処分の変更
　1の通常入力と同じ
　*1:前回の処分区分が｢誤処理｣であれば,処分決定で作成する受付ファイルは,同一受領番号で新しいレコードを作成する。
　　　前データ(処分区分が｢誤処理｣となっているデータ)は履歴となる。

*1:前回の処分区分が受理のとき,再入力処理において審査の結果が｢不受理｣となった場合でも処分区分を変更することはで
きない(一部を除く)。審査でエラーが発生した場合は処理内容が保証されないので,メッセージ｢審査結果入力で処理して下
さい。｣を表示する。

*2:受理処分した後届出の入力内容に誤りが発見され,正しい情報を入力した結果,無効要件のエラーがあった場合だけ｢受理
処分の撤回｣に変更できる。ただし,メッセージ｢無効要件のエラーでなければ変更してはいけないので注意して下さい。｣を
表示させる。
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埋火葬
許可証

30条の12第1項

改訂日付

作成処理

備考

本人届出
確認台帳

版 頁

処理区分

処理名

処分決定(仮受付)

作成日付
要件定義ワークシート

システム化調査研究会

作業名

9条2項
個人状態
ファイル

受理番号取得 受付DB
仮戸籍

ファイル
戸籍DB

第7
2

(6)

※上段:受領番号未確保　　　下段:受領番号確保済(受理処分の撤回はこの処理のみ）

18/35平成15年5月30日 7.1平成6年12月 1日

届書ファイル

5.0　処理テーブル表（処分区分での処理内容表） (1/2)

作成者

エラー履歴

取得処理

取得処理

作成処理-

-作成処理 -作成処理

- -

更新処理 作成処理

-

-

-

受理
-

-作成処理 -

作成･更新処理

作成処理

作成･追加*1処理 -

-

作成処理

作成処理

受理照会
-

-
不受理

作成処理

作成･更新処理

-作成･更新処理

返戻

--更新処理 -

作成処理 作成処理 - -

-

- -

-

取得処理

-

作成･更新処理

-

作成処理

作成･更新処理

-作成処理

- -

-

更新処理

保留
-

取得処理

取下げ
削除処理

取得処理 -

作成処理-

処理照会

-

-

受理処分の撤回 更新処理

作成･追加*1処理 作成･更新処理- -

追加処理

-

-更新処理

-- - 更新処理

-

作成･追加*1処理 -

-作成処理

-

*1:前回の処分区分が『誤処理』(決裁で誤処理されたもの)の場合は、同一受領番号で新しいレコードを追加する。

【受領番号取得処理】:再入力処理でない場合
　 番号ファイルを読み、受領番号を取得する
　 受領番号に受付件数を足した数を番号ファイルの受領番号にセットしファイルを更新する

【届書ファイル処理】
　　(1)作成処理:再入力処理でない場合

①　受付件数=1件の場合:中間ファイル(届書)の受領番号に受領番号取得処理で取得した受領番号をセットし、届書ファイルを作成する。
②　受付件数>1件の場合:中間ファイル(届書)の受領番号に受領番号取得処理で取得した最初の受領番号をセットする。

次の受領番号から取得した最後の受領番号までを、順次同時決裁受領番号(1～5)にセットする。
届書ファイルを作成する。

　　(2)更新処理:再入力処理の場合
　　　中間ファイル(届書)の受領番号に該当する届書ファイルを更新する。
　　(3)削除処理:処分区分が『受理照会』又は『処理照会』又は『取下げ』の場合でかつ再入力処理の場合
　　　中間ファイル(届書)に受領番号があれば、それに該当する届書ファイルを検索し、あった場合にその届書ファイルを削除する。
【受付DB処理】
　　(1)作成処理:再入力処理でない場合

処分区分が『取下げ』の場合、決裁区分に『決裁』を設定する(それ以外は『未決裁』)。
①　受付件数=1件の場合:中間ファイル(仮受付)の受領番号に受領番号取得処理で取得した受領番号をセットし、受付DBを作成する。

-

-

-

-

-

-

作成･更新処理

作成･更新処理

-

作成処理

作成処理

更新処理

作成･追加*1処理

-

-

更新処理

作成･更新処理 -

更新処理

更新処理

-- -

-

-

-

-

-

-

更新処理

作成･追加*1処理 -

-

-

更新処理

更新処理

更新処理

-

-

-

--

-

-

-

-

更新処理

-

-作成処理

-

-

-

-

更新処理

更新処理-

-

作成･更新処理

取得処理

更新処理

-

-

取得処理

削除処理 -作成･追加*1処理

削除処理 作成･追加*1処理

作成処理

-

-

-

更新処理

作成処理

-

更新処理

-

-

-
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　　(2)処分区分が『保留』:中間ファイル(届書)の事件本人の個人番号に記載のある個人状態ファイルを検索する。

第7
2

(6)

【本人届出確認台帳ファイル処理】:処分区分が『受理』の場合
　　･ファイル作成件数は、受付DBの作成件数と同じ(上記【受付DB処理】参照)。
　　･創設的届出のものだけ作成する(創設的届出一覧は【第7.2.(22)本人届出確認台帳管理】を参照。)
　 『受理処分の撤回』の場合、本人届出確認台帳の｢処分区分｣を変更する。この処分区分の場合、本人届出確認台帳の検索対象としないこと。※『受理』で作成したファイルを
削除しても構わない。

【9条2項ファイル処理】:処分区分が『受理』の場合
　　中間ファイル(9条2項)の受領番号に受領番号取得処理で取得した受領番号をセットし、仮9条2項ファイルを作成する。

【エラー履歴処理】:処分区分が『受理』『不受理』『返戻』『受理処分の撤回』
　　エラー履歴ファイルの受領番号に受領番号所得処理で取得した受領番号をセットし、エラー履歴ファイルを更新する。

【埋火葬許可証処理】:事件が『死亡』かつ処分区分が『受理』『受理照会』『保留』かつ1回目の処理(再入力でない)の場合
　　埋火葬許可証発行区分=0(不要):許可証発行不要(処理としては何もしない)。
　　埋火葬許可証発行区分=1(火葬):火葬許可証の内容で埋火葬ファイルを作成する(受領番号取得処理で取得した受領番号をセットする)。
　　埋火葬許可証発行区分=2(埋葬):埋葬許可証の内容で埋火葬ファイルを作成する(受領番号取得処理で取得した受領番号をセットする)。

【30条の12第1項ファイル処理】:処分区分が『受理』の場合
　　中間ファイル(30条の12第1項)の受領番号に受領番号取得処理で取得した受領番号をセットし、仮30条の12第1項ファイルを作成する。

作業名 版

備考

個人状態ファイルがあれば、保留区分に"1"をセットし、個人状態ファイルを更新する(更新処理)。
個人状態ファイルがなければ、個人番号をキーとして個人状熊ファイルを作成し、保留区分に"1"をセットする(作成処理)。

②　受付件数>1件の場合:中間ファイル(仮受付)の受領番号に、受領番号取得処理で取得した最初の受領番号を順番にセットする。

(1レコード目:取得の受領番号、2レコード目:取得の受領番号＋1、3レコード目:取得の受領番号＋2…。)
中間フィイル(仮受付)の各レコードの関連受領番号(1～5)に他のレコードの受領番号を順次セットする。
各々のレコード毎に受付DBを作成する。

　　(2)更新処理:再入力処理の場合(決裁区分が『未決裁』『修正』である)
　　　中間ファイル（仮受付)の受領番号に該当する受付DBを更新する(複数件数ある場合は各々のレコード毎に受付DBを更新する)。
　　(3)追加処理:処分区分が『受理処分の撤回』又は前回の処分区分が『誤処理』(決裁で誤処理されたもの)の場合(再入力処理しかない)
　　　中間ファイル(仮受付)の受領番号と枝番をカウントアップし、該当する受付DBにレコードを追加する。
　　　(複数件数ある場合は各々の受領番号毎の受付DBにレコードを追加する)。

作成者

処分決定(仮受付)

改訂日付

【個人状態ファイル処理】
　　(1)処分区分が『受理照会』『処理照会』の場合:中間ファイル(届書)の事件本人の個人番号に記載のある個人状態ファイルを検索する。

個人状態ファイルがあれば、受理処理照会区分に"1"をセットし、個人状態ファイルを更新する(更新処理)。
個人状態ファイルがなければ、個人番号をキーとして個人状態ファイルを作成し、受理処理照会区分に"1"をセットする(作成処理)。

【戸籍DB処理】:処分区分が『受理照会』『処理照会』『取下げ』『保留』の場合
　　中間ファイル(届書)のロック戸籍番号(1～5)に記載のある戸籍DBを検索する。

　　戸籍特定DBの戸籍異動処分に"0"をセットし、戸籍DBを更新する(届書審査でロックをかけた戸籍のロック解除処理)。

処理名

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

頁

【仮戸籍ファイル処理】:処分区分が『受理』の場合
　　中間ファイル(仮戸籍)の各レコード(仮戸籍が複数ある場合)の受領番号に、受領番号取得処理で取得した受領番号をセットし(受付件数が複数ある場合は最初の受領番号)、仮戸籍ファイルを作
成する。

平成15年5月30日 7.1

作成日付

19/35

5.0　処理テーブル表（処分区分での処理内容表） (2/2)

要件定義ワークシート
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版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.0　受領番号更新処理 (受取側)番号取得ファイル ←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

番号取得ファイル 3:受領番号

西暦年 西暦年

番号種別 処分決定
　 (仮受付)処理

番号種別

受領番号 受領番号 最新の受領番号をセットする

受 付受 付受 付受 付受 付受 付受 付受 付受 付受 付
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←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理,中間ファイル(届書)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 21/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 7.0　届書ファイル更新処理 (受取側)届書ファイル

届書ファイル 受領番号 処分決定(仮受付)処理 受領番号

受領日 受領日

出張所番号 出張所番号

最新の受領番号をセットする

選択事件コード 中間ファイル(届書) 選択事件コード

送付日 送付日

在外送付区分 在外送付区分

発送元 発送元

指示日 指示日

処理日 処理日

受理送付区分 受理送付区分

許可日 許可日

郵送日 郵送日

本非区分 本非区分

届区分 届区分

動態区分 動態区分

処分決定
　 (仮受付)処理

渉外区分 渉外区分

同時決裁受領番号

(1～5)

同時決裁受領番号

(1～5)

事件別内容 事件別内容 届出事件により異なる

中間ファイル(届書)ロック戸籍番号

(1～5)

ロック戸籍番号

(1～5)

処分区分 処分決定(仮受付)処理 処分区分

不受理申出処分区分 不受理申出処分区分

届書排他区分 処分決定
　 (仮受付)処理

0:未　を設定(排他の解除のみの場合
はこの項目だけを修正する)

決裁区分 中間ファイル(届書) 決裁区分

受 付受 付受 付受 付受 付受 付受 付受 付受 付受 付
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版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 22/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.0　受付DB作成･更新処理　1/3 (受取側)受付DB(受付)1/2 ←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理,中間ファイル(仮受付)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

事件発生日 事件発生日

受付DB(受付) 受領番号 処分決定(仮受付)処理 受領番号

受付日 受付日

収日

関連受領番号

(1～5)

受付事件コード 受付事件コード

最新の受領番号をセットする

出張所番号 出張所番号中間ファイル

(仮受付)

事件発生日時

事件発生時分 事件発生時分

本非区分 本非区分

受理送付区分 受理送付区分

渉外区分 渉外区分

発日 処分決定
　 (仮受付)処理

発日

収日

郵送日 郵送日

発送日 発送日

許可日 許可日

指示日 指示日

関連受領番号

(1～5)

中間ファイル

(仮受付)

届出人資格区分1 届出人資格区分1

届出人資格名称1 届出人資格名称1

届出人資格名称2

届出人資格区分2 届出人資格区分2

届出人氏名1 届出人氏名1

届後本籍コード 届後本籍コード

届後本籍区分 届後本籍区分

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格名称2
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版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 23/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 8.0　受付DB作成･更新処理　2/3 (受取側)受付DB(受付)2/2 ←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理,中間ファイル(仮受付)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

届後戸籍の筆頭者 届後戸籍の筆頭者

届後本籍 届後本籍中間ファイル

(仮受付)

処分決定
　 (仮受付)処理 処分区分

届書送付目録区分 届書送付目録区分

送達確認1 送達確認1

証書提出区分

決裁区分 決裁区分

受付DB(受付)

証書提出区分

処分区分

中間ファイル

(仮受付)
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第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成 18年 3月 1日 10 24/35

処理名 8.0　受付DB作成･更新処理　3/3 (受取側)受付DB(事件本人) ←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理、中間ファイル(仮受付)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受付DB(事件本人) 受領番号
処分決定
　 (仮受付)処理 受領番号 最新の受領番号をセットする

行番号

届出人区分 届出人区分

複数レコードを管理する(RDB)

事件本人区分 中間ファイル(仮受
付)

事件本人区分

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

本籍 本籍

本籍コード 本籍コード

生年月日 生年月日

送達確認2 送達確認2

事件本人が複数人い
る場合は複数件のレ
コードが作成される

戸籍の筆頭者 戸籍の筆頭者
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版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 25/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 9.0　仮戸籍ファイル作成処理 (受取側)仮戸籍ファイル ←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理,中間ファイル(仮戸籍)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

その他の項目は省略 その他の項目は省略

仮戸籍ファイル 受領番号 処分決定
　 (仮受付)処理

受領番号 最新の受領番号をセットする

中間ファイル

(仮戸籍)
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版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 26/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 10.0戸籍DB更新処理 (受取側)戸籍DB(戸籍特定) ←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

戸籍DB

編製日

戸籍番号

改製日

回復日

本籍コード

消除日

筆頭者

本籍

(戸籍特定)

戸籍除区分

除籍者数

在籍者数

記載者数

0:解除を設定戸籍異動区分
処分決定
　 (仮受付)処理
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←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成28年 3月 31日 19 27/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 11.0　個人状態ファイル更新処理 (受取側)個人状態ファイル

禁治産者区分

個人状態ファイル 個人番号

破産宣告人区分

胎児認知区分

準禁治産者区分

犯歴区分

裁判所通知区分

処分が｢受理照会｣｢処理照会｣のとき1
を設定(仮受付)処理

受理照会区分 処分決定

処分が｢保留｣のとき1を設定

メモ

保留区分
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版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 28/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 12.0　仮9条2項ファイル作成処理 (受取側)仮9条2項ファイル ←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理,中間ファイル(9条2項)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

事件コード 事件コード

仮9条2項ファイル
受領番号

処分決定
   (仮受付)処理 受領番号

宛名 宛名

中間ファイル

(9条2項)市区町村コード 市区町村コード

最新の受領番号をセットする

出張所番号 出張所番号

新氏名 新氏名

受理日 受理日

新生年月日 新生年月日

旧氏名 旧氏名

新父母との続柄 新父母との続柄

旧生年月日 旧生年月日

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 旧父母との続柄

旧本籍コード 旧本籍コード

新本籍 新本籍

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍 旧本籍

住所コード 住所コード

旧筆頭者 旧筆頭者

住定日

方書 方書

住所 住所

世帯主との続柄 世帯主との続柄

世帯主 世帯主

住民日 住民日

住定日

 7-2-(6)-28



版 頁数

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 29/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 13.0　エラー履歴ファイル作成処理 (受取側)エラー履歴ファイル

エラー履歴

ファイル

確認 (1～20)

最新の受領番号をセットする

エラーコード

審査完了区分

受領番号
処分決定
　 (仮受付)処理

受領番号

メッセージコード

(1～20)
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発行日

申請者と死亡者の続柄

首長名

交付市区町村名

死亡の場所

死亡年月日時

申請者の氏名

申請者の住所

埋火葬の場所

死因

届出人住所コード

届出人氏名

中間ファイル(届書)

死亡時分

中間ファイル(届書)

死亡場所

システム日付

届出人住所

有

中間ファイル(受付)の｢届後本籍｣に設定
されている場合は,その設定内容を移送す
る有

　自治体,メーカに一任

有

有死亡日

有

生年月日 有

進行番号

本籍

中間ファイル(届書)

死亡者の氏名

死亡者の性別

漢字氏名

本籍コード

埋火葬許可証発行区分
1:死体火葬許可証
2:死体埋葬許可証

有

処理名

受取側

14.0　埋火葬許可証ファイル作成処理

備考

令和　年　月　日

作成日付 改定日付

1

版

30/35

DB･ファイル名
画面名称記号名

項目

記号名名称

書類名 処分決定
　 (受付)画面

頁数

平成6年12月 1日

(受取側)埋火葬許可証ファイル

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

←　(引渡側)処分決定(仮受付)画面,中間ファイル(届書)

出力形態

Z 9 . ,
項目

名称

有埋火葬許可証

ファイル

第7
2

(6)

DB･ファイル名
画面名称

データ編集表
処分決定(仮受付)

作成者

システム化調査研究会

作業名

死亡者の本籍

住所

住所コード死亡者の住所

死亡者の生年月日

受 付受 付事件本人受 付受 付事件本人受 付受 付事件本人受 付受 付事件本人受 付受 付事件本人受 付受 付事件本人
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版 頁

処分決定(仮受付) システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成11年 3月1日 2.1 31/35

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 　15.0　仮30条の12第1項ファイル (受取側)仮30条の12第1項ファイル ←　(引渡側)処分決定(仮受付),中間ファイル(仮30条の12第1項)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

最新の受領番号をセットする

ファイル  　(仮受付)処理

仮30条の12第1項 受領番号 処分決定 受領番号

市区町村コード (30条の12第1項) 市区町村コード

出張所番号 中間ファイル 出張所番号

宛名 宛名

事件コード 事件コード

新氏名 新氏名

新生年月日

旧氏名 旧氏名

受理日 受理日

新性別 新性別

旧生年月日 旧生年月日

新生年月日

新本籍コード 新本籍コード

旧性別 旧性別

旧本籍コード 旧本籍コード

新本籍 新本籍

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍 旧本籍

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 旧筆頭者

転入届出日 転入届出日

方書 方書

受 付受 付事件本人

受 付受 付
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本人区分(2)

確認区分(2)

確認方法1(2)

中間ファイル(届書)
｢郵送日｣=スペースのとき｢1:来庁者｣
｢郵送日｣≠ｽﾍﾟｰｽのとき｢2:郵送｣を設定

中間ファイル(仮受付)の2レコード目

事件本人区分(2)

確認方法2(1)

来庁者区分(1)

確認手段1(1)

中間ファイル(届書)

確認区分(1)

確認方法1(1)

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

備考

漢字氏名(1)

受領番号

受付日

処分区分

｢郵送日｣=スペースのとき｢1:来庁者｣
｢郵送日｣≠ｽﾍﾟｰｽのとき｢2:郵送｣を設定

(事件本人)

受付事件コード

中間ファイル

(事件本人)

記号名

項目

引渡側

項目

受付日

DB･ファイル名
画面名称

受領番号

(仮受付)処理 出張所番号

頁

事件本人区分(1)

記号名名称

漢字氏名(2)

｢0:通知不要｣を初期値として設定
※郵送の場合｢1:通知要｣を設定

受付事件コードに応じて
｢1:対象｣｢2:対象外｣を初期設定

改訂日付

(受取側)仮本人届出確認台帳ファイル　←　(引渡側)処分決定(仮受付),中間ﾌｧｲﾙ(仮受付),中間ﾌｧｲﾙ(届書)

中間ファイル(仮受付)の1レコード目

7.1

版

32/35平成 15年 5月 30日

作成日付

(仮受付)

処分決定(仮受付)

作業名

システム化調査研究会

作成者

平成 6年12月 1日

台帳対象区分

漢字氏名(1)

台帳ファイル

DB･ファイル名
画面名称

仮本人届出確認

名称

処分決定(仮受付)処理

データ編集表

処理名

受取側

受付事件コード 中間ファイル

中間ファイル

処分区分

第7
2

(6)

16.0 仮本人届出確認台帳ﾌｧｲﾙ作成処理1/4

処分決定

出張所番号

来庁者区分(2)

漢字氏名(2)

住所(2)

確認担当者(1)

本人区分(1)

確認手段1(2)

住所(1)

通知担当者(1)

通知日(1)

通知要否(1)

確認手段2(1)

受 付受 付事件本人
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｢郵送日｣=スペースのとき｢1:来庁者｣
｢郵送日｣≠ｽﾍﾟｰｽのとき｢2:郵送｣を設定

中間ファイル(仮受付)の3レコード目

処理名 16.0 仮本人届出確認台帳ﾌｧｲﾙ作成処理2/4

中間ファイル

通知日(2)

仮本人届出確認 確認方法2(2)

(仮受付)

中間ファイル

確認区分(4)

漢字氏名(4)

(仮受付)

事件本人区分(3)

中間ファイル(届書)来庁者区分(3)

｢0:通知不要｣を初期値として設定
※郵送の場合｢1:通知要｣を設定

引渡側

システム化調査研究会

作業名

漢字氏名(3)

作成者

通知要否(3)

確認手段2(3)

第7
2

(6)

通知担当者(3)

処分決定(仮受付)

通知要否(2)

確認区分(3)

本人区分(3)

名称

DB･ファイル名
画面名称

住所(3)

確認担当者(3)

事件本人区分(3)

確認方法1(4)

住所(4)

本人区分(4)

通知日(3)

中間ファイル(仮受付)の4レコード目

中間ファイル(届書)

作成日付

｢郵送日｣=スペースのとき｢1:来庁者｣
｢郵送日｣≠ｽﾍﾟｰｽのとき｢2:郵送｣を設定

33/35

版改訂日付

｢0:通知不要｣を初期値として設定
※郵送の場合｢1:通知要｣を設定

(受取側) 仮本人届出確認台帳ファイル　←　(引渡側)処分決定(仮受付),中間ﾌｧｲﾙ(仮受付),中間ﾌｧｲﾙ(届書)

項目 備考

名称

平成 15年 5月 30日

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,

平成 6年12月 1日 7.1

頁

漢字氏名(4)

確認手段2(2)

確認担当者(2)

漢字氏名(3)

データ編集表

受取側

DB･ファイル名
画面名称

台帳ファイル

記号名

通知担当者(2)

確認方法1(3)

確認方法2(3)

項目

確認手段1(3)

確認手段1(4)

来庁者区分(4)

記号名

受 付受 付事件本人

受 付受 付
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届出人確認方法1(2)

届出人確認手段1(2)

中間ファイル

(仮受付)

届出人氏名2中間ファイル

届出人資格名称2

(仮受付)

｢郵送日｣=スペースのとき｢1:来庁者｣
｢郵送日｣≠ｽﾍﾟｰｽのとき｢2:郵送｣を設定

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

届出人氏名1

作業名

項目 DB･ファイル名
画面名称

受取側

名称

｢0:通知不要｣を初期値として設定
※郵送の場合｢1:通知要｣を設定

改訂日付

7.1

｢郵送日｣=スペースのとき｢1:来庁者｣
｢郵送日｣≠ｽﾍﾟｰｽのとき｢2:郵送｣を設定

｢0:通知不要｣を初期値として設定
※郵送の場合｢1:通知要｣を設定

届出人資格名称1

記号名

引渡側

34/35

版 頁

平成 15年 5月 30日

備考
出力形態

Z 9 . ,

届出人氏名(1)

通知要否(4)

作成者

項目

(受取側) 仮本人届出確認台帳ファイル　←　(引渡側)処分決定(仮受付),中間ﾌｧｲﾙ(仮受付),中間ﾌｧｲﾙ(届書)

処分決定(仮受付)

16.0仮本人届出確認台帳ﾌｧｲﾙ作成処理3/4

届出人確認担当者(1)

DB･ファイル名
画面名称

確認方法2(4)

記号名

台帳ファイル

届出人本人区分(2)

通知担当者(4)

確認担当者(4)

届出人通知要否(1)

届出人住所(2)

届出人確認区分(1)

届出人来庁者区分(1)

届出人通知日(1)

届出人住所(1)

第7
2

(6) 平成6年12月 1日システム化調査研究会

通知日(4)

名称

作成日付

届出人確認区分(2)

届出人来庁者区分(2)

届出人確認方法1(1)

届出人確認手段1(1)

届出人通知担当者(1)

データ編集表

仮本人届出確認

処理名

届出人氏名(2)

届出人確認手段2(1)

確認手段2(4)

届出人本人区分(1)

届出人確認方法2(1)

受 付受 付事件本人

受 付受 付
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使者確認手段1(2)

使者確認担当者(2)

使者確認手段2(2)

使者確認方法2(2)

備考

使者確認区分(2)

使者確認方法1(2)

使者確認手段2(1)

使者確認手段1(1)

使者確認方法2(1)

使者氏名(2)

使者住所(2)

使者確認担当者(1)

届出人通知担当者(2)

使者氏名(1)

使者確認方法1(1)

使者確認区分(1)

使者住所(1)

届出人通知日(2)

届出人通知要否(2)
｢0:通知不要｣を初期値として設定
※郵送の場合｢1:通知要｣を設定

届出人確認担当者(2)

受取側

名称 記号名

16.0仮本人届出確認台帳ﾌｧｲﾙ作成処理4/4

作業名

処理名

第7
2

(6)

仮本人届出確認

DB･ファイル名
画面名称

台帳ファイル 届出人確認手段2(2)

引渡側

項目

作成日付

処分決定(仮受付)

項目

届出人確認方法2(2)

作成者

システム化調査研究会

DB･ファイル名
画面名称 記号名

平成 6年12月 1日

名称

(受取側) 仮本人届出確認台帳ファイル　←　(引渡側)処分決定(仮受付),中間ﾌｧｲﾙ(仮受付),中間ﾌｧｲﾙ(届書)

改訂日付

7.1

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考

頁
データ編集表

平成 15年 5月 30日 35/35

版

受 付受 付
事件本人

受 付受 付
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作成者

システム化調査研究会 1/4

作成日付

4.機能体系(要件定義書の構成)
　 0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(処分決定(受付)画面)

改訂日付

7.1平成 15年 5月 30日

版

平成 6年12月 1日

頁

5.備考(特記事項含む)

3.処理概要

　 (1)受付DB内容、取得受領番号を確認する。
　 (2)業務選択画面に制御を渡す(PF1)、

または届出選択画面に制御を渡す(PF2)、
また移記事項入力画面に制御を渡す(PF3)。
または本人届出確認台帳画面に制御を渡す(PF5)。

入出力区分入出力区分

作業名第7
2

(6) 処分決定(受付･確認)
システム環境仕様書

1.詳細フロー

名称名称

2.使用DB･ファイル一覧

処分決定

(受付)

処分決定
(受付･確認)
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/

/

/

YES

NO

/

YES

NO

/

YES

YES

NO

NO

/

YES

YES

NO

NO

PF7

(18)　同画面を編集する

(19)　エラーメッセージ｢最終ページを表示中です｣を表示する

(20)　エラーメッセージ｢作成された受付帳は1件だけです｣を表示する

(15)受付件数>1である(YES、NO)

(9)　受付件数>1である(YES、NO)

/

(12)　同画面を編集する

PF8

(16)　現在画面表示している中間ファイル(仮受付)のレコードより後のレ
コードがある(YES、NO)

/

(17)　次の中間ファイル(仮受付)の内容を編集、表示する

(10)　現在表示している中間ファイル(仮受付)のレコードより前のレコー
ドがある(YES、NO)

(11)　前の中間ファイル(仮受付)の内容を編集、表示する

(13)　エラーメッセージ｢先頭ページを表示中です｣を表示する

(14)　エラーメッセージ｢作成された受付帳は1件だけです｣を表示する

その他 (21)　エラーメッセージ｢無効なキーが押されました｣を表示する (22)　同画面を編集する

(8)　同画面を編集する

(8.2)　本人届出確認台帳処理に制御
を渡す

PF7、PF8は1つの届で複数の受付帳が作成
されるときにのみ使用可

(事件本人が3名以上いる場合の画面スク
ロールとは異なる)

(8.4)　同画面を編集する

PF3

PF5

(8.3)　エラーメッセージ
　 ｢本人届出確認台帳がありませんので本人届出確認台帳処理は行えませ
ん｣を表示する

作成者作業名

(5)　仮戸籍ファイルが存在する(YES、NO)

(8.1)　仮本人届出確認台帳ファイルが存在する(YES、NO)

(4)　届出選択に制御を渡す

(6)　移記事項処理に制御を渡す

PF2

PF1

(7)　エラーメッセージ

｢仮戸籍がありませんので移動事項処理は行えません｣を表示する

(3)　業務選択に制御を渡す

頁

2/4

作成日付

平成 6年12月 1日

　(2)　キー選択(PF1、PF2、PF3、PF5、PF7、PF8、その他)

処理名

　(1)　処分決定(受付)画面を編集する、｢内容を確認して下さい｣のメッセージ出力

備考0.0 本紙

版改訂日付

7.1平成 15年 5月 30日

第7
2

(6) システム化調査研究会処分決定(受付･確認)
要件定義ワークシート
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事件本人区分内容(1～4)

カナ氏名(1～4)

漢字氏名(1～4)

生年月日(1～4)

事件発生時分

発日

事件発生日

決裁内容

関連受領番号(1～5)

許可日

渉外内容

指示日

収日

届出人表示(1～4)

処分決定
　 (仮受付)処理

指示日

仮受付処理で入力がある場合はその
日付を表示
システムで設定した日付も表示

有

前画面から項目を引
き継ぐ

出張所番号

発送日

郵送日

システム日付

受理送付の別

処分名称

事件名

本籍非本籍の別

受取側

記号名名称

受付日

処分決定(仮受付)処
理

DB･ファイル名
画面名称

画面ID

データ編集表

現ページ,総ページ

前画面から項目を引
き継ぐ

受領番号

作業名

受領番号

処分決定
　 (受付)画面

(受取側)処分決定(受付)画面

項目

平成6年12月 1日

項目

処分決定(受付･確認)

処理名 1.0　処分決定(受付)表示　1/2

第7
2

(6) システム化調査研究会

作成者

引渡側

DB･ファイル名
画面名称

作成日付

発日

収日

←　(引渡側)処分決定(仮受付)処理

版

1 3/4令和　年　月　日

改定日付 頁数

備考
コード

変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
名称 記号名

再入力の場合は前画面から項目を引
き継ぐ

処分決定した名称を表示
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処分決定
　 (仮受付)処理

死亡の受理地届出のとき表示する

埋火葬許可証発行区分埋火葬許可証発行区分

埋火葬許可証発行ﾒｯｾｰｼﾞ

処分決定
　 (受付)画面

(*1)

届出人資格1

届出人氏名1

変更処分区分

変更処分名称

前画面から項目を引
き継ぐ

送達確認1

本籍(1～4)

届後戸籍の筆頭者

変更処分区分

届出人資格2

届出人氏名2

戸籍の筆頭者(1～4)

送達確認2(1～4)

届後本籍

処理名

第7
2

(6)
データ編集表

作業名

1.0　処分決定(受付)表示　2/2

DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名名称

受取側
出力形態

Z 9 . ,

引渡側

DB･ファイル名
画面名称

処分決定(受付･確認) システム化調査研究会

版

平成6年12月 1日

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

項目

作成者

名称 記号名

作成日付

(受取側)　処分決定(受付)画面 ←　(引渡側)　処分決定(仮受付)処理

備考

4/4平成 18年 3月 1日

改訂日付 頁

10

変更処分区分、その名称を表示する

(*1)
受付事件コードが
｢1601｣:死亡　又は
｢4402｣:その他(本籍分明)
のときに注意する

有

受 付受 付事件本人
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頁

1/187.1平成15年 5月30日

3.処理概要

 　(1)本人届出確認台帳を確認する。
 　(2)業務選択画面に制御を渡す(PF1)、

令和　年　月　日

改訂日付 版作成者 作成日付

システム化調査研究会

出力

出力

仮本人届出確認台帳ファイル

本人届出確認台帳ファイル

作業名

または届出選択画面に制御を渡す(PF2)、

処分決定(本人届出確認台帳作成)

入出力区分

入力

システム環境仕様書

名称

2.使用DB･ファイル一覧

名称

1.詳細フロー

第7
2

(6)

5.備考(特記事項含む)

発送ファイル

本人届出確認通知ファイル

出力

入出力区分

4.機能体系(要件定義書の構成)

1.0　データ編集表(本人届出確認台帳画面)
2.0　単体チェック表
3.0　関連チェック表
4.0　データ編集表(本人届出確認台帳ファイル)
5.0　データ編集表(本人届出確認通知ファイル)
6.0　データ編集表(発送ファイル)

　0.0 本紙本人届出
確認台帳
作成処理

本人届出
確認通知
ファイル

発送ファイル

本人届出
確認台帳
ファイル

本人届出

確認台帳

仮本人届出
確認台帳
ファイル

 7-2-(6)-40



/

/

/

/

/

/

/

NO

/

YES

NO

NO

/

YES

NO

NO

実行キー

(9)　同画面を編集する

NO

(10)　エラーメッセージを表示する

YES

YES

(8)　発送ファイルを編集･出力する [6.0]

事件本人及び届出人の全てが対象

(3)　入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(4)　入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

[2.0]

[4.0]YES

(6)　通知要否(全項目)に｢1:通知要｣がある(ある:YES,ない:NO)

頁

2/187.1

版

処理名 備考

　(1)　本人届出確認台帳画面を編集する

　(2)　キー選択(実行キー、PF1、PF2、PF7、PF8、PF12、その他)

第7
2

(6) システム化調査研究会

作成者

令和　年　月　日平成15年5月30日処分決定(本人届出確認台帳作成)

[1.0]

0.0 本紙

改訂日付作成日付作業名
要件定義ワークシート

ある(YES、NO)

/

(16)　同画面を編集する

(17)　エラーメッセージ｢先頭ページを表示中です｣を表示する

(15)　前の仮本人届出確認台帳ファイルの内容を編集、表示する

[3.0]

(7)　本人届出確認通知ファイルを編集･出力する

(5)　本人届出確認台帳ファイルを編集･出力する

[5.0]

(26)　同画面を編集する

その他 (27)　エラーメッセージ｢無効なキーが押されました｣を表示する (28)　同画面を編集する

PF12

PF1

PF2

(22)　同画面を編集する

(25)　入力画面を初期化する

(14)　現在表示している仮本人届出確認台帳ファイルより前のファイルが

ある(YES、NO)

(12)　届出選択に制御を渡す

(11)　業務選択に制御を渡す

PF7 (13)　仮本人届出確認台帳件数>1である(YES,NO)

PF8

(21)　次の仮本人届出確認台帳ファイルの内容を編集、表示する

(24)エラーメッセージ｢作成された本人届出確認台帳は1件だけです｣を表示する

(20)　現在表示している仮本人届出確認台帳ファイルより後のファイルがYES

(19)　仮本人届出確認台帳件数>1である(YES、NO)

(23)　エラーメッセージ｢最終ページを表示中です｣を表示する

YES

(18)　エラーメッセージ｢作成された本人届出確認台帳は1件だけです｣を表示する

/

PF7、PF8は1つの届で複数の仮本人届出確
認台帳が作成されるときにのみ使用可(画
面スクロールとは異なる)
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有

本人区分(2)

住所(2)

確認手段1(2)

通知日(1)

来庁者区分(2)

有

漢字氏名(2)

確認手段2(1)

確認方法2(1)

有

確認手段1(1)

確認担当者(1)

備考
出力形態

Z 9 . ,

7.1 3/18

確認方法2(1)

碓認担当者(1)

確認区分(1)

有

有

有

通知要否(1)

1.0　本人届出確認台帳画面編集　(1/4)

データ編集表
頁

令和　年　月　日

版作業名 作成者

受取側

DB･ファイル名
画面名称

項目

引渡側

名称

DB･ファイル名
画面名称名称

本人届出 仮本人届出確認受領番号

有

有

改訂日付

確認方法1(1)

漢字氏名(1)

来庁者区分(1)

受付日

受付事件

台帳対象区分

確認方法1(1)

来庁者区分(1)

確認区分(1)

処分区分

受付日

受付事件

台帳対象区分

本人区分(1)

住所(1)

漢字氏名(1)

第7
2

(6) システム化調査研究会

作成日付

平成15年5月30日

住所(1)

通知担当者(1)

確認台帳画面

記号名

本人届出確認台帳作成

項目

処理名

記号名

台帳ファイル

処分区分

受領番号

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

確認手段2(1)

来庁者区分(2)

住所(2)

漢字氏名(2)

本人区分(2)

確認方法1(2)

確認区分(2)確認区分(2)

本人区分(1)

確認手段1(1)

通知日(1)

確認方法2(2)

確認手段1(2)

確認方法1(2)

通知担当者(1)

通知要否(1)

(受取側)　本人届出確認台帳画面 ←　(引渡側)仮本人届出確認台帳ファイル

確認方法2(2)
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来庁者区分(3)

漢字氏名(4)

通知担当者(3) 通知担当者(3)

来庁者区分(3)

確認区分(3)

本人区分(4)

確認方法2(4)

来庁者区分(4)

確認方法1(3)

確認区分(4)

通知要否(3)

住所(4)

確認手段1(4)

漢字氏名(3)

確認担当者(3)

確認区分(3)

確認方法2(3) 確認方法2(3)

有

有

本人区分(4)

確認区分(4)

本人区分(3)

有

有

住所(3)

通知日(2)

本人区分(3)

確認担当者(3)

確認手段2(3)

有

項目

確認手段1(3)

漢字氏名(4)

通知担当者(2)

名称 記号名

確認担当者(2)

通知要否(2)

台帳ファイル

システム化調査研究会

漢字氏名(3)

確認手段2(2)

通知日(3)

引渡側

確認方法1(4)

受取側

確認方法2(4)

確認手段1(4)

令和　年　月　日 4/18

改訂日付作成日付

住所(3)

第7
2

(6)

DB･ファイル名
画面名称

本人届出 確認手段2(2)

項目

記号名

処理名

本人届出確認台帳作成

1.0　本人届出確認台帳画面編集　(2/4)

名称

作業名

仮本人届出確認

確認台帳画面 確認担当者(2)

通知要否(3)

版

確認方法1(4)

DB･ファイル名
画面名称

備考
出力形態

Z 9 . ,

有

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

データ編集表

来庁者区分(4)

(受取側)　本人届出確認台帳画面 ←　(引渡側)仮本人届出確認台帳ファイル

通知担当者(2)

通知日(2)

7.1

頁

確認手段2(3)

通知要否(2)

作成者

平成15年5月30日

住所(4)

確認方法1(3)

確認手段1(3)

通知日(3)
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届出人本人区分(1)

届出人来庁者区分(1)

届出人確認区分(2)

届出人来庁者区分(2)

有

有

有

版

備考
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,

改訂日付

名称

有通知要否(4)

通知日(4)

第7
2

(6)
データ編集表

令和　年　月　日

頁作成日付

平成15年5月30日システム化調査研究会 5/18

有

項目

通知担当者(4)

確認担当者(4)

届出人本人区分(1) 有

届出人住所(1)

確認手段2(4)

届出人氏名(1)

記号名

作成者

引渡側

届出人確認区分(2)

届出人住所(2)

届出人通知日(1)

届出人確認方法1(2)

届出人本人区分(2)

1.0　本人届出確認台帳画面編集　(3/4)

名称

受取側

本人届出確認台帳作成

DB･ファイル名
画面名称

届出人通知担当者(1)

台帳ファイル

届出人氏名(2)

届出人通知要否(1)

届出人確認区分(1)

届出人来庁者区分(1)

届出人確認方法1(1)

届出人確認手段1(2)

届出人確認方法2(2)

届出人来庁者区分(2)

届出人確認方法1(1)

届出人確認担当者(1)

届出人住所(1)

届出人通知要否(1)

届出人通知日(1)

届出人本人区分(2)

届出人通知担当者(1)

届出人氏名(2)

7.1

届出人確認担当者(1)

作業名

届出人確認手段2(1)

届出人確認手段1(1)

届出人確認方法2(1)

届出人確認手段1(1)

届出人確認手段2(1)

届出人確認区分(1)

通知日(4)

通知担当者(4)

確認担当者(4)

記号名

届出人氏名(1)

届出人住所(2)

届出人確認方法2(1)

確認手段2(4)

通知要否(4)

届出人確認方法1(2)

届出人確認方法2(2)

届出人確認手段1(2)

DB･ファイル名
画面名称

処理名

確認台帳画面

仮本人届出確認本人届出

項目

(受取側)　本人届出確認台帳画面 ←　(引渡側)仮本人届出確認台帳ファイル
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備考

使者確認手段2(2)

使者確認手段1(1)

使者確認方法1(1)

使者氏名(2)

使者確認区分(2)

使者確認担当者(2)

使者確認手段2(1)

使者住所(2)

使者確認手段2(2)

使者確認方法2(2)

使者確認担当者(2)

備考
出力形態

Z 9 . ,

確認台帳画面 届出人確認担当者(2)

使者確認方法2(2)

使者確認担当者(1)

版

令和　年　月　日

届出人通知担当者(2)

使者確認方法2(1)

届出人通知日(2)

使者確認区分(1)

使者確認方法1(1)

使者住所(1)

使者氏名(1)

使者確認方法2(1)

使者住所(1)

届出人確認担当者(2)

届出人通知日(2)

届出人通知要否(2)

名称

届出人確認手段2(2)仮本人届出確認

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

引渡側

項目

届出人通知担当者(2)

DB･ファイル名
画面名称

台帳ファイル

使者確認区分(1)

使者氏名(1)

頁

7.1

作成者作業名

システム化調査研究会

1.0　本人届出確認台帳画面編集　(4/4)

6/18

改訂日付作成日付

項目

名称 記号名

本人届出確認台帳作成
データ編集表

受取側

DB･ファイル名
画面名称

届出人通知要否(2)

第7
2

(6)

届出人確認手段2(2)本人届出

処理名

使者確認方法1(2)

使者確認手段2(2)

使者氏名(2)

使者住所(2)

備考

使者確認方法1(2)

使者確認手段2(1)

使者確認担当者(1)

使者確認手段1(1)

使者確認手段2(2)

使者確認区分(2)

記号名

有

平成15年5月30日

(受取側)　本人届出確認台帳画面 ←　(引渡側)仮本人届出確認台帳ファイル

受 付受 付事件本人
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No 必須 属性

1 ○ 数字

2 ○ 漢字

3 漢字

4 ○ 数字

5 ○ 数字

6 ○ 数字

7 数字

8 漢字

9 数字

10 漢字

11 漢字

12 ○ 数字

13 英数

14 漢字

15 漢字

16 漢字

17 数字

18 数字

19 数字

20 数字

21 漢字

22 数字

23 漢字

24 漢字

25 数字

26 英数

第7
2

(6)

項目名 内容

処理名

本人届出確認台帳作成
データチェック(単体表)

作成者作業名

2.0単体チェック表(1/4) 本人届出確認台帳画面

画面名

システム化調査研究会

来庁者区分(1)

確認方法1(1)

確認区分(2)

通知要否(2)

通知要否(1)

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(1:来庁者,2:郵送)であること。

(1:対象,2:対象外)であること。台帳対象区分

漢字氏名(1)

(0:未確認,1:確認)であること。

(1～5)であること。※コード一覧表参照

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

画面ID

令和　年　月　日

備考

平成15年 5月 30日

版

7/18

頁

出力エラーメッセージ

改訂日付

7.1

作成日付

修正可能

(1:来庁者,2:郵送)であること。

修正可能

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:未確認,1:確認)であること。

｢日付チェックサブルーチン｣

※コード一覧参照

(0:通知不要,1:通知要)であること。

※コード一覧参照

(1～5)であること。※コード一覧表参照

漢字氏名(2)

通知担当者(1)

住所(2)

本人区分(2)

通知日(1)

通知日(2)

来庁者区分(2)

確認手段2(2)

確認方法2(2)

(0:通知不要,1:通知要)であること。

確認担当者(2)

確認区分(1)

住所(1)

本人区分(1)

確認手段1(1)

確認方法2(1)

確認手段2(1)

確認担当者(1)

確認方法1(2)

確認手段1(2)
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No 必須 属性

27 漢字

28 漢字

29 漢字

30 数字

31 数字

32 数字

33 数字

34 漢字

35 数字

36 漢字

37 漢字

38 数字

39 英数

40 漢字

41 漢字

42 漢字

43 数字

44 数字

45 数字

46 数字

47 漢字

48 数字

49 漢字

50 漢字

51 数字

52 英数

漢字氏名(4)

確認方法1(3)

本人区分(3)

通知担当者(2)

住所(3)

確認区分(3)

来庁者区分(3)

画面名

｢日付チェックサブルーチン｣

確認担当者(4)

通知要否(4)

通知日(4)

確認方法2(4)

確認担当者(3)

通知要否(3)

作成者

画面ID

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

システム化調査研究会

頁

7.1平成15年 5月 30日 令和　年　月　日

版改訂日付

修正可能

確認手段1(4)

(1:来庁者,2:郵送)であること。

(0:未確認,1:確認)であること。

確認手段2(3)

(1:来庁者,2:郵送)であること。

修正可能本人区分(4)

確認手段1(3)

確認方法2(3)

｢日付チェックサブルーチン｣通知日(3)

通知担当者(3)

確認手段2(4)

確認方法1(4)

住所(4)

来庁者区分(4)

確認区分(4)

(0:通知不要,1:通知要)であること。

※コード一覧参照

(0:未確認,1:確認)であること。

(1～5)であること。※コード一覧表参照

(0:通知不要,1:通知要)であること。

(1～5)であること。※コード一覧表参照

※コード一覧参照

2.0単体チェック表(2/4) 本人届出確認台帳画面

本人届出確認台帳作成

処理名

第7
2

(6)
データチェック(単体表)

8/18

作業名

出力エラーメッセージ 備考内容 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

作成日付

漢字氏名(3)

項目名
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No 必須 属性

53 漢字

54 漢字

55 漢字

56 数字

57 数字

58 数字

59 数字

60 漢字

61 数字

62 漢字

63 漢字

64 数字

65 英数

66 漢字

67 漢字

68 漢字

69 数字

70 数字

71 数字

72 数字

73 漢字

74 数字

75 漢字

76 漢字

77 数字

78 英数

9/18

修正可能

備考

修正可能

｢日付チェックサブルーチン｣

版

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

通知担当者(4)

届出人氏名(1)

届出人確認手段1(1)

届出人確認方法1(1)

届出人来庁者区分(1)

届出人住所(1)

届出人確認区分(1)

(1～5)であること。※コード一覧表参照

届出人本人区分(1) ※コード一覧参照

(1:来庁者,2:郵送)であること。

(0:未確認,1:確認)であること。

第7
2

(6)
データチェック(単体表)

システム化調査研究会

出力エラーメッセージ

頁

7.1

(1～5)であること。※コード一覧表参照

届出人氏名(2)

※コード一覧参照

(1:来庁者,2:郵送)であること。

(0:未確認,1:確認)であること。

(0:通知不要,1:通知要)であること。

届出人確認方法2(1)

届出人住所(2)

届出人確認手段2(1)

届出人通知要否(1)

届出人通知日(1)

届出人通知担当者(1)

届出人確認区分(2)

届出人確認手段1(2)

届出人確認方法1(2)

届出人確認担当者(2)

届出人確認手段2(2)

届出人本人区分(2)

届出人通知日(2)

2.0単体チェック表(3/4)

項目名

(0:通知不要,1:通知要)であること。

｢日付チェックサブルーチン｣

届出人確認担当者(1)

届出人確認方法2(2)

届出人来庁者区分(2)

届出人通知要否(2)

作成者

令和　年　月　日

画面名 画面ID処理名

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

本人届出確認台帳作成

作業名

本人届出確認台帳画面

内容

改訂日付

平成15年 5月 30日

作成日付
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No 必須 属性

79 漢字

80 漢字

81 漢字

82 数字

83 数字

84 漢字

85 数字

86 漢字

87 漢字

88 漢字

89 漢字

90 数字

91 数字

92 漢字

93 数字

94 漢字

95 漢字

96 漢字

使者確認区分(1)

使者確認担当者(2)

備考

使者確認手段1(1)

使者確認方法2(1)

使者確認手段2(1)

使者住所(2)

使者確認担当者(1)

使者確認区分(2)

(1～5)であること。※コード一覧表参照

本人届出確認台帳作成

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ内容

(1～5)であること。※コード一覧表参照

画面ID

(1～5)であること。※コード一覧表参照

(1～5)であること。※コード一覧表参照

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

7.1

備考

平成15年 5月 30日 令和　年　月　日

頁作成日付

出力エラーメッセージ

改訂日付

10/18

版
データチェック(単体表)

使者確認方法1(2)

作業名

処理名 画面名

2.0単体チェック表(4/4)

第7
2

(6) システム化調査研究会

作成者

本人届出確認台帳画面

項目名

使者確認手段2(2)

使者確認方法2(2)

使者確認方法1(1)

使者氏名(2)

使者住所(1)

届出人通知担当者(2)

使者氏名(1)

使者確認手段2(2)

(0:未確認,1:確認)であること。

(0:未確認,1:確認)であること。

受 付受 付事件本人(*1)(*1)
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

(No.7)確認方法1(1)＝1～4の場合、

(No.9)確認方法2(1)≠スペースの場合、

(No.28)漢字氏名(3)≠スペースの場合、

(No.9)確認方法2(1)=5(その他)の場合、

(No.7)確認方法1(1)≠スペースであること。

(No.6)確認区分(1)=1(確認)の場合、

(No.7)確認方法1(1)≠スペースかつ(No.11)確認担当者(1)≠スペースであること。

(No.7)確認方法1(1)=5(その他)の場合、

(No.8)確認手段1(1)=スペースであること。

(No.13)通知日(1)=スペースかつ(No.14)通知担当者(1)=スペースであること。

の全てが未入力である場合、(No.15)漢字氏名(2)～(No.27)通知担当者(2)の全てが未入力であること。

(No.12)通知要否(1)=0(通知不要)の場合、

(No.5)来庁者区分(1)=2(郵送)の場合、

作業名

画面ID

版

3.0関連チェック表(1/2)

本人届出確認台帳作成

処理名

出力エラーメッセージ

システム化調査研究会

作成者

(No.6)確認区分(1)=0(未確認)であること。

データチェック(関連表)

本人届出確認台帳画面

画面名

第7
2

(6)

内容

頁改訂日付

7.1令和　年　月　日 11/18

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

作成日付

平成15年 5月 30日

(No.8)確認手段1(1)≠スペースであること。

(No.6)確認区分(1)＝0(未確認)の場合、

(No.7)確認方法1(1)=スペースかつ(No.11)確認担当者(1)=スペースであること。

(No.9)確認方法2(1)=1～4の場合、

のいずれかに入力がある場合、全てに入力があること。

(No.12)通知要否(1)=1(通知要)の場合、

(No.3)住所(1)≠スペースであること。

(No.15)漢字氏名(2)、(No.17)本人区分(2)、(No.18)来庁者区分(2)、(No.19)確認区分(2)、(NO.25)通知要否(2)

(No.10)確認手段2(1)≠スペースであること。

(No.15)漢字氏名(2)≠スペースであること。

(No.15)漢字氏名(2)、(No.17)本人区分(2)、(No.18)来庁者区分(2)、(No.19)確認区分(2)、(No.25)通知要否(2)

(No.10)確認手段2(1)=スペースであること。

｢関連エラーがあります。確認して下さい。｣
※ワーニングレベルのエラーでも構わない。

他の事件本
人、届出人も
同様

他の事件本
人、届出人、
使者も同様

他の事件本
人、届出人も
同様
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No

14

15

16

17

18

19

20

(No.54)届出人氏名(1)≠スペースであること。

の全てが未入力である場合、(No.88)使者氏名(2)～(No.95)使者確認担当者(2)の全てが未入力であること。

(No.80)使者氏名(1)≠スペースであること。

第7
2

(6)

備考出力エラーメッセージ

改訂日付

(No.88)使者氏名(2)≠スペースの場合、

(No.41)漢字氏名(4)≠スペースの場合、

のいずれかに入力がある場合、全てに入力があること。

7.1

(No.67)届出人氏名(2)≠スペースの場合、

処理名

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

画面名

｢関連エラーがあります。確認して下さい。｣

令和　年　月　日 12/18本人届出確認台帳作成 平成15年 5月 30日

作成日付作業名 作成者

システム化調査研究会

頁

3.0関連チェック表(2/2) 本人届出確認台帳画面

※ワーニングレベルのエラーでも構わない。

のいずれかに入力がある場合、全てに入力があること。

(No.88)使者氏名(2)、(No.90)使者確認区分(2)

(No.88)使者氏名(2)、(No.90)使者確認区分(2)

データチェック(関連表)

画面ID

版

内容

(No.80)使者氏名(1)、(No.82)使者確認区分(1)

の全てが未入力である場合、(No.80)使者氏名(1)～(No.87)使者確認担当者(1)の全てが未入力であること。

(No.80)使者氏名(1)、(No.82)使者確認区分(1)

(No.28)漢字氏名(3)≠スペースであること。
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版 頁

本人届出確認台帳作成 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 13/18

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0本人届出確認台帳ファイル編集(1/4) (受取側)　本人届出確認台帳ファイル　←　(引渡側)仮本人届出確認台帳ファイル,本人届出確認台帳画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

ファイル 出張所番号 台帳ファイル 出張所番号

本人届出確認台帳 受領番号 仮本人届出確認 受領番号

受付事件コード 受付事件コード

本人区分(1) 有

受付日 受付日

台帳対象区分 本人届出確認 台帳対象区分 有

処分区分 処分区分

住所(1) 住所(1)

漢字氏名(1) 台帳画面 漢字氏名(1)

来庁者区分(1) 来庁者区分(1) 有

本人区分(1)

確認方法1(1) 確認方法1(1) 有

確認区分(1) 確認区分(1) 有

確認方法2(1) 確認方法2(1) 有

確認手段1(1) 確認手段1(1)

確認担当者(1) 確認担当者(1)

確認手段2(1) 確認手段2(1)

通知日(1) 通知日(1)

通知要否(1) 通知要否(1) 有

漢字氏名(2) 漢字氏名(2)

通知担当者(1) 通知担当者(1)

本人区分(2) 本人区分(2) 有

住所(2) 住所(2)

確認区分(2) 確認区分(2) 有

来庁者区分(2) 来庁者区分(2) 有

確認手段1(2) 確認手段1(2)

確認方法1(2) 確認方法1(2) 有
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版 頁

本人届出確認台帳作成 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 14/18

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0本人届出確認台帳ファイル編集(2/4) (受取側)　本人届出確認台帳ファイル　←　(引渡側)本人届出確認台帳画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

ファイル 確認手段2(2) 　 確認台帳画面 確認手段2(2)

本人届出確認台帳 確認方法2(2) 本人届出 確認方法2(2)

確認担当者(2) 確認担当者(2)

有

通知要否(2) 通知要否(2) 有

通知担当者(2) 通知担当者(2)

通知日(2) 通知日(2)

住所(3) 住所(3)

漢字氏名(3) 漢字氏名(3)

来庁者区分(3) 来庁者区分(3) 有

本人区分(3) 本人区分(3) 有

確認方法1(3) 確認方法1(3) 有

確認区分(3) 確認区分(3) 有

確認方法2(3) 確認方法2(3) 有

確認手段1(3) 確認手段1(3)

確認担当者(3) 確認担当者(3)

確認手段2(3) 確認手段2(3)

通知日(3) 通知日(3)

通知要否(3) 通知要否(3) 有

漢字氏名(4) 漢字氏名(4)

通知担当者(3) 通知担当者(3)

本人区分(4) 本人区分(4) 有

住所(4) 住所(4)

確認区分(4) 確認区分(4) 有

来庁者区分(4) 来庁者区分(4) 有

確認手段1(4) 確認手段1(4)

確認方法1(4) 確認方法1(4) 有
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版 頁

本人届出確認台帳作成 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 15/18

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0本人届出確認台帳ファイル編集(3/4) (受取側)　本人届出確認台帳ファイル　←　(引渡側)本人届出確認台帳画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

ファイル 確認手段2(4) 　 確認台帳画面 確認手段2(4)

本人届出確認台帳 確認方法2(4) 本人届出 確認方法2(4)

確認担当者(4) 確認担当者(4)

有

通知要否(4) 通知要否(4) 有

通知担当者(4) 通知担当者(4)

通知日(4) 通知日(4)

届出人住所(1) 届出人住所(1)

届出人氏名(1) 届出人氏名(1)

届出人来庁者区分(1) 届出人来庁者区分(1) 有

届出人本人区分(1) 届出人本人区分(1) 有

届出人確認方法1(1) 届出人確認方法1(1) 有

届出人確認区分(1) 届出人確認区分(1) 有

届出人確認方法2(1) 届出人確認方法2(1) 有

届出人確認手段1(1) 届出人確認手段1(1)

届出人確認担当者(1) 届出人確認担当者(1)

届出人確認手段2(1) 届出人確認手段2(1)

届出人通知日(1) 届出人通知日(1)

届出人通知要否(1) 届出人通知要否(1) 有

届出人氏名(2) 届出人氏名(2)

届出人通知担当者(1) 届出人通知担当者(1)

届出人本人区分(2) 届出人本人区分(2) 有

届出人住所(2) 届出人住所(2)

届出人確認区分(2) 届出人確認区分(2) 有

届出人来庁者区分(2) 届出人来庁者区分(2) 有

届出人確認手段1(2) 届出人確認手段1(2)

届出人確認方法1(2) 届出人確認方法1(2) 有
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版 頁

本人届出確認台帳作成 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 16/18

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0本人届出確認台帳ファイル編集(4/4) (受取側)　本人届出確認台帳ファイル　←　(引渡側)本人届出確認台帳画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

有

ファイル 届出人確認手段2(2) 　 確認台帳画面 届出人確認手段2(2)

本人届出確認台帳 届出人確認方法2(2) 本人届出 届出人確認方法2(2)

届出人通知要否(2) 届出人通知要否(2) 有

届出人確認担当者(2) 届出人確認担当者(2)

届出人通知担当者(2) 届出人通知担当者(2)

届出人通知日(2) 届出人通知日(2)

使者住所(1) 使者住所(1)

使者氏名(1) 使者氏名(1)

使者確認方法1(1) 使者確認方法1(1) 有

使者確認区分(1) 使者確認区分(1) 有

使者確認方法2(1) 使者確認方法2(1) 有

使者確認手段1(1) 使者確認手段1(1)

使者確認担当者(1) 使者確認担当者(1)

使者確認手段2(1) 使者確認手段2(1)

使者住所(2) 使者住所(2)

使者氏名(2) 使者氏名(2)

使者確認方法1(2) 使者確認方法1(2) 有

使者確認区分(2) 使者確認区分(2) 有

使者確認手段2(2) 使者確認手段2(2)

使者確認方法2(2) 使者確認方法2(2) 有

使者確認手段2(2) 使者確認手段2(2)

備考 備考

使者確認担当者(2) 使者確認担当者(2)
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版 頁

本人届出確認台帳作成 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 17/18

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.0本人届出確認通知ファイル編集(1/1) (受取側)　本人届出確認通知ファイル　←　(引渡側)仮本人届出確認台帳ファイル,本人届出確認台帳画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目

システム編集

ファイル 事件本人氏名 確認台帳画面 漢字氏名(1)～(4),届出人氏名(1)～(2)

本人届出確認通知 作成年月日 本人届出

通知要の者が対象

事件本人で届出人である者及び届
出人が対象

発行市区町村名 システム編集

事件名 台帳ファイル 受付事件コード 有

受理年月日 仮本人届出確認 受付日

届出人氏名2 　 確認台帳画面 漢字氏名(1)～(4),届出人氏名(1)～(2)

届出人氏名1 本人届出 漢字氏名(1)～(4),届出人氏名(1)～(2)

届出人氏名4 漢字氏名(1)～(4),届出人氏名(1)～(2)

届出人氏名3 漢字氏名(1)～(4),届出人氏名(1)～(2)

届出事件本人氏名1 漢字氏名(1)

届出事件本人氏名2 漢字氏名(2)

届出事件本人氏名4 漢字氏名(4)

届出事件本人氏名3 漢字氏名(3)

台帳ファイル

受領番号 仮本人届出確認 受領番号
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第7
2

(6)

作成者

システム化調査研究会 平成15年 5月30日
データ編集表

作業名

本人届出確認台帳作成

発送ファイル 受領番号

出張所番号出張所番号

記号名

6.0 発送ファイル編集(1/1)

台帳ファイル

処理名

名称

受取側

DB･ファイル名
画面名称

引渡側

受領番号

頁版作成日付 改訂日付

 　通知要の者住所(1)～(4),届出人住所(1)～(2)

漢字氏名(1)～(4),届出人氏名(1)～(2)

　 確認台帳画面

システム編集

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

項目項目

市区町村コード

7.1

　住所からシステム編集

出力形態

Z 9 . ,

仮本人届出確認

記号名名称

18/18

備考

令和　年　月　日

DB･ファイル名
画面名称

本人届出確認通知

(受取側)　発送ファイル　←　(引渡側)仮本人届出確認台帳ファイル,本人届出確認台帳画面

本人届出

送付書類区分

郵便番号

宛名

住所

受 付受 付事件本人
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･本仕様は創設的届における届出本人確認用の確認台帳の管理処理の一例を示すものです。

･当処理の位置付け

第7
2

(6) システム化調査研究会

作成者作業名 頁

1/15本人届出確認台帳管理
システム処理の概要説明

版

7.1平成15年 5月30日 令和　年　月　日

改訂日付作成日付

　0.前提

業務メニュー

8.各種ファイル更新

各種ファイル更新メニュー

22.本人届出確認台帳管理

当処理
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頁

2/15本人届出確認台帳管理

版改訂日付作成日付

平成15年 5月30日 7.1令和　年　月　日

作業名

システム化調査研究会

1.詳細フロー

第7
2

(6)
システム環境仕様書

作成者

本人届出確認台帳ファイル

名称

発送ファイル 入出力

2.使用DB･dファイル一覧

入出力区分 名称 入出力区分

5.備考(特記事項含む)入出力

入出力本人届出確認通知ファイル

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙 1.0 データチェック(単体表)
2.0 データチェック(関連表)
3.1 データ編集表(検索画面編集)
3.2 データ編集表(確認台帳表示画面編集)

3.処理概要

　(1)検索キーの入力及びキーによる本人届出確認台帳の検索

a.受領番号(9桁)
b.受付日
c.事件名
d.漢字氏名(氏,氏名)
e.処分区分
f.台帳対象区分

※範囲指定も検索可能

　(2)キーを基に本人届出確認台帳を検索し,データの内容等を編集する

　(3)本人届出確認台帳一覧画面の表示

　(4)本人届出確認台帳の更新本人届出
確認台帳の更新

本人届出
確認台帳

の検索･表示

本人届出
確認台帳
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

改訂日付

3/15

頁版

7.1

第7
2

(6)

処理名

実行キー

作成日付
要件定義ワークシート

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会

[3.2]

　→

作成者

(11)キー選択(PF1,PF7,PF8,PF9,その他)

(9)本人届出確認台帳表示･更新画面
　 (該当受領番号)を編集･出力する。

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF12,その他)

(1)本人届出確認台帳検索画面を表示する。

/

(3)入力検索キーのチェック(OK:YES,NG:NO)

(4)受領番号～台帳対象区分で本人届出確認台帳ファイルを検索する。

(5)0<検索件数<100か?(YES,NO)

(15)前ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

YES

作業名

0.0 本紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1/2

YES

/

[3.1]

(18)同画面を編集する
/

→

NO

(28)業務選択画面に制御を渡す

(26)同画面を編集する

表示･更新に制御を渡す

(24)本人届出確認台帳

表示･更新に制御を渡す

平成15年5月30日

備考

(13)業務選択画面に制御を渡す

令和　年　月　日

(12)同画面を編集する

[1.0][2.0]

(7)キー選択(該当番号の入力(実行キー), PF1,PF7,PF8,PF12,その他)

PF1

YES

実行キー

　→

(23)本人届出確認台帳ファイルを更新する。

PF7

PF9

(17)エラーメッセージ
　『先頭ページです。』を表示する。

NO

(19)次ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

その他

(21)エラーメッセージ
　『最終ページです。』を表示する。

NO

YES /

(22)同画面を編集する

PF1

(27)エラーメッセージ
『項目エラーがあります。正しく入力して下さい。』を表示する。

YES

PF8

(25)エラーメッセージ
『無効なキーが入力されました。』を表示する。

(16)前ページ分の本人届出確認

台帳表示･更新画面編集

(20)次ページ分の本人届出確認

台帳表示･更新画面編集

(10)本人届出確認台帳

表示･更新に制御を渡す

(14)本人届出確認台帳

(8)該当番号のチェック(OK:YES,NO:NG)

PF2

(6)本人届出確認台帳検索画面を編集･表示する。
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/

YES

YES

(41)業務選択画面に制御を渡す

0.0 本紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2/2処理名

システム化調査研究会

頁版改訂日付第7
2

(6)

作成日付

平成15年5月30日

作成者作業名

本人届出確認台帳管理
要件定義ワークシート

NO

その他

PF8

備考

令和　年　月　日 7.1

NO

4/15

(37)エラーメッセージ
　『無効なキーが入力されました。』を表示する。

PF12

(44)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました。』を表示する。

エラーメッセージ
『該当がありません。再度,検索キーを入力して下さ
い。』を表示する。

(38)検索件数=0

PF1

(43)同画面を編集する

(31)同画面を編集する(30)前ページ分の本人届出確認台帳検索画面編集

エラーメッセージ
『該当が多すぎます。再度,検索キーを入力して下さ
い。』を表示する。

その他

(40)エラーメッセージ
　『検索キーが正しくありません。再度,検索キーを入力して下さい。』を表示す
る。

PF12

NO

(33)次ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

(29)前ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

　→

(35)エラーメッセージ
　『最終ページです。』を表示する。

(36)入力画面を初期化する。

(39)検索件数>99

PF7

NO (32)エラーメッセージ
　『先頭ページです』を表示する。

(34)次ページ分の本人届出確認台帳検索画面編集

(42)入力図面を初期化する。
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 英数

4 英数

5 漢字

6 数字

7 数字

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ出力エラーメッセージ

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

版

7.1

作成日付

5/15令和　年　月　日

備考

受付事件 ※コード一覧参照

画面名 画面ID

受領番号

本人届出確認台帳検索画面

データチェック(単体表)

処理名

1.0　単体チェック表(1/1)

項目名

作業名

内容

改訂日付 頁

受付日(1)

処分区分 ※コード一覧参照

漢字氏名

『日付チェックサブルーチン』

第7
2

(6) システム化調査研究会本人届出確認台帳管理 平成15年 5月30日

作成者

受付日(2) 『日付チェックサブルーチン』

台帳対象区分 (1:対象,2:対象外)であること
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No

1

2

『関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

備考ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

システム化調査研究会

作成者

画面ID

本人届出確認台帳検索画面

本人届出確認台帳管理

作業名 頁版
データチェック(関連表)

画面名

6/15

作成日付

7.1

処理名

令和　年　月　日

第7
2

(6) 平成15年 5月30日

改訂日付

内容

(No.1)受領番号=スペース(未入力)かつ(No.2)受付事件=スペース(未入力)かつ

(No.3)受付日(1)=スペース(未入力)かつ(No.4)受付日(2)=スペース(未入力)かつ

出力エラーメッセージ

2.0　関連チェック(1/1)

(No.7)台帳対象区分=スペース(未入力)の時

(No.5)漢字氏名=スペース(未入力)かつ(No.6)処分区分=スペース(未入力)かつ

(No.2)受付日(1)=スペース(未入力)かつ(No.3)受付日(2)≠スペース(未入力)の時
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版 頁

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 7/15

第7
2

(6)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1　検索画面編集(1/1) (受取側)本人届出確認台帳検索画面 ←(引渡側)本人届出確認台帳ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

確認台帳検索 システム日付

本人届出 画面ID

受付日1

受付事件

画面ページ

受領番号

処分区分

受付日2

漢字氏名

台帳対象区分

1～n件のシーケンス番号設定

受領番号1～n 台帳ファイル 受領番号

No1～n 本人届出確認 ―――――――――

受付事件1～n 受付事件コード 有

受付日1～n 受付日

氏名1～n 漢字氏名
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データ編集表
作業名 作成者

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会

頁

平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 8/15

作成日付 改訂日付 版第7
2

(6)

画面ページ

有

有

受付事件

受領番号

処理名 3.2 確認台帳表示画面編集(1/5) (受取側)本人届出確認台帳検索画面

本人届出確認

本人届出確認

出張所番号

受付事件コード

事
件
本
人

(

1

)

通知担当者(1)

漢字氏名(2)

通知日(1)

本人区分(1)

受付日

受領番号

台帳ファイル

氏名(1)

住所(1)

本人区分(1)

出張所番号

確認区分(1)

←(引渡側)本人届出確認台帳ファイル

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

受取側

名称 記号名

台帳表示･更新 システム日付

項目

画面ID

引渡側

名称 記号名

DB･ファイル名
画面名称

出力形態

Z 9 . ,
項目DB･ファイル名

画面名称

備考

台帳対象区分

漢字氏名(1)

処分区分

受付日

住所(1)

有

来庁者区分(1)

確認方法1(1)

有

有

有

有

確認区分(1)

来庁者区分(1)

処分区分

台帳対象区分

有

確認手段2(1)

確認方法2(1)

確認手段2(1)

確認担当者(1)

確認手段1(1)

確認方法1(1)

確認手段1(1)

確認方法2(1)

事
件
本
人

(

2

)

住所(2)

本人区分(2)

来庁者区分(2)

氏名(2)

確認担当者(1)

通知日(1)

通知担当者(1)

通知要否(1)通知要否(1) 有

有

来庁者区分(2)

住所(2)

本人区分(2)

有

受 付受 付事件本人

 7-2-(6)-65



本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会

a 改訂日付

有

令和　年　月　日 7.1平成15年 5月30日

(受取側)本人届出確認台帳検索画面

有

版

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

←(引渡側)本人届出確認台帳ファイル

9/15

頁

確認方法1(2)

本人届出確認 確認区分(2)

台帳ファイル

記号名

作業名

備考

第7
2

(6)
データ編集表

確認担当者(2)

確認方法2(2)

確認手段2(2)

本人届出確認 確認区分(2)

処理名

DB･ファイル名
画面名称 名称

引渡側受取側

項目

作成者

3.2　確認台帳表示画面編集(2/5)

項目 DB･ファイル名
画面名称記号名

台帳表示･更新 確認方法1(2)

名称

事
件
本
人

(

2

)

有

来庁者区分(3)

確認手段2(2)

通知要否(2) 有

通知日(2)

漢字氏名(3)

通知担当者(2)

有

氏名(3)

本人区分(3)

来庁者区分(3)

住所(3)

確認手段1(2)

通知要否(2)

確認担当者(2)

確認手段1(2)

通知日(2)

通知担当者(2)

本人区分(4)

確認方法2(2)

住所(4)

確認手段2(3)

通知日(3)

通知要否(3)

確認区分(3)

確認手段1(3)

確認担当者(3)

確認方法2(3)

有

有

有

確認方法1(3)

本人区分(3)

有

有

漢字氏名(4)

来庁者区分(4) 有

有

通知担当者(3)

確認方法1(3)

通知要否(3)

確認方法2(3)

確認区分(3)

確認手段1(3)

通知担当者(3)

氏名(4)

本人区分(4)

確認手段2(3)

確認担当者(3)

通知日(3)

事
件
本
人

(

3

)

住所(4)

事
件
本
人

(

4

) 来庁者区分(4)

住所(3)
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(受取側)本人届出確認台帳検索画面

システム化調査研究会

来庁者区分(2)

通知要否(4)

平成15年 5月30日

事
件
本
人

(

4

)

確認手段1(4)

作成日付

←(引渡側)本人届出確認台帳ファイル

出力形態

Z 9 . ,

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

記号名

DB･ファイル名
画面名称

項目項目

受取側

処理名

第7
2

(6)
データ編集表

改訂日付

有

3.2　確認台帳表示画面編集(3/5)

本人届出確認台帳管理

作業名

確認方法2(4)確認方法2(4)

確認手段2(4)

記号名 名称

確認区分(4)

確認担当者(4)

確認手段2(4)

確認担当者(4)

版

台帳表示･更新

備考

10/15

頁

有

引渡側

作成者

有

台帳ファイル

DB･ファイル名
画面名称

本人届出確認 本人届出確認

通知日(4)

届出人来庁者区分(1)

届出人確認方法1(1)

届出人確認区分(1)

通知担当者(4)

届出人住所(1)

届出人氏名(1)

令和　年　月　日 7.1

有

有

有

有

有

有

有

有

有

届出人住所(2)

届出人氏名(2)

住所(2)

届出人通知担当者(1)

届出人確認手段1(1)

届出人来庁者区分(2)

届出人本人区分(2)

届出人通知日(1)

通知要否(1)

通知日(4)

来庁者区分(1)

確認手段2(1)

通知要否(4)

通知担当者(4)

確認手段1(1)

本人区分(1)

確認区分(1)

確認方法1(1)

確認方法2(1)

確認方法1(4)

届出人通知要否(1)

届出人確認担当者(1)

届出人確認手段2(1)

届出人確認方法2(1)

通知日(1)

住所(1)

確認方法1(4)

名称

確認区分(4)

氏名(2)届
出
人

(

2

)

本人区分(2)

氏名(1)

届
出
人

(

1

)

確認手段1(4)

届出人本人区分(1)

確認担当者(1)

通知担当者(1)
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台帳表示･更新

届
出
人

(

2

)

第7
2

(6)

確認方法1(4)

確認方法2(4)

名称

項目

受取側

備考

頁

7.1 11/15

版

令和　年　月　日

改訂日付

出力形態

Z 9 . ,

平成15年 5月30日

作成者

届出人確認区分(2)

備考

使者氏名(1)

確認手段1(1)

通知日(4)

確認担当者(2)

備考

本人届出確認

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

←(引渡側)本人届出確認台帳ファイル

届出人通知要否(2)

有

確認手段2(4)

通知要否(4)

DB･ファイル名
画面名称

確認方法1(2)

確認区分(1)

氏名(2)

使者確認区分(1) 有

確認区分(2)

住所(2) 使者住所(2)

有

使者氏名(2)

使考確認手段1(2)

有

有使者確認方法2(1)

有

有

使者確認手段2(2)

使者確認方法2(2)

有

使者確認方法1(2)

使者確認担当者(2)

使者確認手段2(1)

使者確認方法1(1)

届出人確認手段1(2)確認手段1(4)

届出人確認手段2(2)

確認担当者(4)

届出人確認方法1(2)

住所(1)

届出人確認担当者(2)

氏名(1)

届出人通知担当者(2)

処理名

DB･ファイル名
画面名称

システム化調査研究会

記号名

引渡側

本人届出確認台帳管理

名称

作業名 作成日付
データ編集表

有

有

台帳ファイル

本人届出確認確認区分(4)

届出人通知日(2)

届出人確認方法2(2)

項目

3.2　確認台帳表示画面編集(4/5) (受取側)本人届出確認台帳検索画面

使
者

(

2

)

使
者

(

1

)

通知担当者(4)

使者確認担当者(1)

使者確認区分(2)

確認手段2(1)

確認方法2(2)

確認手段1(2)

確認手段2(2)

確認方法2(1)

擁認方法1(1)

確認担当者(1)

使者確認手段1(1)

使者住所(1)

記号名
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版

　　　　　本人届出確認台帳検索の画面

検索キー

氏名

:受領番号,受付事件,受付日,漢字氏名,処分区分,
台帳対象区分

※検索事件数:MAX99件
※受付日は範囲指定も可とする。

:事件本人の複数表示も可とする。

第7
2

(6)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会本人届出確認台帳管理

頁数

7.1 12/15平成15年 5月30日

作成日付 改訂日付

令和　年　月　日

受 付受 付事件本人
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頁数

平成31年 3月31日
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

平成15年 5月30日システム化調査研究会 22 13/15

版

:受付事件名

:コード一覧参照

:1.対象
 2.対象外

:1.来庁者
 2.郵送

:1.確認
 0.未確認

:1.運転免許証　　　2.パスポート
 3.個人番号カード　4.健康保険証
 5.その他
 ※｢その他｣のときはワープロ的に入力できるものとする。
 ※その他確認方法の参考例
 　クレジットカード、免許証、許可証、学生証などがある

:本人確認をした職員氏名
 ※職員コード･職員氏名についてはメーカー任意とする。

:1.通知要
 0.通知不要

:届出人に対して通知をした日

:通知をした職員氏名
 ※職員コード･職員氏名についてはメーカー任意とする。

本人確認通知書:処分決定で発送ファイルが作成された後は、当該処理または帳票出力において発行するこ
とは、メーカー任意とする。

　　　　　本人届出確認台帳の画面

本人届出確認台帳管理

第7
2

(6)

受付事件

処分区分

台帳対象区分

来庁者区分

確認区分

確認方法1･2

確認担当者

通知要否

通知日

通知担当者

受 付受 付事件本人
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システム化調査研究会

　　　　　本人届出確認台帳の画面

使者の欄　:入力可能となっているが、運用に合わせて不要としても
よい。

備考欄　　:届出人からの連絡の記録等をワープロ的に記録できるも
のとする。

第7
2

(6)
補足説明書

作業名 作成者 頁数

令和　年　月　日

版

7.1 14/15

改訂日付

本人届出確認台帳管理

作成日付

平成15年 5月30日
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No
1 創設･報告
2

8
9
10

13

14

16

19

平成15年 5月30日

第7
2

(6)
補足説明書

作業名

システム化調査研究会

創設種別 報告種別

頁数作成者

本人届出確認台帳管理

作成日付 改訂日付 版

7.1令和　年　月　日 15/15

　　　　　　　本人確認が必要と思われる届

備考

3

届書 届出人候補届出種類 事件本人候補

父、子、親権者母、親権者養父、
親権者養母、その他

父(認知者)、
子(被認知者)

出生(国籍留保) 創設･報告 国籍留保 出生 国籍留保が創設の為、国籍留保の届出人に対し本人確認要。出生子

認知
裁判認知、
外国の方式

創設･報告 右以外

出生子、父 認知が創設の為、父に対して本人確認要。父、母
父、母

出生(認知) 認知 出生

離縁によって縁組前の氏に復した
者

離縁によって縁組前の
氏に復した者

届出人は本人のみ。法定代理人も不可。

養親、養子 養親、養子

創設･報告

裁判離縁

創設のみ 無

創設･報告
養子が15歳未満のときは法定代理人(親権者、後見人)が届出人
になる。

右以外 証書提出

養子、養女、養父、養母、法定代
理人(父、母、母の親権者、特別代
理人、母の未成年後見人、未成年
後見人、未成年後見監督人、児童
福祉施設の長)

養子、養女、養父、養
母

5

4 養子縁組

無
創設･報告 協議離婚

創設

協議離縁

離縁同時73の2

6 73の2

離婚
同時
77の2

創設･報告

無

裁判離婚

養子離縁

夫、妻

創設
11

7 裁判離縁協議離縁

協議離婚

12 親権(管理権) 創設･報告

親権辞任、
親権回復、
管理権辞任、
管理権回復、
親権者指定(協
議)

復氏者

創設･報告
裁判離婚創設･報告

創設 創設のみ 復氏者

婚姻

77の2
離婚

創設的な離婚時、77の2は離婚の本人確認状態を引継ぐ。夫、妻

夫、妻

養子、養女、養父、養母
養子、養女、養父、養
母

夫、妻

婚姻関係終了 創設

創設

右以外 証書提出 夫、妻 夫、妻

夫、妻 夫、妻
報告的な離婚時、77の2は77の2の処分決定で本人確認情報を入
力する。

創設のみ

復氏 生存配偶者 生存配偶者無

親権者、
未成年の子、
親権協議者

筆頭者、配偶者、
親権者父、親権者母、
親権者養父、親権者養母、
未成年後見人

無創設のみ

親権変更、
親権喪失、
管理権喪失、
親権者指定(調
停･裁判)

生存配偶者

創設のみ

父、母、養父、養母、親族

生存配偶者

入籍者

外国人との婚姻による氏の変更者

20 転籍 創設 創設のみ 無

外国人との婚姻による
氏の変更者

筆頭者、
配偶者

分籍者

国籍選択者

分籍

107の3 創設

創設

創設

無

無

入籍者、
入籍者の配偶者(配偶者があるとき)、
法定代理人(15歳未満のとき)

無

親権者父、親権者母、
親権者義父、親権者養母、
未成年後見人、法定代理人

民791条2項の場合は氏変更許可の審判書の謄本が必要

事件本人

創設のみ18 107の2

17

創設のみ 事件本人

創設のみ 分籍者

無

15 入籍

無

国籍選択

創設 創設のみ

創設のみ

創設

受 付

 7-2-(6)-72



令和　年　月　日

　1.様式

　　(1)A4版縦

　2.編集条件

　　(1)出力サイクル
　　　 日時

　　(2)抽出条件
　　　 本人届出確認台帳ファイルから該当項目を抽出

　　(3)出力条件
　　　 特になし

　3.運用関係

　　　　 本通知書は、
　　　　 法務省民一第748号、戸籍の届出における本人確認等の取扱いについて(通達)
　　　　 法務省民一第749号、戸籍の届出における本人確認等の取扱いについて(依命通知)
　　　　 により運用すること。

平成15年5月30日

改訂日付作成日付

本人確認通知

頁数

1/3

版

7.1

第7
2

(6)

作成者

システム化調査研究会

帳票名称

帳票設計書

 7-2-(6)-73



①発行市区町村名+"長"
②受領番号

　本人確認通知 平成15年5月30日 令和　年　月　日 7.1

帳票名称 作成日付 改訂日付

システム化調査研究会

作成者
帳票設計書

版

頁数

2/3

第7
2

(6)

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80

1 1

2 2

3 3

4 Ｋ 9 9 年 9 9 月 9 9 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 23

24 24

25 25

26 26

27 27

28 Ｋ 9 9 年 9 9 月 9 9 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45

46 46

47 47

48 48

49 49

50 50

51 51

52 52

53 53

54 54

55 55

56 56

日

(25)

Ｋ Ｋ　様

Ｋ

お　知　ら　せ

① Ｋ

Ｋ

(15)

4

事 件 名

届 出 人 氏 名

届 出 事 件 本 人 氏 名

1 受 理 年 月 日

2

3 Ｋ (15) Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ (15) Ｋ

Ｋ (15)

記

Ｋ 日

Ｋ (15)

② 999999999

Ｋ (15) Ｋ

Ｋ

(15) Ｋ

Ｋ (15) Ｋ

Ｋ (15) Ｋ

Ｋ (15)

あ な た か ら の 戸籍 届 出 につ い て は ，下 記 の と おり 受 理 さ れま し た。
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No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

作成者

システム化調査研究会

帳票名称 改訂日付

頁数

3/3

版

7.1

編集方法

帳票項目一覧表

平成15年5月30日 令和　年　月　日本人確認通知

第7
2

(6)

桁数

作成日付

項目名 備考

漢字

漢字

15

漢字

漢字

15

作成年月日 11

発行市区町村名

元号Z9年Z9月Z9日漢字

漢字 市区町村名+"長"25

元号Z9年Z9月Z9日

漢字

漢字

漢字

漢字

事件名 15 漢字

漢字受理年月日 11

事件本人氏名

届出事件本人氏名2 15

届出事件本人氏名3 15

15

届出人氏名3

届出人氏名1 15

届出事件本人氏名1 15

届出人氏名2

届出人氏名4 15

数字

漢字届出事件本人氏名4 15

受領番号 9
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索引 方式 一覧頁

た

区分 1

区分 1

は

区分 1

区分 1

ら

区分 1

本人確認区分 本人確認の有無

来庁者区分

届書持参者の本人識別

届出の方法

通知要否区分

｢未確認｣｢確認｣

第7
2

(6)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

本人確認方法

付設対象

令和　年　月　日

適用業務名 作成日付

台帳対象区分

付設区分具体例

｢対象｣｢対象外｣

｢通知不用｣｢通知要｣

版

本人届出確認台帳の作成有無

7.1平成15年5月30日

改訂日付

目的

｢来庁者｣｢郵送｣

本人確認通知の要否

｢運転免許証｣｢パスポート｣
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No. 桁数

1

1

1

1

1

[ ]内は、民二7002号通達での名称

台帳対象区分

1

0

1

来庁者区分

2

第7
2

(6)

通知要否区分

本人確認区分

付設対象

本人確認方法

未確認

5

平成15年5月30日

主管課名

パスポート

通知要

健康保険証

個人番号カード

通知不要

1対象

22

作成日付

備考桁の意味項目名

平成31年3月31日

対象外

コード

2

0

確認

運転免許証 1

その他

頁数

1/1

版

郵送

来庁者 1

4

2

3

システム化調査研究会

適用業務名

コード一覧表

改訂日付
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頁数

1/1

版

7.1

Mnnnnn 作成された本人届出確認台帳は1件だけです。

改訂日付作成日付

平成15年5月30日 令和　年　月　日

　　　メッセージコード

主管課名

システム化調査研究会

適用業務名

メッセージ一覧表
第7
2

(6)
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｢仮戸籍表示｣処理

第7.2.(7)



　1.仮戸籍表示

　システムが入力審査確認後に,身分事項等の記載を,戸籍DBに仮に記載したり,新戸籍を仮に編製したりし,決裁処理で戸籍DBとして反映するまでのものを『仮戸籍』と呼
ぶ。これらは,システムが自動的に作成するので,これらを確認する手段として『仮戸籍表示』を設ける。
　『仮戸籍』は,あくまで仮の戸籍であり,システムが｢受理｣と判断した本籍分しか作成されないので,『仮戸籍表示』としては,移記処理の表示方法と同様とする。よって,
ここでは概略を述べるに留めるので,詳細は移記処理の要件定義書を参照されたい。(画面は,単独提示)

『仮戸籍表示』としては,次の3画面を使用する。
　(1)確認表示画面(該当戸籍表示)
　(2)戸籍構成員一覧画面
　(3)個人詳細表示画面

　2.仮戸籍表示箇所

　確認として表示されるのは,処分決定処理前と決裁処理前の2ヶ所である。
　それぞれ,処分決定･決裁を行おうとする処理に該当する戸籍すべてを確認表示で表示させる。ここで,移記処理での表示との違いとしては,処分決定前においては,まだ,受
領番号が確保されていないのでシステムにては注意を要する。

版 頁数

仮戸籍表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/1

改定日付第7
2

(7)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付

処分決定

仮受付
処分決定

確認表示

戸籍構成員

一覧表示

個人詳細

表示

決裁受付 決裁

確認表示

戸籍構成員

一覧表示

個人詳細

表示
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｢エラー履歴表示｣処理

第7.2.(8)



　2.届書入力処理におけるエラー処理について

頁

1/2　エラー履歴表示
システム処理の概要説明

　審査処理で発生したエラー内容を、中間ファイル(エラー履歴)へ出力する。
但し、項目チェック、関連チェックによるエラーは除外し、法令審査による、重大エラー及び確認エラーを対象とする。
(1) 重大エラー
　　法令等で定めた条件に明らかに反している場合、画面上にエラーメッセージを表示する。
エラーコードを、中間ファイル(エラー履歴)に出力する。
(2) 確認エラー
　　システム上で判断不能なエラーを、画面上に確認メッセージとして表示し、判断結果を応答する。
確認エラーコード及び、応答結果を中間ファイル(エラー履歴)に出力する。

作成日付第7
2

(8) システム化調査研究会

作成者作業名 版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付

　異動業務処理において届書入力時の審査処理で発生したエラー内容(項目･関連チェック以外)を、エラー履歴として以降の処理で参照できるよう、共通仕様として以下に
示す。
　エラー履歴ファイルでは、受領番号がキーとなるため、受領番号を取得するまでは、一時的ファイル:中間ファイル(エラー履歴)に対して入出力を行う。処分決定処理で
受領番号を取得し、完了した時点で、中間ファイル(エラー履歴)から、エラー履歴ファイルに出力する。

　1.処理概要

処分決定終了後受領番号を
取得しエラー履歴ファイル
に出力(ファイル変換)

エラー内容蓄積

PF11 PF11 PF11

審査 入力確認 処分決定 決裁

中間

ファイル

(ｴﾗｰ履歴)

エラー

履歴

ファイル

エラー履歴
一覧

エラー履歴
一覧

エラー履歴
一覧
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　3.エラー履歴一覧表示について

　4.その他

(1 )入力確認
　　･届書入力項目の確認時、PF11押下した時に本処理(エラー履歴一覧)に制御を渡す。
　　･中間ファイル(エラー履歴)からエラー情報を入力し、画面編集･出力する。
　　･本画面(エラー履歴一覧)でPF11押下した時、起動元の画面に制御を戻す。
(2) 処分決定
　　･処分決定の確認時、PF11押下した時に本処理(エラー履歴一覧)に制御を渡す。
　　･中間ファイル(エラー履歴)からエラー情報を入力し、画面編集･出力する。
　　･本画面(エラー履歴一覧)でPF11押下した時、起動元の画面に制御を戻す。
　　･処分決定し受領番号を取得した後、中間ファイル(エラー履歴)からエラー履歴ファイルへ出力する。(ファイル変換)
(3) 決裁
　　･決裁の確認時、PF11押下した時に本処理(エラー履歴一覧)に制御を渡す。
　　･エラー履歴ファイルからエラー情報を入力し、画画編集･出力する。
　　･本画面(エラー履歴一覧)でPF11押下した時、起動元の画面に制御を戻す。

(1) エラー履歴一覧のエラー情報は、エラー発生順に表示する。
(2) エラー履歴として収容可能なエラー数は、MAX99個とし同一エラーは重複しないものとする。

作成者 作成日付 改定日付 版 頁

　エラー履歴表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/2

第7
2

(8)
システム処理の概要説明

作業名

 7-2-(8)-2 



項番

1

2

3

4

※取り扱うファイルとして、中間ファイル(エラー履歴)とエラー履歴ファイルが存在
するが、本仕様書では｢エラー履歴ファイル｣で表現する。処理区分により識別し、そ
れぞれのケースに合わせて置き換えること。

△

○

△:中間ファイル(エラー履歴)
○:エラー履歴ファイル
- :該当せず

5.備考(特記事項含む)
　エラー履歴ファイルに対して入出力する場合、処理(入力確認･処分決定･決裁)によって
状態が異なるため、データ出力と画面表示する場合に分けて以下の表に示す。

処 分 決 定 処 理

決 裁 処 理

データ出力

△

-

○

-

処理区分

審 査 処 理

入 力 確 認 処 理

画面表示

-

△

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(中間ファイル作成(エラー履歴一覧))
　　　　　　　　2.0 データ編集表(エラー履歴一覧画面作成)

3.処理概要
　(1) 検索キー(受領番号)でエラー履歴ファイルを検索検索
　(2) エラー履歴情報の編集･表示
　(3) 起動元画面に制御を渡す

1.詳細フロー

第7
2

(8)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

エラー履歴ファイル 入力

頁

1/4　エラー履歴一覧表示
システム環境仕様書

版

システム化調査研究会

作成者作業名

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付作成日付

エラー履歴

ファイル

エラー履歴

表示

エラー履歴

各起動元画面

 7-2-(8)-3 



/

/

YES /

/

/

/

/

YES

NO

/

YES

NO

NO

/

(23)起動元画面に制御を渡す

　『最終ページです』を表示する

(6) 中間ファイル(エラー履歴一覧)に編集･出力する

(7) エラー履歴一覧画面を編集する

(10) 前ページ分のエラー履歴一覧画面編集

(12) エラーメッセージ

[2.0]

(8) キー選択(PF7,PF8,P11,その他)

PF11

その他

(22) →

(24) エラーメッセージ

　『無効なキーが入力されました』を表示する

(14) 次ページ分のエラー履歴一覧画面編集

(15) エラーメッセージ

PF7

PF11

その他

PF8

(21) キー選択(PF11,その他)

　『先頭ページです』を表示する

(20) エラーメッセージ

　『エラー履歴情報が存在しません』を表示する

(16) →

(18) エラーメッセージ

　『無効なキーが入力されました』を表示する

(13) 次ページがあるか?(YES,NO)

(1) 検索キー(受領番号)でエラー履歴ファイルを検索する

(3) エラー数 ＝ 0

[1.0]

YES

NO

(2) 該当データはあるか(YES,NO)

(4) エラーメッセージ

　『エラー履歴情報が存在しません。』を表示する

(9) 前ページがあるか?(YES,NO)

(25)同画面を編集する

(11)同画面を編集する

(17)起動元画面に制御を渡す

(19)同画面を編集する

(5)同画面を編集する

頁

2/4　エラー履歴一覧表示

版

1平成6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付作成日付

　0.0　本紙処理名 備考

第7
2

(8) システム化調査研究会

作成者作業名
要件定義ワークシート

 7-2-(8)-4 



応答内容

メッ
セー
ジ

メッセージコード メッ
セー
ジ

メッセージコード

エラー数 エラー数

99のテーブル

応答内容

届出選択番号 届出選択番号

中 間 フ ァ イ ル ( エ
ラー履歴一覧)

受領番号 エラー履歴ファイル 受領番号

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 中間ファイル(エラー履歴一覧) (受取側)中間ファイル(エラー履歴一覧) ←(引渡側)エラー履歴ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁

　エラー履歴一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/4

第7
2

(8)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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(メッセージコード)メッセージ内容

版 頁

　エラー履歴一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/4

第7
2

(8)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0 エラー履歴一覧画面 (受取側)エラー履歴一覧画面 ←(引渡側)中間ファイル(エラー履歴一覧)

受取側 引渡側
コード
変換有無
ｻ=ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

システム日付 システム日付

エラー履歴一覧画面 画面ID 画面ID

-

ページ - Z9/Z9

有 届出選択番号に対応する届出名称

エラー履歴詳細情報 -

届出名 届出選択番号

中 間 フ ァ イ ル ( エ
ラー履歴一覧)

受領番号 受領番号

一連番号 シーケンス番号を付番

応答内容 応答内容

メッセージコード メッセージコードメッ
セー
ジ

ﾒｯｾｰｼﾞｺｰﾄﾞに対応するﾒｯｾｰｼﾞ内容

受 付受 付事件本人

 7-2-(8)-6 



平成6年12月 1日

頁

1 1/6

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

版第7
2

(8)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会　エラー履歴処理

処理名 　エラー履歴処理フロー

受 付事件本人

中間ファイル

(エラー履歴)

PF1

戸籍業務メニュー

PF7(前頁)

PF8(次頁)
実行キー

エラー履歴

削除

1

開始

単体チェック

関連チェック

中間ファイル

(エラー履歴)

NG

NG

OK

OK

1

3

エラーメッセージ

編集表示

1

PF12

画面初期化

エラー履歴

削除

PF2

届書選択メニユー

終了

エラー履歴

削除

2

1

届書入力

戸籍業務 届書選択
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(8)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

　エラー履歴処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

処理名 　エラー履歴処理フロー

メッセージの出力
及び

応答画面の編集

画面の編集

中間ファイル

(エラー履歴)

NG

確認エラーOK

法令エラー

1

4

エラー履歴の

作成･蓄積

エラーメッセージの

出力

PF7(前頁)

PF8(次頁)

2

PF10

画面ロック解除
実行キー

PF12

画面初期化

PF1

戸籍業務メニュー

PF2

届書選択メニュー

PF11

審査継続(法令のみ)

12 3

5

1

4

審査

5

届書

(画面ロック)

届書入力

ロック状態

届書入力

又は

応答画面

審査

エラー種類

 7-2-(8)-8 
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(8)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

処理名 　エラー履歴処理フロー

　エラー履歴処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/6

受 付事件本人

届書入力

確認

中間ファイル

(エラー履歴)

PF1

戸籍業務メニュー

PF5

前画面(届書入力)

戸籍業務

メニュー

実行キー

1

確認OKの時

2

エラー履歴

削除

PF2

届書選択メニュー

届書選択

メニュー

終了

エラー履歴

削除

確認NGの時

3

PF7(前頁)

PF8(次頁)

6

6
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処理名 　エラー履歴処理フロー

令和　年　月　日 1

改定日付 版 頁

4/6
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(8)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付

　エラー履歴処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日

受 付事件本人

処分決定

中間ファイル

(エラー履歴)

PF1

戸籍業務メニュー

PF10

仮戸籍表示

戸籍業務

メニュー

実行キー

7 エラー履歴

ファイル

4

7

7

エラー履歴

削除

PF2

届書選択メニュー

届書選択

メニュー

終了

エラー履歴

削除

3

PF5

前画面(届書入力)

1 受領番号取得

中間ファイル

(エラー履歴)

仮戸籍表示

PF11

エラー履歴表示

エラー履歴

ファイル作成

エラー履歴

表示

 7-2-(8)-10 



処理名 　エラー履歴処理フロー

第7
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(8)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

　エラー履歴処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/6

受 付事件本人

エラー履歴

ファイル

PF1

戸籍業務メニュー

戸籍業務

メニュー

実行キー

8

58

エラー履歴

ファイル削除

PF2

届書選択メニュー

届書選択

メニュー

終了

エラー履歴

ファイル削除

PF5

前画面(届書入力)

9

エラー履歴

ファイル

PF11

エラー履歴表示

移転入力
エラー履歴

表示

確認OKの時

PF10

仮戸籍表示

仮戸籍表示

処分決定

確認

4

9

8

確認NGの時

 7-2-(8)-11 



処理名 　エラー履歴処理フロー

第7
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(8)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

　エラー履歴処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/6

受 付事件本人

エラー履歴

ファイル削除

PF1

戸籍業務メニュー

戸籍業務

メニュー

実行キー

10

10

エラー履歴

ファイル削除

PF2

届書選択メニュー

届書選択

メニュー

終了

エラー履歴

ファイル削除

PF7(前頁)

PF8(次頁)

10

PF11

エラー履歴表示

エラー履歴

ファイル削除

エラー履歴

表示

PF10

仮戸籍表示

仮戸籍表示

決裁

5

10

終了

PFn

決裁中断

9

エラー履歴

ファイル

 7-2-(8)-12 



｢移記事項入力｣処理

第7.2.(9)



⇒

⇒

⇒

⇒

令和　年　月　日 1 1/3システム化調査研究会 平成6年12月 1日

版 頁数改定日付

④身分事項情報
･身分事項記録区分
　0:既存の記録
　1:審査処理で記録
　2:移記処理で記録

｢移記:身分事項表示｣:処理できるかどうかの判定

1. 仮戸籍ファイル及び中間ファイル(仮戸籍)の管理情報

①戸籍特定情報
･戸籍編製区分(届出による戸籍の動き)
　1:新戸籍編製
　2:全部除籍
　3:変動なし
　4:新戸籍編製･全部除籍

･｢移記戸籍選択｣:編製状態の表示
･｢移記:戸籍事項表示｣:新戸籍編製かどうかの判定

②戸籍事項情報
･戸籍事項記録区分
　　　0:既存の記録
　　　1:審査処理で記録
　　　2:移記処理で記録

　｢移記:戸籍事項表示｣:処理できるかどうかの判定

③個人特定情報
　　･個人異動区分(届出による個人の動き)
　　　0:(記録なし)
　　　1:記録
　　　2:入籍
　　　3:除籍
　　　4:入籍除籍

　　･個人異動形態区分　⇒　未使用
　　　0:異動なし
　　　1:本→本の異動
　　　2:非→本の異動
　　　3:本→非の異動

･｢移記戸籍構成員一覧｣:変動状態の表示
･｢移記:戸籍事項表示｣:処理できるのかどうかの判断

第7
2

(9)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付

移記事項入力処理

個人異動区分 と 個人異動形態区分 の関係

2:入籍 1:本→本の異動

2:非→本の異動

3:除籍 2:非→本の異動

3:本→非の異動

 7-2-(9)-1
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(9)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者

移記事項入力処理

2. 画面展開図

作成日付 改定日付 版 頁数

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/3

移記戸籍選択

移記戸籍

構成員一覧

移記:

戸籍事項表示

移記:戸籍事項

事件メニュー

移記:戸籍事項

事件別入力

戸籍事項

並べ替え

移記:

身分事項表示

移記:身分事項

事件メニュー

移記:身分事項

事件別入力

身分事項

並べ替え

戸籍事項

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
記録

身分事項

個人情報表示

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

記録修正

削除

並べ替え

Ⅴ Ⅵ
Ⅹ Ⅺ

修正

削除

並べ替え
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画面初期化

Ⅱ移記戸籍
構成員一覧

･戸籍:
Ⅲ戸籍事項
･身分:
Ⅶ個人事項
表示

･Ⅳﾒﾆｭｰ
･Ⅴ入力
･Ⅵ並べ替
え

Ⅴ移記:戸
籍事項事件
別入力

記録,訂正:
入力項目
チェック

並べ替え
チェック

更正(訂正)
項目チェッ
ク

･Ⅸﾒﾆｭｰ
･Ⅹ入力
･XI並べ替
え

Ⅹ移記:身
分事項事件
別入力

記録,訂正:
入力項目
チェック

並べ替え
チェック

入力チェッ
ク等

記録:入力画
面初期化

処理後次処
理

次頁 次頁次頁

前頁 前頁 前頁 前頁 前頁 前頁 前頁 前頁

各処理終了

Ⅲ移記:戸
籍事項表示

･記録:Ⅳ事
件メュー
･訂正:Ⅲ表
示

Ⅲ移記:戸
籍事項表示

Ⅱ移記戸籍
構成員一覧

Ⅶ個人情報
表示

Ⅷ移記:身
分事項表示

･記録:Ⅸ事
件ﾒﾆｭｰ
･訂正:Ⅷ表
示

Ⅷ移記:身
分事項表示

前画面へ

Ⅱ移記戸籍
構成員一覧

Ⅱ移記戸籍
構成員一覧

Ⅱ移記戸籍
構成員一覧

処理中止Ⅰ移記戸籍
選択

Ⅰ移記戸籍
選択

Ⅰ移記戸籍
選択

処理中止PF1 業務選択 業務選択 業務選択 業務選択 業務選択 業務選択 業務選択 業務選択 業務選択 業務選択 業務選択

実行キー

PF9

PF11

PF10 戸籍事項前
頁

戸籍事項次
頁

処理後業務
選択又はⅠ

入力画面初
期化

PF12

PF7

PF8 次頁

処理後Ⅲ表
示

処理後Ⅷ表
示

記録:入力画
面初期化

処理後Ⅳ又
はⅢ

Ⅰ移記戸籍
選択

Ⅰ移記戸籍
選択

Ⅰ移記戸籍
選択

次頁 次頁

Ⅱ移記戸籍
構成員一覧

次頁

PF5

PF6

Ⅰ移記戸籍
選択

事
件
別
入
力

並
べ
替
え

事
件
別
入
力

事
件
メ
ニ
ュ
ー

Ⅰ移記戸籍
選択

Ⅰ移記戸籍
選択

Ⅰ移記戸籍
選択

次頁

処理後Ⅸ又
はⅧ

処理後Ⅷ表
示

移記:戸籍事項移
記
戸
籍
選
択

移
記
戸
籍
構
成
員
一
覧

表
示

事
件
メ
ニ
ュ
ー

PF2

PF4

PF3

Ⅰ移記戸籍
選択

備
考

Ⅹ XIⅥ Ⅶ

1.PFキー一覧

Ⅲ Ⅳ Ⅴ
　　　　画面名

PFキー

Ⅰ Ⅱ Ⅷ Ⅸ

並
べ
替
え

個
人
情
報
表
示

表
示

移記:身分事項

第7
2

(9)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記事項入力処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/3
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(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/11

改定日付

3.処理概要

　(1)戸籍業務メニューから制御が渡ってきた場合(2線式)
　　(1)-1入力された受領番号から移記戸籍の一覧を画面に表示する
　　(1)-2処理する移記戸籍の明細番号を選択入力する
　　(1)-3移記戸籍構成員一覧に制御を渡す
　　　　　〔仮戸籍ファイルから中間ファイル(仮戸籍)を作成する〕

　(2)処分決定処理から制御が渡ってきた場合(1線式)
　　(2)-1渡ってきた受領番号を画面に表示する
　　(2)-2実行キーにより移記戸籍の一覧を画面に表示する
　　(2)-3処理する移記戸籍の明細番号を選択入力する
　　(2)-4移記戸籍構成員一覧に制御を渡す
　　　　　〔仮戸籍ファイルから中間ファイル(仮戸籍)を作成する〕

　(3)(1)または(2)以外で移記事項入力処理の各処理から制御が渡ってきた場合
　　(3)-1決裁用帳票出力区分が『要(1)』の場合,決裁用帳票を出力する
　　(3)-2移記事項入力処理の各処理で更新を行った中間ファイル(仮戸籍)から仮戸籍ファイルを更新
する
　　(3)-3戸籍業務メニューに制御を渡す又は移記戸籍選択処理の当初画面を表示する

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データ編集(届書ファイル)

　　　　　　　　2.0 データ編集(中間ファイル/仮戸籍)

　　　　　　　　3.0 データ編集(移記戸籍一覧画面)

　　　　　　　　4.0 単体チェック

　　　　　　　　5.0 データ編集(中間ファイル/選択番号)〔作成〕

　　　　　　　　6.0 データ編集(仮戸籍ファイル)

　　　　　　　　　　　　6.1 戸籍事項情報
　　　　　　　　　　　　6.2 個人特定情報
　　　　　　　　　　　　6.3 身分事項情報

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

届書ファイル 入出力

出力

1.詳細フロー

仮戸籍ファイル 入出力

5.備考(特記事項含む)

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 出力

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)

移記戸籍選択

移記戸籍選択

仮戸籍ファイル
中間ファイル

(選択番号)

移記戸籍

構成員一覧

届書ファイル

中間ファイル

(仮戸籍) 決裁用

帳票出力
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/

/

/

/

/

/

YES
[1.0] /

[2.0] /

[3.0]
NO

/

[4.0] /

NO

　処分決定処理からの場合(1線式)も,

(15)同画面を編集する

(13)同画面を編集する

(中間ファイル(仮戸籍)がない場合)

:｢審査結果入力｣処理及び｢訂正･校正･追完｣処
理で作成された仮戸籍ファイルは,移記処理で
は,更新できない

:届書ファイルに排他制御をかける

:複数画面を考慮する

移記事項処理内の各画面から制御が渡って
来た場合,終了処理を行う
(中間ファイル(仮戸籍)がある場合)

実行キー

(9) 届書ファイルはあるか?(YES,NO)

(12)エラーメッセージ
　　｢入力された受領番号の届書は他の業務で処理中となってい
ます。｣を表示する

(14)エラーメッセージ
　　｢届書が存在しません。受領番号を確認して下さい。｣を表示する

(17)受領番号に該当する戸籍の｢戸籍特定情報｣を中間ファイル(仮戸籍)から
全件読む

(20)エラーメッセージ｢表示する移記戸籍は有りません。｣を表示する

NO

NO

YES

YES

(22)メッセージ　｢決裁用帳票が必要ならば出力区分を入力し仮戸籍を更新して下さ
い。｣を表示する
　　画面｢決裁用帳票出力区分｣に'1'(要)を表示する

(24)キー選択(実行キー,PF1,PF7,PF8,PF9,PF12,その他)

YES

(28)単体チェックで編集したメッセージを表示する

(7) 仮戸籍ファイルはあるか?(YES,NO)

(29)同画面を編集する

(27)移記戸籍構成員一覧に制御
を渡す

　→

(2) 処分決定処理からの受領番号を画面に表示する

(5) 戸籍業務選択処理または処分決定処理から制御が渡って来た,または移記事
項入力処理内の各プロセスからPF2(処理中止)により制御が渡って来た
か?(YES,NO)

各プロセスからのPF2による処理中止の場合は,画面を
初期化し,中間ファイルをすべて削除後,当プロセスの
最初から処理を開始する

行キーにより検索を開始する

一度受領番号のみを表示する。その後,実

(8) 受領番号に該当する届書ファイルを読む

実行
キー

YES

NO

/

/

/

(3) 同画面を編集する

備考0.0 本紙処理名

作業名

移記戸籍選択

(1) 処分決定処理から制御が渡って来たか?(YES,NO)

第7
2

(9) システム化調査研究会

作成者

(4) キー選択(実行キー,PF1,PF12,その他)

(6) 受領番号に該当する仮戸籍ファイルを読む

YES

NO

頁数

2/11

版

1令和　年　月　日

改定日付

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付

(10)｢届書排他区分｣は'0'となっているか?　また,｢審査結
果入力｣処理及び｢訂正･更正･追完｣処理で作成された届書
ファイルでないこと (YES,NO)

(11)届書ﾌｧｲﾙの｢届書排他区分｣に'1'を設定する

(18)移記戸籍選択画面を編集する

(16)受領番号に該当する仮戸籍ﾌｧｲﾙを中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)に複写する

(25)選択番号のチェックをする(OK:YES,NG:NO)

(26)選択した番号を中間ファイル(選択番号)を編集･出力する

[5.0]

(23)同画面を編集する(メッ
セージ表示)

(21)同画面を編集する

(19)同画面を編集する
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/

YES

NO

/

YES

NO

/

/

/

/

(33)同画面を編集する

　:(14)のエラー時,区分は解除しない

　　｢処理中止｣

　:①画面を初期化し,中間ファイルをすべ

　　　て削除する

　　当初どこから制御が渡ってきたかにより

　処理後の表示画面が異なる

　　｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

　　｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

(42)届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(44)『決裁用帳票出力処理』に帳票出力指示する

(55)同画面を編集する

(51)業務選択に制御を渡す

(48)同画面を編集する

PF1

PF12

その他

(54)入力画面を初期化し,中間ファイルをすべて削除する

(56)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

NO

YES

その他

PF12

PF7

PF8

PF9

(30)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣
に'0'を設定する

PF1 (31)業務選択に制御を渡す

　→

　→

YES

NO

(32)前ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(40)中間ファイル(仮戸籍)から仮戸籍ファイルを更新する　[6.1][6.2][6.3]

(41)中間ファイル(仮戸籍)を削除する

(36)次ページがあるか?(ある:YES,ない:NO) (37)同画面を編集する

(34)前ページ分の移記戸籍選択を表示する

(35)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(38)次ページ分の移記戸籍選択を表示する

(39)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(43)決裁用帳票出力区分が'1'か?　(YES,NO)

3/11

処理名 0.0 本紙 備考

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

(47)入力画面を初期化し,中間ファイルをすべて削除する

(49)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(50)当業務処理前に既に届書ﾌｧｲﾙの｢届書排地区分｣に'1'が設定されていた

(52)中間ファイルをすべて削除する

(53)中間ﾌｧｲﾙをすべて削除する,届書ﾌｧｲﾙの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(45)決裁用帳票出力処理に制御
を依頼する

(46)
①戸籍業務選択処理から制御が
渡って来た場合,当プロセスの初期
画面を表示する
②処分決定処理から制御が渡って
来た場合戸籍業務選択処理に制御
を渡す
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コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)　届書ファイル ←(引渡側)

版 頁数

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/11

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 届書ファイル　編集･出力

受取側 引渡側

共通 選択事件コード

届書ファイル 受領番号

受領日

在外送付区分

出張所番号

発送元

送付日

指示日

処理日

受理送付区分

許可日

郵送日

本非区分

届区分

動態区分

更正区分

渉外区分

ロック戸籍番号1～5

同時決裁受領番号1～5

項目省略

不受理申出処分区分

事件別内容

0:未,1;排他
届書ファイルにロックをかける

届書排他区分 ｢1｣

決裁区分

処分区分
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身分事項DB内容 身分事項DB内容

中間ファイル(仮戸籍)
身分事項情報

身分事項記録区分 仮戸籍ファイル
身分事項情報

身分事項記録区分

具体的な項目は省略,
R2.1(移記事項入力-14)

中間ファイル(仮戸籍)
氏名情報

氏名DB内容 仮戸籍ファイル
氏名情報

氏名DB内容

具体的な項目は省略,
R2.1(移記事項入力-14)

具体的な項目は省略,
R2.1(移記事項入力-14)

個人持定DB内容 個人特定DB内容

中間ファイル(仮戸籍)
個人特定情報

個人異動区分 仮戸籍ファイル
個人特定情報

個人異動区分

具体的な項目は省略,
R2.1(移記事項入力-14)

戸籍事項DB内容 戸籍事項DB内容

中間ファイル(仮戸籍)
戸籍事項情報

戸籍事項記録区分 仮戸籍ファイル
戸籍事項情報

戸籍事項記録区分

具体的な項目は省略,
R2.1(移記事項入力-14)

戸籍持定DB内容 戸籍特定DB内容

中間ファイル(仮戸籍)
戸籍特定情報

戸籍編製区分 仮戸籍ファイル
戸籍特定情報

戸籍編製区分

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0 中間ファイル(仮戸籍)編集･出力 (受取側)　中間ファイル(仮戸籍) ←(引渡側)仮戸籍ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

版 頁数

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 5/11

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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移記戸籍選択画面

 
 
明
細
件
数
1
～

5

1:新戸籍編製
2:全部除籍
3:変動なし
4:新戸全除
　(新戸籍編製･全部除籍)

有戸籍編製区分

明細番号

戸籍編製区分
名称

本籍

筆頭者

編製日

消除日

決裁用帳票出力区分 ―――――――― 0:不要,1:要の入力

中間ファイル(仮戸
籍)

選択番号 ―――――――― 移記戸籍の選択入力

本籍

有

有

編製日 有

1移記戸籍毎に+1して表示する

消除日

筆頭者

本籍コード

――――――――

事件名 事件コード 有

受領番号 受領番号

処理名 3.0 移記戸籍選択画面表示

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)　移記戸籍選択画面 ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/11
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No 必須 属性

1 選択番号 ○ 数字 表示している移記戸籍のNo.であること(MAX05)

4.0 単体チェック 移記戸籍選択画面

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

版 頁数

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/11

改定日付第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者

処理名 画面名 画面ID

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

作成日付
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル(選択番号) ←(引渡側)移記戸籍選択画面,届書ファイル,仮戸籍ファイ
ル

版 頁数

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/11

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.0 中間ファイル(選択番号)編集･出力

受取側 引渡側

中間ファイル(選択
番号)

戸
籍
事
項

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

戸
籍

戸籍管理番号 中間ファイル(仮戸籍)

明細番号

明細番号

処理区分

記録コード

選択事件コード 届書ファイル 選択事件コード

受領番号 移記戸籍選択画面 受領番号

在外送付区分 在外送付区分

戸籍管理番号 移記戸籍選択画面で入力された選択番号
に該当する中間ファイル(仮戸籍)の戸籍
管理番号を設定する戸籍特定情報管理

個
人

個人管理番号

身
分
事
項

処理区分

記録コード
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戸籍事項DB情報 戸籍事項DB情報

具体的な項目は省略,
R2.1(移記事項入力-14)

戸籍事項情報 戸籍事項情報

仮戸籍ファイル 戸籍編製区分 中間ファイル(仮戸籍) 戸籍編製区分

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.1 仮戸籍ﾌｧｲﾙ(戸籍事項情報)編集･出力 (受取側)仮戸籍ファイル ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

版 頁数

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 9/11

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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具体的な項目は省略,
R2.1(移記事項入力-14)

個人情報情報 個人情報DB情報 個人情報情報 個人情報DB情報

仮戸籍ファイル 個人異動区分 中間ファイル(仮戸籍) 個人異動区分

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.2　仮戸籍ﾌｧｲﾙ(個人情報情報)編集･出力 (受取側)　仮戸籍ファイル ←　(引渡側)　中間ファイル　(仮戸籍)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

版 頁数

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 10/11

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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具体的な項目は省略,
R2.1(移記事項入力-14)

身分事項情報 身分事項DB情報 身分事項情報 身分事項DB情報

仮戸籍ファイル 身分事項記録区分 中間ファイル(仮戸籍) 身分事項記録区分

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.3　仮戸籍ﾌｧｲﾙ(身分事項情報)編集･出力 (受取側)　仮戸籍ファイル ←　(引渡側)　中間ファイル　(仮戸籍)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

版 頁数

移記戸籍選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 11/11

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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第7
2

(9)
システム環境仕様書

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号)

頁

移記戸籍構成員一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/9

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

入力

入出力

5.備考(特記事項含む)

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙 1.0 データ編集(移記戸籍構成員一覧画面)

2.0 別紙(記載事項チェック)

3.0 単体チェック

4.0 関連チェック

5.0 データ編集(中間ファイル/選択番号)　〔更新〕

3.処理概要

　(1)　中間ファイル(選択番号)の戸籍管理番号をキーに,中間ファイル(仮戸籍)を読み,戸
籍事項/身分事項等を編集する

　(2)　移記戸籍構成員一覧の表示及び選択番号の入力

　(3)　『戸籍事項移記』が選択された場合

(3)-1　戸籍事項処理に制御を渡す

　(4)　『身分事項移記』が選択された場合

(4)-1　身分事項処理に制御を渡す
移記戸籍

構成員一覧

移記戸籍

中間ファイル

(仮戸籍)

･届書ファイル
中間ファイル
(選択番号)

身分事項

処理

戸籍事項

処理

PF1,PF2
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/

/

/

/

/

/

N O

/

YES

N O

/

YES

N O

/

YES

N O

処理名 0.0 本紙　1/2 備考

版 頁数

移記戸籍構成員一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/9

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(10)移記:戸籍事項表示処理に
制御を渡す

(12)個人情報表示処理に制御を
渡す

(17)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

(15)業務選択に制御を渡す

(20)同画面を編集する

正しい選択を行った後でないと,｢移記戸籍選択
画面｣への戻りは不可とする

YES

NO

(7)キー選択(実行キー,PF1,PF5,PF7,PF8,PF10,PF11,その他)

実行キー

(1)中間ファイル(選択番号)を読む

(2)戸籍管理番号に該当する戸籍の｢戸籍情報｣を中間ファイル(仮戸籍)から読む
　 該当戸籍の｢戸籍事項｣｢個人特定｣｢氏名｣情報を全件読む

(5)　→　(7)

/

別紙[2.0]で画面を出
力する
複数画面を考慮する

(13)各チェックで編集したメッセージを表示する

/

(参)中間ファイル(選択番号)

-受領番号
-選択事件コード
-在外送付区分
●戸籍管理番号
-戸籍事項処理区分
-戸籍事項明細番号
-戸籍事項記録コード

[1.0]
(4)｢戸籍事項情報｣｢身分事項情報｣の記録チェックを行う(OK:YES,NG:NO)　別紙

[2.0]

(8)入力項目のチェックをする(OK:YES,NG:NO)

PF8

PF7

PF5

PF2

PF1

(28)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

　　｢処理中止｣　｢届書ロック解除｣

　　｢処理中止｣　｢届書ロック解除｣

　　｢当プロセスのみ処理中止｣

(21)前ページ分の構成員欄の移記戸籍構成員一覧画面を表示する

(22)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(24)次ページ分の構成員欄の移記戸籍構成員一覧画面を表示する

(25)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(27)前ページ分の戸籍事項欄の移記戸籍構成員一覧画面を表示する

YES (9)移記処理区分は何か?(1:戸籍事項移記, 2:身分事項移記)

1 　→

2

(23)戸籍構成員の次ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(26)戸籍事項の前ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(14)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(16)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(18)前画面へ

(19)戸籍構成員の前ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

[3.0][4.0]

(11)中間ファイル(選択番号)を編集･出力する

[5.0]

(6)FP2を無効とする

(3)移記戸籍構成員一覧画面を編集する

PF10

～
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/

YES

N O

その他

令和　年　月　日 1 3/9

処理名 0.0　本紙　2/2 備考

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記戸籍構成員一覧

(33)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する。

(30)同画面を編集する(29)戸籍事項の次のページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(31)次ページ分の戸籍事項欄の移記戸籍構成員一覧画面を表示する

(32)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する。

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

PF11
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版 頁数

移記戸籍構成員一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/9

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

移記戸籍構成員一覧
画面

消除日 消除日 有

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

　
1
～

6

明
細
件
数

筆頭者

処理名 1.0 移記戸籍構成員一覧画面　編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

本籍コード

Z9/Z9

編製日 編製日 有

――――――― ―――――――

中間ファイル(仮戸籍)

現ページ/総ページ

配偶者区分 有

父母との続柄 有

除籍日 有

中間ファイル(仮戸籍) 生年月日 有

――――――――――――――

個人特定情報管理

個人異動区分 有中間ファイル(仮戸籍)

選択番号 ―――――――

本籍

戸籍事項ﾀｲﾄﾙ

戸籍事項

漢字氏名

生年月日

除籍日

記録数

在籍数

筆頭者

明
細
件
数
1
～

7

明細番号

記録数

在籍数

タイトルコード

記録コード

漢字氏名

戸籍特定情報

中間ファイル(仮戸籍)

戸籍事項情報

戸籍事項項目

氏名情報

本籍

父母との続柄

配偶者区分

(受取側)移記戸籍構成員一覧画面 ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)

有

有

Z9

Z9

有

の選択入力

戸籍事項毎に表示する
1インデックス1明細で表示する
(1明細であふれる場合は,複数明細で
表示する)

個人毎に+1して表示する

『入籍』『除籍』『記録』,『入除』
(入籍除籍),空白の別で表示

明細番号の入力

1:戸籍事項移記　2:身分事項移記

中間ファイル(仮戸籍)

個人特定情報

異動区分

移記処理区分
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/

YES /

YES

/

/

YES /

/

YES /

/

YES /

処理名 2.0　別紙 1/2 備考

(参) 中間ﾌｧｲﾙ (選択番号)
-受領番号
-選択事件コード
-在外送付区分

●個人管理番号
-身分事項処理区分
-身分事項明細番号
-身分事項記録コード

版 頁数

移記戸籍構成員一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/9

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

/

同一事項が記録され
ていないこと

(YES,NO)

(3) 出生事項(子の記録)〔記録コード0101〕が2件以上ないこと　または認知事項
(被認知者の記録)〔記録コード0201〕が2件以上ないこと

YES

(1)　『身分事項処理』の各移記事項入力処理から制御が渡って来たか? (YES,NO)
(個人情報表示,移記:身分事項表示,事件メニュー,事件別入力,並べ替えの各移記事項入力処理)

(2) 個人管理番号に該当する者の｢身分事項情報｣を中間ファイル(仮戸籍)から全件読む

(7)→(9)

(8) 同画面を編集する(確認メッ
セージ表示)
　　本紙へ

(20)エラーメッセージ
　　｢配偶者区分が夫又は妻以外にも係わらず,婚姻事項があります。｣を表示
する

NO

(19)→(21)

(18) ｢配偶者区分｣が1:夫,2:妻以外の場合,｢婚姻事項｣がないこと(0901)

NO

NO

→NO

NO

(9) 個人管理番号に該当する者は異動者か? (YES,NO)

(10)個人管理番号に該当する者の｢身分事項情報｣を中間ファイル(仮戸籍)から
全件読む

(12)移記不要事項がないこと (YES,NO)

YES

(13)→(15)

(5) 確認メッセージ
　　｢出生または認知の記録が2件以上あります。不要な記録を削除して下さい。｣を表示
する

/

(14)エラーメッセージ
　　｢移記不要の身分事項があります。不要な記録を削除して下さい。｣を表
示する

(15) ｢配偶者区分｣が1:夫,2:妻の場合,｢婚姻事項｣があること　(0901)

(16)→(18)

(17)エラーメッセージ
　　｢配偶者区分が夫又は妻なっているにも係わらず,婚姻事項がありませ
ん。｣を表示する。

(4)→(9)

エラー処理 (NG)

　 〔移記不要事項〕については
　 ｢移記:身分事項表示｣1.1を参照

(11)同画面を編集する
　　本紙へ

(6) 同画面を編集する(確認
メッセージ表示)

～
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YES /

YES

NO

NO

頁数

移記戸籍構成員一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/9

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 2.0　別紙2/2 備考

NO

/

/

(22)同画面を編集する
　　本紙へ

(26)エラーメッセージ
　　｢養父又は養母氏名が記録されていないにも係わらず,縁組事項がありま
す。｣を表示する

→

→

(21)｢義父氏名｣または｢義母氏名｣が記録されている場合,｢縁組事項｣がある
こと(0301:養子の記録)

(23)→(25)

(24)エラーメッセージ
　　｢養父又は養母氏名が記録されているにも係わらず,縁組事項がありませ
ん。｣を表示する

(25)｢養父氏名｣または｢養母氏名｣が記録されていない場合,｢縁組事項｣がな
いこと(0301:養子の記録)

NO

→
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No 必須 属性

第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記戸籍構成員一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/9

改定日付

処理名 画面名 画面ID

3.0　単体チェック 移記戸籍構成員一覧画面

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

2 選択番号 数字

(MAX07)

表示している移記戸籍の構成員のNo.であること

1 移記処理区分 ○ 数字 1(戸籍事項移記)または2(身分事項移記)であること
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No

1

2

第7
2

(9)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記戸籍構成員一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/9

改定日付

備考

処理名 画面名 画面ID

4.0　関連チェック 移記戸籍構成員一覧画面

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

(No.1)　移記処理区分=1(戸籍事項移記)のとき　　(No.2)　選択番号=スペースであること

(No.1)　移記処理区分=2(身分事項移記)のとき　　(No.2)　選択番号≠スペースであること
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処理名 5.0　中間ファイル(選択番号)編集･出力

版 頁数

移記戸籍構成員一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/9

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(受取側)中間ファイル(選択番号) ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

移記戸籍選択画面で設定済中間ファイル(選択
番号)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

戸
籍
事
項

届出事件コード

受領番号

移記戸籍選択画面で設定済

戸籍管理番号

在外送付区分 移記戸籍選択画面で設定済

戸
籍

処理区分

明細番号

個人管理番号

処理区分

明細番号

記録コード

記録コード

身
分
事
項

個
人

中間ファイル(仮戸籍)
個人特定情報管理

個人管理番号 移記戸籍構成員一覧で入力された選択番
号に該当する中間ファイル(仮戸籍)の個
人管理番号を設定する

移記戸籍選択画面で設定済
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第7
2

(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:戸籍事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/7

改定日付

3.処理概要

　(1)移記戸籍構成員一覧で入力された ｢明細番号｣ (戸籍管理番号) を中間ファイル (仮
戸籍) を検索し、該当戸籍の戸籍事項をすべて画面に表示する

　(2)選択された ｢処理番号｣ から各処理に振り分ける
　　(2)-1 ｢記録｣ が選択された場合
　　　　　 移記:戸籍事項事件メニュー処理に制御を渡す
　　(2)-2｢修正｣が選択され、｢明細番号｣ が入力された場合
　　　　　 移記:戸籍事項事件別入力処理に ｢明細番号｣ と制御を渡す
　　(2)-3 ｢消除｣ が選択され、｢明細番号｣ が入力された場合
　　　　　 消除された戸籍事項を高輝度等で表示する
　　(2)-4 ｢並べ替え｣ が選択された場合
　　　　　 移記:戸籍事項並べ替え処理に制御を渡す

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0 データ編集 (移記:戸籍事項表示画面)

　　　　　　　　2.0 単体チェック

　　　　　　　　3.0 関連チェック

　　　　　　　　4.0 審査

　　　　　　　　5.0 データ編集 (中間ファイル/選択番号)　〔更新〕

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(仮戸籍) 入力

1.詳細フロー

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 入出力

5.備考(特記事項含む)

移記:

戸籍事項表示

移記:

戸籍事項表示

中間ファイル

(仮戸籍)

･届書ファイル
中間ファイル
(選択番号)

移記:戸籍事項

並べ替え

移記:戸籍事項

事件メニュー

PF1,PF2

移記:戸籍事項

事件別入力

4

2

1
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/ 　(参) 中間ファイル(選択番号)

/

/

/

/

/

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

処理名 0.0　本紙 備考

版 頁数

移記:戸籍事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/7

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(32)次ページ分の移記:戸籍事項表示画面を表示する

(33)エラーメッセージ ｢最終ぺージです。｣ を表示する

(28)同画面を編集する

(34)エラーメッセージ ｢無効なキーが入力されました。｣ を表示する

(1) 中間ファイル (選択番号) を読む

(2)戸籍管理番号に該当する戸籍の ｢戸籍特定｣ 情報をファイル (仮戸籍) から読む

(3)戸籍管理番号に該当する戸籍の｢戸籍事項｣ 情報をファイル (仮戸籍) から全件読む

(6) キー選択 (実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,その他)

複数画面を考慮する(5) 同画面を編集する

(9) 処理区分は何か? (1,2,3,4)

実行キー

YES

YES

1
記録

(15)同画面を表示する

画面ヘッド部表示

(24)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

PF8

その他

(23)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの ｢届書排他区分｣ に'0'を
設定する

(25)前画面へ

(27)前ページがあるか? (ある:YES,ない:NO)

(29)前ページ分の移記:戸籍事項表示画面を表示する

(30)エラーメッセージ ｢先頭ページです。｣ を表示する

(31)次ページがあるか? (ある:YES,ない:NO)

PF1

PF2

PF5

PF7

2:修正

3:削除

4
並べ替え

　→

(14)該当の ｢戸籍事項｣ のインデックスを高輝度表示する

(19)各チェックで編集したメッセージを表示する

(17)メッセージを表示する

(20)中間ファイルをすべて削除する,届書ﾌｧｲﾙの ｢届書排他区分｣ に'0'を設定する

(4) 移記:戸籍事項表示画面を編集する
[1.0]

[2.0] [3.0](7) 入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO)

(8) 審査 (OK:YES,NG:NO) [4.0]

(10)中間ファイル (選択番号) を編集･出力す
る

[5.0]
(12)中間ファイル (選択番号) を編集･出力す
る

([5.0])

(11)移記:戸籍事項事件メ
ニュー処理に制御を渡す

(13)移記:戸籍事項事件別入力
処理に制御を渡す

－受領番号
－選択事件ｺｰﾄﾞ
－在外送付区分
●戸籍管理番号
－戸籍事項処理区分
－戸籍事項明細番号
－戸籍事項記録コード

(26)移記戸籍構成員一覧処理に
制御を渡す

｢処理中止｣ ｢届書ロック解除｣

:中間ファイル (仮戸籍) から削除せず処理終了時
(PF5) 等で削除する

(16)移記:戸籍事項並べ替え処
理に制御を渡す

｢当プロセスのみ処理中止｣
:当プロセスで ｢削除｣ した戸籍事項を中間ファイル
(仮戸籍) から削除する

:当プロセスで｢削除｣した戸籍事項を中間ファイル(仮
戸籍)から削除後,制御を渡す

｢処理中止｣ ｢届書ロック解除｣

(18)同画面を編集する

(20)同画面を編集する

(21)業務選択に制御を渡す

～
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現ページ/総ページ

13

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)移記:戸籍事項表示画面 ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)

版 頁数

移記:戸籍事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/7

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 移記:戸籍事項表示画面　編集･出力

受取側 引渡側

移記:戸籍事項表示
画面

処理区分

記録数

在籍数

筆頭者

記録数

在籍数

本籍コード

有

Z9/Z9

編製日 編製日 有

―――――

消除日 消除日

―――――

中間ファイル (仮戸
籍)

明細番号の入力―――――

本籍

明細番号

有

―――――

選択番号

―――――

戸籍事項

明
細
件
数
1
～

戸籍事項ﾀｲﾄﾙ

氏変更の種別

―――――

筆頭者

戸籍特定情報

中間ファイル (仮戸
籍)

戸籍事項情報 タイトルコード

記録コード

有

本籍

有

有

戸籍事項項目

1:記録～4:並べ替え　の選択入力

Z9

Z9

戸籍事項毎に+1して表示する

戸籍事項毎に表示する
1インデックス1明細で表示する
　(1明細であふれる場合は複数明細
で表示する)
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No 必須 属性

第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記:戸籍事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/7

改定日付

処理名 画面名 画面ID

2.0　単体チェック 移記:戸籍事項表示画面

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

1 処理区分 ○ 数字

2 選択番号 数字

項目名

表示している戸籍事項のNo.であること (MAX13)

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

1 (記録)　または　2 (修正)または

3 (削除)　または　4 (並べ替え)　であること
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No

第7
2

(9)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記:戸籍事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/7

改定日付

処理名 画面名 画面ID

3.0　関連チェック 移記:戸籍事項表示画面

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

1 ｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

2

(No.1)処理区分=1 (記録)のとき　または

(No.1)処理区分=4(並べ替え)のとき　(No.2)選択番号=スペース　であること

(No.1)処理区分=2 (修正) のとき　または

(No.1)処理区分=3 (削除)のとき　(No.2)選択番号≠スペース　であること
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Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

[処理手順]
(1)中間ファイル(選択番号)の戸籍管理番号に該当す
る
中間ファイル(仮戸籍)戸籍特定情報を読む　→戸籍
編製区分の取得
(2)(1)で取得した区分と移記:戸籍事項表示画面で入
力された処理区分で左記の表を検索する
(2)-1｢○｣の場合　本紙に戻り、処理区分により次プ
ロセスに制御を渡す
(2)-2｢×｣の場合
　本紙に戻り、該当するエラーメッセージを表示
後、同一画面を表示する
･エラーメッセージ
　①｢この届出では仮戸籍に移記の処理はできませ
ん。｣

[処理手順]
(1)中間ファイル(選択番号)の戸籍管理番号に該当す
る
　中間ファイル(仮戸籍)戸籍特定情報を読む　→戸
籍編製区分の取得
(2)移記:戸籍事項表示画面で入力された明細番号に
該当する
　中間ファイル(仮戸籍)戸籍特定情報を読む
　→戸籍事項記録区分の取得
(3) (1)及び(2)で取得した区分と移記:戸籍事項表示
画面で入力された処理区分で左記の表を検索する
　(3)-1｢○｣の場合　本紙に戻り、処理区分により次
プロセスに制御を渡す
　(3)-2｢×｣の場合
　本紙に戻り、該当するエラーメッセージを表示
後、同一画面を表示する
　･エラーメッセージ
　①｢審査処理で記録した転籍事項ですので
修正･消除の処理はできません。｣
　②｢この届出では仮戸籍に移記の処理はできませ
ん。｣
*1:従前が非本籍の戸籍のため、従前の記録は実際は
ないパターン

戸籍編製区分

4:新戸籍編製
　･全部除籍

選択事件コード

2:全部除籍

3:変動なし

上記以外

-

　-

4:並べ替え

改訂日付

処理名 4.0　審査 備考

版 頁

移記:戸籍事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成19年 3月 1日 11 6/7

　　1.処理区分の審査1

3:削除

-

-

-

-

2:修正

-

戸籍事項記録区分

1:記録

× ①

× ①

× ①

　　2.処理区分の審査2

処理区分

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)
戸籍特定情報/管理

中間ファイル
(選択番号)

Ⅳ

0:既存の記録　*1

1:審査処理で記録

2:移記処理

　(事件別)で記録

上記以外

1:新戸籍編製Ⅰ

　-

3301:転籍 　　 ○ 　　 ○

-

-

2:全部除籍

3:変動なし

選択事件コード

4:新戸籍編製
　･全部除籍

- -

Ⅰ

Ⅳ

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)
戸籍特定情報/管理

中間ファイル
(選択番号)

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)
戸籍特定情報/管理

処理区分

1:新戸籍編製 3301:転籍

戸籍編製区分

× ①

× ②

①

②

×

×

×

× ② × ②

× ①

× ①

× ①

× ①

× ①

②

× ②

○ ○

× ②

× ②
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版 頁数

移記:戸籍事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/7

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(選択番号) ←(引渡側)移記:戸籍事項表示画面,中間ファイル(仮戸籍)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.0　中間ファイル(選択番号)編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

受領番号

戸
籍

在外送付区分

選択事件コード

中間ファイル(仮戸
籍)

戸籍事項情報

処理区分が2:修正,3:削除の場合に,
移記:身分事項表示画面で入力された
選択番号に該当する中間ファイル(仮
戸籍)の明細番号を設定する

戸籍管理番号

処理区分

　明細番号

記録コード

移記戸籍選択画面で設定済

移記戸籍選択画面で設定済

移記戸籍選択画面で設定済

個
人

記録コード

移記戸籍選択画面で設定済

処理区分が2:修正,3:削除の場合に,
移記:身分事項表示画面で入力された
選択番号に該当する中間ファイル(仮
戸籍)の記録コードを設定する

移記:戸籍事項表示
画面

処理区分

明細番号

記録コード

個人管理番号

処理区分

明細番号

戸
籍
事
項

中間ファイル(選択
番号)

身
分
事
項
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第7
2

(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:戸籍事項事件メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/5

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)移記:戸籍事項事件メニュー画面を表示する

　(2)入力された｢選択番号｣から移記:戸籍事項事件別入力処理に制御を渡す

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 入出力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙 1.0 データ編集(移記:戸籍事項事件メニュー画面)

2.0 単体チェック

3.0 データ編集(中間ファイル/選択番号)〔更新〕

5.備考(特記事項含む)

移記:戸籍

事項事件メニュー

移記:戸籍

事項事件メニュー

･届書ファイル
中間ファイル
(選択番号)

PF1,PF2

戸籍事項

事件別入力
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/ 　(参)中間ファイル(選択番号)

/

/

/

NO

その他

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記:戸籍事項事件メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/5

改定日付

処理名 0.0　本紙 備考

(1)中間ファイル(選択番号)を読む

(2)戸籍管理番号に該当する戸籍の｢戸籍特定｣情報を中間ファイル(仮戸籍)から読む

(17)移記:戸籍事項表示処理に
制御を渡す

(15)移記戸籍構成員一覧処理に
制御を渡す

実行キー

PF1

(8)移記:戸籍事項事件別入力処
理に制御を渡す

(14)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

YES

PF2

(9)チェックで編集したメッセージを表示する

(11)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

PF4

PF5 (16)前画面へ

→

(4)同画面を編集する(3)移記:戸籍事項事件メニュー画面を出力する
[1.0]

(5)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF4,PF5,その他)

-受領番号
-選択事件コード
-在外送付区分
-戸籍管理番号
-戸籍事項処理区分
-戸籍事項明細番号
-戸籍事項記録コード

画面ヘッド部表示

　　　｢当プロセスのみ処理中止｣

　　　｢処理終了｣

(10)同画面を編集する

　　　｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

　　　｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

(12)業務選択に制御を渡す

(18)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(13)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(6)入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO)
[2.0]

(7)中間ファイル(選択番号)を編集･出力する

[3.0]

～

 7-2-(9)-32



版 頁数

移記:戸籍事項事件メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/5

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 1.0 移記:戸籍事項事件メニュー編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)移記:戸籍事項事件メニュー画面 ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)

消除日 消除日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

編製日 編製日 有

現ページ/総ページ ――――――

有

有

Z9/Z9

記録数

在籍数

記録数

在籍数

本籍コード

本籍

――――――

選択番号

移記:戸籍事項
事件メニュー画面

筆頭者 筆頭者

――――――

本籍

中間ファイル(仮戸
籍)
　　戸籍特定情報

明細番号の入力

Z9

Z9
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No 必須 属性

第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記:戸籍事項事件メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/5

改定日付

処理名 画面名 画面ID

2.0　単体チェック 移記:戸籍事項事件メニュー画面

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

1 選択番号 ○ 数字 1(氏の変更)　または

2(107条2項)　または

3(107条3項)　または

4(107条4項)　または

5(73条の2)　 または

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

6(69条の2)　 または

7(77条の2)　 または

8(75条の2)　 　であること
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処理名 3.0 中間ファイル(選択番号)編集･出力

版 頁数

移記:戸籍事項届出メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/5

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(受取側)中間ファイル(選択番号) ←(引渡側)移記:戸籍事項届出メニュー画面

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

移記戸籍選択画面で設定済中間ファイル(選択
番号)

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

選択事件コード

受領番号

個人管理番号
個
人

戸
籍

移記戸籍選択画面で設定済

処理区分

明細番号

戸
籍
事
項

記録コード

移記:戸籍事項表示画面で設定済
　　　　　　　　　　　　(1:記録)

移記戸籍選択画面で設定済

在外送付区分

身
分
事
項

処理区分

明細番号

記録コード

移記戸籍選択画面で設定済

(選択番号)移記:戸籍事項

届出メニュー画面

-選択番号=1(氏の変更)の場合,'2801'を設定

-選択番号=2(107条2項)の場合,'2901'を設定

-選択番号=3(107条3項)の場合,'3001'を設定

-選択番号=4(107条4項)の場合,'3101'を設定

-選択番号=5(73条の2)の場合,'0701'を設定

-選択番号=6(69条の2)の場合,'0801'を設定

-選択番号=7(77条の2)の場合,'1101'を設定

-選択番号=8(75条の2)の場合,'1201'を設定

戸籍管理番号
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第7
2

(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/4

改定日付

3.処理概要

　(1)中間ファイル (選択番号) を読み込む
　(2)『戸籍事項処理区分』から記録,修正,削除の処理を行う
　(3)『戸籍事項処理区分』が『記録』の場合
　　(3)-1 ｢戸籍事項記録コード｣から該当事件の入力画面を出力する
　　(3)-2入力項目のチェックを行う
　　(3)-3中間ファイル(仮戸籍)の戸籍事項情報に入力した戸籍事項を追加する
　(4)『戸籍事項処理区分』が『修正』の場合
　　(4)-1 ｢戸籍事項明細番号｣ ｢戸籍事項記録コード｣から該当事件の修正画面を出力する
　　(4)-2入力項目のチェックを行う
　　(4)-3中間ファイル (仮戸籍) の該当戸籍事項情報の更新を行う

2.使用DB･ファイル一覧

名称

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 入力

1.詳細フロー

入出力区分 名称 入出力区分

4.機能体系(要件定義書の構成)

5.備考(特記事項含む)

　0.0 本紙

2.1.2801

(1.2.2801)

(1.3.2801)

1.0 別紙1
　 (記録)

2.0 別紙2
　 (修正)

事件別
修正画面の表示

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍) 入出力

事件別
中間ファイル(仮戸籍)の修正

1.1.2801

事件別
入力項目のチェック

事件別
中間ファイル(仮戸籍)への追加

1.2.2801

1.3.2801

事件別
入力画面の表示

事件別
修正項目のチェック

移記:戸籍

事項事件別入力

･届書ファイル
中間ファイル
(選択番号)

PF1,PF2

中間ファイル
(仮戸籍)

移記:戸籍

事項事件別入力
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/ 　(参)中間ファイル(選択番号)

/

/

1 /

2 /

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/4

改定日付

処理名 0.0　本紙 備考

(1) 中間ファイル(選択番号)読む

(2) 戸籍管理番号に該当する戸籍の｢戸籍特定情報｣を中間ファイル(仮戸籍)から読む 画面ヘッド部表示
－受領番号
－選択事件コード
－在外送付区分
●戸籍管理番号
－戸籍事項処理区分
－戸籍事項明細番号
－戸籍事項記録コード

(3) 戸籍事項処理区分は何か？ (1:記録,2:修正)

(4) 戸籍事項の｢記録｣の処理を行う　 別紙 [1.0]

(5) 戸籍事項の｢修正｣の処理を行う 別紙 [2.0]
～
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/ 　(参)中間ファイル(選択番号)

/

/

/

YES

NO

/

※

その他

/

/

/

/

/

/

/

処理名 1.0　別紙1(記録) 備考

(1)戸籍事項記録番号は何か?(2801,2901,3001,3101,0701,0801,1101,1201)

版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/4

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

2801
氏の変更
(107条1

項)

-受領番号
-選択事件コード
-在外送付区分
-戸籍管理番号
-戸籍事項処理区分
-戸籍事項明細番号
●戸籍事項記録コード

(3)キー選択（実行キー,PF1,PF2,PF5,PF9,PF12,その他)

実行キー

PF2 (9)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に
'0'を設定する

(10)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

PF5 (11)前画面へ (12)移記:戸籍事項事件メ
ニュー処理に制御を渡す

｢当プロセスのみ処理中止｣

PF12 (18)画面を初期化する (19)同画面を編集する

(20)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

NO (16)エラーメッセージ
｢実行キーを押下して入力項目のチェックを行って下さい。｣を表示する

(17)同画面を編集する

PF9 (13)入力項目が,すべてチェックされているか?(YES,NO)

YES (15)移記:戸籍事項事件メ
ニュー処理に制御を渡す

入力項目が未チェックのまま
PF9が押下されないこと:転籍事
項の1つ前に格納する

(14)入力画面から戸籍事項を編集し,中間ファ
イル(仮戸籍)に〔戸籍事項情報〕を追加する

[1.3.2801]

3101 ※と同様の処理を行う 107条4項の処理

0701 ※と同様の処理を行う 73条の2の処理

2901 ※と同様の処理を行う 107条2項の処理

3001 ※と同様の処理を行う 107条3項の処理

1201 ※と同様の処理を行う 75条の2の処理

0801 ※と同様の処理を行う 69条の2の処理

1101 ※と同様の処理を行う 77条の2の処理

PF1 (7)中間ﾌｧｲﾙをすべて削除する,届書ﾌｧｲﾙの｢届書排他区分｣に'0'を設
定する

(8)業務選択に制御を渡す ｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

(2)戸籍事項事件別入力画面を編集する(入力画面) [1.1.2801]

(4)入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO) [1.2.2801]
→ (5)同画面を編集する

(6)チェックで編集したメッセージを表示する
～
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/ 　(参)中間ファイル(選択番号)

/

/

YES

NO

/

※

その他

/

/

/

/

/

/

/

処理名 2.0　別紙2(修正) 備考

(1)戸籍事項記録番号は何か?(2801,2901,3001,3101,0701,0801,1101,1201)

版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/4

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

2901 ※と同様の処理を行う 107条2項の処理

:身分事項情報の管理部,共通部
は更新しない

PF9が押下されないこと

PF9

PF5

2801
氏の変更
(107条1

項) (3)キー選択（実行キー,PF1,PF2,PF5,PF9,その他)

実行キー

PF2 (9)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に
'0'を設定する

(10)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

1101 ※と同様の処理を行う 77条の2の処理

3101 ※と同様の処理を行う 107条4項の処理

0701 ※と同様の処理を行う 73条の2の処理

0801 ※と同様の処理を行う 69条の2の処理

(11)前画面へ

(14)中間ファイル(仮戸籍)の〔戸籍事項情報〕
を修正する

([1.3.0101])

1201 ※と同様の処理を行う 75条の2の処理

3001 ※と同様の処理を行う 107条3項の処理

(18)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(12)移記:戸籍事項表示処理に
制御を渡す

｢当プロセスのみ処理中止｣

(19)同画面を編集する

入力項目が未チェックのまま

NO (16)エラーメッセージ
｢実行キーを押下して入力項目のチェックを行って下さい。｣を表示する

(17)同画面を編集する

(13)入力項目はすべてチェックされているか?(YES,NO)

YES (15)移記:戸籍事項表示処理に

PF1 (7)中間ﾌｧｲﾙをすべて削除する,届書ﾌｧｲﾙの｢届書排他区分｣に'0'を設
定する

(8)業務選択に制御を渡す ｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

(2)戸籍事項明細番号に該当する戸籍事項を中間ファイル(仮戸
籍)の戸籍事項情報から取得し,戸籍事項事件別入力画面を編集
する(修正画面) [2.1.2801]

(4)入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO) ([1.2.2801])

/

→ (5)同画面を編集する

(6)チェックで編集したメッセージを表示する

-受領番号
-選択事件コード
-在外送付区分
-戸籍管理番号
-戸籍事項処理区分
●戸籍事項明細番号
●戸籍事項記録コード

～
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氏の変更〔107条の1項～75条の2〕　　

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)移記:戸籍事項事件別入力画面(氏の変更) ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)戸籍特定情報

版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/8

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名
1.1.2801　移記:戸籍事項事件別入力画面
(氏の変更)編集･出力1/2

受取側 引渡側

消除日 消除日

移記:戸籍事項
事件別入力画面
(氏の変更1/2)

在籍数 在籍数

氏変更日 ――――――― ―――――――

届出人1資格区分 ―――――――

Z9/Z9 未使用

編製日 編製日 有

現ページ/総ページ ――――――― ―――――――

Z9

記録数 記録数

有

Z9

中間ファイル(仮戸
籍)

戸籍特定情報

中間ファイル(選択
番号)

(戸籍事項記録コー
ド)

本籍

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍コード 有

氏変更の事由

-　1101(77条の2)の場合, '7'を設定

-　1201(75条の2)の場合, '8'を設定

出力項目

-　2801(氏の変更)の場合,'1'を設定

-　2901(107条2項)の場合,'2'を設定

-　3001(107条3項)の場合,'3'を設定

-　3101(107条4項)の場合,'4'を設定

-　0701(73条の2)の場合, '5'を設定

-　0801(69条の2)の場合, '6'を設定

届出人1氏名 ―――――――

届出人1資格名称 ―――――――

―――――――

届出人2資格区分 ―――――――

受理者 ―――――――

送付を受けた日 ――――――― 氏変更の種別が1(107条1項)以
外の場合,入力不可(プロテク
ト)

届出人2氏名 ―――――――

―――――――

届出人2資格名称
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氏の変更〔107条の1項～75条の2〕　　

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/8

処理名
1.1.2801　移記:戸籍事項事件別入力画面
(氏の変更)編集･出力2/2

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力

(受取側)移記:戸籍事項事件別入力画面(氏の変更) ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)戸籍特定情報

記号名 名称 記号名

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

編製日 有

―――――――

消除日

―――――――

記録数

在籍数

特記事項

有本籍コード

本籍

筆頭者

―――――――

本籍

有

編製日

未使用Z9/Z9

Z9

―――――――許可日

許可を受けた者

従前の記録(氏)

記録日

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

入力不可(プロテクト)

Z9

消除日

移記:戸籍事項
事件別入力画面
(氏の変更2/2)

現ページ/総ページ

記録数

在籍数

筆頭者

中間ファイル(仮戸
籍)

戸籍特定情報

 7-2-(9)-41



氏の変更〔107条の1項～75条の2〕　　　　　

No 必須 属性

 1 ○ 英数

 3 数字

 4 漢字

 5 数字

 6 漢字

 7 英数

 8 漢字

 9 英数

11 漢字

12 漢字

13 英数

14 漢字

第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/8

改定日付

備考

処理名 画面名 画面ID

1.2.2801　単体チェック 移記:戸籍事項事件別入力画面

(氏の変更)

氏変更日

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

許可を受けた者

従前の記録(氏)

10

記録日

特記事項

許可書謄本の送付を受けた日

 2 氏変更の事由 ○

届出人1資格区分

届出人1氏名

届出人2資格区分

届出人2氏名

送付を受けた日

受理者

許可日

数字

漢字

『日付チェックサブルーチン』

『日付チェックサブルーチン』

『住所変換サブルーチン』

『日付チェックサブルーチン』

1～9であること

2801の場合,1,または9であること.

2801以外の場合,入力不可.

『日付チェックサブルーチン』

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

『日付チェックサブルーチン』
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氏の変更〔107条の1項～75条の2〕　　　　　

版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/8

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(仮戸籍)
 戸籍事項情報管理

戸籍管理番号 中間ファイル(選択
番号)

戸籍管理情報

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名
1.3.2801中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項情報
　編集･出力1/3

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項情報　　←(引渡側)移記:戸籍事項事件別入力画面(氏の変更)

:その他の｢管理｣情報は省略

戸籍事項記録区分 ｢2｣

　移記処理(事件別)
で記録

戸籍事項記録区分

0:既存の記録
1:審査処理で記録
2:移記処理で記録

-　2801(氏の変更)の場合,'2801'【氏の
変更】を設定
-　2901(107条2項)の場合,'2901'【氏の
変更】を設定
-　3001(107条3項)の場合,'3001'【氏の
変更】を設定
-　3101(107条4項)の場合,'3101'【氏の
変更】を設定
-　0701(73条の2)の場合,'0701'【氏の変
更】を設定
-　0801(69条の2)の場合,'0801'【氏の変
更】を設定
-　1101(77条の2)の場合,'1101'【氏の変
更】を設定
-　1201(75条の2)の場合,'1201'【氏の変
更】を設定

決裁処理で戸籍DB反映時に設定する

行番号

戸籍番号

決裁処理で戸籍DB反映時に設定する

中間ファイル(選択
番号)

(戸籍事項記録コー
ド)

出力区分

中間ファイル(仮戸籍)
　戸籍事項情報共通

タイトルコード

同上

管掌者コード

記録コード 戸籍事項記録コード

次ページ以降に記録戸籍事項項目
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氏の変更〔107条の1項～75条の2〕　　　　　

←(引渡側)移記:戸籍事項事件別入力画面(氏の変更)

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/8

処理名
1.3.2801中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項情報
　編集･出力2/3

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項情報

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(仮戸籍)
　戸籍事項情報

氏
変
更

氏変更日 移記:戸籍事項
事件別入力画面
(氏の変更1/2)

氏変更日 有

届
出

届出人1資格名称

送
付

送付を受けた日*1 送付を受けた日 有

氏変更の事由 (氏変更の事由) -　1(氏の変更)の場合,【戸籍法
107条1項の届出】設定
-　2(107条2項)の場合,【戸籍法
107条2項の届出】設定
-　3(107条3項)の場合,【戸籍法
107条3項の届出】設定
-　4(107条4項)の場合,【戸籍法
107条4項の届出】設定
-　5(73条の2)の場合,【戸籍法73
条の2の届出】設定
-　6(69条の2)の場合,【戸籍法69
条の2の届出】設定
-　7(77条の2)の場合,【戸籍法77
条の2の届出】設定
-　8(75条の2)の場合,【戸籍法75
条の2の届出】設定
-　9(氏の変更〔事由なし〕)の場
合,空白を設定.

届
出
人

資格 移記:戸籍事項
事件別入力画面
(氏の変更1/2)

届出人1資格区分

氏名 届出人1氏名

資格名称

資格名称 届出人2資格名称
届
出
人

資格 届出人2資格区分

氏名

107条1項以外の画面では入力不可

受理者　*1 受理者 107条1項以外の画面では入力不可

届出人2氏名

許可を受けた者

画面では入力不可従
前
記

載

従前の記録
(氏)*2

―――――――

許
可

許可書謄本の
送付を受けた
日

許可書謄本の送付を
受けた日

許可日 移記:戸籍事項
事件別入力画面
(氏の変更2/2)

許可日

許可を受けた者
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氏の変更〔107条の1項～75条の2〕　　　　　

記録

特記

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項情報 ←(引渡側)移記:戸籍事項事件別入力画面(氏の変更)

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名
1.3.2801中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項情報
　編集･出力3/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/8

中間ファイル(仮戸籍)
　戸籍事項情報

記録日 記録日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

特記事項 特記事項

*1:107条1項以外のファイルにはない
ので注意
*2:107条4項のファイルにはないので
注意

※　①一番左の項目:グループ名
　　②次の項目:インデックス名
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氏の変更〔107条の1項～75条の2〕　　　　　

Z9/Z9

*1

*1

版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/8

有

筆頭者

編製日

消除日

在籍数

本籍コード

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名
2.1.2801　移記:戸籍事項事件別入力画面
　(氏の変更)編集･出力1/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)移記:戸籍事項事件別入力画面(氏の変更) ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)戸籍特定情報

記録数

本籍

未使用

Z9

有

Z9

氏変更日

-　2801(氏の変更)の場合,'1'を設
定
-　2901(107条2項)の場合,'2'を設
定
-　3001(107条3項)の場合,'3'を設
定
-　3101(107条4項)の場合,'4'を設
定
-　0701(73条の2)の場合,'5'を設
定
-　0801(69条の2)の場合,'6'を設
定
-　1101(77条の2)の場合,'7'を設
定
-　1201(75条の2)の場合,'8'を設
定
-　2801(氏の変更)で,氏変更の事
由が空白の場合,'9'を設定

氏変更の種別が1(107条1項)以
外の場合,入力不可(プロテク
ト)

氏名

移記:戸籍事項事件
別入力画面
　(氏の変更1/2)

現ページ/総ページ

編製日

消除日

在籍数

届出人2資格名称

筆頭者

記録数

送付を受けた日

―――――――

届出人1資格区分

届出人1資格名称

届出人1氏名

届出人2資格区分

受理者

有

有

―――――――

資格

資格名称

氏名

送付を受けた日

受理者

本籍

氏変更の種別

届
出
人

届
出
人

氏変更の事由

中間ファイル(仮戸籍)
　戸籍事項情報

中間ファイル(仮戸籍)
　戸籍特定情報

資格

資格名称

届出人2氏名

氏変更日
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氏の変更〔107条の1項～75条の2〕　　　　　

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記:戸籍事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/8

許可日

DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)移記:戸籍事項事件別入力画面(氏の変更) ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)戸籍特定情報

出力形態

Z9.,

備考

名称 記号名 名称 記号名

処理名
2.1.2801　移記:戸籍事項事件別入力画面
　(氏の変更)編集･出力2/2

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

DB･ファイル名
画面名称

項目

従前の記録(氏) 従前の記録(氏)*

許可を受けた者 許可を受けた者

中間ファイル(仮戸籍)
　戸籍事項情報

許可書謄本の送付を
受けた日

特記事項

*1:107条1項以外のファイルにはない
ので注意
*2:107条4項のファイルにはないので
注意

移記:戸籍事項事件
別入力画面
　(氏の変更2/2)

許可書謄本の送付を
受けた日

特記事項

許可日

入力不可(プロテクト)
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4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0　本紙 1.0　データ編集(中間ファイル/戸籍事項)
2.0　データ編集(移記:戸籍事項並べ替え画面)
3.0　審査

第7
2

(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:戸籍事項並べ替え システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/5

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)中間ファイル(選択番号)を読み込む
　(2)1戸籍事項のタイトルを1明細として一覧で表示する
　(3)戸籍事項の並べ替えを指示する
　(4)戸籍事項表示に制御を渡す

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 入力

中間ﾌｧｲﾙ(戸籍事項) 入出力

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍) 入出力

5.備考(特記事項含む)

移記:戸籍

事項並べ替え

移記:戸籍

事項並べ替え

･届書ファイル
中間ファイル
(選択番号)

PF1,PF2

中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(戸籍事項)
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/ 　(参)中間ファイル(選択番号)

/

/

/

/

/

/

NO

/
YES

NO

/
YES

NO

/

版 頁数

移記:戸籍事項並べ替え システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/5

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(2)戸籍管理番号に該当する戸籍の｢戸籍特定｣情報を中間ファイル(仮戸籍)から読む －受領番号
－選択事件コード
－在外送付区分
●戸籍管理番号
－戸籍事項処理区分
－戸籍事項明細番号
－戸籍事項1録コード

(3)戸籍管理番号に該当する戸籍の｢戸籍事項｣情報を中間ファイル(仮戸籍)から全件読む

処理名 0.0　本紙 備考

(1)中間ファイル(選択番号)を読む

(4)中間ファイル(戸籍事項)を編集･出力する
[1.0]

(5)中間ファイル(戸籍事項)から移記:戸籍事項並べ替え画面を編集･出力する
[2.0]

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

当ﾌﾟﾛｾｽのWORKﾌｧｲﾙ

複数画面を考慮する

当PFキーにより中間ファイル(仮戸籍)に並
べ替えの処理結果が反映される

｢処理終了｣

｢当プロセスのみ処理中止｣

PF8

YES

(12)審査で編集したメッセージを表示する

(13)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(15)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(7)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF4,PF5,PF7,PF8,PF9,その他)

(9)中間ファイル(戸籍事項)を新明細番号に従って並べ替えを行う

実行キー (8)審査(OK:YES,NG:NO) [3.0]

(10)中間ファイル(戸籍事項)から移記:戸籍事項並べ替え画面を
編集･出力する

[2.0]

(28)中間ﾌｧｲﾙ(戸籍事項)を基に中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)の戸籍事項情報の並べ替えを行う

(29)中間ファイル(戸籍事項)を削除する

(31)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

PF9

その他

(17)中間ファイル(戸籍事項)を削除する

(19)前画面へ,中間ファイル(戸籍事項)を削除する

(21)前ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(23)前ページ分の移記:戸籍事項並べ替え画面を表示する

(24)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(25)次ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(26)次ページ分の移記:戸籍事項並べ替え画面を表示する

(27)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

PF1

PF2

PF4

PF5

PF7

(11)同画面を編集する

(6)同画面を編集する

(32)同画面を編集する

(30)移記:戸籍事項事項表示処
理に制御を渡す

(22)同画面を編集する

(20)移記:戸籍事項事項表示に
制御を渡す

(18)移記戸籍構成員一覧処理に
制御を渡す

(16)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

(14)業務選択に制御を渡す

～
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版 頁数

移記:戸籍事項並べ替え システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/5

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 1.0中間ファイル(戸籍事項)編集･出力

受取側 引渡側

戸籍事項名称

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(戸籍事項) ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)戸籍事項

――――――― 　戸籍事項の記録件数を格納する

:1戸籍事項毎に+1を付加する

:戸籍事項記録区分
0:既存の記録
1:審査処理での記録
2:移記処理(事件別)で記録

複数明細あり
(107条1項等,同一記録コードの
明細が複数あり得るので注意す
ること)

有

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

明細番号 ――――――― ―――――――

中間ファイル
(戸籍事項)

明細件数 ―――――――

戸籍事項コード 中間ファイル(仮戸籍)
　戸籍事項情報共通

タイトルコード

タイトルコード

戸籍事項記録区分 中間ファイル(仮戸籍)
　戸籍事項情報管理

戸籍事項記録区分
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処理名 2.0　移記:戸籍事項並べ替え画面編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)移記:戸籍事項並べ替え画面 ←(引渡側)中間ファイル(戸籍事項)

版 頁数

移記:戸籍事項並べ替え システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/5
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

移記:戸籍事項

並べ替え画面 編製日

消除日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

在籍数

Z9/Z9現ページ/総ページ

記録数

筆頭者

――――――― ―――――――

中間ファイル(仮戸籍) 編製日

筆頭者

―――――――

―――――――

戸籍事項

※

本籍

本籍コード

氏変更種別

在籍数

戸籍特定情報

戸籍事項名称

消除日

記録数

有

中間ファイル
(戸籍事項)

第7
2

(9)

　
　
1
～

明
細
件
数

明細番号

新明細番号

本籍

(exp.)
氏変更種別が107条2項の場合『氏の
変更(107条2項)』と表示する

1戸籍事項毎に+1して表示する

入力項目,表示する戸籍事項の戸籍事項記
録区分が1 〔審査処理で記録〕の場合(転
籍の記録事項),新明細番号を入力不可(プ
ロテクト)する
　⇒　転籍事項は必ず戸籍事項の最後に
記録されている(移記:戸籍事項事件別入
力を参照)

有

有

Z9

Z9

13
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/

/

>

< /

/

/

/

NO /

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

移記:戸籍事項並べ替え システム化調査研究会

備考

版 頁数作成日付 改定日付

5/5平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

(2)本紙へ

(8)本紙へ

(10)本紙へ

処理名 3.0　審査

=

(1)中間ファイル(戸籍事項)の明細件数の数だけ(3)～(17)の処理を繰り返す

(3)新明細番号が入力されているか?(YES,NO)

(4)新明細番号:中間ファイル(戸籍事項)の明細件数?(>,=,<)

(9)エラーメッセージ
　｢入力された明細番号の事項は転籍事項ですので,並べ替えできません。｣

(7)エラーメッセージ
　｢入力された明細番号は戸籍事項件数を超えています。｣

(13)→(14)へ

(14)新明細番号は重複しているか?(YES,NO)

(15)エラーメッセージ
　　｢入力されてた明細番号は重複して入力されています。｣

(17)→

YES

NO (12)明細番号を新明細番号に転送する

YES

新明細番号が入力されていない場合も,中間
ファイル(戸籍事項)の並べ替えは,新明細番号
を基に行うため,同一番号を設定する

(11)→(12）へ

(16)本紙へ チェック済[(3)～(13)]の新明細番号のす
べてと比較し,判断する
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② □ □ ×

③ × × ×

② × × ×

④ ○ ○ ◎

① △ △ ×

② × × ×

② ○ ○ ○

*1 *1 *1

③ × × ×

第7
2

(9)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

個人情報表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/9

改定日付

　
　
　
続
柄

養
父
母
と
の

 ◇｢父母との続柄｣が設定されている　※
　　　 ･異動者でない
　　　 ･除籍者である
　　　 ･届書入力処理で審査済である
　　　 ･移記事項入力処理で設定済である

父
氏
名

母
氏
名

　
　
続
柄

父
母
と
の

養
父
氏
名

(2)養父母氏名,続柄の入力チェック

入籍者である
{･入籍者または入籍除籍者である

父/母氏名に記載がある

父/母氏名に記載がない

養
母
氏
名

　　　　　*1:関連チェック⇒｢養父母との続柄｣が記録されている場合,｢養父氏名｣または｢養母氏名｣が記録されていること
　　　　　　 (参考)｢父母との続柄｣が記録されている場合,｢父氏名｣または｢母氏名｣が記録されていること　の関連チェックは行わない⇒棄児の場合がある

　※　続柄が設定されているか,設定されていないかにより,処理を振り分けている
　　　　⇒　基準書を記録する上で
　　　　　　　｢一度,移記入力処理で続柄が設定してしまうと,再び修正,削除はできない｣仕様としているので注意を要する。
　　　　　　　　(｢審査入力｣で設定済の場合,修正･削除は不可であるが,｢移記事項入力｣で設定した場合であれば,修正･削除の処理は特に制限しない。:メーカ一任。)

 ◇｢養父母との続柄｣が設定されていない

記録者または入籍者である
{･記録のある者,入籍者または入籍除籍者である

上記以外である
{･記録のない者または除籍者である

入籍者である
{･入籍者または入籍除籍者である

上記以外である
{･記録のない者,記録のある者または除籍者である

 ◇｢養父母との続柄｣が設定されている※
　　　 ･届書入力処理で審査済である
　　　　　(養子縁組の養子)
　　　 ･移記事項入力処理で設定済である

　◎:入力可能(必須入力)
　○:入力可能(任意入力)
　×:入力不可(プロテクト)
　□:更正可能
　△:更正または記録可能

Ⅰ.処理概要

(1)父母氏名,続柄の入力チェック

 ◇｢父母との続柄｣が設定されていない
　　　 ･届書入力処理で審査していない入籍者である
　　　　 (管外からの転籍における構成員等)

上記以外
{･記録のない者,記録のある者または除籍者である
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3.処理概要

(1)中間ファイル(選択番号)を読み込む
(2)更正(訂正)できない項目にプロテクトをかける
(3)入力された項目のチェックを行う
(4)個人特定事項が更正(訂正)された場合,中間ファイル(仮戸籍)の個人特定情報を更
新する
(5)個人特定事項が入力された場合,中間ファイル(仮戸籍)に身分事項情報を作成する

(6)移記:身分事項表示処理に制御を渡す

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0　本紙 1.0　データ編集(個人情報表示画面)

2.0　別紙1　〔画面プロテクト〕

3.0　単体チェック

4.0　別紙2　〔入力審査〕

5.0　別紙3　〔中間ファイル(仮戸籍)の更新･作成〕

第7
2

(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

個人情報表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/9

改定日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 入力

仮戸籍ファイル 入力

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍) 入出力

5.備考(特記事項含む)

個人情報表示

個人情報表示

･届書ファイル中間ファイル
(選択番号)

PF1,PF2

中間ファイル
(仮戸籍)

仮戸籍ファイル

移記:項表示

身分事項表示
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/

/

/

/

YES

NO

NO

/

YES /

:メッセージが表示される場合がある [4.0]

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

個人情報表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/9

改定日付

処理名 0.0　本紙 備考

(2)個人管理番号に該当する者の｢個人特定情報｣を中間ファイル(仮戸籍)から読
み個人情報表示画面を編集する

[1.0]
(4)入力項目のプロテクトを行う

別紙[2.0]

(1)中間ファイル(選択番号)を読む

(5)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF9,その他)

(12)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(18)入力項目がすべてチェックされているか?(YES,NO)

(16)前画面へ

(9)審査で編集したエラーメッセージを表示する

実行キー

YES

PF1

→

(10)単体チェックで編集したメッセージを表示する

(6)入力項目の単体チェック(OK;YES,NG:NO) [3.0]
(7)入力項目の審査を行う(OK:YES,NG;NO) 別紙[4.0]

その他 (23)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(3)同画面を編集する

(8)同画面を編集する

(11)同画面を編集する

(14)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設
定する

PF2

PF5

PF9

NO

(13)業務選択に制御を渡す

(15)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

(17)移記戸籍構成員一覧処理に
制御を渡す

(20)身分事項表示処理

(22)同画面を編集する(21)エラーメッセージ
　　｢実行キーを押下して入力項目のチェックを行って下さい。｣を表示する

(19)中間ファイル(仮戸籍)の更新･追加 別紙[5.0]

｢当プロセスのみ処理中止｣

入力項目が未チェックのままPF9が押下さ
れないこと

(参)中間ファイル(選択番号)

－受領番号
－選択事件コード
－在外送付区分

●個人管理番号
－身分事項処理区分
－身分事項明細番号
－身分事項記録コード

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

～
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版 頁数

個人情報表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/9

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　個人情報表示画面　編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

父氏名 父氏名 入力可能項目

配偶者区分名称 配偶者区分

カナ氏名

漢字氏名

生年月日

中間ファイル(仮戸籍)

入力可能項目

父母との続柄 父母との続柄 入力可能項目

母氏名 母氏名

養父氏名 養父氏名 入力可能項目

父母との続柄名称 父母との続柄 有

入力可能項目

養父母との続柄 養父母との続柄 入力可能項目

養母氏名 養母氏名

個人除区分 個人除区分

養父母との続柄名称 養父母との続柄 有

個人除区分名称 個人除区分 有

個人情報表示画面 カナ氏名

漢字氏名

生年月日

性別名称

入籍日

除籍日

性別 個人特定情報

有

筆頭者区分

筆頭者区分名称

配偶者区分

入籍日

筆頭者区分

配偶者区分

(受取側)個人情報表示面面 ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍),附票DB

中間ファイル(仮戸籍)/個人特定情報
の｢父母との続柄｣に項目があれば,そ
れを基に翻訳する

有

有

氏名情報

中間ファイル(仮戸籍)

除籍日

筆頭者区分
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/

/

/

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

NO /

/

/

/

/

処理名 1.0　別紙1(入力項目のプロテクト) 備考

版 頁数

個人情報表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/9

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

入籍者等に関して養父母事項の記録(氏名

,続柄)の記録を可能とする．

の消除が可能となるが,業務的にあり得え

ない)

(3)本紙へ

中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報/管理で判断

入籍者等に関して父母欄の更正を可能とす

る．(更正が可能の際には父母欄にプロテ

クトがかかっていないため,父母氏名の消

除が可能となるが,業務的にあり得ない)

改定日付

2
4

(1)｢父母との続柄｣が設定されているか?(YES,NO)

(2)｢父母との続柄｣を入力不可(プロテクト)とする

(4)個人異動区分は何か?(0:記録なし,1:記録,2:入籍,3:除籍,4:入籍除籍)

(5)｢父氏名｣が設定されているか?(YES,NO)

(6)→(8)

YES

2
入籍

4
入籍
除籍

(7)｢父氏名｣を入力不可(プロテクト)とする

(8)｢母氏名｣が設定されているか?(YES,NO)

(9)→(13)

(10)｢母氏名｣を入力不可(プロテクト)とする

(13)｢養父母との続柄｣が設定されているか?(YES,NO)

0
1
3

(11)→｢父氏名｣｢母氏名｣を入力不可(プロテクト)とする

(12)→(13)

0
1
3

(20)｢養父氏名｣｢養母氏名｣｢養父母との続柄｣を入力不可(プロテクト）とする

YES

(15)個人異動区分は何か?(0:記録なし,1:記録,2:入籍,3:除籍,4:入籍除籍)

NO

(19)→

1
2
4

(16)→

0
3

(17)｢養父氏名｣｢養母氏名｣を入力不可(プロテクト)とする

(18)個人異動区分は何か?(0:記録なし,1:記録,2:入籍,3:除籍,4:入籍除籍)

(14)｢養父母との続柄｣を入力不可(プロテクト)とする

/

父母欄の記録を可能とする．

入籍者等に関して養父母欄の更正を可能と

する．(更正が可能の際には父母欄にプロ

テクトがかかっていないため,養父母氏名

身分事項(離縁)を記録した者に関して養
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No 必須 属性

 1 漢字

 2 漢字

 4 漢字

 5 漢字

第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

個人情報表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/9

改定日付

備考

父氏名

処理名 画面名 画面ID

3.0　単体チェック 個人情報表示画面

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

母氏名

漢字 (51:養子,52:養女)であること

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

漢字 (10:男,11:長男～29:十九男,

(30:女,31:長女～49:十九女,

(99:空欄)であること

 3

養父母との続柄 6

養母氏名

養父氏名

○父母との続柄
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/

/

YES

/

YES

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

個人情報表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/9

改定日付

備考

(1)｢養父母との続柄｣が入力されたか?(YES,NO)

YES (2)｢養父氏名｣≠空白　または　｢養母氏名｣≠空白か?　(YES,NO)

NO (4)エラーメッセージ
　｢続柄が入力してあるにも係わらず,養父又は養母氏名が入力されていません。｣を表示
する

処理名 4.0　別紙1〔審査〕

　→ (3)本紙へ

NO (5)｢養父氏名｣=空白　かつ　｢養母氏名｣=空白か?　(YES,NO)

　→ (6)本紙へ

NO (7)エラーメッセージ
　｢養父又は養母氏名が入力されているにも係わらず,続柄が記録されていません。｣を表
示する
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YES

NO

改定日付 版 頁数

処理名 5.0　別紙3　中間ファイル(仮戸籍)更新･作成〕 備考

個人情報表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

令和　年　月　日 1

従前:当画面表示当初の記録内容

→

(3)本紙へ

8/9

(1)従前｢父氏名｣≠｢父氏名｣　または　従前｢母氏名｣≠｢母氏名｣　または
　 従前｢父母との続柄｣≠｢父母との続柄｣　または
　 従前｢養父氏名｣≠｢養父氏名｣　または　 従前｢養母氏名｣≠｢養母氏名｣　または
　 従前｢養父母との続柄｣≠｢養父母との続柄｣　であるか?

(YES,NO)

(2)中間ファイル(仮戸籍)の〔個人特定情報〕を更新する [5.1]

/

 7-2-(9)-60



個人除区分

住所

前個人番号

養父母との続柄 養父母との続柄

養母 養母氏名

養父 養父氏名

父母との続柄 父母との続柄

母 母氏名

父 父氏名

配偶者区分

筆頭者区分

生年月日

性別

除籍日

入籍日

具体的な項目は省略,
R2.1(移記事項入力-14)

中間ファイル(仮戸籍)
　個人特定情報

個人番号 個人情報表示画面

中間ファイル(仮戸籍)
　個人特定情報管理

個人異動区分

戸籍番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.1　中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)個人特定編集･出力 (受取側)中間ファイル(仮戸籍) ←(引渡側)個人情報表示画面

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

版 頁数

個人情報表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和2年3月31日 R2.1 9/9

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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第7
2

(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/11

改定日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍) 入力

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 入出力

5.備考(特記事項含む)

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙 1.0 データ編集(移記:身分事項表示画面)

　　1.1画面表示

2.0 単体チェック

3.0 関連チェック

4.0 審査

5.0 データ編集(中間ファイル/選択番号)〔更新〕

3.処理概要

　(1)移記戸籍構成員一覧で入力された｢明細番号｣(個人管理番号)で中間ファイル(仮戸籍)
を検索し,該当者の身分事項をすべて画面に表示する

　(2)選択された｢処理番号｣から各処理に振り分ける

(2)-1｢移記｣が選択された場合
　　　 移記:身分事項事件メニュー処理に制御を渡す
(2)-2｢修正｣が選択され,｢明細番号｣が入力された場合
　　　 移記:身分事項事件別入力処理に｢明細番号｣と制御を渡す
(2)-3｢消除｣が選択され,｢明細番号｣が入力された場合
　　　 消除された身分事項を高輝度等で表示する
(2)-4｢並べ替え｣が選択された場合
　　　 移記:身分事項並べ替え処理に制御を渡す

移記:

身分事項表示

移記:

身分事項表示

･届書ファイル中間ファイル
(選択番号)

PF1,PF2

中間ファイル
(仮戸籍)

移記:身分事項

並べ替え

移記:身分事項

事件メニュー
移記:身分事項

事件別入力

4

2

1
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/ 　(参)中間ファイル(選択番号)

/

/

/

/

YES /

YES /

NO

NO

/

YES

NO

処理名 0.0　本紙　1/2 備考

(1)中間ファイル(選択番号)を読む

(6)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF4,PF5,PF7,PF8,その他)

(2)個人管理番号に該当する者の｢個人特定情報｣｢氏名情報｣を中間ファイル(仮戸籍)から読む
画面ヘッド部表示

－受領番号
－選択事件コード
－在外送付区分

●戸籍管理番号
－戸籍事項処理区分
－戸籍事項明細番号
－戸籍事項記録コード

(3)個人管理番号に該当する者の｢身分事項情報｣を中間ファイル(仮戸籍)から全件読む

版 頁数

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/11

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(5)同画面を編集する 複数画面を考慮する

PF1

PF2

(4)移記:身分事項表示画面を編集する [1.0],別紙[1.1]

(8)審査(OK:YES,NG:NO) [4.0]

(10)中間ファイル(選択番号)を編集･出力する

[5.0]
(12)中間ファイル(選択番号)を編集･出力する

([5.0])

(7)入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO) [2.0][3.0]

PF4 　→

PF5 (25)前画面へ

(9)処理区分は何か?(1,2,3,4)

1
記載

2:修正

3:削除

4
並べ替え

(27)前ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(29)前ページ分の移記:身分事項表示画面を表示する

(30)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(20中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する ｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣(22)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設
定する

　　｢当プロセスのみ処理中止｣
　:当プロセスで｢削除｣した身分事項を中間ファイル
(仮戸籍)から削除する

(23)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

(24)移記戸籍構成員一覧処理に
制御を渡す

(26)個人情報表示処理に制御を
渡す

(16)移記:身分事項並べ替え処
理に制御を渡す

:当プロセスで｢削除｣した身分事項を中間ファ
イル(仮戸籍)から削除し,制御を渡す

(15)同画面を編集する :中間ファイル(仮戸籍)から削除からは削除せ
ず画面上で対応し,処理終了時(PF4,PF5)の際に
削除する

実行キー

PF7

(11)移記:身分事項事件メ
ニュー処理に制御を渡す

(13)移記:身分事項事件別入力
処理に制御を渡す

(18)同画面を編集する

(21)業務選択に制御を渡す

(28)同画面を編集する

(14)該当の｢身分事項｣のインデックスをすべて高輝度表示
する

→

(17)エラーメッセージを表示する

(19)各チェックで編集したメッセージを表示する

　　｢処理終了｣
　:当プロセスで｢削除｣した身分事項を中間ファイル
(仮戸籍)から削除する

～
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/

YES

NO

その他

版 頁数

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/11

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 0.0　本紙　2/2 備考

(35)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(32)同画面を編集するPF8 (31)次ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(33)次ページ分の移記:身分事項表示画面を表示する

(34)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する
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13

―――――

漢字氏名

移記:身分事項表示
画面

有

『筆頭者』

有

Z9/Z9

明細番号

中間ファイル(仮戸籍)

個人特定情報

現ページ/総ページ

漢字氏名

―――――

有

有身分事項ﾀｲﾄﾙ

中間ファイル(仮戸籍)

本籍

有

戸籍事項情報

本籍

身分事項項目

記録コード身分事項

タイトルコード

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)移記:身分事項表示画面 ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)

『夫』『妻』『生存配偶者』

本籍コード

配偶者区分名称 配偶者区分

筆頭者区分名称 筆頭者区分 有

生年月日 生年月日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　移記:身分事項表示画面　編集･出力

受取側 引渡側

版 頁数

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/11

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

身分事項毎に+1して表示する

身分事項毎に表示する
1インデックス1明細で表示する
　(1明細であふれる場合は複数明細
で表示する)

明
細
件
数
1
～

1:記録～4:並べ替え　の選択入力

選択番号 ――――― 明細番号の入力

処理区分 ――――――――――
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処理名 1.1　別紙(身分事項の分類)　1/2 備考

要件1 要件2

備考〔移記要事項〕 〔移記不要事項〕
明細番号を高輝度表示

する

 〔審査要事項〕
身分事項タイトルを高

輝度表示する

1.身分事項の分類(従前本籍人が入籍する場合,システム上,従前の戸籍からその者の身分事項をすべて移記し,下記の表に従い画面表示を行う)〔入籍者のみ〕
　〔移記不要事項〕:無条件に削除可能な身分事項　〔審査要事項〕:移記が必要かどうかの判断を必要とする身分事項

中間ファイル(仮戸籍)身分事項情報/共通 入籍者の身分事項の画面の表示方法

判断要件(記録コード)

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/11

1

2

3

4

5

6

養子離縁事項がある
･養子の記録(0401)

4-1　婚姻事項がない(0901)

4-2　婚姻事項がある(0901)

配偶者死亡による婚姻解消事項がある
･死亡/死亡者の生存配偶者の記録(1602)

1-1　養子縁組事項がない

･養子の記録(0301)

1-2　養子縁組事項がある

･養子の記録(0301)

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

配偶者失踪による婚姻解消事項がある
･失踪/失踪者の生存配偶者の記録(1702)

養子縁組取消事項がある
･養子の記録(3501)

特別養子離縁事項がある
･養子の記録(0601)

離婚事項がある(1001)

2-1　養子縁組事項がない

･養子の記録(0301)

2-2　養子縁組事項がある

･養子の記録(0301)

3-1　特別養子縁組事項がない

･養子の入籍戸籍の記録
(0503)

3-2　特別養子縁組事項がある

･養子の入籍戸籍の記録
(0503)

養子縁組事項
･養親の記録(0302)は移記不要
･養子の配偶者の記録(0303)は移記不要
養子離縁事項
･養親の記録(0402)は移記不要
･養子の配偶者の記録(0403)は移記不要

養子縁組事項
･養親の記録(0302)は移記不要
･養子の配偶者の記録(0303)は移記不要
養子縁組取消事項
･養親の記録(0302)は移記不要
･養子の配偶者の記録(3503)は移記不要

特別養子縁組事項
･養子の従前戸籍の記録(0501)は移記不要
･養子の新戸籍の記録(0502)は移記不要
･養親の記録(0504)は移記不要
特別養子離縁事項
･養親の記録(0602)は移記不要
3-2:養親が外国人の場合,養子には変動がない
ので,特別養子縁組事項は記録されている

*婚姻事項(0901)は必ずある
死亡事項
･死亡者の記録(1601)は移記不要
･高齢者消除の記録(1603)は移記不要

*婚姻事項(0901)は必ずある
死亡事項
･失踪者の記録(1701)は移記不要

―――――――

養子縁組事項
･養子の記録(0301)
養子離縁事項
･養子の記録(0401)

―――――――

養子縁組事項
･養子の記録(0301)
養子縁組取消事項
･養子の記録(3501)

―――――――

―――――――

―――――――

婚姻事項(0901)
離婚事項(1001)

―――――――

―――――――

養子離縁事項
･養子の記録(0401)

―――――――

養子縁組取消事項
･養子の記録(3501)

―――――――

特別養子離縁事項
･養子の記録(0601)

特別養子縁組事項
･養子の入籍戸籍の記
録(0503)
特別養子離縁事項
･養子の記録(0601)
離婚事項(1001)

―――――――

婚姻事項(0901)
死亡事項
･死亡者の生存配偶者
の記録(1602)

婚姻事項(0901)
失踪事項
･失踪者の生存配偶者
の記録(1702)
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8

9

9-1

10

14

処理名 1.1　別紙(身分事項の分類)　2/2 備考

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁数

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日

中間ファイル(仮戸籍)身分事項情報/共通 入籍者の身分事項の画面の表示方法

判断要件(記録コード) [移記要事項] [移記不要事項]
明細番号を高輝度表示

する

[審査要事項]
身分事項タイトルを高

輝度表示する

備考

要件1 要件2

――――――― ―――――――

特別養子縁組事項
･養子の新戸籍編製の
記録(0502)

養親が共に外国人の場合、養子の入籍戸籍の記
録がないので新戸籍編製の記録を移記する必要
があるが、システムで判断できない為、[審査
要事項]とする

12

11

7

＜該当事項＞

後見事項(1401)

婚姻事項(0901)
婚姻取消事項(3701)

親権(管理権)事項がある(1301)

後見事項がある(1401)

親権(管理権)事項
(1301)

　　　　　※移記が必要かどうかは、インデックスの記録有無〓〓〓の者のすべての身分行為(戸籍が複数の場合もある)で判断〓〓要な為、無条件に[審査要事項]とする。

7-1　婚姻事項がない(0901)

7-2　婚姻事項がある(0901)

婚姻取消事項がある(3701) ―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

婚姻取消事項(3701)

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

1～12の要件以外の場合及び13の要件以外の場合

13

―――――――

―――――――

※

―――――――

出生/子の記録(0101)
認知/親に対する認知の記録(0203)
養子縁組/養子の記録(0301)
特別養子縁組/養子の入籍戸籍の記録(0503)
婚姻(0901)
推定相続人廃除(1901)
国籍喪失/国籍喪失の配偶者の記録(2502)
国籍選択(2601)
外国国籍喪失(2701)
名の変更(3201)
外国人配偶者の国籍変更(9001)
外国人配偶者の氏名変更(9101)
平成15年法律第111号3条(7003)

未成年後見事項がある(4101)

保佐事項がある(1501)

認知事項がある
･被認知者の記録(0201)

特別養子縁組事項がある
･養子の新戸籍編製の記録(0502)

1～12の要件以外の場合で
･出生/子の記録(0101)
･認知/親に対する認知の記録(0203)
･養子縁組/養子の記録(0301)
･特別養子縁組/養子の入籍戸籍の記録(0503)
･婚姻(0901)
･推定相続人廃除(1901)
･国籍喪失/国籍喪失の配偶者の記録(2502)
･国籍選択(2601)
･外国国籍喪失(2701)
･名の変更(3201)
･外国人配偶者の国籍変更(9001)
･外国人配偶者の氏名変更(9101)
･平成15年法律第111号3条(7003)

保佐事項(1501)

婚姻準正となっている者の場合、移記不要であ
るが、システムで判断できないため、[審査要
事項]とする

※

※

―――――――

認知事項
･被認知者の記録
(0201)

未成年後見事項(4101)

　　　　-

※

平成16年 7月16日 8.2 6/11
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No 必須 属性

第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/11

改定日付

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0　単体チェック 移記:身分事項表示画面

 1 処理区分 ○

項目名 内容

数字

 2 選択番号 数字 表示している身分事項のNo.であること(MAX13)

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

1　(記録)　または　2　(修正)または
3　(削除)　または　4　(並べ替え)　であること
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No

第7
2

(9)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/11

改定日付

処理名 画面名 画面ID

3.0　関連チェック 移記:身分事項表示画面

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

1 (No.1) 処理区分=1 (記録) のとき　または
(No.1) 処理区分=4 (並べ替え) のとき　(No.2) 選択番号=スペース　であること

2 (No.1) 処理区分=2 (修正) のとき　または
(No.1) 処理区分=3 (消除) のとき　(No.2) 選択番号≠スペース　であること

内容
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版 頁数

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/11

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 4.0　審査1/2　(1:記録,4:並べ替え) 備考

1. 処理区分の審査1

　　　中間ファイル(仮戸籍)
　　　　　　　　　個人特定情報/管理 処理区分

〔処理手順〕

(1)中間ファイル(選択番号)の個人管理番号に該当する
　 中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報を読む

→　個人異動区分
　　個人異動形態区分(未使用)の取得

(2) (1)で取得した区分と移記:身分事項表示画面で入力された処理区分で
左記の表を検索する

(2)-1 ｢○｣の場合
　　 本紙に戻り,処理区分により次プロセスに制御を渡す

(2)-2｢×｣の場合
　　 本紙に戻り,該当するエラーメッセージを表示後,同一画面を表
示する

･エラーメッセージ
　①｢指定した該当者に対して移記の処理はできません。｣
　②｢除籍者に対して移記の処理はできません。｣

Ⅴ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

1:記録

×②

○○

1:記録
　(異動なし記録のみ)

2:入籍

3:除籍

4:入籍除籍

0:(記録なし)

個人異動区分

○

○

×②

○

○

×① ×①

4:並べ替え
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システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/11

処理名 4.0　審査2/2　(2:修正,3:削除) 備考

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記:身分事項表示

処理区分

個人異動区分 身分事項記録区分 2:修正 3:削除

0:(記録なし) 0:既存の記録

1:審査処理で記録

2:入籍

1:記録
　(異動なし記録のみ)

0:既存の記録

1:審査処理で記録

×　①

○

―――――

×　③

○

×　③

4:入籍除籍

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

3:除籍

1:審査処理で記録

0:既存の記録

1:審査処理で記録

2:移記処理(事件別) で記
録

2:移記処理(事件別) で記
録

2:移記処理(事件別) で記
録

2:移記処理(事件別) で記
録

○ ○

――――― ―――――

○

×　⑤

○

×　④

―――――

○

×　④

×　⑤

○

×　③

×　①

0:既存の記録

1:審査処理で記録

0:既存の記録

(3) (1)及び(2)で取得した区分と移記:身分事項表示画面で入力
された処理区分で左記の表を検索する

(3)-1 ｢○｣の場合
　　 本紙に戻り,処理区分により次プロセスに制御を渡す

(3)-2｢×｣の場合
　　 本紙に戻り,該当するエラーメッセージを表示後,同
一画面を表示する

･エラーメッセージ
　① ｢従前からある記録事項ですので修正できませ
ん。｣
　② ｢従前からある記録事項ですので削除できませ
ん。｣
　③ ｢審査で記録した事項ですので修正できませ
ん。｣
　④ ｢審査で記録した事項ですので削除できませ
ん。｣
　⑤ ｢除籍者に対して移記の処理はできません。｣

　　中間ファイル(仮戸籍)

個人特定情報/管理

　中間ファイル (仮戸籍)

身分事項情報/管理

〔処理手順〕

(1)中間ファイル(選択番号)の個人管理番号に該当する
　 中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報を読む

→　個人異動区分
　　個人異動形態区分(未使用)の取得

(2)移記:身分事項表示画面で入力された明細番号に該当する
　 中間ファイル(仮戸籍)身分事項情報を読む

→　身分事項記録区分の取得

○ ○

2. 処理区分の審査2

2:移記処理(事件別) で記
録

×　③

×　②

×　④

×　②

×　④

×　⑤

×　⑤
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備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側) 中間ファイル (選択番号) ←(引渡側) 移記:身分事項表示画面,中間ファイル (仮戸籍)

版 頁数

移記:身分事項表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/11

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.0 中間ファイル (選択番号) 編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

移記戸籍選択画面で設定済

選択事件コード

受領番号

戸籍管理番号

移記戸籍選択画面で設定済

在外送付区分 移記戸籍選択画面で設定済

明細番号

処理区分

処理区分が 2:修正の場合に,移記:身
分事項表示画面で入力された選択番
号に該当する中間ファイル (仮戸籍)
の明細番号を設定する

処理区分が 2:修正の場合に,移記:身
分事項表示画面で入力された選択番
号に該当する中間ファイル (仮戸籍)
の明細番号を設定する

移記戸籍選択画面で設定済

記録コード

明細番号

処理区分移記:身分事項表示
画面

中間ファイル (仮戸
籍)
身分事項情報

明細番号

記録コード

中間ファイル(選択
番号)

身
分
事
項

個
人

戸
籍
事
項

戸
籍

記録コード

個人管理番号

処理区分
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第7
2

(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:身分事項事件メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/5

改定日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 入出力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0　本紙 1.0 データ編集 (移記:身分事項事件メニュー画面)
2.0 単体チェック
3.0 データ編集 (中間ファイル/選択番号) 〔更新〕

3.処理概要
　 (1)移記:身分事項事件メニュー画面を表示する
　 (2)入力された ｢選択番号｣ から移記:身分事項事件別入力処理に制御を渡す

5.備考(特記事項含む)

移記:身分

事項事件ﾒﾆｭｰ

移記:身分

事項事件メニュー

･届書ファイル中間ファイル
(選択番号)

PF1,PF2

身分事項

事件別入力
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/ 　(参)中間ファイル(選択番号)

/

/

/

NO

その他

処理名 0.0　本紙

改定日付

｢処理終了｣

｢当プロセスのみ処理中止｣

画面ヘッド部表示 －受領番号
－選択事件コード
－在外送付区分

●個人管理番号
－身分事項処理区分
－身分事項明細番号
－身分事項記録コード

備考

｢処理中止｣ ｢届書ロック解除｣

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記:身分事項事件メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/5

(1) 中間ファイル(選択番号)を読む

(4) 同画面を編集する

(10)同画面を編集する

｢処理中止｣ ｢届書ロック解除｣

PF5

(9) チェックで編集したメッセージを表示する

(11)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定するPF1

YES

(13)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設
定する

　→

実行キー

PF2

PF4

(6) 入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO) [2.0]

(17)移記:身分事項表示処理に
制御を渡す

(8) 移記:身分事項事件別入力
処理に制御を渡す

(7) 中間ファイル (選択番号) を編集･出力する [3.0]

(12)業務選択に制御を渡す

(14)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

(18)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(16)前画面へ

(15)移記戸籍構成員一覧処理に
制御を渡す

(5) キー選択 (実行キー,PF1,PF2,PF4,FF5,その他)

/

(3)移記:身分事項事件メニュー画面を出力する [1.0]

(2)個人管理番号に該当する者の ｢氏名｣ ｢個人特定｣  ｢戸籍特定｣ 情報を中間ﾌｧｲﾙ (仮戸
籍) から読む

～
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移記:身分事項
事件メニュー画面

版 頁数

移記:身分事項事件メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/5

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 移記:身分事項事件ﾒﾆｭｰ画面編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

有

Z9/Z9

漢字氏名 漢字氏名

現ページ/総ページ ―――――――

生年月日 生年月日

本籍コード

本籍

――――――――――――――

筆頭者区分

配偶者区分

選択番号

―――――――

筆頭者区分

配偶者区分

『筆頭者』

『夫』『妻』『生存配偶者』

明細番号の入力

有

有

有

(受取側) 移記:身分事項事件メニュー画面 ←(引渡側) 中間ファイル (身分事項)

本籍

中間ファイル (仮戸
籍)
個人特定情報
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No 必須 属性

第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:身分事項事件メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2 4/5

改訂日付

処理名 画面名 画面ID

2.0　単体チェック 移記:身分事項事件メニュー画面

41の番号が使われている
ため、後見の番号修正と
共に、未成年後見を追加

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

選択番号  1(出生)
20(認知:被認知者の記録)
21(認知:親に対する認知の記録)
 3(養子縁組)
40(特別養子縁組:養子の新戸籍編製の記録)
41(特別養子縁組:養子の入籍戸籍の記録)
 5(婚姻)
 6(親権(管理権))
70(後見)
71(未成年後見)
 8(保佐)
 9(推定相続人廃除)
10(国籍選択)
11(配偶者の国籍喪失)
12(外国国籍喪失)
13(名の変更)
90(外国人配偶者の国籍変更)
91(外国人配偶者の氏名変更)
92(平成15年法律第111号3条)

または
または
または
または
または
または
または
または
または
または
または
または
または
または
または
または
または
または
であること

 1 項目エラーがあります。正しく
入力して下さい。

数字○
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戸籍

個人

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

処理名 3.0　中間ファイル(選択番号)編集･出力 (受取側)中間ファイル(選択番号) ←　(引渡側)移記事項届出メニュー画面

版 頁数

移記:身分事項事件メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2 5/5

記号名 名称 記号名

出力形態

Z9.,

移記戸籍選択画面で設定済

受取側 引渡側

選択事件コード

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

受領番号

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

移記戸籍選択画面で設定済

移記戸籍選択画面で設定済

-選択番号=71(未成年後見)の場合　'4101'を設
定
-選択番号=8(保佐)の場合　'1501'を設定

-選択番号=9(推定相続人廃除)の場合　'1901'を
設定
-選択番号=10(国籍選択)の場合　'2601'を設定
-選択番号=11(配偶者の国籍喪失)の場合
'2502'を設定
-選択番号=12(外国国籍喪失)の場合　'2701'を
設定
-選択番号=13(名の変更)の場合　'3201'を設定
-選択番号=90(配偶者の国籍変更)の場合
'9001'を設定
-選択番号=91(配偶者の氏名変更)の場合
'9101'を設定
-選択番号=92(平成15年法律第111号3条)の場合
'7003'を設定

-選択番号=1(出生)の場合　'0101'を設定

-選択番号=20(認知:被認知者の記録)の場合
'0201'を設定
-選択番号=21(認知:親に対する認知)の場合
'0203'を設定
-選択番号=3(養子縁組)の場合　'0301'を設定
-選択番号=40(特別養子縁組:養子の新戸籍編製)
の場合　'0502'を設定
-選択番号=41(特別養子縁組:養子の入籍戸籍)の
場合　'0503'を設定
-選択番号=5(婚姻)の場合　'0901'を設定
-選択番号=6(親権(管理権))の場合　'1301'を設
定
-選択番号=70(後見)の場合　'1401'を設定

移記戸籍選択画面で設定済

移記戸籍構成員一覧画面で設定済

移記:身分事項表示画面で設定済

(選択番号)移記:身分事項
届出メニュー画面

中間ファイル
　(選択番号)

戸籍管理番号

処理区分

明細番号

記録コード

個人管理番号

処理区分

明細番号

身
分
事
項

記録コード

戸
籍
事
項

在外送付区分
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(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/6

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)中間ファイル(選択番号)を読み込む
　(2)『身分事項処理区分』から記録,修正,削除の処理を行う
　(3)『身分事項処理区分』が『記録』の場合
　　(3)-1『身分事項記録番号』から該当事件の入力画面を出力する
　　(3)-2入力項目のチェックを行う
　　(3)-3中間ファイル(仮戸籍)の身分事項情報に入力した身分事項を追加する
　(4)『身分事項処理区分』が『修正』の場合
　　(4)-1｢身分事項明細番号｣｢身分事項記録番号｣から該当事件の修正画面を出力する
　　(4)-2入力項目のチェックを行う
　　(4)-3中間ファイル(仮戸籍)の該当身分事項情報の更新を行う

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 入力

1.1.0101

1.1.9101
1.2.0101

1.2.9101
1.3.0101

1.3.9101

2.1.0101

2.1.9101
(1.2.0101)

(1.2.9101)
(1.3.0101)

(1.3.9101)

事件別
入力画面の表示

事件別
入力項目のチェック

事件別
中間ファイル(仮戸籍)への追加

事件別
修正画面の表示

事件別
修正項目のチェック

事件別
中間ファイル(仮戸籍)の修正

中間ファイル(仮戸籍) 入出力

5.備考(特記事項含む)

4.機能体系(要件定義書の構成)

　　0.0　本紙 1.0　別紙1
　　　(記録)

2.0　別紙2
　　　(修正)

移記:身分

事項事件別入力

移記:身分

事項事件別入力

･届書ファイル中間ファイル
(選択番号)

PF1,PF2

中間ファイル
(仮戸籍)

～

～

～

～

～

～
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/ 　(参)中間ファイル(選択番号)

/

1 /

2 /

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/6

改定日付

処理名 0.0　本紙 備考

(1) 中間ファイル(選択番号)を読む

(2) 個人管理番号に該当する者の｢氏名｣｢個人特定｣｢戸籍特定｣情報を中間ファイル(仮戸
籍)から読む

/

(4) 身分事項の｢記録｣の処理を行う 別紙[1.0]

(5) 身分事項の｢修正｣の処理を行う

(3) 身分事項処理区分は何か？(1:記録,2:修正)

別紙[2.0]

画面ヘッド部表示 －受領番号
－選択事件コード
－在外送付区分

●個人管理番号
●身分事項処理区分
－身分事項明細番号
－身分事項記録コード

～
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/

/

/

YES

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

/

/

/

/

/

版 頁

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2 3/6

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 1.0 別紙1(記録)1/2 備考

(1)身分事項記録番号は何か？ (0101,0201,0203,0301,0502,0503,0901,1301,1401,1501,
2001,2502,2601,2701,3201,4101,9001,9101,7003)

/ (参)中間ファイル(選択番号)
 －受領番号
 －選択事件コード
 －在外送付区分
　　　 ～
 －個人管理番号
 －身分事項処理区分
 －身分事項明細番号
 ●身分事項記録コード

*2,*3

→ (5)同画面を編集する

(6)チェックで編集したメッセージを表示する

0101
出生/子

*1

(3)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF9,PF12,その他)

実行キー

PF5 (11)前画面へ (12)移記:身分事項事件メ
ニュー処理に制御を渡す

｢当プロセスのみ処理中止｣

PF1 (7)中間ﾌｧｲﾙをすべて削除する、届書ﾌｧｲﾙの｢届書排他区分｣に'0'を設定する (8)業務選択に制御を渡す ｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

PF2 (9)中間ファイルをすべて削除する、届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を
設定する

(10)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

PF7 (13)前ページがあるか？(ある:YES,ない:NO) (14)同画面を編集する

(15)前ページ分の移記:身分事項事件別入力画面を表示する

(16)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

PF8 (17)次ページがあるか？(ある:YES,ない:NO)

(18)次ページ分の移記:身分事項事件別入力画面を表示する

(19)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

PF9 (20)入力項目が、すべてチェックされているか？(YES,NO)

入力項目が未チェックのまま
PF9が押下されないこと
入籍者⇒審査で記録された事項
の1つ前に格納する
変動なし者⇒一番最後に格納す
る

YES (22)移記:身分事項事件メ
ニュー処理に制御を渡す

*4　　　※

NO (24)同画面を編集する

PF12 (25)画面を初期化する (26)同画面を編集する

その他 (27)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

養子縁組の処理/養子

0502 ※と同様の処理を行う　*1[1.1.0502]*2[1.2.0502]*3[1.3.0502]*4[1.4.0502] 特別養子縁組の処理/養子の新戸籍編製

0201 ※と同様の処理を行う　*1[1.1.0201]*2[1.2.0201]*3[1.3.0201]*4[1.4.0201] 認知の処理/被認知者

0203 ※と同様の処理を行う　*1[1.1.0203]*2[1.2.0203]*3[1.3.0203]*4[1.4.0203] 認知の処理/認知を受けた親の直系卑属

(2)身分事項事件別入力画面を編集する(入力画面) [1.1.0101]

(4)入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO) [1.2.0101][1.3.0101]

(21)入力画面から身分事項を編集し、中間ファ
イル(仮戸籍)に[身分事項情報]を追加する

［1.4.001]
(23)エラーメッセージ

｢実行キーを押下して入力項目のチェックを行って下さ
い。｣を表示する。

0301 ※と同様の処理を行う　*1[1.1.0301]*2[1.2.0301]*3[1.3.0301]*4[1.4.0301]
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

備考

0503 ※と同様の処理を行う *1[1.1.0503]*2[1.2.0503]*3[1.3.0503]*4[1.4.0503] 特別養子縁組の処理/養子の入籍戸籍

版 頁

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2 4/6

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

後見の処理

1501 ※と同様の処理を行う *1[1.1.1501]*2[1.2.1501]*3[1.3.1501]*4[1.4.1501] 保佐の処理

0901 ※と同様の処理を行う *1[1.1.0901]*2[1.2.0901]*3[1.3.0901]*4[1.4.0901] 婚姻の処理

1301 ※と同様の処理を行う *1[1.1.1301]*2[1.2.1301]*3[1.3.1301]*4[1.4.1301] 親権(管理権)の処理

国籍選択の処理

2701 ※と同様の処理を行う *1[1.1.2701]*2[1.2.2701]*3[1.3.2701]*4[1.4.2701] 外国国籍喪失の処理

2001 ※と同様の処理を行う *1[1.1.2001]*2[1.2.2001]*3[1.3.2001]*4[1.4.2001] 推定相続人廃除の処理

2502 ※と同様の処理を行う *1[1.1.2502]*2[1.2.2502]*3[1.3.2502]*4[1.4.2502] 国籍喪失の処理/国籍喪失者の配偶者

外国人配偶者の国籍変更の処理

9101 ※と同様の処理を行う *1[1.1.9101]*2[1.2.9101]*3[1.3.9101]*4[1.4.9101] 外国人配偶者の氏名変更の処理

3201 ※と同様の処理を行う *1[1.1.3201]*2[1.2.3201]*3[1.3.3201]*4[1.4.3201] 名の変更の処理

4101 ※と同様の処理を行う *1[1.1.4101]*2[1.2.4101]*3[1.3.4101]*4[1.4.4101] 未成年後見の処理

平成15年法律第111号3条の処理7003 ※と同様の処理を行う *1[1.1.7003]*2[1.2.7003]*3[1.3.7003]*4[1.4.7003]

9001 ※と同様の処理を行う *1[1.1.9001]*2[1.2.9001]*3[1.3.9001]*4[1.4.9001]

2601 ※と同様の処理を行う *1[1.1.2601]*2[1.2.2601]*3[1.3.2601]*4[1.4.2601]

1401 ※と同様の処理を行う *1[1.1.1401]*2[1.2.1401]*3[1.3.1401]*4[1.4.1401]

処理名 1.0 別紙1(記録)2/2

 7-2-(9)-81



/

/

YES

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

/

/

/

/

/
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(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2 5/6

処理名 2.0 別紙2(修正)1/2 備考

(1)身分事項記録番号は何か？ (0101,0201,0203,0301,0502,0503,0901,1301,1401,1501,2
001,2502,2601,2701,3201,4101,9001,9101,7003)

/ (参)中間ファイル(選択番号)
 －受領番号
 －選択事件コード
 －在外送付区分
　　　 ～
 －個人管理番号
 －身分事項処理区分
 ●身分事項明細番号
 ●身分事項記録コード→ (5)同画面を編集する

(6)チェックで編集したメッセージを表示する

0101
出生/子

*1

(3)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF9,その他)

実行キー

PF5 (11)前画面へ (12)移記:身分事項表示処理に
制御を渡す

｢当プロセスのみ処理中止｣

PF1 (7)中間ﾌｧｲﾙをすべて削除する、届書ﾌｧｲﾙの｢届書排他区分｣に'0'を設定する (8)業務選択に制御を渡す ｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

PF2 (9)中間ファイルをすべて削除する、届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を
設定する

(10)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

入力項目が未チェックのまま
PF9が押下されないこと:身分事
項情報の管理部、共通部は更新
しない

YES

PF7 (13)前ページがあるか？(ある:YES,ない:NO) (14)同画面を編集する

(15)前ページ分の移記:身分事項事件別入力画面を表示する

(16)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

PF8 (17)次ページがあるか？(ある:YES,ない:NO)

*4　　　※

NO (24)同画面を編集する

(19)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

｢実行キーを押下して入力項目のチェックを行って下さ
い。｣を表示する。

特別養子縁組の処理/養子の新戸籍編製

0201 ※と同様の処理を行う　*1[1.1.0201]*2[1.2.0201]*3[1.3.0201]*4[1.4.0201] 認知の処理/被認知者

0203 ※と同様の処理を行う　*1[1.1.0203]*2[1.2.0203]*3[1.3.0203]*4[1.4.0203] 認知の処理/認知を受けた親の直系卑属

/

*2,*3

0301 ※と同様の処理を行う　*1[1.1.0301]*2[1.2.0301]*3[1.3.0301]*4[1.4.0301] 養子縁組の処理/養子

その他 (25)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(22)移記:身分事項表示処理に
制御を渡す

(18)次ページ分の移記:身分事項事件別入力画面を表示する

PF9 (20)入力項目が、すべてチェックされているか？(YES,NO)

(2)身分事項明細番号に該当する身分事項を中間ファイル(仮戸籍)の
身分事項情報から取得し、身分事項事件別入力画面を編集する(修正
画面) [2.1.0101]

(4)入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO) [1.2.0101][1.3.010
1]

(21)中間ファイル(仮戸籍)の[身分事項情報]を
修正する

［1.4.001]
(23)エラーメッセージ

0502 ※と同様の処理を行う　*1[1.1.0502]*2[1.2.0502]*3[1.3.0502]*4[1.4.0502]
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

備考

0503 ※と同様の処理を行う *1[1.1.0503]*2[1.2.0503]*3[1.3.0503]*4[1.4.0503] 特別養子縁組の処理/養子の入籍戸籍

版 頁

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年 7月16日 8.2 6/6

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

後見の処理

1501 ※と同様の処理を行う *1[1.1.1501]*2[1.2.1501]*3[1.3.1501]*4[1.4.1501] 保佐の処理

0901 ※と同様の処理を行う *1[1.1.0901]*2[1.2.0901]*3[1.3.0901]*4[1.4.0901] 婚姻の処理

1301 ※と同様の処理を行う *1[1.1.1301]*2[1.2.1301]*3[1.3.1301]*4[1.4.1301] 親権(管理権)の処理

国籍選択の処理

2701 ※と同様の処理を行う *1[1.1.2701]*2[1.2.2701]*3[1.3.2701]*4[1.4.2701] 外国国籍喪失の処理

2001 ※と同様の処理を行う *1[1.1.2001]*2[1.2.2001]*3[1.3.2001]*4[1.4.2001] 推定相続人廃除の処理

2502 ※と同様の処理を行う *1[1.1.2502]*2[1.2.2502]*3[1.3.2502]*4[1.4.2502] 国籍喪失の処理/国籍喪失者の配偶者

外国人配偶者の国籍変更の処理

9101 ※と同様の処理を行う *1[1.1.9101]*2[1.2.9101]*3[1.3.9101]*4[1.4.9101] 外国人配偶者の氏名変更の処理

3201 ※と同様の処理を行う *1[1.1.3201]*2[1.2.3201]*3[1.3.3201]*4[1.4.3201] 名の変更の処理

4101 ※と同様の処理を行う *1[1.1.4101]*2[1.2.4101]*3[1.3.4101]*4[1.4.4101] 未成年後見の処理

平成15年法律第111号3条の処理7003 ※と同様の処理を行う *1[1.1.7003]*2[1.2.7003]*3[1.3.7003]*4[1.4.7003]

9001 ※と同様の処理を行う *1[1.1.9001]*2[1.2.9001]*3[1.3.9001]*4[1.4.9001]

2601 ※と同様の処理を行う *1[1.1.2601]*2[1.2.2601]*3[1.3.2601]*4[1.4.2601]

1401 ※と同様の処理を行う *1[1.1.1401]*2[1.2.1401]*3[1.3.1401]*4[1.4.1401]

処理名 2.0 別紙2(修正)2/2
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1/14

有 『夫』『妻』『生存配偶者』

本籍コード

有 『筆頭者』

配偶者区分

Z9/Z9 『1/3』

筆頭者区分

改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名
1.1.0101　移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)編集･出力1/4

(受取側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

――――――― ―――――――

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

移記:身分事項事件
別入力画面
(出生/子の記録その
1)

配偶者区分名称

出生日

出生地

父の国籍

父の生年月日

母の国籍

母の生年月日

届出日

航海日誌謄本提出日

届出人資格区分

漢字氏名

現ページ/総ページ

―――――――

生年月日 生年月日 有

本籍
本籍

中間ファイル(仮戸
籍)

個人特定情報

漢字氏名

筆頭者区分名称

―――――――

有

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

生年月日

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

届出人資格名称

届出人氏名

届出人の戸籍の本籍

届出人の戸籍の筆頭者
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第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/14

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名
1.1.0101　移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)編集･出力2/4

(受取側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

Z9/Z9 『2/3』

漢字氏名 漢字氏名

現ページ/総ページ ――――――― ―――――――

配偶者区分名称 配偶者区分 有 『夫』『妻』『生存配偶者』

生年月日 生年月日 有

筆頭者区分名称 筆頭者区分 有

本籍

本籍コード 有

中間ファイル(仮戸
籍)

個人特定情報 『筆頭者』

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

父の戸籍の筆頭者

母の戸籍の本籍

移記:身分事項事件
別入力画面
(出生/子の記録その
2)

―――――――

本籍

届出人の生年月日

父の氏名

母の戸籍の筆頭者

母の氏名

父の戸籍の本籍

―――――――

―――――――

届出人の国籍

―――――――

―――――――
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第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/14

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名
1.1.0101　移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)編集･出力3/4

(受取側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

生年月日 生年月日 有

Z9/Z9 『2/3』

漢字氏名 漢字氏名

現ページ/総ページ ――――――― ―――――――

有 『筆頭者』

配偶者区分名称 配偶者区分 有 『夫』『妻』『生存配偶者』

筆頭者区分筆頭者区分名称

国籍留保の届出人 ―――――――

本籍

国籍留保の届出日 ―――――――

本籍 本籍コード 有

移記:身分事項事件
別入力画面
(出生/子の記録その
3)

許可を受けた者

国籍留保の届出人資
格区分

国籍留保の届出人資
格名称

国籍留保の届出人氏
名

国籍留保の届出人国
籍

国籍留保の届出人生
年月日

送付を受けた日

受理者

許可日

許可書謄本の送付を
受けた日

―――――――

―――――――
―――――――

―――――――
―――――――

―――――――
―――――――

―――――――
―――――――

―――――――
―――――――

―――――――
―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

中間ファイル(仮戸
籍)

個人特定情報
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令和　年　月　日 1 4/14

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

処理名
1.1.0101　移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)編集･出力4/4

(受取側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

漢字氏名 漢字氏名

現ページ/総ページ ――――――― ―――――――

筆頭者区分名称 有

生年月日 生年月日

『筆頭者』

移記:身分事項事件
別入力画面
(出生/子の記録その
4)

本籍

入籍日 ―――――――

本籍 本籍コード 有

―――――――

従前戸籍の筆頭者

除籍日

新本籍

配偶者区分名称 配偶者区分

入籍戸籍の筆頭者

従前戸籍の本籍 ―――――――

―――――――

―――――――

『夫』『妻』『生存配偶者』

筆頭者区分

中間ファイル(仮戸
籍)

個人特定情報

有

有

Z9/Z9 『3/3』

版 頁数

移記:身分事項事件別入力

記録日

特記事項

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

―――――――

入籍戸籍の戸籍
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No 必須 属性

 2 漢字

 3 漢字

 4 数字

 5 漢字

 6 数字

 7 英数

 8 英数

 9 英数

10 漢字

11 漢字

12 漢字

13 漢字

14 英数

15 漢字

16 漢字

17 漢字

18 漢字

19 漢字

20 漢字

21 英数

23 漢字

版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/14

第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

1.2.0101　単体チェック　1/2 移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)

国籍留保の届出人氏名

届出人の国籍

届出人の生年月日

父の氏名

父の戸籍の本籍

届出人氏名

届出人の戸籍の本籍

届出人の戸籍の筆頭者

『日付チェックサブルーチン』
　中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報の生年月日と異なる
場合高輝度表示する。

父の戸籍の筆頭者

母の氏名

母の戸籍の本籍

母の戸籍の筆頭者

国籍留保の届出日

国籍留保の届出人資格区分

『日付チェックサブルーチン』

『住所変換サブルーチン』

『住所変換サブルーチン』

○ 英数

22

出生日

出生地

父の国籍

父の生年月日

母の国籍

母の生年月日

届出日

航海日誌謄本提出日

届出人資格区分

 1

英数

『住所変換サブルーチン』

『住所変換サブルーチン』

『日付チェックサブルーチン』

『住所変換サブルーチン』

『日付チェックサブルーチン』

『日付チェックサブルーチン』

『日付チェックサブルーチン』

『日付チェックサブルーチン』

『住所変換サブルーチン』

『住所変換サブルーチン』

｢項目エラーがあります。正し
く入力してください。｣
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No 必須 属性

24 漢字

26 英数

27 漢字

28 英数

30 漢字

31 英数

32 漢字

33 漢字

34 英数

35 漢字

36 漢字

37 漢字

38 英数

39 漢字

処理名 画面名 画面ID

1.2.0101　単体チェック　2/2 移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/14

第7
2

(9)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

『日付チェックサブルーチン』

受理者 『住所変換サブルーチン』

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

『日付チェックサブルーチン』

国籍留保の届出人の国籍 『住所変換サブルーチン』

国籍留保の届出人の生年月日

特記事項

｢項目エラーがあります。正し
く入力してください。｣

入籍戸籍の筆頭者

記録日 『日付チェックサブルーチン』

新本籍 『住所変換サブルーチン』

入籍戸籍の本籍 『住所変換サブルーチン』

従前戸籍の筆頭者

除籍日

25

許可書謄本の送付を受けた日29 英数

英数

『日付チェックサブルーチン』

入籍日 『日付チェックサブルーチン』

従前戸籍の本籍 『住所変換サブルーチン』

許可を受けた者 『住所変換サブルーチン』

『日付チェックサブルーチン』

許可日 『日付チェックサブルーチン』

送付を受けた日
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No

1

2

3

5

6

第7
2

(9)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/14

改定日付

備考

処理名 画面名 画面ID

1.3.0101　関連チェック 移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)

4

(No.36)入籍戸籍の筆頭者≠空白　のとき　(No.37)入籍戸籍の本籍≠空白　であること

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

(No.3)父の国籍≠空白　のとき　(No.4)父の生年月日≠空白　であること

(No.5)母の国籍≠空白　のとき　(No.6)母の生年月日≠空白　であること

(No.12)届出人の戸籍の筆頭者≠空白　のとき　（No.11)届出人の戸籍の本籍≠空白　であること

(No.32)従前戸籍の筆頭者≠空白　のとき　(No.33)従前戸籍の本籍≠空白　であること

(No.24)国籍留保の届出人の国籍≠空白　のとき(No.25)国籍留保の届出人の生年月日≠空白　である
こと

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣
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版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/14

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名
1.4.0101　中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)身分事項情報
　(出生/子の記録)編集･出力1/3

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項情報　←(引渡側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

中間ファイル(仮戸
籍)
　身分事項情報管理

個人管理番号 中間ファイル(選択
番号)

個人管理番号

中間ファイル(仮戸
籍)
　身分事項情報共通

個人番号

出生日

身分事項記録区分 ｢2｣
　移記処理(事件別)
で記録

:その他の｢管理｣情報は省略

身分事項記録区分
　1:既存の記録
　2:審査処理で記録
　3:移記処理(事件別)で記録
　4:移記処理(個人情報)で記録

出力区分

行番号

【出生】

記録コード ｢0101｣ 出生(子の記録)

タイトルコード 移記:身分事項事件
別入力画面
　(出生/子)

｢0101｣

管掌者コード

事件発生日

次ページ以降に記録身分事項項目
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本籍

筆頭者

版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/14

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名
1.4.0101　中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)身分事項情報
　(出生/子の記録)編集･出力2/3

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項情報　←(引渡側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

有

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

有

有

出生地 出生地

出生日 移記:身分事項事件
別入力画面
(出生/子の記録その
1)

出生日

父の生年月日

届出日 届出日

届出人資格名称
届
出
人

資格 届出人資格区分

出
生

有

母の国籍 母の国籍

外
国
人
父
母

父の国籍 父の国籍

父の生年月日

母の生年月日 母の生年月日

資格名称

航海日誌の謄
本提出日

航海日誌謄本提出日 有

氏名 届出人氏名

戸籍の届出
人

届出人の戸籍の本籍

届出人の戸籍の筆頭者

届出人の生年月日 届出人の生年月日

母の氏名 母の氏名

届出人の国籍 届出人の国籍

父の戸籍の本籍

移記:身分事項事件
別入力画面
(出生/子の記録その
2)

父の氏名

中間ファイル(仮戸
籍)
　　身分事項情報

届
出

筆頭者 母の戸籍の筆頭者

父の
戸籍

本籍日
本
人
父
母

父の氏名

筆頭者 父の戸籍の筆頭者

母の
戸籍

本籍 母の戸籍の本籍
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国籍留保の届出日

入籍

除籍

記録

特記

頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/14

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名
1.4.0101　中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)身分事項情報
　(出生/子の記録)編集･出力3/3

(受取側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項情報　←(引渡側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

中間ファイル(仮戸
籍)
　身分事項情報

国
籍
留
保

移記:身分事項
　事件別入力画面
(出生/子の記録その
2)

国籍留保の届出日

氏名 国籍留保の届出人氏名

許可日 許可日

入
戸
籍

従前
戸籍

本籍 従前戸籍の本籍

本籍 入籍戸籍の本籍

有

資格 国籍留保の届出資格区分

国籍留保の届
出人の国籍

国籍留保の届出人の
国籍

国籍
留保
の届
出人

資格名称 国籍留保の届出資格名称

送
付

送付を受けた日 移記:身分事項
　事件別入力画面
(出生/子の記録その
3)

送付を受けた日 有

国籍留保の届
出人の生年月
日

国籍留保の届出人の
生年月日

有

許可書謄本の送付を
受けた日

有許
可

有

許可書謄本の
送付を受けた
日

受理者 受理者

入籍日 入籍日 有

許可を受けた者 許可を受けた日 有

筆頭者 従前戸籍の筆頭者

除
戸
籍

新本籍 新本籍

入籍
戸籍

除籍日 除籍日 有

筆頭者 入籍戸籍の筆頭者

※　①一番左の項目:グループ名
　　②次の項目:インデックス名

特記事項 特記事項

記録日 記録日

 7-2-(9)-93



出生(子の記録)　　　　　　　　　　　　　　

有 『筆頭者』

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/14

有

Z9/Z9 『1/3』

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名
2.1.0101　移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)編集･出力1/4

(受取側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報/身分

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

頁数

現ページ/総ページ ――――――― ―――――――

筆頭者区分 筆頭者区分

生年月日

中間ファイル(仮戸
籍)
　　個人特定情報

漢字氏名

本籍

本籍 本籍コード

配偶者区分 有 『夫』『妻』『生存配偶者』

出生地 出生地

出生日 出生日 有

有

父の生年月日 父の生年月日 有

父の国籍 父の国籍

航海日誌謄本提本提
出日

漢字氏名

生年月日

配偶者区分

届出日 届出日 有

母の生年月日 母の生年月日 有

母の国籍 母の国籍

有

移記:身分事項
　事件別入力画面
(出生/子の記録その
1)

中間ファイル(仮戸
籍)
　身分事項情報
(出生/子の記録)

航海日誌謄本提出日

届出人資格名称

届出人氏名

届出人の戸籍の本籍

届出人の戸籍の筆頭者

届出人資格名称

届出人氏名

届出人資格区分 届出人資格区分

届出人の戸籍の本籍

届出人の戸籍の筆頭者
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出生(子の記録)　　　　　　　　　　　　　　

版 頁数

―――――――

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/14

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

配偶者区分

漢字氏名

処理名
2.1.0101　移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)編集･出力2/4

(受取側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報/身分

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

現ページ/総ページ ―――――――

本籍 有

Z9/Z9 『2/3』

漢字氏名 中間ファイル(仮戸
籍)

『筆頭者』

配偶者区分

有

『夫』『妻』『生存配偶者』

筆頭者区分 筆頭者区分

生年月日

有

生年月日 有

届出人の生年月日 届出人の生年月日

本籍

届出人の国籍 届出人の国籍

本籍コード

中間ファイル(仮戸
籍)

父の戸籍の本籍 父の戸籍の本籍

父の氏名 父の氏名身分事項情報(出生/
子の記録)

個人特定情報

移記:身分事項
　事件別入力画面
(出生/子の記録その
2)

母の戸籍の筆頭者 母の戸籍の筆頭者

母の戸籍の本籍 母の戸籍の本籍

母の氏名 母の氏名

父の戸籍の筆頭者 父の戸籍の筆頭者
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出生(子の記録)　　　　　　　　　　　　　　

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名
2.1.0101　移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)編集･出力3/4

(受取側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報/身分

版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/14

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

Z9/Z9 『2/3』現ページ/総ページ ――――――― ―――――――

筆頭者区分 筆頭者区分 有 『筆頭者』

中間ファイル(仮戸
籍)

個人特定情報

配偶者区分 配偶者区分 『夫』『妻』『生存配偶者』

生年月日

漢字氏名 漢字氏名

国籍留保の届出人資格
区分

国籍留保の届出人資格
区分

本籍

国籍留保の届出日 国籍留保の届出日 有

本籍 本籍コード 有

中間ファイル(仮戸
籍)

許可を受けた者

送付を受けた日

受理者

許可日

生年月日 有

有

国籍留保の届出人資
格名称

国籍留保の届出人の
国籍

国籍留保の届出人の
生年月日

許可書謄本の送付を
受けた日

許可書謄本の送付を
受けた日

国籍留保の届出人の
生年月日

国籍留保の届出人資
格名称

送付を受けた日

受理者

許可日

許可を受けた者

身分事項情報(出生/
子の記録)

移記:身分事項
　事件別入力画面
(出生/子の記録その
2)

国籍留保の届出人の
国籍
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出生(子の記録)　　　　　　　　　　　　　　

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

移記:身分事項事件別入力 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/14

処理名
2.1.0101　移記:身分事項事件別入力画面
　(出生/子の記録)編集･出力4/4

(受取側)移記:身分事項事件別入力画面(出生/子の記録)←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)個人特定情報/身分

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

Z9/Z9 『3/3』

漢字氏名 漢字氏名

現ページ/総ページ

中間ファイル(仮戸
籍)

―――――――

筆頭者区分 有 『筆頭者』

『夫』『妻』『生存配偶者』

生年月日

個人特定情報

有

有

本籍

有

本籍 本籍コード 有

中間ファイル(仮戸
籍)

除籍日

新本籍

従前戸籍 従前戸籍の本籍

有

入籍戸籍の本籍

入籍戸籍の筆頭者

記録日

有

入籍日 入籍日

身分事項情報(出生/
子の記録)

従前戸籍の筆頭者

移記:身分事項
　事件別入力画面
(出生/子の記録その
3)

従前筆頭者

除籍日

新本籍

入籍戸籍の本籍

入籍戸籍の筆頭者

記録日

生年月日

配偶者区分 配偶者区分

特記事項 特記事項

―――――――

筆頭者区分
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4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙 1.0 データ編集(中間ファイル/身分事項)
2.0 データ編集(移記:身分事項並べ替え画面)
3.0 審査

第7
2

(9)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

移記:身分事項並べ替え システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/5

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)中間ファイル(選択番号)を読み込む
　(2)1身分事項のタイトルを1明細として一覧で表示する
　(3)身分事項の並べ替えを指示する
　　･異動のない者で,従前からある身分事項は並べ替えの対象外
　(4)身分事項表示に制御を渡す

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号) 入力

中間ファイル(仮戸籍) 入出力

中間ﾌｧｲﾙ(身分事項) 入出力 5.備考(特記事項含む)

移記:身分

事項並べ替え

移記:身分

事項並べ替え

･届書ファイル中間ファイル
(選択番号)

PF1,PF2

中間ファイル
(仮戸籍)

中間ファイル
(仮戸籍)
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/ 　(参)中間ファイル(選択番号)

/

/

/ 当ﾌﾟﾛｾｽのWORKﾌｧｲﾙ

複数画面を考慮する

/

/

/

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

/

その他

処理名 0.0　本紙 備考

(1)中間ファイル(選択番号)を読み込む

版 頁数

移記:身分事項並べ替え システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/5

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(6)同画面を編集する

(2)個人管理番号に該当する戸籍の｢氏名｣｢個人特定｣｢戸籍特定｣情報を中間ファイル(仮戸籍)を読む －受領番号
－選択事件コード
－在外送付区分

●戸籍管理番号
－身分事項処理区分
－身分事項明細番号
－身分事項記録コード

(3)個人管理番号に該当する戸籍の｢身分事項｣情報を中間ファイル(仮戸籍)を読む

(4)中間ファイル(身分事項)を編集･出力する [1.0]

(5)中間ファイル(身分事項)から移記:身分事項並べ替え画面を編集･出力する [2.0]

(8)審査(OK:YES,NG:NO) [3.0]

(10)中間ファイル(身分事項)から移記:身分事項並べ替え画面を
編集･出力する

[2.0]

YES

当PFキーにより中間ファイル(仮戸籍)に並
べ替えの処理結果が反映される

実行キー

PF1

PF2

PF4

PF5

(22)前ページ分の移記:身分事項並べ替え画面を出力する

(23)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(24)次ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(25)次ページ分の移記:身分事項並べ替え画面を出力する

(26)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(27)中間ファイル(身分事項)を基に中間ファイル(仮戸籍)の身分事項の並べ替えを行う

　→

(13)中間ﾌｧｲﾙをすべて削除する,届書ﾌｧｲﾙの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(15)中間ファイルをすべて削除する,届書ファイルの｢届書排他区分｣に'0'を設定する

(18)前画面へ,中間ファイル(身分事項)を削除する

(20)前ページがあるか?(ある:YES,ない:NO)

(9)中間ファイル(身分事項)を新明細番号に従って並べ替えを行う

(12)チェックで編集したメッセージを表示する

PF7

PF8

PF9

(28)中間ファイル(身分事項)を削除する

(7)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF4,PF5,PF7,PF8,PF9,その他)

(31)同画面を編集する

(11)同画面を編集する

(16)移記戸籍選択処理に制御を
渡す

(17)移記戸籍構成員一覧に制御
を渡す

(19)移記:身分事項表示一覧に
制御を渡す

(21)同画面を編集する

(14)業務選択に制御を渡す

(30)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

｢処理中止｣｢届書ロック解除｣

｢処理終了｣

｢当プロセスのみ処理中止｣

(29)身分事項表示処理に制御を
渡す

～
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版 頁数

移記:身分事項並べ替え システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/5

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 1.0中間ファイル(身分事項)編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(身分事項) ←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)身分事項

――――――― 身分事項の記録件数を格納する

:1身分事項毎に+1を付加する

:身分事項記録区分
 0:既存の記録
 1:審査処理で記録
 2:移記処理(事件別)で記録
 3:移記処理(個人情報)で記録

複数明細あり
(認知等,同一記録コードの明細
が複数あり得る野で注意するこ
と)身分事項名称 有

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

中間ファイル(仮戸
籍)

身分事項情報管理

中間ファイル(仮戸
籍)

明細番号 ――――――― ―――――――

身分事項記録区分 身分事項記録区分

中間ファイル(身分
事項)

明細件数 ―――――――

身分事項コード タイトルコード

タイトルコード身分事項情報共通
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13

処理名 2.0 移記:身分事項並べ替え画面編集･出力

受取側 引渡側

版 頁数

移記:身分事項並べ替え システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/5

第7
2

(9)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)移記:身分事項並べ替え画面

移記:身分事項並べ
替え画面

現ページ/総ページ

漢字氏名

生年月日

筆頭者区分

配偶者区分

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

筆頭者区分

記号名

明細番号

←(引渡側)中間ファイル(身分事項)

Z9/Z9――――――― ―――――――

有 『筆頭者』

生年月日 有

中間ファイル(仮戸
籍)

個人特定情報

漢字氏名

本籍

有

本籍コード

配偶者区分

有

―――――――

身分事項名称

中間ファイル(身分
事項)

――――――― 入力項目,表示する身分事項の身分事項処
理区分が0〔既存の記録〕の場合,その者
が戸籍に変動がなければ,新明細番号を入
力不可(プロテクト)する

　　戸籍に変動がない者の従前の記録は
並べ替えできない

新明細番号

『夫』『妻』『生存配偶者』

本籍

身分事項

明
細
件
数

1
～

1身分事項毎に+1して表示する
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/

/

YES /

/

入籍 /

NO /

/

/

/

NO /

改定日付

処理名 3.0　審査 備考

版 頁数

移記:身分事項並べ替え システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/5

第7
2

(9)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

YES

変動
なし

YES

NO

(9)　→　(16)へ

(10)既存の記録(従前からある記録)の明細の明細番号を新明細番号と
しているか?

(13)　→　(16)へ

(14)明細番号を新明細番号に転送する

(15)　→　(11)へ

(11)エラーメッセージ

｢入力された明細番号は既存の記録ですので,並べ替えできません。｣

(17)エラーメッセージ

｢入力されている明細番号が重複しています。｣

(2)本紙へ

(16)新明細番号は重複しているか?　(YES,NO)

/

(7)本紙へ

(12)本紙へ

(6)エラーメッセージ

｢入力された明細番号が身分事項件数を超えています。｣

:中間ファイル(仮戸籍)の個人特定情報/管理で判断する

新明細番号が入力されていない場合も,中間
ファイル(身分事項)の並べ替えは,新明細番号
を基に行うため,同一番号を設定する

(3)新明細番号が入力されているか?　(YES,NO)

(1)中間ファイル(身分事項)の明細件数の数だけ(3)～(19)の処理を繰り返す

(4)新明細番号≦中間ファイル(身分事項)の明細件数であるか?(YES,NO)

(5)　→　(8)へ

(8)該当者は『戸籍に入籍する者』か『戸籍に変動のない者』か?

(19)→

YES

NO

(18)本紙へ チェック済[(3)～(15)]の新明細番号のす
べてと比較し,判断する

戸籍に変動ない者の既存の記録(従前から

ある記録)の並べ替えは不可
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｢決裁用帳票出力｣処理

第7.2.(10)



作業名 作成者 作成日付

　決裁処理において,戸籍の記載確認を行うための補助資料出力処理であり,仮戸籍表示と同様に『受理』の届のもののみが,出力対象である。
この処理は,単独での処理の形態をとらず,他の処理の中で出力処理を行う。

　1.出力様式
　　　様式は,｢全部事項証明｣に準じる。
　　　但し,表題を｢決裁用帳票｣とし,認証文･認印の出力は行わない。又,記録事項は,訂正事項も含め,すべて出力させる。

　2.出力対象
　　　異動を伴う戸籍(記載のみも含む)すべてを一括出力する。又,各戸籍別にも選択できるようにする。
　　　　例示)夫(A)及び妻(B)となる者が,本籍人である婚姻で,夫の氏を称して新戸籍を管内に編製する場合

3.出力処理業務
　　運用に依存される処理のため,次の3つの処理で出力可能とする。(出力及び出力後の取扱いには,細心の注意を要する。)
　(1)処分決定処理･･処分決定(｢受理｣)後で,出力可。移記処理を要しない事件等。
　(2)移記処理………移記前後で,出力可。
　(3)決裁処理………決裁前で,出力可。

版 頁数

決裁用帳票出力処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/1

改定日付第7
2

(10)
システム処理の概要説明書

婚
姻
除
籍

A

婚
姻
除
籍

B

婚
姻
入
籍

B

婚
姻
入
籍

A

新
戸

A

一括出力対象

・夫の従前の戸籍

・妻の従前の戸籍

・夫妻の新戸籍
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｢決裁｣処理

第7.2.(11)



修正 処分区分に変更が生じない,届書の処理内容の誤りを修正するときは,本決裁
区分を指定する。
例外として処分区分『受理』が『受理処分の撤回』に変更になる場合は,本決
裁区分を指定する。　PF4

　　　3.決裁処理で入力可能な区分の意味　　　　2.未決裁一覧･決裁(受付)画面でのPFキー

　　　4.その他の決裁区分(決裁処理では入力不可)

届書の処理内容に誤りがない場合,処分区分に応じた処理を行わせ,届
書の処理を完結させること。

意味

人違いによる届書の入力誤りがあった場合に限り,本処分区分を指定
して,正しい事件本人に対する入力を再度行う。

誤処理

処分区分

決裁

意味決裁区分

仮9条2項表示

画面の初期化

意味決裁区分

決裁内容確定

決裁処理開始

前頁表示

次頁表示(一覧表示内)

エラー履歴表示

次頁表示

戸籍業務メニュー

決裁番号選択

　PF2

　PF3

　PF5

　PF6

　PF7

　PF8

　PF9

　PF10 決裁戸籍表示

　PF11

　PF12

　実行キー

戸籍業務メニュー

前頁表示(一覧表示内)

欠番 休日･夜間受領番号取得処理で取得した受付帳で,未使用の受付帳を無
効にする区分。
受付帳の決裁区分を欠番に変更する処理は,受付ファイルメンテ処理
で行う(決裁処理では行わない)

版 頁数

未決裁一覧･決裁処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 0/0

改定日付

　　　　(1) 未決裁一覧処理
　　　　　･受領番号が入力されたときは,その受領番号の届書の決裁画面を表示する。
　　　　　･支所番号が入力されたときは,その支所番号で受け付けた届書の一覧を表示し,その一覧から決裁する届書を選択する。
　　　　(2) 決裁処理
　　　　　･表示の管掌者が不適切の場合は,管掌者を変更する。
　　　　　･決裁区分にしたがって処理を行う。

決裁(受付)画面未決裁一覧画面
　　　　画面
PFキー

　PF1

第7
2

(11)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付
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中間ファイル(届書)

入出力区分

入出力

名称 名称入出力区分

出力

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(中間ファイル(未決裁一覧))

　　　　　　　　2.0　データ編集表(未決裁一覧画面)

　　　　　　　　3.0　データ編集表(中間ファイル(選択受領番号))

　　　　　　　　4.0　データ編集表(届書ファイル)

2.使用DB･ファイル一覧

中間ファイル(選択
受領番号)

中間ファイル(未決
裁一覧)

作業名

3.処理概要

　(1)未決裁届書の受領番号を入力する
　　 ア.受領番号の入力チェックを行う
　　 イ.決裁･受付に制御を渡す

　(2)支所番号を入力する
　　 ア.支所番号入力のチェックを行う
　　 イ.支所番号から未決裁届書の抽出･表示をする

　(3)選択番号を入力する
　　 ア.選択番号の入力チェックを行う
　　 イ.決裁･受付に制御を渡す

5.備考(特記事項含む)

　(1)中間ファイル(未決裁一覧)の機能
　　　 決裁を要する届書を指定された支所で抽出した後,未決裁一覧画面を表示する

　(2)中間ファイル(受領番号)の機能
　　　 選択した受領番号又は入力した受領番号を次機能に受け渡す

未決裁一覧

入出力

頁

1/8

版

1令和　年　月　日

1.詳細フロー

第7
2

(11) システム化調査研究会

改定日付作成日付

平成6年12月 1日
システム環境仕様書

作成者

未決裁一覧

未決裁一覧

届書ファイル
中間ファイル

(未決裁一覧)

中間ファイル
(選択受領番号)

決裁・受付
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/

YES /

NO

/

/

/

/

/

/

/

/

NO /

/

/

YES /

/

(25)届書ファイルの届書排他区分は0であ
る

(YES,NO)

(5) キー選択(実行キー,PF1,PF12,その他)

(6) 受領番号の入力がある(YES,NO)

(7) 受領番号をキーとして届書ファイルを検索する

頁数

2/8

YES

YES

版

1令和　年　月　日

改定日付

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付

備考0.0 本紙　(1/3)処理名

作業名

未決裁一覧

(1) 届書ファイルが存在する(YES,NO)

第7
2

(11) システム化調査研究会

作成者

(2)　→　(4)へ

(3) メッセージ『未決裁の届は存在しません(全て決裁済みです)』を表示する

(4) 未決裁一覧画面を表示する(選択番号は入力不可とする)

YES (11)中間ファイル(選択受領番号)を作成する [3.0]

決裁できる処分区分は『受理』『不受理』『返
戻』『受理処分の撤回』である

(12)届書ファイルの届書排他区分に1をセット
する

[4.0]

(23)入力の支所番号=届書ファイルの出張所番号であ
る

(YES,NO)
(24)届書ファイルの処分区分は保留以外である

(YES,NO)

実行キー

(15)同画面を編集する
　　→(4)へ

/

/

/

メッセージは業務選択画面で表示

(17)エラーメッセージ
　『該当の受領番号で未決裁の届は有りません』を表示する

NO

YES

YES

NO

YES

(14)エラーメッセージ『該当の受領番号の届書は現在処理
中です。決裁は行えません。』を表示する

NO

(16)エラーメッセージ
　『該当の受領番号で未決裁の届は有りません』を表示する

NO

(8) 届書ファイルは存在する(YES,NO)

(9)届書ファイルの処分区分は保留以外である(YES,NO)

(10)届書ファイルの届書排他区分は0である(YES,NO)

(13)決裁･受付へ制御を渡す:届書レコードの排他処理

(18)　→　(19)へ

(19)支所番号の入力がある(YES,NO)

(20)支所番号=99である(YES,NO)

(21)　→　(31)へ

(22)届書ファイルを読み,最後になるまで(23)～(29)の処理を繰り返す

YES
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/

/

NO /

NO /

NO /

/

/

/

/

NO /

NO /

/

/

/

/

/

/

(26)中間ファイル(未決裁一覧)を作成し,
件数をカウントする
→　(22)へ [1.0]

(34)中間ファイル(未決裁一覧)を作成し,件数
をカウントする　→　(31)へ

[1.0]

(39)中間ファイル(未決裁一覧)から未決裁一覧画面を編集する
　　メッセージ『決裁する届の番号を選択して下さい』を表示する
　　(選択番号の入力を可とし,受領番号の入力を不可とする) [2.0]

(43)届書ファイルの排他区分は0である

(YES,NO)

(36)　→　(31)へ

(37)　→　(38)へ

(38)件数は1件以上ある(YES,NO)

YES

(40)キー選択(実行キー,PF1,PF7,PF8,PF12,その他)

(41)選択番号の入力がある(YES,NO)

YES

実行
キー

(42)選択番号に該当する届書ファイルを検索する
　　(ある:YES,ない:NO)

(47)エラーメッセージ
　　『選択番号が誤っています。正しく入力して下さい』
を表示する

YES

NO

YES

NO

/

/

/

/

(46)決裁･受付へ制御を渡す

(48)同画面を編集する
　　→　(40)へ

未決裁一覧で選択中に,他で処理された場合の
確認。

届書レコードの排他処理

YES

(27)　→　(22)へ

(28)　→　(22)へ

(29)　→　(22)へ

(30)　→　(38)へ

(31)届書ファイルを読み,最後になるまで(32)～(36)の処理を繰り返す

YES

YES

(32)届書ファイルの処分区分は保留以外である(YES,NO)

(33)届書ファイルの届書排他区分は0である(YES,NO)

(35)　→　(31)へ

処理名 0.0 本紙　(2/3) 備考

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

未決裁一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/8

(44)中間ファイル(選択受領番号)を作成す
る

[3.0]
(45)該当の届書ファイルの届書排他区分に
1をセットする

[4.0]

 7-2-(11)-4



PF1

/

YES /

NO

/

YES /

NO

PF12

その
他

NO

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

未決裁一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/8

処理名 0.0 本紙　(3/3) 備考

(53)前ページがあるか(YES,NO)

(67)業務選択に制御を渡す

(69)同画面を編集する→(4)へ

　―――→

(52)業務選択へ制御を渡す

(56)同画面を編集する→(40)へ

(60)同画面を編集する→（10)へ

(62)同画面を編集する→(4)へ

(64)同画面を編集する→(40)へ

(66)同画面を編集する→(4)へ(65)メッセージ『未決裁の届は存在しません(全て決裁済みです)』を表示する

PF1

PF12

その他

(49)エラーメッセージ
　　『選択した届書ファイルは他で処理中です.決裁処理するこ
とはできません』を表示する

(50)メッセージ『決裁する届の番号を選択して下さい』を表示
する

(51)中間ファイル(未決裁一覧)を削除する

(54)前ページ分の未決裁一覧画面を編集する

(55)エラーメッセージ『先頭ページです』を表示する

(57)次ページがあるか(YES,NO)

(58)次ページ分の未決裁一覧画面を編集する

(59)エラーメッセージ『最終ページです』を表示する

(61)中間ファイル(未決裁一覧)を削除し,入力画面を初期化する

(63)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』を表示する

(68)入力画面を初期化する

(70)エラーメッセージ『無効なキーが押下されました。』を表示する

NO

NO

PF7

PF8
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版 頁数

未決裁一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/8

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　中間ファイル(未決裁一覧)作成処理 (受取側)中間ファイル(未決裁一覧)　　　　　　　　　←(引渡側)届書ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

処分区分 処分区分

受領番号 届書ファイル 受領番号

選択事件コード 選択事件コード

受理送付区分

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

送付日または受領日

受理送付区分

中間ファイル(未決
裁一覧)

送付日があれば送付日を設定
送付日がなければ受領日を設定

支所番号 出張所番号

届書での代表事件本人

他受領番号 同時決裁受領番号(1)

事件本人 事件本人1

受付日
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1～6

1～6

1～6

1～6

1～6

受付日

支所番号

事件本人

他受領番号 1～6

未決裁一覧画面

最大1画面6明細

本非区分名称
1～6

渉外区分名称
1～6

システム日付

現ページ,総ページ

版 頁数

未決裁一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/8

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　未決裁一覧画面表示処理 (受取側)未決裁一覧画面　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(未決裁一覧）

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

システム日付

入力支所番号

入力受領番号

システムで設定

未決裁一覧画面表示処理で設定

受領番号

処分区分名称
1～6

事件名

受理送付区分
名称

一連番号

1～6
受理送付区分

処分区分

受付日 有

渉外区分 有

本非区分 有

有

中間ファイル
　(未決裁一覧)

受領番号

支所番号

有

選択番号

他受領番号にデータがあれば,『*』
を表示する

事件本人

有

選択事件コード

 7-2-(11)-7



版 頁数

未決裁一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/8

処分区分

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

受理送付区分

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル(選択受領番号)作成処理 (受取側)中間ファイル(選択受領番号)　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(届書)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

受領番号 中間ファイル(届書) 受領番号

選択事件コード 選択事件コード

本非区分

ロック戸籍番号

(1～5)

ロック戸籍番号

(1～5)

処分区分

動態区分 動態区分

受理送付区分

出張所番号 出張所番号

本非区分

中間ファイル(選択
受領番号)

他受領番号 同時決裁受領番号(1)

決裁区分
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1:排他を設定する

届書ファイル

不受理申出処分区分

処分区分

決裁区分

届書排他区分 未決裁一覧処理

動態区分

届区分

渉外区分

事件別内容

処理日

本非区分

郵送日

受理送付区分

同時決裁受領番号

(1～5)

ロック戸籍番号

(1～5)

指示日

許可日

発送元

在外送付区分

送付日

受領番号

選択事件コード

出張所番号

受領日

処理名 4.0　届書ファイル更新処理 (受取側)届書ファイル　　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)未決済一覧処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

頁数

未決裁一覧 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/8

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版
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第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/15

改定日付

3.処理概要

　(1)決裁･受付画面を編集する
　(2)必要に応じ9条2項画面を表示する(PF9)
　(3)必要に応じ決裁戸籍画面を表示する(PF10)
　(4)必要に応じエラー履歴画面を表示する(PF11)
　(5)管掌者が修正された場合はそのチェックを行う
　(6)決裁区分の入力チェックを行う
　(7)決裁区分により決裁または修正または誤処理の処理をした後、業務選択に制御を渡す

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(決裁･受付画面)

　　　　　　　　2.0　単体チェック表

　　　　　　　　3.0　データ編集表(中間ファイル(選択受領番号))

　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル(仮戸籍))

　　　　　　　　5.0　データ編集表(届書ファイル)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

1.詳細フロー

5.備考(特記事項含む)

入力

出力

管掌者ファイル

中間ファイル(仮戸籍

出力

中間ファイル(選択
受領番号) 入出力

入力

入力

受付DB

仮戸籍ファイル

届書ファイル

決裁･受付

決裁･受付

中間ファイル
(選択受領番号)

中間ファイル
(仮戸籍)

エラー履歴9条2項表示

決裁戸籍表示

管掌者ファイル

届書ファイル

受付DB

仮戸籍ファイル
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/

/

/

/
/

/

YES /

NO /

NO

/

[5.0] /

/

YES /

/

/

/

/

/

味で,決裁区分の名称をそのまま使用する。

/

(10)同画面を編集する

(13)同画面を編集する

処理名 0.0 本紙　(1/4) 備考

版 頁数

決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/15

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(22)同画面を編集する

『受付データベース』の要件定
義書を参照

『誤処理』は決裁区分ではないが,名称を変更

すると修正が広範囲に及ぶため,決裁処理中に

おいては｢決裁処理で入力する区分｣という意

(23)決裁区分を中間ファイル(選択受領番号)に設定し更新する [3.0]

(27)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして仮戸籍ファ
イルを検索する

(28)該当の仮戸籍ファイルが存在する(YES,NO)

YES

1

NO

(19)入力項目がチェック済みである(YES,NO)

(21)エラーメッセージ｢実行キーを押下しないと決裁(PF3)処理はできませ
ん｣を表示する

(24)受付データベース処理　―――→

(25)決裁区分(1:『決裁』,2:『誤処理』,3:『修正』)

(26)中間ファイル(選択受領番号)の処分区分は受理である(YES,NO)

(1) 中間ファイル(選択受領番号)を読む

(2) 中間ファイル(選択受領番号)の受領番号と他受領番号をキーとして受付データベースを検索する

実行キー

(4) キー選択(実行キー,PF1,PF3,PF5,PF7,PF8,PF9,PF10,PF11,その他)

YES

NO

YES

(11)　→　(12)へ

(12)入力された決裁区分と決裁名称を決裁･受付画面号に設定する

(14)エラーメッセージを表示する

(3) 決裁･受付画面を編集する [1.0]

(5) 入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [2.0]

(6) 管掌者コードが入力された(YES,NO)

(7) 入力された管掌者コードに対応するコードがあるまで,管掌者
ファイルを読む(コードがある:YES,コードがない:NO)

(8) 管掌者名称を決裁･受付画面号に設定する　→　(12)へ

(9) エラーメッセージ
　　｢管掌者コードが間違っています。｣を表示する

(18)業務選択に制御を渡す

/

PF1

PF3

(15)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして届書ファイルを検索する

(17)中間ファイル(選択受領番号)を削除する

(16)届書ファイルの届書排他区分に0:(未)を設定して届書ファイルを更新する

(20)　→　(23)へ
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/

/

YES /

NO /

/

/

YES /

NO /

/

/

/

/

/

/

/

/

NO /

YES /

NO /

/

YES /

備考

版 頁数

決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

仮戸籍ﾌｧｲﾙから決裁する仮戸籍を抽出する

(36)身分事項は届出または移記で作成されたもので
ある(YES,NO)

/

(48)中間ファイル(選択受領番号)の選択事件コードは認知
届である (YES,NO)

(52)中間ファイル(選択受領番号)の選択事件コードは死亡
届または失踪届である (YES,NO)

『相続税法58条通知』の要件定義書を参照

『住基法9条2項』の要件定義書を参照

『戸籍データベース』の要件定義書を参照

『個人状態ファイル』要件定義書を参照

『不受理申出ファイル』の要件定義書を参照

『附票データベース』の要件定義書を参照

『民刑異動ファイル』の要件定義書を参照

『個人状態ファイル』要件定義書を参照

1 3/15

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(43)個人状態ファイル処理　――→

(29)該当の仮戸籍ファイルについて(30)～(40)の処理を繰り返す

(30)仮戸籍の戸籍事項の数だけ(31)～(33)の処理を繰り返す

(32)管掌者コードを設定する　→　(30)へ

(33)　→　(30)へ

(34)→(35)へ

(35)仮戸籍の身分事項の数だけ(36)～(38)の処理を繰り返す

(50)→(51)へ

(51)住基法9条2項処理　――→

(38)　→　(35)へ

仮戸籍管理情報で判断する

仮戸籍管理情報で判断する

(37)管掌者コードを設定する　→　(35)へ

(31)戸籍事項は届出または移記で作成されたもので
ある(YES,NO)

YES

(53)相続税法58条通知処理　――→

処理名 0.0 本紙　(2/4)

/

/

/

(39)→(40)へ

(40)中間ファイル(仮戸籍)を作成する　→　(29)へ[4.0]

(41)　→　(42)へ

(46)民刑異動ファイル処理　――→

(47)　→　(48)へ

(49)個人状態ファイル処理　――→

(44)不受理申出ファイル処理　――→

(45)附票データベース処理　――→

(42)戸籍データベース処理　――→
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NO /

YES /

NO /

/

/

YES /

NO /

/

/

/

/

届書ファイルの排他を解除する

(72)業務選択へ制御を渡す

(75)業務選択へ制御を渡す

※処分区分における誤処理は9である

(51)～(53)の処理と同じ

届書ファイルの排他を解除する

(68)業務選択へ制御を渡す

『発送ファイル』の要件定義書を参照

『統計』の要件定義書を参照

『戸籍データベース』の要件定義書を参照

『人口動態ファイル』の要件定義書を参照

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙　(3/4) 備考

版 頁数

決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/15

/

/

/

/

/

/

/(70)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして,仮戸籍ファイ
ル,エラー履歴ファイル,仮9条2項ファイルを各々検索し,該当のレコードが
あれば削除する
(71)中間ファイル(選択受領番号)を削除する

(65)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして,仮9条2項ファイ
ルを検索し,該当のレコードがあれば削除する

(67)中間ファイル(選択受領番号)を削除する

(64)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして,エラー履歴ファ
イルを検索し,該当のレコードがあれば削除する

NO

(63)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして,仮戸籍ファイル
を検索し,該当のレコードがあれば削除する

(66)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号に該当の届書ファイルを削除する

(54)　→　(55)へ

(55)中間ファイル(選択受領番号)の動態区分=1:要である
(YES,NO)

(60)中間ファイル(選択受領番号)のロック戸籍番号がある
(YES,NO)

(69)届書ファイルの処分区分に9(誤処理)を,届書排他区分に
0(未)を設定して,届書ファイルを更新する [5.0]

(73)届書ファイルの決裁区分に3(修正)を,届書排他区分に0(未)
を設定して届書ファイルを更新する [5.0]

(61)戸籍データベース処理　→

(77)届書ファイルの届書排他区分に0:(未)を設定して届書ファイルを更新す
る

[5.0]

PF5 (76)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして届書ファイルを検索する

(56)人口動態ファイル処理　→

(57)→(58)へ

(59)統計処理　→

(74)中間ファイル(選択受領番号)を削除する

(62)　→　(63)へ

(58)発送ファイル処理　→

2

3
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/

/

YES

NO

NO

/

YES

NO

NO

NO

その他

PF9

PF10

PF11

(97)エラーメッセージ｢無効なキーが押下されました｣を表示する

/

/

(94)9条2項表示処理に制御を渡す

(95)決裁戸籍表示処理に制御を渡す

(96)エラー履歴表示画面に制御を渡す

(98)同画面を編集する

(91)同画面を編集する

(88)現在表示の受領番号+1の受領番号で受付DBを検索する(ある:YES,な
い:NO)

(89)検索した受付DBの関連受領番号(1)=中間ファイル(選択受領番号)
の受領番号である(YES,NO)

(90)検索した受付DBの内容を表示する　　　　　　　　[1.0]

(92)エラーメッセージ｢最終ページを表示中です｣を表示する

(93)エラーメッセージ｢作成された受付帳は1件だけです｣を表示する

　―――→

　―――→

　―――→

YES

YES

PF8

(81)現在表示の受領番号-1の受領番号で受付DBを検索する

(80)中間ファイル(選択受領番号)の他受領番号にデータがある(YES,NO)

(78)中間ファイル(選択受領番号)を削除する

(82)検索した受付DBの関連受領番号(1)=中間ファイル(選択受領番号)の受
領番号である(YES,NO)

(85)エラーメッセージ｢先頭ページを表示中です｣を表示する

(86)エラーメッセージ｢作成された受付帳は1件だけです｣を表示する

(87)中間ファイル(選択受領番号)の他受領番号にデータがある(YES,NO)

PF7

YES

/

(79)未決裁一覧処理に制御を渡す

(84)同画面を編集する

PF7,PF8は1つの届の処理で複数の受付帳が
作成されるときに別の受付帳を表示するた
めのファンクションキー
(事件本人が3名以上いる場合の画面スク
ロールとは異なる)

処理名 0.0 本紙　(4/4) 備考

版 頁数

決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/15

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(83)検索した受付DBの内容を表示する [1.0]
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関連受領番号(1～5)

出張所番号

発送日

郵送日

本籍非本籍の別

許可日

渉外内容 有

許可日

渉外区分

有

指示日

(1～4)は事件本人複数レコードに対応し
ている
(1)　←　事件本人の1レコード目
(2)　←　事件本人の2レコード目
(3)　←　事件本人の3レコード目
(4)　←　事件本人の4レコード目

受付DB(受付)

有

有

有

有

有

有

処分区分

受付事件コード

出張所番号

発送日

郵送日

本非区分

事件発生時分

有

指示日 有

有

有

有

受付DB(事件本人) 事件本人区分

届出人区分

カナ氏名

漢字氏名

関連受領番号(1～5)

事件本人区分内容(1～4)

届出人表示(1～4)

カナ氏名(1～4)

漢字氏名(1～4)

生年月日(1～4) 生年月日

決裁･受付画面

収日 収日 有

発日 発日 有

受付日 受付日 有

事件発生日 事件発生日

処分内容

事件名

決裁内容 決裁区分 有

事件発生時分

受理送付の別 受理送付区分 有

受領番号 受領番号

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

有

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/15

処理名 1.0　決裁･受付画面編集(1/2) (受取側)決裁･受付画面　　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)受付データベース

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

決裁･受付

記号名 名称 記号名

受取側 引渡側

システム日付 システム日付

画面ID

現ページ,総ページ

 7-2-(11)-15



決裁･受付画面

届後戸籍の筆頭者

受付DB(受付)

システム処理

受付DB(受付)

届出人氏名2

届出人資絡2

届出人氏名1

送達確認1

送達確認2(1～4)

管掌者コード

管掌者

決裁区分

決裁区分の内容を表示有

有

管掌者コードを出力

管掌者コードの内容を表示

決裁内容

届出人氏名1

(1～4)は事件本人複数レコードに対
応している

送達確認1

送達確認2

届出人氏名2

届出人資格名称2

(*1)
受付事件コードが
｢1601｣:死亡　又は
｢4402｣:その他(本籍分明)　又は｢
4404｣:その他(死亡)のとき,｢届後本
籍｣≠空白　であればその内容を表示
する。
なお,このとき画面のタイトルを『死
亡日時』に変更する。

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

受付DB(事件本人)

受付DB(受付)

有

受付DB(事件本人)

届出人資格1 届出人資格名称1

有

本籍
本籍(1～4)

本籍コード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　決裁･受付画面編集(2/2) (受取側)決裁･受付画面　　　　　　　　←　(引渡側)受付データベース

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

頁

決裁･受付 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 7/15

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

届後本籍
(*1)
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No 必須 属性

1 ○ 数字

2 数字

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

決裁区分 (1:決裁,2:誤処理,3:修正)であること ｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

管掌者コード

処理名 画面名 画面ID

2.0　単体チェック 決裁･受付

版 頁数

決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/15

改定日付第7
2

(11)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付
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版 頁数

決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/15

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0　中間ファイル(選択受領番号)更新 (受取側)中間ファイル(選択受領番号)　　　　　　　　　←(引渡側)決裁･受付処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

処分区分

受領番号

選択事件コード

受理送付区分

本非区分

中間ファイル
(選択受領番号)

他受領番号

動態区分

出張所番号

ロック戸籍番号

(1～5)

決裁区分 決裁･受付処理 決裁区分
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版 頁数

決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/15

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0中間ファイル(仮戸籍)作成　(1/5) (受取測)中間ファイル(仮戸籍):戸籍特定　　　　　　　　←(引渡側)仮戸籍ファイル(戸籍特定)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

編製区分 編製区分

仮戸籍管理情報 仮戸籍ファイル(戸
籍特定)

仮戸籍管理情報

戸籍番号 戸籍番号

編製日 編製日

回復日 回復日

改製日 改製日

本籍コード 本籍コード

消除日 消除日

筆頭者 筆頭者

本籍 本籍

在籍者数 在籍者数

記録者数 記録者数

戸籍除区分 戸籍除区分

除籍者数 除籍者数

戸籍異動区分 戸籍異動区分

中間ファイル(仮戸
籍)

戸籍特定
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決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/15

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0中間ファイル(仮戸籍)作成(2/5) (受取測)中間ファイル(仮戸籍):戸籍事項　　　　　　　　←(引渡側)仮戸籍ファイル(戸籍事項)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

編製区分 編製区分

仮戸籍管理情報 仮戸籍ファイル(戸
籍事項)

仮戸籍管理情報

戸籍番号 戸籍番号

行番号 行番号

タイトルコード タイトルコード

出力区分 出力区分

管掌者コード 管掌者コード

記録コード 記録コード

戸籍事項項目 戸籍事項項目

事件発生日 事件発生日

中間ファイル(仮戸
籍)

戸籍事項
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システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/15

処理名 4.0中間ファイル(仮戸籍)作成(3/5) (受取測)中間ファイル(仮戸籍):個人特定　　　　　　　　←(引渡側)仮戸籍ファイル(個人特定)

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

決裁･受付

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

仮戸籍管理情報 仮戸籍ファイル
　　(個人特定)

仮戸籍管理情報

個人番号 個人番号

戸籍記録順位番号 戸籍記録順位番号

戸籍番号 戸籍番号

編製区分 編製区分

除籍日 除籍日

入籍日 入籍日

生年月日 生年月日

性別 性別

配偶者区分 配偶者区分

筆頭者区分 筆頭者区分

母 母

父 父

養父 養父

父母との続柄 父母との続柄

養父母との続柄 養父母との続柄

養母 養母

個人除区分

前個人番号 前個人番号

審査不可区分 審査不可区分

中間ファイル(仮戸
籍)
　　　 個人特定

個人除区分
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決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/15

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0中間ファイル(仮戸籍)作成(4/5) (受取測)中間ファイル(仮戸籍):氏名　　　　　　　　　　　←(引渡側)仮戸籍ファイル(氏名)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

編製区分 編製区分

仮戸籍管理情報 仮戸籍ファイル(氏
名)

仮戸籍管理情報

個人番号 個人番号

行番号 行番号

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

中間ファイル(仮戸
籍)

氏名
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システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/15

処理名 4.0中間ファイル(仮戸籍)作成(5/5) (受取測)中間ファイル(仮戸籍):身分事項　　　　　　　　　　　←(引渡側)仮戸籍ファイル(身分事項)

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

決裁･受付

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

仮戸籍管理情報 仮戸籍ファイル(身
分事項)

仮戸籍管理情報

個人番号 個人番号

出力区分

行番号 行番号

編製区分 編製区分

管掌者コード

記録コード 記録コード

タイトルコード タイトルコード

出力区分

中間ファイル(仮戸
籍)

身分事項

身分事項項目 身分事項項目

事件発生日 事件発生日

管掌者コード
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9(誤処理)

決裁区分:3(修正)

決裁区分が『誤処理』のとき設定

決裁区分が『修正』のとき設定

0:未を設定

届書ファイル

届書排他区分

同時決裁受領番号
　　　　　(1～5)

ロック戸籍番号
　　　　　(1～5)

事件別内容

不受理申出処分区分

処分区分

決裁区分

決裁･受付処理

受理送付区分

本非区分

郵送日

動態区分

届区分

渉外区分

許可日

指示日

処理日

在外送付区分

発送元

出張所番号

送付日

受領日

選択事件コード

受領番号

処理名 5.0　届書ファイル更新 (受取側)届書ファイル　　　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)決裁･受付処理

記号名 名称 記号名

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

決裁･受付 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/15
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中間ファイル(選択
受領番号)

中間ファイル(統計)

受付DB

届書ファイル

入力

入力

出力

出力

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(受付データベース)
　　　　　　　　2.0　データ編集表(中間ファイル(統計))

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

5.備考(特記事項含む)

3.処理概要
　(1)中間ファイル(選択受領番号)の内容を基に受付データベースを更新する
　(2)受理の場合は事件の統計を取る

1.詳細フロー

版 頁

受付データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/6

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

受付データ

ベース更新

届書ファイル
中間ファイル

(統計)

中間ファイル
(選択受領番号) 受付DB
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/

/

/

/

/

NO /

NO

/

/

/

/

NO /

NO

[1.0]

/

決裁区分を受付DBに設定する
誤処理は処分区分に設定し,受領番号の枝番を
カウントアップし履歴処理とする

同一処理で作成された受付DBにも決裁区分を設
定する(誤処理も同様)

･胎児認知の届出がなされている出生届

･身元不明の死亡(法91条1項)に対する本本籍分
明届(法91条2項,3項)

･既に受付帳に記載のある追完届　　他

上記に関して,各々の受付データベースに関連
受領番号を記載しなければいけない

※1つの届書入力処理で複数の受付データベー
スが作成されるときの,関連受領番号の記録は
処分決定でされるので,決裁では決裁区分又は
処分区分の設定だけでよい
(6)～(8)がその処理である

･決裁区分を受付DBに設定する

(1)中間ファイル(選択受領番号)を読む

(2)受領番号で受付DBを検索する

(3)中間ファイル(選択受領番号)の他受領番号にデータがある(YES,NO)

YES

YES

YES

(5)(6)～(9)の処理を繰り返す

(6)次の受領番号で受付DBを検索する(ある:YES,ない:NO)

(7)検索した受付DBの関連受領番号(1)=中間ファイル(選択受領番号)の受領
番号である(YES,NO)

(9)→(19)へ

(10)→(19)へ

(11)中間ファイル(選択受領番号)の決裁区分は1:『決裁』である

(17)→(19)へ

　　決裁区分が2:『誤処理』のとき,検索した受付DBの処分区分
に設定し履歴をとる

/

(13)届書ファイルの関連受領番号(事件別内容)にデータがある(YES,NO)

NO

NO

YES

YES

YES

(14)受付DBの関連受領番号(1～5)の空いている項目に届書ファ
イルの関連受領番号(事件別内容)を,決裁区分に1を設定し,受付
DBを更新する

[1.0]

(15)関連受領番号をキーとして受付データベースを検索する

(ある:YES,ない:NO)

(16)受付DBの関連受領番号(1～5)の空いている項目に,届
書ファイルの関連受領番号(事件別内容)を設定し,受付DB
を更新する

[1.0]

(18)決裁区分が1:『決裁』又は3:『修正』のとき,検索した受付
DBの決裁区分に設定し更新する [1.0]

/

/

(12)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして届書ファイルを検索する

/

/

(4)決裁区分が1:『決裁』又は3:『修正』のとき,受付DBの決裁区分に設定し更新す
る
　 決裁区分が2:『誤処理』のとき,受付DBの処分区分に設定し履歴をとる

[1.0]
[1.0]

(8)決裁区分が1:『決裁』又は3:『修正』のとき,検索した
受付DBの決裁区分に設定し更新する
　 決裁区分が2:『誤処理』のとき,検索した受付DBの処分
区分に設定し履歴をとる→(6)へ

[1.0]

[1.0]

処理名 0.0 本紙(1/2) 備考

版 頁数

受付データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/6

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

/
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/

/

/

/
YES /
NO /

/

/

/

NO /
NO

NO

NO

NO

NO

/

/

　―→

YES

YES

YES

YES

YES

(32)→(28)へ

　―→

　―→

　―→

/

/

YES (20)中間ファイル(選択受領番号)の処分区分は1:『受理』である(YES,NO)

(22)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号で受付DBを検索する

(25)→(26)へ

(26)中間ファイル(選択受領番号)の他受領番号にデータがある(YES,NO)

(27)以下の処理((28)～(32))を繰り返す

(28)次の受領番号で受付DBを検索する(ある:YES,ない:NO)

(29)検索した受付DBの関連受領番号(1)=中間ファイル(選択受領
番号)の受領番号　である(YES,NO)

　―→

(23)受付DBの発日と収日にデータがある(YES,NO)

(21)中間ファイル(選択受領番号)の出張所番号で中間ファイル(統計)
を作成し,受理送付区分と本非区分を設定する [2.0]

(24)中間ファイル(統計)の伺い数に1を加える [2.0]

(30)受付データベースの発日と収日にデータが
ある (YES,NO)

(31)中間ファイル(統計)の伺い数に1を加
える [2.0]

処理名 0.0 本紙(2/2)

(33)次の処理を行う

　―→

伺いの統計をとる

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

伺いの統計をとる

備考

版 頁数

受付データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/6

(19)中間ファイル(選択受領番号)決裁区分は1:『決裁』である(YES,NO)

以降,統計処理を行う

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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版 頁数

受付データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/6

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0受付データベース更新(1/2) (受取側)受付DB(受付)　　　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)受付データベース処理,届書ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

誤処理のとき枝番をカウントアップ
し履歴処理とする

出張所番号

受領番号

受付日

受付事件コード

事件発生日

事件発生日時

事件発生時分

本非区分

受理送付区分

発送日

渉外区分

発日

郵送日

指示日

収日

関連受領番号(1～5) 届書ファイル 関連受領番号 事件別内容にあるデータ

許可日

届出人資格名称1

届出人資格区分1

届出人資格区分2

届出人氏名1

届出人氏名2

届出人資格名称2

届後本籍コード

届後本籍区分

届後本籍

受付DB(受付)
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受付データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/6

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

処理名 1.0受付データベース更新(2/2) (受取側)受付DB(受付)　　　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)受付データベース処理,届書ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受付DB(受付)

処分区分 受付データベース処
理

決裁区分

届書送付目録区分

送達確認1

届後戸籍の筆頭者

決裁区分が1:『決裁』または
　　　　　3:『修正』
のとき設定する

決裁区分 決裁区分

決裁区分が2:『誤処理』のとき設定
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相続税法58条通知作成数

受領番号

受理送付区分

附票全部記載数

附表一部消除数

附表全部消除数

附票通知作成数

住民票通知作成数

全部除籍数

記号名 名称 記号名

受取側 引渡側

住民票異動作成数

受理送付区分

伺い数

中間ファイル(統計)

附票一部記載数

伺い数受付データベース処理

6/6

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

処理名 2.0　中間ファイル(統計)作成 (受取側)中間ファイル(統計)　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(選択受領番号),受付データベース

第7
2

(11)
データ編集表

作業名

受領番号

新戸籍編製数

増減本籍人数

作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

受付データベース

増減戸籍数

本非区分 本非区分

中間ファイル(選択
受領番号)

出張所番号 出張所番号
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中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍) 入出力

番号取得ファイル 入出力

3.処理概要
　(1)仮戸籍ファイルを基に以下の処理を行う
　(2)戸籍編製が新戸籍編製の場合,戸籍番号を取得し,仮戸籍ファイルに付加する
　(3)戸籍に入籍者がいる場合,個人番号を取得し,仮戸籍ファイルに付加する

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(中間ファイル(仮戸籍):戸籍特定更新)
　　　　　　　　2.0 データ編集表(中間ファイル(仮戸籍):戸籍事項更新)
　　　　　　　　3.0 データ編集表(中間ファイル(仮戸籍):個人特定更新)
　　　　　　　　4.0 データ編集表(中間ファイル(仮戸籍):氏名更新)
　　　　　　　　5.0 データ編集表(中間ファイル(仮戸籍):身分事項更新)
　　　　　　　　6.0 データ編集表(戸籍番号更新)
　　　　　　　　7.0 データ編集表(個人番号更新)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

1.詳細フロー

5.備考(特記事項含む)
　(1)仮戸籍ファイルについて
　　ア.本籍人の戸籍に関してファイルが作成される(処分区分が受理のみ)
　　　 本籍人:従前の戸籍が本籍地にあるまたは異動後の戸籍が本籍地に編製される
　　 ※非本籍人,外国人に関してはファイルを作成しない
　　イ.仮戸籍ファイルは異動後の戸籍の形態で作成される
　　　　(異動前の情報を持つ必要はない)
　　ウ.異動者だけでなく,戸籍の全構成員について作成される

版 頁

戸籍･個人番号取得 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/9

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

戸籍･個人番号

取得

中間ファイル

(仮戸籍)
番号取得

ファイル
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

NO /

/

/

『決裁･受付』の要件定義書に戻る(26)次の処理を行う

(4)戸籍編製区分は新戸籍編製である(YES,NO)

YES

(7)構成員の数だけ(8)～(9)の処理を繰り返す

(6)戸籍番号に1をたす

(5)｢戸籍番号+1｣を中間ファイル(仮戸籍)の戸籍番号に設定する

(8)｢個人番号+1｣を中間ファイル(仮戸籍)の個人番号に設定する

(9)個人番号に1をたす→(7)へ

(10)中間ファイル(仮戸籍):戸籍特定を更新する [1.0]

(11)中間ファイル(仮戸籍):戸籍事項を更新する [2.0]

(12)中間ファイル(仮戸籍):個人特定を更新する [3.0]

(13)中間ファイル(仮戸籍):氏名を更新する

(2)番号取得ファイルを読み個人番号を取得する

(3)中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(4)～(23)の処理を繰り返す

(22)→(15)へ

既存の戸籍に入籍するときは,個人番号を取得する

(15)構成員の数だけ(16)～(22)の処理を繰り返す

[4.0]

(16)個人異動区分は入籍である(YES,NO)

(17)｢個人番号+1｣を中間ファイル(仮戸籍)の個人番号に設定する

(18)個人番号に1をたす

処理名 0.0 本紙 備考

(1)番号取得ファイルを読み戸籍番号を取得する

新戸籍編製のときの構成員は全員新しい戸籍に
入籍するので,個人番号を各々に取得する

新戸籍編製であれば戸籍番号を付加する

(14)中間ファイル(仮戸籍):身分事項を更新する→(3)へ [5.0]

(19)中間ファイル(仮戸籍):個人特定を更新する [3.0]

(20)中間ファイル(仮戸籍):氏名を更新する [4.0]

YES

(21)中間ファイル(仮戸籍):身分事項を更新する→(15)へ

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

戸籍･個人番号取得 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/9

改定日付

[5.0]

(24)戸籍番号を番号取得ファイルの戸籍番号にセットして番号取得ファイルを更新する [6.0]

(25)個人番号を番号取得ファイルの個人番号にセットして番号取得ファイルを更新する [7.0]

(23)→(3)へ

NO
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版 頁数

戸籍･個人番号取得 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/9

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　中間ファイル(仮戸籍):戸籍特定更新 (受取側)中間ファイル(仮戸籍):戸籍特定　　　　　　　　←(引渡側)番号取得ファイル(戸籍番号)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

編製区分

仮戸籍管理情報

改製日

番号取得ﾌｧｲﾙ･個人番号+1を設定する

編製日

戸籍番号 番号取得ファイル
(戸籍番号)

消除日

回復日

本籍

本籍コード

在籍者数

記録者数

筆頭者

中間ファイル (仮戸
籍)

戸籍特定

戸籍異動区分

戸籍除区分

除籍者数
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版 頁数

戸籍･個人番号取得 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/9

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　中間ファイル(仮戸籍):戸籍事項更新 (受取側)中間ファイル(仮戸籍):戸籍事項　　　　　　　　←(引渡側)番号取得ファイル(戸籍番号)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

編製区分

仮戸籍管理情報

出力区分

戸籍番号 番号取得ファイル
(戸籍番号)

番号取得ﾌｧｲﾙ･個人番号+1を設定する

行番号

タイトルコード

記録コード

中間ファイル(仮戸
籍)

戸籍事項

戸籍事項項目

事件発生日

管掌者コード
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版 頁数

戸籍･個人番号取得 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/9

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0　中間ファイル(仮戸籍):個人特定更新 (受取側)中間ファイル(仮戸籍):個人特定　　　　　　　←(引渡側)番号取得ファイル(戸籍番号)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

編製区分

仮戸籍管理情報

番号取得ﾌｧｲﾙ･戸籍番号+1を設定する

個人記録順位番号

番号取得ﾌｧｲﾙ･個人番号+1を設定する

戸籍番号

個人番号 番号取得ﾌｧｲﾙ(個人番
号)
番号取得ﾌｧｲﾙ(戸籍番
号)

除籍日

入籍日

性別

生年月日

配偶者区分

筆頭者区分

母

父

養父

父母との続柄

養父母との続柄

養母

中間ファイル(仮戸
籍)

個人特定

審査不可区分

個人除区分

前個人番号
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第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

戸籍･個人番号取得 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/9

改定日付

処理名 4.0　中間ファイル(仮戸籍):氏名更新 (受取側)中間ファイル(仮戸籍):氏名　　　　　　　　　　←(引渡側)番号取得ファイル(個人番号)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

編製区分

仮戸籍管理情報中間ファイル(仮戸
籍)

番号取得ﾌｧｲﾙ･個人番号+1を設定する

行番号

個人番号 番号取得ファイル(個
人番号)

カナ氏名

氏名

漢字氏名
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版 頁数

戸籍･個人番号取得 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/9

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.0　中間ファイル(仮戸籍):身分事項更新 (受取側)中間ファイル(仮戸籍):身分事項　　　　　　　←(引渡側)番号取得ファイル(個人番号)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

編製区分

仮戸籍管理情報

出力区分

番号取得ﾌｧｲﾙ･個人番号+1を設定する

行番号

個人番号 番号取得ファイル(個
人番号)

記録コード

タイトルコード

中間ファイル(仮戸
籍)

身分事項

身分事項項目

事件発生日

管掌者コード
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第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

戸籍･個人番号取得 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/9

改定日付

処理名 6.0　戸籍番号更新 (受取側)番号取得ファイル(戸籍番号)　　　　　　　　　←(引渡側)戸籍･個人番号取得処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

番号取得ファイル
(戸籍番号)

番号種別 1:戸籍番号

戸籍番号 戸籍･個人番号取得処理 戸籍番号
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記号名

処理名 7.0　個人番号更新 (受取側)番号取得ファイル(個人番号)　　　　　　　　　←(引渡側)戸籍･個人番号取得処理

受取側 引渡側

戸籍･個人番号取得処理

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

頁数

9/9

番号取得ファイル
(個人番号)

番号種別 2:個人番号

個人番号 個人番号

令和　年　月　日 1

名称 記号名

改定日付 版第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

戸籍･個人番号取得 システム化調査研究会 平成6年12月 1日
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5.備考(特記事項含む)
　(1)　仮戸籍ファイルについて
　　ア.本籍人の戸籍に関してファイルが作成される(処分区分が受理のみ)
　　　 本籍人:従前の戸籍が本籍地にあるまたは異動後の戸籍が本籍地に編製される
　　 ※非本籍人,外国人に関してはファイルを作成しない
　　イ.仮戸籍ファイルは異動後の戸籍の形態で作成される
　　　　(異動前の情報を持つ必要はない)
　　ウ.異動者だけでなく,戸籍の全構成員について作成される

戸籍データベース 出力

中間ファイル(統計) 出力

中間ファイル(仮戸籍) 入力

中間ファイル(選択受
領番号) 入力

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)仮戸籍ファイルを基に以下の処理を行う

　(2)処分区分が受理であれば,中間ファイル(仮戸籍)の更新情報(DB更新･追加)に従って,
戸籍データベース(戸籍特定,戸籍事項,氏名,個人特定,身分事項)の更新･追加を行う

　(3)処分区分が受理以外であれば,戸籍DBのロックを解除する(戸籍特定DBの更新)

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(戸籍特定:処分区分が受理の場合)
　　　　　　　　2.0 データ編集表(戸籍事項)
　　　　　　　　3.0 データ編集表(氏名)
　　　　　　　　4.0 データ編集表(個人特定)
　　　　　　　　5.0 データ編集表(身分事項)
　　　　　　　　6.0 データ編集表(戸籍特定:処分区分が受理以外の場合)
　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル(統計))

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

版 頁

戸籍データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/10

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

戸籍データ

ベース更新

中間ファイル

(統計)

中間ファイル
(選択受領番号)

戸籍データ

ベース

中間ファイル

(仮戸籍)
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

NO /

/

/

/

NO /

/

/

/

YES /

(13)身分事項情報を身分事項DBに追加する→(12)へ [5.0]

(17)中間ファイル(統計)の増減戸籍数から1を引き、全部
除籍数、附票全部消除数に1を加える。 [7.0]

(18.3)中間ファイル(統計)の増減本籍人数から1を引
く

[7.0]

(19)戸籍特定情報で該当の戸籍特定DBを更新する [1.0]

(22)戸籍事項情報を戸籍事項DBに追加する→(20)へ [2.0]

/

NO

(21)戸籍事項は今回の処理で作成されたものか(YES,NO)

YES

YES

YES

(18)　→　(18.1)へ

(18.1)戸籍編製区分は新戸･全除である(YES,NO)

(18.4)　→　(19)へ

(20)戸籍事項の数だけ(21)～(23)の処理を繰り返す

(23)　→　(20)へNO

(6)戸籍事項の数だけ(7)の処理を繰り返す

(12)身分事項の数だけ(13)の処理を繰り返す

(14)　→　(8)へ

(16)戸籍編製区分は全部除籍または新戸･全除である(YES,NO)

(11)氏名情報を氏名DBに追加する

(2)中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(3)～(39)の処理を繰り返す

(3)戸籍編製区分は新戸籍編製または新戸･全除である(YES,NO)

新戸籍が編製された場合は仮戸籍の全部の情報
を戸籍データベースに追加する

(18.2)戸籍事項の数だけ(18.3)の処理を繰り返す 統計処理

統計処理

[4.0]

(15)　→　(2)へ

YES /

(8)構成員の数だけ(9)～(14)の処理を繰り返す

統計処理(4)中間ファイル(統計)の増減戸籍数、新戸籍編製数、附票全部
記載数に1を加える [7.0]

(5)戸籍特定情報を戸籍特定DBに追加する [1.0]

(7)戸籍事項情報を戸籍事項DBに追加する→(6)へ [2.0]

(9)中間ファイル(統計)の増減本籍人数に1を加える [7.0]

(10)個人特定情報を個人特定DBに追加する [3.0]

処理名 0.0 本紙　(1/2) 備考

(1)中間ファイル(仮戸籍)があるか(YES,NO)

版 頁

戸籍データベース システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 2/10

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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/

/

[7.0] /

/

YES /

/

/

/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

/

/

/

YES /

/

NO

(48)次の処理を行う

統計処理

統計処理

氏の変更･名の変更があった場合,氏名DBに追加
する

『受理』以外のときは,届書入力審査でロック
した戸籍を解除する

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

『決裁･受付』の要件定義書に戻る(42)次の処理を行う

/

/

入籍

除籍

(28)戸籍編製区分は全部除籍である(YES,NO)

(29)　～　(32)へ

NO

その他 (31)　～　(32)へ

(33)今回の処理で氏名が変更になったか(YES,NO)

(32)個人特定情報で該当の個人特定DBを更新する [3.0]

　→

　→

NO

(45)ロック戸籍番号(1～5)に戸籍番号があるだけ(46)～(47)の処理を繰り返す

(46)戸籍番号をキーとして戸籍特定DBを検索する

(35)　～　(36)へ

YES

NO

(36)身分事項の数だけ(37～(39)の処理を繰り返す

　→

(43)中間ファイル(選択受領番号)を読む

(44)ロック戸籍番号に戸籍番号が格納してあるか(YES,NO)

(41)　→　(2)へ

(37)身分事項は今回の処理で作成されたものか(YES,NO)

(39)　→　(36)へ

(34)氏名情報を氏名DBに追加する [4.0]

(38)身分事項の数だけ身分事項DBに追加する [5.0]

(47)戸籍特定DBの戸籍異動区分に0をセットして戸籍特定DBを更
新する(戸籍ロックの解除)　→　(45)へ [6.0]

統計処理

処理名 0.0 本紙(2/2) 備考

(24)構成員の数だけ(25)～(39)の処理を繰り返す

(25)個人異動区分(入籍,除籍,その他)

(40)　→　(24)へ

/(26)中間ファイル(統計)の増減本籍人数と附票
一部記載数に1を加える [7.0]

(27)中間ファイル(統計)の増減本籍人数から1を引く

(30)中間ファイル(統計)の附票一部消除数
に1を加える [7.0]

改定日付 版 頁数

戸籍データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/10

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付
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版 頁数

戸籍データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/10

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 1.0　戸籍DB(戸籍特定)更新/受理 (受取側)戸籍データベース(戸籍特定)　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍):戸籍特定

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

回復日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

回復日

戸籍除区分

編製日 編製日

戸籍番号 戸籍番号中間ファイル(仮戸
籍)

改製日 改製日

本籍コード 本籍コード

消除日 消除日

戸籍特定

0:ロック解除が設定されている戸籍異動区分 戸籍異動区分

戸籍除区分

戸籍データベース
(戸籍特定)

在籍者数 在籍者数

記録者数 記録者数

筆頭者 筆頭者

本籍

除籍者数 除籍者数

本籍
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第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

戸籍データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/10

改定日付

処理名 2.0 戸籍DB(戸籍事項)更新 (受取側)戸籍データベース(戸籍事項)　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍):戸籍事項

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

行番号 行番号

戸籍番号 戸籍番号中間ファイル(仮戸
籍)

タイトルコード タイトルコード

出力区分出力区分 戸籍事項

戸籍事項項目

戸籍データベース
(戸籍事項)

管掌者コード 管掌者コード

記録コード 記録コード

事件発生日 事件発生日

戸籍事項項目
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版 頁数

戸籍データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/10

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0　戸籍DB(個人特定)更新 (受取側)戸籍データベース(個人特定)　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍):個人特定

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

個人記録順位番号 個人記録順位番号

入籍日 入籍日

戸籍番号 戸籍番号

個人番号 個人番号中間ファイル(仮戸
籍)

性別 性別

除籍日 除籍日

筆頭者区分 筆頭者区分

生年月日 生年月日

父 父

配偶者区分 配偶者区分

個人除区分 個人除区分

戸籍データベース
(個人特定)

前個人番号 前個人番号

養父母との続柄 養父母との続柄

養母 養母

養父 養父

父母との続柄 父母との続柄

母 母

個人特定

審査不可区分 審査不可区分
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第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

戸籍データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/10

改定日付

処理名 4.0　戸籍DB(氏名)更新 (受取側)戸籍データベース(氏名)　　　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍):氏名

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

行番号 行番号

個人番号 個人番号中間ファイル(仮戸
籍)

戸籍データベース
(氏名)

カナ氏名カナ氏名 氏名

漢字氏名 漢字氏名
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第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

戸籍データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/10

改定日付

処理名 5.0　戸籍DB(身分事項)更新 (受取側)戸籍データベース(身分事項)　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍):身分事項

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

行番号 行番号

個人番号 個人番号中間ファイル(仮戸
籍)

タイトルコード タイトルコード

出力区分出力区分 身分事項

身分事項項目

戸籍データベース
(身分事項)

管掌者コード 管掌者コード

記録コード 記録コード

事件発生日 事件発生日

身分事項項目
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戸籍データベース処理

版 頁数

戸籍データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/10

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.0　戸籍DB(戸籍特定)更新/不受理 (受取側)戸籍データベース(戸籍特定)　　　　　　　　　←(引渡側)戸籍データベース処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

編製日

戸籍番号

改製日

回復日

本籍コード

消除日

戸籍データベース
(戸籍特定)

在籍者数

記録者数

筆頭者

本籍

0:戸籍ロック解除を設定戸籍異動区分

戸籍除区分

除籍者数
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中間ファイル(統計)

相続税法58条通知作
成数

戸籍データベース処
理

戸籍データベース処
理

附票通知作成数

住民票通知作成数

住民票異動作成数

増減本籍人数

全部除籍数

附票一部記載数

附票一部消除数

受領番号

出張所番号

本非区分

増減本籍人数

全部除籍数

附票一部記載数

附票一部消除数

附票全部消除数 附票全部消除数

附票全部記載数 附票全部記載数

伺い数

新戸籍編製数 新戸籍編製数

増減戸籍数 増減戸籍数

令和　年　月　日

受理送付区分

1 10/10

処理名 7.0 中間ファイル(統計)更新 (受取側)中間ファイル(統計)　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)戸籍データベース処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

戸籍データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日
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5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(仮戸籍) 出力

個人状態ファイル 出力

中間ファイル(発送) 出力

届書ファイル 入力

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)後見届,保佐届,胎児認知届,胎児認知区分のある出生届の各届出の場合,個人状態ファ
イルを更新する

　(2)個人状態ファイルを持っている者が本籍地の他の戸籍に異動したとき,従前の内容を
異動先の個人状態ファイルに移す

　(3)胎児認知区分のある者が他市区町村の戸籍に異動したとき,中間ファイル(発送)の送
付書類区分の胎児認知フラグを設定する

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 別紙(後見届)
　　　　　　　　2.0 別紙(保佐届)
　　　　　　　　3.0 別紙(認知届〔胎児認知〕)
　　　　　　　　4.0 別紙(出生届)
　　　　　　　　5.0 データ編集表(個人状態ファイル:区分の更新)
　　　　　　　　6.0 データ編集表(個人状態ファイル:作成)
　　　　　　　　7.0 データ編集表(中間ファイル(発送))

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(選択受
領番号) 入力

版 頁

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/10

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

個人状態

ファイル更新

中間ファイル

(発送)

中間ファイル
(選択受領番号)

届書ファイル

中間ファイル

(仮戸籍)

個人状態

ファイル
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

NO /

NO /

/

/

/

/

/

版 頁

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 2/10

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

処理名 0.0 本紙　(1/2) 備考

(1)中間ファイル(選択受領番号)を読む

(2)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして届書ファイルを検索する

(3)届書の事件名(後見届、保佐届、認知届、出生届、その他)

後見届 (4) (7)次の処理を行う 『受付･決裁』の要件定義書に戻る　(4)削除

保佐届

認知届

(5)保佐届の処理を行う(別紙『保佐届』を参照) [2.0]

(6)認知届の処理を行う(別紙『認知届』を参照) [3.0]

出生届

その他 (9)　→　(10)へ

(10)中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(11)～(34)の処理を繰り返す

(15)個人状態ファイルがある(YES,NO)

YES /

(11)構成員の数だけ(12)～(33)の処理を繰り返す

(12)中間ファイル(仮戸籍)の個人異動区分(入籍、除籍、その他)

入籍 (13)個人特定DBの前個人番号に個人番号がある(YES,NO) 個人状態ファイルを有している者が他の戸籍
(同一本籍地)に異動したときは、異動後も同じ
個人状態ファイルを作成する

YES (14)前個人番号をキーとして個人状態ファイルを検索する

(17)　→　(11)へ

(18)　→　(11)へ

除籍 (19)除籍者は他市町村への異動である(YES,NO)

YES (20)除籍者の個人番号をキーとして個人状態ファイルを検索する

(21)個人状態ファイルがある(YES,NO)

YES (22)胎児認知区分=1:有である(YES,NO)

YES (23)中間ファイル(発送)がある(YES,NO)

YES (24)中間ファイル(発送)の数だけ(25)～(27)の
処理を繰り返す

/

(25)中間ファイル(発送)の市区町村コード
と異動先の市区町村が同じ(YES,NO)

/

(8)出生届の処理を行う(別紙『出生届』を参照) [4.0]

(16)この個人状態ファイルと同じ内容で異動後
の個人に個人状態ファイルを作成する　→
(11)

[6.0]
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NO /

/

NO /

NO /

NO /

その他 /

/

版 頁

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 3/10

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

(32)　→　(11)へ

処理名 0.0 本紙(2/2) 備考

NO /

YES /

胎児認知の届出をしている者が他の市区町村に
異動した場合は、その旨の発送ファイルを作成
する

(26)中間ファイル
(発送)の送付書類区
分の胎児認知フラグ
に1を設定する→
(11)へ

[7.0]

(29)受領番号と異動先の市区町
村(本籍コード)で中間ファイル
(発送)を作成し、送付書類区分
の胎児認知フラグに1を設定す
る　→　(11)へ [7.0]

(27)　→　(24)へ

(28)　→　(29)へ

(33)　→　(11)へ

(34)　→　(10)へ

　――→ (35)次の処理を行う 『受付･決裁』の要件定義書に戻る

(30)　→　(11)へ

(31)　→　(11)へ
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/

/

/

/

/

YES

NO

NO /

/

/

/

/

YES

NO

NO /

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 4/10

改訂日付

処理名 1.0 別紙(後見届) 備考

(1) (1)～(17)まで削除

13:
禁治産宣
告の裁判
確定

(2)

(3)

YES (4)

(5)

(6) (8)

(7)

(9)　→　(2)へ

34:
禁治産宣
告取消の
裁判確定

(10)

(11)

YES (12)

(13)

(14) (15)

　→

(16)　→　(10)へ

その他 　→ (17)
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/

/

/

/

/

YES

NO

NO /

/

/

/

/

YES [5.0]

NO

NO /

その他

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 5/10

改訂日付

処理名 2.0 別紙(保佐届) 備考

(1)届書ファイルの届出原因区分(11、31、その他)

11:
準禁治産
宣告の裁
判確定

(2)
(2)～(9)まで削除

(3)

YES (4)

(5)

　→

(6) (8)

(7)

(9)　→　(2)へ

(14)準禁治産者区分:0を設定し、個人状態ﾌｧｲﾙを更新する

　→ (17)本紙へ戻る

31:
準禁治産
宣告取消
の裁判確
定

(10)中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の構成員の数だけ(11)～(16)の処理を繰り返す

(11)個人異動区分は記載である(YES,NO)

YES (12)個人番号で個人状態ファイルを検索する

(13)個人状態ファイルがある(YES,NO)

(15)本紙へ戻る 個人状態ファイルがある場合だけ更新する

(16)　→　(10)へ
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/

/

/

/

YES

NO

NO

NO

[5.0]

(6)個人状態ファイルを作成し,胎児認知区分:1を設定する [5.0]

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

処理名 3.0 別紙(認知届)

版 頁数

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/10

改定日付作成日付

備考

(1)届書ファイルの認知区分=1:胎児認知届である(YES,NO)

YES (2)母の個人番号がある(YES,NO) 母が本籍人の場合に限り胎児認知区分を設定す
る

YES (3)個人番号で個人状態ファイルを検索する

(4)個人状態ファイルは存在するか(YES,NO)

(7)本紙へ戻る 個人状態ファイルがあれば更新,なければ作成
する

(5)胎児認知区分:1を設定し,個人状態ファイルを更新する

　――→

　――→
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/

YES /

/

/

YES

NO

NO

NO

母に胎児認知区分がある場合は,出生により無
条件で区分を削除する

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/10

YES

個人状態ファイルがある場合だけ更新する(5)胎児認知区分:0を設定し,個人状態ファイルを更新する [5.0]

処理名 4.0 別紙(出生届) 備考

(1)届書ファイルの事件別内容に母の個人番号がある(YES,NO)

(2)個人番号で個人状態ファイルを検索する

(4)胎児認知区分は1である(YES,NO)

(6)本紙へ戻る

　――→

　――→

　――→

(3)個人状態ファイルは存在するか(YES,NO)
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版 頁

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 4 8/10

第7
2

(11)
データ編集表(補足説明)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.0個人状態ファイル更新(区分変更) (受取側)個人状態ファイル　　　　　←　　(引渡側)個人状態ファイル処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

個人番号 個人状態ファイル処
理

準禁治産者区分

準禁治産取消:『0』を設定する

個人状態ファイル

胎児認知区分 個人状態ファイル処
理

胎児認知届:『1』を設定する
出生届:『0』を設定する

犯歴区分

作成の場合は個人番号を設定

禁治産者区分

保留区分

受理処理伺い区分

破産宣告人区分

メモ

裁判所通知区分
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版 頁数

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/10

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

準禁治産者区分

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.0 個人状態ファイル作成 (受取側)個人状態ファイル　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)(前個人番号の)個人状態ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

システムで新しい個人番号を設定

禁治産者区分 (前個人番号の)個人
状態ファイル

禁治産者区分

個人番号

破産宣告人区分 破産宣告人区分

準禁治産者区分

個人状態ファイル

胎児認知区分 胎児認知区分

犯歴区分 犯歴区分

裁判所通知区分 裁判所通知区分

メモ メモ

保留区分 保留区分

受理処理伺い区分 受理処理伺い区分
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中間ファイル(発送)

出張所番号 出張所番号 設定

受領番号

届書

不受理申出

胎児認知

住民票通知

附票通知

本籍コードの上5桁(送付する市区町
村名がわかればよい)

本籍コードの上5桁を基に送付する市
区町村の郵便番号,住所,宛名を設定
する

中間ファイル(選択
受領番号)

仮戸籍ファイル

個人状態ﾌｧｲﾙ処理

受領番号

10/10

処理名 7.0 中間ファイル(発送)作成 (受取側)中間ファイル(発送)　　　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(選択受領番号),仮戸籍ファイル

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

個人状態ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日

受取側 引渡側

市区町村コード 本籍地

名称

令和　年　月　日 1

記号名 名称 記号名

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

更新の場合は胎児認知フラグのみを

住所 有

郵便番号 有

送付書類区分

宛名 有

有:『1』を設定する
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5.備考(特記事項含む)中間ファイル(発送)

1.詳細フロー

不受理申出ファイル 出力

3.処理概要
　(1)不受理申出ファイルを持っている者が本籍地の他の戸籍に異動したとき,従前の内容
を異動先の不受理申出ファイルに移す

　(2)不受理申出ファイルを持っている者が他市区町村の戸籍に異動したとき,中間ファイ
ル(発送)の送付書類区分の不受理申出フラグに1を設定する

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0データ編集表(不受理申出ファイル)

　　　　　　　　2.0データ編集表(中間ファイル(発送))

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍) 入力

出力

版 頁

不受理申出ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/4

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

不受理申出

ファイル作成

不受理申出

ファイル
中間ファイル

(仮戸籍)

中間ファイル

(発送)
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/

/

/

/

/

/

NO /

NO /

/

/

/

/

/

/

NO /

/

NO /

NO /

/

/

(24)次の処理を行う　――→

/

/

/

その他

YES

YES

(17)　→　(14)へ

(18)　→　(19)へ

(20)　→　(2)へ

(21)　→　(2)へ

(22)　→　(2)へ

NO

YES

YES

(23)　→　(1)へ

(4)個人特定DBの前個人番号にデータがある(YES,NO)

(5)前個人番号をキーとして不受理申出ファイルを検索する

(16)中間ファイル(発送)の送付書
類区分の不受理申出フラグに1を設
定する　→　(2)へ [2.0]

(19)受領番号と異動先の市区町村(本籍コード)で中間
ファイル(発送)を作成し,送付書類区分の不受理申出
フラグに1を設定する　→　(2)へ [2.0]

『受付･決裁』の要件定義書に戻る

(15)中間ファイル(発送)の市区町村コードと異
動先の市区町村が同じ(YES,NO)

(1)中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(2)～(23)の処理を繰り返す

(2)構成員の数だけ(3)～(22)の処理を繰り返す

(3)中間ファイル(仮戸籍)の個人異動区分(入籍,除籍,その他)?

(6)不受理申出ファイルがある(YES,NO)

YES

(8)　→　(2)へ

(9)　→　(2)へ

(10)除籍者は他市区町村へ異動する(YES,NO)

(11)除籍者の個人番号をキーとして不受理申出ファイルを検索する

(13)中間ファイル(発送)がある(YES,NO)

(14)中間ファイル(発送)の数だけ(15)～(17)の処理
を繰り返す

入籍

除籍

改定日付

YES

不受理申出ファイルを有している者が他の市区
町村に異動した場合は,その旨の発送ファイル
を作成する

(12)不受理申出ファイルがある(YES,NO)

不受理申出ファイルを有している者が他の戸籍
(同一本籍地)に異動したときは,異動後も同じ
不受理申出ファイルを作成する

(7)この不受理申出ファイルと同じ内容で異動
後の個人に不受理申出ファイルを作成する　→
(2)へ [1.0]

処理名 0.0 本紙 備考

版 頁数

不受理申出ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/4

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付
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版 頁数

不受理申出ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/4

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　不受理申出ファイル作成 (受取側)不受理申出ファイル　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)(前個人番号の)不受理申出ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

システムで新しい個人番号を設定

行番号 (前個人番号の）不
受理申出ファイル

行番号

個人番号

不受理申出事件コード

送付日

開始日 開始日

不受理申出事件コード

不受理申出ファイル

作成日 作成日

失効区分 失効区分

失効日 失効日

送付日

相手方氏名2 相手方氏名2

相手方氏名1 相手方氏名1
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版 頁数

不受理申出ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/4

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　中間ファイル(発送)作成 (受取側)中間ファイル(発送)　　　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(選択受領番号),仮戸籍ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

を設定

市区町村コード 本籍地

更新の場合は不受理申出フラグのみ

出張所番号 出張所番号

受領番号 受領番号

不受理申出

本籍コードの上5桁(送付する市区町村名
が分かればよい)

本籍コードの上5桁を基に送付する市区町
村の郵便番号,住所,宛名を設定する

宛名 有

有

住所 有

郵便番号

送付書類区分

胎児認知

中間ファイル(発送)

仮戸籍ファイル

有:『1』を設定する不受理申出ﾌｧｲﾙ処理

届書

住民票通知

附票通知

中間ファイル(選択
受領番号)
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版 頁

附票データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/10

改定日付

3.処理概要

　(1)届書ファイル･仮戸籍ファイル,附票データベースを基に以下の処理を行う

　(2)非本籍地から本籍地へ入籍した場合,出生等データを作成するだけの処理の場合に附
票データベースを作成する(住所,住定日は除く)

　(3)本籍地から本籍地へ異動した場合,従前の附票の最終住所とその住定日で異動後の附
票データベースを作成する

　(4)本籍地から非本籍地へ異動した場合,附票通知ファイルと発送ファイルを作成する

1.詳細フロー

第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

附票通知ファイル

2.使用DB･ファイル一覧

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(附票:個人番号登録のみ)

　　　　　　　　2.0　データ編集表(附票:作成)

　　　　　　　　3.0　データ編集表(附票通知ファイル)

　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル(統計))

　　　　　　　　5.0　データ編集表(中間ファイル(発送))

5.備考(特記事項含む)

サンプル
入出力区分 名称 入出力区分名称

中間ファイル(仮戸籍) 入力

中間ファイル
　(選択受領番号) 入力

中間ファイル(統計) 出力

出力

中間ファイル(発送) 出力

届書ファイル 入力

附票データベース 入出力

附票データ

ベース更新

附票通知

ファイル
中間ファイル
(選択受領番号)

中間ファイル

(発送)

届書ファイル

中間ファイル

(仮戸籍)
中間ファイル

(統計)

附票データ

ベース
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/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

/

/

/

NO /

/

/

/

/

YES /

版 頁数

附票データベース更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/10

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙　(1/4) 備考

(1)中間ファイル(選択受領番号)を読む

(7)　→　(8)へ

(8)構成員の数だけ(9)～(35)の処理を行う

(9)個人異動区分(入籍,除籍,その他)?

入籍

除籍

YES

YES

NO

YES

YES

NO

NO

/ 出生子は届書の情報で附票を作成する

(21)除籍者は他市区町村へ異動する(YES,NO)

(22)除籍者の個人番号をキーとして附票DBを検索する

出生 (4)戸籍の中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(5)～(36)の処理を繰り返す

/

/ 管外→管内は住所情報を除く附票を作成し,19-
3通知を待って処理する

出生子の住所が外国の場合は住所,住定日のな
い附票を作成する

非嫡出子の出生で母につき新戸籍編製をする場
合の母の処理

管内→管内の異動は従前の附票から最新の住所
を新附票へ移記する

(15)異動者は前個人番号を持っている(YES,NO)

(16)前個人番号で附票DBを検索する

(17)附票DBに住所が記載されている(YES,NO)

(13)中間ファイル(仮戸籍)の個人番号で附票を
作成する　→　(8)へ

[1.0]

/

/

(2)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして届書ファイルを検索する

(3)戸籍の届は何か(出生,国籍取得(帰化),就籍,その他)

(10)入籍者は出生子である(YES,NO)

(11)届書の住所は日本国内である

(14)　→　(15)へ

(5)棄児発見調書による処理か(YES,NO) 棄児は住所と住定日のない附票を作成する(住
基法19-1通知で処理する)

(6)中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍)の個人番号で附票を作成する　→　(4)へ [1.0]

(12)戸籍個人番号←中間ファイル(仮戸籍)の個人番
号
　　住所･方書←届書の住所･方書,
　　住定日←届書の生年月日　で附票を作成する
　　→　(8)へ

[2.0]

(18)戸籍個人番号←中間ファイル(仮戸籍)の個
人番号,住所･方書･住定日←前附票DBの最終の
住所･方書･住定日　で附票を作成する

[2.0]
(19)戸籍個人番号←中間ファイル(仮戸籍)の個
人番号で附票を作成する　→　(8)へ

[1.0]
(20)戸籍個人番号←中間ファイル(仮戸籍)の個人番
号で附票を作成する　→　(8)へ

[1.0]
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/

/

/

/

NO /

/

NO /

NO /

/

/

/

/

/

/

/

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙(2/4) 備考

版 頁数

附票データベース更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/10

(23)附票DBに住所が記載されている(YES,NO)

YES / 管内→管外は附票から19-3通知を作成する

/

YES /

YES (27)中間ファイル(発送)の数だけ(28)～
(30)の処理を繰り返す

/

(28)除籍者の異動先市区町村と発送
ファイルの市区町村が同じ(YES,NO)

(30)　→　(27)へ

(31)　→　(32)へ

国籍取得
帰化

(38)戸籍の中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(39)～(48)の処理を繰り返す

/

(33)　→　(8)へ

(34)　→　(8)へ

その他 (35)　→　(8)へ

(36)　→　(4)へ

→ (37)次の処理を行う 『決裁･受付』の要件定義書に戻る

(39)構成員の数だけ(40)～(47)の処理を行う

(40)個人異動区分(入籍,除籍,その他)?

入籍 (41)入籍者は国籍取得者(帰化者)である(YES,NO)

YES (42)届書の住所は日本国内である

(25)中間ファイル(統計)の附票通知
作成数に1を加える

[4.0]

(29)中間ファイル(発送)
の送付書類区分の附票通
知フラグに1を設定する
→　(8)へ [5.0]

(32)受領番号と異動先の市区町村(本
籍コード)で中間ファイル(発送)を作
成し,送付書類区分の附票通知フラグ
に1を設定する　→　(8)へ [5.0]

(24)附票DBの最終住所,住定日で附票
通知ファイルを作成する

[3.0]

NO /

(26)中間ファイル(発送)がある(YES,NO)
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NO /

/

/

/

/

(49)次の処理を行う

/

/

/

/

YES /

/

/

/ (59)次の処理を行う

/

/

/

/

/

処理名 0.0　本紙　(3/4) 備考

就籍

除籍

その他 (47)　→　(8)へ

→

/

/

(48)　→　(4)へ

(50)戸籍の中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(51)～(58)の処理を繰り返す

国籍取得者(帰化者)は届書の情報で附票を作成
する

[1.0]

国籍取得者(帰化者)は届書の情報で附票を作成
する

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

附票データベース更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/10

/

/

(44)　→　(45)へ

(45)入籍者の以降の処理は出生届の(15)～(20)と同じであるので省略

(46)除籍の処理は出生届の(21)～(34)と同じであるので省略

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

(57)　→　(8)へ

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

(52)個人異動区分(入籍,その他)?

(53)入籍者は就籍者である(YES,NO)

(54)届書の住所は日本国内である

NO

YES

その他

(58)　→　(4)へ

→

入籍

(61)構成員の数だけ(62)～(65)の処理を行う

(62)個人異動区分(入籍,除籍,その他)?

(63)入籍の処理は出生届の(15)～(20)と同じであるので省略

(64)除籍の処理は出生届の(21)～(34)と同じであるので省略

(51)構成員の数だけ(52)～(57)の処理を行う

[2.0]

(44)中間ファイル(仮戸籍)の個人番号で附票を
作成する　→　(39)へ

[1.0]

(55)戸籍個人番号←中間ファイル(仮戸籍)の個人番
号,
　　住所･方書←届書の住所･方書,
　　住定日←届書入力の住定日　で附票を作成する
→　(51)へ

[2.0]

(58)中間ファイル(仮戸籍)の個人番号で附票を
作成する　→　(51)へ

除籍

その他

(60)戸籍の中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(61)～(66)の処理を繰り返す

入籍

YES

NO

(43)戸籍個人番号←中間ファイル(仮戸籍)の個人番
号,
　　住所･方書←届書の住所･方書,
　　住定日←届書の住定日で附票を作成する　→
(39)へ
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/

/

5/10

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

処理名 0.0　本紙　(4/4) 備考

(65)　→　(8)へその他

(66)　→　(4)へ

――→ (67)次の処理を行う

附票データベース更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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版 頁数

附票データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/10

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　附票DB作成(個人番号) (受取側)附票データベース　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

履歴番号

現除区分

住記個人番号

戸籍個人番号 戸籍個人番号

住所登録事由コード

作成日

住定日

方書

住所

附票データベース 中間ファイル(仮戸籍)

消除日

修正確定日

住所消除事由コード
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版 頁数

附票データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/10

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　附票DB作成 (受取側)附票データベース　　　　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(仮戸籍),附票データベース処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

住記個人番号

戸籍個人番号 中間ファイル(仮戸
籍)

戸籍個人番号

0:現住所を設定

作成日 作成日

1を設定(1から連番で取得)

現除区分 現除区分

履歴番号 附票データベース処
理(届書ファイル等)

履歴番号

住所 住所

住所登録事由コード 住所登録事由コード

住定日 住定日

方書 方書

附票データベース

住所消除事由コード

消除日

修正確定日
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版 頁数

附票データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/10

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0　附票通知ファイル作成 (受取側)附票通知ファイル　　　←(引渡側)中間ファイル(選択受領番号),附票DB処理,届書ファイル,附票DB

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル(選択
受領番号)
届書ファイル

受領番号

市区町村コード 市区町村コード 入籍先の自治体コードを設定

宛名 入籍先の自治体の宛名を設定

受理日 受領日

事件コード 事件コード

旧筆頭者 旧筆頭者

宛名 有

氏名 事件本人氏名

各届書毎に項目が異なる
新本籍→異動後の本籍
旧本籍→届出前の本籍
新筆頭者→異動後の筆頭者
旧筆頭者→届出前の筆頭者
※事件別内容部分

旧本籍 旧本籍

新筆頭者 新筆頭者

新本籍 新本籍

附票通知ファイル

※事件別内容部分

住所 附票データベース 住所

住定日 住定日

方書方書
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版 頁数

附票データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/10

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　中間ファイル(統計)更新 (受取側)中間ファイル(統計)　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)附票データベース処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号

受領番号

受理送付区分

本非区分

増減本籍人数

増減戸籍数

全部除籍数

新戸籍編製数

附票一部記載数

伺い数

附票一部消除数

附票全部記載数

附票通知作成数 附票データベース処理 附票通知作成数

附票全部消除数

中間ファイル(統計)

住民票異動作成数

住民票通知作成数

相続税法58条通知作成
数
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第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

附票データベース システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/10

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 5.0 中間ファイル(発送)作成 (受取側)中間ファイル(発送)　　　　　←(引渡側)中間ファイル(選択受領番号),仮戸籍ファイル,附票DB処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

更新の場合は附票通知フラグのみを

出張所番号 出張所番号 設定

受領番号 受領番号

本籍コードの上5桁(送付する市区町
村名が分かればよい)

本籍コードの上5桁を基に送付する市
区町村の郵便番号,住所、宛名を設定
する

住所

郵便番号 有

市区町村コード 届後本籍

有

送付書類区分

宛名 有

中間ファイル(発送)

住民票通知

不受理申出

胎児認知

有:『1』を設定する

届書

附票通知

中間ファイル(選択
受領番号)

仮戸籍ファイル

附票データベース処理
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第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

民刑異動ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/4

3.処理概要
　(1)中間ファイル(仮戸籍)を読み以下の処理を行う

　(2)異動者が禁治産者,準禁治産者,破産者,犯歴者の場合,民刑異動ファイルを作成する

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(民刑異動ファイル)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ﾌｧｲﾙ(仮戸籍) 入力

入力

1.詳細フロー

個人状態ファイル 入力

5.備考(特記事項含む)

仮9条2項ファイル 入力

民刑異動ファイル 出力

届書ファイル

民刑異動

ファイル更新
民刑異動

ファイル

中間ファイル

(仮戸籍)

個人状態

ファイル

届書ファイル

仮9条2項

ファイル
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/

/

/

/

/

/

処理名 0.0 本紙　(1/2) 備考

版 頁数

民刑異動ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/4

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(1)中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(2)～(31)の処理を繰り返す

(3)個人異動区分は除籍又は記載である(YES,NO)

(5)個人状態ファイルが存在する(YES,NO)

/

/

/

異動者だけ処理を行うが,入籍者については
･(本→本異動)は除籍者で作成する
･(非本→本異動)は作成不要
･(出生等入籍のみ)も作成不要であるので入籍は処理不要

仮9条2項ファイルがある場合は,その新旧情報
で民刑異動ファイルを作成する

仮9条2項ファイルの新旧情報を比較し,同じ項
目は旧のみを登録する

/

/

/

/

/

/

YES

/

/

(15)旧本籍を民刑異動ファイル
へ設定する [1.0]

(16)旧本籍と新本籍を民刑異動
ファイルへ設定する [1.0]

(17)仮9条2項ファイルの新筆頭者=旧
筆頭者である (YES,NO)

(10)中間ファイル(仮戸籍)の個人番号=仮9
条2項ファイルの個人番号である

(YES,NO)
(11)仮9条2項ファイルの新氏名=旧氏
名である (YES,NO)

(12)旧氏名を民刑異動ファイル
へ設定する

(4)個人番号で個人状態ファイルを検索する

(6)禁治産者区分,準禁治産者区分,破産宣告人区分,犯歴区分のいずれ
かの区分=1:有である(YES,NO)

(7)中間ファイル(仮戸籍)の受領番号をキーとして仮9条2項ファ
イルを検索する

(9)該当受領番号の仮9条2項ファイルがなくなるまで(10)
～(24)の処理を繰り返す

YES

(8)仮9条2項ファイルが存在する(YES,NO)

YES

YES

NO

YES

NO

YES

YES

(2)構成員の数だけ(3)～(30)の処理を行う

[1.0]

(13)旧氏名と新氏名を民刑異動
ファイルへ設定する [1.0]

(14)仮9条2項ファイルの新本籍=旧本
籍である (YES,NO)
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NO /

/

NO /

NO /

NO /

/

(19)旧筆頭者と新筆頭者を民刑異
動ファイルへ設定する

[1.0]

(20)仮9条2項ファイルの新生年月日=
旧生年月日である

(YES,NO)

(30)　→　(2)へ

(31)　→　(1)へ

　――→

(28)　→　(2)へ

(29)　→　(2)へ

(21)旧生年月日を民刑異動ファイ
ルへ設定する

[1.0]

(22)旧生年月日と新生年月日を民
刑異動ファイルへ設定する

[1.0]

(23)その他の項目を設定して民刑異動
ファイルを作成する　→　(2)へ

[1.0]

(32)次の処理を行う

仮9条2項ファイルがない場合は,新旧情報が存
在しないので,届書ファイルの現情報で民刑異
動ファイルを作成する

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

(18)旧筆頭者を民刑異動ファイルへ設定する
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　[1.0]

備考

版 頁数

民刑異動ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/4

作業名

YES

NO

YES

NO

NO

改定日付

処理名 0.0　本紙　(2/2)

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

(24)　→　(9)へ

(25)　→　(26)へ

(26)中間ファイル(仮戸籍)の受領番号で届書ファイルを検
索する

作成者 作成日付

/

/

/

/

/

/

/

/(27)届書ファイルの内容で民刑異動ファイルを
作成する　→　(2)へ

[1.0]
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変更があった場合のみ記載

届書ファイル(仮9条
2項ファイル)

個人状態ファイル

届書ファイル(仮9条
2項ファイル)

変更があった場合のみ記載

民刑異動ファイル

旧筆頭者

新生年月日

旧生年月日

旧筆頭者

新生年月日

旧生年月日

新筆頭者 新筆頭者 変更があった場合のみ記載

旧本籍 旧本籍

新本籍 新本籍

旧氏名 旧氏名

新氏名 新氏名 変更があった場合のみ記載

犯歴区分 犯歴区分

破産宣告人区分 破産宣告人区分

準禁治産者区分 準禁治産者区分

禁治産者区分 禁治産者区分

処理日又は送付日又は受領日

出張所番号 出張所番号

処理日

事件コード 選択事件コード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　民刑異動ファイル作成 (受取側)民刑異動ファイル　　　　　　　←(引渡側)個人状態ファイル,届書ファイル(又は仮9条2項ファイル)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

民刑異動ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/4

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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中間ファイル(発送) 出力
入力

5.備考(特記事項含む)

住民票異動ファイル 出力

住民票通知ファイル 出力

中間ファイル(統計)

仮9条2項ファイル 入力

出力

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)仮9条2項ファイルを基に以下の処理を行う

　(2)新旧のデータを比較し,変更のあるデータだけを次の条件でファイルに振り分ける

　(3)事件本人が住所人の場合,住民票異動ファイルを作成する

　(4)事件本人が非住所人の場合,住民票通知ファイル(住基法9条2項通知)と発送ファイル
を作成する

　(5)住民票異動ファイル作成数及び住民票通知作成数の統計を取得する

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(住民票異動ファイル作成)

　　　　　　　　2.0　データ編集表(住民票通知ファイル作成)

　　　　　　　　3.0　データ編集表(中間ファイル(統計))

　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル(発送))

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(選択
受領番号)

版 頁

住基法9条2項 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/7

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

住基法9条2項

ファイル作成
住民票通知

ファイル

中間ファイル

(選択受領番号)

仮9条2項

ファイル

住民票異動

ファイル

中間ファイル

(統計)

中間ファイル

(発送)
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/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

/

/

YES

YES

NO

(11)旧父母との続柄=新父母との続柄である(YES,NO)

(12)新父母との続柄を空白にする

(13)変更フラグに1をセットする

住所人は住民票異動ファイルを作成する

外国に住所がある者は9条2項通知は不要

(22)9条2項情報を住民票異動ファイルに出力する

(29)中間ファイル(発送)がある(YES,NO)

(23)中間ファイル(統計)の住民票異動作成数に1を加える [3.0]

(27)9条2項情報を住民票通知ファイルに出力する [2.0]

(28)中間ファイル(統計)の住民票通知作成数に1を加える [3.0]

(20)変更フラグ=1(YES,NO)

(21)異動者は住所人である(YES,NO)

(24)住所は日本国内である(YES,NO)

(25)　→　(27)へ

(14)旧本籍(本籍コード)=新本籍(本籍コード)である(YES,NO)

(15)新本籍(本籍コード)を空白にする

(16)変更フラグに1をセットする

(17)旧筆頭者=新筆頭者である(YES,NO)

(18)新筆頭者を空白にする

(19)変更フラグに1をセットする

[1.0]

(2)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして仮9条2項ファイルを検索する

(3)該当する受領番号の仮9条2項ファイルが無くなるまで(4)～(36)の処理を繰り返す

(4)変更フラグに0をセットする

(5)旧氏名=新氏名である(YES,NO)

(6)新氏名を空白にする

(7)変更フラグに1をセットする

処理名 0.0 本紙　(1/2) 備考

(1)中間ファイル(選択受領番号)を読む

住所人以外は住民票通知ファイルを作成する

発送ファイルを作成する

(26)　→　(3)へ

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

住基法9条2項 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/7

(8)旧生年月日=新生年月日である(YES,NO)

(9)新生年月日を空白にする

(10)変更フラグに1をセットする
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/

NO /

/

NO /

/

/

(34)　→　(35)へ

(36)　→　(3)へ

YES

(30)中間ファイル(発送)の数だけ(31)～(33)の処理を繰り返す

(33)　→　(30)へ

(35)受領番号と異動者の住所(住所コード)で中間ファイル
(発送)を作成し,送付書類区分の住民票通知フラグに1を設
定する　→　(3)へ [4.0]

YES

NO

(37)次の処理を行う　→

(31)異動者の住所と発送ファイルの市区町村が同じ
(YES,NO)

(32)中間ファイル(発送)の送付書類区分の住民
票通知フラグに1を設定する　→　(3)へ [4.0]

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

処理名 0.0　本紙(2/2) 備考

版 頁数

住基法9条2項 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/7

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

/
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版 頁数

住基法9条2項 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/7

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　住民票異動ファイル作成 (受取側)住民票異動ファイル　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)仮9条2項ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

受領番号 仮9条2項ファイル 受領番号

事件コード 事件コード

受理日 受理日

旧氏名 旧氏名

新氏名 新氏名

旧生年月日 旧生年月日

新生年月日 新生年月日

旧父母との続柄 旧父母との続柄

新父母との続柄 新父母との続柄

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧本籍 旧本籍

旧本籍コード 旧本籍コード

旧筆頭者 旧筆頭者

新筆頭者 新筆頭者

住所 住所

住所コード 住所コード

住定日 国籍取得,帰化のみ設定

方書 方書

住民票異動ファイル

出生,国籍取得,帰化のみ設定世帯主との続柄 世帯主との続柄

国籍取得,帰化のみ設定

世帯主 世帯主

住民日 住民日

住定日
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版 頁数

住基法9条2項 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/7

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　住民票通知ファイル作成 (受取側)住民票通知ファイル　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)仮9条2項ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号 出張所番号

受領番号 仮9条2項ファイル 受領番号

市区町村コード 市区町村コード

宛名 宛名

受理日 受理日

事件コード 事件コード

旧氏名 旧氏名

新氏名 新氏名

旧生年月日 旧生年月日

新生年月日 新生年月日

旧父母との続柄 旧父母との続柄

新父母との続柄 新父母との続柄

旧本籍 旧本籍

新本籍 新本籍

旧筆頭者 旧筆頭者

新筆頭者 新筆頭者

住定日

方書 方書

住所 住所

住民票通知ファイル

国籍取得,帰化のみ設定

住民日 住民日 国籍取得,帰化のみ設定

世帯主との続柄 世帯主との続柄 出生,国籍取得,帰化のみ設定

世帯主 世帯主

住定日
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中間ファイル(統計)

相続税法58条通知作
成数

出張所番号

受領番号

版 頁数

住基法9条2項 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/7

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0　中間ファイル(統計)更新 (受取側)中間ファイル(統計)　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)住基法9条2項処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

受理送付区分

本非区分

増減本籍人数

増減戸籍数

全部除籍数

新戸籍編製数

附票一部記載数

伺い数

附票一部消除数

附票全部記載数

附票通知作成数

附票全部消除数

住民票異動作成数 住民票異動作成数

住民票通知作成数 住基法9条2項処理 住民票通知作成数
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住基法9条2項処理

中間ファイル(発送)

住所コードの上5桁(送付する市区町村名
が分かればよい)

住所コードの上5桁を基に送付する市区町
村の郵便番号,住所,宛名を設定する

有:『1』を設定する住民票通知

附票通知

不受理申出

胎児認知

届書

送付書類区分

宛名 有

仮9条2項ファイル

住所 有

郵便番号 有

市区町村コード

更新の場合は住民票通知フラグのみ

出張所番号 出張所番号 を設定

受領番号 受領番号

住所

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　中間ファイル(発送)作成 (受取側)中間ファイル(発送)　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)仮9条2項ファイル,住基法9条2項処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

住基法9条2項 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/7

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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出力

入力 5.備考(特記事項含む)

相続税法58条ファイル 出力

中間ファイル(統計)

届書ファイル

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1)届書ファイルを基に以下の処理を行う

　(2)死亡届及び失踪届の受理扱い分であれば相続税法58条ファイルを作成する

　(3)相続税法58条通知の統計を取得する

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(相続税法58条ファイル)

　　　　　　　　2.0　データ編集表(中間ファイル(統計))

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル
　(選択受領番号) 入力

版 頁

相続税法58条通知 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/4

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

相続税法58条

ファイル作成
相続税法58条

ファイル

中間ファイル

(選択受領番号)

届書ファイル

中間ファイル

(統計)
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/

/

/

/

NO

1

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

(1)中間ファイル(選択受領番号)を読む

YES

(2)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして届書ファイルを検索する

(6)次の処理を行う

　――→

(3)届書ファイルの在外送付区分=0(受理分の届)または2(在外公館からの直接送
付)である (YES,NO)

(4)相続税法58条ファイルを作成する [1.0]

(5)中間ファイル(統計)の相続税法58条通知作成数に1を設定する [2.0]

処理名 0.0 本紙 備考

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

相続税法58条通知 システム化調査研究会 平成6年12月 1日

改定日付 版 頁数

2/4令和　年　月　日
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届出人住所 届出人住所 死亡届のとき設定

届出人氏名 届出人氏名

相続税法58条ファイ
ル

死亡地 死亡地 死亡届のとき設定

相続開始年月日 死亡日

生年月日 生年月日

筆頭者区分

漢字氏名

本籍 本籍 本非区分=1(本籍分届)のとき設定

住所 住所

出張所番号 出張所番号

受領番号 届書ファイル 受領番号

カナ氏名 カナ氏名

漢字氏名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　相続税法58条ファイル作成 (受取側)相続税法58条ファイル　　　　　　　　　　　　←(引渡側)届書ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

相続税法58条通知 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/4

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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相続税法58条通知作
成数

相続税法58条通知処理相続税法58条通知作
成数

附票全部消除数

附票一部消除数

附票全部記載数

中間ファイル(統計)

住民票異動作成数

住民票通知作成数

附票通知作成数

附票一部記載数

伺い数

全部除籍数

新戸籍編製数

増減本籍人数

増減戸籍数

本非区分

受理送付区分

出張所番号

受領番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　中間ファイル(統計)更新 (受取側)中間ファイル(統計)　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)相続税法58条通知処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

相続税法58条通知 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/4

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数
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5.備考(特記事項含む)

データ編集表は削除する
データ編集内容は厚生省の｢標準仕様書｣を参
照のこと

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0　本紙

届書ファイル 入力

人口動態ファイル

中間ファイル(選択
受領番号) 入力

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)届書ファイルを基に以下の処理を行う

　(2)出生届,死亡届,婚姻届,離婚届で受理扱い分の場合,人口動態ファイルを作成する

2.使用DB･ファイル一覧

名称

出力

入出力区分 名称 入出力区分

版 頁

人口動態ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/2

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

人口動態

ファイル作成
人口動態

ファイル

中間ファイル

(選択受領番号)

届書ファイル
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/

/

/

(5)人口動態ファイル(死亡)を作成する

(6)人口動態ファイル(婚姻)を作成する

(7)人口動態ファイル(離婚)を作成する

[1.0]

[2.0]

[3.0]

[4.0]

(3)届出事件は何か(出生,死亡,婚姻,離婚)

出生届

死亡届

(4)人口動態ファイル(出生)を作成する 『決裁･受付』の要件定義書に戻る

婚姻届

離婚届

(8)次の処理を行う

(2)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして届書ファイルを検索する

処理名 0.0 本紙 備考

(1)中間ファイル(選択受領番号)を読み込む

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

人口動態ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/2

改定日付
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5.備考(特記事項含む)

中間ファイル(発送) 入出力

発送ファイル 出力

届書ファイル 入力

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1)届書ファイルを読み届書の送付が必要な場合,中間ファイル(発送)があれば追加し,な
ければ中間ファイル(発送)を作成する

　(2)中間ファイル(発送)があればその内容を発送ファイルに登録する

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(中間ファイル(発送))

　　　　　　　　2.0　データ編集表(発送ファイル)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(選択
受領番号) 入力

版 頁

発送ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/4

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

発送ファイル

作成
発送ファイル

中間ファイル

(選択受領番号)

届書ファイル

中間ファイル

(発送)
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/

/

/

/

/

/

/

NO /

/

NO /

/

NO /

/

/

/

NO

[2.0]

(13)→(4)へ

　――→

YES

YES

YES

YES

NO

YES

(14)→(16)へ

(15)→(16)へ

(16)中間ファイル(発送)が存在する(YES,NO)

(17)中間ファイル(発送)の数だけ以下の処理を繰り返す

　――→

(9)中間ファイル(発送)の送付書類区分の届書
フラグに1を設定する　→　(4)へ

(18)中間ファイル(発送)の内容で発送ファイルを作成する　→　(17)
へ

/

/

/

(1)中間ファイル(選択受領番号)を読み込む

(4)届書ファイルの本籍(現本籍,異動後本籍)の数だけ(5)～(13)の処理を繰り返す

(6)中間ファイル(発送)がある(YES,NO)

(7)中間ファイル(発送)の数だけ(8)～(10)の処理を繰り返す

(5)その本籍は管外本籍(国籍を除く)である(YES,NO)

(2)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして届書ファイルを検索する

(3)在外送付区分は0:『受理分の届』又は2:『在外公館の直接送付』である(YES,NO)

(10)　→　(7)へ

(11)　→　(12)へ

[1.0]

(12)受領番号と本籍コードで中間ファイル(発送)を作成
し,送付書類区分の届書フラグに1を設定する　→　(4)へ [1.0]

(8)中間ファイル(発送)の市区町村コードと本籍コードが同じ
(YES,NO)

(19)次の処理を行う

届書の送付が必要な場合は発送ファイルを作成
する(他市区町村へ:国外は除く)

中間ファイルがなければ作成し,届書フラグを
設定する

システム化調査研究会

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

中間ファイルがあれば届書フラグを設定する

処理名 0.0 本紙 備考

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

版 頁数

発送ファイル 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/4

作成日付 改定日付作業名 作成者
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附票通知

中間ファイル(発送)

届書 発送ファイル処理 有:『1』を設定する

胎児認知

不受理申出

住民票通知

住所

送付書類区分

宛名

更新の場合は届書フラグのみを設定

出張所番号 出張所番号

受領番号 届書ファイル 受領番号

市区町村コード 本籍コード 本籍コードの上5桁(送付する市区町村名
がわかればよい)

本籍コードの上5桁を基に送付する市区町
村の郵便番号,住所,宛名を設定する

郵便番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　中間ファイル(発送)作成 (受取側)中間ファイル(発送)　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)届書ファイル,発送ファイル処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

発送ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/4

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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附票通知

出張所番号

市区町村コード

住所

届書

不受理申出

宛名

中間ファイル(発送)

不受理申出

胎児認知

附票通知

発送ファイル

出張所番号

市区町村コード

郵便番号

住所

住民票通知 住民票通知

届書

胎児認知

送付書類区分 送付書類区分

受領番号 受領番号

郵便番号

宛名

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　発送ファイル作成 (受取側)発送ファイル　　　　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(発送)

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

発送ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/4

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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5.備考(特記事項含む)

再製の統計は除く
統計ファイル 出力

中間ファイル(統計)

1.詳細フロー

入力

入力

受付データベース

3.処理概要

　(1)中間ファイル(統計)の内容と受付DBから統計ファイルを作成する

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(統計ファイル)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

版 頁

統計ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/4

改定日付第7
2

(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

統計ファイル

作成
統計ファイル

中間ファイル

(統計)

受付データ

ベース
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/

/

/

/

/

/

YES [1.0] /

NO [1.0] /

NO /

/

/

/

/

NO

No

/

/

/

/

　――→

(14)受付DBの関連受領番号(1)=中間ファイル(選択受領番号)の受領番
号である (YES,NO)

(17)受付事件コードに合致する統計ファイルの事件
名の本籍届出数に1を加える　→　(13)へ [1.0]

(18)受付事件コードに合致する統計ファイルの事件
名の非籍届出数にlを加える　→　(13)へ [1.0]

(19)受付事件コードに合致する統計ファイルの事件名の送
付数に1を加える　→　(13)へ [1.0]

　――→

(15)中間ファイル(統計)の受理送付区分=1:受理である(YES,NO)

YES

NO

YES

YES

(12)以下の処理((13)～(19))を繰り返す

(13)次のファイル(統計)の受領番号で受付DBを検索する(ある:YES,ない:NO)

(16)中間ファイル(統計)の本非区分=1:本籍である(YES,NO)

YES

(5)処理日と中間ファイル(統計)の出張所番号で統計ファイルを作成し,中間ファイ
ル(統計)の増減戸籍数～相続税法58条通知作成数を統計ファイルの同項目に設定す
る [1.0]

(20)次の処理を行う

(1)中間ファイル(統計)を読み込む

(2)処理日と中間ファイル(統計)の出張所番号で統計ファイルを読み込む

(3)統計ファイルが存在する(YES,NO)

(6)中間ファイル(統計)の受領番号で受付DBを検索する

(7)中間ファイル(統計)の受理送付区分=1:受理である(YES,NO)

(8)中間ファイル(統計)の本非区分=1:本籍である(YES,NO)

　――→

YES

YES

NO

NO

/

/

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

処理名 0.0 本紙 備考

(4)中間ファイル(統計)の増減戸籍数～相続税法58条通知作成数を統計ファ
イルの同じ項目に加える [1.0]

(9)受付事件コードに合致する統計ファイルの事件名の本籍届出数に1を加える

(10)受付事件コードに合致する統計ファイルの事件名の非本籍届出数に1を加える

(11)受付事件コードに合致する統計ファイルの事件名の送付数に1を加える [1.0]

事件の本,非,送付の別で統計を振り分ける

統計ファイルがあれば中間ファイル(統計)の内
容を追加する

統計ファイルがなければ中間ファイル(統計)の
内容で作成する

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/4

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

統計ファイル システム化調査研究会
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出生と同じ項目を持つ
(事件表の事件の数分ある:省略)

省略(統計ファイルを参照)謄抄本の発行件数
(有料,無料)

受付DB

中間ファイル(統計)

+附票全部記載数

中間ファイル(統計)

住民票通知作成数

住民票異動作成数

受付事件コードによるカウント処理

統計ファイル

新戸籍編製数

戸籍全部消除数

違反通知数

戸籍の再製･補完数

その他

非本籍人届出数

送付数

本籍人届出数

国籍留保
　
不受理申出

出生

本籍人口数

附票一部記載数

附票全部記載数

附票一部消除数

附票全部消除数

附票通知作成数

+附票一部消除数

+附票全部消除数

+附票通知作成数

+住民票通知作成数

+住民票異動作成数

+新戸籍編製数

+戸籍全部除籍数

+伺い数

+附票一部記載数

+増減本籍人数

中間ファイル(統計)

本籍人口数の増減 増減本籍人数

本籍数 +増減戸籍数

本籍数の増減 増減戸籍数

システムで自動的に設定

出張所番号 出張所番号

日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　統計ファイル作成　(1/2) (受取側)統計ファイル　　　　　　　　　　　　　　　　←(引渡側)中間ファイル(統計),受付DB

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

統計ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/4

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

～
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統計ファイル 相続税法58条通知作
成数

+相続税法58条通知
作成数

中間ファイル(統計)

記号名 名称 記号名

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

4/4

処理名 1.0　統計ファイル作成　(2/2) (受取側)統計ファイル                                ←(引渡側)中間ファイル(統計),受付DB

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

統計ファイル システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1
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統計ファイル

出生

国籍留保

認知

養子縁組

縁組取消

養子離縁
非本届出

受付事件コード=
　0102[出生(国籍留保)]
　0105[出生(認知･国籍留保)]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　0201[認知]
　0202[認知(胎児)]
　0203[認知(遺言)]
　0204[認知(審判)]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　0301[養子縁組]
　0302[養子縁組(実方と親族関係終了)]
　0501[特別養子縁組]
　3501[縁組取消]の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　3501[縁組取消]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　0401[養子離縁]
　0402[養子離縁(調停)]
　0403[養子離縁(裁判)]
　0601[特別養子離縁]
　3601[離縁取消]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

本籍届出

受付データベース

本籍届出

非本届出

非本届出

本籍届出

送付

送付

送付

本籍届出

本籍届出

非本届出

非本届出

送付

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 1 1/7

処理名 事件の統計の取り方 (受取側)統計ファイル　　　　　　　　←　　(引渡側)受付データベース

第7
2

(11)
データ編集表(補足説明)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

決裁処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受付事件コード=
　0101[出生]
　0102[出生(国籍留保)]
　0103[出生(認知)]
　0104[出生(棄児発見)]
　0105[出生(認知･国籍留保)]
の場合、カウントアップする

本籍届出

送付

･本籍届出の件数を+1する:
　受理送付区分=1(受理)で本非区分=1(本籍)の
場合
･非本届出の件数を+1する:
　受理送付区分=1(受理)で本非区分=2(非本)の
場合
･送付の件数を+1する:
　受理送付区分=2(送付)の場合
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送付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

統計ファイル

離縁取消

法73条の
269条の2

婚姻

婚姻取消

離婚

離婚取消

法75条の
277条の2

親権･未成
年者の後
見･後見監

督

①届出 本籍
届出

非本
届出

送付

非本届出

送付

受付事件コード=
　1101[戸籍法77条の2]
　1201[戸籍法75条の2]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　1301[親権者指定]
　1302[親権者指定(調停)]
　1303[親権者指定(裁判)]
　1304[親権者変更(調停)]
　1305[親権者変更(裁判)]
　1306[親権者喪失(裁判)]
　1307[管理権喪失(裁判)]
　1308[親権喪失取消]

受付事件コード=
　3601[離縁取消]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　0701[戸籍法73条の2]
　0801[戸籍法69条の2]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　0901[婚姻]
　3701[婚姻取消]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　3701[婚姻取消]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　1001[離婚]
　1002[離婚(調停)]
　1003[離婚(裁判)]
　3801[離婚取消]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　3801[離婚取消]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

本籍届出

本籍届出

非本届出

送付

本籍届出

非本届出

受付データベース

本籍届出

非本届出

送付

本籍届出

非本届出

送付

本籍届出

非本届出

送付

本籍届出

DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名 名称 記号名

処理名 事件の統計の取り方 (受取側)統計ファイル　　　　　　←(引渡側)受付データベース

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考

改訂日付 版 頁

決裁処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成12年 3月 1日 1 2/7

第7
2

(11)
データ編集表(補足説明)

作業名 作成者 作成日付
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(①届出)

(②嘱託)
保全処分

本籍
届出

非本
届出

受付事件コード=
1316[親権停止代行選任(嘱託)]
1317[親権停止代行改任(嘱託)]
1318[管理権停止代行選任(嘱託)]
1319[管理権停止代行改任(嘱託)]
1406[後見命令(嘱託)]
1407[後見停止代行選任(嘱託)]
1408[後見停止代行改任(嘱託)]
1409[財産管理者改任(嘱託)]
1415[後見監督停止代行選任(嘱託)]
1416[後見監督停止代行改任(嘱託)]
1506[保佐命令(嘱託)]

1310[親権辞任]　1311[管理権辞任]
1312[親権回復]　1313[管理権回復]
1321[親権停止取消し]　1401[後見開始]
1402[後見終了]　1403[後見人更迭]
1410[後見監督開始]　1411[後見監督終了]
1412[後見監督更迭]　1501[保佐開始]
1502[保佐終了]　1503[保佐人更迭]
4101[未成年者の後見開始]
4102[未成年者の後見終了]
4103[未成年後見人更迭]
4110[未成年者の後見監督開始]
4111[未成年者の後見監督終了]
4112[未成年者後見監督人更迭]
4118[未成年後見人地位喪失]
4120[未成年後見監督人地位喪失]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
1314[親権喪失(嘱託)]　1315[管理権喪失(嘱託)]　1320[親権停止(嘱託)]　1404[後見辞任(嘱託)]
1405[後見解任(嘱託)]　1413[後見監督辞任(嘱託)]　1414[後見監督解任(嘱託)]　1504[保佐辞任(嘱託)]
1505[保佐解任(嘱託]　4104[未成年後見人辞任(嘱託)]　4105[未成年後見人解任(嘱託)]
4113[未成年後見監督人辞任(嘱託)]　4114[未成年後見監督人解任(嘱託)]
4117[未成年後見人選任(嘱託)]　4119[未成年後見監督人選任(嘱託)]
4121[未成年後見人の権限を財産に関する権限に限定する定め(嘱託)]
4122[未成年後見人財産に関する権限単独行使の定め(嘱託)]
4123[未成年後見人財産に関する権限事務分掌行使の定め(嘱託)]
4124[未成年後見人の権限を財産に関する権限に限定する定めの取消し(嘱託)]
4125[未成年後見人財産に関する権限単独行使の定めの取消し(嘱託)]
4126[未成年後見人財産に関する権限事務分掌行使の定めの取消し(嘱託)]
4127[未成年後見監督人の権限を財産に関する権限に限定する定め(嘱託)]
4128[未成年後見監督人財産に関する権限単独行使の定め(嘱託)]
4129[未成年後見監督人財産に関する権限事務分掌行使の定め(嘱託)]
4130[未成年後見監督人の権限を財産に関する権限に限定する定めの取消し(嘱託)]
4131[未成年後見監督人財産に関する権限単独行使の定めの取消し(嘱託)]
4132[未成年後見監督人財産に関する権限事務分掌行使の定めの取消し(嘱託)]
の場合、カウントアップする

受付データベース

DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名 名称 記号名

処理名 事件の統計の取り方 (受取側)統計ファイル　　　　　　←　(引渡側)受付データベース

受取側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考

統計ファイル (親権･未
成年者の
後見･後見

監督)

②嘱託

甲類審判

本籍
届出

非本
届出

送付

送付

決裁処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成23年 9月30日 14.1 3/7

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

第7
2

(11)
データ編集表(補足説明)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁
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DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

統計ファイル

(親権･未
成年者の
後見･後見
監督)

死亡

失踪宣告

失踪宣告
取消

復氏

婚姻関係
終了

推定相続
人廃除

推定相続
人廃除取

消

(②嘱託)
(保全処
分)

本籍届出

第7
2

(11)
データ編集表(補足説明)

作業名

本籍届出

本籍届出 受付事件コード=
　4001[推定相続人廃除取消(調停)]
　4002[推定相続人廃除取消(裁判)]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

受付事件コード=
　2001[推定相続人廃除(調停)]
　2002[推定相続人廃除(裁判)]
　4001[推定相続人廃除取消(調停)]
　4002[推定相続人廃除取消(裁判)]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

受付事件コード=
　1901[婚姻関係終了]
の場合、カウントアップする非本届出

送付

受付データベース

本籍届出

受付事件コード=
　3901[失踪宣告取消]
の場合、カウントアップする非本届出

送付

本籍届出 受付事件コード=
　1801[復氏]
の場合、カウントアップする非本届出

受付事件コード=
　1701[失踪宣告]
　3901[失踪宣告取消]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

受付事件コード=
　1601[死亡]
　1602[高齢者消除]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

処理名 事件の統計の取り方 (受取側)統計ファイル　　　　　　　　←　　(引渡側)受付データベース

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名 名称 記号名

　1507[保佐停止代行選任(嘱託)]
　1508[保佐停止代行改任(嘱託)]
　1509[財産管理者改任(嘱託)]
　4107[未成年者の後見停止代行者選任(嘱託)]
　4108[未成年者の後見停止代行者改任(嘱託)]
　4115[未成年者の後見監督停止代行者選任(嘱
託)]
　4116[未成年者の後見監督停止代行者改任(嘱
託)]
の場合、カウントアップする

本籍届出

本籍届出

送付

作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

決裁処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成22年 3月 1日 13 4/7

 7-2-(11)-102



送付

送付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

統計ファイル

入籍

分籍

国籍取得

帰化

国籍喪失

国籍選択

外国国籍
喪失

氏の変更

法107条1
項

本籍届出

非本届出

法107条2
項

本籍届出

非本届出
受付事件コード=
　2901[戸籍法107条2項]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　2801[戸籍法107条1項]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　2601[国籍選択]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

本籍届出 受付事件コード=
　2701[外国国籍喪失]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

本籍届出 受付事件コード=
　2501[国籍喪失]
　2502[国籍喪失(国籍離脱)]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

受付事件コード=
　2401[帰化]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　2301[国籍取得]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

受付事件コード=
　2201[分籍]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

本籍届出

本籍届出

本籍届出

本籍届出

非本届出

送付

処理名 事件の統計の取り方 (受取側)統計ファイル　　　　　　　　←　　(引渡側)受付データベース

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名 名称 記号名

受付事件コード=
　2101[入籍]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

本籍届出 受付データベース

第7
2

(11)
データ編集表(補足説明)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

決裁処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 1 5/7
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送付

送付

送付

送付

送付

送付

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

統計ファイル

(氏の変
更)

名の変更

転籍

就籍

訂正
･

更正

法107条3
項

法107条4
項

本籍届出

非本届出

本籍届出

非本届出

市町村長
職権

法24条2項

法113条･
法114条

本籍届出

非本届出

本籍届出

本籍届出

非本届出

処理名 事件の統計の取り方

第7
2

(11)
データ編集表(補足説明)

作業名

(受取側)統計ファイル　　　　　　　　←　　(引渡側)受付データベース

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

法116条

非本届出

受付事件コード=
　5002[訂正(24条2項)]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　5005[訂正(116条)]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　5003[訂正(113条)]
　5004[訂正(114条)]
の場合、カウントアップする

送付

受付事件コード=
　5001[訂正(市区町村長職権)]
　7001[更正]
の場合、カウントアップする

本籍届出

非本届出

非本届出

本籍届出

受付事件コード=
　3101[戸籍法107条4項]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　3301[転籍]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

非本届出

送付

本籍届出

本籍届出

DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名 名称 記号名

受付事件コード=
　3001[戸籍法107条3項]
の場合、カウントアップする

受付データベース

受付事件コード=
　3201[名の変更]
の場合、カウントアップする

受付事件コード=
　3401[就籍]
の場合、カウントアップする

決裁処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成12年 3月 1日 1 6/7

作成者 作成日付 改訂日付 版 頁
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送付

送付

訂正
･

更正

追完

その他

不受理申
出

続柄の記
載更正
(嘱託)

続柄の記
載更正
(申出)

本籍届出

非本届出

本籍届出

非本届出

本籍届出

非本届出

送付

受付事件コード=
　4401[その他]
　4402[その他(本籍分明)]
　4403[その他(胎児死産)]
　4404[その他(死亡)]
の場合、カウントアップする

非本届出

送付

受付事件コード=
　8001[追完]
の場合、カウントアップする非本届出

送付

受付事件コード=
　7004[続柄の記載更正(申出)]
の場合、カウントアップする

受付データベース

版 頁

決裁処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成16年11月 1日 8.3 7/7

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

統計ファイル

本籍届出

本籍届出

処理名 事件の統計の取り方 (受取側)統計ファイル　　　　　　　　←　　(引渡側)受付データベース

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考

第7
2

(11)
データ編集表(補足説明)

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名 名称 記号名

受付事件コード=
　7003[続柄の記載更正(嘱託)]
の場合、カウントアップする
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版 頁

在外選挙人異動者リストファイル システム化調査研究会 平成11年3月1日 令和　年　月　日 2.1 0/0

改訂日付作成者 作成日付

(2) 公職選挙法30条の12第1項通知該当者リスト
　　当処理で作成された在外選挙人異動者リストファイルに基づき,公職選挙法30条の12第1項通知該当者リストを出力する。

在外選挙人異動者リスト

　　出力範囲(H11.06.01～H11.06.02)

乙野忠治

異動区分

　当処理は,附票情報との連動により在外選挙人関連の対応が,戸籍システムで可能な場
合であり,出力項目/運用等は全てメーカ一任とする。･･基準書提示はしない。

　　受領番号

　　99000123

　氏名

甲野義太郎

参考的に在外選挙人異動者リストを提示する

システム処理の概要説明書
作業名

(1) 在外選挙人異動者リストファイル
　　決裁する仮戸籍ファイル中の異動(記載･入籍･除籍)者で,当該附票DBに在外選挙人名簿登録市区町村欄に記載がある者について,各異動処理にて作成された中間ファイル(30条
の12第1項)の作成有無チェック及び,異動処理で作成されない者(事件本人以外)の通知漏れを防止する為に,在外選挙人異動者リストファイルを作成する。

　当処理は,附票情報との連動により在外選挙人関連の対応が,戸籍システムで可能な場
合であり,あくまでも,サンプル提示とする。

　　99000130

受領･送付日

H11.06.01

H11.06.02

事件名

婚姻

死亡

第7
2

(11)

　除籍

　除籍

　　　　　　平成XX年XX月XX日XX頁

乙野忠治

　生年月日

S30.01.01

　筆頭者本籍　選管登録地

平河町二丁目………
　東京都新宿区

永田町一丁目………
　京都市左京区

甲野幸雄S50.05.05
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(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

在外選挙人異動者リストファイル システム化調査研究会 平成11年 3月 1日 令和　年　月　日 2.1 1/3

改訂日付

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称

入力

在外選挙人異動者リス
トファイル

出力

3.処理概要

　(1)届書ファイル,中間ファイル(仮戸籍)を読む。

　(2)該当する附票データベースを読む。

　(3)在外選挙人異動者リストファイルを編集･出力する。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　　1.0データ編集表(公在外選挙人異動者リストファイル)

5.備考(特記事項含む)

附票データベース 入力

届書ファイル 入力

入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(仮戸籍)

サンプル

入力確認

(氏の変更届)

在外選挙人

異動者リスト

ファイル

中間ファイル

(仮戸籍)

附票

データベース

届書ファイル
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/

/

/

/

/

/

/

YES /

NO /

NO /

NO /

/

第7
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(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付

(8)在外選挙人異動者リストファイルを編集･出力する [1.0]

(10)　→　(3)へ

備考

版 頁

在外選挙人異動者リストファイル システム化調査研究会 平成11年 3月 1日 平成31年 3月31日 22 2/3

改訂日付

『決裁･受付』の要件定義書に戻る

処理名 0.0 本紙

(4)個人異動区分は入籍,除籍又は記載である(YES,NO)

(3)構成員の数だけ(4)～(11)を繰り返す

(2)中間ファイル(仮戸籍)の戸籍の数だけ(3)～(12)を繰り返す

(1)中間ファイル(届書)を読み込む

(7)当該者は在外選挙人である(YES,NO)

(6)当該附票DBは存在する(YES,NO)

(5)個人番号で附票DBを検索するYES

YES

(11)　→　(3)へ

(9)　→　(3)へ

(13)次の処理を行う――→

(12)　→　(2)へ
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版 頁

在外選挙人異動者リストファイル システム化調査研究会 平成11年3月1日 令和　年　月　日 2.1 3/3

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 在外選挙人異動者リストファイル作成 (受取側)在外選挙人異動者リストファイル　　　←　　(引渡側)届書ファイル,中間ファイル(仮戸籍),附票DB

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

受領番号 届書ファイル 受領番号

在外選挙人名簿
登録市区町村コード

市区町村コード

市区町村を宛名に変換した項目

事件コード 事件コード

宛名

届書ファイル

附票データベース

送付日がない場合は受領日を設定

生年月日

受理日 受領日　OR送付日

本籍

個人番号 中間ファイル(仮戸
籍)

個人番号

漢字氏名

在外選挙人異動者リ
ストファイル

氏名

生年月日

本籍

筆頭者

個人異動区分

筆頭者

個人異動区分
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(11)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

公選法30条の12の1項通知作成処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 1/6

改訂日付

3.処理概要

　(1)仮公選法30条12の1項ファイルを基に以下の処理を行う
　(2)新旧のデータを比較し、変更のあるデータだけを次の条件でファイルに振り分ける
　(3)在外選挙人名簿の登録市町村の場合、在外選挙人名簿異動ファイルを作成する
　(4)在外選挙人名簿の登録市町村以外の場合、在外選挙人名簿通知ファイルと発送ファイ
ルを作成する

在外選挙人名簿異動
ファイル

出力

中間ファイル(発送) 出力

2.使用DB･ファイル一覧

1.詳細フロー

在外選挙人名簿通知
ファイル

出力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(在外選挙人名簿異動ファイル作成)

　　　　　　　　2.0　データ編集表(在外選挙人名簿通知ファイル作成)

　　　　　　　　3.0　データ編集表(中間ファイル(発送))

5.備考(特記事項含む)

サンプル

入力

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル(選択
受領番号)

仮公選法30条12の1
項ファイル

入力

公選法30条12の

1項ファイル作成

在外選挙人

名簿通知

ファイル

中間ファイル

(選択受領番号)

仮公選法

30条12の

1項ファイル

在外選挙人

名簿異動

ファイル

中間ファイル

(発送)
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/

/

/

/

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

/

/

/

NO /

/

備考

(1)中間ファイル(選択受領番号)を読む

(2)中間ファイル(選択受領番号)の受領番号をキーとして仮公選法30条12の1項ファイルを検索する

(26)在外選挙人名簿の登録市町村と発送ファイルの市町村が同
じ(YES,NO)

(28)　→　(25)へ

(29)　→　(30)へ

在外選挙人名簿の登録市町村は在外選挙人名簿
異動ファイルを作成する

/

/

(15)　→　(17)

(16)変更フラグに1をセットする

(17)新筆頭者=空白である(YES,NO)

(18)　→　(20)

版 頁

公選法30条12の1項通知作成処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 2/6

発送ファイルを作成する

(6)　→　(8)

(7)変更フラグに1をセットする

(8)新生年月日=空白である(YES,NO)

(10)変更フラグに1をセットする

(11)新性別=空白である(YES,NO)

(12)　→　(14)

作成日付 改訂日付

(9)　→　(11)

処理名 0.0　本紙　1/2

(22)30条12の1項情報を在外選挙人名簿異動ファイルに出力する

[1.0]
(23)30条12の1項情報を在外選挙人名簿通知ファイルに出力する

[2.0]

(27)中間ファイル(発送)の送付書類区分の在外
選挙人名簿通知フラグに1を設定する→(3)へ [3.0]

(3)該当する受領番号の仮公選法30条12の1項ファイルが無くなるまで(4)～(32)の処理を繰り返す

(4)変更フラグに0をセットする

(5)新氏名=空白である(YES,NO)

/

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

在外選挙人名簿の登録市町村以外は在外選挙人
名簿通知ファイルを作成する

(25)中間ファイル(発送)の数だけ(26)～(28)の処理を繰り返す

YES

(19)変更フラグに1をセットする

(20)変更フラグ=1(YES,NO)

(21)在外選挙人名簿の登録市町村である(YES,NO)

(24)中間ファイル(発送)がある(YES,NO)

(13)変更フラグに1をセットする

(14)新本籍=空白である(YES,NO)

YES

NO

YES

YES

/
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NO /

/

第7
2

(11)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

処理名 0.0　本紙　2/2 備考

　――→

改訂日付 版 頁

公選法30条12の1項通知作成処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 3/6

(31)受領番号と在外選挙人名簿の登録市町村(市町村コー
ド)で中間ファイル(発送)を作成し、送付書類区分の在外
選挙人名簿通知フラグに1を設定する　→　(3)

[3.0]

作成日付

NO /

(33)次の処理を行う

(32)　→　(3)へ

『決裁･受付』の要件定義書に戻る
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転入届出日 転入届出日

方書 方書

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 旧筆頭者

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍 旧本籍

旧本籍コード 旧本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧性別 旧性別

新性別 新性別

旧生年月日 旧生年月日

新生年月日 新生年月日

旧氏名 旧氏名

新氏名 新氏名

受理日 受理日

出張所番号 出張所番号

在外選挙人名簿異動
ファイル

受領番号 仮公選法30条12の1
項ファイル

受領番号

事件コード 事件コード

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0 在外選挙人名簿異動ファイル作成 (受取側)在外選挙人名簿異動ファイル　　　　　←　　　(引渡側)仮公選法30条12の1項ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー

チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

公選法30条12の1項通知作成処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 4/6

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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第7
2

(11)

頁

公選法30条12の1項通知作成処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 5/6
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　在外選挙人名簿通知ファイル作成 (受取側)在外選挙人名簿通知ファイル　　　　　←　　　(引渡側)仮公選法30条12の1項ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー

チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

事件コード 事件コード

受理日

新氏名 新氏名

旧氏名

新生年月日 新生年月日

旧生年月日

新性別 新性別

旧性別旧性別

新本籍 新本籍

旧本籍

新筆頭者 新筆頭者

旧筆頭者

受領番号

転入届出日 転入届出日

住所 住所

方書

在外選挙人名簿通知
ファイル

受領番号

市区町村コード 市区町村コード

仮公選法30条12の1
項ファイル

旧本籍

旧筆頭者

方書

出張所番号

宛名

出張所番号

宛名

受理日

旧氏名

旧生年月日
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有:『1』を設定する在外選挙人名
簿通知

公選法30条12の1項
通知作成処理

中間ファイル(発送)

附票通知

住民票通知

届書

送付書類区分

不受理申出

胎児認知

有 市区町村コードを基に送付する

市区町村の郵便番号、住所、宛名

宛名 有 を設定する

住所 有

更新の場合は在外選挙人名簿通知

出張所番号 出張所番号 フラグのみを設定

受領番号 仮公選法30条12の1
項ファイル

受領番号

市区町村コード 市区町村コード

郵便番号

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0　中間ファイル(発送)作成 (受取側)中間ファイル(発送)　←　(引渡側)仮公選法30条12の1項ファイル、公選法30条12の1項通知作成処理

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー

チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

公選法30条12の1項通知作成処理 システム化調査研究会 平成 6年12月 1日 平成11年 3月 1日 2.1 6/6

第7
2

(11)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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｢証明書発行｣処理

第7.2.(12)



第7
2

(12)
オンライン処理の流れ図(概略)

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/1

概要説明

①戸籍業務メニュー
　｢5.証明処理｣を選択。

②証明書選択メニュー
　　発行する証明書の選択番号を指定する。

③該当戸籍一覧
　　検索キーを入力し該当する戸籍を画面上に
表示する。証明書を発行する該当戸籍を選択。

④戸籍構成員一覧
　　選択された戸籍の戸籍事項内容及び構成員
(個人)の主な内容を表示。
　　個人事項証明書、一部事項証明書を発行す
る場合、詳細選択番号により個人を指定する。
(複数人選択可)

⑤個人詳細表示
　　選択された個人の身分事項詳細内容を表示
する。

※⑥～⑧は、一部事項証明書を選択した場合の
み遷移

⑥戸籍事項選択
　　戸籍事項詳細内容を表示。
　　戸籍事項毎(タイトル)に記録事項を選択す
ることが可能。

⑦個人特定事項選択
　　個人特定事項詳細内容を表示。
　　項目毎に記録事項を選択することが可能。

⑧身分事項選択
　　身分事項詳細内容を表示。
　　身分事項毎(タイトル)に記録事項を選択す
ることが可能。

⑨証明書発行確認
　　選択された戸籍内容(本籍･筆頭者･記載者)
を表示。
　　内容を確認し証明書出力を行う。

　発行部数を指定する。
　(2部以上発行する場合に入力する)
　管掌者を指定する。
　(変更がある場合のみ)

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　証明書発行業務 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

戸籍業務

メニュー

①

証明書選択

メニュー

②

該当戸籍一覧
③

戸籍構成員一覧
④

戸籍事項選択
⑥

個人特定事項

選択

⑦

身分事項選択
⑧

証明書発行

確認

⑨

個人詳細表示
⑤

一部事項証明書

全部･個人事項証明書

戸籍事務専用

証明書
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第7
2

(12) システム化調査研究会

作成者作業名

証明処理/証明書選択メニュー

3.処理概要
　(1) 選択番号を中間ファイルに出力する。
　(2) 該当戸籍一覧または受付ファイル検索に制御を渡す。
　　　(選択番号により制御先を決定する)

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称

5.備考(特記事項含む)

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データチェック

　　　　　　　　2.0 データ編集表(中間ファイル/選択番号)

名称

令和　年　月　日

頁

1/4

版

1

改定日付

中間ﾌｧｲﾙ(選択番号)

作成日付

平成6年12月 1日
システム環境仕様書

出力

入出力区分入出力区分

証明書選択

メニュー

証明書選択

メニュー

中間ファイル

(選択番号)

該当戸籍一覧 受付ファイル検索
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/

/

NO

頁

2/4

版

1令和　年　月　日

改定日付

備考

作成日付

(4)該当戸籍一覧または受付
ファイル検索に制御を渡す

(6)同画面を編集する

実行キー

YES

平成6年12月 1日

第7
2

(12) システム化調査研究会

作成者作業名

証明処理/証明書選択メニュー
要件定義ワークシート

その他 (8)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

　→

0.0　本紙処理名

(5)エラーメッセージを表示する

(7)戸籍業務メニューに制御を
渡す

(9)同画面を編集する

(2)選択番号のチェック(OK:YES,NG:NO) 〔1.0〕

(3)中間ファイル(選択番号)を編集･出力する 〔2.0〕

PF1

(1)キー選択(実行キー,PF1,その他)

 7-2-(12)-3



No 必須 属性

1 ○ 数字 ｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

選択番号

処理名 画面名 画面ID

1～5であること

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

　1.0　データチェック

内容 備考出力エラーメッセージ

　証明書選択メニュー

項目名

第7
2

(12)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

1 3/4証明処理/証明書選択メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁
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(受取側)中間ファイル(選択番号) ←(引渡側)証明書選択メニュー画面

証明書選択
　メニュー画面

中間ファイル
(選択番号)

処理名 2.0　中間ファイル編集･出力

頁

証明処理/証明書選択メニュー システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/4

第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

選択番号選択番号

受取側

DB･ファイル名
画面名称 名称 記号名

項目

引渡側

備考

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,名称

DB･ファイル名
画面名称 記号名

項目
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　証明書発行処理

　　1.検索業務での同処理と異なる部分

　　　(1)該当戸籍一覧　:無し

　　　(2)戸籍構成員一覧:･証明書選択メニューで中間ファイルに出力された選択番号(全部･個人事項証明書、一部事項証明書)を証明書種別(*1)として中間ファイルに出力す
る。

　　　　　　　　　　　　　証明書種別=1:全部･個人事項証明書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　=3:一部事項証明書

　　　　　　　　　　　　･証明書種別=1のとき、個人詳細表示に制御を渡す。

　　　　　　　　　　　　･証明書種別=3のとき、画面表示用中間ファイル(戸籍事項選択)を出力し、戸籍事項選択に制御を渡す。

　　　(3)個人詳細表示　:･PF3にて全部証明書、PF4にて個人証明書を決定し、証明書発行確認に制御を渡す。
　　　　　　　　　　　　このとき、個人証明書ならば中間ファイル(戸籍構成員一覧)の証明書種別に2を設定する。

　　　　　　　　　　　･PF10、PF11はPFキーエラーとする。

　　　　　　　　 (*1)　:証明書種別は、証明書発行確認にて出力証明書を識別するのに使用する。

　　　(4)受付ファイル検索　:画面レイアウトについては同様とし、証明を発行しようとする選択番号を別途設ける。
　　　　　　　　　　　　　　選択された受付ファイルの情報を中間ファイルに出力する。
　　　　　　　　　　　　　　その後、証明書発行確認の画面へ制御を渡す。
　　　　　　　　　　　　　　対象とする証明書は、
　　　　　　　　　　　　　　　　･届書受理証明書
　　　　　　　　　　　　　　　　･戸籍法41条証書提出の証明書
　　　　　　　　　　　　　　　　･届書預り証明書　　　　　　　　　　とする。

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/1

処理名

第7
2

(12)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁
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中間ファイル
(戸籍事項選択)

中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

中間ファイル
(該当戸籍事項)

入力

入力

出力

中間ファイル
(個人特定事項選択)

出力

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1) 中間ファイル(戸籍事項選択)より当該戸籍の全戸籍事項を表示する。
　(2) 選択された戸籍事項(複数指定可)を中間ファイル(該当戸籍事項)に出力する。
　(3) 個人特定事項選択に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(戸籍事項選択画面)
　　　　　　　　2.0　データチェック
　　　　　　　　3.0　データ編集表(中間ファイル/該当戸籍事項)
　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル/個人特定事項選択)

2.使用DB･ファイル一覧

名称

5.備考(特記事項含む)

入出力区分 名称 入出力区分

版 頁

証明処理/戸籍事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/6

改定日付第7
2

(12)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

戸籍事項選択

中間ファイル

(該当戸籍

事項)

個人特定事項

選択

戸籍事項選択

中間ファイル

(個人特定

事項選択)

中間ファイル

(戸籍事項選択)

中間ファイル

(戸籍構成員

一覧)
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/

/

/

/

YES

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

その他

〔4.0〕

(17)同画面を編集する

　→

　→

PF5

PF8

PF7

(21)同画面を編集する

(13)戸籍構成員一覧に制御を渡
す

(23)同画面を編集する

(19)次ページ分の戸籍事項選択画面を編集する

(20)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(14)戸籍事項の前ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

(15)前ページ分の戸籍事項選択画面を編集する

(16)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF4,PP5,PF7,PF8,その他)

(4)選択番号の指定があるか(ある:YES,ない:NO)

→

(8)エラーメッセージを表示する

(18)戸籍事項の次ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

(22)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

実行キー

処理名 0.0　本紙 備考

(7)個人特定事項選択に制御を
渡す

YES

(1)中間ファイルより戸籍事項選択画面を編集･表示する 〔1.0〕

(3)選択番号のチェック(OK:YES,NG:NO) 〔2.0〕

(5)中間ファイル(該当戸籍事項)を編集･出力する

版 頁

証明処理/戸籍事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/6

改定日付第7
2

(12)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

(12)証明書発行確認に制御を渡
す

(10)戸籍業務メニューに制御を
渡す

(11)証明書選択メニューに制御
を渡す

作成日付

(9)同画面を編集する

　→

　→

PF1

PF2

PF4

(6)中間ファイル(個人特定事項選択)を編集･出力する

〔3.0〕
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(受取側)戸籍事項選択画面 ←(引渡側)中間ファイル(戸籍事項選択)

戸籍事項名 戸籍事項コード 有 複数有り

項番 ――――――― 先頭ページの1行めから連番

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

筆頭者 筆頭者

本籍地番

本籍コード 有

個人除区分 個人除区分

消除日 消除日 有

Z9/Z9

編製日 編製日 有

システム日付 システム日付

記号名

処理名 1.0　戸籍事項選択画面表示

受取側 引渡側

戸籍事項選択画面 画面ID 画面ID

現ページ、総ページ ―――――――

中間ファイル
(戸籍事項選択)

戸籍事項記録項目 戸籍事項記録項目

本籍

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

証明処理/戸籍事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/6

第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

 7-2-(12)-9



No 必須 属性

処理名 画面名 画面ID

　2.0　データチェック 　戸籍事項選択

版 頁

証明処理/戸籍事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/6

第7
2

(12)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

番号が重複していないこと

数字選択番号

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

当該戸籍事項の数を越えていないこと ｢項目エラー、正しく入力して
下さい。｣

1
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画面で指定されたもののみ移送

戸籍事項記録項目 戸籍事項記録項目

戸籍事項コード 戸籍事項コード

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

筆頭者 筆頭者

本籍地番 本籍地番

本籍コード 本籍コード

消除日 消除日

記号名 名称 記号名

処理名 3.0　中間ファイル編集･出力

受取側 引渡側

中間ファイル
(該当戸籍事項)

編製日 中間ファイル
(戸籍事項選択)

編製日

個人除区分 個人除区分

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(該当戸籍事項) ←(引渡側)中間ファイル(戸籍事項選択)

版 頁

証明処理/戸籍事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/6

第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

証明処理/戸籍事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/6

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　中間ファイル編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(個人特定事項選択) ←(引渡側)中間ファイル(戸籍構成員一覧)

中間ファイル
(個人特定事項選択)

編製日 中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

編製日

個人除区分 個人除区分

消除日

本籍コード

漢字氏名

母

本籍地番 本籍地番

筆頭者

カナ氏名 カナ氏名

配偶者区分 配偶者区分

生年月日 生年月日

父 父

父母続柄 父母続柄

養父

養母 養母

養父母続柄

消除日

本籍コード

筆頭者

漢字氏名

母

養父

養父母続柄
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第7
2

(12)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

証明処理/個人特定事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/6

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1) 中間ファイル(個人特定事項)より当該個人特定事項を表示する。
　(2) 選択された個人特定事項(複数指定可)を中間ファイル(該当個人特定事項)に出力す
る。
　(3) 身分事項選択に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(個人特定事項選択画面)
　　　　　　　　2.0　データチェック
　　　　　　　　3.0　データ編集表(中間ファイル/該当個人特定事項)
　　　　　　　　4.0　データ編集表(中間ファイル/身分事項選択)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル
(個人特定事項選択)

入力
中間ファイル
(身分事項選択)

出力

中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

入力
5.備考(特記事項含む)

中間ファイル
(該当個人特定事項)

出力

個人特定事項

選択

中間ファイル

(該当個人特定

事項)

身分事項選択

個人特定事項選択

中間ファイル

(身分事項

選択)

中間ファイル

(個人特定

事項選択)

中間ファイル

(戸籍構成員

一覧)
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/

/

/

/

YES

NO

NO

(1)中間ファイルより個人特定事項選択画面を編集･表示する 〔1.0〕

(3)選択コードのチェック(OK:YES,NG:NO) 〔2.0〕

(5)中間ファイル(該当個人特定事項)を編集･出力する 〔3.0〕

第7
2

(12)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

証明処理/個人特定事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/6

改定日付

処理名 0.0　本紙 備考

(2)キー選択(実行キー,PFl,PF2,PF4,PF5,その他)

実行キー

YES (4)選択コードの指定があるか(ある:YES,ない:NO)

(7)身分事項選択に制御を渡す

→
(6)中間ファイル(身分事項選択)を編集･出力する 〔4.0〕

(8)エラーメッセージを表示する (9)同画面を編集する

PF1 　→ (10)戸籍業務メニューに制御を
渡す

PF4 　→ (12)証明書発行確認に制御を渡
す

PF2 　→ (11)証明書選択メニューに制御
を渡す

PF5 　→ (13)戸籍事項選択に制御を渡す

その他 (14)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する (15)同画面を編集する
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版 頁

証明処理/個人特定事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/6

第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 1.0　個人特定事項選択画面表示

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)個人特定事項選択画面 ←(引渡側)中間ファイル(個人特定事項選択)

個人特定事項選択画
面

画面ID

編製日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

配偶者

父 父

カナ氏名 カナ氏名

漢字氏名

システム日付 システム日付

画面ID

本籍コード 有

個人除区分

有

消除日 消除日 有

編製日

個人除区分

筆頭者 筆頭者

本籍

本籍地番

漢字氏名

配偶者区分

生年月日 生年月日 有

配偶者区分=1:
　　　　　 2:
　　上記以外:

夫
妻
スペースを設定

父母続柄 父母続柄 有

母 母

養母 養母

養父養父

養父母続柄養父母続柄 有

中間ファイル
(個人特定事項選択)

 7-2-(12)-15



No 必須 属性

1 英数

版 頁

証明処理/個人特定事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/6

第7
2

(12)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

'S'又はスペースであること

処理名 画面名 画面ID

　2.0　データチェック 　個人特定事項選択

｢項目エラー、正しく入力して
下さい。｣

選択コード
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養母 養母

画面で指定されたもののみ移送

生年月日 生年月日

父 父

配偶者区分 配偶者区分

養父 養父

父母続柄 父母続柄

母 母

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

筆頭者

本籍地番 本籍地番

筆頭者

消除日 消除日

本籍コード 本籍コード

記号名 名称 記号名

処理名 3.0　中間ファイル編集･出力

受取側 引渡側

中間ファイル
(該当個人特定事項)

編製日 中間ファイル
(個人特定事項選択)

編製日

個人除区分 個人除区分

養父母続柄 養父母続柄

コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(該当個人特定事項) ←(引渡側)中間ファイル(個人特定事項選択)

版 頁

証明処理/個人特定事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/6

第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称
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版 頁

証明処理/個人特定事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/6

第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　中間ファイル編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(身分事項選択) ←(引渡側)中間ファイル(戸籍構成員一覧)

中間ファイル
(身分事項選択)

編製日 中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

編製日

個人除区分 個人除区分

タイトルコード タイトルコード

身分事項記載項目 身分事項記載項目

本籍コード 本籍コード

消除日 消除日

筆頭者 筆頭者

本籍地番 本籍地番

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

複数有り
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第7
2

(12)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

証明処理/身分事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/5

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1) 中間ファイル(身分事項選択)より当該個人の全身分事項を表示する。
　(2) 選択された身分事項(複数指定可)を中間ファイル(該当身分事項)に出力する。
　(3) 証明書発行確認に制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(身分事項選択画面)

　　　　　　　　2.0　データチェック

　　　　　　　　3.0　データ編集表(中間ファイル/該当身分事項)

2.使用DB･ファイル一覧

名称

5.備考(特記事項含む)

入出力区分 名称 入出力区分

入力

中間ファイル
(該当身分事項)

出力

中間ファイル
(身分事項選択)

身分事項選択

中間ファイル

(該当身分

事項)

証明書発行

確認

身分事項選択

中間ファイル

(身分事項

選択)
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/

/

/

/

YES

NO

NO

/

YES

NO

/

YES

NO

その他

(1)中間ファイルより身分事項選択画面を編集･表示する 〔1.0〕

(3)選択番号のチェック(OK:YES,NG:NO) 〔2.0〕

(5)中間ファイル(該当身分事項)を編集･出力する 〔3.0〕

第7
2

(12)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

証明処理/身分事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/5

改定日付

処理名 0.0　本紙 備考

(2)キー選択(実行キー,PP1,PF2,PF4,PF5,PF7,PF8,その他)

実行キー

YES (4)選択番号の指定があるか(ある:YES,ない:NO)

(6)証明書発行確認に制御を渡
す

→
(7)エラーメッセージを表示する (8)同画面を編集する

PF1 　→ (9)戸籍業務メニューに制御を
渡す

PF2 　→ (10)証明書選択メニューに制御
を渡す

PF4 　→ (11)証明書発行確認に制御を渡
す

PF5 　→ (12)個人特定事項選択に制御を
渡す

(13)身分事項の前ページがあるか(ある:YES,ない:NO)PF7

PF8

(16)同画面を編集する

(20)同画面を編集する

(22)同画面を編集する(21)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(19)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示する

(18)次ページ分の身分事項選択画面を編集する

(17)身分事項の次ページがあるか(ある:YES,ない:NO)

(15)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示する

(14)前ページ分の身分事項選択画面を編集する
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版 頁

証明処理/身分事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/5

第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　身分事項選択画面表示

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)身分事項選択画面 ←(引渡側)中間ファイル(身分事項選択)

身分事項選択画面 画面ID 画面ID

現ページ、総ページ ―――――――

編製日 編製日

個人除区分 個人除区分

筆頭者 筆頭者

本籍

項番

有

カナ氏名 カナ氏名

漢字氏名 漢字氏名

システム日付 システム日付

消除日 消除日 有

本籍地番

本籍コード 有

身分事項名 タイトルコード 有

―――――――

身分事項記録項目 身分事項記録項目

複数有り

先頭ページの1行めから連番

中間ファイル
(身分事項選択)

Z9/Z9
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No 必須 属性

処理名 画面名 画面ID

　2.0　データチェック 　身分事項選択

版 頁

証明処理/身分事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/5

第7
2

(12)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

当該身分事項の数を越えていないこと ｢項目エラー、正しく入力して
下さい。｣

番号が重複していないこと

1 選択番号 数字
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版 頁

証明処理/身分事項選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/5

第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0 中間ファイル編集･出力

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)中間ファイル(該当身分事項) ←(引渡側)中間ファイル(身分事項選択)

中間ファイル
(該当身分事項)

編製日 編製日

個人除区分 個人除区分

タイトルコード タイトルコード

消除日 消除日

本籍地番 本籍地番

本籍コード 本籍コード

カナ氏名

漢字氏名

筆頭者 筆頭者

身分事項記録項目 身分事項記録項目

画面で指定されたもののみ移送

中間ファイル
(身分事項選択)

カナ氏名

漢字氏名
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第7
2

(12)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

証明処理/証明書発行確認 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/3

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1) 中間ファイル(戸籍構成員一覧)等より証明書発行確認画面を表示する。
　(2) 各中間ファイルより、指定された証明書を出力する。
　(3) 各中間ファイルを削除する。

4.機能体系(要件定義書の構成)

　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(証明書発行確認画面)

2.使用DB･ファイル一覧

名称

5.備考(特記事項含む)

入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル
(戸籍構成員一覧)

入力
中間ファイル
(該当個人特定事項)

中間ファイル
(該当身分事項)

中間ファイル
(受付ファイル情報)

中間ファイル
(該当戸籍事項)

入力

入力

入力

入力

中間ファイル
(個人詳細表示)

入力

証明書発行確認

中間ファイル

(該当戸籍

事項)

(詳細別紙)

証明書発行確認

中間ファイル

(戸籍構成員

一覧)
中間ファイル

(該当個人

特定事項)

中間ファイル

(該当身分

事項)

証明書

中間ファイル

(個人詳細

表示)

中間ファイル

(受付ファイル

情報)

 7-2-(12)-24



/

/

/

1 /

2 /

3 /

4 /

5 /

6 /

/

第7
2

(12)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 版 頁

証明処理/証明書発行確認 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/3

改定日付

処理名 0.0　本紙 備考

(1)中間ファイル(戸籍構成員一覧)より証明書発行確認画面を編集･表示する 〔1.0〕

(9)届書預り証明書を発行部数分出力する(詳細別紙)

(2)キー選択(実行キー,PF1,PP2,その他)

実行キー (3)各証明書を発行する(1:全部事項証明、2:個人事項証明、3:一部事項証明)

PF1

PF2

その他 (13)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示する

(4)全部事項証明書を発行部数分出力する(詳細別紙)

(5)個人事項証明書を発行部数分出力する(詳細別紙)

(6)一部事項証明書を発行部数分出力する(詳細別紙)

(8)戸籍法41条証書提出の証明書を発行部数分出力する(詳細別紙)

(7)届書受理証明書を発行部数分出力する(詳細別紙)

(10)各中間ファイルを削除する

(14)同画面を編集する

(12)証明書選択メニューに制御
を渡す

(11)戸籍業務メニューに制御を
渡す

　→

　→
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3/3

第7
2

(12)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 1.0　証明書発行確認画面表示

受取側 引渡側 コード
変換有無
サ=サブ
ルーチン

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)証明書発行確認画面 ←(引渡側)中間ファイル(戸籍構成員一覧)

版 頁

証明処理/証明書発行確認 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

身分事項選択画面 画面ID 画面ID

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

発行部数

編製日

システム日付 システム日付

有

証明書種別 =1:全部事項証明書
=2:個人事項証明書
=3:一部事項証明書
=4:届書受理証明書
=5:戸籍法41証書提
出の証明書
=6:届書預り証明書

本籍地番

有

証明書種別

本籍コード

個人除区分 個人除区分

消除日 消除日

編製日

筆頭者 筆頭者

本籍 有

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

管掌者コード

初期値として1を出力

選択事項名(事項名)

一部事項証明を選択された場合の証
明項目を出力する

選択事項名(項番)

中間ファイル
(戸籍構成員一覧) 　―――――――

管掌者名 有

管掌者コード
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｢各種ファイル更新｣処理

第7.2.(13)



個人状態ファイルの更
新

画面入力項目チェック

入力画面初期化

戸籍構成員一覧 個人詳細表示

PF1

PF2

PF12

実行キー 該当戸籍一覧

不受理申出ファイルの
更新

画面入力項目チェック

前頁表示

構成員項目次頁 次頁表示 次員表示

　1.ファイル更新処理業務の概要
　　A.不受理申出･個人状態ファイル更新処理
　　　･不受理申出･個人状態ファイル更新には,該当戸籍一覧表示,戸籍構成員一覧表示,不受理申出ファイル更新,個人状態ファイル更新がある

　　　･該当戸籍一覧表示では,該当戸籍を表示選択し,戸籍構成員一覧表示では,該当戸籍の構成員を表示し個人を選択する
　　　 不受理申出ファイル更新では,選択された個人の不受理申出ファイルを全件検索して表示･更新する
　　　 個人状態ファイル更新では,選択された個人の個人状態ファイルを検索して表示･更新する

　　　･該当戸籍一覧表示での検索項目及び当説明での検索キーは,検索処理と同様である

　　B.受付ファイル更新処理

　　C.戸籍DB更新処理

　2.各検索画面でのPFキー(Aの場合のみ)

　　　　　画面

PFキー
ファイル更新処理ﾒﾆｭｰ 該当戸籍一覧 戸籍構成員一覧 個人詳細表示 不受理申出ﾌｧｲﾙ更新 個人状態ファイル更新

戸籍構成員一覧戸籍構成員一覧

戸籍業務メニュー 戸籍業務メニュー 戸籍業務メニュー 戸籍業務メニュー 戸籍業務メニュー 戸籍業務メニュー

戸籍構成員一覧

次頁構成員

前頁表示

該当戸籍一覧

構成員項目前頁

PF10

PF11

PF3

PF4

PF5

PF6

PP7

PF8

個人状態ファイル更新 個人状態ファイル更新

個人詳細表示 個人詳細表示

戸籍項目前頁 不受理申出ﾌｧｲﾙ更新 不受理申出ﾌｧｲﾙ更新

前頁表示

ファイル更新処理ﾒﾆｭｰ ファイル更新処理ﾒﾆｭｰ

前頁構成員

ファイル更新処理ﾒﾆｭｰ ファイル更新処理ﾒﾆｭｰファイル更新処理ﾒﾆｭｰ

戸籍項目次頁

次頁表示

PF9

版 頁

　ファイル更新処理選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/5

第7
2

(13)
システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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第7
2

(13) システム化調査研究会

作成者作業名

　ファイル更新処理選択

3.処理概要
　(1) 検索処理選択番号の入力チェック

　(2) 不受理申出･個人状態ファイル更新処理に制御を渡す

　(3) 受付ファイル更新処理に制御を渡す

　(4) 戸籍DB更新処理に制御を渡す

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称

5.備考(特記事項含む)

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 別紙1(パスワード･チェック)

　　　　　　　　2.0 データチェック(単体表)

名称

令和　年　月　日

頁

2/5

版

1

改定日付作成日付

平成6年12月 1日
システム環境仕様書

入出力区分入出力区分

ファイル更新

処理選択

ファイル更新

処理メニュー

2.
受付ファイル

更新処理

3.
戸籍DB

更新処理

1.不受理申出･
個人状態
ファイル更新処
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/

/

/

/

/

NO

YES

(12)エラーメッセージ『パスワード･エラー』を表示する

(14)同画面を編集する

根拠法令(マニュアル処理）0.0 本紙処理名

1

2

PF1

その他

(7) 該当戸籍一覧表示に制御を
渡す

(9) 受付ファイル更新処理に制
御を渡す

(2) キー選択(実行キー,PF1,その他)

YES

NO

 実行キー

(16)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』を表示する

(15)業務選択に制御を渡す

頁数

3/5

版

1令和　年　月　日

改定日付

平成6年12月 1日
要件定義ワークシート

作成日付

(17)同画面を編集する

3

作業名

　ファイル更新処理選択

(1) 検索処理メニュー画面を出力する

第7
2

(13) システム化調査研究会

作成者

(5) 選択番号(1)

(3) 入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [1.0]

(4) パスワードのチェック(OK:YES,NG:NO) [2.0]

(13)エラーメッセージ

単体チェックにて編集したメッセージを表示する

(11)戸籍DB更新処理に制御を渡
す

(6) 不受理申出･個人状態ファイル更新処理

(8) 受付ファイル更新処理

(10)戸籍DB更新処理

――→
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No 必須 属性

01 ○ 数字

02 ○ 数字

選択番号

内容 備考出力エラーメッセージ

数字であること

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』パスワード

1又は2又は3であること

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ項目名

処理名 画面名 画面ID

1.0　ファイル更新処理
　　 選択番号のチェック

ファイル更新処理メニュー

改定日付 版

1 4/5　ファイル更新処理選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数第7
2

(13)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付
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/

/

/

/

/NO (5) エラー

YES (2) 内容をチェックする(OK:YES,NG:NO)　　　　　《自治体,メーカー独自》 パスワードチェック･サブルーチン

YES (3) 操作員資格区分を参照する

NO (4) エラー

(1) 入力されたパスワードをキーにパスワードファイルを読む(ある:YES,なし:NO)

頁数

　ファイル更新処理選択 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/5

第7
2

(13)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 2.0　別紙1(パスワード･チェック) 根拠法令(マニュアル処理）
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第7
2

(13)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

　不受理申出ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/9

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1) 中間ファイル(個人詳細表示)の個人番号をキーに不受理申出ファイルを検索し,ファ
イルの内容等を編集する

　(2) 不受理申出ファイル更新画面の表示

　(3) 不受理申出ファイルの更新

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(不受理申出ファイル更新画面編集)
　　　　　　　　2.0　データチェック(単体表)
　　　　　　　　3.0　データチェック(関連表)
　　　　　　　　4.0　データ編集表(不受理申出ファイル更新画面編集)
　　　　　　　　5.0　データチェック(単体表)
　　　　　　　　6.0　データ編集表(不受理申出ファイル編集)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル
(個人詳細表示)

入力

5.備考(特記事項含む)不受理申出ファイル 入出力

不受理申出

ファィル更新

不受理申出

ファイル更新

中間ファイル

(個人詳細表示)

不受理申出

ファイル
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/

/

/

(7) 入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO) /

/

/

/

NO /

/

頁数

不受理申出ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/9

第7
2

(13)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版

処理名 0.0 本紙 根拠法令(マニュアル処理）

1

(3) 同画面を編集する

(10)入力項目チェック処理にて編集したメッセージを編集･出力
する

(23)同画面を編集する

(22)エラーメッセージ『処理選択番号入力が違います。再度,入力し
て下さい』を表示する

NO

(18)同画面を編集する
(19)入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO) [5.0]

(17)入力項目チェック処理にて編集したメッセージを編集･出力
する

(15)メッセージ『チェックOKです。不受理申出ファイルを
更新して下さい』を表示する

(16)(17)へ

(14)不受理申出ファイル更新画面を編集する [4.0]

NO

(9) メッセージ『チェックOKです。不受理申出ファイルを追加
して下さい』を表示する

YES

(11)同画面を編集する

[2.0][3.0]
(13)入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO)

YES

(1) 中間ファイル(個人詳細表示)を個人番号をキーとして不受理申出ファイルを全件検索
する(ある,なしに係わらず)

/

(4) キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF9,PF11,PF12,その他)
/

実行キー (5) 処理選択番号がある(YES,NO)

YES (6) 処理選択番号(1～3,その他)

(20)メッセージ『チェックOKです。不受理申出ファイルを削除
して下さい』を表示する

(21)入力項目チェック処理にて編集したメッセージを編集･出力
する

3

YES

2

YES

NO

/

(2) 不受理申出ファイル更新画面を編集･表示する [1.0]

(8) 不受理申出ファイル更新画面を編集する [4.0]

(12)入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO) [5.0]

[2.0][3.0]

その
他
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NO

/

YES

NO

/

YES

NO

/

/

/

/

/

NO /

版 頁数

　不受理申出ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/9

第7
2

(13)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(27)ファイル更新処理選択に制
御を渡す

PF1 ――→

処理名 0.0 本紙 根拠法令(マニュアル処理）

(24)エラーメッセージ『処理選択番号を入力して下さい』を表示する

PF2

(25)同画面を編集する

(26)業務選択に制御を渡す

(28)戸籍構成員一覧表示に制御
を渡す

(32)同画面を編集する

(36)同画面を編集する

(43)同画面を編集する

(37)個人詳細表示に制御を渡す

(45)メッセージ『不受理申出ファイルが更新されました』を表示する (46)同画面を編集する

(49)同画面を編集する

(52)同画面を編集する

(50)(51)へ

(51)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』を表示するその他

PF12

YES

(48)メッセージ『不受理申出ファイルが削除されました』を表示する

1

PF11

(29)前ページがある(YES,NO)

(30)前ページ不受理申出ファイル更新画面出力

(31)エラーメッセージ『先頭ページです』を表示する

(33)次ページがある(YES,NO)

(34)次ページ不受理申出ファイル更新画面出力

(35)エラーメッセージ『最終ページです』を表示する

――→

――→

PF7

PF8

(38)個人状態ファイル更新に制
御を渡す

(39)入力項目のチェック済みである(YES,NO)

(40)処理選択番号(1～3)

(42)メッセージ『不受理申出ファイルが追加されました』を表示する

(47)不受理申出ファイルを削除する

2

3

(41)不受理申出ファイルを編集･追加する [6.0]

(44)不受理申出ファイルを編集･更新する [6.0]

PF9

PF5

――→

――→
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　不受理申出ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/9

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

記号名

処理名 1.0　不受理申出ファイル更新画面編集

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称

(受取側)不受理申出ファイル更新画面 ←(引渡側)中間ファイル(個人詳細),不受理申出ファイル

漢字氏名 漢字氏名

カナ氏名 カナ氏名

本籍地番

本籍･住所コード

筆頭者 筆頭者

有

項番 行番号

生年月日 生年月日 有

出張所番号

有

有

失効区分

失効日 有

有

本籍

出張所

開始日 開始日(届出日)

受･送 受理送付区分

不受理申出ファイルがある場合のみ
処理を行う(MAX2件)

不受理申出ファイル
更新画面

中間ファイル
(個人詳細表示)

不受理申出ファイル

不受理申出事件コー
ド

不受理申出事件コー
ド

有

相手氏名2 相手方氏名2

相手氏名1 相手方氏名1

不受理申出事件

(名称)

失効区分

失効日

送付日

失効区分 (コード)

不受理申出事件

(コード)

送付日

失効区分(漢字)
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No 必須 属性

01 ○ 数字

02 ○ 数字

03 ○ 数字

04 数字

05 数字

06 数字

08 漢字

09 漢字

第7
2

(13)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

　不受理申出ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/9

改定日付

処理名 画面名 画面ID

項目名 内容 出力エラーメッセージ

2.0　入力項目のチェック 不受理申出ファイル更新

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

送付日 元号,日付チェックでOKであること

失効日 元号,日付チェックでOKであること

受･送 1又は2であること

開始日 元号,日付チェックでOKであること

2件目迄入力があれば,2件
目もチェックを繰り返す

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

07 不受理申出事件
○

数字 01～04,07～13,18,19,21,22,26,28～33であること

出張所 自治体固有の出張所番号であること

相手氏名2

相手氏名1

失効区分 1:終了　2:取下　3:失効
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No

01

02

03

04

05

第7
2

(13)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

　不受理申出ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/9

改定日付

出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

3.0　入力項目のチェック 不受理申出ファイル更新

内容

『関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

(NO.3)受･送が1(受理)の時,(NO.5)送付日が入力無しであること

(NO.3)受･送が2(送付)の時,(NO.5)送付日が入力有りであること

(NO.5)送付日に入力有りの時,送付日は(NO.4)開始日以降であること

(NO.6)失効日に入力有りの時,失効日は(NO.4)開始日以降であること

(NO.5)送付日に入力有り且つ(NO.6)失効日に入力有りの時,送付日は失効日以前であること
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版 頁

不受理申出ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成20年 3月 1日 12.0 7/9

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

記号名 名称 記号名

処理名 4.0不受理申出ファイル更新画面編集

受取側 引渡側

入力無しの時、開始日より6ヶ月後-1
日をセット(但し、開庁日と重なる場
合は、その翌日をセット)

入力なしの時、1(終了)をセット

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)不受理申出ファイル更新画面 ←　　(引渡側)不受理申出ファイル更新画面

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

失効区分(漢字) 失効区分 有

不受理申出事件

(名称)

不受理申出事件

(コード)

不受理申出ファイル
更新画面

失効日

失効区分(コード)

有

有

不受理申出ファイル
更新画面
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No 必須 属性

第7
2

(13)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

　不受理申出ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/9

改定日付

処理名 画面名 画面ID

5.0　入力項目のチェック 　不受理申出ファイル更新

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理項番 ○ 数字 画面上に表示されている項番であること 『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』
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入力無しの時は,ブランクをセット

相手氏名2 入力無しの時は,ブランクをセット

相手氏名1

失効日

失効区分

作成日(処理日)

相手方氏名1

相手方氏名2

　不受理申出ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/9

行番号 追加の時,該当個人番号の全不受理
ファイル中最終行番号+1をセット

(受取側)不受理申出ファイル ←(引渡側)中間ファイル(個人詳細),不受理申出ファイル更新画面

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 6.0　不受理申出ファイル編集

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

中間ファイル
(個人詳細表示)

不受理申出ファイル

出張所

個人番号

出張所番号

不受理申出ファイル

現年月日

不受理申出ファイル
更新画面

受･送

有送付日

失効日

不受理申出事件コー
ド

開始日(届出日)

送付日

開始日 有

受理･送付区分

個人番号

項番

不受理申出事件

(コード)

失効区分 (コード)

入力無しの時は,0(ゼロ)をセット

有
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第7
2

(13)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付 版 頁

　個人状態ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/6

改定日付

1.詳細フロー 3.処理概要

　(1) 中間ファイル(個人詳細表示)の個人番号をキーに個人状態ファイルを検索し,ファイ
ルの内容等を編集する

　(2) 個人状態ファイル更新画面の表示

　(3) 個人状態ファイルの更新

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(個人状態ファイル更新画面編集)
　　　　　　　　2.0　データチェック(単体表)
　　　　　　　　3.0　データチェック(関連表)
　　　　　　　　4.0　データ編集表(個人状態ファイル編集)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

中間ファイル
(個人詳細表示)

入力

5.備考(特記事項含む)個人状態ファイル 入出力

中間ファイル

(個人詳細表示)

個人状態ファイル

個人状態

ファイル更新

個人状態

ファイル更新
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/

/

/

NO

/

/

YES /

NO /

NO /

版 頁数

　個人状態ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/6

第7
2

(13)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

処理名 0.0 本紙 根拠法令(マニュアル処理）

(1) 中間ファイル(個人詳細表示)を選択されたデータ(選択区分='1')まで読みとばし、該
当データを読み込む /

/(2) 中間ファイル(個人詳細表示)の個人番号をキーとして個人状態ファイルを検索する(あ
る、なしに係わらず)

(4) 同画面を編集する

(9) 同画面を編集する

(23)同画面を編集する

(19)メッセージ『個人状態ファイルか更新されました』を表示する

(21)(22)へ

(10)業務選択に制御を渡す

(11)ファイル更新処理選択に制
御を渡す

(13)個人詳細表示に制御を渡す

(14)不受理申出ファイル更新に
制御を渡す

(12)戸籍構成員一覧表示に制御
を渡す

(20)同画面を編集する

(7) メッセージ『チェックOKです。個人状態ファイルを更新(PF12)して下
さい』を表示する

(8) 入力項目チェック処理にて編集したメッセージを編集･出力する

YES

実行キー

(5) キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF9,PF10,PF12,その他)

(3) 個人状態ファイル更新画面を編集･表示する [1.0]

[2.0][3.0](6) 入力項目のチェック(OK:YES,NG:NO)

YES

その他 (22)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました』を表示する

――→

――→

――→

――→

――→

(15)入力項目のチェック済みである(YES,NO)

PF1

PF2

PF5

PF9

PF10

PF12

(17)個人状態ファイルを編集･更新する [4.0]

(18)個人状態ファイルを編集･追加する [4.0]

(16)中間ファイル(個人詳細表示)が存在している(YES,NO)
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個人状態ファイルがない場合全ての
項目へ0(ゼロ)をセット

犯歴区分は,民刑担当者が操作の場合
のみ更新できるようにする等,市町村
の判断に委ねられる

版 頁数

個人状態ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/6

有

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　個人状態ファイル更新画面編集

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

生年月日 生年月日 有

本籍地番

中間ファイル
(個人詳細表示)

カナ氏名

漢字氏名

本籍･住所コード

筆頭者

裁判所通知区分 裁判所通知区分

破産宣告人区分 破産宣告人区分

準禁治産者区分 準禁治産者区分

胎児認知区分 胎児認知区分

(犯歴区分) (犯歴区分)

メモ メモ 入力無しの時,ブランクをセット

保留 保留区分

受理･処理伺い 受理伺い区分

個人状態ファイル 禁治産者区分

(受取側)個人状態ファイル更新画面 ←(引渡側)中間ファイル(個人詳細),個人状態ファイル

カナ氏名

漢字氏名

本籍

筆頭者

禁治産者区分

個人状態ファイル更
新画面
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No 必須 属性

01 ○ 数字

02 ○ 数字

03 ○ 数字

04 ○ 数字

05 ○ 数字

06 ○ 数字

07 ○ 数字

08 ○ 数字

第7
2

(13)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

個人状態ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/6

改定日付

処理名 画面名 画面ID

2.0　入力項目のチェック 　個人状態ファイル更新

0(ゼロ)又は1であること

準禁治産者区分 0(ゼロ)又は1であること

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

破産宣告人区分 0(ゼロ)又は1であること

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

保留 0(ゼロ)又は1であること

胎児認知区分 0(ゼロ)又は1であること

受理･処理伺い 0(ゼロ)又は1であること

禁治産者区分

裁判所通知区分 0(ゼロ)又は1であること

犯歴区分 0(ゼロ)又は1であること
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No

第7
2

(13)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付 版 頁数

　個人状態ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/6

改定日付

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

3.0　入力項目のチェック 　個人状態ファイル更新

01 (NO.1)禁治産者区分,(NO.2)準禁治産者区分の一方が必ず0(ゼロ)であること 『関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。』
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破産宣告人区分

裁判所通知区分

犯歴区分

胎児認知区分

受理伺い区分

保留区分

版 頁数

　個人状態ファイル更新 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/6

裁判所通知区分

準禁治産者区分

破産宣告人区分

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

禁治産者区分

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　個人状態ファイル編集

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)個人状態ファイル

保留

胎児認知区分

犯歴区分

受理･処理伺い

メモ メモ1～5

個人番号 中間ファイル
(個人詳細表示)

個人番号

←(引渡側)中間ファイル(個人詳細),個人状態ファイル更新画面

準禁治産者区分

個人状態ファイル更
新画面

禁治産者区分

個人状態ファイル
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1

4

5

7

8

　　受付ファイル更新処理は,通常の異動処理では出来ない受付ファイルに対する処理を直接行う業務であり,次の10業務の処理を行える。
　　検索業務の受付ファイル検索と同様の流れにより,受付ファイルを特定して処理を行う。

決裁区分処分区分

処理対象
履歴

10

No.

本非区分変更(胎児認知) 胎児認知届後の出生届により,胎児認知届の受付ファイルの本非区分が変更となる場合に,本非区分を変更す
る処理。

本籍地変更後の届出
(標準準則第34条)

受付ファイル更新

版 頁

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年 3月31日 22 1/24

第7
2

(13)
システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

2

3

6

9

受附帳の記載項目ではなく,システムで使用される項目の更新を行う処理。

届書等の受理後に本籍地の変更が明らかになった場合,受付ファイルで修正を必要とする項目を変更する処
理。

処分及び戸籍の記録内容の変わらない軽微些細な受付ファイルの記録誤りを訂正する処理。

照会をする場合における発日,届書 送付をする場合における発送日の入力･修正を行う処理。

送付先から不受理が相当と判断され,届書が返戻されてきた場合に,受付ファイルの処分を｢受理｣から｢受理
処分の撤回｣に変更する処理。

送付先において該当者が確定できずに本籍不明とされ,届書が返戻されてきた場合に,受付ファイルの本籍欄
を｢不詳｣に変更する処理。

処理概要

発日,発送日入力･修正

便宜訂正

返戻(受理処分の撤回)

受付ファイル更新業務

返戻(本籍不分明)

関連受領番号入力･修正

受理後の処理照会

決裁 ×

--- --- ×

--- 決裁 ○

送達確認消し込み

特定の受付ファイルに対して,関連する受付ファイルの受領番号(関連受領番号)を入力･修正する処理。

届書等の送達が確認できた場合で,受付ファイルの送達区分を｢未到着｣から｢到着済｣に変更する処理。

受理処分を行ったが,戸籍の記録方法等が不明確で処理照会を行う場合,処分区分を｢受理｣から｢処理照会｣に
変更し,発日を入力する処理。

決裁

決裁

○

○

受理 決裁 ○

受理 決裁 ○

受理

受理

受理

受理 決裁 ×

--- --- ×

未決裁 ○

---

※処理対象は,各受付ファイル更新業務別に,処理を行おうとする受付ファイルの処分区分･決裁区分の状態で異なるが,決裁区分が｢欠番｣のものはすべてにおいて対象外である。
※履歴管理は,受付ファイル受領番号の枝番を使用して行われる。上記の表では,履歴欄の『○』業務が履歴管理の対象となり,他は上書き処理となる。
※本籍受領分で戸籍の記載がされている場合は,戸籍訂正処理が必要となる場合もある。
※決裁前に関連受領番号を修正すると,同時に決裁がされずに決裁区分が未更新のまま決裁が完了する場合があるため,関連受領番号入力･修正については,決裁後に実施する。

　次頁以降に,それぞれの業務処理サンプルを受付ファイル(抜粋)で示す。[(2)が主に該当業務の処理結果であり,　　部分が変更個所である。]
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事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

届後本籍/筆頭者

届後本籍/筆頭者

届後本籍/筆頭者

届後本籍/筆頭者

1.便宜訂正
　　便宜訂正の対象となる項目としては,届出人氏名1～2,届後本籍,届後戸籍の筆頭者,漢字氏名,本籍等がある。
　(1) H7.01.20 婚姻届出(夫となる甲野英助が非本籍人,妻となる乙野梅子が非本籍人で管外に新戸籍編製)

1995000100 0 H7.01.21 管外本籍B

版 頁

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/24

第7
2

(13)
システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付 改定日付

管外本籍C三丁目25番

管外本籍A一丁目16番地

甲野　英助

乙野　梅子

　本籍

筆頭者名婚姻 H7.01.20 受理 非本 決裁

受付日 発送日受領番号

1995000100 1 婚姻 H7.01.20 受理 非本
乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地

甲野　英助

甲野　英助
1995000100 0 婚姻 H7.01.20

漢字氏名 　本籍

　(2) 甲野英助の本籍が｢三丁目52番地｣と判明

2.返戻(受理処分の撤回)
　　特定の受付ファイルを選択し,処理を行うことにより履歴が取られ処分区分か変更される。
　(1) H7.01.20 婚姻届出(夫となる甲野英助が非本籍人,妻となる乙野梅子が非本籍人で管外に新戸籍編製)

　(2) 乙野梅子の本籍地に婚姻の不受理申出が出されていたのが判明

受理 決裁

甲野　英助 管外本籍C三丁目52番

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地

管外本籍C三丁目52番地

受理 非本 H7.01.21

H7.01.21

　本籍

漢字氏名

管外本籍B 筆頭者名
受撤
回

決裁

管外本籍C三丁目52番

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地

1995000100 1 婚姻 H7.01.20 受理 非本

受理

管外本籍B 筆頭者名 受理 決裁

管外本籍B 筆頭者名

受領番号 受付日 発送日

漢字氏名受領番号 受付日 発送日

H7.01.21

　本籍

受領番号 受付日 発送日

漢字氏名
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事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

届後本籍/筆頭者

3.返戻(本籍不分明)
　　特定の受付ファイルを選択し,処理を行うことにより履歴が取られ指定された本籍欄が｢不詳｣に変更される。
　(1) H7.01.20 婚姻届出(夫となる甲野英助が非本籍人,妻となる乙野梅子が非本籍人で管外に新戸籍編製)

届後本籍/筆頭者

4.発日,発送日入力･修正
　　発日,発送日の入力及び修正を行う。
　(1) H7.01.20 婚姻届出(夫となる甲野英助が非本籍人,妻となる乙野梅子が非本籍人で管外に新戸籍編製)

届後本籍/筆頭者

1 3/24
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システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付 改定日付

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地
管外本籍B 筆頭者名 受理 決裁1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理 非本 H7.01.21

甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地

乙野　梅子 不詳

　(2) 乙野梅子が該当する本籍に存在せず本籍不分明とされて返戻されてきた場合

1995000100 1 婚姻 H7.01.20 受理 非本 H7.01.21
管外本籍C三丁目52番地

甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地

漢字氏名 　本籍

非本1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理

届後本籍/筆頭者

管外本籍A一丁目16番地
管外本籍B 筆頭者名 受理 決裁1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理 非本 H7.01.21

　(2) 翌日が閉庁日のため発送日を,H7.01.23と入力する。

漢字氏名

管外本籍B 筆頭者名 受理 決裁

受領番号 受付日 発送日 漢字氏名

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

版 頁

受領番号 受付日 発送日

　本籍

受領番号 受付日 発送日 漢字氏名 　本籍

管外本籍B 筆頭者名 受理 決裁
甲野　英助

　本籍受領番号 受付日 発送日

甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地

乙野　梅子
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事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理 本籍 管外本籍X

関連受領番号

関連受領番号

第7
2

(13)
システム処理の概要説明

作業名 作成者

届後本籍/筆頭者

5.関連受領番号入力･修正
　　特定の受付ファイルを選択し,その受付ファイルと関連する受付ファイルの受領番号を関連受領番号として入力及び修正する。
　　ここでの入力等の判断は,操作者に委ねられる
　(1) H17.01.20 婚姻届出(夫となる甲野英助が非本籍人,妻となる乙野梅子が非本籍人で管外に新戸籍編成)

…
甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地

頁

受付ファイル更新処理

筆頭者名 受理 …

非本 H7.01.21

000000000

1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理

発日 収日

6.受理後の処理伺い
　　特定の受付ファイル(受理･未決裁)を選択し,発日を入力する。システムでは,収日のクリア,届書Fの削除を行う。
　(1) H7.01.20 婚姻届出(夫となる甲野英助が非本籍人,妻となる乙野梅子が非本籍人で管内に新戸籍編製)

届後本籍/筆頭者 　本籍漢字氏名

000000000

　(2) 他の受付ファイル(受領番号:199500130)と関連付ける。

1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理 非本 H7.01.21

届後本籍/筆頭者

甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地
管外本籍B

　(3) 戸籍DB更新でロックを解除,個人状態F更新で受理処理伺い区分を設定する。

管外本籍B 筆頭者名 受理 決裁 000000000

甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地
1995000100 1 婚姻 H7.01.20 受理 本籍

甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地
筆頭者名

管外本籍X 筆頭者名
処理
伺

未決
裁

H7.01.21

発日 収日届後本籍/筆頭者

　(2) 受理は確定しているが,戸籍編製の記録が不明確。(発日を入力する)

受領番号 受付日 発送日 漢字氏名 　本籍

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/24

作成日付 改定日付 版

システム化調査研究会

漢字氏名 　本籍受領番号 受付日 発送日

漢字氏名 　本籍

受領番号 受付日 発送日

受領番号 受付日 発送日

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地
受理

未決
裁

決裁 199500130
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事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

乙野　梅子

事件 受送 本非 処分 決裁

乙野　梅子

届後本籍/筆頭者

甲野　英助 コウノ　エイスケ 管外本籍C三丁目52番地

オツノ　ウメコ

漢字氏名 　カナ氏名 　本籍

漢字氏名 　カナ氏名

届後本籍/筆頭者

甲野　英助 コウノ　エイスケ

オトヤ　バイコ

管外本籍C三丁目52番地

受領番号 受付日 発送日 届後本籍/筆頭者

未到着

未到着

管外本籍C三丁目52番地

管外本籍A一丁目16番地

甲野　英助

乙野　梅子

送達確認1 漢字氏名 　本籍 送達確認

甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地

筆頭者名 受理 決裁1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理 本籍 管外本籍B

　本籍

　(2) 乙野梅子のカナ氏名｢オトヤ　バイコ｣が｢オツノ　ウメコ｣と判明。

受領番号 受付日 発送日

管外本籍A一丁目16番地

筆頭者名 受理 決裁1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理 本籍 管外本籍B

受領番号 受付日 発送日

管外本籍A一丁目16番地

未到着

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地 到達済

8.受付ファイル更新
　　送達の確認が取れた特定の受付ファイルを選択し,送達確認区分を設定する。この処理の利用は,市町村に委ねられる。
　(1) H7.01.20 婚姻届出(夫となる甲野英助が非本籍人,妻となる乙野梅子が非本籍人で管外に新戸籍編製)

筆頭者名 受理 決裁 不要1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理 本籍 管外本籍X

　(2) 乙野梅子の本籍地への送達が確認された場合。

受領番号 受付日 発送日

7.送達確認消し込み
　　送達の確認が取れた特定の受付ファイルを選択し,送達確認区分を設定する。この処理の利用は,市町村に委ねられる。
　(1) H7.01.20 婚姻届出(夫となる甲野英助が非本籍人,妻となる乙野梅子が非本籍人で管内に新戸籍編製)

筆頭者名 受理 決裁 不要1995000100 0 婚姻 H7.01.20 受理 本籍 管外本籍X

届後本籍/筆頭者

送達確認1 漢字氏名 　本籍 送達確認

第7
2

(13)
システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/24
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事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

　(2)H7.01.22 転籍届送付(H7.1.19に乙野梅子在籍戸籍の転籍届を転籍先市町村で受領、転籍先本籍:管外本籍X)
　　―戸籍訂正処理(受領番号:199500130)････婚姻届により除籍となっている乙野梅子を回復させる。
　　―転籍処理　　(受領番号:199500132)････乙野梅子を回復した戸籍の転籍処理を通常の異動処理で行う。
　　―準則34条によるファイル更新処理･･････婚姻届の受付ファイルを更新する。

受領番号 受付日 発送日

届後本籍/筆頭者 関連受領番号

届後本籍/筆頭者 関連受領番号

漢字氏名 本籍

000000000 …
甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地

乙野　梅子 管外本籍A一丁目16番地

漢字氏名 本籍

筆頭者名 受理 決裁 000000000

受理 決裁 1995001301995000100 1 婚姻 H7.1.20 受理 非本 H7.1.22 199500132 …
甲野　英助 管外本籍C三丁目52番地

乙野　梅子 管外本籍X

1995000100 0 婚姻 H7.1.20 受理 本籍 H7.1.21 管外本籍B

受領番号 受付日 発送日

9.本籍地変更後の届出(標準準則34条)
　　入力変更項目としては、本非区分、発送日(転送日を設定)、届後本籍(転籍先市町村名を入力)、関連受領番号、本籍がある。届後筆頭者はクリアする。
　(1)H7.01.20 婚姻届出(夫となる甲野英助が非本籍人、妻となる乙野梅子が本籍人で管外に新戸籍編製)

第7
2

(13)
システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成19年3月1日 11 6/24

※戸籍記録は行われており、乙野梅子は除籍となっている。

"『戸規第41条により』+転籍先市町村名+『長へ転送』"の形で自動設定する。
例)
　a.届後本籍入力欄に、｢東京都千代田区｣が入力される。
　b.受付ファイルの届後本籍に、｢戸規第41条により東京都千代田区長へ転送｣を設定し更新する。
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事件 受送 本非 処分 決裁

事件 受送 本非 処分 決裁

第7
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(13)
システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成31年3月31日 22 7/24

10.本非区分変更(胎児認知)
　 特定の受付ファイルを選択し、本非区分を変更する。この処理の利用は、市区町村に委ねられる。
　(1)H31.01.20 胎児認知届出(母となる乙野梅子が本籍地に届出)

受領番号 受付日 発送日 届後本籍/筆頭者 漢字氏名 本籍

2019000100 0
認知
(胎児) H31.1.20 受理 本籍 管外本籍A 筆頭者名 受理 決裁 …

乙野　梅子
の胎児

管内本籍A

　(2)H31.03.02 出生届送付(H31.3.1に母につき管外へ新戸籍編製する出生届を新戸籍編製先市区町村で受領)
　　―ファイル更新処理…胎児認知届の受付ファイルを更新する。

受領番号 受付日 発送日 届後本籍/筆頭者 漢字氏名 本籍

筆頭者名 受理 決裁 …
乙野　梅子

の胎児
管内本籍A2019000100 1

認知
(胎児) H31.1.20 受理 非本 管外本籍A
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5.備考(特記事項含む)

受付F 入出力

1.詳細フロー 3.処理概要
　(1) 入力された受領番号をもとに受付Fを検索し画面へ表示する
　(2) 入力された項目の単体チェックを行う
　(3) 入力された項目の関連チェックを行う
　(4) 入力されたデータから受付Fを編集･出力する

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0　データ編集表(受付F更新入力画面)
　　　　　　　　2.0　単体チェック
　　　　　　　　3.0　関連チェック
　　　　　　　　4.0　データ編集表(受付F)
　　　　　　　　5.0　データ編集表(受付F更新確認画面)

2.使用DB･ファイル一覧

名称 入出力区分 名称 入出力区分

版 頁

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/24

改定日付第7
2

(13)
システム環境仕様書

作業名 作成者 作成日付

受付F更新

受付F

更新

受付F
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/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

YES

NO

/

YES

NO

/

/

その他

(26)受付Fを追加する(ADD処理) (27)各種ファイル更新業務選択
に制御を渡す

PF9 (22)処理No.=4又は5(YES,NO)

(23)受付Fを更新する(REPLACE処理)

(28)エラーメッセージ｢無効なキーか入力されました。｣を表示 (29)同画面を編集する

(24)各種ファイル更新業務選択
に制御を渡す

(25)受付F･受領番号の枝番に1を加える

YES

NO

(15)前ページ受付F更新確認画面表示 (16)同画面を編集する

(17)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示

PF8 (18)次ページかある(YES,NO)

(19)次ページ受付F更新確認画面表示 (20)同画面を編集する

(21)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示

PF5 (12〉受付F更新入力画面を表示する

(13)→(4)へ

PF7 (14)前ページがある(YES,NO)

(11)各種ファイル更新業務選択
に制御を渡す

PF 　―――→ (10)業務選択に制御を渡す

処理名 0.0　本紙　1/2 根拠法令(マニュアル処理）

(1)入力時の受領番号7桁=検索データの受領番号3～9桁目と同じ場合繰返し処理を行う

(2)入力された受領番号をキーとして受付Fを検索する

(9)キー選択(PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,PF9,その他)
/

(4)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,その他)

実行キー

OK

OK

PF2 　―――→

版 頁数

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/24

第7
2

(13)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付

(3)受付F更新入力画面を編集･表示する [1.0]

(5)入力項目の単体チェック(OK,NG) [2.0]

(6)入力項目の関連チェック(OK,NG) [3.0]

(7)受付Fを編集する [4.0]

(8)受付F更新確認画面を編集･表示する [5.0]
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NG

NG

/

YES

NO

/

YES

NO

PF2
PF5

PP7

PF8

(41)エラーメッセージ｢最終ページです。｣を表示

(39)次ページ受付F更新入力画面表示

(38)次ページがある(YES,NO)

(37)エラーメッセージ｢先頭ページです。｣を表示

その他

(40)同画面を編集する

　　―――→

　　―――→

(42)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました。｣を表示

(33)各種ファイル更新業務選択
に制御を渡す

(30)エラーメッセージを表示する

PF1

版 頁数

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/24

(35)前ページ受付F更新入力画面表示

(34)前ページがある(YES,NO)

(36)同画面を編集する

処理名 0.0　本紙　2/2 根拠法令(マニュアル処理）

(31)同画面を編集する

(32)業務選択に制御を渡す

第7
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(13)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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有

処理名称を編集

3～9桁目を移送

有

有

受付F(受付)

発送日

事件発生時分

受理送付区分

本非区分

渉外区分

事件発生日

出張所番号

受領番号

受付事件コード

処理No.

受付日

届書送付目録区分

送達確認1

処分区分

受領番号

受付事件名

処理

受付日

処分区分

送達1名

送達1

受送名

受送区分

届書送付目録名 有

届書送付目録区分

有

許可日 許可日

渉外名

渉外区分

収日 収日

有

指示日 指示日

本非名

本非区分

発日 発日

郵送日 郵送日

コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)受付F更新(受付)入力面面 ←(引渡側)受付F

有

受付F更新入力画面
共通域

受付F更新入力画面
受付F(受付)

画面ID

システム日付

事件発生時分

発送日

事件発生日

出張所No.

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　入力画面編集　1/4

受取側 引渡側

版 頁数

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/24
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(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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受付F更新入力画面
受付F(受付)

決裁区分

届後本籍 届後本籍

受付F(受付) 有

届抜本籍コード 届後本籍コード

届後戸籍の筆頭者

事件発生日時 事件発生日時

届後戸籍の筆頭者

届後本籍区分 届後本籍区分

届後本籍名

届出人氏名2 届出人氏名2

有

届出人資格名称2 届出人資格名称2

届出人資格2 届出人資格区分2

届出人氏名1 届出人氏名1

届出人資格名称1 届出人資格名称1

3～9桁目を移送

届出人資格1 届出人資格区分1

有 処理名称を編集

関連受領No.1～5 関連受領番号1～5

決裁名

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)受付F更新(受付)入力画面 ←(引渡側)受付F

決裁区分

処分名 処分区分

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　入力画面編集　2/4

受取側 引渡側

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

コード
変換有無
(サブルー
チン)

改定日付 版 頁数

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/24
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事件本人区分

届出人区分

生年月日1～n

本籍コード1～n

漢字氏名1～n

受付F更新入力画面
共通域

受付F更新入力画面
受付F(事件本人)

受付F(事件本人)

処理No.

生年月日

送達2名1～n 有

送達確認2送達2　1～n

26～50文字を設定

筆順者1～n 筆頭者

本籍

本籍(下段)1～n

本籍(上段)1～n 1～25文字を設定

漢字氏名

本籍コード

カナ氏名1～n カナ氏名

届出人名1～n 有

届出人区分1～n

事件本人名1～n 有

事件本人区分1～n

有 処理名称を編集

事件本人No.1～n 1～n件のシーケンス番号設定

処理

システム日付

画面ID

処理名 1.0　入力画面編集　3/4

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

改訂日付 版 頁

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成18年 3月 1日 10 13/24

(受取側)受付F更新(事件本人)入力画面 ←(引渡側)受付F

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付
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作成者 作成日付

選択処理番号により,以下の項目が入力可能となる。(入力可能項目名は高輝度表示とする。)

選択処理番号　1　　(便宜訂正)
　　　　　　　　　届出人氏名1～2,届後本籍コード,届後本籍,届後戸籍の筆頭者,漢字氏名,本籍コード,本籍　等

選択処理番号　2　　(返戻(受理処分の撤回))

選択処理番号　3　　(返戻(本籍不分明))
　　　　　　　　　本籍

改定日付 版 頁

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 14/24

処理名 1.0　入力画面編集　4/4

第7
2

(13)
補足説明書

作業名

選択処理番号　9　　(本籍地変更後の届出)
　　　　　　　　　本非区分,発送日(転送日),届出後本籍,関連受領番号1～5

選択処理番号　4　　(発日,発送日修正)
　　　　　　　　　発日,発送日

選択処理番号　5　　(関連受領番号入力･修正)
　　　　　　　　　関連受領番号1～5

選択処理番号　6　　(受理後の処理伺い)
　　　　　　　　　発日

選択処理番号　7　　(送達確認消し込み)
　　　　　　　　　送達1,送達2

選択処理番号　8　　(受付ファイル更新)
　　　　　　　　　出張所番号,届書送付目録区分,カナ氏名
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No 必須 属性

 1 数字

 2 ○ 英数

 3 英数

 4 英数

 5 数字

 6 ○ 数字

 7 英数

 8 英数

 9 ○ 数字

10 英数

11 英数

12 ○ 数字

13 英数

14 数字

16 数字

17 数字

18 数字

19 漢字

20 漢字

21 数字

22 漢字

23 漢字

24 数字

(1:受理,2:不受理,3:受理伺い,4:処理伺い,5:返戻,6:取下
げ,7:保留,8:受理処分後の撤回,9:誤処理)であること

決裁区分 (0:未決裁,1:決裁,3:修正,4:欠番)であること

15 処分区分 数字

コード表参照

(1:入籍,2:新戸籍編製)であること

コード表参照

届出人資格区分2

届出人資格名称2

届出人氏名2

届後本籍区分

(△:不要,0:到着済,2:未到着)であること

関連受領番号

届出人資格区分1

届出人資格名称1

届出人氏名1

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

発送日 ｢日付チェックサブルーチン｣

事件発生時分

受付日 ｢日付チェックサブルーチン｣

事件発生日 ｢日付チェックサブルーチン｣

(1:本籍分届,2:非本籍分届)であること本非区分

指示日

収日

渉外区分

許可日

送達確認1

発日 ｢日付チェックサブルーチン｣

受理送付区分 (1:受理,2:送付)であること

郵送日 ｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

(0:日本人,1:渉外,2:外国人)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

処理名 画面名 画面ID

2.0　単体チェック表(1/3) 受付F更新(受付)画面

出張所番号

版 頁数

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 15/24

第7
2

(13)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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No 必須 属性

25 数字

26 漢字

27 漢字

28 漢字事件発生日時

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

届後本籍コード

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

第7
2

(13)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

処理名 画面名 画面ID

2.0　単体チェック表(2/3) 受付F更新(受付)画面

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 16/24

版 頁数改定日付
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No 必須 属性

29 数字

30 数字

31 カナ

32 漢字

33 英数

34 数字

35 漢字

36 漢字

37 数字

事件本人区分

生年月日

本籍コード

本籍

筆頭者

版 頁

平成16年11月 1日 8.3 17/24

送達確認2

コード表参照

｢日付チェックサブルーチン｣

漢字氏名

届出人区分 (0:△、1:届出人)であること

カナ氏名

処理名 画面名 画面ID

2.0　単体チェック表(3/3) 受付F更新(事件本人)画面

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日

第7
2

(13)

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

項目名 内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

データチェック(単体表)
作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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No

1

2

3

4

5

内容 出力エラーメッセージ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 備考

『関連エラーかあります。正し
く入力して下さい。』

(NO. 3)事件発生日≠スペースの時,(NO. 2)受付日≧(NO. 3)事件発生日であること

(NO. 4)発送日≠スペースの時,(NO. 2)受付日≦(NO. 4)発送日であること

(NO. 8)発日≠スペースの時,(NO. 2)受付日≦(NO. 8)発日であること

(NO.11)収日≠スペースの時,(NO. 8)発日≠スペースかつ(NO. 8)発日≦(NO.11)収日であること

(NO.28)事件発生日時≠スペースの時,受付F,受付事件コード=16(死亡)であること

処理名 画面名 画面ID

3.0　関連チェック表(1/1) 受付F更新(受付,事件本人)画面

版 頁数

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 18/24

改定日付第7
2

(13)
データチェック(関連表)

作業名 作成者 作成日付
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)受付F(受付) ←(引渡側)受付F更新確認画面

版 頁数

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 19/24

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　受付F編集　1/3

受取側 引渡側

受付F(受付) 出張所番号 受付F更新確認画面 出張所No.

事件発生日 事件発生日

受付日 受付日

事件発生時分 事件発生時分

受理送付区分 受理送付区分

事件発生日時 事件発生日時

渉外区分 渉外区分

本非区分 本非区分

郵送日 郵送日

発送日 発送日

収日 収日

発日 発日

許可日 許可日

指示日 指示日

届出人資格区分1 届出人資格区分1

関連受領番号1～5 関連受領番号1～5

届出人氏名1 届出人氏名1

届出人資格名称1 届出人資格名称1

届出人資格名称2 届出人資格名称2

届出人資格区分2 届出人資格区分2

届後本籍区分 届後本籍区分

届出人氏名2 届出人氏名2

届後本籍 届後本籍

届後本籍コード 届後本籍コード

送達確認1 送達確認1

届後戸籍の筆頭者 届後戸籍の筆頭者
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)受付F(受付) ←(引渡側)受付F更新確認画面

版 頁数

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 20/24

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　受付F編集　2/3

受取側 引渡側

受付F(受付) 届書送付目録区分 受付F更新確認画面 届書送付目録

決裁区分 決裁区分

処分区分 処分区分
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コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

(受取側)受付F(事件本人) ←(引渡側)受付F更新確認画面

版 頁

受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 平成18年3月1日 10 21/24

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　受付F編集　3/3

受取側 引渡側

受付F(事件本人) 事件本人区分1～n 受付F更新確認画面 事件本人区分

カナ氏名1～n カナ氏名

届出人区分1～n 届出人区分

漢字氏名1～n 漢字氏名

本籍コード1～n 本籍コード

生年月日1～n 生年月日

筆頭者 筆頭者

本籍1～n 本籍

送達確認2　1～n 送達確認2
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送達1 送達確認1

処分区分 処分区分

送達1名 有

指示日

届書送付目録名 有

届書送付目録区分 届書送付目録区分

有

許可日 許可日

渉外区分 渉外区分

渉外名

収日 収日

郵送日 郵送日

受理送付区分

受送名 有

本非区分 本非区分

本非名

発日 発日

有

発送日 発送日

事件発生日 事件発生日

事件発生時分 事件発生時分

受付F更新確認画面
受付F(受付)

処理 処理No.

出張所No. 出張所番号

受付日 受付日

受付事件名 受付事件コード

受送区分

受領番号

指示日

3～9桁目を移送

有

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付

システム日付

受付F更新確認画面
共通域

画面ID

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

改定日付 版 頁数

　受付ファイル更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 22/24

処理名 5.0　確認画面編集　1/3

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

記号名 名称 記号名

(受取側)受付F更新(受付)確認画面 ←(引渡側)受付F

有 処理名称を編集

受領番号 受付F(受付)
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届後戸籍の筆頭者 届後戸籍の筆頭者

届後本籍 届後本籍

事件発生日時 事件発生日時

有

届後本籍区分 届後本籍区分

届後本籍名

届出人氏名1 届出人氏名1

届出人資格名称1 届出人資格名称1

届出人資格名称2

届出人氏名2 届出人氏名2

届出人資格2 届出人資格区分2

記号名 名称 記号名

処分名 受付F(受付) 処分区分

決裁名

届出人資格1 届出人資格区分1

届後本籍コード 届後本籍コード

有受付F更新確認画面
受付F(受付)

有

関連受領No.1～5 関連受領番号1～5

届出人資格名称2

決裁区分 決裁区分

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 23/24

処理名 5.0　確認画面編集　2/3

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

　受付ファイル更新処理

(受取側)受付F更新(受付)確認画面 ←(引渡側)受付F
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有

有

受付F(事件本人)

送達2名1～n

送達確認2

有

送達2　1～n

本籍(下段)1～n

処理

事件本人No.1～n

事件本人名1～n

届出人区分l～n

本籍(上段)1～n 本籍

処理No.

生年月日

本籍コード

事件本人区分

届出人区分

事件本人区分1～n

生年月日1～n

カナ氏名1～n カナ氏名

届出人名1～n

処理名称を編集有

1～n件のシーケンス番号設定

1～25文字を設定

筆頭者

26～50文字を設定

筆頭者1～n

システム日付

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受付F更新確認画面
共通域

画面ID

受付F更新確認画面
受付F(事件本人)

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

本籍コード1～n

漢字氏名1～n 漢字氏名

平成18年3月1日 10 24/24

処理名 5.0　確認画面編集　3/3

第7
2

(13)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

受付ファイル更新処理

(受取側)受付F更新(事件本人)確認画面 ←(引渡側)受付F
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NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

11

項目のバイト数

9(8)

9(9)

N(15)

N(7)変更場所

戸籍番号

戸籍特定,戸籍事項DBの変更時は不使用。

戸籍事項,身分事項,氏名DBの変更時のみ使用。

9(10)

変更時間

個人番号

行番号

変更対象区分

記載コード 9(4) 戸籍事項,身分事項DBの変更時のみ使用。

　　　備考

yyyymmdd(西暦)

ttmmssnnn

パスワード

出張所(3)+端末(4)

変更者

　　　戸籍DBの特定項目のみを,資格(パスワード制御)をもった者が変更できる処理を｢戸籍DB更新処理｣と呼ぶ。
　　　　　　　　　　　　　戸籍原簿としてのデータ項目以外で,システムが使用する特定項目のみが対象。

版 頁数

戸籍DB更新処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 1/1

第7
2

(13)
システム処理の概要説明書

作業名 作成者 作成日付 改定日付

10

【処理条件概要】
　　1.処理操作者の限定を,パスワード等により行う。
　　2.変更可能な項目を,左記の枠組みの中の項目のみとする。
　　3.戸籍事項･身分事項等との係わりは,操作者の責任で確認する。
　　4.配偶者区分の更新は,『生存配偶者』から『未』へのみ可とする。
　　5.カナ氏名については,変更前のカナ氏名を｢旧氏名｣とする。(氏名DB履歴)
　　　他の項目については,上書き方式とする。
　　6.戸籍DBの検索から更新までの間の排他制御は,行うようにする。
　　7.すべての変更に対して,変更履歴ファイルを作成する。
　　　作成後のファイル利用は,各自治体に委ねる。
　　8.戸籍異動区分については,特に配慮を要する。

【戸籍DB変更履歴F】レコード長:200バイト　順次編成

11:戸籍特定DB･編製日～51:身分事項DB･事件発生日

変更前と後を持つ。変更対象区分が｢11｣であれば変更前編
製日:9(7)と変更後編製日:9(7)を持つ。

予備

9(10)

9(2)

9(2)

X(13)

X(120)区分別内容

項目名

変更日

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力

キー入力

(戸籍特定DB)…1

1.編製日

2.改製日

3.回復日

4.消除日 … 戸籍除区分

5.戸籍異動区分

(戸籍特定DB)…2

1.事件発生日

構成員一覧

(個人特定DB)…3

1.入籍日 6.審査不可区分

2.除籍日

3.筆頭者区分

4.配偶者区分

5.個人除区分

(氏名DB)…4

1.カナ氏名

(身分事項DB)…5

1.事件発生日

戸籍事項

個人特定

身分事項

変更確認･指示

変更項目表示戸籍DB

変更履歴

戸籍DB
《記録事項証明の検索と同様の流れ》
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｢受領番号確保｣処理

第7.2.(14)



改定日付

受付DB

番号取得ファイル

作成日付

平成6年12月 1日
システム環境仕様書

入出力

入出力区分入出力区分

令和　年　月　日

頁

1/7

版

1

5.備考(特記事項含む)

4.機能体系(要件定義書の構成)
　0.0 本紙　　　1.0 データ編集表(休日･夜間分(受領番号確保)画面作成)

　　　　　　　　2.0 データ編集表(番号取得ファイル更新)

　　　　　　　　3.0　データチェック(単体表)

　　　　　　　　4.0　データ編集表(受付DB)

名称

第7
2

(14) システム化調査研究会

作成者作業名

 休日･夜間分　受領番号確保

出力

3.処理概要
　(1)届出日と届出日毎の届書枚数の入力及び受領番号の確保
　(2)受領番号に対応する受付DBの作成

1.詳細フロー

2.使用DB･ファイル一覧

名称

受領番号確保 番号取得ファイル番号取得ファイル

受領番号確保 受付DB

受領番号確保
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/

/

/

/

/

/

/

その他 (12)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました。』を表示する

(9)同画面を編集する

(11)業務選択に制御を渡す

(13)同画面を編集する

　→

頁数

2/7

版

(10)エラーメッセージ
　単体チェックにて編集したメッセージを表示する

YES

実行キー

NO

(1)休日･夜間分(受領番号確保)画面を出力する

(2)キー選択(実行キー,PF1,その他)

(3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [3.0]

(5)休日･夜間分(受領番号確保)画面を編集する [1.0]

(7)受領番号で受付DBを作成する [4.0]

0.0　本紙処理名

作成日付

PF1

平成6年12月 1日

第7
2

(14) システム化調査研究会

作成者作業名

 休日･夜間分 受領番号確保
要件定義ワークシート

(4)日付の年度をキーとして番号取得ファイルを読む

(6)届出枚数分行う(受領番号･開始番号から受領番号･終了番号まで)

(8)番号取得ファイルを更新する [2.0]

1令和　年　月　日

改定日付

根拠法令(マニュアル処理）
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受領番号

受領番号･終了番号 受領番号

受領番号･開始番号 番号取得ファイル 受領番号

受領番号 + 届書枚数 - 1

日付 同画面 (同項目)

名称 記号名 名称 記号名

処理名 1.0　休日･夜間分(受領番号確保)画面編集 (受取側)休日･夜間分(受領番号確保)画面

休日･夜間分(受領番
号確保)画面

←(引渡側)番号取得ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

届書枚数 (同項目)

版 頁数

 休日・夜間分 受領番号確保 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/7

第7
2

(14)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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番号取得ファイル 受領番号 番号取得ファイル 受領番号 受領番号 + 届書枚数

処理名 2.0　番号取得ファイル更新 ←(引渡側)番号取得ファイル

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

(受取側)番号取得ファイル

第7
2

(14)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

 休日･夜間分 受領番号確保 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/7
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No 必須 属性

01 ○ 英数

02 ○ 数字

改定日付 版

1 5/7 休日･夜間分 受領番号確保 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日

頁数

項目名

第7
2

(14)
データチェック(単体表)

作業名 作成者 作成日付

日付

処理名 画面名 画面ID

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

届書枚数

『日付チェックサブルーチン』

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

3.0　入力項目チェック

内容 備考出力エラーメッセージ

 休日･夜間分(受領番号確保)画面
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システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/7

処理名 4.0　受付DB(受付)作成 ←(引渡側)

第7
2

(14)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

 休日･夜間分 受領番号確保

(受取側)受付DB(受付)

受取側 引渡側 コード
変換有無
(サブルー
チン)

出力形態

 Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称

出張所番号

記号名 名称 記号名

受領番号 受領番号

受付日

受付事件コード

事件発生時分

事件発生日

受理送付区分

事件発生日時

渉外区分

本非区分

郵送日

発送日

収日

発日

許可日

指示日

届出人資格区分1

関連受領番号(1～5)

届出人氏名1

届出人資格名称1

届出人氏名2

届出人資格名称2

届出人資格区分2

届後本籍区分

受付DB(受付)

届後本籍

届後本籍コード
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届後戸籍の筆頭者

 休日･夜間分 受領番号確保 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

処分区分

送達確認1

届書送付目録区分

決裁区分

作成日付

コード
変換有無
(サブルー
チン)

7/7

改定日付 版 頁数

処理名 4.0　受付DB(受付)作成 (受取側)受付DB(受付) ←(引渡側)

第7
2

(14)
データ編集表

作業名 作成者

受付DB(受付)

出力形態

 Z9.,

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側 引渡側
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｢帳票出力｣処理

第7.2.(15)



1.処理範囲

　(1)帳票出力処理では、戸籍法令等で示されている帳票または、戸籍事務内で使用する帳票を対象にしている。

　(2)帳票レイアウトは、帳票設計書で示した様式で規定する。(一部除く)

2.処理概要

　(1)帳票出力する際、抽出条件が必要となるものがあるため、各帳票毎に抽出条件入力画面を設け範囲指定を行う。
　　 入力された抽出条件の妥当性をチェックし、正しければ帳票出力処理を行う。
　　　(出力処理については、対象ファイル全件検索しなければならないものもあるため、バッチ起動を行う等システム環境に合わせた運用が必要となる。
　　　 そのため、出力手順(方式)についてはメーカに任せる)

　(2)帳票の種類
　　　・受付帳
　　　・種類番号帳
　　　・届書送付目録(本籍人、渉外関係)
　　　・届書送達確認書
　　　・戸籍事務専用
　　　・宛名シール
　　　・高齢者消除該当一覧(許可申請書)
　　　・本籍町名変更通知

　　　　その他、運用に合わせて帳票追加しても構わない

第7
2

(15) システム化調査研究会

作成者作業名

　帳票出力処理 令和　年　月　日

頁

1/1

版

1

改定日付作成日付

平成6年12月 1日
システム処理の概要説明
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｢統計｣処理

第7.2.(16)



作成日付

平成6年12月 1日
システム処理の概要説明

1.処理範囲

　(1)統計処理では、戸籍事件表を作成するための処理を行う。事件表を作成するため、自治体毎に日計表、週計表、月計表など作
成し管理を行っているが、基準書内では、最終目的とする事件表(年計)を対象としている。
　　　(日計表～月計表においては、オプションでシステム化を図っても可)

　(2)また、証明書発行枚数等、一部システム化に馴染まない項目があるため統計ファイル更新処理機能を取り込み、実態の数値を
直接入力できることとした。

2.処理概要

　(1)事件表出力処理は、統計ファイルの情報を編集し、事件表を作成する。(月計表など出力条件が必要な場合は、出力条件入力
画面を設け階層的に展開するものとし、対象ファイルは統計ファイルのみから編集可能な内容とする)

　(2)統計ファイル更新処理は、日単位に作成される統計情報に対して更新する。累積データ(週計、月計等)を作成した場合は、そ
れぞれの整合性(表間突合)が合うように更新する必要がある。

令和　年　月　日

第7
2

(16) システム化調査研究会

作成者作業名

統計処理

頁

1/1

版

1

改定日付
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｢関連業務｣処理

第7.2.(17)



令和　年　月　日

改定日付作成日付 版

1

第7
2

(17)
システム処理の概要説明

作業名

　関連業務処理 システム化調査研究会

作成者

　1.処理範囲

　 (1)関連業務処理では、戸籍事務の一連処理として行う業務を特定し展開するものである。性質的に、他省庁との協議事項が関与するため、詳細仕様について今後検討する必
要がある。

　 (2)以下に示す関連業務は、参考的に載せているのでシステム化に当り、事前の調整･検討が必要となる場合もある。また、厚生省で検討を進めている｢人口動態システム｣にお
いても、関連事務として位置づけ今後取り入れていく。

　2.処理概要

　 関連業務処理として位置づけているものを以下に示す。

　 (1)身分証明書

　　　現状では、発行する自治体により様式が異なっている。証明項目では(準)禁治産者及び、破産者の有無について証明している点が共通しているため、出力項目について標
準化を図っている。

　 (2)相続税法58条通知

　　　現状では、地域により用いられている様式が異なっている。(連名方式、単票方式等)

　　　帳票設計書で示したレイアウトは、国税庁の承認を得て参考的に示している。実際の運用に関しては、管轄税務署との事前承認を得てシステム化を図る必要あり。

　 (3)附票関連事務

　　　平成4年度における｢戸籍附票部会結果報告書｣を参照。

　 要件定義書として、9条2項処理を示す。

頁

1/1平成 6年12月 1日
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画面内容確認

PF11

PF12

PF9

PF10

実行キー 9条2項通知者一覧へ

PF4

PF5 決裁処理画面へ 9条2項通知者一覧へ

PF6

9条2項通知者一覧へ

前頁表示

PF8 次頁表示

PF7

PF1 戸籍業務メニューへ 戸籍業務メニューへ

9条2項内容処理

実行キー 9条2項通知者一覧へ 9条2項内容処理へ

PF12

PF6

画面の初期化

　　　　 　画面

PFキー
9条2項ファイル一覧 9条2項通知者一覧

ファイルメンテ画面へ ファイルメンテ画面へ

平成 6年12月 1日

　1.　9条2項処理の内容

　 (1)　9条2項ファイルメンテ処理

　　　　9条2項ファイルの内容の確認,追加,修正,削除が生じた場合,9条2項ファイルメンテから処理を開始する。

　　　　本処理が使用できるのは、仮9条2項ファイルが存在する間(処分決定(受理)後～決裁(決裁)前),または住民票異動ファイル及び住民票通知ファイルが存在する間である。

　　　　画面展開は
　　　　①9条2項ファイル内容表示:処理する9条2項ファイルを選択する。
　　　　②9条2項通知者一覧:処理対象となる者を選択する(処理内容も)。
　　　　③9条2項内容:9条2項内容を表示,入力する。

　 (2)　仮9条2項ファイル表示処理

　　　　仮9条2項ファイルの内容を表示するだけの処理で,決裁処理から制御が渡される。

　　　　画面展開は
　　　　①9条2項通知者一覧:処理対象となる者を選択する(処理内容は入力不可:表示のみ)。
　　　　②9条2項内容:9条2項内容を表示する。

　2.　9条2項ファイルメンテでのPFキー 仮9条2項ファイル表示でのPFキー

　　　　 　画面

PFキー
9条2項通知者一覧

令和　年　月　日 1

頁数

9条2項処理 システム化調査研究会

9条2項内容処理

1/1

戸籍業務メニューへ

PF2

9条2項内容処理

決裁処理画面へPF1 決裁処理画面へ

ファイルメンテ画面へ

PF11

PF9

PF10

PF7 前頁表示 前頁表示

PF8 次頁表示 次頁表示

作成者 作成日付 改定日付 版

9条2項ファイル一覧へ

PF2

戸籍業務メニューへ

PF3

第7
2

(17)
システム処理の概要説明書

作業名

PF3

PF4

PF5
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中間ファイル(9条2
項)

2.使用DB･ファイル一覧

住民票通知ファイル

出力

5.備考(特記事項含む)

9条2項ファイル一覧表示
システム環境仕様書

仮9条2項ファイル

1/71令和　年　月　日

作業名 版第7
2

(17) システム化調査研究会

名称

作成日付

3.処理概要

　 (1)仮9条2項ファイル,住民票異動ファイル,住民票通知ファイルのデータ一覧を表示す
る。

　 (2)処理する受領番号を選択して,9条2項通知者一覧へ制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　 0.0 本紙　　　1.0 単体チェック表
　　　　　　　　 2.0 データ編集表(9条2項ファイル一覧画面:仮9条2項ファイル)
　　　　　　　　　　 2.1 データ編集表(9条2項ファイル一覧画面:住民票異動ファイル)
　　　　　　　　　　 2.2 データ編集表(9条2項ファイル一覧画面:住民票通知ファイル)
　　　　　　　　 3.0 データ編集表(中間ファイル(9条2項))

改定日付

平成 6年12月 1日

頁作成者

1.詳細フロー

入力

入出力区分

住民票異動ファイル 入力

入力

入出力区分 名称

9条2項
ファイル一覧

中間ファイル
(9条2項)

9条2項一覧

9条2項

通知者一覧

仮9条2項
ファイル

住民票異動
ファイル

住民票通知
ファイル
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/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES /

NO /

/

YES (12)ファイルメンテに制御を渡す エラーメッセージはファイルメンテ画面で表示

NO /

/

/

YES /

YES

NO

NO

(22)業務選択に制御を渡す

(23)ファイルメンテに制御を渡す

(24)業務選択に制御を渡す

/

YES (27)同画面を編集する→(14)へ

NO

/

YES (31)同画面を編集する→(14)へ

NO

(34)同画面を編集する→(14)へ

同一受領番号でレコードがあるだけ作成する

2/7

(3)　→　(4)へ

要件定義ワークシート
9条2項ファイル一覧表示 システム化調査研究会

処理名

第7
2

(17)

(4)住民票異動ファイルがある(YES,NO)

作成日付

備考0.0　本紙

頁数改定日付

令和　年　月　日

作成者

(1)仮9条2項ファイルがある(YES,NO)

版

PF5

(11)エラーメッセージ『9条2項データが1件も有りません』を表示する

(10)表示が1件もない(YES,NO)

(17)該当するデータの受領番号とファイル種別を基に,ファイル(仮9
条2項,住民票異動,住民票通知)を読み,その内容で中間ファイル(9条2
項)を作成する。

[2.1]

(16)選択番号に該当する9条2項データがある(YES,NO)

作業名

平成6年12月 1日

(18)9条2項通知者一
覧に制御を渡す

(20)　→　(14)へ

1

(2)仮9条2項ファイルの内容を9条2項ファイル一覧画面に表示する [2.0]

[3.0]

(5)住民票異動ファイルの内容を9条2項ファイル一覧画面に表示する

(6)　→　(7)へ

(8)住民票通知ファイルの内容を9条2項ファイル一覧画面に表示する [2.2]

(7)住民票通知ファイルがある(YES,NO)

PF2

実行キー (15)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [1.0]

PF1

(19)エラーメッセージ『選択番号に該当するデータがありません』を表示

(21)エラーメッセージを表示する

(9)　→　(10)へ

(13)　→　(14)へ

(14)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,その他)

その他

(32)エラーメッセージ「最終ページを表示中です」を表示する

(30)次ページ分の9条2項ファイル一覧画面を編集する

(33)エラーメッセージ「無効なキーが入力されました」を表示する

PF7 (25)前ページがある(YES,NO)

(26)前ページ分の9条2項ファイル一覧画面を編集する

(28)エラーメッセージ「先頭ページを表示中です」を表示する

PF8 (29)次ページがある(YES,NO)
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No 必須 属性

第7
2

(17)

頁数

3/7

版

画面ID画面名

1.0　単体チェック

データチェック(単体表)

9条2項ファイル一覧

改定日付

1

処理名

令和　年　月　日

作業名

9条2項ファイル一覧表示 システム化調査研究会

作成者 作成日付

平成6年12月 1日

1 選択番号

出力エラーメッセージ項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ内容

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣○ 数字

備考
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選択番号

現ページ/総ページ

ファイル名称 システム処理 『仮9条2項』と表示する

事件名称 事件コード 有

支所番号 出張所番号

受領番号 仮9条2項ファイル 受領番号

連番で表示する項番

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.0　9条2項ファイル一覧編集処理 (受取側)9条2項ファイル一覧画面

9条2項ファイル一覧
画面

←　(引渡側)仮9条2項ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

システム日付

画面ID システム処理

版 頁数

9条2項ファイル一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 4/7

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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選択番号

現ページ/総ページ

ファイル名称 システム処理 『住民票異動』と表示する

事件名称 事件コード 有

支所番号 出張所番号

受領番号 住民票異動ファイル 受領番号

連番で表示する項番

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.1　9条2項ファイル一覧編集処理 (受取側)9条2項ファイル一覧画面

9条2項ファイル一覧
画面

←　(引渡側)住民票異動ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

システム日付

画面ID システム処理

版 頁数

9条2項ファイル一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/7

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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選択番号

現ページ/総ページ

ファイル名称 システム処理 『住民票通知』と表示する

事件名称 事件コード 有

支所番号 出張所番号

受領番号 住民票通知ファイル 受領番号

連番で表示する項番

名称 記号名 名称 記号名

処理名 2.2　9条2項ファイル一覧編集処理 (受取側)9条2項ファイル一覧画面

9条2項ファイル一覧
画面

←　(引渡側)住民票通知ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

システム日付

画面ID システム処理

版 頁数

9条2項ファイル一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/7

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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令和　年　月　日

作成者

DB･ファイル名
画面名称

処理名 3.0　中間ファイル(9条2項)作成

受取側 引渡側

(受取側)中間ファイル(9条2項)

作業名

9条2項ファイル一覧表示

出力形態

Z 9 . ,
名称

備考

版 頁数

1 7/7

記号名

作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称名称

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

記号名

第7
2

(17)
データ編集表

システム化調査研究会 平成6年12月 1日

←　(引渡側)仮9条2項,住民票異動,住民票通知ファイル

受領番号

出張所番号

事件コード

項目

新父母との続柄

旧筆頭者

新本籍コード

新氏名 新氏名

旧氏名

新生年月日

旧生年月日

受理日

受領番号

出張所番号

事件コード

システム処理

受理日

仮9条2項ファイル
住民票異動ファイル
住民票通知ファイル

旧氏名

住所コード

中間ファイル(9条2
項)

住所

方書

住定日

住民日

世帯主

世帯主との続柄

新生年月日

旧生年月日

新父母との続柄

旧父母との続柄

新筆頭者

新本籍

旧本籍コード

旧本籍

世帯主

世帯主との続柄

旧父母との続柄

新本籍コード

新本籍

住所

旧本籍コード

旧本籍

新筆頭者

旧筆頭者

方書

住定日

住民日

住所コード

1:仮9条2項ファイル
2:住民票異動ファイル
3:住民票通知ファイル

ファイル種別
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改定日付

平成 6年12月 1日

頁作成者

1/91令和　年　月　日

版

システム化調査研究会

作成日付

9条2項通知者一覧表示

2.使用DB･ファイル一覧

入出力出力

入出力区分 名称

入力

システム環境仕様書
作業名第7

2
(17)

【9条2項ファイル表示】

入出力区分

中間ファイル(9条2項)

中間ファイル(9条2項)

出力

3.処理概要
　 (1)9条2項ファイル一覧から制御を渡されたとき
      ①中間ファイル(9条2項)から通知者一覧を表示する。
      ②通知者の内容の表示,変更,削除か,追加を指定して9条2項処理へ制御を渡す。
   (2)決裁処理から制御を渡されたとき
      ①該当の受領番号から仮9条2項ファイルを検索し,通知者一覧を表示する。
      ②表示する通知者の選択番号を指定して,9条2項処理へ制御を渡す。

4.機能体系(要件定義書の構成)
　 0.0 本紙　　　1.0 単体チェック表
　　　　　　　　 2.0 関連チェック表
                 3.0 データ編集表(9条2項一覧画面)
                     3.1 データ編集表(中間ファイル(9条2項):9条2項表示)
                 4.0 データ編集表(中間ファイル(通知者):9条2項メンテ)
                     4.1 データ編集表(中間ファイル(通知者):9条2項表示)

中間ファイル(通知者)

名称

中間ファイル(通知者)

1.詳細フロー

【9条2項ファイルメンテ】

入力 仮9条2項ファイル

5.備考(特記事項含む)

9条2項

通知者一覧

中間ファイル
(9条2項)

9条2項
通知者一覧

9条2項内容

中間ファイル
(9条2項)

中間ファイル
(通知者)

仮9条2項
ファイル

中間ファイル
(通知者)

9条2項ファイルメンテ

9条2項ファイル表示
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/

YES /

/

/

YES /

YES /

NO

NO

/

YES /

YES

NO

NO

(16)業務選択へ制御を渡す

(17)ファイルメンテへ制御を渡す

(18)9条2項ファイル一覧へ制御を渡す

/

YES (21)同画面を編集する→(3)へ

NO

/

YES (25)同画面を編集する→(3)へ

NO

(28)同画面を編集する→(3)へ

NO /

YES /

NO (32)決裁処理へ制御を渡す

/

/

同一受領番号でデータがあるだけ作成する

PF1

PF2

PF5

(9)該当番号に当たるデータがある(YES,NO)

(10)画面に入力の処理区分は2:『追加』である

(15)　→　(3)へ

(12)9条2項内容処理
へ制御を渡す

PF7 (19)前ページがある(YES,NO)

[4.0]

平成6年12月 1日

備考0.0　本紙　(1/2)

頁数改定日付

令和　年　月　日

版

1
要件定義ワークシート

9条2項通知者一覧表示 システム化調査研究会

処理名

第7
2

(17)

作成者 作成日付作業名

2/9

[2.0]

(3)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF7,PF8,その他)

「受領番号」～「受理日」は必ず設定

[4.0]

(11)中間ファイル(通知者)を作成し,処分区分を設定する

(13)該当のレコードで中間ファイル(通知者)を作成し,処分区分を設定する

(5)　→　(9)へ

(6)エラーメッセージを表示する

(8)エラーメッセージを表示する

(1)9条2項ファイルメンテから制御が渡された(YES,NO)

(2)中間ファイル(9条2項)から9条2項通知者一覧画面を表示する [3.0]

[1.0]実行キー (4)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(5)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

(14)エラーメッセージ「該当のデータは有りません」を表示する

(7)　→　(3)へ

(33)該当のデータで中間ファイル(9条2項)を作成する [3.1]

[3.0](34)中間ファイル(9条2項)から9条2項通知者一覧画面を表示する

(31)エラーメッセージ『9条2項データは存在しません』を表示する

(30)　→　(33)へ

その他

PF8

[3.0](20)前ページ分の9条2項通知者一覧画面を編集する

(22)エラーメッセージ「先頭ページを表示中です」を表示する

(23)次ページがある(YES,NO)

(24)次ページ分の9条2項通知者一覧画面を編集する [3.0]

(26)エラーメッセージ「最終ページを表示中です」を表示する

(27)エラーメッセージ「無効なキーが入力されました」を表示する

(29)決裁処理している受領番号を基に仮9条2項ファイルを検索する(ある:YES,なし:NO)

エラーメッセージは決裁処理で表示する
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/

/

YES /

NO

/

YES

NO

(45)決裁処理へ制御を渡す

(46)決裁処理へ制御を渡す

/

YES (49)同画面を編集する→(35)へ

NO

/

YES (53)同画面を編集する→(35)へ

NO

(56)同画面を編集する→(35)へ

作成日付

9条2項通知者一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 3/9

処理名 0.0　本紙　(2/2) 備考

改定日付 版 頁数第7
2

(17)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

PF1

PF8 (51)次ページがある(YES,NO)

PF7 (47)前ページがある(YES,NO)

(48)前ページ分の9条2項通知者一覧画面を編集する [3.0]

(50)エラーメッセージ「先頭ページを表示中です」を表示する

PF5

(43)エラーメッセージ「該当のデータは有りません」を表示する

(41)該当のレコードで中間ファイル(通知者)を作成し,処分区分を設定する

(44)　→　(35)へ

その他 (55)エラーメッセージ「無効なキーが入力されました」を表示する

(52)次ページ分の9条2項通知者一覧画面を編集する [3.0]

(54)エラーメッセージ「最終ページを表示中です」を表示する

実行キー (36)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [1.0]

(35)キー選択(実行キー,PF1,PF5,PF7,PF8,その他)

(37)　→　(40)へ

[4.0]

(38)エラーメッセージを表示する (39)　→　(35)へ

(40)該当番号に当たるデータがある(YES,NO)

(42)9条2項内容処理
へ制御を渡す

[1.1][1.1][1.1][1.2][1.2][1.1][1.2][1.2]
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No 必須 属性

1 ○ 数字

2 数字

備考内容 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

(1:表示,2:追加,3:修正,4:削除)であること

該当番号

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

1.0　単体チェック

処理区分

出力エラーメッセージ項目名

第7
2

(17)

頁数

4/9

版改定日付
データチェック(単体表)

作成日付

9条2項表示は1のみ

9条2項表示は必須

作業名

9条2項通知者一覧表示

画面ID画面名

システム化調査研究会

作成者

平成6年12月 1日

9条2項通知者一覧

1

処理名

令和　年　月　日
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No

1

2

画面ID

関連エラーがあります。正しく
入力してください。

9条2項ファイルメンテの
み関連チェックが必要

版 頁数

備考出力エラーメッセージ

5/91令和　年　月　日平成6年12月 1日

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

改定日付第7
2

(17) システム化調査研究会

作成者

(No.1)処理区分 ＝ 2(追加)のとき,(No.2)該当番号 ＝ スペースであること

データチェック(関連表)
作業名

9条2項通知者一覧表示

作成日付

処理名 画面名

2.0　関連チェック 9条2項通知者一覧

内容

(No.1)処理区分 ≠ 2(追加)のとき,(No.2)該当番号 ≠ スペースであること
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処理区分

事件名称 事件コード 有

支所番号 出張所番号

受領番号 中間ファイル(9条2
項)

受領番号

氏名 旧氏名

現ページ,総ページ

システム日付

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0　9条2項通知者一覧編集処理 (受取側)9条2項通知者一覧画面

9条2項通知者一覧画
面

画面ID システム処理

項番

該当番号

←　(引渡側)中間ファイル(9条2項)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

9条2項通知者一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 6/9

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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ファイル種別 システム処理 1:仮9条2項ファイル　を設定

世帯主との続柄 世帯主との続柄

中間ファイル(9条2
項)

世帯主 世帯主

住民日 住民日

仮9条2項ファイル

住定日 住定日

方書 方書

住所 住所

住所コード 住所コード

旧筆頭者 旧筆頭者

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍 旧本籍

旧本籍コード 旧本籍コード

新本籍 新本籍

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 旧父母との続柄

新父母との続柄 新父母との続柄

旧生年月日 旧生年月日

新生年月日 新生年月日

旧氏名 旧氏名

新氏名 新氏名

受理日 受理日

出張所番号 出張所番号

受領番号 受領番号

事件コード 事件コード

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1　中間ファイル(9条2項)作成 (受取側)中間ファイル(9条2項) ←　(引渡側)仮9条2項ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

9条2項通知者一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 7/9

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付受 付受 付事件本人
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処理区分 システム処理 処理区分 1:表示,2:追加,3:修正,4:削除

ファイル種別 ファイル種別

世帯主との続柄 世帯主との続柄

世帯主 世帯主

住民日 住民日

住定日 住定日

方書 方書

住所 住所

旧筆頭者 旧筆頭者

新本籍 新本籍

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍 旧本籍

旧生年月日 旧生年月日

新本籍コード 新本籍コード

旧父母との続柄 旧父母との続柄

処理区分が2『追加』の場合
｢新氏名｣～｢世帯主との続柄｣は空白
とする(データの移送はない)旧氏名 旧氏名

新生年月日 新生年月日

新氏名 新氏名

新父母との続柄 新父母との続柄

受理日 受理日

出張所番号 出張所番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 4.0　中間ファイル(通知者)作成 (受取側)中間ファイル(通知者)

中間ファイル(通知
者)

受領番号 中間ファイル(9条2
項)

受領番号

事件コード 事件コード

旧本籍コード 旧本籍コード

住所コード 住所コード

←　(引渡側)中間ファイル(9条2項)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

9条2項通知者一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/9

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目
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第7
2

(17)
データ編集表

作業名

令和　年　月　日 1 9/9

作成者 作成日付 改定日付 版 頁数

9条2項通知者一覧表示 システム化調査研究会 平成6年12月 1日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

受領番号

出力形態

Z 9 . ,

処理名 4.1　中間ファイル(通知者)作成 (受取側)中間ファイル(通知者) ←　(引渡側)中間ファイル(9条2項)

備考DB･ファイル名
画面名称

項目

受取側

事件コード

受領番号

出張所番号 出張所番号

旧氏名 旧氏名

事件コード

新氏名新氏名

受理日 受理日

新父母との続柄

新生年月日

旧生年月日 旧生年月日

新生年月日

新本籍 新本籍

新父母との続柄

新本籍コード新本籍コード

旧父母との続柄 旧父母との続柄

新筆頭者

旧本籍コード

旧本籍 旧本籍

旧本籍コード

住所 住所

新筆頭者

住所コード住所コード

旧筆頭者 旧筆頭者

住定日 住定日

方書

処理区分 1:表示　のみ

中間ファイル(通知
者)

世帯主との続柄世帯主との続柄

世帯主 世帯主

ファイル種別 ファイル種別

処理区分 システム処理

住民日

1:仮9条2項ファイル　のみ

中間ファイル(9条2
項)

住民日

方書
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システム環境仕様書
作業名第7

2
(17)

1.詳細フロー

中間ファイル(9条2項)

9条2項内容処理

入出力区分

3.処理概要

　(1)処理区分により以下の処理を行う
　　 ･『表示』:9条2項内容画面に表示し,内容を確認してもらう
　　 　(9条2項表示はこの処理のみ)
　　 ･『追加』:9条2項内容画面に追加するデータを入力してもらう
　　 　確認後(実行キーの押下),PF3キーの押下によりデータを追加する
　　 ･『修正』:9条2項内容画面に表示し,データを修正してもらう
　　 　確認後(実行キーの押下),PF3キーの押下によりデータを更新する
　　 ･『削除』:9条2項内容画面に表示し,内容を確認してもらう
　　 　確認後(実行キーの押下),PF3キーの押下によりデータを削除する
　(2)住民票通知ファイルへデータを追加する場合,発送ファイルも作成する

名称

中間ファイル(通知者) 入力

住民票通知ファイル 出力

名称

住民票異動ファイル

出力

2.使用DB･ファイル一覧

入出力区分

出力

4.機能体系(要件定義書の構成)

　 0.0 本紙　　　1.0 単体チェック表
　　　　　　　　 2.0 関連チェック表
                 3.0 データ編集表(9条2項内容画面)
　　　　　　　　 4.0 データ編集表(中間ファイル(9条2項))
　　　　　　　　　　 4.1 データ編集表(仮9条2項ファイル)
　　　　　　　　　　 4.2 データ編集表(住民票異動ファイル)
　　　　　　　　　　 4.3 データ編集表(住民票通知ファイル)
　　　　　　　　 5.0 データ編集表(発送ファイル)

5.備考(特記事項含む)

出力

出力

発送ファイル

仮9条2項ファイル

作成日付

システム化調査研究会

頁作成者

1/141令和　年　月　日

版改定日付

平成 6年12月 1日

9条2項内容

住民票異動
ファイル

9条2項処理
中間ファイル
(通知者)

発送ファイル

仮9条2項
ファイル

住民票通知
ファイル

中間ファイル
(9条2項)
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/

/

表示 /

YES /

(5)業務選択に制御を渡す

(6)ファイルメンテに制御を渡す

(7)9条2項通知者一覧に制御を渡す

NO /

(11)決裁処理に制御を渡す

(12)9条2項通知者一覧に制御を渡す

追加 /

/

YES /

YES /

NO

NO

/

/

(24)業務選択に制御を渡す

(25)ファイルメンテに制御を渡す

/

/

1 /

2 /

3 /

/

(29)画面入力されたデータを住民票異動ファイルに追加する [4.2]

(30)画面入力されたデータを住民票通知ファイルに追加する [4.3]

(22)キー選択(実行キー,PFl.PF2,PF3,PF5,PF12,その他)

[4.0]

(28)画面入力されたデータを仮9条2項ファイルに追加する

(23)　→　(22)へ

(10)キー選択(PF1,PF5,その他)

PF1

PF5

(21)エラーメッセージを表示する

(18)　→　(22)へ

(19)エラーメッセージを表示する

その他 (13)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

(15)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF12,その他)

実行キー (16)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO)

(20)　→　(15)へ

[2.0](17)入力項日の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

実行キー

PF1

PF2

PF3

(9)　→　(4)へ

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

版

1 2/14

備考0.0　本紙　(1/4)

頁数
要件定義ワークシート

9条2項内容処理 システム化調査研究会

[3.0](1)中間ファイル(通知者)を読んで9条2項内容画面を編集する

(2)処理区分別に以下の処理を行う(1:表示,2:追加,3:修正,4:削除)

(3)9条2項ファイルメンテの処理である(YES,NO)

作業名

平成6年12月 1日

(4)キー選択(PF1,PF2,PF5,その他)

PF1

PF2

その他

PF5

(8)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

処理名

第7
2

(17)

作成者

(27)中間ファイル(通知者)のファイル種別?

　(1:仮9条2項,2:住民票異動,3:住民票通知)

(14)　→　(10)へ

(26)画面入力されたデータを中間ファイル(9条2項)に追加する

[4.1]

[1.0]
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/

YES /

YES /

YES

NO

NO

NO

(38)9条2項通知者一覧に制御を渡す

/

(41)同画面を編集する→(22)へ

(42)業務選択に制御を渡す

(43)ファイルメンテに制御を渡す

(44)9条2項通知者一覧に制御を渡す

/

(47)同画面を編集する→(15)へ

修正 /

/

/

YES /

NO

/

/

(34)発送ファイルの送付書類区分の住民票通知
フラグに1を設定し,発送ファイルを更新する

(36)発送ファイルの送付書類区分の住民票通知
フラグに1を設定し,発送ファイルを作成する

(37)発送ファイルの送付書類区分の住民票通知フラ
グに1を設定し,発送ファイルを作成する

[5.0]

[5.0]

[5.0]

実行キー (56)　→　(55)へ

NO

(55)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF3,PF5,PF12,その他)

(53)　→　(48)へ

備考

作成者 作成日付

9条2項内容処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日

(35)9条2項通知者一
覧に制御を渡す

PF12

その他

(45)9条2項内容画面を初期化する　→　(15)へ

(46)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

PF5

処理名 0.0　本紙　(2/4)

PF12

その他

(39)9条2項内容画面を初期化する　→　(15)へ

(31)中間ファイル(通知者)のファイル種別は,3(住民票通知)である
(YES,NO)

PF2

PF5

(40)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

(32)中間ファイル(通知者)の受領番号を基に,発送ファイルを検索す
る(ある:YES,ない:NO)

(33)中間ファイル(通知者)の住所と発送ファイルの市区町村が
同じ(YES,NO)

第7
2

(17)
要件定義ワークシート

作業名

令和　年　月　日 1 3/14

改定日付 版 頁数

PF1

(51)　→　(55)へ

(52)エラーメッセージを表示する

(54)エラーメッセージを表示する

(50)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO) [2.0]

(48)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,PF12,その他)

実行キー (49)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [1.0]

YES
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(57)業務選択に制御を渡す

(58)ファイルメンテに制御を渡す

/

/

1

2

3

(65)9条2項通知者一覧に制御を渡す

/

(68)同画面を編集する→(55)へ

(69)業務選択に制御を渡す

(70)ファイルメンテに制御を渡す

(71)9条2項通知者一覧に制御を渡す

/

(74)同画面を編集する→(48)へ

削除 /

/

(78)業務選択に制御を渡す

(79)ファイルメンテに制御を渡す

/

/

1

2

3

PF1

PF5

(61)画面入力されたデータで仮9条2項ファイルを更新する

PF12

(63)画面入力されたデータで住民票異動ファイルを更新する

(64)画面入力されたデータで住民票通知ファイルを更新する

[4.2]

[4.3]

(66)9条2項内容画面を初期化する　→　(48)へ

(60)中間ファイル(通知者)のファイル種別?

　(1:仮9条2項,2:往民票異動.3:住民票通知)

[4.1]

第7
2

(17)

処理名 0.0　本紙　(3/4)

1 4/14
要件定義ワークシート

作業名 作成者

[4.0](59)画面入力されたデータで中間ファイル(9条2項)を更新する

作成日付

平成6年12月 1日 令和　年　月　日

備考

改定日付 版 頁数

(62)9条2項通知者一
覧に制御を渡す

9条2項内容処理 システム化調査研究会

PF5

PF3

PF2

PF12

PF2

PF1

その他 (73)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

その他 (67)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

(72)9条2項内容画面を初期化する　→　(48)へ

(75)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF5,その他)

　メッセージ『削除してよろしいですね,確認して下さい(実行キー)』を表示する 

(83)9条2項通知者一
覧に制御を渡す

実行キー (76)キー選択(実行キー,PF1,PF2,PF3,PF5,その他)

　メッセージ『PF3キーでデータが削除されます』を表示する

実行キー

PF1

PF2

PF3

(77)　→　(76)へ

(80)確認されたデータを中間ファイル(9条2項)から削除する

(81)中間ファイル(通知者)のファイル種別?

　(1:仮9条2項,2:住民票異動,3:住民票通知)

(82)確認されたデータを仮9条2項ファイルから削除する

(84)確認されたデータを住民票異動ファイルから削除する

(85)確認されたデータを住民票通知ファイルから削除する
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(86)9条2項通知者一覧に制御を渡す

(88)同画面を編集する→(76)へ

(89)業務選択に制御を渡す

(90)ファイルメンテに制御を渡す

(91)9条2項通知者一覧に制御を渡す

(93)同画面を編集する→(75)へ(92)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

処理名 0.0　本紙　(4/4)

9条2項内容処理

PF1

PF2

第7
2

(17)
要件定義ワークシート

作業名 作成者

その他 (87)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

システム化調査研究会

改定日付 版 頁数

平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 5/14

作成日付

備考

PF5

その他

PF5

[1.1][1.1]

[3.0]
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No 必須 属性

1 漢字

2 漢字

3 漢字

4 漢字

5 漢字

6 漢字

7 数字

8 数字

9 数字

10 数字

11 漢字

12 漢字

13 漢字

14 数字

15 数字

16 数字

9条2項内容

｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

｢日付チェックサブルーチン｣現生年月日

現氏名

新氏名

出力エラーメッセージ項目名 内容

1.0　単体チェック

備考

改定日付

1

処理名

令和　年　月　日

第7
2

(17)

頁数

6/14

版

画面ID

作成者
データチェック(単体表)

作成日付

平成6年12月 1日

作業名

9条2項内容処理

画面名

システム化調査研究会

現本籍

新本籍

新父母との続柄 (10:男　～　49:十九女)であること

新生年月日

現父母との続柄 (10:男　～　49:十九女)であること

｢日付チェックサブルーチン｣

新筆頭者

現筆頭者

『追加』の場合必須

『追加』の場合必須

『追加』の場合必須

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

住民日

世帯主との続柄

方書

住所

世帯主

住定日

｢日付チェックサブルーチン｣

｢日付チェックサブルーチン｣

『追加』の場合必須

『追加』の場合必須

『修正』の場合は

だけ修正可能

～
｢住所｣

｢住民日｣
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

内容

『追加』のとき,

『追加』のとき,

『追加』のとき,(No.8)新生年月日 ≠ スペース　であれば

関連エラーがあります。正しく
入力してください。

『追加』のとき,(No.6)新筆頭者 ≠ スペース　であれば

『追加』のとき,(No.2)新氏名　または　(No.4)新本籍　または　(No.6)新筆頭者　または
　(No.8)新生年月日　または　(No.10)新父母との続柄
　のいずれかに入力があること

　(No.5)現筆頭者 ≠ (No.6)新筆頭者　であること

　(No.7)現生年月日 ≠ (No.8)新生年月日　であること

　(No.9)現父母との続柄 ≠ (No.10)現父母との続柄であること

作成者

『追加』のとき,(No.10)現父母との続柄 ≠ スペース　であれば

令和　年　月　日

頁数
データチェック(関連表)

作業名

9条2項内容処理

処理名 画面名 画面ID

版

1

出力エラーメッセージ

作成日付

7/14

 (No.8)新生年月日 ≠ スペースであれば,(No.7)現生年月日 ≠ スペースであること

 (No.10)新父母との続柄 ≠ スペースであれば,(No.9)現父母との続柄 ≠ スペースであること

　(No.1)現氏名 ≠ (No.2)新氏名　であること

　(No.3)現本籍 ≠ (No.4)新本籍　であること

『追加』のとき,(No.2)新氏名 ≠ スペース　であれば

『追加』のとき,(No.4)新本籍 ≠ スペース　であれば

備考

平成6年12月 1日

改定日付

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

2.0　関連チェック 9条2項内容

第7
2

(17) システム化調査研究会
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世帯主との続柄 世帯主との続柄 有

世帯主 世帯主

世帯主との続柄名称 有

方書 方書

有

住所

住所 住所コード

新父母との続柄名称 有

新父母との続柄 新父母との続柄

新生年月日 新生年月日 有

現父母との続柄名称 有

現父母との続柄 旧父母との続柄

現生年月日 旧生年月日 有

新筆頭者 新筆頭者

現筆頭者 旧筆頭者

有

新本籍

新本籍 新本籍コード

現本籍 旧本籍コード 有

新氏名 新氏名

旧本籍

中間ファイル(通知
者)

受領番号

現氏名 旧氏名

事件名称 事件コード 有

現ページ/総ページ

支所番号 出張所番号

受領番号

システム日付

9条2項内容画面 画面ID システム処理

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0　9条2項内容編集処理　(1/2) (受取側)9条2項内容画面 ←　(引渡側)中間ファイル(通知者)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁数

9条2項内容処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 8/14

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

受 付受 付事件本人
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住民日 住民日

9条2項内容画面 住定日 中間ファイル(通知
者)

住定日

DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.0　9条2項内容編集処理　(2/2) (受取側)9条2項内容画面 ←　(引渡側)中間ファイル(通知者)

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

版 頁数

9条2項内容処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 9/14

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付

項目

受 付受 付事件本人
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ファイル種別

世帯主との続柄 世帯主との続柄

世帯主 世帯主

住民日 住民日

住定日 住定日

方書 方書

住所

住所コード 住所

旧筆頭者 現筆頭者

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍

旧本籍コード 現本籍

新本籍

新本籍コード 新本籍

旧父母との続柄 現父母との続柄

新父母との続柄 新父母との続柄

事件コード 事件コード

受理日

旧氏名 現氏名

新氏名 新氏名

旧生年月日 現生年月日

新生年月日 新生年月日

支所番号

名称 記号名 名称 記号名

受理日

処理名 4.0　中間ファイル(9条2項)作成･更新 (受取側)中間ファイル(9条2項)

中間ファイル(9条2
項)

←　(引渡側)9条2項内容画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

出張所番号

受領番号 9条2項内容画面 受領番号

版 頁数

9条2項内容処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 10/14

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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世帯主との続柄 世帯主との続柄

世帯主 世帯主

住民日 住民日

住定日 住定日

方書 方書

住所

住所コード 住所

旧筆頭者 現筆頭者

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍

旧本籍コード 現本籍

新本籍

新本籍コード 新本籍

旧父母との続柄 現父母との続柄

新父母との続柄 新父母との続柄

旧生年月日 現生年月日

新生年月日 新生年月日

旧氏名 現氏名

新氏名 新氏名

受理日 受理日

事件コード 9条2項内容画面 事件コード

宛名 宛名 上記部分を宛名に変換した項目

名称 記号名

市区町村コード 9条2項内容処理 住所コード 市区町村部分だけのコード

出張所番号 支所番号

処理名 4.1　仮9条2項ファイル　作成･更新 (受取側)仮9条2項ファイル ←　(引渡側)9条2項内容画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

仮9条2項ファイル 受領番号 9条2項内容画面 受領番号

名称 記号名

版 頁数

9条2項内容処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 11/14

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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世帯主との続柄 世帯主との続柄

世帯主 世帯主

住民日 住民日

住定日 住定日

方書 方書

住所

住所コード 住所

旧筆頭者 現筆頭者

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍

旧本籍コード 現本籍

新本籍

新本籍コード 新本籍

旧父母との続柄 現父母との続柄

新父母との続柄 新父母との続柄

旧生年月日 現生年月日

新生年月日 新生年月日

旧氏名 現氏名

新氏名 新氏名

受理日 受理日

名称 記号名

事件コード 事件コード

出張所番号 支所番号

処理名 4.2　住民票異動ファイル　作成･更新 (受取側)住民票異動ファイル ←　(引渡側)9条2項内容画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

住民票異動ファイル 受領番号 9条2項内容画面 受領番号

名称 記号名

版 頁数

9条2項内容処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 12/14

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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世帯主との続柄 世帯主との続柄

世帯主 世帯主

住民日 住民日

住定日 住定日

方書 方書

住所

住所コード 住所

旧筆頭者 現筆頭者

新筆頭者 新筆頭者

旧本籍

旧本籍コード 現本籍

新本籍

新本籍コード 新本籍

旧父母との続柄 現父母との続柄

新父母との続柄 新父母との続柄

旧生年月日 現生年月日

新生年月日 新生年月日

旧氏名 現氏名

新氏名 新氏名

受理日 受理日

事件コード 9条2項内容画面 事件コード

宛名 宛名 上記部分を宛名に変換した項目

名称 記号名

市区町村コード 9条2項内容処理 住所コード 市区町村部分だけのコード

出張所番号 支所番号

処理名 4.3　住民票通知ファイル　作成･更新 (受取側)住民票通知ファイル ←　(引渡側)9条2項内容画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

住民票通知ファイル 受領番号 9条2項内容画面 受領番号

名称 記号名

版 頁数

9条2項内容処理 システム化調査研究会 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1 13/14

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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届書

不受理申出

胎児認知

住民票通知

附票通知

1:｢有｣を設定する

住所コードの上5桁(送付する市区町村名
がわかればよい)

住所コードの上5桁を基に送付する市区町
村の郵便番号,住所,宛名を設定する

有

9条2項内容画面

宛名

送付書類区分

第7
2

(17)
データ編集表

作業名 作成者

9条2項内容処理 システム化調査研究会 1 14/14

作成日付 改定日付 版 頁数

令和　年　月　日

引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,

平成6年12月 1日

処理名 5.0　発送ファイル　作成 (受取側)発送ファイル ←　(引渡側)9条2項内容画面

備考DB･ファイル名
画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受取側

発送ファイル 受領番号

出張所番号

市区町村コード

郵便番号

住所

受領番号

支所番号

有

有

住所コード

9条2項内容処理

 7-2-(17)-32
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No. 桁数

1 　8

2 　7

3 　5

4 　2

5 　7

6 　3

7  18

8 　5

9 　2

10  39

11  39

12  39

適用業務名 作成日付 改定日付 版

　9条2項ファイル一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

第7
2

(17)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

画面番号 画面名 　9条2項ファイル一覧

面面ID 英数字 出

タイプ 入出力

事件名称 漢字 出

　*　上記4～8を一画面MAX15件分表示する　(複数ページ有り)

ファイル名称 漢字 出

PFガイダンス1 漢字 出

漢字 出

出

支所番号 数字 出

備考項目名

システム日付 英数字 出 ｢元号コード　年.月.日｣で編集

現ページ/総ページ 英数字 出 ｢99/99｣で編集

受領番号 数字 出

項番 数字

エラーメッセージ行

選択番号 数字 入

PFガイダンス2 漢字 出
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No. 桁数

1 　8

2 　7

3 　5

4 　7

5 　3

6  18

7 　2

8  30

9 　1

10 　2

11  39

12  39

13  39

｢元号コード　年.月.日｣で編集

｢99/99｣で編集

出

出

1:表示 2:追加 3:修正 4:削除

出

処理区分

該当番号

漢字

出

出

出

出

入

入

出

　*　上記7～8を一画面MAX12件分表示する　(複数ページ有り)

出

出

出

英数字

英数字

英数字

数字

数字

漢字

数字

漢字

漢字

数字

数字

漢字

受領番号

PFガイダンス2

エラーメッセージ行

項目名 タイプ 入出力 備考

画面番号 画面名 　9条2項通知者一覧

PFガイダンス1

支所番号

事件名称

項番

氏名

画面ID

システム日付

現ページ/総ページ

第7
2

(17)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

　9条2項通知者一覧 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名 作成日付 改定日付 版
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No. 桁数

1 8

2 7

3 5

4 7

5 3

6 18

7 30

8 30

9 30

10 30

11 30

12 30

13 7

14 7

15 2

16 3

17 2

18 3

19 30

20 30

21 30

22 6

23 25

24 7

25 7

26 39

27 39

28 39 出

出

漢字エラーメッセージ行

PFガイダンス2

｢元号コード　年.月.日｣で編集

｢99/99｣で編集

元号コード入力有

コード入力有

元号コード入力有

入

出

コード入力有

コード入力有

元号コード入力有

元号コード入力有

入

入

入

漢字

漢字

数字

漢字

数字

漢字

出

入

出

入

入

入

入

入

英数字

英数字

入

入

出

入

入

英数字

英数字

英数字

数字

数字

漢字

入

数字

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

英数字

出

出

出

出

出

出

入

漢字

漢字

漢字

住定日

住民日

PFガイダンス1

新筆頭者

現生年月日

新生年月日

現父母との続柄コード

漢字

漢字

英数字

方書

世帯主

世帯主との続柄コード

世帯主との続柄名称

現父母との続柄名称

新父母との続柄コード

新父母との続柄名称

住所

項目名 タイプ 入出力 備考

画面番号 画面名 　9条2項内容

新氏名

現本籍

新本籍

現筆頭者

受領番号

支所番号

事件名称

現氏名

第7
2

(17)
画面項目一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

　9条2項内容処理 平成6年12月 1日 令和　年　月　日 1

適用業務名 作成日付 改定日付 版

画面ID

システム日付

現ページ/総ページ
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｢一括｣処理

第7.2.(18)



　1. 処理範囲

　 (1)該当ファイル全件を検索する処理、またはオンライン処理中に実行すると、著しく性能低下を招くような処理を一括処理として切り分ける。

　　　例えば、高齢者消除の該当者抽出処理のように、戸籍DB全件(現在戸籍)を順次検索し、条件に適合した者を拙出する処理などがあげられる。

　2. 処理概要

　 (1)純粋なるバッチ処理、または、オンライン起動によるバッチ処理など運用形態がシステム処理により異なるが、前者の純粋なるバッチ処理を想定し概要を示す。

　　 (ア)高齢者消除抽出処理

　　　　 ①基準日を指定し、戸籍DBを以下の条件で検索する。
　　　　　　　　ア)現在戸籍のもの
　　　　　　　　イ)満100才以上でありかつ他に生存している在籍者が存在しない
　　　　　　　　ウ)戸籍附票データの住所欄がスペースである

　　　　 ②条件に全て該当する者を抽出し、一覧表に出力する。

　　　　 以降の処理については、運用にあわせてシステム化を図ること。(参考的に次頁参照)

　　 (イ)本籍町名変更通知

　　　　 ①現本籍と、新本籍の対応表を作成する(事前準備)。

　　　　 ②変更する現本籍コードを指定し、戸籍DBを以下の条件で検索する。
　　　　　　　　ア)現在戸籍のもの
　　　　　　　　イ)現本籍コードと同じ戸籍

　　　　 ③条件に全て該当する戸籍事項(本籍、筆頭者)を抽出し、地番順に並び替える。

　　　　 ④地番順に並び替えられたデータを新本籍の対応表と突き合わせ、新本籍を付加する。

　　　　 ⑤現本籍と新本籍の比較が把握できる一覧表を作成。

　　　　 ⑥変更する内容を確認(目検)。

　　　　 ⑦正しければ、新本籍に置き替える(更正事項も付加)。

　　　　 ⑧変更履歴確認リストを出力。

　　　　 ⑨⑤の内容で本籍町名変更通知を作成する。

頁

1/2　一括処理
システム処理の概要説明

版

1平成 6年12月 1日 令和　年　月　日

改定日付作成日付第7
2

(18) システム化調査研究会

作成者作業名
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改定日付 版 頁

　高齢者消除処理

　1.処理概要

　　戸籍DBから該当データを抽出して一覧表を作成する。(抽出条件は、帳票設計書を参照)

　高齢者消除該当一覧表をもとに、調査を行い高齢者消除の許可申請書を作成し法務局に提出する。

　法務局から許可を得られた者に対して、高齢者消除処理を行う。高齢者消除処理は、審査結果入力処理で対応するか、バッチ処理で行うかは任せる。

　以下に、高齢者消除処理をバッチ処理で行った場合の流れ(参考)を示す。バッチ処理においても、仮戸籍データを作成しオンラインの流れに準じて各事務工程を設定すること。

　2.処理の流れ

平成 6年12月 1日 令和　年　月　日 1 2/2

第7
2

(18) システム化調査研究会
システム処理の概要説明

作業名 作成者

　一括処理

作成日付

戸籍
DB

該当者抽出
高齢者
消除該当
データ

高齢者
消除該当
データ

高齢者
消除該当
データ

調査

高齢者消除
該当一覧

仮戸籍
受付

ファイル

仮戸籍編集

(10)

(1)

(2)

(3)

(4)

調査結果を入力
(該当者の確定)

(7)受領番号確保

(8)

許可日
受領番号 入力

(9)

(11)

(12)(13)
戸籍DBの更新

高齢者消除該当データか
ら仮戸籍作成

決裁用帳票出力

法務局

(5)
申請

戸籍事務専用
帳票

附票の写し

高齢者消除
該当一覧

記載許可申請書･添付資料

高齢者消除
該当一覧

仮戸籍作成
一括処理指示

決裁用帳票

高齢者消除
一括処理指示

(6)記載許可指示

決裁処理

処分決定
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｢行政区画土地の名称変更｣
処理

第7.2.(19)



→ →

頁

1/9行政区画土地の名称変更

第7
2

(19) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

平成10年 2月27日 令和　年　月　日

版

1

改定日付作成日付

当処理

0.前提

　　　本基準書はオンラインによる｢行政区画土地の名称変更｣処理の一例を示すものであり,画面･PFキー･位置付け等はサンプルとします。

　　　但し,｢行政区画土地の名称変更｣処理機能を業務メニュー等の前面に提示することは,なるべく避けていただきたい。

　　　当仕様では,同時に附票DB,住民票異動ファイル,住民票通知ファイルを更新･作成しているが,参考仕様と考えていただきたい。

　　　特に,住民票通知は通常の通知の様式とは自治体毎に異なる可能性が大きいと思える。

　当処理の位置付け(参考)

業務メニュー
　　　　　　　8.各種ファイル更新

該当戸籍一覧

PFnn:行政区画変更

　　　各種ファイル更新メニュー

　n.戸籍DB更新
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5.備考(特記事項含む)住民票異動ファイル

第7
2

(19) システム化調査研究会

名称

作成日付作業名

入出力区分

作成者

1.詳細フロー

2.使用DB・ファイル一覧

附票DB

出力

入出力区分

戸籍DB 入出力

入出力

平成10年 2月27日 2/91令和　年　月　日

名称

行政区画土地の名称変更

4.機能体系(要件定義書の構成)
　 0.0 本紙　　　1.0 単体チェック
　　　　　　　　 2.0 関連チェック
　　　　　　　　 3.1 データ編集(戸籍特定DB)
　　　　　　　　 3.2 データ編集(戸籍事項DB)

3.処理概要

　 (1)選択された戸籍に対し,新本籍,記録日,更正事由(事件発生日,事由)を入力し,戸籍DB
を更新する。

　 (2)当該附票DBを更新する

　 (3)当該戸籍に在籍している者が住所人の場合,
　　　　　　　　　　　　　　　　住民票異動ファイルを作成する。

　 (4)当該戸籍に在籍している者が非住所人の場合,
　　　　　　　　　　　　　　　　住民票通知ファイルを作成する。

システム環境仕様書
版改定日付 頁

出力住民票通知ファイル

行政区画土地の

名称変更画面

住民票異動
ファイル

行政区画土地の
名称変更

住民票通知
ファイル

附票DB戸籍DB

←参考

←参考

←参考
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/

/

/

YES /

YES /

/

/

/

/

YES /

NO /

NO

NO

(9)該当戸籍一覧へ制御を渡す

(10)構成員一覧へ制御を渡す

(11)管内住所SUBへ制御を渡す

(7)附票DBの編集･出力

(8)当該戸籍に在籍している人数分(9)～(11)の処理を繰り返す

PF3 ---->

PF10 ---->

---->

(12)入力画面を初期化する

その他 (14)エラーメッセージ｢無効なキーが入力されました｣を表示する

(12)　→　(13)へ (7)同画面を編集する

(13)エラーメッセージを表示する

実行キー (3)入力項目の単体チェック(OK:YES,NG:NO) [1.0]

[2.0]

[3.0]

(4)入力項目の関連チェック(OK:YES,NG:NO)

PF5

(5)戸籍特定DBの編集･出力

処理名

第7
2

(19)

作業名

★参考:編集･出力は決裁等参照

★参考:編集･出力は決裁等参照

★参考:編集･出力は決裁等参照

(13)同画面を編集す
る

PF12

(2)キー選択(実行キー,PF3,PF5,PF10,PF12,その他)

[3.1](6)戸籍事項DBの編集･出力

(11)住民票通知ファイルの編集･出力　→　(8)へ

(9)当該戸籍に在籍している者は住所人である(YES,NO)

(10)住民票異動ファイルの編集･出力

頁数改定日付

令和　年　月　日

作成者 版

1 3/9

作成日付

平成10年 2月27日

根拠法令 (マニュアル処理)0.0　本紙

(1)行政区画土地の名称変更画面に必要データを入力する。

要件定義ワークシート
行政区画土地の名称変更 システム化調査研究会

[3.0]
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No 必須 属性

1 ○ 漢字

2 ○ 英数

3 ○ 英数

4 数字

5 漢字

第7
2

(19)

1.0　単体チェック表

データチェック(単体表)

行政区画土地の名称変更

処理名

作業名

行政区画土地の名称変更

画面名

頁数

4/9

版改定日付作成日付作成者

1令和　年　月　日システム化調査研究会 平成10年 2月27日

画面ID

備考

管内住所SUBより｢項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

新本籍

記録日

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

1:土地の名称変更　～　6:町となったため

出力エラーメッセージ内容

｢日付チェックサブルーチン｣,未来日チェック

事由入力

事件発生日

事件発生事由

｢日付チェックサブルーチン｣,未来日チェック
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No

1

2

3

(No.4)事件発生事由,(No.5)事由入力　のいずれか一方に入力があること

5/9

版

1

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

頁数作成日付

2.0　関連チェック表 行政区画土地の名称変更

データチェック(関連表)
作業名

行政区画土地の名称変更 令和　年　月　日平成10年 2月27日

改定日付第7
2

(19) システム化調査研究会

作成者

｢関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。｣

内容

(No.1)新本籍は現在の本籍と異なること

処理名 画面名 画面ID

備考出力エラーメッセージ

(No.2)記録日 ≧ (No.3)事件発生日であること
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戸籍異動区分 ―――――

戸籍･除籍区分 ―――――

除籍者数 ―――――

在籍者数 ―――――

記録者数 ―――――

筆頭者 ―――――

本籍コード 新本籍のコード *当然,管内のみ

本籍 新本籍

消除日 ―――――

回復日 ―――――

名称 記号名

改製日 ―――――

編製日 ―――――

処理名 3.0　戸籍特定編集 (受取側)戸籍特定事項 ←　(引渡側)行政区画土地の名称変更画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

戸籍特定 戸籍番号 行政区画土地の名称
変更画面

―――――

名称 記号名

版 頁数

行政区画土地の名称変更 システム化調査研究会 平成10年 2月27日 令和　年　月　日 1 6/9

第7
2

(19)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改定日付
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戸籍番号

行番号

出力区分

第7
2

(19)

DB･ファイル名
画面名称

　3.1 戸籍事項編集

DB･ファイル名
画面名称

データ編集表

処理名

受取側

名称

戸籍事項 行政区画土地の名称
変更画面

特記事項

更
正

更正日

更正事項

更正事由

従前の記録

タイトルコード

記録コード

管掌者コード

事件発生日

事件発生日

事件発生事由

事由入力

―――――

―――――

―――――

―――――

―――――

―――――

―――――

記録日

記録日

―――――

1

備考

行政区画土地の名称変更 システム化調査研究会

名称記号名

本籍

｢0｣を設定

7001:｢更正｣を設定

7001:｢基本事項の更正の記録｣を設定

'本籍'を設定

(事件発生日) + 選択された(事件発
生事由)又は
(事件発生日) + (事由入力)を編集
し,設定

改定日付 版

令和　年　月　日

頁数作成者

記号名

引渡側

　(受取側)戸籍事項

作成日付

平成10年 2月27日

項目
出力形態

Z 9 . ,

作業名

項目

←　(引渡側)行政区画土地の名称変更画面

コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

7/9
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(表示)
(表示)

(入力)
(入力)

(入力)
(入力)
(入力)

本籍　:選択された戸籍の本籍
筆頭者:選択された戸籍の筆頭者氏名

新本籍:管内住所SUB等で設定した本籍
記録日:更正する日

事件発生日　:更正事案施行日
事件発生事由:事由区分(1～6)
事由入力　　:事由入力領域

　　　　　行政区画土地の名称変更画面(サンプル)

第7
2

(19)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会行政区画土地の名称変更 平成10年 2月27日

頁

1 8/9

作成日付 改定日付

令和　年　月　日

版

受 付受 付事件本人

0 1 2 3 4 5 6 7 8
1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

01 P R O G R A M - I D ( ) X . 9 9 . 9 9 . 9 9 01

02 02

03 03

04 04

05 05

06 06

07 07

08 9 9 9 9 9 9 9 08

09 09

10 9 9 9 9 9 9 9 10

11 9 11

12 12

13 13

14 ( ) 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 23

24 24

25 25
0 1 2 3 4 5 6 7 8
1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

土 入 力地 の 名 称 変 更画行 政 区

さ れ ま す【 更 正 日 】 に

更 由正 事

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ籍

記 録 日

新 本

籍本

頭 者筆

。記 録

事 件 発 生 日 事 由 の 日【 更 事 由正 】 日 付＋

由事

事 由 入 力

件 発 生 事

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

下 記 区 分 を 入 す接。 な い 場 ま事 由 入 力力 し て

す付 へ 記 録

．

さ れ ま

とさ い

地

行 政

な り合 は 直

３

の 名 称 変 更

行 政 区 画 変 更

土

下

．

．

．

．

．

２

４

５

事 由 １

更

行 政 区 画 土 地 の及 び

区 画 の 名 称 変

称 変 更

市 と な っ た た め

町 と な っ た た め

名

戸 籍 選 択 Ｐ Ｆ

６

Ｐ Ｆ３ ： 該 当

Ｐ Ｆ１ ２ ： 画 面

５ ： 戸 籍

初 期

Ｐ Ｆ１ ０員 一 覧構 成 択

実 行： 確 認 画 面

： 管 内 住 所 選
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平成10年 2月27日 令和　年　月　日 1 9/9

作成日付 改定日付 版 頁第7
2

(19)
補足説明書

作業名 作成者

行政区画土地の名称変更 システム化調査研究会

受 付

（１の１）

東京都千代田区平河町一丁目１０番地

河野　義太郎

戸籍に記録されている者
【名】

（１の１）

東京都千代田区平河町八丁目１０番地

河野　義太郎

戸籍に記録されている者
【名】

【編製日】平成１０年１月１日
【更正日】平成１２年１月５日
【更正事項】本籍
【更正事由】平成１２年１月１日行政区画変更
【従前の記録】
　　【本籍】東京都千代田区平河町一丁目１０番地

行政区画土地の名称変更

全 部 事 項 証 明

前

後

行政区画土地の名称変更

義太郎

全 部 事 項 証 明

戸籍事項
　　戸籍編製

　　　氏　　　　名

　　　本　　　　籍

義太郎

【編製日】平成１０年１月１日

戸籍事項
　　戸籍編製
　　更　　正

　　　本　　　　籍

　　　氏　　　　名
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｢受付ファイル欠番｣処理

第7.2.(20)



 2.処理概要
　 業務メニューの｢ファイル更新｣→｢受付DBメンテ｣処理内に｢欠番処理｣を設け、異動処理から独立した処理とする。
　 欠番処理を行うに当たって、受付ファイルの状態により以下のパターンに分類することができると共に、そのパターン毎に処理内容が異なるので確認するこ
と。
　　 《パターン》
　　　　 (1)夜間･休日分受領番号取得処理において余分に取りすぎた場合
　　　　　　受付ファイルの内容は未入力状態(受領番号のみで、他の項目は初期化状態)
　　　　 (2)同一届書を複数入力してしまった場合
　　　　　　(ア)決裁処理未完了(処分決定まで完了)
　　　　　　　　受付ファイルは｢未決裁｣の状態。届書ファイル、仮戸籍ファイル等の中間ファイルが存在する。
　　　　　　(イ)決裁処理まで完了
　　　　　　　　一連の処理が完了し受付ファイルは｢決裁済｣の状態。届書の内容により、戸籍記載の有無がある。
　　　　　　　　受理分については、住基法9条2項通知など通知関係のファイルが作成されている。また事件表に関する統計情報もカウントされた状態
　　　　　　　　①戸籍の記載があるもの
　　　　　　　　　本籍分の同一届書入力を複数行ってしまった場合
　　　　　　　　②戸籍の記載がないもの
　　　　　　　　　非本籍分の同一届書入力を複数行ってしまった場合、または、本籍人分ではあるが戸籍の記載がないもの

第7
2

(20) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の処理概要

頁

1/4受付ファイル欠番処理

版

1

改定日付作成日付

平成10年2月27日 令和　年　月　日

 1.欠番処理の目的
　 夜間･休日分の受領番号を余分に取得した場合や、非本籍分等の届書入力を誤って複数処理した場合など、1度採番された受領番号に対して取消を行うことを
目的とする。

(イ)

受領番号確保処

(1)

実際の数より多
く取りすぎた場
合

届出入力

(2)

誤って同じ届書
を複数回入力し
た場合

処分決定処理

中間ファイル等
存在

決裁処理

一連の処理は完

了

(ア)

①
②

★戸籍の記載あり
★戸籍の記載なし
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←追加

更新後 199700100-0 甲野　太郎 　受理 　欠番

　欠番

 事件本人　～

199700100-1 　スペース

　3.2　同一届書を誤って複数入力した場合
　3.2.1　決裁前
　　　･受領番号を指定入力
　　　･確認メッセージ出力:｢決裁前の受付帳です(中間ファイルの削除、同時に作成した受付帳の欠番処理を行います｣
　　　･当該届で作成された受付ファイルに履歴を追加して決裁区分が欠番のものを作成する。

199700100-0 甲野　太郎 　受理

｢受領番号｣ ｢処分区分｣

更新前

｢決裁区分｣

　未決裁

更新前

更新後

｢受領番号｣

199700100-0

199700100-0

｢処分区分｣

　スペース

　スペース

｢決裁区分｣

　スペース

　欠番

欠番処理を行おうとする受付ファイルの内容を画面表示させ、操作者が確認できるよう考慮すること。(履歴があれば参照できるのが好ましい)
処理権限(パスワードチェック)を、必要に応じて行うことは特に差し支えない。

 3.処理詳細
　 処理概要であげたパターン別に処理詳細を以下に示す。画面レイアウト等については特に示さないので、必要に応じて設計すること。
　 受領番号を指定した際に、その受領番号種別をシステムが判定し確認させるためのメッセージを出力するものとする。
　3.1　夜間･休日分受領番号取得処理において余分に取りすぎた場合
　　　 ･受領番号を指定入力
　　　 ･確認メッセージ出力:｢夜間分で取得された受付帳です｣
　　　 ･受付ファイルの決裁区分を書き換えて更新する。(履歴レコードは作成しない)

第7
2

(20)
システム処理の処理概要

作業名 作成者 作成日付 改定日付 頁

令和　年　月　日

版

平成10年2月27日 2受付ファイル欠番処理 システム化調査研究会 2/4

　欠番処理(入力) 　欠番処理(確認) 　欠番処理(完了)

受領番号: 受領番号:199700123 受領番号:199700123

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘ ｘｘｘｘｘｘｘｘ ｘ ｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘ ｘｘｘｘｘｘｘｘ ｘ ｘｘｘｘｘｘｘｘ

MSG:夜間分で取得～ MSG:更新完了！！

･受領番号で検索

･受付ファイルの状態を判定

･内容を画面表示

･確認メッセージを出力

受付DBメンテ

1.便宜訂正

～

X.欠番処理

･パターン別に更新

受付履歴の作成

決裁区分等の更新

･更新完了メッセージ出力
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←追加

　　　　複数受付ファイルが作成されている届出であったとしても、個別に指定し複数回処理するものとする。

199700100-1 　スペース

 3.2.2　決裁後
　(1)戸籍に記載があるもの
　　 ･欠番処理は不可
　　　戸籍訂正処理により対応することとなる。
　　　但し、システム側で戸籍記載の有無について判定できないため、操作員が判断するものとする。

　(2)戸籍に記載がないもの
　　 ･受領番号を指定入力
　　 ･確認メッセージ出力: ｢決裁済の本籍人分の受付帳です。戸籍に記載されているか内容を確認して下さい。｣
　　　　　　　　　　　　　｢決裁済の非本籍人分の受付帳です。内容を確認して下さい。｣
　　 ･指定された受領番号のみの受付ファイルに履歴を追加して決裁区分が欠番のものを作成する。

 ･本籍人の場合、戸籍にロックがかかっているので解除する。
 ･中間ファイルの削除処理を行う。
  仮戸籍ファイル、届書ファイル、エラー履歴ファイル、(要旨ファイル)

　決裁

更新後 199700100-0 甲野　太郎

　欠番

　受理 　決裁

更新前 199700100-0

｢受領番号｣  事件本人　～ ｢処分区分｣ ｢決裁区分｣

甲野　太郎 　受理

令和　年　月　日

出生届を欠番する場合、既に作成されている｢認知(胎児)｣の受付
レコードまで欠番しないよう注意が必要である。
あくまで、該当届出で作成された受付レコードを対象とするこ
と。

改定日付 版 頁

2 3/4

 ･当該届で複数作成された受付ファイルについても上記と同様な処理を行うものとする。
　　　届書の同時決裁受領番号を参照し欠番処理を行う。→胎児認知の出生届で認知の受付帳を欠番処理しないための方策)
　　　基本となる届出の受領番号からでないと選択できないため。(届書ファイルは基本部のみ)

⇒既に一連処理完了済

第7
2

(20) 受付ファイル欠番処理 システム化調査研究会
システム処理の処理概要

作業名 作成者 作成日付

平成10年2月27日

本非区分を判定してメッセージ内容
を変える。

受領番号 事件名 関連受領 処分／決裁区分

受領番号：9700123

胎児認知の受領番号

9700100

※｢出生」レコードのみを欠番処理すること

未決裁
199700100

決　裁
関連受領

199700123
出生届

199700100 受理

199700123出　生
関連受領

受理

認知(胎児)
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 5.補足
　 ｢帰化｣｢入籍｣届出において、当初入力した人数に変更があった場合も欠番処理にて対応することとなる。
　【理由】:届出入力側で再入力時に人数のチェックを行っているため変更ができない。

　　　 (1)増分するケース(3人→4人)
　　　　　･増分の1名を新規届書入力で対応
　　　　　･受付ファイルメンテで関連受領番号を入力し対応付けする
　　　　　(連続した受領番号を付番する場合には、右記(2)の処理を行う)

　　　 (2)減少するケース(4人→3人)
　　　　　･当初入力した該当届について欠番処理を行う(必ず決裁前の状態)
　　　　　･正しい人数で再度新規届書入力する
　　　　　(当初入力した届出は欠番(取消))

　4.欠番データの扱い
　 (1)検索画面表示
　　 ･一覧画面には表示させないものとする。
　　　　→事件本人氏名等による検索を行っても、一覧表示および詳細表示できないものとする
　　 ･詳細表示については、受領番号ダイレクト検索により表示できるものとする。
　　 ･詳細表示の際、極力最新データを先に表示する。
　　　　→欠番のデータは、内容が初期化状態のため履歴データを先に表示した方が良いとの考えもあるため

　 (2)受理証明書
　　　受理証明書の発行を抑止するものとする
　　　(送付分と同様に発行できないような仕掛けを設ける)

　 (3)受付帳(印刷)
　　　印刷する際に、｢欠番｣のレコードをスキップし出力しない方が望ましい。
　　　(欠番のデータは、受付帳(ファイル)ではない扱いとなるため)

システム処理の処理概要
作業名 作成者 作成日付

令和　年　月　日

　　　　※作成済のファイル等については、システムから更新等連動しない
　　　　　　　　･統計(事件表):そのまま
　　　　　　　　･送付目録　　:印刷物を修正
　　　　　　　　･通知関係　　:印刷物を廃棄
　　　　　　　　･人口動態　　:人口動態システムにおいて欠番処理を行う

改定日付 版 頁

受付ファイル欠番処理 システム化調査研究会 平成10年2月27日

第7
2

(20) 2 4/4
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21.再製

第7.2.(21)｢再製｣処理



　<除籍の再製>

平成10年 2月27日 平成17年 3月 1日

　2.処理概要
　 (1)再製処理
　　 ア)再製後のシステム戸籍の作成に関して、戸籍情報システムでその機能を規定することを必須とはしないが以下の点に留意する。
　　　 (但し、戸籍情報システムで対応するとした場合の戸籍処理選択メニューへの組み込みは、メーカーの任意とする。)
　　　 ･再製原戸籍の戸籍特定の戸籍･除籍区分は、再製の事由により設定内容を区別する。
　　　　申出再製制度により再製した場合:｢4:申出再製原戸籍｣とする。
　　　　成年後見制度により再製した場合:｢3:再製原戸籍｣とする。
　　　　申出再製制度発足前に成年後見制度による再製以外で再製した場合:｢3:再製原戸籍｣とする。
　　　 ･保存年限について
　　　　戸籍･除籍区分が｢3:再製原戸籍｣の場合は1年保存の対象とする。
　　　　戸籍･除籍区分が｢4:申出再製原戸籍｣の場合は以下2通りとする。
　　　　Ⅰ.戸籍法第11条の2第1項の規定による再製の場合…80年
　　　　Ⅱ.戸籍法第11条の2第2項の規定による再製の場合…1年
　　　　　※除籍を再製する場合、再製完了時点で除籍の保存年限が再製原戸籍の年限より下の場合は、除籍の保存年限を継続で活用する。
　　　 ･再製をした際の戸籍特定の各種日付の設定内容については以下の内容に従う。

　<戸籍の再製>

　　　 ･再製原戸籍中の在籍している個人の個人特定の個人除区分は｢2:戸籍消除者｣とする。
　　　  (在籍者以外は設定中の内容の通りとする。)
　　　 ･統計において、｢戸籍の再製･補完｣(事件表　第2表)を計上する。
　　　 ･統計において、｢新戸籍編製｣｢戸籍全部消除｣(事件表　第2表)は計上しない。
　　　 ･統計において、｢本籍数｣｢本籍人口数｣(事件表　第3表)は計上しない。
　　　  再製により人の増減は発生しない。戸籍訂正により、人を増減させてから再製する。
　　　 ･受付ファイルは作成しない。

第7
2

(21) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

　1.処理範囲
　 (1)申出再製制度により相当と認められる関係人から再製の申出があった場合におそれ再製に準じて戸籍の再製を行う。
　　　システム戸籍において再製が発生する場合として以下のような事案等が考えられる。
　　　･市区町村長の過誤により訂正があった戸籍に対して申し出があった場合
　　　･錯誤による届出等により訂正があった戸籍に対して申し出があった場合
　　　･虚偽の届出等により訂正があった戸籍に対して申し出があった場合
　 (2)成年後見制度により成年後見登記センタに移行した場合におそれ再製に準じて戸籍の再製を行う。
　 (3)嫡出でない子の戸籍における父母との統柄の更正後、再製の申出があった場合におそれ再製に準じて戸籍の再製を行う。

頁

1/4再製

版

9

改訂日付作成日付

日 付

編製日

改製日

回復日

消除日

再製原戸籍

変更なし

変更なし

変更なし

再製した日

再製後の戸籍

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

日 付

編製日

改製日

回復日

消除日

再製原除籍

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

再製後の除籍

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし
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　　 イ)再製処理後の再製原戸籍、戸籍及び附票データの持ち方
　　　 ･再製処理を行うことにより、再製原戸籍、戸籍及び附票データの関連は以下のようにする。
　　　 (但し、附票に関してはサンプル提示である。)
　　　 ※申出再製制度発足以前に成年後見制度による再製以外で再製した場合または成年後見制度による再製をした場合のデータの持ち方の事例
　　　　 申出再製制度による再製の場合は、上記事例における再製原戸籍の戸籍･除籍区分が｢4:申出再製原戸籍｣となる。

6.1再製 システム化調査研究会 平成10年 2月27日 平成14年12月18日

版 頁

2/4

第7
2

(21)
システム処理の概要説明

作業名 作成者 作成日付 改訂日付

戸籍の再製

戸籍番号:0000000001

再製原戸籍

戸籍･除籍区分:3(再製原戸籍)
個人除区分 :2(戸籍消除者)
(在籍者)

戸籍番号を新たに付番して、
再製後の戸籍として作成す
る

戸籍番号:0000000002

再製後の戸籍

戸籍･除籍区分:0(戸籍)

附票の改製
戸籍の再製を行った場合には
附票を改製する

附票番号:0000000002
世代:1

附票番号:0000000001
世代:1

附票番号:0000000001
世代:2
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　 (2)再製原戸籍の扱いに関して
　　 ア)画面表示
　　　･システム上で再製原戸籍であることの認識が行えること。
　　 　画面上に再製原戸籍と分かる表記がある、該当戸籍を選択すると再製原戸籍である旨のメッセージが表示される等

　　 イ)証明書･帳票の発行
　　　･再製原戸籍の戸籍証明書としての発行は抑止する。
　　　･再製原戸籍の戸籍事務専用帳票としての発行は可能とする。出力帳票を図1及び図2に示す。
　　  ･認証文については以下に示す。
　　　　申出再製制度による再製原戸籍の場合　　:｢これは,戸籍法第11条の2第1項(又は第2項)の規定による再製原戸籍の写しである。｣(図1参照)
　　　　申出再製制度以外による再製原戸籍の場合:｢これは,再製原戸籍に記録されている全ての事項を出力したものである。｣(図2参照)
　　　･証明枠の左上の枠に｢再製原戸籍｣と印字する。
　　　･一般行政証明として出力する場合、証明書右上の｢事務専用帳票｣及び管掌者コードが表示されるのは好ましくない。一般行政証明としてのレイアウトを次頁図3及び図4に示
す。認証文は戸籍事務専用帳票と同様である。

　　 ウ)再製原戸籍の訂正
　　　･訂正を行う･行わないかは自治体の判断による。
　　　･訂正を行う場合は、履歴を残した訂正をする(訂正事項を付記する)。
　　　･再製原戸籍訂正単独の受付ファイルは作成しない。

頁

3/4再製

版第7
2

(21) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

8

改訂日付作成日付

平成10年 2月27日 平成16年3月1日

（１の１） （１の１）

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

甲野　太郎 甲野　太郎

戸籍事項 戸籍事項

0101 戸籍改製 【改製日】 0101 戸籍改製 【改製日】

【改製事由】平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製 【改製事由】平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製

0103 戸籍消除 【消除日】平成ｙｙ年ｙｙ月ｙｙ日 0103 戸籍消除 【消除日】平成ｙｙ年ｙｙ月ｙｙ日

【特記事項】戸籍法第１１条の２第１項の規定による再製につき消除 【特記事項】再製につき消除

戸籍に記録されている者 戸籍に記録されている者

【名】 【名】

【生年月日】 【配偶者区分】 【生年月日】 【配偶者区分】

【父】 【父】

【母】 【母】

【続柄】 【続柄】

身分事項 身分事項

0101 出　　生 【略】 0101 出　　生 【略】

0102 婚　　姻 【略】 0102 婚　　姻 【略】

【略】 【略】

発行番号　zzzzzzz 発行番号　zzzzzzz

これは,戸籍法第11条の2第1項(又は第2項)の規定による再製原戸籍の写しである。 これは,再製原戸籍に記載されている全ての事項を出力したものである。

平成yy年yy月yy日 平成yy年yy月yy日

図1　申出再製制度による再製原戸籍(戸籍事務専用帳票)

再 製 現 戸 籍

本 籍

氏 名

太郎

戸 籍 事 務 専 用

図2　申出再製制度による再製原戸籍(戸籍事務専用帳票)

再 製 現 戸 籍 戸 籍 事 務 専 用

本 籍

氏 名

太郎
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(21) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

頁

4/4再製

版

6.1

改訂日付作成日付

平成10年 2月27日 平成14年12月18日

（１の１） （１の１）

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

甲野　太郎 甲野　太郎

戸籍事項 戸籍事項

     戸籍改製 【改製日】      戸籍改製 【改製日】

【改製事由】平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製 【改製事由】平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製

     戸籍消除 【消除日】平成ｙｙ年ｙｙ月ｙｙ日      戸籍消除 【消除日】平成ｙｙ年ｙｙ月ｙｙ日

【特記事項】戸籍法第１１条の２第１項の規定による再製につき消除 【特記事項】再製につき消除

戸籍に記録されている者 戸籍に記録されている者

【名】 【名】

【生年月日】 【配偶者区分】 【生年月日】 【配偶者区分】

【父】 【父】

【母】 【母】

【続柄】 【続柄】

身分事項 身分事項

     出　　生 【略】      出　　生 【略】

     婚　　姻 【略】      婚　　姻 【略】

【略】 【略】

発行番号　zzzzzzz 発行番号　zzzzzzz

これは,戸籍法第11条の2第1項(又は第2項)の規定による再製原戸籍の写しである。 これは,再製原戸籍に記載されている全ての事項を出力したものである。

平成yy年yy月yy日 平成yy年yy月yy日

図3　申出再製制度による再製原戸籍(一般行政証明書)

再 製 原 戸 籍

本 籍

氏 名

図4　申出再製制度以外による再製原戸籍(一般行政証明書)

再 製 原 戸 籍

本 籍

氏 名

東京都△△△△市長 東京 太郎
職印 職印

東京都△△△△市長 東京 太郎

太郎 太郎
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本人届出確認台帳管理
(サンプル)

第7.2.(22)



作成者作業名
システム処理の概要説明

　　　　　業務メニュー

8.各種ファイル更新

　　　各種ファイル更新メニュー

22.本人届出確認台帳管理

　　　　当処理

0.前提

　･本仕様創設的届における届出本人確認用の確認台帳の管理処理の一例を示すものです。

　･当処理の位置付け

第7
2

(22)

頁

1/15本人届出確認台帳管理 平成15年 5月30日 令和　年　月　日

版

7.1

改訂日付作成日付

システム化調査研究会

 7-2-(22)-1



5.備考(特記事項含む)

本人届出確認台帳ファイル

本人届出確認台帳管理
システム環境仕様書

版第7
2

(22) システム化調査研究会

作成日付作業名 改訂日付

2.使用DB･ファイル一覧

本人届出確認通知ファイル

発送ファイル

入出力区分

入出力

入出力

入出力

頁作成者

1.詳細フロー

入出力区分

平成15年 5月30日 2/157.1令和　年　月　日

名称

3.処理概要

　 (1)検索キーの入力及びキーによる本人届出確認台帳の検索

　 　　a.受領番号(9桁)

　 　　b.受付日　　　　　　※範囲指定も検索可能

　 　　c.事件名

　 　　d.漢字氏名(氏,氏名)

　 　　e.処分区分

　 　　f.台帳対象区分

　 (2)キーを基に本人届出確認台帳を検索し,データの内容等を編集する

　 (3)本人届出確認台帳一覧画面の表示

　 (4)本人届出確認台帳の更新

4.機能体系(要件定義書の構成)

　 0.0 本紙　　　1.0 データチェック(単体表)

　　　　　　　　 2.0 データチェック(関連表)

　　　　　　　　 3.1 データ編集表(検索画面編集)

　　　　　　　　 3.2 データ編集表(確認台帳表示画面編集)
名称

本人届出
確認台帳の更新

本人届出

確認台帳

本人届出

確認台帳

の検索･表示

 7-2-(22)-2 



/

/

/

/

/

[3.1] /

/

/

[3.2] /

/

/

/

/

/

頁改訂日付

令和　年　月　日

作成者 版

7.1 3/15

作成日付

平成15年 5月30日

0.0 本紙　1/2

要件定義ワークシート
本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会

処理名

第7
2

(22)

作業名

実行キー

(1)本人届出確認台帳検索画面を表示する。

[1.0][2.0]

(2)キー選択(実行キー,PF1,PF2,その他)

(3)入力検索キーのチェック(OK:YES,NG:NO)

(4)受領番号～台帳対象区分で本人届出確認台帳ファイルを検索する。

(5)0 < 検索件数 < 100 か?(YES,NO)

(6)本人届出確認台帳検索画面を編集･表示する。

YES

YES

実行キー

PF1

YES

NO

『最終ページです。』を表示する。

『先頭ページです。』を表示する。

(19)次ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

(22)同画面を編集する

(7)キー選択(該当番号の入力(実行キー),PF1,PF7,PF8,PF12,その他)

(8)該当番号のチェック(OK:YES,NG:NO)

(9)本人届出確認台帳表示･更新画面

(該当受領番号)を編集･出力する。

(11)キー選択(PF1,PF7,PF8,PF9,その他)

　→

(18)同画面を編集する

　→

(15)前ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

(16)前ページ分の本人届出確認台帳
表示･更新画面編集

(17)エラーメッセージ

　→

YES

NO

YES

NO

(20)次ページ分の本人届出確認台帳
表示･更新画面編集

(21)エラーメッセージ

(23)本人届出確認台帳ファイルを更新する。

(25)エラーメッセージ

PF9

その他

(10)本人届出確認台帳表
示･更新に制御を渡す

(12)同画面を編集する

(13)業務選択画面に制御
を渡す

(14)本人届出確認台帳表
示･更新に制御を渡す

『無効なキーが入力されました。』を表示する。

(24)本人届出確認台帳表
示･更新に制御を渡す

(26)同画面を編集する

(27)エラーメッセージ

『項目エラーがあります。正しく入力して下さい。』を表示する。

PF1

PF2

PF7

PF8

(28)業務選択画面に制御
を渡す

備考
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/

PF8

(41)業務選択画面に制御
を渡す

処理名 0.0 本紙　2/2 備考

第7
2

(22)
要件定義ワークシート

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 4/15

(25)エラーメッセージ

NO

『先頭ページです。』を表示する。

PF12 (36)入力画面を初期化する

その他

エラーメッセージ(39)検索件数>99

NO

その他

PF12 (43)同画面を編集する

PF1

YES (30)前ページ分の本人届出確認台帳検索画面編集

(32)エラーメッセージ

PF7 (29)前ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

(31)同画面を編集する

YES

NO

(33)次ページがあるか?(ある:YES,なし:NO)

(34)次ページ分の本人届出確認台帳検索画面編集

(21)エラーメッセージ

『最終ページです。』を表示する。

(42)入力画面を初期化する

(40)エラーメッセージ『無効なキーが入力されました。』を表示する。

『該当が多すぎます。再度,検索キーを入力し
てください。』を表示する。

　 『検索キーが正しくありません。再度,検索キーを入力してください。』を表示する。

　→

(40)エラーメッセージ

『無効なキーが入力されました。』を表示する。

(38)検索件数 ＝ 0

『該当がありません。再度,検索キーを入力し
てください。』を表示する。

エラーメッセージ

NO
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No 必須 属性

1 数字

2 数字

3 英数

4 英数

5 漢字

6 数字

7 数字

第7
2

(22)

1.0　単体チェック表(1/1)

データチェック(単体表)

本人届出確認台帳検索画面

処理名

作業名

本人届出確認台帳管理

画面名

頁

5/15

版改訂日付作成日付作成者

7.1令和　年　月　日システム化調査研究会 平成15年 5月30日

画面ID

備考

受領番号

受付事件

項目名 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

『日付チェックサブルーチン』

出力エラーメッセージ内容

※コード一覧参照

漢字氏名

処分区分

台帳対象区分 (1:対象,2:対象外)であること

『項目エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

受付日(1)

受付日(2)

『日付チェックサブルーチン』

※コード一覧参照
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No

1

2

6/15

版

7.1

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

頁作成日付

2.0　関連チェック(1/1) 本人届出確認台帳検索画面

データチェック(関連表)
作業名

本人届出確認台帳管理 令和　年　月　日平成15年 5月30日

改訂日付第7
2

(22) システム化調査研究会

作成者

内容

(No.2)受付事件 ＝ スペース(未入力) かつ (No.3)受付日(2) ＝ スペース(未入力) の時

(No.1)受領番号 ＝ スペース(未入力) かつ (No.2)受付事件 ＝ スペース(未入力) かつ
(No.3)受付日(1) ＝ スペース(未入力) かつ (No.4)受付日(2) ＝ スペース(未入力) かつ
(No.5)漢字氏名 ＝ スペース(未入力) かつ (No.6)処分区分 ＝ スペース(未入力) かつ
(No.7)台帳対象区分 ＝ スペース(未入力) の時

『関連エラーがあります。正し
く入力して下さい。』

処理名 画面名 画面ID

備考出力エラーメッセージ
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氏名1～n 漢字氏名

本人届出確認
台帳検索

1～n件のシーケンス番号設定

受領番号1～n 受領番号

No1～n 本人届出確認
台帳ファイル

――――――――

受付日1～n 受付日

受付事件1～n 受付事件コード 有

漢字氏名

台帳対象区分

処分区分

受付日2

受付日1

受付事件

システム日付

画面ID

画面ページ

受領番号

名称 記号名 名称 記号名

処理名 3.1 検索画面編集(1/1) (受取側) 本人届出確認台帳検索画面 ←　(引渡側) 本人届出確認台帳ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

版 頁

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 7/15

第7
2

(22)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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本人届出確認
台帳ファイル

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

受付日

処分区分 有

本人届出確認
台帳表示･更新

本人区分(2) 有

(

2

)

事
件
本
人

確認担当者(1)

確認手段2(1)

本人区分(2)

来庁者区分(2)

氏名(2)

受領番号

出張所番号

受付事件コード

受付日

処分区分

台帳対象区分

漢字氏名(1)

住所(1)

本人区分(1)

有

漢字氏名(2)

通知担当者(1)

住所(2) 住所(2)

来庁者区分(2)

事
件
本
人

(

1

)

来庁者区分(1)

通知日(1) 通知日(1)

通知担当者(1)

通知要否(1) 有通知要否(1)

確認担当者(1)

確認手段2(1)

確認方法2(1) 有確認方法2(1)

住所(1)

本人区分(1)

確認手段1(1)

確認区分(1)

確認方法1(1)

確認手段1(1)

有確認方法1(1)

確認区分(1)

来庁者区分(1)

氏名(1)

システム日付

画面ページ

受領番号

出張所番号

受付事件

台帳対象区分

作業名

システム化調査研究会

作成者

有

←　(引渡側) 本人届出確認台帳ファイル

8/15

第7
2

(22)
データ編集表

画面ID

処理名 3.2 確認台帳表示画面編集(1/5) (受取側) 本人届出確認台帳検索画面

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

改訂日付 版

令和　年　月　日

頁作成日付

平成15年 5月30日本人届出確認台帳管理 7.1

有

有

有

有
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事
件
本
人

(

2

)

本人届出確認
台帳ファイル

来庁者区分(4) 来庁者区分(4) 有

(

4

)

事
件
本
人

氏名(4) 漢字氏名(4)

通知要否(3) 有

本人区分(4) 本人区分(4) 有

通知日(3) 通知日(3)

住所(4) 住所(4)

確認手段2(3) 確認手段2(3)

通知担当者(3) 通知担当者(3)

確認担当者(3) 確認担当者(3)

通知要否(3)

確認手段1(3) 確認手段1(3)

確認方法2(3) 確認方法2(3) 有

確認区分(3) 確認区分(3) 有

有

通知担当者(2)

来庁者区分(3) 来庁者区分(3) 有

通知担当者(2)

事
件
本
人

(

3

)

氏名(3) 漢字氏名(3)

住所(3) 住所(3)

確認方法1(3) 確認方法1(3)

本人区分(3) 本人区分(3) 有

通知日(2)

確認手段2(2)

確認担当者(2)

確認手段2(2)

確認担当者(2)

有

通知日(2)

有

確認区分(2)

確認方法1(2)

確認手段1(2)

確認方法2(2)

通知要否(2)

本人届出確認
台帳表示･更新

確認区分(2) 有

確認方法1(2) 有

確認手段1(2)

通知要否(2)

確認方法2(2)

処理名 3.2 確認台帳表示画面編集(2/5) (受取側) 本人届出確認台帳検索画面 ←　(引渡側) 本人届出確認台帳ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(22)
データ編集表

作業名 作成者 a 改訂日付 版 頁

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 9/15

 7-2-(22)-9 



確認担当者(1)

届出人本人区分(2) 有

来庁者区分(2)

通知要否(1) 有

(

2

)

届
出
人

氏名(2) 届出人氏名(2)

住所(2) 届出人住所(2)

本人区分(2)

届出人来庁者区分(2) 有

確認手段2(1) 届出人確認手段2(1)

届出人確認担当者(1)

本人届出確認
台帳ファイル

通知日(1) 届出人通知日(1)

通知担当者(1) 届出人通知担当者(1)

確認手段1(1) 届出人確認手段1(1)

確認方法2(1) 届出人確認方法2(1) 有

届出人通知要否(1)

通知担当者(4) 通知担当者(4)

来庁者区分(1) 届出人来庁者区分(1) 有

届出人氏名(1)

届出人住所(1)

確認方法1(1) 届出人確認方法1(1)

本人区分(1) 届出人本人区分(1) 有

確認区分(1) 届出人確認区分(1) 有

有

住所(1)

通知日(4) 通知日(4)

通知要否(4)

確認担当者(4) 確認担当者(4)

確認手段2(4)

確認方法2(4) 確認方法2(4) 有

確認方法1(4) 確認方法1(4) 有

本人届出確認
台帳表示･更新

事
件
本
人

(

4

)

確認区分(4) 確認区分(4) 有

確認手段1(4) 確認手段1(4)

確認手段2(4)

通知要否(4) 有

届
出
人

(

1

)

氏名(1)

処理名 3.2 確認台帳表示画面編集(3/5) (受取側) 本人届出確認台帳検索画面 ←　(引渡側) 本人届出確認台帳ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

版 頁

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 10/15

第7
2

(22)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付
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使
者

(

1

)

使
者

(

2

)

備考

使者確認担当者(2)

備考

確認手段1(2) 使者確認手段1(2)

確認担当者(2)

確認区分(2)

確認方法1(2) 使者確認方法1(2) 有

確認手段2(2)

確認方法2(2)

使者確認手段2(2)

使者氏名(2)

使者確認方法2(2) 有

使者確認区分(2) 有

住所(2) 使者住所(2)

確認手段2(1) 使者確認手段2(1)

確認担当者(1) 使者確認担当者(1)

氏名(2)

確認方法2(1) 使者確認方法2(1) 有

確認区分(1) 使者確認区分(1) 有

確認方法1(1) 使者確認方法1(1) 有

住所(1) 使者住所(1)

通知日(4) 届出人通知日(2)

通知担当者(4) 届出人通知担当者(2)

確認手段2(4) 届出人確認手段2(2)

確認担当者(4) 届出人確認担当者(2)

確認方法1(4) 届出人確認方法1(2) 有

確認手段1(4) 届出人確認手段1(2)

本人届出確認
台帳表示･更新

届
出
人

(

2

)

確認区分(4) 本人届出確認
台帳ファイル

届出人確認区分(2) 有

確認方法2(4) 届出人確認方法2(2) 有

通知要否(4) 届出人通知要否(2) 有

氏名(1) 使者氏名(1)

確認手段1(1) 使者確認手段1(1)

処理名 3.2 確認台帳表示画面編集(4/5) (受取側) 本人届出確認台帳検索画面 ←　(引渡側) 本人届出確認台帳ファイル

受取側 引渡側
コード
変換有無
(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ)

出力形態

Z 9 . ,
備考DB･ファイル名

画面名称

項目 DB･ファイル名
画面名称

項目

名称 記号名 名称 記号名

第7
2

(22)
データ編集表

作業名 作成者 作成日付 改訂日付 版 頁

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 11/15
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検索キー:受領番号,受付事件,受付日,漢字氏名,処分区分,台帳
対象区分

　　　　 ※検索事件数:MAX99件
　　　　 ※受付日は範囲指定も可とする。

氏名　　:事件本人の複数表示も可とする。

　　　　　本人届出確認台帳検索の画面

第7
2

(22)

作業名
補足説明書

作成者

システム化調査研究会本人届出確認台帳管理 平成15年 5月30日

頁数

7.1 12/15

作成日付 改訂日付

令和　年　月　日

版

 7-2-(22)-12 



　　　　　本人届出確認台帳の画面

　　　　　本人届出確認通知書:処分決定で発送ファイルが作成された後は、当該処理または帳票出力にお
いて発行することは、メーカー任意とする。

受付事件　　:受付事件名

処分区分　　:コード一覧参照

台帳対象区分:1.対象
　　　　　　 2.対象外

来庁者区分　:1.来庁者
　　　　　　 2.郵送

確認区分　　:1.確認
　　　　　　:0.未確認

確認方法1･2　:1.運転免許証　　 2.パスポート
　　　　　　　3.個人番号カード 4.健康保険証
　　　　　　　5.その他
　　　　　　　※｢その他｣のときはワープロ的に入力できるも
のとする。
　　　　　　　※その他確認方法の参考例
　　　　　　　　　クレジットカード、免許証、許可証、学生
証などがある

確認担当者　:本人確認をした職員氏名
　　　　　　 ※職員コード･職員氏名についてはメーカー任意
とする。

通知要否　　:1.通知要
　　　　　　 2.通知不要

通知日　　　:届出人に対して通知をした日

通知担当者　:通知をした職員氏名
　　　　　　 ※職員コード･職員氏名についてはメーカー任意
とする。

平成15年 5月30日 平成31年 3月31日 22 13/15

作成日付 改訂日付 版 頁数第7
2

(22)
補足説明書

作業名 作成者

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会

 7-2-(22)-13 



　　　　　本人届出確認台帳の画面

使者の欄　:入力可能となっているが、運用に合わせて不要とし
てもよい。

備考欄　　:届出人からの連絡の記録等をワープロ的に記録でき
るものとする。

改訂日付 版 頁数

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 14/15

第7
2

(22)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付
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No

1

2

7

8

9

10

13

14

16

19

20

親権変更、
親権喪失、
管理権喪
失、親権者
指定(調停･
裁判)

12

4

3

5

6

無

無

無

無

無

無

無

無

創設のみ

裁判離縁

裁判離婚

裁判離縁

創設･報告

創設のみ

創設のみ

創設のみ

創設のみ

創設のみ

創設のみ

創設のみ

創設のみ

親権辞任、
親権回復、
管理権辞
任、管理権
回復、親権
者指定(協
議)

15

17

18

国籍選択

107の2

107の3

転籍

創設･報告

創設･報告

創設･報告

創設･報告

創設･報告

復氏

姻族関係終了

入籍

分籍

創設

創設

創設

創設

創設

創設

創設

創設

創設

親権(管理権) 創設･報告

認知

養子縁組

養子離縁

73の2

離縁同時73の2

婚姻

離婚

77の2

証書提出

無

証書提出

無

右以外

協議離婚

創設のみ

養子が15歳未満のときは法定代理人(親権者、後見人)が届
出人になる。

親権者父、親権者母、親権者養父、親権
者養母、未成年後見人、法定代理人

養子、養女、養父、養母

備考

出生(認知)

養子、養女、養父、養母、法定代理人
(父、母、母の親権者、特別代理人、母の
未成年後見人、未成年後見人、未成年後
見監督人、児童福祉施設の長)

創設

創設･報告

創設･報告

協議離縁

認知

国籍留保

右以外

右以外

協議離縁

裁判認知、
外国の方式

届出人候補 事件本人候補

離縁によって縁組前の
氏に復した者

出生

出生

入籍者、入籍者の配偶者(配偶者があると
き)、法定代理人(15歳未満のとき)

父、母、養父、養母、親族

生存配偶者

　　　　　本人確認が必要と思われる届

出生(国籍留保)

届出種類 創設種別 報告種別

改訂日付 版 頁数

本人届出確認台帳管理 システム化調査研究会 平成15年 5月30日 令和　年　月　日 7.1 15/15

第7
2

(22)
補足説明書

作業名 作成者 作成日付

父、母

父、母

認知が創設の為、父に対して確認要。

国籍留保が創設の為、国籍留保の届出人に対し本人確認要。

届書

筆頭者、配偶者、親権者父、親権者母、
親権者養父、親権者養母、未成年後見人

出生子、父

出生子

父(認知者)、子(被認
知者)

養子、養女、養父、養
母

養親、養子

夫、妻

夫、妻

夫、妻

復氏者

親権者、未成年の子、
親権協議者

父、子、親権者母、親権者養父、親権者
養母、その他

養親、養子

離縁によって縁組前の氏に復した者

養子、養女、養父、養母

夫、妻

夫、妻

複氏者

夫、妻

届出人は本人のみ。法定代理人も不可。

夫、妻

入籍者

分籍者

国籍選択者

外国人との婚姻による
氏の変更者

事件本人

筆頭者、配偶者

民791条2項の場合は氏変更許可の審判所の謄本が必要

生存配偶者

分籍者

外国人との婚姻による氏の変更者

事件本人

無創設のみ
〓〓同時
77の2

11

生存配偶者

生存配偶者

夫、妻

裁判離婚創設･報告

創設

創設的な離婚時、77の2は離婚の本人確認状態を引き継ぐ。
報告的な離婚時、77の2は77の2の処分決定で本人確認情報
を入力する。

協議離婚

 7-2-(22)-15 



第7
2

(22)
帳票設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 1/3

　　1.様式

　　　(1)A4版縦

　　2.編集条件

　　　(1)出力サイクル
　　　　 日時

　　　(2)抽出条件
　　　　 本人届出確認台帳ファイルから該当項目を抽出

　　　(3)出力条件
　　　　 特になし

　　3.運用関係

　　　　 本通知書は、
　　　　 法務省民一第748号、戸籍の届出における本人確認の取扱いについて(通達)
　　　　 法務省民一第749号、戸籍の届出における本人確認の取扱いについて(依命通知)
　　　　 により運用すること。

帳票名称 作成日付 改訂日付 版

本人確認通知 平成15年5月30日 令和　年　月　日 7.1

 7-2-(22)-16



第7
2

(22)
帳票設計書

作成者 頁数

システム化調査研究会 2/3

　　①発行市区町村名+"長"
　　②受領番号

帳票名称 作成日付 改訂日付 版

本人確認通知 平成15年5月30日 令和　年　月　日 7.1

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80

1 1

2 2

3 3

4 Ｋ 9 9 年 9 9 月 9 9 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 23

24 24

25 25

26 26

27 27

28 Ｋ 9 9 年 9 9 月 9 9 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45

46 46

47 47

48 48

49 49

50 50

51 51

52 52

53 53

54 54

55 55

56 56

日

(25)

Ｋ Ｋ　様

Ｋ① Ｋ

Ｋ

(15)

お　知　ら　せ

4

事 件 名

届 出 人 氏 名

届 出 事 件 本 人 氏 名

1 受 理 年 月 日

2

3 Ｋ (15) Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ (15) Ｋ

Ｋ (15)

(15) Ｋ

記

Ｋ 日

Ｋ (15)

② 999999999

Ｋ (15) Ｋ

Ｋ

Ｋ (15) Ｋ

Ｋ (15) Ｋ

Ｋ (15)

あ な た か ら の 戸籍 届 出 につ い て は ，下 記 の と おり 受 理 さ れま し た。
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No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

第7
2

(22)
帳票項目一覧表

作成者 頁数

システム化調査研究会 3/3

項目名 桁数 編集方法 備考

作成年月日 11 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

帳票名称 作成日付 改訂日付 版

本人確認通知 平成15年5月30日 令和　年　月　日 7.1

受理年月日 11 漢字 元号Z9年Z9月Z9日

事件名 15 漢字

事件本人氏名 15 漢字

発行市区町村名 25 漢字 市区町村名 + "長"

届出人氏名3 15 漢字

届出人氏名4 15 漢字

届出人氏名1 15 漢字

届出人氏名2 15 漢字

届出事件本人氏名3 15 漢字

届出事件本人氏名4 15 漢字

届出事件本人氏名1 15 漢字

届出事件本人氏名2 15 漢字

受領番号 9 数字
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索引 方式 一覧頁

た

区分 1

区分 1

は

区分 1

区分 1

ら

区分 1

第7
2

(22)
コード設計書

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

付設対象 目的 付設区分具体例

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成15年5月30日 令和　年　月　日 7.1

本人確認区分 本人確認の有無 ｢未確認｣｢確認｣

台帳対象区分 本人届出確認台帳の作成有無 ｢対象｣｢対象外｣

通知要否区分 本人確認通知の要否 ｢通知不要｣｢通知要｣

来庁者区分 届出の方法 ｢来庁者｣｢郵送｣

本人確認方法 届書持参者の本人識別 ｢運転免許証｣｢パスポート｣
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No. 桁数

1

1

1

1

1

第7
2

(22)
コード一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

付設対象 項目名 コード 桁の意味 備考

対象 1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成15年5月30日 平成31年 3月31日 22

通知要 1

未確認 0

対象外 2

通知不要 0

パスポート 2

個人番号カード 3

健康保険証 4

確認 1

運転免許証 1

郵送 2

その他 5

来庁者 1

本人確認方法

　　　[ ]内は、民二7002号通達での名称

台帳対象区分

通知要否区分

本人確認区分

来庁者区分

 7-2-(22)-20 



第7
2

(22)
メッセージ一覧表

主管課名 頁数

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付 版

平成15年5月30日 令和　年　月　日 7.1

コード

Mnnnnn

　　　メッセージ

作成された本人届出確認台帳は1件だけです。
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第7.2.(23)

不受理処分整理簿管理
(サンプル)



第7
2

(23) システム化調査研究会

作成者作業名
システム処理の概要説明

頁

1/1不受理処分整理簿 平成19年3月 1日 令和　年　月　日

版

11

改訂日付作成日付

　0.前提
　　本仕様は不受理処分整理簿および不受理証明書の管理処理の一例を示すものである。

　1.【遵守】不受理処分整理簿のレイアウト･出力項目
　　後述の不受理処分整理簿の帳票設計書･帳票項目一覧表を参照

　2.【遵守】不受理処分整理簿用のファイル仕様書
　　後述のファイル仕様書の不受理処分ファイルを参照
　　<補足説明>
　　不受理処分整理簿中、受付ファイル中に存在しない項目は以下の4つ存在する。
　　①不受理処分決定年月日　②届出年月日(受付ファイルの項目｢受付日｣と同一日)　③返戻年月日　④不受理の理由
　　上記②を除く3項目に受領番号を加えた(受付ファイルとのリンク付用)4項目を格納するものが不受理処分ファイルである。

　3.【任意】不受理処分レコード作成･修正方法
　　メーカーに一任とする。

　4.【遵守】不受理証明書のレイアウト･出力項目
　　後述の不受理証明書の帳票設計書･帳票項目一覧表を参照

　5.【遵守】不受理処分整理簿、不受理証明書の作成条件
　　受付ファイルの処分区分は｢不受理｣または｢受理処分の撤回｣であること。

　6.使用DB･ファイル一覧

名称

不受理処分整理簿ファイ
ル

受付ファイル

入出力区分

入出力

入出力

  7-2-(23)-1



編成

DB

No.

1

2

3

4

5

版

第7
2

(23)
ファイル仕様書

主管課名 頁数

　戸籍(共通) 平成19年 3月 1日 令和　年　月　日 11

システム化調査研究会 1/1

適用業務名 作成日付 改訂日付

レコード長

ディスク 400

副次キー項目 媒体

備考

受領番号 9(   9) 無 無

項目名 タイプ(桁数) コード化の有無 繰り返し個数

ファイル名 メインキー項目

不受理処分 受領番号

不受理処分決定日 9(   8) 無 無

返戻年月日 9(   8) 無 無

予備 X( 129) - -

不受理の理由 K( 123) 無 無

 7-2-(23)-2



項番 規格

 1 有

 2 有

頁数

1/1

版

11証明等に係わる業務

オンライン
バッチ区分帳票名

不受理証明書

不受理処分整理簿

根拠法令

準則

戸規66条

新帳票一覧表

改定日付作成日付

第7
2

(23)

作成者

システム化調査研究会

運用業務名

平成19年3月1日 令和　年　月　日

保存期間
(年)

出力サイクル

随時

随時

オンライン

オンライン
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　　1.様式

　　　(1) A4版横
　　　(2) 出力項目及び様式は規定

　　2.編集条件

　　　(1) 出力サイクル
　　　　　随時

　　　(2) 編集内容
　　　　　帳票項目一覧を参照

　　3.運用関係

　　　特になし

不受理処分整理簿

頁数

1/1

版

11

帳票設計書

改定日付作成日付

第7
2

(23)

作成者

システム化調査研究会

帳票名称

平成19年3月1日 令和　年　月　日

 7-2-(23)-4



版

11令和　年　月　日

改訂日付作成日付

平成19年 3月 1日

第7
2

(23) システム化調査研究会

作成者

不受理処分整理簿
帳票設計書

頁

1/1

作業名

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98100102104106108110112114116118120122124126128130132134136138140142144146148150152154156158160162164166168170172174176178180182184186188190192194196198200202204206208210212214216218220

1

2

3

4

5

6

7

8

9 （ ) （ )

10 （ )

11 （ )

12 （ )

13 （ )

14

15

16

17 （ ) （ )

18 （ )

19 （ )

20 （ )

21 （ )

22

23

24

25 （ ) （ )

26 （ )

27 （ )

28 （ )

29 （ )

30

31

32

33 （ ) （ )

34 （ )

35 （ )

36 （ )

37 （ )

38

39

40

41 （ ) （ )

42 （ )

43 （ )

44 （ )

45 （ )

46

不 受 理 処 分 整 理 簿

受領番号

平成 年 月 日 ペ ージ

受 理送付 の区分不 受 理 処 分 決 定 年 月 日 件 名 届 出 年 月 日 返 戻 年 月 日

不受理の理由

届出人(資格)

受領番号 受 理送付 の区分不 受 理 処 分 決 定 年 月 日 件 名 届 出 年 月 日 返 戻 年 月 日

不受理の理由

届出人(資格)

受領番号 受 理送付 の区分不 受 理 処 分 決 定 年 月 日 件 名 届 出 年 月 日 返 戻 年 月 日

不受理の理由

届出人(資格)

受領番号 受 理送付 の区分不 受 理 処 分 決 定 年 月 日 件 名 届 出 年 月 日 返 戻 年 月 日

不受理の理由

届出人(資格)

受領番号 受 理送付 の区分不 受 理 処 分 決 定 年 月 日 件 名 届 出 年 月 日 返 戻 年 月 日

不受理の理由

届出人(資格)
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No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

外国人:Z999.Z9.Z9

日本人:元号99.Z9.Z9

最大4'生'

最大4

最大2

最大2

最大4

最大4

最大4

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

1

(50)

11

H.Z9.Z9.Z9

'受理','送付'

H.Z9.Z9.Z9

H.Z9.Z9.Z9

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

漢字

30

11

(10)

生年月日表示

事件本人本籍

(10)

9

2

12

(10)

(10)

123

30

届出人資格

事件本人氏名

事件本人資格

事件本人生年月日

受理･送付の区分

件名

届出年月日

返戻年月日

不受理の理由

届出人氏名

第7
2

(23)

主管課名

システム化調査研究会

適用業務名

不受理処分決定年月日

受領番号

項目名 桁数 編集方法 備考

頁数

1/1

版

11

帳票項目一覧表

改定日付作成日付

平成19年3月1日 令和　年　月　日

複写枚数寸法

A4横

定･汎区分

汎用

単･連区分

単票

作成年月日

ページ数

(11)

4

漢字

漢字

帳票名

不受理処分整理簿

元号Z9年Z9月Z9日
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　　1.様式

　　　(1) A4版横又は縦
　　　(2) 出力項目は規定

　　2.編集条件

　　　(1) 出力サイクル
　　　　　随時

　　　(2) 編集内容
　　　　　帳票項目一覧を参照

　　3.運用関係

　　　特になし

不受理証明書

頁数

1/1

版

11

帳票設計書

改定日付作成日付

第7
2

(23)

作成者

システム化調査研究会

帳票名称

平成19年3月1日 令和　年　月　日
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頁

1/1

作業名 版

11令和　年　月　日

改訂日付作成日付

平成19年3月1日

第7
2

(23) システム化調査研究会

作成者

不受理証明書
帳票設計書

 1  1

 2  2

 3  3

 4  4

 5 ( 1 5 )  5

 6  6

 7  7

 8 ( 3 0 ) ( ( 1 1 ) )  8

 9  9
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第7.2.(24)

戸籍副本データ管理システム



1.戸籍副本データ管理システムの構築に伴う、電算化戸籍の副本の送信方法等については、別紙の｢戸籍副本データ管理システムに係る戸籍情
報システム要件定義書｣を参照すること。
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